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InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ
InstallShield を使って、 Windows ベースのシステムを ターゲッ ト にするイ ンス ト ールを素早 く ビルド、 テス ト およ

び配布する こ とができます。

InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ には、 InstallShield の機能性および機能についての情報が掲載されています。 ヘルプ 

ラ イブラ リは、 次のセクシ ョ ンに分かれています。

テーブル 1-1 • ヘルプ ラ イブラ リのセクシ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

InstallShield 2016 の新しい機能 InstallShield 2016 の変更点について案内し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ

ンの新機能

InstallShield の以前のバージ ョ ンで加えられた変更に関する情報です。

ターゲッ ト  システムの要件 ターゲッ ト  システムの要件を一覧にし ます。

を管理者権限を使って、 または

管理者権限を持たずに起動する

違い

管理者権限を持たずに InstallShield を実行し ている場合に利用できない機能

についてアラー ト し ます。 また、 管理者と非管理者コ ンテキス ト を切り替え

た場合で、 プロジ ェ ク ト でマ ッ プ された ド ラ イブを使用し た際に発生する可

能性のある問題についても説明し ます。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システム

における イ ンス ト ールの開発お

よびビルドの違い

InstallShield を 32 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合に現れる可能性があ

る、 64 ビ ッ ト  システムとの相違点をハイ ラ イ ト し ます。

ヘルプの使い方 InstallShield ド キュ メ ン ト に関する情報が提供されています。

ス ター ト  ガイ ド InstallShield に慣れていただき、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成の開始、

および InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのカス タ マイズに役立つ情報

が掲載されています。

チュー ト リ アル InstallScript および基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の処理手順、 およ

びグローバル イ ンス ト ールの作成方法について、 順を追って説明し ます。
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イ ンス ト ールの作成 ユーザーフ レン ド リーで信頼できる イ ンスールの作成方法、 およびその作成

手順がステ ッ プご と ([ プログラムの追加と削除 ] のための情報指定から イ ン

ス ト ールのビルド、 テス ト および配布まで ) に説明されています。

ア ドバンス ト  UI およびスイー

ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス

ト ールの作成

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト についての

概要および詳しい使用方法が説明されています。

InstallShield Premier Edition で提供されているスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト  タ イプでは、 複数の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、

InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ 

パッ ケージ (.appx)、 および Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、

複数の InstallShield 前提条件も、 モダンでカス タ マイズ可能なユーザー イ ン

ターフ ェ イスを持つ単一のアプ リ ケーシ ョ ンにパッ ケージできます。

InstallShield Professional Edition で提供されているア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプでは、 単一の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 または 

InstallScript パッ ケージに対し て、 最新のカス タ マイズ可能なユーザー イ ン

ターフ ェ イスを提供する こ とができます。

InstallShield 前提条件およびそ

の他の再配布可能フ ァ イルをデ

ザイ ンする

他のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、 他のイ ンス ト ール開発者が使

用できるよ う に配布できる InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、

InstallScript オブジ ェ ク ト を自分自身で初めて設計する と きに役に立つ基本的

な概念が紹介されています。

開発プロセスを再利用 / 分担す

るためのイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト のモジュール化

デベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) の紹介。 DIM は、 製品フ ァ イ

ル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS 

Web サイ ト 、 およびイ ンス ト ール パッ ケージの論理的に分かれている部分を

別個に構成し ている要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 サイズ

は、 機能とほぼ同じ です。

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー

ト

製品ア ッ プデー ト のために用意されている様々な タ イプのア ッ プグレー ド お

よびパッ チの計画および実装の仕方をステ ッ プご とに見てい く こ とができま

す。 また、 FlexNet Connect を利用し て、 どのよ う にエン ド ユーザーに入手可

能なア ッ プグレー ド およびパッ チについて通知するかについても説明されて

います。

カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ン

の作成

InstallShield を使ってカス タ マイズされた仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する方

法について説明し ます。

追加のイ ンス ト ール オプシ ョ

ン

InstallShield で幅広 く 提供されているオプシ ョ ンの説明で、 多言語イ ンス ト ー

ルの作成、 1 つの製品の複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ール、 条件ステー ト メ

ン ト のビルド、 イ ンス ト ール済みデータの検索、 イ ンス ト ール テーブルの編

集、 その他多 く の ト ピ ッ クが掲載されています。

InstallShield と外部アプ リ ケー

シ ョ ンの統合

InstallShield と ソース コー ド管理ソ フ ト ウ ェ ア、 Microsoft Visual Studio や 

Microsoft Visual Studio Team Foundation Server (TFS) などのサー ドパーテ ィ  

ツールとの統合について詳細を説明し ます。

テーブル 1-1 • ヘルプ ラ イブラ リのセクシ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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InstallShield 2016 の新しい機能
メ モ • InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リは、 InstallShield と イ ン タ ラ ク ト するよ う設計されているので、 InstallShield 内

からヘルプを開 く こ と をお勧めし ます。 ヘルプ フ ァ イルを別のフ ォルダーやシステムにコ ピーする と、 多 く の機

能が正常に機能し ないこ とがあ り ます。

InstallShield に関し てよ く 寄せられる質問や、 ド キュ メ ン ト に記載されていない新規の情報については ナレ ッ ジ

ベースを参照し て く だ さい。

InstallShield 2016 の新しい機能

新しい機能

InstallShield 2016 には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

• Windows オペレーテ ィ ング システムの最新版リ リースをサポー ト

• UWP アプ リ パッ ケージを作成するためのサポー ト

• スイー ト 追加された SQL サポー ト

• タ イルの構成

• 新しい Microsoft Visual C++ 2015、 .NET Framework 4.6 その他用の InstallShield 前提条件

イ ンス ト ールの開発およびビル

ド プロセスの自動化

InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスを直接開 く こ と な く イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成プロセスを自動化する こ とができる InstallShield オー ト

メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスについての詳細が載っています。

リ フ ァ レンス 次の項目に関する総合リ フ ァ レンス情報です ： InstallShield ユーザー イ ン

ターフ ェ イス、 InstallScript 言語、 イ ンス ト ールの作成、 コ ンパイル、 ビル

ド、 実行時に発生する可能性があるエラーおよび警告、 リ リースのビルド お

よびイ ンス ト ールの実行等のタ スク を実行するためにコマン ド ラ イ ンから利

用する こ とができるツール、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト の様々な設定にオブジ ェ ク ト 式を埋め込んで ターゲッ ト  シス

テムを検索する と きに使用できるオブジ ェ ク ト 、 プロジ ェ ク ト に追加される 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを

使ってイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を変更する と きに使われるオブジ ェ ク ト 、

メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ  およびコ レ クシ ョ ン。

よ く 寄せられる質問 (FAQ) InstallShield およびプロジ ェ ク ト の作成について頻繁に寄せられる質問に答え

るヘルプ ト ピ ッ ク を見つける こ とができます。

用語集 用語およびその解説を集めたものです。

テーブル 1-1 • ヘルプ ラ イブラ リのセクシ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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InstallShield 2016 の新しい機能
• Adobe Reader、 Microsoft Office、 および .NET Framework の前提条件システム検索

Windows オペレーテ ィ ング システムの最新版リ リースをサポー ト

InstallShield 2016 は、 Windows オペレーテ ィ ング システムの最新版リ リースをサポー ト し ます。

• Windows 10 Anniversary Update

• Windows Server 2016

InstallShield を これらのオペレーテ ィ ング システムにイ ンス ト ールできるだけでな く 、 これらのオペレーテ ィ ング 

システムを ターゲッ ト にする イ ンス ト ールを作成する こ とができます。

UWP アプ リ パッ ケージを作成するためのサポー ト

プロジ ェ ク ト • UWP アプ リの作成機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

重要 • デスク ト ッ プ拡張 ( デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ ) を含む UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) のイ ンス ト ールおよびテ

ス ト を行う には、 Windows 10 Anniversary Update が必要です。 UWP アプ リ パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、

InstallShield を Windows 10 または Windows 10 SDK がイ ンス ト ールされているマシン上にイ ンス ト ールする必要が

あ り ます。

Windows 8.x および 10 上にアプ リ を配布およびイ ンス ト ールする為に使用される UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) 

は、 シンプルでセキュ リ テ ィ 保護されたパッ ケージ フ ォーマ ッ ト で、 UWP ( ユニバーサル Windows プラ ッ ト

フ ォーム ) で使用可能な唯一のフ ォーマ ッ ト です。 UWP アプ リ パッ ケージの利点 :

• 高い可用性、 信頼性、 および耐久性によ って、 アプ リ ケーシ ョ ンが長期間にわたってエラーな し で継続的に

動作し続けます。

• 必要最小限の構成と カス タ マイズ不要な UI によるス タ テ ィ ッ ク ビルド を使ったスムーズなイ ンス ト ール経験

• Windows ス ト アを使ってアプ リ ケーシ ョ ンを販売または提供できるオプシ ョ ン

• UWP API を使用できる機能だけでな く 、 ラ イブ タ イルなどの UWP 機能を活用

• Windows Nano Server 上でネイテ ィ ブ サポー ト を持つ唯一のパッ ケージ フ ォーマ ッ ト

InstallShield は今回よ り、 代替ビルド出力を通し て UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト  (.appx) およびそのデスク

ト ッ プ / サーバー拡張機能の作成をサポー ト し、 UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト に適合し ないアイテムを

識別するための適合性テス ト を提供し ます。 UWP アプ リ パッ ケージの作成をサポー ト する InstallShield に新し く

追加された機能の詳細については、 次のサブセクシ ョ ンをご覧 く だ さい。

• [ リ リース ] ビ ュー内の UWP アプ リの設定

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューにおける UWP アプ リ ロゴのカス タ マイズ

• UWP アプ リ適合性のテス ト

• スイー ト に追加された新しい UWP 条件のチ ェ ッ ク
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[ リ リース ] ビ ュー内の UWP アプ リの設定

[ リ リース ] ビ ューで リ リースを選択する と き、 [Windows アプ リ ] とい う名前の新しい リ リースご とに提供される

タ ブに、 UWP アプ リ パッ ケージを作成する設定が追加されま し た。 こ こで、 UWP アプ リ パッ ケージのビルド プ

ロセスに影響する様々な主要な設定を指定できます。 特に [ 配布方法 ]、 [ デスク ト ッ プ拡張を含む ]、 または [

サーバー拡張を含む ] オプシ ョ ンは、 特定の種類のイ ンス ト ーラー プロジ ェ ク ト  データにどの警告またはエラー

が発生するかに影響し ます。 

これらの新しい設定についての総合情報は、 「リ リースの [Windows アプ リ ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューにおける UWP アプ リ ロゴのカス タ マイズ

[ リ リース ] ビ ューに追加された新しい UWP アプ リ設定以外にも、 UWP アプ リ パッ ケージで作成された タ イルを

構成するための新しい設定があ り ます。 これらの設定は、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューの [UWP アプ リ パッ ケージの

オーバーラ イ ド ] 領域にあ り ます。

これらの新しい設定についての総合情報は、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の設定」 を参照し て く だ さい。 

UWP アプ リ適合性のテス ト

InstallShield には、 .msi パッ ケージ内で UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト に適さ ないアイテムの存在をスキャ

ンする、 新しい InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト が追加されま し た。 アクセスするには、 [ ビルド ] メ

ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し てから、 [InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 

InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト は、 問題が見つかったすべてのテス ト を [ リ リース ] ビ ューに表示し、 各

問題に関連付けられた列に既知の UWP アプ リ形式への適用性を示し ます。 従来型の CUB の場合、 これらの列は

空白のままです。 このレポー ト は、 [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの下にある [ 検証 ] フ ォルダーを選択する と

表示されます。 新しい ISUWP 検証の説明その他の総合情報は、 「InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト 」 を参照

し て く ださい。

スイー ト に追加された新しい UWP 条件のチ ェ ッ ク 

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 機能、 またはウ ィ ザー ド 

イ ン ターフ ェ イス条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な

異なる種類から選択できます。 スイー ト に次の条件チ ェ ッ クが追加されま し た。

• UWP アプ リ パッ ケージの対象 — ターゲッ ト  システムで UWP アプ リ パッ ケージの実行時依存フ ァ イルの存

在を確認し て、 これをサポー ト し ない Windows または Windows Server バージ ョ ンに UWP アプ リ パッ ケージ

がイ ンス ト ールされる こ とのないよ う に防ぎます。 

メ モ • この条件は、 UWP アプ リ パッ ケージの対象条件のみで使用可能です。 別のパッ ケージ タ イプで使用し

た場合、 正し く 機能し ません。 

• UWP タ イプの存在 — ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 UWP 機能の存在を確認し ます。 た と えば、 デス

ク ト ッ プ ブ リ ッ ジの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するには、

Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher タ イプを確認し ます。 これは、 条件付でイ ンス ト ールをブロ ッ ク

する、 または .msi および UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) のどち ら を イ ンス ト ールするかを選択する場合に使

用できます。
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メ モ • これは、 Windows 10 以前のオペレーテ ィ ング システムで常に False 評価されます。

"Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher " タ イプ名サブ設定を使用するには、 Windows 10 Anniversary 

Update 以降が必要です。

スイー ト 追加された SQL サポー ト  

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

SQL サーバーは、 特に InstallShield スイー ト  イ ンス ト ールで提供される複数パッ ケージ サポー ト を活用する多 く

のアプ リ ケーシ ョ ンで不可欠です。 以前、 InstallShield SQL サポー ト が使用できるのは基本の MSI、 InstallScript、

および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のみで し た。 今回よ り、 SQL サポー ト がスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加されてお り、 以下の機能を使用する こ とができます :

• 新しい SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加

• SQL ステー ト メ ン ト を直接スイー ト から実行

詳し く は、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい :

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

• [ 定義済みタ スク ページ ] パネル

新しい SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加

InstallShield では、 新しい SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを使ってスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に SQL サポー ト を追加し ます。 以前、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に SQL サポー ト を含む .msi パッ

ケージを追加する と、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムが Windows 

Installer のユーザー イ ン ターフ ェ イスを自動的に抑制し ま し た。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  イ ンス

ト ールにカス タム SQLLogin ウ ィ ザー ド ページを手動で作成する必要があり ま し た。

新しい定義済みのページをプロジ ェ ク ト に追加する と き、[ データベース サーバーのログイ ン情報を入力 ] タ スク 

ページを選択し て、 必要に応じ てウ ィ ザー ドのパネルを完了させます。 その後、 SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド 

ページを、 プロジ ェ ク ト に追加し ます。 この SQLLogin ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーはデータ

ベース サーバー ログイ ン情報 ( データベース サーバー名、 認証資格情報、 データベース カ タ ログ名など ) を入力

し、 スイー ト に含まれる 1 つ以上の .msi パッ ケージがターゲッ ト とするデータベース サーバーへの接続を設立す

る こ とができます。

SQLLogin ウ ィ ザー ド ページをプロジ ェ ク ト に追加する と、 以下が可能と な り ます :

• スイー ト  プロジ ェ ク ト 内の SQL ログイ ンの設定を識別するプロパテ ィ を指定し てから、 これらのプロパテ ィ

を受け取る .msi パッ ケージを選択する

• .msi パッ ケージ内で SQL ログイ ンの設定を識別するプロパテ ィ を指定する 

• データベース テ ク ノ ロジ (Microsoft SQL Server、 Microsoft Windows Azure、 MySQL、 または Oracle) を選択し

て、 ターゲッ ト にする ODBC ド ラ イバーを選択する
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SQL ステー ト メ ン ト を直接スイー ト から実行

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では今回よ り、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスから SQL データベース サー

バー上の SQL ステー ト メ ン ト を直接実行する こ とができます。 これによ って、 イ ンス ト ール続行前に SQL データ

ベース サーバーを調査する こ とができます。

これによ って、 スイー ト  プロパテ ィ で SQL クエ リの結果にアクセスが可能と な り ます。 このサポー ト を使用する

ための [SQL 文字列を実行 ] オプシ ョ ンが、 UI イベン ト の [ 新しいアクシ ョ ン ] メ ニューに追加されています。

SQL ステー ト メ ン ト は、 UI イベン ト の [ 新しいアクシ ョ ン ] メ ニューで使用できる新しい追加オプシ ョ ン ([ デー

タベース メ タデータの構成 ] および  [SQL ログイ ン プロパテ ィ のオーバーラ イ ド ]) を使って指定されたプロパ

テ ィ およびデータベース メ タデータ を使って実行されます。 

タ イルの構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 および InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows 8 からアプ リ ケーシ ョ ン タ イルのグリ ッ ド をス ター ト 画面に表示できるよ う にな り ま し た。 これは、 今

までのシ ョ ー ト カ ッ ト の一覧に取って代わる もので、 シ ョ ー ト カ ッ ト の代わり にタ イルを配置し ます。

InstallShield は、 ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を カス タ マイズする こ とができます。 次の

タ イル構成設定が使用できます :

• アプ リ ケーシ ョ ン名を中サイズ (150x150) のタ イルに含める と き、 明色または暗色のテキス ト を切り替える

• タ イル背景色を選択

• カス タム タ イル イ メ ージ ( 小 : 70x70、 中 :150x150) の使用オプシ ョ ン

• アプ リ ケーシ ョ ン名を中サイズ タ イルに表示または非表示を選択

[ タ イルの構成 ] ノ ー ドは、 メ イ ンの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューおよび各コ ンポーネン ト の [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] サ

ブビ ューに表示されます。 すべての該当する タ イル構成が一覧表示されます。 

詳し く は、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい :

• ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を構成する

• [ タ イル構成 ] の設定

新しい Microsoft Visual C++ 2015、 .NET Framework 4.6 その他用の InstallShield 前提条件

プロジ ェ ク ト • InstallShield 前提条件は、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加できます。

InstallShield には、 以下の InstallShield 前提条件が含まれています。

• Microsoft .NET Framework 4.6.1 ( 完全版 )

• Microsoft .NET Framework 4.6.1 (Web イ ンス ト ーラー )

• Microsoft ReportViewer 2015

• Microsoft SQL Server 2014 Express System CLR Types (x86)

• Microsoft Visual C++ 2015 Update 3 再配布可能パッ ケージ (x86)
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• Microsoft Visual C++ 2015 Update 3 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Windows Management Framework 4.0 for Windows 7 SP1 および Server 2008 R2 SP1 (x64)

• Windows Management Framework 4.0 for Windows Server 2012 (x64)

• Windows Management Framework 5.0 for Windows 7 SP1 (x86)

• Windows Management Framework 5.0 for Windows 7 SP1 および Server 2008 R2 SP1 (x64)

• Windows Management Framework 5.0 for Windows 8.1 (x86)

• Windows Management Framework 5.0 for Windows 8.1 および Server 2012 R2 (x64)

• Windows Management Framework 5.0 for Windows Server 2012 (x64)

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに適切なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

メ モ • .NET Framework の Web 前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト 接続が必要です。 この前提条件は、 必要に応じ て、

必須の再配布可能フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 .NET Framework の完全な前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への接

続が不要なス タ ン ド アロン イ ンス ト ールです。

Adobe Reader、 Microsoft Office、 および .NET Framework の前提条件システム検索

プロジ ェ ク ト • 前提条件システム検索は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield に新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Adobe Reader 11

• Adobe Reader DC

• Microsoft Office 2013

• Microsoft Office 2016

• Microsoft .NET Framework 4.5.1

• Microsoft .NET Framework 4.5.2

• Microsoft .NET Framework 4.6

• Microsoft .NET Framework 4.6.1

イ ンス ト ールでこれらの 1 つまたは両方が必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

の [ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン

ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど

うかを確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ

セージが表示されます。

強化機能

InstallShield 2016 には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

• [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの強化機能
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• スイー ト  - UI 機能強化

• [ プロセスの強制終了 ] カス タム アクシ ョ ンの強化内容

• コ ンポーネン ト の属性に使用するデフ ォル ト 値を設定できる機能

• 追加のビ ューで、 機能ご とに項目を フ ィ ルターできる機能

• デジ タル署名の更新

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの強化機能

プロジ ェ ク ト • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には今回よ り、 テーブル、 スキーマ情報、 および検証エラーの詳細を確認できるい く つかのダイ レ ク

ト  エデ ィ ター強化内容が追加されています。 これによ り、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って高度な問題を識別およ

び解決するために ト ラ ブルシューテ ィ ングを行う セ ッ ト ア ッ プ作成者またはパッ ケージ作成者の生産性が飛躍的

に高ま り ます。 これらの強化内容について、 次の 2 つのセクシ ョ ンに分けて説明されています :

• Directory テーブルに、 解決されたターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ パスが表示される

• 列ヘ ッ ダー スキーマ情報のツールヒ ン ト

• テーブル レ コー ド参照の追跡

• 破損し た参照のイ ンジケータ

総合的な情報は、 「ダイ レ ク ト  エデ ィ ター」 を参照し て く ださい。

Directory テーブルに、 解決されたターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ パスが表示される 

Directory テーブルを表示する と き、 InstallShield は各行についてデ ィ レ ク ト リの場所の解決済みパスを表示する読

み取り専用の灰色列を表示し ます。 この列は実際、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルには保存されません。 表示されるテキ

ス ト ご とに並べ替える こ とができますが、 その値を挿入、 更新、 または削除する こ とはできません。

列ヘ ッ ダー スキーマ情報のツールヒ ン ト

InstallShield は今回よ り、 使用可能な列データの種類を示すスキーマ情報を表示する列ヘ ッ ダーに、 ツールヒ ン ト

を表示し ます。

• ヌル可能 — 列は空白のままに残すこ とが可能です。

• 必須 — 列には、 必ず空白以外の値が必要です。
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• 文字 (nn)— 固定文字数 nn の文字列。

• 小さい整数 — 整数値 ( 小数点な し )、 -32767 から +32767 までの値を含む。

• 長い整数 — 整数値 ( 小数点な し )、 -2147483647 から ++2147483647 までの値を含む。

• ローカ ラ イズ可能 — 翻訳可能な文字列を含む列。 このマーカーが付いていない列は、 ローカ ラ イズ不可能で

す。

• ス ト リーム — フ ァ イルのコ ンテンツなどの、 バイナリ ス ト リーム。

ヒ ン ト • Directory、 Binary、 および CustomAction ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルには、 これらの種類の列のい く

つかが表示されます。

テーブル レ コー ド参照の追跡

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターには今回よ り、 テーブル レ コー ドの関係性を簡単に確認する こ とができる [ 参照の追跡 ] 

ペイ ンが追加されています。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター上部に追加された [ 参照の追跡を表示 ] ボタ ンを使って、 ペ

イ ンの表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

各レ コー ドは、 1 つ以上のレ コー ド を参照、 または 1 つ以上のレ コー ド によ って参照されている可能性があ り ま

す。 レ コー ドが強調表示されている場合、 別のレ コー ド を参照し ているか、 別のレ コー ドから参照されている こ

と を示し、 [ 参照の追跡 ] ペイ ンには、 参照が存在するテーブルを表示する [ 参照テーブル ] セク シ ョ ン、 および

実際のレ コー ドの参照を表示する追加セクシ ョ ンが含まれます。 レ コー ドの参照セクシ ョ ンには、 参照の方向を

示す矢印アイ コ ンが表示されます。

• 右向きの緑色矢印は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選択されたレ コー ド が [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示

されているレ コー ド を参照する こ と を示し ます。

• 左向きの青色矢印は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選択されたレ コー ド が [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示

されているレ コー ド によ って参照されている こ と を示し ます。

• 両方向を指す 2 つの矢印 ( 右向きの緑色矢印と左向きの青色矢印 ) は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選

択されたレ コー ドが [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示されているレ コー ド を参照する、 および参照されている こ と

を示し ます。

メ モ • 複数のダイ レ ク ト  エデ ィ ター レ コー ドが選択されている場合、 フ ォーカス されているレ コー ド のみの参照

が表示されます。 さ らに、 複数のテーブルが [ 参照テーブル ] セクシ ョ ンに表示された場合、 ダイ レ ク ト  エデ ィ

ター テーブルで選択されたレ コー ドが参照する、 または複数のテーブルのレ コー ド によ って参照される こ と を示

し ます。 関連するレ コー ドの参照を表示するには、 [ 参照テーブル ] セクシ ョ ンにある任意のテーブルを ク リ ッ ク

し ます。 

ヒ ン ト • [ 参照の追跡 ] ペイ ンでは、 セル内をダブルク リ ッ ク し てレ コー ドの参照間を簡単に移動する こ とができ

ます。

破損し た参照のイ ンジケータ 

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターのテーブル レ コー ドが、 も う存在し ない外部キー レ コー ド を参照し ている場合があり ま

す。 InstallShield は今回よ り、 このよ う な破損し た参照を持つセルに注意が向 く よ う に、 赤い背景色を使用し ます。 
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たと えば、 Component テーブルの  Directory_ 列が、 Directory テーブルで見つからないデ ィ レ ク ト リ名を参照する

場合、 Directory_ 列が赤い背景色で表示されます。 

メ モ • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの破損し た参照イ ンジケータは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レ

ンス ] タ ブにある [ 参照の整合性を維持 ] チ ェ ッ クボ ッ クスには関連し ていません。 " 参照の整合性を維持 " 設定

は、 プラ イマ リ キーを変更し たと きに、 外部キーを更新する こ と を目的と し、 破損し た参照イ ンジケータは、 親

の無いレ コー ド を簡単に識別できるよ う、 破損し た参照を表示し ます。 このため、 破損し た参照は " 参照の整合

性を維持 " 設定で行った選択に関係な く 表示されます。

スイー ト  - UI 機能強化

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

様々な用途を広 く サポー ト するために、 InstallShield ではア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に次の機能が追加されています :

• 新しい [Windows を閉じ る ] および [ イベン ト の停止 ] UI アクシ ョ ン

• スイー ト でスプラ ッ シュ スク リーンのロー ド追加
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新しい [Windows を閉じ る ] および [ イベン ト の停止 ] UI アクシ ョ ン

InstallShield には、 以下のよ う な新しい UI アクシ ョ ンが搭載されています。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する」 を参照し て く ださい。

テーブル 1-2 • 新しいコ ン ト ロール アクシ ョ ン

アクシ ョ ンの種類 説明

ウ ィ ン ド ウを閉じ る この種類のアクシ ョ ンは、 メ イ ンのウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目の

ウ ィ ン ド ウを閉じ るか、 場合によ っては 2 番目のウ ィ ン ド ウを条件付き

で閉じ ます。

[ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンには、 次の定義済みリ ターン コー ド 

ID に対応するパラ メ ータ を使用できます ： IDOK、 IDCANCEL、 IDABORT、

IDRETRY、 IDIGNORE、 IDYES、 IDNO、 および IDCLOSE 

[ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンの動作は、 ウ ィ ザー ド ページおよび 2 

番目のウ ィ ン ド ウで次のよ う に多少異な り ます ： 

• ウ ィ ザー ド ページの場合、 [ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンはその

リ ターン コー ド パラ メ ータが IDCANCEL に設定されている場合、 エ

ン ド ユーザーがウ ィ ザー ド をキャ ンセルできるプロンプ ト を表示 (

また、 エン ド ユーザーが [ はい ] を指定し た場合にウ ィ ザー ド を中

断し ます )。 その他のリ ターン コー ド ID の場合、 ウ ィ ザー ドがすぐ

に閉じ ます。

• 2 番目のウ ィ ン ド ウの場合、 [ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンは 2 

番目のウ ィ ン ド ウを閉じ ます。 また特殊な場合、 た と えば 2 番目の

ウ ィ ン ド ウが ISRMFilesInUse および ISRMFileInUse の場合は指定され

た リ ターン コー ド値が戻されます。 

InstallShield では現在、 指定された リ ターン コー ド ID によ って異なる カ

ス タム動作を含む、 次の 2 番目のウ ィ ン ド ウが提供されています :

• ISDownloadProgress

• ISPromptForSourceMedia

• ISFilesInUse

• ISRMFilesInUse

• ISUpgradeParcel

• ISSQLBrowse

イベン ト の停止 この種類のアクシ ョ ンは、 後に続 く アクシ ョ ンの処理を条件付きで停止

し ます。 た と えば、 このアクシ ョ ンを使ってボタ ンのデフ ォル ト 動作を

抑制する こ とができます。 
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スイー ト でスプラ ッ シュ スク リーンのロー ド追加

ロー ド処理に 0.5 秒以上を要するスイー ト  イ ンス ト ール中、 InstallShield は今回よ り、 [ イ ンス ト ールよ う こそ ] ダ

イアログが表示される前に、 プログラムが起動済みで、 ロー ド処理を完了する必要がある こ と を示す、 スプ ラ ッ

シュ スク リーンを表示し ます。 スプ ラ ッ シュ スク リーンに、 InstallShield は提供されている中から一番大きい 

setup.exe アイ コ ンを使用し、 進行状況バーも含みます。 

[ プロセスの強制終了 ] カス タム アク シ ョ ンの強化内容

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ プロセスの強制終了 ] カス タム アクシ ョ ンの設定に新しい " プロセス " 設定が追加されま し た。 この設定を使っ

て、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] を使用し てプロパテ ィ を作成、 およびアクシ ョ ンが正し く 動作するよ う その値を

正し く フ ォーマ ッ ト する必要な しに、 強制終了する実行可能フ ァ イルの名前またはプロセスの PID を直接入力す

る こ とができます。

詳細については、 「プロセスの強制終了カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • " プロセス " 設定の値は、 ISTerminateProcesses プロパテ ィ に書き込まれる場合があり ます。 InstallShield 

2015 以前から移行し たプロジ ェ ク ト など、 " プロセス " 設定に値が指定されていない追加の kill-process カス タム 

アクシ ョ ンがある場合、 ISTerminateProcesses プロパテ ィ を共有し て使用する と予期し ない動作が発生する可能性

があ り ます。

コ ンポーネン ト の属性に使用するデフ ォル ト 値を設定できる機能

InstallShield  テーブルで、 コ ンポーネン ト 属性に使用されるデフ ォル ト 値を設定するための新しいプロパテ ィ のサ

ポー ト が追加されま し た。 InstallShield テーブルに MsiComponentAttributes のプロパテ ィ が存在する場合、 その値

は Component テーブル内のデフ ォル ト  Attributes 列値を 8 から指定の値にオーバーラ イ ド し ます。 

たと えば、 新しいコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト とする場合、 MsiComponentAttributes 値に 256 を追加し ます。 264 

(64 ビ ッ ト 共有の場合 )、 または 256 (64 ビ ッ ト 非共有の場合 ) を指定できます。 これによ って、 "64 ビ ッ ト  コ ン

ポーネン ト " および " 共有 " 設定 ([ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 全般 ] 領域 ) がそれぞれ [ はい ] または [ いいえ

] に更新されます。

Component テーブルの Attributes 列を計算する時に使用されるビ ッ ト 値についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リの

「Component Table」 ページを参照し て く だ さい。

メ モ • コ ンポーネン ト 属性に使用されるデフ ォル ト 値を設定するには、 各プロジ ェ ク ト の ダイ レ ク ト  エデ ィ タ に

ある InstallShield テーブルに、 手動で  MsiComponentAttributes プロパテ ィ を更新する必要があり ます。 この場合、

製品構成の " テンプレー ト の概要 " 設定は無視されます。

追加のビ ューで、 機能ご とに項目を フ ィ ルターできる機能

次のビ ューには今回よ り、 プロジ ェ ク ト に含まれる任意の機能ご とにビ ュー リ ス ト を フ ィ ルターする こ とができ

る [ ビ ュー フ ィ ルター ] が用意されています。
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• [ 環境変数 ] ビ ュー — このビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれ

る特定機能に関連付けられた環境変数を表示 / 非表示にする こ とができます。 [ ビ ューリ ス ト ] から機能を選

択し て、 その機能のみを後に続 く イベン ト  ( たと えば、 環境変数の作成、 変更、 または削除 ) に関連付ける こ

とができます。 最後に、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての環境変数を表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ

ス ト で [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] オプシ ョ ンを選択し ます。 詳細については、 「[ 環境変数 ] 

ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

• [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ュー — このビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト を使って、 プロ

ジ ェ ク ト に含まれる特定機能に関連付けられたテキス ト  フ ァ イルの変更セ ッ ト を表示 / 非表示にする こ とが

できます。 [ ビ ューリ ス ト ] から機能を選択し て、 その機能のみを後に続 く イベン ト  ( た と えば、 変更セ ッ ト

の作成、 変更、 並べ替え、 または削除」 ) に関連付ける こ とができます。 結果と なる変更は、 機能がイ ンス

ト ールされる と きにターゲッ ト  システム上で実行時に行われます。 最後に、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべて

のテキス ト  フ ァ イルの変更セ ッ ト を表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で [ すべてのアプ リ ケー

シ ョ ン データ ] オプシ ョ ンを選択し ます。 詳細については、 「[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ュー」 を参照し

て く ださい。

• [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ュー — このビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト を使って、 プロジ ェ ク ト

に含まれる特定機能に関連付けられた初期化 (.ini) フ ァ イルを表示 / 非表示にする こ とができます。 [ ビ ュー

リ ス ト ] から機能を選択し て、 その機能のみを後に続 く イベン ト  ( た と えば、 .ini フ ァ イルの作成、 イ ンポー

ト 、 変更、 または削除」 ) に関連付ける こ とができます。 結果と なる変更は、 機能がイ ンス ト ールされる と き

にターゲッ ト  システム上で実行時に行われます。 最後に、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての .ini フ ァ イルを

表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] オプシ ョ ンを選択し ま

す。 詳細については、 「[INI フ ァ イルの変更 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

デジ タル署名の更新

InstallShield 2015 よ り、 イ ンス ト ールおよびフ ァ イルをビルド時に署名する際、 SHA-256 ハッ シュ アルゴ リズム

を使ったデジ タル証明書を使用できるサポー ト が追加されま し た。 

InstallShield 2016 では、 Windows Installer および InstallScript プロジ ェ ク ト の SHA-256 デジ タル証明書サポー ト が

次のよ う に強化されています :

• [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスの新しい [ 署名ダイジ ェ ス ト ] ド ロ ッ プダウンを使って、 ダイジ ェ ス ト

の種類を指定できる機能 

• 今回よ り、 RFC3161 タ イムス タ ンプがサポー ト されていて、 settings.xml で指定できます :

• .msi、 .exe、 および .dll フ ァ イルでは、 DigitalSignature/@Timestamp は Authenticode または RFC3161 サー

バー

• UWP アプ リ パッ ケージフ ァ イルに使用される DigitalSignature/@TimestampRFC3161 フ ァ イルは RFC3161 

サーバー でな く てはな り ません

• 証明書ス ト アにある類似し た名前の証明書も処理し ます。

重要 • 2016 年 1 月以降に作成またはタ イムス タ ンプが付けられたすべての新しい署名は、 SHA-256 に基づ く 必要

があ り ます。 SHA-1 証明書を使って署名されているすべてのフ ァ イルを継続し てサポー ト するためには、 2016 年 

1 月以前の日時を使った タ イムス タ ンプを含める必要があ り ます。 これらのフ ァ イルは、 すべての現在のバージ ョ

ンの Windows ですべての SHA-1 サポー ト が停止される 2020 年 1 月 14 日まで、 MOTW (Mark of the web) システム

を使って引き続き使用する こ とができます。 
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield の以前のバージ ョ ンで リ リース された機能と強化点が説明されています。

• InstallShield 2015 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2015 の新しい機能

• InstallShield 2014 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2014 の新しい機能

• InstallShield 2013 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2013 の新しい機能

• InstallShield 2012 Spring SP1 の新しい機能

• InstallShield 2012 Spring の新しい機能

• InstallShield 2012 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2012 の新しい機能

• InstallShield 2011 の新しい機能

• InstallShield 2010 Expansion Pack for Visual Studio 2010 の新しい機能

• InstallShield 2010 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2010 の新しい機能

• InstallShield 2009 SP2 の新しい機能

• InstallShield 2009 SP1 の新しい機能

• InstallShield 2009 の新しい機能

• InstallShield 2008 の新しい機能

• InstallShield 12 SP1 の新しい機能

• InstallShield 12 の新しい機能

InstallShield 2015 SP1 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows 10 のサポー ト

InstallShield は、 Windows 10 をサポー ト し ます。

Microsoft Visual Studio 2015 のサポー ト

InstallShield は、 Visual Studio 2015 をサポー ト し ます。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を作成できます。
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Microsoft App-V 5.1 のサポー ト

InstallShield および InstallShield の Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 Microsoft App-V 5.1 ク ラ イアン ト 上で実行

できる仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成するためのサポー ト が含まれています。 

新しい App-V 5.1 用 InstallShield 前提条件

InstallShield には、 生成された App-V 5.x パッ ケージに setup.exe を含める と きに使用できる、 新しい InstallShield 

前提条件が含まれています。 InstallShield 前提条件を リ リースに含める必要がある場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ

ンチャーが必要になる こ とに注意し て く だ さい。

• Microsoft App-V 5.1 Desktop Client

この InstallShield 前提条件用の再配布可能フ ァ イルは Microsoft から入手し な く てはならないため、 InstallShield 内

部からダウンロー ド する こ とはできません。 Microsoft から再配布可能フ ァ イルを入手し た後、 InstallShield 前提条

件エデ ィ ターで前提条件を編集する と きに表示される場所に配置し て く だ さい。 必要な前提条件についての詳細

は、 https://technet.microsoft.com/en-us/library/mt346482.aspx を参照し て く ださい。

App-V アシス タ ン ト の  [ オペレーテ ィ ング システム ] オプシ ョ ンについて、 App-V 5.x バージ ョ ン用に Windows 
10 を追加

App-V 5.1 よ り、 Windows 10 32 ビ ッ ト 版および 64 ビ ッ ト 版のオペレーテ ィ ング システムがサポー ト されていま

す。 これに伴い、 Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ パッ ケージ情報 ] ページで、 App-V 5.x が選択されている際に

選択可能なオペレーテ ィ ングシステムと し て次が追加されま し た :

• Windows 10 (32 ビ ッ ト 版 ) 

• Windows 10 (64 ビ ッ ト 版 ) 

Microsoft Visual C++ 2015 および .NET Framework 4.6 用の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい前提条件が含まれています ：

• Microsoft Visual C++ 2015 再配布可能パッ ケージ (x86) 

• Microsoft Visual C++ 2015 再配布可能パッ ケージ (x64) 

• Microsoft .NET Framework 4.6 Full 

• Microsoft .NET Framework 4.6 Web 

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに適切なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

DialogSetInfo 関数の新しい定数

InstallScript 関数 DialogSetInfo の nInfoType パラ メ ーターに新しい定数が使用できます :

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI— この定数は、 ダイアログで高 DPI イ メ ージを指定し ます。 高 DPI イ メ ージは BMP、

GIF、 JPEG、 PNG、 および TIFF などをサポー ト し ます。 透明化が必要な場合、 それをサポー ト する PNG などのイ

メ ージ タ イプを使い、 ダイアログ内で szInfoString が表示する イ メ ージの名前 ( オプシ ョ ンでパスを含むこ とが可

能 ) を指定し ます。 このパラ メ ーターは、 ダイアログの左側にある標準イ ンス ト ール イ メ ージを表示する  ダイア

ログすべてに適用されます。

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI が nInfoType で渡される場合、 次のパラ メ ーター値が必要です :
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• szInfoString— 表示する イ メ ージ フ ァ イルの名前。 オプシ ョ ンでパスを含める こ と もできます。 フ ァ イルが指

定されなかった場合、 SUPPORTDIR に存在する ものと見な されます。 フ ァ イルが存在し ない場合は、

DialogSetInfo が ISERR_FILE_NOT_FOUND を返し ます。 

• nParameter—DPI 拡大 / 縮小率。 たと えば、 200% 拡大する場合 200、 150％ の場合 150 など。 サポー ト されて

いる最小縮小値は 25 です。 この値に 0 が渡された場合、 イ メ ージは何も表示されません。 If 

DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE が渡される と、 以前に使用されたイ メ ージが表示されます。 

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript イベン ト で使用できま

す。

詳細については、 「DialogSetInfo」 を参照し て く だ さい。

アーキテ クチャの検証を無効化するオプシ ョ ンの追加

[ リ リース ] エクスプローラーの [ アーキテ クチャの検証 ] オプシ ョ ンに [ いいえ ] オプシ ョ ンが追加され、 ビル

ド時にアーキテ クチャの検証をバイパスする こ と を指定できるよ う にな り ま し た。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の種類を選択する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 2015 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows 10 ベース システムのサポー ト

InstallShield は、 Windows 10 をサポー ト し ます。

Windows 10 を ターゲッ ト にする

Windows 10 が搭載されているシステム上では、 Windows Installer プロパテ ィ  VersionNT および VersionNT64 が 603 

を示し ます。 これは、 も と も と Windows 8.1 のバージ ョ ン番号と し て使用されたものです。 従って、 Windows 10 を

ターゲッ ト に特定し て .msi パッ ケージの条件を作成する こ とは不可能です。

Windows Installer 5.0 および Windows 7 よ り、 .msi パッ ケージの DLL アクシ ョ ンには shim が適用されるため、 オペ

レーテ ィ ング システム バージ ョ ンの取得が阻止されます。 API の GetVersion、 GetVersionEx、 および 

RtlGetVersion は、 も と も と Windows Vista のバージ ョ ン番号である 6.0.6000 を返し ます。 従って、 DLL カス タム 

アクシ ョ ン、 または InstallScript カス タム アクシ ョ ン (DLL と し て実装される ) から実際の Windows のバージ ョ ン

番号を取得する こ とはできません。

前述の Windows Installer 動作のため、 .msi パッ ケージが実行中のバージ ョ ンを検出する こ とは容易ではあり ませ

ん。 ターゲッ ト  システムの OS 要件を指定できる領域、 た と えば基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

では、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページで、 新しい実行時の動作を反映するよ う に、

[Windows 8.1] オプシ ョ ンの名前が 「Windows 8.1 または Windows 10」 に変更されま し た。

InstallScript、 ア ドバンス ト  UI、 およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ターゲッ ト  システム上に

存在する Windows のバージ ョ ン (Windows 10 を含む ) を正し く 検出できる機能が提供されています。 し たがって、

イ ンス ト ールが Windows 10 を ターゲッ ト とする、 または除外する必要がある場合、 これらのプロジ ェ ク ト の種類

を使って、 実際のターゲッ ト  システム プ ラ ッ ト フ ォームに基づいて .msi パッ ケージを実行する条件を作成できま

す。
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Windows 10 にイ ンス ト ール可能な InstallShield 前提条件は、 必要に応じ て、 これらのシステムにイ ンス ト ールされ

るよ う に更新されています。 以前これらのシステムでは、 前提条件がデフ ォル ト で実行されない場合があり ま し

た。

Windows 10 の InstallScript 言語サポー ト

次の構造メ ンバーと定義済み定数が InstallScript 言語に追加されま し た :

• SYSINFO.WINNT.bWin10 — 新しい SYSINFO 構造メ ンバーです。 オペレーテ ィ ング システムが Windows 10 の場

合、 この値は TRUE です。 ( これは、 InstallScript イベン ト  ド リ ブン型コー ド に適用し、 カス タム アクシ ョ ン

には適用し ません。 )

• ISOSL_WIN10 — FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できる新しい定義済み定数です。 これ

は、 ターゲッ ト  システムが Windows 10 を実行中である こ と を示し ます。

詳細については、 「FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数」 を参照し て く だ さい。

Microsoft Visual Studio 2015 のサポー ト

InstallShield は、 Visual Studio 2015 プレビ ュー版をサポー ト し ます。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から 

InstallShield プロジ ェ ク ト を作成できます。

デジ タル署名の強化

InstallShield には、 ビルド時にイ ンス ト ールおよびフ ァ イルにデジ タル署名を行う ための、 い く つかの強化機能が

含まれています。

SHA-256 デジ タル証明書のサポー ト

InstallShield では、 イ ンス ト ールおよびフ ァ イルをビルド時に署名する際、 HA-256 ハッ シュ アルゴ リズムを使っ

たデジ タル証明書を使用できます。

SHA-1 はセキュ リ テ ィ の脆弱性があるため、 SHA-256 の使用が推奨されます。 Microsoft は、 Windows では 2016 

年 1 月以降に SHA-1 証明書を使って署名およびタ イムス タ ンプが追加されているアイテムを信頼し ないこ と を発

表し ま し た。 さ らに、 証明書を発行する組織である証明機関では、 SHA-1 証明書が段階的に廃止されます。 し た

がって、 InstallShield プロジ ェ ク ト に含まれる任意の SHA-1 証明書は、 SHA-256 証明書と差し替える こ とが推奨

されます。 最新情報および特定の詳細については、 証明機関にお問い合わせ く だ さい。

InstallShield で リ リースに署名するための SHA-1 証明書を SHA-256 証明書に置き換えるには、 [ リ リース ] ビ ュー

の [ 署名 ] タ ブを使って、 現在の証明書への参照を SHA-256 証明書と置き換えます。

プロジ ェ ク ト で、 SHA-256 証明書を使った署名が構成されている場合、 InstallShield はビルド時に署名を行う フ ァ

イルの署名に SHA-256 ハッ シュ を使用し ます。 プロジ ェ ク ト で SHA-1 証明書を使った署名が構成されたままに

なっている場合、 InstallShield は SHA-1 ハッ シュ を使用し ます。 また、 SHA-1 証明書を使用する と、 今回よ り 

SHA-1 の使用についてアラー ト するビルド 警告 -7346 が発生し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 SHA-1 または SHA-256 証明書のいずれかを使って署名が行なわれる際、

フ ァ イルの署名に SHA-1 ハッ シュが使用されま し た。

詳細については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て く だ さい。

証明書を参照するための証明書ス ト アを使用できる機能

フ ァ イルおよびイ ンス ト ールの署名に使用するデジ タル署名情報を指定する と き、 InstallShield では今回よ り、 使

用する証明書を含む証明書ス ト アを参照する こ とができます。 このサポー ト は、 マシン上の .pfx 証明書フ ァ イル

を指定する方法の代替と し て提供されています。
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証明書ス ト アまたは .pfx 証明書を使うかど うかを指定するには、 [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブにある " デジ

タル証明書フ ァ イル " 設定を使用し ます。 この設定で省略記号ボタ ン (...)  を ク リ ッ クする と、 新しい [ 証明書の

選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 ス ト ア名 (Personal、 Trusted Root 

Certification Authorities、 Enterprise Trust、 Intermediate Certification Authorities)、 ス ト アの場所 ( ユーザー、 マシン

)、 および特定の証明書を識別するためのサブジ ェ ク ト といった情報を指定する こ とができます。 別の方法と し

て、 このダイアログ ボ ッ クスで使用する .pfx フ ァ イルの名前とパスを指定する こ と もできます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用するよ う に構成する と、 ビルド時、

InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows 

が使用する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サービス プロバイダーに提供する こ とはで

きません。

証明書ス ト アを、 パッ チおよび QuickPatch パッ ケージの署名に使用する こ と もできます。

• パッ チの証明書ス ト アまたは .pfx 証明書情報を指定するには、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成の 

[ デジ タル署名 ] タ ブを使用し ます。

• QuickPatch パッ ケージで証明書ス ト アまたは .pfx 証明書情報を指定するには、 QuickPatch プロジ ェ ク ト で [

一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域を使用し ます。 この領域には、 新しいサポー ト を含む [ デジ タル署

名 ] タ ブがあ り ます。

さ らに、 ビルド済みの InstallScript リ リースの署名に使用できる コマン ド ラ イ ン ツール iSign.exe が更新され、 証

明書ス ト アにある証明書を使用できるよ う にな り ま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• リ リースの [ 署名 ] タ ブ ([ リ リース ] ビ ュー内のリ リース )

• [ デジ タル署名 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ューのパッ チ構成用 )

• [ デジ タル署名 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

• iSign.exe

InstallShield では、 今回よ り .spc および .pvk フ ァ イルを使った署名がサポー ト されていません。 これらのフ ァ イル

を .pfx フ ァ イルに変換する方法については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て く だ さい。

UAC ダイアログ ボ ッ クスにプログラム名を指定できる機能

[ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブには、 " 署名の説明 " 設定がり ます。 この設定を使って、 ビルド時に 

InstallShield が署名を行な う Setup.exe フ ァ イル、 .msi フ ァ イル、 その他のイ ンス ト ール フ ァ イルの UAC ダイアロ

グ ボ ッ クスで " プログラム名 :" ラベルの右側に表示するテキス ト を指定し ます。 UAC ダイアログ ボ ッ クスは、

エン ド ユーザーが署名されたフ ァ イルを起動し たと き、 昇格された権限が必要な場合に開きます。

" 署名の説明 " 設定を空白のままに残すと、 InstallShield は UAC ダイアログ ボ ッ クスのテキス ト と し て、 フ ァ イル

名を拡張子な し で使用し ます。

詳細については、 「リ リースの [ 署名 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

.pfx フ ァ イルまたは証明書ス ト アにある証明書を使って、 メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イルにデジ タル署名できる機能

InstallShield では今回よ り、 .pfx フ ァ イルを使って、 メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr フ ァ イル ) に署名する こ とが

できます。 .hdr フ ァ イルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス ト ールに使用されます。 別の方法

と し て、 証明書ス ト ア内の証明書を使って、 メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イルに署名する こ と もできます。
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以前は、 .pfx フ ァ イルの代わり に .spc および .pvk フ ァ イルを使って署名し な く てはな り ませんで し た。

デジ タル署名情報を指定できるオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス サポー ト

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 .pfx フ ァ イルおよび署名ス ト ア情報の指定がサポー ト が含まれていま

す。 また、 署名の説明を指定する こ と もサポー ト されています。

基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト に

は、 ISWiReleases オブジ ェ ク ト に 2 つの読み書き文字列プロパテ ィ が含まれています。

• DigitalCertificateInfo— このプロパテ ィ は、 マシン上の .pfx フ ァ イルへのパスまたは証明書ス ト アを示す文字列

を取得または設定し ます。

• SignatureDescription— このプロパテ ィ は、 署名の説明を取得または設定し ます。

詳細については、 「ISWiRelease オブジ ェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の ISWiSuiteReleases  オブジ ェ ク ト は、 これらの

同じ プロパテ ィ を含みます。 詳細については、 「ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI)」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト 開発システム上で、 ソースマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 領域の両方を表
示できる機能

InstallShield を 64 ビ ッ ト 開発システム上で使用する場合、 InstallShield が表示する [ レジス ト リ ] ビ ューは、 使用中

のマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 領域の両方を表示し ます ：

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node

このサポー ト によ って、 このビ ューのイ ンス ト ール先ペイ ンの適切な領域ににソース領域からのエン ト リ を ド

ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プできるよ う になるため、 64 ビ ッ ト  マシン上でのイ ンス ト ールの開発が容易にな り ます。

以前、 64 ビ ッ ト 開発システム上で InstallShield を使用し た場合、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューのソース ペ

イ ンにはレジス ト リの HKLM\Software 部分にある 64 ビ ッ ト データが表示されませんで し た。 さ らに、 ソース ペ

イ ンには、 マシンの HKLM\Software\Wow6432Node 領域の 32 ビ ッ ト データが HKLM\Software 領域に表示されま し

た。

イ ンス ト ールがレジス ト リ データ を、 32 ビ ッ ト 領域にリ ダイ レ ク ト せずに、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の

レジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域にイ ンス ト ールする場合、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト と し てマーク されたコ ン

ポーネン ト に配置し ます。 [ レジス ト リ ] ビ ューのソースペイ ンから 64 ビ ッ ト  データ を、 ビ ュー内のイ ンス ト ー

ル先ペイ ンに ド ラ ッ グするだけでは、 そのコ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と マーク されません。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM デー

タベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムにおける イ ンス ト ールの開発およびビルドの違い

• レジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し てレジス ト リ キーを作成する

• [ レジス ト リ ] ビ ュー
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で形式化された式を埋め込んで実行
時に解決できる機能

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な領域では、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン

ト リ、 オペレーテ ィ ング システム、 その他の詳細情報を ターゲッ ト  システムで照会するオブジ ェ ク ト 式を埋め込

むこ とができます。 これによ って、 ターゲッ ト  システム固有の条件に基づいて、 実行時にア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI の多 く の設定をダイナ ミ ッ クに構成する こ とができます。 オブジ ェ ク ト 式には、 この

規則を使用し ます ：

[@Object(Parameters, ...).Property(Parameters, ...)]

各オブジ ェ ク ト 式には、 オブジ ェ ク ト 固有プロパテ ィ の集ま り である、 オブジ ェ ク ト への参照が含まれています。

オブジ ェ ク ト と プロパテ ィ にはパラ メ ーターを含める こ とができます。

たと えば、 次の Platform オブジ ェ ク ト 式は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが

実行中のマシンのアーキテ クチャ (x86、 x64、 IA64、 ARM、 または不明 ) を取得し ます :

[@Platform.Architecture]

次の Registry オブジ ェ ク ト 式は、 HKLM\Software\My Company Name\My Product Name レジス ト リ キーの 

RegisteredOwner 値のデータ を取得し ます :

[@Registry(HKLM\Software\[COMPANY]\[PRODUCT], true).KeyValue(RegisteredOwner)]

プロパテ ィ 式その他のオブジ ェ ク ト 式のよ う な、 別の形式化された式内にオブジ ェ ク ト 式を埋め込むこ とができ

ます。 次の式では、 Registry オブジ ェ ク ト 式が File オブジ ェ ク ト 式にパラ メ ーターの一部と し て埋め込まれていま

す。

[@File([@Registry(HKLM\Software\MyProduct).KeyValue(MyProductPath)]\MyProduct.exe).Version]

MyProduct.exe フ ァ イルが MyProductPath 値データに指定された場所にある と き、 File オブジ ェ ク ト 式はフ ァ イル

のバージ ョ ンを返し ます。 フ ァ イルがその場所に見つからなかった場合、 またはレジス ト リ値が存在し なかった

場合、 File オブジ ェ ク ト 式は空白文字列を返し ます。

InstallShield ではまた、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージにコマン

ド ラ イ ンを使って、 文字列の一部と し て リ テラル角括弧を渡すこ と もできます。 た と えば、 [\[]Text[\]] のよ う な

コマン ド ラ イ ンは実行時に [Text] と し て解決され、 角括弧と共にパッ ケージに渡されます。 以前、 角括弧で囲ま

れた文字列はプロパテ ィ と し て扱われたため、 イ ンス ト ールが実行時に解決し よ う と し ま し た。 唯一のワークア

ラウン ドは、 実行時に角括弧を含むプロパテ ィ 値に解決する形式化されたプロパテ ィ 式 ( た と えば、

[PropertyForSquareBracketString]) を使う方法で し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト 式を書いて、 ターゲ ッ ト  シ

ステムを検索する

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レン

ス

• Feature オブジ ェ ク ト

• File オブジ ェ ク ト

• Parcel オブジ ェ ク ト

• Platform オブジ ェ ク ト
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• Registry オブジ ェ ク ト

共通パッ ケージを異なるア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール間で、 共通
パッ ケージを共有できる機能

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージを構成する と き、 今回よ り、 これ

を共有と マークする こ とができます。 共有パッ ケージ機能を使って、 2 以上のア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが 1 つのパッ ケージを共有し ている場合に、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI 製品のすべてが削除されるまで、 ターゲッ ト  システムにそのパッ ケージが保持されるよ う にし ま

す。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ュで選択されているパッ ケー

ジをマークするには、 新しい " 共有 " 設定に [ はい ] を選択し ます。 さ らに、 パッ ケージを共有するすべてのア ド

バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で必ず同じ パッ ケージ GUID を使用し て く だ さい。 [

パッ ケージ ] ビ ューの " パッ ケージ GUID" 設定を使って、 パッ ケージの GUID を確認および変更する こ とができ

ます。

このビル ト イ ン共有サポー ト が有効になる前には、 様々な状況下で予期し ない結果が発生する可能性があり ま し

た。 たと えば、 一部の状況下で、 ターゲッ ト システム上に 2 つの異なるア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールが共有パッ ケージを イ ンス ト ールし た場合、 1 つだけがアン イ ンス ト ールされた と き、 共

有パッ ケージも削除されま し た。 共有パッ ケージが不足する と、 残りのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI 製品が使用不可能と なる可能性があり ます。 別の状況下では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI 製品が無いのにもかかわらず、 共有パッ ケージが誤って ターゲッ ト  システムに残り ま し た。

この機能は、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるパッ ケージの種類 (.msi、

.msp、 .exe、 .appx、 InstallScript、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ) で使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 異なるア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール間で、 共通パッ ケージを共有する

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースで、 製品名、 製品バー
ジ ョ ン、 およびスイー ト  GUID をオーバーラ イ ド できる機能

InstallShield では今回よ り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] 

ビ ューで指定されたスイー ト  GUID 値を、 選択された リ リースの新しい値でオーバーラ イ ド する こ とができます。

[ 一般情報 ] ビ ューの値をオーバーラ イ ド するには、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースの [ ビルド ] タ ブで使用できる

新しい設定 ( 製品名、 製品バージ ョ ン、 およびスイー ト  GUID) を使用し ます。

詳細については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースで、 パス変数の値をオー
バーラ イ ド できる機能

InstallShield では今回よ り、 プロジ ェ ク ト 内の各リ リースでプロジ ェ ク ト のカス タムパス変数 ( 標準パス変数、 環

境パス変数、 およびレジス ト リ パス変数 ) の値をオーバーラ イ ド する こ とができます。 この機能を使って、 ビル

ド する特定のリ リースご とに、 ビルド時にプロジ ェ ク ト 内の特定のフ ァ イルと フ ォルダーを別のフ ァ イルと フ ォ

ルダーに置換する こ とができます。

たと えば、 この機能を使って、 プロジ ェ ク ト 内の異なる リ リースでイ メ ージや EULA などの UI 要素を置換する こ

とができます。 これによ って、 プロジ ェ ク ト の異なるエデ ィ シ ョ ンまたは異なるブラ ン ド バージ ョ ンのイ ンス

ト ールを簡単に生成する こ とができます。
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プロジ ェ ク ト で 1 つ以上のパス変数をオーバーラ イ ド する場合、 [ リ リース ] ビ ュー内のリ リースの [ ビルド ] タ

ブに追加された " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する

• " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定 

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イ
ス サポー ト

InstallShield では、 InstallShield イン ターフ ェ イスを直接開いて異なるビ ューで変更を加える こ と な く 、 オー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを利用し てア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (.issuite 

フ ァ イル ) のほとんどの開発およびビルド プロセスを自動化する こ とができます。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イスを通し て、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な領域に、 プログラ

ムによるアクセスが可能です。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでは、 多 く の言語から呼び出し てア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を作成、 編集およびビルド できる COM イ ン ターフ ェ イスが

公開されます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の ト ッ プ階層のオー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

は、 ISWiProject オブジ ェ ク ト です。 プロジ ェ ク ト を開いて、 変更、 保存およびこれを と閉じ るサンプル VBScript 

コー ドの始ま り と終りは次の通り です :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("ISWiAutoSuite22.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\InstallShield 2015 Projects\Project1.issuite"

' 変更をこ こで行う

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

メ ソ ッ ド を呼び出し、 プロパテ ィ を取得および設定、 およびコ レ クシ ョ ンにアクセス、 またプロジ ェ ク ト に機能

やパッ ケージを追加、 条件の構成、 その他を行う こ とができます。 詳細については、 ド キュ メ ン ト の次のセク

シ ョ ンを参照し て く だ さい :

• » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

• » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ン

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの ProgID は 

ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject です。 その他のプロジ ェ ク ト  タ イプの ProgID は 

ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject です。

新しい Microsoft Visual C++ 2015、 .NET Framework 4.6 その他用の InstallShield 前提条件

InstallShield には、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft Visual C++ 2015 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2015 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2013 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2013 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft .NET Framework 4.6 Full

• Microsoft .NET Framework 4.6 Web
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• Microsoft .NET Framework 4.5.2 ( 完全版 )

• Microsoft .NET Framework 4.5.2 (Web イ ンス ト ーラー )

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 LocalDB (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 LocalDB (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 Management Objects (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 Management Objects (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 System CLR Types (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 System CLR Types (x64)

• Windows 7 (x86) 用 Internet Explorer 11.0

• Windows 7 と Windows Server 2008 R2 (x64) 用の Internet Explorer 11.0

• Microsoft ReportViewer 2012

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに適切なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

Microsoft SQL Server 2012 Express SP2 前提条件は、 Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 前提条件にと って代わ

り ます。

Internet Explorer 10 および 11 用の新しい定義済みシステム検索

InstallShield には、 ターゲッ ト  システム上で  Internet Explorer 10 または  Internet Explorer 1 １ を確認する新しい定

義済みのシステム検索が含まれています。 イ ンス ト ールまたは製品でこれらのバージ ョ ンのどち らかが必要な場

合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらの

システム検索の １  つをプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、

Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど う かを確認し ます。 要件が満た されていない

場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セージが表示されます。

この変更は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に含まれています。

Microsoft App-V 5.0 SP3 の仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成するためのサポー ト 、 追加の App-V パッ ケー
ジの強化機能

InstallShield および InstallShield の Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 Microsoft App-V 5.0 SP3 ク ラ イアン ト 上で

実行できる仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成するためのサポー ト が含まれています。 また、 Microsoft App-V アシス タ

ン ト には、 App-V 5.0 SP3 または App-V の以前のバージ ョ ンに適用する、 新しい設定と機能が含まれています。

新しい pp-V 5.0 SP3 用 InstallShield 前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい InstallShield 前提条件が含まれています ：

• Microsoft App-V 5.0 SP3 Desktop Client (x86)

• Microsoft App-V 5.0 SP3 Desktop Client (x64) 
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これらの InstallShield 前提条件用の再配布可能フ ァ イルは Microsoft から入手し な く てはならないため、

InstallShield 内部からダウンロー ド する こ とはできません。 Microsoft から再配布可能フ ァ イルを入手し た後、 

InstallShield 前提条件エデ ィ ターで前提条件を編集する と きに表示される場所に配置し て く だ さい。

プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの代わり に、 仮想フ ァ イル システムにフ ァ イルをマ ッ プできる機能

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 今回よ り、 仮想フ ァ イル システム (VFS) にフ ァ イルをマ ッ プするよ う に 

App-V パッ ケージを構成する こ とができます。 このサポー ト は、 App-V 4.x および 5.x パッ ケージで使用できます。

VFS にフ ァ イルをマ ッ プするか、 プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を使用するかを指定するには、

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ フ ァ イル ] ページを使用し ます。 このページのその他の [ オプシ ョ ン ] 領域に

は、 新しいフ ァ イルマ ッ ピング リ ン クが含まれています。 この新しい リ ン ク を ク リ ッ クする と、 新しい [ フ ァ イ

ル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 適切なオプシ ョ ンを選択する こ とができます。

[ フ ァ イル マ ッ ピング ] リ ン ク と ダイアログ ボ ッ クスは、 [ プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ ] リ ン ク

と ダイアログ ボ ッ クスを置換し ます。 こ こでは、 プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定する こ とが

できます。

詳細については、 [ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

仮想フ ァ イル システムに完全な書き込みアクセス権を持つ App-V 5.x パッ ケージを作成できる機能

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 今回よ り、 作成中の  App-V 5.x パッ ケージに仮想フ ァ イル システム 

(VFS) の完全な書き込みアクセス権を持たせるかど うかを指定する こ とができます。 このサポー ト を使用するかど

うかを指定するには、 新しい [VFS の完全な書き込みアクセス権を許可する ] チ ェ ッ クボ ッ クスを使います。 この

チ ェ ッ クボ ッ クスは、 [ 詳細オプシ ョ ン ] 領域にある [ フ ァ イル マ ッ ピング ] リ ン ク を ク リ ッ クする と表示される 

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ フ ァ イル ] ページから使用できる [ フ ァ イル  マ ッ ピング ] ダイアログ ボッ クス

にあ り ます。

詳細については、 [ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

App-V5.x の詳細 COM 分離の設定を構成できる機能

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 今回よ り、 COM 分離の詳細設定を構成できます。 このサポー ト は、 App-

V 5.x パッ ケージで使用できます。

新しい設定を構成するには、 Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ パッ ケージ情報 ] ページを使用し ます。 このペー

ジの [ 詳細オプシ ョ ン ] 領域には、 新しい [ 分離の設定 ] リ ン クが含まれています。 この新しい リ ン ク を ク リ ッ ク

する と、 新しい [ 分離の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 ローカル シ

ステムから COM オブジ ェ ク ト を分離するかど うか、 または COM オブジ ェ ク ト と ローカル システムの対話を許可

するかど うかを指定できます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 ローカル システムから名前付きオブジ ェ ク ト

を分離するかど うか、 または名前付オブジ ェ ク ト と ローカル システムの対話を許可するかど うかを指定できます。

詳細については、 パッ ケージの [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを参照し て く ださい。

Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

強化機能

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのパフ ォーマンス強化

サイズが大きいプロジ ェ ク ト の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューををよ り短時間でロー ド できるよ う に、

InstallShield が強化されています。
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機能ご とに [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのアイテムを フ ィ ルターできる機能

[ フ ァ イルと フ ィ ルター ] ビ ューには今回よ り、 [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] オプシ ョ ンの他に、 プロ

ジ ェ ク ト 内の各機能を一覧表示するビ ュー フ ィ ルターが追加されま し た。 このフ ィ ルターを使って、 このビ ュー

のイ ンス ト ール先ペイ ンのフ ァ イルと フ ォルダーを表示または非表示にし ます。

• このビ ューで特定の機能に属する フ ァ イルと フ ォルダーのみを表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で

機能を選択し ます。

• 特定の機能にフ ァ イルまたはフ ォルダーを追加するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で機能を選択し ます。

次に、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンの適切な場所にフ ァ イルまたはフ ォルダーを追

加し ます。

• プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのフ ァ イルと フ ォルダーを表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で [ す

べてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] オプシ ョ ンを選択し ます。

新しいビ ュー フ ィ ルターは、 以前の [ 機能に新しいコ ンポーネン ト を追加する ] フ ィ ルターの代わり と な り ます。

これまでは、 選択された機能によ ってビ ュー内のフ ァ イルと フ ォルダーを表示または非表示にする機能があり ま

せんで し た。

詳細については、 「[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ールにおける PowerShell スク リ プ ト から イ
ンス ト ーラー セ ッ シ ョ ンにア クセスできる機能

PowerShell カス タム アクシ ョ ン サポー ト が強化されま し た。 今回よ り、 実行中の基本の MSI イ ンス ト ールまたは 

InstallScript MSI イ ンス ト ールとの対話操作を可能にする、 い く つかの cmdlet をサポー ト し ます : cmdlet を使って 

Windows Installer プロパテ ィ を取得および設定し、 形式化された式の値を展開し、 情報をログ フ ァ イルに書き込む

こ とができます。

この改訂された実装によ り、 Windows Installer プロパテ ィ  IS_CLR_VERSION を利用し て、 カス タム アクシ ョ ンがダ

ウンロー ド し て PowerShell スク リ プ ト を実行するセ ミ コ ロンで区切られた .NET Framework のバージ ョ ン一覧を識

別する こ とができます。

詳細については、 「PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト および MSI データベースで メ ジ ャー ア ッ プグレー ド を構成できる機能

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト と MSI データベース プロジ ェ ク ト には、 今回よ り、 メ ジャー ア ッ プグレー ドの

作成に使用できる [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューが含まれています。 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト または MSI デー

タベース プロジ ェ ク ト の間接編集モー ド でア ッ プグレー ド エン ト リ を追加するには、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ュー

を開きます。 [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから、 [ メ ジャー ア ッ プ

グレー ド アイテムの追加 ] を選択し ます。 必要に応じ て、 右側のペイ ンで設定を構成し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• [ ア ッ プグレー ド ] ビ ュー

• メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを追加する

• メ ジャーア ッ プグレー ド

• ア ッ プグレー ド関する考慮事項

• 現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI ログ フ ァ イルへのパスワー ドの書き込みを防ぐ 
ISHiddenProperties プロパテ ィ の強化

ISHiddenProperties プロパテ ィ は、 大文字と小文字を区別するプロパテ ィ 名のリ ス ト をセ ミ コ ロン区切り で格納

し、 それらの値をデバッ グ ログ フ ァ イルに書き込まないよ う にできます。 このプロパテ ィ を使って、 パスワー ド

その他の機密情報を含むプロパテ ィ のログ記録を防ぐ こ とができます。 ISHiddenProperties プロパテ ィ が強化され

ま し た。 このプロパテ ィ を使って、 次の状況下で値がログ記録されるのを防ぐのこ とができます ：

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルを起動し たと きに、 エン ド ユーザー

が、 コマン ド ラ イ ンを使ってプロパテ ィ の値を設定する場合。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがパッ ケージに渡すコマン ド ラ イ ンを使っ

てプロパテ ィ が構成される場合。 これは [ パッ ケージ ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブ、 [ 操作 ] 領域で構成できます。

以前、 ISHiddenProperties は、 プロパテ ィ 値を変更する と ログ記録される値に限ってログ記録を防ぎま し た。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログ フ ァ イルへのプロパテ ィ 値

の書き込みを防ぐ」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド  イ ン ターフ ェ イスで使
用されているアンパサン ドの解釈に関する強化

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの特定の領域で、

アンパサン ドの解釈が更新されま し た。

イ ンス ト ールでウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの次の任意の領域でアンパサン ド (&) を使用する場合、 今回よ り、

イ ンス ト ールはアンパサン ド を リ テ ラル文字と し て表示し ます。 以前はアンパサン ドがキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ

ト の先頭の文字と し て解釈されま し た。 この変更はまた、 これらの文字列にアンパサン ド を含む値に解決するプ

ロパテ ィ が含まれている場合にも適用し ます。

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのヘ ッ ダー領域にある文字列 — これは [ ウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イス ] ビ ューでウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの " タ イ ト ル " 設定で構成されます。

• ウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バー — これは [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで [ ウ ィ ザー ド 

ページ ] ノ ー ドの " ウ ィ ザー ド キャ プシ ョ ン " 設定で構成されます。

• コマン ド リ ン ク コ ン ト ロールの [ 補足説明 ] 領域  — これはウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの " メ モ " 

設定で構成されます。

• イ メ ージ コ ン ト ロールの代替テキス ト   — これはウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウにある イ メ ージ コ ン ト

ロールの " 代替テキス ト " 設定で構成されます。

ほとんどのラベル コ ン ト ロールでは、 今回よ り、 " ス タ イル " 設定の下にある SS_NOPREFIX サブ設定のデフ ォル

ト の選択が True と な り ま し た。 以前はデフ ォル ト で False が選択されていま し た。 このサブ設定が True 値に設定

されている こ と で、 これらのコ ン ト ロールの文字列エン ト リ に含まれるアンパサン ドが誤ってキーボー ド シ ョ ー

ト カ ッ ト と し て解釈されないよ う にし、 コ ン ト ロールの文字列に含まれるアンパサン ド をウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イスのアンパサン ド と し て正確に表示し ます。 これは、 定義済みウ ィ ザー ド ページだけでな く 、 ビル ト イ ン 

デフ ォル ト  ウ ィ ザー ド ページ とウ ィ ン ド ウにも適用し ます。 この SS_NOPREFIX サブ設定の変更に関する唯一の

例外は、 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を含むラベル コ ン ト ロールです。 た と えば、 デフ ォル ト の定義済み [Web 配

布 ] ウ ィ ザー ド ページには、 対応する ラベルにキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト が含まれている可能性があるい く つか

のテキス ト  ボ ッ クスがあ り ます。 し たがって、 このよ う なコ ン ト ロールの SS_NOPREFIX サブ設定のデフ ォル ト

値は False のまま と な り ます。
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InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ には、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおけるアンパサン ド およびキーボー ド 

シ ョ ー ト カ ッ ト の使用をサポー ト するためのプロジ ェ ク ト 構成方法について説明する、 新しい 「ウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスにおけるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の指定と アンパサン ド (&) の使用」 ヘルプ ト ピ ッ クが追加され

ま し た。

InstallShield 2014 以前のア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 に

ア ッ プグレー ド する と、 アンパサン ドの解釈に関する前述の変更の多 く が自動的に組み込まれますが、 すべてが

変更されるわけではあ り ません。 詳細については、 「InstallShield 2014 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する」

を参照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールにおける フ ァ イル連関連タ イプの条
件のチ ェ ッ ク で複数のターゲ ッ ト  システム パスを検索できる機能強化

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 機能、 またはウ ィ ザー ド 

イ ン ターフ ェ イス条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 次のフ ァ イル関連タ イプの条件チ ェ ッ ク を使用でき

ます :

• フ ァ イルの存在 — ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの有無を確認し ます。

• フ ァ イルの比較 — ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの特定の情報 ( 日付、 バージ ョ ン番

号、 またはコ ンポーネン ト ) を確認し ます。

これら両方の条件チ ェ ッ クが拡張され、 ターゲッ ト  システム上の複数のパスでフ ァ イルを確認する条件を定義で

きるよ う にな り ま し た。 以前、 各条件はターゲッ ト  システム上にある特定の場所を 1 つだけ確認する こ とができ

ま し た。

このサポー ト を有効にするため、 これらの条件に既存する " パス " 設定がフ ァ イルの名前だけを入力できるよ う

に拡張されま し た ( つま り、 オプシ ョ ンでパスが不要と な り ま し た )。 パスを入力し ない場合、 新しい " 検索パス

" 設定を使って、 イ ンス ト ールが実行時に特定のフ ァ イルを確認するセ ミ コ ロン区切りのパス一覧を指定する こ と

ができます。 この設定にプロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化さ

れた式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ンス ト ールがこれらの式の値を拡張し ます。

たと えば、 ターゲッ ト  システム上でレジス ト リ で定義されたパスだけでな く 、 PATH 環境変数で定義されたすべ

てのデ ィ レ ク ト リ で指定されたフ ァ イルを検索するには、 " 検索パス " 設定に次の値を入力し ます :

[%PATH];[@Registry(HKLM\SOFTWARE\MyPath).KeyValue(MyValue)]

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• " フ ァ イルの存在 " 条件の設定

• " フ ァ イルの比較 " 条件の設定

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 特定の種類のフ ァ イル関連条件
のチ ェ ッ ク と共に InstallShield 前提条件を イ ンポー ト する際の機能強化

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 今回よ り、 InstallShield 前提条件でサポー

ト されている次の条件がサポー ト されています :

• ある前提条件で、 [ フ ァ イルが存在し ているかし ていないか ] または [ 特定の日付を持つフ ァ イルが存在する

] とい う条件を使用し ていて、 かつ、 そのフ ァ イルのパスの一部に対し て、 角括弧で囲まれれたレジス ト リ 

キーを参照し ている場合、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 レジス ト リ キーが

レジス ト リ値で解決されます。 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける条

件の形式化された式のサポー ト が拡張されたため、 これらの種類の前提条件は、 ア ドバンス ト  UI およびス
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イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に適切にイ ンポー ト され、 実行時に解決されます。 以前、 角括弧に囲

まれたレジス ト リ キーが実行時に解決されず、 これらの条件が常に False と評価されま し た。

• ある前提条件で、 [ フ ァ イルが存在し ているかし ていないか ] または [ 特定の日付を持つフ ァ イルが存在する

] とい う条件を使用し ていて、 そのフ ァ イルのパスを省略し た場合、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript 

MSI イ ンス ト ールでは、 ターゲッ ト  システムで PATH 環境変数で定義されているすべてのデ ィ レ ク ト リ で、

指定されたフ ァ イルが検索されます。 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにお

ける条件の形式化された式のサポー ト が拡張されたため、 これらの種類の前提条件は、 ア ドバンス ト  UI およ

びスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に適切にイ ンポー ト され、 実行時に解決されます。 以前、 フ ァ イ

ルへのパスが解決されなかったため、 この種類の条件は常に False と評価されま し た。

Oracle Instant Client 用の InstallShield 前提条件は、 フ ァ イル関連の条件を使用する前提条件の例です。 これらの種

類の InstallShield 前提条件をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

と、 今回よ り、 [ パッ ケージ ] ビ ューの " 検出条件 " 設定でフ ァ イル関連の条件が正し く 構成されます。

詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に含める」 を参照し て く だ さい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使っ てプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド できる機能

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在のバージ ョ ンへのプロジ ェ ク

ト のア ッ プグレー ドがサポー ト されています。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使ってプロジ ェ ク ト をア ッ

プグレー ド するには、 ISWiProject オブジ ェ ク ト の ForceUpgrade メ ソ ッ ド を使用し ます。

この強化機能は、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、

マージ モジュール、 および スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

• ISWiProject オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI)

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使っ て、 リ リースに仮想マシン構成を選択できる機能

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでは、 指定のリ リースに仮想マシン構成を選択する こ とができます。 これに

よ って、 ビルド時に選択された リ リースを仮想マシン (VM) に配布する際に使用する構成を指定する こ とができま

す。

基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 ISWiReleases オブジ ェ ク ト に新しい読み書

きプロパテ ィ が含まれています。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ISWiSuiteReleases オブジ ェ ク ト

に同じ新しい読み書きプロパテ ィ が含まれています。

• VMConfig— このプロパテ ィ は、 リ リースを VM に配布する と きに使用する VM 構成設定グループの名前を取得

または設定し ます。

• VMSnapShot— このプロパテ ィ はオプシ ョ ンで、 リ リースの配布に使用するスナ ッ プシ ョ ッ ト の名前を取得ま

たは設定し ます。

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定されていない場合、 InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト には戻り ませ

ん。 InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻さずに VM の電源をオンにし て、 VM にイ ンス ト ールを コ

ピーし ます。

• VMMachineUserName— このプロパテ ィ は VM 構成のユーザー名を取得または設定し ます。

• VMMachinePassword— このプロパテ ィ は VM 構成のパスワー ド を取得または設定し ます。
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• VMStageMachineCopyPath— このプロパテ ィ は、 リ リースの配布先と なる VM 上の場所を取得または設定し ま

す。 パスの最後のサブ フ ォルダーと し て、 InstallShield が VM 上に作成するパスを使用できます。 その他のパ

スは既存し ていな く てはな り ません。

• VMStagePostBuild— このブール型プロパテ ィ は、 ビルドが成功するたびに選択された リ リースを、 InstallShield 

で自動的に配布するかど うかを示し ます。

この機能強化は、 InstallShield の Premier Edition で使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

• ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

ISICE 11 に追加された強化機能

InstallShield 内部性合成評価プログラム 11 (ISICE11) が改良されま し た。 プロジ ェ ク ト に含まれる実行可能フ ァ イ

ルに trustInfo 要素の asm.v2 エン ト リが含まれている有効なマニフ ェ ス ト が含まれている と き、 検証中に ISICE11 

が発生する こ とがな く な り ま し た。 以前、 asm.v3 エン ト リはチ ェ ッ ク されま し たが、 asm.v2 エン ト リはチ ェ ッ ク

されませんで し た。

詳細については、 「ISICE11」 を参照し て く ださい。

基本の MSI、 DIM、 およびマージ モジュールプロジ ェ ク ト で強化された [ ダイアログ ] ビ ュー : 各コ ン
ト ロールのすべての " 動作 " 設定を単一のグ リ ッ ド で表示

[ ダイアログ ] ビ ューが強化されています。 実行時ダイアログ上の各ユーザー イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールの

動作 ( イベン ト 、 サブスク リ プシ ョ ン、 および条件 ) を構成できるすべての設定が、 今回よ り、 単一のグ リ ッ ド で

表示されます。 以前は、 ビ ューの右下に表示される個別の [ イベン ト ]、 [ サブスク リ プシ ョ ン ]、 および [ 条件 ] 

タ ブに設定が表示されま し た。

イベン ト 、 サブスク リ プシ ョ ン、 または条件を コ ン ト ロールに追加するには、 [ ダイアログ ] ビ ューで、 コ ン ト

ロールを含むダイアログの下にある [ 動作 ] ノ ー ド を選択し ます。 ダイアログで使用されている コ ン ト ロールが中

央ペイ ンに表示されます。 こ こで構成する コ ン ト ロールを選択し ます。 次に、 右側ペイ ンに表示される " イベン

ト "、 " サブスク リ プシ ョ ン "、 および " 条件 " 設定を使って適切な動作を構成し ます。

この強化機能は、 基本の MSI、 DIM、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する

• 基本の MSI ダイアログでコ ン ト ロール イベン ト を使用する

• 基本の MSI ダイアログでサブスク リ プシ ョ ンを使用する

強化されたフ ォルダー ビ ューで、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれる各アイテムの合計数を表示

InstallShield のフ ォルダー ビ ューでは、 今回よ り、 プロジ ェ ク ト に含まれる コ ンテンツの概要を確認する こ とがで

きます。

たと えば、 一部のプロジ ェ ク ト  タ イプで [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューと [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを含む

フ ォルダービ ューである [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] ビ ューは、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの数、

マージ モジュールの数、 および  InstallShield 前提条件の数を示し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] や [ レジス ト リ ] など

のビ ューを含むフ ォルダー ビ ューである [ システム構成 ] ビ ューは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の数、 レジス ト リ キーの数、

およびレジス ト リ値の数といった概要データ を表示し ます。
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未使用のコ ンポーネン ト を自動的に削除する、 新しいマシン全体の設定

InstallShield の [ オプシ ョ ン ] ダイアログにある [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブに、 新し く  [ 未使用のコ ンポーネン ト を

ク リーンア ッ プする ] チ ェ ッ クボ ッ クスが追加されま し た。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 InstallShield でプロ

ジ ェ ク ト から未使用のコ ンポーネン ト を自動的に削除するかど うかを指定する こ とができます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている と きに、 コ ンポーネン ト のすべてのフ ァ イルを削除し て、 そのコ ンポー

ネン ト が別の領域で必要でない場合、 そのコ ンポーネン ト は自動的に削除されます。

この新しいチ ェ ッ クボ ッ クスは、 マシン全体に影響する設定です。 このチ ェ ッ クボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ ア

の状態です。 し たがって、 デフ ォル ト で未使用のコ ンポーネン ト は自動的に削除されません。

詳細については、 「[ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

Binary テーブルのフ ァ イルを使用する カス タム アク シ ョ ンを削除する強化された機能

Binary テーブルのフ ァ イルを使用する カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト から削除する と き、 InstallShield は、

Binary テーブルのフ ァ イルがプロジ ェ ク ト 内の別のカス タム アクシ ョ ンで参照されているかど うか判別し ます。

別のカス タム アクシ ョ ンで参照されていない場合、 InstallShield はカス タム アクシ ョ ンを削除する と同時に、

Binary テーブルからエン ト リ を削除するかど うかを指定できるプロンプ ト を表示し ます :

• デフ ォル ト の選択である [ いいえ ] ボタ ンは、 カス タム アクシ ョ ンのみを削除できます。

• [ はい ] ボタ ンは、 カス タム アクシ ョ ン と Binary テーブル エン ト リの両方を削除できます。

• [ キャ ンセル ] ボタ ンは、 カス タム アクシ ョ ン と Binary テーブル エン ト リの両方が削除されないよ う にし ま

す。

プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のアクシ ョ ンが Binary テーブル内のフ ァ イルを参照する場合、 InstallShield は削除が指

定されている カス タム アクシ ョ ンのみを削除し ます。 Binary テーブル エン ト リは削除されません。 このシナリ オ

では、 InstallShield はカス タム アクシ ョ ンを削除する と きにプロンプ ト を表示し ません。

以前、 前述の状況下でカス タム アクシ ョ ンを削除する と、 Binary テーブルのエン ト リがプロジ ェ ク ト 内の別のエ

ン ト リ で参照されているかど うかにかかわらず、 常に Binary テーブルのエン ト リ を削除するかど うかを問い合わ

せるプロンプ ト が表示されま し た。 このプロンプ ト のデフ ォル ト  ボタ ンは [ はい ] で、 カス タム アクシ ョ ン と 

Binary テーブルのエン ト リの両方が削除されます。 このデフ ォル ト の動作によ って、 Binary テーブルのエン ト リ

の削除が誤って選択される こ とがあ り ま し た。

この強化機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  

タ イプに適用し ます。

新しいス タ ン ド アロン ビルド  レジス ト リ エン ト リが InstallShield バージ ョ ン情報を表示

ス タ ン ド ビルド イ ンス ト ールは、 今回よ り、 InstallShield イ ンス ト ールが 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\VersionNumber\Professional の下にイ ンス ト ールするのと同じ 

InstallShield バージ ョ ン関連レジス ト リ値を イ ンス ト ールし ます。 これによ って、 使用中の環境内のすべての開発

マシン と ビルド マシンで、 製品の同じバージ ョ ンを使用し ているかど うかを素早 く 検証する こ とができます。 関

連するレジス ト リ値 :

• 製品コー ド — このレジス ト リ値は、 InstallShield IDE またはス タ ン ド アロン ビルドのどち らがイ ンス ト ールさ

れているかによ って異な り ます。 これらのツールのメ ジャー ア ッ プグレー ドの際に更新されます。

• MPIndicator— 適切な場合、 このレジス ト リ値はメ ンテナンスパッ ク を示し ます。 たと えば、 サービス パッ ク 

1。

• SP— 適切な場合、 このレジス ト リ値はサービス パッ クの番号を示し ます ( た と えば、 1)。
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InstallShield 2016 および InstallShield 2016 ス タ ン ド アロン ビルドの場合、 レジス ト リ値は次のキーの下にイ ンス

ト ールされます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\Automation Interface Version\Professional

InstallShield 2014 SP1 の新しい機能
InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ポル ト ガル実行時文字列の更新

ポル ト ガル語 ( ブラジル ) および ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル ) のデフ ォル ト の実行時文字列は、 1990 年のポル ト

ガル語新正書法に基づいて更新されています。 この新正書法は、 2009 年以来 6 年間の移行期間を経て、 2014 年の

終り に完全実施されます。

InstallShield 2014 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

新しい .NET Framework 4.5.1 用 InstallShield 前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい InstallShield 前提条件が含まれています ：

• Microsoft .NET Framework 4.5.1 ( 完全版 )

• Microsoft .NET Framework 4.5.1 (Web イ ンス ト ーラー )

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに、 .NET Framework 4.5.1 を イ ンス ト ールし ます。

Microsoft SQL Server 2014 サポー ト

InstallShield に、 SQL Server 2014 Database 上で SQL スク リ プ ト を実行できるサポー ト が追加されま し た。 また、

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定する と

きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 SQL Server 2014 が含まれています。

イ ンス ト ールで SQL Server 2014 を ターゲッ ト する と き、 エン ド ユーザーがデータベース カ タ ログを参照する選

択を し たと きに表示される SQLBrowse ラ ン タ イム ダイアログで、 SQL Server 2014、 SQL Server 2014 Express、 お

よび SQL Server 2014 Express LocalDB のイ ンス タ ンスが表示できるよ う にな り ま し た。 また、 エン ド ユーザーが

データベース カ タ ログを参照する選択を し たと きに表示される SQLBrowse ラ ン タ イム ダイアログで、 指定され

た SQL Server 2014 サーバー上のカ タ ログが表示されるよ う にな り ま し た。

このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

Microsoft SQL Server 2014 の前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい SQL Server 2014 関連の InstallShield 前提条件が含まれています ：
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• Microsoft SQL Server 2014 Express RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2014 Express RTM (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2014 Express RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2014 Express RTM LocalDB (x64)

• Microsoft SQL Server 2014 Express RTM LocalDB (x86)

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

新しい App-V 5.0 SP2 用 InstallShield 前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい InstallShield 前提条件が含まれています ：

• Microsoft App-V 5.0 SP2 Desktop Client (x86)

• Microsoft App-V 5.0 SP2 Desktop Client (x64)

これらの InstallShield 前提条件用の再配布可能フ ァ イルは Microsoft から入手し な く てはならないため、

InstallShield 内部からダウンロー ド する こ とはできません。 Microsoft から再配布可能フ ァ イルを入手し た後、 

InstallShield 前提条件エデ ィ ターで前提条件を編集する と きに表示される場所に配置し て く だ さい。

Microsoft Visual C++ 2012 Update 4 用の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい InstallShield 前提条件が含まれています ：

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 4 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 4 再配布可能パッ ケージ (x64)

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに様々なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのメ ンテナンス モー ドから ア ッ プ
デー ト をチ ェ ッ クできる機能

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 ユーザーがメ ンテナンス ウ ィ ザー ド ペー

ジにある新しい [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て製品のア ッ プデー ト をチ ェ ッ クできる機能がサポー ト され

ています。 Web サイ ト でア ッ プデー ト が利用可能な と き、 エン ド ユーザーがそのア ッ プデー ト の取得を選択し た

場合、 イ ンス ト ールがそれをダウンロー ド し、 デジ タル署名を検証し てから起動し ます。

この機能を使用するには、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト

がサポー ト されていな く てはな り ません。 ビルド時に InstallShield は isupdate.xml とい う名前のメ タ フ ァ イルを作

成し て、 プロジ ェ ク ト のビルド フ ォルダー内の UpdateMetadata サブ フ ォルダーに配置し ます。 このメ タ フ ァ イ

ルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの異なるバージ ョ ン と そのダウンロー ド

場所を識別し ます。 製品のア ッ プデー ト のリ リース準備が完了し たら、 ア ッ プデー ト 済みのア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールと共に、 この  isupdate.xml フ ァ イルもサイ ト にア ッ プロー ド し ます。

実行時、 エン ド ユーザーがメ ンテナンス モー ド を実行する と、 スイー ト  エンジンがメ タデータ フ ァ イルのア ッ

プデー ト をチ ェ ッ ク し ます。 ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト がある場合、 スイー ト  エンジンが新しい  

ISUpdateAvailable プロパテ ィ を 1 に設定し て、 [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンが含まれる メ ンテナンス ウ ィ ザー ドの新し
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いページ MaintenanceUpdateWelcome を表示し ます。 また、 スイー ト  エンジンは新しい ISUpdateVersion プロパ

テ ィ をダウンロー ド可能なスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのバージ ョ ン と等し

く 設定し ます。

ア ッ プグレー ドが使用できないと き、 スイー ト  エンジンは [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンが含まれていない標準の 

MaintenanceWelcome ウ ィ ザー ド ページを表示し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド 可能なア ッ プデー ト をサ

ポー ト

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス

サブ フ ォルダーにサポー ト  フ ァ イルを含める機能

InstallShield では、 今回よ り、 サポー ト  フ ァ イル用のカス タム フ ォルダー構造を指定する こ とができます。 [ サ

ポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの語固有ノ ー ドの 1 つまたは言語非依存ノ ー ドの 1 つの下にサブ フ ォルダーを追加する

には、 そのノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 サブ フ ォルダーが追加され、 必

要に応じ てその名前を変更する こ とができます。 ネス ト されたフ ォルダー構造を追加する こ と もできます。 フ ァ

イルをサブ フ ォルダーに追加するには、 右側のペイ ンを選択し てから、 [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 実

行時、 イ ンス ト ールがサポー ト  フ ォルダーと フ ァ イルを ターゲッ ト  システム上の一時デ ィ レ ク ト リ である 

SUPPORTDIR にコ ピーし て、 製品のイ ンス ト ール処理中に使用できるよ う にし ます。 サポー ト  フ ォルダーと フ ァ

イルは、 イ ンス ト ールが完了する と削除されます。

強化された [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューは、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI、

InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

詳細については、 「サポー ト  フ ァ イルを追加する」 を参照し て く ださい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 サポー ト フ ァ イルのサブフ ォルダー機能も含まれています。

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト には、 SUPPORTDIR 内でサポー ト フ ァ イルのターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リのパスを指定ま

たは取得するのに使われる新しい読み取り - 書き込み Target プロパテ ィ が含まれています。 詳細については、

「ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト 」 を参照し て く だ さい。

IIS サーバーおよびク ラウ ド に Web 配置パッ ケージを配置するためのサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 今回よ り、 IIS サーバーおよびク ラウ ド に Web 配置パッ ケージを

展開するためのビル ト イ ン サポー ト が含まれています。 Web 配置パッ ケージは、 Visual Studio などの IIS または 

Web アプ リ ケーシ ョ ン開発環境を使って作成できます。

Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加するには、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使いま

す。 [ パッ ケージ ] ビ ューにパッ ケージを追加および選択する と、 右側のペイ ンにパッ ケージに関連する設定が表

示されます。 右側のペイ ンの [ 共通 ] タ ブにある [ 構成 ] 領域には、 Web 配置の構成関連の設定、 た と えばイ ンス

ト ール先 ( 多 く の場合はリ モー ト  サーバー ) や資格情報などが含まれています。 さ らに、 [ 構成 ] 領域には Web 配

置パッ ケージのパラ メ ーター XML フ ァ イルで定義されるパラ メ ーターの設定も含まれています。 デフ ォル ト で

は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ が構成設定すべての構成設定に使用され、 エン ド ユーザーはウ ィ ザー

ド イ ン ターフ ェ イスまたはコマン ド ラ イ ンを使って実行時にそれら を設定する こ とができます。

Web 配置パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する と、 そのパッ ケージ用の定義済みの Web 配置ウ ィ ザー ド ページが

プロジ ェ ク ト に追加されます。 Web 配置ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーは特定のパッ ケージをロー

カル IIS サーバー、 リ モー ト  サーバー、 またはク ラウ ド ベースのサーバーのいずれに展開するのかを指定する こ

とができます。 また、 パブ リ ッ シャー プロ フ ァ イル フ ァ イル (.publishsettings) から構成設定をロー ド できるよ う

にもな り ます。 エン ド ユーザーが Web 配置パッ ケージのパラ メ ーター XML フ ァ イルで定義されているパラ メ ー
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ターを構成できるよ う にするには、 必要に応じ てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにコ ン ト ロールを追加し て、 それ

らのコ ン ト ロールを [ パッ ケージ ] ビ ューの対応するパラ メ ーター設定に指定されているプロパテ ィ に関連付けま

す。

Web 配置パッ ケージは一般的に、 初回イ ンス ト ールと同様、 または既存の古いバージ ョ ンあるいは同一バージ ョ

ンを上書きする場合と同様に動作するよ う に設計されています。 その結果、 Web 配置パッ ケージではアン イ ンス

ト ールを行う こ とができません。 つま り、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはこの種類のパッ ケージのメ

ンテナンスを行う こ とができません。 1 つ以上の Web 配置パッ ケージ、 または 1 つ以上の従来型パッ ケージ  （メ

ンテナンス オプシ ョ ンが含まれている） をプ ラ イマ リ パッ ケージ と し て含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの作成を避ける こ とが推奨されます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallShield プロジ ェ ク ト をパッ ケージ と し て含める機能
のサポー ト

新しい InstallShield では、 InstallScript イ ンス ト ールを、 パッ ケージ と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 InstallShield プロジ ェ ク ト と し て、 基本の MSI プロジ ェ

ク ト または InstallScript プロジ ェ ク ト のどち らかを使用できますが、 これらのプロジ ェ ク ト はスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト と同じバージ ョ ンの InstallShield で保存されている必要があり ます。

1 つ以上の InstallShield プロジ ェ ク ト  パッ ケージを含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースをビ

ルド する と、 関連する InstallShield プロジ ェ ク ト 内の指定された リ リースが最初にビルド されて、 生成されるス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにそれらがパッ ケージ と し て含まれます。 InstallShield は基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト および InstallScript プロジ ェ ク ト の出力を .msi パッ ケージおよび .hdr パッ ケージ と し てスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールに追加し ます。

[ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallShield プロジ ェ ク ト をパッ ケー

ジ と し て追加できます。 このビ ューではまた、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にパッ ケージ と し て含め

るのが、 どの製品構成 ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト  パッ ケージ ) か、 またはどのリ リース ( 基本の MSI パッ ケージ

と InstallScript プロジ ェ ク ト  パッ ケージの両方 ) かを指定し ます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) をパッ ケージ と し て追加する

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールにおける InstallScript ア クシ ョ ンのサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 今回よ り、 イ ンス ト ールに含めるパッ ケージの範囲を超えた様々

な実行時タ スク行う ための InstallScript アクシ ョ ンを起動できるビル ト イ ンサポー ト が提供されています。 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI ベースの InstallScript アクシ ョ ンは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript カス タム アク

シ ョ ン とほぼ同じ要領で機能し ます。
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スイー ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト で今回から使用可能な [InstallScript] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト に 

InstallScript フ ァ イル (.rul) を追加し、 InstallScript 言語を使って関数を書き込むこ とができます。 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI アクシ ョ ンで InstallScript 関数を呼び出す場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript カス タム ア

クシ ョ ンをプロ ト タ イプ化する と き と同様に、 export キーワー ド を使って関数をプロ ト タ イプ化し ます。

InstallScript コー ド をプロジ ェ ク ト に追加し てから、 [ イベン ト ] ビ ューを使ってコー ド を呼び出す InstallScript を

追加し ます。 つぎに、 実行時にアクシ ョ ンを起動する タ イ ミ ングをスケジュールし ます。 た と えば [ イベン ト ] 

ビ ューを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンが管理する 1 つ以上のビル ト イ ン イベン ト の実行中に 

InstallScript アクシ ョ ンをスケジュールできます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で InstallScript を使用する と き、 い く つかの制限があ り ます。 たと えば、

InstallScript UI 関連の関数と InstallScript 実行時パス変数 (PROGRAMFILES および WINDIR) をスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用する こ とはできません。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ンでの作業につ

いて

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンの設定を構成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI の対話関数

スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールにおける マネージ コー ド ア ク シ ョ ンのサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 今回よ り、 イ ンス ト ールに含めるパッ ケージの範囲を超えた様々

な実行時タ スク行う ためのマネージコー ド アクシ ョ ンを起動するビル ト イ ン サポー ト が提供されています。 この

アクシ ョ ンの種類は、 Visual Basic .NET または C# などのマネージ コー ド で書かれた、。 NET アセンブ リのパブ

リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 これらのスイー ト / ア ドバンス ト  UI ベースの InstallScript アクシ ョ ンは、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれる DLL アクシ ョ ン と同じ機能を果たし ます。 つま り、 スイー ト  

エンジンは呼び出し を行う マネージ関数で 1 つのパラ メ ーターを見つけます。このパラ メ ーターは ISuiteExtension 

イ ン ターフ ェ イスで、 System.Object と し て渡されます。 戻り値の型は 32 ビ ッ ト 整数型でな く てはな り ません。

マネージコー ド アクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加するには、 [ イベン ト ] ビ ューを使

います。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでマネージ コー ド アクシ ョ ンを使用する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンの設定を構成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする
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ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールを使用し た と きにエン ド ユーザーが ト リ ガするスイー ト /
ア ドバンス ト  UI イベン ト  アク シ ョ ンを起動できる機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロール上でエン ド ユーザー

がク リ ッ クその他の操作をおこなった と きに起動される、 [ イベン ト ] ビ ューで定義される実行時のアクシ ョ ンが

サポー ト されています。 た と えばこの機能を使って、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス上のボタ ンをエン ド ユーザー

がク リ ッ ク し たと きに、 イ ンス ト ールで実行可能フ ァ イルを実行、 InstallScript コー ド を実行、 マネージ アセンブ

リのマネージ メ ソ ッ ド を呼び出し、 PowerShell スク リ プ ト を実行、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ

の設定を行う こ とができます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加するには、 [ イベン ト ] ビ ューを使います。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールがク リ ッ ク または使用された と きに実行するアクシ ョ ンをスケジュー

ルするには、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで構成する コ ン ト ロールを選択し てから、 " ク リ ッ ク " 設定

または " イベン ト " 設定の下にあるアクシ ョ ン関連の設定を使って起動するアクシ ョ ンを選択し ます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する

ウ ィ ザー ド ページ とウ ィ ン ド ウが表示 / 非表示のと きにスイー ト / ア ド バンス ト  UI ア ク シ ョ ンを起動
でき る機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウが開いているまたは閉

じ ている と きに起動された実行時アクシ ョ ンをサポー ト し ます。 この機能によ って、 コ ンボボ ッ クスの値を動的

に取得するなど、 イ ンス ト ールで任意の初期設定処理が可能と な り ます。 また、 実行時にウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イスが表示される前に実行されるアクシ ョ ンをスケジュールする こ と も可能です。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加するには、 [ イベン ト ] ビ ューを使います。

ウ ィ ザー ド ページが開 く または閉じ る と きに実行するアクシ ョ ンをスケジュールするには、 [ ウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イス ] ビ ューで構成するウ ィ ザー ド ページを選択し てから " 開始ページ " 設定または " 終了ページ " 設

定で適切なアクシ ョ ンを選択し ます。

2 番目のウ ィ ン ド ウが開 く または閉じ る と きに実行するアクシ ョ ンをスケジュールするには、 [ ウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イス ] ビ ューで構成する 2 番目のウ ィ ン ド ウを選択し てから " 開始ウ ィ ン ド ウ " 設定または " 終了ウ ィ

ン ド ウ " 設定で適切なアクシ ョ ンを選択し ます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのログ フ ァ イルへのパスワー ドの書
き込みを防ぐ新しいプロパテ ィ

/debuglog パラ メ ーターを使って ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルを起動す

る と、 スイー ト  エンジンがデバッ グ フ ァ イルを生成し ます。 デフ ォル ト で、 デバッ グ ログ フ ァ イルには、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値が含まれます。
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場合によ って、 スイー ト  エンジンが特定のプロパテ ィ の値をデバッ グ ログ フ ァ イルに書き込むこ と を防ぐ必要

があ り ます。 たと えば、 パスワー ド その他の機密情報を含むプロパテ ィ のログ記録を防ぐ必要があり ます。 この

状況に対応するため、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは ISHiddenProperties と

い う新しいプロパテ ィ がサポー ト されています。 このプロパテ ィ に大文字と小文字を区別するプロパテ ィ 名のリ

ス ト をセ ミ コ ロン区切り で設定し て、 それらの値をデバッ グ ログ フ ァ イルに書き込まないよ う にできます。

ISHiddenProperties は、 プロパテ ィ 値を変更する と ログ記録される値に限ってログ記録を防ぐのに使用できます。

その他の方法でプロパテ ィ がログ記録される場合 (ISuiteExtension::LogInfo を使う場合など )、 スイー ト  エンジンで

ログ記録を防ぐ こ とはできません。 し たがって、 ログ フ ァ イルにプロパテ ィ 値を書き込むために作成するすべて

のコー ドは、 ISHiddenProperties を読み込んで、 そのプロパテ ィ 値がログ記録されるべきかを判別する必要があ り

ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログ フ ァ イルへのプロパテ ィ 値

の書き込みを防ぐ」 を参照し て く だ さい。

強化されたア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の置換構文

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な領域では、 プロパテ ィ 名を角括弧で囲

むこ とができます。 角括弧で囲まれたプロパテ ィ 名は、 実行時に適切な値で置換されます。 実行時の構文では、

新しい種類の置換がサポー ト されています :

• 特殊文字 — 特殊文字の前に円記号を付けて、 結果の文字列を角括弧で囲むと、 実行時に特殊文字が解決され

ます。 たと えば、 [\[]Text[\]] と入力する と [Text] に置換されます。

• ヌル文字 — 角括弧で囲まれたチルダ ( つま り [~]) は、 文字列に埋め込まれたヌル文字と し て解決し ます。

• 環境変数 — 環境変数の名前の前にパーセン ト 記号を付けて、 結果の文字列を角括弧で囲むと、 実行時に環境

変数が解決されます。 た と えば、 [%PATH] は PATH 環境変数の値と し て解決し ます。

• 再帰的なプロパテ ィ の解決 — プロパテ ィ の解決を さ らに角括弧で囲むと、 解決済みのプロパテ ィ の値が解決

されます。 た と えば [[PROPERTY1]] は、 PROPERTY1 にその名前が格納されているプロパテ ィ の値に解決し、

PROPERTY1 が PROPERTY2 を含む場合、 解決された値は PROPERTY2 に格納されている値と な り ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化さ

れた式を使用する」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルと フ ォルダーの削除に関するサポー ト

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムから削除する フ ァ イルと フ ォルダーを簡単に指定する こ とができ

るビル ト イ ン サポー ト が提供されています。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っ

て作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除は、 次のイベン ト の 1 つにスケジュールできます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールされる と き

削除されるアイテムがフ ォルダーの場合、 そのフ ォルダーが空の場合のみ削除されます。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト からのフ ァ イルまたはフ ォルダーのを削除を構成する さ まざまな方法が提供され

ています :
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• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを含むフ ォルダーを選択し ます。 次

に、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を

ク リ ッ ク し ます。

• [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 削除

する フ ァ イルまたはフ ォルダーが含まれている コ ンポーネン ト のノ ー ド を拡張し てから、 [ フ ァ イル ] サブ

ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ フ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。

どち らの方法も、 使用可能な削除の設定を構成できる [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

以前は、 削除する フ ァ イルと フ ォルダーを示す方法は、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使って 

Ｒ ｅ ｍ ｏ ｖ ｅ Ｆ ｉ ｌ ｅ  テーブルに手動でエン ト リ を入力する方法のみで し た。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 お

よび ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ターゲッ ト  システムから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

• フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 フ ァ イルと フ ォルダーを削除するための新しい ISWiRemoveFile オブジ ェ

ク ト と新しい ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンが追加されま し た。 また、 ISWiComponent オブジ ェ ク ト で新しい 3 つ

のメ ソ ッ ドが使用できます : AddRemoveFile は現在のコ ンポーネン ト にフ ァ イルの削除エン ト リ を追加し、

RemoveRemoveFile は現在のコ ンポーネン ト から フ ァ イルの削除エン ト リ を削除し、 ISWiRemoveFiles は現在のコ ン

ポーネン ト と関連付けられたフ ァ イルの削除エン ト リすべてを含む ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンを返し ます。

これらのオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト

• ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ン

• AddRemoveFile Method

• RemoveRemoveFile メ ソ ッ ド

• ISWiRemoveFiles メ ソ ッ ド

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

DPI 対応イ ンス ト ールのサポー ト

InstallShield では、 今回よ り、 様々な高 DPI デ ィ スプレ イ環境のターゲッ ト  システムにおいて、 実行時のユーザー 

イ ン ターフ ェ イス要素を適切に調整できる DPI 対応イ ンス ト ールを作成し て、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ター

フ ェ イスによ り統一性のある魅力的な外観を実現できます。 使用可能なサポー ト および強化内容は、 使用するプ

ロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における DPI 対応には、 2 つの基本事項があり ま

す :
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• エンジンが使用するアイテムは、 システムの DPI 設定にし たがって調整されます。 つま り、 ターゲッ ト  シス

テムで DPI 200% が設定されている場合、 チ ェ ッ クボ ッ クス コ ン ト ロールも同様に調整されます。

• エンジンは、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに含まれたイ メ ージその他のリ ソースを表示する と き、 スケール

因子と言語を考慮し ます。

たと えば、 エンジンがスケール因子を 150 と判断し た と き、 適切な言語が英語である場合は、 フ ァ イル名または

パス名に scale-150 の文字列を含むリ ソースを探し ます。 ターゲッ ト  システム上で image.png を検索する と き、 次

に リ ス ト されている順番でパスを検索し ます :

1. [SUPPORTDIR]0409\scale-150\image.png

2. [SUPPORTDIR]0409\image.scale-150.png

3. [SUPPORTDIR]0409\image.png

4. [SUPPORTDIR]scale-150\image.png

5. [SUPPORTDIR]image.scale-150.png

6. [SUPPORTDIR]\image.png

正しい DPI よ り も一致する言語が優先し ます。

InstallShield はア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるビル ト イ ン デフ ォル ト  

イ メ ージに、 scale-150 および scale-200 イ メ ージを含みます。 プロジ ェ ク ト にカス タム リ ソースを含める場合、 [

サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューを使って適切なスケールのイ メ ージを追加し ます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における DPI 対応には、 次の点が含まれています :

• ビル ト イ ン デフ ォル ト  ダイアログのすべてのイ メ ージは、 200％ に上手 く 調整可能なイ メ ージに差し替えら

れています。

• 今回よ り、 コ ン ト ロール ID 1200 を持つス タ テ ィ ッ ク ダイアログ コ ン ト ロールは、 透明色の使用が可能な 

.png イ メ ージをサポー ト し ます。 これは、 ウ ェルカム ダイアログのよ う な、 外部スキン ダイアログの左側に

デフ ォル ト で表示される コ ンピ ューター イ メ ージに適用し ます。 内部ダイアログのバナー イ メ ージにも適用

し ます。

さ らに、 これらの同じ コ ン ト ロールは、 各イ メ ージ と それに関連するスケール因子を識別するための新しい

フ ォーマ ッ ト をサポー ト し ます。

@@ResourceID;ScaleFactor

ResourceID は、 .png イ メ ージ ( リ ソース タ イプ PNG と し て格納される ) またはビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ ( リ

ソース タ イプ RT_BITMAP と し て格納される ) のいずれかを検出するためのリ ソース識別番号を示し ます。

ScaleFactor は、 イ メ ージが意図されている DPI スケール率を示し ます。

たと えば、 100% (96 DPI)、 125% (120 DPI)、 150% (144 DPI)、 200% (192 DPI) と な り ます。 イ メ ージに指定されて

いるスケール因子が 200 の場合、 200% DPI スケール以下で実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ージは縮

小表示されます。 200% ターゲッ ト システム上で、 これは 1:1 の割合で表示されます。 イ メ ージに指定されて

いるスケール因子が 100 の場合、 200% DPI スケールで実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ージは拡大表

示されます。

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ (.bmp) を識別する以前のフ ォーマ ッ ト も使用できますが、 スケーリ ングまたは .png イ

メ ージがサポー ト されていません :

@BitmapResourceID;TransparentFlag;3-DFlag;<unused>;TransparentColorKey
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• ダイアログ ヘ ッ ダーのバナーおよび外部パネルのアイ コ ン イ メ ージ用のすべての ID 1200 ス タ テ ィ ッ ク コ ン

ト ロールには、 今回よ り新しいイ メ ージ文字列フ ォーマ ッ ト が使用されます。 InstallShield プロジ ェ ク ト また

は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と き、 以前のバージ ョ ンの 

InstallShield でダイアログを編集し た場合、 プロジ ェ ク ト でサポー ト されているすべての言語のイ メ ージ文字

列を新しいフ ォーマ ッ ト に編集する必要があ り ます。

• InstallScript 関数 SdOptionsButtons は、 イ メ ージを識別する新しい文字列フ ォーマ ッ ト をサポー ト するよ う

ア ッ プデー ト されています :

@@ResourceID;ScaleFactor

以前は、 次のフ ォーマ ッ ト が使用されていま し た :

@BitmapResourceID;BitmapIconFlag;TransparentColor

• InstallScript 関数 GetSystemInfo の nItem パラ メ ーターは、 2 つの新しい定数をサポー ト し ます :

• SYSTEM_DPI — nvResult パラ メ ーターのシステム DPI 値を返し ます。

• SYSTEM_DPI_SCALING — nvResult パラ メ ーターの DPI スケール値 を返し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• GetSystemInfo

• SdOptionsButtons

• InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログに含まれるデフ ォル ト  イ メ ージについての背景情

報

基本の MSI プロジ ェ ク ト

Setup.exe 起動プログラムが実行時に表示するダイアログに表示されるビル ト イ ン イ メ ージが、 よ り大きな領域に

上手 く 調整される イ メ ージに差し替えられています。 これには、 初期設定ダイアログに表示される イ メ ージも含

まれています。

ビル ド時またはオンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンにイ ンス ト ールを配布できる機能

イ ンス ト ールのビルドが成功するたびに InstallShield が仮想マシン (VM) を指定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻し、 VM の

電源をオンにし てイ ンス ト ールを VM にコ ピーし、 テス ト が可能な状態になるよ う プロジ ェ ク ト を構成できます。

また、 これらのテス ト 準備を必要な と きにオンデマン ド で行う こ と もできます。 このテス ト 準備機能によ り、 手

作業で行う処理を減ら し、 テス ト にかかる時間を短縮できます。

VM は Microsoft Hyper-V Server、 VMware ESX または ESXi Server、 または VMware Workstation を指定できます。

VM 情報を指定するには、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [ イベン ト ] タ ブにある [ 仮想マシン ] 領域を使用

し ます。 設定のう ちの 1 つを使って、 ビルドが成功するたびに指定の VM に リ リースを配布するかど うかを指定

し ます。

必要な と きに リ リースを VM に配布するには、 [ リ リース ] ビ ューで該当する リ リースを右ク リ ッ ク し てから、

[VM に配布 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ イベン ト ] タ ブにある " 構成 " 設定を使用し て VM の詳細を構成する と、 InstallShield によ って 指定されたデー

タが VMConfigurations.xml とい う名前のフ ァ イルに書き込まれます。 この VMConfigurations.xml フ ァ イルは、 マシ

ン全体に適用する フ ァ イルで、 一度構成を行う と他の InstallShield プロジ ェ ク ト でも使用できます。 また、 他の

チームメ ンバーと共有する こ と も可能です。 また、 このフ ァ イルを Standalone Build で使用する こ と も可能です。
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サポー ト されている VM の 1 つに配布する場合、 InstallShield では必要な仮想化テ ク ノ ロジ との対話が必要です。

VMWare 仮想化テ ク ノ ロジ (VMware ESX、 ESXi Server o または VMware Workstation) を使用する場合、 InstallShield 

と同じ マシン上に VMware VIX API が イ ンス ト ールされていな く てはな り ません。 マシン上に VMware Workstation 

を イ ンス ト ールするか、 http://www.vmware.com/support/developer/vix-api から VMware VIX API をダウンロー ド お

よびイ ンス ト ールする こ とができます。

VMware Workstation を使用する場合、 InstallShield と同じ マシン上に VMware Workstation を イ ンス ト ールする こ と

が推奨されます。 これによ って、 InstallShield が特定の VMware Workstation バージ ョ ン用に設計された VIX API の

バージ ョ ンを使用し ます。 VIX API の新しいバージ ョ ン も使用できる場合があり ますが、 現在使っている VMware 

Workstation にバン ドルされている VIX API のバージ ョ ンを InstallShield で使用する方法が最も推奨されます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

で使用できます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ビルド時またはオンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンにリ リースを配布する

• リ リースの [ イベン ト ] タ ブ

• [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

• リ リースの配布用の仮想マシン設定を共有する

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 コ ンボボ ッ ク スおよび リ ス ト
ボ ッ ク ス コ ン ト ロールの設定におけるユーザビ リ テ ィ ーの向上

InstallShield では、 コ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールと リ ス ト ボ ッ クス コ ン ト ロールをア ドバンス ト  UI およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド ページおよび 2 番目のウ ィ ン ド ウに追加する こ とができます。 こ

れらのどち らかの種類のコ ン ト ロールを作成するプロセスでは、 2 つのプロパテ ィ  ( コ ン ト ロールで表示するオプ

シ ョ ンのリ ス ト を定義するプロパテ ィ 、 および実行時にエン ド ユーザーが選択するオプシ ョ ンを格納するために

イ ンス ト ールが使用するプロパテ ィ ) を使用し ます。 これまでは [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューと [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使用する必要があり ま し たが、 これらのプロパテ ィ の両方を InstallShield の [ ウ ィ

ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ュー内部から構成する こ とができます。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで、 コ ンボボ ッ クスまたはリ ス ト ボ ッ クス コ ン ト ロールの " コ ンテンツ 

プロパテ ィ " 設定には省略記号ボタ ン (...) が含まれていて、 これを ク リ ッ ク し てコ ン ト ロールに表示するオプシ ョ

ンのリ ス ト を定義する こ とができます。 このボタ ンを ク リ ッ クする と、 シンプルな [ リ ス ト  オプシ ョ ンを編集 ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開いて、 選択されたコ ン ト ロールに表示するオプシ ョ ンのリ ス ト および関連する値を指定

できます。

以前は、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってオプシ ョ ンのリ ス ト が含まれるプロパテ ィ および対応するプ

ロパテ ィ 値を定義する必要があ り ま し た。 プロパテ ィ を定義するのに必要なフ ォーマ ッ ト  ( 例、

ID_Option1\rValue1\nID_Option2\rValue2\nID_Option3\rValue3) は覚えに く く 、 間違いやすいもので し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを設定する

• [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クス
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでフ ァ イルまたはフ ォルダーの参照
における実行時の機能強化

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 今回よ り、 エン ド ユーザーがフ ァ イルま

たはフ ォルダーを参照できる機能が強化されています :

• ウ ィ ザー ド ページ と 2 番目のウ ィ ン ド ウのコ ン ト ロールで使用できる [ 新しいフ ァ イルを参照 ] アクシ ョ ン

が追加されま し た。 このアクシ ョ ンをボタ ンなどのコ ン ト ロールの Click イベン ト に追加する と、 エン ド 

ユーザーがそのボタ ンを ク リ ッ ク し た と きに参照ダイアログ ボ ッ クスが開き、 新しいフ ァ イルと その場所を

指定する こ とができます。

この種類のアクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト 内のコ ン ト ロールに追加する と き、 ダイアログ ボ ッ クスのタ イ ト ル 

バーにテキス ト を指定できます。 また、 選択可能なフ ァ イル拡張子のフ ィ ルター オプシ ョ ンや、 フ ァ イル作

成時に使用するデフ ォル ト のフ ァ イル拡張子を指定する こ と もできます。

• 既存の [ フ ォルダーの参照 ] アクシ ョ ンが強化されま し た。 このアクシ ョ ンが起動する [ フ ォルダーの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスは、 対応する フ ァ イル システムを持つ場所のみに使用する こ とができます。 つま り、 エ

ン ド ユーザーが [ この PC] または [ マイ コ ンピ ューター ] といった場所を選択し た場合、 このダイアログ 

ボ ッ クスの [OK] ボタ ンは無効化されます。 以前、 エン ド ユーザーがこれらの場所を選択する こ とが可能で、

その場合に関連プロパテ ィ の値がク リ ア されま し た。

この種類のアクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 この [ フ ォルダーの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示する支持を指定する こ とができます。

• 既存の [ フ ァ イルの参照 ] アクシ ョ ンが強化され、 [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスで選択可能なフ ァ

イル拡張子のフ ィ ルター オプシ ョ ンを指定できるよ う にな り ま し た。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する」 を参照し て く ださい。

実行時に LicenseAgreement ダイアログで [ 印刷 ] の選択肢を提供できる機能

LicenseAgreement ダイアログの [ 印刷 ] ボタ ンの機能が強化されま し た。 エン ド ユーザーが [ 印刷 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し たと きにデフ ォル ト  プ リ ン ターに直接印刷する代わり に、 今回よ り、 印刷選択ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

この強化は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 以前から この機能の使用が可能です。

テキス ト  フ ァ イルにテキス ト を挿入できる機能

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ターゲッ ト  システム上で実行時にテキス ト  フ ァ イルに行う変更を構成

する こ とができます。 テキス ト  フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの一部またはシステム上に既存する フ ァ イルのどち ら

でも構いません。 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューには、 1 つ以上のフ ァ イルの最初または最後にテキス ト を挿

入できる機能が追加されています。 また今回よ り、 指定し たテキス ト の前後にテキス ト を挿入する こ と もできま

す。 このビ ューでテキス ト  フ ァ イルの変更を構成する と き、 既存テキス ト を置換するのか、 既存テキス ト の前後

にテキス ト を挿入するのか、 またはフ ァ イルの最初または最後にテキス ト を挿入するのかを指定するための新し

い " アクシ ョ ン " 設定を使用し ます。

以前、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 実行時にテキス ト  フ ァ イル内の既存テキス ト を置換するための

サポー ト が含まれていま し た。

この強化機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。
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• テキス ト  フ ァ イルの変更

• [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

エン ド ユーザーがメ ジ ャー ア ッ プグレー ド を適用する製品の以前のバージ ョ ンのイ ンス ト ール済みイ
ンス タ ンスを選択できる機能をサポー ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンス サポー ト は、 今回よ り、 メ ジャー ア ッ プグレー ドのサポー ト

を含みます。 実行時、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが表示する イ ンス タ ンスの選択ダイアログを通し て、 エ

ン ド ユーザーは製品の現在イ ンス ト ール済みのイ ンス タ ンスのすべてを リ ス ト で参照できます。 リ ス ト には、 イ

ンス ト ール済みの製品の異なる メ ジャーバージ ョ ン も含まれます。 エン ド ユーザーは、 今回よ り、 この強化され

たイ ンス タ ンス ダイアログを使用し て新しいイ ンス タ ンスのイ ンス ト ール、 既存イ ンス タ ンスの保持、 またはイ

ンス タ ンスのメ ジャー ア ッ プグレー ドの適用を行う こ とができます。

以前、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログには、 実行中の複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールと同じ製品コー ド を持つイ

ンス タ ンスのみがリ ス ト されま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むメ ジャー ア ッ プグレー ドの構成と ビルド

• イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設定し ます

• 製品のイ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールする と きの実行時の動作

追加プ ラ ッ ト フ ォームで Microsoft App-V 5x パッ ケージを作成できる機能

InstallShield の Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 Microsoft App-V 5 フ ォーマ ッ ト で仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成

するためのサポー ト が含まれています。 このアシス タ ン ト の [ パッ ケージ情報 ] ビ ューを使って、 App-V 5 または 

4.x のどち ら を ターゲッ ト にするかを指定できます。 InstallShield がサポー ト されている任意の Windows バージ ョ ン

で、 App-V 5x パッ ケージをビルド する こ とができます。 以前は Windows 8 または Windows Server 2012 が必要で し

た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• App-V パッ ケージのコ ンポーネン ト

• App-V パッ ケージのビルド出力

基本の MSI イ ンス ト ールの [ フ ァ イルを開 く ] 実行時ダイアログの機能強化

InstallShield は、 基本の MSI イ ンス ト ールのダイアログの 1 つから [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動するサ

ポー ト を含みます。 エン ド ユーザーがダイアログの 1 つから [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イルを開 く

] ダイアログが起動し ます。 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを使って、 エン ド ユーザーはフ ァ イルを参照できま

す。 今回よ り オプシ ョ ンで、 新しいプロパテ ィ  IS_BROWSE_INITIALDIR を使用し て、 実行時にこのダイアログに表

示するデフ ォル ト  パスを指定できます。 以前、 ダイアログにはエン ド ユーザーが最後に参照し たパスが表示され

ま し た。

詳細については、 「[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動する」 を参照し て く だ さい。

新しい FlexNet Connect 13.06 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 13.06 をサポー ト

し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 13.06 マージ モジュール (Common 

Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らかを含みま

す。
110 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallShield 2013 SP1 の新しい機能
InstallShield 2013 Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 8.1、 Windows Server 2012 R2、 および Visual Studio 2013 をサ

ポー ト するための変更が含まれています。

Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 システムを ターゲ ッ ト にできる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 8.1 または Windows Server 2012 R2 が必要である こ と を指定できます。

また、 これらのオペレーテ ィ ング システムに対する機能条件およびコ ンポーネン ト 条件をビルド する こ とができ

ます。

Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 にイ ンス ト ール可能な InstallShield 前提条件は、 必要に応じ て、 これら

のシステムにイ ンス ト ールされるよ う に更新されています。 以前これらのシステムでは、 前提条件がデフ ォル ト

では実行されませんで し た。 これは、 次の InstallShield 前提条件に適用し ます :

• FSharp Redistributable Package 2.0

• JRE_SE 1.7.0_02 (x64)

• JRE_SE 1.7.0_02 (x86)

• Microsoft .NET Framework 3.0 OS Component

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 (Windows 機能 )

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

• Microsoft App-V 5.0 SP1 Desktop Client (x64)

• Microsoft App-V 5.0 SP1 Desktop Client (x86)

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x64)
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• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client (x86)

• Microsoft SQL Server Compact 4.0 (x64)

• Microsoft SQL Server Compact 4.0 (x86)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (IA64)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (x64)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (x86)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242(x64)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242(x86)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243(x64)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243(x86)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ (x86)
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• Microsoft Visual C++ 2010 RTM 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173 (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 RTM 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft VSTO 2010 Runtime (x64)

• Microsoft VSTO 2010 Runtime

Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 用の InstallScript 言語の強化内容

次の構造メ ンバーと定義済み定数が InstallScript 言語に追加されま し た :

• SYSINFO.WINNT.bWin81— 新しい SYSINFO 構造メ ンバーです。 オペレーテ ィ ング システムが Windows 8.1 また

は Windows Server 2012 R2 の場合、 この値は TRUE です。

• ISOSL_WIN81 — FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できる新しい定義済み定数です。 これ

は、 ターゲッ ト  システムが Windows 8.1 または Windows Server 2012 R2 を実行中である こ と を示し ます。

詳細については、 「FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数」 を参照し て く だ さい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化機能 : Windows 8.1 と Windows Server 2012 
R2 用の OSFilter プロパテ ィ の値

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 ISWiComponent と ISWiRelease オブジ ェ ク ト の OSFilter メ ンバーと共に、

以下の定数を使用できます :

eosWin81 = &H8000000 (134217728)— これらの定数は Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 用です。

また、 eosAll 定数の値が &7D100D0 (131137744) から &HFD100D0 (265355472) に変更されま し た。

OSFilter メ ンバーは、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で ISWiComponent オブジ ェ ク ト に適用し

ます。 OSFilter メ ンバーは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で ISWiReleaseISWiRelease オブジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

Microsoft Visual Studio 2013 のサポー ト

InstallShield は、 Visual Studio 2013 をサポー ト し ます。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を作成できます。
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新しい Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 用の InstallShield 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる、 い く

つかの新しい SQL Server 関連の InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 LocalDB (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 LocalDB (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 Management Objects (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 Management Objects (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 System CLR Types (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 System CLR Types (x86)

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 ウ ィ ザー ド 
ページおよびウ ィ ン ド ウのコ ン ト ロールに使用する カス タム テーマを定義できるサ
ポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 今回よ り、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス

のコ ン ト ロールに使用するテーマを定義できます。 コ ン ト ロールのテーマは、 コ ン ト ロールの様々な部分の色 (

テキス ト の色、 背景の色、 および境界線の色 ) や、 ク リ ッ ク済みまたはホバー状態といった、 コ ン ト ロールの

様々な状態に使用する色を集めたものです。 デフ ォル ト で、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに使用す

る コ ン ト ロールのテーマを指定できます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス内のウ ィ ザー ド ページやウ ィ ン ド ウに含ま

れる特定のコ ン ト ロールのテーマをオーバーラ イ ド する こ と もできます。 コ ン ト ロールのテーマを使用する と、

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス内のその他のアイテムが 3D 効果な し で平面的に表示されます。 これ

は Windows Store アプ リ ケーシ ョ ンのス タ イルに似ています。

次の種類のコ ン ト ロールで、 コ ン ト ロールのテーマを使用できます :

• ボタ ン ( ナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含む )

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス

• ラジオ ボタ ン

• コマン ド リ ン ク

プロジ ェ ク ト にコ ン ト ロールのテーマを追加するには、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで [ コ ン ト ロール

のテーマ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [ コ ン ト ロールのテーマを追加 ] を選択し ます。 必要に応じ て、 テーマの

設定を構成し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに、 デフ ォル ト で使用するテーマを指定するには、 [ ウ ィ ザー ド ペー

ジ ] ノ ー ドが選択されている と きに [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューに表示される、 新しい " デフ ォル ト  

コ ン ト ロールのテーマ " 設定で適切なテーマを選択し ます。 デフ ォル ト で、 この設定は空白です。

特定のコ ン ト ロールについて、 コ ン ト ロールのテーマをオーバーラ イ ド するには、 そのコ ン ト ロールの " コ ン ト

ロールのテーマ " 設定で適切なテーマを選択し ます。
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詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• ス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを使用し てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを カス タ マイズす

る

• カス タム コ ン ト ロール テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに適用する

新しい、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダーの定義済みパス変数

ハイ レベルなベース デ ィ レ ク ト リ を参照する、 VSSolutionFolder と呼ばれる新しい定義済みパス変数をプロジ ェ ク

ト で使用できます。 このサポー ト を使う と、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー

内にある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を含める こ とができます。 異なるマシン上のプロ

ジ ェ ク ト で作業を行う場合、 VSSolutionFolder パス変数を使用するス タ テ ィ ッ ク リ ン クは、 姉妹プロジ ェ ク ト の

フ ァ イルへの正しいパスを参照する こ とができます。

VSSolutionFolder パス変数は、 InstallShield が Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン内で開かれた と きに自動的に定義されま

す。 また、 MSBuild を使って InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンをビルド する と きにも、 自動的に定

義されます。 ただ し、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンな し で InstallShield プロジ ェ ク ト を開いた場合、

VSSolutionFolder が自動的に定義される こ とはあり ません。 た と えば、 InstallShield プロジ ェ ク ト を、 Visual Studio 

を開かずに InstallShield イ ン ターフ ェ イスで直接開いた場合、 VSSolutionFolder は定義されません。 同様に、 コマ

ン ド ラ イ ン ツール IsCmdBld.exe や、 MSBuild で .isproj フ ァ イルを使用する場合、 VSSolutionFolder は定義されませ

ん。 IsCmdBld.exe を使って InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド するには、 -L コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使って、 VSSolutionFolder の値を設定し ます。 MSBuild を使う場合は、 PathVariables パラ メ ーターを使って 

VSSolutionFolder の値を設定し ます。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用された と き、

ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て露出されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト で VSSolutionFolder パス変数を含むパスを持つソース フ ァ イルを含み、 それを 

VSSolutionFolder パス変数がサポー ト されていない環境でビルド する と、 次のよ う なビルド エラーが発生する可能

性があ り ます :

• -6103: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ません

• -6271: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ませんで し た。 このフ ァ イルの MsiFileHash テーブ

ルをビルド中にエラーが発生し ま し た。 指定し た場所にフ ァ イルが存在する こ と を確認し ます。

この機能は、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 およびスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使用する

• 定義済みパス変数

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

• ISCmdBld.exe
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複数イ ンス タ ンス プロジ ェ ク ト でイ ンス タ ンスの製品コー ド を簡単に更新できる機
能

複数イ ンス タ ンス サポー ト を含むプロジ ェ ク ト のメ ジャー ア ッ プグレー ド を作成し ている場合、 各イ ンス タ ンス

の製品コー ド を更新する必要があ り ます。 InstallShield では、 今回よ り、 プロジ ェ ク ト で定義されている特定イ ン

ス タ ンスの製品コー ド を簡単に更新する こ とができます。 InstallShield ではまた、 プロジ ェ ク ト 内の製品構成で定

義されているすべてのイ ンス タ ンスの製品コー ド を簡単に更新する こ と もできます。

特定イ ンス タ ンスの製品コー ド を更新するには、 [ リ リース ] ビ ューの製品構成で [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブで定

義されている イ ンス タ ンスの製品コー ド設定の値を右ク リ ッ クする と使用できる、 [ 新しい GUID を生成する ] コ

マン ド を使用し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれる製品構成で定義されている各イ ンス タ ンスについて、 その製品コー ド を更新するには、 [

リ リース ] ビ ューにある製品構成で、 [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブにある [ イ ンス タ ンス ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し た

と きに使用できる、 新しい [ 各イ ンス タ ンスの ProductCode を変更する ] コマン ド を使用し ます。

この機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細については、 「1 つ以上のイ ンス タ ンスの製品コー ド を更新する」 を参照し て く ださい。

InstallShield 2013 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張する実行時ア ク シ ョ ンを作成できる機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 イ ンス ト ールに含めるパッ ケージの範囲を超えた様々な実行時タ ス

クが必要な場合があ り ます。 た と えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 以下の 1 つ以上の操作が必

要な状況が考えられます。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示される前にアプ リ ケーシ ョ ンを

イ ンス ト ールする。

この状況が必要な例と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージの 1 つが Oracle データ

ベースを イ ンス ト ールする SQL スク リ プ ト を実行する時があり ます。 このパッ ケージを実行する前に、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン ターフ ェ イスで、 エン ド ユーザーがネ ッ ト ワーク上で使用可能なサーバーの一

覧から適切なサーバーを選択できるウ ィ ザー ド ページを表示し たい場合があ り ます。 この種類の UI サポー ト

を使用するには、 ターゲッ ト  システム上に ODBC ド ラ イバーがイ ンス ト ールされている こ とが必要です。

• 特定の製品、 テ ク ノ ロジ、 フ ォルダー、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 その他のアイテムの存在の有無を

ターゲッ ト  システム上で検索する。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージを実行する前後にターゲッ ト  システムを構成する。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの機能を拡張し て、 前述のタ スクその他を実行できるよ う にするには、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に新し く 追加された [ イベン ト ] ビ ューを使って、 実行時に実行可能

フ ァ イルの実行、 DLL 関数の呼び出し、 PowerShell スク リ プ ト の実行、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ

テ ィ の設定を行う アクシ ョ ンを作成できます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加する と き、 それを実行時に起動する タ イ ミ ングをスケジュールできます。
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• [ イベン ト ] ビ ューにある [ イベン ト ] エクスプローラーを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI が管理する 1 

つ以上のビル ト イ ン イベン ト の実行中にアクシ ョ ンをスケジュールできます。 ビ ュー内のこの領域には、 各

イベン ト 中に発生する イベン ト と アクシ ョ ンが時系列で上から下にリ ス ト されます。

• [ パッ ケージ ] ビ ューの [ イベン ト ] 領域にある設定を使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンのイ ンス

ト ール、 削除、 変更、 またはパッ ケージの修復の前後に実行するアクシ ョ ンをスケジュールし ます。

アクシ ョ ンをスケジュールする と き、 アクシ ョ ンを実行するかど うかを制御する条件ステー ト メ ン ト をビルド で

きます。 新し く 追加された、 次の 2 種類の条件チ ェ ッ ク以外にも、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の別

の領域で、 同じ種類の条件チ ェ ッ ク を利用できます :

• パッ ケージの操作 — スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定のパケージの実行状態をチ ェ ッ ク し ま

す ( 例、 イ ンス ト ールまたは削除 )。

• 機能の操作 — スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定の機能の実行状態をチ ェ ッ ク し ます ( 例、 イ

ンス ト ールまたは削除 )。

これらの条件の種類は、 [ イベン ト ] ビ ューのイベン ト 、 または [ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケージに関連付けら

れたアクシ ョ ンでのみ使用可能です。

PowerShell アクシ ョ ンをサポー ト するには、 ターゲッ ト  システム上に PowerShell 2.0 以降が必要です。

この機能は、 InstallShield Premier Edition で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの .exe フ ァ イルでの作業について

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの DLL フ ァ イルでの作業について

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの PowerShell スク リ プ ト での作業について

• アクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンの設定を構成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける イベン ト の種類

• [ イベン ト ] ビ ュー

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

• ” パッ ケージの操作 ” 条件の設定

• ” 機能の操作 ” 条件の設定

スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ール中に Windows の役割と機能を有効化できるサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定のパッ ケージが、 ターゲッ ト  システム上で 1 つ以上の Windows 

の役割と機能が有効化されている こ と を必要とする場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト でパッ ケージを

構成中に、 [ パッ ケージ ] ビ ューに追加された新しい "Windows 機能 " 設定を使って、 この要件を指定できます。

実行時、 イ ンス ト ールされる対象のパッ ケージが無効化されている 1 つ以上の Windows の役割と機能を必要とす

る場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 パッ ケージを起動する前にこれらの役割と機能を有効化し

ます。
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たと えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で Windows のイ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

機能が有効である こ と を必要とする IIS Web サイ ト を イ ンス ト ールパッ ケージがあり ます。 同じ プロジ ェ ク ト 内の

別のパッ ケージでは、 PowerShell 機能が有効である こ とが必要です。 プロジ ェ ク ト のこれらのパッ ケージの設定

を構成する と き、 必要な Windows 機能を指定し ます。 実行時、 パッ ケージがターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ー

ルの対象と なっているが、 必要な Windows 機能のいずれかが無効である場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールは、 起動前にこれらの無効化されている Windows 機能を有効にし ます。 パッ ケージがイ ンス ト ールの対象

ではない場合、 必要な Windows 機能は有効化されません。

InstallShield には、 い く つかの Windows 機能のビル ト イ ンサポー ト が搭載されています :

• イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

• PowerShell

• .NET Framework 3.x

InstallShield ではまた、 パッ ケージに必要な上記以外の Windows 役割と機能を指定する こ と もできます。

この機能は、 InstallShield Premier Edition で提供されています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中に Windows 役割と機能を有効化する

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト  テンプレー ト を作成できる機能

InstallShield では、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト をテンプレー ト と し て使用す

る機能がサポー ト されています。 プロジ ェ ク ト  テンプレー ト は、 新しいア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト の作成を開始する と きに使用できる、 デフ ォル ト の設定とデザイ ン要素を含みます。

任意のア ドバンス ト  UI またはスイー ト  ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト をテンプレー ト に指定できます。 プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルと テンプレー ト フ ァ イルは、 同じ フ ァ イル拡張子 ( .issuite) を持ちます。

.issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イルがテンプレー ト  フ ァ イルであり、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスでこの

テンプレー ト の選択を可能にするためには、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの [ すべてのタ イプ ] タ ブ

内で右ク リ ッ ク し て [ 新規テンプレー ト の追加 ] を選択し ます。 テンプレー ト と し て使用する .issuite フ ァ イルを

参照し て、 [ すべてのタ イプ ] タ ブに新し く 追加し たテンプレー ト のアイ コ ンが表示されます。

.issuite フ ァ イルをテンプレー ト と し て新しいア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を

作成するには、 新しいプロジ ェ ク ト を作成する際に [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの [ すべてのタ イ

プ ] タ ブでテンプレー ト のアイ コ ンを選択し ます。

手順については、 次を参照し て く だ さい :

• プロジ ェ ク ト  テンプレー ト の作成

• テンプレー ト を使用し た新規プロジ ェ ク ト の作成

多層アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするためのイ ンス ト ール作成用の新しいビル ト イ ン テンプレー
ト

InstallShield には、 ク ラウ ド ベースの多層アプ リ ケーシ ョ ン向けのスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作

成に役立つ、 新しい多層アプ リ ケーシ ョ ン用のテンプレー ト が含まれています。 エン ド ユーザーが Web サイ ト 、

データベース、 およびアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする イ ンス ト ール階層を簡単に管理できる、 この種類の
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イ ンス ト ールを作成できます。 エン ド ユーザーは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド ペー

ジを使って、 イ ンス ト ールし たい層を選択するか、 コマン ド ラ イ ン サポー ト を使って、 適切な機能を選択できま

う す。

新しい多層アプ リ ケーシ ョ ン テンプレー ト には、 「機能」 と し て表示される ３  つの層があり ます。 これらの機能

を カス タ マイズし て、 製品の層を含みます。 機能は必要に応じ て追加および削除が可能です。 テンプレー ト には

また、 [ リ リース ] ビ ューに ４ つのリ リース (3 つの定義済み機能のそれぞれにフ ラグが付いているテンプレー ト

と、 すべての機能を含むテンプレー ト ) が含まれています。 これによ って、 各層に分かれたイ ンス ト ールと、 エ

ン ド ユーザーがすべての使用可能な層を イ ンス ト ールできる イ ンス ト ールを個別にビルド する こ とができます。

この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

.NET Framework 3.5 SP1、 Microsoft Visual C++ 2012、 および SQL Server 2008 R2 Express SP2 用の新し
い InstallShield 前提条件

InstallShield には、 「ア ドバンス ト  UI」、 「基本の MSI」、 「InstallScript」、 「InstallScript MSI」、 および 「スイー ト / ア

ドバンス ト  UI」 プロジ ェ ク ト に追加可能な次の前提条件が含まれています ：

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 (Windows 機能 )

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x86)

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに様々なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

新しいアプ リ ケーシ ョ ン仮想化適合性テス ト

InstallShield では、 製品を仮想化するための準備が整っているかど うかを判断するのに役立つ、 新しい検証スイー

ト が提供されています。 これらのスイー ト で提供されている InstallShield 仮想化内部整合性検証ツール (ISVICE) を

使って、 Microsoft App-V、 Microsoft Server App-V、 VMware ThinApp、 および Citrix XenApp の適合性を確認できま

す。 検証スイー ト を使用する こ と で、 顧客に仮想バージ ョ ンの提供を考慮する場合に、 製品をどのよ う にビルド

するかについて、 豊富な情報に基づいて意思決定を行う こ とができます。

InstallShield を使って、 基本の MSI リ リースが正し く ビルド されるたびに、 これらの検証スイー ト を実行するよ う

に構成する場合 : [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 [ 検証 ] タ ブで、 適切なチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

ビルド処理とは別に検証を行う場合 : [ ビルド ] メ ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し て、 適切な新しいスイー ト を

選択し ます。

仮想化スイー ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallShield 仮想化整合性スイー ト

• プロジ ェ ク ト の検証
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Microsoft App-V 5 パッ ケージを作成するためのサポー ト

InstallShield の Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 Microsoft App-V 5 フ ォーマ ッ ト で仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成

するためのサポー ト が含まれています。 このアシス タ ン ト の [ パッ ケージ情報 ] ビ ューを使って、 App-V 5 または 

4.x のどち ら を ターゲッ ト にするかを指定できます。

App-V 5.x を ターゲッ ト にする場合、 App-V 5.x パッ ケージを配布サーバーへ移動する前に、 新しいバージ ョ ンの 

App-V ラ ンチャー ツールを使って、 それら をテス ト できます。 このツールの新しいバージ ョ ンは、 App-V パッ

ケージの仮想環境内から コマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを起動する こ とができます。 そのため、 App-V 5.x 以降

の場合、 Cmd.exe または Regedit.exe の診断ツール シ ョ ー ト カ ッ ト を App-V パッ ケージに直接挿入する必要がな く

な り ま し た。

InstallShield が App-V パッ ケージをビルド時に保存するデ ィ レ ク ト リは、 ターゲッ ト とする App-V のバージ ョ ン

によ って異な り ます。 App-V 5 パッ ケージの場合、 デ ィ レ ク ト リは ProductName で、 App-VPackage とい う名前の

フ ォルダーに配置されます。 App-V 4.x パッ ケージの場合、 InstallShield  が ProductName フ ォルダーに製品バー

ジ ョ ン番号を ProductName_vN ( こ こで N  は製品バージ ョ ン番号 ) の形式で含みます。

InstallShield がサポー ト する任意の Windows バージ ョ ンで App-V 5.x パッ ケージの設定を構成できますが、

InstallShield 内部から App-V 5.x パッ ケージをビルド するには Windows 8 または Windows Server 2012 が必要です。

以前の Windows バージ ョ ンで App-V 5.x パッ ケージをビルド し よ う とする と、 ビルド エラー -9424 が発生し ます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• App-V パッ ケージのコ ンポーネン ト

• App-V パッ ケージのビルド出力

条件チ ェ ッ クの新しいプロパテ ィ の比較の種類 - スイー ト / ア ドバンス ト  UI および ア ドバンス ト  UI 
プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール モー ド を判別するための新しいプロパテ ィ

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ンの条件ステー ト メ

ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な種類から選択できます。 条件チ ェ ッ

クに新し く 追加された [ プロパテ ィ の比較 ] 型を使って、 特定のビル ト イ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロパテ ィ 、 あるいは [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義されたプロパテ ィ の値をチ ェ ッ ク

できます。

さ らに、 ISInstallMode とい う新しい読み取り専用プロパテ ィ も使用できます。 このプロパテ ィ は、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを実行し ているモー ド を示す値を格納し ます ( 初回イ ンス ト ー

ル、 メ ンテナンス /UI メ ンテナンスの選択、 変更、 削除、 修復、 またはステージングのみ )。 このプロパテ ィ は、

プロジ ェ ク ト で構成する条件ステー ト メ ン ト で使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類

• " プロパテ ィ の比較 " 条件の設定

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
64 ビ ッ ト 専用 .msi および .msm パッ ケージをビルド できる機能 - 新しいビルド時のアーキテ クチャの
検証

Windows Server Core は、 32 ビ ッ ト の Windows-on-Windows (WOW64) サポー ト の無効化をサポー ト し ます。 この構

成がよ り一般化するのに伴い、 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンが 32 ビ ッ ト の機能に全 く 依存し ないでイ ンス ト ー

ルできるよ う にする こ とが必要と な り ます。 これを実現するため、 InstallShield では 64 ビ ッ ト 専用 .msi パッ ケー

ジのビルドが可能です。 これらは、 WOW64 機能を搭載し ていない 64 ビ ッ ト 版の Windows ベースのシステム上で

実行し ます。 また、 ピ ュア 64 ビ ッ ト  マージ モジュールをビルド し て、 それを 64 ビ ッ ト  サポー ト を含む 

InstallShield プロジ ェ ク ト に含める こ とができます。 イ ンス ト ールまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト が 64 

ビ ッ ト 専用環境を ターゲッ ト と し、 任意のビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を必要とするサポー

ト を含む場合、 InstallShield はビルド時に、 リ リースにこれらの DLL の新しい 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを含めます。

今回よ り、 InstallShield で リ リースをビルド する時に使用できるアーキテ クチャの検証が搭載されています。 アー

キテ クチャの検証を使って、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムのアーキテ クチャ と一致し ない製品フ ァ イルを

イ ンス ト ールし よ う と し た り、 ラ ン タ イム バイナ リ を使用し た りする問題を引き起こす可能性のある状況を検出

する こ とができます。

たと えば、 エン ド ユーザーが WOW64 サポー ト が搭載されていない 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システムでイ ンス

ト ールを実行する場合、 アーキテ クチャの検証を使って、 イ ンス ト ールに含まれるすべての 32 ビ ッ ト  の製品

フ ァ イルおよび 32 ビ ッ ト のカス タム アク シ ョ ン フ ァ イルを識別できます。 また、 単一のプロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ

ト と 32 ビ ッ ト の製品フ ァ イル ( または 64 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト のカス タム アクシ ョ ン ) が混在し、 個別の 32 ビ ッ

ト  .msi パッ ケージ と 64 ビ ッ ト  .msi パッ ケージを生成する場合、 アーキテ クチャの検証を使って、 32 ビ ッ ト  リ

リースに含まれる任意の 64 ビ ッ ト 製品またはカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルを識別する こ とができます。 これら

のフ ァ イルを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムでロー ド する こ とはできません。

使用するアーキテ クチャの検証の種類を指定し、 32 ビ ッ ト 専用パッ ケージ、 または 64 ビ ッ ト 専用パッ ケージの

どち ら をビルド するのかを識別するには、 [ リ リース ] ビ ューの製品構成を選択し た と きに [ 全般 ] タ ブに表示さ

れる新しい " アーキテ クチャの検証 " 設定を使用し ます。 2 種類の検証タ イプ ( 厳密な検証をする、 厳密な検証を

し ない ) があ り ます。

厳密な検証を行う オプシ ョ ンは、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定されているアーキテ クチャが、 リ リー

スに含まれている 1 つ以上のカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に、 ビルド エ

ラーを ト リ ガする場合があ り ます。 この種類の検証ではまた、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定されてい

るアーキテ クチャが、 リ リースに含まれている 1 つ以上の製品フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合にビ

ルド警告を ト リ ガする場合もあ り ます。

デフ ォル ト の検証の種類である、 アーキテ クチャの厳密な検証を し ない場合、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ

で指定されたアーキテ クチャ と リ リースに含まれる 1 つ以上の製品フ ァ イルまたはカス タム アクシ ョ ン フ ァ イル

のアーキテ クチャが一致し ないと き、 ビルド エラーまたは警告が ト リ ガされません。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 新しいアーキテ クチャの検証サポー ト が含まれています。

ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト に含まれている、 新しい読み書きプロパテ ィ  ArchitectureValidation を使って、 製

品構成で使用するアーキテ クチャの検証の種類を指定できます。

この機能は、 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の種類を選択する

• 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする

• " テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する

• ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
Windows 8 ロゴ プログラムの検証

InstallShield では、 新しい 2 つの検証スイー ト  (InstallShield 検証スイー ト  - Windows 8 および InstallShield マージ モ

ジュール検証スイー ト  -  Windows 8) が提供されています。 これらの検証スイー ト には、 い く つかの新しい 

InstallShield 内部これらの検証スイー ト には、 新しい  ISICE ( 内部整合性検証ツール ) ISICE21 から ISICE26 までが

含まれています。 いれらのスイー ト は、 Windows Installer ベースのイ ンス ト ール、 またはマージ モジュールが 

Windows 8 デスク ト ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン認証プログラムに対応する イ ンス ト ール要件を満たすかど うかの検証

に役立ちます。 Windows 8 ロゴを使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールがプログラムの要件を満た し て

いる必要があ り ます。 これらのスイー ト はまた、 イ ンス ト ールまたは マージ モジュールが Windows Server 2012 

システム上で動作する こ と を検証するのにも役立ちます。

InstallShield を使って、 リ リースが正し く ビルド されるたびに、 これらの検証スイー ト を実行するよ う に構成する

場合 : [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 [ 検証 ] タ ブで、 適切なチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

ビルド処理とは別に検証を行う場合 : [ ビルド ] メ ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し て、 適切な新しいスイー ト を

選択し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• プロジ ェ ク ト の検証

• ISICE

• Windows ロゴ プログラムの要件

最新プ ラ ッ ト フ ォームにおけるシ ョ ー ト カ ッ ト の構成に関する強化内容 - シ ョ ー ト カ ッ ト 作成におけ
る InstallScript 言語の強化

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト のシ ョ ー ト カ ッ ト を構成するための強化が提供されています。

Windows 8 ス ター ト 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めし ないよ う に防ぐサポー ト

InstallShield では、 Windows 8 ターゲッ ト  システム上で、 イ ンス ト ールに含まれる各シ ョ ー ト カ ッ ト をデフ ォル ト

でス ター ト 画面にピン留めするかど うかを指定できます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品

のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効化し たい場合があ り ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効化し た場合でも、

システム上のすべてのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むアプ リ ケーシ ョ ン一覧には、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト が表示されます。

シ ョ ー ト カ ッ ト をス ター ト 画面にピン留めするのを防ぐには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでシ ョ ー ト カ ッ ト の新し

い "Windows 8 ス ター ト 画面にピン留めする " 設定を使用し ます。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM デー

タベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでは、 Windows 8 ス ター ト 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするかど うかを

指定できるサポー ト を提供し ます。 ISWiShortcut オブジ ェ ク ト には、 Windows 8 ターゲッ ト  システム上で、 デフ ォ

ル ト でス タ ― ト 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするよ う に構成されているかど うかを示すブール型 

EnableWin8StartPin プロパテ ィ が含まれています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Windows 8 ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑制する 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー 

• ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  
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エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするのを防ぐサポー ト

イ ンス ト ールに含まれる各シ ョ ー ト カ ッ ト について、 エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーまたは [ ス

ター ト ] メ ニューにピン留めできるよ う にするかど うかを指定できます。 この種類のピン留めを防ぐ場合、 イ ン

ス ト ールはシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーおよび [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする コ ンテキス ト  メ ニュー コマ

ン ド を非表示にするプロパテ ィ を設定し ます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト

カ ッ ト のピン留めを防ぎたい場合があ り ます。

エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできないよ う に防ぐサ

ポー ト は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク

ト の場合 : シ ョ ー ト カ ッ ト のタ スクバーおよび [ ス ター ト ] メ ニューへのピン留めを防ぐには、[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 

ビ ューでシ ョ ー ト カ ッ ト の " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使用し ます。 この設定には、 選択されたシ ョ ー ト カ ッ ト

のピン留めを無効化できる、 新しい [ ピン留めを防ぐ ] オプシ ョ ンが追加されま し た。 Windows Installer 5 で、 こ

のシ ョ ー ト カ ッ ト の設定がサポー ト されています。 以前、 同じ動作を構成するためには、 適切なプロパテ ィ 名と

値を手入力する必要があ り ま し た。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : シ ョ ー ト カ ッ ト のタ スクバーおよび [ ス ター ト ] メ ニューへのピン留めを防ぐに

は、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに新し く 追加された " ピン留めを防ぐ " 設定を使用し ます。 Windows 7 以降で、 こ

のシ ョ ー ト カ ッ ト の設定がサポー ト されています。 以前、 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 この機能の構成はサポー

ト されていませんで し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでは、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後、 シ ョ ー ト カ ッ ト を タ ス

クバーおよび [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ ニューを表示するかど うかを指定でき

るサポー ト が提供されています。 ISWiShortcut オブジ ェ ク ト には、 シ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを行う コ ンテキス ト  

メ ニュー コマン ドが非表示と なるよ う に構成されているかど うかを示す、 読み取り専用のブール型 

PreventPinning プロパテ ィ が含まれています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできるかど うかを指

定する 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー 

• ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  

[ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に防ぐ
サポー ト

オプシ ョ ンで Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｌ ｌ Ｓ ｈ ｉ ｅ ｌ ｄ  では、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] 

メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に防ぐ こ とができ

ます。 これは、 ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューのカス タ マイズ ] ダイア

ログ ボ ッ クスで [ 新し く イ ンス ト ールされたプログラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と

同じ効果を持ちます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ を設

定し たい場合があ り ます。

強調表示の動作は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 : シ ョ ー ト カ ッ ト の強調表示を防ぐには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでシ ョ ー ト

カ ッ ト の " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使用し ます。 この設定には、 選択されたシ ョ ー ト カ ッ ト の強調表示を無効

化できる、 新しい [ 新規と し て強調表示し ない ] オプシ ョ ンが追加されま し た。 Windows Installer 5 で、 この

シ ョ ー ト カ ッ ト の設定がサポー ト されています。 以前、 同じ動作を構成するためには、 適切なプロパテ ィ 名と値

を手入力する必要があ り ま し た。
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InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : シ ョ ー ト カ ッ ト の強調表示を防ぐには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューで新しい " 新

規と し て強調表示し ない " 設定を使います。 Windows 7 以降で、 このシ ョ ー ト カ ッ ト の設定がサポー ト されていま

す。 以前、 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 この機能の構成はサポー ト されていませんで し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] メ

ニューで新規項アイテムと し て強調表示するかど うかを指定できるサポー ト が含まれています。 ISWiShortcut オブ

ジ ェ ク ト には、 この強調表示を阻止するかど うかを示す新しい読み取り専用のブール型 DoNotHighlightAsNew プロ

パテ ィ が含まれています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• [ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に

防ぐ 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー 

• ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  

シ ョ ー ト カ ッ ト の追加 Windows シ ェル プロパテ ィ のビル ト イ ン サポー ト

InstallShield では、 実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以上の追加シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を指定

できます。 シ ェルが設定できるプロパテ ィ は、 Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されています。

シ ョ ー ト カ ッ ト の追加プロパテ ィ を構成するには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでシ ョ ー ト カ ッ ト の " シ ェル プロパ

テ ィ " 設定を使用し ます。 この設定には、 選択されたシ ョ ー ト カ ッ ト に追加プロパテ ィ と それに対応する値を指

定できる、 新しい [ カス タム プロパテ ィ ] オプシ ョ ンが追加されています。

Windows Installer 5 では、 シ ェル プロパテ ィ の構成がサポー ト されています。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 シ ョ ー ト カ ッ ト にカス タム Windows シ ェル プロパテ ィ 用の 

ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト が含まれています。 さ らに、 ISWiShortcut オブジ ェ ク ト には、 シ ョ ー ト カ ッ ト に

シ ェル プロパテ ィ を追加する (AddShellProperty) メ ソ ッ ド、 シ ェル プロパテ ィ を削除する (DeleteShellProperty) メ

ソ ッ ド 、 およびシ ェル プロパテ ィ のコ レ クシ ョ ンを取得する (ISWiShellProperties) が含まれています。

このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベー

ス、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム アクシ ョ ン シ ェルのプロパテ ィ を設定する 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー 

• ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト  

• AddShellProperty メ ソ ッ ド 

• DeleteShellProperty メ ソ ッ ド 

• ISWiShellProperties コ レ ク シ ョ ン 

• ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  

シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ の設定、 その他のシ ョ ー ト カ ッ ト 機能における InstallScript 言語の強化

SetShortcutProperty とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 InstallScript コー ド でこの関数を使っ

て、 シ ョ ー ト カ ッ ト の Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。 この関数は、 エン ド ユーザーが Windows 8 ス

ター ト 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする こ と を防ぎ、 Windows 7 以降のシステムでは、 タ スクバーまたは [ ス

ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする こ と を防ぎ、 Windows 7 以降のシステム上では [ ス ター ト ] メ
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ニューのシ ョ ー ト カ ッ ト が新し く イ ンス ト ールされたアイテムと し て強調表示されないよ う に防ぎます。 またこ

の関数を使って、 Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されている追加シ ェル プロパテ ィ を指定する こ と

もできます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアは、 前述のシ ェル プロパテ ィ の状態を反映し て更新されてい

ます。

現在のオペレーテ ィ ング システムに関する用語を反映し て、 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト 関数の名前が変更されていま

す。 古い関数名も、 InstallShield の以前のバージ ョ ン と同様にコ ンパイルおよびビルド する こ とが可能です。 新し

い InstallScript 関数は、 次の通り です :

• CreateShortcut— この関数は AddFolderIcon  に優先し ます。 CreateShortcut は、 AddFolderIcon と同じパラ メ ー

ターを受け付けますが、 nFlag パラ メ ーターの以下のオプシ ョ ンを追加または置換し ます :

• CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED

• CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING

• CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT

• CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN

• CreateShortcutFolder — この関数は CreateProgramFolder に優先し ます。 どち らの関数も、 同じパラ メ ーター

を使用し ます。

• DeleteShortcut — この関数は DeleteFolderIcon に優先し ます。 どち らの関数も、 同じパラ メ ーターを使用し ま

す。

• DeleteShortcutFolder — この関数は DeleteProgramFolder に優先し ます。 どち らの関数も、 同じパラ メ ーターを

使用し ます。

• GetShortcutInfo — この関数は QueryProgItem に優先し ます。 どち らの関数も、 同じパラ メ ーターを使用し ま

す。

• ReplaceShortcut — この関数は ReplaceFolderIcon に優先し ます。 ReplaceShortcut は、 ReplaceFolderIcon と同じ

パラ メ ーターを受け付けますが、 nFlag パラ メ ーターに CreateShortcut と同じ オプシ ョ ンを追加または置換し

ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• CreateShortcut

• CreateShortcut の例

• CreateShortcutFolder

• CreateShortcutFolder の例

• DeleteShortcut

• DeleteShortcut の例

• DeleteShortcutFolder

• DeleteShortcutFolder の例

• GetShortcutInfo
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• GetShortcutInfo の例

• ReplaceShortcut

• ReplaceShortcut の例

• SetShortcutProperty

• SetShortcutProperty の例

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの
カス タ マイズにおけるユーザビ リ テ ィ ーの向上

混乱しやすい構文要件の削除

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューにあ

る様々な UI 設定が改良され、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスのカス タ マイズがよ り簡単にな り ま し た。 た と えば、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューでウ ィ

ザー ド ページまたはウ ィ ザー ド コ ン ト ロールを選択し た と きに表示される次の設定が改良されています :

• 表示 — この設定を使って、 選択されたページまたはコ ン ト ロールを表示するかど うかを評価するためにア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定できます。

• 有効 — この設定を使って、 選択されたコ ン ト ロールを有効化するかど うかを評価するためにア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定できます。

• 検証 — この設定を使って、 エン ド ユーザーによる コ ン ト ロールへの応答を評価するためにア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の検証ステー ト メ ン ト を指定できます。

たと えば、 この設定を使ってエン ド ユーザーがテキス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールにシ リ アル番号を入力する

のに使用する フ ォーマ ッ ト を指定できます。

• アク シ ョ ン — この設定の各イ ンス タ ンスは、 選択されたコ ン ト ロールに適切な特定の種類の ト リ ガを反映し

た、 よ り相応しい名前に変更されています。 た と えば、 リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの " アクシ ョ ン " 設定

の名前は、 " 選択範囲の変更 " に変更されています。 ボタ ンの " アクシ ョ ン " 設定の名前は、 " ク リ ッ ク " に

変更されています。 名前が変更されている設定を使って、 エン ド ユーザーが選択されたコ ン ト ロールを使っ

たと きに ト リ ガする 1 つ以上のアクシ ョ ンを選択できます。

これらの設定には、 今回よ り、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のその他の領域

で使用できる ド ロ ッ プダウン リ ス ト とボタ ン と同じ よ う な要素が含まれていて、 素早 く 条件ステー ト メ ン ト をビ

ルド する こ とができます。 これらの設定を使って、 UI の様々な領域で状態の表示 / 非表示、 状態の有効化 / 無効

化、 検証、 およびアクシ ョ ンの応答を素早 く 構成し て、 適切な場合、 その動作に対する条件ステー ト メ ン ト をビ

ルド できます。 以前、 これらの設定は、 覚え難い構文を使ったステー ト メ ン ト を手作業で入力し な く てはならな

い編集フ ィ ールド で し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールの検証を構成する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド
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ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に単一の背景を使用できるビル ト イ
ン サポー ト

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド に、 新しい " 完全なウ ィ ザー ド背景 " 設定

が追加されま し た。 この設定を使って、 ウ ィ ザー ド ページのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域のすべ

てにわたって使用する単一の背景を指定できます。 以前は、 InstallShield で背景を指定するためのビル ト イ ン され

た方法は、 " デフ ォル ト の本文背景 "、 " ヘ ッ ダー背景 "、 および " ナビゲーシ ョ ン背景 " 設定で個別の背景ス タ

イルを使用する方法しかあ り ませんで し た。 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの 3 つの領域すべてで単一の背景を使

用し たい場合、 InstallTalk ブログ記事に記載されているよ う に、 テキス ト  エデ ィ ターで InstallShield プロジ ェ ク ト  

フ ァ イル (.issuite) を変更する処理を行う必要があ り ま し た。

この新しい " 完全なウ ィ ザー ド背景 " 設定で背景を選択する場合、 その他の背景設定 (” デフ ォル ト の本文背景

”、 ” ヘ ッ ダー背景 ”、 および " ナビゲーシ ョ ン背景 ") からすべての値を削除し な く てはな り ません。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に背景ブ ラシを指

定する」 を参照し て く だ さい。

すべてのナビゲーシ ョ ン ボタ ンにグローバル テキス ト  ス タ イルを指定できる機能

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド に、 新しい " ナビゲーシ ョ ンのテキス ト  

ス タ イル " 設定が追加されま し た。 この設定を使って、 すべてのナビゲーシ ョ ン ボタ ン上のテキス ト に使用する

単一のテキス ト  ス タ イルを選択できます。 必要な場合、 個別のナビゲーシ ョ ン ボタ ンのグローバル テキス ト  ス

タ イルをオーバーラ イ ド できます。

論理的に編成された設定グ リ ッ ド

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューでは、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを カス タ マイズするのに必要な設定

を見つけやす く するため、 ウ ィ ザー ド ページのグ リ ッ ドの設定、 2 番目のウ ィ ン ド ウ、 およびウ ィ ザー ド コ ン ト

ロールが再編成されています。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト でフ ォ ン ト  セ ッ ト を定義し、 オプ
シ ョ ンで言語固有の選択を行う機能のサポー ト

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 フ ォ ン ト  セ ッ ト とい う、 新しい種類の

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ス タ イルがサポー ト されています。 フ ォ ン ト  セ ッ ト  とは、 フ ォ ン ト 名、 サイズ、

太さ などの属性を含むフ ォ ン ト のコ レ クシ ョ ンです。 フ ォ ン ト  セ ッ ト に含まれる各フ ォ ン ト について、 それが適

用される言語を指定できます。 これによ って、 プロジ ェ ク ト でサポー ト する各言語に異なる フ ォ ン ト を選択でき

ます。

フ ォ ン ト  セ ッ ト は、 テキス ト  ス タ イルと組み合わせて使用し ます。 テキス ト  ス タ イル ( テキス ト の色や配置など

のテキス ト 属性を定義するス タ イル ) は、 今回よ り、 フ ォ ン ト  セ ッ ト を参照し ますが、 オプシ ョ ンでフ ォ ン ト  

セ ッ ト のレベルで定義されている様々なフ ォ ン ト 属性をオーバーラ イ ド する こ とが可能です。

たと えば、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのテキス ト 本文にフ ォ ン ト 情報を指定する時、 BodyFonts と呼ばれる

フ ォ ン ト  セ ッ ト を使用し て、 プロジ ェ ク ト でサポー ト されている各言語に異なる フ ォ ン ト を設定できます。 その

後、 様々なテキス ト  ス タ イル ( 本文、 ヘ ッ ダー、 および BodyBold) に BodyFonts フ ォ ン ト セ ッ ト を選択できます

が、 必要に応じ て小さいサイズや太字を特別にオーバーラ イ ド する こ とができます。 これによ って、 可能なフ ォ

ン ト の大きなセ ッ ト を一度指定し ておいて、 特定のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスが使用するテキス ト  サイズや色

などの属性を変更する こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを使用し てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを カス タ マイズす

る
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• カス タム ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

新しい [ サービス ] ビ ュー

新しい [ サービス ] ビ ュー ([ ビ ュー ] リ ス ト の [ システム構成 ] ノ ー ドの下 ) では、 実行時にイ ンス ト ール、 開始、

構成、 停止、 または削除する Windows サービスについて必要な情報を指定できます。

この新しい [ サービス ] ビ ューは、 新しいユーザーがサービスを構成しやすいよ う に追加されま し た。 このビ ュー

は次の既存領域と同じ機能を提供し ます :

• ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の ) [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] ノ ー ド

の下にある [ サービス ] 領域

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューでコ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ サービス ] 領域

3 つのビ ュー ([ サービス ] ビ ュー、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー ) のいず

れかでサービス情報を構成する と、 対応するビ ューも自動的に更新されます。

[ サービス ] ビ ューは、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データ

ベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成

• [ サービス ] ビ ュー

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの新しいウ ィ ザー ド 
フ ォーマ ッ ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで使用できる新

しい Glass ウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト この新しいフ ォーマ ッ ト は、 既存の Aero フ ォーマ ッ ト に似ています。 どち ら

のフ ォーマ ッ ト でも、 イ ンス ト ールのユーザーが ( プロジ ェ ク ト で定義されたブラシ ス タ イルの代わり に ) ユー

ザー選択のシステム色を使ってウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのキャ プシ ョ ン バー、 ヘ ッ ダー、 およびナビゲー

シ ョ ン領域を表示できます。 Windows Vista から使用できる透明感サポー ト が有効な ターゲッ ト  システム上では、

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのこれらの同じ領域にガラス効果 ( 半透明 ) を使用する こ と もできます。

一部の状況下で、 イ ンス ト ールは Glass または Aero フ ォーマ ッ ト の代わり に Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ま

す :

• Windows 8 および Windows Server 2012 システムは、 透明感をサポー ト し ません。 これらのシステムでは、

Glass フ ォーマ ッ ト を持つウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ます。 ただ し、

Aero フ ォーマ ッ ト を持つウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは ( ユーザー選択のシステム色を含む ) Aero を使用し

ますが、 ガラス効果はあ り ません。

• Windows 7、 Windows Vista、 Windows Server 2008 R2、 および Windows Server 2008 では、 エン ド ユーザーが有

効化 / 無効化できる透明感サポー ト が使用できます。 これらのシステムでは、 透明感が無効化されている場

合、 Glass フ ォーマ ッ ト を使ったウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス と Aero フ ォーマ ッ ト を使ったウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスでは、 Wizard 97 フ ォーマ ッ ト が使用されます。 また、 これらのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで

は、 ターゲッ ト  システム上のデスク ト ッ プ コ ンポジシ ョ ン機能が無効化されている場合、 Wizard 97 フ ォー

マ ッ ト が使用されます。
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• Windows XP および Windows Server 2003 上では、 Glass フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス と Aero 

フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ます。

フ ォーマ ッ ト を構成するには、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を選択し た と きに [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] 

ビ ューに表示される " ウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト " 設定を使用し ます。 すべての新しいスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 Glass フ ォーマ ッ ト がデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのフ ォーマ ッ ト を選択する」 を参照し て く ださい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化内容 : マイナー ア ッ プグレー ド およびスモール ア ッ プデー
ト で使用できる新しい OnUpgrade プロパテ ィ

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 新しい読み書きプロパテ ィ  OnUpgrade が ISWiProject オブジ ェ ク ト に追

加されま し た。 このプロパテ ィ をサポー ト されている値の 1 つに設定し て、 マイナー ア ッ プグレー ド またはス

モール ア ッ プデー ト を イ ンス ト ールする前にプロンプ ト を表示するかど うかを指定できます :

このプロパテ ィ は、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブにある " スモール / マイナー ア ッ プグレー ド " 設定

オプシ ョ ンに対応し ます。

詳細については、 「ISWiProject オブジ ェ ク ト 」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 2012 Spring SP1 の新しい機能
InstallShield 2012 Spring Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 8、 Windows Server 2012、 および Visual Studio 2012 の

最終版をサポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。

重要 • InstallShield 2012 SP1 で InstallShield 2012 Spring ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト  (.issuite) を開 く と き、 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2012 Spring SP1 にア ッ プグレー ド する こ と を許可する

必要があ り ます。 InstallShield 2012 SP1 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には、

InstallShield 2012 Spring でこれらのプロジ ェ ク ト  タ イプでは使用できなかった機能のサポー ト が提供されています

が、 このサポー ト はア ッ プグレー ド中に追加する必要があ り ます。 InstallShield 2012 Spring SP1 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield (SP1 を適用する前の 

InstallShield 2012 Spring を含む ) で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。 このため、 複数のユーザーが 

InstallShield プロジ ェ ク ト を開いて編集する場合、 すべてのユーザーが同時に SP1 パッ チを適用するよ う にし て く

ださい。

InstallShield 2012 Spring ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を InstallShield Spring 

SP1、 InstallShield 2012 Spring SP1 で開 く と、 そのプロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ ンに変換するかど うかをたずね

る メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われる前にプロジ ェ ク ト のバッ ク

ア ッ プ コ ピーが作成されます。

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  
プロジ ェ ク ト に追加するためのサポー ト

InstallShield では、 今回よ りサイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  

プロジ ェ ク ト に追加できます。 その他の種類のパッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する処理と同様に、 このパッ

ケージ タ イプをスイー ト  ア ドバンス ト  UI の [ パッ ケージ ] ビ ューを使って追加できます。

アプ リのサイ ド ローデ ィ ングとは、 Windows Store を介さずにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするプロセスで

す。 この種類のアプ リ ケーシ ョ ンは、 企業環境で配布される こ とがあり ます。 Windows 8 および Windows Server 

2012 では、 サイ ド ローデ ィ ング アプ リ ケーシ ョ ンがサポー ト されています。
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このサポー ト は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージを含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを作成およびビルド

するには、 InstallShield または Standalone Build が搭載されているマシン上に Windows Vista 以降または Windows 

Server 2008 以降が必要です。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

• [ パッ ケージ ] ビ ュー

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件
チ ェ ッ クに追加された UWP アプ リ パッ ケージ タ イプ

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な種類から選択できます。 新

しい UWP アプ リ パッ ケージ タ イプの条件チ ェ ッ ク を使う と、 ターゲッ ト  システムで特定の UWP アプ リ パッ

ケージの存在をチ ェ ッ クできます。 条件は特定のアプ リ ケーシ ョ ン名をチ ェ ッ ク し、 製品バージ ョ ンなどのその

他の情報もチ ェ ッ クできます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類

• "UWP アプ リ パッ ケージの条件 " の設定

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

Visual Studio 2012、 .NET Framework 4.5、 および Visual C++ 2012 のサポー ト

InstallShield Visual Studio 2012 の最終版をサポー ト するための変更が含まれてお り、 このバージ ョ ンの Visual 

Studio イ ン ターフ ェ イス内部でイ ンス ト ールおよび製品の開発が可能です。

さ らに、 InstallShield には 2 つの .NET Framework 用 InstallShield 前提条件および新しい 2 つの Visual C++ 用 

InstallShield 前提条件が提供されています :

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x64)

これらの前提条件は、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加できます。

.NET Framework の Web 前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト 接続が必要です。 この前提条件は、 必要に応じ て、 必須の

再配布可能フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 完全な前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への接続が不要なス タ ン ド アロ

ン イ ンス ト ールです。

追加の変更

InstallShield 2012 Spring SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース ノ ー ト

は、 InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。
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InstallShield 2012 Spring の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows 8 および Windows Server 2012 システムを ターゲ ッ ト できる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 8 または Windows Server 2012 が必要である こ と を指定できます。 ま

た、 これらのオペレーテ ィ ング システムに対する機能条件およびコ ンポーネン ト 条件をビルド する こ とができま

す。

Windows 8 および Windows Server 2012 にイ ンス ト ール可能な InstallShield 前提条件は、 必要に応じ て、 これらのシ

ステムにイ ンス ト ールされるよ う に更新されています。 以前これらのシステムでは、 前提条件がデフ ォル ト では

実行されませんで し た。 これは、 次の InstallShield 前提条件に適用し ます :

• FSharp Redistributable Package 2.0

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035

• Microsoft SQL Server System CLR 型 10.00.2531

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable Package

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable Package

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ

• Microsoft Visual C++ 2010 RTM Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 Redistributable Package

• Microsoft VSTO 2010 Runtime
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallShield Professional Edition で、 新しいカス タ マイズ可能な最新の外観を持つエン ド ユーザー イ ン
ターフ ェ イスが追加されま し た。

新しいア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 Windows Installer パッ ケージまたは InstallScript パッ ケージ用

に、 デザイ ンが一新された最新のウ ィ ザー ド ページを持つ新しいエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを作成する こ

とができます。 InstallShield Professional Edition で提供されている この新しいプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 以前 

InstallShield Premier Edition で紹介されたスイー ト プロジ ェ ク ト  タ イプ ( 現在はスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト  タ イプ と呼ばれています ) と同じ テ ク ノ ロジーが使用されています。

新しいア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含める こ とができる カス タ マ

イズ可能なビル ト イ ン ウ ィ ザー ド ページが使用されています。 このプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できるウ ィ ザー

ド ページ エデ ィ ターでは、 必要に応じ てページを追加、 シーケンス、 または削除する こ とができます。 また、

様々な異なる種類のコ ン ト ロールを追加または削除する こ と で任意のページのレ イアウ ト を編集する こ と もでき

ます。 以前 Premier Edition でのみ使用可能だったすべての新しい UI 機能は、 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用

可能になっています。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 同様、 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ターゲッ ト  システムでパッ

ケージを起動する次世代セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) を使用し ています。 また、 スイー ト / ア ド バンス ト  

UI プロジ ェ ク ト 同様、 ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージ

のラ ン タ イム ソースの場所を指定できる柔軟なオプシ ョ ンが提供されています。 以下は、 選択可能な場所です :

• Web 上で、 必要に応じ て Setup.exe によるダウンロー ドが可能

• Setup.exe に埋め込み、 必要に応じ て ターゲッ ト  システムに展開

• 非圧縮フ ァ イルでスイー ト のア ドバンス ト  UI ソース メ デ ィ アに格納

エン ド ユーザーはコ ンパク ト なア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルを短時間でダウンロー ド する こ とができ、

Setup.exe フ ァ イルが必要に応じ て、 Windows Installer ベースまたは InstallScript のパッ ケージをダウンロー ド およ

び起動し ます。

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 プラ イマ リ パッ ケージ と し て含める こ とができるパッ ケージは、 .msi 

パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 または InstallScript パッ ケージの中からいずれか 1 つのみです。 InstallShield 

Premier Edition で提供されているスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 .exe パッ ケージを含む複

数のプラ イマ リ イ ンス ト ールを単一イ ンス ト ールにパッ ケージ化できる機能が提供されています。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

• ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い

• .msi パッ ケージ、 .msp パッ チ、 ト ラ ンザクシ ョ ンをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って作業する

Microsoft Windows Azure SQL データベース サポー ト

InstallShield では、Microsoft Windows Azure SQL データベース サーバーで SQL スク リ プ ト を実行できるサポー ト が

提供されています。 さ らに、 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューには、 製品がサポー ト する ターゲ ッ ト の

データベース サーバーを指定する と きに選択可能な定義済みのデータベース サーバーのリ ス ト に Microsoft 

Windows Azure が含まれています。

イ ンス ト ールが Windows Azure を ターゲッ ト とする場合、 エン ド ユーザーがデータベース カ タ ログの参照を選択

し たと きに表示される SQLBrowse ラ ン タ イム ダイアログに、 SQL データベース サーバーで指定されたカ タ ログ

の一覧が含まれています。
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このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Microsoft SQL Azure Database サーバーへの接続と SQL スク リ プ ト の実行

• SQL サポー ト の構成

• [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー

このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

Microsoft Visual Studio 2012 のベータ サポー ト

InstallShield には Visual Studio 2012 ベータのサポー ト が含まれています。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から 

InstallShield プロジ ェ ク ト を作成できます。

Microsoft .NET Framework 4.5 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET 

関連の新しい 2 つの InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに、 ベータ バージ ョ ンの .NET 

Framework 4.5 を イ ンス ト ールし ます。

Web 前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト への接続が必要です。 この前提条件は、 必要に応じ て、 必須の再配布可能

フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 完全な前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への接続が不要なス タ ン ド アロン イ ンス

ト ールです。

Microsoft SQL Server 2012 サポー ト

InstallShield に、 SQL Server 2012 Database 上で SQL スク リ プ ト を実行できるサポー ト が追加されま し た。 また、

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定する と

きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 SQL Server 2012 が含まれています。

イ ンス ト ールで SQL Server 2012 を ターゲッ ト する と き、 エン ド ユーザーがデータベース カ タ ログを参照する選

択を し たと きに表示される SQLBrowse ラ ン タ イム ダイアログで、 SQL Server 2012、 SQL Server 2012 Express、 お

よび SQL Server 2012 Express LocalDB のイ ンス タ ンスが表示できるよ う にな り ま し た。 また、 エン ド ユーザーが

データベース カ タ ログを参照する選択を し たと きに表示される SQLBrowse ラ ン タ イム ダイアログで、 指定され

た SQL Server 2012 サーバー上のカ タ ログが表示されるよ う にな り ま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• SQL Server Express LocalDB のイ ンス タ ンスに接続する と きの要件

• SQL サポー ト の構成

• [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー

このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

Microsoft SQL Server 2012 の前提条件

InstallShield に、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加できる SQL Server 2012 関

連の新しい InstallShield 前提条件がい く つか追加されま し た :
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• Microsoft SQL Server 2012 Express

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client

InstallShield には、 Microsoft SQL Server 2012 Express の依存関係である Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 Update 

KB956250 を イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件も含まれています。

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

App-V 4.6 SP1、 SQL Server Compact 4.0 および JRE SE 1.7 の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる、 新し

い InstallShield 前提条件が含まれています :

• Java Runtime Environment Second Edition (JRE SE) 1.7 

• Microsoft App-V 4.6 SP1 Desktop Client ( これらの InstallShield 前提条件の再配布可能フ ァ イル (32 ビ ッ ト  バー

ジ ョ ンおよび 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン ) は、 InstallShield 内部からはダウンロー ド できません。 これらは、

Microsoft から取得する必要があり ます。 Microsoft からそれらのフ ァ イルを入手し た後、 InstallShield 前提条件

エデ ィ ターで前提条件を編集する と きに表示される場所に配置し て く だ さい。 ) 

• SQL Server Compact 4.0 

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

Configuring System Center 2012 Configuration Manager のアプ リ ケーシ ョ ン データの構成のサポー ト

配置メ タデータ を正確に識別する こ とは、 アプ リ ケーシ ョ ンを System Center 2012 Configuration Manager アプ リ

ケーシ ョ ン モデルに移行する上で必須です。 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューには、 ソ フ ト ウ ェ ア ID タグを使っ

てアプ リ ケーシ ョ ン モデル メ タデータの一部を指定するための、 い く つかの新しい設定が含まれています。

AdminStudio のユーザーが AdminStudio のアプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログにパッ ケージを イ ンポー ト し た と き、 パッ

ケージの要素が解析されて、 検出方法、 依存関係、 要件などの配置データ、 およびソ フ ト ウェ ア識別タグ内の情

報が確認されます。 AdminStudio では、 この情報を Microsoft System Center 2012 Configuration Manager に公開する

前に、 確認およびテス ト 用と し て、 ユーザーに提供し ています。

この機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細については、 「製品の Microsoft System Center Configuration Manager アプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含め

る」 を参照し て く だ さい。

PowerShell カス タム ア ク シ ョ ンのサポー ト

Windows PowerShell は、 構成タ スクのオー ト メ ーシ ョ ン化を可能にする .NET Framework ベースのコマン ド ラ イ ン 

シ ェルおよびスク リ プ ト 言語です。 InstallShield では、 PowerShell スク リ プ ト を実行する カス タム アクシ ョ ンをサ

ポー ト し ます。 この種類のカス タム アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの実行時にシステムの構成タ スク を実行するプ

ロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

イ ンス ト ールで、 PowerShell カス タム アクシ ョ ンを実行するには、 Windows PowerShell がターゲッ ト  システムに

イ ンス ト ールされている必要があ り ますので注意し て く だ さい。 InstallShield には、 ターゲッ ト  システムで 

PowerShell の有無を確認する新しい定義済み PowerShell システム検索が追加されま し た。 このシステム検索をプ

ロジ ェ ク ト に含める と、 PowerShell カス タム アクシ ョ ンが、 PowerShell がイ ンス ト ールされている こ とが判別さ

れたと きのみ実行されるよ う に構成できます。
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ターゲッ ト  システムで PowerShell スク リ プ ト を実行できるかど うかを判別する PowerShell 実行ポリ シーは、 デ

フ ォル ト で、 PowerShell スク リ プ ト の実行が許可し ていない制限付きになっています。 イ ンス ト ールで、 ター

ゲッ ト  システムの実行ポ リ シーを、 イ ンス ト ールの PowerShell カス タム アクシ ョ ンに適切なポリ シーでオーバー

ラ イ ド する場合、 Windows Installer プロパテ ィ  IS_PS_EXECUTIONPOLICY を使用し て、 適切な実行ポ リ シーを指定

できます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのア ッ プデー ト の自動確認と ダウン
ロー ドのサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 Web サイ ト でホス ト する更新済みのス

イー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルを自動確認し、 ア ッ プデー ト が存在する場

合、 それをダウンロー ド し起動する機能を使用できます。 更新されたスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバン

ス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルは、 最新のスイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI パッ ケージ用のア ッ

プグレー ドやパッ チを配信するために使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブに、 更

新されたスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの絶対パス ( フ ァ イル名を

含む ) を指定できる " ア ッ プデー ト  URL" 設定が新しい追加されま し た。 ベースのスイー ト / ア ドバンス ト  UI ま

たはア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーによ って メ ンテナンス以外の操作が実行される場合、ア ッ プデー ト  

URL をチ ェ ッ ク し て、 ダウンロー ド可能なアイテムがあるかど うかが確認されます。 ダウンロー ド可能なアイテ

ムが存在する場合、 ダウンロー ドが実行され、 デジ タル署名が確認されます。 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーのデジ タル署名がベースのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャの署名と一致する と、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーが自動的に実行されます。 デジ タル署名が一致し なかった場合、 または、 ベース セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー

がデジ タル署名されていない場合、 エン ド ユーザーがア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの実行を続けるかど

うかを選択できるセキュ リ テ ィ 警告が表示されます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プ

デー ト をサポー ト 」 を参照し て く だ さい。

特定のバージ ョ ンのスイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス
ト ールされているかど うかを判別できる機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 特定のバージ ョ ンのスイー ト / ア ドバンス

ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを判別するためのサポー ト が

追加されま し た。 このタ イプの条件チ ェ ッ クは " イ ンス ト ール済みスイー ト " 条件と呼ばれます。

デフ ォル ト で、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 それぞれ、 2 つの " イ ンス

ト ール済みスイー ト " 条件が含まれています :

• 新しいイ ンス ト ール済みスイー ト の終了条件は、 エン ド ユーザーが、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールの現在のバージ ョ ンによ って、 同じ スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールの将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされるのを防ぎます。

• 同じバージ ョ ンのスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされ

ている場合、 " イ ンス ト ール済みスイー ト " のモー ド 条件によ って、 イ ンス ト ールが初回イ ンス ト ール モー

ド で実行されるのが禁止される こ とがあ り ます。

これらの新しいデフ ォル ト の条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用で

きます。 InstallShield 2012 スイー ト  プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 これらのデフ ォ

ル ト 条件は自動的にプロジ ェ ク ト に追加されます。
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デフ ォル ト の " イ ンス ト ール済みスイー ト " 条件は、 必要に応じ て編集が可能です。 また、 必要に応じ て、 プロ

ジ ェ ク ト に自作のイ ンス ト ール済みスイー ト 条件を追加する こ と もできます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールさ

れているかど うかを判別する

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス 

モー ド を ト リ ガする

• " イ ンス ト ール済み " 条件の設定

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

イ ンス ト ールのフ ォルダーのネ ッ ト ワーク共有を構成できる機能

InstallShield では、 ネ ッ ト ワーク上でフ ァ イルの共有を有効にするネ ッ ト ワーク共有の作成、 変更、 および削除が

可能にな り ま し た。 プロジ ェ ク ト でフ ォルダーを構成する と き、 ネ ッ ト ワーク共有を有効にするかど うかを指定

し ます ( デフ ォル ト では無効になっています )。 また、 共有の名前、 共有にアクセスできる同時ユーザーの最大数

など、 その他のオプシ ョ ン も構成できます。

共有を有効にするには、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに追加された新しい [ 共有 ] タ ブ ([ フ ァ イルと フ ォル

ダー ] ビ ューでフ ォルダーを右ク リ ッ クする と表示されます ) を使用し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、

および MSM データベース プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

特定のプロセスを終了する新しいビル ト イ ン カス タム ア ク シ ョ ン

InstallShield に、 新しい Kill-Process タ イプのカス タム アクシ ョ ンが追加されま し た。 このタ イプのカス タム アク

シ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 実行時に強制終了する 1 つまたは複数のプロセスの名前または ID を指定す

る こ とができます。 また、 即時または遅延モー ドのカス タム アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンを作成する手順には、 プロジ ェ ク ト の [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] 

ビ ューにカス タム アクシ ョ ンを追加し て構成する作業と、 プロパテ ィ  マネージャーを使って、 適切なプロセスの

名前または PID で、 プロパテ ィ を定義する作業が含まれます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳しい手順については、 「プロセスの強制終了カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く ださい。

実行時に既定のユーザー アカウン ト とグループを作成できる機能

InstallShield に、 実行時に、 複数のユーザー アカウン ト と対応するグループを、 ログイ ン ダイアログを使わずに作

成できるビル ト イ ン サポー ト が追加されま し た。 アカウン ト およびグループを構成するには、 プロジ ェ ク ト のプ

ロパテ ィ  ISNetApiLogonUsername、 ISNetApiLogonGroup、 および ISNetApiLogonPassword の値をそれぞれユーザー

名、 グループ、 パスワー ド で定義し ます。 複数の名前、 グループ、 またはパスワー ドは、 角かっ こ を使ったチル

ダ [~] で囲んで区切り ます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「実行時に既定のユーザー アカウン ト を作成する」 を参照し て く ださい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件をパッ ケージ
と し て含める機能

新しい InstallShield で、 InstallShield 前提条件を、 .msi や .exe パッ ケージ と し てスイー ト / ア ドバンス ト  UI および

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができるよ う にな り ま し た。 イ ンポー ト できる前提条件は、

InstallShield に含まれている InstallShield 前提条件だけでな く 、 自分で作成し たカス タム InstallShield 前提条件も イ

ンポー ト する こ とができます。 [ パッ ケージ ] ビ ューにある [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 新

しい 前提条件 (.prq) のイ ンポー ト ] コマン ド を ク リ ッ クする と、 プロジ ェ ク ト に、 前提条件に対し て実行される

よ う に設定されたフ ァ イルの種類に応じ て、 .msi パッ ケージまたは .exe パッ ケージが追加されます。 また、 .prq 

フ ァ イルで構成された設定に基づいて、 前提パッ ケージの各設定にデフ ォル ト の値が自動的に設定されます。 こ

れらの設定は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でパッ ケージの設定を変更する

のと同様、 必要に応じ て変更が可能です。

InstallShield 前提条件に依存関係がある場合 ( つま り、 1 つまたは複数の .prq フ ァ イルが、 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する InstallShield 前提条件で、 依存関係と し て指定されている場

合 )、 依存関係にある前提条件が [ パッ ケージ ] エクスプローラーに別のパッ ケージ と し て自動的に追加されます。

以前、 スイー ト  プロジ ェ ク ト では、 .msi および .exe イ ンス ト ールをパッ ケージ と し て追加し、 パッ ケージご と

に、 すべての条件と設定を手動で構成する必要があ り ま し た。

詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に含める」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript イ ンス ト ールをパッ
ケージ と し て含める機能 ; 新しいスイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI 固有 InstallScript 
イベン ト と関数

新しい InstallShield では、 InstallScript イ ンス ト ールを、 パッ ケージ と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ド バンス ト  UI イ ン

ス ト ールで InstallScript パッ ケージが起動された と き、 それ自身のユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) が表示され、

InstallScript パッ ケージの UI は自動的に抑制されます。 これによ り、 イ ンス ト ールで、 最新の UI 使用感を提供で

きます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 InstallScript パッ ケージに対し て、

進行状況も表示されます。

これらの変更を可能にするために、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 デ

フ ォル ト で、 い く つかのスイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI 固有の InstallScript イベン ト および関

数が使用され、 一部の標準 InstallScript イベン ト および関数は無視されます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における新しい InstallScript パッ ケージのサポー
ト

InstallShield では、 InstallScript パッ ケージが次の要件を満たし たと き、 InstallScript パッ ケージをスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

• InstallScript パッ ケージは非圧縮です。

• InstallShield 2012 Spring 以降が、 InstallScript パッ ケージまたはスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを作成するために使われている。

• InstallScript パッ ケージで、 イベン ト  ベースのスク リ プ ト が使用される。 program...endprogram ス タ イルのスク

リ プ ト は使用し ない。

詳細については、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追

加する」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
新しいスイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI 固有の InstallScript イベン ト と関数

InstallScript Setup.exe フ ァ イルから起動される ( スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動されない ) 標準の InstallScript イ ンス ト ールでは、 ほとんどのイベン ト は OnShowUI イベン ト から直接呼

ばれます。 InstallScript パッ ケージを起動するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールでは、 OnShowUI が OnSuiteShowUI によ って置き換えられます。 イ ンス ト ール状態 ( 初回イ

ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはア ッ プデー ト ) に応じ て、 OnSuiteShowUI では、 OnFirstUIBefore や 

OnFirstUIAfter などの UI イベン ト が無視され、 次のイベン ト が呼び出されます :

• 初回イ ンス ト ール —OnSuiteInstallBefore、 OnSuiteInstallAfter

• メ ンテナンス —OnSuiteMaintBefore、 OnSuiteMaintAfter

• ア ッ プデー ト —OnSuiteUpdateBefore、 OnSuiteUpdateAfter

InstallScript 言語には、 InstallScript パッ ケージ と それを実行するア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールの間の対話を可能にする新しいスイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI 固有の関数が

い く つか追加されま し た。 た と えば、 InstallScript には、 InstallScript パッ ケージの情報をスイー ト / ア ド バンス ト  

UI およびア ド バンス ト  UI のデバッ グ ログに記録できる関数、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI 

のプロパテ ィ を設定および取得する関数、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルからのデータ を InstallScript パッ ケージに渡す関数が新し く 含まれています。

InstallScript イ ンス ト ールが、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の InstallScript 

パッ ケージ と し て実行されているかど うかを判別するには、 InstallScript コー ド で新しい SUITE_HOSTED 変数を使

用し ます。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 新しい InstallScript パッ
ケージの条件の種類の確認

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な種類から選択できます。 新

しい InstallScript パッ ケージの条件チ ェ ッ ク を使う と、 ターゲッ ト  システムで特定の InstallScript パッ ケージに

よ ってイ ンス ト ールされた製品の存在をチ ェ ッ クできます。 特定の製品コー ドの条件チ ェ ッ クでは、 製品バー

ジ ョ ンなどのその他の情報もチ ェ ッ クできます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類

• "InstallScript パッ ケージ " 条件の設定

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 パッ ケージ フ ァ イルのダ
イナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのサポー ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 .msi、 .msp、 または .exe パッ ケージを追加ま

たは構成する と き、 パッ ケージに、 パッ ケージ フ ァ イルの近 く に保存されている追加フ ァ イルが必要かど うかを

示すこ とができます。 たと えば、 追加するパッ ケージが非圧縮の .msi パッ ケージである場合、 その他のフ ァ イル (

近 く のサブ フ ォルダーに保存されている .cab フ ァ イルや非圧縮データ フ ァ イルなど ) をパッ ケージ と フ ァ イルに

含める必要が、 場合によ って、 あ り ます。

InstallShield では、 追加のパッ ケージ フ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使う こ とができます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン

クは、 パッ ケージに必要な追加フ ァ イルのリ ス ト がビルド と ビルドの間に変更する可能性がある と きに便利です。

ソース フ ォルダーは常にビルドの前にスキャ ン され、 すべての新規または変更されたパッ ケージ フ ァ イルが自動

的に リ リースへ組み込まれます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallShield ではまた、 ビルド時にダイナ ミ ッ ク リ ン クに含めるまたは除外する追加フ ァ イルを制御する フ ィ ル

ターを定義できます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クに対し て定義し たフ ィ ルター基準は、 InstallShield で評価される と きの

順番を変更する こ とができます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをビルド する

と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのフ ィ ルターを基に、 常に適切な追加フ ァ イルが含められます。

以前、 追加フ ァ イルには、 ス タ テ ィ ッ ク リ ン クのみ使用する こ とができま し た。 ビルド間で追加フ ァ イルのリ ス

ト に変更が発生し た時、 パッ ケージ フ ァ イルのリ ス ト は手動で更新する必要があ り ま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージにおけるス タ テ ィ ッ ク フ ァ

イルと ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの違い

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でダイナ ミ ッ ク リ ン ク を作成する

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ

ルターを定義する

スイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ド バンス ト  UI のイ ンス ト ール中にエン ド ユーザー入力を検証し
た と きの拡張フ ィ ー ド バッ クの生成

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 実行時、 エン ド ユーザー入力の検証で、

拡張フ ィ ー ドバッ ク を生成する こ とができるよ う にな り ま し た。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト の [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで提供されている様々なイ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロー

ルに、 既存の " テキス ト  ス タ イル " 設定の下に新しいサブ設定 (" デフ ォル ト "、 " 有効 "、 および " 無効 ") が追

加されま し た。 これらのサブ設定を構成し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

で、 異なる状況に応じ て使用するテキス ト  ス タ イルを選択する こ とができます。 

スイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動し た と き
に作成でき るパッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージ設定を構成する と き、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使ってコマン ド ラ イ

ンから起動する場合、 新しい " ログの有効化 " 設定を使って、 ログ フ ァ イルを生成するかど うかを指定できま

す。 パッ ケージの種類 (.msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 またはその他の種類のパッ ケージ ) に応じ て、 提供さ

れている設定を構成し て、 その他の情報 ( ログ フ ァ イルが作成される と きにパッ ケージに渡すログ オプシ ョ ンな

ど ) も指定できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルの新しい /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使用し て、 パッ ケージのログ フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。 パスが /log パラ メ ー

ターを使用し て指定されなかった場合、 パッ ケージ ログ フ ァ イルは %TEMP% デ ィ レ ク ト リ に作成されます。

新しいスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのプロパテ ィ  ISLogDir は、 パッ ケージ ロ

グ フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リへのパスを格納し ます。

以前、 スイー ト  イ ンス ト ールの Windows Installer ベースのパッ ケージに対し てログを有効化するには、 ログ シス

テム ポ リ シーを使用するか、 または、 MsiLogging プロパテ ィ を使用する方法しかあり ませんで し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成

できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト の Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス
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InstallScript イ ンス ト ールでの 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト のサポー ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 InstallScript コー ド を変更せずに、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 (64 ビ ッ ト  System32 

フ ォルダーにマ ッ プする InstallScript 変数 ) にイ ンス ト ールするサポー ト と、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト のレ

ジス ト リの場所にイ ンス ト ールできるサポー ト が追加されま し た。 これらの 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする

必要がある フ ァ イルまたはレジス ト リ データがある場合、 それらのフ ァ イルと レジス ト リ データ を コ ンポーネン

ト に追加し て、 コ ンポーネン ト の新しい "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい ] を選択し ます。 実行時に、

コ ンポーネン ト の System32 フ ァ イルに対し て、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト が自動的に無効にな り、 コ ン

ポーネン ト の 64 ビ ッ ト のレジス ト リ データのリ ダイ レ ク ト が防止されます。

以前、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 にイ ンス ト ールするには、 その場所にイ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト を含む

機能に対し て Installing と Installed のイベン ト を上書きする必要があ り ま し た。 Installing イベン ト では、

WOW64FSREDIRECTION 定数を Disable 関数と一緒に使って、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト を無効にし、

Installed イベン ト では、 WOW64FSREDIRECTION を Enable 関数と一緒に使って、 イ ンス ト ールの他の場所でのリ ダ

イ レ ク ト を再有効にする必要があ り ま し た。 また、 アン イ ンス ト ールでも、 これらのフ ァ イルが正し く 削除され

るよ う に、 UnInstalling と UnInstalled イベン ト で、 同じ無効と有効の操作が必要で し た。

フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト が、 WINSYSDIR64 へのイ ンス ト ールで無効になっていなかった場合、 64 ビ ッ ト  

Windows では、 フ ァ イル転送は自動的に 32 ビ ッ ト の System32 フ ォルダー (SysWOW64) に リ ダイ レ ク ト されます。

また、 以前のバージ ョ ンでは、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト 領域のレジス ト リ にイ ンス ト ールする場合、

InstallScript のレジス ト リ関数を使って、 REGDB_OPTIONS に REGDB_OPTION_WOW64_64KEY が設定されているレ

ジス ト リ データ を作成する必要があ り ま し た。 そし てこの後、 REGDB_OPTION_USE_DEFAULT_OPTIONS を 

REGDB_OPTIONS と共に使用し て、 イ ンス ト ールの他の箇所に対し て、 レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を再有効にす

る必要があ り ま し た。

64 ビ ッ ト のレジス ト リの場所 (HKEY_LOCAL_MACHINE\Software) へのイ ンス ト ールでレジス ト リのリ ダイ レ ク ト

が無効になっていない場合、 64 ビ ッ ト の Windows では、 レジス ト リ変更が、 相当する 32 ビ ッ ト のレジス ト リの

場所 (HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node) へ自動的にリ ダイ レ ク ト されます。

今回よ り、 製品のイ ンス ト ール時に、 InstallScript イ ンス ト ールによ って作成された InstallScript ログ フ ァ イル 

(.ilg) では、 新しい OPTYPE_FILE64 タ イプを使って、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト が無効のと きにイ ンス ト ー

ルされたフ ァ イルを識別するために使われています。 InstallScript ログ フ ァ イルでは、 既存の 

OPTYPE_REGISTRY64 タ イプが使われて、 レジス ト リのリ ダイ レ ク ト が無効のと きにイ ンス ト ールされたレジス ト

リ データが識別されます。 OPTYPE_FILE64 と OPTYPE_REGISTRY64 タ イプを見るには、 InstallShield のキャ ビネ ッ

ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って .ilg フ ァ イルを表示し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• 64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールを使って ターゲッ ト する

• コ ンポーネン ト の設定

• WINSYSDIR64

• REGDB_OPTIONS

• InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の新しいロケール タ イプの条件
チ ェ ッ ク

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な種類から選択できます。 新

しいロケール タ イプの条件チ ェ ッ ク を使う と、 ターゲッ ト  システムで、 1 つまたは複数のロケール関連の設定に

一致する ものがあるかど うかを確認する こ とができます。
140 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でロケール条件を使用する

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類

• " ロケール " 条件の設定

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI におけるレ イアウ ト 編集用の新しいウ ィ ザー ド  イ
ン ターフ ェ イス ツールバーと、 スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における言語の切り替え機能
のサポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューでウ ィ ザー ド ページまたは二

次ウ ィ ン ド ウを選択する と、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのプレビ ュー ペイ ンのすぐ上に表示されるツールバー

に、 選択し たページまたはウ ィ ン ド ウを変更できるボタ ンやコ ン ト ロールが追加表示されます。 また、 ウ ィ ザー

ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウでコ ン ト ロールを選択し た と き も、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ュー

にこのツールバーが表示されます。

新しいツールバーには、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスにラベル、 テキス ト  ボ ッ クス、 チ ェ ッ クボ ッ

クス、 その他のコ ン ト ロールを追加できるボタ ンが提供されています。 また、 ツールバーには、 選択し たコ ン ト

ロールの整列、 サイズ調整、 位置調整を簡単に行う こ とができるボタ ン も提供されています。 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト の新しいツールバーにある [ デフ ォル ト 言語 ] リ ス ト では、 このビ ューのウ ィ ザー ド ペー

ジおよび二次ウ ィ ン ド ウで表示する文字列を、 プロジ ェ ク ト で使用する別の言語の文字列に切り替える こ とがで

きます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウにコ ン ト ロールを追加する

• [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー

スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に言語を追加するサポー ト

InstallShield Premier Edition には、 35 ヶ国語のデフ ォル ト  ラ ン タ イム文字列がサポー ト されています。 サポー ト 対

象の言語をスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は InstallShield 内の様々な言語関連

設定で使用可能と な り ます。 さ らに、 InstallShield はプロジ ェ ク ト にその言語に翻訳された文字列エン ト リ を追加

し ます。 それらは、 デフ ォル ト  ウ ィ ザー ド ページ、 メ ッ セージ、 およびその他のエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ

イス要素の文字列エン ト リ です。

新しい InstallShield のスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使って 35 ヶ国語以

外のサポー ト されていない言語も追加する こ とができるよ う にな り ま し た。 サポー ト されていない言語とは、 デ

フ ォル ト のラ ン タ イム文字列が全 く 翻訳されていない言語です。 サポー ト されていない言語をスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は、 プロジ ェ ク ト 内の様々な言語関連設定で使用可能と な り ま

す。 さ らに、 InstallShield は新し く 追加されたサポー ト されていない言語の文字列用のプレースホルダーと し て、

プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列を使用し ます。 サポー ト されていない言語に翻訳済みの文字列を提供す

るには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使用し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新しい言語ウ ィ ザー ド を起動するには、 ツール メ ニューで、 [ 新しい

言語の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 新しい言語ウ ィ ザー ド

• InstallShield 実行時の言語サポー ト
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実行時にターゲ ッ ト  システムでスケジュール タ スク を作成および構成できる機能

InstallShield に、 ターゲッ ト  システムで、 実行時に、 Windows のタ スク スケジューラ を使って作成する タ スク を構

成できる [ スケジュール タ スク ] ビ ューが追加されま し た。 ビ ューでは、 タ スクに対し て起動する フ ァ イルや、

開始日付と時刻などの情報を指定できます。 起動する フ ァ イルは、 イ ンス ト ールに含まれている フ ァ イルでも、

ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルでも可能です。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォー

ム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• スケジュール タ スク

• [ スケジュール タ スク ] ビ ュー

新しい FlexNet Connect 13.03 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 13.03 をサポー ト

し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 13.03 マージ モジュール (Common 

Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らかを含みま

す。

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

オペレーテ ィ ング システムに関する InstallScript 言語の強化

次の構造メ ンバーと定義済み定数が InstallScript 言語に追加されま し た :

• SYSINFO.WINNT.bWin8 È 新しい SYSINFO 構造メ ンバーです。 オペレーテ ィ ング システムが Windows 8 または 

Windows Server 2012 の場合、 この値は TRUE です。

• ISOSL_WIN8 — FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できる新しい定義済み定数です。 これは、

ターゲッ ト  システムが Windows 8 または Windows Server 2012 を実行中である こ と を示し ます。

詳細については、 「FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数」 を参照し て く だ さい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化機能 : Windows 8 と Windows Server 2012 用の OSFilter プロ
パテ ィ の値

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 ISWiComponent と ISWiRelease オブジ ェ ク ト の OSFilter メ ンバーと共に、

以下の定数を使用できます :

eosWin8 = &H4000000 (67108864) È これらの定数は Windows 8 および Windows Server 2012 用です。

また、 eosAll 定数の値が &3D100D0 (64028880) から &7D100D0 (131137744) に変更されま し た。

OSFilter メ ンバーは、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で 

ISWiComponent オブジ ェ ク ト に適用し ます。 OSFilter メ ンバーは、 InstallScript、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  

プロジ ェ ク ト で ISWiRelease オブジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト
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スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で条件を簡単に移動できる機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI または ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト において、 終了、 検出、 対象、 または機能条件

の 1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト がある場合、 条件ステー ト メ ン ト を移動し て、 条件を並べ替えた り、 条件ツ

リーの階層を変更し た り できます。 た と えば、 None 条件グループにプ ラ ッ ト フ ォーム条件ステー ト メ ン ト がある

場合で、 None 条件グループが All 条件グループの中にある と き、 プラ ッ ト フ ォーム条件ステー ト メ ン ト を左に移

動させて、 All 条件グループの一部と なるよ う に変更できます。

条件ステー ト メ ン ト またはグループを移動するには、 移動させるアイテムの設定にある新しい [ 条件を移動 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し てから、 適切なオプシ ョ ン ( 上に移動、 下に移動、 左に移動、 または右に移動 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

以前は、 手作業で新しい条件ステー ト メ ン ト を新しい場所に作成し てから、 古い場所にある条件ステー メ ン ト を

削除し な く てはな り ませんで し た。 あるいは、 テキス ト  エデ ィ ターの .issuite フ ァ イルを編集し て、 条件ステー ト

メ ン ト の順番を変更する方法もあ り ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成お

よびビルド」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における新しい拡張条件のサポー ト
と機能強化された条件設定

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 新しい拡張条件機能が使用できるよ う にな

り ま し た。 このタ イプの条件を利用する と、 ターゲッ ト  システム上で、 作成し た C/C++ DLL を参照し て、 自作の

カス タム条件があるかど うかを確認できます。

また、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で提供されている条件に関連する設定の

多 く が機能強化され、 条件ステー ト メ ン ト を簡単にビルド できるよ う にな り ま し た。 た と えば、 い く つかの条件

設定の 1 つで、 手動で製品コー ド、 ア ッ プグレー ド コー ド、 パッ チ コー ド、 またはその他のタ イプのデータの入

力を試みる代わり に、 設定にある新しい省略記号ボタ ン (...) を使う こ とができます。 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 適

切なパッ ケージを参照し選択できる参照ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 パッ ケージを選択する と、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の設定に、 そのパッ ケージの情報が正し く 設定されま

す。

対象と なるパッ ケージ条件を構成する と き、 適切なパッ ケージ GUID を手動で入力する代わり に、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージ リ ス ト から選択できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのカス タム条件を作成する

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 拡張条件 DLL を作成する

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に拡張条件 DLL を追加する

• " 拡張条件 " の設定

スイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド  ページまたはウ ィ ン ド
ウのコ ン ト ロールに対し て行う検証と アク シ ョ ンを構成における機能強化

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで表示できる

様々なコ ン ト ロールの " 検証 " 設定と " アクシ ョ ン " 設定が強化され、 検証の定義と様々のアクシ ョ ンの ト リ ガ

をよ り簡単に行えるよ う にな り ま し た。 これらの設定に、 これらの設定を使って入力可能なサンプル ステー ト メ

ン ト のド ロ ッ プダウン リ ス ト が追加されま し た。 また、 依然同様、 これらの設定をテキス ト  ボ ッ クｽと し て使用

し、 ステー ト メ ン ト を手入力する こ と も可能です。 たと えば、 " 検証 " 設定では、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロール
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でシ リ アル番号を入力し た と きに合致する必要がある フ ォーマ ッ ト を指定する こ とができます。 検証ステー ト メ

ン ト をすべて手入力する代わり に、 " 検証 " 設定でマスク タ イプの検証を選択し て、 この設定のデフ ォル ト  

フ ォーマ ッ ト をオーバーラ イ ド する こ と もできます。

同様に、 " アクシ ョ ン " 設定では、 例と し て、 ボタ ン コ ン ト ロールの印刷アクシ ョ ンを定義できます。 つま り、

エン ド ユーザーが [ 印刷 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 印刷 ] ダイアログ ボ ッ クスが開いて、 エン ド ユーザーが

使用許諾契約を印刷できるよ う にな り ます。 今回よ り、 アクシ ョ ン ステー ト メ ン ト をすべて手入力する代わり に、

" アクシ ョ ン " 設定で印刷アクシ ョ ンを選択し て、 そのフ ァ イル名を、 印刷される フ ァ イルの名前でオーバーラ イ

ド する こ とができます。

" 検証 " 設定と " アクシ ョ ン " 設定のド ロ ッ プダウン リ ス ト に、 自分で作成し、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューを

使ってプロジ ェ ク ト に追加し た C/C++ DLL フ ァ イルが表示されるよ う にな り ま し た。 今回よ り、 この機能によ っ

て、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの様々なコ ン ト ロールに対し て、 自作の検証やアクシ ョ ンを ト リ ガできます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールの検証を構成する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI リ リースのパッ ケージにカス タム フ ォルダー名を
使用できる機能

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをビルド し た と き、 イ ンス ト ールに含まれてい

る各パッ ケージに対し てフ ォルダーが 1 つ作成されます。 これらのフ ォルダーは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI ま

たはア ドバンス ト  UI のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーと同じ フ ォルダー内で作成されます。 デフ ォル ト で、 各フ ォル

ダーの名前には、 InstallShield で生成された GUID が使用されます。

InstallShield の [ パッ ケージ ] ビルド では、 今回から、 これらのパッ ケージ フ ォルダーに対し て、 この GUID 名を

オーバーラ イ ド し て、 ユーザーに分かりやすい名前を使用できるよ う にな り ま し た。 このビ ューでフ ォルダーの

カス タム名を入力するには、 フ ォルダーの名前を カス タ マイズするパッ ケージの下で、 [ パッ ケージ フ ァ イル ] 

フ ォルダーを見つけます。 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 名前を変更 ] を ク リ ッ ク し て、 新しい名前を入力し ま

す。 複数のフ ォルダー名を カス タ マイズする場合、 各フ ォルダー名に異なる名前を使用し て く だ さい。

以前、 各フ ォルダーの名前には GUID のみが使用され、 名前のカス タ マイズはサポー ト されていませんで し た。

手順については、 「ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージにカス タム 

フ ォルダー名を使用する」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で他のプロパテ ィ を参照する値を持
つプロパテ ィ における新しい " フ ォーマ ッ ト 済み " サポー ト

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義さ

れた各プロパテ ィ に、 新しい " フ ォーマ ッ ト 済み " チ ェ ッ ク ボ ッ クｽが追加されま し た。 この新しいチ ェ ッ ク 

ボ ッ クｽを使って、 実行時に、 プロパテ ィ の値で参照されるプロパテ ィ を解決し、 これらのプロパテ ィ の値で置換

するかど うかを示すこ とができます。

実行時に、 角かっ こで囲まれたプロパテ ィ  ([PropertyName] など ) を置き換える場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。 角かっ こ と そのコ ンテンツをそのままにし てお く 場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クｽを ク リ ア し ます。

詳細については、 「[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。
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起動者マニフ ェ ス ト があるスイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに対し て
権限の昇格が必要なダウンロー ド されたパッ ケージの UAC プロンプ ト のタ イ ミ ングが改善されま し た

起動者マニフ ェ ス ト があるア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをビルド し て、 その

イ ンス ト ールに含まれている ターゲッ ト  システムでダウンロー ド し起動する必要があるパッ ケージの中に、 " 昇

格された権限が必要 " 設定で [ はい ] が選択されている ものが存在する と き、 UAC プロンプ ト は、 エン ド ユー

ザーが [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た直後 ( ダウンロー ドが開始される前 ) に表示されます。

以前、 UAC プロンプ ト は、 ダウンロー ドが発生し た後に表示されていま し た。 このため、 パッ ケージのステージ

ングに時間がかかっていた場合 ( パッ ケージのダウンロー ド に時間がかかっていた場合など )、 エン ド ユーザーが 

[ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た瞬間から、 Windows でパッ ケージの昇格を求める UAC プロンプ ト が表示さ

れる瞬間のまでに大きなギャ ッ プが開いていた可能性があ り ます。 エン ド ユーザーが速やかに同意し なかった場

合、 または認証情報を入力し なかった場合、 UAC プロンプ ト がタ イムアウ ト にな り、 イ ンス ト ールが失敗し てい

ま し た。

以前の一部のケースでは、 UAC プロンプ ト がエン ド ユーザーが [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た直後に表

示されていたため、 管理マニフ ェ ス ト を使う こ と で、 この問題を回避する こ とができていま し たが、 この方法で

は、 イ ンス ト ール全体に昇格された権限が使用されていま し た。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド  イ ン ターフ ェ イスで使
用されているテキス ト の配置を指定できるサポー ト

InstallShield には、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イ

スで使用されているテキス ト 属性 ( テキス ト の色、 サイズ、 フ ォ ン ト 名など ) を定義する多 く のビル ト イ ン テキ

ス ト  ス タ イルが含まれています。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ ウ ィ ザー

ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューを使って、 これらのビル ト イ ン ス タ イルの任意の設定を編集、 または独自のス タ イ

ルを定義する こ とができます。

各ビル ト イ ンまたはカス タム テキス ト  ス タ イルには、 特定のス タ イルを使用する コ ン ト ロール内のテキス ト に対

し て配置のタ イプを選択できる " テキス ト 配置 " 設定が新し く 追加されています。

詳細については、 「ス タ イル、 ブ ラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを使用し てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを カ

ス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド  イ ン ターフ ェ イスの機
能拡張されたコ ンボ ボ ッ ク ス コ ン ト ロール

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ウ ィ ザー ド ページまたは二次ウ ィ ン ド ウに、

コ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールを追加する こ とができます。 このタ イプのコ ン ト ロールには、 デフ ォル ト で 2 つの

コ ン ト ロールがあ り ます :

• 定義された値を既に持つ ド ロ ッ プダウン リ ス ト を含むボ ッ クス

• エン ド ユーザーがカス タム値を入力できるテキス ト  ボ ッ クス

以前のバージ ョ ンでは、 新しいコ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールを追加し たと き、 コ ン ト ロールに ド ロ ッ プダウン リ

ス ト が含まれていま し たが、 テキス ト ボ ッ クスは提供されていなかったため、 エン ド ユーザーはカス タム値を入

力する こ とができませんで し た。

このコ ン ト ロールをテキス ト ボ ッ クスのない ド ロ ッ プダウン リ ス ト に変更するには ( つま り、 エン ド ユーザーが

定義済みの値を選択できるが、 カス タム値を入力できるよ う にする場合 )、 このコ ン ト ロールの 

CBS_DROPDOWNLIST ス タ イルを False に設定し ます。
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スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI ウ ィ ザー ド  イ ン ターフ ェ イスの Aero フ ォーマ ッ ト
の拡張と変更

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの Aero フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド ページが、 一

部拡張および変更されま し た。

• ウ ィ ザー ド ページのヘ ッ ダーおよびナビゲーシ ョ ン領域が、 Aero ガラス効果 ( 半透明 ) で表示されるよ う に

な り ま し た。 以前、 ウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バーのみ、 Aero ガラス効果で表示されていま し た。

• Aero フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド ページでは、 今回よ り、 Wizard 97 フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド ページ と同じ

レ イアウ ト が使用されています。 つま り、 Aero フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バーの縦

幅が低 く な り、 Wizard 97 フ ォーマ ッ ト  ウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バーと同じ縦幅が適用されていま

す。 また、 Aero フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド ページの [ 戻る ] ボタ ンが、 Wizard 97 フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド 

ページ同様、 ナビゲーシ ョ ン領域で表示されるよ う にな り ま し た。 以前、 [ 戻る ] ボタ ンは、 Aero フ ォーマ ッ

ト のウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バーの左上に表示されていま し た。

設定から文字列値と その ID を削除できる機能

InstallShield のビ ュー内にある設定で値を入力する と きに、 その値がエン ド ユーザーに表示されるテキス ト 文字列

である場合、 自動的にその設定の文字列 ID が使用されます。 InstallShield は、 文字列値の前に中括弧で囲まれた文

字列 ID を配置し ます。 これらの種類の設定には、 [ この文字列参照を削除 ] ボタ ンが追加されま し た。

設定から文字列 ID と その値を削除する場合、 この新しいボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 このボタ ンを使って、 設定の

エン ト リ を ク リ アできます。 文字列 ID と その値をプロジ ェ ク ト から削除するには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

を使います。

InstallShield 2012 SP1 の新しい機能

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグのデジ タル署名サポー ト

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア ID タグを含めて [ リ リース ] ビ ューで .pfx フ ァ イルを使って リ リースに署名を行う

こ と を設定する と、 InstallShield がビルド時にタグをデジ タル署名し ます。 タグ フ ァ イルに署名するためには、

.NET Framework 2.0 以降をビルド マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 2012 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。
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複数のパッ ケージを実行するスイー ト  イ ンス ト ールを作成できる機能、 最新のカス タ マイズ可能なエ
ン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス、 ハイブ リ ッ ド 32 ビ ッ ト /64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールをビルド できる機
能

今回よ り InstallShield Premier Edition では、 条件付きで複数のイ ンス ト ールを実行し、 必要に応じ て ターゲッ ト  シ

ステムに Windows Installer パッ チ (.msp) を適用する こ とが可能な次世代のセ ッ ト ア ッ プラ ンチャー (Setup.exe) を

使ったスイー ト  イ ンス ト ールをビルド する こ とができます。 この機能は、 新しいスイー ト  プロジ ェ ク ト  タ イプ

で使用できます。 スイー ト  イ ンス ト ールは Windows XP 以降および Windows Server 2003 以降が搭載されたシステ

ムで実行し ます。

機能の主な特徴は以下の通り です。

複数のイ ンス ト ールを単一のイ ンス ト ールと し てパッ ケージできる機能

新しいスイー ト  プロジ ェ ク ト  タ イプには、 以下の種類のパッ ケージから 1 つ以上を指定できる [ パッ ケージ ] 

ビ ューが含まれています。

• ターゲッ ト  システムで実行する Windows Installer ベースおよび Windows Installer ベース以外のイ ンス ト ールを

含む実行可能フ ァ イル (.exe)

• ターゲッ ト  システムで実行する Windows Installer パッ ケージ (.msi)

• ターゲッ ト  システムに適用する Windows Installer パッ チ (.msp)

また [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って実行する .msi および .msp パッ ケージを含め

る こ と もできます。 これは Windows Installer 4.5 以降の機能です。 パッ ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の

ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理し ます。 各スイー ト  イ ンス ト ールには、 複数の個別の ト ラ ンザク シ ョ ンを含める こ

とができます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場

合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 Windows Installer は現在の ト ラ ンザクシ ョ ンに

含まれる連鎖パッ ケージ全てのロールバッ ク を開始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。

スイー ト  イ ンス ト ールは定義された条件および [ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケージで リ ス ト されている順番に

従って、 実行時に適切なパッ ケージを起動し ます。

最新のカス タ マイズ可能なイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス、 およびスイー ト  Setup.exe ウ ィ ザー ド 
ページを カス タ マイズできる新しいエデ ィ ター

InstallShield のスイー ト  プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 カス タ マイズが可能な全 く 新しい、最新デザイ ンのビル ト イ ン 

ウ ィ ザー ド ページを使った、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを イ ンス ト ールに含める こ とができます。 この

プロジ ェ ク ト の種類で使用できる新しいウ ィ ザー ド ページ エデ ィ ターでは、 必要に応じ てページを追加、 シーケ

ンス、 または削除する こ とができます。 また、 様々な異なる種類のコ ン ト ロールを追加または削除する こ と で任

意のページのレ イアウ ト を編集する こ と もできます。

64 ビ ッ ト および 32 ビ ッ ト の Windows Installer パッ ケージを単一のイ ンス ト ールに組み合わせるサポー ト

よ り多 く のユーザーが Windows 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンに移行する中、 32 ビ ッ ト  システム上では 32 ビ ッ ト の場所

に、 また 64 ビ ッ ト  システムでは 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする単一のイ ンス ト ールを、 今すぐまたは近い

将来に配布する必要が出て く るで し ょ う。 スイー ト  プロジ ェ ク ト  タ イプを使う と、 32 ビ ッ ト  パッ ケージ と 64 

ビ ッ ト  パッ ケージの両方を単一のスイー ト  イ ンス ト ールに含めて、 各ターゲッ ト  システム上に適切なパッ ケー

ジのみを実行する こ とができます。 以前は、 2 つの個別のイ ンス ト ール (32 ビ ッ ト  システム用および 64 ビ ッ ト  シ

ステム用 ) を配布するか、 カス タム起動ツール、 ブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン、 または InstallShield イ ンス

ト ールを作成する必要があ り ま し た。
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スイー ト  パッ ケージ全体のステータ スを表示する単一の進行状況バーを表示するサポー ト

スイー ト  イ ンス ト ールの進行状況ウ ィ ザー ド ページで表示される進行状況バーには、 スイー ト  パッ ケージ全体の

ステータ スが表示されます。 この統合された進行状況バーによ って、 エン ド ユーザーはスイー ト  イ ンス ト ール全

体の進行状況をはっ き り と視覚的に確認する こ とができます。 エン ド ユーザーに対し て統合された進行状況バー

のみが表示されるよ う に、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを非表示に ( つま り、 サイ レン ト で実行 ) する コマン ド ラ

イ ン パラ メ ーターを指定し た .exe イ ンス ト ール、 .msi パッ ケージ、 および .msp パッ チのみを含めて く だ さい。

スイー ト  イ ンス ト ールにおけるオプシ ョ ンの [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リ

スイー ト  プロジ ェ ク ト では、 スイー ト  イ ンス ト ールに [ プログラムの追加と削除 ] を含めるかど うかを指定でき

ます。 このエン ト リ を使って、 エン ド ユーザーは必要に応じ てスイー ト の管理、 変更、 または削除を行う こ とが

できます。 スイー ト  プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューには、 適切な動作を指定できる "[ プログラムの追加と削

除 ] エン ト リの表示 " 設定があ り ます。

スイー ト 全体に対し て単一のエン ト リのみを表示する場合、 スイー ト  プロジ ェ ク ト に含めるパッ ケージからのエ

ン ト リ を非表示にし て く だ さい。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス無し でスイー ト  イ ンス ト ールを実行するサポー ト

エン ド ユーザーは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを使って、 またはユーザー イ ン ターフ ェ イスな しのサイ レン ト

でスイー ト  イ ンス ト ールを実行する こ とができます。 サイ レン ト  イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーによる操作

が不要で、 実行時にラ ン タ イム ウ ィ ザー ド ページを使った情報の入力や監視が不要です。

35 すべてのサポー ト 言語に新し く 追加された " デフ ォル ト  Setuup.exe ユーザー イ ン ターフ ェ イス " 設定を使っ
た、 スイー ト  ラ ン タ イム文字列の編集機能

スイー ト  プロジ ェ ク ト のビル ト イ ン ウ ィ ザー ド ページに表示されるすべてのデフ ォル ト 文字列について、

InstallShield でサポー ト されているすべての 35 ラ ン タ イム言語に対し てその翻訳が用意されています。 これらすべ

てのスイー ト 文字列は、 スイー ト  プロジ ェ ク ト の [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示されます。 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューでは、 その他のプロジ ェ ク ト の種類で提供されているのと同じ堅牢な機能を使用する こ とができる

ため、 実行時、 スイー ト  イ ンス ト ールの処理中に表示されるテキス ト 文字列すべてを 1 ヶ所でま とめて制御する

こ とができます。

必要な と きに必要なパッ ケージのみをダウンロー ド できる機能を搭載し たコ ンパク ト なベース Setup.exe フ ァ イル

スイー ト  プロジ ェ ク ト には、 スイー ト  イ ンス ト ールに含まれる各パッ ケージのラ ン タ イム ソースの場所を指定

できる柔軟なオプシ ョ ンが含まれています。 スイー ト  プロジ ェ ク ト に含めるパッ ケージを定義する と き、 個別の

パッ ケージの場所を指定できます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• Web 上で、 必要に応じ て Setup.exe によるダウンロー ドが可能

• Setup.exe に埋め込み、 必要に応じ て ターゲッ ト  システムに展開

• 非圧縮フ ァ イルでスイー ト のソース メ デ ィ アに格納

スイー ト  イ ンス ト ールで使用されるベース Setup.exe フ ァ イルは、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 および 

InstallScript イ ンス ト ールで使用されるベース Setup.exe フ ァ イルよ り もはるかにサイズが小さいです。 このため、

エン ド ユーザーはコ ンパク ト なスイー ト  Setup.exe フ ァ イルを短時間でダウンロー ド する こ とができ、 Setup.exe 

フ ァ イルが必要に応じ て 1 つ以上のパッ ケージをダウンロー ド および起動し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成
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• .msi パッ ケージ、 .msp パッ チ、 ト ラ ンザクシ ョ ンをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加する

• 実行可能パッ ケージ (.exe) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って作業する

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト の Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

開発プロセスを再利用 / 分担するためのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のモジュール化が新し く 更新さ
れ、 サポー ト が拡張されま し た

InstallShield に新しいプロジ ェ ク ト  タ イプ、 DIM ( デベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト ) が追加されま し た。

DIM プロジ ェ ク ト は、 機能サイズのプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール パッ ケージの別個に分かれている部分を構成

する製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、 および

要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 以下は、 DIM を利用し た時のい く つかの利点です ：

• DIM では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供されている機能とほぼ同じ機能がサポー ト されています。 このた

め、 DIM の作成者には、 イ ンス ト ールの部分開発を行う ために必要な柔軟性がすべて提供されています。

• リ リース エンジニアは、 DIM を複数の基本の MSI プロジ ェ ク ト で繰り返し使用できるため、 非常に効率的で

す。

• DIM を利用する こ とによ り、 複数のチーム メ ンバーが、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。

各ソ フ ト ウ ェ ア開発者またはチームメ ンバーは、 異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース 

エンジニアは、 1 つまたは複数の基本の MSI プロジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

DIM を作成し たあと、 2 つある方法のいずれかで基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます ：

• 参照 — [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューから、 DIM プロジ ェ ク ト の参照

を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 この方法を使用する と、 DIM の要素は、 ビルド 時に

基本の MSI プロジ ェ ク ト にマージ されます。 基本の MSI イ ンス ト ールがビルド されるたびに、 DIM プロジ ェ

ク ト の最新バージ ョ ンが参照され、 生成されたイ ンス ト ールに含められます。 この方法は、 最も頻繁に使わ

れる方法です。

• イ ンポー ト  — 新しい DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使用し て、 DIM プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト

にイ ンポー ト できます。 この方法は、 デザイ ン時に、 DIM データ を基本の MSI プロジ ェ ク ト にマージする と

きに行う目的で一回切り行われ、 一度行われる と元に戻すこ とはできません。 

この新し く デザイ ンが変わり拡張された DIM のサポー ト によ り、 ユーザーは、 InstallShield Collaboration とい う別

のツールを使って DIM を作成し、 その DIM フ ァ イルを InstallShield の基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し な

く てはならないとい う手間がな く な り ま し た。 新しい DIM のサポー ト は、 これまでのサポー ト に比べよ り堅牢に

な り ま し た。 新しい DIM プロジ ェ ク ト によ って、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用可能な柔軟性の高いオーサリ ン

グ機能が事実上すべて利用可能にな り ま し た。 た と えば、 新しい DIM プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト の作成

においてフル制御が可能にな り、 これによ り、 コ ンポーネン ト を新しい DIM プロジ ェ ク ト に追加し た り、 コ ン

ポーネン ト のキー フ ァ イルを設定し た り、 コ ンポーネン ト の設定を構成できるよ う にな り ま し た。 新しい DIM プ

ロジ ェ ク ト ではまた、 IIS Web サイ ト の構成も可能にな り ま し た。 InstallShield Collaboration では、 コ ンポーネン ト

のデザイ ンにおいて、 同レベルの柔軟性が提供されておらず、 また、 IIS Web サイ ト を構成するためのビル ト イ ン 

サポー ト も提供されていませんで し た。
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DIM プロジ ェ ク ト の作成機能は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 このサポー ト は、 新しいコ ラボレー

シ ョ ン ア ド オン、 InstallShield Developer Installation Manifest Editor でも提供されています。 DIM フ ァ イルを基本の 

MSI プロジ ェ ク ト に追加する機能は、 InstallShield Premier Edition で提供されています。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• 開発プロセスを再利用 / 分担するためのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のモジュール化

• プロジ ェ ク ト に DIM を追加する

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に DIM を統合するための適切な方法を判別する

• DIM でパス変数を使用する

• [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ュー

• DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

Internet Explorer 9、 SQL Server 2008 R2 Native Client、 Windows Identity Foundation、 その他の再配布可
能フ ァ イル用の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる、 い く

つかの新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Internet Explorer 9.0

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1

• Windows Identity Foundation

• Microsoft VSTO 2010 Runtime (x64)

• Microsoft Office 2010 PIA ( この前提条件は Microsoft Office 2010 Primary Interop Assemblies を イ ンス ト ールし ま

す。 この前提条件を使用するには、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト から PrimaryInteropAssembly.exe フ ァ イルを

ダウンロー ド および実行し て、 .msi フ ァ イルを抽出し ます。 )

64 ビ ッ ト 依存関係スキャ ンのサポー ト

InstallShield の依存関係スキャナー ( ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド およびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド ) 

には、 プロジ ェ ク ト に含まれる 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの 64 ビ ッ ト 依存関係を識別できるサポー ト が追加されま し

た。 Windows Vista 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン、 または Windows Server 2008 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで 

InstallShield を使用する場合、 スキャナーは 64 ビ ッ ト  依存関係を検出する こ とができます。 ウ ィ ザー ド では、 プ

ロジ ェ ク ト 内で検出された依存関係の可能性がある各フ ァ イルについて、 それら を含めるかど うかを指定する こ

とができます。

また、 Windows Vista 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン、 または Windows Server 2008 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで 

InstallShield を使用し ていて、 以下のどち らかのビル ト イ ン処理によ って依存関係を検出する場合、 InstallShield は

プロジ ェ ク ト に含まれる 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの 64 ビ ッ ト  依存関係をスキャ ンする こ とができます。

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使って、 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの依存関係の可能性がある フ ァ イル

をオンデマン ド で識別できます。 このウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれをプ

ロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定する こ とができます。

• コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET スキャ ン " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト をビルド する度に InstallShield 

が  64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの依存関係を識別するかど うかを指定できます。 InstallScript プロジ ェ ク ト の場

合、 コ ンポーネン ト の ".NET アセンブ リ " 設定を [ ローカル アセンブ リ ] に設定し な く てはな り ません。

InstallShield がビルド時に不足し ている可能性のある依存関係を検出し た場合、 InstallShield が生成する リ リー

スにはそれが組み込まれます。
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64 ビ ッ ト 依存関係の 64 ビ ッ ト  フ ァ イルをスキャ ンするためには、 InstallShield が、 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング 

システムにイ ンス ト ールされていな く てはな り ません。 Windows の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンで InstallShield を使用す

る場合、 これらのビル ト イ ン スキャ ンはプロジ ェ ク ト に含まれる 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの 32 ビ ッ ト 依存関係のみを

検出できます。 プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含まれている場合、 必要に応じ てプロジ ェ ク ト に依存関係

を手動で追加する こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムにおける イ ンス ト ールの開発およびビルドの違い

• 64 ビ ッ ト 依存関係のスキャ ン

• アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係を識別する

• 依存関係の 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リ をスキャ ンする

• .NET アセンブ リのプロパテ ィ および依存関係を識別する

64 ビ ッ ト の場所にある フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定するサ
ポー ト

InstallShield では 64 ビ ッ ト の場所にある フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定す

るためのサポー ト が提供されています。 サポー ト は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト における カス タム InstallShield 処理の使用

カス タム InstallShield 処理を使ってフ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定する場

合、 今回よ り、 これらのアイテムが 64 ビ ッ ト の場所にある場合にアクセス許可を設定できます。 これには、 レジ

ス ト リの 64 ビ ッ ト の場所および 64 ビ ッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダも含まれます。 フ ォルダー

またはレジス ト リ キーは、 64 ビ ッ ト と マーク されたコ ンポーネン ト に含めな く てはな り ません ( つま り、 "64 

ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい ] が選択されている )。 以前、 コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト と マーク されて

いる場合、 アクセス許可を設定する こ とはできず、 ラ ン タ イム エラーが表示されま し た。

このカス タム InstallShield 処理サポー ト は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベー

ス、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの "

ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で、 アクセス許可の設定に使用する方法 ( カス タム InstallShield 処理または従来型

の Windows Installer 処理のいずれか ) を指定できます。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト および Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト における InstallScript 関数  
SetObjectPermissions の使用

REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンが有効な場合に、 InstallScript 関数 SetObjectPermissions を使って 64 

ビ ッ ト  レジス ト リ キーのアクセス許可を設定し た と き、 関数がそのアクセス許可を正し く 設定し ます。

REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンの有効 / 無効に関わらず、 SetObjectPermissions で強制的に 64 ビ ッ ト  

レジス ト リ キーのアクセス許可を設定するには、 新しい定数 IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT を使用し ま

す。 定数 IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT は SetObjectPermissions の nOptions パラ メ ーターに渡し ます。

この定数を 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで渡すこ とはできません。

SetObjectPermissions を呼び出し て 64 ビ ッ ト の System32 フ ォルダーにある フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス

許可を設定する と き、 WOW64FSREDIRECTION 定数を使ってシステム リ ダイ レ ク ト を無効と し た場合、 関数がア

クセス許可を正し く 設定し ます。 フ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト が無効でない場合、 アクセス許可は設定できま

せん。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では InstallScript イベン ト の SetObjectPermissions 関数を使用で

きます。 この関数は、 InstallScript、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプ

で、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンでも使用できます。
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詳細については、 「SetObjectPermissions」 を参照し て く だ さい。

COM 抽出機能の強化

InstallShield では、 COM 抽出時に新しい監視方式をサポー ト し ます。 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows 

Server 2008 以降のシステム上で、 InstallShield を使用し ている場合、 この新しい方式がデフ ォル ト と な り ます。 こ

の方法は、 カーネル ド ラ イバーを使って、 ビルド時のダイナ ミ ッ ク COM 抽出中、 およびデザイ ン時のス タ

テ ィ ッ ク COM 抽出中に変更されたレジス ト リ領域を監視し ます。 この新しい方式は、 DLL が既存のレジス ト リ 

エン ト リ を読み込んでビルド マシンへの変更を妨げる以前の方法の利点を組み合わせたものです。

必要な場合、 UseAPIRegistryHooks レジス ト リ値 (32 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる、 64 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる ) の値データ を

設定し て 3 つの異なる COM 抽出方式を切り替える こ とができます。 使用可能な REG_DWORD 値データ :

• 0—API フ ッ ク を使って、 既存 DLL のレジス ト リ エン ト リ を読み取り ます。

• 1— レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を使って、 ビルド マシン上の登録済み DLL への変更を防止し ます。 値を設定

し なかった場合、 これが Windows XP および Windows Server 2003 システム上でのデフ ォル ト 動作と な り ます。

• 2— 新しいカーネル モー ドの監視を使って、 2 つのメ ソ ッ ドの両方の利点を組み合わせます。 値が設定されて

いない場合、 これが Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降のシステム上でのデフ ォル ト 動作と

な り ます。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 および マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

Adobe Reader 10、 Internet Explorer 9、 および Microsoft Office 用の定義済みシステム検索

InstallShield に新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Adobe Reader 10

• Internet Explorer 9

• Microsoft Office 2010

• Microsoft Office 2007

• Microsoft Office 2003

イ ンス ト ールでこれらの 1 つ以上が必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ

ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能のサポー ト

ISO/IEC 19770-2 は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するための国際規格です。 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグは、 製品名、

製品エデ ィ シ ョ ン、 パブ リ ッ シャーなど、 ソ フ ト ウ ェ アに関する説明的な情報を含む XML ベースのフ ァ イルで

す。 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理ツールは、 企業でイ ンス ト ールされている ソ フ ト ウェ アについての正確なアプ リ ケー

シ ョ ン ID を提供する目的で、 タグ内のデータ を収集するツールです。
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ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 業界標準と し て現在進化しつつある もので、 この機能によ り、 独立系ソ フ ト ウ ェ

ア ベンダーは、 顧客に対し て、 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理およびラ イセンス最適化イニシアチブに有用な、 よ り適切

な情報を提供する こ とができる、 よ り洗練されたアプ リ ケーシ ョ ンを作る こ とができるよ う にな り ます。 製品の

イ ンス ト ール パッ ケージに識別タグを持たせる こ と で、 顧客は、 イ ンス ト ールし た製品の内部的使用状況を監視

できるツールが使えるよ う にな り ます。 これによ り、 顧客がソ フ ト ウェ ア会社などから入手し て精神のラ イセン

スの数を管理および最適化する こ とができるよ う にな り、 ラ イセンス契約内容に違反する リ スクがな く な り ます。

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューには、 製品の識別タグを作成するために必要な情報を指定するための新しい設

定がい く つかあ り ます。 また、 ビルド時にタグを自動生成し て、 それを イ ンス ト ールに含めるかど うかを指定で

きる新しい " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定も追加されま し た。 この設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] です。

" ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ はい ] が選択されている時に、 4 つの必須識別設定 ([ 一般情報 ] ビ ュー

の " 一意な ID"、 " 一意な登録 ID"、 " タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定 ) のう ち最低 1 つの値が設定さ

れていなかった場合、 空白の設定ご とに、 ビルド警告 -7235 が一回発生し ます。 このビルド警告では、 特定の必

須タグが空白であるために、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグが作成されず、 イ ンス ト ールに含まれなかったこ とが通知さ

れます。 この警告を解決するには、 各設定に適切な値を入力するか、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設

定で [ いいえ ] を選択し ます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 新しいタグの設定が含まれています。 ISWiProject オブジ ェ ク ト に、 プ

ロジ ェ ク ト で、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの作成を有効または無効にできる新しい EnableSwidtag プロパテ ィ が追加さ

れま し た。 また、 [ 一般情報 ] ビ ューでも構成可能な様々な タグ関係の設定を構成できる新しい SwidtagProperty 

プロパテ ィ も追加されま し た。

この機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める

• [ 一般情報 ] ビ ューの設定

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト に、 IIS、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 および XML フ ァ イルの変更のた
めのビル ト イ ン サポー ト が追加されま し た

い く つかの既存のビ ューが、 InstallShield のマージ モジュール プロジ ェ ク ト でも使用可能にな り ま し た ：

• IIS 構成 — このビ ューでは、 新しい IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ

ン プール、 および Web サービス拡張を作成および管理する こ とができます。

• テキス ト  フ ァ イルの変更 — このビ ューを使って、 ターゲッ ト  システム上で実行時に変更を行う テキス ト  

フ ァ イル ( たと えば、 .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 および .sql) 内の検索 / 置換処理を構成できます。

• XML フ ァ イル変更 — このビ ューでは、 実行時に変更する XML フ ァ イルのノ ー ド と ノ ー ド セ ッ ト の参照を追

加し ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト のこれらのビ ューでは、 IIS を構成し た り、 テキス ト  フ ァ イルの変更を指定し た

り、 XML フ ァ イルの変更を指定し た り できます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でこれらの変更を構成するために使

用されていた手順が、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト でもサポー ト されるよ う にな り ま し た。 これらのビ ューで
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プロジ ェ ク ト 情報を含むマージ モジュールをビルド し、 そのマージ モジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に

追加し て、 そのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で リ リースをビルド し た場合、 適切なラ ン タ イム サポー ト がイ ンス

ト ールに含められます。

以前、 これらのビ ューは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でのみ使用可能で し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

•  イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

• テキス ト  フ ァ イルの変更

• XML フ ァ イルの変更

IIS 7.x の新しいアプ リ ケーシ ョ ン プール ID オプシ ョ ン

新しい ApplicationPoolIdentity オプシ ョ ンは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成されたアプ リ ケーシ ョ ン プールの " 識別 " 

設定で使用できます。 アプ リ ケーシ ョ ン プールのワーカプロセスを実行するために選択されたアプ リ ケーシ ョ ン 

プールに一意な仮想 ID を使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンのサポー ト は、 IIS 7 以

降が搭載されたターゲッ ト  システムで使用できます。 IIS 6 が搭載されているシステム上で実行される イ ンス ト ー

ルでこの新しいオプシ ョ ンが選択された場合、 アプ リ ケーシ ョ ン プールの ID には NetworkService アカウン ト が

代わり に使用されます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し

ます。

詳細については、 「アプ リ ケーシ ョ ン プールの設定」 を参照し て く ださい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの機能強化 : 新し く 追加された Setup.exe の必須実行レベルを指定
するための RequiredExecutionLevel プロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト  に読み取り RequiredExecutionLevel プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ は、 [

リ リース ] ビ ューにある リ リースで開かれている [Setup.exe] タ ブにある " 必要実行レベル " 設定に対応し ていま

す。 このプロパテ ィ は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

InstallShield 2011 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

InstallScript における Unicode サポー ト

InstallShield を使って、 ラ ン タ イム文字列、 フ ァ イル、 パス、 レジス ト リ エン ト リ、 その他のイ ンス ト ール データ

で Unicode を使用できる InstallScript イ ンス ト ールおよび InstallScript カス タム アクシ ョ ンを作成できます。 さ ら

に、 InstallScript コ ンパイ ラおよび InstallScript エンジンでは、 今回よ り、 スク リ プ ト  コー ド外部に実装された関

数に Unicode 文字列へのポイ ン ターを渡すこ とができます。 また、 スク リ プ ト  コー ド外部に渡される構造体に 

Unicode 文字列を格納する こ と もできます。 そのほか、 InstallScript にはモダン言語の多言語イ ンス ト ールを完全

にサポー ト するための機能が追加されています。

その結果、 すべての言語は、 そのサポー ト がイ ンス ト ールされているシステム上で正し く 表示されます。 エン ド 

ユーザーは、 システム上で Unicode 対応ではないプログラム用に使用される言語と イ ンス ト ールに使用される言

語と を一致させる必要がな く な り ま し た。 ただ し、 ターゲッ ト  システムには、 フ ォ ン ト を イ ンス ト ールする必要
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があ り ます。 Windows の一部のバージ ョ ンでは、 そのフ ォ ン ト がデフ ォル ト でイ ンス ト ールされない言語もあ り

ます。 たと えば、 Windows XP 英語版システムでは、 日本語のフ ォ ン ト がデフ ォル ト ではイ ンス ト ールされませ

ん。 その場合、 イ ンス ト ールが日本語の文字を使用できるよ う に、 フ ォ ン ト を イ ンス ト ールする必要があり ます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における Unicode セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー

今回よ り、 InstallShield ではすべての Setup.exe と Update.exe フ ァ イルが Unicode でビルド されます。 以前、

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 すべての Setup.exe と Update.exe フ ァ イルが ANSI でビル

ド されま し た。

Unicode セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行されているいないにかか

わらず、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのユーザー イ ン ターフ ェ イスで文字を正し く 表示する こ とができます。 ANSI 

セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行されている場合のみ、 セ ッ ト ア ッ

プラ ンチャーのダイアログで文字を正し く 表示し ます。 しかし、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実

行されていない場合、 文字化けする こ とがあ り ま し た。

エン ド ユーザーは、 ターゲッ ト  システムの言語にかかわらず、 Setup.exe および Update.exe フ ァ イルを Unicode 

パス内部から起動する こ とができます。 た と えば、 今回よ り、 エン ド ユーザーは、 英語版システム上で 

C:\Users\ 日本語文字 \Desktop\Setup.exe から イ ンス ト ールを起動する こ とができます。 以前、 このイ ンス ト ール

は失敗し ま し た。

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ エン ト リ、 およびサポー ト  フ ァ イルにおける Unicode サポー ト

イ ンス ト ール ラ ン タ イムの主要な部分に Unicode サポー ト が追加されま し た。 これによ って、 フ ァ イル名、 フ ォ

ルダー名、 レジス ト リ エン ト リ、 およびサポー ト  フ ァ イル名に任意の言語の文字を同時に使用できるよ う にな り

ま し た。 たと えば、 フ ァ イル名またはターゲッ ト  パスに日本語文字が含まれる フ ァ イルを、 英語版システムにイ

ンス ト ールする こ とが可能です。 組み合わされた言語は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に関わらず正し

く 表示されます。

ポイ ン ター サポー ト

InstallScript エンジン と コ ンパイ ラーは、 今回よ り、 WPOINTER と呼ばれる新しいポイ ン ターをサポー ト し ます。

対応する名前、 wpointer および LPWSTR も使用可能です。 た と えばパラ メ ーターで Unicode 文字列へのポイ ン

ターを受け付ける DLL 関数がある場合、 この新しい種類のポイ ン ターを使う こ とができます。 実行時にスク リ プ

ト で DLL 関数が呼び出される と、 InstallScript エンジンはポイ ン ターを ANSI バージ ョ ンではな く 、 文字列の 

Unicode コ ピーに渡し ます。 以前、 ポイ ン ターは文字列の ANSI コ ピーにのみ渡すこ とができま し た。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで使用される WSTRING データ タ イプを使って Unicode 文字列を渡す機能は、 引

き続きサポー ト されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Pointers

• データ型および定義済み構造

構造体のサポー ト

InstallScript の構造体には、 文字列、 ポイ ン ター、 その他の構造体をはじめとする任意の基本データ タ イプを含め

る こ とができます。 構造体に Unicode 文字列を含む必要があり、 その構造体が外部 DLL に渡される場合、

InstallScript エンジンはその構造内の文字列メ ンバー タ イプを区別し て、 構造体サイズと メ ンバー オフセ ッ ト を正

し く 計算し ます。 Unicode と し て保存し て渡す必要がある文字列メ ンバーは、 WSTRING タ イプを使って宣言でき

ます。
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以前、 構造体に Unicode 文字列を含む必要があり、 その構造が外部 DLL に渡される場合、 InstallScript エンジンは

その構造内に含まれる文字列がすべて ANSI である と想定し ま し た。 その結果、 構造体のサイズと メ ンバーのオフ

セ ッ ト に誤りが生じ る こ とがあ り、 DLL がその構造体に関連するデータの読み取り または書き込みを正し く 行い

ませんで し た。 構造体の文字列メ ンバーに WSTRING を使用し ても、 効果があ り ませんで し た。

既存の文字列を STRING タ イプのままに残すこ とができます。 InstallScript エンジンは、 スク リ プ ト  コー ド外部で

文字列を渡すと き、 引き続き これら を ANSI 文字列と し て処理し ます。

構造体のポイ ン ター メ ンバーも、 今回よ り、 WPOINTER と し て宣言できます。 これによ って、 構造体で Unicode 

文字列へのポイ ン ターを格納できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• データ構造体

• データ型および定義済み構造

文字列テーブルのサポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 InstallScript プロジ ェ ク ト の文字列テーブルをビルド する際に Unicode エン コー ド を使

用し ます。 このサポー ト によ り、 今回よ り、 InstallScript プロジ ェ ク ト の文字列テーブルに複数言語を含める こ と

が可能と な り、 それらの言語がターゲッ ト  システムのコー ド ページ設定に影響を受ける こ とがな く な り ま し た。

さ らに今回よ り、 文字列テーブルに、 ヒ ンデ ィ ー語のよ う なコー ド ページを持たない言語の文字列を含める こ と

ができます。

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスに表示されるすべての文字列を、 文字列テーブルに格納する こ とが推

奨されます。 InstallScript コー ド内に直接文字列を書き込むこ と もできますが、 その場合 Unicode と し て格納され

ません。 し たがって、 正しいコー ド ページが設定されたシステム上でイ ンス ト ールが実行された場合にのみ、 言

語が正し く 表示されます。 文字列テーブルに文字列を格納し て、 InstallScript コー ドからそれら を参照する こ と で、

この問題を回避する こ とができます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallShield で文字列エン ト リ を使用する

• 文字列定数演算子 (@)

Unicode を使った InstallScript ダイアログ

InstallScript ダイアログは、 Unicode サポー ト を含みます。 これによ って、 た と えば InstallScript ダイアログで日本

語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン ド語を同時に使用できます。 組み合わされた言語は、 ターゲッ ト  シス

テムの現在の言語設定に関わらず正し く 表示されます。

この機能は、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

InstallScript デバッ ガーにおける Unicode サポー ト

InstallScript デバッ ガーは、 今回よ り Unicode をサポー ト し ます。 たと えば、 szMsg = @ID_MSG とい う InstallScript 

コー ドの行をデバッ グする と き、 今回よ り、 使用中のオペレーテ ィ ング システム、 または文字列に使用し ている

言語にかかわらず、 szMsg の値が表示されます。 ID_MSG の値に中国語文字、 または複数の言語からの文字が含ま

れている場合、 InstallScript デバッ ガーのあらゆる領域 ( スク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウ内の変数に対し て表示される変数

ウ ィ ン ド ウ、 ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ、 およびツールヒ ン ト ) で、 疑問符の代わり に適切な文字が表示されます。

InstallScript デバッ ガについての情報は、 「InstallScript ベース イ ンス ト ールのデバッ グ」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield キャ ビネ ッ ト  ビ ューアーおよびログ フ ァ イル ビ ューアーにおける Unicode サポー ト

InstallShield キャ ビネ ッ ト  ビ ューアーおよび InstallShield ログ フ ァ イル ビ ューアーが、 新し く  InstallShield キャ ビ

ネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー とい う 1 つのツールにま と ま り ま し た。 この新しいツールを使って、

InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab)、 InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr) および InstallScript ログ フ ァ イル 

(.ilg) を開いて参照する こ とができます。 このツールには Unicode サポー ト が含まれているため、 使用中のオペ

レーテ ィ ング システムの言語や文字列に使用されている言語にかかわらず、 各フ ァ イル名、 レジス ト リ キー、

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 および .cab、 .hdr、 または .ilg フ ァ イルに含まれるその他のデータ を正し く 表示する こ とができ

ます。 以前、 一部の状況において一部の文字が疑問符で表示される場合があり ま し た。

キャ ビネ ッ ト およびヘ ッ ダー フ ァ イル サポー ト は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

ログ フ ァ イル サポー ト は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプに適

用し ます。 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

このツールについては、 次を参照し て く だ さい :

• InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー

• InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) およびヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr) を表示する

• InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) を参照する

Team Foundation Server (TFS) との統合

InstallShield では、 Team Foundation Server (TFS) 2010 との統合サポー ト が強化されています。

Visual Studio 2010 内から InstallShield を使用する場合、 Source Control Explorer にアクセス し て、 InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を Team Foundation バージ ョ ン コ ン ト ロールと統合し、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンへの変更を管理する こ とができます。

Team Foundation Build を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンを定期的、 またはオン

デマン ド でコ ンパイル、 テス ト 、 およびデプロ イする こ と もできます。 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンがビルド

される度に、 自動的に最新のソース フ ァ イルで更新されます。

さ らに、 InstallShield と Visual Stuio が搭載された同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Visual 

Studio で開かれている InstallShield プロジ ェ ク ト 内から Team Explorer を使用できます。 これで、 次のよ う な タ ス

ク を行う こ とができます :

• InstallShield プロジ ェ ク ト での作業中にソース管理エクスプローラーを使用。

• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのビルド を構成。

• 新しいビルド をキューに配置。

• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのバグやタ スクなどの作業項目を追跡する。 

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Microsoft Visual Studio Team Foundation Server との統合

• InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Explorer に追加する

Microsoft SQL Server 2008 R2 サポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 SSQL Server 2008 R2 上で SQL スク リ プ ト を実行するためのサポー ト を含みます。 ま

た、 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定す

る と きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 SQL Server 2008 R2 が含まれています。
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この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

SQL Server 2008 R2 Express、 SQL Server Native Client、 Visual C++ 2010 用の新しい InstallShield 前提条
件およびその他の再配布可能フ ァ イル

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる多 く の 

InstallShield 前提条件が含まれています。

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035

• Microsoft SQL Server System CLR 型 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable Package

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Windows Installer 3.1 - 日本語

• MSXML 6.0 SP1 - 日本語

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client Language Pack - 日本語

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full Language Pack - 日本語

InstallScript コー ド、 SQL スク リ プ ト 、 VBScript カス タム ア ク シ ョ ン、 および JScript カス タム アク
シ ョ ンの作成および変更を行う スク リ プ ト  エデ ィ ターの強化

InstallShield のい く つかのビ ューで、 プロジ ェ ク ト のコー ド を書き込むためのスク リ プ ト  エデ ィ ターが強化されま

し た。 スク リ プ ト  エデ ィ ターは、 以下の点で強化されています ：

• オー ト コ ンプ リー ト 機能の拡張 — スク リ プ ト  エデ ィ ターに文字を入力する と き、 InstallShield はその文字で始

まる関数、 キーワー ド、 および定数をアルフ ァベ ッ ト 順にリ ス ト するポ ッ プア ッ プを表示し ます。 用語全体

を手入力する代り に、 そのポ ッ プア ッ プ リ ス ト から選択する と、 InstallShield によ ってその用語がスク リ プ ト

に追加されます。

[InstallScript] ビ ューでスク リ プ ト  エデ ィ ターを使用する場合、 文字列定数演算子 (@) を入力する と、 使用可

能な文字列識別子のポ ッ プア ッ プ リ ス ト が表示されます。 リ ス ト から適切な文字列識別子を選択する と、

InstallShield がそれをスク リ プ ト に追加し ます。

ローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機能も有効な場合、 [InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで表示

されるポ ッ プア ッ プ リ ス ト には、 ローカル変数も含まれています。

オー ト コ ンプ リー ト を使う と、 コー ド を手入力する手間が省けるため、 作業効率が上がり ます。 また、 コー

ドのスペル ミ スを回避する こ とができます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 [InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターでのみオー ト コ ンプ リー

ト がサポー ト されていま し た。 そのため、 オー ト コ ンプ リー ト 機能は SQL スク リ プ ト 、 VBScript コー ド、 ま

たは JScript コー ド では使用できませんで し た。 さ らに、 ポ ッ プア ッ プ リ ス ト も InstallScript 関数に限られて

お り、 キーワー ド、 定数、 ローカル変数、 または文字列 ID はオー ト コ ンプ リー ト で使用できませんで し た。
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• 詳細な InstallScript 関数呼び出しのヒ ン ト  — 関数呼び出しのヒ ン ト が有効な場合、 [InstallScript] ビ ューでスク

リ プ ト に関数の呼び出し を入力し ている と きに、 InstallScript 関数呼び出しのヒ ン ト  ( 一種のツールヒ ン ト ) 

が表示されます。 関数呼び出しのヒ ン ト は、 ビル ト イ ン関数のパラ メ ーター情報を表示し ます。 その他、 ビ

ル ト イ ン関数の説明や、 入力し ているパラ メ ーターについての説明も表示し ます。 詳細な呼び出しのヒ ン ト

を使う と、 スク リ プ ト  エデ ィ ターからヘルプ ラ イブ ラ リへ、 そ し てまたスク リ プ ト  エデ ィ ターへと切り替

える必要がな く 、 関数に関するヘルプ情報を表示できます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンの [InstallScript] ビ ューでも、 呼び出しのヒ ン ト をサポー ト し ますが、 その情

報量が限られています。 呼び出しのヒ ン ト には、 関数呼び出し と その関数のすべてのパラ メ ーターが表示さ

れま し たが、 呼び出しのヒ ン ト には、 関数の説明、 または入力し ているパラ メ ーターの説明は含まれません

で し た。

• 構文の折り たたみ機能 — InstallShield の様々なビ ューで、 スク リ プ ト  エデ ィ ターの構文の折り たたみ機能をサ

ポー ト するかど うかを指定できます。 構文の折り たたみ機能が有効な場合、 スク リ プ ト で展開可能または折

り たたみ可能なブロ ッ クで始まる コー ドの各行の横のマージンに、 プラス (+) またはマイナス (–) 記号が追加

されます。 プラス記号を ク リ ッ ク し て非表示と なっている コー ド を展開し た り、 マイナス記号を ク リ ッ ク し

て表示されている コー ド を非表示にし た り できます。

構文の折り たたみ機能を使って、 長いスク リ プ ト を縮小する こ と で、 現在行っている作業に関連のある コー

ド に焦点を当てる こ とができます。 また、 スク リ プ ト の全体的な構造を確認するのに便利です。

強化されたスク リ プ ト  エデ ィ ターを含むビ ューは、 [InstallScript] ビ ュー、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー、 および [ カ

ス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( このビ ューで VBScript または JScript フ ァ イルを参照する場合 ) です。

デフ ォル ト で、 スク リ プ ト  エデ ィ タにおける構文の折り たたみ機能は無効になっていますが、 オー ト コ ンプ リー

ト 、 ローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 、 および関数呼び出しのヒ ン ト は有効です。 これらの機能を有効または

無効にするには、 [ スク リ プ ト  エデ ィ タのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使います。 このダイアログを使っ

て、 フ ォ ン ト 、 構文の色、 行番号などのスク リ プ ト  エデ ィ ターのその他の設定も変更できます。 このダイアログ 

ボ ッ クスにアクセスするには、 スク リ プ ト  エデ ィ ター内を右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• 様々なビ ューで、 [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンを使って作業する

• スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ンプ リー ト 機能を使う

• スク リ プ ト  エデ ィ ター内で InstallScript 関数について関数呼び出しのヒ ン ト を表示する

• スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト の色を変更する

• スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文の折り たたみ機能を有効または無効にする

• スク リ プ ト  エデ ィ ターのキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト

• [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

64 ビ ッ ト の Microsoft App-V パッ ケージを作成できる機能

InstallShield の Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 64 ビ ッ ト の Windows Installer パッ ケージを 64 ビ ッ ト の 

Microsoft App-V パッ ケージに変換するためのサポー ト が搭載されています。 64 ビ ッ ト の Microsoft App-V パッ

ケージは、 64 ビ ッ ト の Microsoft App-V 4.6 Client を搭載し た 64 ビ ッ ト  Windows システム上に展開する こ とができ

ます。 リパッ ケージャーに追加された新しい 64 ビ ッ ト  リパッ ケージ サポー ト と この機能を組み合わせて、 任意

の 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 64 ビ ッ ト  App-V パッ ケージに変換する こ とができます。

64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを App-V パッ ケージに変換する場合は、 64 ビ ッ ト  Windows システム上で行

う こ と をお勧めし ます。 32 ビ ッ ト  システム上で変換し よ う とする と、 64 ビ ッ ト  バイナ リ フ ァ イルの COM 情報

抽出エラーが発生する場合があ り ます。 また、 一部の状況において、 Windows Installer パッ ケージはパッ ケージそ
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のものに含まれていない実行可能フ ァ イルを ターゲッ ト とするシ ョ ー ト カ ッ ト を含みます。 シ ョ ー ト カ ッ ト が、

64 ビ ッ ト の場所にある実行可能フ ァ イルを ターゲッ ト とする場合、 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト は、 32 ビ ッ ト  シス

テム上で正し く 処理されません。

Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

InstallShield 前提条件の検索パスを指定できる機能 ( 前提条件フ ァ イルのソースの場所におけるパス変
数および相対パスのサポー ト )

InstallShield では、 今回よ り、 InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を検索する フ ォルダを指定できます。

この機能によ って、 複数の開発者の間で InstallShield 前提条件を共有し、 それら を ソース コー ド管理システムで保

管する こ とが容易にな り ます。 以前は、 InstallShield が .prq フ ァ イルを検索するのは、 InstallShield Program Files フ ォ

ルダー \SetupPrerequisites のみで し た。

InstallShield でフ ォルダーを指定する と き、 い く つかの方法があり ます :

• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある新しい [ 前提条件 ] タ ブを使って、 マシン共通および現在のユーザー

のフ ォルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。 このタ ブは、 マージ モジュールの検索パスを指定でき

る、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブ と似ています。

• ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンから ビルド を行う場合、 新しい -prqpath  パラ メ ーターを使って、 コ ン

マ区切りのフ ォルダーのリ ス ト を指定できます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、.ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使います。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用さ

れたと き、 ItemGroup InstallShieldPrerequisitePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指

定されたパスの配列を使用し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブを使って InstallShield 前提条件にフ ァ イルを追加する

と、 エデ ィ ターは今回よ り、 適切な場合に <WindowsFolder> および <ISProductFolder> などの定義済みパス変数を

使用し ます。 また、 追加する フ ァ イルが InstallShield 前提条件の .prq フ ァ イルと同じ フ ォルダ ( または .prq フ ァ イ

ルが含まれている フ ォルダのサブ フ ォルダ ) に格納されている場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターは .prq フ ァ

イル内のフ ァ イルに相対パスを使用し ます。 [ 含める フ ァ イル ] タ ブでフ ァ イルのパスを参照し た と き、

InstallShield 前提条件エデ ィ ターは相対パスではな く 、 完全パスを リ ス ト し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターで [ 名前を付けて保存 ] コマン ド を使用し て .prq フ ァ イルの場所を変更する と、

InstallShield 前提条件エデ ィ ターは、 適切な場合に前提条件のフ ァ イルのパスを更新し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

• [ 前提条件 ] タ ブ

• ISCmdBld.exe

• .ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)
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Windows Installer ベースのダイアログにおける新しいハイパー リ ン ク コ ン ト ロール

コ ン ト ロール ツールバーに、 Windows Installer ベースのダイアログで [ ダイアログ ] ビ ューに使用できる、 新しい

ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールが追加されま し た。 ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールは HTML リ ン ク を表示し ます。 こ

のリ ン ク を実行時にク リ ッ クする と、 ターゲッ ト  システム上のデフ ォル ト  ブ ラウザでページが開きます。

Windows Installer 5 は、 この新しいハイパーリ ン ク コ ン ト ロールをサポー ト し ます。 このコ ン ト ロールを Windows 

Installer の以前のバージ ョ ンを持つシステムで表示されるダイアログに使用する と、 ラ ン タ イム エラー 2885 が発

生し て、 イ ンス ト ールが中止されます。 このため、 ダイアログ上でハイパーリ ン ク コ ン ト ロールを使用する と き、

イ ンス ト ールが Windows Installer 4.5 以前を ターゲッ ト とする場合、 プロジ ェ ク ト にハイパーリ ン ク コ ン ト ロール

を含むバージ ョ ン と、 含まないバージ ョ ンの 2 種類のダイアログを含める こ と をお勧めし ます。 ダイアログに条

件を追加し て、 ターゲッ ト  マシンの Windows Installer バージ ョ ンによ ってダイアログを表示または非表示と し ま

す。

この機能は、 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「ハイパーリ ン ク コ ン ト ロール」 を参照し て く ださい。

Setup.exe および Update.exe においてカス タム アイ コ ン と カス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ
を指定でき る機能

InstallShield では、 今回よ り、 ビルド時に作成する Setup.exe フ ァ イルでカス タム アイ コ ンおよびカス タムバー

ジ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ を使用できます。 アイ コ ン とバージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ は、 Setup.exe の [ プ

ロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが 

Setup.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されます。 エン ド ユーザーが 

Windows Explorer で Setup.exe フ ァ イルを参照し た と きにも、 このアイ コ ンが表示されます。 このサポー ト は、 基

本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

今回よ り、 同じ機能 ( カス タム アイ コ ン と カス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ を指定できる機能 ) が、 基

本の MSI、 InstallScript MSI、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト で作成された Update.exe フ ァ イルでも使用できます。

Setup.exe および Update.exe のカス タム アイ コ ン

[ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブには、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーに使用するアイ コ ンを指定できる 

"Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル " 設定があ り ます。 アイ コ ンには、 .exe、 .dll、 または .ico フ ァ イルを使用できます。

アイ コ ンを指定し なかった場合、 InstallShield は Setup.exe フ ァ イルのデフ ォル ト  アイ コ ンを使用し ます。

以前は、 ビルド中の Setup.exe フ ァ イルが自己展開型の単一セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの場合に、 InstallScript プロ

ジ ェ ク ト でカス タム Setup.exe アイ コ ンの指定がサポー ト されていま し た。 これは、 基本の MSI または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ではサポー ト されていませんで し た。 また、 圧縮された InstallScript イ ンス ト ールに

おいてもサポー ト されていませんで し た。

新しいアイ コ ン設定を使って、 Update.exe 起動ツールに使用するアイ コ ンを指定できます。 この設定は、 基本の 

MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー内にあるパッ チの構成の [ 詳細 ] タ ブで行

います。 また、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブ

で設定できます。 アイ コ ンを指定し なかった場合、 InstallShield は Update.exe フ ァ イルのデフ ォル ト  アイ コ ンを使

用し ます。

以前は、 InstallShield は Update.exe フ ァ イルのカス タム アイ コ ンの指定を一切サポー ト し ませんで し た。

Setup.exe および Update.exe のカス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ

InstallShield がビルド時に Setup.exe 起動ツールの以下のバージ ョ ン リ ソースを構成する と き、 今回よ り、 [ 一般情

報 ] ビ ューおよび [ リ リース ] ビ ューで入力されたカス タム情報を使用し ます。

• 会社名
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• 製品名

• 製品バージ ョ ン

• 著作権情報

• フ ァ イル バージ ョ ン

• フ ァ イルの説明

カス タム著作権情報およびカス タム フ ァ イルの説明を使用する場合、 [ リ リース ] ビ ューで " カス タム バージ ョ

ンのプロパテ ィ を使用する " 設定で [ はい ] を選択し て く だ さい。

以前、 InstallShield は多 く の場合にカス タム情報を使用し ませんで し た。 たと えば、 InstallShield が以前に作成し た 

InstallScript Setup.exe フ ァ イルには、 その Setup.exe フ ァ イルをビルド し た InstallShield のバージ ョ ン固有の詳細

が含まれま し た。 そのため、 Setup.exe プロパテ ィ  ダイアログ ボ ッ クスに表示される製品名は、 イ ンス ト ールす

る製品の名前ではな く 、 InstallShield と表示されま し た。

" 会社名 "、 " 製品名 "、 " 製品バージ ョ ン "、 " 説明 "、 " 著作権情報 " といった新しい設定を使って、 InstallShield 

で Update.exe フ ァ イルをビルド する と きに使用する カス タム情報を指定できます。 これらの設定は、 基本の MSI 

および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー内にあるパッ チの構成の [ 詳細 ] タ ブで行い

ます。 また、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブで

設定できます。

以前、 InstallShield は Update.exe フ ァ イルにカス タム バージ ョ ン リ ソース情報を使用し ませんで し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イルのアイ コ ンを指定する

• セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

• リ リースの [Setup.exe] タ ブ

• ア ッ プデー ト 起動ツールのアイ コ ンを指定する

• ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

• [ 詳細 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー )

• [ 詳細 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

ビル ド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する機能

InstallShield Premier Edition には、 ビルド プロセスの様々な段階で実行する コマン ド を指定する こ とができる、 新

しい リ リースの設定が追加されま し た。 これらの新しい設定は、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースを選択し た と き

に、 新しい [ イベン ト ] タ ブに表示されます。

• ビルド前のイベン ト  — この設定を使って、 InstallShield がリ リースのビルド を開始する前に実行する コマン ド

を指定し ます。 このイベン ト は InstallShield がリ リース フ ォルダと ログ フ ァ イルを作成し た後、 リ リースの

ビルド を開始する前に実行し ます。

この設定は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で使用できます。

• 圧縮前のイベン ト  — この設定を使って、 製品のデータ フ ァ イルを .cab フ ァ イルに格納する場合、 InstallShield 

が .msi パッ ケージ と .cab フ ァ イルをビルド し た後に実行する コマン ド を指定し ます。 このイベン ト は .cab 

フ ァ イルが .msi パッ ケージにス ト リームされた後、 .msi パッ ケージにデジ タル署名が行われて Setup.exe フ ァ

イルにス ト リームされる前に発生し ます。
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この設定は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• ビルド後のイベン ト  — この設定を使って、 InstallShield がリ リースをビルド し て署名を行った後に実行する コ

マン ド を指定し ます。

この設定は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で使用できます。

新しい [ イベン ト ] タ ブは、 以前の [ ポス ト ビルド ] タ ブに取って代わり ます。 以前 [ ポス ト ビルド ] タ ブで提供

されていた設定は、 新しい [ イベン ト ] タ ブに表示されます。 また、 以前マージ モジュール プロジ ェ ク ト の [ ビ

ルド ] タ ブにあったパブ リ ッ シュ関連の設定は [ イベン ト ] タ ブに移動し ま し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 この新しいビルド イベン ト の設定をサポー ト し ます。 ISWiRelease オブ

ジ ェ ク ト には、 ビルド プロセスの様々な段階における コマン ド を指定できる 3 つの新しいプロパテ ィ が含まれて

ます。

• PrebuildEvent

• PrecompressionEvent

• PostbuildEvent

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する

• リ リースの [ イベン ト ] タ ブ

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

Setup.exe に有効期限日を設定する機能

InstallShield では、 Setup.exe の有効期限日と有効期限切れメ ッ セージを設定できます。 エン ド ユーザーが 

Setup.exe をプロジ ェ ク ト で指定された日付以降に実行する と、 有効期限切れメ ッ セージが表示されて、 イ ンス

ト ールが終了し ます。

Setup.exe フ ァ イルの有効期限日と メ ッ セージの設定は、 [ リ リース ] ビ ューで選択された リ リースの [Setup.exe] 

タ ブに新し く 追加された " 有効期限日と有効期限メ ッ セージ " 設定で行います。 デフ ォル ト で、 Setup.exe に有効

期限日は設定されていません。 有効期限日を指定する と、 デフ ォル ト の有効期限切れメ ッ セージまたは独自のカ

ス タムメ ッ セージを使用できます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 これらの新しい設定のサポー ト が含まれています。 ISWiRelease オブ

ジ ェ ク ト には、 有効期限日と メ ッ セージを設定できる 2 つの新しいプロパテ ィ  (ExpirationDate および 

ExpirationMessage) が含まれています。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• リ リースの [Setup.exe] タ ブ

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ と マージ モジュール プロジ ェ ク ト を既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ
ンポー ト する機能 ( プロジ ェ ク ト  コ ンバーターの強化 )

InstallShield では、 今回よ り、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基本の MSI または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト するか、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト  

(.vdproj) を InstallShield 基本の MSI またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) にインポー ト する こ とができま

す。 これらのタ スク を行う と、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に含まれている同じデータ と設定を含む InstallShield イ
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ンス ト ール プロジ ェ ク ト およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト を開発できます。 ウ ィ ザー ド を使って、 プロ

ジ ェ ク ト 出力、 フ ァ イル、 レジス ト リ キー、 フ ァ イル拡張子、 カス タム アクシ ョ ン、 ターゲッ ト  システム検索、

および起動条件を Visual Studio プロジ ェ ク ト から既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するには、 InstallShield の Visual Studio 

デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使います。 このウ ィ ザー ド では、 Visual Studio プロジ ェ ク

ト 内の特定の設定を イ ンポー ト するか、 無視するかを選択する こ とができます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を新しい InstallShield プロジ ェ ク ト に変換するための、 これまでのサポー ト が拡張され

ま し た。 Visual Studio プロジ ェ ク ト に定義済み前提条件が含まれている場合、 InstallShield は今回よ り、 プロジ ェ

ク ト の変換中にそれら を対応する InstallShield 前提条件に変換し ます。 これと同じ前提条件の変換機能が、 Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するための新しいウ ィ ザー ド にも搭載されていま

す。

Visual Studio プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合は、 変換プロセスの代わり にイ ン

ポー ト  ウ ィ ザー ド を使用し ます。 InstallShield プロジ ェ ク ト は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト 依存関係が含まれているのと同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに含まれ

ていな く てはな り ません。 イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト 出力を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト するためには、 InstallShield を Visual Studio 内部で開いて く ださい。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

SQL スク リ プ ト における Unicode および UTF-8 サポー ト

InstallShield は、 Unicode BOM エン コー ド または UTF-8 BOM エン コー ドのいずれかを使った SQL スク リ プ ト をデ

ザイ ン時および実行時にサポー ト し ます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使って、 どち らかのエン コー ド を使った 

SQL スク リ プ ト をプロジ ェ ク ト に追加できます。 これらの SQL スク リ プ ト を、 必要に応じ て [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ュー内から編集する こ と もできます。 実行時に、 必要に応じ てイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール中に SQL 

スク リ プ ト が実行されます。

以前、 InstallShield では Unicode BOM エン コー ド を使った SQL スク リ プ ト が実行時にはサポー ト されていま し た

が、 デザイ ン時にはサポー ト されていませんで し た。 し たがって、 このエン コー ド を使ったスク リ プ ト をプロ

ジ ェ ク ト の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューに追加する と、 InstallShield がスク リ プ ト を ANSI 形式に変換するかど うかを

指定するためのプロンプ ト が表示されま し た。 InstallShield で ANSI への変換を許可する と、 それを [SQL スク リ プ

ト ] ビ ュー内から編集できます。 ただ し、 一部の状況において、 デザイ ン時と実行時に文字化けが発生する こ と

があ り ま し た。 InstallShield が ANSI に変換する こ と を許可し なかった場合、 そのフ ァ イルは Unicode BOM エン

コー ドのまま と な り ま し た。 このエン コー ド を使う と、 イ ンス ト ールは実行時にターゲッ ト  システムのコー ド 

ページ と一致し ない言語の文字列を正し く 使用し ますが、 InstallShield 内部からスク リ プ ト を参照または編集する

こ とができませんで し た。

さ らに以前、 InstallShield は UTF-8  BOM エン コー ド を使用する SQL スク リ プ ト を適切にサポー ト し ませんで し

た。 このエン コー ド タ イプを使用する SQL スク リ プ ト をプロジ ェ ク ト に追加し て、 スク リ プ ト に開発システムの

コー ド ページ と一致し ない言語の文字列が含まれていた場合、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 そのフ ァ イルを 

ANSI エン コー ド と し て処理するために、 文字化けが発生する こ とがあ り ま し た。 また、 実行時に SQL スク リ プ ト

が実行される と、 文字化けが発生し ま し た。 バイ ト  オーダー マーク も文字化けし て表示されま し た。

[SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内から新しい SQL スク リ プ ト を作成する と、 InstallShield はそのフ ァ イルに Unicode 

BOM エン コー ド を使用し ます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで ANSI または UTF-8 BOM エン コー ド を使用し たい場

合、 別のツールを使って適切なエン コー ド を用いて .sql フ ァ イルを作成し てから、 プロジ ェ ク ト の [SQL スク リ プ

ト ] ビ ューにそのスク リ プ ト を イ ンポー ト または挿入する こ と をお勧めし ます。
164 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

SQL Server 2008 Express SP1 および Adobe Reader 9 のための定義済みシステム検索

InstallShield に新しい定義済みシステム検索が追加されま し た : 

• SQL Server 2008 Express SP1

• Adobe Reader 9

イ ンス ト ールでこれらの 1 つまたは両方が必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

の [ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン

ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど

うかを確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ

セージが表示されます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

64 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アク シ ョ ンのサポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 64 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンをサポー ト し ます。 プロジ ェ ク ト でマ

ネージコー ド カス タム アクシ ョ ンを含むリ リースをビルド する と き、 InstallShield はカス タム アクシ ョ ン と関連

付けられた メ イ ンの .NET アセンブ リのターゲッ ト  アーキテ クチャ (32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ) を判別し よ う と

し ます。 InstallShield は、 実行時にマネージ コー ド を実行する と きに .NET Framework の適切なバージ ョ ン (32 ビ ッ

ト または 64 ビ ッ ト ) が使用されるよ う に リ リースを構成し ます。

新しいデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド するには、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使って、 次のフ ィ ールド

を含む新しいレ コー ド を ISClrWrap テーブルに追加し ます。

• Action_ — 変更するマネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの名前を示し ます。

• Name — 次を入力し ます : 

• Value — 適切なアーキテ クチャ を指定し ます。 .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用するには、 次を

入力し ます :x86 

.NET Framework の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用するには、 次を入力し ます :x64 

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「32 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ン と 64 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アク

シ ョ ンの違い」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop のサポー ト

InstallShield は今回よ り、 64 ビ ッ ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop をサポー ト し ます。 64 ビ ッ ト  システム上

で InstallShield を使用し ている場合、 InstallShield の [ ツール ] メ ニューにある [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスでは、 今回よ り、 .NET Framework に含まれている Regasm.exe および 

InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場所と し て、 32 ビ ッ ト  と 64 ビ ッ ト の 2 つのパスを指定できます。 InstallShield は、

.NET Installer ク ラス と COM Interop を含むリ リースで、 ビルド時に指定されたパスを使用し ます。

ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンから ビルド し ている場合に、 既存の -t パラ メ ーターを使って .NET 

Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのパスを指定する と、 ISCmdBld.exe は今回よ り、 適切な場合に Regasm.exe お

よび InstallUtilLib.dll の 64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド し ている場合に、 InstallShield タ スクで既存の 

DotNetUtilPath パラ メ ーターを使って .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのパスを指定する と、 ビルドは今

回よ り、 適切な場合に Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の 64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• [.NET] タ ブ ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス )

• ISCmdBld.exe

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

.NET Framework 4 を ターゲ ッ ト にする DLL で InstallScript 関数 DotNetCoCreateObject またはマネージ 
コー ド カス タム アク シ ョ ンの使用をサポー ト

Visual Studio 2010 で作成し た DLL が .NET Framework 4 を使用する場合に、InstallScript 関数 DotNetCoCreateObject 

を使って、 この DLL で関数を呼び出すこ とができます。 以前、 DLL が .NET Framework の以前のバージ ョ ンを使用

し たと きにはイ ンス ト ールはク ラ ッ シュ し ませんで し たが、 バージ ョ ン 4 を使用し た と きに、 イ ンス ト ールがク

ラ ッ シュ し ま し た。 この機能は、次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます : この機能は InstallScript と InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。 またこの機能は、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI および

マージ モジュール プロジ ェ ク ト でも使用できます。

さ らに、 今回よ り、 マネージコー ド カス タム アクシ ョ ンで同じ よ う な DLL フ ァ イルを使用できます。 以前は、

イ ンス ト ールに .NET Framework のバージ ョ ン 4 を使用する DLL のマネージコー ド カス タム アクシ ョ ンが含まれ

ている場合、 ク ラ ッ シュが起こ り ま し た。 この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• DotNetCoCreateObject

• 32 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ン と 64 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンの違い

リ リースのパス変数の値をオーバーラ イ ド する機能

InstallShield では今回よ り、 プロジ ェ ク ト 内の各リ リースでプロジ ェ ク ト のカス タムパス変数 ( 標準パス変数、 環

境パス変数、 およびレジス ト リ パス変数 ) の値をオーバーラ イ ド する こ とができます。 この機能を使って、 ビル

ド する特定のリ リースご とに、 ビルド時にプロジ ェ ク ト 内の特定のフ ァ イルと フ ォルダーを別のフ ァ イルと フ ォ

ルダーに置換する こ とができます。

たと えば、 この機能を使ってカス タム アクシ ョ ンのバイナ リ フ ァ イルを入れ替える こ とができます。 個別の 32 

ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム用に個別のリ リースを作成し た場合、 カス タム アクシ ョ ンに選択され

た DLL を参照するパス変数をオーバーラ イ ド する こ とができます。 これによ って、 InstallShield が 32 ビ ッ ト  リ

リースには 32 ビ ッ ト  DLL を、 また 64 ビ ッ ト  リ リースには 64 ビ ッ ト  DLL を含みます。 イ ンス ト ールがイ ンス

ト ール処理を行っている フ ァ イルを入れ替えるのにパス変数のオーバーラ イ ド を行う こ とはお勧めできません。

これは、 フ ァ イルの 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン と 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンに個別のコ ンポーネン ト を使用し な く てはなら

ないためです。

プロジ ェ ク ト で 1 つ以上のパス変数をオーバーラ イ ド する場合、 [ リ リース ] ビ ュー内のリ リースの [ ビルド ] タ

ブに追加された " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 新しい " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定と、 

IsCmdBld.exe または MSBuild で -l パラ メ ーターを使ってパス変数をオーバーラ イ ド し た場合、 コ マン ド ラ イ ンま

たは MSBuild 値がリ リース設定で指定された値よ り も優先し ます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 この新しい設定のサポー ト が含まれています。 ISWiRelease オブジ ェ ク

ト には、 リ リースに含まれるプロジ ェ ク ト のユーザー定義のパス変数、 環境変数、 およびレジス ト リ変数の値を

オーバーラ イ ド できる、 新しい PathVariableOverrides プロパテ ィ が含まれています。
166 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する

• " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定 

• [ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クス

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を構成する機能

[IIS 構成 ] ビ ューに新し く 追加された "MIME の種類 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる Web サイ ト 、 アプ

リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を構成できます。 この設定を使って、 ターゲッ ト  システ

ム上の Web サーバーから ブ ラウザーまたはメ ール ク ラ イアン ト に送信できる コ ンテンツの種類を指定できます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Web サイ ト における MIME の種類設定 

• アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における MIME の種類設定 

既存の IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールを上書きする、 またはそれが既存し ない場合のみ作成する機能

[IIS 構成 ]  ビ ューに、 新しい " 既存のアプ リ ケーシ ョ ン プールを上書きする " 設定が追加されま し た。 この設定

は、 [IIS 構成 ] ビ ューでアプ リ ケーシ ョ ン プールを選択し た と きに、 右側のペイ ンに表示されます。 この設定を

使って、 実行時にターゲッ ト  システム上に既に選択されたアプ リ ケーシ ョ ン プールが存在する場合に起こ る動作

を指定できます。 イ ンス ト ールによ って、 ターゲッ ト  システム上のアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定を上書きする

か、 アプ リ ケーシ ョ ン プールをそのまま存続させる こ とができます。 この設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] で、 実

行時に既存のアプ リ ケーシ ョ ン プールが上書き されます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

詳細については、 アプ リ ケーシ ョ ン プールの 「既存のアプ リ ケーシ ョ ン プールを上書きする」 に記述されている

説明を参照し て く だ さい。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における新しいビルボー ド ス タ イル

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には、 進行状況ダイアログの進行状況バーの上に表示されるビル

ボー ドの新しいス タ イルがサポー ト されています。 このビルボー ド ス タ イルは、 イ メ ージ フ ァ イル (.bmp, .gif, .jpg, 

and .jpeg) だけでな く 、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) もサポー ト し ます。

プロジ ェ ク ト に Flash フ ァ イルと イ メ ージ フ ァ イルの両方が含まれていてる と き、 ターゲッ ト  システムに Adobe 

Flash Player がイ ンス ト ールされていない場合、 イ ンス ト ールはこれを検出し て Flash ビルボー ドの代わり にイ

メ ージ ビルボー ド を表示し ます。

以前、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できる唯一のビルボー ド サポー ト では、 背景ウ ィ

ン ド ウを使用する必要があ り ま し た。 新しいビルボー ド ス タ イルで、 背景ウ ィ ン ド ウは不要です。

新しいビルボー ド ス タ イルをプロジ ェ ク ト に追加するには、 [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューを使って、

プロジ ェ ク ト にビルボー ド フ ァ イルを追加し ます。 実行時に、 この新しいス タ イルのビルボー ド を表示するには、

新しい STATUSBBRD 定数を Enable 関数と一緒に使います。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
新しいス タ イルのビルボー ドは、 スキン ダイアログを使用するプロジ ェ ク ト では使用できません。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

• InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス タ イルおよびフ ァ イルの種類

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でコー ド を追加または変更し てビルボー ド を表示する

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を追

加する

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの名前

基本の MSI プロジ ェ ク ト における イ メ ージ ビルボー ドのループ サポー ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト の [ ビルボー ド ] ビ ューに新し く 追加された " ビルボー ドのループ " 設定を使って、 イ

ンス ト ールがフ ァ イルの転送を完了するまでイ メ ージ ビルボー ド を継続し てループ表示し てから適切な 

SetupComplete ダイアログを表示するかど うかを指定できます。

この設定で [ はい ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イルの転送に時間がかかった場合、 イ ン

ス ト ールは最初のビルボー ドから再び表示し ます。 必要な場合、 ループはフ ァ イルの転送が終了するまで継続し

ます。 この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。 これは、 InstallShield の以前のバージ ョ ンの動作と同じ です。

以前は、 ビルボー ド に割り当てられた時間よ り も フ ァ イルの転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イ

ル転送が終了するまで最後のビルボー ド を表示し続け、 ビルボー ド をループ し ませんで し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ビルボー ド を含む基本の MSI イ ンス ト ールにおける実行時の動作

• ビルボー ド設定

Windows Installer 5 における Windows サービスのア クセス許可の構成サポー ト

InstallShield は今回よ り、 Windows サービスのアクセス許可の構成をサポー ト し ます。 このサポー ト は Windows 

Installer 5 で提供されている MsiLockPermissionsEx テーブルを使用し ます。 Windows Installer 5 は、 新しいサービス

のアクセス許可の設定をサポー ト し ます。 以前の Windows Installer は、 これらの設定を無視し ます。

新しいサービスのアクセス許可設定を構成するには、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域にある [ サービス ] ノ ー ド

を使用し ます。 [ サービス ] ノ ー ド で、 プロジ ェ ク ト に新しいサービスを追加し ます。 [ サービス ] ノ ー ドの下に

あるサブ ノ ー ド を選択する と、 右側のペイ ンでそのサービスの新しいアクセス許可と関連設定を構成できます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ

テ ィ 保護

• サービスの設定
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallScript プロジ ェ ク ト のダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの構成におけるオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター
フ ェ イス サポー ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト および 

ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ンに、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク サポー ト が追加されま し た。 さ らに今回

よ り、 InstallScript プロジ ェ ク ト で ISWiComponent オブジ ェ ク ト の 2 つのメ ソ ッ ド と プロパテ ィ を使用できます : 

AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ドは、 コ ンポーネン ト に新しいダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加し、

RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ドは、 コ ンポーネン ト のダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を削除し、

ISWiDynamicFileLinkings プロパテ ィ は、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのコ ンポーネン ト のコ レ ク シ ョ ンを取得し

ます。 ISWiFile オブジ ェ ク ト の DynamicFile 読み取り専用プロパテ ィ を InstallScript プロジ ェ ク ト でも使用できるよ

う にな り ま し た : このプロパテ ィ を使って、 フ ァ イルのソースがコ ンポーネン ト にダイナ ミ ッ クに リ ン ク されてい

るか、 ス タ テ ィ ッ クに リ ン ク されているかを判別し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト

• ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ン

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

• RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

• ISWiFile オブジ ェ ク ト

新しい FlexNet Connect 12.01 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 12.01 をサポー ト

し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 12.01 マージ モジュール (Common 

Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らかを含みま

す。

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

InstallShield の Unicode ビ ュー

InstallShield のい く つかのビ ューと領域は、 すべての言語からの文字を表示および入力できるよ う に強化されてい

ます。 たと えば、 今回よ り、 英語版のコ ンピ ュータ上で [ システム検索 ] ビ ューにおいてシステム検索を構成する

と きに、 フ ァ イル名、 パス、 レジス ト リ エン ト リ に中国語の文字を使用できます。 以前、 InstallShield のこれらの

領域で表示される文字は疑問符と し て表示されま し た。

InstallShield で Unicode サポー ト が強化された領域は、 [ システム検索 ] ビ ュー、 および [ リ リース ] ビ ュー内のリ

リースの [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブ、 および [ リ リース ] ビ ュー内のリ リースに表示される タ ブです。 InstallShield 

2010 よ り、 その他の多 く のビ ューで Unicode がサポー ト されています。

[ システム検索 ] ビ ューの強化は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM 

データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ リ リース ] ビ ュー内のリ リースのタ ブにおける強化は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript 

オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ リ リース ] ビ ューの [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブの強化は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallShield MSI Diff を使用中にログフ ァ イルを生成するためのコマン ド ラ イ ン サポー ト

InstallShield MSI Diff には、 新し く  /out コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが含まれています。 InstallShield MSI Diff を実

行中に、 コマン ド ラ イ ンから この新しいパラ メ ーターを使って、 2 つの .msi、 .msm、 または .pcp フ ァ イル間の差

分を確認し た り、 ト ラ ンスフ ォーム (.mst) またはパッ チ フ ァ イル (.msp) によ って Windows Installer データベース

に適用される変更点を表示するログ フ ァ イルを生成できます。 また、 このツールを コマン ド ラ イ ンから使用し て、

バイナ リ形式で保存されている 2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .ise) 間の違いを識別するロ

グ フ ァ イルを生成する こ と もできます。

詳細については、 「InstallShield MSI Diff を コマン ド ラ イ ンから実行し て、 差分のログ フ ァ イルを生成する」 を参照

し て く ださい。

Microsoft SQL Server のローカル イ ンス タ ンスを 64 ビ ッ ト  システムで リ ス ト するサポー ト

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に SQL サポー ト を追加し てから、 そのイ ンス ト ー

ルを 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する と、 SQL 関連のビル ト イ ン ラ ン タ イム ダイアログは、 今回よ り、

32 ビ ッ ト の SQL Server のローカル イ ンス タ ンス、 32 ビ ッ ト の SQL Server のネ ッ ト ワーク イ ンス タ ンス、 およ

び 64 ビ ッ ト の SQL Server のネ ッ ト ワーク イ ンス タ ンスだけでな く 、 64 ビ ッ ト の SQL Server のローカル イ ンス

タ ンスも リ ス ト し ます。 以前は、 イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行された場合、 SQL 関連の

ビル ト イ ン ラ ン タ イム ダイアログは 64 ビ ッ ト の SQL Server のローカル イ ンス タ ンスを リ ス ト せず、 32 ビ ッ ト

のローカル イ ンス タ ンス、 32 ビ ッ ト のネ ッ ト ワーク イ ンス タ ンス、 および 64 ビ ッ ト のネ ッ ト ワーク イ ンス タ ン

スのみがリ ス ト されま し た。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で利用できます。

64 ビ ッ ト  レジス ト リの変更についての InstallScript ログ記録と アン イ ンス ト ール

今回よ り、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ールが行われる と き

に、 デフ ォル ト で InstallScript エンジンがレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分に行われる変更をログ記録し ます。 さ らに、

InstallScript エンジンによ ってログ記録された 64 ビ ッ ト  レジス ト リの変更が、 今回よ り、 アン イ ンス ト ール中に

アン イ ンス ト ールされます。

以前、InstallScript エンジンがイ ンス ト ール中にレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分に変更を加えた場合、 これらの変更は 

64 ビ ッ ト 特定の変更と し てログ記録されませんで し た。 そのためアン イ ンス ト ール中に削除も行われませんで し

た。

Microsoft SQL Server Management Studio のサポー ト

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでは、 今回よ り、 Microsoft SQL Server Management Studio がサポー ト されています。 プ

ロジ ェ ク ト 内の SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを SQL Server Management Studio で開 く には、 [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで SQL スク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから、 [Microsoft SQL Server Management Studio でスク リ プ ト を開 く ] 

を ク リ ッ ク し ます。 この新しいコマン ドは、 同じ コ ンテキス ト  メ ニューにあった [Microsoft Query Analyzer でスク

リ プ ト を開 く ] の代わり と な り ます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で利用できます。

Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト から プロジ ェ ク ト 出力を追加するサポー ト

Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン と、InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を

作成し た場合に、 Visual Studio 内部から InstallShield を使用し ている と き、 今回よ り、 Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ

ク ト のプロジ ェ ク ト 出力を InstallShield プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
テキス ト  フ ァ イルの変更を構成する と きに Windows Installer プロパテ ィ を選択できる機能

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ュー内の 2 つの設定について、 テキス ト  フ ァ イルのコ ンテンツにおける検索置換

動作をよ り簡単に構成できるよ う に強化されています。 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで置換ノ ー ド を選択す

る と右側のペイ ンに表示される " 検索する文字列 " 設定と " 置換後の文字列 " 設定では、 今回よ り、 リ ス ト から 

Windows Installer プロパテ ィ を選択するか、 文字列を入力する こ とができます。 このリ ス ト には、 プロジ ェ ク ト の 

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで使用可能なすべてのプロパテ ィ が含まれています。 以前、 これらの設定では

手動で文字列またはプロパテ ィ を入力できま し たが、 プロパテ ィ のリ ス ト は表示されませんで し た。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

IISROOTFOLDER で環境変数パスを解決する InstallScript テキス ト 置換の強化

InstallScript イ ンス ト ールには、 IIS PathWWWRoot レジス ト リ値に環境変数が含まれている場合に、 IIS データ を 

IISROOTFOLDER にイ ンス ト ールするためのサポー ト が追加されま し た。 以前、 IIS サポー ト を含む InstallScript イ

ンス ト ールで IISROOTFOLDER 変数のテキス ト 置換が行われた場合、 Windows Server 208 以降のシステム上では、

IISROOTFOLDER の環境変数部分が解決されませんで し た。 コ ンポーネン ト が IISROOTFOLDER にイ ンス ト ールさ

れるよ う に構成されている場合、 未解決のパスが無効であるためにイ ンス ト ールが失敗し ま し た。

Update.exe マニフ ェ ス ト に必要実行レベルを指定する機能

" 必要実行レベル " 設定は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューにあ

るパッ チの構成の [ 詳細 ] タ ブで設定できます。 また、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの [

ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブで設定できます。

これらの新しい設定を使って、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上で Update.exe フ ァ イルがア ッ プグレー ド

を実行するために必要とする最低実行レベルを指定し ます。 InstallShield が、 必要レベルを指定するマニフ ェ ス ト

を追加し ます。 デフ ォル ト で、 InstallShield は以前のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのマニフ ェ ス ト で構成されたレベル

を使用し ます。

以前、 " 必要実行レベル " 設定は Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーでのみ使用できま し た。 Update.exe パッ チを

作成する と き、 InstallShield は以前のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのマニフ ェ ス ト で構成された実行レベルを必要と し

ま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• [ 詳細 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー )

• [ 詳細 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

非圧縮 .cab フ ァ イルの作成機能

[ リ リース ] ビ ューで選択された リ リースの [ ビルド ] タ ブに、 新しい "Cab の最適化タ イプ " 設定が追加されま

し た。 " 圧縮 " 設定で [ 圧縮 ] またはカス タム オプシ ョ ンの 1 つを選択し た場合、 "Cab 最適化タ イプ " 設定を

使って、 リ リースの .cab フ ァ イルをビルド する と きに InstallShield が使用する圧縮の種類を指定し ます。 使用可能

なオプシ ョ ンには、 [LZX 圧縮 ]、 [MSZIP 圧縮 ]、 または [ 非圧縮 ] があ り ます。

"Cab の最適化タ イプ " 設定は、 これまでの " サイズの最適化 " 設定に取って代わり ます。 " サイズの最適化 " 設

定は、 LZX 圧縮と MSZIP 圧縮のみをサポー ト し、 非圧縮オプシ ョ ンは提供されていませんで し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 この新しい設定のサポー ト が含まれています。 ISWiRelease object オブ

ジ ェ ク ト には、 新し く  CabCompressionType プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ を使って、 オー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを通し て リ リースをビルド する と きに、 3 つの圧縮オプシ ョ ンの中から 1 つを指定でき

ます。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
詳細については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターにおける定義済みオペレーテ ィ ング システム条件のリ ス ト 拡張

InstallShield 前提条件エデ ィ ターを使って InstallShield 前提条件の設定を追加または変更する と きに表示される [ 前

提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスに、 Windows Server 2008 R2 用の定義済みオペレーテ ィ ング システム条件が追

加されま し た。 一部の Windows 7 オプシ ョ ンは、 ワークステーシ ョ ンのバージ ョ ン、 サーバーのバージ ョ ン、 ま

たはいずれかのバージ ョ ンをチ ェ ッ クするため、 どの Windows バージ ョ ンが選択されているかをよ り明確に示す

よ う に、 これらのオプシ ョ ンの名前が変更されま し た。 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 Windows 

Server 2008 R2 ではな く  Windows 7 のみをチ ェ ッ クする新しいオプシ ョ ン も追加されま し た。 これらの変更によ っ

て、 任意の InstallShield 前提条件について、 よ り ターゲッ ト を絞ったオペレーテ ィ ング システム条件を素早 く 定義

する こ とができます。

InstallShield 前提条件は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加できます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューと [ 前提条件 ] ビ ューの新しい [ 更新 ] ボタ ン

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト ) および [

前提条件 ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト ) に表示される再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を更新するための、 新し

い [ 更新 ] ボタ ンが追加されま し た。 以前は、 InstallShield でいずれかのビ ューが開かれている状態でコ ンピ ュー

タに再配布可能フ ァ イルを追加し た と き、 更新済みのリ ス ト を表示するためには、 プロジ ェ ク ト を一度閉じ てか

ら再び開 く 必要があ り ま し た。

この強化は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト で使用できます。

IUSR ユーザー アカウン ト のアクセス許可設定におけるサポー ト

InstallShield は、 よ く 知られるユーザー アカウン ト  IUSR のフ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーの保護

をサポー ト し ます。

プロジ ェ ク ト でアクセス許可の構成にカス タム InstallShield 処理を使用する場合、 [ アクセス許可 ] ダイアログ 

ボ ッ クスの [ ユーザー ] リ ス ト に新しい [IUSR] オプシ ョ ンが追加されています。 カス タム InstallShield 処理を使う

場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定でこのオプシ ョ ンを選択し ます。 この機能は、 基本

の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

InstallScript 関数 SetObjectPermissions を使ってアクセス許可を設定する場合、 今回よ り、 szUser パラ メ ーターで 

IUSR を渡すこ とができます。 この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の 

InstallScript イベン ト で使用できます。 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュールプロジ ェ ク ト では、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使って、 この関数を使用する こ とができます。

SetObjectPermissions 関数の新しい IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS 定数

InstallScript 関数 SetObjectPermissions と使用できる、 IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS 定数が追加され

ま し た。 SetObjectPermissions の nOptions パラ メ ータ で、 数値 0 の代わり にこの定数を渡し て、 設定されている

許可が特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーへのアクセスを可能とする こ と を示し ます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript イベン ト で使用できま

す。 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュールプロジ ェ ク ト では、 InstallScript カス タム アクシ ョ ン

を使って、 この関数を使用する こ とができます。

詳細については、 「SetObjectPermissions」 を参照し て く だ さい。
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DialogSetInfo 関数の新しい定数

nInfoType パラ メ ーターに DLG_INFO_ALTIMAGE を使用する と きに、 InstallScript 関数 DialogSetInfo の nParameter 

パラ メ ーターで 2 つの定数を利用できます :

• DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP — このていす うは、 szInfoString で示されたビ ッ ト マ ッ プを、 次に続 く ダイ

アログに使用する こ と を指定し ます。 このビ ッ ト マ ッ プを使用する前に、 イ ンス ト ールはそのビ ッ ト マ ッ プ

の存在を確認し ます。 そのビ ッ ト マ ッ プが存在し ない場合、 関数はビ ッ ト マ ッ プが見つからなかったこ と を

示すエラーを返し ます。

• DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE — この定数は、 そのダイアログが、 デフ ォル ト のビ ッ ト マ ッ プを表示す

る こ と を指定し ます。 この定数は、 値 - 1 の代替と し て使用できます。 この定数を使用する と、 イ ンス ト ール

はビ ッ ト マ ッ プの存在を確認し ません。

nParameter パラ メ ーターで TRUE を渡すと、 イ ンス ト ールはビ ッ ト マ ッ プの存在を確認し ません。 この状況で

ビ ッ ト マ ッ プが存在し ない場合、 関数はエラーを返し ます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript イベン ト で使用できま

す。

詳細については、 「DialogSetInfo」 を参照し て く だ さい。

.NET Framework 4.0 サポー ト の強化

新しい FOLDER_DOTNET_40 InstallScript 変数が、 追加されま し た。 この変数は、 .NET Framework 4.0 フ ァ イルのパ

スを格納し ます。

Is 関数と使用するための 2 つの新しい定数が追加されま し た :

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_CLIENT

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_FULL

各パッ チ構成の出力場所とキャ ッ シュにおけるパス変数のサポー ト

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで選択されたパッ チの構成の [ 共通 ] タ ブには、 適切なフ ォルダを参照できる 2 つの

設定 (" パッ チ出力の場所 " および " パッ チ作成キャ ッ シュ ") があ り ます。 InstallShield では、 フ ォルダに絶対パ

スの代わり にパス変数を使用できるよ う にな り ま し た。 このサポー ト によ って、 異なるデ ィ レ ク ト リ構造を使用

するビルド および開発マシンで リ リースをビルド し易 く な り ます。

このサポー ト は、 開発システム上で InstallShield がパス変数を使用するよ う に構成されている場合に活用できま

す。 ( つま り、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変数 ] タ ブで、 パス変数のサポー ト を許可するよ う に

設定する必要があ り ます。 )InstallShield で絶対パスを使用するよ う に構成し た場合、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー

にはフ ォルダへの絶対パスが表示されます。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

InstallScript 関数 ServiceExistsService および ServiceGetServiceState は昇格された権限を必要と し ませ
ん

今後、 InstallScript 関数 ServiceExistsService および ServiceGetServiceState は昇格された権限を必要と し ません。

し たがって、 基本の MSI イ ンス ト ールの [ イ ンス ト ール ] - UI シーケンスなどで、 エン ド ユーザーが制限された

権限を持つ場合でも、 イ ンス ト ールでこれらの関数を呼び出すこ とができます。
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重要な情報

InstallShield の複数エデ ィ シ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2016 の Premier、 Professional、 または Express は、 同時に同じ システム上に 1 つのエデ ィ シ ョ ンのみ

を イ ンス ト ールできます。

InstallShield の複数バージ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2016 は、 同じ マシン上で別のバージ ョ ンの InstallShield と共存する こ とができます。

InstallShield 2016 Standalone Build は、 同じ マシン上で別のバージ ョ ンの Standalone Build と共存する こ とができま

す。 ほとんどの場合、 InstallShield がイ ンス ト ールされているマシン上に Standalone Build がイ ンス ト ールされる こ

とはあ り ません。 両方を同じ マシン上にイ ンス ト ールし てオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し たい場合

は、 登録およびアン イ ンス ト ール時の特別考慮について記載されている 「Standalone Build と InstallShield を同一の

マシン上にイ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

InstallShield と Visual Studio との統合

Microsoft Visual Studio の統合は 1 度に InstallShield の １  バージ ョ ン とのみ可能です。 システムで最後にイ ンス

ト ールまたは修復された InstallShield のバージ ョ ンが Visual Studio の統合に使用されます。

InstallShield 2010 Expansion Pack for Visual Studio 2010 の
新しい機能

InstallShield 2010 Expansion Pack for Visual Studio 2010 は、 Visual Studio 2010 および .NET Framework 4 の最終版を

サポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。

Microsoft .NET Framework 4 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET 

関連の新しい 4 つの InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full (Web ダウンロー ド )

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client (Web ダウンロー ド )

これらの前提条件ついて以下の点にご注意 く だ さい :

• 完全版の前提条件は、 .NET Framework 4 を ターゲッ ト にするアプ リ ケーシ ョ ンを実行および開発するのに必

要な .NET Framework ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• ク ラ イアン ト 前提条件は、 ほとんどのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な .NET Framework 

ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• 2 つの Web ダウンロー ド前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト への接続が必要です。 これらの前提条件のダウン

ロー ド には、 適切な場合、 再配布可能フ ァ イルが必要です。 その他 2 つの前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への

接続が不要なス タ ン ド アロン イ ンス ト ールです。

.NET Framework 4.0 には、 Windows Installer 3.1 以降、 および Windows Imaging Component が必要です。 し たがって、

.NET Framework 4.0 Full 前提条件は、 以下の InstallShield 前提条件を依存関係と し ます :
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• Windows Installer 3.1 (x86)

• Windows Imaging Component (x86)

• Windows Server 2003 SP1 (x86) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Imaging Component (x64)

• Windows Server 2003 SP1 (IA64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Server 2003 SP1 (x64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows XP (x64) 用 Microsoft Windows Installer 3.1

また、 .NET Framework 4.0 Client 前提条件は、 以下の InstallShield 前提条件を依存関係と し ます :

• Windows Installer 3.1 (x86)

• Windows Imaging Component (x86)

• Windows Server 2003 SP1 (x86) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Imaging Component (x64)

• Windows Server 2003 SP1 (x64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows XP (x64) 用 Microsoft Windows Installer 3.1

し たがって、 任意の .NET Framework 4.0 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield はデフ ォル ト で 

Windows Installer と Windows Imaging Component の前提条件をを イ ンス ト ールに追加し ます。 このため、 イ ンス

ト ールのサイズが大き く なる こ とがあ り ます。 一部の状況において、 InstallShield 前提条件エデ ィ ター (InstallShield 

Premier および Professional Edition で提供されています ) を使って .NET Framework 4 前提条件から一部の依存関係

を削除する必要があ り ます。 た と えば、 製品が Windows Vista 以降または Windows 　 Server 2008 以降を必要とする

場合は、 以前のバージ ョ ンの Windows を ターゲ ッ ト とする Windows Installer 3.1 の依存関係を削除する必要がある

かも しれません。

 Visual Studio 2010 サポー ト のための追加前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる、 以下

の新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft VSTO 2010 Runtime

• FSharp Redistributable Package 2.0

• Microsoft Office 2007 PIA ( この前提条件は Microsoft Office 2007 Primary Interop Assemblies を イ ンス ト ールし ま

す。 この前提条件を使用するには、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト から PrimaryInteropAssembly.exe フ ァ イルを

ダウンロー ド および実行し て o2007pia.msi フ ァ イルを抽出し ます。 ) システム上の .msi パッ ケージの場所に

よ って、 .prq フ ァ イル内の o2007pia.msi イ ンス ト ールのパスを変更し な く てはならない場合があり ます。 )

.NET Framework 4 用の定義済みシステム検索

InstallShield に 2 つの新しい定義済みシステム検索が追加されま し た : 

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full パッ ケージ
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• Microsoft .NET Framework 4.0 Client パッ ケージ

イ ンス ト ールでこれらのいずれかが必要な場合、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページまた

は [ システム検索 ] ビ ューを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2010 SP1 の新しい機能
InstallShield 2010 Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 7、 Windows Server 2008 R2、 および Windows Installer 4.5 の最

終版をサポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。

重要 • InstallShield 2010 SP1 で InstallShield 2010 を開 く と き、 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2010 SP1 にア ッ プグ

レー ド する こ と を許可する必要があ り ます。 InstallShield 2010 SP1 では、 InstallShield 2010 プロジ ェ ク ト で使用で

きないテーブルをサポー ト するため、 ア ッ プグレー ド中にこれらのテーブルを追加し な く てはな り ません。

InstallShield 2010 SP1 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield (SP1 を適用する前の InstallShield 2010 を含

む ) で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。 このため、 複数のユーザーが InstallShield プロジ ェ ク ト を開

いて編集する場合、 すべてのユーザーが同時に SP1 パッ チを適用するよ う にし て く だ さい。

 InstallShield 2010 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2010 SP1 で開 く と、 そのプロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ ンに変換す

るかど うかをたずねる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われる前にプロ

ジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。

Setup.exe マニフ ェ ス ト には、Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システム上で 
Program Compatibility Assistant の ト リ ガーを回避するための、 互換性セクシ ョ ンが追
加されま し た。

InstallShield プロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール用のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの作成を構成し た場合、 InstallShield が

セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーに対し て作成するマニフ ェ ス ト には、 今回よ り互換性セクシ ョ ンが含まれます。 以前は、

この互換性セクシ ョ ンが含まれておらず、 Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システム上でイ ンス ト ールの

終了時に Program Compatibility Assistant (PCA) ダイアログ ボ ッ クスが表示されま し た。 この PCA ダイアログ ボ ッ

クスは、 プログラムが正し く イ ンス ト ールされなかった可能性がある こ と を通知し ま し た。 このダイアログ ボ ッ

クスは、 イ ンス ト ールがアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール キーを作成し なかった場合に表示されま し た。 こ

の状況は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 またはイ ンス ト ールが正し く 完了し なかった

場合に発生し ます。

App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの作成と App-V パッ ケージの圧縮サポー ト

InstallShield は、 今回よ り App-V ア ッ プグレー ドの作成をサポー ト し ます。 Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ パッ

ケージ情報 ] ページに、 新しい [ ア ッ プグレー ドの設定 ] リ ン クが追加されま し た。 このリ ン ク を ク リ ッ ク し て、

ア ッ プグレー ド を作成するかど うかを指定し ます。 ア ッ プグレー ド を作成する と指定し た場合、 App-V パッ ケー

ジのフ ァ イル名の後にバージ ョ ン番号を付加するかど うかなど、 追加の情報を指定する こ とができます。 デフ ォ

ル ト では、 App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドは作成されません。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ ビルド オプシ ョ ン ] ページには、 App-V パッ ケージ内のデータ フ ァ イルの圧縮

を使用するかど うかを指定できる新しい設定が追加されま し た。 この設定に [ はい ] を選択する と、 InstallShield 

は App-V パッ ケージに zlib 圧縮を使用し ます。
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App-V のア ッ プグレー ド および圧縮機能は、 基本の MSI と MSI データベース プロジ ェ ク ト タ イプで使用できま

す。

Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ッ プグレー ド パッ ケージ情報を指定する

• App-V パッ ケージ内のデータ フ ァ イルを圧縮するかど うかを指定する

Windows サービス用の新しいカス タ マイズ オプシ ョ ンの構成機能およびその他の
サービス関連の強化機能における Windows Installer 5 サポー ト

InstallShield は今回よ り、 Windows サービスに対する拡張カス タ マイズ オプシ ョ ンの構成をサポー ト し ます。 カス

タ マイズ オプシ ョ ンには、 システム起動時のパフ ォーマンスを向上させる新しい遅延自動開始機能、 強化された

エラー検出機能、 およびシステムの信頼性を向上させる回復オプシ ョ ンなどがあり ます。 Windows Installer 5 は、

これらの新しいオプシ ョ ンをサポー ト し ますが、 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこれら を無視し ます。

新しいサービス関連の設定を構成するには、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場

合 ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域にある [ サービス ] ノ ー ド を使用し

ます。 [ サービス ] ノ ー ド で、 コ ンポーネン ト のサービスはすべて、 サービス名ご とにグループに分けて リ ス ト さ

れています。 また、 以前から利用可能なサービス関連の設定は、 今回よ り新しい設定と共に同じグリ ッ ド に統合

されています。 InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 これらの以前から利用可能なサービス関連の設定は [NT 

サービスのイ ンス ト ール ] ノ ー ド と [NT サービスのコ ン ト ロール ] ノ ー ドのサブビ ューに分けて表示されま し た。

統合された設定グ リ ッ ド を使って、 イ ンス ト ール中、 またはアン イ ンス ト ール中に新しい、 または既存のサービ

スを イ ンス ト ール、 構成、 開始、 停止、 または削除する コ ンポーネン ト を簡単に作成する こ とができます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成

• サービスの設定

Windows 7 ロゴ プログラムの検証

InstallShield では、 新しい 2 つの検証スイー ト  (InstallShield 検証スイー ト  - Windows 7 および InstallShield マージ モ

ジュール検証スイー ト  -  Windows 7) が提供されています。 これらの検証スイー ト を使って、 Windows Installer ベー

スのイ ンス ト ール、 またはマージ モジュールが Windows 7 ロゴ プログラムに対応する イ ンス ト ール要件を満たす

かど うかを検証する こ とができます。 Windows 7 ロゴを使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールがプログ

ラムの要件を満た し ている必要があ り ます。

InstallShield を使って、 リ リースが正し く ビルド されるたびに、 これらの検証スイー ト を実行するよ う に構成する

場合 : [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 [ 検証 ] タ ブで、 適切なチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

ビルド処理とは別に検証を行う場合 : [ ビルド ] メ ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し て、 適切な新しいスイー ト を

選択し ます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト に Windows シ ェル プロパテ ィ を設定する Windows Installer 5 サポー ト

InstallShield の [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでは、 実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以上のシ ョ ー ト

カ ッ ト  プロパテ ィ を指定できます。 たと えば、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 そのシ ョ ー ト

カ ッ ト の [ ス ター ト ] メ ニュー エン ト リ を新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う にする場合、

シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ を設定できます。 このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属

的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト で使用する と便利です。

Windows Installer 5 では、 シ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ の設定がサポー ト されています。以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer は、 これらのプロパテ ィ を無視し ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定する」 を参照し て く ださい。

MsiPrint および MsiLaunchApp コ ン ト ロール イベン ト に関する Windows Installer 5 サ
ポー ト

プロジ ェ ク ト に含まれるダイアログにコ ン ト ロールを追加する と き、 Windows Installer 5 で使用できる新しいイベ

ン ト の 1 つを選択できます :

• MsiPrint — このイベン ト を、 スク ロール可能なテキス ト  コ ン ト ロールを含むダイアログにあるプ ッ シュ ボタ

ン コ ン ト ロールに追加し ます。 エン ド ユーザーがプ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールを ク リ ッ クする と、 スク

ロール可能なテキス ト  コ ン ト ロールの内容が印刷されます。

• MsiLaunchApp — このイベン ト をダイアログに含まれるチ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールに追加し てから、 イ

ベン ト の " 引数 " 設定で起動する フ ァ イルを選択できます。 エン ド ユーザーはチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、

イ ンス ト ールの終わり にフ ァ イルを実行するかど うかを選択できます。 通常このイベンン ト は、

SetupCompleteSuccess ダイアログ上のチ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールと共に使用し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールには、 アン イ ンス ト ール中にコ ン ト ロールが表示されるのを防ぐ条件を含みます。

Windows Installer 5 で、 これらのコ ン ト ロール イベン ト がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer は、 これらのイベン ト を無視し ます。 し たがって、 Windows Installer 4.5 以前が搭載されているシステム上

でイ ンス ト ールを実行する と きに、 これらの新しいイベン ト の 1 つまたは両方を使用する場合、 ダイアログ コ ン

ト ロールに条件を追加する こ と で、 Windows Installer 4.5 以前が搭載されたシステム上でそれらが表示されないよ

う にし ます。

この機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

プロジ ェ ク ト に印刷または起動サポー ト を追加する と きに、 イ ンス ト ールのターゲッ ト  システムに Windows 

Installer 4.5 以前が搭載されている場合、 InstallShield が提供するサポー ト の使用をお勧めし ます。 印刷サポー ト の

追加に関する情報については、 「プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でイ ンス ト ールに使用するダイアログを指定する」 を

参照し て く ださい。 印刷サポー ト の追加に関する情報については、 「[ 印刷 ] ボタ ンをダイアログに追加する」 を

参照し て く ださい。 InstallShield で提供されているサポー ト に、 Windows Installer 5 は不要です。

追加の変更

InstallShield 2010 SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース ノ ー ト は、

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。

InstallShield 2010 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
カス タ マイズされた仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成をサポー ト

InstallShield を使って、 Microsoft App-V フ ォーマ ッ ト でカス タ マイズされた仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成できま

す。 仮想化技術を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを独自の環境に隔離する こ と で、 既存アプ リ ケーシ ョ ン との競合を

回避し た り、 基盤と なるオペレーテ ィ ング システムの変更を避けた りする こ とが可能です。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン層とオペレーテ ィ ング システム層を別々に維持する仮想環境で実行

されます。 各アプ リ ケーシ ョ ンには、 その仮想環境に、 それ自身の構成情報を持ちます。 これによ り、 多数のア

プ リ ケーシ ョ ンは、 競合する こ と な く 、 同一のコ ンピ ュータ で他のアプ リ ケーシ ョ ン とサイ ド バイ サイ ド で実行

が可能にな り ます。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成するには、 基本の MSI および MSI データベース プロジ ェ ク ト で使用できる、 新しい 

Microsoft App-V タ ブを使います。

仮想化サポー ト は、 InstallShield Premier Edition で提供されています。

また、InstallShield には Microsoft App-V 4.5 Desktop Client イ ンス ト ールおよび Microsoft Application Error Reporting 

イ ンス ト ール用の InstallShield 前提条件が含まれています。 Application Error Reporting 前提条件は、 App-V 前提条

件の依存関係です。 これらの InstallShield 前提条件用の再配布可能フ ァ イルは Microsoft から入手し な く てはなら

ないため、 InstallShield 内部からダウンロー ド する こ とはできません。 Microsoft からそれらのフ ァ イルを入手し た

後、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターで前提条件を編集する と きに表示される場所に配置し て く だ さい。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

• 仮想化について

• Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システムを ターゲ ッ ト にできる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 7 または Windows Server 2008 R2 が必要である こ と を指定できます。

また、 これらのオペレーテ ィ ング システムに対する機能条件およびコ ンポーネン ト 条件をビルド する こ とができ

ます。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2 で タ スクバーにイ ンス ト ールの進行状況を表示するサポー ト

Windows 7 と Windows Server 2008 R2 で実行される イ ンス ト ールは、 今回よ り、 フ ァ イル転送中に Windows タ スク

バーに進行状況バーを表示し ます。 この情報は、 InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールに適用し ます。

また、 [ ビルボー ド ] ビ ューで構成されたビルボー ド を表示する基本の MSI イ ンス ト ールにも適用し ます。 進行状

況バーは、 Windows の以前のバージ ョ ンのタ スクバーには表示されません。 また、 セ ッ ト ア ッ プの初期化中、 ま

たは InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール中にも表示されません。

Beta Windows Installer 5 におけるユーザーご と イ ンス ト ールをサポー ト

[ 一般情報 ] ビ ューには、 "[ ユーザーご と ] オプシ ョ ンの表示 " 設定があ り ます。 この設定を使って、 特定の状況

下において ReadyToInstall  ダイアログにエン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法 ( 現在のユーザーまたは

すべてのユーザー ) を指定できるボタ ンを含めるかど うかを指定できます。 [ ユーザーご と ] ボタ ンは、 Windows 

Installer プロパテ ィ  MSIINSTALLPERUSER を 1 に等し く 設定し て、 パッ ケージを現在のユーザーにイ ンス ト ールす

る こ と を示し ます。 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は Windows Installer 5 で使用できます。

この機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 179



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イ ブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
Windows Installer 5 Beta における大きいパッ ケージのイ ンス ト ールにかかる所要時間の短縮機能をサ
ポー ト

[ 一般情報 ] ビ ューにある " 高速イ ンス ト ール " 設定では、 大きい Windows Installer パッ ケージのイ ンス ト ールに

かかる所要時間を短縮するのに役立つ 1 つまたは複数のオプシ ョ ンを選択できます。 た と えば、 イ ンス ト ールに

ついてシステム復元ポイ ン ト を保存し ないこ と を指定できます。 イ ンス ト ールがフ ァ イル コステ ィ ングのみを実

行し て、 その他のコス ト  チ ェ ッ ク をスキッ プするよ う に指定する こ と も可能です。

この設定は、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  MSIFASTINSTALL を構成し ます。 このプロパテ ィ は、 コマン ド

ラ イ ンで設定できます。 Windows Installer 5 で、 このプロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer はこれを無視し ます。

この設定は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで

使用できます。

詳細については、 " 高速イ ンス ト ール " 設定の説明を参照し て く だ さい。

Windows Installer 5 追加機能のベータ サポー ト

InstallShield のダイ レ ク ト  エデ ィ ターには、 Windows Installer 5 テーブル (MsiLockPermissionEx、 MsiServiceConfig、

MsiServiceConfigFailureActions、 および MsiShortcutProperty) のベータ サポー ト が含まれています。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

仮想マシンの存在を検出できる機能

InstallShield を使って、 イ ンス ト ールが以下の種類の仮想マシンで実行されているかど う かを検出できます :

• Microsoft Hyper-V

• VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの VMware 製品

• Microsoft Virtual PC

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する場合に、 仮想マシンを検出するための 2 つの新しい 

Windows Installer プロパテ ィ IS_VM_DETECTED と IS_VM_TYPE が追加されま し た。 カス タム アクシ ョ ンを、

InstallShield と共にイ ンス ト ールされる SetAllUsers.dll フ ァ イルで ISDetectVM 関数を呼び出すよ う に構成し ます。

また、 InstallScript 言語が検出をサポー ト できるよ う に拡張されま し た。 構造 SYSINFO は、 新しい 

bIsVirtualMachine メ ンバーを含み、 InstallScript 関数 GetSystemInfo と使用できる、 新しい 

VIRTUAL_MACHINE_TYPE 定数が追加されま し た。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  COM 抽出サポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 64 ビ ッ ト  COM 抽出をサポー ト し ます。 InstallShield を 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング シ

ステムで使用し ている場合、 InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM データ を抽出できます。 データ を

正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と マーク し な く てはな り ません。

64 ビ ッ ト  COM 抽出を実行するためには、 InstallShield が、 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムにイ ンス ト ール

されていな く てはな り ません。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする

• COM 情報を COM サーバーから抽出する

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定するための新しいサポー ト

InstallShield では、 ロ ッ クダウン環境で製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレ

ジス ト リ キーを保護するための新しい 2 つの方法が提供されています :

• カス タム InstallShield 処理 — Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 実行時にアクセス許可を設定する

ためのカス タム サポー ト の使用を選択できます。 このオプシ ョ ンを使う と、 InstallShield は .msi データベース

のカス タム ISLockPermissions テーブルに製品のアクセス許可情報を格納し ます。 InstallShield はまた、 アクセ

ス許可を設定するためのカス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加し ます。 このサポー ト は、 基本の MSI、

InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロ

ジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

• InstallScript 関数、 SetObjectPermissions — InstallScript イベン ト および InstallScript カス タム アクシ ョ ンで新し

い SetObjectPermissions 関数を使って、 実行時にアクセス許可を設定できます。 この関数は、 InstallScript、 基

本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを使う場合、 アクセス許可を設定する フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレ

ジス ト リ キーを、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールし な く てはな り ません。 SetObjectPermissions 関数を使

う場合、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーを イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールするか、 ター

ゲッ ト  システム上に既存するかど うかを問いません。

以前、 InstallShield でアクセス許可を設定するための唯一のオプシ ョ ンは、 従来型の Windows Installer 処理のみで

し た。 このオプシ ョ ンを使う と、 .msi データベースの LockPermissions テーブルに製品のアクセス許可情報が格納

されます。 新しい [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ン と SetObjectPermissions 関数には、 [ 従来型の Windows 

Installer 処理 ] オプシ ョ ンよ り も多 く の利点があり ます。

• カス タム オプシ ョ ンおよび SetObjectPermissions 関数を使う と、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ

ンではサポー ト されていない、 多 く のセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) を使用できます。

• カス タム オプシ ョ ン と SetObjectPermissions 関数は、 従来型のオプシ ョ ン とは異な り、 サポー ト 対象の SID 

の翻訳されたユーザー名をサポー ト し ます。 従来型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を

使ってアクセス許可を設定する と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

• カス タム オプシ ョ ンおよび SetObjectPermissions 関数を使って、 指定するアクセス許可を特定のユーザーま

たはグループが所持する こ と を拒否できます。 従来型の処理で、 これは不可能です。

• カス タム オプシ ョ ンおよび SetObjectPermissions 関数を使って、 ターゲッ ト  システムに既存する フ ァ イル、

フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーに、 アクセス許可を追加できます。 このと き、 そのオブジ ェ ク ト に既存

するアクセス許可は削除されません。 従来型の処理では、 既存するアクセス許可が削除されま し た。

• カス タム オプシ ョ ンおよび SetObjectPermissions 関数を使って、 フ ォルダー ( またはレジス ト リ キー ) のア

クセス許可を構成し、 そのフ ォルダーのサブフ ォルダーおよびフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーのサブキー ) 

すべてに同じ アクセス許可を適用するかど うかを指定できます。 従来型の処理では、 フ ォルダー内のサブ

フ ォルダーまたはフ ァ イル ( レジス ト リ キーの下にあるサブ キー ) にアクセス許可を構成する場合、 ター

ゲッ ト  システム上で作成された親は、 自動的に子のアクセス許可を継承し ます。

• カス タム オプシ ョ ンおよび SetObjectPermissions 関数を使って、 イ ンス ト ール中に作成される新しいユー

ザーのアクセス許可を構成できます。 従来型の処理では、 実行時にユーザーがターゲッ ト  システム上に既存

する必要があったため、 これは不可能で し た。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
[ 一般情報 ] ビ ューに追加された " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル、

フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定する新しいアクセス許可について、 新しいカス タム InstallShield 処理ま

たは従来型の Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指定できます。 プロジ ェ ク ト で既にい く つかのアクセ

ス許可を構成済みの場合にこの設定の値を変更する場合、 InstallShield では、 既存アクセス許可に別の処理方法を

使用するかど うかを指定できます。 すべての新しいプロジ ェ ク ト における、 この設定のデフ ォル ト 値は [ カス タ

ム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンです。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前から InstallShield 2010 にア ッ プグ

レー ド し た場合、 この設定のデフ ォル ト 値は [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンです。 この新しい設定

は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 お

よび ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ

テ ィ 保護

• プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

• SetObjectPermissions

• SetObjectPermissions の例

InstallScript プロジ ェ ク ト における InstallShield 前提条件のサポー ト

InstallShield では、 InstallScript プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加できるよ う にな り ま し た。 以前、 この

種類の再配布可能フ ァ イルは基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でのみサ

ポー ト されていま し た。

InstallShield 前提条件 は、 通常、 製品が必要とする製品またはテ ク ノ ロジ フ レームワーク を イ ンス ト ールする再配

布可能フ ァ イルです。 今回よ り、 InstallShield で提供されている InstallShield 前提条件または独自で作成し たカス タ

ム InstallShield 前提条件をどれでも InstallScript プロジ ェ ク ト に追加できます。 異なる種類のプロジ ェ ク ト  タ イプ

を組み合わせている場合、 InstallShield ではすべての基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト に含まれる この種類の再配布可能フ ァ イルを再利用できるため、 簡単にマ ト リ ッ クスのテス ト を行う こ とがで

きます。

InstallShield 前提条件を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加するには、 新しい [ 前提条件 ] ビ ューを使います。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 InstallShield 前提条件タ イプのセ ッ ト ア ッ プ前提条件をサポー ト し ます。 これは、

メ イ ン イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスが実行される前に実行し ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト は、 機

能と関連付けられた InstallShield 前提条件である、 機能前提条件をサポー ト し ません。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する

• InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

• InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順を指定する

• 特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する

• リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する

• InstallShield 前提条件およびその他の再配布可能フ ァ イルをデザイ ンする

• [ 前提条件 ] ビ ュー
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Windows Installer、 .NET Framework、 Crystal Reports、 およびその他の再配布可能フ ァ イルのための新し
い InstallShield 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる多 く の 

InstallShield 前提条件が含まれています。

• Windows Installer 4.5 (Windows Installer 4.5 用の InstallShield 前提条件は、 Microsoft KB958655 の修正を含みま

す。 )

• Windows Installer 4.5 Update (Windows Installer 4.5 用の InstallShield 前提条件は、 Microsoft KB958655 の修正を含

みます。 このア ッ プデー ト には、 Windows Installer 4.5 がターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ール済みでな く て

はな り ません。 )

• Windows Installer 3.1、 Windows Installer 3.0、 および Windows Installer 2.0 ( これらのバージ ョ ンの Windows 

Installer 再配布可能フ ァ イルは、 以前、 [ リ リース ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に Windows Installer を追加す

る と利用する こ とができま し た。 InstallShield 前提条件と し ては提供されていませんで し た。 )

• .NET Framework 3.0 SP1

• .NET Framework 2.0 SP2

• Internet Explorer 8

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable Package

• Oracle 11g Instant Client 11.1.0.7 (Oracle は、 Oracle Instant Client フ ァ イル用のイ ンス ト ーラーを提供し ていま

せん。 し たがって、 プロジ ェ ク ト でこの InstallShield 前提条件を使用する前に、 .msi パッ ケージを作成する必

要があ り ます。 これは、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされる Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト  (InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\Oracle Instant Client) を使って簡単に作成できます。

• Crystal Reports Basic for Visual Studio 2008 (Visual Studio 2008 と共にイ ンス ト ールされた Crystal Reports Basic 

と共に使用できる前提条件。 システム上の .msi パッ ケージの場所によ って、.prq フ ァ イル内の Crystal Reports 

Basic のパスを変更し な く てはならない場合があり ます。 )

Microsoft SQL Server 2008 SP1 サポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 SQL Server 2008 SP1 上で SQL スク リ プ ト を実行するためのサポー ト を含みます。 ま

た、 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定す

る と きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 SQL Server 2008 SP1 が含まれています。

Oracle 11g サポー ト

InstallShield には、 今回よ り、 Oracle 11g で SQL スク リ プ ト を実行するためのサポー ト が含まれています。 また、

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定する と

きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 Oracle 11g が含まれています。

IIS Web サイ ト のスキャ ン、 その設定の記録、 およびそれらの設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン
ポー ト する新しいツール

InstallShield には、 IIS スキャナー (IISscan.exe) が搭載されています。 この新しいコマン ド ラ イ ン ツールを使って、

既存の IIS Web サイ ト をスキャ ン し、 その Web サイ ト に関する IIS データ を記録できます。 IIS スキャナーは、 Web 

サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールすべての設定を含む XML 
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フ ァ イルを作成し ます。 この XML フ ァ イルを使って、 InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューに IIS データ を イ ンポー ト

できます。 IIS データ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定

を変更できます。

IIS データ を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できる機能は、 InstallShield Premier Edition のみで使用できま

す。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• IIS Web サイ ト のスキャ ンを し て、 その設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

• Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルターする

• IISscan.exe

IIS Web アプ リ ケーシ ョ ンを Web サイ ト に追加できる機能と、 その他の IIS 関連機能の強化

InstallShield では、 今回よ り、 IIS Web アプ リ ケーシ ョ ンを Web サイ ト に追加できます。 そのためには、 [IIS 構成 ] 

ビ ューで Web サイ ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいアプ リ ケーシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいアプ リ ケー

シ ョ ンを追加し た後、 その設定を右側のペイ ンで構成できます。

また、 InstallShield ではアプ リ ケーシ ョ ン無し で仮想デ ィ レ ク ト リ を作成する こ と もできます。 以前は、 仮想デ ィ

レ ク ト リ を作成するたびに、 アプ リ ケーシ ョ ン も自動的に作成されま し た。

また、 InstallShield には次の新しい IIS 設定が追加されま し た :

• マネージ パイプ ラ イ ン モー ド — 適切な要求処理パイプ ラ イ ン モー ド ( 統合またはク ラシ ッ ク ) を指定できま

す。

• 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする — 選択し たアプ リ ケーシ ョ ン プールの 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ

ンを 64 ビ ッ ト  システム上で実行可能にするかど うかを指定できます。

• .NET Framework バージ ョ ン — アプ リ ケーシ ョ ン プールがロー ド する .NET Framework のバージ ョ ンを指定で

きます。

• ASP.NET プラ ッ ト フ ォーム — .NET Framework がイ ンス ト ールされている Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで

イ ンス ト ールを実行できるよ う にする場合、 どの ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォームを使って Web サイ ト 、 アプ リ

ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を ASP.NET バージ ョ ンにマ ッ プするのかを指定し ます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加

• [IIS 構成 ] ビ ュー

ラ ン タ イム テキス ト  フ ァ イルの変更を構成できる新しいビ ュー

InstallShield に新し く 追加された [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  システム上で実行時に

変更を行う テキス ト  フ ァ イル ( た と えば、 .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 および .sql) 内の検索 / 置換処理を構成

できます。 テキス ト  フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの一部またはシステム上に既存する フ ァ イルのどち らでも構いま

せん。

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 検索に含める、 または検索から除外するテキス ト  フ ァ イルの名前を指定す

る こ とができます。 プロパテ ィ を使って、 検索文字列と置換文字列を指定する こ と もできます。 これによ り、 エ

ン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別された他の構成情報を、 製品のテキス ト  フ ァ
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イルがターゲッ ト  システムで変更される時に使用できるよ う にな り ます。 たと えば、 エン ド ユーザーが IP ア ド

レスを指定し な く てはならないダイアログがプロジ ェ ク ト に含まれている場合、 イ ンス ト ールは一連のフ ァ イル

内で ト ーク ンを検索し て、 エン ド ユーザーが入力し た IP ア ド レスで、 それを置換し ます。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで XML フ ァ イルを構成する代わりの方法と

し て使用できます。 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューには、 い く つかの利点があり ます。 た と えば、 この新しい

ビ ューにはラ ン タ イム要件があ り ません。 一方、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って構成された変更の場合、

ターゲッ ト  システムで MSXML が必要です。 また、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで変更を構成する場合、

XPath クエ リの入力は不要ですが、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使った場合は、 それが必要です。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使

用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• テキス ト  フ ァ イルの変更

• テキス ト  変更セ ッ ト を作成する

• テキス ト  フ ァ イルの変更を指定する

• テキス ト  フ ァ イルの変更が行われる順番を変更する

• Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する

• ANSI テキス ト  フ ァ イルを開 く 時に使用する コー ド ページを指定する

新しい [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

InstallShield に [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューが追加されま し た。 このビ ューには、 プロジ ェ ク ト 内の言語非依存文

字列 ID と、 それにに対応する言語固有の値がスプレ ッ ド シー ト 形式のテーブルで表示されます。 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール処理で実行時に表示されるローカ ラ イズ可能なすべてのテキス ト 文字列を、 1 ヶ

所でま とめて制御する こ とができます。 このビ ューは、 以前 [ 一般情報 ] ビ ュー内のノ ー ド で表示された文字列

テーブルの代わり と な り ます。 以下は、 新しいビ ューの主な特徴を説明し ます :

• ビ ューには文字列エン ト リ を追加、 編集、 削除、 検索、 置換、 エクスポー ト 、 およびイ ンポー ト するための

ボタ ンを含むツールバーがあ り ます。 特定の文字列 ID が使用されているすべてのイ ンス タ ンスを識別するた

めに、 プロジ ェ ク ト 内を検索するためのボタ ン もあ り ます。

• ビ ューの上部には新しいグループ ボ ッ クス領域があ り、 列ヘ ッ ダーを この領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ

する こ と で、 ビ ュー内の行を階層形式に整列する こ とができます。 この機能を使って、 言語または更新日な

どのカテゴ リ別に文字列エン ト リ を簡単に並べ替える こ とができます。

• このビ ューではダイナ ミ ッ ク検索もサポー ト されていて、 検索ボ ッ クスに文字列を一文字づつ入力するのと

同時に InstallShield がその文字を含まない文字列を隠し ます。 

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

• エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのローカ ラ イズ
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Unicode サポー ト

InstallShield は次の 3 つの側面から、 モダン言語の複数言語イ ンス ト ールを完全にサポー ト し ます :  Windows 

Istaller データベースを Unicode 形式でビルド可能、 InstallShield プロジ ェ ク ト を Unicode 形式で保存可能、

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで複数文字セ ッ ト から同時に Unicode 文字を入力および表示可能

Unicode (UTF-8) データベース

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブにある "UTF-8  データベースのビルド " 設定では、 Windows Installer データ

ベースを指定し て、 任意のイ ンス タ ンスまたは言語 ト ラ ンスフ ォームと共に 　 UTF-8 エン コー ド でビルド できま

す。 UTF-8 エン コー ドは、 すべての言語の文字を同時にサポー ト するため、 エン ド ユーザーに表示するテキス ト

およびフ ァ イル名と レジス ト リ キーの両方で、 たと えば日本語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン ド語のよ

う に自由に言語を組み合わせて使用できます。 組み合わされた言語は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に

関わらず正し く 表示されます。 Unicode サポー ト はまた、 IIS サポー ト やテキス ト および XML フ ァ イルの変更をは

じめとする イ ンス ト ール実行時の主要な部分にも追加されています。

新しい "UTF-8  データベースのビルド " 設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 この新しい設定のサポー ト が含まれています。 ISWiRelease オブジ ェ ク

ト には、 UTF-8 エン コー ド を使用するかど うかを指定できる、 新しい BuildUTF8Database プロパテ ィ が含まれて

います。 

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

さ らに詳しい情報は、 "UTF-8  データベースのビルド " 設定の説明を参照し て く だ さい。

Unicode プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (*.ism)

InstallShield は、 今回よ り、 バイナリ および XML プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを保存する と きに UTF-8  エン コー ド を使

用し ます。 この変更によ り、 プロジ ェ ク ト で使用される フ ァ イル、 レジス ト リ データ、 その他の文字列には、 同

時にすべての言語の文字を含める こ とが可能です。 このエン コー ド によ り、 InstallShield では今後 ISString テーブ

ルに格納される文字列に人間が判読不可能な Base64 エン コー ド を使用する必要はあり ません。 代り に、 プロジ ェ

ク ト に文字列を追加または変更する と き、 InstallShield はそれら を判読可能な Unicode 文字列と し て保存し ます。

これによ って、 プロジ ェ ク ト の修正時に変更点を容易に確認する こ とができます。 このため、 InstallShield 2010 で

作成されるすべての新規プロジ ェ ク ト では Unicode 文字列のみが使用されます。 ア ッ プグレー ド プロジ ェ ク ト で

は、 新しい文字列または変更された文字列、 およびエクスポー ト 後に再イ ンポー ト された文字列には Unicode が

使用されます。

ターゲッ ト のビルド で表示できない Unicode 値を使用する と ( た と えば、 "UTF-8 データベースのビルド " 設定で 

[ いいえ ] が選択されている InstallScript イ ンス ト ールまたは基本の MSI イ ンス ト ール )、 新しいビルド エラーが

変更を必要とする項目をポイ ン ト し ます。 一部において、 InstallShield の以前のバージ ョ ンではサイ レン ト で受け

入れられていた無効な文字列エン ト リ を検出する場合もあ り ます。

この機能はすべてのプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

InstallShield の Unicode ビ ュー

InstallShield の多 く のビ ューは、 すべての言語からの文字を表示および入力できるよ う に強化されています。 た と

えば、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでは、 英語ローカル システムにある中国語のフ ァ イル名が疑問符で表示さ

れる こ とがな く な り、 これらのフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加できるよ う にな り ま し た。 同様に、 [ レジス ト リ ] 

ビ ューで タ イ語のレジス ト リ キーまたは値が疑問符に変換される こ とがな く な り、 これら を Windows Installer 

ベースのプロジ ェ ク ト にイ ンス ト ールできるよ う にな り ま し た。 さ らに、 新しい独立し た [ 文字列エデ ィ ター ] 

ビ ューで、 すべての言語からの文字列を表示および変更できるよ う にな り ま し た。 以前、 文字列エン ト リは [ 一

般情報 ] ビ ューで個別の言語ノ ー ド に表示されま し た。 その他、 [ プロパテ ィ  マネージャー ]、 [ パス変数 ]、 [ ダ

イ レ ク ト  エデ ィ ター ]、 [ 一般情報 ]、 および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューも強化されています。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
"UTF-8 データベースのビルド " 設定を [ いいえ ] に設定する場合は常に、 すべてのフ ァ イル名、 レジス ト リ 

キー、 およびその他の文字列を ターゲッ ト 言語のコー ド ページからの文字で構成し な く てはな り ません。 その場

合、 ある項目がターゲッ ト 言語のコー ド ページで使用不可能な文字を含む場合、 InstallShield はその項目をポイ ン

ト する新しいビルド エラーを報告し ます。 つま り、 "UTF-8 データベースのビルド " 設定に [ はい ] が選択されて

いない限り、 中国語フ ァ イル名を英語イ ンス ト ールで使用する こ とはできません。

この機能はすべてのプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で新し く 追加された、 ビルボー ド サポー ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト には、 ビルボー ド サポー ト が含まれています。 ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、

イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を

取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使用する こ とができます。 た と えば、 ビ

ルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴社の他の製品についての情報を提供で

きます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イ

ルです。

基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド サポー ト の主な特徴は次のとお り です :

• プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) をビルボー ド と し て追加できます。 Flash アプ

リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、

その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる要素で構成されます。

• InstallShield では .bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg フ ァ イルをビルボー ド と し て使用できます。

• InstallShield には " ビルボー ドの種類 " 設定が含まれていて、 イ ンス ト ールで使用するビルボー ドのス タ イル

を指定できます。 た と えば、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビルボー ド を前景に、 また小さい進行状

況ボ ッ クスを画面の右下に表示するス タ イルがあ り ます。 別のス タ イルでは、 イ ンス ト ールがビルボー ド を

表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表示されま

す。

• InstallShield では、 リ リースをビルド および実行せずに、 実行時にビルボー ドがどのよ う に表示されるのかを

プレビ ューできます。 ビルボー ド をプレビ ューする と、 そのビルボー ド に現在構成されている背景色、 位置、

および関連設定を使ったビルボー ドの外観を確認できます。

InstallShield の [ ビルボー ド ] ビ ューでは、 ビルボー ド フ ァ イルの追加、 その関連設定の構成、 ならびにビルボー

ドのプレビ ューを行います。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 基本の MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの種類

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ドの種類

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を追加する

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの設定を構成する

• リ リースをビルド または起動せずにビルボー ド をプレビ ューする

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの順序を設定する

• ビルボー ド を含む基本の MSI イ ンス ト ールにおける実行時の動作
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
以前は、 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのみ、 ビルボー ドがサポー ト されていま し た。 これらのプ

ロジ ェ ク ト  タ イプに含まれるビルボー ド サポー ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に含まれるサポー ト とは異な り ま

すので、 ご注意 く だ さい。 詳細については、 「ビルボー ド を表示する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で拡張されたビルボー ド  サポー ト

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 今回よ り .gif、 .jpg、 および .jpeg フ ァ イルをビルボー ド と

し て使用できます。 以前は、 .bmp フ ァ イルしかサポー ト されていませんで し た。 [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー

ド ]  ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト にビルボー ド を追加できます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のビルボー ド フ ァ イルは、 指定された命名規則に従わな く ては

な り ません。 各フ ァ イル名は bbrd で始ま り、 ビルボー ド番号 ( １  から 99) が続きます。 最後に、 サポー ト 対象の

フ ァ イル拡張子 (.bmp、 .gif、 .jpg、 または .jpg) で終わり ます。 フ ァ イル名番号が連続番号である必要はな く な り ま

し た。 つま り、 プロジ ェ ク ト に bbrd1.jpg、 bbrd3.jpg、 および bbrd5.jpg を追加する と、 実行時に各イ メ ージが順番

通り に表示されます。 以前、 シーケンス内にあるビルボー ド フ ァ イル名の番号は連続し ている必要があり ま し た。

たと えば、 bbrd1.bmp、 bbrd2.bmp、 および bbrd4.bmp を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し た場合、 bbrd1.bmp と 

bbrd2.bmp は表示されますが、 bbrd4.bmp はシーケンスに  bbrd3.bmp がないため表示されません。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの名前

• InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する

InstallScript 関数 PlayMMedia を使っ て Adobe Flash Application File (.swf) を再生できる機能

InstallScript 関数 PlayMMedia が、 今回よ り、 InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ール中に背景ウ ィ ン ド ウで 

Adobe Flash application file (.swf) の再生をサポー ト し ます。 Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、

音声、 イ ン タ ラ クテ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、 その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる

要素で構成されます。

Flash フ ァ イルを使用する場合、 SizeWindow と PlaceWindow を使って、 Flash フ ァ イルを表示する背景ウ ィ ン ド ウ

のサイズと配置を制御できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• PlayMMedia

• SizeWindow

• PlaceWindow

• InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド ウを表示する

InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ール中、 ダイアログにおける HTML コ ン ト ロールをサポー ト

InstallShield では、 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に含まれるダイアログで HTML コ ン ト ロールをサ

ポー ト し ます。 HTML コ ン ト ロール を使って、 ダイアログ コ ン ト ロールで HTML マークア ッ プを使用できます。

ダイアログで Web ページ、 イ ンス ト ール済みの HTML フ ァ イル、 および HTML サポー ト フ ァ イルへのリ ン ク を含

める こ とができます。 エン ド ユーザーが実行時のダイアログでハイパーリ ン ク を ク リ ッ ク し たと きに、 イ ン ター

ネ ッ ト  ブ ラウザーで HTML ページを開 く か、 InstallScript コー ド を使って定義し た別の動作を ト リ ガーできます。

HTML コ ン ト ロールを使って、 外観を制御するためのス タ イルを含む、 有効な HTML マークア ッ プを使用できま

す。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
HTML コ ンテンツがイ ンス ト ール済みの HTML フ ァ イルまたは HTML サポー ト  フ ァ イルである場合、 HTML コ ン

ト ロールを使って、 それを直接ダイアログに表示する こ と も可能です。

CtrlGetUrlForLinkClicked とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 この関数は、 エン ド ユーザーが

ク リ ッ ク し た リ ン クへの URL を取得し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する

• CtrlGetUrlForLinkClicked

• CtrlGetUrlForLinkClicked の例

サポー ト されていない言語を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加できる機能

InstallShield Premier Edition には、 InstallScript プロジ ェ ク ト 用に 33 ヶ国語のデフ ォル ト  ラ ン タ イム文字列が含ま

れています。 InstallShield Premier Edition では、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使って 33 ヶ国語以外のサポー ト されてい

ない言語を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 サポー ト されていない言語を InstallScript プロ

ジ ェ ク ト に追加し た後、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使ってその言語用の翻訳された文字列を提供できます。 別

の手段と し て、 言語の文字列エン ト リ を フ ァ イルにエクスポー ト し て、 そのフ ァ イルの文字列値を翻訳し てから、

プロジ ェ ク ト にそれを イ ンポー ト する こ と もできます。 以前、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使ってサポー ト されてい

ない言語を追加できるのは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のみで し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallShield 実行時の言語サポー ト

• 新しい言語ウ ィ ザー ド

• [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

InstallScript コ ンパイ ラがリ ン クする ラ イブ ラ リのパスを指定できる機能

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブに新し く 追加された [ 追加ラ イブ ラ リ パス ] ボ ッ

クスを使って、 InstallScript コ ンパイ ラがスク リ プ ト に リ ン クする InstallScript ラ イブ ラ リ (.obl フ ァ イル ) を検索

する場所を指定できます。 さ らに、 このタ ブでカス タム ラ イブラ リ を指定する と き、 フル パスではな く 、 フ ァ イ

ル名のみを指定できるよ う にな り ま し た。 これらの変更によ って、 ラ イブラ リ を別のデ ィ レ ク ト リ に移動させた

場合でも、 [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブでラ イブ ラ リのパスを手動で変更せずにスク リ プ ト を正常にコ ンパイルす

る こ とができます。

 詳細については、 「[ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

新しい FlexNet Connect 11.6 再配布可能フ ァ イル

InstallShield はまた、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 11.6 をサ

ポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューを使って、 2 つの FlexNet Connect 11.6 マージ モジュー

ルう ち、 いずれかが含まれています (Common Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれてい

ないマージ モジュール )。 これらのマージモジュールは、 FlexNet Connect 11 マージ モジュールに取って代わり ま

す。

DIFx 2.1.1 サポー ト

InstallShield では、 最新版の Driver Install Frameworks for Applications (DIFx 2.1.1) がサポー ト されています。

Microsoft の最新バイナリ フ ァ イルを含むこの新バージ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ユーザビ リ テ ィ の強化点

InstallShield の多 く のビ ューは、 その生産性とユーザビ リ テ ィ が強化されています。 た と えば、 一部のビ ューには

オプシ ョ ンを簡単に見つけられるツールバーが含まれています。 い く つかのビ ューでは、 グリ ッ ド内の行を整列

する方法を カス タ マイズできます。 検索機能があるビ ューでは、 よ り迅速に検索が行われます。 主要な例は以下

のとお り です :

• [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ュー — このビ ューでテーブルを選択する と、 新しいツールバーが表示されます。

ツールバーには、 テーブル内でデータ を追加、 切り取り、 コ ピー、 貼り付け、 検索、 および置換できるボタ

ンがあ り ます。 また、 ビ ューではダイナ ミ ッ ク検索もサポー ト されていて、 検索ボ ッ クスに文字列を一文字

づつ入力するのと同時に InstallShield がその文字を含まないテーブル レ コー ド を隠し ます。 レ コー ド を追加ま

たは編集する と き、 InstallShield は各フ ィ ールドのヘルプ テキス ト を表示し ます。

• [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー — このビ ューには、 プロパテ ィ の追加および削除などの処理を行う ため

のボタ ンを含む新しいツールバーがあ り ます。 また、 ビ ューではダイナ ミ ッ ク検索もサポー ト されていて、

検索ボ ッ クスに文字列を一文字づつ入力するのと同時に InstallShield がその文字を含まないテーブル レ コー ド

を隠し ます。 ビ ューの上部には新しいグループ ボ ッ クス領域があ り、 列ヘ ッ ダーを この領域に ド ラ ッ グ アン

ド ド ロ ッ プする こ と で、 ビ ュー内の行を階層形式に整列する こ とができます。 このビ ューでは、 マウス と 

SHIFT または CTRL ボタ ンを使って複数のプロパテ ィ を選択し てから、 すべてを一斉に削除する こ とができ

ます。

• [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー — このビ ューに含まれる新しいツールバーとグループ ボ ッ クス領域は、 強力

な検索および組織化機能を提供し ます。 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し

て、 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を階層形式で表示する こ とができます。 また、 ツールバーの検索ボ ッ クス

に文字列を入力する と、 InstallShield はその文字を含まないすべての再配布可能フ ァ イルを隠し ます。

• [IIS 構成 ] ビ ュー — このビ ューは IIS 7 に似せて外観デザイ ンが一新され、 設定がタ ブではな く グ リ ッ ド で表

示されるよ う にな り ま し た。 グ リ ッ ド には、 カテゴ リ別、 またはアルフ ァベ ッ ト 順にグリ ッ ド設定を並べ替

えるためのボタ ンがあ り ます。 このビ ューのグ リ ッ ドの中から設定の 1 つを選択する と、 右下のペイ ンにそ

の設定のヘルプ情報が表示されます。

• [ 一般情報 ] ビ ュー — このビ ューのすべての設定は、 ビ ュー内で ノ ー ド に関連付けられた個別のグ リ ッ ドの代

わり に、 1 つのグリ ッ ド で表示されます。 設定はい く つかのカテゴ リ にグループ分けされていて、 特定の設定

を見つけやす く なっています。 また、 カテゴ リ別またはアルフ ァベ ッ ト 順にグリ ッ ド設定を並べ替える こ と

ができるボタ ン もあ り ます。 以前、 このビ ューに表示された文字列テーブルは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに

移動し ま し た。

• [ パス変数 ] ビ ュー — このビ ューには、 パス変数の追加および削除などの処理を行う ためのボタ ンが含まれる

新しいツールバーがあ り ます。 このビ ューでまた、 ダイナ ミ ッ ク検索もサポー ト されていて、 検索ボ ッ クス

に文字列を一文字づつ入力するのと同時に InstallShield がその文字を含まない行を隠し ます。 ビ ューの上部に

は新しいグループ ボ ッ クス領域があ り、 列ヘ ッ ダーを この領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ と で、

ビ ュー内の行を階層形式に整列する こ とができます。 このビ ューでは、 マウス と SHIFT または CTRL ボタ ン

を使って複数のパス変数を選択し てから、 すべてを一斉に削除する こ とができます。

また、 リ リースをビルド、 検証、 またはスク リ プ ト を コ ンパイルする と きに表示される [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが強化

されま し た。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウ、 またその個別のタ ブは、 InstallShield のワークスペースの任意の側面に固定する

か、 独立し た場所に ド ラ ッ グする こ とができます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン

ターフ ェ イスの端に ド ラ ッ グする と、 固定ウ ィ ン ド ウと し て表示されます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 

1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端から離れた場所に ド ラ ッ グする と、 取り外されます。
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詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• 様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作業する

• [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定する / 取り外す

ア ク シ ョ ンの進行状況メ ッ セージの指定をサポー ト

エン ド ユーザーに進行状況を伝えるために、 イ ンス ト ールは一般的に、 実行中の処理を説明する進行状況ダイア

ログで説明テキス ト を表示し ます。 通常、 イ ンス ト ールのステータ スを表示する進行状況バーも同時に表示され

ます。 標準アクシ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンが発生する と、 そのアクシ ョ ンについてのメ ッ セージが進行状

況ダイアログに表示されます。 この機能は、 実行するのに時間がかかるアクシ ョ ンで、 特に役立ちます。 イ ンス

ト ールのログ記録が作成される場合、 同じ アクシ ョ ン テキス ト が記録されます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューに新し く 追加された [ アクシ ョ ン テキス ト ] 領域では、 アクシ ョ ンの

説明と詳細を指定できます。 これは、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• アクシ ョ ン テキス ト を使う

• アクシ ョ ンの説明と アクシ ョ ン データのテンプレー ト を指定する

• 進行状況ダイアログにアクシ ョ ンの説明を表示する

• 進行状況ダイアログにアクシ ョ ン データ を表示する

64 ビ ッ ト  システムが 32 ビ ッ ト  IIS アプ リ ケーシ ョ ンの実行を許可するかど うかを検出できる機能

実行時、 IIS 6 を持つシステム上でイ ンス ト ールが Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ のチ ェ ッ クが必要な場合があ

り ます。 そのと き、 製品の要件およびチ ェ ッ ク結果に基づいて、 た と えば 32 ビ ッ ト  IIS 6 アプ リ ケーシ ョ ンまた

は 64 ビ ッ ト  IIS アプ リ ケーシ ョ ンを含む特定のコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールをスキッ プ し て、 残りのフ ァ イル

転送を続行できます。

InstallShield には、 ターゲッ ト  システム上で Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ がどのよ う に設定されているかを

検出できるサンプル Windows Installer DLL フ ァ イルが含まれています。 プロジ ェ ク ト に、 この DLL のカス タムア

クシ ョ ンを追加できます。 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンが許可されている場合、 Windows Installer プロパテ ィ  

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT は値 1 に設定され、 許可されていない場合、 このプロパテ ィ は設定されません。

条件でこのプロパテ ィ をを使って、 特定の動作を ト リ ガーまたは阻止する こ とができます。 た と えば、

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT が設定されているかいないかによ って、 イ ンス ト ールが終了する起動条件を作成

できます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを追加する方法についての詳細は、 「64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム上で IIS 6 を

サポー ト する際の考慮」 を参照し て く だ さい。

IIS 6 メ タベースの互換性機能がイ ンス ト ールされているかど うかを検出できる機能

実行時に、 イ ンス ト ールによ って、 ターゲッ ト  システムに IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能がイ ン

ス ト ールされているかど うか、 または IIS 以前がイ ンス ト ールされているかを検出できます。 製品の要件と検出結

果に基づいて、 イ ンス ト ールを終了およびエラー メ ッ セージを表示できます。
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たと えば、 Web サービス拡張は IIS 6 を持つシステムにイ ンス ト ールできます。 IIS 7 を持つシステムでは、 Web 

サービス拡張は IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能がイ ンス ト ールされている場合のみイ ンス ト ール

可能です。 このため、 IIS 6  が存在するか、 IIS 6 との互換性機能がイ ンス ト ールされている こ と を イ ンス ト ールが

検証するよ う に構成する こ とが必要な場合があ り ます。 これらのどち らの条件も False の場合、 イ ンス ト ールが終

了し てエラー メ ッ セージが表示されます。

InstallShield には、 IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能がイ ンス ト ールされているかど うかを検出する

ためのサンプル Windows Installer DLL フ ァ イルが含まれています。 プロジ ェ ク ト に、 この DLL のカス タムアク

シ ョ ンを追加できます。 If the IIS Metabase and IIS 6 Configuration Compatibility feature is installed, the Windows 

Installer property ISIISMETABASECOMPATPRESENT is set to a value of 1; if it is not installed, this property is not set. 条

件でこのプロパテ ィ をを使って、 特定の動作を ト リ ガーまたは阻止する こ とができます。 た と えば、

ISIISMETABASECOMPATPRESENT が設定されているかいないかによ って、 イ ンス ト ールが終了する起動条件を作

成できます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。 

プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを追加する方法についての詳細は、 「ターゲッ ト  システムに IIS 6 以前が搭載

されているか、 または IIS 6 メ タベースの互換性機能があるかど うかを判別する」 を参照し て く だ さい。

名前空間プレ フ ィ ッ ク スを XML フ ァ イル要素の属性と関連付ける機能

InstallShield では、 今回よ り、 名前空間プレ フ ィ ッ クスを [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで属性に追加できるよ う

にな り ま し た。 そのためには、 属性名の前にプレ フ ィ ッ クスを入力し て、 コ ロン (:) を続けます。 以前、 属性に名

前空間プレ フ ィ ッ クスが含まれている場合、 イ ンス ト ールが失敗し ま し た。

この強化機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

詳細については、 「名前空間プレ フ ィ ッ クスを属性に追加する」 を参照し て く だ さい。

ラ ン タ イム変更後に XML フ ァ イルを フ ォーマ ッ するかど うかを指定でき る機能

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブに追加された [ 変更後に XML を フ ォーマ ッ ト する ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 実行時にフ ァ イルが変更された後に XML フ ァ イルを フ ォーマ ッ ト するかど うかを指

定できます。 フ ァ イルを フ ォーマ ッ ト する と き、 イ ンス ト ールはフ ァ イルにイ ンデン ト を追加し て、 空白要素タ

グを開始タグと終了タグに置換し ます。 これは、 web.config フ ァ イルでは問題を起こす可能性があるため、 プロ

ジ ェ ク ト でこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し な く てはならない場合もあ り ます。

この強化機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

詳細については、 「XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブ」 を参照し て く ださい。

.NET Framework および Internet Explorer 8 のための定義済みシステム検索

InstallShield に 2 つの新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1

• Internet Explorer 8

イ ンス ト ールでこれらのいずれかが必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ

ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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カス タム プロパテ ィ を条件ビルダーに一覧表示

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスのプロパテ ィ  リ ス ト には、 今回よ り、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで

追加されたプロパテ ィ が含まれます。 また、 システム検索ウ ィ ザー ド で作成された検索からのプロパテ ィ も含ま

れています。 このため、 InstallShield で条件を作成または編集する と き、 独自のカス タム プロパテ ィ を手入力する

代り に、 リ ス ト から選択する こ とができます。

この強化機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イ

プに適用し ます。

InstallShield 前提条件の設定で最大サービス パッ ク番号と 64 ビ ッ ト の場所を指定できる機能

InstallShield 前提条件エデ ィ ターを使って InstallShield 前提条件の設定を追加または変更する と きに表示される [ 前

提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスに、 最大サービス パッ ク番号を指定できる フ ィ ールドが新し く 追加されま し

た。 以前は、 最小サービス パッ ク番号を指定できるだけで、 最大サービス パッ ク 番号を指定する こ とはできま

せんで し た。

また、 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 フ ァ イル関連の条件を指定する と きに表示されるボ ッ クスに 

64 ビ ッ ト の場所  ([CommonFiles64Folder]、 [ProgramFiles64Folder]、 および [System64Folder]) が含まれています。

フ ァ イル パスに 64 ビ ッ ト の場所を使用する場合、 これらのプロパテ ィ から選択できます。 実行時に、 ターゲッ

ト  システムが 64 ビ ッ ト の場合、 イ ンス ト ールはこれらの 64 ビ ッ ト の場所をチ ェ ッ ク し ます。 32 ビ ッ ト  システ

ムの場合、 イ ンス ト ールは対応する 32 ビ ッ ト の場所をチ ェ ッ ク し ます。

詳細については、 「[ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

MSBuild サポー ト の強化点

MSBuild の InstallShield タ スクには、 次の新しいパラ メ ーターが追加されま し た :

• RunMsiValidator — 検証に使用する .cub フ ァ イルを指定し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  

フ ァ イルが使用された と き、 ItemGroup InstallShieldMsiValidators と し て露出されます。

• PatchConfiguration — MSBuild を使ってビルド するパッ チ構成を指定し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト

のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、 プロパテ ィ  InstallShieldPatchConfiguration と し て露出されます。

• PathVariables — パス変数の値をオーバーラ イ ド し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イ

ルが使用された と き、 ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て公開されます。

• PreprocessorDefines — InstallScript を コ ンパイルするためのプ リ プロセ ッサ定義を指定し ます。 このプロパ

テ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、 ItemGroup InstallShieldPreprocessorDefines と

し て露出されます。

詳細については、 「Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)」 を参照し て く だ さい。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化

Windows 7、 Windows Server 2008 R2、 Windows Vista、 Windows Server 2008、 および Windows Server 2003 の OSFilter 
値

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 ISWiComponent と ISWiRelease オブジ ェ ク ト の OSFilter メ ンバーと共に、

以下の定数を使用できます :

• eosWin7 (33554432) — Windows 7 および Windows Server 2008 R2 用

• eosWinVista (16777216) — Windows Vista および Windows Server 2008 用

• eosWinServer2003 (8388608)
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また、 eosAll の値は 5308624 から 64028880 に変更されま し た。

OSFilter メ ンバーは、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で 

ISWiComponent オブジ ェ ク ト に適用し ます。 OSFilter メ ンバーは、 InstallScript、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  

プロジ ェ ク ト で ISWiRelease オブジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

新しい IsPlatformSelected プロパテ ィ 値

ISWiComponent オブジ ェ ク ト の IsPlatformSelected プロパテ ィ で使用できるプロパテ ィ 値のリ ス ト が拡張されま し

た。 このプロパテ ィ には、 32-bit、 64-bit Itanium、 AMD64、 および Windows Server 2003 R2 の値が含まれます。 こ

れは、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

既存の定数の一部の値が変更されています。 ご注意 く だ さい。 新しい値についての詳細は、 「ISWiComponent オブ

ジ ェ ク ト 」 を参照し て く だ さい。

SQL スク リ プ ト を接続に追加する新しい AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド

ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト  に AddSQLScriptEx メ ソ ッ ドが追加されま し た。 このメ ソ ッ ド を使って 

ISSQLScriptFile エン ト リ を追加し、 渡された文字列から有効な名前を生成し ます。 このメ ソ ッ ドは、

ISSQLScriptFile テーブルのエン ト リ名が一意である こ と、 またその文字数が 47 文字未満である こ と を保証し ま

す。

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト の新しい RunOnLogon および Condition プロパテ ィ

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト  に読み取り RunOnLogon プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ は、 [SQL ス

ク リ プ ト ] ビ ューにある SQL スク リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブにある [ ログイ ン中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスに対応し ます。

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト にはまた、 読み取り / 書き込み Condition プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパ

テ ィ は、 SQL スク リ プ ト を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に実行するかど うかを判断するために実行時

に評価される条件を指定し ます。 この条件が True と評価された場合に、 スク リ プ ト が実行し ます。 このプロパ

テ ィ は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

ISWiUpgradeTableEntry オブジ ェ ク ト の新しい DisplayName プロパテ ィ

ISWiUpgradeTableEntry オブジ ェ ク ト  に読み取り DisplayName プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ は、

ア ッ プグレー ド エン ト リの名前を設定または取得し ます。 これは [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのア ッ プグレー ド ア

イテムに表示される内部名です。 このプロパテ ィ は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで使

用できます。

オペレーテ ィ ング システムに関する InstallScript 言語の強化

次の構造メ ンバーと定義済み定数が InstallScript 言語に追加されま し た :

• SYSINFO.WINNT.bWin7_Server2008R2 — 新しい SYSINFO 構造メ ンバーです。 オペレーテ ィ ング システムが 

Windows 7 または Windows Server 2008 R2 の場合、 この値は TRUE です。

• SYSINFO.bWinServer2003R2 — 新しい SYSINFO 構造メ ンバーです。 オペレーテ ィ ング システムが Windows 

Server 2003 R2 の場合、 この値は TRUE です。 ( このオペレーテ ィ ング システムでは、

SYSINFO.WINNT.bWinServer2003 の値も TRUE です。 )
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• ISOSL_WIN7_SERVER2008R2 — FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できる新しい定義済み定

数です。 これは、 ターゲッ ト  システムが Windows 7 または Windows Server 2008 R2 を実行中である こ と を示

し ます。

• ISOS_ST_SERVER2003_R2 — FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できる新しいオペレーテ ィ ン

グ システム スイー ト です。 これは、 ターゲッ ト  システムが Windows Server 2003 R2 を実行中である こ と を示

し ます。

また、 一部のアイテムの名前が変更されま し た :

• SYSINFO.WINNT.bWinVista 構造メ ンバーは Windows Vista または Windows Server 2008 を区別し ません。 し た

がって、 新しい メ ンバー SYSINFO.WINNT.bWinVista_Server2008 が追加されま し た。 古いエイ リ アスも引き続

き使用できますが、 コー ド を明確にするため、 新しい メ ンバーが推奨されます。

• ISOSL_WINVISTA 定義済み定数は Windows Vista または Windows Server 2008 を区別し ません。 し たがって、 新

しい定数 ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 が追加されま し た。 古いエイ リ アスも引き続き使用できますが、 コー

ド を明確にするため、 新しい メ ンバーが推奨されます。

詳細については、 「FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数」 を参照し て く だ さい。

[InstallScript] ビ ューで InstallScript ダイアログ ソース コー ド を容易にオーバーラ イ ド できる機能

[InstallScript] ビ ューのイベン ト  カテゴ リ ド ロ ッ プダウン リ ス ト に、 新しい Dialog Source オプシ ョ ンが追加され

ま し た。 このオプシ ョ ンを選択する と、 イベン ト ハン ド ラー ド ロ ッ プダウン リ ス ト には、 すべての InstallScript 

ダイアログがリ ス ト されます。 このリ ス ト から任意のダイアログを選択し て、 そのコー ド を変更できます。

この機能は、 InstallScript 、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

Dialog Source オプシ ョ ンを選択する と使用可能と なる ビル ト イ ン InstallScript ダイアログ 関数についての詳細は、

「ダイアログ関数」 を参照し て く だ さい :

InstallScript イ ンス ト ールのアン イ ンス ト ール キーにおける メ ジャーおよびマイナー バージ ョ ンのレ
ジス ト リ エン ト リの変更

InstallScript イ ンス ト ールは、 アン イ ンス ト ール キーに VersionMajor および VersionMinor レジス ト リ値を作成し ま

す。 これらの値の名前は、 今回よ り、 基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ール中に作成されるエン ト リの

名前に一致し ます。 これは、 InstallScript 2010 で作成された新しいイ ンス ト ール、 および InstallShield 2009 以前か

らア ッ プグレー ド されたイ ンス ト ールに適用し ます。 以前、 InstallShield 2009 以前では、 InstallScript イ ンス ト ール

が作成する値の名前は MajorVersion および MinorVersion で し たが、 今後は作成し ません。

新しいレジス ト リ値を使用するため、 次の InstallScript 定数の値が変更されま し た :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION は、 今回よ り、 MajorVersion ではな く  VersionMajor です。

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION は、 今回よ り、 MinorVersion ではな く  VersionMinor です。

MaintenanceStart 関数が呼び出される と、 レジス ト リ に更新された値名が作成されます。 デフ ォル ト で、 古い値名

が存在する と き、 それが削除されます。 ターゲッ ト  システムから古い値名を削除し た く ない場合、

REGDB_OPTION_NO_DELETE_OLD_MAJMIN_VERSION とい う名前の新しい REGDB_OPTIONS オプシ ョ ンを使用し ま

す。

RegDBGetItem 関数と共に REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION または REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION を使

用する と、 RegDBGetItem は、 まず新しい値をチ ェ ッ ク し ます。 新しい値が検出される と、 関数は新しい値から値

データ を返し ます。 新しい値が検出されなかった場合、 関数は自動的に古い値をチ ェ ッ ク し ます。 古い値が検出

される と、 関数は古い値から値データ を返し ます。

下位互換性を目的と し て、 次の新しい定数が提供されています :
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• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD

これらの定数を RegDBGetItem、 RegDBSetItem、 および RegDBDeleteItem 関数と共に指定し て、 古い値を取得、 設

定、 および削除できます。

次の新しい文字列定数も使用できます :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD は、 MajorVersion と し て定義されています。

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD は、 MinorVersion と し て定義されています。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD

• REGDB_OPTIONS

• RegDBSetItem

• RegDBGetItem

• RegDBDeleteItem

カス タム InstallScript ダイアログ内のコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを取得するための、 新しい 
CtrlGetDlgItem 関数

CtrlGetDlgItem とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 CtrlGetDlgItem は、 カス タム ダイアログ

内のコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを取得し ます。 CtrlGetDlgItem は Windows API GetDlgItem と似ています

が、 CtrlGetDlgItem の場合、 ダイアログのウ ィ ン ド ウ ハン ドルの代わり に InstallScript ダイアログ名を指定できま

す。 詳細については、 「CtrlGetDlgItem」 を参照し て く だ さい。

InstallScript 文字列のポイ ン ターを外部 DLL 関数に渡す、 新しい InstallScript 定数

IS_NULLSTR_PTR 変数を使って、 ヌル ポイ ン ターを InstallScript 文字列と し てプロ ト タ イプ されているパラ メ ー

ターを通し て 外部 DLL 関数または Windows API に渡すこ とができます。 この機能は byval 文字列、 byref 文字列、

wstring、 およびバイナ リ データ タ イプで使用できます。 詳細については、 「IS_NULLSTR_PTR」 を参照し て く だ さ

い。

InstallScript サイズ単位定数を表示文字列に変換する、 新しい StrConvertSizeUnit 関数

StrConvertSizeUnit とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 StrConvertSizeUnit 関数は、 指定され

た InstallScript サイズ単位定数の適切な表示文字列を返し ます。 詳細は、 「StrConvertSizeUnit」 を参照し て く だ さ

い。
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文字列から先頭と行末の空白およびタ ブを削除する、 新しい StrTrim 関数

StrTrim とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 StrTrim 関数は、 文字列から先頭と行末の空白お

よびタ ブを削除し ます。 詳細については、 「StrTrim」 を参照し て く だ さい。

既存の SdLicense* ダイアログ関数に優先する新しい SdLicense* ダイアログ関数

新しい 2 つの InstallScript ダイアログ 関数 (SdLicenseEx と SdLicense2Ex) が追加されま し た。 どち らの関数も、 複

数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 使用許諾契約書は、 テキス ト  フ ァ

イル (.txt) またはリ ッ チ テキス ト  フ ァ イル (.rtf) で保存できます。

• SdLicenseEx  は、 質問をス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールド に表示するダイアログを表示し ます。 エン ド ユーザーは、 [

はい ] または [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て質問に答えます。

SdLicenseEx は、 SdLicense と SdLicenseRtf よ り も優先し ます。

• SdLicense2Ex  は、 2 つのラジオ ボタ ンを持つダイアログを表示し ます ( 使用許諾契約書の条件に同意するた

めのボタ ン と、 同意し ないためのボタ ン )。 エン ド ユーザーが使用許諾契約書の条件に同意するための適切

なボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 次へ ] ボタ ンが有効にな り ます。

SdLicense2Ex は、 SdLicense2 と SdLicense2Rtf に優先し ます。 .

キーと値のペア一覧を検索するための、 新しい ListFindKeyValueString 関数

ListFindKeyValueString とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 ListFindKeyValueString 関数は、 指

定された値の文字列または数値リ ス ト を検索し ます。 最初のリ ス ト で見つかった文字列の位置に対応する追加リ

ス ト から値が返されます。 これによ って、 キーと値のペア一覧で特定のキーを検索し て、 対応する値を取得でき

ます。

詳細については、 「ListFindKeyValueString」 を参照し て く ださい。

新しい InstallScript コー ドの例

InstallShield ド キュ メ ン ト には、 次の InstallScript 機能のためのサンプル コー ド が含まれています :

• AdminAskPath

• CharReplace

• FormatMessage

• LogReadCustomNumber

• LogReadCustomString

• LogWriteCustomNumber

• LogWriteCustomString

このコー ド を InstallShield ド キュ メ ン ト から コ ピーし て、 InstallScript コー ド に貼り付け、 必要に応じ てカス タ マイ

ズできます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ビ ューアーの拡張機能

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ビ ューアーでは、 InstallScript プロジ ェ ク ト 用の .cab フ ァ イルについての追加情報が提供

されています。

• InstallShield でビルド された機能について、 ビ ューアーは " パスワー ド 保護 "、 " 前を分割 "、 " 後を分割 "、 "

分割な し "、 および " 前を分割し ない " フ ィ ールド と イ メ ージ イ ンデッ クスを表示し ます。
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• InstallScript イ ンス ト ールに含まれる InstallScript オブジ ェ ク ト について、ビ ューアーは新しい " オブジ ェ ク ト  

バージ ョ ン " フ ィ ールド を表示し ます。

• コ ンポーネン ト について、 ビ ューアーは新しい " 暗号化 "、 " データ フ ァ イル "、 および ".NET アセンブ リ " 

フ ィ ールド を表示し ます。

• メ デ ィ アについて、 ビ ューアーは新しい " 実行可能フ ァ イル " フ ィ ールド を表示し ます。

InstallShield 2009 SP2 の新しい機能
InstallShield 2009 Service Pack 2 (SP2) には次の変更が含まれています :

Microsoft Visual Studio 2008 SP1 サポー ト

InstallShield は、 今回よ り以下に記述されている とお り、 Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 と Microsoft SQL Server 

2008 をサポー ト し ます。

また、 InstallShield と Visual Studio との統合では Visual Studio 2008 SP1 がサポー ト されてお り、 Visual Studio 内で

イ ンス ト ールおよび製品の開発を行う こ とができます。

新しい Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 前提条件

InstallShield には、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET 関

連の新しい 2 つの InstallShield 前提条件が含まれています。

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 (Web ダウンロー ド版 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 ( 完全パッ ケージ )

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

Microsoft SQL Server 2008 サポー ト

InstallShield は、 今回よ り、 SQL Server 2008 上で SQL スク リ プ ト を実行するためのサポー ト を含みます。 また、

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定する と

きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト には、 SQL Server 2008 が含まれています。

新しい Microsoft SQL Server 2008 Express 前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2008 Express Edition の InstallShield 前提条件が追加されま し た。 これらの 

InstallShield 前提条件は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加できます。

これらの新しい前提条件をサポー ト するため、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターに新しいレジス ト リ条件タ イプが

追加されま し た。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターに追加された新しいレジス ト リ条件タ イプ

InstallShield 前提条件エデ ィ ターに、 新し く  [ レジス ト リ エン ト リが指定のバージ ョ ン値を含む ] 条件オプシ ョ ン 

タ イプが追加されま し た。 この条件タ イプを使って、 ターゲッ ト  システム上で特定のレジス ト リ エン ト リの値

データ と し て格納されているバージ ョ ン番号が、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターで指定されたバージ ョ ン番号よ

り も大きいか、 小さいか、 または等しいかを イ ンス ト ールがチ ェ ッ クするよ う に設定できます。 この新しい条件

の詳細については、 「[ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。
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新しい Microsoft SQL Server 2005 Express SP2 (x86 と x64 WOW) 前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP2 の InstallShield 前提条件が追加されま し た。 この前提

条件は Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP2 を 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  (WOW) システムにイ ンス ト ー

ルし ます。 この InstallShield 前提条件は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加で

きます。

新しい FlexNet Connect 11.0.1 再配布可能フ ァ イル

InstallShield はまた、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で Connect 11.0.1 のサポー ト を

含みます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 11.0.1 マージ モジュール 

(Common Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らか

を含みます。 これらのマージモジュールは、 FlexNet Connect 11 マージ モジュールに取って代わり ます。 更新さ

れたマージ モジュールの変更点についての詳細は、 FlexNet Connect のリ リース ノ ー ト を参照し て く だ さい。

追加の変更

InstallShield 2009 SP2 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース ノ ー ト は、

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。

InstallShield 2009 SP1 の新しい機能
InstallShield 2009 は、 Windows Installer 4.5 ベータ版をサポー ト し ます。 InstallShield 2009 Service Pack 1 (SP1) には、

Windows Installer 4.5 の最終リ リース版のサポー ト を提供する変更が含まれています。

Windows Installer 4.5 用 InstallShield 前提条件

InstallShield は、 Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イルの最終リ リース バージ ョ ン用の以下の InstallShield 前提

条件を含みます。

• Windows Vista と Server 2008 (x86) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Vista と Server 2008 (x64) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Vista と Server 2008 (IA64) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Server 2003 SP1 以降 (x86) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Server 2003 と XP (x64) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Server 2003 (IA64) 用 Microsoft Windows Installer 4.5

• Windows XP SP2 以降 (x86) 用 Windows Installer 4.5

実行時に Windows Installer 4.5 を イ ンス ト ールする場合、 これらの InstallShield 前提条件を 基本の MSI プロジ ェ ク

ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加できます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

追加の変更

InstallShield 2009 SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース ノ ー ト は、

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。
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InstallShield 2009 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

InstallShield 前提条件を機能と関連付けて、 イ ンス ト ールを連鎖させる機能

InstallShield では、 InstallShield 前提条件を 1 つまたは複数の機能と関連付けられるよ う にな り ま し た。 この新しい

種類の InstallShield 前提条件は、 機能前提条件と呼ばれます。 機能前提条件は、 前提条件を含む機能がイ ンス ト ー

ルされたと きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされていない場合にイ ンス ト ールされます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し て、 その前提条件を メ イ ン 

イ ンス ト ールの前に実行するのか、 メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる 1 つまたは複数の機能と関連付けるのかを指

定できます。

以前は、 すべての InstallShield 前提条件イ ンス ト ールが、 メ イ ン イ ンス ト ールの実行前に実行されたため、

InstallShield 前提条件を機能に関連付ける こ とはできませんで し た。 この種類の前提条件は今後も使用できますが、

今回よ り、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と呼ばれます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 この機能のサポー ト を含みます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件を機能に関連付ける

• InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を利用する

Windows Installer 4.5 Beta における ト ラ ンザク シ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールを可
能にする機能のサポー ト

InstallShield を使って、 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に Windows Installer パッ ケージを連鎖 .msi パッ

ケージ と し て追加できます。 基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールに連鎖 .msi パッ ケージが含まれてい

て、 ターゲッ ト システムに Windows Installer 4.5 が存在する と き、 Windows Installer は ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使っ

て複数のパッ ケージを イ ンス ト ールし ます。 パッ ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の ト ラ ンザクシ ョ ン と

し て処理し ます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった

場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについ

てロールバッ ク を開始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。

[ リ リース ] ビ ューの [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] 領域で、 メ イ ン イ ンス ト ールに連鎖させる 1 つまたは複数の .msi 

パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加できます。 この領域ではまた、 連鎖 .msi パッ ケージに リ リース フ ラグを割り当

てた り、 連鎖されたパッ ケージに渡す必要があるプロパテ ィ などの設定を構成し た り、 条件を指定し た り できま

す。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する
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• ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージ イ ンス ト ールについての概要

• 新しい連鎖 .msi パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する

• 連鎖 .msi パッ ケージの設定

Windows Installer 4.5 Beta における InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを埋め込み
ユーザー イ ン ターフ ェ イス と し て使用できる機能のサポー ト

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallScript エンジンを埋め込みカス タム ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) ハ

ン ド ラーと し て使用するオプシ ョ ンが追加されま し た。 従来、 InstallScript エンジンは外部カス タム UI ハン ド ラー

と し て使用されていま し た。 Windows Installer 4.5 は、 この新しい機能をサポー ト し ます。 この新しい埋め込みオ

プシ ョ ンを使用する と、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを .msi パッ ケージから直接起動する こ とができる と共

に、 InstallScript で定義された高度にカス タ マイズされたユーザー イ ン ターフ ェ イスを含んだイ ンス ト ールを作成

できます。

この新しい埋め込み InstallScript UI 機能と、 従来の外部 InstallScript UI 機能のどち ら を使用するかを指定するに

は、 新しい "InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イスの種類 " 設定を使います。 この設定は [ 一般情報 ] ビ ューに

あ り、 プロジ ェ ク ト 全体に反映し ます。 デフ ォル ト で、 InstallShield はすべての InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で従

来のス タ イルを使用し ます。 この従来型のオプシ ョ ンには、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが必要です。

新し く  INSTALLSCRIPTMSIEEUI 変数が追加されま し た。 新しいス タ イルが使用される と き、 この変数は実行時に 

True に設定されます。 それ以外の場合は False に設定されます。

新しいス タ イルには、 従来のス タ イルには適用されなかった制限事項がい く つかあり ますので、 ご注意 く だ さい。

たと えば、 一部の InstallScript 関数およびコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 新しいス タ イルでは、 サポー ト されて

いないか、 または動作が異なる ものがあ り ます。 2 つのス タ イルに関する詳細については、 「InstallScript MSI イ ン

ス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する

方法の違い」 を参照し て く だ さい。

追加の情報については、 次を参照し て く だ さい :

• InstallScript MSI イ ンス ト ールの InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス タ イプを指定する

• InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

• INSTALLSCRIPTMSIEEUI

共有コ ンポーネン ト のパッ チにおける Windows Installer 4.5 ベータ サポー ト

InstallShield では、 Windows Installer 4.5 で提供されている新しい共有コ ンポーネン ト のパッ チ機能がサポー ト され

ています。 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの新しい " 複数パッ ケージの共有コ ンポーネン ト " 設定を使って、 選択し た

コ ンポーネン ト について共有コ ンポーネン ト のパッ チを有効にするかど うかを指定できます。 [ はい ] を選択する

と、 新しいコ ンポーネン ト の属性が設定されます。 この属性は、 複数のパッ ケージ間で共有されている コ ンポー

ネン ト を含むパッ チがアン イ ンス ト ールされる と きに、 Windows Installer がフ ァ イルをダウングレー ド する こ と を

阻止し ます。 これによ って、 最新バージ ョ ンを含むパッ チがアン イ ンス ト ールされた場合でも、 ターゲッ ト  シス

テム上に常にコ ンポーネン ト の最新バージ ョ ンが保持されます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は [ いいえ ] で

す。

Windows Installer 4.5 はこの新しい機能をサポー ト し ます。 Windows Installer の以前のバージ ョ ンは、 この新しい設

定を無視し ます。 また、 ターゲッ ト  システムで DisableSharedComponent ポリ シーが 1 に設定されている場合、

Windows Installer はすべてのパッ ケージについて、 この設定を無視し ます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に

適用し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 201



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イ ブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
詳細については、 「コ ンポーネン ト の " 共有コ ンポーネン ト のパッ チ " を有効にするかど うかを指定する」 を参照

し て く ださい。

Windows Installer 4.5 Beta における優先コ ンポーネン ト 機能のサポー ト

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューに追加された新しい " 置き換えられたコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール " 設定を使っ

て、 特定の条件下で優先するパッ チのイ ンス ト ール中に、 選択されたコ ンポーネン ト を Windows Installer 4.5 が処

理する方法を指定できます。 現在のパッ チに含まれる このコ ンポーネン ト をアン イ ンス ト ール用にフ ラグする こ

と で、 優先するパッ チが適用された後にターゲッ ト  システム上でこのコ ンポーネン ト が孤立し ないよ う にするた

めには、 [ はい ] を選択し ます。 後続のパッ チがイ ンス ト ールされ、 またそれが最初のパッ チよ り も優先される こ

とがフ ラグされている場合、 適切な場合に Windows Installer はこのコ ンポーネン ト を登録解除およびアン イ ンス

ト ールし ます。 [ いいえ ] を選択し た場合、 優先するパッ チはターゲッ ト  マシン上に孤立し たコ ンポーネン ト を残

す可能性があ り、 後に残された機能のコ ンポーネン ト の管理は一切行われません。 この設定のデフ ォル ト 値は [

いいえ ] です。

Windows Installer 4.5 はこの新しい機能をサポー ト し ます。 Windows Installer の以前のバージ ョ ンは、 この新しい設

定を無視し ます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に

適用し ます。

さ らに詳しい情報は、 「" 置き換えられたコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール " 設定」 の説明を参照し て く だ さい。

パッ チ シーケンスに関する詳しい情報は、 「パッ チ シーケンス」 をご覧 く だ さい。

Windows Installer 4.5 Beta におけるパッ チのアン イ ンス ト ール時のみカス タム ア クシ ョ ンを実行できる
機能のサポー ト

カス タム アクシ ョ ンのための新しい " パッ チのアン イ ンス ト ールのみ実行 " 設定を利用し て、 Windows Installer が

選択されたカス タム アクシ ョ ンをパッ チのアン イ ンス ト ール時のみ実行するかど うかを指定できます。 この設定

は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の [ カス タム アク

シ ョ ン と シーケンス ] ビ ューにあ り ます。 マージ モジュール プロジ ェ ク ト および MSM データベース プロジ ェ ク

ト でも提供されています。

また、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルにある [ パッ チのアン イ ンス ト ール時に実

行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを利用し ても、 カス タム アクシ ョ ンの動作を構成する こ とができます。

この新しい機能については、 「パッ チのアン イ ンス ト ール時に実行」 をご覧 く だ さい。

Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イルのベータ サポー ト

InstallShield には、 Windows Installer 4.5 用のい く つかの InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) が含まれています。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

Setup.exe および Update.exe ブー ト ス ト ラ ッパの Unicode バージ ョ ンを作成する機能

InstallShield では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを Unicode バージ ョ ンまたは 

ANSI バージ ョ ンのどち らで作成するかを指定できます。 以前、 基本の MSI プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーが含まれている と き、 常に ANSI バージ ョ ンがビルド されていま し た。 Unicode バージ ョ ンのビルドはサ

ポー ト されていませんで し た。
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Unicode セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで 2 バイ ト 言語のための適切なコー ド ページが実行さ

れているいないにかかわらず、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのユーザー イ ン ターフ ェ イスで 2 バイ ト 文字を正し く 表

示する こ とができます。 ANSI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行さ

れている場合のみ、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ダイアログで 2 バイ ト 文字を正し く 表示し ます。 適切なコー ド ペー

ジが実行されていない場合、 これらのダイアログで 2 バイ ト 文字が文字化けし て表示されます。

[ リ リース ] ビ ューで リ リースについて表示される Setup.exe タ ブに新し く 追加された " 最短初期化時間 " 設定を

利用し て、 Unicode を使うか、 または ANSI を使うかを指定する こ とができます。 すべての基本の MSI プロジ ェ ク

ト では、 Unicode がデフ ォル ト と し て使用されます。

パッ チまたは QuickPatch パッ ケージについて Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成する と き も、 Unicode バー

ジ ョ ンで作成するか、 または ANSI バージ ョ ンで作成するかを指定する こ とができます。

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チ構成について表示される Setup.exe タ ブに新し く 追加された " ア ッ プデー ト  

ラ ンチャの種類 " 設定を利用し て、 Unicode を使う か、 または ANSI を使うかを指定する こ とができます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 " ア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類 " 設定は [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルド設定 ] 領域

の [ 詳細 ] タ ブにあ り ます。 すべての新しいパッ チ構成と QuickPatch パッ ケージでは、 Unicode がデフ ォル ト と し

て使用されます。

Setup.exe ブー ト ス ト ラ ッパのログフ ァ イルを作成する機能

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 新しい /debuglog コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが 

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーに追加されま し た。 このコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し て、 デバッ グ用

のログ フ ァ イルを生成する こ とができます。 詳細については、 「/debuglog」 を参照し て く ださい。

マネージ コー ド  カス タム アク シ ョ ンのサポー ト

InstallShield では、 マネージ コー ド カス タム アク シ ョ ンを 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 この種類のカス タム アクシ ョ ンは、 Visual 

Basic .NET または C# などのマネージ コー ド で書かれた .NET アセンブ リ内にあるパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出し

ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出す

• マネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの実行時要件

• アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する

• カス タム アクシ ョ ンの設定を構成する

製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするためのサポー ト

InstallShield では今回よ り、 .msi パッ ケージを使って同じ マシン上に同じ コ ンテキス ト で製品の複数イ ンス タ ンス

を イ ンス ト ールする こ とができる イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。 [ リ リース ] ビ ューの製品構成に追加さ

れた新しい [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを使って製品の異なる イ ンス タ ンスを定義し、 各イ ンス タ ンスの関連プロパ

テ ィ を構成する こ とができます。

ビルド時、 InstallShield は各イ ンス タ ンスに対し て製品コー ド を変更するためのイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームを

作成し、 それを .msi パッ ケージにス ト リームし ます。 実行時、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは [ 新しいイ ンス タ ンス

の選択 ] ダイアログを表示し ます。 このダイアログでエン ド ユーザーは新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする

か、 イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスのア ッ プデー ト またはメ ンテナンスを行うかを指定する こ とができます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 203



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イ ブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
さ らに今回よ り、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでイ ンス ト ールに複数イ ンス タ ンス サポー ト を含む製品用のパッ チ

をビルド する と、 エン ド ユーザーが特定のイ ンス タ ンスまたはすべてのイ ンス タ ンスを更新する こ とができる

パッ チが作成されます。 実行時、 Update.exe フ ァ イルはパッ チ バージ ョ ンの [ イ ンス タ ンスの選択 ] ダイアログ

を表示し ます。

Setup.exe と Update.exe に新しい /instance コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンが追加されま し た。 このオプシ ョ ンを使っ

て、 イ ンス ト ール、 更新、 またはアン イ ンス ト ールする イ ンス タ ンスを指定する こ とができます。 また、 [ イ ンス

タ ンスの選択 ] ダイアログを抑制する こ と も可能です。

複数イ ンス タ ンスは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト でサポー ト されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする

• 複数イ ンス タ ンス サポー ト の実行時要件

• InstallShield で複数イ ンス タ ンスを構成する

• 複数イ ンス タ ンス サポー ト に関する特別考慮

• 複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むリ リースの構成と ビルド

• 製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするためのサポー ト

• 製品のイ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールする と きの実行時の動作

• セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの作成

• 製品構成の [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブ

• Setup.exe および Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター

新しい Microsoft .NET 再配布可能フ ァ イル

InstallShield には今回、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる 

.NET 関連の新しい InstallShield 前提条件が多数含まれています。

• Microsoft .NET Framework 3.5 (Web ダウンロー ド版 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 ( 完全パッ ケージ )

• Microsoft .NET Framework 3.5 言語 パッ ク (x86、 x64、 IA64) 

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1 (Web ダウンロー ド版 )

• Microsoft .NET Framework 3.0 言語パッ ク

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1 (x86、 x64、 IA64)

また InstallShield では、 InstallScript プロジ ェ ク ト 用のア ッ プデー ト された Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト

も利用できます。 このオブジ ェ ク ト には、 32 ビ ッ ト 、 64 ビ ッ ト  x64、 および 64 ビ ッ ト  Itanium バージ ョ ンを含

む、 バージ ョ ン 3.5、 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1、 2.0、 1.1 SP1、 および 1.0 SP3  の .NET Framework のサポー ト が含ま

れています。 オブジ ェ ク ト には、 Web ダウンローダ再配布可能フ ァ イルだけでな く 、 利用可能なサポー ト 対象の

言語パッ ク も含まれています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• .NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する

• Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含める
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
• Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

新しい .msi パッ ケージ ツール

InstallShield には、 い く つかの新しいツールが含まれています :

• InstallShield MSI Diff を使って、 2 つの .msi、 .msm、 または .pcp フ ァ イルを素早 く 比較できます。 これを使っ

て、 1 つの .msi フ ァ イルに対し て 1 つまたは複数の .msp と .mst フ ァ イルを適用し、 その結果と なる .msi 

データベースの変更を確認する こ とができます。 また、 このツールを使って、 バイナリ形式で保存された 2 

つの InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .ise) を比較する こ とができます。 このツールでは、 追

加、 変更、 削除、 スキーマの違いを示すためにカ ラー コー ドが使用されます。 このツールは、 ほとんどの

ソース コー ド管理システムに簡単に統合できます。

• InstallShield MSI Query を使って、 SQL ステー ト メ ン ト をビルド スク リ プ ト で実行する前に、 SQL の Windows 

Installer バージ ョ ンを用いてステー ト メ ン ト をテス ト する こ とができます。 SQL ステー ト メ ン ト が正し く

フ ォーマ ッ ト されているかを素早 く 確認でき、 また生成される結果を参照できます。

• InstallShield MSI Sleuth は、 ターゲッ ト  システムの現在のイ ンス ト ール済み状態を参照できる診断ツールで

す。 InstallShield MSI Sleuth はイ ンス ト ール済みのすべての .msi パッ ケージの一覧を表示し ます。 リ ス ト の中

から任意の .msi パッ ケージを ク リ ッ クする と、 データベース内のテーブルやバイナ リ ス ト リームだけでな

く 、 その機能と コ ンポーネン ト の状態および既知のソースの場所を参照できます。 このツールは、 特定のコ

ンポーネン ト  コー ド を持つパッ ケージを含むイ ンス ト ール済みの製品 ( 複数可 ) を識別するのにも役立ちま

す。

• InstallShield MSI Grep は、 .msi と .msm パッ ケージのコ レ クシ ョ ンの中から特定のテキス ト を検索し ます。 特

定のテーブルまたは列に関する結果のみを表示するための詳細検索も可能です。

これらすべてのツールは、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの [InstallShield ツール ] サブ フ ォルダーから起動できま

す。

これらの InstallShield MSI ツールは、 InstallShield の Premier および Professional Edition で提供されています。

Premier Edition には、 別のマシンに InstallShield 以外のツールのみを イ ンス ト ールできる、 個別のイ ンス ト ールお

よび追加ラ イセンスが含まれています。 特定の条件については、 InstallShield エン ド ユーザー使用許諾契約書を参

照し て く ださい。

詳細については、 「InstallShield MSI ツール」 を参照し て く だ さい。

Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルを圧縮し、 圧縮レベルを指定できる機能

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーまたは ISSetup.dll フ ァ イルを使用する リ リースをビルド し た と き、 InstallShield 

によ って、 Setup.exe フ ァ イルまたは ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルが圧縮されるよ う にな り ま

し た。 InstallShield が使用するデフ ォル ト の圧縮レベルは、 フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イルを展開する

ために必要な時間のバラ ンスを と っての目安です。 圧縮レベルを変更する場合、 または圧縮を し ない場合、 マシ

ン全体に適用する設定を利用し てデフ ォル ト のレベルをオーバーラ イ ド する こ とができます。

デフ ォル ト で、 ビルド時に InstallShield がフ ァ イルを Setup.exe フ ァ イルにス ト リームする と き、 .cab フ ァ イル拡

張子を持つフ ァ イルは圧縮されません。 これは、 .cab フ ァ イルが既に圧縮されている フ ァ イルであるためです。

デフ ォル ト の圧縮除外一覧を変更し て、 他の種類のフ ァ イルや特定のフ ァ イルを必要に応じ て選択する こ とがで

きます。 除外一覧は、 マシン全体に適用される設定です。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベルを構成する」 を参照し て く

ださい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
マルチパー ト  .cab フ ァ イルのサポー ト

.cab フ ァ イルには、 い く つかの制限事項があ り ます。 たと えば、 単一 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB に設定

されています。 また、 サイズの大きい .cab フ ァ イルを署名し よ う し た と き、 およびサイズの大きい署名済み .cab 

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し よ う と し た と きに ト ラ ブルが生じ た経験があるユーザーもいるかも しれません。

今回よ り、 これらの制限事項を回避するために、 .cab フ ァ イルのデフ ォル ト の制限が 600 MB に設定されま し た。

InstallShield で、 リ リースの .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 この制限に達する と、 データが 2 つ以上の .cab 

フ ァ イルに分割され、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。

最大サイズは必要に応じ て変更する こ とができます。 InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し ない場

合、 単一の .cab フ ァ イルを作成するよ う に構成できます。

この機能は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。 また、 この機能は、 すべてのフ ァ イ

ルが単一フ ァ イルの .msi パッ ケージまたは Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーに埋め込まれている圧縮済みネ ッ

ト ワーク イ メ ージ リ リースをビルド し ている場合のみ適用し ます。 この機能は、 1 つまたは複数の機能に関連付

けられている フ ァ イルのみが .cab フ ァ イルに圧縮される カス タム圧縮には適用し ません。

詳細については、 「.cab フ ァ イルの最大サイズを構成する」 を参照し て く ださい。

基本の MSI イ ンス ト ールに [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを追加し て、 エン ド  ユーザーによる フ ァ イ
ルの参照を可能にするサポー ト

InstallShield は、 基本の MSI イ ンス ト ールのダイアログの 1 つから [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動するサ

ポー ト を含みます。 エン ド ユーザーがダイアログの 1 つから [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イルを開 く

] ダイアログが起動し ます。 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを使って、 エン ド ユーザーはフ ァ イルを参照できま

す。 エン ド ユーザーがフ ァ イルを選択し て [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログが閉

じ て、 イ ンス ト ールがダイアログの編集フ ィ ールド にその完全パス と フ ァ イル名を書き込みます。 イ ンス ト ール

はまた、 IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ の値を、 エン ド ユーザーが選択し たフ ァ イルのパス と フ ァ イル名

に設定し ます。

この機能を利用するには、 プロジ ェ ク ト に FileBrowse とい う名前の Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンを

追加する必要があ り ます。 このカス タム アクシ ョ ンは FileBrowse.dll フ ァ イルを呼び出し ます。 さ らに、 [ フ ァ イ

ルを開 く ] ダイアログを起動する編集フ ィ ールド コ ン ト ロールと [ 参照 ] ボタ ンを追加し て、 関連ダイアログイ

ベン ト を設定し な く てはな り ません。 詳しい手順については、 「[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動する」 を参

照し て く ださい。

Windows Server 2008 上に IIS 7 Web サイ ト を イ ンス ト ールするためのサポー ト

InstallShield では、 今回よ り Windows Server 2008 システム上で  IIS 7 Web サイ ト 、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 Web サービ

ス拡張、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの作成ならびに管理ができるよ う にな り ま し た。 この機能は、 基本の 

MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

追加された Microsoft SQL Server 2005 Express SP2 前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP2 の InstallShield 前提条件が追加されま し た。 この 

InstallShield 前提条件は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

MySQL 5.0 サポー ト

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 製品がサポー ト する ターゲッ ト  データベース サーバーを指定する と

きに選択可能な定義済みデータベース サーバーのリ ス ト に 、 MySQL の 5.0.x バージ ョ ン も リ ス ト されるよ う にな

り ま し た。 これまでは、 カス タム バージ ョ ン要件を作成し な く てはな り ませんで し た。
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Microsoft Visual Studio 2008 サポー ト

InstallShield が Visual Studio 2008 と統合され、 イ ンス ト ールと製品の開発を同じ Visual Studio イ ン ターフ ェ イス内

で行えるよ う にな り ま し た。

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ と マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換する
機能

今回よ り、 InstallShield で、 Visual Studio 2008、 Visual Studio 2005、 Visual Studio .NET 2003、 または Visual Studio 

.NET セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を基本の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換する こ とができるよ う にな り ま

し た。 また、 Visual Studio 2008、 Visual Studio 2005、 Visual Studio .NET 2003、 または Visual Studio .NET マージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換する こ と もできるよ

う にな り ま し た。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換する と、 ダイアログ エデ ィ ターを使っ てダイアログ 

のレ イアウ ト を視覚的に変更し た り、 機能やコ ンポーネン ト を管理し た り、 InstallShield で提供されている他の機

能を利用し た りする こ とができます。

詳細については、 「Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する」 を参照し

て く ださい。

アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語サポー ト 、 およびダイアログ エデ ィ ターにおける右から
左方向に書 く 言語サポー ト

InstallShield には、 右から左に記述する言語であるアラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語のサポー ト が新し

く 含まれています。 デフ ォル ト のエン ド ユーザー ダイアログ文字列のすべてが、 これらの言語で利用できます。

これらの言語は右から左方向に読まれるため、 InstallShield にはアラ ビア語とヘブ ラ イ語ダイアログの ミ ラー サ

ポー ト が含まれます。 これによ って、 アラ ブ語とヘブラ イ語のダイアログには、 右から左方向へのレ イアウ ト が

使用されます。 た と えば、 英語やその他の左から右に読まれる言語のダイアログで右側にあるボタ ンは、 右から

左に読まれる言語のダイアログでは左側に移動されます。 また InstallShield は、 ビル ト イ ン ダイアログ テーマで

表示されるダイアログ イ メ ージの ミ ラー画像バージ ョ ンを使用し ます。

右から左方向へのレ イアウ ト と反転イ メ ージは、 InstallShield の [ ダイアログ ] ビ ュー内の [ ダイアログ エデ ィ

ター ] ペイ ン、 および実行時に使用されます。

アラ ビア語とヘブラ イ語のサポー ト は、 InstallShield Premier Edition で利用できます。 Premier Edition には、 35 の

言語サポー ト が含まれています。

基本の MSI と マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプに、 この機能のサポー ト が含まれています。

詳細については、 「右から左に記述される言語のダイアログ サポー ト 」 を参照し て く ださい。

InstallScript フ ァ イル (.rul) の文字列エン ト リの検証

InstallScript フ ァ イル (.rul) を含むプロジ ェ ク ト をビルド する と き、 InstallScript コー ド に @ 演算子を使用する文字

列エン ト リへの参照が 1 つ以上含まれている場合、 InstallShield はビルド時に文字列エン ト リ を検証し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれる InstallScript フ ァ イルの文字列 ID がプロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの 1 つに定義されて

いない場合、 InstallShield はビルド警告 -7174 を表示し ます。

これは、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript、 InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク ト 、 および InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イ

プに適用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：
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• ビルド警告 -7174 の説明 

• 文字列定数演算子 (@)

新しい FlexNet Connect 11 再配布可能フ ァ イル

InstallShield はまた、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 11 をサポー

ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューを使って、 2 つの FlexNet Connect 11 マージ モジュールう

ち、 いずれかが含まれています (Common Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていない

マージ モジュール )。

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

プロジ ェ ク ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加、 または変更する と き、 InstallShield がコ ンポーネン ト を作成

する方法について、 新しいベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用するか、 これまで と同様にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ン

ポーネン ト 作成するのかを指定できるよ う にな り ま し た。

コ ンポーネン ト 作成のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ォルダーにある各ポータ ブル

実行可能フ ァ イル (PE) フ ァ イルにコ ンポーネン ト が別々に作成されます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある PE フ ァ イ

ルの 1 つを更新するパッ チをあと で作成する場合、 「デ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト 」 方式の代わり

に、 この方式を利用し たほうが、 パッ チを簡単に作成できます。

以前、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク をプロジ ェ ク ト に追加する と、 ビルド 時に、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つす

べてのフ ァ イルについてコ ンポーネン ト が 1 つ自動的に作成されていま し た。 ただ し、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ

ン クに PE フ ァ イルが含まれている と き、 コ ンポーネン ト の作成時に Windows Installer ベス ト  プラ ク テ ィ スが実行

されませんで し た。

デフ ォル ト で、 InstallShield は .exe、 .dll、 .ocx、 .vxd、 .chm、 .hlp、 .tlb、 および .ax を PE フ ァ イルと し て認識し ま

す。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにある新しい [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブで、 この一覧を変更する こ とがで

きます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 新しいベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドのサポー ト が追加されま し た。

ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト に、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クにベス ト  プラ ク テ ィ ス方式、 または以前提

供されていた 「デ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト 」 方式を使用するかを指定できる新しい 

CreateBestPracticeComponents プロパテ ィ が追加されま し た。 AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド を使用し て新しいダ

イナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と、 ベス ト  プラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドがデフ ォル ト で使用されます。

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する

• [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブ

• ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト

• AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
[ イ ンス ト ールされる前提条件 ] 一覧からセ ッ ト ア ッ プ前提条件を隠す機能

ターゲッ ト  システムに 1 つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールが必要な場合、 実行時、 メ イ ン イ

ンス ト ールが実行する前にセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログが表示されます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ター

の [ 動作 ] タ ブに追加された新しいチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 前提条件ダイアログで表示される前提条件の一

覧から InstallShield 前提条件を隠すこ と を指定できます。 前提条件を隠し た場合、 イ ンス ト ールが必要な前提条件

の 1 つと し て リ ス ト されていな く ても、 条件がそれを必要し た と きに前提条件がイ ンス ト ールされます。

この機能が利用可能になる以前に作成された新しい前提条件や既存の前提条件は、 デフ ォル ト で表示されます。

この動作は、 [ 動作 ] タ ブに追加された新しいチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て変更できます。

詳細については、 「ターゲッ ト システムで [ イ ンス ト ールされるセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ ス ト に、 前提条件の名

前を含めるかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

実行時に InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール進行状況を表示できる機能

IInstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブに追加された新しいチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 実行時に前提条

件のイ ンス ト ールで Windows Installer からのイ ンス ト ール進行状況メ ッ セージを表示するかど うかを指定できま

す。 これによ って、 進行状況バーに進行中の .msi イ ンス ト ールのステータ スが反映されます。 この機能は、 前提

条件が .msi フ ァ イルを起動する場合のみ使用が可能で、 Setup.exe フ ァ イルを起動する場合は使用できません。 詳

細については、 「実行時に、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの進行状況を表示するかど う かを指定する」 を参

照し て く ださい。

この機能が利用可能になる以前に作成された新しい前提条件や、 既存の前提条件では、 デフ ォル ト で進行状況は

表示されません。 この動作は、 [ 動作 ] タ ブに追加された新しいチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て変更できます。

進行状況の表示を指定し た場合、 利用可能なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターのう ち一部のみがサポー ト されている

点に、 ご注意 く だ さい。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を

参照し て く ださい。

InstallShield 前提条件に、 コ マン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト で Windows Installer プロパテ ィ を使用できる
機能

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ前提条件コマン ド ラ イ ンで、

ProductLanguage、 ISPREREQDIR、 SETUPEXEDIR、 および SETUPEXENAME プロパテ ィ を置換、 および渡すこ とが

できます。 これらのプロパテ ィ を使って起動する イ ンス ト ールを識別 ("[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]")、 前

提条件に含まれる フ ァ イルへの完全パスを識別 ("[ISPREREQDIR]myconfig.ini")、 または InstallShield セ ッ ト ア ッ プ

ラ ンチャーなどの複数言語前提条件に選択された言語を渡す (/l[ProductLanguage]) こ とができます。 新しい機能前

提条件は、 前述のプロパテ ィ を含む任意の Windows Installer プロパテ ィ のコマン ド ラ イ ン サポー ト を含みます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでコマン ド ラ イ ンを指定できます。

詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件の再起動動作に追加された新しいオプシ ョ ン

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 ターゲッ ト  マシンの再起動が必要な可能性がある場合、

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの処理方法を指定できます。 [ 前提条件が再起動を必要と し ているよ う に見

える場合 ] リ ス ト で、 動作を指定できます。 このリ ス ト には [ 記録する。 マシンが再起動された場合、 再開を失敗

し て、 イ ンス ト ールの後に再起動する ] と呼ばれる新しいオプシ ョ ンが追加されま し た。 実行時に再起動が必要

であるよ う に見える場合で、 メ イ ンのイ ンス ト ールが終了するまで ( または次の前提条件が再起動を ト リ ガーす

るまで ) 延期し たいと きは、 この新しいオプシ ョ ンを選択し ます。

詳細については、 「[ 動作 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
最高 4 GB までの単一フ ァ イル、 圧縮 InstallScript イ ンス ト ールをサポー ト

単一フ ァ イルの圧縮 InstallScript イ ンス ト ールのサイズは、 最高で 4 GB まで可能です。 以前、 エン ド ユーザーが

大きな単一フ ァ イルの圧縮 InstallScript イ ンス ト ールを実行し た場合、 イ ンス ト ールはセ ッ ト ア ッ プの初期化中に

ク ラ ッ シュ し ま し た。

Windows は 4 GB を超える実行可能フ ァ イルをロー ド し ないため、 Setup.exe フ ァ イルは 4 GB 以下でな く てはな り

ません。

仮想デ ィ レ ク ト リ を含まない IIS Web サイ ト を イ ンス ト ールできる機能と、 Web サイ ト を コ ンポーネン
ト と関連付けられる機能

InstallShield は、 今回よ り、 仮想デ ィ レ ク ト リ を一切含まない IIS Web サイ ト のイ ンス ト ールをサポー ト できるよ

う にな り ま し た。 また、 [IIS の構成 ] ビ ューで Web サイ ト を選択する と表示される [ 全般 ] タ ブには " コ ンポーネ

ン ト " 設定が追加されま し た。 この設定を使って選択された Web サイ ト と コ ンポーネン ト を関連付ける こ とがで

きます。 これらの強化によ って、 Web サイ ト に関連付けられた仮想デ ィ レ ク ト リ またはコ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされる と、 ターゲッ ト  マシン上にその Web サイ ト が作成されます。

Web サイ ト がコ ンポーネン ト と関連付けられている場合、 Web サイ ト の [ アン イ ンス ト ール時に Web サイ ト を削

除する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 そのコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定 ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または " アンイ ンス ト ール " 設定 (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に対応

し ます。 つま り、 Web サイ ト の [ アン イ ンス ト ール時に Web サイ ト を削除する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択または

ク リ アする と、 自動的にコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定または " アン イ ンス ト ール " 設定が適切に更新

されまます。

以前、 InstallShield では Web サイ ト と コ ンポーネン ト を関連付けるためのサポー ト が提供されていませんで し た。

そのため、 イ ンス ト ールに含まれる Web サイ ト が仮想デ ィ レ ク ト リ を持たない場合、 実行時 Web サイ ト が作成さ

れませんで し た。

InstallShield 2009 の [IIS の構成 ] ビ ューを使って新しい Web サイ ト を追加する と、 InstallShield は自動的にその 

Web サイ ト を コ ンポーネン ト に関連付けます。 IIS Web サイ ト を含む InstallShield 2008 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ

プグレー ド し た場合、 その Web サイ ト は自動的にコ ンポーネン ト に関連付けられません。

基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプで、 これらの IIS 強化内容をサポー ト し ま

す。

InstallScript プロジ ェ ク ト で Web サイ ト がコ ンポーネン ト に関連付けられている場合、 その Web サイ ト に追加さ

れる仮想デ ィ レ ク ト リ も同じ コ ンポーネン ト に関連付けな く てはな り ません。 し たがって、 1 つまたは複数の仮想

デ ィ レ ク ト リ を含む Web サイ ト のコ ンポーネン ト を変更し よ う とする と、 InstallShield はメ ッ セージ ボ ッ クスを

表示し て、 Web サイ ト の仮想デ ィ レ ク ト リのすべてに対し て、 同じ コ ンポーネン ト の変更が行われる こ と を通知

し ます。 このメ ッ セージ ボ ッ クスは、 Web サイ ト に含まれる任意の仮想デ ィ レ ク ト リのコ ンポーネン ト を変更し

よ う と し た場合にも表示されます。 どち らの場合も、 メ ッ セージ ボ ッ クスはコ ンポーネン ト の変更を続行するか、

キャ ンセルするか選択肢を提供し ます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 Web 

サイ ト のすべての仮想デ ィ レ ク ト リ と同様に、 Web サイ ト を同じ コ ンポーネン ト に保持する こ とが必須ではあり

ませんが、 推奨されます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加

• IIS サポー ト の機能と コ ンポーネン ト の関連付け

• Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リのアン イ ンス ト ール
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
QuickPatch パッ ケージの簡素化

今回よ り、 一般的に以前の InstallShield でビルド されたパッ ケージに比べて新しいサブ機能と ビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ンの数が少ない、 簡素化された QuickPatch パッ ケージのビルドが可能と な り ま し

た。 QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 詳細 ] タ ブに追加された "QuickPatch の簡素化 " 設定で、 この新しいタ イプの 

QuickPatch パッ ケージを作成するかど うかを指定できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど うかを指定する

• [ 詳細 ] タ ブ

コ マン ド ラ イ ン と MSBuild からパッ チをビルド できる機能

-patch_config コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが、 IsCmdBld.exe を使用し たコ マン ド ラ イ ン ビルド (Standalone Build コ

マン ド ラ イ ン ビルド を含む ) 用に追加されま し た。 このパラ メ ーターを使用し て、 コマン ド ラ イ ンからパッ チを

ビルド する こ とができます。

.ini フ ァ イルを使ってコ マン ド ラ イ ンにパラ メ ーターを渡す場合、 .ini フ ァ イルの [Project] セクシ ョ ンに追加され

た PatchConfigName パラ メ ーターを使って、 ビルド するパッ チ構成を指示する こ とができます。

また、 MSBuild の InstallShield タ スクに、 MSBuild を使ってビルド するパッ チ構成を指定する こ とができる 

PatchConfiguration パラ メ ーターが追加されま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISCmdBld.exe

• .ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

パッ チ と QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する機能

今回よ り、 パッ チ と QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護するためのパスワー ド設定が追加されま し た。 こ

れらの設定は基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細 ] 

タ ブに、 また QuickPatch プロジ ェ ク ト では [ 詳細 ] タ ブにあり ます。

パッ チまたは QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する と、 すべてのエン ド ユーザーはパッ ケージを イ ンス

ト ールする時に、 ア ッ プデー ト を起動するためのパスワー ド ( 大文字と小文字を区別する ) を入力し な く てはな り

ません。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• パッ チ パッ ケージをパスワー ド で保護する

• QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する

• [ 詳細 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ューのパッ チ構成用 )

• [ 詳細 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

QuickPatch プロジ ェ ク ト のパッ チ と ア ッ プグレー ドの検証サポー ト

QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド し た と き、 InstallShield はパッ チ と ア ッ プグレー ドの検証を実行するよ う にな り

ま し た。 この検証は、 QuickPatch パッ ケージを使って製品のア ッ プグレー ド を試みる と きに発生する可能性のあ

る、 一般的な問題を識別するのに役立ちます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
これまでパッ チ と ア ッ プグレー ドの検証は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で [ パッ チ

のデザイ ン ] ビ ューで作成されたパッ チで しか利用できませんで し た。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch パッ ケージを検証する」 を参照し て く だ さい。

ビル ド時の検証に複数 .cub フ ァ イルを選択できる機能

InstallShield の [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ 検証 ] タ ブでは、 InstallShield 内でビルド されたイ ンス

ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する際に使用される .cub フ ァ イルを複数指定できるよ う にな り

ま し た。

また、 ISCmdBld.exe を使ったコマン ド ラ イ ン ビルド (Standalone Build コマン ド ラ イ ン ビルド を含む ) で -m コマ

ン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 複数の .cub フ ァ イルを渡すこ と もできるよ う にな り ま し た。 .ini フ ァ イルを

使ってコマン ド ラ イ ンにパラ メ ーターを渡す場合、 今回よ り .ini フ ァ イルの CubFile パラ メ ーターに 複数の .cub 

フ ァ イルを指定する こ とができるよ う にな り ま し た。

MSBuild 用の InstallShield タ スクの RunMsiValidator パラ メ ーターが強化され、 複数の .cub フ ァ イルを使用できるよ

う にな り ま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Windows ロゴ プログラムの要件

• イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する

• ビルド時に検証を行うかど うかを指定する

• イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する

• [ 検証 ] タ ブ ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス )

• [ ビルド ] メ ニュー

• ISCmdBld.exe

• .ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

InstallShield ベス ト プ ラ ク テ ィ ス スイー ト の新しい検証ツール

ISBP20 は InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス スイー ト で利用可能な新しい検証ツールです。 ISBP20 は、 Registry 

テーブルに含まれるレジス ト リ エン ト リが、 ルー ト  レベルのレジス ト リ キーや、 その削除によ って ターゲッ ト  

マシン上での ト ラ ブルの原因と なるよ う なキーの削除が行われないこ と を検証し ます。

InstallShield ベス ト  プラ クテ ィ ス スイー ト は、 InstallShield Premier Edition の基本の MSI、 InstallScript MSI、 および 

MSI データベース プロジ ェ ク ト で利用できます。

/v コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを複数回使用し て、 Setup.exe から .msi フ ァ イルに複数のパラ メ ー
ターを渡すこ とができる機能

Setup.exe から Msiexec.exe へ複数の引数を渡す場合、 コ マン ド ラ イ ンで /v  オプシ ョ ンを各引数ご とに 1 回ずつ、

複数回使用する こ とができます。 以前、 /v オプシ ョ ンの使用は 1 回に限られていたため、 すべてのパラ メ ーター

はこのイ ンス タ ンスを通し て渡されていま し た。

基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに、 この強化サポー ト が含まれています。

詳細については、 「Setup.exe および Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
改善された Standalone Build と InstallShield の間の互換性

今回よ り、 InstallShield Premier Edition で提供されている Standalone Build は、 InstallShield がプログラム フ ァ イル

に使用するデ ィ レ ク ト リ構造と同じデ ィ レ ク ト リ構造を使用し ます。 これによ り、 InstallShield があるマシンから

再配布可能フ ァ イルや他のフ ァ イルを Standalone Build があるマシンにコ ピーする と き、 同じ相対パスを使用でき

るよ う にな り ま し た。 以前、 異なるデ ィ レ ク ト リ構造が別々に使用されていま し た。

また、 InstallShield のコマン ド ラ イ ン ビルド で使われる ISCmdBld.exe も Standalone Build と共にイ ンス ト ールされ

ています。 以前、 Standalone Build は別のフ ァ イル (IsSaBld.exe) を コ マン ド ラ イ ン ビルド に使用し ていま し た。

ISCmdBld.exe は今回よ り、 以前 IsSaBld.exe のみがサポー ト し ていたパラ メ ーターをサポー ト し ます。

• -o ＜マージ モジュール検索パス＞ — プロジ ェ ク ト で参照されるマージ モジュール (.msm) フ ァ イルを含む

フ ォルダーを コ ンマで区切って指定し ます ( 複数指定可 )。

• -t ＜ Microsoft .NET Framework のパス＞ — Microsoft .NET Framework へのパスを指定し ます。 パスは、 ビルド 

マシンにイ ンス ト ールされている .NET Framework の場所です。

• -h — ビルド の終わり でア ッ プグレー ド検証ツールをスキッ プする こ と を示し ます。

• -g < 最小ターゲッ ト MSI バージ ョ ン > — ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールに必要な Windows Installer の最小

バージ ョ ンを指定し ます。

• -j < 最小ターゲッ ト Microsoft .NET Framework バージ ョ ン > — ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールに必要な .NET 

Framework の最小バージ ョ ンを指定し ます。

この強化の一部と し て、 Standalone Build のイ ン ターフ ェ イスで、 InstallShield と同じ ISWiAutomation15.dll フ ァ イル

が使用されるよ う にな り ま し たが、 イ ンス ト ールされる場所は異な り ます。 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン

ターフ ェ イス と共に動作する既存のオー ト メ ーシ ョ ン スク リ プ ト がある場合、 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン 

イ ン ターフ ェ イス と共に使用するためにスク リ プ ト 全体でラ イブラ リの名前を IswiAutoN から SAAutoN (N はバー

ジ ョ ン番号です ) に変更する作業は必要な く な り ま し た。 この変更によ り、 ISWiProject オブジ ェ ク ト に、 以前 

Standalone オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでのみ提供されていたい く つかのプロパテ ィ のサポー ト が追加さ

れま し た。

• DotNetFrameworkPath

• MergeModuleSearchPath

• MinimumTargetDotNetVersion

• MinimumTargetMSIVersion

• SelfRegistrationMethod

• SkipUpgradeValidators

互換性の改善によ り、 別々の 2 セ ッ ト のバイナリの代わり に 1 セ ッ ト のバイナ リのみが Standalone Build と 

InstallShield にビルド されるため、 InstallShield ホ ッ ト フ ィ ッ クスまたはサービス パッ クがリ リース された と き、 そ

れを Standalone Build と InstallShield に使用する こ とができます。 以前、 別々のホ ッ ト フ ィ ッ クス とサービス パッ

クが必要で し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Standalone Build をビルド マシンにイ ンス ト ールする

• Standalone Build 用に再配布可能フ ァ イルをビルド マシンへ追加する

• ス タ ン ド アロン コマン ド ラ イ ン ビルド

• ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
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• Standalone Build と InstallShield を同一のマシン上にイ ンス ト ールする

• ISCmdBld.exe

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

SQLBrowse 実行時ダイアログで、 ローカル、 リ モー ト 、 エイ リ アス SQL Server を参照が可能

SQLBrowse ダイアログのフ ィ ルター機能が強化されま し た。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールの SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロール

で リ モー ト  サーバーのみ表示し たい場合、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY を

設定し ます。基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールの SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス 

コ ン ト ロールでサーバー エイ リ アスのみ表示し たい場合、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  

IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY を設定し ます。 以前は、 ローカル サーバーのみを表示する フ ィ ルターだけしか利用

できませんで し た。 これには、 IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY プロパテ ィ を設定し ます。 これらのプロパテ ィ を任

意に組み合わせて、 SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールで、 複数の種類のサーバー

を表示する こ とができます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト に、 次の 2 つの新しい InstallScript 関数が追加されま し た :

• SQLRTSetBrowseOption— この関数を利用し て、 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト

ロールで、 ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 サーバーのエイ リ アス、 またはこれらのサーバーの組み

合わせを表示するかど うかを指定できます。

• SQLRTGetBrowseOption— この関数は、 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの

参照オプシ ョ ンの現在の値を返し ます。 これらでは、 ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 サーバー エ

イ リ アス、 およびこれらのサーバーの組み合わせを表示できます。

SQL データベース サーバーの最小要件が満た されない場合でも イ ンス ト ールを続行する機能

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL 接続を選択する と表示される [ 要件 ] タ ブに、 新しい [ 最小要件が満た されてい

ない場合でも イ ンス ト ールの続行を許可する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されま し た。 

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ターゲッ ト システム上でデータベース サーバーの最小要件が満た されてい

ない場合、 ラ ン タ イムは SQL 接続と その SQL スク リ プ ト のすべてをスキッ プ し てイ ンス ト ールを続行し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ていて最小要件が満たされない場合、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールを続行す

る こ とができません。 これがデフ ォル ト の動作です。

この強化内容は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「[ 要件 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

SQL Server エイ リ アスのサポー ト

SQL ラ ン タ イム サポー ト が強化され、 イ ンス ト ールが SQLBrowse ダイアログで SQL Server のエイ リ アス名を リ

ス ト できるよ う にな り ま し た。 また SQLLogin ダイアログを使って、 エン ド ユーザーはエイ リ アス名で SQL 

Server に接続する こ とが可能です。

この強化内容は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「新しい SQL 接続の追加」 を参照し て く だ さい。
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.NET Framework 用の定義済みシステム検索

InstallShield に、 次の新しい定義済みシステム検索が追加されま し た。

• Microsoft .NET Framework 3.5

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1

• Microsoft .NET Framework 3.0

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1

• Microsoft .NET Framework 2.0

• Microsoft .NET Framework 1.1

• Microsoft .NET Framework 1.0

イ ンス ト ールでこれらのいずれかが必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ

ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エラー カス タム アク シ ョ ンの拡張サポー ト

このカス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド に、 指定されたエラー メ ッ セージを表示し、 失敗を戻し て、 イ ンス ト ール

を終了する タ イプ 19 カス タム アク シ ョ ンのサポー ト が追加されま し た。 以前、 この種類のカス タム アクシ ョ ン

を作成するには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク

リ ッ ク し てから、 [ エラー ] を ク リ ッ クするか、 またはダイ レ ク ト  エデ ィ ターを利用し て、 手動でカス タム アク

シ ョ ンのテーブル エン ト リ を入力する必要があ り ま し た。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプでエラー カス タム アクシ ョ ンがサポー ト されるよ う にな り ま し た。 以前、 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのみサポー ト されていま し た。

ソース フ ァ イルにデジ タル署名するかど う かを指定できる機能

[ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブに、 新しい [ 元の場所にある フ ァ イルに署名する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加さ

れま し た。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを利用し て、 InstallShield で、 元のソース フ ァ イルにも署名をするか、 またはリ

リースに組み込まれる フ ァ イルのみ署名するかを指定できます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 リ リース ウ ィ ザー ド

の [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] パネルでも提供されています。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 デフ ォル ト で、 ク リ

アになっています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 も と も と

署名されていなかったフ ァ イルを含むリ リースの圧縮バージ ョ ン と非圧縮バージ ョ ンの両方を更新する単一の

パッ チを作成する場合に便利です。

以前、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがなかったため、 InstallShield で元の場所にある フ ァ イルを署名する こ とができませ

んで し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスには、 このあたら しいデジ タル署名機能のサポー ト が含まれています。

ISWiRelease オブジ ェ ク ト に、 InstallShield が元のソース フ ァ イルに署名するか、 リ リースに組み込まれたフ ァ イ

ルにのみ署名するかを指定できる SignFilesInPlace プロパテ ィ が追加されま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：
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• リ リースの [ 署名 ] タ ブ

• [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] パネル

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

改良されたス タ テ ィ ッ ク COM 抽出

ス タ テ ィ ッ ク COM 抽出を使用する場合、 Registry テーブルのプ ラ イマ リ キーを生成する と きに InstallShield が 

MD5 アルゴ リズムを使用するよ う にな り ま し た。 し たがって、 COM データが変更されない場合、 パッ ケージの異

なるバージ ョ ン間や、 抽出された COM データが更新される と きにプラ イマ リ キーが変更される こ とはあ り ませ

ん。

以前、 InstallShield はス タ テ ィ ッ ク COM 抽出中に作成されたプ ラ イマ リ キーにはラ ンダム値を使用し ま し た。 そ

の結果、 COM データが更新されたと き、 またはパッ チがビルド された と き、 COM データが変更されていないにも

関わらず新しいプラ イマ リ キーが作成される可能性があ り ま し た。 パッ チに関し ては、 プラ イマ リ キーが変更さ

れた場合に COM データがパッ チに含まれます。 パッ チが変更されていない COM データ を持つコ ンポーネン ト を

更新し た場合、 パッ チのアン イ ンス ト ール中に COM データが削除される可能性があ り、 これは製品の以前のバー

ジ ョ ンに問題を もたらす原因と な りかねません。

この強化は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript 言語の強化および新機能

InstallScript 言語が一部強化されま し た。 

.NET Framework 3.5 および .NET Framework 3.0 SP1 の強化

新しい FOLDER_DOTNET_35 InstallScript 変数が追加されま し た。 この変数は、 .NET Framework 3.0 フ ァ イルのパス

を格納し ます。

Is 関数と使用するための 2 つの新しい定数が追加されま し た :

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_35

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP

.NET Framework 3.0 の SP1 またはそれ以降のサービス パッ クがイ ンス ト ールされているかど うかを ク エ リする と

き、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP 変数を使用できます。 .NET Framework 3.0 の RTM バージ ョ ンがイ ンス ト ー

ルされているかど うかを検出するには、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 を使用し ます。

一時フ ァ イルを作成する Windows API GetTempFileName を呼び出す、 新しい GetTempFileNameIS 関数

GetTempFileNameIS とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 この関数は Windows API 

GetTempFileName を呼び出し て一時フ ァ イルを作成し、 その関連アクシ ョ ンを実行し ます。

詳し く は、 「GetTempFileName」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 2008 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト 用の新しいエン ド  ユーザー ダイアログ テーマ

ダイアログ テーマは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印象を与える こ とができる、 あらか

じめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。 ボタ ンを ク リ ッ クするだけで、 プロジ ェ ク ト に提供されている

テーマから 1 つ選んで、 Setup.exe 初期化ダイアログを含む、 プロジ ェ ク ト で使用されているすべての内部および

外部ダイアログに適用する こ とができます。 それぞれのダイアログは [ ダイアログ ] ビ ュー内から簡単にプレ

ビ ューする こ とができ、 選択し たテーマがどのよ う に見えるかを実際に確認する こ とができます。

一部のテーマは、 InstallShield の Premier Edition と Professional Edition の両方で提供されていますが、 Premier 

Edition のみで提供されている ものもあ り ます。 詳細については、 「提供されているテーマ と対応するダイアログの

サイズ」 を参照し て く だ さい。

この機能の詳細は、 「ダイアログのテーマ」 を参照し て く だ さい。

デジ タル署名の強化

ビルド時に、 製品の実行可能フ ァ イルを含むプロジ ェ ク ト 内のすべてのフ ァ イルにデジ タル署名が可能にな り ま

し た。 また、 今回よ り、 デジ タル署名に personal information exchange フ ァ イル (.pfx) が使用できるよ う にな り ま し

た。 この機能は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト  タ イプでサポー ト されています。

[ リ リース ] ビ ューで新しい [ 署名 ] タ ブを使って、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署

名に関する情報 ( 証明機関よ り付与されたデジ タル証明書フ ァ イルを含む ) を指定し ます。 [ 署名 ] タ ブでまた、

デジ タル署名をする イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。 リ リース ウ ィ ザー ド を使って、 すべ

てのデジ タル署名情報を指定する こ と もできます。

署名に .pfx フ ァ イルを指定する と、 InstallShield でフ ァ イルが署名される と き SignTool.exe が使用されます。 .spc 

フ ァ イルと .pvk フ ァ イルを指定する と、 フ ァ イルの署名に Signcode.exe が使用されます。 .pfx フ ァ イルは、 よ り

多 く の異なる環境 ( ロ ッ ク されたビルド マシンなど ) で動作するため、 よ り頻繁に利用されています。

InstallShield でデジ タル署名パスワー ド を指定する と き、 .pfx フ ァ イルを使用し ている場合、 パスワー ドのプロン

プ ト は表示されな く な り ます。 .spc フ ァ イルと .pvk フ ァ イルを使用し ている場合は、 パスワー ドのプロンプ ト が

表示される こ とがあ り ます。

以前、 InstallShield では、 .msi フ ァ イル、 .hdr フ ァ イル、 Setup.exe フ ァ イルのみ署名が可能で し た。 また、 デジ タ

ル署名用に .spc フ ァ イルと .pvk フ ァ イルは指定できま し たが、 .pfx フ ァ イルは指定できませんで し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う

• リ リースの [ 署名 ] タ ブ

新しい InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト  (Premier Edition)

InstallShield には、 InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト とい う名前の 1 セ ッ ト の検証ツールが含まれていま

す。 イ ンス ト ールがベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに違反し ている場合、 このスイー ト の InstallShield ベス ト  

プラ クテ ィ ス (ISBP) 検証ツールによ って警告されます。

この機能は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース プロジ ェ ク ト で提供されています。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス スイー ト

• 検証中に実行する ICE、 ISICE、 ISVICE および ISBP を指定する
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イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス (IIS) 7.0 と SSL のサポー ト

InstallShield には今回よ り IIS 7 のサポー ト も含まれています。

また、 イ ンス ト ールに、 Web サイ ト の SSL 証明書を含める こ と もできます。 SSL サーバー証明書を含める こ とに

よ り、 ユーザーは Web サーバーの認証および Web コ ンテンツの有効性の確認を行う こ とができる と共に、 セキュ

リ テ ィ で保護された接続を確立する こ とができます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [IIS 構成 ] ビ ュー

• Web サイ ト の SSL 証明書を指定する

• ターゲッ ト  システムに IIS 6 以前が搭載されているか、 または IIS 6 メ タベースの互換性機能があるかど うか

を判別する

• InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報

新し く 追加された Microsoft .NET 前提条件

InstallShield には今回、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる 

.NET 関連の新しいセ ッ ト ア ッ プ前提条件が多数含まれています。

• .NET Framework 2.0 (x64)

• .NET Framework 2.0 (x64) 言語パッ ク

• .NET Framework 2.0 (IA64)

• .NET Framework 2.0 (IA64) 言語パッ ク

• .NET Framework 3.0 (x64)

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト に更新された Microsoft .NET オブジ ェ ク ト

新たに更新された Microsoft .NET オブジ ェ ク ト が、 InstallShield で提供されています。 このオブジ ェ ク ト には、 32 

ビ ッ ト 、 64 ビ ッ ト  x64、 および 64 ビ ッ ト  Itanium バージ ョ ンを含む、 バージ ョ ン 1.0 (SP3)、 1.1 (SP1)、 2.0、 およ

び 3.0 の .NET Framework のサポー ト が含まれています。 オブジ ェ ク ト にはまた、 言語パッ クおよび、 1.0 と 1.1 の

最新サービス パッ クが含まれています。

このオブジ ェ ク ト はまた、 .NET オブジ ェ ク ト を含む機能がイ ンス ト ールされた と き、 .NET Framework のイ ンス

ト ールを起動し て、 実行完了し ます。 このオブジ ェ ク ト を使用し て .NET Framework を即座にイ ンス ト ールする こ

とによ り、 その後にイ ンス ト ールされる フ ァ イルのイ ンス ト ールまたは構成で .NET Framework が必要になった と

きに、 確実に使用できるよ う にな り ます。

詳細については、 「Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド」 を参照し て く だ さい。

Visual C++ 8.0 マージ モジュールの追加

InstallShield に、 Visual C++ 8.0 SP1 のマージ モジュール ( バージ ョ ン 8.0.50727.762) が追加されま し た。

ダイアログ ボタ ンの UAC シール ド アイ コ ンのサポー ト  ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト )

基本の MSI プロジ ェ ク ト のダイアログ エデ ィ ターで、 すべてのボタ ン コ ン ト ロールに新しい Show UAC Shield 

Icon プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ で True を選択する と、 エン ド ユーザーが Windows Vista シス

テムでイ ンス ト ールを実行し ている と き、 [ ユーザー アカウン ト 制御 (UAC)] シールド アイ コ ンがボタ ンに表示さ
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れます。 Windows Vista システムで InstallShield を使用し ている場合、 実行時と同じ シールド アイ コ ンがダイアロ

グ エデ ィ ターのボタ ンに表示されます。 シールド アイ コ ンによ って、 昇格された権限が必要かも しれないこ とが

エン ド ユーザーに通知されます。

これから作成するすべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 Show UAC Shield Icon プロパテ ィ は 

ReadyToInstall ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ンについて True に設定されています。 InstallShield 12 以前で作

成された基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 にア ッ プグレー ド し たと き、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンの 

"UAC シールド アイ コ ンの表示 " プロパテ ィ のデフ ォル ト 値は False になっています。 この値は、 このボタ ンにつ

いてのみではな く 、 他のすべてのボタ ンについても、 必要に応じ てオーバーラ イ ド する こ とができます。

LicenseAgreement ダイアログで、 エン ド ユーザーが EULA の最後までスク ロールする こ と を必須にす
る機能

InstallShield では、 エン ド ユーザーがマウスまたはキーボー ド を使ってスク ロール可能な EULA コ ン ト ロール内に

あるエン ド ユーザー使用許諾契約 (EULA) テキス ト の終わり に到達するまで、 LicenseAgreement ダイアログ上の [

次へ ] ボタ ンを無効にする こ とができます。

エン ド ユーザーはまた、 [ 次へ ] ボタ ンが有効にされる前に [ ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ます ] オプシ ョ

ンを選択する必要があ り ます。 この動作は、 InstallShield の以前のリ リース と同じ です。

デフ ォル ト で、 スク ロール要件は LicenseAgreement ダイアログで提供されていません。 この機能を利用するには、

プロジ ェ ク ト に WatchScroll とい う名前の Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンを追加する必要があ り ます。

このカス タム アクシ ョ ンは EulaScrollWatcher.dll フ ァ イルを呼び出し ます。 また、 [ 次へ ] ボタ ンのコ ン ト ロール

条件を変更し、 イベン ト を Memo コ ン ト ロールに追加する必要があ り ます。

これは基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供されています。

詳しい手順については、 「LicenseAgreement ダイアログでエン ド ユーザーが EULA を最初から最後までスク ロール

するのを必須にする」 を参照し て く だ さい。

追加された SQL Server 2005 Express Edition SP1 セ ッ ト ア ッ プ前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP1 のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が追加されま し た。 この

セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

更新された DirectX 9.0c オブジ ェ ク ト

InstallShield では 2 つの DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト  ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で提

供されている Windows Installer ベースのオブジ ェ ク ト と、 InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されている InstallScript 

ベースのオブジ ェ ク ト ) が利用できます。 これらの両方のオブジ ェ ク ト は、 32 ビ ッ ト 固有および 64 ビ ッ ト 固有の

コ ンポーネン ト を含む、 最新の DirectX 9.0c コアおよびオプシ ョ ンのコ ンポーネン ト をすべてイ ンス ト ールし ま

す。

また、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI の DirectX 9 オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド にも一部変更が加え

られま し た。 このウ ィ ザー ド では今回よ り、 再配布可能フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めるか、 または .msi 

フ ァ イルにス ト リームするかを指定する こ とができます。 この変更によ り、 圧縮イ ンス ト ールで DirectX 9 オブ

ジ ェ ク ト が使用できるよ う にな り ま し た。 また、 サイ レン ト  イ ンス ト ールでも今回よ り DirectX 9 オブジ ェ ク ト が

使用できるよ う にな り ま し た。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 DirectX イ ンス ト ールを起動する カス タム アクシ ョ

ンは Windows Vista システムで昇格された権限を使って実行できるよ う に、 [ 実行 ] シーケンスにスケジュールさ

れ、 遅延システム コ ンテキス ト で実行されます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：
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• DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める

• DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

DIFx 2.1 のサポー ト

InstallShield では、 最新版の Driver Install Frameworks for Applications (DIFx) がサポー ト されています。 この新しい

バージ ョ ンには、 マイ ク ロ ソ フ ト からの最新バイナ リ フ ァ イルが含まれているため、 InstallShield で作成する基本

の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

この新しいバージ ョ ンは Windows Vista システムにイ ンス ト ールする こ とができます。 InstallShield の以前のバー

ジ ョ ンには、 場合によ って Windows Vista にイ ンス ト ールする こ とができなかった DIFx の以前のバージ ョ ンが含

まれていま し た。

COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録のサポー ト  ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト )

InstallShield では今回よ り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録がサポー ト されてい

ます。 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマーク し てから、 そのコ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加し た と き、 その

フ ァ イルの [ 自己登録 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ール時の 64 ビ ッ ト 自己登録を有効にする こ とが

できます。 InstallShield ではまた、 動的にリ ン ク されている COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録もサポー ト されて

います。 詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ールを使って ターゲッ

ト する

• [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加する

セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターの拡張されたオペレーテ ィ ング システム条件の設定

セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターで、 前提条件に条件を作成する と き、 よ り詳しいオペレーテ ィ ング システム要

件に関する情報を指定できるよ う にな り ま し た。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターで前提条件の条件を追加また

は変更する と きに表示される [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 定義済みのオペレーテ ィ ング システム

を選択する こ と もできますし、 カス タム オプシ ョ ンを選択する こ と もできます。 新しいカス タム オプシ ョ ンを使

用し て、 プラ ッ ト フ ォーム、 メ ジャーと マイナー バージ ョ ン、 プロセ ッサ アーキテ クチャ (64 ビ ッ ト または 32 

ビ ッ ト ) およびサービス パッ クなどのオペレーテ ィ ング システム要件の設定を構成する こ とができます。 ター

ゲッ ト  システムがオペレーテ ィ ング システムの要件を満た さ ない場合、 前提条件はイ ンス ト ールされません。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• InstallShield 前提条件のオペレーテ ィ ング システム条件を追加する

• [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 条件 ] タ ブ

Windows Server 2008 システムを ターゲ ッ ト する機能

InstallShield では、 Windows Server 2008 がイ ンス ト ールに必須である と指定する こ とができます。 また、 機能およ

びコ ンポーネン ト に Windows Server 2008 に関連する条件をビルド する こ と もできます。

Windows Vista と Windows Server 2008 は、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイナー バージ ョ ン番号を持つ点に注

意し て く ださい。 し たがって、 InstallScript を使って Windows Server 2008 と Windows Vista を区別するには、

SYSINFO.nOSProductType = VER_NT_WORKSTATION が、 Windows Vista の場合は TRUE、 Windows Server 2008 の場

合は FALSE であるかど うかを確認し て く だ さい。 詳細については、 「SYSINFO」 を参照し て く だ さい。
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新しい MSXML 6 SP1 セ ッ ト ア ッ プ前提条件

InstallShield には今回よ り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる

新しい MSXML セ ッ ト ア ッ プ前提条件がい く つか含まれています。

• MSXML 6.0 SP1

• MSXML 6.0 SP1 (IA64)

• MSXML 6.0 SP1 (x64)

MSXML の詳しい情報については、 「XML フ ァ イルの変更の実行時の要件」 を参照し て く ださい。

FlexNet Connect サポー ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に FlexNet Connect 6.1 の再配布可能フ ァ イルを追

加する こ とができます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に

含める FlexNet Connect のバージ ョ ンを選択する こ とができます。 バージ ョ ン 6.1、 または [ オプシ ョ ン ] ダイアロ

グ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブにある [ マージ モジュールの場所 ] 領域で指定されている場所にイ ンス

ト ールされている任意のバージ ョ ンを含める こ とができます。

[ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューに、 FlexNet Connect 6.1 がサポー ト する新しい " ベンダー データベース " 設定が追加

されま し た。

強化機能

リ リースにおけるユーザビ リ テ ィ の強化点

[ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの設定がカテゴ リ別に複数のタ ブで再構成されま し た。

また、 [ リ リース ] ビ ュー内から " 圧縮 " 設定に、 [ 圧縮 ] または [ 非圧縮 ] を選択できるよ う にな り ま し た。 これ

まで、 この設定の変更を行う には、 リ リース ウ ィ ザー ド を起動し なければな り ませんで し た。 カス タム圧縮の設

定を指定する場合 ( 機能ご とに 1 つの .cab フ ァ イル、 またはコ ンポーネン ト ご とに １  つの .cab フ ァ イル )、 リ

リース ウ ィ ザー ド を これまでどお り利用する必要があ り ます。 " 圧縮 " 設定は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト 使用できます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 [ 配布 ] 

ビ ューにあった設定は、 [ リ リース ] ビ ューの新しい [ ポス ト ビルド ] タ ブに移されま し た。 [ ポス ト ビルド ] タ ブ

には、 ビルド時に リ リースを フ ォルダーまたは FTP サイ ト に自動的に配布できるよ う に構成できる設定があ り ま

す。

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 [ リ リース

] ビ ューで リ リースを右ク リ ッ ク し た と きに新しい [ 配布 ] コマン ドが表示されます。 このコ マン ド を選択する

と、 リ リースに関連するすべてのフ ァ イルが [ ポス ト ビルド ] タ ブで指定された場所にコ ピーされます。

InstallScript および InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場合、 リ リースは、 ビルド されるたびに、 自動的に [ ポス ト

ビルド ] タ ブで指定し た場所 ( 複数可 ) にコ ピーされます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リースの [ ビルド ] タ ブ

• リ リースの [Setup.exe] タ ブ

• リ リースの [ 署名 ] タ ブ

• リ リースの [.NET/J#] タ ブ
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• リ リースの [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

• リ リースの [ イベン ト ] タ ブ

• フ ォルダーまたは FTP サイ ト に リ リースを自動的に配布する

カス タム アク シ ョ ン と シーケンスにおけるユーザビ リ テ ィ の強化

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューと [ シーケンス ] ビ ューが [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューとい う名前

のビ ューに統合され、 よ り強力な機能を提供できるよ う にな り ま し た。 統合されたビ ューでは、 ド ラ ッ グアン ド

ド ロ ッ プ編集およびコ ピー機能がサポー ト されています。

• 新しいカス タム アクシ ョ ンをシーケンスするには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーからそれを、 [

シーケンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし ます。

• ダイアログ、 標準アクシ ョ ン、 またはカス タム アクシ ョ ンを、 シーケンス内の異なる位置へ ( または、 ある

シーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位置から新しい場所へド ラ ッ グし ます。

• カス タム アクシ ョ ンを別のシーケンスへコ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 カス タム アクシ ョ ンを別の

シーケンスへド ラ ッ グし ます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューは、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 MSI データベース、

および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー )

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス タム アクシ ョ

ンを作成する

• アクシ ョ ンをシーケンスに挿入する

• カス タム アクシ ョ ンを別のシーケンスへコ ピーする

• シーケンスの順序を変更する

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー、 [ レジス ト リ ] ビ ュー、 および [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにおけ
るユーザビ リ テ ィ の強化

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューにおける強化内容は次のとおり です。

• [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ン内でフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 新しい [ １  つ上の

フ ォルダーを開 く ] コマン ド を ク リ ッ クできます。 Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウが開き、 右ク リ ッ

ク し て選択し たフ ァ イルを含むフ ォルダーが表示されます。

• [ イ ンス ト ール先のコ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ クする と、 新しい [ 追加 ] ボタ ンを使用で

きます。 このコマン ド を使う と [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イル

を参照する こ とができます。

• このビ ューの右上に、 新しい リ ン ク ([ ソース ペイ ンの表示 ] または [ ソース ペイ ンの非表示 ]) が追加されま

し た。 この新しい リ ン ク を使う と、 このビ ューの上部に表示される [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンおよび [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

この 2 つのペイ ンを非表示にし て Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウを開き、 InstallShield 内に表示されて

いる残りの 2 つのペイ ンに Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウから直接フ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド

ロ ッ プする こ とができます。
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[ レジス ト リ ] ビ ューの右上にも新しい リ ン ク ([ ソース ペイ ンの表示 ] または [ ソース ペイ ンの非表示 ]) が追加

されま し た。 この新しい リ ン ク を使う と、 このビ ューの上部に表示される [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンおよび [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

以下はまた、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにお

ける ２  の強化点です :

• このビ ューの右側のペイ ンに、 左上のペイ ンで選択されたマージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 またはセ ッ ト

ア ッ プ前提条件に関する詳細が表示されます。 このビ ューの右上にある [ 詳細の表示 ] または [ 詳細の非表示

] リ ン ク を ク リ ッ クする と、 この詳細ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件の [ 詳細 ] ペイ ンに、 選択されたセ ッ ト ア ッ プ前提条件に関する完全な情報が表示され

ます。 この情報には、 前提条件に構成されている条件、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 およびその他の情報

が含まれます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの強化

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスが、 大幅に強化されま し た。

可能になった CreateProject メ ソ ッ ド によるマージ モジュール プロジ ェ ク ト の作成

ISWiProject オブジ ェ ク ト の CreateProject メ ソ ッ ド を使用し て、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成する こ と

ができるよ う にな り ま し た。 以前、 このメ ソ ッ ドは、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オ

ブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でのみサポー ト されていま し た。

詳細については、 「CreateProject メ ソ ッ ド」 を参照し て く だ さい。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの構成をサポー ト

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのための新しいオブジ ェ ク ト と新しいコ

レ クシ ョ ンが追加されま し た。 また、 ISWiComponent オブジ ェ ク ト に、 2 つの新しい メ ソ ッ ド と 1 つのプロパテ ィ  

( コ ンポーネン ト のダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加する AddDynamicFileLinking と、 削除する 

RemoveDynamicFileLinking、 およひダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのコ レ クシ ョ ンを取得する 

ISWiDynamicFileLinkings) が追加されま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト

• ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ン

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

• RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

パス変数の構成をサポー ト

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 プロジ ェ ク ト でパス変数を構成するための新しいオブジ ェ ク ト と コ レ ク

シ ョ ンが追加されま し た。 また、 ISWiProject オブジ ェ ク ト に、 パス変数のコ レ クシ ョ ンを取得 (ISWiPathVariables) 

でき、 かつパス変数をプロジ ェ ク ト に追加 (AddPathVariable) し、 削除 (DeletePathVariable) する こ とができる 2 つ

の新しい メ ソ ッ ド と プロパテ ィ が追加されま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト
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• ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ン

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

• AddPathVariable メ ソ ッ ド

• DeletePathVariable メ ソ ッ ド

文字列テーブル エン ト リの変更をサポー ト

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 プロジ ェ ク ト で言語と文字列エン ト リ を構成するための新しいオブジ ェ

ク ト と コ レ クシ ョ ンが追加されま し た。 また、 ISWiLanguage オブジ ェ ク ト に、 文字列エン ト リのコ レ クシ ョ ンを

取得 (ISWiStringEntries) でき、 かつ文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト に追加 (AddStringEntry) し、 削除 

(DeleteStringEntry) する こ とができる 2 つのメ ソ ッ ド と プロパテ ィ が追加されま し た。 また、 ISWiProject オブジ ェ

ク ト に、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている言語のコ レ クシ ョ ンを取得する新しいプロパテ ィ  (ISWiLanguages) が

追加されま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISWiLanguage Object

• ISWiLanguages コ レ クシ ョ ン

• ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト

• ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ン

• AddStringEntry メ ソ ッ ド

• DeleteStringEntry メ ソ ッ ド

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

環境変数の構成をサポー ト

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスに、 環境変数のための新しいオブジ ェ ク ト と新しいコ レ ク シ ョ ンが追加され

ま し た。 また、 ISWiComponent オブジ ェ ク ト に、 2 つの新しい メ ソ ッ ド と プロパテ ィ  ( コ ンポーネン ト の環境変数

を追加する AddEnvironmentVar と 削除する RemoveEnvironmentVar、 および環境変数のコ レ クシ ョ ンを取得する 

ISWiEnvironmentVars) が追加されま し た。

• ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト

• ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ン

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• AddEnvironmentVar メ ソ ッ ド

• RemoveEnvironmentVar メ ソ ッ ド

会社名、 会社 URL、 および会社の電話番号を設定するための ISWiProject オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

ISWiProject オブジ ェ ク ト に新し く プロパテ ィ が追加され、 [ 一般情報 ] ビ ューの設定の値を指定する こ とができま

す。

• CompanyName 

• CompanyURL 

• CompanyPhone 
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フ ァ イルにデジ タル署名するための ISWiRelease オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト に追加された新しいプロパテ ィ を使用し て、 ビルド時に リ リース用のフ ァ イルに行う デ

ジ タル署名用の設定を構成する こ とができます。 新しいプロパテ ィ は、 以下のとお り です。

• CertificatePassword 

• SignFiles 

• SignFilesExclude 

• SignFilesInclude 

• SignSignedFiles 

Directory テーブルに未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持するかど うかを指定するための ISWiRelease オブジ ェ ク ト のプロ
パテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト に新し く 追加された KeepUnusedDirectories プロパテ ィ を使用し て、 このリ リースをビル

ド し たと き InstallShield が .msi フ ァ イルの Directory テーブルから未使用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを指

定する こ とができます。

.NET Framework のイ ンス ト ール / 更新のための再起動を遅延するかど うかを構成するための ISWiRelease オブジ ェ
ク ト  プロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト  に追加された新しい DotNetDelayReboot プロパテ ィ  を使用し て、 イ ンス ト ールが完了す

るまで、 ターゲッ ト  システム上での .NET Framework のイ ンス ト ールまたは更新に関連付けられた再起動を遅延す

るかど うかを指定できます。

エン ド ユーザーに .NET Framework を イ ンス ト ールするかど うかをたずねる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示するかど う
かを指定するための ISWiRelease オブジ ェ ク ト  プロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト に、 新しい DisplayDotNetOptionDialog プロパテ ィ が追加されま し た。 このプロパテ ィ を

使用し て、 エン ド ユーザーが .NET Framework のイ ンス ト ールが必要がど うかを指定できる メ ッ セージ ボ ッ クスを

実行時に表示するかど うかを指定できます。

ビルド時の配布オプシ ョ ンを構成するための ISWiRelease オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト に追加された新しいプロパテ ィ を使用し て、 ビルド時に リ リースを フ ォルダーまたは 

FTP サイ ト に自動的に配布するための設定を構成する こ とができます。 新しいプロパテ ィ は、 以下のとお り です。

• DistributeLoc 

• DistributeToURLLoc 

• DistributeToURLUserName 

• DistributeToURLPassword 

• DistributeAfterBuild 

ISWiSequence コ レ クシ ョ ンの新しい RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド

ISWiSequence コ レ クシ ョ ンに、 シーケンスからアイテムを削除する こ とができる RemoveSequenceRecord メ ソ ッ

ドが新し く 追加されま し た。 詳細については、 「RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 225



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イ ブ ラ リ

InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるサポー ト  フ ァ イルの追加と削除

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは今回よ り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト と 

ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト をサポー ト し ます。 これらのオブジ ェ ク ト には、 今回よ り基本の MSI プロジ ェ ク ト

で利用できる メ ソ ッ ド (AddSetupFile、 DeleteSetupFile、 AddAdvancedFile、 および DeleteAdvancedFile) が含まれて

います。 以前、 これらのオブジ ェ ク ト と メ ソ ッ ドは、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト でのみ提供されていま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト

• ISWiAdvancedFiles コ レ クシ ョ ン

• AddAdvancedFile メ ソ ッ ド

• DeleteAdvancedFile メ ソ ッ ド

• ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト

• ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン

• AddSetupFile メ ソ ッ ド

• DeleteSetupFile メ ソ ッ ド

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの強化

InstallShield で、 XML フ ァ イルの変更のサポー ト が拡張されま し た。

• 今回よ り、 イ ンス ト ール全部をビルド し て実行する手間をかけずに、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでプロ

ジ ェ ク ト で構成された XML フ ァ イルの変更のみをテス ト する こ とができます。

• [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは今回よ り、 XML フ ァ イルで名前空間をサポー ト し ます。

• InstallShield では、 XML フ ァ イルの XML エン コー ド を指定する こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• XML フ ァ イルに加えられる イ ンス ト ール時の変更をテス ト する

• XML フ ァ イルに加えられるアン イ ンス ト ール時の変更をテス ト する

• XML フ ァ イルで名前空間を使用する

• XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言する

• 名前空間プレ フ ィ ッ クスを要素に追加する

• [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

• XML フ ァ イルの [ 名前空間 ] タ ブ

XML フ ァ イルの変更に関する詳しい情報は、 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの 「XML フ ァ イルの変更」 セクシ ョ

ンを参照し て く だ さい。
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よ り速 く なったダイ レ ク ト  エデ ィ ター、 文字列テーブル エデ ィ ター および [ フ ァ イル ] サブビ ュー

InstallShield のダイ レ ク ト  エデ ィ ターと文字列テーブル エデ ィ ターで、 レ コー ドのロー ド時間が短縮されま し た。

また、 プロジ ェ ク ト に多数のフ ァ イルが含まれている と き、 InstallShield の [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー内にある [

フ ァ イル ] サブビ ューで、 フ ァ イルが以前のリ リースに比べよ り一層速 く 表示されるよ う にな り ま し た。

強化された InstallScript プロジ ェ ク ト におけるユーザー アカウン ト 制御のサポー ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブに " 必要実行レベル " 設定が追加されま し た。

この設定を使って、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルが Windows Vista プラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール (

セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ) を実行するために必要な最低権限レベルを指定できます。 InstallShield が、 必要レベル

を指定するマニフ ェ ス ト を追加し ます。

以前は、 InstallScript プロジ ェ ク ト には常に最高権限マニフ ェ ス ト が含まれ、 " 必要実行レベル " 設定は基本の 

MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で しか利用できませんで し た。

詳細については、 「Windows Vista 以降のプラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの必要実行レベルを指定す

る」 を参照し て く だ さい。

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューの強化

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューが一部強化さ

れま し た。

• シ ョ ー ト カ ッ ト に使用されるアイ コ ンを変更するには、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 新しい [

シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの変更 ] コマン ド を ク リ ッ ク し ます。 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスが開

き、 シ ョ ー ト カ ッ ト が実行時にターゲッ ト  システムで作成される と きに使用されるアイ コ ン フ ァ イルと関連

付けられたアイ コ ン イ ンデッ クスを選択する こ とができます。

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーに一覧表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト は、 ターゲッ ト  システムで使用される

アイ コ ン イ メ ージ と共に表示されます。 以前、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーでは、 アイ コ ンがシ ョ ー

ト カ ッ ト に指定されていても、 すべての種類のシ ョ ー ト カ ッ ト に異なる イ メ ージが使用されていま し た。

強化内容についての詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定する

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー

One-Click Install イ ンス ト ールにおける Windows Vista と Internet Explorer 7 のサポー ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 One-Click Install イ ンス ト ールを Windows Vista システムで Internet Explorer 7 と共に

使用できます。 One-Click Install セ ッ ト ア ッ プ プレーヤーは  Setup.exe フ ァ イルに埋め込まれた形式から、 外部 

.ocx フ ァ イル形式へ変更されま し た。 セ ッ ト ア ッ プ プレーヤーは適切なコマン ド ラ イ ンを使って、 Setup.exe フ ァ

イルのダウンロー ド と起動を行います。 これによ り、 限定された権限で Windows Vista 以降を使用し ているエン ド

ユーザーも イ ンス ト ールを実行できるよ う にな り ます。 イ ンス ト ールのマニフ ェ ス ト で指定された必要実行レベ

ルによ り昇格された権限が必要な場合、 適切なユーザー アカウン ト 制御 (UAC) プロンプ ト が Setup.exe フ ァ イル

が起動されたと きに表示されます。

この新しい動作をサポー ト するため、 新しい "One-Click Install の生成 " 設定が [ リ リース ] ビ ューの [ イ ン ター

ネ ッ ト ] タ ブ と リ リース ウ ィ ザー ドの [ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネルに追加されま し た。 この設定で [ は

い ] を選択する と、 イ ンス ト ールに .ocx フ ァ イルが含められます。

One-Click Install イ ンス ト ールについての詳細は、 「標準 Web イ ンス ト ールと One-Click Install の違い」 を参照し て

く ださい。 また、 次も参照し て く だ さい :
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• リ リースの [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

• [ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネル

SecureCustomProperties プロパテ ィ の強化されたサポー ト

[ 実行 ] シーケンスで昇格された権限が必要なイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスにパブ

リ ッ ク プロパテ ィ が設定されている場合、 そのプロパテ ィ の値を [ 実行 ] シーケンスに渡すためには、 プロパ

テ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と し て リ ス ト されているか、 または制限付きパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ である必要があ り ます。

InstallShield は今回よ り、 場合によ って [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスから [ 実行 ] シーケンスに渡す

必要があるプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパテ ィ に自動的に追加し ます。 詳細については、 「パブ リ ッ

ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ である必要がある こ と を指定する」 を参照し て く だ さい。

このサポー ト は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト に適用し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における自動ダウングレー ド防止エン ト リ

エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンで同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書き イ ンス ト ールできない

よ う にするためには、、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューに メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムがある こ と、 製品の現在の

バージ ョ ンによ って将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされないよ う に メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが

適切に構成されている こ と、 および製品に適切に構成、 スケジュールされた タ イプ 19 のカス タム アクシ ョ ンが

含まれている必要があ り ます。

新しい基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 現在のイ ンス ト ールが将来のメ ジャー 

バージ ョ ンを上書きするのを防ぐためのサポー ト が自動的に追加されます。 詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ

• ISICE19

ALLUSERS と CustomerInformation ダイアログの変更

InstallShield 2008 よ り、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で ALLUSERS プロパテ ィ に 1 が設定さ

れます。 ほとんどのイ ンス ト ールは、 マシンご とに管理者権限を使用し て実行される必要があるため、 これが推

奨される実装です。

InstallShield 12 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 ALLUSERS プロパ

テ ィ の値は自動的に変更されません。 また、 このプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト で定義されていない場合も、

自動的に追加されません。

また installShield 2008 から、 デフ ォル ト で、 すべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト の CustomerInformation ダイ

アログは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーのみにイ ン

ス ト ールするかを指定できる ラジオ ボタ ン グループを表示し ないよ う になっています。 このダイアログについて

は、 これが推奨される実装です。

InstallShield 12 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、

CustomerInformation ダイアログは自動的に変更されません。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い

• ALLUSERS
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コ マン ド ラ イ ンまたは MSBuild タ スク パラ メ ーターで製品バージ ョ ンを変更する機能

-y コマン ド ラ イ ン パラ メーターが、 ISCmdBld.exe と IsSaBld.exe を使用し たコマン ド ラ イ ン ビルド用に追加され

ま し た。 このパラ メ ーターを使用し て、 コマン ド ラ イ ンから製品のバージ ョ ンを指定する こ とができます。

また、 MSBuild の InstallShield タ スクに、 MSBuild で製品バージ ョ ンを指定する こ とができる ProductVersion パラ

メ ーターが追加されま し た。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、 プロパ

テ ィ  InstallShieldProductVersion と し て露出されます。

-y コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターまたは InstallShield タ スク ProductVersion パラ メ ーターは、 製品バージ ョ ンのビ

ルド バージ ョ ン (3 番目のフ ィ ールド ) を増加する と き、 特に便利です。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISCmdBld.exe

• ス タ ン ド アロン コマン ド ラ イ ン ビルド

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

コ マン ド ラ イ ンまたは MSBuild タ スク パラ メ ーターで Windows Installer のプロパテ ィ 値をオーバーラ
イ ド する機能

-z コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが、 ISCmdBld.exe と IsSaBld.exe を使用し たコマン ド ラ イ ン ビルド用に追加され

ま し た。 このパラ メ ーターを使用し て、 Windows Installer プロパテ ィ の値をオーバーラ イ ド し た り、 プロパテ ィ が

存在し ないと き、 それを新規作成し た り できます。

また、 MSBuild の InstallShield タ スクに新し く 追加された PropertyOverrides パラ メ ーターを利用し て、 Windows 

Installer プロパテ ィ の値をオーバーラ イ ド し た り、 または、 そのプロパテ ィ が存在し ないと き、 新し く 作成し た り

できます。 このプロパテ ィ は、 InstallShield タ スクの PropertyOverrides プロパテ ィ に InstallShieldPropertyOverrides 

ItemGroup パススルーと し て露出されます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ISCmdBld.exe

• ス タ ン ド アロン コマン ド ラ イ ン ビルド

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

デフ ォル ト で、 IIS データに使用されている Windows Installer プロパテ ィ がレジス ト リ に格納されます

実行時に、 IIS Web サイ ト を イ ンス ト ールし、 Windows Installer プロパテ ィ を使用し て動的に IIS データ を設定する

イ ンス ト ールでは、 プロパテ ィ と その値が次のレジス ト リ キーに書き込まれます : 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\InstallShield Uninstall 

Information\{ProductCode}

この変更は、 アン イ ンス ト ールと修復の実行時に、 この値を使用可能にするために行われま し た。 し たがって、

Web サイ ト がエン ド ユーザーによ って指定されたサイ ト 番号にイ ンス ト ールされた場合、 Web サイ ト と仮想デ ィ

レ ク ト リはこのサイ ト 番号から正常にアン イ ンス ト ールされるよ う にな り ます。 IIS データ をレジス ト リ に格納し

ないほうが良い場合、 プロジ ェ ク ト で IS_IIS_DO_NOT_USE_REG プロパテ ィ を設定し ます。

この変更は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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IIS Web サーバーで CMD コ マン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用されるのを許可するかど うかを
指定するための新しい設定

IIS Web サーバーを構成し て、 #exec デ ィ レ クテ ィ ブの CMD コマン ドがシ ェル コマン ドの実行に使用されるのを

防いだ り、 CMD コマン ドがこのタ イプのコマン ドの実行に使用される こ と を許可する こ とができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レジス ト リ キーの 

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値によ って、 CMD コ マン ドが許可されているかど うかが判別されます。

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューに、 新しい "SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定が追加されま し た。 この

設定を使って、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上で SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値をどのよ う に構成す

るのかを指定する こ とができます。 また、 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を実行時に変更し ないよ う に指定

する こ と もできます ( デフ ォル ト 動作 )。

詳細については、 「Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用されるのを許可するかど う

かを指定する」 を参照し て く だ さい。

IIS Web サイ ト 用の新しい " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定

[IIS 構成 ] ビ ュー内の Web サイ ト について、 [Web サイ ト ] タ ブに追加された新しい " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定を

使って、 イ ンス ト ール中に追加された IIS Web サイ ト を識別するホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する こ とができます。

以前は、 ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定するには、 同じ ビ ュー内の [ 詳細 ] タ ブにある ServerBindings プロパテ ィ で構成

し な く てはな り ませんで し た。

詳細については、 「Web サイ ト の IIS ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する」 を参照し て く だ さい。

IIS Web サイ ト と その仮想デ ィ レ ク ト リ を次に利用できる新しいサイ ト 番号にイ ンス ト ールできる機能

InstallShield で、 IIS Web サイ ト と その仮想デ ィ レ ク ト リ を次に利用できる新しいサイ ト 番号にイ ンス ト ールする こ

とができます。 実装は、 作業を し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って若干異な り ます。 詳細については、 「TCP 

ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く だ さい。

新しい SQL 接続で同じ Windows Installer プロパテ ィ を共有するかど う かを指定できる機能

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスに新し く 追加された [SQL スク リ プ ト ] タ ブで、 新規のデータベース接続がデ

フ ォル ト でどのよ う に作成されるかを指定する こ とができます : プロジ ェ ク ト の最初の接続にデフ ォル ト で使用さ

れた Windows Installer プロパテ ィ を使用する方法と、 新しい一意の Windows Installer プロパテ ィ  セ ッ ト を使用する

方法があ り ます。

これは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用されます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• 新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプロパテ ィ を共有するかど うかを指定する

• [SQL スク リ プ ト ] タ ブ

SQLLogin ダイアログの強化

SQLLogin ダイアログに、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  データベース カ タ ログの名前を指定できるよ う にする新

しいコ ン ト ロールが追加されま し た。 新しいコ ン ト ロールのと な り には [ 参照 ] ボタ ン もあり、 エン ド ユーザーは

これをボタ ンを利用し て、 ターゲッ ト  データベース サーバーで提供されているデータベース カ タ ログの一覧か

ら選択する こ とができます。

SQL サポー ト を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た

場合、 新しいバージ ョ ンの SQLLogin ダイアログを使用するには、 SQLLogin.isd と SQLBrowse.isd ダイアログを手

動でプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する必要があ り ます。 .isd フ ァ イルは、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Support 
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にイ ンス ト ールされます。 この更新された SQLLogin ダイアログを InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用する場合、 InstallScript コー ド内の SQLServerSelectLogin 関数の呼び出し を新しい 

SQLServerSelectLogin2 の呼び出し で置き換えて く ださい。

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド の強化

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド に、 データベース スク リ プ ト 、 データベース ユーザーとデータベース ロー

ル スク リ プ ト 、 SQL Server ログイ ン スク リ プ ト 、 オブジ ェ ク ト  レベル権限スク リ プ ト などのセキュ リ テ ィ  スク

リ プ ト 作成オプシ ョ ンを指定する こ とができる新しい [ スク リ プ ト 作成詳細オプシ ョ ン ] パネルが追加されま し

た。

詳細については、 「[ スク リ プ ト 作成詳細オプシ ョ ン ] パネル」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールし ない SQL 接続を指定するための新しい Windows Installer プロ
パテ ィ

InstallShield に、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  IS_SQLSERVER_CXNS_ABSENT_FROM_INSTALL のサポー ト が

追加されま し た。 このプロパテ ィ を使用し て、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にスキッ プする 1 つまた

は複数の SQL 接続を指定する こ とができます。 １  つ以上の SQL 接続を指定するには、 各接続をセ ミ コ ロン (;) で

区切り ます。 すべての SQL 接続をスキッ プするには、 このプロパテ ィ の値を ALL に設定し ます。 このプロパテ ィ

は、 SQL スク リ プ ト 作成エラーが原因で製品をアン イ ンス ト ールできないと き便利です。

SQL 関連のプロパテ ィ の詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する」 を参照し

て く ださい。

.msi フ ァ イルから参照されていないデ ィ レ ク ト リ を削除する機能

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブに、 新しい " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定が追加されま し た。 こ

の設定を使って、 選択された リ リースをビルド する と きに、 InstallShield が .msi フ ァ イルの Directory テーブルか

ら未使用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを指定する こ とができます。 デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

この設定は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で

使用できます。

詳細については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー内から COM+ コ ンポーネン ト  フ ァ イルのイ ンス ト ール先を指定す
る機能

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューの [ イ ンス ト ール ] タ ブに次の 2 つの新しい " イ ンス ト ール先 " フ ィ ールド (

サーバー タ イプのイ ンス ト ール用と、 プロキシ タ イプのイ ンス ト ール用 ) が追加されま し た。 これらのフ ィ ール

ド を使用し て、 選択し た COM+ コ ンポーネン ト  フ ァ イルのターゲッ ト 先を指定する こ とができます。 以前、

COM+ アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられたコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先は、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは 

[ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ューで しか指定できませんで し た。

InstallFinalize アク シ ョ ンの後 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされるよ う に指定するための新
しい Windows Installer プロパテ ィ

InstallShield に、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  IS_COMPLUS_INSTALL_AT_FINALIZE のサポー ト が追加されま

し た。 このプロパテ ィ を使用し て、 ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンによ ってイ ンス ト ールされる COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを指定できます ( 複数可 )。 ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンは InstallFinalize アクシ ョ ンの後

に呼び出される。 １  つ以上の COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを指定するには、 それぞれをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

すべての COM+ アプ リ ケーシ ョ ンが ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンによ ってイ ンス ト ールされるよ う に指

定するには、 このプロパテ ィ の値を ALL に設定し ます。
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Windows Installer は、 InstallFinalize アクシ ョ ンが実行されるまで、 スク リ プ ト 内のセ ッ シ ョ ンで加えられた変更を 

GAC にコ ミ ッ ト し ないため、 このプロパテ ィ は、 GAC にイ ンス ト ールされる .NET アセンブ リ を含む COM+ アプ

リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする と きに便利です。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加された定義済みシステム検索

InstallShield に、 次の新しい定義済みシステム検索が追加されま し た。

• Adobe Reader 7

• Adobe Reader 6

• Internet Explorer 7.0

イ ンス ト ールでこれらの製品のいずれかが必要な場合、 [ システム検索 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

の [ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン

ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど

うかを確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ

セージが表示されます。

新規および強化された Setup.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターと Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ー
ター (InstallScript プロジ ェ ク ト )

Setup.exe と Update.exe に、 次の 2 つの新しいコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが追加されま し た :

• /installfromweb 

• /media_path 

また、 16 進と 10 進の値が両方 /L パラ メ ーターでサポー ト されるよ う にな り ま し た。

詳細については、 「Setup.exe および Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。

ダウンローダー タ イプの Web リ リースで増加された .cab フ ァ イルにサポー ト されている場所のオプ
シ ョ ン

ダウンローダー タ イプの Web リ リースで、 イ ンス ト ール時に必要に応じ てダウンロー ド される外部 .cab フ ァ イル

を InstallShield で作成するかど うかを指定する こ とができるよ う にな り ま し た。 以前、 ダウンローダー タ イプの 

Web リ リースでは、 .cab フ ァ イルは常に .msi パッ ケージにス ト リームされていま し た。

新しい外部 .cab フ ァ イルのオプシ ョ ンがリ リース ウ ィ ザー ドの [ ダウンローダーのオプシ ョ ン ] パネルに追加さ

れま し た。 このパネルは、 メ デ ィ アの種類が Web で、 Web タ イプが [ ダウンローダー ] の場合、 リ リース ウ ィ

ザー ド で表示されます。 [ ダウンローダーのオプシ ョ ン ] パネルに今回よ り、 新しい [ 外部 .cab フ ァ イルを作成す

る ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスがあり ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合の動作は以前と同じ で、 .CAB フ ァ

イルが .msi パッ ケージにス ト リームされます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 .cab フ ァ イルの作成方法 (

機能ご とに 1 つの .cab フ ァ イル、 コ ンポーネン ト ご とに 1 つの .cab フ ァ イル、 または指定し た特定のサイズに基

づいて複数の .cab フ ァ イルを作成 ) を指定する こ とができます。

すべての ト ラ ンスフ ォームが埋め込まれるよ う になったダウンローダーと Web タ イプの Web リ リース
からのイ ンス ト ール

ダウンローダー タ イプの Web リ リース と Web タ イプの Web リ リースからのイ ンス ト ールでは今回よ り、 すべて

の .mst フ ァ イルと .ini フ ァ イルを Setup.exe フ ァ イルに埋め込みます。
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パッ チ表示情報における強化

[ 識別 ] タ ブ ( 以前は [ アン イ ンス ト ール ] タ ブ と呼ばれていま し た ) では、 Windows Installer 3.0 以降を実行し てい

るシステムの [ プログラムの追加と削除 ] でパッ チについて表示される情報を指定する こ とができます。 基本の 

MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューおよび QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般

情報 ] ビ ューにある このタ ブには、 表示名、 製造元名、 サポー ト  URL などのアイテムのための設定があり ます。 [

パッ チのデザイ ン ] ビ ューまたは QuickPatch プロジ ェ ク ト でパッ チ構成の最新セ ッ ト ア ッ プを変更するたびに、

その最新セ ッ ト ア ッ プからの [ プログラムの追加と削除 ] 情報が [ 識別 ] タ ブにある設定用の値と し て使用されま

す。 必要に応じ て、 [ 識別 ] タ ブの値をオーバーラ イ ド する こ と もできます。

また、 [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスも今回 [ 共通 ] タ

ブに追加されま し た。 この設定は以前、 [ アン イ ンス ト ール ] タ ブで提供されていま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [ 共通 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー )

• [ 識別 ] タ ブ ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー )

• [ 共通 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

• [ 識別 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

最短初期化時間の指定機能

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースについての Setup.exe タ ブに " 最短初期化時間 " 設定が新し く 追加されま し た。

この設定を利用し て、 エン ド ユーザーがこのリ リースを実行し た時に、 イ ンス ト ールが初期化ダイアログ ( およ

びスプラ ッ シュ画面 ) を表示する最短時間 ( 秒 ) を指定できます。

InstallScript 言語の強化および新機能

InstallScript 言語が一部強化されま し た。

アプ リ ケーシ ョ ンを昇格された権限で起動する と き LaunchAppAndWait に優先する新しい  LaunchApplication 関数
と WaitForApplication 関数

LaunchApplication 関数は Windows API 関数 CreateProcess または Windows API 関数 ShellExecuteEx を使用し て、 指

定されたアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが起動されたあと、 イ ンス ト ールで新しい 

WaitForApplication 関数を呼び出し て ( オプシ ョ ン )、 アプ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機する こ とができます。

WaitForApplication 関数は、 結果を返す前に、 実行されているアプ リ ケーシ ョ ン、 および実行されているアプ リ

ケーシ ョ ンによ って起動されたすべての子アプ リ ケーシ ョ ン ( オプシ ョ ン ) が終了するのを待機し ます。

今回よ り、 LaunchAppAndWait を呼び出すと、 次が呼び出されますので注意し て く だ さい :

LaunchApplication( szProgram, szCmdLine, "", LAAW_STARTUPINFO.wShowWindow, LAAW_PARAMETERS.nTimeOut, nOptions | 

LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY | LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM );

新しい LaunchApplicationInit 関数が追加されま し た。 LaunchApplication 関数のネー ミ ング規則に合致するために追

加されたこの関数は、 LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 関数と同じ動作を し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• LaunchApplication

• WaitForApplication

• LaunchAppAndWait
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• LaunchApplicationInit

2 つ新しい定義済み定数が追加されま し た :

• LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY

• LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM

• LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE

• LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD

また、 LAAW_OPTION_NO_CHANGEDIRECTORY は現在使用されていません。 このパラ メ ーターを渡し ても、 何も効

果はあ り ません。

次のスク リ プ ト 変数もまた、 追加にな り ま し た :

• LAAW_SHELLEXECUTEINFO

• LAAW_SHELLEXECUTEVERB

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で再起動マネージャー イ ン フ ラス ト ラ クチャで再起動回数を最小化するための新し
い SdRMFilesInUse ダイアログと OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラー

新しい SdRMFilesInUse 関数が追加されま し た。 この関数は、 開いた状態でフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケー

シ ョ ンの一覧を表示する リ ス ト  ボ ッ クスを含むダイアログを表示し ます。 ダイアログにはまた、 イ ンス ト ールが、

1) 再起動マネージャーを使用し て、 フ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ る試みをするか、 または 

2) ロ ッ ク されている フ ァ イルを上書きする試みをするか ( 結果と し て、 イ ンス ト ールの完了に再起動が必要にな

る可能性が高 く な り ます ) エン ド ユーザーが指定できる 2 つのラジオ ボタ ンがあ り ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 新しい OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーで、 新しい SdRMFilesInUse ダイア

ログが表示されます。 このイベン ト  ハン ド ラーは、 再起動マネージャーが有効になっていて、 Windows Installer 

4.0 が INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ールに送った と きに呼び出されます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• SdRMFilesInUse

• OnRMFilesInUse

プロジ ェ ク ト ご とに、 追加のコ ンパイ ラ イ ン クルー ド パスを指定できる機能

InstallShield の [ ビルド ] メ ニューで使用できる [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブに、 [

イ ン クルー ド パス ] ボ ッ クスが追加されま し た。 この [ イ ン クルー ド パス ] ボ ッ クスを使用し て、 #include ス

テー ト メ ン ト によ って メ イ ン イ ンス ト ールの InstallScript コー ド に含められたソース フ ァ イルを探すと きに 

InstallShield が検索するデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 このボ ッ クスは、 コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ Compile.exe の -

i オプシ ョ ンに対応し ています。

詳細については、 「[ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

.NET Framework 3.0 サポー ト の強化

新しい FOLDER_DOTNET_30 InstallScript 変数が、 追加されま し た。 この変数は、 .NET Framework 3.0 のパスを格納

し ます。 この変数に対応するテキス ト 置換は、 <FOLDER_DOTNET_30> です。
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.NET Framework 3.0 は、 レジス ト リがイ ンス ト ールされている こ と を示すと き、 レジス ト リ に InstallSuccess とい

う値を 1 とい う値データ と共に書き込みます。 今回よ り、 この InstallSuccess 値を確認するために、 Is 関数を使っ

て、 DOTNETFRAMEWORKINSTALLED 定数を渡すこ とができます。 この定数を Is 関数を使って渡すこ とによ り、

.NET Framework の以前のバージ ョ ンで使用されている Install の値も従来どお り確認する こ とができます。 詳細に

ついては、 「Is」 を参照し て く ださい。

Is 関数と使用するための 2 つの新しい定数が追加されま し た。

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_30

• REGDB_VALUENAME_INSTALLSUCCESS

.NET Framework の最小サービス パッ ク番号の存在を確認するための新しい Is 定数

新しい DOTNETSERVICEPACKINSTALLED 定数を Is 関数と使用し て、 .NET Framework の特定のサービス パッ ク (

または、 よ り新しいバージ ョ ンのサービス パッ ク ) がイ ンス ト ールされているかど うかを判断し ます。 詳細につ

いては、 「Is」 を参照し て く ださい。

SQL サポー ト 用の新規追加および更新された関数

SQL サポー ト 用に、 い く つかの InstallScript 関数が新し く 追加および更新されま し た。

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用に、 次の新しい InstallScript 関数が追加されま し た :

• SQLRTInitialize2— InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.dll フ ァ イルをロー ド し、 InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト では ISSQLSRV.dll フ ァ イルをロー ド し ます。 また SQLRTInitialize2 は、 設定フ ァ イルを使用し て .dll フ ァ イ

ルを初期化し ます。 この関数は SQLRTInitialize 関数に優先し ます。

• SQLServerSelectLogin2— ターゲッ ト されたエン ド ユーザーが、 現在の接続に使用する SQL Server および使用

するログイ ンの資格情報を指定できるログイ ン ダイアログを作成し ます。 オプシ ョ ンで、 接続情報に関連付

けられた接続名を このダイアログに表示する こ と もできます。 またオプシ ョ ンで、 エン ド ユーザーは現在の

接続にどのデータベース カ タ ログを使用するのかを指定する こ とができます。 この関数は 

SQLServerSelectLogin 関数に優先し ます。

• SQLDatabaseBrowse— エン ド ユーザーが、 指定されたデータベース サーバー上で使用できるすべてのデータ

ベース カ タ ログを一覧表示する こ とができるダイアログを作成し ます。

• SQLBrowse2— エン ド ユーザーが、 接続に指定されたデータベース テ ク ノ ロジ用にネ ッ ト ワーク上で提供さ

れているすべてのデータベース サーバーのリ ス ト を表示できるよ う にするダイアログを作成し ます。 この関

数は SQLBrowse 関数に優先し ます。

• SQLRTPutConnectionInfo2— 接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 デフ ォル ト  データベース カ タ ログ、 デフ ォル

ト  ユーザー名、 デフ ォル ト  パスワー ド ) を設定し ます。 この関数は SQLRTPutConnectionInfo 関数よ り も優先

されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト 用に、 次の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。

• SQLRTGetLastError2—SQL ラ ン タ イムで最後に発生し たエラーについて詳細な情報を返し、 適切な SQL エ

ラー メ ッ セージをロー ド し ます。 この関数は SQLRTGetLastError 関数に優先し ます。

• SQLRTGetErrorMessage— 接続を開いている と きに、 SQL ラ ン タ イムで最後に発生し たエラーについての説明

を返し ます。

• SQLRTGetScriptErrorMessage—SQL スク リ プ ト が実行し ている と きに、 SQL ラ ン タ イムで最後に発生したエ

ラーについての説明を返し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用に、 次の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。
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• SQLRTTestConnection2— 接続を確立し ます。 この関数は SQLRTTestConnection 関数に優先し ます。

次の InstallScript 関数は、 以前 InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ提供されていま し たが、 今回よ り InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト でも使えるよ う にな り ま し た :

• SQLRTGetConnections

• SQLRTGetConnectionInfo

• SQLRTPutConnectionInfo

• SQLRTGetConnectionAuthentication

• SQLRTPutConnectionAuthentication

InstallShield では、 新しいバージ ョ ンに優先される関数も、 従来どおりサポー ト されています。 ただ し、

InstallShield 12 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し ても、 既存の InstallScript 

コー ドは新しい関数を使えるよ う に自動的に更新されません。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する

• SQL 関数

ユーザーが管理者グループに属するかど うかを確認するための新しい Is 定数

新しい USER_INADMINGROUP 定数を Is 関数で使用する と、 ユーザーがイ ンス ト ールを標準アクセス ト ーク ンを

使って実行し ているかど うかにかかわらず、 ユーザーが管理者グループかど うかを判別する こ とができます。 詳

細については、 「Is」 を参照し て く ださい。

Is 関数を使って USER_ADMINISTRATOR 定数を渡し た と き、 今回よ り、 ユーザーが管理者グループに属し ていて

も、 グループの SE_GROUP_USE_FOR_DENY_ONLY セキュ リ テ ィ  ID (SID) 属性が設定されている場合 ( つま り、 ユー

ザーが標準アクセス ト ーク ンを使ってイ ンス ト ールを実行し ている場合 )、 FALSE を返し ます。

InstallScript を使ってロー ド された .NET ラ イブラ リ を イ ンス ト ールが完了する前にアンロー ド できるよ う にする新
しい関数

新しい 2 つの InstallScript 関数 (DotNetCoCreateObject と DotNetUnloadAppDomain) を利用できます。

• DotNetCoCreateObject 関数は、 アセンブ リが COM 相互運用性のために登録される こ と な く  .NET アセンブ リ

の関数を呼び出し ます。 この関数では、 .NET アセンブ リがロー ド され実行される .NET アプ リ ケーシ ョ ンの

ド メ イ ンを指定する こ とができます。

DotNetCoCreateObject 関数は、 CoCreateObjectDotNet 関数に類似し ています。 唯一異なる点は、

DotNetCoCreateObject と使用する と、 ロー ド する .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンを指定できる とい う点で

す。 このド メ イ ンで、 アセンブ リが実行されます。

CoCreateObjectDotNet の場合、 .NET アセンブ リは、 イ ンス ト ールが完了し たあと、 デフ ォル ト のアプ リ ケー

シ ョ ンにロー ド されます。 このため、 .NET アセンブ リ フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが完了するまでロ ッ ク され

ます。

• DotNetUnloadAppDomain 関数は、 指定された .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンをアンロー ド し、 現在ロー ド さ

れているアセンブ リ をすべて指定されたアプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンに リ リース し ます。
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新しい RegDBDeleteItem 関数

RegDBDeleteItem とい う名前の新しい InstallScript 関数が追加されま し た。 RegDBDeleteItem 関数は、 nItem の値に

従ってアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キーの下にある値を削除し ま

す。 詳細については、 RegDBDeleteItem を参照し て く だ さい。

オブジ ェ ク ト のための新しい GetStatus 関数

GetStatus とい う 名前の新しい InstallScript 関数が、 InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で使用できるよ う にな

り ま し た。 GetStatus 関数は、 オブジ ェ ク ト の現在のステータ ス (Status.Number の現在の値 ) を取得し ます。 詳細

については、 「GetStatus」 を参照し て く だ さい。

ListWriteToFileEx 関数と それに関連する定数への変更

LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE 定数が、 InstallScript 言語に追加されま し た。 この定数を ListWriteToFileEx 関数の 

nOptions パラ メ ーターと し て渡すこ とによ り、 既存のフ ァ イルにリ ス ト を追加する こ とができます。

また、 2 つの既存の nOptions 定数の名前が変更されま し た。

• LWFT_OPTION_WRITE_AS_ANSI は LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI とい う名前に変わり ま し た。

• LWFT_OPTION_WRITE_AS_UNICODE は LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE とい う名前に変わり ま し た。

後方互換性を維持するために、 上記の 2 つの LWFT_* 定数は継続し て使用する こ とができます。 これらの定数の

定義は、 対応する新しい LWTF_* 定数と同じ です。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ListWriteToFileEx

• LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE

• LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI

• LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE

InstallScript テキス ト 置換機能の拡張

今回よ り、 InstallScript テキス ト 置換の関連付けを、 別のテキス ト 置換の関連付けに埋め込むこ とができるよ う に

な り ま し た。 たと えば、 "<MYTEXTSUB1>" を "My Text Sub 1 Value" に、 "<MYTEXTSUB2>" を "Text Sub 

<MYTEXTSUB1> Embedded" にとい う よ う に関連付ける こ とができます。 以前、 ローカルのテキス ト 置換の関連付

けがグローバルのテキス ト 置換の関連付けに埋め込まれた場合、 ローカルのテキス ト 置換の関連付けは実行され

ませんで し た。

InstallShield 12 SP1 の新しい機能
InstallShield 12 は、 Microsoft Windows Vista のベータ版をサポー ト し ています。 InstallShield 12 SP1 には、 Microsoft 

Windows Vista の RTM 版のサポー ト を提供する変更が含まれています。

新しい Microsoft .NET 3.0 前提条件条件

InstallShield には今回、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET 

Framework 3.0 前提条件が含まれています。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件に関する詳しい情報は、 「InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト を基本

の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く ださい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
ア ドバタ イズを使用し て、 前提条件イ ンス ト ールで発生する UAC プロンプ ト の回数
を最小限にする機能

[ リ リース ] ビ ューの新しい " 前提条件が昇格必要時のア ド バタ イズ " 設定では、 Windows Vista マシンにおける イ

ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プ前提条件が昇格された権限で正常にイ ンス ト ールされたあとに、 .msi フ ァ イルをア ド

バタ イズし て、 実行するかど うか指定する こ とができます。 ア ドバタ イズする こ とによ り、 エン ド ユーザーに

ユーザー アカウン ト 制御 (UAC) のプロンプ ト を避ける こ と を許可できる場合があ り ます。 ア ドバタ イズを行わな

かった場合、 このプロンプ ト が表示され、 昇格された権限を必要とする .msi パッ ケージを要求し ます。 詳細につ

いては、 「InstallShield 前提条件が昇格された権限で実行される と きに、 製品をア ドバタ イズするかど う か指定す

る」 を参照し て く だ さい。

" 前提条件が昇格必要時のア ドバタ イズ " 設定は、 イ ンス ト ールで、 昇格された権限を要求するための UAC の同

意プロンプ ト または資格情報プロンプ ト を起動するかど うかを判断する と きに関わって く る InstallShield の設定の 

1 つです。 Windows Vista システムでエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行する際の UAC の動作を適切に定義する

ためには、 これらの異なる設定をよ く 理解する こ とが必要です。 また、 これらの設定を使って、 場合によ り、 イ

ンス ト ール中に表示される UAC プロンプ ト の数を最小限に抑える こ と もできます。 これらの各設定についての情

報は、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く ださい。

Certified for Windows Vista ロゴ プログラム用に強化された検証

InstallShield に新し く 追加された InstallShield 内部整合性評価プログラム (ICE) を利用し て、 作成し たイ ンス ト ール

が Certified for Windows Vista ロゴ プログラムで定義されているベス ト  プラ クテ ィ スに十分に準拠し ている こ と を

確認する こ とができます。 新しい評価ツール (ISICE11 ～ ISICE20) は、 すべての .exe フ ァ イルに埋め込みマニフ ェ

ス ト がある こ と、 保護されているレジス ト リ キーが変更されていないこ と、 .dll および .exe フ ァ イルで古い形式

の API が使われていないこ と などを確認し ます。 また、 ISICE02 は、 今回よ り、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr 

フ ァ イルが署名されている こ と を検証し ます。 これまで、 ISICE02 は、 exe フ ァ イルの署名だけ検証し ていま し

た。 ISICE06 は今回よ り、 保護された Windows フ ァ イルと同じ名前を持つイ ンス ト ール内のフ ァ イルのパスを確認

し ます。 イ ンス ト ール内のフ ァ イルのイ ンス ト ール先パスが、 保護された Windows フ ァ イルの場所と一致し ない

と き、 ISICE06 は今回よ り、 検証エラーの代わり に検証警告を表示し ます。

パッ ケージに検証を実行する と、 検証メ ッ セージが出力ウ ィ ン ド ウの [ タ スク ] タ ブに一覧表示されます。 [ タ ス

ク ] タ ブの検証メ ッ セージをダブルク リ ッ クする と、 今回よ り、 そのメ ッ セージに対応するダイ レ ク ト  エデ ィ

ターの領域にすぐ移動できます。 この機能は、 標準 ICE 同様、 ISICE でも利用できます。 以前は、 標準 ICE にのみ

提供されていま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ISICE

• 検証結果を表示する

追加の変更

InstallShield 12 SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く ださい。 リ リース ノ ー ト は、

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。

InstallShield 12 の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
Windows Vista システムを ターゲ ッ ト する機能

InstallShield では、 Windows Vista がイ ンス ト ールに必須である と指定する こ とができます。 また、 機能およびコ ン

ポーネン ト に Windows Vista に関連する条件をビルド する こ と もできます。

Certified for Windows Vista ロゴ プログラムの検証

エン ド ユーザーに最高のイ ンス ト ール エクスペ リ エンスを提供するため、 作成し たイ ンス ト ールが Certified for 

Windows Vista ロゴ プログラムで定義されているベス ト  プ ラ ク テ ィ スに準拠し ている こ とが大切です。InstallShield 

には今回よ り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で作成し たイ ンス ト ールが Certified for 

Windows Vista ロゴ プログラムのイ ンス ト ール要件を満たし ているかど うかを検証する検証スイー ト が搭載されて

います。 Windows Vista ロゴ を使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールがプログラムの要件を満た し てい

る必要があ り ます。

また、 イ ンス ト ール パッ ケージの検証およびマージ モジュールの検証に使用する内部整合性評価プログラム 

(ICE) の評価項目を カス タ マイズする こ と も可能にな り ま し た。 このため、 ロゴ資格認定を取得する必要はないけ

れど も、 検証で作成中のイ ンス ト ールまたはマージ モジュールが特定のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに適合し ている こ と

を確認し たいと きに便利です。 検証の設定を構成するには、 [ ツール ] メ ニューで、 [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し、

[ 検証 ] タ ブを選択し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ビルド時に検証を行うかど うかを指定する

• 検証中に実行する ICE、 ISICE、 ISVICE および ISBP を指定する

• ISICE

ユーザー アカウン ト 制御のサポー ト

InstallShield では、 Microsoft が Windows Vista に追加し たユーザー アカウン ト 制御機能がサポー ト されています。 [

一般情報 ] ビ ューに新し く 追加された " 管理者権限 " 設定を使って、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とするか

ど うかをプロジ ェ ク ト 全体に対し て指定する こ とができます。 また、 [ リ リース ] ビ ューの [ 必要実行レベル ] 設

定では、 Setup.exe フ ァ イルが Windows Vista プ ラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー、 すべ

てのセ ッ ト ア ッ プ前提条件、 および .msi フ ァ イル ) を実行する と きに必要な最小特権レベルを指定できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• 概要情報ス ト リーム データ を入力する

• Windows Vista 以降のプラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの必要実行レベルを指定する

再起動マネージ ャー イ ン フ ラス ト ラ クチャによる再起動回数の最小化をサポー ト

イ ンス ト ール終了後のシステム再起動は、 エン ド ユーザーにと って不都合なものです。 Certified for Windows Vista 

ロゴ プログラムの要件の 1 つに、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後自動的にアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起

動を行う こ とができるオプシ ョ ンを含まな く てはならないとい う項目があり ます。

この品質ガイ ド ラ イ ンをサポー ト するため、 すべての基本の MSI プロジ ェ ク ト で MsiRMFilesInUse ダイアログが提

供されています。 イ ンス ト ール中に更新が必要なフ ァ イルが他のアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用中の場合、 イ ン

ス ト ールでこのダイアログが表示されます。 詳細については、 「Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限に

する」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
デジ タル署名の強化

イ ンス ト ールにデジ タル署名情報を指定し た場合、 InstallShield は自動的に MsiDigitalCertificate および 

MsiPatchCertificate テーブルへ必要な情報を追加し ます。 MsiPatchCertificate テーブルには、 ユーザー アカウン ト

制御 （UAC) のパッ チを有効化するために必要な情報が含まれています。 これによ って、 非管理者がイ ンス ト ール

する こ とができるパッ チの作成が可能にな り ます。

また、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ールのビルド ] ページで、 イ ンス ト ールにデジ タル署名情報を指

定できるよ う にな り ま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 非管理者パッ チのイ ンス ト ールを準備する

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

カス タム アク シ ョ ン動作の文書化をサポー ト

各カス タム アクシ ョ ンの意図された動作は、 Certified for Windows Vista ロゴ プログラムに基づいて文書化する必

要があ り ます。 これは、 システム管理者が製品をエン タープラ イズ環境に配布する場合など、 カス タム アクシ ョ

ンの動作を把握する必要がある場面において特に有益です。 この要件を満たすための支援と し て、 InstallShield の 

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに新しい " ヘルプ フ ァ イル パス " 設定が追加されま し た。 この設定を使って、 プ

ロジ ェ ク ト に作成し たカス タム アクシ ョ ンの動作について説明する フ ァ イルへのパスを指定し ます。 詳細につい

ては、 次を参照し て く だ さい :

• カス タム アクシ ョ ンの動作を ド キュ メ ン ト 化する

• Windows ロゴ プログラムの要件を満たすカス タム アクシ ョ ンを作成する と きのガイ ド ラ イ ン

この文書は、 様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ンそれぞれについて説明し ます。 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス」

を参照し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の強化

セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターが大幅に強化されま し た。

• ユーザー イ ン ターフ ェ イスが改善され、 簡単にアクセスできる コマン ド を一覧表示する メ ニューが追加され

ま し た。

• 新しい [ 動作 ] タ ブでは、 エン ド ユーザーが前提条件のイ ンス ト ールをスキッ プできるかど うかを指定する こ

とができます。 また、 ターゲッ ト  マシンの再起動の要否に応じ て、 前提条件のイ ンス ト ールをどのよ う に進

めるかを指定する こ と もできます。

• DWORD レジス ト リ を比較する と きの前提イ ンス ト ール条件を作成できるよ う にな り ま し た。 64 ビ ッ ト  マシ

ン用の条件の作成も可能にな り ま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [ 動作 ] タ ブ

• InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否をエン ド ユーザーが選択できるよ う にする

• InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールに伴う可能性のある問題の対処方法について

• 再起動を必要とする InstallShield 前提条件の動作を指定する
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InstallShield の以前のバージ ョ ンの新機能
セ ッ ト ア ッ プ前提条件の再配布は、 これまで以上に柔軟にな り ま し た。 イ ンス ト ールに含まれる個々のセ ッ ト

ア ッ プ前提条件について異なる提供方法を指定する こ とができるよ う にな り ま し た。 これによ って、 セ ッ ト ア ッ

プ前提条件フ ァ イルを部分的に、 ソース メ デ ィ アに格納し た り、 Setup.exe に圧縮し て実行時に抽出し た り、 ダウ

ンロー ド し た りする こ とが可能にな り ま し た。 さ らに、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件にリ リース フ ラグを割り当てる こ

とができるよ う にな り ま し た。 このため、 異なる リ リースのビルド時にセ ッ ト ア ッ プ前提条件を含めた り除外す

るなど自由に組み合わせる こ とが可能です。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• 特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する

• リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する

• リ リース フ ラグを InstallShield 前提条件に割り当てる

プロジ ェ ク ト 全体における Windows Installer 4.0 ログ フ ァ イルのサポー ト

InstallShield では Windows Installer 4.0 を使って実行される イ ンス ト ールについて、 コマン ド ラ イ ンの使用やレジス

ト リ を使ったログ パラ メ ーターの設定などの必要な しに、 プロジ ェ ク ト 全体で簡単にログ記録を行う オプシ ョ ン

が提供されています。 ログ記録を有効にするには、 [ 一般情報 ] ビ ューの新しい "MSI ログの作成 " 設定で [ はい ] 

を選択し ます。 デフ ォル ト のログ記録パラ メ ーターをオーバーラ イ ド するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] 

ビ ューの MsiLogging プロパテ ィ を編集し ます。 イ ンス ト ールが Windows Installer 4.0 以降が搭載されている ター

ゲッ ト  システム上で実行される場合、 イ ンス ト ーラーはログ フ ァ イルを作成し て MsiLogFileLocation プロパテ ィ

にそのパスを挿入し ます。 さ らに、 SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアロ

グに [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。

詳細については、 「Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する」 を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト  システムにおけるレジス ト リ リ フ レ ク シ ョ ンのサポー ト

InstallShield では、 Component テーブルにある msidbComponentAttributesDisableRegistryReflection とい う名前の新

しい Windows Installer 4.0 属性がサポー ト されています。 この属性を素早 く 構成するには、 [ コ ンポーネン ト ] 

ビ ューで選択し たコ ンポーネン ト について " レジス ト リ リ フ レ ク シ ョ ンを無効にする " 設定を使用し ます。 レジ

ス ト リ リ フ レ クシ ョ ンによ って、 ターゲッ ト  マシン上で 32 ビ ッ ト の [ レジス ト リ ] ビ ューと 64 ビ ッ ト の [ レジ

ス ト リ ] ビ ューの同期が保たれます。 この設定は、 Windows Installer 4.0 がある 64 ビ ッ ト  システムでのみサポー ト

されています。 他のシステムでは、 この設定は無視されます。 詳細については、 「レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの有

効化と無効化」 を参照し て く だ さい。

複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) のサポー ト

Windows Installer 4.0 によ って実行される複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを作成する と き、

InstallShield を使って Windows 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) のサポー ト を含むシ ョ ー ト カ ッ ト を作成

する こ とができます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでは、 選択されたシ ョ ー ト カ ッ ト に対し て、 次の 4 つの新しい設

定が使用できるよ う にな り ま し た。

• 表示リ ソース DLL

• 表示リ ソース ID

• 説明リ ソース DLL

• 説明リ ソース ID

これらの新しい設定は、 Windows Installer 4.0 の Shortcut テーブルにある新しい 4 つの列に対応し ています。 詳細

については、 「[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。
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Premier Edition 用の追加 InstallShield Collaboration ラ イセンス

InstallShield Premier Edition には、 InstallShield Collaboration for Visual Studio のラ イセンスが 5 本含まれています。

これらのラ イセンスを使って InstallShield はイ ンス ト ールされていないが、 Visual Studio .NET 2002、 Visual Studio 

.NET 2003 または Visual Studio 2005 がイ ンス ト ールされている開発システムに InstallShield Collaboration を イ ンス

ト ールする こ とができます。

InstallScript アーキテ クチャ再構築による InstallScript MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript カス タム ア
ク シ ョ ンがある基本の MSI プロジ ェ ク ト の機能強化

InstallScript MSI アーキテ クチャには、 い く つかのセキュ リ テ ィ  (COM/DCOM) と その他の箇所に関する問題があっ

たため、 様々な原因でイ ンス ト ールが失敗する こ とがあ り ま し た。 これらの問題を解決し て InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト の安定性を高めるため、 InstallShield 12 ではアーキテ クチャが大幅に改良されま し た。 この改良によ っ

て、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト の安定性も高ま り ま し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使った、 基本の MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作

• InstallScript MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作

• InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

DIFx 2.01 のサポー ト

InstallShield では、 最新版の Driver Install Frameworks for Applications (DIFx) がサポー ト されています。 この新しい

バージ ョ ンには、 マイ ク ロ ソ フ ト からの最新バイナ リ フ ァ イルが含まれているため、 InstallShield で作成する基本

の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

Setup.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターと Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターの強化

Setup.exe および Update.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの一部は追加または変更されています。

• /clone_wait (InstallScript のみ )

• /runfromtemp ( 基本の MSI 、 InstallScript、 および InstallScript MSI)

• /v"ISSCRIPTCMDLINE=\"<Option1> <Option2>\"" ( 基本の MSI のみ )

• /hide_progress ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• /hide_splash (InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

詳細については、 「Setup.exe および Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。

COM 抽出と依存関係スキャナーにおけるレジス ト リ およびフ ァ イルのフ ィ ルター機能の強化

InstallShield と共にイ ンス ト ールされる新しい Filters.xml を編集し て、 COM サーバーから必要のない COM データ

が抽出されるのを防ぐ こ とができます。 この Filters.xml フ ァ イルを編集する こ とによ り、 COM 抽出から除外され

るレジス ト リ キーの一覧を カス タ マイズする こ とができます。

Filters.xml フ ァ イルに、 ス タ テ ィ ッ ク依存関係スキャ ン、 ダイナ ミ ッ ク依存関係スキャ ン、 および Visual Basic 依

存関係スキャ ンで含めるまたは除外する フ ァ イルがリ ス ト されます。 以前は、 2 つの異なる フ ァ イル (Userscan.ini 

と Iswiscan.ini) が除外および選択の対象になる フ ァ イルを リ ス ト するために使用されていま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする
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• 依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする

Internet Explorer 7.0 との互換性

Internet Explorer 7.0 と互換性を持たせるために、 InstallShield の一部が今回改訂されま し た。 主な例と し て、 ト ラ

ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド、 文字列テーブル エデ ィ ター、 [ 配布 ] ビ ュー、 およ

び [ 一般情報 ] ビ ューが更新されま し た。

強化されたス ター ト  ページ

ス ター ト  ページで表示される最近開いたプロジ ェ ク ト の一覧に、 プロジ ェ ク ト の種類を表示する列が挿入されま

し た。 また、 一覧に表示されるプロジ ェ ク ト の最大数が、 4 つから 8 つに増えま し た。

InstallScript の強化機能および新機能

InstallScript 言語が一部強化されま し た。 新規および改訂された変数、 関数および定数が今回のリ リースで提供さ

れています。

システム変数の変更およびテキス ト 置換の追加

DISK1SETUPEXENAME と呼ばれるシステム変数が追加されま し た。

2 つのシステム変数には新しいデフ ォル ト 値が割り当てられま し た。

• UNINST

• UNINSTALL_STRING

次の 2 つの InstallScript テキス ト 置換が新し く 提供されま し た。

• DISK1SETUPEXENAME

• SELECTED_LANGUAGE

さ らに詳しい情報は、 「システム 変数」 を参照し て く ださい。

スク リ プ ト 変数の追加

２  つのスク リ プ ト 変数が新し く 提供されま し た。

• INSTALLSCRIPTMSI

• BASICMSI

関数および定義済み定数の変更

新しい定義済み定数 LANGUAGE_SUPPORTED は、 Is 関数と共に使用できます。 詳し く は、 「Is」 を参照し て く ださ

い。

新しい ISOSL_WINVISTA 定義済み定数は、 FeatureFilterOS 関数と SYSINFO 構造変数と共に使用できます。 詳細に

ついては、 「FeatureFilterOS 関数と SYSINFO」 を参照し て く だ さい。

DoInstall 関数は、 LaunchAppAndWait 関数と類似し ています。 詳細については、 「DoInstall」 を参照し て く だ さい。
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ア ッ プグレー ドの詳細

InstallShield 12 では、 セキュ リ テ ィ 関連の問題 (COM/DCOM)、 およびその他の様々な理由で起こ ったイ ンス ト ール

の失敗を解決するため、 InstallScript MSI アーキテ クチャが大幅に改良されま し た。 InstallShield 12 でアーキテ ク

チャが大幅に改良された理由は、 これらの問題を解決し て InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の安定性を高めるためで

す。 この改良によ って、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript の

安定性も高ま り ま し た。

さ らにマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプが強化され、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と同じ InstallScript ビ ューを

使用できるよ う にな り ま し た。 この新し く 強化されたマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプが、 InstallScript MSI 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプ の代わり に使用されます。 InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプ

は InstallShield では使用できな く な り ま し た。

詳細については、 「InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する」 を参照し て く だ さい。

ターゲッ ト  システムの要件
InstallShield を使って、 Windows ベースのシステムを ターゲッ ト にするイ ンス ト ールを素早 く ビルド、 テス ト およ

び配布する こ とができます。

デスク ト ッ プ コ ンピ ューターの要件

オペレーテ ィ ング システム

ターゲッ ト  システムは、 次のオペレーテ ィ ング システムの最低要件を満た さ な く てはな り ません :

• Windows XP SP3

• Windows Server 2003 SP2

• Windows Vista

• Windows Server 2008

• Windows 7

• Windows Server 2008 R2

• Windows 8

• Windows Server 2012

• Windows 8.1

• Windows Server 2012 R2

• Windows 10

ターゲッ ト  システムで、 SSE2 イ ンス ト ラ クシ ョ ン セ ッ ト がサポー ト されている こ とが必須です。
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イ ンス ト ーラー エンジンの要件

各イ ンス ト ーラー エンジンの最小ターゲッ ト  システム要件は、 以下のとお り です。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルについての詳細は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に

追加する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲ ッ ト にす
る

Microsoft では、 既存の 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンがシームレスに動作する 64 バージ ョ ンの Windows がデザイ

ン されています。 また、 同一コー ドが再コ ンパイルされたバージ ョ ンが 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン と し てシー

ムレスに動作する 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows もデザイ ン されています。 このサポー ト を提供するために、

64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows では、 主に 2 つの方法で 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト をアプ リ ケーシ ョ ンの分離ウ ィ

ザー ド し ています。 それぞれのフ ァ イルは、 別々の場所 (Program Files と . Program Files (x86); System32 と . 

SysWow64) に格納され、 レジス ト リ キーは、 別々に分かれています (HKLM\Software と 

HKLM\Software\Wow6432Node)。

テーブル 1-3 • デスク ト ッ プ コ ンピ ューターのターゲッ ト  システム要件

イ ンス ト ーラー エンジン オペレーテ ィ ング システム、 その他の要件

Windows Installer 5.0

( これは再配布可能フ ァ イル

と し ては利用できません。 )

Windows 7 以降、 Windows Server 2008 R2 以降

Windows Installer 4.5 Windows XP SP2 以降、 Windows Server 2003 SP1 以降

Windows Installer 4.0

( これは再配布可能フ ァ イル

と し ては利用できません。 )

Windows Vista、 Windows Server 2008

Windows Installer 3.1 Windows 2000 SP3 以降、 Windows Server 2003 以降

Windows Installer 3.0 Windows 2000 SP3 以降、 Windows Server 2003 以降

Windows Installer 2.0 Windows 95 以降

(InstallShield は Windows 95、 Windows 98、 Windows NT 4、 または Windows Me の

サポー ト を含みません。 )

スイー ト / ア ドバンス ト  UI Windows XP SP3 以降、 Windows Server 2003 SP2 以降

ア ド バンス ト  UI Windows XP SP3 以降、 Windows Server 2003 SP2 以降

InstallScript Windows XP SP3 以降、 Windows Server 2003 SP2 以降
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一部のケースでは、 通常有益な分離と なる ものも、 問題になる こ とがあり ます ( 例、 イ ンス ト ール )。 通常、 イ ン

ス ト ールは、 (32 ビ ッ ト  マシンで実行できるよ う に ) それ自身が 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンであるため、 64 

ビ ッ ト の場所にアクセス し て、 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールこ とは、 標準的なフ ァ イル コ ピーや

レジス ト リの書き込みに く らべ、 かな り複雑です。 InstallShield で提供されている各プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 こ

の複雑さ を異なる方法で対応し ています。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 ターゲッ ト が 64 ビ ッ ト  システムのみのと き を除き、 64 ビ ッ ト の場

所へのアクセスを許可し ていません。 ただ し、 64 ビ ッ ト  システムでの実行時は常に 64 ビ ッ ト  DLL コー ドの実行

がサポー ト されています。 一部のターゲッ ト  システム ( た と えば、 Windows Server Core システム ) は、 WOW64 

(32-bit Windows-on-Windows) をサポー ト し ません。 InstallShield では、 これらのシステム上で動作する 64 ビ ッ ト 専

用のイ ンス ト ールを作成できます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを基本の MSI およ

び InstallScript MSI イ ンス ト ールを使って ターゲッ ト する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript イ ンス ト ールは、 32 ビ ッ ト  DLL コー ドのみ実行できるよ う に ( または、 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト  

.exe フ ァ イルを起動できるよ う に )、 常に 32 ビ ッ ト です。 ただ し、 すべての InstallScript イ ンス ト ールでは、 64 

ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の設定およびその他の方法を通じ て、 64 ビ ッ ト の場所へのアクセスがサポー ト されていま

す。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールを使って ターゲッ ト する」 を

参照し て く ださい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト のいずれの場所

も参照する こ とができ、 ターゲッ ト  システムに応じ て、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト のいずれのイ ンス ト ールも起

動する こ とができます。 ただ し、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のすべての拡

張 DLL コー ドは、 32 ビ ッ ト である必要があり ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを基本の MSI および InstallScript 
MSI イ ンス ト ールを使って ターゲ ッ ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を作成し てから、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ を Intel から x64 に変更する と、

ビルド時に 64 ビ ッ ト  MSI イ ンス ト ールと 32 ビ ッ ト  InstallScript MSI イ ンス ト ールの組み合わせが作成されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 アーキテ クチャの検証がサポー ト されていないので注意し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  Windows ベースのシステム用のアプ リ ケーシ ョ ンを構築する場合、 64 ビ ッ ト  フ ァ イルおよびその他の

データ を イ ンス ト ールする手段が必要です。 32 ビ ッ ト の Windows Installer ベースのイ ンス ト ールを 64 ビ ッ ト のマ

シンで実行する こ とは可能ですが、 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする こ とはできません。 Windows Installer サー

ビスは、 64 ビ ッ ト のイ ンス ト ールをサポー ト し ています。 これらのセ ッ ト ア ッ プは 32 ビ ッ ト マシン上で設計およ

びビルド できますが、 64 ビ ッ ト のマシン上で しか実行できません。 リ リース フ ラグを使用し て、 単一のプロジ ェ

ク ト から 2 つのイ ンス ト ール (32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト ) をビルド する こ とができます。

" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ の構成

" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ では、 .msi パッ ケージが 32 ビ ッ ト  パッ ケージであるか 64 ビ ッ ト  パッ ケージで

あるかを指定し ます。
246 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

ターゲ ッ ト  システムの要件
イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト にする場合、 適切な 64 ビ ッ ト 値 (x64 または Intel64) を使用し て 

" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を構成し ます。 この構成によ り、 エン ド ユーザーが 64 ビ ッ ト  システムの 64 

ビ ッ ト の場所に貴社の製品を イ ンス ト ールできるよ う にな り ます。 また、 エン ド ユーザーが貴社の製品を 32 ビ ッ

ト  システムにイ ンス ト ールする こ と を防ぐ こ と もできます。

[ 一般情報 ]  ビ ューにある " テンプレー ト の概要 " 設定を使って、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ を構成でき

ます。 [ リ リース ] ビ ューで、 製品構成について " テンプレー ト の概要 " 設定を構成する こ と もできます。 [ リ

リース ] ビ ューに入力された値は、 [ 一般情報 ] ビ ューに設定された値を上書き し ます。

詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の作成

コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と指定するには、 コ ンポーネン ト の "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい

] を選択し ます。 1 以上の 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト を含み、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ が 64 ビ ッ ト 値に

設定された リ リースをビルド する と、 その結果、 64 ビ ッ ト のパッ ケージが作成されます。

"64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定、 および追加のコ ンポーネン ト の設定に関する詳細については、 「コ ンポーネン

ト の設定」 を参照し て く だ さい。

COM データ を 64 ビ ッ ト  COM サーバーから抽出する

InstallShield を 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムで使用し ている場合、InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバー

から COM データ を抽出できます。 データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と

マーク し な く てはな り ません。

InstallShield を 32 ビ ッ ト  システム上で使用し ている場合は、 64 ビ ッ ト  COM 抽出機能は使用できません。

COM データの抽出についての詳細は、 「COM 情報を COM サーバーから抽出する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  COM サーバーの自己登録

InstallShield では、 COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録がサポー ト されています。 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し

てマーク し てから、 そのコ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加し た と き、 そのフ ァ イルの [ 自己登録 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し て、 イ ンス ト ール時の 64 ビ ッ ト 自己登録を有効にする こ とができます。 [ 自己登録 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスは、 フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにあ り ます。

InstallShield では、 動的にリ ン ク されている COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録もサポー ト されています。 これを

有効にするには、 フ ァ イルを動的に 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト に追加する際、 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの

設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ すべてのフ ァ イルを自己登録する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 詳細に

ついては、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの有効化と無効化

InstallShield では、 Component テーブルに Windows Installer 4.0 属性 

msidbComponentAttributesDisableRegistryReflection が含まれています。 この属性を使用するには、 [ コ ンポーネン

ト ] ビ ューで選択し たコ ンポーネン ト の " レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にする " 設定を [ はい ] に設定し ま

す。 レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンによ って、 ターゲッ ト  マシン上で 32 ビ ッ ト の [ レジス ト リ ] ビ ューと 64 ビ ッ ト

の [ レジス ト リ ] ビ ューの同期が保たれます。 この設定は、 Windows Installer 4.0 以降がある 64 ビ ッ ト  システムで

のみサポー ト されています。 他のシステムでは、 この設定は無視されます。 詳細については、 「レジス ト リ リ フ レ

クシ ョ ンの有効化と無効化」 を参照し て く だ さい。
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他の 64 ビ ッ ト 要素を追加する

InstallShield では、 追加の 64 ビ ッ ト 要素もサポー ト されています。 た と えば、 InstallShield には、 プロジ ェ ク ト に

追加する こ とができる 64 ビ ッ ト の .NET Framework 再配布可能フ ァ イルが含まれています。 カス タム アクシ ョ ン

には 64 ビ ッ ト の Jscript または VBScript コー ド を含める こ とができます。 64 ビ ッ ト  フ ォルダー プロパテ ィ  から

は、 64 ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーなどの重要なオペレーテ ィ ング システム フ ォルダーにアクセスする こ と

ができます。 さ らにセ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターを使って、 ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト 要件を

チ ェ ッ クする条件を持つセ ッ ト ア ッ プ前提条件を構成する こ とができます。

メ モ • 64 ビ ッ ト  サポー ト には、 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 以上が必要です。

適切なアーキテ クチャの検証を指定する

基本の MSI プロジ ェ ク ト には、 ビルド時にアーキテ クチャの検証を使用するかど うかを指定できる製品構成設定

が含まれています。 アーキテ クチャの検証を使って、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムのアーキテ クチャ と一

致し ない製品フ ァ イルを イ ンス ト ールし よ う と し た り、 ラ ン タ イム バイナ リ を使用し た りする問題を引き起こす

可能性のある状況を検出する こ とができます。

たと えば、 エン ド ユーザーが WOW64 (32-bit Windows-on-Windows) サポー ト が搭載されていない 64 ビ ッ ト  

Windows Server Core システムでイ ンス ト ールを実行する場合、 アーキテ クチャの検証を使って、 イ ンス ト ールに

含まれるすべての 32 ビ ッ ト  の製品フ ァ イルおよび 32 ビ ッ ト のカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルを識別できます。

32 ビ ッ ト  バイナリ を WOW64 サポー ト を搭載し ない 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムにロー ド する こ とはできませ

ん。

アーキテ クチャの検証を使って、 ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのみを

含む 32 ビ ッ ト 専用 .msi パッ ケージ、 またはビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の 64 ビ ッ ト  バー

ジ ョ ンのみを含む 64 ビ ッ ト 専用 .msi パッ ケージを生成する こ とができます。

ビルド時に使用するアーキテ クチャの検証の種類を指定し、 32 ビ ッ ト 専用パッ ケージ、 または 64 ビ ッ ト  パッ

ケージのどち ら をビルド するのかを識別するには、 [ リ リース ] ビ ューの製品構成で " アーキテ クチャの検証 " 設

定を使用し ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の種類を選択する」 を参照し て く だ さい。

単一プロジ ェ ク ト から 2 つのイ ンス ト ール (32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト ) をビルド するた
めのヒ ン ト

単一プロジ ェ ク ト から 2 つのイ ンス ト ール (32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト ) をビルド できるよ う にするためには、 リ

リース フ ラグの使用を考慮し て く ださい。 必要に応じ て リ リース フ ラグを機能、 InstallShield 前提条件、 および連

鎖 .msi パッ ケージに割り当てて、 32 ビ ッ ト のアイテムと 64 ビ ッ ト のアイテムと を区別し ます。 次に、 [ リ リース

] ビ ューの各リ リースまたは製品構成において、 ビルド時に特定のリ リース フ ラグを持つアイテムを含めるか除

外するかを構成し ます。 リ リース フ ラグに基づいて特定のカス タム アクシ ョ ンを条件付きで起動する こ とによ っ

て、32 ビ ッ ト  イ ンス ト ール中に 32 ビ ッ ト  カス タム アクシ ョ ンを起動し、64 ビ ッ ト  イ ンス ト ール中に 64 ビ ッ ト  

カス タム アクシ ョ ンを起動する こ と もできます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リース フ ラグ

• リ リース フ ラグに基づ く フ ィ ルター

• カス タム アクシ ョ ンを リ リース フ ラグに基づいて条件付きで起動する
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InstallShield では、 プロジ ェ ク ト 内の各リ リースでプロジ ェ ク ト のパス変数の値をオーバーラ イ ド する こ とができ

ます。 この機能を使って、 ビルド する特定のリ リースご とに、 ビルド時にプロジ ェ ク ト 内の特定のフ ァ イルと

フ ォルダーを別のフ ァ イルと フ ォルダーに置換する こ とができます。

たと えば、 この機能を使ってカス タム アクシ ョ ンのバイナ リ フ ァ イルを入れ替える こ とができます。 個別の 32 

ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム用に個別のリ リースを作成し た場合、 カス タム アクシ ョ ンに選択され

た DLL を参照するパス変数をオーバーラ イ ド する こ とができます。 これによ って、 InstallShield が 32 ビ ッ ト  リ

リースには 32 ビ ッ ト  DLL を、 また 64 ビ ッ ト  リ リースには 64 ビ ッ ト  DLL を含みます。 イ ンス ト ールがイ ンス

ト ール処理を行っている フ ァ イルを入れ替えるのにパス変数のオーバーラ イ ド を行う こ とはお勧めできません。

これは、 フ ァ イルの 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン と 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンに個別のコ ンポーネン ト を使用し な く てはなら

ないためです。

プロジ ェ ク ト で 1 つ以上のパス変数をオーバーラ イ ド する場合、 [ リ リース ] ビ ュー内のリ リースの [ ビルド ] タ

ブに追加された " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 詳細については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」

を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールを
使って ターゲ ッ ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

1 つの InstallScript プロジ ェ ク ト から、 32 ビ ッ ト  システムの 32 ビ ッ ト の場所、 および、 必要に応じ て、 64 ビ ッ ト  

システムの 64 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールされる イ ンス ト ールを 1 つ作成する こ とができます。

InstallScript イ ンス ト ールは、 32 ビ ッ ト  DLL コー ドのみ実行できるよ う に ( または、 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト  

.exe フ ァ イルを起動できるよ う に )、 常に 32 ビ ッ ト です。 ただ し、 すべての InstallScript イ ンス ト ールでは、 64 

ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の設定およびその他の方法を通じ て、 64 ビ ッ ト の場所へのアクセスがサポー ト されていま

す。

64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーの読み取り と書き込み

InstallScript には、 ターゲッ ト  システム上の 32 ビ ッ ト の System32 フ ォルダーと 64 ビ ッ ト の System32 フ ォル

ダーのいずれかを選択できる次のシステム変数が使われています :

• WINSYSDIR

• WINSYSDIR64

WINSYSDIR64 変数は 64 ビ ッ ト  Windows フ ォルダーに設定されていますが、 64 ビ ッ ト  Windows には、 自動的に 32 

ビ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン (InstallScript エンジンなど ) を 32 ビ ッ ト  System32 フ ォルダー (SysWOW64) にリ ダイ レ ク

ト する機能が含まれています。 従って、 WINSYSDIR64 にフ ァ イルと フ ォルダーを イ ンス ト ールする場合、 64 ビ ッ

ト と マーク されている コ ンポーネン ト 内にフ ォルダーまたはフ ァ イルを配置し て、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ

ク ト を無効にできます。 コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と指定するには、 コ ンポーネン ト の "64 ビ ッ ト  コ ン

ポーネン ト " 設定で [ はい ] を選択し ます。 "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定、 および追加のコ ンポーネン ト の

設定に関する詳細については、 「コ ンポーネン ト の設定」 を参照し て く だ さい。

代わり に、 定数 WOW64FSREDIRECTION を Disable と Enable い う 2 つの関数を使って、 InstallScript コー ドから 

WINSYSDIR64 フ ォルダーに書き込みまたは読み取り を実行し ている間に 64 ビ ッ ト  Windows のフ ァ イル システム

のリ ダイ レ ク ト を無効にし て、 書き込み / 読み取りが完了し たら、 再度有効にする こ とができます。 イ ンス ト ー
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ルが利用する可能性のある Windows 機能にはフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、

Windows ド キュ メ ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨

されています。

その他の 64 ビ ッ ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーの読み取り と書き込み

InstallScript には、 ターゲッ ト  システム上の 32 ビ ッ ト の場所と 64 ビ ッ ト の場所のいずれかを選択できる次のシス

テム変数が使われています :

• COMMONFILES

• COMMONFILES64

• FOLDER_APPLICATIONS

• FOLDER_APPLICATIONS64

• PROGRAMFILES

• PROGRAMFILES64

64 ビ ッ ト のレジス ト リの場所の読み取り と書き込み

64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows には、一部の 64 ビ ッ ト のレジス ト リの場所を対応する 32 ビ ッ ト の場所にマ ッ プ

する機能が含まれています。 た と えば、 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows では、

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node は、 32 ビ ッ ト の HKEY_LOCAL_MACHINE\Software に相当し ます。

レジス ト リ データ を、 32 ビ ッ ト 領域にリ ダイ レ ク ト せずに、 64 ビ ッ ト 領域のレジス ト リ にイ ンス ト ールする場

合、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト と し てマーク されたコ ンポーネン ト に配置し ます。 コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ

ト である と指定するには、 コ ンポーネン ト の "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい ] を選択し ます。 "64 

ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定、 および追加のコ ンポーネン ト の設定に関する詳細については、 「コ ンポーネン ト の

設定」 を参照し て く だ さい。

代わり に、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを REGDB_OPTIONS 変数と一緒に使って、 InstallScript コー

ド でレジス ト リの編集または読み取り を実行中に、 レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を回避し、

REGDB_OPTION_USE_DEFAULT_OPTIONS オプシ ョ ンを REGDB_OPTIONS と一緒に使って、 32 ビ ッ ト 領域のレジス

ト リへの変更を有効にする こ と もできます。 イ ンス ト ールが利用する可能性のある Windows 機能にはフ ァ イル シ

ステム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、 Windows ド キュ メ ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効

にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨されています。

自己登録型の 64 ビ ッ ト  COM サーバーのイ ンス ト ール

InstallShield では、 COM サーバーの 64 ビ ッ ト 自己登録がサポー ト されています。 自己登録型の DLL、 .exe、 .tlb、

または .olb フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の場合、 コ ンポーネン ト の " 自己登録 " 設定で [ はい ] を選択し ます。

自己登録に対し てフ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト は無効にできないため、 32 ビ ッ ト の自己登録型フ ァ イルは 

64 ビ ッ ト の System32 フ ォルダーにはイ ンス ト ールできません。 このため、 32 ビ ッ ト の System32 フ ォルダーに

イ ンス ト ールする必要がある 32 ビ ッ ト の自己登録型 COM サーバーがある場合、 COM サーバーを含むコ ンポーネ

ン ト の "64 ビ ッ ト のコ ンポーネン ト " 設定で [ いいえ ] が設定されている こ と を確認し て く だ さい。

[ プログラムの追加と削除 ] 情報について

InstallScript イ ンス ト ールは、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み書きをサ

ポー ト し ません。 し たがって、 InstallScript イ ンス ト ールは、 レジス ト リの 32 ビ ッ ト 部分に [ プログラムの追加と

削除 ] 情報を イ ンス ト ールし ます。 また、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使って、
250 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 InstallShield 2016 ヘルプ ラ イブ ラ リ

を管理者権限を使って、 または管理者権限を持たずに起動する違い
CreateInstallationInfo、 MaintenanceStart、 RegDBGetItem、 RegDBSetItem、 RegDBGetAppInfo、 RegDBSetAppInfo、

および RegGetUninstCmdLine などのレジス ト リ関数に対し て、 レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンが無効にする こ とはで

きません。

64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムをスイー ト / ア ドバンス ト  UI お
よびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは常に 32 ビ ッ ト である こ とに注意し て く ださ

い。 し たがって、 スイー ト  イ ンス ト ールでは、 32 ビ ッ ト の DLL コー ド を実行できますが、 64 ビ ッ ト の DLL コー

ドは実行できません。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト のいずれの場所

も参照する こ とができ、 ターゲッ ト  システムに応じ て、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト のいずれのイ ンス ト ールも起

動する こ とができます。

たと えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 32 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト する イ ンス ト ールを 1 

つと、 64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト する イ ンス ト ールを 1 つ含める場合、 これら両方のパッ ケージに対し て、

[ パッ ケージ ] ビ ューで対象条件を作成できます。 32 ビ ッ ト  パッ ケージの場合、 対象条件には、 x86 アーキテ ク

チャの有無を確認するプロ フ ァ イル条件が含まれ、 64 ビ ッ ト  パッ ケージには、 x64 または IA64 アーキテ クチャの

有無を確認するプラ ッ ト フ ォーム条件が含まれます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類」 を参照し て く だ さい。

 を管理者権限を使って、 または管理者権限を持
たずに起動する違い

管理者権限を持たずに InstallShield を起動し た場合、 以下の機能は使用できなせん :

• COM 抽出 —COM サーバーからの COM 情報の抽出には、 管理者権限が必要です。

InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合に、 プロジ ェ ク ト で COM サーバーから COM 情報の抽

出を行う よ う に指定し てから リ リースをビルド し よ う とする と、 ビルド エラー -6017 が発生し ます。

• 再配布可能フ ァ イルのダウンロー ド —[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内から再配布可能フ ァ イルをダウンロー

ド するには、 管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がフ ァ イルをマシンご との場所にダウンロー ド す

る際に管理者権限が必要なためです。
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を管理者権限を使って、 または管理者権限を持たずに起動する違い
[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内から再配布可能フ ァ イルをダウンロー ド し よ う と し た と き、 管理者権限が無

い場合には次のメ ッ セージが表示されます :

ダウンロードが失敗しました。 管理者と して実行しているこ と、 および使用中のマシンがイン ターネッ ト に接続されて

いるこ と を確認して く ださい。 再試行しますか ?

• InstallShield 前提条件に [ すべてのユーザー ] の場所を指定できる機能 — [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

の [ 前提条件 ] タ ブを使って、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューおよび [ 前提条件 ] ビ ューに表示する 

InstallShield 前提条件を含むフ ォルダーを指定できます。 このタ ブで [ すべてのユーザー ] の場所を変更する

ためには管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込む

ためです。 し たがって、 InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの [ すべてのユー

ザー ] の場所は無効と なっています。

• マージ モジュールに [ すべてのユーザー ] の場所を指定できる機能 — [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [

マージ モジュール ] タ ブを使って、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示するマージ モジュールを含むフ ォ

ルダーを指定できます。 このタ ブで [ すべてのユーザー ] の場所を変更するためには管理者権限が必要です。

これは、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し たがって、

InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの [ すべてのユーザー ] の場所は無効と

なっています。

• Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の場所を編集できる機能 — [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [.NET] タ

ブで、 .NET Framework に含まれているユーテ ィ リ テ ィ である Regasm.exe および InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場

所を指定できます。 これらのユーテ ィ リ テ ィ は COM interop と .NET カス タム アクシ ョ ンで利用されます。

[.NET] タ ブでこれらの場所を変更するためには管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がレジス ト リ内

でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し たがって、 InstallShield を管理者権限を持たずに実行し て

いる場合、 このタ ブの場所設定は無効と なっています。

• InstallShield ア ッ プデー ト をチ ェ ッ クする頻度を指定できる機能 —[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ア ッ

プデー ト ] タ ブにある " ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト を確認する " オプシ ョ ンを使って、 InstallShield がソ フ

ト ウ ェ アのア ッ プデー ト をチ ェ ッ クする頻度を指定できます。 このタ ブでチ ェ ッ クの頻度を変更するために

は管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込むためで

す。 し たがって、 InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの " ソ フ ト ウ ェ アのア ッ

プデー ト を確認する " オプシ ョ ンは無効と なっています。

管理者コ ンテキス ト と非管理者コ ンテキス ト の切り替えを行い、 プロジ ェ ク ト でマ ッ プ された ド ラ イブの場所を

使用し ている場合、 問題が発生する こ とがあ り ます。 た と えば、 管理者権限を持たずに Windows Explorer を使っ

て ド ラ イブ名を共有ネ ッ ト ワーク フ ォルダーにマ ッ プ し た場合、 InstallShield の非管理者イ ンス タ ンスではこのド

ラ イブにアクセスできますが、 管理者イ ンス タ ンスではアクセスできません。 同様に、 管理者権限を持っている

場合に Windows Explorer を使って ド ラ イブ名を共有ネ ッ ト ワーク フ ォルダーにマ ッ プする と、 InstallShield の管理

者イ ンス タ ンスではこの場所にアクセスできますが、 非管理者イ ンス タ ンスではアクセスできません。 このため、

プロジ ェ ク ト でネ ッ ト ワークの場所を参照する場合は、 UNC パス ( た と えば、 \\server\share) を使用するか、 管

理者と非管理者の両方で ド ラ イブ名をマ ッ ピングする こ と をお勧めし ます。

Visual Studio 内から InstallShield を使用し ている場合、 管理者権限を持たない可能性があり ます。 デフ ォル ト では、

Windows Vista 以降のシステム上で Visual Studio のシ ョ ー ト カ ッ ト をダブルク リ ッ ク し て起動し た場合、 管理者権

限はあ り ません。
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32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムにおける イ ンス ト ールの開発およびビル ドの違い
タ スク Windows Vista 以降のシステム上で管理者権限を使って Visual Studio 内部から InstallShield を実行するには、以下の

手順に従います :

1. [ ス ター ト ] メ ニューで Visual Studio のシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ 管理者と し て実行 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト を作成するか、 または既存のプロジ ェ ク ト を開きます。 詳細は、 以下のどち

らかを参照し て く だ さい :

• Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する

• Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムにおける イ ンス
ト ールの開発およびビルドの違い

InstallShield は、 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムの両方で実行できる 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンです。 場合に

よ って、 InstallShield は、 32 ビ ッ ト  システムで使用されているか、 または 64 ビ ッ ト  システムで使用されているか

によ って動作が異な り ます。 また、 使用し ているオペレーテ ィ ング システムによ っても、 違いが見られる こ とが

あ り ます。 次のセクシ ョ ンは、 これらの違いを説明し ます。

InstallShield 同様、 コマン ド ラ イ ン ビルド (ISCmdBld.exe)、 Standalone Build、 およびオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イスも、 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンです。 し たがって、 同じ プ ラ ッ ト フ ォーム特有の違いは、 これらのツー

ルでも発生し ます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスのロー ド

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは 32 ビ ッ ト  イ ン ターフ ェ イスを持つため、 32 ビ ッ ト  プロセスから ロー ド し

な く てはな り ません。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを 64 ビ ッ ト  マシンで使用する場合、 これを 32 ビ ッ ト

実行可能フ ァ イルを使ってロー ド する必要があ り ます。 そ う し ないと、 エラーが発生する可能性があり ます。

詳細については、 「64 ビ ッ ト  システム上でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用する」 を参照し て く だ さ

い。

プロジ ェ ク ト へシステム フ ァ イルを追加する

64 ビ ッ ト  システム上で InstallShield を使用し ている場合に、 ソースの場所が開発マシン上の 64 ビ ッ ト  システム 

フ ォルダー (System32) であるシステム フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] 

ビ ューの上部にある ソース コ ンピ ューターのペイ ンから イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのペイ ンの適切な場所に

ド ラ ッ グする こ とはできません。

開発マシン上の 64 ビ ッ ト  System32 フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に追加するには、 マシン上の Sysnative 

フ ォルダーを参照し てから、 プロジ ェ ク ト に適切なフ ァ イルを選択し ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  ソース 

マシンの 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーから フ ァ イルを追加する」 を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト 開発システム上で、 ソースマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ
ト 領域の両方を表示する

InstallShield を 64 ビ ッ ト 開発システム上で使用する場合、 InstallShield が表示する [ レジス ト リ ] ビ ューは、 使用中

のマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 領域の両方を表示し ます ：
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32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  システムにおける イ ンス ト ールの開発およびビルド の違い
• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node

このサポー ト によ って、 プロジ ェ ク ト のレジス ト リ データの変更を構成する際、 これらのソース領域から この

ビ ューのイ ンス ト ール先ペイ ンの適切な領域にエン ト リーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とが可能と な り ま

す。

イ ンス ト ールがレジス ト リ データ を、 32 ビ ッ ト 領域にリ ダイ レ ク ト せずに、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の

レジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域にイ ンス ト ールする場合、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト と し てマーク されたコ ン

ポーネン ト に配置し ます。 [ レジス ト リ ] ビ ューのソースペイ ンから 64 ビ ッ ト  データ を、 ビ ュー内のイ ンス ト ー

ル先ペイ ンに ド ラ ッ グするだけでは、 そのコ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と マーク されません。 詳細は、 次を

参照し て く ださい :

• 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする

• レジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し てレジス ト リ キーを作成する

COM データ を 64 ビ ッ ト  COM サーバーから抽出する

デザイ ン タ イムまたはビルド時に、 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM データ を抽出する場合、 64 ビ ッ ト  オペ

レーテ ィ ング システム上で InstallShield を使用する必要があ り ます。 InstallShield を 32 ビ ッ ト  システム上で使用

し ている場合は、 64 ビ ッ ト  COM 抽出機能は使用できません。

COM データの抽出についての詳細は、 「ビルド時に COM 登録データ を抽出する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  フ ァ イルをスキャ ン し て依存関係を確認する

InstallShield で依存関係スキャナーを使って、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性がある依存関係を判別す

る場合、 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの依存関係の確認は、 InstallShield を 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムでを使用

し ている場合のみ可能です。

32 ビ ッ ト  システムで InstallShield を使用し ている場合、 InstallShield の依存関係スキャナーを使って、 プロジ ェ ク

ト の 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの依存関係を確認する こ とはできません。 32 ビ ッ ト  システムで 64 ビ ッ ト の依存関係を

プロジ ェ ク ト に追加する場合、 必須フ ァ イルおよびマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に手動で追加する方法があ

り ます。

フ ァ イルの依存関係のスキャ ンに関する詳細は、 「アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係を識別する」 を参照し て く だ さ

い。

依存関係の 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リ と プロパテ ィ をスキャ ンする

Windows Vista 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン、 または Windows Server 2008 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで 

InstallShield を使用し ていて、 いずれかのビル ト イ ン処理によ って依存関係を検出する場合、 InstallShield はプロ

ジ ェ ク ト に含まれる 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの 64 ビ ッ ト 依存関係をスキャ ンする こ とができます。

これらの処理は、 プロジ ェ ク ト に含まれる 32 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの 32 ビ ッ ト 依存関係のスキャ ン も行いま

す。

Windows の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンで InstallShield を使用する場合、 これらのビル ト イ ン スキャ ンはプロジ ェ ク ト に

含まれる 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの 32 ビ ッ ト 依存関係のみを検出できます。 プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含

まれている場合、 必要に応じ てプロジ ェ ク ト に依存関係を手動で追加する こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• .NET アセンブ リのプロパテ ィ および依存関係を識別する
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• 依存関係の 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リ をスキャ ンする

64 ビ ッ ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop を使用する

Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで InstallShield を使用し ている場合、 InstallShield の [ ツール ] メ ニューにある [

オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスでは、 今回よ り、 .NET Framework に含まれてい

る Regasm.exe および InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場所と し て、 32 ビ ッ ト  と 64 ビ ッ ト の 2 つのパスを指定できま

す。 InstallShield は、 .NET Installer ク ラス と COM Interop を含むリ リースで、 ビルド時に指定されたパスを使用し

ます。

64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows 上で ISCmdBld.exe を使ってコ マン ド ラ イ ンから ビルド し ている場合に、 既存の -

t パラ メ ーターを使って .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのパスを指定する と、 ISCmdBld.exe は、 64 ビ ッ

ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop 用に Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の 64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。

MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド し ている場合に、 InstallShield タ スクで既存の 

DotNetUtilPath パラ メ ーターを使って .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのパスを指定する と、 ビルドは、

64 ビ ッ ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop 用に Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の 64 ビ ッ ト の場所を使用し

ます。

32 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムで InstallShield を使用し ている場合、 64 ビ ッ ト の場所の設定は無効にな り、

64 ビ ッ ト  .NET Installer ク ラス と COM Interop の 32 ビ ッ ト  サポー ト のみ有効にな り ます。 このサポー ト は、

ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンから実行するビルド、 および、 MSBuild または TFS を介し て実行するビル

ド にも適用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• [.NET] タ ブ ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス )

• ISCmdBld.exe

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

ヘルプの使い方
フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アは、 役に立つ情報やヘルプ リ ソースがいつでもすぐ取り出せる こ とがいかに重要かを

理解し ています。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの様々なビ ュー内部に埋め込まれている イ ン ラ イ ン ヘルプ とは別

に、 InstallShield には製品と共にイ ンス ト ールされるヘルプ ラ イブ ラ リ (Web で使用できるオン ラ イ ン ヘルプ シス

テム、 および PDF フ ォーマ ッ ト で提供される ド キュ メ ン ト ) が含まれています。

InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ

製品に関し てご不明な点があ り ま し たら、 まず InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て く だ さい。 これは総合的

なユーザー ガイ ド です。

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューから InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ にアクセスするには、 F1 を押すか、 イ ン

ターフ ェ イスの [ ヘルプ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの利用に、 イ ン ターネ ッ ト の接続は必要あり ません。 オン ラ イ ン  ヘルプ ビ ュー

アーは、 基本的に、 個人のニーズに基づいてテ クニカル情報を表示、 検索、 フ ィ ルターするためのツールです。

コ ンテキス ト  ヘルプを使用する

プロジ ェ ク ト の作業中に、 ソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする と、 [ ヘルプ ] ウ ィ ン ド ウにヘルプ情報が表

示されます。 これは、 「コ ンテキス ト 」 ヘルプ と も呼ばれます。
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ヘルプの使い方
ヘルプ情報は、 エクスプローラー ウ ィ ン ド ウで表示される選択されたソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト の各プロパテ ィ

でも参照する こ とができ、 プロパテ ィ の設定方法を見る こ とができます。

Web ベースのオン ラ イ ン ヘルプ

Web ベースのオン ラ イ ン ヘルプは、 24 時間いつでも、 http://helpnet.fleerasoftwware.com から利用する こ とができ

ます。 このヘルプ リ ソース セン ターよ り、 最新の情報がほぼリ アル タ イムに入手可能です。

PDF 版のド キュ メ ン ト

InstallShield ド キュ メ ン ト の PDF 版は https://flexeracommunity.force.com/customer/CCDocumentation からご利用い

ただけます。
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お問い合わせ先
お問い合わせ先
フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アは本社を イ リ ノ イ州イ タ スカに置き、 世界各地に拠点を持ちます。

お問い合わせ、 またはその他のフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア製品に関する情報は、 Web サイ ト  http://

www.flexerasoftware.com をご利用 く だ さい。
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ス ター ト  ガイ ド
InstallShield では、 安定し た Windows Installer および InstallScript イ ンス ト ールを簡単に作成する こ とができる強力

な機能と、 作業時間を大幅に節約する こ とができるツールが多数提供されています。 InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ

リは、 InstallShield で提供されている機能をよ り効果的に活用するためのリ ソースです。 まず最初にどの ト ピ ッ ク

から読み始めるかは、 InstallShield イ ンス ト ール作成ソ フ ト ウ ェ アの利用経験によ って異な り ます。 下のテーブル

は、 それぞれの経験レベルに応じ て様々な ト ピ ッ クに リ ン ク し ています。

テーブル 1-1 • ス ター ト  ガイ ド ロー ド マ ッ プ

経験レベル ト ッ プ ヘルプ ト ピ ッ ク

イ ンス ト ールを以前に作成し た経験な

し。

イ ンス ト ールに関する一般的な情報については、 次の ト ピ ッ ク を参照

し て く だ さい。

• イ ンス ト ールの基本

• アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル

InstallShield を利用するのは初めて。 イ ンス ト ール作成経験はあるが、 InstallShield を利用するのは初めての

場合、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

• InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する

• プロジ ェ ク ト について

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル

• グローバリゼーシ ョ ン チュー ト リ アル

• InstallScript プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル

• InstallShield 実行時の言語サポー ト

• サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング言語
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イ ンス ト ールの基本
イ ンス ト ールの基本
イ ンス ト ールとは、 一言で説明する と、 フ ァ イルおよびプログラムをユーザーのマシンにイ ンス ト ールするため

に使われる 「パッ ケージ」 を意味し ます。 イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ーラー エンジン と対話するロジ ッ ク、 並び

にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルで構成される集合体です。 イ ンス ト ールの最も基本的な役割は、 アプ リ ケーシ ョ ン

フ ァ イルを ソース媒体からエン ド ユーザーのコ ンピ ューターへ転送する こ と です。 Windows オペレーテ ィ ング シ

ステムは大変複雑なため、 InstallShield のよ う なユーテ ィ リ テ ィ のヘルプな しに、 効果的で首尾一貫し たイ ンス

ト ールを簡単に作成する こ とはできません。

イ ンス ト ールは、 「製品」、 「機能」、 「コ ンポーネン ト 」 の 3 つの階層に分けられます。 次の図はこの階層を説明し

ます。

図 1-1: イ ンス ト ールの階層構造

他のフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア製品を

利用し た経験がある。

フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アの他の製品を利用し たこ とがある場合、 次

の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

• 以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する

• InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンからア ッ プグレー ド する

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の概要

InstallShield の中級、 または上級レベル

ユーザー。

InstallShield を使い慣れている場合、 次の ト ピ ッ クの参照をお勧めし ま

す :

• コ マン ド ラ イ ン ツール

• エラーと警告

• InstallScript 言語リ フ ァ レンス

• サイ レン ト  モー ド でイ ンス ト ールを実行する

• InstallShield の詳細設定を構成する

テーブル 1-1 • ス ター ト  ガイ ド ロー ド マ ッ プ ( 続き )

経験レベル ト ッ プ ヘルプ ト ピ ッ ク
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アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル
製品は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の中で最も上位にある構成区分です。 製品は、 通常 1 つのメ イ ン アプ リ ケー

シ ョ ン ( たと えば、 ワー ド プロセ ッサ ) と、 そのアプ リ ケーシ ョ ンが必要とするすべてのフ ァ イルとデータ で構成

されます。 一連のアプ リ ケーシ ョ ンが 1 つの製品と なる こ と も可能です。

機能は、 エン ド ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 イ ンス ト ール プログラ

ムの設計者は一般的に、 どの機能を イ ンス ト ールし、 どの機能を ソース メ デ ィ アに残すのかをユーザーが選択で

きるよ う にし ます。 ワー ド プロセ ッサ製品では、 メ イ ンの実行可能フ ァ イルが 1 つの機能で、 オプシ ョ ンの辞書

が別の機能と なっている場合があ り ます。 機能には必要な要素のすべてが含まれてお り、 兄弟機能を必要と し な

いのが原則です。 た と えば、 類語辞典機能はユーザーがイ ンス ト ールし ないこ と を選択できる辞書機能を必要と

はし ません。 ただ し、 機能にサブ機能を含める こ と もできます。 サブ機能がある と、 エン ド ユーザーはイ ンス

ト ールする フ ァ イルやデータ を さ らに細か く 選択できるよ う にな り ます。

プロジ ェ ク ト 内の各機能は 1 つ以上のコ ンポーネン ト で構成されます。 コ ンポーネン ト は、 イ ンス ト ール開発者

から見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 コ ンポーネン ト はエン ド ユーザーには見えない

よ う になっています。 各コ ンポーネン ト は類似のプロパテ ィ を持つフ ァ イル ( およびその他のリ ソース ) を含んで

います。 たと えば、 コ ンポーネン ト 内のフ ァ イルはすべてエン ド ユーザーのマシン上の同じデ ィ レ ク ト リ にイ ン

ス ト ールされます。 また、 コ ンポーネン ト 内のフ ァ イルはすべて同じオペレーテ ィ ング システムまたは言語に適

用される必要があ り ます。 辞書機能には複数の言語別辞書コ ンポーネン ト が含まれている場合が考えられます。

コ ンポーネン ト はフ ァ イルだけでな く 、 レジス ト リデータ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 フ ァ イル拡張子情報、 およびユー

ザーのマシンに書き込まれるその他のシステムデータ を通常含んでいます。

イ ンス ト ールを設計する際の総合的な タ スクは、 フ ァ イルのイ ンス ト ール先、 オペレーテ ィ ング システム、 言語、

およびその他のプロパテ ィ に基づいて製品のフ ァ イルを コ ンポーネン ト に分割し、 各コ ンポーネン ト を 1 つまた

は複数の機能に関連付ける こ と です。

アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル
アプ リ ケーシ ョ ンのラ イ フ サイ クルは、 顧客がアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た段階ですべて終了ではあ り

ません。 ソ フ ト ウ ェ ア ベンダーと し て、 初回イ ンス ト ールが顧客のデスク ト ッ プで完了し ただけでは、 アプ リ

ケーシ ョ ンが成功し た とは言えません。 顧客は、 製品のア ッ プデー ト や強化内容、 および重要な情報に簡単にア

クセスできる こ と を当然と考えています。 この意味で顧客とのコ ミ ュニケーシ ョ ンやアプ リ ケーシ ョ ンの状態を

監視できる こ とは、 将来的な利益と発展には非常に重要です。

ソ フ ト ウ ェ ア ベンダーの中には、 顧客主導のコ ミ ュニケーシ ョ ンを要求しがちですが、 積極的に顧客との対話の

機会を持たないベンダーは、 多 く のチャ ンスを逃すこ とにな り ます。 顧客が Web サイ ト またはユーザー コ ミ ュニ

テ ィ を頻繁に訪れない限り、 彼らはア ッ プデー ト 、 ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および一般的な技術記事などの情

報を見逃すこ とにな り、 ベンダーは収益とサービスの機会を逃す結果と な り ます。
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InstallShield の起動
図 1-2: FlexNet Connect のアプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クルの管理方法

上記のダイアグラムは、 アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クルの管理における FlexNet Connect の役割を図式し たも

のです。

1. イ ンス ト ールの作成 — を利用し て、 ソ フ ト ウェ ア開発者はすべてのプラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なイ ンス

ト ールを容易に作成する こ とができます。

2. イ ンス ト ールの実行 —InstallShield 技術を使って作成されたイ ンス ト ールは、 世界中 4 億以上のマシン上にイ

ンス ト ールされています。

3. ア ッ プデー ト の作成 —InstallShield を使用する と、 ソ フ ト ウ ェ ア開発者は素早 く パッ チおよびア ッ プデー ト を

ビルド する こ とができます。

4. ユーザーへの通知 —FlexNet Connect は、 新しいア ッ プデー ト のイ ンス ト ールが入手可能である こ と を各ユー

ザーに通知し ます。

5. ダウンロー ド と イ ンス ト ール — FlexNet Connect はア ッ プデー ト のダウンロー ド およびイ ンス ト ールをシーム

レスに統合し、 一括処理し ます。

6. レポー ト の表示  — FlexNet Connect はア ッ プデー ト の利用率について即座にフ ィ ー ドバッ ク を提供し ます。

InstallShield の起動
InstallShield を開始する と ( 製品イ ンス ト ール語の初回起動を除 く )、 すぐに InstallShield ス ター ト  ページが表示さ

れます。 ス ター ト  ページを使う と、 製品情報、 前回開いたプロジ ェ ク ト 、 InstallShield リ ソースに簡単にアクセス

する こ とができます。
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InstallShield の起動
InstallShield ス ター ト  ページ
InstallShield ス ター ト ページから、 製品情報、 最近開いたプロジ ェ ク ト 、 InstallShield のリ ソースに簡単にアクセス

する こ とができます。 [ ス ター ト  ページ ] は次のセクシ ョ ンに分かれています。

テーブル 1-2 • ス ター ト  ページのセクシ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

プロジ ェ ク ト  タ スク プロジ ェ ク ト  タ スク を ク リ ッ ク し て、 新規プロジ ェ ク ト を簡単に作成し た り、 既存プ

ロジ ェ ク ト を開 く こ とができる他、 InstallShield のイ ンス ト ール付属のサンプル プロ

ジ ェ ク ト を参照する こ と もできます。 

ヘルプ ト ピ ッ ク アクセスの多いヘルプ ト ピ ッ ク を このセクシ ョ ンに示し ます。 [ ス ター ト ] ページか

ら InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ全体にアクセスするには、 F1 を押すか [ リ ソース ] 

セクシ ョ ンのヘルプ ラ イブラ リ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

( 最近開いたプロジ ェ

ク ト )

ス ター ト  ページの中央には、 前回アクセス し たプロジ ェ ク ト 、 プロジ ェ ク ト  タ イプ、

および前回変更が加えられた日時が表示されます。 

ス ター ト  ガイ ド InstallShield およびイ ンス ト ール作成ツールに関する知識レベルに基づいて、

InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リのどの ト ピ ッ ク を読むべきかを案内するス ター ト  ガイ

ド を ク リ ッ ク し て く だ さい。

リ ソース [ リ ソース ]  セクシ ョ ンには、 役に立つ InstallShield 情報へのリ ン クが表示されていま

す。

• ヘルプ ラ イブ ラ リ — InstallShield のマニュアルを表示し ます。

• InstallShield コ ミ ュニテ ィ — 他の InstallShield ユーザーとの情報交換、 質問の投稿、

または回答の検索ができる Web ベースのフ ォーラムです。

• オン ラ イ ン セ ミ ナー —InstallShield の評価、 またフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア製品を

最大限に利用するのに役立つ Web ベースの無料セ ミ ナーへのリ ン クです。

• ダウンロー ド — 最新版の InstallShield 前提条件、 InstallShield マージ モジュール、

オブジ ェ ク ト 、 ならびにサービス パッ ク、 パッ チなど、 ご使用中の InstallShield 

バージ ョ ンで利用できるダウンロー ド へのリ ン クです。

• リ リース ノ ー ト — フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト のナレ ッ ジ ベースに掲

載されている リ リース ノ ー ト を表示し ます。

• 既知の問題 — ご使用中の InstallShield バージ ョ ンに関する既知の問題を取り扱う

ナレ ッ ジベース記事を表示し、 ワークアラウン ド および解決策を提供し ます。

• ア ッ プグレー ド アラー ト — ナレ ッ ジベース記事が表示され、 InstallShield の初期

のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し

た と きに発生する可能性がある問題についての情報が提供されます。 また、 新し

い InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と以前のバージ ョ ンから ア ッ プグレー ド された

プロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー ト し ます。

• RSS フ ィ ー ド — InstallShield ナレ ッ ジ ベース記事をサブスク ラ イブできる Web 

ページが表示されます。
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プロジ ェ ク ト について
InstallShield プロジ ェ ク ト は、 プロジ ェ ク ト の出力を構成する フ ァ イル、 フ ォルダーおよびオペレーシ ョ ンを指定

し ます。 プロジ ェ ク ト の出力は、 以下のいずれか 1 つです （プロジ ェ ク ト の種類による） :

• イ ンス ト ール : アプ リ ケーシ ョ ンのコ ピーを ターゲッ ト  システムで作成または更新し ます。

• 再配布可能フ ァ イル ( マージ モジュールまたは InstallShield オブジ ェ ク ト ): ンス ト ールに含められる と き、 個

別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルがすべて含まれています。

• ト ラ ンスフ ォーム : 管理者は、 イ ンス ト ールを配布する際、 変更し た設定を Windows Installer イ ンス ト ールに

適用する こ とができます。

プロジ ェ ク ト は、 必要度に応じ てシンプルにも複雑にもな り ます。 シンプルなプロジ ェ ク ト は、 フ ァ イル、 コ ン

ポーネン ト 、 機能、 レジス ト リ エン ト リのみとい う こ と もあ り ます。 よ り複雑なプロジ ェ ク ト はこれらの他さ ら

に、 再配布可能フ ァ イル、 初期化フ ァ イルの変更を含み、 外部の DLL 関数を呼び出すこ と もあり ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の概要
InstallShield では、 異なる イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の種類を選択できます (InstallShield の堅牢な InstallScript プ

ログラム言語 (InstallScript) を使ったプロジ ェ ク ト 、Windows Installer データベース ( 基本の MSI) 、またはその両方 

(InstallScript MSI) を使ったプロジ ェ ク ト )。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の種類の選択は、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールのニーズによ って異な り ます。

InstallShield は、 どのプロジ ェ ク ト の種類にも同じ直感的なユーザー イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 し たがっ

て、 アプ リ ケーシ ョ ンのニーズに応じ て簡単にプロジ ェ ク ト の種類が選択する こ とができ、 オーサリ ング エクス

ペ リ エンスはま った く 変わり ません。 さ らに、 1 つの種類のプロジ ェ ク ト 作成で身に付けた知識は、 他の種類のプ

ロジ ェ ク ト にも適用できます。

プロジ ェ ク ト の種類の類似事項

すべての InstallShield プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 ほとんどのエン ド ユーザーによ く 知られている InstallShield 独特

の業界標準の外観と使用感を持ったイ ンス ト ールを作成する こ とができます。 すべてのプロジ ェ ク ト で、 エン ド

ユーザーのニーズや期待に沿ったカス タム イ ンス ト ールを作成する こ とができます。

プロジ ェ ク ト タ イプの機能セ ッ ト は似ていますが、 異なるプロジ ェ ク ト 間には （特に InstallScript と基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト 間） では、 い く つかの重要な相違点があ り ます。 ソ フ ト ウェ ア イ ンス ト ールのニーズに最も適し たプ

ロジ ェ ク ト タ イプを決める方法については、 「ニーズに合ったイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を選択する」 を参照し て

く ださい。

お問い合わせ フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト の [ サポー ト ] にアクセス し た り、 カス タ マー 

エクスペリ エンス向上プログラムに参加するには、 このセクシ ョ ンにある リ ン クの 1 

つを ク リ ッ ク し て く だ さい。

テーブル 1-2 • ス ター ト  ページのセクシ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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ニーズに合ったイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を選択する
InstallShield を使って様々な種類のプロジ ェ ク ト を作成できますが、 初心者の場合、 Windows Installer テ ク ノ ロジま

たは InstallScript テ ク ノ ロジのどち ら を使ってイ ンス ト ールをビルド するのかとい う 決定的な選択が 1 つだけ必要

です。 最も適し たプロジ ェ ク ト の種類の選び方は、 InstallShield ソ フ ト ウエアおよびイ ンス ト ール開発における経

験度、 そし てイ ンス ト ールとデプロ イ メ ン ト におけるニーズによ って異な り ます。 以下は、 3 つの主なプロパテ ィ

の種類の説明です。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト は Windows Installer サービスを使ってカス タム アクシ ョ ン (InstallScript、 VBScript、

JScript、 .exe フ ァ イル、 .dll フ ァ イル、 マネージ コー ド ) の呼び出し を含んだイ ンス ト ール全体を制御し ます。 基

本の MSI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 以下のいずれかを行う場合にお勧めし ます :

• Windows ロゴ プログラムの要件を満た し たいと き。

• Microsoft System Center Configuration Manager などの管理ツールを使って互換性を最大限にあげたいと き、 ま

たは作成中のソ フ ト ウ ェ アが、 配布される前に企業のシステム管理者によ ってカス タ マイズされる場合。 基

本の MSI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 イ ンス ト ールのリパッ ケージする手間を省いて、 イ ンス ト ール パッ ケー

ジ と その関連プロパテ ィ の ト ラ ンスフ ォーム作成する こ とができます。

• スク リ プ ト  コー ド を作成せずに、 プロパテ ィ を設定し てテーブル エン ト リ を作成し たいと き。

• 既存の基本の MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し たいと き。

InstallScript プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト は InstallScript を使用し てイ ンス ト ールを操作し ます . このプロジ ェ ク ト の種類は、 以下

のシナ リ オに推奨されます :

• エン ド ユーザー エクスペ リ エンス ( エン ド ユーザー ダイアログ ) で高度な要件がある ( 例、 マルチ メ デ ィ ア

要素など )。

• イ ンス ト ールの実行時に、 全画面ビルボー ド を使用する。

• 構造の中心で、 データベース テーブルを使わずに、 実行言語を使ってプロジ ェ ク ト を作成し たい。

• メ イ ンのイ ンス ト ールが実行される前後にアクシ ョ ンを実行し たい。

• 既存の InstallScript プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し たい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト は Windows Installer エンジン と InstallScript エンジンを使って、 イ ンス ト ールの実行

を進めます。 イ ンス ト ールに、 これらのエンジンが両方使用されるため、 このプロジ ェ ク ト  タ イプは最も複雑で

あるため、 初心者ユーザーには推奨されません。 このプロジ ェ ク ト  タ イプは、 次のよ う なシナ リ オで、 使用でき

ます :

• Windows ロゴ プログラムの要件を満た し たいと き。

• エン ド ユーザー エクスペ リ エンス ( エン ド ユーザー ダイアログ ) で高度な要件がある ( 例、 マルチ メ デ ィ ア

要素など )。

• 構造の中心で、 データベース テーブルを使わずに、 実行言語を使ってプロジ ェ ク ト を作成し たい。

• メ イ ンのイ ンス ト ールが実行される前後にアクシ ョ ンを実行し たい。
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• 既存の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し たい。

ヒ ン ト • Repackager は AdminStudio で提供されているプロジ ェ ク ト 変換ツールです。 このツールを使って、

InstallScript プロジ ェ ク ト や InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト に変換できます。

プロジ ェ ク ト の種類
InstallShield は様々なプロジ ェ ク ト の種類を提供し、 エン ド ユーザー向けの最適なプロジ ェ ク ト の作成を支援し ま

す。

テーブル 1-3 • プロジ ェ ク ト の種類の説明

プロジ ェ ク ト の種類
アイ コ
ン Description

ア ド バンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • このプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の 

Professional Edition で使用できます。InstallShield の Professional Edition 

で、 このタ イプのプロジ ェ ク ト を開 く と、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト と し て開きます。

ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 単一の .msi パッ ケージ、 .msp 

パッ ケージ、 および InstallScript パッ ケージだけでな く  InstallShield 前

提条件にも対し て、 最新のカス タ マイズ可能なユーザー イ ン ターフ ェ

イスを持つブー ト スラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができま

す。 ア ドバンス ト  UI では、 条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  

システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) 

を使用し ます。

基本の MSI 基本の MSI プロジ ェ ク ト は Windows Installer を使用し てイ ンス ト ール

のユーザー イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 このプロジ ェ ク ト  タ イ

プを選択し た場合、 機能またはコ ンポーネン ト を手動で作成し、 アプ

リ ケーシ ョ ン フ ァ イルおよび他の配布可能なデータ をすべて指定する

必要があ り ます。

DIM DIM プロジ ェ ク ト は、 コ ラボレーシ ョ ンを促進し たいエンジニア チー

ムのために提供されています。 DIM プロジ ェ ク ト を使う と、 組織で、

イ ンス ト ール開発を分担し て、 効率化を図る こ とができます。 デベ

ロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 製品フ ァ イル、

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、

IIS Web サイ ト 、 およびイ ンス ト ール パッ ケージの論理的に分かれて

いる部分を別個に構成し ている要素など、 関連するアイテムを集めた

ものです。 サイズは、 機能とほぼ同じ です。 基本の MSI に DIM を複数

統合する こ とができます。

InstallScript InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  は InstallScript 言語が持つ柔軟

性を提供する と共に、 機能が証明されている InstallScript エンジンを

利用し ます。
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InstallScript MSI InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  は InstallScript と Windows Installer テー

ブルの両方を利用し ます。 このプロジ ェ ク ト の種類では、 機能または

コ ンポーネン ト を手動で作成し、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルおよび他

の配布可能なデータ をすべて指定する必要があ り ます。

InstallScript オブジ ェ ク ト InstallScript オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト は、 InstallScript を利用し た 

InstallShield マージ モジュールを作成する こ とができます。 ただし、

このタ イプのマージ モジュールは InstallShield で しか利用できません。

マージ モジュール マージ モジュールを作成するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 コ

ンポーネン ト やフ ァ イルの関連付けを手動で作成する必要があ り ま

す。

MSI データベース MSI データベースを選択する と、 ダイ レ ク ト 編集モー ド でイ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト を編集する こ とができます。 つま り、 InstallShield 内

で Windows Installer テーブルを直接編集し てイ ンス ト ールを構成する

こ とができる とい う こ と です。

MSM データベース MSM データベースを選択する と、 ダイ レ ク ト 編集モー ド でマージ モ

ジュールを編集する こ とができます。 つま り、 InstallShield 内で 

Windows Installer テーブルを直接編集し てマージ モジュールを構成す

る こ とができる とい う こ と です。

QuickPatch このプロジ ェ ク ト の種類は、 サイズが小さい単一ア ッ プグレー ド をエ

ン ド ユーザーに配布する イ ンス ト ール作成者にお勧めし ます。

QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ

チのデザイ ン ] ビ ューを使わない別のパッ チ構成方法と し て利用でき

ます。 QuickPatch の作成は、 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を使っ

て開始し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • このプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Premier 

Edition で使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 複数の .msi パッ ケー

ジ、 .msp パッ ケージ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 Web 

配布パッ ケージ、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)、

および Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、 複数の 

InstallShield 前提条件にも対し て、最新でカス タ マイズ可能なユーザー 

イ ン ターフ ェ イスを持つブー ト スラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する

こ とができます。 スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 複

数の個別のイ ンス ト ールを、 統合されたユーザー イ ン ターフ ェ イスを

使用する単一のイ ンス ト ールにパッ ケージ化し、 条件付きで、 必要に

応じ て、 ターゲッ ト  システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ 

ラ ンチャー (Setup.exe) を使用し ます。

テーブル 1-3 • プロジ ェ ク ト の種類の説明 ( 続き )

プロジ ェ ク ト の種類
アイ コ
ン Description
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールと InstallShield 前提条件を合わ

せてパッ ケージ化し、 カス タ マイズ可能な統合ユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つ単一イ ンス ト ールを作成する

ブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。 これらのイ ンス ト ールでは、 条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  

システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) を使用し ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 Windows XP SP3 以降または Windows 

Server 2003 SP2 以降が必要です。

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを作成および

ビルド するには、 InstallShield または Standalone Build が搭載されているマシン上に Windows Vista 以降または 

Windows Server 2008 以降が必要です。

基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト
基本の MSI は、 InstallShield における Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプです。 基本の MSI プロジ ェ ク

ト は、 Windows Installer サービスを使ってイ ンス ト ール全体を作成する場合にお勧めです。 これを使う と、 ネイ

テ ィ ブ Windows Installer 機能セ ッ ト だけを使ってセ ッ ト ア ッ プをオーサリ ングする こ とができます。 MSI パッ ケー

ジでは、 セ ッ ト ア ッ プのユーザー イ ン ターフ ェ イスのフ ローだけでな く 、 エン ド ユーザー ダイアログの寸法も、

直接オーサリ ングする こ とができます。 Windows Installer サービスはユーザー イ ン ターフ ェ イスのネイテ ィ ブなレ

ンダ リ ング機能を使用し て、 エン ド ユーザーに UI を表示し ます。 このプロジ ェ ク ト の種類は、 イ ンス ト ールを

オープン仕様で作成する必要がある場合に、 最も適し ます。

ト ラ ンスフ ォーム ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) は、 2 つの Windows Installer データ

ベースの差分が含まれる Windows Installer の簡易データベースです。

新しい ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト を作成する と、 ト ラ ンスフ ォー

ム オープン ウ ィ ザー ドが開始し ます。

Visual Basic .NET ウ ィ ザー ド このオプシ ョ ンを選択し て、 Visual Basic .NET、 C# .NET、 および 

Visual C++ .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド を起動し ます。

C# .NET ウ ィ ザー ド このオプシ ョ ンを選択し て、 Visual Basic .NET、 C# .NET、 および 

Visual C++ .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド を起動し ます。

Visual C++ .NET ウ ィ ザー ド このオプシ ョ ンを選択し て、 Visual Basic .NET、 C# .NET、 および 

Visual C++ .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド を起動し ます。

テーブル 1-3 • プロジ ェ ク ト の種類の説明 ( 続き )

プロジ ェ ク ト の種類
アイ コ
ン Description
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メ モ • 作成中のソ フ ト ウ ェ アが、 配布される前に企業のシステム管理者によ ってカス タ マイズされる場合、 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト が推奨されます。 これはイ ンス ト ールのリパッ ケージを行なわずにイ ンス ト ール パッ ケージや

その関連プロパテ ィ の ト ラ ンスフ ォーム作成を可能にする柔軟性を提供し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallScript コー ド を カス タム アクシ ョ ン とい う形で実行する こ とができます。

InstallScript プロジ ェ ク ト と同様、 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 ダイアログのオーサリ ング、 標準 Windows .dll 

フ ァ イルでのカス タム アクシ ョ ンの呼び出し機能、 サポー ト  フ ァ イルの指定機能などの InstallShield によ り提供

される他の堅牢な機能を使用し ます。

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使った、 基本の MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作

InstallShield 12 以降のプロジ ェ ク ト

次のステ ッ プは、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使った基本の MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作の概要を説

明し ます。

1. Windows Installer サービスによ ってパッ ケージが起動されます。

2. シーケンス された InstallScript カス タム アクシ ョ ンが次のよ う に実行する。

a. Windows Installer が Binary テーブルから ロー ド された ISSetup.dll の関連エン ト リ ポイ ン ト を呼び出す。

b. ISSetup.dll が Setup.inx のリ ソースを一時保管場所へ抽出する。

c. ISSetup.dll が関連スク リ プ ト  コー ド を実行する。

d. Windows Installer が ISSetup.dll をアンロー ド する。

InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある InstallShield 12 以降の基本の MSI のラ ン タ イム動作は、 InstallShield 11.5 以

前での動作とは大き く 異な り ます。 これは強化されたアーキテ クチャによる ものです。 強化内容についての詳細

は、 「InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する」 を参照し て く ださい。

InstallShield 11.5 および以前のプロジ ェ ク ト

InstallShield 11.5 および以前のバージ ョ ンで作成されたイ ンス ト ールのラ ン タ イム動作は次の通り です。

1. Setup.exe が ISScript.msi を イ ンス ト ールする。

2. Setup.exe が MsiExec.exe を起動し て、 プラ イマ リ .msi フ ァ イルを イ ンス ト ールする。 Setup.exe がイ ンス ト ー

ルに含まれているか、 またはターゲッ ト システムに既存する必要があり ます。 )

3. ISMsiServerStartup ( 始めの カス タム アクシ ョ ン ) が開始し、 IDriver.exe が起動する。

4. シーケンス された InstallScript カス タム アクシ ョ ンが次のよ う に実行する。

a. Windows Installer が ISScriptBridge.dll で関連エン ト リ ポイ ン ト を探す。

b. ISScriptBridge.dll が ROT ( 実行中オブジ ェ ク ト  テーブル ) を使って、 実行中の IDriver.exe イ ンス タ ンスを

検出する。

c. IDriver.exe が関連スク リ プ ト  コー ド を実行する。

5. ISCleanUpSuccess が IDriver.exe をシャ ッ ト  ダウンする。

InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 へア ッ プグレー ド し た場合、 ラ ン タ イム動作は 

InstallShield 12 以降のプロジ ェ ク ト で説明されている動作にア ッ プデー ト されます。
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DIM プロジ ェ ク ト
InstallShield の DIM プロジ ェ ク ト は、 コ ラボレーシ ョ ンを促進し たいエンジニア チームのために提供されていま

す。 DIM プロジ ェ ク ト を使う と、 組織で、 イ ンス ト ール開発を分担し て、 効率化を図る こ とができます。 デベ

ロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  

フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、 およびイ ンス ト ール パッ ケージの論理的に分かれている部分を別個に構成し て

いる要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 サイズは、 機能とほぼ同じ です。 以下は、 DIM を利用し た

時のい く つかの利点です ：

• DIM を利用する こ とによ り、 複数のチーム メ ンバーが、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。

各ソ フ ト ウ ェ ア開発者またはチームメ ンバーは、 異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース 

エンジニアは、 1 つまたは複数のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

• リ リース エンジニアは、 DIM を複数のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で繰り返し使用できるため、 非常に効率的

です。

• DIM では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供されている機能とほぼ同じ機能がサポー ト されています。 このた

め、 DIM の作成者には、 イ ンス ト ールの部分開発を行う ために必要な柔軟性がすべて提供されています。

InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト
InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の種類は、 広 く 親し まれている InstallShield Professional プロジ ェ ク ト と共

に、 InstallScript プログラム言語のパワーと柔軟性を提供し ます。 Windows Installer は一切使用されません。 イ ンス

ト ールは、 完全にスク リ プ ト によ って制御され、 非常に柔軟性があり ます。 InstallShield Professional で使用されて

いる信頼性の高い InstallScript エンジンが使用されています。

メ モ • InstallScript イ ンス ト ールは一般的にシステム管理者からは好まれません。 このタ イプは .msi フ ァ イルの形

式ですべてがま と ま っていないので Setup.exe を利用し な く てはならず、 また配布に先立って完全にカス タ マイズ

する こ とが不可能な場合もあるからです。 作成中のソ フ ト ウェ アが、 配布される前に企業のシステム管理者に

よ ってカス タ マイズされる場合、 基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト が推奨されます。

InstallScript エンジン

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 InstallScript によ ってラ ン タ イムユーザー イ ン ターフ ェ イスの表示やフ ロー制御が

行われ、 ターゲッ ト オペレーテ ィ ング システムへの変更は Windows Installer に全 く 頼る こ と な く 、 信頼性の高い 

InstallShield の InstallScript エンジンによ って行われます。

InstallScript を イ ンス ト ールのド ラ イバーと し て使用する こ とには多 く の利点があ り ます。 最初の利点は、

InstallScript のイベン ト モデルによ り コー ド を 1 行も書かずにスク リ プ ト 型のイ ンス ト ールを作成できる点です。

カス タムの機能性を追加し たい場合は、 機能性を変更し たいイベン ト を実装するだけで済みます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス機能には、 使用できる コ ン ト ロールの種類やダイアログイ

ベン ト に行う コ ン ト ロールの種類に関し てい く らかの制限があり ます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にはそのよ

う な制限はな く 、 カス タム ダイアログコ ン ト ロールを追加する機能と と もに幅広い標準コ ン ト ロールを提供し ま

す。 スク リ プ ト 内でダイアログ メ ッ セージを使用する こ と で、 エン ド ユーザーダイアログの動作を完全にコ ン ト

ロールする こ とができます。

InstallShield Professional を使用し て作成し たプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド

InstallShield Professional ( バージ ョ ン 5.5 以降 ) を使用し て作成されたイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は、 InstallScript 

プロジ ェ ク ト の種類にア ッ プグレー ド されます。
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InstallScript プロジ ェ ク ト の追加機能

InstallScript プロジ ェ ク ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト では利用できない追加機能を提供し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト
InstallScript MSI イ ンス ト ールは 2 つの異なる イ ンス ト ーラー エンジンを使用し ます :

• Windows Instaler エンジンは、 .msi パッ ケージの標準 [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。 これは、 通常ター

ゲッ ト  システムを変更するシーケンスです。

• InstallScript エンジンは、 イ ンス ト ールのカス タム ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) ハン ド ラーと し ての役割

を果し ます。 また、 InstallScript コー ド を実行し ます。 UI に InstallScript エンジンを使用する際の利点は、 高

度にカス タ マイズされたラ ン タ イム ダイアログのサポー ト が提供されている こ と です。

さ らに、 InstallShield では、 InstallScript MSI イ ンス ト ールの UI に、 次の 2 つの異なるス タ イルが追加されま し た :

• 従来型ス タ イル — InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 InstallScript エンジンを外部 UI ハン ド ラーと し て使用する

こ とができます。 このス タ イルを使用する場合は、 イ ンス ト ールに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを必ず

含めて く ださい。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーはブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し て機能し、 UI を表示す

る InstallScript エンジンを開始し て InstallScript コー ド を実行し、 また Windows Installer を開始し て .msi パッ

ケージの [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。

• 新しいス タ イル — InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使

用する こ とができます。 このス タ イルでは、 InstallScript エンジンが .msi パッ ケージ内に埋め込まれます。

Windows Installer は InstallScript エンジンを呼び出し て UI を表示し ます。 Windows Instaler はまた、 .msi パッ

ケージの [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。

このオプシ ョ ンには、 ターゲッ ト  マシン上に Windows Installer 4.5 が必要です。 また、 い く つかの制限事項が

あるため、 このス タ イルを使用する場合は綿密な計画が必要です。

2 つのス タ イルに関する詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン

と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し て く だ さい。

メ モ • このプロジ ェ ク ト の種類は異なるエンジンを使用するため、単なる InstallScript や 基本の MSI イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト よ り複雑になっています . これは高度な知識を もつユーザーのみに推奨されます。

システム管理者には、 従来型ス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールよ り も、 基本の MSI イ ンス ト ールまたは新

しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールが好まれます。 これは、 従来型ス タ イルの InstallScript MSI イ ンス

テーブル 1-4 • InstallScript プロジ ェ ク ト の追加機能

機能 説明

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー このビ ューでアプ リ ケーシ ョ ンの異なるイ ンス ト ールの構成を簡単に作成

できます。 また、 このビ ューでは、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプのデ

フ ォル ト を選択する こ と もできます。

ビルボー ド  サポー ト ラ ン タ イム ビルボー ド サポー ト は、 InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ利用

可能です。 ビルボー ド によ り、 マシンへのフ ァ イル転送中にエン ド ユー

ザーにビ ッ ト マ ッ プを表示する こ とができます。 これらのビ ッ ト マ ッ プを

使用し て、 エン ターテイ メ ン ト や情報を提供する こ とができます。
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ト ールが、 .msi パッ ケージのよ う に自己完結形式ではないため、 Setup.exe を使用する必要がある こ と と、 展開の

前に完全なカス タ マイズが不可能な場合があるためです。 作成中のソ フ ト ウェ アが、 配布される前に企業のシス

テム管理者によ ってカス タ マイズされる場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト が推奨されます。 代わりの方法と し て、

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールを使用する こ と もできますが、 必要なすべてのシステム変更は、 [

イ ンス ト ール ]ー [ 実行 ] シーケンスでカス タム アクシ ョ ンを使用し て行う必要がある こ とに注意し て く だ さい。

権限が不足し ないよ う に、 カス タム アクシ ョ ンは、 システム コ ンテキス ト で " スク リ プ ト 内実行 " 設定が遅延実

行になっている必要があ り ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のその他の機能

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で利用できない追加機能がい く つか提供されます ：

InstallScript MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作

InstallShield 12 以降のプロジ ェ ク ト

次のステ ッ プは、 InstallScript MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作についての概要を説明し ます。

1. Setup.exe が ISSetup.dll を起動する。

2. ISSetup.dll が行う処理は次の通り です。

a. Setup.inx をロー ド する。

b. プ リ イ ンス ト ール InstallScript イベン ト  ( 例、 OnBegin) を実行する。

c. Windows Installer ( 外部ユーザー イ ン ターフ ェ イスの場合、 InstallScript エンジン ) を起動する。

d. 各 InstallShield カス タム アクシ ョ ンが次のよ う に実行する ( 例、 OnMoved)。 ( これは、 InstallScript カス タ

ム アクシ ョ ンを使った基本の MSI で使われる メ カニズムと基本的に同じ です。 )

i. Windows Installer が ISSetup.dll で適切なエン ト リ ポイ ン ト 呼び出す。 ( これは、 ISSetup.dll の異なる

イ ンス タ ンスで、 Binary テーブルから ロー ド されます。 )

ii. ISSetup.dll が Setup.inx のリ ソースを一時保管場所へ抽出する。

iii. ISSetup.dll が関連スク リ プ ト  コー ド を実行する。

iv. ポス ト  イ ンス ト ール InstallScript イベン ト  ( 例、 OnEnd) を実行する。

テーブル 1-5 • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の追加機能

機能 説明

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー このビ ューでは、 アプ リ ケーシ ョ ンに、 [ 標準 ]、 [ 最小 ] など、 異なる定

義済みのイ ンス ト ール構成を簡単に作成する こ とができます。 また、 この

ビ ューでは、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプのデフ ォル ト を選択する こ

と もできます。

ビルボー ド  サポー ト 実行時のビルボー ドは、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでのみサポー ト され

ています。 基本の MSI イ ンス ト ールではサポー ト されていません。 ビル

ボー ド を利用する と、 エン ド ユーザーのマシンへフ ァ イルを転送中に、

ビ ッ ト マ ッ プを表示する こ とができます。 これらのビ ッ ト マ ッ プを使用し

て、 エン ド ユーザーにエン ターテイ メ ン ト や役に立つ情報を提供する こ と

ができます。
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InstallShield 12 以降の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のラ ン タ イム動作は、 InstallShield 11.5 以前での動作とは大き

く 異な り ます。 これは強化されたアーキテ クチャによる ものです。 強化内容についての詳細は、 「InstallShield 11.5 

以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する」 を参照し て く ださい。

InstallShield 11.5 および以前のプロジ ェ ク ト

InstallShield 11.5 および以前のバージ ョ ンで作成された InstallScript MSI イ ンス ト ールのラ ン タ イム動作は次の通り

です。

1. Setup.exe が ISScript.msi を イ ンス ト ールする。

2. Setup.exe が IDriver.exe を起動する。

3. IDriver.exe が行う処理は次の通り です。

a. Setup.inx をロー ド する。

b. プ リ イ ンス ト ール InstallScript イベン ト  ( 例、 OnBegin) を実行する。

c. Windows Installer ( 外部ユーザー イ ン ターフ ェ イスの場合、 InstallScript エンジン ) を起動する。

各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンが次のよ う に実行する ( 例えば、 OnMoved)。 ( これは、 カス タム アク

シ ョ ンを使う基本の MSI イ ンス ト ールで使われる メ カニズムと基本的に同じ です。 )

i. Windows Installer が ISScriptBridge.dll で適切なエン ト リ ポイ ン ト を呼び出す。

ii. ISScriptBridge.dll が ROT ( 実行中オブジ ェ ク ト  テーブル ) を使って、 実行中の IDriver.exe イ ンス タ ン

スを検出する。

iii. IDriver.exe が関連スク リ プ ト  コー ド を実行する。

d. ポス ト  イ ンス ト ール InstallScript イベン ト  ( 例、 OnEnd) を実行する。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト
マージ モジュールによ り、 既存の各機能を イ ンス ト ールに追加できます。 たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンで VB 

Runtime DLL が必要な場合、 Microsoft's Visual Basic Virtual Machine モジュールをセ ッ ト ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン

に追加する こ とができます。 従来は、 レジス ト リ エン ト リ を作成し、 ターゲッ ト フ ォルダー、 カス タム アクシ ョ

ン、 および任意の他の必要なステ ッ プを設定し なければならな り ませんで し た。 マージ モジュールでは、 既存の

マージ モジュールを イ ンス ト ールに関連付けて、 次の作業に移動するだけでこれらのステ ッ プを完了できます。

InstallShield を利用し て、 専用のマージ モジュールを作成し、 イ ンス ト ールの配布または他の開発者への供与がで

きるよ う にな り ます。 これは、 すべてのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に機能を分散する場合に役立ちます。 その部

分のイ ンス ト ールを毎回作り直すのではな く 、 マージ モジュールと し て 1 度作成し、 それをすべてのイ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト に関連付けます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト に含まれる InstallScript カス タム アクシ ョ ン

マージ モジュールに InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含める こ とができます。 ただし、 カス タム アクシ ョ ンが

適切にマージ されるよ う、 Module**Sequence テーブルエン ト リ を手作業で作成し な く てはな り ません。

マージ モジュールの動作のし く み

マージ モジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に関連付ける と、 ビルド時に .msi データベースにマージ されま

す。 その結果、 2 つのプロジ ェ ク ト  ( 新規イ ンス ト ールと既存のマージ モジュール ) が MSI データベースにマー

ジ される こ とにな り ます。 マージ モジュールはコ ンポーネン ト のよ う に動作し ます。 つま り、 関連付けされてい
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る機能がイ ンス ト ールされなければ、 マージ モジュールも イ ンス ト ールされません。 し たがって、 VB Runtime 

DLL を必要とする機能があるのに VB Runtime DLL がイ ンス ト ール対象になっていない場合、 VB マージ モジュー

ルはイ ンス ト ールされません。

MSI データベースおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト
MSI データベースおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト を使用する と、 中間プロジ ェ ク ト  フ ォーマ ッ ト  (.ism 

フ ァ イル ) で作業せずに、 Windows Installer イ ンス ト ール パッ ケージおよびマージ モジュール データベースを編

集する こ とができます。 これらのプロジ ェ ク ト タ イプは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター機能を拡張し て、 標準イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト と マージ モジュール プロジ ェ ク ト でサポー ト されている異なるビ ューを含めます。 これら

のプロジ ェ ク ト の種類でサポー ト されているビ ューは、 .ism プロジ ェ ク ト で機能するのと同じ よ う に機能するよ う

に設計されています。

プロジ ェ ク ト • MSI データベースおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト では、 文字列エン ト リ もパス変数もサ

ポー ト されていません。

既存の .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルを直接編集し た り、 新規の MSI データベースまたは MSM データベース

を開いて新規のデータベースを直接作成する こ と もできます。 このフ ァ イルの中のデータは、 ブ ラ ン クの基本の 

MSI、 またはマージ モジュール  プロジ ェ ク ト を作成し てそのプロジ ェ ク ト からデータベースをビルド し た と きに

取得する ものと合致し ます。

InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト
InstallShield オブジ ェ ク ト を使用し て、 Windows テ ク ノ ロジを簡単にイ ンス ト ールできます . テ ク ノ ロジを イ ンス

ト ールするには、 イ ンス ト ールに対応する InstallShield オブジ ェ ク ト を含めるだけです。 特定のコ ンポーネン ト が

必要な場合は、 機能に対応する InstallShield オブジ ェ ク ト を関連付けます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト
QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めするプロジ ェ ク ト の種類です。 カス タム アクシ ョ ンの追加、 .ini データの変更などのよ り広範囲におよび

変更には通常、 標準パッ チが必要です。

QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使わないシンプルな

パッ チ構成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp と .exe フ ァ イル ) 

を作成し ます。

QuickPatch では、 次のすべてを実行する こ とができます。

• 元のイ ンス ト ールまたは以前の QuickPatch へ新しいフ ァ イルを追加する。

• 元のイ ンス ト ールのフ ァ イルを削除する。

• 以前の QuickPatch と共に追加されたフ ァ イルを削除する。

• 上記と同じ操作をレジス ト リ エン ト リ で実行する。

• 元のイ ンス ト ールに含まれていたが、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト には適用し ないカス タム アクシ ョ ンを

削除する。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は、 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド で始めます。 ウ ィ ザー ド を完了し た後、

InstallShield でプロジ ェ ク ト が開いてから QuickPatch プロジ ェ ク ト の設定を構成できます。

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト
ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) は、 2 つの .msi データベース間の差分を含むシンプルな Windows Installer デー

タベースです。 ト ラ ンスフ ォームを使う と、 管理者は、 イ ンス ト ール パッ ケージを配布する際、 変更し た設定を

データベースに適用する こ とができます。

InstallShield は、 .msi パッ ケージを、 InstallShield (.ism) プロジ ェ ク ト に変換する こ と な く 編集する こ とができる ト

ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプを備えています。 変更点は ト ラ ンスフ ォーム (.mst) フ ァ イルと し て保存でき

ます。

ト ラ ンスフ ォームプロジ ェ ク ト を作成、 または InstallShield で ト ラ ンスフ ォームを開 く と、 ト ラ ンスフ ォーム オー

プン ウ ィ ザー ドが起動し、 ベース .msi フ ァ イルやベース .msi フ ァ イルに適用するその他の ト ラ ンスフ ォームフ ァ

イルについての情報を収集する こ とができます。

プロジ ェ ク ト の使用
InstallShield では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト から InstallShield 内で機能性を再使用する こ とができる InstallShield 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト まで、 様々な種類のプロジ ェ ク ト を作成、 編集、 ア ッ プグレー ド および保存する こ と

ができます。

このセクシ ョ ン内のページでは、 特定のプロジ ェ ク ト の種類およびプロジ ェ ク ト テンプレー ト の作成の仕方、 ま

た、 異なる InstallShield 製品からア ッ プグレー ド する と き考慮に入れる点等、 いろいろな ト ピ ッ クがカバーされて

います。

新しいプロジ ェ ク ト の作成
InstallShield プロジ ェ ク ト を新規に作成する と き、 その方法はい く つかあり ます。

タ スク 新しいプロジ ェ ク ト を作成するには、 以下のいずれかを行います。

• ツールバーまたは InstallShield ス ター ト  ページ 上で [ 新規プロジ ェ ク ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• Ctrl+N を押し ます。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。

これらの手順を行う と、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが起動されるので、 そこ で作成するプロジ ェ ク

ト を選択できます。

テンプレー ト を使って新規プロジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト  テンプレー ト は、 該当する タ ブの [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 詳細

については、 「テンプレー ト を使用し た新規プロジ ェ ク ト の作成」 を参照し て く だ さい。
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Microsoft Visual Studio 内から プロジ ェ ク ト を作成する

Microsoft Visual Studio .NET ワークスペース内から InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。 詳細につ

いては、 「Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト を開 く

タ スク 既存の InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く には、 次のいずれかの操作を実行し ます。

• ツールバーにある [ プロジ ェ ク ト を開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト フ ァ イル

に移動し ます。

• Ctrl+O を押し ます。

• [ 既存のプロジ ェ ク ト を開 く ] リ ン ク を ク リ ッ クするか、 InstallShield ス ター ト  ページで前回開いたプロジ ェ

ク ト のリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

• デスク ト ッ プ上または Windows エクスプローラー内でプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) をダブルク リ ッ クする。

特定のフ ァ イルまたはフ ァ イル リ ン ク を ク リ ッ ク し た場合を除き、 上のすべてのオプシ ョ ンで [ 開 く ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開 く ので、 こ こでプロジ ェ ク ト  フ ァ イルを参照する。

ソース コー ド管理から プロジ ェ ク ト を開 く

[ 開 く ] ダイアログのオプシ ョ ンを使う と、 ソース コ ン ト ロール アプ リ ケーシ ョ ンから最新バージ ョ ンのプロ

ジ ェ ク ト  フ ォルダーを使用できるよ う にな り ます。

タ スク ソース管理から プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ ソース管理 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ソース管理プログラムのログイ ン ダイアログが表示されます。

3. ソース管理プログラムにログイ ン し、 プロジ ェ ク ト  フ ォルダーまたはデータベースを参照し ます。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト のすべてのフ ァ イルについて最新のバージ ョ ンが作業デ ィ レ ク ト リ に取得されま

す。

メ モ • InstallShield があるシステムにソース管理アプ リ ケーシ ョ ンがない場合、 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [

ソース管理 ] ボタ ンを表示し ません。

ダイ レ ク ト 編集モー ド でパッ チ作成プロパテ ィ  フ ァ イルを開 く

[ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスから、 以前に作成し たパッ チ作成プロパテ ィ  フ ァ イルを開 く こ とができます。
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タ スク パッ チ作成プロパテ ィ  (.pcp フ ァ イル ) を開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] 一覧で、 [ パッ チ作成プロパテ ィ  フ ァ イル (*.pcp)] を ク リ ッ ク し ます。

3. 編集する .pcp フ ァ イルを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

パッ チプロジ ェ ク ト フ ァ イルがダイ レ ク ト エデ ィ ターで開きます。

Windows Installer パッ ケージを開 く
InstallShield には、 IDE から直接、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使って MSI パッ ケージを編集するか、 InstallShield プロ

ジ ェ ク ト  (.ism) に変換し てから IDE で基本の MSI プロジ ェ ク ト と し て編集するオプシ ョ ンがあ り ます。

メ モ • MSI パッ ケージをダイ レ ク ト 編集モー ド で編集する場合、 制限される機能もあ り ます。

タ スク MSI パッ ケージを IDE の直接編集モー ド で開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーにある [ プロジ ェ ク ト を開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする。 参照ダイアログが表示されます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト から [Windows Installer パッ ケージ (*.msi)] を選択し ます。

3. 開 く  MSI パッ ケージを選択し ます。

4. 必ず " 形式を選択し て開 く " フ ィ ールド を [ 自動 ] に設定し てから [ 開 く ]  を ク リ ッ ク し て く ださい。

メ モ • デフ ォル ト では、 IDE は直接編集モー ド で MSI パッ ケージを開きます。

MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド を使用する と、 既存の Windows Installer (.msi) パッ ケージを InstallShield プロジ ェ ク

ト  (.ism) フ ァ イルに変換し、 新規プロジ ェ ク ト を開いて IDE で変更できます。

メ モ • InstallShield で、 パッ チ作成プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.pcp フ ァ イル ) を開いて、 ダイ レ ク ト エデ ィ ターで編集

する こ と もできます。

マージ モジュールを開 く
MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド を使用する と、 既存の Windows Installer のマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を 

InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに変換し、 InstallShield IDE で新規プロジ ェ ク ト を開 く こ とができます。

タ スク MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド を起動するには、 次の操作を実行し ます。

1. ツールバーにある [ プロジ ェ ク ト を開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする。 参照ダイアログが表示されます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト から [Windows Installer モジュール (*.msm)] を選択し ます。
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3. マージ モジュールまで移動し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

作成するプロジ ェ ク ト の詳細情報を指定するよ う、 MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド に メ ッ セージが表示され、 新規

マージ モジュールプロジ ェ ク ト が IDE で開かれます。

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト を開 く
InstallShield Professional を使って作成されたオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト  (.ipo または .ipr ) を開 く こ とができます。

InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト はマージ モジュール (.msm) プロジ ェ ク ト に移行されま

す。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにマージ モジュールを配置する

マージ モジュールを InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を関連付ける と き、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト の [

マージ モジュール ] ビ ュー内で使用する こ とができるよ う に、 マージ モジュールプロジ ェ ク ト を Modules フ ォル

ダーに自動的に配置する こ とができます。

タ スク マージ モジュール プロジ ェ ク ト を Modules フ ォルダーに自動的に配置するには、 以下の手順に従います :

リ リース ウ ィ ザー ドの [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] パネルで " ローカル マージ モジュール カ タ ログに追

加 " オプシ ョ ンを選択し ます。

プロジ ェ ク ト の保存
新しいプロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト は自動的に [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス で指定し

た名前と場所を使って保存されます。

InstallShield では、 開いたプロジ ェ ク ト のコ ピーをテンプレー ト と し て、 または新しいプロジ ェ ク ト と し て別の名

前をつけて別の場所に保存する こ とができます。

新しい名前と場所でプロジ ェ ク ト を保存する

新しい名前をつけて新しい場所にプロジ ェ ク ト 保存し た と き、 名前が変更されたプロジ ェ ク ト フ ァ イルおよびそ

の関連フ ァ イル並びにフ ォルダーのコ ピーが新しい場所に保存されます。 次回プロジ ェ ク ト を保存する際、 変更

はすべてこの新しいフ ォルダーに保存されます。

タ スク 新しい名前を付けて、 新しい場所にプロジ ェ ク ト を保存するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. [ 名前を付て保存 ] ボ ッ クスで、 適切な場所を選択し ます。

3. 必要に応じ て [" プロジ ェ ク ト 名 " サブ フ ォルダーを作成し、 作成し たフ ォルダーにプロジ ェ ク ト を保存する

] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し ます。 どち らの場合も、 < プロジ ェ ク ト 名 > サブ フ ォルダーは、 [

プロジ ェ ク ト の場所 ] ボ ッ クス ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] 上 ) で作成されま

す。
278 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 1 章 ス ター ト  ガイ ド

プロジ ェ ク ト について
必要に応じ て [‘ プロジ ェ ク ト 名 ’ サブ フ ォルダーを作成し てプロジ ェ ク ト を保存する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択する と、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) は、 < プロジ ェ ク ト 名 > サブ フ ォルダーに保存されます。 チ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルは [ プロジ ェ ク ト の場所 ] ボ ッ クスで指定し た場所に保

存されます。

4. 新しいプロジ ェ ク ト の GUID を、 オ リ ジナルプロジ ェ ク ト とは異なる GUID にするには、 [ 保存し たプロジ ェ

ク ト に新しいプロジ ェ ク ト  GUID を作成し て割り当てる ] を選択し ます。 新しいプロジ ェ ク ト の GUID をオ リ

ジナルプロジ ェ ク ト と同じ GUID にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

5. ([ 一般情報 ] ビ ューにある ) " 製品名 " 設定の値と し て、 [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで指定し た名前を使用する

には、 [ 新しいプロジ ェ ク ト 名に基づいて適切にプロジ ェ ク ト 設定をア ッ プデー ト する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。 新しいプロジ ェ ク ト の " 名前 " プロパテ ィ  を元のプロジ ェ ク ト と同じにするには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

メ モ • InstallScript フ ァ イルなど、 外部依存関係と共にプロジ ェ ク ト を保存する と、 新しいプロジ ェ ク ト はこれら

のフ ァ イルの元のコ ピーをポイ ン ト し ます。 コ ピーは複製されません。 し たがって、 オ リ ジナルのプロジ ェ ク ト

を削除する場合は、 新しいプロジ ェ ク ト で使用する可能性のある フ ァ イルを削除し ないよ う に注意し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト を別の種類のプロジ ェ ク ト に変換する
InstallShield では、 一部のプロジ ェ ク ト を別の種類のプロジ ェ ク ト に変換する こ とができます。

テーブル 1-6 • プロジ ェ ク ト  コ ンバーター

プロジ ェ ク ト  コ ンバーター 手順

基本 MSI プロジ ェ ク ト を 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変

換

「基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する」

を参照し て く だ さい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を 

InstallScript プロジ ェ ク ト に変換

「InstallScript MSI プロジ ェ ク ト から InstallScript プロジ ェ ク ト へ変換する」

を参照し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト を基本の 

MSI プロジ ェ ク ト に変換

Repackager を使って、 InstallScript プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク

ト に変換し ます。

エデ ィ シ ョ ン • Repackager は AdminStudio に含まれています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を基

本の MSI プロジ ェ ク ト に変換

Repackager を使って、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト に変換し ます。

エデ ィ シ ョ ン • Repackager は AdminStudio に含まれています。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する

基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換する と、 InstallShield のスク リ プ ト 作成機能を最大

限に活用できます。

注意 • 一度変換し たプロジ ェ ク ト を元に戻すこ とはできません。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換された基本

の MSI プロジ ェ ク ト は、 一度保存される と、 容易に元の基本の MSI プロジ ェ ク ト に戻すこ とはできな く な り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト を変換する前に、 プロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーを作成する こ とが一般的に推奨さ

れます。

プロジ ェ ク ト の変換

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 基本の MSI プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ プロジ ェ ク ト  コ ンバーター ] をポイ ン ト し て、 [InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

へ変換 ] を ク リ ッ ク し ます。

ダイアログの変換

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト は、 Windows Installer ダイアログ関連のテーブルではな く 、 リ ソースベースのダイア

ログ を使用するため、 元のプロジ ェ ク ト で使っていた Windows Installer ベースのダイアログは、 プロジ ェ ク ト の

移行後は利用不可能にな り ます。 このよ う な場合、 カス タム ダイアログは手作業で追加し て く ださい。

InstallScript プロジ ェ ク ト を 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変

換

変換は、 次の 2 つのステ ッ プを実行し ます :

1. Repackager を使って、 InstallScript プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト に変換し ます。

2. InstallShield を使って、 基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に変換し ます。 「基本の MSI プロジ ェ ク ト を 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する」 を参照し て く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • Repackager は AdminStudio に含まれています。

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ

ク ト を InstallShield の基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト に変換

「Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ

ンポー ト する」 を参照し て く だ さい。

Visual Studio マージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield のマージ 

モジュール プロジ ェ ク ト に変換

「Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ

ンポー ト する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 1-6 • プロジ ェ ク ト  コ ンバーター

プロジ ェ ク ト  コ ンバーター 手順
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変換後のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 デフ ォル ト の InstallScript MSI ダイアログが用意されています。 このダ

イアログ ボ ッ クスを確かめるには、 InstallScript ビ ューに移動し て、 OnFirstUIBefore か OnFirstUIAfter イベン ト で

表示されるダイアログを確認し て く だ さい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト から InstallScript プロジ ェ ク ト へ変換する

InstallShield、 InstallShield DevStudio、 または InstallShield Developer を使用し て作成された InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト も、 簡単に InstallScript プロジ ェ ク ト に変換する こ とができます。

タ スク 既存の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に変換するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ プロジ ェ ク ト  コ ンバーター ] をポイ ン ト し て、 [InstallScript プロジ ェ ク ト へ変

換 ] を ク リ ッ ク し ます。

GUID
GUID は、 グローバル固有 ID (Globally Unique Identifier) の略です。 GUID は 128 ビ ッ ト 長で、 各 GUID は GUID 生成

に使用されるアルゴ リズムによ って一意になるよ う に生成されます。 GUID は固有でなければならないため、 COM 

ク ラスや製品コー ド、 およびその他のさ まざまなコー ド を識別するのに使用する こ とができます。

たと えば製品を イ ンス ト ールし た後で、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall の下にキーを作成し、 イ ンス ト ー

ルの製品コー ド に従って命名する こ とができます。 このキーは製品名に従って命名されていたこ とがあり ま し た。

しかし このために競合が起きる可能性があ り ま し た。 2 つのイ ンス ト ールが同じ マシンにイ ンス ト ールされて、 両

方が同じ製品名を共有する場合、 同じ レジス ト リキーが共有される こ とになったからです。 GUID が使用されるよ

う になったため、 このよ う な競合が起きる こ とがな く な り ま し た。

GUID は {5D607F6A-AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} のよ う な形式です。 GUID の文字はすべて大文字でなければ

な り ません。

プロジ ェ ク ト の GUID

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト に関連し た多 く の異なる GUID ができます。

テーブル 1-7 • GUID

GUID 名 説明

製品コー ド 製品 GUID は、 アプ リ ケーシ ョ ンを一意に識別し ます。

パッ ケージ コー ド パッ ケージ コー ドはイ ンス ト ール パッ ケージを一意に識別し ま

す。

プロジ ェ ク ト • この GUID は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およ

び QuickPatch プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。
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プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で GUID を変更する必要がある場合

についての情報は、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール ア ッ プデー ト の違

い」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所を変更する
すべての新しいプロジ ェ ク ト は次のデフ ォル ト の保存場所に保存されます :

C:\InstallShield 2016 Projects

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に対し て新規デフ ォル ト の場所を指定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

の [ フ ァ イルの場所 ] タ ブを利用し ます。

パッ ケージ GUID パッ ケージ GUID は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる イ ンス ト ール パッ ケージを一意に

識別し ます。

プロジ ェ ク ト • この GUID は、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

パッ チ GUID パッ チ GUID は、 パッ チ パッ ケージを一意に識別し ます。

プロジ ェ ク ト • この GUID は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およ

び QuickPatch プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

スイー ト  GUID スイー ト  GUID は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを一意に識別し ます。

プロジ ェ ク ト • この GUID は、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

ア ッ プグレー ド コー ド と ア ッ プグレー ド 

GUID

ア ッ プグレー ド GUID はア ッ プグレー ドの目的で製品のフ ァ ミ リー

を識別し ます。 これはメ ジャーア ッ プグレー ド に重要です。

プロジ ェ ク ト • この GUID は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およ

び QuickPatch プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

テーブル 1-7 • GUID ( 続き )

GUID 名 説明
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メ モ • このフ ォルダーは、 すべての新規イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に対し て使用されますが、 既存のプロジ ェ ク

ト は以前のフ ォルダーにそのまま保存されます。

プロジ ェ ク ト 要素を再利用する
プロジ ェ ク ト の要素をい く つか保存し て別のプロジ ェ ク ト で再利用する こ とができます。 データによ っては中間

フ ァ イルに保存し なければならないものもあれば、 別の .ism フ ァ イルに直接エクスポー ト できる ものもあ り ます。

各要素の使用方法を以下に説明し ます。

プロジ ェ ク ト 全体

プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト のテンプレー ト と し て保存する と、 元のプロジ ェ ク ト とほぼ同じ プロ

ジ ェ ク ト を、 そのテンプレー ト から作成する こ とができます。

レジス ト リ エン ト リ

REG フ ァ イルにレジス ト リ エン ト リ をエクスポー ト する と、 同じ プロジ ェ ク ト または全 く 別のプロジ ェ ク ト の別

のコ ンポーネン ト のレジス ト リデータに、 このエクスポー ト し たエン ト リ を イ ンポー ト する こ とができます。

文字列のエン ト リ

プロジ ェ ク ト の特定言語の文字列エン ト リ を、 タ ブ区切りのテキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト する こ とができま

す。 一般的には、 テキス ト  フ ァ イルを翻訳に出し て、 その文字列エン ト リ を別の言語用にプロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト し ますが、 テキス ト  フ ァ イルを別のプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する方法で、 エクスポー ト された文字列エ

ン ト リ を別のプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。

エン ド ユーザー ダイアログ

すべてのダイアログを .rc フ ァ イルに保存し、 それぞれを個別に InstallShield ダイアログ テンプレー ト  フ ァ イルに

エクスポー ト するか、 または別のプロジ ェ ク ト に直接エクスポー ト する こ とができます。

コ ンポーネン ト

コ ンポーネン ト を別のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト するには、 コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン

ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。 ウ ィ ザー ドの指示に従う と、 データのすべてが指定のプロジ ェ ク

ト に追加されます。

カス タム アクシ ョ ン

[ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーでカス タム アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ エクスポー ト ] を ク リ ッ ク

する こ とによ り、 カス タム アクシ ョ ンを別のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト する こ とができます。 [ カス タム アク

シ ョ ン ] エクスプローラーは、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI 

データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) および [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー (DIM、 マー

ジ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) にあり ます。
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リポジ ト リ を使用し てプロジ ェ ク ト の要素を共有する
リポジ ト リの使用は、 InstallShield でサポー ト されています。 リ ポジ ト リは、 異なる イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で

共有および再利用する こ とができる共通要素のコ レ クシ ョ ンです。 以下は、 リ ポジ ト リ に格納できる要素です。

• エン ド ユーザー ダイアログ

• InstallScript フ ァ イル

• マージ モジュール

• プロジ ェ ク ト  テンプレー ト

• SQL スク リ プ ト

• システム検索

リポジ ト リ には、 複数のプロジ ェ ク ト でプロジ ェ ク ト 要素を再利用する こ とができる機能が用意されてお り、 整

合性を保つのに役立ちます。 また、 前に行った作業を複製する手間も省 く こ とができます。 た と えば、 ある組織

で、 多数の製品イ ンス ト ールが特定のカス タム ダイアログを含むと き、 そのカス タム ダイアログを一度だけ作成

し、 それを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするだけですみます。 他のイ ンス ト ールでそのダイアログを使用し たいと

き、 そのダイアログを リ ポジ ト リから プロジ ェ ク ト に追加するだけです。

InstallShield で利用できる リ ポジ ト リ には 2 つのタ イプがあ り ます。

• ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ — ローカル リポジ ト リは、 複数のプロジ ェ ク ト で再利用する こ とができる、 自分専

用のイ ンス ト ール要素のコ レ クシ ョ ンです。 ローカル リポジ ト リは、 ローカルマシンに格納され、 他のイ ン

ス ト ール作成者は利用する こ とができません。

• ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ — ネ ッ ト ワーク リポジ ト リは、 複数のイ ンス ト ール作成者が必要に応じ てアクセス

でき、 プロジ ェ ク ト で再利用する こ とができる イ ンス ト ール要素のコ レ クシ ョ ンです。 ネ ッ ト ワーク リポジ

ト リは、 イ ンス ト ール作成者同士のコ ラボレーシ ョ ン作業を促進し、 ネ ッ ト ワークに格納されます。 ネ ッ ト

ワーク リポジ ト リの構成するための手順と注意事項は、 「ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ を設定する」 を参照し て

く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • ネ ッ ト ワーク リポジ ト リは、 InstallShield の Premier Edition でのみ利用する こ とができます。 ロー

カル リポジ ト リは、 InstallShield の Premier Edition および Professional Edition 両方で利用する こ とができます。

ネ ッ ト ワーク リ ポジ ト リ を設定する

エデ ィ シ ョ ン • ネ ッ ト ワーク リポジ ト リは、 InstallShield の Premier Edition でのみ利用する こ とができます。

ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ を構成する、 またはネ ッ ト ワーク リ ポジ ト リの設定を変更するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイ

アログ ボ ッ クスにある [ リ ポジ ト リ ] タ ブを利用し ます。

プロジ ェ ク ト  テンプレー ト
プロジ ェ ク ト  テンプレー ト は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト やマージ モジュールの作成を開始する と きに使用す

る、 すべてのデフ ォル ト の設定とデザイ ン要素を含みます。
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InstallShield でテンプレー ト を開き、 通常のプロジ ェ ク ト を編集するのと同様に編集し て く だ さい。 テンプレー ト

を作成するには、 任意のプロジ ェ ク ト をテンプレー ト と し て保存し ます。 詳細については、 「プロジ ェ ク ト  テンプ

レー ト の作成」 を参照し て く だ さい。

テンプレー ト を基に新しいプロジ ェ ク ト を作成する方法については、 「テンプレー ト を使用し た新規プロジ ェ ク ト

の作成」 をご覧 く だ さい。

InstallShield プロジ ェ ク ト テンプレー ト は、 新規プロジ ェ ク ト の開始点と し てのみ利用する こ とができます。 テン

プレー ト を使ってプロジ ェ ク ト を作成し ても、 現在のプロジ ェ ク ト と既存のテンプレー ト の間に何ら関連はあり

ません。 つま り、 テンプレー ト の要素を変更し ても、 このテンプレー ト を使って作成し たプロジ ェ ク ト は影響を

受けません。 ただ し、 テンプレー ト を変更し、 テンプレー ト の更新バージ ョ ンを使って別のプロジ ェ ク ト を作成

する こ とはできます。

プロジ ェ ク ト  テンプレー ト の作成

テンプレー ト  フ ァ イルの作成方法は、 .ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ( 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、

マージ モジュール ) を使用するプロジ ェ ク ト  タ イプ と、 .issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを使用するプロジ ェ ク ト  

タ イプのどち らのテンプレー ト を作成するのかによ って異な り ます。

.ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを使用するプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト  テンプレー ト  
フ ァ イルを作成する

任意の .ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と マージ モジュール プロジ ェ ク ト を含む ) から

プロジ ェ ク ト  テンプレー ト  を作成できます。 .ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イルからテンプレー ト を作成する と、 テンプ

レー ト  フ ァ イルに拡張子 .ist が付きます。

タ スク .ism プロジ ェ ク ト から テンプレー ト  (.ist) を作成するには、 以下の手順に従います :

1. 希望のデフ ォル ト の設定、 ダイアログ、 機能、 その他を含めるプロジ ェ ク ト を編集し ます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. [ 名前を付けて保存 ] ボ ッ クスで [Ins ｔ allShield テンプレー ト  (*.ist)] を選択し ます。

4. フ ァ イル名 (.ist 拡張子を付ける ) を入力し て、 新しいテンプレー ト の場所を選択し ます。 テンプレー ト の推

奨場所は、 プロジ ェ ク ト の場所フ ォルダーの下にある [ テンプレー ト ] フ ォルダーです。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield でテンプレー ト を開き、 変更を追加する こ とができます。 最終バージ ョ ンのテンプレー ト を使用し て、

新規プロジ ェ ク ト を作成 する こ とができます。

.issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを使用するプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト  テンプレー ト  
フ ァ イルを作成する

任意のア ドバンス ト  UI またはスイー ト  ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (.issuite) をテンプレー ト に指定できます。

これらのプロジ ェ ク ト  タ イプのプロジ ェ ク ト  フ ァ イルと テンプレー ト  フ ァ イルは、 同じ拡張子 .issuite を持ちま

す。
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タ スク .issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをテンプレー ト  フ ァ イルと し、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスでそのテ

ンプレー ト を選択できるよ う にするには、 以下の手順に従います :

[ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの [ すべてのタ イプ ] タ ブを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新規テンプレー ト

の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 テンプレー ト と し て使用する .issuite フ ァ イルを参照し て、 [ すべてのタ イプ ] タ ブに

新し く 追加し たテンプレー ト のアイ コ ンが表示されます。

テンプレー ト を使用し た新規プロジ ェ ク ト の作成

時間を節約するため、 デフ ォル ト の設定と設計要素を持つ単一のプロジ ェ ク ト テンプレー ト 上に複数のプロジ ェ

ク ト を作成できます。 テンプレー ト は､システム上の任意の場所に格納する こ とが可能です。 レポジ ト リ に格納す

る こ と もできます。

タ スク テンプレー ト を出発点と し てプロジ ェ ク ト を作成するには、 次の手順に従います。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ すべてのタ イプ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 使用するテンプレー ト を選択し ます。

メ モ • レポジ ト リ に格納されているテンプレー ト を表示するには、 プロジ ェ ク ト タ イプのボ ッ クスを右ク リ ッ

ク し て、 レポジ ト リのテンプレー ト を表示するが有効と なっている こ と を確認し ます。 タ ブへテンプレー ト

を追加するには、 プロジ ェ ク ト タ イプのボ ッ クスを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規テンプレー ト の追加 ] を ク リ ッ ク

し ます。 そし て必要なテンプレー ト フ ァ イル (.ist フ ァ イル ) を参照し ます。

4. [ プロジ ェ ク ト 名 ] ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

5. [ 場所 ] ボ ッ クスに、 テンプレー ト を格納するデ ィ レ ク ト リへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し て、 その場所を指定し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が選択し たテンプレー ト を基にし て、 新しいプロジ ェ ク ト を作成し、 新

しいプロジ ェ ク ト は InstallShield で開かれます。

新しいプロジ ェ ク ト は、 事実上、 プロジ ェ ク ト  テンプレー ト と同じ ですが、 InstallShield が新しい製品コー ド ( イ

ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 )、 パッ ケージ コー ド、 およびア ッ プグレー ド コー ド (Windows Installer ベースの

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 )、 それにマージ モジュール プロジ ェ ク ト の モジュール ID を生成する点が異

な り ます。

プロジ ェ ク ト  テンプレー ト を リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

別のプロジ ェ ク ト で再利用、 または他のユーザーと共有し たい既存のテンプレー ト がある場合、 リ ポジ ト リ にそ

れをパブ リ ッ シュする こ とができます。
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タ スク テンプレー ト を リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするには、 次の手順に従います。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ すべてのタ イプ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. パブ リ ッ シュするテンプレー ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ テンプレー ト を リ ポジ ト リへパブ リ ッ シュする ] を

ク リ ッ ク し ます。 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドが開きます。

4. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

リポジ ト リ にあるテンプレー ト に基づいてプロジ ェ ク ト を作成し ても、 現在のプロジ ェ ク ト と既存する リ ポジ ト

リ テンプレー ト との間に リ ン クはあ り ません。 テンプレー ト を変更し て リポジ ト リへ再パブ リ ッ シュ し ても、 テ

ンプレー ト に基づいて作成し たプロジ ェ ク ト には影響し ません。 ただ し、 リ ポジ ト リ にある更新済みのテンプ

レー ト に基づいて新しいプロジ ェ ク ト を作成する こ とはできます。

サンプル プロジ ェ ク ト
InstallShield イ ンス ト ールには、 い く つかのプロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルの例が付属し ています。 これらのプロ

ジ ェ ク ト は、 Samples フ ォルダーに格納されています。 デフ ォル ト 保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples

これらのプロジ ェ ク ト を見る と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のある側面 ( リ リースフ ラグ等 ) をどのよ う に導入

するかが分かり ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield で用意されている プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使って、 基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を素早 く

簡単に作成する こ とができます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト はイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 作業のフ レームワーク

を提供し、 プロジ ェ ク ト 作成プロセスの手順を案内し、 その関連情報を提供し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のし く み

基本の MSI プロジ ェ ク ト または ト ラ ンスフ ォームを新し く 作成する と、 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] ビ ューが

自動的に開きます。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で入力し た情報は、 基本と なるプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに直接保存されます。 し たがっ

て、 イ ンス ト ールデザイナ ( 下記参照 ) に切替えて、 InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) の機能を フル活用し

て情報を表示し た り変更する こ とができます . この場合、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使用する と、 必要に応じ

てイ ンス ト ール デザイナーを使用する高度なイ ンス ト ールのために基礎を作成し ます。

イ ンス ト ールデザイナとの統合

[ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブには、 作成中のプロジ ェ ク ト の種類に利用可能な InstallShield イ ン ターフ ェ イス

のビ ューがすべて表示されます。 こ こから、 よ り複雑でパワフルな要素を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する

こ とができます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し てから、 イ ンス ト ールデザイ

ナー を使用し てプロジ ェ ク ト 要素を微調整する こ とができます。

イ ンス ト ール デザイナーと プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は同時に実行されます。 一方に変更を加える と、 すぐにも

う一方にその変更が反映されます。 た と えば、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを使用時にある機能を削除する

と、 その機能はイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト からな く な り、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でも表示されな く な り ま

す。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を新し く 作成する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が自動的に開きます。 ホーム ペー

ジには、 イ ンス ト ール デザイ ンのダイアグラムがあ り、 イ ンス ト ール作成の手順が一目で分かるよ う になってい

ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使ってプロジ ェ ク ト を作成するか、 [ イ ンス ト ールデザイナ ] タ ブを ク リ ッ ク

し て基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を さ らに定義し ます。

 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ 他のオプシ ョ ン ]、[ 他の場所 ]、および 
[ ヘルプ リ ン ク ] を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の各ページにある左のコ ラムのリ ン クは、 イ ンス ト ールの作成および情報の検索に使

用し ます。
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• その他のオプシ ョ ン — プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  ページにある特定部分に関する追加構成オプシ ョ ンを提供

し ます。 これらは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の機能のための他よ り一般的ではないオプシ ョ ンです。

• 他の場所 — 現在のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のページに対応する イ ンス ト ール デザイナー内のビ ュー。 リ ン

ク を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ール デザイナが起動され、 そのビ ューがアク テ ィ ブにな り ます。

• ヘルプ リ ン ク — このリ ス ト は現在のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  ページに関連するヘルプ ト ピ ッ クへのリ ン

ク を提供し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト 内を移動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 別のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト に移動するには、 次のどれかを実行し ます。

• 特定のページに直接移動するには、 ページの下部にあるナビゲーシ ョ ン バーで表示されている該当するアイ

コ ンを ク リ ッ ク し ます。

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の手順に従う には、 以下の通り に実行し ます。

• [ 次へ ] または [ 戻る ] 矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 前 / 後ろに移動し ます。

• CTRL+TAB を押すと、 次のページに移動し、 CTRL+SHIFT+TAB を押すと、 前のページに移動し ます。

• [ ホーム ] に戻ってイ ンス ト ール デザイ ン ダイアグラムを表示するには、 ナビゲーシ ョ ン バーの [ ホーム ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール デザイナーを開 く

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブには、 InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) のビ ューが表示されます。 このタ

ブでは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト では実現不可能な、 よ り複雑でパワフルな要素を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

に追加する こ とができます。 イ ンス ト ール デザイナーでビ ューを開 く には、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを

ク リ ッ ク し ます。
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メ モ • イ ンス ト ール デザイナーと プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は同時に実行されます。 一方に変更を加える と、 す

ぐにも う一方にその変更が反映されます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の表示または非表示

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト では、 簡素化されたイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のタ スク を見る こ とができます。 イ ン

ス ト ール デザイナーでは、 これらすべてのタ スクに加え、 プロジ ェ ク ト を さ らに高度にカス タ マイズする こ とが

できます。

InstallShield プロジ ェ ク ト の作成を イ ンス ト ール デザイナーのみを利用し て行う場合、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

を非表示にし て、 タ ブが InstallShield イ ン ターフ ェ イスで表示されないよ う にする こ とができます。 同様に、 プロ

ジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が非表示になっている場合、 それを選択で表示する こ と もできます。

タ スク プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の表示または非表示の選択は、 以下の手順に従います :

[ ビ ュー ] メ ニューで、 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  コマン ドの隣にチ ェ ッ ク マークがある と き、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のタ ブが 

InstallShield イ ン ターフ ェ イスに表示されます。 チ ェ ッ ク マークが表示されていないと き、 プロジ ェ ク ト  アシス タ

ン ト は非表示になっています。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  コマン ドの隣にチ ェ ッ ク マークがないと き、 イ ンス ト ール デザイナーが、 プロジ ェ

ク ト を新規作成する と きのデフ ォル ト  タ ブにな り ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページで、 プロジ ェ ク ト がイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンに関する情報を指定する

こ とができます。 これには、 アプ リ ケーシ ョ ン名とバージ ョ ン、 会社名、 Web サイ ト  ア ド レス、 およびアプ リ

ケーシ ョ ン アイ コ ンがあ り ます。

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ]

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] には、 コ ンピ ューター システムにイ ンス ト ールされているア

プ リ ケーシ ョ ンの一覧が表示されます。 [ プログラムの追加と削除 ] から特定のプログラムについての情報を表示

し た り、 プログラムを追加、 変更または削除する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページに提供する情報は、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス

ト ールされた時にその [ プログラムの追加と削除 ] の情報を完成する際に利用されます。

イ ンス ト ールの会社名と製品名

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

会社名と製品名は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の数箇所で使用されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内で会社名はどのよ う に使われますか？

会社名は、 アプ リ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト  イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を設定するのに使用されます。 また、 エン

ド ユーザーのシステム上のアプ リ ケーシ ョ ンのコ ン ト ロール パネルにある [ プログラムの追加と削除 ] でも使用

されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内で製品名はどのよ う に使われますか？

製品名はアプ リ ケーシ ョ ンの [ プログラムの追加と削除 ] ( サポー ト 情報リ ン ク ) で使用されてます。 これはデ

フ ォル ト  イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リの設定にも使用されます。
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[ イ ンス ト ール要件 ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール要件 ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのイ ンス ト ールの要件を簡単に設定する こ とができます。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンに特定の OS が必要な場合、 このページの最初の部分で示すこ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でオペレーテ ィ ング システム要件を指定す
る

プロジ ェ ク ト • プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でオペレーテ ィ ング システム要件の設定が可能なプロジ ェ ク ト の種類

は以下の通り です。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページでオペレーテ ィ ング システム要件を指定する と、

InstallShield が起動条件を作成し ます。 これらの条件は .msi フ ァ イルの LaunchCondition テーブルに追加されます。

このテーブルはダイ レ ク ト エデ ィ ター のテーブルで表示および編集する こ とが可能です。

InstallShield がオペレーテ ィ ング システム起動条件を作成する方法

[ イ ンス ト ール要件 ] ページでオペレーテ ィ ング システム要件を指定する と、 アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ない

オペレーテ ィ ング システムを除外する こ とにな り ます。

たと えば、 最新 Windows オペレーテ ィ ング システムのチ ェ ッ ク ボ ッ クスのみを選択し た場合、 InstallShield は [ イ

ンス ト ール要件 ] ページで選択し なかったオペレーテ ィ ング システムを除外する起動条件を作成し ます。 この起

動条件タ イプでは、 将来的に リ リース される Windows オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが自動的にサポー

ト されます。 これは起動条件で除外されていないためです。

イ ンス ト ールによる要件確認のタ イ ミ ング

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

必要なソ フ ト ウ ェ アまたはオペレーテ ィ ング システムがターゲッ ト  システムに確実に存在するよ う、 イ ンス ト ー

ルはフ ァ イル転送を開始する前にイ ンス ト ールについてこれらの必要条件を確認し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア要件のラ ン タ イム メ ッ セージを変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア要件があ り、 ターゲッ ト  システムに選択されたソ フ ト ウ ェ アがない場合、 ラ ン タ イ

ムのメ ッ セージがイ ンス ト ール中に表示されます。 表示される メ ッ セージは編集できます。

タ スク ラ ン タ イム メ ッ セージを編集するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. ソ フ ト ウエア要件に関する質問には、 [ はい ] を選びます。

3. アプ リ ケーシ ョ ンに必要なソ フ ト ウ ェ アを選択し ます。 デフ ォル ト のラ ン タ イム メ ッ セージが右側に表示さ

れます。

4. ラ ン タ イム メ ッ セージを編集し ます。

カス タム イ ンス ト ール要件の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール デザイナー ] で製品の " イ ンス ト ール条件 " 設定を使って、 カス タ マイズされたイ ンス ト ール要件

を作成できます。 この設定に、 イ ンス ト ールを起動する前に Windows Installer が評価し な く てはならない条件を作

成する こ とができます。 詳細については、 「製品の条件を設定する」 を参照し て く だ さい。

また、 システム検索ウ ィ ザー ド を利用し て ターゲッ ト  システム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト

リキー、 または .ini 値を検索する こ と もできます。 システム検索ウ ィ ザー ド を利用し て、 検索値を使った条件を作

成する こ とができます。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで、 イ ンス ト ールでエン ド ユーザーに表示する機能を指定する こ とができ

ます。 機能とは、 ユーザーから見て個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ と です。 イ ンス ト ール中

に [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 個々の機能がエン ド ユーザーに対し て表示されます。

メ モ • 機能には、 サブ機能やサブサブ機能などを含める こ と も可能で、 セ ッ ト ア ッ プ プログラムの要求に応じ て

必要なレベルの多層構造化が可能です。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 機能を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ール アーキテ クチャ を カス タ マイズし ますか ? の質問で、 [ はい ] を選択し ます。

3. メ イ ン機能を追加するには、 [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 サブ機能

を追加するには、 親機能と なる機能を ク リ ッ ク し てから [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プロジ ェ ク ト  アシ

ス タ ン ト は新しい機能を作成し ます。

4. 機能に名前を付けるか、 後で [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て名前を入力し ます。

複数機能イ ンス ト ールを作成するかど うかを判断する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

機能は、 エン ド ユーザーから見たイ ンス ト ールの構成ブロ ッ クです。 このため、 機能はイ ンス ト ール内部での機

能上はっ き り と区別できる要素を象徴し な く てはな り ません。 

アプ リ ケーシ ョ ンに機能的に異なるブロ ッ クが複数存在する場合、 複数機能イ ンス ト ールを作成し な く てはな り

ません。 たと えば、 イ ンス ト ールにアプ リ ケーシ ョ ン (.exe フ ァ イル ) とヘルプ ラ イブラ リ (.hlp フ ァ イル ) を含む

場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は各要素につき 1 つの機能と し た最低 2 つの機能を含まな く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト 内での複数機能イ ンス ト ールの作成に関する詳しい情報は、 「複数の機能を持つイ ンス

ト ールを作成する .」 をご覧下さい。

複数の機能を持つイ ンス ト ールを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ール デザイナー (IDE) のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を利用し て、 複数機能を持つイ ンス ト ールを作成す

る こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で複数機能イ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ール アーキテ クチャ を カス タ マイズするには [ はい ] を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し てから、 [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プ

ロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は新規機能を作成し ます。

4. F2 を押すか、 機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を選択し て新しい機能の名前を付けます。

5. 同じ レベルに別の機能を追加するには、 [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し てか

ら [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 サブ機能を作成するには、 親機能と なる機能を ク リ ッ ク し てから [ 新規作

成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は新しい機能を作成し ます。

6. 必要に応じ て機能およびサブ機能を追加し ます。

イ ンス ト ールデザイナの機能を使った作業については、 「機能の作成」 を参照し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
デフ ォル ト の機能

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

デフ ォル ト の機能の概念はプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でのみ存在し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加され

たすべてのリ ソース ( たと えば、 フ ァ イルまたはレジス ト リデータ ) は機能に割り当てる必要があ り ます。 リ ソー

スが機能に割り当てられていない場合、 それらは実行時にターゲッ ト  システムへイ ンス ト ールされません。

デフ ォル ト の機能を利用する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でのオーサリ ング作業が簡素化されます。 プロジ ェ

ク ト リ ソースが確実にイ ンス ト ールされるよ う機能への割り当てに気を配る必要はあり ません。 レジス ト リデー

タ を追加する と き、 新規シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と き、 またはすべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータが選択された

時にフ ァ イルを追加する と き、 これらすべてのリ ソースはデフ ォル ト 機能へ追加されます。

デフ ォル ト の機能の設定

デフ ォル ト の機能は、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで設定する こ とがで

きます。

機能が存在し ない、 またはデフ ォル ト の機能が選択されていない場合はど う な り ます
か ?

[ イ ンス ト ールアーキテ クチャ ] ページへ移動し た と き、 および [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ]、 [ アプ リ ケーシ ョ

ンシ ョ ー ト カ ッ ト ]、 または [ アプ リ ケーシ ョ ンレジス ト リ ] ページにデータ を追加し た と き、 InstallShield は 最

初のルー ト 機能をデフ ォル ト の機能と し て選択し ます。 機能が存在し ない場合、 InstallShield がサイ レン ト で作成

し ます。

機能の階層を定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

最上位の機能とは、 機能階層の最も上にある機能です。 最上位の機能にはイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ン、

ヘルプ ラ イブ ラ リ機能、 そし てサンプル プロジ ェ ク ト 機能などを含みます。

最上位の機能の下には、 サブ機能または子機能があ り ます。 これはイ ンス ト ールの都合上、 別の機能に依存し て

いる機能です。 親機能 ( 最上位の機能 ) がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされないと、 子機能も イ ンス ト ー

ルされません。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページでは、 機能に関連付ける フ ァ イルを指定する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能にフ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク フ ァ イルを機能に追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. ページ上部にある機能リ ス ト で、 フ ァ イルが含まれる機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] エクスプローラーで、 フ ァ イルを追加する フ ォルダーを選択し ます。

4. [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 追加する フ ァ イルを参照し ます。

6. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し て、 選択し た機能にフ ァ イルを追加し ます。 「追加し たフ ァ イルには依存関係がある可

能性があ り ます」 とい う メ ッ セージが表示されます。

7. イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に依存関係を自動的に追加するよ う にする場合は、 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能から フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク フ ァ イルを機能から削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. 削除する フ ァ イルを ク リ ッ ク し て、 Delete キーを押し ます。

固定のフ ォルダーの場所へフ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ターゲッ ト  システム上のどの場所にプロジ ェ ク ト フ ァ イルを イ ンス ト ールするのかが明白な場合、 固定フ ォル

ダーの場所へのパスをハー ド コー ド で入力する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でフ ァ イルを固定フ ォルダーの場所へ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいフ ォルダー ] を選択し ます。

3. 新しいフ ォルダーの名前には、 た と えば C: の様にイ ンス ト ール先を含む ド ラ イブ名を入力し ます。

4. ド ラ イブ名フ ォルダーの下にサブ フ ォルダーを追加し て、 詳しいイ ンス ト ール先のパスを定義し ます。

追加の定義済みフ ォルダーを表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページには、 一般的によ く 利用される定義済みフ ォ

ルダーが表示されます。 このページで定義済みフ ォルダーを表示または非表示にする こ とができます。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
タ スク 追加定義済みフ ォルダーを表示するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 定義済みフ ォルダーを表示 ] を選択し ます。

3. 定義済みフ ォルダーのリ ス ト で表示する フ ォルダーを選択し ます。

ヒ ン ト • 定義済みフ ォルダーを非表示にするには、 定義済みフ ォルダーのリ ス ト で該当する ものについて選択を解

除し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのデスク ト ッ プ、 または [ ス ター ト ] メ

ニュー上にあるアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を指定できます。 デフ ォル ト で、 このページは [ プ

ロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] を使ってプロジ ェ ク ト に追加された各実行可能フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ま

す。 これらは削除する こ とができ、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に入れたシ ョ ー ト カ ッ ト を他のフ ァ イルに追加す

る こ と もできます。

フ ァ イル拡張子

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ァ イル名拡張子の関連付け、 つま り フ ァ イルの関連付けは、 特定の種類のフ ァ イルを開 く のにどのアプ リ ケー

シ ョ ンを使用すべきかを Windows に指示するためのレジス ト リ設定です。 た と えば、 Windows は通常 Windows の

メ モ帳を使用し てテキス ト フ ァ イル (.txt の拡張子を持つフ ァ イル ) を開き、 Microsoft ペイ ン ト を使用し てビ ッ ト

マ ッ プ フ ァ イル (.bmp 拡張子を持つフ ァ イル ) を開きます。
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フ ァ イル拡張子を使って、 フ ァ イルにアクセスせずにフ ァ イルの種類を識別する こ とができます。 フ ァ イル名の

末尾に接尾辞 (.abc) が追加されます。 フ ァ イル拡張子はまた、 別のアプ リ ケーシ ョ ンが拡張子に基づいてその

フ ァ イルと互換性があるかど うか ( たと えば、 そのフ ァ イルを開 く のか変更するのか ) を識別するのにも便利で

す。

InstallShield では、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンンポーネン ト の [ 詳

細設定 ] 領域にある設定を構成し て、 独自のフ ァ イル拡張子を登録できます。 フ ァ イル拡張子を登録する と、 エ

ン ド ユーザーがフ ァ イルを ク リ ッ ク し たと き、 ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ ング システムが特定のフ ァ イ

ル拡張子を持つフ ァ イルを特定のアプ リ ケーシ ョ ンで開 く よ う に指示する こ とができます。

イ ンス ト ールに含まれていないフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

既にターゲッ ト  システム上に存在する フ ァ イルを対象と し たシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するよ う にイ ンス ト ールを設

定できます。 このフ ァ イルはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている必要はあ り ません。

タ スク イ ンス ト ールに含まれていないフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. イ ンス ト ール デザイナーを開きます。

2. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラで、 シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先を右ク リ ッ ク し てから、 [ 既存フ ァ

イルへの新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の参照 ] ダイアログが開き

ます。

4. ターゲッ ト  フ ァ イルの場所を参照し て " フ ァ イル名 " 設定にフ ァ イルの名前を入力し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6. シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でデフ ォル ト のシ ョ ー ト カ ッ ト を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク デフ ォル ト のシ ョ ー ト カ ッ ト を変更するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページを開きます。

2. 変更するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。

3. 必要に応じ て変更を行います。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト にフ ァ イル
拡張子を関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ァ イル拡張子と シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を関連付ける こ とができます。 これを行う と き、 Windows はター

ゲッ ト  フ ァ イルを使用し、 指定された拡張子のフ ァ イルを開きます。 たと えば、 .txt と入力する と、 エン ド ユー

ザーが 　 .txt フ ァ イルを開 く 際、 このシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト フ ァ イルが起動し て開きます。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を フ ァ イル拡張子に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページを開きます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト  オプシ ョ ンを有効にし ます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ァ イル拡張子を関連付けるオプシ ョ ン ] を選択し ます。

4. このシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト と関連付ける フ ァ イル拡張子を入力し ます ( 例、 txt)。 カ ンマで区切って複

数の拡張子を追加する こ と もできます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページでは、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リ データ を指定できます。

レジス ト リの更新

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

レジス ト リはコ ンピ ューターの構成情報が入ったデータベースです。 コ ンピ ューターのレジス ト リ に情報には

ユーザープロ フ ィ ール、 コ ンピ ューターにイ ンス ト ールされたハー ド ウエアおよびソ フ ト ウェ ア、 プロパテ ィ 設

定が含まれます。

アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リデータの調べ方

アプ リ ケーシ ョ ン開発者にレジス ト リ情報をたずねて く だ さい。 特に、 イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンに

ユーザー固有 (HKEY_CURRENT_USER) またはマシン固有 (HKEY_LOCAL_MACHINE) の設定が必要かど うかを知る必

要があ り ます。

開発者から イ ンス ト ールに追加する .reg フ ァ イルを受け取り ます。 InstallShield では、 .reg フ ァ イルを イ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でレジス ト リ データ を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク レジス ト リ データ を構成するには、 以下の手順に従います。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. レジス ト リ データの構成についての質問に対し て、 [ はい ] を選択し ます。

3. データ を追加するレジス ト リ アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規 ] を選択し てから [ キー ] をポイ ン ト し ま

す。

4. キーに名前を入力し ます。
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5. キーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] を選択し てから適切なコ マン ド をポイ ン ト し ます。 登録するデータのタ イプに

よ って、 [ デフ ォル ト 値 ]、 [ 文字列値 ]、 [ バイナ リ値 ]、 [ DWORD 値 ]、 [ 拡張可能文字列値 ] または [ 複数行

値 ] から選択し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でレジス ト リ データの値を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク レジス ト リ データ を変更するには、 以下の手順に従います。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. データ をダブルク リ ッ クする。

複数行文字列をダブルク リ ッ クする と、 [ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 別の種類のレジ

ス ト リ データ をダブルク リ ッ クする と、 [ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. データ を編集し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

機能にレジス ト リ データ を関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページに追加し たすべてのレジス ト リ データがプ

ロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の機能へ追加されます。 イ ンス ト ール デザイナーでレジス ト リ データ を別の機能に関連

付ける こ とができます。

タ スク イ ンス ト ール デザイナーを使って、 レジス ト リ データ をデフ ォル ト の機能以外の機能に関連付けるには、 以下の

手順を実行し ます :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 レジス ト リ データ を関連付ける機能を選択し ます。

3. レジス ト リ データ を適切なレジス ト リの場所で作成するか、 またはド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し ます。
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レジス ト リ データ で変数データ型を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield ではイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 用レジス ト リデータ を作成する際に、 変数データ型またはプロパテ ィ

を利用する こ とができます。

タ スク レジス ト リ で INSTALLDIR を変数と し て利用するには、 以下の手順を実行し ます (Windows Installer ベースのプロ

ジ ェ ク ト のみ )。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. [ はい ] を選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールするレジス ト リ データ を構成する こ と を示し ます。

3. HKEY_CLASSES_ROOT を右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] をポイ ン ト し てから、 [ キー ] を ク リ ッ ク し ます。

4. キーに [ イ ンス ト ール先 ] とい う名前を付けます。

5. [ イ ンス ト ール先 ] キーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] をポイ ン ト し てから、 [ 文字列値 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. 文字列値に My Installation Location と名前を付けます。

7. My Installation Location キーをダブルク リ ッ ク し ます。 [ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

8. " 値データ " フ ィ ールド に [INSTALLDIR] と入力し ます。

実行時に、 [INSTALLDIR] の値はイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ と置き換えられます。

アプ リ ケーシ ョ ン パス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ン パスのレジス ト リ キーには、 指定アプ リ ケーシ ョ ンの .dll フ ァ イル用のプラ イベー ト 検索パス

と し て Windows が使用するデータが含まれます。 アプ リ ケーシ ョ ンの .dll フ ァ イルを PATH 環境変数で指定され

ていないデ ィ レ ク ト リ ( および、 アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ以外 ) にイ ンス ト ールする場合は 、 イ ンス

ト ール中に .dll フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ を含む適切なアプ リ ケーシ ョ ン パスを設定するよ う にし て く ださい。 アプ

リ ケーシ ョ ン パス情報は、 レジス ト リの HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App 

Paths\AppName.exe の下に格納されます。
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[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• MSI データベース

[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページでは、 イ ンス ト ール プログラムの実行時にエン ド ユーザーに表示するダイ

アログ ボ ッ クスを選択し ます。 このページでの回答によ って、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は対応するダイアログ

を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でイ ンス ト ールに使用するダイアログを指
定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• MSI データベース

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 イ ンス ト ール完了時にアプ リ ケーシ ョ ンを起動するオプシ ョ ンは使用できません。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページに表示される質問に答える と、 作成し たイ ン

ス ト ール プログラムが実行される と きにエン ド ユーザーに対し て表示されるダイアログを指定する こ とができま

す。

タ スク イ ンス ト ールのダイアログを指定するには、 次の手順に従います。

1. 使用許諾契約ダイアログを表示し ますか ?—[ はい ] を選択し て、 使用許諾契約書フ ァ イルを参照し ます。

2. ユーザーに対し て会社名とユーザー名の入力をプロンプ ト し ますか ?  — [ はい ] を選択し てこの情報を要求す

るダイアログを表示し ます。

3. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール場所を変更する こ とができるよ う にし ますか ? —  [ はい ] を選択

し て、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールの場所を変更できるよ う にし ます。 詳細については、 「エン ド ユーザー

による イ ンス ト ール先の変更を許可する」 を参照し て く だ さい。

4. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの特定部分のみ選択し てイ ンス ト ールできるよ う にし ますか ? — [ はい ] を選択

し て、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの特定部分のみイ ンス ト ールできるよ う にし ます。 詳細について

は、 「イ ンス ト ールが選択できる イ ンス ト ールを作成する」 を参照し て く だ さい。

5. イ ンス ト ールの完了時にアプ リ ケーシ ョ ンを起動するオプシ ョ ンをユーザーに提供し ますか ?—[ はい ] を選

択し て、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを参照し ます。 このオプシ ョ ンが [ はい ] に設定される と、 最後のダイ

アログにはチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあ り、 エン ド ユーザーが [ 完了 ] ボタ ンを押すと アプ リ ケーシ ョ ンが直ちに

起動し ます。
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ヒ ン ト • カス タム グラ フ ィ ッ ク を イ ンス ト ール ダイアログに追加するには、 [ 他のオプシ ョ ン ] セクシ ョ ンで リ ン

ク を ク リ ッ ク し、 [ ダイアログイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

エン ド ユーザーによる イ ンス ト ール先の変更を許可する
エン ド ユーザーがシステム上でソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ール場所を選べるよ う に、 イ ンス ト ール場所の変更を許

可する こ とができます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 Windows Installer プロパテ ィ  INSTALLDIR がデフ ォル ト  イ ンス ト ー

ル デ ィ レ ク ト リ と な り ます。 ユーザーがイ ンス ト ール場所を変更できるよ う にする と、 イ ンス ト ール中に 

CustomSetup ダイアログが表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 TARGETDIR がデフ ォル ト イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ と な り ます。 ユーザーがイン

ス ト ール場所を変更できるよ う にする と、 イ ンス ト ール中に SdSetupType2 ダイアログが表示されます。

使用許諾契約書

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• MSI データベース

製品を イ ンス ト ールするために、 エン ド ユーザーが特定の法的要件に同意し な く てはならない場合があ り ます。

たと えば、 ほとんどのソ フ ト ウ ェ ア ベンダはエン ド ユーザーによる ソ フ ト ウ ェ アのコ ピーや第三者への配布を禁

止し ています。

イ ンス ト ールは実行時に、 [ 使用許諾契約 ] ダイアログでエン ド ユーザー使用許諾契約書 (EULA) を表示できます。

EULA は製品の使用について、 エン ド ユーザーとの間に交わされる法的契約です。

[ 使用許諾契約書 ] ダイアログは、 使用許諾契約書テキス ト を表示する と と もに、 ラジオボタ ングループ ([ はい ] 

または [ いいえ ]) を含みます。 エン ド ユーザーが EULA に同意し ない場合、 ソ フ ト ウ ェ アはイ ンス ト ールされる

こ と な く イ ンス ト ール処理が終了し ます。

タ スク プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で [ 使用許諾契約書 ] ダイアログをプロジ ェ ク ト へ追加するには、 以下の手順を実行

し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページを開きます。

2. [ はい ] を選択し て [ 使用許諾契約 ] ダイアログの追加を指定し ます。

3. 使用許諾契約書フ ァ イルへのパスを入力する、 またはフ ァ イルを参照し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI と MSI データベース プロジ ェ ク ト では、 このフ ァ イルはリ ッ チ テキス ト  フ ァ イ

ル (.rtf) でな く てはな り ません。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
InstallScript プロジ ェ ク ト では、 どのラ イセンス ダイアログを使用するのか、 またどのパラ メ ーターに渡すの

かによ って、 フ ァ イルの種類が異な り ます。 SdLicenseEx および SdLicense2Ex 関数は、 .rtf フ ァ イルと テキス

ト  フ ァ イル (.txt) をサポー ト し ます。

イ ンス ト ールが選択できる イ ンス ト ールを作成する
エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする部分を選択し てシステムにイ ンス ト ールするよ う なイ ンス ト ールを作成する

こ とができます。 これは、 イ ンス ト ール内で使用できる機能の一覧を表示する カス タムイ ンス ト ールです。 エン

ド ユーザーは実行時に表示されるダイアログでイ ンス ト ールする機能を選択する こ とができます。

たと えば、 イ ンス ト ールの中にアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イル （.exe） フ ァ イル、 ド キュ メ ン ト （.chm）

フ ァ イル、 およびサンプルフ ァ イルが入っている と し ます。 これらのフ ァ イルはすべて異なる機能の中に入って

いて、 オプシ ョ ン一覧からエン ド ユーザーに提供されます。 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのみを必要とす

る場合は、 実行可能フ ァ イルだけを イ ンス ト ールし、 ド キュ メ ン ト  フ ァ イルとサンプル フ ァ イルはイ ンス ト ール

し ないよ う に選択する こ とができます。

[ イ ンス ト ール ローカ リゼーシ ョ ン ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語サポー ト は、 InstallShield の Premier Edition で使用する こ とができます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ イ ンス ト ールのローカ ラ イズ ]  ページで、 イ ンス ト ールが対応する言語を指定する こ とができます。 文字列値と

関連識別子を指定し て、 エン ド ユーザーのイ ン ターフ ェ イスで簡単に他の言語にローカ ラ イズする こ とができま

す。

メ モ • ド ロ ッ プダウン メ ニューで編集する文字列データ セ ッ ト を指定できます ( ページ上部 )。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト から文字列データ をローカ ラ イズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のテキス ト の多 く は文字列エン ト リ と し て保存されます。 イ ンス ト ールのローカ ラ イ

ズを簡単にするため、 InstallShield では文字列をエクスポー ト し て翻訳し、 翻訳し た文字列をプロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する機能があ り ます。
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タ スク プロジ ェ ク ト 内のスク リ プ ト  フ ァ イルすべてを翻訳用にエクスポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール のローカ リゼーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. ページ上部にあるデータ リ ス ト で、 [ すべての文字列データ ] を選択し ます。

3. 言語一覧の中から、 言語を選択し ます。

4. [ 他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ ローカ ラ イズ文字列のエクスポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル名 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

5. 任意の場所にテキス ト  (.txt) フ ァ イルを保存し ます。

6. テキス ト  フ ァ イルを翻訳会社または担当部署に渡し ます。

タ スク テキス ト フ ァ イルの文字列の翻訳終了後、 その文字列をプロジ ェ ク ト に再イ ンポー ト する こ とができます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール のローカ リゼーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. ページ上部にあるデータ リ ス ト で、 [ すべての文字列データ ] を選択し ます。

3. 言語一覧で、 イ ンポー ト する文字列と一致する言語を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ ローカ ラ イズ文字列のイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル名 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。

5. .txt フ ァ イルを参照し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 翻訳済み文字列がプロジ ェ ク ト に再イ ンポー ト されま

す。

イ ンス ト ールでローカ ラ イズされた文字列データの使用のされ方
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 イ ンス ト ール専用の文字列データ と アプ リ ケーシ ョ ン専用の文字列データの ２  

種類の文字列データがあ り ます。

InstallShield プロジ ェ ク ト での大半の文字列データは、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行する と きにらいタ イ

ムで使用されます。 但し、 文字列データの一部はターゲッ ト  システムイ ンス ト ールされます。 たと えば、 ローカ

ラ イズされたシ ョ ー ト カ ッ ト は、 エン ド ユーザーのシステムにイ ンス ト ールされるローカ ラ イズされた文字列

データ です。

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
ヒ ン ト • 以下の情報は、 (Visual Studio との統合を行わず ) InstallShield 内部でビルド された リ リースに適用し ます。

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページでは、 ビルド する タ イプを指定し、 再配布可能フ ァ イルを コ ピーする場所も指定

する こ とができます。 パッ ケージにデジ タル署名を行う こ と もできます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト から イ ンス ト ールをビルド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ヒ ン ト • 以下の情報は、 (Visual Studio との統合を行わず ) InstallShield 内部でビルド された リ リースに適用し ます。

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

タ スク イ ンス ト ールをビルド するには次の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ールのビルド ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ールのイ メ ージの種類を選択し ます。

メ モ • Windows Installer が既にイ ンス ト ールされているマシンには、 Windows Installer の存在をチ ェ ッ ク し、 ま

たそれが無かった場合にエンジンを イ ンス ト ールする こ とがない " 単一の MSI パッ ケージ " オプシ ョ ンを選

択し ます。

3. InstallShield で、 ビルド後に自動的にイ ンス ト ールを別の場所にコ ピーする場合、 各ビルド オプシ ョ ンのオプ

シ ョ ン配布の設定 リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 場所を指定し ます。

ビルド後に InstallShield がイ ンス ト ールを配布するよ う に設定する場合、 各ビルド オプシ ョ ンの オプシ ョ ン配

布の設定 リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 ビルド後に配布 をチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. Setup.exe フ ァ イルにデジ タル署名を行い、 アプ リ ケーシ ョ ンに含まれる コー ドが変更または破損し ていない

こ と をエン ド ユーザーに対し て保証するには、 [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] ハイパーリ ン ク  を ク

リ ッ ク し ます。 [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 必要に応じ て設定を指

定し ます。

5. [ イ ンス ト ールのビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが開き、 [ ビルド ] タ ブにビルドの進行状況についての情報が表示されます。 [ ビルド ] タ ブが

ログフ ァ イル情報を表示する と同時にビルドが完了し ます。
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ヒ ン ト • i イ ンス ト ール デザイナーの [ 署名 ] タ ブでは、 ビルド時に、 イ ンス ト ールのどの部分に対し てデジ タル

署名を行うかを指定できます。 InstallShield は、 作業中のプロジ ェ ク ト の種類に応じ て、 リ リースに含まれる次の

任意およびすべてのフ ァ イルに署名する こ とができます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の Windows 

Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イルと .msm フ ァ イル )

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イル

• InstallScript プロジ ェ ク ト のメ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル

• InstallScript プロジ ェ ク ト のパッ ケージ ( 自己展開型実行可能フ ァ イル )

• リ リースの任意のフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含む )

詳細については、 「ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う」 を参照し て く だ さい。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の完了後 : 次のステ ッ プ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の一連のページでフ ィ ールドへの入力を完了する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の枠

組みが完成し ます。 これは機能する イ ンス ト ールと し て利用する こ とができ、 また必要に応じ て さ らにカス タ マ

イズする こ と も可能です。

プロジ ェ ク ト を さ らにカス タ マイズする

イ ンス ト ールデザイナから、 InstallShield で利用可能なすべてのイ ンス ト ール作成ビ ューへ簡単にアクセスする こ

とができます。 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] ワークスペースの上部にある [ イ ンス ト ールデザイナ ] タ ブを ク

リ ッ ク し てビ ューを表示し ます。

イ ンス ト ール デザイナー内には、 作成中のプロジ ェ ク ト の種類で利用可能なビ ューが一覧と なった [ ビ ュー リ ス

ト ] があり ます。 ワークスペースの左側に [ ビ ュー リ ス ト ] を表示するには、 F4 を押し ます。

InstallShield ビ ューについて詳しい情報

InstallShield の各ビ ューに関する詳細は、 InstallShield ヘルプラ イブラ リの [ ビ ューリ ス ト ] セクシ ョ ンにある ト

ピ ッ ク を参照し て く だ さい。
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InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する
InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する
InstallShield イ ン ターフ ェ イスは、 メ ニュー バー、 ツールバー、 ダイアログ ボ ッ クスなど通常の Windows ベース

の要素を も ったグラ フ ィ ッ クなユーザー イ ン ターフ ェ イスです。 このセクシ ョ ンでは、 これらの要素を使用し た

基本的な タ スクの実行方法、 および、 イ ン ターフ ェ イスのカス タ マイズの方法について説明し ます。

ビ ュー リ ス ト を表示する

タ スク InstallShield イ ン ターフ ェ イスでビ ュー リ ス ト を表示するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield イ ン ターフ ェ イス上部の [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかの方法でビ ュー リ ス ト を表示し ます。

• [ ビ ュー ] メ ニューで、 [ ビ ュー リ ス ト ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの左側に、

ビ ュー リ ス ト が表示されます。

• ツールバーの [ ビ ュー リ ス ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• F4 を押すと、 [ ビ ュー リ ス ト ] が表示または非表示にな り ます。

InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスでビ ューを開 く
InstallShield での多 く の手順では、 まず最初にイ ンス ト ール開発環境 (IDE) で特定のビ ューを開きます。

タ スク ビ ューを開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 IDE の左側にビ ュー リ ス ト が表示されます。 ビ ュー リ

ス ト  が表示されない場合、 「ビ ュー リ ス ト を表示する」 を参照し て く だ さい。

2. ビ ュー リ ス ト で、 開 く ビ ューを選択し ます。 使用できるすべてのビ ューを表示するには、 [ ビ ュー リ ス ト ] 

フ ォルダーを展開し ます。

様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作
業する

InstallShield の多 く のビ ューには、 ビ ュー内の行をグループ分けする こ とができるグループ ボ ッ クス領域があり ま

す。 このグループ ボ ッ クスを含むビ ューでは、 行ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス ([ フ ィ ールド ご とにグループ分け

する と きは、 こ こにフ ィ ールド名を ド ラ ッ グし ます。 ] と表示される領域 ) に ド ラ ッ グするするだけで、 複数階層

のグループに分ける こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に従って階層構造で表示されま

す。 グループ ボ ッ クスを含むビ ューには、 [ 文字列エデ ィ ター ]、 [ プロパテ ィ  マネージャー ]、 [ 再配布可能フ ァ

イル ]、 [ 前提条件 ]、 および [ パス変数 ] ビ ューなどがあ り ます。

グループ ボ ッ クスを使用する際、 以下の点を参考にし て く ださい :

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に移動する と き、 列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グし てグループ ボ ッ クスに ド ロ ッ

プ し ます。
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• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域にコ ピーする と き、 CTRL キーを押し ながら列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グし て

グループ ボ ッ クスに ド ロ ッ プ し ます。 この場合、 列ヘ ッ ダーはそのままの位置に残り、 またグループ ボ ッ ク

スにも表示されます。

• グループ ボ ッ クスのヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に ド ロ ッ プする と き、 別の列ヘ ッ ダー上に ド ロ ッ プす

る こ とができます。 これによ って、 行が階層構造で表示されます。

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスから削除するには、 グループ ボ ッ クス領域からそれを ド ラ ッ グし て列ヘ ッ

ダーの行に ド ロ ッ プ し ます。 列ヘ ッ ダーの行を ド ラ ッ グする と、 それを ド ロ ッ プ し た と きに列ヘ ッ ダー行の

どの位置に表示されるのかが、 矢印で示されます。

• グ リ ッ ド内のアイテムを特定の列ヘ ッ ダーご とに並べ替えるには、 グループ ボ ッ クス内または列ヘ ッ ダー行

内の列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ます。

次の例を使って、 ビ ュー内のコ ンテンツをグループ ボ ッ クスを使ってグループ化する様々な方法をデモンス ト

レーシ ョ ン し ます。

デフ ォル ト の動作 : グループ ボ ッ クス領域を空白にする

デフ ォル ト で、 グループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーは表示されません。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューの一部です。 項目が [ 名前 ] 列で整列し ています。

図 1-3: [ グループ ボ ッ クス ] 領域を空白にする

1 つの列ヘ ッ ダーでグループ化する

CTRL を押し ながらグループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする と き、 グリ ッ ドの行が項目ご

とにグループ化されます。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューの一部です。 翻訳が必要な最

近追加および変更された行が識別しやす く グループ化されます。

図 1-4: 1 つの列ヘ ッ ダーで行をグループ化する
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2 つの列ヘ ッ ダーでグループ化する

CTRL を押し ながらグループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする と き、 グリ ッ ドの行が複数の

項目ご とにグループ化されます。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの一部です。 プロ

ジ ェ ク ト に追加された InstallShield 前提条件と マージ モジュールが、 識別しやす く グループ化されます。

図 1-5: チ ェ ッ ク ボ ッ クス列および種類列ご とに行を並べ替える

ツールバーの表示または非表示

タ スク ツールバーを表示または非表示にするには、 以下の手順を実行し ます。

• ツールバーを右ク リ ッ ク し て表示する、 または非表示にするツールバーを選択し ます。

• [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。 表示する各ツールバーのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 非表示にする各ツールバーのチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択解除し ます。
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ツールバーにボタ ンおよび メ ニューを追加する

タ スク ツールバーにボタ ンまたはメ ニューを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 変更するツールバーが表示されている こ と を確認し ます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

3. [ コマン ド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ カテゴ リ ] ボ ッ クスで、 追加するボタ ンまたはメ ニューのカテゴ リ を ク リ ッ ク し ます。

5. [ コマン ド ] ボ ッ クスから、 ボタ ンまたはメ ニューを適切なツールバーへド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト • 独自のカス タムツールバーを作成するには、 ボタ ンまたはメ ニューをツールバーの近 く にある灰色の空白

部分に ド ラ ッ グし ます。

ツールバーからボタ ンおよび メ ニューを削除する

タ スク ツールバーからボタ ンまたはメ ニューを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 変更するツールバーが表示されている こ と を確認し ます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

3. 削除するボタ ンまたはメ ニューを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

カス タム ツールバーの作成

タ スク カス タム ツールバーを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

2. [ ツールバー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新規ツールバー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ ツールバーの名前 ] テキス ト  ボ ッ クスにツールバーの説明的な名前を入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

5. メ ニューまたはボタ ンを追加し て、 新規作成し たツールバーを カス タ マイズし ます。
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[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定する / 取り外す
[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウ、 またその個別のタ ブは、 InstallShield のワークスペースの任意の側面に固定するか、 独立し た

場所に ド ラ ッ グする こ とができます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端に ド ラ ッ グする と、 固定ウ ィ ン ド

ウと し て表示されます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端から離れ

た場所に ド ラ ッ グする と、 取り外されます。

タ スク [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを取り外すには、 以下の手順に従います :

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル バーを新しい場所に ド ラ ッ グし ます。 必要に応じ て、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのサイズ

を変更し ます。

タ スク [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定するには、 以下の手順に従います :

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル バーを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの右、 左、 上、 下の端に ド ラ ッ グし ます。

タ スク [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ ブを取り外すには、 以下の手順に従います :

タ ブを新しい場所に ド ラ ッ グし ます。 必要に応じ て、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのサイズを変更し ます。

タ スク [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ ブの 1 つを固定するには、 以下の手順に従います :

タ ブを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの右、 左、 上、 下の端に ド ラ ッ グし ます。

様々なビ ューで、 [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンを
使って作業する

InstallShield のい く つかのビ ューにはスク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンがあ り、 そこにプロジ ェ ク ト のコー ド を書き込

むこ とができます。 以下は、 スク リ プ ト エデ ィ ター ペイ ンを持つビ ューの例です :

• [InstallScript] ビ ュー — このビ ューでスク リ プ ト  フ ァ イルを選択する と、 InstallScript コー ド を書き込める [ ス

ク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンが表示されます。

• [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー — このビ ューで SQL スク リ プ ト を選択する と、[ スク リ プ ト ] タ ブに SQL フ ァ イル

を編集できる [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンが表示されます。

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー — このビ ューで VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンを

選択する と、 [ スク リ プ ト ] タ ブに VBScript または JScript フ ァ イルを編集できる [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] 

ペイ ンが表示されます。

このセクシ ョ ンでは、 InstallShield のスク リ プ ト  エデ ィ ターの使い方について説明し ます。
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スク リ プ ト  エデ ィ ターでブ ッ クマーク を使用する
ブ ッ クマークによ って、 スク リ プ ト 内の特定の行へ最小のキース ト ローク を使ってジャ ンプできます。 ブ ッ ク

マークは、 スク リ プ ト  エデ ィ ターの左マージンに表示されます。 InstallShield では、 プロジ ェ ク ト を閉じ た時、

ブ ッ クマークは保存されませんので注意し て く だ さい。

タ スク 新しいブ ッ クマーク を追加し た り、 既存のブ ッ クマーク を ク リ アするには、 以下の手順に従います :

1. 以下のいずれかを実行し ます。

• ブ ッ クマーク を追加するスク リ プ ト 内の行に挿入ポイ ン ト を置きます。

• ク リ アするブ ッ クマーク を含むスク リ プ ト 内の行に挿入ポイ ン ト を置きます。 

2. ALT+K を押し ます。

タ スク 挿入ポイ ン ト をブ ッ クマークが含まれる次の行に移動するには、 以下を実行し ます :

CTRL+K を押し ます。

タ スク 挿入ポイ ン ト をブ ッ クマークが含まれる前の行に移動するには、 以下を実行し ます :

CTRL+SHIFT+K を押し ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターでオー ト コ ンプ リー ト 機能を有効または無効に
する

InstallShield 様々なビ ュー ( た と えば、 [InstallScript] ビ ューや [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー ) のスク リ プ ト  エデ ィ ター

に入力する と きに、 オー ト コ ンプ リー ト 機能を使用するかど うかを指定できます。 オー ト コ ンプ リー ト 機能を有

効にする と、 スク リ プ ト  エデ ィ ター内に入力し ている文字で始まる関数、 キーワー ド、 定数、 文字列識別子の一

覧がアルフ ァベ ッ ト 順でポ ッ プア ッ プ リ ス ト に表示されます。 用語全体を手入力する代り に、 そのポ ッ プア ッ プ 

リ ス ト から選択する と、 InstallShield によ ってその用語がスク リ プ ト に追加されます。

オー ト コ ンプ リー ト を使う と、 コー ド を手入力する手間が省けるため、 作業効率が上がり ます。 また、 コー ドの

スペル ミ スを回避する こ とができます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ オー ト コ ンプ リー ト の設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ター

で使用されます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再

ロー ド されたと き、 そのビ ューの設定も変更されています。
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タ スク オー ト コ ンプ リー ト 機能をスク リ プ ト  エデ ィ ターで有効にするかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " オー ト コ ンプ リー ト " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — オー ト コ ンプ リー ト 機能を有効にする と、 スク リ プ ト  エデ ィ ター内に入力し ている文字で始まる

関数、 キーワー ド、 定数、 文字列識別子の一覧がアルフ ァベ ッ ト 順でポ ッ プア ッ プ リ ス ト に表示されま

す。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• いいえ — スク リ プ ト  エデ ィ ター内にコー ド を入力し ている と き、 ポ ッ プア ッ プ リ ス ト を表示し ません。

3. " ローカル変数を含める " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallScript エデ ィ ター内に入力し ている コー ドの文字で始まる使用可能な関数およびその他のス

ク リ プ ト 用語のポ ッ プア ッ プ リ ス ト に InstallScript で定義されたローカル変数が追加されます。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

• いいえ — InstallScript エデ ィ ター内にコー ド を入力し ている と き表示されるポ ッ プア ッ プ リ ス ト に、 ロー

カル変数は表示されません。

[ いいえ ] を選択し た場合、 [InstallScript] ビ ューの中央ペイ ンにある関数、 プロパテ ィ 、 および メ ソ ッ ド 

フ ォルダーには、 スク リ プ ト フ ァ イルからの関数、 プロパテ ィ 、 またはメ ソ ッ ドが一覧表示されません。

この設定で [ はい ] を選択し て、 [InstallScript] ビ ューでコー ド を入力し ている と きにパフ ォーマンスに影

響が出た場合は、 この設定を [ いいえ ] に設定し ます。

メ モ • " ローカル変数を含める " 設定は、 [InstallScript] ビ ュー内のスク リ プ ト  エデ ィ ターに適用し ます。 た と

えば [SQL スク リ プ ト ] ビ ューなど、 その他のスク リ プ ト  エデ ィ ターには反映し ません。 " オー ト コ ンプ リー

ト " 設定に [ いいえ ] を選択する と、 この設定は無視されます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ て InstallScript エデ ィ ターでオー ト コ ンプ リー ト 機能を有効または無効にし ます。

オー ト コ ンプ リー ト 機能の仕組みについての詳細は、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ン

プ リー ト 機能を使う」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ンプ リー ト 機能を使う

InstallShield のスク リ プ ト エデ ィ タ でオー ト コ ンプ リー ト 機能を有効にする と、 スク リ プ ト  エデ ィ ター内に入力し

ている文字で始まる関数、 キーワー ド、 定数、 文字列識別子の一覧がアルフ ァベ ッ ト 順でポ ッ プア ッ プ リ ス ト に

表示されます。 ポ ッ プア ッ プ リ ス ト には、 使用中のビ ューによ って言語に適し たオプシ ョ ンが表示されます。 た

と えば、 [InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターでは、 InstallScript コー ドのオー ト コ ンプ リー ト 機能がサ

ポー ト されています。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの VBScript スク リ プ ト  エデ ィ ターでは、

VBScript のオー ト コ ンプ リー ト 機能がサポー ト されています。

また、 ローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機能が有効な場合、 [InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで表

示されるポ ッ プア ッ プ リ ス ト には、 ローカル変数も含まれています。

オー ト コ ンプ リー ト 機能を有効にする方法については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでオー ト コ ンプ リー ト 機能を有効

または無効にする」 をご参照 く ださい。
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タ スク 関数、 キーワー ド、 定数、 または文字列識別子のオー ト コ ンプ リー ト 機能を使用するには、 以下の手順に従いま

す :

1. 適切なスク リ プ ト  エデ ィ ターを含むビ ューを開いてから、 編集するスク リ プ ト を選択し ます。

2. スク リ プ ト でコー ド を入力する挿入ポイ ン ト を置きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• 関数、 キーワー ド、 その他のスク リ プ ト 用語の最初の文字を入力し ます。

使用し ているビ ューによ って、 またそのビ ュー内のスク リ プ ト  エデ ィ ターに入力し た言語によ って、 ス

ク リ プ ト  エデ ィ ターに入力し ている文字で始まる関数、 キーワー ド、 その他のスク リ プ ト 用語のアル

フ ァベ ッ ト 順のリ ス ト を含むポ ッ プア ッ プ リ ス ト が表示されます。 入力し た文字と一致する最初の用語

がリ ス ト で選択されています。 入力し た文字と一致する用語がない場合、 リ ス ト 内の用語は選択されて

いません。

• [InstallScript] ビ ューでスク リ プ ト  エデ ィ タ使う と き、 使用可能な文字列識別子のリ ス ト にオー ト コ ンプ

リー ト 機能を使用する場合、 文字列定数演算子 (@) を入力する と、 InstallShield は文字列識別子がアル

フ ァベ ッ ト 順に並んだポ ッ プア ッ プ リ ス ト を表示し ます。

4. 選択された用語が希望の用語と異なるか、 用語が選択されなかった場合、 次のいずれかの方法で別の用語を

選択し ます。

• ポ ッ プア ッ プ リ ス ト のスク ロールバーを使って リ ス ト 内を移動し てから、 希望の用語を ク リ ッ ク し て選

択し ます。

• 上矢印と下矢印キーを使って前または次の用語を選んで変更し ます。

5. 選択し た用語をスク リ プ ト に貼り付けるには、 その用語をダブルク リ ッ クするか、 ENTER または TAB キーを

押し ます。

用語を貼り付けずに リ ス ト を閉じ る場合は、 ESC  を押すかポ ッ プア ッ プ リ ス ト の外側を ク リ ッ ク し ます。

[ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] 内で InstallScript 関数の呼び出しについての
ヒ ン ト を有効または無効にする

InstallShield では、 [InstallScript] ビ ューを使ってスク リ プ ト に関数呼び出し を入力する と きに、 InstallScript 関数の

呼び出しについてのヒ ン ト  ( 一種のツールヒ ン ト ) を表示するかど うかを指定できます。 関数呼び出しのヒ ン ト

は、 ビル ト イ ン関数のパラ メ ーター情報を表示し ます。 その他、 ビル ト イ ン関数の説明や、 入力し ているパラ

メ ーターについての説明も表示し ます。

関数呼び出しのヒ ン ト を使う と、 別のウ ィ ン ド ウに切り替えな く てもスク リ プ ト  エデ ィ ター内で言語情報を参照

できます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ オー ト コ ンプ リー ト の設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ター

で使用されます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再

ロー ド されたと き、 そのビ ューの設定も変更されています。
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タ スク [InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで、 関数呼び出しのヒ ン ト を表示するかど うかを指定するには、 以

下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 関数呼び出しのヒ ン ト を表示 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — スク リ プ ト に関数呼び出し を入力する と きに、 関数呼び出しのヒ ン ト が表示されます。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

• いいえ — スク リ プ ト に関数呼び出し を入力する と きに、 関数呼び出しのヒ ン ト は表示されません。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ て InstallScript エデ ィ ター内で関数呼び出しのヒ ン ト を有効または無効にし ます。

関数呼び出しのヒ ン ト についての詳細は、 「スク リ プ ト  エデ ィ ター内で InstallScript 関数について関数呼び出しの

ヒ ン ト を表示する」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト  エデ ィ ター内で InstallScript 関数について関数呼び出しのヒ ン ト を表示する

関数呼び出しのヒ ン ト が有効な場合、 [InstallScript] ビ ューでスク リ プ ト に関数の呼び出し を入力し ている と きに、

InstallScript 関数呼び出しのヒ ン ト  ( 一種のツールヒ ン ト ) が表示されます。 関数呼び出しのヒ ン ト は、 ビル ト イ

ン関数のパラ メ ーター情報を表示し ます。 その他、 ビル ト イ ン関数の説明や、 入力し ているパラ メ ーターについ

ての説明も表示し ます。

関数呼び出しのヒ ン ト を有効化する方法については、 「[ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] 内で InstallScript 関数の呼び出し

についてのヒ ン ト を有効または無効にする」 を参照し て く だ さい。

タ スク 関数の説明、 およびその関数のパラ メ ーターに関する詳細を表示するには、 以下の手順に従います :

1. 上記の説明のよ う に、 直接入力するまたは関数名の自動完了を利用し てスク リ プ ト に関数名を入力し ます。

2. 左かっ こ "(" を関数名の後に入力し ます。 すべてのパラ メ ーターを含む、 完全な関数の呼び出し を表示する

関数呼び出しのヒ ン ト が表示されます。 このヒ ン ト には、 関数の説明と、 次に入力する必要があるパラ メ ー

ターの説明が含まれています。 最初のパラ メ ーターは、 デフ ォル ト で青色で表示されます。

3. 呼び出しのヒ ン ト に表示された通り にパラ メ ーターを入力し ます。 カ ンマを入力する度に、 デフ ォル ト で関

数構文の次のパラ メ ーターが青色で表示されます。

4. 呼び出し ヒ ン ト を閉じ るには、 右かっ こ ")" を入力し ます。 または、 ESC を押すか、 呼び出し ヒ ン ト の外に

あるスク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • 特定のビル ト イ ン関数、 定数、 その他の InstallScript 用語に関する さ らなる詳細を表示するには、 挿入ポ

イ ン ト をその用語内に配置し てから、 F1 を押し ます。 InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リが開いて、 その特定の用語

に関する説明が表示されます。
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スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト 機能を有効または無効にする
InstallShield の様々なビ ューに含まれているスク リ プ ト  エデ ィ ターでスク リ プ ト  フ ァ イルを表示する と きに、 色属

性を使ってキーワー ド、 コ メ ン ト 、 文字列、 その他のスク リ プ ト 要素を識別する うかど うかを指定できます。 各

カテゴ リは、 識別しやす く するために異なる色で表示されます。

この機能は 「構文ハイ ラ イ ト 」 と呼ばれ、 コー ド を読み取りやす く し て、 コ ンテキス ト を改良し ます。 さ らに、

たと えば予約語をユーザー定義識別子と し て使用し た と きなどに発生するエラーを避けるのに役立ちます。 また、

構文の色付けは、 キーワー ドのスペル ミ ス、 文字列末尾の引用符の付け忘れ、 コ メ ン ト 文字の付け忘れなど、 ス

ク リ プ ト 内の他のエラーの特定にも役立ちます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ構文ハイ ラ イ ト と色設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで

使用されます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー

ド されたと き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク 構文ハイ ラ イ ト 機能をスク リ プ ト  エデ ィ ターで有効にするには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 構文ハイ ラ イ ト " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallShield は、 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ 色 ] 領域で

定義された構文ハイ ラ イ ト をすべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用し ます。 デフ ォル ト では、 これが設

定されています。

• いいえ — InstallShield は、 いずれのスク リ プ ト  エデ ィ ターでも構文ハイ ラ イ ト を使用し ません。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト 機能を有効または無効にし ます。

InstallShield では、 スク リ プ ト 用語のカテゴ リ ご とに使用される前景と背景の色を定義できます。 詳し く は、 「スク

リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト の色を変更する」 をご覧 く ださい。

スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト の色を変更する

InstallShield では、 た と えば [InstallScript] ビ ューや [SQL スク リ プ ト ] ビ ューといった、 様々なスク リ プ ト  ビ ュー

で、 異なるスク リ プ ト 要素を区別できるよ う に色を変更する こ とができます。 コ メ ン ト 、 関数、 および文字列な

どのスク リ プ ト 要素について、 前景の色 ( テキス ト に使用される色 ) または背景色を変更できます。

この機能は 「構文ハイ ラ イ ト 」 と呼ばれ、 コー ド を読み取りやす く し て、 コ ンテキス ト を改良し ます。 さ らに、

たと えば予約語をユーザー定義識別子と し て使用し た と きなどに発生するエラーを避けるのに役立ちます。 また、

構文の色付けは、 キーワー ドのスペル ミ ス、 文字列末尾の引用符の付け忘れ、 コ メ ン ト 文字の付け忘れなど、 ス

ク リ プ ト 内の他のエラーの特定にも役立ちます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ構文色の設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用されま
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す。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された と

き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク スク リ プ ト  エデ ィ ターで使用される構文ハイ ラ イ ト を変更するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 色 ] 領域で、 構成するスク リ プ ト 要素の設定を ク リ ッ ク し ます。 その設定で、 [ 前景 ] と [ 背景 ] ボタ ンが表

示されます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 前景 ] ボタ ンまたは [ 背景 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 色 ] ダイアログ ボ ッ クスが開いて、 使用する

色を選択できます。

• 前景または背景に使用する色の RGB 値を入力し ます。 た と えば、 0; 0; 0 / 255; 255; 255 は、 前景に黒 

(RGB 値、 0; 0; 0) を使って、 背景には 白 (255; 255; 255) を使う こ と を示し ます。 特定の領域に色を設定し

た く ない場合は、 ダ ッ シュ (-;-;-) を使います。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

スク リ プ ト のハイ ラ イ ト 機能が有効な場合、 必要に応じ て、 スク リ プ ト  エデ ィ ターでテキス ト を表示するのに使

用される色が変更されます。 詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト 機能を有効または無効に

する」 を参照し て く だ さい。

この機能を最大限に活用するために、 以下の点にご注意 く だ さい :

• 予約語をスペル ミ ス し て入力し た場合、 その予約語はエデ ィ ターで認識されないため色付けされません。 ス

ク リ プ ト 内に色属性な し で表示された " 予約語 " があれば、 それはおそら く スペル ミ スです。

• 文字列リ テ ラルの色付けには、 前後の引用符も含まれます。 後ろの引用符を忘れた場合、 文字列の色は行の

終わり まで拡張されます。 この場合、 引用符の後に続 く はずだったテキス ト は、 文字列リ テラルの一部であ

るかのよ う に表示されます。

• 色による構文のハイ ラ イ ト によ り、 /* で始まって */ で正し く 閉じ られなかったコ メ ン ト を、 容易に識別する

こ とができます。 この場合、 コ メ ン ト に続 く テキス ト は、 すべてコ メ ン ト の色属性で表示されます。

• 2 つのスラ ッ シュ (//) で始まる コ メ ン ト を含む行では、 コ メ ン ト 文字以降のすべてのテキス ト が行末までコ

メ ン ト と し て認識されます。

• [InstallScript] ビ ューで表示されるスク リ プ ト  エデ ィ ターでは、 ログ フ ァ イルやレポー ト  フ ァ イルなどの .rul 

または .h 以外の拡張子を持つフ ァ イルに、 構文色は使用されません。

スク リ プ ト  エデ ィ ターでテキス ト を表示するためのフ ォ ン ト を変更す
る

InstallShield では、 た と えば [InstallScript] ビ ューや [SQL スク リ プ ト ] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用する

色を変更する こ とができます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで同じ フ ォ ン ト が使用されます。
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[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでフ ォ ン ト を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された と

き、 そのビ ューのフ ォ ン ト も変更されています。

タ スク スク リ プ ト  エデ ィ ターでテキス ト を表示するためのフ ォ ン ト 、 フ ォ ン ト  ス タ イル、 またはフ ォ ン ト  サイズを変

更するには、 以下に従います。

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 全般 ] 領域で、 " フ ォ ン ト " 設定を ク リ ッ ク し てから、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [

フ ォ ン ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 必要に応じ てフ ォ ン ト の変更を指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォ ン ト ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ターでテキス ト を表示するためのフ ォ ン ト を変更し ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターで行番号を表示または非表示にする
InstallShield のスク リ プ ト  エデ ィ ターの左マージンに、 行番号を表示するかど うかを指定できます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ行番号を付ける設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用

されます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド さ

れたと き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク 行番号をスク リ プ ト  エデ ィ ターで有効にするには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 行番号を付ける " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallShield が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターの左マージンに行番号を追加し ます。

• いいえ — InstallShield は、 いずれのスク リ プ ト  エデ ィ ターの左マージンにも行番号を表示し ません。 デ

フ ォル ト では、 これが設定されています。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ターで行番号を付ける設定を表示または非表示にし ます。
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スク リ プ ト  エデ ィ ター内で表示されているスク リ プ ト の行番号へジャ ンプする

タ スク スク リ プ ト 中の特定の行番号へ挿入ポイ ン ト を移動するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 編集 ]  メ ニューで [ 行へジャ ンプ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 行へジャ ンプ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 行 ] ボ ッ クスで、 挿入ポイ ン ト を動かす行の番号を入力し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターで自動イ ンデン ト 機能を有効または無効にする
InstallShield では、 コー ド を書き込み中にスク リ プ ト  エデ ィ ター内で自動イ ンデン ト 機能を使用するかど うかを指

定できます。 自動イ ンデン ト を使う と、 読みやす く な り ます。

自動イ ンデン ト 機能が有効な場合、 InstallShield は前の行で使われたイ ンデン ト に基づいて新しい行を イ ンデン ト

させます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンで ENTER を押すと、 挿入ポイ ン ト は新しい行で、 前の行の最初の文

字の真下に置かれます。 新しい行のイ ンデン ト を無効にするには、 BACKSPACE を押し て、 イ ンデン ト を削除し

ます。

自動イ ンデン ト が無効な場合、 改行後の行はイ ンデン ト されません。 つま り挿入ポイ ン ト は新しい行の第 1 列に

置かれます。 

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 同じ自動イ ンデン ト 設定が、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用

されます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド さ

れたと き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク 自動イ ンデン ト 機能をスク リ プ ト  エデ ィ ターで有効にするには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 自動イ ンデン ト " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallShield は、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで自動イ ンデン ト をサポー ト し ます。 デフ ォル ト

では、 これが設定されています。

• いいえ — InstallShield は、 いずれのスク リ プ ト  エデ ィ ターでも自動イ ンデン ト を行いません。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ターで自動イ ンデン ト 機能を有効または無効にし ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターで タ ブ幅を設定する
InstallShield では、 た と えば [InstallScript] ビ ューや [SQL スク リ プ ト ] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで使用する

タ ブ幅を指定する こ とができます。
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ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで同じ タ ブ設定が使用されます。

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された と き、

そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク スク リ プ ト  エデ ィ ターで入力される タ ブの幅を指定するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " タ ブ幅 " 設定、 スク リ プ ト で使用する幅 ( 文字のスペース サイズの数の倍数 ) を入力し ます。 デフ ォル ト 値

は 4 です。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト のタ ブ幅を調整し ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文の折り たたみ機能を有効または無効にす
る

InstallShield の様々なビ ューで、 スク リ プ ト  エデ ィ ターの構文の折り たたみ機能をサポー ト するかど うかを指定で

きます。 構文の折り たたみ機能が有効な場合、 スク リ プ ト で展開可能または折り たたみ可能なブロ ッ クで始まる

コー ドの各行の横のマージンに、 プラス (+) またはマイナス (–) 記号が追加されます。 プラス記号を ク リ ッ ク し て

非表示と なっている コー ド を展開し た り、 マイナス記号を ク リ ッ ク し てコー ド を非表示にし た り できます。

構文の折り たたみ機能を使って、 長いスク リ プ ト を縮小する こ と で、 現在行っている作業に関連のある コー ド に

焦点を当てる こ とができます。 また、 スク リ プ ト の全体的な構造を確認するのに便利です。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで構文の折り たたみ設定が使用され

ます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された

と き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク 構文の折り たたみ機能をスク リ プ ト  エデ ィ ターで有効にするには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 構文の折り たたみ " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallShield は、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで構文の折り たたみを行います。

• いいえ — InstallShield は、 いずれのスク リ プ ト  エデ ィ ターでも構文の折り たたみを行いません。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ターで構文の折り たたみ機能を有効または無効にし ます。
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スク リ プ ト  エデ ィ ターで空白スペースを表示または非表示にする
InstallShield では、 様々なビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで、 スク リ プ ト 内の空白スペースが用いられている場所

に、 記号その他の印を表示するかど うかを指定する こ とができます。 た と えば、 [ はい ] を選択する と、 スク リ プ

ト 内の各スペースは中黒 (·)、 各タ ブは矢印記号で表示されます。 また、 空白スペースが有効な場合は、 改行も表

示されます。 また、 空白スペースが有効な場合は、 改行も表示されます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで同じ空白スペース設定が使用され

ます。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された

と き、 そのビ ューの設定も変更されています。

タ スク スク リ プ ト  エデ ィ ターで空白スペースを表示するか非表示にするかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. " 空白を表示 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• はい — InstallShield は、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで空白スペース文字と記号を表示し ます。

• いいえ — InstallShield は、 いずれのスク リ プ ト  エデ ィ ターでも空白スペース文字と記号を表示し ません。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

InstallShield は、 必要に応じ てスク リ プ ト  エデ ィ ター内の空白スペース文字と記号を表示または非表示にし ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ター内でテキス ト を ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする
InstallShield のスク リ プ ト  エデ ィ ターでは、 テキス ト 編集時に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プをサポー ト するため、 選

択し たテキス ト を コー ド内のある場所から別の場所に移動またはコ ピーする こ とができます。

テキス ト の移動

タ スク テキス ト を移動するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 移動するテキス ト を選択し ます。

2. 選択し たテキス ト 上にマウスポイ ン ターを置きます。

3. 左マウスボタ ンを押し たままにし ます。

4. マウスポイ ン ターの下に小さ な四角が表示されたら、 スク リ プ ト 内での選択テキス ト の移動先にポイ ン ター

を動かし ます。 ポイ ン ターを動かし ている間は、 左マウスボタ ンを押し たままにし て く だ さい。

5. ポイ ン ターをテキス ト の移動先まで動かし たら、 マウスボタ ンを離し ます。
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テキス ト のコ ピー

タ スク ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プを使って選択し たテキス ト を コ ピーするには、 次の手順を実行し ます。

1. 移動するテキス ト を選択し ます。

2. 選択し たテキス ト 上にマウスポイ ン ターを置きます。

3. CTRL を押し て、 左マウスボタ ンを押し たままにし ます。

4. マウスポイ ン ターの下に小さ な四角と プラス記号が表示されたら、 スク リ プ ト 内の選択テキス ト のコ ピー先

にポイ ン ターを動かし ます。 ポイ ン ターを動かし ている間は、 CTRL と左マウスボタ ンを押し たままにし て く

ださい。

5. ポイ ン ターをテキス ト の移動先まで動かし たら、 マウスボタ ンを離し ます。

[ スク リ プ ト  エデ ィ タ ] 内からスク リ プ ト  フ ァ イルを印刷する
InstallShield では、 た と えば [InstallScript] ビ ューや [SQL スク リ プ ト ] ビ ューなどのスク リ プ ト  エデ ィ ターで表示

されるスク リ プ ト を印刷する こ とができます。

タ スク アク テ ィ ブな スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンに表示されているスク リ プ ト を印刷するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 印刷 ] を ク リ ッ ク し ます。 このコマン ドは、 挿入ポイ ン ト がスク リ プ ト  エデ ィ

ター ペイ ンにある場合にみ有効です。 [ 印刷 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. どち らかひとつのオプシ ョ ンを設定するには、 以下の手順を実行し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターのキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト
InstallShield のスク リ プ ト  エデ ィ ターは、 以下のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト をサポー ト し ます。

テーブル 1-8 • スク リ プ ト  エデ ィ ターのキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト

キーボー ド  シ ョ ー ト カ ッ ト 説明

CTRL+C

CTRL+INSERT

選択されたテキス ト を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

CTRL+X

SHIFT+DELETE

選択し た文字列を削除し て、 ク リ ッ プボー ド に置きます。

Ctrl+F 指定し た文字列を検索し ます。

CTRL+H テキス ト またはその他の文字を検索 / 置換できる [ 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスを

表示し ます。
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InstallShield の詳細設定を構成する
InstallShield  プログラム フ ァ イルの中に Settings.xml とい う フ ァ イルがあり ます。 このフ ァ イルで、 InstallShield の

ためのマシン全体に関する詳細設定が一部含まれています。 InstallShield を イ ンス ト ールし た と き、 使用し ている 

InstallShield の言語に応じ て Settings.xml が次の場所の 1 つにイ ンス ト ールされます。

• 英語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

Standalone Build の Settings.xml フ ァ イルは、 次の場所のいずれかにイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411

CTRL+G 指定し た行に移動し ます。

TAB 選択された文字列を タ ブ 1 つ分右イ ンデン ト し ます。

CTRL+U 選択し た文字列をすべて小文字に変更し ます。

CTRL+V

SHIFT+INSERT

ク リ ッ プボー ドの内容を カーソル位置に挿入し ます。

CTRL+Y 取り消し た操作をやり直し ます。

CTRL+A 文書の全文字列を選択し ます。

CTRL+Z

ALT+BACKSPACE

直前の操作を元に戻し ます。

SHIFT+TAB 選択し た文字列のイ ンデン ト を戻し ます。

CTRL+SHIFT+U 選択し た文字列をすべて大文字に変更し ます。

CTRL+M スク リ プ ト  エデ ィ ターの幅を最大化、 または以前の幅に戻し ます。

CTRL+I [InstallScript] ビ ューに表示されているスク リ プ ト の挿入ポイ ン ト で、 関数の呼び

出し を追加できる関数ウ ィ ザー ド を開きます。

ALT+K 現在挿入ポイ ン ト が置かれているスク リ プ ト 行で、 ブ ッ クマークの追加と削除操

作が切り替わり ます。

CTRL+K 次のブ ッ クマーク を含むスク リ プ ト 行に移動し ます。

CTRL+SHIFT+K 前のブ ッ クマーク を含むスク リ プ ト 行に移動し ます。

テーブル 1-8 • スク リ プ ト  エデ ィ ターのキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト  ( 続き )

キーボー ド  シ ョ ー ト カ ッ ト 説明
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通常、 Settings.xml フ ァ イルの変更は推奨されません。 ただし、 あるケースでは、 このフ ァ イルでの変更が必要に

なる場合があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 Settings.xml の変更が必要にある場合のシナ リ オがい く つか説明され

ています :

• デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する

• Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベルを構成する

• .cab フ ァ イルの最大サイズを構成する

• Standalone Build のポータ ブル実行可能フ ァ イルの一覧を変更する

• XML エン コー ド オプシ ョ ンのサポー ト を追加する

• すべての仮想パッ ケージをビルド する場所を指定する

注意 • Settings.xml フ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、

InstallShield が正し く 動作し な く なる こ とがあり ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

リ リースのデジ タル署名情報を指定する と、 InstallShield はビルド中に、 VeriSign のサーバー (http://

timestamp.verisign.com/scripts/timstamp.dll) をデフ ォル ト のタ イムス タ ンプ サーバーと し て使用し ます。

InstallShield には、 そのデフ ォル ト  サーバーを異なる タ イム ス タ ンプ サーバーに変更できるマシン全体の設定が

あ り ます。 この設定を使って、 タ イムス タ ンプを無効にする こ と もできます。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを構成するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409
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• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <DigitalSignature> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<DigitalSignature Timestamp="http://timestamp.verisign.com/scripts/timstamp.dll"/>

6. 別のタ イムス タ ンプ サーバーでオーバーラ イ ド するには、 Timestamp 属性の値を適切な URL に設定し ます。

タ イムス タ ンプを無効にするには、 Timestamp  属性の値を空白にし ます :

<DigitalSignature Timestamp=""/>

メ モ • タ イムス タ ンプを無効にする と、 デジ タル署名の有効期間に影響し ます。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

デジ タル署名情報を含むリ リースをビルド するたびに、 構成された設定に基づいて InstallShield によ って タ イムス

タ ンプが設定されます。

ヒ ン ト • Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 Standalone Build と共にイ ンス ト ールされている 

Settings.xml フ ァ イルを更新し ます。 Settings.xml は、 使用し ている InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの

場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411

Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルの圧
縮レベルを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

この情報は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられている フ ァ イルのみが .cab フ ァ イルに圧縮される カス タム圧

縮には適用し ません。

InstallShield には、 ビルド時に Setup.exe フ ァ イルと ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルに使用する

圧縮レベルを指定する こ とができる設定が含まれています ( マシン全体に適用されます )。 以下は、 Setup.exe フ ァ

イルと ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームする こ とができる フ ァ イルの例です :
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• すべての製品フ ァ イル ( すべてのフ ァ イルが Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーに圧縮される リ リースの場合

)

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある InstallShield 前提条件イ ンス ト ール

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある .NET Framework イ ンス ト ール

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある Windows Installer イ ンス ト ール

InstallShield では、 フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルまたは ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされる と き、 圧縮から

除外する フ ァ イルを指定する こ とができます ( ワイルド カー ド文字の使用可 )。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク ス ト リームされたフ ァ イルの圧縮設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <StreamCompression> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<StreamCompression exclude="*.CAB" compressionlevel="-1"/>

6. フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルまたは ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされる と き、 特定のフ ァ イルまたは

フ ァ イル種類を圧縮から除外する場合、 除外属性の値を これらのフ ァ イルの名前に設定し ます。 次の事項に

注意し て く だ さい。

• 複数のフ ァ イルを指定する場合、 各フ ァ イル名を カ ンマで区切り ます。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

たと えば、 .cab フ ァ イル、 .exe フ ァ イル、 および test.txt とい う名前のフ ァ イルを圧縮から除外するよ う に指

定する場合、 除外属性の値を次のよ う に設定し ます :

<StreamCompression exclude="*.CAB,*EXE,test.txt" compressionlevel="-1"/>

.cab フ ァ イルは圧縮フ ァ イルであるため、 デフ ォル ト の値は *.CAB に設定されています。

7. 以下のいずれかを実行し ます。

• 圧縮フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イルを展開するために必要な時間のバラ ンスを考慮に入れた

圧縮レベルを使用する場合、 compressionlevel 属性の値を -1 に設定し ます。 これがデフ ォル ト の値です。
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• 特定の圧縮レベルを指定する場合、 compressionlevel 属性の値に 0 から 9 の間の数値を指定し ます。 0 は

圧縮な し を意味し、 9 が最大圧縮を意味し ます。

一般的に、 0 から 9 の値を指定し た場合、 指定し た値が大きいほど、 圧縮されたフ ァ イルのサイズは小

さ く な り、 実行時にフ ァ イルを展開する と きの時間が長 く な り ます。

8. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

9. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン プロジ ェ ク ト  タ イプの 1 つに圧縮された リ リースをビルド し たと き、 構成し た設定に従って、

フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルと ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされます。

ヒ ン ト • Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 Standalone Build と共にイ ンス ト ールされている 

Settings.xml フ ァ イルを更新し ます。 Settings.xml は、 使用し ている InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの

場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411

 .cab フ ァ イルの最大サイズを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

また、 この機能は、 すべてのフ ァ イルが単一フ ァ イルの .msi パッ ケージまたは Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーに埋め込まれている圧縮済みネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リースをビルド し ている場合のみ適用し ます。

この情報は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられている フ ァ イルのみが .cab フ ァ イルに圧縮される カス タム圧

縮には適用し ません。

.cab フ ァ イルには、 い く つかの制限事項があ り ます。 たと えば、 単一 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB に設定

されています。 また、 サイズの大きい .cab フ ァ イルを署名し よ う し た と き、 およびサイズの大きい署名済み .cab 

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し よ う と し た と きに ト ラ ブルが生じ た経験があるユーザーもいるかも しれません。

これらの制限事項を回避するため、 InstallShield では、 圧縮ネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リースに対し てビルド される

各 .cab フ ァ イルの最大サイズを指定する こ とができます ( 設定はマシン全体に適用されます )。 InstallShield で、

リ リースの .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 構成し た .cab フ ァ イルのし きい値に達する と、 データが 2 つ以上

の .cab フ ァ イルに分割され、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。 InstallShield でマルチパー ト  .cab 

フ ァ イルを作成し ない場合、 単一の .cab フ ァ イルにデータ を格納するよ う に構成できます。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。
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タ スク InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成するかど うか、 また .cab フ ァ イルの最大サイズを指定する場合、

以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <CompressedNetworkCABSize> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<CompressedNetworkCABSize default="600"/>

6. 以下のいずれかを実行し ます。

• .cab フ ァ イルの最大サイズを設定する場合、 デフ ォル ト 属性の値と し てサイズを MB で入力し ます。 上

記の例では、 最大サイズは 600 に設定されています。 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB (2048 MB) に設

定されているため、 値は 2048 以下でなければな り ません。

デフ ォル ト 値は 600 です。

• InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し ない場合、 デフ ォル ト 属性の値を -1 に設定し ます。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン プロジ ェ ク ト  タ イプの 1 つに圧縮されたネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リースをビルド し た と き、

Settings.xml フ ァ イルで構成し た要件に従って、 .cab フ ァ イルが作成されます。 Settings.xml フ ァ イルで指定し た値

に応じ て、 .cab フ ァ イルが .msi パッ ケージの Media テーブルに表示されます。

ヒ ン ト • Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 Standalone Build と共にイ ンス ト ールされている 

Settings.xml フ ァ イルを更新し ます。 Settings.xml は、 使用し ている InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの

場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411
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Standalone Build のポータ ブル実行可能フ ァ イルの一覧を
変更する

InstallShield にある [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブで、 InstallShield でポータ ブル

実行可能 (PE) フ ァ イルと見なすフ ァ イル拡張子を変更する こ とができます。 InstallShield は、 この一覧を使って、

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を、 コ ンポーネン ト 作成時のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに沿って

ど う作成するかを判別し ます。

Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスは使用できません。 た

だし、 Standalone Build が PE フ ァ イルと見なすフ ァ イル拡張子の一覧を変更する場合、 InstallShield Standalone 

Build Program Files フ ォルダーのサブフ ォルダーにイ ンス ト ールされている フ ァ イルの 1 つを変更する こ とはでき

ます。 以下は、 その手順の説明です。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク Standalone Build が PE フ ァ イルと見なすフ ァ イル拡張子の一覧を変更するには、 以下の手順に従います :

1. Standalone Build を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. PEFileExtensions 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<PEFileExtensions default="EXE|DLL|OCX|VXD|CHM|HLB|TLB|AX">

6. 必要に応じ て、 デフ ォル ト 属性のフ ァ イル拡張子の一覧に変更を加えます。 各フ ァ イル拡張子は垂直バー (|) 

で区切られています。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

次回 Standalone Build を使用する と き、 フ ァ イル拡張子の更新された一覧が使用されます。
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XML エン コー ド オプシ ョ ンのサポー ト を追加する
InstallShield では、 XML フ ァ イルに使用するエン コー ドの種類を指定する こ とができます。 この設定は、 [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューで XML フ ァ イルを選択し た と き [ 詳細 ] タ ブで表示されます。 使用するエン コー ドの種

類が提供されているエン コー ド オプシ ョ ンの一覧にない場合、 IInstallShield Program Files フ ォルダーのサブ フ ォル

ダーにイ ンス ト ールされている フ ァ イルの 1 つを変更し て、 追加のオプシ ョ ンに追加する こ とができます。

MSXML でサポー ト されているエン コー ドはすべて追加する こ とができます。 以下は、 その手順の説明です。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 詳細 ] タ ブで追加のエン コー ド オプシ ョ ンを [ エン コー ド ] 一覧に追加するに

は、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \System\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \System\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. ISXML 要素と その子要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<ISXML>

<Encodings>

<Encoding>WINDOWS-1250</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1251</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1252</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1253</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1254</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1255</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1256</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1257</Encoding>

<Encoding>WINDOWS-1258</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-1</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-2</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-3</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-4</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-5</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-6</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-7</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-8</Encoding>

<Encoding>ISO-8859-9</Encoding>

<Encoding>US-ASCII</Encoding>

<Encoding>UNICODE-1-1-UTF-8</Encoding>

<Encoding>UNICODE-2-0-UTF-16</Encoding>
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<Encoding>UNICODE-2-0-UTF-8</Encoding> 

<Encoding>ISO-10646-UCS-2</Encoding>

<Encoding>UCS-4</Encoding>

<Encoding>UCS-2</Encoding>

<Encoding>UTF-16</Encoding> 

<Encoding Default="true">UTF-8</Encoding> 

</Encodings>

</ISXML>

6. 始めと終わりの Encodings タグの間に、 次のよ う な新しい行を追加し ます :

<Encoding>Type_of_Encoding</Encoding>

 Type_of_Encoding がある箇所は、 使用可能にするエン コー ド を示し ます。 こ こには、 InstallShield で XML 文書の

エン コー ド属性に使用する値が入り ます。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <ISXML> 要素、 および <Encodings> 要素は縮

小、 展開が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

次回 InstallShield で [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを開いた と き、 使用可能なオプシ ョ ンの 1 つと し て追加し たエ

ン コー ドの種類が [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブで [ 新しいフ ァ イルに使用す

るエン コー ド ] 一覧に表示されます。

すべての仮想パッ ケージをビルド する場所を指定する

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition には、 仮想化サポー ト が含まれています。

InstallShield が .msi パッ ケージを変換する と き、 デフ ォル ト で、 その .msi フ ァ イルが含まれる フ ォルダーのサブ

フ ォルダーに仮想パッ ケージを保存し ます。 場合によ って、 すべての仮想パッ ケージを生成する別の場所を指定

し たい場合が想定されます。 た と えば、 変換する .msi パッ ケージが読み取り専用の場所にある場合、 デフ ォル ト

の仮想パッ ケージの場所を既存の書き込み可能な場所でオーバーラ イ ド する必要があり ます。

InstallShield には、 すべての仮想パッ ケージをビルド する既存の書き込み可能な場所を指定できる、 マシン全体に

適用される設定が含まれています。 このグローバル設定を構成する方法は、 以下の通り です。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があ り ま

す。 このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正

し く 動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク すべての仮想パッ ケージをビルド する場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し てい

る InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \System\0409
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• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \System\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <Virtualization> 要素と その子要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<Virtualization>

<!-- Instructions on how to specify a global path -->

<GlobalBuildRedirectFolder></GlobalBuildRedirectFolder>

</Virtualization>

6. <GlobalBuildRedirectFolder> 要素のテキス ト  コ ンテンツ と し てグローバル パスを入力し ます。 た と えば、

\\NetworkFolder\VirtualPackages のサブフ ォルダーに仮想パッ ケージを作成するには、 次を使用し ます :

<GlobalBuildRedirectFolder>\\NetworkFolder\VirtualPackages</GlobalBuildRedirectFolder>

パスは既存のパスでな く てはな り ません。 パスを引用符で囲まないで く だ さい。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Virtualization> 要素は縮小、 展開が可能です。

これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

InstallShield で .msi パッ ケージを仮想パッ ケージに変換する と きは常に、 指定されたパスが使用されます。

リ リースの配布用の仮想マシン設定を共有する

エデ ィ シ ョ ン • 仮想マシンへのリ リース配布機能は、 InstallShield Premier Edition でご利用いただけます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ールのビルドが成功するたびに InstallShield が仮想マシン (VM) を指定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻し、 VM の

電源をオンにし てイ ンス ト ールを VM にコ ピーし、 テス ト が可能な状態と なるよ う にプロジ ェ ク ト 内のリ リース

を構成できます。 また、 これらのテス ト 準備を必要な と きにオンデマン ド で行う こ と もできます。

[ リ リース ] ビ ューで選択されている リ リースの [ イベン ト ] タ ブにある " 構成 " 設定を使用し て VM の詳細を構

成する と、 InstallShield によ って 指定されたデータが VMConfigurations.xml とい う名前のフ ァ イルに書き込まれま

す。 この VMConfigurations.xml フ ァ イルは、 マシン全体に適用する フ ァ イルで、 一度構成を行う と他の InstallShield 

プロジ ェ ク ト でも使用できます。 また、 他のチームメ ンバーと共有する こ と も可能です。 また、 このフ ァ イルを 

Standalone Build で使用する こ と も可能です。

このグローバル フ ァ イルを共有可能にする方法は、 以下の通り です :
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タ スク カス タ マイズ済みの VM 構成設定フ ァ イルを、 InstallShield または ス タ ン ト アロン ビルドがイ ンス ト ールされてい

る別のマシン と共有するには、 以下の手順に従います :

1. 開発マシン上で、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つのリ リースの VM 設定を構成し ます。 詳し く は、 「ビルド時またはオ

ンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンにリ リースを配布する」 をご覧 く だ さい。

2. InstallShield を閉じ ます。

3. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている VMConfigurations.xml フ ァ イルを見つけて、 別のマシンにこれを コ

ピーし ます。 VMConfigurations.xml は、 使用し ている InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ン

ス ト ールされています :

• 英語 — InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

4. 元のバージ ョ ンに復元する必要がある場合を想定し て、 別のマシン上の VMConfigurations.xml のバッ クア ッ プ 

コ ピーを作成し ておき、 使用中の開発マシンからのバージ ョ ンを使って、 イ ンス ト ール済みのバージ ョ ンを

上書き し ます。

Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 Standalone Build と共にイ ンス ト ールされている 

VMConfigurations.xml フ ァ イルを更新し ます。 VMConfigurations.xml は、 使用し ている InstallShield の言語に応

じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 — Standalone Build Program Files フ ォルダー \Support\0411

ヒ ン ト • テキス ト  エデ ィ ターを使って XML フ ァ イルを手動で変更する場合、 XML コー ドが正し く 作成されている

こ と を確認し て く だ さい。 そ う でない場合、 InstallShield で問題が発生する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、

イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで VMConfigurations.xml フ ァ イルを開いて、 不適切に書かれた XML コー ド を確

認する こ とができます。 <VMConfigurations> 要素は折り たたみ / 展開が可能です。 それが不可能な場合、 コー ド に

エラーが無いか確認し て く だ さい。

以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグ
レー ド する

InstallShield 2016 を使い始める と き、 以前のバージ ョ ンまたは別の InstallShield 製品を使って作成し たイ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する こ とができます。 このセクシ ョ ンでは、 これらのア ッ プグレー ド について

説明し ます。

• InstallShield 2014 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2013 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2012 Spring 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2012 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2011 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する
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• InstallShield 2010 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 2008 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 以前からア ッ プグレー ド する

• InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield 2014 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2014 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2014 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば 0.775 (.ism プロジ ェ ク ト の場合 ) または .2014 (.issuite プロジ ェ ク ト の場合 ) とい う フ ァ イル拡張

子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロ

ジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から 0.775 または .2014 を取り除いて く ださい。

InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

InstallShield 2014 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および InstallShield Developer 8 以

前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド できます。

InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2016 にア ッ プグ

レー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

ターゲッ ト  システムと し てサポー ト されている Windows のバージ ョ ン リ ス ト に関す
る変更

今回よ り、 Windows XP SP3 および Windows Server 2003 SP2 が、 InstallShield で作成されたイ ンス ト ールを実行す

る ターゲッ ト  システムで必要な Windows の最低バージ ョ ンです。 これはすべてのプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ま

す。

.spc および .pvk フ ァ イルを使ったデジ タル署名サポー ト の削除

InstallShield で、 ビルド時に .spc および .pvk フ ァ イルにデジ タル署名を行うサポー ト は、 今後使用できません。

InstallShield 2014 以前で、 リ リースまたはパッ チに .spc および .pvk フ ァ イルを使って実行時にデジ タル署名を行

う よ う に構成済みで、 そのプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 で開こ う とする と、 ア ッ プグレー ド警告 -6048 ( リ

リース )、 -6049 ( パッ チ )、 または -6050 (QuickPatch プロジ ェ ク ト ) が表示されます。 この警告は、 ア ッ プグレー

ド中に InstallShield によ って .pvk フ ァ イルおよび関連パスワー ドがプロジ ェ ク ト から削除される こ と を説明し ま

す。
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InstallShield 2016 で リ リースまたはパッ チを正し く ビルド するためには、 そのリ リースまたはパッ チ構成から .spc 

の参照を削除する必要があ り ます。 これを、 .pfx 証明書または証明書ス ト アにある証明書への参照と入れ換える こ

とができます。 詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う

• パッ チ パッ ケージに署名する

• QuickPatch パッ ケージに署名する

.spc の参照を削除せずにリ リースまたはパッ チのビルド を試みる と、 .spc フ ァ イルの削除が必要である こ と を通

知するビルド エラー -7347 が表示されます。

.spc フ ァ イルおよび .pvk フ ァ イルを .pfx フ ァ イルに変換する方法については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を

参照し て く ださい。

デジ タル署名サポー ト におけるオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの変更

ISWiRelease オブジ ェ ク ト は、 今回よ り、 次の読み書きプロパテ ィ をサポー ト し ません :

• CorrespondingPrivateKey

• SoftwarePublishingCredentials

これらのプロパテ ィ を呼び出すと、 エラーが発生し ます。 これらのプロパテ ィ は、 読み書き文字列プロパテ ィ  

DigitalCertificateInfo に置き換えられています。

詳細については、 「ISWiRelease オブジ ェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

InstallShield イ ンス ト ールからの SignTool.exe および Signcode.exe の削除

InstallShield を イ ンス ト ールし た と き、 今回よ り SignTool.exe および Signcode.exe は開発マシンにイ ンス ト ールさ

れません。 手動でフ ァ イルにデジ タル署名を行う場合、 SignTool.exe の使用を考慮し て く ださい。 SignTool.exe は、

Microsoft Windows Software Development Kit (SDK) に含まれていて、 Visual Studio と共にイ ンス ト ールされます。

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ールにおける PowerShell サ
ポー ト の変更

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ールの PowerShell カス タム アクシ ョ ン サポー ト が改訂

されま し た。 サポー ト は Windows Installer プロパテ ィ  IS_PS_EXECUTIONPOLICY を使って、 ターゲッ ト  システム上

で PowerShell カス タム アクシ ョ ンを実行するのに使用する PowerShell 実行ポリ シーの名前を示すこ とがな く な り

ま し た。 実行時にこのプロパテ ィ を設定し ても、 イ ンス ト ールに何ら影響はあり ません。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における .msi パッ
ケージのデフ ォル ト の対象条件の変更点

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内の共有パッ ケージをサポー ト できるよ う に、

InstallShield では以前必要だった .msi パッ ケージに対する MSI パッ ケージの対象条件が不要と な り ま し た。 今回よ

り、 プラ ッ ト フ ォームなどの実行時環境の要件を確認する .msi パッ ケージの対象条件の使用を制限できます。

InstallShield 2016 でア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に .msi パッ ケージを追加し た

と き、 デフ ォル ト でそのパッ ケージに MSI パッ ケージの対象条件が作成される こ とがな く な り ま し た。 この動作

は新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト 、 および InstallShield 2014 以前で作成し てから InstallShield 2016 にア ッ プ

グレー ド し たプロジ ェ ク ト に適用し ます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
さ らに、 .msi パッ ケージに古いデフ ォル ト の MSI パッ ケージの対象条件を含む InstallShield 2014 以前のプロジ ェ

ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 InstallShield はパッ ケージの " 対象条件 " 設定から条件の不

要な部分を削除し ます。

一部の状況では、 InstallShield 2014 以前のデフ ォル ト  MSI パッ ケージの対象条件を カス タ マイズし た場合、

InstallShield 2016 はア ッ プグレー ド中にそれを削除する こ とがあ り ますが、 そのまま残す場合もあ り ます。 実際の

ア ッ プグレー ド動作はカス タ マイズによ って異な り ます。 た と えば、 単純にプラ ッ ト フ ォーム条件を追加し た場

合、 InstallShield は条件の元の MSI パッ ケージ部分を削除し、 プラ ッ ト フ ォーム条件のみを残し ます。 ただ し、 カ

ス タ マイズが複雑な場合、 InstallShield は条件をそのまま残し ます。

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た後、 .msi パッ ケージの対象条件が予定通り に構成されている こ と を確認す

る こ とが推奨されます。

カス タ マイズされた、 または編集済みのデフ ォル ト  MSI パッ ケージの対象条件がある場合、 InstallShield はア ッ プ

グレー ド時にカス タム条件をそのまま残し ます。 .msi パッ ケージの対象条件が予定通り に構成されている こ と を

確認する こ とが推奨されます。

以前、 .msi パッ ケージの " 対象条件 " 設定のデフ ォル ト の MSI パッ ケージ条件は、 パッ ケージの独自の製品コー

ド と製品バージ ョ ンのプレースホルダーと し て、 条件の " 製品コー ド " および " 製品バージ ョ ン " 設定にアステ

リ スク (*) を使用し ま し た。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン
ターフ ェ イスで使用されているアンパサン ドの解釈に関する変更

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの特定の領域で、

アンパサン ドの解釈が更新されま し た。

新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト の場合、 ならびに InstallShield 2014 以前で作成し たプロジ ェ ク ト を 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 イ ンス ト ールでウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの次の任意の領域でア

ンパサン ド (&) を使用する と、 今回よ り、 イ ンス ト ールはアンパサン ド を リ テ ラル文字と し て表示し ます。 以前は

アンパサン ドがキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の先頭の文字と し て解釈されま し た。 この変更はまた、 これらの文字

列にアンパサン ド を含む値に解決するプロパテ ィ が含まれている場合にも適用し ます。

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのヘ ッ ダー領域にある文字列 — これは [ ウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イス ] ビ ューでウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの " タ イ ト ル " 設定で構成されます。

• ウ ィ ザー ド ページのキャ プシ ョ ン バー — これは [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで [ ウ ィ ザー ド 

ページ ] ノ ー ドの " ウ ィ ザー ド キャ プシ ョ ン " 設定で構成されます。

• コマン ド リ ン ク コ ン ト ロールの [ 補足説明 ] 領域  — これはウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの " メ モ " 

設定で構成されます。

• イ メ ージ コ ン ト ロールの代替テキス ト   — これはウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウにある イ メ ージ コ ン ト

ロールの " 代替テキス ト " 設定で構成されます。

さ らに、 ほとんどのラベル コ ン ト ロールでは、 今回よ り、 " ス タ イル " 設定の下にある SS_NOPREFIX サブ設定の

デフ ォル ト の選択が True と な り ま し た。 以前はデフ ォル ト で False が選択されていま し た。 このサブ設定が True 

値に設定されている こ と で、 これらのコ ン ト ロールの文字列エン ト リ に含まれるアンパサン ドが誤ってキーボー

ド シ ョ ー ト カ ッ ト と し て解釈されないよ う にし、 コ ン ト ロールの文字列に含まれるアンパサン ド をウ ィ ザー ド イ

ン ターフ ェ イスのアンパサン ド と し て正確に表示し ます。

これらの SS_NOPREFIX の変更は、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト で使用可能なビル ト イ ン デフ ォル ト およ

び定義済みのウ ィ ザー ド ページ とウ ィ ン ド ウに適用し ます。 InstallShield 2014 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 

2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 SS_NOPREFIX 設定は標準のビル ト イ ン デフ ォル ト  ウ ィ ザー ド ページ とウ ィ ン
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
ド ウへ自動的に変更されます。 ただし、 これらのプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と き、 定

義済みウ ィ ザー ド ページを含むカス タムウ ィ ザー ド ページ とウ ィ ン ド ウは自動的に変更されません。 これらのア

ンパサン ドの解釈を変更する場合、 手動で変更を行なって く だ さい。

以前は、 単一のアンパサン ド を表示する代わり に、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの前述の領域でアンパサン ドが

誤ってキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を指定し た問題を回避するために、 単一のアンパサン ドの場所にエスケープ ア

ンパサン ド (&&) を使用する こ とができま し た。 しかし、 これらのワークアラウン ド を 1 つ以上含むプロジ ェ ク ト

を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 エスケープ アンパサン ドが 2 つのアンパサン ド を表示する こ と

にな り ます。 このため、 プロジ ェ ク ト 内のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおけるアンパサン ドの使用を確認し て、

必要に応じ て変更を行な う必要があ り ます。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおけるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の指定と アンパサン ド (&) の

使用」 を参照し て く だ さい。

Trialware サポー ト

InstallShield は今後、 Try and Buy/ プロダク ト  アク テ ィ ベーシ ョ ン タ イプの Trialware を作成するためのサポー ト

を含みません。 今後、 Trialware ビ ューは InstallShield に含まれていません。

InstallShield 2013 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2013 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2013 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば 0.774 (.ism プロジ ェ ク ト の場合 ) または .2013 (.issuite プロジ ェ ク ト の場合 ) とい う フ ァ イル拡張

子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロ

ジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から 0.774 または .2013 を取り除いて く ださい。

InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

InstallShield 2013 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および InstallShield Developer 8 以

前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド できます。

InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2016 にア ッ プグ

レー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

InstallShield 2012 Spring 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグ
レー ド する

以下は、 InstallShield 2012 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2012 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば 0.773 (.ism プロジ ェ ク ト の場合 ) または .2012.4 (.issuite プロジ ェ ク ト の場合 ) とい う フ ァ イル拡張

子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロ

ジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から 0.773 または .2012.4 を取り除いて く だ さい。

InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

InstallShield 2012 Spring 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および InstallShield 

Developer 8 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド

できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2016 に

ア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

ターゲ ッ ト  システムの要件における変更

InstallShield は、 今後 Windows 2000 システム用のイ ンス ト ール作成をサポー ト し ません。 Windows 2000 が搭載され

ているマシン上で、 エン ド ユーザーが InstallShield  2013 でビルド されたイ ンス ト ールを実行し よ う とする と、 イ

ンス ト ールが正常に実行する場合があ り ますが、 プロジ ェ ク ト にエン ド ユーザーがレガシー オペレーテ ィ ング 

システム上でイ ンス ト ールを実行し ないよ う に防ぐ起動条件を含まない限り、 予期し ない結果が起こ る可能性が

あ り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 エン ド ユーザーが Windows 2000 ステム上で

イ ンス ト ールを実行する と メ ッ セージを表示する起動条件を含める こ とができます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で

は、 Windows 2000 システムを確認し て、 適切な場合に メ ッ セージを表示する SYSINFO 構造変数を使用する 

InstallScript コー ド を追加する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 今回よ り Windows XP SP3 または Windows 

Server 2003 SP2 以降が必要です。

InstallShield は、 今後 モバイル デバイス用のイ ンス ト ール作成をサポー ト し ません。 し たがって、 [ モバイル デバ

イス ] ビ ュー、 スマー ト  デバイス プロジ ェ ク ト  タ イプ、 Palm OS オブジ ェ ク ト 、 および Windows Mobile オブジ ェ

ク ト は今後 InstallShield に含まれません。 スマー ト  デバイス プロジ ェ ク ト を InstallShield 2012 Spring Express 

Edition 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し よ う とする と、 がエラー メ ッ セージを表示し て、 プロジ ェ

ク ト を開 く こ とができません。 InstallShield 2012 Spring Express Edition 以前から InstallShield 2016 にプロジ ェ ク ト

をア ッ プグレー ド し て、 プロジ ェ ク ト がデスク ト ッ プ プラ ッ ト フ ォームを ターゲッ ト と し、 モバイル デバイス 

サポー ト を含む場合、 InstallShield はア ッ プグレー ド中にモバイル デバイス サポー ト を削除し て警告をログ記録し

ます。

InstallShield を実行するシステムの要件に関する変更

InstallShield、 Standalone Build、 および InstallShield Developer Installation Manifest (DIM) Editor を実行するオペレー

テ ィ ング システムの最小要件は、 今回よ り、 Windows XP SP3 または Windows Server 2003 SP2  です。 以前、 オペ

レーテ ィ ング システムの最小要件は、 これらのオペレーテ ィ ング システムのどち らかの RTM バージ ョ ンで し た。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
仮想化パッ クの変更

仮想化パッ クは InstallShield Premier Edition のス タ ン ド アロン バージ ョ ンの一部と し て提供されています。

InstallShield Professional Edition では、 今後 ア ド オン と し て提供されません。

Repackager プロジ ェ ク ト 変換ツールが含まれな く な り ま し た

Repackager は今後、 InstallShield Premier Edition には含まれません。 Repackager は、 今回よ り AdminStudio でのみ

使用する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) における SML ス
キーマの変更

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) は XML ベースのフ ァ イルで

す。 InstallShield 2016 では、 フ ァ イルのユーザー イ ン ターフ ェ イス部分の基になる XML スキーマが大幅に変更さ

れています。 多 く の属性が子要素に移動し ています。 条件、 アクシ ョ ン、 および検証が根本的に異な り ます。 属

性文字列の代わり に要素コ レ クシ ョ ンが使用されています。 新しいスキーマは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン

ターフ ェ イスに構成されている内容が、 よ り明示的です。

InstallShield 2016 で新しいア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を作成する と、

InstallShield は自動的に .issuite フ ァ イルに新しい XML スキーマを使用し ます。 InstallShield 2012 Spring 以前から 

InstallShield 2016 にプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する と、 InstallShield が自動的に XML スキーマを更新し ます。

ビル ト イ ン DLL カス タム ア ク シ ョ ンの新しい定義済みパス変数

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト に 2 つの新しい定義済みパス変数 (ISRedistPlatformDependentFolder および 

ISRedistPlatformDependentExpressFolder) を含みます。 これらのフ ォルダーのデフ ォル ト 値は、 ビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンが格納されている、 InstallShield Program Files フ ォル

ダー \Redist フ ォルダー内のサブ フ ォルダーを参照し ます。 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を作成するか、

InstallShield 2012 Spring 以降のプロジ ェ ク ト を  にア ッ プグレー ド する と、 InstallShield は自動的にこれらの 2 つの

定義済みパス変数をプロジ ェ ク ト に含みます。 また、 InstallShield はビル ト イ ン InstallShield DLL カス タム アク

シ ョ ンのソース場所といったパスにこれらのパス変数を使います。 これはア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト だ

けでな く 、 新しいプロジ ェ ク ト にも適用し ます。 以前、 InstallShield は DLL フ ァ イルの保存場所と し て、

<ISProductFolder>\Redist\Language Independent\i386 または <ISProductFolder>\Redist\Language Independent\i386 

Express のどち らかのフ ォルダーを使用し ま し た。 この変更は、 情報提供を目的と し て報告されています。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの変更

InstallShield または Standalone Build のオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスまたは Standalone Build を使用する場

合、 既存のコー ド を更新し て、 新しい ProgID (IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject) を反映させて く だ

さい。 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 InstallShield と同じ ISWiAutomationAutomation 

Interface Version.dll フ ァ イルが使用されるよ う にな り ま し たが、 イ ンス ト ールされる場所は異な り ます。

Standalone Build を InstallShield と同じ マシンにイ ンス ト ールする場合、 最後に登録された 

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルが使用されますので注意し て く だ さい。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。
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スイー ト / ア ド バンス ト  UI およびア ド バンス ト  UI ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの デフ ォル ト  ウ ィ
ザー ド フ ォーマ ッ ト の変更

InstallShield 2016 で新しいスイー ト / ア ド バンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を作成し た場合、 "

ウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト " 設定のデフ ォル ト 値は新しいオプシ ョ ンの [Glass] です。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

またはア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し

た場合、 " ウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト " 設定の値は変更されません。 その場合、 以前のバージ ョ ンの InstallShield で

選択された値が保持されます。

プロジ ェ ク ト で、 適切な場合に異なるウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト を使用するよ う に構成する こ とができます。 その

場合、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を選択し た と きに [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューに表示される " ウ ィ

ザー ド フ ォーマ ッ ト " 設定の値を変更し ます。

詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのフ ォーマ ッ ト を選択する」 を参照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのナビゲーシ ョ ン ボタ ン テキス ト の
フ ォ ン ト 色の変更

一部の状況下で、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2012 Spring 以前

から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 テキス ト とボタ ンの色のコ ン ト ラス ト が不十分なために、 ナビ

ゲーシ ョ ン ボタ ンのテキス ト が判読不可能な場合があ り ます。 これは、 ナビゲーシ ョ ン ボタ ン テキス ト に使用

するテキス ト  ス タ イルに薄いフ ォ ン ト 色が指定されていて、 ターゲッ ト  システムではウ ィ ン ド ウのボタ ンに薄い

色の使用が構成されている場合に発生し ます。

InstallShield 2016 よ り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 ナビゲーシ ョ ン ボ

タ ンに使用されているテキス ト のテキス ト  ス タ イルに指定されている フ ォ ン ト 色が考慮されます。 し たがって、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し たと き、

ナビゲーシ ョ ン ボタ ン テキス ト に使用するテキス ト  ス タ イルの色を調整する必要があるかも しれません。 その

場合、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を ク リ ッ ク し てから、 " ナビゲー

シ ョ ン テキス ト  ス タ イル " 設定に選択されているテキス ト  ス タ イルを確認し ます。 次に、 同じ ビ ューの [ ス タ イ

ル ] ノ ー ドの下にあるテキス ト  ス タ イルで、 必要に応じ てその設定を調整し ます。

InstallShield 2012 Spring 以前の場合、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ナビ

ゲーシ ョ ン ボタ ン テキス ト のテキス ト  ス タ イルの色が無視されま し た。 実行時に、 イ ンス ト ールは Windows が

ナビゲーシ ョ ン ボタ ンに使用し た色 ( 通常は黒 ) を フ ォ ン ト 色に使用し ま し た。

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ のサポー ト

InstallShield の [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の Windows シ ェル プロパテ ィ を設定するためのビ

ル ト イ ン サポー ト が提供されています :

• "Windows 8 ス ター ト 画面にピン留めする " 設定は、 次の GUID およびプロパテ ィ  ID の組み合わせを使って、

System.AppUserModel.StartPinOption プロパテ ィ を設定し ます。

9F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3, 12

• " シ ェル プロパテ ィ " 設定の [ ピン留めを し ない ] オプシ ョ ンは、 次の GUID およびプロパテ ィ  ID の組み合

わせを使って、 System.AppUserModel.PreventPinning プロパテ ィ を設定し ます。

9F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3, 9

• " シ ェル プロパテ ィ " 設定の [ 新規と し て強調表示し ない ] オプシ ョ ンは、 次の GUID およびプロパテ ィ  ID 

の組み合わせを使って、 System.AppUserModel.ExcludeFromShowInNewInstall プロパテ ィ を設定し ます。

9F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3, 8
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これらのプロパテ ィ をサポー ト し ないバージ ョ ンの Windows 上で実行されるパッ ケージに、 (GUID と プロパテ ィ  

ID の代わり に ) これらのプロパテ ィ 名が 1 つ以上あったと き、 Windows Insataller はエラーを生成する こ とがあり

ます。

InstallShield 2012 Spring 以前で " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使ってシ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を構成し、

プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016  にア ッ プグレー ド し た場合、 プロパテ ィ 名は適切な GUID と プロパテ ィ  ID の組

み合わせに自動的に置換されません。 GUID と プロパテ ィ  ID の組み合わせに素早 く 切り替えるには、 プロジ ェ ク

ト をア ッ プグレー ド し た後に [ シ ェル プロパテ ィ ] ビ ューで古い構成を削除し てから、 新しいサポー ト を使って

これらのプロパテ ィ の 1 つ以上を構成する こ と を考慮し て く だ さい。 その他、 適切な GUID と プロパテ ィ  ID を

使ってエン ト リ を手動でオーバーラ イ ド する こ と もできます。 InstallShield のビル ト イ ン サポー ト については、 「 

シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定する」 を参照し て く ださい。

このサポー ト は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベー

ス、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

InstallShield 2012 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2012 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2012 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば 0.772 (.ism プロジ ェ ク ト の場合 ) または .2012 (.issuite プロジ ェ ク ト の場合 ) とい う フ ァ イル拡張

子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロ

ジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から 0.772 または .2012 を取り除いて く ださい。

InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

InstallShield 2012 以前、 InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および 

InstallShield Developer 8 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ

プグレー ド できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

ターゲ ッ ト  システムで以前とバージ ョ ンまたは同一バージ ョ ンのスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス
ト ールを起動し た と きの新しいデフ ォル ト 動作

デフ ォル ト で、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 それぞれ、 2 つの " イ ンス

ト ール済みスイー ト " 条件が含まれています。
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• 新しいイ ンス ト ール済みスイー ト の終了条件は、 エン ド ユーザーが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールの現在のバージ ョ ンによ って、 同じ ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールの将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされるのを防ぎます。

• 新しい " イ ンス ト ール済みスイー ト " の終了条件によ って、 エン ド ユーザーが、 新しいバージ ョ ンのア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを、 以前のバージ ョ ンのア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの上から上書き イ ンス ト ールし た と き、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ール モー ド で実行されます。

これらの新しいデフ ォル ト 条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。 InstallShield 2012 

スイー ト  プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 これらのデフ ォル ト 条件は自動的にプロ

ジ ェ ク ト に追加されます。 これらの条件に関する詳しい情報は、 「特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを判別する」 をご覧 く だ さい。

以前、 エン ド ユーザーが特定のバージ ョ ンのスイー ト  イ ンス ト ールを、 新しいバージ ョ ンのスイー ト が既にイ ン

ス ト ールされている ターゲッ ト  システムでイ ンス ト ールし たと き、 古いバージ ョ ンのスイー ト によ って新しい

バージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされていま し た。 また、 エン ド ユーザーが特定のバージ ョ ンのスイー ト  イ ンス

ト ールを、 同一バージ ョ ンのスイー ト が既にイ ンス ト ールされている ターゲッ ト  システムでイ ンス ト ールし たと

き も、 古いバージ ョ ンのスイー ト が初回イ ンス ト ール モー ド で実行されていま し た。 さ らに、 エン ド ユーザーが

新しいバージ ョ ンのスイー ト  イ ンス ト ールを、 古いバージ ョ ンのスイー ト が既にイ ンス ト ールされている ター

ゲ ッ ト  システムでイ ンス ト ールし た と き、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実行されていま し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの変更

InstallShield または Standalone Build のオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスまたは Standalone Build を使用する場

合、 既存のコー ド を更新し て、 新しい ProgID (IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject) を反映させて く だ

さい。 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 InstallShield と同じ ISWiAutomationAutomation 

Interface Version.dll フ ァ イルが使用されるよ う にな り ま し たが、 イ ンス ト ールされる場所は異な り ます。

Standalone Build を InstallShield と同じ マシンにイ ンス ト ールする場合、 最後に登録された 

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルが使用されますので注意し て く だ さい。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに追加された新しいコ ンボ 
ボ ッ ク スのデフ ォル ト 動作への変更事項

InstallShield 2016 のスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスまたは 2 番目のウ ィ

ン ド ウで新しいコ ンボ ボ ッ クスを作成する場合、 そのコ ン ト ロールは、 予め定義された値を持つ ド ロ ッ プダウン 

リ ス ト を含むボ ッ クスになっています。 ボ ッ クスには、 エン ド ユーザーがカス タム値が入力できるテキス ト  ボ ッ

クスです。 以前 InstallShield 2012 で、 新しいコ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールを追加し た と き、 コ ン ト ロールに ド

ロ ッ プダウン リ ス ト が含まれていま し たが、 テキス ト ボ ッ クスは提供されていなかったため、 エン ド ユーザーは

カス タム値を入力する こ とができませんで し た。

プロジ ェ ク ト を InstallShield 2012 から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI ウ ィ

ザー ド イ ン ターフ ェ イスにコ ンボ ボ ッ クスが使用されている場合、 そのコ ンボ ボ ッ クスは、 予め定義された値

を持つ ド ロ ッ プダウン リ ス ト と し て残り ますが、 テキス ト  ボ ッ クスではあ り ません。 このコ ン ト ロールをテキス

ト  ボ ッ クスを持つ ド ロ ッ プダウン リ ス ト に変更するには、 コ ン ト ロールの CBS_DROPDOWNLIST ス タ イルを 

False に設定し ます。
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InstallShield 2011 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2011 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2011 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば .771 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以

前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から .771 を取

り除いて く ださい。 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんの

で注意し て く ださい。

InstallShield 2011 以前、 InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および 

InstallShield Developer 8 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ

プグレー ド できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

InstallScript カス タム ア ク シ ョ ンで呼び出される一部の MSI API の動作を変更する

InstallScript エンジンが MsiGetProperty などの Windows Installer API を呼び出す方法が変更されま し た。 エンジン

は今回よ り、 Windows Installer API を直接呼び出し ます。 以前は順番に Windows Installer API を呼び出すラ ッパー 

API を使用し ま し た。 この変更は、 バッ フ ァー処理とバッ フ ァー サイズに関する問題を解決するために行われま

し た。 これは、 InstallShield 2016 で作成された新しいプロジ ェ ク ト 、 および InstallShield の以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し ます。

 この変更によ って、 イ ンス ト ール ハン ドルを必要とするすべての Windows Installer API を使用する カス タム アク

シ ョ ン関数に渡される MSI イ ンス ト ール ハン ドルを使用する こ とができます。 以前、 ハン ドルは InstallScript エ

ンジンによ って管理されていたため、 Windows Installer API に直接渡すこ とはできませんで し た。

 また、 この変更によ って、 バッ フ ァー サイズの指定が必要な任意の Windows Installer API は、 正し く そのバッ

フ ァー サイズが指定されない限り失敗し ます。 0 は無効なサイズです。 コー ド内でバッ フ ァーのサイズに 0 を渡

さ ないよ う にし て く だ さい。

 Windows Installer API を呼び出す既存の InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある場合、 十分なサイズのバッ フ ァー

が指定されている こ と を確認し て く だ さい。 そ う でない場合、 予期し ないエラーが発生する可能性があり ます。

 次のサンプル コー ド では、 InstallScript で Windows Installer プロパテ ィ 値文字列の値を取得する方法、 および必要

に応じ てバッ フ ァーのサイズを増やす方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

prototype STRING MyGetProperty (HWND, STRING);

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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// MyGetProperty

//

// MSI プロパテ ィ文字列値を戻す

// パラ メーターを入力 :

// hMSIHandle: 現在実行中の MSI データベースへのハン ドル

// szPropertyName: : 取得するプロパテ ィの名前

// 出力 :

// プロパテ ィ値を含む文字列

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////

function STRING MyGetProperty (hMSIHandle, szPropertyName)

NUMBER nvBuf, nResult;

STRING szReturn;

begin

// プロパテ ィ値のサイズを取得

szReturn = "";

nResult = MsiGetProperty (hMSIHandle, szPropertyName, szReturn, nvBuf);

if (ERROR_MORE_DATA = nResult) then

nvBuf = nvBuf + 1;   // 最後のヌル文字のバッ フ ァー サイズを増加

// プロパテ ィ値を取得

nResult = MsiGetProperty (hMSIHandle, szPropertyName, szReturn, nvBuf);

if (nResult != ERROR_SUCCESS) then

szReturn = "";

endif;

endif;

return szReturn;

end;

スク リ プ ト で if ( ERROR_MORE_DATA == nResult ) then の代わり に if ( ERROR_SUCCESS == nResult ) then を使用し

た場合、 予期し ないエラーが発生する可能性があ り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルド警告 -7235

デフ ォル ト で、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 すべての基本の MSI プロジ ェ ク ト で有効になっています。 これは、

InstallShield 2016 で作成された新しいプロジ ェ ク ト 、および InstallShield の以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 

にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 必須識別タグ設定 ([ 一般情報 ] ビ ューの " 一意な ID"、 " タグ作成者 "、 " タグ作成

者 ID" 設定 ) にデータ を入力せずに リ リースをビルド する と、 そのプロジ ェ ク ト で タグ機能を有効のままにし てお

いた場合、 ビルド警告 -7235 が発生し ます。 このビルド警告では、 特定の必須タグが空白であるために、 ソ フ ト

ウ ェ ア識別タグが作成されず、 イ ンス ト ールに含まれなかったこ とが通知されます。 この警告を解決するには、 [

一般情報 ] ビ ューで、 各設定に適切な値を入力するか、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ いいえ ] 

を選択し ます。 

COM 抽出の変更

InstallShield では、 COM 抽出時に新しい監視方式をサポー ト し ます。 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows 

Server 2008 以降のシステム上で、 InstallShield を使用し ている場合、 この新しい方式がデフ ォル ト と な り ます。 こ

の方法は、 カーネル ド ラ イバーを使って、 ビルド時のダイナ ミ ッ ク COM 抽出中、 およびデザイ ン時のス タ

テ ィ ッ ク COM 抽出中に変更されたレジス ト リ領域を監視し ます。 この新しい方式は、 DLL が既存のレジス ト リ 

エン ト リ を読み込んでビルド マシンへの変更を妨げる以前の方法の利点を組み合わせたものです。
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必要な場合、 UseAPIRegistryHooks レジス ト リ値 (32 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる、 64 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる ) の値データ を

設定し て 3 つの異なる COM 抽出方式を切り替える こ とができます。 使用可能な REG_DWORD 値データ :

• 0—API フ ッ ク を使って、 既存 DLL のレジス ト リ エン ト リ を読み取り ます。

• 1— レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を使って、 ビルド マシン上の登録済み DLL への変更を防止し ます。 値を設定

し なかった場合、 これが Windows XP および Windows Server 2003 システム上でのデフ ォル ト 動作と な り ます。

• 2— 新しいカーネル モー ドの監視を使って、 2 つのメ ソ ッ ドの両方の利点を組み合わせます。 値が設定されて

いない場合、 これが Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降のシステム上でのデフ ォル ト 動作と

な り ます。

この機能は、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 および マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の文字列エン ト リ

マージ プロジ ェ ク ト で作成される各文字列 ID には、 今回よ り マージ モジュールのモジュール ID GUID が含まれ

ます。 これは、 すべての新しいマージ モジュール プロジ ェ ク ト で作成される新しい文字列 ID、 および 

InstallShield 2011 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド された既存のマージ モジュール プロジ ェ ク ト で作

成された新しい文字列 ID に適用し ます。 マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield 2011 以前から 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 既存の文字列エン ト リ にはモジュール ID GUID が追加されません。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの文字列 ID に GUID を使用する こ と で、 マージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト と マージ モジュールを含むイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で同じ文字列 ID が使用されたと き、これらの 2 

つの文字列 ID に異なる値が割り当てられた場合に起こ る競合を避ける こ とができます。

InstallShield 2010 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2010 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2010 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば .770 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以

前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から .770 を取

り除いて く ださい。 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんの

で注意し て く ださい。

InstallShield 2010 以前、 InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および 

InstallShield Developer 8 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ

プグレー ド できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。
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すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

Visual Studio 2003 以前の統合サポー ト の終了

Visual Studio 内部から直接 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成、 編集、 およびビルド するには、 Visual Studio 2005 以

降が必要です。 InstallShield を Visual Studio 2003 以前と統合する こ とはできな く な り ま し た。

InstallScript オブジ ェ ク ト が非推奨と な り ま し た

InstallScript オブジ ェ ク ト に代わって、 InstallShield 前提条件が推奨されます。 将来的な リ リースで、 InstallShield で

は InstallScript オブジ ェ ク ト を作成または使用する こ とはできません。 また、 定義済み InstallScript オブジ ェ ク ト

も提供されません。 さ らに、 マージ モジュール ホルダー オブジ ェ ク ト も使用できな く な り ます。 InstallScript オ

ブジ ェ ク ト の代わり に、 InstallShield 前提条件が推奨されます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを使って独自の 

InstallShield 前提条件を作成し て、 InstallScript オブジ ェ ク ト  テ ク ノ ロジが使用できな く なる と きに備えて く ださ

い。 これらの InstallShield 前提条件は、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および基本の MSI プロジ ェ ク ト で共有する

こ とができます。

InstallShield は Setup.exe および Update.exe の Unicode バージ ョ ンのみをビルド ( 今回よ り、 ANSI バー
ジ ョ ンは作成できません )

今回よ り、 ではすべての Setup.exe と Update.exe フ ァ イルが Unicode でビルド されます。 これは、InstallShield 2016 

で作成されるすべての基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

また、 InstallShield の以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたすべてのプロジ ェ ク ト にも

適用し ます。 このため、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを Unicode バージ ョ ンまたは ANSI バージ ョ ンのどち らでビルド

するかを指定するためのこれまでの設定は削除されま し た :

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [Setup.exe] タ ブにあった " セ ッ ト ア ッ プ ラ

ンチャの種類 " 設定が削除されま し た。

• 基本の MSI、 InstallScript MSI、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト から " ア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類 " 設定が

削除されま し た。

この設定は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー内にあるパッ チ

の構成の [ 詳細 ] タ ブで使用できま し た。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合、 この設定は [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルド設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブで

使用できま し た。

Win32 API の定義変更

InstallScript エンジンに Unicode サポー ト が追加されたため、 InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル ISRTWindows.h でプロ

ト タ イプ化される Win32 API 関数が更新されま し た。 適切な場合、 既存の ANSI (A) 定義のほかに、 API プロ ト タ イ

プのワイ ド (W) バージ ョ ンが追加されています。 一部のプロ ト タ イプでは、 A または W バージ ョ ンが指定されて

いません。 その場合、 エンジンは W バージ ョ ンを使用し よ う と し ます。 以前は A バージ ョ ンが使用されま し た。

InstallShield 2010 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する場合、 これらの新しいプロ ト タ イ

プが、 同じ API のユーザー定義のプロ ト タ イプ と競合する可能性があ り ます。 可能な限り、 InstallScript で提供さ

れているプロ ト タ イプを使用する こ とが推奨されます。 ただ し、 これらの Windows API に InstallScript 用に新し く

追加されたプロ ト タ イプではな く 、 独自のプロ ト タ イプを使用する場合、 プ リ プロセ ッサ定義のリ ス ト に 
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ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を追加し ます。 その場合、 [ ビルド ] メ ニューから [ 設定 ] を選択し ます。 [ コ ンパイル /

リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クスに ISINCLUDE_NO_WINAPI_H と入力し ます。 そ う し ないと、

コ ンパイル エラーが発生する可能性があ り ます。

InstallScript コー ド における Unicode サポー ト を確認

InstallScript コー ド でユーザー定義の Win32 API その他の外部 DLL プロ ト タ イプを使用する場合で、API が Unicode 

文字列入力をサポー ト するバージ ョ ンを持つと き、 プロ ト タ イプが BYVAL/BYREF WSTRING または WPOINTER を

使用するよ う に更新し ます。 また、 構造体を入力と し て受け取る コー ド内の API 関数を確認し て、 文字列または

文字列ポイ ン ター メ ンバーを含む API 関数が必要な場合に Unicode と し て適切に宣言されている こ と を確認し ま

す。

スク リ プ ト で、 現在 Win32 の A  バージ ョ ンを呼び出す場合、 W バージ ョ ンに更新し ます。

InstallScript エンジンが Unicode をサポー ト するよ う にア ッ プデー ト されたため、 InstallScript 関数 StrLength の戻

り値で、 この変更が確認できます。 その結果、 この関数への InstallScript コー ド 呼び出しに変更を加える必要があ

るかも しれません。

StrLength は、 StrLengthChars と同様に動作し ます。 これらの関数はどち ら も、 指定の文字列変数 ( つま り、 UTF-

16 エン コー ド文字列のコー ド ユニ ッ ト 数 ) で最初のヌル文字までの文字数を返し ます。 これは、 InstallShield 2016 

で作成された InstallScript プロジ ェ ク ト 、 および InstallShield の以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プ

グレー ド された InstallScript プロジ ェ ク ト すべてに適用し ます。 以前、 StrLength は指定の文字列変数で ANSI コー

ド ページのヌル文字までの文字数を返し ま し た。 StrLengthChars の動作に変更はあ り ません。

InstallScript プロジ ェ ク ト における差分リ リースのサポー ト

InstallShield 2011 以降の InstallScript プロジ ェ ク ト で作成された差分リ リースは、 その InstallScript イ ンス ト ールも 

InstallShield 2011 以降で作成されている場合にのみ製品をア ッ プデー ト できます。 InstallShield 2011 以降を使って、

以前の InstallScript イ ンス ト ールが InstallShield 2010 以前を使って作成されている製品のア ッ プデー ト を作成する

場合、 差分リ リースではな く 、 完全リ リースを作成し て く だ さい。

これは、 Unicode サポー ト が InstallShield 2011 の InstallScript エンジンに追加された新しい機能であるためです。

差分リ リースを使って、 ターゲッ ト  システム上で製品の以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト し た後、 以前のバー

ジ ョ ンのイ ンス ト ールおよび以前のラ ン タ イム エンジンを使って、 メ ンテナンス処理を行います。 InstallScript エ

ンジンの InstallShield 2010 以前のバージ ョ ンは、 Unicode 格納形式を読み取る こ とができないため、 イ ンス ト ール

は失敗し ます。

InstallScript エンジンによ ってイ ンス ト ールされた 64 ビ ッ ト  レジス ト リ エン ト リのアン イ ンス ト ール

今回よ り、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ールが行われる と き

に、 デフ ォル ト で InstallScript エンジンがレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分に行われる変更をログ記録し ます。 さ らに、

InstallScript エンジンによ ってログ記録された 64 ビ ッ ト  レジス ト リの変更が、 今回よ り、 アン イ ンス ト ール中に

アン イ ンス ト ールされます。

InstallShield 2010 以前を使って、 64 ビ ッ ト  レジス ト リ データ を作成する イ ンス ト ールを作成し た場合で、

InstallShield 2016 を使って製品のア ッ プグレー ド を作成する と き、 ベース イ ンス ト ールによ ってログ記録された既

存の 64 ビ ッ ト  レジス ト リ エン ト リは、 製品がターゲッ ト  システムからアン イ ンス ト ールされる と きに削除され

ません。 この制限を回避する唯一の方法は、 アン イ ンス ト ール中にレジス ト リ データ を手動で削除する方法のみ

です。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
スク リ プ ト  エデ ィ ターの変更

[InstallScript スク リ プ ト ] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内で、 InstallShield 2010 以前のバージ ョ ンでは 

CTRL+SPACEBAR キーを押すとオー ト コ ンプ リー ト 機能と し てビル ト イ ン InstallScript 関数のリ ス ト が表示されま

し たが、 今後は表示されません。 今回よ り、 オー ト コ ンプ リー ト 機能によるビル ト イ ン InstallScript 関数を参照す

るには、 その関数の最初のい く つかの文字を入力するだけです。 ポ ッ プア ッ プ リ ス ト には、 その他の InstallScript 

キーワー ド も含まれています。 詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ンプ

リー ト 機能を使う」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン内で右ク リ ッ クする と表示される コ ンテキス ト  メ ニューは、 InstallShield 2010 以前

のバージ ョ ン とは異な り ます。

• コ ンテキス ト  メ ニューから [ 空白を表示 ] コマン ドが削除されま し た。 スク リ プ ト  エデ ィ ターで空白文字や

記号を表示または非表示にするには、 [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し

ます。 このダイアログを使って、 フ ォ ン ト 、 構文の色、 行番号などのスク リ プ ト  エデ ィ ターのその他の設定

も変更できます。 このダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 スク リ プ ト  エデ ィ ター内を右ク リ ッ ク し て

から、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

• コ ンテキス ト  メ ニューから、 [ 大文字に変換する ] コマン ド、 または [ 小文字に変換する ] コ マン ドが削除さ

れま し た。 スク リ プ ト  エデ ィ ター内のテキス ト を大文字に変換するには、 そのテキス ト を選択し て 

CTRL+SHIFT+U を押し ます。 小文字に変換するには CTRL+U を押し ます。 

• コ ンテキス ト  メ ニューから [ 検索 ] コマン ド または [ 置換 ] コマン ドが削除されま し た。 スク リ プ ト 内で検索

を行う には、 CTRL+F を押し てから、 検索し たいテキス ト を指定し ます。 文字列を検索し てから、 それを別の

文字に置換するには、 CTRL+H を押し てから、 適切な情報を指定し ます。 別の方法と し て、 [ 編集 ] メ ニュー

にある [ 検索 / 置換 ] コマン ド を使用する こ と もできます。

キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターのキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト 」 を参照し

て く ださい。

改訂されたスク リ プ ト  エデ ィ ターを含むビ ューは、 [InstallScript] ビ ュー、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー、 および [ カ

ス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( このビ ューで VBScript または JScript フ ァ イルを参照する場合 ) です。

InstallScript デバッ ガーの変更

InstallScript コー ド をデバッ グするために InstallScript デバッ ガー (ISDbg.exe) を イ ンス ト ール開発マシンからデ

バッ グを行う マシンにコ ピーする場合、 必ずコ ピー先マシン上の同じ フ ォルダに SciLexer.dll と呼ばれる フ ァ イル

も コ ピーし て く だ さい。 SciLexer.dll は、 イ ンス ト ール開発マシン上の ISDbg.exe フ ァ イルと同じ フ ォルダにあり ま

す (InstallShield Program Files フ ォルダー \System)。

詳細については、 「任意のコ ンピ ューターでのイ ンス ト ールのデバッ グ」 を参照し て く だ さい。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

DPI の変更と、 その InstallScript ダイアログにおける影響

1 つ以上の編集済み InstallScript ダイアログを含む、 InstallShield 2010 以前で作成し た InstallScript または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 以降にア ッ プグレー ド する場合、 使用中のコ ンピ ュータが 

InstallScript ダイアログを編集し たと きに選択されていたのと同じ DPI 値を使用する こ と を確認し て く だ さい。 そ

う でない場合、 実行時にダイアログのサイズに問題が生じ る こ とがあり ます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し た後、 必要に応じ て使用中のコ ンピ ュータの DPI 値を変更する こ とが出来ます。

そ う する と、 実行時にダイアログのサイズが正し く 表示されます。 1 つ以上の編集済み InstallScript ダイアログを

含む InstallShield 2016 以降のプロジ ェ ク ト を InstallShield の将来のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド する と き、 ア ッ プ

グレー ド中に同じ DPI 値を使用する必要はあ り ません。

既存のプロジ ェ ク ト における既存の InstallShield 前提条件のデザイ ン時およびビルド 時の場所変更

今回よ り、 InstallShield が InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル )、 その関連データ フ ァ イル、 および依存

関係を検索する フ ォルダーを指定できるよ う にな り ま し た。 以前は、 InstallShield が .prq フ ァ イルを検索する フ ォ

ルダーは、 InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites のみで し た。

InstallShield 前提条件を InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites フ ォルダの場所から、 [ オプシ ョ ン ] 

ダイアログ ボ ッ クスの [ プロパテ ィ ] タ ブで定義し た新しいカス タム場所に移動させた場合、 InstallShield 2010 以

前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と きに以下の手順が必要な場合があ り ます :

1. [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に含まれているが、 カス タム場所

に存在する各 InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 そのデータ フ ァ イルまたは依存関

係がデフ ォル ト の場所から カス タム場所に移動されている各 InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスも ク リ

ア し ます。

2. 新しい [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 手順 1 で、 プロジ ェ ク ト から削除し た各 InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield がプロジ ェ ク ト の ISSetupPrerequisites テーブルから前提条件のパスを削除し ます。 InstallShield 2010 

以前のプロジ ェ ク ト では、 このテーブルに完全パスが格納されま し た。 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し

てから、 [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ないで再び選択し た場合、 InstallShield は ISSetupPrerequisites テーブルに

フ ァ イル名のみではな く 、 引き続き完全パスを使用し ます。

InstallShield 2010 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合で、 InstallShield 前提条件の場

所を変更し てから、 プロジ ェ ク ト にその前提条件を追加し た場合、 この [ 更新 ] 手順を行う必要はあり ません。 ま

た、 InstallShield 2016 を使って新しいプロジ ェ ク ト を作成し た場合も、 [ 更新 ] 手順は不要です。 両方の状況にお

いて、 InstallShield はプロジ ェ ク ト の ISSetupPrerequisites テーブルにパスを含みません。 このため、 デフ ォル ト  

パスではな く 、 カス タム検索パスを利用する こ とができます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ

新しい InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューには、 ISPreventDowngrade とい う メ ジャー ア ッ

プグレー ド項目が含まれています。 この項目は、 エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンで同じ製品の将来の

メ ジャー バージ ョ ンを上書きできないよ う に防ぎます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2010 以前か

ら InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 ISPreventDowngrade 項目は自動的に追加されません。 必要に応じ

て、 手動で ISPreventDowngrade 項目を追加する こ とができます。 詳し く は、 「現在のイ ンス ト ールによる同製品の

将来のメ ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ」 をご覧 く ださい。

InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2009 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2009 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば .768 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以

前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から .768 を取

り除いて く ださい。 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんの

で注意し て く ださい。

InstallShield 2009 以前、 InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および 

InstallShield Developer 8 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ

プグレー ド できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

InstallShield の複数エデ ィ シ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2016 の Premier、 Professional、 または Express は、 同時に同じ システム上に 1 つのエデ ィ シ ョ ンのみ

を イ ンス ト ールできます。 以前は、 InstallShield バージ ョ ンの Premier または Professional Edition がイ ンス ト ール

された同じ システム上に Express Edition を イ ンス ト ールする こ とが可能で し た。

InstallShield を実行できるサポー ト 対象オペレーテ ィ ング システムのリ ス ト における変更

今回よ り、 InstallShield ( オーサリ ング環境 ) を実行するシステムの最小オペレーテ ィ ング システム要件は、 

Windows XP または Windows Server 2003 です。 以前、 最小オペレーテ ィ ング システム要件は Windows 2000 XP3  で

し た。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

Setup.exe が Windows 9x、 Windows NT4、 または Windows システムで実行不可能と な り ま し た

InstallShield で作成された Setup.exe イ ンス ト ールは、 Windows 9x、 Windows NT4、 または Windows Me 上で実行不

可能と な り ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe を Windows 9x または Windows Me システム上で実行し よ う とする

と、 「FullSetup.exePathAndFileName フ ァ イルには、 Windows の新しいバージ ョ ンが必要です。  Windows のバージ ョ ン

をア ッ プグレー ド し て く だ さい。」 とい う エラー メ ッ セージが表示されます。 Windows のバージ ョ ンをア ッ プグ

レー ド し て く ださい。」 とい う エラー メ ッ セージが表示されます。 Windows NT4 システム上では、 Windows はメ ッ

セージボ ッ クスを表示し て、 「FullSetup.exePathAndFileName は有効な Windows NT アプ リ ケーシ ョ ンではあり ませ

ん。」 と エラーを通知し ます。

InstallShield では、 ターゲッ ト  オペレーテ ィ ング システムを選択できる領域で、 これらのレガシー オペレーテ ィ

ング システムを リ ス ト し ません。 た と えば、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のプロ

ジ ェ ク ト  アシス タ ン ト にある [ イ ンス ト ール要件 ] タ ブで、 これらのオペレーテ ィ ング システムはリ ス ト されま

せん。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] タ ブで

これらのオペレーテ ィ ング システムはリ ス ト されません。

InstallShield 2009 以前で作成された InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と きに、

以前のプロジ ェ ク ト のオペレーテ ィ ング システムの設定にこれらのレガシー オペレーテ ィ ング  システムのみへ

の参照が含まれている場合、 InstallShield によ ってレガシー オペレーテ ィ ング システムが、 すべてのサポー ト 対象

プラ ッ ト フ ォームを ターゲッ ト にするオプシ ョ ンで置換されます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルが使用できな く な り ま し た

Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルは、 サポー ト されていない Windows のレガシー バージ ョ ンのみを ター

ゲッ ト とするため、 今後 InstallShield では使用できな く な り ま し た。 以前は、 [ リ リース ] ビ ューまたはリ リース 

ウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト に Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルを追加する こ とが可能で し た。

VBScript ラ ン タ イム フ ァ イルの再配布可能フ ァ イルが使用できな く な り ま し た

InstallShield では、 今回よ り、 VBScript ラ ン タ イム フ ァ イル用の InstallShield オブジ ェ ク ト が提供されていません。

この再配布可能フ ァ イルは、 今ではサポー ト されていない Windows の古いバージ ョ ンを ターゲッ ト と し ます。

InstallScript ダイアログ ソース コー ド の変更

ビル ト イ ン InstallScript ダイアログ用の InstallScript コー ドは、 個別の InstallScript スク リ プ ト  フ ァ イル (.rul) から

単一の ISRTScriptDialogs.rul フ ァ イルに移動し ま し た。 また、 InstallScript ビ ューのイベン ト  ク ラス ド ロ ッ プダウ

ン リ ス ト に、 新しい Dialog Source オプシ ョ ンが追加されま し た。 このオプシ ョ ンを選択する と、 イベン ト ハン ド

ラー ド ロ ッ プダウン リ ス ト には、 すべての InstallScript ダイアログがリ ス ト されます。 このリ ス ト から任意のダ

イアログを選択し て、 そのコー ド を カス タ マイズできます。

InstallShield は、 下位互換性をサポー ト し ます。 ダイアログ ソース コー ド を InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク ト

にイ ンポー ト し てから、 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 そのダイアログ コー ド を

引き続き使用できます。 ただ し、 イベン ト  ハン ド ラー ド ロ ッ プダウン リ ス ト でダイアログを選択する と使用可

能と なるダイアログ ソースを使う場合、 先にア ッ プグレー ド済みプロジ ェ ク ト にい く つかの変更を行わな く ては

な り ません。 そ う し ないと、 コ ンパイル エラーが発生する可能性があ り ます。 ダイアログ コー ド を使用するに

は、 [ ビルド ] メ ニューから [ 設定 ] を選択し ます。 [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] 

ボ ッ クスに次を入力し ます :

_ISSCRIPT_NEW_STYLE_DLG_DEFS

この定義を追加する と、 それ以前に InstallShield の以前のバージ ョ ンでプロジ ェ ク ト にダイアログがイ ンポー ト さ

れている場合、 これらのイ ンポー ト された .rul フ ァ イル内のコー ド がコ ンパイル エラーを引き起こす場合があり

ます。 これらのエラーは解決する必要があ り ます。

_ISSCRIPT_NEW_STYLE_DLG_DEFS が定義されていない場合、 InstallScript ビ ューのイベン ト  ク ラス ド ロ ッ プダウ

ン リ ス ト で Dialog Source オプシ ョ ンを選択する と、 警告メ ッ セージが表示されます。

_ISSCRIPT_NEW_STYLE_DLG_DEFS 定義は、 InstallShield 2016 で作成されたすべての新規プロジ ェ ク ト に自動的に追

加されます。

この機能は、 InstallScript 、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イルの変更

InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル (.h) が再編成されま し た。 その結果、 い く つかの .h フ ァ イルが使用できな く な り ま

し た。 プロジ ェ ク ト 内の InstallScript フ ァ イル (.rul) がこれらの古い .h フ ァ イルを 1 つ以上参照する場合、 スク リ

プ ト を コ ンパイルする と き、 またはリ リースをビルド する と きにコ ンパイル警告が表示されます。 この警告を解

決するには、 古い .h フ ァ イルを参照する #include ステー ト メ ン ト をすべて削除し てから、 リ リースをビルド し ま

す。 また、 Setup.rul フ ァ イルまたは Setup.rul が参照するその他のスク リ プ ト  フ ァ イルにおいて、 ifx.h が #include 

ステー ト メ ン ト で参照されている こ と を確認し ます。
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Windows API プロ ト タ イプに関する InstallScript の変更

サービス関連の Windows API プロ ト タ イプ (CreateServiceA、 StartServiceA、 および ControlService など ) が、 すべ

ての InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト において ISRTWindows.h  でプ

ロ ト タ イプ化されま し た。 また、 これらは InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト と

マージ モジュール プロジ ェ ク ト でも、 ISRTWindows.h でプロ ト タ イプ化されま し た。

これらの Windows API に InstallScript 用に今回よ り プロ ト タ イプ化された定義ではな く 、 独自の定義を使用する場

合、 プ リ プロセ ッサ定義のリ ス ト に ISINCLUDE_NO_SERVICEAPI を追加し ます。 これには、 [ ビルド ] メ ニューか

ら [ 設定 ] を選択し ます。 [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クスに 

ISINCLUDE_NO_SERVICEAPI と入力し ます。 そ う し ないと、 コ ンパイル エラーが発生する可能性があ り ます。

定数 ISINCLUDE_NO_WINAPI_H は、 今回よ り Windows 定数または Windows 構造定義ではな く 、 Windows API プロ ト

タ イプのみを抑制し ます。

パッ チの作成 ( 基本の MSI、 InstallScript MSI)

InstallShield は今回よ り、 パッ チの作成時に Windows Installer 4.5 テ ク ノ ロジを使用し ます。 この変更は、 情報提供

を目的と し て報告されています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 新し く 追加された IIS サポー ト 用の
カス タム アク シ ョ ン とデータベース テーブル

InstallShield の基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS サポー ト を追加し

た場合、 IIS 機能をサポー ト するためのい く つかの DLL カス タム アクシ ョ ンがプロジ ェ ク ト に自動的に追加され

ます。 InstallShield 2016 では、 これらのカス タム アクシ ョ ンが強化され、 アプ リ ケーシ ョ ンを Web サイ ト に追加

できるよ う にな り ま し た。 また、 これらのアクシ ョ ンの名前は、 標準の命名規則に従って変更されています :

• ISIISCosting — caExtractIISSuppFiles アクシ ョ ンに代わる カス タム アクシ ョ ン

• ISIISRollback — caRlbackVRoots アクシ ョ ンに代わる カス タム アクシ ョ ン

• ISIISRollback — caRemoveVRoots アクシ ョ ンに代わる カス タム アクシ ョ ン

• ISIISInstall — caCreateVRoots アクシ ョ ンに代わる カス タム アクシ ョ ン

• ISIISCleanup — caIISCleanup アクシ ョ ンに代わる カス タム アクシ ョ ン

各 DLL カス タム アクシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト は、 対応する カス タム アクシ ョ ンの名前と一致するよ う に名前

が変更されています。

IIS 機能には、 管理者権限が必要です。 そのため、 これらの各 DLL カス タム アクシ ョ ンは Privileged プロパテ ィ の

値をチ ェ ッ ク し ます。 値は 1 でな く てはならず、 それ以外の場合は、 実行時にエラーが表示されます。

InstallShield 2009 以前では、 各 IIS カス タム アクシ ョ ンは Privileged = 1 条件を含んでいま し た。 InstallShield 2016 

では、 カス タム アクシ ョ ンが Privileged プロパテ ィ 値をチ ェ ッ クするため、 IIS Web サイ ト またはその他の IIS 

データ をプロジ ェ ク ト に追加する と きに、 この条件は設定されません。

IIS サポー ト を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前のバー

ジ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と、 自動的にカス タム アクシ ョ ンが正し く 更新され、 名前が

変更されます。 さ らに、 古いカス タム アクシ ョ ンの条件がデフ ォル ト 条件から変更されていない場合、 Privileged 

= 1 条件も削除されます。 条件が変更されている場合、 InstallShield は既存の条件をそのまま残し ます。 必要に応じ

て、 任意の条件を手動で変更する こ とができます。
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InstallShield 2016 では、 すべての IIS データは ISIISItem および ISIISProperty テーブルに格納されます。 InstallShield 

2009 以前では、 IIS データは ISIISAppPool、 ISIISCommon、 ISIISMetaData、 ISIISWebServiceExtension、 ISVRoot、

ISVRootAppMaps および ISWebSite テーブルに格納されま し た。 IIS サポー ト を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト また

は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド す

る と、 IIS データが自動的に新しいテーブルに移動し、 また古いテーブルはプロジ ェ ク ト から削除されます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

• InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの変更

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 強力な検索機能と組織化機能を提供する新しいツールバーとグループ ボ ッ ク

ス領域が追加されま し た。 このビ ューの新しい [ 詳細の表示 ] ボタ ンを使って、 選択し た再配布可能フ ァ イルにつ

いての詳細ペイ ンの表示 / 非表示を切り替える こ とができます。 詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ ンス

ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。 [ 詳細の表示 ] ボタ ンは、 以前、 このビ ューの右上に

あった [ 詳細の表示 ] および [ 詳細の非表示 ] リ ン クの代わり と な り ます。

新しいグループ ボ ッ クス領域は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの新しいツールバーの下にあり ます。 列ヘ ッ ダー

を、 このグループ ボ ッ クス領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し て、 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を階層形式で表

示する こ とができます。 すべての再配布可能フ ァ イルをチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されているアイテムと選択され

ていないアイテムご とに 2 つのグループに分けて表示するには、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス列をグループ ボ ッ クス領域に

ド ラ ッ グし ます。 これで、 プロジ ェ ク ト に含まれているすべての再配布可能フ ァ イルを認識しやす く な り ます。

これは、 以前、 任意の再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ 選択し たアイテムのみを表示 ] を ク リ ッ ク し た

と きの動作と似ています。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで [ 選択し たアイテムのみを表示 ] コマン ドは、 今後使

用できません。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作業する」 を参照し て く だ さい。

連鎖 .msi パッ ケージの UI レベルを メ イ ンの .msi パッ ケージの UI レベルに限定する機能

連鎖 .msi パッ ケージの UI レベルは、 今回よ り、 親パッ ケージの現在の UI レベル以内に制限されま し た。 た と え

ば、 [ リ リース ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に連鎖 .msi パッ ケージを追加し て、 その "UI レベル " 設定に 完全 

UI (/qf) を選択するが、 メ イ ン イ ンス ト ールがサイ レン ト  (/qn) で起動される場合、 連鎖 .msi パッ ケージはサイ レ

ン ト で起動し ます。 以前、 連鎖パッ ケージはメ イ ン イ ンス ト ールの [ リ リース ] ビ ューでオーサされた UI レベル

と同じ レベルを表示し ま し た。 この動作を復元するには、 ISChainExceedUILevel プロパテ ィ を 1 と等し く 設定し ま

す。

XML フ ァ イルの変更におけるエン コー ド と関連する相違点

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って ターゲッ ト  マシンに既存する フ ァ イルまたはイ ンス ト ールの一部と し てイ

ンス ト ールされる フ ァ イルの変更を構成する場合、 イ ンス ト ールは、 その XML フ ァ イルで指定されているエン

コー ド を使用するよ う にな り ま し た。 以前は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで指定されたエン コー ドが使用され

ま し た。 これは、 InstallShield 2016 で作成された新しいプロジ ェ ク ト 、 および InstallShield 2009 以前からア ッ プグ

レー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し ます。

また、 ターゲッ ト  フ ァ イルに存在し ない要素の [ この要素が存在し ない場合、 常に作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

がク リ ア されている場合、 今回よ り、 その子要素は作成されません。 従って、 た と えば //A/B/C とい う XML 

フ ァ イルで、 システム B が存在し ない、 または作成されるよ う に設定されていない場合、 C がターゲッ ト  システ

ムで作成される こ とはあ り ません。
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InstallScript イ ンス ト ールのアン イ ンス ト ール キーにおける メ ジャーおよびマイナー バージ ョ ンのレ
ジス ト リ エン ト リの変更

InstallScript イ ンス ト ールは、 アン イ ンス ト ール キーに VersionMajor および VersionMinor レジス ト リ値を常に作成

し ます。 これらの値の名前は、 基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ール中に作成されるエン ト リの名前に

一致し ます。 これは、 InstallShield 2016 で作成された新しいイ ンス ト ール、 および InstallShield 2009 以前からア ッ

プグレー ド されたイ ンス ト ールに適用し ます。 以前、 InstallShield 2009 以前では、 InstallScript イ ンス ト ールが作成

する値の名前は MajorVersion および MinorVersion で し たが、 今後は作成し ません。

新しいレジス ト リ値を使用するため、 次の InstallScript 定数の値が変更されま し た :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION は、 今回よ り、 MajorVersion ではな く  VersionMajor です。

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION は、 今回よ り、 MinorVersion ではな く  VersionMinor です。

MaintenanceStart 関数が呼び出される と、 レジス ト リ に更新された値名が作成されます。 デフ ォル ト で、 古い値名

が存在する と き、 それが削除されます。 ターゲッ ト  システムから古い値名を削除し た く ない場合、

REGDB_OPTION_NO_DELETE_OLD_MAJMIN_VERSION とい う名前の新しい REGDB_OPTIONS オプシ ョ ンを使用し ま

す。 古い値名のみを使用し続けたい場合は、 MaintenanceStart が戻った後に新しいバージ ョ ンを削除し な く てはな

り ません。

RegDBGetItem 関数と共に REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION または REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION を使

用する と、 RegDBGetItem は、 まず新しい値をチ ェ ッ ク し ます。 新しい値が検出される と、 関数は新しい値から値

データ を返し ます。 新しい値が検出されなかった場合、 関数は自動的に古い値をチ ェ ッ ク し ます。 古い値が検出

される と、 関数は古い値から値データ を返し ます。

下位互換性を目的と し て、 次の新しい定数が提供されています :

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD

これらの定数を RegDBGetItem、 RegDBSetItem、 および RegDBDeleteItem 関数と共に指定し て、 古い値を取得、 設

定、 および削除できます。

次の新しい文字列定数も使用できます :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD は、 MajorVersion と し て定義されています。

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD は、 MinorVersion と し て定義されています。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD

• REGDB_OPTIONS

• RegDBSetItem

• RegDBGetItem
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• RegDBDeleteItem

編集可能なダイアログの一覧からの SdShowMsg ダイアログの削除

ダイアログ エデ ィ ターは現在、 SdShowMsg などのタ イ ト ル バーを含まないダイアログをサポー ト し ません。

SdShowMsg ダイアログを カス タ マイズする と、 ダイアログが破損する可能性があり ます。 このダイアログは今後、

編集可能なダイアログと し て [ ダイアログ ] ビ ューには表示されません。 このダイアログを カス タ マイズするに

は、 ダイアログ エデ ィ ターではな く 、 SdShowMsg 呼び出し を使います。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの変更

OSFilter の eosAll 定数の値 ( オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの ISWiComponent および ISWiRelease のメ ンバー

) が変更されま し た。 新しい値は 64028880 です。 以前は 5308624 で し た。 この定数の値を使用し て、 オー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを通し てコ ンポーネン ト またはリ リースのオペレーテ ィ ング システム一覧を構成する場

合、 スク リ プ ト を新しい値にア ッ プデー ト し な く てはな り ません。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ISWiComponent オブジ ェ ク ト

• ISWiRelease オブジ ェ ク ト

InstallScript ラ ン タ イム スク リ プ ト 、 ラ イブ ラ リ、 および ヘ ッ ダー フ ァ イルの場所変更

InstallShield と共にイ ンス ト ールされる InstallScript ラ ン タ イム ラ イブ ラ リ フ ァ イルは、 複数の個別のサブデ ィ レ

ク ト リ ではな く 、 1 ヶ所にま とめられま し た。 スク リ プ ト 、 ラ イブ ラ リ、 およびヘ ッ ダー フ ァ イルは、 以下の

デ ィ レ ク ト リ内の Src、 Lib、 および Include フ ォルダーにイ ンス ト ールされます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt

次のフ ォルダーは、 そこに含まれていたフ ァ イルが前述の場所に統合されたため、 今後はイ ンス ト ールされませ

ん。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\IISRuntime

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\SQLRuntime

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\XMLRuntime

名前の競合を避けるために、 次の場所にある Assert.h フ ァ イルは、 ISAssert.h に名前が変更されま し た :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include

InstallShield 2016 で新しいプロジ ェ ク ト を作成する と、 新しいフ ァ イルの場所が使用されます。 InstallShield 2009 

以前から InstallShield 2016 にプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する と、 新しい場所を使ってプロジ ェ ク ト が更新され

ます。

リ ン ク ラ イブ ラ リ と その場所の指定方法に関する変更点

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブに新し く 追加された [ 追加ラ イブ ラ リ パス ] ボ ッ

クスを使って、 InstallScript コ ンパイ ラが標準の InstallShield の場所には存在し ない InstallScript ラ イブ ラ リ (.obl 

フ ァ イル ) を検索する場所を指定できます。 InstallScript と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト での標準の場

所は次のとお り です :

• <ISProductFolder>\Script\Ifx\Lib 

• <ISProductFolder>\Script\Isrt\Lib 
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基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト での標準の場所は次のとお り です :

• <ISProductFolder>\Script\Iswi\Lib 

• <ISProductFolder>\Script\Isrt\Lib 

InstallShield 2016 で新しいプロジ ェ ク ト を作成する と、 [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの [ ラ イブ ラ リ (.obl)] ボ ッ クス

に ISRT.obl などの標準 InstallShield スク リ プ ト  ラ イブラ リが自動的に一覧表示されます。 ただし、 このボ ッ クス

でフル パスは表示されな く な り ま し た。 独自のカス タム ラ イブ ラ リ を追加するには、 [ ラ イブ ラ リ (.obl)] ボ ッ ク

スでラ イブラ リ フ ァ イル名を、 また [ 追加ラ イブ ラ リ パス ] ボ ッ クスにパスを指定し ます。 [ ラ イブ ラ リ (.obl)] 

ボ ッ クスでフル パス と フ ァ イル名を指定する必要はあ り ません。

InstallShield 2009 以前で作成し たプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と、 [ ラ イブラ リ (.obl)] 

ボ ッ クスに リ ス ト されている標準スク リ プ ト  ラ イブラ リのパスが自動的に削除されます。 詳細については、 「[ コ

ンパイル / リ ン ク ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

ISOSVERSIONINFO の InstallScript 構造定義の削除

ISOSVERSIONINFO 構造の定義と、 それに対応する使用されていない、 この構造のグローバル イ ンス タ ンスが削

除されま し た。 代り に、 OSVERSIONINFO 構造が使用できます。 この定義の削除による機能の変更はあり ません

が、 ISOSVERSIONINFO 構造定義またはグローバル構造イ ンス タ ンスを使用する と、 コ ンパイ ラ エラーが発生し

ます。

コ ンパイ ラ エラーを回避するには、 以下のどち らかを行います :

• スク リ プ ト を対応する OSVERSIONINFO 構造を使って更新し、 必要な場合は、 この構造のローカル イ ンス タ

ンスを宣言し ます。 スク リ プ ト を適切な構造メ ンバー名で更新し ます。 (OSVERSIONINFO メ ンバー名は、

ISOSVERSIONINFO メ ンバー名とは異な り ますので、 ご注意 く だ さい。 )OSVERSIONINFO の定義は以下のとお

り です :

typedef OSVERSIONINFO

begin

NUMBER nOSVersionInfoSize;

NUMBER nMajorVersion;

NUMBER nMinorVersion;

NUMBER nBuildNumber;

NUMBER nPlatformId;

STRING szCSDVersion[128];

end;

• 以下のよ う に、 構造と構造イ ンス タ ンスをローカルで宣言し ます :

// オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン情報を含むデータ構造。

// ISCompareServicePack が使用します。

typedef ISOSVERSIONINFO // 構造の定義

begin

LONG ISIOSVersionInfoSize; // このデータ構造のバイ ト サイズ

data structureLONG ISIMajorVersion; // OS のメ ジャー バージ ョ ン番号

LONG ISIMinorVersion; // OS のマイナー バージ ョ ン 番号

LONG ISIBuildNumber; // OS のビルド番号

LONG ISIPlatformId; // OS プラ ッ ト フ ォーム

STRING szISCSDVersion [128]; // OS に関する追加情報

end;

// OS バージ ョ ン 情報データ構造の変数

// ISCompareServicePack が使用します。

ISOSVERSIONINFO ISVersion;
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// OS バージ ョ ン情報変数をポイン ト するポイン ター

// ISCompareServicePack が使用します。

ISOSVERSIONINFO POINTER pISVersion;

InstallScript プロジ ェ ク ト における Setup.ini の旧形式キーの書き込みについて

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 旧形式のキー (Resource、 EngineVersion、 および EngineBinding) が Setup.ini フ ァ イル

に書き込まれる こ とがな く な り ま し た。

ISCab.exe が使用できな く な り ま し た

今回よ り ISCab.exe はサポー ト されていません。 そのため、 ISCab.exe は InstallShield に含まれていません。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を保護するためのサポー ト 変更点

[ 一般情報 ] ビ ューに追加された " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル、

フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定する新しいアクセス許可について、 新しいカス タム InstallShield 処理ま

たは従来型の Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指定できます。 新しい [ カス タム InstallShield 処理 ] 

オプシ ョ ンには、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンよ り も多 く の利点があ り ます。

すべての新しいプロジ ェ ク ト における、 この設定のデフ ォル ト 値は [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンです。

プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 この設定のデフ ォル ト 値

は [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンです。

この新しい設定は、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM 

データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ

テ ィ 保護

• プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

Beta Windows Installer 5 のユーザーご と イ ンス ト ール サポー ト における ReadyToInstall ダイアログの変
更

[ 一般情報 ] ビ ューには、 "[ ユーザーご と ] オプシ ョ ンの表示 " 設定があ り ます。 この設定を使って、 特定の状況

下において ReadyToInstall  ダイアログにエン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法 ( 現在のユーザーまたは

すべてのユーザー ) を指定できるボタ ンを含めるかど うかを指定できます。 [ ユーザーご と ] ボタ ンは、 Windows 

Installer プロパテ ィ  MSIINSTALLPERUSER を 1 に等し く 設定し て、 パッ ケージを現在のユーザーにイ ンス ト ールす

る こ と を示し ます。 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は Windows Installer 5 で使用できます。

InstallShield 2016 で新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成する と、 ReadyToInstall ダイアログはユーザーご とおよ

びマシンご とボタ ンのサポー ト を含みます。 これらのボタ ンは、 適切な場合、 実行時に表示または非表示されま

す。 基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 このサ

ポー ト は ReadyToInstall  ダイアログに自動的には追加されません。 必要な場合、 これらのボタ ン と関連条件を 

ReadyToInstall ダイアログに手動で追加する こ とができます。新規 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト で ReadyToInstall 

ダイアログを使用する こ とがガイ ド ラ イ ン と されています。
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SecureCustomProperties に追加された機能のイ ンス ト ール先のパブ リ ッ ク デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ

機能の " イ ンス ト ール先 " 設定に場所を指定する と き、 その場所にパブ リ ッ ク デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ が含まれ

る場合、 今回よ り、 InstallShield はそのプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し て、 エン ド ユー

ザーが製品のア ドバタ イズ後にイ ンス ト ール先を変更できるよ う にし ます。 これは、 InstallShield 2016 で作成され

た新しいプロジ ェ ク ト で発生し ます。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド し た場合、 すべての機能のイ ンス ト ール先にも同様の変更が行われます。

この変更は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます。

InstallWelcome ダイアログと ResolveSource ア ク シ ョ ンにおける条件の変更

InstallWelcome ダイアログと ResolveSource アクシ ョ ンの条件は、 InstallShield 2016 で作成されたすべての新しい基

本の MSI プロジ ェ ク ト において、 Not Installed に変更されま し た。 この条件は、 InstallWelcome ダイアログと 

ResolveSource アクシ ョ ンを、 パッ チを伴う初回イ ンス ト ールで使用できるよ う に変更されま し た。 基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 この条件は自動的には変更

されません。 パッ チを含む初回イ ンス ト ールでダイアログと アクシ ョ ンを使用する場合、 この条件をア ッ プグ

レー ド されたプロジ ェ ク ト で "Not Installed" に変更できます。

SdLicenseRtf と SdLicense2Rtf.rtf 関数の .rtf フ ァ イルサイズの制限についての強化

InstallScript ダイアログ関数 SdLicenseRtf および SdLicense2Rtf で使用される .rtf フ ァ イルのサイズ制限は、 64 KB 

に代って 16 MB と な り ま し た。 以前、 フ ァ イル サイズが 64 KB を超える と、 実行時に EULA テキス ト の一部がラ

イセンス ダイアログに表示されませんで し た。

InstallShield 2009 以前でスク リ プ ト の SdLicenseRtf または SdLicense2Rtf 関数をオーバーラ イ ド し たあと、 そのプ

ロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 SendMessage 呼び出し を DLG_INIT の 

EM_EXLIMITTEXT メ ッ セージで更新し て、 サイズ制限を手動で変更する必要があ り ます。 SendMessage 呼び出しの 

iParam パラ メ ーター (4 番目のパラ メ ーター ) を変更し ます。 SendMessage 呼び出しは、 次のよ う に変更し ます :

SendMessage( hEdit, EM_EXLIMITTEXT, 0, 0xffffff );

以前は、 コー ド に以下が含まれていま し た :

SendMessage( hEdit, EM_EXLIMITTEXT, 0, 0 );

InstallScript MSI イ ンス ト ールからの OnResolveSource イベン ト  ハン ド ラーの削除

InstallScript イベン ト  ハン ド ラー OnResolveSource が、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト から削除されま し た。 今回よ

り、 Windows Installer がソース解決をすべて処理し ます。 InstallShield 2009 以前で InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に 

OnResolveSource イベン ト を追加し て、 そのプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 そのイ

ベン ト は呼び出されません。

基本の MSI イ ンス ト ールで SetupCompleteSuccess ダイアログからのログ フ ァ イルの表示方法に関す
る変更

ShowMsiLog カス タム アクシ ョ ンは、 今回よ り、 WindowsFolder デ ィ レ ク ト リ ではな く 、 SystemFolder デ ィ レ ク ト

リから Notepad.exe を起動し ます。 このため、 イ ンス ト ールが Windows Vista 以降で実行され、 エン ド ユーザーが 

SetupCompleteSuccess ダイアログでログ フ ァ イルの表示を選択し た場合、 イ ンス ト ールは SystemFolder デ ィ レ ク

ト リから Notepad.exe を起動し ます。 これは、 Windows Server 2008 Standard Edition では、 Notepad.exe が Windows 

デ ィ レ ク ト リ ではな く 、 System32 デ ィ レ ク ト リ に配置されているために変更されま し た。

この動作は、 InstallShield で作成されるすべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト ではデフ ォル ト で使用できます。

InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 InstallShield が自動的にこの

動作を変更する こ とはあ り ません。 必要に応じ て動作を手動で変更する こ とができます。 その場合、 [ カス タム 
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アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで ShowMsiLog アク シ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 ( このアクシ ョ ンが表示されない

場合、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから、 [ すべてのカス タム アクシ ョ ンを表示 ] を ク リ ッ ク

し ます。 )" フ ァ イル名と コマン ド ラ イ ン " 設定を次のよ う に構成し ます :

[SystemFolder]notepad.exe "[MsiLogFileLocation]"

つま り、 値には [WindowsFolder] の代わり に [SystemFolder] を使用し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールにおける ALLUSERS プロパテ ィ の変更点

InstallShield 2010 よ り、 新しい InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で ALLUSERS プロパテ ィ に 1 が設

定されます。 ほとんどのイ ンス ト ールは、 マシンご とに管理者権限を使用し て実行される必要があるため、 これ

が推奨される実装です。 この値は、 InstallScript MSI がサイ レン ト で実行される際の ALLUSERS 関連の問題を回避

するためにも推奨されます。

InstallShield 2009 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 ALLUSERS プロ

パテ ィ の値は自動的に変更されません。 また、 このプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト で定義されていない場合も、

自動的に追加されません。

InstallScript イ ンス ト ールは今後、 _Setup.dll を含みません

InstallScript イ ンス ト ールは、 今回よ り _Setup.dll を含みません。 以前の一部のバージ ョ ン (DevStudio 9 および 

InstallShield X) は、 アン イ ンス ト ールで _Setup.dll をログ記録し ませんで し た。 その結果、 アン イ ンス ト ール後に

このフ ァ イルが Disk1 フ ォルダーの場所 (DISK1TARGET) に残り ま し た。 InstallShield のよ り新しいバージ ョ ン 

(InstallShield 10.5 から InstallShield 2009) でア ッ プデー ト を作成し て、 そのア ッ プデー ト が DevStudio 9 または 

InstallShield X で作成された元のイ ンス ト ール向けの場合、 _Setup.dll がア ッ プデー ト によ ってログ記録されたため

に、 それがアン イ ンス ト ール中に削除されま し た。 _Setup.dll は InstallShield 2016 で作成された InstallScript イ ンス

ト ールに含まれていないため、 _Setup.dll フ ァ イルが残されたままになる可能性があ り ます。 このため、 DevStudio 

9 または InstallShield X で作成されたイ ンス ト ールからのア ッ プデー ト を行う場合、 アン イ ンス ト ールを確実に完

了するために、 アン イ ンス ト ール中に _Setup.dll フ ァ イル (DISK1TARGET ^ "_Setup.dll") を手動で削除し な く てはな

らない場合があ り ます。

プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンで保存する

InstallShield は、 今後プロジ ェ ク ト のダウングレー ド をサポー ト し ません。 つま り、 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト

を InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク ト と し て保存する こ とはできません。

Trialware サポー ト

Trialware ビ ューを含むのは InstallShield Premier Edition のみです。 このエデ ィ シ ョ ンでは、 Try and Die タ イプの 

Trialware を作成できます。 InstallShield は今後、 Try and Buy/ プロダク ト  アク テ ィ ベーシ ョ ン タ イプの Trialware 

を作成するためのサポー ト を含みません。

Web プロジ ェ ク ト

Web プロジ ェ ク ト  タ イプは、 今後、 InstallShield で作成可能な新しいプロジ ェ ク ト の種類の 1 つと し て リ ス ト され

ません。 InstallShield 2009 以前の Web プロジ ェ ク ト で提供されていた同じ機能が必要な場合は、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト を作成し てから、 [IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト を追加し ます。

Web プロジ ェ ク ト と基本の MSI プロジ ェ ク ト との唯一の違いは、 新しい Web プロジ ェ ク ト には [ フ ァ イルと フ ォ

ルダー ] ビ ューの IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リ に定義済みのフ ォルダーが自動的に含まれていた点です。

IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リ に追加されたフ ァ イルはすべて、 ターゲッ ト  システムの Web サーバーのルー ト  

デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされます。 プロジ ェ ク ト に Web サイ ト を追加する と、 InstallShield が基本の MSI プロ
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ジ ェ ク ト に IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リの定義済みフ ォルダーを追加し ます。 このため、 [IIS 構成 ] ビ ューで 1 

つ以上の Web サイ ト が構成されている基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 InstallShield 2009 以前で作成された Web プロ

ジ ェ ク ト に相応し ます。

Compact プロジ ェ ク ト

InstallShield は、 今後 Compact プロジ ェ ク ト をサポー ト し ません。

Visual Studio の統合

Microsoft Visual Studio の統合は 1 回につき、 InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition の

いずれかの １  バージ ョ ン とのみ可能です。 システムで最後にイ ンス ト ールまたは修復された InstallShield のバー

ジ ョ ンが Visual Studio の統合に使用されます。

InstallShield 2008 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

以下は、 InstallShield 2008 および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー

ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト と 

InstallShield 2008 および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的

な動作の違いについてもアラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関す
る一般情報

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば .766 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以

前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から .766 を取

り除いて く ださい。 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんの

で注意し て く ださい。

InstallShield 2008、 InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および 

InstallShield Developer 8  以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 に

ア ッ プグレー ド できます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド され
たプロジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

追加された新しい リ リース用のデフ ォル ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー値 : Windows Installer Is Not Included

基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で新しい リ リースを作成する と き、Windows Installer 

エンジンの再配布可能フ ァ イルがデフ ォル ト で含まれな く な り ま し た :

• リ リース ウ ィ ザー ド を使って新しい リ リースを作成する場合、 [ セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー ] パネルで Windows 

Installer を含めるかど うかを指定し ます。 " これらのオペレーテ ィ ング システムをサポー ト する " 設定のデ
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フ ォル ト 値は [Windows Installer を イ ンス ト ールし ない ] です。 以前のデフ ォル ト 値は [Windows 9X と NT の両

方 ] で し た。

• 今回よ り、 [ リ リース ] ビ ューの [ リ リース ] エクスプローラーで新しい リ リースを右ク リ ッ クする と、

[Setup.exe] タ ブにある [ セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ] 設定のデフ ォル ト 値は [ はい (MSI エンジンを含まない )] 

です。 この設定の以前のデフ ォル ト 値は [ はい (Windows NT および Windows 9x MSI エンジンを含める )] で し

た。

この変更は、 新しい InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト で作成されたすべての新しいリ リースに適用し ます。

プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する場合、 この変更はすべての新し

い リ リースに適用し ます。 InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成された リ リースの値が自動的に変更される こ と

はあ り ません。

ア ッ プグレー ド とパッ チの検証

QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド し た と き、 InstallShield はパッ チ と ア ッ プグレー ドの検証を実行するよ う にな り

ま し た。 し たがって、 InstallShield 2016 で QuickPatch パッ ケージをビルド し たと き、 検証エラーおよび警告が表

示される場合があ り ます。 InstallShield 2008 以前で QuickPatch  プロジジ ェ ク ト をビルド し た と き、 InstallShield は

ア ッ プグレー ト とパッ チの検証を実行し ないため、 ビルド時にパッ チまたはア ッ プグレー ドの検証エラーまたは

警告が表示される こ とはあ り ませんで し た。

さ らに、 QuickPatch プロジ ェ ク ト および基本の MSI と InstallShield MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] 

ビ ューを使って作成されたパッ チで、 Val0015 警告が ISSelfReg テーブルをチ ェ ッ クするよ う にな り ま し た。

QuickPatch またはパッ チ プロジ ェ ク ト で ISSelfReg テーブルが追加されたれた場合、 Val0015 はパッ チがアン イ ン

ス ト ール可能である こ と を警告し ます。 以前、 Val0015 はこのテーブルのエン ト リ をチ ェ ッ ク し ませんで し た。

ビル ド時に Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーまたは ISSetup.dll フ ァ イルを使用する リ リースをビルド し た と き、 InstallShield 

によ って、 ビルド時に Setup.exe フ ァ イルまたは ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルが圧縮されるよ

う にな り ま し た。 InstallShield が使用するデフ ォル ト の圧縮レベルは、 フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イル

を展開するために必要な時間のバラ ンスを と っての目安です。 これは、 InstallShield 2008 以前から InstallShield 

2016 にア ッ プグレー ド された既存の基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 および新規の

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

圧縮レベルを変更する場合、 または圧縮を し ない場合、 マシン全体に適用する設定を利用し てデフ ォル ト のレベ

ルをオーバーラ イ ド する こ とができます。 詳細については、 「Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イ

ルの圧縮レベルを構成する」 を参照し て く だ さい。

以前、 InstallShield には、 ビルド時に Setup.exe フ ァ イルまたは ISSetup.dll フ ァ イルにス ト リームされたフ ァ イル

を圧縮する こ とができませんで し た。 このため、 InstallShield 2008 以前でビルド された リ リース と InstallShield 

2016 のデフ ォル ト 圧縮レベルでビルド された同じ リ リースを比較し た と き、 Setup.exe または ISSetup.dll のフ ァ イ

ル サイズに若干違いがある場合があ り ます。 また、 フ ァ イルの展開にかかる時間にも差が生じ る場合があり ます。

マルチパー ト  .cab フ ァ イル

InstallShield には、 今回よ り、 ビルド時にネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リースについて作成し た各 .cab フ ァ イル ( 標

準圧縮タ イプ ( カス タム圧縮ではない圧縮 ) で、 かつすべてのフ ァ イルが単一フ ァ イルの .msi パッ ケージまたは 

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーに埋め込まれている .cab フ ァ イル ) に対し て 600 MB がデフ ォル ト 制限と し て

設定されています。 InstallShield で、 この種類のリ リースについて .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 この制限に

達する と、 データが 2 つ以上の .cab フ ァ イルに分割され、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。 これ
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は、 InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド された既存の基本の MSI プロジ ェ ク ト および 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 および新規の基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用

し ます。

.cab サイズの制限は必要に応じ て変更する こ とができます。 InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し な

い場合、 単一の .cab フ ァ イルを作成するよ う に構成できます。 詳細については、 「.cab フ ァ イルの最大サイズを構

成する」 を参照し て く だ さい。

以前、 InstallShield では、 マルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成できなかったため、 .cab フ ァ イルのサイズのビル ト イ

ン制限もあ り ませんで し た。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス と Standalone Build

InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス と共に動作する既存のオー ト メ ーシ ョ ン スク リ プ ト がある場合、

ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス と共に使用するためにスク リ プ ト 全体でラ イブラ リの名前を 

IswiAutoN から SAAutoN (N はバージ ョ ン番号です ) に変更する作業は必要な く な り ま し た。

InstallShield Premier Edition で提供されている Standalone Build は、 InstallShield と同じデ ィ レ ク ト リ構造を使用する

よ う にな り ま し た。

InstallShield のコマン ド ラ イ ン ビルド で使われる ISCmdBld.exe も Standalone Build と共にイ ンス ト ールされていま

す。 以前、 Standalone Build は別のフ ァ イル (IsSaBld.exe) を コ マン ド ラ イ ン ビルド に使用し ていま し た。

InstallScript プロジ ェ ク ト における FlexNet Connect のサポー ト

FlexNet Connect のサポー ト を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する と きに使用する [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ュー

が InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できな く な り ま し た。 このビ ューは、 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト で使用できます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における FlexNet Connect のサポー ト に関する詳細は次の参照し て く だ さい :

• InstallShield テーブルで ISEnableUpdateService が 1 に変更されたと き、 ISUS.obl はラ イブ ラ リ一覧に追加され

ません ( つま り、 他の FlexNet Connect 機能が有効にされません )。 ISUS.obl ラ イブラ リは現在サポー ト されて

いません。

• InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と、 FlexNet 

Connect のサポー ト が自動的に無効化され、 ISUS.obl がリ ン ク されたスク リ プ ト  ラ イブラ リの一覧から削除

されます。

• FlexNet Connect の定数と関数はこれまで同様コ ンパイルされます。 ただ し、 すべての関数は今回よ り 

ISERR_NOT_IMPLEMENTED を返し ます (UpdateServiceGetAgentTarget は除きます )。

UpdateServiceGetAgentTarget はヌル ("") を返し ます。

• FlexNet Connect 用の InstallScript 関数の呼び出しは、 すべてデフ ォル ト の InstallScript コー ドから削除されま

し た。 OnUpdateUIBefore イベン ト  ハン ド ラーでは、 UpdateServiceOnEnabledStateChange のコー ドが削除され

ま し た。 OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーでは、 UpdateServiceRegisterProduct と 

UpdateServiceCreateShortcut のコー ド ブロ ッ クが削除されま し た。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 へア ッ プグレー ド し た と き、 初期

のバージ ョ ンのプロジ ェ ク ト でこれらのイベン ト がオーバーラ イ ド されている場合、 上記の関数が呼び出さ

れます。 これによ り、 問題が起きる こ とはあ り ません。 関数は、 現在、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED を返し ま

す。

また、 OnFirstUIAfter イベン ト  ハン ド ラーが更新され、 SdFinishUpdate の呼び出すオプシ ョ ンが除かれま し

た。 このオプシ ョ ンは以前デフ ォル ト で無効にされています。
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• すべての FlexNet Connect に関する再起動の後に実行される機能が削除されま し た。 このため、 製品は、 再起

動の後、 FlexNet Connect に登録されていません。

• 今回よ り、 InstallScript プロジ ェ ク ト をビルド し たと き、 FlexNet Connect に関する フ ァ イルはメ デ ィ アに追加

されません。

• ISUS.obl は、 サポー ト されな く なるため、 製品で提供されな く な り ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における FlexNet Connect のサポー ト

次の FlexNet Connect 関連の関数は、 今後 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では推奨されません :

• GetUpdateStatus — この関数は常に FALSE を返し ます。

• SetUpdateStatus — この関数は ISERR_NOT_IMPL を返し ます。 

• GetUpdateStatusReboot — この関数は常に FALSE を返し ます。

• SetUpdateStatusReboot — この関数は ISERR_NOT_IMPL を返し ます。

SetUpdateStatus と SetUpdateStatusReboot 関数へのすべての呼び出しは、 デフ ォル ト の InstallScript コー ドから削

除されま し た。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における複数言語サポー ト

イ ンス ト ールが複数言語をサポー ト し、 ( 製品が既にイ ンス ト ールされている状態で ) エン ド ユーザーが 

Setup.exe を再び起動し てイ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行し た場合、 言語選択ダイアログが再度表示さ

れる こ とはあ り ません。 メ ンテナンス ダイアログは、 製品を イ ンス ト ールし たと きに使用された言語で表示され

ます。

同様に、 イ ンス ト ール済みの製品の以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト する複数言語のマイナー ア ッ プグレー ド ま

たはスモール ア ッ プデー ト が実行されたと き、 言語選択ダイアログは表示されません。 ア ッ プグレー ド ダイアロ

グは、 製品を イ ンス ト ールし た と きに使用された言語で表示されます。

これによ り、 初回でイ ンス ト ールされず、 メ ンテナンス モー ド、 またはア ッ プグレー ド でイ ンス ト ールされるそ

の他の機能を追加する と きだけでな く 、 元のイ ンス ト ールが実行され、 その機能がイ ンス ト ールされる と きに使

用された言語が、 元のイ ンス ト ールの修復でも使用されるよ う にな り ます。

InstallScript における複数イ ンス タ ンスのサポー ト

言語の選択ダイアログを表示する複数言語、 複数イ ンス タ ンス InstallScript イ ンス ト ールで、 イ ンス タ ンスの選択

ダイアログが言語の選択ダイアログの前に表示されるよ う にな り ま し た。 ダイアログの順番が変更されたこ とに

よ り、 エン ド ユーザーが製品の新しいイ ンス タ ンスに異なる言語を選択する こ とができるよ う にな り ま し た。 イ

ンス タ ンスの選択ダイアログで、 エン ド ユーザーが既存のイ ンス タ ンスを保持する こ と を指定し た場合、 言語の

選択ダイアログは表示されません。 イ ンス タ ンスの選択ダイアログが表示される と き、 言語の選択ダイアログが

表示される と き と同じ言語で表示されます。

非複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールの複数のイ ンス タ ンスが、 Setup.exe /ig コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを通し て

イ ンス ト ールされた場合、 言語の選択ダイアログは初回イ ンス ト ールでのみ表示され、 メ ンテナンス モー ド では

表示されません。 これによ り、 元のイ ンス ト ールが実行され、 その機能がイ ンス ト ールされた と きに使用された

言語が、 元のイ ンス ト ールの修復でも使用されるよ う にな り ます。 また、 初回でイ ンス ト ールされず、 メ ンテナ

ンス モー ド でイ ンス ト ールされた機能を追加する と きにも、 この言語が使用されます。

サイ レン ト  モー ド または Setup.exe -hide_usd コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターと共に実行される イ ンス ト ールなど、

イ ンス タ ンスの選択ダイアログを表示し ない InstallScript の完全リ リース イ ンス ト ールが実行される と き、 新しい

イ ンス タ ンスが自動的にイ ンス ト ールされます。 この動作は、 InstallShield 2016 におけるすべてのプロジ ェ ク ト 、
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および以前のバージ ョ ンから InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト で発生し ます。 InstallShield 

2008 では、 /hide_usd が使用された と き、 初回でイ ンス ト ールされたイ ンス タ ンスが保持され、 サイ レン ト  モー ド

が実行されたと き、 新しいイ ンス タ ンスがイ ンス ト ールされていま し た。 InstallShield 12 以前では、 初回でイ ンス

ト ールされたイ ンス タ ンスが、 /hide_usd が使用された と き も、 また、 サイ レン ト  モー ドが実行された と き も保持

されていま し た。

差分メ デ ィ アでは、 読み込まれた初回のイ ンス タ ンスが更新されます。

Setup.exe /ig コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し てイ ンス ト ールされたイ ンス タ ンスが 2 つ以上あるシステム

で非複数イ ンス タ ンスが実行された と き、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログが表示されます。 非複数イ ンス タ ンス

のイ ンス ト ールでは、 新しいイ ンス タ ンスに対し て新しい GUID がラ ンダムに生成されないため、 イ ンス タ ンスの

選択ダイアログでは新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールできません。 イ ンス タ ンスの選択ダイアログには、 GUID 

が製品コー ド に一致する イ ンス タ ンスがイ ンス ト ールされていて、 かつ、 それがメ ンテナンス可能なイ ンス タ ン

スの 1 つである場合、 それが 「デフ ォル ト 」 のイ ンス タ ンス と し て表示されます。 この動作は、 InstallShield 2016 

におけるすべての新規プロジ ェ ク ト 、 および以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し

ます。

イ ンス タ ンスが 1 つのみイ ンス ト ールされている場合、 イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスが自動的に メ ンテナンス

される試みが行われ、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログは表示されません。 これは、 イ ンス ト ールされている イ ン

ス タ ンスがデフ ォル ト のイ ンス タ ンスではない場合も当てはま り ます。 この動作の結果、 デフ ォル ト のイ ンス タ

ンスがイ ンス ト ールされていな く 、 非デフ ォル ト のイ ンス タ ンスが (/ig パラ メ ーターが使用されて ) イ ンス ト ール

されている場合、 デフ ォル ト のイ ンス タ ンスは、 (a) 最初に非デフ ォル ト のイ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールする

か、 または、 (b) /ig パラ メ ーターを使ってデフ ォル ト  イ ンス タ ンスの GUID を指定し ないかぎ り、 イ ンス ト ールま

たはメ ンテナンスできません。 し たがって、 /ig パラ メ ーターを使った複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ールを可能に

する場合、 常にこのパラ メ ーターを使用する こ と をお勧めし ます。 この動作は、 InstallShield 2016 におけるすべて

の新規プロジ ェ ク ト 、 および以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2008 では、 非複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ールが、 複数のイ ンス タ ンスがイ ンス ト ールされている

ターゲッ ト  システムで実行された場合、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログは表示されませんで し た。 このよ う な

ケースでは、 デフ ォル ト のイ ンス タ ンスが常に使用されていま し た。 InstallShield 12 以前では、 非複数イ ンス タ ン

スのイ ンス ト ールが、 複数のイ ンス タ ンスがイ ンス ト ールされている ターゲッ ト  システムで実行された場合、 イ

ンス タ ンスの選択ダイアログは表示されま し たが、 非複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ールでは新しいイ ンス タ ンス

に対し て新しい GUID がラ ンダムに生成されないため、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログでは新しいイ ンス タ ンスを

表示できませんで し た。 しかし ながら、 ダイアログのタ イ ト ル バーで、 エン ド ユーザーが更新する イ ンス タ ンス

を選択する必要がある とい う メ ッ セージが表示されていま し た。 エン ド ユーザーが更新またはメ ンテナンスを行

う イ ンス タ ンスを選択する必要がある とい う メ ッ セージが本来表示されるべきで し た。

InstallScript MSI イ ンス ト ールにおける SdRegisterUser、 SdRegisterUserEx、 SdCustomerInformation、 お
よび SdCustomerInformationEx の変更

InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 次の InstallScript テキス ト 置換が Windows Installer プロパテ ィ に直接マ ッ プ され

るよ う にな り ま し た。

• IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER は Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME にマ ッ プ されます。

• IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY は Windows Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME にマ ッ プ されます。 

このため、 これらの InstallScript 変数が設定および取得される と き、 対応する Windows Installer プロパテ ィ が設定

および取得されます。 これらの変数のデフ ォル ト 値はレジス ト リから読み込まれず、 Windows Installer プロパテ ィ

がデフ ォル ト と し て使用されます。 以前の機能を使用し たい場合は、 次のサンプルコー ド を使って変数を手動で

設定し ます。

// 登録された所有者 ( ログ フ ァ イルからロード済みの値が "" の場合のみ、 レジス ト リからロードする )

if( !StrLengthChars( IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER ) ) then
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szValue = "";

RegDBGetItem( REGDB_WINCURRVER_REGOWNER, szValue );

if( StrLengthChars( szValue ) ) then

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER = szValue;

endif;

endif;

// 登録された会社 ( ログ フ ァ イルからロード済みの値が "" の場合のみ、 レジス ト リからロードする )

if( !StrLengthChars( IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY ) ) then

szValue = "";

RegDBGetItem( REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION, szValue );

if( StrLengthChars( szValue ) ) then

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY = szValue;

endif;

endif;

InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 様々な登録関連ダイアログ (SdRegisterUser、 SdRegisterUserEx、

SdCustomerInformation、 および SdCustomerInformationEx) は、 エン ド ユーザーの選択に従って 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER、 IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY、 および 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY を適切に設定するよ う にな り ま し た。 これによ って、 対応する Windows 

Installer プロパテ ィ が自動的に更新されます。

登録関連ダイアログ関数 (SdRegisterUser、 SdRegisterUserEx、 SdCustomerInformation、 または 

SdCustomerInformationEx) のいずれかで svName または svCompany のどち らかにヌル文字列 ("") が指定された場

合、 関数は (Windows Installer プロパテ ィ から判別し た ) 適切な変数をデフ ォル ト と し て使用し ます。 以前、 変数

は svName と svCompany の両方がヌルの場合のみ使用され、 SdCustomerInformation と SdCustomerInformationEx で

は、 スク リ プ ト 変数がバイパス されて、 Windows Installer プロパテ ィ から直接値が読み込まれま し た。

svSerial パラ メ ーターにヌル文字列 ("") が指定される と、 " シ リ アル番号 " フ ィ ールドのデフ ォル ト 値が 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM に設定されるよ う にな り ま し た。 以前、 この場合はダイアログに値が表示

されませんで し た。

次の InstallScript 変数が新し く 追加または変更されま し た :

• DISABLE_PERUSERBTN — この既存の変数は、 通常は有効であるユーザーご とのラジオ ボタ ンが無効 ( または

非表示 ) である こ と を示し ます。 この変数は、 常に FALSE に初期化されます。 以前、 この変数は Windows 9.x 

システム上では TRUE に、 その他のシステム上では FALSE に初期化されま し た。

• DISABLE_ALLUSERBTN — この既存の変数は、 通常は有効であるすべてのユーザーのラジオ ボタ ンが無効 ( ま

たは非表示 ) である こ と を示し ます。 この変数は、 常に FALSE に初期化されます。 以前、 オペレーテ ィ ング 

システムが Windows 9x 以外で、 エン ド ユーザーが管理者またはパワー ユーザーではない場合、 この値は 

TRUE に初期化されま し た。

• HIDE_DISABLED_BTNS — この新しい変数は、 すべてのユーザーおよびユーザーご とのラジオ ボタ ンを無効で

はな く 非表示にする こ と を示し ます。 デフ ォル ト 値は TRUE です。 この変数が TRUE に設定される と、 ラジ

オ ボタ ンのどち らかが無効である場合、 両方のラジオ ボタ ンが非表示と な り ます。

登録ダイアログは、 今回よ り DISABLE_ALLUSERBTN の値に関わらず Windows 9x 上でユーザーご とのラジオ ボタ

ンを自動的に無効 ( または非表示 ) と し ます。 以前、 ユーザーご とのラジオ ボタ ンは DISABLE_PERUSERBTN が 

FALSE の場合のみ無効と な り ま し た。

登録ダイアログはまた、 DISABLE_ALLUSERBTN の値に関わらず、 エン ド ユーザーが管理者またはパワー ユー

ザーでない場合に、 すべてのユーザー ラジオ ボタ ンを自動的に無効 ( または非表示 ) にし ます。 この動作は、 以

前と変更はあ り ません。
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これらの変更は、 InstallShield 2016 で作成されるすべての新しい InstallScript MSI プロジ ェ ク ト だけでな く 、 以前

のバージ ョ ンの InstallShield で作成され、 InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド された InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

に適用し ます。

プロキシ サーバーのサポー ト

特定のフ ァ イルがターゲッ ト  システム上で必要な場合のみ、 イ ンス ト ールがそのフ ァ イルをダウンロー ド するよ

う に構成できます。 た と えば、 Windows Installer エンジン、 .NET Framework、 および一部の InstallShield 前提条件

が、 一部またはほとんどのターゲッ ト  システム上に既在する可能性があ り ます。 これらのフ ァ イルを イ ンス ト ー

ルに埋め込む代わり に、 必要なフ ァ イルだけを実行時にダウンロー ド するよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とが

できます。 こ う する こ と で、 イ ンス ト ール全体のサイズを抑える こ とができます。

エン ド ユーザーがプロキシ サーバーを使ってイ ン ターネ ッ ト にアクセスする場合で、 イ ンス ト ールがフ ァ イルを

ダウンロー ド するよ う に構成されている と、 今回よ り、 イ ンス ト ールはダウンロー ド中に、 Internet Explorer で手

動で構成されたシステム プロキシ設定を使用するよ う にな り ま し た。 これは、 ターゲッ ト  システム上で別のブ ラ

ウザーがデフ ォル ト と し て設定されている場合でも同じ です。

InstallShield は、 Internet Explorer の " 設定を自動的に検出する " 設定をサポー ト し ませんので、 ご注意 く だ さい。

( エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択されている と きに、 イ ンス ト ールでフ ァ イルのダウンロー ドが必要な場合、 フ ァ イルのダウン

ロー ドができないため、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接

続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている可能性がある と き、 ダウンロー ド さ

れるよ う に構成する代わり に、 すべてのフ ァ イルを イ ンス ト ールに埋めこんだ方が良い場合ばあり ます。 フ ァ イ

ルが埋めこ まれている場合、 失敗は避けられます。 ) ただ し、 InstallShield は Internet Explorer の LAN 接続用にセ ッ

ト ア ッ プ された自動構成スク リ プ ト 機能をサポー ト し ます。

この動作は、 InstallShield 2016 におけるすべての新規プロジ ェ ク ト 、 および以前のバージ ョ ンで作成され、

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト でも同様です。 

InstallShield 2008 以前では、 デフ ォル ト  ブ ラウザーと し て指定されているブ ラウザーで構成されているプロキシ 

サーバーの設定が使用されていま し たが、 場合によ って失敗し、 次のよ う な問題が発生し ていま し た :

• Netscape 6 または 7 がデフ ォル ト  ブ ラウザーの場合、 Netscape 4 の設定が使用される。 Netscape 8 または 9 

がデフ ォル ト  ブ ラウザーの場合、 システム (Internet Explorer) の設定が使用される。

• Netscape 4 の設定が使用された場合、 プロキシ サーバーの一覧のみが正し く 読み込まれ、 イ ンポー ト される。

プロキシ バイパス一覧は読み込まれるが、 正し く イ ンポー ト されない。

• Internet Explorer 4 と互換性がない設定 ( 例、 オー ト プロキシ スク リ プ ト 設定 ) はイ ンポー ト されない。

• イ ンス ト ールでデフ ォル ト  ブ ラウザーの判別に使用する方法が Windows Vista と互換性がない。 このため、

Windows Vista で、 デフ ォル ト  ブラウザーが正し く 判別されない可能性があった。

1.x .msi パッ ケージを .cab フ ァ イルにラ ッ プするための Web ダウンローダ オプシ ョ ンの削除

InstallShield では、 .msi パッ ケージを .cab フ ァ イルにラ ッ プできるオプシ ョ ンが使用できな く な り ま し た。 以前こ

のオプシ ョ ンは、 Windows Installer 1.1 または 1.2 を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト の Web ダウンローダ タ イプのメ デ ィ アで使用できま し た。 Windows Installer 2.0 以降を使って、 パッ ケージに

デジ タル署名を施すこ とが推奨されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における状態テキス ト

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の OnFirstUIBefore、 OnMaintUIBefore、 OnAdminInstallUIBefore、

OnAdminPatchUIBefore、 OnPatchUIBefore、 OnUninstall、 および OnResumeUIBefore イベン ト  ハン ド ラーには、 デ

フ ォル ト で、 すべての新しい InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に SetStatusExStaticText の呼び出し を含めます。 この
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新しいデフ ォル ト のコー ドは STATUSEX ダイアログの状態テキス ト を設定し ます。 今回よ り、 表示される状態テ

キス ト は、 実行中の操作の種類 ( 初回イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 アン イ ンス ト ール、 修復など ) に適し ていま

す。 以前、 SetStatusExStaticText の呼び出し を手動で追加する必要があり、 追加し なかった と き、 表示された状

態テキス ト は、 実行中の操作に対応し ていませんで し た。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 初期の

バージ ョ ンのプロジ ェ ク ト で １  つ以上の更新されたイベン ト がオーバーラ イ ド されている場合、

SetStatusExStaticText コー ド を手動でこれらのイベン ト に追加する必要があり ます。

InstallScript 変数 SHELL_OBJECT_FOLDER の変更点

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューにある フ ォルダーの " 表示名 " 設定で SHELL_OBJECT_FOLDER (InstallScript または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または <SHELL_OBJECT_FOLDER> (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を指定

できます。 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成される前にスク リ プ ト で SHELL_OBJECT_FOLDER 変数を設定する こ と

によ り、 このフ ォルダーの表示名を実行時に定義する こ とができます。 通常、 シ ョ ー ト カ ッ ト はフ ァ イルの転送

時に作成されます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでこの機能を使用する場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに表示される フ ォルダーの "

キー名 " 設定で指定される文字は、 すべて大文字でな く てはな り ません ( 例、 NEWFOLDER1)。

SHELL_OBJECT_FOLDER は、 初期化中に IFX_PRODUCT_NAME と同じ値に初期化されるよ う にな り ま し た。 これら

の変数は、 一旦初期化が完了する と同期されません。 し たがって、 片方の変数を変更し てから、 も う片方の変数

も変更する必要がある場合、 両方と も手動で変更し なければな り ません。

また、 この変更の一部と し て、InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー 

コー ドから次のコー ド行が削除されま し た :

SHELL_OBJECT_FOLDER = @PRODUCT_NAME;

InstallShield 2008 以前で作成された InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 デフ ォル ト の OnFirstUIBefore コー ドが変更

されている場合、 このプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 この行は既存のコー ドから削

除されません。

詳し く は、 「SHELL_OBJECT_FOLDER」 を参照し て く ださい。

InstallScript 関数 FeatureFileEnum における動作の変更

InstallScript 関数 FeatureFileEnum の szQuery パラ メ ーターで疑問符 (?) をワイルド カー ド文字と し て使用する と、

その関数で疑問符が正確に 1 文字分の代替と し て使用されるよ う にな り ま し た。 以前のバージ ョ ンの InstallShield 

で作成し たプロジ ェ ク ト で、 FeatureFileEnum で疑問符をワイルド カー ド文字と し て使用し ている場合、

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する際、 InstallScript コー ド を修正する必要がある場合があり ます。 以前のバー

ジ ョ ンの InstallShield では、 関数は疑問符を 1 文字または 0 文字の代替と し て使用し ていま し た。

たと えば、 新しい InstallScript プロジ ェ ク ト をデフ ォル ト の設定で作成し て、 次の InstallScript コー ド をプロジ ェ

ク ト に追加する と、 実行時に表示されるダイアログでは、 何も表示されません。

#include "ifx.h"

LIST listFiles;

program

 

listFiles = ListCreate( STRINGLIST );

FeatureFileEnum( MEDIA, "DefaultFeature", "Default?Component", listFiles, NO_SUBDIR );

SdShowInfoList( "", "", listFiles );

endprogram
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以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたイ ンス ト ールでは、 DefaultComponent がダイアログで表示されていま

し た。

すべての InstallScript イ ンス ト ールで更新 UI の表示が可能

すべての InstallScript プロジ ェ ク ト で、 更新ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) の表示が可能にな り ま し た。 以前、

更新 UI を無効にする こ とができる紛らわしいオプシ ョ ンが [ 一般情報 ] ビ ューと [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイア

ログ ボ ッ クスで提供されていま し た。 更新 UI が無効にされた場合、 MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED フ

ラグが MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS で設定されず、OnSetUpdateMode イベン ト  ハン ド ラーによ って UPDATEMODE 

変数が適切に設定されませんで し た。 この結果、 更新 UI が表示されませんで し た。

今回よ り、 InstallShield テーブルで ISShowUpdateUI の値 ( 以前のオプシ ョ ンによ って更新されていま し た ) を変更

し ても、 影響は出ません。

以前と同じ機能は、 以下の方法で複製する こ とができます :

• UPDATEMODE 変数を設定する前に、 OnSetUpdateMode イベン ト をオーバーラ イ ド し、 結果を返す関数を更新

する。 イ ンス ト ールで、 更新 UI は表示されません。

• OnMaintUIBefore イベン ト をオーバーラ イ ド し、 FeatureRemoveAllInMediaAndLog の呼び出し を 

FeatureRemoveAllInMedia に変更する。

Certified for Windows Vista 検証スイー ト の変更

イ ンス ト ールまたはマージ モジュールが Windows Vista ロゴ プログラムの要件を満た し ているかど うかを判別す

る と きに使用する 2 つの Certified for Windows Vista 検証スイー ト が改訂されま し た。 これらのスイー ト は今回よ

り InstallShield ICE (ISICE) のみで構成されています。 マイ ク ロ ソ フ ト が作成し た ICE (ICE01 ～ ICE99) は、 イ ンス

ト ール パッ ケージの完全 MSI 検証ツールおよびマージ モジュールのマージ モジュール検証スイー ト で提供され

ているため、 取り除かれま し た。

また、 両スイー ト の名前も変更されま し た。

• Certified for Windows Vista 検証スイー ト  ( および InstallShield ICE) は InstallShield Certified for Windows Vista 検

証スイー ト に変わり ま し た。

• Certified for Windows Vista マージモジュール検証スイー ト  ( および InstallShield ICE) は InstallShield Certified for 

Windows Vista マージ モジュール検証スイー ト に変わり ま し た。

検証と Certified for Windows Vista ロゴ プログラムの詳しい情報については、 次を参照し て く だ さい :

• Windows ロゴ プログラムの要件

• プロジ ェ ク ト の検証

ア ッ プデー ト された InstallScript オブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  テンプレー ト

InstallShield 2016 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できる InstallScript オブジ ェ ク ト と InstallScript オブジ ェ ク ト  テ

ンプレー ト が大幅に改良されま し た。

イ ン ターネ ッ ト 接続が利用できる場合、 InstallShield の [ ア ッ プデー ト の確認 ] 機能を使って、 使用中の 

InstallShield バージ ョ ン用の InstallScript オブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  テンプレー ト のア ッ プデー ト を取得できま

す。 ア ッ プデー ト を確認するには、 [ ツール ] メ ニューで [ ア ッ プデー ト の確認 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield 

が FlexNet Connect を起動し て、 ア ッ プデー ト を確認し ます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

Setup.exe および Update.exe ブー ト ス ト ラ ッパの Unicode バージ ョ ン と ANSI バージ ョ ン

InstallShield では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを Unicode バージ ョ ンまたは 

ANSI バージ ョ ンのどち らで作成するかを指定できます。 以前、 基本の MSI プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーが含まれている と き、 常に ANSI バージ ョ ンがビルド されていま し た。 Unicode バージ ョ ンのビルドはサ

ポー ト されていませんで し た。

Unicode セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで 2 バイ ト 言語のための適切なコー ド ページが実行さ

れているいないにかかわらず、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのユーザー イ ン ターフ ェ イスで 2 バイ ト 文字を正し く 表

示する こ とができます。 ANSI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行さ

れている場合のみ、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ダイアログで 2 バイ ト 文字を正し く 表示し ます。 適切なコー ド ペー

ジが実行されていない場合、 これらのダイアログで 2 バイ ト 文字が文字化けし て表示されます。

InstallShield 2016 で、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト のリ リースを作成し た と き、 デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーの種類は Unicode にな り ます。 また、 InstallShield 2016 で新しいパッ チ構成または新しい QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト を作成し た と き も、 デフ ォル ト のア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類は Unicode にな り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 既存のリ リー

スのセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの種類はすべて ANSI です。 種類は、 必要に応じ てオーバーラ イ ドが可能です。

同様に、 基本の MSI プロジ ェ ク ト または QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 

にア ッ プグレー ド し た場合、 既存のパッ チのア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類はすべて ANSI です。 種類は、 必要に

応じ てオーバーラ イ ドが可能です。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

プロジ ェ ク ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加、 または変更する と き、 InstallShield がコ ンポーネン ト を作成

する方法について、 新しいベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用するか、 これまで と同様にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ン

ポーネン ト 作成するのかを指定できます。 これらの方式は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト に適用されます。

で新しいダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と、 InstallShield はデフ ォル ト でベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド

を使用し ます。

InstallShield 2008 以前で作成されたすべてのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 [1 つのデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つの

コ ンポーネン ト ] メ ソ ッ ド を使用し ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クがあるプロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 

以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合、 InstallShield は、 既存するダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの

コ ンポーネン ト を作成する と き、 継続し て [ デ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト ] メ ソ ッ ド を使用し ます。

ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト で作成し た新しいダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クには、 デフ ォル ト でベス ト  

プラ クテ ィ ス メ ソ ッ ドが使われます。 2 つのコ ンポーネン ト 作成メ ソ ッ ド および適切な メ ソ ッ ドの選択方法につ

いては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く ださ

い。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
IIS Web サイ ト と関連コ ンポーネン ト

InstallShield は、 今回よ り、 仮想デ ィ レ ク ト リ を一切含まない IIS Web サイ ト のイ ンス ト ールをサポー ト できるよ

う にな り ま し た。 また、 Web サイ ト を コ ンポーネン ト に関連付ける こ と も可能です。 これらの強化によ って、 Web 

サイ ト に関連付けられた仮想デ ィ レ ク ト リ またはコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト  マシン上

にその Web サイ ト が作成されます。

InstallShield 2016 の [IIS の構成 ] ビ ューを使って新しい Web サイ ト を追加する と、 InstallShield は自動的にその 

Web サイ ト を コ ンポーネン ト に関連付けます。 IIS Web サイ ト を含む InstallShield 2008 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ

プグレー ド し た場合、 その Web サイ ト は自動的にコ ンポーネン ト に関連付けられません。 Web サイ ト と コ ンポー

ネン ト を関連付けるには、 [IIS の構成 ] ビ ューでその Web サイ ト を選択し た と きに表示される [ 全般 ] タ ブを使い

ます。

今回よ り、 Web サイ ト がコ ンポーネン ト と関連付けられている場合、 Web サイ ト の [ アン イ ンス ト ール時に Web 

サイ ト を削除する ] チ ェ ッ クボ ッ クスは、 そのコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定 ( 基本の MSI プロジ ェ ク

ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または " アンイ ンス ト ール " 設定 (InstallScript プロジ ェ ク ト の場

合 ) に対応し ます。 つま り、 Web サイ ト の [ アン イ ンス ト ール時に Web サイ ト を削除する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択またはク リ アする と、 自動的にコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定または " アン イ ンス ト ール " 設定が

適切に更新されまます。

QuickPatch パッ ケージの簡素化

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 詳細 ] タ ブにある新しい "QuickPatch の簡素化 " 設定は、 InstallShield で QuickPatch 

パッ ケージのビルド方法を決定し ます。 簡素化された QuickPatch には、 簡素化されていない QuickPatch パッ ケー

ジに比べ、 よ り少ない数の新しいサブ機能と カス タム アクシ ョ ンが含まれています。

場合によ って、 QuickPatch パッ ケージの簡素化ができない場合があ り ます。 た と えば、 イ ンス ト ール済みのフ ァ

イルを削除するよ う に QuickPatch パッ ケージを構成し た場合、 簡素化は行えません。

新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し た と き、 "QuickPatch の簡素化 " 設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] に設定さ

れています。 ただ し、 QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し

た場合、 この設定は [ いいえ ] と なっています。 この値は、 必要に応じ て変更が可能です。 詳細については、

「QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アク シ ョ ンのデフ ォル ト 条件

デフ ォル ト で、 すべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には、 ビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン SetARPINSTALLLOCATION が含まれています。 このカス タム アクシ ョ ン 

(ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ の値を製品のプラ イマ リ フ ォルダーの完全修飾パスに設定し ます ) は、 [ イ ン

ス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスにシーケンス され、 条件を持ちません。 InstallShield 2008 以前では、 このカス タム 

アクシ ョ ンのデフ ォル ト 条件は Not Installed で し た。 デフ ォル ト の [Not Installed] 条件を使用する と、 カス タム ア

クシ ョ ンはメ ンテナンス モー ド中に実行されず、 その結果 ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ の値が空白にな り

ます。 InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト で この動作を回避するに

は、[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを開いて、 このカス タム アクシ ョ ンの " イ ンス ト ール実行条件 " 

設定から Not Installed 値を削除し ます。

MigrateFeatureStates ア ク シ ョ ンの新しいシーケンスの場所

デフ ォル ト で、 すべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、

MigrateFeatureStates アクシ ョ ンは CostFinalize アクシ ョ ンの直後ににシーケンス されるよ う にな り ま し た。 [SQL 

スク リ プ ト ] ビ ューを使って、 SQL サポー ト を新しいプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield ビル ト イ ン カス タ

ム アクシ ョ ン ISSQLServerFilteredList は、 今回よ り、 MigrateFeatureStates アクシ ョ ンのすぐあとにスケジュール

されます。 InstallScript 2008 以前では、 ISSQLServerFilteredList は MigrateFeatureStates アクシ ョ ンの前にシーケン

ス されていたため、 ラ ン タ イム エラー 2601 が発生し ていま し た。 InstallShield 2008 以前から InstallShield 2016 に
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト でこのエラーを回避するには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを

開いて、 [ イ ンス ト ール ] - [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで ISSQLServerFilteredList アクシ ョ ンを 

MigrateFeatureStates の後に移動し ます。

" テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ の変更

[ 一般情報 ] ビ ュー、 または [ リ リース ] ビ ューの製品構成で " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ の 値を指定でき

ます。 たと えば、 複数のプラ ッ ト フ ォームまたは複数のセ ミ コ ロンを使用するなど、 無効な値を入力し よ う とす

る と、 InstallShield は警告メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し て、 プロパテ ィ 値の変更を阻止し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 無効な値を入力する こ とが可能で し た。 InstallShield 2008 以前のプロジ ェ ク

ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た場合に、 無効な値が自動的に変更される こ とはあり ませんが、 必要に

応じ て、 値を手動で更新する こ とができます。 詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する」

を参照し て く ださい。

削除されたウ ェルカム アシス タ ン ト

InstallShield を初めて開いた と きに表示されていたウ ェルカム アシス タ ン ト は今回よ り含まれていません。

InstallShield MSIPackageDiff から InstallShield MSI Diff への変更

InstallShield MSIPackageDiff と呼ばれるツールは、 今回よ り InstallShield には含まれていません。 InstallShield MSI 

Diff と呼ばれる、 よ りパワフルなツールに変更されています。 このツールは、 [ ツール ] メ ニューで [ 差分 ] をポ

イ ン ト し て InstallShield MSI Diff  を ク リ ッ ク し て、 InstallShield 内から も起動できます。

詳細については、 「InstallShield MSI Diff」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 以前からア ッ プグレー ド
する

以下の情報は、 InstallShield 12 以前から InstallShield 2016 へア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響が出る可能

性がある変更についての説明です。

以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield 2016 を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ

ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われ

る前に、 例えば .765 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。 以

前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イル名から .765 を取

り除いて く ださい。 InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield で開 く こ とはできませんの

で注意し て く ださい。

InstallShield 12 以前、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Professional 7 以前、 および InstallShield Developer 8  以前

のバージ ョ ンの InstallShield で作成された既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 にア ッ プグレー ド できます。

InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2008 にア ッ プグ

レー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
ターゲッ ト  システムにおける Windows 9x、 Windows NT 4、 および Windows Me のサ
ポー ト の終了

InstallShield では、 今回のリ リースよ り、 Windows 9x、 Windows NT4、 および Windows Me システムのためのイ ンス

ト ールを作成する こ とができな く な り ま し た。 これらのオペレーテ ィ ング システムを使用し ているエン ド ユー

ザーが InstallShield 2016 でビルド されたイ ンス ト ールを実行し よ う と し た と きに、 エン ド ユーザーがレガシー オ

ペレーテ ィ ング システム上でイ ンス ト ールを実行するのを防ぐ起動条件がプロジ ェ ク ト に含まれていない場合、

予期し ない結果が発生する可能性があ り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 エン ド ユーザーがレガシー システム上でイ

ンス ト ールを実行する と メ ッ セージを表示する起動条件を含める こ とができます。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、

これらのレガシー システムを確認し て、 それが存在する場合に メ ッ セージを表示する SYSINFO 構造変数を使用す

る InstallScript コー ド を追加する こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でオペレーテ ィ ング システム要件を指定する

• [ プラ ッ ト フ ォーム ] タ ブ

• [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス / リ リース ウ ィ ザー ド — [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パネル

COM 抽出

今回よ り、 InstallShield を使用し て COM サーバーから COM 情報を抽出する と、 データは TypeLib テーブルではな

く  Registry テーブルに書き込まれます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社は TypeLib テーブルを使用し ないこ と を強 く 推奨し て

います。

デフ ォル ト で、 ビルド時に未使用のデ ィ レ ク ト リ を .msi フ ァ イルから自動的に削除
する

InstallShield 12 以前のバージ ョ ンを使って作成し た基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 また

はマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と、 [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] 

タ ブに新し く 追加された " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定は、 デフ ォル ト で [ いいえ ] に設定されていま

す。 し たがって、 Directory テーブルの Directory 列に一覧表示されているデ ィ レ ク ト リが .msi フ ァ イル内の既知の

場所で参照されない場合、 ビルド時に InstallShield が作成する .msi フ ァ イルの Directory テーブルからそのデ ィ レ

ク ト リは削除されます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 これはマージ モジュー

ルがマージ されてから削除されますが、 .msi フ ァ イルに存在するデ ィ レ ク ト リのみが削除の対象と な り ます。 し

たがって、 マージ モジュールの Directory テーブルに新しい未使用のデ ィ レ ク ト リが含まれている場合、 そのデ ィ

レ ク ト リはイ ンス ト ールに追加されます。

ALLUSERS と CustomerInformation ダイアログの変更

InstallShield 2008 よ り、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で ALLUSERS プロパテ ィ に 1 が設定さ

れます。 ほとんどのイ ンス ト ールは、 マシンご とに管理者権限を使用し て実行される必要があるため、 これが推

奨される実装です。

InstallShield 12 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、 ALLUSERS プロパ

テ ィ の値は自動的に変更されません。 また、 このプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト で定義されていない場合も、

自動的に追加されません。
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また installShield 2008 から、 デフ ォル ト で、 すべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト の CustomerInformation ダイ

アログは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーのみにイ ン

ス ト ールするかを指定できる ラジオ ボタ ン グループを表示し ないよ う になっています。 このダイアログについて

は、 これが推奨される実装です。

InstallShield 12 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し た と き、

CustomerInformation ダイアログは自動的に変更されません。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い

• ALLUSERS

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の Windows Server 2003 条件および 64  ビ ッ ト  Windows XP 条件

Windows Server 2003 および 64 ビ ッ ト  Windows XP のオペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン番号は、 どち ら も 

5.2 です。 そのため、 InstallShield 12 で作成され、 かつ Windows Server 2003 を必要とする前提条件を 64 ビ ッ ト  

Windows XP システムにイ ンス ト ールする こ とはできますが、 InstallShield 12 で作成され、 かつ Windows XP を必要

とする前提条件は、 64 ビ ッ ト  Windows XP システムにイ ンス ト ールする こ とはできません。

この問題を解決するため、 強化された InstallShield 2008 セ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターでは、 ターゲッ ト  シス

テムがワークステーシ ョ ン、 サーバー、 またはド メ イ ン コ ン ト ローラーのいずれかである必要があるかど うかを

指定できるよ う にな り ま し た。

Windows Server 2003 要件または 64 ビ ッ ト  Windows XP 要件を含む既存の前提条件については、これを InstallShield 

2008 のセ ッ ト ア ッ プ前提条件エデ ィ ターで開き、 [ 条件 ] タ ブで必要に応じ て条件を更新する こ と で、 問題を回避

する こ とができます。 [ 前提条件を実行するプラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] ボ ッ クスで、 適切なオペレーテ ィ ン

グ システム要件を選択し ます。 この処理を適切に行な う こ と で、 新しい " 製品 (OS) タ イプ " 設定がワークステー

シ ョ ン、 サーバー、 またはド メ イ ン コ ン ト ローラー値に正し く 設定されます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス

"[ 保存オプシ ョ ン ] ダイアログの表示 " 設定が [ リ リース ] ビ ューから削除されま し た。 し たがって、 この設定に

対応する WebSaveOptionsDlg プロパテ ィ が、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの ISWiRelease オブジ ェ ク ト で使

用できな く な り ま し た。

リ リースの " キャ ッ シュ パス " 設定における新しいデフ ォル ト 値

今回よ り、 [ リ リース ] ビ ューの " キャ ッ シュ パス " 設定における圧縮リ リースのためのデフ ォル ト 値が 

[LocalAppDataFolder]Downloaded Installations に設定されています。以前のデフ ォル ト 値 [WindowsFolder]Downloaded 

Installations は、 ロ ッ ク されたシステムで使用できないこ とがあ り ます。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 以前から 

InstallShield 2016 に移行し た と き、 " キャ ッ シュ パス " 設定は自動的に変更されないため、 必要な場合、 この値を

手動で変更し ます。 

InstallScript One-Click Install イ ンス ト ール

Setup.exe が InstallScript One-Click Install イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ プレーヤーと し て使用されな く な り ま し

た。 代わり に Setup.ocx が今回よ り使用されます。 Setup.ocx フ ァ イルを イ ンス ト ールに含めるには、 [ リ リース ] 

ビ ューに新し く 追加された "One-Click Install の生成 " 設定が [ はい ] に設定されている必要があ り ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と き、 [ リ リース ] 

ビ ューの " デフ ォル ト  Web ページの作成 " 設定が [ はい ] に設定されている と、 ア ッ プグレー ド中 "ClickOnce 
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Install の生成 " 設定は自動的に [ はい ] に設定されます。 反対に、 " デフ ォル ト  Web ページの作成 " 設定が [ いい

え ] に設定されていて、 イ ンス ト ールを イ ン ターネ ッ ト 上で配布する予定の場合は、 プロジ ェ ク ト をア ッ プグ

レー ド し たあと、 "ClickOnce Install の生成 " 設定を手動で [ はい ] に設定する必要があ り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プを保存 / 実行 ] ダイアログ ボ ッ クス関連の機能はすべて、 InstallShield から削除されま し た。 エン

ド ユーザーがイ ンス ト ールをダウンロー ド および保存 ( またはデスク ト ッ プにアイ コ ンを作成 ) できるオプシ ョ

ンを提供するには、 これを イ ンス ト ールの Web ページ内に実装し て、 Web ページを通し てダウンロー ド および保

存操作を処理する必要があ り ます。

起動された One-Click Install イ ンス ト ールにデータ を渡すには、is::CmdLine parameter と CMDLINE スク リ プ ト 変数 

を使用し ます。 以前、 Web ページから イ ンス ト ールにデータ を渡すこ とが可能で し たが、 このサポー ト は削除さ

れま し た。 SetProperty の最初のパラ メ ーターに有効な唯一の値は、 is::CmdLine です。

詳し く は、 「InstallScript プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用のパッ チの作成

今回のリ リースよ り、 InstallShield はパッ チの作成に Patchwiz.dll のバージ ョ ン 3.1 を使用し ます。

DemoShield のサポー ト

DemoShield は現在販売されていません。 サポー ト も終了し ま し た。 このため、 今後 InstallShield に DemoShield は

統合されません。

Windows Vista 検証スイー ト における変更

イ ンス ト ールが Windows Vista ロゴ プログラムのイ ンス ト ール要件を満た し ているかど うかを判別する と きに使用

する検証スイー ト の名前が変更されま し た。

• Windows Vista Quality 品質検証スイー ト  ( および InstallShield ICE) の新名称は Certified for Windows Vista 検証ス

イー ト  ( および InstallShield ICE) です。

• マージ モジュール品質検証スイー ト  ( および InstallShield ICE) の新名称は Certified for Windows Vista マージ モ

ジュール検証スイー ト  ( および InstallShield ICE) です。

また、 3 つの InstallShield ICE が InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス スイー ト に移されま し た。

検証と Certified for Windows Vista ロゴ プログラムの詳しい情報については、 次を参照し て く だ さい :

• Windows ロゴ プログラムの要件

• プロジ ェ ク ト の検証

InstallShield ベス ト  プラ クテ ィ ス と し て提供されている検証ツールについての詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ISBP17 ( 以前は ISICE13 とい う名前で し た )

• ISBP18 ( 以前は ISICE14 とい う名前で し た )

• ISBP19 ( 以前は ISICE15 とい う名前で し た )
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InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す
る

InstallShield 12 では、 セキュ リ テ ィ 関連の問題 (COM/DCOM)、 およびその他の様々な理由で起こ ったイ ンス ト ール

の失敗を解決するため、 InstallScript MSI アーキテ クチャが大幅に改良されま し た。 InstallShield 12 でアーキテ ク

チャが大幅に改良された理由は、 これらの問題を解決し て InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の安定性を高めるためで

す。 この改良によ って、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript の

安定性も高ま り ま し た。

次の表には、 新旧のデザイ ンの違いが比較されています。

InstallShield 12 で導入されたアーキテ クチャの変更における利点

InstallShield 12 以降のアーキテ クチャには、 以前のアーキテ クチャ と比較し て次のよ う な利点があ り ます。

• 実行中の IDriver.exe の検出に関連するエラー 1607、 1608、 またはその他の COM/DCOM 実行時エラーをエン

ド ユーザーが経験する こ とはあ り ません。 以前のモデルでこれらのエラーを解決するためには、 場合によ っ

て DCOM 設定の変更が必要なため、 容易ではあ り ませんで し た。 また実行中のオブジ ェ ク ト  テーブルに依存

し ていたこ と で、 " ユーザーの簡易切り替え " および Windows Terminal Services などのすべての利用シナリ オ

において、 モデルの脆弱性を もたら し ていま し た。

• エンジン バイ ンデ ィ ングはス タ テ ィ ッ クです。 Program Files\Common Files\InstallShield に、 共有エンジン

フ ァ イルはイ ンス ト ールされません。 11.5 以前のバージ ョ ンの InstallShield では共有エンジン フ ァ イルに依存

するため、 モデルに脆弱性を もたら し ま し た。 これは個別のイ ンス ト ールが隔離されていないためです。 1 つ

のエンジン バージ ョ ンを変更する と、 既存のイ ンス ト ールを破損する可能性があ り ます。 特にイ ンス ト ー

ラーの隔離は安定性の重要な鍵と な り ます。

• ISScript.msi (InstallScript エンジン イ ンス ト ーラー ) フ ァ イルが必要な く な り ま し た。 以前のモデルでは、 プ

ラ イマ リ .msi フ ァ イルの前に ISScript.msi を実行する必要があ り ま し た。完全アプ リ ケーシ ョ ンが単一の .msi 

フ ァ イルに含まれていないため、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがない基本の MSI イ ンス ト ールでは、 イ ン

ス ト ール時にブー ト ス ト ラ ッ プが必要で し た。 Active Directory を使って環境管理を行っている企業にと って、

これは柔軟性に欠けていま し た。 また、 メ イ ンの .msi フ ァ イルに必要な情報がすべてが含まれている こ と を

期待し ている上級ユーザーを困惑させる原因にもな り ま し た。 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 要件が以

テーブル 1-9 • アーキテ クチャの変更

InstallShield 11.5 以前 InstallShield 12 以降

各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは ISScriptBridge.dll 

(C++ MSI DLL) によ って処理されます。 この処理によ

り、 実際のスク リ プ ト の実行が実行中の IDriver.exe プ

ロセスに渡されます。

各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 ISSetup.dll ( 単

一の C++ MSI DLL) によ って処理されます。 これには 

完全な InstallScript エンジンが含まれます。

エンジン フ ァ イルのセ ッ ト が必要。 これらは、 プ ラ イ

マ リ イ ンス ト ールが開始する前に ISScript.msi によ っ

てイ ンス ト ールされな く てはな り ません。

エンジン フ ァ イルまたは ISScript.msi フ ァ イルは不要。

ISSetup.dll には、 必要な情報がすべてが含まれていま

す。

すべての InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 共有 

IDriver.exe プロセスで実行し ます。 IDriver.exe プロセ

スは最終のシャ ッ ト ダウン カス タム アクシ ョ ンが必

要になるまで存在し続けます。

各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは非依存型で、 独

立し たラ イ フサイ クルを持ちます。 カス タム アクシ ョ

ン エン ト リ ポイ ン ト から、 ISSetup.dll がスク リ プ ト  

エンジンを開始し、 関連スク リ プ ト を実行し てから、

エンジンをシャ ッ ト ダウン し ます。
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前のアーキテ クチャ と変わらないよ う にするため、 これまで同様ブー ト ス ト ラ ッ プが必要です。 ただ し、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の MSI イ ンス ト ールでは、 ブー ト ス ト ラ ッ プは必要あり ません。

• イ ンス ト ールの実行に必要な InstallShield カス タム アクシ ョ ンの数が少な く な り ま し た。 以前のモデルは、 エ

ラーの起きやすいス ター ト ア ッ プおよびシャ ッ ト ダウン カス タム アクシ ョ ンの密接な結合に依存し ていま し

た。 必要なカス タム アクシ ョ ンのう ちの 1 つが削除または移動された場合、 イ ンス ト ールが適切に動作し ま

せんで し た。

InstallShield 12 で導入されたアーキテ クチャの変更におけるマイナス点

InstallShield 12 以降のアーキテ クチャには、 次のよ う なマイナス点があ り ます。

• InstallScript イベン ト は基本の MSI プロジ ェ ク ト およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では利用できないた

め、 これらのプロジ ェ ク ト の InstallScript コー ドは、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使って実行し な く て

はな り ません。 グローバル変数は、 これらのカス タム アクシ ョ ンが起動されたと きの状態を共有し ません。

し たがって、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンでグローバル変数を宣言し てから、 スク リ プ ト でグローバル変

数を使用し ます。 ただ し、 基本の MSI イ ンス ト ールに 2 番目の InstallScript カス タム アクシ ョ ンが含まれて

いる場合、 最初のスク リ プ ト で宣言されたグローバル変数を 2 番目のスク リ プ ト で使用する こ とはできませ

ん。

以前のモデルでは、 InstallScript 開発者は基本の MSI プロジ ェ ク ト ですべての InstallScript イベン ト のスク リ

プ ト  コー ド および InstallScript グローバル変数の共有状態を使用する こ とができま し た。 このため、 セ ッ ト

ア ッ プ作成者は、 イ ンス ト ール全体にわたって総体的な視点および自然に流れる感覚でカス タム アク シ ョ ン

を作成する こ とができま し た。 しかし ながら、 プログラ ミ ングでは一般的にグローバル変数を使用し ないほ

うがいいため、 この新しい制限によ って、 実際にはよ り良い InstallScript コー ド が書かれる こ とにな り ます。

• メ モ リ内のオブジ ェ ク ト はカス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で共有できるよ う、 シ リ アル化し な く てはな り

ません。 以前のモデルでは、 InstallScript 開発者はグローバル変数に複雑なオブジ ェ ク ト  ベースのデータ を格

納する こ とができま し た。 前述の利点の通り、 これによ ってよ り良い InstallScript コー ド と な り ます。

InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド

InstallShield 12 で導入された広範囲にわたる再アーキテ クチャは、 InstallShield 11.5 以前で作成されたプロジ ェ ク ト

を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と き、 場合によ って、 手動で変更を行う必要があり ます。

タ スク プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト を変換する前に、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルと InstallScript フ ァ イルのバッ クア ッ プ バージ ョ ンを

作成し て く だ さい。

2. InstallShield 2016 を開きます。

3. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 ア ッ プグレー ド する InstallShield 11.5 以前のプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.ism) を選択し て く だ さい。 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するかど うかを指定するよ う に求めるダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

5. [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

この後、 プロジ ェ ク ト がア ッ プグレー ド され、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism フ ァ イル ) のバッ クア ッ プ コ ピーが

保存されます。
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場合によ って、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト は、 手動による変更が必要です。 詳し く は、 次を参照し て く

ださい。

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む InstallShield 11.5 または以前の基本の MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグ

レー ド する

• InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallShield 11.5 以前の InstallScript プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む InstallShield 11.5 または以前の QuickPatch プロジ ェ ク ト をア ッ プグ

レー ド する

• InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に標準のパッ チを作成する

• InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト またはこの種類のオブジ ェ ク ト を含むプ

ロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む InstallShield 11.5 または以前の
基本の MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield 11.5 以前で作成された基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と きの詳し

い説明については、 以下のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

グローバル変数、 グローバル ポイ ン ター、 および SUPPORTDIR

InstallShield 12 以降では、 基本の MSI イ ンス ト ールで InstallScript カス タム アクシ ョ ンが実行された と き、 コ ンパ

イルされた InstallScript が、 アクシ ョ ンが呼び出される前にロー ド され、 アクシ ョ ンが完了された後、 アンロー ド

されます。 このため、 各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 それぞれのセ ッ シ ョ ンで実行され、 実行ご とに全 

InstallScript エンジンがロー ド およびアンロー ド されます。 この動作は、 InstallShield 11.5 以前での動作とは異な り

ます。 InstallShield 11.5 以前では、 コ ンパイルされた InstallScript は、 InstallScript で使用された最初の InstallScript 

カス タム アクシ ョ ンが実行される前に一度だけロー ド され、 すべての InstallScript カス タム アクシ ョ ンが完了し

たあと、 イ ンス ト ールの最後でアンロー ド されます。

個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で、 グローバル変数とポイ ン ターが保持されな く なったこ と

が、 この動作の変更による最も大きな影響です。

• 複数のカス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で値を保存する必要がある場合、 レジス ト リ、 Windows Installer プロ

パテ ィ 、 または外部データ フ ァ イルなどの外部メ カニズムを使用し て、 呼び出し間の情報を保存し なければ

な り ません。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ

を使用する選択を し た場合、 「Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス

タム アクシ ョ ン」 にあるガイ ド ラ イ ンを参照し て く ださい。

• カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で COM オブジ ェ ク ト または他のグローバル オブジ ェ ク ト を使用する必要

がある場合、 個々のカス タム アクシ ョ ンの呼び出しのオブジ ェ ク ト を初期化し て、 それを有効にする必要が

あ り ます。

また、 この変更によ り、 個々のカス タム アクシ ョ ンでは、 それぞれ固有の SUPPORTDIR が初期化および使用され

ます。 し たがって、 各カス タム アクシ ョ ンの起動には、 それぞれ一意の SUPPORTDIR が用意されるため、

SUPPORTDIR のフ ァ イルを使用し て、 個々の呼び出し間で情報を共有する こ とはできません。 情報は、

FOLDER_TEMP または他のフ ァ イルの場所を使用し て共有する こ とができます。
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FOLDER_TEMP のパスは、 すべての InstallScript カス タム アクシ ョ ンに対し て同一とは限り ませんので注意し て く

ださい。 システム コ ンテキス ト で実行される InstallScript カス タム アク シ ョ ン と実行されない InstallScript カス タ

ム アクシ ョ ンがある場合、 パッ ケージが昇格された状態で実行された場合、 それぞれ異なる一時パスが与えられ

ます。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 異なるユーザーのコ ンテキス ト で実行されるため、 一時デ ィ レ ク ト リ

にフ ァ イルを保存し て、 それをあと で取り出す操作は、 特定のシナリ オで適切に動作し ないこ とがあり ます。

Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム 
アクシ ョ ン

基本の MSI イ ンス ト ールの遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 一部のビル ト

イ ン Windows Installer プロパテ ィ  (CustomActionData、 ProductCode、 および UserSID) にのみアクセスする こ とが

できます。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの実行中に、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンで他のプロパテ ィ  ( 例、

SUPPORTDIR) にアクセスする場合は、 それら を CustomActionData に渡す必要があり ます。 これを行う には、 す

ぐにプロパテ ィ を設定する タ イプのカス タム アクシ ョ ン ( 例、 MsiSetProperty 関数を もつ即時 InstallScript カス タ

ム アクシ ョ ン ) をスケジュールし て、 カス タム アクシ ョ ンの名前に一致するプロパテ ィ を設定し ます。 このプロ

パテ ィ の値が、 遅延のカス タム アクシ ョ ン内の CustomActionData プロパテ ィ から取得できるよ う にな り ます。

たと えば、 SUPPORTDIR のよ う なプロパテ ィ にアクセスする場合、 MyCustomActionName とい う名前で、

MyCustomActionName プロパテ ィ を [SUPPORTDIR] に設定する即時カス タム アクシ ョ ンを作成し て、

MsiGetProperty 呼び出し で "SUPPORTDIR" を "CutomActionData" で置き換える こ と もできます。

MsiGetProperty(hMSI, "CustomActionData", szSupportDir, nLen)

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 または

その設定を行う

• 遅延実行カス タム アクシ ョ ンのコ ンテキス ト 情報を取得する

提供されていない Windows Installer プロパテ ィ を補う こ と を忘れる と、 イ ンス ト ール時に予期し ない結果が起きる

こ とがあ り ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 遅延アクシ ョ ンでは、 MsiGetProperty(hMSI, "INSTALLDIR", 

szInstallDir, nLen) が szInstallDir を空の文字列に設定するため、 szInstallDir ^ szFile は、 [INSTALLDIR] のフ ァ イルの代

わり に、 現在のデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルを参照する場合があり ます。 遅延カス タム アク シ ョ ンの現在のデ ィ

レ ク ト リは、 通常 [SystemFolder] です。

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 ProductLanguage プロパテ ィ へのアクセスが

あ り ません。 イ ンス ト ールに複数言語のサポー ト が含まれていて、 かつエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し

ている言語へのアクセスが必要な遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン もある と き、 イ

ンス ト ールは、 この言語を イ ンス ト ールのデフ ォル ト 言語である と仮定し ます。 これは、 エン ド ユーザーがイ ン

ス ト ールをデフ ォル ト 言語以外の言語で実行する と き、 問題と な り ます。 ただ し、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

ク カス タム アクシ ョ ンは通常、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示し ないため、 これが問題になる こ とは、 ご く

稀にしかあ り ません。

定義済み InstallScript イベン ト  ハン ド ラーの関数

定義済みの InstallScript イベン ト  ハン ド ラーの関数は今回よ り、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できな く な り ま し た。 InstallShield 11.5 以前では、 次の InstallScript イベン ト  ハン ド ラー

の関数が基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供されていま し た。

• OnBegin

• OnMoving

• OnMoved
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• OnEnd

これらのイベン ト  ハン ド ラーの関数は、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の MSI プロジ ェ ク ト ではサ

ポー ト されていません。 一旦プロジ ェ ク ト が InstallShield 12 以降で再ビルド される と、 それ以後呼び出されな く な

り ます。 これらのイベン ト  ハン ド ラー関数は、 InstallShield 12 以降でも続けてコ ンパイル可能ですが、 呼び出され

る こ とはあ り ません。

これらのイベン ト  ハン ド ラー関数をプロジ ェ ク ト で使用する場合、 これらの関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ン

を手動でスケジュールする必要があ り ます。 詳し く は、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド

ラーを呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンの作成と スケジュール」 をご覧 く だ さい。

InstallShield InstallScript スク リ プ ト 作成エンジン マージ モジュール

InstallShield 12 よ り、 InstallShield スク リ プ ト 作成エンジン マージ モジュールを、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に含め

る こ とができな く な り ま し た。 InstallShield 11.5 以前では、 このマージ モジュールを利用する こ とによ り、

Setup.exe を含まないイ ンス ト ールで InstallScript エンジンを配布する こ とができま し た。 InstallShield 12 以降で

は、 Setup.exe が使用される されないにかかわらず、 InstallScript エンジンが、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを

もつ基本の MSI イ ンス ト ールに ISSetup.dll の一部と し て自動的に含められます。 し たがって、 InstallShield 2016 プ

ロジ ェ ク ト で、 このマージ モジュールを使う必要はあ り ません。

InstallShield 2016 を使用し て、 このマージ モジュールがあるプロジ ェ ク ト のリ リースをビルド し よ う とする と、 次

のよ う なビルド エラーが発生する こ とがあ り ます。

ISDEV : エラー -4075: フ ァ イルが見つかり ません。 機能 'NewFeature1' にモジュール 

'InstallShieldScriptingEngine.4F635B62_07BF_4779_B74E_D80C29D508E3:0' をマージ中に、 エラーが発生しました。 

このビルド エラーを解決するには、 このマージ モジュールをプロジ ェ ク ト から削除し ます。 マージ モジュール

は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と削除されます。

InstallScript エンジン フ ァ イルへの変更

InstallShield 12 以降では、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 InstallScript エンジ

ン フ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールし ません。

<COMMONFILES>\InstallShield\Driver\< バージ ョ ン >\Intel 32

InstallShield 11.5 以前の InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 い く つかのフ ァ イ

ルは Binary テーブルに格納されていま し た。

• Setup.inx 

• Isconfig.ini 

• Isrt.dll 

• ISScriptBridge.dll 

• _isresXXXX.dll ( こ こで、 XXXX は言語です。 .dll は、 イ ンス ト ールに含まれている各言語に対し て １  つ含まれ

ま し た。 )

• StringxXXXX.txt ( こ こで、 XXXX は言語です。 .txt は、 イ ンス ト ールの各言語に対し て １  つ含まれま し た。 )

InstallShield 12 以降では、 これらのフ ァ イル ( 使われな く なった ISScriptBridge.dll を除 く ) はすべて、 ISSetup.dll 

フ ァ イル内に格納されます。 ISSetup.dll は、 Binary テーブルに格納される唯一のフ ァ イルです。

InstallScript エンジン フ ァ イルの変更が原因によるア ッ プグレー ドの問題は、 現在、 報告されていません。 これら

の変更は、 情報提供のみを目的と し て報告されています。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド ラーを呼び出す InstallScript カス タム 
アクシ ョ ンの作成と スケジュール

InstallShield 12 以降で、 定義済みの InstallScript イベン ト  ハン ド ラーの関数は今回よ り、 InstallScript カス タム ア

クシ ョ ンを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できません。 InstallShield 11.5 以前では、 次の InstallScript イベン

ト  ハン ド ラーの関数が、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で提供されていま し

た。

• OnBegin

• OnMoving

• OnMoved

• OnEnd

これらのイベン ト  ハン ド ラーの関数は、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の MSI プロジ ェ ク ト ではサ

ポー ト されていません。 一旦プロジ ェ ク ト が InstallShield 2016 で再ビルド される と、 それ以後呼び出されな く な り

ます。 これらのイベン ト  ハン ド ラー関数は、 InstallShield 2016 でも続けてコ ンパイル可能ですが、 呼び出される こ

とはあ り ません。

同様に、 これらの定義済み InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数は、 InstallShield 2016 で開かれたと きに自動的に

マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換される InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ではサポー ト されてい

ません。 これらの関数は、 一旦変換されたマージ モジュール プロジ ェ ク ト が InstallShield 2016 でビルド される

と、 呼び出されません。

基本の MSI または InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト にこれらのイベン ト がある と きに、プロジ ェ ク ト を 

InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する場合、 イベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを手動で

スケジュールする必要があ り ます。 以下は、 その手順です。

タ スク 定義済み InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンを手動でスケジュール

するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 2016 で、 ア ッ プグレー ド済みのプロジ ェ ク ト を開きます。

2. InstallScript フ ァ イルへ適切な変更を行います。

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト で OnBegin、 OnMoving、 OnMoved、 および OnEnd イベン ト  ハン ド ラー関数を検索し ます。

ビ ューの中央にあるペイ ンで関数名を ク リ ッ クする と、 簡単に関数を検索する こ とができます。

c. 関数の名前を代替名に変更し て、 ifx.h に自動的に含まれる既存の関数プロ ト タ イプ と競合するのを避け

るよ う にし ます。 例 :

• MyOnBegin

• MyOnMoving

• MyOnMoved

• MyOnEnd

d. 既存の関数を、 単一 HWND パラ メ ーターを取得するよ う にア ッ プグレー ド し ます。 例 :

function MyOnBegin(hMSI) begin end;

e. これらの新しい関数の適切なプロ ト タ イプを追加し ます。
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export prototype MyOnBegin(HWND);

export prototype MyOnEnd(HWND);

export prototype MyOnMoved(HWND);

export prototype MyOnMoving(HWND);

3.  名前が変更された InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンを追加

し ます :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI プロジ ェ

ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] ( マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

b. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい InstallScript] を

ク リ ッ ク し ます。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンが追加されます。

c. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。 この名前には、 InstallScript 関数の名前を変更し た と きに使用

し た名前を使用し ます。 例 :

• MyOnBegin

• MyOnMoving

• MyOnMoved

• MyOnEnd

d. 作成し た新しい InstallScript カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

e. " 関数名 " 設定を、 InstallScript 関数の名前に設定し ます。

f. " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 下のテーブルで示されている値を指定し ます。

4.  InstallScript カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ールの適切な箇所にスケジュールし ます。

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. InstallScript カス タム アクシ ョ ンの前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] を

ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 プロジ ェ ク ト に現在関連付けられて

いるアクシ ョ ンおよびダイアログの一覧が表示されます。

c. 作成し た InstallScript カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。 必要に応じ て、 InstallScript イベン ト の起動に

ついての条件を [ 条件 ] ボ ッ クスに入力し ます。

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

以前の機能にできるだけ近づけるため、 ステ ッ プ 3f のスク リ プ ト 内実行の設定と、 ステ ッ プ 4b の InstallScript カ

ス タム アクシ ョ ンのスケジュールを次のよ う に行います。

テーブル 1-10 • カス タム アクシ ョ ンのスケジュール

カス タム アク
シ ョ ン スク リ プ ト 内実行 シーケンス中の場所

MyOnBegin 即時 ( デフ ォル ト ) [ イ ンス ト ール ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスの最初のア

クシ ョ ンの 1 つです。

MyOnMoving システム コ ンテキ

ス ト の遅延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 InstallInitialize アクシ ョ ン と 

AllocateRegistrySpace アクシ ョ ンの間。
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次の事項に注意し て く だ さい。

• グローバル変数とポイ ン ターは、 個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で保持されな く な り ま

し た。 また、 個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンでは、 それぞれ固有の SUPPORTDIR が初期化され、 使

用されます。 し たがって、 SUPPORTDIR のフ ァ イルでは、 個々の呼び出し間で情報を共有する こ とはできま

せん。 詳細については、 「グローバル変数、 グローバル ポイ ン ター、 および SUPPORTDIR」 を参照し て く だ

さい。

• ほとんどの Windows Installer プロパテ ィ は、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン

で使用する こ とはできません。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロール

バッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド
する

InstallShield 11.5 以前で作成された InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と きの

詳しい説明については、 以下のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

グローバル変数、 グローバル ポイ ン ター、 および SUPPORTDIR

InstallShield 2016 およびそれ以前のバージ ョ ンでは、 InstallScript MSI イ ンス ト ールが初期化された と き、 コ ンパイ

ルされた InstallScript フ ァ イルがロー ド され、 必要に応じ てイ ンス ト ール中に、 この " メ イ ン " のロー ド された 

InstallScript フ ァ イルの InstallScript イベン ト が呼び出されます。

ただし、 InstallShield 12 以降では、 基本の MSI イ ンス ト ールで InstallScript 内の関数が Windows Installer エンジン

によ って InstallScript カス タム アクシ ョ ン と し て呼び出される と、 カス タム アク シ ョ ンは、 InstallScript カス タム 

アクシ ョ ン と同じ動作を し ます。 つま り、 関数は、 完全に別々にロー ド されたスク リ プ ト  イ ンス タ ンスで実行さ

れます。 スク リ プ ト は、 アクシ ョ ンが呼び出される前にロー ド され、 アクシ ョ ンが完了し た後で、 アンロー ド さ

れます。 このため、 Windows Installer エンジンによ って、 InstallScript カス タム アクシ ョ ン と し て呼び出された各 

InstallScript 関数は、 それ自身のセ ッ シ ョ ンで実行され、 実行ご とに全 InstallScript エンジンがロー ド およびアン

ロー ド されます。 この動作は、 InstallShield 11.5 以前での動作とは異な り ます。 InstallShield 11.5 以前では、 カス タ

ム アクシ ョ ンは、 初期化中にロー ド され、 イ ンス ト ールの最後でアンロー ド されたロー ド された単一のメ イ ン ス

ク リ プ ト  フ ァ イル イ ンス ト ールで呼び出されていま し た。

この動作の変更による主な影響は、 InstallScript カス タム アクシ ョ ン と し て呼び出された InstallScript 関数は、 メ

イ ンの実行スク リ プ ト  フ ァ イルで保持されるグローバル変数およびポイ ン ターへアクセス し な く なったい う こ と

です。

• メ イ ンの実行 InstallScript フ ァ イルと イ ン タ ラ ク ト し て、 グローバル変数の使用や変更、 またはメ イ ンの実行

スク リ プ ト  フ ァ イル によ って保持されているオブジ ェ ク ト の変更などのタ スク を行う 必要がある場合 ( アン

MyOnMoved システム コ ンテキ

ス ト の遅延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 ScheduleReboot アクシ ョ ン と 

InstallFinalize アクシ ョ ンの間

MyOnEnd 即時 ( デフ ォル ト ) [ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンスの最後のイベン ト 、 InstallFinalize 

アクシ ョ ンの後 ( 以前のリ リースで、 OnEnd は、 イ ンス ト ールが完了し

た結果と し て他のすべてのイベン ト の後で呼び出されていま し た。 )

テーブル 1-10 • カス タム アクシ ョ ンのスケジュール ( 続き )

カス タム アク
シ ョ ン スク リ プ ト 内実行 シーケンス中の場所
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
イ ンス ト ールのステータ ス バージ ョ ンの更新や、 スク リ プ ト 操作のログ記録を含みます )、 関数は、

InstallScript カス タム アクシ ョ ン と し てではな く 、 InstallScript イベン ト から呼び出されなければな り ません。

InstallScript イベン ト から呼び出された関数は、 メ イ ンの InstallScript イ ンス タ ンスで実行されます。 ( 例外 : 

い く つかの OnFilesInUse などの InstallScript エラー イベン ト は、 Windows Installer エンジンからのエラー メ ッ

セージの結果と し て呼び出されます。 Windows Installer エンジンは、 これらの InstallScript エラー イベン ト を 

InstallScript カス タム アクシ ョ ン と し て起動し ます。 このため、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンの制限は、

これらの InstallScript イベン ト にも適用し ます。 )

• 複数の InstallScript カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で値を保存する必要がある場合、 レジス ト リ、 Windows 

Installer プロパテ ィ 、 または外部データ フ ァ イルなどの外部メ カニズムを使用し て、 呼び出し間の情報を保

存し なければな り ません。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ンで Windows 

Installer プロパテ ィ を使用する選択を し た場合、 「Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン」 にあるガイ ド ラ イ ンを参照し て く だ さい。

• カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で COM オブジ ェ ク ト または他のグローバル オブジ ェ ク ト を使用する必要

がある場合、 個々のカス タム アクシ ョ ンの呼び出しのオブジ ェ ク ト を初期化し て、 それを有効にする必要が

あ り ます。

また、 この変更によ り、 個々のカス タム アクシ ョ ンでは、 それぞれ固有の SUPPORTDIR が初期化および使用され

ます。 し たがって、 各カス タム アクシ ョ ンの起動には、 それぞれ一意の SUPPORTDIR が用意されるため、

SUPPORTDIR のフ ァ イルを使用し て、 個々の呼び出し間で情報を共有する こ とはできません。 情報は、

FOLDER_TEMP または他のフ ァ イルの場所を使用し て共有する こ とができます。

FOLDER_TEMP のパスは、 すべての InstallScript カス タム アクシ ョ ンに対し て同一とは限り ませんので注意し て く

ださい。 システム コ ンテキス ト で実行される InstallScript カス タム アク シ ョ ン と実行されない InstallScript カス タ

ム アクシ ョ ンがある場合、 パッ ケージが昇格された状態で実行された場合、 それぞれ異なる一時パスが与えられ

ます。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 異なるユーザーのコ ンテキス ト で実行されるため、 一時デ ィ レ ク ト リ

にフ ァ イルを保存し て、 それをあと で取り出す操作は、 特定のシナリ オで適切に動作し ないこ とがあり ます。

Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム 
アクシ ョ ン

InstallScript MSI イ ンス ト ールの遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 一部のビ

ル ト イ ン Windows Installer プロパテ ィ  (CustomActionData、 ProductCode、 および UserSID) にのみアクセスする こ

とができます。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの実行中に、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンで他のプロパテ ィ  (

例、 SUPPORTDIR) にアクセスする場合は、 それら を CustomActionData に渡す必要があり ます。 これを行う には、

すぐにプロパテ ィ を設定する タ イプのカス タム アクシ ョ ン ( 例、 MsiSetProperty 関数を もつ即時 InstallScript カス

タム アクシ ョ ン ) をスケジュールし て、 カス タム アクシ ョ ンの名前に一致するプロパテ ィ を設定し ます。 このプ

ロパテ ィ の値が、 遅延のカス タム アクシ ョ ン内の CustomActionData プロパテ ィ から取得できるよ う にな り ます。

たと えば、 SUPPORTDIR のよ う なプロパテ ィ にアクセスする場合、 MyCustomActionName とい う名前で、

MyCustomActionName プロパテ ィ を [SUPPORTDIR] に設定する即時カス タム アクシ ョ ンを作成し て、

MsiGetProperty 呼び出し で "SUPPORTDIR" を "CutomActionData" で置き換える こ と もできます。

MsiGetProperty(hMSI, "CustomActionData", szSupportDir, nLen)

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 または

その設定を行う

• 遅延実行カス タム アクシ ョ ンのコ ンテキス ト 情報を取得する
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
提供されていない Windows Installer プロパテ ィ を補う こ と を忘れる と、 イ ンス ト ール時に予期し ない結果が起きる

こ とがあ り ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 遅延アクシ ョ ンでは、 MsiGetProperty(hMSI, "INSTALLDIR", 

szInstallDir, nLen) が szInstallDir を空の文字列に設定するため、 szInstallDir ^ szFile は、 [INSTALLDIR] のフ ァ イルの代

わり に、 現在のデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルを参照する場合があり ます。 遅延カス タム アク シ ョ ンの現在のデ ィ

レ ク ト リは、 通常 [SystemFolder] です。

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 ProductLanguage プロパテ ィ へのアクセスが

あ り ません。 イ ンス ト ールに複数言語のサポー ト が含まれていて、 かつエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し

ている言語へのアクセスが必要な遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン もある と き、 イ

ンス ト ールは、 この言語を イ ンス ト ールのデフ ォル ト 言語である と仮定し ます。 これは、 エン ド ユーザーがイ ン

ス ト ールをデフ ォル ト 言語以外の言語で実行する と き、 問題と な り ます。 ただ し、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

ク カス タム アクシ ョ ンは通常、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示し ないため、 これが問題になる こ とは、 ご く

稀にしかあ り ません。

DoInstall 関数への変更

DoInstall 関数は今回よ り、 既に実行されている イ ンス ト ール エンジンを使用する代わり に、 子イ ンス ト ールの

セ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルを起動し て、 子イ ンス ト ールを実行し ます。 この変更は自動的に行われますので、

既存の InstallScript コー ドへの変更は必要あり ません。 イ ンス ト ール実行可能フ ァ イルは初期化が必要なため、 子

イ ンス ト ールの初期化は、 以前のバージ ョ ンよ り も若干時間がかかる場合があり ます。 詳細については、

「DoInstall」 を参照し て く だ さい。

今回よ り、 DoInstall の呼び出しは、 LaunchAppAndWait の呼び出しに似ています。 イ ンス ト ールが、 CD-ROM、 フ

ロ ッ ピー デ ィ スクなどのリムーバブル メ デ ィ アから呼び出された と き、 Disk1 の Setup.exe フ ァ イルは、 イ ンス

ト ール中、 常に使用できる状態にある とはかぎ り ません。 ( 実行中に、 Setup.exe が使用できな く なった場合、 オ

ペレーテ ィ ング システムでプロンプ ト が表示され、 エン ド ユーザーに正しいデ ィ スク を挿入するよ う に求めて く

る こ とがあ り ます。 これによ り、 イ ンス ト ールが失敗する こ とがあり ます。 ) し たがって、 この問題を回避するた

めに、 Setup.exe フ ァ イルが Temp フ ォルダーにコ ピーされ、 イ ンス ト ールがそこから再起動されます。 元の 

Setup.exe は、 こ こ で終了し ます。 ただ し、 この処理が発生する と、 DoInstall ( または、 呼び出された場合、

LaunchAppAndWait) は、 イ ンス ト ールが完了し たと仮定し て動作し、 待機し ません。

この問題のワークアラウン ドは、 い く つかあ り ます。 その 1 つはまず、 子イ ンス ト ールを起動する と きに、 /

clone_wait パラ メ ーターを使用する こ と です。 このワークアラウン ドの実行する と、 起動されたイ ンス ト ールで、

起動された元のプロセスが実行中のまま保たれ、 親イ ンス ト ールは待機し ます。 ただ し、 このワークアラウン ド

では、 Setup.exe を含む元の CD がイ ンス ト ールの途中で使用できない状態になる場合、 問題が発生する場合があ

り ます。 この例と し て、 イ ンス ト ールの途中で一枚目の CD が使用できな く なる複数 CD のイ ンス ト ールがあげら

れます。

この問題を回避する唯一の方法は、 起動されたプロセスの子プロセスの ID を判別する コー ド を追加し て、 子プロ

セスが完了するのを待機する こ と です。

Disk1 フ ァ イルへの変更

InstallShield は以前、 次のフ ァ イルをビルド されたイ ンス ト ールの Disk1 イ メ ージに配置し ていま し たが、 この処

理は必要な く なったため、 今後実行されません。

ISScript< バージ ョ ン >.msi 

InstallShield 12 以降では、 次のフ ァ イルが、 ビルド されたイ ンス ト ールの Disk1 イ メ ージに配置されます。

ISSetup.dll 

Disk1 フ ァ イルの変更が原因によるア ッ プグレー ドの問題は、 現在報告されていません。 これらの変更は、 情報提

供のみを目的と し て報告されています。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
InstallScript エンジン フ ァ イルへの変更

InstallShield 12 以降では、 InstallScript MSI イ ンス ト ールは、 InstallScript エンジン フ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ に

イ ンス ト ールし ません。

<COMMONFILES>\InstallShield\Professional\Runtime\<MajorVersion>\<MinorVersion>\Intel32

InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 い く つかのフ ァ イルは Binary テーブルに格納されてい

ま し た。

• Setup.inx 

• Isconfig.ini 

• Isrt.dll 

• ISScriptBridge.dll 

• _isresXXXX.dll ( こ こで、 XXXX は言語です。 .dll は、 イ ンス ト ールに含まれている各言語に対し て １  つ含まれ

ま し た。 )

• StringxXXXX.txt ( こ こで、 XXXX は言語です。 .txt は、 イ ンス ト ールの各言語に対し て １  つ含まれま し た。 )

InstallShield 12 以降では、 これらのフ ァ イル ( 使われな く なった ISScriptBridge.dll を除 く ) はすべて、 ISSetup.dll 

フ ァ イル内に格納されます。 ISSetup.dll は、 Binary テーブルに格納される唯一のフ ァ イルです。

InstallScript エンジン フ ァ イルの変更が原因によるア ッ プグレー ドの問題は、 現在、 報告されていません。 これら

の変更は、 情報提供のみを目的と し て報告されています。

InstallScript 関連のカス タム アクシ ョ ン

InstallShield 12 では、 い く つかの InstallScript 関連のビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンが、 InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト で提供されな く な り ま し た。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 11.5 以前から InstallShield 2016 へ

ア ッ プグレー ド し た場合、 InstallShield によ って、 これらのビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンはプロジ ェ ク ト から削

除されます。 この削除のため、 以前これらのカス タム アクシ ョ ンによ って呼び出されていた既存の InstallScript イ

ベン ト  ハン ド ラー関数は、 今回よ り、 InstallScript から直接呼び出されます。 詳細については、 「InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド ラーを呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンの作成と スケジュー

ル」 を参照し て く だ さい。

Setup.exe フ ァ イルのない InstallScript MSI イ ンス ト ールを配布するための変更

パッ ケージを Active Directory などのテ ク ノ ロジを通し て配布できるよ う にするために、 InstallScript MSI イ ンス

ト ールが Setup.exe フ ァ イルな しに実行されるのを許可するには、 「ナレ ッ ジベース記事 Q108166 - HOWTO: 

Deploying an MSI Wrapped with an InstallShield Script-Based Setup.exe (MSI を InstallShield スク リ プ ト  ベースの 

Setup.exe でラ ッ プ し て展開する )」 で説明されている手順を使用できる場合があり ますただ し、 この記事で説明

されている手順を適用し て、 ユーザーがイ ンス ト ール時に .msi フ ァ イルを直接起動する と、 一部の InstallScript イ

ベン ト  (OnMoved など ) が起動されな く な り ます。 これらのイベン ト が呼び出されない理由は、 InstallScript 関連

のカス タム アクシ ョ ンが削除されたため、 以前 InstallScript 関連のビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンのよ って呼び

出されていた一部の InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数が呼び出されないためです。

詳細については、 「InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド ラーを呼び出す InstallScript カス

タム アクシ ョ ンの作成と スケジュール」 を参照し て く ださい。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド ラーを呼び出す InstallScript カス タ
ム アクシ ョ ンの作成と スケジュール

InstallShield 12 では、 い く つかの InstallScript 関連のビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンが、 InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト で提供されな く な り ま し た。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallShield 11.5 以前から InstallShield 2016 へ

ア ッ プグレー ド し た場合、 によ って、 これらのビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンはプロジ ェ ク ト から削除されま

す。 この削除のため、 以前これらのカス タム アクシ ョ ンによ って呼び出されていた既存の InstallScript イベン ト

は、 今回よ り、 InstallScript から直接呼び出されます。 この記事では、 削除されたカス タム アクシ ョ ンが確認で

き、 スケジュールが InstallShield 11.5 以前で使用されたスケジュールとほぼ同一になるよ う に、 これらの 

InstallScript イベン ト を呼び出すカス タム アクシ ョ ンをどのよ う に追加するかが説明されています。

パッ ケージを Active Directory などのテ ク ノ ロジを通し て配布できるよ う にするために、 InstallScript MSI イ ンス

ト ールが Setup.exe フ ァ イルな しに実行できるよ う にし た場合、 削除されたカス タム アクシ ョ ンが原因で 

InstallScript MSI イ ンス ト ールでも影響が出る こ とがあ り ます。 これを実装するための手順は、 ナレ ッ ジベース記

事 「Q108166 - HOWTO: MSI を InstallShield スク リ プ ト  ベースの Setup.exe でラ ッ プ し て配布する」 を参照し て く

ださい。 この記事で説明されている手順を適用し て、 ユーザーがイ ンス ト ール時に .msi フ ァ イルを直接起動する

と、 一部の InstallScript イベン ト  (OnMoved など ) が起動されな く な り ますますので注意し て く だ さい。 これらの

イベン ト が呼び出されない理由は、 InstallScript 関連のカス タム アクシ ョ ンが削除されたため、 以前 InstallScript 

関連のビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンのよ って呼び出されていた一部の InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数が

呼び出されないためです。 また、 イ ンス ト ールを Q108166 記事にし たがって構成し た場合、 以下の手順にし た

がって、 ビル ト イ ン InstallScript イベン ト を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを追加する必要があり ます。

次の InstallScript 関連のビル ト イ ン カス タム アクシ ョ ンが、 InstallShield 12 で提供されな く な り ま し た。 これらの

カス タム アクシ ョ ンは、 InstallShield 11.5 以前から InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド された と き、 InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト から削除されます :

• ISCleanupSuccess

• ISCleanUpSuspend

• ISCleanUpUserTerminate

• ISCleanupFatalExit

• ISMsiServerStartup

• ISRebootPatchHandler

• ISRollbackCleanup

• ISStartup

• OnCheckSilentInstall ( このカス タム アクシ ョ ンの変更に関する詳細は、 「OnCheckSilentInstall」 を参照し て く

ださい。 )

• OnFeaturesInstalled

• OnFeaturesInstalling

• OnInstallFilesActionAfter

• OnInstallFilesActionBefore

• OnMoved

• OnMoving
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この削除のため、 以前これらのカス タム アクシ ョ ンによ って呼び出されていた既存の InstallScript イベン ト  ハン

ド ラーは、 今回よ り、 InstallScript から直接呼び出されます。 これには、 フ ァ イル転送の直前で呼び出される 

InstallScript イベン ト  ハン ド ラーが含まれます。

• Installing および Uninstalling の機能関数

• OnGeneratedMSIScript

• OnGeneratingMSIScript

• OnInstallFilesActionBefore

• OnMoving

これにはまた、 フ ァ イル転送の直後に呼び出される InstallScript イベン ト  ハン ド ラーも含まれます。

• Installed および Uninstalled の機能関数

• OnMoved

• OnInstallFilesActionAfter

これらの変更は、 グローバル変数およびグローバル ポイ ン ターが、 これらの InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関

数で使用できるよ う に加えられま し た。 ただ し、 イベン ト は以前、 カス タム アクシ ョ ンから呼び出されていたた

め、 これらのイベン ト のシーケンスは、 Windows Installer によ って直接呼び出される他のカス タム アクシ ョ ンに関

連し て変更されています。 し たがって、 場合によ って、 これらの変更が適切に反映されるよ う に、 InstallScript 

コー ド を変更する必要があ り ます。

ただし、 機能のイベン ト  ハン ド ラーの場合のみ、 スケジュールが InstallShield 11.5 以前で使用されたスケジュール

とほぼ同一になるよ う に、 これらの InstallScript イベン ト を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを追加する こ と も可能で

す。 ただし、 グローバル変数とポイ ン ターは、 「グローバル変数、 グローバル ポイ ン ター、 および SUPPORTDIR」

で議論されているよ う に、 個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で保持されません。

フ ァ イル転送中にカス タム アクシ ョ ンから OnFeatureInstalling、 OnFeatureUninstalling、 OnFeatureInstalled、 または 

OnFeatureUninstalled を呼び出し ても、 イ ンス ト ールへの影響はあり ません。 これは、 これらの関数がフ ァ イル転

送の直前に InstallScript から呼び出されるためで、 これらが複数回呼び出されても、 影響はあ り ません。

タ スク 定義済み InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンを手動でスケジュール

するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 2016 で、 ア ッ プグレー ド済みのプロジ ェ ク ト を開きます。

2. InstallScript フ ァ イルへ適切な変更を行います。

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト でイベン ト  ハン ド ラー関数を検索し ます。 ビ ューの中央にあるペイ ンで関数名を ク リ ッ クす

る と、 簡単に関数を検索する こ とができます。

c. 関数の名前を代替名に変更し て、 ifx.h に自動的に含まれる既存の関数プロ ト タ イプ と競合するのを避け

るよ う にし ます。 例 :

• MyOnGeneratingMSIScript

• MyOnMoving

• MyOnMoved
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d. 既存の関数を、 単一 HWND パラ メ ーターを取得するよ う にア ッ プグレー ド し ます。 例 :

function MyOnGeneratingMSIScript(hMSI) begin end;

e. この新しい関数の適切なプロ ト タ イプを追加し ます。

export prototype MyOnGeneratingMSIScript(HWND);

3.  名前が変更された InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出す InstallScript カス タム アクシ ョ ンを追加

し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい InstallScript] を

ク リ ッ ク し ます。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンが追加されます。

c. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。 この名前には、 InstallScript 関数の名前を変更し た と きに使用

し た名前を使用し ます。 例 :

• MyOnGeneratingMSIScript

• MyOnMoving

• MyOnMoved

d. 作成し た新しい InstallScript カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

e. " 関数名 " 設定を、 InstallScript 関数の名前に設定し ます。

f. " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 下のテーブルで示されている値を指定し ます。

4.  InstallScript カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ールの適切な箇所にスケジュールし ます。

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. InstallScript カス タム アクシ ョ ンの前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] を

ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 プロジ ェ ク ト に現在関連付けられて

いるアクシ ョ ンおよびダイアログの一覧が表示されます。

c. 作成し た InstallScript カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。 必要に応じ て、 InstallScript イベン ト の起動に

ついての条件を [ 条件 ] ボ ッ クスに入力し ます。

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

以前の機能にできるだけ近づけるため、 ステ ッ プ 3f のスク リ プ ト 内実行の設定と、 ステ ッ プ 4b の InstallScript カ

ス タム アクシ ョ ンのスケジュールを次のよ う に行います。

テーブル 1-11 • カス タム アクシ ョ ンのスケジュール

カス タム アクシ ョ ン
スク リ プ ト 内
実行 シーケンス中の場所

OnGeneratingMSIScript 即時 ( デフ ォ

ル ト )

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、RemoveExistingProducts 

アクシ ョ ン と InstallInitialize アクシ ョ ンの間

OnMoving システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 InstallInitialize アクシ ョ

ン と AllocateRegistrySpace アクシ ョ ンの間
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次の事項に注意し て く だ さい。

• グローバル変数とポイ ン ターは、 個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンの呼び出し間で保持されな く な り ま

し た。 また、 個々の InstallScript カス タム アクシ ョ ンでは、 それぞれ固有の SUPPORTDIR が初期化され、 使

用されます。 し たがって、 SUPPORTDIR のフ ァ イルでは、 個々の呼び出し間で情報を共有する こ とはできま

せん。 詳細については、 「グローバル変数、 グローバル ポイ ン ター、 および SUPPORTDIR」 を参照し て く だ

さい。

• ほとんどの Windows Installer プロパテ ィ は、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン

で使用する こ とはできません。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ と遅延 / コ ミ ッ ト / ロール

バッ ク InstallScript カス タム アクシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

OnFeaturesInstalling。 定義さ

れたすべての機能の 

Installing イベン ト と 

Uninstalling イベン ト を呼び

出し ます。 メ モ : 上記で説

明されているよ う に、 これ

による影響はあ り ません。

システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 InstallInitialize アクシ ョ

ン と AllocateRegistrySpace アクシ ョ ンの間 (OnMoving の後 )

OnInstallFilesActionBefore システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、MoveFiles アクシ ョ ン と 

InstallFiles アクシ ョ ンの間

OnFeaturesInstalled。 定義さ

れたすべての機能の 

Installed イベン ト と 

Uninstalled イベン ト を呼び

出し ます。 メ モ : 上記で説

明されているよ う に、 これ

による影響はあ り ません。

システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 ScheduleReboot アク

シ ョ ン と InstallFinalize アクシ ョ ンの間 (OnMoved の前 )

OnMoved システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 ScheduleReboot アク

シ ョ ン と InstallFinalize アクシ ョ ンの間 (OnGeneratedMSIScript 

の前 )

OnInstallFilesActionAfter システム コ ン

テキス ト の遅

延

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 InstallFiles アクシ ョ ン

と PatchFiles アクシ ョ ンの間

OnGeneratedMSIScript 即時 ( デフ ォ

ル ト )

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス、 ScheduleReboot アク

シ ョ ン と InstallFinalize アクシ ョ ンの間 (OnMoved の後 )

テーブル 1-11 • カス タム アクシ ョ ンのスケジュール ( 続き )

カス タム アクシ ョ ン
スク リ プ ト 内
実行 シーケンス中の場所
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 393



第 1 章 ス ター ト  ガイ ド

以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
OnCheckSilentInstall

InstallShield 11.5 以前では、 InstallScript MSI イ ンス ト ールが Setup.exe を使わずにサイ レン ト でイ ンス ト ールされ

ている と き、 OnCheckSilentInstall カス タム アクシ ョ ンが自動的に OnMsiSilentInstall InstallScript イベン ト を呼び出

し ていま し た ( たと えば、 次も コマン ド ラ イ ンが使用された場合 :Msi.exe /i<Package> /qn)。 InstallShield 12 以降では、

このイベン ト は InstallScript MSI イ ンス ト ールで呼び出されません。 ただ し、 OnMsiSilentInstall イベン ト  ハン ド

ラー関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを追加する こ とができます。 これを行う には、 次のステ ッ プ 3f と 4b で

説明されているスケジュール時における要件に留意し て、 上述の手順を実行し ます。

また、 InstallScript イベン ト が予期されているシナ リ オでのみ実行されるよ う にするには、 次のコー ド を イベン ト

に追加し ます。

cchValueBuf = MAX_PATH;

// Setup.exe が使用されているか確認し、 使用されている場合、 戻り ます。

MsiGetProperty(nHandle, "ISSETUPDRIVEN", szValueBuf, cchValueBuf);

if(StrLengthChars(szValueBuf)) then

return ISERR_SUCCESS;

endif;

InstallShield 11.5 以前の InstallScript プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する
InstallShield 11.5 以前で作成された InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する と きの詳し

い説明については、 以下のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

InstallScript オブジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に含める

InstallShield 2016 で作成された InstallScript イ ンス ト ールは、 以前のバージ ョ ンの InstallShield 11.5 で作成されたオ

ブジ ェ ク ト を使用できません。

InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 へア ッ プグレー ド する と、 すべての InstallShield オブジ ェ ク ト への参

照は、 InstallShield 2016 バージ ョ ンのオブジ ェ ク ト をポイ ン ト するよ う に更新されます。 新しいバージ ョ ンのオブ

ジ ェ ク ト がシステムに存在し ない場合、 「オブジ ェ ク ト が見つかり ませんで し た」 とい う エラー メ ッ セージがビル

ド時に表示されます。

InstallShield 2016 オブジ ェ ク ト を取得する方法については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て

く ださい。

DoInstall 関数への変更

DoInstall 関数は今回よ り、 既に実行されている イ ンス ト ール エンジンを使用する代わり に、 子イ ンス ト ールの

セ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルを起動し て、 子イ ンス ト ールを実行し ます。 この変更は自動的に行われますので、

既存の InstallScript コー ドへの変更は必要あり ません。 イ ンス ト ール実行可能フ ァ イルは初期化が必要なため、 子

イ ンス ト ールの初期化は、 以前のバージ ョ ンよ り も若干時間がかかる場合があり ます。 詳細については、

「DoInstall」 を参照し て く だ さい。

テーブル 1-12 • OnCheckSilentInstall カス タム アクシ ョ ンのスケジュール

カス タム アクシ ョ ン
スク リ プ ト 内実
行 シーケンス中の場所

OnCheckSilentInstall 即時 ( デフ ォル

ト )

[ イ ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンスの最初のアクシ ョ ン と し て
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今回よ り、 DoInstall の呼び出しは、 LaunchAppAndWait の呼び出しに似ています。 イ ンス ト ールが、 CD-ROM また

は DVD などのリムーバブル メ デ ィ アから実行された と き、 Disk1 の Setup.exe フ ァ イルは、 イ ンス ト ール中、 常

に使用できる状態にある とはかぎ り ません。 ( 実行中に、 Setup.exe が使用できな く なった場合、 オペレーテ ィ ン

グ システムでプロンプ ト が表示され、 エン ド ユーザーに正しいデ ィ スク を挿入するよ う に求めて く る こ とがあ り

ます。 これによ り、 イ ンス ト ールが失敗する こ とがあ り ます。 ) し たがって、 この問題を回避するために、

Setup.exe フ ァ イルが Temp フ ォルダーにコ ピーされ、 イ ンス ト ールがそこから再起動されます。 元の Setup.exe 

は、 こ こで終了し ます。 ただ し、 この処理が発生する と、 DoInstall ( または、 呼び出された場合、

LaunchAppAndWait) は、 イ ンス ト ールが完了し たと仮定し て動作し、 待機し ません。

この問題のワークアラウン ドは、 い く つかあ り ます。 その 1 つはまず、 子イ ンス ト ールを起動する と きに、 /

clone_wait パラ メ ーターを使用する こ と です。 このワークアラウン ドの実行する と、 起動されたイ ンス ト ールで、

起動された元のプロセスが実行中のまま保たれ、 親イ ンス ト ールは待機し ます。 ただ し、 このワークアラウン ド

では、 Setup.exe を含む元の CD がイ ンス ト ールの途中で使用できない状態になる場合、 問題が発生する場合があ

り ます。 この例と し て、 イ ンス ト ールの途中で一枚目の CD が使用できな く なる複数 CD のイ ンス ト ールがあげら

れます。

この問題を回避する唯一の方法は、 起動されたプロセスの子プロセスの ID を判別する コー ド を追加し て、 子プロ

セスが完了するのを待機する こ と です。

Setup.exe の変更

Setup.exe の /deleter コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターが今回よ り、 必要な く な り ま し た。 このパラ メ ーターを指定す

る と、 イ ンス ト ールは実行されません。 InstallScript イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの起動後すぐにイ ンス ト ール

のク ローンを作成し な く なったため、 /deleter が必要な く な り ま し た ( ただ し、 /runfromtemp パラ メ ーターが指定さ

れたために、 イ ンス ト ールが一時フ ォルダーから実行されている場合などは除きます )。

Setup.exe の /clone_nowait コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが今回よ り、 必要な く な り ま し た。 このパラ メ ーターを指

定する と、 Setup.exe はそれを無視し ます。 InstallScript イ ンス ト ールは今回よ り、 デフ ォル ト でイ ンス ト ールを完

了するためにク ローン されたイ ンス ト ールを待機し ません (/clone_wait パラ メ ーターが指定された場合を除きます

)。 /clone_wait についての詳しい情報は、 「Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て

く ださい。

InstallScript MSI と基本の MSI イ ンス ト ール同様、 InstallScript の Setup.exe は、 有効な リ ターン コー ド を返し ま

す。 し たがって、 Setup.exe の戻り値を確認する と き、 InstallShield 11.5 ではいつも 0 で し たが、 InstallShield 12 以

降では、 Setup.exe が適切な戻り値を返し ます。 返される戻り値についての詳細については、 「Setup.exe 戻り値お

よび実行時のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト )」 を参照し て く だ さい。

Disk1 フ ァ イルへの変更

InstallShield は以前、 次のフ ァ イルをビルド されたイ ンス ト ールの Disk1 イ メ ージに配置し ていま し たが、 この処

理は必要な く なったため、 今後実行されません。

• Engine32.cab 

• Setup.ibt 

InstallShield 12 以降で、 次のフ ァ イルが、 ビルド されたイ ンス ト ールの Disk1 イ メ ージに配置されます。

• ISSetup.dll 

• _Setup.dll 

Disk1 フ ァ イルの変更が原因によるア ッ プグレー ドの問題は、 現在報告されていません。 これらの変更は、 情報提

供のみを目的と し て報告されています。
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InstallScript エンジン フ ァ イルへの変更

InstallShield 12 以降では、 InstallScript イ ンス ト ールは、 InstallScript エンジン フ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ にイ ン

ス ト ールし ません。

<COMMONFILES>\InstallShield\Professional\Runtime\<MajorVersion>\<MinorVersion>\Intel32

この変更が原因によるア ッ プグレー ドの問題は、 現在報告されていません。 この変更は、 情報提供を目的と し て

報告されています。

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む InstallShield 11.5 または以前の 
QuickPatch プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield 12 以降で InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に作成された QuickPatch プロジ ェ ク ト は、InstallShield 12 以降

で作成されたパッ チ メ デ ィ アのみパッ チする こ とができます。 InstallShield 2016 を使って 以前の InstallScript MSI 

イ ンス ト ールが InstallShield 11.5 以前で作成されたアプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を作成する場合、 QuickPatch 

の代わり にマイナーア ッ プグレー ド パッ ケージを作成し て、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使って、 標準パッ チを

作成し ます。 このバージ ョ ン以後のパッ チは、 QuickPatch プロジ ェ ク ト と し て作成できます。

(InstallScript カス タム アクシ ョ ンがあるないにかかわらず ) 基本の MSI プロジ ェ ク ト に作成された QuickPatch に

関する 問題は、 現在報告されていません。

InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に標準のパッ チを
作成する

InstallShield 12 以降は、 最新および以前のセ ッ ト ア ッ プが InstallShield 11.5 以前で作成された InstallScript MSI パッ

チの作成 ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使用し て ) をサポー ト し ていません。 最新のセ ッ ト ア ッ プが InstallShield 

12 以降で作成されたパッ チ、 または以前のセ ッ ト ア ッ プが InstallShield 11.5 以前で作成されたパッ チの作成に関す

る問題は、 現在報告されていません。

InstallShield 11.5 以前の InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト また
はこの種類のオブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield 11.5 以前には、 プロジ ェ ク ト の InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  タ イプが含まれま し た。 このプロジ ェ

ク ト の種類は InstallShield では利用できません。

InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 で開 く と、InstallShield はこれをマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト に変換し ます。

定義済み InstallScript イベン ト  ハン ド ラーは現在、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含むマージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト で使用できません。 し たがって、 InstallScript イベン ト  ハン ド ラー関数を使用する InstallShield 11.5 以

前の InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト がある場合、 InstallShield 2016 でプロジ ェ ク ト がマージ モジュー

ルの変換される と きに、 これらの関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを手動でスケジュールする必要があり ます。

詳し く は、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト で InstallScript イベン ト  ハン ド ラーを呼び出す InstallScript カス タム アク

シ ョ ンの作成と スケジュール」 をご覧 く だ さい。

InstallShield 2016 は、 InstallShield の以前および最新のバージ ョ ン同様、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある 

InstallShield 2016 マージ モジュールを使用する こ とができます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
InstallScript MSI オブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド

ビルド済みの InstallScript MSI オブジ ェ ク ト  (.imm フ ィ ル ) を含むア ッ プグレー ド プロジ ェ ク ト は、 ビルド を し て

も失敗し ます。 これは、 これらのオブジ ェ ク ト が InstallShield 2016 では使用できないためです。 これを試みる と、

次のよ う なビルド エラーが発生し ます。

ISDEV : エラー -4075: フ ァ イルが見つかり ません。 機能 'NewFeature1' にモジュール 

'InstallShieldMSIObjectName.4F635B62_07BF_4779_B74E_D80C29D508E3:0' をマージ中に、 エラーが発生しました。 

“InstallShieldMSIObjectName.4F635B62_07BF_4779_B74E_D80C29D508E3:0” は、 見つからない InstallScript MSI オブ

ジ ェ ク ト に固有の情報です。 このビルド エラーを解決するには、 この InstallScript MSI オブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク

ト から削除し ます。 マージ モジュールは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする

と削除されます。

InstallShield Express で作成し たプロジ ェ ク ト をア ッ プグ
レー ド する

InstallShield Express のバージ ョ ン 2.1 から 5.x で作成し た InstallShield プロジ ェ ク ト がある場合、そのプロジ ェ ク ト

は InstallShield 2016 で開いた と き自動的に基本の MSI プロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド されます。 InstallShield 2016 

は InstallShield Express プロジ ェ ク ト を、 それと互換性のあるプロジ ェ ク ト の種類である基本の MSI プロジ ェ ク ト

へ変換し ます。

ア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する方法については、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する を参照し て く だ さい。

タ スク Express プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するには、 以下の手順の従います。

InstallShield でプロジ ェ ク ト を開きます。 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するかど うかたずねるダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

• [ はい ] を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し ます。 プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

• プロジ ェ ク ト を開かないでお く 場合は [ いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。

元のプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーは、 このダイアログ ボ ッ クスで指定し た場所に作成および保管されます。

InstallShield 2016 は、 InstallShield 2016 で Express 2.x プロジ ェ ク ト  (.iwz) を基本の MSI プロジ ェ ク ト に移行し たと

きに、 [ セ ッ ト ア ッ プのタ イプ ] ビ ューのロジ ッ ク と ダイアログを保存し ます。 Express の以前のバージ ョ ンは、

セ ッ ト ア ッ プのタ イプはコ ンポーネン ト に基づいていま し た。 Express 2.x プロジ ェ ク ト  (.iwz) では、 コ ンポーネン

ト は機能に置換され、 フ ァ イルグループはコ ンポーネン ト ではな く イ ンス ト ール先フ ォルダーにマ ッ プ されてい

ます。

InstallShield 2016 で、Express 2.x プロジ ェ ク ト  (.iwz) を 基本の MSI プロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド する と、機能の 

" イ ンス ト ールレベル " プロパテ ィ と ダイアログ コ ン ト ロール イベン ト を変更する こ とによ って、 セ ッ ト ア ッ プ

の種類を編集できます。

メ モ • Express プロジ ェ ク ト の [ ビルボー ド ] プロパテ ィ は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト でサポー ト されていないた

め、 移行されません。 ビルボー ド プロパテ ィ が以前の Express プロジ ェ ク ト で指定されている場合、 警告 701 が

出されます。
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現在のバージ ョ ンの InstallShield にイ ンス ト ールされていない言語を持つ Express プロジ ェ ク ト を移行する と、 そ

の言語のサポー ト が失われます。 言語サポー ト は、 InstallShield の Premier Edition でのみ使用する こ とができます。

InstallShield Professional で作成し たプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

InstallShield Professional を使って作成されたプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する こ とができます。 InstallShield 

2016 を使用し て InstallShield Professional で作成されたイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト は自動

的にア ッ プグレー ド されます。 これによ り、 InstallShield 2016 ですぐ作業を開始する こ とができます。

InstallShield Professional を使用し て作成されたプロジ ェ ク ト は、 .ipr フ ァ イルによ り参照される、 い く つかの .ini 

フ ァ イルから構成されていま し た。 InstallShield 2016 では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は .ism フ ァ イル 1 つだけ

です。

最初のステ ッ プ : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く

タ スク InstallShield Professional で作成されたイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 開きたい InstallShield Professional プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ipr ) を選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト が InstallShield で開き、 拡張子が .ipr から .ism に変わり ます。 元の .ipr プロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ

は、 同じ フ ォルダーに ProjectName.ipr.bak と し て保存されます。

次のステ ッ プ : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の変更

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し た後、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イス のビ ュー、 メ

ニュー、 ウ ィ ザー ド その他を使用し て、 プロジ ェ ク ト 設定を変更できます。

ア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト に変更を加えな く てならない場合もあり ます。 詳し く は、 「InstallShield 

Professional 6.x からの移行」 および 「InstallShield Professional 5.x からの移行」 を参照し て く ださい。

メ モ • InstallShield 2016 では、 サポー ト  フ ァ イルはプロジ ェ ク ト  フ ォルダーのサブ フ ォルダーにリ ン ク されていま

すが、 InstallShield Professional では、 サポー ト  フ ァ イルはプロジ ェ ク ト  フ ォルダーのサブ フ ォルダーへ物理的に

コ ピーされていま し た。

InstallShield Professional 6.x からの移行
InstallShield Professional 6.x イ ンス ト ールを InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド する際は、 以下の事項に注意し て

く ださい :

• program…endprogram ブロ ッ ク を使用するスク リ プ ト を、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスおよびフ ァ イル転送関数

を除 く すべての適切なイベン ト  ハン ド ラー関数を呼び出すイベン ト ベースのスク リ プ ト に簡単に変換する こ

とができます。 詳細については、 「OnShowUI」 を参照し て く だ さい。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
• イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ール用の 新しい簡易化モデル は、 数多 く の Ether オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド と そのプ

ロパテ ィ とサブオブジ ェ ク ト をすべて省略し ます （この時同時に、 イ ン ターネ ッ ト 固有の必要条件に対応で

きるよ う に InstallScript の強化点も提供し ます）。 イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールにこれらのプロパテ ィ やメ

ソ ッ ド を使用し ている場合、 「古いプロパテ ィ と メ ソ ッ ドの置換」 をご覧 く ださい。

• version 6.x で作成されたイ ンス ト ールは自動作成された文字エン ト リ を数多 く 含み、 これらの文字列エン ト リ

を情報取得のために使用し ていま し た。 これらの文字列エン ト リは、 同じ情報が [ プロジ ェ ク ト の設定 ] プロ

パテ ィ  シー ト にも存在し ていたため、 不要で し た。 InstallShield 2016 は、 [ プロジ ェ ク ト 設定 ] で指定された

情報を、 実行時にも使用できるよ う にし て、 作業を単純化し ま し た。

この情報を使用する こ とは必須ではあ り ません。 文字列エン ト リは、 プロジ ェ ク ト 内の既存のものをそのま

まに残すこ と で、 これまで同様に使い続ける こ とができます。

移行し たイ ンス ト ールがプロジ ェ ク ト の [ プロジ ェ ク ト の設定 ] プロパテ ィ シー ト から情報を自動的に使用で

きるよ う にし たい場合、 以下の文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト から削除し ます。

COMPANY_NAME

PRODUCT_NAME

PRODUCT_KEY

PRODUCT_VERSION

TITLE_CAPTIONBAR

FOLDER_NAME

TITLE_MAIN

また、 次の表で示されたよ う な、 これらの文字列エン ト リのひとつを使って、 新規の対応するシステム変数

を代わり に使用し ている可能性があるスク リ プ ト  コー ド を更新し ます。

ある値を文字列テーブルから読み込み、 別の値をプロジ ェ ク ト の設定から読み込む場合は、 これらの文字列

値のサブセ ッ ト のみを削除し て く だ さい。 保持する文字列値がある場合、 未使用のプロジ ェ ク ト の設定を変

更せずに、 文字列テーブルの値を必要に応じ て修正するよ う にし て く だ さい。 特に、 ア ッ プデー ト  イ ンス

ト ールを作成する場合は、 PRODUCT_VERSION 文字列エン ト リの値が存在する場合、 それを必ず更新し て く

ださい。

テーブル 1-13 • 文字列エン ト リ と対応する新しいシステム変数

文字列のエン ト リ システム変数

COMPANY_NAME IFX_COMPANY _NAME

PRODUCT_NAME IFX_PRODUCT_NAME

PRODUCT_KEY IFX_PRODUCT_KEY

PRODUCT_VERSION IFX_PRODUCT_VERSION

TITLE_CAPTIONBAR IFX_SETUP_TITLE

FOLDER_NAME IFX_PRODUCT_NAME

TITLE_MAIN IFX_SETUP_TITLE
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• イ ンス ト ールでイベン ト ベースのスク リ プ ト を使用し て、デフ ォル ト  OnSetUpdateMode イベン ト  ハン ド ラー 

コー ドがオーバーラ イ ド されている場合、 実行時に 「イ ンス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ

ンを判別できません。 セ ッ ト ア ッ プを終了し ます。」 といった メ ッ セージが表示される場合があり ます。 この

エラーが発生する場合、 OnSetUpdateMode イベン ト 中に手動で IFX_INSTALLED_VERSION を設定する コー ド を

追加し ます。 サンプル コー ドは、 新しい InstallShield 2016 InstallScript プロジ ェ ク ト の OnSetUpdateMode イベ

ン ト に含まれているデフ ォル ト  コー ド を参照し て く ださい。

• イ ンス ト ールがイベン ト ベースのスク リ プ ト を使用し、 デフ ォル ト の OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー 

コー ドがオーバーラ イ ド されている場合、 フ ァ イルを適切なデフ ォル ト の保存場所にイ ンス ト ールするため

に、 (OnFirstUIBefore の 6.x バーシ ョ ンからの ) 次のコー ド を置換する必要があ り ます。

TARGETDIR = PROGRAMFILES ^ @COMPANY_NAME ^ @PRODUCT_NAME;

( 新規のデフ ォル ト の OnFirstUIBefore コー ドからの ) 次のコー ド を TARGETDIR に設定し ます。

/* 管理者権限があるエン ドユーザー、 またはそのよ う な権限を持たないパワーユーザーおよび

エン ドユーザーにも対処します。 */

if ( ALLUSERS ) then

TARGETDIR = PROGRAMFILES ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

else

TARGETDIR = FOLDER_APPDATA ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

endif;

/* 標準と 複数インスタ ンス インス ト ールの両方を対処します */

if( MAINT_OPTION = MAINT_OPTION_MULTI_INSTANCE && MULTI_INSTANCE_COUNT > 0) then

nLoop = 1;

svDir = TARGETDIR;

while(ExistsDir(TARGETDIR) = EXISTS)

NumToStr(szTargetDirAppendix,nLoop);

TARGETDIR = svDir + szTargetDirAppendix;

nLoop = nLoop + 1;

endwhile;

endif;

手続き型のスク リ プ ト  (programÉendprogram ブロ ッ クがあるスク リ プ ト ) を使用し ている場合、 管理者権限が

ないユーザー用に、 デフ ォル ト のターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を適切に設定する TARGETDIR を設定する コー ド

を更新し なければな り ません。

• イ ンス ト ールがイベン ト ベースのスク リ プ ト を使用し、 デフ ォル ト の OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラー 

コー ドがオーバーラ イ ド されていて、 アン イ ンス ト ール実行時に、 メ デ ィ アにはリ ス ト されていな く ログ

フ ァ イル (FeatureRemoveAllInMediaAndLog を参照 ) にのみリ ス ト されている ものをはじめとするすべての機能

を削除する場合、 (OnMaintUIBefore の 6.x バーシ ョ ンからの ) 次にコー ド を置換する必要があ り ます。

case REMOVEALL: ComponentRemoveAll();

( 新規のデフ ォル ト の OnMaintUIBefore コー ドからの ) 次のコー ド を使用し ます。

MediaGetData( MEDIA, MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS, nMediaFlags, szIgnore );

case REMOVEALL:

/* プロパテ ィは 更新を行います。 */

if( nMediaFlags & MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED ) then

FeatureRemoveAllInMediaAndLog();

else

FeatureRemoveAllInMedia();

endif;

スク リ プ ト ベースのアン イ ンス ト ールをサポー ト する手続き型のスク リ プ ト を使用し ている場合、

ComponentRemoveAll の呼び出し を適切に更新する必要があ り ます。
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• スク リ プ ト が RegDBSetItem を呼んで MaintenanceStart ( または、 DeinstallStart) によ って作成されたレジス ト

リ エン ト リ を変更し、 RegDBSetItem への呼び出し を OnMoved ハン ド ラー ( 例 , OnMoving または < 機能名

>_OnInstalled) の前で呼び出されたイベン ト  ハン ド ラーで行う場合、 RegDBSetItem への呼び出し を移動する必

要があ り ます。 MaintenanceStart は現在 OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーのデフ ォル ト のコー ド で呼び出さ

れています。 MaintenanceStart は、 以前、 メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能 がイ ンス ト ールされたすぐ

後、 他の機能がすべてイ ンス ト ールされる前に自動的に呼び出されていま し た。

• InstallShield Professional 6.x のデフ ォル ト のイベン ト  ハン ド ラーのコー ドは、 以下のラ イ ンを OnFirstUIBefore 

と OnMaintUIBefore の両方に含んでいま し た。

SetStatusWindow (0, "");

Enable(STATUSEX);

StatusUpdate (ON, 100);

InstallShield 2016 では、 このコー ドはデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド に移動し たので、

以下のオプシ ョ ンができま し た。

• このコー ド を カス タ マイズし ていない場合、 余分な呼び出しは問題の原因なるので、 特に何もする必要

はあ り ません。 コー ドの重複を避けたい場合、 このコー ド を OnFirstUIBefore と OnMaintUIBefore から支

障な く 削除する こ とができます。

• このコー ドが既にカス タ マイズされていて、 このカス タ マイズを、 呼び出す UI ( ユーザー イ ン ターフ ェ

イス ) イベン ト 関わらず適用し たい場合、 OnFirstUIBefore と OnMaintUIBefore から コー ド を削除し て、

OnMoveData イベン ト をオーバーラ イ ド し、 デフ ォル ト のコー ドの位置にカス タ マイズし たコー ド を起き

ます。

• コー ドが既にカス タ マイズされていて、 呼び出される UI イベン ト によ って特定のコー ド を指定し たい場

合、 OnMoveData をオーバーラ イ ド し て、 デフ ォル ト のコー ド を コ メ ン ト と し て除き、 既存のコー ド を継

続し て使います。 このと き、 イ ンス ト ールがア ッ プデー ト をサポー ト し ていない場合、

OnUpdateUIBefore のカス タ マイズが必要になる場合もあり ます。

• バージ ョ ン 6.x のデフ ォル ト のイベン ト  ハン ド ラーコー ド は、 OnFirstUIBefore および OnMaintUIBefore イベン

ト に以下のコ メ ン ト アウ ト されたコー ド を含んでいま し た。

// 処理内容 : 背景、 ウ ィ ン ドウタ イ ト ル、 およびキャプシ ョ ンバーのタ イ ト ルを有効にする場合

// SetTitle( @TITLE_MAIN, 24, WHITE );

// SetTitle( @TITLE_CAPTIONBAR, 0, BACKGROUNDCAPTION );

// Enable( FULLWINDOWMODE );

// Enable( BACKGROUND );

// SetColor( BACKGROUND, RGB( 0, 128, 128 ) );

このコー ド をアクテ ィ ブにし て、 呼び出された UI イベン ト に関わらず安定し た UI エクスペ リ エンスを提供

し たい場合は、 OnFirstUIBefore と OnMaintUIBefore から このコー ド を削除し、 OnShowUI をオーバーラ イ ド し

てコー ド を適切にカス タ マイズし ます。

• InstallShield 2016 では、 多 く の Windows API 関数はイ ン クルー ド されたヘ ッ ダー フ ァ イル (.h フ ァ イル ) 内で

宣言されます。 これらの関数が明示的にスク リ プ ト  コー ド で宣言されている場合、 以下を実行し ます。

• 関数宣言を削除し、 InstallShield Professional が提供する宣言を使用し ます。

• InstallShield 2016 と以前のバージ ョ ン両方でコ ンパイル可能なスク リ プ ト を作成する と き、 宣言を以下の

よ う なコー ド で囲みます。

#if _ISCRIPT_VER < 0x700

prototype ...

#endif
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InstallShield Professional が定義し た指定が異なる時、 Windows API 関数を呼び出すコー ド を更新する必要があ

る場合があ り ます。

• エン ド ユーザーのイ ン ターフ ェ イスがスムーズに行われるよ う にするため、 イ ンス ト ール初期化ダイアログ 

ボ ッ クスは、 スク リ プ ト によ ってダイアログ ボ ッ クスが表示されるまでデフ ォル ト で表示されたままにな り

ます。 イ ンス ト ール初期化ダイアログ ボ ッ クスを閉じ るには、 Disable(DIALOGCACHE) またはダイアログ関数

を呼び出し ます。

InstallShield Professional 5.x からの移行

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript Object プロジ ェ ク ト に適用し ます。

スク リ プ ト の変更

InstallShield Professional 5.x スク リ プ ト の基本構造は、 InstallShield 2016 の InstallScript プロジ ェ ク ト  タ イプでサ

ポー ト されています。 InstallShield Professional 5.x イ ンス ト ールを InstallShield でコ ンパイルする場合、 まず次のよ

う な変更を行う必要があ り ます。

プ リ プロセ ッサ命令

• スク リ プ ト の始めに、 次のステー ト メ ン ト を含みます。

#include "ifx.h"

• SD_SINGLE_DIALOGS の #define ステー ト メ ン ト 、 およびそれに関連し た SD_< ダイアログ名 > 定数を、 すべて

削除し ます。

• Windows の定数を定義する #define ステー ト メ ン ト は、 コ ンパイ ラのエラーの原因になっている場合、 削除が

必要です。 多 く の Windows 定数は Ifx.h (InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include サブ フ ォルダー

内 )、 またはそこに含まれる フ ァ イルで定義されています。

ビル ト イ ン関数

• 次の関数を削除し ます。 これらの関数は、 Professional 5.x ではサポー ト されていま し たが、 InstallShield 2016 

ではサポー ト されていません。 これらの関数のう ちい く つかは、 コ ンパイル可能ですが、 期待される結果は

得られません。 可能な場合、 サポー ト されている関数を代わり に使用し ます。

テーブル 1-14 • 現在不使用の Professional 5.x 関数

Professional 5.x 関数 代替と なる関数

AppCommand な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

AddProgItemEx AddFolderIcon

CmdGetMsg Windows API 関数の GetMessage (CmdGetHwndDlg を呼び出し てダイア

ログ ハン ドルを呼び出す )

CmdGetParam1 Windows API 関数の GetMessage (CmdGetHwndDlg を呼び出し てダイア

ログ ハン ドルを呼び出す )
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• アン イ ンス ト ールのためにログされてほし く ないターゲッ ト  システムを変更する コー ドの前に 

Disable(LOGGING) を呼び出し、 そのコー ドの後で Enable(LOGGING) を呼び出し ます。 これは、 スク リ プ ト  

コー ドの実行前にアン イ ンス ト ールの変更のログが自動的に有効になるので、 必要です。

これは、 DeInstallStart が呼び出されるまでログが開始し なかった、 Professional 5.x のイ ンス ト ールとは異な

り ます。 DeInstallStart の前に起こ ったために以前はログされなかったイ ンス ト ールアクシ ョ ンがある場合、

これらのイ ンス ト ールアクシ ョ ンの前にさ らに Disable(LOGGING)  呼び出し を追加し て、 ログを手動で無効に

する必要があ り ます。 

CmdGetParam2 Windows API 関数の GetMessage (CmdGetHwndDlg を呼び出し てダイア

ログ ハン ドルを呼び出す )

CommitSharedFiles この関数を使用し て Professional 5.x で実行し たアクシ ョ ンは、

InstallShield 2016 では自動的に実行されます。

CreateProgGroupEx AddFolderIcon

DeleteGroup DeleteProgramFolder

DeleteProgItem DeleteFolderIcon

ExitProgMan な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

GetGroupNameList GetFolderNameList

GetItemNameList な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

QueryProgGroup な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

RegDBCreateKey RegDBCreateKeyEx

RegDBCreateKeyValue RegDBCreateKeyValueEx

RegDBGetKeyValue RegDBGetKeyValueEx

RegDBSetKeyValue RegDBSetKeyValueEx

ReloadProgGroup な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

ReplaceProgItem な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

ShowGroup な し。 ( 現在はサポー ト されていないプログラム マネージャー シ ェル

使用のプ ラ ッ ト フ ォームでのみ適用。 )

テーブル 1-14 • 現在不使用の Professional 5.x 関数 ( 続き )

Professional 5.x 関数 代替と なる関数
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イ ンス ト ールで背景を表示する場合は Enable(BACKGROUND) を呼び出し ます。 InstallShield 2016 では、 背景

はデフ ォル ト で無効になっていますが、 Professional  5.x ではデフ ォル ト で有効になっています。 ( イベン ト

ベースのスク リ プ ト では、 背景のカス タ マイズおよび表示用コー ドは、 OnFirstUIBefore に対するデフ ォル ト

コー ドの始めのコ メ ン ト 行部分にあ り ます。 このコー ド をアク テ ィ ブにするには、 希望の行の始めのスラ ッ

シュ文字を削除し ます。 )

PlaceBitmap などの一部のユーザー イ ン ターフ ェ イス関数は、 イ ンス ト ール背景が有効になっていないと正し

く 動作し ません ( また失敗を示す負の値を返すこ と もあ り ません )。

• アン イ ンス ト ールキーの [DisplayName] の値を設定するために、 引数である REGDB_UNINSTALL_NAME を使用

し て RegDBSetItem を呼び出す必要はあ り ません。 このバージ ョ ンでは、 MaintenanceStart または 

DeinstallStart を呼び出し た際に行います。 

• 引数の STATUSBAR を使用し て SetColor を呼び出し ても、 InstallShield 2016 では何も起こ り ません。 ステー

タ ス バーは、 システム カ ラーを使用し て作成されます。

• StrGetTokens を呼び出す場合、 szString の最初 ( または最後 ) の文字が szDelimiterSet の文字と一致する と、

ヌル文字列 ("") が最初 ( または最後 ) の要素と し て リ ス ト に挿入されません。 代わり に、 最初と 2 番目 ( また

は最後と最後から 2 番目 ) の区切り文字の間の文字が最初 ( または最後 ) の要素と し て リ ス ト に挿入されま

す。

• StrGetTokens を呼び出すと、 szSrcFile で指定されたフ ァ イル名にワイルド カー ド文字が含まれる場合、

szTargetFile のフ ァ イル名部分は以前のバージ ョ ンの InstallShield Professional のよ う に無視されません。 代わ

り に szTargetFile はすべて各ソースフ ァ イルを既存の名前を使ってコ ピーする ターゲッ ト パス と し て処理され

ます。 たと えば、 CopyFile("C:\\*.*","D:\\File.txt") はフ ァ イルを D ド ラ イブの File.txt フ ォルダーにコ ピーし

ます。

• WaitOnDialog では、 エン ド ユーザーがシステムメ ニューの [ 閉じ る ] コマン ド を選択するか、 タ イ ト ルバーの 

[ 閉じ る ] ボタ ンを カス タム ダイアログから ク リ ッ クする と、 IDCANCEL を返し ます。 以前のバージ ョ ンで

は、 このよ う な場合に DLG_CLOSE が返されていま し た。

• GetSystemInfo を DRIVE の最初の引数と UNC パスの 3 番目の引数に渡すと、関数は正し く 負の値を返し ます。

これまでは成功を示すゼロが間違って返されていま し た。 オペレーテ ィ ング システム制限のため、 UNC パス

はこの場合サポー ト されていませんで し た。

• 3 番目の引数を PATH に設定し、 2 番目の引数を行末の円記号 ( 例 "\\\\TheServer") がないサーバー名だけを

含む UNC パスを設定し て、 ParsePath を呼び出すと、 最初の引数が二重の円記号 ("\\\\") に正し く 設定され

ます。 Professional 5.x ではこの関数は、 最初の引数を単一の円記号 ("\\") にし ていま し た。

• Professional 5.x ヘルプ ラ イブ ラ リ には、 成功を表す 0 ( ゼロ ) 以外の特定の数値の戻り値がリ ス ト されていま

す。 これらの数値の中には、 InstallShield 2016 で変更されたものもあ り ます。 InstallShield 2016 で使用されて

いるスク リ プ ト は、 その関数のヘルプに現在記載されている定数と だけその戻り値を比較し ます。

• エン ド ユーザーのイ ン ターフ ェ イスがスムーズに行われるよ う にするため、 イ ンス ト ール初期化ダイアログ 

ボ ッ クスは、 スク リ プ ト によ ってダイアログ ボ ッ クスが表示されるまでデフ ォル ト で表示されたままにな り

ます。 イ ンス ト ール初期化ダイアログを閉じ るには、 Disable(DIALOGCACHE) またはダイアログ関数を呼び出

し ます。

• ComponentMoveData の 2 番目の引数は有用なデータ を返すこ とはな く な り ま し た。

• SendMessage の 4 番目の引数と し てポイ ン ターを文字列に渡し ても、 期待される結果は今後得られません。

文字列データ を SendMessage を渡すには、 SendMessage ト ピ ッ クの追加情報セクシ ョ ンをご覧 く ださい。
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定義済み定数

• 次の定数を削除し ます。 これらの関数は、 Professional 5.x ではサポー ト されていま し たが、 InstallShield 2016 

ではサポー ト されていません。

COMPONENT_VALUE_ALWAYSOVERWRITE

COMPONENT_VALUE_NEVEROVERWRITE

COMPONENT_VALUE_NEWERDATE

COMPONENT_VALUE_NEWERVERSION

COMPONENT_VALUE_OLDERDATE

COMPONENT_VALUE_OLDERVERSION

COMPONENT_VALUE_SAMEORNEWDATE

COMPONENT_VALUE_SAMEORNEWERVERSION

COMPONENT_FIELD_DESTINATION

COMPONENT_FIELD_OVERWRITE

• あらかじめ定義されている以下の変数 (TARGETDISK="C:\\"; など ) に値を割り当てるよ う なステー ト メ ン ト

は削除し ます。 このよ う なステー ト メ ン ト は、 InstallShield 2016 ではコ ンパイルされません。 これらの定数は

読み取り専用です。

CMDLINE

COMMONFILES

ERRORFILENAME

FOLDER_DESKTOP

FOLDER_PROGRAMS

FOLDER_STARTMENU

FOLDER_STARTUP

ISRES

ISUSER

ISVERSION

MODE

PROGRAMFILES

SUPPORTDIR

TARGETDISK (TARGETDIR が変更される と、 この変数の値も自動的に更新されます。 )

UNINST

WINDIR

WINDISK

WINSYSDIR
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 405



第 1 章 ス ター ト  ガイ ド

以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
WINSYSDISK 

DLL

• Professional 5.x で DLL 関数を呼び出すと、 すべての文字列引数は参照と し て渡されます。 InstallShield 2016 で

は文字列引数を値で渡すこ とができます。 引数を渡す メ ソ ッ ド を指定するには、 関数プロ ト タ イプで、

MyDLL.MyFunc(BYREF NUMBER, BYVAL STRING) のよ う に、 引数のデータ型の前に BYREF または BYVAL キー

ワー ド を付けます。 InstallShield 2016 コ ンパイ ラには適切なキーワー ドの使用を推奨するための次のよ う なコ

ンパイ ラ警告が含まれています。

• BYREF も BAVAL も指定されていない場所でスク リ プ ト が DLL 関数呼び出し を含む場合、 コ ンパイ ラ警

告 W7 507 が発生し ます。 この警告を削除するには、 関数プロ ト タ イプに適切なキーワー ド を追加し ま

す。

• 参照と し て渡された文字列引数のリ テラル文字列を指定する場合、 コ ンパイ ラ警告 W7 511 が発生し ま

す。 この警告を削除するには、 関数プロ ト タ イプに BYVAL キーワー ド を追加し ます。

外部 DLL で関数を呼び出す場合、 スク リ プ ト と DLL で同じ呼び出し規則が使われている こ と を確認し て く だ

さい。 Professional 5.x ではイ ンス ト ールエンジンで常に stdcall 規則を使用し ていま し たが、 一貫性のない 

DLL 規則を無視する こ とがあり ま し た。 ただ し InstallShield 2016 エンジンでは、 間違った呼び出し規則が使用

される と エラー ( 例外 0x80040704) が発生し ます。

DLL 関数を宣言する と き、 スク リ プ ト で呼び出し規則の cdecl または stdcall を宣言できます。 例 :

prototype cdecl MyDLL.MyFunction (INT, INT);

呼び出し規則を明示的に宣言し なかった場合、 InstallShield は stdcall を使用し ます。

• InstallShield 2016 では、 InstallScript 配列は、 内部的にはネイテ ィ ブ C または C++ 配列ではな く  OLE オー ト

メ ーシ ョ ン SafeArray と し てフ ォーマ ッ ト されます。 InstallScript 配列を C/C++ 配列が必要な DLL 関数に渡す

ためには、 GetCArrayFromISArray を呼び出すこ とによ って配列データ を要求フ ォーマ ッ ト に配置し なければ

な り ません。

• InstallShield 2016 では、 ア ド レスがポイ ン ター変数に保存されている文字列変数に関し て、 ポイ ン ターを DLL 

関数に渡し て変更する こ とはできません。 DLL 関数で文字列変数値を変更できるよ う にするには、 BYREF 演

算子を指定し て引数のデータ タ イプを宣言し てから、 変数そのものを引数と し て関数に渡し ます。

• Windows の DLL 検索パスにある DLL を呼び出す前に、 UseDLL 関数を呼び出す必要はあ り ません。 DLL 検索

パスは、 次のとお り です。

1. ロー ド されたアプ リ ケーシ ョ ンからのフ ォルダー

2. 現在のフ ォルダー

3. 32 ビ ッ ト の Windows システム フ ォルダー

4. 16 ビ ッ ト の Windows システム フ ォルダー

5. Windows フ ォルダー

6. PATH 環境変数に一覧表示されている フ ォルダー

現在のフ ォルダーと エン ド ユーザーのマシンにある PATH 環境変数の値は予期できないため、 この機能の使

用には注意し て く だ さい。
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その他

• 明記されていない配列構文 ArrayName[nArrayIndex] はサポー ト されていません。 InstallShield 2016 では、 すべ

ての配列の構文は ArrayName(nArrayIndex) で表されます。

• スク リ プ ト で定義された関数の戻り値の種類を明白に指定する場合、 関数定義でキーワー ドの "function" の

後に同じ戻り値の種類を指定する必要があ り ます。 これを行わないと、 スク リ プ ト を完了できません。 ( 戻り

値のタ イプを明白に指定し ない場合は、 戻り値タ イプは NUMBER である と想定されます。 ) 以前のバージ ョ

ンの InstallShield Professional では、 戻り値の型は実際に指定された値に関係な く  NUMBER と想定されたため、

これは問題にな り ませんで し た。

• HKEY_CURRENT_USER の下にアンイ ンス ト ール情報を配置するには、 ALLUSERS システム変数を FALSE に設

定し ます。

• リ テ ラル文字を引数と し てビル ト イ ン関数またはユーザー定義関数に渡す場合、 ASCII 数値を渡す必要があ り

ます。

• システム変数である CMDLINE を処理する際、 コマン ド ラ イ ンスイ ッ チ (-SMS、 -z、 -c、 -e、 -q、 -t、 および 

-x ) が Setup.exe では現在使用されていないため、 CMDLINE に含まれている こ とに注意し て く だ さい。 -SWS 

スイ ッ チは、 イ ンス ト ールが完了するまで Setup.exe がメ モ リ に残るよ う になったため、 使用されていませ

ん。 また、 256 メ ガバイ ト 以上のメ モ リ を搭載し たシステムでも Setup.exe は正し く 初期化できるため、 -z ス

イ ッ チは、 現在は使用されていません。

• InstallShield 2016 ではコ ンパイル不可能な Professional 5.x の ODBC テンプレー ト  コー ド を削除し ます。 これ

は、 次のよ う な関数呼び出しがコー ド内でネス ト されるからです。

ComponentGetData ( szMedia, szCompName, 

 COMPONENT_FIELD_DESTINATION, nvData, svDest );

InstallShield 2016 では、 Destination プロパテ ィ がコ ンポーネン ト  プロパテ ィ ではな く 、 フ ァ イル グループ プ

ロパテ ィ であるため、 この関数の呼び出しはコ ンパイルされません。 

他の変更

• イ ンス ト ール終了に F3 を使う こ とはできません。

• Setup.exe で -f スイ ッ チを使用し て名前が変わった Setup.inx を使う こ とはできません。

• InstallShield 2016 イ ンス ト ールは低解像度システムの特別ビルボー ド などをサポー ト し ていません。

• ソース フ ァ イルも既存のターゲッ ト  フ ァ イルにもバージ ョ ン番号がな く 、 ソース フ ァ イルのフ ァ イル グ

ループの " 上書き " プロパテ ィ が [ 新しいバージ ョ ン ]、 [ 同じか新しいバージ ョ ン ]、 [ 古いバージ ョ ン ] の

いずれかだった場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されません。 Professional 5.x イ ンス ト ールで

はターゲッ ト フ ァ イルが上書き されます。

• InstallShield 2016 は、 Windows 95 形式のダイアログの表示はサポー ト し ていません。

• サイ レン ト イ ンス ト ールの応答フ ァ イル (.iss) の [Application] セクシ ョ ンにある Lang キーは何も効果を持た

な く な り ま し た。

• In Professional 5.x イ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ーラーによ ってログされたレジス ト リキーは、 アン イ ンス

ト ール中、 すべて無条件で削除されます。 InstallShield 2016 では、 RegDBCreateKeyEx  で作成されたキーおよ

びレジス ト リ セ ッ ト の中の非共有キーは、 イ ンス ト ーラーがそのキーを作成し た場合のみ、 つま り、 イ ンス

ト ールが実行された と きキーが存在し なかった と きのみ削除されます。
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
スク リ プ ト の変更 : 語彙変換

用語の変更

InstallShield Professional では、 エン ド ユーザーの視点から見たイ ンス ト ールの機能的な構成要素を コ ンポーネン

ト と呼んでいま し た。 InstallShield 2016 では、 これらのビルド ブロ ッ ク を機能と呼びます。

このよ う に用語が変更されたため、 多 く の InstallScript 関数名も変更されま し た。 InstallShield Professional を使用

し て作成し たプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する と、 スク リ プ ト の項目の一部は用語変更され、 一部はエイ リ ア

スが作成されます。

• 関数名

• ComponentFileInfo (FeatureFileInfo) フ ラグ

• ComponentSetData (FeatureSetData) および ComponentGetData (FeatureGetData) フ ラグ

関数名

コ ンポーネン ト を参照し ていたすべての InstallScript 関数名は、 機能を参照するよ う にな り ます。 た と えば、

ComponentDialog は FeatureDialog にな り ます。 これらの関数のパラ メ ーターには変更はあ り ません。 機能関数を

ク リ ッ クする と、 対応するヘルプ ト ピ ッ ク を表示できます。

テーブル 1-15 • 関数名の変更

コ ンポーネン ト 関数 機能関数

ComponentAddItem FeatureAddItem

ComponentCompareSizeRequired FeatureCompareSizeRequired

ComponentDialog FeatureDialog

ComponentError FeatureError

ComponentErrorInfo FeatureErrorInfo

ComponentFileEnum FeatureFileEnum

ComponentFileInfo FeatureFileInfo

ComponentFilterLanguage FeatureFilterLanguage

ComponentFilterOS FeatureFilterOS

ComponentGetData FeatureGetData

ComponentGetItemSize FeatureGetItemSize

ComponentGetTotalCost FeatureGetTotalCost

ComponentInitialize FeatureInitialize
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ComponentIsItemSelected FeatureIsItemSelected

ComponentListItems FeatureListItems

ComponentLoadTarget FeatureLoadTarget

ComponentMoveData FeatureMoveData

ComponentPatch FeaturePatch

ComponentReinstall FeatureReinstall

ComponentRemoveAll FeatureRemoveAll

ComponentRemoveAllInLogOnly FeatureRemoveAllInLogOnly

ComponentRemoveAllInMedia FeatureRemoveAllInMedia

ComponentRemoveAllInMediaAndLog FeatureRemoveAllInMediaAndLog

ComponentSaveTarget FeatureSaveTarget

ComponentSelectItem FeatureSelectItem

ComponentSelectNew FeatureSelectNew

ComponentSetData FeatureSetData

ComponentSetTarget FeatureSetTarget

ComponentSetupTypeEnum FeatureSetupTypeEnum

ComponentSetupTypeGetData FeatureSetupTypeGetData

ComponentSetupTypeSet FeatureSetupTypeSet

ComponentTotalSize FeatureTotalSize

ComponentTransferData FeatureTransferData

ComponentUpdate FeatureUpdate

ComponentValidate FeatureValidate

SdComponentDialog SdFeatureDialog

SdComponentDialogAdv SdFeatureDialogAdv

テーブル 1-15 • 関数名の変更 ( 続き )

コ ンポーネン ト 関数 機能関数
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ComponentFileInfo (FeatureFileInfo) フ ラグ

InstallShield Professional の ComponentFileInfo ( 現在は FeatureFileInfo) 関数で使用し ていたフ ラグは、 InstallShield 

2016 の機能で使用できるよ う に変換されます。

ComponentSetData (FeatureSetData) および ComponentGetData (FeatureGetData) フ ラ
グ

InstallShield Professional の ComponentSetData 　 および ComponentGetData 　 ( 現在 FeatureSetData および 

FeatureGetData) 関数で使用し ていたフ ラグは、 InstallShield 2016 の機能で使用できるよ う に変換されます。

SdComponentMult SdFeatureMult

SdComponentTree SdFeatureTree

テーブル 1-16 • ComponentFileInfo フ ラグ

使用不可のフ ラグ 新しいフ ラグ

COMPONENT_INFO_ATTRIBUTE FEATURE_INFO_ATTRIBUTE

COMPONENT_INFO_LANGUAGE FEATURE_INFO_LANGUAGE

COMPONENT_INFO_OS FEATURE_INFO_OS

COMPONENT_INFO_ORIGSIZE FEATURE_INFO_ORIGSIZE

COMPONENT_INFO_COMPSIZE

COMPONENT_INFO_DATE

COMPONENT_INFO_DATE_EX

COMPONENT_INFO_TIME

メ モ • 利用不可能なフ ラグは、 オプシ ョ ンが機

能し ていないこ と を示す -137 を戻し ます。

FeatureError 関数を利用し て、 戻り値について

の詳しい情報を提供する こ とができます。

COMPONENT_INFO_VERSIONLS FEATURE_INFO_VERSIONLS

COMPONENT_INFO_VERSIONMS FEATURE_INFO_VERSIONMS

COMPONENT_INFO_VERSIONSTR FEATURE_INFO_VERSIONSTR

テーブル 1-17 • 使用できない ComponentSetData と ComponentGetData フ ラグ

使用不可のフ ラグ 新しいフ ラグ

COMPONENT_FIELD_CDROM_FOLDER FEATURE_FIELD_CDROM_FOLDER

COMPONENT_FIELD_DESCRIPTION FEATURE_FIELD_DESCRIPTION

テーブル 1-15 • 関数名の変更 ( 続き )

コ ンポーネン ト 関数 機能関数
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以前のバージ ョ ンの InstallShield からア ッ プグレー ド する
プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  ダイアログ サポー ト を InstallShield 
Professional プロジ ェ ク ト からア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に追
加する

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を InstallShield Professional から InstallShield にア ッ プグレー ド し た場合で、 そのプロ

ジ ェ ク ト に InstallShield Professional で作成し た Setup.rul フ ァ イルが含まれる と き、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の 

[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページの質問で利用できないものもあり ます。 これは、 Setup.rul フ ァ イルから 

InstallShield がスク リ プ ト タグでキーと し て利用する OnFirstUIBefore イベン ト コー ドの一部が欠落し ているためで

す。

新規 InstallScript プロジ ェ ク ト を作成し て OnFirstUIBefore イベン ト を確認する と、 ダイアログ関数をサポー ト す

るために [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] が利用する次のコー ドが見つかり ます。

//{{IS_SCRIPT_TAG(FunctionName)

InstallScript コード ...

//}}IS_SCRIPT_TAG(FunctionName)

COMPONENT_FIELD_DISPLAYNAME FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME

COMPONENT_FIELD_FILENEED FEATURE__FIELD_FILENEED

COMPONENT_FIELD_FTPLOCATION FEATURE_FIELD_FTPLOCATION

COMPONENT_FIELD_HTTPLOCATION FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION

COMPONENT_FIELD_IMAGE FEATURE_FIELD_IMAGE

COMPONENT_FIELD_MISC FEATURE_FIELD_MISC

COMPONENT_FIELD_PASSWORD FEATURE_FIELD_PASSWORD

COMPONENT_FIELD_SELECTED FEATURE_FIELD_SELECTED

COMPONENT_FIELD_SIZE FEATURE_FIELD_SIZE

COMPONENT_FIELD_STATUS FEATURE_FIELD_STATUS

COMPONENT_FIELD_VISIBLE FEATURE_FIELD_VISIBLE

COMPONENT_VALUE_CRITICAL FEATURE_VALUE__CRITICAL

COMPONENT_VALUE_HIGHLYRECOMMEND

ED

FEATURE_VALUE__HIGHLYRECOMMENDED

COMPONENT_VALUE__STANDARD FEATURE_VALUE_STANDARD

テーブル 1-17 • 使用できない ComponentSetData と ComponentGetData フ ラグ ( 続き )

使用不可のフ ラグ 新しいフ ラグ
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タ スク [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] ダイアログ サポー ト をア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト へ追加するには、 以下の

手順を実行し ます。

1. [InstallScript] ビ ューで、 Setup.rul フ ァ イルを開きます。

2. OnFirstUIBefore イベン ト コー ド を コ メ ン ト アウ ト し ます。

3. InstallScript ペイ ンの上部にある イベン ト  カテゴ リ リ ス ト で OnFirstUIBefore イベン ト を選択し ます。

InstallShield がスク リ プ ト へこのイベン ト を再び追加し ます。

4. 適切なダイアログコー ド を OnFirstUIBefore イベン ト のコ メ ン ト アウ ト コー ド にコ ピーし ます。

5. ステ ッ プ 3 で追加し た OnFirstUIBefore イベン ト コー ド を削除し ます。

6. 残りの OnFirstUIBefore イベン ト コー ドから コ メ ン ト を削除し ます。

InstallShield—Windows Installer Edition で作成し たプロジ ェ
ク ト をア ッ プグレー ド する

InstallShield-Windows Installer Edition で作成し た InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) がある場合、 そのプロ

ジ ェ ク ト は InstallShield で開 く と自動的に基本の MSI プロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド されます。 ア ッ プグレー ド し

たプロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換する方法については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト を 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ変換する」 を参照し て く だ さい。

タ スク プロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するかど うかたずねるダイアログ ボ ッ クスが表示されま

す。

• [ はい ] を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し ます。 プロジ ェ ク ト が IDE で開きます。

• プロジ ェ ク ト を開かないでお く 場合は [ いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。

元のプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーは、 このダイアログで指定し た場所に作成および保管されます。

コ マン ド ラ イ ンからのセ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を コマン ド ラ イ ンから ビルド し たと き も プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド できます。

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト をビルドせずにコマン ド ラ イ ンからア ッ プグレー ド する場合は、 -u パラ メ ーターを使

用し ます。

ア ッ プグレー ド エラーの ト ラ ブルシューテ ィ ング

ア ッ プグレー ドが原因で発生し たエラーがあれば、 IDE 下部の出力パネルに表示されます。 これらのエラーについ

ての詳細は、 「ア ッ プグレー ド エラーと警告 (InstallShield—Windows Installer Edition からのア ッ プグレー ド )」 を参

照し て く ださい。

プロパテ ィ  マネージャーでのア ッ プグレー ド後の変更
プロパテ ィ マネージャーで空の値 ( 値な し ) のあるプロパテ ィ は MSI には無効です。 そのため、 それらのプロパ

テ ィ の空の値に代わって ***DO_NOT_BUILD*** が表示されます。 このよ う にする こ とによ り、 ア ッ プグレー ドの

後、 空の値のあるプロパテ ィ はプレースホルダーと し て保存されますが、 msi パッ ケージには組み込まれません。
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InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンからア ッ プグレー ド する
InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンからア ッ プグ
レー ド する

InstallShield には、 Premier、 Professional、 および Express の 3 つのエデ ィ シ ョ ンが用意されています。

Premier Edition のみで提供されている機能

以下は、 Premier Edition で提供されていて、 Professional および Express Edition で提供されていない機能の一部で

す :

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成およびビルド機能 — 複数の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケー

ジ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) および 

Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、 複数の InstallShield 前提条件にも対し て、 最新のカス タ マ

イズ可能なユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つブー ト スラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 複数の個別のイ ンス ト ールを、 統合されたユーザー イ ン ター

フ ェ イスを使用する単一のイ ンス ト ールにパッ ケージ化し、 条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  システ

ムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) を使用し ます。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallScript アクシ ョ ン、 およびその他の種類のアクシ ョ ンをサ

ポー ト  — スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 今回よ り、 イ ンス ト ールに含めるパッ ケージの範囲

を超えた様々な実行時タ スク行う ための InstallScript アクシ ョ ンを起動できるビル ト イ ン サポー ト が提供され

ています。 アクシ ョ ンを使って、 実行可能フ ァ イルを実行、 DLL 関数を呼び出し、 PowerShell スク リ プ ト を

実行、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を設定、 InstallScript コー ド を実行、 またはマネージ アセンブ

リ でパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出すこ とができます。

• 仮想化サポー ト  — Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition に含まれています。 このアシ

ス タ ン ト を使って、 Microsoft App-V 形式で、 カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 仮

想化技術を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを独自の環境に隔離する こ と で、 既存アプ リ ケーシ ョ ン との競合を回

避し た り、 基盤と なるオペレーテ ィ ング システムの変更を避けた りする こ とが可能です。

• アプ リ ケーシ ョ ン仮想化適合性スイー ト —InstallShield では、 製品を仮想化するための準備が整っているかど

うかを判断するのに役立つ、 新しい検証スイー ト が提供されています。 これらのスイー ト に含まれている 

InstallShield 仮想化内部整合性検証ツール (ISVICE) を使って、 Microsoft App-V 4.x、 Microsoft App-V 5、

Microsoft Server App-V、 VMware ThinApp、 および Citrix XenApp との適合性をチ ェ ッ クできます。 顧客に仮想

バージ ョ ンの提供を考慮する場合に、 検証スイー ト を使用し て、 製品をどのよ う にビルド するか豊富な情報

に基づいた意思決定を行う こ とができます。

• DIM フ ァ イルのサポー ト  — DIM プロジ ェ ク ト の作成機能は InstallShield Premier Edition で使用できます。 この

サポー ト は、 コ ラボレーシ ョ ン ア ド オン、 InstallShield Developer Installation Manifest Editor でも提供されてい

ます。 DIM フ ァ イルを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する機能は、 InstallShield Premier Edition で提供されて

います。

DIM プロジ ェ ク ト は、 機能サイズのプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール パッ ケージの別個に分かれている部分を

構成する製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、

および要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 DIM を利用する こ とによ り、 複数のチーム メ ンバー

が、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。 各ソ フ ト ウェ ア開発者またはチームメ ンバーは、

異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース エンジニアは、 1 つまたは複数の基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

• 複数言語イ ンス ト ール — 複数の言語でエン ド ユーザー テキス ト を表示する単一のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

を作成し、 言語固有のフ ァ イルの条件付き イ ンス ト ールを処理できます。 翻訳済みの文字列を利用し て、 ダ

イアログおよび メ ッ セージを 34 の追加言語の 1 つに変更する こ とができます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 413



第 1 章 ス ター ト  ガイ ド

InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンから ア ッ プグレー ド する
プロジ ェ ク ト • アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語の 2 つの言語サポー ト は、 基本の MSI と マージ 

モジュール プロジ ェ ク ト でのみ利用できます。

• アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語サポー ト  — InstallShield Premier Edition は、 右から左方向へ読み書

きするアラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブラ イ語のサポー ト を含みます。 デフ ォル ト のエン ド ユーザー ダ

イアログ文字列のすべてが、 これらの言語で利用できます。

これらの言語は右から左方向に読まれるため、 Premier Edition では、 アラ ビア語とヘブ ラ イ語ダイアログの ミ

ラーリ ングが サポー ト されています。 このサポー ト によ り、 アラ ブ語とヘブラ イ語のダイアログでは、 右か

ら左方向へのレ イアウ ト が使用されます。 た と えば、 英語やその他の左から右に読まれる言語のダイアログ

で右側にあるボタ ンは、 右から左に読まれる言語のダイアログでは左側に移動されます。

• ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する機能 — InstallShield Premier Edition には、

ビルド プロセスの様々な段階で実行する コマン ド を指定できる リ リース設定が含まれています。 次のビルド 

イベン ト で実行する コマン ド をスケジュールする こ とができます : (a) InstallShield がリ リースのビルド を開始

する前、(b) InstallShield が .msi パッ ケージおよび ( 製品のデータ フ ァ イルが .cab フ ァ イルに格納される場合 ) 

.cab フ ァ イルをビルド し た後、 .msi パッ ケージに署名が行われて、 Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる前、

(c) InstallShield がリ リースをビルド ならびに署名を行った後。

• ビルド時またはオンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンにイ ンス ト ールを配布できる機能 — イ ン

ス ト ールのビルドが成功するたびに InstallShield が仮想マシン (VM) を指定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻し、 VM の

電源をオンにし てイ ンス ト ールを VM にコ ピーし、 テス ト が可能な状態になるよ う プロジ ェ ク ト を構成でき

ます。 また、 これらのテス ト 準備を必要な と きにオンデマン ド で行う こ と もできます。 このテス ト 準備機能

によ り、 手作業で行う処理を減ら し、 テス ト にかかる時間を短縮できます。 VM は Microsoft Hyper-V Server、

VMware ESX または ESXi Server、 または VMware Workstation を指定できます。

• InstallShield MSI ツール用の追加のラ イセンス — InstallShield には、 InstallShield MSI Diff、 InstallShield MSI 

Query、 InstallShield MSI Sleuth、 および InstallShield MSI Grep 用のラ イセンスが追加で含まれています。 これ

らのツールを利用し て、 Windows Installer パッ ケージに関連する問題を解決する こ とができます。 InstallShield 

Premier Edition には、 別のマシンに InstallShield 以外のツールのみを イ ンス ト ールできる、 個別のイ ンス ト ー

ルおよび追加ラ イセンスが含まれています。 詳しい使用条件については、 InstallShield MSI ツールの使用許諾

契約書を参照し て く だ さい。

• 既存の IIS Web サイ ト から プロジ ェ ク ト への IIS データのイ ンポー ト 機能 — InstallShield では、 IIS スキャナー 

(IISscan.exe) が提供されています。 このコ マン ド ラ イ ン ツールを使って、 既存の IIS Web サイ ト をスキャ ン し

て、 Web サイ ト に関する IIS データ を記録できます。 IIS スキャナーは、 Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト リ、

アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールすべての設定を含む XML フ ァ イルを作成し ます。 この 

XML フ ァ イルを使って、 InstallShield Premier Edition の [IIS 構成 ] ビ ューに IIS データ を イ ンポー ト できます。

IIS データ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更

できます。

• Web 配置パッ ケージの配置をサポー ト  — InstallShield Premier Edition で作成可能なスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールでは、 Web 配置パッ ケージを IIS Web サーバーまたはク ラウ ド に配置できるビル ト イ ン サポー

ト を利用できます。

• InstallShield Collaboration — InstallShield Premier Edition には、 InstallShield Collaboration for Visual Studio のラ イ

センスが含まれています。

• ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ — ネ ッ ト ワーク リ ポジ ト リは、 複数のイ ンス ト ール作成者が必要に応じ アクセスで

き、 プロジ ェ ク ト で再利用する こ とができる イ ンス ト ール要素のコ レ クシ ョ ンです。 ネ ッ ト ワーク リポジ ト

リは、 イ ンス ト ール作成者同士のコ ラボレーシ ョ ン作業を促進し、 ネ ッ ト ワークに格納されます。
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• InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト — InstallShield には、 InstallShield ベス ト  プラ クテ ィ ス スイー ト と

い う名前の 1 セ ッ ト の検証ツールが含まれています。 イ ンス ト ールがベス ト  プラ ク テ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに違

反し ている場合、 このスイー ト の InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス (ISBP) 検証ツールによ って警告されます。

• 追加のダイアログ テーマ — 一部のダイアログ テーマは InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

Premier Edition および Professional Edition のみで提供されている機能

以下は、 Premier Edition および Professional Edition で提供されていて、 Express Edition では提供されていない機能

の一部です :

• ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成およびビルド機能 — 単一の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 および 

InstallScript パッ ケージだけでな く  InstallShield 前提条件にも対し て、 最新のカス タ マイズ可能なユーザー イ

ン ターフ ェ イスを持つブー ト スラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 ア ドバンス ト  UI では、

条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー 

(Setup.exe) を使用し ます。

(InstallShield Premier Edition の スイー ト / ア ドバンス ト  UI 機能には、 この機能に対し て、 さ らに拡張サポー

ト が追加されています。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 機能を利用する と、 複数の .msi パッ ケージ、 .msp パッ

ケージ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)、 お

よび Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、 複数の InstallShield 前提条件も、 モダンでカス タ マイ

ズ可能なユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つ単一のアプ リ ケーシ ョ ンにパッ ケージできます。 )

• Standalone Build— このツールは InstallShield Premier および Professional Edition で使用できます。 Standalone 

Build を使って、 ビルド マシン上に InstallShield のイ ンス ト ール ビルド機能のみ、 および希望する任意の再配

布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 Standalone Build 用の追加ラ イセンスを購入する こ と もできます。

• ダイアログ エデ ィ ター — ダイアログ エデ ィ ターを利用し て、 既存のエン ド ユーザー ダイアログのレ イアウ

ト を変更し た り、 新規カス タム ダイアログを作成する こ とができます。 プロジ ェ ク ト 全体でダイアログを イ

ンポー ト およびエクスポー ト し て、 共有する こ とができます。 プロジ ェ ク ト でサポー ト し ている各言語用に、

別のダイアログを作成し ます。

• InstallShield MSI ツール —InstallShield の Premier と Professional Edition には、 InstallShield MSI Diff、 InstallShield 

MSI Query、 InstallShield MSI Sleuth、 および InstallShield MSI Grep とい う ツールが含まれています。 これらの

ツールを利用し て、 Windows Installer パッ ケージに関連する問題を解決する こ とができます。

• オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス — スク リ プ ト を指定し て、 新しいフ ァ イルの追加、 機能の追加または削

除、 製品名と ア ッ プグレー ド コー ドの変更、 リ リースの設定の変更、 概要情報ス ト リーム項目の変更、 リ

リース フ ラグの変更、 プロパテ ィ の変更、 ビルド処理の開始などを行う こ とができます。

• リ リースのカス タ マイズ — プロジ ェ ク ト のどの部分を圧縮し、 どの機能をどのデ ィ スクに配置し て、 どの言

語を含めるか定義し ます。 ローカ ラ イズ作業をサポー ト するために、 言語に基づいてアプ リ ケーシ ョ ンデー

タ を フ ィ ルタ リ ングし て く だ さい。

• ソース コー ド管理の統合 — プロジ ェ ク ト を ソース コー ド管理システムにチ ェ ッ ク イ ンおよびチ ェ ッ クアウ ト

するプロセスを単純化し、 プロジ ェ ク ト の差分を検出する と きに容量を節約し ます。 InstallShield Premier 

Edition および Professional Edition で提供されている SCC の統合は、 様々なソース コー ド管理システムとの統

合をサポー ト し ます。

• 柔軟なローカ リゼーシ ョ ン サポー ト  — InstallShield Premier Edition および Professional Edition には [ 文字列エ

デ ィ ター ] ビ ューが搭載されていて、 イ ンス ト ール中、 実行時に表示される翻訳可能なテキス ト 文字列すべ

てを一箇所にま とめて管理できます。 このビ ューを使って、 ボタ ン テキス ト から機能の説明まで全ての文字

列を編集できます。 このビ ューを使って、 文字列エン ト リ を翻訳可能な形式にエクスポー ト し てから、 翻訳

済み文字列をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ と もできます。
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• プロジ ェ ク ト 検証 — 標準 .cub フ ァ イルを使って、 イ ンス ト ールと マージ モジュールを検証し ます。 ア ッ プグ

レー ド とパッ チの検証を利用し て、 潜在的に存在するア ッ プグレー ド に関する問題を検出し、 リ リース され

る前にそれら を解決し ます。

• パッ チの作成 — QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成のほか、 Premier Edition と Professional Edition では、 製品の以

前のバージ ョ ンに対するア ッ プデー ト を含む標準パッ チを作成する こ とができます。 

• 複数製品バージ ョ ンの管理 — 1 つのプロジ ェ ク ト から、 評価版、 デバッ グ版、 標準版、 拡張版などのバー

ジ ョ ンをビルド し ます。 ユーザー定義フ ラグを使って、 リ リースに特定の機能、 InstallShield 前提条件、 およ

びその他の要素を選択 ( または除外 ) する こ とができます。

• InstallScript のサポー ト  — InstallShield の Premier Edition と Professional Edition では、 シンプルかつパワフルな

プログラム言語 InstallScript がサポー ト されています。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを Windows Installer 

ベースのイ ンス ト ールに追加し た り、 Windows Installer エンジンの代わり に InstallScript エンジンを使用し て

イ ンス ト ール全体を制御する InstallScript プロジ ェ ク ト を作成し た り できます。

• 柔軟なカス タム アクシ ョ ン サポー ト  —  InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 Express 

Edition では提供されていない種類のい く つかのカス タム アクシ ョ ンをサポー ト し ます。 これらの追加カス タ

ム アクシ ョ ンを利用し て、 プロパテ ィ の設定、 デ ィ レ ク ト リの設定、 マネージ アセンブ リ内でのパブ リ ッ ク 

メ ソ ッ ドの呼び出し、 または特定の条件下でエラー メ ッ セージを表示し てイ ンス ト ールを中止する こ とが可

能です。

• 柔軟なシ ョ ー ト カ ッ ト  サポー ト —InstallShield Premier Edition および Professional Edition には、 Express Edition 

では構成する こ とができない、 シ ョ ー ト カ ッ ト の様々な詳細設定を構成するためのサポー ト が含まれていま

す。 たと えば、 Premier Edition と Professional Edition では、 プロジ ェ ク ト 内のシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーま

たは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めし ないよ う に防ぐ こ とができます。 また、 エン ド ユーザーが製品を イ

ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て

強調表示し ないよ う に防ぐ こ とができます。 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト  オプシ ョ ンは、 しばしばイ ンス ト ール

の一部と なるツールまたは付属的な製品に使用されます。

• マージ モジュールの作成と編集  — 他のアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール パッ ケージで再利用できるよ う に、

プロジ ェ ク ト の小さい単位をパッ ケージする こ とができます。 独自に作成し たもの、 または、 製品に含まれ

るすべてのモジュールを再利用できます。 さ らに詳細なカス タ マイズを行う ために、 モジュールを開いて編

集する こ とができます。

• プロジ ェ ク ト のテンプレー ト  — イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト やマージ モジュールプロジ ェ ク ト の作成する と

き、 その出発点と し て利用できるすべてのデフ ォル ト 設定とデザイ ン要素を含むプロジ ェ ク ト  テンプレー ト

を作成できます。

• 複数の IIS Web サイ ト  — InstallShield Express および Limited Edition では、 1 つのイ ンス ト ールによ って 1 つの 

Web サイ ト のみイ ンス ト ールできます。 Premier Edition および Professional Edition では、 1 つのイ ンス ト ール

によ って複数の Web サイ ト を イ ンス ト ールできます。

• IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールと Web サービス拡張のサポー ト  — IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールと Web サービス

拡張を管理し ます。

• Windows サービスの詳細サポー ト —InstallShieldExpress Edition では、 サービスに関するい く つかの作業がサ

ポー ト されていますが、 InstallShield Premier Edition および Professional Edition では、 サービスに関する追加の

柔軟性が提供されています。 た と えば、 Premier Edition および Professional Edition ではイ ンス ト ールおよびア

ン イ ンス ト ール中にサービスを開始、 停止、 または削除する こ とができます。 サービスはイ ンス ト ールの一

部である場合と、 ターゲッ ト  システムに既存する場合があ り ます。 これらのエデ ィ シ ョ ンではまた、

Windows Installer 5 で利用可能な拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ ンを構成する こ と もできます。

• SQL サポー ト  — SQL サーバーへの接続、 データベース スキーマおよびデータのイ ンポー ト 、 SQL スク リ プ

ト と機能の関連付けなど多数サポー ト されています。
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• テキス ト  フ ァ イルまたは XML フ ァ イルを変更できる機能 — [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューまたは [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 実行時にターゲッ ト  システム上で変更する フ ァ イルを構成できます。

• 64 ビ ッ ト 専用サポー ト  — Windows Server Core は、 WOW64 (32-bit Windows-on-Windows) サポー ト の無効化を

サポー ト し ます。 この構成がよ り一般化するのに伴い、 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンが 32 ビ ッ ト の機能に

全 く 依存し ないでイ ンス ト ールできるよ う にする こ とが必要と な り ます。 これを実現するため、 InstallShield 

Premier Edition および InstallShield Professional Edition では 64 ビ ッ ト 専用 .msi パッ ケージのビルド が可能で

す。 これらは、 WOW 64 機能を搭載し ていない 64 ビ ッ ト 版の Windows ベースのシステム上で実行し ます。

•  InstallShield 前提条件エデ ィ ター — このツールを使用し て、 新しい InstallShield 前提条件を作成し た り、 既存

の前提条件を変更し た り できます。

• Setup.exe および Update.exe のカス タム アイ コ ン — ビルド時に作成する — Setup.exe および Update.exe フ ァ イ

ルに使用する カス タム アイ コ ン (.exe、 .dll、 または .ico フ ァ イル ) を指定し ます。 アイ コ ンは Setup.exe の [

プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユー

ザーが Setup.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。 エン ド 

ユーザーが Windows Explorer で Setup.exe フ ァ イルを参照し た と きにも、 このアイ コ ンが表示されます。

• Setup.exe の有効期限日 — Setup.exe の有効期限日と有効期限メ ッ セージを設定し ます。 エン ド ユーザーが 

Setup.exe をプロジ ェ ク ト で指定された日付以降に実行する と、 有効期限切れメ ッ セージが表示されて、 イ ン

ス ト ールが終了し ます。

• ト ラ ンザク シ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト   — Windows Installer 4.5 以降では、

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。 InstallShield Premier Edition 

および Professional Edition では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に連鎖 .msi パッ ケージを追加できます。 パッ

ケージ並びに追加 .msi パッ ケージは連鎖されて、 単一 ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理されます。 ト ラ ンザク

シ ョ ンに含まれる 1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユー

ザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロールバッ ク を開

始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。

• 様々なプロジ ェ ク ト 要素をエクスポー ト および再利用できる機能 — 既存のプロジ ェ ク ト の一部 ( ダイアログ、

カス タム アクシ ョ ン、 または機能 ) をマージ モジュールまたは別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に移動し て、

効率を高めます。

• 複数イ ンス タ ンスのサポー ト  — エン ド ユーザーが製品の複数のイ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じユーザー 

コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ンス ト ールを作成し ます。

• デバイス ド ラ イバー サポー ト  — Premier Edition および Professional Edition に搭載されているデバイス ド ラ イ

バー サポー ト は、 Microsoft の DIFxApp (Driver Installation Frameworks for Applications) を使って、 イ ンス ト ール

からデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールする処理を簡素化し ます。

• 追加のダイアログ テーマ — い く つかのダイアログ テーマは InstallShield Premier Edition および Professional 

Edition のみで提供されています。 Limited および Express Edition で提供されてるテーマは 2 種類だけです。

• Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト の変換 —InstallShield Premier Edition および Professional Edition 

では、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換で

きます。 その他のプロジ ェ ク ト で使用するマージ モジュールをビルド する と き、 この変換処理が必要です。

• COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト  — イ ンス ト ール中に COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシを管理し

ます。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、 これは

ク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし ま

す。

各エデ ィ シ ョ ンで提供されている機能についての詳細情報は、 InstallShield セールスに問い合わせるか、 http://

www.installshield.com にアクセス し て く ださい。
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InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンから ア ッ プグレー ド する
エデ ィ シ ョ ンからエデ ィ シ ョ ンへのア ッ プグレー ド について詳し く 知り たいと きは、 該当する ト ピ ッ ク をご覧に

なって く ださい。

• Express Edition から Professional Edition または Premier Edition にア ッ プグレー ド する

• Professional Edition から Premier Edition にア ッ プグレー ド する

Express Edition から Professional Edition または Premier 
Edition にア ッ プグレー ド する

InstallShield の Express Edition の使用し て作成された Express プロジ ェ ク ト タ イプがある場合、 InstallShield の 

Premier または Professional Edition で開いたと き、 そのプロジ ェ ク ト は基本の MSI プロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド

されます。 このア ッ プグレー ドは、 基本の MSI が Express プロジ ェ ク ト の種類に対し て同様のプロジ ェ ク ト の種

類なため、 実行されます。 Express Edition で作成された QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 InstallShield Premier Edition 

と Professional Edition でも QuickPatch プロジ ェ ク ト のままです。

Premier または Professional Edition の Express Edition で作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 そのフ ァ イルは .ise 

フ ァ イルから .ism フ ァ イルへ変換されます。 .ise フ ァ イルのバッ クア ッ プは、 変換が行われる前に保存されます。

Express Edition プロジ ェ ク ト からのビルボー ドのプロパテ ィ は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト でサポー ト されていな

いので、 移行されません。 ビルボー ド プロパテ ィ は Express Edition プロジ ェ ク ト で指定されている場合、 警告 

701 が出されます。

タ スク Express Edition プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するには、 以下の手順の従います。

InstallShield の Premier Edition または Professional Edition でプロジ ェ ク ト を開きます。 プロジ ェ ク ト をア ッ プグ

レー ド するかど うかたずねるダイアログ ボ ッ クスが開きます。

• [ はい ] を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し ます。 プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

• プロジ ェ ク ト を開かないでお く 場合は [ いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。

元のプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーは、 このダイアログ ボ ッ クスで指定し た場所に作成および保管されます。

Professional Edition から Premier Edition にア ッ プグレー ド
する

Premier Edition で Professional Edition プロジ ェ ク ト を開 く と き、 プロジ ェ ク ト の変換は必要あ り ません。 プロジ ェ

ク ト は、 Premier Edition でシームレスに開き、 Premier Edition 限定の機能を利用する こ とができます。 特定の機能

に関する詳しい情報は、 「InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンからア ッ プグレー ド する」 を参照し て く だ さい。

各エデ ィ シ ョ ンで提供されている機能についての詳細情報は、 http://www.installshield.com にアクセス し て く だ さ

い。
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Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ
ジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する

Visual Studio は、 制限付きでセ ッ ト ア ッ プおよびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の作成をサポー ト し ます。

InstallShield では、 これらの種類の Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト

する こ と で、 InstallShield に搭載されている拡張機能と使ってイ ンス ト ールと マージ モジュールを作成する こ とが

できます。

InstallShield では、 次を行う こ とができます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基本の MSI またはマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト するか、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基

本の MSI またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト する。 これらのタ スク を行う と、 Visual 

Studio プロジ ェ ク ト に含まれている同じデータ と設定を含む InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト および

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成できます。 イ ンポー ト 処理中に、 Visual Studio プロジ ェ ク ト 内の特定

の設定について、 それら を イ ンポー ト するか無視するかを選択できます。

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を InstallShield 基本の MSI プロジ ェ ク ト に変換するか、 Visual Studio 

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換する。 その他のプロ

ジ ェ ク ト で使用するマージ モジュールをビルド するためには、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト

を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換する必要があ り ます。

メ モ • Visual Studio プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 InstallShield を使ってその 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できますが、 InstallShield がその Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換する こ とはできません。

サポー ト 対象の Visual Studio バージ ョ ン :

• Visual Studio 2010

• Visual Studio 2008

• Visual Studio 2005

• Visual Studio .NET 2003

• Visual Studio .NET

Visual Studio プロジ ェ ク ト の代わり に InstallShield プロジ ェ ク ト を使用する こ との利
点

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する と、 InstallShield 

の機能を使ってプロジ ェ ク ト を カス タ マイズする こ とができます。

以下は、 InstallShield プロジ ェ ク ト で実行可能で Visual Studio プロジ ェ ク ト では実行不可能ない く つかのタ スクの

一覧です :

• 視覚的なダイアログ エデ ィ ターを使用し て、 ダイアログのレ イアウ ト を修正する。

• コ ンポーネン ト と機能を管理する。

• カス タム アクシ ョ ンを .msi または .msm データベースの Binary テーブルに格納する。 (Visual Studio では、 す

べてのカス タム アクシ ョ ンは製品と共にイ ンス ト ールされる必要があ り ます。 )
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• SQL サーバーの接続や SQL スク リ プ ト の実行など、 SQL 関係のタ スク を管理する。

• IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および Web サービス拡

張を管理する。

• フ ァ イル転送中に表示するビルボー ドの追加。

• 実行時にターゲッ ト  システムで XML フ ァ イルまたはその他のテキス ト  フ ァ イルを修正する。

• ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する。

• COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを管理する。

イ ンポー ト 処理

InstallShield を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield 基本の 

MSI またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

メ モ • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト するには、 Visual Studio 内部から InstallShield を

使用し な く てはな り ません。 InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で開かれていて、 Visual Studio 内部から開か

れていない場合に、 プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト

し よ う とする と、 エラーが発生し ます。

タ スク Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) にインポー ト するには、 以下の手順に従い

ます :

1. InstallShield で、 基本の MSI またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト 開 く 、 または作成し ます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [Visua ｌ  Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。

3. Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドのパネルを完成させる。

InstallShield は、 ウ ィ ザー ド で構成された設定に基づいて Visual Studio プロジ ェ ク ト を現在開かれている 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。 InstallShield がプロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と き、 [ 出力 ] ウ ィ

ン ド ウにプロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  ステータ スが表示されます。 出力ウ ィ ン ド ウでは、 変換プロセスの各ステ ッ

プが表示され、 すべての変換エラーと警告が一覧で表示されます。

変換プロセス

InstallShield を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を変換する と、 InstallShield では InstallShield 基本

の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism) が作成されます。

InstallShield を使って、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト を変換する と、 InstallShield では InstallShield 

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) を作成し ます。
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タ スク Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスで、 Visual Basic セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト (*.vdproj) を選択し ます。

4. 開 く  Visual Studio プロジ ェ ク ト の場所を参照し、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを選択し ます。

5. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の設定に基づいて InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し ます。 InstallShield 

は、 .ism フ ァ イルを .vdproj フ ァ イルと同じ フ ォルダーに格納し ます。 .ism フ ァ イルが作成される と、 出力ウ ィ ン

ド ウにプロジ ェ ク ト 変換のステータ スが表示されます。 出力ウ ィ ン ド ウでは、 変換プロセスの各ステ ッ プが表示

され、 すべての変換エラーと警告が一覧で表示されます。

変換処理が成功する と、 その新しい InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で表示されます。

イ ンポー ト 後および変換後のタ スク

前提条件タ スク

Visual Studio では、1 つ以上の定義済み前提条件を Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上の構成に

追加する こ とができます。 InstallShield のイ ンポー ト および変換プロセスは、 すべての構成に含まれるすべての前

提条件を、 対応する InstallShield 前提条件に変換し よ う と し ます。 InstallShield に対応する InstallShield 前提条件が

含まれていない場合、 警告 -9071 が発生し て、 その前提条件が変換されなかったこ と を通知し ます。 この警告を

解決するためには、 必要な再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロ

ジ ェ ク ト に追加する方法を考慮し て く だ さい。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を定義する」 および 「イ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を利用する」 を参照し て く ださい。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス タ スク

イ ンポー ト および変換処理では、 Visual Studio プロジ ェ ク ト からのダイアログを InstallShield プロジ ェ ク ト に組み

込みません。 プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト または変換し た後、 InstallShield の [ ダイアログ ] ビ ューでプロジ ェ ク ト

に含まれるダイアログの設定を構成する こ とができます。

言語のタ スク

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し たと きに、 以下の条件がある場合、

InstallShield はプロジ ェ ク ト に含まれる既存の文字列エン ト リ値を Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語のデフ ォル ト

文字列エン ト リ値で置換し ます :

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー ト す

る こ と を指定し た。

• Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語が InstallShield プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語と一致し ない。 (Visual Studio 

で、 Localization プロパテ ィ がプロジ ェ ク ト の言語を示し ます。 InstallShield では、 [ 文字列エデ ィ ター ] 

ビ ューの " デフ ォル ト 言語 " 設定が、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を示し ます。 )

• InstallShield は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で使用されている言語をサポー ト し ます。 (InstallShield Professional 

Edition を使用し ている場合、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で使用されている言語がサポー ト されていないこ と

があ り ます。 )
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InstallShield のア ッ プデー ト を取得する
たと えば、 Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー

ト する場合に、 InstallShield プロジ ェ ク ト の言語がスペイ ン語で、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語がド イ ツ語の

と き、 InstallShield Premier Edition はスペイ ン語のラ ン タ イム文字列をデフ ォル ト のド イ ツ語翻訳と置換し ます。

このため、 [ 一般情報 ] ビ ュー内の " 発行者 " 設定を更新し ている場合など、 文字列エン ト リの値を編集し た後に

ウ ィ ザー ド で Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー ト する と、 InstallShield は " 発行者 " 設定の値およびそ

の他の文字列の値を、 デフ ォル ト のド イ ツ語の文字列エン ト リの値に置換し ます。

し たがって、 Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト 中にプロジ ェ ク ト 言語を変更する場合は、 [ 一般情報 ] 

ビ ューと [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで設定を確認の上、 適切な場合は文字列エン ト リ を変更し て く だ さい。

.NET イ ンス ト ーラー ク ラスのタ スク

Visual Studio プロジ ェ ク ト に .NET イ ンス ト ーラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンが含まれる場合、 InstallShield が変

換処理中に、 .NET イ ンス ト ーラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンを作成する代わり に、 .NET アセンブ リのコ ンポー

ネン ト の .NET イ ンス ト ーラー ク ラス情報を構成し ます。 InstallShield は、 Visutal Studio における .NET イ ンス ト ー

ラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンの Condition プロパテ ィ をサポー ト し ません。 このため、 Visual Studio プロジ ェ

ク ト に条件がある .NET イ ンス ト ーラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンが含まれている場合、 プロジ ェ ク ト を変換し

たあと、 InstallShield の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使って、 .NET アセンブ リ を含むコ ンポーネン ト の条件を作成

し たほうが良い場合があ り ます。

追加のタ スク

InstallShield の他のビ ューを利用する と、 プロジ ェ ク ト に追加の変更も行う こ とができます。

メ モ • Visual Studio では、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーに複数のフ ォーマ ッ ト されたプロパテ ィ が含まれたデ ィ レ

ク ト リ パス ( 例、 [ProgramFilesFolder][Manufacturer]\[ProductName]) を指定できます。 Visual Studio プロジ ェ ク ト

は、 実行時にデ ィ レ ク ト リ カス タム アク シ ョ ンを使用し て、 パスを解決し ます。 ただし、 InstallShield では、 この

種類のデ ィ レ ク ト リ パスはサポー ト されていません。 し たがって、 InstallShield はパスを変換処理中に解決し、 パ

スの INSTALLDIR プロパテ ィ を使用し ます。

InstallShield のア ッ プデー ト を取得する
イ ン ターネ ッ ト へのアクセスがな場合、 InstallShield の [ ア ッ プデー ト の確認 ] 機能を使う と、 ご使用中のバー

ジ ョ ンの InstallShield で利用可能な最新の InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 およびサー

ビス パッ ク、 パッ チ、 またはその他のア ッ プデー ト を入手する こ とができます。

タ スク ア ッ プデー ト を確認するには、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ ア ッ プデー ト の確認 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が FlexNet Connect を起動し、 ア ッ プデー ト の確認を行います。 ア ッ プデー ト が利用可能な場合、 次の

処理を行う こ とができます。

• システムに対するア ッ プデー ト を確認する。

• ア ッ プデー ト に関する説明を読む。

• 選択し たア ッ プデー ト をダウンロー ド およびイ ンス ト ールする。
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InstallShield 実行時の言語サポー ト

重要 • 言語サポー ト は、 ご使用中の InstallShield のエデ ィ シ ョ ン、 プロジ ェ ク ト  タ イプ、 および InstallShield のイ

ン ターフ ェ イス言語 ( 英語、 日本語 ) によ って異な り ます。

アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブラ イ語は、 Premier Edition の基本の MSI、 マージ モジュール、 およびスイー

ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト でのみ使用できます。

InstallShield Premier Edition には、 35 ヶ国語のデフ ォル ト  ラ ン タ イム文字列がサポー ト されています。 サポー ト 対

象の言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は InstallShield 内の様々な言語関連設定で使用可能と な り ます。

さ らに、 InstallShield はプロジ ェ ク ト にその言語に翻訳された文字列エン ト リ を追加し ます。 それらは、 デフ ォル

ト  ダイアログ、 メ ッ セージ、 およびその他のエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素の文字列エン ト リ です。 サ

ポー ト 対象言語の一覧は、 「言語識別子」 を参照し て く だ さい。

InstallShield Premier Edition ではまた、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および スイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロジ ェ ク ト で 新しい言語ウ ィ ザー ド を使って、 サポー ト 対象の 35 ヶ国語以外の言語を追加する こ とがで

きます。 サポー ト されていない言語とは、 デフ ォル ト のラ ン タ イム文字列が全 く 翻訳されていない言語です。 サ

ポー ト されていない言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は InstallShield 内の様々な言語関連設定で使用可

能と な り ます。 さ らに、 InstallShield は新し く 追加されたサポー ト されていない言語の文字列用のプレースホル

ダーと し て、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列を使用し ます。 サポー ト されていない言語に翻訳済みの文

字列を提供するには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使用し ます。

InstallShield Professional Edition の英語版では、 33 ヶ国語 ( アラ ビア語とヘブラ イ語を除 く すべてのサポー ト 対象

言語 ) のう ち 1 つの言語を、 作成するすべてのプロジ ェ ク ト のラ ン タ イム言語と し て使用できます。 InstallShield 

Professional Edition の英語は、 選択し た 1 つの言語用のデフ ォル ト のラ イ ン タ イム文字列を含みます。

InstallShield Professional Edition の日本語版では、 英語に加えても う 1 つ追加サポー ト 対象言語を選択できます。 つ

ま り、 InstallShield Professional Edition の日本語版を使用し ている場合、 英語のラ ン タ イム文字列を使ったプロジ ェ

ク ト 、 およびも う 1 つのサポー ト 対象言語のラ ン タ イム文字列を使ったプロジ ェ ク ト を作成できます。

InstallShield Professional Edition の日本語版には、 英語のデフ ォル ト  ラ ン タ イム 文字列と、 選択可能な追加のサ

ポー ト 対象言語が 1 つ含まれています。

デフ ォル ト のラ ン タ イム文字列を変更し たい場合、 またはカス タム ダイアログ、 メ ッ セージ、 および他のエン ド 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素をプロジ ェ ク ト に追加する場合、 カス タム ラ ン タ イム文字列を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト に直接入力する こ とができます。 別の手段と し て、 言語の文字列エン ト リ を フ ァ イルにエクスポー ト し

て、 そのフ ァ イルの文字列値を翻訳し てから、 プロジ ェ ク ト にそれを イ ンポー ト する こ と もできます。 この機能

は、 すべての InstallShield エデ ィ シ ョ ンでサポー ト されています。

InstallShield の言語サポー ト についての詳細は、 ド キュ メ ン ト の次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのローカ ラ イズ

• 複数言語イ ンス ト ールの作成

• 言語 サポー ト のコー ド ページ要件

• 言語の設定
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言語 サポー ト のコー ド ページ要件
2 バイ ト 文字を含む言語 ( 日本語、 ギリ シャ語、 韓国語など ) を使ったラ ン タ イム文字列を含むリ リースの作成を

予定し ている場合は、 ビルド マシンに特定のコー ド ページを イ ンス ト ールする必要があるかど うかを判断し て く

ださい。

InstallShield ではラ ン タ イム文字列の表示に Unicode エン コーデ ィ ングが使用されます。 Unicode エン コーデ ィ ング

を使う と、 プロジ ェ ク ト のターゲッ ト 言語がイ ンス ト ールされていないシステム上で InstallShield を使用し ている

場合でも、 InstallShield 内では 2 バイ ト 文字が正し く 表示されます。 さ らに、 リ リースのターゲッ ト 言語がイ ンス

ト ールされていないシステム上で リ リースをビルド する こ と もできます。

ただし、 ANSI エン コー ド を ラ ン タ イム文字列に使用する場合 ( た と えば、 プロジ ェ ク ト から文字列エン ト リ を 

ANSI テキス ト  フ ァ イルと し てエクスポー ト し てから、 翻訳済みの ANSI テキス ト  フ ァ イルをプロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する場合 ) は、 ビルド マシンにこれらの言語用のコー ド ページを イ ンス ト ールする必要があり ます。 コー

ド ページによ って、 システムがそれらの言語の文字を正確に表すこ とができるよ う にな り ます。 ビルド マシンに

コー ド ページがイ ンス ト ールされていない場合、 リ リースをビルド する と InstallShield がビルド エラーを報告し、

イ ンス ト ールは実行時に 2 バイ ト 文字を正し く 表示し ません。 

ヒ ン ト • 翻訳のために文字列エン ト リ をエクスポー ト する と き、 ANSI エン コー ドの代わり に Unicode エン コー ド

を使用する こ とが推奨されます。

ビルド マシン上に補足言語サポー ト を イ ンス ト ールする
以下は、 Windows XP が搭載されたビルド マシン上にコー ド ページを イ ンス ト ールする方法を説明し ます。 これ

は、 中国語、 日本語、 および韓国語を含むリ リースをビルド する場合に必要にな り ます。 新しいオペレーテ ィ ン

グ システムでは、 一般的にコー ド ページがデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。

タ スク Windows XP が搭載されたビルド マシン上にコー ド ページを イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. [ コ ン ト ロール パネル ] で [ 地域と言語のオプシ ョ ン ] を選択し ます。

2. [ 言語 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. コー ド ページを追加する言語を選択し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

次の手順は、 アラ ビア語やヘブラ イ語など、 右から左に読み書きする言語を Windows XP が搭載されたビルド マ

シン上にイ ンス ト ールする方法を説明し ます。 新しいオペレーテ ィ ング システムでは、 一般的にこれらのフ ァ イ

ルがデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。 これらのフ ァ イルがイ ンス ト ールされていない場合、 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューで文字列が右から左ではな く 、 左から右に表示されます。
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タ スク 右から左に読み書きする言語のサポー ト を Windows XP が搭載されたビルド マシンにイ ンス ト ールするには、 以

下の手順に従います :

1. [ コ ン ト ロール パネル ] で [ 地域と言語のオプシ ョ ン ] を選択し ます。

2. [ 言語 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 補足言語サポー ト ] 領域で [ 複雑なスク リ プ ト および右から左に読み書きする言語用のフ ァ イルを イ ンス

ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. コー ド ページを追加する言語を選択し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

7.

サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ
ミ ング言語

InstallShield は、 Java, Pascal, C++, Visual Basic, Delphi, C# .NET, Visual Basic .NET, ASP .NET, および Cobol など、 任

意のプログラム言語でアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールを作成できます。

上記の言語以外でアプ リ ケーシ ョ ンを作成し た場合でも、 InstallShield 使ってそのアプ リ ケーシ ョ ンのためのイ ン

ス ト ールを作成する こ とができます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンを配布はし ないけれど も、 フ ァ イルやデータベー

スをパッ ケージ し たい場合、 InstallShield を作業のために使用できます。
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チュー ト リ アル
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield を使ったイ ンス ト ールの作成手順をステ ッ プ バイ ステ ッ プで説明し ます。

テーブル 2-1 • チュー ト リ アルの種類

チュー ト リ ア
ル 説明

InstallScript プ

ロジ ェ ク ト  

チュー ト リ ア

ル

InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成手順を、 ステ ッ プ バイ ステ ッ プでご案内し ま

す。 また、 このチュー ト リ アルでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に関する さ まざまな タ スク

の情報と、 これらのタ スク を行う ために使用する InstallShield イ ン ターフ ェ イス内の各ビ ュー

について紹介し ます。

基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト  

チュー ト リ ア

ル

基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト について説明し ます。 また、 このチュー ト リ アルで

は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に関する さ まざまな タ スクの情報と、 これらのタ スク を行う

ために使用する InstallShield イ ン ターフ ェ イス内の各ビ ューについて紹介し ます。

グローバリ

ゼーシ ョ ン 

チュー ト リ ア

ル

言語および言語固有のコ ンポーネン ト をプロジ ェ ク ト に追加する方法を説明し ます。 さ らに、

ターゲッ ト  システムの言語に基づいてコ ンポーネン ト を条件付きでイ ンス ト ールする方法も

紹介し ます。

メ モ • このチュー ト リ アルを完了するには、 開発システム上で InstallShield Premier Edition の

イ ンス ト ールが必要です。
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InstallScript プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル
このチュー ト リ アルでは、 InstallShield を使用し た InstallScript イ ンス ト ール プログラムの作成、 ビルド、 実行、

およびそ強化方法について順を追って説明し ます。

チュー ト リ アルの構成は複数のステ ッ プに分かれています。 最初のステ ッ プ ( ステ ッ プ 1: プロジ ェ ク ト の作成、

ビルド およびテス ト ) を除き、 残りのステ ッ プはすべて独立し た内容になっているので、 これらは特に順番にこ

だわる こ と な く 現在の作業に必要な情報のみを調べる こ とができます。

本チュー ト リ アルでは、 イ ンス ト ールが取り扱う タ スクの多 く の処理方法について解説し ます。

• フ ァ イルのイ ンス ト ール

• シ ョ ー ト カ ッ ト およびレジス ト リ データの設定

• データの条件付き イ ンス ト ール

• イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスの変更

• リ リース イ メ ージのビルド

• イ ンス ト ールのテス ト  

チュー ト リ アルを通し て、 ヘルプラ イブラ リの該当箇所へのリ ン クが設けてあり ます。

ステ ッ プ 1: プロジ ェ ク ト の作成、 ビルド およびテス ト
このステ ッ プでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成、 リ リース イ メ ージのビルド、 およびイ ンス ト ールのテス

ト について説明し ます。 本ステ ッ プを一通り完了する と、 以下の項目がマス ターできます。

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使った新規プロジ ェ ク ト の作成法。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のグローバル プロパテ ィ の指定方法。

• セ ッ ト ア ッ プ タ イプ、 機能、 コ ンポーネン ト 、 およびフ ァ イルリ ン クの指定法。

• 複製および配布用のリ リース イ メ ージのビルド方法。

• InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスからのイ ンス ト ールの実行方法。

イ ンス ト ールは 3 つのレベルで構成されます。

テーブル 2-1 • イ ンス ト ール内のレベル

レベル 説明

コ ンポーネン ト コ ンポーネン ト とは、 開発者から見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成

単位のこ と です。 コ ンポーネン ト は、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リデー

タ など、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるデータ を指定し ます。 ユーザー

がコ ンポーネン ト を直接処理する こ とは決し てあり ません。

1 つのコ ンポーネン ト を複数の機能に配置する こ と もでき、 ユーザーがこのコ ン

ポーネン ト と関連付けられた機能の 1 つを選ぶと、 このコ ンポーネン ト のデータが

イ ンス ト ールされます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 429



第 2 章 チュー ト リ アル

InstallScript プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル
本チュー ト リ アルで作成する イ ンス ト ールは、 Tutorial App  とい う名前のアプ リ ケーシ ョ ンについて、 そのイ ンス

ト ールと設定を行う ものです。 Tutorial App のソース フ ァ イルは InstallShield Program Files フ ォルダーの Samples 

サブ フ ォルダーにあ り ます。 デフ ォル ト  イ ンス ト ール先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\WindowsInstaller\Tutorial Project

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使ったプロジ ェ ク ト の作成
InstallShield を起動し た後、 次の手順に従って新規 InstallScript プロジ ェ ク ト を作成し ます。

1. 次のひとつを行って [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます :

• [ ス ター ト ページ ] の [ プロジ ェ ク ト  タ スク ] セクシ ョ ン （ページの左側） にある [ 新規プロジ ェ ク ト の

作成 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。

• ツールバーの [ 新規プロジ ェ ク ト ]  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで、 InstallScript タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. InstallScript タ ブのリ ス ト  ビ ューで、 [InstallScript プロジ ェ ク ト ] アイ コ ンを選択し ます。

4. こ こでは [ プロジ ェ ク ト 名 ] 編集ボ ッ クスに、 プロジ ェ ク ト 名と し て Tutorial と入力し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト の作成については InstallShield Professional で作成し たプロジ ェ ク ト を更新するなど、 他にも多 く の

方法があ り ます。 詳細については、 「新しいプロジ ェ ク ト の作成」 を参照し て く だ さい。

InstallShield は、 ProjectName.ism とい う名前のプロジ ェ ク ト  フ ァ イルを作成し ます。 この場合、 Tutorial.ism と な

り ます。 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで行ったすべての設定は、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルに保管されま

す。 プロジ ェ ク ト を他のマシンに移動する場合は、 移動先のシステムに .ism フ ァ イル ( およびイ ンス ト ールソー

スフ ァ イル ) を コ ピーし ます。

ヒ ン ト • 新規プロジ ェ ク ト フ ァ イルが作成されるデ ィ レ ク ト リ を変更するには、 [ ツール ] メ ニューから [ オプ

シ ョ ン ] を選択し、 [ フ ァ イルの場所 ] タ ブを ク リ ッ ク し て表示される " プロジ ェ ク ト の場所 " フ ィ ールド に、 新

しいデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

機能 機能とは、 ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ

と です。 ユーザーが [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 どの機能を イ

ンス ト ールするかをユーザーが選択する こ とができるダイアログが表示されます。

各機能はコ ンポーネン ト を含みます。

セ ッ ト ア ッ プの種類 セ ッ ト ア ッ プの種類とは、 事前に定義された機能のコ レ クシ ョ ンです。 デフ ォル ト

で、 イ ンス ト ールは [ 完全 ] および [ カス タム ] のセ ッ ト ア ッ プの種類を提示し、

ユーザーはどのセ ッ ト ア ッ プの種類でイ ンス ト ールするかを SetupType ダイアログ

で選択し ます。

テーブル 2-1 • イ ンス ト ール内のレベル ( 続き )

レベル 説明
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新規プロジ ェ ク ト は、 その [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] タ ブに開きます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を利用す

るには、 右下角にある [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のステ ッ プの順序は問いません。 また （適切な タ ブを ク リ ッ クする こ と で） 

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト と イ ンス ト ール デザイナーと を自由に切り替える こ とができ、 イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト へさ らに複雑でパワフルな要素を追加する こ とが可能です。

アプ リ ケーシ ョ ン情報を入力する

[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページでは、 イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンについての一般情報を設定する こ とが

できます。

タ スク このチュー ト リ アルでは次を行います :

1. [ 会社名を入力し て く ださい ] 編集ボ ッ クスに名前 「Tutorial Co」 を入力し ます。

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン名を入力し て く ださい ] 編集ボ ッ クスに名前 Tutorial App を入力し ます。

3. その他のフ ィ ールドはそのままにし ます。

" アプ リ ケーシ ョ ン名 " フ ィ ールドへの入力値は、 エン ド ユーザーに対し て表示されるダイアログで、 コ ン ト ロー

ル パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でのアプ リ ケーシ ョ ンの表示名と し て表示されます。 入力するアプ リ

ケーシ ョ ン名と会社名は Windows ス ター ト メ ニュー上のアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト のデフ ォル ト の場所、

並びにコ ンポーネン ト フ ァ イルのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先を指定する TARGETDIR システム変数のデフ ォル ト

値を決定し ます。

イ ンス ト ール アーキテ クチャのカス タ マイズ

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページでは、 イ ンス ト ールに表示させる機能を指定する こ とができます。 機能と

は、 ユーザーから見て個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ と です。 カス タム セ ッ ト ア ッ プの種類

を選択する と、 個々の機能がエン ド ユーザーに対し て表示されます。

メ モ • 機能には、 サブ機能やサブサブ機能などを含める こ と も可能で、 イ ンス ト ールの要求に応じ て必要なレベル

の多層構造化が可能です。

タ スク このチュー ト リ アルでは次を行います :

1. [ イ ンス ト ールアーキテ クチャ を カス タ マイズし ますか？ ] とい う質問には [ はい ] を選択し ます。

2. 既存 DefaultFeature 機能を選択し て、 その名前を ProgramFiles に変更し ます。

3. HelpFiles とい う 新しい機能を作成し ます。 そのためには [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] を ク リ ッ ク し てか

ら [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページでは、 各機能にリ ン ク させる フ ァ イルを指定する こ とができます。
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まず最初に、 機能の一覧の中から、 フ ァ イルを挿入する機能を選択し ます。 フ ァ イルリ ン ク を追加するには、 [

フ ァ イルの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 選択されている機能に含める フ ァ イルを選びます ( 複数指定可能 )。

タ スク このチュー ト リ アルでは、 次の手順に従って、 ProgramFiles 機能に Tutorial.exe とい う フ ァ イルを追加し ます :

1. 機能の一覧表で、 ProgramFiles を ク リ ッ ク し ます。

2. ツ リー コ ン ト ロール ( ト ッ プ ノ ー ドは [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ]) 内にある [ アプ リ ケーシ ョ ン ター

ゲッ ト  フ ォルダー ] を選択し ます。

3. [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. ソース デ ィ レ ク ト リ に置かれた Tutorial.exe を参照し ます。

5. 「追加し たフ ァ イル ... は依存関係を持つ可能性があり ます」 メ ッ セージが表示された と き、 [ いいえ ] を ク

リ ッ ク し ます。 Tutorial.exe には依存関係は含まれません。

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

[ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのデスク ト ッ プ又は [ ス ター ト ] メ ニュー

上にあるアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を指定する こ とができます。 デフ ォル ト で、 このページは

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含んだ各実行可能フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ます。 これら を削除し て、 イ

ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含めた別のフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を追加する こ とができます。

このチュー ト リ アルでは、 このページのデフ ォル ト の仕様 ([ ス ター ト ] メ ニューの Tutorial.exe へのシ ョ ー ト カ ッ

ト ) をそのまま利用し ます。

レジス ト リ データ を構成する

[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページでは、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リ エン ト リ を指定する こ とが

できます。

メ モ • InstallScript プロジ ェ ク ト は、 デフ ォル ト でアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ールキー ( 必要に応じ て 

HKEY_LOCAL_MACHINE の下の Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\<GUID> または 

HKEY_CURRENT_USER ルー ト キー ) を作成するスク リ プ ト  コー ド、 その値、 およびデータ を含みます。 これらの

レジス ト リ エン ト リ を指定する必要はあ り ません。

このチュー ト リ アルでは、 このページでレジス ト リ エン ト リの指定を行いません。 レジス ト リのエン ト リ につい

ては、 

チュー ト リ アルの ステ ッ プ 2 " シ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ データ " で説明されています。

イ ンス ト ール イ ン タ ビ ューを使ってダイアログを選択する

[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページでは、 イ ンス ト ールの実行時にエン ド ユーザーに対し て表示するダイアログ 

ボ ッ クスを選択し ます。 このページの質問に対する回答に基づいて、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は対応するダイ

アログ関数を イ ンス ト ールスク リ プ ト へ追加し ます。 ダイアログに関連するスク リ プ ト の変更については、

チュー ト リ アルのステ ッ プ 6 で解説し ます。
432 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 2 章 チュー ト リ アル

InstallScript プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル
タ スク このチュー ト リ アルでは次を行います :

1. " 使用許諾契約書ダイアログを表示し ますか ?" とい う テキス ト の下にあるオプシ ョ ンボタ ンで [ いいえ ] を

選択し ます。

2. その他のオプシ ョ ンボタ ンを [ はい ] のままにし ます。

イ ンス ト ール用の言語を選択する

[ イ ンス ト ール ローカ リゼーシ ョ ン ] ページでは、 イ ンス ト ールがサポー ト する言語を指定する こ とができます。

別の言語に簡単にローカ ラ イズする こ とができるよ う にエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスで利用可能な文字列値

および関連する識別子を指定する こ と もできます。

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語サポー ト は、 InstallShield の Premier Edition で使用する こ とができます。

タ スク このチュー ト リ アルでは、 次の要領で HelpFiles 機能の表示名を変更し ます :

1. リ ス ト ボ ッ クスで、 " 機能文字列データ " を選択し ます。 右の表は、 すべての機能文字列エン ト リ を表示し ま

す。

2. [ 値 ] 列で、 HelpFiles ( 識別子 IDS_FEATURE_DISPLAY_NAME2 に関連付けられている値 ) を ク リ ッ ク し て、

Help Files ( 空白スペースを挿入 ) に変更し ます。

イ ンス ト ールをビルド する

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページでは、 どの配布タ イプをビルド するのかを指定できます ( オプシ ョ ンで、 配布

フ ァ イルを コ ピーする場所も指定できます )。

タ スク このチュー ト リ アルでは次を行います :

1. CD-ROM オプシ ョ ンを選択し ます。

2. [ イ ンス ト ールのビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

上部に [ ビルド ] タ ブを持つ出力ウ ィ ン ド ウが開き、 ビルドの進行状況についての情報を表示し ます。 [ ビルド ]

タ ブに 「ビルドが終了し ま し た。 日付と時刻」 が表示されたと き、 ビルドは終了し ます。

イ ンス ト ールを実行する

イ ンス ト ールを InstallShield 内から実行するには、 [ 実行 ] ツールバーボタ ンを ク リ ッ クするか、 CTRL+F5 を押し

ます。

イ ンス ト ールは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページで選択し たダイアログを表

示し ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で入力し た値は、 適切なダイアログでエン ド ユーザーに対し て表示されま

す。 たと えば、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で指定し た INSTALLDIR のデフ ォル ト 値は、 実行時に [ イ ンス ト ール

先の選択 ] ダイアログで表示されます。 このと きエン ド ユーザーが異なる イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を選ぶと、

TARGETDIR にはこの新しい値が格納されます。
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イ ンス ト ールの終了後、 イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を開いて、 セ ッ ト ア ッ ププログラムによ ってイ ンス ト ー

ルされたフ ァ イルを確認し て く だ さい。 イ ンス ト ールが成功し ていれば、 チュー ト リ アルフ ァ イルがイ ンス ト ー

ルされているはずです。

メ ンテナンス モー ド

既に製品がイ ンス ト ールされているシステム上で、 ユーザーが 2 回目 ( およびそれ以降 ) にイ ンス ト ールを実行を

する と、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で行われます。 このメ ンテナンスモー ド を使って、 ユーザーは初回

イ ンス ト ールからの機能選択の変更、 イ ンス ト ール済みの機能の修復、 およびプログラム全体の削除が行えます。

プログラムのアンイ ンス ト ール

プログラムをアン イ ンス ト ールするには、 [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て ( または CTRL+F5 を押し )、 [ セ ッ ト

ア ッ プ メ ンテナンス ] ダイアログから [ 削除 ] を選択し ます。 これで、 [ プログラムの追加と削除 ] でアプ リ ケー

シ ョ ンを選択し た場合と同じ結果にな り ます。

基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し たあと、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブ （ ウ ィ ン ド ウの上部） を ク

リ ッ ク し て、 チュー ト リ アルの 次のステ ッ プ で説明されているよ う にイ ンス ト ールを拡張、 または微調整し ま

す。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する
基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し たあと、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブ （ウ ィ ン ド ウの上部） を ク

リ ッ ク し て、 InstallShield のユーザー イ ン ターフ ェ イスでプロジ ェ ク ト を拡張、 または微調整し ます。 InstallShield 

のユーザー イ ン ターフ ェ イスは機能カテゴ リー別に並べられているので、 プロジ ェ ク ト に情報を簡単に追加また

は編集できます。 こ こから先のチュー ト リ アルでは、 異なる InstallShield ビ ューのい く つかを紹介し ます。

本ステ ッ プを一通り完了する と、 以下の項目がマス ターできます。

• プログラムの機能の表示プロパテ ィ の設定法。

• プログラムのセ ッ ト ア ッ プの種類の定義。

• コ ンポーネン ト およびフ ァ イル リ ン クの作成法。

機能のプロパテ ィ を設定する

まず最初に行うのは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で作成し た機能に対する追加プロパテ ィ の設定で、 これには機

能の表示名や説明などがあ り ます。 機能プロパテ ィ を編集するには、 IDE の [ 機能 ] ビ ューへ移動し ます。

タ スク 機能のプロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 移動 ] メ ニューで、 [ 編成 ] をポイ ン ト し て [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] エクスプローラーで、 DefaultFeature 機能を選択し て " 説明 " プロパテ ィ を [ この機能は Tutorial App 

のプログラムフ ァ イルを含んでいます ] に設定し ます。

3. [ 新規機能 ] 機能を選択し て " 説明 " プロパテ ィ を [ この機能は Tutorial App のヘルプ フ ァ イルを含んでいま

す ] に設定し ます。 各説明を入力する と、 InstallShield はそれぞれの値を表すための文字列テーブルエン ト リ 

({ID_STRINGn} と表示 ) を作成し ます。
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4. [ 機能 ] ビ ューにある機能の名前を、 それぞれの表示名と同じ名前に変更し ます。 機能の名前を変更するに

は、 機能を 2 回ク リ ッ ク し て名前をハイ ラ イ ト 表示し、 新しい名前を入力し ます。

実行時、 エン ド ユーザーが [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し た場合、 イ ンス ト ールはユーザーがどの機

能を イ ンス ト ールするかを選択できるダイアログを表示し ます。 このダイアログには、 こ こ で設定し た機能の表

示名および説明が表示されます。

" セ ッ ト ア ッ プの種類 " プロパテ ィ の設定

セ ッ ト ア ッ プの種類はイ ンス ト ールされる機能のコ レ クシ ョ ンです。 一般的なイ ンス ト ールは [ 完全 ] と [ カス タ

ム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを提供し ます。 [ 完全 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプはすべての機能を イ ンス ト ールするのに対

し て、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能を選択する こ とができるダイ

アログを表示し ます。

IDE の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー ([ ビ ュー リ ス ト ] の [ 編成 ] ノ ー ドの下 ) 内にあるセ ッ ト ア ッ プの種類プロ

パテ ィ を変更し ます。

タ スク 各セ ッ ト ア ッ プの種類について、 機能名の前にあるボ ッ クスを選択する こ と でイ ンス ト ールする機能を選択し ま

す :

1. [ 完全 ] セ ッ ト ア ッ プの場合、 両方の機能を選択し ます。

2. [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プの場合、 両方の機能を選択し ます。

コ ンポーネン ト およびフ ァ イルリ ン ク を作成する

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの追加フ ァ イルにリ ン ク を作成する こ とができます。 このステ ッ プでは、

HelpFiles 機能にフ ァ イルを 1 つ追加し ます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでフ ァ イルを追加する と、 セ ッ ト

ア ッ プベス ト プラ クテ ィ ス規則に従って IDE がコ ンポーネン ト を作成し ます。

タ スク ヘルプフ ァ イル機能にある新規コ ンポーネン ト にソースフ ァ イル Tutorial.html を追加するには、 以下の手順を実行

し ます。

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー （[ ビ ュー リ ス ト ] の [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] ノ ー ドの下） を開きます。

2. ビ ューの最上部にある機能のリ ス ト から、 ヘルプ フ ァ イル を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 領域で、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] アイ コ ンを右ク

リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト の表示 ] が選ばれている こ と を確認し ます。

4. [ アプ リ ケーシ ョ ン ターゲッ ト  フ ォルダー ] アイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [ 新規コ ンポーネン ト ] を選択し ま

す。

5. 新しいコ ンポーネン ト の名前を HelpComponent に変更し ます。

6. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 領域で、 TutorialHelp.html が含まれる ソースフ ォルダーを選びます。

7. [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] 領域にある TutorialHelp.html アイ コ ンを、 HelpComponent  アイ コ ンまで

ド ラ ッ グし ます。
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コ ンポーネン ト に リ ン ク される フ ァ イルのリ ス ト に変更が無い、 この種のフ ァ イルリ ン ク を 「ス タ テ ィ ッ ク フ ァ

イル リ ン ク」 と呼びます。 ビルド毎に内容に違いがあるデ ィ レ ク ト リ ( 及びそのサブデ ィ レ ク ト リ ) にリ ン クす

るには、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • InstallShield の依存関係スキャナーを使う と、 アプ リ ケーシ ョ ンについて現段階でプロジ ェ ク ト に含めら

れていない必要な追加フ ァ イルを確認できます。 た と えば、 Tutorial App は MFC を使用するので、 MFC のラ ン タ

イムラ イブラ リがイ ンス ト ールされていないシステムを ターゲッ ト にする場合は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

でプロジ ェ ク ト に MFC ラ ン タ イムオブジ ェ ク ト を加える必要があ り ます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のリ リースイ メ ージのビルド方法について説明

し ます。

リ リースのビルド
イ ンス ト ールをテス ト する前に、 リ リースをビルド する必要があり ます。 リ リースイ メ ージには、 CD-ROM、 フ

ロ ッ ピーデ ィ スク、 またはネ ッ ト ワーク経由でエン ド ユーザーに配布するすべてのフ ァ イルが含まれます。

リ リース ウ ィ ザー ド を利用する と、 最も簡単に新しい リ リースを作成する こ とができます。 リ リース ウ ィ ザー ド

では、 使用する メ デ ィ アの種類 ( たと えば CD-ROM) や、 メ デ ィ ア上のフ ァ イルを圧縮するかなど、 リ リースのプ

ロパテ ィ を指定し ます。 リ リース ウ ィ ザー ドの起動は、 [ リ リース ウ ィ ザー ド ] ツールバーボタ ンを ク リ ッ クす

るか、 [ ビルド ] メ ニューから [ リ リース ウ ィ ザー ド ] を選択し て行います。

[ よ う こそ ] パネルで [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 必要な リ リース設定を行います。 いずれのパネルでも [ ヘルプ ] 

を ク リ ッ クする と、 現在のステ ッ プに関する説明が表示されます。

リ リースに名前を付ける

[ リ リースの指定 ] パネルでは、 リ リース名を指定し ます。 リ リース名は、 ビルド された リ リースを配置する フ ォ

ルダーの名前と し て使用されます。 このサンプルでは、 cdrom とい う名前で新規にリ リースを作成し て く だ さい。

メ デ ィ ア タ イプ と一般オプシ ョ ンの選択

[ メ デ ィ アの種類 ] パネル

[ メ デ ィ ア タ イプ ] パネルでは、 リ リースをビルド する メ デ ィ アの種類を指定し ます。 こ こ で指定する メ デ ィ アの

種類は、 リ リース ウ ィ ザー ドが作成するデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーのサイズを示し ます。 た と えば CD-ROM 

用に リ リースをビルド する と、 リ リース ウ ィ ザー ドがデ ィ スク イ メ ージを複数のフ ォルダーに分割し、 それぞれ

のフ ォルダーサイズを 650MB 以下と し ます。

こ こでのチュー ト リ アルでは、 CD-ROM を選択し て く ださい。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 作成する リ リースの一般オプシ ョ ンを指定し て く だ さい。

[ 一般オプシ ョ ン ] パネル

[ 一般オプシ ョ ン ] パネルでは次の処理が可能です。

• イ ンス ト ールを配布するための自己展開型実行可能フ ァ イルを作成する。

• コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを Setup.exe へ渡す
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• プ リ プロセ ッサ変数定義を コ ンパイ ラへ渡す。

• コ ンパイルし たスク リ プ ト  フ ァ イル (.inx フ ァ イル ) をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置するかど う かを選択す

る。

このチュー ト リ アルでは、 パネルのデフ ォル ト 設定をそのまま利用し ます。

パスワー ド とサポー ト するプラ ッ ト フ ォームを指定する

[ パスワー ド ] パネル

[ パスワー ド ] パネルではイ ンス ト ールのパスワー ド を指定する こ とができます。 またその場合 

OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド内でパスワー ド確認コー ド を実行するかど

うかも指定する こ とができます。

このチュー ト リ アルでは、 パスワー ドの指定は行いません。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 現在のリ リースでサポー ト するオペレーテ ィ ング システムを指定し ます。

[ プラ ッ ト フ ォーム ] パネル

[ プラ ッ ト フ ォーム ] パネルでは、 現在のリ リースでサポー ト するオペレーテ ィ ング システムを指定できます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択 (" プラ ッ ト フ ォーム " プロジ ェ ク ト  プロパテ ィ で指定されたプ ラ ッ

ト フ ォームを使用 ") をそのまま利用し ます。

セ ッ ト ア ッ プ言語と含める機能を指定する

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネル

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルでは、 イ ンス ト ールを実行する こ とが可能な言語の指定や、 エン ド ユーザーによる

セ ッ ト ア ッ プが表示する言語の選択を可能にするダイアログを表示するかど うかを指定する こ とができます。

ウ ィ ザー ドはイ ンス ト ールに、 このパネルで選択し た言語固有の要素 ( 文字列エン ト リやダイアログなど ) だけを

組み込みます。 製品プロパテ ィ やビル ト イ ンアクシ ョ ンなど、 すべての言語非依存のリ ソースは当然含まれます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択のままにし て く だ さい。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 現在のリ リースに含む機能を指定し ます。

[ 機能 ] パネル

[ 機能 ] パネルでは、 ビルド し た リ リースに含める機能を指定する こ とができます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択 ( 選択するかど うかの判別に " ビルド に含める " 機能プロパテ ィ を

使用 ) をそのまま利用し ます。

メ デ ィ ア レ イアウ ト と ダイアログの外観を定義する

[ メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネル

[ メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネルでは、 各機能またはすべての機能に対し て、 機能のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト  フ ォ

ルダーに保存するか、 デ ィ スク イ メ ージ内に圧縮せずに配置するかを指定し ます。
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このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択  ( キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ) をそのまま利用し ます。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] パネル

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] パネルでは、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザーダイアログの外観を指定し ます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択のままにし て く だ さい。

イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ンの指定およびアプ リ ケーシ ョ ンのデジ タル署名

[ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネル

[ イ ン ターネ ッ ト オプシ ョ ン ] パネルでは、 様々なイ ン ターネ ッ ト 関連オプシ ョ ンを指定できます。 すべてのリ

リースは、 メ デ ィ アの種類を問わずイ ン ターネ ッ ト 上で実行できます。

このチュー ト リ アルでは、 [ セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト の Web ページを作成する ] ボ ッ クスをチ ェ ッ ク し て、 その

他のデフ ォル ト の選択はそのままにし ます。

[ デジ タル署名 ] パネル

[ デジ タル署名 ] パネルでは、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を行う こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ

タル署名をする こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドが発表以来変更または破損し ていないこ と をエン ド ユー

ザーに対し て保証する こ とができます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択のままにし て く だ さい。

ア ッ プデー ト とポス ト  ビルド情報を指定する

[ ア ッ プデー ト ] パネル

[ ア ッ プデー ト ] パネルでは、 リ リースの形式と現在のリ リースをア ッ プデー ト と し て実行できる既存のリ リース

を指定できます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択のままにし て く だ さい。

[ ラ ンチャ オプシ ョ ン ] パネル

[ ポス ト ビルド ] オプシ ョ ン パネルでは、 リ リースのビルドが完了し た後に、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを

フ ォルダーまたは FTP サイ ト にコ ピーするか、 またはバッ チ フ ァ イルを実行し ます。

このチュー ト リ アルでは、 デフ ォル ト の選択のままにし て く だ さい。

設定を確認する

[ 概要 ] パネルは、 現在のリ リースに関する リ リース ウ ィ ザー ドの設定を表示し ます。 設定が正しい場合、 [ リ

リースの ビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て [ 完了 ] を ク リ ッ ク し、 リ リースをビルド し ます。 そ う でない場

合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て設定を修正し て く だ さい。

進行中のビルド に関するステータ ス メ ッ セージは、 アウ ト プ ッ ト ウイ ン ド ウに表示されます。

ビルドが完了する と、 CD にコ ピーする フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ に置かれます :

<ProjectFolder>\Tutorial\cdrom\DiskImages\DISK1.
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チュー ト リ アル後半のステ ッ プで行う プロジ ェ ク ト に対する変更が終了し たら、 最新リ リースの再ビルド を行い

ます。 この処理は、 [ ビルド ] ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ ビルド ] メ ニューから [ ビルド ] を選択するか、

あるいは F7 を押し て実行し ます。

前にこのチュー ト リ アルで行った要領でイ ンス ト ールを実行する こ とができます。 イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ール

と し てイ ンス ト ールを実行するには、 ツールバーの [ リ リース フ ォルダーを開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て 

Setup.htm を起動し ます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールのシ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リデータの作成方法について説

明し ます。

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシューテ ィ ング
イ ンス ト ールを実行し ても フ ァ イルがイ ンス ト ールされなかった場合は、 プロジ ェ ク ト について下記の点を

チ ェ ッ ク し て く だ さい。

• TARGETDIR が適切な値に設定されている こ と を確認し ます。 これは、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

次は、 本チュー ト リ アルの推奨値です。

[ProgramFilesFolder]TutorialCo\TutorialApp

• セ ッ ト ア ッ プの種類に、 関連付けられた機能が指定されている こ と を確認し ます。

• 機能にコ ンポーネン ト と フ ァ イルが関連付けられている こ と を確認し ます。

• イ ンス ト ールに対し て何らかの変更を行った場合は、 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ クするか F7 キーを押し て、

プロジ ェ ク ト の再ビルドが必要です。

ステ ッ プ 2: シ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ データ
このステ ッ プでは、 次の処理を行う場合の IDE 利用法を説明し ます。

• プログラムシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

• レジス ト リ情報の作成

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成
[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成と変更を行う こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパ

テ ィ には、 表示名、 ターゲッ ト 実行可能フ ァ イルおよび引数、 表示用アイ コ ンなどがあり ます。 プロジ ェ ク ト  ア

シス タ ン ト を利用する と、 エン ド ユーザーの [ ス ター ト ] メ ニューにある Programs フ ォルダーに、 Tutorial App 

へのシ ョ ー ト カ ッ ト が自動的に作成されます。

タ スク このセ ッ ト ア ッ プでは、 エン ド ユーザーのデスク ト ッ プ上にシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

1. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに移動し ます。

2. [ デスク ト ッ プ ] アイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [ 新規シ ョ ー ト カ ッ ト ] を選択し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ

ト を参照する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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3. ダイアログ ボ ッ クスでは、 探す場所 ド ロ ッ プダウン メ ニューから [ アプ リ ケーシ ョ ン ターゲッ ト フ ォルダー

] を選択し、 フ ァ イルリ ス ト から Tutorial.exe を選びます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し て [ シ ョ ー ト カ ッ ト ターゲッ ト を参照する ] ダイアログ ボ ッ クスを閉じ ます。

5. シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンの内部名を、 tutorial などに変更し ます。

次に、 下記のシ ョ ー ト カ ッ ト 用プロパテ ィ を設定し ます。

ヒ ン ト • ユーザーのマシン上に既に存在する フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 可能な と きにフ ァ イル

へのパスを示すシステム変数を利用し てパスを入力し ます。 た と えば、 ユーザーマシンの Windows または WinNT 

フ ォルダーに置かれた Windows Notepad のコ ピーを起動するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト ターゲッ ト に 

<WINDIR>\Notepad.exe と入力し ます。

レジス ト リ データ を作成する
イ ンス ト ールに求められる機能の 1 つと し て、 ターゲッ ト  システムのレジス ト リへの情報の書き込みがあり ま

す。 コ ンポーネン ト にレジス ト リ を追加するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とができます。

たと えば、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Tutorial Co\Tutorial\1.00.0000 の下に TutorialData とい う レジス ト

リ値を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

タ スク レジス ト リデータ を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ レジス ト リ ] ビ ューを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー 領域で [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ

ク し て、 [ 新しいレジス ト リ セ ッ ト ] を選択し ます。

3. レジス ト リ セ ッ ト の名前を tutorial に変更し ます。

4. tutorial  レジス ト リ セ ッ ト の下にある HKEY_LOCAL_MACHINE を右ク リ ッ ク し て [ 新規 ] サブ メ ニューから [

キー ] を選択し ます。

テーブル 2-2 • シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 値 コ メ ン ト

表示名 Tutorial App 名前を別の言語へ容易に翻訳できるよ う に、

InstallShield はプロジ ェ ク ト の文字列に表示名を追

加し ます ( また、 中括弧にかこ まれた文字列識別子

が、 [ 表示名 ] フ ィ ールド に表示されます )。

ターゲッ ト <TARGETDIR>\Tutorial.exe

アイ コ ン フ ァ イル <TARGETDIR>\Tutorial.exe

アイ コ ン イ ンデッ クス 0

作業デ ィ レ ク ト リ <TARGETDIR>
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5. キーの名前を Software に変更し ます。

6. サブキー Tutorial Co、 Tutorial、 と 1.00.0000 に関し ても同じ操作を繰り返し ます。

7. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リデータ ] 領域で、 右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい文字列値 ] を選択

し ます。

8. 値を TutorialData に変更し ます。

9. TutorialData 値をダブルク リ ッ ク し て、 [ 値 ] データ フ ィ ールド に <TARGETDIR> と入力し ます。

10. tutorial レジス ト リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 [ レジス ト リ セ ッ ト イ ンス ト ール条件 ] パネルで 

[DefaultComponent] をチ ェ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール実行時に Tutorial.exe コ ンポーネン ト を含むセ ッ ト ア ッ プの種類や機能のコ レ クシ ョ ンをユーザーが

選択する と、 ターゲッ ト  システム上にレジス ト リデータが作成されます。

シ ョ ー ト カ ッ ト が作成されたこ と を確認する

タ スク イ ンス ト ールがシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し たこ と を検証するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ビルド ] ツールバーボタ ンを ク リ ッ クするか、 F7 を押し てプロジ ェ ク ト を再ビルド し ます。

2. [ 実行 ]  ボタ ンを ク リ ッ クするか、 CTRL+F5 を押し てプロジ ェ ク ト を実行し ます ( 最初にシステムから プログ

ラムの既存バージ ョ ンをすべて削除し ます )。 これで Tutorial App のシ ョ ー ト カ ッ ト が、 ス ター ト  メ ニューの 

Programs フ ォルダーに作成されているはずです。

レジス ト リデータが作成されたこ と を確認する

タ スク イ ンス ト ールがレジス ト リデータ を作成し たこ と を検証するには、 以下の手順を実行し ます。

1. シ ョ ー ト カ ッ ト から Tutorial App を起動し ます。

2. Tutorial メ ニューから Verify Registry Data を選択し ます。 レジス ト リデータが作成されていれば、

<TARGETDIR> テキス ト を含む メ ッ セージボ ッ クスが表示されます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 COM サーバー ( 自己登録フ ァ イル ) の登録方法について説明し ます。

ステ ッ プ 3: COM サーバーの登録
ほとんどのフ ァ イルに関し て、 イ ンス ト ールが果たすべき唯一の役割は、 ソース メ デ ィ アから ターゲッ ト  システ

ムにフ ァ イルを コ ピーする こ と です。 これに対し一部のフ ァ イルについては、 ターゲッ ト  システムへのフ ァ イル

登録作業を イ ンス ト ーラーが実行する必要があ り ます。 別途処理が必要なフ ァ イルのカテゴ リは自己登録型フ ァ

イル です。

本ステ ッ プでは、 Tutorial.ocx 本体およびこれが使用する HTML フ ァ イルのイ ンス ト ールと登録を行う コ ンポーネ

ン ト を作成し ます。

COM サーバーは通常 DLL や .ocx の形を取り ますが、 こ う し た自己登録フ ァ イルは、 これら を使用するアプ リ

ケーシ ョ ンや Web ページが認識できるよ う あらかじめターゲッ ト  システムのレジス ト リへ書き込んでお く ため、

追加情報を必要と し ます。
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タ スク 自己登録フ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューに移動し ます。

2. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト から ProgramFiles 機能を選択し ま

す。

3. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 ソース デ ィ レ ク ト リ 内の Tutorial.ocx を参照し ます。

4. [ ソースコ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンから [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンに

ある [ アプ リ ケーシ ョ ンのターゲッ ト フ ォルダー ] に Tutorial.ocx を ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し ます。 コ ン

ポーネン ト  SelfRegFiles が [ アプ リ ケーシ ョ ン ターゲッ ト  フ ォルダー ] の下に作成されます。 このコ ンポーネ

ン ト には Tutorial.ocx が含まれ、 その自己登録プロパテ ィ は [ はい ] に設定さ ています。 これはコ ンポーネン

ト を右ク リ ッ ク し て [ プロパテ ィ ] を開いて確認する こ とができます。

次に、 ProgramFiles 機能と関連付けられている新しいコ ンポーネン ト に HTML フ ァ イルを追加し ます :

タ スク ProgramFiles 機能と関連付けられている新しいコ ンポーネン ト に HTML フ ァ イルを追加し ます :

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ アプ リ ケー

シ ョ ン ターゲッ ト フ ォルダー ] を右ク リ ッ ク し て [ 新規コ ンポーネン ト ] を選択し ます。

2. コ ンポーネン ト の名前を OcxHTML に変更し ます。

3. TutorialCtrl.html を [ ソースコ ンピ ューターのフ ァ イル ] ビ ューから OcxHTML コ ンポーネン ト に ド ラ ッ グし ま

す。

タ スク リ リースを再ビルド し (F7 キーを押す ) イ ンス ト ールを実行 (CTRL+F5 を押す ) を し た後、 フ ァ イルが正常に登録

されたこ と を次の手順で確認できます。

1. [ プログラム ] メ ニューのシ ョ ー ト カ ッ ト か、 アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し て、 Tutorial App を起動し ます。

2. Tutorial メ ニューから COM Server Test を選択し ます。

3. COM サーバーが正常に登録されていれば、 「登録成功」 のメ ッ セージを示す HTML ページが表示されます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 フ ァ イルの条件付き イ ンス ト ールについて説明し ます。

ステ ッ プ 4: 条件と プロパテ ィ
このステ ッ プでは、 ターゲッ ト  システムにデータ を条件付きでイ ンス ト ールする方法について解説し ます。

イ ンス ト ール通常求められる機能は、 特定の条件が満た された場合にのみ必要なフ ァ イルをシステムにイ ンス

ト ールする こ と です。 た と えばある種のフ ァ イルは、 特定のオペレーテ ィ ング システムや言語にのみ必要であっ

た り、 ユーザー必要な権限を持つ場合に限り イ ンス ト ールできる、 とい う こ とがあり ます。

コ ンポーネン ト  ( およびそのフ ァ イルと その他のデータ ) を特定のオペレーテ ィ ング システムにのみイ ンス ト ー

ルさせるには、 コ ンポーネン ト の " オペレーテ ィ ング システム " プロパテ ィ を使います。 コ ンポーネン ト のプロ

パテ ィ の変更は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開いて該当する機能のアイ コ ンを展開し、 必要なコ ンポー

ネン ト を選択し て行います。
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タ スク Windows 8 が搭載されたシステムだけにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト を作成するには、 次の手順を実行し ま

す。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開きます。

2. HelpFiles 機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新規コ ンポーネン ト ] を選択し ます。

3. 作成されたコ ンポーネン ト の名前を windows_8_files に変更し ます。

4. コ ンポーネン ト のフ ァ イルアイ コ ンを ク リ ッ ク し、 フ ァ イルペイ ン内で右ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し て

ソースフ ォルダーから ReadmeNT.txt フ ァ イルを追加し ます。

5. windows_8_files コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ  グ リ ッ ド を表示し ます。

6. コ ンポーネン ト の " オペレーテ ィ ング システム " 設定を選択し てから、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [

プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログが開きます。

7. [Windows 8] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

8. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

(F7 を押し て ) 再ビルドの後、 (CTRL+F5 を押し て ) イ ンス ト ールを実行する と、 ターゲッ ト  システムが Windows 

8 を実行し ている場合に限り コ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルおよびその他のデータがイ ンス ト ールされるよ う

にな り ます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 プロジ ェ ク ト のスク リ プ ト の修正方法について説明し ます。

ステ ッ プ 5: スク リ プ ト での作業
InstallShield は、 InstallScript 言語を使って、 イ ンス ト ールを制御し ます。 InstallShield ビ ューでプロジ ェ ク ト のスク

リ プ ト を修正する こ とができます。

ヒ ン ト • CTRL+M を押し て [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] を最大化し、 また CTRL+M を も う一度押し て元に戻し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト のスク リ プ ト はイベン ト ド リ ブン型モデルと呼ばれる もので、 定義済みの一連の関数を

特定の順序で呼び出し ながら処理を進めてゆきます。 ビル ト イ ン イベン ト  ハン ド ラー、 およびイベン ト  ハン ド

ラー関数の呼び出し順序については、 「イベン ト  ハン ド ラー」 を参照し て く ださい。

スク リ プ ト 中の定義済み関数は [ 関数 ] ツ リーに表示されます。 既存の関数の表示および編集をするには、 [ 関数

] ツ リーの該当する関数名を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • イベン ト  ハン ド ラー関数はスク リ プ ト 内にはっ き り と記述されていな く ても呼び出されます。 イベン ト  ハ

ン ド ラー関数がスク リ プ ト 中に記述されていない場合は、 そのデフ ォル ト のコー ドが使用されます。

イベン ト  ハン ド ラー関数の追加および編集をするには、 スク リ プ ト  エデ ィ ターの左側にある ド ロ ッ プダウン リ

ス ト から適切なイベン ト  カテゴ リ  (Before Move Data など ) を選択し てから、 右側のド ロ ッ プダウン リ ス ト から

必要なイベン ト 名 (Begin など ) を選択し ます。 スク リ プ ト 中で明示的に定義されたイベン ト  ハン ド ラー関数は、

太字で表示されます。

たと えば OnBegin イベン ト  ハン ド ラーは、 初回イ ンス ト ール時および メ ンテナンス モー ド時の両方で、 イ ンス

ト ール スク リ プ ト の最初に呼び出される関数です。
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タ スク この OnBegin イベン ト  ハン ド ラーに独自のコー ド を追加するには、 最初にこのための関数を作成し ます。

1. 左側のイベン ト カテゴ リ リ ス ト から Before Move Data を選択し ます。

2. 右側のイベン ト  ハン ド ラーリ ス ト から Begin を選択し ます。

これで、 次のコー ドがスク リ プ ト に追加されます。

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

//

// 関数 : OnBegin

//

// イベン ト : Begin イベン ト はインス ト ールの過程で常に最初のイベン ト と して

// 送られます。

//

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

function OnBegin()

begin

// 作業 : たとえば、 デフ ォルト の非 UI 設定を変更します。

//

// またカスタムの初期化処理、 要件のチェ ッ クなどを実行するこ と もできます。

end;

この OnBegin 関数には、 イ ンス ト ールの最初に実行させる コー ド を置きます。 

関数ウ ィ ザー ドの使用

こ こでは、 MessageBox 関数の呼び出し を追加する関数ウ ィ ザー ドの利用法について説明し ます。 これはユーザー

がイ ンス ト ールを始めた時に メ ッ セージを表示し ます。

タ スク OnBegin 関数への MessageBox 関数の追加は、 次の手順で行います。

1. begin と end の間にある コ メ ン ト 行 ( // で始まる行 ) を削除し、 テキス ト の挿入ポイ ン ト を これらの行の間に

置きます。

2. CTRL+I を押し て、 関数ウ ィ ザー ド を起動し ます。

3. [ 関数カテゴ リ ] リ ス ト から、 [ ビル ト イ ン ダイアログ ] を選択し ます。

4. [ 関数名 ] リ ス ト から、 MessageBox を選択し ます。

5. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. 表示する メ ッ セージを含む szMsg フ ィ ールド には、 " チュー ト リ アル イ ンス ト ールへよ う こそ " と入力し ま

す。 ( 引用符が必要です )。

7. 表示する メ ッ セージボ ッ クスのタ イプを指定する nType ド ロ ッ プダウン リ ス ト では、 INFORMATION を選択し

ます。

8. [ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 こ こで指定し た関数呼び出しがスク リ プ ト に挿入されます。 

この結果 OnBegin 関数は、 次のよ う に表示されます。

function OnBegin()

begin

MessageBox (“ チュー ト リアル インス ト ールによ う こそ ”, INFORMATION );
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end;

スク リ プ ト のコ ンパイル

スク リ プ ト を修正し た場合、 加えた変更を有効にするには、 スク リ プ ト を コ ンパイルする必要があり ます。 スク

リ プ ト を コ ンパイルするには、 [ コ ンパイル ] ツールバー ボタ ンを ク リ ッ ク し [ ビルド ] メ ニューから [ コ ンパイ

ル ] を選択するか、 CTRL+F7 を押し ます。 コ ンパイル中のステータ ス メ ッ セージは、 IDE の出力ウイ ン ド ウに表

示されます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト のコ ンパイル中にエラーや警告が発せられた場合は、 エラー メ ッ セージをダブルク リ ッ クする

と、 エラーの発生し たスク リ プ ト 行がハイ ラ イ ト 表示されます。

([ 実行 ] ツールバー ボタ ンを ク リ ッ クするか、 CTRL+F5 を押し て ) イ ンス ト ールを実行する と、 [ よ う こそ ] ダイ

アログの前に、 メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。

初回イ ンス ト ールの時だけ メ ッ セージを表示する

OnBegin  関数は、 初回イ ンス ト ール時および メ ンテナンスモー ド イ ンス ト ール時の両方で呼び出されるので、

メ ッ セージボ ッ クスはユーザーがプログラムを再イ ンス ト ール、 又は削除する時にも表示されます。 初回イ ンス

ト ール時のみに メ ッ セージボ ッ クスを表示するには、 ユーザーがイ ンス ト ールを実行するのは初めてかど うかを

判断する if ステー ト メ ン ト  の中に MessageBox 呼び出し を配置し ます。

InstallScript は MAINTENANCE とい う システム変数を定義し てお り、 メ ンテナンス モー ド でイ ンス ト ールが実行し

ている場合は True、 そ う でない場合は False を取り ます。 メ ッ セージボ ッ クスを初回イ ンス ト ール時のみに表示

するには、 OnBegin 関数を次のよ う変更し て く だ さい。

function OnBegin()

begin

if (!MAINTENANCE) then

MessageBox(" チュー ト リ アル インス ト ールによ う こそ !", INFORMATION);

endif;

end;

このイ ンス ト ールを コ ンパイルし て実行する と、 メ ッ セージボ ッ クスは初回イ ンス ト ール時にのみ表示され、 メ

ンテナンス モー ド イ ンス ト ール時には現れな く な り ます。

InstallScript

InstallScript 言語には、 レジス ト リ および INI フ ァ イルの処理、 ターゲッ ト  オペレーテ ィ ング システムの特性テス

ト 、 またはダイアログの表示など、 イ ンス ト ール関連タ スク を実行する数百以上の関数が用意されています。 こ

れらの詳細と使用例については、 「InstallScript 言語リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださい。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールが表示するダイアログを変更する方法について説明し ます。

ステ ッ プ 6: ユーザー イ ン ターフ ェ イスの変更
このステ ッ プでは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを変更する 3 種類の方法について説明し ます。

1. ユーザーの入力に応じ て、 異なるアクシ ョ ンを行う。

2. ユーザー イ ン ターフ ェ イス関連のスク リ プ ト 関数を修正し て、 表示するダイアログを変更する。

3. ダイアログ エデ ィ ターを使用し て、 ダイアログのレ イアウ ト と プロパテ ィ を変更する。
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ユーザー入力の処理
InstallScript コー ド中で、 実行時に表示されるダイアログ関数を含むのは次のイベン ト  ハン ド ラー関数です :

• OnFirstUIBefore、 初回イ ンス ト ール時のデータ転送を行う前に表示されるダイアログを含む。

• OnFirstUIAfter、 初回イ ンス ト ール時のデータ転送を行った後に表示されるダイアログを含む。

• OnMaintUIBefore、 メ ンテナンスモー ド イ ンス ト ール時のデータ転送を行う前に表示されるダイアログを含む。

• OnMaintUIAfter、 メ ンテナンス モー ド イ ンス ト ール時のデータ転送を行った後に表示されるダイアログを含

む。

メ モ • プロジ ェ ク ト の " メ ンテナンスの有効化 " プロパテ ィ が [ アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスを し ない ] 

に設定されている場合は、 OnMaintUIBefore および OnMaintUIAfter イベン ト  ハン ド ラー関数は呼び出されません。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使って作成されたデフ ォル ト  InstallScript プロジ ェ ク ト は、 初回イ ンス ト ールのユー

ザー イ ン ターフ ェ イスを定義する OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数を定義し ます。 OnFirstUIBefore は、

ダイアログ関数を呼び出し て、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページで指定し たダ

イアログを表示し ます。 た と えば、 次のコー ドはエン ド ユーザーに対し てユーザー名と会社名の入力を要求する

ダイアログを表示し ます :

szMsg = "";

szTitle = "";

nResult = SdRegisterUser( szTitle, szMsg, szName, szCompany );

エン ド ユーザーのユーザー名と会社名は最後の 2 つの変数で戻されます。 これら を自由に利用し てレジス ト リ 

キーの作成や、 フ ァ イルに格納し た情報との照合が可能です。

表示ダイアログを変更する
InstallScript 言語には、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス用に、 あらかじめ定義された多数のダイアログ

が用意されています。

タ スク デフ ォル ト のユーザー情報ダイアログを、 ユーザーにシ リ アル番号の入力も要求するダイアログに置き換えるに

は、 SdRegisterUser 関数を SdRegisterUserEx の呼び出し と置き換えます :

1. InstallScript ビ ューの [ 関数 ] ノ ー ド で OnFirstUIBefore を選択し ます。

2. 文字列スク リ プ ト 変数 szSerial を宣言するには、 OnFirstUIBefore() 関数の begin の前に次のスク リ プ ト を追加

し ます。

string szSerial;

3. SdCustomerInformation の呼び出し を含む行を削除し ます ：

 Dlg_SdRegisterUser:

szMsg = "";

szTitle = "";

nResult = SdRegisterUser( szTitle, szMsg, szName, szCompany );

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdLicense2;

4. 削除し た行の代わり に、 次の行を入力し ます :
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Dlg_SdRegisterUserEx:

szMsg = "";

szTitle = "";

szSerial = "";

nResult = SdRegisterUserEx(szTitle, szMsg, szName, szCompany, szSerial );

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdLicense2;

5. Dlg_SdRegisterUser にポイ ン ト し ていた goto ステー ト メ ン ト を Dlg_SdRegisterUserEx へポイ ン ト するよ う に変

更し ます。

6. CTRL+F7 を押し て、 スク リ プ ト を コ ンパイルし ます。

同様の手順で、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスに新しいダイアログを追加し た り、 既存のダイアログ

を別のものと置き換える こ とができます。

ダイアログ エデ ィ ターを使用する
ダイアログ エデ ィ ターを使って、 イ ンス ト ールで表示されるダイアログの外観を修正する こ とができます。

以前のステ ッ プで説明し たよ う に、 エン ド ユーザーが入力するシ リ アル番号は SdRegisterUserEx ダイアログ ボ ッ

クス上にプレーン テキス ト で表示されます。

タ スク ダイアログを修正し て、 エン ド ユーザーが入力し たパスワー ドが隠れるよ う に設定するには、 次の手順に従いま

す。

1. [ ダイアログ ] ビ ュー （[ リ ス ト ] ビ ューの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] ノ ー ドの下） で、SdRegisterUserEx  

アイ コ ンを右ク リ ッ ク し て [ 編集 ] を選択し ます。

2. 英語 (U.S.) アイ コ ンを選択し ます。

3. ダイアログ エデ ィ ターで、 シ リ アル番号 ラベルの編集フ ィ ールド を選択し ます。

4. 編集コ ン ト ロールの " パスワー ド " プロパテ ィ を False から True に変更し ます。

ヒ ン ト • CTRL+M を押すと、 [ ダイアログ エデ ィ ター ] ビ ューが最大化し ます。

プロジ ェ ク ト を再ビルド (F7 を押す ) し てから実行する (CTRL+F5 を押す ) と、 ユーザーが入力するシ リ アル番号

は隠されて表示されます。

ヒ ン ト • ダイアログをデフ ォル ト の状態に戻すには、 ダイアログのアイ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ ダイアログをデ

フ ォル ト に戻す ] を選択し ます。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト  チュー ト リ アル
このチュー ト リ アルでは、 InstallShield を使用し た基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成、 ビルド、 実行、

およびその他各種の機能について必要な操作方法を順を追って説明し ます。

チュー ト リ アルの構成は複数のステ ッ プに分かれています。 最初のステ ッ プ ( ステ ッ プ 1: プロジ ェ ク ト の作成、

ビルド およびテス ト ) を除き、 残りのステ ッ プはすべて独立し た内容になっているので、 これらは特に順番にこ

だわる こ と な く 現在の作業に必要な情報のみを調べる こ とができます。

本チュー ト リ アルでは、 イ ンス ト ールが取り扱う タ スクの多 く の処理方法について解説し ます。

• フ ァ イルのイ ンス ト ール

• シ ョ ー ト カ ッ ト およびレジス ト リ データの設定

• データの条件付き イ ンス ト ール

• COM サーバーの登録

• イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスの変更

• リ リースのビルド

• イ ンス ト ールのテス ト

チュー ト リ アルを通し て、 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの該当箇所へのリ ン クが設けてあり ます。

ステ ッ プ 1: プロジ ェ ク ト の作成、 ビルド およびテス ト
このステ ッ プでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成、 リ リース イ メ ージのビルド、 およびイ ンス ト ールのテス

ト について説明し ます。 本ステ ッ プを一通り完了する と、 以下の項目がマス ターできます。

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使った新規プロジ ェ ク ト の作成法。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内の多 く の設定を構成。

• 機能、 コ ンポーネン ト 、 およびフ ァ イル リ ン クの指定方法。

• 複製および配布用リ リースのビルド方法。

• イ ンス ト ールの実行。
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基本の MSI イ ンス ト ール構成ブロ ッ ク

基本の MSI イ ンス ト ールは 2 段階で構成されます :

チュー ト リ アルフ ァ イル

本チュー ト リ アルで作成する イ ンス ト ールは、 Tutorial App  とい う名前のアプ リ ケーシ ョ ンについて、 そのイ ンス

ト ールと設定を行う ものです。 Tutorial App のソース フ ァ イルは InstallShield Program Files フ ォルダーの Samples 

サブ フ ォルダーにあ り ます。 デフ ォル ト  イ ンス ト ール先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\WindowsInstaller\Tutorial Project

新規基本の MSI プロジ ェ ク ト の作成
チュー ト リ アルの最初のステ ッ プは、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト の作成です。

タ スク 新規で基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューから [ 新規作成 ] を選択するか、 ツールバーの [ 新規プロジ ェ ク ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. Windows Installer タ ブを ク リ ッ ク し て、 基本の MSI プロジ ェ ク ト を選択し ます。

3. " プロジ ェ ク ト 名 " フ ィ ールド に Tutorial と入力し ます。

4. [ 場所 ] ボ ッ クスでは、 デフ ォル ト 値をそのまま残し ます。

5. [[ プロジ ェ ク ト 名 ] サブ フ ォルダーにプロジ ェ ク ト  フ ァ イルを作成 ] を選択し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield がプロジ ェ ク ト を作成し て開きます。

テーブル 2-1 • 基本の MSI イ ンス ト ール内のレベル

レベル 説明

コ ンポーネン ト コ ンポーネン ト とは、 開発者から見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単

位のこ と です。 コ ンポーネン ト には、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ データ

など、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるデータが含まれます。 ユーザーがコ

ンポーネン ト を直接処理する こ とは決し てあ り ません。

1 つのコ ンポーネン ト を複数の機能に配置する こ と もでき、 ユーザーがこのコ ンポー

ネン ト と関連付けられた機能の 1 つを選ぶと、 このコ ンポーネン ト のデータがイ ンス

ト ールされます。

機能 機能とは、 エン ド ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位

のこ と です。 ユーザーがイ ンス ト ール中に [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択す

る と、 どの機能を イ ンス ト ールするかをユーザーが選択する こ とができるダイアログ

が表示されます。

各機能はコ ンポーネン ト を含みます。
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InstallShield は、 ProjectName.ism とい う名前のプロジ ェ ク ト  フ ァ イルを作成し ます。 この場合、 Tutorial.ism と な

り ます。 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルには、 InstallShield で構成されたすべての設定が格納されます。 プロジ ェ ク ト を他

のマシンに移動する場合は、 移動先のシステムに .ism フ ァ イル ( およびイ ンス ト ールソースフ ァ イル ) を コ ピー

し ます。

ヒ ン ト • 新しいプロジ ェ ク ト  フ ァ イルが作成されるデフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ を変更するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイ

アログ ボ ッ クスを開きます ([ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク )。[ フ ァ イルの場所 ] タ ブにある "

場所 " 設定に新しいパスを入力し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン情報を入力する

新規プロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が起動し、 プロジ ェ ク ト やアプ リ ケーシ ョ ン情報の

指定手順を案内し ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の最初のページでは、 イ ンス ト ール作成プロセスの概要が図

式化されます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を利用するには、 ビ ューの下にある [ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] アイ コ

ンを ク リ ッ ク し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページでは、 プロジ ェ ク ト がイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンについての一般情報を

指定し ます。

タ スク チュー ト リ アル用のアプ リ ケーシ ョ ン情報を指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. " 会社名を指定 " 設定に TutorialCo を入力し ます。 これによ り、 " 会社の We ｂ  ア ド レスを指定 " 設定の情報

が自動的に更新されます。

2. " アプ リ ケーシ ョ ン名を指定 " 設定に TutorialApp を入力し ます。 入力された値は、 エン ド ユーザーに表示さ

れるダイアログに使用されます。 また、 [ プログラムの追加と削除 ] に表示されるアプ リ ケーシ ョ ンの名前と

し て使用されます。

3. " アプ リ ケーシ ョ ン バージ ョ ンの指定 " および " 会社 Web ア ド レスの指定 " 設定は、 デフ ォル ト 値のままに

し ます。

4. " アプ リ ケーシ ョ ン アイ コ ン " 設定の下にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Tutorial.exe の場所を参照し

ます。 デフ ォル ト の場所は、 C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\WindowsInstaller\Tutorial Project で

す。 .exe フ ァ イルを開いて アイ コ ン イ ンデッ クス 0 を選択し ます。

完了する と、 [ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] パネルは次のよ う に表示されます。

図 2-1: [ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] パネル
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入力するアプ リ ケーシ ョ ン名と会社名は Windows スター ト メ ニュー上のアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト のデ

フ ォル ト の場所、 並びにプログラム フ ァ イルのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先を指定する INSTALLDIR プロパテ ィ の

デフ ォル ト 値を決定し ます。

メ モ • [INSTALLDIR] のデフ ォル ト 値は [ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名です。 このう ち [ProgramFilesFolder] の

部分は、 実行時にユーザーの Program Files フ ォルダーの位置に置き換えられます。 Windows Installer が定義する他

のデ ィ レ ク ト リ関連のプロパテ ィ については、 Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンスの 「イ ンス ト ーラーが設

定するシステム フ ォルダー」 セクシ ョ ンを参照し て く ださい。

イ ンス ト ール要件の設定

[ イ ンス ト ール要件 ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのイ ンス ト ールの要件を簡単に設定する こ とができます。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンを適切に実行するために特定の OS が必要な場合、 このパネルの最初の部分で示す

こ とができます。

オペレーテ ィ ング システムの要件

アプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト  システムに 特定の Windows バージ ョ ン以降を必要とする場合、 [ はい ] を選択し

てからアプ リ ケーシ ョ ンに必要な OS を選択し ます。

チュー ト リ アルでは [ いいえ ] のままにし ます

ソ フ ト ウ ェ ア要件

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに、 ターゲッ ト  システムへ特定のソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされている こ と

が必要な場合、 [ はい ] を選択し て該当する ソ フ ト ウ ェ アを選択し ます。 必要なソ フ ト ウ ェ アがターゲッ ト  システ

ム上で見つからない場合に表示される ラ ン タ イム メ ッ セージを カス タ マイズするには、 そのメ ッ セージを ク リ ッ

ク し て編集し ます。

メ モ • このセクシ ョ ンのラ ン タ イムメ ッ セージはソ フ ト ウ ェ ア要件が選択されるまでは表示されません。

チュー ト リ アルでは [ いいえ ] のままにし ます。

イ ンス ト ール アーキテ クチャのカス タ マイズ

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで、 イ ンス ト ールがエン ド ユーザーに対し て表示する機能を指定する こ

とができます。 機能とは、 ユーザーから見て個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ と です。 イ ンス

ト ール中に [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 個々の機能がエン ド ユーザーに対し て表示されます。

メ モ • 機能には、 サブ機能やサブサブ機能などを含める こ と も可能で、 イ ンス ト ールの要求に応じ て必要なレベル

の多層構造化が可能です。

イ ンス ト ールアーキテ クチャは現在デフ ォル ト 機能、 Tutorial_Files を含みます。 デフ ォル ト の機能は、 エン ド ユー

ザーがイ ンス ト ールを実行する と きに常にイ ンス ト ールされます。 このステ ッ プでは、 イ ンス ト ールアーキテ ク

チャへ別の機能を追加し ます。
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タ スク チュー ト リ アルでは、 新しい Help_Files 機能を追加し ます。

1. イ ンス ト ール アーキテ クチャ を カス タ マイズし ますか？には [ はい ] を選択し ます。

2. [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 新規作成 ] を選択し ます。

3. 新規機能に Help_Files と名前をつけます。

このステ ッ プを完了する と、 イ ンス ト ールアーキテ クチャはこの様にな り ます。

図 2-2: イ ンス ト ールアーキテ クチャ

プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する

次のステ ッ プでは、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へ追加し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ

ン フ ァ イル ] ページでは、 機能に関連付ける フ ァ イルを指定する こ とができます。

このステ ッ プでは、 Tutorial 実行可能フ ァ イルを Tutorial_Files 機能へ追加し ます。

タ スク Tutorial 実行可能フ ァ イルを Tutorial_Files 機能へ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ページ上部の機能ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 Tutorial_Files 機能を選択し ます。

2. ツ リー コ ン ト ロール ( ト ッ プ ノ ー ドは [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ]) 内にある INSTALLDIR ノ ー ド を選

択し ます。

3. [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. チュー ト リ アル フ ァ イル ソース デ ィ レ ク ト リ に置かれた Tutorial.exe を参照し ます。

5. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し て、 Tutorial_Files 機能にフ ァ イルを追加し ます。

6. 「追加し たフ ァ イル ... は依存関係を持つ可能性があ り ます」 メ ッ セージが表示されたと き、 [ いいえ ] を ク

リ ッ ク し ます。 Tutorial.exe には依存関係は含まれません。 フ ァ イルが機能へ追加され、 右側のフ ァ イルリ ス

ト パネル内に表示されます。

メ モ • フ ァ イルの隣にあるキーアイ コ ンは、 フ ァ イルが機能のコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルである こ と を示し ま

す。 Windows Installer ではほとんどの場合、 コ ンポーネン ト にキーフ ァ イルが 1 つ含まれている必要があり ます。

Windows Installer サービスは各種の目的でコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルを使用し ます。 たと えばキーフ ァ イルの

存在を調べてコ ンポーネン ト を修復する必要があるかど うかを判断する場合や、 シ ョ ー ト カ ッ ト のデフ ォル ト の

ターゲッ ト と し てキーフ ァ イルを使う などの用途があ り ます。 実行可能フ ァ イルを基本の MSI プロジ ェ ク ト の機

能に追加する と き、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は自動的にそれを フ ァ イルの為に内部で作成される コ ンポーネン
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ト のキーフ ァ イルに設定し ます。 詳細については、 「コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルを設定する」 を参照し て く だ

さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

[ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのデスク ト ッ プ又は [ ス ター ト ] メ ニュー

上にあるアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を指定する こ とができます。 デフ ォル ト で、 このページは

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に入れた各実行可能フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ます。 これらは削除する こ と

ができ、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に入れたシ ョ ー ト カ ッ ト を他のフ ァ イルに追加する こ と もできます。

タ スク Tutorial.exe へのシ ョ ー ト カ ッ ト をアク テ ィ ブにするには、 以下の手順を実行し ます。

[ 起動 Tutorial.exe ] アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するを選択し たデ

フ ォル ト 設定をそのままにし ます。 InstallShield は、 イ ンス ト ールが実行された と きに、 ユーザーの [ ス ター ト ] 

メ ニュー上に Tutorial.exe へのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

レジス ト リ データ を構成する

[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページでは、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リ エン ト リ を指定する こ とが

できます。

チュー ト リ アルでは、 このページでレジス ト リ エン ト リの指定は行いません。 レジス ト リ エン ト リ については、

チュー ト リ アルのステ ッ プ 2: シ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ データ " で説明し ます。

イ ンス ト ール イ ン タ ビ ューを使ってダイアログを選択する

[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページでは、 イ ンス ト ールの実行時にエン ド ユーザーに対し て表示するダイアログ 

ボ ッ クスを選択し ます。 このページでの回答によ って、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は対応するダイアログを イ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ます。

タ スク チュー ト リ アル用のダイアログを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 使用許諾契約のダイアログを表示し ますか ? — [ いいえ ] を選択し ます。 こ こで [ はい ] を選択し た場合、 [ 使

用許諾契約書 ] フ ァ イルを参照する こ とができます。

2. [ 会社名 ] と [ ユーザー名 ] を入力するプロンプ ト を表示し ますか ?  — [ はい ] を選択し ます。 イ ンス ト ール

は、 この情報を求めるダイアログを表示し ます。

3. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール場所を変更する こ とができるよ う にし ますか ? — [ はい ] を選択

し ます。 詳細については、 「エン ド ユーザーによる イ ンス ト ール先の変更を許可する」 を参照し て く だ さい。

4. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの一部のみを選択し てイ ンス ト ールできるよ う にし ますか ? — [ はい ] を選択し

ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが選択できる イ ンス ト ールを作成する」 を参照し て く だ さい。

5. イ ンス ト ールの完了時にアプ リ ケーシ ョ ンを起動するオプシ ョ ンをユーザーに提供し ますか ? —  [ はい ] を選

択し て、 Tutorial.exe フ ァ イル ([ProgramFilesFolder]TutorialCo\Tutorial にある ) を参照し ます。 このオプシ ョ ン

が [ はい ] に設定される と、 最後のダイアログにはチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあ り、 エン ド ユーザーが [ 完了 ] ボタ

ンを押すと アプ リ ケーシ ョ ンが直ちに起動し ます。
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イ ンス ト ール用の言語を選択する

[ イ ンス ト ールのローカ ラ イズ ]  ページで、 イ ンス ト ールが対応する言語を指定する こ とができます。 文字列値と

関連識別子を指定し て、 エン ド ユーザーのイ ン ターフ ェ イスで簡単に他の言語にローカ ラ イズする こ とができま

す。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield を イ ンス ト ールし た際に選択し た言語に追加し て他の言語を選択するには、

InstallShield Premier Edition が必要です。

タ スク このチュー ト リ アルでは英語 (U.S.） を選択し た状態にし、 次の手順に従ってイ ンス ト ールの機能の表示名を変更

し ます。

1. リ ス ト ボ ッ クスで、 " 機能文字列データ " を選択し ます。 右の表は、 すべての機能文字列エン ト リ を表示し ま

す。

2. [ 値 ] 列で Tutorial_Files ( 識別子 IDS_FEATURE_DISPLAY_NAME2 と関連付けられた値 ) を ク リ ッ ク し て、 その

値を 「チュー ト リ アル フ ァ イル」 に変更し ます。

3. Help_Files ( 識別子 IDS_FEATURE_DISPLAY_NAME3 と関連付けられた値 ) を ク リ ッ ク し て、 その値を 「ヘルプ 

フ ァ イル」 に変更し ます。

メ モ • 詳細については、 「複数言語イ ンス ト ールの作成」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールをビルド する

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のアーキテ クチャ を定義し、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを追加し、 シ ョ ー ト カ ッ ト を

作成し、 ダイアログを選択し たあと、 イ ンス ト ールのビルドの準備が整います。

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページでは、 ビルド する タ イプを指定し、 再配布可能フ ァ イルを コ ピーする場所も指定

する こ とができます。

タ スク 作成し たばかりのイ ンス ト ールをビルド するには、 以下の手順を実行し ます。

1. CD-ROM オプシ ョ ンを選択し ます。

2. [ イ ンス ト ールのビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが開き、 ビルドの進行状況についての情報が表示されます。 

メ モ • ビルドが警告 -7235 を生成し ま し た。 これは予期する警告です。 この警告を解決せずに次のステ ッ プに進む

か、 この警告を解決する場合は、 必要に応じ て [ 一般情報 ] ビ ューの [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域で設定を構成

できます。 " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ はい ] が選択されている時に、 4 つの必須識別設定 ([ 一般情

報 ] ビ ューの " 一意な ID"、 " 一意な登録 ID"、 " タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定 ) のう ち最低 1 つの

値が設定されていなかった場合、 空白の設定ご とに、 ビルド警告 -7235 が一回発生し ます。 詳細については、 「製

品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を参照し て く だ さい。 

次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールを実行し ます。
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イ ンス ト ールを実行する

このチュー ト リ アルでプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のステ ッ プを完了する と、 Tutorial 実行可能フ ァ イルを イ ンス

ト ールする完全なイ ンス ト ール が作成されます。

タ スク イ ンス ト ールを実行するには、 以下の手順を実行し ます。

ツールバー上の [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 または、 CTRL+F5 を押し ます。

イ ンス ト ールは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページで選択し たダイアログを表

示し ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で入力し た値は、 適切なダイアログでエン ド ユーザーに対し て表示されま

す。 た と えば、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で指定し た INSTALLDIR のデフ ォル ト 値は、 イ ンス ト ーラーの実行時に 

[ イ ンス ト ール先の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス上に現れます。 このと きエン ド ユーザーが異なる イ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ を選ぶと、 INSTALLDIR にはこの新しい値が格納されます。

イ ンス ト ールが完了し た時点でイ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を開き、 イ ンス ト ールされたフ ァ イルを確認し て

く ださい。 イ ンス ト ールが成功し ていれば、 チュー ト リ アルフ ァ イルがイ ンス ト ールされているはずです。

メ ンテナンス モー ド

システム上にイ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンについて、 ユーザーが 2 回目 ( およびそれ以降 ) にイ ンス ト ー

ルを実行する と、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実行されます。 このメ ンテナンスモー ド でユーザーは、

最初のイ ンス ト ールで選択し た機能の変更、 イ ンス ト ール済みの機能の修復、 およびプアプ リ ケーシ ョ ン全体を

削除する こ とが可能です。

アプ リ ケーシ ョ ンのアンイ ンス ト ール

タ スク チュー ト リ アルアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールするには、 以下の手順を実行し ます。

[ アン イ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し たあと、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブ (InstallShield ウ ィ ン ド ウの

上部 ) を ク リ ッ ク し て、 チュー ト リ アルの 次のステ ッ プ で説明されているよ う にイ ンス ト ールを拡張、 または微

調整し ます。

IDE で作業する
プロジ ェ ク ト の作成後は、 IDE と も呼ばれる InstallShield イ ンス ト ール開発環境でプロジ ェ ク ト のプロパテ ィ を設

定し ます。 IDE は機能カテゴ リー別に並べられているので、 プロジ ェ ク ト に情報を簡単に追加または編集できま

す。 こ こから先のチュー ト リ アルでは IDE ビ ューのい く つかを紹介し ます。

メ モ • IDE で表示されるビ ューは、 作成するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

本ステ ッ プを一通り完了する と、 以下の項目がマス ターできます。

• プログラムの機能のプロパテ ィ の設定法。

• コ ンポーネン ト およびフ ァ イル リ ン クの作成法。
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機能のプロパテ ィ を設定する

まず最初に行うのは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で作成し た機能に対する追加プロパテ ィ の設定で、 これには機

能の表示名や説明などがあ り ます。 機能プロパテ ィ を編集するには、 IDE の [ 機能 ] ビ ューへ移動し ます。

タ スク このチュー ト リ アルの機能のプロパテ ィ を設定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 機能 ] ビ ューを開きます。 [ 機能 ] ビ ューは、 [ ビ ューリ ス ト ] の [ 編成 ] セクシ ョ ンにあり ます 。

2. [ 機能 ] ビ ューで、 Tutorial_Files 機能を選択し て機能のプロパテ ィ グリ ッ ド を右側に表示し ます。

3. " 説明 " フ ィ ールド に次のテキス ト を入力し ます : 

4. New_Feature 機能を選択し てそのプロパテ ィ  グリ ッ ド を表示し ます。

5. " 説明 " フ ィ ールド に次のテキス ト を入力し ます : 

表示名と説明を入力する と、 IDE はそれぞれの値を表すための文字列テーブルエン ト リ ({ID_STRINGn} と表示 ) を

作成し ます。

実行時、 エン ド ユーザーが [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し た場合、 イ ンス ト ールはユーザーがどの機

能を イ ンス ト ールするかを選択できるダイアログを表示し ます。 このダイアログには、 こ こ で設定し た機能の表

示名および説明が表示されます。

コ ンポーネン ト およびフ ァ イルリ ン ク を作成する

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの追加フ ァ イルにリ ン ク を作成する こ とができます。 このステ ッ プでは、

Help_Files 機能にフ ァ イルを 1 つ追加し ます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでフ ァ イルを追加する と、 セ ッ ト

ア ッ プベス ト プラ クテ ィ ス規則に従って IDE がコ ンポーネン ト を作成し ます。 

タ スク Tutorial.html を Help_Files 機能にある新規コ ンポーネン ト へ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] アイ コ ンを右

ク リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト の表示 ] が選ばれている こ と を確認し ます。

3. ビ ューの最上部にある機能のリ ス ト から、 Help_Files を選択し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにあるツ リーを広げて [INSTALLDIR] フ ォルダーを探

し ます。

5. [INSTALLDIR] フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [ 新規コ ンポーネン ト ] を選択し ます。 コ ンポーネン ト に 

Help_Component と名前をつけます。

6. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 TutorialHelp.html が置かれたチュー ト リ アル フ ァ イル ソー

ス フ ォルダーを選びます。

7. TutorialHelp.html アイ コ ンを [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンから イ ンス ト ール先コ ンピ ューター

のフ ォルダーにある Help_Component コ ンポーネン ト へド ラ ッ グし ます。 InstallShield は、 このフ ァ イルを 

Help_Files 機能の Help_Component コ ンポーネン ト へ追加し ます。

8. Help_Component アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンにコ ンポーネ

ン ト のフ ァ イルを表示し ます。
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9. 各コ ンポーネン ト にはキーフ ァ イルを含まな く てはならないので、 TutorialHelp.html フ ァ イルを右ク リ ッ ク し

て [ キーフ ァ イルの設定 ] を選択し ます。

コ ンポーネン ト に リ ン ク される フ ァ イルのリ ス ト に変更が無い、 この種のフ ァ イルリ ン ク を 「ス タ テ ィ ッ ク フ ァ

イル リ ン ク」 と呼びます。 ビルド毎に内容に違いがあるデ ィ レ ク ト リ ( 及びそのサブデ ィ レ ク ト リ ) にリ ン クす

るには、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク」 を参照し て く だ さい。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のリ リースイ メ ージのビルド方法について説明

し ます。

リ リースのビルド
イ ンス ト ールをテス ト する前に、 リ リースをビルド し てプロジ ェ ク ト 設定の更新を行な う必要があり ます。 リ

リースには、 CD-ROM やネ ッ ト ワーク経由でエン ド ユーザーに配布するすべてのフ ァ イルが含まれます。

リ リース ウ ィ ザー ド を使って設定を構成する と、 リ リースを最も簡単に作成する こ とができます。 リ リース ウ ィ

ザー ド では、 使用する メ デ ィ アの種類 ( たと えば CD-ROM) や、 メ デ ィ ア上のフ ァ イルを圧縮するかなど、 リ リー

スのプロパテ ィ を指定し ます。

タ スク リ リース ウ ィ ザー ド を開始するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーにある [ リ リース ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 [ ビルド ] メ ニューから [ リ リース ウ ィ

ザー ド ] を選択し ます。

2. [ よ う こそ ] パネルで [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て リ リース設定の定義を開始し ます。

製品構成と リ リースに名前を付ける

[ 製品構成 ] パネル

[ 製品構成 ] パネルでは、 現在の製品構成に対する名前を指定し ます。 製品形状の名前とは、 ビルド し た リ リース

を置 く  ( プロジ ェ ク ト フ ォルダー中の ) フ ォルダーの名前です。

タ スク チュー ト リ アルでは、

1. Tutorial と名づけた新規プロダク ト 構成を作成し ます。

2. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 リ リース名の指定の説明に進んで く ださい。

[ リ リースの指定 ] パネル

[ リ リースの指定 ] パネルでは、 リ リース名を指定し ます。 リ リース名は、 ビルド された リ リースを置 く  ( 製品構

成フ ォルダー中の ) フ ォルダーの名前と し て使用されます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

1. CDROM と名づけた新しい製品リ リースを作成し ます。

2. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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フ ィ ルター設定と言語の指定

[ フ ィ ルターの設定 ] パネル

[ フ ィ ルターの設定 ] パネルでは、 現在のリ リースから除外し てお く 機能やコ ンポーネン ト を指定し ます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト 設定 ( フ ィ ルタ リ ング無し ) のまま と し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ言語

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルでは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで表示する言語を ( プロジ ェ ク ト 言

語の中から ) 指定し、 またユーザー用イ ンス ト ール言語の選択ダイアログ表示の有無を指定し ます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト 設定 ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスに日本語を含める ) のまま と し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

メ デ ィ アの種類とデ ィ スク分割のオプシ ョ ンを選択する

[ メ デ ィ アの種類 ] パネル

[ メ デ ィ ア タ イプ ] パネルでは、 リ リースをビルド する メ デ ィ アの種類を指定し ます。 こ こ で指定する メ デ ィ アの

種類は、 [ リ リース ウ ィ ザー ド ] が作成するデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーのサイズをデフ ォル ト し ます。 た と えば 

CD-ROM 用に リ リースをビルド する と、 リ リース ウ ィ ザー ド がデ ィ スク イ メ ージを複数のフ ォルダーに分割し ま

す。 それぞれのフ ォルダーサイズは 650MB 以下です。

タ スク チュー ト リ アルでは、

[ メ デ ィ ア タ イプ ] メ ニューから CD-ROM を選択し ます。

[ デ ィ スク分割オプシ ョ ン ] パネル

[ デ ィ スクス分割オプシ ョ ン ] パネルでは、 複数のデ ィ スク イ メ ージが必要な場合に、 プログラム フ ァ イルをどの

よ う に配置するかを指定し ます。 [ カス タム ] 分割タ イプでは、 特定の機能のフ ァ イルをどのデ ィ スク イ メ ージ上

に置 く かを指定できます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

[ 自動 ] を選択し、 各機能のフ ァ イルを置 く デ ィ スク イ メ ージを リ リース ウ ィ ザー ドが決定し ます。

詳細については、 「イ ンス ト ールを複数のデ ィ スクまたは CD に分割する」 を参照し て く だ さい。
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圧縮の設定と セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのオプシ ョ ンを指定する

[ リ リース構成 ] パネル

[ リ リース構成 ] パネルでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルの圧縮について、 すべて圧縮する、 全 く 圧

縮し ない、 一部のフ ァ イルのみを圧縮する、 のどれかを指定する こ とができます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

[ すべてのフ ァ イルを圧縮 ] を選択し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プラ ンチャ ] パネル

[ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] パネルでは、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動フ ァ イルを作成するか、 イ ンス ト ールに 

Windows Installer 3.1 エンジンを含めるかど うかを指定し ます。 Windows Installer エンジンのイ ンス ト ールは、 古い

バージ ョ ンの Windows Installer が搭載された ターゲッ ト  システムで必要です。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト の設定をそのままにし ます。

このステ ッ プでは、 すべてデフ ォル ト の設定にし て く だ さい。

デジ タル署名とパスワー ド保護を追加する

[ デジ タル署名 ] パネル

[ デジ タル署名 ] パネルで、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付加する こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンにデ

ジ タル署名をする こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドが発表以来変更または破損し ていないこ と をエン ド ユー

ザーに対し て保証する こ とができます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト の設定をそのままにし ます ( デジ タル署名を行わない )。

[ パスワー ド と著作権 ] パネル

[ パスワー ド と著作権 ] パネルでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のパスワー ド保護をアク テ ィ ブにし て、 アプ リ

ケーシ ョ ンの著作権の特定の情報を指定する こ とができます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト の設定をそのままにし ます ( パスワー ド保護または著作権情報を含みません )。
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.NET Framework のサポー ト を含める / 詳細設定の選択

.NET Framework パネル

[.NET Framework] パネルで、 リ リースに .NET Framework サポー ト を含むかど うかを指定し ます。

タ スク チュー ト リ アルでは、

デフ ォル ト の設定をそのままにし ます (.NET Framework を含みません )。

[ 詳細設定 ] パネル

[ 詳細設定 ] パネルでは、 圧縮のレベルや、 SMS 配布用 PDF フ ァ イルの作成など、 現在のリ リースに対する追加

設定を行います。

タ スク このチュー ト リ アルでは、 次のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 長いフ ァ イル名を使用する

• サイズを最適化する

• Autorun.inf を作成する — これは CD-ROM イ メ ージ用の AutoPlay を可能にする フ ァ イルを生成し ます。

その他の設定については、 [ 詳細設定 ] パネルの [ ヘルプ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

設定を確認する

概要

[ 概要 ] パネルでは、 現在のリ リースに関する リ リース ウ ィ ザー ドの設定をすべて表示し ます。

タ スク 設定が正しい場合

1. [ リ リースをビルド する ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て リ リースをビルド し ます。

進行中のビルド に関するステータ ス メ ッ セージは、 アウ ト プ ッ ト ウイ ン ド ウに表示されます。 ビルドが完了する

と、 CD にコ ピーする フ ァ イルは、 下記のデ ィ レ ク ト リ に置かれます。

<ProjectFolder>\Tutorial\cdrom\DiskImages\DISK1.

[ リ リース ] ビ ューの [ イベン ト ] タ ブを使って、 InstallShield で、 ビルド されたデ ィ スク イ メ ージを別のデ ィ レ ク

ト リ にコ ピーする こ とができます。

プロジ ェ ク ト の再ビルド

チュー ト リ アル後半のステ ッ プで行う プロジ ェ ク ト に対する変更が終了し たら、 最新リ リースの再ビルド を行い

ます。 この処理は、 [ ビルド ] ツールバーボタ ン  を ク リ ッ クするか、 [ ビルド ] メ ニューから [ ビルド ] を選択

するか、 または F7 を押し て実行し ます。
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チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールのシ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リデータの作成方法について説

明し ます。

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシューテ ィ ング
イ ンス ト ールを実行し ても フ ァ イルがイ ンス ト ールされなかった場合は、 プロジ ェ ク ト について下記の点を

チ ェ ッ ク し て く だ さい。

• INSTALLDIR が適切な値に設定されている こ と を確認し ます。 これは、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

本チュー ト リ アルの推奨値は、 [ProgramFilesFolder]TutorialCo\TutorialApp です。

• 機能にコ ンポーネン ト と フ ァ イルが関連付けられている こ と を確認し ます。

• イ ンス ト ールに対し て何らかの変更を行った場合は、 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ クするか F7 キーを押し て、

プロジ ェ ク ト の再ビルドが必要です。

ステ ッ プ 2: シ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ データ
このステ ッ プでは、 次の処理を行う場合の IDE 利用法を説明し ます。

• プログラムシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

• レジス ト リ情報の作成

その他のシステムデータの作成も、 本ステ ッ プでの手順と同様に進める こ とができます。 詳細については、 下記

に リ ス ト ア ッ プ し た ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成
[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成と変更を行う こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパ

テ ィ には、 表示名、 ターゲッ ト 実行可能フ ァ イルおよび引数、 表示用アイ コ ンなどがあり ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

タ スク このステ ッ プでは、 ユーザーのス ター ト メ ニューにあるプログラムフ ォルダーに Tutorial App のシ ョ ー ト カ ッ ト を

作成し ます。

1. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューを開きます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 [ ビ ュー リ ス ト ] の [ システム構成 ] セ

クシ ョ ンにあ り ます 。

2. [ プログラム メ ニュー ] フ ォルダー アイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [ ア ド バタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト の新規作成 ] を

選択し ます。 [ コ ンポーネン ト の参照 ] ダイアログが表示されます。

3. ダイアログで、 [ 機能 ] ド ロ ッ プダウン メ ニューから Tutorial_Files を選択し、 フ ァ イルリ ス ト から Tutorial.exe 

を選択し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し てダイアログを閉じ ます。

4. シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンの内部名を、 Tutorial などに変更し ます。
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5. 次のシ ョ ー ト カ ッ ト プロパテ ィ を設定し ます。

ヒ ン ト • エン ド ユーザーマシンの既存フ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 [ ア ドバタ イズ ] プロパテ ィ を [

いいえ ] に設定し て、 そのフ ァ イルへのパスを入力し ますが、 可能ならば Windows Installer のデ ィ レ ク ト リ プロパ

テ ィ を使用し てこのフ ァ イルへのパスを指定を し ます。 た と えば、 ユーザーマシンの Windows または WinNT フ ォ

ルダーに置かれた Windows Notepad のコ ピーを起動するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト に 

[WindowsFolder]Notepad.exe と入力し ます。

レジス ト リ データ を作成する

イ ンス ト ールに求められる機能の 1 つと し て、 ターゲッ ト  システムのレジス ト リへの情報の書き込みがあり ま

す。 コ ンポーネン ト にレジス ト リ を追加するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とができます。

テーブル 2-2 • シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 値 コ メ ン ト

表示名 チュー ト リ アルアプ リ

ケーシ ョ ン

長いフ ァ イル名をサポー ト し ないターゲッ ト  システムに対

応するため、 IDE は “TUTORI~1|TutorialApp” のよ う な短い

フ ァ イル名を含む表示を作成し ます。 必要であれ

ば、 “TUTORIAL|TutorialApp” のよ う に短いフ ァ イル名表示

の一部を変更する こ とができます。

説明 チュー ト リ アル アプ リ

ケーシ ョ ンを起動する

ツールヒ ン ト と し て表示されます。

ア ド バタ イズ はい 実行時に、 エン ド ユーザーがこのシ ョ ー ト カ ッ ト を含む製

品または機能をア ドバタ イズする と、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作

成されますが、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルは、 エン ド ユー

ザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動するまでイ ンス ト ールされま

せん。

ターゲッ ト [INSTALLDIR]Tutorial.e

xe へのア ド バタ イズ

シ ョ ー ト カ ッ ト

ア ドバタ イズシ ョ ー ト カ ッ ト はコ ンポーネン ト のキーフ ァ

イルへと自動的に設定されます。

アイ コ ン フ ァ イル <TutorialSource>\Tutori

al.exe

ソースロケーシ ョ ンから Tutorial.exe を探し出し、 そこにあ

るアイ コ ンを選択し ます。

アイ コ ン イ ンデッ クス 0 実行可能フ ァ イルに複数のアイ コ ン リ ソースがある場合、

アイ コ ン イ ンデッ クスは特定のアイ コ ンを識別し ます。

作業デ ィ レ ク ト リ [INSTALLDIR] 作業デ ィ レ ク ト リは [ 名前を付けて保存 ] および [ 開 く ] ダ

イアログに対するデフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ に設定し ます。
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タ スク HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Tutorial Co\Tutorial\1.00.0000 の下に TutorialData とい う レジス ト リ値を作成

するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ レジス ト リ ] ビ ューを開きます。

[ レジス ト リ ] ビ ューは、 [ ビ ュー リ ス ト ] の [ システム構成 ] セクシ ョ ンにあ り ます。

2. ビ ューの最上部にある [ ビ ューフ ィ ルター ] から、 Tutorial.exe を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ビ ュー ] ペイ ンで、 HKEY_LOCAL_MACHINE を右ク リ ッ ク し て、

[ 新規作成 ] を選択し、 [ キー ] をポイ ン ト し ます。

4. キーの名前を SOFTWARE に変更し ます。

5. サブキー Tutorial Co、 Tutorial、 と 1.00.0000 に関し ても同じ操作を繰り返し ます。

6. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リデータ ] ペイ ンで、 右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい文字列値 ] を選

択し ます。 

7. 値を TutorialData に変更し ます。 

8. TutorialData 値をダブルク リ ッ ク し て、 " 値のデータ " フ ィ ールド に [INSTALLDIR] と入力し ます。 

これで [ レジス ト リ ] ビ ューは、 次のよ う に表示されます。

図 2-3: [ レジス ト リ ] ビ ュー

ヒ ン ト • レジス ト リ に Windows Installer プロパテ ィ の値を書き込む場合、 その表記は [PropertyName] と な り ます。

この例の場合、 [INSTALLDIR] とい う レジス ト リ値を作成する と、 レジス ト リ には INSTALLDIR とい う値が書き込

まれます。

イ ンス ト ール実行時に Tutorial.exe コ ンポーネン ト を含むセ ッ ト ア ッ プの種類や機能のコ レ クシ ョ ンをユーザーが

選択する と、 ターゲッ ト  システム上にレジス ト リデータが作成されます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト が作成されたこ と を確認する

タ スク イ ンス ト ールがシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し たこ と を検証するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ビルド ] ツールバーボタ ンを ク リ ッ クするか、 F7 を押し てプロジ ェ ク ト を再ビルド し ます。

2. [ 実行 ]  ボタ ンを ク リ ッ クするか、 CTRL+F5 を押し てプロジ ェ ク ト を実行し ます ( 最初にシステムから プログ

ラムの既存バージ ョ ンをすべて削除し ます )。 これでチュー ト リ アルアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト が、

[ ス ター ト ] メ ニューの [ プログラム ] フ ォルダーに作成されているはずです。

レジス ト リデータが作成されたこ と を確認する

タ スク イ ンス ト ールがレジス ト リデータ を作成し たこ と を検証するには、 以下の手順を実行し ます。

1. シ ョ ー ト カ ッ ト から Tutorial App を起動し ます。

2. Tutorial メ ニューから Verify Registry Data を選択し ます。 レジス ト リデータが作成されている場合、

INSTALLDIR の値を表示する メ ッ セージ ボ ッ クスが開きます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 COM サーバー ( 自己登録フ ァ イル ) の登録方法について説明し ます。

ステ ッ プ 3: COM サーバーの登録
ほとんどのフ ァ イルに関し て、 イ ンス ト ールが果たすべき唯一の役割は、 ソース メ デ ィ アから ターゲッ ト  システ

ムにフ ァ イルを コ ピーする こ と です。 これに対し一部のフ ァ イルについては、 ターゲッ ト  システムへのフ ァ イル

登録作業を イ ンス ト ーラーが実行する必要があ り ます。 こ う し た例外的な処理が必要なフ ァ イルの 1 つが COM 

サーバーで、 これは自己登録フ ァ イルや ActiveX コ ン ト ロールと し て知られれています。 COM サーバーは通常 

DLL や OCX の形を取り ますが、 こ う し た自動登録フ ァ イルは、 これら を使用するアプ リ ケーシ ョ ンや Web ページ

が認識できるよ う、 あらかじめターゲッ ト  システムのレジス ト リへ書き込んでお く ため、 追加情報を必要と し ま

す。

COM サーバーコ ンポーネン ト の作成

これらのフ ァ イルのイ ンス ト ールと登録には、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を利用する こ とができます。 コ ンポー

ネン ト ウ ィ ザー ド では、 フ ァ イルコ ピーや登録用の追加ステ ッ プを実行する コ ンポーネン ト を作成し ます。 本ス

テ ッ プでは、 Tutorial.ocx 本体およびこれが使用する HTML フ ァ イルのイ ンス ト ールと登録を行う コ ンポーネン ト

を作成し ます。

タ スク COM サーバーコ ンポーネン ト の作成は、 次の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを開きます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューは、 [ ビ ューリ ス ト ] の [ アプ

リ ケーシ ョ ン データ ] セクシ ョ ンにあ り ます 。

2. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト から Tutorial_Files 機能を選択し ま

す。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [INSTALLDIR] フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ コ ン

ポーネン ト ウイザー ドの起動 ] を選択し ます。
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4. コ ンポーネン ト  ウイザー ドの [ よ う こそ ] パネルで、 [ タ イプを選択し てコ ンポーネン ト を定義する ] を選択

し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ コ ンポーネン ト のタ イプ ] パネルで COM サーバー アイ コ ンを選択し、 " コ ンポーネン ト 名 " フ ィ ールド に 

Tutorial.ocx を入力し てから [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. [COM サーバー - イ ンス ト ール先 ] パネルで、 イ ンス ト ール先が [INSTALLDIR] と なっている こ と を確認し ま

す。

7. [COM サーバー フ ァ イル ] パネルで、 "COM サーバー フ ァ イル " フ ィ ールドの隣にある参照ボタ ンを ク リ ッ

ク し、 チュー ト リ アル フ ァ イル ソース デ ィ レ ク ト リの Tutorial.ocx を選択し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

8. コ ンポーネン ト ウイザー ド による COM 情報の抽出が完了し たら、 COM 情報を確認し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し

てコ ンポーネン ト を作成し ます。

次のステ ッ プでは、 作成し たコ ンポーネン ト に HTML フ ァ イルを追加し ます。

タ スク コ ンポーネン ト に HTML フ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 新規に作成し

た Tutorial.ocx コ ンポーネン ト を選択し ます。

2. [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンから TutorialCtrl.html とい う フ ァ イルを、 [ イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンへド ラ ッ グし ます。

3. Tutorial.ocx がコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルと し てマーク されている こ と を確認し ます。

メ モ • リ リースの再ビルド ご とにイ ン ターフ ェ イスを変更し た場合の COM 情報の抽出や、 フ ァ イルの自己登録関

数の呼び出し など、 自己登録フ ァ イルの登録に関するその他のオプシ ョ ンについては、 「COM サーバーの登録」

を参照し て く ださい。

COM サーバーが登録されている こ と を確認する

タ スク リ リースを再ビルド し (F7 キーを押す ) イ ンス ト ールを実行 (CTRL+F5 を押す ) を し た後、COM サーバーが正常に

登録されたかを次の手順で確認できます。

1. [ プログラム ] メ ニューのシ ョ ー ト カ ッ ト か、 アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し て、 Tutorial App を起動し ます。

2. Tutorial メ ニューから COM Server Test を選択し ます。

3. COM サーバーが正常に登録されていれば、 「登録成功」 のメ ッ セージを示す HTML ページが表示されます。

その他にも コ ンポーネン ト  ウイザー ド では、 フ ォ ン ト や Windows NT サービスのイ ンス ト ールおよび設定を行う

コ ンポーネン ト も作成できます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 フ ァ イルの条件付き イ ンス ト ールについて説明し ます。

ステ ッ プ 4: 条件と プロパテ ィ
このステ ッ プでは、 ターゲッ ト  システムにデータ を条件付きでイ ンス ト ールする方法について解説し ます。
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オペレーテ ィ ング システム条件

イ ンス ト ール通常求められる機能は、 特定の条件が満た された場合にのみ必要なフ ァ イルをシステムにイ ンス

ト ールする こ と です。 た と えばある種のフ ァ イルは、 特定のオペレーテ ィ ング システムや言語にのみ必要であっ

た り、 ユーザー必要な権限を持つ場合に限り イ ンス ト ールできる、 とい う こ とがあり ます。

コ ンポーネン ト  ( およびそのフ ァ イルと その他のデータ ) を特定のオペレーテ ィ ング システムにのみイ ンス ト ー

ルさせるには、 コ ンポーネン ト の " オペレーテ ィ ング システム " プロパテ ィ を使います。 コ ンポーネン ト のプロ

パテ ィ の変更は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開いて該当する機能のアイ コ ンを展開し、 必要なコ ンポー

ネン ト を選択し て行います。

タ スク Windows 7 またはそれ以降を実行するシステム上でのみイ ンス ト ールが可能なコ ンポーネン ト を作成するには、 以

下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開きます。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューは、 [ ビ ューリ ス ト ] の [

編成 ] セクシ ョ ンにあ り ます 。

2. Help_Files 機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいコ ンポーネン ト ] を選択し ます。

3. コ ンポーネン ト の名前を Windows_7_Files に変更し ます。

4. Windows_7_Files コ ンポーネン ト を開き、 コ ンポーネン ト の [ フ ァ イル ] アイ コ ンを ク リ ッ ク し、 [ フ ァ イル ] 

ペイ ン内で右ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し てチュー ト リ アル フ ァ イル ソース フ ォルダー から 

ReadmeNT.txt フ ァ イルを追加し ます。

5. .txt フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ キーフ ァ イルの設定 ] を選択し ます。

6. Windows_7_Files コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ  グ リ ッ ド を表示し ます。

7. コ ンポーネン ト の [ 条件 ] プロパテ ィ を選択し て参照ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ 条件ビルダー ] ダイアログ を起

動し ます。

8. 次の条件を作成し ます : VersionNT>=601 条件の作成に関する詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビル

ド」 を参照し て く だ さい。

9. [OK] を ク リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログを閉じ、 条件を追加し ます。

(F7 を押し て ) 再ビルドの後、 (CTRL+F5 を押し て ) イ ンス ト ールを実行する と、 ターゲッ ト  システムが Windows 

7 以降を実行し ている場合に限り コ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルおよびその他のデータがイ ンス ト ールされる

よ う にな り ます。

Windows Installer 条件

Windows Installer サービスは、 作成し たイ ンス ト ールおよびユーザーのオペレーテ ィ ング システムに関し て、 一部

のグローバル情報をプロパテ ィ と し て記録し ます。 こ う し たプロパテ ィ には、 MSI データベースの Property テー

ブルに用意されている ものもあれば、 ユーザーによる イ ンス ト ールの起動時に、 Windows Installer エンジンが作成

し て設定する ものもあ り ます。

条件の判定でよ く 使用されるのは、 次のプロパテ ィ です ：

• AdminUser、 これはイ ンス ト ールを実行するユーザーが管理者権限を持つ場合に設定されます。

• VersionNT、 これはユーザーが使用し ているオペレーテ ィ ング システム バージ ョ ンを数値で示し ます。

• PhysicalMemory、 これはユーザーが使用し ているシステムの RAM を メ ガバイ ト 単位で示し ます。
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Windows Installer 条件は論理ステー ト メ ン ト で、 プロパテ ィ 値を定数値と比較し た り、 プロパテ ィ がついているか

の判定を行います。 た と えば、 Windows Installer は ScreenX および ScreenY とい う プロパテ ィ を定義し ますが、 こ

れらはユーザーが使用するモニ ターの解像度を、 ピ クセル単位で示し ます。 解像度が 800 × 600 以上であるかを

調べる Windows Installer 条件の場合は、 “(ScreenX>=800) And (ScreenY>=600)” と記述し ます。

定義済みのプロパテ ィ は、 それだけで判定条件と し て使用できます。 たと えば、 AdminUser プロパテ ィ はユーザー

が管理者権限を持つ場合に限り設定されるので、 ユーザーが管理者権限を持っているかど うかを判断する条件は、

単に "AdminUser" です。

タ スク ユーザーが管理者権限を持つ場合にのみイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト を作成するには、 次の手順を実行し

ます。

1. Help_Files 機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいコ ンポーネン ト ] を選択し ます。

2. コ ンポーネン ト の名前を Admin_Component に変更し ます。

3. Admin_Component コ ンポーネン ト を開いて [ フ ァ イル ] アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. チュー ト リ アル フ ァ イル ソース フ ォルダーから AdminOnly.txt フ ァ イルを追加し、 これを コ ンポーネン ト の

キーフ ァ イルと し て設定し ます。

5. コ ンポーネン ト の " 条件 " プロパテ ィ で参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 条件ビルダー ] ダイアログ を表示し ま

す。

6. [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスで、 " 条件 " フ ィ ールド に AdminUser と入力し ます。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

完成後のイ ンス ト ーラーを実行する と、 このコ ンポーネン ト のデータは、 ユーザーが管理者権限を持つ場合にの

みイ ンス ト ールされます。

チュー ト リ アルの次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスの変更方法について説明し ます。

ステ ッ プ 5: エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを変更する
このステ ッ プでは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを変更する 3 種類の方法について説明し ます。

• イ ンス ト ール中に表示するダイアログを指定する。

• ダイアログ エデ ィ ターを使用し て、 ダイアログのレ イアウ ト と プロパテ ィ を変更する。

新しいダイアログの追加
基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで表示可能な多数のダイアログ ボ ッ クス

が用意されています。 このチュー ト リ アルの 「イ ンス ト ールを実行する」 ト ピ ッ クでは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ

ン ト の [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで行った選択に基づいてイ ンス ト ールが表示するダイアログにつ

いて説明し ます。
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タ スク 新しいダイアログを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ダイアログ ] ビ ューを開きます。 [ ダイアログ ] ビ ューは、 [ ビ ューリ ス ト ] の [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス

] セクシ ョ ンにあり ます 。

2. [ すべてのダイアログ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ ダイアログの新規作成 ] を選択し ます。 ダイ

アログ ウ ィ ザー ドが開きます。 .[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 [ よ う こそ ] パネルを とばし ます。

3. [ ダイアログ テンプレー ト ] パネルで、 [ 内部ウ ィ ザー ド パネル ] を ク リ ッ ク し て、 [ このダイアログを [

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスに挿入する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] パネルで、 [ ユーザー シーケンス ] リ ス ト から [ イ ンス ト ール ] を選択し ます。

ダイアログのリ ス ト から、 InstallWelcome を選択し ます。 これらの選択に基づき、 InstallShield は新しいダイア

ログをシーケンスの InstallWelcome ダイアログの直後に挿入し ます。

5. [ ダイアログの位置と条件 ] パネルでは、 デフ ォル ト 設定をそのままにし て [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 新し

いダイアログが [ ダイアログ ] リ ス ト に表示されます。

6. ダイアログを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を選択し ます。 WelcomeBitmap ダイアログの名前を変更し ます。

同様の手順で、 イ ンス ト ール プログラムのユーザー イ ン ターフ ェ イスにダイアログを追加する こ とができます。

ダイアログ エデ ィ ターでダイアログのレ イアウ ト を変更する
ダイアログ エデ ィ ターを使って、 イ ンス ト ールで表示されるダイアログの外観を修正する こ とができます。

タ スク このステ ッ プでは、 作成し たばかりの WelcomeBitmap ダイアログの修正を行います。

1. まず、 (Microsoft Paint のよ う なプログラムを使用し て ) 300 x 150 サイズのビ ッ ト マ ッ プを作成し ます。

2. [ ダイアログ ] ビ ューを開きます。

3. WelcomeBitmap ダイアログのノ ー ド を開きます。 [ 日本語 ] を ク リ ッ ク し て、 ダイアログ エデ ィ ターを開きま

す。

4. ダイアログ上部にある [ ダイアログ太字タ イ ト ル ] テキス ト  ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 " テキス ト " フ ィ ー

ルド に 「よ う こそビ ッ ト マ ッ プ」 と入力し ます。 これでダイアログのメ イ ン タ イ ト ルが変更されます。

5. ダイアログ上部にある [ ダイアログ標準説明 ] テキス ト ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 " テキス ト " フ ィ ールド

に 「よ う こそビ ッ ト マ ッ プを表示する」 と入力し ます。 これでダイアログの説明が変更されます。

6. " ダイアログ コ ン ト ロール " ツールバーにある [ ビ ッ ト マ ッ プ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 カーソルを利用し て

ダイアログ上にボ ッ クスを ド ラ ッ グし ます。 高さ 150、 幅 300 に設定し ます。

7. " フ ァ イル " フ ィ ールド で、 ステ ッ プ 1 で作成し たビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルを参照し ます。

プロジ ェ ク ト を再ビルド (F7 キーを押す ) し てから実行する と (CTRL+F5 キーを押す )、 Welcome Bitmap ダイアロ

グは InstallWelcome ダイアログの後に表示されます。

ヒ ン ト • CTRL+M を押すと、 [ ダイアログ エデ ィ ター ] ビ ューが最大化し ます。
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グローバリゼーシ ョ ン チュー ト リ アル
グローバリゼーシ ョ ンチュー ト リ アルでは、 InstallShield が提供するグローバルイ ンス ト ール パッ ケージ作成のた

めのツールと オプシ ョ ンを紹介し ます。 グローバルイ ンス ト ールは、 多 く の異なる言語で実行できるセ ッ ト ア ッ

プです。 イ ンス ト ールのビルド方法に応じ て、 1 つのパッ ケージにすべての言語を含めてユーザーに言語の選択オ

プシ ョ ンを提供する、 またはターゲッ ト とするそれぞれの言語ご とに個別のイ ンス ト ールパッ ケージをビルド す

る こ と もできます。 このチュー ト リ アルでは、 すべての言語を含むイ ンス ト ールの作成過程を説明し ます。

エデ ィ シ ョ ン • このチュー ト リ アルを完了するには、 開発システム上で InstallShield Premier Edition のイ ンス ト ー

ルが必要です。

InstallShield チュー ト リ アルをまだご利用になったこ とがない方は、 イ ンス ト ールパッ ケージの作成方法を理解す

るために 基本の MSI チュー ト リ アルを是非一度お試しいただ く こ と をお勧めいた し ます。 基本の MSI チュー ト リ

アルを完了する と、 別の言語を追加するのに最適な MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。

基本の MSI チュー ト リ アルの完全プロジ ェ ク ト  フ ァ イルは、 InstallShield Program Files フ ォルダーの Samples サブ

フ ォルダーに製品と共にイ ンス ト ールされます。 デフ ォル ト 保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\WindowsInstaller\Tutorial Project\Tutorial

プロジ ェ ク ト • チュー ト リ アル内の情報はほとんどすべて InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にも適用されま

す。 異なる点についてはチュー ト リ アル テキス ト に記述し てあ り ます。

プロジ ェ ク ト フ ァ イルを開 く
チュー ト リ アルでは、 InstallShield を使ってイ ンス ト ールするサンプル プロジ ェ ク ト フ ァ イルと し て Othello.ism を

利用し ます。

タ スク チュー ト リ アルを開始するには、 以下の手順に従います :

Othello.ism (InstallShield Program Files フ ォルダーの Samples サブ フ ォルダーにあり ます ) を開きます。 デフ ォル ト

保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\WindowsInstaller\Basic Installation Project

プロジ ェ ク ト • Othello.ism は基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト です。 このチュー ト リ アルに記述されている

情報のほとんどは、 InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にも適用されます。 異なる点についてはチュー ト リ ア

ルテキス ト に記述し てあ り ます。

ターゲ ッ ト 言語の選択
グローバルイ ンス ト ールを作成するには、 まずターゲッ ト とする言語を選択し ます。 このチュー ト リ アルでは、

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に 2 つの言語 ( ド イ ツ語とポーラ ン ド語 ) を追加し ます。
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タ スク プロジ ェ ク ト に言語を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

3. [ 英語 ( 米国 )]、 [ ド イ ツ語 ]、 および [ ポーラ ン ド語 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

プロジ ェ ク ト に、 英語、 ド イ ツ語、 およびポーラ ン ド語の文字列エン ト リが追加されます。 各文字列エン ト リは、

言語非依存の識別子と対応する言語固有の値で構成されます。 文字列エン ト リ には、 翻訳済みのビル ト イ ン ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス文字列リ ソースが含まれます。 すべての文字列エン ト リ を参照するには、 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューを使用し ます。 ([ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を

ク リ ッ ク し ます。 )

デフ ォル ト 言語に新しい文字列エン ト リ を追加するたびに、 プロジ ェ ク ト に含まれているすべての別の言語用に、

対応する文字列エン ト リが作成されます。

言語固有の文字列エン ト リ を編集する
次のステ ッ プは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの編集です。 文字列エン ト リ を、 3 つの異なる設

定 ( 機能の表示名、 シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト の説明 ) で編集し ます。 ( シ ョ ー ト カ ッ ト の

説明は、 チュー ト リ アルの次のステ ッ プで作成し ます。 )

機能の表示名

タ スク 機能の表示名を提供するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 ProgramFiles を ク リ ッ ク し ます。

3. 右側のペイ ンに表示される " 表示名 " 設定に 「プログラム フ ァ イル」 が既に存在し ない場合は、 それを入力

し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー内の別の場所を ク リ ッ クする と、 入力し たテキス ト の始ま り に中括弧 ({}) に囲

まれた文字列 ID が追加されている こ とが確認できます。 " 表示名 " 設定を ク リ ッ ク し たと きに表示される省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての文字列エン ト リ を参照できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 ProgramFiles 機能を展開し て、 Program_Executables コ ン

ポーネン ト を展開し ます。

Program_Executables コ ンポーネン ト には、 Othello.exe フ ァ イルへシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。

2. Program_Executables コ ンポーネン ト の下にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。
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3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 Othello シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンにシ ョ ー ト

カ ッ ト の設定が表示されます。

現在、 " 表示名 " 設定は、 Othello に設定されています。 この値の始ま り には、 中括弧 ({}) で囲まれた文字列 

ID が追加されています。

4. 表示名を変更するには、 新しい名前を " 表示名 " 設定に入力し ます。

文字列エン ト リの作成
テキス ト 文字列の多 く はプロジ ェ ク ト の複数の場所で使用される可能性があるため、 これらの文字列の各イ ンス

タ ンスをプロジ ェ ク ト に保存する こ とは非効率的です。 その代わり、 文字列を一度作成し て必要な任意の場所で

その文字列を使用する こ とができます。 プロジ ェ ク ト のローカ ラ イズ処理を簡素化するために、 イ ンス ト ール処

理中、 実行時に表示されるすべてのテキス ト 文字列は、 統合された 1 つのビ ュー、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに

表示されます。 このビ ューを使って新しい文字列エン ト リ を作成できます。

" シ ョ ー ト カ ッ ト の説明 " 設定には、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使って新しい文字列エン ト リ を入力し ます。

次に、 この文字列をシ ョ ー ト カ ッ ト の説明に関連付けます。

タ スク 新しい文字列エン ト リ を作成し て、 それを " シ ョ ー ト カ ッ ト の説明 " 設定で使用するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• INSERT キーを押す。

[ 文字列エン ト リ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 文字列 ID] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます :

MYSTRING

4. [ 値 ] ボ ッ クスで、 次の文字列を入力し ます :

これは Othello シ ョ ー ト カ ッ ト の説明です。

5. [ コ メ ン ト ] ボ ッ クスに、 オプシ ョ ン と し て、 文字列エン ト リ について内部で使用する メ モを指定し ます。 コ

メ ン ト は実行時には表示されません。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで各言語ご と ( 英語、 ド イ ツ語、 ポーラ ン ド語 ) に新し

い行が追加されます。

7. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

8. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 Othello シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンにシ ョ ー ト

カ ッ ト の設定が表示されます。

9. " 説明 " 設定で、 省略記号 (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

10. MYSTRING 行を選択し てから、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

新しい文字列が " 説明 " 設定の値と し て入力されます。
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言語別フ ァ イルと コ ンポーネン ト を含める
次のステ ッ プでは、 イ ンス ト ールの中に言語固有のフ ァ イルおよびコ ンポーネン ト を含むグローバルイ ンス ト ー

ルを作成し ます。 た と えば、 作成し たプログラムフ ァ イルの多 く が特定言語に依存し ていない場合でも、 ヘルプ

フ ァ イルおよびラ ン タ イム文字列は共に言語固有の情報を含みます。 この実習の目的は、 イ ンス ト ールに 3 つの

新規コ ンポーネン ト を追加する こ と です。 各コ ンポーネン ト には、 サポー ト するすべての言語にローカ ラ イズさ

れた Readame フ ァ イルが含まれます。

タ スク プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 ProgramFiles とい う名前の機能を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新

しいコ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

3. コ ンポーネン ト の名前と し て English_Readme と入力し ます。

4. この手順を 2 回繰り返し ます。 それらのコ ンポーネン ト に Polish_Readme および German_Readme と名前を付

けます。

InstallShield には、 翻訳済みのシンプルな Readme フ ァ イルが添付されています。 これらのフ ァ イルは、

InstallShield Program Files フ ォルダーの Samples サブ フ ォルダーにあ り ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Basic Installation Project\Data Files\Readme

タ スク English_Readme コ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます :

1. 新しい English_Readme コ ンポーネン ト を展開し て、 English_Readme の下にある [ フ ァ イル ] アイ コ ンを ク リ ッ

ク し ます。

2. [ フ ァ イル ] リ ス ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. English.txt フ ァ イルを参照し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

上記のステ ッ プを ド イ ツ語およびポーラ ン ド語のコ ンポーネン ト に対し て繰り返し、 それぞれ Deutsch.txt および 

Polski.txt を追加し ます。

コ ンポーネン ト  イ ンス ト ール条件を指定する
言語固有のコ ンポーネン ト を作成し た後は、 論理式を指定する こ とによ って作成し たどのコ ンポーネン ト を イ ン

ス ト ールするかを イ ンス ト ーラーに通知する必要があ り ます。 コ ンポーネン ト 条件を指定し て、 ターゲッ ト  シス

テムのデフ ォル ト 言語を判別し、 該当する フ ァ イルを イ ンス ト ールできます。 作成し た 3 つの言語固有のコ ン

ポーネン ト のそれぞれに対し て条件が必要です。 この条件が True と評価された場合に、 コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされます。
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タ スク コ ンポーネン ト 条件を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. German_Readme コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ます。

2. 右側のペイ ンで、 " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し てから、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条

件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ プロパテ ィ ] リ ス ト で、 SystemLanguageID を選択し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 演算子 ] リ ス ト で、 等号 (=) を選択し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ 条件 ] ボ ッ クスには、 これまでに選択し た内容を反映する SystemLanguageID = が含まれています。

5. 次に、 イ ンス ト ールの実行時に調べる値を与える必要があり ます。 現在ド イ ツ語コ ンポーネン ト を編集中の

ため、 等号の後に 1031 と入力し ます。 1031 はド イ ツ語の言語 ID です。 コ ンポーネン ト は、 この式が真の場

合 ( つま り、 ターゲッ ト システムの言語がド イ ツ語の場合 ) にのみイ ンス ト ールされるため、 ド イ ツ語で実行

されていないマシンにはコ ンポーネン ト はイ ンス ト ールされません。

上記のステ ッ プにし たがって、 同様に Polish_Readme コ ンポーネン ト に条件を追加し ます。 言語値と し て、 1031 

ではな く 、 ポーラ ン ド語の言語 ID である 1045 を使用し ます。

デフ ォル ト の言語と し て、 1 つの言語を選択する必要があ り ます。 この例では、 英語がデフ ォル ト です。 し たがっ

て、 English_Readme コ ンポーネン ト に使用する条件は他の 2 つとは異な り ます。 English_Readme コ ンポーネン ト の

条件は、 以下のとお り です :

SystemLanguageID<>1045 AND SystemLanguageID<>1031

この論理によ り、 ターゲッ ト マシンの言語がド イ ツ語またはポーラ ン ド語のどち らでもない場合に、

English_Readme コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ン

ポーネン ト を指定する方法については、 「言語基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さ

い。

文字列の翻訳
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド する前に、 機能の表示名、 シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト

の説明に入力し た英語の文字列を翻訳する必要があ り ます。 このチュー ト リ アルでは、 翻訳済みの文字列を用意

し ま し た。 こ こでは、 ド イ ツ語とポーラ ン ド語文字列エン ト リ に正しいテキス ト を入力するだけです。 [ 文字列エ

デ ィ ター ] ビ ューを使用できます。
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ド イ ツ語文字列値

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを開きます。 次の各ド イ ツ語の文字列 ID を見つけます。 [ 検索グ リ ッ ド ] ボ ッ クスに

文字列 ID を入力し て、 各文字列を簡単に見つける こ とができます。 代り に、 ID 列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し て、 すべ

ての文字列エン ト リ を ID 順に並べ替える こ と もできます。 3 つの文字列エン ト リのド イ ツ語の値を、 以下のよ う

に更新し ます :

ポーラ ン ド語文字列値

3 つの文字列エン ト リのポーラ ン ド語の値を更新し ます :

通常は、 翻訳用に文字列エン ト リ をエクスポー ト し ます。 詳細については、 「文字列エン ト リの翻訳」 を参照し て

く ださい。 このチュー ト リ アルでは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで文字列エン ト リ を編集し た方が簡単です。

イ ンス ト ールのビルド
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は完全にグローバル化されてお り、 直ぐにテス ト できる状態です。 ただし イ ンス ト ー

ルをテス ト する前にビルド し な く てはな り ません。

タ スク イ ンス ト ールをビルド するには、 次の手順に従います :

1. ツールバーの [ リ リース ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 最初の 2 つのパネルでは、 製品構成と リ リース名を指定し ます。

3. [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルを除き、 他のすべてのパネルはデフ ォル ト 設定のままにし ます。

4. [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルでは、 イ ンス ト ールに含む言語を選択する こ とができます。 [ 一般情報 ] ビ ュー

で指定し た言語 ( 英語、 ポーラ ン ド語、 および ド イ ツ語 ) のみが、 使用可能言語のリ ス ト に表示されます。 各

言語のと な り にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 2-1 • ド イ ツ語文字列エン ト リ

Identifier 値

FEAT_DISPLAYNAME Programmdateien

SHORTCUT_DISPLAYNAME Othello-Verknuepfung

MYSTRING Dies ist die Beschreibung der Verknuepfung fuer Othello.

テーブル 2-2 • ポーラ ン ド語文字列エン ト リ

Identifier 値

FEAT_DISPLAYNAME Pliki Programu

SHORTCUT_DISPLAYNAME Skrt do Othello

MYSTRING Opis skrtu Othello.
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5. また、 必ず [ セ ッ ト ア ッ プ言語ダイアログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスも選択し て く だ さい。 このダイア

ログは、 イ ンス ト ールを実行する言語をユーザーが選択できるよ う にし ます。

6. 残りのウ ィ ザー ドパネルはデフ ォル ト の設定のままにし ます。

7. [ 概要 ] パネルに到達し たら、 [ リ リースをビルド する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている こ と を確認し て、

[ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

8. InstallShield がリ リースをビルド し ます。

イ ンス ト ールの実行

タ スク イ ンス ト ールを実行するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーの [ セ ッ ト ア ッ プの実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ セ ッ ト ア ッ プ言語の選択 ] ダイアログが表

示されます。

2. イ ンス ト ールを実行するには、 [ ド イ ツ語 ( 標準 )] を選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。 これ以降は、 すべて

のダイアログがド イ ツ語で表示されます。

メ モ • イ ンス ト ールが特定の言語で実行された後、 Windows Installer はこの情報をキャ ッ シュ し て、 イ ンス ト ール

を常に同じ言語で実行し ます。

イ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの処理が進むにつれ、 い く つかのボタ ン サイズが適切でないこ とが確認できます。 この

問題の解決策と し て、 ダイアログ エデ ィ ター を開いてテキス ト が正し く 収まるよ う にコ ン ト ロールのサイズを変

更し て簡単に修正する こ とができます。

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] パネル ( ド イ ツ語では Angepasstes  Setup と呼びます ) では、機能名が Programmdateien 

と な り ます。 ローカ ラ イズし た文字列エン ト リが、 イ ンス ト ールの一部と なっています。

イ ンス ト ールのテス ト
最後のステ ッ プは、 作成し たグローバラ イズされたイ ンス ト ールのテス ト です。

タ スク イ ンス ト ールをテス ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ス ター ト ] メ ニューを開き、 [ プログラム ] を選択し ます。 Othello Verknpfung と し て Othello シ ョ ー ト カ ッ ト

が表示されます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の説明も ド イ ツ語で表示されている こ と を確認できます。

2. Othello のイ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 デ ィ レ ク ト リは <Program Files フ ォルダー >\Shakespeare 

Inc\Othello にな り ます。 イ ンス ト ールされた readme フ ァ イルの名前は Deutsch.txt です。
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イ ンス ト ールの作成
コ ンピ ューターにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし たこ とがある方は、 実行中のイ ンス ト ールを既にエン ド 

ユーザーの視点でご覧になっています。 イ ンス ト ールの主要な役割は、 ソース メ デ ィ アから ローカル ド ラ イブへ

フ ァ イルを転送する こ と です。 イ ンス ト ールはまた、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示し てエン ド ユーザーの選

択を取得し、 ターゲッ ト  システムを構成し ( た と えば、 必要なレジス ト リ エン ト リやシ ョ ー ト カ ッ ト の作成 )、

またイ ンス ト ール済みアプ リ ケーシ ョ ンの変更またはアン イ ンス ト ールを行います。 イ ンス ト ールの作成は次の

タ スクの一部またはすべての処理を含みます。

イ ンス ト ール情報の指定

[ 一般情報 ] ビ ューで入力し た基本情報は、 イ ンス ト ールの様々な場所で利用されます。 た と えば、 製品名はアプ

リ ケーシ ョ ン情報 レジス ト リ キーの作成に利用されます。

フ ァ イルの編成と転送

フ ァ イル転送は CD または DVD のよ う なソース メ デ ィ アから フ ァ イルをエン ド ユーザーのマシンにあるローカル

ド ラ イブへコ ピーし ます。 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プの種類 (InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルの場合 ) または機能を選択し て希望し た構成に基づき、 フ ァ イルの一部またはすべてがローカルデ ィ スクに転

送されます。

イ ンス ト ールする フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プの種類および機能に編成し て、 エン ド ユーザーが最も適切なフ ァ イル

を選択できるよ う にし ます。 各機能について、 た と えば同じ ターゲッ ト フ ォルダーにイ ンス ト ールする フ ァ イル

など、 フ ァ イルをその種類と目的に応じ てコ ンポーネン ト に編成し ます。

ターゲッ ト  システムの構成

フ ァ イルを イ ンス ト ールするだけでな く 、 シ ョ ー ト カ ッ ト やプログラムフ ォルダーの作成、 レジス ト リの変更、

初期化フ ァ イル (.ini フ ァ イル ) データの変更、 ODBC リ ソースの構成、 環境変数の変更、 XML フ ァ イルの変更、

テキス ト  フ ァ イルの変更、 タ スクのスケジュール、 および Windows サービスのイ ンス ト ールと制御が可能です。

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ

InstallShield では、 幅広いカス タ マイズ オプシ ョ ンが提供されています。 InstallScript イ ンス ト ールは InstallShield 

のシンプルかつパワフルな InstallScript プログラム言語によ って実行が進められます。 InstallScript では、 ビル ト イ

ン関数の他に DLL および Windows API 関数の呼び出し も可能で、 子イ ンス ト ールやその他のアプ リ ケーシ ョ ンを
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イ ンス ト ールから起動する こ と も可能です。 Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 カス タム アクシ ョ ンを

使った InstallScript、 VBScript、 または JavaScript コー ドの実行、 DLL 関数の呼び出し、 実行可能フ ァ イルの実行、

マネージ アセンブ リ内にあるマネージ メ ソ ッ ドの呼び出し、 プロパテ ィ やデ ィ レ ク ト リの設定、 エラーの起動と

イ ンス ト ールの中止、 他のイ ンス ト ール パッ ケージの実行が可能です。

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの定義

イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスは、 エン ド ユーザーに対し て情報およびイ ンス ト ール構成オプ

シ ョ ンを提供し ます。 エン ド ーザーはユーザー イ ン ターフ ェ イスを通し て、 製品の一部を イ ンス ト ールするか、

一部のフ ァ イルを ソース メ デ ィ アに残すか、 使用許諾契約を表示するか、 またはイ ンス ト ールを正し く 構成する

ための情報を イ ンス ト ーラーに提供するかを選択できます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスはイ ンス ト ールのニーズに合わせたカス タ マイズが可能です。 たと えば、 ソ フ ト ウ ェ

アを不正な使用から保護するために、 イ ンス ト ールの前にシ リ アル番号の入力をユーザーに求めるよ う に指定で

きます。 フ ァ イル転送中、 イ ンス ト ールは新機能や便利な ヒ ン ト などの製品情報を提供するビルボー ド を表示し

ます。 フ ァ イル転送処理の進行状況がわかるステータ ス バーも表示されます。

サーバーの構成

サーバー側イ ンス ト ールには、 新しい IIS Web サイ ト の作成および管理、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンおよびコ ンポー

ネン ト の管理、 またはサーバー接続および設定による SQL スク リ プ ト の管理および編成が必要な場合があり ま

す。

イ ンス ト ールに FlexNet Connect のア ッ プデー ト 通知機能を追加する

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知する こ とができます。 FlexNet Connect 機能を活用

するためには、 元のイ ンス ト ールで FlexNet Connect の有効化が必要です。

イ ンス ト ールに メ ンテナンス と アンイ ンス ト ール機能を追加する

アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール、 変更、 または修復を行う ためには、 アプ リ ケーシ ョ ンの存在がオペレー

テ ィ ング システムで示されな く てはな り ません。 これに対応するには、 アプ リ ケーシ ョ ンを簡単に メ ンテナンス

またはアン イ ンス ト ールできるよ う に、 イ ンス ト ールでアプ リ ケーシ ョ ンをオペレーテ ィ ング システムに登録し

ます。

この処理で登録されるほとんどの情報は、 コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でエン ド ユーザー

に提供されます。 た と えば、 テ クニカル サポー ト の連絡先情報、 製品更新の情報、 製品のバージ ョ ン、 および製

品発行元の情報はこのプロセスで登録されます。

イ ンス ト ールのビルド、 テス ト 、 および配布

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し た後は、 イ ンス ト ールのビルド、 テス ト および配布が必要です。 つま りユー

ザーへリ リースする フ ァ イルを作成し、 イ ンス ト ールのエラーをテス ト し、 オプシ ョ ン と し てローカル、 ネ ッ ト

ワークまたは FTP サイ ト へフ ァ イルを コ ピーし ます。
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まず始めに
まず始めに
InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの 「まず始めに」 は、 イ ンス ト ール作成者が InstallShield で新規のイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト を作成する と きに役に立つ情報が盛り込まれています。 各 ト ピ ッ クでは、 Windows Installer、 Windows 

ロゴ プログラム、 INSTALLDIR、 TARGETDIR、 およびイ ンス ト ール開発のその他の分野についてのバッ クグラ ン ド

情報を読むこ とができます。

Windows ロゴ プログラムの要件
WWindows 8 デスク ト ッ プ アプ リの認定を受けるために製品と そのイ ンス ト ールが満た さ な く てはならない要件の

一覧が、 マイ ク ロ ソ フ ト によ って確立されています。 要件では、 製品が Windows システムで実行されたと き、 よ

り高い互換性と安定性、 および安全性を持つこ とができる基準が規定されています。 Windows 8 デスク ト ッ プ ア

プ リの認定要件を満たす製品は、 Compatible with Windows 8 ロゴを表示できます。

Windows ロゴの取得について

Windows ロゴの取得に関する詳細は、 「MSDN」 を参照し て く だ さい。 この Web サイ ト には、 Windows ロゴ プログ

ラムに関する情報が掲載されています。

InstallShield の Certified for Windows 検証スイー ト

製品が Windows ロゴ プログラムの要件を満た し ているかど うかを判断するために、 イ ンス ト ール パッ ケージまた

はマージ モジュールの検証が役に立つ場合があ り ます。 パッ ケージまたはマージ モジュールが 1 つ以上の検証規

則に違反し た場合、 InstallShield は違反の対象と なった特定の規則をレポー ト し、 問題を解決するための追加情報

を提供し ます。

このため、 Windows ロゴの取得に関心があるユーザーは、 次の両方のスイー ト を使ってイ ンス ト ール パッ ケージ

の検証を行う こ と をお勧めし ます :

• InstallShield 検証スイー ト  - Windows 8— このスイー ト は、 イ ンス ト ール時に潜在的に Windows システムで予期

し ない動作が発生する原因になる問題を識別する多数の InstallShield 内部整合性評価プログラム (ISICE) から

構成されています。 このスイー ト は、 完全 MSI 検証スイー ト では必ずし も発見できる とは限らない問題を確

認し ます。

• 完全 MSI 検証スイー ト — このスイー ト は、 マイ ク ロ ソ フ ト が作成し た ICE から構成されています。

InstallShield でマージ モジュールを作成し た場合、 次のスイー ト を利用し て、 マージ モジュールを検証する こ とが

できます :

• InstallShield マージ モジュール検証スイー ト  -  Windows 8   このスイー ト は、 Windows システム上でマージ モ

ジュールの予期し ない動作が発生する原因になる問題を識別する多数の InstallShield (ISICE) から構成されてい

ます。 このスイー ト は、 マージ モジュール検証スイー ト では必ずし も発見できる とは限らない問題を確認し

ます。

• マージ モジュール検証スイー ト — このスイー ト は、 マイ ク ロ ソ フ ト が作成し た ICE から構成されています。

その他の検証スイー ト もあ り ます。

詳細については、 「プロジ ェ ク ト の検証」 を参照し て く だ さい。
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まず始めに
Windows ロゴ • InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ全体を通し て、情報が Windows ロゴ プログラム ガイ ド ラ イ ンのコ ン

プラ イアンスに関連する箇所では Windows Logo ガイ ド ラ イ ン アラー ト が表示されています。

Windows Installer 入門
Windows Installer ベースのイ ンス ト ールは .msi パッ ケージ と し て配布され、 パッ ケージは Windows Installer データ

ベース (.msi データベース ) と関連データ フ ァ イル (.cab フ ァ イル、 非圧縮データ フ ァ イルなど ) から構成されま

す。 .msi データベースは COM 構造のス ト レージ と し て実装され、 ターゲッ ト  システム上で処理される変更につ

いて記述する何十ものテーブルで構成されます。 次に、 .msi テーブルのい く つかの例を挙げます :

• File - イ ンス ト ールされる フ ァ イルを記述する

• Registry - 書き込まれるレジス ト リ データ を記述する

• Shortcut - シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を記述する

その他の .msi データベース テーブルは、 イ ンス ト ールのユーザー  イ ン ターフ ェ イスの外観と動作を記述し た り、

Windows サービスおよび ODBC 情報を構成し た り、 ターゲッ ト  システムの特徴を確定し た り、 イ ンス ト ール中に

使用されるアイ コ ンやその他のバイナ リ データ を保管し た り し ます。

開発者の視点から見て、 Windows Installer イ ンス ト ール プログラムの最も大きな変更点は、 スク リ プ ト を明示的に

書き込む必要がないとい う点です。 その代わり、 Windows Installer ベースのイ ンス ト ールは標準カス タムアクシ ョ

ンを実行し て、 ダイアログを表示し た り、 ターゲッ ト  システムを ク エ リ し た り、 ターゲッ ト  システムに変更を加

えた り し ます。 これらのアクシ ョ ンはシーケンスに配置されていて、 アクシ ョ ンの集合が順番に並べられていま

す。

Windows Installer は製品のイ ンス ト ール管理専用のアプ リ ケーシ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イス関数の集合 ( ま

たは API) を含みます。 Windows Installer で提供されている機能を活用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンが Windows 

Installer API を呼び出す必要があ り ます。

Windows オペレーテ ィ ング システムに統合されている Windows Installer は、 アプ リ ケーシ ョ ンやシステム ツール

を管理するためのイ ン ターフ ェ イスだけでな く 、 コ ンポーネン ト の管理を行う ための標準フ ォーマ ッ ト も提供し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer が Windows オペレーテ ィ ング システムの再配布可能フ ァ イルと し て

利用できます。

.msi データベース テーブルを直接編集し て Windows Installer パッ ケージを作成する こ とは可能ですが、 多数の

テーブルと その関連性を編集するには非常な困難を伴います。 InstallShield は、 Windows Installer 用のイ ンス ト ール

開発過程を様々なビ ューに分け、 .msi データベースにまつわる実装についての詳細の多 く のを開発者の目から遮

るグラ フ ィ カル エデ ィ ターやウ ィ ザー ド を提供し ます。

Windows Installer テ ク ノ ロジについての詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロ
ンプ ト の数を最小化する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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• InstallScript

• InstallScript MSI

特定の詳細の一部は、 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプの一部にのみ適用し ます。 これらの違いについては、 必要に

応じ て記述されています。

Windows Vista 以降およびユーザー アカウン ト 制御 (UAC) の目的は、 ユーザーが常に標準ユーザーと し て実行でき

るよ う にする こ と です。 昇格が必要になる こ とは、 ほとんどあり ませんが、 必要と なる場合、 できるだけ短い時

間に限られる必要があ り ます。

InstallShield のい く つかの異なる領域では、 昇格された権限を要求するために、 イ ンス ト ールで UAC の同意または

資格情報プロンプ ト を起動するかど うかが問題にな り ます。 Windows Vista 以降のシステムでエン ド ユーザーがイ

ンス ト ールを実行する際の UAC の動作を適切に定義するためには、 これらの異なる設定をよ く 理解する こ とが必

要です。 また、 これはイ ンス ト ール中に表示される UAC プロンプ ト の数を最小限に抑えるための手助けと な り ま

す。

構成方法によ って、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールがイ ンス ト ール中のい く つかの時点で、 Windows 

Vista 以降のシステム上で昇格された権限のプロンプ ト を表示する こ とができます :

1. エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動する と き

2. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前提条件を起動する と き

3. イ ンス ト ールされる 1 つまたは複数の機能に関連付けられた機能前提条件が含まれるため、

ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが Setup.exe フ ァ イルを機能前提条件イ ンス ト ール モー ド で再起動

する と き

ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンは、 昇格された権限のプロンプ ト が表示される前に、 機能前提条件

が昇格された権限を必要とするかど うかを検証し ませんので、 ご注意 く だ さい。 また、 ISInstallPrerequisites 

カス タム アクシ ョ ンは、 機能前提条件のイ ンス ト ールが必要かど うかを決定するために機能前提条件の条件

を確認する こ と もあ り ません。 昇格された権限のプロンプ ト は常に表示されます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

4. Windows Installer が .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを開始する と き

プロジ ェ ク ト • この最後のイ ンス ト ール ポイ ン ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト に適用し ますが、 InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ません。

InstallShield における UAC 関連の設定

以下は、 Windows Vista 以降のシステム上で、 イ ンス ト ール中に UAC プロンプ ト を表示するかど うかを判断するた

めの InstallShield の設定です。

• 必要実行レベル —[ リ リース ] ビ ューにある この設定を使用し て、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルが必要

とする最小実行レベルを指定し ます。 InstallShield は、 Setup.exe ラ ンチャに埋め込まれるアプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト で選択し た値 ( 管理者、 最高権限、 または起動者 ) を使用し ます。 詳細については、 「Windows 

Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの必要実行レベルを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

• 前提条件は管理者権限を必要とする — イ ンス ト ールの InstallShield 前提条件を作成または変更し ている場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使用し て、 前提条件を イ ンス ト ールするために管理者権限が必要かど うかを指定し
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 483



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

まず始めに
ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブにあり ます。 詳細について

は、 「InstallShield 前提条件に管理者権限が必要である こ と を指定する」 を参照し て く だ さい。

• 管理者権限が必要 —[ 一般情報 ] ビ ューの [ 概要情報ス ト リーム ] 領域にある この設定を使用し て、 イ ンス

ト ールの .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスで管理者権限が必要かど う かを指定し ます。 [ いいえ ] を設定

し た場合、 InstallShield は Word Count Summary プロパテ ィ  の 3 ビ ッ ト 目を設定し て、 製品のイ ンス ト ールに

昇格された権限が必要である こ と を示し ます。 詳細については、 「概要情報ス ト リーム データ を入力する」 を

参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • " 管理者権限が必要 " 設定は、 InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ません。

• 前提条件が昇格必要時のア ドバタ イズ —[ リ リース ] ビ ューのこの設定を使用し て、 Windows Vista 以降のマシ

ンにおける イ ンス ト ールで InstallShield 前提条件が昇格された権限で正常にイ ンス ト ールされたあと、 .msi 

パッ ケージをア ドバタ イズするかど うか指定し ます。 ア ドバタ イズする と指定し た場合、 それをサイ レン ト

または完全ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) で実行するかど うかも指定し ます。 ア ドバタ イズする こ とによ

り、 エン ド ユーザーに UAC のプロンプ ト を避ける こ と を許可できる場合があ り ます。 ア ドバタ イズを行わな

い場合、 昇格された権限を必要とする .msi パッ ケージに対し て、 UAC のプロンプ ト が表示されます。 詳細に

ついては、 「InstallShield 前提条件が昇格された権限で実行される と きに、 製品をア ド バタ イズするかど うか指

定する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • " 前提条件が昇格必要時のア ドバタ イズ " 設定は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ません。

また、 InstallShield 前提条件の種類 ( セ ッ ト ア ッ プ前提条件または機能前提条件 )— は、 UAC プロンプ ト が Windows 

Vista 以降のシステム上でのイ ンス ト ール中に表示されるかど うかに影響を及ぼす可能性があ り ます。 これら 2 種

類の InstallShield 前提条件についての詳細は、 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さ

い。

以下は、 Windows Vista 以降における UAC 関連の動作についての注意点です :

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されていて、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とする InstallShield 前

提条件を含み、 " 管理者権限 " が [ いいえ ] に設定されている場合、 イ ンス ト ール中、 プロンプ ト はエン ド

ユーザーに表示されません。

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されていて、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前

提条件を含み、 " 管理者権限 " が [ いいえ ] に設定されている場合、 イ ンス ト ール中、 プロンプ ト はエン ド

ユーザーに 1 回のみ表示されます。 再起動がある場合、 再起動ご とに、 １  回のみ UAC プロンプ ト が表示さ

れます。

• セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの完全ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示される場合で、 イ ンス ト ールする必要があ

るセ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールに含まれている と き、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは通常、 メ イ ン イ ン

ス ト ールが開始する前にセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログを表示し ます。 イ ンス ト ールが必要な 1 つまたは

複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が管理者権限を必要とする と き、 メ ッ セージ ボ ッ クスの [ イ ンス ト ール ] ボタ

ンが、 エン ド ユーザーに昇格された権限が必要である こ と を通知するシールド アイ コ ン と共に表示されます。

• 再起動後、 イ ンス ト ールが続行し、 権限の昇格が必要な場合、 続行メ ッ セージ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンがシー

ルド アイ コ ン と共に表示されます。 権限の昇格が必要がない場合、 シールド ボタ ンは表示されません。

• イ ンス ト ールに、 ターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールし なければならないセ ッ ト ア ッ プ前提条件が複数あ り、

このう ち １  つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC プロンプ ト が、 一番

最初のセ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールされる前に表示されます。 これによ り、 それぞれの前提条件の

イ ンス ト ールご とに別々の UAC プロンプ ト を要求する こ と な く 、 昇格された権限をすべての前提条件に対し
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て使用できるよ う になる場合があ り ます。 ただ し、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールで再起動がある場

合、 管理者権限は失われる こ とにな り、 これによ り、 残りの前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC 

プロンプ ト が表示される こ とがあ り ますので注意し て く だ さい。

機能前提条件では動作が若干異な り ます。 イ ンス ト ールが、 前提条件に関連付けられている機能を イ ンス

ト ールする場合、 ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが機能前提条件イ ンス ト ール モー ド で Setup.exe 

を再起動する と きに UAC プロンプ ト が表示されます。 これは、 機能前提条件のいずれかが昇格された権限を

必要とするかど うかに関わらず発生し ます。 また、 これは機能前提条件のイ ンス ト ールが必要かど うかを決

定するために機能前提条件のいずれかが評価される前に発生し ます。 機能前提条件イ ンス ト ールによ って再

起動が行われる場合、 管理者権限は失われますのでご注意 く だ さい。 再起動のあと、 再び ReadyToInstall ダイ

アログが表示され、 エン ド ユーザーは残りのイ ンス ト ールを続行するために [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク

リ ッ クする必要があ り ます。 この場合、 ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが機能前提条件イ ンス ト ー

ル モー ド で Setup.exe を再起動する と き、 UAC プロンプ ト が再び表示されます。

• " 管理者権限が必要 " が [ いいえ ] に設定されている状態で、 適切な権限を もたずに .msi パッ ケージがタ スク

を実行し よ う とする と、 Windows Installer によ って実行時エラーが表示される場合があ り ます。

• 権限がイ ンス ト ールの終わり で昇格され、 SetupCompleteSuccess ダイアログが製品を起動する と、 昇格され

た権限が製品に引き継がれます。 通常、 昇格された権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンの実行は推奨されてい

ません。

サンプル シナ リ オ

次のセクシ ョ ンは、 InstallShield で上記の設定の値を異なる組み合わせで使用し た場合の例です。 これらの図では、

Windows Vista 以降が標準ユーザーまたは限られた権限を持つ管理者ユーザーに昇格された権限を要求し ています。

これらの例は、 Windows Vista 以降のシステム上の UAC のデフ ォル ト 設定に基づいています。

例 1: UAC プロンプ ト が、 管理者権限が必要な前提条件に表示される - .msi フ ァ イルがア ドバタ イズさ
れる

例 1 の図表は、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件、 機能前提条件、 および .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスで昇格が必

要なイ ンス ト ールを説明し ます。 Windows Vista 以降では、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件に UAC プロンプ ト を、 また機能

前提条件に別のも う 1 つの UAC プロンプ ト を表示し ます。

機能前提条件が含まれなかった場合、 または機能前提条件ではな く セ ッ ト ア ッ プ前提条件であった場合、 2 番目の 

UAC プロンプ ト  ( 図表では UAC prompt #2 と名付けられています ) は表示されません。 これらの場合、 セ ッ ト

ア ッ プ前提条件が昇格された権限を使ってイ ンス ト ールされた後、 .msi パッ ケージが正し く ア ドバタ イズされるた

め、 UAC prompt #2 は必要あ り ません。
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図 3-1: 例 １ : " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] で、 かつ .msi フ ァ イルをア ド バタ イズする イ ンス ト ールのダイア
グラム

例 2: UAC プロンプ ト が Setup.exe と、 再起動後に管理者権限が必要な前提条件に表示される

例 2 の図表は、 Setup.exe、 2 つのセ ッ ト ア ッ プ前提条件、 機能前提条件、 および .msi パッ ケージの [ 実行 ] シー

ケンスで昇格が必要なイ ンス ト ールを説明し ます。 Setup.exe フ ァ イルに、 管理者を必要実行レベルと し て指定す

るマニフ ェ ス ト があるため、 昇格された権限はイ ンス ト ールの各部分で使用されます。 昇格された権限は再起動

中に失われるため、 2 つ目の UAC プロンプ ト が表示されます。
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図 3-2: 例 2: " 必要実行レベル " が [ 管理者 ] に設定されている イ ンス ト ールのダイアグラム
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アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ スクの使用量を設定する
Windows Installer はフ ァ イル コステ ィ ングと呼ばれるプロセスを使用し て現在のイ ンス ト ールに必要な総デ ィ スク

容量を決定し ます。 これには、 イ ンス ト ールまたは削除される フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、

およびイ ンス ト ールのその他のコ ンポーネン ト のコス ト が含まれます。

フ ァ イル コ ステ ィ ング

フ ァ イル コステ ィ ングは、 い く つかのフ ァ イルが新規バージ ョ ンによ って上書き され、 それによ ってフ ァ イル コ

ス ト が削減される とい う事実を考慮し ています。 これらの値は各フ ァ イルがイ ンス ト ールまたは削除されるボ

リ ュームに依存し、 コ ンポーネン ト のデ ィ レ ク ト リ関連付けが変更される場合には再計算されます。

フ ァ イルコス ト は、 各コ ンポーネン ト について、 ローカルにイ ンス ト ールされるか、 または CD などのソース メ

デ ィ アから イ ンス ト ールし て実行するか、 または削除されるかに応じ て決定されます。

InstallShield では、 アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ スク使用量を設定する こ とができます。 これによ って、 ソース メ デ ィ

アから、 またはローカルマシンからアプ リ ケーシ ョ ンを実行するか、 あるいは要求された と きにイ ンス ト ールす

るかを選択する こ とができ、 フ ァ イルコス ト を コ ン ト ロールする こ とが可能と な り ます。 ソースからアプ リ ケー

シ ョ ンを実行する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの弾力性が拡張され、 エン ド ユーザーのシステムのスペースが節約され

ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの復元性

Windows Installer がコ ンポーネン ト を提供できない状況で、 該当する フ ァ イルが破損し ているか、 現在のフ ァ イル

が使用可能なバージ ョ ンよ り も古い場合には、 Windows Installer 技術にを使ったアプ リ ケーシ ョ ンによる コ ンポー

ネン ト の修復と再イ ンス ト ールの試行が可能です。

ソースの復元性

アプ リ ケーシ ョ ンの復元性に加え、 Windows Installer ではソース リ ス ト によ ってソースの復元性もサポー ト し ま

す。 ソース リ ス ト には、 必要時にアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするネ ッ ト ワークの場所、 URL、 CD などを含

める こ とができます。 管理者はグループ ポ リ シーエデ ィ ターを使用し てこの機能を無効にする こ とができます。

NSTALLDIR と TARGETDIR の違い
INSTALLDIR は、 エン ド ユーザーによ って起動される Setup.exe や .msi データベースなど、 基本の MSI および 

InstallScript MSI のイ ンス ト ールで使用する メ イ ンの製品イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を表し ます。

TARGETDIR は、 InstallScript イ ンス ト ールまたは管理 Windows Installer ベースのイ ンス ト ール (/a コマン ド ラ イ ン 

スイ ッ チを使って Setup.exe や MsiExec.exe をユーザーが実行し た場合 ) のイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を示し ま

す。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallScript 変数の MSI_TARGETDIR が管理インス ト ール時のイ ンス ト ール先

を記録し ます。
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現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バー
ジ ョ ンの上書きを防ぐ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンで同製品の将来のバージ ョ ンを上書き イ ンス ト ールするのを防止する

ためには、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューに メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムがある こ と、 製品の現在のバージ ョ ン

によ って将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされないよ う に メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが適切に構成

されている こ と、 および、 製品に適切に構成、 スケジュールされた タ イプ 19 のカス タム アクシ ョ ンが含まれて

いる必要があ り ます。

新しい基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 現在のイ ンス ト ールが将来のメ ジャー 

バージ ョ ンを上書きするのを防ぐためのサポー ト が自動的に追加されます :

• [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューに、 ISPreventDowngrade とい う名前のメ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが含まれ

ています。

[ ア ッ プグレー ド コー ド を共有し ている製品 ] オプシ ョ ンは、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの [ 共通 ] 

タ ブで選択されています。 [ 詳細 ] タ ブの " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定の値は {000000000000-0000-0000-

0000-00000000} です。 リ リースをビルド する と、 InstallShield は、 ビルド時に生成する .msi パッ ケージのプ

レースホルダー値の代わり に、 適切なア ッ プグレー ド コー ド値を使用し ます。 ア ッ プグレー ド コー ド に関す

る詳細は、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参照し て く ださい。

InstallShield は、 このメ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの " 検出プロパテ ィ " 設定を 

ISFOUNDNEWERPRODUCTVERSION に設定し、 他の設定を適切に構成し ます。

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューには ISPreventDowngrade とい う名前のカス タム アクシ ョ ンが含

まれています。 ISPreventDowngrade は、 エン ド ユーザーが現在のバージ ョ ンの製品で将来のメ ジャー バー

ジ ョ ンを上書き イ ンス ト ールし よ う と し た と き Windows Installer が起動する タ イプ 19 カス タム アクシ ョ ンで

す。

InstallShield は、 使用されているユーザー イ ン ターフ ェ イスのレベルにかかわらず、 適宜 Windows Installer が

実行するよ う に、 ISPreventDowngrade カス タム アクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ ユーザー イ ン

ターフ ェ イス ] シーケンス と [ 実行 ] シーケンスにスケジュールし ます。 また、 InstallShield は 

ISFOUNDNEWERPRODUCTVERSION を このカス タム アクシ ョ ンの条件と し て使用し ます。

以下は、 InstallShield 12 以前で作成し、 InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト にこのサポー ト を手

動で追加する方法です。

タ スク エン ド ユーザーが、 製品の現在のバージ ョ ンで将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書き イ ンス ト ールするためのサ

ポー ト を手動で追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを使用し て、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

2. [ 共通 ] タ ブで、 [ 自分のア ッ プグレー ド コー ド を使用する製品 ] オプシ ョ ンを選択する。
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3. メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムの [ 詳細 ] タ ブで設定を次のよ う に構成し ます。

a. " 最小バージ ョ ン " 設定で、 現在のプロジ ェ ク ト に使用し ている製品バージ ョ ンを指定し ます。

その代わり に、 この設定に次の文字列を入力する こ と もできます :

***ALL_VERSION***

その値はプレースホルダー値です。 " 最小バージ ョ ン " 設定で抽出された文字列を使う と、 InstallShield 

は、 ビルド時に生成する .msi パッ ケージのプレースホルダー値の代わり に、 現在開いているプロジ ェ ク

ト の製品バージ ョ ンを使用し ます。

b. " 最大バージ ョ ン " 設定は空白のままにし ます。 この設定に値が表示されている場合、 それを削除し ま

す。

c. プロジ ェ ク ト に複数の言語が含まれる場合、 " 言語 " 設定で言語識別子を指定し ます。

d. " 検出のみ " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。 他の [ はい ]/[ いいえ ] で答える設定は、 すべて [ いいえ ] 

を選択し ます。

e. " 検出プロパテ ィ " 設定で、 次のよ う な分かりやすい名前を入力し ます。

FOUNDNEWERVERSION

4. プロジ ェ ク ト で、 エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンで将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書き イ ンス

ト ールし よ う と試みた場合に対応するために、 タ イプ 19 カス タム アクシ ョ ンを追加し、 スケジュールし ま

す。

a. [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク

し、 [ 新しいエラー ] を ク リ ッ ク し ます。

b. 新しいカス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

c. " エラー メ ッ セージ " 設定で、 エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンで将来のメ ジャー バージ ョ ン

を上書き イ ンス ト ールし よ う を試みた場合に表示される、 エラー メ ッ セージ テキス ト を入力し ます。

d. " イ ンス ト ール UI シーケンス " 設定と " イ ンス ト ール実行シーケンス " 設定で、 [ 次の後 : 

FindRelatedProducts] を選択し ます。

e. " イ ンス ト ール UI 条件 " と " イ ンス ト ール実行条件 " 設定で、 ステ ッ プ 3e で指定し た値を入力し ます。

非管理者パッ チのイ ンス ト ールを準備する
Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者によるパッ チは厳しい条件が満た された と きのみ利用する こ とができます。 た と えば、 パッ チが更新する

ベース イ ンス ト ールは、 パッ チ パッ ケージの署名に使用される証明書を含まな く てはな り ません。 満た されなけ

ればならない他の基準については、 「非管理者パッ チ」 を参照し て く だ さい。

タ スク 後で非管理者パッ チによ ってア ッ プデー ト が可能なベースイ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順を実行し ま

す。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 デジ タル署名の情報を構成する リ リースを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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4. デジ タル署名情報を指定し ます。

必要な情報が自動的に、 MsiDigitalCertificate テーブルおよび MsiPatchCertificate テーブルに追加されます。 これに

よ って、 非管理者がイ ンス ト ールする こ とができるパッ チの作成が可能にな り ます。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューでは、 デジ タル署名設定も利用できます。

Windows Installer のデザイ ンによ り、 パッ ケージの署名にある証明書を使用し、 それとは異なる証明書で署名され

たパッ チを許可する こ とができます。 以下は、 ベース イ ンス ト ールにパッ チのための証明書を追加する方法です。

タ スク 追加のデジ タル証明書を追加するには、 以下の手順に従います :

1. ダ ミ ー フ ァ イルの署名には SignTool.exe 等のツールを使います。 SignTool.exe は、 Windows SDK に含まれてい

ます。

2. 元のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを開きます。

3. [ テーブル ] エクスプローラーで、 MsiDigitalCertificate を ク リ ッ ク し ます。

4. テーブルの最後の行を ク リ ッ ク し て新規エン ト リ を追加し ます。

5. DigitalCertificate フ ィ ールド に、 証明書の一意の名前を入力し ます。

6. CertData フ ィ ールド を ク リ ッ ク し ます。 [ バイナ リ ス ト リームの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

7. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスには、 ステ ッ プ 1 で署名し たフ ァ イルのパス と名前を入力し ます。 参照ボタ ンを ク

リ ッ ク し てフ ァ イルを指定する こ と もできます。

8. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

9. [ テーブル ] エクスプローラーで、 MsiPatchCertificate を ク リ ッ ク し ます。

10. テーブルの最後の行を ク リ ッ ク し て新規エン ト リ を追加し ます。

11. PatchCertificate フ ィ ールド に、 パッ チ証明書の一意の名前を入力し ます。

12. DigitalCertificate フ ィ ールド で、 ステ ッ プ 4 の MsiDigitalCertificate テーブルに作成し たエン ト リ を選択し ます。

プ ラ ッ ト フ ォームと プ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

一部の設定は両方のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ますが、 他の一部はどち らか一方のプロジ ェ ク ト の種類にのみ

適用し ます。

InstallShield には、 プ ラ ッ ト フ ォーム、 プ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト および言語の設定がい く つか含まれています。
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プロジ ェ ク ト  レベルでプラ ッ ト フ ォームを指定する

1 つのプロジ ェ ク ト  レベルの設定を使って、 プロジ ェ ク ト をサポー ト するプ ラ ッ ト フ ォームを指定できます :

• プラ ッ ト フ ォーム フ ィ ルター — この設定で、 プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト またはリ リースにオペレーテ ィ

ング システム要件を選択する と きの選択肢に加えるプラ ッ ト フ ォームを指定し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク

ト  レベルのこの設定で表示されないプ ラ ッ ト フ ォームがある と き、 プロジ ェ ク ト 内にある特定のコ ンポーネ

ン ト またはリ リースを このプラ ッ ト フ ォームにターゲッ ト する とい う指定ができな く な り ます。

" プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定は InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されています。 この設定にアクセスするには、 [

一般情報 ] ビ ューを開きます。 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでも この設定を構成する こ とがで

きます。 その場合、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、 [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] タ ブを ク リ ッ

ク し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト  レベルでプ ラ ッ ト フ ォームを指定し ても、 イ ンス ト ールを実行する と きのターゲッ ト  システ

ム要件は作成されません。 InstallScript プロジ ェ ク ト で ターゲッ ト  システム要件を作成する場合、 SYSINFO 構造を

使用し て、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムを識別し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における ターゲッ ト  システム要件の方法については、 「プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

でオペレーテ ィ ング システム要件を指定する」 を参照し て く ださい。

コ ンポーネン ト  レベルで、 オペレーテ ィ ング システムと プラ ッ ト フ ォーム スイー ト
を指定する

2 つのコ ンポーネン ト  レベルの設定を利用し て、 コ ンポーネン ト のプ ラ ッ ト フ ォーム情報を指定できます :

• オペレーテ ィ ング システム — コ ンポーネン ト が 1 つまたは複数のオペレーテ ィ ング システムに固有の場合、

この設定を使用し て、 それらのオペレーテ ィ ング システムを指定し ます。 ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ

ング システムがこの設定に指定されたオペレーテ ィ ング システムの中にない場合、 コ ンポーネン ト はイ ンス

ト ールされません。

デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト はオペレーテ ィ ング システムに依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト に

特定のオペレーテ ィ ング システム固有のデータがないこ と を意味し ます。

" オペレーテ ィ ング システム " 設定は、 InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用でき

ます。 この設定にアクセスするには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを開いて、 コ ンポーネン ト を選択し ます。

• プラ ッ ト フ ォーム スイー ト — コ ンポーネン ト が 1 つまたは複数のプ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト に固有の場合、

この設定を使用し て、 それらのスイー ト を指定し ます。 1 つ以上のスイー ト を指定する場合、 コ ンポーネン ト

がイ ンス ト ールされるために、 指定されたスイー ト すべて、 または 1 つ以上のスイー ト がターゲッ ト  マシン

に存在し ている必要があるかど うかを示すこ とができます。

デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト はプラ ッ ト フ ォーム スイー ト に依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト の

データ ( フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ など ) はどれも特定のプ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト に固有ではあり ま

せん。

この設定によ り、 " オペレーテ ィ ング システム " 設定よ り も さ らに細か く フ ィ ルターする こ とができます。 "

プラ ッ ト フ ォームスイー ト " 設定は必要な場合のみ設定し、 またアプ リ ケーシ ョ ンが適切に機能するために

必要なプラ ッ ト フ ォーム スイー ト のみを確実に選択し て く ださい。 たと えば、 コ ンポーネン ト が WindowsXP 

の Home と Professional バージ ョ ンの両方にイ ンス ト ールされる必要がある場合、 この設定の値を [ スイー ト

非依存 ] のままにし てお く こ とができます。 " オペレーテ ィ ング システム " 設定に Windows XP を選択する

と、 両方のエデ ィ シ ョ ンが含まれます。
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" プ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト " 設定は InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されています。 この設定にアクセスす

るには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを開いて、 コ ンポーネン ト を選択し ます。

リ リース レベルでプラ ッ ト フ ォームを指定する

1 つのリ リース レベルの設定を利用し て、 リ リースのプ ラ ッ ト フ ォーム情報を指定できます :

• プラ ッ ト フ ォーム — リ リースが 1 つまたは複数のプ ラ ッ ト フ ォームに固有の場合、 この設定を使用し て、 そ

れらのプラ ッ ト フ ォームを指定し ます。 コ ンポーネン ト に指定されたプラ ッ ト フ ォームが、 この設定で選択

されたプラ ッ ト フ ォームのどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポーネン ト はリ リースに含まれません。

この設定のデフ ォル ト 値は、 [ プロジ ェ ク ト 設定を使用 ] です。 この値は、 リ リースがプロジ ェ ク ト  レベルで

指定されたプラ ッ ト フ ォームをサポー ト する こ と を示し ます。

" プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定は InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されています。 この設定にアクセスするには、 [

リ リース ] ビ ューを開いて、 リ リースを選択し ます。 この設定は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ プラ ッ ト フ ォー

ム ] パネルでも構成できます。

実行時にプラ ッ ト フ ォームおよびプラ ッ ト フ ォーム スイー ト のサポー ト を制御する 
(InstallScript プロジ ェ ク ト )

InstallScript イ ンス ト ールの実行中に、 FeatureFilterOS 関数を呼び出し て、 イ ンス ト ールがサポー ト するプラ ッ ト

フ ォームと プラ ッ ト フ ォーム スイー ト を制御する こ とができます。

OnFilterComponents イベン ト  ハン ド ラーで、 フ レームワークは通常、 適切なコ ンポーネン ト だけがイ ンス ト ール

されるよ う に、 この関数を ターゲッ ト  システムに一致するプラ ッ ト フ ォームおよびプラ ッ ト フ ォーム スイー ト で

呼び出し ます。 FeatureFilterOS を呼び出し て、 デフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド し、 指定し たプ ラ ッ ト フ ォー

ムまたはプラ ッ ト フ ォーム スイー ト 基準に基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし た り、 またはコ ンポーネン

ト のイ ンス ト ールを防いだ りする こ とができます。

詳細については、 「FeatureFilterOS」 を参照し て く だ さい。
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イ ンス ト ール情報を指定する
イ ンス ト ール情報を指定する
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成を開始する と き、 まず最初にイ ンス ト ールの重要情報を指定する必要があ り ま

す。 これには、 製品およびプロジ ェ ク ト 設定の指定と " プログラムの追加と削除 " 設定の構成が含まれます。

一般的なプロジ ェ ク ト 設定を構成する
InstallShield は、 プロジ ェ ク ト 設定を単一イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト フ ァ イル (.ism フ ァ イル ) に保管し ます。 この

フ ァ イルには、 プロジ ェ ク ト についてのすべての情報が格納されています。 [ 一般情報 ] ビ ューを使う と、 作成者

名、 プロジ ェ ク ト がサポー ト する言語、 および記入する コ メ ン ト など、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト についての基

本情報を編集する こ とができます。

[ 一般情報 ] ビ ューではまた、 製品名、 製品コー ド (GUID)、 およびバージ ョ ン番号といった一般的な製品情報も構

成できます。 製品は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の構成中で最上位のものです。 イ ンス ト ールは機能と コ ンポー

ネン ト に分割でき、 これらが製品のサブセ ッ ト にな り ます。 イ ンス ト ールに複数の機能と コ ンポーネン ト がある

場合でも、 製品は 1 つしかあり ません。

各プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト 設定についての詳細は、 「[ 一般情報 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) を XML またはバイナ リ形式で
保存する

InstallShield では、 .ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを XML またはバイナリ形式で保存する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの形式を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの形式 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます : 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• バイナ リ — プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをデータベース フ ァ イルと し て保存するには、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。 プロジ ェ ク ト を開いた り保存し た りする際のスピー ドは、 この形式が最も早いです。

• XML — プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを階層構造を持つテキス ト  ベースの形式で保存するには、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。 このプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式は、 ソース コー ド 管理システムでの使用に最適です。

メ モ • InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) を XML またはバイナリ形式で保存し た時、 その拡張子は保持され

ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (.issuite) は、 常に XML フ ァ イルと し て保存され

ます。

製品名の指定
[ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定に製品の名前を入力し ます。 こ こに入力する名前は、 イ ンス ト ールを作成す

る製品の名前です。 この値は、 プロジ ェ ク ト 全体を通し て、 次のよ う な名前に使用されます。
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• プロジ ェ ク ト の場所の下にある ソースフ ァ イルフ ォルダーの名前

• 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : InstallShield がデフ ォル ト でビルド する Windows 

Installer パッ ケージ (.msi file) の名前

• 実行時ダイアログ

• Windows ロゴ要件に従って登録される情報レジス ト リキー情報値は以下の場所にあ り、 エン ド ユーザーが製

品を変更または削除するのに使用できる [ プログラムの追加と削除 ] で使用されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\ProductCode

入力値はソース フ ァ イルのパスに組み込まれるため、 製品名には次のいずれの文字も含める こ とはできません : \ 

/ : * ? " < > |-

ヒ ン ト • InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 UNINSTALL_DISPLAYNAME 変数を使用し て、 [ プ

ログラムの追加と削除 ] に異なる製品表示名を指定する こ とができます。

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 .msi パッ ケージ フ ァ イルの名前に製品名以外を使用する

と き、 [ リ リース ] ビ ューにある製品構成で [ 全般 ] タ ブの "MSI パッ ケージ フ ァ イル名 " 設定を使って、 異なる 

.msi フ ァ イル名を指定できます。 製品のア ッ プデー ト を行う ためのマイナー ア ッ プグレー ド またはスモール ア ッ

プデー ト を リ リースできるよ う にし たい場合は、 イ ンス ト ールの以前のバージ ョ ン と最新バージ ョ ンの .msi パッ

ケージ名が同じ でな く てはな り ません。 .msi フ ァ イル名が異なる場合にマイナー ア ッ プグレー ド またはスモール 

ア ッ プデー ト を実行し よ う とする と、 Windows Installer ラ ン タ イム エラー 1316 の原因と なる可能性があ り ます。

注意 • 製品名にアンパサン ド (&) を含める場合、 エン ド ユーザーダイアログで名前を正し く 表示するには、 2 つの

アンパサン ド (&&) を使用する必要があ り ます。 た と えば New & Improved Product と表示する場合、 製品名を New 

&& Improved Product と入力し ます。

製品バージ ョ ンを指定する
製品のバージ ョ ン番号を指定する と き、 必ず有効な製品バージ ョ ンを入力し て く だ さい。 バージ ョ ンには、 数値

のみを使用できます。 一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バー

ジ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド 番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。

aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

実行時に、 イ ンス ト ールが、 イ ンス ト ールされる製品のバージ ョ ン番号を登録し ます。 完全なバージ ョ ン文字列

が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されます。 製品バージ ョ ン番号は、 その一部を イ ンス ト ール エンジンが

ア ッ プグレー ドの適用を判断するために使用するため、 重要です。

製品バージ ョ ンを構成するには、 [ 一般情報 ] ビ ューを使用し ます。 この製品バージ ョ ンは、 た と えば基本の MSI 

プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] ビ ューにある製品構成など、 InstallShield の別の領域でオーバーラ イ ド する こ とがで

きます。 また、 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューなど InstallShield の別

の領域で、 ア ッ プグレー ドがターゲッ ト とするバージ ョ ン番号を指定する こ と もできます。

製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス ト ールは異な

る製品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。
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イ ンス ト ール情報を指定する
プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 — リ リースに Setup.exe が含

まれる場合、 指定し た製品バージ ョ ンが Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 詳細に

ついては、 「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合、 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数

] ビ ューで定義されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切な値に置換さ

れます。 ( パス変数を使用するには、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ アプ リ

ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変数を選択し ます。 )

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク
ト における製品バージ ョ ン番号

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

デフ ォル ト で、 InstallScript  プロジ ェ ク ト ではパッ ク された DWORD 形式のバージ ョ ン番号を使用し ます。 つま り 

4 バイ ト の値で、 最初のバイ ト はメ ジャー バージ ョ ン、 2 番目のバイ ト はマイナー バージ ョ ン、 最後の 2 つのバ

イ ト はビルド番号です。 パッ ク された DWORDS が入力され、 メ ジャー、 マイナー、 ビルド形式 ( 例、 1.2.3 または 

255.255.65535) で表示されます。 イ ンス ト ール中の製品のバージ ョ ン番号を登録するデフ ォル ト のスク リ プ ト  コー

ド ではパッ ク された DWORD バージ ョ ン番号が想定され、 ア ッ プデー ト のイ ンス ト ール中にイ ンス ト ール済み製

品のバージ ョ ン番号との比較に使用されます。

バージ ョ ン番号の中に パッ ク された DWORD 形式ではないものが存在する場合、 次のセクシ ョ ンの内容に従って

スク リ プ ト  コー ド を変更する必要があ り ます。

既にイ ンス ト ールされている製品のバージ ョ ン番号

デフ ォル ト の OnSetUpdateMode イベン ト  ハン ド ラー関数コー ドは、 イ ンス ト ール中の製品のバージ ョ ン番号およ

び、 ([ リ リース ] プロパテ ィ  シー ト で指定されている要領で ) ア ッ プデー ト を適用できるバージ ョ ン番号を、 シ

ステム変数 IFX_INSTALLED_VERSION と比較し ます。 イ ンス ト ールは、 自動的に、 このシステム変数の値を、 アプ リ

ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ールレジス ト リキーの Version 値にあるデータに等しい文字列に初期化する こ と を試みま

す。 その値が存在し ない場合、 または、 そのデータがパッ ク された DWORD 形式ではない場合、

IFX_INSTALLED_VERSION の値はヌル文字列 ("") にな り、 その場合、 エラー メ ッ セージがデフ ォル ト の 

OnSetUpdateMode コー ド によ って表示され、 イ ンス ト ールは中止 (abort) されます。 これを解決する方法の 1 つと

し て、 システムでバージ ョ ン情報をチ ェ ッ ク し、 IFX_INSTALLED_VERSION に適切なパッ ク された DWORD 値を設定

する コー ド を挿入する と う い う方法があ り ます。 た と えば、 以前のイ ンス ト ールで 

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\MyCompany\MyProduct の下に MyVersion の値にバージ ョ ン文字列が格納されて

いる と、 次のよ う なコー ド を挿入できます。

if (IFX_INSTALLED_VERSION="") then

/* 登録されているバージ ョ ン情報を取得します。 */

RegDBSetDefaultRoot ( HKEY_LOCAL_MACHINE );

RegDBGetKeyValueEx( "Software\\MyCompany\\MyProduct",

"MyVersion", REGDB_STRING, szVersionString, nSize );

/*  IFX_INSTALLED_VERSION に値を割り当てます。 */

switch (szVersionString)
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/* 登録されているバージ ョ ン文字列の "A" は、 既存のバージ ョ ン番号の 1.0.0 に対応します。 */

case "A":

IFX_INSTALLED_VERSION = "1.0.0";

/* 登録されているバージ ョ ン文字列の "B" は、 既存のバージ ョ ン番号の 1.1.0 に対応します。 */

case "B":

IFX_INSTALLED_VERSION = "1.1.0";

/* 不在のバージ ョ ン文字列は、 既存のバージ ョ ン番号の 0.0.0 に対応します。 */

デフ ォルト :

IFX_INSTALLED_VERSION = "0.0.0";

endswitch;

endif;

イ ンス ト ール中の製品のバージ ョ ン番号

デフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド ラー関数コー ドは、 RegDBSetVersion を呼び出し て、 [ 一般情報 ] 

ビ ューにに入力された製品バージ ョ ン番号を使い、 それを ターゲッ ト  システムのレジス ト リ に入力し ます。

RegDBSetVersion は、 製品バージ ョ ンをはパッ ク された DWORD 形式だ と仮定し ます。 パッ ク された DWORD 形式

ではない製品バージ ョ ンを登録する場合、 OnMoveData の RegDBSetVersion の呼び出し を次のよ う なコー ド で置き

換えます :

/* セッ ト ア ッ プは自動的にシステム変数

IFX_PRODUCT_VERSION の値を

[ 一般情報 ] ビューの " 製品バージ ョ ン " 設定に入力された製品バージ ョ ンに初期化します。 */

RegDBSetItem(REGDB_UNINSTALL_VERSION, IFX_PRODUCT_VERSION );

RegDBSetItem(REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION, IFX_PRODUCT_VERSION );

RegDBSetItem は、 MaintenanceStart の後に呼び出される必要があ り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で製品コー ド を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

製品コー ドは製品を識別する固有の文字列です。 イ ンス ト ールは実行時に製品コー ド を使用し て、 その製品が既

にイ ンス ト ール済みであるかど うかを判断し ます。

製品を一意に識別する GUID を入力するか、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品コー ド " 設定にある [ 新しい GUID の生

成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し て、 自動的に新しい GUID を生成し ます。 イ ンス ト ールが、 この GUID を実行時に登

録し ます。

注意 • この製品コー ドは製品を一意に識別するため、 製品のリ リースを配布し てからはこのコー ド を変更し ないこ

と をお勧めし ます。
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InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト で製品コー ド を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

製品コー ドは製品を一意に識別する GUID 文字列です。 イ ンス ト ールは実行時に製品コー ド を使用し て、 その製品

が既にイ ンス ト ール済みであるかど うかを判断し ます。

製品を一意に識別する GUID を入力するか、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品コー ド " 設定にある [ 新しい GUID の生

成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し て、 自動的に新しい GUID を生成し ます。 イ ンス ト ールが、 この GUID を実行時に登

録し ます。

注意 • プロジ ェ ク ト  GUID は、 アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスを元のイ ンス ト ールと関連付けるのに使用さ

れます。 新しい GUID は、 ( 既存のプロジ ェ ク ト のコ ピーを含む ) 作成し た各新規プロジ ェ ク ト に対し て自動的に

生成されます。 プロジ ェ ク ト の GUID を変更する と、 以前の GUID を回復する こ とはできません。 このため、 プロ

ジ ェ ク ト の GUID の変更は、 通常必要な く 、 変更する場合は注意が必要です。

ア ッ プグレー ド コー ド を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

ア ッ プグレー ド コー ド とは、 製品が所属する製品フ ァ ミ リ を識別する一意な GUID です。 ほとんどの場合、 ア ッ

プグレー ド コー ドは、 関連製品フ ァ ミ リの異なるバージ ョ ンおよび言語にわたって統一されている必要があ り、

これを使って、 Windows Installer がイ ンス ト ール済みの製品の関連バージ ョ ンを検索し ます。

新しい製品の GUID を構成するには、 [ 一般情報 ] ビ ューの " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定を使用し ます。 この

ア ッ プグレー ド コー ドの値は、 InstallShield の別の領域でオーバーラ イ ド する こ とが可能です。 た と えば、 [ リ

リース ] ビ ューの製品構成、 または [ リ リース ] ビ ュー内の製品構成にある [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブで定義され

ている各イ ンス タ ンス。

製品の新しいバージ ョ ンのア ッ プグレー ド を作成中の場合、 [ 一般情報 ] ビ ューで構成されたア ッ プグレー ド コー

ド ( または、 前述の InstallShield のその他の領域でオーバーラ イ ド されたア ッ プグレー ド コー ド ) をア ッ プグレー

ド プロジ ェ ク ト または Ｑ ｕ ｉ ｃ ｋ Ｐ ａ ｔ ｃ ｈ  プロジ ェ ク ト の [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューで指定する Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ と

し て使用し ます。 これらのア ッ プグレー ド コー ドが一致する と き、 ア ッ プグレー ド またはパッ チがベース バー

ジ ョ ンを ターゲッ ト する こ とができるため、 Windows Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｌ ｌ ｅ ｒ  が必要に応じ てア ッ プデー ト する こ と

が可能と な り ます。
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製品の条件を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページでは、 一般的に用いられる ターゲッ ト システムのイ ン

ス ト ール要件を指定できます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンを正し く 実行するために特定の OS が必要な場合、 [

イ ンス ト ール要件 ] ページで指定する こ とができます。

InstallShield ではまた、 製品がイ ンス ト ールされる前に Windows Installer が評価し な く てはならない、 独自のカス

タム条件を定義できます。 [ 一般情報 ] ビ ューと、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページで作

成する条件は、 製品全体に適用し ます。 ターゲッ ト  システム上で 1 つ以上の条件が False 評価された場合、 イ ン

ス ト ールが終了し てエラー メ ッ セージが表示されます。

たと えば、 製品を正し く 実行するために RAM が 64 MB 必要な場合、 [ 製品条件ビルだ ] ダイアログ ボ ッ クスを

使って、 条件を作成できます。 実行時、 Windows Installer がターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 イ ンス ト ールさ

れている RAM のサイズを判断し ます。 64 MB 未満の場合、 またはその他の製品条件が False の場合、 Windows 

Installer がエラーを表示し て、 イ ンス ト ールが終了し ます。

ヒ ン ト • Windows Installer が製品の起動条件を評価する順番を保証する こ とはできません。 条件が評価される順番

を制御する必要がある場合、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで各条件に対し てエラー カス タム アク

シ ョ ンを作成し て、 それら を適切な順序にスケジュールする こ とができます。

タ スク 製品のイ ンス ト ールにカス タム起動条件を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " イ ンス ト ール条件 " 設定を ク リ ッ ク し てから、 省略記号ボタ ン (...)  を ク リ ッ ク し ます。 [ 製品条件ビルダー

] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 " 条件 " ボ ッ クスの下に新しい条件が追加さ

れます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 条件 ] 列で、 起動条件を入力し ます。

• [ プロパテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使って、 条件ステー ト メ ン ト をビルド

し ます :

a. [ プロパテ ィ ] リ ス ト で、 プロパテ ィ を選択し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 プロパテ ィ を [ 条件 ] 列に追加し ます。

b. 条件ステー ト メ ン ト に演算子を含める場合、 [ 演算子 ] リ ス ト から演算子を選択し てから、 [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 条件ステー ト メ ン ト に演算子が追加されます。
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c. 条件ステー ト メ ン ト が値を含む場合、 " 条件 " フ ィ ールド をダブルク リ ッ ク し てから END を押し、

挿入ポイ ン ト を条件ステー ト メ ン ト の終わり に移動し て、 値を入力し ます。

5. [ メ ッ セージ ] 列に、 条件が False 評価された場合に表示するエラー メ ッ セージを入力し ます。

この列に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期

値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定をダブルク リ ッ ク し てから省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て、 既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • [ メ ッ セージ ] 列で指定し たテキス ト を表示する Windows Installer ダイアログは、 \r ( 改行 )、 \n ( 新しい

行 ) または \t ( タ ブ ) 等のエスケープ シーケンスを認識し ません。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

重要 • InstallShield は、 基本の条件検証を行いますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果を評価する こ と を確

認し て く ださい。 詳しい情報と条件のサンプルについては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さ

い。

デフ ォル ト の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト の INSTALLDIR プロパテ ィ は、 製品に含まれるすべてのフ ァ イル用のデフ ォル ト  フ ォルダーと し て

機能し ます。 その値の割り当て先は、 Windows Installer フ ォルダーのプロパテ ィ である INSTALLDIR と な り、 これ

はデフ ォル ト 機能およびコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーの役割を果た し ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ要件による と、 ターゲッ ト  システムの言語にかかわらず、 製品のフ ァ イルのデフ ォル

ト のイ ンス ト ール先を Program Files のサブ フ ォルダー、 またはエン ド ユーザー のアプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォ

ルダーにする必要があ り ます。 ProgramFilesFolder を製品のイ ンス ト ール先フ ォルダー設定の親フ ォルダーと し て

使用する と、 フ ァ イルは正しい場所にイ ンス ト ールされます。 INSTALLDIR 設定のデフ ォル ト 値は次の通り です :

[ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名
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タ スク 製品の INSTALLDIR プロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ビル ト イ ン Windows Installer デ ィ レ ク ト リ をパスの一部と し て使用するには、 INSTALLDIR 設定で、 省略記号

ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。。 [INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 [ イ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール先のフ ォルダーを選択し ます。

その代わり に、 INSTALLDIR 設定に手動でパスを入力する こ と もできます。

メ モ • [INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスで新しいフ ォルダーを選択する と、 INSTALLDIR 設定の値がオー

バーラ イ ド されます。 た と えば [ProgramFilesFolder]My Company\Program のよ う に、 円記号でサブ フ ォルダーを分

割する こ とによ って、 フ ォルダー プロパテ ィ のサブフ ォルダーを指定できます。

その他のイ ンス ト ール先フ ォルダーについての考慮事項 (Windows Installer ベースのプ
ロジ ェ ク ト のみ )

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定が [ ソースを優先 ] ( または、 サブ機能の親機能が [ ソースを優先 ] に設定

されている場合は [ 親を優先 ]) に設定する と、 製品の INSTALLDIR プロパテ ィ に関わらず、 機能のフ ァ イルは

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされません。

各機能およびコ ンポーネン ト には、 " イ ンス ト ール先 " 設定が含まれています。 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定 

によ って、 製品の " イ ンス ト ール先フ ォルダー " 設定がオーバーラ イ ド され、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール

先 " 設定 によ って、 機能の " イ ンス ト ール先フ ォルダー " 設定がオーバーラ イ ド されます。 し たがって、 製品の

すべてのフ ァ イルをデフ ォル ト で製品のイ ンス ト ール先フ ォルダーにイ ンス ト ールする場合は、 すべての機能お

よびコ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定に [INSTALLDIR] を入力し ます。

INSTALLDIR などのイ ンス ト ールフ ォルダープロパテ ィ を使用し ている場合、 デフ ォル ト 値を指定し ている こ とに

な り ます。 エン ド ユーザーは、 Msiexec.exe 起動時に、 コマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設定し た り、 CustomSetup 

ダイアログで機能に対し て新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを選択する こ とによ り、 この値を変更できます。

ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、
および Windows サービスのセキュ リ テ ィ 保護

InstallShield では、 ロ ッ クダウン環境において製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 レ

ジス ト リ キー、 および Windows サービスを保護するためのい く つかの方法が提供されています :

• 従来型の Windows Installer 処理 — Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 実行時にフ ァ イル、 フ ォル

ダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定できるビル ト イ ン Windows Installer サポー ト を使用でき

ます。 このオプシ ョ ンを使う と、 InstallShield は .msi データベースの LockPermissions テーブルに製品のアク

セス許可情報を格納し ます。

この種類のアクセス許可処理を新しい Windows Installer 処理と組み合わせる こ とはできません。

MsiLockPermissionsEx テーブルおよび LockPermissions テーブルを含むリ リースをビルド し よ う とする と、 ビ

ルド エラー -7207 が発生し ます。

• 新しい Windows Installer 処理 — Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 実行時にフ ァ イル、 フ ォル

ダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのアクセス許可を設定できる最新の Windows Installer サ
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ポー ト を使用できます。 このオプシ ョ ンを使う と、 InstallShield は .msi データベースの MsiLockPermissionsEx 

テーブルに製品のアクセス許可情報を格納し ます。

このオプシ ョ ンを使用するには、 ターゲッ ト  システム上に Windows Installer 5 以降が必要です。 以前のバー

ジ ョ ンの Windows Installer は、 この種類の処理に関する設定を無視し ます。

この種類のアクセス許可処理を従来型の Windows Installer 処理と組み合わせる こ とはできません。

MsiLockPermissionsEx テーブルおよび LockPermissions テーブルを含むリ リースをビルド し よ う とする と、 ビ

ルド エラー -7207 が発生し ます。

• カス タム InstallShield 処理 — Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 実行時にアクセス許可を設定する

ためのカス タムサポー ト を選択できます。 このオプシ ョ ンを使う と、 InstallShield は .msi データベースのカス

タム ISLockPermissions テーブルに製品のアクセス許可情報を格納し ます。 InstallShield はまた、 プロジ ェ ク ト

にカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

• InstallScript 関数、 SetObjectPermissions — InstallScript イベン ト および InstallScript カス タム アクシ ョ ンで 

SetObjectPermissions 関数を使って、 実行時にアクセス許可を設定できます。

これらの方法を使って、 特定グループおよびユーザーにフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセ

ス許可を割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルについての [ 読み取り ]、 [ 書

き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーについ

ては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。 新しい [Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンを使う と、

Windows サービスのアクセス許可を割り当てる こ と もできます。

使用するオプシ ョ ンを決定する

次のテーブルでは、 アクセス許可を設定するため様々な方法を比較し ます。

テーブル 3-1 • ロ ッ クダウン環境においてオブジ ェ ク ト をセキュ リ テ ィ 保護する異なる方法の比較

比較カテゴ リ 利用できるサポー ト について

プロジ ェ ク ト の種類 • 従来型の Windows Installer 処理、 新しい Windows Instller 処理、 およびカス タム 

InstallShield 処理 — 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 マージ モジュー

ル、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ

ク ト  タ イプで利用できます。

• SetObjectPermissions 関数 — InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト  タ イプの InstallScript イベン ト で利用できます。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 および マージ モジュール プロジ ェ ク ト で

は、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使って利用する こ と もできます。

広 く 知られているセ

キュ リ テ ィ 識別子 (SID)

• 従来型の Windows Installer 処理 — 限られた数の SID (Administrators、 Everyone) を

サポー ト し ます。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — 多 く の SID (Administrators、 Authenticated Users、

Creator Owner、 Everyone、 Guests、 Interactive、 Local Service、 Local System、

Network Service、 Power Users、 Remote Desktop Users、 および Users) をサポー

ト し ます。
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翻訳された SID の名前 • 従来型の Windows Installer 処理 — 翻訳された SID の名前をサポー ト し ません。

翻訳された名前を使用する と、 イ ンス ト ールは失敗し ます。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — サポー ト されている、 よ く 知られる SID 

(Administrators、 Authenticated Users、 Creator Owner、 Everyone、 Guests、

Interactive、 Local Service、 Local System、 Network Service、 Power Users、

Remote Desktop Users、 および Users) の翻訳されたすべての SID の名前をサポー

ト し ます。

特定のアクセス許可を

拒否できる機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。 この処理を使って、

特定のアクセス許可を設定できます。 アクセス許可を拒否する こ とはできませ

ん。 し たがって、 ユーザーにフ ァ イルの読み取り専用アクセスを付与する こ と

ができます。 ただ し、 ユーザーが読み取り専用アクセスを所有する こ と を防ぐ

こ とはできません。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — サポー ト し ます。 これらのオプシ ョ ンを使って、 指

定するアクセス許可を特定のユーザーまたはグループが所持する こ と を拒否す

るかど うかを指定できます。

既存するアクセス許可

に対する影響

• 従来型の Windows Installer 処理 — 既存のアクセス許可を削除する こ とができま

す。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに Everyone ユーザーのアク

セス許可が既に設定されている場合で、 イ ンス ト ールが Administrators ユーザー

のアクセス許可を設定する と き、 このオプシ ョ ンを使って Administrators ユー

ザー用のアクセス許可を設定できます。 ただ し、 既存する Everyone のアクセス

許可は削除されます。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — これらのオプシ ョ ンを使って、 ターゲッ ト  システ

ムに既存する フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーに、 アクセス許可

を追加できます。 このと き、 そのオブジ ェ ク ト に既存するアクセス許可は削除

されません。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに Everyone ユー

ザーのアクセス許可が既に設定されている場合で、 イ ンス ト ールが 

Administrators ユーザーのアクセス許可を設定する と き、 これらのオプシ ョ ンを

使って既存する Everyone ユーザーのアクセス許可を削除する こ と な く 、

Administrators ユーザー用のアクセス許可を設定できます。

子オブジ ェ ク ト  ( サブ

フ ォルダー、 フ ァ イル、

およびサブキー ) にア

クセス許可を反映させ

る機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。 フ ォルダー内のサブ

フ ォルダーまたはフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーの下にあるサブ キー ) にア

クセス許可を構成する場合、 ターゲッ ト  システム上で作成された親は、 自動的

に子のアクセス許可を継承し ます。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — サポー ト し ます。 これらのオプシ ョ ンを使って、

フ ォルダー ( またはレジス ト リ キー ) のアクセス許可を構成し、 そのフ ォルダー

のサブ フ ォルダーおよびフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーのサブキー ) すべてに

同じ アクセス許可を適用するかど うかを指定できます。

テーブル 3-1 • ロ ッ クダウン環境においてオブジ ェ ク ト をセキュ リ テ ィ 保護する異なる方法の比較 ( 続き )

比較カテゴ リ 利用できるサポー ト について
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イ ンス ト ール情報を指定する
[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンまたは [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オ
プシ ョ ンについての詳細

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 カス タム InstallShield 処理または Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指

定し な く てはな り ません。 詳し く は、 「プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する」

をご覧 く ださい。

いずれかのオプシ ョ ンを使ってフ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を設定する方法については、 「フ ァ イル

と フ ォルダーのアクセス許可を構成する」 を参照し て く だ さい。 これらのオプシ ョ ンの 1 つを使ってレジス ト リ 

キーのアクセス許可を設定する方法については、 「レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する」 を参照し て く だ さ

い。

新しい [Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンについての詳細

サービスに新しい Windows Installer 処理オプシ ョ ンを使用するには、 サービスをプロジ ェ ク ト に追加し てから、 そ

の設定を構成し ます。 詳細については、 「Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て く だ

さい。

フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーに新しい Windows Installer 処理オプシ ョ ンを使用するには、 [ ダイ

レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの MsiLockPermissionsEx テーブルを使います。

InstallScript 関数、 SetObjectPermissions についての詳細

SetObjectPermissions 関数についての詳細は、 「SetObjectPermissions」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールの一部と

し てイ ンス ト ールされ

ないオブジ ェ ク ト のア

クセス許可を設定でき

る機能

• 従来型の Windows Installer 処理、 新しい Windows Installer 処理、 およびカス タム 

InstallShield 処理 — サポー ト し ません。

• SetObjectPermissions 関数 — サポー ト されています。 イ ンス ト ールの一部と し て

イ ンス ト ールされた、 またはターゲッ ト  システムに既存する フ ァ イル、 フ ォル

ダー、 またはレジス ト リ キーを、 アクセス許可でセキュ リ テ ィ 保護する こ とが

できます。

イ ンス ト ール中に作成

された新しいユーザー

に対するアクセス許可

を設定できる機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。

• 新しい Windows Installer 処理、 カス タム InstallShield 処理、 および 

SetObjectPermissions 関数 — サポー ト し ます。 イ ンス ト ール中に新しいユーザー

が作成される場合、 そのユーザーに対するアクセス許可を構成できます。

テーブル 3-1 • ロ ッ クダウン環境においてオブジ ェ ク ト をセキュ リ テ ィ 保護する異なる方法の比較 ( 続き )

比較カテゴ リ 利用できるサポー ト について
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には、 ロ ッ クダウン環境にあるエン ド ユーザー向けにフ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キー

のアクセス許可を イ ンス ト ールがどのよ う に構成するかを指定できる、 プロジ ェ ク ト 全体に反映される設定があ

り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト に対し て、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• カス タム InstallShield 処理 —InstallShield は、 プロジ ェ ク ト にカス タム テーブルと カス タム アクシ ョ ンを

追加し て、 ターゲッ ト  システム上のアクセス許可を設定し ます。 これがデフ ォル ト の値です。

• 従来型の Windows Installer 処理 — InstallShield は、 .msi データベースの LockPermissions テーブルを使っ

て、 製品のアクセス許可情報を格納し ます。

これらの 2 つのオプシ ョ ンについての詳細な比較情報は、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レ

ジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で次にフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を構成する と き、 InstallShield 

は選択済みのロ ッ クダウン環境でのアクセス許可を使用し ます。

• [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、InstallShield はプロジ ェ ク ト で LockPermissions 

テーブルを使用し ます。

• [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield はプロジ ェ ク ト で ISLockPermissions 

テーブルを使用し、 さ らに ISLockPermissionsCost と ISLockPermissionsInstall カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ

ク ト に追加し ます。

" ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の値を変更する時に、 プロジ ェ ク ト にフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ 

キーのアクセス許可が既に含まれている場合、 InstallShield は適切なテーブルにアクセス許可データ を移行するか

ど うかを問い合わせる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。 データの移行を選択する と、 選択済みのオプシ ョ ンに

対応するテーブルにデータが移動されます。 [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンから [ 従来型の Windows 

Installer 処理 ] オプシ ョ ンに切り替える と、 プロジ ェ ク ト から ISLockPermissionsCost と ISLockPermissionsInstall カ

ス タム アクシ ョ ン も削除されます。

Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する
InstallShield では、 Windows Installer 4.0 以降がイ ンス ト ールのログ記録を行うかど うかを、 プロジ ェ ク ト 全体にわ

たって指定する こ とができます。 また、 ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする こ と もできます。
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タ スク Windows Installer 4.0 以降で、 プロジ ェ ク ト 全体のログ情報を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [MSI ログの作成 ] 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [Windows Installer 4.0 

以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 カス タム オプシ ョ ンを選択する場合、 MsiLogging 値を入力し ます。

MsiLogging 値の有効なパラ メ ーターのリ ス ト は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの MsiLogging Property を

参照し て く だ さい。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

結果は、 [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスで行った選択によ って異な り ま

す。

• [ いいえ ] を選択する と、 ログ記録は行なわれません｡これがデフ ォル ト の値です。

• [ はい ] を選択する と、 InstallShield は MsiLogging プロパテ ィ にデフ ォル ト 値である voicewarmupx を挿入し ま

す。 Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される と、 次の処理が行

なわれます。

• voicewarmupx のデフ ォル ト  ログ モー ド に従って、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに [Windows Installer ログ

を表示 ] チ ェ ッ ク ボッ クスが追加されます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボッ クスを選択し てから [

終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

• [ カス タム ] を選択する と、 InstallShield は、 このボ ッ クスに指定された値を MsiLogging プロパテ ィ に挿入し ま

す。 Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される と、 次の処理が行

なわれます。

• このボ ッ クスに指定されたカス タム値に基づいて、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに [Windows Installer ログ

を表示 ] チ ェ ッ ク ボッ クスが追加されます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボッ クスを選択し てから [

終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

以前のバージ ョ ンの Windows Installer は MsiLogging 設定を無視し ます。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer を実

行中のシステム上で表示される実行時ダイアログでは、 [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表示

されません。

重要 • MsiLogFileLocation プロパテ ィ は、 読み取り専用のため、 ログ フ ァ イルの場所の設定および変更には使用で

きません。
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InstallScript イ ンス ト ールを複数回実行する
InstallScript プロジ ェ ク ト の種類には、 ターゲッ ト マシンに製品がイ ンス ト ールされている場合、 およびエン ド

ユーザーがイ ンス ト ールを再試行し た場合のイ ンス ト ール動作に関するい く つかのオプシ ョ ンがあり ます。

これらのオプシ ョ ンは、 [ 一般情報 ] ビ ューの " メ ンテナンス エクスペ リ エンス " 設定から選択できます。

デフ ォル ト の動作 ( 標準オプシ ョ ン ) では、 エン ド ユーザーがマシン上でイ ンス ト ールを再実行する と、 メ ンテナ

ンス ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

複数イ ンス タ ンスのオプシ ョ ンを使う と、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールを メ ンテナンスイ ンス ト ールではな く

初回イ ンス ト ールと し て複数回にわたって再試行する こ とが可能と な りす。 このオプシ ョ ンを選択する と、 デ

フ ォル ト で、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール実行ご とに異なる場所に製品を イ ンス ト ールする こ とができるよ う

にな り ます。 イ ンス ト ールを初回イ ンス ト ールと し て実行するたびに、 直接選択またはセ ッ ト ア ッ プの種類の選

択に関わらず、 選択されたコ ンポーネン ト が毎回イ ンス ト ールされます。

マシン上に製品の 1 つ以上のイ ンス タ ンスが存在する と き、 エン ド ユーザーがユーザー イ ン ターフ ェ イスを使っ

て複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールを再実行し た場合、 イ ンス ト ールは [ 正規の製品が検出されま し た ] ダイアロ

グ ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログでは、 エン ド ユーザーはア ッ プデー ト を適用する イ ンス タ ンスを選択

する こ とができます。 ただ し、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールをサイ レン ト で再実行し た場合、 イ ンス ト ールは [

正規の製品が検出されま し た ] ダイアログ ボ ッ クスを抑制し て、 マシン上に新しいイ ンス タ ンスを作成し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「製品の複数のイ

ンス タ ンスを イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

" メ ンテナンスの有効化 " 設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューにある " ンテナンスを有効にする " 設定を使って、 製品が既にイ ンス ト ールされているシステ

ム上で、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再度実行し たと きに、 完全な メ ンテナンス ユーザー イ ン ターフ ェ イ

ス (UI) またはアン イ ンス ト ール UI を表示するかど うかを指定し ます。

テーブル 3-2 • メ ンテナンス エクスペ リ エンスの設定

メ ンテナンス エクスペリ エンス メ ンテナンス UI 表示のタ イ ミ ング
[ プログラムの追加と削除 ] で作成
されるエン ト リの数

標準 イ ンス ト ールを再試行し た時 1

複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールが [ プログラムの追加

と削除 ] を通し て実行された時

複数 — 各イ ンス ト ールご とに個別

のエン ト リ

アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナ

ンスはな し

チ ェ ッ ク し ない な し
508 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール情報を指定する
次のテーブルは、 " メ ンテナンスの有効化 " 設定で選択できる設定です。

メ モ • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] で [

変更 ] ボタ ン と [ 削除 ] ボタ ンが別々に表示されます。 [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と メ ンテナンス UI が、 また 

[ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と アン イ ンス ト ール UI が常に表示されます。

" メ ンテナンスの有効化 " 設定は、 エン ド ユーザーが [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に表示されて

いる [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て製品のメ ンテナンスを開始し た場合の動作には、 効果を持ちません。

エン ド ユーザーが [ プログラムの追加と削除 ] 内から メ ンテナンスを実行できないよ う にするには、 [ 一般情報 ] 

ビ ューの " 変更ボタ ンを無効にする " 設定で [ はい ] を選択し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と
し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違
い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールは 2 つの異なる イ ンス ト ーラー エンジンを使用し ます :

• Windows Instaler エンジンは、 .msi パッ ケージの標準 [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。 これは、 通常ター

ゲッ ト  システムを変更するシーケンスです。

テーブル 3-3 • " メ ンテナンスの有効化 " の設定のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

はい /removeonly コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが Setup.exe に渡されない限り、 エン ド ユーザー

がイ ンス ト ールを再度実行し た と き、 システム変数 REMOVEONLY は FALSE に設定され、

標準メ ンテナンス UI が表示されます。

いいえ エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再度実行し たと き、 システム変数 REMOVEONLY は 

TRUE に設定され、 アン イ ンス ト ール UI が表示されます。

メ モ • " ンテナンスを有効にする " 設定に [ いいえ ] を選択する と、 OnUninstall イベン ト  

ハン ド ラの呼び出しが行われません。 OnUninstall イベン ト  ハン ド ラの呼び出し を行う場

合は、 Setup.exe に /uninst コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し な く てはな り ません。 こ

れは、 InstallScript UI ス タ イルが InstallScript エンジンを外部 UI ハン ド ラ と し て使用する 

従来型のス タ イルの場合にのみ適用し ます。 InstallScript UI ス タ イル が InstallScript エンジ

ンを埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する新しいス タ イルの場合、 /uninst コマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターは、 サポー ト されていません。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス

ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド

ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し て く だ さい。
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• InstallScript エンジンは、 イ ンス ト ールのカス タム ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) ハン ド ラーと し ての役割

を果し ます。 また、 InstallScript コー ド を実行し ます。 UI に InstallScript エンジンを使用する際の利点は、 高

度にカス タ マイズされたラ ン タ イム ダイアログのサポー ト が提供されている こ と です。

従来、 Windows Installer では、 外部カス タム UI ハン ド ラーのみがサポー ト されていたため、 InstallScript MSI イ ン

ス ト ールでは、 常に Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを使用する必要があり ま し た。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは

ブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し て機能し、 UI を表示する InstallScript エンジンを開始し て InstallScript 

コー ド を実行し、 また Windows Installer を開始し て .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。

Windows Installer 4.5 では、 埋め込みカス タム UI ハン ド ラーのサポー ト が追加されま し た。 InstallScript エンジンが 

.msi パッ ケージ内に埋め込まれている場合、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーが必要な く な り、 エン ド ユーザーは .msi パッ ケージを起動し てイ ンス ト ールを開始する こ とができます。

このケースでは、 .msi パッ ケージに、 イ ンス ト ールの UI で InstallScript エンジンを起動するにあたって Windows 

Installer が知る必要がある情報が含まれています。

し たがって、 InstallShield では、 InstallScript MSI イ ンス ト ールの UI に、 次の 2 つの異なるス タ イルが提供されてい

ます :

• 従来型ス タ イル (Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが必要 ) — InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 InstallScript 

エンジンを外部 UI ハン ド ラーと し て使用する こ とができます。 これがデフ ォル ト のス タ イルにな り ます。

• 新しいス タ イル ( ターゲッ ト  マシンで Windows Installer 4.5 が必要 ) — InstallScript MSI イ ンス ト ールで、

InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する こ とができます。 このス タ イルでは、

InstallShield が InstallScript エンジンを .msi パッ ケージ内に埋め込みます。 このオプシ ョ ンには、 い く つかの

制限事項があ り ます。

次のセクシ ョ ンは、 これらの 2 つのス タ イルに関する詳しい情報です。 これらの情報を参考にし て、 ニースに最

も適し たス タ イルを判別し て く だ さい。

従来型ス タ イル ( 外部 UI ハン ド ラーと し ての InstallScript エンジン )

初回イ ンス ト ールにおける従来型ス タ イルの InstallScript MSI パッ ケージの一般的な流れは、 次の通り です :

1. InstallScript MSI が、 .msi パッ ケージを開きます。

2. ExecuteAction を除 く 、 [ イ ンス ト ール ]- UI シーケンスにあるすべてのアクシ ョ ンが実行されます。 アク シ ョ

ンは昇順に実行されます。

3. InstallScript エンジンは、 自分で内部コ ンポーネン ト のコス ト 計算を行って、 イ ンス ト ール内にあるすべての

機能と コ ンポーネン ト に必要な空き容量を判別し ます。

4. InstallScript エンジンが、 ISSetup.dll に含まれている コ ンパイル済みのスク リ プ ト を起動し ます。 .msi パッ

ケージのイ ンス ト ールの前に実行される イベン ト のイベン ト  シーケンスは、 次の通り です :

a. OnBegin

b. OnXxxUIBefore (Xxx は、 First、 Maint、 Admin、 Patch、 Resume などが入り ます )

c. OnGeneratingMsiScript

d. OnMoving

e. OnFeaturesInstalling ( 機能の installing と uninstalling イベン ト は、 すべてこの時点で実行されます。 )

f. OnInstallFilesActionBefore

g. OnGeneratedMsiScript
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5. InstallScript エンジンは、 MsiInstallProduct を通し て .msi パッ ケージ イ ンス ト ールを開きます。 次の要因に

よ って、InstallScript エンジンが MsiInstallProduct を通し て渡すコマン ド ラ イ ンが判別されます : イ ンス ト ール 

モー ド ( 例、 初回イ ンス ト ール、 メ ンテナンス モー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 パッ チなど )、 内部機能

の選択、 および現在のプロパテ ィ の値。

6. .msi パッ ケージ イ ンス ト ールが成功し た場合、 InstallScript エンジンは、 セカ ンダ リ アン イ ンス ト ール キー 

(InstallShield_{ProductCode}) をマシンに書き込みし、 次のイベン ト を起動し ます :

a. OnInstallFilesActionAfter

b. OnFeaturesInstalled ( 機能の installed と uninstalled イベン ト はすべてこの時点で実行されます。 )

c. OnMoved

d. OnXxxUIAfter (Xxx は、 First、 Maint、 Admin、 Patch、 Resume などが入り ます )

e. OnEnd

7. スク リ プ ト が完了する と、 InstallScript エンジンは InstallScript ログをマシンに書き込みし ます。

8. InstallScript エンジンがシャ ッ ト ダウン し ます。

新しいス タ イル ( 埋め込み UI ハン ド ラーと し ての InstallScript エンジン )

InstallScript MSI の埋め込み UI のサポー ト は、 従来型の InstallScript MSI イ ンス ト ールと同じ一般的なフ ローを従

お う と し ます。 ただ し、 一部のフ ローは、 発生し ないか、 または、 必要あり ません。 初回イ ンス ト ールにおける

新しいス タ イルの InstallScript MSI パッ ケージの一般的な流れは、 次の通り です :

1. .msi パッ ケージは、 直接、 または Setup.exe (Setup.exe は、 このあと、 基本の MSI イ ンス ト ールで同じ動作を

する Msiexec.exe を起動し ます ) によ って起動されます。

2. Windows Installer エンジンによ って、 MsiEmbeddedUI テーブルにあるすべてのフ ァ イルが抽出され、 DLL 内の

埋め込み UI ハン ド ラーの属性を含む " 埋め込み UI の初期化 " 関数を呼び出し ます。 (InstallScript MSI ケース

では、 これは ISSetup.dll です。 )

3. InstallScript エンジンは、 ISSetupFilesExtract アクシ ョ ンが存在し、 InstallUISequence で条件が True に評価さ

れた場合、 そのアクシ ョ ンを初期化し、 手動で起動し ます。

4. InstallScript エンジンは、 Directory テーブル内にあるすべてのエン ト リの解決を手動で解決し ます。

5. InstallScript エンジンは、 自分で内部コ ンポーネン ト のコス ト 計算を行って、 イ ンス ト ール内にあるすべての

機能と コ ンポーネン ト に必要な空き容量を判別し ます。

6. InstallScript エンジンが、 ISSetup.dll に含まれている コ ンパイル済みのスク リ プ ト を起動し ます。 .msi パッ

ケージのイ ンス ト ールの前に実行される イベン ト のイベン ト  シーケンスは、 次の通り です :

a. OnBegin

b. OnXxxUIBefore (Xxx は、 First、 Maint、 Admin、 Patch、 Resume などが入り ます )

c. OnGeneratingMsiScript

d. OnMoving

e. OnFeaturesInstalling ( 機能の installing と uninstalling イベン ト は、 すべてこの時点で実行されます。 )

f. OnInstallFilesActionBefore

g. OnGeneratedMsiScript
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7. InstallScript エンジンは、 コ ン ト ロールを Windows Installer エンジンに返し ます。 そのあと、 Windows Installer 

エンジンは、 イ ンス ト ールの [ 実行 ] シーケンスの実行を開始し ます。

8. .msi パッ ケージ イ ンス ト ールが成功し た場合、 Windows Installer エンジンは ISSetup.dll に呼び戻し ます。 その

あと、 ISSetup.dll によ って、 次のイベン ト が起動されます。

a. OnInstallFilesActionAfter

b. OnFeaturesInstalled ( 機能の installed と uninstalled イベン ト はすべてこの時点で実行されます。 )

c. OnMoved

d. OnXxxUIAfter (Xxx は、 First、 Maint、 Admin、 Patch、 Resume などが入り ます )

e. OnEnd

9. InstallScript エンジンがシャ ッ ト ダウン し、 コ ン ト ロールを Windows Installer に返し ます。

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 [ イ ンス ト ール ]- UI シーケンスは実行されません。 [ イ ン

ス ト ール ]- UI シーケンスにシーケンス されている カス タム アクシ ョ ンがある場合、 これらのアク シ ョ ンは、 /qb 

または /qn と共に起動された基本の MSI と同じ理由で、 実行されません。

InstallScript エンジンは、 InstallScript イベン ト からシステムに行われた変更をログ記録し ません。

従来型の InstallScript MSI イ ンス ト ールでサポー ト されているほとんどのコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 新しい

ス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでもサポー ト されています。 エン ド ユーザーが .msi パッ ケージを直接実

行し た場合、 これらのパラ メ ーターを ISSCRIPTCMDLINE プロパテ ィ に渡すこ とができません。

従来型ス タ イル ( 外部 UI ハン ド ラーと し ての InstallScript エンジン ) の制限

アン イ ンス ト ール可能なパッ チ サポー ト

従来型のス タ イルは、 アン イ ンス ト ール可能なパッ チを作成するためのサポー ト を含みません。

新しいス タ イル ( 埋め込み UI ハン ド ラーと し ての InstallScript エンジン ) の制限事項と既知の問題

新しいス タ イルを検討し ている場合、 次の点に注意し て く だ さい。

Windows Installer 4.5 の要件

新しいス タ イルには、 ターゲッ ト  マシン上に Windows Installer 4.5 が必要です。 存在し ていないと き、 Windows 

Installer 4.5 がイ ンス ト ールされるよ う に、 Windows Installer 4.5 の InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加する

こ とができます。 InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールに含める と、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを使用する

必要があ り ます。 詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し

て く ださい。 Windows Installer 4.5 は、 Windows の初期のバージ ョ ンの一部にはイ ンス ト ールできませんので注意し

て く ださい。

実行時に Windows Installer 4.5 がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされていな く 、 かつ、 イ ンス ト ールが 

Setup.exe で起動された場合、 エラー 1713 が表示され、 イ ンス ト ールの実行に Windows Installer 4.5 が必要である

こ とが通知されます。 イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーがこのエラー メ ッ セージを閉じ たあと中止されます。

.msi パッ ケージが直接起動された場合、 パッ ケージが Setup.exe フ ァ イルから起動する必要がある こ と を通知する

エラーが表示されます。
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ア ッ プグレー ド とパッ チのサポー ト

InstallShield には、 ア ッ プグレー ドが従来型のス タ イルでイ ンス ト ールされた製品を更新する場合、 新しいス タ イ

ルを使用するア ッ プグレー ド を作成するためのビル ト イ ン サポー ト は含まれていません。 し たがって、 従来型ス

タ イルを使って、 製品のリ リースをビルド し てから、 後でア ッ プグレー ド を作成する場合、 そのア ッ プグレー ド

に対し て従来型のス タ イルを使用する こ と を検討し て く だ さい。 これは、 全ての種類のア ッ プグレー ド ( メ

ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト ) に適用し ます。

パッ チがターゲッ ト とする以前のセ ッ ト ア ッ プが従来型ス タ イルを使用し ている場合、 パッ チも従来型ス タ イル

を使用し な く てはな り ません。 また、 QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 元のイ ンス ト ールの UI ス タ イルを保持し ま

す。 つま り、 元のイ ンス ト ールが従来型ス タ イルを使用し ている場合、 QuickPatch も従来型ス タ イルを使用し ま

す。 元のイ ンス ト ールが新しいス タ イルを使用し ている場合、 QuickPatch も新しいス タ イルを使用し ます。

メ ジャー ア ッ プグレー ド シナリ オの回避策と し て、 新しいス タ イルのメ ジャー ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールに、

レジス ト リから以前の製品のアン イ ンス ト ール文字列を読み込ませ、 新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に、

以前のバージ ョ ンの製品をアン イ ンス ト ールする InstallScript 関数 LaunchApplication を使ってそのイ ンス ト ールを

起動する こ と もできます。 場合によ り、 スク リ プ ト で、 LaunchApplication を使用する前に、

LAAW_SHELLEXECUTEVERB を runas に設定する必要があ り ます。

MsiDoAction

.msi パッ ケージのイ ンス ト ールの前に実行される イベン ト の 1 つから MsiDoAction 関数を呼び出そ う と し た場合、

エラーが返されます。 このエラーは、 Windows Installer が InstallScript エンジンに渡すハン ド ラーが原因で発生し

ます。 ハン ドルは、 .msi パッ ケージ内にある標準およびカス タム アクシ ョ ンを実行できません。 この関数は、 必

要な場合、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンから関数を呼び出すこ とができます。

MsiGetTargetPath と MsiSetTargetPath

Windows Installer の MsiGetTargetPath と MsiSetTargetPath 関数は、 これらがイベン ト  ド リ ブン スク リ プ ト にある

場合、 新しいス タ イルで適切に動作し ません。 これらの関数は、 Windows Installer のコス ト 計算アクシ ョ ンによ っ

て初期化されるデ ィ レ ク ト リ マネージャーに依存し ます。 新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、

Windows Installer のコス ト 計算は実行されません。 し たがって、 MsiGetTargetPath はパス情報を返すこ とができ

ず、 MsiSetTargetPath も要求されたターゲッ ト  パスを設定する こ とができません。 両方のケースで、 これらの関

数が呼び出された場合、 Windows Installer はメ ッ セージを詳細ログにログ記録し ます。

イ ンス ト ール パスを更新するには、 FeatureSetTarget を使用し ます。

MsiGetTargetPath と MsiSetTargetPath は、 [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスで CostFinalize の後にシーケンス さ

れた InstallScript カス タム アクシ ョ ンを通し て呼び出すこ とができます。

FeatureTransferData と ComponentTransferData

InstallScript 関数 FeatureTransferData と ComponentTransferData は、 InstallScript MSI イ ンス ト ールの新しいス タ イ

ルでは定義されていないため、 使用できません。

programÉendprogram

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 手続きのスク リ プ ト  (programÉendprogram ブロ ッ クがある

スク リ プ ト ) を使用できません。 このケースでは、 プログラム関数は呼び出されません。 イベン ト  ド リ ブン スク

リ プ ト は、 イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズするために使用し ます。

/uninst

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 /uninst コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターはサポー ト されていま

せん。
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BATCH_INSTALL

BATCH_INSTALL 変数を設定し て再起動を試みても、 正し く 動作し ません。 再起動を実行するには、

ScheduleReboot アクシ ョ ン または REBOOT プロパテ ィ を利用し ます。

Reboot のサポー ト

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでの再起動は、 InstallScript ベースのイ ンス ト ールではな く 、 基本

の MSI イ ンス ト ールと同じ要領で処理されます (InstallScript ベースのイ ンス ト ールでは、 再起動のあと、 イ ンス

ト ールが続行し、 OnRebooted イベン ト  ハン ド ラーが呼び出されます )。

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールは、 基本の MSI イ ンス ト ールと同じ要領で再起動を処理するよ う

に作成されます。 つま り、 イ ンス ト ールは、 スケジュール済みの再起動が発生し た後実行されず、 OnRebooted イ

ベン ト  ハン ド ラーが呼び出されません。

Msiexec.exe /x (for Uninstallation)

エン ド ユーザーが、 Msiexec.exe /x {ProductCode} ステー ト メ ン ト を使ってコマン ド ラ イ ンから製品をアン イ ンス ト ー

ルし よ う と試みた と き、 アン イ ンス ト ールが成功する こ とがあり ます。 ただ し、 アン イ ンス ト ールの終わりのほ

う で、 Windows Installer によ ってエラー ダイアログが表示されます。 エラー ダイアログでは、 Windows Installer 

サービスにアクセスできなかった とい う メ ッ セージが表示されます。

コマン ド ラ イ ンからアン イ ンス ト ールを実行する場合、 次のいずれかのメ ソ ッ ド を実行する こ とが現在推奨され

ています :

msiexec.exe /i {ProductCode} REMOVE=ALL

msiexec.exe /x {ProductCode} /qn

これらの例では、 Windows Installer エラーは ト リ ガーされません。

推奨事項

新しいス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 UI 機能を管理者権限な しに実行する こ とができます。 し た

がって、 次の点が推奨されます ( および、 一般的に、 すべての Windows Installer ベースのイ ンス ト ールに適用し ま

す ):

• 管理者権限が、 InstallScript イベン ト から提供される と仮定する こ とはできません。

• システムに行う必要がある変更は、 [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスでカス タム アクシ ョ ンで行う必要が

あ り ます。 InstallScript カス タムアクシ ョ ンを使用する こ とができます。 権限が不足し ないよ う に、 カス タム 

アクシ ョ ンは、 システム コ ンテキス ト で " スク リ プ ト 内実行 " 設定が遅延実行になっている必要があ り ま

す。

• システムを変更する カス タム アクシ ョ ンには、 イ ンス ト ールが失敗し た場合、 システムを以前の状態に復元

する対応するロールバッ ク アクシ ョ ンが必要です。

• システムを変更する カス タム アクシ ョ ンにも、 システムから イ ンス ト ールされているアイテムを削除するた

めにアン イ ンス ト ールで実行する適切なアクシ ョ ンが必要です。

• InstallScript イベン ト から変更がシステムに行われた場合、 変更は InstallScript エンジンによ ってログされない

ため、 アン イ ンス ト ールでこれらのリ ソースを ク リーンア ッ プする追加のスク リ プ ト  コー ドが必要にな り ま

す。
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InstallScript を使って、 実行時に 2 つのス タ イルを識別する

INSTALLSCRIPTMSIEEUI 変数を利用し て、 異なる UI ス タ イルに異なる実行時の動作を生成する単一スク リ プ ト を

作成する こ とができます。 詳し く は、 「INSTALLSCRIPTMSIEEUI」 を参照し て く だ さい。

InstallScript MSI イ ンス ト ールの InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス タ イプを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト には、 2 つの異なる種類の InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) があり ます。 制

限事項を含む、 これら 2 つのス タ イルに関する詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エ

ンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し て く

ださい。

タ スク InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス タ イプを指定するには、 以下の手順に従

います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イスのタ イプ " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

• 従来のス タ イル (Setup.exe が必要 ) — InstallScript エンジンを InstallScript MSI イ ンス ト ールの 外部 UI ハ

ン ド ラーと し て使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このス タ イルを使用する場合は、 イ ン

ス ト ールに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを必ず含めて く だ さい。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーはブー ト

ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し て機能し、 UI を表示する InstallScript エンジンを開始し て InstallScript 

コー ド を実行し、 また Windows Installer を開始し て .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを実行し ます。

この設定では、 このオプシ ョ ンがデフ ォル ト で設定されています。

• 新しいス タ イル (Windows Installer 4.5 が必要 ) — InstallScript エンジンを InstallScript MSI イ ンス ト ールの

埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このス タ イルでは、

InstallShield が InstallScript エンジンを .msi パッ ケージ内に埋め込みます。Windows Installer は InstallScript 

エンジンを呼び出し て UI を表示し ます。 Windows Instaler はまた、 .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンス

を実行し ます。

このオプシ ョ ンには、 ターゲッ ト  マシン上に Windows Installer 4.5 が必要です。 また、 い く つかの制限事

項があるため、 このス タ イルを使用する場合は綿密な計画が必要です。

概要情報ス ト リーム データ を入力する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース
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• ト ラ ンスフ ォーム

概要情報ス ト リームの設定の一部は、 DIM プロジ ェ ク ト で使用できます。 このプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 これら

設定の値は実行時に使用または表示されません。 このプロジ ェ ク ト  タ イプにおける これらの設定は、 プロジ ェ ク

ト を内部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。

Windows Installer データベース (.msi フ ァ イルと .msm フ ァ イル ) は COM 構造化ス ト レージ と し て実装されてお り、

通常 COM 構造化ス ト レージ フ ァ イルには [ 概要情報ス ト リーム ] が入っています。 概要情報ス ト リームには、 会

社や、 イ ンス ト ール中のソ フ ト ウ ェ アに関する情報が含まれます。 フ ァ イルの概要情報の表示方法についての詳

細は、 「[ 概要情報ス ト リーム パネル ] へのアクセス」 を参照し て く だ さい。

概要情報ス ト リームの各設定の説明については、 「[ 一般情報 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

[ 概要情報ス ト リーム パネル ] へのアクセス

タ スク .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルの概要情報にアクセスするには、 以下の手順をに従います :

1. .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 概要 ] タ ブを ク リ ッ ク し て、 概要情報を表示し ます。

ヒ ン ト • [ 一般情報 ] ビ ューで、 イ ンス ト ールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示する情報を入力し ます。

概要情報ス ト リームのプロパテ ィ を設定する

タ スク プロジ ェ ク ト の概要情報を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ビ ュー内で [ 概要情報ス ト リーム ] 領域に移動し ます。

3. 必要に応じ て設定の値を変更し ます。

" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
516 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール情報を指定する
[ 一般情報 ] ビ ューにある " テンプレー ト の概要 " 設定を使って、 プロセ ッサの種類と言語の基本的な条件を設定

できます。 ターゲッ ト  システムがこの要件を満たさ ない場合、 イ ンス ト ーラーがエラー メ ッ セージを表示し てイ

ンス ト ールを終了し ます。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューで、 製品構成について " テンプレー ト の概要 " 設定を構成する こ と もできます。 [ リ

リース ] ビ ューに入力された値は、 [ 一般情報 ] ビ ューに設定された値を上書き し ます。

構文

プロセ ッサの種類を最初に リ ス ト し てから、 セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト 言語に続きます。 言語に 4 桁の言語 ID 

か、 言語に中立にするにはゼロ (0) を入力し ます。

• 2 つのカテゴ リは、 間にセ ミ コ ロンを入れて区切り ます。

• イ ンス ト ールが複数の製品をサポー ト する場合で、 言語カテゴ リーに複数のエン ト リ ( た と えば英語は 1033、

ド イ ツ語は 1031) を含めるには、 それら を コ ンマで区切り ます。

注意 • イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト マシンを対象にし ている場合、 Intel と Intel64 の両方を このフ ィ ールド に入力し な

いで く ださい。 両方を入力する と イ ンス ト ール エラーが発生し ます。 さ らに、 Intel64 を入力し た場合、 イ ンス

ト ールは 32 ビ ッ ト オペレーテ ィ ング システムでは作動し ません。

 有効なプロセ ッサ値は、 次のとお り です :

• Intel

• Intel64

• x64

プロセ ッサタ イプ と言語に基づいた条件の設定

イ ンス ト ールが Intel プロセ ッサを持つ英語システムでのみ実行する場合、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で

次の構文を使用し ます。

Intel;1033

プロセ ッサの種類の条件が一致し ないと、 イ ンス ト ーラーはエラー メ ッ セージを表示し て終了し ます。

製品が x64 プロセ ッサを搭載し た英語および ド イ ツ語システム上で実行する場合は、 次のよ う に入力し ます ：

x64;1033,1031

パッ ケージを言語非依存に指定する場合、 Intel; または Intel;0 とい う構文を使用し ます。

言語のみに基づいた条件の設定

言語のみに基づいて条件を設定するには、 セ ミ コ ロンを入力し て、 セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト の言語を指定し ま

す。

;1036

最初の部分が空の場合、 ターゲッ ト  プロセ ッサが Intel である こ と を意味し ます。 言語が指定されていない場合、

InstallShield は [ 概要情報ス ト リーム ] の リ リース言語を提供し ます。
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[ プログラムの追加と削除 ] 情報を構成する
[ 一般情報 ] ビ ューの [ プログラムの追加と削除 ] 領域にある設定は、 [ プログラムの追加と削除 ] ツールに表示さ

れる情報です。

特定の " プログラムの追加と削除 " 設定に値を入力し なかった場合、 サンプルの値が灰色テキス ト で表示されま

す。 この値は例と し て表示されているため、 最終的に Windows Installer データベースには含まれません。

[ 一般情報 ] ビ ューを使う と、 [ プログラムの追加と削除 ] を通じ てエン ド ユーザーに表示される情報の多 く を設

定する こ とができます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 — 指定し たほとんどの値は、

ARP で始まる名前 ( 例、 ARPPRODUCTICON または ARPHELPLINK など ) を持つ Windows Installer のプロパテ ィ に

格納されます。 唯一の例外は " 発行元 " 設定です。 この値は会社名と共に設定され、 [ 製造業者 ] プロパテ ィ に格

納されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 — 製品が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されないよ う にするには、 プロパ

テ ィ  マネージャーで Windows Installer プロパテ ィ  ARPSYSTEMCOMPONENT を 1 に設定し ます。 このプロパテ ィ

を設定する と、 [ プログラムの追加と削除 ] に製品を表示し ないよ う に抑制するだけです。 エン ド ユーザーは、 コ

マン ド ラ イ ンを使ってイ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行する こ と で、 製品を削除する こ とができます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 — 製品が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されないよ う にするには、 [ リ

リース ] ビ ューの "[ 追加 / 削除 ] パネルエン ト リ を隠す " 設定で [ はい ] を選択し ます。

Readme フ ァ イルを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 一般情報 ] ビ ューの README 設定では、 製品の Readme フ ァ イルの名前を入力し ます。 Windows の一部のバー

ジ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ ク

スで表示されます。 また、 有効な URL を指定し て、 イ ン ターネ ッ ト 上の Readme フ ァ イルのリ ン ク を表示する こ

と もできます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ) では、

Readme フ ァ イルを イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールする時に、 パスを適切に表示するための特別なフ ォー

マ ッ ト が必要です。 次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。 InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript オブジ ェ ク

ト  プロジ ェ ク ト では、 ハー ド コー ド化されたパスまたは URL を入力するか、 山かっ こで括ったシステム変数の相
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対パス ( たと えば、 <TARGETDIR>\Readme.txt) を指定し ます。 このデータはデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  

ハン ド ラー関数によ って ターゲッ ト  システムのレジス ト リ に書き込まれます。

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で Readme フ ァ イル パスを表示する

Readme フ ァ イルのパスを直接入力するか、 または URL を入力し ます。 ただし、 [MyDirectory] のよ う なフ ォル

ダー名、 または [$MyComponent] のよ う なコ ンポーネン ト 名は解決されません。 つま り、 [ サポー ト 情報 ] ダイア

ログ ボ ッ クスの Readme 値が [INSTALLDIR]Readme.txt や [$MyComp]Readme.htm のよ う に表示されます。 このプ

ロパテ ィ は Windows Installer プロパテ ィ  ARPREADME の初期値を単に設定するだけなので、 パスは解決されませ

ん。 し たがって、 書式設定された文字列が Windows Installer プロパテ ィ で解決される こ とはあ り ません。

InstallShield の解決法はカス タム アクシ ョ ンを使用し て ARPREADME を README 設定 に入力し た値で設定する こ

と です。 SetARPReadme カス タム アクシ ョ ンで値を設定する こ とによ り、 パスはイ ンス ト ール時に解決されます。

たと えば、 Readme.doc がコ ンポーネン ト  Help_Files のフ ァ イルと仮定し ます。 この場合、 README 設定に 

[$Help_Files]Readme.doc を入力し ます。 Help_Files が C:\Program Files\MyCompany\MyProduct\Help にイ ンス ト ール

される と仮定し た場合、 ターゲッ ト  システムの [ プログラムの追加と削除 ] で表示されるパスは、 C:\Program 

Files\MyCompany\MyProduct\Help\Readme.doc と な り ます。

コ ンポーネン ト 名の代わり に、 フ ァ イルキーを使用する こ と もできます。 実行時に解決できないため、 Directory 

テーブルから フ ォルダーを使用し ないで く だ さい。 フ ァ イルキーはコ ンポーネン ト 名ほど信頼できません。 これ

は、 フ ァ イルが 動的に リ ン ク されている、 またはリ リースでパッ チの最適化を使用し ている場合、 フ ァ イル名が

変更される可能性があるからです。 上記の例を続ける と、 Readme.doc が F501_Readme.doc のフ ァ イルキーを持っ

ていれば、 README 設定に [#F501_Readme.doc] と入力し ます。 . 同じ フ ォルダーにイ ンス ト ールされた場合、 ター

ゲッ ト  システム上で [ プログラムの追加と削除 ] は次のパスを表示し ます :

C:\Program Files\MyCompany\MyProduct\Help\Readme.doc

カス タム アクシ ョ ン SetARPReadme は、 [ 一般情報 ] ビ ューの README 設定に文字列があ り、 [ イ ンス ト ール ] - [

実行 ] シーケンスに CostFinalize アクシ ョ ンが含まれている場合に、 毎回追加されます。 SetARPReadme は、 [ イ

ンス ト ール ] の [ 実行 ] シーケンス と [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで CostFinalize のすぐ後に挿入さ

れます。

製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISO/IEC 19770-2 は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するための国際規格です。 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグは、 製品名、

製品エデ ィ シ ョ ン、 パブ リ ッ シャーなど、 ソ フ ト ウ ェ アに関する説明的な情報を含むサイズが小さい XML ベース

のフ ァ イルです。 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理ツールは、 企業でイ ンス ト ールされている ソ フ ト ウェ アについての正確

なアプ リ ケーシ ョ ン ID を提供する目的で、 タグ内のデータ を収集するツールです。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 業界標準と し て現在進化しつつある もので、 この機能によ り、 独立系ソ フ ト ウ ェ

ア ベンダーは、 顧客に対し て、 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理およびラ イセンス最適化イニシアチブに有用な、 よ り適切

な情報を提供する こ とができる、 よ り洗練されたアプ リ ケーシ ョ ンを作る こ とができるよ う にな り ます。 製品の

イ ンス ト ール パッ ケージに識別タグを持たせる こ と で、 顧客は、 イ ンス ト ールし た製品の内部的使用状況を監視

できるツールが使えるよ う にな り ます。 これによ り、 顧客が入手済み製品のラ イセンスの数を把握、 管理および

最適化する こ とができるよ う にな り ます。

適切にタグを作成するためには、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " 製品名 " や " 製品バージ ョ ン " 設定といった基本設

定を構成する必要があ り ます。 また、 [ 一般情報 ] ビ ューにある識別タグ関連の設定も構成し な く てはな り ませ

ん。
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タ スク イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. このビ ュー内の [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域で、 必要に応じ て設定の値を変更し ます。

" ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定を使って、 イ ンス ト ールにタグを含めるかど うかを指定できます。 デ

フ ォル ト 値の [ はい ] を選択し てから、 必要に応じ て [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域にあるその他の設定を構

成し ます。

プロジ ェ ク ト で タグ機能を使用する場合、 InstallShield が作成する 2 つの新しいコ ンポーネン ト にタグが追加され、

これらのコ ンポーネン ト が製品機能の 1 つに関連付けられます。 コ ンポーネン ト は、 以下のとお り です :

• INSTALLDIR を イ ンス ト ール先とする ISO19770_LocalTag 

•  CommonAppDataFolder を イ ンス ト ール先とする ISO19770_SystemTag 

これらのコ ンポーネン ト をプロジ ェ ク ト 内の別の機能に関連付ける場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを

使います。 詳細については、 「コ ンポーネン ト と機能の関連付け」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に以下の条件が True 評価された場合、 InstallShield がビルド する イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア識別タグが

追加されます :

• [ 一般情報 ] ビ ューの " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定に、 デフ ォル ト 値の [ はい ] が選択されている。

• [ 一般情報 ] ビ ューの " 一意な ID"" タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定に値が設定されている。

タグ機能が有効である場合に、 前述の 3 つのタグ識別設定のう ち 1 つでも値が不足し ている場合、 InstallShield は

ビルド警告を生成し て、 リ リースにタグが含まれなかったこ と を通知し ます。 この警告を解決するためには、 必

要に応じ て [ 一般情報 ] ビ ューの [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域にある設定を構成し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア ID タグを含めて [ リ リース ] ビ ューで .pfx フ ァ イルを使って リ リースに署名を行う

こ と を設定する と、 InstallShield がビルド時にタグをデジ タル署名し ます。 タグ フ ァ イルに署名するためには、

.NET Framework 3.5 以降をビルド マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。

製品の Microsoft System Center Configuration Manager ア
プ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Microsoft System Center 2012 Configuration Manager は、 IT 管理者が、 エン タープラ イズ全体において、 効率良 く ア

プ リ ケーシ ョ ンを管理および配信できるよ う にするためのソ リ ューシ ョ ンです。 ユーザー側に重点を置いたアプ

ローチがと られている このソ リ ューシ ョ ンでは、 それぞれのアプ リ ケーシ ョ ンを、 必要な依存アプ リ ケーシ ョ ン

と共に、 最も適切なフ ォーマ ッ ト で様々なデバイス上に配信できるよ う に定義する こ とが可能です。

配置メ タデータ を正確に識別する こ とは、 アプ リ ケーシ ョ ンを Configuration Manager アプ リ ケーシ ョ ン モデルに

移行する上で必須です。 InstallShield では、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを使って、 アプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ

ン モデル メ タデータの一部を指定できる機能が提供されています。 AdminStudio のユーザーが AdminStudio のア

プ リ ケーシ ョ ン カ タ ログにパッ ケージを イ ンポー ト し たと き、 パッ ケージの要素が解析されて、 検出方法、 依存
520 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール情報を指定する
関係、 要件などの配置データ、 およびソ フ ト ウ ェ ア識別タグ内の情報が確認されます。 AdminStudio では、 この情

報を Microsoft System Center 2012 Configuration Manager に公開する前に、 確認およびテス ト 用と し て、 ユーザー

に提供し ています。

タ スク System Center Configuration Manager のアプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を イ ンス ト ールに含めるには、 以下の手順

に従います :

1. 製品に必ずソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めて く だ さい。 詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含め

る」 を参照し て く だ さい。

2. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. "SCCM アプ リ モデル データの追加 " 設定で [ はい ] を選択し ます。

4. "SCCM アプ リ モデル データの追加 " 設定の下のサブ設定を適宜構成し ます。 詳細については、 「[ 一般情報 ] 

ビ ューの設定」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト にタグ機能およびアプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含める と、 InstallShield が作成する 2 つの新し

いコ ンポーネン ト にタグがアプ リ ケーシ ョ ン モデル データ と共に追加され、 これらのコ ンポーネン ト が製品機能

の 1 つに関連付けられます。 コ ンポーネン ト は、 以下のとお り です :

• INSTALLDIR を イ ンス ト ール先とする ISO19770_LocalTag 

•  CommonAppDataFolder を イ ンス ト ール先とする ISO19770_SystemTag 

これらのコ ンポーネン ト をプロジ ェ ク ト 内の別の機能に関連付ける場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを

使います。 詳細については、 「コ ンポーネン ト と機能の関連付け」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に以下の条件が True 評価された場合、 InstallShield がビルド する イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア識別タグが

追加されます。 また、 タグにアプ リ ケーシ ョ ン モデル データ も含められます。

• [ 一般情報 ] ビ ューの " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定に、 デフ ォル ト 値の [ はい ] が選択されている。

• [ 一般情報 ] ビ ューの " 一意な ID"" タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定に値が設定されている。

• [ 一般情報 ] ビ ューの "SCCM アプ リ モデル データの追加 " 設定で、 [ はい ] が選択されている。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア ID タグを含めて [ リ リース ] ビ ューで .pfx フ ァ イルを使って リ リースに署名を行う

こ と を設定する と、 InstallShield がビルド時にタグをデジ タル署名し ます。 タグ フ ァ イルに署名するためには、

.NET Framework 2.0 以降をビルド マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
イ ンス ト ールの一番重要な タ スクは、 フ ァ イルを配布メ デ ィ アからエン ド ユーザーのハー ド デ ィ スクへ転送する

こ と です。 InstallShield イ ンス ト ールでは、 フ ァ イルは階層構造で編成されていて、 フ ァ イルはコ ンポーネン ト に

含まれています。 コ ンポーネン ト は機能 ( およびオプシ ョ ンでサブ機能 ) に関連付けられています。 InstallScript 

と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 機能はセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられています。

実行時に、 エン ド ユーザーは、 単純にセ ッ ト ア ッ プの種類、 または、 可能な場合、 イ ンス ト ールする機能および

サブ機能を選択するだけです。 エン ド ユーザーにはコ ンポーネン ト は見えません。 コ ンポーネン ト は、 フ ァ イル

をその種類および目的によ ってグループ分けする と きに使われます。 た と えば、 同一のターゲッ ト フ ォルダーに

イ ンス ト ールされる フ ァ イルは、 自己登録フ ァ イルと同様、 同一のコ ンポーネン ト に配置する こ とができます。

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 依存関係と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場合

があ り ます。 依存関係フ ァ イルが識別しやす く なるよ う に、 InstallShield には自動的に依存関係をプロジ ェ ク ト に

追加する 3 種類の依存関係スキャナーがあり ます。

プロジ ェ ク ト への個別フ ァ イルの追加に加え、 再配布可能フ ァ イル (InstallShield 前提条件、 マージ モジュールお

よびオブジ ェ ク ト ) も含める こ とができます。 再配布可能フ ァ イルには、 特定の機能性を イ ンス ト ールするのに

必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが含まれています。 た と えば、 Java Runtime Environment (JRE) フ ァ イルを インス ト ー

ルに含める場合、 JRE の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ます。

イ ンス ト ールをデザイ ンする
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 開発者用と エン ド ユーザー用の 2 つの主要な観点があり ます。 InstallShield で

は、 それぞれ [ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ 機能 ] ビ ューで詳し く その観点を説明し ています。

コ ンポーネン ト

コ ンポーネン ト  は、 製品の開発者用の観点を表し ます。 コ ンポーネン ト は、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 お

よびシ ョ ー ト カ ッ ト など、 開発者が類似し たアプ リ ケーシ ョ ン データ を論理的にグループ分けするのに役立つイ

ンス ト ール オーサリ ング ツールです。

エン ド ユーザーが、 イ ンス ト ールする機能を選択できるよ う にするには、 アプ リ ケーシ ョ ンの機能に対応する コ

ンポーネン ト にアプ リ ケーシ ョ ンを分割する必要があ り ます。

InstallShield を使用する と、 プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト を公開する こ と もできます。

メ モ • コ ンポーネン ト 、 製品、 またはアクシ ョ ンのパブ リ ッ シュに指定し た条件は、 設計時には検証されません。

必ず 正しい構文を使用し て、 条件によ って出力が正常に生成される こ と を確認し て く ださい。

機能

機能は、 エン ド ユーザーから見たアプ リ ケーシ ョ ンの構成要素です。 各機能は、 た と えばヘルプ フ ァ イルのよ う

な製品の特定の機能を表し ます。 エン ド ユーザーは、 製品の別個の機能を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール

できます。

たと えば、 ハー ド デ ィ スクの容量に制限のあるエン ド ユーザーは、 製品チュー ト リ アルを イ ンス ト ールし ないよ

う選択できます。 そのユーザーは、 後で別のコ ンピ ューターを購入するか、 または既存のコ ンピ ューター上のリ

ソースに空きを作り、 前にアン イ ンス ト ールし た製品チュー ト リ アルを イ ンス ト ールする こ と もできます。
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アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト に対応し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを機能に分割する必要があり ます。

アプ リ ケーシ ョ ンを コ ンポーネン ト に分ける
次のガイ ド ラ イ ンを使用し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを コ ンポーネン ト に分けます。

• グループ と し て機能する リ ソースを特定し ます。 各グループを コ ンポーネン ト とする こ とができます。

• Windows Installer では、 コ ンポーネン ト 内のあらゆる フ ァ イルが同じデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされる必要

があ り ます。 デ ィ レ ク ト リ構造を イ ンス ト ールする必要がある場合、 各サブデ ィ レ ク ト リが個別のコ ンポー

ネン ト に対応し ている必要があ り ます。

• コ ンポーネン ト のリ ソースは、 同じ条件を必要と し ます。

• Windows Installer の修復機能を使用するためには、 各 .exe、 .dll  および .ocx フ ァ イルを、 個別のコ ンポーネン

ト に配置し、 そのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルにする必要があり ます。 ( コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドのベス

ト プラ クテ ィ スオプシ ョ ンでは、 この規則を使ってコ ンポーネン ト を作成できます。 )

• 同様に、 各 .chm フ ァ イルまたは .hlp フ ァ イルも、 対応する .chi または .cnt フ ァ イルと一緒に、 独自のコ ン

ポーネン ト に配置する必要があ り ます。

• い く つかの製品全体を通し て、 2 つ以上のコ ンポーネン ト にリ ソースを含める こ とはできません。 コ ンポーネ

ン ト のリ ソースが 2 つ以上の製品で必要と される場合は、 共有リ ソースのマージ モジュール作成をご検討 く

ださい。

• コ ンポーネン ト を 1 つまたは複数の機能にマ ッ プする際は、 かならずコ ンポーネン ト のすべての部分が機能

にマ ッ プ されるよ う にし ます。

• イ ンス ト ールをテス ト する際は、 アプ リ ケーシ ョ ンをい く つかのコ ンポーネン ト に分割し て、 そのパフ ォー

マンスを徹底的に測定できます。

アプ リ ケーシ ョ ンを機能に分ける
次のガイ ド ラ イ ンを使用し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを機能に分けます。

• アプ リ ケーシ ョ ンを、 ヘルプ フ ァ イル、 ク リ ッ プ アー ト  フ ァ イル、 プログラム フ ァ イルなどの非依存な部

分に分けます。 これによ り、 エン ド ユーザーはアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする際オプシ ョ ンを組み合

わせる こ とができます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンにサイズが大き く 画像の多いク リ ッ プ アー ト  フ ァ イル

が含まれている場合、 ク リ ッ プ アー ト  フ ァ イルを機能にする こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザー

はフ ァ イルを イ ンス ト ールするかし ないかを選択する こ とができます。 これは、 使用できる リ ソースが限ら

れている場合に極めて重要な機能です。

• アプ リ ケーシ ョ ンを機能に分ける際、 かならずエン ド ユーザーが特定のニーズを実現するため、 分けた部分

をい く つかの方法で再度組み合わせる こ とができるよ う にし ます。 これを行う際、 システム管理者から顧客

サービス担当者、 開発者などすべてのユーザーのニーズについて考慮し ます。 ユーザーのすべてのグループ

に対応する こ とによ って、 アプ リ ケーシ ョ ンの配布と使用の増加を促すこ とにな り ます。

• 各機能は、 ヘルプ フ ァ イルなどの 1 つの機能性を持ち、 この機能性にし たがって明確に定義を行う こ と で認

識および理解されやす く し ます。 機能には、 ユーザーが選択で自ら機能を イ ンス ト ールし て使用できる独立

し た機能性が必要です。

• ある機能が別の機能を必要とする場合、 依存する機能を も う一方の子にし ます。

• 混乱を避けるため、 システムやアプ リ ケーシ ョ ンの管理に関するあらゆる情報をユーザーに透過にし ます。
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パス変数を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

従来、 ソースフ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に リ ン クするには、 ハー ド コー ド化されたパスを使用し て、

そのフ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成する必要があ り ま し た。 た と えば、 ソースフ ァ イルを イ ンス ト ールに含め

る場合は、 C:\Work\Files にある Program.exe のよ う に指定し ていま し た。 但し、 ハー ド コー ド化し たパスを使用

する と、 デ ィ レ ク ト リから ソースフ ァ イルを関連付ける と きに毎回完全パスを入力する必要があり ま し た。 フ ァ

イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で表示されるよ う にハー ド コー ド化し たパス

を変更する必要があ り ま し た。 イ ンス ト ールに含まれている ソースフ ァ イルの数が少ない場合は、 このこ とは問

題にならなかったかも しれません。 残念ながら、 イ ンス ト ールによ っては、 フ ォルダー構造を変えた り、 別のマ

シンにプロジ ェ ク ト を移行する と、 これらすべてのフ ァ イルを再度マ ッ ピングし直す必要があり何千ものフ ァ イ

ルを含んでいる こ とがあ り ます。

プロジ ェ ク ト を移動し た り、 デ ィ レ ク ト リ構造を変更するたびに各ソースフ ァ イルのパスを変更する必要がない

よ う に、 パス変数を使って共通し て使用するパスを中央デ ィ レ ク ト リ に定義する こ とができます。

すべてのパス変数は、 [ パス変数 ] ビ ューで表示、 修正する こ とができます。 ダイアログ エデ ィ ター、 ダイナ ミ ッ

ク フ ァ イルリ ン ク、 リ リースフ ォルダーなど、 ソースフ ァ イルにリ ン ク されている InstallShield のほとんどすべて

のフ ォルダーのパス変数を使用できます。 パス変数を自分で入力するかわり に、 パスを参照するたびに 

InstallShield の推奨値を使用する こ とができます。 InstallShield がパス変数を自動的に推奨するよ う に設定するに

は、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変数 ] タ ブで、 [ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示 ] オプ

シ ョ ンを選択し ます。

メ モ • パス変数は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の開発中に使用されます。 これらのパスは、 アプ リ ケーシ ョ ンが

イ ンス ト ールされる ターゲッ ト マシンには適用されません。 代わり に、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のソースフ ァ

イルに リ ン クするために使用されます。 プロジ ェ ク ト をビルド する際、 これらのリ ン クが評価され、 ポイ ン ト 先

のフ ァ イルがイ ンス ト ールに組み込まれます。

パス変数の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI
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• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield では、 次の種類のパス変数がサポー ト されています :

• 定義済みパス変数 

• 標準パス変数 

• レジス ト リ パス変数 

• 環境パス変数 

定義済みパス変数は、 標準 Windows デ ィ レ ク ト リ を定義し ます。 この種類の変数は、 名前を変更する こ とができ

ません。 標準、 レジス ト リ、 および環境パス変数は、 独自に作成および定義が可能なカス タム変数です。

定義済みパス変数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

定義済みパス変数は特定の標準的の Windows デ ィ レ ク ト リ に設定された変数です。 これらの変数は修正し た り名

前を変更する こ とはできませんが、 あらかじめ決められたデ ィ レ ク ト リ をポイ ン ト するためにイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト で使用する こ とができます。 定義済みパス変数、 Windows XP システムでのそれらの通常の値、 および対

応する InstallScript パス変数を以下のリ ス ト に示し ます。 (InstallScript プロジ ェ ク ト では、 InstallScript パス変数は、

たと えば、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " プロパテ ィ のリ ス ト のオプシ ョ ン と し て InstallShield で使用され

ます。 InstallScript パス変数はまた、 イ ンス ト ールスク リ プ ト でも使用できるシステム変数に対応し ています。 )

テーブル 3-1 • 定義済みパス変数

定義済みパス変数 値 InstallScript パス変数

<CommonFilesFolder> C:\Program Files\Common Files\ <COMMONFILES>

<ISProductFolder> C:\Program Files\InstallShield\2016
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デフ ォル ト のパス変数の使用

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ : [ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 定義済み

パス変数を使用するかど うか指定する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 ソース フ ァ イルを イ ンス

ト ールに挿入する と きにハー ド コー ド されたパスを入力し、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ パス変数

] タ ブで、 [ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示する ] を選択し た場合に起動し ます。 定義済みのパス変数に

含まれるパスを入力し た場合、 InstallShield はハー ド コー ド化されたパスではな く 、 パス変数を使用するよ う に指

示し ます。

定義済みのパス変数は、 [ 標準パス変数 ] の値を定義する場合にも利用する こ とができます。 定義済み変数のサブ

フ ォルダーに標準パス変数を定義する必要がある場合があ り ます。 た と えば、 標準パス変数の値と し て 

<ProgramFilesFolder>\InstallShield を使用する こ とができます。

定義済みパス変数は スマー ト  変数です。 つま り、 Windows デ ィ レ ク ト リが C ド ラ イブではな く  D ド ラ イブ上にあ

る場合でも正しいデ ィ レ ク ト リ に設定されている こ と を意味し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ

イルの場所 ] タ ブでデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所を変更する と、 変数が更新され、 新しいデ ィ レ ク ト リ に反

映し ます。

<ISProjectDataFolder> <ISProjectFolder>\ProjectName <ISPROJECTDIR>

<ISProjectFolder> C:\InstallShield 2016 Projects\

<ISRedistPlatformDependentExpressFolder> C:\Program 

Files\InstallShield\2016\Redist\Language 

Independent\i386 Express

<ISRedistPlatformDependentFolder> C:\Program 

Files\InstallShield\2016\Redist\Language 

Independent\i386

<ProgramFilesFolder> C:\Program Files\ <PROGRAMFILES>

<SystemFolder> C:\Windows\System32\ <WINSYSDIR>

<VSSolutionFolder> 状況によ って異なる。 この変数は、 ハイ レベル

の基本デ ィ レ ク ト リ を参照し ます。 このサポー

ト によ って、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual 

Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー内にある姉妹

プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ テ ィ ッ ク リ ン

ク を含むこ とができます。 詳細については、

「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで 

VSSolutionFolder パス 変数を使用する」 を参照

し て く だ さい。

<WindowsFolder> C:\Windows\ <WINDIR>

テーブル 3-1 • 定義済みパス変数 ( 続き )

定義済みパス変数 値 InstallScript パス変数
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 527



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
標準パス変数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

標準パス変数は、 ユーザー定義変数と呼ばれる こ と もあ り ます。 これらの変数タ イプは InstallShield 固有のもので

す。 つま り、 これらはレジス ト リ または環境変数のよ う な外部リ ソースに依存し ません。

標準パス変数の使用

標準パス変数を作成する と、 ソースフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加するたびに、 その変数を使用できます。 た と

えば、 <MyFiles> とい う変数を作成し、 その変数が C:\Work\Files をポイ ン ト し ている と し ます。 イ ンス ト ール先に

その変数のパスが含まれているプロジ ェ ク ト にソースフ ァ イルを追加する場合、 パスをハー ド コー ド化するので

はな く 、 変数を使用するよ う お勧めし ます。 この推奨メ ッ セージは、 [ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示されます。

InstallShield がパス変数を自動的に推奨するよ う に設定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変

数 ] タ ブで、 [ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト • ビルド時に特定のリ リースにおけるユーザー定義のパス変数の値、 環境変数、 またはレジス ト リ値をオー

バーラ イ ド するには、 そのリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 詳細

については、 「リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

レジス ト リ パス変数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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レジス ト リ パス変数を使用する と、 指定し たレジス ト リキーのデフ ォル ト 値に基づいて独自の変数を定義する こ

とができます。

レジス ト リパス変数を作成する と、 ソースフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加するたびに、 その変数を使用できます。

フ ァ イルを MyRegVar の値を含むフ ォルダーから コ ンポーネン ト に追加する場合、 ハー ド コー ド化されたパスよ り

も このレジス ト リパス変数を使用する こ と をお勧めし ます。 この推奨メ ッ セージは、 [ パス変数の推奨 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスに表示されます。

InstallShield がパス変数を自動的に推奨するよ う に設定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変

数 ] タ ブで、 [ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト • ビルド時に特定のリ リースにおけるユーザー定義のパス変数の値、 環境変数、 またはレジス ト リ値をオー

バーラ イ ド するには、 そのリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 詳細

については、 「リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

環境パス変数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

環境パス変数を使用する と、 [ 環境 ] ダイアログ ボ ッ クスの特定の値に基づいて、 独自のパス変数を定義できま

す。

タ スク [ 環境 ] ダイアログ ボ ッ クスを表示するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ マイ コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ システム プロパテ ィ ]  ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 詳細 ] タ ブで、 [ 環境変数 ] を ク リ ッ ク し ます。

環境パス変数が役に立つのは、 通常、 コマン ド ラ イ ンから ビルド を実行する場合です。 専用のマシンで夜間ビル

ド を実行する と きは、 コマン ド ラ イ ンからパス変数を変更する必要があり ます。 環境パス変数を使用し ている場

合は、 バッ チフ ァ イルまたはコマン ド ラ イ ンから プロジ ェ ク ト フ ァ イルのパスを定義できます。 これらのパスは、

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド する際に評価され、 フ ァ イルへの正しいパスが使用されます。
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環境パス変数の使用

環境パス変数を作成する と、 ソースフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と きはいつでもその変数を使用できます。

たと えば、 <MyFiles> とい う変数を作成し、 その変数が C:\Work\Files をポイ ン ト し ている と し ます。 イ ンス ト ール

先にその変数のパスが含まれているプロジ ェ ク ト にソースフ ァ イルを追加する場合、 パスをハー ド コー ド化する

のではな く 、 変数を使用するよ う お勧めし ます。 この推奨メ ッ セージは、 [ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クス

に表示されます。 

InstallShield がパス変数を自動的に推奨するよ う に設定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変

数 ] タ ブで、 [ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト • ビルド時に特定のリ リースにおけるユーザー定義のパス変数の値、 環境変数、 またはレジス ト リ値をオー

バーラ イ ド するには、 そのリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 詳細

については、 「リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

カス タム パス変数の作成と定義

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ パス変数 ] ビ ューを使って、 標準パス変数、 環境パス変数、 およびレジス ト リ パス変数を作成し た り定義し た り

できます。

タ スク パス変数を作成および定義するには、 以下の手順に従います :

1. 以下のいずれかを実行し ます。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合 : [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ パス変数 ] を ク リ ッ ク

し ます。

• その他のプロジ ェ ク ト の場合 : [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ パス変数 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• 標準パス変数を作成するには、 [ 新しいパス変数 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• 環境変数を作成するには、 [ 新しいパス変数 ] ボタ ンの隣り にある矢印を ク リ ッ ク し てから、 [ 環境 ] を

ク リ ッ ク し ます。
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• レジス ト リ変数を作成するには、 [ 新しいパス変数 ] ボタ ンの隣り にある矢印を ク リ ッ ク し てから、 [ レ

ジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

ビ ューの下に新しい行が追加されます。

3. 必要に応じ て、 新しい行の各設定を入力し ます。

各列の詳細については、 「[ パス変数 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • ビルド時に特定のリ リースにおけるユーザー定義のパス変数の値、 環境変数、 またはレジス ト リ値をオー

バーラ イ ド するには、 そのリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。 詳細

については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield では、 今回よ り、 プロジ ェ ク ト 内の各リ リースでプロジ ェ ク ト の標準パス変数、 環境パス変数、 およ

びレジス ト リ パス変数の値をオーバーラ イ ド する こ とができます。 この機能を使って、 ビルド する特定のリ リー

スご とに、 ビルド時にプロジ ェ ク ト 内の特定のフ ァ イルと フ ォルダーを別のフ ァ イルと フ ォルダーに置換する こ

とができます。

たと えば、 基本の Ｍ Ｓ Ｉ  プロジ ェ ク ト の場合、 この機能を使ってカス タム アクシ ョ ン Ｄ Ｌ Ｌ  フ ァ イル ( プロ

ジ ェ ク ト の 32 ビ ッ ト  リ リース用の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン フ ァ イルおよびプロジ ェ ク ト の 64 ビ ッ ト  リ リース用の 

64 ビ ッ ト  バージ ョ ン フ ァ イル ) を置換する こ とができます。 あるいは、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ

ク ト の場合、 この機能を使って、 プロジ ェ ク ト 内の異なる リ リースでイ メ ージや EULA などの UI 要素を置換する

こ とができます。 これによ って、 プロジ ェ ク ト の異なるエデ ィ シ ョ ンまたは異なるブラ ン ド バージ ョ ンのイ ンス

ト ールを簡単に生成する こ とができます。

タ スク リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従います ：

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定で、 省略記号設定 (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ パス変数

のオーバーラ イ ド ]  ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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[ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クスには、 [ パス変数 ] ビ ューで構成されたパス変数、 環境パ

ス変数、 およびレジス ト リ パス変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが表示されます。 定義済みのパス変数、 または [ リ

リース ] ビ ュー内の同じ リ リースで既にオーバーラ イ ド されているパス変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは含まれて

いません。

4. 選択された リ リースで、 オーバーラ イ ド する各パス変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 ダイアログ ボ ッ クスを閉じ ます。 " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定の下に、 選択

された各パス変数に新しいサブ設定が追加されます。

6. 各パス変数のサブ設定で、 適切な新しい値を指定し ます。

ビルド時、 InstallShield は [ リ リース ] ビ ューで指定された新しい値を使って、 [ パス変数 ] ビ ューで設定されたデ

フ ォル ト 値をオーバーラ イ ド し ます。

パス変数のオーバーラ イ ド を行う その他の方法

[ リ リース ] ビ ューのパス変数をオーバーラ イ ド する方法以外に、 次の方法でパス変数をオーバーラ イ ド する こ と

ができます :

• IsCmdBld.exe を使って、 コ マン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 -l パラ メ ーターを使って、 パス変数と新しい値を

指定し ます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで PathVariables パ

ラ メ ーターを使います。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用された と き、 ItemGroup 

InstallShieldPathVariableOverrides と し て公開されます。

これらの方法は、 [ リ リース ] ビ ューの " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定で設定された値よ り も優先されます。

プロジ ェ ク ト 内の絶対パスの参照をパス変数に変換する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を始めた段階では、 パス変数を使用する機会は多 く はないかも しれませんが、 作業を

進めるにし たがって、 その有用性が明らかになるで し ょ う。 各フ ァ イルリ ン ク を確認し てパス変数に変更する代

わり に、 ソースパス変換ウ ィ ザー ド を利用する こ とができます。

このウ ィ ザー ドは、 プロジ ェ ク ト のス タ テ ィ ッ ク リ ン ク をスキャ ン し て、 すべてをパス変数に変換し ます。 ス タ

テ ィ ッ ク リ ン ク どれかが既存のパス変数に置換できる場合は、 ウ ィ ザー ド で自動的に置換されます。 その他のリ

ン クについては、 ウ ィ ザー ドが指定可能な変数のリ ス ト を表示し ます。 利用する変数を選択し た後、 ウ ィ ザー ド

はリ ン クのすべてを変換し ます。
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タ スク ソースパス変換ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順に従います :

[ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ ソース パスの変換 ] を ク リ ッ ク し ます。

パス変数の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

タ スク パス変数をプロジ ェ ク ト から削除するには、 以下の手順に従います :

1. 以下のいずれかを実行し ます。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合 : [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ パス変数 ] を ク リ ッ ク

し ます。

• その他のプロジ ェ ク ト の場合 : [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ パス変数 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 削除するパス変数を選択し ます ( 複数選択可 )。

連続する複数のパス変数を選択するには、 最初のパス変数を選択し てから SHIFT キーを押し ながら最後のパ

ス変数を選択し ます。 連続し ない複数のパス変数を選択するには、 最初のパス変数を選択し てから CTRL 

キーを押し ながらその他のパス変数を選択し ます。

3. [ 選択し たパス変数の削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルと フ ォルダーを含める
フ ァ イルは、 製品の核である と と もにイ ンス ト ールの核でもあり ます。 フ ァ イルは、 コ ンポーネン ト レベルでの

みプロジ ェ ク ト に追加されます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト は機能と関連付けられていま

す。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し た と きに表示されるのは機能です。 し たがって、 イ ンス ト ールでコ

ンポーネン ト の機能が選択された場合、 そのコ ンポーネン ト のフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールさ

れます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加する場合には、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プ

ラ クテ ィ スに留意する必要があ り ます。 デフ ォル ト では、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ スウ ィ ザー ドがセ ッ ト

ア ッ プのデザイ ンを監視し、 ベス ト プラ ク テ ィ スに反し た場合には警告を表示し ます。
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フ ァ イルを [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネン ト ] 

ビ ュー、 および [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでプロジ ェ ク ト に追加できます。

プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに追加し て ターゲ ッ ト  システムにイ ンス ト ール
する

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使用し て、 プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 追加する フ ァ イルを含む機能を選択し ます。

3. Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ

ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 定義済みフ ォルダーの表示 ] をポイ ン ト し、 使用する定

義済みフ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ァ イルを配置する フ ォルダーを ク リ ッ ク し ま

す。

5. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 追加する フ ァ イルが入ったフ ォルダーに移動し ます。

INSTALLDIR (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト ) または Application Target Folder (InstallScript プロジ ェ ク

ト ) は、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルのデフ ォル ト のルー ト デ ィ レ ク ト リ であるため最も よ く 使用される

ターゲッ ト 先と な り ます。

6. 追加する フ ァ イルを [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンから選択し て、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ュー

ターのフ ァ イル ] ペイ ンに ド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト • INSTALLDIR の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ

ンでの表示方法を指定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ デ ィ レ ク ト リ ] タ ブで設定を変更し ま

す。

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ をハー ド コー ド化し て指定する こ と もできます。

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンでは、 定義済みのイ ンス ト ール先 リ ス ト を使用できます。

定義済みのイ ンス ト ール先または独自に作成し たイ ンス ト ール先のどち らかにフ ァ イルを追加する こ と もできま

す。

フ ァ イル追加時に自動的に新しいコ ンポーネン ト を作成する

プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルを追加する と、 InstallShield が新しいコ ンポーネン ト を作成し て、 これを適切に処

理する こ とができます。 これを行う には、 このビ ューの [ ビ ュー フ ィ ルター ] を使って、 新し く 作成し たコ ン

ポーネン ト を関連付ける機能を選択し ます。

機能が存在し ない場合、 このビ ューにフ ァ イルを追加し てから、 機能を作成する こ と もできます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
自動コ ンポーネン ト の作成におけるプロジ ェ ク ト 固有の違い

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合、 InstallShield はセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに基づいてコ ン

ポーネン ト を作成し ます。 た と えば、 すべてのポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx フ ァ イル ) に、 独自

のコ ンポーネン ト が与えられます。 その他のすべてのフ ァ イルは、 各イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト

のコ ンポーネン ト に追加されます。 しかし、 イ ンス ト ール先フ ォルダーの下にリ ス ト 表示されている コ ンポーネ

ン ト の 1 つにフ ァ イルを直接ド ラ ッ グする場合、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ スの規則は無視されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 InstallShield がフ ァ イルの種類に従ってコ ンポーネン ト を作成し ます。 た と えば、

すべての自己登録フ ァ イルは 1 つのコ ンポーネン ト に含まれ、 自己登録フ ァ イル以外は別のコ ンポーネン ト に含

まれ、 そ し て .NET フ ァ イルはすべて別のコ ンポーネン ト に含まれます。 コ ンポーネン ト はサブ フ ォルダーと し て 

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューに表示されます。

コ ンポーネン ト と機能の関係の変更

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにある コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ

] を選択する こ とによ り、 コ ンポーネン ト と機能の関係を変更する こ とができます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスにある [ 機能 ] タ ブを使って、 必要に応じ て情報を変更し ます。

ヒ ン ト • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューにコ ンポーネン ト を表示するには、 イ ンス ト ール先フ ォルダー ( ビ ュー

の左下ペイ ン ) を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト の表示 ] を選択し ます。

コ ンテキス ト  メ ニューを使ってフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プす
る

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューにある [ フ ァ イル ] エクスプローラーを使う と、 ソース コ ンピ ューターから ター

ゲッ ト  システムのイ ンス ト ール先までフ ォルダーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。 [ ソースコ ン

ピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンから [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにフ ァ イルを ド ラ ッ

グする場合、 多 く のオプシ ョ ンがあ り ます。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  システム上で InstallShield を使用し ている場合に、 ソースの場所が開発マシン上の 64 ビ ッ ト  シ

ステム フ ォルダー (System32) であるシステム フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 [ フ ァ イルと フ ォルダー

] ビ ューの上部にある ソース コ ンピ ューターのペイ ンから イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのペイ ンの適切な場所

に ド ラ ッ グする こ とはできません。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  ソース マシンの 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダー

から フ ァ イルを追加する」 を参照し て く だ さい。

タ スク コ ンテキス ト  メ ニューを表示するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ン、 または、 [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、

フ ォルダーまたはフ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ン、 また

は、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンへド ラ ッ グし ます。 そし てマウス ボタ ンを離し ま

す。
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フ ォルダーまたはフ ァ イルを追加する定義済みフ ォルダーが [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンに表示されていない場合、 それを追加する こ とができます。 詳し く は、 「[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済

みフ ォルダーを表示する」 をご覧 く だ さい。

InstallShield は、 い く つかのコマン ド を含むコ ンテキス ト  メ ニューを表示し ます。

64 ビ ッ ト  ソース マシンの 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーから フ ァ イ
ルを追加する

64 ビ ッ ト  システムでは、 System32 フ ォルダーは、 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンに予約されています。 InstallShield 

の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 開発マシンの 64 ビ ッ ト  システム フ ォルダーを表示し よ う と し た時、 32 

ビ ッ ト  バージ ョ ンのフ ォルダーである SysWOW64 フ ォルダーが代わり に表示されます。 し たがって、 64 ビ ッ ト  

システム上で InstallShield を使用し ている場合に、ソースの場所が開発マシン上の 64 ビ ッ ト  システム フ ォルダー 

(System32) であるシステム フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの上部にあ

る ソース コ ンピ ューターのペイ ンから イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのペイ ンの適切な場所に ド ラ ッ グする こ と

はできません。

リ ダイ レ ク ト を回避し て、 開発マシン上の 64 ビ ッ ト  System32 フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に追加するに

は、 マシン上の Sysnative フ ォルダーを参照し てから、 プロジ ェ ク ト に適切なフ ァ イルを選択し ます。 以下は、 そ

の手順の説明です。

テーブル 3-2 • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのコ ンテキス ト  メ ニューから使用できる コマン ド

コマン ド 説明

追加 選択されたフ ォルダー、 サブ フ ォルダーおよび / またはフ ァ イルを追加し

ます。 これはデフ ォル ト のド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プの動作と同じ です。

ソース構造を保持し たまま追加 ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル / フ ォルダー構造を保持し ながら、 選択

されたフ ォルダー、 サブ フ ォルダーおよび / またはフ ァ イルを追加し ます。

このコマン ドは、 ソース フ ォルダーが定義済みの Windows イ ンス ト ール先

フ ォルダーと一致する場合にのみ使用できます。 さ らに、 フ ァ イルまたは

フ ォルダーを ド ロ ッ プする イ ンス ト ール先は、 イ ンス ト ール先コ ンピ ュー

ターにある必要があ り ます。

フ ォルダーのみを追加 選択されたフ ォルダーと、 選択されたフ ォルダーに含まれるすべてのサブ

フ ォルダーのみを追加し ます。 選択されたフ ォルダーまたはサブ フ ォル

ダーに含まれている フ ァ イルは追加されません。

ソース構造を保持し たままフ ォ

ルダーのみを追加

選択されたフ ォルダーと、 選択されたフ ォルダーに含まれるすべてのサブ

フ ォルダーのみを追加し ます。 選択されたフ ォルダーまたはサブ フ ォル

ダーに含まれている フ ァ イルは追加されません。 このオプシ ョ ンは、 また、

ソース コ ンピ ューターで見つかったフ ォルダー構造を保持し ます。

このオプシ ョ ンは、 ソース フ ォルダーが定義済みの Windows イ ンス ト ール

先フ ォルダーと一致する場合にのみ使用できます。 さ らに、 フ ァ イルまた

はフ ォルダーを ド ロ ッ プする イ ンス ト ール先は、 イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターにある必要があ り ます。

Cancel 変更を加えずに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作を終了し ます。
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注意 • システム フ ォルダーは Windows によ って保護されているため、 通常、 イ ンス ト ールにシステム フ ァ イルを

含める こ とは推奨されません。 これらの場合、 システム フ ァ イルの配置 / 更新には、 使用可能な場合、 マイ ク ロ

ソ フ ト の再配布可能フ ァ イルを使用する こ と、 または、 Windows ア ッ プデー ト を使ってエン ド ユーザーに更新プ

ログラムを取得し ても ら う方法を優先し て く だ さい。

タ スク 64 ビ ッ ト  Windows が搭載された開発システム上の 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーのフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追

加するには、 以下の手順に従います ：

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ァ イルを配置する フ ォルダーを ク リ ッ ク し ま

す。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク

し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 次のパスを指定し ます ( ド ラ イブ文字は適切な ド ラ イブ文字で適宜置き換えて く だ さい ) ：

C:\Windows\Sysnative

5. プロジ ェ ク ト に追加し たい適切なフ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルがプロジ ェ ク ト へ追加されます。 Sysnative フ ォルダーが、 追加し たソース フ ァ イルのパスの一部と し て

使用されるよ う にな り ます。 WOW64 は Sysnative フ ォルダーを特殊なエイ リ アス と し て認識するため、 フ ァ イル 

システムはこのフ ォルダーからアクセスのリ ダイ レ ク ト を行いません。

ヒ ン ト • また、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを使って 64 ビ ッ ト  System32 

フ ァ イルを追加する こ と もできます。 これらのビ ューで、 64 ビ ッ ト  System32 フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の

ノ ー ド を展開し ます。 そのコ ンポーネン ト の下にある [ フ ァ イル ] ノ ー ド を選択し ます。 次に、 右側の [ フ ァ イル

] ペイ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 前述の手順の通り、 C:\Windows\Sysnative パ

スを指定し ます。

Windows ベースのシステムにおける Sysnative フ ォルダー サポー ト について

Sysnative フ ォルダーの使用は、 32 ビ ッ ト  マシンでサポー ト されていません。 64 ビ ッ ト  システム上の InstallShield 

プロジ ェ ク ト で Sysnative フ ォルダーを使用し ていて、 32 ビ ッ ト  システムで、 その InstallShield プロジ ェ ク ト のリ

リースをビルド し よ う と し た時、 ソース フ ァ イルが見つからなかったこ と を通知する 1 つ以上のビルド エラーま

たは警告が生成されます。

Sysnative のサポー ト がある 64 ビ ッ ト  マシン環境にある InstallShield または Standalone Build のオー ト メ ーシ ョ ン 

イ ン ターフ ェ イスを使用し て、 イ ンス ト ールを作成、 編集、 またはビルド する場合、 64 ビ ッ ト  システム フ ォル

ダー内にあるシステム フ ァ イルのソース フ ォルダーを指定する時、 Sysnative フ ォルダーをパスの一部と し て使

用できます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーの作成

タ スク 定義済みフ ォルダーのサブ フ ォルダーを作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ペイ ンで、 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規フ ォルダー ] 

を ク リ ッ ク し ます。

3. 新しいフ ォルダーを選択し て F2 キーを押し た後、 新しい名前を入力し て名前を変更し ます。

または、 全体のフ ォルダーを イ ンス ト ール先のフ ォルダーの 1 つに ド ラ ッ グし て、 新しいサブ フ ォルダーを ソー

スフ ォルダーフ ァ イルを含むターゲッ ト フ ォルダーに追加し ます。 この新しいサブ フ ォルダーの名前は、 ソース

フ ォルダーの名前と同じ です。

空フ ォルダーの作成

基本の MSI プロジ ェ ク ト

ダイ レ ク ト  エデ ィ ター で表示される .msi データベースの CreateFolder テーブル使用し て、 空のデ ィ レ ク ト リ を作

成できます。

具体例については、 「ナレ ッ ジベースの記事 Q103218」 を参照し て く だ さい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

CreateDir 関数で、 空のデ ィ レ ク ト リ を作成できます。

ハー ド コー ド化されたイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定する
[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 ハー ド コー ド化し たイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができま

す。

イ ンス ト ール先ド ラ イブの指定

タ スク 特定のド ラ イブを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク

し、 [ 新規フ ォルダー ] を ク リ ッ クするか、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を ク リ ッ ク し て、 INSERT キー

を押し ます。 新しいフ ォルダーが追加されます。

3. フ ォルダーの名前は、 ド ラ イブ文字を入力し、 続けてコ ロンを入力し ます ( 例 C:)。

4. ENTER を押し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
フ ォルダーおよびサブフ ォルダーを指定し てイ ンス ト ール先パスを作成する

ド ラ イブ文字フ ォルダーの下のフ ォルダーおよびサブ フ ォルダーを指定し てハー ド コー ド化されたイ ンス ト ール

先パスを作成する こ とができます。

1. フ ォルダーを追加する ド ラ イブ フ ォルダー ( た と えば C:) またはサブ フ ォルダーを追加する フ ォルダーを右

ク リ ッ ク し ます。 また、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し て、 INSERT キーを押し ても同じ こ とができます。

2. フ ォルダーの名前は、 新しい名前を入力し て ENTER キーを押し ます。

イ ンス ト ール先パスをすばや く 作成する

タ スク ネス ト されたイ ンス ト ール先パスを時間を掛けずに作成するには、 以下の手順に従います :

1. フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [ 新規フ ォルダー ] を ク リ ッ クするか、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し て INSERT キー

を押し ます。

2. フ ォルダーの名前は、 イ ンス ト ール先パスを入力し ます ( 例、 a\b\c)。 これによ り、 a を最上位に、 a の下に 

b、 b の下に c が来る フ ォルダー階層構造が作成されます。

ターゲ ッ ト  システムから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムから削除する フ ァ イルと フ ォルダーを簡単に指定する こ とができ

るビル ト イ ン サポー ト が提供されています。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っ

て作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除は、 次のイベン ト の 1 つにスケジュールできます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールされる と き

削除されるアイテムがフ ォルダーの場合、 そのフ ォルダーが空の場合のみ削除されます。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト からのフ ァ イルまたはフ ォルダーのを削除を構成する さ まざまな方法が提供され

ています :
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使って、 削除する フ ァ イルと フ ォルダーを指定し
ます。

タ スク [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使って、 フ ァ イルと フ ォルダーの削除を構成するには、 以下の手順に従います

:

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを含むフ ォル

ダーを選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 必要に応じ て設定を指定し ます。 詳細については、 「フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス」 を

参照し て く だ さい。

InstallShield によ って、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンにフ ァ イルまたはフ ォルダー アイ コ

ンが追加されます。 アイ コ ンに赤い Ｘ  印がついて、 削除される項目を参照し ている こ と を示し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使って、 削除
する フ ァ イルと フ ォルダーを指定する

タ スク [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使って、 フ ァ イルと フ ォルダーの削除を構

成するには、 次の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) また

は [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ コ ンポーネン ト ] ツ リーで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーが含ま

れている コ ンポーネン ト のノ ー ド を拡張し てから、 [ フ ァ イル ] サブ ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

4. 必要に応じ て設定を指定し ます。 詳細については、 「フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス」 を

参照し て く だ さい。

InstallShield によ って、 [ フ ァ イル ] ペイ ンにフ ァ イルまたはフ ォルダー アイ コ ンが追加されます。 アイ コ ンに赤

い Ｘ  印がついて、 削除される項目を参照し ている こ と を示し ます。

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除の設定を編集する

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除の設定を変更するには、 削除するアイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ

] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス が開き、 こ こで必要に応じ て設定を編集できます。

プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを管理する と きのヒ ン ト
ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ処理、 CTRL+C や CTRL+P といった一般的なキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト 、 およびアイテ

ムを右ク リ ッ クする と表示される コ ンテキス ト  メ ニューを使って、 フ ァ イルと フ ォルダーを異なる イ ンス ト ール

先フ ォルダーや機能へ簡単に移動させる こ とができます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルと フ ォルダーのイ ンス ト ール先を管理する

タ スク プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルと フ ォルダーのイ ンス ト ール先を管理するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの設定を変更するには、 アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス が開き、 こ こで必要に応じ て設定を編集できます。

• ある イ ンス ト ール先フ ォルダーから別のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ァ イルを移動させるには、 [ イ ン

ス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンの １  つの場所から [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの

フ ォルダー ] ペイ ン内の適切なフ ォルダーに ド ラ ッ グし ます。

• ある イ ンス ト ール先フ ォルダーから別のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ォルダーを移動させるには、 [ イ

ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンの １  つの場所から同じペイ ン内の適切なフ ォルダー

に ド ラ ッ グし ます。

• １  つの場所から別の場所にフ ァ イルまたはフ ォルダーを コ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 アイテ

ムを １  つの場所から別の場所へド ラ ッ グし ます。

別の方法と し て、 アイテムを ク リ ッ プボー ド にコ ピーし てから、 それを適切な場所に貼り付ける こ と も

できます。 アイテムを右ク リ ッ ク し てから [ コ ピー ] を ク リ ッ クするか、 それを ク リ ッ ク し て CTRL+C 

を押し ます。 次にフ ァ イルを含める別のフ ォルダーを選択し ます。 そのフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [ 貼

り付け ] を ク リ ッ クするか、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し てから CTRL+P を押し ます。

• プロジ ェ ク ト から フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除するには、 それを右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] を ク

リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルと機能の関連付けを管理する

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルと機能の関連付けを管理するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 機能の関連付けを管理する フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト のノ ー ド を展開し てから、 [ フ ァ イル ] サブ ノ ー ド

を ク リ ッ ク し ます。 右側の [ フ ァ イル ] ペイ ンにフ ァ イルが表示されます。

3. 以下のいずれかを実行し ます :

• フ ァ イルを １  つの機能から別の機能にコ ピーするには、 フ ァ イルを ク リ ッ プボー ド にコ ピーし てから、

適切な機能にペース ト し ます。 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ コ ピー ] を ク リ ッ クするか、 それを ク

リ ッ ク し て CTRL+C を押し ます。 次にフ ァ イルを含める別の機能を選択し ます。 その [ フ ァ イル ] ペイ ン

を右ク リ ッ ク し て [ 貼り付け ] を ク リ ッ クするか、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し てから CTRL+P を押し ます。

• フ ァ イルを機能から削除するには、 そのフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを検索する
多数のフ ォルダーと フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 特定のフ ォルダーまたはフ ァ イルの検索に手間が

掛かる こ とがあ り ます。 [ フ ァ イル ] ビ ューでフ ォルダーおよびフ ァ イルの検索を行う こ とができます。

InstallShield は、 マ ッ チ し たものをすべて見つけ、 最初に検索されたものをハイ ラ イ ト で表示し ます。 検索条件に

マ ッ チ し たものがすべて見つかるまで検索を続ける こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを検索するには、 以下の手順を従います。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ]  ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を選択し ます。

3. [ 編集 ]  メ ニューで、 [ 検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

また、 CTRL+F を押し ても同様の結果が得られます。

4. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 検索するテキス ト を入力し ます。 *.exe などのワイルド カー ド を利用する こ

とができます。

5. [ 検索対象 ] でフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはその両方を検索するかど うかを指定し ます。

6. その他に必要な基準を指定し ます。

7. [ 次を検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 検索基準に一致し たものがあったと き、 最初のアイテムは、 [ イ ンス ト ール

先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンまたは [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンのどち ら

かで選択されます。

8. 基準に適合する次のアイテムがある場合にそれを検索するには、 F3 キーを押し ます。 このステ ッ プを必要に

応じ て繰り返し ます。

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューにコ ンポーネン ト を表示する

タ スク イ ンス ト ールのコ ンポーネン ト と その関連フ ァ イルを表示するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク

し、 [ コ ンポーネン ト の表示 ] (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ) または、 [ コ ンポーネン ト とサ

ブフ ォルダーを表示 ] (InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

機能に関連付けられていないイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ

コ ン ( ) で表示されます。

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使って コ ンポーネン ト を変更する
[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ フ ォルダー ] エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て [ プロ

パテ ィ ] を ク リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログ 

ボ ッ クスでは、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ の変更、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルリ ン クの追加、 およびコ ンポーネン

ト を含む機能を変更する こ とができます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
メ モ • (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ ) フ ォルダー アイ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ コ ンポーネン ト  

ウ ィ ザー ドの起動 ] を選択する こ とによ り、 コ ンポーネン ト  ウｨザー ド を起動する こ とができます。

フ ァ イルの設定を構成する
ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする各フ ァ イルに多 く のプロパテ ィ を設定する こ とができます。

タ スク フ ァ イルのプロパテ ィ を指定するには、 次の手順に従います。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 プロパテ ィ を構成する フ ァ イルを含むフ ォルダー

を ク リ ッ ク し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

設定可能な各プロパテ ィ についての説明は、 「[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さ

い。

フ ァ イルの関連付け

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ァ イルの関連付けは、 特定のタ イプのフ ァ イルを開 く のにどのアプ リ ケーシ ョ ンを使用すべきかを Windows に

指示するためのレジス ト リ設定です。 た と えば、 Windows では、 テキス ト (.txt) フ ァ イルを開 く と通常 「メ モ帳」

が起動し ます。

システムで登録済みフ ァ イルを表示および変更するには、 Windows エクスプローラーを開き、 [ ツール ] メ ニュー

で、 [ フ ォルダー オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルの関連付けの構成方法を見るには、 [ フ ォルダー オプ

シ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス の [ フ ァ イルの種類 ] タ ブを使用し ます。

似たよ う な方法で、 Windows エクスプローラーでフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し て該

当のフ ァ イルに関連付けられているアプ リ ケーシ ョ ンを識別する こ と もできます。

フ ァ イルの関連付けは HKLM\SOFTWARE\Classes と HKCU\SOFTWARE\Classes の両方に格納され、 マージ された

データは HKEY_CLASSES_ROOT の下に表示されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のフ ァ イルの関連付けを作成する

ベス ト プラ クテ ィ ス ガイ ド ラ イ ンは、 プロジ ェ ク ト で作成または使用されるすべての表示タ イプのフ ァ イルに対

し てフ ァ イルの関連付けを作成する こ と を推奨し ています。 [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューを使用する と、 イ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト にフ ァ イルの関連付けを素早 く 簡単に作成する こ とができます。 [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューは、 [

コ ンポーネン ト ] ビ ューおよび [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でのみ ) 内の詳細

設定から使用できます。 エン ド ユーザーがフ ァ イルの関連付けを含む機能を イ ンス ト ールと、 フ ァ イルの関連付

けはターゲッ ト  マシンに登録されます。 エン ト リが、 レジス ト リの適切な場所に作成され、 ProgID を通し てフ ァ

イルの種類が アプ リ ケーシ ョ ンに リ ン ク付けされます。 ProgID は、 時折、 フ ァ イル タ イプのアプ リ ケーシ ョ ン 

ID またはタグ名と呼ばれ、 アプ リ ケーシ ョ ンを一意に識別し、 オペレーテ ィ ング システムがフ ァ イルの関連付け

を認識しやす く し ます。

新しいフ ァ イル拡張子の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ イルの操作に一意のフ ァ イル拡張子を使用する場合、 そのフ ァ イルの種類を登録する こ

とができます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンが  .xyz  とい う拡張子を持つフ ァ イルを操作する場合、 このフ ァ イル

の種類を登録し てお く と、 ユーザーがそのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し た と きにフ ァ イルをそのアプ リ ケーシ ョ

ンで開 く よ う にオペレーテ ィ ング システムに指示する こ とができます。

タ スク 新しいフ ァ イル拡張子を追加するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 [ 拡張子 ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい拡張子 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は New ExtensionN ( こ こで N は一意の番号です ) とい う デフ ォル ト の名前を持つ新しい拡張子を

作成し ます。

6. 拡張子をピ リ オ ド を付けずに入力し ます ( たと えば、 .ext  ではな く 、 ext と入力し ます )。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
フ ァ イル拡張子の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

タ スク 拡張子の削除方法 ：

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 拡張子を右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル拡張子のプロパテ ィ を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

拡張子のプロパテ ィ によ って、 フ ァ イル拡張子のレジス ト リ エン ト リ、 およびそれに関連付けられる ProgID が決

ま り ます。 詳しいヘルプは、 各プロパテ ィ を ク リ ッ クする と、 InstallShield のヘルプ ペイ ンから見る こ とができま

す。

コ マン ド 動詞の指定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

デフ ォル ト で、 [ 開 く ] とい う動詞がフ ァ イル拡張子に追加されています。

タ スク 新しい動詞を追加し てそのプロパテ ィ を指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 拡張子を右ク リ ッ ク し [ 新しい動詞 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は New VerbN ( こ こで N は一意の番号です ) とい う デフ ォル ト の名前を持つ新しい動詞を作成し

ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
6. 新しい動詞の名前を入力し ます。 開 く 、 印刷、 検索、 プロパテ ィ  などのあらゆる 標準的な動詞を使用する こ

とができます。

7. プロパテ ィ を編集する新しい動詞を選択し ます。 プロパテ ィ  シー ト が右側に開きます。

フ ァ イル拡張子から動詞を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

タ スク 動詞を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. 動詞を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しい MIME タ イプを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

タ スク 新しい MIME タ イプを追加するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 拡張子を右ク リ ッ ク し [ 新しい MIME タ イプ ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は MIME TypeN ( こ こで N は一意の番号です ) とい う デフ ォル ト の名前を持つ新しい MIME タ イプ

を作成し ます。

6. MIME タ イプを入力し ます ( た と えば , image/jpeg )。

MIME タ イプを ク リ ッ ク し てその [ ク ラス ID] プロパテ ィ を表示し ます。 [ ク ラス ID] プロパテ ィ を ク リ ッ ク し て、

下のペイ ンで編集し ます。 CTRL+V キー を押し、 ク ラス ID をプロパテ ィ  フ ィ ールド に貼り付けます。
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MIME タ イプを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

タ スク MIME の種類を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. MIME タ イプを右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

ProgID の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

[ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーの [ProgID] 項目には、 フ ァ イル拡張子と関連付けるすべてのプログラム識別

子が入り ます (ProgID は、 フ ァ イルの種類のサポー ト 時にはアプ リ ケーシ ョ ン識別子やタグ名と も呼ばれます )。

フ ァ イルの種類の ProgID は任意の文字列ですが、 ターゲッ ト  システム上で一意である必要があ り ます。 ProgID の

命名規則には、 拡張子に ド ッ ト を付けず、 file とい う語を追加する、 とい う ものがあり ます。 従って、 .ext 拡張子

は extfile とい う ProgID と もな り えます。 別の命名規則には、 SampleApp.Document のよ う に、 特定の種類のフ ァ イ

ルを開 く のに使用されるアプ リ ケーシ ョ ンの名前を と ってフ ァ イルの種類 ProgID を命名する、 とい う ものがあり

ます。

たと えば、 .xyz フ ァ イル拡張子は xyzfile progID をポイ ン ト する こ とができ、 .xyz フ ァ イルの種類情報はすべて 

xyzfile の下に登録されます。

タ スク ProgID を作成するには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 拡張子を ク リ ッ ク し ます。 拡張子のプロパテ ィ が、 右のペイ ンで表

示されます。

6. ProgID プロパテ ィ で、 ProgID の名前を入力し ます。 ProgID が、 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーの 

ProgID の下に追加されます。

7. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 新しい ProgID を ク リ ッ ク し、 そのプロパテ ィ を設定し ます。
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ProgID の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には適用し ません。

タ スク ProgID を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

開きます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーが開きます。

5. [ フ ァ イルの種類 ] エクスプローラーで、 拡張子を ク リ ッ ク し ます。 拡張子のプロパテ ィ が、 右のペイ ンで表

示されます。

6. ProgID プロパテ ィ で、 ProgID を削除し ます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク
デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツをすべてプロジ ェ ク ト に追加する場合、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用できま

す。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クにソース フ ォルダーを選択する と、 ビルド時にそのフ ォルダー内のフ ァ イルがリ リース

に追加されます。 ソース フ ォルダーは常にビルドの前にスキャ ン され、 すべての新規または変更フ ァ イルが自動

的に リ リースへ組み込まれます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 フ ォルダー内のフ ァ イル一覧 ( および該当す

る場合、 サブ フ ォルダー内のフ ァ イル一覧 ) がビルド と ビルドの間で変わる可能性がある と き便利です。

重要 • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用は注意が必要です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クが参照する ソース フ ァ イル

からダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを誤って削除し て し まった場合、 そのフ ァ イルは、 次回リ リースをビル

ド し たと き、 リ リースに含まれません。 このと き、 ビルドの警告やエラーも表示されません。 製品は問題な く イ

ンス ト ールされる場合があ り ますが、 誤って削除されたダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

ないため、 適切に動作し ない可能性があ り ます。 このため、 重要な実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe,、 dll、 .ocx フ ァ イ

ル ) にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用し ないこ とが推奨されます ( 特に、 製品でこれらのフ ァ イルが正常に

実行される必要がある場合 )。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ

ド ではな く 、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただ し、 どち らのメ ソ ッ ド でも、

ターゲッ ト  イ メ ージにある フ ァ イルがア ッ プグレー ド またはパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される と、 マ

イナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 またはパッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを フ ィ ルターする

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を構成する と き、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーのサブ フ ォルダーを含め

るかど うかを指定する こ とができます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを さ らに細か く フ ィ ルターする場合、

ダイナ ミ ッ ク リ ン クに含める、 または除外する フ ァ イルの特定の名前を指定する こ とができます。 また、 ワイル

ド カー ド を使用し て、 追加または除外する特定のフ ァ イルやフ ァ イルの種類のみを指定する こ とができます。
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たと えば、 すべての画像フ ァ イルがサウン ド フ ァ イルと共に 1 つのフ ォルダーの中にある と き、 画像フ ァ イルの

みダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加する場合、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーに .bmp フ ァ イルと .ico フ ァ イル

のみを含めるよ う に指定する こ とができます。 これを行う には、 以下の例のよ う に、 選択パターンにアス タ リ ス

ク (*) を使用し ます :

*.bmp、 *.ico

特定のフ ァ イルを選択または除外する場合、 選択また除外のパターン ボ ッ クスに完全なフ ァ イル名を入力し ます。

詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成」 を参照し て く ださい。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イル / フ ォルダー
を静的フ ァ イル / フ ォルダーから識別する

InstallShield イ ン ターフ ェ イスでダイナ ミ ッ ク フ ァ イルが表示される と き、 フ ァ イルのアイ コ ンに左隅に、 フ ァ イ

ルにダイナ ミ ッ ク リ ン クがある こ と を示すイ メ ージが表示されます :

同じ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのイ メ ージが、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク も含まれているサブ フ ォルダーのアイ

コ ンにも含まれています。

また、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クに含まれているサブ フ ォルダーのコ ンポーネン ト  アイ コ ンにある フ ォル

ダーのイ メ ージには、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのイ メ ージのほかに、 矢印も追加されています。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスが静的フ ァ イルと フ ォルダーに表示するアイ コ ンは、 このダイナ ミ ッ ク リ ン クのイ

メ ージを含みません。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項

重要 • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用は注意が必要です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クが参照する ソース フ ァ イル

からダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを誤って削除し て し まった場合、 そのフ ァ イルは、 次回リ リースをビル

ド し たと き、 リ リースに含まれません。 このと き、 ビルドの警告やエラーも表示されません。 製品は問題な く イ

ンス ト ールされる場合があ り ますが、 誤って削除されたダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

ないため、 適切に動作し ない可能性があ り ます。 このため、 重要な実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe,、 dll、 .ocx フ ァ イ

ル ) にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用し ないこ とが推奨されます ( 特に、 製品でこれらのフ ァ イルが正常に

実行される必要がある場合 )。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ

ド ではな く 、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただ し、 どち らのメ ソ ッ ド でも、

ターゲッ ト  イ メ ージにある フ ァ イルがア ッ プグレー ド またはパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される と、 マ

イナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 またはパッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の制限事項

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 DIM プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト でダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ンの使用を検討する際、 次の制限事項に留意し て く だ さい :

• ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イル (DLF) へカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とはできません。
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• フ ァ イル拡張子を動的に リ ン ク されたフ ァ イルに作成する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルから COM 情報を抽出する こ とはできません。

• " 共有 "、 " パーマネン ト "、 " 上書き禁止 " といったプロパテ ィ を動的にリ ン ク されたフ ァ イルに設定する こ

とはできません。

• .NET Installer ク ラス機能を、 動的にリ ン ク されたフ ァ イルに設定する こ とはできません。

• COM Interop を動的に リ ン ク されたフ ァ イルで有効にするよ う に指定する こ とはできません。

• デフ ォル ト のフ ァ イル設定 ([ 読み取り専用 ]、 [ 非表示 ] など ) を変更する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルにフ ァ イルのアクセス許可を設定する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルについて、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンまたはダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する こ と

はできません。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 : SetupCompleteSuccess エン ド ユーザー ダイアログからダイナ ミ ッ クにリ ン

ク されたフ ァ イルを起動する こ とはできません。

プロジ ェ ク ト に ( ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使わずに ) 直接追加し たフ ァ イルは、 すべて内部名 (FileKey) を持ちます。

カス タム アクシ ョ ン、 フ ァ イル拡張子、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 または他の種類のアイテムを作成し たと き、 この内部

名を実際にポイ ン ト し ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使ってフ ァ イルをプロジ ェ ク ト を追加する と、 そのフ ァ イルは物理的にプロジ ェ ク ト に追

加されていません。 つま り、 これらのフ ァ イルが、 カス タム アクシ ョ ン、 フ ァ イル拡張子などに関連付ける こ と

ができる FileKeys を含んでいないこ と を意味し ます。

InstallScript ベース プロジ ェ ク ト の制限事項

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 単一のコ ンポーネン ト に、 静的フ ァ イ

ルもダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルも含める こ とはできません。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 ダイナ ミ ッ クにリ ン ク されたフ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト プ ラ ク テ ィ ス

を使用する方法と 1 つのデ ィ レ ク ト リ に対し て 1 つのコ ンポーネン ト を配置する 2 つの作成方法が提供されてい

ます。

ベス ト  プラ ク テ ィ ス方式を使用する

コ ンポーネン ト 作成のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの選択と除外のフ ィ ルター基準を満た

すすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます。
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• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーにある各ポータ ブル実行可能 (PE) フ ァ イルについてコ ンポーネン ト が

別々に作成されます。 各 PE フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クのルー ト  レベルにあるすべての非 PE フ ァ イルがリ ン ク を含むコ ンポーネン ト に追加さ

れます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クにサブ フ ォルダーが含まれている場合、 サブフ ォルダー内にあるすべての非 PE フ ァ イ

ルに新しいコ ンポーネン ト が作成されます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クに複数のサブフ ォルダーが含まれている場

合、 各サブ フ ォルダー内のすべての非 PE フ ァ イルにコ ンポーネン ト が １  つずつ別々に作成されます。

これは、 すべての新しいダイナ ミ ッ ク リ ン クについてのデフ ォル ト 機能です。

ヒ ン ト • [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブでは、 PE フ ァ イルと し て指定する フ ァ イ

ルの種類を選択できます。

デ ィ レ ク ト リ ご と方式を使用する

コ ンポーネン ト の作成にデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ドが使用される と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの選択と除外のフ ィ ル

ター基準を満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます。

• フ ァ イルの種類に関わらず、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある ソース フ ォルダーのルー ト  レベルにあるすべての

フ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つ作成されます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クに 1 つまたは複数のサブ フ ォルダーが含まれている場合、 フ ァ イルの種類に関わらず、

各サブ フ ォルダーのすべてのフ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つずつ作成されます。 サブ フ ォルダーのコ ン

ポーネン ト 内にある最初のダイナ ミ ッ ク リ ン クが付いたフ ァ イルが、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルで

す。

コ ンポーネン ト 作成のこのメ ソ ッ ドは、 ベス ト  プラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドが導入される前に InstallShield で提供され

ていた従来型のメ ソ ッ ド です。

利用する コ ンポーネン ト の作成方式を判別する

ほとんどのダイナ ミ ッ ク リ ン クの場合、 コ ンポーネン ト の作成に、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドが好まれます。

この メ ソ ッ ド を利用する と、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド を利用し たと きに比べ、 パッ チをよ り簡単に作成する こ

とができます。 マイナー ア ッ プグレー ド と スモール ア ッ プデー ト の場合、 コ ンポーネン ト 、 キー フ ァ イル、 お

よび機能 - コ ンポーネン ト の編成は、 以前およびその後の .msi データベース間で保持されている必要があ り ます。

パッ チの場合、 File テーブル キーも保持される必要があ り ます。 各コ ンポーネン ト 名と コ ンポーネン ト  コー ド 

（および、 場合によ り、 キー フ ァ イル ) はビルド時にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド

によ って変更されるため、 問題が発生する場合があ り ます。 ベス ト  プラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド の利点は、 デ ィ レ ク ト

リ ご と メ ソ ッ ド に比べ、 予測可能性がよ り高 く なる こ と です。

ヒ ン ト • ア ッ プグレー ド を構成する と き、 ビルドの設定にあるパッ チの最適化機能を利用し ます。 パッ チの最適化

を行う と、 コ ンポーネン ト の名前、 コ ンポーネン ト  コー ド、 File テーブルのキーおよび Directory テーブルのキー

を以前のリ リース と統一しやす く な り ます。 詳細については、 「ア ッ プグレー ド関する考慮事項」 を参照し て く だ

さい。

初期のバージ ョ ンの製品にパッ チを作成する と き、 初期のイ ンス ト ールにデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド を使ったダ

イナ ミ ッ ク リ ン ク を含む場合、 同ダイナ ミ ッ ク リ ン クに対し てデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド を続けて使用する必要

があ り ます。 ただ し、 ア ッ プグレー ド プロジ ェ ク ト に新しいダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加し た場合、 これらの新し
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いダイナ ミ ッ ク リ ン クに対し てベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ とができます。 つま り、 同じ プロ

ジ ェ ク ト で両方の種類のダイナ ミ ッ ク リ ン ク を混合し て使用し、 ア ッ プグレー ド を配布するパッ チを作成できる

とい う こ と です。

重要 • ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と

メ ソ ッ ド ではな く 、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただ し、 どち らのメ ソ ッ ド で

も、 ターゲッ ト  イ メ ージにある フ ァ イルがア ッ プグレー ド またはパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される

と、 マイナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 またはパッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り

ます。

メ モ • パッ ケージに含まれている フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルを上書きする と き 

Windows Installer が使用する規則については、 「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」

をご覧 く ださい。

利用する コ ンポーネン ト の作成方式を指定する

[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イル リ ン ク ] タ ブでは、 利用する コ ンポーネン ト の

作成メ ソ ッ ド を指定する こ とができます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成

プロジ ェ ク ト • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する手順は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ま

す。 一部の手順は、 次の Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

一部の手順は、 次の InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを利用し て、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を作成する こ とができます。

タ スク ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ァ イルがある コ ンポーネン ト を含める機能を

選択し ます。

3. コ ンポーネン ト が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンに表示されている こ と を確認し て

く ださい。
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コ ンポーネン ト が表示されない場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 イ ンス ト ー

ル先コ ンピ ューターを右ク リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト の表示 ] (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場

合 ) または、 [ コ ンポーネン ト とサブ フ ォルダーを表示 ] (InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ

ク し ます。

4. Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し てから [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イ

ル リ ン ク ] を選択し ます。 [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 [ フ ァ イルのリ ン ク

] タ ブが表示されます。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ フ ァ イルのリ ン ク ] を選

択し ます。 [ リ ン ク タ イプ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を定義し て、 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

ヒ ン ト • [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを利用し て、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加する

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューを利用し て、ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト と 

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の両方でコ ンポーネン ト に追加する こ とができます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ

ン ク を作成する手順は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト

次の手順は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 DIM プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト およびマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加する コ ンポーネン ト を展開し

て、 その下にある [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て、 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク ] を ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ 新しい リ ン ク ] を ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。 このダイアログ ボ ッ クスで、 リ ン クのソース フ ォルダーの設定、 サブ フ ォルダーを含めるかど うか、 お

よびフ ァ イルが自己登録かど うかの指定を行う こ とができます。 また、 選択または除外する フ ァ イルの種類

も指定できます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルの競合は、 既存のフ ァ イルを新バージ ョ ンで上書き し て解決し ます。 上書

きする と きは [ はい ] を、 既存のフ ァ イルを残す時は [ いいえ ] を、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定を

保存し ないでダイアログを終了する時は [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し ます。 フ ォルダーにフ ァ イルが入ってい

ない場合や、 他のダイナ ミ ッ ク リ ン クですでに使用されている場合には、 警告が表示されます。

新しいフ ァ イル リ ン クの詳細が [ フ ァ イル ] ペイ ンに表示されます。
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InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト

次の手順は、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を含める コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ます。

3. " リ ン クの種類 " プロパテ ィ の値を選択し、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ リ ン ク タ イプ ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

4. 含める フ ァ イルを持つフ ォルダーを指定し、 任意のオプシ ョ ンを指定し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを利用し て、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加する こ と もできます。

詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成」 を参照し て く ださい。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クにキー フ ァ イルを設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次の Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で、 コ ンポーネン ト の作成にデ ィ レ ク ト

リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト  メ ソ ッ ド ( ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法

を判別する に説明があ り ます ) を使用し たダイナ ミ ッ ク リ ン クに適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

この情報は、 コ ンポーネン ト の作成にベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用するダイナ ミ ッ ク リ ン クには適用し

ません。

コ ンポーネン ト の作成にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト  メ ソ ッ ドが使用されるダイナ ミ ッ ク リ ン クあ

る フ ァ イルを、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルに指定できません。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク されたコ ンポーネン ト にキーフ ァ イルを設定するには、 目的のフ ァ イルにス タ テ ィ ッ ク リ ン

ク を張り、 次にこのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルに設定し ます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの

設定で、 " 次の拡張子のフ ァ イルを除外する " フ ィ ールド にキー フ ァ イルの完全名を入力し ます。

たと えば、 ソースデ ィ レ ク ト リ に複数の .txt フ ァ イルがあり、 Key.txt とい う フ ァ イルをキーフ ァ イルにする場合

を例と し ます。 まず最初に、 Key.txt にコ ンポーネン ト へのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を張り、 Key.txt をキーフ ァ イルに

設定し ます。 次に、 " 次の拡張子のフ ァ イルを含める " の設定を *.txt と し、 " 次の拡張子のフ ァ イルを除外する " 

の設定を Key.txt と し て、 先のソース フ ォルダーへのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を作成し ます。

サブデ ィ レ ク ト リ を含むダイナ ミ ッ ク リ ン クの場合は、 ビルドのプロセスで、 サブデ ィ レ ク ト リ内のコ ンポーネ

ン ト の最初のフ ァ イルが、 動的に生成されたコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルに設定されます。
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ターゲ ッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

実行時、 Windows Installer は次の質問事項を考慮し て、 ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルを上書きするかど うかを

決定し ます :

• コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするべきかど うか ?

• コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする必要がある場合、 そのフ ァ イルを イ ンス ト ールするのか、 またはア ッ プ

デー ト するのか ?

次のセクシ ョ ンでは、 Windows Installer がこれらの質問事項を評価する方法について説明し ます。

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ールが必要かど うかを決定する

コス ト 分析中、 Windows Installer はコ ンポーネン ト のキー パスを確認し て、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ールが必要

かど うかを決定し ます。 コ ンポーネン ト がデ ィ レ ク ト リ または ODBC キー パスを持つ場合、 Windows Installer は

そのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ます。 さ らに、 コ ンポーネン ト にレジス ト リ キー パスが使用されていて、

以下の条件の両方が True である場合、 Windows Installer はコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ます :

• コ ンポーネン ト の " 上書き し ない " 設定で [ いいえ ] が選択されている。

• キー パスがターゲッ ト  システムに存在し ない。

レジス ト リ キー パスを持つコ ンポーネン ト でこれらの条件の 1 つまたは両方が False の場合、Windows Installer は

実行時にそのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ません。

コ ンポーネン ト がキー パスの代り にキー フ ァ イルを持つ場合、 Windows Installer はターゲッ ト  システムでその

フ ァ イルの存在を確認し ます。 Windows Installer は、 以下のすべての状況下でコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ま

す :

• ターゲッ ト  システムにそのフ ァ イルが存在し ない。

• ターゲッ ト  システムにそのフ ァ イルが存在し、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルのバージ ョ ン番号が、 ター

ゲッ ト  システム上のフ ァ イルのバージ ョ ン番号よ り も新しい、 またはそれに等しい。

• ターゲッ ト  システム上にそのフ ァ イルが存在し、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと ターゲッ ト  システム上

のフ ァ イルがバージ ョ ン指定されていない。

コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルのバージ ョ ン番号がターゲッ ト  システム上のフ ァ イルよ り も小さい場合、 実行時

に Windows Installer はそのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ません。 さ らに、 Windows Installer はコ ンポーネン ト

のキーフ ァ イルにバージ ョ ンが指定されていないが、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルにはバージ ョ ンが指定さ

れている場合、 実行時にそのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ません。 つま り、 Windows Installer は実行時にキー 

フ ァ イルがダウングレー ド されるよ う な場合、 コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ません。
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フ ァ イルのイ ンス ト ールが必要かど うかを決定する

Windows Installer がコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールが必要である と判断し たと き、 そのコ ンポーネン ト のフ ァ イル

確認し て、 それら を イ ンス ト ールする必要があるかど うかを決定し ます。 キー フ ァ イルの名前と イ ンス ト ール先

がターゲッ ト  システムにある フ ァ イルの名前と場所に一致する と、 Windows Installer は、 デフ ォル ト で、 次の規則

を使って、 イ ンス ト ール内のフ ァ イルで ターゲッ ト  システムの対応する フ ァ イルを上書きするかど うかを判別し

ます :

• 常に上書き — フ ァ イルに [ 常に上書き ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と き、 ターゲッ ト  マシンのフ ァ

イルはバージ ョ ン番号に関わらず上書き されます。

• バージ ョ ン付き フ ァ イル — ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルの方がイ ンス ト ールされるバージ ョ ンよ り新し

い場合でも、 常に最新バージ ョ ンのフ ァ イルが保持されます。 さ らに、 バージ ョ ン指定されていないフ ァ イ

ルではな く 、 バージ ョ ン指定されたフ ァ イルが保持されます。

• フ ァ イル言語 — 他の要素が同じ場合、 イ ンス ト ールと同じ言語を持つフ ァ イルが他言語のバージ ョ ンよ り優

先的に保持されます。 この規則に対する例外はフ ァ イルが複数言語だった場合にのみ適用されます。 単一言

語のバージ ョ ンのフ ァ イルに対し て複数言語のフ ァ イルが保持されます。

• 日付 — ターゲッ ト  システム上に既存する フ ァ イルの変更日がそのフ ァ イルの作成日以降である場合、 フ ァ イ

ルは上書き されません。 この規則によ ってア ッ プグレー ド または再イ ンス ト ール中にユーザー環境設定フ ァ

イルが上書き されるのを防ぐ こ とができます。

フ ァ イルがイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト に含まれている場合で、 それがターゲッ ト  システムに存在し ない

と き、 Windows Installer はそのフ ァ イルを常にイ ンス ト ールし ます。

メ モ • REINSTALLMODE プロパテ ィ の設定によ り、 デフ ォル ト のフ ァ イル バージ ョ ン規則を変更する こ とができ

ます。 詳細については、 「フ ァ イルの上書き規則について」 を参照し て く だ さい。

[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する

タ スク 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダーを表示するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク

し て、 [ 定義済みフ ォルダーの表示 ] をポイ ン ト し、 使用する定義済みフ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。

コ ンパニオン フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンパニオン フ ァ イルを使用する こ と で、 複数フ ァ イルのイ ンス ト ールアクシ ョ ンを 1 つにバイ ン ド する こ とが

できます。 たと えば、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に FileA.exe と FileB.dat とい う 2 つのフ ァ イルを含む場合、 コ

ンパニオン フ ァ イルを使って FileB.dat を FileA.exe にバイ ン ド する こ とができ、 FileA.exe を イ ンス ト ールまたは

再イ ンス ト ールする と きは、 FileB.dat も同様に処理されるよ う にな り ます。 また、 FileA.exe をアン イ ンス ト ール

する と きは、 FileB.dat も同様にアン イ ンス ト ールされます。

コ ンパニオン フ ァ イルの使用

この機能は、 Windows Installer がデフ ォル ト で用いる フ ァ イルのバージ ョ ン規則をオーバーラ イ ド し たいと きに便

利です。 たと えば、 バージ ョ ン番号のないフ ァ イルに対するバージ ョ ン規則では、 ターゲッ ト マシン上にある

フ ァ イルで、 その作成日以降に更新されたものはすべて、 ユーザーデータのフ ァ イルと見な され、 上書き禁止に

されます。 しかし、 こ う し た判定は必ずし も妥当でない場合があるため、 コ ンパニオン フ ァ イルを使用し てバー

ジ ョ ン番号のないフ ァ イルをバージ ョ ン番号のある フ ァ イルにバイ ン ド できるよ う になっています。

コ ンパニオン フ ァ イルの関連付け

タ スク コ ンパニオン フ ァ イルの関連付けは、 次の手順で行います。

1. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト にバージ ョ ン付き フ ァ イルを追加し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを開きます。

3. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 追加し たフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を展開し てから [ フ ァ イル

] を ク リ ッ ク し ます。 そのフ ァ イルのキー列にある値に注目し て く だ さい。

4. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ]  を ク リ ッ ク し ます。

5. 選択し たコ ンポーネン ト に追加するバージ ョ ンが付いていないフ ァ イルを選択し ます。

6. 2 番目のフ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ]  を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

7. " システム バージ ョ ンをオーバーラ イ ド する " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

8. [ バージ ョ ン ] ボ ッ クスには、 ステ ッ プ 3 で見た [ キー ] 列の値の名前を入力し ます。

メ モ • フ ァ イルを追加するたびに InstallShield は一意のフ ァ イル キーを生成し ます。 ですから、 バイ ン ド先に設定

し たフ ァ イルを削除する と、 フ ァ イルキーが存続し続けない場合があり ます。 バージ ョ ンが付いていないフ ァ イ

ルのバージ ョ ンをア ッ プデー ト する必要があ り ます。

フ ァ イルと フ ォルダーのアクセス許可を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield で、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 フ ァ イルと フ ォルダーを保

護するための設定を構成する こ とができます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を特定のグループ と

ユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルについての [ 読み取り ]、 [

書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーにつ

いては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

タ スク フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イルの場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ プロ

パテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

フ ォルダーの場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [

プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ アクセス許可 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 必要に応じ て、 アクセス許可を追加 / 変更 / 削除し ます。 詳細については、 「フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ ア

クセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 InstallShield は 

ISLockPermissions テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細

については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスの

セキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーのアクセス許可を構成する こ と もできます。 構成を行う に

は、 まず [ コ ンポーネン ト ] ビ ューでコ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ます。 次に " 保存先のアクセス許可 " 設定の値

を ク リ ッ ク し て、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 この

ダイアログ ボ ッ クスで、 必要なアクセス許可を構成できます。

フ ァ イルの追加時に COM データ を抽出する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー、 またはコ ンポーネン ト の下の [ フ ァ イル ] サブビ ューに新しいフ ァ イルを ド

ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする と、 自己登録フ ァ イルの COM データ を静的に抽出できます。 これは、 ビルド時に 

COM 登録データ を抽出し なかった場合の代替方法です。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
このオプシ ョ ンは、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設定 ] の [COM 登録 ] ノ ー ドから も使用できます。

フ ァ イルの COM データ を抽出する

タ スク COM データ をビルド時ではな く 、 オン デマン ド で抽出するには、 以下の手順に従います :

フ ァ イルを右ク リ ッ ク ( または COM 登録ノ ー ド で [COM 登録 ] を右ク リ ッ ク ) し て、 [ キーフ ァ イルの COM デー

タ を抽出 ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンは、 フ ァ イルが .exe フ ァ イルか自己登録で、 フ ァ イルがコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルで

ある場合のみ有効にな り ます。

ヒ ン ト • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合、InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM 

データ を抽出できます。 データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と マーク し な

く てはな り ません。 64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト に

する」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの COM データ を更新する

フ ァ イルの COM データが既に静的に抽出されている場合、 [ キーフ ァ イルの COM データ を更新する ] を選択でき

ます。 COM データ を更新する と、 古い COM データはプロジ ェ ク ト から削除されて、 フ ァ イルの現在の COM デー

タがプロジ ェ ク ト に追加されます。

自己登録フ ァ イルのイ ンス ト ール
イ ンス ト ーラーは、 フ ァ イルが自己登録に指定されていて (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 )、 " ビ

ルド時に COM 抽出 " プロパテ ィ が [ いいえ ] に設定されている と、 「従来の」 自己登録方法を使用し て自己登録

フ ァ イルを登録し ます。 フ ァ イルはアン イ ンス ト ール時に登録解除されます。 サポー ト されている自己登録関数

は DllRegisterServer および DllUnregisterServer です。

フ ァ イルの " 登録 " プロパテ ィ を設定する前に、 フ ァ イルが自己登録に指定されている こ と を確認し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従い、 .dll、 .ocx、 または .exe は 1 つのコ ンポーネン ト につき 1 つだけにする

必要があ り ます。

ヒ ン ト • Windows Installer を使って自己登録フ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 .msi データベース テーブル ( ク ラ

ス、 ProgID およびその他 ) に登録情報を書き込む方法をお勧めし ます。 フ ァ イルを自己登録にし ない場合、 代わ

り に、 コ ンポーネン ト の詳細設定を使用するか、 または COM 情報をビルド時に抽出するか、 あるいは [ フ ァ イル

と フ ォルダー ] ビ ューにフ ァ イルを追加し た と きに COM 情報を抽出し て、 progIDs やタ イプラ イブラ リ などを登

録できます。 詳細設定は、 イ ンス ト ール中にフ ァ イルを イ ンス ト ールする場合でも、 「ジャス ト  イ ン タ イム イ ン

ス ト ール」 と し てフ ァ イルをア ドバタ イズする場合でも有効です。 その他に有利な点は、 イ ンス ト ールが失敗し

た場合にフ ァ イルの登録を解除できる こ と です。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト の [ ビルド 時に COM 抽出 ] プロパテ ィ を いいえ に設定し ても、 COM 登録の詳細設定に格納され

ている情報はイ ンス ト ール時に登録されます。 COM 登録の詳細設定と コ ンポーネン ト のレジス ト リデータ を

チ ェ ッ クする こ とによ り、 予定通りのエン ト リが使用されてお り自己登録機能で作成されたエン ト リ と競合し て

いないこ と を確認する こ とができます。

.NET アセンブ リのプロパテ ィ および依存関係を識別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield は、 .NET アセンブ リのプロパテ ィ および依存関係の識別をサポー ト し ます。 使用するプロジ ェ ク ト の

種類によ って、 その機能は異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト に .NET アセンブ

リ を追加する際に、 それを コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て設定する こ とが推奨されます。 その他の .NET 

アセンブ リは、 そのコ ンポーネン ト に含まないで く だ さい。

.NET アセンブ リがそのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルである場合、 以下の方法の 1 つを使ってその依存関係を識

別できます :

• .NET アセンブ リ で必要なフ ァ イルと マージ モジュールが必要が判明し ている場合、 プロジ ェ ク ト の .NET ア

センブ リ コ ンポーネン ト を含む機能にそれら を手動で追加する こ とができます。 プロジ ェ ク ト にどのフ ァ イ

ルを含めるのかを大幅に制御できる この方法が推奨されます。

• .NET アセンブ リ に必要なフ ァ イルおよびマージ モジュールが不明な場合には、 以下のビル ト イ ン処理の １  

つを行って く だ さい :

• .NET アセンブ リの依存関係の可能性がある フ ァ イルをオンデマン ド で識別するには、 ス タ テ ィ ッ ク ス

キャ ン ウ ィ ザー ド を使います。 このウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれを

プロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定する こ とができます。 この方法は基本の MSI および InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できますが、 DIM またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト では使用できません。

• プロジ ェ ク ト をビルド する度に .NET アセンブ リの依存関係を識別するには、 コ ンポーネン ト の " ビルド

時に .NET をスキャ ン " 設定で [ 依存関係およびプロパテ ィ ] を選択し ます。 InstallShield がビルド時に不

足し ている可能性のある依存関係を検出し た場合、 InstallShield が生成する リ リースにはそれが組み込ま

れます。

.NET アセンブ リのプロパテ ィ を構成する こ と で、 Windows Installer が必要に応じ てアセンブ リ をア ッ プデー ト およ

びアン イ ンス ト ールできるよ う にな り ます。 .NET アセンブ リがそのプロパテ ィ のキーフ ァ イルである場合、 以下

の方法のいずれかを使ってその依存関係を識別できます :

• 手動でプロパテ ィ およびその値を入力する : [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 .NET アセンブ リ を含むコ ンポーネ

ン ト の [ 詳細設定 ]  領域にある [ アセンブ リ ] ノ ー ドの下の [.NET アセンブ リ ] サブ ノ ー ド を選択し てから、

必要に応じ てプロパテ ィ を構成し ます。 入力するプロパテ ィ と値は、 アセンブ リのマニフ ェ ス ト  フ ァ イル内
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
の情報と一致し な く てはな り ません。 一致し なかった場合、 .NET コ ンポーネン ト 含まれる機能がアン イ ンス

ト ールされる時に、 アセンブ リがターゲッ ト  システムに残る可能性があ り ます。

• プロジ ェ ク ト をビルド する度に .NET アセンブ リのプロパテ ィ を識別するには、 コ ンポーネン ト の " ビルド時

に .NET をスキャ ン " 設定で [ プロパテ ィ ] のみまたは [ 依存関係およびプロパテ ィ ] を選択し ます。

InstallShield がビルド時に不足し ている可能性のあるプロパテ ィ を検出し た場合、 InstallShield が生成する リ

リースにはそれが組み込まれます。

InstallScript プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト に .NET アセンブ リ を追加する と き、 コ ンポーネ

ン ト の ".NET アセンブ リ " 設定を使って、 アセンブ リがローカル .NET アセンブ リ である こ と を識別する こ とがで

きます。 また、 以下の方法の 1 つを使って、 .NET アセンブ リの依存関係を識別できます :

• .NET アセンブ リ で必要なフ ァ イルと マージ モジュールが必要が判明し ている場合、 プロジ ェ ク ト の .NET ア

センブ リ コ ンポーネン ト を含む機能にそれら を手動で追加する こ とができます。 プロジ ェ ク ト にどのフ ァ イ

ルを含めるのかを大幅に制御できる この方法が推奨されます。

• .NET アセンブ リ に必要なフ ァ イルおよびマージ モジュールが不明な場合には、 以下のビル ト イ ン処理の １  

つを行って く だ さい :

• .NET アセンブ リの依存関係の可能性がある フ ァ イルをオンデマン ド で識別するには、 ス タ テ ィ ッ ク ス

キャ ン ウ ィ ザー ド を使います。 このウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれを

プロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定する こ とができます。

• プロジ ェ ク ト をビルド する度に .NET アセンブ リの依存関係を識別するには、 コ ンポーネン ト の " ビルド

時に .NET をスキャ ン " 設定で [ 依存関係 ] を選択し ます。 InstallShield がビルド時に不足し ている可能性

のある依存関係を検出し た場合、 InstallShield が生成する リ リースにはそれが組み込まれます。

コ ンポーネン ト の ".NET アセンブ リ " 設定で [ アセンブ リ ではない ] が選択されている場合、 InstallShield はコ ン

ポーネン ト のアセンブ リの依存関係をスキャ ン し ません。

コ ンポーネン ト の ".NET アセンブ リ " 設定で [ ローカル アセンブ リ ] が選択されている場合、 イ ンス ト ールは実

行時にコ ンポーネン ト の COM の相互運用機能への登録および .NET Installer ク ラス情報の構成を行います。

依存関係の 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リ をスキャ ンする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Windows Vista 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン、 または Windows Server 2008 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで 

InstallShield を使用し ていて、 以下のどち らかのビル ト イ ン処理によ って依存関係を検出する場合、 InstallShield は

プロジ ェ ク ト に含まれる 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの 64 ビ ッ ト 依存関係をスキャ ンする こ とができます。

• 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの依存関係の可能性がある フ ァ イルをオンデマン ド で識別するには、 ス タ テ ィ ッ

ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使います。 このウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれを

プロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定する こ とができます。
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• プロジ ェ ク ト をビルド する度に 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの依存関係を識別するには、 コ ンポーネン ト の "

ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定で [ 依存関係 ] オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト

の場合、 コ ンポーネン ト の ".NET アセンブ リ " 設定を [ ローカル アセンブ リ ] に設定し な く てはな り ません。

InstallShield がビルド時に不足し ている可能性のある依存関係を検出し た場合、 InstallShield が生成する リ リー

スにはそれが組み込まれます。

これらの処理は、 プロジ ェ ク ト に含まれる 32 ビ ッ ト  .NET アセンブ リの 32 ビ ッ ト 依存関係のスキャ ン も行いま

す。

Windows の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンで InstallShield を使用する場合、 これらのビル ト イ ン スキャ ンはプロジ ェ ク ト に

含まれる 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの 32 ビ ッ ト 依存関係のみを検出できます。 プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含

まれている場合、 必要に応じ てプロジ ェ ク ト に依存関係を手動で追加する こ とができます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で、 ビル ト イ ン スキャ ン処理がプラ ッ ト
フ ォーム依存またはプラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 依存関係を検出する方法

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 前述のビル ト イ ン処理を使って 

.NET 依存関係を検出する場合、 InstallShield は次の表に示される特定の順序に従って検出を行います。

.NET アセンブ リが GAC に存在し ない場合、 InstallShield は依存関係をスキャ ンする と きにアセンブ リが含まれて

いる フ ォルダーを検索し てから、 サブ フ ォルダーを検索し ます。

テーブル 3-3 • .NET アセンブ リの依存関係を検出する順序

スキャ ンが行われる フ ァ イルの種
類

32 ビ ッ ト  Windows システム上のス
キャ ン結果

64 ビ ッ ト  Windows システム上のス
キャ ン結果

GAC 内のプラ ッ ト フ ォーム非依存 

.NET アセンブ リ

InstallShield が依存関係をスキャ ン

する順序 :

1. 32 ビ ッ ト 固有 .NET 依存関係

2. プ ラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 

依存関係

InstallShield が依存関係をスキャ ン

する順序 :

1. 64 ビ ッ ト 固有 .NET 依存関係

2. プラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 

依存関係

GAC 内の 64 ビ ッ ト  .NET アセンブ

リ

InstallShield は、 依存関係を検出し

ません。

InstallShield が依存関係をスキャ ン

する順序 :

1. 64 ビ ッ ト 固有 .NET 依存関係

2. プラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 

依存関係

GAC 内の 32 ビ ッ ト  .NET アセンブ

リ

InstallShield が依存関係をスキャ ン

する順序 :

1. 32 ビ ッ ト 固有 .NET 依存関係

2. プ ラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 

依存関係

InstallShield が依存関係をスキャ ン

する順序 :

1. 32 ビ ッ ト 固有 .NET 依存関係

2. プラ ッ ト フ ォーム非依存 .NET 

依存関係
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.NET 依存関係スキャナー結果の確認

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 様々な .NET アセンブ リの依存関係を識別するためのビル ト イ ン処理 が提供されています。 こ

れらのビル ト イ ン処理を使用する と、 スキャ ンによ って製品が必要と し ないフ ァ イルが依存関係またはマージ モ

ジュールと し て識別される可能性があ り ます。 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使用する際にこの状況が発生

し た場合、 プロジ ェ ク ト に特定の依存関係を追加し ないこ と をウ ィ ザー ド で指定する こ とができます。 ビルド時

に .NET 依存関係の可能性があるすべてのフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に自動的に含める、 [ ビルド時に .NET をスキャ

ン ] 機能を使用する場合、 .NET アセンブ リが自動的にスキャ ン されないよ う に、 コ ンポーネン ト の設定値を変更

する こ とができます。

• 基本の MSI、 InstallScript MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 InstallShield はデフ ォル ト でビル

ド時にコ ンポーネン ト の .NET アセンブ リの依存関係を自動的にスキャ ン し ます。 必要に応じ て、 コ ンポーネ

ン ト の " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定の値を変更し て、 このデフ ォル ト 動作を上書きする こ とができま

す。

• InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallShield はデフ ォル ト でビルド時に各コ ンポーネン ト の .NET アセンブ

リの依存関係をスキャ ン し ません。 必要に応じ て、 コ ンポーネン ト の ".NET アセンブ リ " 設定およびその "

ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定の値を変更し て、 このデフ ォル ト 動作を上書きする こ とができます。

さ らに、 InstallShield を使って依存関係スキャ ンを行う と きは常に自動的に含めた り除外し た りする フ ァ イルをマ

シン全体で指定する こ と も可能です。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参

照し て く ださい。

依存関係を識別する と きに最も良い結果を得るために、 ク リーン マシン上で製品と そのイ ンス ト ールを十分にテ

ス ト する こ とが推奨されます。 製品が予定通り に動作し なかった場合、 マシン上で足り ない依存関係がないか、

またそれを イ ンス ト ールに含むべきかど うかを判断し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク
ト でフ ォ ン ト を イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

([ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使用し て ) イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にフ ォ

ン ト  フ ァ イル (.ttf、 .ttc または .fon フ ァ イル ) 含める と き、 グローバルフ ォ ン ト 登録を有効にし てお く と、 フ ァ イ

ルは自動的にターゲッ ト マシンに登録されるよ う内部的にマーク されます。 実行時に、 OnInstalledFontFile イベン
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 563



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ト  ハン ド ラー関数が各フ ォ ン ト フ ァ イルのイ ンス ト ールされた直後に呼び出されます。 フ ォ ン ト が登録されるよ

う内部的にマーク されている場合、 このイベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ドは、 RegisterFontResource 関

数を呼び出し てフ ォ ン ト を登録し ます。

フ ォ ン ト タ イ ト ル

InstallShield は、 イ ンス ト ールが登録する フ ォ ン ト タ イ ト ルを以下のよ う に判断し ます。

• .fon フ ァ イルの場合、 InstallShield は、 デフ ォル ト で、 フ ォ ン ト  タ イ ト ルを ソース システムのレジス ト リから

読み込みます。 タ イ ト ルがレジス ト リ に見つからなかった場合、 InstallShield は、 フ ァ イル名を フ ォ ン ト  タ イ

ト ルと し て格納し ます。 " リ ン ク イプ " プロパテ ィ に [ ス タ テ ィ ッ ク ] が設定されている コ ンポーネン ト にあ

る .fon フ ァ イルの場合、 InstallShield はそのフ ァ イルの [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

フ ォ ン ト のタ イ ト ル ] ボ ッ クスにフ ォ ン ト のタ イ ト ルを表示し ます。

• TrueType フ ァ イル (.ttf または .ttc フ ァ イル ) の場合、 デフ ォル ト では、 イ ンス ト ールは実行時にそのフ ァ イ

ルから フ ォ ン ト  タ イ ト ルを読み込みますが、 デザイ ン時には、 [ フ ォ ン ト  タ イ ト ル ] ボ ッ クスにはテキス ト

は表示されません。

• ３ つすべてのタ イプのフ ァ イルにおいて、 フ ァ イルが リ ン ク タ イプ プロパテ ィ に ス タ テ ィ ッ クが設定され

ている コ ンポーネン ト にある と き、 [ フ ォ ン ト タ イ ト ル ] ボ ッ クスに非デフ ォル ト テキス ト を入力し た場合､

イ ンス ト ールはそのテキス ト を フ ォ ン ト タ イ ト ルと し て登録し ます。

Windows Fonts Folder にフ ォ ン ト を イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

タ スク 次のいずれかを実行し て、 Windows Fonts フ ォルダーにフ ォ ン ト フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます :

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンの Fonts Folder 

フ ォルダーにフ ォ ン ト  フ ァ イルを置きます。 Fonts Folder フ ォルダーは、 Windows フ ォルダーのサブ フ ォル

ダーです。

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 " イ ンス ト ール先 " プロパテ ィ に <FOLDER_FONTS> が設定されている コ ン

ポーネン ト にフ ォ ン ト  フ ァ イルを置きます。

グローバル フ ォ ン ト 登録を有効または無効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

フ ォ ン ト フ ァ イルの自己登録をグローバルに有効または無効にする こ とができます。
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タ スク グローバルフ ォ ン ト 登録を有効または無効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " フ ォ ン ト の登録 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを指定し ます :

• グローバル フ ォ ン ト 登録を有効にするには、 [ 有効 ] を選択し ます。

• グローバル フ ォ ン ト 登録を無効にするには、 [ 無効 ] を選択し ます。

フ ォ ン ト  フ ァ イルの登録を有効または無効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

個々のフ ァ イルに対し て、 フ ォ ン ト  フ ァ イルの自己登録を有効または無効にする こ とができます。

タ スク 個々のフ ォ ン ト フ ァ イルの自己登録を有効または無効にするには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを開き

ます。

2. フ ォ ン ト  フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

3. [ フ ォ ン ト フ ァ イルを登録する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 フ ォ ン ト フ ァ イルの自己登録を有効にし ま

す。

自己登録を無効にするには、 [ フ ォ ン ト  フ ァ イルの登録 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し て く だ さい。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト を使用する
イ ンス ト ール開発者の視点からみる と、 コ ンポーネン ト はアプ リ ケーシ ョ ンの要素です。 コ ンポーネン ト はエン

ド ユーザーには表示されません。 ユーザーがイ ンス ト ール用の機能を選択する と、 イ ンス ト ーラーによ ってその

機能に関連し たコ ンポーネン ト が判断され、 それらのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。 アプ リ ケーシ ョ

ンのコ ンポーネン ト には実行可能バイナ リ フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 ヘルプ システムフ ァ イ

ル、 およびレジス ト リ エン ト リが含まれます。

コ ンポーネン ト は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネ

ン ト ] ビ ューで修正できます。
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コ ンポーネン ト と機能の関係

プロジ ェ ク ト • 機能は DIM プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト では使用されません。

コ ンポーネン ト は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能に関連付けられます。 詳細については、 「新しいコ

ンポーネン ト を機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イル

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューでコ ンポーネン ト のツ リーを展開し て、 フ ァ

イル を ク リ ッ ク し、 コ ンポーネン ト に関連付けられた全フ ァ イルの一覧を表示し ます。 フ ァ イルの追加方法に関

する情報は、 「フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューおよびコ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド でコ ンポーネン ト を作成中

に発生し たベス ト  プ ラ ク テ ィ ス違反に対し て警告を行い、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スの厳守を容易にし

ます。 これらのガイ ド ラ イ ンに従う こ とによ り、 再使用可能なコ ンポーネン ト を有効に配布し て、 フ ァ イルの非

互換性問題を伴わないク リーンなイ ンス ト ールを作成する こ とができます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を作成する際、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ スウ ィ ザー ド

は、 コ ンポーネン ト に追加する フ ァ イルを監視し、 ベス ト プラ ク テ ィ ス との競合がある場合に警告し、 ウ ィ ザー

ド でアクシ ョ ンを修正できるよ う にし ます。 ウ ィ ザー ドのセ ッ ト ア ッ プのデザイ ンの自動スキャ ン機能をオフに

するには、 [ ツール ] メ ニューの [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。
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InstallShield は、 次のセ ッ ト ア ッ プ ベス ト プラ ク テ ィ スに準拠し ているかど うかを確認し ます。

InstallShield では自動的に警告が出ませんが、 以下のコ ンポーネン ト 作成におけるセ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ

スについても注意し て く だ さい。

テーブル 3-4 • InstallShield がモニ ターするセ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ ス

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス 説明

コ ンポーネン ト に複数の .exe、

.dll、 .ocx、 .chm、 または .hlp フ ァ

イルを含めない

各コ ンポーネン ト に含めるのは、 ポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、

または .ocx フ ァ イル ) または WinHelp フ ァ イル (.hlp フ ァ イル ) の 1 つだけ

にする必要があ り ます。 Windows Installer のコ ンポーネン ト は、 GUID コー

ド など、 すべての詳細設定と コ ンポーネン ト の設定が、 理想的には単一の

ポータ ブル実行可能フ ァ イルまたはヘルプ フ ァ イルを参照するよ う に設計

されています。 他の .exe、 .dll、 .ocx、 または .hlp フ ァ イルを新しいコ ンポー

ネン ト に配置し ます。

この理由は、 イ ンス ト ール実行時にユーザーがイ ンス ト ール済み製品に対

する修復を選択し た場合、 Windows Installer は、 イ ンス ト ール済みの各コ ン

ポーネン ト のキー フ ァ イルの存在をチ ェ ッ クするためです。 そし て欠落し

ているキーフ ァ イルがあれば、 Windows Installer はコ ンポーネン ト を再イ ン

ス ト ールし ます。 そのため、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルではないフ ァ

イルが欠落し てる場合、 修復モー ド では復旧されない可能性があり ます。

マージ モジュールの使用 マージ モジュールには、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要な、 す

べてのフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 および論理が含まれています。

マージ モジュールが可能なフ ァ イルを配布し ないで く ださい。 また、 マー

ジ モジュールを使用する と、 1 つのフ ァ イルを複数のコ ンポーネン ト に関

連付けないとい う ベス ト プラ ク テ ィ ス と、 いかなる コ ア コ ンポーネン ト も

外に出さ ないとい う Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ンの 2 つの関連要件に準拠す

る こ とができます。

ベス ト プラ クテ ィ スをモニ ターするオプシ ョ ンを有効にする と、

InstallShield が提供するマージ モジュールの一部と なっている フ ァ イルを コ

ンポーネン ト に追加し た と き、 常にセ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ スウ ィ

ザー ドが警告を発し ます。

テーブル 3-5 • InstallShield が自動的に警告を発し ないセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プラ ク テ ィ ス

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス 説明

シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト をそ

れ自身のコ ンポーネン ト へ配置

する

シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト になる フ ァ イルは、 それ自身のコ ンポーネン

ト が必要です。 このフ ァ イルは、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルである必

要があ り ます。

他のフ ァ イルを コ ンポーネン ト

へグループ化する

共通のイ ンス ト ール先フ ォルダーやバージ ョ ン確認など フ ァ イルの要件に

従って、 上記のどのコ ンポーネン ト のカテゴ リ にも該当し ないすべての

フ ァ イルを整理し て く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト の作成
InstallShield でのコ ンポーネン ト の作成には、 い く つかの方法があり ます。

• [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを

使って、 新しいコ ンポーネン ト を作成し てから手動で構成する。 詳細については、 「[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ

ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使ってコ ンポーネン ト を作成する」 を参照し て く ださい。

• コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を使用し て、 InstallShield が自動的にセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従って

コ ンポーネン ト を定義付ける。 このウ ィ ザー ドは、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 および

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。 詳細については、 「コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドのベ

ス ト  プ ラ ク テ ィ ス オプシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

• COM サーバーまたはフ ォ ン ト 用のコ ンポーネン ト を作成する場合、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を使用する こ

とが推奨されます。 このウ ィ ザー ドは、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます。 詳細については、 「コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドの [ コ ンポー

ネン ト  タ イプ ] オプシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使って コ ンポーネン ト を
作成する

次に説明するよ う に、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで新しいコ ンポーネン ト を作成し て機能と関連付けた り、 [ セ ッ

ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで特定の機能のコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ

ン ] ビ ューは、 DIM プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト には使用できません。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューの InstallShield オブジ ェ ク ト
イ ンス ト ーラー機能の上に配置する機能に必要なフ ァ イルを含めて く だ さい。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ、 以下の手順に従って [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を作

成し ます。

フ ァ イルを自己登録し ない 自己登録機能を呼び出し て COM サーバー情報の登録および登録解除を行う

代わり に、 イ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト 用のこの情報を登録するよ う

にし て く だ さい ( イ ンス ト ーラーはアン イ ンス ト ール時にこの登録を解除し

ます )。

自己登録はフ ァ イルの登録や登録解除には信頼性に欠ける方法です。 イ ン

ス ト ールが情報を登録する こ との 1 つの利点は、 フ ァ イルがア ドバタ イズ

されるかすぐにイ ンス ト ールされない場合に、 後でイ ンス ト ーラーによ り

フ ァ イルが要求された と きでも、 登録情報をすぐに取得できる とい う こ と

です。 このため、 InstallShield は COM サーバーの登録についてだけ、 詳細

設定をサポー ト し ます。

テーブル 3-5 • InstallShield が自動的に警告を発し ないセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プラ ク テ ィ ス ( 続き )

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス 説明
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト を作成するには、 次の手順に従います。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 機能またはサブ機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいコ ンポー

ネン ト ] を ク リ ッ クするか、 CRTL+INSERT を押し ます。 InstallShield が、 New Component n ( こ こで n は連続

番号です ) とい う デフ ォル ト の名前で新しいコ ンポーネン ト を追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

選択し た機能と新規コ ンポーネン ト が自動的に関連付けられます。

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使用し て、 コ ンポーネン ト を作成する

DIM プロジ ェ ク ト と マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 以下の手順に従って [ コ ンポーネン ト ] ビ ューでコ

ンポーネン ト を作成し ます。

タ スク [ コ ンポーネン ト ] ビ ューでコ ンポーネン ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいコ ンポーネン ト ] を ク リ ッ クするか、

INSERT を押し ます。 InstallShield が、 New Component n ( こ こで n は連続番号です ) とい う デフ ォル ト の名前

で新しいコ ンポーネン ト を追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

4. イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合、 1 つまたは複数の機能と コ ンポーネン ト の関連付けを行う必要があ り ま

す。

メ モ • イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン

ト のアイ コ ン ( ) で表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では次の文字を コ ンポーネン ト 名に使用できません :

\ / : * ? " ’ < > | 

コ ンポーネン ト を作成する と、 そのプロパテ ィ  シー ト が右側に表示されます。 必須のコ ンポーネン ト  コー ド

(Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ ) やイ ンス ト ール先プロパテ ィ など、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ を

直ちに指定し ます。

コ ンポーネン ト を作成し プロパテ ィ を指定し た後、 これに、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルやレジス ト リ エン ト リ、

シ ョ ー ト カ ッ ト を コ ンポーネン ト に関連付ける こ とができます。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドのベス ト  プラ ク テ ィ ス オプシ ョ ンを使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト を作成する最も速い方法は、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を起動し て InstallShield によ ってフ ァ イル

を コ ンポーネン ト に構成する方法です。 " ベス ト プラ ク テ ィ スを使用し てコ ンポーネン ト を作成する " オプシ ョ ン

を選択する と、 ウ ィ ザー ドがセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス を指定されたフ ァ イルに適用し て、 コ ンポーネ

ン ト を作成し ます。

タ スク コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ : [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの機能を右ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン

ト ウ ィ ザー ド を選択し ます。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 、 DIM プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : [ コ ンポー

ネン ト ] ビ ューのエクスプローラーで [ コ ンポーネン ト ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー

ド ] を選択し ます。

コ ンポーネン ト 作成におけるベス ト  プ ラ ク テ ィ ス規則

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を使ってコ ンポーネン ト を作成する と きに [ ベス ト プ ラ ク テ ィ ス ] オプシ ョ ンを選択

する と、 ウ ィ ザー ドがセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに基づいて、 自動的にフ ァ イルを コ ンポーネン ト を編成

し ます。 その場合、 次のルールにし たがってコ ンポーネン ト を作成し ます。

• ウ ィ ザー ドは、 追加されるすべてのフ ァ イルが既にプロジ ェ ク ト にイ ン クルー ド されていないか調べます。

複製フ ァ イルの場合、 ウ ィ ザー ドはこのフ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成し ません。

• 新しいコ ンポーネン ト は、 各 ポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 または .ocx フ ァ イル ) に対し て作成す

る必要があ り ます。 コ ンポーネン ト には、 ポータ ブル実行可能形式の名前が付きます。 ウ ィ ザー ドは GUID を 

[ コ ンポーネン ト コー ド ] プロパテ ィ に作成し、 ポータ ブル実行可能フ ァ イルを、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ

イルと し て設定し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドは、 各々のポータ ブル実行可能形式の登録情報を抽出し よ う と し ます。 正常に抽

出される と、 ウ ィ ザー ドは COM サーバーコ ンポーネン ト を作成し て、 データ を コ ンポーネン ト の COM サー

バーの詳細設定に書込みます。

• 指定されるすべてのヘルプ (.hlp) フ ァ イルはそのコ ンポーネン ト の中に、 関連のコ ンテンツ (.cnt) フ ァ イルと

共に存在し ます。 コ ンポーネン ト には、 そのヘルプ フ ァ イルの名前がつけられます。 ウ ィ ザー ドは GUID を [

コ ンポーネン ト コー ド ] プロパテ ィ に作成し て、 ヘルプ フ ァ イルを コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルと し ます。

コ ンポーネン ト を伴う HTML ヘルプ (.chm) フ ァ イルと .chi フ ァ イルにも同じ規則が適用されます。

• コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドは、 すべてのフ ォ ン ト  (.ttf と .ttc) フ ァ イルを、 フ ォ ン ト フ ァ イルと呼ばれる 1 つ

のコ ンポーネン ト に挿入し ます。 ウ ィ ザー ドは GUID を [ コ ンポーネン ト コー ド ] プロパテ ィ に作成し、 リ ス

ト の最初のフ ァ イルをキーフ ァ イルに設定し ます。 指定する .fon フ ァ イルは、 作成される AllOtherFiles コ ン

ポーネン ト に自動的に含まれます。 ただ し .fon フ ァ イルにはタ イ ト ルが付かないので、 これらは .msi パッ

ケージのフ ォ ン ト テーブルに追加されません。 これらのフ ァ イルを フ ォ ン ト と し て追加するには、 コ ンポー

ネン ト  ウ ィ ザー ドの " フ ォ ン ト  オプシ ョ ン " を使います。

• 上記のカテゴ リ に含まれないフ ァ イルは、 「その他のフ ァ イル」 とい う名の 1 つのコ ンポーネン ト に分類され

ます。 ウ ィ ザー ドは GUID を [ コ ンポーネン ト コー ド ] プロパテ ィ に作成し、 リ ス ト の最初のフ ァ イルをキー

フ ァ イルに設定し ます。

InstallShield による COM サーバー コ ンポーネン ト の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネル内の [ ベス ト プ ラ ク テ ィ スを使用し てコ ンポーネン ト を作成す

る ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield は指定し た各ポータ ブル実行可能フ ァ イルに対し て個々にコ ンポー

ネン ト を自動作成し ます。 ウ ィ ザー ドはまた、 各々のポータ ブル実行可能形式フ ァ イルの登録情報を抽出し ます。

正し く 抽出される と、 COM 登録詳細設定にマ ッ プする登録情報のすべてがそこに書き込まれます。 ウ ィ ザー ド

は、 InProcServer32 ThreadingModel 値など、 すべての追加エン ト リ を コ ンポーネン ト のレジス ト リ データに作成

し ます。

メ モ • COM サーバーが実行可能な場合、 値 1 の OLESelfRegister 属性を、 コ ンポーネン ト のリ ソースフ ァ イルの

バージ ョ ンセクシ ョ ンに置 く 必要があ り ます。

InstallShield による フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネル内の [ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用し てコ ンポーネン ト を作成す

る ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield は指定し たすべてのフ ォ ン ト  フ ァ イル (.ttf および .ttc) に対し て個々

にコ ンポーネン ト を自動作成し ます。 すべての .fon フ ァ イルは、 埋め込みフ ォ ン ト タ イ ト ルを持っていないため

に作成される AllOtherFiles コ ンポーネン ト に追加されます。 .fon フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プにフ ォ ン ト と し て追加す

るには、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドの " フ ォ ン ト  オプシ ョ ン " を使用し ます。

フ ォ ン ト コ ンポーネン ト 用のイ ンス ト ール先フ ォルダーは、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド で選択し たイ ンス ト ール

先フ ォルダーに設定されます。 コ ンポーネン ト を作成し た後、 そのイ ンス ト ール先フ ォルダーを フ ォ ン ト 用の通

常のデフ ォル ト の場所である Windows Installer フ ォルダー プロパテ ィ  [FontsFolder]( つま り、 [FontsFolder] を イ ン

ス ト ール先と し て使う ) に設定できます。 FontsFolder の両側に [INSTALLDIR] を指定する と き と同様に角かっ こ を

つけます。

タ スク システムにフ ォ ン ト が登録されていない場合は、 以下の手順でフ ォ ン ト タ イ ト ルを指定する必要があり ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 フ ォ ン ト  フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を展開し、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。 [

フ ァ イル ] ビ ューが開きます。

3. フ ォ ン ト  フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

4. [ フ ォ ン ト  タ イ ト ル ] ボ ッ クスで、 FontName (FontType) の形式で、 フ ォ ン ト タ イ ト ルを入力し ます ( 例、

Roman (All res))。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドの [ コ ンポーネン ト  タ イプ ] オプシ ョ ンを使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
特殊なイ ンス ト ール要件を持つフ ァ イルがある場合、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドの [ タ イプを選択し てコ ンポー

ネン ト を定義する ] オプシ ョ ンを使用し て、 これらのフ ァ イルを コ ンポーネン ト にま とめる こ と をお勧めし ます。

タ スク コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ : [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を右ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン

ト ウ ィ ザー ド を選択し ます。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 、 DIM プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : [ コ ンポー

ネン ト ] ビ ューで [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド

] を選択し ます。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドのタ イプを選択し てコ ンポーネン ト を自分で定義する オプシ ョ ンは、 次のコ ンポーネ

ン ト  他オプシ ョ ンをサポー ト し ます。

• COM サーバー

• フ ォ ン ト フ ァ イル

• サービスのイ ンス ト ール

• サービスのコ ン ト ロール

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、

停止、 または削除を行う コ ンポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー

ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サー

ビスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。

COM サーバーを イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト を作成する方法はい く つもあ り ますが、 COM サーバ (.exe、 .dll または .ocx) フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ

プにイ ンス ト ールするには、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド で COM サーバーのコ ンポーネン ト を作成する こ と をお

勧めし ます。

表示されるウ ィ ザー ドのパネルは、 前のパネルで選択し た内容によ って異な り ます。 た と えば、 ウ ィ ザー ドが 

[COM サーバー実行可能フ ァ イル ] パネルの登録情報を正常に抽出できた場合は、 [ ク ラス ] パネルは表示されま

せん。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ヒ ン ト • InstallShield では、 64 ビ ッ ト  COM 抽出をサポー ト し ます。詳細については、「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング 

システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

フ ォ ン ト のイ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

さ まざまな方法でコ ンポーネン ト を作成できますが、 イ ンス ト ールにフ ォ ン ト  (.ttf、 .fon、 または .ttc フ ァ イル ) 

を イ ンス ト ールする最も簡単な方法は、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド でフ ォ ン ト コ ンポーネン ト を作成する こ と で

す。

コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド では、 各パネルで行う設定によ って、 次に表示されるパネルが異な り ます。 た と えば、

[ イ ンス ト ールされている フ ォ ン ト の追加 ] パネルで " このシステムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト を追加

する " を選択し なかった場合は、 [ 新規フ ォ ン ト の追加 ] パネルは表示されません。

他のプロジ ェ ク ト へコ ンポーネン ト をエクスポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク コ ンポーネン ト を別のプロジ ェ ク ト へ保存するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド を選択し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ヒ ン ト • コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ドは、 InstallShield のプロジ ェ ク ト  メ ニューからアクセスできま

す。

コ ンポーネン ト を他のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト する場合、 このコ ンポーネン ト のコ ピーが、 フ ァ イル、

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 詳細設定など、 すべてのコ ンポーネン ト のデータ と共に、 指定し た ism 

フ ァ イルに追加されます。 ダイアログで使用されるすべての文字列テーブル、 プロパテ ィ 、 およびパス変数も新

規プロジ ェ ク ト にコ ピーされます。

対象の .ism フ ァ イルが既に異なるプロパテ ィ で同じ名前のコ ンポーネン ト を持つ場合は、 [ 競合の解決 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが表示され、 競合を解決するオプシ ョ ンを選択できます。

プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューおよび [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの両方で、 コ ンポーネン ト を永久に削除する

こ と できます。

タ スク コ ンポーネン ト を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、 [ プロジ ェ ク ト から削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト はこれでプロジ ェ ク ト から永久に削除されます。

コ ンポーネン ト と機能の関連付け

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト を必要に応じ て任意の数の機能またはサブ機能に関連付ける こ とができます。 た と えば、 エデ ィ

ターと スペルチ ェ ッ クの 2 つの機能を持つテキス ト エデ ィ ターを例と し ます。 エデ ィ ターと スペルチ ェ ッ クは両

者と もシステム .dll コ ンポーネン ト に依存し ています。 このイ ンス ト ールを設計する場合には、 システム .dll コ ン

ポーネン ト をエデ ィ ター機能と スペルチ ェ ッ ク機能の両方に関連付ける必要があり ます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト を機能に関連付ける こ とができます。 [ セ ッ ト ア ッ プのデ

ザイ ン ] ビ ューでは、 コ ンポーネン ト が既に存在するかし ないによ って、 コ ンポーネン ト を機能に関連付ける方

法が 2 つあり ます。 詳細については、 「新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付ける」 および 「既存コ ンポーネン ト

を機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 次の親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます :

新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付けるには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 機能またはサブ機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいコ ンポーネン ト ] または [ コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド ] を ク

リ ッ ク し ます。 InstallShield によ り新しいコ ンポーネン ト が作成され、 それが選択された機能に関連付けられ

ます。

既存コ ンポーネン ト を機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 既存のコ ンポーネン ト を機能に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 機能、 またはサブ機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト を挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. この機能に関連付けたいコ ンポーネン ト を リ ス ト から選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ある機能から別の機能へド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プを使って既存のコ ンポーネン ト を移動またはコ ピーする こ とが

できます。

• 既存のコ ンポーネン ト を移動するには、 コ ンポーネン ト をある機能から別の機能へド ラ ッ グし ます。

• 既存のコ ンポーネン ト を コ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 ある機能から別の機能へコ ンポーネン ト を ド

ラ ッ グし ます。

コ ンポーネン ト と機能の関連付けを解除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク コ ンポーネン ト －機能の関連付けを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 機能との関連を解除する コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ 機能から削除 ] を選択し ます。

コ ンポーネン ト と この機能の関連が削除されても、 コ ンポーネン ト はプロジ ェ ク ト 中に存在し ています。

データ を コ ンポーネン ト に追加する
[ コ ンポーネン ト ] ビ ューを使って、 フ ァ イル、 レジス ト リ データ、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト を コ ンポーネン ト に追

加できます。

フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加する

コ ンポーネン ト の中にあるすべてのフ ァ イルは、 同じ コ ンポーネン ト 設定を共有する必要があり ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト へフ ァ イルを追加する際の条件

以下の条件を満た し ている場合のみ、 コ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加する こ とができます。

• すべてのフ ァ イルのイ ンス ト ール先フ ォルダーが同じ である こ と。

• すべてのフ ァ イルを同じ条件 ( オペレーテ ィ ング システム、 言語を含む ) でイ ンス ト ールする こ と。

この条件を満たし ていない場合は、 フ ァ イルのイ ンス ト ールのニーズやコ ンポーネン ト プロパテ ィ に合わせて新

しいコ ンポーネン ト を作成し ます。 また、 フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加する際は、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ

クテ ィ スにも注意する必要があ り ます。 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ スを使う と、 新し く イ ンス ト ールを作成

し た り、 再使用可能コ ンポーネン ト を効果的に配布しやす く な り ます。

コ ンポーネン ト へのフ ァ イルの追加方法

コ ンポーネン ト へフ ァ イルを追加する方法は、 コ ンポーネン ト の作成の仕方によ って 多少の違いがあ り ます。

フ ァ イルを コ ンポーネン ト に関連付ける方法を、 コ ンポーネン ト の作成方法別に、 以下に説明し ます。

InstallShield で新しいコ ンポーネン ト を作成する

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで右ク

リ ッ ク し てコ ンポーネン ト を作成する場合は、 まずコ ンポーネン ト の [ フ ァ イル ] の項目を選択し てフ ァ イルリ ス

ト を表示し て く だ さい。

タ スク 次に、 以下のいずれかの方法で、 フ ァ イルを コ ンポーネン ト に関連付けます。

• Windows エクスプローラーから フ ァ イル リ ス ト にフ ァ イルを ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする。

• フ ァ イルリ ス ト 内を右ク リ ッ ク し て [ 追加 ] を ク リ ッ クする。 表示されるダイアログ ボ ッ クスで参照し、 そ

のフ ォルダーから追加する フ ァ イルを必要なだけ選択し て く だ さい。 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を使用し たコ ンポーネン ト の新規作成

コ ンポーネン ト  ウｨザー ド を使用し てコ ンポーネン ト を作成する際、 [ フ ァ イル ] パネルでコ ンポーネン ト にフ ァ

イルを追加する こ とができます。

タ スク 次に、 以下のいずれかの方法で、 フ ァ イルを コ ンポーネン ト に関連付けます。

• Windows エクスプローラーから フ ァ イル リ ス ト にフ ァ イルを ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする。

• フ ァ イルリ ス ト 内を右ク リ ッ ク し て [ 追加 ] を ク リ ッ クする。 表示されるダイアログ ボ ッ クスで参照し、 そ

のフ ォルダーから追加する フ ァ イルを必要なだけ選択し て く だ さい。 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 

InstallShield はアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルにリ ン ク を作成し ます。 リ ン クは、 イ ンス ト ールのリ リースをビルド

する際、 フ ァ イルを探すのに使用されます。 リ ン クが無効になる と、 " フ ァ イルが見つかり ません " がフ ァ イルの

横に表示されます。

フ ァ イルを追加する上記の方法はすべて、 フ ァ イルを ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 ) にリ ン ク し ます。 これは、 新しい

フ ァ イルを追加し た り、 ソースフ ォルダーから除去し ても、 フ ァ イルのリ ン クは変わらないとい う こ と を意味し

ます。 ス タ テ ィ ッ ク リ ン クに代わる方法は、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を コ ンポーネン ト に追加する」 を参

照し て く ださい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト のフ ァ イルの [ リ ン ク ] 列で値を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト を拡張し て [ フ ァ イル ] ノ ー ド を表示する こ とができます。 [ フ ァ イ

ル ] ノ ー ド を表示し て、 コ ンポーネン ト に関連付けられている フ ァ イルを見る こ とができます。 [ フ ァ イル ] エク

スプローラーの、 [ リ ン ク ] 列はデ ィ レ ク ト リ またはフ ァ イルを追加し た と きに使用し たパス変数を提供し ます。 [

ダイ レ ク ト エデ ィ ター ] を利用し てこの列に表示される内容を変更する こ とができます。

タ スク デ ィ レ ク ト リ を編集するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

3. フ ァ イルを参照し て ISBuildSourcePath 列の値を編集し ます。

コ ンポーネン ト から フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク コ ンポーネン ト から フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 削除する フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を展開し てから、 その下の

フ ァ イルアイテムを ク リ ッ ク し ます。 コ ンポーネン ト に関連付けられている フ ァ イルは、 右のペイ ンに表示

されます。

3. 削除する フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

レジス ト リ データ を コ ンポーネン ト に追加する

[ レジス ト リ ] ビ ューを使用し て、 レジス ト リキーと レジス ト リ値を コ ンポーネン ト に追加する こ とができます。

この情報は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト  システムのレジス ト リ に書き込まれます｡レジ

ス ト リ キーと値の追加方法については、 次を参照し て く ださい。

• レジス ト リ キーの作成

• レジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し てレジス ト リ キーを作成する

• レジス ト リ値の作成

• レジス ト リ フ ァ イルを イ ンポー ト する

• レジス ト リ フ ァ イルのエクスポー ト

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューでシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューでシ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する前に、 まずシ ョ ー ト カ ッ ト を リ ン ク させる フ ァ イルが入ったコ ンポーネン ト を作成す

る必要があ り ます。

タ スク 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト に関連付ける必要のある コ ンポーネン ト を

展開し たあと、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーが新しいペイ ン

に開きます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ール先フ ォルダーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいフ ォル

ダー ] または [ 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 た と えば、 会社名の下にシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し

たい場合は、 プログラム フ ォルダーを作成する こ とができます。

シ ョ ー ト カ ッ ト 用のフ ォルダーを作成し た後、 そのフ ォルダーを右ク リ ッ ク し [ 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク

リ ッ ク し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

4. シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ  を定義し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
静的に リ ン ク されたコ ンポーネン ト にサブフ ォルダーを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク 静的に リ ン ク されたコ ンポーネン ト にサブ フ ォルダーを追加するには以下の手順に従います :

[ コ ンポーネン ト ] または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト の [ ス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

] サブ ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいフ ォルダー ] を選択し ます。

コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト のフ ァ イルの 1 つはキーフ ァ イルと な り ます。 キーフ ァ イルは、 ターゲッ ト マシン上にコ ンポー

ネン ト が存在するかど うかを検出し、 またそのア ッ プデー ト が必要かど うかを決定するために Windows Installer が

使用する フ ァ イルです。 コ ンポーネン ト の詳細設定やシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 キーフ ァ イルを指定する

必要があ り ます。 

注意 • プロジ ェ ク ト にダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルが含まれている場合、 それらのフ ァ イルに一部がコ ン

ポーネン ト のキー フ ァ イルと し て自動的に設定される場合があ り ます。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン ク

がある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルを設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク コ ンポーネン ト のフ ァ イルの 1 つをキーフ ァ イルに指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. フ ァ イル リ ス ト を右ク リ ッ ク し て、 [ キー フ ァ イルの設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 そのフ ァ イルのフ ァ イルア

イ コ ン ( ) が、 キーアイ コ ン ( ) に置換されます。

コ ンポーネン ト は、 1 つのキー パス、 または、 １  つのキーフ ァ イルを持つこ とができます。 キーパスまたはキー

フ ァ イルがコ ンポーネン ト に既に割り当てられている場合、 他のキーフ ァ イルを設定し よ う とする と、 警告メ ッ

セージ ボ ッ クスが表示されます。 既存のキーフ ァ イルまたはキーパスを新規キーフ ァ イルで置き換えるには、 こ

のメ ッ セージ ボ ッ クスで [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのキーフ ァ イルは指定できません。 キーフ ァ イルは、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザ

イ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューのいずれかで設定できます。

コ ンポーネン ト からキー フ ァ イルを ク リ アする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このフ ァ イルを コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルと し て使用し ない場合、 コ ンポーネン ト からキー フ ァ イルを ク リ

アする こ とができます。

タ スク コ ンポーネン ト から フ ァ イルを ク リ アするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. キー フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ キー パスのク リ ア ] を ク リ ッ ク し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト を作成する と、 コ ンポーネン ト をビ ューで作成し たかウ ィ ザー ド で作成し たかによ って、 デフ ォ

ル ト の値が設定されます。

タ スク コ ンポーネン ト の設定を編集するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成を行う コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し てから、 その設定を必要に応じ て変更し ます。

各設定についての詳細は、 「コ ンポーネン ト の設定」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と機能のイ ンス ト ール先の違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

DIM、 マージ モジュール、 および MSM データベース プロジ ェ ク ト は機能を含みません。 これらのプロジ ェ ク ト

の種類は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の機能に追加されます。 し たがって、 DIM、 マージ モジュール、 および MSM 

データベース プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト は、 それら を使用する イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれる機能に

関連付けられます。

コ ンポーネン ト および機能 のどち らにも " イ ンス ト ール先 " 設定があ り ますが、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール

を実行し た時に利用される方法が異な り ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
エン ド ユーザーによるイ ンス ト ール先の変更を許可する

機能のイ ンス ト ール先設定を使って、 ユーザーによる ターゲッ ト  システムでの機能のイ ンス ト ール先変更を可能

にできます。 機能のイ ンス ト ール先はエン ド ユーザーによ って変更されるため、 機能のイ ンス ト ール先にはパブ

リ ッ ク プロパテ ィ を利用し な く てはな り ません。 パブ リ ッ ク プロパテ ィ の名前には、 大文字しか使用できません

( 例、 INSTALLDIR)。

メ モ • 機能のすべてのコ ンポーネン ト を機能のイ ンス ト ール先にイ ンス ト ールするには、 コ ンポーネン ト のすべて

のイ ンス ト ール先が機能のイ ンス ト ール先と一致するよ う に設定する必要があり ます。

特定のイ ンス ト ール先を設定する

コ ンポーネン ト をエン ド ユーザーによる変更が不可能な特定の場所にイ ンス ト ールする場合、 コ ンポーネン ト の

イ ンス ト ール先を機能のイ ンス ト ール先と し て利用されないデ ィ レ ク ト リ に設定し な く てはな り ません。

コ ンポーネン ト のフ ァ イルのイ ンス ト ール先フ ォルダーを設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

各コ ンポーネン ト のフ ァ イルに対し、 異なる イ ンス ト ール先を指定できます。 " イ ンス ト ール先 " 設定のデフ ォル

ト 値は、 次によ う にな り ます :

• 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト

ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合は INSTALLDIR で、 製品の INSTALLDIR プロパテ ィ での初期値は 

[ProgramFilesFolder]Company Name\Product Name です。

• InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト の場合は TARGETDIR で、OnFirstUIBefore イベン ト  

ハン ド ラー関数のデフ ォル ト のスク リ プ ト  コー ド でのデフ ォル ト の初期値は PROGRAMFILES ^ 

IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME です。

Windows ロゴ • Windows ロゴ要件による と、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先は、 エン

ド ユーザーの Program Files フ ォルダーのサブ フ ォルダーである必要があ り ます。 INSTALLDIR または 

ProgramFilesFolder を機能の " イ ンス ト ール先 " 設定の親フ ォルダーと し て使用する と、 フ ァ イルは正しい場所に

イ ンス ト ールされます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーを変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. イ ンス ト ール先を変更する コ ンポーネン ト を選択し ます。

3. " イ ンス ト ール先 " 設定で、 一覧からオプシ ョ ンの 1 つを選択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

デ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ます。

イ ンス ト ール先フ ォルダーに関するその他の考慮事項

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定

コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を [ ソースを優先 ] ( または、 コ ンポーネン ト の機能が [ ソース

を優先 ] に設定されている場合は [ オプシ ョ ン ]) に設定する と、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定に関

わらず、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされません。

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定

各機能にも " イ ンス ト ール先 " 設定があり ます。 異なる場合、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定は、 機

能のイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド し ます。 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定はオプシ ョ ンですが、 コ ンポーネ

ン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定は必須です。

デフ ォル ト のイ ンス ト ール先と し ての INSTALLDIR の使用

すべての機能およびコ ンポーネン ト に対し [ イ ンス ト ール先 ] 設定のデフ ォル ト が INSTALLDIR に設定されている

のは、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを同じルー ト フ ォルダーにイ ンス ト ールするためです。 この結果、

エン ド ユーザーがある機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーを Custom Setup ダイアログで変更する と、 INSTALLDIR 

に含まれるパスにイ ンス ト ールするよ う設定されたすべての機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーも変更されます。

メ モ • コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先が INSTALLDIR 以外に設定されている と、 コ ンポーネン ト は各コ ンポーネ

ン ト に指定されたイ ンス ト ール先にイ ンス ト ールされるため、 INSTALLDIR を変更し ても コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール先には影響があ り ません。

INSTALLDIR などのイ ンス ト ールフ ォルダープロパテ ィ は、 デフ ォル ト 値と し て指定されます。 エン ド ユーザー

は、 Msiexec.exe 起動時に、 コマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設定し た り、 CustomSetup ダイアログで機能に対し て

新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを選択する こ とによ り、 この値を変更できます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
.NET アセンブ リ を含むコ ンポーネン ト 用の [GlobalAssemblyCache]

コ ンポーネン ト に .NET アセンブ リが含まれる場合、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先を [GlobalAssemblyCache] 

に設定できます。 .NET アセンブ リがターゲッ ト  システムのグローバルアセンブ リキャ ッ シュ (GAC) にイ ンス ト ー

ルされている場合、 アセンブ リ にシステムの他のアプ リ ケーシ ョ ンからアクセスできます。

一般に、 アセンブ リはローカルアプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールする こ と をお勧めし ます。 こ う す

る と アプ リ ケーシ ョ ン分離が向上し ます。

メ モ • アセンブ リ をグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ ンス ト ールするには、 アセンブ リ コ ンポーネン ト の "

ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定を [ プロパテ ィ のみ ] または [ 依存関係と プロパテ ィ ] に設定し てお く 必要が

あ り ます。

スク リ プ ト から コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

コ ンポーネン ト のフ ァ イルのターゲッ ト のイ ンス ト ール先をスク リ プ ト から指定する と、 エン ド ユーザーの入力

またはその他の条件に従ってラ ン タ イム時にそのイ ンス ト ール先を変更できます。

タ スク コ ンポーネン ト のフ ァ イルのターゲッ ト  イ ンス ト ール先をスク リ プ ト から指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ スク リ プ ト 定義のフ ォルダー ] を右ク リ ッ ク し、

[ 新規フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 サブフ ォルダ ― が、 <NEW VARIABLE N> とい う デフ ォル ト 名で追加

されます ( こ こで N は連続番号です )。 このサブ フ ォルダーの名前を < スク リ プ ト 定義フ ォルダー > などのよ

う に山かっ こで囲って任意の文字列に変更できます。

3. 既存のコ ンポーネン ト のフ ァ イルのターゲッ ト イ ンス ト ール先を指定するには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

b. 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。

c. コ ンポーネン ト のプロパテ ィ グ リ ッ ド で " イ ンス ト ール先 " プロパテ ィ の値を ク リ ッ ク し、 リ ス ト から

手順 1 で作成し たサブ フ ォルダーの名前を選択し ます。

新しいコ ンポーネン ト を作成し てそのフ ァ イルのターゲッ ト のイ ンス ト ール先を指定するには、 以下の手順

を実行し ます。

a. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 希望のフ ァ イルを [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンか

らステ ッ プ 1 で作成し たサブ フ ォルダーに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し ます。 デフ ォル ト 名に FilesN とい

う名前を持つ新しいコ ンポーネン ト が作成されます。

b. スク リ プ ト で FeatureSetTarget を呼び出し て手順 1 で作成し たサブ フ ォルダーにターゲッ ト 先を割り当

てます。 下に例を示し ます。 

AskDestPath( "" , "XYZ フ ァ イルの場所を選択して く ださい。 ", svEndUserSelectedPath, 0 );

FeatureSetTarget( MEDIA , "< スク リ プ ト 定義フ ォルダー >" , svEndUserSelectedPath);
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
大文字のデ ィ レ ク ト リ識別子と コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

デ ィ レ ク ト リ識別子を大文字で指定する と、 その値がユーザー イ ン ターフ ェ イスから設定できる パブ リ ッ ク プロ

パテ ィ にな り ます。 エン ド ユーザーまたは管理者がユーザー イ ン ターフ ェ イスまたはコマン ド ラ イ ンから イ ンス

ト ール先を変更するには、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ識別子をパブ リ ッ ク プロパテ ィ にす

る必要があ り ます。

大文字と小文字を混ぜた り、 小文字でデ ィ レ ク ト リ識別子を指定する と、 デ ィ レ ク ト リ エン ト リが プラ イベー ト

プロパテ ィ  と し て定義されます。 プ ラ イベー ト プロパテ ィ は、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスから変更できません。

アンイ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト のフ ァ イルと他の関連データ をアン イ ンス ト ールするか
ど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールする と き、 場合によ って、 コ ンポーネン ト のフ ァ イル、 レジス ト リ エ

ン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト および他のデータがアン イ ンス ト ールされないよ う にする必要があり ます。 以下は、 コ

ンポーネン ト のデータがアン イ ンス ト ールされないよ う にする必要がある場合のシナリ オ例です。

• 他の製品に使用される可能性がある フ ァ イルのアン イ ンス ト ールを防ぎたい。

• コ ンポーネン ト にフ ォ ン ト が含まれている。

• コ ンポーネン ト が [SystemFolder] にイ ンス ト ールされる。 検証規則による と、 この場所にイ ンス ト ールされ

る コ ンポーネン ト は、 アン イ ンス ト ール時にアン イ ンス ト ールされるべきではないとあり ます。

コ ンポーネン ト のデータ をアン イ ンス ト ールするかど うかを制御する設定は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類

によ って異な り ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク コ ンポーネン ト のフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ および他のデータ をアン イ ンス ト ールするかど うかを指定する

には、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、

構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。 InstallShield の右側に設定が表示されます。

2. 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト

ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 — " パーマネン ト " 設定を必要に応じ て次のよ う に構成し ます :

• エン ド ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールする と き、 コ ンポーネン ト  データがアン イ ンス ト ールされな

いよ う にするには、 [ はい ] を設定し ます。

• コ ンポーネン ト データがアン イ ンス ト ールされるよ う にする場合、 [ いいえ ] を選択し ます。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合 — " アン イ ンス ト ール " 設定を必要に応じ

て次のよ う に構成し ます :

• エン ド ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールする と き、 コ ンポーネン ト  データがアン イ ンス ト ールされな

いよ う にするには、 [ いいえ ] を設定し ます。

• コ ンポーネン ト データがアン イ ンス ト ールされるよ う にする場合、 [ はい ] を選択し ます。

" パーマネン ト " 設定と " アン イ ンス ト ール " 設定は、 コ ンポーネン ト に関連付けられているすべてのデータ型

に適用し ます。 これには、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 XML フ ァ イルの変更および SQL 

スク リ プ ト が含まれます。

コ ンポーネン ト 条件を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

試用版と完全版など、 同じ プログラムの異なるバージ ョ ンを作成する場合、 コ ンポーネン ト の条件付き イ ンス

ト ールが役立ちます。 ト ラ イアル版では、 一部の機能を提供し ないよ う にするため、 一部のコ ンポーネン ト を イ

ンス ト ールし ません。 また、 コ ンポーネン ト の条件付き イ ンス ト ールによ って、 デ ィ スク容量を節約する こ と も

できます。 ターゲッ ト  システムにすべてのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするのに十分なデ ィ スク容量がない場

合、 必ずし も必要でないコ ンポーネン ト を条件付きでイ ンス ト ールするよ う設定できます。

" コ ンポーネン ト の条件 " 設定を使用する と、 ターゲッ ト  システムにコ ンポーネン ト のデータ をセ ッ ト ア ッ プす

る前にイ ンス ト ールが評価するステー ト メ ン ト を入力できます。 このコ ンポーネン ト は、 条件が False に評価され

た場合にはイ ンス ト ールされません。 条件が True と評価された場合には、 イ ンス ト ールする機能が選択されてい

る と し て、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまたはア ドバタ イズされます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト に条件を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。

3. " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 条件 ] ボ ッ クスで、 コ ンポーネン ト の条件を入力し ます。

• [ プロパテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使って、 条件をビルド し ます :

a. [ プロパテ ィ ] リ ス ト で、 プロパテ ィ を選択し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 プロパテ ィ を [ 条件 ] 列に追加し ます。

b. 条件ステー ト メ ン ト に演算子を含める場合、 [ 演算子 ] リ ス ト から演算子を選択し てから、 [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 条件ステー ト メ ン ト に演算子が追加されます。

c. 条件ステー ト メ ン ト に値を含める場合は、 その値を入力し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

重要 • InstallShield は、 基本の条件検証を行いますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果を評価する こ と を確

認し て く ださい。 詳しい情報と条件のサンプルについては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さ

い。

再イ ンス ト ール中にコ ンポーネン ト 条件を再評価する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の " 条件の再評価 " 設定で [ はい ] を選択する と、 Windows Installer は、 コ ンポーネン ト の条件を

再評価し ます。 * 再イ ンス ト ールについての条件が True と評価された場合、 コ ンポーネン ト は再イ ンス ト ールさ

れます。 また、 条件が最初に False と評価されていた場合、 あるいはコ ンポーネン ト がイ ンス ト ール用に選択され

ていなかった場合は、 イ ンス ト ールされます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
移行コ ンポーネン ト

イ ンス ト ール済みのコ ンポーネン ト で、 再イ ンス ト ール時に条件が False と評価されたコ ンポーネン ト は削除され

ます。 この特別機能によ って、 再イ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト を交換する こ とができます。 " 再評価条件 " 設

定で [ はい ] が選択されたコ ンポーネン ト は移行コ ンポーネン ト  と考えられます。

Windows XP または Windows Vista のどち らにイ ンス ト ールされるかによ って、 異なる .dll フ ァ イルを必要とするア

プ リ ケーシ ョ ンを例と し ます。 各フ ァ イルにコ ンポーネン ト を作成し て、 各コ ンポーネン ト にオペレーテ ィ ング 

システムのバージ ョ ンをチ ェ ッ クする条件を追加し ます。 Windows Vista 用のコ ンポーネン ト の条件の例を以下に

示し ます :

VersionNT=600

WindowsXP 専用コ ンポーネン ト の条件の例を以下に示し ます :

VersionNT<600

製品を Windows XP にイ ンス ト ールする場合、 適切なバージ ョ ンの .dll イ ンス ト ールされ、 Windows Vista バージ ョ

ンはイ ンス ト ールされません。 エン ド ユーザーが Windows Vista にア ッ プグレー ド し た場合はど う なるので し ょ う

か。 両方のコ ンポーネン ト が移行可能であれば、 製品の再イ ンス ト ール時に Windows XP 専用コ ンポーネン ト はア

ン イ ンス ト ールされ、 Windows Vista 専用のコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。

共有フ ァ イルの参照カウン ト を管理する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ァ イルの参照カウン ト  (refcount と も呼ばれます ) は、 特定のフ ァ イルを使用する ターゲッ ト  システム上にある

製品の数です。 参照カウン ト を使って、 ある フ ァ イルが複数の製品で共有されている場合に、 それを共有する製

品すべてが削除されるまで、 ターゲッ ト  システムに保持する こ とができます。

共有フ ァ イルの参照カウン ト は、 次のレジス ト リ キーに格納されます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\SharedDLLs

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト と InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の両方で、 共有フ ァ イルの参照カウ

ン ト を管理する こ とができます。 プロジ ェ ク ト の種類によ って、 その機能は多少異な り ます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでの動作

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 キーフ ァ イルのコ ンポーネン ト の " 共有 " 設定で [ はい ] を選択し て、 キー フ ァ

イルが共有されている こ と を指定できます。 イ ンス ト ールがキー フ ァ イルを イ ンス ト ールする場合で、 コ ンポー
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ネン ト の " 共有 " 設定で [ はい ] が選択されている と き、 レジス ト リ に参照カウン ト が既存し ない場合はそれが作

成され、 既存する場合はそのカウン ト が増加されます。 キーフ ァ イルのアン イ ンス ト ール中、 参照カウン ト が減

少されます。

Windows ロゴ • Windows ロゴガイ ド ラ イ ンでは、 共有フ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに参照カウン ト を増加し、

アン イ ンス ト ールする と きに減少する こ とが必要です ( イ ンス ト ールし ないよ う に推奨されている ) コア コ ン

ポーネン ト フ ァ イルは参照カウン ト されません。

InstallScript ベースのイ ンス ト ールでの動作

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト を共有と し てマークできます。

イ ンス ト ールがコ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス ト ールする場合で、 コ ンポーネン ト の " 共有 " 設定で [ はい ] 

が選択されている と き、 レジス ト リ に各フ ァ イルの参照カウン ト が既存し ない場合はそれが作成され、 既存する

場合はそのカウン ト が増加されます。 コ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール中、 参照カウン ト が減少されます。

InstallScript 関数 GetFileInfo を FILE_SHARED_COUNT 定数を使って呼び出し て、 既存フ ァ イルの参照カウン ト を判

断できます。

コ ンポーネン ト を共有と し てマークする方法

タ スク コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルを共有と し て指定する (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ) 、 または

コ ンポーネン ト を共有と し て指定する (InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ) には、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。

3. " 共有 " 設定で [ はい ] を選択し ます。

ヒ ン ト • コ ンポーネン ト を常に共有と し てマーク し な く てはならない一例と し て、 そのコ ンポーネン ト のフ ァ イル

が System フ ォルダーまたは Common Files フ ォルダーといった共有デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされる場合が挙

げられます。

メ モ • コ ンポーネン ト を共有と し てマーク し ているいないにかかわらず、 イ ンス ト ーラーによ ってコ ンポーネン ト

のすべてのフ ァ イルの参照カウン ト が増分されますので、 ご注意 く だ さい。 ただ し、 参照カウン ト が存在し ない

場合、 この " 共有 " 設定が [ はい ] に設定されていない限り、 イ ンス ト ールはこれを作成し ません。

イ ンス ト ール前にフ ァ イルのバージ ョ ンを確認する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 この機能はコ ンポーネン ト の " 上書き " 設定によ って処理されます。 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と開 く  [ 上書き ] ダイアログ ボ ッ クス で、 コ ンポーネン ト がターゲ ッ ト  シ

ステム上の既存フ ァ イルを上書きするかど うかを指定できます。

コ ンポーネン ト の " 上書き し ない " 設定では、 フ ァ イルが既にターゲ ッ ト  システムに存在する場合、 イ ンス ト ー

ルでフ ァ イルを上書きするかど うか指定できます。

• [ はい ] を選択する と、 ( ターゲッ ト  システムに存在する場合 ) フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な

く 、 決し て上書き されません。 この設定で [ はい ] を選択する と、 フ ァ イルのバージ ョ ン規則がオーバーラ イ

ド されます。

• [ いいえ ] を選択し ても、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルバージ ョ ンがイ ンス ト ールされるバージ ョ ンよ り新

しい場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されません。 イ ンス ト ールされるバージ ョ ンの方が新し

い場合、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルは 上書き されます 。

Windows Installer は、 コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするかど うか決定する際、 コ ンポーネン ト の キーフ ァ イルの

存在を確認し ます。 詳細については、 「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」 を参照

し て く ださい。

同じ名前のフ ァ イルを イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

コ ンポーネン ト の " ソースの場所 " 設定は、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルが圧縮されない場合に、 コ ンポーネン ト  

フ ァ イルがソース デ ィ スク イ メ ージに格納されるサブ フ ォルダーを識別し ます。 コ ンポーネン ト のフ ァ イルはリ

リースイ メ ージでこのフ ォルダーにコ ピーされます。

" ソースの場所 " 設定の値は必須ではな く 、 たいていの場合は、 空白のままで構いません。 ただ し値を指定する場

合は、 有効な Windows フ ォルダー名を入力する必要があ り ます。

" ソースの場所 " 設定が使用される例の 1 つは、 複数の言語を持つイ ンス ト ールを作成する場合です。 こ う し た

ケースでは、 複数のフ ァ イルに共通の名前をつけておきたい状況も考えられます。 各言語用のコ ンポーネン ト を

作成し て、 それぞれのフ ァ イルに対し て必要に応じ て " ソースの場所 " 設定を構成できます。 この " ソースの場

所 " 設定を使用する こ と で、 同じ名前を持つフ ァ イルを上書き し て し ま う危険を冒すこ と な く 、 デ ィ スク上の異

なる場所にコ ピーする こ とができます。

たと えば、 German および English とい う 2 つのコ ンポーネン ト を作成し た と し ます。 最初のコ ンポーネン ト の "

ソースの場所 " 設定には、 GermanVersion を入力し ます。 2 番目のコ ンポーネン ト の " ソースの場所 " 設定には、

GermanVersion を入力し ます。 そし て Test.txt とい う名前で、 内容が少し だけ異なる フ ァ イルを、 2 つ用意し ます。

各フ ァ イルを コ ンポーネン ト に割り当てます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
非圧縮フ ァ イルを使用し てイ ンス ト ールをビルド する と、 デ ィ スク イ メ ージ上に GermanVersion と EnglishVersion 

とい う名前の異なる フ ォルダーが作成されます。 上記フ ォルダーに別々のバージ ョ ンの Test.txt が、 どち ら も上

書き される こ と な しにコ ピーされます。

メ モ • " ソースの場所 " 設定と 「イ ンス ト ール先」 は異な り ます。 2 つのバージ ョ ンのフ ァ イルを両方と もエン ド

ユーザーのマシンにコ ピーするよ う な場合もあ り ますが、 通常はフ ァ イルに言語でフ ィ ルターをかける場合の方

が多 く な り ます。

コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

" リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定によ って、 このコ ンポーネン ト のフ ァ イルを ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

するか、 または CD-ROM やネ ッ ト ワークサーバーのよ う なソース メ デ ィ アから実行するかが決定されます。 新規

コ ンポーネン ト のデフ ォル ト 値は [ ローカルを優先 ] です。 これは、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルがターゲッ ト  シ

ステムにイ ンス ト ールされる こ と を意味し ます。

タ スク この値を変更し てコ ンポーネン ト のフ ァ イルがソース メ デ ィ アからのみ実行されるよ う にするには、 以下のよ う

にし ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。

3. " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定で、 [ ソースを優先 ] を選択し ます。 [ オプシ ョ ン ] を選択する と、 このコ ン

ポーネン ト にその機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を与える こ とにな り ます。

コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は、 機能のそれをオーバーラ イ ド し ます。 詳細については、

「コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定と機能の " リ モー ト イ ンス ト ール " 設定の違い」 を参照し て

く ださい。

注意 • コ ンポーネン ト に Windows サービスが含まれる場合、 [ ローカルを優先する ] オプシ ョ ンを選択し ます。 エ

ン ド ユーザーは CustomSetup ダイアログを使用し て機能のイ ンス ト ール状態を変更する こ とができますが、

Windows Installer はサービスを リ モー ト  イ ンス ト ールする こ とはできません。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定と機能の " リ モー ト イ ンス ト ール " 設定の違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は、 常に機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定をオーバーラ イ

ド し ます。 たと えば、 コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定が [ ローカルを優先する ] に設定されて

いる と、 機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定に関係な く ターゲッ ト  システムにそのフ ァ イルがイ ンス ト ールさ

れます。

また、 コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定が [ ソースを優先 ] に設定されている場合には、 フ ァ イ

ルは常にソース メ デ ィ アから実行されます。 コ ンポーネン ト の機能が、 フ ァ イルを ソース メ デ ィ アから実行する

かど うかを決定する場合、 コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定で [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。

コ ンポーネン ト が複数の機能に関連付けられていて、 コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定が [ オプ

シ ョ ン ] に設定されている と き、 その機能で [ ローカルを優先 ] が設定されてる場合、 フ ァ イルはローカルにイ ン

ス ト ールされます。 コ ンポーネン ト が [ ローカルを優先 ] または [ ソースを優先 ] に設定されていれば、 その設定

に従ってフ ァ イルがイ ンス ト ールされます。

ビルド時に COM 登録データ を抽出する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

コ ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽出 " 設定で [ はい ] を選択する と、 InstallShield はそのコ ンポーネン ト を含

むリ リースをビルド するたびに、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルをスキャ ン し て COM 登録データ を抽出し ます。

抽出された情報はリ リースに配置され、 イ ンス ト ールまたはア ドバタ イズされる と きに Windows Installer が COM 

サーバーを登録できるよ う にし ます。 コ ンポーネン ト によ って作成されたすべての必要なレジス ト リ設定は、 こ

の設定で [ はい ] を選択する と抽出されます。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド と異な り、 ビルド プロセスではプロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに抽出された COM 情報が

書き込まれません。 代わり に、 ビルド し直すたびにア ッ プデー ト される とい う よ う に、 動的にな り ます。 これは

また、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルへの書き込みアクセス許可を持たな く ても、 InstallShield やコマン ド ラ イ ンから既存

のリ リースを再ビルド できる こ と を意味し ます。

メ モ • ビルド されたマシンの PATH システム変数は、 COM サーバーのリ ン ク先と なるすべての .dll フ ァ イルのデ ィ

レ ク ト リ を含むよ う に設定する必要があ り ます。 この設定を怠った場合、 フ ァ イルの登録は失敗し、 COM 情報の

抽出が行なわれません。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ビルドのフ ィ ー ドバッ ク ([ 出力 ] ウ ィ ン ド ウおよびビルド ログフ ァ イルで表示される ) では、 抽出された登録情

報が詳細に表示されます。

ヒ ン ト • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合、InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM 

データ を抽出できます。 データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と マーク し な

く てはな り ません。 64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト に

する」 を参照し て く だ さい。

競合の解決

" ビルド時に COM 抽出 " 設定に [ はい ] が選択されていても、 コ ンポーネン ト の [COM 登録 ] 詳細設定と コ ン

ポーネン ト の [ レジス ト リ ] エクスプローラーで、 COM 情報を指定する こ とができます。 既存の情報は、 コ ン

ポーネン ト がイ ンス ト ールされる と きに常に登録されます。

エン ト リが COM 登録の下で検出される と、 InstallShield は " ビルド時に COM 抽出 " 設定に [ はい ] が設定された

と きにそれら を削除するかど うかを問い合わせます。 ビルド時に競合が見つかった場合、 動的に取得し たデータ

で上書き された詳細設定の項目に関し て警告メ ッ セージが表示されます。

これらの安全策の他にも、 COM 登録の詳細設定と コ ンポーネン ト のレジス ト リ データ をチ ェ ッ クする こ とによ っ

て、 予定通りのエン ト リが使用されてお り、 ビルド時に抽出されたエン ト リ と競合し ていないこ と を確認する こ

とができます。

.NET 依存関係と プロパテ ィ を確認するためのスキャ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallShield では、 ビルド時にコ ンポーネン ト の .NET 依存関係と プロパテ ィ をスキャ ンするかど うかを指定できま

す。 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って、 その機能は異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 " ビルド時に .NET をスキャ ン

" 設定を使って、 ビルド時にコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルについて .NET 依存関係と プロパテ ィ をスキャ ンする

かど うかを指定できます。

メ モ • キーフ ァ イルが .NET アセンブ リ フ ァ イルではない場合、 ビルド時のスキャ ンではコ ンポーネン ト のキー

フ ァ イルはチ ェ ッ ク されません。
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コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定で利用可能なオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

メ モ • アセンブ リ をグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ ンス ト ールするには、 " ビルド時に .NET をスキャ ン " 

設定を [ プロパテ ィ のみ ] または [ 依存と プロパテ ィ ] に設定し てお く 必要があり ます。

この設定は、 プロジ ェ ク ト でス タ テ ィ ッ ク スキャニング ウ ィ ザー ドがどのよ う にフ ァ イルをスキャ ンするかに影

響し ます。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定を使って、

ビルド時にコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルについて .NET 依存関係をスキャ ンするかど うかを指定できます。

コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定で利用可能なオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

.NET アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 3-6 • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト における " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定のオプシ ョ
ン

オプシ ョ ン 説明

な し InstallShield、 このコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルをスキャ ン し て .NET 依存

関係またはプロパテ ィ のチ ェ ッ ク を行いません。

プロパテ ィ のみ ビルド時に、 このコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルをスキャ ン し て、 .NET プ

ロパテ ィ をチ ェ ッ ク し ます。 必要に応じ て、 InstallShield は MsiAssembly と 

MsiAssemblyName テーブルにアセンブ リ プロパテ ィ を挿入し ます。

依存関係およびプロパテ ィ ビルド時に、 このコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルをスキャ ン し て、 .NET 依

存関係と プロパテ ィ をチ ェ ッ ク し ます。 必要に応じ て、 InstallShield は 

MsiAssembly と MsiAssemblyName テーブルにアセンブ リ プロパテ ィ を挿入

し ます。 さ らに InstallShield は、 .NET アセンブ リが必要とする、 不足し てい

る フ ァ イル、 コ ンポーネン ト 、 およびマージ モジュールを リ リースに追加

し ます。

テーブル 3-7 • InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト における " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

な し InstallShield は、 このコ ンポーネン ト のフ ァ イルをスキャ ン し て .NET 依存関

係のチ ェ ッ ク を行いません。

依存関係 InstallShield は、 このコ ンポーネン ト のフ ァ イルをスキャ ン し て .NET 依存関

係をチ ェ ッ ク し ます。 InstallShield は、 不足し ている依存関係を リ リースに

追加し ます。
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

".NET アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル " 設定は、 このコ ンポーネン ト がビルド時にスキャ ン ([ ビルド時に .NET をス

キャ ン ] 設定による ) されるか、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド でスキャ ン された と きに使用されます。 ス

キャナーはコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と一緒にこの設定を使用し て、 アセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケー

シ ョ ン " 設定の値を決定し ます。

.NET アセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定を構成するためのスキャ ンのアルゴ リズムは次のとお り で

す :

1. アルゴ リズムをスキャ ンする と、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定をチ ェ ッ ク し ます。 この値が 

[GlobalAssemblyCache] の場合、 .NET アセンブ リの  " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定はヌルに設定されま

す。

2. コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先が [GlobalAssemblyCache] 以外の場合、 スキャ ンのアルゴ リズムはコ ンポー

ネン ト の ".NET アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル " 設定をチ ェ ッ ク し ます。 この値がヌル値でない場合、 この設定

の値を使ってアセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定が構成されます。

3. コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先が [GlobalAssemblyCache] 以外で、 ".NET アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル " 設定

がヌルの場合、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルを使用し てアセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定

が構成されます。

.NET Installer ク ラスへ渡されたプロパテ ィ を読み込む

これは Installer ク ラスの実装し、 イ ンス ト ールから Installer ク ラスへ渡されるプロパテ ィ の読み出し方をデモンス

ト レーシ ョ ンする .NET ク ラスの例です。

using System;

using System.Configuration.Install;

using System.Windows.Forms;

using System.Collections;

namespace MyInstall

{

///

/// Class1 の概要説明。

///

[System.ComponentModel.RunInstallerAttribute(true)]

public class MyInstallClass : Installer

{

public MyInstallClass()

{

}

public override void Install(IDictionary stateSaver)

{

base.Install(stateSaver);

foreach(string strKey in Context.Parameters.Keys)

{

MessageBox.Show(strKey + " は " + Context.Parameters[strKey] + " です ");

}

}
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public override void Commit(IDictionary stateSaver)

{

base.Commit(stateSaver);

foreach(string strKey in Context.Parameters.Keys)

{

MessageBox.Show(strKey + " は " + Context.Parameters[strKey] + " です ");

}

}

public override void Uninstall(IDictionary stateSaver)

{

base.Uninstall(stateSaver);

foreach(string strKey in Context.Parameters.Keys)

{

MessageBox.Show(strKey + " は " + Context.Parameters[strKey] + " です ");

}

}

public override void Rollback(IDictionary stateSaver)

{

base.Rollback(stateSaver);

foreach(string strKey in Context.Parameters.Keys)

{

MessageBox.Show(strKey + " は " + Context.Parameters[strKey] + " です ");

}

}

};

}

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの有効化と無効化

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• ト ラ ンスフ ォーム

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを使用し て、 ターゲッ ト  マシン上で 32 ビ ッ ト の [ レジス ト リ ] ビ ューと 64 ビ ッ ト の 

[ レジス ト リ ] ビ ューの同期を保つこ とができます。 

メ モ • Windows Installer 4 以降がある 64 ビ ッ ト  システムでのみレジス ト リ リ フ レ ク シ ョ ンがサポー ト されていま

す。 また、 Windows Vista 以降と、 Windows Server 2008 以降でのみサポー ト されています。

エン ド ユーザーがレジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンが有効にされたコ ンポーネン ト を持つ 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ

ンを イ ンス ト ールする と、 まず Windows Installer によ り レジス ト リの 64 ビ ッ ト  ビ ューで ( 関連付けられた ) レジ

ス ト リの変更が行われ、 その後リ フ レ ク タによ り そのレジス ト リの変更が 32 ビ ッ ト のレジス ト リ ビ ューにコ

ピーされます。 同様に、 エン ド ユーザーが同レジス ト リのキーまたは値を変更する 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ
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ンを イ ンス ト ールする と、 まず Windows Installer によ り レジス ト リの 32 ビ ッ ト  ビ ューで ( 関連付けられた ) レジ

ス ト リの変更が行われ、 その後リ フ レ ク タによ り そのレジス ト リの変更が 62 ビ ッ ト の [ レジス ト リ ] ビ ューにコ

ピーされます。

コ ンポーネン ト が各キーにアクセスする際、 Windows Installer が RegDisableReflectionKey 関数を呼び出し ます。 こ

の関数は、 指定されたキーのレジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にし ます。 キーのリ フ レ クシ ョ ンを無効にし ても、

サブキーのリ フ レ クシ ョ ンには影響あ り ません。

タ スク コ ンポーネン ト によ って影響が及ぼされるすべての新しいまたは既存のレジス ト リキーに対し てレジス ト リ リ フ

レ ク シ ョ ンを有効化するには、 次の手順に従います。

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの設定を構成する コ ンポーネン ト を選択

し ます。

3. レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを有効にするには、 [ レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にする ] 設定を [ いいえ ] 

にし ます。 これがデフ ォル ト の値です。

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にするには、 [ レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にする ] 設定を [ はい ] に

し ます。

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの詳しい情報については、 MSDN ラ イブラ リの 「Registry Reflection」 を参照し て く だ

さい。

コ ンポーネン ト の " 共有コ ンポーネン ト のパッ チ " を有効にするかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 コ ンポーネン ト について共有コ ンポーネン ト のパッ チを有効にするかど う かを指定できます。

デフ ォル ト では無効です。

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている少な く と も 1 つのパッ ケージについて、 この複数パッ ケージの共

有機能が有効な場合、 Windows Installer 4.5 はこれらすべてのパッ ケージ間でコ ンポーネン ト が共有されている も

のと し て処理し ます。 このコ ンポーネン ト を共有するパッ チがアン イ ンス ト ールされる と、 Windows Installer はシ

ステム上で、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルの最も上位バージ ョ ンを共有し続ける こ とができます。

複数パッ ケージ コ ンポーネン ト の共有を行う目的は、 1 つまたは複数の他のイ ンス ト ール パッ ケージによ って共

有されている コ ンポーネン ト を含むパッ チのアン イ ンス ト ール中に、 フ ァ イルがダウングレー ド されないよ う に

防ぐ こ と です。 これによ って、 そのパッ チがアン イ ンス ト ールされた後でも、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルの最も

上位バージ ョ ンがマシン上で保持されます。

メ モ • ターゲッ ト  システムで DisableSharedComponent ポリ シーが 1 に設定されている場合、 Windows Installer はす

べてのパッ ケージについて、 この設定を無視し ます。
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Windows Installer 4.0 以前では、 この設定は無視されます。

次の図表は、 file.dll と呼ばれる フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を共有する ABC と XYZ とい う 2 つの製品の例を示

し ます。 エン ド ユーザーは、 最初に製品 ABC を イ ンス ト ールし、 共有コ ンポーネン ト の file.dll バージ ョ ン 1.0.0.0 

がイ ンス ト ールされます。 次に、 エン ド ユーザーは file.dll バージ ョ ン 1.1.0.0 を含む製品 XYZ を イ ンス ト ールし ま

す。 このバージ ョ ンは製品 ABC 用にイ ンス ト ールされたフ ァ イルよ り も上位バージ ョ ンであるため、 Windows 

Installer は現在のバージ ョ ンを 1.1.0.0 で上書き し ます。 その後、 エン ド ユーザーが製品 ABC 用のアン イ ンス ト ー

ル可能なパッ チを イ ンス ト ールし ます。 このパッ チは、 file.dll の 1.2.0.0 バージ ョ ンを含みます。 これは、 ターゲッ

ト  システムに既存する フ ァ イルよ り も上位バージ ョ ンであるため、Windows Installer は現在のバージ ョ ンを 1.2.0.0 

で上書き し ます。 エン ド ユーザーがパッ チをアン イ ンス ト ールする と、 次の結果のどち らかが発生し ます :

• 製品 ABC または 製品 XYZ のどち らかについて、 " 複数パッ ケージの共有コ ンポーネン ト " 設定が [ はい ] に

設定されている場合で、 Windows Installer 4.5 が存在する と きは、 パッ チを製品 ABC から アン イ ンス ト ールす

る と、 ターゲッ ト  システムでバージ ョ ン 1.1.0.0 が復元されます。

• 製品 ABC と製品 XYZ でこの設定の値が [ いいえ ] の場合、 製品 XYZ が 1.1.0.0 を使用するのにも関わらず、

フ ァ イルのバージ ョ ンは 1.0.0.0 にダウングレー ド されます。 このため、 製品 XYZ がバージ ョ ン 1.1.0.0 を必要

とする と きに、 XYZ が適切に動作し ない可能性があり ます。 
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図 3-1: どち らか 1 つのパッ ケージで共有コ ンポーネン ト の " 複数パッ ケージの共有コ ンポーネン ト " 設定が [ は
い ] に設定されている場合で、 Windows Installer 4.5 が存在する と き、 フ ァ イルのバージ ョ ン 1.1.0.0 の復元が可能
な場合があ り ます。 そ う でない場合、 フ ァ イルが意図せずにバージ ョ ン 1.0.0.0 にダウングレー ド される可能性が
あ り ます。
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タ スク コ ンポーネン ト について、 共有コ ンポーネン ト のパッ チを有効にするかど うかを指定するには、 以下の手順に従

います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。

3. " 複数パッ ケージの共有コ ンポーネン ト " に適切な値を選択し ます :

• 共有コ ンポーネン ト のパッ チを有効にするには、 [ はい ] を選択し ます。 InstallShield が選択されたコ ン

ポーネン ト の msidbComponentAttributesShared 属性を設定し て、 このコ ンポーネン ト が共有される こ と

を示し ます。

• 共有コ ンポーネン ト のパッ チを無効にするには、 [ いいえ ] を選択し ます。 InstallShield は選択されたコ ン

ポーネン ト の msidbComponentAttributesShared 属性を設定し ません。 ただ し、 コ ンポーネン ト が別の

パッ ケージ と共有される場合、 そのパッ ケージに含まれる同じ コ ンポーネン ト に 

msidbComponentAttributesShared 属性が設定されている可能性があ り ます。 その場合、 Windows Installer 

4.5 は、 複数パッ ケージのコ ンポーネン ト が共有されている と見な し ます。

コ ンポーネン ト の詳細設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ュー ( および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ) 内にある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領

域では、 特定のコ ンポーネン ト  タ イプのイ ンス ト ール条件を満たすこ とができます。 たと えば .ocx フ ァ イルを

ターゲッ ト  システムにコ ピーする場合、 フ ァ イルのメ ソ ッ ドが適切にアクセス されるよ う にク ラス、 ProgID、 お

よびタ イプ ラ イブ ラ リ を登録する必要があ り ます。 詳細設定は Windows Installer のビル ト イ ン機能を利用し て 

COM サーバーの登録、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース、 および ト ラ ンスレーターの設定、 Windows サービスの

イ ンス ト ール、 制御、 および構成、 並びにフ ァ イル関連付けの登録を行います。

詳細設定を指定し てコ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ、 COM サーバー、 フ ァ イル拡張サーバー、 および MIME の種

類の登録を行な う こ とができます。 コ ンポーネン ト が選択されている場合、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまた

はア ドバタ イズされる と きにターゲッ ト  システム上で詳細設定が行なわれます。 し たがって、 フ ァ イルはイ ンス

ト ールされた直後に実行可能と な り ます。 ア ドバタ イズの一種である コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュは、 パブ

リ ッ シュの詳細設定を通し て行います。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
COM 登録の設定を手動で構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • COM サーバーを イ ンス ト ールする場合、 Windows Installer でそのク ラス、 ProgID などを登録する方法をお勧

めし ます。 自己登録機能を呼び出すこ とは、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ スの違反にな り ます。

TypeLib テーブルの使用は避ける こ とが推奨されます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ

ラ リの 「TypeLib Table」 を参照し て く だ さい。

COM 登録詳細設定を組み込む最も簡単な方法は、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド に必要な情報を抽出させるか、 キー

フ ァ イルの COM データ を抽出する方法です。 ( ビルド時にダイナ ミ ッ ク ( 動的 ) に抽出する こ と もできます。 そ

の場合には、 この詳細設定を使用する必要はあ り ません。 ) コ ンポーネン ト のレジス ト リ エクスプローラーで 

COM 登録詳細設定を変更または COM エン ト リ を作成する作業は、 フ ァ イル登録に関する技術詳細に十分精通し

ている開発者向けです。

タ スク COM サーバーを、 コ ンポーネン ト の詳細設定の編集のみで、 イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. COM サーバーが 1 つコ ンポーネン ト に追加されている こ と を確認し ます。 セ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ ス

による と、 フ ァ イルは単一のポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 または .ocx フ ァ イル ) である必要で

す。

2. COM サーバーを コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル にし ます。

3. コ ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽出 " 設定を [ いいえ ] に設定し ます。

4. コ ンポーネン ト の詳細設定項目を展開し て、 すべての詳細設定を表示し ます。

5. COM の登録 を ク リ ッ ク し て、 COM サーバー情報を構成し ます。

[COM 登録 ] エクスプローラーにあるアイテムの 1 つを右ク リ ッ ク し、 COM サーバーの登録情報を変更または作

成し ます。 アイテムを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し、 新しいアイテムの名前を変更し ます。

メ モ • ビルド されたマシンの PATH システム変数は、 COM サーバーのリ ン ク先と なるすべての .dll フ ァ イルのデ ィ

レ ク ト リ を含むよ う に設定する必要があ り ます。 この設定を怠った場合、 フ ァ イルの登録は失敗し、 COM 情報の

抽出が行なわれません。

作成し た各登録アイテムまたはサブアイテムの設定を構成し ます。 この他のヘルプは、 各登録設定を ク リ ッ クす

る と、 InstallShield のヘルプ ペイ ンから見る こ とができます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
COM 登録の COM ク ラスを手動で構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク ク ラス ID を登録するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [COM 登録 ] を選択し ます。 [COM 登録 ] 

エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [COM 登録 ] エクスプローラーで、 [COM ク ラス ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい COM ク ラス ] を ク リ ッ ク

し ます。

4. 必要に応じ て、 COM ク ラスの新しい名前を入力し ます。 COM ク ラスに指定する名前は、 デフ ォル ト 値と し て 

HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\<GUID> に登録されます。 ク ラスに新しい名前を入力するには、 それを右ク

リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て く だ さい。

5. 新しい COM ク ラスを ク リ ッ ク し て、 設定の構成を行います。

6. このク ラスのコ ンテキス ト の種類を指定し ます。 以下のリ ス ト に、 COM サーバーの種類に適し たサーバー コ

ンテキス ト を示し ます。

• LocalServer32 — 32 ビ ッ ト  .exe フ ァ イル

• LocalServer — 16 ビ ッ ト  .exe フ ァ イル

• InprocServer32 — 32 ビ ッ ト  .dll または .ocx フ ァ イル

• InprocServer — 16 ビ ッ ト  .dll または .ocx フ ァ イル

サーバー コ ンテキス ト が LocalServer または LocalServer32 の場合、 コ ンテキス ト を ク リ ッ ク し て " デフ ォル ト の 

Inproc ハン ド ラー " 設定と " 引数 " 設定を構成し ます。

COM 登録の ProgID を手動で構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

progID は、 Component.Class.N の形式で示される、 ク ラス識別用の文字列です。

タ スク 新しいプログラム上の識別子を指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [COM 登録 ] を選択し ます。 [COM 登録 ] 

エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [COM 登録 ] エクスプローラーで、 [ProgID] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい ProgID] を ク リ ッ ク し ます。

4. ProgID の新しい名前を入力し ます。 Component.Class.N 形式を使用し ます。 ク ラスに新しい名前を入力するに

は、 それを右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て く だ さい。

5. 新しい ProgID を ク リ ッ ク し て、 その設定を構成し ます。

バージ ョ ン非依存の ProgID

バージ ョ ン非依存の progID はク ラスを Component.Class の形式で識別する文字列で、 ク ラスのすべてのバージ ョ

ンに対し て一定です。

タ スク バージ ョ ン非依存の新しいプログラム上の識別子を指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [COM 登録 ] を選択し ます。 [COM 登録 ] 

エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [COM 登録 ] エクスプローラーで、 [ バージ ョ ン非依存 ProgID] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい ProgID] を ク

リ ッ ク し ます。

4. ProgID の新しい名前を入力し ます。 Component.Class 形式を使用し ます。 ク ラスに新しい名前を入力するに

は、 それを右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て く だ さい。

COM 登録のタ イプ ラ イブラ リ を手動で構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • TypeLib テーブルの使用は避ける こ とが推奨されます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ 

ラ イブ ラ リの 「TypeLib Table」 を参照し て く だ さい。

タ スク タ イプ ラ イブ ラ リ または libID を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [COM 登録 ] を選択し ます。 [COM 登録 ] 

エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [COM 登録 ] エクスプローラーで、 [ タ イプ ラ イブラ リ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい タ イプ ラ イブ ラ リ

] を ク リ ッ ク し ます。

4. この COM サーバーによ って参照される タ イプラ イブラ リ または libID の新しい名前を入力し ます。 タ イプ ラ

イブラ リのアイテムに指定する名前は、 デフ ォル ト 値と し て 

HKEY_CLASSES_ROOT\TYPELIB\<libID>\<version> の下に登録されます。 Component.Class 形式を使用し ます。

ク ラスに新しい名前を入力するには、 それを右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て く だ さい。

5. 設定を構成する タ イプ ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル拡張子を登録する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ イルの操作に一意のフ ァ イル拡張子を使用する場合、 [ フ ァ イルの種類 ] 領域で、 その

フ ァ イル タ イプを登録する こ とができます。 [ フ ァ イルの種類 ] 領域は、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューおよび [ セ ッ

ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でのみ ) 内の詳細設定からアクセスできます。 た と え

ば、 アプ リ ケーシ ョ ンが  .xyz  とい う拡張子を持つフ ァ イルを操作する場合、 このフ ァ イルの種類を登録し てお く

と、 ユーザーがそのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し た と きにフ ァ イルをそのアプ リ ケーシ ョ ンで開 く よ う にオペ

レーテ ィ ング システムに指示する こ とができます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
この詳細設定は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまたはア ドバタ イズされている時に、 ターゲッ ト  システム上で

フ ァ イルの種類に関する次の情報を登録し ます。

メ モ • フ ァ イルの関連付けは HKLM\SOFTWARE\Classes と HKCU\SOFTWARE\Classes の両方に格納され、 マージ

されたデータは HKEY_CLASSES_ROOT の下に表示されます。 Windows Installer による機能のア ドバタ イズをサポー

ト する場合、 レジス ト リ に直接書き込むのではな く 、 フ ァ イルの種類エデ ィ ターを使用される こ と をお勧めし ま

す。

また、 Windows Installer はフ ァ イル拡張子ア ドバタ イズ情報を、 一見ラ ンダムな文字列と し てレジス ト リ に書き込

みます。 しかし、 これは正常な動作です。

アセンブ リのイ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ モ • プロジ ェ ク ト に .NET アセンブ リ を追加 する場合、 アセンブ リ を コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て追

加し て、 コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定を選択する方法が推奨されます。

テーブル 3-8 • フ ァ イルの種類情報

登録されている情報 説明

フ ァ イル拡張子 フ ァ イル拡張子 (.doc や .txt など ) を コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル  に関連

付ける こ とができます。

ProgID ProgID プロパテ ィ を拡張子に設定する と、 た と えばフ ァ イルタ イプの登録

を含む extfile などに ProgID を指定する こ とができます。

動詞 エン ド ユーザーが現在の拡張子を持つフ ァ イルを右ク リ ッ ク し た と きに 

Windows Explorer が表示する コ ンテキス ト メ ニューの中に表示される コマン

ド動詞 (Open や Print など ) を登録できます。

MIME タ イプ 多目的で、 メ デ ィ アの種類やコ ンテンツの種類と し て知られる イ ン ター

ネ ッ ト メ ール拡張子 (MIME) タ イプ も コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルに登録

できます。 MIME の種類を ク ラス ID に関連付ける こ と もできます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト の詳細設定の [ アセンブ リ ] セクシ ョ ンでは、 現在のコ ンポ－ネン ト を イ ンス ト ールし た と きに、

プラ イベー ト またはグローバルの Win32 アセンブ リや .NET アセンブ リ を追加する こ とができます。 アセンブ リ

は、 システム上の他のアプ リ ケーシ ョ ンに影響を与えない、 自己完結型の製品を イ ンス ト ールする と きに便利で

す。

1 つのコ ンポーネン ト に複数のアセンブ リ を含める こ とはできません。

アセンブ リ を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

.NET アセンブ リ を コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルと し て追加する と、 コ ンポーネン ト がビルド時にスキャ ン され

たと き、 または ス タ テ ィ ッ ク スキャニング ウ ィ ザー ド を実行し た と きに InstallShield は自動的に .NET アセンブ

リの設定に値を追加し ます。

タ スク コ ンポーネン ト に .NET または Win32 アセンブ リ を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. アセンブ リ を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい Win32 アセンブ リ ] または [ 新しい .NET アセンブ リ ] を ク リ ッ ク し

ます。

5. アセンブ リ を ク リ ッ ク し て、 マニフ ェ ス ト 、 フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ンおよび関連する設定を構成し ます。

InstallShield が、 アセンブ リ に入力された情報を Windows Installer データベースの MsiAssembly および 

MsiAssemblyName テーブルに追加し ます。 これらのテーブルは、 ダイ レ ク ト エデ ィ ターで表示、 編集する こ とが

できます。

アセンブ リ を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク コ ンポーネン ト からアセンブ リ を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] 項目を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4. アセンブ リ を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

ターゲ ッ ト  システムで .NET アセンブ リ サポー ト をテス ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ターゲッ ト  システムが .NET アセンブ リ をサポー ト するかど うかを確認するには、 MsiNetAssemblySupport プロパ

テ ィ をテス ト し ます。 ターゲッ ト  システムが Win 32 アセンブ リ をサポー ト するかど うかを確認するには、

MsiWin32AssemblySupport プロパテ ィ をテス ト し ます。 (Win32 のアセンブ リは、 Windows XP 以降のみでサポー ト さ

れています。 ) アセンブ リ テーブル、 アクシ ョ ンおよびプロパテ ィ を使用するには、 Windows Installer バージ ョ ン 

2,0 以降が必要です。

コ ンポーネン ト のアプ リ ケーシ ョ ンパスを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
[App Paths] レジス ト リキーは、 実行可能フ ァ イルが .dll フ ァ イルを見つける と きに使用する イ ンス ト ール関連レ

ジス ト リキ－で、 これがある と PATH 環境変数を変更する必要があり ません。 実行可能フ ァ イルの App Path ｓ  

キーは次のよ う な形を し ています :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App Paths\ フ ァ イル名 .exe

プログラムの App Paths キーには、 通常、 "Path" とい う名前の値が含まれます。 こ こにはセ ミ コ ロンで区切られ

たデ ィ レ ク ト リの一覧が含まれてお り、 プログラムの .dll フ ァ イルはこの中から見つける こ とができます。 アプ リ

ケーシ ョ ンの場所がシステムのパスに含まれていない場合、 Windows ではこのキーを使用し てアプ リ ケーシ ョ ン

と その .dll フ ァ イルを探し ます。 さ らにエン ド ユーザーがエクスプローラー シ ェルによ ってアプ リ ケーシ ョ ンの

実行可能フ ァ イルを移動し た り名前を変更し た りする と、 Windows は自動的にフ ァ イルの App Path ｓ  キーを更新

し ます。

タ スク コ ンポーネン ト のアプ リ ケーシ ョ ンパスを指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する コ ンポーネン ト を選択し て、 その [ 詳細設定 ] 項目を展開し ます。

3. [ 詳細設定 ] の下の [ アプ リ ケーシ ョ ンのパス ] 項目を ク リ ッ ク し ます。

4. キーを作成する フ ァ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. [ アプ リ ケーシ ョ ン パス ] 列で、 依存関係へのパスを入力するか、 パスをハー ド コーデ ィ ングし ない場合は、

Windows Installer フ ォルダーのプロパテ ィ を リ ス ト から選択し ます。 複数のパスはセ ミ コ ロン (;) で区切り ま

す。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 

デバイス ド ラ イバー設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript プロジ ェ ク ト にデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールするための詳しい情報は、 「デバイス ド ラ イバー

のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド ... を実行し て、 イ ンス ト ールでデバイス ド ラ イバーを含めるのに必要なテーブル

やエン ト リ、 カス タム アクシ ョ ン、 機能、 およびコ ンポーネン ト を追加し た後、 デバイス ド ラ イバーを含むコ ン

ポーネン ト と関連付けられたプロパテ ィ を設定する こ とができます。 次の情報は InstallShield 内で設定可能な様々

なオプシ ョ ンについて説明し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
[ コ ンポーネン ト ] ビ ューにあるデバイス ド ラ イバー詳細設定の [ 共通 ] タ ブを利用し て、 現在のコ ンポーネン ト

にデバイス ド ラ イバーを含めるかど うか、 また含める場合、 希望のラ ン タ イム イ ンス ト ール オプシ ョ ンを選択

する こ とができます。 [ シーケンス ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバー （現在のコ ンポーネン ト の

デバイス ド ラ イバーだけでな く すべてのデバイス ド ラ イバー） を イ ンス ト ールする順番を指定する こ とができま

す。

コ ンポーネン ト をパブ リ ッ シュする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の [ パブ リ ッ シュ ] 詳細設定では、 コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ情報を指定できます。 パブ リ ッ

シュ ( 公開 ) は、 ア ドバタ イズ ( ジャス ト イ ン タ イム イ ンス ト ール ) の一種です。 イ ンス ト ール中にコ ンポーネン

ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素は作成されませんが、 コ ンポーネン ト は [ プログラムの追加と削除 ] アプ

レ ッ ト から イ ンス ト ールする こ とができます。 また、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ーラーから

パブ リ ッ シュ されたコ ンポーネン ト を要求し た際にも イ ンス ト ールできます。

各ア ドバタ イズ コ ンポーネン ト に対し、 1 つ以上のコ ンポーネン ト  ID を作成し な く てはな り ません。

重要 • コ ンポーネン ト  ID と コ ンポーネン ト の " コ ンポーネン ト  コー ド " で入力する GUID とは異な り ますので、

ご注意 く ださい。 これらは両方と も一意の値でな く てはな り ません。 " パブ リ ッ シュ " 詳細設定で使用する コ ン

ポーネン ト  ID は、 修飾コ ンポーネン ト と し てグループ化された複数のコ ンポーネン ト のカテゴ リ を表すカテゴ リ 

ID です。

各コ ンポーネン ト  ID には、 少な く と も 1 つの修飾子が必要です。 修飾子とは、 たと えば言語を指定する場合に、

この言語またはコ ンポーネン ト のバージ ョ ンを他から区別するために使用する文字列です。 修飾子は、 コ ンポー

ネン ト に対し て一意である必要があ り ます。

実行時にイ ンス ト ーラーはコ ンポーネン ト  ID と修飾子を登録し て、 これらの固有の値を使って、 パブ リ ッ シュ さ

れたコ ンポーネン ト を管理し ます。 Windows Installer 関数を呼び出すこ とによ り、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネ

ン ト または別のイ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト  ( 「ク ロスプロダク ト 」 ア ド バタ イズとい う 名前で知られてい

ます ) はア ドバタ イズされたコ ンポーネン ト に関する情報を要求し、 それを イ ンス ト ールする こ とができます。

パブ リ ッ シュ情報を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の [ パブ リ ッ シュ ] 詳細設定では、 コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ情報を指定できます。 パブ リ ッ

シュ ( 公開 ) は、 ア ドバタ イズ ( ジャス ト イ ン タ イム イ ンス ト ール ) の一種です。 イ ンス ト ール中にコ ンポーネン

ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素は作成されませんが、 コ ンポーネン ト は [ プログラムの追加と削除 ] アプ

レ ッ ト から イ ンス ト ールする こ とができます。 また、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ーラーから

パブ リ ッ シュ されたコ ンポーネン ト を要求し た際にも イ ンス ト ールできます。

タ スク 作成し たコ ンポーネン ト をパブ リ ッ シュするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 パブ リ ッ シュする コ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ リ ッ シュ ] を選

択し ます。 [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい ComponentID] を ク リ ッ ク し て新しいコ ンポーネ

ン ト の ID を生成し ます。 一意のコ ンポーネン ト  ID および対応する修飾子が追加されます。

4. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーで、 新しい修飾子を ク リ ッ ク し て、 その値を構成し ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 ターゲッ ト  システムで製品をア ド

バタ イズするために必要な条件を設定できます。

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でア ドバタ イズ条件を設定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 [ ア ドバタ イズ ] アイテムを展開し て、 [ 実行 ] アイテムを展開し ます。

3. 適切な [ 実行 ] アクシ ョ ンを ク リ ッ ク し て、 必要に応じ て " 条件 " 設定を構成し ます。

パブ リ ッ シュ される コ ンポーネン ト のコ ンポーネン ト  ID を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンポーネン ト をパブ リ ッ シュする場合、 少な く と も 1 つのコ ンポーネン ト  ID を [ パブ リ ッ シュ ] 詳細設定に追

加する必要があ り ます。

タ スク componentID を追加するには、 以下の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 新しいコ ンポーネン ト  ID が必要なコ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ

リ ッ シュ ] を選択し ます。 [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい componentID] を ク リ ッ ク し ます。 一意の

コ ンポーネン ト  ID および対応する修飾子が追加されます。

ComponentID を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク componentID を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーでコ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ リ ッ シュ ] を選択し ます。 [ パブ リ ッ

シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーで、 componentID を右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

componentID へ修飾子を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

各 ComponentID には少な く と も 1 つの修飾子が必要です。 コ ンポーネン ト  ID を作成する と、 デフ ォル ト 修飾子が

指定されます。 この修飾子の名前を変更するには、 右ク リ ッ ク し てから、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク 新しい修飾子を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーでコ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ リ ッ シュ ] を選択し ます。 [ パブ リ ッ

シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーで、 componentID を右ク リ ッ ク し [ 新しい修飾子 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 デフ ォル ト 名を持つ新しい修飾子を追加し ます。

4. 修飾子の名前を入力し ます。

componentID から修飾子を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 修飾子を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーでコ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ リ ッ シュ ] を選択し ます。 [ パブ リ ッ

シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーで、 修飾子を右ク リ ッ ク し  [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

修飾子の設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

各修飾子について、 アプ リ ケーシ ョ ン データ と呼ばれる情報文字列を指定するオプシ ョ ンがあ り ます。

タ スク  修飾子のプロパテ ィ を設定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト 、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーでコ ンポーネン ト を開き、 [ 詳細設定 ] の下で、 [ パブ リ ッ シュ ] を選択し ます。 [ パブ リ ッ

シュ ] エクスプローラーが別のウ ィ ン ド ウで表示されます。

3. [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーで、 修飾子を ク リ ッ ク し ます。

4. " アプ リ ケーシ ョ ン データ " 設定に適切な値を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初

期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存

の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し

て く ださい。

機能の定義
機能は、 エン ド ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 これは、 ヘルプ フ ァ イ

ルや製品スイー ト の一部などの製品の特定機能を表し、 エン ド ユーザーがこれら を イ ンス ト ールまたはアン イ ン

ス ト ールするかど うかを決定できます。 イ ンス ト ール全体は特定の目的を実行する各機能ご とに分ける必要があ

り ます。

サブ機能は機能を さ らに分割し たものです。 機能は、 ユーザーが選択し てイ ンス ト ールできる製品または製品ス

イー ト に含まれた自己完結型の要素である必要があ り ます。 そのため、 イ ンス ト ールの各部分をある " 親 " 機能

のサブ機能と し て構成するのが、 合理的な方法と言えます。

ヒ ン ト • 多 く のサブ機能を作成できますが、 編成のためにデザイ ンを可能な限り単純にし てお く よ う お勧めし ま

す。

機能の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト の機能およびサブ機能を作成で

きます。

タ スク 機能を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで最上部のアイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい機能 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、

New Feature_n ( こ こで n は連続番号です ) とい う デフ ォル ト の名前で新しい機能を追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

4. 右側のペイ ンで機能の設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、

機能名には必ずアルフ ァベ ッ ト 、 数字、 アンダースコ ア (_)、 およびピ リ オ ド (.) のみを使用し、 名前の先頭には 

アルフ ァベ ッ ト 、 またはアンダースコ アを使用し な く てはな り ません。

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 次の文字を機能名に使用できませ

ん。

\ / : * ? " ’ < > |

ヒ ン ト • サブ機能を追加するには、 その親機能を右ク リ ッ ク し て [ 新しい機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しい機能を追加し、 機能の名前に KFeature 1\Feature 2\Feature 3 と入力する こ と で、 ネス ト された複数の機能

を一度に作成する こ とができます。 InstallShield は、 Feature 3 が Feature 2 のサブ機能であ り、 Feature 2 が 

Feature 1 のサブ機能である、 ネス ト された機能構造を作成し ます。

プロジ ェ ク ト の機能やサブ機能のすべてを作成し た後、 コ ンポーネン ト を作成し て、 機能と関連付ける必要があり

ます。

機能の設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 機能の設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. 右側ペイ ンに表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

機能のイ ンス ト ール先を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

各機能およびサブ機能のフ ァ イルに対し、 別のイ ンス ト ール先を指定できます。 新しい機能の " イ ンス ト ール先 " 

設定のデフ ォル ト 値は INSTALLDIR で、 これは [ 一般情報 ] ビ ューで設定できます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ要件による と、 ターゲッ ト  システムの言語にかかわらず、 製品のフ ァ イルのデフ ォル

ト のイ ンス ト ール先を Program Files のサブ フ ォルダー、 またはエン ド ユーザー のアプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォ

ルダーにする必要があ り ます。

タ スク 機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーを変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. イ ンス ト ール先を変更する機能を選択し ます。

3. " イ ンス ト ール先 " 設定で、 一覧からオプシ ョ ンの 1 つを選択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

デ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ます。

イ ンス ト ール先を実行時に構成できるよ う にするには、 選択する イ ンス ト ール先フ ォルダーに、 必ずパブ

リ ッ ク プロパテ ィ  ( すべて大文字で表記 ) を選択し て く だ さい。

メ モ • 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定は空白にし てお く こ とができます。
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イ ンス ト ール先フ ォルダーに関するその他の考慮事項

実行時における機能のイ ンス ト ール先の変更

機能のイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を、 実行時にエン ド ユーザーの機能選択に基づいて変更する場合、 Windows 

Installer カス タム アクシ ョ ン タ イプ 35 を利用する こ とができます。 デ ィ レ ク ト リのターゲッ ト 先を変更する方法

に関する詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Changing the Target Location for a Directory」 を参照し て

く ださい。

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定

機能の " リ モー ト イ ンス ト ール " 設定を [ ソースを優先 ] ( または、 サブ機能の親機能が [ ソースを優先 ] に設定

されている場合は [ 親を優先 ]) に設定する と、 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定に関わらず、 機能のフ ァ イルは

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされません。

" コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先 " 設定

各コ ンポーネン ト にも " イ ンス ト ール先 " 設定があり ます。 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定と コ ンポーネン ト の 

" イ ンス ト ール先 " 設定の値が異なる場合、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定が機能のそれをオーバー

ラ イ ド し ます。 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定はオプシ ョ ンですが、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定

は必須です。

デフ ォル ト のイ ンス ト ール先と し ての INSTALLDIR の使用

すべての機能と コ ンポーネン ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先プロパテ ィ と し て INSTALLDIR を設定し ているの

は、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを同じルー ト フ ォルダーにイ ンス ト ールするためです。 この結果、 エ

ン ド ユーザーがある機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーを CustomSetup ダイアログで変更する と、 INSTALLDIR に含

まれるパスにイ ンス ト ールするよ う設定されたすべての機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーも変更されます。

メ モ • コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先が INSTALLDIR 以外に設定されている と、 コ ンポーネン ト は各コ ンポーネ

ン ト に指定されたイ ンス ト ール先にイ ンス ト ールされるため、 INSTALLDIR を変更し ても コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール先には影響があ り ません。

INSTALLDIR などのデ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ は、 デフ ォル ト 値を指定し ます。 エン ド ユーザーは、 Msiexec.exe 起

動時に、 コマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設定し た り、 CustomSetup ダイアログで機能に対し て新しいイ ンス ト ー

ル先フ ォルダーを選択する こ とによ り、 この値を変更できます。

機能の条件を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
試用版と完全版など、 同じ プログラムの異なるバージ ョ ンを作成する場合、 機能の条件付き イ ンス ト ールが便利

です。 ト ラ イアル版では、 一部の機能を提供し ないよ う にするため、 一部の機能を イ ンス ト ールし ません。 また、

機能の条件付き イ ンス ト ールによ って、 デ ィ スク容量を節約する こ と もできます。 ターゲッ ト  システムにすべて

の機能を イ ンス ト ールするのに十分なデ ィ スク容量がない場合、 不要な機能を条件付きでイ ンス ト ールするよ う

設定できます。

タ スク プロジ ェ ク ト の機能に条件を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

4. [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 " 条件 " ボ ッ クスの下に新しい条件が追加さ

れます。

5. [ レベル ] 列に、 条件が満た されている場合に機能に使用する イ ンス ト ール レベルを入力し ます。

条件が満たされている場合、 この値は機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定で指定された値を上書き し ます。

6. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 条件 ] 列で、 機能の条件を入力し ます。

• [ プロパテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使って、 条件をビルド し ます :

a. [ プロパテ ィ ] リ ス ト で、 プロパテ ィ を選択し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 プロパテ ィ を [ 条件 ] 列に追加し ます。

b. 条件ステー ト メ ン ト に演算子を含める場合、 [ 演算子 ] リ ス ト から演算子を選択し てから、 [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 条件ステー ト メ ン ト に演算子が追加されます。

c. 条件ステー ト メ ン ト が値を含む場合、 " 条件 " フ ィ ールド をダブルク リ ッ ク し てから END を押し、

挿入ポイ ン ト を条件ステー ト メ ン ト の終わり に移動し て、 値を入力し ます。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

重要 • InstallShield は、 基本の条件検証を行いますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果を評価する こ と を確

認し て く ださい。 詳しい情報と条件のサンプルについては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さ

い。

機能条件の実行時の動作

機能のデフ ォル ト のイ ンス ト ール レベルは、 [ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの " イ ンス

ト ール レベル " 設定で構成された値です。 この値は、 機能の条件が True 評価された場合に上書き されます。 その

場合、 機能のイ ンス ト ール レベルは、 True 条件ステー ト メ ン ト に関連付けられている " レベル " 値に設定されま

す。

各機能のイ ンス ト ール レベル値は、 グローバル パブ リ ッ ク プロパテ ィ  INSTALLLEVEL の値と比較され、 イ ンス

ト ール レベル値が INSTALLLEVEL と等しいかそれ以下の機能だけがイ ンス ト ール用に選択されます。
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たと えば、 ユーザーが昇格された権限を持つ場合のみデフ ォル ト で選択されるよ う にする機能がある場合、 この

機能に対し て、 条件 Not Privileged およびイ ンス ト ール レベル 200 を設定できます。 エン ド ユーザーが昇格された

権限を持たない場合、 この条件が True 評価され、 機能にイ ンス ト ール レベル 200 が与えられます。 200 は、 デ

フ ォル ト の製品イ ンス ト ール レベル (100) よ り大きいため、 機能は選択されません。

ヒ ン ト • イ ンス ト ール レベルを数値 0 に設定する条件を機能に与える こ とによ って、 機能を条件付きで非表示に

する こ とができます。 条件が True 評価される と、 機能は選択解除されて、 CustomSetup ダイアログにも表示され

ません。

機能をエン ド ユーザーへ表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト の種類に対応する カス タム セ ッ ト ア ッ プ ダイアログで、 エン ド ユーザー向けに

機能が表示される方法を指定する こ とができます。

• 基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 — CustomSetup ダイアログ

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 — SdFeatureDialog2、 SdFeatureMult または SdFeatureTree

[ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある機能の " 表示 " 設定を使って、 機能を表示するか

ど うか、 およびどのよ う に表示するかを指定できます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

メ モ • この設定で [ 表示し ない ] を選択し ても、 機能がイ ンス ト ールされるかど うかには影響し ません。 非表示に

し た機能は、 自動的にすべてイ ンス ト ールされる とい うわけではな く 、 イ ンス ト ールが必要な機能の場合は選択

解除できず、 イ ンス ト ールするべきではない機能の場合は選択できないよ う にな り ます。

テーブル 3-9 • " 表示 " 設定で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

閉じ て表示する デフ ォル ト で、 実行時ダイアログにサブ機能が閉じ た状態で、 機能が表示

されます。

展開し て表示する デフ ォル ト で、 実行時ダイアログにサブ機能が展開された状態で、 機能が

表示されます。

非表示 実行時ダイアログに、 機能およびそのサブ機能は表示させません。
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機能の条件付き選択

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

実行時に機能を条件付きで選択する手順は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

機能の [ 条件 ] 設定を使って、 指定し た条件が満た された場合のデフ ォル ト 以外のイ ンス ト ールレベル値を、 指定

できます。 機能のイ ンス ト ールレベル値が、 プロジ ェ ク ト の INSTALLLEVEL プロパテ ィ 以下の場合、 その機能は

選択されてイ ンス ト ールされます。

タ スク たと えば、 管理者権限を持たないエン ド ユーザーに対し ては非選択にし たい機能があれば、 次の手順で設定を し

ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

4. [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 " 条件 " ボ ッ クスの下に新しい条件が追加さ

れます。

5. [ レベル ] 列で、 200 と入力し ます。

6. [ 条件 ] 列に、 Not AdminUser と入力し ます。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 

実行時、 エン ド ユーザーが管理権限を持たない場合 ( つま り条件が成立する と )、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 

プロパテ ィ は 200 に設定されます。 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト  INSTALLLEVEL プロパテ ィ は 100 なので、 機能は

選択解除されます。

タ スク INSTALLLEVEL プロパテ ィ をプロパテ ィ マネージャー で変更する こ とができます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

FeatureSelectItem 関数を使う と、 SdFeatureTree などの機能選択ダイアログ ボ ッ クスに表示される機能の選択 /

非選択を設定できます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
機能の条件付き非表示

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

実行時に機能を条件付きで隠す手順は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

イ ンス ト ールレベルをゼロ と し た機能は、 すべて非表示 ( かつ非選択 ) にされます。

タ スク たと えば、 イ ンス ト ールの実行エン ド ユーザーが管理者権限を持たない場合に、 特定の機能を非表示にし たけれ

ば、 次の手順で設定を し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

4. [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 " 条件 " ボ ッ クスの下に新しい条件が追加さ

れます。

5. [ レベル ] 列で、 0 と入力し ます。

6. [ 条件 ] 列に、 Not AdminUser と入力し ます。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

このプロジ ェ ク ト を再ビルド し てイ ンス ト ールを実行する と、 管理者権限を持たないエン ド ユーザーに対し ては、

こ こで設定し た機能は非表示にされイ ンス ト ールも されません。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

FeatureSetData 関数は FEATURE_FIELD_VISIBLE 定数を受け取り、 これを使って特定の機能を表示するかど うかを

コ ン ト ロールする こ とができます。 た と えば、 HiddenFeature とい う名前の機能を非表示にする場合は、 スク リ プ

ト に次の関数呼び出し を置きます。

FeatureSetData(MEDIA,

"HiddenFeature",

FEATURE_FIELD_VISIBLE, FALSE,

"");

メ モ • 機能を非表示にし ても、 その機能の選択は解除されません。 機能のデータがイ ンス ト ールされないよ う に選

択を解除するには、 以下を呼び出し ます :
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
FeatureSelectItem(MEDIA, "FeatureName", FALSE);

機能のイ ンス ト ールを必須にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

機能の " 必須 " 設定に [ はい ] を選択する と、 エン ド ユーザーは CustomSetup ダイアログ ( 基本の MSI 、 MSI 

データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 )、 あるいは SdFeatureDialog2、 SdFeatureMult、 また

は SdFeatureTree ダイアログ (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) でそれを選択解除できません。 その機能は

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされます。

" 必須 " 設定が [ いいえ ] に設定されている と、 機能はデフ ォル ト でイ ンス ト ールされますが、 エン ド ユーザーは

選択を解除できます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 " 必須 "  設定は初回イ ンス ト ール中にルー ト  レベルの機能に適用し ます。

ア ッ プグレー ド またはパッ チに含まれるサブ機能にも適用できます。 この設定は、 InstallScript MSI イ ンス ト ール

の初回イ ンス ト ール中、 サブ機能には適用し ません。

機能のア ドバタ イズ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 機能のア ドバタ イズを選択的に有効または無効にする こ とができます。 ア ド バタ イズされた機

能は、 イ ンス ト ール過程ですぐにはイ ンス ト ールされません。 要求された と きにイ ンス ト ールされます。 機能を

割り当てる と、 その機能はすでにイ ンス ト ールされているよ う に見えますが、 エン ド ユーザーが要求するまでは

イ ンス ト ールされません。 ( 機能を割り当てる と シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ールされ、 コ ン ト ロール パネルの [ プ

ログラムの追加と削除 ] アプレ ッ ト から イ ンス ト ールできます。 ただ し割り当てられた機能は、 ユーザーが要求

するまではア ドバタ イズされるだけです。 ) パブ リ ッ シュ された機能は、 イ ンス ト ーラーから要求されるまで ター

ゲッ ト  システムに表示されません。 ( パブ リ ッ シュ された機能には、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素があ

り ません。 これらのイ ンス ト ールは、 プログラム上で行うか、 MIME の種類を関連付けて行います。 )
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
[ 機能 ] ビ ューの " ア ドバタ イズ " 設定を使って、 ア ドバタ イズを許可するかど うかを指定し ます。 この設定で選

択できるオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

機能のア ドバタ イズを有効にする と、 ア ドバタ イズを阻止するその他の要素がない限り、 イ ンス ト ールが実行さ

れているモー ド にかかわらず機能はア ドバタ イズされます｡ CustomSetup ダイアログで、 エン ド ユーザーは直ぐに

イ ンス ト ールする機能と、 後で使用する機能を制御できます。

ア ドバタ イズする場合には、 通常、 アプ リ ケーシ ョ ンでこの機能をサポー ト し ている必要があり ます。 た と えば、

ある製品でスペルチ ェ ッ ク機能をア ドバタ イズする と し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 メ ニュー

コマン ド またはツールバーボタ ンから、 スペルチ ェ ッ ク を提供し ます。 さ らに、 機能のイ ンス ト ール状態を確認

し、 カス タ マーが [ スペルチ ェ ッ ク ] コマン ド またはボタ ンを ク リ ッ クする と それがイ ンス ト ールされるよ う にア

プ リ ケーシ ョ ンに書き込む必要があ り ます。

機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この情報はセ ッ ト ア ッ プの種類が定義されていない場合にのみ適用し ます。

" イ ンス ト ールレベル " 設定は、 実行時に INSTALLLEVEL プロパテ ィ と比較され、 どの機能を イ ンス ト ールでき

るかを決定し ます。 この設定を使って、 特定の機能設定を作成する こ と もできます。

エン ド ユーザーが CustomSetup ダイアログで機能を選択解除し ない限り、 パッ ケージの INSTALLLEVEL プロパ

テ ィ の値と同等またはそれ以下のイ ンス ト ールレベルの機能がすべて ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされま

す。

テーブル 3-10 • " ア ドバタ イズ " 設定で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ア ド バタ イズを許可する エン ド ユーザーは、 CustomSetp ダイアログで、 この機能のア ドバタ イズ 

オプシ ョ ンを選択できます。 ア ドバタ イズは許可されますが、 イ ンス ト ー

ル実行時のデフ ォル ト のオプシ ョ ンではあ り ません。

ア ド バタ イズを優先する 機能は、 デフ ォル ト でア ドバタ イズされます。 エン ド ユーザーは、

CustomSetup ダイアログの機能のア ドバタ イズ オプシ ョ ンを変更できます。

ア ド バタ イズを許可し ない この機能には、 ア ドバタ イズは許可されません。 エン ド ユーザーは、

CustomSetup ダイアログで機能のア ドバタ イズを選択できません。

サポー ト されていない場合にア

ド バタ イズを無効にする

ア ドバタ イズ メ ン ト は、 Internet Explorer 4.01 以上のシステムでのみ機能し

ます。 この条件を満た さ ないターゲッ ト  システムでは、 ア ドバタ イズは許

可されません。 ターゲッ ト  システムがア ドバタ イズをサポー ト する場合、

ア ドバタ イズは許可されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
メ モ • パッ ケージの INSTALLLEVEL プロパテ ィ をプロパテ ィ マネージャーで変更する こ とができます。

タ スク 機能のイ ンス ト ールレベルプロパテ ィ を設定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " イ ンス ト ール レベル " 設定で、 この機能のイ ンス ト ール レベルに整数を入力し ます。 推奨値は 100 です。

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定によ って、 この機能のフ ァ イルを ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする

か、 または CD-ROM やネ ッ ト ワークサーバーのよ う なソース メ デ ィ アから実行するかが決定されます。 新しい機

能のデフ ォル ト 値は " ローカルを優先 " です。 これは、 選択された機能のフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ン

ス ト ールされる こ と を意味し ます。

タ スク " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を変更し て、 機能のフ ァ イルがソース メ デ ィ アからのみ実行されるよ う にするに

は、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定で、 [ ソースを優先 ] を選択し ます。

ヒ ン ト • [ 親を優先 ] を選択する と、 サブ機能にその親機能と同じ値が指定されます。

注意 • 機能のコ ンポーネン ト に Windows サービスが含まれる場合は、 " リ モー ト  イ ンス ト ール ' 設定で [ ローカル

を優先する ] を選択し ます。 エン ド ユーザーは CustomSetup ダイアログを使用し てイ ンス ト ール状態を変更する

こ とができますが、 Windows Installer はサービスを リ モー ト  イ ンス ト ールする こ とはできません。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
機能に リ リース フ ラグを使用する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 リ リース フ ラグのサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

リ リースフ ラグを使用する と、 複数のプロジ ェ ク ト を作成せずに、 異なるバージ ョ ンの製品を作成できます。 機

能のフ ィ ルタ リ ングには、 リ リースフ ラグに応じ て 2 つのステ ッ プ ( リ リース フ ラグの割り当て と、 リ リースに

含める フ ラグの指定 ) があ り ます。

リ リース フ ラグを機能に割り当てる

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 リ リース フ ラグのサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

リ リースフ ラグは、 特定のビルドから除外する機能に設定する必要があり ます。 た と えば、 製品の特別版だけに

含みたいア ド オン とい う機能がある場合、 この機能にフ ラグを付けて、 必要な と きだけ含める こ とができます。

タ スク リ リースフ ラグを機能に追加するには、 次の手順で行って く だ さい。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " リ リース フ ラグ " 設定で、 文字列を入力し ます。 文字列には、 文字または数字を使用できます。 複数のフ

ラグを この機能に付ける場合は、 カ ンマを使用し てフ ラグを区切り ます。

リ リース フ ラグに従って機能を フ ィ ルターにかける方法については、 「リ リース フ ラグ」 を参照し て く だ さい。

リ リース フ ラグを削除する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 リ リース フ ラグのサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク 機能から リ リースフ ラグを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. [ リ リース フ ラグ ] 設定で、 値を削除し ます。

機能の並べ替え

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする と き、 CustomSetup ダイアログ ( 基本の MSI、 MSI データベース、 およ

び ト ラ ンスフ ォーム イ ンス ト ールの場合 ) または機能選択ダイアログの 1 つ (InstallScript または InstallScript MSI 

イ ンス ト ールの場合 ) では、 InstallShield の [ 機能 ] ビ ューで表示されるのと同じ順序で機能が表示されます。 機能

が表示される順番を変更する こ とができます。

タ スク 機能の順序を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 移動する機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 上に移動 ]  または  [ 下に移動 ]  を ク リ ッ ク し ます。 機能を右または左に移

動し た り、 それによ って別の機能のサブ機能や ト ッ プレベルの機能に変更する こ と もできます。

ヒ ン ト • ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 機能の順序を変更できます。 機能またはサブ機能は、 すべてこの方法で

移動できます。

" 必要な機能 " 設定を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
" 必要な機能 " 設定では、 選択された機能に必要な機能を指定できます。 た と えば、 ProgramFiles と HelpFiles と

い う 2 つの機能を持つイ ンス ト ールがある と想定し ます。 HelpFiles 機能が選択されたと きにエン ド ユーザーが 

ProgramFiles を イ ンス ト ールし なければならない場合は、 " 必要な機能 " プロパテ ィ を使用する必要があ り ます。

タ スク 必要な機能を設定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] または [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. HelpFiles 機能を選択し ます。

3. 必要な機能 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し て、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 必要な機能 ]  ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

4. ProgramFiles チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

実行時に、 ユーザーがカス タム セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 SdFeatureTree などの機能選択ダイアログは、

HelpFiles 機能が選択されている と きにユーザーが ProgramFiles 機能の選択を解除できないよ う にし ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類について

プロジ ェ ク ト • セ ッ ト ア ッ プ タ イプは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を使用し

ます。

セ ッ ト ア ッ プ タ イプを使って、 エン ド ユーザーに様々なバージ ョ ンの製品を提供できます。 た と えば、 デフ ォル

ト のセ ッ ト ア ッ プの種類は 「完全」 と 「カス タム」 です。 「完全」 セ ッ ト ア ッ プは、 イ ンス ト ールに含まれるすべ

てのフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 カス タム セ ッ ト ア ッ プの種類は、 どの機能を イ ンス ト ールするかエン ド

ユーザーが選択する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プの種類は機能に基づいています。 各セ ッ ト ア ッ プ タ イプに関連付ける機能を選択し ます。 次に、 エ

ン ド ユーザーが特定のセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 そのセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けた機能だけがイ ン

ス ト ールされます。

デフ ォル ト では、 作成する各プロジ ェ ク ト は定義済みセ ッ ト ア ッ プの種類 を含みます。 セ ッ ト ア ッ プの種類 

ビ ューで、 セ ッ ト ア ッ プの種類を追加 / 削除し た り、 既存のセ ッ ト ア ッ プの種類名を変更できるほか、 各セ ッ ト

ア ッ プの種類に関連付けられている機能を変更する こ と もできます。

セ ッ ト ア ッ プの種類を追加する

プロジ ェ ク ト • セ ッ ト ア ッ プ タ イプは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を使用し

ます。

タ スク セ ッ ト ア ッ プの種類を追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、 以前

のセ ッ ト ア ッ プを新規追加し ます。

3. セ ッ ト ア ッ プのタ イプの新しい名前を入力し ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類を編集する

プロジ ェ ク ト • セ ッ ト ア ッ プ タ イプは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を使用し

ます。

タ スク セ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられている機能を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 編集するセ ッ ト ア ッ プの種類を ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト に含まれるすべての機能はペイ ンの左下に表示されます。

3. 選択し たセ ッ ト ア ッ プの種類に含めない機能の横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択解除し ます。 含める機能の

横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ペイ ンに リ ス ト されているすべてのセ ッ ト ア ッ プのタ イプは、 自動的にイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に追加されます。

メ モ • SetupType2 関数は、 それぞれに規定の説明テキス ト がある標準のセ ッ ト ア ッ プの種類 ( 完全およびカス タ

ム ) のみを表示し ます。 よ り幅広い柔軟性が必要な場合は、 スク リ プ ト で  SetupType2 の代わり に SdSetupTypeEx 

を呼び出し ます。 (OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラーのデフ ォル ト  コー ド には、 SetupType2  関数への呼び出し

が含まれています。 )

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プの種類にアクセラ レータ キーを提供する場合、 名前の文字の前にアンパサン ド (&) を入力し

て く ださい。 たと えば、 Cu&stom とい う名前は、 Custom とい う ラベルにな り ます。 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ

プ時に S キーを押すこ と でそのオプシ ョ ンボタ ンを選択する こ とができるよ う にな り ます。
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セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を変更する

プロジ ェ ク ト • セ ッ ト ア ッ プ タ イプは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を使用し

ます。

タ スク セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 編集するセ ッ ト ア ッ プの種類を ク リ ッ ク し、 [ 名前の変更 ] を

ク リ ッ ク し ます。

3. セ ッ ト ア ッ プの種類の新しい名前を入力し ます。

これで、 選択し たセ ッ ト ア ッ プ タ イプの " 表示名 " 設定が更新されます。 この名前は、 実行時に [ セ ッ ト ア ッ プ

の種類 ] ダイアログに表示されます。

セ ッ ト ア ッ プの種類を削除する

プロジ ェ ク ト • セ ッ ト ア ッ プ タ イプは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " 設定を使用し

ます。

タ スク セ ッ ト ア ッ プの種類を削除するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 削除するセ ッ ト ア ッ プの種類を ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を ク リ ッ

ク し ます。

イ ンス ト ールに再配布可能フ ァ イルを含める
InstallShield は、 一般によ く 利用されるサー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イルを含み、 .NET Framework のよ う な技術

に対するサポー ト を イ ンス ト ールに簡単に組み込むこ とができます。 プロジ ェ ク ト へ再配布可能フ ァ イルを追加

する と、 再配布可能フ ァ イルおよびすべての関連フ ァ イルがイ ンス ト ールへ追加されます。 これによ って再配布

可能フ ァ イルのパッ ケージ処理が簡素化され、 内部または外部での利用で一貫性を保ちやす く な り ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では [ オ

ブジ ェ ク ト ] ビ ュー) には、すべての InstallShield オブジ ェ ク ト 並びに InstallShield に含まれているサー ド パーテ ィ  

マージ モジュールが含まれています。 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この

ビ ューにはイ ンス ト ールに追加可能な InstallShield 前提条件も含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 [ 前提

条件 ] ビ ューを使ってイ ンス ト ールに InstallShield 前提条件を追加できます。

InstallShield 前提条件

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、 その設定の多 く を構成する こ とがで

きます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。

InstallShield は InstallShield 前提条件のベース セ ッ ト を含みます。 また、 InstallShield では InstallShield 前提条件エ

デ ィ ターを利用し てカス タム InstallShield 前提条件を定義し た り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た

り できます。

InstallShield では、 次の 2 つのタ イプの InstallShield 前提条件がサポー ト されています :

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件 — この種類の前提条件のイ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの実行の前に実行されます。

• 機能前提条件 — この種類の前提条件は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられています。 機能前提条件は、

前提条件を含む機能がイ ンス ト ールされた と きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされてい

ない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場

合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ール

されません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連

付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

InstallShield には、 InstallShield 前提条件を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、

パッ ケージ と し て含める こ とができるサポー ト も含まれています。 詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) 

をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める」 を参照し て く だ さい。

マージ モジュール

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 一部のアプ リ ケーシ ョ ンには、 Visual Basic ラ ン タ イム ラ イブラ リが必要です。

機能にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト に含まれる機能の 1 つに Microsoft 

C++ ラ ン タ イム ラ イブ ラ リ を添付するだけでこれを実行できます。

メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ド

パーテ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が

修正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合

わせ く ださい。 
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 631



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト には、 マージ モジュール同様、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが

すべて含まれています。 InstallShield に含まれる DirectX オブジ ェ ク ト などのオブジ ェ ク ト は、 ウ ィ ザー ド を使っ

てカス タ マイズする必要があ り ます。 オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに追加する と、 すぐに該当する カス タ マイズ

ウ ィ ザー ドが開きます。 オブジ ェ ク ト を追加時点でカス タ マイズする こ と も、 ウ ィ ザー ド をいったんキャ ンセル

し、 後でオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て [ オブジ ェ ク ト の設定変更 ] を選択する こ とによ ってカス タ マイズする こ

と もできます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

構成可能マージ モジュール

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration で少な く と も 1 つの行を持ち、

ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配布可能

フ ァ イルの値を変更する こ とができます。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで構成可能モジュールを選択し た場合、

表示される [ マージ モジュール構成可能値 ] ダイアログ ボ ッ クスでモジュール追加時にそれを構成する こ とがで

きます。 マージ モジュールを後でカス タ マイズするには、 それを右ク リ ッ ク し て [ マージ モジュールの構成 ] を

選択し ます。

再配布可能フ ァ イルの出荷
InstallShield は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に組み込むこ とが可能なサー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イルを提供し

ます。 プロジ ェ ク ト に、 た と えば Crystal Reports といった再配布可能技術を含む場合、 その再配布可能フ ァ イル

についてベンダーから ラ イセンスが付与されていな く てはな り ません。 適切なラ イセンス無しにこれらの技術を

再配布する こ とは法的に許可されていません。 詳細は、 ベンダーのマニュアルを参照し て く だ さい。

InstallShield プロジ ェ ク ト で リ リースをビルド する時、 InstallShield によ ってビルド出力に様々な InstallShield 再配

布可能フ ァ イルが含まれます。 InstallShield の使用許諾契約に基づいて、 ビルド出力に含まれる これらの 

InstallShield 再配布可能フ ァ イルを使用する こ とができます。 これらのフ ァ イルのほとんどは InstallShield Program 

Files フ ォルダー \Redist フ ォルダーにイ ンス ト ールされ、 必要に応じ てビルド に含まれます。 以下は InstallShield 再

配布可能フ ァ イルのリ ス ト です。

• _isres_LanguageID.dll

• AppxStub.exe

• ClrSuitePSHelper.dll

• ClrWrap.dll

• CommonHelper.dll

• corecomp.ini

• default.pal

• DLLWrap.dll

• dotnetfx.exe
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• DotNetInstaller.exe

• EulaScrollWatcher.dll

• FileBrowse.dll

• IISHelper.dll

• IISRT.dll

• InstallShield.ClrHelper.dll

• InstallShield.Interop.Msi.dll

• ISBEW64.exe

• ISChain.exe

• ISChainPackages.dll

• ISComSrv.dll

• ISExpHlp.dll

• isexternalui.dll

• IsLockPermissions.dll

• ISNetAPI.dll

• ISNetApiRT.dll

• ISNetworkShares.dll

• ISRegSvr.dll

• Isrt.dll

• ISScheduledTasks.dll

• IsSchRpl.dll

• ISSetup.dll

• ISSQLSrv.dll

• IsWebDeploy.dll

• ISWindowsFeaturesAction.dll

• ISWindowsFeaturesAction64.dll

• ISXmlCfg.dll

• Layout.bin

• PowerShellWrap.dll

• PrqLaunch.dll

• QuickPatchHelper.dll

• SerialNumCAHelper.dll

• SetAllUsers.dll
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• Setup.exe

• Setup.ini

• setup.inx

• setup.isn

• setup.ocx

• setup.skin

• Setup_UI.dll

• setupPreReq.exe

• SetupSuite.exe

• SetupSuite64.exe

• SFHelper.dll

• SQLRT.dll

• SuiteAppxHelper.exe

• SuiteSQLRT.dll

• XMLRT.dll

• 次のフ ォルダーのサブ フ ォルダーにイ ンス ト ールされる イ メ ージ フ ァ イル

InstallShield Program Files Folder\Support\Themes

• 次のフ ォルダー、 およびこのフ ォルダーの scale-150 および scale-200 サブフ ォルダーにイ ンス ト ールされる

イ メ ージ と アイ コ ン フ ァ イル

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\OS Independent

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーを管理する
多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

アイ コ ンの種類から再配布可能フ ァ イルのステータ スを判断する こ とができます。 以下は、 再配布可能フ ァ イル

ビ ュー内 ( または、 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ュー内 ) の利

用可能なアイ コ ンのリ ス ト と それぞれの説明です。

テーブル 3-11 • 再配布可能フ ァ イルのアイ コ ン

アイ コ ン プロジ ェ ク ト の種類 説明

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

この InstallShield 前提条件はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。
634 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成
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プロジ ェ ク ト • 利用中のコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加す

る場合、 リ リースをビルド し た と きに 1 つまたは複数のビルド エラーが発生し ます。 ビルド エラーを避けるには、

プロジ ェ ク ト から再配布可能フ ァ イルを削除するか、 リ リースを再ビルド する前にダウンロー ド し ます。 再配布

可能フ ァ イルがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、 その再配布可能フ ァ イルの [ 場所 ] 列で [ ダウ

ンロー ドが必要 ] が指定されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューの再配布可能フ ァ イルがコ ンピ ューターにイ ンス

ト ールされていない場合、 InstallShield は追加を許可し ません。

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

この InstallShield 前提条件ははコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウ

ンロー ド し て利用する こ とができます。

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

この InstallShield 前提条件はプロジ ェ ク ト に含まれていますが、 その場所は 

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブ で指定されたデ ィ レ

ク ト リの 1 つと し て リ ス ト されません。

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

このマージ モジュールはコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このマージンジュールはリ ポジ ト リ に格納され、 プロジ ェ ク ト に含める こ

とが可能です。 リ ポジ ト リ に関する詳細については、 「リ ポジ ト リ を使用し

てプロジ ェ ク ト の要素を共有する」 を参照し て く ださい。

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

このマージ モジュールはコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウン

ロー ド し て利用する こ とができます。

基本の MSI、 

InstallScript MSI

ご利用のコ ンピ ューターにはこのマージ モジュールの古いバージ ョ ンがイ

ンス ト ールされています。 最新版のダウンロー ドが可能です。

基本の MSI、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

このオブジ ェ ク ト はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このオブジ ェ ク ト はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウンロー ド

し て利用する こ とができます。

基本の MSI、 

InstallScript MSI

ご利用のコ ンピ ューターにはこのオブジ ェ ク ト の古いバージ ョ ンがイ ンス

ト ールされています。 最新版のダウンロー ドが可能です。

テーブル 3-11 • 再配布可能フ ァ イルのアイ コ ン ( 続き )

アイ コ ン プロジ ェ ク ト の種類 説明
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ラ イブ再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーについて

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで表示される再配

布可能フ ァ イル ギャ ラ リーには、 イ ンス ト ールに含むこ とができるマージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 および 

InstallShield 前提条件が含まれています。 また、 InstallScript プロジ ェ ク ト の [ 前提条件 ] ビ ューには、 プロジ ェ ク

ト に追加可能な InstallShield 前提条件のギャ ラ リーが表示されます。

InstallShield 前提条件

InstallShield では、 多数の InstallShield 前提条件が提供されています。 さ らに InstallShield の InstallShield 前提条件エ

デ ィ ターでは、 これらの前提条件を変更し た り、 独自の前提条件を作成し た り できます。 すべての InstallShield 前

提条件フ ァ イル (.prq) は、 次の場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

マージ モジュール

マージ モジュールは、 さ まざまなソースから利用する こ とができます。 InstallShield  には多 く の再配布可能モ

ジュールが含まれていますが、 新しいバージ ョ ンがある場合や、 他のソ フ ト ウェ ア開発会社から必要なモジュー

ルがリ リース されている場合があ り ます。 さ らに InstallShield では、 独自のマージ モジュールを作成し て再配布可

能フ ァ イルギャ ラ リーに追加する こ と も可能です。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに一覧表示されているマージ モジュール フ ァ イルのソースは、 [ オプシ ョ ン ] ダイ

アログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定されたフ ォルダーです。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

にアクセスするには、 [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。

次のデ ィ レ ク ト リは InstallShield に付属されているモジュールのデフ ォル ト の場所です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386

オブジ ェ ク ト

InstallShield   は多 く の再配布可能オブジ ェ ク ト を提供する と同時に、 イ ンス ト ールに含める再配布可能フ ァ イルを

独自に作成する こ と も可能です。 さ らに、 他の開発者が InstallShield を使って作成し たオブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク

ト に追加する こ と も考えられます。

InstallShield に付属されているオブジ ェ ク ト のデフ ォル ト の場所は以下の通り です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects

上記の場所に含まれるオブジ ェ ク ト は 再配布可能フ ァ イルビ ューに一覧表示されています。

再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する

再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターへダウンロー ド する手順は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り

ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使用し て、 最新の InstallShield 前提条件、 マージ モジュールとオブジ ェ ク ト を フ

レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。 再配布可能フ ァ イ

ルがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、 その再配布可能フ ァ イルの [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが

必要 ] が指定されます。
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タ スク 特定の InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト をダウンロー ド するには、 以下の手順を実行し

ます :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ダウンロー ド する InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 または、 オブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 選

択し たアイテムをダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に必要なすべての InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト を

ダウンロー ド するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、、 またはオブジ ェ ク ト のどれかを右ク リ ッ ク し て [ 必要なアイテ

ムをすべてダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 最新の InstallShield 前提条件を フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト か

ら コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。 再配布可能フ ァ イルがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールさ

れていない場合、 その再配布可能フ ァ イルの [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが必要 ] が指定されます。

タ スク 特定の InstallShield 前提条件をダウンロー ド するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ダウンロー ド する InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し てから、 [ 選択し たアイテムをダウンロー ド ] を ク

リ ッ ク し ます。

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に必要なすべての InstallShield 前提条件をダウンロー ド するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallShield 前提条件の 1 つを右ク リ ッ ク し てから、 [ 必要なアイテムをすべてダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ま

す。

[ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを利用し て、 最新のマージ モジュールとオブジ ェ ク ト を フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web 

サイ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。 マージ モジュールがコ ンピ ューターにイ ンス

ト ールされていない場合、 イ ンス ト ールされていないこ とがそのアイ コ ン ( ) によ って表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト に追加するマージ モジュールがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、

InstallShield は追加を許可し ません。 オブジ ェ ク ト がコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、 [ オブ

ジ ェ ク ト ] ビ ューには表示されません。
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タ スク 特定のマージ モジュールをダウンロー ド するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ オブジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [InstallShield オブジ ェ ク ト / マージ モジュール ] ペイ ンで、 ダウンロー ド するマージ モジュールを右ク リ ッ

ク し て [ 選択し たアイテムのダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク オブジ ェ ク ト をダウンロー ド するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ オブジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [InstallShield オブジ ェ ク ト / マージ モジュール ]  ペイ ンで、 オブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し [Web をチ ェ ッ ク ] 

を ク リ ッ ク し ます。 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト の [ ダウンロー ド ] ページがイ ン ターネ ッ ト  ブ ラ

ウザーで開きます。

3. ダウンロー ド / イ ンス ト ールするオブジ ェ ク ト を選択し ます。 イ ンス ト ール中に、 InstallShield を閉じ てオブ

ジ ェ ク ト のイ ンス ト ールを完了するよ う プロンプ ト が表示されます。

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーに InstallShield 前提条件を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーへ InstallShield 前提条件を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 新規または更新された InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルを取得し ます。 

2. Windows Explorer を利用し て、 新しい前提条件を次の場所にコ ピーし ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

3. 現在 InstallShield が開いている場合は閉じ ます。

4. InstallShield を起動し ます。

変更内容が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) および [ 前提

条件 ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に反映されます。

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーから InstallShield 前提条件を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript
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• InstallScript MSI

タ スク 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーから InstallShield 前提条件を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield を閉じ ます。

2. Windows Explorer を利用し てギャ ラ リーから削除する InstallShield 前提条件を探し て削除し ます。 InstallShield 

セ ッ ト ア ッ プ前提条件フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

3. InstallShield を起動し ます。

変更内容が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ 前提

条件 ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に反映されます。

マージ モジュールを参照する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト に追加するマージ モジュールが [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示されていない場合、 それを検

索し てプロジ ェ ク ト および [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに追加する こ とができます。

タ スク マージ モジュールを参照するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 マージ モジュールの参照を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

3. マージ モジュールフ ァ イルを参照し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

マージ モジュールを参照し た場合に起きる こ と

InstallShield は、 マージ モジュールへの参照を明示パス と し て維持し ません。 そのかわり、 マージ モジュール 

GUID と マージ モジュールロケールに基づいてマージ モジュールのキーを生成し ます。 InstallShield がマージ モ

ジュールにアクセスする時、 そのキーと一致する フ ァ イルを [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスで指定し た

フ ォルダー内で探し ます。 [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マー

ジ モジュール ] タ ブにあり ます。

マージ モジュールを参照する場合、 マージ モジュールを含むフ ォルダーへのパスがマージ モジュールの場所

ボ ッ クス内のパスのリ ス ト へ追加されます。 さ らに GUID: ロケールキーが選択されたフ ァ イルに基づいてイ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト に追加されます。
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イ ンス ト ールへの影響

マージ モジュールの場所ボ ッ クスにある 2 つのマージ モジュールが GUID: ロケール キーを持つ場合、 フ ァ イル

名が異なる場合でも 1 つだけがイ ンス ト ールに含まれます。 InstallShield による  [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ

クスの検索方法のため、 どのマージ モジュールが含まれるかを予期するのは不可能です。

マージ モジュールの場所ボ ッ クス内のデ ィ レ ク ト リ数の限定

共有マージ モジュールギャ ラ リ を使用する場合、 ターゲッ ト マシンに存在するバージ ョ ンよ り古いか新しいバー

ジ ョ ンのマージ モジュールが存在する可能性があ り ます。 このため、 マージ モジュールの場所ボ ッ クスのデ ィ レ

ク ト リ数を制限し た方が賢明な場合があ り ます。

タ スク デ ィ レ ク ト リ数を制限するには、 次のいずれかを実行し ます。

• Windows エクスプローラーを使用し て、 [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスに既に リ ス ト されている フ ォル

ダーの 1 つにマージ モジュールを コ ピーし ます。

• 検索パスからデフ ォル ト のフ ォルダーを削除し て、 共有の場所だけが参照されるよ う にし ます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーにマージ モジュールを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーへマージ モジュールを追加するには、 以下の手順に従います :

1. 新規、 またはア ッ プデー ト されたマージ モジュールを取得し ます。

2. Windows Explorer を利用し て、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定された

フ ォルダーの 1 つに新しいモジュールを コ ピーし ます。

InstallShield に付属されているモジュールのデフ ォル ト の場所は以下の通り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386

3. 現在 InstallShield が開いている場合は閉じ ます。

4. InstallShield を起動し ます。

変更内容が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) および [ オブ

ジ ェ ク ト ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に反映されます。

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーからマージ モジュールを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーからモジュールを削除するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. Windows Explorer を利用し てギャ ラ リーから削除するマージ モジュールを探し て削除し ます。 [ オプシ ョ ン ] 

ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定されたデ ィ レ ク ト リ をすべて検索し て下さい。

3. InstallShield を起動し ます。

変更内容が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) および [ オブ

ジ ェ ク ト ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に反映されます。

メ モ • イ ンス ト ールに現在関連付けられているマージ モジュールを削除する と [ マージ モジュールが見つかり ま

せん ] とい う メ ッ セージが表示され、 モジュールを イ ンス ト ールに追加できないこ と を通知し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト を登録する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト 内からオブジ ェ ク ト を登録する と、 そのオブジ ェ ク ト が再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リ に

追加され、 他のプロジ ェ ク ト に含める こ とができるよ う にな り ます。

タ スク オブジ ェ ク ト を登録するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ オブジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 項目を右ク リ ッ ク し て [ 詳細 ] をポイ ン ト し てから、 [ 新しいオブジ ェ ク ト の登録 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロ

ジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 言語非依存オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブで、 メ デ ィ ア フ ァ イル (Data1.hdr フ ァ イル ) を指定し ます。

4. その他希望の設定を指定し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト をプロ
ジ ェ ク ト に組み込む

InstallShield では、 InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 および InstallScript オブジ ェ ク ト と し てパッ ケージ

化されている多数のサー ド パーテ ィ 再配布可能フ ァ イルが提供されています。 これらのビル ト イ ン再配布可能

フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 詳し く は、 ド キュ メ ン ト の該当セク シ ョ ンを

ご覧 く ださい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ヒ ン ト • InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト を自分自身で作成する と きの情報につい

ては、 「InstallShield 前提条件およびその他の再配布可能フ ァ イルをデザイ ンする」 をご覧 く だ さい。

 InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト および 
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト に再配布可能フ ァ イルに追加する と きの情報は、 「InstallShield 前提条件、 マージ モ

ジュール、 およびオブジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

2 つの種類の再配布可能フ ァ イル ( マージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト ) は、 イ ンス ト ールされるために機能へ

の関連付けが必要です。 マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の関連付けを行う と き、 関連付ける こ とができる

機能やサブ機能の数に制限はあ り ませんマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を追加する と きにイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト に機能が存在し ない場合は、 機能を作成できる [ 新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

機能を作成し ない場合、 これら 2 種類の再配布可能フ ァ イルはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には追加されません。

InstallShield 前提条件を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加し た場合、 それら を 1 つまたは複数の機能と関連付け

る こ とはできません。

InstallShield 前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し た場合、 その前提条件はメ イ ンのイ ンス ト ールが開始さ

れる前に実行されるため、 デフ ォル ト でどの機能にも関連付けられていません。 これらの前提条件は、 セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と呼ばれます。 必要に応じ て、 InstallShield 前提条件を現在プロジ ェ ク ト に存在する 1 つ以上の機

能に関連付ける こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件、 マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. リポジ ト リへパブ リ ッ シュ されたマージ モジュールを表示するには、 再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て

" リ ポジ ト リのマージ モジュールを表示する " が有効と なっている こ と を確認し て く ださい。

3. 追加する再配布可能フ ァ イルの前にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 オブジ ェ ク ト を選択し た場合、 関

連するウ ィ ザー ドが開いてカス タ マイズ処理の手順を案内し ます。

4. マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の場合 : [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 この再配布可能フ ァ イル

を含める必要がある各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 前提条件を機能と関連付ける場合 : [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 この前

提条件を含める必要がある各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 機能に前提条件を関連付けない場合、 [

機能の選択の前にイ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択状態のままにし ておきます。 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し た と き、 デフ ォル ト で選択されていま

す。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ヒ ン ト • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの右側のペイ ンに、 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択さ

れたマージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 または InstallShield 前提条件の詳細が表示されます。 この詳細ペイ ンで、

再配布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。 このビ ューで [ 詳細を

表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に追加し た InstallShield 前提条件の [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが必要 ] を指定し た場合、その 

InstallShield 前提条件はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされません。 InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に含める

必要がある場合、 コ ンピ ューターにイ ン ターネ ッ ト からその前提条件をダウンロー ド する こ とができます。 1 つま

たは複数の InstallShield 前提条件をダウンロー ド し ないで リ リースをビルド し た場合で、 さ らに InstallShield 前提

条件を Setup.exe から抽出する、 または (Web からエン ド ユーザーのコ ンピ ューターにダウンロー ド するのではな

く ) ソース メ デ ィ アから コ ピーするを指定し た場合、 1 つまたは複数のビルド エラーが生成される可能性があり

ます。 ビルド エラーを除去するには、 プロジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件を削除し てコ ンピ ューターにダウン

ロー ド するか、 またはリ リースの InstallShield 前提条件の場所をダウンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リー

スを再ビルド し ます。

InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト の取得

一部の InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされませんので注意し て く だ さ

い。 これらについては、 場合によ り、 ダウンロー ド する必要があり ます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プ

デー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

また、 イ ンス ト ール時に起動する イ ンス ト ール ( 例、 Setup.exe フ ァ イルまたは .msi パッ ケージ ) がある場合、 カ

ス タム InstallShield 前提条件を自分で作成し て、 それを必要に応じ てプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

InstallShield 前提条件を自分で作成する方法については、 「InstallShield 前提条件を定義する」 をご覧 く だ さい。

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に
追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に再配布可能フ ァ イルを追加する方法については、

「InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

機能に関連付けられていないマージ モジュールと オブジ ェ ク ト は、 InstallScript イ ンス ト ールの実行時にイ ンス

ト ールされません。 マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の関連付けを行う と き、 関連付ける こ とができる機能

やサブ機能の数に制限はあ り ませんマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を追加する と きにイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に機能が存在し ない場合は、 機能を作成できる [ 新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

機能を作成し ない場合、 これら 2 種類の再配布可能フ ァ イルはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には追加されません。

InstallShield 前提条件を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する場合、 それを 1 つまたは複数の機能と関連付ける こ

とはできません。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク InstallShield 前提条件を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 追加する InstallShield 前提条件の前にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト • [ 前提条件 ] ビ ューの右側のペイ ンに、 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択された 

InstallShield 前提条件の詳細が表示されます。 この詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イ

ルなどの情報を確認する こ とができます。 このビ ューで [ 詳細を表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表

示を切り替える こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に追加し た InstallShield 前提条件の [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが必要 ] を指定し た場合、その 

InstallShield 前提条件はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされません。 InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に含める

必要がある場合、 コ ンピ ューターにイ ン ターネ ッ ト からその前提条件をダウンロー ド する こ とができます。 1 つま

たは複数の InstallShield 前提条件をダウンロー ド し ないで リ リースをビルド し た場合で、 さ らに InstallShield 前提

条件を (Web からエン ド ユーザーのコ ンピ ューターにダウンロー ド するのではな く ) メ デ ィ アに含める こ と を指定

し た場合、 1 つまたは複数のビルド エラーが生成される可能性があ り ます。 ビルド エラーを除去するには、 プロ

ジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件を削除し てコ ンピ ューターにダウンロー ド するか、 またはリ リースの 

InstallShield 前提条件の場所をダウンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リースを再ビルド し ます。

タ スク マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を InstallScript  プロジ ェ ク ト へ追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ オブジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] ペイ ンで、 オブジ ェ ク ト またはマージ モジュールを追加する機能を選択し ます。

3. 追加するオブジ ェ ク ト またはマージ モジュールを右ク リ ッ ク し て、 [ 選択し た機能に追加する ] を選択し ま

す。 ( オブジ ェ ク ト またはマージ モジュールを機能に ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする こ と もできます。 ) 一部の

オブジ ェ ク ト については、 関連し たウ ィ ザー ドが表示されるので、 これに従ってカス タ マイズし ます。

メ モ • InstallScript  プロジ ェ ク ト にある機能に追加されたマージ モジュールは、 マージ モジュール ホルダー オブ

ジ ェ ク ト のサブアイテムと し て機能ペイ ンに表示されます。 このオブジ ェ ク ト には、 Windows Installer エンジンが

必要です。 詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ

さい。

ヒ ン ト • イ ンス ト ールされる フ ァ イルや実行されるその他の操作など、 オブジ ェ ク ト についての詳細を表示するに

はオブジ ェ ク ト 名またはマージ モジュール名を選択し ます。 右側のペイ ンに情報が表示されます。

注意 • 他の企業のマージ モジュールは変更し ないで く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
オブジ ェ ク ト を取得する

一部のオブジ ェ ク ト は InstallShield と共にイ ンス ト ールされませんので注意し て く だ さい。 これらについては、 場

合によ り、 ダウンロー ド する必要があ り ます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照

し て く ださい。

InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト から削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト から削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下のビ ュー リ ス ト で [ 再配布可能フ ァ イル ] ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ 前提条件 ] (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. 削除する InstallShield 前提条件の前にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

ヒ ン ト • InstallShield 前提条件が別の InstallShield 前提条件の依存関係と し てイ ンス ト ールに含まれているが、 イ ン

ス ト ールから依存前提条件を削除し たい場合、 対応する依存関係を InstallShield 前提条件から削除する必要があり

ます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件の依存関係を削除する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト からマージ モジュールと オブジ ェ ク ト を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク プロジ ェ ク ト からマージ モジュールやオブジ ェ ク ト を削除するには、 以下の手順に従います :

• 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで、 再配布可能フ ァ イ

ルの前にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

• InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューで、 [ 機能 ] ウ ィ ン ド ウの再配布可能フ ァ イルを右

ク リ ッ ク し て、 [ プロジ ェ ク ト から削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト からマージ モジュールやオブジ ェ ク ト が移動されます。 また、 再配布可能フ ァ イルに関連付けられ

ている依存関係もすべて自動的に削除されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
InstallShield 前提条件、 マージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト のフ ァ イルを決定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 内にある フ ァ イルを確認するには、 基本の MSI および 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューでそれら を表示できます。 このビ ューの右側のペ

イ ンに、 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択された InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 ま

たはオブジ ェ ク ト の詳細が表示されます。 この詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イル

などの情報を確認する こ とができます。 このビ ューで [ 詳細を表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示

を切り替える こ とができます。 InstallScript プロジ ェ ク ト の [ 前提条件 ] ビ ューで [ 詳細の表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

する と、 選択し た InstallShield 前提条件に含まれる フ ァ イルが表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューに表示されているマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の

詳細を表示する場合、 そのオブジ ェ ク ト を選択する と、 右のペイ ンに再配布可能フ ァ イル内のフ ァ イルの一覧が

追加の情報と共に表示されます。

ヒ ン ト • マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルを参照する他の方法は、 ナレ ッ ジベース記事 

Q106474 を参照し て く ださい。 この記事はダウンロー ドが可能な [ マージ モジュール依存関係 ] ビ ューアーへの

リ ン ク を含んでいます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を利用
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

InstallShield で提供されている InstallShield 前提条件の一例と し て、 Java Runtime Environment (JRE) および SQL 

Server Express Edition があ り ます。 任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、

その設定の多 く を構成する こ とができます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト

に追加する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを

連鎖させる こ とができるため、 1 度に 1 つの実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパ

スできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての

役割を果たし ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
メ モ • Windows Installer 4.5 のチ ェーン とは異な り、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは単一の ト ラ ンザクシ ョ

ン と し て処理されません。 つま り、 正常に完了し たイ ンス ト ールは、 後続の前提条件のイ ンス ト ールが失敗し た

場合でも ロールバッ ク される こ とはあ り ません。 Windows Installer 4.5 のチ ェーン サポー ト の詳細については、 「 ト

ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する」 を参照し て く ださい。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで、 InstallShield 前提条件を基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加

する こ とができます。 [ 前提条件 ] ビ ューでは、 InstallShield 前提条件を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加し ます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

次のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のさポー ト が含まれていますが、 機能前提条件は含まれて

いません :

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ イ ンのイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが開始する前に実行される InstallShield 前提条

件は、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と呼ばれます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 イ ンス ト ールされている製品のすべての

構成に対し てイ ンス ト ールする必要がある、 または、 それ自身のイ ンス ト ールで使用する機能を提供するベース 

アプ リ ケーシ ョ ンおよびテ ク ノ ロジ フ レームワークに適し ています。 プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加

する と、 デフ ォル ト でセ ッ ト ア ッ プ前提条件タ イプの InstallShield 前提条件にな り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallShield 前提条件を メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる機能に関連付ける こ とがで

きます。 InstallShield 前提条件が 1 つまたは複数の機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と呼ばれ

ます。 機能の前提条件は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能を選択し た と き イ ンス ト ールされます。 つま

り、 マージ モジュール同様、 機能前提条件は、 それを含む 1 つまたは複数の機能がイ ンス ト ールされた と きのみ

イ ンス ト ールされます。 このため、 機能前提条件は、 イ ンス ト ールされている製品の一部の構成に対し てのみイ

ンス ト ールする必要がある、 および、 それ自身のイ ンス ト ールでは使用されないアプ リ ケーシ ョ ンまたはコ ン

ポーネン ト に適し ています。

ニーズに最も適し た InstallShield 前提条件の種類を判別する と きに役に立つ情報は、 次のセクシ ョ ンで読むこ とが

できます :

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の特別考慮

次は、 1 つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件をプロジ ェ ク ト に含める と き、 次のヒ ン ト を参考にし て く ださい :

.NET Framework の要件

製品の実行に、 .NET Framework がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている必要がある場合、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含める こ とができます。 .NET Framework がターゲッ ト  システム

にないと き、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされます。 詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールに .NET Framework 再配布可能フ ァ イルと、 ターゲッ ト  マシンで .NET Framework が必要なセ ッ ト

ア ッ プ前提条件 ( フ ァ イルを GAC にイ ンス ト ール場合など ) が含まれている場合、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ン

ス ト ールされる前に NET Framework がイ ンス ト ールされる必要がある こ と を指定できます。 詳細については、

「InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためのパラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの代わり に .msi パッ ケージを起動し た と き、 エ ラーを表示
する

セ ッ ト ア ッ プ前提条件が含まれている基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 エン ド ユーザーが、 製

品の Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを起動する代わり に、 .msi パッ ケージを直接起動し た場合、 セ ッ ト ア ッ プ

前提条件のイ ンス ト ールは実行されません。 前提条件がターゲッ ト  システムに存在し ないと き、 製品が適切に動

作し ないこ とがあ り ます。 これは、 .msi パッ ケージが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされない非圧縮のリ リース

をビルド し たと き発生する こ とがあ り ます。

この問題が発生するのを防ぐために、 タ イプ 19 カス タム アクシ ョ ンを基本の MSI または InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。 このカス タム アクシ ョ ンは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 条件 ] タ

ブで前提条件について構成された条件を使用し て評価を行います。 カス タム アクシ ョ ンによ って、 セ ッ ト ア ッ プ

前提条件が引き続き必要かど うかが検証され、 必要な場合、 タ イプ 19 エラー カス タム アクシ ョ ンによ って、 エ

ラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールが終了し ます。

機能前提条件の特別考慮

1 つまたは複数の機能前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト に含める と き、 次のヒ ン ト を参考にし て く だ さい。

Windows Installer の要件

プロジ ェ ク ト に Windows Installer を イ ンス ト ールする前提条件が含まれている場合、 前提条件は機能前提条件では

な く セ ッ ト ア ッ プ前提条件にな り ます。 し たがって、 この前提条件を機能に関連付ける こ とはできません。

.NET Framework の要件

Windows Installer を イ ンス ト ールする前提条件が含まれているプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ールで .NET Framework が

存在し ている必要がある場合 ( フ ァ イルを GAC にイ ンス ト ール場合など )、 .NET Framework の前提条件は機能前

提条件ではな く セ ッ ト ア ッ プ前提条件である必要があ り ます。 し たがって、 この前提条件を機能に関連付ける こ

とはできません。

機能前提条件の再起動に関する潜在的な問題

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件が含まれていて、 潜在的に再起動の必要がある場合、 この前提条件を機能に

関連付けないこ と をお勧めし ます。 機能前提条件によ って再起動が ト リ ガーされた場合、 再起動のあと再び 

ReadyToInstall ダイアログが表示され、 エン ド ユーザーは [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て残りのイ ンス

ト ールを続行する必要があ り ます。

必要デ ィ スク容量の計算

Windows Installer がフ ァ イルのコス ト 計算関連のアクシ ョ ンを実行する と き、 機能の前提条件で必要なデ ィ スク容

量は自動的には含まれません。 し たがって、 CustomSetup ダイアログが実行時に表示された場合、 異なる機能に

表示された空きデ ィ スク領域の容量は、 機能前提条件に必要なデ ィ スク容量が考慮されないため正確ではない場

合があ り ます。 また、 可能性と し て、 メ イ ン イ ンス ト ールに機能前提条件を付加し たと き、 ターゲッ ト  システム

のデ ィ スク空き容量が足り な く なる とい う こ と も発生し ます。 このよ う な場合、 イ ンス ト ールの途中で ターゲッ

ト  システムの空きデ ィ スク容量が足り な く なる こ とがあ り ます。

プロジ ェ ク ト の機能の前提条件でフ ァ イルのコス ト 計算関係の問題を防ぐために、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターの [ 条件 ] タ ブで前提条件について構成された条件を使用し て評価を行う カス タム アク シ ョ ンを追加する こ

とができます。 このカス タム アクシ ョ ンは、 関連付けられている機能のイ ンス ト ールが選択されたと き、 機能前

提条件を実行する必要があるかど うかを判別し ます。 機能前提条件の実行が必要な場合、 カス タム アク シ ョ ンに

よ って、 一時的な行が ReserveCost テーブル に追加されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件を機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 前提条件と機能の関連付けをサポー ト し ます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件が機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と見な されます。

機能に関連付けられていない場合、 それは セ ッ ト ア ッ プ前提条件と見な されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加し たと き、 デフ ォル ト で、 その前提条件がセ ッ ト ア ッ プ

前提条件と し て追加されます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 それをプロジ ェ ク ト に既に存在する 1 つまたは複数の

機能に関連付ける こ と で機能前提条件にする こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件を機能に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルの一覧で、 機能に関連付ける InstallShield 前提条件を選択し ます。

メ モ • InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 既に選択されている必要があ り ます。 選択されたチ ェ ッ

ク ボ ッ クスは、 前提条件がプロジ ェ ク ト に含められる こ と を示し ます。 詳細については、 「InstallShield 前提

条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追

加する」 を参照し て く だ さい。

3. [ 条件付イ ンス ト ール ] ペイ ン内で、 この InstallShield 前提条件を追加するすべての機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

前提条件を新しい機能に関連付ける場合、 まずその機能を作成する必要があり ます。 新しい機能の作成方法につ

いては、 「機能の作成」 をご覧 く ださい。

前提条件をプロジ ェ ク ト 内のすべての機能に関連付けたあと で新しい機能を追加し た場合、 その機能前提条件は

新しい機能に自動的に関連付けられません。

メ モ • 機能前提条件には、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件には適用されない制限事項があ り ます。 詳細については、 「セ ッ

ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 機能から InstallShield 前提条件の関連付けを解除する

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 前提条件と機能の関連付けをサポー ト し ます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件が機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と見な されます。

機能に関連付けられていない場合、 それは セ ッ ト ア ッ プ前提条件と見な されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
タ スク 機能から InstallShield 前提条件を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルの一覧で、 機能との関連付けを解除する InstallShield 前提条件を選択し ます。

3. [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 [ 機能の選択の前にイ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し たと き、 デフ ォル ト で選

択されています。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プ前提条件には、 機能前提条件にはない利点がい く つかあ り ます。 詳細については、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順を指定する

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

次のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のさポー ト が含まれていますが、 機能前提条件は含まれて

いません :

• InstallScript

• InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューでは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に複数の 

InstallShield 前提条件を含める場合、 それら を イ ンス ト ールする順番を指定する こ とができます。 [ 前提条件 ] 

ビ ューでは、 InstallScript プロジ ェ ク ト に複数の InstallShield 前提条件を含める場合、 それら を イ ンス ト ールする順

番を指定する こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件がターゲッ ト  マシン上にイ ンス ト ールされる順番を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下のビ ュー リ ス ト で [ 再配布可能フ ァ イル ] ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ 前提条件 ] (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. 必要な InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ていない場合、 それを行います。

3. 任意の再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 InstallShield 前提条件の順番を設定を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield[ 前提条件のイ ンス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. リ ス ト から前提条件を選択し てから上下矢印を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールの順に並べます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト で順番を指定する と き、 InstallShield では、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能

前提条件の違いは識別されません。 し たがって、 プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件が混在す

る場合、 [InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 それらがすべて同じ一覧内に表示され
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ます。 実行時に、 メ イ ンのイ ンス ト ールが起動される前、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーはセ ッ ト ア ッ プ前提

条件のみ評価し ( 必要時のみ )、 [InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た順番で

それら を イ ンス ト ールし ます。 このあと、 イ ンス ト ールの後半で、 Windows Installer エンジンによ って機能前提条

件のみが評価され ( 必要時のみ )、 それらが指定された順番でイ ンス ト ールされます。

ヒ ン ト • InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされる前に Windows Installer エンジンまたは .NET Framework、 または

両方 を イ ンス ト ールし な く てはならない場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターで InstallShield 前提条件を開いて、

この要件を指定する こ とができます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためのパラ メ ー

ターを指定する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むリ リースを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield 前提条件を含む基本の MSI イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールをパッ ケージする場合、

以下のいずれか 1 つの方法を使ってエン ド ユーザーに対し て InstallShield 前提条件フ ァ イルを提供する こ とがで

きます。

• InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 ソース メ デ ィ アに格納する。

• InstallShield 前提条件フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し、 実行時に必要に応じ て抽出されるよ う に設定する。

• 必要な場合、 イ ンス ト ールはプロジ ェ ク ト に含まれた InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提

条件の InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で指定し た URL からダウンロー ド する こ とができます。

InstallShield 前提条件を含む InstallScript イ ンス ト ールの場合、 利用できる方法は多少異な り ます :

• リ リースの構成に従って、 InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 ソース メ デ ィ アまたは Setup.exe に格納し ます。

• イ ンス ト ールはプロジ ェ ク ト に含まれた InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提条件の 

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で指定し た URL からダウンロー ド する こ とができます。

イ ンス ト ールに含まれる各 InstallShield 前提条件の提供方法を指定する こ とができます。 詳細については、 「特定

の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

リ リースに含まれるすべての InstallShield 前提条件を同じ方法で利用可能にする場合、 リ リース レベルで個別の方

法をオーバーラ イ ド する こ と も可能です。 詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ

イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer エンジンおよび .NET Framework  のイ ンス ト ールの前または後でイ ンス ト ールされるよ う に 

InstallShield 前提条件を構成する こ とができます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするた

めのパラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) のデフ ォル ト の場所は、 以下のとお り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

InstallShield では、 ローカル マシンまたはネ ッ ト ワーク上の追加の場所または代替の場所を指定する こ とができま

す。 この柔軟な機能を使って、 InstallShield 前提条件を ソース コー ド 管理システムに格納し、 InstallShield 前提条件

の共通のセ ッ ト を他のチーム メ ンバーと共有する こ とができます。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) の検索パスを指定するい く つかの方法があ り ます :

• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある [ 前提条件 ] タ ブを使って、 マシン共通および現在のユーザーのフ ォ

ルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。

InstallShield は、 [ 前提条件 ] タ ブで指定し たパスをマシン上のレジス ト リ に保存し ます。 現在のユーザーに指

定されたパスは、 以下の場所に保存されます :

HKEY_CURRENT_USER\Software\InstallShield\Version\Professional\Project Settings\PrerequisiteSearchPath

すべてのユーザーに指定されたパスは、 以下の場所に保存されます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\InstallShield\Version\Professional\PrerequisiteSearchPath

Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスは使用できません。

ただし、 必要であれば Standalone Build が搭載されているマシン上のレジス ト リへのパスを手動で追加する こ

とができます。

• ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 -prqpath パラ メ ーターを使ってフ ォルダのコ

ンマ区切りのリ ス ト を指定し ます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、.ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、InstallShield タ スクで PrerequisitePath 

パラ メ ーターを使います。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、

ItemGroup InstallShieldPrerequisitePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指定されたパ

スの配列を使用し ます。

ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 以下の例のよ う にパスにパス変数を使用する こ とができます :

<ISProductFolder>\SetupPrerequisites,<ISProjectFolder>\MyCustomPrerequisites

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューと [ 前提条件 ] ビ ューには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブ

で指定されている様々な検索パスに含まれている .prq フ ァ イルに対応する InstallShield 前提条件の名前がリ ス ト さ

れます。 同じ .prq フ ァ イルが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンス

のみを表示し ます。 InstallShield は、 最初に [ 前提条件 ] タ ブでユーザーご との設定に リ ス ト された各パスを

チ ェ ッ クする。 次に、 マシン共通の設定に リ ス ト されている各パスをチ ェ ッ ク し ます。
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ビルド時、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上の InstallShield 前提条件が含まれている場合、 InstallShield ( または Standalone 

Build) が指定された場所を検索し て、 必要に応じ て適切な InstallShield 前提条件を リ リースに含みます。 同じ .prq 

フ ァ イルが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンスのみをビルド に含

みます。 .prq フ ァ イルの検索は以下の順で行われます :

1. InstallShield ( または Standalone Build） が -prqpath コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 PrerequisitePath .ini  フ ァ イ

ル パラ メ ーター、 または InstallShield タ スクの PrerequisitePath パラ メ ーターを通し て指定されたパスを

チ ェ ッ クする。

2. InstallShield が [ 前提条件 ] タ ブでユーザーご との設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。 パスは、 レジ

ス ト リの次の場所に保存されます。

HKEY_CURRENT_USER\Software\InstallShield\Version\Professional\Project Settings\PrerequisiteSearchPath

Standalone Build で [ 前提条件 ] タ ブを使用する こ とはできませんが、 レジス ト リ パスは使用できます。

3. InstallShield が [ 前提条件 ] タ ブのマシン共通の設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。 パスは、 レジス

ト リの次の場所に保存されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\InstallShield\Version\Professional\PrerequisiteSearchPath

Standalone Build で [ 前提条件 ] タ ブを使用する こ とはできませんが、 レジス ト リ パスは使用できます。

4. 前述の場所のいずれにもパスが指定されていない場合、 InstallShield はデフ ォル ト の場所 (InstallShield ( または 

Standalone Build) Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites) をチ ェ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • Standalone Build を使って InstallShield 前提条件を含むが、 1 つ以上の検索パスが指定されていない リ リー

スをビルド する と、 Standalone Build はデフ ォル ト  パス (<ISProductFolder>\SetupPrerequisites) で InstallShield 前提条

件フ ァ イルを検索し ます。 ただ し、 1 つ以上の検索パスを指定し て、 デフ ォル ト  パスを明記し なかった場合、

Standalone Build はデフ ォル ト  パスを検索し ません。

特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト の各 InstallShield 前提条件に異なる実行時の場所を指定する こ とができます。

タ スク イ ンス ト ールの各 InstallShield 前提条件に異なる実行時の場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下のビ ュー リ ス ト で [ 再配布可能フ ァ イル ] ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ 前提条件 ] (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. イ ンス ト ールに含める InstallShield 前提条件の 1 つのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

3. InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield[ 前提条件のプロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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4. [ ビルドの場所 ] リ ス ト で、 適切なオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

指定し た場所は、 リ リース レベルでオーバーラ イ ド する こ とができます。 個々の InstallShield 前提条件に選択し た

値のオーバーラ イ ド を禁止するには、 リ リース レベルにある "InstallShield 前提条件の場所 " 設定を [ 個々の選択

に従う ] に設定し ます。 詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定

する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存関係と し てプロジ ェ ク ト に追加される場合、 前提条件の依存

関係の場所は、 それを必要とする InstallShield 前提条件の場所設定に従います。

リ リース フ ラグを InstallShield 前提条件に割り当てる

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

特定のビルドから除外する InstallShield 前提条件にリ リース フ ラグを設定する こ とができます。 たと えば、

InstallShield 前提条件を必要とする特別なア ド オンを含んだ製品の特別なエデ ィ シ ョ ンにのみ含める InstallShield 前

提条件がある場合、 その InstallShield 前提条件にフ ラグをつける こ と で、 必要な場合にのみそれがビルド に含まれ

るよ う にし ます。

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し た InstallShield 前提条件にリ リース フ ラグを追加するには、 次の手順に従い

ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield[ 前提条件のプロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ リ リース フ ラグ ] ボ ッ クスで、 文字列を入力し ます。 文字列には、 文字または数字を使用できます。 複数の

フ ラグを前提条件追加する場合は、 コ ンマを使ってフ ラグを区切り ます。

リ リース フ ラグに基づいて InstallShield 前提条件を フ ィ ルターする方法について、 さ らに詳しい情報は 「リ リース 

フ ラグ」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むリ リースをビルド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallShield は、 前提条件を含まないプロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イルをビルド する と き、 以下の場所に格納さ

れたベース Setup.exe  フ ァ イルから ビルド を始めます。
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InstallShield Program Files フ ォルダー \redist\Language Independent\i386

ただし、 InstallShield が前提条件を含むプロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イルをビルド する と き、 前述のフ ァ イルを

ベース と し て利用する こ とはできません。 これは、 Setup.exe フ ァ イルに前提条件を含むこ とができないためで

す。 代わり に SetupPrereq.exe と呼ばれる、 多少サイズが大きいフ ァ イルを利用し ます。 ベース SetupPrereq.exe 

フ ァ イルはベース Setup.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に配置されています。 異なるベースフ ァ イル (Setup.exe 

および SetupPrereq.exe) が使用されるため、 エン ド ユーザーに配布される最終ビルド Setup.exe フ ァ イルの追加サ

イズ オーバーヘ ッ ドは、 実際プロジ ェ ク ト に前提条件を含む作業を行う イ ンス ト ール作成者にのみ負担が掛かる

こ とにな り ます。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件が両方含まれています :

• 基本の MSI

次のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のさポー ト が含まれていますが、 機能前提条件は含まれて

いません :

• InstallScript

• InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの概要

次のプロシージャは、 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件を含むイ ンス ト ールを起動し た と

きに、 一般的に実行時に発生する事柄の説明です。 一部の手順は、 特定の種類のプロジ ェ ク ト にのみ適用し ます。

1. セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ( 通常、 Setup.exe と呼ばれます ) は、 必要に応じ て言語の選択ダイアログを表示し

ます。

2. セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは、 必要に応じ てセ ッ ト ア ッ プの前提条件ダイアログを表示し、 セ ッ ト ア ッ プ前提

条件イ ンス ト ールを起動し ます。

3. イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーが機能を選択し た り、 項目を構成し た り できる イ ンス ト ール UI を表示し ま

す。 イ ンス ト ール UI は、 進行状況ダイアログを表示し ます。

4. 基本の MSI イ ンス ト ールでは、 適切な場合、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが機能前提条件のイ ンス ト ールを起動

し ます :

a. ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン ISInstallPrerequisites (SetupProgress ダイアログと 

ExecuteAction アク シ ョ ンの間にスケジュールされる ) は、 イ ンス ト ールする こ とが選択された機能を 

Windows Installer プロパテ ィ  IsPrerequisiteFeatures のリ ス ト と比較し ます。 全 く 一致し なかった場合、 機

能前提条件はイ ンス ト ールされません。

b. ISInstallPrerequisites アクシ ョ ンは、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを検索および起動し、 またイ ンス ト ール中

の機能のリ ス ト を提供し ます。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのパスは、 Windows Installer プロパテ ィ  

SETUPEXEDIR と SETUPEXENAME によ って識別されます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]
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ISInstallPrerequisites は、 その場所でセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが見つからなかった場合、 別の場所を検索

し ます。 初回のイ ンス ト ールでは、 SourceDir が確認されます。 メ ンテナンス モー ド では、 イ ンス ト ール 

ソース パスに関連するパスが確認されます。

ISInstallPrerequisites がセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが見つけられなかった場合、 または、 複数の .exe フ ァ イ

ルが見つかった場合、 エン ド ユーザーにプロンプ ト が表示され、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー フ ァ イルを参

照するよ う に要求し ます。 エン ド ユーザーがフ ァ イルを識別する と、 イ ンス ト ールが続行し ます。 そ う

でない場合、 イ ンス ト ールは終了し ます。

c. セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは、 機能のリ ス ト を評価し てイ ンス ト ールする機能前提条件を選択し、 また適

切なイ ンス ト ールを起動し ます。

5. イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択にし たがって、 ターゲッ ト  システム上で変更を完了し ます。

6. イ ンス ト ールは進行状況ダイアログから SetupCompleteSuccess ダイアログに切り替わり ます。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする必要があるセ ッ ト ア ッ プ前提条件が 1 つ以上ある場合、 通常、 メ イ ン イ

ンス ト ールの実行が開始される前に、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログが表示されます。 このセ ッ ト ア ッ プ前提

条件によ って、 ターゲッ ト  システムに不足し ている非表示のセ ッ ト ア ッ プ前提条件がすべて表示されます。 エン

ド ユーザーがこのダイアログで [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 必要なセ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ン

ス ト ールが起動されます管理者権限が必要と マーク されているセ ッ ト ア ッ プ前提条件が 1 つ以上あり、 かつ、 イ

ンス ト ールがユーザー アカウン ト 制御 (UAC) が有効にされたシステムで実行される場合、 このダイアログの [ イ

ンス ト ール ] ボタ ンが、 昇格された権限が必要である こ と をエン ド ユーザーに通知するシールド アイ コ ン と共に

表示されます。

図 3-2: [ イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ ス ト を表示するサンプル [ セ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] ダイアロ
グ
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セ ッ ト ア ッ プ前提条件が非表示と構成された場合、 この前提条件はセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログに表示され

ませんが、 イ ンス ト ールはされます。 イ ンス ト ールに含まれるすべてのセ ッ ト ア ッ プ前提条件が隠されている場

合、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログの代わり に、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの標準初期ダイアログがイ ンス ト ー

ルで表示されます。

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログでセ ッ ト ア ッ プ前提条件の表示と非表示を切り替える方法については、

「ターゲッ ト システムで [ イ ンス ト ールされるセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ ス ト に、 前提条件の名前を含めるかど う

かを指定する」 をご覧 く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールが起動する フ ァ イルが .msi パッ ケージで、 前提条件が進行状況を表示する

よ う にマーク されている場合、 前提条件のイ ンス ト ール中、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスで、 Windows Installer から

のイ ンス ト ールの進行状況メ ッ セージおよびステータ ス バージ ョ ンが表示されます。 これは、 メ イ ン イ ンス ト ー

ルが基本の MSI イ ンス ト ール、 または InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合のみ適用し ます。 詳細については、

「実行時に、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの進行状況を表示するかど うかを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件がエン ド ユーザーによ ってオプシ ョ ンでイ ンス ト ールされる と構成されている場合、 エン

ド ユーザーが前提条件を イ ンス ト ールするかど うかを選択する こ とができる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されま

す。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否をエン ド ユーザーが選択できるよ う にする」

を参照し て く ださい。

図 3-3: オプシ ョ ン前提条件のメ ッ セージ ボ ッ クス

イ ンス ト ールに機能前提条件が含まれている場合、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーが表示するすべての前提条件のダイ

アログでそれらが表示されません。 ただ し、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスでは、 必要に応じ て進行状況メ ッ セージ

が表示されます。 また、 機能前提条件がオプシ ョ ン と マーク されている場合、 オプシ ョ ンの前提条件メ ッ セージ 

ボ ッ クスが表示されます。

サイ レン ト  シナ リ オ — 基本の MSI イ ンス ト ールで抑制されたユーザー イ ン ターフ ェ
イスの場合

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件は、 イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き も イ ンス ト ールされます。

InstallShield 前提条件は、 次のすべてのシナリ オでサポー ト されています ：

• サイ レン ト  セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーと可視の .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのユーザー イ ン

ターフ ェ イスは抑制されますが、 .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示されます。 た と えば、

エン ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /s

このシナ リ オでは、 言語の選択ダイアログと セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログは表示されません。
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• 可視のセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーとサイ レン ト  .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのユーザー イ ン ター

フ ェ イスは表示されますが、 .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは抑制されます。 た と えば、 エン

ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /v“/qn”

このシナ リ オでは、 メ イ ン イ ンス ト ールの言語の選択ダイアログと セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログは表示

されません。 ただ し、 エン ド ユーザーは、 イ ンス ト ールする機能を指定する と き、 コ マン ド ラ イ ンから  

ADDLOCAL、 ADDSOURCE、 ADDDEFAULT、 ADVERTISE などの Windows Installer プロパテ ィ を設定する こ と

ができます。

• サイ レン ト  セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーとサイ レン ト  .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーと .msi パッ

ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは抑制されます。 たと えば、 エン ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ス

テー ト メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /s /v“/qn”

このシナ リ オでは、 すべてのセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーと .msi パッ ケージのダイアログが抑制されます。

メ イ ン イ ンス ト ール内にある .msi パッ ケージの UI シーケンスがスキッ プ される と、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは  

ADDLOCAL、 ADDSOURCE、 ADDDEFAULT、 ADVERTISE などの Windows Installer プロパテ ィ を評価し て、 イ ンス

ト ールが必要な機能前提条件があるかど うかを判別し、 その結果にし たがって、 機能前提条件を イ ンス ト ールし

ます。

サイ レン ト  シナ リ オ — InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールで抑制され
たユーザー イ ン ターフ ェ イスの場合

InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される場合でもセ ッ ト

ア ッ プ前提条件を イ ンス ト ールできます。 つま り、 エン ド ユーザーが以下のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を入

力し てイ ンス ト ールを起動し た場合に、 InstallShield 前提条件がサポー ト されます。

Setup.exe /s

これには、 応答フ ァ イル (Setup.iss) が必要です。 詳細については、 「応答フ ァ イルを作成する」 を参照し て く だ さ

い。

言語の選択ダイアログと セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログは表示されません。

UAC のプロンプ ト

構成方法によ って、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールがイ ンス ト ール中のい く つかの時点で、 Windows 

Vista 以降のシステム上で昇格された権限のプロンプ ト を表示する こ とができます :

1. エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動する と き

2. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前提条件を起動する と き

3. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とする機能前提条件を起動する と き

4. Windows Installer が .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを開始する と き

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て

く ださい。
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InstallShield 前提条件の動作を変更する

イ ンス ト ールの動作を変更し たい場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを使って InstallShield 前提条件を変更する

こ とができます。 た と えば、 ユーザーが前提条件のイ ンス ト ールをスキッ プするかど うか、 前提条件には管理者

権限が必要かど うか、 また ターゲッ ト マシンの再起動の要否に応じ て前提条件イ ンス ト ールをどのよ う に処理す

るかを指定する こ とができます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール動作を指定する」 を参照

し て く ださい。

Windows Installer エンジンおよび .NET Framework  のイ ンス ト ールの前または後でイ ンス ト ールされるよ う に 

InstallShield 前提条件を構成する こ とができます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするた

めのパラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールに InstallShield 前提条件が含まれていたアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールがアプ リ ケーシ ョ ンおよび 1 つまたは複数の InstallShield 前提条件から構成される場合があ り ます。

エン ド ユーザーがコ ン ト ロール パネルのプログラムの追加と削除を使ってアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ール

し た場合、 InstallShield 前提条件はマシン上にイ ンス ト ールされたままの状態です。 InstallShield 前提条件イ ンス

ト ールによ って、 [ プログラムの追加と削除 ] にエン ト リが追加された場合、 エン ド ユーザーは [ プログラムの追

加と削除 ] を通し て InstallShield 前提条件を削除する こ とができます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれているマージ モジュールを使用す
る

ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内からマージ モジュールを使用する方法につい

て説明し ます。

自分自身のマージ モジュールを作成または変更する と きの情報については、 「マージ モジュールのデザイ ン」 を

ご覧 く ださい。

マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 ローカル マシンまたはネ ッ ト ワーク上でマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を格納する場所を

指定できます。 この柔軟な機能を使って、 マージ モジュールを ソース コー ド 管理システムに格納し、 マージ モ

ジュールの共通のセ ッ ト を他のチーム メ ンバーと共有する こ とができます。

InstallShield では、 マージ モジュールの検索パスを指定するい く つかの方法があり ます :
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 659



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある [ マージ モジュール ] タ ブを使って、 マシン共通および現在のユー

ザーのフ ォルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。

InstallShield は、 [ マージ モジュール ] タ ブで指定し たパスをマシン上のレジス ト リ に保存し ます。 現在の

ユーザーに指定されたパスは、 以下の場所に保存されます :

HKEY_CURRENT_USER\Software\InstallShield\Version\Professional\Project Settings\MMSearchPath

すべてのユーザーに指定されたパスは、 以下の場所に保存されます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\InstallShield\Version\Professional\MMSearchPath

Standalone Build を使って リ リースをビルド する場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスは使用できません。

ただし、 必要であれば Standalone Build が搭載されているマシン上のレジス ト リへのパスを手動で追加する こ

とができます。

• ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 -o パラ メ ーターを使ってフ ォルダのコ ンマ

区切りのリ ス ト を指定し ます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、.ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

MergeModulePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで 

MergeModulePath パラ メ ーター を使います。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用さ

れたと き、 ItemGroup InstallShieldMergeModulePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指

定されたパスの配列を使用し ます。

ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 以下の例のよ う にパスにパス変数を使用する こ とができます :

<ISProductFolder>\MergeModules,<ISProjectFolder>\MyCustomMergeModules

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューと [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モ

ジュール ] タ ブで指定されている様々な検索パスに含まれているマージ モジュールフ ァ イルに対応するマージ モ

ジュールの名前がリ ス ト されます。 同じ マージ モジュールが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は

最初に検出されたイ ンス タ ンスのみを表示し ます。 InstallShield は、 最初に [ マージ モジュール ] タ ブでユーザー

ご との設定に リ ス ト された各パスをチ ェ ッ ク し ます。 次に、 マシン共通の設定にリ ス ト されている各パスを

チ ェ ッ ク し ます。

ビルド時、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のマージ モジュールが含まれている場合、 InstallShield ( または Standalone 

Build) が指定された場所を検索し て、 必要に応じ て適切な マージ モジュールを リ リースに含みます。 同じ マージ 

モジュールが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンスのみをビルド に

含みます。 マージ モジュールの検索は以下の順で行われます :

1. InstallShield が [ マージ モジュール ] タ ブでユーザーご との設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。 パス

は、 レジス ト リの次の場所に保存されます。

HKEY_CURRENT_USER\Software\InstallShield\Version\Professional\Project Settings\MMSearchPath

Standalone Build で [ マージ モジュール ] タ ブを使用する こ とはできませんが、 レジス ト リ パスは使用できま

す。

2. InstallShield が [ マージ モジュール ] タ ブのマシン共通の設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。 パスは、

レジス ト リの次の場所に保存されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\InstallShield\Version\Professional\MMSearchPath
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Standalone Build で [ マージ モジュール ] タ ブを使用する こ とはできませんが、 レジス ト リ パスは使用できま

す。

3. InstallShield ( または Standalone Build） が -o コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 MergeModulePath .ini フ ァ イル パ

ラ メ ーター、 または InstallShield タ スクの MergeModulePath パラ メ ーターを通し て指定されたパスをチ ェ ッ ク

する。

4. 前述の場所のど こにもパスが指定されていない場合、 InstallShield は次の順序でデフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ を

チ ェ ッ ク し ます :

a. InstallShield ( または Standalone Build) Program Files フ ォルダー \System

b. InstallShield ( または Standalone Build) Program Files フ ォルダー \Modules\i386

c. InstallShield ( または Standalone Build) Program Files フ ォルダー \Objects

d. InstallShield ( または Standalone Build) Program Files フ ォルダー \Modules\i386\Japanese

e. InstallShield ( または Standalone Build) Program Files フ ォルダー \Modules\i386\German

f. Program Files フ ォルダー \Common Files\Merge Modules

ヒ ン ト • Standalone Build を使ってマージ モジュールを含むリ リースをビルド する と きに、 ユーザー定義による方

法で ( つま り、 コマン ド ラ イ ンまたは .ini フ ァ イルを通し て、 あるいは InstallShield タ スク を通し てレジス ト リ で ) 

1 つ以上の検索パスを指定し なかった場合 、 Standalone Build 前述のデフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ でマージ モジュー

ルを検索し ます。 ただ し、 1 つ以上の検索パスを指定し て、 デフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ を明記し なかった場合、

Standalone Build はデフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ を検索し ません。

マージ モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド する

サー ドパーテ ィ  マージ モジュールは変更すべきではあり ませんが、 い く つかのサー ド パーテ ィ  マージ モジュー

ルおよび InstallShield 作成のマージ モジュールのイ ンス ト ール先を上書きする こ とは可能です。

メ モ • この手順は、 マージ モジュールの TARGETDIR デ ィ レ ク ト リ、 または TARGETDIR から直接派生し たデ ィ レ

ク ト リのみを転送し ます。 マージ モジュールが定義済みフ ォルダー ( たと えば、 SystemFolder) へフ ァ イルを送る

よ う に構成されている場合 、 モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド する こ とはできません。

タ スク マージ モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. マージ モジュールの横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ールに追加し ます。

3. モジュールを右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ マージ モジュールプロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クス が表示されます。

4. [ イ ンス ト ール先 ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール先を入力するか、 定義済みのイ ンス ト ール先から 1 つ選択し ま

す。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6. [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 マージ モジュールを含める機能を選択し ます ( 複数可 )。
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マージ モジュールに関する ト ラ ブルシューテ ィ ング

関連付けられているマージ モジュールの削除

イ ンス ト ールに現在関連付けられているマージ モジュールを削除する と、[ マージ モジュールが見つかり ません ] 

とい う メ ッ セージが表示されます。 このこ とによ り、 そのモジュールを イ ンス ト ールに追加できないこ とがわか

り ます。

マージ モジュールの言語プロパテ ィ の変更

ユーザー定義または別の会社のマージ モジュールが再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーに追加された後、 その言語プ

ロパテ ィ を変更する と、 変更後のマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に関連付けよ う と し たと きにビルド エラーが

発生し ます。 このエラーが発生するのは、 InstallShield がモジュールフ ァ イルを識別する際にモジュール識別子の

他に言語識別子を使用するためです。

マージ モジュールフ ァ イルが再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーに追加された後、 そのフ ァ イルの言語識別子を変更

する と、 InstallShield はフ ァ イルを見つけられな く な り ます。

正しいマージ モジュール フ ァ イルの場所を特定するには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューから参照する こ とがで

きます。 詳し く は、 「マージ モジュールを参照する」 をご覧 く ださい。

マージ モジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内から リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows Installer ベースのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で再利用可能な、 または他のユーザーと共有可能な既存の

マージ モジュールがある場合、 それを リポジ ト リへパブ リ ッ シュする こ とができます。

タ スク Windows Installer ベースのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で作業中に、 マージ モジュールを リ ポジ ト リへパブ リ ッ

シュするには、 次の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. マージ モジュールを右ク リ ッ ク し て、 [ パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 パブ リ ッ シュ ウ ィ

ザー ドが開きます。

3. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

ビルド時にマージ モジュールがイ ンス ト ールへ組み込まれます。 リポジ ト リ マージ モジュールに変更を加えて

から リポジ ト リへ再パブ リ ッ シュする と、 プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールが次回再ビルド された と きに、 古いバー

ジ ョ ンのリポジ ト リ マージ モジュールを持つプロジ ェ ク ト はすべて更新されます。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Windows Installer は Windows のほとんどのバージ ョ ンに組み込まれていますが、 Windows Inslaller ベースのイ ンス

ト ールは Windows Installer の最新バージ ョ ンでのみ動作する特定の機能に依存し ている可能性があ り ます。 また、

一部の InstallScript イ ンス ト ールでは、 特定のバージ ョ ンの Windows Installer が必要な場合もあ り ます。

InstallShield では、 Windows Installer の再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含める こ とができます。 Windows 

Installer 実行可能フ ァ イルの追加方法は、 イ ンス ト ールに必要な Windows Installer のバージ ョ ンだけでな く 、 使用

中のプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

Windows Installer の各バージ ョ ンご との最小オペレーテ ィ ング システム要件の一覧は、 「ターゲッ ト  システムの要

件」 を参照し て く だ さい。 Windows の各バージ ョ ンで一緒に リ リース された Windows Installer のバージ ョ ン一覧に

ついては、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Released Versions of Windows Installer」 をご覧 く だ さい。

Windows Installer 5 と Windows Installer 4 は、 再配布可能フ ァ イルと し て提供されていません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallShield には、 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを自己展開型実行可能フ ァ イル (Setup.exe) と し てイ ンス

ト ールに含めるためのオプシ ョ ンがあ り ます。

Windows Installer の配布

デフ ォル ト で、 InstallShield は Setup.exe をセ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ と同時に作成し ます。 セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーは、 イ ンス ト ールで Windows Installer エンジンを イ ンス ト ールする場合、 必ず必要です。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを含める場

合、 次のいずれかを実行し ます :

• Windows Installer 4.5 の場合 — プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の Microsoft Windows Installer 前提条件を追加し

ます。 InstallShield は、 異なるバージ ョ ンの Windows を ターゲッ ト とするい く つかのバージ ョ ンを含みます。

詳細については、 「Microsoft Windows Installer の前提条件を含める」 を参照し て く だ さい。

• Windows Installer 3.1、 3.0、 または 2.0 の場合 —[ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe ラ ン

チャーを使用するかど うか、 これらの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルの 1 つのバージ ョ ンを含めるかど

うか、 および含める Windows Installer のバージ ョ ンなどの情報を指定する こ とができます。 詳細については、

「リ リースの [Setup.exe] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

代り に、 プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の Microsoft Windows Installer 前提条件を追加する こ と と もできます。

詳細については、 「Microsoft Windows Installer の前提条件を含める」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの要件は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー ] パネルでも指

定できます。

イ ンス ト ール プロセスの概要

実行時、 Setup.exe は Windows Installer が既にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているかど うかを判別し ま

す。 ターゲッ ト  システムに Windows Installer が見つかり、 かつ、 最小バージ ョ ンの要件を満た し た場合、 イ ンス

ト ール パッ ケージが起動されます。 Windows Installer がイ ンス ト ールされていない場合や、 または新しいバージ ョ
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ンを イ ンス ト ールする必要がある場合、 Setup.exe は Windows Installer を イ ンス ト ールし てから イ ンス ト ール パッ

ケージを起動し ます。 Windows Installer を更新するためにシステムを再起動する必要がある こ とに注意し て く ださ

い。

InstallScript プロジ ェ ク ト

場合によ って、 InstallScript プロジ ェ ク ト に、 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを追加し たほうが良い場合があ

り ます。 たと えば、 InstallScript プロジ ェ ク ト を使って、 Windows Installer の特定の最小バージ ョ ンが必要な複数の 

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールを連鎖させる こ とがあ り ます。 また、 マージ モジュールを InstallScript プ

ロジ ェ ク ト に追加し た場合、 そのマージ モジュールを [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューに マージ モジュール ホルダー - 

オブジ ェ ク ト のサブアイテムと し て追加する必要があ り ます。 このマージ モジュール ホルダー - オブジ ェ ク ト は 

Windows Installer エンジンを必要とするため、 ターゲッ ト  システム上に Windows Installer が存在し ない可能性があ

る場合、 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する必要があり ます。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを InstallScript プロジ ェ ク ト に含めるには、 1 つ以上の Microsoft Windows 

Installer 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ます。 InstallShield は、 異なるバージ ョ ンの Windows を ターゲッ ト とす

るい く つかのバージ ョ ンを含みます。 詳細については、 「Microsoft Windows Installer の前提条件を含める」 を参照

し て く ださい。

Microsoft Windows Installer の前提条件を含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield には、 複数の Windows Installer バージ ョ ン用の InstallShield 前提条件が含まれています。 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ 前提条件 ] 

ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を使って、 プロジ ェ ク ト にこれらの InstallShield 前提条件を追加できま

す。

基本の MSI イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールの実行中に Windows 
Installer 4.5 の存在をチ ェ ッ クする

Windows Installer 4.5 がイ ンス ト ールされているかど うかを判別するために、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム

をチ ェ ッ クする必要があるかも しれません。 Windows Installer 4.5 がイ ンス ト ールされていない場合、 イ ンス ト ー

ルはエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し て、 処理の続行を阻止し ます。 この動作は、 以下の状況下で役立ちま

す ：

• イ ンス ト ールが Windows Installer 4.5 の機能に依存し ている場合。

• 製品のイ ンス ト ール時に、 必要に応じ て Windows Installer 4.5 を イ ンス ト ールする Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ

ンチャーではな く 、 .msi フ ァ イルが使用される可能性がある場合。

例えば、 イ ンス ト ールを非圧縮リ リース と し て配布し た場合に、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルでは

な く  .msi フ ァ イルを直接起動できる と き。 さ らに、 システム管理者が製品を企業環境に配布するためにイ ン

ス ト ールを カス タ マイズする必要がある場合、 管理イ ンス ト ール バージ ョ ンを作成および配布する可能性が

あ り ます。
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Windows Installer 4.5 がイ ンス ト ールされているかど うかを判別し て、 イ ンス ト ールされていない場合にエラー 

メ ッ セージを表示するには、 エラー カス タム アクシ ョ ン  ( タ イプ 19 カス タム アクシ ョ ン ) を作成し ます。 以下

は、 その手順の説明です。

タ スク Windows Installer 4.5 がイ ンス ト ールされているかど うかを判別し て、 イ ンス ト ールされていない場合にエラー 

メ ッ セージを表示するには、 以下の手順に従います :

1. [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [

新しいエラー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 新しいカス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

3. " エラー メ ッ セージ " 設定に、 Windows Insatller 4.5 がイ ンス ト ールされていない状態でエン ド ユーザーがイ

ンス ト ールを起動し た場合に表示するエラー メ ッ セージ テキス ト を入力し ます。

4. " イ ンス ト ール UI シーケンス " と " イ ンス ト ール 実行シーケンス " 設定で、 エラー メ ッ セージを 

LaunchConditions アクシ ョ ンの前にスケジュールするオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 このエラー アク

シ ョ ンの一般的なシーケンスは < 最初のアクシ ョ ン > です。

5. " イ ンス ト ール UI 条件 " と " イ ンス ト ール実行条件 " 設定で、 次の条件を入力し ます :

VersionMsi < "4.05"

ロ ッ ク されたフ ァ イル / 再起動の問題

InstallShield 前提条件が Windows Installer 4.5 エンジンを イ ンス ト ールする と き、 既存のエンジン フ ァ イルがロ ッ ク

されている場合がよ く あ り ます。 ターゲッ ト  システムを再起動する前に、 イ ンス ト ールが更新済みエンジンを必

要とする場合は、 以下の動作に注意し て く だ さい。

Windows XP と Windows Server 2003 システムでは、 Windows Installer 4.5 エンジン フ ァ イルが直ぐにア ッ プデー ト

され、 再起動の要求が記録されて、 メ イ ンのイ ンス ト ールが終了するまで ( またはその前に起こ る再起動が発生

するまで ) 遅延されます。 メ イ ン イ ンス ト ールはア ッ プデー ト 済みの Windows Installer 4.5 エンジンを使用し、 イ

ンス ト ールの最後で再起動を要求し ます。

Windows Vista と Windows Server 2008 システムでは、 Windows Installer 4.5 エンジンは再起動後までア ッ プデー ト さ

れないため、 即時、 再起動が要求されます。 エン ド ユーザーがマシンの再起動を受け入れた場合、 イ ンス ト ール

は再起動の後に続行し ます。 ただ し エン ド ユーザーがマシンの再起動を許可し なかった場合、 イ ンス ト ールが終

了し ます。 再起動の保留中は、 Windows Installer 4.5 エンジンは未イ ンス ト ールの状態と な り、 続けて前提条件を

実行し ても失敗し て、 イ ンス ト ールの続行が不可能と な り ます。 マシンの再起動を行う と、 Windows Installer 4.5 

のイ ンス ト ールが完了し、 イ ンス ト ールを予定通り に続行できます。

.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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製品の実行に、 .NET Framework がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている必要がある場合、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 .NET Framework がターゲッ ト  システ

ムにないと き、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされます。

プロジ ェ ク ト に、 .NET Framework の言語パッ クの再配布可能フ ァ イルを含める こ と もできます。 言語パッ クには、

英語以外の言語のための翻訳済みテキス ト  ( エラー メ ッ セージなど ) が含まれています。

.NET Framework および .NET Framework 言語パッ ク をプロジ ェ ク ト に追加する方法は、 使用し ているプロジ ェ ク ト  

タ イプ、 および製品が必要とする .NET Framework のバージ ョ ンによ って異な り ます。

メ モ • 一部の .NET Framework バージ ョ ンは、 以前の .NET Framework バージ ョ ンを含みます :

• .NET Framework 3.5 は、 .NET Framework 3.0 SP1 と .NET Framework 2.0 SP1 を含みます

• .NET 3.0 Framework SP1 は .NET Framework 2.0 SP1 を含みます。

• .NET 3.0 Framework RTM は .NET Framework 2.0 RTM を含みます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に .NET サポー ト を含める場合、 次のいずれかを実

行し ます :

• .NET Framework 4.5 Full、 4.5 Web、 4.0 Full、 4.0 Client、 3.5 SP1、 3.5、 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1、 または 2.0 (x64、

IA64 のみ ) 再配布可能フ ァ イルの場合 — 適切な Microsoft .NET Framework 前提条件を追加し ます。

詳細については、 「Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含め

る」 を参照し て く だ さい。

• .NET Framework 2.0、 1.1、 または 1.0 再配布可能フ ァ イル (32 ビ ッ ト ) の場合 — [ リ リース ] ビ ューの .NET/J# 

タ ブで、 リ リースの .NET に関する設定を構成し ます。 また、 リ リース ウ ィ ザー ド で適切なオプシ ョ ンを選

択する こ と もできます｡

これらの再配布可能フ ァ イルの InstallShield 前提条件を配布する場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用

し て、 それらの作成できます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を定義する」 を参照し て く だ さい。

ターゲッ ト  システムに .NET Framework が既にイ ンス ト ールされているかど うかをテス ト するには、ビル ト イ ンの 

MsiNetAssemblySupport プロパテ ィ を使用する こ とができます。 .NET Framework がイ ンス ト ールされている場合、

プロパテ ィ には、 特定の .NET DLL (fusion.dll) のバージ ョ ンに設定され、 イ ンス ト ールされていない場合、 何も設

定されません。

InstallScript プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で .NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する方法は 2 種類あり ます

:

• [ 前提条件 ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の .NET Framework 前提条件を追加し ます。

• [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールに Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト を追加し ます。 こ

のオブジ ェ ク ト を追加する と、 InstallScript プロジ ェ ク ト に 1 つ以上の言語パッ ク を追加する こ と もできます。

詳細については、 「Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド」 を参照し て く だ さい。

特定のバージ ョ ンの .NET Framework または言語パッ クがイ ンス ト ールされているかど うかを判別するには、 Is 関

数 を使用し て、 DOTNETFRAMEWORKINSTALLED 定義済み定数を渡し ます。
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InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト の取得

一部の InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされませんので注意し て く だ さ

い。 これらについては、 場合によ り、 ダウンロー ド する必要があり ます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プ

デー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield には、 一部のバージ ョ ンの .NET Framework と .NET Framework 言語パッ クの InstallShield 前提条件が含

まれています。 これらのバージ ョ ンの .NET Framework と言語パッ ク を再配布する場合、 基本の MSI、 InstallScript 

および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に、 これらの InstallShield 前提条件を含める こ とができます。

以下は、 InstallShield 前提条件と し て提供されている .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの一覧です。 関連する言

語パッ ク 前提条件も、 配布されている場合、 含まれています。

• Microsoft .NET Framework 4.5( 完全パッ ケージに 1 つ、 Web パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含ま

れています。 サイズは Web パッ ケージのほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ

ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 4 Full。 これは、 .NET Framework 4 を ターゲッ ト にするアプ リ ケーシ ョ ンを実行およ

び開発するのに必要な .NET Framework ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 ( 完全パッ ケージ

に 1 つ、 Web ダウンロー ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含まれています。 サイズは Web ダウ

ンロー ド パッ ケージのほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな

り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 4 Client。 ほとんどのク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要な .NET 

Framework ラ ン タ イムおよび関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 ( 完全パッ ケージに 1 つ、 Web ダウンロー

ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含まれています。 サイズは Web ダウンロー ド パッ ケージの

ほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 ( 完全パッ ケージに 1 つ、 Web ダウンロー ド パッ ケージに １  つの 

InstallShield 前提条件が含まれています。 サイズは Web ダウンロー ド パッ ケージのほうが小さいですが、 実

行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 ( 完全パッ ケージに 1 つ、Web ダウンロー ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前

提条件が含まれています。 サイズは Web ダウンロー ド パッ ケージのほう が小さいですが、 実行時にターゲッ

ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1 ( これは、実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要になる 

Web ダウンロー ド パッ ケージです。 )

• Microsoft .NET Framework 3.0

• Microsoft .NET Framework 3.0 (x64)

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP2

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP2 (x64)
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• Microsoft .NET Framework 2.0 SP2 (IA64)

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1 (x86)

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1 (x64)

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1 (IA64)

• Microsoft .NET Framework 2.0 (x64)

• Microsoft .NET Framework 2.0 (IA64)

ヒ ン ト • .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの他のバージ ョ ンに関する詳細は、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ

イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

これらの InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは、 サイ レン ト  モー ド で実行されます。 し たがって、 .NET 

Framework イ ンス ト ールが実行される と きの言語は、 問題にな り ません。

現在、Windows XP を実行し ている 64 ビ ッ ト  Itanium に Windows Installer 3.x を イ ンス ト ールできないこ と と、 .NET 

Framework 2.0 以降に Windows Installer 3.x 以降が必要である とい う こ とのために、 64 ビ ッ ト  .NET Framework 2.0 前

提条件は、 Windows  XP を実行し ている 64 ビ ッ ト  Itanium にイ ンス ト ールする こ とはできません。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは、 特定の HKEY_LOCAL_MACHINE キーの Install または InstallSuccess の値

データ を確認し て、 .NET Framework の対応するバージ ョ ンが既にターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールされているか

ど うかを確認し ます。 詳細については、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターで任意の InstallShield 前提条件を開いて、

設定されている条件をご覧 く だ さい。

MySQL Connector ODBC 前提条件を含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

MySQL Connector/ODBC 3.51 を イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールに含める こ とができます。

これによ り、 エン ド ユーザーよる ODBC を使用する MySQL データベース サーバーへの接続が可能にな り ます。

この InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加する前に、 MySQL Connector/ODBC ド ラ イバーをダウンロー ド し

て、 システムで InstallShield 前提条件を構成する必要があり ます。

タ スク MySQL Connector ODBC 3.51 前提条件をシステムに追加し て、 プロジ ェ ク ト に追加できるよ う にするには、 以下

の手順に従います :

1. Windows エクスプローラーを開いて、 InstallShield 前提条件テンプレー ト  フ ォルダーを参照し ます。 デフ ォル

ト 保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\SetupPrerequisites\Templates

2. Templates フ ォルダーにある MySQL Connector ODBC 3.51.prq フ ァ イルを コ ピーし、 InstallShield 前提条件フ ォ

ルダーに貼り付けます。 デフ ォル ト 保存先は次の場所です :
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C:\Program Files\InstallShield\2016\SetupPrerequisites

3. Visit http://dev.mysql.com/downloads/connector/odbc/3.51.html and download the MSI installer for the MySQL 

Connector/ODBC 3.51 driver for Windows.

4. フ ァ イルを次の場所に保存し ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects\MySQL\Redist

次回 InstallShield を起動し た と き、 MySQL Connector ODBC 前提条件が、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示さ

れます。

マシン上で MySQL Connector/ODBC 3.51 ド ラ イバーのイ ンス ト ーラーを保存する場所を変更する場合、

InstallShield 前提条件エデ ィ ターで MySQL Connector ODBC 3.51.prq フ ァ イルを開いて、 設定を変更し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターを開 く には、 [ ツール ] メ ニューで、 [ 前提条件エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「InstallShield 前提条件のフ ァ イルを指定する」 を参照し て く だ さい。

Oracle 11g Instant Client の InstallShield 前提条件を含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールが実行される前に、 Oracle 11g Instant Client を イ ンス ト ールする場合、 Oracle 11g Instant Client 前提

条件をプロジ ェ ク ト に含めます。 この InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加する前に、 Oracle Instant Client 

をダウンロー ド し て、 システムで .msi パッ ケージを作成する必要があ り ます。 詳細については、 「Oracle のイ ンス

タ ンスに接続し て SQL スク リ プ ト を実行する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • Oracle 11g Instalnt Client がターゲッ ト  システム上で必要な時にイ ンス ト ールがこれをダウンロー ド する場

合、 Oracle に問い合わせて、 それが可能かど うかを確認し て く ださい。 可能な場合、 独自の Web サイ ト でダウン

ロー ド をホス ト し て、 InstallShield 前提条件にそのダウンロー ド パスを追加し な く てはな り ません。 フ レ クセラ ・

ソ フ ト ウ ェ アでは、 このイ ンス ト ールのダウンロー ド を提供し ていません。

DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める
DirectX は、 最新のグラ フ ィ ッ ク カー ド を含む、 マルチ メ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ンおよびハー ド ウ ェ アの API ラ

イブラ リがサポー ト と し ています。 製品の実行に DirectX がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている必要

がある場合、 DirectX オブジ ェ ク ト  ( 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 Windows Installer ベース

のオブジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript オブジ ェ ク ト ) をプロジ ェ ク ト に追加する こ とが

できます。 ターゲッ ト  システムに DirectX がない場合、 DirectX がイ ンス ト ール時にイ ンス ト ールされます。

イ ンス ト ール後、 DirectX ラ ン タ イムはアン イ ンス ト ールできません。 DirectX はシステム コ ンポーネン ト である

ため、 エン ド ユーザーが DirectX をアン イ ンス ト ールするには、 オペレーテ ィ ング システムの再イ ンス ト ールが

必要にな り ます。
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ヒ ン ト • DirectX オブジ ェ ク ト は InstallShield と共にイ ンス ト ールされないため、 ダウンロー ド する必要があ り ま

す。 基本の MSI プロジ ェ ク ト  または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に DirectX オブジ ェ ク ト を含めるには、 MSI オ

ブジ ェ ク ト のダウンロー ド を入手し ます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト  または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に 

DirectX オブジ ェ ク ト を含めるには、 MSI オブジ ェ ク ト のダウンロー ド を入手し ます。 詳細については、

「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

再配布可能フ ァ イル

DirectX オブジ ェ ク ト は、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 固有のコ ンポーネン ト を含む、 最新の DirectX 9.0c コアおよ

びオプシ ョ ンのコ ンポーネン ト をすべてイ ンス ト ールし ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に DirectX オブジ ェ ク ト を
含める

DirectX オブジ ェ ク ト を基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に含める と、 DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ

ザー ドが起動されます。

DirectX オブジ ェ ク ト は、 圧縮、 非圧縮の両方のイ ンス ト ールで使用する こ とができます。 DirectX オブジ ェ ク ト  

ウ ィ ザー ド を利用し て、 DirectX フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めるか、 または .msi フ ァ イルにス ト リームする

かを指定する こ とができます。

• フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーにある フ ォルダーに含めるよ う に指定する と、 ビルド時に作成中のイ ンス ト ー

ルに対し て DirectX フ ォルダーが作成され、 リ リースの Disk1 フ ォルダーに配置されます。 DirectX フ ォル

ダーは [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ サポー ト  フ ァ イル / ビル

ボー ド ] ビ ューの Disk1 領域に表示されます。

• フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めないよ う に指定する と、 フ ァ イルはイ ンス ト ールの .msi フ ァ イルに埋め

込まれます。 これらのフ ァ イルは、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの [ 言語非依存 ] 領域 ( 基本の MSI プロジ ェ

ク ト の場合 ) または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) で一覧

表示されます。

メ モ • DirectX イ ンス ト ールを起動する カス タム アクシ ョ ンは Windows Vista 以降のシステムで昇格された権限を

使って実行できるよ う に、 [ 実行 ] シーケンスにスケジュールされ、 遅延システム コ ンテキス ト で実行されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で DirectX オブジ ェ ク ト  
フ ァ イルを更新する

ある DirectX フ ァ イルのア ッ プデー ト を入手し て、 DirectX オブジ ェ ク ト に含める場合、 それら を適切な 

InstallShield Program Files サブ フ ォルダーに他の DirectX フ ァ イルと共に配置し ます。 保存先 :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects\DirectX9c\Redist

一部のフ ァ イルが製品で必要な く 、 イ ンス ト ールに含める必要がない場合、 それら を フ ォルダーから削除する こ

と もできます。 InstallShield の現在のバージ ョ ンがリ リース されてからマイ ク ロ ソ フ ト がリ リース し ている可能性

があるア ッ プデー ト に関する詳細など、 DirectX 再配布可能フ ァ イルの関する詳しい情報は、 最新の DirectX SDK 

または マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト  (http://msdn.microsoft.com/directx) をご覧 く ださい。

ビルド時に、 InstallShield がリ リースのビルド をする と き、 DirectX フ ォルダー内の再配布可能フ ァ イルはすべて使

用されます。
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アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係を識別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 「依存関係」 と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場

合があ り ます。 InstallShield では、 これらのフ ァ イルを見つけて作業を行う スキャ ン ウ ィ ザー ドが用意されていま

す。 スキャナーは、 依存関係スキャナー ビ ューでアクセスできます。

これらのスキャナーのどれか 1 つを使って基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加される フ ァ イル

は、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ クテ ィ ス に従って追加されます。

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使用する場合、 InstallShield を使ってス タ テ ィ ッ クまたは

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する と き必ず自動的に選択または除外される フ ァ イルを指定する こ とができます。

詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト に既に追加されている フ ァ イルをスキャ ン し て必要

な依存関係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト に含まれるすべての

ポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イル ) をスキャ ン し て、 必

要な可能性がある依存関係を検出し ます。 ウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれをプ

ロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定する こ とができます。

プロジ ェ ク ト に追加された新規フ ァ イルは、 フ ァ イルが依存し ている同じ機能に追加されるので、 イ ンス ト ール

が必要な と きに確実に実行されます。

テーブル 3-12 • 利用可能なスキャ ン ウ ィ ザー ド

スキャナー 説明

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー

ド 

プロジ ェ ク ト のポータ ブル実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe、 .ocx、 .com、 .tlb、

.hlp、 および .chm) を確認し て、 必要な依存関係を検出し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー

ド 

実行可能フ ァ イルが実行中にシステムを監視し て、 実行可能フ ァ イルで必

要と なる可能性がある .dll または .ocx フ ァ イルを確認し ます。
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[ ビルド時に .NET スキャ ン ] 設定によるス タ テ ィ ッ ク スキャ ンへの影響

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET 

をスキャ ン " 設定で選択された値は、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドがそのコ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イ

ルをスキャ ンする方法に影響し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルの実行中にシステムを監視する使い易いツールです。

ウ ィ ザー ド では実行可能フ ァ イルが必要とする可能性のある .dll および .ocx フ ァ イルのリ ス ト が表示され、 それ

ぞれをプロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定できます。

スキャ ンする実行可能フ ァ イルは、 既にプロジ ェ ク ト に含められている ものでも、 後からウ ィ ザー ド で追加する

ものでも構いません。

このウ ィ ザー ド に関する詳しい情報は、 「ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド」 をご覧 く だ さい。

テーブル 3-13 • ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドがコ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルをスキャ ンする方法を判
断する

コ ンポーネン ト の " ビ
ルド 時に .NET をス
キャ ン " 設定の値 説明

な し ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 コ ンポーネン ト の .NET 部分の依存関係も プロ

パテ ィ もスキャ ン し ません。 た と えば、 コ ンポーネン ト に Notepad.exe と .NET アセン

ブ リ フ ァ イルが含まれている場合、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは Notepad.exe 

の依存関係を調べますが、 .NET アセンブ リ フ ァ イルの依存関係と プロパテ ィ のいず

れもスキャ ン し ません。

プロパテ ィ のみ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 .NET アセンブ リ を含むコ ンポーネン ト のすべ

てのフ ァ イルをスキャ ン し てプロパテ ィ を調べますが、 依存関係を調べてコ ンポーネ

ン ト の .NET 部分の特定はし ません。 た と えば、 コ ンポーネン ト に Notepad.exe と 

.NET アセンブ リ フ ァ イルが含まれている場合、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは

両方のフ ァ イルの依存関係を調べますが、 依存関係の .NET アセンブ リ フ ァ イルはス

キャ ン し ません。

依存関係およびプロパ

テ ィ

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 .NET アセンブ リ を含むコ ンポーネン ト のすべ

てのフ ァ イルをスキャ ン し て、 依存関係と プロパテ ィ を調べます。 スキャ ン中に見つ

かった依存関係は、 [ フ ァ イル選択 ] パネルに表示されます。 .NET フ ァ イルにプロパ

テ ィ が検出された場合、 InstallShield によ ってそのプロパテ ィ がコ ンポーネン ト の [ 詳

細設定 ] 領域にある [ アセンブ リ ] ノ ー ドの下の [.NET アセンブ リ ] サブ ノ ー ド に追加

されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
64 ビ ッ ト 依存関係のスキャ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Windows Vista 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ン、 または Windows Server 2008 以降の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで 

InstallShield を使用する場合、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド およびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 プ

ロジ ェ ク ト に含まれる 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの 64 ビ ッ ト 依存関係をスキャ ンする こ とができます。 これらのウ ィ

ザー ドは、 プロジ ェ ク ト に含まれる 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの 32 ビ ッ ト 依存関係のスキャ ン も行います。

Windows の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンで InstallShield を使用する場合、 これらのウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト に含まれる 

32 ビ ッ ト  フ ァ イルの 32 ビ ッ ト 依存関係のみをスキャ ンできます。 プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含まれ

ている場合、 必要に応じ てプロジ ェ ク ト に依存関係を手動で追加する こ とができます。

依存関係スキャナー結果の確認

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド およびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト をスキャ ン し

て、 製品が必要とする可能性のあるその他のフ ァ イルを識別する こ とができます。 それぞれのウ ィ ザー ド パネル

には、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュールのリ ス ト が表示されま

す。 スキャ ン結果をよ く 確認し て、 指定された各フ ァ イルやマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加する必要が

あるかど うかを判断し て く だ さい。

両方のスキャナーは、 異なる方法で依存関係を識別し ます。 1 つのキャナーでは識別されなかった依存関係が、 も

う 1 つのスキャナーによ って識別される場合もあり ます。 そのため、 ス タ テ ィ ッ ク スキャナーおよびダイナ ミ ッ

ク スキャナーの両方を使って、 依存関係の可能性がある フ ァ イルのよ り完全な リ ス ト を作成する こ と をお勧めし

ます。 一部の状況において、 依存関係スキャナーが製品で必要のないフ ァ イルまたはマージ モジュールを依存関

係と し て識別する場合もあ り ます。 その場合、 ウ ィ ザー ド では識別された各依存関係を含めた り除外し た りする

こ とが可能なので、 不要なフ ァ イルまたはマージ モジュールを除外する こ とができます。 さ らに、 InstallShield を

使ってス タ テ ィ ッ クまたはダイナ ミ ッ ク スキャ ンを行う と きは常に自動的に含めた り除外し た りする フ ァ イルを

マシン全体で指定する こ と も可能です。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を

参照し て く ださい。

依存関係を識別する と きに最も良い結果を得るために、 ク リーン マシン上で製品と そのイ ンス ト ールを十分にテ

ス ト する こ とが推奨されます。 製品が予定通り に動作し なかった場合、 マシン上で足り ない依存関係がないか、

またそれを イ ンス ト ールに含むべきかど うかを判断し て く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする
ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を実行する と、 イ ンス ト ールに追加し た く ない依存関係

フ ァ イルが一覧表示される こ とがあ り ます。 スキャナーを実行するたびにこれらのフ ァ イルが追加されないよ う

にするために、 Filters.xml を編集できます。 このフ ァ イルを使う と、 スキャナーが無視する、 または含める フ ァ イ

ルを指定できます。

Filters.xml は、 次の場所にあ り ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

フ ァ イルは編集後も この場所に残る必要があ り ます。 そ う でない場合、 スキャナーが正し く 動作し ません。

ヒ ン ト • Filters.xml フ ァ イルを使って、 COM 抽出中にどのレジス ト リ項目を除外するのかを制御する こ と もできま

す。 詳細については、 「COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

Filters.xml フ ァ イルを使って、 IIS Web サイ ト を イ ンポー ト する と きに除外する IIS 設定を制御できます。 詳細につ

いては、 「Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルター

する」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルを除外する

Filters.xml フ ァ イルの <Exclude> 要素には、 スキャナーが除外する各フ ァ イルのサブ要素を追加し ます。 こ こに リ

ス ト されたフ ァ イルは、 スキャナーによ ってイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加される こ とはあ り ません。

デフ ォル ト で <Exclude> 要素には、 すべての Windows ベースのマシン上に存在する一般的なシステム フ ァ イルの

サブ要素が含まれています。

フ ァ イルを含める

Filters.xml フ ァ イルの <Include> 要素を使う と、 Exclude 要素のサブ要素である個別のフ ァ イルをオーバーラ イ ド す

る こ とができます。 スキャナーは、 <Include> 要素のサブ要素に リ ス ト されている フ ァ イルをすべてイ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト に追加し ます。 これは <Exclude> 要素のサブ要素に リ ス ト されている フ ァ イルにも適用されます。

メ モ • 次の重要なオペレーテ ィ ング システム フ ァ イルは、 <Include> 要素のサブ要素に追加し てスキャナーでは認

識されません。

• kernel32.dll

• ntdll.dll

• user32.dll

• gdi32.dll

• advapi32.dll

• shell32.dll

• ole32.dll

<Exclude> および <Include> 要素にフ ァ イルを指定する

<Exclude> または <Include> 要素にフ ァ イルを リ ス ト する場合、 そのフ ァ イルをサブ要素と し て追加し な く てはな

り ません。 適切にフ ォーマ ッ ト されたサブ要素のサンプルは次の通り です。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
<File name="myfile.dll" path="[SystemFolder]" We="needthis"/>

その他の属性はすべてオプシ ョ ンで、 スキャナーが認識する こ とはあ り ません。 例えば前述の We 属性と、 それに

対応する "needthis" 値のよ う に、 特定の項目が含まれるまたは除外される理由を説明する属性を追加し たい場合

があ り ます。

重要 • その場合、 XML コー ドが適切に書かれている こ と を再確認し て く ださい。 不適切な場合には、 すべての

フ ィ ルターが失敗し ます。 多 く の場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Filters.xml フ ァ イルを開いて、 不適

切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Filters>、 <Include>、 および <Exclude> 要素は縮小および展

開が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

<Exclude> または <Include> 要素にサブ要素を追加し た場合、 それらが誤ってコ メ ン ト アウ ト されたセクシ ョ ンに

配置されていないこ と を確認し て く だ さい。 InstallShield は Filters.xml フ ァ イルのコ メ ン ト アウ ト 部分を無視し ま

す。

次のサンプル XML コー ド で、 Filters.xml フ ァ イルの形式を説明し ます。

<Filters>

<Include>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<File name="mfc42.dll" We="needthis"/>

<Include>

<Exclude>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Registry key="HKEY_CLASSES_ROOT\Interface\{00020404-0000-0000-C000-000000000046}"/>

<File name="12520437.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

<File name="12520850.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

</Exclude>

</Filters>

COM サーバーの登録

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

テーブル 3-14 • <File> サブ要素で利用可能な属性

属性 説明

名前 この属性は小文字のみ使用可能です。 この属性の値 ( 例えば、 前述の myfile.dll) は、 含めるま

たは除外する フ ァ イルの名前を示し ます。

パス この属性はオプシ ョ ンです。 この属性の値 ( 例えば、 前述の [SystemFolder]) は、 フ ァ イルの

パスを示し ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• MSI データベース

• MSM データベース

ほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンでは、 正常に機能するために特定の COM サーバーが必要です。 COM サーバーがオ

ペレーテ ィ ング システムで認識されるよ う にするには、 登録が必要です。

従来型の COM を使用する と、 COM でーたは、 レジス ト リ に直接書き込まれます。 レジス ト リ フ リー COM (Reg-

Free COM)、 従来型の方法に代わる簡単な方法を提供し ます。 Reg-Free COM を使用する と、 COM データは、 アプ

リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト  フ ァ イルに書き込まれます。

従来型の COM 登録

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

InstallShield では、 ターゲッ ト  マシンへ COM サーバー登録するため方法が複数サポー ト されています。 以下の方

法は、 従来型の方法です。

• ビルド時 ( またはデザイ ン タ イム ) に COM 情報を フ ァ イルから抽出し、 .msi データベースの COM 関連デー

タベースに書き込む方法。

• COM サーバーの自己登録関数を イ ンス ト ール時に呼び出す方法。

リ ス ト されている最初の方法 (COM 情報を抽出し て、 .msi データベースに書き込む ) は、 自己登録登録方法よ り も

好まれています。 最初の方法は、 .msi データベースの Class、 ProgID、 および Registry テーブルに COM ク ラス情

報を書き込みます。

COM サーバーが自己登録をサポー ト するかど うかを判断する

すべての COM サーバーが自己登録をサポー ト する とは限り ません。 通常、 イ ンス ト ール内でどのフ ァ イルが自己

登録かど うかは明らかな場合が多いですが、 そ う ではない場合もあり ます。 自己登録フ ァ イルの扱いは、 非自己

登録フ ァ イルと異なるため、 特定のフ ァ イルが自己登録かど うか判断できる必要があり ます。

通常、 InstallShield プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する際、 フ ァ イルが自己登録かど う か判別できます。

InstallShield は、 COM サーバー フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に追加される と、 それが自己登録フ ァ イルがど うか判断

するためにテス ト を行います。 InstallShield が、 プロジ ェ ク ト に追加された COM サーバーが自己登録である と判

断し た場合、 次のよ う な操作が行われます。

• Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : フ ァ イルのコ ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽出 " プロ

パテ ィ は [ はい ] に設定されます ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブで、 [ ビルド

時に COM 抽出が行われます ] が指定されている と き )。

• InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : フ ァ イルは、 自己登録と し てマーク されます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
COM 情報を COM サーバーから抽出する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

MSI データベース と MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合、 COM 情報をビルド時に抽出する こ とは不可能なた

め、 デザイ ン時に抽出し ます。

COM サーバーの登録には、 .msi データベース内の Windows Installer テーブルを使って必要なレジス ト リ エン ト リ

を作成する方法が推奨されます。 この方法を利用する と、 Windows Installer はフ ァ イルをア ドバタ イズされたと き

に登録する こ とが可能で、 またイ ンス ト ールが失敗し た場合に登録情報を確実にロールバッ クする こ とができま

す。

各コ ンポーネン ト はポータ ブル実行可能フ ァ イルを 1 つしか持たないため、 すべての登録情報はコ ンポーネン ト

のキーフ ァ イルと し てマーク された単一のフ ァ イルに属する と想定されます。

InstallShield は、 COM サーバーから COM 情報を抽出するい く つかの方法をサポー ト し ます。

• コ ンポーネン ト  ウｨザー ド を使用し ます。 このウ ィ ザー ド を利用し て、 新規 COM サーバーコ ンポーネン ト を

作成し ます。 この方法を使う と、 ウ ィ ザー ドはコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルから COM 情報のスキャ ンを 1 

回だけ行います。

• コ ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽出 " 設定を [ はい ] に設定し ます。 リ リースをビルド する度に COM 

データが抽出されるため、 この方法は COM サーバーのイ ン ターフ ェ イスが頻繁に変更される場合に有効で

す。 この場合、 COM サーバーがそのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルでな く てはな り ません。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューにある フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ キーフ ァ イルの COM データ を抽出

] を ク リ ッ ク し、 情報を抽出し ます。 COM サーバーフ ァ イルを コ ンポーネン ト へ追加済みの場合は、 この方

法を使います。

InstallShield が COM データ を抽出する方法の代わり に、 手動で コ ンポーネン ト の詳細設定を使って COM 情報を

コ ンポーネン ト に追加する こ と もできます。

リ リースをビルド する度に自動的に COM 情報を抽出し た く ない場合は、 コ ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽

出 " 設定で { いいえ ] を選択し ます。 InstallShield に、 コ ンポーネン ト の COM 登録詳細設定に静的に含まれる情報

に従って自動的にフ ァ イルを登録させるには、 この方法を使います。 この詳細設定には、 コ ンポーネン ト ウ ィ

ザー ド で抽出されたか、 または詳細設定に手動で入力された、 フ ァ イルの COM ク ラス、 PprogID などの情報が保

存されます。

InstallShield が COM サーバーから COM 情報を抽出する時、 COM ク ラス情報は .msi データベースの Class、 ProgId 

および Registry テーブルに書き込まれます。

InstallShield を 64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムで使用し ている場合、InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバー

から COM データ を抽出できます。 データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と

マーク し な く てはな り ません。 64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを

ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield では、 登録せずに COM サーバー上のすべての COM 情報を見つける特別な技術を採用し ています。 し

たがって COM 抽出を し ても システムレジス ト リは影響を受けません。 ただ し一部の COM サーバーの登録プロセ

スは既存のレジス ト リ エン ト リ値によ って変わってきます。 InstallShield はこのよ う なシナリ オを回避するアルゴ

リズムを作成し ま し たが、 極端な場合は絶対安全とは言えません。

注意 • WinRunner など一部のアプ リ ケーシ ョ ンは、 COM 抽出エンジンにフ ッ ク .dll フ ァ イルを挿入し ます。 その結

果、 COM 抽出が失敗し て メ ッ セージ 「ISRegSpy は、 次のモジュール %1 がこのプロセスにフ ッ ク され、 そのため

に ISRegSpy の誤動作が発生し ている こ と を検出し ま し た。 アプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウン し て COM 抽出を

再起動し て く ださい。」 が表示されます。 このメ ッ セージが表示された場合、 ダイアログ ボ ッ クスの指示通り アプ

リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウン し て COM 抽出を再開し ます。

自己登録ではない .exe フ ァ イルには、 " 自己登録 " プロパテ ィ を選択し ないで く だ さい。 .exe フ ァ イルを自己登

録するには、 /regserver コ マン ド を使って .exe フ ァ イルを起動する必要があ り ます。 しかし .exe フ ァ イルがコマ

ン ド ラ イ ンスイ ッ チをサポー ト し ない場合、 ビルド時の抽出中に .exe が起動されます。

メ モ • COM 関連の Windows Installer テーブルの定義は、 COM サーバーが 2 つ以上の機能に配置されるのを防ぎま

す。 1 つの COM サーバーを 2 つ以上の機能に配置する必要がある場合は、 次のオプシ ョ ンのどれかを使用し て く

ださい。

• その COM サーバーが最初の機能の子と なるよ う な 2 つ目の機能を作成し、 親機能にフ ァ イルを配置する。

• COM 関連の Windows Installer データベーステーブルを使用せずに、 COM サーバーの自己登録を使用する。

COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

InstallShield による COM サーバーからの不必要な COM データの抽出 ( ビルド時またはデザイ ン時 ) を阻止するた

めに、 Filters.xml フ ァ イルを編集し て特定のレジス ト リ キーを除外する こ とができます。 Filters.xml は、 次の場所

にあ り ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

フ ァ イルは編集後も この場所に残る必要があ り ます。 そ う でない場合、 COM 抽出が正し く 動作し ません。

ヒ ン ト • Filters.xml フ ァ イルを使って、 依存関係のスキャ ン中にどのフ ァ イルを除外するまたは含めるのかを制御

する こ と もできます。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さ

い。
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Filters.xml フ ァ イルを使って、 IIS Web サイ ト を イ ンポー ト する と きに除外する IIS 設定を制御できます。 詳細につ

いては、 「Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルター

する」 を参照し て く だ さい。

COM 抽出から レジス ト リ キーを除外する

Filters.xml フ ァ イルの <Exclude> 要素には、 COM 抽出プロセスが除外する各レジス ト リ キーのサブ要素を追加し

ます。 こ こに リ ス ト されているすべてのキーは、 製品がアン イ ンス ト ールされるのと同時にアン イ ンス ト ールさ

れる こ とはあ り ません。

デフ ォル ト で、 <Exclude> 要素は必要と される一般的なシステム レジス ト リ キーのサブ要素を含みます。

<Exclude> 要素にレジス ト リ キーを指定する

<Exclude> 要素にキーを リ ス ト する場合、 そのキーをレジス ト リ サブ要素と し て追加し な く てはな り ません。

InprocServer32 レジス ト リ キー、 そのすべての値、 およびそのサブキーのすべてに対する変更を阻止する、 適切

にフ ォーマ ッ ト されたレジス ト リ サブ要素のサンプルは次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-

00AA006D2EA4}\InprocServer32"/>

InprocServer32 レジス ト リ キーのデフ ォル ト 値のみに対する変更を阻止する、 適切にフ ォーマ ッ ト されたレジス

ト リ サブ要素は次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-00AA006D2EA4}\InprocServer32" 

value=""/>

InprocServer32 レジス ト リ キーの ThreadingModel 値名のみに対する変更を阻止する、 適切にフ ォーマ ッ ト された

レジス ト リ サブ要素は次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-00AA006D2EA4}\InprocServer32" 

value="ThreadingModel"/>

<Registry> サブ要素のその他の属性はオプシ ョ ンで、 COM 抽出プロセスでは認識されません。 特定の項目が除外

される理由を説明するために、 属性を追加する こ と もできます。

テーブル 3-15 • <Registry> サブ要素で利用可能な属性

属性 説明

キー この属性は小文字のみ使用可能です。 この属性の値 ( 例えば、 前述の 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-

00AA006D2EA4}\InprocServer32) は、 フ ィ ルターを行う レジス ト リ キーの名前を示し ます。

値 この属性はオプシ ョ ンです。

• レジス ト リ キー全体に対する変更を阻止するには、 値属性を含まないで く ださい。

• 特定のキーのデフ ォル ト 値に対する変更を阻止するには、 この属性の値を ヌルに設定し

ます。

• 特定のキーの値名に対する変更を阻止するには、 この属性の値をそのレジス ト リ値の名

前に設定し ます。
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重要 • その場合、 XML コー ドが適切に書かれている こ と を再確認し て く ださい。 不適切な場合には、 すべての

フ ィ ルターが失敗し ます。 多 く の場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Filters.xml フ ァ イルを開いて、 不適

切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Filters>、 <Include>、 および <Exclude> 要素は縮小および展

開が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

<Exclude> または <Include> 要素にサブ要素を追加し た場合、 それらが誤ってコ メ ン ト アウ ト されたセクシ ョ ンに

配置されていないこ と を確認し て く だ さい。 InstallShield は Filters.xml フ ァ イルのコ メ ン ト アウ ト 部分を無視し ま

す。

次のサンプル XML コー ド で、 Filters.xml フ ァ イルの形式を説明し ます。

<Filters>

<Include>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Include>

<Exclude>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Registry key="HKEY_CLASSES_ROOT\Interface\{00020404-0000-0000-C000-000000000046}"/>

<File name="12520437.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

<File name="12520850.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

</Exclude>

</Filters>

COM サーバーの自己登録

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

自己登録の COM サーバーをお持ちの場合、 イ ンス ト ール時に COM サーバーの自己登録関数を呼び出し て、 ター

ゲッ ト マシンに COM サーバーを登録する こ とができます。

InstallShield では、 COM 関連フ ァ イル ( .dll、 .ocx、 .exe、 .tlb、 .olb) が自己登録である こ と を示すための異なる メ

ソ ッ ドがサポー ト されています。

• 特定のフ ァ イルが自己登録である こ と を指定できます。 詳細については、 「[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クが自己登録である こ と を指定できます。 詳細については、 「[ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ

ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
ヒ ン ト • 自己登録フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部の場合、 64 ビ ッ ト 自己登録がターゲッ ト  マシンで

実行されます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さ

い。

COM サーバーの .dll フ ァ イルまたは .ocx フ ァ イルを自己登録と し てマークする と、 フ ァ イルの独自の登録関数 

(DllRegisterServer) がイ ンス ト ール中に呼び出されて ターゲ ッ ト  システムに登録され、 アン イ ンス ト ール中には登

録解除関数 (DllUnregisterServer) が呼び出されてフ ァ イルが登録解除されます。

DllRegisterServer を指定し てフ ァ イルを登録する と、 い く つかの制限があり ます。

• DllRegisterServer に登録し た COM 情報はア ドバタ イズできない。

• DllRegisterServer は .dll コー ド であるため、 イ ンス ト ールに失敗し た場合にそれによる変更を正し く ロール

バッ クできる とい う保証がない。

• DllRegisterServer は、 ユーザーご と またはマシンご との COM 情報の違いを判別できません。

• 自己登録時、 COM サーバーは、 場合によ って、 特定の順番で登録される必要があり ます。 InstallShield 自己登

録 (ISSelfReg) を使用する と、 この制限を回避できます。

• 通常、 DllRegisterServer は相対パスを使用し てフ ァ イルを登録し ない。 相対パスはサイ ドバイサイ ド共有をサ

ポー ト し ているシステムに必要なものです。

また、 パッ チで任意の種類の自己登録を使用する と、 パッ チはアン イ ンス ト ール不可能と な り ます。

1 つまたは複数のフ ァ イルを自己登録と し てマークする と、 InstallShield はデータ を .msi データベースのテーブル

にデータ を追加し、 自己登録に関連し たカス タム アクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスに追加し ま

す。 詳細については、 「自己登録メ ソ ッ ド」 と 「InstallShield 自己登録 (ISSelfReg)」 を参照し て く だ さい。

マシンご との自己登録情報はレジス ト リキー HKLM\Software\Classes\CLSID に格納され、 ユーザーご とのデータ

は HKCU\Software\Classes\CLSID に格納されます。 マージ されたデータのビ ューは、 HKCR\CLSID の下に表示さ

れます。

自己登録メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

[ オプシ ョ ン ] ダイアログの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブで、 InstallShield 自己登録メ ソ ッ ド (ISSelfReg) または Windows 

Installer 自己登録メ ソ ッ ド (SelfReg) のどち ら を使用するかを選択できます。

メ モ • パッ チで任意の種類の自己登録を使用する と、 パッ チはアン イ ンス ト ール不可能と な り ます。
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Windows Installer 自己登録

Windows Installer 自己登録は次の特徴があ り ます。

• .dll フ ァ イルと .ocx フ ァ イルのみを登録する。

• フ ァ イルの登録順は任意である。

• 自己登録フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部である場合、 64 ビ ッ ト  フ ァ イルを登録できる。

InstallShield 自己登録

InstallShield 自己登録は次の特徴があり ます。

• .exe フ ァ イル、 .tlb フ ァ イル、 .dll フ ァ イルおよび .ocx フ ァ イルを登録できる。

• バッ チモー ド登録を使用し てラ ン タ イムのすべての登録依存を処理する。

• オーバーヘ ッ ド で 70 KB の自己登録エンジンを含める必要がある。

• 自己登録フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部である場合、 64 ビ ッ ト  フ ァ イルを登録できる。

メ モ • InstallShield 自己登録の場合、 実行時に登録する フ ァ イルの順番を指定できます。 順番は、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ター の ISSelfReg テーブル (Order 列 ) で設定できます。

InstallShield 自己登録 (ISSelfReg)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

COM サーバーの自己登録方法と し て ISSelfReg を選択し た場合で、 プロジ ェ ク ト に自己登録と し てマーク されて

いる フ ァ イル ( またはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ) が含まれている場合、 InstallShield はこれらのフ ァ イルについての情

報を自動的に .msi データベースの ISSelfReg テーブルへ追加し ます。 ISSelfReg テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ

ターで参照および編集できます。 このテーブルのフ ィ ールド についての詳細は、 「ISSelfReg テーブル」 をご覧 く

ださい。
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さ らに、 プロジ ェ ク ト に自己登録指定のフ ァ イル ( またはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ) が含まれている場合、 InstallShield

は次のカス タム アクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスに追加し ます。

レジス ト リ フ リー COM 登録

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Reg-Free COM を使用する と、 COM データは、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーに格納されているアプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト  フ ァ イルに書き込まれます。 マニフ ェ ス ト  フ ァ イルは、 アプ リ ケーシ ョ ンおよびそれに関連付けら

れている ラ イブラ リ に関する情報を含む XML フ ァ イルです。 Reg-Free COM マニフ ェ ス ト  フ ァ イル、 実行可能

フ ァ イル、 COM ラ イブラ リはすべて、 ターゲッ ト  マシン上の同一のフ ォルダーにイ ンス ト ールする必要があるの

で注意し て く ださい。

Reg-Free COM の利点

Reg-Free COM には、 従来型 COM にはなかったい く つかの利点があ り ます。 たと えば、 Reg-Free COM を使用す

る と、 コ ンポーネン ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン自体のスコープ内で定義されます。 同一の COM コ ンポーネン ト  ( 異

なるバージ ョ ン も含む ) を使用する他のアプ リ ケーシ ョ ンがそれの登録を要求し てきた場合も、 このアプ リ ケー

シ ョ ンには干渉し ません。

複数のバージ ョ ンの共有ラ イブラ リがターゲッ ト  システムに存在する場合、 従来型の COM 登録に関し て問題が

発生する可能性があ り ます。 た と えば、 イ ンス ト ールが共有ラ イブラ リの新しいバージ ョ ンを古いバージ ョ ン、

または、 古いバージ ョ ン と後方互換性を持たない新しいバージ ョ ンで上書き し た りする とい う こ とが起こ り えま

す。 このよ う なこ とが発生し た場合、 特定のバージ ョ ンの機能が必要なアプ リ ケーシ ョ ンがク ラ ッ シュする可能

性があ り ます。 このよ う な状況は、 一般に DLL Hell (DELL 地獄 ) と呼ばれます。 Reg-Free COM を使用する と、 他

のアプ リ ケーシ ョ ンは作成し たアプ リ ケーシ ョ ンの COM コ ンポーネン ト にアクセスできないため、 これらの問題

を回避する こ とができます。

テーブル 3-16 • 自己登録 COM サーバーがあるプロジ ェ ク ト に追加されたカス タム アクシ ョ ン

アクシ ョ ン 説明

ISSelfRegisterCosting ISSelfReg テーブルを読み取って、 登録または登録解除する フ ァ イルを決定

する、 [ 即時実行 ] アクシ ョ ン。 フ ァ イルはそのコ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされる予定に合わせて登録され、 アン イ ンス ト ールされる予定に合

わせて登録解除されます。

ISUnSelfRegisterFiles コ ンポーネン ト の削除が予定されている各フ ァ イルを登録解除する [ 遅延実

行 ] カス タム アクシ ョ ン。

ISSelfRegisterFiles コ ンポーネン ト のイ ンス ト ールが予定されている各フ ァ イルを登録する [ 遅

延実行 ] カス タム アクシ ョ ン。

ISSelfRegisterFinalize 自己登録に失敗し たフ ァ イルのエラー情報を表示し ます。
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さ らに、 Reg-Free COM はア ッ プグレー ド およびアン イ ンス ト ール処理を簡素化し ます。 ア ッ プグレー ドの場合、

単純にアプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーを置き換えるだけです。 アン イ ンス ト ールの場合、 単純に同フ ォルダーを削

除し ます。

Reg-Free COM の制限

Reg-Free COM は、 一部のソ リ ューシ ョ ンには適し ません。 以下のよ う ない く つかの制限があ り ます。

• Reg-Free COM は、 Windows XP 以降でのみ動作し ます。

• コ ンポーネン ト は、 それがシステム コ ンポーネン ト またはオペレーテ ィ ング システムの一部である と き、

Reg-Free COM には適し ません。 また、 MDAC (Microsoft Data Access Components) などのデータ アクセス コ

ンポーネン ト である場合も、 不適当です。 これらのタ イプのコ ンポーネン ト は、 分離する こ とができません。

• COM コ ンポーネン ト は、 １  つのアプ リ ケーシ ョ ンにつき一回のみ分離する こ とができます。 このよ う な制限

の対処策と し て、 単一ク ラス ラ イブ ラ リ にある複数の COM コ ンポーネン ト をグループ化する こ と も考えら

れます。

イ ンス ト ールに Reg-Free COM フ ァ イルを作成および変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Reg-Free COM ウ ィ ザー ド を使用し て、 イ ンス ト ールに含める Reg-Free COM マニフ ェ ス ト  フ ァ イルを作成およ

び変更する こ とができます。 Reg-Free COM ウ ィ ザー ド を使用する前に、 COM ラ イブラ リ (.dll および .ocx フ ァ イ

ル ) と、 それを使用する実行可能フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に追加する必要があ り ます。

ウ ィ ザー ドは、 COM 情報をアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト  フ ァ イルに指定および追加し たラ イブラ リから抽出

し ます。 また、 ウ ィ ザー ドは、 新規のコ ンポーネン ト を、 マニフ ェ ス ト  フ ァ イルがキーフ ァ イルと し て設定され

た状態で作成し ます。 マニフ ェ ス ト  コ ンポーネン ト は、 関連付けられた実行可能フ ァ イル コ ンポーネン ト と同じ

イ ンス ト ール先および条件を持ちます。

Ref-Free COM フ ァ イルのサンプル マニフ ェ ス ト  フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

マニフ ェ ス ト  フ ァ イルのコ ンテンツには、 実行可能フ ァ イル名、 実行可能フ ァ イルに関連付けられたラ イブラ リ

の名前、 および、 COM 情報が含まれます。 次のマニフ ェ ス ト  フ ァ イルのサンプルでは、 実行可能フ ァ イル名は 

Sample.exe、 ラ イブラ リ名は SampleCircle.dll になっています。
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<assembly xsi:schemaLocation="urn:schemas-microsoft-com:asm.v1 assembly.adaptive.xsd" manifestVersion="1.0" 

xmlns:asmv1="urn:schemas-microsoft-com:asm.v1" xmlns:asmv2="urn:schemas-microsoft-com:asm.v2" xmlns:dsig="http://www.w3.org/

2000/09/xmldsig#" xmlns="urn:schemas-microsoft-com:asm.v1" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">

<assemblyIdentity type="win32" name="Sample.exe" version="1.0.0.10"/>

<file asmv2:size="24576" name="SampleCircle.dll">

<hash xmlns="urn:schemas-microsoft-com:asm.v2"> ...</hash>

<typelib flags="HASDISKIMAGE" helpdir="" resourceid="0" tlbid="{6A2304BC-F200-49B8-955E-0ACDE272B6E0}" version="1.0"/

>

<comClass clsid="{C621F4D3-8463-4B0C-9BEC-84D979C41385}" description="SampleCircle.Server" 

progid="SampleCircle.Server" threadingModel="Apartment" tlbid="{6A2304BC-F200-49B8-955E-0ACDE272B6E0}"/>

</file>

</assembly>

Windows XP システム上にマニフ ェ ス ト  フ ァ イルがある と、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ラ イブラ リがターゲッ ト  シス

テムのレジス ト リ に登録されていな く ても COM ラ イブラ リから メ ソ ッ ド を使用する こ とができます。Windows XP 

は、 ターゲッ ト  システムに登録されている可能性がある他のバージ ョ ンのラ イブラ リ を使用する前に現在のデ ィ

レ ク ト リ にある COM ラ イブラ リ を使用し ます。

プロジ ェ ク ト に DIM を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

機能と同じサイズのデベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 イ ンス ト ール パッ ケージの別個の部分を

構成し ている製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、

および要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 DIM プロジ ェ ク ト によ って、 リ リース エンジニアは、 機

能別に分かれたイ ンス ト ールの異なる部分を効率的に再利用する こ とができます。

また、 DIM を利用する こ とによ り、 複数の開発者が、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。 各ソ

フ ト ウ ェ ア開発者は、 異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース エンジニアは、 1 つまたは複数

のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

このセクシ ョ ンでは、 基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト への DIM プロジ ェ ク ト の追加の仕方について説明し

ます。 また、 1 つ以上の DIM を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト の使用方法についても説明されています。

ヒ ン ト • DIM プロジ ェ ク ト を作成方法については、 「開発プロセスを再利用 / 分担するためのイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト のモジュール化」 をご覧 く ださい。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に DIM を統合するための適切な方法を判別
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

機能と同じサイズのデベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 イ ンス ト ール パッ ケージの別個の部分を

構成し ている製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、

および要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 DIM を作成し たあと、 2 つある方法のいずれかで基本の 

MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます ：
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• 参照 — DIM プロジ ェ ク ト の参照を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 この方法を使用する

と、 DIM の要素は、 ビルド時に基本の MSI プロジ ェ ク ト にマージ されます。 基本の MSI イ ンス ト ールがビル

ド されるたびに、 DIM プロジ ェ ク ト の最新バージ ョ ンが参照され、 生成されたイ ンス ト ールに含められます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で DIM リ フ ァ レンスを使用する と、 複数のソ フ ト ウェ ア開発者が、 イ ンス ト ール開

発作業に同時に携わる こ とができます。 各ソ フ ト ウ ェ ア開発者は、 異なる DIM について個別で作業する こ と

ができ、 リ リース エンジニアは、 1 つまたは複数のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とがで

きます。

DIM プロジ ェ ク ト のある箇所を変更する場合、 まず InstallShield で DIM プロジ ェ ク ト を開き、 必要な変更を

行った後、 その DIM を参照する任意の基本の MSI プロジ ェ ク ト を再ビルド し ます。

この方法は、 最も頻繁に使われる方法です。

詳細については、 「プロジ ェ ク ト で DIM フ ァ イルを参照する」 を参照し て く だ さい。

• イ ンポー ト  — DIM プロジ ェ ク ト の参照を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。 この方

法は、 デザイ ン時に、 DIM データ を基本の MSI プロジ ェ ク ト にマージする と きに行う目的で一回切り行われ、

一度行われる と元に戻すこ とはできません。

DIM データにさ らに変更を行う必要がある場合は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で行います。 元の DIM プロジ ェ

ク ト を変更し ても、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の対応するデータは変更されます。

DIM プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し て、 製品またはそのイ ンス ト ール パッ ケージの問題を ト ラブルシュー ト す

る こ と を考えている と し ます。 DIM プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する時、 イ ンポー ト する前に、 基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト  (.ism) のバッ クア ッ プを作成するオプシ ョ ンがあ り ます。 このオプシ ョ ンを使う こ とによ り、 DIM 

プロジ ェ ク ト がイ ンポー ト されていない元の基本の MSI プロジ ェ ク ト に復元する こ とができます。

詳細については、 「DIM をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する」 を参照し て く ださい。

DIM プロジ ェ ク ト によ って、 開発者と リ リース エンジニアは、 機能別に分かれたイ ンス ト ールの異なる部分を効

率的に再利用する こ とができます。

プロジ ェ ク ト で DIM フ ァ イルを参照する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト に、 DIM プロジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを追加する と、 DIM の要素が、 ビルド時に、 基本

の MSI プロジ ェ ク ト にマージ されます。 基本の MSI イ ンス ト ールがビルド されるたびに、 DIM プロジ ェ ク ト の最

新バージ ョ ンが参照され、 生成されたイ ンス ト ールに含められます。

タ スク DIM のリ フ ァ レンスを、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の特定機能に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 DIM を含める機能を右ク リ ッ ク し て、 [DIM リ フ ァ レンスの

追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 参照する DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) を参照し、 見つかったフ ァ イルを選択し ます。

4. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

適切な機能に、 DIM プロジ ェ ク ト 内の各コ ンポーネン ト に対する コ ンポーネン ト  ノ ー ドが追加されます。
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ヒ ン ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューを使って、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に DIM のリ フ ァ レンスを追加する こ と も

できます。 このビ ューでは、 [DIM] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [DIM リ フ ァ レンスの追加 ] を ク リ ッ ク し

ます。 この方法を通し て リ フ ァ レンスを追加する と、 DIM は基本の MSI プロジ ェ ク ト 内にあるどの機能にも関連

付けられません。 関連付けの設定方法については、 「DIM リ フ ァ レンスを機能に関連付ける」 をご覧 く ださい。 参

照された DIM はそれぞれ、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の機能に関連付けられる必要があ り ます。 関連付けられな

かった場合、 ビルド時にそれを生成する基本の MSI イ ンス ト ールに含められません。

DIM リ フ ァ レンスを機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM リ フ ァ レンスを、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に含める場合、 その DIM リ フ ァ レンスは最低 1 つの機能に関連付

けられている必要があ り ます。 関連付けられていなかった場合、 ビルド時にそれを生成する基本の MSI イ ンス

ト ールに含められません。

DIM リ フ ァ レンスは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] ビルド または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] 

ビ ューで、 1 つまたは複数の機能に関連付ける こ とができます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューを使って、 DIM リ フ ァ レンスを機能に関連付けるには、 以

下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [DIM] エクスプローラーで、 構成する DIM を選択し ます。

3. [ 機能 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 選択し た DIM を含める機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべて選択し ます。 選択し た DIM を含めない機能のチ ェ ッ

ク ボ ッ クスをすべてク リ ア し ます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト の [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを使って、 DIM リ フ ァ レンスを機能に関連付けるに

は、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 DIM を含める機能を右ク リ ッ ク し て、 [DIM リ フ ァ レンスを

関連付ける ] を ク リ ッ ク し ます。 [DIM リ フ ァ レンスを関連付ける ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 基本の MSI 

プロジ ェ ク ト 内の機能に関連付けられていない DIM リ フ ァ レンスがすべて表示されます。

3. 選択し た機能に関連付ける DIM フ ァ イルをそれぞれ選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ビルド時に発生する基本の MSI プロジ ェ ク ト と DIM リ フ ァ レンス間の競合を解決する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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DIM リ フ ァ レンスを含む基本の MSI リ リースをビルド し た時、 DIM データが生成された基本の MSI リ リースに組

み込まれます。 データの競合が存在する場合、 DIM プロジ ェ ク ト の値か、 または基本の MSI プロジ ェ ク ト の値か、

優先されるべきデータが判別される必要があ り ます。

InstallShield では、 DIM プロジ ェ ク ト 内の設定と、 その DIM が参照されている基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の設定間

の競合を解決する方法を指定できます。 次は、 発生する可能性があるい く つかの競合の例です ：

• 同一の名前のプロパテ ィ が両方のプロジ ェ ク ト で使用されていて、 異なる値が設定されている場合。

• 同一の文字列識別子がある文字列が両方のプロジ ェ ク ト でエン ト リ されていて、 特定の言語に対し て異なる

値が設定されている場合。

• 同一の名前が指定されているが、 異なる値が設定されているパス変数が両方のプロジ ェ ク ト で使用されてい

る場合。

• 同一名のコ ンポーネン ト が両方のプロジ ェ ク ト で使用されていて、 1 つまたは複数の設定で異なる値が設定さ

れている場合。

ほとんど場合、 プロパテ ィ 、 文字列エン ト リ、 パス変数、 コ ンポーネン ト などのアイテムを DIM プロジ ェ ク ト で

作成し て、 基本の MSI プロジ ェ ク ト では作成し なかった場合、 DIM プロジ ェ ク ト 固有の GUID がアイテム名の一

部と し て自動的に使用されるため、 競合は発生し ません。 基本の MSI プロジ ェ ク ト で MYPROPERTY とい う名前

のプロパテ ィ を作成し た場合、 このプロパテ ィ は MYPROPERTY とい う名前にな り ます。 DIM プロジ ェ ク ト で 

MYPROPERTY とい う名前のプロパテ ィ を作成し た場合、 このプロパテ ィ は内部的に MYPROPERTY.DIM_GUID とい

う名前で使用されます。 DIM_GUID は、 DIM プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある "DIM GUID" 設定で定義され

ている識別子を表し ています。 例えば、 DIM でプロパテ ィ 名は、

MYPROPERTY.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC のよ う にな り ます。 この特定の例では、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターを使って、 DIM プロジ ェ ク ト の Property テーブルで、 プロパテ ィ の内部名を確認する こ とができます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト と使われている DIM リ フ ァ レンスの 1 つ間で発生し た競合を自動解決するよ う に設定す

るには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [DIM] エクスプローラーで、 構成する DIM を選択し ます。

3. [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 競合の解決 " 設定で、 適切な値を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• ベース プロジ ェ ク ト 値を使用する — ビルド時に DIM データ を基本の MSI イ ンス ト ールに結合し た時に

競合が発生し た場合、 DIM プロジ ェ ク ト 内の値の代わり に、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の値が使用され

ます。

• DIM プロジ ェ ク ト 値を使用する — ビルド時に DIM データ を基本の MSI イ ンス ト ールに結合し た時に競合

が発生し た場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の値の代わり に、 DIM プロジ ェ ク ト 内の値が使用されます。

可能性は低いけれど も競合が発生する可能性があるケース と し て、 DIM を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト

し て、 アイテムの 1 つを DIM プロジ ェ ク ト で変更し、 その DIM のリ フ ァ レンスを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加

し た場合が考えられます。 このシナ リ オでは、 競合を避けるために " 競合の解決 " 設定がどのよ う に構成されて

いるかによ って、 DIM の設定の値または基本の MSI の設定の値が上書き されます。
688 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
DIM リ フ ァ レンスのビルドの手順を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM リ フ ァ レンスを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する場合、 DIM の作成者によ って、 ビルドの手順が提供され

ているかど うかを確認する こ と をお勧めし ます。 この手順で提示されているガイダンス、 ヒ ン ト 、 コ メ ン ト など

によ って、 追加の手続きが必要かど うか判別できる こ とがあり ます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト で DIM リ フ ァ レンスのビルドの手順を表示するには、 以下の手順に従います :

1. DIM リ フ ァ レンスを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [DIM] エクスプローラーで、 構成する DIM を選択し ます。

4. [ 手順 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

[ 手順 ] タ ブで、 作成または編集時に DIM プロジ ェ ク ト の作成者が入力し たコ メ ン ト が表示されます。

DIM リ フ ァ レンスのイ ンス ト ール先のオーバーラ イ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト を作成し た場合、 DIM プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イル用に、 ターゲッ ト  システム上で、 デフ ォル ト

のイ ンス ト ール先を指定する こ とができます。 この場所は通常、 INSTALLDIR プロパテ ィ の値か、 このフ ォルダー

のサブ フ ォルダーです。 DIM リ フ ァ レンスを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し た時、 DIM プロジ ェ ク ト の作成者

が構成し たイ ンス ト ール先を使うか、 または、 既存の場所を上書き し て、 別の場所を指定するかを選択できます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 DIM リ フ ァ レンスのフ ァ イル用に指定されたデフ ォル ト のイ ンス ト ール先を表示し

て、 それを必要に応じ て上書きするには、 以下の手順に従います :

1. DIM リ フ ァ レンスを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [DIM] エクスプローラーで、 構成する DIM を選択し ます。

4. [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 " イ ンス ト ール先 " 設定で、 DIM プロジ ェ ク ト の作成者が構成

し た値が表示されます。

5. デフ ォル ト の値を上書きするには、 適切な値を指定し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 パスの一部と し てデ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を入力する こ とができます。

デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を選択するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 こ こで、 適切

なデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト から選択するか、 定義済みデ ィ レ ク ト リ内に新しいデ ィ レ ク ト リ を作成できます。

円記号を使用し て、 サブデ ィ レ ク ト リの下位レベルを [ProgramFilesFolder]MyApp\Bin のよ う に区切り ます。

機能およびコ ンポーネン ト  レベルで、 イ ンス ト ール先を上書きする こ と もできます。 詳細については、 「デフ ォル

ト の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定」 を参照し て く だ さい。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
DIM リ フ ァ レンスからのカス タム アクシ ョ ン と ダイアログをスケジュールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト を作成し た時、 カス タム アクシ ョ ン と ダイアログを作成する こ とができます。 DIM リ フ ァ レン

スを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し た時、 基本の MSI イ ンス ト ールの実行中、 どのタ イ ミ ングで、 その DIM 内

のカス タム アクシ ョ ンを実行するかをスケジュールできます。 また、 基本の MSI イ ンス ト ールの実行中、 DIM の

ダイアログをいつ実行するかも指定できます。

タ スク DIM リ フ ァ レンスからのカス タム アクシ ョ ン と ダイアログを基本の MSI プロジ ェ ク ト に挿入するには、 以下の手

順に従います :

1. DIM リ フ ァ レンスを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [DIM] エクスプローラーで、 構成する DIM を選択し ます。

4. [ シーケンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 新しいアクシ ョ ンの前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク

し て、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 シーケンスに追加する

こ とができるアクシ ョ ンおよびダイアログが一覧表示されます。

6. ダイアログ ボ ッ クスの上にある リ ス ト から、 挿入するアクシ ョ ンの種類を選択し ます。

7. アクシ ョ ンの一覧があるボ ッ クスで、 挿入するアクシ ョ ンの種類を選択し ます。

8. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内から参照された DIM プロジ ェ ク ト を開 く

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

1 つまたは複数の DIM リ フ ァ レンスを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を変更中、 DIM プロジ ェ ク ト を編集、 または

その詳しい情報を表示する場合、 リ ン ク を ク リ ッ クする こ と で、 そのプロジ ェ ク ト を開 く こ とができます。 DIM 

プロジ ェ ク ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト を変更し ているマシンからアクセスできる必要があるので注意し て く

ださい。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト から参照された DIM プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [DIM リ フ ァ レンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [DIM] エクスプローラーで、 開 く  DIM を選択し ます。

3. [ 全般 ] タ ブで、 [DIM プロジ ェ ク ト を起動 ] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield の新しいイ ンス タ ンスが起動し、 DIM プロジ ェ ク ト が InstallShield 内で開きます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
DIM をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と、 DIM データが基本の MSI プロジ ェ ク ト に結合

されます。 イ ンポー ト は 1 回き りの手続きで、 復元不可能な操作です。

DIM プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し て、 製品またはそのイ ンス ト ール パッ ケージの問題を ト ラブルシュー ト する こ

と を考えている と し ます。 DIM プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する時、 イ ンポー ト する前に、 基本の MSI プロジ ェ ク

ト  (.ism) のバッ クア ッ プを作成するオプシ ョ ンがあ り ます。 このオプシ ョ ンを使う こ とによ り、 DIM プロジ ェ ク ト

がイ ンポー ト されていない元の基本の MSI プロジ ェ ク ト に復元する こ とができます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 DIM を特定機能にイ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 DIM を含める機能を右ク リ ッ ク し て、 [DIM のイ ンポー ト  

ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 [DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. ウ ィ ザー ドの各パネルを完成し ます。

DIM を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト 中、 デザイ ン時の競合を解決する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と、 DIM データがイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に

結合されます。 データの競合が存在する場合、 DIM プロジ ェ ク ト の値か、 または基本の MSI プロジ ェ ク ト の値か、

優先されるべきデータが判別される必要があ り ます。

InstallShield では、 イ ンポー ト 中、 2 つのプロジ ェ ク ト の設定間の競合を解決する こ とができます。 次は、 発生す

る可能性があるい く つかの競合の例です ：

• 同一の名前のプロパテ ィ が両方のプロジ ェ ク ト で使用されていて、 異なる値が設定されている場合。

• 同一の文字列識別子がある文字列が両方のプロジ ェ ク ト でエン ト リ されていて、 特定の言語に対し て異なる

値が設定されている場合。

• 同一の名前が指定されているが、 異なる値が設定されているパス変数が両方のプロジ ェ ク ト で使用されてい

る場合。

• 同一名のコ ンポーネン ト が両方のプロジ ェ ク ト で使用されていて、 1 つまたは複数の設定で異なる値が設定さ

れている場合。

DIM プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト 中に競合が発生し た時、 [ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイ

アログ ボ ッ クスで、 任意の対応方法を指定できます。 詳細については、 「[ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を

参照し て く ださい。

ほとんど場合、 プロパテ ィ 、 文字列エン ト リ、 パス変数、 コ ンポーネン ト などのアイテムを DIM プロジ ェ ク ト で

作成し て、 基本の MSI プロジ ェ ク ト では作成し なかった場合、 DIM プロジ ェ ク ト 固有の GUID がアイテム名の一

部と し て自動的に使用されるため、 競合は発生し ません。 基本の MSI プロジ ェ ク ト で MYPROPERTY とい う名前

のプロパテ ィ を作成し た場合、 このプロパテ ィ は MYPROPERTY とい う名前にな り ます。 DIM プロジ ェ ク ト で 
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
MYPROPERTY とい う名前のプロパテ ィ を作成し た場合、 このプロパテ ィ は内部的に MYPROPERTY.DIM_GUID とい

う名前で使用されます。 DIM_GUID は、 DIM プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある "DIM GUID" 設定で定義され

ている識別子を表し ています。 例えば、 DIM でプロパテ ィ 名は、

MYPROPERTY.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC のよ う にな り ます。 この特定の例では、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターを使って、 DIM プロジ ェ ク ト の Property テーブルで、 プロパテ ィ の内部名を確認する こ とができます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で DIM の要素を識別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield で DIM プロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト に GUID が割り当てられます。 この GUID によ って、

DIM プロジ ェ ク ト を個別に識別できます。 InstallShield では、 DIM プロジ ェ ク ト およびこの DIM を含むすべての基

本の MSI プロジ ェ ク ト の様々箇所で、 DIM に属するデータ を識別するために、 この GUID が使われます。

たと えば、MyFile.exe とい う名前のフ ァ イルを 8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC とい う GUID を持つ DIM 

プロジ ェ ク ト に含める と、 このフ ァ イルの値が次のよ う に、 DIM プロジ ェ ク ト の File テーブルに書き込まれます :

MyFile.exe.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC 

異なる DIM プロジ ェ ク ト に、 同一の MyFile.exe ソース フ ァ イルを含めた場合、 フ ァ イルの File テーブル エン ト リ

の終わり に、 別の GUID が付加されます。 DIM プロジ ェ ク ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と、 こ

のフ ァ イルの GUID エン ト リ も基本の MSI プロジ ェ ク ト の File テーブルにイ ンポー ト されます。 MyFile.exe デ ィ レ

ク ト リ を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加し た場合、 GUID は、 フ ァ イル名の終わり に付加されません。 MyFile.exe 

を含む DIM を基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た場合、 

フ ァ イル、 コ ンポーネン ト 、 パス変数、 および他のイ ンス ト ール データに対し て、 DIM の GUID が使用されます。

これによ り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト のどの部分が、 基本の MSI プロジ ェ ク ト から直接来ているかが簡単に判別

できます。 また、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で参照されている、 または、 イ ンポー ト された様々な DIM プロジ ェ ク

ト に元々属し ている箇所も簡単に判別できます。

GUID の使用は、 競合の予防にもな り ます。 た と えば、 複数の DIM プロジ ェ ク ト で特定のパス変数に対し て異なる

値を使用し ていて、 それらの DIM を、 その同じパス変数に対し て さ らに別の異なる値を使用し ている基本の MSI 

プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た時も、 競合は発生し ません。 基本の MSI イ ンス ト ールがビルド された時、 それぞ

れのパス変数のイ ンス タ ンスに対し て適切な値が使用されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用する DIM プロジ ェ ク ト 内のパス変数
をオーバーラ イ ド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト の作成者によ って、 プロジ ェ ク ト のパス変数がど う定義されたかによ り、 場合によ って、 その 

DIM を含む基本の MSI のリ リースをビルド する時、 それらの値をオーバーラ イ ド する必要があり ます。 この手順

を省 く と、 イ ンス ト ールをビルド し た時、 フ ァ イルが不足し ているためにビルド エラーが発生し た り、 間違った

フ ァ イルがビルド に取り込まれた りする こ とがあ り ます。

InstallShield では、 DIM プロジ ェ ク ト のパス変数をオーバーラ イ ド する方法がい く つか提供されています :
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• 基本の MSI リ リースをビルド する時、 そのプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト された DIM のパス変数をオーバーラ イ

ド する場合、 [ リ リース ] ビルドの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使う こ とがで

きます。

• ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 新しい -l パラ メ ーターを使って、 パス変数

の名前と新しい値を指定し ます。 1 つまたは複数の DIM を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールをビ

ルド する場合、 この方法を使用し ます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで PathVariables パ

ラ メ ーターを使います。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、

ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て露出されます。

• DIM プロジ ェ ク ト を開き、 必要に応じ て、 パス変数の値を更新し ます。 DIM プロジ ェ ク ト を開いている基本

の MSI プロジ ェ ク ト 内から開 く 方法については、 「イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内から参照された DIM プロ

ジ ェ ク ト を開 く 」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に製品のソース フ ァ イルを取得し て、 リ リースをビルド する時、 設定されたパス変数のオーバーラ イ ド

が使用されます ( これは Standalone Build にも適用し ます）。

DIM プロジ ェ ク ト のパス変数に関する情報およびヒ ン ト に関し ては、 「DIM でパス変数を使用する」 を参照し て く

ださい。
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ターゲッ ト  システムの構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

また記述の通り、 この ト ピ ッ クの一部は特定のプロジ ェ ク ト の種類には適用し ません。

すべてのイ ンス ト ールは、 何らかの方法で ターゲッ ト  システムを変更し ます。 簡単なイ ンス ト ールでは、 フ ァ イ

ルを コ ピーするだけのものもあ り ます。 よ り複雑なイ ンス ト ールでは、 レジス ト リの変更、 .ini フ ァ イルの編集、

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成、 ODBC リ ソースの構成、 環境変数の使用、 XML フ ァ イルの変更、 およびテキス ト  フ ァ イ

ルの変更、 タ スクのスケジュール、 および Windows サービスの制御が行われます。 ターゲッ ト  システムの構成方

法に関する詳しい情報は、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト およびプログラム フ ォルダーの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーを使って、 Windows デスク ト ッ プ と [ ス ター ト ] 

メ ニュー上に、 シ ョ ー ト カ ッ ト およびプログラム フ ォルダーを作成できます。 フ ァ イルと同様に、 シ ョ ー ト カ ッ

ト はコ ンポーネン ト に関連し ています。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト が所属する機能がイ ン

ス ト ールに選択された場合にのみ、 ターゲッ ト  システムに作成されます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 い く つかのタ イプのシ ョ ー ト カ ッ ト が提供されています。

テーブル 3-1 • シ ョ ー ト カ ッ ト の種類

シ ョ ー ト カ ッ ト の種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト に存在する フ ァ イルへの新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を

作成し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンは、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルが指定さ

れていない場合は無効です。

新しいア ド バタ イズ 

シ ョ ー ト カ ッ ト

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト の作成コ ンポーネン ト のフ ァ イル

はエン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動するまで ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされません。

新しいイ ン ターネ ッ ト  

シ ョ ー ト カ ッ ト

InstallScript " イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト " 設定が [ はい ] に設定され

ているイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。 " ター

ゲッ ト " 設定は、 デフ ォル ト 値の http://

www.YourCompanyName.com になっていますが、 この値を希望

の URL に変更し ます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する前に、 最低でも 1 つの機能と コ ンポーネン ト を作成する必要があり ます。 最初の

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と きに、 コ ンポーネン ト が作成されていない場合は、 InstallShield によ ってコ ンポーネ

ン ト が作成されます。 シ ョ ー ト カ ッ ト が属する コ ンポーネン ト は、 シ ョ ー ト カ ッ ト の " コ ンポーネン ト " 設定を

構成する こ とによ って変更できます。

既存フ ァ イルへの新しい

シ ョ ー ト カ ッ ト

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ

ト を作成し ます。

新しいフ ォルダー 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

プログラム フ ォルダーを作成し ます。 た と えば、 会社名の下に

シ ョ ー ト カ ッ ト を表示し たい場合は、 プログラム フ ォルダーを

作成する こ とができます。

テーブル 3-1 • シ ョ ー ト カ ッ ト の種類 ( 続き )

シ ョ ー ト カ ッ ト の種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リの 1 つを右ク リ ッ ク し て、 適切なコマ

ン ド を ク リ ッ ク し ます。 使用可能なコマン ドの一覧は、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の種類」 をご覧 く だ さい。

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト が、 NewShortcutN とい う デフ ォル ト 名で追加されます ( こ こで N は連続番号です )。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

4. シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォルダーについて構成可能な各設定についての詳細は、 以下を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

• フ ォルダーの設定

メ モ • たと えば、 会社名の下にシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し たい場合は、 プログラム フ ォルダーを作成する こ とがで

きます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のフ ォルダーを作成し た後、 そのフ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] 

を選択し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。

動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] 

ビ ューを使ってシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ と もできます。 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデ

ザイ ン ] ビ ューを使用する場合、 エクスプローラーで [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 項目を ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ

ト ] エクスプローラーが新しいペイ ンで開きます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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シ ョ ー ト カ ッ ト を作成後、 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を利用し て、 シ ョ ー ト

カ ッ ト を フ ァ イルに リ ン ク させた り、 シ ョ ー ト カ ッ ト の説明を提供し た り、 または引数を渡し た りする こ とがで

きます。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、 右のペイ

ンに表示されます。

3. 必要に応じ て設定を指定し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォルダーについて構成可能な各設定についての詳細は、 以下を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

• フ ォルダーの設定

シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムで作成されるシ ョ ー ト カ ッ ト に使用されるアイ コ ンを指定する こ

とができます。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 アイ コ ンを指定するシ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 シ ョ ー ト

カ ッ ト の設定が、 右のペイ ンに表示されます。

3. " アイ コ ン フ ァ イル " 設定で、 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが含まれている フ ァ イルを指定し ます。

アイ コ ン リ ソースを含む .ico フ ァ イル、 または実行可能フ ァ イル (.dll または .exe) を指定する必要があ り ま

す。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : アイ コ ンを含むフ ァ イルの完

全修飾パスを入力するか、 または省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て参照し ます。
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InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : アイ コ ンを含むターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルへの完全修飾パスを

入力し ます。

4. 指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン リ ソースがある場合、 " アイ コ ン イ ンデッ クス " 設定にイ

ンデッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの順番が参照されます。 た と えば、 0 

はフ ァ イル内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番目のアイ コ ン、 2 は 3 番目のアイ コ ンを参照し ます。

次のいずれかの条件が True でない限り、 InstallShield は [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーのシ ョ ー ト カ ッ ト に

表示されたアイ コ ンを指定し たアイ コ ンにアイ コ ンに変更し ます。

• プロジ ェ ク ト の種類が InstallScript である。

• シ ョ ー ト カ ッ ト が、 ターゲッ ト  システム上に既に存在する フ ァ イルである。

上記の両条件の場合、 アイ コ ン フ ァ イルは実行時まで認識されません。 し たがって、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプ

ローラーでは、 ターゲッ ト  システム上で実行時に使用されるアイ コ ンの代わり に、 各シ ョ ー ト カ ッ ト に次のアイ

コ ンが表示されます。

" アイ コ ン フ ァ イル " 設定で選択されたフ ァ イルがアイ コ ンを含まない場合、 このアイ コ ンが [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 

エクスプローラーのシ ョ ー ト カ ッ ト に使用されます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer で

はコ ンポーネン ト がア ドバタ イズされる と きに別のアイ コ ンが必要なため、 InstallShield は指定し た実行フ ァ イル

からアイ コ ンを取り出し ます。

ヒ ン ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー

のアイ コ ンを右ク リ ッ ク し てから、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト の変更 ] を ク リ ッ ク し て、 異なるシ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンを

指定する こ と もできます。 この方法で指定された値でアイ コ ンの設定内の値が更新されます。

イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
700 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト とは、 拡張子 .url を持つテキス ト  フ ァ イルのこ と です。

タ スク Web サイ ト を開 く イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 次の手順を実行し ます。

1. 次の内容を含む MySite.url とい う名前のテキス ト  フ ァ イルを作成し ます :

[InternetShortcut]

URL=http://www.MySite.com

2. このフ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加し ます。

単純に右ク リ ッ ク し て [ 追加 ] を ク リ ッ ク し た場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト そのものではな く シ ョ ー ト カ ッ ト がポイ ン ト

し ている ものを追加する こ とにな り ます。

ユーザーがこのシ ョ ー ト カ ッ ト を起動する と、 指定された Web サイ ト  (www.MySite.com) がユーザーのデフ ォル ト

のブラウザーで開きます。

フ ォルダーにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 フ ォルダーへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。 フ ォルダーへのシ ョ ー ト カ ッ ト 作成方法は、

使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM 
データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

シ ョ ー ト カ ッ ト の " ターゲッ ト " 設定には、 角括弧の中にデ ィ レ ク ト リ識別子を含める こ とができます。 た と え

ば、 INSTALLDIR にシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 次の設定でシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

• 表示名 : INSTALLDIR へのシ ョ ー ト カ ッ ト

• ア ドバタ イズ : な し

• ターゲッ ト : [INSTALLDIR]
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InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト

AddFolderIcon 関数は 3 番目の (szCommandLine) パラ メ ーターでフ ォルダーへのパスを渡すと、 そのフ ォルダーへの

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

たと えば、 このコー ドはエン ド ユーザーの [ プログラム ] フ ォルダーに Common Files フ ォルダーへのシ ョ ー ト

カ ッ ト を作成し ます。

ProgDefGroupType(COMMON)

szFolder = TARGETDIR;

LongPathToQuote(szFolder, TRUE);

AddFolderIcon(

ProgramMenuFolder, // シ ョ ー ト カ ッ トの作成場所

"TARGETDIR へのシ ョ ー ト カ ッ ト ",// シ ョ ー ト カ ッ ト表示名

szFolder, // シ ョ ー ト カ ッ ト によって起動されるもの

""// 作業デ ィ レク ト リ

TARGETDIR ^ "Sample.exe", 0,  // アイ コンフ ァ イル、 インデッ クス

"", // シ ョ ー ト カ ッ ト キー

NULL); // 特殊設定

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

前の InstallScript セクシ ョ ンでの作業と同様に基本の処理を行い、 サンプルコー ド 内のすべての TARGETDIR  を 

INSTALLDIR へ変更し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト にアクセスできるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を指定す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト  ( ホ ッ ト  キーと も呼ばれます ) を使って、 マウスを使う代わり に CTRL+ALT+A などの

キーの組み合わせを押さ える こ と で、 素早 く 処理を行う こ とができます。 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を製品の

シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てる と、 エン ド ユーザーは適切なホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動できます。

注意 • ターゲッ ト  システム上の既存のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト と競合する可能性があるため、 シ ョ ー ト カ ッ ト

のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を構成する こ とは避ける こ と をお推めし ます。
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タ スク キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト をプロジ ェ ク ト 内のシ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てるには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 ホ ッ ト キーを指定するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。

3. " ホ ッ ト  キー " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ ホ ッ ト キー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. このシ ョ ー ト カ ッ ト に使用するキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

" ホ ッ ト  キー " 設定に、 押されたキーの組み合わせを示す適切な 10 進数の値が表示されます。

たと えば、 キーの組み合わせが CTRL+ALT+A の場合、 この設定には 1601 と表示されます。 この数値は、 CTRL の 

16 進数の値 (200 ) と ALT の 16 真数の値 (400)、 および論理 Or 演算子を組み合わせて取得されます。 次に、 この

数値 (600) に A キーの 16 進数値 (41) を追加し、 最後に 10 進数値に変換し ます。 この例では、 10 進数に変換され

る数値は 641 で、 変換後は 1601 と な り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト 名の変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する、 デフ ォル ト の内部名で表示されます。 この名前はエン ド ユーザーに表示され

ませんが、 プロジ ェ ク ト に関連し た名前に変更する こ とができます。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 名前を変更するシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] 

を ク リ ッ ク し ます。

3. 新しい名前を入力し ます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 イ ンス ト ール実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパ

テ ィ を指定できます。 た と えば、 InstallShield には次の動作を制御するシ ェル プロパテ ィ を設定するためのビル ト

イ ン サポー ト が搭載されています :

• Windows 8 ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑制する

• エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできるかど うかを指

定する 

• [ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に

防ぐ 

また、 Windows シ ェルがサポー ト する追加プロパテ ィ を設定する こ と もできます。 詳細については、 「カス タム ア

クシ ョ ン シ ェルのプロパテ ィ を設定する」 を参照し て く ださい。

Windows 8 ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑制する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

InstallShield では、 Windows 8 ターゲッ ト  システム上で、 ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑

制するかど うかを指定できます。 
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メ モ • Windows 8.1 では、 新し く イ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ン / シ ョ ー ト カ ッ ト の自動的なピン留めが無

効化されま し た。

シ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑制する場合、 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可能になった Windows シ ェル プロ

パテ ィ を設定し ます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効

化し たい場合があ り ます。

以前のバージ ョ ンの Windows はこのシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を無視し ます。

タ スク Windows 8 ス ター ト 画面へのシ ョ ー ト カ ッ ト のピン止めをデフ ォル ト で抑制するかど うかを指定するには、 次の手

順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. ” シ ェル プロパテ ィ ” 設定で、 [ 新しいシ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ  の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てか

ら、 [Windows 8 ス ター ト 画面への初回のピン止めを抑制する ] を選択し ます。 InstallShield は、 新しい " キー

名 " 設定と、 その下に関連する設定の追加行を追加し て、 必要に応じ てそれら を構成し ます。

Windows Installer 5 で、 シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer は、 これらの設定を無視し ます。

Windows 8 は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールによ ってシ ョ ー ト カ ッ ト が削除された後でも、 シ ョ ー ト カ ッ

ト のス ター ト 画面へのピン留めに関する情報を保持し ます。 そのため、 シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ール済みの場

合、 ターゲッ ト  システム上でこの設定は効果を持ちません。 この機能をテス ト する際、 シ ョ ー ト カ ッ ト と その

ターゲッ ト が既にイ ンス ト ールされていない、 ク リーン マシン上でテス ト するよ う にし て下さい。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI、 DIM,InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベー

ス、 MSM データベース、 ト ラ ンスフ ォーム ) で、 Windows Installer がシ ェル プロパテ ィ を構成するシ ョ ー ト カ ッ

ト を イ ンス ト ールする と き、 次のよ う な メ ッ セージ と共に表示される ラ ン タ イム警告またはエラーが、 一部のエ

ン ド ユーザーから報告されま し た。

シ ョ ー ト カ ッ ト  ’[2].lnk’ のプロパテ ィ [1]  を設定できませんでした。

このメ ッ セージで、 [1] は Windows Installer が設定し よ う と し ているシ ェル プロパテ ィ の名前で、 [2].lnk はシ ョ ー

ト カ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 その場合、 .lnk フ ァ イルが別のプロセスによ ってロ ッ ク されているかのよ う に見

られます。

InstallScript 言語のサポー ト

次の InstallScript 関数を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト をス ター ト 画面にピン留めし ないよ う に防ぐ こ とができます :

• CreateShortcut

• SetShortcutProperty
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エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできる
かど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

InstallShield では、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーおよび [ ス ター

ト ] メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド を表示するかど うかを指定できます。 イ ンス

ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効化し たい場合があり ます。 こ

のピン留めを行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 [ ス ター ト ] メ ニューの最も よ く 使われている製品

のリ ス ト に、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を含められな く な り ます。

このピン留め機能を行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 イ ンス ト ールは Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ  シ ェル プ

ロパテ ィ を設定し ます。 デフ ォル ト で、 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト にプロパテ ィ は設定されないため、 エン ド ユー

ザーはシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバー、 および [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする こ とができます。

特定の文字列を含むシ ョ ー ト カ ッ ト は、 タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする こ とができませ

ん。 また、 それら を最も よ く 使う製品リ ス ト に表示する こ と もできません。 例 :

• Documentation

• Help

• Install

• Remove

• Setup

• Support

使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って、 コ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド を隠す方法は異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の手順

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使ってコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド を隠し ま

す。
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タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ ニューコマン ド

を隠すには、 次の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. ” シ ェル プロパテ ィ ” 設定で、 [ 新しいシ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ  の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てか

ら、 [ ピン留めを し ない ] を選択し ます。 InstallShield は、 新しい " キー名 " 設定と、 その下に関連する設定の

追加行を追加し て、 必要に応じ てそれら を構成し ます。

コ ンテキス ト  メ ニュー コマン ドの表示を許可するには、 次のいずれかを含む Ｐ ｒ ｏ ｐ ｅ ｒ ｔ ｙ  サブ設定を持つ 

" キー名 " 設定を探し てから、 " キー名 " 設定で [ このシ ョ ー ト カ ッ ト  シ ェル プロパテ ィ を削除する ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。

• System.AppUserModel.PreventPinning

• {9F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3}, 9

Windows Installer 5 で、 このシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer はこの設定を無視し ます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 一部のエン ド ユーザーから、 Windows Installer がシ ェル プロパテ ィ

を構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールし ている と きに発生する、 以下のよ う な メ ッ セージを含むラ ン タ イム

警告またはエラーが報告されています :

シ ョ ー ト カ ッ ト  ’[2].lnk’ のプロパテ ィ [1]  を設定できませんでした。

このメ ッ セージで、 [1] は Windows Installer が設定し よ う と し ているシ ェル プロパテ ィ の名前で、 [2].lnk はシ ョ ー

ト カ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 その場合、 .lnk フ ァ イルが別のプロセスによ ってロ ッ ク されているかのよ う に見

られます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の手順

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 " ピン留めを禁止する " 設定を使います。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ ニューコマン ド

を隠すには、 次の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. " ピン留めを禁止する " 設定で [ はい ] を選択し ます。

Windows Installer 7 から、 この設定がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows はこの設定を無視し ま

す。

InstallScript 言語のサポー ト

次の InstallScript 関数を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めするための

コ ンテキス ト  メ ニューコマン ド を隠すこ とができます :
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• CreateShortcut

• SetShortcutProperty

[ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示
し ないよ う に防ぐ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

オプシ ョ ンで InstallShield では、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] メ ニューにある

シ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に防ぐ こ とができます。 これは、

ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューのカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで 

[ 新し く イ ンス ト ールされたプログラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を持ち

ます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ を設定し たい場合が

あ り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の強調表示機能の抑制を指定し た場合、 イ ンス ト ールは Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ま

す。 デフ ォル ト で、 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ は設定されていません。

使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って、 強調表示を し ないよ う に防ぐ方法が異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の手順

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使って強調表示を し ないよ う に防ぐ動作を設定し

ます。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の [ ス ター ト ] メ ニューのエン ト リ を、 新し く イ ンス ト ールされたアイテムと し て強調表示し ない

場合は、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. ” シ ェル プロパテ ィ ” 設定で、 [ 新しいシ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ  の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てか

ら、 [ 新規と し て強調表示し ない ] を選択し ます。 InstallShield は、 新しい " キー名 " 設定と、 その下に関連す

る設定の追加行を追加し て、 必要に応じ てそれら を構成し ます。
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[ ス ター ト ] メ ニュー エン ト リの強調表示を有効化するには、次のいずれかを含む " プロパテ ィ " サブ設定を持つ 

" キー名 " 設定を探し てから、 " キー名 " 設定で [ このシ ョ ー ト カ ッ ト  シ ェル プロパテ ィ を削除する ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。

• System.AppUserModel.ExcludeFromShowInNewInstall

• {8F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3}, 9

Windows Installer 5 で、 このシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer はこのプロパテ ィ を無視し ます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 一部のエン ド ユーザーから、 Windows Installer がシ ェル プロパテ ィ

を構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールし ている と きに発生する、 以下のよ う な メ ッ セージを含むラ ン タ イム

警告またはエラーが報告されています :

シ ョ ー ト カ ッ ト  ’[2].lnk’ のプロパテ ィ [1]  を設定できませんでした。

このメ ッ セージで、 [1] は Windows Installer が設定し よ う と し ているシ ェル プロパテ ィ の名前で、 [2].lnk はシ ョ ー

ト カ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 その場合、 .lnk フ ァ イルが別のプロセスによ ってロ ッ ク されているかのよ う に見

られます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の手順

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 " 新規と し て強調表示し ない " 設定を使います。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の [ ス ター ト ] メ ニューのエン ト リ を、 新し く イ ンス ト ールされたアイテムと し て強調表示し ない

場合は、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. " 新規と し て強調表示し ない " 設定で [ はい ] を選択し ます。

Windows Installer 7 から、 この設定がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows はこの設定を無視し ま

す。

InstallScript 言語のサポー ト

次の InstallScript 関数を使って、 強調表示し ないよ う に防ぐ こ とができます :

• CreateShortcut

• SetShortcutProperty

カス タム アクシ ョ ン シ ェルのプロパテ ィ を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

InstallShield では、 実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を指定でき

ます。 シ ェルが設定できるプロパテ ィ は、 Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されています。

使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って、 強調表示を し ないよ う に防ぐ方法が異な り ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の手順

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使って 1 つ以上のシ ェル プロパテ ィ を設定し ま

す。

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれるシ ョ ー ト カ ッ ト の " シ ェル " プロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. ” シ ェル プロパテ ィ ” 設定で、 [ 新しいシ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ  の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てか

ら、 [ カス タム プロパテ ィ ] を選択し ます。 InstallShield は、 新しい " キー名 " 設定と、 その下に関連する設

定と プレースホルダ ― テキス ト を含む追加行を追加し ます。

4. 必要に応じ て、 各設定を構成し ます。

必要に応じ て、 シ ョ ー ト カ ッ ト に複数のプロパテ ィ を追加できます。

Windows Installer 5 では、 シ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer は、 これらのプロパテ ィ を無視し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ の構成に関する詳細は Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「MsiShortcutProperty 

Table 」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 一部のエン ド ユーザーから、 Windows Installer がシ ェル プロパテ ィ

を構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールし ている と きに発生する、 以下のよ う な メ ッ セージを含むラ ン タ イム

警告またはエラーが報告されています :

シ ョ ー ト カ ッ ト  ’[2].lnk’ のプロパテ ィ [1]  を設定できませんでした。

このメ ッ セージで、 [1] は Windows Installer が設定し よ う と し ているシ ェル プロパテ ィ の名前で、 [2].lnk はシ ョ ー

ト カ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 その場合、 .lnk フ ァ イルが別のプロセスによ ってロ ッ ク されているかのよ う に見

られます。

InstallScript 言語のサポー ト

次の InstallScript 関数を使って、 InstallScript プロジ ェ ク ト およびその他のプロジ ェ ク ト  タ イプでシ ェル プロパ

テ ィ を構成できます :
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ターゲ ッ ト  システムの構成
• CreateShortcut

• SetShortcutProperty

基本の MSI プロジ ェ ク ト のアン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト を作成す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows ロゴ • 現在の Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ンによる と、 ベス ト  プラ クテ ィ スは [ ス ター ト ] メ ニューでアプ

リ ケーシ ョ ンを削除するシ ョ ー ト カ ッ ト を配置し ないこ と と なっています。 アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト は、

アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ーラが [ プログラムの追加と削除 ] にあるので不要です。

エン ド ユーザーが簡単にシステムから製品をアン イ ンス ト ールできるよ う に、 アン イ ンス ト ールのシ ョ ー ト カ ッ

ト を作成する こ とができます。 このシ ョ ー ト カ ッ ト は、 起動する と自動的にアン イ ンス ト ール プロセスを開始し

ます。

タ スク アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラで、 シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先を右ク リ ッ ク し てから、 [ 既存フ ァ

イルへの新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト が、 NewShortcutN とい う デフ ォ

ル ト 名で追加されます ( こ こで N は連続番号です )。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

4. [ 引数 ] フ ィ ールド に、 /x [ProductCode] と タ イプ し ます。 2 つの引数は、 間にスペースを入れて区切り ます。

Msiexec.exe は、 Windows Installer サービスのコマン ド ラ イ ン エンジンです。 /x 引数は、 Windows Installer サー

ビスに、 製品コー ド によ って参照された製品をアン イ ンス ト ールするよ う指示し ます。

5. " ア ドバタ イズ " フ ィ ールド を [ いいえ ] に設定し ます。

6. " ターゲッ ト " フ ィ ールド で、 リ ス ト から [SystemFolder] を選択し、 この場所に msiexec.exe を付加し ます。

7. " コ ンポーネン ト " フ ィ ールド で、 このシ ョ ー ト カ ッ ト を関連付ける コ ンポーネン ト を選択し ます。 シ ョ ー ト

カ ッ ト が常にイ ンス ト ールされるよ う にするには、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ン実行可能フ ァ イルが含まれる

コ ンポーネン ト にシ ョ ー ト カ ッ ト を関連付けます。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のアン イ ンス ト ール シ ョ ー
ト カ ッ ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト の作成は必要ないと思う ユーザーの方もいるで し ょ う。 アン インス ト ー

ル シ ョ ー ト カ ッ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ーラが [ プログラムの追加と削除 ] にあるので不要です。

エン ド ユーザーが簡単にシステムから製品をアン イ ンス ト ールできるよ う に、 アン イ ンス ト ールのシ ョ ー ト カ ッ

ト を作成する こ とができます。 エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動する と、 自動的にアン イ ンス ト ール プロ

セスが開始し ます。

次の InstallScript コー ドは、 フ ァ イルの転送後、 デスク ト ッ プに [Uninstall Application ( アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ

ンス ト ール )] とい う名前のシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。 このシ ョ ー ト カ ッ ト を起動する と、 イ ンス ト ールはメ

ンテナンス モー ド で実行されます。 このコー ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

function OnMoved()

begin

if( !REMOVEALLMODE ) then

AddFolderIcon( FOLDER_DESKTOP, "Uninstall Application", UNINSTALL_STRING + ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY, "", "", 0, 

"", REPLACE );

endif;

end;

ヒ ン ト • ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY を含める と、 -removeonly がコマン ド ラ イ ンに追加されます。 この追

加によ って、 REMOVEONLY が設定され、 OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラーがアン イ ンス ト ール オプシ ョ ンの

みを表示するよ う にな り ます。 標準のメ ンテナンス ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示する場合、

ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY を含めないで く だ さい。

ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

Windows 8 からアプ リ ケーシ ョ ン タ イルのグリ ッ ド をス ター ト 画面に表示できるよ う にな り ま し た。 これは、 今

までのシ ョ ー ト カ ッ ト の一覧に取って代わる もので、 シ ョ ー ト カ ッ ト の代わり にタ イルを配置し ます。

InstallShield は、 ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を カス タ マイズする こ とができます。 次の

タ イル構成設定が使用できます :

• アプ リ ケーシ ョ ン名を中サイズ (150x150) のタ イルに含める と き、 明色または暗色のテキス ト を切り替える

• タ イル背景色を選択
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• カス タム タ イル イ メ ージ ( 小 : 70x70、 中 :150x150) の使用オプシ ョ ン

• アプ リ ケーシ ョ ン名を中サイズ タ イルに表示または非表示を選択

[ タ イルの構成 ] ノ ー ドは、 メ イ ンの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューおよび各コ ンポーネン ト の [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] サ

ブビ ューに表示されます。 すべての該当する タ イル構成が一覧表示されます。 コ ンポーネン ト の場合、 [ タ イルの

構成 ] は、 そのコ ンポーネン ト に含まれる .exe フ ァ イルの構成にのみ 適用し ます。 メ イ ン ビ ューの場合、 フ ィ ル

ターに構成済みの .exe フ ァ イルを ターゲッ ト とする コ ンポーネン ト が含まれる場合にのみ適用し ます。

メ モ • シ ョ ー ト カ ッ ト およびタ イルは関連し ていますが、 これらは異な り ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト を個別に構成し

て、 異なるアイ コ ンを使用する同じ .exe フ ァ イルに対し て複数のシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ と もできますが、 1 

つの .exe フ ァ イルに対し て 1 つのタ イル構成のみ作成する こ とが可能です。

タ スク ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] あるいは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ シ ョ ー

ト カ ッ ト ] ノ ー ド で、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ タ イルの構成 ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ タ イル構成の追加 ] コ ンテキス ト  メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ま

す。 .

メ モ • この手順は、 .exe フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に追加されている こ と を前提と し ます。 .Exe フ ァ イルがプロ

ジ ェ ク ト に含まれていない場合、 [ 構成の追加 ]  コ ンテキス ト  メ ニュー オプシ ョ ンは無効にな り ます。

ヒ ン ト • 別の方法と し て、 ス ター ト 画面タ イルを構成する .exe フ ァ イルを ターゲッ ト とするシ ョ ー ト カ ッ ト

を右ク リ ッ ク し てから、 [ タ イルの構成 ] コ ンテキス ト  メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。 新しいタ イル 構

成が追加および選択されます。 シ ョ ー ト カ ッ ト に構成が既に含まれている場合、 [ タ イルの構成 ] オプシ ョ ン

は無効化されます。

3. [ タ イル ターゲッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 タ イルの外観を構成するアプ リ ケーシ ョ ンの .exe フ ァ

イルを参照し て選択し ます。 新しいタ イル 構成が追加されます。 

4. [ タ イルの構成 ] で使用可能な任意の設定を使って、 ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルを カス タ

マイズし ます。 使用可能な設定についての詳細は、 「[ タ イル構成 ] の設定」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リの編集

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

Windows レジス ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ン と オペレーシ ョ ン システムで使用される構成情報を含むシステム全体

のデータベースです。 このレジス ト リは、 次を含むすべての情報を格納し ます。

• 会社名、 製品名、 バージ ョ ン番号等のアプ リ ケーシ ョ ン情報

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行を可能にするパス情報

• エン ド ユーザーが、 システム上にある他のアプ リ ケーシ ョ ンを妨げる こ と な く 簡単にアプ リ ケーシ ョ ンをア

ン イ ンス ト ールができるアン イ ンス ト ール情報

• アプ リ ケーシ ョ ンによ って作成される文書のためのシステム全体のフ ァ イル関連付け

• ラ イセンス情報

• ウ ィ ン ド ウの位置等のアプ リ ケーシ ョ ン オプシ ョ ンのデフ ォル ト の設定

キー、 値名、 および値

レジス ト リは、 My Computer エクスプローラーの下に階層的に編成された 1 セ ッ ト のキーで構成されます。 My 

Computer のすぐ下には、 い く つかのルー ト キーがあり ます。 イ ンス ト ールは、 レジス ト リのどのキーにもキーと

値を追加する こ とができます。 以下は、 通常イ ンス ト ールによ って影響を受けるルー ト キーです。

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_CLASSES_ROOT

キーは、 レジス ト リ内の名前が付けられた場所です。 キーは、 サブキー、 値名、 値のペア、 およびデフ ォル ト  (

名前が付いていない ) 値を含むこ とができます。 値名と値のペアは、 キーの下の ２  つの部分からなるデータ構造

です。 値名はキーの下のス ト レージの値を見分けます。 また、 その値は値名に関連付けられた実際のデータ です。

値名が値に特定されていない場合、 その値はそのキーのデフ ォル ト 値にな り ます。 各キーは、 デフ ォル ト  ( 名前

の付いていない ) 値を 1 つのみ持つこ とができます。

terms キーとサブキーはお互い関連し ている こ とに注意し て く だ さい。 レジス ト リ では、 別のキーの下のキーを、

レジス ト リ階層の別のキーに関連し てそれをど う参照するかによ って、 サブキーまたはキーと し て参照する こ と

もできます。

InstallShield プロジ ェ ク ト と レジス ト リ

InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用し て、 エン ド ユーザーのレジス ト リ を変更する作業を簡単に行う こ と

ができます。 Windows のレジス ト リ エデ ィ ターとほぼ同じ よ う にこのビ ューを使用し て、 キーおよび値を作成し

ます。

すべてのレジス ト リ データ (InstallScript プロジ ェ ク ト の <Default> レジス ト リ セ ッ ト を除 く ) を コ ンポーネン ト に

関連付ける必要があ り ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト の機能がイ ンス ト ールに選択され

る と、 そのコ ンポーネン ト のレジス ト リ データがターゲッ ト  システムに設定されます。
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注意 • レジス ト リは Windows オペレーテ ィ ング システムの重要な部分なので、 レジス ト リ をむやみに変更または

削除する こ とは避けて く だ さい。 不可欠なレジス ト リ キーが変更される と、 システムが機能し な く なる こ とがあ

り ます。

メ モ • また、 イ ンス ト ーラは、 [ 一般情報 ] ビ ューに指定し た値に基づいて、 特定のレジス ト リ エン ト リ も自動的

に作成し ます。

Windows ロゴ • これらの 「情報キー」 は、 Windows ロゴ プログラムの要件を満たすために必要です。

また、 コ ンポーネン ト の詳細設定はすべて、 ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルの登録に使用されます。

コ ンポーネン ト または機能によるレジス ト リ エン ト リのフ ィ ルタ リ ン
グ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

い く つかのプロジ ェ ク ト  タ イプ (DIM、 マージ モジュール、 MSM データベース ) では、 機能はサポー ト されてい

ません。 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 コ ンポーネン ト 別にフ ィ ルターする こ とはできますが、 機能別に

フ ィ ルターする こ とはできません。

[ レジス ト リ ] ビ ューには、 ビ ュー フ ィ ルターが含まれています。 このフ ィ ルターで、 レジス ト リ データ を

ビ ューに表示する コ ンポーネン ト または機能を選択する こ とができます。

ビ ューフ ィ ルターは、 プロジ ェ ク ト の機能、 サブ機能、 およびコ ンポーネン ト の階層を リ ス ト 表示し ます。 機能

を選択する と、 機能に含まれるすべてのコ ンポーネン ト のレジス ト リ データが表示されますが、 既存エン ト リの

変更と削除のみ可能です。 新しいレジス ト リキーを追加するにはコ ンポーネン ト を選択し な く てはな り ません。

機能の階層にサブ機能が含まれる場合、 親機能を選択する と その機能のレジス ト リ エン ト リのみが表示されます。

こ こにサブ機能のレジス ト リ エン ト リは表示されません。

コ ンポーネン ト を参照する

[ レジス ト リ ] エクスプローラー内から コ ンポーネン ト を参照する こ とができます。 ビ ューフ ィ ルターの右側の省

略ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ コ ンポーネン ト ] ダイアログ ボ ッ クスの参照を起動し ますダイアログ ボ ッ クスから、

[ 機能 ] リ ス ト にある機能を選択し てから、 既存コ ンポーネン ト を選択するか、 新規コ ンポーネン ト  ボタ ンを ク

リ ッ ク し て新しいコ ンポーネン ト を作成し ます。
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ビ ュー フ ィ ルターが [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] に設定されている場合、 イ ンス ト ール先コ ンピ ュー

ターの [ レジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ ハイブを右ク リ ッ ク し て、 [ コ ンポーネン ト を参照 ] を選択し て

ダイアログ ボ ッ クスを表示する こ とができます。

プロジ ェ ク ト でのすべてのレジス ト リ エン ト リの表示

イ ンス ト ールのすべてのレジス ト リ エン ト リ を表示するには、 ビ ュー フ ィ ルターで [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン 

データ ] オプシ ョ ンを選択し ます。 レジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し た後、 コ ンテキス ト  メ ニューから [ すべてエ

クスポー ト ]、 または、 [ 選択し たブ ラ ンチのエクスポー ト ] を選択し て、 レジス ト リ データ をエクスポー ト でき

ます。

メ モ • [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータ ]  でビ ューを フ ィ ルターし て、 レジス ト リキーと値を変更、 名前の変

更、 または削除する こ とができます。

[ レジス ト リ ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ キーを ク リ ッ

クする と、 InstallShield は、 そのキーのすべてのレジス ト リ データ を [ レジス ト リ ] ビ ューの右下のペイ ンに表示

し ます。 [ コ ンポーネン ト ] 列には、 レジス ト リ データが関連付けられている コ ンポーネン ト が表示されます。 同

じ値が複数のコ ンポーネン ト に存在する場合は、 レジス ト リデータに関連付けられている最後のコ ンポーネン ト

が表示されます。

キーに値を設定し ていない場合、 ビ ュー フ ィ ルターで [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] を選択し ても、 その

キーのレジス ト リ データは一切表示されません。

[ レジス ト リ ] ビ ューのリ フ レ ッ シュ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク [ レジス ト リ ] ビ ューを リ フ レ ッ シュするには、 以下の手順を実行し ます。

F12 キーを押し ます。

レジス ト リ キーの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール時に、 ターゲッ ト  システムで作成されるレジス ト リ キーを指定するには、 以下の

手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 ト ラ ンス

フ ォーム、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト —[ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 レジス ト リ データ を関連付け

る コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータ ] が選択されている場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューは読取り専用にな り

ます。

InstallScript および InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場合 — [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] 

ビ ュー ペイ ンで既存のレジス ト リ セ ッ ト を開 く か、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] フ ォルダーを右ク

リ ッ ク し てレジス ト リ セ ッ ト を作成し ます。 レジス ト リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し て [ レジス ト リ セ ッ ト のイ ンス

ト ール条件 ] ペイ ンで適切なコ ンポーネン ト を選択し、 レジス ト リ セ ッ ト を 1 つまたは複数のコ ンポーネン

ト に関連付けます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 レジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規

作成 ] をポイ ン ト し て、 [ キー ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、 新しいキー -nn ( こ こで n は連続番号で

す ) とい う名前で新しいキーを追加し ます。

4. こ こでキー名をわかりやすい名前に変更するか、 または、 後でキーを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク リ ッ

ク し、 新しい名前を付けます。

InstallShield が、 空白のデフ ォル ト の文字列値を持つ新しいキーを追加し ます。

デフ ォル ト では、 作成し たすべてのキーは、 自動イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに設定されています。 つ

ま り、 所属する コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる とキーも イ ンス ト ールされ、 そのコ ンポーネン ト がアン イ

ンス ト ールされる とキーもアン イ ンス ト ールされます。 レジス ト リ キー フ ラグの詳細については、 「レジス ト リ 

フ ラグ」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 新しいキーを作成し、 キーの名前に KKey 1\Key 2\Key 3 など と入力する こ とによ って、 ネス ト された複

数のキーを 1 度に作成する こ とができます。 InstallShield は、 Key 3 が Key 2 のサブキーである と こ ろにネス ト さ

れたキー構造を作成し ます。 Key 2 は Key 1 のサブ キーにな り ます。
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レジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し てレジス ト リ キーを
作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にレジス ト リ エン ト リ を追加する最も手軽な方法は、 [ レジス ト リ ] ビ ューの [ ソー

ス ] ペイ ンから レジス ト リ エン ト リのひとつを ド ラ ッ グし、 [ イ ンス ト ール先 ] ペイ ンに ド ロ ッ プする方法です。

すべてのキーを [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンへド ロ ッ プ し た場合、 そのキーの

すべてのサブキーおよび値が選択し たコ ンポーネン ト に追加されます。 また InstallScript プロジ ェ ク ト では、 エン

ト リ を ド ロ ッ プ し たレジス ト リ セ ッ ト に追加されます。

コ ンテキス ト  メ ニューを使ってキーを ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする

コ ンテキス ト  メ ニューを使って、 複数のキーや値を一度に移動する こ とができます。 レジス ト リ エン ト リ を右ク

リ ッ ク し、 それを イ ンス ト ール先に ド ラ ッ グし、 コ ンテキス ト  メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

64 ビ ッ ト 開発システム上で、 ソースマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ
ト 領域の両方を表示する

InstallShield を 64 ビ ッ ト 開発システム上で使用する場合、 InstallShield が表示する [ レジス ト リ ] ビ ューは、 使用中

のマシンのレジス ト リの 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト 領域の両方を表示し ます ：

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node

テーブル 3-2 • レジス ト リ エン ト リのコ ンテキス ト  メ ニューから使用できる コマン ド

オプシ ョ ン 説明

すべてのキーと値 すべての選択されたキー、 サブキーおよび値を追加し ます。

キーと その値のみ 選択されたキーと そのキーの値のみを追加し ます。 サブキーは追加されません。

このキーのみ 選択されたキーのみ追加し、 そのサブキーまたは値は追加されません。

キャ ンセル 変更を加えずに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作を終了し ます。
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このサポー ト によ って、 プロジ ェ ク ト のレジス ト リ データの変更を構成する際、 これらのソース領域から この

ビ ューのイ ンス ト ール先ペイ ンの適切な領域にエン ト リーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とが可能と な り ま

す。

イ ンス ト ールがレジス ト リ データ を、 32 ビ ッ ト 領域にリ ダイ レ ク ト せずに、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の

レジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域にイ ンス ト ールする場合、 レジス ト リ データ を 64 ビ ッ ト と し てマーク されたコ ン

ポーネン ト に配置し ます。 [ レジス ト リ ] ビ ューのソースペイ ンから 64 ビ ッ ト  データ を、 ビ ュー内のイ ンス ト ー

ル先ペイ ンに ド ラ ッ グするだけでは、 そのコ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と マーク されません。 詳細について

は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

データ を他のマシンから イ ンポー ト する

ただし、 ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ操作は、 レジス ト リ エン ト リがイ ンス ト ール開発システムに存在する場合に

のみ有効です。 別のマシンからのレジス ト リ データがある場合、 REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使っ

て、 データ を イ ンポー ト できます。

レジス ト リ キーの削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク レジス ト リ キーを削除するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 ト ラ ンス

フ ォーム、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合 — [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト でレジス ト リ キーを含むコ

ンポーネン ト を ク リ ッ クするか、 [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] を選択し て、 製品のレジス ト リ キー

をすべて表示し ます。

InstallScript と InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場合 —[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] 

ビ ュー ペイ ンで、 レジス ト リ キーを含む既存のレジス ト リ セ ッ ト を開きます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 削除するレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し

て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。 
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レジス ト リ値の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク ターゲッ ト  システムで作成されるレジス ト リ キーを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 値を追加するキーを ク リ ッ ク し ます。 その

キーのすべての既存のレジス ト リ値が [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンにリ ス

ト で表示されます。

3. 値リ ス ト 内で右ク リ ッ ク し てから、 登録するデータ型を ク リ ッ ク し ます。 使用可能なオプシ ョ ンは次の通り

です。

テーブル 3-3 • レジス ト リ値の種類

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト 値 キーのデフ ォル ト 値。

文字列値 規定の長さのテキス ト 文字列。

バイナ リ値 この値は 16 進数値と し て解析され、 格納されます。

DWORD 値 4 バイ ト  (32 bit) の長さの数値で表示されるデータ。

複数文字列値 ヌル文字で終わる文字列配列、 および 2 つの ヌル文字で終わる文字列配列と し

てフ ォーマ ッ ト された複数テキス ト 文字列。 このコマン ド を選択する と、 [ 複数

行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスが起動し ます。

展開可能な文字列値 この値は展開可能な文字列と し て解析され、 格納されます。 MSDN (Microsoft 

Developer's Network) による と、 展開可能な文字列レジス ト リ値は、 環境変数へ

の非展開参照を含むヌル文字で終わる文字列です ( 例、 %PATH%)。
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InstallShield は、 New Value ( 新しい値 ) ( こ こで n は連続番号です ) とい う名前で新しい値を追加し ます。 こ こ で値

名をわかりやすい名前に変更するか、 または後で値を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を選択し、 新しい名前を付け

ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、

ト ラ ンスフ ォーム および QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 すべてのレジス ト リの値を、 コ ンピ ューターのキー パ

ス と し て使用できます。

レジス ト リ値データの変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク ターゲッ ト  システムで作成されるレジス ト リ値のデータ を変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 変更する値を含むレジス ト リ キーを ク

リ ッ ク し ます。 すべてのレジス ト リ値が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンに一

覧表示されます。

3. 変更する値をダブルク リ ッ ク し ます。 [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス または [ 複数文字列

値 ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。

4. ダイアログ ボ ッ クスで情報をすべて入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、

ト ラ ンスフ ォーム、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合  角かっ こ ([]) を含む値データ を追加するには、 各かっ

この前に円記号 (\) を入れて、 それをかっ こ で括り ます。 これを省略する と、 Windows Installer はこの値をプロパ

テ ィ と認識し ます。 た と えば、 レジス ト リ に [stuff] と書き込む場合、 値データに [\[]stuff[\]] を使用し ます。
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レジス ト リ値の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク レジス ト リ値をプロジ ェ ク ト から削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 削除する値を含むレジス ト リ キーを ク

リ ッ ク し ます。 すべてのレジス ト リ値が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンに一

覧表示されます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ]  ペイ ンで、 削除するレジス ト リ値を右ク リ ッ ク し て

から [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

レジス ト リ フ ラグ

プロジ ェ ク ト • レジス ト リ フ ラグのサポー ト は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

レジス ト リ フ ラグを使用する と、 レジス ト リ エン ト リのイ ンス ト ールを制御できます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるレジス ト リ フ ラグ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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レジス ト リ エン ト リは、 所属先のコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる とデフ ォル ト で ターゲッ ト システム上に

作成されます。 ターゲッ ト  システムからそのコ ンポーネン ト が削除されたと きは、 これらのレジス ト リ エン ト リ

も削除されます。 製品をアン イ ンス ト ールし た後も レジス ト リ エン ト リ を ターゲッ ト  システムに残し てお く 場合

や、 既に存在し ない場合にのみレジス ト リ エン ト リ を作成する場合には、 そのキーのイ ンス ト ールフ ラグを設定

する必要があ り ます。

InstallShield では、 イ ンス ト ール動作はサブキー レベルで設定されます。 あるキー以下のすべての値には同じ イ ン

ス ト ール動作およびアン イ ンス ト ール動作が設定されなければな り ません。

キーのレジス ト リ フ ラグを変更するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューでプロジ ェ ク ト のキーの 1 つを右ク リ ッ ク し てか

ら、 以下のテーブルに リ ス ト されている任意のコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト におけるレジス ト リ フ ラグ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムにレジス ト リ セ ッ ト を イ ンス ト ールし てレジス ト リ キーを作成し た後、 こ

れらのキーの下に他のイ ンス ト ールまたはアプ リ ケーシ ョ ンによ って ( あるいは直接エン ド ユーザーによ って ) 

サブキーまたは値が作成される場合があ り ます。 イ ンス ト ールされたレジス ト リ キーに、 そのイ ンス ト ール以外

テーブル 3-4 • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるレジス ト リ フ ラグの種類

アイ
コ ン コマン ド 説明

自動 これはすべてのレジス ト リキ－のデフ ォル ト のオプシ ョ ンです。 キーが既に存在し な

い場合、 イ ンス ト ールがそれを作成し ます。 アン イ ンス ト ール中、 キーが空白の場合

は、 それが削除されます。

イ ンス ト ール

のみ (+)

キーが存在し ない場合は、 作成されます。 このキーが所属する コ ンポーネン ト がアン

イ ンス ト ールされる と き、 このキーはターゲッ ト  システムに残り ます。

このオプシ ョ ンは、 サブキーまたは値を含まないキーにのみ使用できます。

すべてのキー

をアン イ ンス

ト ール (-)

このフ ラグが空のキーに割り当てられた場合、 キーはイ ンス ト ール時に作成されませ

ん。 このフ ラグが値を含むキーに割り当てられていて、 そのキーがターゲッ ト  システ

ムに存在し ない場合、 イ ンス ト ール時にそのキーと値が作成されます。 どち らの場合

においても、 キー、 すべてのサブキー、 および値はアン イ ンス ト ール時に削除されま

す。 これはサブキーや値がイ ンス ト ール後に追加された場合も同様です。

存在し ない場

合はイ ンス

ト ール、 存在

する場合はア

ン イ ンス ト ー

ル (*)

このオプシ ョ ンは、 １  つの例外 ( 自動レジス ト リ フ ラグ ) を除いて、 デフ ォル ト の動

作に似ています。 自動レジス ト リ フ ラグの場合、 アン イ ンス ト ール中にそのキーが空

白でないと き、 それは削除されません。 [ 存在し ない場合はイ ンス ト ール、 存在する場

合はアン イ ンス ト ール (*)] フ ラグの場合、 アン イ ンス ト ール中にレジス ト リ キーが存

在する と きは、 そのサブキーまたは値が残されているかど うかに関わらず、 キーが削

除されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 723



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
によ って作成されたサブキーまたは値がある場合、 そのレジス ト リ キーがアン イ ンス ト ールされる こ と を防ぐ こ

とができます。 そのためには、 該当するキーのレジス ト リ フ ラグを変更を行います。 まず、 [ レジス ト リ ] ビ ュー

にあるプロジ ェ ク ト のキーの 1 つを右ク リ ッ ク し てから、 次のコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

たと えば、 オペレーテ ィ ング システムが使用するレジス ト リ値にイ ンス ト ールが変更を行っ っている場合、 アン

イ ンス ト ール時にエン ド ユーザーのシステム上に製品のレジス ト リ値の一部をそのまま残し たい場合があり ます。

その場合、 アン イ ンス ト ールし ないレジス ト リ値を含むキーを右ク リ ッ ク し ます。 そのキーの [ 複数のアプ リ

ケーシ ョ ン間で共有 ] フ ラグを選択し ます。 キーの値を右ク リ ッ ク し てから、 [ アン イ ンス ト ール中に削除 ] コマ

ン ドが選択されていないこ と を確認し ます。

プロジ ェ ク ト 内のレジス ト リ エン ト リの検索

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

タ スク (Windows Installer プロジ ェ ク ト 内の ) 特定のコ ンポーネン ト または (InstallScript プロジ ェ ク ト 内の ) レジス ト リ 

キー内でレジス ト リ エン ト リ を検索するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 ト ラ ンス

フ ォーム、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト —[ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 検索する コ ンポーネン ト を選

択し ます。 [ すべてのエン ト リ を表示 ] が選択されている場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューは読取り専用にな り ま

す。

テーブル 3-5 • InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト におけるレジス ト リ フ ラグ

アイ
コ ン コマン ド 説明

複数のアプ リ

ケーシ ョ ン間

で共有

このキーが属する コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と き、 キーにサブキーま

たは値がある場合、 そのキーはターゲッ ト  システムから削除されません。 ( イ ンス

ト ールで作成された値は、 [ アン イ ンス ト ール中に削除 ] フ ラグの設定を解除し ていな

ければ、 既にアン イ ンス ト ールされているはずです。 ) キーにサブキーまたは値がない

場合、 キーがイ ンス ト ールによ って作成されたかど うか、 つま り、 イ ンス ト ール時に

既に存在し ていたかど うかに関わらず、 ターゲッ ト  システムから削除されます。
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InstallScript と InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場合 — 検索するレジス ト リ セ ッ ト を開きます。

3. レジス ト リ エン ト リ を右ク リ ッ ク し て、 [ 検索 ] を選択し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 検索する文字列を入力し ます。

5. [ 検索 ] を ク リ ッ ク し て、 検索を開始し ます。

Windows Installer プロジ ェ ク ト の場合、 InstallShield では、 プロジ ェ ク ト のすべてのレジス ト リ データ ではな く 、

現在のコ ンポーネン ト のレジス ト リ エン ト リのみが検索されます。

検索順序は、 選択されている項目に関係な く 、 一番上の項目から開始し て下へと移動し ます。 一致する と その項

目で停止し、 キーがハイ ラ イ ト 表示されます。 検索を続行するには、 右ク リ ッ ク し て [ 次を検索 ] を選択するか 

F3 を押し ます。 [ 次を検索 ] を選択する と、 エクスプローラーを下方向に移動し ながら、 次に一致する項目を検出

し ます。

レジス ト リ キーのアン イ ンス ト ール動作を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

InstallShield では、 レジス ト リ エン ト リのアン イ ンス ト ール動作はキー レベルで設定されます。

タ スク レジス ト リ キーのアン イ ンス ト ール動作を設定するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 キーを右ク リ ッ ク し て、 適切なアン イ ンス

ト ールの動作を ク リ ッ ク し ます。

アン イ ンス ト ール動作のオプシ ョ ン

InstallShield では、 イ ンス ト ール動作はサブキー レベルで設定されます。 あるキー以下のすべての値には同じ イ ン

ス ト ール動作およびアン イ ンス ト ール動作が設定されなければな り ません。 使用可能なオプシ ョ ンの一覧は、 「レ

ジス ト リ フ ラグ」 をご覧 く ださい。

レジス ト リ値で環境変数を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

REG_EXPAND_SZ 文字列値を使用する と、 レジス ト リ に格納されているパスに環境変数を使用できます。 これらの

エン ト リは、 オペレーテ ィ ング システムで環境変数と し て認識されるために、 特別な形式を必要と し ます。 レジ

ス ト リ に表示される REG_EXPAND_SZ 値の形式は、 %TEMP% です。 TEMP は、 TEMP デ ィ レ ク ト リの標準環境変数

です。

構文

このタ イプのレジス ト リ エン ト リ を作成する と きは、 エン ト リ をシャープ記号で開始し、 その次にパーセン ト 記

号を付ける必要があ り ます (#%)。 次に、 環境変数を入力できます。 環境変数の前後にはパーセン ト 記号を付けま

す。 し たがって、 の [ レジス ト リ ] ビ ューで #%%TEMP% と入力する と、 レジス ト リ に書き込まれた と きに %TEMP% 

と表示されます。

このエン ト リの " 種類 " フ ィ ールド には REG_EXPAND_SZ、 " データ " フ ィ ールド には %TEMP% と表示されます。

レジス ト リ にプロパテ ィ 値を書き込む

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 Windows Installer のプロパテ ィ をレジス ト リ値に使って、 製品が後

で使用する情報を保存する こ とができます。 実行時に、 Windows Installer は 自動的にレジス ト リ データ中の 

[PropertyName] のよ う な式は、 イ ンス ト ーラーの実行時に Windows Installer によ って、 PropertyName とい う プロ

パテ ィ の値に自動的に置き換えられます。 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義し たすべてのプロパテ ィ を同

じ よ う に使用できます。

たと えば、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール先を保存する場合は、 [INSTALLDIR] とい う データ を もつレジス ト リ値を

作成し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールがレジス ト リ値を作成する と き、 そのレジス ト リ値のデータは、 アプ リ

ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる場所に設定されます。
726 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
同じ フ ォーマ ッ ト を、 レジス ト リキーの名前および値名にも使用できます。 た と えば、 キー名に会社名を付ける

場合、 キーの名前に [Manufacturer] と入力し ます。 レジス ト リ キーがターゲッ ト  システムで作成される と、 この

キーの名前が、 [ 一般情報 ] ビ ューの で入力された とお り に " パブ リ ッ シャー " 設定の値にな り ます。

レジス ト リ フ ァ イルを イ ンポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のレジス ト リ (.reg) フ ァ イル、 または InstallShield の外で作成し

た既存のレジス ト リ フ ァ イルを イ ンポー ト する こ とができます。

タ スク .reg フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し ます。

2. ウ ィ ザー ドパネルの指示に従って .reg 　 フ ァ イルを イ ンポー ト し ます。

コ ンポーネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト に .reg フ ァ イルを イ ンポー ト する と、 そのレジス ト リ データがコ ンポー

ネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト のレジス ト リ データに追加され、 コ ンポーネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト がエ

ン ド ユーザーのシステムにイ ンス ト ールされている場合に、 そのシステムに書き込まれます。

レジス ト リ フ ァ イルのエ クスポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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レジス ト リ フ ァ イル (.reg) をエクスポー ト する と、 プログラムのレジス ト リ データの一部がレジス ト リ フ ァ イル

にコ ピーされます。

タ スク レジス ト リ フ ァ イルをエクスポー ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 エクスポー ト するレジス ト リ エン ト リ を

右ク リ ッ ク し て、 [REG フ ァ イルのエクスポー ト ] または [ 選択し たブ ラ ンチのエクスポー ト ] のどち らかを

選択し ます。

• REG フ ァ イルのエクスポー ト  では、 コ ンポーネン ト のレジス ト リ データ全体がエクスポー ト されます。

• [ 選択し たブラ ンチのエクスポー ト ] は、 現在のレジス ト リ キ－とサブキーだけをエクスポー ト し ます。

コ ンポーネン ト のキーパスを設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

キー パスは、 コ ンポーネン ト の有無を検出するために Windows Installer が使用する各コ ンポーネン ト の一意の

フ ァ イルです。 この値には、 フ ァ イルまたはフ ォルダーが含まれていなければな り ません。

タ スク コ ンポーネン ト のキーパスを設定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 キーパスに使用するレジス ト リ データ を

含むレジス ト リ エン ト リ を ク リ ッ ク し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データー ] ペイ ンで、 レジス ト リ キーの値を右ク リ ッ ク し て [

キー パスの設定 ] を選択し ます。

値の文字列、 バイナ リ、 または DWORD アイ コ ンは、 キー アイ コ ンに置き換えられます。

タ スク コ ンポーネン ト のキーパスを削除するには、 以下の手順に従います。

キー パスを右ク リ ッ ク し て [ キー パスのク リ ア ] を ク リ ッ ク し ます。
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メ モ • コ ンポーネン ト は、 1 つのキー パス、 または、 １  つのキーフ ァ イルを持つこ とができます。 キーパスまた

はキーフ ァ イルがコ ンポーネン ト に既に割り当てられている場合、 他のキーパスを設定し よ う とする と、 警告

メ ッ セージが表示されます。 ダイアログ ボ ッ クスで [ はい ] を ク リ ッ ク し て、 既存のキー フ ァ イルまたはキー パ

スを新しいキー パスに置き換えます。

レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield で、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 レジス ト リ キーを保護する

ための設定を構成する こ とができます。 レジス ト リ キーのアクセス許可を特定のグループ とユーザーに割り当て

る こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のレジス ト リ キーについての [ 読み取り ]、 [ 書き込み ]、

および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーについては [ 読み

取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

タ スク レジス ト リ キーのアクセス許可を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し、 [ アクセス

許可 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 必要に応じ て、 アクセス許可を追加 / 変更 / 削除し ます。 詳細については、 「レジス ト リ キーの [ アクセス許

可 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 InstallShield は 

ISLockPermissions テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細

については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスの

セキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リ テーブルのプ ラ イマ リ キー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer では、 Registry テーブルに追加するレジス ト リ キーと値それぞれについて、 一意のプ ラマ リ キー

が必要です。 レジス ト リ エン ト リの作成状況がすべて見えるよ う に、 InstallShield では、 データベースの [ レジス

ト リ ] テーブルのエン ト リ をビルド する時に各エン ト リ に一意の名前が割り当てられます。

カス タム アクシ ョ ンを作成する と きに、 エン ト リのプ ラ イマ リ キーが必要になる と きがあり ます。 InstallShield で

は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ レジス ト リ データ ] エクスプロー

ラーで、 レジス ト リ キーまたは値のプ ラ イマ リ キーを指定する こ とができます。 [ レジス ト リ ] ビ ューを使って、

キー、 値、 またはプラ イマ リ キーを割り当てる こ とはできません。

Registry のプ ラ イマ リ キーを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク レジス ト リ キ－または値のプラ イマ リ キーを指定するには、 以下の手順に従います :

1. キーまたは値を右ク リ ッ ク し て、 [MSI 値 ] を選択し ます。 [MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. キーの名前を入力し ます。 プラ イマ リ キーは Windows Installer 識別子でなければならないので、 名前には文

字、 数字、 下線 (_)、 およびピ リ オ ド (.) だけを使用し、 名前の最初には文字または下線を使用し ます。

プラ イマ リ キーを表示または変更するには、 レジス ト リ キーまたは値を右ク リ ッ ク し、 も う 一度 [MSI 値 ] を ク

リ ッ ク し ます。

値を指定し ない場合、 InstallShield によ って、 Registry テーブルのこのエン ト リ に一意のプラ イマ リ キーが生成さ

れます。

レジス ト リ キーに複数行の文字列値を入力する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

特定のレジス ト リ キーに値を追加する と き、 [ レジス ト リ ] ビ ューでは複数行の文字列を指定する こ とができま

す。

タ スク 複数行の文字列値を追加するには、 以下の手順に従います。

1. 複数行の値を追加するレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規 ] をポイ ン ト し、 [ 複数行の値 ] を選択し ま

す。 [ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. レジス ト リ値の変更方法を選択し てから、 各ヌル区切り文字列の行を入力し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • 文字列にはスペースだけを含める こ とはできますが、 空白にし た り、 文字列の区切り文字である [~] を使う

こ とはできません。

ユーザーご とのイ ンス ト ールで HKCU の下にエン ト リ を書き込む

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

現在のユーザーが HKEY_LOCAL_MACHINE の下にあるキーを変更するための十分な権限を持っている とはかぎ り ま

せん。 そのよ う な場合、 HKEY_CURRENT_USER の下にエン ト リ を書き こむ必要があり ます。

[ レジス ト リ ] ビ ューで HKEY_USER_SELECTABLE を選択する と、 イ ンス ト ールのタ イプ と エン ド ユーザーのアク

セス権にし たがって、 適切なレジス ト リ ハイブにエン ト リが作成されます。 ユーザーご とのイ ンス ト ール 

(ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に設定されているか、 またはイ ンス ト ールがユーザー レベルのアクセス権限を持つ

ユーザーによ って実行されている場合 ) では、 これらのエン ト リは HKEY_CURRENT_USER に作成されます。 マシ

ンご とのイ ンス ト ールでは、 つま り、 ALLUSERS がヌル値ではな く 、 エン ド ユーザーが管理者である場合には、

エン ト リは HKEY_LOCAL_MACHINE に書き込まれます。
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メ モ • Windows では、 HKEY_LOCAL_MACHINE の下に直接新しいキーを作成する こ とはできません。 このため、

HKEY_USER_SELECTABLE の下に作成し た情報は、 HKEY_LOCAL_MACHINE および HKEY_CURRENT_USER に共通し

た唯一のサブキーである、 SOFTWARE サブキーに配置する必要があり ます。

たと えば、 HKEY_USER_SELECTABLE\SOFTWARE\MyCompany とい う キーは有効ですが、

HKEY_USER_SELECTABLE\MyCompany とい う キーは有効ではあり ません。

レジス ト リ で複数行文字列の設定または取得を行う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

複数行文字列の設定

複数行文字列を設定するには､ RegDBSetKeyValueEx 関数を呼び出し ます。 szValue パラ メ ーターには、 ヌル文字で

区切られた、 追加されるサブ文字列が必要です。 メ イ ンの文字列の終わり には、 その終わり を示すのに 2 つのヌ

ル文字を追加する必要があ り ます。 今述べた文字列を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 文字列を初期化し て各サブ文字列をスペース文字で区切って含めます。

2. 各行のあとに、 ヌル文字列の ASCII 値を文字列部分に割り当てます。

3. 文字列の終わり にヌル文字 (ASCII 値 0) を追加で割り当てます。

例 :

svValue = " これは第 1 行目です。 これは第 2 行目です。 これは第 3 行目です。 ";

svValue[17] = 0;

svValue[35] = 0;

svValue[55] = 0;

svValue[56] = 0;

複数行文字列の取得

複数行文字列を取得するには､ RegDBGetKeyValueEx 関数を呼び出し ます。 サブ文字列は、 メ イ ンの文字列の中で

ヌル文字で区切られて戻されます。 サブ文字列を抽出するには、 次のコー ド を使用し て文字列を文字列リ ス ト に

読み込んで SdShowInfoList ダイアログに表示させます。

// svValue は、 RegDBGetKeyValueEx で読み込まれた文字列です。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID != LIST_NULL) then

StrGetTokens( listID, svValue, "" );

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listID);

endif;

レジス ト リ関数の使い方

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ
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てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

InstallScript 言語には、 次のよ う なレジス ト リへアクセスするためにイ ンス ト ールを簡単に構成できる多数のビル

ト イ ン関数があ り ます : レジス ト リ キーの読み取り、 作成、 および削除、 アン イ ンス ト ール用のレジス ト リ関連

パラ メ ーターの設定。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンで使われているレジス ト リキーを検出する こ と で ターゲッ ト  システムにあるアプ リ

ケーシ ョ ンが存在するかど うかを判断できる こ と もあ り ます。 多数のアプ リ ケーシ ョ ンは、 データ をレジス ト リ 

キー HKLM\SOFTWARE\CompanyName\ProductName\ProductVersion に格納し ます。 レジス ト リ キーが存在するか

ど うかを確認するには、 次の InstallScript スク リ プ ト で RegDBKeyExist 関数を呼び出し ます :

// 他の RegDB 関数を呼び出す前に常にルー ト キーを設定する

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_LOCAL_MACHINE);

if (RegDBKeyExist("Software\\ThisCo\\ThisApp") = 1) then

MessageBox("ThisApp はシステムに存在します。 ", INFORMATION);

endif;

InstallScript と共に利用できるビル ト イ ンレジス ト リ関数について詳し く 学ぶには､次をご覧 く だ さい。

• レジス ト リ関数

• レジス ト リ関連の特殊関数

レジス ト リからデータ を読み込む

基本の MSI プロジ ェ ク ト

AppSearch および RegLocator テーブルには、 レジス ト リの値を読み込むこ とができます。 上記の例で使用し た 

RegisteredOwner の値を読み込むには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用し て AppSearch テーブルに次のレ コー ド を追

加し ます。

次に、 RegLocator テーブルに次のレ コー ド を追加し ます :

テーブル 3-6 • AppSearch メ ソ ッ ドの値

フ ィ ールド 値 コ メ ン ト

プロパテ ィ REGISTERED_OWNER パブ リ ッ ク プロパテ ィ に

する必要があり ます。

Signature_ registry_sig

テーブル 3-7 • RegLocator テーブルの値

フ ィ ールド 値 コ メ ン ト

Signature_ registry_sig 上記の Signature_ と同じ

ルー ト 2 HKEY_LOCAL_MACHINE
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AppSearch アクシ ョ ンの実行後、 REGISTERED_OWNER プロパテ ィ には、 レジス ト リから読み込んだデータが含ま

れます。 値が見つからない場合、 プロパテ ィ が未定義 ( 空 ) です。

AppSearch および RegLocator テーブルに関する詳細については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リ を参照し て

く ださい。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 データの検索に システム検索ウ ィ ザー ド を使用し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript では、 RegDBGetKeyValueEx 関数を使用できます。 た と えば、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion キーから RegisteredOwner の値を読み込

むには、 次のよ う なコー ド を記述し ます。

function readRegisteredOwner( )

STRING svRegisteredOwner;

NUMBER nvType, nvSize;

begin

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_LOCAL_MACHINE);

RegDBGetKeyValueEx(

"Software\\Microsoft\\Windows NT\\CurrentVersion",

"RegisteredOwner",

nvType,

svRegisteredOwner,

nvSize);

MessageBox(

" 登録された所有者は :  " + svRegisteredOwner,

INFORMATION);

end;

Windows Installer プロパテ ィ は、 MsiSetProperty 関数を使って読み込んだ値と等し く 設定する こ とができます。

.ini フ ァ イル データの変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

キー Software\Microsoft\Windows 

NT\CurrentVersion

名前 RegisteredOwner

種類 2 レジス ト リ データ

テーブル 3-7 • RegLocator テーブルの値 ( 続き )

フ ィ ールド 値 コ メ ン ト
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを変更するための 

.ini フ ァ イル関数 が含まれています。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

初期化 (.ini) フ ァ イルは、 アプ リ ケーシ ョ ンの次回の使用までの間において、 情報の保存と取得を行う データベー

スの役割を果たし ます。 Boot.ini や Wininit.ini などの .ini フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ング システムで使用されます。

[INI フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 ターゲッ ト  システム上で .ini フ ァ イルに行う変更を指定する こ とができます。

ターゲッ ト  システムにあるすべての .ini フ ァ イルを編集する こ とができますが、 システム .ini フ ァ イルの変更は推

奨し ません。

タ スク .ini フ ァ イルを編集するには、 以下の手順を実行し ます。

1. .ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成し ます。

2. .ini フ ァ イルにセクシ ョ ンを追加し ます。

3. .ini フ ァ イルにキーワー ド を追加し ます。

.ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成するには、 少な く と も 1 つのコ ンポーネン ト を作成し ている必要があり ます。

.ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成し たと きにコ ンポーネン ト がなかった場合は、 [ 新しいコ ンポーネン ト の作成 ] 

ダイアログ が表示され、 こ こでコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

.ini フ ァ イルのリ フ ァ レンスを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを変更するための 

.ini フ ァ イル関数 が含まれています。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

.ini フ ァ イル変更作成の最初の手順は、 編集する フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成する こ と です。 そのためには、

編集する ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルの場所と名前が必要です。 指定し た場所にフ ァ イルがない場合、 イ ン

ス ト ールがこのフ ァ イルを変更する こ とはできません。
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タ スク .ini フ ァ イルに リ フ ァ レンスを作成するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [INI フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [INI フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

[INI フ ァ イル ] エクスプローラーに .ini フ ァ イルの新しい リ フ ァ レンスが追加されます。 .ini フ ァ イルの設定を右側

のペイ ンで構成し ます。 各設定の詳細については、 「.ini フ ァ イルの設定」 を参照し て く だ さい。

.ini フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成し たら、 セクシ ョ ンを .ini フ ァ イルに追加する次のステ ッ プに進みます。

既存の .ini フ ァ イルを イ ンポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを変更するための 

.ini フ ァ イル関数 が含まれています。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト に既存する .ini フ ァ イルを イ ンポー ト できます。 .ini フ ァ イルを イ ンポー ト し た

後、 必要に応じ て [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  システムに加える変更を構成する こ とがで

きます。

タ スク 既存する .ini フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [INI フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [INI フ ァ イルのイ ンポー ト ] を選択し ます。 [ 開 く ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. イ ンポー ト する .ini フ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が .ini フ ァ イルと そのセクシ ョ ン、 キーワー ド、 および値をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。

.ini フ ァ イルのセクシ ョ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを変更するための 

.ini フ ァ イル関数 が含まれています。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

編集する .ini フ ァ イルを指定し た後の次のステ ッ プは、 そのフ ァ イル内で変更するセクシ ョ ンの指定です。 .ini 

フ ァ イルは、 セクシ ョ ンに分割され、 それぞれのセクシ ョ ンにはキーワー ドがあり ます。 セクシ ョ ンは、 

[SectionName] のよ う に角かっ こ [ ] で囲まれて識別されます。

タ スク .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンを指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [INI フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 存在し ない場合は、 .ini フ ァ イルへの参照を作成し ます。

3. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーで、 セクシ ョ ンを含める .ini フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ セクシ ョ ンの追

加 ]  を ク リ ッ ク し ます。

[INI フ ァ イル ] エクスプローラーにセクシ ョ ンが追加されます。 右側のペイ ンでセクシ ョ ンの設定を構成し ます。

各設定の詳細については、 「.ini フ ァ イルのセクシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

.ini フ ァ イル内のセクシ ョ ンを指定し た後、 キーワー ド を追加できます。

.ini フ ァ イルのキーワー ド を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを変更するための 

.ini フ ァ イル関数 が含まれています。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

.ini フ ァ イルのキーワー ドは、 .ini フ ァ イルの構造の最下位レベルです。 キーワー ド には、 アプ リ ケーシ ョ ンの終了

から次回の起動までの間に保持し てお く 必要のあるデータ を格納し ます。

プロジ ェ ク ト に .ini フ ァ イルに追加し てから 1 つ以上のセクシ ョ ンを設定し た後、 セクシ ョ ンにキーワー ド を追加

し て、 キーワー ドのプロパテ ィ を構成できます。 キーワー ドのプロパテ ィ には、 キーワー ドの値のほかに実行す

るアクシ ョ ン ( データ値の置換、 既存のデータ値への追加など ) が含まれます。
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タ スク .ini フ ァ イルにキーワー ド を指定するには、 次の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [INI フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーで、 セクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ キーワー ドの追加 ]  を ク リ ッ ク し ま

す。

[INI フ ァ イル ] エクスプローラーにキーワー ドが追加されます。 右側のペイ ンでキーワー ドの設定を構成し ます。

各設定の詳細については、 「.ini フ ァ イルのキーワー ドの設定」 を参照し て く だ さい。

.ini フ ァ イルからデータ を読み込む
キー名などのデータ を .ini フ ァ イルから読み取るには、 .ini フ ァ イルがど こにあるか ( 例、 ネ ッ ト ワーク上 ) にかか

わらず、 GetProfString 関数を利用する こ とができます。 次のスク リ プ ト 例を参考にし て く だ さい ： 

/*

.ini フ ァ イルの名前が Test.ini で、 以下を含むと想定します ：

[ProductSettings]

Key1=One

Key2=2

Key3=III

Key4=....

[OtherSettings]

Key1=Value1

Key2=Value2

*/

function OnBegin()

STRING svKey1Value; //  GetProfString が入力

begin

// 単一値を読み込む

GetProfString(

"\\\\Server\\Config\\Test.ini", // フ ァ イル名。 2 つの円記号を

実際の円記号の前につけます

"ProductSettings", // 角括弧なしのセクシ ョ ン名

"Key1", // キー名

svKey1Value); // キー値をキャプチャする STRING 変数

MessageBox("Key1 の値は : " + svKey1Value, INFORMATION);

end;

.ini フ ァ イルからすべてのキー名を取得する
.ini フ ァ イルのセクシ ョ ンからキー名を読み取るには、 次のスク リ プ ト 使用し ます ：

function OnBegin()

STRING svAllKeyNames; //  GetProfString が入力

LIST   listKeyNames;  // キー名を含む文字列リ ス ト
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begin

// 単一値を読み込む

GetProfString(

"\\\\Server\\Config\\Test.ini", // フ ァ イル名。 2 つの円記号を

実際の円記号の前につけます

"ProductSettings", // 角括弧なしのセクシ ョ ン名

"", // キー名 ; ヌル文字列 "" はすべてのキー名を入手するの意

svAllKeyNames); // キー名に保存する STRING 変数

listKeyNames = ListCreate(STRINGLIST);

// キー名を含む文字列を分離する

StrGetTokens(listKeyNames, svAllKeyNames, "");

SdShowInfoList(" キー名 ", " こちらです :", listKeyNames);

// 必要であれば、 リス トの中のキー名をループ して各キー値を

キー値

ListDestroy(listKeyNames);

end;

ODBC リ ソースの構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

システム構成のよ り複雑な領域の 1 つに、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 ト ラ ンスレーターの設定が

あ り ます。 ODBC リ ソースは、 すべての必須属性と と もにシステムに正し く 登録されている必要があ り ます。 ま

た、 ド ラ イバーおよび ト ラ ンスレーターの場合、 イ ンス ト ール .dll フ ァ イルなどの必要なフ ァ イルを イ ンス ト ール

する必要があ り ます。 このプロセスは、 ODBC リ ソース ビ ューを使って単純化できます。 このビ ューでは、 開発

システムにイ ンス ト ールされている ド ラ イバー、 データ ソース、 および ト ラ ンスレーターを選択できます。

ODBC リ ソースのイ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 739



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ODBC リ ソース ] ビ ューには、 すべての ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 およびシステムに登録され

ている ト ラ ンスレーターが表示されます。 DSN は、 関連ド ラ イバーの 「子」 と し て表示されます。 エクスプロー

ラーを展開する と、 既存の ODBC リ ソースがすべて表示されます。

イ ンス ト ールに ODBC リ ソースを組み込むには、 ビ ューの左上にある [ODBC リ ソース ] ペイ ンで名前の隣にある

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 リ ソースを少な く と も 1 つの機能に割り

当てる必要があ り ます。 そのあと、 選択し た リ ソースについて属性を設定する こ とができます。

追加の ODBC リ ソースを含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エクスプローラーのリ ス ト にない ODBC リ ソースを イ ンス ト ールする こ と もできます。 これら を追加する場所は、

リ ソースのタ イプによ り異な り ます。

タ スク [ODBC リ ソース ] ビ ューの [ODBC リ ソース ] エクスプローラーに リ ス ト されていない ド ラ イバーを追加するに

は、 以下の手順を実行し ます。

1. [ODBC リ ソース ] エクスプローラーで、 [ ド ラ イバーと DSN] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい ド ラ イバー ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. ド ラ イバーの新しい名前を入力するか、 後で F2 キーを押し て名前を変更し ます。

3. 新しい ド ラ イバーの隣り にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ールに含めます。

タ スク [ODBC リ ソース ] ビ ューの [ODBC リ ソース ] エクスプローラーに リ ス ト されていないデータ ソースを追加する

には、 以下の手順を実行し ます。

1. [ODBC リ ソース ] エクスプローラーで、 ド ラ イバーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい DSN] を ク リ ッ ク し ます。

2. DSN の新しい名前を入力するか、 後で F2 キーを押し て名前を変更し ます。

3. 新しい DSN の隣り にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 それを イ ンス ト ールに含めます。
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メ モ • ト ラ ンスレーターを リ ス ト に追加する こ とはできません。 ト ラ ンスレーターは開発システムにイ ンス ト ール

し てから選択する必要があ り ます。

ODBC リ ソースを機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト のほとんどのデータ同様に、 ODBC リ ソースも機能に関連付ける必要があ り ます。 機能がターゲッ

ト  システムにイ ンス ト ールされる と、 ODBC リ ソースは機能の一部と し てイ ンス ト ールされます。 

イ ンス ト ール用のド ラ イバー、 DSN、 ト ラ ンスレーターを イ ンス ト ールするよ う に選択し た後、 [ 機能 ] リ ス ト が 

[ODBC リ ソース ] エクスプローラーの右側で使用できます。 ODBC リ ソースが属する機能のすべてを選択し ます。

InstallShield によ り新しいコ ンポーネン ト が作成され、 それが選択された各機能に関連付けられます。 リ ソースは、

複数の機能に関連付けられている場合でも一度だけイ ンス ト ールされます。 しかし、 関連付けられている機能が

イ ンス ト ールされていない場合、 リ ソースはイ ンス ト ールされません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 その他の機能が存在し ない場合は DefaultFeature に リ ソースが追加されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 イ ンス ト ールに ODBC リ ソースを追加する と きに機能が存在し ない場合、 [ 新し

い機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 機能の作成をプロンプ ト し ま

す。 1 つの ODBC リ ソースに関連付けられている機能が 1 つだけの場合、 別の機能を少な く と も 1 つ選択し ない

限り、 その機能の選択を解除する こ とはできません。

ODBC リ ソース属性の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 741



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
ODBC リ ソースが開発システムに登録されている場合、 その現在の属性は、 [ODBC リ ソース ] ビ ューのプロパ

テ ィ リ ス ト に表示されます。 ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 または ト ラ ンスレーターを選択する と、 [ プロ

パテ ィ ] ペイ ンで属性を編集できます。 

新しい属性エン ト リの追加と削除

ト ラ ンスレーターに属性を追加する こ とは、 サポー ト されていません。

タ スク 新しい属性を ド ラ イバーまたは DSN に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] エクスプローラーで、 新しい属性を含める ド ラ イバー、 または DSN を ク リ ッ ク し ます。

3. プロパテ ィ  シー ト の最後の行を ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] または [ 値 ] 列に適切な情報を追加し ます。

タ スク ド ラ イバーまたは DSN から属性を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] エクスプローラーで、 削除する属性を含む ODBC リ ソースを ク リ ッ ク し ます。

3. プロパテ ィ  シー ト で、 削除する行を右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

環境変数を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 環境変数の現在の値を読み出すための GetEnvVar 関数が含まれてお り、 環境変数の作成が

可能です。

環境変数は、 イ ンス ト ールと共にターゲッ ト  システム上に設定できる名前と値の組み合わせで、 アプ リ ケーシ ョ

ンおよび実行されているその他のプログラムによ ってアクセスできます。 環境変数はレジス ト リ に格納されます。

[ 環境変数 ] ビ ュー を使う と、 イ ンス ト ールを使って ターゲッ ト  システム上に環境変数を作成、 設定 ( または変

更 ) し た り、 システム上の環境変数を削除する こ とができます。 このビ ューで環境変数プロパテ ィ を指定する こ

と もできます。
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環境変数の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 環境変数の現在の値を読み出すための GetEnvVar 関数が含まれてお り、 環境変数の作成が

可能です。

タ スク 新しい環境変数を作成するか、 または既存の環境変数を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 環境変数 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 環境変数 ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 環境変数の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. InstallShield は、 NewEnvironmentVariableX (X は数字 ) を持つ新しい環境変数を追加し ます。 変更、 削除または

作成する変数名を入力し ます。

4. 右側のペイ ンで、 環境変数の設定を構成し ます。 各設定の詳細については、 「環境変数の設定」 を参照し て く

ださい。

環境変数の例
/********************************************************************\

* 次のコードは、 Windows の 

*  全システムで環境変数を作成します。 OnEnd イベン ト ハン ド ラー関数ブロ ッ ク 

*  ( またはその他の関数ブロ ッ ク ) を変更して、 このサンプルコード を含めるこ とができます。

*

* 

* メ モ : また、 現在のユーザーがこのコード を使用するには、

* 管理者特権が必要です。

\********************************************************************/

#define WM_WININICHANGE 0x001A

#define HWND_BROADCAST 0xffff

NUMBER nResult;

STRING szKey, szEnv;

WPOINTER pEnv;

begin

szKey = "SYSTEM\\CurrentControlSet\\Control\\Session Manager\\Environment";

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_LOCAL_MACHINE);

nResult = RegDBSetKeyValueEx(szKey, "Fame", REGDB_STRING, "C:\\Test", -1);

if (nResult < 0) then
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MessageBox(" 環境変数の設定に失敗しました ", WARNING);

else

MessageBox(" 環境変数は正常に設定されました ", INFORMATION);

// レジス ト リ をすべてのアプ リケーシ ョ ンにフ ラ ッ シュ。

szEnv = " 環境 ";

pEnv = &szEnv;

SendMessage (HWND_BROADCAST, WM_WININICHANGE, 0, pEnv );

endif;

// RebootDialog("", "", SYS_BOOTMACHINE);

end;

/********************************************************************\

* 次のコードは、 Windows の 

*  現在のユーザーの環境変数を作成します。 OnEnd イベン ト ハン ド ラー関数ブロ ッ ク

*  ( またはその他の関数ブロ ッ ク ) を変更して、 このサンプルコード を含めるこ とができます。

*

* 

* メ モ : また、 現在のユーザーがこのコード を使用するには、

* 管理者特権が必要です。

\********************************************************************/

#define WM_WININICHANGE 0x001A

#define HWND_BROADCAST 0xffff

NUMBER nResult;

STRING szKey, szEnv;

WPOINTER pEnv;

begin 

szKey=" 環境 ";

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_CURRENT_USER);

nResult=RegDBSetKeyValueEx(szKey,"Fame",REGDB_STRING,"C:\\test",-1);

if (nResult < 0) then

MessageBox(" 環境変数の設定に失敗しました ",WARNING);

else

MessageBox(" 環境変数は正常に設定されました ", INFORMATION); 

// レジス ト リ をすべてのアプ リケーシ ョ ンにフ ラ ッ シュ。

szEnv = " 環境 ";

pEnv = &szEnv;

SendMessage (HWND_BROADCAST, WM_WININICHANGE, 0, pEnv );

endif;

//RebootDialog("","",SYS_BOOTMACHINE);

end;

XML フ ァ イルの変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

製品に関連する設定を保存する .xml フ ァ イルの変更が必要な場合、 または web.config および machine.config などの

標準構成フ ァ イルの変更が必要な場合があ り ます。 InstallShield には、 実行時にターゲッ ト  システムで XML フ ァ

イルを変更する機能が搭載されています。 XML フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの一部であっても、 また ターゲッ ト  シ

ステム上に既に存在する フ ァ イルであっても構いません。

イ ンス ト ール中に XML フ ァ イルを変更する方法については、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て く だ さ

い。

XML に関する詳細は、 次の Web サイ ト をご覧 く だ さい。

• World Wide Web Consortium (http://www.w3.org)

• W3 Schools (http://w3schools.com)

ヒ ン ト • XML フ ァ イルは、 InstallShield 製品の機能の他の場所でもサポー ト されています。 InstallShield の [ システ

ム検索 ] 機能では、 指定し た XML フ ァ イルで、 要素の属性値、 内容、 または有無を検索する こ とができます。 詳

細については、 「XML データの検索」 を参照し て く ださい。

XML フ ァ イルの変更の概要

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

デザイ ン時のタ スク

[XML フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 実行時に XML フ ァ イルに加えられる変更を定義する こ とができます。 変更を定

義する と きの一般的な手順は、 以下の通り です。

1. 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部の場合、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでプロジ ェ ク ト 内に

ある コ ンポーネン ト にベースの XML フ ァ イルを追加し ます。

2. [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで、 変更する フ ァ イルの XML フ ァ イルの参照を作成し ます。

3. ターゲッ ト  マシン上の XML フ ァ イルの保存場所を指定し ます。

4. XML フ ァ イルの変更を含める機能を指定し ます ( 複数可 )。 こ こで、 ステ ッ プ 1 でコ ンポーネン ト を追加し た

機能と同じ機能を指定する こ と もできますし、 別の機能を指定する こ と もできます。

5. 実行時に発生する変更を構成し ます。
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場合によ って、 MSXML 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する必要があり ます。 詳細については、 「XML 

フ ァ イルの変更の実行時の要件」 を参照し て く だ さい。

実行時の動作

[XML フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 実行時の動作を次のよ う に構成する こ とができます。

• 名前空間のマ ッ ピングを XML フ ァ イルに追加し、 名前空間のプレ フ ィ ッ クスを要素と属性に追加する。

• 指定された要素が存在し ない場合、 それを作成する。

• 存在する場合、 要素を変更するが、 存在し ない場合は、 作成し ない。

• 指定された XPath 式に一致する XML フ ァ イルの最初の要素のみを変更するか、 すべての一致する イ ンス タ ン

スを変更する。

• アン イ ンス ト ール時に要素を削除する。

• 要素にコ ンテンツを設定する。

• イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール時 ( または両方 ) に、 新しい属性を作成する。

• イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール時 ( または両方 ) に、 既存の属性を削除する。

• イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール時 ( または両方 ) に、 文字列を既存の属性値に付加する。

• 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロ

ジ ェ ク ト の場合 : 実行時に、 要素、 属性、 属性値、 および要素のコ ンテンツの Windows Installer のプロパテ ィ

を適切な値で置換する。

• InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : 実行時に、 要素、 属性、 属性値、 および要素のコ ンテンツの InstallScript の

文字列変数を適切な値で置換する。

XML フ ァ イルの変更を含むイ ンス ト ールがターゲッ ト  システムで実行された と き、 MSXML が XML フ ァ イルを解

析し、 構成し た変更に関連付けられている XPath 式を実行し ます。 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある [ 詳細 ] 

タ ブで、 XML フ ァ イルのターゲッ ト  システムで実行される XPath 式を表示する こ とができます。

MSXML が XPath 式に一致する XML フ ァ イルの領域を検出し た と き、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成された

変更が加えられます。

基本的な XPath 式の作成方法については、 「XPath 式を使って、 XML フ ァ イル内の XML データ を検索する」 を参

照し て く ださい。

メ モ • 実行時に XML フ ァ イルが存在し な く 、 XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブで [XML フ ァ イルが存在し ない場合、

常に作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と き、 XML フ ァ イルが [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成され

た XML データ で作成される。

XML フ ァ イルの変更の実行時の要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML フ ァ イルの変更の実行時機能には、 ターゲッ ト  マシンに Microsoft XML Core Services 3.0 (MSXML) 以降が搭

載されいる こ とが必要です。

XML フ ァ イルの変更を含むイ ンス ト ールがターゲッ ト  システムで実行された と き、 MSXML が XML フ ァ イルを解

析し、 構成し た変更に関連付けられている XPath 式を実行し ます。 MSXML が XPath 式に一致する XML フ ァ イル

の領域を検出し た と き、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成された変更が加えられます。

InstallShield には、 MSXML の異なるバージ ョ ンについてそれぞれ再配布可能フ ァ イルが用意されています。 ター

ゲッ ト  システムに MSXML がない、 または適切なバージ ョ ンの MSXML こ とが考えられる場合、 [ 再配布可能フ ァ

イル ] ビ ュー ( 基本 MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ) または [ 前提条件 ] ビ ュー (InstallScript プ

ロジ ェ ク ト ) のいずれかで、 プロジ ェ ク ト に適切な MSXML 再配布可能フ ァ イルを追加する こ とができます。

MSXML についての詳細は、 「MSDN ラ イブラ リ」 を参照し て く だ さい。

XML フ ァ イル リ フ ァ レンスの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

実行時に変更する XML フ ァ イルを追加する場合、 プロジ ェ ク ト で [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使用し て、

ベースの XML フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加する こ と をお勧めし ます。 次いで、 その XML フ ァ イル リ フ ァ レ

ンスを [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューに追加し、 実行時にフ ァ イルに加える変更を指定し ます。 XML フ ァ イル リ

フ ァ レンスを追加する と きの最も簡単な方法は、 フ ァ イルを [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにイ ンポー ト する方法

です。

重要 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 XML フ ァ イルにあるすべてのノ ー ド について ノ ー ド を表示するよ う には

デザイ ン されていません。 パフ ォーマンス速度を向上させるために、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ベース

の XML フ ァ イルとは異なる設定のみが表示されます。

• 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部である場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューには、 XML フ ァ イル

が実行時にイ ンス ト ールされた後に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド、 またはノ ー ド セ ッ ト のみが表示

されます。

• 変更する XML フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルの場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー

には、 実行時に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド および ノ ー ド セ ッ ト のみが表示されます。
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し たがって、 フ ァ イルを イ ンポー ト する と き、 実行時に変更する XML フ ァ イル内のノ ー ドのみを イ ンポー ト し ま

す。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 新しい要素が XML フ ァ イルに表示される と きの順番を指定する こ とはできま

せんので注意し て く だ さい。 従って、 要素が特定の順番で表示されている必要がある製品の場合、 実行時に変更

する ノ ー ドのみを イ ンポー ト する と、 潜在的な問題を回避する こ とができます。

タ スク XML フ ァ イルを [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューへイ ンポー ト するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ イ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 XML の設定のイ ン

ポー ト  ウ ィ ザー ドが開きます。

3. 変更する XML フ ァ イルのノ ー ドのみを選択し て、 ウ ィ ザー ド のパネルを完成し ます。

4. [ イ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンポー ト し た XML フ ァ イルの新しい ノ ー ドが追加されます。 XML フ ァ イル ノ ー ド には、 ウ ィ ザー ド で選択し

た ノ ー ドがそれぞれ含まれています。 各ノ ー ドは、 実行時に発生する XPath クエ リ を示し ます。 [XML フ ァ イルの

変更 ] ビ ューでイ ンポー ト し た XML フ ァ イルの新しいコ ンポーネン ト も追加されます。

XML フ ァ イルの設定を構成し て、 要素、 属性、 コ ンテンツを任意に変更する こ とができます。

ヒ ン ト • XML フ ァ イルは、 [XML フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し て

も、 追加する こ とができます。 ほとんどの場合、 サー ドパーテ ィ の XML エデ ィ ターまたはテキス ト  エデ ィ ターを

利用し て XML フ ァ イルを作成する方法が一般的です。 次に、 このフ ァ イルを [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューか

ら プロジ ェ ク ト に追加し ます。 次いで、 フ ァ イルを上記の手順にし たがってイ ンポー ト し、 実行時にフ ァ イルに

加える変更を構成し ます。

XML フ ァ イルの場所を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューに XML フ ァ イル リ フ ァ レンスを追加する と、 その XML フ ァ イルの場所を指定する

必要があ り ます。 XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部の場合、 その場所は、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでプ

ロジ ェ ク ト にベースの XML フ ァ イルを追加し た と きに指定し たイ ンス ト ール先に一致し ていなければな り ませ

ん。
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タ スク ターゲッ ト マシン上の XML フ ァ イルの場所を指定するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 場所を指定する XML フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [XML フ ァ イルのイ ンス ト ール先 ] 領域で、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

5. [ イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クスで、 場所を選択し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ ターゲッ ト マシン上の XML フ ァ イルの保存場所を指定し ます ] ボ ッ クスに指定し たイ ンス ト ール先が追加され

ます。

XML フ ァ イルの変更のリ フ ァ レンスを機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューに XML フ ァ イル リ フ ァ レンスを追加する と、 そのリ フ ァ レンスの新しいコ ンポー

ネン ト が自動的に作成されます。 コ ンポーネン ト は、 またデフ ォル ト で、 機能一覧の最上位にある機能にも関連

付けられます。 この関連付けを変更する場合は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使用し ます。

メ モ • XML フ ァ イルのリ フ ァ レンスを追加し たと き、 プロジ ェ ク ト に機能が存在し ない場合、 新しい機能を作成

する こ とができる [ 新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

タ スク プロジ ェ ク ト で XML フ ァ イルの変更のリ フ ァ レンスを機能に関連付けるには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト を機能に関連付ける XML フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [XML フ ァ イルが属する機能を選択し ます ] ボ ッ クスで、 選択し た XML フ ァ イルの変更のリ フ ァ レンスを含め

る機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます ( 複数可 )。 選択する機能は、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでプ
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ロジ ェ ク ト に追加し たベースの XML フ ァ イルを含む機能を選択する こ と もできますし、 別の機能を選択する

こ と もできます。

エン ド ユーザーが XML フ ァ イル変更を含む機能のイ ンス ト ールを選択し た場合、 その XML フ ァ イルの変更が実

行時に実行されます。

ルー ト 要素の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで新しい XML フ ァ イルのリ フ ァ レンスを追加する と き、 ルー ト 要素を追加する こ と

ができます。 XML フ ァ イルに含める こ とができるルー ト 要素は、 １  つだけですので注意し て く だ さい。

タ スク ルー ト 要素を XML フ ァ イルに追加するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 新しいルー ト 要素を追加する XML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 新し

いルー ト 要素 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しいルー ト 要素が追加されます。 右のペイ ンにある タ ブを利用し て、 設定を構成し ます。

ヒ ン ト • ルー ト 要素および 1 つ以上のレベルのサブ要素を一度に追加するには、 ルー ト 要素の名前とサブ要素をそ

れぞれスラ ッ シュで区切って入力し ます。 た と えば、 Root とい うルー ト 要素と、 Root 要素の下にある Sub 要素

と、 Sub 要素の下の Sub2 要素を追加するには、 次のよ う に入力し ます :

Root/Sub/Sub2

エクスプローラーで自動的に展開されます。

新しい要素の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

新しい要素は、 XML フ ァ イルのルー ト 要素または任意の要素に追加する こ とができます。

タ スク 新しい要素を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 新しい要素を追加する XML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい要素

] を ク リ ッ ク し ます。

新しい要素が追加されます。 要素の名前を必要に応じ て変更し、 右のペイ ンに表示されている タ ブを使って、 設

定を構成し ます。

ヒ ン ト • 要素とサブ要素を [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューのルー ト 要素の下に追加する と き、 要素名の完全 XPath 

式を入力する こ とができます。 完全 XPath は、 エクスプローラーで自動的に拡張し ます。

ルー ト 要素および 1 つ以上のレベルのサブ要素を一度に追加するには、 ルー ト 要素の名前とサブ要素をそれぞれ

スラ ッ シュで区切って入力し ます。 た と えば、 Root とい うルー ト 要素と、 Root 要素の下にある Sub 要素と、 Sub 

要素の下の Sub2 要素を追加するには、 次のよ う に入力し ます :

Root/Sub/Sub2

各要素がそれぞれのノ ー ド と共にエクスプローラーで自動的に展開されます。

要素を .NET 構成フ ァ イルに追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

web.config フ ァ イルで製品について .NET 構成の設定を定義する場合、 これらの設定を [XML フ ァ イルの変更 ] 

ビ ューで指定する こ とができます。
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タ スク 要素を .NET 構成フ ァ イルに追加するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 構成要素を追加する XML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 [ 定義済み要素の

追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 次いで、 [.NET 構成フ ァ イル ]、 [Web 構成フ ァ イル ] と順番にポイ ン ト し、 表示さ

れた一連の設定をポイ ン ト し て、 適切なコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

エクスプローラーに、 新しい要素が追加されます。

.NET 構成フ ァ イルの異なる要素および属性に関する詳しい参照情報は、 MSDN Web サイ ト の 「Configuration File 

Schema ( 構成フ ァ イル スキーマ )」 (http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/cpgenref/html/

gngrfnetframeworkconfigurationfileschema.asp) をご覧 く だ さい。

属性を要素に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML フ ァ イルで、 属性を要素に追加し て、 属性を実行時に作成するかど うか、 も し く は、 削除するかど うか、 ま

たは、 実行時に属性値を既存の値に追加するかど うかを指定する こ とができます。 イ ンス ト ールまたはアン イ ン

ス ト ール、 も し く はその両方で実行する タ スク をスケジュールする こ と もできます。

追加し た属性がターゲッ ト  マシン上にある XML フ ァ イル内に既に存在するが、 属性の値が [XML フ ァ イルの変更

] ビ ューで指定し た値と異なる場合、 その値はイ ンス ト ールの実行時に更新されます。

タ スク 属性を XML 要素に追加するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 属性を追加する XML フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

新しい行が、 属性テーブルに [ 属性 ]、 [ 値 ]、 [ 操作 ]、 および [ スケジュール ] 列にデフ ォル ト 値が入った状態で

追加されます。 必要に応じ て設定を変更し ます。 それぞれの列についての詳しい情報は、 「XML 要素の [ 全般 ] タ

ブ」 を参照し て く だ さい。
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ヒ ン ト • コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされた と き XML フ ァ イルがそのまま ターゲッ ト  システムに残るよ う

にイ ンス ト ールを構成する場合、 属性テーブルでイ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールの属性の組み合わせを作成し

たほうが良い場合があ り ます。

たと えば、 イ ンス ト ール中に key 属性を追加し て、 アンイ ンス ト ール中にその同じ key 属性を削除する場合、 key 

属性を持つ 2 つの行を属性テーブルに追加し ます。 つま り、 片方の行を イ ンス ト ールにスケジュールし て、 も う 

1 つの行をアン イ ンス ト ールにスケジュールし ます。

属性の値を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 属性が実行時にターゲッ ト  マシンに存在する場合、 その属性の値を編集する こ とができます。

属性を編集するには、 まず属性を [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ュー内の要素に追加し てから、 その属性の値を適宜構

成し ます。 属性値の編集方法は、 属性値を追加する方法と同じ です。 詳細については、 「属性を要素に追加する」

を参照し て く ださい。

実行時に、 属性に異なる値が存在する場合、 その値は [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成し た値に置き換えられ

ます。

コ ンテンツを要素に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML 要素に、 テキス ト  コ ンテンツを含める こ とができます。 た と えば、 次の XML コー ド では、 feature は、 要素 

product のコ ンテンツです :
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<product>feature</product>

タ スク コ ンテンツを [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで一覧表示されている要素の 1 つに追加するには、 以下の手順に従い

ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 コ ンテンツに追加する要素を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを選択し ます。

4. [ 要素のコ ンテンツを設定する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. [ コ ンテンツ ] ボ ッ クスで、 テキス ト  コ ンテンツを入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初

期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」

を参照し て く だ さい。

XPath 式を使って、 XML フ ァ イル内の XML データ を検索する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

実行時に、 イ ンス ト ールが新しい要素または属性を XML フ ァ イルに追加し た り、 または XML フ ァ イルに他の変

更を実行し た りするために、 MSXML は [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで定義された XPath 式を使って、 XML フ ァ

イルの中を移動し、 変更が必要な箇所を見つけます。

XPath 式の書き方については、 次の Web サイ ト をご覧 く だ さい :

• World Wide Web Consortium (http://www.w3.org)

• W3 Schools (http://w3schools.com)

以下のセクシ ョ ンは、 基本的な XPath 式を作成する と きの例です。

例 1: 2 つの要素を追加する

例 1 では、 イ ンス ト ール時に、 次の XML 文書に太線が追加されます :

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Books>

<Biographies>

<Book Author="Bill Smith" Copyright="2007">Bill's Great Biography</Book>
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<Book Author="John Smith" Copyright="2006">John's Great Biography</Book>

</Biographies>

</Books>

これらの要素を追加するために、 次の XPath 式が [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの Biographies ノ ー ドの下に追加

されます :

Book[@Author="John Smith"]

Book[@Author="Bill Smith"]

次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある設定です。

図 3-1: Sample.xml フ ァ イルの設定

図 3-2: 追加される子ノ ー ドが含まれている Biographies ノ ー ドの設定
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図 3-3: 追加される子ノ ー ドの 1 つの全般設定

図 3-4: 追加される子ノ ー ドの 1 つの詳細設定

図 3-5: 追加される子ノ ー ドの 1 つの全般設定
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図 3-6: 追加される子ノ ー ドの 1 つの詳細設定

例 2: 要素に属性を追加する

例 2 では、 イ ンス ト ール時に、 太字属性が次の XML 文書に追加されます :

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Books>

<Biographies>

<Book Author="Bill Smith" Copyright="2007" Publisher="Bill & John's Publish Co.">Bill's Great Biography</Book>

<Book Author="John Smith" Copyright="2006" Publisher="Bill & John's Publish Co.">John's Great Biography</Book>

</Biographies>

</Books>

次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある設定です。

図 3-7: Book ノ ー ド の設定

例 3: 属性の値を更新する

例 3 では、 イ ンス ト ール時に、 2006 Copyright ( 次の XML 文書の中で太字で表示されています ) とい う値がある属

性が検索され、 2007 Copyright とい う値で置き換えられます :

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Books>

<Biographies>

<Book Author="Bill Smith" Copyright="2007" Publisher="Bill & John's Publish Co.">Bill's Great Biography</Book>

<Book Author="John Smith" Copyright="2006" Publisher="Bill & John's Publish Co.">John's Great Biography</Book>

</Biographies>
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</Books>

これらの値を更新するために、 次の XPath 式が [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの Biographies ノ ー ドの下に追加さ

れます :

Book[@Copyright="2006"]

次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある設定です。

図 3-8: 更新される属性の全般設定

Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 XML フ ァ イルを動的に変更
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク

ト の場合、 Windows Installer プロパテ ィ を使って、 XML 要素、 属性、 属性値、 および要素のコ ンテンツを指定する

こ とができます。 実行時に、 Windows Installer は MsiFormatRecord を使ってプロパテ ィ の値を解決し、 それを XML 

フ ァ イルのデータ と し て使用し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータや、 イ ンス

ト ール時に判別された他の構成情報を製品の XML フ ァ イルで使用できるよ う にな り ます。

たと えば、 イ ンス ト ールにエン ド ユーザーが SQL Server を選択する こ とができる [SQL ログイ ン ] ダイアログが

含まれている と想定し ます。 エン ド ユーザーが選択し たサーバーの名前は、 通常 IS_SQLSERVER_SERVER プロパ

テ ィ に格納されます。 XML フ ァ イルにエン ド ユーザーが選択し た SQL サーバーの名前を含める場合、 [XML フ ァ

イル変更 ] ビ ューで XML フ ァ イルの変更を構成する際に、 このプロパテ ィ をかっ こで囲んで使用し ます ( 例、

[IS_SQLSERVER_SERVER])。 実行時に、 このプロパテ ィ は Windows Installer によ って自動的に関連付けられている

値に置換されます。
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ヒ ン ト • プロパテ ィ の値が、 整形式の XML 文書になる場合のみ、 要素、 属性、 または要素のコ ンテンツに 

Windows Installer プロパテ ィ を使用し て く ださい。 プロパテ ィ の値が、 XML 文書で構文エラーになる場合、 製品ま

たはイ ンス ト ールが期待通り に動作し ない場合があ り ます。

たと えば、 要素の名前を [INSTALLDIR] ( 値がターゲッ ト  システム上のパスの Windows Installer) に設定し た場合、

実行時の結果は、 円記号を含む要素名です。 要素名に、 円記号は使用できません。 円記号がある要素名を含む 

XML 文書は無効です。

メ モ • [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー内から XML フ ァ イルをテス ト する場合、 XML データに使用し ている Windows 

Installer プロパテ ィ は適切な値で置き換えられません。 テス ト に関する詳細については、 「XML フ ァ イルに加えら

れる イ ンス ト ール時の変更をテス ト する」 または 「XML フ ァ イルに加えられるアン イ ンス ト ール時の変更をテス

ト する」 を参照し て く だ さい。

例

以下は、 エン ド ユーザーが [SQL ログイ ン ] ダイアログで選択し た SQL Server の名前を XML フ ァ イル内のある要

素のコ ンテンツ と し て使用するための手順です。 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューの要素、 属性、 属性値、 要素のコ ン

テンツのプロパテ ィ の設定でハー ド コー ド化されている値を代入する こ とができます。 このビ ューでプロパテ ィ

を指定する と き、 プロパテ ィ は角かっ こで囲み、 プロパテ ィ 名はすべて大文字にする必要があり ます ( 例、

[MYPROPERTY])。

タ スク エン ド ユーザーが選択し た SQL Server の名前を XML 要素のコ ンテンツ と し て使用するには、 以下の手順に従い

ます :

1. SQL 接続と関連付けられている SQL スク リ プ ト が未構成の場合、 それら をまず構成し、 サーバー プロパテ ィ

名の名前を決定し ます :

a. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

b. SQL 接続と SQL スク リ プ ト を適宜追加し ます。 手順については、 「SQL サポー ト の構成」 を参照し て く

ださい。

c. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 SQL 接続を ク リ ッ ク し ます。

d. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

e. " ターゲッ ト  サーバー プロパテ ィ 名 " 設定で選択された名前を確認し て く だ さい。 通常、 デフ ォル ト 値

は IS_SQLSERVER_SERVER です。

2. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 コ ンテンツに追加する要素を選択し ます。

4. [ 詳細 ] タ ブを選択し ます。

5. [ 要素のコ ンテンツを設定する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

6. [ コ ンテンツ ] ボ ッ クスに、 1e で選択し たフ ァ イルを入力し、 それをかっ こ で囲みます。 例 :

[IS_SQLSERVER_SERVER]

7. リ リースをビルド し ます。
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InstallScript テキス ト 置換を使用し て、 XML フ ァ イルを動的に変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 XML 要素、 属性、 属性値、 および要素のコ ンテンツにテキス ト 置換文字列変数

を利用する こ とができます。 実行時に XML フ ァ イルの変更が発生する と、 InstallScript ラ ン タ イム コー ドは 

TextSubSubstitute 関数を使って、 文字列変数を適切な値で置き換えます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイア

ログで入力し たデータや、 イ ンス ト ール時に判別された他の構成情報を製品の XML フ ァ イルで使用できるよ う に

な り ます。

ヒ ン ト • プロパテ ィ の値が、 整形式の XML 文書になる場合のみ、 要素、 属性、 または要素のコ ンテンツにテキス

ト 置換を使用し て く だ さい。 プロパテ ィ の値が、 XML 文書で構文エラーになる場合、 製品またはイ ンス ト ールが

期待通り に動作し ない場合があ り ます。

たと えば、 要素の名前を 1 つまたは複数のスペースを含むテキス ト で置換されるテキス ト 置換文字列変数に設定

する と、 エン ド ユーザーが製品またはイ ンス ト ールを使用する と きに問題が発生する場合があり ます。 要素名に、

スペースは使用できません。 し たがって、 スペースがある要素名を含む XML 文書は無効にな り ます。

メ モ • [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー内から XML フ ァ イルをテス ト する場合、 XML データに使用し ているテキス ト 置

換文字列変数は適切な値で置き換えられません。 テス ト に関する詳細については、 「XML フ ァ イルに加えられる イ

ンス ト ール時の変更をテス ト する」 または 「XML フ ァ イルに加えられるアン イ ンス ト ール時の変更をテス ト する」

を参照し て く ださい。

例

以下は、 エン ド ユーザーが [SQL ログイ ン ] ダイアログで選択し た SQL Server の名前を XML フ ァ イル内のある要

素のコ ンテンツ と し て使用するための手順です。 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューの要素、 属性、 属性値、 要素のコ ン

テンツのテキス ト 置換文字列変数の設定でハー ド コー ド化されている値を代入する こ とができます。 このビ ュー

で指定する文字列変数は山かっ こで囲む必要があ り ます ; 例、 <MYPROPERTY>。 指定する文字列変数は大文字と

小文字を区別し ます。

タ スク エン ド ユーザーが選択し た SQL Server の名前を XML 要素のコ ンテンツ と し て使用するには、 以下の手順に従い

ます :

1. SQL 接続と関連付けられている SQL スク リ プ ト が未構成の場合、 それら を構成し ます :

a. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

b. SQL 接続と SQL スク リ プ ト を適宜追加し ます。 手順については、 「SQL サポー ト の構成」 を参照し て く

ださい。

2. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 コ ンテンツに追加する要素を選択し ます。

4. [ 詳細 ] タ ブを選択し ます。

5. [ 要素のコ ンテンツを設定する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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6. [ コ ンテンツ ] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます :

<MYPROPERTY>

7. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

8. SQL Server コ ン ト ロールを含む [SQL ログイ ン ] ダイアログの OnSQLLogin イベン ト でダイアログ コー ド を

見つけ、 InstallScript 関数 TextSubSetValue の呼び出し を追加し ます。 例 :

// ダイアログ ボッ クスを表示する （接続名なし）

// ダイアログを入れ替える場合、 コ メ ン ト アウ ト

nResult = SQLServerSelectLogin2( szConnection, szServer, szUser, szPassword, bWinLogin, szDB, FALSE, TRUE );

TextSubSetValue("<MYPROPERTY>", szServer, TRUE);

9. リ リースをビルド し ます。

要素内で予約されている文字 (<、 >、 &、 '、 ") を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML 要素内で、 " 小な り " 記号 (<) などの予約されている文字を使用する と、 MSXML パーサーが、 実行時にター

ゲッ ト  システムでそれを定義済みエンテ ィ テ ィ  (&lt;) に変換し ます。 このエンテ ィ テ ィ の代わり に " 小な り " 記

号を使用する と、 XML パーサーが新しい要素の始ま り と し て解釈し、 それが無効な XML コー ド と見な されるた

め、 エラーが発生する原因と な り ます。 結果の XML フ ァ イルを Internet Explorer のよ う なブ ラウザーで開 く と、

エンテ ィ テ ィ ではな く 、 この文字が、 XML 要素内で表示されます 。

次のテーブルは、 予約されている XML 文字と、 それらに対応するエンテ ィ テ ィ の一覧です。 テーブルにはまた、

それぞれの予約されている文字について、 実行時にエンテ ィ テ ィ によ って置換されるかど うかが示されています。

テーブル 3-8 • 予約されている文字と定義済みエンテ ィ テ ィ

文字
エンテ ィ
テ ィ 説明 注

< &lt; よ り小さい この文字は、 XML 要素の始ま り を示すために予約されてい

るため、 XML 要素のコ ンテンツ と し て使用する こ とはでき

ません。

この文字は、 実行時に自動的にエンテ ィ テ ィ によ って置換

されます。

> &gt; よ り大きい この文字は、 実行時に自動的にエンテ ィ テ ィ によ って置換

されます。
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XML フ ァ イルで名前空間を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML 名前空間を利用し て、 要素名の競合を避ける こ とができます。 InstallShield で XML フ ァ イルの変更を指定す

る と き、 XML フ ァ イルで宣言する名前空間のマ ッ ピングを指定し て、 任意のフ ァ イルの要素について、 名前空間

プレ フ ィ ッ クスを指定する こ とができます。

ヒ ン ト • XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使用し て、 XML フ ァ イルを [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューへイ ン

ポー ト する と、 フ ァ イルに宣言された名前空間がイ ンポー ト されます。

XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

& &amp; And この文字は、 エンテ ィ テ ィ の始ま り を示すと き以外は、

XML 要素のコ ンテンツ と し ては使用できません。

この文字が、 XML 要素のコ ンテンツ と し て使用されている

と きに、 エンテ ィ テ ィ の始ま り を示すものではない場合、

実行時にそのエンテ ィ テ ィ によ って自動的に置換されます。

’ &apos; アポス ト ロ フ ィ この文字は、 実行時に自動的にエンテ ィ テ ィ によ って置換

されません。

" &quot; 引用符 この文字は、 実行時に自動的にエンテ ィ テ ィ によ って置換

されません。

テーブル 3-8 • 予約されている文字と定義済みエンテ ィ テ ィ  ( 続き )

文字
エンテ ィ
テ ィ 説明 注
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで、 XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言する こ とができます。

タ スク XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 名前空間を含める XML フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 名前空間 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. テーブル内の行を ク リ ッ ク し て、 新しい名前空間を追加し ます。

5. [ プレ フ ィ ッ クス ] 列で、 対応する名前空間に関連付けられているすべての要素に使用されるプレ フ ィ ッ クス

を入力し ます。

6. URLI 列で、 URL、 またはイ ン ターネ ッ ト  リ ソースを識別する文字列を入力し ます。

名前空間プレ フ ィ ッ クスを要素に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言する と、 そのフ ァ イル内の要素を、 その要素に対応するプレ フ ィ ッ

クスを追加する こ と で、 名前空間に関連付ける こ とができます。

タ スク 名前空間プレ フ ィ ッ クスを要素に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 プレ フ ィ ッ クスを追加する要素を右ク リ ッ ク し て、 以下のいずれかを

実行し ます。

• プレ フ ィ ッ クスを選択し た要素にのみ追加する場合、 [ 名前空間プレ フ ィ ッ クス ] をポイ ン ト し てから、

適切な名前空間マ ッ ピングを ク リ ッ ク し ます。

• プレ フ ィ ッ クスを要素と そのすべてのサブ要素に追加する場合、 [ 名前空間プレ フ ィ ッ クス ( すべてのサ

ブ要素を含む )] をポイ ン ト し てから、 適切な名前空間マ ッ ピングを ク リ ッ ク し ます。
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プレ フ ィ ッ クスが、 [XML フ ァ イル ] エクスプローラー内の要素 ( および、 該当する場合、 そのすべてのサブ要素 ) 

に追加されます。

ヒ ン ト • また、 要素を右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し、 要素名に前にプレ フ ィ ッ クス と コ ロン (:) を

追加し ても、 名前空間プレ フ ィ ッ クスを追加する こ とができます。

名前空間プレ フ ィ ッ クスを属性に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

XML フ ァ イルに名前空間のマ ッ ピングを宣言する と、 そのフ ァ イル内の属性を、 その属性に対応するプレ フ ィ ッ

クスを追加する こ と で、 名前空間に関連付ける こ とができます。

タ スク 名前空間プレ フ ィ ッ クスを属性に追加するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 属性を含む要素を ク リ ッ ク し ます。

3. 右側のペイ ンで [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. グ リ ッ ド で、 プレ フ ィ ッ クスを追加する属性をダブルク リ ッ ク し てから、 属性名の始ま り にカーソルを配置

し ます。

5. 属性名の前にプレ フ ィ ッ クス と コ ロン (:) を追加し ます。

名前空間プレ フ ィ ッ クスを属性から削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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タ スク 名前空間プレ フ ィ ッ クスを属性から削除するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 属性を含む要素を ク リ ッ ク し ます。

3. 右側のペイ ンで [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. グ リ ッ ド で、 プレ フ ィ ッ クスを削除する属性をダブルク リ ッ ク し てから、 属性名の始ま り にカーソルを配置

し ます。

5. 属性名の前から プレ フ ィ ッ クス と コ ロン (:) を削除し ます。

名前空間プレ フ ィ ッ クスを要素から削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 名前空間プレ フ ィ ッ クスを要素から削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 プレ フ ィ ッ クスを削除する要素を右ク リ ッ ク し て、 以下のいずれかを

実行し ます。

• プレ フ ィ ッ クスを選択し た要素からのみ削除する場合、 [ 名前空間プレ フ ィ ッ クス ] をポイ ン ト し て、 <

な し > を ク リ ッ ク し ます。

• プレ フ ィ ッ クスを要素と そのすべてのサブ要素から削除する場合、 [ 名前空間プレ フ ィ ッ クス ( すべての

サブ要素を含む )] をポイ ン ト し て、 < な し > を ク リ ッ ク し ます。

プレ フ ィ ッ クスが、 [XML フ ァ イル ] エクスプローラー内の要素 ( および、 該当する場合、 そのすべてのサブ要素 ) 

から削除されます。

XML フ ァ イルから名前空間のマ ッ ピングを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク 名前空間マ ッ ピングを XML フ ァ イルから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 削除する名前空間属性を含む XML フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 名前空間 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 削除する名前空間マ ッ ピングを含む行を ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブルから名前空間が削除されます。

XML フ ァ イルに加えられる イ ンス ト ール時の変更をテス ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 イ ンス ト ール全部をビルド し て実行する手間をかけずに、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでプロ

ジ ェ ク ト で構成された XML フ ァ イルの変更のみをテス ト する こ とができます。 イ ンス ト ールの変更をテス ト する

と き、 InstallShield はマシン上にある最新バージ ョ ンの MSXML を使用し て、 XML フ ァ イルの解析と構成し た 

XPath 式の実行を行います。 MSXML が XPath 式に一致する XML フ ァ イルの領域を検出し た と き、 [XML フ ァ イル

の変更 ] ビ ューで構成された変更が加えられます。

メ モ • XML フ ァ イルの変更に、 Windows Installer のプロパテ ィ または InstallScript テキス ト 置換が含まれている場

合、 それらはテス ト 中、 適切な値で置換されません。

タ スク XML フ ァ イルに加えられるイ ンス ト ール時の変更をテス ト するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 テス ト する XML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [XML フ ァ イルのイ ンス

ト ール時の変更のテス ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ テス ト  XML フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。
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3. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール時の変更を適用する ターゲッ ト  フ ァ イルを選択するか、 または、 新

しいターゲッ ト  フ ァ イル名と場所を指定し ます。

• イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされる XML フ ァ イルを変更する場合、 そのフ ァ イルのコ ピーを

選択し ます。 (XML のイ ンス ト ール時の変更をテス ト し た と き、 XML フ ァ イルに変更が加えられるため、

イ ンス ト ール内のオ リ ジナルのフ ァ イルは、 選択し ないで く だ さい。 )

• ターゲッ ト  システムに既に存在する XML フ ァ イルを変更する場合、 そのフ ァ イルのコ ピーを選択し ま

す。

• XML フ ァ イルが実行時に存在し な く 、 且つ、 それがイ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされない場

合に何が起こ るかをテス ト する場合、 新しいフ ァ イル名と場所を指定し ます。

デフ ォル ト のフ ァ イル名は、 ステ ッ プ 2 で右ク リ ッ ク し たテス ト  フ ァ イルの名前です。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

ターゲッ ト フ ァ イルが既に存在する場合、 テス ト  フ ァ イルからの変更がターゲッ ト  フ ァ イルに適用されます。 指

定し たターゲッ ト  フ ァ イルが存在し ないと きに、 [XML フ ァ イルが存在し ない場合、 常に作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ ク

スが、 その XML フ ァ イルについて [ 詳細 ] タ ブで選択されている場合、 フ ァ イルが作成され、 テス ト  フ ァ イルか

らの変更が適用されます。

出力ウ ィ ン ド ウの [ 結果 ] タ ブで、 イ ンス ト ール テス ト についての詳細が表示されます。 詳細には、 テス ト  フ ァ

イルへのハイパーリ ン クが含まれています。

ヒ ン ト • テス ト の実行中に、 ターゲッ ト  フ ァ イルがブラウザーで開かれている場合、 ブラウザーを リ フ レ ッ シュ

し て、 場合によ って、 テス ト 変更を確認する必要があ り ます。

XML フ ァ イルに加えられるアン イ ンス ト ール時の変更をテス ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成し た XML フ ァ イルのイ ンス ト ール時の変更をテス ト し たあと、 アン イ ンス

ト ール時に発生する XML フ ァ イルの変更をテス ト する こ と もお勧めし ます。 このテス ト を行う こ とによ り、 構成

し た変更が、 アン イ ンス ト ール時に期待通り に動作するかど うかを確認できます。

アン イ ンス ト ールの変更をテス ト する と き、 InstallShield はマシン上にある最新バージ ョ ンの MSXML を使用し て、

XML フ ァ イルの解析と構成し た XPath 式の実行を行います。 MSXML が XPath 式に一致する XML フ ァ イルの領域

を検出し たと き、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成された変更が加えられます。
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メ モ • XML フ ァ イルの変更に、 Windows Installer のプロパテ ィ または InstallScript テキス ト 置換が含まれている場

合、 それらはテス ト 中、 適切な値で置換されません。

タ スク XML フ ァ イルに加えられるアンイ ンス ト ール時の変更をテス ト するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 テス ト する XML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [XML フ ァ イルのアン イ

ンス ト ール時の変更のテス ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ テス ト  XML フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

3. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで、 アン イ ンス ト ール時の変更を適用する ターゲッ ト  フ ァ イルを選択し ます。

デフ ォル ト の値は、 イ ンス ト ール時のテス ト を最後に行ったフ ァ イルの名前です。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成されたアン イ ンス ト ールの変更がテス ト  フ ァ イルに適用されます。

出力ウ ィ ン ド ウの [ 結果 ] タ ブで、 アン イ ンス ト ール テス ト についての詳細が表示されます。 詳細には、 テス ト  

フ ァ イルへのハイパーリ ン クが含まれています。 アン イ ンス ト ール時に削除されるよ う に XML フ ァ イルを構成す

る と、 そのフ ァ イルが存在し な く なる可能性があるため、 ハイパーリ ン クが動作し ない場合があり ます。

ヒ ン ト • テス ト の実行中に、 ターゲッ ト  フ ァ イルがブラウザーで開かれている場合、 ブラウザーを リ フ レ ッ シュ

し て、 場合によ って、 テス ト 変更を確認する必要があ り ます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューから要素または XML フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューから要素または XML フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [XML フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで、 削除する XML フ ァ イルまたは XML 要素を右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を ク

リ ッ ク し ます。
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XML フ ァ イルを削除する と、 XML フ ァ イルに関連付けられたコ ンポーネン ト も フ ァ イルと共に削除されますとい

う メ ッ セージが表示されます。

テキス ト  フ ァ イルの変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

InstallShield では、 ターゲッ ト  システム上で実行時に変更を行う テキス ト  フ ァ イル ( たと えば、 .txt、 .htm、 .xml、

.config、 .ini、 および .sql) 内の検索 / 置換処理を構成できます。 テキス ト  フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの一部または

システム上に既存する フ ァ イルのどち らでも構いません。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 テキス ト  フ ァ イルに行う変更を定義できます。 このビ ューでは以下の

処理が可能です :

• プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のテキス ト 変更セ ッ ト を追加する。 テキス ト 変更セ ッ ト は、 実行時に検索する 1 つ

以上のテキス ト  フ ァ イルへのリ フ ァ レンスです。

• テキス ト 変更セ ッ ト に 1 つ以上のテキス ト 変更アイテムを追加する。 テキス ト 変更アイテムは、 検索 / 置換

の基準を識別し ます。

タ スク テキス ト  フ ァ イルの変更を構成するには、 以下の手順に従います。

1. テキス ト  変更セ ッ ト を作成する 

2. テキス ト  フ ァ イルの変更を指定し ます。

実行時にテキス ト  フ ァ イルを変更する方法については、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て く ださい。

テキス ト  変更セ ッ ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース
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• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

テキス ト  フ ァ イルの変更を構成する と きの最初の手順は、 編集する フ ァ イル ( 複数可 ) への参照を作成する こ と

です。 この参照は、 [ テキス ト 変更セ ッ ト ] と呼ばれます。 フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト と し ては、 非バイナリ フ ァ イ

ル ( たと えば .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 または .sql) のどれでも可能です。 フ ァ イルはイ ンス ト ールの一部 ( つ

ま り、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでプロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イル )、 またはターゲッ ト  システム上に既

存する フ ァ イルでも構いません。

メ モ • 各テキス ト 変更セ ッ ト は、 必ずプロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト に関連付ける必要があ り ます。 このため、

テキス ト 変更セ ッ ト を作成する前に、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のコ ンポーネン ト が必要です。 テキス ト 変更リ

フ ァ レンスを作成する と きにコ ンポーネン ト がなかった場合は、 [ 新しいコ ンポーネン ト の作成 ] ダイアログ が表

示され、 こ こでコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

タ スク 実行時に変更する 1 つ以上のテキス ト  フ ァ イルを参照するテキス ト 変更セ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従

います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 変更セ ッ ト の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 デフ ォル ト 名を持つ新しい変更セ ッ ト を追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

名前は実行時には表示されません。 これはプロジ ェ ク ト に含まれる様々な変更セ ッ ト を区別するのに内部で

使用される名前です。

4. 右側のペイ ンで、 変更セ ッ ト の設定を構成し ます。 各設定の詳細については、 「変更セ ッ ト の設定」 を参照し

て く ださい。

テキス ト  フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成し てから、 その設定を構成し た後、 次の検索 / 置換基準を指定するス

テ ッ プに進みます。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索に含める / 除外するテキス ト  フ ァ イルの名前を指

定する こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別され

た他の構成情報を、 実行時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細につい

ては、 「Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する」 を参照し て く だ さい。

テキス ト  フ ァ イルの変更を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

編集するテキス ト  フ ァ イルを指定し た後、 テキス ト  フ ァ イルの変更を構成するための次の 「検索 / 置換基準を

指定する」 ステ ッ プに進みます。 各基準セ ッ ト は、 変更アイテム と呼ばれます。

タ スク テキス ト  フ ァ イルに行う変更を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで、 定義を行う てテキス ト の変更を含む変更セ ッ ト  アイテム

を右ク リ ッ ク し てから、 [ 変更の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 デフ ォル ト 名を持つ新しい変更アイテムを追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

名前は実行時には表示されません。 これはプロジ ェ ク ト に含まれる様々な変更アイテムを区別するのに内部

で使用される名前です。

4. 右側のペイ ンで、 変更の設定を構成し ます。 各設定の詳細については、 「変更セ ッ ト の設定」 を参照し て く だ

さい。

テキス ト  フ ァ イルで追加文字列を変更するには、 このビ ューで変更セ ッ ト に追加の変更アイテムを 1 文字列につ

き 1 アイテム追加し ます。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索文字列と置換文字列を指定できます。 これによ

り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別された他の構成情報を、 実行時に製品

のテキス ト  フ ァ イルが変更される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer のプロパ

テ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する」 を参照し て く ださい。

テキス ト  フ ァ イルの変更が行われる順番を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで一覧されている順番で、 ターゲッ ト  システム上のテキス ト  フ ァ イルに変更

が行われます。

タ スク テキス ト  フ ァ イルが実行時に変更される順番を変更するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで、 変更セ ッ ト  アイテムまたは変更アイテムの １  つ右ク リ ッ

ク し て、 [ 上に移動 ] または [ 下に移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

すべてのテキス ト  フ ァ イルの変更が正し く 並べ替えられるまで最後のステ ッ プを繰り返し ます。

Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に
変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 検索 / 変更を行う テキス ト  文字列を指定し ます。 プロパテ ィ を使って、 検

索に含める、 または検索から除外するテキス ト  フ ァ イルを指定する こ と もできます。

実行時に、 Windows Installer は MsiFormatRecord を使ってプロパテ ィ の値を解決し、 その値を使ってテキス ト  フ ァ

イルを変更し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別された他

の構成情報を、 実行時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更される時に使用できるよ う にな り ます。

例

以下は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中に、 実行時に XML ベースの web.config フ ァ イルに書き込む IP ア ド レ

スを指定できるよ う にするための手順を説明し ます。 web.config フ ァ イルが製品と共に INSTALLDIR にイ ンス ト ー

ルされていて、 以下のよ う な XML を含む :

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<configuration>

<appSettings>

<add key="IP ア ド レス " value=" デフ ォル ト " />

</appSettings>

</configuration>

太字表示のデフ ォル ト 値は、 エン ド ユーザーが入力する IP ア ド レスで置換し ます。
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[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある次の変更セ ッ ト の設定では、 ハー ド コー ド化された値をプロパテ ィ で置

換できます :

• 含める フ ァ イル

• 除外する フ ァ イル

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで、 次の変更アイテムの設定にはプロパテ ィ も使用できます :

• 検索する文字列

• 置換後の文字列

• テキス ト の挿入

これらの設定のいずれかでプロパテ ィ を指定する と き、 プロパテ ィ は角かっ こで囲み、 プロパテ ィ 名はすべて大

文字にする必要があ り ます ( 例、 [MYPROPERTY])。

手順のステ ッ プ 4 はプロジ ェ ク ト の種類によ って若干異な り ます。 これは、 基本の MSI イ ンス ト ールのユーザー 

イ ン ターフ ェ イスは Windows Installer が制御し、 InstallScript MSI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスは 

InstallScript エンジンが制御するためです。

タ スク エン ド ユーザーが IP ア ド レスを指定できるよ う にするには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. イ ンス ト ールが検索を行う フ ァ イルを識別する、 変更セ ッ ト  アイテムを追加および構成し ます :

a. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 変更セ ッ ト の追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

InstallShield が、 新しい変更セ ッ ト  アイテムを追加し ます。 ステ ッ プ 2b から 2d までは、 右側のペイ ンに

表示される設定を構成する方法を説明し ます。

b. " ターゲッ ト  フ ォルダー " 設定で、 [INSTALLDIR] デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を選択し ます。

c. " 含める フ ァ イル " 設定に、 次のよ う に入力し ます :

web.config

d. 残りの設定のデフ ォル ト 値はそのままにし ます。

3. 検索 / 置換の基準を識別する変更アイテムを追加および構成し ます :

a. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで、 ステ ッ プ 2 で作成し た変更セ ッ ト  アイテムを右ク

リ ッ ク し てから、 [ 変更の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 新しい変更アイテムを追加し ます。 ステ ッ プ 3b から 3e までは、 右側のペイ ンに表示さ

れる設定を構成する方法を説明し ます。

b. " アクシ ョ ン " 設定で [ 置換 ] を選択し ます。

c. " 検索する文字列 " 設定に、 次のよ う に入力し ます :

<add key="IP ア ド レス " value=" デフ ォル ト "

d. " 置換後の文字列 " 設定に、 次のよ う に入力し ます :

<add key="IP ア ド レス " value="[MYPROPERTY]"
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e. 残りの設定のデフ ォル ト 値はそのままにし ます。

4. ダイアログでプロパテ ィ を使用し ます。 この部分の手続きは、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異

な り ます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 User Name コ ン

ト ロールを含めるダイアログの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 代わり に、 新しいダイアログを追

加する こ と もできます。

c. Edit Field コ ン ト ロールをダイアログに追加し、 Property プロパテ ィ を次によ う に設定し ます :

MYPROPERTY

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. User Name コ ン ト ロールを含めるダイアログの OnFirstUIBefore イベン ト でダイアログ コー ド を見つ

け、 Windows Installer API 関数 MsiSetProperty の呼び出し を追加し ます。 たと えば、 エン ド ユーザー

がプロジ ェ ク ト に追加されている SdShowDlgEdit1 ダイアログにある編集ボ ッ クスに IP ア ド レスを入

力できるよ う にするには、 次のコー ド行で示されているよ う に、 MsiSetProperty の呼び出し を追加し

ます。

Dlg_SdShowDlgEdit1:

nResult = SdShowDlgEdit1 (szTitle, szMsg, szField1, svEdit1);

MsiSetProperty (ISMSI_HANDLE, "MYPROPERTY", svEdit1);

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdWelcome;

5. リ リースをビルド し ます。

ヒ ン ト • 複数言語プロジ ェ ク ト を作成する場合で、 イ ンス ト ールが使用する言語に基づいて異なる値を持つプロパ

テ ィ を使用するには、 ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ を使います。 詳細については、 「ローカ ラ イズ可能なプロパ

テ ィ を作成する」 を参照し て く だ さい。

ANSI テキス ト  フ ァ イルを開 く 時に使用する コー ド ページを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。
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イ ンス ト ールが ANSI テキス ト  フ ァ イルを開いて、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成された変更を行う と

き、 イ ンス ト ールはプロジ ェ ク ト の ISSearchReplaceSet テーブルにある CodePage 列で指定されたコー ド ページ

を使用し ます。 この列のデフ ォル ト 値は数値 0 です。 これは、 CP_ACP コー ド ページで、 ターゲッ ト  システム上

で、 システム Windows ANSI コー ド ページ と し て現在構成されている ものです。 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ュー

を使って、 この値を特定のコー ド ページでオーバーラ イ ド できます。

タ スク ANSI テキス ト  フ ァ イルを開 く 時に使用するデフ ォル ト のコー ド ページをオーバーラ イ ド するには、 以下の手順

に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 ISSQLDBMetaData テーブルを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield の右側に設定

が表示されます。

3. グ リ ッ ド で、 コー ド ページを構成する変更セ ッ ト  アイテムに対応する行を見つけます。

このグ リ ッ ドの ISSearchReplaceSet 列には、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ テキス ト  フ ァ イルの変

更 ] エクスプローラーで利用可能な変更セ ッ ト の名前がすべて表示されます。

4. 適切な行で CodePage フ ィ ールドの値を変更し ます。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューから変更アイテムまたは変更セ ッ ト
を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

この情報は InstallScript プロジ ェ ク ト には適用し ませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テラルを検索お

よび変更するための 文字列関数 が含まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これらの関数を使用できます。

あるテキス ト  フ ァ イルに関し て、 特定の変更を今後行わないよ う にするには、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] 

ビ ューからその変更アイテムを削除し ます。 また、 フ ァ イルまたはテキス ト  フ ァ イルのグループを今後検索し な

いよ う にするには、 [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューから対応する変更セ ッ ト を削除し ます。

タ スク [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューから変更アイテムまたは変更セ ッ ト を削除するには、 以下の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで、 削除する変更セ ッ ト  アイテムまたは変更アイテムを右ク

リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューからアイテムが削除されます。
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スケジュール タ スク

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ターゲッ ト  システムでイ ンス ト ールが実行された時、 Windows タ スク スケジューラーを通し て、 自動タ スク を作

成および構成する こ とができます。 スケジュールされた タ スクは、 イ ンス ト ールの一部である フ ァ イルや、 ター

ゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルを起動する こ とができます。

スケジュール タ スクの追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ モ • それぞれのスケジュール タ スクは、 必ずプロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト に関連付ける必要があ り ます。

し たがって、 スケジュール タ スク を追加する前に、 プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト が最低 1 つ存在し ている必要

があ り ます。 スケジュール タ スク を追加する と きにコ ンポーネン ト が存在し ない場合は、 [ 新しいコ ンポーネン

ト の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 こ こ でコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト にスケジュール タ スク を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ スケジュール タ スク ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ スケジュール タ スク ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ スケジュール タ スクの追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 InstallShield は、 デフ ォル ト 名を持つ新しいタ スク を追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

名前は実行時には表示されません。 これはプロジ ェ ク ト に含まれる様々なスケジュール タ スク を区別するの

に内部で使用される名前です。
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4. 右側のペイ ンで、 タ スクの設定を構成し ます。 各設定の詳細については、 「スケジュール タ スクの設定」 を参

照し て く ださい。

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 スケジュール タ スク をダイナ
ミ ッ クに構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 スケジュール タ スクによ って起動される フ ァ イルを実行するために必要な

アカウン ト 情報などの情報を指定する こ とができます。

実行時に、 Windows Installer は MsiFormatRecord を使って、 プロパテ ィ の値を解決し、 その値を使ってスケジュー

ル タ スク を構成し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別され

た他の構成情報を、 実行時に製品のスケジュール タ スクが作成される時に使用できるよ う にな り ます。

例

以下の手順では、 イ ンス ト ール時に、 エン ド ユーザーに、 どのよ う にスケジュール タ スクの実行に必要なアカウ

ン ト とパスワー ド を指定させるかが示されています。 プロパテ ィ を指定する と き、 プロパテ ィ は角かっ こ で囲み、

プロパテ ィ 名はすべて大文字にする必要があ り ます ( 例、 [MYPROPERTY])。

手順のステ ッ プ 4 はプロジ ェ ク ト の種類によ って若干異な り ます。 これは、 基本の MSI イ ンス ト ールのユーザー 

イ ン ターフ ェ イスは Windows Installer が制御し、 InstallScript MSI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスは 

InstallScript エンジンが制御するためです。

タ スク エン ド ユーザーに、 スケジュール タ スクのアカウン ト とパスワー ド情報を指定させるには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ スケジュール タ スク ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ スケジュール タ スク ] エクスプローラーで、 構成する タ スク を選択し ます。

3. " 別のユーザーと し て実行 " 設定に、 次のよ う に入力し ます :

[DOMAINNAME]\[USERNAME]

4. " パスワー ド " 設定に、 次のよ う に入力し ます :

[PASSWORD]

5. ダイアログでプロパテ ィ を使用し ます。 この部分の手続きは、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異

な り ます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 :
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a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 Domain Name、

User Name、 および Password コ ン ト ロールを含めるダイアログの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。

代わり に、 新しいダイアログを追加する こ と もできます。

c. Edit Field コ ン ト ロールをダイアログに追加し、 Property プロパテ ィ を次によ う に設定し ます :

DOMAINNAME 

d. USERNAME と PASSWORD プロパテ ィ に対し、 ステ ッ プ 5c を繰り返し ます。

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. Domain Name、 User Name、 および Password コ ン ト ロールを含めるダイアログの OnFirstUIBefore イ

ベン ト でダイアログ コー ド を見つけ、 Windows Installer API 関数 MsiSetProperty の呼び出し を追加し

ます。 た と えば、 エン ド ユーザーがプロジ ェ ク ト に追加されている SdShowDlgEdit3 ダイアログにあ

る編集ボ ッ クスに情報を入力する場合、 次のコー ド行で示されているよ う に、 MsiSetProperty の呼び

出し を追加し ます。

Dlg_SdShowDlgEdit3:

nResult = SdShowDlgEdit3 

(szTitle, szMsg, szField1, szField2, szField3, svEdit1, svEdit2, svEdit3);

MsiSetProperty (ISMSI_HANDLE, "DOMAINNAME", svEdit1);

MsiSetProperty (ISMSI_HANDLE, "USERNAME", svEdit2);

MsiSetProperty (ISMSI_HANDLE, "PASSWORD", svEdit3);

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdWelcome;

6. リ リースをビルド し ます。

スケジュール タ スクの削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク スケジュール タ スク をプロジ ェ ク ト から削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ スケジュール タ スク ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ スケジュール タ スク ] エクスプローラーで、 削除する イ ンス タ ンスを右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し

ます。

タ スクがプロジ ェ ク ト から削除されます。
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Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows サービスは、 ログイ ン済みのユーザーが居ない場合でも、 Windows ベースのシステム上で様々なシステム 

タ スク を管理するためにバッ クグラウン ド で実行される実行可能フ ァ イルです。 サービスは実行可能フ ァ イルで

すが、 これはサービス と し て設計されたものであ り、 任意の実行可能フ ァ イルをサービス と し て使用する こ とは

できません。 Windows サービスは、 システム起動時に毎回実行する こ と も、 必要に応じ てオンデマン ド で実行す

る こ と も可能です。 InstallShield を使って、 新しい Windows サービスを イ ンス ト ール、 または既存のサービスを構

成する こ とができます。 Windows で提供されているサービス管理ツールを使って、 システムにイ ンス ト ール済み

のサービスを参照および構成できます。

[ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、 停止、

または削除を行う コ ンポーネン ト を構成できます。 また、 このビ ューを使って、 Windows Installer 5 で提供されて

いる拡張サービスのカス タ マイズ オプシ ョ ンを構成する こ と もできます。 [ サービス ] ビ ューの他にも、 [ コ ン

ポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ サービス ] 領域

を使う こ と もできます。 これらの領域のいずれかを使ってサービス情報を構成し た場合、 対応する領域も自動的

に更新されます。

サービスに関する作業について以下の点についてご注意 く だ さい ：

• 開始、 停止、 削除、 または構成を行うサービスは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にターゲッ ト  シ

ステムに既存する ものか、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされる ものかを問いません。

• サービス実行可能フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルでな く てはな り ません。 詳細については、

「コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

• サービスのコ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は [ ローカルを優先 ] でな く てはな り ません。

詳細については、 「コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を構成する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • [ サービス ] ビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] を使って、 ビ ューで表示するサービス データ を含

むコ ンポーネン ト または機能を選択し、 ビ ューで非表示にするサービス データ を含むコ ンポーネン ト または機能

を隠すこ とができます。 ビ ューフ ィ ルターは、 プロジ ェ ク ト の機能、 サブ機能、 およびコ ンポーネン ト の階層を

リ ス ト 表示し ます。
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タ スク サービスを イ ンス ト ール、 開始、 停止、 削除、 アン イ ンス ト ール、 または構成するには、 以下の手順に従います :

1. イ ンス ト ールがサービスを イ ンス ト ールする場合、 プロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト にサービス実行

可能フ ァ イルを追加し て、 それを コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルと し ます。 詳細については、 「フ ァ イルを コ

ンポーネン ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

サービスがターゲッ ト  システム上に既存する場合、 この手順は省略し ます。

2. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ サービス ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ サービス ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ サービスの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいサービスが追加されま

す。

4. サービスの新しい名前を入力するか、 後で F2 キーを押し て名前を変更し ます。

こ こで入力する名前は、 サービスの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示される名前と一致し な く ては

な り ません。 ( イ ンス ト ール済みサービスのプロパテ ィ にアクセスするには : [ サービス ] 管理ツールで、 サー

ビスを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 )

5. 追加し たサービスを選択し てから、 右側のペイ ンに表示される設定を必要に応じ て構成し ます。 各設定につ

いての詳細は、 「[ サービス ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

このコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルの各サービスについて、 この手順を繰り返し ます。

メ モ • サービスの設定を構成するにあたっては、 サービスの技術的な詳細についてよ く 知ってお く 必要があり ま

す。

ヒ ン ト • 実行時にサービスの構成が失敗する と、 イ ンス ト ールが失敗し てエラー メ ッ セージを表示する こ とがあり

ます。 ICE 102 は、 サービス関連の設定の一部を検証し て、 構成エラーの回避に役立ちます。 し たがって、 リ リー

スに対する検証を行う こ とが推奨されます。

実行時に既定のユーザー アカウン ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallShield では、 ログオン ダイアログを使わずに、 1 つまたは複数の Windows ユーザー アカウン ト をグループ と

し て作成する こ とができます。 このサポー ト には、 実行時に設定されるアカウン ト ご とに、 ユーザー アカウン ト 、

グループ、 およびパスワー ドの 3 つの Windows Installer プロパテ ィ が必要です。

ユーザー アカウン ト を作成するためのプロパテ ィ

実行にユーザー アカウン ト を作成するには、 次のプロパテ ィ を使用し ます :

• ISNetApiLogonUsername— このプロパテ ィ の値を、 イ ンス ト ール時に作成するユーザー アカウン ト に設定し ま

す。 次のいずれかのフ ォーマ ッ ト を使用し ます :
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• マシン名 \ ユーザー名 

• ド メ イン名 \ ユーザー名 

• ISNetApiLogonGroup— このプロパテ ィ の値を、 ユーザー アカウン ト が属するグループに設定し ます。

• ISNetApiLogonPassword— このプロパテ ィ の値を、 ユーザー アカウン ト に使用されるパスワー ド に設定し ま

す。

必須のプロパテ ィ と その値を構成するには、 [ プロパテ ィ ] ビ ューを使用し ます。 その手順は、 「Windows Installer 

ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパテ ィ の作成」 を参照し て く だ さい。

ユーザー アカウン ト を作成するためのガイ ド ラ イ ン

複数のユーザー アカウン ト を作成するには、 ISNetApiLogonUsername プロパテ ィ 値のそれぞれのエン ト リ を角

かっ こで囲んだチルダ ([~]) を使って区切り ます。 た と えば、 Domain1 とい う名前のド メ イ ンに User1 とい う名前

のユーザーを作成し、 Machine2 とい う名前のマシン上で User2 とい う名前のユーザーを作成する場合、 次の

フ ォーマ ッ ト を使用し ます :

Domain1\User1[~]Machine2\User2

ISNetApiLogonUsername プロパテ ィ で指定し たユーザー アカウン ト にはそれぞれ、 ISNetApiLogonGroup プロパ

テ ィ で対応するグループ と、 ISNetApiLogonPassword プロパテ ィ で対応するパスワー ドが指定されている必要があ

り ます。 これらの 3 つのプロパテ ィ で、 同数のエン ト リが指定されていなかった場合、 ラ ン タ イム エラーが発生

し ます。

以下は、 3 つの異なるユーザー アカウン ト を作成する と きのサンプル プロパテ ィ と それらの対応する値です :

この例では、 User1 は、 Users グループの一部で、 Domain1 ド メ イ ン用に Password1! とい うパスワー ドが設定され

ています。 User2 は、 Users グループの一部で、 Domain1 ド メ イ ン用に Password1! とい うパスワー ドが設定されて

います。 User3 は、 Administrators グループの一部で、 Domain2 ド メ イ ン用に Password1! とい うパスワー ドが設定

されています。

ISNetApiLogonUsername、 ISNetApiLogonGroup、 および ISNetApiLogonPassword プロパテ ィ は、 フ ォーマ ッ ト 済み

のプロパテ ィ です。 このため、 これらのプロパテ ィ の値には、 異なるプロパテ ィ 、 環境変数、 フ ァ イル パス、 ま

たはコ ンポーネン ト  デ ィ レ ク ト リ パスが指定可能です。 例 :

• [PROPERTYNAME]— 実行時に、 指定されたプロパテ ィ の値を解決し ます。

• [%EnvironmentVariable]— 実行時、 指定された環境変数の値に解決されます。

• [#FileKey]— 実行時に、 File テーブルで指定されたフ ァ イル キーがある フ ァ イルのフ ァ イルの完全パスに解決

されます。

• [$ComponentName]— 実行時に、 指定されたコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール場所に解決されます。

テーブル 3-9 • ユーザー アカウン ト とグループのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 プロパテ ィ 値

ISNetApiLogonUsername Domain1\User1[~]Domain1\User2[~]Domain2\User3

ISNetApiLogonGroup Users[~]Users[~]Administrators

ISNetApiLogonPassword Password1![~]Password1![~]Password1!
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ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ー
ルの違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

2 つの Windows Installer プロパテ ィ および現在のユーザーの権限によ って、 製品のシ ョ ー ト カ ッ ト やレジス ト リ エ

ン ト リ などの構成情報がターゲッ ト  マシン上で All Users プロ フ ァ イルまたは現在のユーザーのプロ フ ァ イルのど

ち らに格納されるべきかが決定されます。

• ALLUSERS によ って、 構成が格納される場所が判別されます。

• MSIINSTALLPERUSER は、 Windows Installer によ って、 パッ ケージが現在のユーザーに対し てのみイ ンス ト ー

ルされる こ と を示し ます。

MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は、 Windows Installer 5 および Windows 7、 または Windows Server 2008 R2 で

使用できます。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer と Windows は、 このプロパテ ィ を無視し ます。

プロパテ ィ  マネージャーを使って、 プロジ ェ ク ト に ALLUSERS と MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ を設定できま

す。 また、 つぎの方法を使ってこれらのプロパテ ィ を設定する こ と もできます。

• コマン ド ラ イ ンを使用する

• カス タム アクシ ョ ンを使用する

• CustomerInformation および ReadyToInstall ダイアログを使用する

ALLUSERS、 MSIINSTALLPERUSER、 および Windows 7 または Windows Server 2008 R2

ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定されていて、 MSIINSTALLPERUSER に 1 が設定されている場合、 Windows 

Installer は、 ユーザーご とにイ ンス ト ールを実行し ます。

マシンご とのイ ンス ト ール時、 Windows Installer は昇格された権限を必要と し、 フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが

マシンご との場所に配置し ます。 ユーザー アカウン ト 制御 (UAC) がターゲッ ト  システムで提供されている場合、

マシンご とのイ ンス ト ールでは、 通常、 ユーザーの権限レベルに応じ て、 同意または認証情報を求めるプロンプ

ト が表示されます。 ユーザーご とのイ ンス ト ールでは、 Windows Installer によ って認証情報を求めるプロンプ ト は

表示されず、 フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リはユーザーご との場所に配置し ます。

詳しい情報は、 MSDN Web サイ ト の 「Single Package Authoring」 を参照し て く だ さい。

Windows Vista 以降における ALLUSERS の効果

スク リ プ ト 内実行設定がシステム コ ンテキス ト で遅延実行になっている カス タム アクシ ョ ンは、 Windows で 

LocalSystem アカウン ト に与えられた権限を使ってアクシ ョ ンを実行する と きに使用されます。 これは、 Windows 

Installer がシステム コ ンテキス ト で実行されるためです。 システム コ ンテキス ト で遅延と し てマーク されていな

いアクシ ョ ンは、 ユーザーを偽装し て実行され、 イ ンス ト ールを起動するユーザーが所有する権限を持ちます。

ユーザーご とのイ ンス ト ール (ALLUSERS が設定されていないイ ンス ト ール ) が実行される と、 " システム コ ンテ

キス ト で遅延 " のアクシ ョ ンは、 通常の遅延または即時カス タム アク シ ョ ン と同じ コ ンテキス ト で ( ユーザーを

偽装し て ) 実行されます。 これによ り、 次のよ う な状況で、 カス タム アクシ ョ ンの実行時に問題が起きる可能性

があ り ます。
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• Windows Installer イ ンス ト ールを起動するユーザーが管理者ではないと き、 またはユーザーがイ ンス ト ールを 

Windows Vista 以降で実行し ていて、 ユーザーが管理者グループに属し、 ユーザーがデフ ォル ト で管理者権限

を持たないと き。

• カス タム アクシ ョ ンは、 マシンのマシンご との場所で リ ソース (Program Files フ ォルダーにある フ ァ イル、

HKEY_LOCAL_MACHINE のレジス ト リ キーまたは値 ) を変更し よ う と試みる と き。

これは、 Windows XP または Windows の初期のバージ ョ ンでは問題にはならない可能性があ り ますが、 デフ ォル ト

で Windows Vista 以降では、 ユーザーは完全管理者権限は与えられません。 し たがって、 ALLUSERS が設定されて

いない場合、 " システム コ ンテキス ト で遅延 " のアクシ ョ ンがユーザー偽装で実行される と、 カス タム アクシ ョ

ンは失敗する可能性があ り ます。

 この動作を防ぐには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] で ALLUSERS を 1 に指定し て、 常にマシンご とのイ ンス ト ー

ルを実行する こ と をお勧めし ます。 マシンご とのイ ンス ト ールは通常、 ユーザーご とのイ ンス ト ールよ り も管理

が簡単です。

ALLUSERS のデフ ォル ト 値

すべての基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で、 ALLUSERS プロパテ ィ は 1 に設定されています。 管理者

権限を使わないでユーザーご とにイ ンス ト ールできるよ う にイ ンス ト ールを構成する場合、 ALLUSERS プロパ

テ ィ の値を変更するか、 このプロパテ ィ をプロジ ェ ク ト から削除し たほうが良い場合があり ます。

ReadyToInstall ダイアログのデフ ォル ト のコ ン ト ロール

[ 一般情報 ] ビ ューの "[ ユーザーご と ] オプシ ョ ンの表示 " 設定を使って、 エン ド ユーザーが製品をすべての

ユーザー、 または現在のユーザーのみにイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供するかど うかを指定

し ます。 以下は、 "All Users オプシ ョ ンの表示 " 設定に選択できるオプシ ョ ンです :

• いいえ —InstallShield は関連プロパテ ィ を設定し ません。 実行時に、 ReadyToInstall はエン ド ユーザーが製品

を イ ンス ト ールする方法を指定できるボタ ンを表示し ません。 これがデフ ォル ト の値です。

• はい InstallShield は ISSupportPerUser プロパテ ィ を 1 に設定し ます。

実行時に以下の条件が True 評価される と、 ReadyToInstall にはユーザーご と またはマシンご とのボタ ンが表示さ

れます :

• ISSupportPerUser プロパテ ィ が 1 である。

• ターゲッ ト  システムに Windows 7 以降、 または Windows Server 2008 R2 以降が搭載されている。

• 製品がターゲッ ト  システムに既にイ ンス ト ールされていない。

ReadyToInstall ダイアログのボタ ンを使って、 エン ド ユーザーはプロジ ェ ク ト を イ ンス ト ールする方法を指定でき

ます。 昇格された権限が必要な場合、 [ すべてのユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。 エン ド 

ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパ

テ ィ が 1 に設定されます。 エン ド ユーザーが [ すべてのユーザー ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパ

テ ィ が 1 に設定され、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されません。

メ モ • [ 一般情報 ] ビ ューの "[ ユーザーご と ] オプシ ョ ンの表示 " 設定に [ いいえ ] を選択し ても、 エン ド ユー

ザーがイ ンス ト ールを実行する と きに、 コマン ド ラ イ ンから MSIINSTALLPERUSER を設定する こ と を阻止する こ

とはできません。 イ ンス ト ールがこれをサポー ト し ない場合、 起動条件を追加するか、 その他の実行時のチ ェ ッ

ク を行って、 これを回避する こ とができます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 783



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ターゲ ッ ト  システムの構成
CustomerInformation ダイアログのデフ ォル ト のコ ン ト ロール

デフ ォル ト で、 すべての基本の MSI プロジ ェ ク ト の CustomerInformation ダイアログは、 エン ド ユーザーが製品を

すべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーのみにイ ンス ト ールするかを指定できる ラジオ 

ボタ ン グループを表示し ないよ う になっています。 このダイアログについては、 これが推奨される実装です。

タ スク エン ド ユーザーが CustomerInformation ダイアログから ALLUSERS を設定できるよ う にする ラジオ ボタ ン グルー

プを表示するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] の下にある CustomerInformation ダイアログを展

開し て、 [ 動作 ] を ク リ ッ ク し ます。 CustomerInformation ダイアログのコ ン ト ロール リ ス ト が表示されます。

3. 右下のペイ ンの下部にある、 [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 右上のペイ ンに、 選択されたコ ン ト ロールの条

件が表示されます。

4. コ ン ト ロール リ ス ト から、 DlgRadioGroupText を選択し ます。 右側のペイ ンにコ ン ト ロールの条件が表示され

ます。

5. 右上のペイ ンで、 値が 1 で、 かつアクシ ョ ンが Hide になっている条件を含む行を右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を

ク リ ッ ク し ます。

6. RadioGroup コ ン ト ロールについて、 ステ ッ プ 4 と 5 を繰り返し ます。

管理者権限な しに InstallScript イ ンス ト ールを実行する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 管理者権限を持たないエン ド ユーザーでも実行可能な InstallScript イ ンス ト ールを作成する こ と

ができます。 レジス ト リ エン ト リ、 フ ォルダー、 [ ス ター ト  メ ニュー ] のアイテムの適切な場所は、 実行に動的

に判別されます。 InstallScript システム変数 ALLUSERS は、 このよ う なイ ンス ト ールのキーと な り ます。 つま り、

イ ンス ト ールが管理者権限を持たないエン ド ユーザーによ って実行された場合、 ALLUSERS は FALSE の値で初期

化され、 スク リ プ ト で新しい値を割り当てても効果はあ り ません。

次の事項に注意し て く だ さい。

• フ ァ イルの自己登録には管理者権限が必要です ( フ ァ イルの自己登録は、 " 自己登録 " 設定で [ はい ] が選択

されている コ ンポーネン ト に含まれています )。

• 通常 InstallScript オブジ ェ ク ト では、 フ ァ イルを管理者権限が必要な場所にフ ァ イルを イ ンス ト ールまたは登

録するため、 権利者権限が必要です。

• DIFx ド ラ イバーのイ ンス ト ールには、 管理者権限が必要です。

• One-Click Install イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ プレーヤーのイ ンス ト ールには、 管理者権限が必要です。

• Windows サービスのイ ンス ト ールには、 管理者権限が必要です。

• リ モー ト  レジス ト リ に接続する と き、 管理者権限が必要です。

• 管理者またはパワーユーザー以外のエン ド ユーザーが、 ALLUSERS が TRUE に設定された状態でイ ンス ト ー

ルされた InstallScript イ ンス ト ールを保持し よ う と試みた場合、 初期化中にエラー メ ッ セージが表示されま
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す。 エラー メ ッ セージでは、 製品は管理者権限を持つユーザーによ ってイ ンス ト ールされてお り、 製品の変

更およびアン イ ンス ト ールには同様の権限が必要である こ とが示されます。
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
イ ンス ト ール作成の重要な要素は、 それをエン ド ユーザーのニーズに合わせてカス タ マイズする こ と です。 ド

キュ メ ン ト の 「イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ」 セクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの機能を拡張するのに役立つ 

InstallShield の様々な機能について説明し ます。 た と えば、 Windows Installer が直接サポー ト し ていない機能を追加

する カス タム アクシ ョ ンを作成するのに役立ちます。 さ らに、 InstallScript ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターで書い

たスク リ プ ト を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを設定する こ とができます。 プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール動作を カ

ス タ マイズする方法についての詳細は、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て下さい。

InstallScript を使用する
InstallScript の強力で使いやすい機能を活用する こ とによ り、 イ ンス ト ールパッ ケージの機能を拡張できます。

InstallScript ビ ューでは、 スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンを使用し て InstallScript コー ド を作成できます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript を使用する場合は Setup.rul とい う フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に含まれていなければな り

ません。 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にはデフ ォル ト で Setup.rul フ ァ イルが含まれています。 基

本の MSI プロジ ェ ク ト 、 DIM、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使用

する場合は、 プロジ ェ ク ト に Setup.rul フ ァ イルを追加する必要があ り ます。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 イベン ト  ド リ ブン型 InstallScript を
使用する

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には、 イベン ト  ド リ ブン型スク リ プ ト が含まれています。 これらの

プロジ ェ ク ト  タ イプで InstallScript を使用する と、 多 く の関数がアン イ ンス ト ール用にログに記録されます。

カス タム アクシ ョ ンでの InstallScript の使用

基本の MSI、 DIM、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト

基本の MSI、 DIM、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 カス タム アクシ ョ ンを使って、 実行時に 

InstallScript を実行できます。 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 イベン ト ド リ ブン型スク リ プ ト はサポー ト され

ていません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 [ 実行 ] シーケンスで、 デフ ォル ト のイベン ト  ハン ド ラーがイ ンス ト ールの

ニーズに応じ て適切にスケジュールされていない場合に、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使って機能を拡張す

る こ とができます。

カス タム アク シ ョ ンの作成と使用

タ スク InstallScript カス タム アクシ ョ ンを作成し て、 イ ンス ト ールで実行するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 既存の Setup.rul がない場合、 InstallScript ビ ューでプロジ ェ ク ト に Setup.rul を追加し ます。

2. エン ト リ ポイ ン ト 関数を記述し ます。 エン ト リ ポイ ン ト 関数は、 InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト の [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスでは呼び出すこ とができないこ とに注意し て く ださい。
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3. スク リ プ ト を コ ンパイルし ます。

4. InstallScript 関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ン を作成し ます。

5. InstallScript カス タム アクシ ョ ンを、 シーケンス内に含める (InstallScript MSI、 基本の MSI、 およびマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) か、 コ ン ト ロール イベン ト と し て実行 ( 基本の MSI、 およびマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト の場合のみ ) する こ とによ り呼び出し ます。

6. 必要に応じ てデバッ グ し ます。

メ モ • 他のカス タム アクシ ョ ン と同様、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンによ ってシステムに加えた変更は、 パッ

ケージをアン イ ンス ト ールする と きに自動的に復元されません。 アン イ ンス ト ーラーは、 InstallScript カス タム ア

クシ ョ ンをログに記録し た り、 削除する こ とがないため、 カス タム アクシ ョ ンで加えたすべての変更をアン イ ン

ス ト ールするには、 アン イ ンス ト ール用のカス タム アクシ ョ ンを記述する必要があ り ます。

ISSetup.dll の概要
ISSetup.dll は、 すべての InstallScript スク リ プ ト  ラ ン タ イム エンジンを含む C++ MSI DLL です。 InstallScript MSI、

基本の MSI、 DIM、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 ISSetup.dll が InstallScript カス タム アクシ ョ ンを

実行し ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 ISSetup.dll を必ず Disk1 フ ォルダーに配置し ます。

別のイ ンス ト ールによ って ターゲッ ト  マシン上に最新版の InstallScript スク リ プ ト  ラ ン タ イム エンジン がある場

合でも、 イ ンス ト ールは常にビルド に使われたエンジン と同じバージ ョ ンの InstallScript スク リ プ ト  ラ ン タ イム 

エンジンを利用し ます。

重要 • 次の事項に注意し て く ださい。

• ISSetup.dll を使用する場合、 InstallScript MSI、 基本の MSI、 DIM、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト に追

加する こ とができる InstallScript カス タム アクシ ョ ンの数は 1,000 までです。 プロジ ェ ク ト に InstallScript カ

ス タム アクシ ョ ンを 1,000 以上含める と、 ビルド エラーが発生し ます。

• InstallScript プロジ ェ ク ト に使われる ISSetup.dll のバージ ョ ンは、 InstallScript MSI、 基本の MSI、 DIM、 および

マージ モジュール プロジ ェ ク ト で使われるバージ ョ ン とは異な り ます。 これらの 2 つのバージ ョ ンを置き換

える こ とはできません。

スク リ プ ト  フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し た場合、 InstallShield では 2 つのスク リ プ ト  フ ァ イルが作成され、 [ プロジ ェ

ク ト ] フ ォルダーの [ スク リ プ ト  フ ァ イル ] フ ォルダーに格納されます。

• Setup.rul はグローバル イベン ト  ハン ド ラーと例外ハン ド ラーのために作成されます。

• FeatureEvents.rul は機能イベン ト  ハン ド ラーのために作成されます。

元々これら ２  つのフ ァ イルは空白で、 InstallShield の InstallScript ビ ューから選択し ない限り、 InstallShield が定義

し たデフ ォル ト のイベン ト  ハン ド ラーはこれらのフ ァ イルには含まれません。 選択する と、 適切なスク リ プ ト  

フ ァ イルに挿入されて InstallScript ビ ューのスク リ プ ト  ペイ ンに表示されるので、 そこ で編集が可能です。
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FeatureEvents.rul でデフ ォル ト の機能のイベン ト  ハン ド ラーコー ド を変更し た場合、 Setup.rul に次のステー ト メ

ン ト を入れてイ ンス ト ールに変更を含める必要があ り ます。

#include "FeatureEvents.rul"

InstallScript フ ァ イルの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallScript を使用する場合は Setup.rul とい う フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に含まれていなければな り ません。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にはデフ ォル ト で Setup.rul フ ァ イルが含まれています。 基本の MSI 

プロジ ェ ク ト 、 DIM、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で InstallScript カス タム アクシ ョ ンを使用する場合

は、 プロジ ェ ク ト に Setup.rul フ ァ イルを追加する必要があ り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト に新規 InstallScript フ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト  フ ァ イル ] を選択し ま

す。

3. フ ァ イルに名前をつけます。

デフ ォル ト では、 新規スク リ プ ト  フ ァ イルに Setup.rull とい う名前が付けられます。 Setup.rul が既にある場合は、

新規フ ァ イルが Setupn (n は連続番号 ) とい う名前で追加されます。 フ ァ イル名を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] 

を ク リ ッ クする と、 フ ァ イル名を変更できます。

新しい スク リ プ ト  フ ァ イルは Link To ( リ ン ク先 ) フ ォルダーに配置されます。 プロジ ェ ク ト を移動し た場合、

InstallShield はパス変数の使用を試みます。 Link To 値を編集する こ とはできません。

追加のヘ ッ ダー フ ァ イル (.h files) やスク リ プ ト  フ ァ イルを含める こ と もできます。 上の手順を繰り返し て新規ス

ク リ プ ト  フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

InstallScript フ ァ イルを開 く

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

タ スク 編集するプロジ ェ ク ト 内のスク リ プ ト  フ ァ イルを開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 開 く フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入と イ ンポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallShield では、 複数のプロジ ェ ク ト で InstallScript フ ァ イル (.rul) および InstallScript ヘ ッ ダーフ ァ イル (.h) の再

利用が可能です。 InstallScript ビ ューで、 プロジ ェ ク ト にスク リ プ ト  フ ァ イルを挿入し た り イ ンポー ト し た りする

こ とができます。

• スク リ プ ト  フ ァ イルを挿入する と、 フ ァ イルの現在の保存場所へのリ ン クが作成されます。

• スク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト する と、 プロジ ェ ク ト のスク リ プ ト  フ ァ イルを格納し ている フ ォルダーに

そのフ ァ イルがコ ピーされます。 イ ンポー ト し たスク リ プ ト  フ ァ イルは、 システム上またはリポジ ト リ に保

存する こ とができます。

InstallShield は、 これらのスク リ プ ト  フ ァ イルの場所用に [ パス変数 ] ビ ューで定義されたすべてのパス変数タ イ

プをサポー ト し ます。 ただ し、 ソース コー ド管理 ソ フ ト ウ ェ アがパスを解決できるよ う、 対応する フ ォルダーの

構成がソース コー ド データベースに確実に存在し ている こ とが重要です。

スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入

タ スク スク リ プ ト  フ ァ イルを挿入するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入 ] を選択し ま

す。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 挿入する InstallScript フ ァ イル (.rul) または InstallScript ヘ ッ ダーフ ァ イル (.h) を選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。
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スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト

タ スク スク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] を選

択し ます。 [InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ リポジ ト リ アイテム ] ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト に追加する InstallScript フ ァ イル (.rul) または 

InstallScript ヘ ッ ダーフ ァ イル (.h) を ク リ ッ ク し ます。

• イ ンポー ト し たいスク リ プ ト  フ ァ イルがリポジ ト リ に格納されていない場合、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し

てフ ァ イルを選択し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

スク リ プ ト のコ ンパイル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

イ ンス ト ール中に InstallScript コー ド を呼び出すには、 事前にスク リ プ ト を コ ンパイルする必要があ り ます。

スク リ プ ト のコ ンパイル時に InstallShield が検索するのは、 Setup.rul とい う名前のフ ァ イルだけです。 異なる名前

のフ ァ イルを含める こ とは可能ですが、 そのフ ァ イルを Setup.rul に含めるか、 または #include プ リ プロセ ッサ ス

テー ト メ ン ト を使用し たイ ン クルー ド フ ァ イルに含める必要があ り ます。

タ スク スク リ プ ト を コ ンパイルするには、 以下のいずれかを行います。

• [ ビルド ] メ ニューで [ コ ンパイル ] を ク リ ッ ク し ます。

• ツールバー上の  [ コ ンパイル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• CTRL+F7 を押し ます。

コ ンパイルの前に、 InstallShield は、 スク リ プ ト  フ ァ イルに加えた変更をすべて保存し ます。 エラー メ ッ セージま

たは警告メ ッ セージなどのコ ンパイ ラの状態が、 出力ウ ィ ン ド ウに表示されます。 スク リ プ ト 中のエラーが見つ

かった行に移動するには、 コ ンパイ ラ メ ッ セージをダブルク リ ッ ク し ます。

変更を加えてからスク リ プ ト  フ ァ イルを コ ンパイルする場合、 リ リースをビルド し直す必要はあ り ません。

InstallShield では、 リ リースのビルド時には常にスク リ プ ト が自動的にコ ンパイルされます。
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スク リ プ ト が正常にコ ンパイルされた場合は、Setup.inx ( セ ッ ト ア ッ プ エンジンが実行するオブジ ェ ク ト  コー ド ) 

が作成され、 リ リースのビルド時に Windows Installer パッ ケージにス ト リーム入力されます。

スク リ プ ト の変更を確かめる前に、 以前実行し InstallScript カス タム アクシ ョ ンをテス ト し た リ リースをアン イ ン

ス ト ールし なければならない場合もあ り ます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス の [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブでコ ンパイ ラ オプシ ョ ンを設定する こ とができます。

スク リ プ ト のデバッ グ

InstallScript コー ド を順番に確認にし ながら、 コー ドの進行をチ ェ ッ クする場合は、 InstallShield デバッ ガーを使用

する と便利です。

スク リ プ ト のデバッ グを行う前に、 まずスク リ プ ト を コ ンパイルし て、 カス タム アクシ ョ ン と し て実行し ( 該当

する場合 )、 リ リースをビルド し てお く 必要があり ます。

タ スク InstallShield から直接スク リ プ ト をデバッ グするには、 以下のいずれかを実行し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ デバッ グ ] を ク リ ッ ク し ます。

• F5 を押す。

• ツールバー上の [ デバッ グ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield はイ ンス ト ールを実行し、 カス タム アクシ ョ ンの実行時に InstallScript デバッ ガーを開きます。

InstallScript デバッ ガの使用中に、 任意の場所で F1 を押すと InstallScript デバッ ガー ヘルプが表示されます。

テス ト  システムのデバッ グについては、 「任意のコ ンピ ューターでのイ ンス ト ールのデバッ グ」 を参照し て く だ さ

い。

プ リ プロセ ッサ ステー ト メ ン ト を使用し てスク リ プ ト をデバッ グする

スク リ プ ト の内部デバッ ガー作成には、 #define ステー ト メ ン ト と #ifdef  ステー ト メ ン ト を使用し ます。

タ スク プ リ プロセ ッサ ステー ト メ ン ト を使用し てスク リ プ ト をデバッ グすには、 以下の手順を実行し ます。

1. スク リ プ ト にデバッ グステー ト メ ン ト を挿入する と きは常に、 次の #ifdef 命令で始めます :

#ifdef DEBUG

2. その後に続 く 行で、 デバッ グ ステー ト メ ン ト を入力し ます。

3. デバッ グステー ト メ ン ト の後の別の行に、 次を入力し ます ：

#endif

4. デバッ グには、 次のコ ンパイ ラ設定を コ ンパイルし ます。

DDEBUG=1

これは、 #ifdef ステー ト メ ン ト を利用し たデバッ グセクシ ョ ンの例です :

#ifdef DEBUG

if nResult < 0 then

WriteLine (LogFileHandle, "PlaceBitmap が失敗しました ");
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endif;

#endif

InstallScript デバッ ガーを使用し て、 イ ンス ト ールの実行と同じ状態で、 プロジ ェ ク ト の実行を追跡し て、 変数を

検証する こ とができます。

InstallScript フ ァ イルの名前を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

タ スク InstallScript フ ァ イルの名前を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. フ ァ イルの新しい名前を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト には、 Setup.rul とい う名前のソースフ ァ イルが必要です。 このフ ァ イル

はイ ンス ト ール スク リ プ ト のメ イ ン コ ンパイル ユニ ッ ト です。 InstallScript プロジ ェ ク ト に、 この名前のスク リ

プ ト  フ ァ イルが含まれていない場合、 スク リ プ ト のコ ンパイル時、 またはリ リースをビルド し た時に、 エラー 

C8503 が発生し ます。

スク リ プ ト 中で文字列エン ト リ を使用する

文字列識別子を、 スク リ プ ト で文字列リ テ ラルを受け入れる任意の値の代わり使用できます。 カス タム アクシ ョ

ンが実行される時、 文字列識別子はイ ンス ト ールを実行中の言語に対応する文字列値で置換されます。

スク リ プ ト 中の文字列 ID の先頭には @ マーク を置 く 必要があ り ます。 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスを

使って、 プロジ ェ ク ト 内の文字列 エン ト リの一覧を参照できます。 こ こではまた、 選択し た文字列識別子をスク

リ プ ト に挿入する前に、 デフ ォル ト 言語の文字列エン ト リ を変更する こ と もできます。

たと えば、 プロジ ェ ク ト に MSG_ACTION_SUCCEEDED とい う文字列識別子が含まれている と き、 その値を次のよ

う に メ ッ セージ ボ ッ クスに表示する こ とができます :

szMsg = @MSG_ACTION_SUCCEEDED;

nType = INFORMATION;

MessageBox (szMsg, nType);
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プロジ ェ ク ト から InstallScript フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

イ ンス ト ールからスク リ プ ト  フ ァ イルを削除する際には、 フ ァ イルそのものではな く そのフ ァ イルへの参照をプ

ロジ ェ ク ト から削除し ます。 これによ り、 後でイ ンス ト ールにそのスク リ プ ト  フ ァ イルを挿入する こ とになった

場合、 スク リ プ ト を書き直す必要があ り ません。

ただし、 スク リ プ ト  フ ァ イルを別のフ ァ イル中に含める と、 コ ンパイルが可能な場合もあ り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト から InstallScript フ ァ イルを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

注意 • スク リ プ ト  フ ァ イルが上記手続きで削除された場合でも、 フ ァ イルの名前を、 プロジ ェ ク ト の場所に残っ

ているそのフ ァ イルと同じ名前に変更する こ とはできません。 た と えば、 プロジ ェ ク ト に Setup.rul とい う名前の

スク リ プ ト  フ ァ イルがある と し ます。 次に、 そのフ ァ イルを削除し て、 デフ ォル ト で Script1.rul とい う名前の新

しいスク リ プ ト  フ ァ イルを追加し ます。 このと き、 Script1.rul を Setup.rul とい う名前に変更する こ とはできませ

ん。 それによ って最初の Setup.rul が上書き されて し ま うからです。 これを回避するには、 元の Setup.rul をプロ

ジ ェ ク ト フ ォルダーの外へ移動し てから名前を変更するか、 Setup.rul を Windows のエクスプローラーで削除し て

く ださい。

スク リ プ ト  ラ イブラ リ ( .obl フ ァ イル ) を作成する

InstallScript のビル ト イ ン関数はラ イブ ラ リ フ ァ イル (.obl フ ァ イル ) で、 スク リ プ ト がコ ンパイル時に リ ン ク され

るよ う に定義されています。

タ スク 定義し た関数のラ イブラ リ フ ァ イルを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 関数の定義を含む 1 つまたは複数の .rul フ ァ イルを作成し ます。

2. コマン ド ラ イ ンで、 各 .rul フ ァ イルに対し て、 -c スイ ッ チで Compile.exe を実行し、 既存のラ イブ ラ リ フ ァ イ

ルと リ ン ク させずに .rul フ ァ イルを コ ンパイルし ます。 これによ り .obs フ ァ イルを作成し ます (-c スイ ッ チな

しのコ ンパイルで .inx フ ァ イルを作成する方法と異な り ます )。 た と えば、 次のコマン ド ラ イ ンは現在のフ ォ

ルダーに MyFunc.obs フ ァ イルを作成し ます。

Compile MyFunc.rul -c
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.obs フ ァ イルを別の名前や場所で作成するには、 -o スイ ッ チを使用し ます。

3. -l スイ ッ チを使用し て Compile.exe と 1 つまたは複数の .obs フ ァ イルをパラ メ ーターと し て実行し て、 ラ イブ

ラ リ フ ァ イルを作成し ます。 たと えば、 次のコマン ド ラ イ ンは現在のフ ォルダーに MyFunc.obl フ ァ イルを作

成し ます。

Compile MyFunc.obs -l

次のコマン ド ラ イ ンは現在のフ ォルダーに MyFunc1.obl フ ァ イルを作成し ます。

Compile MyFunc1.obs MyFunc2.obs -l

 .obs フ ァ イルを別の名前や場所で作成するには、 -o スイ ッ チを使用し ます。

ヒ ン ト • .obs フ ァ イルを多数保持し ている場合、 次の例のよ う にコマン ド フ ァ イルを使用し てコマン ド ラ イ ンを短

縮できます :

Compile @MyObsFiles.txt -l

コマン ド フ ァ イルをすばや く 作成するために、 MS-DOS コマン ド DIR をその /b ( ベアフ ォーマ ッ ト ) スイ ッ チ と共

に使って、 出力を フ ァ イルに リ ダイ レ ク ト する こ とができます。 例 :

DIR *.obs /b > MyObsFiles.txt

ラ イブラ リ フ ァ イルを使用し てイ ンス ト ール スク リ プ ト を コ ンパイルするには、 コマン ド ラ イ ン ( または 

InstallShield 内でコ ンパイルし ている場合は [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ ) でラ イブ

ラ リ フ ァ イルを指定し ます。

InstallScript フ ァ イル (.rul および .h) を リポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

別のプロジ ェ ク ト で再利用、 または他のユーザーと共有し たい既存 InstallScript フ ァ イル (.rul) または InstallScript 

ヘ ッ ダー フ ァ イル (.h) がある場合、 リポジ ト リ にそれをパブ リ ッ シュする こ とができます。

タ スク スク リ プ ト  フ ァ イルを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. [InstallScript] エクスプローラーでパブ リ ッ シュするスク リ プ ト  フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ パブ リ ッ

シュ ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドが開きます。

3. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。
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リポジ ト リから プロジ ェ ク ト へスク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト し た後、 現在のスク リ プ ト  フ ァ イルと既存のリ

ポジ ト リ スク リ プ ト  フ ァ イルとは関連性を持ちません。 スク リ プ ト  フ ァ イルを変更し て リ ポジ ト リへ再パブ

リ ッ シュ し ても、 プロジ ェ ク ト 内のイ ンポー ト 済みスク リ プ ト  フ ァ イルには影響し ません。 ただし、 リポジ ト リ

から プロジ ェ ク ト へスク リ プ ト  フ ァ イルを再イ ンポー ト する こ とができます。

InstallScript リ ス ト

リ ス ト は、 文字列や番号といった関連情報を格納するのに利用されます。 InstallScript リ ス ト は C 言語の単方向リ

ス ト と非常によ く 似ています。 InstallScript リ ス ト 関数は柔軟性に富み、 情報をそれらが格納されている順番とは

異なる順序で戻すこ とが可能であ り、 さ らにそれらにアクセス し て様々な方法で利用する こ とができます。

リ ス ト 関数

InstallShield ではリ ス ト を作成または操作するための関数がい く つか提供されています。 InstallScript リ ス ト 関数に

は 3 つのタ イプがあり ます :

• 文字列リ ス ト とのみ動作する -String で終わる関数

• 番号リ ス ト とのみ動作する -Item で終わる関数

• 文字列リ ス ト と番号リ ス ト のどち ら と も共に動作する関数

InstallShield はまた、 リ ス ト を作成または利用する従属的な リ ス ト 関連関数を提供し ます。

リ ス ト 構造

リ ス ト は、 文字列や番号のいずれかに関連する情報を格納するのに利用されます。 リ ス ト 内のすべての情報は同

じデータ型であ り、 要素の数は利用可能な メ モ リ容量によ ってのみ制限されます。

InstallScript リ ス ト は 2 つの部分で構成されます。 最初の部分はヘ ッ ド で、 InstallShield が内部で利用し ます。 リ ス

ト のヘ ッ ド にはリ ス ト について、 文字列または番号を含んでいるか否かといった一般情報が含まれています。

ヘ ッ ド にはまた リ ス ト の開始と終了へのポイ ン ターが含まれます。

リ ス ト の 2 番目の部分はリ ス ト 本体です。 リ ス ト 本体には実際の文字列や番号が含まれます。 システムのメ モ リ

が有効な限り、 リ ス ト には文字列や番号を含むこ とができます。

リ ス ト は文字列と番号を同時に含むこ とができない点に注意し て く だ さい。 リ ス ト は文字列のみ、 または番号の

みを含まな く てはな り ません。

リ ス ト を代表する変数は、 type LIST または type LONG と し て宣言できます。 リ ス ト はメ モ リ にのみ格納されま

す。 つま り、 イ ンス ト ールが完了し た と きに、 リ ス ト は破棄されます。 リ ス ト が関数のローカルであった場合、

関数が呼び出し コー ドへコ ン ト ロールを戻し た と きに リ ス ト は破棄されます。

リ ス ト の作成と破棄

リ ス ト 作成前に、 ビルド する リ ス ト が文字列リ ス ト と数値 ( 項目 ) リ ス ト のどち らかを決めます。 リ ス ト を作成す

るには、 ListCreate 関数を呼び出し ます。

// これは文字列リ ス ト 用のリス ト  ヘッ ド をビルド します。

listID1 = ListCreate (STRINGLIST);

または

// これは数値 ( 項目 ) リ ス ト 用のリス ト  ヘッ ド をビルド します。

listID2 = ListCreate (NUMBERLIST);
796 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
ListCreate は自動的に リ ス ト のヘ ッ ド をビルド し、 その ID 番号を戻し ます。 ID は、 リ ス ト で動作する後に続 く 関

数すべてに利用されます。 し たがって、 別のリ ス ト 関数を利用する前に常に ListCreate を使って リ ス ト を作成し

な く てはな り ません。 ListCreate からの戻り値を LIST タ イプまたは LONG タ イプの値で格納し な く てはな り ませ

ん。

この部分が数値リ ス ト と、 そのあと文字列リ ス ト を作成し ます。 また、 リ ス ト が正し く 作成されたこ と を確認す

るためにそれぞれをテス ト し ます。

// 文字列の空リス ト を作成します。

listID1 = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID1 = LIST_NULL) then

MessageBox (" 文字列リス ト を作成するこ とができませんでした ", SEVERE);

endif;

// 数値の空リス ト を作成します。

listID2 = ListCreate (NUMBERLIST);

if (listID2 = LIST_NULL) then

MessageBox (" 数値リス ト を作成するこ とができませんでした ", SEVERE);

endif;

リ ス ト を利用し終わった と き、 その他の用途のために メ モ リーを解除するため、 通常はリ ス ト を破棄し ます。

ListDestroy がリ ス ト と その内容を破棄し ます。 この例は listID が参照する リ ス ト を作成し、 リ ス ト へ文字列を追

加し て リ ス ト 全体を破棄し ます。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

ListAddString (listID, " これはリ ス ト の文字列です ", AFTER);

ListDestroy(listID);

ListDestroy を使って リ ス ト を破棄し なかったなかった場合、 イ ンス ト ールが完了し た と きに リ ス ト は破棄されま

す。 リ ス ト が関数のローカルであった場合、 関数が呼び出し コー ドへコ ン ト ロールを戻し た と きにリ ス ト は破棄

されます。

リ ス ト へ要素を追加する

InstallShield ではリ ス ト へ要素を追加するための関数がい く つか提供されています :

テーブル 3-1 • リ ス ト へ要素を追加する と きに使用する関数

関数 説明

ListAddItem 項目を リ ス ト に追加し ます。

ListAddString リ ス ト へ文字列を追加し ます。

ListReadFromFile テキス ト フ ァ イルを リ ス ト へ読み込みます。
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ListAddString および ListAddItem は、 単一の要素を指定された リ ス ト へ追加し ます。 リ ス ト 内での新規文字列の配

置場所にかかわらず、 それが現在の文字列と なる こ とに注意し て く だ さい。 BEFORE と AFTER オプシ ョ ンを使っ

て、 リ ス ト 内で現在の要素に関連し て新規要素を配置する場所を指定し ます。 新し く 作成された リ ス ト を使って

作業中の場合、 BEFORE または AFTER のいづれかを使用する と リ ス ト の最初の要素位置に文字列が配置されま

す。

リ ス ト への要素の追加と、 それがリ ス ト 順や現在の位置にある要素へ与える影響は、 例をみる と簡単に理解する

こ とができます。 以下の例では文字列リ ス ト と ListAddString を使用し ますが、 ListAddItem や数値リ ス ト を使用す

る場合にも同じ原理と手順が当てはま り ます。 次のシナ リ オを参考にし て く だ さい :

• 空白リ ス ト へ要素を追加する

• 現在の要素の前に要素を追加する

• 現在の要素の後に要素を追加する

• 現在の要素の前と後に要素を追加する

空白リ ス ト へ要素を追加する

リ ス ト へ追加し た最初の文字列はリ ス ト のヘ ッ ド部分の直後に配置されます。 この文字列 ( サンプル コー ドの 

String 1) がリ ス ト で現在の文字列にな り ます。 下に表示された文字列部分は、 その後に表示される リ ス ト の様な結

果と な り ます。

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 有効リス トのテス ト

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

else

// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

endif;

図 3-1: String 1 がリ ス ト へ追加されます。

現在の要素の前に要素を追加する

現在の文字列がリ ス ト の ト ッ プにある場合で、 新規文字列をその前に追加する と き、 新しい文字列がリ ス ト の

ト ッ プにな り ます。 その結果、 元々最初の要素位置にあった文字列は二番目の要素位置へと移り ます。 最初の要

素位置にある新規文字列が現在の文字列と な り ます :

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 有効リス トのテス ト

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

else
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// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 2";

ListAddString (listID, szString, BEFORE);

endif;

図 3-2: String 2 が String 1 の前へ追加されます。

現在の要素の後に要素を追加する

現在の文字列がリ ス ト の ト ッ プにある場合で、 現在の文字列の後に新規文字列を追加し た場合、 リ ス ト で 2 番目

の文字列と な り新しい現在の文字列と な り ます。 次の文字列と、 後に続 く 解説を参考にし て下さい :

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 有効リス トのテス ト

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

else

// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 2";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

endif;

図 3-3: String 2 が String 1 の後へ追加されます。

現在の要素の前後に要素を追加する

別の例と し て、 以下に示されたコー ド部分は新規リ ス ト を作成し String 1 を先頭位置に配置し ます。 そ し て String 

2 が String 1 の前に追加され、 String 2 は先頭位置に現在の文字列と し て残り ます。 次に、 String 3 が現在の文字列

の後に追加され、 以下に表示された結果と な り ます。

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 有効リス トのテス ト

if (listID = LIST_NULL) then
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MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

else

// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 2";

ListAddString (listID, szString, BEFORE);

szString = "String 3";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

endif;

図 3-4: String 1 が追加されます。 その後、 String 2 が String 1 の前へ追加されます。 最後に、 String 3 が String 2 の
後へ追加されます。

上の例では、 String 3 が現在の文字列の前に追加された場合、 下のよ う な結果と な り String 3 が現在の文字列と な

り ます。 コー ド部分は次の通り です。

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 有効リス トのテス ト

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

else

// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 2";

ListAddString (listID, szString, BEFORE);

szString = "String 3";

ListAddString (listID, szString, BEFORE);

endif;

図 3-5: String 1 が追加されます。 その後、 String 2 が String 1 の前へ追加されます。 最後に、 String 3 が String 2 の
前へ追加されます。
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リ ス ト 内にある既存の要素を変更する

ListSetCurrentString 関数を呼び出し て、 文字列リ ス ト 内にある要素の値を変更し ます。 現在の要素のみ変更が可

能で、 ア ッ プデー ト し たい文字列がリ ス ト 内で現在の文字列である こ と を確認し て下さい。

ListSetCurrentItem 関数を呼び出し て数値リ ス ト 内にある要素の値を変更し ます。 上記と同じ く 、 ア ッ プデー ト す

る項目はリ ス ト 内で現在の要素でな く てはな り ません。

下の例では、 ListSetCurrentItem を呼び出し て数値リ ス ト 内の現在の項目の値を変更する方法をデモンス ト レー

シ ョ ン し ます。 ListSetCurrentString 関数も同じ要領で処理を行いますが、 文字列リ ス ト と文字列変数を扱います。

// リス ト を作成し、 その結果を確認します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 項目 (1078 と 304) を リ ス ト に追加します。

nItem = 1078;

ListAddItem (listID, nItem, AFTER);

nItem = 304;

ListAddItem (listID, nItem, AFTER);

// 現在の項目は 2 番目の項目 (304) です。

// こ こで現在の項目を新しい値 (304) に設定します。

nItem = 305;

ListSetCurrentItem (listID, nItem);

ListDestroy(listID);

リ ス ト から要素を削除する

ListDeleteString 関数を呼び出し て、 リ ス ト から現在の文字列を削除し ます。 または ListDeleteItem 関数を呼び出し

て、 リ ス ト から現在の番号を削除し ます。 他に削除する要素がない場合、 これらの関数は END_OF_LIST 定数を戻

し ます。

ListDeleteString と ListDeleteItem は現在の要素を削除するため、 現在の要素を削除する要素へリ セ ッ ト し な く ては

な り ません。 削除のあと、 リ ス ト の次の要素が現在の要素と な り ます。 「リ ス ト のスキャ ン」 で説明されているい

ずれかの方法で要素を リ セ ッ ト し ます。

以下の例は ListDeleteString を含むい く つかのリ ス ト 関数を具体的に説明し ます。 ListDeleteItem 関数も同じ要領で

利用されますが、 異なる点はリ ス ト が数値リ ス ト であ り、 変数が数値変数である こ と です。

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID = LIST_NULL) then  // 有効リ ス ト のテス ト。

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

endif;

// リス トへ文字列を追加する。

szString = "String 1";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 2";

ListAddString (listID, szString, AFTER);

szString = "String 3";
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ListAddString (listID, szString, AFTER);

// 現在の文字列を削除します。

ListDeleteString (listID);

// リス ト にある現在の文字列を再設定します。

lResult = ListCurrentString (listID, svString);

// svString contains " 文字列 2."

リ ス ト の特定要素を検索する

リ ス ト を降順にスキャ ンする こ とができます。 リ ス ト 内の特定文字列あるいは番号要素を検索するには、

ListFindString 関数または ListFindItem 関数を呼び出し ます。 これら 2 つの関数は現在の要素から検索を開始し、

その位置から続けて検索を行います。

リ ス ト の最初から検索を開始するには、 ListFindString 関数または ListFindItem 関数を呼び出す前に 

ListGetFirstString 関数または ListGetFirstItem 関数を呼び出し ます。

ListFindString 関数または ListFindItem 関数が指定し た文字列または番号を検出し た と き、 それがリ ス ト の現在の要

素と な り ます。

下の部分スク リ プ ト では、 数値リ ス ト が作成され、 (nItem 内の ) 番号 1 が最初の要素と し て追加されます。 そし

て、 ListFindItem が番号 1 を リ ス ト 内で検索し、 検出し た場合はそれを削除し ます。 最後に、 リ ス ト が破棄されま

す。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

nItem = 1;

ListAddItem (listID, nItem, AFTER);

if (ListFindItem (listID, nItem) = 0) then

 ListDeleteItem (listID);

endif;

ListDestroy(listID);

メ モ • ListFindString 関数と ListFindItem 関数は、 現在の要素位置またはその後にある、 指定し た文字列または番号

の最初のイ ンス タ ンスのみを検索し ます。

リ ス ト の 1 番目と 2 番目の要素を取得する

ListGetFirstString 関数または ListGetFirstItem 関数を呼び出し て、 リ ス ト から最初の文字列要素、 または数値要素

を戻し ます。 読み出し た要素が、 リ ス ト の現在の要素にな り ます。

ListGetNextString 関数または ListGetNextItem 関数を呼び出し て リ ス ト の現在の要素の後に最初の文字列要素、 ま

たは数値要素を戻し ます。 読み出し た要素が、 リ ス ト の現在の要素にな り ます。

// 空白文字列リス ト を作成する。

listID = ListCreate (STRINGLIST);
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// 有効リス トのテス ト 。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス トは作成されません ", SEVERE);

endif;

// リス トへ文字列を追加する。

ListAddString (listID, "String 1", AFTER);

ListAddString (listID, "String 2", AFTER);

ListAddString (listID, "String 3", AFTER);

// リス ト をスキャン し、 文字列を メ ッセージボッ クスに表示します。

lResult = ListGetFirstString(listID, szDriveName);

while (lResult !=  END_OF_LIST)

MessageBox (szDriveName, INFORMATION);

lResult = ListGetNextString (listID, szDriveName);

endwhile;

リ ス ト へフ ァ イルを読み込む

フ ァ イル全体を文字列リ ス ト へ読み込むには、 ListReadFromFile 関数を呼び出し ます。 フ ァ イルの各行はリ ス ト の

要素と な り ます。 ListReadFromFile 関数を利用し て、 アイテムをひとつずつビルド する方法よ り も簡単に リ ス ト を

ロー ド する こ とができます。

リ ス ト のイ ンデ ッ ク スを設定する

InstallShield が提供する ListSetIndex 関数を利用する と、 イ ンデッ クス番号を使ってある要素を現在の要素にする

こ とができます。 リ ス ト の特定の要素がど こにあるかが分かっている場合、 ListSetIndex 関数を呼び出し てその要

素に直接アクセスする こ とが可能です。 特定の要素を現在の要素へ設定するために、 イ ンデッ クスを利用し て リ

ス ト をどち らかの方向へ ト ラバースする こ とができます。 リ ス ト のイ ンデッ クスは 0 ( ゼロ ) で始ま り ます。

ListSetIndex 関数は、 文字列リ ス ト でも数値リ ス ト でも使用できます。 イ ンデッ クスを付けた要素を現在の要素に

設定し た後で、 ListCurrentItem 関数または ListCurrentString 関数を呼び出し て、 イ ンデッ クスが付いた項目の値を

返し ます。

この例は ListSetIndex を使って リ ス ト を降順にスキャ ンする方法を説明し ます。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

GetGroupNameList (listID);

nCheck = ListSetIndex (listID, LISTFIRST);

while (nCheck != END_OF_LIST)

ListCurrentString (listID, svString);

 MessageBox (svString, INFORMATION);

 nCheck = ListSetIndex (listID, LISTNEXT);

 endwhile;

ListDestroy(listID);

ListCount 関数はリ ス ト 内の要素の数を報告し ます。 ListCount 関数は ListSetIndex と共に上位イ ンデッ クス値の設

定に利用する こ と もできますが、 主に一般情報の目的の為に利用されます。 た と えば、 ListCount を呼び出し て リ

ス ト の数々の要素を取得し、 その値を ListSetIndex と共に利用し て リ ス ト をスキャ ン こ とができます。 while ルー

プを利用する前述の例は、 リ ス ト の要素番号に基づいたループ用 InstallScript を使って下に説明されています。
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listID = ListCreate (STRINGLIST);

GetGroupNameList (listID);

// リス トの要素の数を取得します。

nItems = ListCount (listID);

// リス トの要素の数を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "", "i = %d", nItems);

// ゼロで始まるループを nItems 回行い、

// メ ッセージボッ クスに順番に各リス ト要素を表示します。

for i = 0 to (nItems - 1)

ListSetIndex (listID, i);

ListCurrentString (listID, svString);

MessageBox (svString, INFORMATION);

nCheck = ListSetIndex (listID, LISTNEXT);

endfor;

ListDestroy(listID);

リ ス ト のスキャ ン

InstallShield は増加順にまたは減少順に検討するためにこれらの関数を提供し ます ：

テーブル 3-2 • リ ス ト をスキャ ンする と きに使用する関数

関数 説明

ListCount 指定し た リ ス ト に含まれている文字列または数値要素の数を確

認し ます。

ListCurrentItem 現在の項目を リ ス ト に戻し ます。

ListCurrentString 現在の文字列を リ ス ト に戻し ます。

ListFindItem リ ス ト で数値要素を検出し ます。 要素が見つかった場合、 リ ス

ト の現在の要素にな り ます。

ListFindString リ ス ト で文字列要素を検出し ます。 要素が見つかった場合、 リ

ス ト の現在の要素にな り ます。

ListGetFirstItem 番号リ ス ト から 1 番目のアイテムを読み出し ます。

ListGetFirstString 文字列リ ス ト から 1 番目の文字列を読み出し ます。

ListGetNextItem 番号リ ス ト から現在のアイテムの後のアイテム取得し ます。

ListGetNextString 文字列リ ス ト から現在のアイテムの後のアイテムを取得し ます。

ListSetIndex リ ス ト の現在の要素を イ ンデッ クス と し ます。
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InstallShield は単一リ ン ク リ ス ト を利用し ます。 つま り イ ンデッ クスを設定またはリ ス ト 内の特定の要素を検索す

る関数を利用し ない限り、 一番目の要素から最後の要素への一定方向のみにリ ス ト を増加し てスキャ ンする こ と

ができます。

InstallShield では、 索引と、 リ ス ト の特定の要素を検索する こ とによ って、 非増分的に リ ス ト を検討する こ とがで

きます。 詳細については、 それぞれの関数の説明を参照し て く だ さい。

ほとんどのリ ス ト の ト ラバース と リ ス ト へのアクセス処理は、 現在のリ ス ト 要素と関連付けて実行されます。 さ

らに、 リ ス ト の ト ラバース と リ ス ト へのアクセスに利用されるほとんどの関数は、 現在の要素をそのアクシ ョ ン

の結果と し て確立し ます。 し たがって、 要素を リ ス ト の現在の要素とするのは、 独立し たアクシ ョ ンではな く 、

別のアクシ ョ ンの副産物といえます。

リ ス ト が空の場合に リ ス ト へ要素を追加する と、 現在の要素を確立する こ とにな り ます。 リ ス ト が空白でない場

合にひとつの要素を現在の要素にするには、 リ ス ト の検討またはリ ス ト 内の特定の要素の検索を行うのが最も有

効です。

ヒ ン ト • リ ス ト はしばしば while ループで処理され、 通常 END_OF_LIST を確認し ます。 無限ループはリ ス ト が無効

な場合に起こ り ます。 リ ス ト を while ループで処理する場合、 ListCreate 関数を利用し て リ ス ト を作成し たこ と、

そし て ListDestroy 関数を利用し て リ ス ト を破棄し ていないこ と を確認し て く ださい。

フ ァ イルへリ ス ト を書き込む

文字列リ ス ト の内容を フ ァ イルへ書き込むには、 ListWriteToFile 関数を呼び出し ます。 リ ス ト の各要素はフ ァ イル

の行と な り ます。

下のスク リ プ ト 例は、 Autoexec.bat フ ァ イルを listFile 文字列リ ス ト へ読み込み、その文字列リ ス ト を Autoexec.bak 

と名づけられたフ ァ イルへ書き込みます。

listFile   = ListCreate (STRINGLIST);

szPath     = "C:\\";

szFileOld  = "C:\\Autoexec.bat";

szFileNew  = "C:\\Autoexec.bak";

if (ListReadFromFile (listFile, szFileOld) < 0) then

 MessageBox ("ListReadFromFile が失敗しました。 .", SEVERE);

endif;

ListWriteToFile (listFile, szFileNew);

InstallScript フ ァ イルの保存

InstallShield の [ フ ァ イル ] メ ニューから [ 保存 ] を ク リ ッ クする と、 すべての開いているスク リ プ ト  フ ァ イルが

自動的に保存されます。

システムの復元

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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システムの復元は、 エン ド ユーザーがソ フ ト ウ ェ アイ ンス ト ール中に破損し た PC を回復できる Windows の機能

です。 システムの復元機能は、 エン ド ユーザーの PC の 重要なシステム変更を自動的に監視し、 記録し ます。 シ

ステムの復元は、 システムに危険を もたらす変更を簡単に取り消し た り、 システムが理想的に実行されていた と

きに戻すこ と を可能にする こ とによ り、 サポー ト コス ト を削減し、 カス タ マーの満足を向上させます。

InstallScript イ ンス ト ールではセ ッ ト ア ッ プはフ ァ イル転送が始まる前に 「復元ポイ ン ト 」 を設定し てシステムの

復元をサポー ト し ます。 エン ド ユーザーは [ システムの復元 ] を使用し て、 フ ァ イル転送前の状態にシステムを復

元できます。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プアク シ ョ ン ( たと えばレジス ト リ変更やフ ァ イル変更 ) でフ ァ イル転送前に起きる ものはシス

テムの復元でやり直し できません。

ご使用のイ ンス ト ールはデフ ォル ト でシステムの復元と互換性があり ます。 ( スク リ プ ト の OnBegin イベン ト  ハ

ン ド ラーに以下のコー ド を挿入する こ とによ り、 セ ッ ト ア ッ プをシステムの復元機能に対応し ないよ う にする こ

とができます。

Disable( PCRESTORE );

Wininit.ini とい う フ ァ イルがターゲッ ト  マシンの Windows フ ォルダーに存在する場合、 イ ンス ト ールは復元ポイ ン

ト を設定できません。 Wininit.ini を処理するには、 OnFirstUIBefore と OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数に

次のよ う なコー ド を挿入し ます。

/* Windows フ ォルダーで Wininit.ini を検索します。 場所は ...*/

if FindFile( WINDIR, "Wininit.ini", svResult )=0 then

bRebootForSystemRestore = TRUE;

/* ... サイズを取得します。 */

GetFileInfo( WINDIR ^ "Wininit.ini", FILE_SIZE, nvSize, svResult );

/* サイズがゼロバイ ト の場合 ...*/

if nvSize=0 then

/* ... Wininit.ini を削除します。 */

if DeleteFile( WINDIR ^ "Wininit.ini" )=0 then 

bRebootForSystemRestore = FALSE;

endif;

endif;

/* Wininit.ini がゼロ以外のサイズの場合、 または削除不可能な場合はエン ドユーザーに対して通知して再起動を可能にしま

す。 */

if bRebootForSystemRestore then

szQuestion = "[Windows システム回復 ] を利用して 、 コンピューターの変更を " +

" 元に戻すこ とができます。 [ システム回復 ] を利用して " +

" このインス ト ールを下に戻すよ うにできるよ うにしたい場合、 " +

" コンピューターを今すぐ再起動して く ださい。 \n\n" +

" コンピューターを今すぐ再起動しますか ?"

if AskYesNo( szQuestion, YES )=YES then

System( SYS_BOOTMACHINE );

endif;

endif;

endif;

プロパテ ィ の取得と設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• 基本の MSI
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• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Windows Installer プロパテ ィ には、 製品、 セ ッ ト ア ッ プ、 オペレーテ ィ ング システム、 ユーザーに関する有用な情

報が保持できます。 MsiGetProperty および MsiSetProperty を呼び出し て、 InstallScript カス タム アクシ ョ ン中でこ

れらのプロパテ ィ と直接対話する こ とができます。

メ モ • MsiGetProperty プロパテ ィ および MsiSetProperty プロパテ ィ は、 遅延 InstallScript カス タム アクシ ョ ンに使

用する こ とはできません。 これは、 アクテ ィ ブな .msi データベースへのアクセスが不可能であ り、 Windows 

Installer プロパテ ィ を認識し ないためです。 実行スク リ プ ト に書かれた情報のみにアクセスする こ とができます。

次の例では、 Windows Installer セ ッ ト ア ッ プパッ ケージからユーザー名を取得し て、 値を確認し、 ユーザーにそれ

を変更する機会を与え、 データベースに新しい値を書き込んでいます。

// ビルト イン関数のヘッダー フ ァ イルを含める

#include "isrt.h"

//MSI API 関数と定数のヘッダー フ ァ イルを含める

#include "iswi.h"

export prototype Func1(HWND);

function Func1(hMSI)

STRING svName;

NUMBER nvSize, nResponse;

begin

//MSI データベースからユーザーの名前を読み出す

nvSize = 256;

MsiGetProperty (hMSI, "USERNAME", svName, nvSize);

nResponse = AskYesNo (" 登録名は、 " + 

 svName + " です。 間違いないですか ?", YES);

if nResponse = NO then

AskText (" この製品の登録名を " +

 " 入力して く ださい。 ", svName, svName);

MsiSetProperty(hMSI, "USERNAME", svName);

endif;

end;

ビ ッ ト  フ ラグの使い方

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ビ ッ ト フ ラグは、 単一数値変数に格納されているひとつまたは複数 ( 最大 32) の Boolean 値です。

一般的に各ビ ッ ト  フ ラグには、 関連付けられた対応の定義済み定数があ り ます。 この定数はフ ラグ用のビ ッ ト が 

1 に設定されてお り、 その他のビ ッ ト は 0 です。 たと えば、 次の定数は、 0 ビ ッ ト 用のビ ッ ト  フ ラグを認識し ま

す。 つま り、 番号の一番右側にあるビ ッ ト です。

#define BITFLAG_EXAMPLE_1 0x00000001

その他のビ ッ ト  フ ラグは次の通り です :
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#define BITFLAG_EXAMPLE_2 0x00000002

#define BITFLAG_EXAMPLE_3 0x00000004

0x00000003 は有効なビ ッ ト  フ ラグでない点に注意し て く だ さい。 なぜなら この値は 1 に設定された番号にある 2 

つのビ ッ ト に対応するからです。

変数でビ ッ ト フ ラグを設定する

変数でビ ッ ト  フ ラグを設定するには、 OR 演算子 (|) を利用し ます。 たと えば、 数値変数 nFlags の 値 

BITFLAG_EXAMPLE_1 および BITFLAG_EXAMPLE_2 を割り当てる場合、 次のよ う なコー ド を使用し ます。

nFlags = nFlags | BITFLAG_TEST_1 | BITFLAG_TEST_2;

変数から ビ ッ ト  フ ラグを ク リ アする

変数から ビ ッ ト  フ ラグを ク リ アするには、 ビ ッ ト 単位の AND 演算子 (&) と ビ ッ ト 単位 NOT 演算子 (^) を組み合わ

せます。 たと えば、 BITFLAG_TEST_1 フ ラグを nFlags から削除するには、 次のよ う なコー ド を使用し ます。

nFlags = nFlags & ~BITFLAG_TEST_1;

ビ ッ ト フ ラグ用の変数をテス ト する

ビ ッ ト フ ラグ用の変数をテス ト するには、 ビ ッ ト 単位 AND 演算子 (&) を利用し て、 テス ト するビ ッ ト 以外のビ ッ

ト フ ラグ定数をすべてゼロにし ます。 た と えば、 nFlags が現在 BITFLAG_TEST_1 | BITFLAG_TEST_2 に設定されてい

る場合、 後に続 く 式は true 評価 ( つま り、 0 以外の結果 ) を行います。

nFlags & BITFLAG_TEST_1

& 演算子によ って、 一番右にあるバイ ト 以外はすべて 0 に設定されています。 定数 BITFLAG_TEST_1 と nFlags の両

方が 1 なので、 一番右のビ ッ ト は 1 と な り ます。

次の式は、 nFlags の 3 番目のビ ッ ト が 0、 そ し てその他のビ ッ ト が  演算子によ って 0 に設定されているので、

FALSE 評価し ます。

nFlags & BITFLAG_TEST_3

文字列比較

InstallShield が 2 つの文字列を比較する と き、 まず最初の文字列の最初の文字と 2 番目の文字列の最初の文字と を

比較し ます。 これらの文字が等しい場合、 InstallShield は各文字列の次の位置にある文字を比較し ます。 これらの

文字も等しい場合は、 その次の位置にある文字に移動し、 下の条件のひとつに合致するまでシーケンスを続けま

す :

• 2 つの文字列の対応する位置にある 2 つの文字が一致し ません。 この場合、 InstallShield はこれら 2 つの文字

の比較に基づいて解決し ます。 文字列 1 の文字が文字列 2 の対応する位置にある文字よ り も大きな値を持つ

と き、 文字列 1 が大き く な り ます。 それ以外の場合は文字列 2 が大き く な り ます。

• 対応する位置で異なる文字を検出せずに文字列 1 の終わり に到達し ま し た。 この場合、 文字列の長さは異な

り、 つま り等し く ないこ とにな り ます。

• 対応する位置で異なる文字を検出せずに両方の文字列の終わり に到達し ま し た。 この場合、 文字列の長さは

同じ で、 文字のすべてが一致し ます。 つま り、 文字列が等しいこ とにな り ます。

次の例を参考にし て下さい :

svString1 = "trusting";

svString2 = "TRUTHFUL";
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if svString1 = svString2 then

MessageBox(" 等しい ", INFORMATION);

else

MessageBox(" 等しい く ない ", INFORMATION);

endif;

文字列比較で大文字と小文字は区別されません。 大文字が対応する小文字と等しいため、 InstallShield は trusting 

の最初の 3 文字と TRUTHFUL の最初の 3 文字が同等である と判断し ます。 比較は各文字列の 4 番目の文字のテス

ト で終了し ます。 ASCII 文字テーブルで s は、 t よ り も下位にあるため、 svString1 と svString2 は等し く あり ませ

ん。 残りの文字は比較されず、 else ブラ ンチが実行されます。

メ モ • 各文字の値は、 その ASCII 値に基づきます。 特定の文字や記号の ASCII 値に関する情報については、 基本の

プログラ ミ ングマニュアルを参照し て く だ さい。

ヌル区切り文字列の使用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

「複数ヌル区切り文字列」 または 「複数ヌル文字で終わる文字列」 と も呼ばれる、 ヌル区切り文字列、 2 つのヌル

で終わる文字列 ( 例、 abc\0def\0ghi\0\0) を利用する と きは次の点に注意し て く だ さい。

• ヌル区切り文字列値へ設定される変数を宣言する際、 変数のサイズを明示し ます。 例 :

STRING szString[1024];

オー ト サイズは使用し ないで下さい。 イ ンス ト ールエンジンはオー ト サイズされた文字列はヌル文字を文字

列内に含まないものとみな し ます。

• ヌル区切り文字列の配列を作成し ないで下さい。 配列要素は常にオー ト サイズされな く てはならないため、

文字列配列は現在この種類の文字列をサポー ト し ません。

• ヌル区切り文字列の指定されたサイズは保存される文字数以上と、 さ らにヌル文字 2 つ分を含まな く てはな

り ません。

• 文字列は自動的にヌル文字に初期化されるため、 以前に最後から 2 番目の文字を ヌル以外に設定し ていない

限り、 これを ヌルと明示する必要はあ り ません ( 明示し たと こ ろで悪影響がもたら される訳ではあ り ません

)。

• ヌル区切り文字列の長さ を判断する最も有効な手段は、 CharReplace 関数を呼び出し てヌル文字を置換し てか

ら、 StrLengthChars 関数を呼び出し て結果文字列のサイズを判断する方法です。

• StrGetTokens 関数と StrPutTokens 関数は、 ヌル区切り文字列を使った作業に便利です。

• 前述の関数以外、 ほとんどの InstallScript 関数は複数ヌル区切り文字列と共に利用する こ とはできません。 ビ

ル ト イ ン関数と共に複数のヌル区切り文字列を利用する場合、 まず CharReplace 関数を利用し て、 たと えば、

アンダースコ ア (_) のよ う な別の文字を使ってヌル文字を置換し ます。
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相対パス

相対パスは、 現在のド ラ イブ上の現在のフ ォルダーを起点にし て、 フ ァ イル検索に必要な情報をすべて含みます (

例、 Support\Validation)。 フ ォルダーは、 現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合のみ、 相対パスで検索する こ とがで

きます。

長いフ ァ イル名

32 ビ ッ ト  Windows オペレーテ ィ ング システムは、 長いフ ァ イル名をサポー ト し ます。 長いフ ァ イル名を使う と、

エン ド ユーザーはデ ィ レ ク ト リやフ ァ イルによ り分かりやすい意味のある名前をつける こ とができます。 用語 "

長いフ ァ イル名 " は、 長いフ ァ イル名と長いパスの両方を意味し ます。

InstallShield が提供する長いフ ァ イル名関数は、 長いフ ァ イル名を認識し ない 16-bit アプ リ ケーシ ョ ンや 32-bit ア

プ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールを可能にし ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの要件を判断するのは開発者の判断に委ねら

れています。 InstallShield は、 あらゆる種類のアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに役立つツールを装備し ています。

長いフ ァ イル名と 16 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン

長いフ ァ イル名を利用し て  16 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを起動する こ とができますが、 長いフ ァ イル名を  16 

ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンへ引数と し て渡すこ とはできません。 16 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンが適切に機能するに

は、 長いフ ァ イル名の短いフ ァ イル名バージ ョ ンが必要です。

イ ンス ト ールがフ ァ イル名を 16-bit アプ リ ケーシ ョ ンへ渡す場合、 アプ リ ケーシ ョ ンへの有効な短いフ ァ イル名

を用意し な く てはな り ません。 長いフ ァ イル名では動作し ません。

たと えば .ini フ ァ イルや 16-bit アプ リ ケーシ ョ ンが利用する フ ァ イルへイ ンス ト ールがフ ァ イル名を書き込む場

合、 16-bit アプ リ ケーシ ョ ンが利用する短いフ ァ イル名を書き込まな く てはな り ません。

長いフ ァ イル名と二重引用符

32 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムで、 コマン ド ラ イ ンに 1 つ以上の空白文字を含む長いフ ァ イル名を渡し た

場合 ( 例 :  DOS シ ェル内や、 アイ コ ンの " コマン ド ラ イ ン " 設定内 )、 長いフ ァ イル名を二重引用符で囲まな く て

はな り ません。 これは、 コマン ド ラ イ ンが空白文字を他の式から コマン ド を区別する区切り文字と し て認識する

ために必要と な り ます。 二重引用符は長いフ ァ イル名を文字列リ テラルへ変換し て、 コ マン ド ラ イ ンがそれを単

独の引数と し て受け取る事を可能にし ます。

32 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムで、 1 つまたは複数の空白文字を含む長いフ ァ イル名を渡す場合、 それを二

重引用符で囲まな く てはな り ません。 しかし ながら、 Windows NT によるアイ コ ン フ ァ イルへのアクセス形態のた

め、 二重引用符で囲んだ長いフ ァ イル名がアイ コ ンの " コ マン ド ラ イ ン " 設定で利用されている場合、 アプ リ

ケーシ ョ ンのアイ コ ンの代わり にデフ ォル ト の Windows アイ コ ンが表示される場合もあ り ます。

製品のアイ コ ンを表示するには、 プログラム フ ォルダーへアイ コ ンを追加する と きに、 

関数 AddFolderIcon のパラ メ ーター szIconPath でアイ コ ンのパスを指定する こ とができます。

InstallShield で短いフ ァ イル名へ変換する前に、 長いフ ァ イル名から二重引用符を削除し な く てはな り ません。

LongPathToQuote 関数と LongPathToShortPath 関数を参照し て く ださい。
810 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
長いフ ァ イル名の形式

長いフ ァ イル名は従来の 8.3 (8 文字と 3 桁拡張子 ) の短いフ ァ イル名制限よ り も長い名前を持ちます。 長いフ ァ イ

ル名では短いフ ァ イル名で利用される文字すべてを利用する こ とができます。 さ らに、 長いフ ァ イル名にはプ ラ

ス記号 (+)、 コ ンマ (,)、 セ ミ コ ロン (;)、 等号 (=)、 左右角括弧 ([ ])、 そ し て空白を含むこ とができます。

先頭と行末の空白は無視されます。 完全修飾の ( 最後のヌル文字を含む ) 長いフ ァ イル名は、 NTFS フ ァ イルシス

テム上では 256 文字まで、 そ し て VFAT フ ァ イルシステム上では 260 文字まで含むこ とができます。

デフ ォル ト では、 オペレーテ ィ ング システムが長いフ ァ イル名それぞれに短いフ ァ イル名を作成し ます。 短い

フ ァ イル名は長いフ ァ イル名の最初の 6 文字と、 チルダ (~)、 そ し て数字で構成されます。

コ ンパイ ラで定数を定義する

InstallScript 定数をスク リ プ ト 内ではな く 、 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブで定義する

こ とができます。

このタ ブで定数を定義する際、 次のよ う な制限が適用し ます :

• 数値定数のみを定義できます。

• スク リ プ ト 内で #define ステー ト メ ン ト を使って定義し た定数を定義する と、 エラーが発生し ます。

• スク リ プ ト 内で変数と し て定義し た定数を定義する と、 定数の値が実行時に失われます。

スク リ プ ト で Windows 定数を使用する

一部の Windows 定数は、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include フ ォルダーにある ISRTWindows.h 

フ ァ イルで既に定義されています。 このフ ァ イルは、 スク リ プ ト に Ifx.h を含める と、 自動的にイ ンス ト ールに含

まれます。 ISRTWindows.h に定義されている定数を再定義する必要はあり ません。 再定義する と、 コ ンパイ ラ警告

が発生し ます。 どの定数が定義済みかを判別するには、 ISRTWindows.h フ ァ イルを参照し ます。

ISRTWindows.h に定義されていない定数を使用する場合は、 イ ンス ト ールスク リ プ ト の宣言ブロ ッ クに必ずそれら

を定義し なければな り ません (#define を使用 )。 通常 C++ プログラムの一部である Windows.h フ ァ イルを、 単純挿

入する こ とはできません。 未定義定数に割り当てる必要がある値は、 通常は、 該当する Windows SDK や開発ツー

ル付属のイ ン クルー ド フ ァ イルに含まれています。 (Microsoft Visual C++ の場合、 ほとんどの定数は InstallShield 

Program Files フ ォルダー \Script\Resource フ ォルダーにある Winuser.h フ ァ イルに含まれています。 )

長い文字列リ テ ラルのコーデ ィ ング

スク リ プ ト で長い文字列リ テ ラルを読み易 く するため、 文字列を 2、 3 行に分割し て順に並べ、 連結させます。

InstallScript では、 連結にはプ ラス記号 (+) が使われます。 次の例では、 長い文字列リ テ ラルを前述の方法でい く

つかのコー ド ラ イ ンに分割する方法を示し ます :

szMonths = "1 月、 2 月、 3 月、 4 月、 " +

 "5 月、 6 月、 7 月、 8 月、 9 月、 " +

 "10 月、 11 月、 12 月 ";

絶対パス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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指定された ド ラ イブのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を起点にし てフ ァ イル検索をするのに必要な情報をすべて含む絶対パ

ス。 たと えば、 C:\Program Files\InstallShield\2016 は、 C ド ラ イブにイ ンス ト ールされた と きの InstallShield フ ォ

ルダーへの絶対パスです。

関数のビルド
一般的に、 関数はフ ァ イルの最初で、 また本文はフ ァ イルの最後で宣言されます。 関数プロ ト タ イプを宣言し た

後で、 関数ブロ ッ クで関数そのものを定義する必要があ り ます。 各関数ブロ ッ クには 1 つの関数だけが含まれて

います。

タ スク 関数をビルド するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 関数本体をキーワー ド function で始めます。

2. 関数プロ ト タ イプに利用されている戻り値データ タ イプを入力する、 または関数プロ ト タ イプが void の戻り

タ イプを指定する場合、 void を入力し ます ( これは関数が値を戻さ ないこ と を示し ます。 )。 関数プロ ト タ イ

プが戻り値の型を指定し ない場合、 空白のままにし ます。

3. 関数名を入力し ます。

4. 関数名の右にかっ この中で使用する引数名を入力し ます。 引数は宣言ブロ ッ クに宣言するパラ メ ーターの

データ タ イプに対応し ている必要があ り ます。

メ モ • InstallScript 関数では割り当てステー ト メ ン ト をパラ メ－タ と し て渡すこ とができません。さ らに && や 

|| 演算子を関数への引数の中で使用する こ とはできません。

ステ ッ プ 1 と 2 は関数ヘ ッ ダー を作成し ます。 関数ヘ ッ ダーは InstallScript ではセ ミ コ ロンで終わり ません。

5. 関数で使用するローカル変数を指定し ます。 次に begin とい う キーワー ド を区切り記号を入れずに入力し ま

す。

6. begin の行の次に、 特定のタ スクの実行に必要なステー ト メ ン ト を追加し ます。

関数から特定の値を返す場合は特に、 return ステー ト メ ン ト を使用する こ と もできます。 関数から値を戻す

方法については次を参照し て下さい。

7. 関数はキーワー ド end で終了し ます。

サンプル関数ブロ ッ ク を以下に示し ます。

function GetPathParts(szFullPath, svDrv, svPath, svName)

LONG lResult;

begin

lResult = ParsePath(svDrv, szFullPath, DISK);

if (lResult = 0) then

lResult = ParsePath(svPath, szFullPath, DIRECTORY);

endif;

if (lResult = 0) then

lResult = ParsePath(svName, szFullPath, FILENAME);

endif;

return lResult;
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end;

メ モ • ユーザー定義関数は return ステー ト メ ン ト で値を戻すこ とが可能です。 その他のデータ型は BYREF 演算子

を使って宣言し たパラ メ ーターで戻すこ とが可能です。

関数の呼び出し

すべての関数 ( ユーザー定義関数、 ビル ト イ ン関数、 Sd 関数、 外部関数 ) は、 同じ方法で呼び出されます。 関数

名を入力し、 その次に関数に渡すパラ メ ーターを入力し ます。 例 :

MyFunction (MyAge, MyHeight, MyWeight);

メ モ • InstallScript 関数では割り当てステー ト メ ン ト をパラ メ－タ と し て渡すこ とができません。 さ らに && や || 演

算子を関数への引数の中で使用する こ とはできません。

リ フ ァ レンスによ って関数に渡されるオー ト サイズ文字列変数は呼び出された関数の中では自動サイズ調整され

ません。 関数が現在のパラ メ ーターのサイズよ り大きい長さの値を割り当てよ う とする と、 ラ ン タ イム エラー エ

ラー 401 が発生し ます。 このエラーを回避するためには、 リ フ ァ レンスが関数に値を渡すと きの特定の文字列サ

イズを宣言し ます。

DLL フ ァ イル関数の呼び出し

InstallScript イ ンス ト ール スク リ プ ト から DLL フ ァ イル関数を呼び出す際に、 注意する 3 つの規則があ り ます。

• DLL フ ァ イル名の長さは、 最大 33 文字で、 関数名は 63 文字です。

• .dll フ ァ イルを呼び出す際、 イ ンス ト ールは幅が 4 バイ ト を超える合成パラ メ ーターを処理する こ とができま

せん。 ただし、 パラ メ ーターを合成構造を指すポイ ン ターにする こ とは可能です。

• ア ド レスがポイ ン ター変数に保存されている文字列変数を、 ポイ ン ターを DLL フ ァ イル関数に渡し て変更す

る こ とはできません。 DLL フ ァ イル関数で文字列変数値を変更できるよ う にするには、 BYREF 演算子を指定

し て引数のデータ型を宣言し てから、 変数そのものを引数と し て関数に渡し ます。

タ スク スク リ プ ト から DLL フ ァ イル関数をスク リ プ ト から呼び出すには、 以下の手順に従います :

1. DLL フ ァ イルをサポー ト  フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト に追加し ていない場合、 まずこれを行います。 詳細に

ついては、 「サポー ト  フ ァ イルを追加する」 を参照し て く ださい。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 DLL 関数を呼び出す InstallScript フ ァ イル (.rul) を ク リ ッ ク し ます。

3. スク リ プ ト の先頭で、 次の構文を使用し て関数のプロ ト タ イプを宣言し ます。

prototype [CallingConvention] [ReturnType] DLLName.FunctionName( ParamType1, ParamType2, ...);

例 :

prototype BOOL MyDLL.MyFunction( INT, INT, INT );

呼び出し規則は cdecl または stdcall に指定できます。 呼び出し規則を特に指定し なかった場合、 InstallShield 

は stdcall を使用し ます。
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DLL フ ァ イル名は大文字と小文字を区別する こ とに注意し て く だ さい。 た と えば、 スク リ プ ト  コ ンパイ ラは 

MyDLL.MyFunction および mydll.MyFunction を異なる関数と し て処理し ます。 User32.dll、 Gdi32.dll、 または 

Kernel32.dll から関数のプロ ト タ イプを宣言する際、 USER、 GDI、 または KERNEL のキーワー ド を DLL 関数名

の代わり に使用できます。

戻り値には、 LIST 以外のすべての 　 InstallScript データ 　 タ イプを指定できます。 ワイ ド文字の文字列引数ま

たは Unicode 文字列引数が予想される DLL フ ァ イル関数呼び出し を宣言する と き、 wstring データ タ イプを利

用し て く ださい。 戻り値の型を指定し なかった場合、 イ ンス ト ールは DLL フ ァ イル関数が 4 バイ ト 値を返す

ものと想定し ます。

4. UseDLL 関数を呼び出し て DLL フ ァ イルをロー ド し ます。 例 :

UseDLL(SUPPORTDIR ^ "MyDLL.dll");

メ モ • _isuser.dll や _isres.dll、 または User32.dll、 Gdi32.dll、 および Kernel32.dll などの Windows API DLL フ ァ イル

をロー ド する必要はあ り ません。 これらの DLL フ ァ イルのロー ド またはアンロー ドのために、 UseDLL およ

び UnUseDLL を呼び出さ ないで下さい。

5. 他の関数と同様に、 関数を呼び出し ます。 例 :

bResult = MyDLL.MyFunction( nInt1, nInt2, nInt3 );

上記の例のよ う に、 関数呼び出しに DLL フ ァ イル名を含める こ と をお勧めし ます。 スク リ プ ト が別の DLL か

ら同じ名前の関数を宣言し た場合、 DLL 名を含まずに関数を呼び出し た時にコ ンパイル エラーの原因と な り

ます。

呼び出された関数を DLL フ ァ イルで検出できなかった場合、 イ ンス ト ールは例外を発生し ます。 これは 

try...catch...endcatch block を使って処理する こ とができます。

6. DLL へのスク リ プ ト の呼び出しがすべて完了する と、 UnUseDLL を呼び出し て DLL をアンロー ド し ます。 例 :

UnUseDLL( SUPPORTDIR ^ "MyDLL.dll" );

メ モ • IS_NULLSTR_PTR 変数を使って、 ヌル ポイ ン ターを InstallScript 文字列と し てプロ ト タ イプ されているパラ

メ ーターを通し て 外部 DLL 関数または Windows API に渡すこ とができます。 詳細については、

「IS_NULLSTR_PTR」 を参照し て く だ さい。

DLL フ ァ イル関数に配列を渡す

InstallScript 配列は、 内部的にはネイテ ィ ブ C または C++ 配列ではな く  OLE オー ト メ ーシ ョ ン SafeArray と し て

フ ォーマ ッ ト されます。 InstallScript 配列を C/C++ 配列が必要な DLL 関数に渡すためには、 GetCArrayFromISArray 

を呼び出すこ とによ って配列データ を要求フ ォーマ ッ ト に配置し なければな り ません。

関数の宣言

ユーザー定義関数を作成する最初のステ ッ プは、 関数を宣言する こ と です。 キーワー ド prototype は、 その行に関

数定義がある こ と を InstallShield のスク リ プ ト コ ンパイ ラに通知し ます。
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タ スク 関数を宣言するには、 以下の手順を実行し ます。

1. キーワー ド prototype を入力し ます。

2. 関数の戻り値タ イプを入力し ます。 ( この手順はオプシ ョ ンです。 戻り値タ イプを入力し なかった場合、 関数

が NUMBER 値を戻す、 あるいは値を戻さ ないものと判断し ます。 ) 関数が値を戻さ ないよ う にするには、 void 

を入力し ます。

3. 同じ行で、 関数名を入力し ます。

4. 関数名の後、 かっ こ内にパラ メ ーターのデータ タ イプを コ ンマで区切って入力し ます。

5. パラ メ ーターがない場合は、 関数名の右側に空の括弧を挿入し ます。

6. セ ミ コ ロン (;) で行を終了し ます。

次の例で、 FunctionName は、 3 つのパラ メ ーターを含む関数です。 FunctionName を呼び出す際に渡される引数は、

順に INT、 STRING、 SHORT です。 CopyBitmapExample にはパラ メ ーターがあ り ません。 FileTransfer には 5 つのパ

ラ メ ーター (3 つの LONG 変数と 2 つの STRING 変数 ) があり、 NUMBER 値を戻し ます。

prototype FunctionName (INT, STRING, SHORT);

prototype CopyBitmapExample( );

prototype NUMBER FileTransfer (LONG, LONG, LONG, STRING, STRING);

DLL 関数を宣言する際、 DLL フ ァ イル関数の名前に <DLL フ ァ イル名 >.< 関数名 > とい う形式を使用し ます。 例 :

prototype MyDLL.MyFunction (INT, INT);

上記の宣言は、 プログラムが 2 つの INT パラ メ ーターを使用し て Mydll.dll とい う フ ァ イルにある MyFunction とい

う関数を呼び出すよ う、 InstallScript コ ンパイ ラに通知し ます。

オプシ ョ ン と し て、 DLL フ ァ イル関数を宣言する と き、 呼び出し規則の cdecl または  stdcall を宣言する こ と もで

きます。 例 :

prototype cdecl MyDLL.MyFunction(INT, INT);

呼び出し規則を明示的に宣言し なかった場合、 InstallShield は stdcall を使用し ます。 呼び出し規則と リ戻り値の型

の両方を宣言する場合、 戻り値の型の前に呼び出し規則を配置し ます。

メ モ • Windows API 関数のほとんどは stdcall 呼び出し規則を利用し ますが、 C または C++ 開発環境の中には、 C ま

たは C++ 関数を __stdcall 修飾子と共にプロ ト タ イプ化し ない限り、 cdecl 呼び出し規則を使って DLL フ ァ イル関

数をビルド し ます。 さ らに詳しい情報は、 コ ンパイ ラについての資料をご覧下さい。

多 く の Windows API 関数はヘ ッ ダーフ ァ イル ISRTWindows.h で宣言され、 Ifx.h スク リ プ ト に含んだ と きに自動的に

含まれます。 ([ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ

クス内にプ リ プロセ ッサ定数 ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を配置する こ と で Windows API が自動的に定義されないよ

う にする こ とが可能です。 )
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関数から値を戻す

InstallScript に組み込まれた関数と同様に、 ユーザー定義関数も呼び出し側に値を戻すよ う設計する こ とができま

す。 関数から値を戻すには、 関数の end ステー ト メ ン ト の前に return ステー ト メ ン ト と それに続 く 値を挿入し ま

す。 return ステー ト メ ン ト を含まない場合、 またはキーワー ド return の後に値を指定し ない場合、 関数によ って

戻される値は予測できません。 ( 関数プロ ト タ イプが void 戻り値タ イプを指定する場合、 関数は値を戻すこ とがで

きません。 )

多 く のプログラマは、 return ステー ト メ ン ト を使用し て、 関数呼び出しが成功し たか失敗し たかを示すエラー

コー ド を戻し ます。 InstallScript のビル ト イ ン関数の多 く は、 この目的のためだけに return ステー ト メ ン ト を使用

し ます。 また、 return ステー ト メ ン ト は、 関数に渡されたパラ メ ーターに行われる処理の結果を戻す関数を作成

するためにも使用されます。 以下に例と し て、 長方形の面積を戻す場合を示し ます。

function RectangleArea (nLength, nWidth)

INT nVal;

begin

nVal = (nLength * nWidth);

return nVal;

end;

キーワー ド return の後には、 定数、 変数、 数値、 文字列式、 または関数呼び出し を使用できます。 以下の例では、

RectangleArea を変更し、 代入ステー ト メ ン ト を省いてキーワー ド return の後に算術式を使用し ています。

function RectangleArea (nLength, nWidth)

begin

return (nLength * nWidth);

end;

関数から戻された値は、 呼び出し側のプログラムや関数で無視する こ と もできますが、 条件式でテス ト し た り変

数に代入する こ と もできます。 以下の例では、 RectangleArea からの戻り値を変数 nArea に割り当てます。

nArea = RectangleArea (nLong, nWide);

次の例では、 RectangleArea の結果が条件式でテス ト されます。

if (RectangleArea(nLong, nWide) > nMaxArea) then

MessageBox(" 範囲が制限を越えています。 ", INFORMATION);

endif;

複数の値、 または数値以外の値を戻すには、 BYREF 演算子を使用し て、 参照から渡されるパラ メ ーターを定義し

ます。

サポー ト されていない関数

InstallShield Professional および InstallShield-Windows Installer Edition で利用可能な関数の一部は、 InstallShield では

サポー ト されていません。

コ ンポーネン ト 関数

InstallShield では、 機能はエン ド ユーザーの視点から見たプロジ ェ ク ト で最も上位にあたる構成区分です。 このた

め、 従来のコ ンポーネン ト 関数は、 機能関数と な り ます。 た と えば、 ComponentDialog は現在、 FeatureDialog に

なっています。 では、 従来のコ ンポーネン ト 関数のほぼすべてを機能関数と し て使用できます。
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プロジ ェ ク ト • 機能関数が使用できるのは、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のみです。 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト については、 イ ンス ト ールに機能関数を使用する場合、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  タ イプに

プロジ ェ ク ト を変換する必要があ り ます。

PreShowComponentDlg および PostShowComponentDlg

InstallShield - Windows Installer Edition 2.x の場合、 コ ンポーネン ト 関連の関数 ( 現行の機能関連の関数 ) を使用する

には、 PreShowComponentDlg および PostShowComponentDlg 関数を呼び出す必要があり ま し た。 InstallShield の場

合、 機能関連の関数が使用できるのは、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のみです。 基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト については、 スク リ プ ト で機能関数を使用する場合、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にプロジ ェ ク ト を

変換する必要があ り ます。

機能関数は基本の MSI プロジ ェ ク ト での使用をサポー ト し ていないため、 PreShowComponentDlg および 

PostShowComponentDlg 関数は不要と な り、 サポー ト されな く な り ま し た。

エン ト リ ポイ ン ト 関数の書き込み

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む InstallScript MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含むマージ モジュール

Windows Installer が InstallScript カス タム アクシ ョ ンを実行する際に、 InstallShield はカス タム アクシ ョ ンを作成し

たと きに指定し た関数を呼び出し ます。 すべての InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 スク リ プ ト へのエン ト リ ポ

イ ン ト と し て、 エクスポー ト されたユーザー定義関数が必要です。

関数のプロ ト タ イプ宣言と定義

エン ト リ ポイ ン ト 関数は、 他の関数と同じ よ う にプロ ト タ イプ宣言され、 定義されます。 ただし、 この関数には

以下の要件があ り ます。

• プロ ト タ イプには、 エクスポー ト された関数である こ と を宣言するキーワー ド export が含まれます。

• 関数の引数は 1 つだけで、 引数は .msi データベースへのハン ドルでなければな り ません。

• カス タム アクシ ョ ンが戻り値を待つよ う に設計されている場合は、 Windows Installer に解釈できる値を戻し ま

す。 上記のカス タム アクシ ョ ンの戻り値は IsMsiQuery.h に定義されてお り、 スク リ プ ト に IsMsiQuery.h また

は Iswi.h を イ ン クルー ド すれば使用できます。

以下のスク リ プ ト 例では、 正常終了し た場合に成功値を戻すエン ト リ ポイ ン ト 関数が宣言されています。

// ビルト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプの Isrt.h のインクルード

#include "isrt.h"

キャ ッシュには次の 2 種類あり ます ：

#include "iswi.h"

export prototype MyFunction(HWND);

function MyFunction(hMSI)
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STRING szKey, svValue, svPath;

NUMBER nvType, nvSize, nReturn;

begin

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE); 

szKey = "SOFTWARE\\Microsoft\\Windows\\CurrentVersion\\App Paths\\isdev.exe";

nReturn = RegDBGetKeyValueEx (szKey, "Path", nvType, svValue, nvSize);

//App Paths キーは、 InstallShield がインス ト ールされたフ ォルダーと、

// その後に続 く セ ミ コロンで構成されています。

StrSub (svPath, svValue, 0, StrFind(svValue, ";"));

if nReturn = 0 then

MessageBox ("InstallShield のインス ト ールされている場所 " + svPath, INFORMATION);

return ERROR_SUCCESS;

else

MessageBox(“InstallShield をインス ト ールした場所が不明です。 ”, SEVERE);

return ERROR_INSTALL_FAILURE;

endif;

end;

複数のエン ト リ ポイ ン ト

複数のカス タム アクシ ョ ンを実行するために、 スク リ プ ト に複数のエン ト リポイ ン ト 関数を持たせる こ とができ

ます。 ただし、 InstallShield は各 InstallScript カス タム アクシ ョ ンに対し て指定された 1 つのエン ト リポイ ン ト 関

数のみ呼び出し ます。

関数ウ ィ ザー ド で関数の呼び出し を追加する

関数ウ ィ ザー ド を使用し て関数の選択、 引数の指定、 スク リ プ ト への関数の挿入を行う こ とができます。

宣言済みの Windows API 関数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows API 関数はヘ ッ ダーフ ァ イル ISRT.h で宣言され、 Ifx.h スク リ プ ト に含むと自動的にイ ンス ト ールに含ま

れます。 スク リ プ ト  コー ド でこの関数が明示的に宣言された場合、 次のどれかを行って く ださい。

• 関数宣言を削除し、 InstallShield が提供する宣言を使用し ます。

• InstallShield 2016 や、 InstallShield Professional 7 以前のバージ ョ ンの両方で使用可能なスク リ プ ト を作成する

場合、 次のよ う なコー ド で宣言を囲んで く だ さい。

#if _ISCRIPT_VER < 0x700prototype ...#endif

また、 InstallShield が定義し た宣言と利用する宣言とが異なる場合、 Windows API 関数を呼び出すコー ド もア ッ プ

デー ト する必要があ り ます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クス内にプ リ プロ

セ ッサ定数 ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を配置する こ と で Windows API が自動的に定義されないよ う にする こ とが可

能です。
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デフ ォル ト 以外の機能イベン ト  ハン ド ラー関数を指定する

デフ ォル ト で、 Setup.rul が InstallScript ビ ューに存在し、 < 機能名 >_< イベン ト 名 > 関数を定義する場合 ( 例 

NewFeature1_Installing)、 その関数はその機能のイベン ト のハン ド ラーです。

機能イベン ト のハン ド ラーを別の関数を選択する こ と も可能です。 これには、 InstallScript ビ ューの任意のスク リ

プ ト  フ ァ イルで定義された任意の関数を利用できます。 ただし、 引数を必要とせず次のよ う なエキスポー ト キー

ワー ド を利用し て宣言されていない場合に限り ます :

export prototype MyFeatureHandler();

タ スク デフ ォル ト 以外の機能のイベン ト  ハン ド ラー関数を指定するには、 次の操作を行います :

1. スク リ プ ト  フ ァ イル (.rul フ ァ イル ) を InstallScript ビ ューで開きます。

2. 次のいずれかを スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンで実行し ます。

• 機能イベン ト  ハン ド ラーと し て指定する関数を宣言および定義し ます。

• スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンの上部にある [ イベン ト  カテゴ リ ] と [ イベン ト ] リ ス ト で、 それぞれ機

能と イベン ト  ハン ド ラーを選択し ます。 InstallShield は自動的にイベン ト  ハン ド ラーを作成し ます ( たと

えば Feature1Installing)。

メ モ • 機能名に括弧を使う と、 デフ ォル ト 形式 < 機能名 >_< イベン ト 名 > の名前を もつイベン ト  ハン ド ラー関数

は正常にコ ンパイルし ません。

グローバル変数へのアクセス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

グローバル変数は、 関数の外で宣言され、 スク リ プ ト 中の任意のモジュールから使用できるデータ です。 グロー

バル変数を使用する こ とによ り、 イベン ト  ハン ド ラー、 エン ト リ ポイ ン ト 関数、 ユーザー定義関数による持続

データ を共有できます。

たと えば、 OnBegin イベン ト  ハン ド ラーでオペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン値を得た場合、 エン ト リポイ

ン ト 関数でそのグローバル値にアクセスできます。 次に引用し たスク リ プ ト は、 この設定について説明し ていま

す。

// ビルト イン関数のヘッダー フ ァ イルを含める

#include <isrt.h>

// イベン ト ハン ド ラーと MSI API のヘッダーフ ァ イルをインクルード

#include <iswi.h>

// グローバル変数の宣言

NUMBER nvResult;

// エン ト リポイン ト 関数のプロ ト タ イプ宣言

export prototype MyFn(HWND);

function OnBegin()

// ローカル変数の宣言

STRING svResult;
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begin

GetSystemInfo (WINMAJOR, nvResult, svResult);

end;

function MyFn(hMSI)

begin

if nvResult > 4 then

//Windows 4.0 よ り新しいバージ ョ ンのコード

else

//Windows 4.0 のコード

endif;

end;

重要 • グローバル変数の状態は、 すべてのイベン ト  ハン ド ラーで共有されます。 ただし、 プロジ ェ ク ト 用の 

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを作成し た場合、 グローバル変数は InstallScript カス タム アクシ ョ ンから イベン

ト ド リ ブン型 InstallScript コー ドへ、 またはその逆に状態が共有される こ とはあ り ません。 し たがって、 イベン ト

ド リ ブン型 InstallScript コー ド でグローバル変数を宣言し た場合、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンでその変数を

利用する こ とはできません。 同様に、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンで変数を宣言し た場合、 イベン ト ド リ ブン

型 InstallScript コー ド でその変数を利用する こ とはできません。

初期化 (.ini) フ ァ イル エン ト リのアン イ ンス ト ール
アン イ ンス ト ールは、 ログ記録が有効な状態で InstallScript 初期化フ ァ イル関数を使って加えられた変更を削除し

ます。 さ らに詳しい情報は、 説明書のこのセクシ ョ ンをご覧 く だ さい。

初期化 (.ini) フ ァ イル エン ト リのアン イ ンス ト ールについての一般制限事項

.ini フ ァ イルエン ト リ および変更点を自動的にアンイ ンス ト ールする際、 適用される以下の制限事項が適用されま

す :

• .ini フ ァ イル関数が呼び出された と きにログ記録が有効でな く てはな り ません。

• .ini フ ァ イルが .ini フ ァ イル関数を使って作成された場合、 それは削除されません。

• セクシ ョ ン名が .ini フ ァ イル関数を使って作成された場合、 キーが存在し な く てもそれは削除されません。

• InstallScript 関数によ ってキー値が ( 前後に追加されるのではな く ) 完全に置き換えられている場合、 イ ンス

ト ールの前に存在し たキー値は 修復されません。 この場合、 InstallShield は置き換えられたキーを新規に作成

されたキーとみな し、 イ ンス ト ールが作成し た新しいキーと同様にアン イ ンス ト ールし ます。

• アン イ ンス ト ールは WriteProfString を使って削除し たキーおよび値を修復し ません。

• 既存するキーに値を追加するには ( たと えば、 [386Enh] の下にあるネ ッ ト ワーク )、 新しいエン ト リは既存す

る文字列の終わり又は一番最初に追加し な く てはならず、 文字列に挿入する こ とはできません。

• コ ンマ (,) およびセ ミ コ ロン (;) のみが有効な区切り文字です。 アン イ ンス ト ールする文字列値が長い文字列の

一部と し て検出された場合、 区切り文字がコ ンマまたはセ ミ コ ロンの場合のみ文字列の位置に基づいてその

値および前後の区切り文字も適切に削除されます。 た と えば、 アン イ ンス ト ールが文字列 Key=pqr,rst,uvw か

ら pqr を削除する場合、 pqr の後に続 く コ ンマも削除されます。 コ ンマおよびセ ミ コ ロン以外の文字は削除さ

れません。 基本的に、 区切り文字の前後に空白を使わないよ う にし て く だ さい。
820 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
AddProfString の初期化 (.ini) フ ァ イル エン ト リ をアン イ ンス ト ールする

次の条件が満たされている と、 アン イ ンス ト ールによ ってキー名と値のペアが完全に削除されます。

• AddProfString によ ってキーが正し く 作成されている。

• アン イ ンス ト ール実行時に存在し たキー名と値のペアがイ ンス ト ールされたキー名と値のペア と完全に一致

する。 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールの間に、 別のイ ンス ト ールまたはプログラムによ ってイ ンス ト ール

されたキーが変更される と、 キー名と値のペアは完全に削除されません。 元のイ ンス ト ールによ って作成さ

れた値だけが削除され、 キー自体と その他の値はアン イ ンス ト ーラーによ って削除されません。

元の System.ini フ ァ イルが次のよ う な場合 :

[386Enh]

device=votc.386

device=*vmpcd

AddProfString を呼び出し た後は次の様にな り ます :

[386Enh]

device=*vmp32

device=votc.386

device=*vmpcd

アン イ ンス ト ールによ って device=*vmp32 が削除されます。

別のイ ンス ト ールが既存の行に値を追加し た場合、 アン イ ンス ト ール中のイ ンス ト ールからの値のみが削除され

ます。 オ リ ジナルキー名および新しい値はフ ァ イルに残り ます。 た と えば、 [Test] セクシ ョ ン内の Test.ini に Test 

Values=votc.386 行を追加し た場合は、 以下のとお り です。

[Test]

Test Values=votc.386

Continuous Test=No

また、 イ ンス ト ールの実行後に別のイ ンス ト ールが Test Values に新しい値を追加し ている場合は、 以下のとお り

です。

[Test]

Test Values=votc.386,pctcp.386

Continuous Test=No

アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる と き、 votc.386 が削除されて TestValues=pctcp.386 がフ ァ イル内に残り ます。

[Test]

Test Values=pctcp.386

Continuous Test=No

ReplaceProfString の初期化 (.ini) フ ァ イル エン ト リ をアン イ ンス ト ールする

次の条件が満たされている と、 アン イ ンス ト ールによ ってキー名と値のペアが完全に削除されます。

• ReplaceProfString によ ってキーが正し く 作成されている。
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• 以前、 キーが存在し ていなかった。

• アン イ ンス ト ール実行時に存在し たキー名と値のペアが、 イ ンス ト ールされたキー名と値のペア と完全に一

致する。 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールの間に、 別のイ ンス ト ールまたはプログラムによ ってイ ンス ト ー

ルされたキーが変更される と、 キー名と値のペアは完全に削除されません。 元のイ ンス ト ールによ って作成

された値だけが削除され、 キー自体と その他の値はアン イ ンス ト ーラーによ って削除されません。

元の System.ini フ ァ イルがこのよ う な場合 ;

[386Enh]

device=votc.386

device=*vmpcd

ReplaceProfString を呼び出し た後は、 以下のよ う にな り ます。

[386Enh]

device=*vmp32

device=votc.386

device=*vmpcd

アン イ ンス ト ールによ って device=*vmp32 が削除されます。

WriteProfString の初期化 (.ini) フ ァ イル エン ト リ をアン イ ンス ト ールする

次の条件が満たされている と、 アン イ ンス ト ールによ ってキー名と値のペアが完全に削除されます。

• WriteProfString によ ってキーが正し く 作成されている。

• 以前、 キーが存在し ていなかった。

• アン イ ンス ト ール実行時に存在し たキー名と値のペアが、 イ ンス ト ールされたキー名と値のペア と完全に一

致する。 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールの間に、 別のイ ンス ト ールまたはプログラムによ ってイ ンス ト ー

ルされたキーが変更される と、 キー名と値のペアは完全に削除されません。 元のイ ンス ト ールによ って作成

された値だけが削除され、 キー自体と その他の値はアン イ ンス ト ーラーによ って削除されません。

COM オブジ ェ ク ト を使用し てイ ンス ト ールを拡張する

重要 •  COM オブジ ェ ク ト と InstallShield オブジ ェ ク ト は混在しやすいので注意し て く ださい。 ２  つのオブジ ェ ク

ト はま った く 別の機能です。

DLL または他の実行可能フ ァ イルの代わり に、 COM オブジ ェ ク ト を使用し てイ ンス ト ールを拡張する こ とができ

ます。 COM オブジ ェ ク ト は、 比較的簡単にイ ンス ト ールに統合する こ とができます。 次の手順に従って COM オ

ブジ ェ ク ト をスク リ プ ト に割り当てます。

タ スク COM オブジ ェ ク ト を割り当てるには、 以下の手順に従います :

1. オブジ ェ ク ト 変数を宣言し ます。 例 :

OBJECT oMyCOMObject
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2. COM への参照を取得し て、 SET キーワー ド を使用し て、 それを変数に割り当てます。 例 :

set oMyCOMObject = CreateObject ( szMyProgID );

szMyProgID の値が、 COM オブジ ェ ク ト の有効なプログラム ID にな り ます。 (SET キーワー ド を省略する と、 スク

リ プ ト  エンジンは oMyCOMObject のデフ ォル ト  プロパテ ィ を szProgID に設定し ます。 デフ ォル ト と なるプロパ

テ ィ がないため、 oMyCOMObject は COM オブジ ェ ク ト への参照を含まないので、 スク リ プ ト は失敗し ます。 )

重要 • デフ ォル ト では、 イ ンス ト ールが CoCreateObject、 CoCreateObjectDotNet、 CoGetObject、 または 

DotNetCoCreateObject を使って COM オブジ ェ ク ト をロー ド し た後、 イ ンス ト ールが終了するまでロー ド された状

態が保たれます。 COM オブジ ェ ク ト は、 COM オブジ ェ ク ト 変数がスコープ外に出るか、 NOTHING に設定されて

いるかに関わらず、 ロー ド された状態に保たれます。 

そのため、 COM オブジ ェ ク ト が参照する ラ イブ ラ リ も イ ンス ト ールが終了するまで リ リース されません。 ただ

し、 Windows API の CoFreeLibrary を呼び出し て COM オブジ ェ ク ト が参照する ラ イブラ リ をアンロー ド する こ とは

可能です。 CoFreeLibrary は、 ラ イブ ラ リがオブジ ェ ク ト 変数によ って参照されている状態かど うかに関わらず、

これをアンロー ド し ます . し たがって、 ラ イブ ラ リ を参照するすべてのオブジ ェ ク ト がスコープ外に出た後、 また

は これらが NOTHING に設定されている場合に CoFreeLibrary を呼び出し ます。 次のサンプル コー ド を参照し て く

ださい。

prototype void ole32.CoFreeLibrary( byval int );
int     hModule;

program

// ラ イブラ リ を開放します。
hModule = GetModuleHandle( "CSharpClassLibrary.dll" );

if( !hModule ) then
MessageBox( " モジュール ハン ドルを取得できませんでした ", INFORMATION );

else

CoFreeLibrary( hModule ); // ラ イブラ リ を リ リースします

endif;

endprogram

CoFreeUnusedLibraries を使ってラ イブラ リ をアンロー ド する こ と もできます。 ただし、 デフ ォル ト ではラ イブラ

リのアンロー ド を行う前にシステムが 10 分間待機するよ う に設定されています。 ほとんどの場合、 イ ンス ト ール

はラ イブラ リ をすぐにアンロー ド する必要があ り ます。 イ ンス ト ールが Windows XP 以降でのみ実行される場合、

CoFreeUnusedLibrariesEx を呼び出すこ とができます。 これにはラ イブラ リ をすぐにアンロー ド するオプシ ョ ンが

含まれます。

以下は、 シ リ アル番号を検証する COM オブジ ェ ク ト の例です。 Validate とい う メ ソ ッ ド と、 IsEval とい う プロパ

テ ィ があ り ます。

function OnFirstUIBefore()

OBJECT oObj;

STRING szProgID, szMsg, szTitle, svName, svCompany, svSerial;

BOOL bValidSerialNumber, bEval, bValidate;

NUMBER nResult;

begin

szProgID = "MySerialValidation";

set oObj = CreateObject( szProgID );
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if ( !IsObject( oObj ) ) then

MessageBox( " オブジェ ク ト " + szProgID + " は無効です。 ", SEVERE );

return ISERR_GEN_FAILURE;

endif; 

bValidSerialNumber = FALSE;

while (!bValidSerialNumber)

szMsg = " 名前、 会社名、 および製品のシリ アル番号を入力して く ださい。 ";

szTitle = " 情報の入力 "; 

nResult = SdRegisterUserEx( szTitle, szMsg, svName, svCompany, svSerial );

if ( nResult < 0 ) then

MessageBox( " ダイアログ ボッ クスを表示できませんでした ", INFORMATION );

return ISERR_GEN_FAILURE; 

endif;

/* オブジェ ク トの IsEval プロパテ ィの値を確認します。 */

bEval = oObj.IsEval;

/* オブジェ ク トの Validate メ ソ ッ ド を実行して

メ ソ ッ ドからの戻り値を取得します。 */

bValidate = oObj.Validate( svSerial );

if ( bEval || bValidate ) then

bValidSerialNumber = TRUE;

else

MessageBox( " シリアル番号が無効です。 も う一度入力して く ださい。 ", INFORMATION );

endif;

endwhile;

return ISERR_SUCCESS;

end;

メ モ • COM オブジ ェ ク ト が期待する メ ンバーがあれば、 データ構造を COM オブジ ェ ク ト に渡すこ とができます。

次は、 データ構造を渡す例です。

#define PERSON_NAME_SIZE 1024

typedef PERSON

begin

STRING Name[PERSON_NAME_SIZE];

NUMBER Age;

end;

function OnBegin()

PERSON pPerson;

NUMBER nPhoneNumber;

OBJECT oMyCOMObject;

STRING szMyProgID;

begin

/* この行で szMyProgID に値を割り当てます。 */

set oMyCOMObject = CreateObject ( szMyProgID );

if ( !IsObject( oMyCOMObject ) ) then

MessageBox( " オブジェ ク ト " + szMyProgID + " は無効です。 ", SEVERE );

return ISERR_GEN_FAILURE;

endif; 

nPhoneNumber = oMyCOMObject.GetPhoneNumber( pPerson );

return ISERR_SUCCESS;

end;
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メ モ • 標準の COM 戻り値 HRESULT は、 InstallScript などのオー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト には表示されません。

COM オブジ ェ ク ト  メ ソ ッ ドから値を戻すには、 次のサンプル コー ド で説明されているよ う に、 メ ソ ッ ドのパラ

メ ーター リ ス ト に [out,retval] パラ メ ーターが必要です。

IDL:

interface IMyInterface : IDispatch

{

[id(1)] HRESULT DoSomeWork([in] long nInputValue, [out,retval] long *pReturnValue);

}

C++:

STDMETHODIMP MyInterfaceImpl::DoSomeWork(long nInputValue, long *pReturnValue)

{

// 実装コード

*pReturnValue = 1; // ク ラ イアン ト に値を戻します

return S_OK;

}

InstallScript:

function OnBegin()

NUMBER nObjReturn;

begin

set oMyCOMObject = CreateObject("MyProgID");

if ( !IsObject( oMyCOMObject ) ) then 

nObjReturn = oMyCOMObject.DoSomething(10);

/*nObjReturn には、 実装から戻された値 1 が含まれています */

endif;

end;

関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

機能とは、 InstallShield で一連のコ ンポーネン ト またはサブ機能を参照する一般的な名称です。 サブ機能とは別の

機能の下にある機能で、 フ ォルダーとサブ フ ォルダーの関係に似ています。

ト ッ プレベルの機能とは、 階層の最も上にある機能です。 ト ッ プレベルの機能がサブ機能と呼ばれる こ とはあり

ません。

InstallScript コー ド内の機能およびサブ機能の参照方法

一部の機能関数およびセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログ関数では、 単一の機能を参照し、 他では複数の機能を参照

し ます。
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単一機能の参照

1 つの機能を参照するには、 機能名を使用し ます。 サブ機能を参照するには、 パス と同様に階層順に各機能を 2 

つのバッ クスラ ッ シュで区切って記述し ます。 た と えば、 ト ッ プレベルの機能 Help Files 内にあるサブ機能 

Tutorials を指定するには、 イ ンス ト ール スク リ プ ト で以下の式を使用し ます。

szFeature = "Help Files\\Tutorials";

Tutorials 内にあるサブ機能 CBT を参照するには、 以下を使用し ます。

szFeature = "Help Files\\Tutorials\\CBT";

機能の名前に円記号は使用できません。

複数機能の参照

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 SdFeatureMult などの機能およびセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログ関数で、 複数

の機能およびそれらのサブ機能が表示される こ と もあ り ます。 その場合、 階層のすぐ上の機能を指定し て、 複数

の機能を参照し ます。 複数の ト ッ プレベルの機能を参照するには、 ヌル文字列 ("") を使用し ます。

たと えば、 SdFeatureMult 関数にヌル文字列を渡すと、 MEDIA システム変数の値によ り、 SdFeatureMult ダイアロ

グの左のウ ィ ン ド ウに設定されているスク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト の ト ッ プレベル機能がすべて、 対応するダ

イアログに表示されます。 すべてのサブ機能は、 このダイアログの右側のウ ィ ン ド ウに表示されます。

Windows API 関数を呼び出す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

Windows API 関数は、 InstallScript コー ド内から呼び出すこ とができます。

タ スク Windows API 関数を呼び出すには、 以下の手順を実行し ます。

1. スク リ プ ト の先頭で、 次の構文を使用し て関数のプロ ト タ イプを宣言し ます。

prototype ReturnType DLLName.FunctionName( ParamType1, ParamType2, ...)

例 :

prototype INT User.LoadString( INT, SHORT, BYREF WSTRING, INT );

Dumpbin.exe を /EXPORTS オプシ ョ ン と共に使用し て、 Windows API DLL Kernel32.dll、 User32.dll、 および 

GDI32.dll のいずれかにある関数を判別し ます。 関数の戻り値の型およびパラ メ ーターのタ イプを判別するに

は、 MSDL (Microsoft Development Library) などの Windows プログラ ミ ング リ フ ァ レンスを参照し て く だ さい。

メ モ • 戻り値の型を、 InstallScript データ型 BOOL、 CHAR、 HWND、 INT、 LONG、 LPSTR、 NUMBER、

POINTER、 または SHORT に指定する こ とができます。 戻り値の型が指定されなかった場合、 InstallShield は 

DLL 関数が ４  ビ ッ ト の値を戻し た と仮定し ます。
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2. 他の関数と同様に、 関数を呼び出し ます。 例 :

nResult = LoadString( iInstance, nStringID, szMyString, MAX_SIZE );

3. 関数が失敗し た際、 よ り詳しいエラー情報が必要な場合、 Err オブジ ェ ク ト の LastDllError プロパテ ィ を確認

し て く ださい。 ( セ ッ ト ア ッ プは制御をスク リ プ ト に戻す前にこの値をそれ自身で変更するため、 Windows 

API 関数 GetLastError を呼び出し て詳しいエラー情報を取得する こ とはできません。 )

カス タム フ ァ イルの転送操作を埋め込む
InstallShield では、 イ ンス ト ールの標準フ ァ イル転送中に追加のフ ァ イル転送操作を埋め込むこ とができます。 進

行状況バーも、 これらの操作中にスムースかつ適切に更新されます。 この機能の使用に関し て、 い く つかの異な

る一般的なシナ リ オがあ り ます。

以下は、 各シナ リ オで呼ばれる機能の概要を説明し たテーブルです。

これらの手続きには、 各シナ リ オのカス タムフ ァ イル転送操作の利用に関する手順を追っての説明が含まれてい

ます。

タ スク 標準フ ァ イル転送操作中に、 XCopyFile または CopyFile を使用し て追加のフ ァ イルを イ ンス ト ールする場合、 以下

の手順を実行し ます。

1. フ ァ イル転送前に、 フ ァ イルの転送先フ ォルダーのク ラス タサイズを考慮し て、 イ ンス ト ールされる フ ァ イ

ルのサイズを判別し ます。 フ ァ イルのサイズは、 GetAndAddFileCost、 CalculateAndAddFileCost、 および / ま

たは GetAndAddAllFilesCost 関数を使用する こ と で判別できます。

2. FeatureAddCost 関数を利用し て、 手順 １  で判別し たコス ト を これらのフ ァ イルが関連付けられている機能の

コス ト へ加えます。 すべてのコス ト は特定の機能に関連付けられています。 し たがって、 イ ンス ト ールされ

る フ ァ イルが既存の機能に関連付けられていない場合、 ダ ミ ーの機能を作成するか、 既存の機能を使用する

必要があ り ます。

3. フ ァ イル転送中、 XCopyFile 関数を呼び出し て、 フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 通常、 これは追加のフ ァ イ

ルに関連付けられている機能のイベン ト のイ ンス ト ール中､または OnMoving または OnMoved イベン ト で実行

し ます。 進行状況バーも、 呼び出し中にスムースかつ適切に更新されます。 XCopyFile 操作中、 ステータ ス ダ

イアログの [ キャ ンセル ] ボタ ンを無効にする必要があり ます。 詳細については、 XCopyFile  関数の説明を参

照し て く ださい。

テーブル 3-3 • 共通カス タム フ ァ イルの転送操作に適切な関数を判別する

シナ リ オ 呼び出す関数

FeatureMoveData な し

XCopyFile または CopyFile FeatureAddCost

LaunchApplication( 外部アプ リ

ケーシ ョ ン )

FeatureAddCost、 FeatureSpendCost、 FeatureAddUninstallCost、 または 

FeatureSpendUninstallCos ｔ
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メ モ • アン イ ンス ト ールに必要な追加のアクシ ョ ンはあ り ません。 フ ァ イルは、 アン イ ンス ト ール進行状況が適切

に更新されている間にアン イ ンス ト ールされます。

タ スク 標準フ ァ イル転送操作中に、 追加のフ ァ イルを イ ンス ト ールする外部イ ンス ト ールを呼び出す場合、 以下の手順

を実行し ます。

1. フ ァ イル転送前に、 外部イ ンス ト ールを検査し、 発生する操作を調べて、 外部イ ンス ト ールによ ってイ ンス

ト ールされる フ ァ イルのサイズおよび数 ( または他の操作 ) を判別し ます。

2. FeatureAddCost 関数を利用し て、 手順 １  で判別し たコス ト を このイ ンス ト ールが関連付けられている機能の

コス ト へ加えます。 すべてのコス ト は特定の機能に関連付けられています。 し たがって、 イ ンス ト ールされ

る フ ァ イルが既存の機能に関連付けられていない場合、 ダ ミ ーの機能を作成するか、 既存の機能を使用する

必要があ り ます。 以下の 2 つのシナリ オを確認し て く だ さい。

3. 外部イ ンス ト ールがアン イ ンス ト ール中に呼び出された場合、 FeatureAddUninstallCost を利用し て操作の数お

よび操作のサイズをアン イ ンス ト ールのコス ト に加えます。

4. フ ァ イル転送中、 LaunchApplication イベン ト を使用し てイ ンス ト ールを起動 ( 通常、 サイ レン ト モー ド ) し ま

す。 通常、 これは追加のフ ァ イルに関連付けられている機能のイベン ト のイ ンス ト ール中､または OnMoving 

または OnMoved イベン ト で実行し ます。 スク リ プ ト が、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール中に、 定期的

に制御を再取得するよ う に LAAW_USE_CALLBACK オプシ ョ ンを利用し ます。

5. OnLaunchAppAndWaitCallback イベン ト をオーバーラ イ ド し、 イ ンス ト ールの実行をポールする コー ド を追加

し て進行状況を判別し ます。 それから、 FeatureSpendCost ( イ ンス ト ール ) 関数または 

FeatureSpendUninstallCost ( アン イ ンス ト ール ) 関数を呼び出し て、 イ ンス ト ールが完了し た適切なコス ト を

使用し ます。 この処理を、 外部イ ンス ト ールが実行されている間繰り返し ます。 進行状況バーも、 呼び出し

中にスムースかつ適切に更新されます。 OnLaunchAppAndWaitCallback イベン ト が適切な回数呼ばれて進行状

況バーがスムースに更新されるよ う に、 LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval  を調整し なければならない場

合があ り ますので注意し て く だ さい。

InstallScript で大きい数値を表現する
ある数値が InstallScript 整数で格納される際、 31 ビ ッ ト データ だけが値の格納に使用する こ とができます。 し た

がって、 表現可能な最大値は 2^31 (2GB) と な り ます。 InstallScript 整数は、 常に符号付き と見な されるため、 32 

ビ ッ ト 目は符号ビ ッ ト と し て解釈され､数値データの格納に使用する こ とはできません。 この結果、 符号な しデー

タ型で格納が可能な 2^32 (4GB) の代わり に 2^31 (2GB) に表現する こ とができる値が制限されます。

場合においては、 よ り大きい値を指定できる こ とが必要も し く は望ま しいこ とがあり ます。 これを InstallShield で

実現するため、 い く つかの関数では、 大きい数値の指定を各数値の符号ビ ッ ト  (32 ビ ッ ト ) を持つ １  組の 32 ビ ッ

ト の数値と し て指定できます。 符号ビ ッ ト は常に正の数値を示すよ う に 0 が設定されます。 このフ ォーマ ッ ト を

使用する こ とによ り、 数値を 62 ビ ッ ト までのデータ または 2^62 までのサイズと共に指定または取得する こ とが

できます。

ただし、 この言語は数値を単一変数と し て表現できるデータ型を持たないため、 このデータに実行可能な操作は

限られています。 このデータは通常、 これらの値をサポー ト する関数の間でやり取り されます。 データはまた、

ConvertSizeToUnits 関数を利用し てよ り大きいサイズ単位 (KB または MB など ) で表現された単一値に変換する こ

と も可能ですし、 よ り大きいデータ型を処理できる外部 DLL 関数に渡すこ と も可能です。
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ある数値が上位 / 下位の １  組で指定された場合、 下位 32 ビ ッ ト の値は、 完全値の下位 31 ビ ッ ト データ を指定し

ます ( 符号ビ ッ ト は常に 0 に設定され無視されます ) ( 符号ビ ッ ト は常に 0 に設定され無視されます )。 高位 32 

ビ ッ ト 値は、 高位 31 ビ ッ ト  データ ( 同様に符号ビ ッ ト は常に 0 に設定され無視されます ) を指定し ます。 た と え

ば、 ４  の上位値は実際、 4 * 2^31 または 8589934592 (8 GB) サイズを示し ます。 これが、 下位値 100 と組み合わ

さ って、 合計サイズ 8589934692 単位を示し ます。

数値が 2^31 未満の場合、 高値は必ず 0 と な り、 値のサイズが 2^31 を超えないと明らかな場合は、 これを無視す

る こ とができます。 ただ し、 このデータ を計算に使用する必要がある場合、 ConvertSizeToUnits 関数を呼び出し

て、 このデータ を単一値で表現する と き四捨五入し た と きの誤差が最小になるよ う に最も適し た単位の単一値に

変換する こ と を推奨し ます。

メ モ • 下位値 (low-value) が下位 32 ビ ッ ト データ を格納し、 上位値 (high value) がデータの上位 32 ビ ッ ト を格納す

る Windows によ って使用される符号な し上位 / 下位値の組み合わせとは規則が異な り ますので注意し て く だ さい。

ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize 関数は、 Windows API 関数によ って戻されるデータの簡易変化用に提供さ

れています。

次の関数は、 上位 / 下位値の組み合わせをサポー ト し ています。

• GetDiskInfo

• GetFileInfo

• GetAndAddFileCost

• CalculateAndAddFileCost

• GetAndAddAllFilesCost

• FeatureFileInfo

• FeatureGetCostEx

• FeatureAddCost

• FeatureSpendCost

• ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize

• ConvertSizeToUnits

デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール
InstallShield では、 DIFxAPI コ ンポーネン ト を含む Microsoft Windows Driver Install Framework (DIFx) を使って 

InstallScript イ ンス ト ール内のデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールこ とがサポー ト されています。 このコ ンポーネ

ン ト がある と、 Windows Installer を使わずに ド ラ イバーを イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールする こ とができま

す。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。 デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ールは、

DIFx Windows Installer 機能を使用し た InstallScript MSI および基本の MSI プロジ ェ ク ト でサポー ト されています。

これらのプロパテ ィ の使用方法については、 「デバイス ド ラ イバー設定を構成する」 を参照し て く ださい。
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タ スク InstallScript プロジ ェ ク ト に 32 ビ ッ ト  DIFx ド ラ イバーを イ ンス ト ールするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ”DIFx (32 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム用 )" 設定で [ 有効 ] を選択し ます。

3. DIFx ド ラ イバー フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

4. DIFx ド ラ イバー フ ァ イルを含む機能の機能イベン ト をオーバーラ イ ド し、 プラグ アン ド プレ イ (PnP) では

ない ド ラ イバー用の DIFxDriverPackageInstall  関数、 または、 PnP 用の DIFxDriverPackagePreinstall 関数を呼び

出し ます。

5. イ ンス ト ールのビルド と実行を行います。

タ スク InstallScript プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  DIFx ド ラ イバーを イ ンス ト ールするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "DIFx サポー ト  (64 ビ ッ ト  Itanium プ ラ ッ ト フ ォーム用 )" 設定または "DIFx サポー ト  (64 ビ ッ ト  AMD プ ラ ッ

ト フ ォーム用 )" 設定で [ 有効 ] を選択し ます。

3. DIFx ド ラ イバー フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

4. DIFx ド ラ イバー フ ァ イルを含む機能の機能イベン ト をオーバーラ イ ド し、 プラグ アン ド プレ イ (PnP) では

ない ド ラ イバー用の DIFxDriverPackageInstall  関数、 または、 PnP 用の DIFxDriverPackagePreinstall 関数を呼び

出し ます。

5. イ ンス ト ールのビルド と実行を行います。

コ ンパイ ラ バージ ョ ンの確認
InstallShield では、 _ISCRIPT_VER は 0xVVM、 製品のメ ジャー バージ ョ ンは VV、 メ ンテナンス パッ ク リ リース番

号は M と定義付けられています。た と えば、0x900 は InstallShield DevStudio バージ ョ ン 9.0 のメ ンテナンスパッ ク 

0 ( 最初のリ リース ) と評価し ます。 このプ リ プロセ ッサ定数は、 InstallShield Professional 7 では 0x700、

InstallShield Professional 6 では 0x600 と定義されていますが、 InstallShield Professional 5.x では定義されておらず、

ゼロ と評価されます。

この定数は、 スク リ プ ト に以下のよ う なコー ド を含むこ とによ って、 InstallShield コ ンパイ ラが使用されているか

ど うかをテス ト するのに利用する こ とができます。 このコー ドは InstallShield DevStudio ( バージ ョ ン 9.0、 メ ンテ

ナンスパッ ク番号 0) またはそれ以降の最初のリ リースが存在するかど うかをテス ト し ます。

#if _ISCRIPT_VER >= 0x900

MessageBox("DevStudio 9.x とそれ以降 ",INFORMATION );

#elif _ISCRIPT_VER >= 0x700

MessageBox ( " これは IS 7.x コンパイ ラです。 ", INFORMATION );

#else

MessageBox ( " これは IS 6.x 以前のコンパイ ラです。 ", INFORMATION );

#endif
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下位互換性のために保持されているプ リ プロセ ッサ定数

プロプロセ ッサ定数 _ISCRIPT_ISPRO と _ISCRIPT_ISDEV は下位互換性のために保持されています。

_ISCRIPT_ISPRO は InstallScript プロジ ェ ク ト  ( および InstallShield Professional プロジ ェ ク ト ) 用に定義されていま

す。 _ISCRIPT_ISDEV は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト と基本の MSI プロジ ェ ク ト 用に定義されています。

_ISCRIPT_ISDEV と _ISCRIPT_ISPRO を使用し てオーサリ ング環境を確認
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

プ リ プロセ ッサ定数  _ISCRIPT_ISPRO は InstallScript プロジ ェ ク ト 　 ( そし て 　 InstallShield 　 Professional 　 プロ

ジ ェ ク ト ) 　 では定義されていますが、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト や基本の 　 MSI プロジ ェ ク ト では未定義と な

り、 ゼロ評価し ます。 プ リ プロセ ッサ定数 _ISCRIPT_ISDEV は InstallScript MSI や基本の MSI プロジ ェ ク ト では定

義されていますが、 InstallScript プロジ ェ ク ト  ( そ し て InstallShield Professional プロジ ェ ク ト ) では未定義と な り、

ゼロ評価し ます。

_ISCRIPT_ISDEV と _ISCRIPT_ISPRO を使って、 異なるプロジ ェ ク ト の種類で別々の動作を行う単一のスク リ プ ト を

書 く こ とができます。 そのためには次のよなコー ド をスク リ プ ト に含みます。

#ifdef _ISCRIPT_ISPRO

//　 InstallShield Professional と InstallScript プロジ ェ ク ト に特有のコード

#else

#ifdef _ISCRIPT_ISDEV

// 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジェ ク ト に特有のコード

#endif

#endif

別の InstallScript イ ンス ト ールから イ ンス ト ールを起動する

プロジ ェ ク ト • 次の ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LaunchApplication 関数を呼び出し て完全イ ンス ト ールを起動する こ とができます。 た と えば、 子イ ンス ト ールの

フ ァ イルを CD-ROM に配置し た場合、 次のよ う に LaunchApplication を呼び出すこ とができます。

LaunchApplication (SRCDISK ^ "Launched Setup Folder\\Setup.exe", "", "", SW_HIDE,"",  LAAW_OPTION_WAIT );

その他、 プロジ ェ ク ト 内の子イ ンス ト ールをサポー ト  フ ァ イルと し て含める こ と もできます。 この方法を使う と、

メ イ ン イ ンス ト ールが子イ ンス ト ールを ターゲッ ト  システムにコ ピーし、 イ ンス ト ールを実行し、 またその他の

サポー ト  フ ァ イルと一緒にイ ンス ト ールを削除し ます。 子イ ンス ト ールのパスで SUPPORTDIR 変数を使用し ます

:

LaunchApplication (SUPPORTDIR ^ Setup.exe, "", "", SW_HIDE,"", LAAW_OPTION_WAIT);

また、 子イ ンス ト ールへのリ ン ク を フ ァ イル グループに挿入し て、 子イ ンス ト ールを ターゲッ ト  システムにイ ン

ス ト ールし てから、 ターゲッ ト 先から イ ンス ト ールを起動する こ と もできます。 ( これらの方法を使った場合、 親

イ ンス ト ールがアン イ ンス ト ールされるまで子イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムに残り ます。 )
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InstallScript の言語サポー ト
次のテーブルは、 InstallShield の Premier edition によ ってサポー ト されている言語です。 以下は、 各列の説明です。

• InstallShield 言語 — この言語を参照するために InstallShield イ ン ターフ ェ イスで使用される名前。

• InstallScript 定数 — 言語固有のコ ンポーネン ト を フ ィ ルターするために InstallShield で提供されている言語定

数。

• Windows 日本語版での名前 — Windows ( 日本語版 ) でこの言語に使用される名前。

テーブル 3-4 • サポー ト されている言語

InstallShield 言語 InstallScript 定数 日本語版での名前

バスク語 ISLANG_BASQUE バスク語

ブルガ リ ア語 ISLANG_BULGARIAN ブルガ リ ア語

カ タ ロニア語 ISLANG_CATALAN カ タ ロニア語

中国語 ( 簡体字 ) ISLANG_CHINESE_SIMPLIFIED 中国語 ( 簡体字 )

中国語 ( 繁体 ) ISLANG_CHINESE_TRADITIONAL 中国語 ( 繁体 )

ク ロアチア語 ISLANG_CROATIAN

下位互換性の目的で、 この定数は ( セ

ルビア語との関連性から ) よ り論理に

適った  0x041a ではな く  0x001a のまま

です。 ISLANG_CROATIAN_STANDARD 

ではな く この定数を利用し続けて く だ

さい。

ク ロアチア語

チ ェ コ語 ISLANG_CZECH チ ェ コ語

デンマーク語 ISLANG_DANISH デンマーク語

オラ ンダ語 ISLANG_DUTCH オラ ンダ語 ( 標準 )

英語 ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES 英語 (U.S.)

フ ィ ン ラ ン ド 語 ISLANG_FINNISH フ ィ ン ラ ン ド語

フ ラ ンス語 ( カナダ ) ISLANG_FRENCH_CANADIAN フ ラ ンス語 ( カナダ )

フ ラ ンス語 ( 標準 ) ISLANG_FRENCH_STANDARD フ ラ ンス語 ( 標準 )

ド イ ツ語 ISLANG_GERMAN ド イ ツ語 ( 標準 )

ギリ シャ語 ISLANG_GREEK ギリ シャ語

ハンガ リー語 ISLANG_HUNGARIAN ハンガ リー語
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色化けの防止
InstallScript カス タム アクシ ョ ンで色化けの問題が生じ ている場合は、 カ ラーパレ ッ ト の転換による ものがほとん

どです。 このセクシ ョ ンでは、 Windows システムに色が割り当てられる方法、 およびイ ンス ト ールのエン ド ユー

ザー イ ン ターフ ェ イスのひずみを最小限にするための ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト について説明し ます。

ビデオ ド ラ イバーによ ってサポー ト されている色の数にかかわらず、 256 色モー ド で動作するシステムでは 256 

色のカ ラーパレ ッ ト で、 16 色モー ド で動作するシステムでは 16 色のカ ラーパレ ッ ト で、 可能な色がすべて表示

されます。 High Color モー ド または True Color モー ド で動作するシステムでは、 カ ラーパレ ッ ト は使用されませ

ん。 色は直接表示されるので、 これらのシステムで色化けが起きる心配はあり ません。 カ ラーパレ ッ ト を使用す

るシステムでは、 ビ ッ ト マ ッ プなどのオブジ ェ ク ト が表示される場合など必要に応じ てエン ト リが割り当てられ

ます。

イ ン ド ネシア語 ISLANG_INDONESIAN イ ン ド ネシア語

イ タ リ ア語 ISLANG_ITALIAN イ タ リ ア語 ( 標準 )

日本語 ISLANG_JAPANESE 日本語

韓国語 ISLANG_KOREAN 韓国語

ノ ルウ ェー語 ISLANG_NORWEGIAN ノルウ ェー語 ( ブークモール )

ポーラ ン ド 語 ISLANG_POLISH ポーラ ン ド語

ポル ト ガル語 ( ブ ラジル

)

ISLANG_PORTUGUESE_ BRAZILIAN ポル ト ガル語 ( ブラジル )

ポル ト ガル語 ( 標準 ) ISLANG_PORTUGUESE_STANDARD ポル ト ガル語 ( 標準 )

ルーマニア語 ISLANG_ROMANIAN ルーマニア語

ロシア語 ISLANG_RUSSIAN ロシア語

セルビア語 ISLANG_SERBIAN_CYRILLIC セルビア語 ( キリル )

スロバキア語 ISLANG_SLOVAK スロバキア語

スロヴェ ニア語 ISLANG_SLOVENIAN スロベニア語

スペイ ン語 ISLANG_SPANISH スペイ ン語 ( ト ラデ ィ シ ョ ナル 　 ソー ト )

スウ ェーデン語 ISLANG_SWEDISH スウ ェーデン語

タ イ語 ISLANG_THAI タ イ語

ト ルコ語 ISLANG_TURKISH ト ルコ語

テーブル 3-4 • サポー ト されている言語 ( 続き )

InstallShield 言語 InstallScript 定数 日本語版での名前
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現在のカ ラーパレ ッ ト が割り当てられた後では、 新しい色を表示するために Windows は既に割り当てられた色と

類似し た色を使お う と し ます。 そのため、 256 色システムでは、 複数の異なる色からなる複数のオブジ ェ ク ト が同

時に表示される と色化けが生じ る場合があ り ます。

また、 Windows はス ター ト ア ッ プ時に 16 の静的カ ラー (VGA カ ラー ) に 4 つのグレーのシ ェー ド を加えて割り当

てます。 システムはこれらの色を使用し て 16 色イ メ ージを表示し、 これらの色の割り当てが Windows によ って解

除される こ とはあ り ません。 カ ラーパレ ッ ト 操作の詳細については、 Windows プラ ッ ト フ ォーム SDK を参照し て

く ださい。

以下のヒ ン ト を利用する と、 カ ラーパレ ッ ト 転換に関する色化けを最小限に抑える こ とができます。 カ ラーパ

レ ッ ト のヒ ン ト は、 イ ンス ト ール時に表示する背景色、 .avi、 メ タ フ ァ イル、 ビ ッ ト マ ッ プなどのすべてのイ メ ー

ジに適用できます。

メ イ ン イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの背景

• 1 つのパレ ッ ト エン ト リ しか必要と し ない単一色の背景を使用し てみます。 単一色背景定数を使用し て 

SetColor 関数を呼び出し、 背景色を作成し ます。

• 16 のパレ ッ ト エン ト リのみを必要とする 16 色のグラデーシ ョ ン背景を使用し てみます。 SetColor 関数をグラ

デーシ ョ ン色の定数の 1 つと共に呼び出し、 このタ イプの背景を作成し ます。

• ビ ッ ト マ ッ プ背景を並べて表示、 または中央に表示し て使用し てみます。 PlaceBitmap 関数を呼び出し て、 こ

れらの背景を 1 つ作成し ます。

• 約 80 のパレ ッ ト エン ト リ を必要とする 256 色のグラデーシ ョ ンの背景は使用し ないで く だ さい。

ビ ッ ト マ ッ プ と メ タ フ ァ イル

• PlaceBitmap 関数を REMOVE オプシ ョ ン と共に呼び出し てビ ッ ト マ ッ プを削除する と、 そのビ ッ ト マ ッ プが

使用し ていたカ ラー パレ ッ ト  エン ト リのう ち、 現在表示されている他のイ メ ージが使用し ていないすべての

エン ト リが、 別のオブジ ェ ク ト を表示するために他の色が必要になった時に、 カ ラーパレ ッ ト から解放され

ます。 色化けが生じ ている場合は、 ビ ッ ト マ ッ プが表示されな く なったら、 ( 別のビ ッ ト マ ッ プで隠すのでは

な く ) そのビ ッ ト マ ッ プを必ず削除し、 カ ラーパレ ッ ト エン ト リが解放されるよ う にし て く だ さい。

• イ ンス ト ール中に表示されるビ ッ ト マ ッ プやビルボー ド に対し て、 類似色 ( 常に割り当てられている 16 の静

的カ ラーを含む ) を使用し て、 必要なカ ラーパレ ッ ト エン ト リの数を減ら し ます。

• COLORS オプシ ョ ンを使用し て GetSystemInfo 関数を呼び出し、 ターゲッ ト  システムで使用できる最大の色

数を決める こ とができます。 戻り値に基づいて、 異なる解像度のビ ッ ト マ ッ プを表示する こ とができます。

• 24 ビ ッ ト のビ ッ ト マ ッ プには、 ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルのカス タムカ ラーパレ ッ ト が含まれません。 256 色の

システムで 24 ビ ッ ト のビ ッ ト マ ッ プを表示し ている場合、 使用できる追加のカ ラーパレ ッ ト エン ト リがある

場合でも、 現在使用可能なパレ ッ ト エン ト リ だけが使用されます。 イ ンス ト ールで 24 ビ ッ ト のビ ッ ト マ ッ プ

を表示し、 256 色のシステムで実行する場合、 256 色バージ ョ ンのビ ッ ト マ ッ プ も含める こ と をお勧めし ま

す。

• メ タ フ ァ イルは配置されるのではな く 作成されるため、 メ タ フ ァ イルが作成される際に、 追加のカ ラーパ

レ ッ ト エン ト リは割り当てられません。 つま り、 メ タ フ ァ イルの表示には、 既存のカ ラーパレ ッ ト エン ト リ

だけが使用されます。 イ ンス ト ールを 256 色のシステムで実行する場合、 標準の 16 の静的カ ラーは現在のカ

ラーパレ ッ ト のエン ト リ にかかわらず使用できるため、 これらの色だけを メ タ フ ァ イルで使用する こ と をお

勧めし ます。

• システムのビデオ ド ラ イバーが 256 色以上の表示をサポー ト し ている こ と を確認し ます。 ビデオカー ド と モ

ニ ターが 256 色表示をサポー ト し ている場合でも、 ビデオ ド ラ イバーが 256 色表示をサポー ト し ていない場

合は、 ビ ッ ト マ ッ プは適切に表示されません。
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• モニ ターで 256 色のビ ッ ト マ ッ プが表示されない場合、 16 の静的カ ラーだけが使用されます。 このため、 大

幅な色化けが生じ る可能性があ り ます。 イ ンス ト ールで 256 色のイ メ ージを使用し ている場合は、 256 色を

サポー ト し ているシステムでセ ッ ト ア ッ プを実行するよ う エン ド ユーザーに要求する こ と をお勧めし ます。

カス タム アクシ ョ ンを使用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 カス タム アクシ ョ ンを使った InstallScript、 VBScript、 または JavaScript コー ドの実行、 DLL 関

数の呼び出し、 実行可能フ ァ イルの実行、 マネージ アセンブ リ内にあるマネージ メ ソ ッ ド の呼び出し、 プロパ

テ ィ やデ ィ レ ク ト リの設定、 エラーの ト リ ガ と イ ンス ト ールの中止、 PowerShell スク リ プ ト の実行、 プロセスの

終了、 他のイ ンス ト ール パッ ケージの実行がサポー ト されています。

タ スク InstallShield における カス タム アクシ ョ ンの作成および実行は、 以下のステ ッ プで進めます。

1. [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー )、 またはカス タム ア

クシ ョ ン ウ ィ ザー ド を使用し て、 カス タム アクシ ョ ンを作成し ます。

2. カス タム アクシ ョ ンを実行する タ イ ミ ングを決めます。

3. カス タム アクシ ョ ンを、 シーケンスに挿入するかダイアログのコ ン ト ロール イベン ト の結果と し て配置し て

実行し ます ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト )。

様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加される各 InstallShield カス タム アク

シ ョ ンについての詳細は、 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • マージ モジュール プロジ ェ ク ト のみ、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで ModuleInstallExecuteSequence 

テーブルを変更し て、 マージ モジュール内のカス タム アクシ ョ ンの起動を制御する こ とができます。 イ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト にマージ モジュールを追加する際、 マージ モジュールの中に含められたすべてのカス タム アク

シ ョ ンおよびダイアログは [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを通し てイ ンス ト ールのシーケンスに挿

入する こ とができます。

カス タム ア クシ ョ ンウ ィ ザー ド を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド を使用する と、 カス タム アクシ ョ ンを作成し た り既存のカス タム アクシ ョ ンを

変更できます。

タ スク カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の操作を行います。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドが起動し ます。

3. ウ ィ ザー ドパネルに従い、 新しいカス タム アクシ ョ ンを作成し ます。

また、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を使用せずに [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カ

ス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス タム アクシ ョ ンを作成する こ と もできます。 詳細については、 「[ カス タム ア

クシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス タム アクシ ョ ンを作成する」 を

参照し て く ださい。

進行状況ダイアログと イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにアクシ ョ ン情報を表示する方法については、 「アク シ ョ ン 

テキス ト を使う」 を参照し て く だ さい。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アク
シ ョ ン ] ビ ュー ) でカス タム アクシ ョ ンを作成する

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類では、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューとい う名前で呼ばれます。

• DIM

• マージ モジュール

• MSM データベース
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カス タム アクシ ョ ンの作成は、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの使用をお勧めし ます。 ウ ィ ザー ド を使う と、

必要な手順に従ってカス タム アクシ ョ ンを作成し、 情報を入力できます。 また、 このウ ィ ザー ド を使用する代わ

り に、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) で設定を直接構成

し て、 カス タム アクシ ョ ンを作成する こ と もできます。

タ スク カス タム アクシ ョ ンを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 追加する カス タム アクシ ョ ンの種類を ク リ ッ

ク し ます。

3. 新しいアクシ ョ ンの名前を変更するには、 アクシ ョ ンを選択し、 F2 キーを押し て新しい名前を入力し ます。

4. カス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

進行状況ダイアログと イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにアクシ ョ ン情報を表示する方法については、 「アク シ ョ ン 

テキス ト を使う」 を参照し て く だ さい。

カス タム ア クシ ョ ンのク ローン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には、 カス タム アクシ ョ ンを コ ピーまたはク ローンする機能があ り ます。 ク ローンは、 オ リ ジナルカ

ス タム アクシ ョ ン とすべて同じ プロパテ ィ および値持つ、 同じ種類の新しいカス タム アクシ ョ ンを作成し ます。

ク ローンを利用し て、 各カス タム アクシ ョ ン属性を手動で設定する必要な く 、 類似する属性を持つ複数のカス タ

ム アクシ ョ ンを作成する こ とができます。

ク ローン処理は、 カス タム アクシ ョ ンのク ローンのみが行われます。 [ イ ンス ト ール ] シーケンスへカス タム ア

クシ ョ ンを挿入する こ とはあ り ません。
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タ スク カス タム アクシ ョ ンを ク ローンするには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 ク ローンする カス タム アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ ク ロー

ン ] を ク リ ッ ク し ます。

ク ローン されたカス タム アクシ ョ ンのコ ピーが、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーにコ ピーされます。

カス タム アクシ ョ ンの名前は、 ク ローン されたカス タム アクシ ョ ン と同じ ですが、 コ ピーは、 名前の終わり に 1 

が付加されています。

カス タム ア クシ ョ ンを別のプロジ ェ ク ト にエ クスポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

タ スク カス タム アクシ ョ ンを別のプロジ ェ ク ト へ保存するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] (DIM、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 カス タム アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ エクスポー ト ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ エクスポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 既存の InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism フ ァ イル ) の場所を参照し ます。 保存場所は、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト のどち らかを使用できますが、 フ ァ イルは InstallShield 

の別のイ ンス タ ンスでは開きません。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

このカス タム アクシ ョ ンのコ ピーが特定の .ism フ ァ イルに追加されます。 対象の .ism フ ァ イルが既に異なるプロ

パテ ィ で同じ名前のカス タム アクシ ョ ンを持つ場合は、 [ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 競合を

解決するオプシ ョ ンを選択できます。

カス タム ア クシ ョ ンの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI
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• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類では、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューとい う名前で呼ばれます。

• DIM

• マージ モジュール

• MSM データベース

カス タム アクシ ョ ンを作成後、 その設定を構成する必要があ り ます。 また、 その設定を後で変更し な く てはなら

ない場合もあ り ます。 た と えば、 カス タム アクシ ョ ンに割り当てたられた条件を編集する場合があ り ます。

作成する カス タム アクシ ョ ンの種類によ って、 そのアクシ ョ ンの設定が異なる意味を持つ場合があ り ます。 たと

えば、 アクシ ョ ンが .msi パッ ケージ内に格納されている実行可能フ ァ イルを呼び出す場合、 呼び出す実行可能

フ ァ イルをポイ ン ト するテーブル内のエン ト リの名前が " ソース " 設定に存在する必要があり ます。 " ターゲッ ト

" 設定は、 この場合コマン ド ラ イ ン引数にな り ます。

タ スク カス タム アクシ ョ ンの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 その設定を構成する カス タム アク シ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 右側のペイ ンで、 適切に設定を構成し ます。

各設定については、 「カス タム アクシ ョ ンの設定」 を参照し て く ださい。

進行状況ダイアログと イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにアクシ ョ ン情報を表示する方法については、 「アク シ ョ ン 

テキス ト を使う」 を参照し て く だ さい。

カス タム ア クシ ョ ンの種類についての概要

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ンの "MSI タ イプ番号 " 設定に表示される値は、 カス タム アクシ ョ ン ( 標準 DLL、 実行可能

フ ァ イル、 または InstallScript など )、 場所 (Binary テーブルに格納、 製品と共にイ ンス ト ールなど )、 および、 い

く つかのカス タム アクシ ョ ンの設定 (" 戻り値の処理 "、 " スク リ プ ト 内処理 "、 " 実行スケジュール " など ) が組
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み合わされたものです。 これは、 Windows Installer CustomAction テーブルの Type 列で利用できるい く つかのビ ッ

ト を組み合わせるために OR 演算子を使って計算された十進数値です。 また、 InstallShield では、 InstallScript カス

タム アクシ ョ ンおよび標準 DLL フ ァ イル関数などの拡張カス タム アクシ ョ ン タ イプ もサポー ト されています。

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ では、 カス タム アクシ ョ ンは数値タ イプで参照されています。 [ カス タム アク

シ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でプロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを

追加する と、 カス タム アクシ ョ ン タ イプ番号は自動的に計算され、 "MSI タ イプ番号 " 設定にこの値が設定され

ます。 たと えば、 完全修飾パスが Property テーブルに格納されている実行可能フ ァ イルの起動は、 カス タム アク

シ ョ ン タ イプ 50 と し て計算されます。 基本のカス タム アクシ ョ ン タ イプに使われる値ついての詳細は、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Summary List of All Custom Action Types」 を参照し て く ださい。

InstallShield で使用できる カス タム アクシ ョ ンの各種類についての詳細は、 「カス タム アク シ ョ ンの種類」 を参照

し て く ださい。

カス タム ア クシ ョ ンの戻り値

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルでの選択に応じ て、 Windows Installer はイ ンス ト ー

ルを継続する前に正常な戻り値を待機し ます。 カス タム アクシ ョ ンは、 その状況に応じ て以下の値のう ちの 1 つ

を戻さ なければな り ません。

テーブル 3-5 • カス タム アク シ ョ ンの戻り値

戻り値 説明

ERROR_FUNCTION_NOT_CALLED カス タム アクシ ョ ンは実行されませんで し

た。

ERROR_INSTALL_FAILURE カス タム アクシ ョ ンが失敗し ま し た。

ERROR_INSTALL_SUSPEND カス タム アクシ ョ ンは保留されていますが、

後で再実行されます。

ERROR_INSTALL_USEREXIT エン ド ユーザーが実行を中止し たため、 カ

ス タム アクシ ョ ンは正常に完了し ませんで

し た。

ERROR_NO_MORE_ITEMS カス タム アクシ ョ ンは正常に完了し ま し た

が、 残りのアクシ ョ ンをスキッ プする必要

があ り ます。
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InstallScript カス タム アクシ ョ ンを書いている場合、 エン ト リ ポイ ン ト 関数の戻り値と し て ERROR_SUCCESS ま

たは ERROR_INSTALL_FAILURE のいずれかを戻す可能性があり ます。 これらの定数は、 スク リ プ ト 中に Iswi.h を含

める と自動的に定義されます。 InstallScript エンジンはその他のすべての例外を Windows Installer に通知し ます。

スク リ プ ト 内実行

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ン作成時に構成されている必要がある設定は、 カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ドの [ 応答オプ

シ ョ ン ] パネル にある " スク リ プ ト 内実行 " 設定です。 アクシ ョ ンは、 シーケンスに表示される順に実行されま

す。 ただし、 シーケンスは通常のイ ンス ト ール中に何度も実行されます。 " スク リ プ ト 内実行 " 設定を使う と、 ア

クシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンス反復を選択する こ とができます。

( ター ミ ナル サーバーで使用可能 )

[ ター ミ ナル サーバーで使用可能 ] オプシ ョ ン ( たと えば、 即時実行 ( ター ミ ナル サーバーで使用可能 ) を選択し

た場合、 ター ミ ナルサーバー マシン上でマシンご とのイ ンス ト ールが実行されいる間、 カス タム アクシ ョ ンはエ

ン ド ユーザーに偽装し ます。

即時実行

名前のとお り、 内部 Windows Installer イ ンス ト ール スク リ プ ト がコ ンパイルされる と ただちに起動し ます。 .msi 

フ ァ イルが起動する と、 Windows Installer サービスはイ ンス ト ールデータベースのすべてのテーブルを内部スク リ

プ ト に変換し ます。 ( この内部スク リ プ ト は、 InstallScript コー ド とは違います。 ) このスク リ プ ト は、 イ ンス ト ー

ルのすべてのアクシ ョ ンを表示順に循環する こ とによ ってビルド されます。 このスク リ プ ト のビルドはすぐに実

行されます。 " スク リ プ ト 内実行 " 設定を [ すぐに実行 ] に設定し ているアクシ ョ ンが実行される と、 そのアク

シ ョ ンが起動し ます。 し たがってこのアクシ ョ ンはフ ァ イル転送が起きる前に起動し ます。 イ ンス ト ールのエン

ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスが完全にロー ド する前に起動する可能性もあ り ます。

一般に、 「即時実行」 にスケジューリ ングされている カス タム アクシ ョ ンはターゲッ ト  システムを変更せず、 プ

ロパテ ィ を設定し て ターゲッ ト  システムを照会 ( た と えば、 ターゲッ ト  システムが製品のシステム要件に合って

いるか確認するなど ) し ます。 Windows Installer のプロパテ ィ を設定する カス タム アクシ ョ ン と、 [ ユーザー イ ン

ターフ ェ イス ] シーケンスで発生する カス タム アクシ ョ ンはすぐに実行されるよ う にスケジューリ ングする必要

があ り ます。

ERROR_SUCCESS カス タム アクシ ョ ンは正常に終了し ま し た。

テーブル 3-5 • カス タム アク シ ョ ンの戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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このタ イプのアクシ ョ ンはシステム変更が行われる前に起動するため、 イ ンス ト ールにイ ンス ト ールされている

フ ァ イルを使用できません。

遅延実行

[ 遅延実行 ] は、 Windows Installer サービスが、 [ 即時実行 ] の実行中に作成された内部スク リ プ ト を使用する場合

に実行されます。 このスク リ プ ト が完全に生成される と、 Windows Installer サービスは新し く コ ンパイルされたス

ク リ プ ト を実行し ます。 スク リ プ ト はシーケンス内のすべてのアクシ ョ ンを順番に起動し ます。 ただ し、 アク

シ ョ ンをすぐに実行するよ う スケジューリ ングし た場合は、 そのアクシ ョ ンは遅延実行時に再度起動し ません。

遅延実行中に起動し たアクシ ョ ンは、 システムの一部と し てイ ンス ト ールされている フ ァ イルにアクセスできま

す。 し たがって、 イ ンス ト ールのこの部分で製品と と もにイ ンス ト ールされた DLL フ ァ イルから関数を呼び出す

カス タム アクシ ョ ンを呼び出すこ とができます。 ただし、 遅延実行カス タム アクシ ョ ンを正し く 実行するには、

InstallInitialize と InstallFinalize の間で行う必要があり ます。

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルを使用する カス タム アクシ ョ ンや、 既に実行されたその

他のシステム変更を使用する カス タム アクシ ョ ンは、 遅延実行を行う よ う スケジューリ ングする必要があり ます。

ロールバッ ク実行

ロールバッ クは、 イ ンス ト ールにエラーが発生し た時や、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了前にキャ ンセルし

た時に実行されます。 ロールバッ ク実行オプシ ョ ンを使用する と、 ロールバッ ク中にのみアクシ ョ ンが実行され

るよ う設定できます。 し たがって、 ロールバッ ク実行できるアクシ ョ ンは、 遅延実行アクシ ョ ンのよ う にイ ンス

ト ールスク リ プ ト に書き込まれます。 遅延実行アクシ ョ ン と異な り、 ロールバッ ク実行アクシ ョ ンはロールバッ

ク中にしか実行されません。 ( ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが遅延実行中に失敗し た場合

にのみ実行されます。 )

イ ンス ト ール中にターゲッ ト  システムに変更を加える カス タム アクシ ョ ンは、 ロールバッ ク中にロールバッ ク実

行カス タム アクシ ョ ンでやり直されます。 たと えば、 フ ァ イルを作成する カス タム アクシ ョ ンがある場合、 フ ァ

イルを削除する 2 つ目のカス タム アクシ ョ ンを作成し て、 2 番目のアクシ ョ ンをロールバッ ク実行にスケジュー

リ ングし ます。 ( ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 元に戻すカス タム アクシ ョ ンの前にスケジューリ ングし

て く ださい。 )

コ ミ ッ ト 実行

コ ミ ッ ト 実行は、 InstallFinalize アクシ ョ ンが正常に完了するまで実行されません。 つま り、 イ ンス ト ールがフ ァ

イル転送、 COM サーバー登録、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ エン ト リの作成を完了するまで行われませ

ん。 それから、 コ ミ ッ ト 実行に設定されているアクシ ョ ンはシーケンスの表示順に実行されます。

たと えば、 一時フ ァ イルを作成する カス タム アクシ ョ ンがある場合、 フ ァ イルを削除する 2 つ目のカス タム アク

シ ョ ンを作成し て、 そのアクシ ョ ンを コ ミ ッ ト 実行にスケジューリ ングし ます。

システム コ ンテキス ト の遅延実行

遅延実行アクシ ョ ン同様、 これらのアクシ ョ ン も Windows Installer サービスによ って生成されたスク リ プ ト が実行

されなければ実行されません。 ただ し、 このタ イプのアクシ ョ ンはユーザー偽装を実行し ません。

カス タム ア クシ ョ ンの動作を ド キュ メ ン ト 化する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows ロゴ • 各カス タム アクシ ョ ンの意図された動作は、 Windows ロゴ プログラムに基づいて文書化する必要

があ り ます。 これは、 システム管理者が製品を企業環境に配布する場合など、 カス タム アク シ ョ ンの動作を把握

する必要がある場面で特に有益です。 イ ンス ト ール パッ ケージを検証し た時、 ヘルプ フ ァ イル パス 設定の値が

指定されていない場合、 InstallShield は検証エラー ISICE10 を出力し ます。 詳細については、 「ISICE10」 を参照し

て く ださい。

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれる カス タム アクシ ョ ンの動作を ド キュ メ ン ト 化するには、 次の手順に従います。

1. カス タム アクシ ョ ンの正常な動作を説明する フ ァ イルを作成し ます。 .txt、 .htm、 .rtf フ ァ イルなど、 テキス

ト ベースのフ ァ イルを指定し て く だ さい。 カス タムアクシ ョ ン 1 個につき、 1 つのフ ァ イルが必要です。

2. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

3. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 ド キュ メ ン ト を作成するアクシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. [ ヘルプ フ ァ イル パス ] 設定については、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンの動作

について説明する フ ァ イルを参照し ます。

ヒ ン ト • ビルド時に InstallShield が、 各カス タム アク シ ョ ン ヘルプ フ ァ イルのコ ンテンツを .msi フ ァ イルにス ト

リームするかど うかを指定する こ とができます。 詳細については、 [ リ リース ] ビ ュー内にある製品構成の " カス

タム アクシ ョ ンのヘルプを含める " 設定の説明を参照し て く ださい。

Windows ロゴ プログラムの要件を満たすカス タム アクシ ョ ンを作成す
る と きのガイ ド ラ イ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース
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• ト ラ ンスフ ォーム

Windows ロゴを適用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは Microsoft Windows ロゴ プログラムの要件を満た さ な く てはい

けません。 検証スイー ト を使って、 作成中のイ ンス ト ール パッ ケージがカス タム アクシ ョ ン関連のロゴ要件のほ

とんどを満たし ているかど うかを検証できます。 ただ し、 一部の要件については検証スイー ト を使って検証する

こ とができません。

検証スイー ト または関連 ISICE で検証されないけれど も、 Windows ロゴ プログラムのロゴ コ ンプラ イアンスを達

成するために満たす必要がある要件の一覧は次のとお り です。

• グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ ツール (Gacutil.exe) を カス タム アクシ ョ ンから呼び出さ ない。 このツー

ルは、 イ ンス ト ール中の使用のためには設計されていません。

• すべてのカス タム アクシ ョ ンの成功または失敗について、 MsiProcessMessage を呼び出し て Windows Installer 

ログに記録する。

• イ ンス ト ール中にシステム状態を変更する カス タム アクシ ョ ンは、 アン イ ンス ト ール中に削除するか、 元の

システム状態に復元し な く てはならない。 また、 システム状態を変更する カス タム アク シ ョ ンは、 遅延およ

びロールバッ ク カス タム アクシ ョ ン との対で作成し な く てはならない。

これは、 カス タム アクシ ョ ン タ イプ 19 ( エラー、 失敗、 およびイ ンス ト ールの終了を表示する )、 タ イプ 35 

( イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を設定する )、 または タ イプ 51 ( プロパテ ィ を設定する ) には適用されません。

• イ ンス ト ールに含まれるすべてのカス タム アクシ ョ ンの正常な動作を ド キュ メ ン ト 化し な く てはならない。

これは、 カス タム アクシ ョ ン タ イプ 19 ( エラー、 失敗、 およびイ ンス ト ールの終了を表示する )、 タ イプ 35 

( イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を設定する )、 または タ イプ 51 ( プロパテ ィ を設定する ) には適用されません。

詳細については、 「カス タム アクシ ョ ンの動作を ド キュ メ ン ト 化する」 を参照し て く ださい。

様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加される各 InstallShield カス タム ア

クシ ョ ンについての情報は、 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださい。

カス タム ア クシ ョ ンを リ リース フ ラグに基づいて条件付きで起動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ールがビルド される と、 は自動的に ISReleaseFlags とい う プロパテ ィ を Property テーブルに追加し ます。

このプロパテ ィ には、 ビルド内のすべてのリ リースフ ラグが含まれています。 これらのフ ラグは [ リ リース ] 

ビ ューの " リ リース フ ラグ " 設定と同じ状態で表示されます。 複数のフ ラグはコ ンマで区切られています。

カス タム アクシ ョ ンを、 リ リース フ ラグに基づいて次の方法を使って条件付きで起動させる こ とができます。

" 条件 " 設定を構成する

カス タム アクシ ョ ンを条件付きで起動する最も簡単な方法は、 シーケンスにカス タム アクシ ョ ンを 挿入する時

に、 " 条件 " 設定を構成する方法です。 この場合、 " 条件 " 設定に ISReleaseFlags><"MyReleaseFlag" などの条件を

入力する こ とができます。 この条件は、 "MyReleaseFlag" とい う部分文字列が ISReleaseFlags プロパテ ィ の値に含

まれている場合に成功し ます。
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MsiGetProperty の呼び出し

リ リース フ ラグに基づいてカス タム アクシ ョ ンの条件を設定するよ り効果的な方法は、 カス タム アクシ ョ ン内

で MsiGetProperty を呼び出すよ う作成する方法です。 アクシ ョ ン起動を決定するだけでな く 、 そのアクシ ョ ンに

よ って実行される コー ド も指定する こ とができます。 た と えば、 すべての場合に対し て .DLL から一つの関数を呼

び出し ながら、 関数の条件付論理を使ってそれぞれの場合に別の機能を提供する こ とができます。

この方法による カス タム アクシ ョ ンの条件付き起動の欠点は、 スク リ プ ト または DLL カス タム アクシ ョ ン しか

使用できないこ と です。 さ らに、 カス タム アクシ ョ ンは見えないと こ ろでも確実に実行し ます。 アク シ ョ ンを実

行する と、 アクシ ョ ンは、 指定し た リ リースフ ラグがビルド に含まれているかど うか確認し ます。 そのフ ラグが

あれば、 カス タム アクシ ョ ンは続行し ます。 フ ラグがなければ、 アクシ ョ ンは終了し ます。

.msi データベースにフ ァ イルを配置し、 実行時に抽出する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) および [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー 

(InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ) を使う と、 イ ンス ト ール プログラムが使用するだけで、 実際にイ ンス ト ールはさ

れない一時フ ァ イルを格納できます。 これに該当する ものには、 ラ イセンスのテキス ト フ ァ イル (SdLicense で表

示 ) や、 イ ンス ト ーラーが呼び出す DLL フ ァ イルなどがあ り ます。 実行時のサポー ト  フ ァ イルの抽出先は、

Windows Installer プロパテ ィ  SUPPORTDIR に格納されています。

メ モ • 基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ール イ ンス ト ールの遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

クのカス タム アクシ ョ ンは、 一部のビル ト イ ン Windows Installer プロパテ ィ  (CustomActionData、 ProductCode、

および UserSID) にのみアクセスする こ とができます。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの実行中に、 カス タム アク

シ ョ ンで他のプロパテ ィ  ( 例、 SUPPORTDIR) にアクセスする場合は、 それら を CustomActionData に渡す必要があ

り ます。 詳細については、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ に

アクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer プロパテ ィ  SUPPORTDIR の値は、 InstallScript システム変数 SUPPORTDIR の値と

は同じ ではあ り ませんので注意し て く だ さい。

カス タム アクシ ョ ン スク リ プ ト の例

InstallScript

イ ンス ト ール時に特定のサポー ト  フ ァ イルにアクセスするには、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト では、 Windows Installer プロパテ ィ  SUPPORTDIR を参照する必要があり ます。 フ ァ イルの完全パスを取

得するには、 MsiGetProperty を使用し てパスを クエ リ し てから、 そのフ ァ イル名を SUPPORTDIR の値にフ ァ イル

名を付加し ます。 カス タム アクシ ョ ンの設定では、 これは単に [SUPPORTDIR] です。

InstallScript カス タム アクシ ョ ンでは、 次のよ う なコー ド を使用する こ とができます。

export prototype STRING GetSupportFilePathMSI(HWND);
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function STRING GetSupportFilePathMSI(hMSI)

STRING szSupportDir[MAX_PATH + 1];

STRING szMyFile[MAX_PATH + 1];

NUMBER nLength;

begin

// バッ フ ァー サイズの初期値を設定します

nLength = MAX_PATH + 1;

MsiGetProperty(hMSI, "SUPPORTDIR", szSupportDir, nLength);

 

// バッ フ ァー サイズ変数を リセッ ト します

nLength = MAX_PATH + 1;

MsiGetProperty(hMSI, "MYFILE", szMyFile, nLength);

 

// 完全フ ァ イル パスを返します

return szSupportDir ^ szMyFile;

end;

この例では、 使用されているサポー ト  フ ァ イルの名前が MYFILE プロパテ ィ に格納されます。

C++

C++ では、 次のコー ドが利用できます :

UINT __stdcall ShowSupportdir(MSIHANDLE hInstall)

{

TCHAR szSupportDir[MAX_PATH + 1] = {'\0'};

DWORD dwBuff = sizeof(szSupportDir);

MsiGetProperty(hInstall,"SUPPORTDIR",szSupportDir,&dwBuff);

MessageBox(NULL,szSupportDir,"SUPPORTDIR is ...",MB_OK);

}

VBScript

VBScript では、 次のコー ドが利用できます :

dim strSupportDir

strSupportDir = Session.Property("SUPPORTDIR")

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer 
プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ール イ ンス ト ールの遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クのカ

ス タム アクシ ョ ンは、 一部のビル ト イ ン Windows Installer プロパテ ィ  (CustomActionData、 ProductCode、 および 

UserSID) にのみアクセスする こ とができます。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの実行中に、 カス タム アクシ ョ ン

で他のプロパテ ィ にアクセスする場合は、 それら を CustomActionData に渡す必要があ り ます。 これを行う には、

すぐにプロパテ ィ を設定する タ イプのカス タム アクシ ョ ンをスケジュールし て、 カス タム アクシ ョ ンの名前に一

致するプロパテ ィ を設定し ます。 このプロパテ ィ の値が、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クのカス タム アクシ ョ ン

内の CustomActionData プロパテ ィ から取得できるよ う にな り ます。
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CustomActionData を使用し て、 プロパテ ィ にアクセスする

以下の例は、 遅延 InstallScript カス タム アクシ ョ ンで、 Windows Installer プロパテ ィ  SUPPORTDIR にアクセスする

方法です。

タ スク 遅延 InstallScript カス タム アクシ ョ ンで SUPPORTDIR にアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 GetSUPPORTDIR とい う名前のプロパテ ィ 設定型カス タム ア

クシ ョ ン (type 51) を作成し ます。 カス タム アクシ ョ ンの " プロパテ ィ 名 "、 " プロパテ ィ 値 "、 および " イ

ンス ト ール実行シーケンス " 設定を次のよ う に構成し、 他の設定は空白のままにし ておきます。

• プロパテ ィ 名 : DisplaySupportDir

• プロパテ ィ 値 : [SUPPORTDIR]

• イ ンス ト ール実行シーケンス : After InstallInitialize

2. InstallScript ビ ューで、 DisplaySupportDir とい う名前で新しいカス タム アクシ ョ ンを作成し ます。

3. SUPPORTDIR の値を含む メ ッ セージ ボ ッ クスを表示する次のコー ド を追加し ます。

function DisplaySupportDir(hMSI)

STRING supportDirPath;

NUMBER supportDirPathBuffer;

begin

supportDirPathBuffer = MAX_PATH;

if(MsiGetProperty(hMSI, "CustomActionData", supportDirPath, supportDirPathBuffer) == ERROR_SUCCESS) then

SprintfBox(INFORMATION," 遅延実行 ","SUPPORTDIR の値は、 %s",supportDirPath);

SprintfBox(INFORMATION," 遅延実行 ","SUPPORTDIR の値は、 %s",SUPPORTDIR);

endif;

end;

4. [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 DisplaySupportDir とい う名前の InstallScript カス タム アク

シ ョ ンを作成し ます。 カス タム アクシ ョ ンの " 関数名 "、 " スク リ プ ト 内実行 "、 および " イ ンス ト ール実行

シーケンス " 設定を次のよ う に構成し、 他の設定は空白のままにし ておきます。

• 関数名 : DisplaySupportDir

• スク リ プ ト 内実行 : システム コ ンテキス ト の遅延実行

• イ ンス ト ール実行シーケンス : After GetSUPPORTDIR

重要 • ステ ッ プ 1 で入力するプロパテ ィ 名は、 ステ ッ プ 4 で作成する カス タム アクシ ョ ンの名前と一致し な く て

はな り ません。

CustomActionData を使用し て、 複数のプロパテ ィ にアクセスする

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで、 複数の Windows Installer プロパテ ィ にアクセスするには、

CustomActionData でそれらのプロパテ ィ を " パッ ク " し てから、 CustomActionData の値を取得し たあと、 遅延 /

コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンを使って、 それらの値を " アンパッ ク " し ます。

たと えば、 [INSTALLDIR]、 [SUPPORTDIR]、 および [SetupType] の値を取得する場合、 type 51 カス タム アクシ ョ

ンの Property Value 設定を次のよ う に設定し ます。

[INSTALLDIR];[SUPPORTDIR];[SetupType]
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各プロパテ ィ は、 セ ミ コ ロンで区切り ます。

CustomActionData プロパテ ィ からの値を " アンパッ ク " するには、 次の VBScript のよ う なコー ド を使用し ます。

Dim PropArray

PropArray = Split(Session.Property("CustomActionData"), ";") 

INSTALLDIR = PropArray(0)

SUPPORTDIR = PropArray(1)

SetupType = PropArray(2)

' 変数を使用するこ とができます ...

InstallScript カス タム アクシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Windows Installer イ ンス ト ール内の InstallScript 関数を使用するには、 最初に、 スク リ プ ト を呼び出すカス タム ア

クシ ョ ンを作成する必要があ り ます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 カス タム アクシ ョ ンを最も

簡単に作成する こ とができます。

このウ ィ ザー ドの主なパネルは次のとお り です。

• [ アクシ ョ ンの種類 ] パネル

• [ アクシ ョ ン パラ メ ーター ] パネル

• [ 応答オプシ ョ ン ] パネル

• [ シーケンスに挿入 ] パネル

ウ ィ ザー ド を完了する と、 タ イプ 65536 のカス タム アクシ ョ ンが作成されます。 このカス タム アクシ ョ ン タ イプ

は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ で定義されていません。 InstallScript は本来、 Windows Installer ではサポー

ト されていないので、 アクシ ョ ン タ イプ 65536 は InstallShield によ って作成されま し た。

プロジ ェ ク ト • InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス

シーケンスでは使用し ないで く だ さい。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にユーザーイ ン ターフ ェースを提供するに

は、 イベン ト  ド リ ブン型のスク リ プ ト を使用し ます。

標準 DLLl フ ァ イルの関数を呼び出す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
Windows Installer では、 カス タム アクシ ョ ン向けに作成された DLL フ ァ イル内 の関数に渡すこ とができるパラ

メ ーターに制限があ り ますが、 InstallShield には解決策が用意されており、 任意の個数のパラ メ ーターを関数に渡

し て戻り値を格納できます。 関数は必ず __stdcall 呼び出し規則を使用し な く てはな り ません。 この規則が使用さ

れていない場合、 複数のパラ メ ーターを持つ関数は適切に動作し ません。

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで [ 標準ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ内の関数

の呼び出し ] を [ 種類 ] オプシ ョ ンに選択し て、 標準 DLL を呼び出すよ う に指定できます。 次のパネル、 [ 関数定

義 ] パネルで、 関数のパラ メ ーターと戻り値を指定できます。

メ モ • 製品と共にイ ンス ト ールされる標準 DLL フ ァ イルの関数を呼び出し、 アクシ ョ ンが (" スク リ プ ト 内実行 " 

設定で ) " 遅延 " と スケジュールされている場合、 呼び出す DLL フ ァ イルはコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルでな

く てはな り ません。

Binary テーブル内の標準 DLL フ ァ イルの関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンは、 " 遅延実行 " をスケジュールで

きません。

Windows Installer プロパテ ィ を関数の戻り値に設定する場合、 アクシ ョ ンを即時実行に構成する必要があ り ます。

遅延、 ロールバッ ク、 またはコ ミ ッ ト 実行にスケジュールされているアクシ ョ ンの戻り値プロパテ ィ を指定し よ

う とする と、 実行時に戻り値プロパテ ィ は無視されます。

フ ォーマ ッ ト された文字列と し てのパラ メ ーターと戻り値について

標準 DLL フ ァ イル アクシ ョ ンの関数シグネチャ を指定する と き、 そのアクシ ョ ンの " 関数シグネチャ " 設定は、

以下の形式で関数名、 引数、 戻り値タ イプ、 および戻り値プロパテ ィ を表示し ます。

DataType1=[PropertyName1] DllName::FuncName(in DataType2=" 値 ", Direction DataType3=[PropertyName2])

次のテーブルは、 フ ォーマ ッ ト のそれぞれの部分についての説明です。

テーブル 3-6 • 関数の引数のフ ォーマ ッ ト

引数 説明

DataType1=[PropertyName1] DataType1 のタ イプは、 void、 STRING、 BOOL、 NUMBER、 HWND、

HANDLE、 または POINTER のどれかです。 PropertyName1 は、 [ プロパ

テ ィ  マネージャー ] ビ ュー からのプロパテ ィ 名です。

戻り値が void の場合、 =[PropertyName1] は省略されます。

DllName ピ リ オ ド と拡張子を除 く  DLL フ ァ イル名を指定し ます。

FuncName 呼び出す関数の名前を入力し ます。

in DataType2="Value" これは、 定数である引数の形式です。 DataType1 のタ イプは、 STRING、

BOOL、 NUMBER、 HWND、 HANDLE、 または POINTER のいずれかです。

Value は、 この引数に渡すデータ です。 定数のデータ型は、 常に in から始

ま り ます。
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
例

イ ンス ト ールで MessageBoxA を呼び出す で作成されたカス タム アクシ ョ ンの場合、 Target の値は次のよ う にな

り ます。

void User32::MessageBoxA(in HWND=0, in STRING=[MESSAGEPROP], in STRING=[CAPTIONPROP], in NUMBER=1) と表示されます。

こ こ例で、 データ タ イプは void で、 in HWND=0 は数値 0 を表し ます。 また MESSAGEPROP は、 User32.dll の関数 

MessageBoxA に渡される文字列を含むプロパテ ィ です。

Windows Installer DLL フ ァ イル内の関数を呼び出す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer のカス タム アクシ ョ ン専用に作成されている DLL 関数では、 イ ンス ト ーラー データベースへの

ハン ドルだけをパラ メ ーターと し て使用できます。 .msi データベースから情報を読み込み、 カス タム アクシ ョ ン

で使用する方法について、 以下に説明し ます。

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで [Windows Installer ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ

ラ リ内の関数の呼び出し ] を選択し て、 カス タム アクシ ョ ンが Windows Installer DLL フ ァ イル ( カス タム アク

シ ョ ン タ イプ 1 および 17) にある こ と を指定し ます。

別の方法と し ては、 [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで [ 標準ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ内の関数の呼び出し ] を

選択する こ とができます。 この場合、 InstallShield で関数のパラ メ ーターを指定する こ とができます。

Direction 

DataType3=[PropertyName2]

これは、 Windows Installer のプロパテ ィ 値を参照する引数の形式です。

Direction には、 in、 inout、 または out のいずれかを指定できます。 これらの

プロパテ ィ  タ イプについては、 引数のソースの下にある [ 関数定義 ] パ

ネルを参照し て く だ さい。

DataType3 では、 STRING、 BOOL、 NUMBER、 HWND、 HANDLE、 または 

POINTER のタ イプを使用できます。 PropertyName2 は、 Direction の値に応

じ て、 値が関数に渡されるプロパテ ィ 、 または関数によ って値が設定さ

れるプロパテ ィ の名前です。

テーブル 3-6 • 関数の引数のフ ォーマ ッ ト  ( 続き )

引数 説明
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
タ スク Windows Installer 用に作成された DLL の関数にパラ メ ーターを渡す場合、 主に 3 つのステ ッ プが必要です。

1. DLL フ ァ イルを作成し ます。

2. カス タム アクシ ョ ンを作成し てシーケンスの 1 つに挿入し ます。

3.  [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使用し て、 パラ メ ーターを渡し ます。 以下に、 これらのステ ッ プを詳

し く 説明し ます。

DLL フ ァ イルの作成

カス タム アクシ ョ ンの DLL フ ァ イル関数にデータ を渡すには、 データ を渡す関数で、 Installer プロパテ ィ の値を

取得する MsiGetProperty 関数を呼び出す必要があ り ます。 以下の例では、 MYPROPERTY とい うパブ リ ッ ク プロ

パテ ィ から値を取り出し ます。

UINT __stdcall MyActionName(MSIHANDLE hInstall)

{

TCHAR szValue[51] = {0};

DWORD dwBuffer = 50;

MsiGetProperty(hInstall, TEXT("MYPROPERTY"), szValue, &dwBuffer);

MessageBox(GetForegroundWindow( ),

szValue,

TEXT("MYPROPERTY の値 "), MB_OK | MB_ICONINFORMATION);

return ERROR_SUCCESS;

}

さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの 「MsiGetProperty」 を参照し て く ださい。

DLL フ ァ イルのビルド に C++ コ ンパイ ラ を使用し ている場合は、 コ ンパイ ラが DLL からエクスポー ト された関数

名を変更し ていないよ う確認し て く だ さい。 た と えば Microsoft Visual C++ では、 DLL フ ァ イルからエクスポー ト

する関数名を指定する .def フ ァ イルを作成する こ とができます。 通常の .def (MyActions.def とい う名前 ) フ ァ イル

は次のよ う な形式です。

LIBRARY MyActions

EXPORTS

MyActionName

関数名修飾についての詳細は、 コ ンパイ ラのマニュアルを参照し て く だ さい。

カス タム アクシ ョ ンを作成し てシーケンスに挿入する

2 番目のステ ッ プでは、 カス タム アク シ ョ ンを作成し て、 それを [ イ ンス ト ール ] シーケンスに挿入し ます。 カス

タム アクシ ョ ンを作成するには、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を使用し、 カス タム アクシ ョ ンを配置するに

は、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使用し ます。
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Property Manager を使ってパラ メ ーターを渡す

タ スク プロパテ ィ  マネージャーを使用し て新しいパラ メ ーターを渡すには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ビ ューの下に新しい行が追加されます。

3. Name 列で、 MsiGetProperty ( この例では MYPROPERTY) を使用し て取得するプロパテ ィ の名前を入力し ます。

4. Value 列で、 渡す値を入力し ます。 た と えば Web サイ ト に URL を渡す場合、 http://www.mycompany.com と入

力し ます。

カス タム ア クシ ョ ンで DLL フ ァ イル関数にパラ メ ーターを渡す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

カス タム アクシ ョ ン中の関数へパラ メ ーターを渡すのには多 く の理由があ り ます。 たと えば、 Web 登録のために 

URL を渡し た り、 カス タムユーザーイ ン タ－フ ェ イスに UserName プロパテ ィ を渡し た りする場合などです。 た

だし、 Windows Installer は DLL フ ァ イル関数へパラ メ ーターを渡すこ と を直接にはサポー ト し ません。

Windows Installer DLL フ ァ イルのエン ト リ ポイ ン ト 関数が持つこ とのできる唯一の引数はデータベースへのハン ド

ルです。 Windows Installer 用に書かれた DLL フ ァ イルにパラ メ ーターを渡す方法については、 「Windows Installer 

DLL フ ァ イル内の関数を呼び出す」 を参照し て く だ さい。

タ スク InstallShield でこれを実現するには、 以下の手順を実行し ます。

1. カス タム ウ ィ ザー ドの [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで、 [ 標準ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リの関数を呼び出

す ] を選択し ます。

2. [ 関数定義 ] パネルで、 InstallShield が関数に渡すパラ メ ーターを指定し ます。

マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

マネージ コー ド タ イプのカス タム アクシ ョ ンは、 Visual Basic .NET または C# などのマネージ コー ド で書かれた 

.NET アセンブ リ内にあるパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出し ます。
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プロジ ェ ク ト にマネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンを含める と、 .NET アセンブ リ に C++ Windows Installer ラ ッ

パー DLL が作成されます。 ラ ッパー DLL には、 アセンブ リのほか、 アセンブ リの仲介、 ロー ド、 実行を行う ため

に必要な情報が含まれています。

メ モ • マネージ アセンブ リの場所を Binary テーブルに指定する と、 ラ ッパー ( アセンブ リが含まれています ) 

Binary テーブルに格納されます。

マネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの実行時要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

マネージ コー ド タ イプのカス タム アクシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システムに Microsoft .NET Framework が必要です。

InstallShield には .NET Framework の再配布可能フ ァ イルが含まれています。 .NET Framework がターゲッ ト  システ

ムにない可能性がある場合、 適切な .NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する こ とができま

す。 手順については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

IS_CLR_VERSION プロパテ ィ を利用する と、 カス タム アクシ ョ ンがダウンロー ド し てマネージ コー ド を実行する

セ ミ コ ロンで区切られた .NET Framework のバージ ョ ン一覧を識別する こ とができます。 ほとんどのシナリ オで、

このプロパテ ィ はイ ンス ト ール パッ ケージで設定されていません。 コマン ド ラ イ ンで設定されます。 バージ ョ ン 

1.1 が必要である こ と を指定する場合、 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し ます :

IS_CLR_VERSION=v1.1.4322

プロパテ ィ の値には、 .NET Framework の完全バージ ョ ン番号を指定する必要がある こ とに注意し て く だ さい。 複

数のバージ ョ ンが使用可能な場合、 バージ ョ ンの一覧をセ ミ コ ロンで区切って指定できます。 ロー ドが可能であ

るバージ ョ ンの中から最初のものが使用されます。 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの例では、 カス タム アク

シ ョ ンがバージ ョ ン 2.0 をロー ド し よ う と試みます。 このバージ ョ ンが存在し ない場合、 バージ ョ ン 1.1 のロー ド

が試みられます。 バージ ョ ン 1.1 が見つからなかった場合、 カス タム アクシ ョ ンは失敗し ます。

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322

指定し たバージ ョ ンがイ ンス ト ールされなかった と き、 カス タム アクシ ョ ンで、 イ ンス ト ールされている .NET 

Framework の中から一番新しいバージ ョ ンをロー ド する試みを行う よ う に指定する場合、 下の例のよ う にセ ミ コ

ロンをプロパテ ィ 値の最後に付加し ます :

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322;

また、 プロパテ ィ 値の最後に付加されたセ ミ コ ロンは、 指定されたバージ ョ ンが存在し ないが、 あるバージ ョ ン

の .NET Framework が既にロー ド されている場合、 それが既にイ ンス ト ールされている最新バージ ョ ンではな く て

も、 現在ロー ド されているバージ ョ ンを使用する こ と を示し ます。

メ モ • マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンの実行が遅延モー ド に設定されている場合、 Windows Installer プロパ

テ ィ  CustomActionData を使って IS_CLR_VERSION プロパテ ィ と値を渡す必要があ り ます。 詳細については、 「アセ

ンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。
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ヒ ン ト • .NET Framework のバージ ョ ンの不一致が原因でカス タム アクシ ョ ンで問題が発生し た場合、 イ ンス ト ー

ルの実行時に、 エン ド ユーザーにコマン ド ラ イ ンで IS_CLR_VERSION プロパテ ィ を設定するよ う に指示する こ と

も考えられます。 遅延カス タム アクシ ョ ンの場合、 CustomActionData で IS_CLR_VERSION プロパテ ィ が既に渡さ

れている こ とに注意し て く だ さい。 詳細については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド に

署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルで、 マネージ アセンブ リ カス タム アク

シ ョ ンが呼び出す メ ソ ッ ドの引数を指定できます。 [ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスでも、 この情報

を指定する こ とができます。

デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ と利用について

デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ を利用する と、 カス タム アクシ ョ ンは最高パラ メ ーターを 1 つまで使って メ

ソ ッ ド を処理し ます。 メ ソ ッ ド でパラ メ ーターが使用される と、 メ ソ ッ ドは MsiHandle および任意の戻り値に渡さ

れます。 メ ソ ッ ドが整数を戻すと、 この整数は直接 Windows Installer に渡されます。 つま り、 このシナ リ オで メ

ソ ッ ドが整数 1603 (ERROR_INSTALL_FAILURE) を戻すと、 イ ンス ト ールは中止されます。

詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ラ イブ ラ リの 「Custom Action Return Values」 を参照し て く ださい。

即時カス タム アクシ ョ ンにカス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する

カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を利用する と、 カス タム アクシ ョ ンは指定し た引数と共に メ ソ ッ ド を呼び出し ま

す。 パラ メ ーターの値が Windows Installer プロパテ ィ で、 カス タム アクシ ョ ンが即時実行に設定されている場合、

メ ソ ッ ドはすべての参照 (ref) および出力 (out) パラ メ ーターの値を渡されたプロパテ ィ に格納し ます。 カス タム 

アクシ ョ ンは、 また、 戻り値を文字列に変換し、 それを戻り値のプロパテに格納し ます。 戻り値プロパテ ィ が指

定されていない場合、 戻り値の値は無視されます。

カス タム シグネチャ を使用し ている場合、 カス タム アクシ ョ ンの戻り値は Windows Installer に渡されません。 た

だし、 マネージ コー ドが未処理の例外をスローする と、 カス タム アクシ ョ ンは ERROR_INSTALL_FAILURE を 

Windows Installer に戻し ます。 このため、 カス タム アクシ ョ ンが失敗を示し て、 Windows Installer がイ ンス ト ール

を中止するには、 マネージ コー ドが未処理の例外をスローする必要があ り ます。

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンにカス タム メ ソ ッ ド シグネ
チャ を使用する

遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 一部のビル ト イ ン Windows Installer プロパテ ィ  

(CustomActionData、 ProductCode、 および UserSID) にのみアクセスする こ とができますこのため、 カス タム メ

ソ ッ ド シグネチャ を使用する と き、 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ クの実行中に、 マネージ アセンブ リ カス タム 
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アクシ ョ ンで他のプロパテ ィ を渡す場合は、 それら を CustomActionData を通し て渡す必要があ り ます。 遅延 / コ

ミ ッ ト / ロールバッ ク マネージ アセンブ リ カス タム アクシ ョ ンについては、 次のガイ ド ラ イ ンに留意し て く だ

さい :

• プロパテ ィ を渡すカス タム シグネチャの値は、 次の形式で CustomActionData と し て渡される必要があ り ます

:

PROPERTYNAME=" プロパテ ィ の値 "

複数のプロパテ ィ 名プロパテ ィ の値のペアは、 次の例のよ う にスペースで区切り ます :

PROPERTYNAME1=" プロパテ ィ 値 1" PROPERTYNAME2=" プロパテ ィ 値 2"

• 遅延 / ロールバッ ク / コ ミ ッ ト  カス タム アクシ ョ ンのマネージ アセンブ リが製品と共にイ ンス ト ールされ

る場合、 CustomActionData を利用し て、 マネージ アセンブ リの場所を識別し、 次の形式を使用し ます :

#filekey.dll=" アセンブ リの場所 "

" アセンブ リの場所 " の部分には、 [#filekey.dll] とい う形式を使用し ます。

• マネージ アセンブ リのパスが 1 つまたは複数のプロパテ ィ を参照する場合、 CustomActionData を使って、 各

プロパテ ィ と対応する値を渡し ます。

• CustomActionData を使って、 次のプロパテ ィ と値を渡すこ と を検討し て く だ さい :

IS_CLR_VERSION="[IS_CLR_VERSION]"

カス タム アクシ ョ ンが正し く ないバージ ョ ンの .NET Framework をロー ド し てマネージ コー ド を実行し よ う

と し たと きに、 実行時に問題が発生する場合、 イ ンス ト ールの実行時に、 エン ド ユーザーがコ マン ド ラ イ ン

で IS_CLR_VERSION を設定するよ う に構成する こ とができます。 遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク マネージ 

コー ド カス タム アクシ ョ ンの場合、 エン ド ユーザーが実行時にこのオーバーラ イ ド を使えるよ う に 

IS_CLR_VERSION を CustomActionData に渡す必要があ り ます。 IS_CLR_VERSION プロパテ ィ については、 「 マ

ネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの実行時要件」 を参照し て く だ さい。

カス タム メ ソ ッ ド シグネチャのパラ メ ーター値を指定する

カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を利用する と、 パラ メ ーターに次の種類の値を入力できます :

• 角かっ こで囲まれた単一プロパテ ィ  ( 例、 [ProductName])。 即時モー ドのマネージ アセンブ リ カス タム アク

シ ョ ンは ref および out パラ メ ーターを更新する こ とができます。 InstallShield では、 パラ メ ーターの値に、

複数のプロパテ ィ を組み合わせた り、 プロパテ ィ と文字列を混合させて使用する こ とはできません。

• リ テ ラル — た と えば、 数字 1 や 1603 などの文字列。

• 引用符で囲まれている明示的な文字列 ( 例、 「マイ プロジ ェ ク ト 名 -1」 )。

• 変数 MsiHandle はイ ンス ト ールのハン ドルです。

実行時に、 プロパテ ィ が解決されたあと、 または文字列が引用符内から分離されたあと、 カス タム アク シ ョ ンは

その文字列をそのメ ソ ッ ドの適切ばパラ メ ーターの種類のイ ンス タ ンスに変換し ます。 String 型のパラ メ ーター

は、 そのままの形で渡され、 すべて標準数値型は、 文字列をその型に変えるパブ リ ッ ク ス タ テ ィ ッ ク  

Parse(string) メ ソ ッ ド を呼び出し て処理されます。 カス タム アクシ ョ ンは、 すべての型のパブ リ ッ ク ス タ テ ィ ッ

ク Parse(string) メ ソ ッ ド を呼び出し、 その戻り値を渡されたパラ メ ーターの値と し て使用し ます。 IntPtr は、

Parse メ ソ ッ ドがな く ても処理されます。
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32 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ン と 64 ビ ッ ト  マネージ コー ド カス タム アク
シ ョ ンの違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト でマネージコー ド カス タム アクシ ョ ンを含むリ リースをビルド する と き、 InstallShield はカス タム 

アクシ ョ ン と関連付けられた メ イ ンの .NET アセンブ リのターゲッ ト  アーキテ クチャ (32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ) 

を判別し よ う と し ます。 InstallShield は、 アセンブ リのポータ ブル実行形式フ ァ イル (PE) を調査し て、 PE フ ァ イ

ルが 32 ビ ッ ト であるか、 64 ビ ッ ト であるかを判別し ます。 PE フ ァ イルが Microsoft intermediate language (MSIL) 

コー ド を使用する場合、 InstallShield はこれを 32 ビ ッ ト と し て取り扱います。 InstallShield は、 実行時にマネージ

コー ド を実行する と きに .NET Framework の適切なバージ ョ ン (32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ) が使用されるよ う にリ

リースを構成し ます。 

組み込まれたデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド するには、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使って、 次の

フ ィ ールド を含む新しいレ コー ド を ISClrWrap テーブルに追加し ます。

プロセスの強制終了カス タム アクシ ョ ンの呼び出し

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Kill-Process タ イプのカス タム アクシ ョ ンによ って、 実行時に、 1 つまたは複数のプロセスが終了されます。 以下

は、 プロジ ェ ク ト で、 このタ イプのカス タム アクシ ョ ンの追加および構成方法の説明です。

テーブル 3-7 • マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンのデフ ォル ト  アーキテ クチャ をオーバーラ イ ド する

ISClrWrap テーブル列 説明

Action_ 変更するマネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

Name 次を入力し ます : TargetPlatform

Value 適切なアーキテ クチャ を指定し ます。

• .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用するには、 次を入力

し ます :x86

• .NET Framework の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用するには、 次を入力

し ます :x64
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タ スク Kill-Process カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいプロセスの強制終了 ] を選択し ます。

プロセスの強制終了カス タム アクシ ョ ンがデフ ォル ト の名前で追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このカス タム アクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使

用し ます。

4. 右側のペイ ンで、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

a. " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの繰り返し を選択し ます。 各オプ

シ ョ ンの詳細については、 「スク リ プ ト 内実行」 を参照し て く だ さい。

b. [ シーケンス ] 領域の設定を使って、 プロセスを強制終了する位置にカス タム アクシ ョ ンをスケジュール

し ます。 代わり に、 カス タム アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケン

ス ] エクスプローラーの下の適切な ノ ー ド に ド ラ ッ グし ます。

c. " 関数名 " 設定で、 適切な関数を選択し ます。

• KillProcess— " スク リ プ ト 内実行 " 設定で即時オプシ ョ ンのいずれかが選択されていて、 特定の名前

を持つプロセスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• KillProcessByID—" スク リ プ ト 内実行 " 設定で即時オプシ ョ ンのいずれかが選択されていて、 特定の

プロセス ID (PID) を持つプロセスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• KillProcessDeferred—" スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 またはロールバッ ク オプシ ョ

ンのいずれかが選択されていて、 特定の名前を持つプロセスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。

• KillProcessByIDDeferred— " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 またはロールバッ ク オプ

シ ョ ンのいずれかが選択されていて、 特定の PID を持つプロセスを強制終了する場合、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。

d. " プロセス " 設定で、 強制終了するプロセスの実行可能フ ァ イルの名前または PID を入力し ます。

1 つ以上のプロセスを終了する場合、 セ ミ コ ロン (;) を使って、 フ ァ イル名または PID を区切り ます。 た

と えば、 myfile1.exe および myfile2.exe とい う名前のプロセスを終了する場合、 次のよ う に入力し ます : 

myfile1.exe;myfile2.exe 

ヒ ン ト • " プロセス " 設定の値は、 ISTerminateProcesses プロパテ ィ に書き込まれる場合があ り ます。

InstallShield 2015 以前から移行し たプロジ ェ ク ト など、 " プロセス " 設定に値が指定されていない追加の 

kill-process カス タム アクシ ョ ンがある場合、 ISTerminateProcesses プロパテ ィ を共有し て使用する と予

期し ない動作が発生する可能性があ り ます。

関数名が次に設定されている場合 : 次を使ってプロセスを指定し ます :

KillProcess または KillProcessDeferred 実行可能フ ァ イル名

KillProcessByID または KillProcessByIDDeferred PID
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e. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの他の設定も構成し ます。

PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows PowerShell は、 構成タ スクのオー ト メ ーシ ョ ン化を可能にする .NET Framework ベースのコマン ド ラ イ ン 

シ ェルおよびスク リ プ ト 言語です。 InstallShield では、 この PowerShell スク リ プ ト  (.ps1) を実行する カス タム アク

シ ョ ンがサポー ト されています。 この種類のカス タム アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの実行時にシステムの構成タ

スク を実行するプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 PowerShell アクシ ョ ンには、 ターゲッ ト  システム上に 

PowerShell 2.0 以降が必要です。

PowerShell カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する

タ スク PowerShell カス タム アク シ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい PowerShell] をポイ ン ト し て、 次のいず

れかのコマン ド を ク リ ッ ク し ます :

• Binary テーブルに保存 — コー ド ベースを  Binary テーブルに格納する場合、 このコマン ド を選択し ます。

この場所は、 ターゲッ ト  システムにコー ド フ ァ イルを イ ンス ト ールし ない場合に便利です。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるスク リ プ ト  フ ァ イルから コー ド

を呼び出す場合、 このコマン ド を選択し ます。

PowerShell カス タム アクシ ョ ンがデフ ォル ト の名前で追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このカス タム アクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使

用し ます。

4. "PowerShell スク リ プ ト  フ ァ イル名 " 設定で、 Binary テーブルに格納されている フ ァ イル リ ス ト 、 またはプ

ロジ ェ ク ト に含まれている フ ァ イル リ ス ト から、 PowerShell スク リ プ ト  フ ァ イル (.ps1) を選択し ます。 指定

し た場所が、 Binary テーブルに格納されている場合、 この設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ

イルを参照し ます。

5. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの他の設定も構成し ます。

プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、

「アクシ ョ ンをシーケンスに挿入する」 を参照し て く だ さい。

PowerShell カス タム アクシ ョ ンの実行時要件

PowerShell は、 デフ ォル ト で、 一部のオペレーテ ィ ング システムにのみイ ンス ト ールされています。 イ ンス ト ー

ルで PowerShell カス タム アクシ ョ ンが起動されたと きに PowerShell がイ ンス ト ールされていない場合、カス タム 

アクシ ョ ンは失敗し ます。
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ターゲッ ト  システムに PowerShell がイ ンス ト ールされている こ と を確認する場合、 プロジ ェ ク ト に PowerShell の

定義済みシステム検索を追加し、 PowerShell カス タム アクシ ョ ンを構成し て、 システム検索で PowerShell がイン

ス ト ールされている こ とが判別された場合にのみ実行されるよ う にし ます。 また、 このシステム検索を使って、

イ ンス ト ールする PowerShell のバージ ョ ンを判別し た り、 適切な ターゲッ ト  システム上でのみ起動を ト リ ガする

カス タム アクシ ョ ンの条件を含めた り できます。 デフ ォル ト で、 PowerShell の定義済みシステム検索は、

POWERSHELLVERSION プロパテ ィ の値を PowerShell のバージ ョ ンに設定し ます。

Windows Installer プロパテ ィ  IS_CLR_VERSION を利用する と、 カス タム アクシ ョ ンがダウンロー ド し て PowerShell 

スク リ プ ト を実行するセ ミ コ ロンで区切られた .NET Framework のバージ ョ ン一覧を識別する こ とができます。

POWERSHELLVERSION および IS_CLR_VERSION プロパテ ィ についての詳細は、 「 Windows Installer プロパテ ィ  リ

フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

実行中の基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールとの対話操作

実行中の基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールとの対話操作を可能にする、 い く つかの cmdlet があ り

ます :

テーブル 3-8 • 実行中の基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールと対話操作を行う cmdlet

Cmdlet 説明

get-property -name [ プロパテ ィ 名 ] この cmdlet は Windows Installer プロパテ ィ の値を取得し ます。 Name パ

ラ メ ーターは、 位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 MYPROPERTY とい う名前のプロパテ ィ の値を

取得し ます。

$Value = get-property -name MYPROPERTY

set-property -name [ プロパテ ィ 名 ] -

value [ 値 ]

この cmdlet は Windows Installer プロパテ ィ の値を設定し ます。 Name お

よび Value パラ メ ーターは位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 MYPROPERTY プロパテ ィ の値を使って、

NEWPROPERTY と呼ばれる 2 番目のプロパテ ィ の値を設定し ます。

$Value = get-property -name MYPROPERTY

set-property -name NEWPROPERTY -value $Value

format-properties -Value [ 形式文字列

]

この cmdlet は、 形式化された式の値を展開し ます。 Value パラ メ ーター

は、 位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 NEWPROPERTY と呼ばれる Windows Installer 

プロパテ ィ を含む文字列を フ ォーマ ッ ト し ます。 プロパテ ィ 名と、 その

周りの角かっ こは、 実行時にプロパテ ィ の値で置換されます。

$myFormat = format-properties -Value " これは、 [NEWPROPERTY] が埋め込まれ

たテキス ト 文字列です。 "
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スク リ プ ト が成功し たこ と を示すには、 必ず 0 を戻し ます。 た と えば、 次の行でスク リ プ ト を終了し ます :

exit(0)

実行可能フ ァ イルを起動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

サー ドパーテ ィ  ツールのイ ンス ト ール、 Readme フ ァ イルの表示、 イ ンス ト ールする製品についての最新情報が

記載された Web ページの表示など、 イ ンス ト ールから実行可能フ ァ イルを起動する と便利なこ とがあ り ます。 イ

ンス ト ール内から実行可能フ ァ イルを起動するには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、

InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ

ン ] (DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) にカス タム アクシ ョ ンを追加する

必要があ り ます。

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を使用し て、 イ ンス ト ールから実行可能フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ

ンを作成する こ とができます。 ウ ィ ザー ドの各パネルを下に示し ます。 実行可能フ ァ イルを起動するには各項目

に値を入力する必要があ り ます。

trace-info -LogMessage [ 長い文字列 ] この cmdlet によ り、 Windows Installer ログに必要な情報を書き込みし、

それら をデバッ グやその他の情報提供目的に使用できるよ う にし ます。

LogMessage パラ メ ーターは、 位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 文字列 「これは PowerShell カス タム アク

シ ョ ンです」 を Windows Installer ログに書き込みます。

trace-info -LogMessage “ これは PowerShell カスタム アクシ ョ ンです ”

テーブル 3-8 • 実行中の基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールと対話操作を行う cmdlet ( 続き )

Cmdlet 説明
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[ 基本情報 ] パネル

アクシ ョ ンの種類

アクシ ョ ンのパラ メ ーター

テーブル 3-9 • カス タム アク シ ョ ン ウ ィ ザー ド で [ 基本情報 ] パネル の設定を行う

パネル オプ
シ ョ ン 値

名前 カス タム アクシ ョ ンにわかりやすい名前を付けます。 この名前は製品内部だけで、 識別のた

めに使用されます。

コ メ ン ト このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。

テーブル 3-10 • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルにある設定

パネル オプ
シ ョ ン 値

種類 作成する カス タム アクシ ョ ンのタ イプを選択し ます。 この例では、 [ 実行可能フ ァ イルの起

動 ] を選択し ます。

場所 選択は、 イ ンス ト ール中に実行する ターゲッ ト 実行可能フ ァ イルの場所によ って異な り ます。

どのコ ンピ ューター上にも 「メ モ帳」 はあるので、 これがカス タム アクシ ョ ンのターゲッ ト

と な り ます。 メ モ帳は、 ターゲッ ト  マシン上の Windows フ ォルダーにある こ とが保証されて

いるため、 Directory テーブルを使用し てその位置をポイ ン ト する こ とができます。 し たがっ

て、 [Directory テーブルに保存 ] を選択し ます。

テーブル 3-11 • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド で [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルの設定を行う

パネル オプ
シ ョ ン 値

ソース Directory テーブルに保存されている実行可能フ ァ イルを起動する こ と を選択し たため、 現在 

Directory テーブルにあるすべてのエン ト リ を反映し た選択リ ス ト が表示されます。 これらの

オプシ ョ ンの 1 つが WindowsFolder です。 パスを直接入力するのではな く 、 このオプシ ョ ン

を選択し て 「メ モ帳」 をポイ ン ト し ます。

ターゲッ ト このオプシ ョ ンでは、 指定されたデ ィ レ ク ト リ内にある ターゲッ ト フ ァ イルを [ ソース ] オ

プシ ョ ンから入力する必要があ り ます。 Notepad.exe と入力し て [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、

続行し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 861



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
追加オプシ ョ ン

応答オプシ ョ ン

カス タム アクシ ョ ンのシーケンスへの挿入

カス タム アクシ ョ ンを作成後、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでカス タム アクシ ョ ンをシーケンス

に挿入する必要があ り ます。

Msiexec.exe を使用し て 2 番目の Windows Installer イ ンス ト ールを起動
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 3-12 • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド で [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルの設定を行う

パネル オプ
シ ョ ン 値

戻り値の処理 Windows Installer で、 どのよ う にカス タム アクシ ョ ン スレ ッ ドの処理を制御するかを指定し

ます。 メ イ ン と カス タム アクシ ョ ンのスレ ッ ドが同期実行 ( イ ンス ト ールがメ イ ン イ ンス

ト ール スレ ッ ド を再開する前にカス タム アクシ ョ ン スレ ッ ドが完了するのを待機する ) か非

同期 ( イ ンス ト ールがメ イ ン イ ンス ト ールの続行と同時にカス タム アクシ ョ ンを実行する ) 

かを指定する こ とができます。

この例では、 同期 ( 終了コー ド を確認 ) オプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 3-13 • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド で [ 応答オプシ ョ ン ] パネルの設定を行う

パネル オプ
シ ョ ン 値

スク リ プ ト 内

実行

スク リ プ ト の記述が表れたら、 すぐにアクシ ョ ンを実行する場合には、 [ 即時実行 ] を選択し

ます。

実行スケ

ジュール

カス タム アクシ ョ ンの記述が表れるたびにそれを実行する場合には、 [ 常に実行 ] を選択し

ます。
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ネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ン タ イプを使用し て 2 つ目の .msi パッ ケージを起動する代わり に、

Msiexec.exe を起動する カス タム アクシ ョ ンを作成する方法があ り ます。 この方法で 2 つ目のイ ンス ト ールを起動

する と、 起動がその独自のプロセスで実行され、 ターゲッ ト  システムに正しいエン ト リが作成されます。 また、

アン イ ンス ト ールプロセスは、 この方法で 2 つ目のイ ンス ト ールを起動する と よ り効果的にな り ます。 レジス ト

リ エン ト リは、 正し く ク リーンア ッ プ され、 参照カウン ト が正確に増加および減少されます。

カス タム アクシ ョ ンを作成する

まず、 カス タム アクシ ョ ンを作成し ます。 カス タム アクシ ョ ンを作成する最も簡単な方法は、 カス タム アク

シ ョ ン ウ ィ ザー ド を使用する こ と です。

タ スク ウ ィ ザー ド でカス タム アクシ ョ ンを作成するには、 次の手順に従って く ださい。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドが開きます。

3. [ 基本情報 ] パネルで、 カス タム アクシ ョ ンの名前と コ メ ン ト を指定、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次のステ ッ プ

に進んで く だ さい。

4. [ アクシ ョ ン タ イプ ] パネルの [ タ イプ ] リ ス ト で、 [ 実行可能フ ァ イルを起動 ] を選択し ます。 [ 場所 ] リ ス

ト で、 [Directory テーブルに保存 ] を選択し ます。 Directory テーブルを使用する と、 SystemFolder などの定義

済みフ ォルダーから選択できます。 こ こに、 Msiexec.exe が保存されます。

5. [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルで、 起動する実行可能フ ァ イル (Msiexec.exe) を参照し ます。 [ ターゲッ

ト ] ボ ッ クスを使用する と、 起動する実行可能フ ァ イルの名前、 およびそのフ ァ イルを渡すコマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターを指定できます。 例 :

msiexec.exe /i "[SOURCEDIR]AnotherSetup\SecondSetup.msi" /qb

このエン ト リの最初の部分、 msiexec.exe は、 起動する実行可能フ ァ イルの名前です。 次のセクシ ョ ン、 /i 

"[SOURCEDIR]AnotherSetup\SecondSetup.msi" は、 Msiexec.exe に実行するパッ ケージを知らせます。 この場

合、 最初のイ ンス ト ールのソースフ ォルダーの下にある、 フ ォルダーのフ ァ イルを指し ています。 最後に、 /

qb は、 Windows Installer サービスに、 最小限のユーザー イ ン ターフ ェ イスによる イ ンス ト ールの実行を通知

し ます。 プログレスバーだけが表示されます。

6. [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルでデフ ォル ト のオプシ ョ ンを選択し、 ウ ィ ザー ドが完了するまで [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し ます。

カス タム アクシ ョ ンをシーケンスへ挿入する

カス タム アクシ ョ ンが作成されたら、 それをシーケンスに挿入する必要があ り ます。
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タ スク カス タム アクシ ョ ンを配列するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] (

マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスの下にある [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

アイテムを展開し ます。 このシーケンスにスケジュールされているアクシ ョ ン と ダイアログが一覧表示され

ます。

3. CostFinalize を右ク リ ッ ク し、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. 新しいカス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

次に、 起動する イ ンス ト ールパッ ケージが [ アクシ ョ ンパラ メ ーター ] パネルで指定し たフ ォルダーにある こ と を

確認し、 イ ンス ト ールをビルド し て実行し ます。

メ モ • Msiexec.exe を起動する カス タム アクシ ョ ンは [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスに配置する必要が

あ り ます。 つま り、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールをサイ レン ト  モー ド で実行する と、 カス タム アクシ ョ ンは実

行されません。

ネス ト  イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含ま

れている場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起

こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ール

およびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」 を参照し て く だ さい。

ネス ト  イ ンス ト ールは、 実行中のイ ンス ト ーラー ( 「親製品」 と呼ぶ ) から別の .msi パッ ケージ ( 「子製品」 と呼

ぶこ と もある ) を イ ンス ト ールまたは削除する カス タム アクシ ョ ンの一種です。

メ モ • ネス ト イ ンス ト ールのカス タム アクシ ョ ンを使用する前に、 次の制約に注意し て く ださい。

• ネス ト イ ンス ト ールにはユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されません。
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• 通常、 子製品がエン ド ユーザーのシステム上のコ ン ト ロール パネルの中の [ プログラムの追加と削除 ] に表

示される こ とはな く 、 親製品がアン イ ンス ト ールされても、 自動的にアン イ ンス ト ールされる こ とはあり ま

せん。 

ネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含ま

れている場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起

こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ール

およびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」 を参照し て く だ さい。

タ スク ウ ィ ザー ド でネス ト イ ンス ト ールカス タム アクシ ョ ンを作成するには、 次の手順に従って く ださい。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドが開きます。

3. [ 基本情報 ] パネルで、 カス タム アクシ ョ ンの名前と コ メ ン ト を指定、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次のステ ッ プ

に進んで く だ さい。

4. [ アクシ ョ ン タ イプ ] パネルの [ タ イプ ] リ ス ト で、 [ 別の .msi パッ ケージを起動 ] を選択し ます。 [ 場所 ] リ

ス ト で、 [ メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プに含める ] を選択し ます。

5. [ アクシ ョ ン パラ メ ーター ] パネルで、 起動する .msi フ ァ イルの場所を参照し ます。 ( 便宜上、 子製品のすべ

てのフ ァ イルは .msi パッ ケージに圧縮されている と仮定し ます。 )[ ターゲッ ト ] ボ ッ クスを使って、 子イ ン

ス ト ールに渡すコマン ド ラ イ ン スイ ッ チを指定する こ とができます。 たと えば、 デフ ォル ト 設定と共に子イ

ンス ト ールのすべての機能を イ ンス ト ールし、 また親イ ンス ト ールが利用し たのと同じ ALLUSERS プロパ

テ ィ の値を使う と きは次のよ う に [ ターゲッ ト ] ボ ッ クスに入力し ます。

ARPSYSTEMCOMPONENT=1 ADDDEFAULT=ALL ALLUSERS=[ALLUSERS]

同じ式を使って、 親と同じ よ う に子でも INSTALLDIR と同じ値を使用する こ とができます。

6. [ 追加オプシ ョ ン ] パネルのデフ ォル ト のオプシ ョ ンを選択し、 ウ ィ ザー ドが完了するまで [ 次へ ] を ク リ ッ

ク し ます
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ネス ト されたイ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンをシーケンスへ挿入する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含ま

れている場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起

こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ール

およびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」 を参照し て く だ さい。

カス タム アクシ ョ ンが作成されたら、 それをシーケンスに挿入する必要があ り ます。

タ スク ネス ト  イ ンス ト ールをシーケンスに挿入するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスの下にある [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

アイテムを展開し ます。 このシーケンスにスケジュールされているアクシ ョ ン と ダイアログが一覧表示され

ます。

3. CostFinalize を右ク リ ッ ク し、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. 新しいカス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

5. [ 条件 ] ボ ッ クスで、 Not Installed と入力し ます。 これで、 ネス ト  イ ンス ト ールは親製品がイ ンス ト ールされ

る初回イ ンス ト ール時にのみ実行される こ と を示し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

子製品を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含ま

れている場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起

こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ール

およびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」 を参照し て く だ さい。

子製品は、 親製品が削除された と き も自動的に削除されません。 ただ し、 親製品を削除し た と きに一緒に自動的

に削除されるよ う な 2 番目のネス ト イ ンス ト ールカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とができます。

タ スク カス タム アクシ ョ ンを作成するには以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドが開きます。

3. [ 基本情報 ] パネルで、 カス タム アクシ ョ ンの名前と コ メ ン ト を指定、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次のステ ッ プ

に進んで く だ さい。

4. [ アクシ ョ ン タ イプ ] パネルの [ タ イプ ] リ ス ト で、 [ 別の .msi パッ ケージを起動 ] を選択し ます。 [ 場所 ] リ

ス ト で、 [ ア ドバタ イズされるアプ リ ケーシ ョ ン、 または既にイ ンス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ン ] を

選択し ます。

5.  [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルで、 削除する .msi フ ァ イルの場所を参照し ます。 [ ターゲッ ト ] ボ ッ ク

スでは、 デフ ォル ト のプロパテ ィ をそのまま残し ます。

ALLUSERS=[ALLUSERS] REMOVE=ALL

6. [ 追加オプシ ョ ン ] パネルのデフ ォル ト のオプシ ョ ンを選択し、 ウ ィ ザー ドが完了するまで [ 次へ ] を ク リ ッ

ク し ます

タ スク カス タム アクシ ョ ンを配列するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスの下にある [ 実行 ] アイテムを展開し ます。

このシーケンスにスケジュールされているアクシ ョ ン と ダイアログが一覧表示されます。

3. InstallValidate を右ク リ ッ ク し、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き

ます。

4. 新しいカス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

5. [ 条件 ] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

REMOVE="ALL"

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

このカス タム アクシ ョ ンによ って、 親製品がアン イ ンス ト ールされた と きに子製品がアン イ ンス ト ールされます。
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メ モ • [ 別の .msi パッ ケージの起動 ] する タ イプのネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンを、[ 場所 ] の設定を 

[ ソース メ デ ィ アに保存 ] にし て作成する場合、 次の点に注意し て く ださい。

• 子イ ンス ト ーラーは、 Setup.exe イ ンス ト ールラ ンチャの中に圧縮できません。

• 子イ ンス ト ールのフ ァ イルが子の .msi データベース内で圧縮されていない場合、 子イ ンス ト ールのフ ァ イル

を親イ ンス ト ールのリ リースフ ォルダーの Disk1 フ ォルダーに手動でコ ピーする必要があ り ます。

イ ンス ト ールで MessageBoxA を呼び出す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク カス タム アクシ ョ ンで Windows API 関数 MessageBoxA() を呼び出し て メ ッ セージボ ッ クスを表示するには、 以下

の手順を実行し ます。

パー ト  A: カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を起動する

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。

パー ト  B: カス タム アクシ ョ ンを開始する

1. [ 基本情報 ] パネルで、 カス タム アクシ ョ ンの名前に CA_Example と入力し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルの [ 種類 ] リ ス ト  ボ ッ クスで、 [ 標準ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リの関数を呼

び出す ] を選択し ます。

3. MessageBoxA は、 サポー ト されているすべての Windows プラ ッ ト フ ォームに存在する User32.dll にエクス

ポー ト されるので、 [ 保存場所 ] リ ス ト から [ イ ンス ト ール先のマシンの検索パス ] を選択し ます。 続行する

には [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

パー ト  C: 関数を定義する

MessageBoxA() の構文は次のとお り です。

int MessageBoxA (hWnd, lpText, lpCaption, uType);
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この情報は、 [ 関数定義 ] パネルで以下の手順で指定し ます。

1. [ 名前 ] ボ ッ クスで、 MessageBoxA と入力し ます。

2. [ 引数 ] ボ ッ クスの最後の行を ク リ ッ ク し て、 最初のパラ メ ーターを指定し ます。 次のリ ス ト と同じ値になる

よ う、 各パラ メ ーターのフ ィ ールド を編集し ます。

HWND タ イプの [ 値 ] リ ス ト で、 MsiWindowHandle を選択し ます。 HWND タ イプを この値に設定する と、 メ ッ

セージ ボ ッ クスが、 イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの手前に表示されます。 MESSAGEPROP プロパテ ィ および 

CAPTIONPROP プロパテ ィ は、 一覧からは使用できません。 これらの名前は、 [ 値 ] リ ス ト で入力する と、 プ

ロパテ ィ  マネージャーに追加されます。

3. [ 戻り値の型 ] リ ス ト で、 [void] を選択し ます。 (MessageBoxA() は数字を戻し ますが、 プロパテ ィ のその値の

チ ェ ッ クについては、 こ こでは説明し ません )。

4. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルに進みます。

パー ト  D: MessageBoxA のソースを指定する

カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド で次に重要な設定は、 [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルの " ソース " フ ィ ール

ド です。 MessageBoxA は User32.dll にあり ます。 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Windows システム フ ォルダーに

ある User32.dll を探し ます。

ウ ィ ザー ドの次のパネルでは、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し てデフ ォル ト 値をそのまま使用できます。 続いて [ 概要 ] パ

ネルで [ 完了 ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を閉じ、 CA_Example をプロジ ェ ク ト に追加できます。

パー ト  E: プロパテ ィ の値を初期化する

MessageBoxA() の文字列パラ メ ーターについては、 プロパテ ィ は、 上記手続きで説明説明されているよ う に、 提供

されています。 次に、 これらのプロパテ ィ に値を入れます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ クする と、 製品のイ ン

ス ト ーラーのプロパテ ィ が表示されます。 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド でこれらのプロパテ ィ を参照し た

結果と し て、 MESSAGEPROP プロパテ ィ および CAPTIONPROP プロパテ ィ が作成されま し た。

2. MESSAGEPROP へ移動し、 Value 列を ク リ ッ ク し て値を入力し ます。 値に 「このテキス ト が見えますか？ 」

と入力し ます。

3. CAPTIONPROP プロパテ ィ を [ カス タム アクシ ョ ンの例 ] に設定し ます。

テーブル 3-14 • 引数ボ ッ クスのパラ メ ーター

種類 ソース 値

HWND 定数 MsiWindowHandle

STRING in プロパテ ィ MESSAGEPROP

STRING in プロパテ ィ CAPTIONPROP

NUMBER 定数 1
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パー ト  F: カス タム アクシ ョ ンをシーケンスへ挿入する

カス タム アクシ ョ ンを実行するには、 カス タム アクシ ョ ンをシーケンスに配置するか、 またはカス タム アク

シ ョ ンをダイアログのコ ン ト ロール イベン ト の結果にする必要があ り ます。

次の手順に従って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の [ イ ンス ト ール ] シーケンスに CA_Example を挿入し て く だ さ

い。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスの下にある [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

アイテムを展開し ます。 このシーケンスにスケジュールされているアクシ ョ ン と ダイアログが一覧表示され

ます。

3. MigrateFeatureStates アクシ ョ ン (InstallWelcome ダイアログの直前のアクシ ョ ン ) を右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] 

を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. ダイアログ ボ ッ クスの上にある リ ス ト から、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト ) を選択し

ます

5. カス タム アクシ ョ ンのリ ス ト から [CA_Example] を選択し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

MigrateFeatureStates のすぐ後の [ イ ンス ト ール ] シーケンスに CA_Example が追加されます。

パー ト  G: MessageBoxA の呼び出し をテス ト する

1. リ リースをビルド し ます。 ( プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト やフ ァ イルを 1 つも追加し ていないと、 出力ウ ィ

ン ド ウでビルド エラーが表示される こ とがあ り ます。 )

2. [ ビルド ] メ ニューで [ 実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield がイ ンス ト ールを実行し ます。 [ よ う こそ ] ダイアログが表示される と、 [ カス タム アクシ ョ ンの例 ] 

とい う メ ッ セージボ ッ クスが表示されます。

ターゲ ッ ト  システム上のフ ァ イルを検索する

[ システム検索 ] ビ ュー

[ システム検索 ] ビ ュー は、 アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする前に特定のフ ォルダー、 レジス ト リ、 または

ターゲッ ト  システム上の .ini フ ァ イルを検索する機能を提供し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ター : 基本の MSI プロジ ェ ク ト

Windows Installer は、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イル検索の命令に、 Signature、 AppSearch および “locator” 

テーブルのレ コー ド を使用し ます。 Signature テーブルには、 検出する フ ァ イルの情報を指定し、 AppSearch テー

ブルには、 検出された場合のフ ァ イル位置を完全パスで収めるプロパテ ィ を指定し ます。
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たと えば、 FindMe.exe とい う フ ァ イルを検索する場合は、 ダイ レ ク ト エデ ィ ターを使って Signature テーブルに次

のレ コー ド を追加し ます。

Signature テーブルのその他のフ ィ ールド では、 オプシ ョ ンのバージ ョ ン、 サイズ、 データおよび言語情報を指定

する こ とができます。

AppSearch テーブルには、 次のレ コー ド を追加し ます。

Windows Installer がフ ァ イルの検索を始める場所を指定する こ とができる 4 つのロケータ テーブル、

CompLocator、 RegLocator、 IniLocator、 および  DrLocator があ り ます。 特定のデ ィ レ ク ト リ内のフ ァ イル検索に

は、 DrLocator テーブルを使います。 た と えば、 ユーザーの Program Files デ ィ レ ク ト リ内にある FindMe.exe を検

索する場合、 DrLocator テーブルに次のレ コー ド を追加し ます。

AppSearch アクシ ョ ンの実行後、 FindMe.exe が見つかった場合は、 パブ リ ッ ク プロパテ ィ  LOCATION_OF_FINDME 

にエン ド ユーザーのシステム上でのこのフ ァ イルへの完全パスが収められ、 フ ァ イルが見つからなかった場合、

このプロパテ ィ は未定義にな り ます。

テーブル 3-15 • Signature テーブルのサンプル データ

テーブルの列 サンプル データ

Signature findme_sig

FileName FindMe.exe

テーブル 3-16 • AppSearch テーブルのサンプル データ

テーブルの列 サンプル データ  説明

プロパテ ィ LOCATION_OF_FINDME パブ リ ッ ク プロパテ ィ にする必要

があ り ます。

Signature_ findme_sig Signature テーブルで使用し たのと

同じ名前。

テーブル 3-17 • DrLocator テーブルのサンプル データ

テーブルの列 サンプル データ

Signature findme_sig

Parent

パス [ProgramFilesFolder]

Depth 2
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InstallScript: InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

FindFile および FindAllFiles 関数を使用する と、 ターゲッ ト  システム上に存在する フ ァ イルを検索できます。 た と

えば、 ユーザーの Program Files フ ォルダーから FindMe.exe とい う フ ァ イルを検索する場合、 OnAppSearch イベン

ト  ハン ド ラー関数を次のよ う に実装し ます。

function OnAppSearch()

STRING svFoundFile;

begin

FindAllFiles(PROGRAMFILES, "FindMe.exe", svFoundFile, RESET);

MessageBox("FindMe.exe が検出されました : " + svFoundFile, INFORMATION);

end;

イ ンス ト ールが完了し た後にアプ リ ケーシ ョ ンを起動する
LaunchApplication 関数は、 実行可能フ ァ イルを起動し ます。 た と えば、 次のコー ドは、 エン ド ユーザーがプログ

ラムウイ ン ド ウを閉じ た と き、 制御をスク リ プ ト に戻し て、 エン ド ユーザーの INSTALLDIR フ ォルダーにある 

Program.exe のコ ピーを起動し ます。

LaunchApplication( INSTALLDIR ^ "Program.exe", "", "", SW_NORMAL,"",  LAAW_OPTION_WAIT );

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト は INSTALLDIR ではな く  TARGETDIR を利用し ます。

InstallScript カス タム アクシ ョ ン内部から イ ンス ト ールを終了する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI

• InstallScript MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含むマージ モジュール

ERROR_INSTALL_FAILURE とい う値を返す InstallScript エン ト リ ポイ ン ト 関数によ って、 イ ンス ト ールが終了し ま

す。

スク リ プ ト を通し て ODBC プロパテ ィ を変更する
ODBC プロパテ ィ  (DBQ、 SystemDB など ) をスク リ プ ト を使用し て変更する場合、 これらのオプシ ョ ンを構成し

て、 イ ンス ト ーラーのプロパテ ィ を使用し ます。 そ う する と、 スク リ プ ト から イ ンス ト ーラー プロパテ ィ を実行

時に設定できます。 た と えば、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで SystemDB を [SYSTEM_DB_DIR]\MyDatabase に設

定し ます。 そ う する と、 スク リ プ ト から MsiSetProperty を呼び出し て、 SYSTEM_DB_DIR の値を設定する こ とがで

きます。
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ヒ ン ト • OnMoving イベン ト の前に、 できれば OnFirstUIBefore でプロパテ ィ 値を設定し て く だ さい。 その後になる

と、 イ ンス ト ーラーは既に内部スク リ プ ト 情報を作成済みで、 これを変更する こ とはできないため手遅れにな り

ます。

• プロパテ ィ 名にはすべて大文字を利用し ます。

• Directory テーブルに SYSTEM_DB_DIR が存在する場合、ODBC 属性設定作成時に右かっ こ (]) の後の円記号 (\) 

を省略し ます。 プロパテ ィ マネージャーで定義し た場合、 円記号が必ず必要です。

VBScript カス タム アクシ ョ ンで INSTALLDIR プロパテ ィ を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

VBScript カス タム アクシ ョ ンで INSTALLDIR プロパテ ィ を使用する必要がある場合、 Session オブジ ェ ク ト の 

Property プロパテ ィ を使用し ます。 このオブジ ェ ク ト はすべての VBScript カス タム アクシ ョ ンでアクセス可能で

す。

サンプルコー ドは次の通り です。

szInstallDir = Session.Property("INSTALLDIR")

詳細は、 Windows Installer ヘルプラ イブラ リの 「Session オブジ ェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

アクシ ョ ン テキス ト を使う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーに進行状況を伝えるために、 イ ンス ト ールは一般的に、 実行中の処理を説明する進行状況ダイア

ログで説明テキス ト を表示し ます。 通常、 イ ンス ト ールのステータ スを表示する進行状況バーも同時に表示され

ます。 標準アクシ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンが発生する と、 そのアクシ ョ ンについてのメ ッ セージが進行状

況ダイアログに表示されます。 この機能は、 実行するのに時間がかかるアクシ ョ ンで、 特に役立ちます。 イ ンス

ト ールのログ記録が作成される場合、 同じ アクシ ョ ン テキス ト が記録されます。
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また、 アクシ ョ ンは処理の必要があるアクシ ョ ン データ を Windows Installer に送り ます。 データが処理された後、

進行状況ダイアログにその表示が可能と な り ます。

たと えば、 InstallFiles アクシ ョ ンを実行中、 デフ ォル ト で進行状況ダイアログにはアクシ ョ ン テキス ト 、 「新しい

フ ァ イルを コ ピーし ています」 が表示されます。 このアクシ ョ ンテキス ト は、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにも

記録されます。 アクシ ョ ンが発生する と きに、 進行中の処理についての詳細情報を提供するには、 進行状況ダイ

アログにアクシ ョ ンの詳細を表示する コ ン ト ロールを追加し て、 そのコ ン ト ロールが ActionData イベン ト をサブ

スク ラ イブするよ う にし ます。 InstallFiles アクシ ョ ンの場合、 アクシ ョ ンの詳細と し て、 ターゲッ ト  システム上

にイ ンス ト ールされる各フ ァ イルの名前、 デ ィ レ ク ト リ、 およびサイズが含まれます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 状態ダイアログにアクシ ョ ン データ を表示できません。 ただ

し、 そのテンプレー ト はイ ンス ト ールのログ フ ァ イルに記録されます。

ア クシ ョ ンの説明と アクシ ョ ン データのテンプレー ト を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には、 標準アクシ ョ ン と ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン用のデフ ォル ト のアクシ ョ ンの

説明が含まれています。 また、 適切な場合、 これらのアクシ ョ ンの多 く には、 デフ ォル ト  テンプレー ト も用意さ

れています。 テンプレー ト は、 アクシ ョ ン データ使用する フ ォーマ ッ ト が示されています。

プロジ ェ ク ト に含まれる標準アクシ ョ ンまたはビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ンのデフ ォル ト の説明ま

たはテンプレー ト を変更し な く てはならない場合があ り ます。 また、 独自のカス タム アクシ ョ ンのアク シ ョ ン テ

キス ト およびアクシ ョ ン データ を指定する必要がある場合があ り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれる説明およびアクシ ョ ン データ テンプレー ト を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいアク

シ ョ ン テキス ト  アイテムが追加されます。

3. アクシ ョ ン テキス ト  アイテムの名前と し て、 アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

重要 • [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーの下にあるアクシ ョ ン テキス ト 項目の名前は、 プロジ ェ ク ト

に含まれる標準およびカス タム アクシ ョ ンの名前と一致し ます。 カス タム アクシ ョ ンの名前を変更する場合

は、 そのアクシ ョ ン テキス ト 項目の名前も変更し な く てはな り ません。 そ う し ないと、 実行時にアク シ ョ ン 

テキス ト が表示されないか、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルに記録されません。 ただし、 プロジ ェ ク ト に含ま

れるすべてのアクシ ョ ンに対し てアクシ ョ ン テキス ト を作成する必要はあ り ません。
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4. 右側のペイ ンで、 説明と テンプレー ト を指定し ます。 詳細については、 「アクシ ョ ン テキス ト の設定」 を参照

し て く ださい。

ヒ ン ト • [ アク シ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーの下に既にリ ス ト されているアクシ ョ ンの説明またはテンプ

レー ト を編集するには、 そのアクシ ョ ンを選択し てから、 右側のペイ ンで適切な値を指定し ます。

進行状況ダイアログにアク シ ョ ンの説明を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 進行状況ダイアログ (STATUSEX ダイアログ ) が Enable (STATUSEX) の呼び出

し で有効化されている場合、 自動的にこのダイアログにアクシ ョ ン テキス ト が表示されます。 このダイアログを

編集する こ とはできません。

デフ ォル ト で、 イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンに説明が指定されている場合、 その説明は進行状況ダイアロ

グの進行状況バーの上に表示されます。 このため、 プロジ ェ ク ト に含まれる このダイアログに何らかの変更を加

えない限り、 次のステ ッ プを行う必要はあ り ません。

タ スク 進行状況ダイアログにアクシ ョ ンの説明を表示するには、 以下の手順に従います :

1. SetupProgress ダイアログで、 アクシ ョ ンの説明を表示する コ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順に従い

ます :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 SetupProgress ダイ

アログを展開し ます。

c. SetupProgress ダイアログの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 中央のペイ ンにあるダイアログ エデ ィ ター

に、 選択し た言語のダイアログが表示されます。

d. [ コ ン ト ロール ] ツールバーで、 [ テキス ト 領域 ] コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

e. ダイアログ上でアクシ ョ ンの説明を表示する位置に長方形を描きます。

2. コ ン ト ロールを選択し た状態で、 右のペイ ンでその設定を構成し ます :

a. (Name) 設定に、 次のよ う に入力し ます :

ActionText

b. Text 設定から、 値を削除し ます。

3. ActionText イベン ト のサブスク リ プシ ョ ンを新しいコ ン ト ロールに追加し ます :
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a. SetupProgress ダイアログの下にある [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ 動作 ] アイテムを ク リ ッ ク し

ます。 中央のペイ ンにあるグ リ ッ ド に SetupProgress ダイアログのすべてのコ ン ト ロールが表示されま

す。

b. 作成し た ActionText コ ン ト ロールを選択し てから、 右下のペイ ンにある [ サブスク リ プシ ョ ン ] タ ブを

ク リ ッ ク し ます。

c. 右上のペイ ンで、 Event フ ィ ールド に ActionText が選択されたレ コー ド を追加し ます。 Attribute フ ィ ー

ルド には、 Text と入力し ます。

実行時に、 イ ンス ト ールが完全または簡易ユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行された と き、 進行状況ダイアログに、

各アクシ ョ ンが発生するたびにその説明が表示されます。 あるアクシ ョ ンに説明が定義されていない場合、 その

アクシ ョ ンが起動された と きに進行状況ダイアログで説明は表示されません。

進行状況ダイアログにアク シ ョ ン データ を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield MSI イ ンス ト ールでは、 進行状況ダイアログ (STATUSEX ダイアログ ) で、 アクシ ョ ン データ を表示

する こ とはできません。 ただ し、 InstallScript で Enable (INDVFILESTATUS) を呼び出すこ と で、 同じ よ う な結果を

得る こ とができます。 INDVFILESTATUS 定数を Enable 関数を使って呼び出すと、 FeatureMoveData、 CopyFile、 ま

たは XCopyFile が呼び出されたと きに、 進行状況イ ンジケーターが有効化されている場合、 STATUSEX ダイアロ

グに転送中の各フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名が表示されます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 アクシ ョ ンに

テンプレー ト を指定し た場合、 そのテンプレー ト がイ ンス ト ールのログ フ ァ イルに書き込まれます。

実行時にアクシ ョ ンが起動される と き、 進行中の処理についての詳細情報を提供するには、 進行状況ダイアログ

にアクシ ョ ンの詳細を表示する コ ン ト ロールを追加し て、 そのコ ン ト ロールが ActionData イベン ト をサブスク ラ

イブするよ う にし ます。 た と えば、 InstallFiles アクシ ョ ンの実行中にアクシ ョ ンの詳細を表示する コ ン ト ロールに

は、 ターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされている各フ ァ イルの名前、 デ ィ レ ク ト リ、 およびサイズといった

内容が含まれます。

タ スク 進行状況ダイアログにアクシ ョ ン データ を表示するには、 以下の手順に従います :

1. SetupProgress ダイアログで、 アクシ ョ ンの詳細を表示する コ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順に従い

ます :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 SetupProgress ダイ

アログを展開し ます。

c. SetupProgress ダイアログの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 中央のペイ ンにあるダイアログ エデ ィ ター

に、 選択し た言語のダイアログが表示されます。

d. [ コ ン ト ロール ] ツールバーで、 [ テキス ト 領域 ] コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。
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e. ダイアログ上でアクシ ョ ンの説明を表示する位置に長方形を描きます。

2. コ ン ト ロールを選択し た状態で、 右のペイ ンでその設定を構成し ます :

a. (Name) 設定に、 次のよ う に入力し ます :

ActionData

b. Text 設定から、 値を削除し ます。

3. ActionData イベン ト のサブスク リ プシ ョ ンを新しいコ ン ト ロールに追加し ます :

a. SetupProgress ダイアログの下にある [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ 動作 ] アイテムを ク リ ッ ク し

ます。 中央のペイ ンにあるグ リ ッ ド に SetupProgress ダイアログのすべてのコ ン ト ロールが表示されま

す。

b. 作成し た ActionData コ ン ト ロールを選択し てから、 右下のペイ ンにある [ サブスク リ プシ ョ ン ] タ ブを

ク リ ッ ク し ます。

c. 右上のペイ ンで、 Event フ ィ ールド に ActionData が選択されたレ コー ド を追加し ます。 Attribute フ ィ ー

ルド には、 Text と入力し ます。

実行時に、 イ ンス ト ールが完全ユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行されたと き、 進行状況ダイアログに、 各アク

シ ョ ンが発生するたびにその詳細が表示されます。 あるアクシ ョ ンにテンプレー ト が定義されていない場合、 そ

のアクシ ョ ンが起動された と きに進行状況ダイアログで詳細が表示されません。

ア クシ ョ ンの説明またはアクシ ョ ン データのテンプレー ト を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれる説明またはアクシ ョ ン データ テンプレー ト を削除するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーで、 その説明またはテンプレー ト を削除するアクシ ョ ンを選択し ま

す。

3. Description 設定または Template 設定から、 値を削除し ます。

メ モ • アクシ ョ ンの説明またはアクシ ョ ン テンプレー ト のどち ら も使用し ない場合、 プロジ ェ ク ト からアクシ ョ

ン テキス ト  レ コー ド を削除できます。 その場合、 [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーで、 削除するアク

シ ョ ン テキス ト  アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を選択し ます。

以下のアクシ ョ ンのアクシ ョ ン テキス ト を削除する こ とはできません :

• GenerateScript
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• Rollback

• RollbackCleanup

さ らに、 これらの各アクシ ョ ンの " テンプレー ト " 設定の値は、 常に [1] と し ます。

シーケンスを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールのシーケンスを定義する こ とは、 イ ンス ト ール パッ ケージ開発の重要な部分です。 シーケンスは、

Windows Installer で、 イ ンス ト ール プロセスを制御する標準およびカス タム アクシ ョ ンが起動される順番を指定

し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 ダイアログが表示される順番もシーケン

スで指定されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス ダイアログは、 InstallScript コー ド で定義され、

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス部分は InstallScript エンジンによ って制御されます。

InstallShield の [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト のシーケンスを定義する こ とができ

ます。 プロジ ェ ク ト のアクシ ョ ン と ダイアログは、 このビ ューの [ シーケンス ] エクスプローラーで、 該当のシー

ケンスで起動される タ イ ミ ングにし たがって時系列で表示されます。 各アクシ ョ ン と ダイアログは、 シーケンス

上の番号が付与され、 Windows Installer は、 シーケンスを小さい番号から順に実行されます。

プロジ ェ ク ト に追加し たすべてのカス タム アクシ ョ ン と ダイアログに手動で数値を割り当てる こ と な く 、 [ カス

タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使用し て、 アクシ ョ ンまたはダイアログをシーケンスに挿入するか、

シーケンス タ イムラ イ ンを編集する こ とができます。 シーケンスについての詳しい情報についてはヘルプの同セ

クシ ョ ンを参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • カス タム アクシ ョ ンまたはカス タム ダイアログをマージ モジュールで作成する場合、 まずモ

ジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使用し て

それをシーケンスに追加する必要があ り ます。

[ イ ンス ト ール ] シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール ] シーケンスは、 エン ド ユーザーが新しい .msi フ ァ イルをダブル ク リ ッ クする操作などの、 デ

フ ォル ト のイ ンス ト ール モー ド でイ ンス ト ールを起動する場合に実行される一連のアクシ ョ ンです。 実行される

アクシ ョ ンは、 以下の 2 種類に分けられます。

• ユーザー イ ン ターフ ェ イス

• 実行

プロジ ェ ク ト • 以下に説明する [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] ダイアログは基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のもので

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  については、 InstallScript コー ドがイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス

を実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト は、 自動的に ISVerifyScriptingRuntime カス タム アクシ ョ ンを含みます。 詳細につい

ては、 「ISVerifyScriptingRuntime」 を参照し て く だ さい。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスには、 完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスをサポー ト するのに必要なア

クシ ョ ンおよびダイアログがすべて含まれています。 このシーケンスは、 イ ンス ト ールをサイ レン ト  モー ド で実

行する場合にはスキッ プ されます。

標準のアクシ ョ ンに関する技術的な詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Standard Actions Reference」

を参照し て く ださい。

テーブル 3-18 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスのユーザー イ ン ターフ ェ イス アクシ ョ ン と ダイアログ

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明

SetupCompleteError ダイアログ このダイアログは、 イ ンス ト ールが致命的なエラーのため

に終了し た場合に表示されます。

SetupInterrupted ダイアログ このダイアログは、 ユーザーがイ ンス ト ールを終了し た場

合に表示されます。

SetupCompleteSuccess ダイアログ このダイアログは、 イ ンス ト ールが正常に終了し た場合に

表示されます。

ISSetupFilesExtract カス タム アク

シ ョ ン

このカス タム アクシ ョ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル ]  ビ ュー

に追加し た任意のフ ァ イルを抽出し ます。 詳細について

は、 「サポー ト  フ ァ イルを使用する」 を参照し て く だ さい。

ISSetAllUsers  カス タム アク

シ ョ ン

ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンは、Upgrade テーブル に 

1 つ以上の記録がある と、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

シーケンス と [ 実行 ] イ ンス ト ール シーケンスの両方に挿

入されます。
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AppSearch 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルを識

別および検索するのに使用できます。 このアク シ ョ ンに必

要な Signature テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用

可能です。 このアクシ ョ ンの使用についての詳細は、 ナ

レ ッ ジベース記事 Q103147 を参照し て く だ さい。

LaunchConditions 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールを続行するために True を返す必要のある条

件を評価し ます。 条件のどれかが失敗し た場合、 エラー

メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールは終了し ます。 起動

条件は、 [ 一般情報 ] ビ ューで編集できます。

SetupInitialization ダイアログ このダイアログは、 セ ッ ト ア ッ プの開始準備中に表示され

ます。 このダイアログのデフ ォル ト のテキス ト は、 " イ ン

ス ト ールの準備を し ています ..." です。

FindRelatedProducts 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンを実行する と、 イ ンス ト ーラーは各々のイ

ンス ト ールし た製品のア ッ プグレー ド コー ド をパッ ケージ

の Upgrade テーブルにある リ ス ト と比較し ます。 コー ドが

一致し た場合、 イ ンス ト ールし たパッ ケージの製品コー ド

が Upgrade テーブル の ActionProperty 列に追加されます。

CCPSearch 標準アクシ ョ ン CCPSearch アクシ ョ ンを使用する と、 ア ッ プグレー ド でき

る製品がエン ド ユーザーのシステムにあるかど う かを確認

する こ とができます。 このアクシ ョ ンに必要な Signature 

テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用可能です。

RMCCPSearch 標準アクシ ョ ン RMCCPSearch アクシ ョ ンを使用する と、 競合ア ッ プグ

レー ド できる製品がエン ド ユーザーのシステムにあるかど

うかを確認する こ とができます。 このアクシ ョ ンに必要な 

Signature テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用可能

です。

ValidateProductID 標準アクシ ョ ン 製品 ID の検証アクシ ョ ンは、 ProductID プロパテ ィ を完全

な製品識別子に設定する場合に使用し ます。 この検証によ

り、 ユーザーに製品 ID の入力を要求し、 違法な使用から

製品を保護する こ とができます。 

CostInitialize 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの現在の設定に必要な

デ ィ スク容量を判断する最初のステ ッ プです。 コステ ィ ン

グを完了するには、 CostInitialize アクシ ョ ン と CostFinalize 

アクシ ョ ンを組み合わせて使用する必要があ り ます。

テーブル 3-18 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスのユーザー イ ン ターフ ェ イス アクシ ョ ン と ダイアログ ( 続き )

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明
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FileCost 標準アクシ ョ ン FileCost アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの現在の設定に必要

なデ ィ スク容量を判断し ます。 よ り新しいバージ ョ ンで上

書きする フ ァ イルがあるかど うか、 上書きがデ ィ スク容量

にどのよ う に影響するかを確認し ます。 コステ ィ ングを完

了するには、 CostInitialize アクシ ョ ン と CostFinalize アク

シ ョ ンを組み合わせて使用する必要があ り ます。

IsolateComponents 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 コ ンポーネン ト  ( 通常は DLL フ ァ イル

) を孤立し た場所にイ ンス ト ールし、 特定のアプ リ ケー

シ ョ ンだけがそのコ ンポーネン ト を使用するよ う にし ま

す。

setUserProfileNT カス タム アク

シ ョ ン

このカス タム アクシ ョ ンは USERPROFILE デ ィ レ ク ト リ識

別子を初期化し ます。

SetAllUsersProfileNT カス タム アク

シ ョ ン

このカス タム アクシ ョ ンは ALLUSERSPROFILE デ ィ レ ク ト

リ識別子を初期化し ます。

setAllUsersProfile2K カス タム アク

シ ョ ン

このカス タム アクシ ョ ンは ALLUSERSPROFILE デ ィ レ ク ト

リ識別子を初期化し ます。

ResolveSource 標準アクシ ョ ン ソースの位置を検出し、 SourceDir プロパテ ィ を設定し ま

す。

CostFinalize 標準アクシ ョ ン デ ィ スク容量の計算アクシ ョ ンは、 現在の構成のイ ンス

ト ールで必要な合計デ ィ スク容量を判断し ます。 また、 す

べてのターゲッ ト デ ィ レ ク ト リが書き込み可能である こ と

を確認し ます。 デ ィ スク容量の計算アクシ ョ ンの前に、

デ ィ スク容量計算の初期化アクシ ョ ンおよびダイナ ミ ッ ク

デ ィ スク容量計算の初期化アクシ ョ ンを呼び出す必要があ

り ます。 呼び出さ なかった場合、 アクシ ョ ンは失敗し ま

す。

SetARPReadme カス タム アク

シ ョ ン

SetARPReadme カス タム アクシ ョ ンは、 [ 一般情報 ] 

ビ ューの "Readme" 設定で使用されるデ ィ レ ク ト リ識別子

を解決し ます。 このカス タム アクシ ョ ンが必要な理由は、

ARPREADME が Windows Installer プロパテ ィ であるため、

自動的にフ ォーマ ッ ト されないためです。

MigrateFeatureStates 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プグレー ド中

に使用されます。 元のイ ンス ト ールの機能の状態がター

ゲッ ト マシンから読み込まれ、 その後ア ッ プグレー ド し た

機能に適用されます。

テーブル 3-18 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスのユーザー イ ン ターフ ェ イス アクシ ョ ン と ダイアログ ( 続き )

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明
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PatchWelcome ダイアログ パッ チパッ ケージが完全ユーザー イ ン ターフ ェ イスに適用

される と、 PatchWelcome ダイアログが表示されます。 こ こ

には、 正しいオプシ ョ ンを使って REINSTALL および 

REINSTALLMODE を設定するためのコ ン ト ロール イベン ト

が含まれています。 ただし、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスが

抑制されている場合、 プロパテ ィ を コマン ド ラ イ ンで設定

する必要があ り ます。

InstallWelcome ダイアログ InstallWelcom ダイアログを使用する と、 InstallScript MSI イ

ンス ト ールが実行されたと きに [ よ う こそ ] パネルが表示

されます。

SetupResume ダイアログ このダイアログは、 それまでにキャ ンセルされたイ ンス

ト ールが再開された場合に表示されます。

MaintenanceWelcome ダイアログ このダイアログは、 エン ド ユーザーがプログラムのイ ンス

ト ール機能の変更、 プログラムの削除、 プログラムの再イ

ンス ト ール、 2 回目のイ ンス ト ールの実行、 [ プログラムの

追加と削除 ] パネルでの現在の製品の選択を試みた と きに

表示されます。

SetupProgress ダイアログ このダイアログはイ ンス ト ールの進行状況を表示し ます。

ExecuteAction 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは EXECUTEACTION プロパテ ィ を参照し、

最初に呼び出す ト ッ プレベルのアクシ ョ ンを判断し てその

アクシ ョ ンを呼び出し ます。 ト ッ プレベルアク シ ョ ンに

は、 INSTALL、 ADVERTISE、 ADMIN などのアクシ ョ ンがあ

り ます。 通常、 このアクシ ョ ンによ って [ イ ンス ト ール ]-[

実行 ] シーケンスが開始されます。

ISSetupFilesCleanup カス タム アク

シ ョ ン

このカス タム アクシ ョ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー

でフ ァ イルを追加し たと き表示されます。 詳細について

は、 「サポー ト  フ ァ イルを使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-18 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスのユーザー イ ン ターフ ェ イス アクシ ョ ン と ダイアログ ( 続き )

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明
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実行

[ 実行 ] シーケンスには、 マシンの状態を変更し、 正常に機能するためにユーザー イ ン ターフ ェ イスに依存し ない

すべてのアクシ ョ ンが含まれます。 これらのアクシ ョ ンには、 フ ァ イル転送、 コ ンポーネン ト および機能のパブ

リ ッ シュ、 COM サーバーの登録などがあり ます。 [ 実行 ] シーケンスの多 く は、 シーケンスに挿入されたカス タ

ム アクシ ョ ン以外、 テス ト モー ド でイ ンス ト ールを実行し たと きにスキッ プ されます。 

テーブル 3-19 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスでアクシ ョ ン と ダイアログを実行する

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明

ISSetupFilesExtract カス タム アクシ ョ

ン

このカス タム アクシ ョ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル ]  

ビ ューに追加し た任意のフ ァ イルを抽出し ます。 詳細につ

いては、 「サポー ト  フ ァ イルを使用する」 を参照し て く だ

さい。

ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ

ン

ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンは、 Upgrade テーブル 

に 1 つ以上の記録がある と、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス

] シーケンス と [ 実行 ] イ ンス ト ール シーケンスの両方に

挿入されます。

AppSearch 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは製品の以前のバージ ョ ンを識別、 検索す

るのに使用できます。 このアクシ ョ ンに必要な Signature 

テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用可能です。 こ

のアクシ ョ ンの使用についての詳細は、 ナレ ッ ジベース記

事 Q103147 を参照し て く ださい。

LaunchConditions 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールを続行するために True を返す必要のある条

件を評価し ます。 条件が満た されない場合、 イ ンス ト ール

はエラー メ ッ セージを表示し てイ ンス ト ールを終了し ま

す。 起動条件は、 [ 一般情報 ] ビ ューで編集できます。

FindRelatedProducts 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンを実行する と、 イ ンス ト ーラーは各々のイ

ンス ト ール済み製品のア ッ プグレー ド コー ド をパッ ケー

ジの  Upgrade テーブル ( ダイ レ ク ト  エデ ィ ター でサポー

ト されている ) にある リ ス ト と比較し ます。 コー ドが一致

し た場合、 イ ンス ト ールし たパッ ケージの製品コー ドが 

Upgrade テーブル の ActionProperty 列に追加されます。

CCPSearch 標準アクシ ョ ン CCPSearch アクシ ョ ンを使用する と、 ア ッ プグレー ド でき

る製品がエン ド ユーザーのシステムにあるかど うかを確

認する こ とができます。 このアクシ ョ ンに必要な 

Signature テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用可能

です。

RMCCPSearch 標準アクシ ョ ン RMCCPSearch アクシ ョ ンを使用する と、 競合ア ッ プグ

レー ド できる製品がエン ド ユーザーのシステムにあるか

ど うかを確認する こ とができます。 このアクシ ョ ンに必要

な Signature テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用可

能です。
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ValidateProductID 標準アクシ ョ ン ValidateProductID アクシ ョ ンは、 ProductID プロパテ ィ を

完全な製品識別子に設定する場合に使用し ます。 検証によ

り、 ユーザーに製品 ID の入力を要求し、 違法な使用から

製品を保護する こ とができます。

CostInitialize 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 現在のイ ンス ト ール構成に必要なデ ィ

スク容量を判断する最初のステ ッ プです。

FileCost 標準アクシ ョ ン 現在のイ ンス ト ール構成に必要なデ ィ スク容量を判断し ま

す。 新規バージ ョ ンで上書きする フ ァ イルがあるかど う

か、 上書きがデ ィ スク容量にどのよ う に影響するかを確認

し ます。

IsolateComponents 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 コ ンポーネン ト  ( 通常は DLL フ ァ イル

) を孤立し た場所にイ ンス ト ールし、 特定のアプ リ ケー

シ ョ ンだけがそのコ ンポーネン ト を使用するよ う にし ま

す。

CostFinalize 標準アクシ ョ ン CostFinalize アクシ ョ ンは、 現在のイ ンス ト ール構成に必

要な合計デ ィ スク容量を判断し ます。 また、 すべてのター

ゲッ ト デ ィ レ ク ト リが書き込み可能である こ と を確認し ま

す。

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アクシ ョ

ン

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アクシ ョ ンは、

ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ をアプ リ ケーシ ョ ンの

プ ラ イマ リ フ ォルダーの完全修飾パスに設定し ます。

SetODBCFolders 標準アクシ ョ ン SetODBCFolders アクシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システムに既

存の ODBC ド ラ イバーがないか確認し、 既存のド ラ イ

バーの場所に新しい各ド ラ イバーのターゲッ ト デ ィ レ ク ト

リ を設定し ます。

MigrateFeatureStatus 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プグレー ド中

に使用されます。 元のイ ンス ト ールの機能の状態がター

ゲッ ト マシンから読み込まれ、 その後ア ッ プグレー ド し た

機能に適用されます。

InstallValidate 標準アクシ ョ ン InstallValidate アクシ ョ ンは、 現在のイ ンス ト ール構成に必

要なデ ィ スク容量があるかど うかを判断し ます。

RemoveExistingProducts 標準アクシ ョ ン RemoveExistingProducts アクシ ョ ンによ って、 コー ドが 

OLDPRODUCTS に表示される製品のサイ レン ト アン イ ン

ス ト ールが実行されます。

InstallInitialize 標準アクシ ョ ン InstallInitialize アクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーのシステム

に変更を加えるアクシ ョ ンの開始を知らせます。
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AllocateRegistrySpace 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ーラーはこのアクシ ョ ンを実行する時に、 システ

ムに少な く と も AVAILABLEFREEREG プロパテ ィ で指定さ

れた使用可能なレジス ト リ空き領域がある こ と を確認し ま

す。

ProcessComponents 標準アクシ ョ ン ProcessComponents アク シ ョ ンは、 コ ンポーネン ト の登録

と登録解除を行います。 このアクシ ョ ンはコ ンポーネン ト

のキーパスおよびコ ンポーネン ト が持つその他のク ラ イア

ン ト の登録、 および登録解除も行います。

UnpublishComponents 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール中に呼び出され、 最初のイ ンス ト ールで

パブ リ ッ シュ されたコ ンポーネン ト を、 他のアプ リ ケー

シ ョ ンでパブ リ ッ シュ されたものであっても、 パブ リ ッ

シュ解除し ます。

MsiUnpublishAssemblies 標準アクシ ョ ン MsiUnpublishAssemblies アクシ ョ ンは、 オペレ－テ ィ ング

システムのアセンブ リのアンイ ンス ト ールを処理し ます。

UnpublishFeatures 標準アクシ ョ ン UnpublishFeatures アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールでパブ リ ッ

シュ された機能への参照をすべて削除し ます。 このよ う な

リ フ ァ レンスには、 選択状態および機能コ ンポーネン ト

マ ッ ピング情報を含むレジス ト リ エン ト リ などがあ り ま

す。

StopServices 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 停止するよ う に構成されている 

Windows サービスを停止し ます。 詳細については、

「Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」

を参照し て く だ さい。

DeleteServices 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 削除するよ う に構成されている 

Windows サービスを削除し ます。 詳細については、

「Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」

を参照し て く だ さい。

UnregisterComPlus 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを登録解除し

ます。

SelfUnregModules 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 SelfReg テーブルのデータによ って登

録されたフ ァ イルを登録解除し ます。

UnregisterTypeLibraries 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール中、 アンイ ンス ト ールするよ う マーク さ

れた TypeLib テーブル内のすべてのフ ァ イルを登録解除し

ます。 このテーブルは、 [COM 登録 ] 詳細設定で新規 

TypeLib を作成し た際に埋められます。
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RemoveODBC 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール中、 ODBCDataSource テーブル、

ODBCTranslator テーブル、 および ODBCDriver テーブルを

参照し、 アンイ ンス ト －ルでどの ODBC リ ソースを削除

するかを判断し ます。 削除するよ う マーク された リ ソース

は、 アンイ ンス ト ールされます。

UnregisterFonts 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール用に設定されたすべてのフ ォ ン ト に関す

る情報を登録解除し ます。

RemoveRegistryValues 標準アクシ ョ ン RemoveRegistryValues アクシ ョ ンは、 次の条件がすべて満

た されている場合、 エン ド ユーザーのレジス ト リから値

を削除し ます。

• 値が Registry テーブルに入力されている場合。

• 値がアンイ ンス ト ールのためにマーク されいる場合。

• レジス ト リ エン ト リが属する コ ンポーネン ト が、 [

ソースから実行 ]、 または [ ローカルにイ ンス ト ール ] 

に設定されている場合。

UnregisterClassInfo 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 アンイ ンス ト ールされている機能に属

する COM ク ラスのシステムレジス ト リ情報を削除し ます。

UnregisterExtensionInfo 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール中にエン ド ユーザーのシステムから、

拡張子に関するすべての情報を登録解除し ます。

UnregisterProgIdInfo 標準アクシ ョ ン アクシ ョ ンは [ フ ァ イルの種類 ] 詳細設定に作成された 

ProgIDs すべてを登録解除し ます。

UnregisterMIMEInfo 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ールされている現在の機能の MIME テーブル

を照会し、 サーバーの MIME 情報を登録解除し ます。 この

情報は、 フ ァ イルの種類 詳細設定で入力し ます。

RemoveIniValues 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは IniFile テーブルで ( または [INI フ ァ イル

の変更 ] ビ ューを使って ) コ ンポーネン ト に関連付けられ

た .ini 情報のみを削除し ます。 このアクシ ョ ンは、 IniFile 

テーブルに情報が存在する こ と を確認し た後、

RemoveIniFile テーブルに リ ス ト されているすべての .ini 

フ ァ イルの関連コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ール用に

マーク され、 かつローカルにイ ンス ト ールされた、 または

ソースから実行するよ う に設定された場合に、 これらの 

.ini フ ァ イルを削除し ます。 また、 RemoveIniValue アク

シ ョ ンでは、WriteIniValues アクシ ョ ンで書かれたすべての 

.ini フ ァ イルも、 関連コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ール

用にマーク されている場合、 削除されます。
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RemoveShortcuts 標準アクシ ョ ン アンイ ンス ト ール用にマーク された機能の、 ア ドバタ イズ

されたシ ョ ー ト カ ッ ト をすべて削除し ます。 また、 アン イ

ンス ト ールするよ う マーク されたコ ンポーネン ト の、 ア ド

バタ イズされていないシ ョ ー ト カ ッ ト もすべて削除されま

す。

RemoveEnvironmentStrings 標準アクシ ョ ン コ ンポーネン ト が削除される と、 このアクシ ョ ンは、

WriteEnvironmentStrings アクシ ョ ンによ ってイ ンス ト ール

中や再イ ンス ト ール中に環境変数に加えられた変更を元に

戻し ます [ 環境変数 ] ビ ューを使って、 環境変数の変更を

指定できます。

RemoveDuplicateFiles 標準アクシ ョ ン DuplicateFiles アクシ ョ ンで作成されたフ ァ イルを削除し ま

す。 このアクシ ョ ンを正常に完了するには、 複製された

フ ァ イルに関連し たコ ンポーネン ト を、 アン イ ンス ト ール

するよ う マーク し てお く 必要があり ます。

RemoveFiles 標準アクシ ョ ン InstallFiles アクシ ョ ンでイ ンス ト ールされたフ ァ イルが、

ソースから実行するかローカルにイ ンス ト ールされ、 関連

し たコ ンポーネン ト がアンイ ンス ト ールするよ う マーク さ

れている場合に、 これらのフ ァ イルを削除し ます。

RemoveFolders 標準アクシ ョ ン Remove Folders アクシ ョ ンは、 アン イ ンス ト ールするよ う

マーク され、 ソースから実行されたコ ンポーネン ト に関連

し ている空のフ ォルダーを登録解除し ます。

CreateFolders 標準アクシ ョ ン ローカルでイ ンス ト ールするよ う設定されたコ ンポーネン

ト 用に、 空のフ ォルダーを作成し ます。 作成された新規

フ ォルダーはその後、 関連する コ ンポーネン ト  GUID  ( コ

ンポーネン ト の " コ ンポーネン ト  コー ド " プロパテ ィ  内 ) 

で登録されます。

MoveFiles 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンによ り、 ターゲッ ト  システムに既に存在

する フ ァ イルを移動またはコ ピーする こ とができます。 こ

のアクシ ョ ンで使用する MoveFiles テーブルは、 ダイ レ ク

ト  エデ ィ ターで使用可能です。

InstallFiles 標準アクシ ョ ン InstallFiles アクシ ョ ンでは、 選択されたコ ンポーネン ト 機

能がイ ンス ト ールするよ う マーク されている場合、 その機

能のフ ァ イルすべてを ターゲッ ト マシンにコ ピーし ます。

ローカルにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト に関連し た

フ ァ イルのみが、 ターゲッ ト マシンにコ ピーされます。

PatchFiles 標準アクシ ョ ン Patch テーブルを照会し て、 イ ンス ト ールされたフ ァ イル

に使用できるパッ チを判断し ます。 これらのフ ァ イルに対

し てビ ッ ト ワイズパッ チ処理が行われます。
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DuplicateFiles 標準アクシ ョ ン DuplicateFiles アクシ ョ ンは、 InstallFiles アクシ ョ ンでイ ン

ス ト ールされた特定のフ ァ イルのコ ピーを作成し ます。 こ

れらのフ ァ イルは、 元のフ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に別

の名前でコ ピーするか、 別のデ ィ レ ク ト リ に同じ名前でコ

ピーする こ とができます。 このアクシ ョ ンで使用する 

DuplicateFiles テーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで使用

可能です。

BindImage 標準アクシ ョ ン イ ンポー ト し た DLL フ ァ イル関数の仮想ア ド レスを、

BindImage テーブルの指定どお り にフ ァ イルのイ ンポー ト  

ア ド レス テーブルに書き込みます。 BindImage テーブル

は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター で使用できます。

CreateShortcuts 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューまたは [ セ ッ

ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューのシ ョ ー ト カ ッ ト  エクスプ

ローラーで指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

RegisterClassInfo 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 [COM 登録 ] 詳細設定で指定し た、 ま

たはコ ンポーネン ト  ウｨザー ド で抽出された、 あるいはコ

ンポーネン ト の " ビルド時に COM 抽出 " 設定で指定され

たすべての COM ク ラス情報を登録し ます。

RegisterExtensionInfo 標準アクシ ョ ン RegisterExtensionInfo  アクシ ョ ンは、 [ フ ァ イルの種類 ]  

詳細設定で指定し たすべての拡張子を登録し ます。

RegisterProgIdInfo 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 詳細設定で指定し、 イ ンス ト ールする

よ う マーク されたク ラスサーバーまたは拡張サーバーにリ

ン ク し た ProgID をすべて登録し ます。

RegisterMIMEInfo 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 [ フ ァ イルの種類 ] 詳細設定で指定し、

イ ンス ト ールするよ う マーク されたク ラスサーバーまたは

拡張サーバーにリ ン ク し た MIME タ イプをすべて登録し ま

す。

WriteRegistryValues 標準アクシ ョ ン レジス ト リデータに関連し たコ ンポーネン ト がイ ンス ト ー

ルするよ う マーク され、 ソースから実行するよ う設定され

ているかローカルでイ ンス ト ールされている場合に、 その

レジス ト リデータ を ターゲッ ト  システムに書き込みます。

このレジス ト リ情報は、 [ レジス ト リ ] ビ ューで作成し た

データ と同じ です。

WriteIniValues 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンに関連する コ ンポーネン ト がローカルでイ

ンス ト ールするかソースから実行するよ う設定されている

場合に、 .ini フ ァ イルに情報を書き込みます。 このアク

シ ョ ンおよびこれに対応するテーブルは、 [INI フ ァ イルの

変更 ] ビ ューに表示されます。
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WriteEnvironmentStrings 標準アクシ ョ ン コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 このアクシ ョ ン

は Environment テーブル、 または [ 環境変数 ] ビ ューで指

定されたシステムの環境変数を変更し ます。

RegisterFonts 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールに含むフ ォ ン ト を登録し ます。 多 く の場合、

これらのフ ォ ン ト は、 コ ンポーネン ト  ウｨザー ド を使用し

てセ ッ ト ア ッ プに含みます。

InstallODBC 標準アクシ ョ ン [ODBC リ ソース ] ビ ューで指定し た ODBC リ ソースのド

ラ イバー、 ト ラ ンスレーター、 およびデータ ソースすべて

を イ ンス ト ールし ます。

RegisterTypeLibraries 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 [COM 登録 ] 詳細設定またはコ ンポー

ネン ト  ウｨザー ド を使用し て、 イ ンス ト ールに作成し たラ

イブ ラ リ を登録し ます。

SelfRegModules 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 SelfReg テーブルに表示された自己登

録モジュールを登録し ます。 このアクシ ョ ンは、 デフ ォル

ト のユーザー権限で実行されます。

RegisterComPlus 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを登録し ま

す。

InstallServices 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールするよ う に構成されてい

る Windows サービスを イ ンス ト ールし ます。 詳細について

は、 「Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構

成」 を参照し て く だ さい。

MsiConfigureServices 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 Windows サービスの拡張カス タ マイズ 

オプシ ョ ンを構成し ます。 詳細については、 「Windows 

サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て

く だ さい。

メ モ • このアクシ ョ ンは、 Windows Installer バージ ョ ン 5 

からサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer はこの設定を無視し ます。

StartServices 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 開始するよ う に構成されているすべて

のサービスを開始し ます。 詳細については、 「Windows 

サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て

く だ さい。

RegisterUser 標準アクシ ョ ン プログラムのユーザーを識別するため、 ユーザー情報を登

録し ます。
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[ ア ドバタ イズ ] シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ア ドバタ イズ ] シーケンスは、 MsiExec.exe の /j コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってエン ド ユーザーがイ ンス

ト ール プログラムを起動し たと きに実行されるアクシ ョ ンのリ ス ト です。 このシーケンスにビル ト イ ン されてい

るアクシ ョ ンの説明を、 以下の表に示し ます。

RegisterProduct 標準アクシ ョ ン 製品を イ ンス ト ーラーで登録し、 イ ンス ト ーラーデータ

ベースを ターゲッ ト マシンに保存し ます。

PublishComponents 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 ア ドバタ イズされた機能に関連する コ

ンポーネン ト すべてをパブ リ ッ シュ し ます。

PublishFeatures 標準アクシ ョ ン 各機能のイ ンス ト ール状態を登録し ます。 状態には、 な

し、 ア ドバタ イズ済み、 イ ンス ト ール済みがあり ます。 機

能がイ ンス ト ールされる と、 PublishFeatures アクシ ョ ンに

よ って機能と コ ンポーネン ト の関係がレジス ト リ に書き込

まれます。

PublishProduct 標準アクシ ョ ン 製品がア ドバタ イズされている場合、 その製品をパブ リ ッ

シュ し ます。

ScheduleReboot 標準アクシ ョ ン ScheduleReboot アクシ ョ ンをアクシ ョ ン シーケンスに挿

入する と、 イ ンス ト ールの最後に、 システム再起動を促す

メ ッ セージがエン ド ユーザーに表示されます。

ScheduleReboot アクシ ョ ンは通常、 シーケンスの終わり に

配置されます。

InstallFinalize 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 最後に処理される手順です。

RemoveExistingProducts 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 Upgrade テーブルにリ ス ト されたすべ

ての製品コー ド をループにし て、 これらの製品を削除し ま

す。

ISSetupFilesCleanup カス タム アクシ ョ

ン

このカス タム アクシ ョ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー

でフ ァ イルを追加し た と き表示されます。 詳細について

は、 「サポー ト  フ ァ イルを使用する」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 3-19 • [ イ ンス ト ール ] シーケンスでアクシ ョ ン と ダイアログを実行する ( 続き )

アクシ ョ ンまたはダイアロ
グの名前 イベン ト の種類 説明
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ユーザー イ ン ターフ ェ イス

入力規則 ICE78 では、 [ ア ドバタ イズ ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが空になっている必要がある と

し ています。

実行

[ 実行 ] シーケンスには、 正し く 機能するためにユーザー イ ン ターフ ェ イスを使用し ないすべてのアクシ ョ ンが含

まれます。 これらのアクシ ョ ンには、 フ ァ イル転送、 コ ンポーネン ト および機能のパブ リ ッ シュ、 COM サーバー

の登録などがあ り ます。

標準のアクシ ョ ンに関する技術的な詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Standard Actions Reference」

を参照し て く ださい。

テーブル 3-20 • [ ア ドバタ イズ ] シーケンスでアクシ ョ ンを実行する

アクシ ョ ン名 イベン ト の種類 説明

CostInitialize 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールの現在の設定に必要なデ ィ スク容量を判断す

る最初のステ ッ プです。

CostFinalize 標準アクシ ョ ン 現在の設定でイ ンス ト ールに必要な合計デ ィ スク容量を判

断し ます。

InstallValidate 標準アクシ ョ ン 現在の構成に必要なデ ィ スク容量があるかど うかを判断し

ます。

InstallInitialize 標準アクシ ョ ン エン ド ユーザーのシステムに変更を加えるアクシ ョ ンの最

初にマーク を付けます。

CreateShortcuts 標準アクシ ョ ン [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ

ン ] ビ ューで指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

RegisterClassInfo 標準アクシ ョ ン [COM 登録 ] 詳細設定で指定し たすべての COM ク ラス情

報を登録し ます。

RegisterExtensionInfo 標準アクシ ョ ン [ フ ァ イルの種類 ] 詳細設定で指定し たすべての拡張子を

登録し ます。

RegisterProgIdInfo 標準アクシ ョ ン コ ンポーネン ト がア ドバタ イズされている場合、 COM 登

録詳細設定で定義し たすべての ProgID を登録し ます。

RegisterMIMEInfo 標準アクシ ョ ン コ ンポーネン ト がア ドバタ イズされている場合、 [ フ ァ イ

ルの種類 ] 詳細設定で定義し たすべての MIME タ イプを登

録し ます。

RegisterTypeLibraries 標準アクシ ョ ン COM 登録詳細設定またはコ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を使

用し て、 イ ンス ト ールに作成し た タ イプ ラ イブ ラ リ を登録

し ます。

PublishComponents 標準アクシ ョ ン ア ドバタ イズされた機能に関連する コ ンポーネン ト すべて

をパブ リ ッ シュ し ます。
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[ 管理 ] シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 管理 ] シーケンスは、 /a コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってユーザーがセ ッ ト ア ッ プ プログラムを起動し た と

きに実行されるアクシ ョ ンのリ ス ト です。 [ 管理 ] シーケンスに組み込まれているアクシ ョ ンおよびダイアログ

を、 以下の表に示し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスには、 完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスをサポー ト するのに必要なア

クシ ョ ンおよびダイアログがすべて含まれています。 このシーケンスは、 イ ンス ト ールをサイ レン ト  モー ド で実

行する場合にはスキッ プ されます。

プロジ ェ ク ト • 以下に説明するユーザー イ ン ターフ ェ イスアクシ ョ ンは基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のものです。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  については、 InstallScript コー ドがイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを実

行し ます。

MsiPublishAssemblies 標準アクシ ョ ン 共通言語ラ ン タ イムアセンブ リ と Win32 アセンブ リのア ド

バタ イズを管理し ます。 このアクシ ョ ンは グローバルア

センブ リキャ ッ シュにア ドバタ イズまたはイ ンス ト ールさ

れている機能を持つアセンブ リ を決定し、 特定のアプ リ

ケーシ ョ ンから孤立し た場所にア ドバタ イズまたはイ ンス

ト ールされている親コ ンポーネン ト を持つアセンブ リ を判

別するよ う に MsiAssembly テーブルに問い合わせます。

PublishFeatures 標準アクシ ョ ン 各機能のイ ンス ト ール状態を登録し ます。 状態には、 な

し、 ア ドバタ イズ済み、 イ ンス ト ール済みがあり ます。 機

能がイ ンス ト ールされる と、 このアクシ ョ ンによ って機能

と コ ンポーネン ト の関係がレジス ト リ に書き込まれます。

PublishProduct 標準アクシ ョ ン 製品がア ドバタ イズされている場合、 その製品をパブ リ ッ

シュ し ます。

InstallFinalize 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールまたはアンイ ンス ト ールの最終段階。

テーブル 3-20 • [ ア ドバタ イズ ] シーケンスでアクシ ョ ンを実行する ( 続き )

アクシ ョ ン名 イベン ト の種類 説明
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標準のアクシ ョ ンに関する技術的な詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Standard Actions Reference」

を参照し て く ださい。

テーブル 3-21 • [ 管理 ] シーケンスのユーザー イ ン ターフ ェ イス アクシ ョ ン

アクシ ョ ン名 イベン ト の種類 説明

SetupCompleteError ダイアログ このダイアログは、 セ ッ ト ア ッ プが致命的なエラーのため

に終了し た場合に表示されます。

SetupInterrupted ダイアログ このダイアログは、 エン ド ユーザーによ って終了されたイ

ンス ト ールの終わり で表示されます。

SetupCompleteSuccess ダイアログ このダイアログは、 イ ンス ト ールが正常に終了し た場合に

表示されます。

SetupInitialization ダイアログ このダイアログは、 イ ンス ト ールの開始準備中に表示され

ます。 このダイアログのデフ ォル ト のテキス ト は、 「イ ン

ス ト ールの準備を し ています ...」 です。

CostInitialize 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの現在の設定に必要な

デ ィ スク容量を判断する最初のステ ッ プです。

FileCost 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールの現在の設定に必要なデ ィ スク容量を判断し

ます。 新規バージ ョ ンで上書きする フ ァ イルがあるかど う

か、 上書きがデ ィ スク容量にどのよ う に影響するかを確認

し ます。

CostFinalize 標準アクシ ョ ン CostFinalize アクシ ョ ンは、 現在の設定でイ ンス ト ールに

必要な合計デ ィ スク容量を判断し ます。 また、 すべての

ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リが書き込み可能である こ と を確認

し ます。

AdminWelcome ダイアログ これは [ 管理 ] シーケンス中に最初に表示されるダイアロ

グです。

SetupProgress ダイアログ このダイアログは、 イ ンス ト ールの進行状況を表示し ま

す。

ExecuteAction 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは [ 管理 ]-[ 実行 ] シーケンスを実行し ま

す。
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実行

[ 実行 ] シーケンスには、 正し く 機能するためにユーザー イ ン ターフ ェ イスを使用し ないすべてのアクシ ョ ンが含

まれます。 これらのアクシ ョ ンには、 フ ァ イル転送、 コ ンポーネン ト および機能のパブ リ ッ シュ、 COM サーバー

の登録などがあ り ます。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

テーブル 3-22 • [ 管理 ] シーケンスでアクシ ョ ン と ダイアログを実行する

アクシ ョ ン名 イベン ト の種類 説明

CostInitialize 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 現在のイ ンス ト ール構成に必要なデ ィ

スク容量を判断する最初のステ ッ プです。

FileCost 標準アクシ ョ ン 現在のイ ンス ト ール構成に必要なデ ィ スク容量を判断し ま

す。 新規バージ ョ ンで上書きする フ ァ イルがあるかど う

か、 上書きがデ ィ スク容量にどのよ う に影響するかを確認

し ます。 

CostFinalize 標準アクシ ョ ン CostFinalize アクシ ョ ンは、 現在の設定でイ ンス ト ールに

必要な合計デ ィ スク容量を判断し ます。 また、 すべての

ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リが書き込み可能である こ と を確認

し ます。

InstallValidate 標準アクシ ョ ン InstallValidate アクシ ョ ンは、 現在のセ ッ ト ア ッ プ設定に必

要なデ ィ スク容量があるかど うかを判断し ます。

InstallInitialize 標準アクシ ョ ン InstallInitialize アクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーのシステム

に変更を加えるアクシ ョ ンの開始を示し ます。

InstallAdminPackage 標準アクシ ョ ン このアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ール データベースを管理イ

ンス ト ールの場所にコ ピーし ます。

InstallFiles 標準アクシ ョ ン InstallFiles アクシ ョ ンでは、 機能を イ ンス ト ールする場合、

その機能に属する フ ァ イルすべてを ターゲッ ト マシンにコ

ピーし ます。 ローカルにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン

ト に関連し たフ ァ イルのみが、 ターゲッ ト マシンにコ ピー

されます。

InstallFinalize 標準アクシ ョ ン イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの最後のステ ッ プで

す。
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• ト ラ ンスフ ォーム

ユーザー イ ン ターフ ェ イスには、 デフ ォル ト のユーザー イ ン ターフ ェ イスに必要なすべてのアクシ ョ ンおよびダ

イアログが含まれています。 これらのアクシ ョ ンやダイアログは、 ターゲッ ト  システムを変更し ません。 一般的

に、 あと で実行する イ ンス ト ール作業のために、 システム環境やエン ド ユーザーに関する情報を収集し ます。

デフ ォル ト で、 [ 管理 ] と [ イ ンス ト ール ] シーケンスは、 それぞれ [ ユーザー イ ン ターフ ェース ] シーケンスを

含みます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用のユーザー イン ターフ ェ イス シーケンスでは、 InstallScript のカス

タム アクシ ョ ンはサポー ト されていません。

[ 実行 ] シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 実行 ] シーケンスは、 イ ンス ト ールがサイ レン ト  モー ド で実行されていない限り、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス

] シーケンスの後で実行されます。 [ 実行 ] シーケンスには、 ターゲッ ト  システムを変更するすべての標準アク

シ ョ ン と カス タム アクシ ョ ンが含まれています。 たと えば、 フ ァ イル転送は [ 実行 ] シーケンス中にが処理され

ます。 通常、 このシーケンスはターゲッ ト  コ ンピ ューターに変更が加えられた際に行われる イ ンス ト ール作業の

一部と し て考える こ とができます。

[ イ ンス ト ール ]、 [ ア ドバタ イズ ]、 および [ 管理 ] の各シーケンスのアクシ ョ ンは、 [ 実行 ] シーケンス内でそれ

ぞれ異なったアクシ ョ ンを起動し ます。 3 種類のシーケンスの目的がそれぞれ異なるために、 起動するアクシ ョ ン

も異な り ます。 た と えば、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスはターゲッ ト  コ ンピ ューターに製品を イ ンス ト ールし ま

す。 一方、 [ ア ドバタ イズ ] シーケンスは、 ターゲッ ト  システム上にある製品のア ドバタ イズのシ ョ ー ト カ ッ ト 、

フ ァ イルの種類の情報および COM サーバー データ などを イ ンス ト ールし ますが、 エン ド ユーザーがシ ョ ー ト

カ ッ ト を選択し、 登録された文書を開 く か、 ア ドバタ イズされた COM サーバーを起動するまで製品のフ ァ イルを

転送し ません。 シーケンス名から推測できるよ う に、 これは製品のア ドバタ イズのために使用し ます。

アクシ ョ ンをシーケンスに挿入する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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シーケンスはイ ンス ト ールと関連付けられたすべてのアクシ ョ ンが実行される タ イ ミ ングを指示し ます。 アク

シ ョ ンは、 任意のシーケンスで追加 、 削除 、 または順序変更を行う こ とができます。 た と えば、 イ ンス ト ールの

一部と し て Readme フ ァ イルを表示するために、 イ ンス ト ールに Readme フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ

ンを追加する こ とができます。 このアクシ ョ ンはシーケンスに挿入する必要があり ます。

アクシ ョ ンのシーケンスへの挿入は、 シーケンスのアクシ ョ ンがいつ実行されるかによ って決ま り ます。 多 く の

アクシ ョ ンは、 そのカス タム アクシ ョ ンが機能する前に実行されている他のアクシ ョ ンに依存し ています。 たと

えば、 イ ンス ト ールに組み込む実行可能フ ァ イルを起動する場合、 この実行可能フ ァ イルに依存するアクシ ョ ン

を実行できるのは、 シーケンス処理における フ ァ イルのイ ンス ト ールの終了後にな り ます。

メ モ • InstallShield では、 シーケンスに対する検証はされません。 アクシ ョ ンが正常に機能し ないシーケンスにあ

る場合でも、 イ ンス ト ールが実行されるまでエラーは発生し ません。

アクシ ョ ンの挿入

タ スク アク シ ョ ンをシーケンスに挿入するには以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 新しいアクシ ョ ンの前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク

し て、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 シーケンスに追加する

こ とができるアクシ ョ ンおよびダイアログが一覧表示されます。

3. ダイアログ ボ ッ クスの上にある リ ス ト から、 挿入するアクシ ョ ンの種類を選択し ます。

4. アクシ ョ ンの一覧があるボ ッ クスで、 挿入するアクシ ョ ンの種類を選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield では、 [ カス タム アク シ ョ ン ] エクスプローラーから カス タム アクシ ョ ンを [ シーケンス ] エクスプ

ローラーのシーケンスに ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ と もできます。

タ スク ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プで、 カス タム アクシ ョ ンをシーケンスに挿入するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから カス タム アクシ ョ ンを、 [ シーケンス ] エクスプローラーの下

にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし ます。 次いで、 それをシーケンス内で直前に く るアイテム

の上に ド ロ ッ プ し ます。

メ モ • カス タム アクシ ョ ンは、 同じ シーケンス内で 2 度呼び出すこ とはできません。 これは、 カス タム アクシ ョ

ンの名前が CustomAction テーブルでキーと し て使用されているためです。 し たがって、 カス タム アクシ ョ ンを、

そのカス タム アクシ ョ ンを既に含んでいるシーケンスに挿入する こ とはできません。
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アクシ ョ ンの挿入場所の決定

イ ンス ト ールに含むこ とができる カス タム アクシ ョ ンには、 標準または Windows Installer 対応の DLL 関数の呼び

出し、 実行可能フ ァ イルの起動、 スク リ プ ト  (Jscript、 VBScript、 または InstallScript) の実行、 プロパテ ィ または

デ ィ レ ク ト リの設定、 および 2 番目の .msi イ ンス ト ールの起動など、 多 く のカテゴ リがあ り ます。 カス タム アク

シ ョ ンの構成によ って、 これらのタ イプを さ まざまな場面で呼び出すこ とができます。 詳細は、 次を参照し て く

ださい :

• DLL 内の関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンをシーケンスする

• .exe フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ ンをシーケンスする

• スク リ プ ト を呼び出すカス タム アクシ ョ ンをシーケンスする

• プロパテ ィ またはデ ィ レ ク ト リのプロパテ ィ を設定する カス タム アクシ ョ ンのシーケンス

• 2 番目の .msi パッ ケージを起動する カス タム アクシ ョ ンをシーケンスする

イ ン クルー ド し たマージ モジュールからのカス タム アクシ ョ ンの検討

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで ModuleInstallExecuteSequence テーブルを変更し て、 マージ モジュール内のカス タム ア

クシ ョ ンの起動を制御する こ とができます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にマージ モジュールを追加する際、 マー

ジ モジュールの中に含められたすべてのカス タム アクシ ョ ンおよびダイアログは [ カス タム アクシ ョ ン と シーケ

ンス ] ビ ューを通し てイ ンス ト ールのシーケンスに挿入する こ とができます。

カス タム ア クシ ョ ンを別のシーケンスへコ ピーする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield では、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 カス タム アクシ ョ ンをあるシーケンスから別のシーケンスへ

コ ピーする こ とができます。

タ スク カス タム アクシ ョ ンをあるシーケンスから別のシーケンスへコ ピーするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 コ ピーするアクシ ョ ンを検索し ます。

3. カス タム アクシ ョ ンをあるシーケンスから別のシーケンスへド ラ ッ グし ている間、 CTRL を押し続けます。

そのカス タム アクシ ョ ンの直前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログの上に ド ロ ッ プ し ます。

メ モ • カス タム アクシ ョ ンは、 同じ シーケンス内で 2 度呼び出すこ とはできません。 これは、 カス タム アクシ ョ

ンの名前が CustomAction テーブルでキーと し て使用されているためです。 し たがって、 カス タム アクシ ョ ンを、

そのカス タム アクシ ョ ンを既に含んでいるシーケンスに移動またはコ ピーする こ とはできません。
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ダイアログおよび標準アクシ ョ ンは、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 異なる種類のシーケンスへ移動する こ と

はできません。

シーケンスの順序を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ シーケンス ] エクスプローラー内のアクシ ョ ンおよびダイアログ

は、 起動される タ イ ミ ングにし たがって時系列で編成されます。 各アクシ ョ ン と アイテムにはまた、 他のアイテ

ムのシーケンス番号に関連し てシーケンス中の位置を識別する番号があり ます。 アイテムは、 小さい番号から順

番に起動されます。

( 基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に ) ダイアログを、 または、 カス タム ア

クシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 それをシーケンスの適切な位置に追加し て、 起動される タ イ ミ ングを

指定する こ とができます。

タ スク シーケンス内で実行するアクシ ョ ン と ダイアログの順序を変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• 新しいカス タム アクシ ョ ンをシーケンスするには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーからそれ

を、 [ シーケンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし ます。 次い

で、 それをシーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

• アクシ ョ ンまたはダイアログを、 シーケンス内の異なる位置へ ( または、 あるシーケンスから別のシー

ケンスへ ) 移動するには、 それを元の位置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上

に ド ロ ッ プ し ます。

メ モ • カス タム アクシ ョ ンは、 同じ シーケンス内で 2 度呼び出すこ とはできません。 これは、 カス タム アクシ ョ

ンの名前が CustomAction テーブルでキーと し て使用されているためです。 し たがって、 カス タム アクシ ョ ンを、

そのカス タム アクシ ョ ンを既に含んでいるシーケンスに移動またはコ ピーする こ とはできません。

ダイアログおよび標準アクシ ョ ンは、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 異なる種類のシーケンスへ移動する こ と

はできません。

シーケンスの追加後にカス タム アクシ ョ ンを変更し ても、 それをシーケンスに割り当て直す必要はあ り ません。

シーケンス内に置かれたアクシ ョ ンは、 実際のアクシ ョ ンに対するポイ ン ターで、 [ カス タム アクシ ョ ン と シー

ケンス ] ビ ューでアクシ ョ ンに変更を加える と、 動的に更新されます。
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ヒ ン ト • また、 以下の任意の方法を用いて、 [ シーケンス ] エクスプローラー内のアク シ ョ ンおよびダイアログを

移動する こ とができます。

• アクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 上へ移動 ] または [ 下へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

• アクシ ョ ンまたはダイアログを ク リ ッ ク し たあと、 CTRL+ シフ ト + 上矢印、 または、 CTRL+ シフ ト + 下矢印

を押し ます。

• " シーケンス番号 " 設定を編集し て、 アクシ ョ ンまたはダイアログの位置を変更し ます。 " シーケンス番号 " 

設定は、 アクシ ョ ンまたはダイアログを ク リ ッ ク し た と きに、 右のグリ ッ ド に表示されます。 アクシ ョ ンま

たはダイアログのシーケンス内における順序を先にする場合は、 シーケンス番号を小さ く し ます。 反対に、

シーケンス内における順序を後にする場合は、 シーケンス番号を大き く し ます。

アクシ ョ ンをシーケンスから削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク アク シ ョ ンをシーケンスから削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. シーケンス エクスプローラーで、 削除するアクシ ョ ンを含むシーケンスを展開し ます。

3. アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 削除を ク リ ッ ク し ます。

アクシ ョ ンが削除されるのは指定し たシーケンスからだけで、 すべてのシーケンスまたはプロジ ェ ク ト からは削

除されません。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト からのアクシ ョ ンの完全な削除は、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケン

ス ] ビ ューの [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで行う こ とができます。

ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンのシーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ターゲッ ト  システムに直接変更を加える イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の中のカス タム アクシ ョ ンには、 ロール

バッ ク同等のカス タム アクシ ョ ンが必要です。 ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 ロールバッ クが実行され

たと きにこれらの変更を元に戻すこ とができます。 た と えば、 ターゲッ ト  システムから フ ァ イルを削除する カス
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タム アクシ ョ ンがあるのに、 削除し たフ ァ イルを復元するロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンが存在し ないと、

ロールバッ クが終了し ても、 コ ンピ ューターが不安定な状態のままになる こ とがあり ます。 ロールバッ ク カス タ

ム アクシ ョ ンは、 事前定義かカス タム アクシ ョ ン と同様に動作し ます。 つま り、 シーケンスで最初に発生し た と

きには起動し ません。 ロールバッ クスク リ プ ト に書き込まれ、 ロールバッ クが起きた と きにのみ起動し ます。

ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンのシーケンスへの挿入時には、 以下の事項に留意し て く だ さい。

• ロールバッ クは、 [ 実行 ] シーケンス中にのみ実行でき、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス中には実

行できません。 し たがって、 ロールバッ ク アクシ ョ ンは、 [ 実行 ] シーケンスで、 InstallInitialize の後、 およ

び InstallFinalize の前に配置する必要があ り ます。

• ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 ロールバッ クするアクシ ョ ンの前にシーケンスする必要があ り ます。

その他のイ ンス タ ンスでは、 Windows Installer サービスはシーケンスを上から下へ実行するため、 シーケンス

番号が小さいほど、 そのアクシ ョ ンが早 く 起動し ます。 ロールバッ クスク リ プ ト では、 サービスは反対方向

に実行されます。 し たがって、 必要な と きにロールバッ ク アクシ ョ ンを起動するには、 ロールバッ ク を行う

アクシ ョ ンの前にそれをシーケンス し ます。

.exe フ ァ イルを起動する カス タム アク シ ョ ンをシーケンスする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ン と し て実行可能フ ァ イルを起動する こ とには、 シーケンス中のど こにこのアク シ ョ ンが挿入

されるかに関し て、 DLL フ ァ イル関数の呼び出し よ り もやや扱いに く い問題があり ます。 イ ンス ト ールのど こで 

.exe フ ァ イルを起動するのか、 またどのシーケンス中でカス タム アクシ ョ ンを起動し たいかなどについて考慮す

る必要があ り ます。

.msi パッ ケージに格納されている実行可能フ ァ イル

.msi パッ ケージに保存された .exe フ ァ イルを起動する場合、 カス タム アクシ ョ ンをシーケンスのど こにでも配置

する こ とができます。

テーブル 3-23 • .msi パッ ケージ内の .exe フ ァ イルを起動するアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

実行可能フ ァ イルを

起動する

.msi パッ ケージに保

存

な し シーケンス中の任意

の場所
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イ ンス ト ール済み実行可能フ ァ イル

イ ンス ト ールの一部と し て .exe フ ァ イルがイ ンス ト ールされる場合、 選択し たスケジューリ ングのプロパテ ィ  (

遅延実行かまたは即時実行 ) に応じ て以下の 2 組の規則のう ちの 1 つに従う 必要があ り ます。 すぐに実行の場合

は、 アクシ ョ ンを正常に動作させるために InstallFinalize アクシ ョ ンの後に置 く 必要があ り あます。 遅延実行の場

合は、 InstallFiles アクシ ョ ン と InstallFinalize アクシ ョ ンの間に挿入する必要があり ます。

ローカル実行可能フ ァ イル

実行し たい .exe フ ァ イルが既にシステム上にある場合、 アクシ ョ ンを CostFinalize アクシ ョ ンの呼び出しの後に

挿入する必要があ り ます。 以上の事項を以下の表に整理し て示し ます。

DLL 内の関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンをシーケンスする
DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンをシーケンスする場合、 DLL フ ァ イルの参照方法と し て、

イ ンス ト ール時に DLL フ ァ イルが配置されている場所に応じ て 3 つの方法があり ます :

• DLL フ ァ イルは .msi フ ァ イルにス ト リーム入力できますが、 イ ンス ト ールはされません。

• DLL フ ァ イルはターゲッ ト  システムのパスに置 く こ とができます。 ( 標準の DLL フ ァ イルに適用されますが、

Windows Installer DLL フ ァ イル L には適用されません )

• または、 DLL フ ァ イルを残りのイ ンス ト ール フ ァ イルと一緒にイ ンス ト ールできます。

その他の考慮すべき事項と し て、 スケジューリ ングがあ り ます。 2 つの主なスケジューリ ング方法は、 即時実行と

遅延実行です。 即時実行は、 Windows Installer が .msi フ ァ イルを処理する と きにカス タム アクシ ョ ンを実行する

方法です。 遅延実行は、 アクシ ョ ンをキューに挿入し、 スク リ プ ト に書かれた順番に実行するよ う にイ ンス ト ー

ラーに指示する方法です。

テーブル 3-24 • イ ンス ト ールされた .exe フ ァ イルを起動するアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

実行可能フ ァ イルを

起動する

イ ンス ト ール済み 即時実行 InstallFinalize の後

実行可能フ ァ イルを

起動する

イ ンス ト ール済み 遅延実行 InstallFiles の後、

InstallFinalize の前

テーブル 3-25 • 既にイ ンス ト ールされた .exe フ ァ イルを起動するアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

実行可能フ ァ イルを

起動する

ローカル な し CostFinalize の後
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.msi パッ ケージに格納されている DLL フ ァ イル

.msi パッ ケージに保存された DLL フ ァ イル から関数を呼び出す場合、 カス タム アクシ ョ ンをシーケンスの任意の

場所に配置する こ とができます。

システムのパスにある DLL フ ァ イル

ターゲッ ト  システムに存在する DLL フ ァ イルから関数を呼び出す場合も、 カス タム アクシ ョ ンを一連のアク

シ ョ ンの任意の場所に置 く こ とができます。

イ ンス ト ール済み DLL フ ァ イル

イ ンス ト ール中にターゲッ ト コ ンピ ューターにイ ンス ト ールされる フ ァ イルから DLLl 関数を呼び出し、 それを即

時実行で実行するよ う にスケジューリ ングし た場合は、 そのアクシ ョ ンは InstallFinalize アクシ ョ ンの後にのみ配

置できます。 遅延実行中にアクシ ョ ンを起動し たい場合は、 そのアクシ ョ ンを InstallFiles アクシ ョ ン と 

InstallFinalize アク シ ョ ンの間に配置し ます。 次の表はこの点を示し たものです。

スク リ プ ト を呼び出すカス タム アク シ ョ ンをシーケンスする

プロジ ェ ク ト • VBScript と JScript の情報は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

テーブル 3-26 • .msi パッ ケージに格納されている DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

DLL 関数 .msi パッ ケージに保

存

な し 任意の場所

テーブル 3-27 • システムのパスで検索された DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

DLL 関数 ターゲッ ト  システム

上

な し 任意の場所

テーブル 3-28 • 既にイ ンス ト ールされた DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

DLL 関数 イ ンス ト ール済み 即時実行 InstallFinalize の後

DLL 関数 イ ンス ト ール済み 遅延実行 InstallFinalize の前、

InstallFiles の後
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• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 情報は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

カス タム アクシ ョ ンの中でスク リ プ ト を使用する と、 事実上どんな タ スク を実行する こ と も可能です。 た と えば、

外部アプ リ ケーシ ョ ンを起動し た り、 レジス ト リ項目を作成し た り できます。

VBScript と JScript コー ド

製品と一緒にイ ンス ト ール

イ ンス ト ール中にスク リ プ ト がイ ンス ト ールされる場合、 選択し たスケジューリ ングのプロパテ ィ  ( 遅延実行か

またはすぐに実行 ) に応じ て以下の 2 組の規則のう ちの 1 つに従う 必要があ り ます。 すぐに実行の場合は、 アク

シ ョ ンを正常に動作させるために InstallFinalize アクシ ョ ンの後に置 く 必要があ り あます。 遅延実行の場合は、

InstallFiles アクシ ョ ン と InstallFinalize アクシ ョ ンの間に挿入する必要があり ます。

Binary テーブルに保存する

呼び出すスク リ プ ト  フ ァ イルが Binary テーブルに保存されている場合、 一連のアクシ ョ ンのど こにでもそのアク

シ ョ ンを置 く こ とができます。

テーブル 3-29 • 製品と共にイ ンス ト ールされた VBScrilpt または JScript フ ァ イルを呼び出すアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

VBScript または 

JScript コー ドの実行

イ ンス ト ール済み 即時実行 InstallFinalize の後

VBScript または 

JScript コー ドの実行

イ ンス ト ール済み 遅延実行 InstallFiles の後、

InstallFinalize の前

テーブル 3-30 • Binary テーブルに格納されている VBScrilpt または JScript フ ァ イルを呼び出すアクシ ョ ンの設定

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

VBScript/JScript 

コー ド の実行

一時 な し シーケンス中の任意

の場所
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ターゲ ッ ト  システム上に既存

呼び出すスク リ プ ト  フ ァ イルがシステム上に既にある場合は、 CostFinalize アク シ ョ ンの呼び出しの後にそのアク

シ ョ ンを挿入する必要があ り ます。

カス タム アク シ ョ ン中に保存されたデ ィ レ ク ト リ

スク リ プ ト を カス タム アクシ ョ ン中に直接置いた場合は、 一連のアクシ ョ ン中のどの場所にもそのアク シ ョ ンを

置 く こ とができます。

InstallScript コー ド

InstallScript カス タム アクシ ョ ンは、 InstallScript アクシ ョ ンのソースフ ァ イルが常に .msi パッ ケージにス ト リー

ム入力されるため、 JScript または VBScript カス タム アクシ ョ ン と異な り ます。 し たがって、 カス タム アク シ ョ

ンはシーケンス番号と し て 2 と示されるアクシ ョ ンの後の任意の場所に挿入できます。 この制限があるのは、 ス

ク リ プ ト  エンジンがシーケンス番号 2 の間に起動するためです。 し たがって、 スク リ プ ト  エンジンが起動する前

にスク リ プ ト を呼び出し た場合、 システムはそれを処理できません。

カス タム アクシ ョ ンに、 機能関数、 またはセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログ関数が含まれる場合、 CostInitialize、

FileCost、 CostFinalize アクシ ョ ンの後に、 カス タム アクシ ョ ンを挿入する必要があ り ます。

プロパテ ィ またはデ ィ レ ク ト リのプロパテ ィ を設定する カス タム アク
シ ョ ンのシーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロパテ ィ またはデ ィ レ ク ト リ を設定する カス タム アクシ ョ ンをシーケンスに配置する場合、 まず、 そのデ ィ レ

ク ト リ またはプロパテ ィ が必要と される前にカス タム アクシ ョ ンを起動する必要がある こ とに注意し て く だ さい。

たと えば、 ターゲッ ト コ ンピ ューター上にある EXE を起動し たい場合、 イ ンス ト ールで最初にそれを検索する必

要があ り ます。

実行可能フ ァ イルが見つかった後、 そのパスを Directory テーブルに入力し、 その後、 実行可能フ ァ イルを起動す

る こ とができます。 しかし、 実行可能フ ァ イルの起動後にカス タム アクシ ョ ンを呼び出し た場合、 実行可能フ ァ

イルは見つかり ません。

テーブル 3-31 • 

アクシ ョ ンの種類 場所 スケジュール Sequence

VBScript/JScript 

コー ド の実行

ローカル な し CostFinalize の後
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その他のシーケンスおよびスケジュール上の制限は次のとお り です。

• 検証規則 ICE12 による と、 すべての タ イプ -35 カス タム アクシ ョ ン ( カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド で

「デ ィ レ ク ト リの設定」 と呼ばれる ) を、 シーケンスの標準 CostFinalize アクシ ョ ンの後に並べる必要があ り

ます。

• 同様に、 ICE12 による と、 Directory テーブルのプロパテ ィ の値を設定するすべてのタ イプ -51 カス タム アク

シ ョ ン ( カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド で プロパテ ィ の設定 と呼ばれる ) を、 標準 CostFinalize アクシ ョ ン

の前にスケジュールする必要があ り ます。

• プロパテ ィ を設定するすべてのカス タム アクシ ョ ンは、 すぐに実行するよ う スケジューリ ングする必要があ

り ます。

2 番目の .msi パッ ケージを起動する カス タム アク シ ョ ンをシーケンス
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含ま

れている場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起

こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ール

およびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、 MSDN 

Web サイ ト の 「Concurrent Installations」 を参照し て く ださい。

ネス ト  イ ンス ト ールのカス タム アクシ ョ ン ( カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ 別の .msi パッ ケージを起動 ] 

とい う名前 ) をシーケンスする場合、 標準の CostFinalize アクシ ョ ンの後に、 [ 実行 ] シーケンスにアクシ ョ ンを

配置する必要があ り ます。

また、 該当する場合、 イ ンス ト ール内に含まれる任意フ ァ イルがメ イ ン イ ンス ト ールで必要になる前に、 カス タ

ム アクシ ョ ンが起動するか確認し て く ださい。 たと えば、 2 番目の .msi フ ァ イルの一部と し てイ ンス ト ールされ

た実行可能フ ァ イルを起動し たい場合は、 その実行可能フ ァ イルが起動される前に必ずパッ ケージがイ ンス ト ー

ルされていなければな り ません。

ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ン

ISSetAllUsers がイ ンス ト ール パッ ケージのシーケンスに表示される理由

([ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを使用し て ) イ ンス ト ールの Upgrade テーブルに １  つ以上の記録を入力する と、

InstallShield は [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] と [ 実行 ] イ ンス ト ール シーケンスの部分の両方に、 ISSetAllUsers 

とい う .DLL カス タム アクシ ョ ンを挿入し ます。 ご使用の製品がア ッ プグレー ド と し てイ ンス ト ールされている場

合、 ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ールされているバージ ョ ンの 　 ALLUSERS プロパテ ィ の値を

チ ェ ッ ク し ます。
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ALLUSERS プロパテ ィ は [ カス タ マー情報 ] ダイアログ ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) に示され、 初回イ ンス

ト ール中にエン ド ユーザーによ って SdCustomerInformation または SdCustomerInformationEx ダイアログ 

(InstallScirpt MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) に示されます。 ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールされた

バージ ョ ンの値を新規バージ ョ ンの値と比較し ます。 値が異なる と、 ISSetAllUsers は新しいバージ ョ ンの 

ALLUSERS プロパテ ィ を、 イ ンス ト ールされているバージ ョ ン と一致するよ う に設定し ます。

ア ッ プグレー ドの場合、 ALLUSERS プロパテ ィ はカス タム アクシ ョ ンを使用し なければ設定できないこ とに注意

し て く ださい。

新しいイ ンス ト ールの ALLUSERS プロパテ ィ は、 FindRelatedProducts アクシ ョ ンで正常にア ッ プグレー ド イ ンス

ト ールを行う こ とができるよ う に、 イ ンス ト ールされているバージ ョ ンのプロパテ ィ と一致する必要があり ます。

さ らに、 以前のバージ ョ ンが一人の特定のユーザー用にイ ンス ト ールされていて、 すべてのユーザー用にア ッ プ

グレー ドがイ ンス ト ールされている と、 イ ンス ト ールが結果的に破損し て、 正し く アン イ ンス ト ールされない場

合があ り ます。 ISSetAllUsers は ALLUSERS プロパテ ィ を リ セ ッ ト し てこの問題を解決し ます。

ISSetAllUsers の役割

次の例で、 ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンの実際の役割を説明し ます。

1. My Application 1.0 を、 ALLUSERS プロパテ ィ を 1 に設定し てイ ンス ト ールし ます ( ユーザーはイ ンス ト ール中

にエン ド ユーザー ダイアログで [ すべてのユーザー用にイ ンス ト ール ] を選択 )。 

2. My Application 2.0 がバージ ョ ン 1.0 のア ッ プグレー ド と し て作成され、 Upgrade テーブルにバージ ョ ン 1.0 の

ア ッ プグレー ド エン ト リが挿入されます。

3. エン ド ユーザーはターゲッ ト  システムにバージ ョ ン 2.0 をア ッ プグレー ド と し てイ ンス ト ールし ます。

4. イ ンス ト ールの間、 ISSetAllUsers は次の方法でイ ンス ト ールされているバージ ョ ンの ALLUSERS プロパテ ィ

を調べ、 新しいバージ ョ ンのプロパテ ィ と比較し ます。

a. ISSetAllUsers はバージ ョ ン 2.0 の Upgrade テーブルの各エン ト リ を繰り返し調べます。

b. Upgrade テーブルの各ア ッ プグレー ド コー ド について、 ISSetAllUsers はターゲッ ト  システム上の関連製

品を探し ます。

c. Upgrade テーブルのバージ ョ ン制限と言語制限が ( ステ ッ プ 4b で見つけた ) イ ンス ト ールされている製

品と一致する場合、 ISSetAllUsers はイ ンス ト ールされているバージ ョ ンの ALLUSERS プロパテ ィ を確認

し ます。

d. イ ンス ト ールされているバージ ョ ンの ALLUSERS 値が新しいバージ ョ ン と異なる場合、 ISSetAllUsers は

新し く イ ンス ト ールされたバージ ョ ンの ALLUSERS プロパテ ィ を この値に設定し直し ます。

メ モ • 一致する製品がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされていない場合、 ISSetAllUsers は何も実行し ません。

サポー ト  フ ァ イルを使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

サポー ト  フ ァ イルは、 製品のイ ンス ト ール処理中にのみターゲッ ト  システムで使用できる フ ァ イルです。 サポー

ト  フ ァ イルはイ ンス ト ールが始まる と ターゲッ ト  システムの一時デ ィ レ ク ト リ にコ ピーされます。 サポー ト  

フ ァ イルはイ ンス ト ールが完了する と削除されます。 サポー ト  デ ィ レ ク ト リは、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの場所を

表し、 ターゲッ ト  システムご とに異な り ます。 また、 同じ システムでも イ ンス ト ールするたびに異な り ます。

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト お

よび InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) で、 イ ンス ト ール中のみターゲッ ト  システム上で使用可能なフ ァ イル

を追加および削除する こ とができます。

サポー ト  フ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

タ スク サポー ト  フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. 基本の MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびスイー ト  プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある 

[ ビ ューリ ス ト ] で、 [ サポー ト  フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. オプシ ョ ンで、 フ ァ イルに 1 つ以上のサブ フ ォルダーを作成する こ と もできます。 その場合、 [ サポー ト  

フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ 言語非依存 ] ノ ー ド または言語固有ノ ー ドのひとつを右ク リ ッ ク し てから、

[ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいフ ォルダーが追加されます。 フ ォルダーに使用する名前を入

力し ます。

3. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 追加するサポー ト  フ ァ イルが必要なアイテムを ク リ ッ ク し ます。

4. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

5. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。
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ヒ ン ト • Windows エクスプローラーから フ ァ イルを ド ラ ッ グし て、 [ フ ァ イル ] ペイ ンに ド ロ ッ プする こ と もでき

ます。

ラ イセンス フ ァ イルの追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで、 使用許諾契約書を含むテキス ト  フ ァ イルを追加できます。

タ スク ラ イセンスフ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. オプシ ョ ンで、 ラ イセンス フ ァ イルに 1 つ以上のサブ フ ォルダーを作成する こ と もできます。 その場合、 [

サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ 言語非依存 ] ノ ー ド または言語固有ノ ー ドのひとつを右ク リ ッ ク

し てから、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいフ ォルダーが追加されます。 フ ォルダーに使用す

る名前を入力し ます。

3. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 追加する ラ イセンス フ ァ イルを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ま

す。

4. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

5. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

6. スク リ プ ト の SdLicense* 関数の 1 つにある szLicenseFile パラ メ ーターでフ ァ イルを呼び出し ます。

サポー ト  フ ァ イルの並べ替え

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場

合 ) または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

の場合 ) の [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルを ソー ト する列の見出し を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを ソー ト する こ とが

できます。 任意の列でソー ト する こ とができます。

Disk1 フ ォルダーへフ ァ イルと フ ォルダーを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Disk1 ノ ー ド では、 イ ンス ト ールメ デ ィ アの Disk1 に入れる フ ァ イルと フ ォルダーを指定する こ とができます。 こ

れらのフ ァ イルと フ ォルダーは、 イ ンス ト ールの実行時、 ターゲッ ト  システムに自動的にイ ンス ト ールはされま

せん。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ールから イ ンス ト ール メ デ ィ アに リ ン ク させる こ とができま

す。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ン と共に含める大きい再配布可能フ ァ イルがある と し ます。 エン ド ユーザーが再配布

可能フ ァ イルにアクセスできるよ う にし た く ても、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールには含めた く ない場合があ

り ます。 このよ う な場合、 このフ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに入れる こ とができます。

タ スク Disk1 フ ォルダーにフ ァ イルまたはフ ォルダーを追加する場合、 次の操作を実行し ます。

1. 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、[ サポー ト  フ ァ イル ] を

ク リ ッ ク し ます。

InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 Disk1 を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

4. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。

Disk1 フ ォルダーから フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript
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• InstallScript MSI

タ スク Disk1 フ ォルダーから フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する場合、 以下の手順にし たがいます :

1. 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、[ サポー ト  フ ァ イル ] を

ク リ ッ ク し ます。

InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 Disk1 を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンでは、 フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

最後の Disk フ ォルダーにフ ァ イルと フ ォルダーを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

最後の Disk ノ ー ド では、 イ ンス ト ールメ デ ィ アの最後のデ ィ スクに入れる フ ァ イルと フ ォルダーを指定する こ と

ができます。 これらのフ ァ イルまたはフ ォルダーは、 イ ンス ト ールの実行時、 ターゲッ ト  システムに自動的にイ

ンス ト ールはされません。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ールから イ ンス ト ール メ デ ィ アに リ ン ク

させる こ とができます。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ン と共に含める大きい再配布可能フ ァ イルがある と し ます。 エン ド ユーザーが再配布

可能フ ァ イルにアクセスできるよ う にし た く ても、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールには含めた く ない場合があ

り ます。 このよ う な場合、 このフ ァ イルを 最後のデ ィ スク フ ォルダーに入れる こ とができます。

タ スク 最後のデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーにフ ァ イルまたはフ ォルダーを追加する場合、 次の操作を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 最後の Disk を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

4. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。

最後の Disk フ ォルダーから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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タ スク 最後のデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーから フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する場合、 次の操作を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 最後の Disk を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンでは、 フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

その他の Disk フ ォルダーにフ ァ イルと フ ォルダーを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ その他 ] ノ ー ド を使う と、 最初または最後のデ ィ スクの他にイ ンス ト ールメ デ ィ アのデ ィ スクに入れる フ ァ イル

と フ ォルダーを指定できます。 これらのフ ァ イルまたはフ ォルダーは、 イ ンス ト ールの実行時、 ターゲッ ト  シス

テムに自動的にイ ンス ト ールはされません。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ールから イ ンス ト ール 

メ デ ィ アに リ ン ク させる こ とができます。

タ スク デ ィ スク イ メ ージフ ォルダーにフ ァ イルまたはフ ォルダーを追加する場合、 次の操作を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ その他 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

4. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。

ヒ ン ト • デ ィ スク を指定するには、 リ リース ウ ィ ザー ド を実行し て [ 一般オプシ ョ ン ] パネルで [ その他のデ ィ ス

ク フ ァ イル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

他の Disk フ ォルダーから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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タ スク デ ィ スク イ メ ージフ ォルダーから フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する場合、 次の操作を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ その他 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンでは、 フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

サポー ト  フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

タ スク プロジ ェ ク ト からサポー ト  フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. 基本の MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびスイー ト  プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある 

[ ビ ューリ ス ト ] で、 [ サポー ト  フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ ビ ューリ ス ト ] で、

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 削除するサポー ト  フ ァ イルを含むアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンでは、 フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンでは、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの異なる要素を定義する こ とができる 

InstallShield の異なる機能について説明し ます。 「エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの定義」 セクシ ョ ンの一部で

は、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのダイアログの作成および使用方法についても説明し てい

ます。 他では、 イ ンス ト ールのローカ ラ イズを行う ための文字列などの ト ピ ッ ク を扱っています。

ダイアログの使い方
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield の異なるプロジ ェ ク ト の種類ご とに、 エン ド ユーザー ダイアログの使い方につ

いて、 基本的な情報から よ り高度な情報まで部分的に取り上げられています。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI イ ンス ト ールでは通常、 Windows Installer がラ ン タ イム ユーザー イ ン ターフ ェ イスを

制御し ます。 InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは通常、 InstallScript エンジンがラ ン タ イム エン ド 

ユーザー イ ン ターフ ェ イスを制御し ます。 し たがって、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンの一部は基本の MSI イ ン

ス ト ールに、 一部は InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ールに、 また一部は 3 つのすべてのプロジ ェ ク ト  タ

イプに適用し ます。

プロジ ェ ク ト でダイアログを使用する
ダイアログは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 エン ド ユーザーからの情報を要求し、

イ ンス ト ール プロセスの進行状況についてフ ィ ー ドバッ ク を提供し ます。

プロジ ェ ク ト におけるダイアログの作業方法は、 作成する イ ンス ト ールの種類によ って異な り ます。 InstallScript 

または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にダイアログを追加する手順は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト にダイアログを追

加する手順と異な り ます。

共通の操作

一部のダイアログ操作は、 基本の MSI、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で同一です。

• ダイアログ ウ ィ ザー ド を使用し て新しいダイアログを作成する 

• 他のプロジ ェ ク ト で使用するダイアログを .isd フ ァ イルへエクスポー ト する 

• .isd フ ァ イルからダイアログを イ ンポー ト する 

• すべてのダイアログを .rc フ ァ イルへエクスポー ト する 

• リ ソース .dll フ ァ イルからダイアログを イ ンポー ト する 

• 他のプロジ ェ ク ト へダイアログをエクスポー ト する 

ダイアログ ウ ィ ザー ド を使用し て新しいダイアログを作成する

InstallShield は、 ウ ィ ザー ド パネルに従って新しいダイアログを イ ンス ト ールに追加し構成できるダイアログ ウ ィ

ザー ド を提供し ています。
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既存のユーザー アカウン ト を作成または設定する機能を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

多 く のサーバー アプ リ ケーシ ョ ンは、 イ ンス ト ール中にユーザー アカウン ト 情報を必要と し ます。 サーバー ア

プ リ ケーシ ョ ンが別のユーザーに制限されている リ ソースへアクセスできるよ う にするために、 ユーザー アカウ

ン ト を使えるよ う にし てお く こ とが必要な場合が多々あ り ます。 InstallShield では、 イ ンス ト ールに適切なラ ン タ

イム ダイアログを追加し て、 イ ンス ト ール中に既存の Windows ユーザー アカウン ト の設定、 または、 新規アカウ

ン ト の作成を行う こ とができます。

テーブル 3-1 • ユーザー アカウン ト  サポー ト の追加 － プロジ ェ ク ト 別の説明

プロジ ェ ク ト の種類 追加情報

基本の MSI 基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 LogonInformation ダイアログで入力し たユー

ザー名、 パスワー ド、 およびグループ情報は、 次のプロパテ ィ に格納され

ます。

• IS_NET_API_LOGON_USERNAME

• IS_NET_API_LOGON_GROUP

• IS_NET_API_LOGON_PASSWORD

InstallScript InstallScript プロジ ェ ク ト では、 LogonInformation ダイアログでエン ド ユー

ザーが入力し たユーザー名、 パスワー ド、 およびグループ情報は、 次のグ

ローバル変数に格納されます。

• IFX_NETAPI_USER_ACCOUNT

• IFX_NETAPI_PASSWORD

• IFX_NETAPI_GROUP

InstallScript MSI InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 指定されたユーザー アカウン ト および

パスワー ドは、 次のグローバル変数およびプロパテ ィ に格納されます。

• IFX_NETAPI_USER_ACCOUNT

• IFX_NETAPI_GROUP

• IFX_NETAPI_PASSWORD

• IS_NET_API_LOGON_USERNAME

• IS_NET_API_LOGON_GROUP

• IS_NET_API_LOGON_PASSWORD
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LogonInformation ダイアログのサポー ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト へ追加する

タ スク LogonInformation ダイアログを基本の MSI プロジ ェ ク ト へ追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいダイアログ ] を

選択し ます。 新規ダイアログ ウ ィ ザー ドが開きます。

3. ウ ィ ザー ドの各パネルを完成し ます。 [ ダイアログ テンプレー ト ] パネルで、 [ ログオン情報パネル、 および

関連する子ダイアログ ] を選択し ます。

新規ダイアログ ウ ィ ザー ドの各パネルを完了し た後、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド および実行し ます。

LoginInformationDialog ダイアログが実行されたダイアログ シーケンスで、 適切なダイアログが表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に LogonInformation ダ
イアログのサポー ト を追加する

タ スク InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に LogonInformation ダイアログのサポー ト を追加す

るには、 次の手順を実行し ます。

1. LogonInformation ダイアログ セ ッ ト を挿入する InstallScript コー ドの場所に移動し ます。 通常、

OnFirstUIBefore 内に追加し ます。 例 :

Dlg_SdLogon:

nResult = SdLogonUserInformation(szTitle, szMsg, szAccount, szPassword);

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdWelcome;

2. InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 次の関数を追加し て Windows Installer のプロパテ ィ が InstallScript のグ

ローバル変数と同じ値に設定されるよ う にし ます。 SdLogonUserInformation を呼び出し た後に追加する こ とが

できます。

OnLogonUserSetMsiProperties();

3. [ ビルド ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. [ ラ イブラ リ (.obl)] ボ ッ クスに、 新しいラ イブ ラ リ フ ァ イル (*.obl) の名前を入力し ます :

NetApiRT.obl

メ モ • 新しいラ イブラ リ フ ァ イル名は、 isrt.obl フ ァ イル名の前に追加し ます。

InstallScript コー ド を追加し た後、 イ ンス ト ールをビルド並びに実行し ます。 スク リ プ ト が実行された時、 適切な

ダイアログが表示されます。

基本の MSI、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト における 
LogonInformation ダイアログの制限

エン ド ユーザーが LogonInformation ダイアログを使用し よ う と し た と きに、 ド メ イ ンの空白リ ス ト が表示される

か、 「サーバーが見つかり ません」 エラーが表示されます。 次の状況下で、 この問題が発生し ます :
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• ターゲッ ト システムがド メ イ ン上に存在し ない。

• ターゲッ ト  システム上でコ ンピ ュータ ブ ラウザ サービスが有効化されていない。

• フ ァ イアーウォールでコ ンピ ュータ ブ ラウザ サービスが例外と し て構成されていない。

• ターゲッ ト  システム上で NetBIOS over TCP/IP が有効化されていない。

• ネ ッ ト ワーク上でマス ター ブ ラウザー サーバーが構成されていない。

• ネ ッ ト ワーク上でブロー ド キャス ト  ト ラ フ ィ ッ クが無効である。

他のプロジ ェ ク ト で使用するダイアログを .isd フ ァ イルへエクスポー ト する

エン ド ユーザーダイアログを別のプロジ ェ ク ト で再利用するには、 ダイアログを .isd フ ァ イルと し てエクスポー

ト し てから、 必要に応じ て別のプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。 .isd フ ァ イルは、 ダイアログの動

作と レ イアウ ト 情報を含みます。

タ スク .isd フ ァ イルへのダイアログのエクスポー ト は、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーでダイアログを右ク リ ッ ク し てから、 [ ダイアログ フ ァ イルへエクスポー ト

] を選択し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. .isd フ ァ イルを保存する フ ォルダーを参照し ます。 必要であればフ ァ イル名を変更できます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

これで .isd フ ァ イルを使ってダイアログを別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。

.isd フ ァ イルからダイアログを イ ンポー ト する

InstallShield では、 ダイアログを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。 ダイアログのフ ァ

イル (.isd フ ァ イル ) はリ ポジ ト リ に格納するか、 その他の別の場所に格納する こ とができます。

タ スク .isd フ ァ イルからダイアログをプロジ ェ ク ト へイ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーでダイアログを右ク リ ッ ク し てから、 [ ダイアログのイ ンポー ト ] を選択し

ます。 [ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ レポジ ト リ アイテム ] ボッ クスで、 プロジ ェ ク ト に追加するダイアログを ク リ ッ ク し ます。

• イ ンポー ト するダイアログ ボ ッ クス (.isd フ ァ イル ) のフ ァ イルがリ ポジ ト リ に格納されていない場合、 [

参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを選択し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

サポー ト されている各言語のコ ピーがユーザーのプロジ ェ ク ト に追加されます。
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メ モ • ダイアログを イ ンポー ト する と きには、 ダイアログによ って参照される文字列識別子、 プロパテ ィ 、 および

アクシ ョ ンが新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内にある こ と を確認し て く ださい。

競合の解決

ダイアログを イ ンポー ト する と きには、 Windows Installer によ って要求される とお り にダイアログの名前と そのコ

ン ト ロールが固有のものであるかど うかが確認されます。 既存のダイアログと同じ名前のダイアログはイ ンポー

ト できません。 これは InstallShield が同一のダイアログを イ ンポー ト し ている と認識するためです。

すでにイ ンス ト ールプロジ ェ クに既に存在する コ ン ト ロールまたは文字列識別子の名前と同じ名前を使う .isd 

フ ァ イルを イ ンポー ト する場合は、 InstallShield がこの競合の解決方法を問い合わせます。 既存の値を上書きする

か、 または既存のものを残すためにイ ンポー ト された値をスキッ プするかのどち らかを選択できます。

イ ンス ト ール中にダイアログを表示する

プロジ ェ ク ト にダイアログを追加し ても、 そのダイアログがイ ンス ト ールに表示されるわけではあ り ません。 1 つ

以上のプロジ ェ ク ト のシーケンスにダイアログを挿入する処理については、 「基本の MSI イ ンス ト ール中にダイア

ログを表示する」 を参照し て く だ さい。

ダイアログ フ ァ イル (.isd) を リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

別のプロジ ェ ク ト で再利用、 または他のユーザーと共有し たい既存のダイアログ (.isd) がある場合、 リ ポジ ト リ に

それをパブ リ ッ シュする こ とができます。

タ スク ダイアログを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするには、 次の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーでダイアログを右ク リ ッ ク し てから、 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ド を選択し ま

す。 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドが開きます。

3. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

リポジ ト リから プロジ ェ ク ト へダイアログを イ ンポー ト し た後、 現在のダイアログと既存のリ ポジ ト リ ダイアロ

グとは関連性を持ちません。 ダイアログを変更し て リ ポジ ト リへ再パブ リ ッ シュ し ても、 プロジ ェ ク ト 内のイ ン

ポー ト 済みダイアログには影響し ません。 但し、 リ ポジ ト リから プロジ ェ ク ト へダイアログを再イ ンポー ト する

こ とができます。

すべてのダイアログを .rc フ ァ イルへエクスポー ト する

ダイアログのリ ソースを Visual Studio のよ う な リ ソースエデ ィ ターを使用し て編集する場合、 ダイアログを .rc 

フ ァ イルへエクスポー ト し ます。
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タ スク ダイアログを リ ソース スク リ プ ト  (.rc) フ ァ イルにエクスポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ダイアログを リ ソース 

スク リ プ ト へエクスポー ト する ] を選択し ます。

プロジ ェ ク ト の場所にある < プロジ ェ ク ト 名 >.rc とい う フ ァ イルに、 フ ォル ト の言語のダイアログのリ ソースが

すべてコ ピーされます。

各ダイアログのレ イアウ ト をできるだけ多 く 保存するために可能な限りの試みがな されます。 しかし、 ダイアロ

グ エデ ィ ター内のい く つかの情報についてはリ ソース エデ ィ ター内で対応する ものがないため、 InstallShield で

は、 以下の例外を除 く ダイアログ エデ ィ ター内のリ ソースがエクスポー ト されます。 

リ ソースエデ ィ ターでのダイアログの編集

ダイアログのジオ メ ト リは、 Windows のダイアログと同じ よ う に、 リ ソース エデ ィ ター、 またはメ モ帳でも編集

できます。

ダイアログをプロジ ェ ク ト へイ ンポー ト する前に、 .rc フ ァ イルを .res フ ァ イルへコ ンパイルし、 .dll へビルド する

必要があ り ます。

タ スク Visual Studio を使用し ている場合は、 以下のステ ッ プに従って MyProject.rc を MyProject.dll へビルド し ます。

1. リ ソース コ ンパイ ラ (Rc.exe) を使用し て、 次のコ マン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト で MyProject.rc を MyProject 

へコ ンパイルし ます。

rc MyProject.rc

2. Incremental Linker (Link.exe) を実行し、 以下のコマン ド を使用し て .dll をビルド し ます。

テーブル 3-2 • .rc フ ァ イルへエクスポー ト されない リ ソース

例外 説明

文字列エン ト リ すべての文字列エン ト リは、 デフ ォル ト の言語の値へ解決されます。

パス テキス ト フ ァ イルやビ ッ ト マ ッ プなど、 あらゆる リ ソースへのパス変数を

含むパスが、 後にダイアログを イ ンポー ト するのを簡単にするために保存

されています。

選択ツ リー Windows Installer の選択ツ リーは、 .rc フ ァ イルの標準ツ リー コ ン ト ロール

と な り ます。

テキス ト  ス タ イル ダイアログ エデ ィ ターが、 フ ォ ン ト 情報 ( ベース テキス ト  ス タ イルやテキ

ス ト  ス タ イル ) および最大文字長について別々のプロパテ ィ を持っている

間は、 これらのプロパテ ィ は Windows Installer テーブル内にあるよ う にグ

ループ化されています。

動作 ダイアログのレ イアウ ト と動作の完全なコ ピーを含む .isd フ ァ イルとは違

い、 .rc フ ァ イルはリ ソースのみを保存し ます。
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link /DLL /NOENTRY /NODEFAULTLIB /MACHINE:iX86 /OUT:MyProject.dll MyProject.res

リ ソース .dll フ ァ イルからダイアログを イ ンポー ト する

タ スク .dll フ ァ イルからすべてのダイアログリ ソースを イ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ダイアログを リ ソース 

Dll から イ ンポー ト する ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. イ ンポー ト するダイアログ リ ソースを含む .dll フ ァ イルを参照し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

各ダイアログがプロジ ェ ク ト へ追加されます。 名前付けの競合は、 イ ンポー ト し たダイアログに固有の番号を付

加する こ とによ って解決されます。

イ ンポー ト し たコ ン ト ロールが、 既に文字列エン ト リ であるテキス ト を表示する場合、 InstallShield では コ ン ト

ロールの Text プロパテ ィ に既存の文字列テーブルエン ト リが使用されます。

メ モ • ダイアログを イ ンポー ト する際には、 ダイアログによ って参照されたプロパテ ィ が新規のイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト 内にあるかど うかを確認し て く だ さい。 

プロジ ェ ク ト にダイアログを追加し ても、 そのダイアログが実行時にイ ンス ト ールで表示されるわけではあり ま

せん。 1 つ以上のイ ンス ト ールのシーケンスにダイアログを挿入する処理については、 「基本の MSI イ ンス ト ール

中にダイアログを表示する」 を参照し て く だ さい。

ダイアログは .rc フ ァ イルへエクスポー ト されますが、 InstallShield にそれら を イ ンポー ト する前に、 リ ソースを 

.dll フ ァ イルへビルド する必要があ り ます。 詳細については、 「すべてのダイアログを .rc フ ァ イルへエクスポー ト

する」 を参照し て く だ さい。

他のプロジ ェ ク ト へダイアログをエクスポー ト する

InstallShield では、 ダイアログを現在のプロジ ェ ク ト からエクスポー ト し て別の既存のプロジ ェ ク ト へ挿入する こ

とができます。

タ スク 既存プロジ ェ ク ト へダイアログをエクスポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルへエクス

ポー ト ] を選択し ます。 [ エクスポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 既存の .ism フ ァ イルの保存場所を参照し ます。 保存場所は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト またはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト のどち らかを使用できますが、 フ ァ イルは InstallShield の別のイ ンス タ ンスでは開きま

せん。

4. [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。
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このダイアログのコ ピーは、 すべてのコ ン ト ロール、 すべてのダイアログの動作と共に特定の .ism フ ァ イルに追

加されます。 ダイアログで使用されるすべての文字列テーブル、 プロパテ ィ 、 およびパス変数も新規プロジ ェ ク

ト にコ ピーされます。

対象の .ism フ ァ イルに、 異なるプロパテ ィ で同じ名前のダイアログがある場合は、 [ 競合 ] ダイアログ ボ ッ クス 

が表示され、 競合するダイアログを解決するオプシ ョ ンを選択できます。

リポジ ト リへダイアログをパブ リ ッ シュ し、 別のプロジ ェ ク ト で再利用する こ と もできます。 詳細については、

「リポジ ト リ を使用し てプロジ ェ ク ト の要素を共有する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト からダイアログを削除する

基本の MSI プロジ ェ ク ト

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト からダイアログを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでダイアログを右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を選択し ても、 プロ

ジ ェ ク ト からダイアログは削除されません。 そのシーケンスから削除されるだけです。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

タ スク InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト からダイアログを削除するには、 次の手順に従います。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

4. イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスにダイアログを追加するスク リ プ ト を削除し ます。

カス タム ダイアログの作成と構成

異なる種類のプロジ ェ ク ト でカス タム ダイアログを作成および構成する際、 次のヒ ン ト を考慮し て く ださい。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

[ ダイアログ ] ビ ューに新規ダイアログを追加する と き、 ダイアログのエン ト リが Dialog テーブルに追加されま

す。 このテーブルにあるデータは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って直接変更する こ とができます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでは、 新しいダイアログ用の ISResourceId フ ィ ールドの値を指定する こ とができます。

ISResourceId 値は、 このダイアログを識別するスク リ プ ト 内で利用されます。
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ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加し た後、 このダイアログを メ モ リ にロー ド し、 それを実行時に表示するために

は EzDefineDialog や WaitOnDialog などの関数を呼び出す必要があ り ます。 Dialog テーブルで ISResourceId 値に対応

する値は、 EzDefineDialog の 4 番目の引数に使用し てカス タム ダイアログを参照し ます。 また EzDefineDialog の 2 

番目の引数で、 ヌル文字列ではな く  ISUSER を指定し た方が便利です。 EzDefineDialog 関数は次のよ う にな り ま

す。

EzDefineDialog("MyCustomDialog", ISUSER, "", 12005)

この例では、 12005 は Dialog テーブルで指定された とお り、 このカス タム ダイアログの ISResourceId です。

カス タム ダイアログ関数を呼び出し、 必要に応じ てカス タム ダイアログを操作し ます。 これらの関数についての

詳細は、 InstallScript 言語リ フ ァ レンスに記載されています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト の [ ダイアログ ] ビ ューでカス タム ダイアログを作成する場合、 Windows Installer タ イプ

のダイアログが作成されます。 InstallScript カス タム ダイアログ関数は、 Windows Installer タ イプのダイアログと

一緒に使用する こ とはできません。 このダイアログを イ ンス ト ールに表示するには、 [ 次へ ] と [ 戻る ] コ ン ト

ロールを使用し て 2 つのダイアログの間で連続し て配置する必要があり ます。

ダイアログ エデ ィ ターで変更を元に戻す

ダイアログ エデ ィ ターは、 各ダイアログに対し て 50 アクシ ョ ンまで記憶し てお り、 最近のものから順に変更を

元に戻すこ とができます。 また、 プロジ ェ ク ト を保存し た後でも変更を元に戻すこ とができます。 ただ し、 プロ

ジ ェ ク ト を閉じ て再び開 く と、 元に戻す操作の履歴は消去されます。

変更を元に戻す

タ スク 変更を元に戻すには、 以下の手順に従います :

• Ctrl + Z を押し ます。

• [ 編集 ]  メ ニューで [ 元に戻す ] を ク リ ッ ク し ます。

• ツールバーの [ 元に戻す ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

元に戻し た変更をやり直す

タ スク 元に戻し た変更をやり直し て有効にするには以下の手順に従います :

• Ctrl+Y を押し ます。

• [ 編集 ] メ ニューで [ やり直す ] を ク リ ッ ク し ます。

• ツールバー上の [ やり直す ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ダイアログ エデ ィ ターの使用中は、 [ 元に戻す ] と [ やり直す ] ボタ ンおよび メ ニュー コマン ドが有効です。 アク

シ ョ ンを元に戻すには、 そのダイアログで実行し たアクシ ョ ンの履歴から移動し ます。 繰り返す場合、 前に移動

し ます。
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たと えば、 ボタ ンのサイズを変更し て、 Tab Index プロパテ ィ を変更し た場合、 [ 元に戻す ] を ク リ ッ クする と、

Tab Index プロパテ ィ の直前の値が復元されます。 また、 [ 元に戻す ] を 2 回ク リ ッ クする と、 ボタ ンが元のサイ

ズに戻り ます。 次に、 [ やり直す ] を 2 回ク リ ッ クする と、 ボタ ンのサイズおよびそのタ ブ索引の変更が再び反映

されます。

メ モ • ダイアログ エデ ィ ターで変更された文字列エン ト リ を元に戻すこ とはできません。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でダイアログを使用す
る

InstallShield では、 スク リ プ ト で特定の関数を呼び出し てエン ド ユーザー ダイアログを表示できます。 [ ダイアロ

グ ] ビ ューには、 プロジ ェ ク ト に追加する カス タム ダイアログおよび標準ダイアログがリ ス ト されています。

このセクシ ョ ンでは、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 ダイアログがある基本的な関数の作成

および実行方法が説明されています。

InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでダイアログを表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスのほとんどは、 OnFirstUIBefore や 

OnFirstUIAfter などのイベン ト  ハン ド ラーで定義されます。 OnFirstUIBefore に含まれる次のサンプル InstallScript 

コー ド は、 SdWelcome および SdLicense2 用のコー ド です :

Dlg_SdWelcome:

szTitle = "";

szMsg = "";

nResult = SdWelcome( szTitle, szMsg );

if (nResult = BACK) goto Dlg_Start;

Dlg_SdLicense2:

szTitle = "";

szOpt1 = "";

szOpt2 = "";

szLicenseFile = SUPPORTDIR ^ "License.rtf";

nResult = SdLicense2Ex( szTitle, szOpt1, szOpt2, szLicenseFile, bLicenseAccepted, TRUE );

if (nResult = BACK) then

goto Dlg_SdWelcome;

else

bLicenseAccepted = TRUE;

endif;

各ダイアログ関数は、 エン ド ユーザーがどのボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログを終了し たかを示す整数を返し ま

す。 エン ド ユーザーがダイアログでク リ ッ ク し た [ 戻る ] ボタ ンを処理するために、 ダイアログの直後には、 そ

の戻り値を定数 BACK と比較する if ステー ト メ ン ト が、 前のダイアログの直前にジャ ンプする goto ステー ト メ ン

ト を使って続きます。 前述のコー ドサンプルでは、 エン ド ユーザーが SdLicense2 ダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し た場合、 goto ステー ト メ ン ト が Dlg_SdWelcome ラベルにジャ ンプ し て、 エン ド ユーザーには 
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SdWelcome ダイアログが表示されます。 このため、 2 つのダイアログ ( た と えば、 SdWelcome と SdLicense2) の間

にダイアログ関数を挿入する場合、 if ステー ト メ ン ト 、 ラベル、 および goto ステー ト メ ン ト を適切に調整する必

要があ り ます。

タ スク イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスの一部と し てエン ド ユーザーにダイアログを表示すには、 以下の手順

に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

2. ダイアログ関数を、 適切なスク リ プ ト  イベン ト  ハン ド ラーに追加し ます。

3. 目的とするダイアログの動作に応じ て、 ダイアログ関数のパラ メ ーターを変更し ます。

利用可能なパラ メ ーターについては、 ダイアログ関数に関する ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい :

• ダイアログ関数 

• ダイアログのカス タ マイズ関数 

4. たと えば、 if および goto ステー ト メ ン ト を使って、 ダイアログの流れを指定し ます。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログに含まれるテキス ト を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ほとんどのダイアログ関数は、 ダイアログのタ イ ト ル領域に表示されるテキス ト を定義する szTitle と呼ばれる文

字列引数を受け付けます。 た と えば、 SdRegisterUser の呼び出しは次のとおり です :

SdRegisterUser( szTitle, szMsg, szName, szCompany );

デフ ォル ト で、 パラ メ ーター szTitle はヌル文字列 ("") と し て定義され、 ダイアログがデフ ォル ト のタ イ ト ル テキ

ス ト を使用する こ と を示し ます。 SdRegisterUser では、 デフ ォル ト  タ イ ト ルが次のスク リーンシ ョ ッ ト のよ う に

表示されます。

図 3-1: SdRegisterUser ダイアログのデフ ォル ト のタ イ ト ル テキス ト

タ イ ト ルを変更するには、 szTitle パラ メ ーターに表示する特定の文字列を入力し ます。 タ イ ト ルは 2 つのセクシ ョ

ンに分かれていて、 タ イ ト ル領域の上部にある太字テキス ト と、 メ イ ン タ イ ト ルの下にある標準テキス ト があ り

ます。

szTitle の値内で、 この 2 つのセクシ ョ ンを指定するために、 セクシ ョ ンの間に改行文字 \n を配置し ます。

SdRegisterUser (" 新しいタ イ トル \n これは、 新しいサブ タ イ トルです。 ",

szMsg, szName, szCompany);

スク リ プ ト を再コ ンパイルし てから イ ンス ト ールを実行する と、 タ イ ト ルが次のサンプル スク リーンシ ョ ッ ト の

よ う に表示されます。
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図 3-2: SdRegisterUser ダイアログの変更済みのタ イ ト ル テキス ト

ダイアログに表示される他のテキス ト を変更する場合、 表示されるテキス ト を含むパラ メ ーター ( た と えば、

szMsg) が通常 1 つ以上あ り ます。 ダイアログ ボ ッ クスのタ イ ト ルと同様に、 メ ッ セージ パラ メ ーターのヌル文字

列は、 ダイアログが InstallShield で提供されているデフ ォル ト  メ ッ セージ テキス ト を使用する こ と を示し ます。

イ ンス ト ールに複数の UI 言語が含まれている場合、InstallScript でハー ド コー ド化された文字列の代わり に文字列 

ID を使用できます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログに含まれるデフ ォル ト  イ メ ージにつ
いての背景情報

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

コ ン ト ロール ID が 1200 であるス タ テ ィ ッ ク ダイアログ ユーザー イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールには、 2 種類

のイ メ ージ ( 内部ダイアログのデフ ォル ト  バナー イ メ ージ、 および [ よ う こそ ] ダイアログといった外部スキン

ダイアログの左側に表示される イ メ ージ ) が使用されます。 デフ ォル ト  イ メ ージは、 透明色の使用が可能な .png 

イ メ ージです。 これらのコ ン ト ロールのテキス ト  フ ィ ールドは、 イ メ ージを識別するのにデフ ォル ト で次の構文

が使用されます :

@@ResourceID;ScaleFactor

ResourceID は、.png イ メ ージ ( リ ソース タ イプ PNG と し て格納される ) またはビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ ( リ ソース 

タ イプ RT_BITMAP と し て格納される ) のいずれかを検出するためのリ ソース識別番号を示し ます。 ScaleFactor 

は、 イ メ ージが意図されている DPI スケール率を示し ます。

たと えば、 スケール因子は 100% (96 DPI)、 125% (120 DPI)、 150% (144 DPI)、 200% (192 DPI) と な り ます。 イ メ ージに

指定されているスケール因子が 200 の場合、 200% DPI スケール以下で実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ー

ジは縮小表示されます。 200% ターゲッ ト システム上で、 これは 1:1 の割合で表示されます。 イ メ ージに指定され

ているスケール因子が 100 の場合、 200% DPI スケールで実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ージは拡大表示

されます。

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ (.bmp) を識別する以前のフ ォーマ ッ ト も使用できますが、 スケーリ ングまたは .png イ メ ー

ジがサポー ト されていません :

@BitmapResourceID;TransparentFlag;3-DFlag;<unused>;TransparentColorKey

BitmapResourceID は、 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージのリ ソース ID 番号を示し ます。 TransparentFlag は、 1 (true) または 

0 (false) のいずれかで示され、 ビ ッ ト マ ッ プを表示する際、 TransparentColorKey フ ィ ールド で指定し た色が透明か

そ う でないかを示し ます。 TransparentColorKey は、 ビ ッ ト マ ッ プの透過色を示す RGB 値を指定し ます。
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InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で新しいカス タム ダイアログを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

カス タム ダイアログを作成するには、 次の一般的な手順を行う必要があ り ます :

1. 新規ダイアログ ウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト に新しいカス タム ダイアログを追加し ます。 詳細につい

ては、 「新規ダイアログ ウ ィ ザー ド を使って、 InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に新しいカス

タム ダイアログを追加する」 を参照し て く ださい。

2. ダイアログにコ ン ト ロールを追加し ます。 詳細については、 「InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト のダイアログにコ ン ト ロールを追加する」 を参照し て く だ さい。

3. ダイアログを メ モ リ にロー ド、 画面に表示、 ダイアログのコ ン ト ロールとのユーザーの対話を処理し、 エン

ド ユーザーの操作が終了し たと きにダイアログを閉じ るスク リ プ ト 関数を作成し ます。 詳細については、

「InstallScript を使用し てカス タム ダイアログを実装する」 を参照し て く だ さい。

新規ダイアログ ウ ィ ザー ド を使って、 InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に新し
いカス タム ダイアログを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 新しいカス タムダイアログをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいダイアログ ] を

選択し ます。 新規ダイアログ ウ ィ ザー ドが開きます。

3. ウ ィ ザー ドパネルに従い、 新しいダイアログを作成し ます。 [ ダイアログ テンプレー ト ] パネルで、

NewScriptBasedDialog テンプレー ト または NewSkinnableDialog テンプレー ト を選択し ます。

NewScriptBasedDialog および NewSkinnableDialog テンプレー ト には、 コ ン ト ロール ID 値 2 を持つ非表示コ ン

ト ロールが含まれています。 エン ド ユーザーが InstallScript ダイアログの右上にある閉じ るボタ ンを ク リ ッ ク

し てイ ンス ト ールをキャ ンセルできるよ う にするには、 ダイアログにコ ン ト ロール ID プロパテ ィ がこの値に

設定されているボタ ン コ ン ト ロールを含まな く てはな り ません。 ブラ ン ク ダイアログ テンプレー ト には、

このコ ン ト ロールは含まれていません。 詳細については、 「InstallScript を使用し てカス タム ダイアログを実

装する」 を参照し て く だ さい。

新しいカス タム ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加し た後、 ダイアログ コ ン ト ロールを追加できます。
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InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログ レ イアウ ト を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログ エデ ィ ターを使って、 選択し たダイアログのコ ン ト ロールを追加、 削除、 または並べ替える こ とがで

きます。 またダイアログ エデ ィ ターでは、 ダイアログまたはそのコ ン ト ロールのプロパテ ィ を変更する こ と もで

きます。 InstallShield ダイアログ エデ ィ ターは、 他のリ ソースエデ ィ ターと同様に機能し ます。

ダイアログ エデ ィ ターを使ってダイアログのレ イアウ ト や外観を変更する と き、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれる

ダイアログのコ ピーを変更し ているだけで、 その他のプロジ ェ ク ト には変更が反映されません。

タ スク ダイアログ エデ ィ ターにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

• [ ダイアログ ] ビ ューで、 右側のダイアログ プレビ ュー ペイ ンに表示されるダイアログを ク リ ッ ク し、 編集

するダイアログの言語リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

• [ ダイアログ ] ビ ューで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し  [ 編集 ] を ク リ ッ ク し ます。

中央ペイ ンにダイアログ エデ ィ ターが表示されます。

メ モ • エン ド ユーザーがデスク ト ッ プ デ ィ スプレ イ テーマを使用し ている Windows プ ラ ッ ト フ ォームでイ ンス

ト ールを実行する と、 そのテーマがイ ンス ト ールのエン ド ユーザー ダイアログを表示する と きに使用されます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログにコ ン ト ロールを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield の [ コ ン ト ロール ]  ツールバーを使用し て、 コ ン ト ロールをダイアログに追加する こ とができます。

タ スク ダイアログにコ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 それから新しいダイア

ログ コ ン ト ロールを追加するダイアログ アイテムを展開し ます。

3. 展開し たダイアログ アイテムの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 中央のペイ ンにあるダイアログ エデ ィ ター

に、 選択し た言語のダイアログが表示されます。

4. [ コ ン ト ロール ] ツールバーで、 追加する コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

5. ダイアログ上のコ ン ト ロールを表示する位置に長方形を描きます。
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6. 右側のペイ ンで、 コ ン ト ロールのプロパテ ィ を設定し ます。

[ ダイアログ エデ ィ ター ] にコ ン ト ロールを追加し た後、 ユーザーと コ ン ト ロール間の対話を InstallScript を使っ

て処理し ます。 詳細については、 「InstallScript を利用し てダイアログ コ ン ト ロールを処理する」 を参照し て く だ

さい。

メ モ • Microsoft Visual Studio で作成されたプロジ ェ ク ト の場合、 ツールボ ッ クスを使用し てダイアログ コ ン ト

ロールを追加できます。

コ ン ト ロールのプロパテ ィ を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログ自体と そのすべてのコ ン ト ロールには、 ダイアログ エデ ィ ター内にプロパテ ィ シー ト があ り ます。 こ

れらのプロパテ ィ では、 コ ン ト ロールのサイズや位置、 そのデフ ォル ト のテキス ト  ( 文字列 ID ) またはダイアロ

グがモーダルかど うかを判別し ます。

プロパテ ィ シー ト の 1 つを編集するには、 ダイアログ上でコ ン ト ロールを選択するか、 プロパテ ィ シー ト 上方の

ボ ッ クスから コ ン ト ロールまたはダイアログの名前を選択し ます。 プロパテ ィ はコ ン ト ロールの種類に応じ て さ

まざまです。

• ダイアログ

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス

• プ ッ シュ ボタ ン

• 編集フ ィ ールド

• コ ンボ ボ ッ クス

• テキス ト 領域

• リ ス ト  ボ ッ クス

• ラジオ ボタ ン

• ビ ッ ト マ ッ プ

• グループ ボ ッ クス

• 線

• ラジオ ボタ ン グループ

• 選択ツ リー

• 進行状況バー

• リ ス ト  ビ ュー

• アイ コ ン
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ビ ッ ト マ ッ プの上部にコ ン ト ロールを表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ビ ッ ト マ ッ プその他のダイアログ コ ン ト ロールのプロパテ ィ を設定する と き、 コ ン ト ロールがビ ッ ト マ ッ プの上

に配置されるよ う に指定する こ とができます。

タ スク ビ ッ ト マ ッ プ上にコ ン ト ロールを表示するには、 次の手順に従います :

• ビ ッ ト マ ッ プの Tab Index プロパテ ィ の値には、 ビ ッ ト マ ッ プの上に配置されるすべてのコ ン ト ロールの Tab 

Index プロパテ ィ の値よ り も小さい値を使用し ます。 これを構成する最も簡単な方法は、 ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト

ロールの Tab Index プロパテ ィ を 0 に設定する こ と です。

• すべてのコ ン ト ロール ( ビ ッ ト マ ッ プを含む ) では、 Tab Stop のプロパテ ィ を True に設定し てお く 必要があ

り ます。

InstallScript を使用し てカス タム ダイアログを実装する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

カス タム ダイアログ作成の次のステ ッ プは、 ダイアログ コ ン ト ロールとのエン ド ユーザーの対話を処理する 

InstallScript 関数の作成です。

タ スク InstallScript を使用し て、 InstallScript プロジ ェ ク ト でカス タム ダイアログを実装するには、 次の手順を実行し ま

す。

1. 最初に、 カス タム ダイアログのコー ド を含む InstallScript ソース フ ァ イルの新規作成を行います。 フ ァ イル

に CustomDialog.rul とい う名前を付けます。

ヒ ン ト • 他のプロジ ェ ク ト でダイアログ スク リ プ ト を使用する場合は、 .rul フ ァ イルを別の場所にコ ピーし ま

す。 他のプロジ ェ ク ト で、 InstallScript ビ ューを開き、 InstallScript エクスプローラーで [ フ ァ イル ] を右ク

リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. CustomDialog.rul 内で、 カス タム ダイアログ関数用のプロ ト タ イプ と実装を配置し ます。 次のコー ド を 

CustomDialog.rul に追加し ます。

prototype NUMBER CustomDialog( );

function NUMBER CustomDialog( )

begin

end;
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3. スク リ プ ト を コ ンパイルし た と きに、 次の行を Setup.rul 上部付近に挿入し て、 メ イ ンのスク リ プ ト の 

Setup.rul に CustomDialog 関数のコー ド が含まれている こ と示し ます :

#include "CustomDialog.rul"

4. CustomDialog.rul スク リ プ ト で、 ダイアログに追加し たコ ン ト ロールの数値 ID を格納する定数を定義し ます。

標準ダイアログから [ 戻る ]、 [ 次へ ] および [ キャ ンセル ] ボタ ンを コ ピーし た場合、 CustomDialog.rul の上

部付近に次の行を追加する こ とができます。

// コン ト ロール識別子

#define BUTTON_NEXT 1

#define BUTTON_BACK  12

一般に、 ダイアログのコ ン ト ロールの数値 ID は、 コ ン ト ロールの Control Identifier プロパテ ィ にリ ス ト され

ている数値で、 ダイアログ エデ ィ ターでコ ン ト ロールを選択する と プロパテ ィ  リ ス ト に表示されます。

重要 • エン ド ユーザーが InstallScript ダイアログの右上にある閉じ るボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを

キャ ンセルできるよ う にするには、 Control Identifier プロパテ ィ に値 2 を持つボタ ン コ ン ト ロールをそのダイ

アログに含まな く てはな り ません。 このボタ ンはダイアログ内の任意の場所に配置でき、 必要であればボタ

ンを非表示にする こ と も可能です。 これは、 ダイアログにこの ID を持つボタ ンが含まれていない場合、 イ ン

ス ト ールはダイアログの閉じ るボタ ンがク リ ッ ク された と きに生成される メ ッ セージを渡し ません。

たと えばチ ェ ッ ク ボ ッ クス、 編集フ ィ ールド、 またはリ ス ト ボ ッ クス といった、 エン ド ユーザーが対話可能

なその他の各コ ン ト ロールに追加定数を定義する必要があり ます。

5. CustomDialog 関数は、 EzDefineDialog 関数を使用し て、 カス タム ダイアログを メ モ リ にロー ド し ます。

EzDefineDialog(

"CustomDialog", // ダイアログのニ ッ クネーム
ISUSER,  // ダイアログのリ ソースを含む DLL

"CustomDialog", // [ ダイアログ ] ビューのダイアログの名前

0);  // ダイアログの数値リ ソース ID ( こ こでは使用されない

EzDefineDialog と共に使う引数については、 EzDefineDialog を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • ダイアログ エデ ィ ターで表示される とお り、 ダイアログのリ ソース ID はダイアログ名と な り ます。

数値リ ソース ID を指定する必要がある場合、 カス タム ダイアログの Dialog テーブルにある ISResourceId 列

に数値 ID を追加する こ とができます。 Dialog テーブルには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってアクセスできま

す。

6. カス タム ダイアログのスク リ プ ト で メ ッ セージ ループを作成し ます。 メ ッ セージ ループは繰り返し 

WaitOnDialog 関数を呼び出し ます。 この関数が呼び出される と、 ユーザーがイ ン タ ラ ク ト する コ ン ト ロールの

数値コ ン ト ロール ID が戻されます。 通常のメ ッ セージループは次のよ う に表示されます。

// ユーザーが [ 次へ ]、 [ 戻る ]、 または [ キャンセル ] ボタ ンを使用してダイアログ ボッ クスを

// 終了するまで WaitOnDialog を繰り返し呼び出す

while (!bDone)

// ユーザーがコン ト ロールと対話するのを待ち、

// コン ト ロールの ID を戻す

nCtrl = WaitOnDialog("CustomDialog");

// switch ステー ト メ ン ト を使用して、 異なるコン ト ロールを処理する
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switch (nCtrl)

case CONTROL1:

// ユーザーが CONTROL1 をク リ ッ ク したと きにアクシ ョ ンを実行する

case CONTROL2:

// ユーザーが CONTROL2 をク リ ッ ク したと きにアクシ ョ ンを実行する

// その他のコン ト ロール用の case ステー ト メ ン ト

endswitch;

endwhile;

たと えば、 CustomDialog は現在 [ 次へ ]、 [ 戻る ]、 および [ キャ ンセル ] ボタ ンを含みます。 そのメ ッ セージ

ループは次のよ う に表示される可能性があ り ます。

while (!bDone)

nControl = WaitOnDialog("CustomDialog");

switch (nControl)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("CustomDialog");

SdGeneralInit("CustomDialog", hwndDlg, 0, "");

case BUTTON_BACK:

// ユーザーが [ 戻る ] をク リ ッ ク

nReturn = BUTTON_BACK;

bDone = TRUE;

case BUTTON_NEXT:

// ユーザーが [ 次へ ] をク リ ッ ク

nReturn = BUTTON_NEXT;

bDone = TRUE;

デフ ォルト :

// 標準のコン ト ロール処理を確認します

if (SdIsStdButton(nControl) && SdDoStdButton(nControl)) then

bDone = TRUE;

endif;

endswitch;

endwhile;

7. エン ド ユーザーが [ 戻る ] または [ 次へ ] を ク リ ッ クする こ とによ ってダイアログを終了し た場合、 EndDialog 

と ReleaseDialog を使用し て、 画面と メ モ リからダイアログを削除し ます。

EndDialog("CustomDialog");

ReleaseDialog("CustomDialog");

メ イ ン スク リ プ ト でダイアログを使用するには、 Setup.rul の OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラーなど、

CustomDialog 関数に呼び出し を追加し ます。
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Dlg_SdWelcome:

szTitle = "";

szMsg  = "";

nResult = SdWelcome(szTitle, szMsg);

Dlg_CustomDlg:

nResult = CustomDialog( );

if (nResult = BUTTON_BACK) goto Dlg_SdWelcome;

// 以下省略

エン ド ユーザーが [ 戻る ] または [ 次へ ] を ク リ ッ ク し た場合、 スク リ プ ト は 1 つ前、 または 1 つ後のダイア

ログを表示し ます。 ユーザーが [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し た場合、 標準の確認ダイアログが表示されます

(OnCanceling イベン ト  ハン ド ラーが処理 )。

メ モ • ダイアログ コ ン ト ロールの機能の実装に関する情報は、 「InstallScript を使ったダイアログ コ ン ト ロールの

処理」 を参照し て く だ さい。

特殊メ ッ セージ

コ ン ト ロール ID を返す以外にも、 WaitOnDialog 関数はい く つかの特殊メ ッ セージを返し ます。

• ダイアログが画面に表示される直前に、 WaitOnDialog はメ ッ セージ定数の DLG_INIT を返し ます。 DLG_INIT 

case ステー ト メ ン ト では、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスやラジオ ボタ ンのデフ ォル ト のステータ スを設定し た り、 リ ス

ト ボ ッ クスやコ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールにデータ を入力し てデフ ォル ト の選択を設定し た り、 編集フ ィ ー

ルドの初期テキス ト を設定する こ とができます。

• エラーが発生する と、 WaitOnDialog は DLG_ERR 定数を返し ます。

InstallScript を利用し てダイアログ コ ン ト ロールを処理する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 InstallScript を使用し て、 カス タム ダイアロ

グに追加し たコ ン ト ロールを処理し ます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスコ ン ト ロールの使用

ボタ ンのク リ ッ ク を処理する こ とのほかに、 カス タム ダイアログは通常、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスなどのダイアログ 

コ ン ト ロールにおけるエン ド ユーザーの選択を取得できる機能も必要です 。

メ モ • InstallShield には、 AskOptions とい う標準ダイアログがあ り ます。 これは最大 9 つまでのチ ェ ッ ク ボ ッ クス

やラジオボタ ンを表示するので、 エン ド ユーザーにチ ェ ッ ク ボ ッ クスを表示するためだけにカス タム ダイアログ

を作成する必要はあ り ません。
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押しボタ ン と同様に、 ダイアログ ボ ッ クスに追加する各チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールに対し、 通常は数値コ

ン ト ロール ID に象徴的な名前を割り当てる #define ステー ト メ ン ト をスク リ プ ト に追加し ます。 た と えば、

チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールを カス タム ダイアログ ボ ッ クスに追加する と、 コ ン ト ロールの数値 ID はコ ン ト

ロールの Control Identifier プロパテ ィ に表示されます。 数値 ID が 1302 の場合は、 次の行をスク リ プ ト に追加し ま

す。

#define MYCHECKBOX1 1302

ほとんどのタ イプのコ ン ト ロールに対し、 InstallScript は CtrlGet 関数と CtrlSet 関数を定義し ます。 これらの関数

は、 コ ン ト ロールの現在の状態またはデータ を取得あるいは設定するために使用できます。 た と えば、

CtrlGetState を使用する と チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの現在の状態を取得でき、 CtrlSetState を使用する と

チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの現在の状態を設定できます。 ダイアログのメ ッ セージ ループの  DLG_INIT case 

で、 CtrlSetState を呼び出し てチ ェ ッ ク ボ ッ クスの初期選択状態を設定する こ とができます。 次のコー ドは、

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが予め選択された状態で表示されるよ う に設定し ます。

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、

// ID 700-724 および 202 の %P、 %VS、 %VI を IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、

// および IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION でそれぞれ置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("CustomDialog");

SdGeneralInit("CustomDialog", hwndDlg, 0, "");

CtrlSetState("CustomDialog", MYCHECKBOX1, BUTTON_CHECKED);

同様に、 ダイアログのメ ッ セージ ループの外に次のコー ド を追加する と、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスの最終的な選択状態

を検出する こ とができます。

nState = CtrlGetState("CustomDialog", MYCHECKBOX1);

if (nState = BUTTON_CHECKED) then

// チェ ッ クボッ クスが選択されている

else

// チェ ッ クボッ クスが選択されていない

endif;

編集フ ィ ールドの使用

編集コ ン ト ロールを カス タム ダイアログに追加する こ と もできます。 これによ り、 エン ド ユーザーは 1 行のテキ

ス ト を入力できるよ う にな り ます。 InstallShield には、 SdShowDlgEdit1、 SdShowDlgEdit2、 および SdShowDlgEdit3 

と呼ばれる標準ダイアログがあ り ます。 これは、 エン ド ユーザーがテキス ト を入力できる 1、 2、 または 3 つの編

集フ ィ ールド を表示し ます。

編集コ ン ト ロールに格納されているテキス ト は CtrlGetText を使用し て読み取る こ とができます。 たと えば、 リ

ソース ID が 10000 の編集コ ン ト ロールから テキス ト を読み取って svEdit とい う文字列変数に格納するには、 次の

コー ド を使用し ます。

CtrlGetText("CustomDialog", 10000, svEdit);

同様に、 CtrlSetText を使用する と、 編集コ ン ト ロールに格納される ( メ ッ セージ ループの switch ステー ト メ ン ト

の DLG_INIT ブロ ッ ク内 ) 初期のテキス ト を設定する こ とができます。

ヒ ン ト • 編集コ ン ト ロールのパスワー ド属性を利用し て、 編集フ ィ ールド にエン ド ユーザーが入力する文字を非表

示に設定する こ とができます。 番号属性を利用し て、 編集フ ィ ールド にエン ド ユーザーが数値のみを入力できる

よ う に設定する こ とができます。
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リ ス ト ボ ッ クス と コ ンボボッ クスのコ ン ト ロールの使用

リ ス ト ボ ッ クス と コ ンボボ ッ クスのコ ン ト ロールは LIST タ イプの変数と関連付ける必要があ り ます。 リ ス ト ボ ッ

クスのコ ン ト ロールを表示する前に、 文字列リ ス ト 変数にデータ を入力し、 ダイアログの DLG_INIT ハン ド ラーで 

CtrlSetList を使用し て リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボ ボ ッ クスのコ ン ト ロールと関連付ける必要があ り ます ( コ ン

ボ ボ ッ クスのコ ン ト ロールに対し ては、 通常 Drop-Down List プロパテ ィ を True に設定し、 Height プロパテ ィ を

コ ン ト ロールのド ロ ッ プダウン リ ス ト 部分の高さに設定し ます )。

リ ス ト  ボ ッ クスまたはコ ンボ ボ ッ クスのコ ン ト ロールに初期選択を設定するには、 ダイアログの DLG_INIT ハン

ド ラーで CtrlSetCurSel を呼び出し ます。 また、 ユーザーの現在の選択を取得するには、 CtrlGetCurSel を呼び出し

ます。 たと えば、 次のコー ドは使用可能な各ド ラ イブの文字を リ ス ト 変数に入力し (GetValidDrivesList を使用 )、

リ ス ト を コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールに関連付け、 ダイアログを終了する前にコ ンボ ボ ッ クスからエン ド ユー

ザーの選択を読み取り ます。

function NUMBER CustomDialog( )

NUMBER nReturn;

NUMBER nControl;

BOOL   bDone;

 // コンボボッ クス リス ト と現在の選択のための変数

LIST listDrives;

STRING svDrive;

begin

nReturn = EzDefineDialog("CustomDialog", ISUSER, "CustomDialog", 0);

bDone = FALSE;

// コンボボッ クス項目を含むリス トの作成

listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

// 使用可能な全ド ラ イブ名を リス ト に入力

GetValidDrivesList(listDrives, -1, -1);

while (!bDone)

nControl = WaitOnDialog("CustomDialog");

switch (nControl)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を

// IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION および IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 

// それぞれ置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("CustomDialog");

SdGeneralInit("CustomDialog", hwndDlg, 0, "");

CtrlSetState("CustomDialog", MYCHECKBOX1, BUTTON_CHECKED);

// コンボボッ クスと リス トの関連付け

CtrlSetList("CustomDialog", MYCOMBOBOX1, listDrives);

// リ ス ト からの最初のド ラ イブ名の取得 ...

ListGetFirstString(listDrives, svDrive);

// ... そしてそれを現在の選択に設定

CtrlSetCurSel("CustomDialog", MYCOMBOBOX1, svDrive);

// その他のコン ト ロール用の case ステー ト メ ン ト

endswitch;

endwhile;

// エン ドユーザーの選択を取得し、 メ ッセージボッ クスに表示
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CtrlGetCurSel("CustomDialog", MYCOMBOBOX1, svDrive);

MessageBox(" 次のド ラ イブを選択しました : " + svDrive, INFORMATION);

EndDialog("CustomDialog");

ReleaseDialog("CustomDialog");

return nReturn;

end;

リ ス ト  ボ ッ クス と コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールは Sorted プロパテ ィ があ り ます。 これを [ はい ] に設定する と、

リ ス ト  コ ン ト ロールの内容をアイテムの表示名別に並べ替える こ とができます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でダイアログの動作を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログの動作を変更するには、 希望する動作に応じ てダイアログ関数のパラ メ ーターを変更し ます。 利用可

能なパラ メ ーターについては、 ダイアログ関数に関する ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい :

• ダイアログ関数

• ダイアログのカス タ マイズ関数

"Sd ダイアログ ス タ テ ィ ッ ク テキス ト " フ ィ ールド に製品名、 製品バージ ョ ン、 または、 イ ン
ス ト ール済みバージ ョ ンを含むフ ィ ールド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 Sd ダイアログ ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に、 %P、 %VS、 または %VI ( 場合によ り、 追加

スペース と し て表示されます ) とい う プレースホルダーを含む製品名、 製品バージ ョ ン、 または、 イ ンス ト ール

されたバージ ョ ンをグローバルに配置する こ とができます。 実行時に、 システム変数 

IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME, IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION と IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION の値がス タ

テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド で %P、 %VS、 および %VI の代わり に表示されます。

プレース フ ォルダーを含むス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド を追加する場合、 701 から 799 の範囲内で ( そのダ

イアログに対し て ) 一意の ID をス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に与えます。 ID が 701 から 799 のと き、

InstallShield はス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド をスキャ ン し てプレースホルダーの存在を確認し ます。 プレース

ホルダーが見つかる と、 InstallShield はそれを対応するシステム変数の値で置き換えます。

ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に含まれるダイアログで HTML コ ン ト ロールをサ

ポー ト し ます。 HTML コ ン ト ロール を使って、 ダイアログ コ ン ト ロールで HTML マークア ッ プを使用できます。

ダイアログで Web ページ、 イ ンス ト ール済みの HTML フ ァ イル、 および HTML サポー ト フ ァ イルへのリ ン ク を含

める こ とができます。 エン ド ユーザーが実行時のダイアログでハイパーリ ン ク を ク リ ッ ク し たと きに、 イ ン ター

ネ ッ ト  ブ ラウザーで HTML ページを開 く か、 InstallScript コー ド を使って定義し た別の動作を ト リ ガーできます。

HTML コ ン ト ロールを使って、 外観を制御するためのス タ イルを含む、 有効な HTML マークア ッ プを使用できま

す。

HTML コ ンテンツがイ ンス ト ール済みの HTML フ ァ イルまたは HTML サポー ト  フ ァ イルである場合、 HTML コ ン

ト ロールを使って、 それを直接ダイアログに表示する こ と も可能です。

HTML コ ン ト ロールを作成するには、 まずス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを作成し ます。 ダイアログにス タ

テ ィ ッ ク テキス ト コ ン ト ロールを配置し てから、 それを HTML コ ン ト ロールに変換できます。

タ スク ダイアログの任意のス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを HTML コ ン ト ロールに変換するには、 以下の手順の 1 

つを実行し ます :

• [ ダイアログ ] ビ ューで、 コ ン ト ロールの Text プロパテ ィ を次のとお り に設定し ます :

[html] HTML マークア ッ プ 

• InstallScript を使って、 コ ン ト ロールのテキス ト を [html] に設定し て、 後に HTML マークア ッ プを続けます。

実行時に、 InstallScript エンジンがコ ン ト ロールを HTML コ ン ト ロールに変換し ます。

例

次の例では、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを HTML コ ン ト ロールに変換する方法をデモンス ト レーシ ョ ン

し ます。 サンプル HTML コー ド を使って、 コ ン ト ロールの色と フ ォ ン ト を設定し て、 ダイアログと一致させます。

タ スク コ ン ト ロールの Text プロパテ ィ を使って、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを HTML コ ン ト ロールに変換す

るには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 HTML コ ン ト ロールを含めるダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 編集 ] を ク

リ ッ ク し ます。 ダイアログ エデ ィ ターに、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語でダイアログが表示されます。

3. HTML コ ン ト ロールに変換するス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield の右側に

設定が表示されます。

4. Text プロパテ ィ で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ますプロジ ェ ク ト に含まれるすべての現在の文字列の

リ ス ト が表示されます。

5. [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6. 文字列 ID の値を次のよ う に設定し ます :

[html]<style type="text/css">html,body {padding:0; margin:0; background-color:ButtonFace} * {font-size: 8pt; font-family: "MS Sans 

Serif";} </style> <a href="http://www.MyWebSite.com">Web サイ ト にアクセス </a>
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実行時、 イ ンス ト ールはデフ ォル ト の InstallScript ダイアログ フ ォ ン ト  (8 ポイ ン ト  MS Sans Serif) を使い、 背景

色を Windows ダイアログの色 ( 通常は灰色 ) に設定し ます。 コ ンテンツが白色のダイアログ領域にある場合、

background-color:ButtonFace ス タ イル部分を省略し て、 HTML コ ン ト ロールの背景が白色になるよ う にし ます。

ヒ ン ト • [ ダイアログ ] ビ ューを通し てス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールを変換する代わり に、 InstallScript ビ ューでダイ

アログのスク リ プ ト 関数を編集する こ と もできます。 た と えば、 ダイアログ メ ッ セージ ループの DLG_INIT ケー

スに次のコー ド を追加し ます :

CtrlSetText( szDlg, HTML_CTRL_ID, "[html]<style type=\"text/css\">html,body {padding:0; margin:0; background-color:ButtonFace} * 

{font-size: 8pt; font-family: "MS Sans Serif";} </style><a href=\"http://www.MyWebSite.com\">Web サイ ト にアクセス site</a>" );

その他のスク リ プ ト  サンプルは、 「 CtrlGetUrlForLinkClicked Example」 を参照し て く だ さい。

HTML コ ン ト ロールにある リ ン クのク リ ッ ク イベン ト の処理方法

CtrlSetText 関数を使って HTML コ ン ト ロール コ ンテンツを実行時に設定し て、 コ ン ト ロールの作成に成功する

と、 CtrlSetText が 0 を返し ます。 失敗する と、 CtrlSetText が ISERR_GEN_FAILURE を返し ます。

HTML コ ン ト ロールにある リ ン ク イベン ト を処理するため、 WaitOnDialog 関数は、 HTML コ ン ト ロールのコ ン ト

ロール ID を返し ます ( これは、 元のス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールのコ ン ト ロール ID と同じ です )。 カス

タム ダイアログ スク リ プ ト 関数に HTML コ ン ト ロール ID を処理する case ステー ト メ ン ト を含めて、

CtrlGetUrlForLinkClicked 関数を呼び出し てク リ ッ ク された リ ン クの URL を取得できます。 スク リ プ ト はこのリ ン

ク を使って、 たと えばイ ン ターネ ッ ト  ブ ラウザーを起動し て リ ン クにナビゲー ト するなどの任意のアク シ ョ ンを

行う こ とができます。

エン ド ユーザーがアン カー タグを使った HTML コ ン ト ロールのリ ン ク を ク リ ッ クする と、 次の動作が発生し ます

:

• アン カー タグにターゲッ ト 属性が含まれていない、 またはターゲッ ト 値が新しいウイ ン ド ウに表示されない

場合、 コ ン ト ロール ID がダイアログ スク リ プ ト に戻り ます。 これによ って、 スク リ プ ト がリ ン ク ク リ ッ ク

自体を処理できます。

• アン カー タグにターゲッ ト 属性が含まれていて、 その値が新しいウ ィ ン ド ウに表示される _blank またはそれ

に等しい値である と き、 メ ッ セージはスク リ プ ト に送られず、 URL が自動的に起動されます。

HTML コ ン ト ロールに関する特別考慮

ダイアログに HTML コ ン ト ロールを追加する場合は、 以下の詳細に注意し て く ださい。

HTML コ ン ト ロールの実行時の要件

HTML コ ン ト ロールは、 完全に機能するためには Internet Explorer 5.5 以降を条件と し ます。 ターゲッ ト  システム

に以前のバージ ョ ンが存在する と き、 HTML コ ン ト ロールのコ ンテンツを設定する唯一の方法は、 HTML フ ァ イル

を CtrlSetText に提供する方法です。 ターゲッ ト  システム上で、 Internet Explorer がデフ ォル ト のブラウザーであ

る必要はあ り ません。

HTML フ ァ イルの HTML コ ン ト ロール サポー ト

HTML コ ン ト ロールで HTML フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルへのフル パスを CtrlSetText 関数を使って指定し

な く てはな り ません。 そ う でない限り、 InstallScript エンジンがフ ァ イルの場所を認識できません。 サンプル 

InstallScript は次の通り です :
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CtrlSetText(szDlg, HTML_CTRL_ID, "[html]file://" + SUPPORTDIR^"aboutpage.htm");

電子メ ール ア ド レスに HTML コ ン ト ロールを使用する

電子メ ール ア ド レスをポイ ン ト するハイパーリ ン ク を追加するには、 次のよ う なコー ド を使用し ます :

CtrlSetText(szDlg, HTML_CTRL_ID, "[html]<a href=\"mailto:support@mycompany.com?Subject=Example%20Line\"> サポー ト に電子

メールを送信 </a>");

エン ド ユーザーがこのよ う な リ ン ク を ク リ ッ ク し たと き、 ターゲッ ト  システムの電子メ ール アプ リ ケーシ ョ ン

で新しい電子メ ール メ ッ セージが自動的に開きます。 mailto リ ン クでは、 スク リ プ ト に メ ッ セージは送信されま

せんので、 ご注意 く だ さい。

フ ォーマ ッ ト されていない HTML テキス ト  コ ンテンツ

HTML コ ン ト ロールのコ ンテンツ セ ッ ト はそのままの形式で渡されます。 コ ンテンツのフ ォーマ ッ ト は行われま

せん。 コ ンテンツを フ ォーマ ッ ト する必要がある場合、 スク リ プ ト でコ ンテンツ文字列を操作し てから コ ンテン

ツ文字列を CtrlSetText に渡し ます。

ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールのテキス ト  プロパテ ィ 文字数制限

ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールのテキス ト  プロパテ ィ の文字数制限は 256 文字です。 し たがって、 コ ン ト

ロールのテキス ト  コ ンテンツの始めに [html] を追加し てス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを HTML コ ン ト

ロールに変換する場合、 入力可能な最大文字数は 256 文字です。 これにはハイパーリ ン ク テキス ト および指定す

る HTML マークア ッ プ文字のすべてが含まれます。 コ ンテンツに 256 文字以上を入力するには、 CtrlSetText 関数

を使ってコ ン ト ロールを作成し ます。

デフ ォル ト のダイアログに戻す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログを編集し てから、 後で変更内容をすべて元に戻す場合、 元のデフ ォル ト  ダイアログに復元する こ とが

できます。

タ スク デフ ォル ト のダイアログに元に戻すには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 編集し たアクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ 元に戻す ] を ク リ ッ ク し ます。

リ ソース コ ンパイ ラ と リ ソース リ ンカ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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InstallScript または InstallScript MSI  プロジ ェ ク ト でダイアログに変更を加えるには、 リ ソース コ ンパイ ラ と リ

ソース リ ン カ をシステムにイ ンス ト ールし てお く 必要があ り ます。 InstallShield には、 これらのタ イプのツールが

両方搭載されています。

タ スク リ ソース コ ンパイ ラ と リ ソース リ ン カの位置の確認は、 次の手順で行います。

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ リ ソース ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

[ リ ソース ] タ ブには、 コ ンパイ ラ と リ ン カの場所の一覧があり ます。

タ スク リ ソースコ ンパイ ラまたはリ ソース リ ン カ を既にシステム上にある ものと置き換えるには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ リ ソース ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ リ ソースのコ ンパイ ラの場所 ] ボ ッ クス、 または、 [ リ ソースのリ ン カの場所 ] ボ ッ クスの横にある [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 プログラム フ ァ イルまで移動し ます。

ダイアログ サンプラー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログ サンプ ラーは、 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビル ト イ ン ダイアログのサンプ

ル、 および、 スク リ プ ト  ダイアログ (sd) 関数によ って呼ばれるダイアログを表示する InstallShield ウ ィ ザー ド で

す。 異なる 2 つの ダイアログ サンプ ラーを起動する こ とができます。

タ スク ダイアログ ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順を実行し ます。

InstallShield の [ ツール ] メ ニューで InstallScript をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログ サンプラー ] または [ スキン 

ダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

[ プログラム ] メ ニューにある InstallShield プログラムフ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を使用し て、 これらのサンプ

ラーを起動する こ と もできます。

ダイアログ スキン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript
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• InstallScript MSI

概要

ダイアログ スキンを使う と、 エン ド ユーザー ダイアログを異なる外見と カ ラー スキームを使って表示できます。

スキン されたダイアログは標準ダイアログよ りやや大きめで、 コ ン ト ロールの場所も異な り ます。 スキン付きダ

イアログを適切に表示するには、 ターゲッ ト マシンのデスク ト ッ プ領域が 800 x 600 ピ クセル以上 ( 大きなフ ォ ン

ト が利用されている場合は 1024 x 768 ピ クセル ) で、 システムが 16-bit 色以上を表示可能でな く てはな り ません。

制限

プロジ ェ ク ト でダイアログのスキンを使用する場合、 い く つか制約があり ます。

• 標準ダイアログを [ ダイアログ エデ ィ タ ] 内で一度編集する と、 そのダイアログにダイアログ スキンを適用

または削除する こ とはできません。 し たがって、 編集するダイアログのスキンを指定する と きは、 まずスキ

ンを指定し てから、 編集し て く だ さい。

• 標準ナビゲーシ ョ ン ボタ ン ([ 次へ ]、 [ キャ ンセル ]、 [ 戻る ]、 および [ 終了 ]) の場所はすべてのスキンで共

通です。 .skin フ ァ イルはその位置を制御し ます。 ダイアログ エデ ィ ターで移動し ても、 ラ ン タ イムの位置に

影響はあ り ません。 また、 い く つかのダイアログでは [ 参照 ] ボタ ン ( 例 SdAskDestPath) を再配置できない

場合があ り ます。

• スキン ダイアログではウ ィ ン ド ウ ビルボー ド を使用できません。 ウ ィ ン ド ウ ス タ イルのビルボー ド につい

ての詳細は、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス タ イルおよびフ ァ イル

の種類」 を参照し て く だ さい。

• プロジ ェ ク ト にカス タム ダイアログを追加する場合、 新しいダイアログは、 他のエン ド ユーザー ダイアログ

と同じサイズである必要があ り ます。 カス タム ダイアログのサイズが異なる場合、 正し く 表示されないこ と

があ り ます。 た と えば上記の位置関係の問題によ り、 ナビゲーシ ョ ン ボタ ンが実行時にエン ド ユーザーに表

示されないこ とがあ り ます。

メ モ • カス タム ダイアログにダイアログ スキンを指定する場合、 スキンが適切に表示されるためにダイアログ エ

デ ィ ターでカス タム ダイアログを作成する前にスキンの設定を行う必要があ り ます。

ダイアログ スキンの指定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイアログ スキンを使用し て、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザー ダイアログの外観を変更する こ とができます。 1 

つのプロジ ェ ク ト につき、 1 つのスキンを指定する こ とができます。 プロジ ェ ク ト 内のすべてのダイアログは、 選

択し たスキンを利用し て表示されます。

メ モ • 標準ダイアログを [ ダイアログ エデ ィ タ ] 内で一度編集する と、 そのダイアログにダイアログ スキンを適

用または削除する こ とはできません。 し たがって、 編集するダイアログのスキンを指定する と きは、 まずスキン

を指定し てから、 編集し て く だ さい。
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カス タム ダイアログにダイアログ スキンを指定する場合、 スキンが適切に表示されるためにダイアログ エデ ィ

ターでカス タム ダイアログを作成する前にスキンの設定を行う必要があ り ます。

ダイアログ スキンの選択

タ スク ダイアログ スキンを選択するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ スキン ] を開いて利用可能なダイアログ スキンオプシ ョ ンを表示し ま

す。

3. スキンを ク リ ッ ク し て、 右側のパネルにプレビ ュー ダイアログを表示し ます。

4. 表示されたスキンを選択するには、 プレビ ュー ペイ ンの [ 選択 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ ダイアログ ] エクスプ

ローラーで、 選択し たスキンのアイ コ ンに赤いチ ェ ッ ク記号が表示されます。

Blue スキン以外のすべてのダイアログ スキンは、 フ ェー ド グラ フ ィ ッ クに .gif フ ァ イルを利用し ます。 Blue スキ

ンは .bmp フ ァ イルを利用するのでフ ァ イルサイズが大き く な り ます。 .gif フ ァ イルを利用し たと き、 16 ビ ッ ト  カ

ラーシステム上での Blue スキンの外観はその他のカ ラーに比べる と鮮明ではあり ません。 16-bit カ ラーシステム

をサポー ト する Blue スキンを利用する場合で、 フ ァ イルサイズの大き さが関係ない場合は、 Blue オプシ ョ ンを選

択し て下さい。 よ り小さいサイズには、 グラ フ ィ ッ クに .gif フ ァ イルを利用する BlueTC (True Color) オプシ ョ ンを

選択し て く ださい。

ダイアログスキンの選択を ク リ アする

タ スク ダイアログ スキンの選択を ク リ アするには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ スキン ] アイテムを開いて利用可能なダイアログ スキンオプシ ョ ンを

表示し てから、 < な し > アイテムを選択し ます。

3. プレビ ュー パネルの [ 選択 ] を ク リ ッ ク し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログを使用する
このセクシ ョ ンでは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 ダイアログがある他の基本的な関数の作成および実行方法が

説明されています。

タ スク 新しいダイアログを作成し て、 それを イ ンス ト ールで表示するプロセスは、 次のよ う に複数のタ スクに分割でき

ます :

1. ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加する。

2. ダイアログのレ イアウ ト を編集する。

3. コ ン ト ロールの動作を定義する ( 表示する条件、 イ ン タ ラ クシ ョ ンが ト リ ガーする イベン ト 、 およびサブス

ク ラ イブする イベン ト )。
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4. ダイアログを表示する ( 別のダイアログのコ ン ト ロール内の NewDialog または SpawnDialog イベン ト を使用す

るか、 またはダイアログをプロジ ェ ク ト のシーケンスに挿入し ます )

基本の MSI イ ンス ト ール中にダイアログを表示する

次に説明するいずれかの方法で、 エン ド ユーザー ダイアログを表示できます。 

• [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスにダイアログを挿入する。

• 別のダイアログの動作を介し てダイアログを起動する。

シーケンスへダイアログを挿入する

プロジ ェ ク ト • マージ モジュール内でダイアログを作成する場合、 ダイアログをシーケンスに挿入するにはモ

ジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と関連付ける必要があ り ます。

タ スク ダイアログをシーケンスにスケジュールするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シーケンス ] エクスプローラーで、 ダイアログが通常表示される 3 つの上位シーケンス ([ イ ンス ト ール ]、 [

ア ドバタ イズ ]、 または、 [ 管理 ]) から 1 つを展開し て、 その [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスを表

示し ます。

3. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスを展開し て、 既存のアクシ ョ ン、 ダイアログ、 およびカス タム ア

クシ ョ ンの順序付けを確認し ます。

4. シーケンス内で作業中のダイアログの前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. リ ス ト で、 ダイアログを選択し ます。

6. ダイアログのリ ス ト から、 新しいダイアログを選択し ます。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ールが完全ユーザー イ ン ターフ ェ イス (/q コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターで定義 ) で実行され、 このダイ

アログに対するすべての条件が満た される と、 ダイアログが選択し たシーケンス内に表示されます。

InstallShield でダイアログを [ 実行 ] シーケンスに挿入できても、 挿入する と ICE13 違反にな り ます。

ダイアログを別のダイアログの動作を介し て起動する

ほとんどのダイアログは、 NewDialog ( ウ ィ ザー ド で別のダイアログを表示する ) または SpawnDialog ( モデルダイ

アログを表示する ) コ ン ト ロールイベン ト の結果と し て表示されます。 ダイアログの動作 ( 通常は [ 次へ ] ボタ ン

) でこのイベン ト を選択する こ とによ って、 イベン ト を正常に実行するダイアログを指定できます。 コ ン ト ロール

イベン ト に条件を追加する こ とによ って、 直前のダイアログでの選択の結果に依存し て別々のダイアログを表示

できます。
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タ スク たと えば、 InstallWelcome ダイアログの後に WelcomeBitmap ダイアログを表示するには、 以下の手順を実行し ま

す。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 InstallWelcome ダイアログを拡張し てから、 そのダイアログの [ 動作 ] サ

ブ ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

3. コ ン ト ロール リ ス ト および対応する コ ン ト ロールの種類を含むペイ ンで、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ます。

4. " イベン ト " 設定で、 [ 新しいイベン ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [NewDialog] を ク リ ッ ク し ます。 " イベン

ト " 設定の下に、 い く つかの "NewDialog" サブ設定が追加されます。

5. "NewDialog" 設定に、 次のよ う に入力し ます : 1 

1 の条件は、 ダイアログがすべての条件の下に作成されな く てはならないこ と を示し ます。

6. " ダイアログ名 " 設定で、 次を入力し ます : WelcomeBitmap 

メ モ • InstallWelcome ダイアログが [ 次へ ] ボタ ンから別のダイアログを起動し た場合は、 上記の手順を繰り返し

て WelcomeBitmap の [ 次へ ] ボタ ンで次のダイアログを表示するよ う にし ます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで新しいダイアログを表示する詳しい方法については、 「[ カス タム 

アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでエン ド ユーザー ダイアログの順序の表示する ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト )」 を

参照し て く ださい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で新しいダイアログを作成する

タ スク 新規で基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいダイアログ ] を

ク リ ッ ク し ます。 ダイアログ ウ ィ ザー ド が起動し、 新規ダイアログ作成手順を案内し ます。

次のステ ッ プでは、 ダイアログのレ イアウ ト およびコ ン ト ロールの動作を編集し ます。

ヒ ン ト • ダイアログを別のプロジ ェ ク ト から イ ンポー ト し て追加する こ と もできます。

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスでダイアログを表示する

プロジ ェ ク ト にダイアログを追加し ても、 そのダイアログがイ ンス ト ールに表示されるわけではあ り ません。 1 つ

以上のプロジ ェ ク ト のシーケンスにダイアログを挿入する処理については、 「基本の MSI イ ンス ト ール中にダイア

ログを表示する」 を参照し て く だ さい。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する

ダイアログ エデ ィ ターを使用し て、 ダイアログの修正、 コ ン ト ロールの編集、 およびダイアログと コ ン ト ロール

の表示プロパテ ィ の設定をすべてビジュアル環境で行う こ とができます。

メ モ • エン ド ユーザーがデスク ト ッ プ デ ィ スプレ イ テーマを使用し ている Windows プ ラ ッ ト フ ォームでイ ンス

ト ールを実行する と、 そのテーマがイ ンス ト ールのエン ド ユーザー ダイアログを表示する と きに使用されます。

[ ダイアログ ] ビ ューは、 各プロジ ェ ク ト のサポー ト 言語のダイアログのバージ ョ ンを管理し ます。 レ イアウ ト を

編集するには、 言語固有のバージ ョ ンを選択し なければな り ません。 コ ン ト ロールのサイズに加える変更を除き、

これらのバージ ョ ンは変わり ません。 詳細については、 「各言語ご とのダイアログを変更する」 を参照し て く だ さ

い。

ダイアログ エデ ィ ターを開 く

タ スク ダイアログ エデ ィ ターでダイアログを開 く には、 次のいずれかを実行し ます。

• [ ダイアログ ] ビ ューの中のダイアログの名前の下にある、 ダイアログの言語固有のバージ ョ ンを選択し ま

す。

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ レ イアウ ト の編集 ] を ク

リ ッ ク し ます。

ダイアログ エデ ィ ターは、 [ ダイアログ ] ビ ューの右ペイ ンで開きます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログにコ ン ト ロールを追加する

InstallShield の [ コ ン ト ロール ]  ツールバーを使用し て、 コ ン ト ロールをダイアログに追加する こ とができます。

タ スク ダイアログにコ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 それから新しいダイア

ログ コ ン ト ロールを追加するダイアログ アイテムを展開し ます。

3. 展開し たダイアログ アイテムの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 中央のペイ ンにあるダイアログ エデ ィ ター

に、 選択し た言語のダイアログが表示されます。

4. [ コ ン ト ロール ] ツールバーで、 追加する コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

5. ダイアログ上のコ ン ト ロールを表示する位置に長方形を描きます。

6. 右側のペイ ンで、 コ ン ト ロールのプロパテ ィ を設定し ます。

ヒ ン ト • Microsoft Visual Studio 内から InstallShield プロジ ェ ク ト を編集し ている場合、 ツールボ ッ クスを使用し て

コ ン ト ロールを追加できます。
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コ ン ト ロールの設定を構成する

ダイアログ自体と そのすべてのコ ン ト ロールには、 ダイアログ エデ ィ ター内に設定のグ リ ッ ドが表示されます。

これらの設定では、 コ ン ト ロールのサイズや位置、 そのデフ ォル ト のテキス ト  ( 文字列 ID など ) またはダイアロ

グがモーダルかど うかなどの特徴を判別し ます。

コ ン ト ロールの設定を編集するには、 ダイアログ上でコ ン ト ロールを選択し ます。 設定は、 コ ン ト ロールの種類

に応じ て さ まざまです。

• ビ ッ ト マ ッ プ 

• ダイアログ

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス

• プ ッ シュ ボタ ン

• 編集フ ィ ールド

• コ ンボ ボ ッ クス

• テキス ト 領域

• リ ス ト  ボ ッ クス

• ラジオ ボタ ン

• ビ ッ ト マ ッ プ

• グループ ボ ッ クス

• ビルボー ド

• 線

• ラジオ ボタ ン グループ

• 選択ツ リー

• 進行状況バー

• リ ス ト  ビ ュー

• スク ロール可能テキス ト

• アイ コ ン

• デ ィ レ ク ト リ リ ス ト

• デ ィ レ ク ト リ コ ンボ

• ボリ ューム コス ト  リ ス ト

• ボ リ ューム選択コ ンボ

• マスク編集

• パス編集
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ビ ッ ト マ ッ プ上にコ ン ト ロールを表示する

タ スク ビ ッ ト マ ッ プ上にコ ン ト ロールを表示するには、 次の手順に従います :

• ビ ッ ト マ ッ プの Tab Index プロパテ ィ の値には、 ビ ッ ト マ ッ プの上に配置されるすべてのコ ン ト ロールの Tab 

Index プロパテ ィ の値よ り も小さい値を使用し ます。 これを構成する最も簡単な方法は、 ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト

ロールの Tab Index プロパテ ィ を 0 に設定する こ と です。

• すべてのコ ン ト ロール ( ビ ッ ト マ ッ プを含む ) では、 Tab Stop のプロパテ ィ を True に設定し てお く 必要があ

り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する

[ ダイアログ ] ビ ューで、 実行時のコ ン ト ロールの動作を指定する設定を構成できます。 コ ン ト ロールの動作関連

の設定では、 次の種類の機能を構成できます :

• コ ン ト ロールで対話するエン ド ユーザーが起動すイベン ト

• コ ン ト ロールがサブスク ラ イブする必要がある Windows Installer のイベン ト

• コ ン ト ロールを表示する条件

タ スク コ ン ト ロールの動作設定にアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ ダイアログ ] ビ ューで、 変更するダイアログのダイアログ ノ ー ド を拡張し てから、 [ 動作 ] サブ ノ ー ド

を ク リ ッ ク し ます。

• [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 ダイアログを右ク リ ッ ク し て、 [ 動作の編集 ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. 選択されたダイアログのすべてのコ ン ト ロールの一覧が表示される中央ペイ ンで、 構成する コ ン ト ロールを

ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

3. 必要に応じ て " イベン ト "、 " サブスク リ プシ ョ ン "、 および " 条件 " 設定を構成し ます。

基本の MSI ダイアログで コ ン ト ロール イベン ト を使用する

コ ン ト ロール イベン ト を使う と、 ダイアログの各コ ン ト ロールに対し てカス タム機能を提供する こ とができます。

コ ン ト ロール イベン ト では、 カス タム アクシ ョ ンの起動や新しいダイアログの生成、 また進行状況バーの表示な

どを行う こ とができます。 多 く のコ ン ト ロール イベン ト は、 パブ リ ッ シュ された情報を使用し ています。 また、

情報を使用するには、 コ ン ト ロール イベン ト 情報を サブスク ラ イブ し なければならないコ ン ト ロールもあ り ま

す。

イベン ト と コ ン ト ロールを関連付けるには、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログの [ 動作 ] 領域を使用し ます。 詳

細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参照し て く だ さい。 コ ン ト

ロールのサブスク リ プシ ョ ンに関する詳細は、 「基本の MSI ダイアログでサブスク リ プシ ョ ンを使用する」 を参照

し て く ださい。

このイベン ト の条件を指定するには、 " イベン ト " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。
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次は使用可能なコ ン ト ロール イベン ト 一覧です :

テーブル 3-3 • コ ン ト ロールのイベン ト の種類

コ ン ト ロール イベン ト 説明

AddLocal 指定の機能 ( または、 [ すべて ] が指定された場合にはすべての機能 ) をローカルに

イ ンス ト ールする こ と を設定し ます。

機能を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

AddSource 指定の機能 ( または、 [ すべて ] が指定された場合にはすべての機能 ) を ソースから

イ ンス ト ールする こ と を設定し ます。

機能を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

CheckExistingTargetPath 指定のパスが書き込み可能である こ と を検証し、 また指定のパスが存在し ない限り、

追加コ ン ト ロールイベン ト が ト リ ガ されないよ う に防ぎます。

パスを含むプロパテ ィ を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し ます。

CheckTargetPath 指定された値が有効なパスでない場合、 追加コ ン ト ロール イベン ト が ト リ ガされな

いよ う に防ぎます。

パスを含むプロパテ ィ を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し ます。

DirectoryListNew デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールに、 新規フ ォルダーの作成が必要である こ と を通

知し ます。 イ ンス ト ーラーは新しいフ ォルダーを作成する と、 ユーザーはフ ォル

ダーに新しい名前を付ける こ とができます。

DirectoryListOpen デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールに、 選択されたデ ィ レ ク ト リ を開 く こ と を通知し

ます。 デ ィ レ ク ト リが選択されていない場合、 追加のコ ン ト ロール イベン ト が ト リ

ガ されないよ う に防ぎます。

DirectoryListUp デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールに、 1 階層上へ移動し て現在のデ ィ レ ク ト リの親

を選択する こ と を通知し ます。

DoAction 選択されたコ ン ト ロールがアク テ ィ ブになる と、 カス タム アクシ ョ ンを ト リ ガし ま

す。

カス タム アクシ ョ ンを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く ださい。

EnableRollback イ ンス ト ールのロールバッ ク機能を有効または無効にし ます。

イベン ト がロールバッ ク を有効にするかど うかを指定するには、 この設定のサブ設

定を構成し て く だ さい。 True の値はロールバッ ク を有効にし、 False はロールバッ

ク を無効にし ます。
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EndDialog モーダル ダイアログを閉じ ます。 このイベン ト は、 プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロール

または選択ツ リー コ ン ト ロールに使用できます。

このイベン ト で発生させる動作を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く

だ さい。

標準ダイアログで使用可能なオプシ ョ ン :

• 終了 — ダイアログ シーケンスが閉じ る と、 コ ン ト ロールによ って UserExit の値

がイ ンス ト ーラーに返されます。 このオプシ ョ ンは、 子ウ ィ ン ド ウがある場合

は使用できません。

• 再試行 — ダイアログ シーケンスが閉じ る と、 コ ン ト ロールによ って Suspend の

値がイ ンス ト ーラーに返されます。 このオプシ ョ ンは、 子ウ ィ ン ド ウがある場

合は使用できません。

• 無視 — ダイアログ シーケンスが閉じ る と、 コ ン ト ロールによ って Finished の値

がイ ンス ト ーラーに返されます。 このオプシ ョ ンは、 子ウ ィ ン ド ウがある場合

は使用できません。

• 戻す — ダイアログが終了し て、 コ ン ト ロールが親ウ ィ ン ド ウに戻り ます。 親

ウ ィ ン ド ウが存在し ない場合、 コ ン ト ロールによ って Success の値がイ ンス

ト ーラーに返されます。

エラー ダイアログで使用可能なオプシ ョ ン :

• ErrorOk

• ErrorCancel

• ErrorAbort

• ErrorRetry

• ErrorIgnore

• ErrorYes

• ErrorNo

テーブル 3-3 • コ ン ト ロールのイベン ト の種類 ( 続き )

コ ン ト ロール イベン ト 説明
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MsiLaunchApp

メ モ • Windows Installer 5 で、 このイベン ト がサポー ト されています。 以前のバー

ジ ョ ンの Windows Installer はこのイベン ト を無視し ます。 し たがって、 Windows 

Installer 4.5 以前が搭載されているシステム上でイ ンス ト ールを実行する と きに、 こ

のイベン ト を使用する場合、 ダイアログ コ ン ト ロールに条件を追加する こ と で、

Windows Installer 4.5 以前が搭載されたシステム上では、 これが表示されないよ う に

し ます。

指定されたフ ァ イルを実行し ます。

通常このイベンン ト は、 SetupCompleteSuccess ダイアログ上のチ ェ ッ ク ボ ッ クス 

コ ン ト ロールに使用し ます。 エン ド ユーザーはチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 イ ンス

ト ールの終わり にアプ リ ケーシ ョ ンを実行するかど うかを選択できます。 チ ェ ッ ク 

ボ ッ クス コ ン ト ロールには、 アン イ ンス ト ール中にコ ン ト ロールが表示されるのを

防ぐ条件を含みます。

フ ァ イルを起動する コマン ド ラ イ ンを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し

ます。

MsiPrint

メ モ • Windows Installer 5 で、 このイベン ト がサポー ト されています。 以前のバー

ジ ョ ンの Windows Installer はこのイベン ト を無視し ます。 し たがって、 Windows 

Installer 4.5 以前が搭載されているシステム上でイ ンス ト ールを実行する と きに、 こ

のイベン ト を使用する場合、 ダイアログ コ ン ト ロールに条件を追加する こ と で、

Windows Installer 4.5 以前が搭載されたシステム上では、 これが表示されないよ う に

し ます。

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの内容を印刷できるよ う にし ます。

このイベン ト を、 スク ロール可能なテキス ト  コ ン ト ロールを含むダイアログにある

プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールに追加できます。 エン ド ユーザーがプ ッ シュ ボタ ン 

コ ン ト ロールを ク リ ッ クする と、 スク ロール可能なテキス ト  コ ン ト ロールの内容が

印刷されます。

NewDialog 別のダイアログに進みます。

新しいダイアログを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

Reinstall 指定の機能 ( または、 [ すべて ] が指定された場合にはすべての機能 ) を再イ ンス

ト ールし ます。

機能を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

Remove 指定の機能 ( または、 [ すべて ] が指定された場合にはすべての機能 ) の削除が選択

されている こ と を示し ます。

機能を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

テーブル 3-3 • コ ン ト ロールのイベン ト の種類 ( 続き )

コ ン ト ロール イベン ト 説明
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基本の MSI ダイアログでサブスク リ プシ ョ ンを使用する

Windows Installer サービスは、 実行時にイ ンス ト ールに多 く の情報を提供し ます。 イ ンス ト ール中の最も便利な情

報収集方法はサブスク リ プシ ョ ンです。 サブスク ラ イブ とは、 一般的に、 パブ リ ッ シュまたはサービスに自分の

名前を入力する こ と と定義づけられます。 Windows Installer では、 アクシ ョ ンが通常情報をパブ リ ッ シュ し、 ダイ

アログ コ ン ト ロールがその情報をサブスク ラ イブ し ます。

サブスク リ プシ ョ ンの一般的な使用例

この関係を表す一番いい例は、 進行状況バーです。 InstallFiles アクシ ョ ンは、 移動し たフ ァ イルの割合と、 残りの

フ ァ イルの割合に関する情報をパブ リ ッ シュ し ます。 進行状況バーがこの情報をサブスク ラ イブする と、 イ ンス

ト ールのフ ァ イル転送プロセス状況を正確に表示する こ とができます。

Windows Installer は、 「テ ィ ッ ク」 と呼ばれる進行状況を追跡し ます。 進行状況バーがこの情報をサブスク ラ イブ し

ている場合、 ticksSoFar および totalTicks の値を渡し ます。 進行状況バーはこの情報を使用し てイ ンス ト ールの全

進行状況を表示し ます。

Reset ダイアログのすべてのコ ン ト ロールが行なったプロパテ ィ の変更を元の値にリ セ ッ

ト し ます。

RMShutdownAndRestart 再起動マネージャーが使用中のフ ァ イルを含むすべてのアプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ

ト ダウン し、 イ ンス ト ールの終わり にそれら を再起動させる こ と を示し ます。

SelectionBrowse エン ド ユーザーが強調表示されたアイテムのパスを変更できるよ う にする、 指定さ

れた [ 参照 ] ダイアログを起動し ます。

ダイアログを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

SetInstallLevel INSTALLLEVEL プロパテ ィ を指定の値に設定し ます。

適切なイ ンス ト ール レベルを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さ

い。

SetProperty プロパテ ィ の値を設定し ます。

プロパテ ィ の値を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

SetTargetPath 選択されたパスを確認および設定し ます。

パスを含むプロパテ ィ を指定するには、 この設定のサブ設定を構成し ます。

SpawnDialog 現在のダイアログを閉じずに、 指定されたモーダルダイアログを起動し ます。

SpawnWaitDialog 条件式が True 評価されるまで待機するダイアログを起動し てから、 ダイアログを閉

じ ます。

ValidateProductID ProductID プロパテ ィ を設定し ます。

テーブル 3-3 • コ ン ト ロールのイベン ト の種類 ( 続き )

コ ン ト ロール イベン ト 説明
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サブスク リ プシ ョ ンは進行状況バー以外にも使用されます。 シ リ アル番号を イ ンス ト ールの一部と し て検証する

カス タム アクシ ョ ンがある こ とがあ り ます。 このアクシ ョ ンは検証の成否をパブ リ ッ シュできます。 ダイアログ

で [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ クする と この情報をサブスク ラ イブできます。 アクシ ョ ンが検証結果と し て失敗をパブ

リ ッ シュする と、 ボタ ンは有効にな り ません。 アクシ ョ ンが成功をパブ リ ッ シュする と、 ボタ ンは有効にな り ま

す。

サブスク リ プシ ョ ンの種類

イベン ト と コ ン ト ロールのサブスク リ プシ ョ ンを設定するには、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログの [ 動作 ] 領

域を使用し ます。 詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参照し て

く ださい。

次はコ ン ト ロールがサブスク ラ イブ可能なイベン ト の一覧です :

テーブル 3-4 • コ ン ト ロールがサブスク ラ イブ可能なイベン ト の種類

イベン ト 説明

ActionData 最終アクシ ョ ンについての情報を表示し ます。

テキス ト  コ ン ト ロールはこのイベン ト をサブスク ラ イブする こ とによ り、 イ ンス

ト ール中にコ ピーされたフ ァ イル名などの情報を表示できます。

ActionProgress 監視中のアクシ ョ ンについての進行状況を表示し ます。

進行状況バー コ ン ト ロールが、 このイベン ト をサブスク ラ イブできます。

アクシ ョ ンを指定するには、 この設定のサブ設定を構成し て く だ さい。

ActionText 現在のアクシ ョ ンの名前を表示し ます。

テキス ト コ ン ト ロールはこのイベン ト をサブスク ラ イブする こ とによ り、 イ ンス

ト ール中に実行された現在のアクシ ョ ンの説明を表示できます。

IgnoreChange 現在のデ ィ レ ク ト リ内のフ ォルダを開かずに強調表示し ます。

ScriptInProgress Windows Installer がイ ンス ト ールの実行スク リ プ ト を コ ンパイル中に、 情報テキス ト

を表示し ます。

SelectionAction 強調表示されたアイテムについて説明する UI 文字列を表示し ます。

テキス ト  コ ン ト ロールで、 このイベン ト をサブスク ラ イブ し て UI 文字列を表示で

きます。

SelectionDescription テキス ト  コ ン ト ロール内の UI 文字列を表示し ます。 UI 文字列は、 選択ツ リー コ ン

ト ロールで選択された機能について説明し ます。

SelectionNoItems 説明テキス ト を削除するか、 不要なボタ ンを無効にし ます。

SelectionPath 選択ツ リー コ ン ト ロールで選択されたアイテムのパスをパブ リ ッ シュ し ます。

テキス ト  コ ン ト ロールで、 このイベン ト をサブスク ラ イブ し てパスを表示できま

す。
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基本の MSI ダイアログで コ ン ト ロール イベン ト を ト リ ガーする

イベン ト は、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを使用し た時に発生する定義済みの動作です。 イベン ト は、 [ ダイ

アログ ] ビ ューの [ 動作 ] 領域 で定義されます。 使用可能な各イベン ト に関する詳細は、 「基本の MSI ダイアログ

でコ ン ト ロール イベン ト を使用する」 を参照し て く ださい。

コ ン ト ロールのイベン ト を表示するには、 コ ン ト ロール名のリ ス ト から イベン ト を選択し て、 右のペイ ンにある "

イベン ト " 設定を構成し ます。

ダイアログ コ ン ト ロールに新しいイベン ト を追加する

タ スク ダイアログコ ン ト ロールに新しいイベン ト を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 変更するダイアログのダイアログ ノ ー ド を拡張し てから、 [ 動作 ] サブ

ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

3. 選択されたダイアログのすべてのコ ン ト ロールの一覧が表示される中央ペイ ンで、 構成する コ ン ト ロールを

ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

4. " イベン ト " 設定で、 [ 新しいイベン ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 追加する イベン ト の種類を選択し ます。

" イベン ト " 設定の下に新しい一連の行が追加されます。

5. イベン ト の条件を指定するには、 " イベン ト " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条件ビルダー ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こでアクシ ョ ンに対し て満たさ な く てはならない条件を指定できます。

任意の条件下でイベン ト を ト リ ガする場合、 次の条件を入力し ます ： l

1

6. イベン ト 設定にサブ設定がある場合、 必要に応じ てサブ設定を構成し ます。

SelectionPathOn 選択パスが現在選択されている機能と関連付けられているかど うかを示すブール値

をパブ リ ッ シュ し ます。

SelectionSize 強調表示されたアイテムのサイズをパブ リ ッ シュ し ます。

SetProgress イ ンス ト ールの進行状況についての情報をパブ リ ッ シュ し ます。

TimeRemaining 現在処理中のシーケンスの残りの秒数を概算でパブ リ ッ シュ し ます。

テキス ト  コ ン ト ロールで、 このイベン ト をサブスク ラ イブ し て残りの時間を表示で

きます。

テーブル 3-4 • コ ン ト ロールがサブスク ラ イブ可能なイベン ト の種類 ( 続き )

イベン ト 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ダイアログ コ ン ト ロールのイベン ト を並べ替える

ユーザー イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールに構成されたイベン ト は、 実行時にコ ン ト ロールの " イベン ト " 設定で

表示された順番で起動されます。

タ スク イベン ト を移動するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 変更するダイアログのダイアログ ノ ー ド を拡張し てから、 [ 動作 ] サブ

ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

3. 選択されたダイアログのすべてのコ ン ト ロールの一覧が表示される中央ペイ ンで、 並べ替える イベン ト を含

むコ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

4. 設定のグ リ ッ ドの [ イベン ト ] 領域で、 移動させたいイベン ト のイベン ト 設定を見つけます。

5. 移動する イベン ト のイベン ト 設定で、 [ イベン ト の移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 上に移動 ] または [ 下に移

動 ] を ク リ ッ ク し ます。

イベン ト をダイアログ コ ン ト ロールから削除する

タ スク コ ン ト ロールから イベン ト を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 変更するダイアログのダイアログ ノ ー ド を拡張し てから、 [ 動作 ] サブ

ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

3. 選択されたダイアログのすべてのコ ン ト ロールの一覧が表示される中央ペイ ンで、 削除する イベン ト を含む

コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

4. 設定のグ リ ッ ドの [ イベン ト ] 領域で、 削除し たいイベン ト のイベン ト 設定を見つけます。

5. ” イベン ト ” 設定で、 [ イベン ト の削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ダイアログ ボタ ンから カス タム アクシ ョ ンを起動する

ダイ ログ上のボタ ンから カス タム アクシ ョ ンを起動するには、 コ ン ト ロールの DoAction イベン ト を使用し ます。

DoAction イベン ト をセ ッ ト ア ッ プするには、 カス タム アクシ ョ ンを作成する必要があ り ます。

カス タム アクシ ョ ンを作成し たら、 このアクシ ョ ンを起動する DoAction イベン ト を設定できます。

タ スク プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールから カス タム アクシ ョ ンを起動するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 変更するダイアログのダイアログ ノ ー ド を拡張し てから、 [ 動作 ] サブ

ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。
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3. 選択されたダイアログのすべてのコ ン ト ロールの一覧が表示される中央ペイ ンで、 カス タム アク シ ョ ンを ト

リ ガするプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

4. " イベン ト " 設定で、 [ 新しいイベン ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [DoAction] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield によ って、 " イベン ト " 設定の下に新しい行のセ ッ ト が追加されます。

5. イベン ト の条件を指定する場合 : "DoAction" 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条件ビルダー ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こでアクシ ョ ンに対し て満たさ な く てはならない条件を指定できます。

6. " アクシ ョ ン " サブ設定で、 コ ン ト ロールと関連付けるアク シ ョ ンの名前を指定し ます。

イ ンス ト ールが期待通り に動作するのを確認するために、 イ ンス ト ールのビルド と テス ト を行います。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでエン ド ユーザー ダイアログの順序の表示する (
基本の MSI プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。 InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト のエン ド ユーザー ダイアログの順序を表示するには、 InstallScript ビ ュー を使用し てスク リ プ ト を調べます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで、 イ ンス ト ールの実行時にエン ド ユーザーに表示されるプ ラ イマ リ

および次のダイアログの順序を表示できます。 プラ イマ リ ダイアログは、 最上位のダイアログで、 [ イ ンス ト ー

ル ] シーケンスに挿入されています。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでプ ラ イマ リ ダイアログの順

序を変更できます。

次のダイアログは、 直前のダイアログの [ 次へ ] ボタ ンのコ ン ト ロールイベン ト のアクシ ョ ンによ り起動されるダ

イアログです。 次のダイアログは [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで表示できますが、 [ イ ンス ト ール

] シーケンスの一部ではないので、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで順序を変更する こ とはできませ

ん。 次のダイアログの順番を変更するには、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログの下にある [ 動作 ] ノ ー ド を使用

し な く てはな り ません。 詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参

照し て く ださい。

初期の [ シーケンス ] エクスプローラー

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを初めて開いた と き、 [ シーケンス ] エクスプローラーで、 すべての

プラ イマ リ ダイアログおよびアクシ ョ ンのリ ス ト が、 イ ンス ト ール中に実行される順序で示されます。 多数の [

次へ ] ダイアログには、 プ ラス記号 (+) が横に付いています。

拡張 [ シーケンス ] エクスプローラー

イ ンス ト ール シーケンスに挿入されているプ ラ イマ リ ダイアログの順序を表示するほか、 [ シーケンス ] エクスプ

ローラーで次のダイアログの順序を表示する こ と もできます。

プラ イマ リ ダイアログの隣りのプ ラス記号 (+) を ク リ ッ クする と、 リ ス ト が展開され、 実行時に表示されるプ ラ

イマ リ ダイアログの次のダイアログ ( ある場合 ) の順序が表示されます。 特定のダイアログに複数の [ 次へ ] ボタ

ンのコ ン ト ロールイベン ト がある場合は、 可能性のあるすべての次のダイアログがプラ イマ リ ダイアログの下に

表示されます。
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図 3-3: シーケンス内のダイアログの順番を表示する

次のダイアログの情報パネル

次のダイアログを ク リ ッ クする と、 右側のペイ ンにダイアログの情報が表示されます。 右のペイ ンにはまた、 ヘ

ルプ情報のほか、 動作エデ ィ ターおよびレ イアウ ト  エデ ィ ターへのハイパーリ ン クが表示されます。 選択された

ダイアログのよ り詳しい情報は、 [ ダイアログ ] ビ ューで見る こ とができます。

コ ンテキス ト メ ニューのコ マン ド

プラ イマ リ ダイアログを右ク リ ッ クする と、 コ ンテキス ト  メ ニューによ り コマン ド が表示され、 シーケンスの編

集、 ダイアログ シーケンス ビ ューの更新、 ダイアログのレ イアウ ト や動作の編集ができます。 次のダイアログを

右ク リ ッ クする と、 コ ンテキス ト  メ ニューによ り コマン ドが表示され、 ダイアログのレ イアウ ト や動作を編集で

きます。

動作の編集

タ スク [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ シーケンス ] エクスプローラー内から [ ダイアログの動作エデ ィ

ター ] に移動するには、 以下のいずれかの方法を実行し ます。

• 編集する次のダイアログを右ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト メ ニューから動作の編集 を ク リ ッ ク し ます。

• 編集するダイアログ名前を ク リ ッ ク し ます。 次に、 右のペイ ンの [ アクシ ョ ン項目 ] セクシ ョ ンで [ ダイアロ

グの動作を編集する ] を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参照し て く だ さい。

レ イアウ ト の編集

タ スク [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ シーケンス ] エクスプローラー内から [ ダイアログのレ イアウ ト  

エデ ィ ター ] に移動するには、 以下のいずれかの方法を実行し ます。

• 編集する次のダイアログを右ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト  メ ニューから [ レ イアウ ト の編集 ] を ク リ ッ ク し

ます。

• 編集するダイアログ名前を ク リ ッ ク し ます。 次に、 右のペイ ンの [ アクシ ョ ン項目 ] セクシ ョ ンで [ ダイアロ

グのレ イアウ ト を編集する ] を ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ールが複数の言語で作成されている場合は、 リ ス

ト で適切な言語を選択する必要があ り ます。

詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参照し て く だ さい。
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CustomSetup ダイアログのオプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

CustomSetup ダイアログには、 ターゲッ ト  システム、 イ ンス ト ール中の機能、 および Windows Installer のイ ンス

ト ール オプシ ョ ンについての情報と緊密に統合された、 洗練されたエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスがあ り ま

す。 これによ って、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを最大限に制御する こ とができます。

このダイアログが提供する多 く のオプシ ョ ンおよび情報は、 下記で説明されているよ う にセ ッ ト ア ッ プのデザイ

ンで設定された機能のプロパテ ィ によ って決定されます。

[ ア ドバタ イズ ] オプシ ョ ン

ア ドバタ イズ機能によ って、 イ ンス ト ールが最初に実行された後に、 必要に応じ てフ ァ イルを イ ンス ト ールする

こ とができます。 CustomSetup ダイアログで、 エン ド ユーザーが機能を ク リ ッ クする と、 [ 必要な場合にイ ンス

ト ール ] オプシ ョ ンを選択し て、 その機能を後から イ ンス ト ールするよ う に指定する こ とができます。

ただし、 このデフ ォル ト のオプシ ョ ンが表示されるのは、 機能の " ア ドバタ イズ " 設定に [ ア ドバタ イズを許可

する ] または [ ア ドバタ イズを優先する ] を選択し た場合のみです。 Windows Installer が機能をア ドバタ イズする

オプシ ョ ンを表示し ないよ う にする場合、 この設定で [ ア ドバタ イズを許可し ない ] を選択し ます。

機能を非表示にする

機能の " 表示 " 設定 を [ 非表示 ] に設定する と、 CustomSetup ダイアログに機能またはサブ機能は表示されず、

エン ド ユーザーはイ ンス ト ール オプシ ョ ンを変更できな く な り ます。

すべてのサブ機能を表示する

機能の " 表示 " 設定も、 以下のオプシ ョ ンを持つダイアログが最初に表示された と きに、 サブ機能が展開される

かど うかを制御し ます。

機能のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーを設定する

CustomSetup ダイアログで機能を選択し、 [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ とによ って、 ユーザーは機能がイ ンス

ト ールされる フ ォルダーを表示し て編集できます。 機能の " イ ンス ト ール先 " 設定は、 表示されるデフ ォル ト 値

であ り、 実際には [ 機能の詳細 ] ダイアログにユーザーが新しい値を入力するか新しいパスを参照する と、 その新

しい値に再び割り当てられます。

テーブル 3-5 • 機能の " 表示 " 設定のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

閉じ て表示する デフ ォル ト でサブ機能が閉じ た状態で、 機能が CustomSetup ダイアログで

表示されます。

展開し て表示する デフ ォル ト でサブ機能が展開された状態で、 機能が CustomSetup ダイアロ

グで表示されます。
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機能のイ ンス ト ール場所に影響する要因についての総合的な説明は、 「機能のイ ンス ト ール先を設定する」 を参照

し て く ださい。

機能に名前を付ける

" 表示名 " を設定し て、 CustomSetup ダイアログに表示される別の名前を指定し ます。

機能の説明を表示する

機能を選択し たと きに CustomSetup ダイアログの下部に表示される説明は、 機能の " 説明 " 設定から取得されま

す。

機能の順序を変更する

CustomSetup ダイアログで機能がエン ド ユーザーに対し て表示される順序を変更する こ とができます。 機能が表

示される順序は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでの順序から取得されます。 詳細については、 「機能の並べ

替え」 を参照し て く だ さい。

機能のイ ンス ト ールを必須にする

機能の " 必須 " 設定を [ はい ] に設定する と、 エン ド ユーザーに対し て [ 使用不能にする ] オプシ ョ ンが表示され

ず、 機能を イ ンス ト ールし なければならな く な り ます。

ダイアログのテーマ

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

ダイアログ テーマは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印象を与える こ とができる、 あらか

じめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。

ボタ ンを ク リ ッ クするだけで、 プロジ ェ ク ト に提供されているテーマから 1 つ選んで、 Setup.exe 初期化ダイアロ

グを含む、 プロジ ェ ク ト で使用されているすべての内部および外部ダイアログに適用する こ とができます。 それ

ぞれのダイアログは [ ダイアログ ] ビ ュー内から簡単にプレビ ューする こ とができ、 選択し たテーマがどのよ う に

見えるかを実際に確認する こ とができます。

メ モ • InstallShield では現在、 独自のダイアログ テーマを作成する こ とはできませんが、 多 く のテーマが用意され

ています。 詳細については、 「提供されているテーマ と対応するダイアログのサイズ」 を参照し て く だ さい。

幅の広いダイアログ テーマにおける実行時の要件

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

幅の広いダイアログ テーマを使用する場合、 ターゲッ ト  システムの画面解像度は最低 640 x 480 ピ クセル ( 大き

いフ ォ ン ト が使用されている場合、 1024 x 768) でなければな り ません。 解像度がそれよ り低い場合、 水平スク

ロールバーが実行時に、 幅の広いテーマで表示される各ダイアログの底辺に追加されます。
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ダイアログ テーマのプレビ ュー

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

プロジ ェ ク ト に異なるテーマを選択する と、 そのテーマは、 [ ダイアログ ] ビ ューにあるすべての内部および外部

ダイアログに適用されます。 ダイアログの表示に、 イ ンス ト ールをビルド し て実行する必要はあり ません。

タ スク プロジ ェ ク ト でテーマを選択する前にプレビ ューするには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 InstallWelcome テーブルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ テーマ ] フ ォルダーの下に表示されているテーマから 1 つク リ ッ ク し ます。

右のペイ ンに、 選択されたテーマでサンプル外部ダイアログのスク リーン シ ョ ッ ト が表示されます。

タ スク プロジ ェ ク ト のダイアログが選択し たテーマでどのよ う に見えるかをプレビ ューするには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 それから新しいダイア

ログ コ ン ト ロールを追加するダイアログ アイテムを展開し ます。

3. 展開し たダイアログ アイテムの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。

中央のペイ ンに、 選択されたテーマが適用された状態でダイアログのプレビ ューが表示されます。

ダイアログ テーマの選択または変更

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

ダイアログ テーマを使用し て、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザー ダイアログの外観を変更する こ とができます。 1 

つのプロジ ェ ク ト につき、 1 つのテーマを選択する こ とができます。

ヒ ン ト • 幅の広いテーマから標準サイズのテーマに変更する と、 ダイアログの左端または右端に配置されたコ ン ト

ロールの位置が変わる可能性があ り ます。

プロジ ェ ク ト に選択し たテーマを変更し て、 カス タム外部ダイアログも追加する場合、 まずテーマを変更し てか

ら、 カス タム外部ダイアログを追加し ます。 これを逆にする と、 ダイアログが適切に表示されない場合があり ま

す。
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タ スク プロジ ェ ク ト に使用されているダイアログ テーマを変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 InstallWelcome テーブルを ク リ ッ ク し ます。

3. 使用するテーマを右ク リ ッ ク し て、 [ 選択 ] を ク リ ッ ク し ます。

選択されたテーマが、 プロジ ェ ク ト のダイアログに適用されます。 さ らに [ ダイアログ ] エクスプローラーでは、

選択されたテーマのアイ コ ンに赤いチ ェ ッ ク マークが表示されます。

ヒ ン ト • また、 [ ダイアログ ] エクスプローラーで使用するテーマを選択し て、 ボタ ン 1 つでテーマを変更する こ

と もできます。 右のペイ ンで [ 選択 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield でテーマがどのよ う に適用されるかについての背景事情

ダイアログ テーマを別のテーマへ切り替える と、 InstallShield はそのテーマを、 特定の幅と高さに一致するプロ

ジ ェ ク ト 内のすべてのダイアログに適用し ます。 し たがって、 プロジ ェ ク ト でダイアログの幅または高さ を変更

し たあと で、 テーマを変更する と、 そのテーマはカス タ マイズされた幅または高さ を持つダイアログには適用さ

れません。

たと えば、 標準幅のテーマを他のテーマに変更し た場合、 そのテーマは標準の幅と高さ (374 x 266) を持つすべて

のダイアログに適用されます。 幅の広いテーマを他のテーマに変更し た場合、 そのテーマは 584 x 274 のすべての

ダイアログに適用されます。

外部ダイアログ ス タ イルを使用するダイアログに関する背景情報

デフ ォル ト では、 すべての外部ダイアログに、 ダイアログの左側にイ メ ージが表示される同じ ス タ イルのダイア

ログが使用されます。 InstallWelcome ダイアログと SetupCompleteSuccess ダイアログは、 外部ダイアログの例で

す。

テーマを選択し たあと、 カス タム外部ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加する と、 選択されたテーマが新しいカス

タム外部ダイアログに使用されます。 ただ し、 プロジ ェ ク ト のテーマをあと で変更する と、 そのテーマはカス タ

ム外部ダイアログで適切に表示されない場合があ り ます。 このタ イプの問題を解決するには、 「テーマを カス タム

外部ダイアログに適用する」 をご覧 く だ さい。

テーマを カス タム外部ダイアログに適用する

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

プロジ ェ ク ト に選択し たテーマを変更し て、 カス タム外部ダイアログも追加する場合、 まずテーマを変更し てか

ら、 カス タム外部ダイアログを追加する方法がよ り簡単です。 そ う し なかった場合、 ダイアログが適切に表示さ

れない場合があ り ます。 新し く 選択されたテーマの内部ダイアログイ メ ージが部分的にカス タム外部ダイアログ

に追加されます。

カス タム外部ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加し たあと、 テーマを変更する場合、 カス タム外部ダイアログの名

前を、 InstallShield Program Files フ ォルダーにイ ンス ト ールされている適切な .theme フ ァ イルに追加する必要があ

り ます。 そのあと、 テーマをプロジ ェ ク ト に適用できます。
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タ スク カス タム外部ダイアログをプロジ ェ ク ト に追加し たあと でテーマを変更するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield Program Files フ ォルダーで、 ダイアログで使用するテーマの .theme フ ァ イルを見つけます。 デ

フ ォル ト 保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Support\Themes

3. メ モ帳などのテキス ト  エデ ィ ターで .theme フ ァ イルを開きます。 たと えば、 Global テーマを使用する場合、

Global.theme フ ァ イルを開きます。

4. フ ァ イルの <Include> または <Exclude> セクシ ョ ンで、 次の行を追加し ます :

<Name>NameOfDialog</Name>

NameOfDialog には、 ダイアログの名前が入り ます。

5. InstallShield でプロジ ェ ク ト を開きます。

6. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

7. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 InstallWelcome テーブルを ク リ ッ ク し ます。

8. 使用するテーマを右ク リ ッ ク し て、 [ 選択 ] を ク リ ッ ク し ます。

ロゴまたは他のイ メ ージを外部ダイアログを追加する

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

外部ダイアログは、 イ ンス ト ールの始めと終わり に表示されるダイアログで、 通常 Welcome ダイアログと 

Completion ダイアログがこれにあた り ます。 一部のテーマの外部ダイアログには、 会社または製品のロゴを配置

する こ とができます。 た と えば、 Monitor テーマ と Circles テーマの外部ダイアログには、 ダイアログの左側に空

白部分があ り ます。 これらのダイアログにビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールを追加し て、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ

イスを カス タ マイズする こ とができます。

タ スク 外部ダイアログにイ メ ージを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 イ メ ージを追加するダ

イアログのダイアログ アイテムを展開し ます。

3. 展開し たダイアログ アイテムの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 中央のペイ ンにあるダイアログ エデ ィ ター

に、 選択し た言語のダイアログが表示されます。

4. [ コ ン ト ロール ] ツールバー上で、 [ ビ ッ ト マ ッ プ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. ダイアログ エデ ィ ターで、 ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールが開始する箇所を ク リ ッ ク し、 左マウス ボタ ンを押

し たまま、 コ ン ト ロールが終わる箇所までマウスを ド ラ ッ グし ます。 左マウス ボタ ンを解放し ます。

6. 右のペイ ンでビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールのプロパテ ィ を構成し ます。
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" フ ァ イル名 " プロパテ ィ を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 使用するビ ッ ト マ ッ プ 

フ ァ イルを参照し ます。

必要に応じ て、 この手続きをプロジ ェ ク ト のそれぞれの言語および外部ダイアログについて繰り返し ます。 以下

は、 すべての新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト でデフ ォル ト で提供されている外部ダイアログです :

• AdminWelcome

• InstallWelcome

• MaintenanceWelcome

• PatchWelcome

• SetupCompleteError

• SetupCompleteSuccess

• SetupInitialization

• SetupInterrupted

• SetupResume

• SplashBitmap

提供されているテーマ と対応するダイアログのサイズ

プロジ ェ ク ト • 一部のテーマは、 InstallShield の Premier Edition と Professional Edition の両方で提供されています

が、 Premier Edition のみで提供されている ものもあり ます。

一部のテーマのダイアログのサイズは、 標準の幅と高さ (374 x 266) に設定されています。 幅の広いテーマのダイ

アログ サイズは 584 x 274 に設定されています。 次のテーブルは、 各ダイアログのサイズと そのテーマを含む 

InstallShield エデ ィ シ ョ ンを示し ます。

テーブル 3-6 • InstallShield のダイアログ テーマ

名前 InstallShield エデ ィ シ ョ ン ダイアログの幅 ダイアログの高さ

Circles テーマ ( 大 ) Premier および 

Professional

584 274

Classic テーマ Premier および 

Professional

374 266

Cooperation テーマ ( 大 ) Premier 584 274

Filmstrip テーマ ( 大 ) Premier 584 274

Global テーマ Premier および 

Professional

374 266

InstallShield Blue テーマ Premier および 

Professional

374 266
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Circles テーマ ( 大 )

以下は、 Circle テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-4: Circle テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログ

InstallShield Blue テーマ (

大 )

Premier および 

Professional

584 274

InstallShield Silver テーマ Premier 374 266

Monitor テーマ Premier 374 266

Pastel Wheat テーマ Premier 374 266

Theater テーマ ( 大 ) Premier 584 274

テーブル 3-6 • InstallShield のダイアログ テーマ ( 続き )

名前 InstallShield エデ ィ シ ョ ン ダイアログの幅 ダイアログの高さ
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図 3-5: Circle テーマ ( 大 ) のサンプル内部ダイアログ

外部ダイアログに会社または製品ロゴを追加する方法については、 「ロゴまたは他のイ メ ージを外部ダイアログを

追加する」 をご覧 く だ さい。

Classic テーマ

以下は、 Classic テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-6: Classic テーマのサンプル外部ダイアログ
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図 3-7: Classic テーマのサンプル内部ダイアログ

Cooperation テーマ ( 大 )

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 Cooperation テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-8: Cooperation テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログ
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図 3-9: Cooperation テーマ ( 大 ) のサンプル内部ダイアログ

Filmstrip テーマ ( 大 )

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 Filmstrip テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-10: Filmstrip テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログ
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図 3-11: Filmstrip テーマ ( 大 ) のサンプル内部ダイアログ

Global テーマ

以下は、 Global テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-12: Global テーマのサンプル外部ダイアログ
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図 3-13: Global テーマのサンプル内部ダイアログ

InstallShield Blue テーマ

以下は、 InstallShield Blue テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-14: InstallShield Blue テーマのサンプル外部ダイアログ
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図 3-15: InstallShield Blue テーマのサンプル内部ダイアログ

InstallShield Blue テーマ ( 大 )

以下は、 InstallShield Blue テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-16: InstallShield Blue テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログ
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図 3-17: InstallShield Blue テーマ ( 大 ) のサンプル内部ダイアログ

InstallShield Silver テーマ

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 InstallShield Silver テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-18: InstallShield Silver テーマのサンプル外部ダイアログ
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図 3-19: InstallShield Silver テーマのサンプル内部ダイアログ

Monitor テーマ

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 Monitor テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-20: Monitor テーマのサンプル外部ダイアログ
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
図 3-21: Monitor テーマのサンプル内部ダイアログ

外部ダイアログに会社または製品ロゴを追加する方法については、 「ロゴまたは他のイ メ ージを外部ダイアログを

追加する」 をご覧 く だ さい。

Pastel Wheat テーマ

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 Pastel Wheat テーマのサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-22: Pastel Wheat テーマのサンプル外部ダイアログ
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
図 3-23: Pastel Wheat テーマのサンプル内部ダイアログ

Theater テーマ ( 大 )

エデ ィ シ ョ ン • このテーマは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

以下は、 Theater テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログと内部ダイアログです。

図 3-24: Theater テーマ ( 大 ) のサンプル外部ダイアログ
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図 3-25: Theater テーマ ( 大 ) のサンプル内部ダイアログ

外部ダイアログに会社または製品ロゴを追加する方法については、 「ロゴまたは他のイ メ ージを外部ダイアログを

追加する」 をご覧 く だ さい。

右から左に記述される言語のダイアログ サポー ト

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition には、 右から左に読まれるアラ ビア語とヘブラ イ語のダイアログ サ

ポー ト が含まれます。

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプに、 右から左に記述される言語のダイアログ サポー ト が含まれます ：

• 基本の MSI

• マージ モジュール

InstallShield には、 右から左に記述される言語であるアラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語のサポー ト が含

まれています。 デフ ォル ト のエン ド ユーザー ダイアログ文字列のすべてが、 これらの言語で利用できます。

これらの言語は右から左に読まれるため、 InstallShield にはアラ ビア語とヘブ ラ イ語ダイアログの ミ ラー サポー ト

が含まれます。 これによ って、 アラ ビア語とヘブラ イ語のダイアログには、 右から左方向へのレ イアウ ト が使用

されます。 たと えば、 英語やその他の左から右に読まれる言語のダイアログで右側にあるボタ ンは、 右から左に

読まれる言語のダイアログでは左側に移動されます。 これは InstallShield の [ ダイアログ ] ビ ューの [ ダイアログ 

エデ ィ ター ] ペイ ンで処理され、 実行時にも同様に処理されます。

適切な場合、 ビル ト イ ン ダイアログ テーマで表示されるダイアログ イ メ ージの逆向きバージ ョ ンが表示されま

す。 逆向きバージ ョ ンは、 イ メ ージ フ ァ イル名の .bmp または .jpg 部分の直前に _mirror が付いています。 た と え

ば、 左から右に読み書き される言語のイ メ ージ名が banner.jpg の場合、 右から左に読み書き される言語の対応する

イ メ ージの名前は banner_mirror.jpg と な り ます。 これらの 2 つのフ ァ イルは同じ フ ォルダーに配置され、 ダイアロ
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グの右から左に読まれる言語バージ ョ ンには、 自動的に banner_mirror.jpg が使用されます。 イ メ ージを逆向きにす

べきではない場合、 そのイ メ ージの *_mirror.jpg または *_mirror.bmp バージ ョ ンは含まれず、 ダイアログの右から

左方向バージ ョ ンは、 イ メ ージの ミ ラー イ メ ージを表示し ません。

ヒ ン ト • ラ ン タ イム ダイアログにカス タム イ メ ージを使用する場合で、 プロジ ェ ク ト が右から左に記述される言

語のサポー ト を含むと きは、 これらの右から左に記述される言語用に ミ ラー イ メ ージ バージ ョ ンを作成する必要

がある可能性があ り ます。 [ ダイアログ ] ビ ューで、 ダイアログの右から左方向レ イアウ ト をプレビ ューし て、 カ

ス タム イ メ ージがどのよ う に表示されるかを確認できます。 適切な場合、 カス タム イ メ ージの左から右方向バー

ジ ョ ンが含まれる フ ォルダーに、 イ メ ージの *_mirror.jpg または *_mirror.bmp バージ ョ ンを追加し ます。

[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield は、 基本の MSI イ ンス ト ールのダイアログの 1 つから [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動するサ

ポー ト を含みます。 エン ド ユーザーがダイアログの 1 つから [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イルを開 く

] ダイアログが起動し ます。 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを使って、 エン ド ユーザーはフ ァ イルを参照できま

す。 エン ド ユーザーがフ ァ イルを選択し て [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログが閉

じ て、 イ ンス ト ールがダイアログの編集フ ィ ールド にその完全パス と フ ァ イル名を書き込みます。 イ ンス ト ール

はまた、 IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ の値を、 エン ド ユーザーが選択し たフ ァ イルのパス と フ ァ イル名

に設定し ます。

イ ンス ト ールに [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログのサポー ト を組み込む場合、 次の機能を指定するい く つかのプロパ

テ ィ を定義できます。

• このダイアログで表示されるデフ ォル ト  パスを指定する こ とができます。

• [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログの [ フ ァ イルの種類 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト に表示する文字列を指定できま

す。

• エン ド ユーザーがフ ァ イルを選択するためにフ ォルダーを参照する と きに表示される、 フ ァ イルの拡張子を

指定できます。 その他のフ ァ イル拡張子を持つフ ァ イルは表示されず、 またそれら を開 く こ と もできません。

• [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログが使用するデフ ォル ト のフ ァ イル拡張子を指定できます。 エン ド ユーザーが拡

張子を入力し なかった場合、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログがフ ァ イル名にこのデフ ォル ト 拡張子を追加し ま

す。

以下は、 ダイアログの要件です :

• [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログで、 エン ド ユーザーが新しいフ ァ イルを作成する こ とはできません。 つま り、

フ ァ イルが既存し ないと き、 エン ド ユーザーが [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログで新しいフ ァ イル名を手作業

で入力する こ とはできません。

• [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログが起動するダイアログに複数の編集フ ィ ールド コ ン ト ロールが含まれている場

合、 フ ァ イルへの完全パスを含む編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの Tab Stop プロパテ ィ は最小値を持たな く て

はな り ません。
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タ スク エン ド ユーザーダイアログに [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログ機能を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. FileBrowse とい う名前の新しい .dll カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい MSI DLL] をポイ ン ト し てから、

[Binary テーブルに保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが、 NewCustomActionN とい う名

前で追加されます ( こ こで N は連続番号です )。

c. カス タム アクシ ョ ンの名前を FileBrowse に変更し ます。

d. 右のペイ ンで、 このカス タム アクシ ョ ンについて次の設定を構成し ます :

• DLL Filename: <ISRedistPlatformDependentFolder>\FileBrowse.dll

• 関数名 : FileBrowse

• 戻り値の処理 : 同期 ( 終了コー ド を無視 )

• スク リ プ ト 内実行 : 即時実行

• 実行スケジュール : Always execute

他のすべての設定については、 デフ ォル ト 値をそのまま使用し ます。 "MSI タ イプ番号 " 設定の値は 65 

にし ます。

2. [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動するダイアログを作成または編集し て、 その動作と レ イアウ ト を構成し

ます :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] アイテムを展開し ます。

c. 既存のダイアログを選択するか、 新しいダイアログを作成し ます。

既存のダイアログそ選択し て、 そのダイアログに複数の編集フ ィ ールド コ ン ト ロールが含まれている場

合、 フ ァ イルへの完全パスを含む編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの Tab Stop プロパテ ィ は最小値を持たな

く てならない点にご注意 く だ さい。

d. このダイアログの下にある、 レ イアウ ト を構成する言語を ク リ ッ ク し ます。

e. エン ド ユーザーが実行時に選択する、 完全パス と フ ァ イル名を含む編集フ ィ ールド コ ン ト ロールを追加

し ます。 コ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ 名がプロンプ ト された と き、

IS_BROWSE_FILEBROWSED を入力し ます。

f. 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールのと な り に、 プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを追加し ます。 このボタ ンが [

フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動し ます。

g. プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを選択し てから、 右側のグ リ ッ ド で必要に応じ てそのプロパテ ィ を編集し

ます。 た と えば、 ボタ ンで表示するテキス ト を指定するには、 Text プロパテ ィ の値を追加し ます。

h. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 構成するダイアログの下にある  [ 動作 ] アイテムを ク リ ッ ク し ま

す。

i. ダイアログ コ ン ト ロールがリ ス ト される中央のペイ ンで、 作成し たプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを ク

リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンに表示されます。
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j. " イベン ト " 設定で、 [ 新しいイベン ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [DoAction] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield によ って、 " イベン ト " 設定の下に新しい行のセ ッ ト が追加されます。

k. "DoAction" 設定に、 次のよ う に入力し ます :

1

l. " アクシ ョ ン " サブ設定で、 次のアクシ ョ ン名を指定し ます :

FileBrowse

3. [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログの動作を指定するい く つかのプロパテ ィ と、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを

起動するダイアログを構成し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

b. IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ を探し ます。 デフ ォル ト 値は 0 です。 以下のいずれかを実行し ま

す。

• エン ド ユーザーが最初に表示し たと きに、 ダイアログの編集フ ィ ールド コ ン ト ロールを空白のまま

にするには、 IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ が含まれる行を右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパ

テ ィ の削除 を選択し ます。

• 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールにデフ ォル ト のパス と フ ァ イル名を表示するには、

IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ の値をパス と フ ァ イル名に変更し ます。

メ モ • このプロパテ ィ の値を手動で変更し なかった と き、 または削除し た場合、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイ

アログを起動するダイアログの編集フ ィ ールド コ ン ト ロールのデフ ォル ト 値は 0 に設定されます。

c. オプシ ョ ン と し て、 IS_BROWSE_FILEEXT と呼ばれるプロパテ ィ を追加し、 エン ド ユーザーがフ ァ イルを

選択するためにフ ォルダーを参照する際に表示される フ ァ イルの拡張子を識別する フ ィ ルター文字列に、

その値を設定する こ と もできます。 その他のフ ァ イル拡張子を持つフ ァ イルは表示されず、 またそれら

を開 く こ と もできません。

フ ィ ルター文字列には、 有効なフ ァ イル名文字と、 ワイルド カー ド と し てアス タ リ スク (*) の組み合わせ

が可能です。

複数のフ ァ イル拡張子を指定する場合は、 セ ミ コ ロンで区切り ます。 スペースは使用できません。 た と

えば、 エン ド ユーザーが .exe と .dll フ ァ イルを選択できるよ う にするには、 IS_BROWSE_FILEEXT プロパ

テ ィ の値と し て、 以下の文字列を入力し ます :

*.exe;*.dll

この例では、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログでエン ド ユーザーは .exe と .dll フ ァ イルを選択できます。 そ

の他のフ ァ イル タ イプは表示されません。

このプロパテ ィ を設定し なかった場合、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログでエン ド ユーザーは任意のフ ァ イ

ル タ イプを選択できます。

d. オプシ ョ ン と し て、 IS_BROWSE_FILETYPE と呼ばれるプロパテ ィ を追加し、 その値を [ フ ァ イルを開 く ] 

ダイアログの [ フ ァ イルの種類 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト に表示する文字列に設定し ます。 ド ロ ッ プダウ

ン リ ス ト に表示可能なオプシ ョ ンは 1 つだけです。

たと えば、 エン ド ユーザーが .tt または .doc フ ァ イルを選択できるよ う にするには、

IS_BROWSE_FILETYPE プロパテ ィ の値と し て次の文字列を入力し ます :

テキス ト 文書 (*.txt); Word 文書 (*.doc)
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このプロパテ ィ を設定し なかった場合、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログの [ フ ァ イルの種類 ] ド ロ ッ プダ

ウン リ ス ト は空白です。

e. オプシ ョ ン と し て、 IS_BROWSE_DEFAULTEXTENSION と呼ばれるプロパテ ィ を追加し て、 その値を [

フ ァ イルを開 く ] ダイアログが使用するデフ ォル ト のフ ァ イル拡張子に設定し ます。 エン ド ユーザーが

拡張子を入力し なかった場合、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログがフ ァ イル名にこのデフ ォル ト 拡張子を追

加し ます。 た と えば、 デフ ォル ト のフ ァ イルカ クチ ョ ウシ と し て .exe を使用するには、

IS_BROWSE_DEFAULTEXTENSION プロパテ ィ の値と し て次の文字列を入力し ます :

exe

f. オプシ ョ ン と し て、 IS_BROWSE_INITIALDIR と呼ばれるプロパテ ィ を追加し て、 その値を [ フ ァ イルを開

く ] ダイアログが使用するデフ ォル ト  パスに設定し ます。 た と えば、 C:\Program Files\My Product を使

用するには、 IS_BROWSE_INITIALDIR プロパテ ィ の値と し て次の文字列を入力し ます :

C:\Program Files\My Product

実行時、 エン ド ユーザーが新しいプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し た と き、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイア

ログが開きます。 エン ド ユーザーはフ ァ イルを参照し て選択できます。 イ ンス ト ールは 

IS_BROWSE_FILEBROWSED プロパテ ィ の値を、 エン ド ユーザーが選択し たフ ァ イルのパス と フ ァ イル名に設定

し、 [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログを起動し たダイアログの編集フ ィ ールド コ ン ト ロールにそのパス と フ ァ イル名

を表示し ます。

LicenseAgreement ダイアログでエン ド ユーザーが EULA を最初から最後までスク ロールするの
を必須にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 エン ド ユーザーが次のいずれかの方法でスク ロール可能な EULA コ ン ト ロール内にあるエン ド

ユーザー使用許諾契約 (EULA) テキス ト の終わり に到達するまで、 LicenseAgreement ダイアログ上の [ 次へ ] ボタ

ンを無効にする こ とができます。

• スク ロール バーを使用する。

• スク ロール可能な EULA コ ン ト ロールにフ ォーカスがある と き、 PAGE DOWN を押す。

• スク ロール可能な EULA コ ン ト ロールにフ ォーカスがある と き、 CTRL+PAGE DOWN を押す。

• スク ロール可能な EULA コ ン ト ロールにフ ォーカスがある と き、 DOWN ARROW を押す。

• スク ロールを右ク リ ッ ク し て、 [ 最下部 ]  を ク リ ッ クする。

ユーザーはまた、 [ 次へ ] ボタ ンが有効にされる前に [ ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ます ] オプシ ョ ンを選

択する必要があ り ます。

デフ ォル ト で LicenseAgreement ダイアログでは、 エン ド ユーザーは [ 同意する ] オプシ ョ ンを選択し なければな

り ません。 エン ド ユーザー が EURA テキス ト の最後まで読むこ と も必須にする場合、 次のタ スク を実行し ます。
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タ スク エン ド ユーザーがスク ロール可能な EULA コ ン ト ロール内の EURA テキス ト の最後まで到達する こ と を必須にす

る場合、 以下の手順に従います :

1. WatchScroll とい う名前の新しい .dll カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい MSI DLL] をポイ ン ト し てから、

[Binary テーブルに保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが、 NewCustomActionN とい う名

前で追加されます ( こ こで N は連続番号です )。

c. カス タム アクシ ョ ンの名前を WatchScroll に変更し ます。

d. 右のペイ ンで、 このカス タム アクシ ョ ンについて次の設定を構成し ます :

• DLL Filename: <ISRedistPlatformDependentFolder>\EulaScrollWatcher.dll

• 関数名 : WatchScroll

• 戻り値の処理 : 非同期 ( 終了コー ド を待機 )

• スク リ プ ト 内実行 : 即時実行

• 実行スケジュール : Always execute

他のすべての設定については、 デフ ォル ト 値をそのまま使用し ます。 "MSI タ イプ番号 " 設定の値は 129 

にし ます。

2. 適切なカス タム アクシ ョ ンが起動されるよ う に LicenseAgreement ダイアログを編集し ます :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 LicenseAgreement 

アイテムを展開し、 [ 動作 ] を ク リ ッ ク し ます。

c. LicenseAgreement コ ン ト ロールの一覧がある中央のペイ ンで、 Memo とい う名前の ScrollableText コ ン ト

ロールを ク リ ッ ク し ます。 このコ ン ト ロールが EULA のテキス ト を含むコ ン ト ロールです。 設定が、 右

のペイ ンに表示されます。

d. " イベン ト " 設定で、 [ 新しいイベン ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [DoAction] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield によ って、 " イベン ト " 設定の下に新しい行のセ ッ ト が追加されます。

e. "DoAction" 設定に、 次のよ う に入力し ます :

Not LicenseViewed AND Not ISLicenseWatching

f. " アクシ ョ ン " サブ設定で、 次のアクシ ョ ン名を指定し ます :

WatchScroll

g. LicenseAgreement コ ン ト ロールの一覧がある中央のペイ ンで、 Next とい う名前の PushButton コ ン ト ロー

ルを ク リ ッ ク し ます。

h. " 条件 " 設定で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [Disable] を ク リ ッ ク し ます。 "Disable" 設定が

追加されます。

i. "Disable" 設定に、 次のよ う に入力し ます :

AgreeToLicense <> " はい " OR Not LicenseViewed
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j. " 条件 " 設定で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから [Enable] を ク リ ッ ク し ます。 "Enable" 設定が

追加されます。

k. "Enable" 設定に、 次のよ う に入力し ます :

AgreeToLicense = " はい " AND LicenseViewed

実行時に、 EULA コ ン ト ロールがイ ンス ト ールによ って非同期カス タム アクシ ョ ンで監視されます。 このカス タ

ム アクシ ョ ンの実行中、 ISLicenseWatching プロパテ ィ が設定されます。 カス タム アクシ ョ ンの完了する と、

ISLicenseWatching プロパテ ィ は削除されます。 これによ り、 エン ド ユーザーが EULA のテキス ト をスク ロールす

る と きに砂時計フ リ ッ カーが表示されるのを防ぐ こ とができます。 一旦エン ド ユーザーが EULA の終わり まで到

達する と、 イ ンス ト ールによ り LicenseViewed プロパテ ィ が設定され、 [ 次へ ] ボタ ンの条件に基づき必要に応じ

て [ 次へ ] ボタ ンが手動で有効にされます。 [ 次へ ] ボタ ンは Control テーブルに格納されているテキス ト で検索

されます。 し たがって、 コ ン ト ロールの名前が Next であるかぎ り、 前述の手順をすべての言語 ト ラ ンスフ ォーム

で採用する こ とができます。

[ 印刷 ] ボタ ンをダイアログに追加する

InstallShield X 以降で作成された基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 LicenseAgreement ダイアログに [ 印刷 ] ボタ ンが

含まれます。 このボタ ンを利用し て、 エン ド ユーザーがダイアログのスク ロール テキス ト  コ ン ト ロールの内容を

印刷する こ と を可能にし ます。 このボタ ンの イベン ト  はカス タム アクシ ョ ン ISPrint を実行し ます。 このアク

シ ョ ンは基本の MSI プロジ ェ ク ト に含まれます。 次は [ 印刷 ] ボタ ンを別のダイアログに追加する、 および 

InstallShield DevStudio 9.0 以前で作成し た 既存プロジ ェ ク ト に追加する 手順です。

[ 印刷 ] ボタ ンを別のダイアログに追加する

カス タム アクシ ョ ン IS Print が LicenseAgreement 以外のダイアログで適切に作動させるためには、 ユーザー定義

の Windows Installer プロパテ ィ  IS_PRINT_DIALOG の値を ダイアログの名前に設定し な く てはな り ません。

(IS_PRINT_DIALOG が既存するプロパテ ィ ではない場合、 ISPrint は LicenseAgreement ダイアログ ボ ッ クスのスク

ロール テキス ト  コ ン ト ロールの内容を印刷し ます。 )

タ スク [ 印刷 ] ボタ ンを別のダイアログへ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ダイアログ ボ ッ クスでボタ ン コ ン ト ロールを作成し、 オプシ ョ ンでその " テキス ト " プロパテ ィ を [ 印刷

(&P)] に設定し ます。 詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参

照し て く ださい。

2. [ 印刷 ] ボタ ンに DoAction イベン ト を追加し、 イベン ト の " アクシ ョ ン " サブ設定で ISPrint を選択し ます。

詳細については、 「基本の MSI ダイアログでコ ン ト ロール イベン ト を ト リ ガーする」 を参照し て く だ さい。

3. ダイアログ ボ ッ クスおよびその前後のダイアログの [ 戻る ] および [ 次へ ] ボタ ンのイベン ト から 

IS_PRINT_DIALOG の値を変更し ます。

a. どのダイアログが [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの前に表示されるのかを判別し ます。 これは、

NewDialog イベン ト の引数で確認し て、 ダイアログの [ 戻る ] ボタ ンを探すか、 [ カス タム アクシ ョ ン と

シーケンス ] ビ ューを開いて、 ダイアログの順序を表示する こ と で確認する こ とができます。

b. SetProperty イベン ト  を追加し ます。 SetProperty 設定で、 イベン ト 条件と し て次を指定し ます :

1

c. [ プロパテ ィ 名 ] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

IS_PRINT_DIALOG
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d. " 値 " 設定で、 [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの名前を指定し ます。

e. [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログのあとにも [ 印刷 ] ボタ ンを含むダイアログがある場合、 次を実行

し ます。 

i. どのダイアログが [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの後に表示されるのかを確認し ます。 これ

は、 NewDialog イベン ト の引数を確認し て、 ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンを探すか、 [ カス タム アク

シ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを開いてダイアログの順序を表示する こ と で確認する こ とができます。

ii. SetProperty イベン ト を次のダイアログの [ 戻る ] ボタ ンに追加し て、 その " プロパテ ィ 名 " 設定を 

IS_PRINT_DIALOG、 " 値 " 設定を [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの名前に設定し ます。

次のダイアログが [ 印刷 ] ボタ ンを含まない場合、 または次のダイアログ ボ ッ クスが LicenseAgreement 

ダイアログの場合は、 [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの [ 次へ ] ボタ ンに SetProperty イベン ト を

追加し て、 その " プロパテ ィ 名 " 設定を IS_PRINT_DIALOG、 " 値 " 設定を LicenseAgreement に設定し ま

す。

f. [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイアログの前に表示される任意のダイアログに [ 印刷 ] ボタ ンが含まれてい

る と き、 また直前のダイアログに [ 印刷 ] ボタ ンがない、 あるいはそれが LicenseAgreement ダイアログ

である場合、 [ 印刷 ] ボタ ンを追加するダイ ログの [ 戻る ] ボタ ンに SetProperty イベン ト を追加し、 イ

ベン ト の " プロパテ ィ 名 " 設定を IS_PRINT_DIALOG、 " 値 " 設定を LicenseAgreement に設定し ます。

既存プロジ ェ ク ト へ [ 印刷 ] ボタ ンを追加する

タ スク InstallShield DevStudio 9.0 以前を使って作成し た既存プロジ ェ ク ト へ [ 印刷 ] ボタ ンを追加するには、 以下の手順

を実行し ます。

1. ISPrint カス タム アクシ ョ ンを作成するには、 以下手順を実行し ます。 

a. カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド を開始し ます。

b. [ 基本情報 ] パネルの [ 名前 ] ボ ッ クスに ISPrint を入力し ます。

c. [ アク シ ョ ンの種類 ] パネルの [ 種類 ]  ボ ッ クスで、[Windows Installer ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リの

関数を呼び出す ] を選択し ます。

d. [ アク シ ョ ン パラ メ ーター ] パネルで、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 フ ォルダーの 

Redist\Language Independent\i386 サブ フ ォルダーにある SetAllUsers.dll フ ァ イルを参照し ます。 [ 開 く ] 

を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト でパス変数の使用が構成されている場合、 InstallShield はパスの一部に定義済みパス変数 

<ISRedistPlatformDependentFolder> を使用し ます。

e. [ アク シ ョ ンのパラ メ ーター ] パネルの [ ターゲッ ト ] ボ ッ クスで、 PrintScrollableText を入力し ます。

f. 以降すべてをデフ ォル ト の設定にし てウ ィ ザー ド を完成し ます。

2. ダイアログ ボ ッ クスでボタ ン コ ン ト ロールを作成し、 オプシ ョ ンでその " テキス ト " プロパテ ィ を [ 印刷

(&P)] に設定し ます。 詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を編集する」 を参

照し て く ださい。

3. [ 印刷 ] ボタ ンに DoAction イベン ト を追加し、 イベン ト の " アクシ ョ ン " サブ設定で ISPrint を選択し ます。

詳細については、 「基本の MSI ダイアログでコ ン ト ロール イベン ト を ト リ ガーする」 を参照し て く だ さい。
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4. Windows Installer プロパテ ィ  IS_PRINT_DIALOG を作成し て、 その値をダイアログ ボ ッ クスの名前に設定し ま

す。 詳細については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパテ ィ の作成」 を参照し て く だ

さい。

メ モ • ISPrint カス タム アクシ ョ ンがコ ン ト ロールイベン ト によ って実行される場合、 Windows Installer 制限のた

め、 カス タム アクシ ョ ンのログ記録は通常通り に イ ンス ト ールログ記録 へは記録されません。 情報は 

ISPrintLogmNoten 形式のプロパテ ィ の値にログ記録されます。

Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする

Windows ロゴ • イ ンス ト ール終了後のシステム再起動は、 エン ド ユーザーにと って不都合なものです。 Windows ロ

ゴ プログラムの要件の 1 つに、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後自動的にアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起動

を行う こ とができるオプシ ョ ンを含まな く てはならないとい う項目があり ます。

この要件をサポー ト するため、 すべての基本の MSI プロジ ェ ク ト には、 デフ ォル ト で [MSI 再起動マネージャー - 

使用中のフ ァ イル ] ダイアログが含まれています。 イ ンス ト ール中に更新が必要なフ ァ イル ( 複数可 ) が他のアプ

リ ケーシ ョ ンによ って使用中の場合、 Windows Vista 以降のシステム上では [ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネー

ジャー )]  ダイアログが表示されます。 ダイアログには、 エン ド ユーザーが選択できる次の 2 つのオプシ ョ ンが含

まれます。

• エン ド ユーザーは選択で、 イ ンス ト ールの完了後、 自動的にフ ァ イルを使用中のアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て、

再起動する こ とができる。

• エン ド ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ない選択ができる。 イ ンス ト ールの終わり で再起動が必要。

エン ド ユーザー エクスペ リ エンスを最適化するため、 アプ リ ケーシ ョ ンには再起動マネージャー API の利用が推

奨されます。 再起動マネージャーは、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを停止し た時点から正確に、 また効果

的にこれを再開し ます。 詳しい情報は、 「About Restart Manager ( 再起動マネージャー )」 および MSDN Web サイ ト

で再起動マネージャーに関するその他の文書を参照し て く だ さい。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ダイアログのコ ン ト ロール
基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト の

いずれの場合でも、 定義済みダイアログおよびカス タム ダイアログのレ イアウ ト と動作は、 さ まざまな共通のコ

ン ト ロールを使って変更する こ とができます。

テーブル 3-7 • ダイアログのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの種類 プロジ ェ ク ト の種類 説明

ビルボー ド 基本の MSI、 マージ 

モジュール

ビルボー ド コ ン ト ロールは、 コ ン ト ロールイベン ト に応答し て

更新可能なデータ を表示するために使用されます。 た と えば、 ビ

ルボー ド を使用し て、 遅延し ている カス タム アクシ ョ ンの進行

を表示できます。

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ールに Setup.exe 起動ツールが含まれて

いる場合、 起動ツールがフ ァ イル転送処理中にビルボー ド を表示

するよ う に設定できます。 これは、 Windows Installer コ ン ト ロー

ルであるビルボー ド コ ン ト ロールの代替と な り ます。 この 

Setup.exe ビルボー ド サポー ト は、 基本の MSI、 InstallScript、 お

よび InstallScript MSI イ ンス ト ールで使用できます。 この種類の

ビルボー ド についての詳しい情報は、 「ビルボー ド を表示する」

を参照し て く だ さい。

ビ ッ ト マ ッ プ 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールはイ メ ージを表示し ます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クス 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが選択また

はク リ アできるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを表示し ます。

コ ンボ ボ ッ クス 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 定義済みの値を表示する ド

ロ ッ プ ダウン リ ス ト を含みます。 このボ ッ クスはまた、 エン ド 

ユーザーが値を入力できる編集フ ィ ールド です。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ダイアログ 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログ コ ン ト ロールは、 構成された一連の設定と関連付け

られています。

デ ィ レ ク ト リ コ ンボ 基本の MSI、 マージ 

モジュール

デ ィ レ ク ト リ コ ンボは、 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト やパス編集 コ ン ト

ロールと一緒に使用し て、 参照ダイアログを作成し ます。 デ ィ レ

ク ト リ コ ンボは、 使用中のシステムにマ ッ ピングし た ド ラ イブ

のリ ス ト を表示し ます。

デ ィ レ ク ト リ リ ス ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

デ ィ レ ク ト リ リ ス ト は、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボやパス編集 コ ン ト

ロールと一緒に使用し て、 参照ダイアログを作成し ます。 デ ィ レ

ク ト リ リ ス ト にはデ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールで選択され

た ド ラ イブ下にある フ ォルダーが表示され、 パス編集コ ン ト ロー

ルの値が入力されます。

編集フ ィ ールド 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

編集フ ィ ールド コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが文字列また

は整数を入力できるテキス ト  ボ ッ クスです。

グループ ボ ッ クス 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

グループ ボ ッ クスは、 あるエ リ ア内の複数のコ ン ト ロールを囲

むのに使用し ます。 また、 グループ ボ ッ クスには、 そこに含ま

れる コ ン ト ロール間の関係を表現するのに使用できる ラベルがあ

り ます。

ハイパーリ ン ク 基本の MSI、 マージ 

モジュール

ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールは HTML リ ン ク を表示し ます。 こ

のリ ン ク を実行時にク リ ッ クする と、 ターゲッ ト  システム上の

デフ ォル ト  ブラウザでページが開きます。

重要 • Windows Installer 5 以降は、 この新しいハイパーリ ン ク コ

ン ト ロールをサポー ト し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト 、 または InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で HTML コ ン ト ロールをダイアログに追加する

方法については、 「ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用す

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-7 • ダイアログのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの種類 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
アイ コ ン 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

アイ コ ン コ ン ト ロールは、 アイ コ ンの画像を表示し ます。

線 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

行コ ン ト ロールは長さ と太さが調節可能な行を作成し ます。 行を

使ってダイアログの領域を区分し た り、 グラ フ ィ カルな要素を追

加し ます。

リ ス ト  ボ ッ クス 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが定義済みオ

プシ ョ ン リ ス ト から単一のオプシ ョ ンを選択できる、 標準のリ

ス ト  ボ ッ クスです。

リ ス ト  ビ ュー 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールは、 オプシ ョ ンの単一の列を表示し

ます。 各オプシ ョ ンの横にアイ コ ンが表示されます。

マスク編集 基本の MSI、 マージ 

モジュール

マスク編集コ ン ト ロールは、 基本的にエン ド ユーザーが指定さ

れたフ ォーマ ッ ト で情報を入力できる編集フ ィ ールド コ ン ト

ロールです。

パス編集 基本の MSI、 マージ 

モジュール

パス編集コ ン ト ロールは、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールや

デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールと一緒に使用し て、 参照ダイ

アログを作成し ます。 パス編集には、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボおよ

びデ ィ レ ク ト リ リ ス ト でエン ド ユーザーによる選択によ って構

成された完全なパスが表示されます。 これは、 エン ド ユーザーに

よる編集に沿ったものである場合も、 そ う でない場合もあり ま

す。

進行状況バー 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

進行状況バーは、 コ ン ト ロール イベン ト に応じ て満た される動

的なグラ フ ィ ッ ク バーです。

テーブル 3-7 • ダイアログのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの種類 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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プ ッ シュ ボタ ン 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し

た と きにコ マン ドが実行されるボタ ンです。

ラジオ ボタ ン 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーがその中から 1 

つだけを選択できる、 2 つまたはそれ以上のオプシ ョ ンの 1 つで

す。 ラジオ ボタ ンは、 ラジオ ボタ ン グループに挿入し な く ては

な り ません。 これは、 ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの一

部と し て機能し ます。

ラジオ ボタ ン グ

ループ

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールは、 ラジオ ボタ ン コ ン ト

ロールを収容する コ ンテナです。 ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールと

そのラジオ ボタ ンは、 単一のコ ン ト ロールと し て動作し ます。

スク ロール可能テキ

ス ト

基本の MSI、 マージ 

モジュール

スク ロール可能テキス ト は、 ダイアログに収ま り き らないテキス

ト の長い文字列を表示し ます。 このコ ン ト ロールに含まれている

スク ロールバーを使って、 エン ド ユーザーがテキス ト をスク

ロールできます。 LicenseAgreement ダイアログは、 スク ロール可

能テキス ト  コ ン ト ロールを一般的に含むダイアログの例です。

選択ツ リー 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

選択ツ リーは、 CustomSetup ダイアログで見られるよ う な、 ユー

ザーが機能の選択状態を変更できる特殊なコ ン ト ロールです。

テキス ト 領域 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

テキス ト 領域コ ン ト ロールは、 テキス ト を表示し ます。

ボリ ューム コス ト  

リ ス ト

基本の MSI、 マージ 

モジュール

ボリ ューム コス ト  リ ス ト コ ン ト ロールには、 各ボ リ ュームまた

はド ラ イブに関連付けられたデ ィ スク容量の要件が表示されま

す。

テーブル 3-7 • ダイアログのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの種類 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ビルボー ド コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ールに Setup.exe 起動ツールが含まれている場合、 起動ツールがフ ァ イル転送処理中にビルボー ド を表示

するよ う に設定できます。 これは、 Windows Installer コ ン ト ロールであるビルボー ド コ ン ト ロールの代替と な り ま

す。 この Setup.exe ビルボー ド サポー ト は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI イ ンス ト ールで使

用できます。 この種類のビルボー ド についての詳しい情報は、 「ビルボー ド を表示する」 を参照し て く だ さい。

ビルボー ド コ ン ト ロールは、 コ ン ト ロールイベン ト に応答し て更新可能なデータ を表示するために使用されます。

ビルボー ドはこの情報を表示する別のコ ン ト ロールを含むこ とができますが、 テキス ト 、 ビ ッ ト マ ッ プ、 および

アイ コ ンを含むそれらのコ ン ト ロールは、 Windows Installer に リ ン ク されていない、 ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールで

ある必要があ り ます。 た と えば、 ビルボー ド を使用し て、 遅延し ている カス タム アクシ ョ ンの進行を表示できま

す。

ビルボー ドは、 ダイアログ エデ ィ ター内で完全にはサポー ト されていません。 ビルボー ドが Windows Installer ア

クシ ョ ン と イ ン タ ラ ク ト し てその他のコ ン ト ロールを表示する場合、 プロジ ェ ク ト の Billboard および BBControl 

テーブルを変更し な く てはな り ません。 これらのテーブルの変更には、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使用し

ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのビルボー ド コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が表

示されます。

ボ リ ューム選択コ ン

ボ

基本の MSI、 マージ 

モジュール

ボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールによ って、 エン ド ユーザー

がボリ ューム、 またはド ラ イブをアルフ ァベ ッ ト 順のリ ス ト から

選択できます。

テーブル 3-8 • ビルボー ド コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このビルボー ドの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべてのコ

ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イル

がコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

テーブル 3-7 • ダイアログのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの種類 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択

し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す

操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ で

す。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン

ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されて

いる場合、 この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、

現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできませ

ん。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロー

ルである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、

このコ ン ト ロールがアクテ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボ

タ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高

さ を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されてい

ます )。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ま

す。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を

選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ

ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キー

を押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し

ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場

合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されませ

ん。

テーブル 3-8 • ビルボー ド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

Text この設定には、 ビルボー ドのコ ン ト ロールの初期値 (BBControl テーブルを

参照 ) に使用されるテキス ト が含まれます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

ビルボー ドのコ ン ト ロールにビ ッ ト マ ッ プまたはアイ コ ンが含まれている

場合、 この値はコ ン ト ロールに最初に表示される フ ァ イルに対する Binary 

テーブルに入る外部キーです。

Text Style ビルボー ドのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用

可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、

DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表

示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単

位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダ

イアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可

視にする こ と もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅

を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-8 • ビルボー ド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールはイ メ ージを表示し ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が

表示されます。

テーブル 3-9 • ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このビ ッ ト マ ッ プの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべ

てのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を

選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC 

キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク

する操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、

通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ と

はできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同

じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールにつ

いては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト

ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キー

を押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ

ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

File Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールに使用する イ メ ージ フ ァ イルのパス と名前を入力す

るか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 そのフ ァ イル

を参照し ます。 ビルド時にそのフ ァ イルがリ リースに追加されます。

フ ァ イルはイ ンス ト ールでバイナ リ リ ソース と し て格納されな く ては

な り ません。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イ

ル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Stretch to Fit 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの領域に収まるよ う イ メ ージのサイズを変更するには、

True を選択し ます。

イ メ ージがコ ン ト ロールのサイズよ り も小さい場合に中央に配置する

か、 コ ン ト ロールのサイズよ り も大きい場合にそれを コ ン ト ロールの

サイズに ト リ ミ ングする場合は、 False を選択し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択

し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う に

は、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト など

のコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ

ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの

順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 

です。

テーブル 3-9 • ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ チ ェ ッ ク ボ ッ クス ] ボタ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True 

の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調

されません。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す。

テーブル 3-9 • ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが選択またはク リ アできるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを表示し ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのチ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の

設定が表示されます。

プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこのタ イプのコ ン ト

ロールを作成し た と き、 InstallShield によ って、 Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示

されます。 InstallShield は、 この名前を コ ン ト ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス

ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこのプロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows 

Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く

ださい。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト

のすべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text 

Style

基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC 

キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク

する操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、

通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同

じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールにつ

いては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。
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Control Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールをテキス ト  ラベル、 アイ コ ン、 またはビ ッ ト マ ッ

プのいずれを使用し てマークするかを指定し ます。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト

ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ

ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰色表

示される ) こ と を意味し ます。

File Name 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

このコ ン ト ロールに使用するイ メ ージ フ ァ イルのパス と名前を入力

するか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 そのフ ァ イ

ルを参照し ます。 ビルド時にそのフ ァ イルがリ リースに追加されま

す。 フ ァ イルはイ ンス ト ールでバイナリ リ ソース と し て格納されな

く てはな り ません。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます。

Icon Size 基本の MSI、 マージ 

モジュール

アイ コ ン フ ァ イルが複数のリ ソースを持つこ と を想定し て、 コ ン ト

ロールに使用するイ メ ージのサイズを指定し ます。 [ 最初のイ メ ージ

を使用 ] オプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イル内の最初のイ メ ージが表

示され、 Stretch to Fit 設定での指定に関わらず、 コ ン ト ロールの大き

さに合う よ う引き伸ばされます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Indirect 

Property

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される

場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照

し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択

する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り

ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、

文字列  INSTALLDIR を含みます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) を ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] ダ

イアログ ボ ッ クスが表示されます。

Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し たと きに設定され

るプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロー

ルに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入

力する必要はあり ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字

のみを使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパ

テ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し

てから、 それを Value 設定に割り当てます。

Property Is 

Integer

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールのプロパテ ィ  (Property 設定で指定し ます ) に整数

値が含まれる場合は、 True を選択し ます。 プロパテ ィ の値が文字列

の場合、 False を選択し ます。

Push Button 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスをプ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールに変更するに

は、 True を選択し、 そ う でない場合は、 False を選択し ます。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄

せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列さ

れます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を

選択し ます。

Stretch to Fit 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの領域に収まるよ う イ メ ージのサイズを変更するには、

True を選択し ます。

イ メ ージがコ ン ト ロールのサイズよ り も小さい場合に中央に配置する

か、 コ ン ト ロールのサイズよ り も大きい場合にそれを コ ン ト ロールの

サイズに ト リ ミ ングする場合は、 False を選択し ます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択

し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う に

は、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [

タ ブ ] キーを押し たと きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロール

の順番を指定し ます。使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 

です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True 

の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調

されません。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Text 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

この設定は、 コ ン ト ロールのラベルに使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし

てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いたと

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Value 基本の MSI、 マージ 

モジュール

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択される と、 Property 設定で指定されたプロパ

テ ィ がこの値に設定されます。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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コ ンボ ボッ クス コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 定義済みの値を表示する ド ロ ッ プ ダウン リ ス ト を含みます。 このボ ッ クスは

また、 エン ド ユーザーが値を入力できる編集フ ィ ールド です。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのコ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設

定が表示されます。

プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこのタ イプのコ ン ト

ロールを作成し た と き、 InstallShield によ って、 このコ ンボボ ッ クスに属するすべての項目を判別するための 

Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示されます。 InstallShield は、 この名前を コ ン ト

ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこの

プロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く だ さい。 (Windows Installer コ ンボ ボ ッ クスでは、 エ

ン ド ユーザーは 1 つの項目しか選択できないこ とに注意し て く だ さい。 )

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ンボ ボ ッ クスの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト

のすべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  

ス タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

テーブル 3-10 • チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Code Page 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールでイ ンス ト ーラーのパッ ケージで定義されたコー ド 

ページからのフ ォ ン ト を使用する場合は、 [ データベース ] を選択

し ます。 コ ン ト ロールで ターゲッ ト  システムのデフ ォル ト  コー ド 

ページのフ ォ ン ト を使用するには、 [ ユーザーのシステム ] を選択

し ます。

Context Help 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は将来利用するために予約されています。Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する

こ とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロー

ルについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。

Drop-Down List 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

コ ン ト ロールを ド ロ ッ プダウン リ ス ト にするには、 True を選択し

ます。 コ ン ト ロールを編集可能なコ ンボ ボ ッ クスにするには、

False を選択し ます。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰

色表示される ) こ と を意味し ます。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

ヒ ン ト • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールのド ロ ッ プダウン リ ス ト 部

分の高さ を指定する、 "Height" 設定に十分な大き さの数字 を指定

するよ う にし て く だ さい。

Indirect Property 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照され

る場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参

照し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選

択する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と

な り ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE 

の値は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Items 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ン ト ロールにリ ス ト するオプシ ョ ンを指定するには、 この設

定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイ

アログ ボ ッ クスを開きます。

新しいアイテムを リ ス ト に追加するには、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイ

アログ ボ ッ クスにある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 各アイテ

ムについて、 コ ンボ ボ ッ クスに表示されているテキス ト および値 (

このアイテムが選択された と きにプロパテ ィ に割り当てられる値 ) 

を入力する必要があり ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True 

を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選

択されている場合のみ選択できます。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Max. Length 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ンボ ボ ッ クスに入力できる文字数を指定し ま

す。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

省略記号 (...) を ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] 

ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Property 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがこのコ ンボボ ッ クスに値を入力し た場合、 また

はコ ンボボ ッ クスから値を選択し た場合に設定されるプロパテ ィ の

名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にす

る こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力する必要

はあり ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文

字のみを使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追

加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値 (Items 設定 で指定し ます ) 

に割り当てます。

Property Is 

Integer

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ン ト ロールのプロパテ ィ  (Property 設定で指定し ます ) に整

数値が含まれる場合は、 True を選択し ます。 プロパテ ィ の値が文

字列の場合、 False を選択し ます。

Item 設定のすべての値が、 Property Is Integer 設定で選択し た値に基

づいて整数または文字列のどち らかに設定されている こ と を確認し

て く だ さい。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配

列されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True 

を選択し ます。

Sorted 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True を選択する と、 コ ンボボ ッ クスの項目はアルフ ァベ ッ ト 順に

並べ替えられます。 False の値を選択する と、 各項目に対し て [List 

Items] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た順序が保持されます。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使

う には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト

などのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユー

ザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ

ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよ

び色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のまま

にし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されま

す。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義

されています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ダイアログ コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

[ ダイアログ ] ビ ューの [ ダイアログ エデ ィ ター ] にあるダイアログを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が

表示されます。

コ ン ト ロールと異な り、 ダイアログ エデ ィ ターからダイアログの名前を変更する こ とはできません。 名前を変更

するには、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-12 • ダイアログ コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Caption 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

ダイアログのタ イ ト ルと し て使用する名前を指定し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く だ さい。

コ メ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

ダイアログのコ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は、 参考

用にプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに保存され、 イ ンス ト ールでは使用さ

れません。

Custom Palette 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

カス タム パレ ッ ト が必要になるのは、 ダイアログに Windows 

Installer が作成するデフ ォル ト のカ ラーパレ ッ ト とは異なる カ ラー 

パレ ッ ト を使用し たイ メ ージが含まれる場合のみです。 ダイアロ

グに異なるカ ラー パレ ッ ト を使用する イ メ ージが含まれていない

場合、 この値を False のままに残し ます。

テーブル 3-11 • コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Error Dialog 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

ダイアログがエラー ダイアログと し て機能する場合は、 True を選

択し ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

イ ンス ト ーラー ユニ ッ ト のダイアログの高さ を指定し ます ( シス

テム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Keep Modeless 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この値が True で、 ダイアログが DoAction イベン ト によ り起動さ

れた場合、 他のすべてのダイアログはそのままです。 この場合に 

Keep Modeless 設定が False のと き、 その他のダイアログは表示さ

れません。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログを配置する位置が画面左端からのパーセンテージで指

定し ます。 値が 50 の場合、 ダイアログは横方向の中央に表示され

ます。

ダイアログがイ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの一部であ り、 前のダイア

ログが異なる位置にあったか、 またはエン ド ユーザーが移動し た

場合には、 この値は無視されます。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True を選択し て、 ダイアログの左側にスク ロールバー ( 存在する

場合 ) を設定し ます。 デフ ォル ト 値が False の場合は、 スク ロール

バーが右側に残り ます。

縦長のスク ロールバーがある場合に、 これをダイアログの左側に

表示するには、 True を選択し ます。 デフ ォル ト 値 False の場合は、

スク ロールバーが右側に配置されます。

Minimize 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True は、 エン ド ユーザーがこのダイアログを最小化できる こ と を

意味し ます。 False はオプシ ョ ンがタ イ ト ル バーにないこ と を意味

し ます。

Modal 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログがイ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの一部であ り、 このダイア

ログの上に他のダイアログを配置し ないよ う にする場合、 True に

設定し ます。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

省略記号 (...) を ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] 

ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

テーブル 3-12 • ダイアログ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Resource 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

この読み取り専用の設定は、 ダイアログのリ ソース ID を表示し ま

す。 これはダイアログに固有な数値 ID です。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合キャ プシ ョ ンはコ ン ト ロールの

左に寄せて配列されます。 True に設定する とキャ プシ ョ ンは右に

寄せて配列されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True 

を選択し ます。

Text Style InstallScript、

InstallScript MSI

ダイアログに使用する フ ォ ン ト を指定し ます。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログを配置する位置を、 画面上端からのパーセンテージで

指定し ます。 値が 50 の場合、 ダイアログは縦方向の中央に表示さ

れます。

ダイアログがイ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの一部であ り、 前のダイア

ログが異なる位置にあったか、 またはエン ド ユーザーが移動し た

場合には、 この値は無視されます。

Track Disk Space 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

何らかのアクシ ョ ンを実行する前、 エン ド ユーザーに対し て ド ラ

イブの容量が足り ない、 または OutOfDiskSpace プロパテ ィ の値を

確認する警告を表示する コ ン ト ロールがこのダイアログにある場

合は True を選択し ます。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True の場合ダイアログは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

イ ンス ト ーラー ユニ ッ ト のダイアログの幅を指定し ます ( システ

ム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-12 • ダイアログ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ デ ィ レ ク ト リ コ ンボ ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

デ ィ レ ク ト リ コ ンボは、 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト やパス編集 コ ン ト ロールと一緒に使用し て、 参照ダイアログを作

成し ます。 デ ィ レ ク ト リ コ ンボは、 使用中のシステムにマ ッ ピングし た ド ラ イブのリ ス ト を表示し ます。

デ ィ レ ク ト リ コ ンボをダイアログに最初に作成する場合、 InstallShield は Windows Installer のプロパテ ィ を指定す

るプロンプ ト を表示し ます。 このプロパテ ィ は、 それに伴う デ ィ レ ク ト リ リ ス ト とパス編集では同じにする必要

があ り ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこのプロパテ ィ の値を設定し ます。 詳

細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ

の使い方」 を参照し て く だ さい。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのデ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下

の設定が表示されます。

テーブル 3-13 • デ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このデ ィ レ ク ト リ コ ンボの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべての

コ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルがコ ン

ト ロールのテキス ト に使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。

キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ

イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボ

タ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場

合、 この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ

ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである

場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト

ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデ

フ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど う かを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可

能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ま

す。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Indirect Property このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される場合は True 

を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し たプロパ

テ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスで _BROWSE とい う

プロパテ ィ を使用し、 その値が INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 

設定に True を選択する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と

な り ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字列  

INSTALLDIR を含みます。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で

指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left Scrollbar コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択されている場合のみ選択でき

ます。

Property エン ド ユーザーがこのデ ィ レ ク ト リ コ ンボの値を選択する場合に設定されるプロ

パテ ィ の名前を入力し ます。 このコ ン ト ロールはデ ィ レ ク ト リ リ ス ト に表示され

るパスの最初の部分を入力するので、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボ、 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト 、

およびパス編集を参照ダイアログで一緒に使用する場合は同じ プロパテ ィ を使用し

なければな り ません。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とがで

き、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字のみを使用し

てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを

使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り

当てます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配列され

ます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ ラ イ語

および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Show CD-ROM デ ィ レ ク ト リ コ ンボに CD-ROM のボリ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Fixed デ ィ レ ク ト リ コ ンボにハー ド ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show Floppy デ ィ レ ク ト リ コ ンボにフ ロ ッ ピー ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show RAMDisk デ ィ レ ク ト リ コ ンボに RAM のボ リ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Remote デ ィ レ ク ト リ コ ンボにマ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブを含めるには、 True を

選択し ます。

Show Removable デ ィ レ ク ト リ コ ンボに リムーバブル ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

テーブル 3-13 • デ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ デ ィ レ ク ト リ リ ス ト ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン

ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト

ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し た と き

に強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も

低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場合コ ン

ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

Text この設定は、 コ ン ト ロールのテキス ト に使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な

場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロ

パテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表示され

るテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアロ

グの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と

もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-13 • デ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
• 基本の MSI

• マージ モジュール

デ ィ レ ク ト リ リ ス ト は、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボやパス編集 コ ン ト ロールと一緒に使用し て、 参照ダイアログを作

成し ます。 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト にはデ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールで選択された ド ラ イブ下にある フ ォル

ダーが表示され、 パス編集コ ン ト ロールの値が入力されます。

デ ィ レ ク ト リ リ ス ト をダイアログに最初に作成する場合、 InstallShield は Windows Installer のプロパテ ィ を指定す

るプロンプ ト を表示し ます。 このプロパテ ィ は、 それに伴う デ ィ レ ク ト リ コ ンボとパス編集では同じにする必要

があ り ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこのプロパテ ィ の値を設定し ます。 詳

細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ

の使い方」 を参照し て く だ さい。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのデ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下

の設定が表示されます。

テーブル 3-14 • デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このデ ィ レ ク ト リ リ ス ト の名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべてのコ

ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルがコ ン ト

ロールのラベルに使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。

キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ

ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ン

または [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場

合、 この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ ン

テキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである

場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロー

ルがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル

ト のコ ン ト ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど う かを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可能

である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。

False は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Indirect Property このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される場合は True 

を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し たプロパテ ィ

を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスで _BROWSE とい う プロ

パテ ィ を使用し、 その値が INSTALLDIR であったと し ます。 Indirect Property 設定に 

True を選択する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り ま

す。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字列  

INSTALLDIR を含みます。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で

指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left Scrollbar コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択されている場合のみ選択でき

ます。

Property エン ド ユーザーがこのデ ィ レ ク ト リ リ ス ト から値を選択する場合に設定されるプ

ロパテ ィ の名前を入力し ます。 このコ ン ト ロールはパス編集に表示されるパスを入

力し、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボでの選択に応じ て変更されます。 し たがって、 参照ダイ

アログでこの 3 つのコ ン ト ロールを使用する場合には、 すべてのコ ン ト ロールに対

し て同じ プロパテ ィ を使用する必要があ り ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロー

ルに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力する必要は

あり ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字のみを使用し

てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを

使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り当

てます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配列され

ます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ ラ イ語

および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン

ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト ロー

ルを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強

調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低い

タ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場合コ ン ト

ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

テーブル 3-14 • デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ 編集フ ィ ールド ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

編集フ ィ ールド コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが文字列または整数を入力できるテキス ト  ボ ッ クスです。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログの編集フ ィ ールド コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定

が表示されます。

Text この設定は、 コ ン ト ロールのテキス ト に使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な

場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロ

パテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表示され

るテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアロ

グの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と

もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-14 • デ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこのタ イプのコ ン ト

ロールを作成し た と き、 InstallShield によ って、 Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示

されます。 InstallShield は、 この名前を コ ン ト ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス

ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこのプロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows 

Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く

ださい。

テーブル 3-15 • 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

この編集フ ィ ールドの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト

のすべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  

ス タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] 

ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows 

Installer では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起

動する こ とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト

ロールについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ

ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが 

Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアクテ ィ ブにな り ます。 [

次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト

ロールです。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である (

灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を

指定し ます。

Indirect Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照さ

れる場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参

照し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 たと えば、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であったと し ます。 Indirect Property 設定に True を選

択する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と

な り ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE 

の値は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ン

ス ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 

に定義されています )。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、True 

を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選

択されている場合のみ選択できます。

Max. Length 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールに入力できる最大文字数を指

定し ます。

テーブル 3-15 • 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
MultiLine 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールを複数行のコ ン ト ロールとするには、 True を選

択し ます。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Password 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールをパスワー ド コ ン ト ロールのよ う に動作させ、

各文字の代わり にアス タ リ スク (*) だけを表示するには、 True を選

択し ます。 このコ ン ト ロールを通常の編集フ ィ ールド コ ン ト ロー

ルと し て使用するには、 False を選択し ます。

Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールにテキス ト を入力し た と きに

設定されるプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこ

のコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューに入力する必要はあり ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大

文字のみを使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プ

ロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を

追加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り当てます。

Property Is Integer 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールのプロパテ ィ  (Property 設定で指定し ます ) に整

数値が含まれる場合は、 True を選択し ます。 プロパテ ィ の値が文

字列の場合、 False を選択し ます。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配

列されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True 

を選択し ます。

テーブル 3-15 • 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を

選択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを

使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト

などのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユー

ザーが [ タ ブ ] キーを押し たと きに強調されるダイアログ上の各コ

ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

Text 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 コ ン ト ロールで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよ

び色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のまま

にし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されま

す。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

テーブル 3-15 • 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ グループ ボ ッ クス ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

グループ ボ ッ クスは、 あるエ リ ア内の複数のコ ン ト ロールを囲むのに使用し ます。 グループ ボ ッ クスを囲む個別

のコ ン ト ロールと一緒にグループ ボ ッ クスを移動および調整するには、 グループ ボ ッ クス と各コ ン ト ロールを選

択する時に CTRL キーを押し ます。 また、 グループ ボ ッ クスには、 そこに含まれる コ ン ト ロール間の関係を表現

するのに使用できる ラベルがあ り ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのグループ ボ ッ クス コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の

設定が表示されます。

Top 基本の MSI、 マージ 

モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

Visible 基本の MSI、 マージ 

モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、 マージ 

モジュール

Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト

ロールの幅を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義

されています )。

テーブル 3-16 • グループ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このグループ ボ ッ クスの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク

ト のすべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  

ス タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

テーブル 3-15 • 編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] 

ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows 

Installer では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起

動する こ とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロー

ルについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ

] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロール

です。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である (

灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

テーブル 3-16 • グループ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配

列されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True 

を選択し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使

う には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト

などのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユー

ザーが [ タ ブ ] キーを押し たと きに強調されるダイアログ上の各コ

ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

テーブル 3-16 • グループ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Text 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

この設定はグループ ボ ッ クスのラベルに使用するテキス ト を含み

ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよ

び色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のまま

にし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されま

す。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義

されています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-16 • グループ ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ハイパーリ ン ク コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

InstallScript プロジ ェ ク ト 、 または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で HTML コ ン ト ロールをダイアログに追加する方

法については、 「ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト 内のダイアログにハイパーリ ン ク を追加するには、 ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールを使用し ます。 ハ

イパーリ ン ク コ ン ト ロールは HTML リ ン ク を表示し ます。 このリ ン ク を実行時にク リ ッ クする と、 ターゲッ ト  シ

ステム上のデフ ォル ト  ブ ラウザでページが開きます。 

重要 • Windows Installer 5 以降は、 この新しいハイパーリ ン ク コ ン ト ロールをサポー ト し ます。 このコ ン ト ロール

を Windows Installer の以前のバージ ョ ンを持つシステムで表示されるダイアログに使用する と、 ラ ン タ イム エ

ラー 2885 が発生し て、 イ ンス ト ールが中止されます。 このため、 ダイアログ上でハイパーリ ン ク コ ン ト ロール

を使用する と き、 イ ンス ト ールが Windows Installer 4.5 以前を ターゲッ ト とする場合、 プロジ ェ ク ト にハイパーリ

ン ク コ ン ト ロールを含むバージ ョ ン と、 含まないバージ ョ ンの 2 種類のダイアログを含める こ と をお勧めし ま

す。 ダイアログに条件を追加し て、 ターゲッ ト  マシンの Windows Installer バージ ョ ンによ ってダイアログを表示

または非表示と し ます。

ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールを含むダイアログに使用できるサンプル条件は以下の通り です :

VersionMsi >= "5.00"

ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールを一切含まない代替のダイアログに使用できるサンプル条件は以下の通り です :

VersionMsi < "5.00"

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのハイパーリ ン ク コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定

が表示されます。

テーブル 3-17 • ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このハイパーリ ン ク コ ン ト ロールの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべて

のコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルがコ ン ト ロー

ルのラベルに使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。 キャ

ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバー

の [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了

] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場合、

この値は無視されます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Code Page コ ン ト ロールでイ ンス ト ーラーのパッ ケージで定義されたコー ド ページからのフ ォ ン ト

を使用する場合は、 [ データベース ] を選択し ます。 コ ン ト ロールで ターゲッ ト  システ

ムのデフ ォル ト  コー ド ページのフ ォ ン ト を使用するには、 [ ユーザーのシステム ] を選

択し ます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ ンテキ

ス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである場

合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールがア

ク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト

ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど う かを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可能であ

る ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False 

は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Format as Bytes イ ンス ト ールが " テキス ト " 設定に入力された値をバイ ト で表示する場合は、 True を選

択し ます。 True を選択し た場合、 " テキス ト " 設定には、 数値のみを単位を付けずに指

定する必要があり ます。 そ う する と、 実行時に実行時に数値が 512 で除算され、 サイズ

に応じ て KB、 MB、 GB の正しい数字で表示されます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ま

す ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

No Prefix " テキス ト " 設定にアンパサン ドが含まれている場合に、 アンパサン ド文字 (&) と し て

表示するには、 True を選択し ます。

" テキス ト " 設定でアンパサン ド文字を使って、 後続の文字を下線付きにし て表示し た

い場合 ( た と えば、 「ク リ ッ ク (&C)」 は 「ク リ ッ ク (C)」 と表示されます ) には False を選

択し ます。

No Text Wrap このコ ン ト ロールでテキス ト の折り返し を許可するかど うかを示し ます。 True を選択し

た場合にテキス ト がテキス ト 領域の幅を越える と、 文字列の末端が切り詰められて省略

記号ボタ ン (...) に置き換わり ます。 False に設定する と テキス ト が折り返され、 テキス ト

領域の高さが十分ではない場合にはテキス ト 領域が拡張されます。

Property エン ド ユーザーがこのハイパーリ ン ク を ク リ ッ ク し た と きに設定されるプロパテ ィ の名

前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配列されます。

True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

テーブル 3-17 • ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ ラ イ語およ

び右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン ト

ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト ロールを

除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強調される

ダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ

クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど う かを示し ます。 True の場合コ ン ト ロー

ルは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

Text この設定は、 コ ン ト ロールで使用するテキス ト を含みます。 この設定でハイパーリ ン ク

に HTML マークア ッ プを使用し ます。 この設定のサンプル エン ト リは、 以下のとお り で

す :

ABC 社の最新情報を見るには、<a href="http://www.abccompany.com">ABC Company Web 

site</a> を参照し て く ださい。

た と えば、 ABC 社の Web サイ ト  テキス ト は、 http://www.abccompany.com Web サイ ト を

ポイ ン ト するハイパーリ ン ク と し て表示されます。

ハイパーリ ン クに唯一サポー ト されているプロ ト コールは HTML です。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な場合

) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ の

フ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いたと きに表示されるテ

キス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定し ま

す。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-17 • ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
アイ コ ン コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

アイ コ ン コ ン ト ロールは、 アイ コ ンの画像を表示し ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのアイ コ ン コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が表示

されます。

Transparent このコ ン ト ロールを透過し て背景を表示するには、 True を選択し ます。

色付きのビ ッ ト マ ッ プ上にコ ン ト ロールを配置する場合、 コ ン ト ロールを透明にする こ

とは避けたほうがよい場合があ り ます。 エン ド ユーザーがデ ィ スプレ イの配色を変更し

た場合、 テキス ト が見えな く なる場合があ り ます。 た と えば、 エン ド ユーザーがアクセ

シビ リ テ ィ の理由でハイ コ ン ト ラス ト  パラ メ ーターを設定し た場合、 このコ ン ト ロール

のテキス ト が見えな く なる場合があ り ます。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアログの [

動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます 

( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-18 • アイ コ ン コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このアイ コ ンの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべ

てのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

テーブル 3-17 • ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、

True を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作

は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ

ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [

完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が

選択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows 

Installer では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから

起動する こ とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト

ロールについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ

ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが 

Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアクテ ィ ブにな り ます。

[ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト

ロールです。

File Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールに使用するアイ コ ン フ ァ イルのパス と名前を入

力するか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 その

フ ァ イルを参照し ます。 ビルド時にそのフ ァ イルがリ リースに追

加されます。 フ ァ イルはイ ンス ト ールでバイナ リ リ ソース と し て

格納されな く てはな り ません。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を

指定し ます。

Icon Size 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

アイ コ ン フ ァ イルが複数のリ ソースを持つこ と を想定し て、 コ ン

ト ロールに使用する イ メ ージのサイズを指定し ます。 [ 最初のイ

メ ージを使用 ] オプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イル内の最初のイ

メ ージが表示され、 Stretch to Fit 設定での指定に関わらず、 コ ン

ト ロールの大き さに合う よ う引き伸ばされます。

テーブル 3-18 • アイ コ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ン

ス ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 

に定義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス

タ イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Stretch to Fit 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの領域に収まるよ う アイ コ ンのサイズを変更するに

は、 True を選択し ます。

アイ コ ンがコ ン ト ロールのサイズよ り も小さい場合に中央に配置

するか、 コ ン ト ロールのサイズよ り も大きい場合にそれを コ ン ト

ロールのサイズに ト リ ミ ングする場合は、 False を選択し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を

選択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを

使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト

などのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユー

ザーが [ タ ブ ] キーを押し たと きに強調されるダイアログ上の各

コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロー

ルは強調されません。

テーブル 3-18 • アイ コ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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行コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

行コ ン ト ロールは長さ と太さが調節可能な行を作成し ます。 行を使ってダイアログの領域を区分し た り、 グラ

フ ィ カルな要素を追加し ます。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し

て く ださい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな

り ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ っ

て、 コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指

定し ます。

テーブル 3-18 • アイ コ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログの行コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が表示されま

す。

テーブル 3-19 • 行コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

この行の名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべてのコ

ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、

True を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作

は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ン

を ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完

了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows 

Installer では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起

動する こ とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト

ロールについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ

ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが 

Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。

[ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト

ロールです。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を

指定し ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ン

ス ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 

に定義されています )。
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Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を

選択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを

使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト

などのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユー

ザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ

ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く だ さい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

テーブル 3-19 • 行コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
リ ス ト  ボッ クス コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーが定義済みオプシ ョ ン リ ス ト から単一のオプシ ョ ンを選択で

きる、 標準のリ ス ト  ボ ッ クスです。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設

定が表示されます。

プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこの種類のコ ン ト ロー

ルを作成し たと き、 InstallShield によ って、 このリ ス ト  ボ ッ クスに表示されるすべての項目を判別するための 

Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示されます。 InstallShield は、 この名前を コ ン ト

ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこの

プロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く だ さい。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指

定し ます。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このリ ス ト  ボ ッ クスの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト の

すべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

テーブル 3-19 • 行コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Code Page 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールでイ ンス ト ーラーのパッ ケージで定義されたコー ド 

ページからのフ ォ ン ト を使用する場合は、 [ データベース ] を選択し

ます。 コ ン ト ロールで ターゲッ ト  システムのデフ ォル ト  コー ド 

ページのフ ォ ン ト を使用するには、 [ ユーザーのシステム ] を選択し

ます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と

同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロール

については、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰

色表示される ) こ と を意味し ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Indirect 

Property

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照され

る場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照

し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択

する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り

ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値

は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Items 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールにリ ス ト するオプシ ョ ンを指定するには、 この設

定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイア

ログ ボ ッ クスを開きます。

新しいアイテムを リ ス ト に追加するには、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイ

アログ ボ ッ クスにある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 各アイテ

ムについて、 リ ス ト  ボ ッ クスに表示されているテキス ト および値 (

このアイテムが選択された と きにプロパテ ィ に割り当てられる値 ) 

を入力する必要があり ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True 

を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択

されている場合のみ選択できます。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールからオプシ ョ ンを選択し た と き

に設定されるプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこ

のコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文

字のみを使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加

し てから、 それをデフ ォル ト 選択のテキス ト に割り当てます。

Property Is 

Integer

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールのプロパテ ィ  (Property 設定で指定し ます ) に整数

値が含まれる場合は、 True を選択し ます。 プロパテ ィ の値が文字列

の場合、 False を選択し ます。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列

されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を

選択し ます。

Sorted 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True を選択する と、 リ ス ト  ボ ッ クスの項目はアルフ ァベ ッ ト 順に並

べ替えられます。 False の値を選択する と、 各項目に対し て [List 

Items] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た順序が保持されます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う

には、 False を選択し ます。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが 

[ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロー

ルの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号

は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

Text 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 スク リーン リーダーで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままに

し てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールは、 オプシ ョ ンの単一の列を表示し ます。 各オプシ ョ ンの横にアイ コ ンが表示されま

す。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのリ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定

が表示されます。

プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこの種類のコ ン ト ロー

ルを作成し たと き、 InstallShield によ って、 このリ ス ト  ビ ューに表示されるすべての項目を判別するための 

Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示されます。 InstallShield は、 この名前を コ ン ト

ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいてこの

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-20 • リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
プロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-21 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このリ ス ト  ビ ューの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のす

べてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と

同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロール

については、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰

色表示される ) こ と を意味し ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

Icon Size 基本の MSI、 マージ 

モジュール

アイ コ ン フ ァ イルが複数のリ ソースを持つこ と を想定し て、 コ ン ト

ロールに使用するイ メ ージのサイズを指定し ます。 [ 最初のイ メ ー

ジを使用 ] オプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イル内の最初のイ メ ージ

が表示され、 Stretch to Fit 設定での指定に関わらず、 コ ン ト ロール

の大き さに合う よ う引き伸ばされます。

Indirect Property 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照され

る場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照

し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択

する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り

ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値

は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Items 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールにリ ス ト するオプシ ョ ンを指定するには、 この設

定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイア

ログ ボ ッ クスを開きます。

新しいアイテムを リ ス ト に追加するには、 [ リ ス ト  アイテム ] ダイ

アログ ボ ッ クスにある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 各アイテ

ムについて、 リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールに表示されているテキス

ト および値 ( このアイテムが選択された と きにプロパテ ィ に割り当

てられる値 ) を入力する必要があり ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True 

を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択

されている場合のみ選択できます。

テーブル 3-21 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールから値を選択し た と きに設定さ

れるプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト

ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] 

ビ ューに入力する必要はあり ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文

字のみを使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加

し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り当てます。

Property Is 

Integer

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールのプロパテ ィ  (Property 設定で指定し ます ) に整数

値が含まれる場合は、 True を選択し ます。 プロパテ ィ の値が文字列

の場合、 False を選択し ます。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列

されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を

選択し ます。

Sorted 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True を選択する と、 コ ンボボ ッ クスの項目はアルフ ァベ ッ ト 順に並

べ替えられます。 False の値を選択する と、 各項目に対し て [List 

Items] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た順序が保持されます。

テーブル 3-21 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Stretch to Fit 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの領域に収まるよ う イ メ ージのサイズを変更するには、

True を選択し ます。

イ メ ージがコ ン ト ロールのサイズよ り も小さい場合に中央に配置す

るか、 コ ン ト ロールのサイズよ り も大きい場合にそれを コ ン ト ロー

ルのサイズに ト リ ミ ングする場合は、 False を選択し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う

には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが 

[ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロー

ルの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号

は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

Text 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 コ ン ト ロールで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままに

し てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

テーブル 3-21 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
マスク編集コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

マスク編集コ ン ト ロールは、 基本的にエン ド ユーザーが指定されたフ ォーマ ッ ト で情報を入力できる編集フ ィ ー

ルド コ ン ト ロールです。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-21 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのマスク された編集コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設

定が表示されます。

テーブル 3-22 • マスク された編集コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このマスク された編集フ ィ ールド の名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべて

のコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルがコ ン ト ロー

ルのラベルに使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。 キャ

ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバー

の [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了

] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場合、

この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ ンテキ

ス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである場

合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールがア

ク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト

ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど う かを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可能であ

る ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False 

は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ま

す ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Indirect Property このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される場合は True を、

そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し たプロパテ ィ を実

行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を

使用し、 その値が INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択

する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り ます。 Indirect 

Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字列  INSTALLDIR を含みま

す。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Mask マスクの形式を入力し ます。 詳細については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの

「MaskedEdit Control」 を参照し て く だ さい。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Max. Length エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールに入力できる最大文字数を指定し ます。

Property エン ド ユーザーがマスク された編集コ ン ト ロールに入力する値で設定されるプロパテ ィ

の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [

プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字のみを使用し てプ

ロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパ

ブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り当てます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ ラ イ語およ

び右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン ト

ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト ロールを

除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強調される

ダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ

クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど う かを示し ます。 True の場合コ ン ト ロー

ルは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な場合

) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ の

フ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いたと きに表示されるテ

キス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定し ま

す。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアログの [

動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます 

( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-22 • マスク された編集コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
パス編集コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

パス編集コ ン ト ロールは、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールやデ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールと一緒に使用

し て、 参照ダイアログを作成し ます。 パス編集には、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボおよびデ ィ レ ク ト リ リ ス ト でエン ド 

ユーザーによる選択によ って構成された完全なパスが表示されます。 これは、 エン ド ユーザーによる編集に沿っ

たものである場合も、 そ う でない場合もあ り ます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのパス編集コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が表示

されます。

テーブル 3-23 • パス編集コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このパス編集フ ィ ールドの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のす

べてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イル

がコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択

し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す

操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ で

す。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン

ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されて

いる場合、 この値は無視されます。

Context Help このプロパテ ィ は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはで

きません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロー

ルである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、

このコ ン ト ロールがアクテ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボ

タ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが

使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ

と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意

味し ます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高

さ を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。
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Indirect Property このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される場合

は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し たプ

ロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスで 

_BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が INSTALLDIR であった と し

ます。 Indirect Property 設定に True を選択する と、 _BROWSE の値は 

INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り ます。 Indirect Property 設定に 

False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されてい

ます )。

Property エン ド ユーザーがこのパス編集に入力する場合や、 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト か

ら選択する場合に設定されるプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパ

テ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字のみ

を使用し てプロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューを使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し てから、 それをデ

フ ォル ト 選択の値に割り当てます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配

列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ

ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ま

す。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を

選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ

ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キー

を押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し

ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場

合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されませ

ん。

テーブル 3-23 • パス編集コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1041



第 3 章 イ ンス ト ールの作成
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[ 進行状況バー ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

進行状況バーは、 コ ン ト ロール イベン ト に応じ て満たされる動的なグラ フ ィ ッ ク バーです。

Text この設定は、 コ ン ト ロールのラベルに使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使

用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、

DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表

示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単

位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダ

イアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可

視にする こ と もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅

を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-23 • パス編集コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
1042 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログの進行状況バーコ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が

表示されます。

テーブル 3-24 • 進行状況バー コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

この進行状況バーの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のす

べてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Appearance 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• 継続 — 進行状況バーは、 継続するバーで構成されます。

• セグ メ ン ト 化 — 進行状況バーは、 一連の長方形で構成されます。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 コ ン ト ロールに

このフ ォ ン ト  ス タ イルが使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同

じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールに

ついては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。
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Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イ

ル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う

には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが 

[ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロー

ルの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号

は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは

強調されません。

テーブル 3-24 • 進行状況バー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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Text 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 コ ン ト ロールで表示されるテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし

てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます。

テーブル 3-24 • 進行状況バー コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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[ プ ッ シュ ボタ ン ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し た と きにコ マン ドが実行されるボタ ンです。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのプ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設

定が表示されます。

テーブル 3-25 • プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このプ ッ シュ ボタ ンの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト の

すべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同

じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールに

ついては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Control Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールをテキス ト  ラベル、 アイ コ ン、 またはビ ッ ト マ ッ

プのいずれを使用し てマークするかを指定し ます。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰

色表示される ) こ と を意味し ます。

File Name 基本の MSI、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールに使用する イ メ ージ フ ァ イルのパス と名前を入力

するか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 そのフ ァ イ

ルを参照し ます。 ビルド時にそのフ ァ イルがリ リースに追加されま

す。 フ ァ イルはイ ンス ト ールでバイナ リ リ ソース と し て格納されな

く てはな り ません。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます。

Icon Size 基本の MSI、 マージ 

モジュール

アイ コ ン フ ァ イルが複数のリ ソースを持つこ と を想定し て、 コ ン ト

ロールに使用する イ メ ージのサイズを指定し ます。 [ 最初のイ メ ージ

を使用 ] オプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イル内の最初のイ メ ージが

表示され、 Stretch to Fit 設定での指定に関わらず、 コ ン ト ロールの

大き さに合う よ う引き伸ばされます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

テーブル 3-25 • プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イ

ル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を

選択し ます。

UAC シールド 

アイ コ ンの表

示

基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーが Windows Vista 以降のシステムでイ ンス ト ールを

実行し ている と き、 コ ン ト ロールに [ ユーザー アカウン ト 制御 

(UAC)] シールド アイ コ ンを含める場合は、 True を選択し ます。 シー

ルド アイ コ ンによ って、 昇格された権限が必要かも しれないこ とが

エン ド ユーザーに通知されます。

UAC シールド アイ コ ンを コ ン ト ロールに含めない場合は、 False を

選択し ます。

Stretch to Fit 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの領域に収まるよ う イ メ ージのサイズを変更するには、

True を選択し ます。

イ メ ージがコ ン ト ロールのサイズよ り も小さい場合に中央に配置す

るか、 コ ン ト ロールのサイズよ り も大きい場合にそれを コ ン ト ロー

ルのサイズに ト リ ミ ングする場合は、 False を選択し ます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ ビ ッ ト マ ッ プ ] また

は [ アイ コ ン ] が選択されている場合に有効です。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う

には、 False を選択し ます。

テーブル 3-25 • プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが 

[ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロー

ルの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号

は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは

強調されません。

Text 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

この設定は、 コ ン ト ロールで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし

てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 3-25 • プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ラジオ ボタ ン ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーがその中から 1 つだけを選択できる、 2 つまたはそれ以上のオプ

シ ョ ンの 1 つです。 ラジオ ボタ ンは、 ラジオ ボタ ン グループに挿入し な く てはな り ません。 これは、 ラジオ ボ

タ ン グループ コ ン ト ロールの一部と し て機能し ます。

ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールと そのラジオ ボタ ンは、 単一のコ ン ト ロールと し て動作し ます。 ラジオ ボタ ン グ

ループ内にある個別のボタ ンを表示または非表示にする こ とは不可能です。 1 つのグループ内のボタ ンのス タ イル

はすべて同じ です。 た と えば、 すべてのボタ ンにテキス ト を使うか、 すべてのボタ ンにビ ッ ト マ ッ プを使います。

ラジオ ボタ ン グループを削除する と、 グループのすべてのラジオ ボタ ン も削除されるので注意し て く だ さい。

また、 ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの名前を変更し た と き、 そののラジオ ボタ ンはすべて削除されます。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます。

テーブル 3-25 • プ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのラジオ ボタ ン コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定

が表示されます。

テーブル 3-26 • ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Base Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重

複し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID 

と同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロー

ルについては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

グループの中の最初のラジオ ボタ ンのコ ン ト ロール ID は、 ラジオ 

ボタ ン グループのコ ン ト ロール ID です。 2 番目以降のラジオ ボタ

ンのコ ン ト ロールは、 ラジオ ボタ ン グループの識別子を 1 ずつ加

算し たものにな り ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に

定義されています )。

Order 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ラジオ ボタ ンを ラジオ ボタ ン グループで表示する順番を示す番号

を指定し ます。 この設定は一意の正の整数が設定されなければな り

ませんが、 このグループ内の他のラジオ ボタ ンの Order 設定は連続

的である必要はあり ません。
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Text 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

この設定は、 ラジオ ボタ ンのラベルに使用するテキス ト を含みま

す。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままに

し てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義

されています )。

Value 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

ユーザーがラジオ ボタ ンを選択し た と きに、 それと関連付ける値を

入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本んお MSI プロジ ェ ク ト の場合 : デフ ォル ト でボ

タ ンの 1 つを選択にするには、 ラジオ ボタ ン グループの Windows 

Installer プロパテ ィ を [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー に入力し

ます。 スコープ内でプロパテ ィ をパブ リ ッ クにする場合は、 すべて

大文字で入力する必要があり ます。 その後、 デフ ォル ト で表示する

ボタ ンの値を指定し ます。 たと えば、 ラジオ ボタ ンのひとつが 104 

とい う値を持ち、 ラジオ ボタ ン グループがプロパテ ィ  

GRP_PROPERTY1 を使う場合、 次の情報をプロパテ ィ  マネージャー

で入力し て、 このラジオ ボタ ンをデフ ォル ト 選択にし ます。

• Name: GRP_PROPERTY1

• 値 : 104

テーブル 3-26 • ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ラジオ ボタ ン グループ ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

基本の MSI と マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 ラジオ ボタ ン グループ内にある個別のボタ ンを表示また

は非表示にする こ とは不可能です。 1 つのグループ内のボタ ンのス タ イルはすべて同じ です。 た と えば、 すべての

ボタ ンにテキス ト を使うか、 すべてのボタ ンにビ ッ ト マ ッ プを使います。

ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールは、 ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールを収容する コ ンテナです。 ラジオ ボタ ン 

コ ン ト ロールと そのラジオ ボタ ンは、 単一のコ ン ト ロールと し て動作し ます。 ラジオ ボタ ン グループを削除す

る と、 グループのすべてのラジオ ボタ ン も削除されるので注意し て く ださい。 また、 ラジオ ボタ ン グループ コ

ン ト ロールの名前を変更し た と き、 そののラジオ ボタ ンはすべて削除されます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以

下の設定が表示されます。

プロジ ェ ク ト • ( 基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) ダイアログ上に初めてこの種類のコ ン ト ロー

ルを作成し たと き、 InstallShield によ って、 このラジオ ボタ ン グループに表示されるすべてのボタ ンを判別するた

めの Windows Installer プロパテ ィ の名前を付けるよ う プロンプ ト が表示されます。 InstallShield は、 この名前を コ

ン ト ロールの Property 設定の値と し て使用し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択に基づいて

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク

ト 、 マージ モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-26 • ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
このプロパテ ィ の値を設定し ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-27 • ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このラジオ ボタ ンの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のす

べてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス

タ イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

この設定は、 ラベルにイ メ ージを含むラジオ ボタ ン グループには

影響し ません。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True 

を選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、

ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク

リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボ

タ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選

択されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ

とはできません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と

同じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロール

については、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

グループの中の最初のラジオ ボタ ンのコ ン ト ロール ID は、 ラジオ 

ボタ ン グループのコ ン ト ロール ID です。 2 番目以降のラジオ ボタ

ンのコ ン ト ロールは、 ラジオ ボタ ン グループの識別子を 1 ずつ加

算し たものにな り ます。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン

ト ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールで

す。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト

ロールが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ

ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰

色表示される ) こ と を意味し ます。

Has Border 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ラジオ ボタ ン グループの境界を表示するには、 True を選択し ます。

境界を省略するには、 False を選択し ます。

Sunken 設定を使って、 境界の種類をよ り詳細に変更できます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指

定し ます。

Indirect 

Property

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照され

る場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照

し たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が 

INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択

する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り

ます。 Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値

は、 文字列  INSTALLDIR を含みます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

テーブル 3-27 • ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Property 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがこのグループ内のラジオ ボタ ンの 1 つを選択す

る と設定されるプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプロパテ ィ は

このコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

この設定を使ってデフ ォル ト 選択を ラジオ ボタ ン グループに設定

する方法については、 ラジオ ボタ ンの Value 設定を参照し て く だ さ

い。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に

寄せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列

されます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ま

す。 ヘブラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を

選択し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選

択し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う

には、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト な

どのコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが 

[ タ ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロー

ルの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号

は 0 です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。

True の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロール

は強調されません。

テーブル 3-27 • ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Text 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

この設定は、 ラジオ ボタ ン グループのラベルに使用するテキス ト

を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

この設定は、 ラベルにイ メ ージを含むラジオ ボタ ン グループには

影響し ません。

Text Style 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび

色 ( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままに

し てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 ラベルにイ メ ージを含むラジオ ボタ ン グループには

影響し ません。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ モ

ジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた

と きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り

ます。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、

コ ン ト ロールを可視にする こ と もできます。

テーブル 3-27 • ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ スク ロール可能テキス ト ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

スク ロール可能テキス ト は、 ダイアログに収ま り き らないテキス ト の長い文字列を表示し ます。 このコ ン ト ロー

ルに含まれているスク ロールバーを使って、 エン ド ユーザーがテキス ト をスク ロールできます。

LicenseAgreement ダイアログは、 スク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールを一般的に含むダイアログの例です。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのスク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以

下の設定が表示されます。

メ モ • 多 く のコ ン ト ロールのテキス ト 値とは異な り、 Windows Installer ではスク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロール

内のプロパテ ィ 名またはその他の値を解決し ません。 そのため、 フ ァ イルのテキス ト は書かれた とお り に表示さ

れます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モ

ジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プ

ロジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定

し ます。

テーブル 3-28 • スク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このスク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールの名前を入力し ます。 名前は、

プロジ ェ ク ト のすべてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択

し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す

操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ で

す。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン

ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されて

いる場合、 この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、

現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできませ

ん。

テーブル 3-27 • ラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロー

ルである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、

このコ ン ト ロールがアクテ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボ

タ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが

使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ

と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意

味し ます。

File Name このコ ン ト ロールに使用する .rtf フ ァ イルのパス と名前を入力するか、 この

設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 そのフ ァ イルを参照し ます。 ビ

ルド時にそのフ ァ イルがリ リースに追加されます。 フ ァ イルはイ ンス ト ー

ルでバイナ リ リ ソース と し て格納されな く てはな り ません。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高

さ を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されてい

ます )。

Left Scrollbar コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を選択

し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択されている場

合のみ選択できます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配

列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ

ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ま

す。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を

選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ

ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キー

を押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し

ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場

合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されませ

ん。

テーブル 3-28 • スク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ 選択ツ リー ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

選択ツ リーは、 CustomSetup ダイアログで見られるよ う な、 ユーザーが機能の選択状態を変更できる特殊なコ ン

ト ロールです。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのツ リー コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が表示さ

れます。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表

示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単

位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダ

イアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可

視にする こ と もできます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅

を指定し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-29 • Selection Tree Control の設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

この選択ツ リーの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべて

のコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

テーブル 3-28 • スク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ

イルがコ ン ト ロールのラベルに使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を

選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC 

キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク

する操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、

通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer で

は、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とは

できません。

Control 

Identifier

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複し

ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同じ

です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールについ

ては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト

ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キー

を押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ン

または [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト ロー

ルが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト

できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示さ

れる ) こ と を意味し ます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます。

テーブル 3-29 • Selection Tree Control の設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Indirect 

Property

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される

場合は True を、 そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し

たプロパテ ィ を実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スで _BROWSE とい う プロパテ ィ を使用し、 その値が INSTALLDIR で

あった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選択する と、

_BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り ます。

Indirect Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字

列  INSTALLDIR を含みます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義

されています )。

Left Scrollbar 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を

選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択され

ている場合のみ選択できます。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イ

ル ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

Property 基本の MSI、 マージ 

モジュール

選択ツ リーでのプロパテ ィ の名前を入力し ます。 エン ド ユーザーが参

照ダイアログでプロパテ ィ を設定する こ とができます。 ( このダイア

ログでは、 パス編集、 デ ィ レ ク ト リ コ ンボ、 およびデ ィ レ ク ト リ リ

ス ト 、 コ ン ト ロールを使用し ています。 )

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄

せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列され

ます。

テーブル 3-29 • Selection Tree Control の設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。

ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し

ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択

し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う に

は、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト など

のコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ

ブ ] キーを押し たと きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの

順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 で

す。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True 

の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調さ

れません。

Text 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は、 スク リーン リーダーで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 

( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお

く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

テーブル 3-29 • Selection Tree Control の設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ テキス ト 領域 ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テキス ト 領域コ ン ト ロールは、 テキス ト を表示し ます。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いたと

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義され

ています )。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます ( シ

ステム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す。

テーブル 3-29 • Selection Tree Control の設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのテキス ト 領域コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下の設定が

表示されます。

テーブル 3-30 • テキス ト  エ リ ア コ ン ト ロールの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このテキス ト  エ リ アの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のす

べてのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

" テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 テキス ト にこの

フ ォ ン ト  ス タ イルが使用されます。

Cancel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を

選択し ます。 キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC 

キーを押す操作、 またはタ イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク

する操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、

通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択

されている場合、 この値は無視されます。

Code Page 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールでイ ンス ト ーラーのパッ ケージで定義されたコー ド ペー

ジからのフ ォ ン ト を使用する場合は、 [ データベース ] を選択し ます。

コ ン ト ロールで ターゲッ ト  システムのデフ ォル ト  コー ド ページの

フ ォ ン ト を使用するには、 [ ユーザーのシステム ] を選択し ます。

Context Help 基本の MSI、 マージ 

モジュール

この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer 

では、 現在コ ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ と

はできません。

Control Identifier InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定には、 コ ン ト ロールの ID と し て、 ダイアログ内で他と重複

し ない数値を入力し ます。 この ID は、 Visual C++ のリ ソース ID と同

じ です。 ダイアログにデフ ォル ト で用意されている コ ン ト ロールにつ

いては、 コ ン ト ロール ID を変更し ないで く だ さい。

Default 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト

ロールである場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter 

キーを押すと、 このコ ン ト ロールがアク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] 

ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン ト ロールです。
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Enabled 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト ロー

ルが使用可能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト

できる ) こ と を意味し ます。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示さ

れる ) こ と を意味し ます。

Format as Bytes 基本の MSI、 マージ 

モジュール

イ ンス ト ールが " テキス ト " 設定に入力された値をバイ ト で表示する

場合は、 True を選択し ます。 True を選択し た場合、 " テキス ト " 設定

には、 数値のみを単位を付けずに指定する必要があ り ます。 そ う する

と、 実行時に実行時に数値が 512 で除算され、 サイズに応じ て KB、

MB、 GB の正しい数字で表示されます。

Height 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し

ます。

Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス

ト ーラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定

義されています )。

Other Window 

Styles

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

省略記号 (...) を ク リ ッ クする と、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] ダ

イアログ ボ ッ クスが表示されます。

No Prefix 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

" テキス ト " 設定にアンパサン ドが含まれている場合に、 アンパサン

ド文字 (&) と し て表示するには、 True を選択し ます。

" テキス ト " 設定でアンパサン ド文字を使って、 後続の文字を下線付

きにし て表示し たい場合 ( た と えば、 「ク リ ッ ク (&C)」 は 「ク リ ッ ク

(C)」 と表示されます ) には False を選択し ます。

No Text Wrap 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールでテキス ト の折り返し を許可するかど うかを示し ま

す。 True を選択し た場合にテキス ト がテキス ト 領域の幅を越える と、

文字列の末端が切り詰められて省略記号ボタ ン (...) に置き換わり ます。

False に設定する と テキス ト が折り返され、 テキス ト 領域の高さが十

分ではない場合にはテキス ト 領域が拡張されます。

テーブル 3-30 • テキス ト  エ リ ア コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
プロパテ ィ 基本の MSI、 マージ 

モジュール

テキス ト の初期値を提供するプロパテ ィ の名前を入力し ます。 このプ

ロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  

マネージャー ] ビ ューに入力する必要はあり ません。

Right-Aligned 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄

せて配列されます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列され

ます。

Right-to-Left 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。

ヘブ ラ イ語および右から左に書かれるすべての言語には True を選択

し ます。

Sunken 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択

し ます。 コ ン ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う に

は、 False を選択し ます。

Tab Index 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト など

のコ ン ト ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ

ブ ] キーを押し た と きに強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの

順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 

です。

Tab Stop 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True 

の場合コ ン ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調

されません。

Text 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

この設定は、 コ ン ト ロールで内部に表示されるテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-30 • テキス ト  エ リ ア コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Text Style 基本の MSI、 マージ 

モジュール

コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、サイズおよび色 

( 使用可能な場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし て

お く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択さ

れている場合に有効です。

ツールヒ ン ト 基本の MSI、 マージ 

モジュール

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と

きに表示されるテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

Top 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ー

ラー単位で指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義さ

れています )。

Transparent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ン ト ロールを透過し て背景を表示するには、 True を選択し ま

す。

色付きのビ ッ ト マ ッ プ上にコ ン ト ロールを配置する場合、 コ ン ト ロー

ルを透明にする こ とは避けたほうがよい場合があ り ます。 エン ド ユー

ザーがデ ィ スプレ イの配色を変更し た場合、 テキス ト が見えな く なる

場合があ り ます。 たと えば、 エン ド ユーザーがアクセシビ リ テ ィ の理

由でハイ コ ン ト ラス ト  パラ メ ーターを設定し た場合、 このコ ン ト ロー

ルのテキス ト が見えな く なる場合があ り ます。

Visible 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ま

す。 ダイアログの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン

ト ロールを可視にする こ と もできます。

Width 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

基本の MSI および マージ プロジ ェ ク ト の場合 : Windows Installer ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます (

システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合 : ダイアログ ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ま

す。

テーブル 3-30 • テキス ト  エ リ ア コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ボリ ューム コ ス ト  リ ス ト ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

ボ リ ューム コス ト  リ ス ト コ ン ト ロールには、 各ボリ ュームまたはド ラ イブに関連付けられたデ ィ スク容量の要件

が表示されます。

リ ス ト には、 5 つの列があ り ます。 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューでアクセス可能な UIText テーブルの各列の

ヘ ッ ダーは構成可能です。 UIText テーブルは、 文字列エン ト リの値を識別し、 適切な場合に翻訳された文字列が

実行時に表示されるよ う にし ます。 各列における UIText テーブルのキーと英語のデフ ォル ト 値を以下に示し ます :

• VolumeCostVolume—Volume

• VolumeCostSize—Disk Size

• VolumeCostAvailable—Available

• VolumeCostRequired—Required

• VolumeCostDifference—Differences

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのボリ ューム リ ス ト  コス ト  コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに

以下の設定が表示されます。

テーブル 3-31 • Volume Cost List コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このボ リ ューム コス ト  リ ス ト の名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべ

てのコ ン ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Available Col Width Available 列におけるデフ ォル ト の幅を イ ンス ト ーラー単位で指定し ます ( システム 

フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。 この列をゼロに設定するか空白のま

まにする と、 列は非表示と な り ます。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルをボ

リ ューム コス ト  リ ス ト のコ ンテンツに使用し ます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。

キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ

イ ト ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ

ンまたは [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場

合、 この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ

ンテキス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。
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Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである

場合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト

ロールがアクテ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデ

フ ォル ト のコ ン ト ロールです。

Differences Col Width Differences 列におけるデフ ォル ト の幅を イ ンス ト ーラー単位で指定し ます ( システ

ム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。 この列をゼロに設定するか空白

のままにする と、 列は非表示と な り ます。

Disk Size Col Width Differences 列におけるデフ ォル ト の幅を イ ンス ト ーラー単位で指定し ます ( システ

ム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。 この列をゼロに設定するか空白

のままにする と、 列は非表示と な り ます。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど うかを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可

能である ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ま

す。 False は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定

し ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で

指定し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left Scrollbar コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択されている場合のみ選択でき

ます。

Required Col Width Required 列におけるデフ ォル ト の幅を イ ンス ト ーラー単位で指定し ます ( システム 

フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。 この列をゼロに設定するか空白のま

まにする と、 列は非表示と な り ます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配列され

ます。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブラ イ語

および右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Show CD-ROM コ ン ト ロールに CD-ROM のボ リ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Fixed コ ン ト ロールにハー ド ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show Floppy コ ン ト ロールにフ ロ ッ ピー ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show RAMDisk コ ン ト ロールに RAM のボ リ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Remote コ ン ト ロールにマ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブを含めるには、 True を選択し

ます。

テーブル 3-31 • Volume Cost List コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Show Removable コ ン ト ロールに リムーバブル ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン

ト ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト

ロールを除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し たと き

に強調されるダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も

低いタ ブ イ ンデッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど うかを示し ます。 True の場合コ ン

ト ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

Text この設定は、 コ ン ト ロールのラベルに使用するテキス ト を含みます。 ラベルは表示

されませんが、 スク リーン リーダによ って使用されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

ださい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な

場合 ) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロ

パテ ィ のフ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択されている場合

に有効です。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表示され

るテキス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

ださい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアロ

グの [ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と

もできます。

Volume Col Width Volume 列におけるデフ ォル ト の幅を イ ンス ト ーラー単位で指定し ます ( システム 

フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。 この列をゼロに設定するか空白のま

まにする と、 列は非表示と な り ます。

テーブル 3-31 • Volume Cost List コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
[ ボリ ューム選択コ ンボ ] コ ン ト ロール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

ボ リ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールによ って、 エン ド ユーザーがボ リ ューム、 またはド ラ イブをアルフ ァベ ッ ト

順のリ ス ト から選択できます。

[ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログのボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールを選択する と、 右側のペイ ンに以下

の設定が表示されます。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し

ます ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-32 • ボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールの設定

設定 説明

Name このボリ ューム選択コ ンボの名前を入力し ます。 名前は、 プロジ ェ ク ト のすべてのコ ン

ト ロールに対し て一意でなければな り ません。

Base Text Style " テキス ト  ス タ イル " 設定に何も指定し ない場合、 このフ ォ ン ト  ス タ イルがコ ン ト

ロールのテキス ト に使用されます。

Cancel これがダイアログを終了する唯一のコ ン ト ロールである場合、 True を選択し ます。

キャ ンセル コ ン ト ロールを ク リ ッ クする操作は、 ESC キーを押す操作、 またはタ イ ト

ルバーの [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ クする操作と同じ です。 [ キャ ンセル ] ボタ ンまた

は [ 完了 ] ボタ ンが、 通常のキャ ンセル コ ン ト ロールです。

このコ ン ト ロールを含むダイアログの ErrorDialog 設定に True が選択されている場合、

この値は無視されます。

Context Help この設定は将来利用するために予約されています。 Windows Installer では、 現在コ ンテ

キス ト  ヘルプ項目を イ ンス ト ールから起動する こ とはできません。

Default これがダイアログ内でデフ ォル ト のコ ン ト ロールにする唯一のコ ン ト ロールである場

合、 True を選択し ます。 エン ド ユーザーが Enter キーを押すと、 このコ ン ト ロールが

アク テ ィ ブにな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンまたは [OK] ボタ ンが、 通常のデフ ォル ト のコ ン

ト ロールです。

Enabled コ ン ト ロールが有効であるかど う かを示し ます。 True は、 コ ン ト ロールが使用可能で

ある ( エン ド ユーザーがコ ン ト ロールと イ ン タ ラ ク ト できる ) こ と を意味し ます。 False 

は、 使用不可能である ( 灰色表示される ) こ と を意味し ます。

テーブル 3-31 • Volume Cost List コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Height Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの高さ を指定し ま

す ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Indirect Property このコ ン ト ロールに関連付けられたプロパテ ィ が間接的に参照される場合は True を、

そ う でない場合は False を選択し ます。

Indirect Property に True が選択された場合、 Windows Installer は参照し たプロパテ ィ を

実行時に解決し ます。 た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスで _BROWSE とい う プロパテ ィ

を使用し、 その値が INSTALLDIR であった と し ます。 Indirect Property 設定に True を選

択する と、 _BROWSE の値は INSTALLDIR プロパテ ィ の現在の値と な り ます。 Indirect 

Property 設定に False を選択する と、 _BROWSE の値は、 文字列  INSTALLDIR を含みま

す。

Left ダイアログの左端から コ ン ト ロールの開始位置までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定

し ます。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Left Scrollbar コ ン ト ロールの左側に縦長のスク ロールバーを表示するには、 True を選択し ます。 こ

のオプシ ョ ンは、 Right-to-Left 設定で True が選択されている場合のみ選択できます。

Property エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールから値を選択し た と きに設定されるプロパテ ィ の

名前を入力し ます。 このコ ン ト ロールはデ ィ レ ク ト リ リ ス ト に表示されるパスの最初

の部分を入力するので、 ボ リ ューム選択コ ンボ、 デ ィ レ ク ト リ リ ス ト 、 およびパス編

集を参照ダイアログで一緒に使用する場合は同じ プロパテ ィ を使用し なければな り ませ

ん。 このプロパテ ィ はこのコ ン ト ロールに固有にする こ とができ、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューに入力する必要はあ り ません。

このコ ン ト ロールのデフ ォル ト 値を設定するには、 その名前に大文字のみを使用し てプ

ロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってパ

ブ リ ッ ク プロパテ ィ を追加し てから、 それをデフ ォル ト 選択の値に割り当てます。

Right-Aligned デフ ォル ト 値は False で、 この場合テキス ト はコ ン ト ロールの左に寄せて配列されま

す。 True に設定する と テキス ト は右に寄せて配列されます。

Right-to-Left 英語および左から右に書かれるすべての言語には False を選択し ます。 ヘブ ラ イ語およ

び右から左に書かれるすべての言語には True を選択し ます。

Show CD-ROM コ ン ト ロールに CD-ROM のボ リ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Fixed コ ン ト ロールにハー ド ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show Floppy コ ン ト ロールにフ ロ ッ ピー ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show RAMDisk コ ン ト ロールに RAM のボリ ュームを含めるには、 True を選択し ます。

Show Remote コ ン ト ロールにマ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

Show Removable コ ン ト ロールにリムーバブル ド ラ イブを含めるには、 True を選択し ます。

テーブル 3-32 • ボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
コ ン ト ロールのコ ピーと貼り付け

ダイアログ エデ ィ ターでは、 標準的な Windows キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト やコ ンテキス ト  ( 右ク リ ッ ク ) メ

ニューを使用し てコ ン ト ロールを コ ピーし、 同じ ダイアログ内で、 またはあるダイアログから別のダイアログに

貼り付ける こ とができます。

Sunken コ ン ト ロールの端を く ぼませて、 3 次元表示にするには、 True を選択し ます。 コ ン ト

ロールにデフ ォル ト のビジュアル ス タ イルを使う には、 False を選択し ます。

Tab Index 整数を割り当てて、 このダイアログにあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト などのコ ン ト ロール

を除いたコ ン ト ロールの中で、 エン ド ユーザーが [ タ ブ ] キーを押し た と きに強調され

るダイアログ上の各コ ン ト ロールの順番を指定し ます。 使用可能な最も低いタ ブ イ ン

デッ クス番号は 0 です。

Tab Stop このコ ン ト ロールがタ ブ順序で強調されるかど う かを示し ます。 True の場合コ ン ト

ロールは強調され、 False の場合、 コ ン ト ロールは強調されません。

Text この設定は、 コ ン ト ロールで使用するテキス ト を含みます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Text Style コ ン ト ロールのラベルで表示する フ ォ ン ト  ス タ イル、 サイズおよび色 ( 使用可能な場合

) を選択し ます。 値を < デフ ォル ト > のままにし てお く と、 DefaultUIFont プロパテ ィ の

フ ォ ン ト が表示されます。

この設定は、 " コ ン ト ロール ス タ イル " 設定に [ テキス ト ] が選択されている場合に有

効です。

ツールヒ ン ト エン ド ユーザーがコ ン ト ロールの上にマウス ポイ ン ターを置いた と きに表示されるテ

キス ト を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

Top ダイアログの上部から コ ン ト ロールの上部までの距離を イ ンス ト ーラー単位で指定し ま

す。 ( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

Visible True の場合コ ン ト ロールは表示され、 False の場合は非表示にな り ます。 ダイアログの 

[ 動作 ] 領域で条件を編集する こ とによ って、 コ ン ト ロールを可視にする こ と もできま

す。

Width Windows Installer ユーザー イ ン ターフ ェ イス ユニ ッ ト でコ ン ト ロールの幅を指定し ます 

( システム フ ォ ン ト の高さの 1/12 に定義されています )。

テーブル 3-32 • ボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールの設定 ( 続き )
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
タ スク あるダイアログから別のダイアログにプ ッ シュ ボタ ンを コ ピーするには以下の手順に従います :

1. コ ピーするボタ ンが含まれるダイアログのレ イアウ ト を開きます。

2. プ ッ シュボタ ンを選択し て CTRL+C を押し ます。

3. ダイアログ エデ ィ ターで 2 番目のダイアログを開き、 CTRL+V を押し てコ ン ト ロールをダイアログに貼り付

けます。

プ ッ シュボタ ンは、 元のボタ ン と同じ相対サイズと位置を使って貼り付けられ、 他のプロパテ ィ も、 元のプロ

ジ ェ ク ト と同一です。 プ ッ シュ ボタ ンのコ ピーには、 コ ン ト ロールの種類に基づいて一意の名前が付けられます。

ただし、 新規コ ン ト ロールの動作の情報は ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト に ) コ ピーされないので 、 編集の必要があ

り ます。

メ モ • ラジオ ボタ ン グループは特殊なケースです。 このグループを コ ピーする と、 そのラジオ ボタ ンのすべてが

自動的にコ ピーされます。 特定のラジオ ボタ ンだけを コ ピーする こ とはできません。

コ ン ト ロールの切り取り と貼り付け

ダイアログ エデ ィ ターでは、 標準的な Windows キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト やコ ンテキス ト  ( 右ク リ ッ ク ) メ

ニューを使用し てコ ン ト ロールをあるダイアログから別のダイアログに移動する こ とができます。

タ スク コ ン ト ロールをあるダイアログから切り取って、 別のダイアログに貼り付けるには、 以下の手順を実行し ます。

1. コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し てから [ 切り取る ] を ク リ ッ クするか、 CTRL+X を押し ます。 [ コ ン ト ロールの

削除 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されて、 コ ン ト ロールを削除する と、 関連し た条件やアクシ ョ ン も同時に

削除される こ と を通知する メ ッ セージが表示されます。

2. コ ン ト ロールを引き続き現在のダイアログから切り取る場合は [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

3. ダイアログ エデ ィ ターで 2 番目のダイアログを開き、 CTRL+V を押し てコ ン ト ロールをダイアログに貼り付

けます。

コ ン ト ロールを新しい場所に貼り付けたら、 コ ン ト ロールのプロパテ ィ と動作を指定し ます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って作業する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンでは、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ

ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使った作業について説明し ます。 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素は、 ウ ィ ザー ド 

ページおよび 2 番目のウ ィ ン ド ウ ( ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウと も呼ばれます ) で構成されます。 InstallShield では、

様々なス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロール テーマを定義ならびにカス タ マイズし て、 ウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イスを効率よ く フ ォーマ ッ ト できます。 また、 InstallShield を使ってウ ィ ザー ド ページおよび 2 番目のウ ィ ン

ド ウを追加、 変更または削除し、 各要素が表示される タ イ ミ ングをスケジュールできます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの要素

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

次の 2 つのスク リーンシ ョ ッ ト で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの基本要素を示し ます。

図 3-26: ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのサンプル ウ ィ ザー ド ページ
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図 3-27: ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのサンプル 2 番目のウ ィ ン ド ウ

InstallShield では、 独自のウ ィ ザー ド アイ コ ン、 ヘ ッ ダー イ メ ージ、 およびウ ィ ザー ド キャ プシ ョ ンを使用でき

ます。 また、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のユーザー イ ン ターフ ェ イスのス

タ イル、 ブラシ、 その他をヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域で定義およびカス タ マイズする こ と も可

能です。

ス タ イル、 ブ ラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを使用し てウ ィ ザー
ド イ ン ターフ ェ イスを カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 様々なユーザー イ ン ターフ ェ イス関連のス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを定

義およびカス タ マイズし て、 個別のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素を手動で編集する こ と な く 、 ウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスの外観を簡単に変更する こ とができます。 ス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを使用

し て、 イ ンス ト ール全体を通し てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのフ ォーマ ッ ト を統一する こ とができます。

ス タ イルウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのス タ イル

InstallShield には、 ウ ィ ザー ド UI 上のテキス ト 属性 ( た と えば、 テキス ト の色、 サイズ、 フ ォ ン ト 名 ) を定義する

多 く のビル ト イ ン テキス ト  ス タ イルが含まれています。 また、 InstallShield には 1 つのビル ト イ ン フ ォ ン ト  セ ッ

ト が含まれています。 フ ォ ン ト  セ ッ ト  とは、 フ ォ ン ト 名、 サイズ、 太さ などの属性を含むフ ォ ン ト のコ レ クシ ョ

ンです。 フ ォ ン ト  セ ッ ト に含まれる各フ ォ ン ト について、 それが適用される言語を指定できます。 これによ って、

プロジ ェ ク ト でサポー ト する各言語に異なる フ ォ ン ト を選択できます。 フ ォ ン ト  セ ッ ト は、 テキス ト  ス タ イルと

組み合わせて使用し ます。 テキス ト  ス タ イルはフ ォ ン ト  セ ッ ト を参照し ますが、 オプシ ョ ンでフ ォ ン ト  セ ッ ト
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のレベルで定義されている様々なフ ォ ン ト 属性をオーバーラ イ ド する こ とが可能です。 任意のビル ト イ ン テキス

ト  ス タ イルと フ ォ ン ト  セ ッ ト を変更し て、 必要に応じ て独自のテキス ト  ス タ イルと フ ォ ン ト  セ ッ ト を作成でき

ます。 詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• テキス ト  ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのテキス ト に適用する

ブ ラシウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのブ ラシ

InstallShield には、 い く つかのビル ト ン ブラシが用意されています。 ブ ラシを使って、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イ

スの様々な要素、 た と えばウ ィ ザー ド ページやコ ン ト ロール背景に純色、 グラデーシ ョ ン、 またはイ メ ージを指

定し ます。 任意のビル ト イ ン ブ ラシを変更し て、 必要に応じ て独自のテキス ト  ス タ イルと フ ォ ン ト  セ ッ ト を作

成できます。 詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム ブ ラシをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に背景ブラシを指定する

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのデフ ォル ト  背景ブラシをオーバーラ イ ド する

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールのテーマ

InstallShield では、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールのテーマを定義する こ とができます。 コ ン ト ロール

のテーマは、 コ ン ト ロールの様々な部分の色 ( テキス ト の色、 背景の色、 および境界線の色 ) や、 ク リ ッ ク済みま

たはホバー状態といった、 コ ン ト ロールの様々な状態に使用する色を集めたものです。 デフ ォル ト で、 ユーザー 

イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに使用する コ ン ト ロールのテーマを指定できます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス

内のウ ィ ザー ド ページやウ ィ ン ド ウに含まれる特定のコ ン ト ロールのテーマをオーバーラ イ ド する こ と もできま

す。 コ ン ト ロールのテーマを使用する と、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス内のその他のアイテムが 3D 

効果な し で平面的に表示されます。 これは Windows Store アプ リ ケーシ ョ ンのス タ イルに似ています。

次の種類のコ ン ト ロールで、 コ ン ト ロールのテーマを使用できます :

• ボタ ン ( ナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含む )

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス

• ラジオ ボタ ン

• コマン ド リ ン ク

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム コ ン ト ロール テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに適用する

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのルッ ク アン ド フ ィ ールを カス タ マイズする

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を使って、 デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 全体

を通し て使用されるス タ イル、 ブラシ、 およびコ ン ト ロールのテーマを選択する こ とができます。 このビ ューに

ある [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を使って、 ウ ィ ザー ド キャ プシ ョ ン、 ウ ィ ザー ド アイ コ ン、 およびヘ ッ ダー 

イ メ ージのデフ ォル ト 値をオーバーラ イ ド し、 その他のプロジ ェ ク ト 全体を通し て使用する UI 関連のデフ ォル ト

値を指定する こ と もできます。
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ス タ イルの特定の使用方法をオーバーラ イ ド し たい場合は、 特定のウ ィ ザー ド ページ、 2 番目のウ ィ ン ド ウ、 お

よびウ ィ ザー ド コ ン ト ロールで使用可能な " 本文の背景 " 設定などのページ固有、 およびコ ン ト ロール固有の設

定を使用し ます。 た と えば、 InstallationWelcome ウ ィ ザー ド ページの " 本文の背景 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト

のデフ ォル ト 背景を InstallationWelcome ウ ィ ザー ド ページでのみオーバーラ イ ド する こ とができます。

カス タム ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 カス タム フ ォ ン ト  セ ッ ト と テキス ト  ス タ イルをプロジ ェ ク ト に追加し てから、 これらのフ ォ

ン ト  セ ッ ト と テキス ト  ス タ イルを様々なウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素に適用する こ とができます。 フ ォ ン

ト  セ ッ ト  と テキス ト  ス タ イルは、 フ ォーマ ッ ト の一貫性を保ち、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス全体にテキス ト  

フ ォーマ ッ ト の変更を適応するのに役立ちます。

タ スク カス タム ス タ イルを定義するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで [ ス タ イル ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ フ ォ ン ト  セ ッ ト

の追加 ] または [ テキス ト  ス タ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

フ ォ ン ト  セ ッ ト  とは、 フ ォ ン ト 名、 サイズ、 太さ などの属性を含むフ ォ ン ト のコ レ クシ ョ ンです。 フ ォ ン ト  

セ ッ ト に含まれる各フ ォ ン ト について、 それが適用される言語を指定できます。 これによ って、 プロジ ェ ク

ト でサポー ト する各言語に異なる フ ォ ン ト を選択できます。

テキス ト  ス タ イルはフ ォ ン ト  セ ッ ト を参照し ますが、 オプシ ョ ンでフ ォ ン ト  セ ッ ト のレベルで定義されて

いる様々なフ ォ ン ト 属性をオーバーラ イ ド する こ とが可能です。

InstallShield によ って [ ス タ イル ] の下に新しいス タ イルが追加されます。 必要に応じ てス タ イルの名前を変

更し ます。

3. 新しいス タ イルを選択し てから、 右のペイ ンで設定を構成し ます。

フ ォ ン ト  セ ッ ト を追加し た後、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで定義された任意のテキス ト  ス タ イルの 

" フ ォ ン ト 一覧 " 設定で、 これを選択できます。 後で、 そのフ ォ ン ト  セ ッ ト に基づいたテキス ト  ス タ イルに使用

する フ ォ ン ト の一覧を変更し たい場合、 フ ォ ン ト  セ ッ ト を選択し て、 その設定を編集し ます。

テキス ト  ス タ イルを追加する と、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで様々なス タ イル関連の設定にそれら

を選択できます。 後でそのス タ イルを使用するウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素の外観を変更し たい場合は、 ス

タ イルを選択し てその設定の値を編集できます。
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ス タ イルに加えた変更は、 そのス タ イルを使用するすべてのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素に反映されます。

テキス ト  ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのテキス ト に適用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 様々なウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素にテキス ト  ス タ イルを適用する こ とができます。 テキ

ス ト  ス タ イルが使用されているウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素の概観を後で変更し たい場合は、 そのテキス ト  

ス タ イルが使用されている各要素を個別に編集する代わり に、 テキス ト  ス タ イルを簡単に変更する こ とができま

す。

テキス ト  ス タ イルをテキス ト に適用する と き、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス全体に適用するか、 各ウ ィ ザー ド 

ページのコ ン ト ロール  レベルで適用するかを選択できます。

タ スク テキス ト  ス タ イルをテキス ト 全体に適用するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を選択し ます。 InstallShield の右

側のペイ ンに、 グローバル ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス設定が表示されます。

3. 次の設定で、 適切なテキス ト  ス タ イルを選択し ます :

• ヘ ッ ダー テキス ト  ス タ イル

• ナビゲーシ ョ ン テキス ト  ス タ イル

InstallShield によ って、 プロジ ェ ク ト 全体で該当する UI 要素のテキス ト  ス タ イルが変更されます。

タ スク テキス ト  ス タ イルを特定のテキス ト に適用するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド または [2 番目のウ ィ ン

ド ウ ] ノ ー ド を展開し て、 ス タ イルを適用するテキス ト が含まれているウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウ

を見つけます。

3. ス タ イルを適用するテキス ト が含まれている コ ン ト ロールを選択し ます。
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4. 右側のペイ ンにある " テキス ト  ス タ イル " 設定を拡張し てから、 そのサブ設定を使って適切なテキス ト  ス タ

イルを指定し ます。 詳細については、 これらの設定を選択し た と きに右下のペイ ンに表示される イ ン ラ イ ン 

ヘルプを参照し て く だ さい。

選択されたコ ン ト ロールのテキス ト  ス タ イルが変更されます。

カス タム ブラシをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ブラシを使って、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの様々な要素、 たと えばウ ィ ザー ド ページやコ ン ト ロール背景に

純色、 グラデーシ ョ ン、 またはイ メ ージを指定し ます。 InstallShield では、 カス タム ブラシをプロジ ェ ク ト に追加

し てから、 これらのブラシを様々なウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素に適用する こ とができます。

タ スク カス タム ス タ イルを定義するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ブ ラシ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ブ ラシの追加 ] を

ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って [ ブラシ ] の下に新しいブラシが追加されます。 必要に応じ てブラシ

の名前を変更し ます。

3. 新しいブラシを選択し てから、 右のペイ ンで設定を構成し ます。

ブラシを追加する と、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで様々な背景関連の設定にそれを選択できます。 た

と えば、 ウ ィ ザー ド ページのナビゲーシ ョ ン領域の背景にデフ ォル ト で使用するブラシを指定するには、 " ナビ

ゲーシ ョ ン背景 " 設定を使用し ます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に背景ブラシを指
定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト で、 InstallShield ではウ ィ ザー ド ページのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に異なるブ ラシ

を使用できます。 場合によ っては、 これらの 3 つの領域にわたって、 単一のブ ラシ ( た と えば、 単一の背景イ

メ ージ、 または垂直方向のグラデーシ ョ ン ) のみを使用し たいと きがあ り ます。 次の手順は、 3 つの異なるブ ラシ

または単一のブラシを使ってカス タ マイズを行う方法を説明し ます。

ヒ ン ト • ブラシの定義についての情報は、 「カス タム ブラシをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する」 を参照し

て く ださい。

ヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に 3 つの異なるブ ラシを使用する

タ スク ヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に 3 つの異なるブ ラシを使用するには、 以下の手順い従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を選択し ます。 ” グローバル 

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ” 設定が、 右のペイ ンに表示されます。

3. ” デフ ォル ト の本文背景 ” 設定で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの本文領域で背景と し て使用するブ ラシを

選択し ます。

4. ” ヘ ッ ダー背景 ” 設定で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー領域で背景と し て使用するブ ラシを選択

し ます。

5. ” ナビゲーシ ョ ン背景 ” 設定で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのナビゲーシ ョ ン領域で背景と し て使用する

ブラシを選択し ます。

重要 • 前述の背景の設定でブラシを選択する と き、 ” 完全なウ ィ ザー ド背景 ” 設定のすべての値を削除し て く だ さ

い。 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスでは完全なウ ィ ザー ド背景に単一のブラシを使用するか、 ヘ ッ ダー、 本文、 ナ

ビゲーシ ョ ン領域に個別のブラシを使用する こ とができます。 これらの 4 つの領域に同時にブ ラシを指定する こ

とはできません。

ヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域にわたって単一のブラシを使用する

タ スク ヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に単一のブラシを使用するには、 以下の手順い従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を選択し ます。 ” グローバル 

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ” 設定が、 右のペイ ンに表示されます。
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3. " 完全なウ ィ ザー ド背景 " 設定で、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのナビゲーシ ョ ン背景、 本文およびナビ

ゲーシ ョ ン領域に使用するブラシを選択し ます。

重要 • 前述の設定でブラシ を選択する と き、 その他の背景設定 (" デフ ォル ト の本文背景 "、 ” ヘ ッ ダー背景 ”、 お

よび ” ナビゲーシ ョ ン背景 ”) のすべての値を削除し て く ださい。 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスでは完全なウ ィ

ザー ド背景に単一のブラシを使用するか、 ヘ ッ ダー、 本文、 ナビゲーシ ョ ン領域に個別のブラシを使用する こ と

ができます。 これらの 4 つの領域に同時にブ ラシを指定する こ とはできません。

ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのデフ ォル ト  背景ブラシをオーバーラ イ ド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ほとんどの場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス

内の各ウ ィ ザー ド ページ と 2 番目のウ ィ ン ド ウには、 同じ背景が使用されます。 一部の場合において、 プロジ ェ

ク ト 内の特定のウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウに設定されているデフ ォル ト の背景をオーバーラ イ

ド する こ と もあ り ます。 その場合、 該当するウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの背景に異なるブラシを選択す

る こ とができます。

タ スク 特定のウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウにブ ラシを適用するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド または [2 番目のウ ィ ン

ド ウ ] ノ ー ド を展開し て、 ブ ラシを適用するウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield の右側のペイ ンに選択されたウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの設定が表示されます。

3. ” 本文背景 ” 設定で、 選択されたウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウに使用するブラシを選択し ま

す。

選択されたウ ィ ザー ド  ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウの背景が変更されます。

カス タム コ ン ト ロール テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールのテーマを定義する こ とができます。 コ ン ト ロール

のテーマは、 コ ン ト ロールの様々な部分の色 ( テキス ト の色、 背景の色、 および境界線の色 ) や、 ク リ ッ ク済みま

たはホバー状態といった、 コ ン ト ロールの様々な状態に使用する色を集めたものです。 デフ ォル ト でユーザー イ

ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに使用する コ ン ト ロール テーマを指定する こ とができます。 このテーマは、 ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス上のすべてのナビゲーシ ョ ン ボタ ン ( た と えば、 [ 戻る ] および [ 次へ ] ボタ ン ) のテーマ

と な り ます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス内のウ ィ ザー ド ページやウ ィ ン ド ウに含まれる特定のコ ン ト ロールの

テーマをオーバーラ イ ド する こ と もできます。 コ ン ト ロールのテーマを使用する と、 イ ンス ト ールのユーザー イ

ン ターフ ェ イス内のその他のアイテムが 3D 効果な し で平面的に表示されます。 これは Windows Store アプ リ ケー

シ ョ ンのス タ イルに似ています。

次の種類のコ ン ト ロールで、 コ ン ト ロールのテーマを使用できます :

• ボタ ン ( ナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含む )

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス

• ラジオ ボタ ン

• コマン ド リ ン ク

タ スク コ ン ト ロール テーマを定義するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ コ ン ト ロール テーマを右ク リ ッ ク し てから、 [ コ ン

ト ロール テーマの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って [ コ ン ト ロール テーマ ] の下に新しいコ ン

ト ロール テーマが追加されます。 必要に応じ て、 コ ン ト ロール テーマの名前を変更し ます。

3. コ ン ト ロール テーマを選択し てから、 右のペイ ンで設定を構成し ます。

コ ン ト ロール テーマを追加する と、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで様々なテーマ関連の設定にそれを

選択できます。 そのコ ン ト ロール テーマに基づ く コ ン ト ロールの概観を変更するには、 そのコ ン ト ロール テーマ

を選択し てから、 設定を編集し ます。

コ ン ト ロール テーマに加えた変更は、 そのコ ン ト ロール テーマを使用するすべてのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イ

ス要素に反映されます。

テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに適用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 ラジオボタ ン、 およびコマン ド リ ン クにコ ン ト ロール テーマを適

用する こ とができます。 コ ン ト ロール テーマが使用されているウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素の概観を後で変

更し たい場合は、 そのコ ン ト ロール テーマが使用されている各要素を個別に編集する代わり に、 コ ン ト ロール 

テーマを簡単に変更する こ とができます。

い く つかの個別のコ ン ト ロールにテーマを適用し て、 その他のコ ン ト ロールをそのままにし てお く か、 プロジ ェ

ク ト 全体にテーマを適用し て、 い く つかの個別のコ ン ト ロールのテーマをオーバーラ イ ド する こ とができます。

プロジ ェ ク ト 全体のテーマを変更し ても、 コ ン ト ロールご とのテーマが指定されている場合、 それが変更される

こ とはあ り ません。

コ ン ト ロール テーマをプロジ ェ ク ト 全体のナビゲーシ ョ ン ボタ ンに適用できますが、 個別のコ ン ト ロールに適用

する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

タ スク コ ン ト ロール テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス全体に適用するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を選択し ます。 InstallShield の右

側のペイ ンに、 グローバル ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス設定が表示されます。

3. " デフ ォル ト  コ ン ト ロール テーマ " 設定で、 ボタ ン ( ナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含む )、 チ ェ ッ クボ ッ クス、

ラジオボタ ン、 およびコマン ド リ ン クなどのコ ン ト ロールにデフ ォル ト で使用する コ ン ト ロールの適切な

テーマを選択し ます。

コ ン ト ロールご とのテーマが選択されていないすべてのコ ン ト ロールのテーマが変更されます。

ヒ ン ト • イ ンス ト ールで特定のテーマで定義されている色ではな く 、 ユーザー定義のシステム色を使用するには、

" デフ ォル ト  コ ン ト ロール テーマ " 設定で ( テーマな し ) オプシ ョ ンを選択し ます。

タ スク デフ ォル ト   テーマの選択をオーバーラ イ ド し てコ ン ト ロールにテーマを適用するには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド または [2 番目のウ ィ ン

ド ウ ] ノ ー ド を展開し て、 テーマを適用する コ ン ト ロール ( ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 ラジオボタ ン、 コマ

ン ド リ ン ク ) が含まれているウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウを見つけます。

3. テーマを適用る コ ン ト ロールを選択し ます。
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4. 右側のペイ ンで、 " コ ン ト ロール テーマ " 設定を見つけて、 選択されたコ ン ト ロールに使用するテーマを選

択し ます。

選択されたコ ン ト ロールのテーマが変更されます。

ヒ ン ト • 選択されたコ ン ト ロールのデフ ォル ト のコ ン ト ロール テーマがオーバーラ イ ド されないよ う にするは、 "

コ ン ト ロール テーマ " 設定で [ テーマな し ] オプシ ョ ンを選択するか、 この設定を空白のままに残し ます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのフ ォーマ ッ ト を選択する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield ではイ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに、 い く つかの異なるウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト を選

択できます :

• Glass— イ ンス ト ールはユーザー選択のシステム色を使って、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのキャ プシ ョ ン 

バー、 ヘ ッ ダー、 およびナビゲーシ ョ ン領域を表示し ます。 また、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの同じ領域

には、 Windows Vista で使用できるガラス効果 ( 透明感 ) を使う こ と もできます。 このフ ォーマ ッ ト を使用す

る と、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのキャ プシ ョ ン バー、 ヘ ッ ダー、 およびナビゲーシ ョ ン領域に定義され

ているすべてのブラシは、 イ ンス ト ールによ って無視されます。

一部のオペレーテ ィ ング システムは、 このサポー ト を完全にサポー ト し ません。 し たがって、 イ ンス ト ール

が Glass フ ォーマ ッ ト の代わり に Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用する場合もあり ます。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• Aero— このフ ォーマ ッ ト は、 一般的に Glass フ ォーマ ッ ト と同じ外観を持ちます。

一部のオペレーテ ィ ング システムは、 このサポー ト を完全にサポー ト し ません。 し たがって、 イ ンス ト ール

が Aero フ ォーマ ッ ト の代わり に Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用する場合もあり ます。

• Wizard 97— このフ ォーマ ッ ト は、 従来型のウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト です。 イ ンス ト ールはウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスの様々な領域に定義されているブラシを使います。

• Wizard Lite— このフ ォーマ ッ ト は Wizard 97 フ ォーマ ッ ト に類似し ていますが、 ヘ ッ ダー ( タ イ ト ルが表示さ

れる領域、 およびウ ィ ザー ド ページ上部の角に表示される イ メ ージ ) を含みません。 イ ンス ト ールはウ ィ

ザー ド イ ン ターフ ェ イスの別の領域に定義されているブラシを使います。

一部の状況下で、 イ ンス ト ールは Glass または Aero フ ォーマ ッ ト の代わり に Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ま

す :
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• Windows 8 および Windows Server 2012 システムは、 透明感をサポー ト し ません。 これらのシステムでは、

Glass フ ォーマ ッ ト を持つウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ます。 ただ し、

Aero フ ォーマ ッ ト を持つウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは Aero を使用し ますが、 ガラス効果はあ り ません。

• Windows 7、 Windows Vista、 Windows Server 2008 R2、 および Windows Server 2008 では、 エン ド ユーザーが有

効化 / 無効化できる透明感サポー ト が使用できます。 これらのシステムでは、 透明感が無効化されている場

合、 Glass フ ォーマ ッ ト を使ったウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス と Aero フ ォーマ ッ ト を使ったウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスでは、 Wizard 97 フ ォーマ ッ ト が使用されます。 また、 これらのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで

は、 ターゲッ ト  システム上のデスク ト ッ プ コ ンポジシ ョ ン機能が無効化されている場合、 Wizard 97 フ ォー

マ ッ ト が使用されます。

• Windows XP および Windows Server 2003 上では、 Glass フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス と Aero 

フ ォーマ ッ ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスは Wizard 97 フ ォーマ ッ ト を使用し ます。

InstallShield の [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス エデ ィ ターでは、 イ ン ター

フ ェ イスの編集可能なプレビ ューを表示する と きに Glass フ ォーマ ッ ト または Aero フ ォーマ ッ ト を使用し ませ

ん。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でこれらのフ ォーマ ッ ト のどち らかを選択

し た場合、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス エデ ィ ターでは、 編集可能なプレビ ューを表示する と きに Wizard 97 

フ ォーマ ッ ト を使用し ます。

タ スク ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのウ ィ ザー ド ページに使用する フ ォーマ ッ ト を選択するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を選択し ます。

3. 右側のページに表示される、 " ウ ィ ザー ド フ ォーマ ッ ト " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新し
い空白のウ ィ ザー ド ページを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト に新しいブ ラ ン ク ウ ィ ザー ド ページを追加できます。
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タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新しい空白のウ ィ ザー ド ページを作成するに

は、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ブラ

ン ク ページを追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ ウ ィ ザー ド ページ ] の下に新しいウ ィ ザー ド ページが追加されます。 必要に応じ て、 ウ ィ ザー ド ページの名前

を変更し ます。 右側のペイ ンで設定を構成し て、 中央ペイ ンでページを参照およびレ イアウ ト を変更し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 定
義済みのウ ィ ザー ド ページを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に様々な定義済みウ ィ ザー ド 

ページを追加できます。 以下に例を示し ます :

• エン ド ユーザーが .msi パッ ケージのイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を選択できるページ

• エン ド ユーザーがカス タ マー情報およびシ リ アル番号を入力できるページ

• 機能ツ リーおよび機能の説明とサイズを表示し てエン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能を選択できるペー

ジ

• データベース ログイ ン ページを使って、 エン ド ユーザーはデータベース サーバー ログイ ン情報 ( データ

ベース サーバー名、 認証資格情報、 データベース カ タ ログ名など ) を入力し、 スイー ト に含まれる 1 つ以上

の .msi パッ ケージがターゲッ ト とするデータベース サーバーへの接続を設立する こ とができます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 定義済みのウ ィ ザー ド ページを追加するに

は、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 定義

済みページの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドが開きます。 .
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3. ウ ィ ザー ドのパネルを必要に応じ て完成し ます。

新しい定義済みのページががプロジ ェ ク ト に追加されます。 右側のペイ ンで設定を構成し て、 中央ペイ ンでペー

ジを参照およびレ イアウ ト を変更し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に [ イ ンス ト ール フ ォルダーを参照 ] と同様のウ ィ ザー ド ページ (BrowseFolder と呼ばれる ) 

を追加する と、 InstallShield によ ってプレースホルダー イ メ ージ コ ン ト ロールが追加され、 ページにロ ッ ク イ

メ ージを表示する こ とができます。 コ ン ト ロールの " リ ソース " 設定を構成し てこのコ ン ト ロールと共に表示す

る フ ァ イルを指定するか、 イ メ ージを除外する場合は、 イ メ ージ コ ン ト ロールを削除し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新し
い 2 番目のウ ィ ン ド ウを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト に新しいブ ラ ン クの 2 番目のウ ィ ン ド ウを追加できます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新しい空白の 2 番目のウ ィ ン ド ウを作成する

には、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [2 番目のウ ィ ン ド ウ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ブラ

ン ク ウ ィ ン ド ウを追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

2 番目のウ ィ ン ド ウ リ ス ト の最後に新しいウ ィ ン ド ウが追加されます。 必要に応じ てウ ィ ン ド ウの名前を変更し

ます。 右側のペイ ンで設定を構成し て、 中央ペイ ンでページを参照およびレ イアウ ト を変更し ます。

シーケンス ウ ィ ザー ド ページ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューを使って、 ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールで実行時にウ ィ ザー ド ページを表示する順番を指定し ます。 ウ ィ ザー ド ページは、 このビ ューの [ ウ ィ

ザー ド ページ ] ノ ー ドの下に、 実行時にイ ンス ト ールが表示する順番で リ ス ト されます。

タ スク プロジ ェ ク ト 内でウ ィ ザー ド ページをシーケンスするには、 次の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ドの下にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 順番を変更す

るウ ィ ザー ド ページを右ク リ ッ ク し てから、 [ 上へ移動 ] または [ 下へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト 内で、 ウ ィ ザー ド ページが上または下に移動し ます。

ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのレ イアウ ト および動作
を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールに含まれるウ ィ ザー ド ページおよび 2 番目の

ウ ィ ン ド ウのレ イアウ ト ならびに動作を編集し ます。

ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウにコ ン ト ロールを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューでウ ィ ザー ド ページまたは二次ウ ィ ン ド ウを選択する と、 ウ ィ ザー ド イ

ン ターフ ェ イスのプレビ ュー ペイ ンのすぐ上に表示されるツールバーに、 新しいコ ン ト ロールを追加できるボタ

ンやコ ン ト ロールが追加表示されます。

タ スク ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 変更するウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド

ウを ク リ ッ ク し ます。 中央ペイ ンのウ ィ ザー ド エデ ィ ターに、 ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウが表示され

ます。

3. ウ ィ ザー ドのイ ン ターフ ェ イスのプレビ ュー ペイ ンの上にあるツールバーで、適切な [ 新しいコ ン ト ロール ] 

ボタ ン ([ ラベル l]、 [ テキス ト  ボ ッ クス ]、 [ ボタ ン ]、 または [ コ ンボボ ッ クス ] ボタ ン ) を ク リ ッ ク し て、

コ ン ト ロール ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で表示されている コ ン ト ロールの種類から 1 つ選択し

ます。 利用可能なそれぞれのコ ン ト ロールの種類についての詳細は、 「[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] 

ビ ューのツールバー」 を参照し て く だ さい。

ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウの本文領域の左上付近にコ ン ト ロールが追加されます。 また、 選択された

ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウの下にある コ ン ト ロールにサブ ノ ー ドが追加されます。

4. コ ン ト ロールの中央にカーソルを配置し てから、 それを適切な場所に ド ラ ッ グし て移動させます。

5. 右側のペイ ンで、 コ ン ト ロールの設定を構成し ます。

ヒ ン ト • ウ ィ ザー ド ページのノ ー ドの下に リ ス ト されている コ ン ト ロールの順番は、 タ ブの順番に一致し ます。

1 つのページで 1 つ以上のラジオボタ ン コ ン ト ロール グループを使用し ている場合、 各グループの最初のラジオ

ボタ ンの " ス タ イル " 設定に WS_GROUP が含まれている こ と を確認し て く だ さい。

ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールのタ ブの順番を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

多 く の場合、 エン ド ユーザーは TAB キーを使って、 ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウ上にある コ ン ト ロール

間のフ ォーカスを移動させる こ とができます。 デフ ォル ト で、 タ ブの順番は、 ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド

ウに追加されたコ ン ト ロールの順番と な り ます。

タ スク ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールのタ ブの順番を変更するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 タ ブの順番を変更するウ ィ ザー ド ページまたは 2 番

目のウ ィ ン ド ウのノ ー ド を拡張し ます。

ページまたはウ ィ ン ド ウ上にある各コ ン ト ロールには、 それぞれサブ ノ ー ドがあり ます。 コ ン ト ロールはタ

ブの順番に従って リ ス ト されています。 つま り、 ページ ノ ー ドの下にある最初のコ ン ト ロールが、 そのペー

ジでフ ォーカス される最初のコ ン ト ロールです。

3. タ ブの順番にシーケンスする コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し て、 [ 上に移動 ]  または  [ 下に移動 ]  を ク リ ッ ク し

ます。

4. ページの下に リ ス ト されている コ ン ト ロールが適切な タ ブの順番に並ぶまで、 コ ン ト ロールを移動させます。

一部の状況において、 コ ン ト ロールがタ ブの順番に含まれていない場合があり ます。 た と えば、 無効なコ ン ト

ロールについては、 エン ド ユーザーがタ ブを ク リ ッ ク し ても コ ン ト ロール間でフ ォーカスが移動し ません。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおけるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の指定と アンパサン ド (&) の
使用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス文字列で、 アンパサン ド (&) はキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を指定する特殊な文字の

場合があ り ますが、 リ テ ラルなアンパサン ドの表示を意味する こ と もあり ます。 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 お

よびラジオ ボタ ン コ ン ト ロールでは、 単一のアンパサン ドは常に、 コ ン ト ロールを ク リ ッ ク または選択するのに
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使用されるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を指定し ます。 また、 2 重のアンパサン ド (&&) は、 単一のアンパサン ドが

表示される こ と を意味し ます。 ラベル コ ン ト ロールの場合、 アンパサン ドの解釈は、 それが使用されている ラベ

ル コ ン ト ロールのス タ イルによ って異な り ます。

デフ ォル ト では、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに新しいラベル コ ン ト ロールを追加する と、 ラベル コ ン ト ロー

ルの " ス タ イル " 設定の下にある SS_NOPREFIX サブ設定が False に設定されています。 必要に応じ て、 この値を

変更できます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を持たないラベル コ ン ト ロールを含む場合、 そのコ

ン ト ロールの SS_NOPREFIX サブ設定を True に選択する方法を考慮し て く だ さい。 これによ って、 コ ン ト ロール

の文字列エン ト リ に含まれる任意のアンパサン ドが、 誤ってキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト と し て解釈される こ とが

無い様にできます。

テーブル 3-33 • ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのラベル コ ン ト ロールでアンパサン ド を使用する

ラベル コ ン ト ロール
のサンプル文字列エ
ン ト リ

コ ン ト ロールの " ス タ
イル " 設定における 
SS_NOPREFIX の状態

ウ ィ ザー ド イ ン
ターフ ェ イスで表
示される文字列 注

新しい && 強化され

た製品のシ リ アル番

号 (&S) を入力し て く

だ さい

SS_NOPREFIX = False 新しい & 強化され

た製品のシ リ アル

番号 (S) を入力し

て く ださい

エン ド ユーザーが ALT キーを押すと、

文字列の 「S」 に下線が表示されます。

キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト  ALT + S は、

タ ブの順序でこのラベルの直後に表示

される コ ン ト ロールにフ ォーカスを移

動させます。

「新しい」 と 「強化された」 の間にある 

2 重のアンパサン ドは、 単一のアンパサ

ン ドが表示される こ と を意味し ます。

新しい & 強化された

製品のシ リ アル番号

を入力し て く だ さい

SS_NOPREFIX = True 新しい & 強化され

た製品のシ リ アル

番号を入力し て く

ださい

SS_NOPREFIX 定数の True 値は、 コ ン ト

ロールの文字列内のアンパサン ドが

キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト と し て使用

されないよ う に防ぎます。
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製品にアンパサン ドが含まれている場合、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに含まれる 2 つの製品名プロパテ ィ を使

用する こ とができます (1 つめは、 単一のアンパサン ド を使用するプロパテ ィ 、 も う 1 つはエスケープ されたアン

パサン ド、 つま り二重アンパサン ド を使用する値を持つプロパテ ィ )。 製品名を持つ各コ ン ト ロールの種類と ス タ

イルに基づいて、 必要に応じ て適切な製品名プロパテ ィ を使用し ます。 例 :

ウ ィ ザー ド ページでナビゲーシ ョ ン ボタ ンを使う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-34 • アンパサン ド を含む文字列の 2 つの異なるプロパテ ィ の使用方法サンプル

プロパテ ィ プロパテ ィ 値 このプロパテ ィ の使用例

[ProductName] 新しい & 強化され

た製品

• SS_NOPREFIX = True である ラベル コ ン ト ロール

• [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ドの " ウ ィ ザー ド キャ プ

シ ョ ン " 設定 — この値は、 ウ ィ ザー ド ページのキャ

プシ ョ ン バー内のキャ プシ ョ ン と し て使用されます。

この設定のデフ ォル ト 値 :

[ProductName] - InstallShield Wizard

• ウ ィ ザー ド ページの " タ イ ト ル " 設定 — タ イ ト ル テ

キス ト は、 ウ ィ ザー ド ページのヘ ッ ダー領域に表示

されます。

[EscapedProductName] 新しい && 強化され

た製品

• SS_NOPREFIX = False である ラベル コ ン ト ロール

• SS_NOPREFIX ス タ イル設定をサポー ト せず、 単一の

アンパサン ド を常にキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の指

定と解釈するチ ェ ッ クボ ッ クス、 コマン ド リ ン ク、

およびラジオボタ ンなどのコ ン ト ロール
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド ページには、 以下のビル ト イ ン ナ

ビゲーシ ョ ン ボタ ンを １  つ以上含める こ とができます :

ウ ィ ザー ド ページにナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含める、 またはナビゲーシ ョ ン ボタ ン
を除外する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで

ウ ィ ザー ド ページを選択する と、 ビ ューの右側のグ リ ッ ド に選択されたページの設定が表示されます。 " ナビ

ゲーシ ョ ン領域 " の設定を使って、 そのページのナビゲーシ ョ ン ボタ ンを構成できます。

テーブル 3-35 • ウ ィ ザー ド ページのビル ト イ ン ナビゲーシ ョ ン ボタ ン

ボタ ン デフ ォル ト 動作の説明

Next [ 表示 ] 条件が False 評価されるページをすべてスキッ プ し て、 イ ン ターフ ェ イスの次の

ウ ィ ザー ド ページに移動し ます。

現在のウ ィ ザー ド ページがイ ン ターフ ェ イスで最後のページの場合、 このボタ ンを ク リ ッ

ク し ても何も動作し ません。

[ 次へ ] ナビゲーシ ョ ン ボタ ンは、 アク テ ィ ブ ページの設定アクシ ョ ンを使う コ ン ト ロー

ルの動作と よ く 似ていて、 特定のページへ移動する動作を ト リ ガ し ます。

Back [ 表示 ] 条件が False 評価されるページをすべてスキッ プ し て、 イ ン ターフ ェ イスの前の

ウ ィ ザー ド ページに移動し ます。

現在のウ ィ ザー ド ページがイ ン ターフ ェ イスで最初のページの場合、 このボタ ンを ク リ ッ

ク し ても何も動作し ません。

[ 戻る ] ナビゲーシ ョ ン ボタ ンは、 [ アク テ ィ ブ ページの設定 ] アクシ ョ ンを使う コ ン ト

ロールの動作と よ く 似ていて、 特定のページへ移動する動作を ト リ ガ し ます。

Cancel 質問 IDS_SUITE_CONFIRMCANCEL を含むメ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。 [ はい ] の場

合、 ウ ィ ザー ド をキャ ンセルし て最後のウ ィ ザー ド ページに移動し ます。

ほとんどの場合、 この時点でイ ンス ト ールをキャ ンセルし ても何ら効果がないため、 最後

のウ ィ ザー ド ページには [ キャ ンセル ] ボタ ンを表示し ません。 [ キャ ンセル ] ボタ ンが表

示されている場合、 それを ク リ ッ クする とウ ィ ザー ドが閉じ ます。

Install イ ンス ト ールを開始し て次のウ ィ ザー ド ページに移動し ます。

[ イ ンス ト ール ] ナビゲーシ ョ ン ボタ ンは、 [ イ ンス ト ール ] アクシ ョ ンを使う コ ン ト ロー

ルと似たよ う な動作を し、 イ ンス ト ールを開始し てから特定のウ ィ ザー ド ページに移動し

ます。

Finish イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスが正し く 完了し た後に再起動が必要な場合は、 再起動を

するかど うか尋ねてから (IDS_SUITE_ASKREBOOT)、 適切な応答を ト リ ガ し ます。 どち らの

場合も ( すぐにまたは遅延の再起動が必要、 または不要な場合 ) ウ ィ ザー ドが閉じ ます。
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タ スク ナビゲーシ ョ ン ボタ ンを含める、 または除外するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 変更するボタ ンを含むウ ィ ザー ド ページを ク リ ッ ク

し ます。

3. ビ ューの右側にある [ ナビゲーシ ョ ン ] 領域を使って、 以下の処理を行います :

• ウ ィ ザー ド ページに特定のボタ ンを含めるには、 そのボタ ンの設定で [ はい ] を選択し てから、 そのボ

タ ンの設定の下にあるサブ設定を必要に応じ て構成し ます。

• ウ ィ ザー ド ページから特定のボタ ンを除外するには、 そのボタ ンの設定で [ いいえ ] を選択し てから、

そのボタ ンの設定の下にあるサブ設定を必要に応じ て構成し ます。

ナビゲーシ ョ ン ボタ ンのデフ ォル ト の動作を変更する処理については 「ウ ィ ザー ド ページのナビゲーシ ョ ン ボ

タ ンのデフ ォル ト 動作をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く だ さい。

ウ ィ ザー ド ページのナビゲーシ ョ ン ボタ ンのデフ ォル ト 動作をオーバーラ イ ド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ナビゲーシ ョ ン ボタ ンの " ク リ ッ ク " イベン ト  は、 " アクテ ィ ブ ページの設定 ” アクシ ョ ンまたは [ イ ンス ト ー

ル ] アクシ ョ ンを含み、 そのアクシ ョ ンをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内で移動させる と、 デフ ォル ト の動作が

阻止されます。 デフ ォル ト の動作は、 アクシ ョ ンの条件が False のために、 スケジュールされたアクシ ョ ンがス

キッ プ された場合でも阻止されます。

たと えば、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンのデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド し たいと き、 イ ン ターフ ェ イス内で次の

ウ ィ ザー ド ページに移動する代わり に、 イ ンス ト ールを特定のウ ィ ザー ド ページに進めたい場合があ り ます。 こ

のシナ リ オでは、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンの " ク リ ッ ク " 設定に [ イ ンス ト ール ] アクシ ョ ンを追加し て、 次に続

く 特定のページを指定し な く てはな り ません。 その後、 アクシ ョ ンに条件を追加する と、 条件が [ イ ンス ト ール ] 

アクシ ョ ンの実行を阻止し て、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンのデフ ォル ト の動作が抑制されます。 つま り、 エン ド ユー

ザーが [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ても、 イ ンス ト ールは開始し ません。 ( この場合、 適切な場合は [ ナ

ビゲーシ ョ ン ] ボタ ンの " 有効 " 設定に条件を定義し て、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを確実に無効にし て く だ さい。

効果のない [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クできる状態にし てお く と、 エン ド ユーザーが混乱する可能性があ

り ます。 )

ISuiteUIExtension イ ン ターフ ェ イス上の対応する メ ソ ッ ド を実際に呼び出さ ない限り、 拡張 DLL アクシ ョ ンが、

デフ ォル ト  アクシ ョ ンを阻止する こ とはできません。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジ

ンが、 拡張アクシ ョ ンがメ ソ ッ ドの呼び出し を選択し たかど うかを判別する こ とはできません。 拡張アクシ ョ ン
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を使ってデフ ォル ト 動作をオーバーラ イ ド する必要がある場合で、 特定の条件下でのみナビゲー ト またはイ ンス

ト ールする と きは、 False 条件 ( 空白の None グループなど ) を持つ [ アク テ ィ ブ ページの設定 ] アクシ ョ ンまた

は [ イ ンス ト ール ] アクシ ョ ンを追加し ます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを設定す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義済みの選択可能なオプシ ョ ンを含む 1 つ以上のコ ンボ 

ボ ッ クス コ ン ト ロールおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを追加できます。 その手順には、 コ ン ト ロールの設

定を構成し て選択可能なオプシ ョ ンのコ ンテンツを定義する処理が含まれます。 また、 2 つのプロパテ ィ  ( コ ン ト

ロールで表示するオプシ ョ ンのリ ス ト を定義するプロパテ ィ および実行時にエン ド ユーザーが選択するオプシ ョ

ンを格納するためにイ ンス ト ールが使用するプロパテ ィ ) も使用し ます。

タ スク 定義済みオプシ ョ ンを含むコ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを設定するには、

以下の手順に従います :

1. 2 つのプロパテ ィ  ( コ ン ト ロールで表示するオプシ ョ ンのリ ス ト を定義するプロパテ ィ および実行時にエン ド 

ユーザーが選択するオプシ ョ ンを格納するためにイ ンス ト ールが使用するプロパテ ィ ) を コ ン ト ロールに関

連付けます。

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク

し ます。

b. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 変更を行う ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目の

ウ ィ ン ド ウを拡張し てから、 構成し たいコ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト  ボッ クス コ ン ト

ロールを選択し ます。

c. " プロパテ ィ " 設定で、 コ ン ト ロールと関連付けるア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の

プロパテ ィ の名前 ( たと えば、 SELECTIONPROPERTY) を入力し ます。 実行時に、 イ ンス ト ールはこのプ

ロパテ ィ を使って、 エン ド ユーザーが選択する値を格納し ます。

d. " コ ンテンツ プロパテ ィ " 設定で、 このコ ン ト ロールで リ ス ト するオプシ ョ ンを識別するのに使用する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の名前を入力し ます。 ( 例、

CONTROLOPTIONS)

2. コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールに表示するオプシ ョ ン リ ス ト を定義し ま

す :
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a. " コ ンテンツ プロパテ ィ " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

b. [ テキス ト ] 列に、 コ ン ト ロールで表示するオプシ ョ ンの 1 つを入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがそ

の初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用す

る」 を参照し て く だ さい。

c. [ 値 ] 列に、 手順 2b で入力し た リ ス ト  オプシ ョ ン テキス ト と関連付ける値を入力し ます。 エン ド ユー

ザーが [ テキス ト ] 列に入力されている リ ス ト  オプシ ョ ンを選択し た と きに、 このプロパテ ィ 値 ( 手順 

1c で入力 ) が、 SELECTIONPROPERTY に格納されます。

d. 追加でテキス ト 値のペアを追加する場合、 [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と InstallShield によ って追加さ

れる行のフ ィ ールド に必要な値を入力し ます。

たと えば、 次のよ う なデータ を入力し ます :

e. 適切な場合、 リ ス ト  オプシ ョ ンの順番を並べ替えます。

イ ンス ト ールでは、 このダイアログ ボ ッ クスで リ ス ト されている順番で、 リ ス ト オプシ ョ ンが表示され

ます。 リ ス ト  オプシ ョ ンの順番を並べ替えるには、 移動させたい行を選択し てから、 必要に応じ て [ 上 ] 

または [ 下 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 連続する複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから 

SHIFT を押し ながら最後の行を ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の行を選択するには、 選択する行の 1 

つを ク リ ッ ク し てから CTRL を押し ながら追加する各行を ク リ ッ ク し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロール ] または [ リ ス ト  ボ ッ クス ] コ ン ト ロールのデフ ォル
ト  オプシ ョ ンを指定する

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールのデフ ォル ト  オプシ ョ ンを指定するには、 [

プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を

デフ ォル ト の選択オプシ ョ ンに対応するプロパテ ィ 値と等し く 設定し ます。 つま り、 デフ ォル ト で ID_Option3 を選

択するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに SELECTIONPROPERTY プロパテ ィ を追加し てから、 その値を 

Value3 に設定し ます。 コ ン ト ロールのデフ ォル ト を空白にするには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューでプロパ

テ ィ を定義付けないまま と し ます。

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールからのエン ド
ユーザー データ を使った作業

実行時に、 エン ド ユーザーはコ ンボ ボ ッ クスまたはリ ス ト  ボ ッ クスから単一の選択を行う こ とができます。 こ

れによ って、 コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ( 前述の手順では SELECTIONPROPERTY) が選択されたオプシ ョ ンに関連

付けられた値、 た と えば Value1、 Value2、 または Value3 に設定されます。 SELECTIONPROPERTY プロパテ ィ の値に

基づいて、 様々な種類の動作を ト リ ガする こ とができます。 例 :

テキス ト 値

ID_Option1 Value1

ID_Option2 Value2

ID_Option3 Value3
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• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウでコ ン ト ロールを有効または無効できます。 そのためには、 コ

ン ト ロールの " 有効 " 設定を使って条件のプロパテ ィ の種類を定義し、 コ ン ト ロールの有効状態をプロパ

テ ィ の特定の値と関連付けます。

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウで特定のコ ン ト ロールを表示または非表示できます。 そのため

には、 コ ン ト ロールの " 表示 " 設定を使って条件のプロパテ ィ の種類を定義し、 コ ン ト ロールの有効状態を

プロパテ ィ の特定の値と関連付けます。

• 特定のウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウを表示またはスキッ プする こ とができます。 そのために

は、 ウ ィ ザー ド ページの 2 番目のウ ィ ン ド ウの " 表示 " 設定を使って条件のプロパテ ィ の種類を定義し、

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの有効状態をプロパテ ィ の特定の値と関連付けます。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  セ ッ ト の値を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージで使用されている特定のプロパテ ィ に使用する こ とができ

ます。 そのためには、 [ パッ ケージ ] ビ ューのグリ ッ ド にある [ 操作 ] 領域で使用できるサブ設定で、 コマン

ド ラ イ ンおよびサイ レン ト  コマン ド ラ イ ン設定を構成し ます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI 形式の式を使用し て、 コ マン ド ラ イ ンを動的に構成する」 を参照し て く だ さい。

ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールの検証を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 一部の様々なウ ィ ザー ドのイ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールに対し て、 検証を実装する こ とがで

きます。 例 :

• エン ド ユーザーが、 テキス ト  ボ ッ クスでシ リ アル番号を指定されたフ ォーマ ッ ト で入力し たこ と を確認でき

ます。

• テキス ト  ボ ッ クスの検証を構成し て、 エン ド ユーザーがテキス ト  ボ ッ クスで指定し たフ ォルダーが正しいか

ど うかを確認できます。

• エン ド ユーザーが特定の矛盾する組み合わせで、 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択するのを防ぐ こ とができます。

コ ン ト ロールの検証によ って、 そのコ ン ト ロールに関連付けられているプロパテ ィ がチ ェ ッ ク されます。 た と え

ば、 エン ド ユーザーがチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し た と き、 それに関連付けられているプロパテ ィ は、 潜在的

に、 2 つの新しい値の 1 つに変更されます。 検証では、 この新しい値が適切であるかど うかを確認する方法が提

供されます。
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様々な種類のコ ン ト ロールによ って、 検証が異なる イベン ト で ト リ ガ されます :

Text Style 設定のサブ設定を使って、 コ ン ト ロールに異なるテキス ト  ス タ イルを指定する こ とによ り、 エン ド

ユーザーに、 異なる コ ン ト ロールのステータ ス ( デフ ォル ト 、 有効、 または無効 ) を視覚的に示すこ とができま

す。

また、 [ イベン ト ] 領域のサブ設定を使って、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを ク リ ッ ク または使用し た と きに、

アクシ ョ ンが ト リ ガ されるよ う にもできます。 コ ン ト ロールに構成されたアクシ ョ ン と検証がある場合、 検証は

アクシ ョ ンの前に実行されます。 アクシ ョ ンに関する詳細は、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ

ンを構成する」 を参照し て く ださい。

タ スク コ ン ト ロールの検証を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 変更するウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド

ウを選択し ます。

3. ウ ィ ザー ド エデ ィ ターで、 検証に必要なコ ン ト ロールを選択し ます。

4. " 検証 " 設定で、 [ 検証 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから発生させる検証の種類をポイ ン ト し ます。

ある タ イプの検証では、 作成し た DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すこ とができます。 プロジ ェ ク ト の [ サ

ポー ト  フ ァ イル ] ビ ューに DLL フ ァ イルが存在する場合、 それらのフ ァ イルがこのリ ス ト で表示されますの

で、 検証関数の名前を、 呼び出す DLL 内の関数で上書きする こ とができます。

テーブル 3-36 • 異なる種類の検証の ト リ ガ

コ ン ト ロールの種類 検証を ト リ ガする イベン ト

テキス ト  ボ ッ クス 

パスワー ド  ボ ッ クス

コ ン ト ロールのエン ト リ に変更が発生し た時、 検証が ト リ ガ されます。

ボタ ン、 

コマン ド  リ ン ク、 

チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 

ラジオ ボタ ン、 

イ メ ージ ボタ ン

エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを ク リ ッ ク し た時、 検証が ト リ ガ されます。

コ ンボ ボ ッ クス、 

リ ス ト ボ ッ クス、 

チ ェ ッ ク済みリ ス ト ボ ッ ク

ス、 

機能選択ツ リー

コ ン ト ロールの選択に変更が発生し た時、 検証が ト リ ガ されます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
次のテーブルは、 使用可能な検証の種類について説明し ます。 同じ種類の検証は、 特定の種類のコ ン ト ロールに

適用されます。 た と えば、 値の長さの検証は、 テキス ト  ボ ッ クスおよびパスワー ド ボ ッ クス コ ン ト ロールにの

み適用されます。

テーブル 3-37 • ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで使用される コ ン ト ロールのための検証の種類

検証の種類 説明

既存フ ァ イル このタ イプの検証は、 このコ ン ト ロールに関連付けられているプロパ

テ ィ の値に、 存在する フ ァ イルの完全修飾パス と名前が含まれているか

ど うかを確認し ます。 通常、 プロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーがこの

コ ン ト ロールでパス と フ ァ イル名を入力し た と きに設定されます。

既存フ ォルダー このタ イプの検証は、 このコ ン ト ロールに関連付けられているプロパ

テ ィ の値に、 存在する フ ォルダーの完全修飾パス と名前が含まれている

かど うかを確認し ます。 通常、 プロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーがこ

のコ ン ト ロールでパス と フ ォルダー名を入力し た と きに設定されます。

既存フ ォルダーの新しいフ ァ イル このタ イプの検証は、 このコ ン ト ロールに関連付けられているプロパ

テ ィ の値に、 存在し ないフ ァ イルの完全修飾パス と名前が含まれている

かど うかを確認し ます。 通常、 プロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーがこ

のコ ン ト ロールでパス と フ ァ イル名を入力し た と きに設定されます。

この種類の検証には、 フ ァ イルのパスが存在し ている必要あり ますので

注意し て く だ さい。

値の長さ このタ イプの検証は、 このコ ン ト ロールに関連付けられているプロパ

テ ィ の値に、 特定の数の文字が含まれているかど うかを確認し ます。 通

常、 プロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールでテキス ト

を入力し た と きに設定されます。

この種類の検証を構成するには、 この設定の下のサブ設定値に最小値と

最大値を指定し ます。

値のマスク このタ イプの検証は、 このコ ン ト ロールに関連付けられているプロパ

テ ィ の値が、 特定のフ ォーマ ッ ト に一致し ているかど うかを確認し ます。

通常、 プロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーがこのコ ン ト ロールで情報 (

シ リ アル番号など ) を入力し た と きに設定されます。

この種類の検証を構成するには、 この設定の下の " パターン " 設定に必

要なフ ォーマ ッ ト を指定し ます。 数字の代わり に、 次のいずれかの文字

を入力し ます :

# % @ 

文字の代わり に、 次のいずれかの文字を入力し ます :

& ^ ? ’ 

その他のすべての入力された文字は正確に一致し ている必要があり ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウが開いているまたは閉じ ている と きに起動される

アクシ ョ ンを定義する こ とができます。 この機能によ って、 コ ンボボ ッ クスの値を動的に取得するなど、 イ ンス

ト ールで任意の初期設定処理が可能と な り ます。 また、 実行時にウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスが表示される前に

実行されるアクシ ョ ンをスケジュールする こ と も可能です。

また、 InstallShield では、 エン ド ユーザーが様々なウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールを使用し た と きに

ト リ ガされるアクシ ョ ンを定義できます。 た と えば、 LicenseAgreement ページに [ 印刷 ] ボタ ンを追加し て、 その

ボタ ン コ ン ト ロールの印刷アクシ ョ ンを定義できます。 つま り、 エン ド ユーザーが [ 印刷 ] ボタ ンを ク リ ッ クす

る と、 [ 印刷 ] ダイアログ ボ ッ クスが開いて、 エン ド ユーザーが使用許諾契約を印刷できるよ う にし ます。

コ ン ト ロールに構成されたアクシ ョ ン と検証がある場合、 検証はアクシ ョ ンの前に実行されます。 アクシ ョ ンは、

検証が成功し たと き も、 失敗し た と き も実行されます。 これらのアクシ ョ ンはまた、 スプラ ッ シュ ページが抑制

されたと き、 イ メ ージ ボタ ンがフ ォーカス されたと き、 または解除されたと き、 および、 エン ド ユーザーが、

リ ッ チ テキス ト  ボ ッ クスの下端までスク ロールし た と き も実行されます。 検証に関する詳細は、 「ウ ィ ザー ド 

ページまたはウ ィ ン ド ウに含まれる コ ン ト ロールの検証を構成する」 を参照し て く ださい。

タ スク ウ ィ ザー ド ページ、 2 番目のウ ィ ン ド ウ、 またはコ ン ト ロールのアクシ ョ ンを構成するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 変更するウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド

ウを選択し ます。

3. 次のいずれかの手順に従って、 コ ン ト ロールのアクシ ョ ンを構成し ます :

DLL アクシ ョ ンを参照 このタ イプの検証は、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューで作成し、 プロジ ェ ク

ト に追加し た DLL フ ァ イル内の関数を呼び出し ます。 た と えば、 DLL 

フ ァ イルを使用し て、 プロパテ ィ の値の有効性 ( エン ド ユーザーがコ ン

ト ロールで入力し た内容 ) をチ ェ ッ クできます。

テーブル 3-37 • ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで使用される コ ン ト ロールのための検証の種類 ( 続き )

検証の種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
• ナビゲーシ ョ ン コ ン ト ロールの 1 つ ([ 次へ ]、 [ 戻る ]、 [ キャ ンセル ]、 [ イ ンス ト ール ]、 または [ 完了

] ボタ ン ) にアク シ ョ ンを構成するには、 右側のペイ ンでアクシ ョ ンを変更し たいコ ン ト ロールの設定を

拡張し ます。

• その他のコ ン ト ロールのアクシ ョ ンを構成するには、 ウ ィ ザー ド エデ ィ ターで、 アク シ ョ ンを変更し た

いコ ン ト ロールを選択し ます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• 選択されたウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウが開いたと きに実行するアクシ ョ ンをスケジュールする

場合 : " 開始ページ " 設定で [ 新しいアクシ ョ ン ] ボタ ンをポイ ン ト し てから構成するアク シ ョ ンの種類

を選択し ます。

• 選択されたウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ン ド ウが閉じ たと きに実行するアクシ ョ ンをスケジュールする

場合 : " 終了ページ " 設定で [ 新しいアクシ ョ ン ] ボタ ンをポイ ン ト し てから構成するアク シ ョ ンの種類

を選択し ます。

• コ ン ト ロールのアクシ ョ ンをスケジュールする場合 : " ク リ ッ ク " 設定、 または " イベン ト " 設定の下に

あるアクシ ョ ン関連の設定で [ 新しいアクシ ョ ン ] ボタ ンをポイ ン ト し てから、 構成するアクシ ョ ンの種

類を ク リ ッ ク し ます。

5. アクシ ョ ンの下のサブ設定を必要に応じ て構成し ます。

複数のアクシ ョ ン ステー ト メ ン ト を入力し た場合、 アクシ ョ ンは、 " アクシ ョ ン " 設定で表示されている順番で

実行されます。

ある タ イプのアクシ ョ ンでは、 作成し た DLL フ ァ イル内の関数を呼び出すこ とができます。 プロジ ェ ク ト の [ サ

ポー ト  フ ァ イル ] ビ ューに DLL フ ァ イルが存在する場合、 それらのフ ァ イルがこのリ ス ト で表示されますので、

アクシ ョ ン関数の名前を、 呼び出す DLL 内の関数で上書きする こ とができます。

次のテーブルは、 使用可能なアクシ ョ ンの種類について説明し ます。

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン

アクシ ョ ンの種類 説明

プロパテ ィ の設定 この種のアクシ ョ ンは、 特定のプロパテ ィ を特定の値に設定し ます。

イ ンス ト ール この種のアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールを開始し て特定のウ ィ ザー ド ペー

ジに移動し ます。

開 く この種類アクシ ョ ンは、 フ ァ イルまたは Web ページを開きます。

印刷 この種のアクシ ョ ンは、 [ 印刷 ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し て、 エン ド 

ユーザーが指定する フ ァ イルを印刷できるよ う にし ます。

フ ォルダーの参照 この種のアクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを ク リ ッ ク し た

と きに [ フ ォルダーを参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

エン ド ユーザーがこのダイアログ ボ ッ クスでフ ォルダーを選択し てから 

[OK] ボタ ンを クシ ッ クする と、 ダイアログ ボ ッ クスが閉じ て、 イ ンス

ト ールは特定のプロパテ ィ の値をエン ド ユーザーが選択し たフ ォルダー

の完全パスに設定し ます。

この種のアクシ ョ ンを構成するには、 このアクシ ョ ンの下にあるサブ設

定を構成し ます。
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フ ァ イルの参照 この種のアクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを ク リ ッ ク し た

と きに [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

エン ド ユーザーがこのダイアログ ボ ッ クスでフ ァ イルを選択し てから [

開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ダイアログ ボ ッ クスが閉じ て、 イ ンス

ト ールは特定のプロパテ ィ の値をエン ド ユーザーが選択し たフ ァ イルの

完全パス と フ ァ イル名に設定し ます。

この種のアクシ ョ ンを構成するには、 このアクシ ョ ンの下にあるサブ設

定を構成し ます。

新しいフ ァ イルの参照 この種のアクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがコ ン ト ロールを ク リ ッ ク し た

と きに [ 新しいフ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。 ダ

イアログ ボ ッ クスを使って、 エン ド ユーザーは新しいフ ァ イルを保存す

る場所を参照できます。

エン ド ユーザーがこのダイアログ ボ ッ クスでフ ァ イルを指定し てから [

保存 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ダイアログ ボ ッ クスが閉じ て、 イ ンス

ト ールは " プロパテ ィ " サブ設定で指定されたプロパテ ィ の値をエン ド 

ユーザーが指定する フ ァ イルの完全パス と フ ァ イル名に設定し ます。

この種のアクシ ョ ンを構成するには、 このアクシ ョ ンの下にあるサブ設

定を構成し ます。

アク テ ィ ブ ページの設定 この種のアクシ ョ ンは、 特定のウ ィ ザー ド ページに移動し ます。

ウ ィ ン ド ウを表示 この種のアクシ ョ ンは、 2 番目のウ ィ ン ド ウをモーダル ウ ィ ン ド ウと し

て表示し ます。

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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ウ ィ ン ド ウを閉じ る この種類のアクシ ョ ンは、 メ イ ンのウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目の

ウ ィ ン ド ウを閉じ るか、 場合によ っては 2 番目のウ ィ ン ド ウを条件付き

で閉じ ます。

[ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンには、 次の定義済みリ ターン コー ド 

ID に対応するパラ メ ータ を使用できます ： IDOK、 IDCANCEL、 IDABORT、

IDRETRY、 IDIGNORE、 IDYES、 IDNO、 および IDCLOSE 

[ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンの動作は、 ウ ィ ザー ド ページおよび 2 

番目のウ ィ ン ド ウで次のよ う に多少異な り ます ： 

• ウ ィ ザー ド ページの場合、 [ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンはその

リ ターン コー ド パラ メ ータが IDCANCEL に設定されている場合、 エ

ン ド ユーザーがウ ィ ザー ド をキャ ンセルできるプロンプ ト を表示 (

また、 エン ド ユーザーが [ はい ] を指定し た場合にウ ィ ザー ド を中

断し ます )。 その他のリ ターン コー ド ID の場合、 ウ ィ ザー ドがすぐ

に閉じ ます。

• 2 番目のウ ィ ン ド ウの場合、 [ ウ ィ ン ド ウを閉じ る ] アクシ ョ ンは 2 

番目のウ ィ ン ド ウを閉じ ます。 また特殊な場合、 た と えば 2 番目の

ウ ィ ン ド ウが ISRMFilesInUse および ISRMFileInUse の場合は指定され

た リ ターン コー ド値が戻されます。 

InstallShield では現在、 指定された リ ターン コー ド ID によ って異なる カ

ス タム動作を含む、 次の 2 番目のウ ィ ン ド ウが提供されています :

• ISDownloadProgress

• ISPromptForSourceMedia

• ISFilesInUse

• ISRMFilesInUse

• ISUpgradeParcel

• ISSQLBrowse

イベン ト の停止 この種類のアクシ ョ ンは、 後に続 く アクシ ョ ンの処理を条件付きで停止

し ます。 た と えば、 このアクシ ョ ンを使ってボタ ンのデフ ォル ト 動作を

抑制する こ とができます。 

スイー ト  アクシ ョ ンの実行

プロジ ェ ク ト • この機能は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

この種類のアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールでアクシ ョ ンを起動し ます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ イベン ト ] ビ ューで定義され

ている任意のアクシ ョ ンを選択できます。 詳細については、 「スイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する」

を参照し て く だ さい。

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Web 配置パブ リ ッ シュ プロ フ ァ イ

ルのロー ド

プロジ ェ ク ト • この機能は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

この種類のアクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーが Web 配置パッ ケージに使用

する構成設定を含むパブ リ ッ シャー プロ フ ァ イル フ ァ イル 

(.publishsettings) を参照およびロー ド する こ とができる 2 番目のウ ィ ン ド

ウを起動し ます。 詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
データベース

プロジ ェ ク ト • この機能は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

次のデータベース関連のオプシ ョ ンが使用できます :

• データベース メ タデータの構成 — データベース メ デ ィ ア ( 接続文字

列、 ODBC ド ラ イバー、 タ イムアウ ト 値等 ) を初期化し、 アク テ ィ ブ

な構成と し て別のアクシ ョ ンが参照できるよ う、 拡張 DLL に構成の

名前を保存し ます。

• SQL ログイ ンのプロパテ ィ をオーバーラ イ ド — 指定されたデータ

ベース サーバーへの接続を確立する と き、 SQL ログイ ンの設定を識

別するために使用されるスイー ト のプロパテ ィ を定義し ます。 た と

えば、 [ データベース ログイ ンの検証 ] アク シ ョ ンが呼び出される

と、 スイー ト  SQL ラ ン タ イムは [ SQL ログイ ンのプロパテ ィ をオー

バーラ イ ド ] アクシ ョ ンによ って指定されたスイー ト のプロパテ ィ

の値を読み込んで、 [ スイー ト  UI] ウ ィ ザー ド ページに入力された 

SQL ログイ ンの設定を取得し てから、 指定されたデータベース サー

バーへの接続を設立し よ う と し ます。

• データベース カ タ ログの参照 — 使用可能なデータベース カ タ ログ 

リ ス ト を取得し て、 その結果をスイー ト  プロパテ ィ   

(ISSQLBrowseList) に保存し ます。 このアクシ ョ ンは、 [ データベー

ス メ タデータの構成 ] および [SQL ログイ ンのプロパテ ィ をオーバー

ラ イ ド ] アクシ ョ ンによ って識別された メ タデータおよびプロパ

テ ィ を使用し ます。

• データベース サーバーの参照 — 使用可能なデータベース サーバー 

リ ス ト を取得し て、 その結果をスイー ト  プロパテ ィ   

(ISSQLBrowseList) に保存し ます。 このアクシ ョ ンは、 [ データベー

ス メ タデータの構成 ] および [SQL ログイ ンのプロパテ ィ をオーバー

ラ イ ド ] アクシ ョ ンによ って識別された メ タデータおよびプロパ

テ ィ を使用し ます。 

• 登録済みデータベース サーバーの参照 —ODBC DSN に登録されてい

るデータベース サーバー リ ス ト を取得し て、 そのリ ス ト をスイー ト  

プロパテ ィ   (ISSQLBrowseLocalList) に保存し ます。 このアクシ ョ ン

は、 [ データベース メ タデータの構成 ] および [SQL ログイ ンのプロ

パテ ィ をオーバーラ イ ド ] アクシ ョ ンによ って識別された メ タデー

タおよびプロパテ ィ を使用し ます。 

• データベース ログイ ンの検証 — [ データベース メ タデータの構成 ] 

および [SQL ログイ ンのプロパテ ィ をオーバーラ イ ド ] によ って識別

されたデータベース メ タデータおよびプロパテ ィ を使って、 データ

ベース ログイ ン資格情報を検証する [ 検証 ] アクシ ョ ンを追加し ま

す。

• SQL 文字列の実行 — [ データベース メ タデータの構成 ] および [SQL 

ログイ ンのプロパテ ィ をオーバーラ イ ド ] によ って識別されたデー

タベース メ タデータおよびプロパテ ィ を使って、 SQL ステー ト メ ン

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおける イ メ ージ、 テキス ト  フ ァ イル、
その他のオブジ ェ ク ト の使用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで使用するイ

メ ージ、 テキス ト  フ ァ イル、 その他のフ ァ イルはすべて、 プロジ ェ ク ト にサポー ト フ ァ イルと し て含める必要が

あ り ます。 サポー ト  フ ァ イルとは、 イ ンス ト ール処理中のみの使用目的で ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールさ

れる フ ァ イルです。 これらのフ ァ イルは、 イ ンス ト ールの完了時に自動的にターゲッ ト  システムから削除されま

す。

プロジ ェ ク ト が複数言語をサポー ト する場合、 言語固有のサポー ト  フ ァ イルを [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの適

切な言語固有の領域にに追加できます。 実行時、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルは、 適切な言語固有のサポー ト フ ァ イルを表示し ます。

詳細については、 「サポー ト  フ ァ イルを使用する」 を参照し て く ださい。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにおける DPI 対応

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DLL アクシ ョ ンを参照 このタ イプのアクシ ョ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューで作成し、 プロ

ジ ェ ク ト に追加し た DLL フ ァ イル内の関数を呼び出し ます。 た と えば、

DLL フ ァ イルを使って、 カス タム動作を ト リ ガする こ とができます。

テーブル 3-38 • コ ン ト ロールのアクシ ョ ン ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における DPI 対応には、 2 つの基本事項があり ま

す :

• エンジンが使用するアイテムは、 システムの DPI 設定にし たがって調整されます。 つま り、 ターゲッ ト  シス

テムで DPI 200% が設定されている場合、 チ ェ ッ クボ ッ クス コ ン ト ロールも同様に調整されます。

• エンジンは、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに含まれたイ メ ージその他のリ ソースを表示する と き、 スケール

因子と言語を考慮し ます。

たと えば、 エンジンがスケール因子を 150 と判断し た と き、 適切な言語が英語である場合は、 フ ァ イル名または

パス名に scale-150 の文字列を含むリ ソースを探し ます。 ターゲッ ト  システム上で image.png を検索する と き、 次

に リ ス ト されている順番でパスを検索し ます :

1. [SUPPORTDIR]0409\scale-150\image.png

2. [SUPPORTDIR]0409\image.scale-150.png

3. [SUPPORTDIR]0409\image.png

4. [SUPPORTDIR]scale-150\image.png

5. [SUPPORTDIR]image.scale-150.png

6. [SUPPORTDIR]\image.png

正しい DPI よ り も一致する言語が優先し ます。

InstallShield はア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるビル ト イ ン デフ ォル ト  

イ メ ージに、 scale-150 および scale-200 イ メ ージを含みます。 プロジ ェ ク ト にカス タム リ ソースを含める場合、 [

サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューを使って適切なスケールのイ メ ージを追加し ます。

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのローカ ラ イズ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield には、 エン ド ユーザーに表示するテキス ト 文字列を指定するための多 く の設定があり ます。 た と え

ば、 機能の " 表示名 " と " 説明 " 設定に値を入力する と、 実行時に CustomSetup ダイアログで表示される機能名

と説明を構成する こ とにな り ます。 1 つまたは複数の言語にローカ ラ イズが必要な設定に値を入力するたびに、 プ

ロジ ェ ク ト がサポー ト する各言語用に InstallShield が自動的に文字列エン ト リ を作成し ます。 各文字列エン ト リ

は、 言語非依存の識別子と対応する言語固有の値で構成されます。 実行時に、 イ ンス ト ールは適切な翻訳済み文

字列値を表示し ます。 ハー ド コー ド化されたテキス ト の代わり に文字列エン ト リ を使用する こ と で、 イ ンス ト ー

ル中に表示される全ての言語固有文字列から、 イ ンス ト ールのコー ド を完全に切り離すこ とができます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
プロジ ェ ク ト のローカ ラ イズ処理を簡素化するために、 イ ンス ト ール処理中、 実行時に表示されるすべてのテキ

ス ト 文字列は、 統合された 1 つのビ ュー、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示されます。 このビ ューを使って、 ボ

タ ン テキス ト から機能の説明まで全ての文字列を編集できます。 またこのビ ューでは、 各言語の文字列エン ト リ

を フ ァ イルにエクスポー ト し て、 フ ァ イルに リ ス ト されている値を翻訳し てから、 翻訳済みフ ァ イルをプロジ ェ

ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。

複数言語をサポー ト するプロジ ェ ク ト で文字列エン ト リ を処理する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 複数言語イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に言語を追加するには、 [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使用し ます。

プロジ ェ ク ト は、 ローカ ラ イズ可能な各テキス ト 文字列およびプロジ ェ ク ト でサポー ト する各言語用の文字列エ

ン ト リ を含みます。 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 プロジ ェ ク ト 内の言語非依存文字列 ID の一覧と対応する言

語固有の値が表示されます。

複数言語サポー ト を含めるプロジ ェ ク ト では、 文字列エン ト リ に関する次の詳細にご注意 く だ さい :

• InstallShield ですべてのローカ ラ イズ可能な設定の値 ( た と えば、 機能の " 表示名 " と " 説明 " 設定 ) は、 プ

ロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を使用し ます。 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語は、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

で指定できます。 これらのローカ ラ イズ可能な設定の値を編集する と、 InstallShield が [ 文字列エデ ィ ター ] 

ビ ューでデフ ォル ト 言語の文字列エン ト リの値を同時に更新し ます。

同様に、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列値を変更する と、

InstallShield が、 その文字列エン ト リの値を表示するその他の InstallShield ビ ューの設定を同時に更新し ます。

• プロジ ェ ク ト でサポー ト する各言語は、 同じ一連の文字列 ID を使用し ます。

し たがって、 プロジ ェ ク ト に文字列エン ト リ を追加する と、 InstallShield は各言語に対し て同じ文字列 ID を使

用し ます。 文字列 ID の名前を変更する と、 すべての言語の文字列 ID も変更されます。 文字列エン ト リ を削

除する と、 各言語の文字列エン ト リが削除されます。

• 新しい言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 プロジ ェ ク ト 内の他の言語で利用可能な文字列 ID と同じ文字列 ID 

がその言語にも追加されます。 デフ ォル ト の文字列エン ト リ ( つま り、 組み込みダイアログやその他のユー

ザー イ ン ターフ ェ イス要素で使用できる文字列エン ト リ ) には、 既に翻訳済みの文字列値が追加されます。

カス タム文字列エン ト リ には、 新しい言語用のデフ ォル ト 言語からの文字列が使用されます。 必要に応じ て、

新しい言語用の文字列値をどれでも変更する こ とができます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
プロジ ェ ク ト 作成の終了後、 テキス ト  フ ァ イルに各言語の文字列エン ト リ をエクスポー ト し て、 翻訳する こ とが

できます。 テキス ト  フ ァ イルの文字列エン ト リ を翻訳し た後、 それをプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

InstallShield で文字列エン ト リ を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • UWP アプ リ パッ ケージのローカ リゼーシ ョ ンを行う には、 InstallShield が搭載されているマシン上に 

Windows 10 SDK も イ ンス ト ールする必要があ り ます。 これがイ ンス ト ールされていない場合、 InstallShield はデ

フ ォル ト 言語のみを含む UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をビルド し ます。

プロジ ェ ク ト を通し て文字列をハー ド コー ド化する代わり に、 InstallShield でローカ ラ イズ済みテキス ト を受け入

れる領域では、 文字列エン ト リ を使用できます。 文字列エン ト リ を選択する方法は、 それら を使用する場所に

よ って異な り ます。

様々なビ ューでの設定

InstallShield のビ ュー内にある設定で値を入力する と きに、 その値がエン ド ユーザーに表示されるテキス ト 文字列

である場合、 自動的にその設定の文字列 ID が使用されます。 InstallShield は、 文字列値の前に中括弧で囲まれた文

字列 ID を配置し ます。 機能の " 表示名 " 設定の値の例を以下に示し ます :

{ID_STRING24}My New Feature

この例では、 ID_STRING24 が、 " 表示名 " 設定で使用される文字列 ID です。 My New Feature は、 プロジ ェ ク ト の

デフ ォル ト 言語の文字列値です。

タ スク ローカ ラ イズ可能な文字列エン ト リ を受け付ける設定での処理には、 以下のいずれかを行います :

• プロジ ェ ク ト 内の何処にも存在し ない新しいテキス ト 文字列を入力するには、 使いたいテキス ト 文字列を入

力し ます。 入力し た値には、 自動的に新しい文字列 ID が割り当てられます。

プロジ ェ ク ト が複数の言語をサポー ト する場合、 プロジ ェ ク ト の言語すべてに新しい文字列 ID が追加され、

入力し た文字列値がすべての言語の値と し て使用されます。

• プロジ ェ ク ト で使用されている既存する文字列エン ト リの一覧を参照するには、 設定の値を ク リ ッ ク し た と

きに右側に表示される省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 既存の文字列エン ト リ を選択、 または新しい文

字列エン ト リ を作成できる [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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注意 • 既存の文字列値を編集するのと、 InstallShield 設定でテキス ト を入力し て新しい文字列 ID を入力するのは異

なる点に注意し て く だ さい。 設定に対し て文字列 ID を選択し た後に設定のローカ ラ イズ可能なテキス ト を削除し

ても、 単に現在値が削除されるだけです。 これでは、 現在の文字列 ID は新しい ID に置き換えられません。

ダイアログ エデ ィ ター

ダイアログ エデ ィ ターには、 エン ド ユーザーに表示される文字列を使用できるた く さんのコ ン ト ロールがあ り ま

す。 たと えば、 テキス ト プロパテ ィ やツールチ ッ ププロパテ ィ は常にローカ ラ イズ可能テキス ト が必要にな り ま

す。

ダイアログ エデ ィ ターで行う文字列エン ト リの処理は、 InstallShield のその他の場所で文字列 ID を選択するのと

似ています。

タ スク ダイアログ エデ ィ ターと ローカ ラ イズ可能テキス ト を使用する コ ン ト ロールのプロパテ ィ を使用するには、 以下

のいずれかを行います :

• コ ン ト ロールのプロパテ ィ  シー ト を ク リ ッ ク し て、 文字列を編集し ます。 する と、 現在の言語の文字列エン

ト リが変更されます。 最初に文字列を選択せずにテキス ト 値を入力する と、 InstallShield がプロジ ェ ク ト の新

しい文字列 ID を作成し ます。

プロジ ェ ク ト が複数の言語をサポー ト する場合、 プロジ ェ ク ト の言語すべてに新しい文字列 ID が追加され、

入力し た文字列値がすべての言語の値と し て使用されます。

• ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ の値を編集するためにク リ ッ クする と、 省略記号ボタ ン (...) がプロパテ ィ  

シー ト 内に表示されます。 省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 現在の言語の文字列エン ト リ を表示し ます。

ダイアログ コ ン ト ロールのプロパテ ィ と、 InstallShield 内のその他のビ ューにある設定との最も大きな違いは、 そ

の他のビ ューでは常にデフ ォル ト 言語の文字列が表示される点です。 ただ し、 ダイアログのレ イアウ ト を編集す

る と き、 最初にダイアログの言語を選択し な く てはな り ません。 する と、 ダイアログと プロパテ ィ シー ト の文字

列はすべて編集し ているダイアログで使用中の言語で表示されます。

InstallScript スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ン

InstallScript ビ ューの InstallScript スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンでは、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスを

使って、 文字列エン ト リ を選択および編集する こ とができます。

タ スク InstallScript で文字列 ID を使用するには、 以下の手順を実行し ます。

1. スク リ プ ト 内で文字列 ID を挿入する場所にカーソルを置きます。

2. [ 編集 ] メ ニューで、 [ 挿入 ] をポイ ン ト し て [ 文字列エン ト リ ] を選択し ます。 [ 文字列の選択 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• 既存の文字列エン ト リ を使って、 スク リ プ ト で使用する文字列エン ト リ を含む行を ク リ ッ ク し ます。

• 新しい文字列エン ト リ を作成するには、 [ 新規作成 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 文字列エン ト リ ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開き、 こ こで新しい文字列 ID と値を作成できます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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InstallShield は、 スク リ プ ト 中に (@) 記号に続けて文字列 ID を配置し ます。

詳細は、 「文字列定数演算子 (@)」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • ハー ド コー ド化されたユーザー イ ン ターフ ェ イス文字列を直接 InstallScript コー ド に含める こ と もできま

すが、 この方法は回避する こ と をお勧めし ます。 InstallScript コー ド内にハー ド コー ド化された文字列は、 Unicode 

と し て格納されません。 し たがって、 正しいコー ド ページが設定されたシステム上でイ ンス ト ールが実行された

場合にのみ、 言語が正し く 表示されます。 [ 文字列エデ ィ タ ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に文字列を追加し て、

InstallScript コー ドからその文字列に関連付けられた文字列 ID を参照する こ と で、 この問題を回避できます。

ビルド時と実行時に文字列エン ト リ に起きる処理

InstallShield は、 文字列エン ト リ を InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) の ISString テーブルに格納し ます。 ほ

とんどの場合、 リ リースを作成する と き、 ビルド時に文字列 ID ではな く 文字列値が使用されます。 つま り、 文字

列 ID はリ リースに組み込まれず、 文字列 ID は実行時に使用されません。

InstallShield がビルド時に文字列 ID を使用する唯一の例外は、 プロジ ェ ク ト に InstallScript コー ドが含まれている

場合です。 この場合、 InstallShield がビルド する リ リースには、 すべての文字列エン ト リ を含む文字列テーブルが

含まれます。 これらの文字列テーブルによ って、 ハー ド コー ド化されたテキス ト 文字列の代わり に、 InstallScript 

コー ド内に文字列 ID を使用できるよ う にな り ます。 実行時、 イ ンス ト ールは必要に応じ て、 文字列 ID を文字列

値と置き換えます。

文字列エン ト リ を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューでは、 後で InstallShield 内の設定や、 プロジ ェ ク ト に含まれるダイアログ、 および 

InstallScript コー ド で参照する こ とが可能な新しい文字列エン ト リ を作成できます。

タ スク 新しい文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 新しい文字列エン ト リ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• INSERT キーを押す。

[ 文字列エン ト リ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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3. [ 文字列 ID] ボ ッ クスで、 文字列エン ト リ に使用する言語非依存の文字列 ID を指定するか、 自動的にボ ッ ク

スに挿入される新しいデフ ォル ト 文字列 ID のままに残し ます。

4. [ 値 ] ボ ッ クスに、 文字列エン ト リ に使用するローカ ラ イズ可能なテキス ト 文字列を指定し ます。

5. [ コ メ ン ト ] ボ ッ クスに、 オプシ ョ ン と し て、 文字列エン ト リ について内部で使用する メ モを指定し ます。 コ

メ ン ト は実行時には表示されません。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで、 新しい文字列エン ト リ用の新しい行が追加されます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト が複数の言語をサポー ト する場合、 プロジ ェ ク ト の言語すべてに文字列エン ト リが追加さ

れ、 入力し た文字列値がすべての言語の値と し て使用されます。 必要な場合は、 言語の文字列値を編集できます。

メ モ • InstallShield では、 ローカ ラ イズ可能なテキス ト を受け入れる設定には必ず文字列 ID を使用し な く てはなら

ないため、 既存の文字列 ID を選択せずに設定に値を入力する と、 プロジ ェ ク ト に新しい文字列エン ト リが自動的

に追加されます。

文字列エン ト リ を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューには、 プロジ ェ ク ト 内の文字列エン ト リ を変更できる、 スプレ ッ ド シー ト 形式のテー

ブルが表示されます。

タ スク [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで文字列エン ト リ を編集するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 変更する文字列エン ト リ を見つけます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• テーブル セル内のテキス ト をすべて上書きするには、 テーブル セルを ク リ ッ ク し てから、 新しい ID、

値、 またはコ メ ン ト を入力し ます。

• テーブル セル内の特定の位置にカーソルを配置するには、 その場所をダブルク リ ッ ク し ます。 次に、 変

更を入力し ます。
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文字列 ID の名前を変更する と、 プロジ ェ ク ト 内の全ての言語に対する文字列 ID も変更されますので、 ご注意 く

ださい。

文字列エン ト リ を編集する と、 変更を行った日付と時刻が [ 更新日時 ] 列に表示されます。 [ 文字列エデ ィ ター ] 

ビ ュー内の文字列エン ト リは、 更新日時順に並べ替える こ とができます。 これは、 文字列が最後に翻訳された以

降に変更された文字列を識別するのに、 便利です。

ヒ ン ト • InstallShield の他のビ ュー内にあるローカ ラ イズ可能な設定を編集中に、 その設定にある省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ クできます。 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで選択し た設定に使用する文字列エ

ン ト リ を指定できます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 一部の文字列値は角

括弧でかこ まれた Windows Installer プロパテ ィ を含みます ( 例、 Install [ProductName])。 実行時に、 このプロパ

テ ィ と括弧はプロパテ ィ 値で置き換えられます。

文字列値の中には、 中括弧でかこ まれたフ ォ ン ト 情報を含むものもあり ます ( 例、 {&MSSansBold8}OK)。 フ ォ ン ト

情報は、 実行時に文字列を表示するのに使用するス タ イルの詳細を示し ます。

文字列 ID のイ ンス タ ンスを検索する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

文字列 ID は InstallShield プロジ ェ ク ト 全体で使用されます。 特定の文字列 ID がプロジ ェ ク ト 内の何処で使用され

ているかを確認し たい場合、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで検索を行う こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト 内の特定の文字列 ID をすべて見つけるには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 検索を行う文字列 ID を含む行を選択し ます。

連続する複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから SHIFT を押し ながら最後の行を ク リ ッ ク し

ます。 連続し ない複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから CTRL を押し ながら追加するそれ

ぞれの行を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 選択し た文字列をプロジ ェ ク ト で検索 ]  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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InstallShield が、 検索結果を [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウの [ 結果 ] タ ブに表示し ます。 [ 結果 ] タ ブは、 文字列 ID が使用さ

れている回数を表示し ます。 また、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ュー内のどの場所に文字列 ID が使用されている

かも示し ます。

文字列 ID がプロジ ェ ク ト 内で使用されていない場合、 [ 結果 ] タ ブには 0 個見つかった と表示されます。

メ モ • InstallShield は、 文字列 ID のイ ンス タ ンスをプロジ ェ ク ト の InstallScript フ ァ イル (.rul) では検索し ません。

文字列エン ト リの検索と置換

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 文字列エデ ィ ター ] は、 標準の検索 / 置換機能をサポー ト し ます。 この機能は、 プロジ ェ ク ト 内で特定の文字列

を検索し て、 改訂済みの文字列と置換する と きに便利です。

文字列エデ ィ ターで文字列を検索する

タ スク 文字列エデ ィ ターで文字列を検索するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 文字列の検索 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 検索する文字列を入力し ます。

4. 必要に応じ て、 その他のオプシ ョ ンを選択し ます。

5. [ 次を検索 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 指定された文字列の最初のイ ンス タ ンスを検出し ます。

文字列エデ ィ ターで文字列を検索 / 置換する

タ スク 文字列エデ ィ ターで文字列を検索 / 置換するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 検索 / 置換 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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3. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 置換するテキス ト を入力し ます。

4. [ 置換後の文字列 ] ボ ッ クスで、 新しい文字列を入力し ます。

5. 必要に応じ て、 その他のオプシ ョ ンを選択し ます。

6. [ 次を検索 ]、 [ 置換 ]、 または [ すべて置換 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が必要に応じ て文字列を置換し ます。

文字列エン ト リ を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 内の特定の文字列エン ト リが不要になった場合は、 それを削除できます。

文字列エン ト リ を削除する と、 プロジ ェ ク ト に含まれる各言語からその文字列エン ト リが削除されます。

タ スク 文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト から削除するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 削除する文字列エン ト リ を見つけます。

3. [ 選択し た文字列を削除 ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 または DELETE キーを押し ます。

ローカ ラ イズ可能な設定から文字列 ID を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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InstallShield のビ ュー内にある設定で値を入力する と きに、 その値がエン ド ユーザーに表示されるテキス ト 文字列

である場合、 自動的にその設定の文字列 ID が使用されます。 InstallShield は、 文字列値の前に中括弧で囲まれた文

字列 ID を配置し ます。

設定の値を削除する と、 実際は現在の言語用の文字列値が削除されます。 そのよ う な場合、 設定には空の値を持

つ文字列 ID が使用されます。

つま り、 ローカ ラ イズ可能な設定から文字列 ID を削除する場合、 それを異なる文字列 ID に置き換えるか、 新し

い文字列 ID を追加し な く てはな り ません。

文字列 ID の置換についての詳細は、 「文字列エン ト リ を編集する」 を参照し て く だ さい。 新しい文字列 ID の作成

方法については、 「文字列エン ト リ を追加する」 を参照し て く ださい。

ビルボー ド を表示する

プロジ ェ ク ト • ビルボー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

プロジ ェ ク ト • ビルボー ドのサポー ト は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。 ビルボー ド につ

いての詳細は、 以下の該当するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• 基本の MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

• InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

基本の MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。
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基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 ビルボー ド用に様々な種類のフ ァ イルがサポー ト されています :

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)

• イ メ ージ (.bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg)

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に複数のイ メ ージ ビルボー ド を追加する こ とができますが、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン 

フ ァ イル ビルボー ドの場合は 1 つだけしか追加できません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ドの種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield は、 異なる種類のビルボー ド をサポー ト し ます。 た と えば、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビ

ルボー ド を前景に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示するス タ イルがあり ます。 別のス タ イルで

は、 イ ンス ト ールがビルボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、

進行状況バーが表示されます。

各ビルボー ド タ イプの説明とサンプル スク リーンシ ョ ッ ト は、 次のとお り です。

全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する

全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する タ イプのビルボー ドは、 イ ンス ト ールが標準エン ド ユー

ザー ダイアログを表示する と きに、 全画面の背景も表示し ます。 フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールが全画面背景

を使用し、 ビルボー ド を前画面に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。
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図 3-28: 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは中央にある青緑色の長方形です。 構成可能なビルボー ド設定の

一部は次のよ う に設定されています :

• 原点 —  中央揃え

• タ イ ト ル — A B C

• フ ォ ン ト  — 48 pt. Arial

• 背景色 — 黄色

ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する

ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する タ イプののビルボー ド では、 フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールはビル

ボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表示さ

れます。 このス タ イルの場合、 イ ンス ト ールは背景を表示し ません。
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図 3-29: ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは青緑色の長方形です。 そのサイズは、 幅が 544 ピ クセルで、 高

さが 281 ピ クセルです。

ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し )

ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し ) タ イプのビルボー ド では、 フ ァ イ

ル転送中にイ ンス ト ールは小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。 ビルボー ド または背景は一切表

示し ません。

図 3-30: ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し )
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サンプル スク リーンシ ョ ッ ト に見られるよ う に、 進行状況バーが表示されますが、 ビルボー ドは表示されません。

黒色の背景は、 エン ド ユーザーのデスク ト ッ プです。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用するビルボー ドの種類を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield は、 異なる種類のビルボー ド をサポー ト し ます。

タ スク イ ンス ト ールで使用するビルボー ドの種類を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ ビルボー ド ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンに " ビルボー ドの種類 " 

設定が表示されます。

3. " ビルボー ドの種類 " 設定で、 適切なビルボー ドの種類を選択し ます。

各ビルボー ド タ イプのサンプルは、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ドの種類」 を参照し て く だ さい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield を使って、 フ ァ イル転送処理中に Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を表示できます。Flash 

アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、

その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる要素で構成されます。 Flash ビデオ フ ァ イル (.flv) や MP3 オーデ ィ

オ フ ァ イルは .swf フ ァ イルに埋め込んで、 フ ァ イル転送中にターゲッ ト  システム上のローカルで使用できるよ う

にする こ とが推奨されます。 .swf フ ァ イルは Web サイ ト 上に配置された外部フ ァ イルを参照する こ とが可能です

が、 この外部実装ではエン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト に接続されている こ とが必須と な り ます。

タ スク Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に

従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 [Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)] を右ク リ ッ ク し てから、

[ 新しいビルボー ド ] を選択し ます。 新しいビルボー ド が NewBillboard1 とい う名前で作成されます。

3. ビルボー ドの名前を入力し ます。 この名前はイ ンス ト ールを作成する と きにアイテムを識別するために使用

されます。 この名前はイ ンス ト ール時には表示されません。

4. 右側のペイ ンで、 ビルボー ドの設定を構成し ます。
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メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、 ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作

し ない可能性があ り ます。

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

フ ァ イル転送処理中に 1 つのイ メ ージ ビルボー ドのみを表示し た り、 一連のイ メ ージ ビルボー ド で、 各ビルボー

ドが特定の時間表示されるよ う設計し た りする こ とができます。 InstallShield は、 .bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg  イ

メ ージ フ ァ イルをサポー ト し ます。

メ モ • 動画 .gif フ ァ イルはサポー ト されていません。 ビルボー ド で動画を使用し たい場合は、 Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの使用をご検討 く だ さい。

タ スク イ メ ージ ビルボー ド を イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 [ イ メ ージ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいビルボー ド ] を ク リ ッ ク し

ます。 新しいビルボー ド が NewBillboard1 とい う名前で作成されます。

3. ビルボー ドの名前を入力し ます。 この名前はイ ンス ト ールを作成する と きにアイテムを識別するために使用

されます。 この名前はイ ンス ト ール時には表示されません。

4. 右側のペイ ンで、 ビルボー ドの設定を構成し ます。

 基本の MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド、 またはイ メ ージ ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加する と き、

その設定を構成する必要があ り ます。
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タ スク ビルボー ドの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央ペイ ンの [ ビルボー ド ] エクスプローラーで構成するビルボー ド を選択し ます。 右側のペイ ンにビルボー

ドが表示されます。

3. 必要に応じ て設定を構成し ます。

ビルボー ドの各設定についての詳細は、 「Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー

ドの設定」 を参照し て く だ さい。

リ リースをビルド または起動せずにビルボー ド をプレビ ューする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 リ リースをビルド および実行せずに、 実行時にビルボー ドがどのよ う に表示されるのかをプレ

ビ ューできます。

ビルボー ド をプレビ ューする と、 そのビルボー ド に現在構成されている背景色、 位置、 および関連設定を使った

ビルボー ドの外観を確認できます。

タ スク ビルボー ド をプレビ ューするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央ペイ ンの [ ビルボー ド ] エクスプローラーでプレビ ューするビルボー ド を右ク リ ッ ク し てから、 [ ビル

ボー ドのプレビ ュー ] を選択し ます。

InstallShield が、 実行時に表示されるビルボー ドのプレビ ューを表示し ます。

プレビ ューを止めるには、 [ プレビ ュー ] ウ ィ ン ド ウにある [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • ビルボー ドのプレビ ューを使う と、 Flash またはイ メ ージ ビルボー ドが、 選択された異なるビルボー ド タ

イプではどのよ う に表示されるのかを確認するのに特に便利です。 ビルボー ド をプレビ ューし、 ビルボー ド タ イ

プの変更し てから、 再度ビルボー ド をプレビ ューする こ とができます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの順序を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ メ ージ ビルボー ドは、 [ ビルボー ド ] ビ ューで表示されているのと同じ順序で、 上から下に順番に表示されま

す。
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タ スク イ メ ージ ビルボー ドが実行時に表示される順番を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 移動するビルボー ド を １  つ右ク リ ッ ク し、 [ 上に移動 ] または [ 下に移

動 ] を ク リ ッ ク し ます。

すべてのビルボー ドが正し く 並べ替えられるまで最後のステ ッ プを繰り返し ます。

ビルボー ド を含む基本の MSI イ ンス ト ールにおける実行時の動作

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

重要 • イ ンス ト ールにビルボー ドが含まれている場合、 イ ンス ト ールには Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを含

めな く てはな り ません。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーが実行時にビルボー ド を表示するため、 これが必須と な り ます。

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースについての Setup.exe タ ブでは、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを使用するかど うか

などの情報を指定する こ とができます。 詳細については、 「リ リースの [Setup.exe] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールに Flash ビルボー ド と 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ドが含まれている場合、 実行時のフ ァ イル転送

処理中に Flash ビルボー ド またはイ メ ージ ビルボー ドのう ち 1 つのビルボー ド タ イプのみが表示されます。

• Flash Player がターゲッ ト  システムに存在する場合、 イ ンス ト ールは Flash ビルボー ド を表示し ます。

• Flash Player が存在し ない場合、 イ ンス ト ールはイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。

実行時の動作は、 イ ンス ト ールが Flash ビルボー ドかイ メ ージ ビルボー ドのどち ら を表示するかによ って、 多少

異な り ます :

• イ ンス ト ールが Flash ビルボー ド を表示する場合 — フ ァ イル転送が完了する と、 イ ンス ト ールは Flash ビル

ボー ド に割り当てられた時間が経過するまで、 それを表示し続けます。 割り当てられた時間が経過する と、

イ ンス ト ールはビルボー ドの表示を終了し て、 適切な SetupComplete ダイアログを表示し ます。

フ ァ イル転送が Flash ビルボー ド に割り当てられた時間よ り も長 く かかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イル転

送が終了するまで、 Flash ビルボー ド を表示し続けます。

• イ ンス ト ールがイ メ ージ ビルボー ド を表示する場合 — フ ァ イル転送が完了する と、 その他のビルボー ドがス

ケジュールされていても、 また現在のビルボー ド に割り当てられた時間が経過し ていな く ても、 イ ンス ト ー

ルはイ メ ージ ビルボー ドの表示を終了し ます。 次に、 イ ンス ト ールは適切な SetupComplete ダイアログを表

示し ます。

フ ァ イルの転送時間が、 ビルド ボー ド に割り当てられた時間を超える場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イル転送が

終了するまでビルボー ド を表示し続けます。 [ ビルボー ド ]  ビ ューの " ビルボー ドのループ " 設定に [ いいえ

] が選択されている場合、 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送を終了する前に最後のビルボー ド に到達し た と き、

イ ンス ト ールはフ ァ イルの転送が終了するまで最後のイ メ ージ ビルボー ド を表示し続けます。 次に、 イ ンス

ト ールは適切な SetupComplete ダイアログを表示し ます。 この設定に [ はい ] が選択されている場合、 イ ンス

ト ールがフ ァ イルの転送を終了する前に最後のビルボー ド に到達し た と き、 イ ンス ト ールは最初のビルボー

ドから再び表示を開始し ます。 必要な場合、 フ ァ イルの転送が終了し て SetupComplete ダイアログが表示さ

れるまでループが継続し ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、 ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作

し ない可能性があ り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト から ビルボー ド を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク イ ンス ト ールから ビルボー ド を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 削除するビルボー ド を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を選択し ます。

InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス タ イルおよびフ ァ イル
の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield は、 2 種類のビルボー ド をサポー ト し ます。 1 つめは、 全画面の背景ウ ィ ン ド ウを含み、 2 つめはこれ

を含みません。 両方のス タ イルで進行状況バーが表示されます。

以下に、 両方の種類のビルボー ドの説明とサンプル、 および適切なサポー ト 対象フ ァ イルの種類を示し ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ウ ィ ン ド ウ表示のビルボー ド で進行状況を表示する

このス タ イルのビルボー ド では、 イ ンス ト ールが標準サイズのダイアログを表示し ます。 フ ァ イルの転送中、 ダ

イアログ上部にビルボー ドが表示され、 ダイアログの下部に進行状況バーが表示されます。 このス タ イルのビル

ボー ドの場合、 イ ンス ト ールは背景ウ ィ ン ド ウを表示し ません。

このス タ イルのビルボー ド では、 以下の種類のフ ァ イルを使用できます :

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)

• イ メ ージ (.bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg)

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

メ モ • 進行状況を表示するウ ィ ン ド ウ表示のビルボー ド では、 プロジ ェ ク ト に複数のイ メ ージ ビルボー ド を追加

する こ とができますが、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの場合は 1 つだけしか追加できませ

ん。

図 3-31: ウ ィ ン ド ウ表示のビルボー ド で進行状況を表示する

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは青緑色の長方形です。 そのサイズは、 幅が 544 ピ クセルで、 高

さが 281 ピ クセルです。

メ モ • スキン ダイアログではウ ィ ン ド ウ表示のビルボー ド を使用できません。 スキンについての詳細は、 「ダイア

ログ スキン」 を参照し て く ださい。

全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ド

このス タ イルのビルボー ド では、 イ ンス ト ールが標準のエン ド ユーザー ダイアログを表示する と き、 全画面の背

景ウ ィ ン ド ウも表示し ます。 フ ァ イルの転送中、 全画面の背景ウ ィ ン ド ウの手前にビルボー ドが表示され、 標準

サイズの進行状況ダイアログがビルボー ドの手前に表示されます。 このビルボー ド ス タ イルには、 背景ウ ィ ン ド

ウは不要です。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
このス タ イルのビルボー ド では、 イ メ ージ フ ァ イル (.bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg) を使用できます。

図 3-32: 全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ド

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは進行状況ダイアログの後ろにある青緑色の長方形イ メ ージで、

背景ウ ィ ン ド ウの手前にあ り ます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの名前

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • こ こで説明されている Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル サポー ト は、 使用するビルボー ド ス タ イル

がウ ィ ン ド ウ表示ス タ イルで進行状況を含む場合に適用し ます。 全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ド ス タ イル

には適用し ません。 Flash フ ァ イル サポー ト を全画面表示で背景ウ ィ ン ド ウを含むス タ イルと共に使用するには、

PlayMMedia 関数を使用し ます。 このサポー ト を使う と、 以下の命名規則は Adobe Flash フ ァ イルに適用し ません。

詳細については、 「PlayMMedia」 を参照し て く だ さい。 この実装で背景ウ ィ ン ド ウを表示する方法については、

「InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド ウを表示する」 をご参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト に複数のイ メ ージ ビルボー ド を追加する こ とができますが、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イ

ル ビルボー ドの場合は 1 つだけしか追加できません。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加する最初の手順は、 適切な場合は Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルと、

イ ンス ト ールのビルボー ド と し て使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp、 .gif、 .jpg、 または .jpeg) の作成です。 フ ァ イ

ルに正しい名前を付けたら、 ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加できます。 Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示

するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て 

Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、 Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含

める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが推奨されます。

ビルボー ド フ ァ イルには、 指定の命名規則を使用する必要があり ます。 各フ ァ イル名は bbrd で始ま り、 ビルボー

ド番号 ( １  から 99) が続きます。 最後に、 サポー ト 対象のフ ァ イル拡張子 (.swf、 .bmp、 .gif、 .jpg、 または .jpeg) で

終わり ます。 プロジ ェ ク ト には、 最多で 1 つの Adobe Flash フ ァ イル (.swf) を含むこ とができます。 .swf フ ァ イル

を含める場合、 その名前にはプロジ ェ ク ト に含まれるビルボー ド フ ァ イルのリ ス ト で 1 番低い番号を含めな く て

はな り ません ( たと えば、 bbrd1.swf)。

ビルボー ドは、 フ ァ イル名の順番に表示されます。 た と えば、 bbrd2.bmp とい う い名前のビルボー ド フ ァ イルは、

bbrd4.gif の前に表示されます。

フ ァ イル名番号が連続番号である必要はあ り ません。 つま り、 プロジ ェ ク ト に bbrd1.jpg、 bbrd3.jpg、 および 

bbrd5.jpg を追加する と、 実行時に各イ メ ージが順番通り に表示されます。

ヒ ン ト • 各イ メ ージ ビルボー ド を表示する時間は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている イ メ ージ ビルボー

ドの数によ って異な り ます。 表示時間の割合は、 おおよそ 1 をビルボー ドの数で割ったものです。 た と えば、 イ

ンス ト ールに 4 つのビルボー ドがある場合、 各ビルボー ドが表示される時間は、 フ ァ イル転送時間の 25% の長さ

にな り ます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビ
ルボー ド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • こ こで説明されている Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル サポー ト は、 使用するビルボー ド ス タ イル

がウ ィ ン ド ウ表示ス タ イルで進行状況を含む場合に適用し ます。 全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ド ス タ イル

には適用し ません。 Adobe フ ァ イル サポー ト を全画面の背景ウ ィ ン ド ウと共に使用する場合、 PlayMMedia 関数を

使用し ます。 詳細については、 「PlayMMedia」 を参照し て く だ さい。 この実装で背景ウ ィ ン ド ウを表示する方法に

ついては、 「InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド ウを表示する」 をご参照し て く だ さ

い。

InstallShield を使って、 フ ァ イル転送処理中に Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を表示できます。Flash 

アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、

その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる要素で構成されます。 Flash ビデオ フ ァ イル (.flv) や MP3 オーデ ィ
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
オ フ ァ イルは .swf フ ァ イルに埋め込んで、 フ ァ イル転送中にターゲッ ト  システム上のローカルで使用できるよ う

にする こ とが推奨されます。 .swf フ ァ イルは Web サイ ト 上に配置された外部フ ァ イルを参照する こ とが可能です

が、 この外部実装ではエン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト に接続されている こ とが必須と な り ます。

タ スク Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に

従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト フ ァ イル ] エクスプローラーで、 ビルボー ド ( 言語非依存、 または言語固有のどち らでも可 ) を含

む [ ビルボー ド ] 項目を ク リ ッ ク し ます。 右側に [ フ ァ イル ] ペイ ンが表示されます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンの任意の場所を右ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ クするか、 [ フ ァ イル ] ペイ

ンにカーソルを置いて Insert キーを押し ます。 [ 開 く ] ダイアログが開きます。

4. bbrd1.swf と名づけられた Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド フ ァ イルを選択し てから、 OK 

を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルがプロジ ェ ク ト へ追加されます。

メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、 ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作

し ない可能性があ り ます。

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

フ ァ イル転送処理中に 1 つのイ メ ージ ビルボー ドのみを表示し た り、 一連のイ メ ージ ビルボー ド で、 各ビルボー

ドが特定の時間表示されるよ う設計し た りする こ とができます。 InstallShield は、 .bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg  イ

メ ージ フ ァ イルをサポー ト し ます。

メ モ • 動画 .gif フ ァ イルはサポー ト されていません。 ビルボー ド で動画を使用し たい場合は、 Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの使用をご検討 く だ さい。
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タ スク イ メ ージ ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト フ ァ イル ] エクスプローラーで、 ビルボー ド ( 言語非依存、 または言語固有のどち らでも可 ) を含

む [ ビルボー ド ] 項目を ク リ ッ ク し ます。 右側に [ フ ァ イル ] ペイ ンが表示されます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンの任意の場所を右ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ クするか、 [ フ ァ イル ] ペイ

ンにカーソルを置いて Insert キーを押し ます。 [ 開 く ] ダイアログが開きます。

4. ビルボー ド フ ァ イルを選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルがプロジ ェ ク ト へ追加されます。

ヒ ン ト • 各イ メ ージ ビルボー ド を表示する時間は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている イ メ ージ ビルボー

ドの数によ って異な り ます。 表示時間の割合は、 おおよそ 1 をビルボー ドの数で割ったものです。 た と えば、 イ

ンス ト ールに 4 つのビルボー ドがある場合、 各ビルボー ドが表示される時間は、 フ ァ イル転送時間の 25% の長さ

にな り ます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で コー ド を追加または変更し てビルボー ド を
表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

実行時にビルボー ド を表示するために必要な InstallScript コー ドは、 使用するビルボー ド のス タ イルによ って異な

り ます。

• ウ ィ ン ド ウ表示のビルボー ド で進行状況を表示する — 実行時に、 進行状況を表示するウ ィ ン ド ウ表示のビル

ボー ド を表示するには、 STATUSBBRD 定数を Enable 関数と一緒に使います。

• 全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ド — 全画面背景ウ ィ ン ド ウと共に表示されるビルボー ド を表示するには、

FULLWINDOWMODE および BACKGROUND 定数を Enable 関数と一緒に使います。 詳し く は、 「InstallScript お

よび InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド ウを表示する」 をご覧 く だ さい。

Adobe Flash ビルボー ド を このス タ イルのビルボー ド と共に使用する場合、 PlayMMedia 関数も使用する必要が

あ り ます。

これらの異なるス タ イルのビルボー ド についての詳細は、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にお

けるビルボー ド ス タ イルおよびフ ァ イルの種類」 を参照し て く ださい。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの順序を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript
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• InstallScript MSI

イ メ ージ ビルボー ドは、 フ ァ イル名の数字の順番に表示されます。 bbrd2.bmp とい う名前のビルボー ド フ ァ イル

は、 bbrd3.bmp よ り先に、 また bbrd1.bmp とい う フ ァ イルの後に表示されます。 命名規則についてのガイ ド ラ イ ン

は、 「InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド フ ァ イルの名前」 を参照し て く ださ

い。

タ スク ビルボー ドが表示される順番を変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 順番を変更するビルボー ド フ ァ イルを削除し ます。 ( 詳細については、 「InstallScript または InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト でビルボー ドの順序を設定する」 を参照し て く だ さい。

2. Windows エクスプローラーを使用し て、 適切な順番に来るよ う にビルボー ド フ ァ イルの名前を変更し ます。

3. 「InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にイ メ ージ ビルボー ド を追加する」 の説明にし たがって、

名前を変更し たフ ァ イルを追加し ます。

フ ァ イル名番号が連続番号である必要はあ り ません。 つま り、 プロジ ェ ク ト に bbrd1.jpg、 bbrd3.jpg、 および 

bbrd5.jpg を追加する と、 実行時に各イ メ ージが順番通り に表示されます。

InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ール中に特殊効果を持つビルボー ド を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetDisplayEffect 関数を使う と、 ビルボー ドが最初に メ イ ンのイ ンス ト ールウ ィ ン ド ウに表示された と きに特殊効

果を使う こ とができます。 フ ァ イル転送中に PlaceBitmap を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示するか、 ビルボー ド を表示

する前に、 この関数オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ド を画面上の異なる場所に移動さ
せる

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • こ こで説明されている Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル サポー ト は、 使用するビルボー ド ス タ イル

が全画面背景ウ ィ ン ド ウ表示ビルボー ドの場合 (PlayMMedia 関数を使用し ます ) に適用し ます。 ウ ィ ン ド ウ表示ス

タ イルで進行状況を含む場合 (STATUSBBRD 定数を Enable 関数と共に使用し ます ) には適用し ません。 これらの 

2 つのス タ イルのビルボー ド についての詳細は、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビル

ボー ド ス タ イルおよびフ ァ イルの種類」 を参照し て く ださい。
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ビルボー ドはデフ ォル ト で メ イ ン イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの中央に表示されます。 別の場所を指定するには、

BILLBOARD オプシ ョ ン と一緒に PlaceWindow 関数を呼び出し ます。 たと えば画面左上隅から 10 ピ クセルの所に

ビルボー ド を配置するには、 次のよ う に呼び出し ます。

PlaceWindow (BILLBOARD, 10, 10, UPPER_LEFT);

ビルボー ドはフ ァ イル転送中にのみ表示されるため、 フ ァ イル転送を開始する前に PlaceWindow  を呼び出すよ う

にし て く ださい。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でビルボー ドの順序を設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト から ビルボー ド を削除するには次の操作を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト フ ァ イル ] エクスプローラーで、 削除するビルボー ド ( 言語非依存、 または言語固有のどち らでも

可 ) を含む [ ビルボー ド ] 項目を ク リ ッ ク し ます。 右側に [ フ ァ イル ] ペイ ンが表示されます。

3. ビルボー ド フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ]  を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景
ウ ィ ン ド ウを表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

デフ ォル ト で、 イ ンス ト ールは背景ウ ィ ン ド ウを表示し ません。 PlayMMedia 関数を使って Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) または AVI フ ァ イルを表示するためには、 イ ンス ト ールが背景ウ ィ ン ド ウを表示する

必要があ り ます。 また、 1 つの種類のビルボー ド に対し てのみ背景ウ ィ ン ド ウの表示が必要な場合もあ り ます。

ヒ ン ト • Flash フ ァ イル ビルボー ド およびイ メ ージ ビルボー ドは、 背景ウ ィ ン ド ウな し で表示できます。 詳細につ

いては、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス タ イルおよびフ ァ イルの種類」

を参照し て く ださい。

背景ウ ィ ン ド ウを表示する方法は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
InstallScript プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で背景ウ ィ ン ド ウを表示するには、 次のコー ド行の初めについている 2 つのスラ ッ シュ 

(//) を削除し て、 スク リ プ ト の OnShowUI イベン ト  ハン ド ラー関数を修正し ます :

//if ( LoadStringFromStringTable( "TITLE_MAIN", szTitle ) < ISERR_SUCCESS ) then // タ イ トル文字列のロード

// szTitle = IFX_SETUP_TITLE;

//endif;

//SetTitle( szTitle, 24, WHITE );

//Enable( FULLWINDOWMODE );

// Enable( BACKGROUND );

//SetColor( BACKGROUND, RGB( 0, 128, 128 ) );

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript プロジ ェ ク ト で背景ウ ィ ン ド ウを表示するには、 次のコー ド行の初めについている 2 つのスラ ッ シュ 

(//) を削除し て、 適切なスク リ プ ト の UI イベン ト  ハン ド ラー ( たと えば、 OnFirstUIBefore または 

OnMaintUIBefore) を修正し ます :

// SetTitle( @PRODUCT_NAME, 24, WHITE );

// SetTitle( @PRODUCT_NAME, 0, BACKGROUNDCAPTION );

// Enable( FULLWINDOWMODE );

// Enable( BACKGROUND );

// SetColor(BACKGROUND,RGB (0, 128, 128));

実行時に リ ス ト  ボ ッ クスへデータ を挿入する

基本の MSI プロジ ェ ク ト

実行時に リ ス ト ボ ッ クスのアイテムを設定するには、 SQL クエ リ を使って .msi データベース用の一時レ コー ド を

作成する必要があ り ます。 For an example, see Knowledge Base article Q103295. 詳細は、 「InstallShield Developer Tip: 

Accessing the MSI Database at Run Time」 を参照し て く ださい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

CtrlSetList 関数は、 ダイアログ上の ListBox コ ン ト ロールに、 文字列リ ス ト 変数を関連付けます。 例 :

function FillListBox( )

LIST listDays;

begin

listDays = ListCreate(STRINGLIST);

ListAddString(listDays, "Monday", AFTER);

ListAddString(listDays, "Wednesday", AFTER);

ListAddString(listDays, "Friday", AFTER);

CtrlSetList("DialogName", nListBoxId, listDays);

end;

フ ァ イル参照ダイアログを表示する
GetOpenFileName API を呼び出し て、 フ ァ イル参照ダイアログを表示する例については、 「ナレ ッ ジベース記事 

Q104325」 を参照し て く だ さい。
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
InstallScript イ ンス ト ールでネ ッ ト ワーク参照ダイアログ
を表示する

SelectDirEx 関数を利用し て、 ユーザーがネ ッ ト ワーク コ ンピ ューターを参照できるダイアログを表示する こ とが

できます。

prototype NetBrowse( );

function NetBrowse( )

STRING svSelectedDir[MAX_PATH + 1];

NUMBER nReturn;

begin

svSelectedDir = PROGRAMFILES;

nReturn = SelectDirEx("", "Select a directory:", "", "",

BIF_EDITBOX | BIF_RETURNONLYFSDIRS, svSelectedDir);

if (nReturn = OK) then

MessageBox(" 選択したデ ィ レク ト リは : " + svSelectedDir, INFORMATION);

elseif (nReturn = CANCEL) then

MessageBox(" ユーザーがキャンセルをク リ ッ ク ", INFORMATION);

else

MessageBox(" ダイアログ表示エラー ", WARNING);

endif;

end;
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イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。 FlexNet Connect は製品の古い リ リースを

使用し ているエン ド ユーザーの数を減らすと共に、 Web サイ ト から間違ったア ッ プデー ト がイ ンス ト ールされる

こ と を防ぎます。

FlexNet Connect の実装

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーに対し て自動的にア ッ プデー ト を通知する作業には、 大き く 分けて 2 

つのサイ クル ( 初期配布と ア ッ プデー ト 配布 ) があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの初期配布段階を完了し た後、 その

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を顧客に配布するたびにア ッ プデー ト 配布に関する一連の作業を行います。

ア ッ プデー ト 配布の手順に関する詳細は、 FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーにア ッ プグレー ドの通知を

するをご覧 く ださい。

初回配布

1. InstallShield を使ってアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し ます。 プロジ ェ ク ト で FlexNet 

Connect を有効にし な く てはな り ません。 FlexNet Connect を有効にする と、 InstallShield は Software Manager 

を イ ンス ト ールに含めます。 このデスク ト ッ プ ツールはアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に発送されるので、 エン ド

ユーザーは、 最新のア ッ プデー ト を確認するツールと し て使用する こ とができます。

2. Web ベース管理ポータルの FlexNet Connect Publisher サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンを登録し ます。

3. アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし てテス ト を行います。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。

プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1137



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
注意 • プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする と、 作成中のイ ンス ト ールに約 600 KB のフ ァ イルが追

加されます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く て

はな り ません。 サーバーの帯域幅の制限や、 その他の理由のためにイ ンス ト ールにこれらのフ ァ イルを含むこ と

ができない場合、 [ いいえ ] を選択し て自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする こ と もできます。 ただ し、 元のイ ンス

ト ールの自動通知が有効でない場合、 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を配布する と きに FlexNet Connect を利用す

る こ とはできません。 し たがって [ いいえ ] を選択する と、 将来的に自動ア ッ プデー ト 通知機能を活用する こ とが

できな く な り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を有効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プデー ト 通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定で、 [ はい ] オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

3. 製品を FlexNet Connect に登録するには、 " 製品 / バージ ョ ンは登録済みか ?" 設定を選択し てヘルプ ペイ ン

の指示に従います。

プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

注意 • プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする と、 作成中のイ ンス ト ールに約 600 KB のフ ァ イルが追

加されます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く て

はな り ません。 サーバーの帯域幅の制限や、 その他の理由のためにイ ンス ト ールにこれらのフ ァ イルを含むこ と

ができない場合、 [ いいえ ] を選択し て自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする こ と もできます。 ただ し、 元のイ ンス

ト ールの自動通知が有効でない場合、 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を配布する と きに FlexNet Connect を利用す

る こ とはできません。 し たがって [ いいえ ] を選択する と、 将来的に自動ア ッ プデー ト 通知機能を活用する こ とが

できな く な り ます。

タ スク プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を無効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プデー ト 通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。

FlexNet Connect フ ァ イルがプロジ ェ ク ト から削除されます。
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イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
シ ョ ー ト カ ッ ト の削除

FlexNet Connect を呼び出すシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールに追加し た場合、 これを手動で削除する必要があり ま

す。

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を選択するか、 シ ョ ー ト カ ッ ト を選択し て [ 削除 ] キーを押し ま

す。

[ ア ッ プデー ト の確認 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを最後のダイアログから削除する

以下の説明は、 SetupComplete ダイアログから 「はい、 セ ッ ト ア ッ プが完了し たあと、 プログラムのア ッ プデー ト  

( 推奨 ) を確認し ます」 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを削除する方法です。

タ スク SetupComplete ダイアログから [ ア ッ プデー ト の確認 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを削除するには、 以下の手順を実行し ま

す。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ISENABLEDWUSFINISHDIALOG プロパテ ィ を右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ の削除を選択し ます。

自動ア ッ プデー ト 通知用にイ ンス ト ールが必要なフ ァ イ
ル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

自動ア ッ プデー ト 通知をアプ リ ケーシ ョ ンに導入する機能をアプ リ ケーシ ョ ン と共にイ ンス ト ールする場合、 プ

ロジ ェ ク ト の FlexNet Connect を有効にし ます。 すべての新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 これはデフ ォ

ル ト で無効になっています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect を有効にする と、 FlexNet 

Connect マージ モジュールがイ ンス ト ールに追加されます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect を有効

にする と、 このマージ モジュールはビルド時にイ ンス ト ールに追加されます。

FlexNet Connect マージ モジュールは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時にターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ール

される フ ァ イルをい く つか含んでいます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イルをアプ リ

ケーシ ョ ン と共に配布し な く てはな り ません。 以下は、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルの一部です。
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イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
• Software Manager (ISUSPM.exe) は、 エン ド ユーザーがア ッ プデー ト および製品情報の確認に使用するアプ リ

ケーシ ョ ンです。 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト が配布される と、 ダウンロー ド およびリ リース ノ ー ト の

表示用のハイパー リ ン ク と一緒に Software Manager のリ ス ト に表示されます。

• Update Agent (Agent.exe) は、 Software Manager と通知サーバーの間のすべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンを処理する

コ ンポーネン ト です。 オプシ ョ ンで、 アプ リ ケーシ ョ ンから直接エージ ェ ン ト へ呼び出し を埋め込んで、 ア

プ リ ケーシ ョ ンによ り融和し たア ッ プデー ト 経験を創造する こ と もできます。

ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

FlexNet Connect を起動するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。

タ スク ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リの 1 つを右ク リ ッ ク し て、 [ 既存フ ァ

イルへの新規シ ョ ー ト カ ッ ト ] を選択し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト で次の設定を構成し ます :

テーブル 3-1 • ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト の設定

設定 値

表示名 ア ッ プデー ト の確認

ターゲッ ト [ALLUSERSPROFILE]FlexNet\Connect\11\agent.exe

アイ コ ン フ ァ イル <ISProductFolder>\redist\Language Independent\OS 

Independent\UpdateService.ico

引数 /sn[ProductCode]

キー名 ア ッ プデー ト の確認
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イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
SetupComplete ダイアログに [ ア ッ プデー ト の確認 ] 
チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

イ ンス ト ールの最後のダイアログに [ ア ッ プデー ト の確認 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加する こ とができます。 エン

ド ユーザーがこの [ はい、 セ ッ ト ア ッ プが完了し たあと、 プログラムのア ッ プデー ト  ( 推奨 ) を確認し ます ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを終了する と、 FlexNet Connect 

が起動し ます。

タ スク SetupComplete ダイアログに [ ア ッ プデー ト の確認 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加するには、 以下の手順を実行し ま

す。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ISENABLEDWUSFINISHDIALOG プロパテ ィ に 1 を設定し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンを FlexNet Connect に登録する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

FlexNet Connect は、 製品コー ド と製品バージ ョ ンを使って製品を一意に識別し ます。 FlexNet Connect と自動ア ッ

プデー ト 通知を適切にテス ト するには、 その前に、 アプ リ ケーシ ョ ンの製品コー ド と製品バージ ョ ンを FlexNet 

Connect に登録する必要があ り ます。 登録する前に FlexNet Connect を実行する と、 エン ド ユーザーに対し て 「製

品が登録されていません」 とい う メ ッ セージが表示されます。

タ スク 製品コー ド と製品バージ ョ ンを登録するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プデー ト 通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定が [ はい ] に設定されている こ と を確認し て く だ さい。

3. " 製品 / バージ ョ ンは登録済みか " プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 ヘルプ ウ ィ ン ド ウに、 このプロパテ ィ の

設定方法が表示されます。 指示に従って登録を完了し ます。
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イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機能を追加する
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サーバーの構成
サーバーの構成
イ ンス ト ールを作成し ている と き、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるテ ク ノ ロジに対し てサーバー側の

サポー ト を提供する必要がある こ とに気がつ く こ とがあ り ます。 InstallShield では、 サーバー側のイ ンス ト ールま

たは COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ン プロキシ管理を簡単に構成する こ とができます。

InstallShield では、 イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス、 SQL、 およびコ ンポーネン ト  サービスがサ

ポー ト されています。

SQL サポー ト の構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における SQL サポー ト の構成についての詳細は、 「スイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 Microsoft SQL Server、 Microsoft Windows Azure、 MySQL、 および Oracle のサポー ト が提供され

ています。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス内ですべての SQL スク リ プ ト をサーバー接

続および設定によ って管理並びに編成するための拠点です。 InstallShield 内の SQL サポー ト によ り、 次の処理が可

能です。

• SQL サーバーへ接続する。

• カ タ ログスキーマおよび / またはデータ を イ ンポー ト する。

• SQL スク リ プ ト と コ ンポーネン ト を関連付ける。

• 必要な SQL サーバー / スク リ プ ト プロパテ ィ  ( サーバー名、 データベース名、 認証メ ソ ッ ド など ) を設定す

る。

• イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に実行するための SQL スク リ プ ト の設定する。

• SQL スク リ プ ト を編集する。

• SQL Server、 MySQL、 または Oracle の特定バージ ョ ンを要求またはターゲッ ト する、 も し く はその両方。

• SQL スク リ プ ト のテキス ト 置換を定義する。

• Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer でスク リ プ ト を開 く 。

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。 Oracle ユーザーの方は、

Oracle データベース ユーテ ィ リ テ ィ の Oracle Web ページで、 InstallShield と共に利用可能なユーテ ィ リ テ ィ につ

いての情報をご覧いただけます。
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サーバーの構成
使用中のシステムに Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer がイ ンス

ト ールされている場合、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL スク リ プ ト を開いて、 スク リ プ ト をテス ト 、 編集、

または構文チ ェ ッ ク を行う こ とができます。 これらのツールの 1 つを起動し て InstallShield 内でスク リ プ ト を開 く

には、[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから [Microsoft SQL Server Management Studio でス

ク リ プ ト を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が次のツールから 1 つを検索し て、 最初に検出されたツールを

起動し ます :

1. Microsoft SQL Server 2008 Management Studio (Express; ssms.exe を含む任意のエデ ィ シ ョ ン )

2. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio (SqlWb.exe)

3. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio Express (ssmsee.exe)

4. Microsoft SQL Server 2000 Query Analyzer (isqlw.exe)

SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパテ ィ を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使って新しい SQL データベース接続をプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield はデ

フ ォル ト で次の Windows Installer プロパテ ィ をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

テーブル 3-1 • デフ ォル ト  SQL ログイ ンのプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

IS_SQLSERVER_AUTHENTICATION このプロパテ ィ は、 指定されたカ タ ログの接続に使用する認証の種類を

識別し ます。 デフ ォル ト のプロパテ ィ は 

IS_SQLSERVER_AUTHENTICATION です。 プロパテ ィ 値には、 次の数値

が有効です :

• 0 - 現在のユーザーの Windows 認証情報

• 1 - サーバー認証

このプロパテ ィ は、 選択された SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある " 認証タ

イプのプロパテ ィ 名 " 設定のデフ ォル ト 値です。

IS_SQLSERVER_DATABASE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中にそのプログラムへの接続を作成す

る SQL カ タ ログの名前を識別し ます。 このプロパテ ィ は、 選択された 

SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある " ターゲッ ト  カ タ ログのプロパテ ィ 名 " 

設定のデフ ォル ト 値です。

IS_SQLSERVER_PASSWORD このプロパテ ィ は、 サーバー認証に使用するパスワー ド を識別し ます。

このプロパテ ィ は、 選択された SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある " サー

バー認証パスワー ドのプロパテ ィ 名 " 設定のデフ ォル ト 値です。
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サーバーの構成
既存の接続でこれらの Windows Installer プロパテ ィ の 1 つをオーバーラ イ ド する場合、 プロパテ ィ  マネージャー

で新しいプロパテ ィ を追加し ます。 そのあと、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 その接続を選択し ます。 [ 詳細 ] タ ブ

で、 該当の一覧から新しいプロパテ ィ の名前を選択し ます。

製品が後で使用できるよ う に、 ターゲッ ト システム上にこれらの任意のプロパテ ィ の値を保存し たい場合、 それ

が可能です。 以下は、 これらのプロパテ ィ の使用例です :

• [ レジス ト リ ] ビ ューで、 データが [IS_SQLSERVER_SERVER] のレジス ト リ値を作成し ます。 実行時に、 イ ン

ス ト ールがレジス ト リ値を作成する と き、 そのレジス ト リ値のデータは、 SQL カ タ ログの名前に設定されま

す。

• [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 実行時に処理を行う テキス ト 文字列の置換を構成し ます。 この

ビ ューで、 製品と共にイ ンス ト ールされる フ ァ イルを説明するテキス ト  フ ァ イル リ フ ァ レンスを追加し てか

ら、 検索 / 置換の基準を指定し ます。 検索 / 置換の基準には、 SQL Server マシンの名前の場所に 

[IS_SQLSERVER_DATABASE] と入力し ます。 実行時、 イ ンス ト ールがテキス ト  フ ァ イルを編集する と き、

SQL Server マシンの名前がテキス ト フ ァ イルに書き込まれます。

ヒ ン ト • デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド するためにプロジ ェ ク ト で定義づける こ とが可能な

追加 Windows Installer プロパテ ィ のリ ス ト は、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する」 を参照

し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI イ ンス ト ールでは、 エン ド ユーザーはビル ト イ ン SQLLogin ダイアログを使って、 前述

のプロパテ ィ を構成できます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト で SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある SQL プロパテ ィ のいず

れかを変更し た場合に、 [ ダイアログ ] ビ ューの SQLLogin ダイアログ内にある対応するプロパテ ィ が自動的に更

新される こ とはあ り ません。 従って、 ダイアログのプロパテ ィ を手動で変更し て、 SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブで選

択し たプロパテ ィ と一致させる必要があ り ます。

新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプロパテ ィ を共有するかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

IS_SQLSERVER_SERVER このプロパテ ィ は、 (Microsoft SQL Server および MySQL の場合 ) ター

ゲッ ト  サーバーのイ ンス タ ンス名、 または (Oracle の場合 ) URL 接続文

字列またはローカル ネ ッ ト  サービス名を識別し ます。 このプロパテ ィ

は、 選択された SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある " ターゲッ ト  サーバー

のプロパテ ィ 名 " 設定のデフ ォル ト 値です。

IS_SQLSERVER_USERNAME このプロパテ ィ は、 サーバー認証に使用するログイ ン ID を識別し ます。

このプロパテ ィ は、 選択された SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある " サー

バー認証ログイ ン ID のプロパテ ィ 名 " 設定のデフ ォル ト 値です。

テーブル 3-1 • デフ ォル ト  SQL ログイ ンのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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サーバーの構成
• InstallScript MSI

InstallShield では、 デフ ォル ト で、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL データベース接続が、 同じ Windows 

Installer のプロパテ ィ を共有するかど うかを指定する こ とができます。

たと えば、 すべての接続で同じ Windows Installer のデフ ォル ト  プロパテ ィ を共有させたいと き、 [SQL スク リ プ ト

] ビ ューで接続の 1 つをプロジ ェ ク ト に追加し、 MyConnection のカ タ ログ名を指定する こ とができます。 2 つ目の

接続をプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 その同じ MyConnection のカ タ ログ名が 2 つ目の接続に使用されます。 いず

れか一方のカ タ ログ名を変更する と、 両方と も同じ Windows Installer プロパテ ィ に基づいているため、 も う一方の

接続のカ タ ログ名も自動的に更新されます。

タ スク すべての SQL 接続が同じ Windows Installer のプロパテ ィ を共有するかど うかを指定するには、 以下の手順に従い

ます。

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [SQL スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 新しい接続に一意の Windows Installer プロパテ ィ を生成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを目的に従って選択または

ク リ ア し ます :

• 追加し たすべての新しい接続で Windows Installer プロパテ ィ を共有する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

ク リ ア し ます。

• 追加し た新しい接続で異なる Windows Installer プロパテ ィ を使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている状態で 2 つ目の接続をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その 2 つ目の接続に新し

い Windows Installer プロパテ ィ  セ ッ ト が作成されます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア されている状態で 2 つ目の接続を追加する と、 その 2 つ目の接続にデフ ォル ト の 

Windows Installer プロパテ ィ が使用されます。 Windows Installer のデフ ォル ト のプロパテ ィ は、 プロジ ェ ク ト に追

加し た 1 つ目の接続用に追加されたプロパテ ィ です。

ヒ ン ト • 既存の接続の Windows Installer プロパテ ィ をオーバーラ イ ド する場合、 プロパテ ィ  マネージャーで新しい

プロパテ ィ を追加し ます。 そのあと、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 その接続を選択し ます。 [ 詳細 ] タ ブで、 該当

の一覧から新しいプロパテ ィ の名前を選択し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト の ビル ト イ ン SQLLogin ダイアログは、 プロジ ェ ク ト に追加された 1 つ目

の SQL 接続用の Windows Installer のデフ ォル ト  プロパテ ィ と共に動作するよ う にデザイ ン されています。 [ 新し

い接続に一意の Windows Installer プロパテ ィ を生成する ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 新しい Windows Installer の

プロパテ ィ と動作するよ う に、 各接続ご とにダイアログを複製する必要があり ます。

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を
使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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サーバーの構成
• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript 言語には、 SQLRT とい う プレ フ ィ ッ クスで始まる多数のビル ト イ ン SQL ラ ン タ イム (SQLRT) 関数が

含まれています。 一部の関数は InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ、 または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのみ提

供されています。 また、 両方のプロジ ェ ク ト で提供されている関数もあり ます。

SQLRT 関数は、 SQL 情報を [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで構成する必要があり ます。 この構成情報は、 SQL ラ ン タ

イム関数が適切に動作するよ う に、 SQLRT.ini フ ァ イルに書き込まれます。 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、

SQLRT 関数は SQLRT.obl フ ァ イルに存在し、 SQLRT.dll フ ァ イルを呼び出し ます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

の場合、 SQLRT 関数は SQLCONV.obl フ ァ イルに存在し、 ISSQLSRV.dll フ ァ イルを呼び出し ます。 これらのサポー

ト  フ ァ イルは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使用し た と き、 自動的にプロジ ェ ク ト に追加されます。

SQLRTInitialize2 関数は SQL サーバー ラ ン タ イムを初期化し ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、

SQLRTInitialize2 関数は、 OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラーの実行中、 自動的に呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 SQLRTInitialize2 関数は、 OnSQLLogin イベン ト  ハン ド ラーの実行中、 自動

的に呼び出されます。 SQLRT 関数の 1 つを OnSQLServerInitialize または OnSQLLogin イベン ト の前に呼び出す必

要がある場合、 SQLRTInitialize2 関数をまず呼び出す必要があ り ます。

メ モ • InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 SQLRTInitialize 関数は InstallScript プロジ ェ ク ト で、 SQL サーバー ラ

ン タ イムを初期化するために使用されていま し た。 この関数は、 SQLRTInitialize2 関数によ って置き換えられま し

た。

新しい SQL 接続の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQL スク リ プ ト  ビ ューでは、 スク リ プ ト は接続によ って編成されます。 これは接続が確立されるまでスク リ プ ト

がサーバー上で実行する こ とができないためです。 し たがって、 プロジ ェ ク ト に SQL Script を追加する前に、 ま

ず SQL 接続を作成する必要があり ます。

タ スク 新しい SQL 接続を作成するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。

エクスプローラーに、 新しい接続が追加されます。 右のペイ ンにある タ ブを利用し て、 この接続に関連付けられ

ている設定を構成し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1147



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

サーバーの構成
メ モ • SQLLogin と SQLBrowse ダイアログを通し て、 エン ド ユーザーはエイ リ アス名を使って SQL Server データ

ベースに接続および参照できます。

SQL Server データベースのデフ ォル ト の TCP/IP ネ ッ ト ワーク ラ イブ ラ リ を別のプロ ト コルで
上書きする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

デフ ォル ト で、 InstallShield イ ンス ト ールは SQL Server データベースへの接続時に、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク ラ イブ

ラ リ を使用し ます。 別のプロ ト コルを使用する場合、 必要に応じ てこのデフ ォル ト 動作をオーバーラ イ ド する こ

とができます。

タ スク SQL Server データベースへの接続時に、 デフ ォル ト の TCP/IP ネ ッ ト ワーク ラ イブ ラ リ を上書きするには、 以下

の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 エクスプ

ローラーに、 新しい接続が追加されます。 右のペイ ンにある タ ブを利用し て、 この接続に関連付けられてい

る設定を構成し ます。

3. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ テーブル ] エクスプローラーで、 Property テーブルを ク リ ッ ク し ます。

5. IS_SQLSERVER_NETLIB_MS フ ィ ールド を見つけます。 デフ ォル ト の値は次のとお り です。

Network Library=DBMSSOCN

DBMSSOCN は、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク ラ イブラ リのモジュール名 ( 拡張子を除 く ) を示し ます。

6. 必要に応じ て、 デフ ォル ト の DBMSSOCN 名を置き換えます。 例 :

• Named Pipes ネ ッ ト ワーク ラ イブラ リ を使用するには、 DBNMPNTW を指定し ます。

• SPX/IPX を使用するには、 DBMSSPXN を指定し ます。

• Banyan Vines を使用するには、 DBMSVINN を指定し ます。

• Multi-Protocol (Windows RPC) を使用するには、 DBMSRPCN を指定し ます。

実行時に、 SQL Server データベースに接続する際、 指定されたプロ ト コルが使用されます。
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サーバーの構成
SQL Server Express LocalDB のイ ンス タ ンスに接続する と きの要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールで、 SQL Server Express LocalDB のイ ンス タ ンスへの接続をサポー ト する場合、 ターゲッ ト  システム

上に、 SQL Server Native Client 11 ODBC ド ラ イバーが存在し ている必要があ り ます。 当該のド ラ イバーが存在し

ている こ と を確認するために、 イ ンス ト ールに Microsoft SQL Server 2012 Native Client 前提条件を含める こ とがで

きます。 このド ラ イバーを使用するには、 プロジ ェ ク ト の構成も必要にな り ます。

タ スク SQL Server Express LocalDB のイ ンス タ ンスへの接続をサポー ト するために、 プロジ ェ ク ト に適切な SQL Server 

Native Client 前提条件を含めるには、 以下の手順に従います :

1. 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス

ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト で、 [Microsoft SQL Server 2012 Native Client] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で定義された条件が満た された場合のみ、 InstallShield 前提条件が起動し ます。

条件の一覧を参照するには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ューにある SQL Server Native 

Client 前提条件を ク リ ッ ク し てから、 右側の詳細ペイ ンに表示される説明を確認し ます。 これらのビ ューで [ 詳細

を表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

タ スク InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を構成し て、 イ ンス ト ールで、 SQL Server Native Client 11 ODBC ド ラ イ

バーが使用されるよ う にするには、 以下の手順に従います ::

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 ISSQLDBMetaData テーブルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ISSQLDBMetaData] 列で、 まず [MSSQLServer] 行を見つけます。

4. [AdoDriverName] 列の値を、 次の値で置き換えます :

sqlncli11

実行時、 SQL Server Express LocalDB データベースへに接続する際、 SQL Server Native Client 11 ODBC ド ラ イバー

が使用されます。
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サーバーの構成
新しい SQL スク リ プ ト の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 新しい SQL 接続の作成後、 新しい SQL スク リ プ ト を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 新しい接続を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

新しいスク リ プ ト をプロジ ェ ク ト に追加する と、 新しいコ ンポーネン ト がそのスク リ プ ト に追加されます。 この

スク リ プ ト を機能に関連付けます。 機能が存在し ない場合、 SQL スク リ プ ト を追加し た と きに [ 新しい機能の作

成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 新しい機能を作成するよ う に要求し てきます。 スク リ プ ト と機能間の関連

付けは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューにある [ 全般 ] タ ブの [SQL スク リ プ ト が属する機能の選択 ] 領域を利用し て後

で変更する こ とができます。

ヒ ン ト • また、 それら を イ ンポー ト または挿入する こ と で、 プロジ ェ ク ト にスク リ プ ト を追加する こ と もできま

す。 詳細については、 「SQL スク リ プ ト の挿入およびイ ンポー ト 」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 使用中のシステムに Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer が

イ ンス ト ールされている場合、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL スク リ プ ト を開いて、 スク リ プ ト をテス ト 、

編集、 または構文チ ェ ッ ク を行う こ とができます。 これらのツールの 1 つを起動し て InstallShield 内でスク リ プ ト

を開 く には、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから [Microsoft SQL Server Management 

Studio でスク リ プ ト を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が次のツールから 1 つを検索し て、 最初に検出され

たツールを起動し ます :

• Microsoft SQL Server 2008 Management Studio (Express; ssms.exe を含む任意のエデ ィ シ ョ ン )

• Microsoft SQL Server 2005 Management Studio (SqlWb.exe)

• Microsoft SQL Server 2005 Management Studio Express (ssmsee.exe)

• Microsoft SQL Server 2000 Query Analyzer (isqlw.exe)

SQL スク リ プ ト の挿入およびイ ンポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript
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サーバーの構成
• InstallScript MSI

InstallShield では、 複数のプロジ ェ ク ト で SQL スク リ プ ト  フ ァ イル (.sql) を再利用する こ とができます。 [SQL ス

ク リ プ ト ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト にスク リ プ ト  フ ァ イルを挿入し た り イ ンポー ト し た りする こ とができます。

• スク リ プ ト  フ ァ イルを挿入する と、 フ ァ イルの現在の保存場所へのリ ン クが作成されます。

• スク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト する と、 プロジ ェ ク ト のスク リ プ ト  フ ァ イルを格納し ている フ ォルダーに

そのフ ァ イルがコ ピーされます。 イ ンポー ト し たスク リ プ ト  フ ァ イルは、 システム上またはリポジ ト リ に保

存する こ とができます。

SQL スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入

タ スク SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを挿入するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. SQL 接続をまだ追加し ていない場合、 [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 SQL 接続の追加を行います。

3. SQL 接続を右ク リ ッ ク し てから、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

4. 挿入する SQL スク リ プ ト  フ ァ イル (.sql) を選択し ます。

5. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト

タ スク SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. SQL 接続をまだ追加し ていない場合、 [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 SQL 接続の追加を行います。

3. SQL 接続を右ク リ ッ ク し てから、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [SQL スク リ プ ト  

フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ レポジ ト リ アイテム ] ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト に追加する SQL スク リ プ ト  フ ァ イル (.sql) を ク リ ッ

ク し ます。

• イ ンポー ト するスク リ プ ト  フ ァ イルがリポジ ト リ に格納されていない場合、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

てフ ァ イルを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

新しいスク リ プ ト をプロジ ェ ク ト に挿入またはイ ンポー ト する と、 新しいコ ンポーネン ト がそのスク リ プ ト に追

加されます。 このスク リ プ ト を機能に関連付けます。 機能が存在し ない場合、 SQL スク リ プ ト を追加し たと きに [

新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 新しい機能を作成するよ う に要求し てきます。 スク リ プ ト

と機能間の関連付けは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューにある [ 全般 ] タ ブの [SQL スク リ プ ト が属する機能の選択 ] 領

域を利用し て後で変更する こ とができます。
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サーバーの構成
SQL Server データベースのイ ンポー ト と SQL スク リ プ ト  フ ァ イルの生
成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

タ スク 既存の Microsoft SQL Server データベースを イ ンポー ト し て、 それからスク リ プ ト  フ ァ イルを生成するには、 以

下の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク

リ ッ ク し ます。 データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドが開きます。

3. データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドが起動し てデータベース設定のイ ンポー ト 手順を案内し、 これらの設定およ

び選択されたオプシ ョ ンに基づいて SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを生成し ます。

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。 データベース イ ンポー

ト  ウ ィ ザー ド で生成されたスク リ プ ト は、 他の種類のデータベース とは互換性を持ちません。

SQL スク リ プ ト  フ ァ イルの編集

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

スク リ プ ト  フ ァ イルは、 作成から挿入、 イ ンポー ト まですべて終えた時点で、 InstallShield 内で編集する こ とがで

きます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト で、 InstallShield にア ッ プグレー ド する前に、 OnFirstUIBefore をオーバー

ラ イ ド し ていたスク リ プ ト を使って作業する必要があ り、 そのスク リ プ ト が OnSQLServerInitialize を呼び出さ ない

場合、 そのコー ド をスク リ プ ト  フ ァ イルに追加する必要があ り ます。
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サーバーの構成
タ スク InstallShield でスク リ プ ト  フ ァ イルを編集するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 編集するスク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト  フ ァ イルのコ ンテンツが表示されます。

4. 必要に応じ てフ ァ イルを編集し ます。

プロジ ェ ク ト をビルド するたびにスク リ プ ト を再作成する場合、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ュにあるスク リ プ ト のため

の [ データベースのイ ンポー ト ] タ ブで [ ビルド時に SQL スク リ プ ト を再作成する ] オプシ ョ ンを選択できます。

既存のスク リ プ ト  フ ァ イルのバッ クア ッ プは必ず最初にと るよ う にし て く ださい。

メ モ • 使用中のシステムに Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer が

イ ンス ト ールされている場合、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL スク リ プ ト を開いて、 スク リ プ ト をテス ト 、

編集、 または構文チ ェ ッ ク を行う こ とができます。 これらのツールの 1 つを起動し て InstallShield 内でスク リ プ ト

を開 く には、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから [Microsoft SQL Server Management 

Studio でスク リ プ ト を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が次のツールから 1 つを検索し て、 最初に検出され

たツールを起動し ます :

• Microsoft SQL Server 2008 Management Studio (Express; ssms.exe を含む任意のエデ ィ シ ョ ン )

• Microsoft SQL Server 2005 Management Studio (SqlWb.exe)

• Microsoft SQL Server 2005 Management Studio Express (ssmsee.exe)

• Microsoft SQL Server 2000 Query Analyzer (isqlw.exe)

SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのバージ ョ ン番号を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト の作成またはイ ンポー ト を行ったあと、 SQL スク リ プ ト  フ ァ イルへスキー

マ バージ ョ ン番号を割り当てる こ とができます。 スキーマ バージ ョ ン情報を指定する と、 適切な と きにだけ SQL 

スク リ プ ト の起動を ト リ ガーするのに便利です。

タ スク SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのスキーマ バージ ョ ンを指定するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 構成する SQL スク リ プ ト を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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4. [ スキーマ バージ ョ ン (xxxxx.xxxxx.xxxxx.xxxxx) ボ ッ クスで、 SQL スク リ プ ト のスキーマ バージ ョ ン番号を指

定し ます。

イ ンス ト ールは、 ターゲッ ト  データベースにある現在のスキーマ バージ ョ ンを確認し ます。 スキーマ バージ ョ

ンは、 InstallShield とい う カス タム テーブルの ISSchema 列に格納されます。 SQL スク リ プ ト へスキーマ バージ ョ

ン番号を指定する と、 イ ンス ト ールは、 スク リ プ ト  スキーマ バージ ョ ン番号が現在のスキーマ バージ ョ ン番号

よ り大きいと きのみ、 スク リ プ ト を実行し ます。 一旦スク リ プ ト が実行される と、 イ ンス ト ールはターゲッ ト  

データベースにある現在のスキーマ バージ ョ ンを更新し て、 新しいスキーマ バージ ョ ン番号を反映し ます。

SQL スク リ プ ト のスキーマ バージ ョ ン (xxxx.xxxxx.xxxx) を指定し なかった場合、 スク リ プ ト は常に起動されます。

たと えば、 イ ンス ト ールで、 新しい接続が TestDB とい う名前のデータベースに対し て作成されてから TestScript 

と呼ばれるスク リ プ ト が作成され、 そのスク リ プ ト が 12345.54321.12345.54321 とい う スキーマ バージ ョ ン番号を

持つと し ます。 TestDB データベースに、 カス タム InstallShield テーブルが作成され、 そのテーブルの InstallShield 

列にスキーマ バージ ョ ンが格納されます。 同じ システムで別のイ ンス ト ールが実行され、 かつこのイ ンス ト ール

にも TestScript とい う名前の SQL スク リ プ ト がある場合、 この SQL スク リ プ ト は、 も う 1 つのスク リ プ ト のス

キーマ バージ ョ ン番号がターゲッ ト  データベースの InstallShield テーブルにある  ISSchema 列に格納されている

バージ ョ ン番号よ り も大きいと きのみ実行されます。 スク リ プ ト が実行される と、 イ ンス ト ールは ISSchema 列を

新しいスキーマ バージ ョ ン番号で更新し ます。

ヒ ン ト • " スキーマ バージ ョ ン " 設定で番号を指定し て、 InstallShield によ って、 ターゲッ ト  データベースにその

スキーマ バージ ョ ン番号を格納するための InstallShield テーブルが追加される と、 データは、 アン イ ンス ト ール

が実行されたと き も自動的に削除されません。 従って、 イ ンス ト ールが変更内容をロールバッ クできるよ う にす

るためには、 アン イ ンス ト ール時にテーブルを削除する カス タム スク リ プ ト を作成し て、 InstallShield テーブルを

削除する必要があ り ます。

接続に関連付けられている複数 SQL スク リ プ ト の実行順序を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト で １  つ以上の SQL スク リ プ ト を SQL 接続に追加する場合、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  マシンでこ

れらの SQL スク リ プ ト を実行する順序を指定できます。 順序を指定するための手順は、 Windows Installer ベース

のプロジ ェ ク ト と InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト で異な り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 DIM、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL スク リ プ ト の
順序を指定する

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 接続の SQL スク リ プ ト

が一覧表示される順序は、 SQL スク リ プ ト が実行される順序です。 た と えば、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで接続を

作成し、 その接続に １  つ以上の SQL スク リ プ ト 追加し た場合、 SQL 接続のすぐ下に表示されているスク リ プ ト

が、 イ ンス ト ールで一番最初に実行されます。
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タ スク 接続の SQL スク リ プ ト が実行される順番を変更するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 移動する SQL スク リ プ ト 右ク リ ッ ク し、 [ 上に移動 ] または [ 下に

移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

順序は、 次回イ ンス ト ールをビルド し て実行し た と き、 更新されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト で SQL スク リ プ ト の順序を指定する

InstallScript イ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 SQL スク リ プ ト のバッ チ モー ドが無効になっています。 し たがっ

て、 接続の SQL スク リ プ ト が実行される順序は、 イ ンス ト ールが関連付けられている コ ンポーネン ト を処理する

順番に対応し ます。

このデフ ォル ト 動作をオーバーラ イ ド し て、 SQL スク リ プ ト を実行する順序を再指定できるよ う にするには、

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでバッ チ モー ド を有効にし ます。

タ スク バッ チ モー ド を有効または無効にするには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ バッ チ モー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

[ バッ チ モー ド ] コマン ド にチ ェ ッ ク マークが付いている場合、 バッ チ モー ド は有効になっています。 チ ェ ッ ク 

マークが付いてない場合、 バッ チ モー ドは無効です。

SQLRTGetBatchList 関数は、 バッ チ モー ドが有効になっている と き実行する必要がある SQL スク リ プ ト に関連付

けられている コ ンポーネン ト の一覧を返し ます。 詳細については、 「SQLRTGetBatchList」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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次の Windows Installer のプロパテ ィ を定義し て、 デフ ォル ト のラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する こ とができま

す :

テーブル 3-2 • SQL の Windows Installer プロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

IS_SQLSERVER_CONNECTIONS_TO_VALIDATE SQLLogin ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た

と きテス ト される接続をオーバーラ イ ド し ます。 複数

の接続は、 セ ミ コ ロンで区切って指定し ます。 デフ ォ

ル ト で、 ISSQLConnection テーブルにあるすべての接

続が検証されます。

IS_SQLSERVER_CXNS_ABSENT_FROM_INSTALL イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にスキッ プす

る 1 つまたは複数の SQL 接続を指定し ます。 １  つ以

上の SQL 接続を指定するには、 各接続をセ ミ コ ロン 

(;) で区切り ます。 すべての SQL 接続をスキッ プする

には、 このプロパテ ィ の値を ALL に設定し ます。 この

プロパテ ィ は、 SQL スク リ プ ト 作成エラーが原因で製

品をアンイ ンス ト ールできないと き便利です。

IS_SQLSERVER_DO_NOT_USE_REG レジス ト リ に格納されている SQL Server ログイ ン情

報を使用し ないよ う に指定し ます。 SQLLogin ダイア

ログは、 メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ール モー ド

では表示されないので、 イ ンス ト ールはイ ンス ト ール

中に指定されたログイ ン情報を格納し ます。 この動作

が必要ない場合は、 IS_SQLSERVER_DO_NOT_USE_REG 

プロパテ ィ を設定し て く だ さい。

IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールでローカル SQL Server のみ表示する

よ う指定し ます。

メ モ • ローカル SQL Server と リ モー ト  SQL Server ま

たは SQL Server エイ リ アスのみを表示するには、

IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY プロパテ ィ と、

IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY プロパテ ィ または 

IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY プロパテ ィ のどち らかを

設定し ます。
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プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 すべての接続は SQLLogin ダイアログにリ ン ク されています。 複

数の SQLLogin ダイアログを表示するには、 [ ダイアログ ] ビ ューから SQL ダイアログを コ ピーし、 デフ ォル ト の 

SQL ダイアログに似せてその動作と イベン ト を変更し ます。 必ず、 新しいプロパテ ィ を作成し て、 [SQL スク リ プ

ト ] ビ ューにある接続の [ 詳細 ] タ ブでそれら を設定するよ う にし て く ださい。 作成し た SQL ダイアログのコ

ピーを変更する場合、 それらの新しいプロパテ ィ を使用できます。

SQL ラ ン タ イム エ ラーの処理

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールで リ モー ト  SQL Server のみ表示する

よ う指定し ます。

メ モ • リ モー ト  SQL Server と ローカル SQL Server ま

たは SQL Server エイ リ アスのみを表示するには、

IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY プロパテ ィ と、

IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY プロパテ ィ または 

IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY プロパテ ィ のどち らかを

設定し ます。

IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールで SQL Server エイ リ アスのみ表示す

るよ う指定し ます。

メ モ• リ モー ト  SQL Server エイ リ アス と ローカル SQL 

Server または リ モー ト  SQL Servers のみを表示するに

は、 IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY プロパテ ィ と、

IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY プロパテ ィ または 

IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY プロパテ ィ のどち らか

を設定し ます。

テーブル 3-2 • SQL の Windows Installer プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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タ スク イ ン ターフ ェ イスで SQL スク リ プ ト のエラー処理プロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 エラー処理を追加する SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ スク リ プ ト  エラー処理 ] 領域で、 一覧からオプシ ョ ンを 1 つ選択するか、 [ カス タム ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

て、 スク リ プ ト のデフ ォル ト  エラー処理をオーバーラ イ ド し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り で

す :

• エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する

• エラー時に、 次のステー ト メ ン ト へ移動する

• エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する

SQL スク リ プ ト にデータベース サーバー タ イプの条件を設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 Microsoft SQL Server および MySQL 両方を ターゲッ ト と し、 かつ異なるデータベース サーバー 

テ ク ノ ロジご とに複数の SQL スク リ プ ト を もつ単一接続を作成する こ とができます。 ただ し、 接続は最初に検出

されたデータベース サーバーのタ イプに基づいて作成されます。 し たがって、 スク リ プ ト は、 検出されたデータ

ベース サーバー タ イプに対し てのみ実行され、 検出されなかったデータベース サーバー タ イプ固有のスク リ プ

ト は失敗し ます。 た と えば、 ラ ン タ イムが Microsoft SQL Server を検出する と , Microsoft SQL Server に関連付けら

れたスク リ プ ト が実行され、 MySQL 固有のスク リ プ ト は失敗し ます。

この動作の回避策と し て、 イ ンス ト ールが検出されなかったデータベース サーバー タ イプのスク リ プ ト を実行し

たと きに SQL スク リ プ ト  エラーが起こ るよ う に SQL に条件を設定する こ と をお勧めし ます。 条件を設定する こ

と で、 スク リ プ ト 作成エラーにカス タム エラー処理を設定し、 接続の次のスク リ プ ト へ移動する こ とができます。

以下は、 スク リ プ ト にデータベース サーバー タ イプの条件を設定するための手順です。

タ スク Microsoft SQL Server を ターゲッ ト にするスク リ プ ト にデータベース サーバー タ イプの条件を設定するには、 以

下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 条件を作成するスク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. スク リ プ ト の始めに、 次のステー ト メ ン ト を追加し ます。
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SELECT @@ROWCOUNT

5. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

6. [ スク リ プ ト  エラーの処理 ] 領域で、 [ カス タム ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ カス タム エラー処理 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

7. [ こ こ を ク リ ッ ク し て新規の項目を追加し ます ] 行を ク リ ッ ク し ます。

8. [ エラー番号 ] 列で、 1193 と入力し ます。 これは、 MySQL がスク リ プ ト の始めで追加された指定のシステム

変数を持っていなかった と きに、 MySQL よ り返されるエラー番号です。

9. [ 動作 ] 列で、 [ エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する ] を ク リ ッ ク し ます。

10. [ プロジ ェ ク ト 全体 ] 列で、 [ いいえ ] を選択し ます。

11. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク MySQL を ターゲッ ト にするスク リ プ ト にデータベース サーバー タ イプの条件を設定するには、 以下の手順に従

います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 条件を作成するスク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. スク リ プ ト の始めに、 次のステー ト メ ン ト を追加し ます。

SELECT @@table_cache

5. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

6. [ スク リ プ ト  エラーの処理 ] 領域で、 [ カス タム ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ カス タム エラー処理 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

7. [ こ こ を ク リ ッ ク し て新規の項目を追加し ます ] 行を ク リ ッ ク し ます。

8. [ エラー番号 ] 列で、 137 と入力し ます。 これは、 Microsoft SQL Server がスク リ プ ト の始めで追加された指定

のシステム変数を持っていなかった と きに、 Microsoft SQL Server よ り返されるエラー番号です。

9. [ 動作 ] 列で、 [ エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する ] を ク リ ッ ク し ます。

10. [ プロジ ェ ク ト 全体 ] 列で、 [ いいえ ] を選択し ます。

11. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールで SQL スク リ プ ト を条件付きで
起動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールで、 SQL スク リ プ ト を、 ターゲッ ト  システムである条件が満た された場合のみ起動するよ う にし た

方がよい場合があ り ます。 た と えば、 作成し た SQL スク リ プ ト で、 エン ド ユーザーが管理者権限を所持し ている

必要がある と し ます。 エン ド ユーザーが管理者権限を所持し ていない場合、 この SQL スク リ プ ト は起動されませ

ん｡

タ スク SQL スク リ プ ト の条件を作成するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 条件を作成するスク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

3. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ スク リ プ ト 条件 ] 領域で、 [ 条件ステー ト メ ン ト を指定する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

6. 1 つまたは複数の条件を作成し ます。

SQL スク リ プ ト はコ ンポーネン ト の状態に関連付けられています。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで設定された条件

は、 SQL スク リ プ ト のコ ンポーネン ト の条件です。 コ ンポーネン ト の条件がターゲッ ト  システムで満た された場

合、 イ ンス ト ールで SQL ス ク リ プ ト がイ ンス ト ールされます。 イ ンス ト ールされる予定ではない SQL スク リ プ ト

がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる場合、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルを生成する と、 SQL スク リ プ ト

が間違ってイ ンス ト ールされる理由を判別しやす く な り ます。

ヒ ン ト • 条件および条件の構文の詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 および 「条件ステー ト メ ン ト

の構文」 を参照し て く だ さい。

InstallScript イ ンス ト ールで SQL スク リ プ ト を条件付きで起動する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ ンス ト ールで、 SQL スク リ プ ト を、 ターゲッ ト  システムである条件が満た された場合のみ起動するよ う にし た

方がよい場合があ り ます。

InstallShield は、 1 セ ッ ト のデフ ォル ト のグローバル イベン ト  ハン ド ラーを生成し ます。 各イベン ト  ハン ド ラー

は InstallScript 言語でスク リ プ ト された関数です。 次の SQL 関連のイベン ト は、 InstallShield フ レームワークに

よ って自動的に呼び出されます。

• OnSQLServerInitialize

• OnSQLComponentInstalled

OnSQLServerInitialize は , OnFirstUIBefore よ り呼び出され , OnSQLComponentInstalled は、 フ ァ イル転送中に、 イ ン

ス ト ールされた各コ ンポーネン ト に対し て呼び出されます。
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メ モ • InstallShield にア ッ プグレー ド する前に OnFirstUIBefore をオーバーラ イ ド し ていたスク リ プ ト を使って作業

する必要があ り、 そのスク リ プ ト が OnSQLServerInitialize を呼び出さ ない場合、 そのコー ド をスク リ プ ト  フ ァ イ

ルに追加する必要があ り ます。

スク リ プ ト で、 OnSQLServerInitialize と OnSQLComponentInstalled を変更し、 異なる事柄についてチ ェ ッ ク を行う

こ とができます。 た と えば、 下のサンプル コー ド ではユーザーが管理者特権を持つかど うかを確認をする こ とが

できます。

function OnSQLComponentInstalled(szComponent)

string sMessage;

string sData;

number nResult;

begin

if( Is( USER_ADMINISTRATOR, sData ) ) then

nResult = SQLRTComponentInstall( szComponent );

if( nResult = SQL_ERROR_ABORT ) then

 

sMessage = SdLoadString( IDS_IFX_SQL_ERROR_RUN_FAILED );

MessageBox( sMessage, MB_OK );

abort;

 

endif; 

else

// 管理者権限がないユーザーです。 スク リ プ ト を実行しません｡

endif;

end;

メ モ • InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 スク リ プ ト が失敗し た と きの動作を構成するには、 [SQL スク リ プ ト ] エ

クスプローラーで [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し て、 [ ラ ン タ イム ] タ ブに移動し ます。 [ スク リ プ ト  エラー処

理 ] セクシ ョ ンを使用し て、 次のオプシ ョ ンの中の一つを選択する こ とができます。

• エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する

• エラー時に、 次のステー ト メ ン ト へ移動する

• エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する

SQL スク リ プ ト が完全 SQL サーバーに対し てのみ実行されるよ う に要
求する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI
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SQL スク リ プ ト  サポー ト を含むイ ンス ト ールでは、 エン ド ユーザーはデフ ォル ト で、 Microsoft SQL Server 

Desktop Engine (MSDE) および SQL Server Express Edition で SQL スク リ プ ト を実行する こ とができます。 エン ド

ユーザーが完全 SQL サーバーでのみ SQL スク リ プ ト を実行できるよ う にする場合、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを

使用し て、 イ ンス ト ールの任意のデータベース接続対し てそれを構成する こ とができます。

タ スク SQL スク リ プ ト  フ ァ イルが MSDE または SQL Server Express Edition を持つターゲッ ト  システム上で実行される

のを防ぐには、 次の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 構成する SQL 接続を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 要件 ] タ ブで、 [Microsoft SQL Server Desktop Engine / SQL Server Express へのイ ンス ト ールを許可する ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

Windows Installer プロパテ ィ を使って SQL スク リ プ ト の文字列を動的に
置換する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 実行時の SQL 

スク リ プ ト のテキス ト の置換を指定する こ とができます。 これによ って、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  システム

上で起動される SQL スク リ プ ト で使用される情報を指定する こ とができるよ う に設定できます。 Windows Installer 

は MsiFormatRecord を使って、 実行時に SQL スク リ プ ト のプロパテ ィ を解決し ます。

例

次の手順は、 ユーザーがビル ト イ ン SQL ログイ ン ダイアログ ( 基本の MSI イ ンス ト ールの SQLLogin ダイアログ、

または InstallScript MSI イ ンス ト ールの SQLServerSelectLogin2 ダイアログ ) で入力する情報を含むカス タム SQL 

スク リ プ ト を使って、 実行時にデータベースを作成する方法を説明し ます。 Windows Installer プロパテ ィ が、 デー

タベース名と そのターゲッ ト 場所に使用されます。

タ スク エン ド ユーザーが実行時に指定する情報を含む SQL スク リ プ ト を使ってデータベースを作成するには、 以下の手

順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield

新しい SQL 接続が追加されます。

3. SQ ｌ  接続を ク リ ッ ク し てから、 [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。
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5. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 新しい接続を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ま

す。 新しい 　 SQL スク リ プ ト が SQL 接続に追加されます。

6. SQL スク リ プ ト を ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

7.  [ スク リ プ ト ] ペイ ンで、 次のよ う に入力し ます :

if not exists(select name from master.dbo.sysdatabases where name = '%DBNAME%')

begin

CREATE DATABASE %DBNAME%

ON

( NAME = %DBNAME%_dat,

FILENAME = '%DBPATH%%DBNAME%dat.mdf',

SIZE = 10,

MAXSIZE = 50,

FILEGROWTH = 5 )

LOG ON

( NAME = %DBNAME%_log,

FILENAME = '%DBPATH%%DBNAME%log.ldf',

SIZE = 5MB,

MAXSIZE = 25MB,

FILEGROWTH = 5MB ) ;

end

GO

8. SQL スク リ プ ト の 2 つのテキス ト 置換を構成し ます :

a. [ テキス ト 置換 ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

b. [ 検索文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

%DBNAME%

c. [ 置換文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

[IS_SQLSERVER_DATABASE]

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

e. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

f. [ 検索文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

%DBPATH%

g. [ 置換文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

[INSTALLDIR]

h. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

9. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

10. [ イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し て、 [ ログイ ン中にスク リ プ ト を実行 ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

11. リ リースをビルド し ます。
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InstallScript テキス ト 置換を使って SQL スク リ プ ト の文字列を動的に置
換する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 テキス ト 置換文字列変数を使用し て、 実行時に、 SQL スク リ プ ト で使用されてい

るテキス ト の置き換えを指定する こ とができます。 これによ って、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  システム上で起

動される SQL スク リ プ ト で使用される情報を指定する こ とができるよ う に設定できます。InstallScript ラ ン タ イム 

コー ドは TextSubSubstitute 関数を使用し て、 文字列変数を SQL スク リ プ ト 内の適切な値で置き換えます。

例

次の手順は、 エン ド ユーザーが SQLServerSelectLogin2 ダイアログに入力する情報を含むカス タム SQL スク リ プ

ト を使って、 実行時にデータベースを作成する方法を説明し ます。 InstallScript テキス ト 置換が、 データベース名

と そのターゲッ ト 場所に使用されます。

タ スク エン ド ユーザーが実行時に指定する情報を含む SQL スク リ プ ト を使ってデータベースを作成するには、 以下の手

順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield

新しい SQL 接続が追加されます。

3. SQ ｌ  接続を ク リ ッ ク し てから、 [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

5. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 新しい接続を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ま

す。 新しい 　 SQL スク リ プ ト が SQL 接続に追加されます。

6. SQL スク リ プ ト を ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

7.  [ スク リ プ ト ] ペイ ンで、 次のよ う に入力し ます :

if not exists(select name from master.dbo.sysdatabases where name = '%DBNAME%')

begin

CREATE DATABASE %DBNAME%

ON

( NAME = %DBNAME%_dat,

FILENAME = '%DBPATH%\%DBNAME%dat.mdf',

SIZE = 10,

MAXSIZE = 50,

FILEGROWTH = 5 )

LOG ON

( NAME = %DBNAME%_log,

FILENAME = '%DBPATH%\%DBNAME%log.ldf',

SIZE = 5MB,

MAXSIZE = 25MB,

FILEGROWTH = 5MB ) ;

end

GO

8. SQL スク リ プ ト の 2 つのテキス ト 置換を構成し ます :
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サーバーの構成
a. [ テキス ト 置換 ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

b. [ 検索文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

%DBNAME%

c. [ 置換文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

<MYDATABASENAME>

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

e. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

f. [ 検索文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

%DBPATH%

g. [ 置換文字列 ] ボ ッ クスに次を入力し ます :

<TARGETDIR>

h. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ ます。

9. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

10. [ イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し て、 [ ログイ ン中にスク リ プ ト を実行 ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

11. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

12. Database Name コ ン ト ロールを含むダイアログの OnSQLServerInitialize イベン ト でダイアログ コー ド を見つ

け、 InstallScript 関数 TextSubSetValue の呼び出し を追加し ます。 た と えば、 ユーザー名をエン ド ユーザーが 

SQLServerSelectLogin2 ダイアログで指定する名前にする場合、 次のコー ド に示されている TextSubSetValue 

の呼び出し を追加し ます :

// ダイアログ ボッ クスを表示する （接続名なし）

// ダイアログを入れ替える場合、 コ メ ン ト アウ ト 解除

// nResult = SQLServerSelectLogin2( szConnection, szServer, szUser, szPassword, bWinLogin, szDB, FALSE, TRUE );

// ダイアログ ボッ クスを表示する （接続名を含む）

// ダイアログを入れ替える場合、 コ メ ン ト アウ ト

nResult = SQLServerSelectLogin2( szConnection, szServer, szUser, szPassword, bWinLogin, szDB, TRUE, TRUE );

TextSubSetValue ("<MYDATABASENAME>", szDB, FALSE);

13. リ リースをビルド し ます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールで SQL サーバー側イ ンス ト ール
を要求する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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サーバーの構成
イ ンス ト ールが SQL Server マシン上でのみ実行されるよ う に構成する方法と し て、 レジス ト リ情報のシステム検

索を実行し、 その結果をプロパテ ィ に格納し たあと、 そのプロパテ ィ を設定する条件に使用する とい う方法があ

り ます。 以下は、 その手順です。

タ スク Windows Installer ベースのイ ンス ト ールが SQL サーバー マシン上でのみ実行されるよ う に構成するには、 以下の

手順に従います。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ システム検索 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. グ リ ッ ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きます。

3. [ 検索内容 ] パネルで、 [ レジス ト リ エン ト リ ] を ク リ ッ ク し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 検索方法を指定し て く ださい ] パネルで、 以下を行います。

a. [ レジス ト リ ルー ト ] 一覧で、 HKEY_LOCAL_MACHINE を ク リ ッ ク し ます。

b. [ レジス ト リ キー ] ボ ッ クスで、 次の文字列を入力し ます。

Software\Microsoft\Microsoft SQL Server

c. [ レジス ト リ値 ] ボ ッ クスで、 次の文字列を入力し ます。

InstalledInstances

d. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 値の処理方法 ] パネルで、 以下を行います。

a. [ 値を保存するプロパテ ィ ] ボ ッ クスで、 次を入力し ます。

SQLSERVERFOUND

b. [ 追加のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ プロパテ ィ に値を保存し、 イ ンス ト ール条件でこのプロパテ ィ を使用 ] 

オプシ ョ ンを選択し ます。

c. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 条件ビルダーが開きます。

6. 条件を確認し、 レジス ト リ エン ト リがシステム上で見つからなかったと き、 エン ド ユーザーに表示する メ ッ

セージを入力し ます。 た と えば、 次のよ う な メ ッ セージを入力し ます。

このマシン上に Microsoft SQL Server が見つかり ませんで し た。 このイ ンス ト ールはサーバー マシン上での

み実行されるよ う設計されています。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

エン ト リが [ システム検索 ] グ リ ッ ド に追加されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト のサーバー側イ ンス ト ールを要求する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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サーバーの構成
InstallScript プロジ ェ ク ト で、 サーバーサイ ド イ ンス ト ールを強制する一つの方法と し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト が特定のレジス ト リ キーと値を検索し、 値が検索されたと きのみそれ自身を イ ンス ト ールする とい う形でプ

ロジ ェ ク ト を イ ンス ト ールする とい う方法があ り ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト で、 これをどのよ う に行うかの

例は、 以下のサンプル コー ド を参照し て く ださい。

function OnBegin()

string sKey, sValue, sData; 

string sMsg;

number nType, nSize, nResult;

begin

RegDBSetDefaultRoot ( HKEY_LOCAL_MACHINE ); 

sKey = "Software\\Microsoft\\Microsoft SQL Server";

sValue = "InstalledInstances";

nResult = RegDBGetKeyValueEx( sKey, sValue, nType, sData, nSize );

if( nResult < 0 ) then

//SQL Server レジス ト リキーがあり ません 

sMsg = " このマシン上に Microsoft SQL Server が見つかり ませんでした。 \n" + 

 " このインス ト ールはサーバー マシン上でのみ実行されるよ う設計されています。 ";

MessageBox( sMsg, SEVERE );

abort;

endif;

 

end;

SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

別のプロジ ェ ク ト で再利用、 または他のユーザーと共有し たい既存の SQL スク リ プ ト  フ ァ イルがある場合、 リ ポ

ジ ト リ にそれをパブ リ ッ シュする こ とができます。

タ スク SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーでパブ リ ッ シュするスク リ プ ト  フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ パブ

リ ッ シュ ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドが開きます。

3. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。
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サーバーの構成
リポジ ト リから プロジ ェ ク ト へスク リ プ ト  フ ァ イルを イ ンポー ト し た後、 現在のスク リ プ ト  フ ァ イルと既存のリ

ポジ ト リ スク リ プ ト  フ ァ イルとは関連性を持ちません。 スク リ プ ト  フ ァ イルを変更し て リ ポジ ト リへ再パブ

リ ッ シュ し ても、 プロジ ェ ク ト 内のイ ンポー ト 済みスク リ プ ト  フ ァ イルには影響し ません。 ただし、 リポジ ト リ

から プロジ ェ ク ト へスク リ プ ト  フ ァ イルを再イ ンポー ト する こ とができます。

MySQL ODBC ド ラ イバーを イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールが実行される前に、 MySQL ODBC ド ラ イバーのイ ンス ト ールおよび起動を行う場合、 MySQL 

Connector 3.51 用の InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に含めます。

タ スク イ ンス ト ールが実行される前に、 MySQL ODBC ド ラ イバーのイ ンス ト ールおよび起動を行う には、 以下の手順に

従います :

1. 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス

ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト で、 [MySQL Connector ODBC 3.51] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト • MySQL Connector ODBC 3.51 セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 そのイ ンス ト ーラーをダウンロー ド し て、

InstallShield 前提条件をシステムに追加し た場合のみ使用可能です。 詳しい手順については、 「MySQL Connector 

ODBC 前提条件を含める」 を参照し て く だ さい。

アン イ ンス ト ール中に、 SQL データベースを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • 現在接続中のデータベースは削除する こ とができません。
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サーバーの構成
SQL データベースをアン イ ンス ト ール中に削除する必要がある場合、 SQL スク リ プ ト を使ってこれを実現できま

す。 以下は、 プロジ ェ ク ト と SQL スク リ プ ト を構成し て、 Microsoft SQL Server データベースを削除する方法で

す。

タ スク アン イ ンス ト ール中に、 Microsoft SQL Serve データベースを削除するには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. SQL 接続を追加し ます。

3. [ 全般 ] タ ブにある [ カ タ ログ名 ] ボ ッ クスで、 Master と入力し ます。

Master は、 すべての Microsoft SQL Server システムに存在するシステム データベースの名前です。 現在接続

されているデータベースは削除する こ とができないため、 Master データベースに接続し て、 それから接続さ

れていない別のデータベースを削除する こ とができます。

4. サーバーの認証情報を入力し ます。

5. 新しい Script フ ァ イルを追加し ます。

6. 次を SQL スク リ プ ト  フ ァ イルに追加し ます。

DROP DATABASE DatabaseName
GO

DatabaseName は削除するデータベースの名前です。

ヒ ン ト • 上記に代わる別の手順と し て、 SQL スク リ プ ト でも同じ操作を実行する こ とができます。 これを実現す

るには、 次のコー ド を SQL スク リ プ ト に入力し ます。

USE Master
DROP DATABASE DatabaseName
GO

DatabaseName は削除するデータベースの名前です。

Microsoft SQL Azure Database サーバーへの接続と SQL スク リ プ ト の実
行

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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サーバーの構成
ターゲッ ト  システムにおける Microsoft Windows Azure SQL Database Server に接続す
るための要件

Microsoft Windows SQL Azure SQL データベース サーバーへの接続には、 イ ンス ト ールを実行する ターゲッ ト  シス

テム上で SQL Server Native Client 10.0 ODBC ド ラ イバーが必要です。 このド ラ イバーがターゲッ ト  システムっ上

に存在し ている こ と を確認するには、 プロジ ェ ク ト に Microsoft SQL Server 2012 Native Client 10.00.2531 の 

InstallShield 前提条件を含めます。

タ スク Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 前提条件をプロジ ェ ク ト に含めるには、 以下の手順に従います :

1. 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス

ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イル リ ス ト で、 ターゲッ ト  システムのアーキテ クチャが 32 ビ ッ ト か 64 ビ ッ ト かに応じ て、

適切な [Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531] チ ェ ッ ク ボ ッ クス ( 複数可 ) を選択し ます。

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で定義された条件が満た された場合のみ、 InstallShield 前提条件が起動し ます。

条件の一覧を参照するには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ューにある SQL Server Native 

Client 前提条件を ク リ ッ ク し てから、 右側の詳細ペイ ンに表示される説明を確認し ます。 これらのビ ューで [ 詳細

を表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

実行時の Windows Azure SQL データベースの接続に使用するユーザー名を指定する

イ ンス ト ールで SQLLogin ダイアログを使用し、 かつ SWindows Azure SQL データベースを ターゲッ ト する場合、

エン ド ユーザーが SQLLogin ダイアログの [ ログイ ン ID] ボ ッ クスで文字列を入力する と き、 次のフ ォーマ ッ ト の

使用が必要にな り ます :

DatabaseUserName@ServerName 

参考例 :

MyUserName@wbzdh64drd 

Oracle のイ ンス タ ンスに接続し て SQL スク リ プ ト を実行する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • Oracle 11g Instalnt Client がターゲッ ト  システム上で必要な時にイ ンス ト ールがこれをダウンロー ド する場

合、 Oracle に問い合わせて、 それが可能かど うかを確認し て く ださい。 可能な場合、 独自の Web サイ ト でダウン

ロー ド をホス ト し て、 InstallShield 前提条件にそのダウンロー ド パスを追加し な く てはな り ません。 フ レ クセラ ・

ソ フ ト ウ ェ アでは、 このイ ンス ト ールのダウンロー ド を提供し ていません。
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サーバーの構成
Oracle のイ ンス タ ンスに接続する場合、 イ ンス ト ールを実行するエン ド ユーザーのマシン上に次の要素が必要で

す :

• Microsoft ODBC for Oracle

• Oracle Instant Client software の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン (64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムを含む )

最新版の MDAC (Microsoft Data Access Components) は、 Microsoft ODBC for Oracle ド ラ イバーをサポー ト し ます。

ただし、Microsoft ODBC for Oracle ド ラ イバーには、Oracle データベースサーバーと応答するために Oracle Instant 

Client が必要と な り ます。 このため、 Oracle 11g Instant Client 前提条件を含める こ と で、 イ ンス ト ール時にター

ゲッ ト  マシン上で Oracle Instant Client の構成を可能にできます。 Oracle はフ ァ イルのイ ンス ト ールを提供し ませ

ん。 InstallShield Program Files フ ォルダーにある Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を使って、 簡単に

フ ァ イルを イ ンス ト ールする こ とができます。 手順については、 「Oracle Instant Client をダウンロー ド し て、 その

ための .msi パッ ケージを作成する」 を参照し て く だ さい。

SQL スク リ プ ト に Unicode 文字が含まれている場合、 Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト の実行をサポー ト する 

Oracle ODBC Instant Client を使用する必要があり ます。 Microsoft ODBC for Oracle は、 これをサポー ト し ません。

ODBC Instant Client イ ンス ト ールを Oracle 11g Instant Client 前提条件と共に含めて、 ターゲッ ト  マシン上で 

Oracle Instant Client を構成し、 また ODBC Instant Client のセ ッ ト ア ッ プ も行います。 詳細については、 「Oracle 

Basic Instant Client および Oracle ODBC Instant Client をダウンロー ド し て、 両方の .msi パッ ケージ および 

InstallShield 前提条件を作成する」 を参照し て く だ さい。 Microsoft ODBC for Oracle の代わり に ODBC Instant Client 

を使用する場合は、 プロジ ェ ク ト を適切に構成するよ う にし て く だ さい。 詳細については、 「Oracle Database 

Server 上で Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト を実行する」 を参照し て く ださい。

Oracle Instant Client をダウンロー ド し て、 そのための .msi  パッ ケージを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Oracle 11g Instant Client サポー ト を基本の MSI、 InstallScript、 または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する前

に、 Oracle Instant Client を Oracle の Web サイ ト からダウンロー ド し て く ださい。 Oracle では、 フ ァ イルのイ ンス

ト ールを提供し ていません。 し たがって、 .msi パッ ケージは自分で作成する必要があ り ます。 .msi パッ ケージは、

InstallShield Program Files フ ォルダーにある Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を利用する こ と で、 簡

単に作成する こ とができます。

.msi パッ ケージを作成し た後、 それを使用中のマシンの適切な場所に追加し てから、 この Oracle Instant Client .msi 

パッ ケージを使用する InstallShield 前提条件に追加できます。

メ モ • SQL スク リ プ ト に Unicode 文字が含まれている場合、 Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト の実行をサポー ト

する Oracle ODBC Instant Client を使用する必要があ り ます。 Microsoft ODBC for Oracle は、 これをサポー ト し ませ

ん。 ODBC Instant Client イ ンス ト ールを Oracle 11g Instant Client 前提条件と共に含めて、 ターゲッ ト  マシン上で 

Oracle Instant Client を構成し、 また ODBC Instant Client のセ ッ ト ア ッ プ も行います。 詳細については、 「Oracle 

Basic Instant Client および Oracle ODBC Instant Client をダウンロー ド し て、 両方の .msi パッ ケージ および 

InstallShield 前提条件を作成する」 を参照し て く だ さい。
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タ スク Oracle Instant Client をダウンロー ド し て、 .msi  パッ ケージを作成するには、 以下の手順に従います。

1. http://www.oracle.com/technetwork/database/features/instant-client/index-097480.html から、 Oracle Instant 

Client バージ ョ ン 11.1.0.x (32 ビ ッ ト  Windows プラ ッ ト フ ォーム用の基本パッ ケージ ) をダウンロー ド し ます。

ダウンロー ド フ ァ イルは、 instantclient-basic-win32-11.1.0.7.0.zip とい う名前です。

重要 • InstallShield における Oracle サポー ト には、 ターゲッ ト  システムが 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト  システ

ムのいずれの場合においても、 Oracle Instant Client の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのイ ンス ト ールが必要です。

2. フ ァ イルを C ド ラ イブのルー ト に展開し ます。 フ ァ イルを展開する と、 すべてのフ ァ イルが次の場所に追加

されます :

C:\instantclient_11_1

3. InstallShield で Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開きます。 プロジ ェ ク ト のパスは、 次のとお

り です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\Oracle Instant Client\instantclient-win32-11_1.ism

このプロジ ェ ク ト は Oracle Instant Client のバージ ョ ン 11.1.0.7 のためにフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが作成し

たものですが、 このプロジ ェ ク ト を、 よ り新しいバージ ョ ンの Oracle 11g Instant Client ( 例、 11.2.01) に使用

する こ と も可能です。

4. Oracle 11g Instant Client のイ ンス ト ール中、 Oracle11g Instant Client 11.1.0.7 とい う名前が実行時に表示されま

す。 この名前は、 .msi フ ァ イルにも使用されます。 この名前を変更し て、 異なるバージ ョ ン番号 ( 例、

11.2.0.1、 11.2.0.x など ) を反映させるには、 以下の手順に従います :

a. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. " 製品名 " 設定で、 既存のテキス ト を必要に応じ て編集し ます。

5. 11.1.0.7 以後にリ リース されたバージ ョ ンを使用し ていて、 依存関係が必要な場合、 そのフ ァ イルまたはマー

ジ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

6. ツールバー上で、 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Oracle 11g Instant Client を作成中の InstallShield プロジ ェ ク ト に含める こ とができるよ う に、 Oracle 11g Instant 

Client .msi フ ァ イルがビルド され、 次のデ ィ レ ク ト リ に追加されます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites\oracle

ヒ ン ト • 11.1.0.7 以後にリ リース されたバージ ョ ンを使用し ている場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターで Oracle 

11g Instant Client 11.1.0.7 前提条件を開きます。 前提条件の名前を変更し て、 適切なバージ ョ ン番号を反映させま

す。 また、 条件も更新し て、 適切なバージ ョ ン番号を反映させます。

Oracle 11g Instant Client を イ ンス ト ールに追加する方法については、 「Oracle 11g Instant Client を イ ンス ト ールす

る」 を参照し て く だ さい。
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Oracle Basic Instant Client および Oracle ODBC Instant Client をダウンロー ド し て、 両方の .msi 
パッ ケージ および InstallShield 前提条件を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

Oracle 11g Instant Client および Oracle ODBC Instant Client のサポー ト を基本の MSI、 InstallScript、 または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する前に、 Oracle の Web サイ ト から Oracle Basic Instant Client および Oracle 

ODBC Instant Client をダウンロー ド する必要があ り ます。 Oracle では、 フ ァ イルのイ ンス ト ールを提供し ていま

せん。 し たがって、 .msi パッ ケージは自分で作成する必要があ り ます。 .msi パッ ケージは、 InstallShield Program 

Files フ ォルダーにある Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を利用する こ と で、 簡単に作成する こ とが

できます。

.msi パッ ケージを作成し た後、 それを使用中のマシンの適切な場所に追加し てから、 この Oracle .msi パッ ケージ

を使用する InstallShield 前提条件に追加できます。

タ スク Basic Instant Client および ODCBC Instant Client をダウンロー ド し て .msi パッ ケージを作成するには、 以下の手順

に従います :

1. http://www.oracle.com/technetwork/database/features/instant-client/index-097480.html から、 Oracle Instant 

Client バージ ョ ン 11.1.0.x (32 ビ ッ ト  Windows プラ ッ ト フ ォーム用の基本パッ ケージ ) および Instant Client 

Package for ODBC バージ ョ ン 11.1.0.x をダウンロー ド し ます。 ダウンロー ド フ ァ イルの名前は instantclient-

basic-win32-11.1.0.7.0.zip および instantclient-odbc-win32-11.1.0.7.0.zip です。

重要 • InstallShield における Oracle サポー ト には、 ターゲッ ト  システムが 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト  システ

ムのいずれの場合においても、 ターゲッ ト  システムに Basic Instant Client および ODBC Instant Client の 32 

ビ ッ ト  バージ ョ ンが必要です。

2. フ ァ イルを C ド ラ イブのルー ト に展開し ます。 フ ァ イルを展開する と、 すべてのフ ァ イルが次の場所に追加

されます :

C:\instantclient_11_1

フ ァ イルが C:\instantclient11_1\instantclient11_1 に展開されないこ と を確認し て く ださい。

3. Oracle Instant Client イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のコ ピーを作成し ます。 プロジ ェ ク ト のパスは、 次のとお り

です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\Oracle Instant Client\instantclient-win32-11_1.ism

instantclient-win32-odbc11_1.ism のコ ピーを作成し て、 元の .ism フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に配置し ます。

この新しいフ ァ イルのパスは次のとお り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\Oracle Instant Client\instantclient-win32-odbc11_1.ism

instantclient-win32-11_1.ism ロジ ェ ク ト は Oracle Instant Client のバージ ョ ン 11.1.0.7 のためにフ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ アが作成し たものですが、 このプロジ ェ ク ト を、 よ り新しいバージ ョ ンの Oracle 11g Instant Client 

および ODBC Instant Client ( 例、 11.2.01) に使用する こ と も可能です。
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4. InstallShield で作成し た新しいプロジ ェ ク ト を開きます。

5. 製品コー ド、 ア ッ プグレー ド コー ド、 および製品名を更新し ます :

a. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. " 製品コー ド " 設定で、 [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({..}) を ク リ ッ ク し ます。

c. " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定で、 [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({..}) を ク リ ッ ク し ます。

d. " 製品名 " 設定で、 既存のテキス ト を必要に応じ て変更し ます。

Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.0.7

入力し た名前は、 実行時、 Oracle のイ ンス ト ール中に表示されます。 この名前を変更し て、 異なるバー

ジ ョ ン番号 ( 例、 11.2.0.1 または 11.2.0.x など ) を反映させる こ とができます。

6. 11.1.0.7 以後にリ リース されたバージ ョ ンを使用し ていて、 依存関係が必要な場合、 そのフ ァ イルまたはマー

ジ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

7. ODBC Instant Client イ ンス ト ールを起動する カス タム アクシ ョ ンを追加し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい EXE] をポイ ン

ト し てから、 [ デ ィ レ ク ト リ を参照するパス ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが追加され

ます。

c. 次のよ う に右側のペイ ンでカス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます :

• 作業デ ィ レ ク ト リ : INSTALLDIR

• フ ァ イル名と コマン ド ラ イ ン : [INSTALLDIR]odbc_install.exe

• スク リ プ ト 内実行 : システム コ ンテキス ト の遅延実行

• イ ンス ト ール実行シーケンス : 次の後 : InstallODBC

• イ ンス ト ール実行条件 : Not Installed

8. エン ド ユーザーが Instant Client をアン イ ンス ト ールする と きに ODBC Instant Client をアン イ ンス ト ールする

カス タム アクシ ョ ンを追加し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

b. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい EXE] をポイ ン

ト し てから、 [ デ ィ レ ク ト リ を参照するパス ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが追加され

ます。

c. 次のよ う に右側のペイ ンでカス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます :

• 作業デ ィ レ ク ト リ : INSTALLDIR

• フ ァ イル名と コマン ド ラ イ ン : [INSTALLDIR]odbc_uninstall.exe

• スク リ プ ト 内実行 : システム コ ンテキス ト の遅延実行

• イ ンス ト ール実行シーケンス : 次の後 : RemoveODBC

• イ ンス ト ール実行条件 : REMOVE="ALL"

9. .msi パッ ケージ フ ァ イルの名前を指定し ます :
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a. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ リ リース ] エクスプローラーの中央ペイ ンで、 [ 製品構成 1] と名づけられた製品構成を ク リ ッ ク し ま

す。

c. "MSI パッ ケージ フ ァ イル名 " 設定に、 次の名前を入力し ます :

Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1

InstallShield は、 作成する Basic Instant Client および ODBC Instant Client に .msi パッ ケージ用に入力され

た名前を使用し ます。 このフ ァ イルが、 作成する InstallShield 前提条件によ って起動されます。

10. ツールバー上で、 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.msi を作成中の InstallShield プロジ ェ ク ト に含める こ とができるよ う に、

Oracle .msi フ ァ イルがビルド され、 次のデ ィ レ ク ト リ に追加されます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites\oracle

タ スク 前述の手順に従って作成し た .msi パッ ケージを起動する InstallShield 前提条件を作成するには、 以下の手順に従い

ます :

1. Oracle11g Instant Client の 既存の InstallShield 前提条件 (.prq) のコ ピーを作成し ます。 前提条件のパスは、 次

のとお り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites\Oracle11g Instant Client 11.1.0.7.prq

コ ピーを Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.0.7.prq と名づけて、 元の .prq フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に配

置し ます。 この新しいフ ァ イルのパスは次のとお り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites\Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.0.7.prq

2. [ ツール ] メ ニューで [ 前提条件エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ター が開きま

す。

3. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 新しい Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.0.7.prq フ ァ イルを参照し てから、 [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

5. [ プロパテ ィ ] タ ブにある "InstallShield 前提条件の固有の ID" 設定に次を入力し ます :

Oracle11g Instant Client – ODBC 11.1.0.7

異なるバージ ョ ンを使用する場合は、 適切な ID に更新し て く だ さい。

6. InstallShield 前提条件の条件を構成し ます :

a. [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

b. 各既存の条件を ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

c. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

d. [ レジス ト リキーの存在の有無 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

e. " 確認するレジス ト リ キー名を指定し ます " 設定に次を入力し ます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ODBC\ODBCINST.INI\Oracle in instantclient11_1
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異なるバージ ョ ンを使用する場合は、 適切な条件を構成し て く だ さい。

f. [32 ビ ッ ト ] オプシ ョ ンを選択し ます。

g. [ 指定されたレジス ト リ キーが “ 存在し ない ” と き ] オプシ ョ ンを選択し てから、 [OK] を ク リ ッ ク し ま

す。

7. InstallShield 前提条件に含める適切な .msi フ ァ イルを指定し ます :

a. [ 含める フ ァ イル ]  タ ブを ク リ ッ ク し ます。

b. 既存の Oracle11g Instant Client 11.1.msi を選択し てから、 [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新規フ ァ イ

ル ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

c. 前述の手順に従ってビルド し た Oracle11g Instant Client - ODBC 11.1.msi フ ァ イルを選択し てから、 [OK] 

を ク リ ッ ク し ます。

8. InstallShield 前提条件が起動する フ ァ イルを指定し ます :

a. [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

b. " 起動するアプ リ ケーシ ョ ンを指定する " 設定で、 .msi フ ァ イルを選択し ます。

9. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

Oracle 11g Instant Client および ODBC Instant Client を イ ンス ト ールに追加する方法については、 「Oracle 11g 

Instant Client を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

 Microsoft ODBC for Oracle の代わり に Oracle ODBC Instant Client を使用する場合は、 プロジ ェ ク ト を適切に構成

するよ う にし て く だ さい。 詳細については、 「Oracle Database Server 上で Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト を

実行する」 を参照し て く だ さい。

Oracle 11g Instant Client を イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールが実行される時に Oracle 11g Instant Client を イ ンス ト ールする場合、 Oracle 11g Instant Client 前提条

件をプロジ ェ ク ト に含めます。

InstallShield 前提条件を含める前に、 Oracle Basic Instant Client をダウンロー ド し て、 .msi  パッ ケージを作成する

必要があ り ます。 Oracle ODBC Instant Client のイ ンス ト ールも必要な と き、 た と えば Oracle で Unicode サポー ト

を使用する場合は、 Basic Instant Client および ODBC Instant Client をダウンロー ド し、 .msi パッ ケージをビルド

し、 InstallShield 前提条件を作成し てから (Oracle 11g Instant Client をテンプレー ト と し て使用できます )、 必要に

応じ て設定を更新し ます。 詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Oracle Instant Client をダウンロー ド し て、 そのための .msi パッ ケージを作成する

• Oracle Basic Instant Client および Oracle ODBC Instant Client をダウンロー ド し て、 両方の .msi パッ ケージ お

よび InstallShield 前提条件を作成する
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重要 • InstallShield における Oracle サポー ト には、 ターゲッ ト  システムが 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト  システムの

いずれの場合においても、 Oracle Instant Client の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのイ ンス ト ールが必要です。

タ スク Oracle 11g Instant Client 前提条件をプロジ ェ ク ト に含めるには、 以下の手順に従います :

1. 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス

ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 前提条件 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト から [Oracle11g Instant Client 11.1.0.7] チ ェ ッ ク ボ ッ クス ( または、 任意の 

Oracle 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クス ) を選択し ます。

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で定義された条件が満た された場合のみ、 InstallShield 前提条件が起動し ます。

条件の一覧を参照するには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ューにある Oracle 前提条件を ク

リ ッ ク し てから、 右側の詳細ペイ ンに表示される説明を確認し ます。 これらのビ ューで [ 詳細を表示 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

メ モ • Oracle 11g Instalnt Client がターゲッ ト  システム上で必要な時にイ ンス ト ールがこれをダウンロー ド する場

合、 Oracle に問い合わせて、 それが可能かど うかを確認し て く ださい。 可能な場合、 独自の Web サイ ト でダウン

ロー ド をホス ト し て、 InstallShield 前提条件にそのダウンロー ド パスを追加し な く てはな り ません。 フ レ クセラ ・

ソ フ ト ウ ェ アでは、 このイ ンス ト ールのダウンロー ド を提供し ていません。

Oracle Database Server 上で Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト を実行する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで使用できるデフ ォル ト の SQL スク リ プ ト  サポー ト を使用する イ ンス

ト ールの場合、 Microsoft ODBC for Oracle を使用し て、 ターゲッ ト  システム上の Oracle データベース との接続が

行われます。 一部の状況において、 このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド し て、 Microsoft ODBC for Oracle の代

わり に、 Oracle ODBC Instant Client を使用し た方がよい場合もあり ます。

たと えば、 SQL スク リ プ ト に Unicode 文字が含まれている場合、 Unicode 文字を含む SQL スク リ プ ト の実行をサ

ポー ト する Oracle ODBC Instant Client を使用する必要があ り ます。 Microsoft ODBC for Oracle は、 これをサポー ト

し ません。
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タ スク InstallShield プロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ールが Microsoft ODBC for Oracle ではな く  Oracle ODBC Instant Client を使

用するよ う に構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 ISSQLDBMetaData テーブルを ク リ ッ ク し ます。

3. Oracle レ コー ド について、 以下の手順を行います :

a. AdoDriverName フ ィ ールド を以下の値に変更し ます :

{Oracle in instantclient11_1} 

b. AdoCxnServer フ ィ ールド を以下の値に変更し ます :

DBQ= 

実行時にイ ンス ト ールは Oracle ODBC Instant Client を使って Oracle データベースに接続し、 SQL スク リ プ ト を実

行し ます。

ヒ ン ト • Oracle ODBC Instant Client は、 Oracle Instant Client ソ フ ト ウ ェ アの ODBC パッ ケージがイ ンス ト ールされ

ている場合にターゲッ ト  システム上で使用可能です。 イ ンス ト ールに追加する方法については、 「Oracle Basic 

Instant Client および Oracle ODBC Instant Client をダウンロー ド し て、 両方の .msi パッ ケージ および InstallShield 

前提条件を作成する」 を参照し て く だ さい。

カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て SQL Server データベース
を作成するサンプル プロジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

以下は、 カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を使用し て SQL Server データベースを作成する イ ンス ト ールを作成

する方法です。

タ スク カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て、 ターゲッ ト  マシン上で SQL Server データベースを作成するイ ン

ス ト ールを作成するには、 以下の手順に従います。

1. 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を新規作成し ます。

2. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 次の名前を持つ新しいプロパテ ィ を作成し ます。

IS_SQLSERVER_DATABASE2 

4. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。
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5. 新しい SQL 接続を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい

接続が NewConnection1 とい う デフ ォル ト 名で作成されます。

b. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection1 を ク リ ッ ク し、 [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. [ デフ ォル ト  ターゲッ ト  サーバー名 ( オプシ ョ ン )] ボ ッ クスで、 TESTSQLSERVER と入力し ます。

d. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

e. [ 接続方法 ] 領域で、 [ 次のログイ ン ID およびパスワー ド を使用し たサーバー認証 ] オプシ ョ ンを選択し

ます。

f. [ ログイ ン ID] ボ ッ クスで、 sa と入力し ます。 [ パスワー ド ] ボ ッ クスは空白にできません。

g. [ 要件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

h. Microsoft SQL Server チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていて、 MySQL と Oracle チ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択さ

れていないこ と を確認し て く だ さい。

6. NewConnection1 の新しい SQL スク リ プ ト を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection1 を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク

リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト の名前を NewScript1 に変更し ます。

c. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewScript1 を ク リ ッ ク し、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

d. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンで、 次のスク リ プ ト を追加し ます。

CREATE DATABASE [TestDB]  ON (NAME = N' TestDB', FILENAME = N'C:\Program Files\Microsoft SQL 

Server\MSSQL\data\testdb.mdf' , SIZE = 3, FILEGROWTH = 10%) LOG ON (NAME = N' TestDB_log', FILENAME = 

N'C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\data\testdb.ldf' , SIZE = 1, FILEGROWTH = 10%)

COLLATE SQL_Latin1_General_CP1_CI_AS

e. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

f. [ スク リ プ ト の実行 ] 領域で、 [ ログイ ン中にスク リ プ ト を実行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 [ イ ン

ス ト ール中にスク リ プ ト を実行する ] および [ アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスが選択されていないこ と を確認し て く だ さい。

7. ２  つ目の新しい SQL 接続を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい

接続が NewConnection2 とい う デフ ォル ト 名で作成されます。

b. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection2 を ク リ ッ ク し、 [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. [ ターゲッ ト  カ タ ログ プロパテ ィ 名 ] リ ス ト から、 IS_SQLSERVER_DATABASE2 を選択し ます。

d. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

e. [ カ タ ログ名 ] ボ ッ クスで、 TestDB と入力し ます。

f. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

g. [ デフ ォル ト  ターゲッ ト  サーバー名 ( オプシ ョ ン )] ボ ッ クスで、 TESTSQLSERVER と入力し ます。
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h. [ 接続方法 ] 領域で、 [ 次のログイ ン ID およびパスワー ド を使用し たサーバー認証 ] オプシ ョ ンを選択し

ます。

i. [ ログイ ン ID] ボ ッ クスで、 sa と入力し ます。 [ パスワー ド ] ボ ッ クスは空白にできません。

j. [ 要件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

k. Microsoft SQL Server チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていて、 MySQL と Oracle チ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択さ

れていないこ と を確認し て く だ さい。

8. NewConnection2 の新しい SQL スク リ プ ト を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection2 を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク

リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト の名前を NewScript2 に変更し ます。

c. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewScript2 を ク リ ッ ク し、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

d. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンで、 次のスク リ プ ト を追加し ます。

CREATE TABLE TestTable (TestColumn1 CHAR NOT NULL PRIMARY KEY)

e. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

f. [ スク リ プ ト の実行 ] 領域で、 [ イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 [

ログイ ン中にスク リ プ ト を実行する ] および [ アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスが選択されていないこ と を確認し て く だ さい。

イ ンス ト ールを実行する と、 TestDB データベースが作成され、 TestTable とい う名前のテーブルがデータベース

に追加されます。

プロジ ェ ク ト • DIM プロジ ェ ク ト を使用し て、 その DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ても、 上記の手順

と同様の結果を得る こ とができます。

カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て Oracle スキーマを作成す
るサンプル イ ンス ト ールを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

以下は、 カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を使用し て、 Oracle スキーマを作成する イ ンス ト ールを作成する方法

です。
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タ スク カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て、 ターゲッ ト  マシン上で Oracle スキーマを作成する イ ンス ト ール

を作成するには、 以下の手順に従います。

1. 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を新規作成し ます。

2. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 次の名前を持つ ３  つの新しいプロパテ ィ を作成し ます。

IS_SQLSERVER_DATABASE2 

IS_SQLSERVER_USERNAME2 

IS_SQLSERVER_PASSWORD2 

4. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [SQL スク リ プ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 新しい SQL 接続を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい

接続が NewConnection1 とい う デフ ォル ト 名で作成されます。

b. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection1 を ク リ ッ ク し、 [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. [ デフ ォル ト  ターゲッ ト  サーバー名 ( オプシ ョ ン )] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

 //sch01jsmith.installshield.com:1521/orcl

d. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

e. [ 接続方法 ] 領域で、 [ 次のログイ ン ID およびパスワー ド を使用し たサーバー認証 ] オプシ ョ ンを選択し

ます。

f. [ ログイ ン ID] ボ ッ クスで、 scott と入力し ます。

g. [ パスワー ド ] ボ ッ クスで、 scott と入力し ます。

h. [ 要件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

i. Oracle チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていて、 Microsoft SQL Server と MySQL チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア

されている こ と を確認し て く だ さい。

6. NewConnection1 の新しい SQL スク リ プ ト を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection1 を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク

リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト の名前を NewScript1 に変更し ます。

c. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewScript1 を ク リ ッ ク し、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

d. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンで、 次のスク リ プ ト を追加し ます。

CREATE TABLESPACE TEST_TS LOGGING DATAFILE 'test01.dbf' SIZE 1M AUTOEXTEND ON NEXT 2M MAXSIZE 

UNLIMITED

Go

CREATE USER TEST_USER IDENTIFIED BY MYPSWD DEFAULT TABLESPACE TEST_TS QUOTA UNLIMITED on TEST_TS

Go

GRANT CONNECT TO TEST_USER
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Go

GRANT DBA TO TEST_USER

Go

ALTER USER TEST_USER DEFAULT ROLE ALL

Go

e. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

f. [ スク リ プ ト の実行 ] 領域で、 [ ログイ ン中にスク リ プ ト を実行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 [ イ ン

ス ト ール中にスク リ プ ト を実行する ] および [ アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスが選択されていないこ と を確認し て く だ さい。

7. ２  つ目の新しい SQL 接続を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい SQL 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい

接続が NewConnection2 とい う デフ ォル ト 名で作成されます。

b. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection2 を ク リ ッ ク し、 [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. [ ターゲッ ト  カ タ ログ プロパテ ィ 名 ] リ ス ト から、 IS_SQLSERVER_DATABASE2 を選択し ます。

d. [ サーバー認証ログイ ン ID プロパテ ィ 名 ] リ ス ト から、 IS_SQLSERVER_USERNAME2 を選択し ます。

e. [ サーバー認証パスワー ド プロパテ ィ 名 ] リ ス ト から、 IS_SQLSERVER_PASSWORD2 を選択し ます。

f. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

g. [ カ タ ログ名 ] ボ ッ クスで、 TEST_USER と入力し ます。

h. [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

i. [ デフ ォル ト  ターゲッ ト  サーバー名 ( オプシ ョ ン )] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

 //sch01jsmith.installshield.com:1521/orcl

j. [ 接続方法 ] 領域で、 [ 次のログイ ン ID およびパスワー ド を使用し たサーバー認証 ] オプシ ョ ンを選択し

ます。

k. [ ログイ ン ID] ボ ッ クスで、 TEST_USER と入力し ます。

l. [ パスワー ド ] ボ ッ クスで、 MYPSWD と入力し ます。

m. [ 要件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

n. Oracle チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていて、 Microsoft SQL Server と MySQL チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア

されている こ と を確認し て く だ さい。

8. NewConnection2 の新しい SQL スク リ プ ト を追加し、 構成し ます。

a. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewConnection2 を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト ] を ク

リ ッ ク し ます。

b. スク リ プ ト の名前を NewScript2 に変更し ます。

c. [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーで、 NewScript2 を ク リ ッ ク し、 [ スク リ プ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

d. スク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンで、 次のスク リ プ ト を追加し ます。

CREATE TABLE TestTable (TestColumn1 CHAR NOT NULL PRIMARY KEY)

e. [ ラ ン タ イム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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f. [ スク リ プ ト の実行 ] 領域で、 [ イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 [

ログイ ン中にスク リ プ ト を実行する ] および [ アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ

クスが選択されていないこ と を確認し て く だ さい。

イ ンス ト ールを実行する と、 TEST_USER スキーマで TEST_USER ユーザーと TestTable テーブルが作成されます。

プロジ ェ ク ト • DIM プロジ ェ ク ト を使用し て、 その DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ても、 上記の手順

と同様の結果を得る こ とができます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 SQLLogin 
定義済みウ ィ ザー ド ページを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

これら 2 つのプロジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト の違い」 を参照し て く だ さい。

SQL サーバーは、 特に InstallShield スイー ト  イ ンス ト ールで提供される複数パッ ケージ サポー ト を活用する多 く

のアプ リ ケーシ ョ ンで不可欠です。 以前、 InstallShield SQL サポー ト が使用できるのは基本の MSI、 InstallScript、

および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のみで し た。 今回よ り、 SQL サポー ト がスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加されてお り、 以下の機能を使用する こ とができます :

• 新しい SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加

• SQL ステー ト メ ン ト を直接スイー ト から実行

SQLLogin ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーはデータベース サーバー ログイ ン情報 ( データベース 

サーバー名、 認証資格情報、 データベース カ タ ログ名など ) を入力し、 スイー ト に含まれる 1 つ以上の .msi パッ

ケージがターゲッ ト とするデータベース サーバーへの接続を設立する こ とができます。 

SQLLogin ウ ィ ザー ド ページをプロジ ェ ク ト に追加する と、 以下が可能と な り ます :

• スイー ト  プロジ ェ ク ト 内の SQL ログイ ンの設定を識別するプロパテ ィ を指定し てから、 これらのプロパテ ィ

を受け取る .msi パッ ケージを選択する

• .msi パッ ケージ内で SQL ログイ ンの設定を識別するプロパテ ィ を指定する 

• データベース テ ク ノ ロジ (Microsoft SQL Server、 Microsoft Windows Azure、 MySQL、 または Oracle) を選択し

て、 ターゲッ ト にする ODBC ド ラ イバーを選択する

• OnBegin でアクシ ョ ンを使って、 更新済みの SQL ド ラ イバーが確実にスケジュールされるよ う にする

さ らに、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では今回よ り、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスから SQL データ

ベース サーバー上の SQL ステー ト メ ン ト を直接実行する こ とができます。 これによ って、 イ ンス ト ール続行前に 

SQL データベース サーバーを調査する こ とができます。 これによ って、 スイー ト  プロパテ ィ で SQL クエ リの結

果にアクセスが可能と な り ます。
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サーバーの構成
次は、 SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページをプロジ ェ ク ト に追加する方法を示し ます。 別の方法と し て、 スイー

ト  プロジ ェ ク ト 内の SQL サポー ト を手動で構成し て、 イ ンス ト ールのニーズに従って UI を カス タ マイズする こ

と もできます。

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 SQLLogin 定義済みウ ィ ザー ド ページを追加し て、 オプシ ョ ンで 

SQL ステー ト メ ン ト を直接実行するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 定義

済みページの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドが開きます。 .

3. [ タ スク ページ ] リ ス ト から、 [ データベース サーバーのログイ ン情報を入力 ] を選択し ます。

4. [ 後続ページ ] リ ス ト を使って、 ウ ィ ザー ド ページ シーケンスでデータベース サーバー ウ ィ ザー ド ページ

をスケジュールする場所を指定し ます。 実行時に、 このリ ス ト で選択し たページが、 新しいデータベース 

サーバー ウ ィ ザー ド ページの直後に表示されます。

5. ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドの [ タ スク構成 ] パネルには、 次のオプシ ョ ンがあ り ます :

a. スイー ト  プロジ ェ ク ト 内の "SQL ログイ ン " の設定を識別するプロパテ ィ を指定する 

メ モ • 1 つのスイー ト  プロジ ェ ク ト には、 異なる SQL サーバーを必要とする、 または共有する必要のあ

る複数パッ ケージが含まれている場合があ り ます。

b. プロパテ ィ を受け取る .msi パッ ケージを選択する。 

c. データベース テ ク ノ ロジおよび ド ラ イバーを選択する。

InstallShield は、 指定済みの " タ スク構成 " プロパテ ィ に対応する " 開始ページ " 設定を追加し ます。

6. オプシ ョ ンで、 実行時にスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト から 直接実行する SQL ステー ト メ ン ト を

追加する場合、 プロジ ェ ク ト に [SQL 文字列の実行 ] アクシ ョ ンを追加し てから、 必要に応じ てそのサブ設定

を指定し ます。 SQL クエ リ結果には、 [ データ プロパテ ィ ] サブ設定で指定するスイー ト  プロパテ ィ から ア

クセスが可能です。 

COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト の管理

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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サーバーの構成
[ コ ンポーネン ト サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールパッ ケージ用の COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト

を管理する こ とができます。 COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ン と アプ リ ケーシ ョ ン プロキシの両方を管理する こ

とができます。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、 こ

れはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし ま

す。

InstallShield のコ ンポーネン ト  サービスに関する次の情報をお読み く だ さい。

• COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 し たがって、

InstallShield は [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー の [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] エクスプローラーの下に、

COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみを表示し ます。

• ローカル マシンにイ ンス ト ールされている COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのみが、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] 

ビ ューに表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とが可能です。

• アプ リ ケーシ ョ ンプロキシは COM+ サーバーアプ リ ケーシ ョ ンでのみ利用可能で、 ラ イブラ リ アプ リ ケー

シ ョ ンでは利用できません。

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューの外観は、 [ コ ン ト ロール パネル ] の [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツール

に似ています。

COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンの管理

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

タ スク COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト  サービス ] エクスプローラーで、 構成する COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをまだ選択し ていない

場合は、 それを選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール ] タ ブで、 [ サーバー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • [ プロキシ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 または [ サーバー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 も し く はその両方を選択し て

く ださい。 これらのチ ェ ッ ク ボ ッ クスの 1 つを ク リ アする と、 も う 1 つのチ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択された状

態が保たれますが、 変更する こ とはできません。 これは誤って両方のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ないよ う

防ぐためです。

4. [ ビルド時にク ラ イアン ト マシンから COM+ 設定を リ フ レ ッ シュする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを必要に応じ て選

択し ます。

5. イ ンス ト ールが COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト を含まない場合、 [ プロキシ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を ク リ ア し ます。
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サーバーの構成
COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンをプロジ ェ ク ト へ追加する と、 対応する コ ンポーネン ト が、 プロキシ コ ンポー

ネン ト と関連付けられている各機能に対し て作成されます。 このコ ンポーネン ト は COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの

サーバー .dll フ ァ イルを含みます。

メ モ • 選択された COM+ アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーと プロキシ イ ンス ト ールの両方を含む場合、 イ ンス ト ール

条件を追加し て適切なアプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト  マシンへイ ンス ト ールされるよ う に設定する こ とができま

す。 詳細については、 「サーバーと ク ラ イアン ト  マシンを ターゲッ ト にし た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを含める」

を参照し て く ださい。

COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシの管理

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト は、 ク ラ イアン ト  マシンからサーバー アプ リ ケーシ ョ ンが存在する

マシンへのリ モー ト  アクセスを可能にするシステム設定を構成し ますク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス

ト ールに追加し な く てはならない場合もあ り ます。

タ スク COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシのイ ンス ト ール設定を構成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト  サービス ] エクスプローラーで、 構成する COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをまだ選択し ていない

場合は、 それを選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール ] タ ブで、 [ プロキシ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. イ ンス ト ールが COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンを含まない場合は、 [ サーバー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ

ア し ます。

メ モ • [ プロキシ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 または [ サーバー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 も し く はその両方を選択し て

く ださい。 これらのチ ェ ッ ク ボ ッ クスの 1 つを ク リ アする と、 も う 1 つのチ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択された状

態が保たれますが、 変更する こ とはできません。 これは誤って両方のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ないよ う

防ぐためです。

5. [ リ モー ト  サーバー名 ] ボ ッ クスには、 アプ リ ケーシ ョ ンが常駐する リ モー ト  サーバー コ ンピ ューターの名

前を指定し ます。 正しい名前を入力するか、 またはデフ ォル ト の [REMOTESERVERNAME] プロパテ ィ を利用

する こ とが可能です。 このデフ ォル ト 値はイ ンス ト ールで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの [ プロキシ ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し た と きに自動的に作成されます。
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サーバーの構成
メ モ • REMOTESERVERNAME プロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、 InstallShield で COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト へ追加するために使用されるマシンの名前です。 [REMOTESERVERNAME] プロパテ ィ の

値を変更するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使用し ます。

エン ド ユーザーがリ モー ト  サーバーを指定できるよ う にし たい場合は、 [ ダイアログ ] ビ ューのエン ド ユー

ザー ダイアログに リ モー ト  サーバー編集フ ィ ールド コ ン ト ロールを追加し ます。 このコ ン ト ロールの [ プロ

パテ ィ ] 値に REMOTESERVERNAME を設定し ます。

6. [ 分散 COM を ク ラ イアン ト  マシンで有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを必要に応じ て選択し ます。 DCOM ( 分

散コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル ) がすべてのク ラ イアン ト  マシン上で既に有効である こ とが分かって

いて、 ク ラ イアン ト  マシン上での管理者権限を持たないこ とが分かっている場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

ク リ ア し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 イ ンス ト ール時に Y が 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Ole レジス ト リキーの EnableDCOM エン ト リ に書き込まれて、

DCOM が有効と な り ます。

メ モ • エン ド ユーザーは [ コ ン ト ロール パネル ] にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツールを利用し て、

マシン上で DCOM を有効または無効にする こ とができます。 ただ し、 そのマシンの DCOM が無効になってい

る場合、 アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはク ラ イアン ト  マシン上では動作し ません。 そのため、 [ ク ラ イアン ト  

マシン上で 分散 COM を有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択をお勧めし ます。

エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト をアン イ ンス ト ールする場合、 EnableDCOM レジス ト

リ エン ト リは、 イ ンス ト ール プロセスでこのレジス ト リ エン ト リがターゲッ ト  マシンで Y に変わったと し

ても、 変更はされません。

COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシをプロジ ェ ク ト へ追加する と、 対応する コ ンポーネン ト が、 サーバー コ ンポー

ネン ト に関連付けられている各機能に対し て作成されます。 このコ ンポーネン ト は COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの

サーバー .dll フ ァ イルを含みます。 これらのサーバー フ ァ イルはク ラ イアン ト  マシン上のタ イプ ラ イブ ラ リ にイ

ンス ト ールされます。

メ モ • 選択された COM+ アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーと プロキシ イ ンス ト ールの両方を含む場合、 イ ンス ト ール

条件を追加し て適切なアプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト  マシンへイ ンス ト ールされるよ う に設定する こ とができま

す。 詳細については、 「サーバーと ク ラ イアン ト  マシンを ターゲッ ト にし た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを含める」

を参照し て く ださい。

サーバーと ク ラ イアン ト  マシンを ターゲ ッ ト にし た COM+ アプ リ ケー
シ ョ ンを含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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サーバーの構成
適切なコ ンポーネン ト がターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールされるよ う にイ ンス ト ール条件を作成する こ と で、 イ

ンス ト ール時に、 サーバー アプ リ ケーシ ョ ンをサーバーにイ ンス ト ールし、 アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー

ト を ク ラ イアン ト  マシンにイ ンス ト ールする こ とができます。 実際の手順を以下に例を挙げて説明し ます。

タ スク サーバーと ク ラ イアン ト  マシン両方を ターゲッ ト にし た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールに含めるには、

以下の手順を実行し て く ださい。

1. [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで、 COMPLUSTYPE とい う名前で新しいプロパテ ィ を作成し ます。

2. [ ダイアログ ] ビ ューで、 新規または既存のエン ド ユーザー ダイアログにラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロー

ルを追加し、 このコ ン ト ロールの Property 値に COMPLUSTYPE を設定し ます。 このラジオ ボタ ン グループ

を利用し て、 エン ド ユーザーはサーバーまたはプロキシのどち らのイ ンス ト ールを実行するのかを指定でき

ます。

3. ラジオ ボタ ン グループに [ サーバー ] オプシ ョ ン用のラジオ ボタ ンを追加し、 このコ ン ト ロールの Value プ

ロパテ ィ を [Server] に設定し ます。

4. ラジオ ボタ ン グループに [ プロキシ ] オプシ ョ ン用のラジオ ボタ ンを追加し、 このコ ン ト ロールの Value プ

ロパテ ィ を [Proxy] に設定し ます。

5. [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで、 構成する COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択し ます。

6. [ イ ンス ト ール ] タ ブで、 [ サーバー イ ンス ト ール ] および [ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ ] のパラ メ ーターを

設定し ます。

7. [ サーバー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの下の [ 条件 ] ボ ッ クスに、 次を入力し ます :

COMPLUSTYPE=" サーバー "

8. [ プロキシ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの下の [ 条件 ] ボ ッ クスに、 次を入力し ます :

COMPLUSTYPE=" プロキシ "

イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ン ターネ ッ ト イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンサービス (IIS) は Microsoft が開発し た Web サーバーです。 Web ベースのアプ

リ ケーシ ョ ンをビルド および配布、 Web サイ ト の管理、 およびイ ン ターネ ッ ト またはイ ン ト ラネ ッ ト へ情報をパ

ブ リ ッ シュするための安定し たプラ ッ ト フ ォームを提供し ます。

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューでは、 新しい IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケー

シ ョ ン プール、 および Web サービス拡張を作成および管理する こ とができます。
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InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

以下は、 特定のバージ ョ ンの IIS に関する情報です。

• IIS は Windows 2000 Server 以降および Windows XP 以降のシステムに含まれています。IIS 6 は Windows Server 

2003 システムでのみ利用できます。 IIS 7 は Windows Vista と Windows Server 2008 システムで提供されていま

す。 IIS 7.5 は Windows 7 と Windows Server 2008 R2 システムで提供されています。 IIS は自動的にイ ンス ト ー

ルされません ( デフ ォル ト )。

• [IIS 構成 ] ビ ューにある一部の Web サイ ト と仮想デ ィ レ ク ト リの設定は、 特定のバージ ョ ンの IIS に適用し ま

す。 これらの設定についてのバージ ョ ン固有の情報は、 InstallShield のイ ン ラ イ ン ヘルプ ペイ ンに表示されま

す。 バージ ョ ン固有のプロパテ ィ が構成されていて、 ターゲッ ト  システムに対応するバージ ョ ンの IIS がな

いと き、 IIS はバージ ョ ン固有のプロパテ ィ を無視し ます。

たと えば、 IIS 7 と IIS 6 は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの " アプ リ ケーシ ョ ン保護 " プロパ

テ ィ をサポー ト し ません。 [IIS 構成 ] ビ ューで、 このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト

リの [ アプ リ ケーシ ョ ンの設定 ] 領域にある設定を使って構成されます。 [IIS 構成 ] ビ ューでこの設定を選択

する と、 右下に表示されるヘルプ ペイ ンに、 この設定が IIS 6 以降には適用し ないこ とが示されます。 この設

定が選択されている と きに、 エン ド ユーザーが製品を IIS 6 以降がある ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールす

る と、 " アプ リ ケーシ ョ ン保護 " 設定は無視されます。

• Web サービス拡張、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 およびすべての関連プロパテ ィ は、 IIS 6 があるマシン上での

み提供されています。

IIS 7 があるシステムでは、 Web サービス拡張に、 [IIS メ タベース と IIS 6 構成の互換性 ] 機能がイ ンス ト ール

されている必要があ り ます。 この機能がイ ンス ト ールされていない場合、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルに、

この機能が必須である可能性がある こ と を通知するエラー 2147467259 が表示される場合があり ます。

Windows Vista または Windows Server 2008 システムに、 [IIS メ タベース と IIS 6 構成の互換性 ] 機能がイ ンス

ト ールされているかど うかを判別する方法については、 「ターゲッ ト  システムに IIS 6 以前が搭載されている

か、 または IIS 6 メ タベースの互換性機能があるかど うかを判別する」 を参照し て く だ さい。

• Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降のシステムでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で [IIS 構成 ] 

ビ ューの " コ ンテンツのソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で指定された物理パスにある構成フ ァ イル

に個別の Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの設定が保管されます。 し たがって、 各 

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リは、 一意の物理パスを持ちます。 一意の物理パス

を持たなかった場合、 同じ物理パスを持つ 2 つの異なる仮想デ ィ レ ク ト リがある と き、 た と えばテス ト 環境

などで予期し ない動作に遭遇する可能性があ り ます。

たと えば、 同じ物理パスがある 2 つの仮想デ ィ レ ク ト リがあり、 デ ィ レ ク ト リの参照が片方のみで有効にさ

れている と き、 作成された 2 つ目の仮想デ ィ レ ク ト リの " デ ィ レ ク ト リの参照 " 設定は、 1 つ目の仮想デ ィ

レ ク ト リの設定をオーバーラ イ ド し ます。

• Windows Server 2003 を持つシステムでは、 IIS 6 がイ ンス ト ールされていない場合、 他の IIS デ ィ レ ク ト リ お

よびサイ ト は上記にかかわらず作成されます。 IIS 6 固有の設定はスキッ プ されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1189



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

サーバーの構成
• IIS 5.1 for Windows XP Professional は、 一回につき 1 つの Web サイ ト のみサービス可能です。 これは IIS 5.1 の

制限による ものです。

• InstallShield はバージ ョ ン 5 およびそれ以降の IIS をサポー ト し ます。

イ ンス ト ールする IIS のバージ ョ ンを判別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト を追加する と、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる IIS バージ ョ ンを検索す

るためのエン ト リが [ システム検索 ] ビ ューに追加されます。 IIS_VERSION プロパテ ィ は ( ダイ レ ク ト  エデ ィ ター

にある ) RegLocator と AppSearch テーブルのエン ト リ によ って設定され、 イ ンス ト ールされた IIS のバージ ョ ンを

判別し ます。

IIS_VERSION プロパテ ィ には、 IIS のバージ ョ ン番号が含まれています。 イ ンス ト ールされている IIS バージ ョ ンを

判別する必要がある場合、 このプロパテ ィ の値を確認し ます。

IIS サポー ト の実行時要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield イ ンス ト ールの IIS サポー ト は、 ターゲッ ト  マシンに IIS がイ ンス ト ールされていて、 エン ド ユー

ザーが管理者権限を持つ場合のみ動作し ます。

IIS の設定を含むパッ ケージのイ ンス ト ール実行中、 InstallShield イ ンス ト ールはターゲッ ト マシンに IIS があるか

ど うかを確認し ます。 IIS がイ ンス ト ールされていない場合、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーにダイアログを表示

し て IIS がイ ンス ト ールされていないこ と を通知し ます。 ダイアログで、 エン ド ユーザーは [ 中止 ]、 [ 再試行 ]、 [

無視 ] のいずれかを選択する こ とができます。

• エン ド ユーザーが [ 中止 ] を選択する と、 イ ンス ト ールが終了し ます。

• エン ド ユーザーが IIS を イ ンス ト ールし てから、 [ 再試行 ] を選択し たと き、 イ ンス ト ールは IIS の存在を再確

認し、 イ ンス ト ールを続行し ます。 エン ド ユーザーが IIS を イ ンス ト ールし ていないにもかかわらず [ 再試行

] を選択し た と き、 イ ンス ト ールは IIS の存在を再確認し、 ダイアログを再度表示し ます。

• エン ド ユーザーが [ 無視 ] を選択する と、 イ ンス ト ールは続行し ますが、 IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、

仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他の IIS 要素は構成されません。
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メ モ • InstallShield では、 イ ンス ト ールを実行し ている ターゲッ ト  マシン以外のターゲッ ト  マシンでの Web サイ

ト の作成はサポー ト されていません 。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト でアプ リ ケーシ ョ ン プールを作成する場合で、 アプ リ ケーシ ョ ン プール

に仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト に関連付けるには、 同じ コ ンポーネン ト 内でアプ リ

ケーシ ョ ン プールと仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト を作成し な く てはな り ません。 こ

れを行う こ と で、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト が作成される前にアプ リ ケーシ ョ ン

プールが作成されるよ う にな り ます。 これは、 IIS 6 以降の要件で、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の制限事項ではあり ません。

Web サーバーで CMD コ マン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用され
るのを許可するかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

サーバー側イ ン クルー ド (SSI) デ ィ レ クテ ィ ブは、 コ ンテンツを Web ページに挿入するよ う に Web サーバーに指

示し ます。 #exec タ イプのデ ィ レ ク テ ィ ブによ って、 Web サーバーは Web ページにシ ェル コマン ドの出力を含め

る こ とができます。 

IIS Web サーバーを構成し て、 #exec デ ィ レ クテ ィ ブの CMD コマン ドがシ ェル コマン ドの実行に使用されるのを

防いだ り、 CMD コマン ドがこのタ イプのコマン ドの実行に使用される こ と を許可する こ とができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レジス ト リ キーの 

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値によ って、 CMD コ マン ドが許可されているかど うかが判別されます。

InstallShield では、 イ ンス ト ール時に、 ターゲッ ト  システム上で SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値をど う構成

するかを指定する こ とができます。 イ ンス ト ールで SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変更し ない場合、 その

よ う に指定する こ と もできます。

セキュ リ テ ィ に関する懸念によ り、 デフ ォル ト の SSIEnableCmdDirective 値は FALSE (0) になっています。 FALSE 

(0) 値によ り、 エン ド ユーザーによ って承認されていないサーバー側での実行可能フ ァ イルの実行を防ぐ こ とがで

きます。

タ スク Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ クテ ィ ブに使用されるのを許可するかど うかを指定するには、

以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [Web サイ ト ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンにシ ョ ー ト カ ッ ト の設定

が表示されます。
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3. "SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

• 無視する — ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変更し ません。 デフ ォル ト

では、 これが設定されています。

• FALSE (0)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 0 に設定し ます。 これによ

り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コ マン ドの実行に使用されるを防ぐ

こ とができます。 この値を選択する と、 IIS Web サーバーに #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブに依存するアプ リ

ケーシ ョ ンが存在し た場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の Web サイ ト および仮想デ ィ レ ク ト リがイ ンス

ト ールされたあと、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンが誤作動を起こす可能性があり ます。

• TRUE (1)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 1 に設定し ます。 これによ

り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コ マン ドの実行で使用できるよ う に

な り ます。

FALSE または TRUE オプシ ョ ンを選択する と、値 (FALSE の場合 0、TRUE の場合 1) が INSTALLSHIELD_SSI_PROP 

プロパテ ィ に格納されます。

イ ンス ト ールにある 1 つまたは複数の Web サイ ト 、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 または Web 

サービス拡張がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされて、 "SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定で 

FALSE または TRUE オプシ ョ ンが選択されている場合、 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値がターゲッ ト  システ

ムで更新されます。

メ モ • 製品のイ ンス ト ール中に SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更された場合でも、 ターゲッ ト  システム

から製品がアン イ ンス ト ールされる と きに、 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更される こ とはあ り ません。

Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に IIS Web サイ ト を追加し ます。 このビ ューではまた、 Web サイ

ト にアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ を追加する こ と もできます。 Web サイ ト を コ ンポーネン ト に関連

付ける と、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を持たない Web サイ ト を追加する こ と もできます。

タ スク 実行時にターゲッ ト  システム上で Web サイ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [Web サイ ト の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が新

しい Web サイ ト を追加し ます。

3. 設定を構成する Web サイ ト を選択し ます。
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ヒ ン ト • InstallShield では、 プロジ ェ ク ト で Web サイ ト の TCP ポー ト とサイ ト 番号を指定できます。 これらの設定

は、 実行時に新しい Web サイ ト が作成されるか、 既存の Web サイ ト が更新されるのかを判断するのに役立ちま

す。 詳細については、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く だ さい。

タ スク 実行時にターゲッ ト  システム上でアプ リ ケーシ ョ ンを作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 アプ リ ケーシ ョ ンを含める Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいアプ

リ ケーシ ョ ン ]  を ク リ ッ ク し ます。 新しいリ リースが追加されます。

3. 設定を構成するアプ リ ケーシ ョ ンを選択し ます。

タ スク 実行時にターゲッ ト  システム上で仮想デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ア仮想デ ィ レ ク ト リ を含める Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい仮

想デ ィ レ ク ト リ ]  を ク リ ッ ク し ます。 新しい仮想デ ィ レ ク ト リが追加されます。

3. 設定を構成する仮想デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

メ モ • Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を コ ンポーネン ト と機能に関連付ける方法につい

ては、 「IIS サポー ト の機能と コ ンポーネン ト の関連付け」 を参照し て く ださい。

IIS Web サイ ト のスキャ ンを し て、 その設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

エデ ィ シ ョ ン • IIS データ を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する機能は、 InstallShield Premier Edition のみで

使用できます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield には、 既存の IIS Web サイ ト をスキャ ン し、 その Web サイ ト についての IIS データ を記録し て、 それ

らの設定を InstallShield プロジ ェ ク ト の [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト するサポー ト が含まれています。 データ を

プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た後、 必要に応じ て IIS 設定を変更し て、 IIS Web サイ ト を作成または管理する イ ン

ス ト ールをビルド する こ とができます。
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IIS スキャナー (IISscan.exe) は、 IIS Web サイ ト をスキャ ン し て、 InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューで構成可能な設定

の値を記録する コマン ド ラ イ ン ツールです。 IISscan.exe は、 すべての値を含む XML フ ァ イルを作成し ます。 この 

XML フ ァ イルを使って、 [IIS 構成 ] ビ ューに値を イ ンポー ト できます。

IISscan.exe は、 以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System\iisscan.exe

タ スク 既存の Web サイ ト をスキャ ン し て、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成可能なすべての IIS データ を記録するには、 以下の手

順に従います :

1. IISscan.exe ツールを、 スキャ ンする IIS Web サイ ト を持つサーバー上に配置し ます。

2. コマン ド ラ イ ン プロンプ ト で、 特定の Web サイ ト をスキャ ンする IIS スキャナーを起動する コマン ド ラ イ ン 

ステー ト メ ン ト を入力し ます。 次は、 サンプル ステー ト メ ン ト です :

iisscan.exe -website "Site Name" -outfile "C:\PathToFile\FileName.xml"

IISscan.exe に関する詳細については、 「IISscan.exe」 を参照し て く ださい。

IIS スキャナーは、 指定の Web サイ ト に関する IIS 情報を含む XML フ ァ イルを作成し ます。

タ スク XML フ ァ イルからのデータ を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. IIS スキャナーが作成し た XML フ ァ イルを取得し て、 それを InstallShield を持つマシンからアクセス可能な場

所に配置し ます。

2. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [Web サイ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [Web サイ ト のイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. IIS スキャナーが作成し た XML フ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が Web サイ ト と その設定を [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト し ます。 イ ンポー ト 中に Web サイ ト の設

定、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 およびアプ リ ケーシ ョ ンすべてがこのビ ューで構成されます。

ヒ ン ト • InstallShield では、 特定の IIS データ ( た と えば Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ

リ ケーシ ョ ン プール、 またはそれらの設定 ) が [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト されないよ う に防止するための

フ ィ ルターを構成できます。 詳細については、 「Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルターする

エデ ィ シ ョ ン • IIS データ を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する機能は、 InstallShield Premier Edition のみで

使用できます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

IIS スキャナーが生成し た XML フ ァ イルを使って IIS Web サイ ト と その設定を [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト する

と き、 イ ンス ト ールで構成する必要がない IIS 設定も イ ンポー ト される場合があり ます。 XML フ ァ イルを使って 

IIS 設定を イ ンポー ト するたびにこれらの設定が構成されないよ う にするためには、 Filters.xml を編集し ます。 こ

のフ ァ イルを使って、 イ ンポー ト 時に無視する任意の IIS 設定を指定できます。

Filters.xml は、 以下の場所にあ り ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

このフ ァ イルは編集後も同じ場所にな く てはな り ません。 そ う でない場合、 IIS イ ンポー ト が正し く 動作し ませ

ん。

ヒ ン ト • Filters.xml フ ァ イルを使って、 COM 抽出中にどのレジス ト リ項目を除外するのかを制御する こ と もできま

す。 詳細については、 「COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

Filters.xml フ ァ イルを使って、 依存関係のスキャ ン中にどのフ ァ イルを除外するまたは含めるのかを制御する こ と

もできます。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

IIS データの除外

Filters.xml フ ァ イルの <Exclude> 要素では、 イ ンポー ト し ない各 IIS アイテムのサブ要素 (Web サイ ト 、 アプ リ ケー

シ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プール ) を追加し ます。 また、 イ ンポー ト し ない各 IIS 設定

のサブ要素を追加する こ と もできます。 こ こで リ ス ト されたアイテムと設定は、 プロジ ェ ク ト の [IIS 構成 ] 

ビ ューには追加されません。

<Exclude> 要素における IIS データ指定の例

TestAppPool と名付けられたアプ リ ケーシ ョ ン プールが [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト されないよ う に防ぐには、

<Exclude> 内に以下の行を追加し ます。

<IisScanItem name="TestAppPool" type="4"/>

type は必須です。 次のテーブルは、 使用可能な IIS アイテムの種類の一覧です :

テーブル 3-3 • <IisScanItem> サブ要素の type 属性のと し て使用可能な属性

属性値 説明

1 Web サイ ト

2 アプ リ ケーシ ョ ン

3 仮想デ ィ レ ク ト リ

4 アプ リ ケーシ ョ ン プール
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指定の値を持つ IIS 設定が [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト されないよ う に防ぐには、 <Exclude> 内に以下の行を追

加し ます。

<IisScanProperty name="PropertyName" value="PropertyValue"/>

<Exclude> 要素内にこの行がある と、 InstallShield は PropertyValue と等しい、 またはこれを含む値を持つ 

PropertyName と名付けられた設定をブロ ッ ク し ます。

メ モ • プロパテ ィ 名と値は Windows Installer プロパテ ィ またはその値ではあり ません。 これらは、 InstallShield の 

[IIS 構成 ] ビ ューで構成可能な設定の名前と値の省略形です。

重要 • その場合、 XML コー ドが適切に書かれている こ と を再確認し て く ださい。 不適切な場合には、 すべての

フ ィ ルターが失敗し ます。 多 く の場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Filters.xml フ ァ イルを開いて、 不適

切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Filters>、 <Include>、 および <Exclude> 要素は縮小および展

開が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

<Exclude> または <Include> 要素にサブ要素を追加し た場合、 それらが誤ってコ メ ン ト アウ ト されたセクシ ョ ンに

配置されていないこ と を確認し て く だ さい。 InstallShield は Filters.xml フ ァ イルのコ メ ン ト アウ ト 部分を無視し ま

す。

次のサンプル XML コー ド で、 Filters.xml フ ァ イルの形式を説明し ます。

<Filters>

<Include>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<File name="mfc42.dll" We="needthis"/>

<Include>

<Exclude>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Registry key="HKEY_CLASSES_ROOT\Interface\{00020404-0000-0000-C000-000000000046}"/>

<File name="12520437.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

<File name="12520850.cpx" path="[SystemFolder]" wrp="4.0-10.0" />

<IisScanProperty name="AppMappings" value="*;;*;0" />

<IisScanProperty name="CustomErrors" value="C:\WINDOWS\help\iisHelp\common" />

</Exclude>

</Filters>

ネス ト 仮想デ ィ レ ク ト リの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に、 仮想サブデ ィ レ ク ト リ を作成する こ とができます。
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また、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされる仮想デ ィ レ ク ト リの下にも仮想サブデ ィ レ ク ト リ を作成す

る こ とができます。 親仮想デ ィ レ ク ト リは、 仮想サブデ ィ レ ク ト リの前にイ ンス ト ールされる必要があり ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript の場合、 親仮想デ ィ レ ク ト リが必ず子仮想デ ィ レ ク ト リの前にイ ンス ト ールされるよ

う にするには、 親仮想デ ィ レ ク ト リ を含むコ ンポーネン ト が、 子仮想デ ィ レ ク ト リ を含むコ ンポーネン ト の前に

イ ンス ト ールされる必要があ り ます。

タ スク 既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に仮想デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ネス ト 仮想デ ィ レ ク ト リ を含める Web サイ ト を選択し ます。

3. 新しい Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て [ 新しい仮想デ ィ レ ク ト リ ] を選択し ます。 新しい仮想デ ィ レ ク ト リが

追加されます。

4. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. " 名前 " 設定で、 既存のデ ィ レ ク ト リ名と、 作成するネス ト 仮想サブデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 2 つ

の名前はスラ ッ シュで区切り ます。

たと えば、 VirtualDirectory とい う名前の既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に MySubDirectory とい う名前の仮想

デ ィ レ ク ト リ を作成する場合、 次のよ う に入力し ます :

VirtualDirectory/MySubDirectory

メ モ • 親デ ィ レ ク ト リがターゲッ ト  システムに既に存在し ない場合、 エン ド ユーザーが IIS マネージャーでその

デ ィ レ ク ト リ を開いた と き、 ターゲッ ト  システムでエラーが表示されます。

TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト で Web サイ ト の TCP ポー ト とサイ ト 番号を指定できます。 これらの設定は、 実

行時に新しい Web サイ ト が作成されるか、 既存の Web サイ ト が更新されるのかを判断するのに役立ちます。 これ

らはまた、 [ イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォー メ ーシ ョ ン サービス ] ビ ューで構成された Web サイ ト の設定が、 ター

ゲッ ト  システムの Web サイ ト に適用されるかど うかにも影響し ます。
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タ スク We ｂ  サイ ト に TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト を選択し ます。

3. [Web サイ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [TCP ポー ト 番号 ] ボ ッ クス と [ サイ ト 番号 ] ボ ッ クスに、 適切な番号を入力し ます。

実行時の動作

実行時に、 イ ンス ト ールが次の規則に基づいて Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を作成

し ます :

テーブル 3-4 • 各種サンプル "TCP ポー ト 番号  " および " サイ ト 番号 " 設定値の実行時の結果

InstallShield の "TCP ポー
ト 番号 " 設定

InstallShield の " サイ ト 番
号 " 設定 実行時の結果

0 ゼロ以外の値 "TCP ポー ト 番号 " 設定が 0 で、 " サイ ト 番号 " 設定

が 0 以外のと き、 イ ンス ト ールは Web サイ ト のアプ

リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ をシステムの最

初のサイ ト 番号にイ ンス ト ールし ます。 指定されたサ

イ ト 番号は無視されます。

たと えば、 ターゲッ ト  システム上の最初のサイ ト 番

号が 1 のと き、 " サイ ト 番号 " 設定に異なるゼロ以外

の番号 ( た と えば、 3) が指定された場合でも、 イ ンス

ト ールは Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ

レ ク ト リ をサイ ト 番号 1 にイ ンス ト ールし ます。

イ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成された Web 

サイ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム上の Web サイ ト

に一切適用し ません。

80 ( ゼロ以外の値 ) 0 ( デフ ォル ト 値 ) 指定された TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在

する と き、 イ ンス ト ールは TCP ポー ト で実行中の 

Web サイ ト  ( この例では、 ポー ト  80) にアプ リ ケー

シ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス ト ールし ます。 イ

ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成された Web サ

イ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム上の Web サイ ト に

一切適用し ません。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在し ない場合、

プロジ ェ ク ト で構成された Web サイ ト の設定を使っ

て新しい Web サイ ト が作成されます。 またイ ンス

ト ールは、 Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ

レ ク ト リ を イ ンス ト ールし ます。
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IIS Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ を、 次に利用できる
新しいサイ ト 番号にイ ンス ト ールする

次の手順は、 IIS Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を、 次の利用できる新しいサイ ト

番号にイ ンス ト ールする方法を説明し ます。 手続きのは、 プロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ますので注意し て

く ださい。

タ スク 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 次に利用できる新しいサイ ト 番

号にイ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. 新しい Windows Installer プロパテ ィ を作成し て、 その値を INSTALLSHIELD_IIS_NEXT_NEW_SITE_NUMBER に設

定し ます :

a. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ビ ューの下に新しい行が追加されます。

c. [ 名前 ] 列に、 新しいプロパテ ィ を入力し ます。 例 :

MYPROPERTY

d. [ 値 ] 列で、 次の値を入力し ます :

INSTALLSHIELD_IIS_NEXT_NEW_SITE_NUMBER

2. Web サイ ト のサイ ト 番号のプロパテ ィ を指定し ます :

81 ( ゼロ以外の値 ) 3 ( ゼロ以外の値 ) 指定された TCP ポー ト およびサイ ト 番号がターゲッ

ト  システムに存在する と き、 イ ンス ト ールは TCP 

ポー ト で実行中の Web サイ ト  ( この例では、ポー ト  3) 

にアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス ト ー

ルし ます。 イ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成

された Web サイ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム上の 

Web サイ ト に一切適用し ません。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在するが、 サ

イ ト 番号が存在し ない場合、 イ ンス ト ールは新しい 

Web サイ ト およびそのアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ

ク ト リ を、 既存のポー ト に新しいサイ ト 番号を使って

イ ンス ト ールし ます。 またイ ンス ト ールは、 [IIS 構成

] ビ ューで設定された Web サイ ト のプロパテ ィ を構成

し ます。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在し ないが、

サイ ト 番号が存在する場合、 イ ンス ト ールは新しい 

Web サイ ト およびそのアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ

ク ト リ を この TCP ポー ト にイ ンス ト ールし ます。 ま

たイ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで設定された 

Web サイ ト のプロパテ ィ を構成し ます。

テーブル 3-4 • 各種サンプル "TCP ポー ト 番号  " および " サイ ト 番号 " 設定値の実行時の結果 ( 続き )

InstallShield の "TCP ポー
ト 番号 " 設定

InstallShield の " サイ ト 番
号 " 設定 実行時の結果
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サーバーの構成
a. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト を選択し ます。

c. " サイ ト 番号 " 設定に、 ステ ッ プ 1c で作成し たプロパテ ィ を入力し ます。 プロパテ ィ はすべて大文字

で、 角括弧で囲みます。 例 :

[MYPROPERTY]

実行時、 イ ンス ト ールは Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を次に利用できる新しい

サイ ト 番号にイ ンス ト ールし ます。

タ スク InstallScript イ ンス ト ール中、 次に使用できる新しいサイ ト 番号にイ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. 新しい文字列エン ト リ を作成し て、 その値を INSTALLSHIELD_IIS_NEXT_NEW_SITE_NUMBER に設定し ます :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 新しい文字列エン ト リ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 文字列エン ト リ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

c. [ 文字列識別子 ] ボ ッ クスに、 新しい変数名を入力し ます。 変数名はすべて大文字でな く てはな り ませ

ん。 例 :

MYPROPERTY

d. [ 値 ] ボ ッ クスに、 次の値を入力し ます :

INSTALLSHIELD_IIS_NEXT_NEW_SITE_NUMBER

2. Web サイ ト のサイ ト 番号の変数を指定し ます :

a. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト を選択し ます。

c. " サイ ト 番号 " 設定に、 ステ ッ プ 1c で作成し た変数を入力し ます。 すべて大文字でな く てはな り ませ

ん。

実行時、 イ ンス ト ールは Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を次に利用できる新しい

サイ ト 番号にイ ンス ト ールし ます。

Web サイ ト の IIS ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定し て、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされる IIS Web サイ ト を識別す

る こ とができます。 ホス ト  ヘ ッ ダー ( ド メ イ ン名と も呼ばれます ) を利用し て、 複数の Web サイ ト を Web サー

バー上の IP ア ド レスに割り当てる こ とができます。
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サーバーの構成
タ スク Web サイ ト のホス ト  ヘ ッ ダー名を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する Web サイ ト を選択し ます。

3. " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定で、 使用するホス ト  ヘ ッ ダー名を入力し ます。 例 :

www.mycompany.com

Web サイ ト の SSL 証明書を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

サーバー証明書を利用し て、 ユーザーは Web サーバーの認証および Web コ ンテンツの有効性の確認を行う こ とが

できる と共に、 セキュ リ テ ィ で保護された接続を確立する こ とができます。 では、 実行時にイ ンス ト ールできる

よ う に、 イ ンス ト ールに Web サイ ト のサーバー証明書を含める こ とができます。

タ スク Web サイ ト にイ ンス ト ールする SSL 証明書を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 SSL 証明書を指定する Web サイ ト を選択し ます。

3. "SSL 証明書 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. イ ンス ト ールするセキュ リ テ ィ 証明書フ ァ イル (.cer または .pfx) を選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 証明書にパスワー ドが必要な場合、 "SSL 証明書パスワー ド " 設定でパスワー ド を指定し ます。

.cer フ ァ イルが Binary テーブルに格納されます。 実行時、 イ ンス ト ールで Web サイ ト と仮想デ ィ レ ク ト リがイ ン

ス ト ールされる と き、 SSL 証明書も イ ンス ト ールされます。

フ ァ イルを IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript
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サーバーの構成
• InstallScript MSI

• マージ モジュール

タ スク フ ァ イルを IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ に追加する :

1. IIS Web サイ ト をプロジ ェ ク ト に追加し ていない場合は、 それを行います。 InstallShield が自動的に定義済みの

パス [IISROOTFOLDER] を [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューへ追加し ます

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 機能 ] リ ス ト で、 フ ァ イルに関連付ける機能を選択し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ァ イルを [IISROOTFOLDER] フ ォルダー、 また

は [IISROOTFOLDER] フ ォルダーのサブ フ ォルダーに追加し ます。

5. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. 新しい仮想デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

7. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 作成し た仮想デ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。

8. " コ ンテンツ ソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。[ デ ィ レ ク ト

リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 このダイ

アログ ボ ッ クスで Windows Installer プロパテ ィ  ( た と えば、 [IISROOTFOLDER]) を選択するか、 または新しい

プロパテ ィ を作成できます。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 このダイアログ ボ ッ クスで InstallScript 変数 (

たと えば、 <IISROOTFOLDER>) を選択するか、 または新しい変数を作成できます。 デフ ォル ト では、 これら

のフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納されています。

9. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで追加し た新しいフ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ と同じ ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト

リ を入力し ます。

10. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール時、 フ ァ イルはターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ フ ォルダーへコ ピーされます。 さ らに IIS が存在する場合、

ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リが構成されます。

[IIS 構成 ] ビ ューからアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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サーバーの構成
タ スク アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス ト ールから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] 

を ク リ ッ ク し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン プールの追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

アプ リ ケーシ ョ ン プールは、 1 つ以上の Web アプ リ ケーシ ョ ンを 1 つ以上のワーカー プロセスにルー ト する と き

の方法を指定するひと ま と ま りの構成設定です。 InstallShield では、 アプ リ ケーシ ョ ン プールを作成し て、 Web サ

イ ト および仮想デ ィ レ ク ト リ をその作成し たアプ リ ケーシ ョ ン プールに関連付ける こ とができます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト でアプ リ ケーシ ョ ン プールを作成する場合で、 アプ リ ケーシ ョ ン プール

に仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト に関連付けるには、 同じ コ ンポーネン ト 内でアプ リ

ケーシ ョ ン プールと仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト を作成し な く てはな り ません。 こ

れを行う こ と で、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト が作成される前にアプ リ ケーシ ョ ン

プールが作成されるよ う にな り ます。 これは、 IIS 6 以降の要件で、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の制限事項ではあり ません。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ン プールは、 IIS 6.0 以降がイ ンス ト ールされているマシンでのみ利用可能です。

タ スク [IIS 構成 ] ビ ューで新しいアプ リ ケーシ ョ ン プールを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン プール ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ アプ リ ケーシ ョ ン プールの追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。 InstallShield が新しいアプ リ ケーシ ョ ン プール項目を追加し ます。

3. 新しいアプ リ ケーシ ョ ン プール アイテムの名前を変更し て、 その設定を構成し ます。
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サーバーの構成
[IIS 構成 ] ビ ューからアプ リ ケーシ ョ ン プールを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト • アプ リ ケーシ ョ ン プールを イ ンス ト ールから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン プール ] エクスプローラーで、 アプ リ ケーシ ョ ン プールを右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ

ク し ます。

Web サービス拡張の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Web サービス拡張は、 基本の IIS 機能を さ らに拡張し て、 静的コ ンテンツの提供以上のこ と をできるよ う にする 

IIS 機能です。 Web サービス拡張の例と し て、 アク テ ィ ブ サーバー ページ (.asp)、 ASP.NET、 およびサーバー側イ

ン クルー ド (SSI) などがあ り ます。

InstallShield では、 Web サービス拡張を イ ンス ト ールに追加する こ とができます。

メ モ • サービス拡張は、 IIS 6.0 以降がイ ンス ト ールされているマシンでのみ利用可能です。

IIS 7 があるシステムでは、 Web サービス拡張に、 [IIS メ タベース と IIS 6 構成の互換性 ] 機能がイ ンス ト ールされ

ている必要があ り ます。 詳細については、 「InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報」 を参照し て

く ださい。

タ スク Web サービス拡張を イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サービス拡張 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [Web サービス拡張の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が Web サービス拡張を追加し ます。
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サーバーの構成
3. 新しい Web サービス拡張アイテムの名前を変更し て、 その設定を構成し ます。

[IIS 構成 ] ビ ューから Web サービス拡張を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

タ スク Web サービス拡張を イ ンス ト ールから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サービス拡張 ] エクスプローラーで、 Web サービス拡張を右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

IIS サポー ト の機能と コ ンポーネン ト の関連付け

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

コ ンポーネン ト と IIS データ (Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 ま

たは Web サービス拡張 ) は、 一対多の関係を持ちます。 し たがって、 1 つのコ ンポーネン ト に複数の IIS 要素を関

連付ける こ とが可能です。 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされている間、 コ ンポーネン ト に関連付けられている

すべての Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プールおよび Web サービス拡

張が実行時に作成されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト で Web サイ ト がコ ンポーネン ト に関連付けられている場合、 その Web サ

イ ト に追加されるアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ も同じ コ ンポーネン ト に関連付けな く てはな り ませ

ん。 し たがって、 1 つまたは複数のアプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を含む Web サイ ト のコ ンポーネ

ン ト を変更し よ う とする と、 InstallShield はメ ッ セージ ボ ッ クスを表示し て、 Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンおよ

び仮想デ ィ レ ク ト リのすべてに対し て、 同じ コ ンポーネン ト の変更が行われる こ と を通知し ます。 このメ ッ セー

ジ ボ ッ クスは、 Web サイ ト に含まれる任意のアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのコ ンポーネン ト を変更

し よ う と し た場合にも表示されます。 どち らの場合も、 メ ッ セージ ボ ッ クスはコ ンポーネン ト の変更を続行する

か、 キャ ンセルするか選択肢を提供し ます。
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サーバーの構成
必須ではあ り ませんが、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 Web 

サイ ト のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ と同様に、 Web サイ ト を同じ コ ンポーネン ト に保持

する こ とが推奨されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト でアプ リ ケーシ ョ ン プールを作成する場合で、 アプ リ ケーシ ョ ン プールに仮想デ ィ レ ク

ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト に関連付けるには、 同じ コ ンポーネン ト 内でアプ リ ケーシ ョ ン プー

ルと仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト を作成し な く てはな り ません。 これを行う こ と で、

仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web サイ ト が作成される前にアプ リ ケーシ ョ ンプールが作成され

るよ う にな り ます。 これは、 IIS 6 以降の要件で、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト の制限事項ではあ り ません。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プールまたは Web サービス拡張を含める

コ ンポーネン ト は、 必要に応じ ていつでも [IIS 構成 ] ビ ューで変更する こ とができます。

タ スク Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 または Web サービス拡張をプロ

ジ ェ ク ト 内の異なる コ ンポーネン ト に関連付けるには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 コ ンポーネン ト に関連付ける Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 ア

プ リ ケーシ ョ ン プール、 または Web サービス拡張を ク リ ッ ク し ます。

3. [ コ ンポーネン ト ] 設定で、 選択し た IIS データ を含める既存のコ ンポーネン ト の名前を選択し ます。 省略記

号ボタ ン (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 既存のコ ンポーネン ト を選択する こ と もできますし、 新しいコ ンポーネ

ン ト を この IIS データに作成する こ と もできます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト から コ ンポーネン ト を削除し た場合、 コ ンポーネン ト に関連付けられたすべての Web サイ

ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および Web サービス拡張も プロジ ェ ク ト

から削除されます。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リのアン イ ン
ス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ールによ って作成された Web サイ ト は、 次の条件の両方が True と ならない限り、 削除されません :

• Web サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リが含まれていない。

• [IIS 構成 ] ビ ューにある Web サイ ト の " アン イ ンス ト ール時に削除する " 設定の値が [ はい ] である。
1206 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成
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メ モ • Web サイ ト がコ ンポーネン ト と関連付けられている場合、 Web サイ ト の " アン イ ンス ト ール時に削除す

る " 設定は、 そのコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定 ( 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 またはマー

ジ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) またはそのコ ンポーネン ト の " アン イ ンス ト ール " 設定 (InstallScript プ

ロジ ェ ク ト の場合 ) に対応し ます。 つま り、 Web サイ ト の " アン イ ンス ト ール時に 削除する " 設定を選択ま

たはク リ アする と、 自動的にコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定または " アン イ ンス ト ール " 設定が適

切に更新されます。

コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と、 そのすべての Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ

ク ト リ もアン イ ンス ト ールされます。 パーマネン ト と構成されている場合、 コ ンポーネン ト はアン イ ンス ト ール

されません。 詳細については、 「アン イ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト のフ ァ イルと他の関連データ をアン イ ンス

ト ールするかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

Web サービス拡張と アプ リ ケーシ ョ ン プールのアン イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

メ モ • サービス拡張、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および関連プロパテ ィ は、 IIS 6.0 以降がイ ンス ト ールされてい

るマシンでのみ利用可能です。

IIS 7 があるシステムでは、 Web サービス拡張に、 [IIS メ タベース と IIS 6 構成の互換性 ] 機能がイ ンス ト ールされ

ている必要があ り ます。 詳細については、 「InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報」 を参照し て

く ださい。

イ ンス ト ール内の Web サービス拡張およびアプ リ ケーシ ョ ン プールと同じ名前を持つ、 IIS Manager にイ ンス ト ー

ルされている Web サービス拡張およびアプ リ ケーシ ョ ン プールはどれも、 それらのコ ンポーネン ト がパーマネン

ト と マーク されていない限り、 関連付けられている機能がアン イ ンス ト ールされる と きに必ずアン イ ンス ト ール

されます。 Web サービス拡張またはアプ リ ケーシ ョ ン プールがイ ンス ト ール以外によ って作成された場合でも、

(Web サービス拡張およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの ) 名前がイ ンス ト ールに含まれる ものと一致する場合は、 ア

ン イ ンス ト ール時にターゲッ ト  システムから削除されます。 唯一の例外は DefaultAppPool とい う アプ リ ケーシ ョ

ン プールで、 これはアン イ ンス ト ール時に削除される こ とはあ り ません。

タ スク アン イ ンス ト ール中に Web サービス拡張をアン イ ンス ト ールするよ う に構成するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サービス拡張 ] エクスプローラーで、 Web サービス拡張を選択し ます。

3. " コ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークする " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。
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サーバーの構成
タ スク アン イ ンス ト ール中にアプ リ ケーシ ョ ン プールをアン イ ンス ト ールするよ う に構成するには、 次の手順を実行し

ます。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン プール ] エクスプローラーで、 アプ リ ケーシ ョ ン プールを選択し ます。

3. " コ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークする " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。

" コ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークする " 設定で [ はい ] が選択されていと、 Web サービス拡張または

アプ リ ケーシ ョ ン プールはアン イ ンス ト ールの実行後も ターゲッ ト  マシンに残り ます。

ヒ ン ト • " コ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークする " 設定の値を変更する と、 Web サービス拡張またはア

プ リ ケーシ ョ ン プールを含むコ ンポーネン ト の " パーマネン ト " 設定 ( 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およ

びマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 )、 または " アン イ ンス ト ール " 設定 (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) 

の値に反映し ます。 し たがって、 " コ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークする " 設定で [ はい ] を選択し

て、 かつコ ンポーネン ト にフ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などの他のデータが含まれている場

合、 IIS データおよびコ ンポーネン ト の他のデータはアン イ ンス ト ール時にアン イ ンス ト ールされません。

Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 イ ンス ト ールにある Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定する こ

とができます。 ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンが作成された後、

ASP.NET IIS の Registration Tool (Aspnet_regiis.exe) がイ ンス ト ールで実行され、 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ

ンを指定し たバージ ョ ンにマ ッ ピングし ます。

Web サイ ト に ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はその値を実行時に作成された Web サイ ト およびすべての

そのアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • マイ ク ロ ソ フ ト 社は、 Aspnet_regiis.exe ツールの機能に制限があるため、 Windows Vista または Windows 

Server 2008 システムでの使用を推奨し ていません。 結果と し て、 場合によ り、 アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを 

[IIS 構成 ] ビ ューで手動で定義する必要があり ます。 詳細については、 「Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または

仮想デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを定義する」 を参照し て く だ さい。

ASP.NET 3.0 には Aspnet_regiis.exe ツールは含まれていません。 し たがって、 ASP.NET バージ ョ ンを バージ ョ ン 3 

の ASP.NET に設定できません。
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サーバーの構成
タ スク プロジ ェ ク ト で Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを指定するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ASP.NET バージ ョ ンを指定する Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンを選

択し ます。 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの設定が右側に表示されます。

3. "ASP .NET バージ ョ ン " 設定で、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要な .NET Framework のバージ ョ ン番号を完全な形で

入力するか、 一覧から選択し ます。

たと えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。 バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を

指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

ヒ ン ト • .NET Framework を持つ Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンでイ ンス ト ールが実行可能な場合、Web サイ ト ま

たはアプ リ ケーシ ョ ンの "ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定を使って、 どの ASP.NET プラ ッ ト フ ォーム (32 ビ ッ

ト または 64 ビ ッ ト ) を使って ASP.NET バージ ョ ンに Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンをマ ッ プするのかを指

定できます。 システム上で Enable32BitAppOnWin64 プロパテ ィ が True に設定されていない限り、 64 ビ ッ ト  システ

ム上で 32 ビ ッ ト  ASP.NET を登録する こ とはできません。

64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム上で IIS 6 をサポー ト する際の考慮

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

IIS イ ンス ト ールが .NET Framework を持つ Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで実行可能な場合、Web サイ ト または

アプ リ ケーシ ョ ンに [IIS 構成 ] ビ ューの "ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定を使用できます。 この設定を使って、

どの ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォームを使って Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンを ASP.NET バージ ョ ンにマ ッ プす

るのかを指定できます。 デフ ォル ト で、 この設定は構成されていません。 この設定の値を変更し なかった場合、

イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト  サポー ト が不要である と判断し ます。

"ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォーム " と "ASP.NET バージ ョ ン " 設定で構成し た値によ って、 デフ ォル ト で実行時に以下

の動作が発生し ます :

• ターゲッ ト  システムが Windows 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを持つ場合、 指定された ASP.NET の 32 ビ ッ ト バー

ジ ョ ンが使用されます。

• ターゲッ ト  システムが Windows  64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを持つ場合で、 ASP.NET プラ ッ ト フ ォームに 64 ビ ッ

ト が指定される と き、 ターゲッ ト  システム上の Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ は False でな く てはな り ま

せん。 そ う でない場合、 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンをサポー ト するよ う に構成されているシステム上で ASP.NET 

の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用する と、 ASP.NET が破損する原因と な り ます。 このため、 ASP.NET サービス

の破損を避けるためにイ ンス ト ールは中止されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1209



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

サーバーの構成
• ターゲッ ト  システムが Windows  64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを持つ場合で、 ASP.NET プラ ッ ト フ ォームに 32 ビ ッ

ト が指定される と き、 ターゲッ ト  システム上の Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ は True でな く てはな り ま

せん。 そ う でない場合、 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンをサポー ト するよ う に構成されているシステム上で ASP.NET 

の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用する と、 ASP.NET が破損する原因と な り ます。 このため、 ASP.NET サービス

の破損を避けるためにイ ンス ト ールは中止されます。

[IIS 構成 ] ビ ューでアプ リ ケーシ ョ ン プールの "32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする " 設定を構成し て、 IIS 

7 が搭載された ターゲッ ト  システム上の Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ を設定できます。 実行時、 イ ンス ト ー

ルはイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ン プールに適切な Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ を設定し ます。

IIS 6 が搭載されたシステム上では、 Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ は IIS サーバー上のすべての Web サイ ト と

アプ リ ケーシ ョ ンに反映するグローバル プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール実行時にプロパテ ィ の値を変更する と、

そのサーバー上にイ ンス ト ール済みの Web サイ ト と アプ リ ケーシ ョ ンが失敗する原因と なるため、 InstallShield で

作成されたイ ンス ト ールは、 ターゲッ ト  システムに IIS 6 が搭載されている場合、 実行時に 

Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ を変更し ません。

実行時、 IIS 6 を持つシステム上でイ ンス ト ールが Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ をチ ェ ッ クするよ う に設定で

きます。 そのと き、 製品の要件およびチ ェ ッ ク結果に基づいて、 た と えば 32 ビ ッ ト  IIS 6 アプ リ ケーシ ョ ンまた

は 64 ビ ッ ト  IIS アプ リ ケーシ ョ ンを含む特定のコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールをスキッ プ し て、 残りのフ ァ イル

転送を続行できます。

InstallShield には、 Enable32bitAppOnWin64 プロパテ ィ がどのよ う に設定されているかを検出できるサンプル 

Windows Installer DLL フ ァ イルが含まれています。 DLL フ ァ イルのリ リースおよびデバッ グ バージ ョ ン、 および 

フ ァ イルの作成に使用された Visual Studio 2008 C++ プロジ ェ ク ト は以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Detect IIS6 Compatibility

プロジ ェ ク ト で Windows Installer DLL フ ァ イルを使用するためには、 まず DetectIIS6Compat.dll フ ァ イルで 

DetectIIS6AppPool32BitSupport 関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを作成する必要があ り ます。

タ スク IIS 6 が搭載されているシステム上の 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト をチ ェ ッ クする カス タム アクシ ョ ン

を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] (DIM、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい MSI DLL] をポイ ン ト

し てから、 [Binary テーブルに保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが追加されます。

3. アクシ ョ ンの名前を、 た と えば DetectIIS6AppPool32BitSupport に変更し ます。

4. 右側のペイ ンでカス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます :

• "DLL フ ァ イル名 " 設定で、 DetectIIS6Compat.dll フ ァ イルへのパスを指定し ます。 通常のパスは以下のと

お り です :

<ISProductFolder>\Samples\WindowsInstaller\Detect IIS6 Compatibility\DetectIIS6Compat.dll

• " 関数名 " 設定で、 次の名前を入力し ます :

DetectIIS6AppPool32BitSupport

• " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 [ 即時実行 ] を選択し ます。
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• 1 つまたは複数のシーケンス設定で適切なオプシ ョ ンを選択し て、 必要に応じ て、 カス タム アクシ ョ ン

をスケジュールし ます。

• " 条件 " 設定に次の条件を入力し ます :

VersionNT<600

Windows Server 2008 以降または Windows Vista 以降は IIS 7 以降が搭載されているため、 この条件は、 カ

ス タム アクシ ョ ンがこれらのオペレーテ ィ ング システムで実行されないよ う に保証し ます。

実行時、 特定の条件下でカス タム アクシ ョ ンは Windows Installer プロパテ ィ  ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT を

設定し ます。

条件ステー ト メ ン ト で ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT プロパテ ィ を使用できます。 た と えば、 64 ビ ッ ト  アプ リ

ケーシ ョ ンをサポー ト し ない IIS 6 サーバー上で製品の使用が不可能な場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの " イ ンス ト ー

ル条件 " 設定に次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます :

Not ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT

別の方法と し て、 エラー カス タム アクシ ョ ンを作成する こ と もできます。 実行時、 そのカス タム アクシ ョ ンの

条件が True の場合、 エラーが表示されます。 し たがって、 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ない IIS 6 

サーバーで製品の使用が不可能な場合、 エラー カス タム アクシ ョ ンに次の条件を使用し ます :

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT=1

32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン サポー ト が有効化されている IIS 6 サーバー上にのみコ ンポーネン ト を イ ンス ト ール

する場合、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの " 条件 " 設定に次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます :

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT=1

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのアプ リ
ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

テーブル 3-5 • IIS 6 システム上で 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト をチ ェ ッ クする Windows Installer プロパ
テ ィ

ターゲッ ト  システム環境 結果

32 ビ ッ ト  Windows、 IIS 6

(Enable32bitAppOnWin64 の値は関係あ り ませ

ん。 )

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT は 1 に設定されます。

64 ビ ッ ト  Windows、 IIS 6、

Enable32bitAppOnWin64=true

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT は 1 に設定されます。

64 ビ ッ ト  Windows, IIS 6、

Enable32bitAppOnWin64=false

ISIIS6APPPOOLSUPPORTS32BIT は設定されません。
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• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 フ ァ イル名拡張子と これらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン間のマ ッ ピングを定義する

こ とができます。

タ スク アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングの追加 / 編集 / 削除を行う には、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。

3. " アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ンの

マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• 新しいマ ッ ピングを追加するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピ

ング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 詳細については、 「[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイ

アログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

• 既存のマ ッ ピングを変更するには、 編集するマ ッ ピングを選択し て、 [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• 既存のマ ッ ピングを削除するには、 それを選択し て、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのアプ リ
ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShieldWeb サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのタ イムアウ ト のパラ メ ーターを指定する

タ スク タ イムアウ ト のパラ メ ーターを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。
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3. " アプ リ ケーシ ョ ンの設定 " 領域で、 [ 構成 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開きます。

4. " セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト ( 分 )" と "ASP スク リ プ ト  タ イムアウ ト ( 秒 )" 設定で、 適切な タ イムアウ ト 値を

指定し ます。

ターゲ ッ ト  システムに IIS 6 以前が搭載されているか、 または IIS 6 メ
タベースの互換性機能があるかど うかを判別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

実行時に、 イ ンス ト ールによ って、 ターゲッ ト  システムに IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能がイ ン

ス ト ールされているかど うか、 または IIS 以前がイ ンス ト ールされているかを検出できます。 製品の要件と検出結

果に基づいて、 イ ンス ト ールを終了およびエラー メ ッ セージを表示できます。

たと えば、 Web サービス拡張は IIS 6 を持つシステムにイ ンス ト ールできます。 IIS 7 を持つシステムでは、 Web 

サービス拡張は IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能がイ ンス ト ールされている場合のみイ ンス ト ール

可能です。 このため、 IIS 6  が存在するか、 IIS 6 との互換性機能がイ ンス ト ールされている こ と を イ ンス ト ールが

検証するよ う に構成する こ とが必要な場合があ り ます。 これらのどち らの条件も False の場合、 イ ンス ト ールが終

了し てエラー メ ッ セージが表示されます。

InstallShield には、 以下のどち らかが True である こ と を検出するためのサンプル Windows Installer DLL フ ァ イルが

含まれています :

• ターゲッ ト  システムには IIS 7 が搭載されていて、 IIS 6 メ タベースおよび IIS 6 構成の互換性機能がイ ンス

ト ールされている。

• ターゲッ ト  システムに IIS 6 以前が搭載されている。

DLL フ ァ イルのリ リースおよびデバッ グ バージ ョ ン、 および フ ァ イルの作成に使用された Visual Studio 2008 C++ 

プロジ ェ ク ト は以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Detect IIS6 Compatibility

プロジ ェ ク ト で Windows Installer DLL フ ァ イルを使用するためには、 まず DetectIIS6Compat.dll フ ァ イルで 

DetectIIS6Interfaces 関数を呼び出すカス タム アク シ ョ ンを作成する必要があ り ます。

タ スク IIS メ タベースおよび IIS 6 構成との互換性機能と IIS 6 以前をチ ェ ッ クする カス タム アクシ ョ ンを追加するには、

以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] (DIM、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい MSI DLL] をポイ ン ト

し てから、 [Binary テーブルに保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが追加されます。
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3. アクシ ョ ンの名前を、 た と えば DetectIIS6Interfaces に変更し ます。

4. 右側のペイ ンでカス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます :

• "DLL フ ァ イル名 " 設定で、 DetectIIS6Compat.dll フ ァ イルへのパスを指定し ます。 通常のパスは以下のと

お り です :

<ISProductFolder>\Samples\WindowsInstaller\Detect IIS6 Compatibility\DetectIIS6Compat.dll

• " 関数名 " 設定で、 次の名前を入力し ます :

DetectIIS6Interfaces

• " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 [ 即時実行 ] を選択し ます。

• 1 つまたは複数のシーケンス設定で適切なオプシ ョ ンを選択し て、 必要に応じ て、 カス タム アクシ ョ ン

をスケジュールし ます。

IIS 6 メ タベースおよび IIS 6 構成の互換性機能がイ ンス ト ールされているか、 ターゲッ ト システムに IIS 6 以前が

搭載されている場合、 Windows Installer プロパテ ィ  ISIISMETABASECOMPATPRESENT の値は 1 に設定されます。

ターゲッ ト  システムに IIS 7 以降が搭載されていて、 互換性機能がイ ンス ト ールされていない場合、 プロパテ ィ は

設定されません。

条件ステー ト メ ン ト で ISIISMETABASECOMPATPRESENT を使用できます。 たと えば、 IIS 6 メ タベースおよび IIS 

6 構成の互換性機能または IIS 6 以前が搭載されていないシステム上で製品の使用を不可能にする場合、 [ 一般情報

] ビ ューの " イ ンス ト ール条件 " 設定に次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます :

ISIISMETABASECOMPATPRESENT

別の方法と し て、 エラー カス タム アクシ ョ ンを作成する こ と もできます。 実行時、 そのカス タム アクシ ョ ンの

条件が True の場合、 エラーが表示されます。 し たがって、 IIS 6 メ タベースおよび IIS 6 構成の互換性機能または 

IIS 6 以前が搭載されていないシステム上で製品の使用を不可能にする場合、 エラー カス タム アクシ ョ ンに以下の

条件を使用し ます :

Not ISIISMETABASECOMPATPRESENT

IIS 6 メ タベースおよび IIS 6 構成の互換性機能または IIS 以前が搭載されているシステム上にのみコ ンポーネン ト

を イ ンス ト ールする場合、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの " 条件 " 設定に次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます :

ISIISMETABASECOMPATPRESENT=1

IIS の詳細設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

メ モ • 詳細 IIS 設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 これらの設定を無視し ます。
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[IIS 構成 ] ビ ュー内の [Web サイ ト ] エクスプローラーで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト

リ を選択し たと きに表示される右側のペイ ンには、 IIS の最も一般的な設定が含まれています。 右側ペイ ンの下に

ある [ 詳細 ] 領域では、 その他の領域では表示されない IIS 設定を構成できます。

タ スク [IIS 構成 ] ビ ューに表示されていない設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 詳細設定を構成する Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ

ク ト リ を選択し ます。

3. " その他の IIS プロパテ ィ " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開きます。

4. プロパテ ィ 一覧で、 値を変更するプロパテ ィ を選択し て、 [ 値の変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [IIS メ タ

データ値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. [ 値 ] ボ ッ クスで、 新しい値を指定し ます。

詳細プロパテ ィ のデフ ォル ト 値を変更する と、 そのプロパテ ィ と、 指定し た値、 および追加の必須情報が 

ISIISProperty テーブルに追加されます。 詳細については、 「ISIISProperty テーブル」 を参照し て く だ さい。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのカス タム 
エラー メ ッ セージを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

エン ド ユーザーが Web サイ ト に接続し よ う と し て、 HTTP (Hypertext Transfer Protocol) エラーが発生し た場合、 エ

ン ド ユーザーのブ ラウザーはエラーを説明するデフ ォル ト のメ ッ セージを表示し ます。 HTTP エラー コー ド を

フ ァ イルまたは URL (Uniform Resource Locato ｒ ) へマ ッ ピングする こ と で、 イ ンス ト ールが IIS を構成し て、 デ

フ ォル ト のエラー メ ッ セージの代わり にカス タム エラー メ ッ セージを表示するよ う設定する こ とができます。

タ スク Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのカス タムエラー メ ッ セージを構成するには、 以下の

手順を実行し ます。

1. カス タムエラー メ ッ セージを含むフ ァ イルを作成し、 イ ンス ト ールに追加し ます。

2. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. HTTP エラー メ ッ セージを カス タ マイズする Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。 Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの設定が、 右側に表示されます。
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4. " カス タム エラー " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

5. 変更する HTTP エラーコー ド を選択し、 [ プロパテ ィ の編集 ]  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新しいプロパテ ィ

の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

6. フ ァ イルへエラーコー ド をマ ッ プするには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ メ ッ セージの種類 ] リ ス ト から [ フ ァ イル ] を選択し ます。

b. [ フ ァ イル ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール内のカス タム エラー メ ッ セージをポイ ン ト するパスおよびフ ァ

イル名を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを押し てフ ァ イルを指定し ます。

URL へエラー コー ド をマ ッ プするには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ メ ッ セージの種類 ] 一覧から URL を選択し ます。

b. URL ボ ッ クスで、 カス タム エラー メ ッ セージへの URL を入力し ます。

Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 IIS 設定を動的に変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 実行時に IIS 設

定を動的に構成する こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールし ている

仮想デ ィ レ ク ト リの名前、 TCP ポー ト 、 サイ ト 番号、 または Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および Web サービス拡張の他の IIS 設定を指定できるよ う にする こ とができます。

Windows Installer は MsiFormatRecord を使って、 実行時にこのプロパテ ィ を解決し ます。 このプロパテ ィ と その値

は、 アン イ ンス ト ールと修復の時に使用できるよ う に、 イ ンス ト ールによ って次のレジス ト リ キーに書き込まれ

ます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\InstallShield Uninstall 

Information\{ProductCode}

し たがって、 Web サイ ト がエン ド ユーザーによ って指定されたサイ ト 番号にイ ンス ト ールされた場合、 Web サイ

ト と そのアプ リ ケーシ ョ ン、 およびその仮想デ ィ レ ク ト リは、 このサイ ト 番号から正常にアン イ ンス ト ールされ

るよ う にな り ます。

ヒ ン ト • IIS データ をレジス ト リ に格納し ないほうが良い場合、 プロジ ェ ク ト で IS_IIS_DO_NOT_USE_REG プロパ

テ ィ を設定し ます。

[IIS 構成 ] ビ ューのパスワー ド にプロパテ ィ を使用する と、 パスワー ド は暗号化されてレジス ト リ に格納されま

す。
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例

以下は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中に、 Web サイ ト に匿名アクセスする と きに使用されるユーザー名を指

定できるよ う にする手順です。 文字列の入力が許可されている [IIS 構成 ] ビ ューあるすべての IIS 設定では、 ハー

ド コー ド化されている値にプロパテ ィ を代入する こ とができます。 このビ ューでプロパテ ィ を指定する と き、 プ

ロパテ ィ は角かっ こで囲み、 プロパテ ィ 名はすべて大文字にする必要があり ます ( 例、 [MYPROPERTY])。

手順のステ ッ プ 5 はプロジ ェ ク ト の種類によ って若干異な り ます。 これは、 基本の MSI イ ンス ト ールのユーザー 

イ ン ターフ ェ イスは Windows Installer が制御し、 InstallScript MSI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスは 

InstallScript エンジンが制御するためです。

タ スク エン ド ユーザーがユーザー名を指定できるよ う にするには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 エン ド ユーザーが匿名アクセスにユーザー名を指定できる Web サイ ト を

ク リ ッ ク し ます。

3. " 匿名アクセスを有効にする " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

4. " 匿名ユーザー名 " 設定で、 次のよ う に入力し ます :

[MYPROPERTY]

5. ダイアログでプロパテ ィ を使用し ます。 この部分の手続きは、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異

な り ます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 :

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] フ ォルダーを展開し て、 User Name コ ン

ト ロールを含めるダイアログの下にある言語を ク リ ッ ク し ます。 代わり に、 新しいダイアログを追

加する こ と もできます。

c. Edit Field コ ン ト ロールをダイアログに追加し、 Property プロパテ ィ を次によ う に設定し ます :

MYPROPERTY

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. User Name コ ン ト ロールを含めるダイアログの OnFirstUIBefore イベン ト でダイアログ コー ド を見つ

け、 Windows Installer API 関数 MsiSetProperty の呼び出し を追加し ます。 たと えば、 ユーザー名をエ

ン ド ユーザーが CustomerInformation ダイアログで指定する名前にする場合、 次のコー ド に示されて

いる MsiSetProperty の呼び出し を追加し ます :

Dlg_SdCustomerInformation:

nResult = SdCustomerInformation(szTitle, svName, svCompany, nUser);

MsiSetProperty(ISMSI_HANDLE, "MYPROPERTY", svName);

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdWelcome;

6. リ リースをビルド し ます。
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InstallScript テキス ト 置換を使用し て、 IIS 設定を動的に変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 テキス ト 置換文字列変数を使用し て、 実行時に IIS 設定を動的に構成する こ とが

できます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールし ている仮想デ ィ レ ク ト リの名前、

TCP ポー ト 、 サイ ト 番号、 または Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プー

ル、 および Web サービス拡張の他の IIS 設定を指定できるよ う にする こ とができます。 InstallScript ラ ン タ イム 

コー ドは TextSubSubstitute 関数を使用し て、 文字列変数を適切な値で置き換えます。

例

以下は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中に、 Web サイ ト に匿名アクセスする と きに使用されるユーザー名を指

定できるよ う にする手順です。 文字列の入力が許可されている [IIS 構成 ] ビ ューあるすべての IIS 設定では、 ハー

ド コー ド化されている値にテキス ト 置換文字列変数を代入する こ とができます。 このビ ューで指定する文字列変

数は山かっ こで囲む必要があ り ます ; 例、 <MYPROPERTY>。 指定する文字列変数は大文字と小文字を区別し ます。

タ スク エン ド ユーザーがユーザー名を指定できるよ う にするには、 以下の手順に従います。

1. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 エン ド ユーザーが匿名アクセスにユーザー名を指定できる Web サイ ト を

ク リ ッ ク し ます。

3. " 匿名アクセスを有効にする " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

4. " 匿名ユーザー名 " 設定で、 次のよ う に入力し ます :

<MYPROPERTY>

5. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

6. User Name コ ン ト ロールを含むダイアログの OnFirstUIBefore イベン ト でダイアログ コー ド を見つけ、

InstallScript 関数 TextSubSetValue の呼び出し を追加し ます。 た と えば、 ユーザー名をエン ド ユーザーが 

CustomerInformation ダイアログで指定する名前にする場合、 次のコー ド に示されている TextSubSetValue の

呼び出し を追加し ます :

Dlg_SdRegisterUser:

szMsg = "";

szTitle = "";

//{{IS_SCRIPT_TAG(Dlg_SdRegisterUser)

nResult = SdRegisterUser( szTitle, szMsg, szName, szCompany );

TextSubSetValue("<MYPROPERTY>", szName, TRUE);

//}}IS_SCRIPT_TAG(Dlg_SdRegisterUser)

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdLicense2;

7. リ リースをビルド し ます。
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サーバーの構成
ターゲ ッ ト  マシン上で Web サービスを配布する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ターゲッ ト  システムへ Web サービスを配布するには、 Web サービス専用のフ ァ イルを特定の場所にコ ピーし、 そ

のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リ名を割り当てる必要があ り ます。 これによ り、 HTTP を通し て Web サービスにア

クセスできるよ う にな り ます。

ヒ ン ト • 仮想デ ィ レ ク ト リ をプロジ ェ ク ト に追加する方法については、 「Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンま

たは仮想デ ィ レ ク ト リの追加」 をご覧 く だ さい。

タ スク ターゲッ ト  マシンへ Web サービスを配布するには、 以下の手順に従います。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ターゲッ ト  システムにフ ァ イルを イ ンス ト ールするためのフ ォルダー ( ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ ) を選択し

ます。 そのフ ォルダーにフ ァ イルを追加し ます。

3. [ サーバー構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 Web サイ ト に関連付けられている仮想デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

5. " コ ンテンツ ソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。[ デ ィ レ ク ト

リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで追加し た新しいフ ァ イルを含

むデ ィ レ ク ト リ と同じ ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

イ ンス ト ール時、 フ ァ イルはターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ フ ォルダーへコ ピーされます。 さ らに IIS が存在する場合、

ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リが構成されます。

IISROOTFOLDER サポー ト の追加
IISROOTFOLDER は、 ターゲッ ト  システム上にある Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を判断するのに利用され

る InstallShield デ ィ レ ク ト リ変数です。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で IIS 機能を使用し ていて、 Web サイ ト が既に

追加されている場合 IISROOTFOLDER は自動的に追加されます。

メ モ • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リ に追加されたフ ァ イルはすべて、 ター

ゲッ ト  マシン上の Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされます。 IIS がイ ンス ト ールされていな

い場合、 フ ァ イルはルー ト  フ ォルダーにコ ピーされます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1219



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

サーバーの構成
IIS_WEBSITE_NAME プロパテ ィ
IIS_WEBSITE_NAME プロパテ ィ は現在使用されていません。 これらのプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト  バージ ョ ン

から存在し ている場合、 ア ッ プグレーダはこれら を自動的に処理し ます。 ア ッ プグレーダは Web サイ ト を作成し

て、 サイ ト 番号フ ィ ールド を [IIS_WEBSITE_NAME] に設定し ます。 新しい Web サイ ト には、 任意のプロパテ ィ また

はハー ド コー ド化された番号を使用できます｡

IIS_PORT_NUMBER プロパテ ィ
IIS_PORT_NUMBER プロパテ ィ は現在使用されていません。 これらのプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト  バージ ョ ン

から存在し ている場合、 ア ッ プグレーダはこれら を自動的に処理し ます。 ア ッ プグレーダは Web サイ ト を作成し

て、 ポー ト 番号フ ィ ールド を [IIS_PORT_NUMBER] に設定し ます。 新しい Web サイ ト を作成する と、 任意のプロパ

テ ィ またはハー ド コー ド化された番号を使用できます｡
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メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのための
イ ンス ト ールを作成する

InstallShield では、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再実行し て、 プログラム機能の変更し た り、 アプ リ ケーシ ョ

ンの再イ ンス ト ールまたは削除をする こ とができます。 エン ド ユーザーがコ ン ト ロール パネルの [ プログラムの

追加と削除 ]  でアプ リ ケーシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールによ って以下を実行できるダイアログ ボ ッ クスが

表示されます。

• 以前にイ ンス ト ールされなかった機能の個別イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール。 

• 最初のイ ンス ト ールで選択された設定でアプ リ ケーシ ョ ンを再イ ンス ト ール 

• アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール 

アプ リ ケーシ ョ ンの変更、 修正、 アン イ ンス ト ールを行う場合、 オペレーテ ィ ング システムにがアプ リ ケーシ ョ

ンの存在を認知し ている必要があ り ます。 このため、 イ ンス ト ールはオペレーテ ィ ング システムにアプ リ ケー

シ ョ ンを登録し、 従って簡単に メ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールができます。 [ 一般情報 ] ビ ューで必要な情

報を入力し ます。

すべての InstallShield イ ンス ト ールでは、 メ ンテナンス ( 変更および修正 ) はデフ ォル ト で自動的に処理されます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールの場合、 アン イ ンス ト ールは自動的に処理されますが、 唯一の例外は、 ア

ン イ ンス ト ール中それ自身で効果を取り消すか、 または、 アン イ ンス ト ール中のみ実行される別のカス タム アク

シ ョ ンによ ってその効果を取り消させる必要がある カス タム アクシ ョ ンがある とい う こ と です。

InstallScript  または  InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 数多 く のスク リ プ ト 関数のアクシ ョ ンは自動アン イ ンス

ト ールによ ってログ されますが、 ログされないスク リ プ ト 関数アクシ ョ ンは、 アン イ ンス ト ールのスク リ プ ト で

対応する必要があ り ます。

アン イ ンス ト ールのための InstallScript イ ンス ト ールを作
成

アン イ ンス ト ール機能の構成は、 その結果生じ る操作の複雑性を考える と、 比較的単純です。

CreateInstallationInfo ( または InstallationInfo) および MaintenanceStart ( または DeinstallStart) の関数を呼び出し ま

す。 イベン ト 指向のスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo および MaintenanceStart がデフ ォル ト  OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。

他にも、 アン イ ンス ト ール機能の構成に重要な役割を果たす関数があり ます。 た と えば、 RegDBCreateKeyEx 関数

を使って作成されたすべてのキーは、 ロギングが無効ではない限り、 アン イ ンス ト ール用に記録されます。 また、

Disable 関数を呼んでロギングを無効にする場合、 必ず Enable を呼んで、 アン イ ンス ト ール用に記録が必要なその

後に続 く アクシ ョ ンのために再度ロギングを有効化するよ う にし て く だ さい。 

MaintenanceStart ( または DeinstallStart) 必要なレジス ト リキーおよびそのための必要な値を作成し ます。 このキー

の下に追加のレジス ト リキーを作成する場合、 RegDBSetItem を呼ぶか、 または、 カス タム値の場合、 次のよ う な

コー ド を使用し て く だ さい。

RegDBSetDefaultRoot( HKEY_USER_SELECTABLE );

RegDBSetKeyValueEx( "Software\\Microsoft\\Windows\\Current Version\\Uninstall\\" + INSTANCE_GUID, " カスタム値 ", nType, 

szValue, nSize);
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メ モ • アン イ ンス ト ールは、 初回イ ンス ト ールが FeatureTransferData または FeatureMoveData を呼び時のみ実行

可能です。 ( イベン ト 指向のスク リ プ ト では、 FeatureTransferData 関数が自動的に呼び出されます )。 イ ンス ト ー

ルが他の手法 ( 例、 XCopyFile 等 ) によ ってフ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに、 エン ド ユーザーにアン イ ンス

ト ールを実行できるよ う にする場合、 すべてのコ ンポーネン ト を選択解除し、 FeatureTransferData または 

FeatureMoveData を呼び出し ます。 この呼び出しが実行されている間、 SdShowMsg を呼んで メ ッ セージを表示す

る こ と もできます。

アン イ ンス ト ール時に実行するスク リ プ ト  コー ド を含める

メ モ • DeinstallStart を呼んでアン イ ンス ト ールを有効にする と、 イ ンス ト ール スク リ プ ト はアン イ ンス ト ール中

に実行されません。 アン イ ンス ト ール時にスク リ プ ト  コー ド を実行するには、 代わり に MaintenanceStart を呼び

ます。 ( イベン ト ベースのイ ンス ト ールでは、 MaintenanceStart 　 がデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド

ラーコー ド で呼び出されます。 )

イベン ト ベースのスク リ プ ト

イベン ト 指向のスク リ プ ト では、 次のイベン ト  ハン ド ラー関数がアン イ ンス ト ール中に自動的に呼び出されます。

• OnBegin

• OnMaintUIBefore

• OnMoving

• < 機能名 >Uninstalling ( 各イ ンス ト ール済みの機能に対し て )

• < 機能名 >Uninstalled ( 各イ ンス ト ール済みの機能に対し て )

• OnMoved

• OnMaintUIAfter

• OnEnd 

オーバーラ イ ド可能なデフ ォル ト コー ド を持つこれらのイベン ト  ハン ド ラー関数のコー ドはアン イ ンス ト ール中

に実行されます。 アン イ ンス ト ール、 または、 イ ンス ト ール中のみ特定のイベン ト  ハン ド ラーを実行する手順に

ついては、 アン イ ンス ト ール時またはイ ンス ト ール時のみにスク リ プ ト  コー ド を実行するを参照し て く ださい。

手続き型スク リ プ ト

手続き型のスク リ プ ト ( プログラム ブロ ッ ク を使用し たスク リ プ ト ) で、 DeinstallStart を使わずに 

MaintenanceStart を使ってアン イ ンス ト ールを有効にする と、 スク リ プ ト はアン イ ンス ト ール中に実行されます。

アン イ ンス ト ール、 または、 イ ンス ト ール中のみ特定のスク リ プ ト を実行する手順については、 アン イ ンス ト ー

ル時またはイ ンス ト ール時のみにスク リ プ ト  コー ド を実行するを参照し て く ださい。
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メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのためのイ ンス ト ールを作成する
アン イ ンス ト ール時またはイ ンス ト ール時のみにスク リ
プ ト  コー ド を実行する

DeinstallStart ではな く  MaintenanceStart を呼び出し てアン イ ンス ト ールを可能にする と、 アン イ ンス ト ールおよ

び メ ンテナンス イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールスク リ プ ト が実行されます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、

MaintenanceStart 　 がデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 ) コー ド をアン イ

ンス ト ール中、 またはメ ンテナンスイ ンス ト ール中のみ実行するには、 コー ド を次のよ う な if-then ステー ト メ ン

ト で囲みます。

 if MAINTENANCE then

 /* このコードは、 

 アンインス ト ール または メ ンテナンス インス ト ール */

 endif;

コー ド を最初のイ ンス ト ール中のみ実行するには、 コー ド を次のよ う な if-then ステー ト メ ン ト で囲みます。

 if !MAINTENANCE then

 /* このコードは、 

 初回のインス ト ール */

 endif;

コー ド を上のどち らの if-then ステー ト メ ン ト で囲まない場合、 アン イ ンス ト ール、 メ ンテナンスイ ンス ト ール、

および初回のイ ンス ト ール中に実行されます。 ただ し、 イベン ト 指向のスク リ プ ト では、 以下のよ う な例外があ

り ます。

• 次のよ う なイベン ト  ハン ド ラーのコー ドは、 アン イ ンス ト ール中および メ ンテナンスイ ンス ト ール中のみ実

行されます。

OnMaintUIBefore

OnMaintUIAfter

• 次のよ う なイベン ト  ハン ド ラーのコー ドは、 最初のイ ンス ト ール中のみ実行されます。

OnCCPSearch

OnAppSearch

OnFirstUIBefore

OnFirstUIAfter

アン イ ンス ト ール用にログされた InstallScript 関数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI (InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合 )

この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ

イル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ン

ス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する

方法の違い」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1223



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのためのイ ンス ト ールを作成する
一般的に、 ログ記録が有効な状態で作成または置換されたすべてのフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ エン ト リ、

.ini フ ァ イル エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダー、 およびサービスは、 アン イ ンス ト ール用にログ記録されま

す。 また、 InstallScript イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ール中にターゲッ ト  システムで変更を行う 

InstallScript 関数もアン イ ンス ト ール用にログ記録されます。 デフ ォル ト でイ ンス ト ールがアン イ ンス ト ール用に

ログ記録を行う一般的な関数の例は以下の通り です :

• AddFolderIcon

• AddProfString

• CopyFile

• CreateInstallationInfo

• CreateProgramFolder

• FeatureMoveData

• FeatureTransferData

• RegDBSetAppInfo

• RegDBSetItem

• ReplaceProfString

• ServiceAddService

• ServiceStartService

• VerSearchAndUpdateFile

• VerUpdateFile

• WriteProfString

• XCopyFile

ログ記録は、 InstallScript コー ド内で Disable (LOGGING); および Enable (LOGGING); 関数を呼び出し て有英語効または無

効にできます。 詳細については、 「Disable」 および 「 Enable」 を参照し て く ださい。

メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能
メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能はメ ンテナンス設定と アン イ ンス ト ールに必要なフ ァ イルを イ ンス ト ール

し ます。 フ ァ イルのターゲッ ト 先はシステム変数 DISK1TARGET の値によ って指定されます。 この機能は、 .cab に

自動的に配置され、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスでは表示されません。 

実行時に メ ンテナンス / イ ンス ト ール機能は、 全セ ッ ト ア ッ プの種類用に自動選択されます。 FeatureUpdate を呼

び出すと、 この機能は選択解除されます。 メ ンテナンス / イ ンス ト ール機能は、 FeatureSelectItem を呼び出すこ

と で選択 / 選択解除され、 システム変数  DISK1COMPONENT を関数の第 2 引数と し て渡し ます。 た と えば、 次の

コー ドは選択解除する必要があ り ます。
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メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのためのイ ンス ト ールを作成する
FeatureSelectItem( MEDIA, DISK1COMPONENT, FALSE );

製品が作成し たフ ァ イルの削除
デフ ォル ト では、 イ ンス ト ール後の製品によ って作成されたフ ァ イルは、 ユーザーのデータ である と見な される

ので、 アプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールする際にも削除されません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

RemoveFile テーブルにレ コー ド を作成し て ( ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用 )、 削除する フ ァ イルを指定する こ とが

できます。 たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンが INSTALLDIR の指定先に Product.ini とい う フ ァ イルを作り、 メ イ ンの実

行可能プログラムを含むコ ンポーネン ト の削除時に、 このフ ァ イルも同時に削除させる場合は、 RemoveFile テー

ブルに次のレ コー ド を追加し ます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

スク リ プ ト で、 アン イ ンス ト ールのイベン ト  ハン ド ラー関数の中から DeleteFile および DeleteDir 関数を呼び出す

こ と で、 指定し たフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を削除できます。

製品が作成し たレジス ト リデータの削除
デフ ォル ト では、 製品のアン イ ンス ト ーラーは、 イ ンス ト ール プログラムが作成し たデータのみを削除し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

レジス ト リ エクスプローラーは特別なアン イ ンス ト ールフ ラグを使って、 アン イ ンス ト ール時に削除するレジス

ト リデータ を管理し ます。 特に、 レジス ト リキーで “-” フ ラグ ( キー全体をアン イ ンス ト ール ) を使用する と、

キーおよびそのすべての値とサブキーがアン イ ンス ト ール時に削除されます。

メ モ • RemoveRegistry テーブル ( ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで表示 ) は、 製品のイ ンス ト ール時にのみ削除するデータ

を指定し ます。 詳細については、 Windows Installer ヘルプラ イブラ リ を参照し て く ださい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

スク リ プ ト で、 アン イ ンス ト ールのイベン ト  ハン ド ラー関数の中から RegDBDeleteValue および RegDBDeleteKey 

関数を呼び出すこ と で、 レジス ト リ値やキーを削除できます。

テーブル 3-1 • RemoveFile テーブルに追加する追加

FileKey remove_file

Component_ ProgramFiles

FileName Product.ini

DirProperty INSTALLDIR

InstallMode 2
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メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのためのイ ンス ト ールを作成する
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ト ラ ンザク シ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する
ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ 
イ ンス ト ールを構成する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールがサ

ポー ト されています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。 パッ

ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理し ます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 

つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを

キャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロールバッ ク を開始し て、 システムを以前の

状態に復元し ます。

ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンでは、 InstallShield で連鎖されたパッ ケージ と し てイ ンス ト ールに含める .msi パッ

ケージを指定する方法について説明し ます。 また、 連鎖するパッ ケージに渡すプロパテ ィ などの設定の構成方法

についても説明し ます。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。

以前のバージ ョ ンは、 連鎖 .msi パッ ケージのいずれも起動し ません。

イ ンス ト ールで Windows Installer 4.5 を イ ンス ト ールする方法は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージ イ ンス
ト ールについての概要

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールがサ

ポー ト されています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

イ ンス ト ールに 1 つまたは複数の .msi パッ ケージが連鎖するパッ ケージ と し て追加されていて、 エン ド ユーザー

が Windows Installer 4.5 を搭載し たシステム上でこのイ ンス ト ールを実行する と、 Windows Installer はすべてのパッ

ケージを単一の ト ラ ンザクシ ョ ンでイ ンス ト ールする こ とができます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 つまたは

複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセル

し た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロールバッ ク を開始し て、 システムを以前の状態に復元

し ます。

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を行う と き、 Windows Installer は .msi パッ ケージから様々なスク リ プ ト の状態をバッ チ処理

し ます。 たと えば、 Windows Installer が [ 実行 ] シーケンス中に InstallInitialize アクシ ョ ンを開始する と き、 その時

点で Windows Installer は全てのパッ ケージの即時アクシ ョ ンを実行し、また全ての遅延アクシ ョ ンを イ ンス ト ール 

スク リ プ ト に配置し ます。 次に、 Windows Installer は全てのパッ ケージのイ ンス ト ール スク リ プ ト に含まれる遅延
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1227



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する
アクシ ョ ン ( コ ミ ッ ト またはロールバッ ク アクシ ョ ンを除 く ) を実行し ます。 さ らに、 Windows Installer はロール

バッ ク アクシ ョ ンをロールバッ ク スク リ プ ト にコ ピーし ます。 この時点まで各パッ ケージの製品が正し く イ ンス

ト ールされる と、 Windows Installer は各パッ ケージのすべてのコ ミ ッ ト アク シ ョ ンを実行し ます。 そ う でない場

合、 Windows Installer はロールバッ ク スク リ プ ト を実行し て、 ターゲッ ト  システムを元の状態に復元し ます。

この機能についての詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Multiple-Package Installations」 を参照し て く

ださい。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。

以前のバージ ョ ンは、 連鎖 .msi パッ ケージのいずれも起動し ません。

イ ンス ト ールで Windows Installer 4.5 を イ ンス ト ールする方法は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

新しい連鎖 .msi パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールがサ

ポー ト されています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallShield では、 ビルド済みの Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) を連鎖 .msi パッ ケージ と し てプロ

ジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージの

イ ンス ト ールをサポー ト し ます。 パッ ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理し

ます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 また

はエン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロール

バッ ク を開始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。

[ リ リース ] ビ ューの [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] 領域で、 メ イ ン イ ンス ト ールに連鎖させる 1 つまたは複数の .msi 

パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加できます。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。

以前のバージ ョ ンは、 連鎖 .msi パッ ケージのいずれも起動し ません。

イ ンス ト ールで Windows Installer 4.5 を イ ンス ト ールする方法は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

タ スク .msi パッ ケージを連鎖するパッ ケージ と し て追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい連鎖パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ま

す。 InstallShield は、 デフ ォル ト 名を持つ新しい置換アイテムを追加し ます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。
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ト ラ ンザク シ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する
名前は実行時には表示されません。 これはメ イ ン イ ンス ト ールに含まれる異なる連鎖 .msi パッ ケージ間で

パッ ケージを区別するのに内部で使用される名前です。

4. 新しい連鎖されたパッ ケージ アイテムを選択し ます。 InstallShield の右側に設定が表示されます。

5. " イ ンス ト ール ( 実行時のパス )" 設定で、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

6. 追加する Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) を選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 選択する

パッ ケージは、 MsiInstallProduct を使ったイ ンス ト ールが可能な .msi パッ ケージでな く てはな り ません。

InstallScript MSI パッ ケージは選択できませんので、 ご注意 く だ さい。

InstallShield は、 .msi パッ ケージ ( および、 .msi パッ ケージが圧縮されていない場合は非圧縮フ ァ イル ) を製品のメ

イ ン .msi パッ ケージにス ト リームするかど うかを問い合わせるプロンプ ト を表示し ます。

• フ ァ イルのス ト リームを指定し た場合、 InstallShield は .msi パッ ケージの名前を " イ ンス ト ール ( 実行時のパ

ス )" 設定に追加し ます。 また、 自動的にフ ァ イルの名前 ( 圧縮された .msi パッ ケージの場合 ) またはエン ト

リ *.* ( 非圧縮の .msi パッ ケージの場合 ) が [ ス ト リームされたフ ァ イル ] ボ ッ クスに追加されます。 ワイル

ド カー ド エン ト リ *.* は、 .msi パッ ケージ と同じ フ ォルダーにある全てのフ ァ イルと と もに .msi パッ ケージ

にス ト リームされます。

• フ ァ イルのス ト リームを行わないこ と を指定し た場合、 InstallShield は次のパスを " イ ンス ト ール ( 実行時の

パス )" 設定に追加し ます :

[SourceDir]FileName.msi

このパスは、 必要に応じ て変更が可能です。 た と えば次のよ う なパスを使用し、 また [ イ ンス ト ール後にス

ト リームされたフ ァ イルを削除する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し たい場合があ り ます :

[LocalAppDataFolder]{ProductCodeGUID}\FileName.msi

この例では、 .msi パッ ケージはローカル システムにキャ ッ シュ され、 それはメ ンテナンスで使用する こ とが

できます。

ヒ ン ト • Windows Installer では、 .msi パッ ケージのフ ァ イル サイズに制限があるため、 フ ァ イルを .msi パッ

ケージにス ト リームし な く ない場合があ り ます。

7. 必要に応じ て、 連鎖 .msi パッ ケージの設定を構成し ます。 詳細については、 「連鎖 .msi パッ ケージの設定」

を参照し て く だ さい。

メ イ ン イ ンス ト ールにい く つかの .msi パッ ケージが含まれている場合、 InstallShield はメ イ ン イ ンス ト ールの 

ISChainPackage テーブルの Order 列を使って、 実行時に連鎖するパッ ケージを起動する順番を決定し ます。 アン

イ ンス ト ールは Order 番号が高い方から低い方へ逆の順番で、 また全てのイ ンス ト ールは Order 番号が低い方か

ら高い方へ順番に処理されます。

メ モ • [ リ リース ] ビ ューの [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] 領域で .msi パッ ケージを指定し た場合、 メ イ ン イ ンス ト ール

のリ リースをビルド する と きに InstallShield は連鎖パッ ケージをビルド し ません。
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ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する
リ リース フ ラグを連鎖 .msi パッ ケージに割り当てる

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールがサ

ポー ト されています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

特定のビルドから除外する連鎖 .msi パッ ケージに、 1 つまたは複数のリ リース フ ラグを割り当てる こ とができま

す。 たと えば、 連鎖 .msi パッ ケージを必要とする特別なア ド オンを含んだ製品の特別なエデ ィ シ ョ ンにのみ含め

る連鎖 .msi パッ ケージがある場合、 その連鎖パッ ケージにフ ラグを付ける こ と で、 必要な場合にのみそれがビル

ド に含まれるよ う にし ます。

タ スク イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し た連鎖 .msi パッ ケージにリ リース フ ラグを追加するには、 次の手順に従いま

す。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] エクスプローラーで、 リ リース フ ラグを含めるパッ ケージを選択し ます。

3. " リ リース フ ラグ " 設定で、 文字列を入力し ます。 文字列には、 文字または数字を使用できます。 1 つの連鎖

パッ ケージに複数のフ ラグを付けるには、 コ ンマを使ってフ ラグを区切り ます。

リ リース フ ラグに基づいて連鎖 .msi パッ ケージを フ ィ ルターする方法についての詳細は 「リ リース フ ラグ」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト から連鎖 .msi パッ ケージを削除する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールがサ

ポー ト されています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

タ スク プロジ ェ ク ト から連鎖 .msi パッ ケージを削除するには、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] エクスプローラーで、 プロジ ェ ク ト から削除する連鎖 .msi パッ ケージを右ク リ ッ ク し

てから、 [ 削除 ] を選択し ます。

InstallShield がプロジ ェ ク ト から連鎖 .msi パッ ケージを削除し ます。 InstallShield は、 .msi パッ ケージ、 またはそれ

に属する フ ァ イルを フ ァ イル システムからは削除し ませんので、 ご注意 く ださい。
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イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
イ ンス ト ールのビルド、 テス ト 、 および配布
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の機能、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 エン ド

ユーザー ダイアログ、 およびその他の要素を構成が完了する と、 イ ンス ト ールのリ リースを作成し ビルド できま

す。 InstallShield では、 1 つのプロジ ェ ク ト に対し て複数リ リースの作成が可能で、 異なる メ デ ィ ア タ イプおよび

異なる要件の組み合わせにし たがって各リ リースを構成する こ とができます。 リ リースをビルド する と、 イ ンス

ト ールのコ ンテンツがパッ ケージ され、 配布メ デ ィ アにコ ピーし て、 必要に応じ て配布または配置する こ とがで

きるデ ィ スク イ メ ージが作成されます。

テス ト は安定し たイ ンス ト ールを作成するために最も重要です。 InstallShield では、 リ リースのエン ド ユーザー イ

ン ターフ ェ イスのみを部分的にテス ト 実行する こ とが可能です InstallShield のボタ ンを ク リ ッ クするだけで、 イ ン

ス ト ールを実行する こ と もできます。 この方法でイ ンス ト ールを実行し た場合、 エン ド ユーザーのマシン上と

ま った く 同様にイ ンス ト ールが実行し ます。 フ ァ イルはすべて転送され、 シ ョ ー ト カ ッ ト およびレジス ト リ エン

ト リが作成され、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

製品を リ リースする前に、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を検証し た方がよい場合があ り ます。 Windows Installer プロ

ジ ェ ク ト を検証するには、 一連の内部整合性評価プログラム (ICE) のルールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に適用

し ます。 これらの ICE はマイ ク ロ ソ フ ト が作成し たもので、 アクシ ョ ンが正常に実行するために必要な有効デー

タベースがイ ンス ト ール パッ ケージに含まれている こ と を確認するのに利用し ます。

InstallShield のデバッ グ ツールを利用し て、 InstallScript スク リ プ ト または Windows Installer リ リースをデバッ グし

て問題の原因を追究する こ とができます。 スク リ プ ト をデバッ グする際、 スク リ プ ト をステー ト メ ン ト 毎に実行

し、 実行ポイ ン ト がスク リ プ ト の中を移動するのを確認し ながら コ ン ト ロールの流れを追います。 また、 スク リ

プ ト 実行中どの時点でも、 スク リ プ ト 中の変数の値を監視する こ と もできます。 Windows Installer リ リースをデ

バッ グする と き、 InstallShield は実行を一時停止するブレーク ポイ ン ト に到達するまで各アクシ ョ ンおよびダイア

ログ ボ ッ クスを実行し ます。 この時点で、 プロパテ ィ を表示し て設定する こ とができます。

リ リースの作成と ビルド
InstallShield でプロジ ェ ク ト のデザイ ンが完了する と、 構成およびビルド し てエン ド ユーザーへ配布できる リ リー

スを作成できます。 リ リースは、 リ リース ウ ィ ザー ド、 または [ リ リース ] ビ ューに表示される設定で指定され

たオプシ ョ ンに基づいてビルド されます。

製品構成の使用

プロジ ェ ク ト • 以下は、 製品構成をサポー ト するプロジ ェ ク ト の種類です : 

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ビルド し た各リ リースは、 製品構成のメ ンバーです。 製品構成によ り、 製品名、 製品コー ド、 パッ ケージコー ド

など、 類似し たプロパテ ィ を共有する リ リースを一緒にグループ化する こ とができます。

製品の構成によ り、 InstallShield の外部でフ ォルダー構造を設定し な く ても ビルドの履歴を保持する こ とができま

す。 たと えば開発中の製品が、 同じバージ ョ ンでも複数のリ リースになるよ う な場合があり えます。 製品を再ビ

ルド するご とに各リ リースを上書きする こ と を、 避けたい場合もあり ます。 製品構成によ り、 過去のビルド履歴

の保持と新しい リ リースの組み込みを同時に実現できます。
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以前は、 このよ う な履歴を InstallShield の外部に保管し なければな り ませんで し た。 その場合、 ド ラ イブ上にデ ィ

レ ク ト リ構造を作成し て各フ ォルダーに手作業でラベルを付け、 そのデ ィ レ ク ト リ にリ リースを コ ピーし ていま

し た。 製品構成によ り、 これらの作業は InstallShield で自動的に行われます。

タ スク 製品構成を作成するには、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい製品構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ リ リース ] エクスプローラーに新しい製品構成を追加し ます。 [ 全般 ] タ ブで製品構成の設定が一

覧表示されます。

各製品構成の設定については、 製品構成の [ 全般 ] タ ブ を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • リ リース ウ ィ ザー ド を使って製品構成を作成する こ と もできます。 (-a パラ メ ーターを使って ) コマン ド

ラ イ ンから既存の製品構成を指定する こ とができますが、 コマン ド ラ イ ンを通し て リ リースの設定を定義する こ

とはできません。

ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の種類を選択する

プロジ ェ ク ト • 以下は、 製品構成をサポー ト するプロジ ェ ク ト の種類です :

• 基本の MSI

• マージ モジュール

WOW64 (32-bit Windows-on-Windows) サポー ト を含まない x64 Windows ベースのシステムがよ り一般的なので、

InstallShield で リ リースをビルド する と きにアーキテ クチャの検証を実行する こ とが推奨されます。 アーキテ ク

チャの検証を使って、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムのアーキテ クチャ と一致し ない製品フ ァ イルを イ ンス

ト ールし よ う と し た り、 ラ ン タ イム バイナ リ を使用し た りする問題を引き起こす可能性のある状況を検出する こ

とができます。

たと えば、 エン ド ユーザーが WOW64 サポー ト が搭載されていない 64 ビ ッ ト  Windows Server Core システムでイ

ンス ト ールを実行する こ とが可能な場合、 アーキテ クチャの検証を使って、 イ ンス ト ールに含まれるすべての x86 

ビ ッ ト  の製品フ ァ イル、 または x86 カス タム アクシ ョ ン フ ァ イルを識別できます。 x86 バイナ リ を WOW64 サ

ポー ト を搭載し ない x64 ターゲッ ト  システムにロー ド する こ とはできません。

また、 単一のプロジ ェ ク ト に x64 と x86 製品フ ァ イル ( または x64 と x86 カス タム アクシ ョ ン ) が混在し、 個別

の x86 .msi パッ ケージ と x64  .msi パッ ケージを生成する場合、 アーキテ クチャの検証を使って、 x86 リ リースに含

まれる任意の x64 製品またはカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルを識別する こ とができます。 これらのフ ァ イルを x86 

ターゲッ ト  システムでロー ド する こ とはできません。

アーキテ クチャの検証を使って、 ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の x86 バージ ョ ンのみを含む 

x86 専用 .msi パッ ケージ、 またはビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の x64 バージ ョ ンのみを含む 

x64 専用 .msi パッ ケージを生成する こ とができます。 この機能を有効化するため、 InstallShield では 2 つの定義済

みパス変数 (ISRedistPlatformDependentFolder および ISRedistPlatformDependentExpressFolder) が使用されます。 デ

フ ォル ト で、 これらのパス変数の値は、 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の x86 バージ ョ ンを含むサブ フ ォル

ダーです。 サブ フ ォルダ ― は、 InstallShield Program Files Folder\Redist にあり ます。 InstallShield は、 必要な場合、 ビ
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ルド時にこれらのパス変数の値を変更し て、 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の  (x86 バージ ョ ンの代わり に

) x64 バージ ョ ンを リ リースに含みます。 これらのフ ァ イルは InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist の異なるサ

ブ フ ォルダーにあ り ます。

アーキテ クチャの検証の概要

InstallShield は、 次の異なるレベルでビルド時のアーキテ クチャ検証をサポー ト し ます :

• な し — ビルド時のアーキテ クチャ検証を行いません。

• 厳密な検証を し ない — この種類の検証を使って、 x86 および x64 .msi パッ ケージ (Template Summary プロパ

テ ィ で指定 ) をビルド でき、 両方の種類のパッ ケージで x86 と x64 製品フ ァ イルと カス タム アクシ ョ ン フ ァ

イル を混合する こ とができます。

ビルド時に、 ISRedistPlatformDependentFolder  と ISRedistPlatformDependentExpressFolder パス変数は、 x86 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を含む x86 の場所をポイ ン ト し ます。 InstallShield は、 プロジ ェ ク ト に

これらのカス タム アクシ ョ ンを必要とするサポー ト が含まれている場合、 これらの x86 カス タム アクシ ョ ン

DLL をビルド に含みます。

[ 厳密な検証を し ない ] オプシ ョ ンは、 Template Summary プロパテ ィ で指定されているアーキテ クチャが、 リ

リースに含まれている 1 つ以上のカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に、 ビル

ド エラーを ト リ ガし ません。

[ 厳密な検証を し ない ] オプシ ョ ンは、 Template Summary プロパテ ィ で指定されているアーキテ クチャが、 リ

リースに含まれている 1 つ以上の製品フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に、 ビルド警告を ト リ ガ

し ません。

[ 厳密な検証を し ない ] オプシ ョ ンがデフ ォル ト の選択です。

• 厳密な検証をする — この種類の検証を行う と、 Template Summary プロパテ ィ で Intel (x86 用 ) または x64 のど

ち らが指定されているかによ って、 InstallShield は x86 専用または x64 専用 .msi パケージをビルド し よ う と し

ます。

Template Summary プロパテ ィ で Intel が指定されている場合、 ISRedistPlatformDependentFolder および 

ISRedistPlatformDependentExpressFolder パス変数は x86 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を含む x86 の場

所をポイ ン ト し ます。 ただ し、 Template Summary プロパテ ィ で x64 が指定されていて、 厳密な検証を行う場

合、 これらのパス変数は x64 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を含む x64 の場所をポイ ン ト し ます。 プ

ロジ ェ ク ト にこれらのカス タム アクシ ョ ンのいずれかを必要とするサポー ト が含まれている場合、

InstallShield は適切な x86 または x64 バージ ョ ンの DLL をビルド に追加し ます。

厳密な検証を行う オプシ ョ ンは、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定されているアーキテ クチャが、 リ

リースに含まれている 1 つ以上のカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に、 ビル

ド エラーを ト リ ガする場合があ り ます。 し たがって、 x86 パッ ケージをビルド時に検証中、 InstallShield は

パッ ケージに含まれる各 x64 カス タム アクシ ョ ンに対し てビルド エラーを生成し ます。 x64 パッ ケージをビ

ルド時に検証中、 InstallShield はパッ ケージに含まれる各 x86 カス タム アクシ ョ ンに対し てビルド エラーを

生成し ます。

[ 厳密な検証を行う ] オプシ ョ ンは、 Template Summary プロパテ ィ で指定されているアーキテ クチャが、 リ

リースに含まれている 1 つ以上の製品フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に、 ビルド警告を ト リ ガ

する場合があ り ます。 し たがって、 x86 パッ ケージをビルド時に検証中、 InstallShield はパッ ケージに含まれ

る各 x64 製品フ ァ イルに対し てビルド警告を生成し ます。 x64 パッ ケージをビルド時に検証中、 InstallShield 

はパッ ケージに含まれる各 x86 製品フ ァ イルに対し てビルド警告を生成し ます。
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ヒ ン ト • Template Summary プロパテ ィ に関する情報は、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する」 を参

照し て く ださい。

64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト とする処理についてのヒ ン ト は、 「64 ビ ッ ト のオペレー

テ ィ ング システムを基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ールを使って ターゲッ ト する」 を参照し て く

ださい。

アーキテ クチャ検証の種類を選択する

InstallShield では、 製品の [ リ リース ] ビ ューで定義されている各製品構成に使用するアーキテ クチャ検証の種類

を指定できます。

タ スク ビルド時に実行するアーキテ クチャ検証の種類を選択するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する製品構成を選択し ます。

3. 次いで、 [ 全般 ] タ ブの " アーキテ クチャの検証 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• な し

• 厳密な検証を し ない

• 厳密な検証をする

厳密なアーキテ クチャの検証におけるビルド エラーと警告の ト ラ ブルシューテ ィ ン
グ

厳密なアーキテ クチャの検証を使用し て、 Template Summary プロパテ ィ に x64 を指定する .msi パッ ケージをビル

ド する場合、 ビルド時に InstallShield が次のよ う なエラーおよび警告を生成する可能性があり ます :

エラー -7319: 32 ビ ッ ト の標準 DLL カスタム アクシ ョ ン MyCustomAction を 64 ビ ッ ト限定のパッケージに含めるこ とはでき

ません。

警告 -7326: 32 ビ ッ ト  PE フ ァ イル C:\SourceFiles\x86\Myx86File.exe を 64 ビ ッ ト限定のパッケージに含んでいます。

多 く の場合、 x64 ターゲッ ト  システム上で x86 フ ァ イルを実行する こ とができます。 ただ し、 x64 システムが 

WOW64 をサポー ト し ない場合、 x86 フ ァ イルを実行する こ とができないこ と もあり ます。

要件によ って、 ビルド エラーまたは警告で参照されている x86 フ ァ イルまたはカス タム アクシ ョ ンを x64 フ ァ イ

ルまたはカス タム アクシ ョ ンで置換する こ とが推奨されます。 その他の状況下では、 ビルド エラーまたは警告を

無視する こ とができます。 た と えば、 コ ンポーネン ト が x64 システムにイ ンス ト ールされないよ う に防ぐ条件が

フ ァ イルのコ ンポーネン ト に含まれている場合、 対応するビルド警告を無視する こ とができます。 一部の状況に

おいて、 要件を再検討し、 WOW64 をサポー ト し ない x64 ターゲッ ト  システムをサポー ト し ない結論もあ り ます。

同様に、 x86 .msi パッ ケージをビルド する と きに厳密なアーキテ クチャの検証を使用する場合、 次のよ う なビルド 

エラーと警告が発生する可能性があ り ます :

エラー -7320: 64 ビ ッ ト の標準 DLL カスタム アクシ ョ ン MyCustomAction を 32 ビ ッ ト限定のパッケージに含めるこ とはでき

ません。

警告 -7327: 64 ビ ッ ト  PE フ ァ イル C:\SourceFiles\x64\Myx64File.exe を 32 ビ ッ ト限定のパッケージに含んでいます。
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x86 システムで x64 フ ァ イルまたはカス タム アクシ ョ ンを実行する こ とはできません。 要件によ っては、 プロ

ジ ェ ク ト を変更するか、 ビルド エラーと警告を無視する こ とができます。 一部の場合、 要件を再検討するかも し

れません。

リ リースに関する作業

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド する前に、 機能、 コ ンポーネン

ト 、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスなどの、 プロジ ェ ク ト

の各要素に対し て設定のデザイ ン と構成が完了し ている こ と を確認し ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト : パッ ケージをビルド する前に、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、

レジス ト リ エン ト リ など、 マージ モジュールのすべての要素について設定のデザイ ン と構成が完了し ている こ と

を確認し ます。

InstallShield でプロジ ェ ク ト のデザイ ンが完了する と、 構成およびビルド し てエン ド ユーザーへ配布できる リ リー

スを作成できます。 1 つのプロジ ェ ク ト に対し て複数リ リースの作成し た り、 異なる メ デ ィ ア タ イプおよび異な

る要件の組み合わせにし たがって各リ リースを構成し た りする こ とができます。 InstallShield では、 次のよ う な方

法を利用し て、 リ リースの作成またはビルド を行う こ とができます。

• リ リース ウ ィ ザー ド を使用する。 ( このメ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト では使用できません。 )

• [ リ リース ] ビ ューを使用する。

• ISCmdBld.exe を使用し てコマン ド ラ イ ン ビルド から ビルド する。

• オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで リ リースをビルド する。 ( このメ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では使用できません。 )

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • リ リースをビルド する際、 Windows エクスプローラーが Disk1 フ ォルダーまたはサブ フ ォルダーをポイ ン

ト し ていないこ と を確認し て く だ さい。 Windows エクスプローラーが Disk1 フ ォルダーをポイ ン ト し ている と、 ビ

ルド プロセスが失敗し てエラーが生成されます。

リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 リ リースの作成およびビルド を行う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール
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リ リース ウ ィ ザー ド では、 製品のリ リースのビルド、 および、 リ リースの設定の指定を簡単に行う こ とができま

す。

タ スク リ リース ウ ィ ザー ド を起動し て、 イ ンス ト ール パッ ケージをビルド するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• ツールバーの [ リ リース ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ リ リース ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで、 リ リース名を右ク リ ッ ク し てから [ リ リース ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

リ リース ウ ィ ザー ドのパネルの指示に従います。 ウ ィ ザー ドから返されるエラーの一覧については、 「ビルド エ

ラーと警告」 を参照し て く だ さい。

[ リ リース ] ビ ューを使用し て、 リ リースの作成およびビルド を行う

[ リ リース ] ビ ューでは、 リ リースの設定の指定やリ リースのビルド を行う こ とができます。 リ リースの作成と ビ

ルドの手順は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール 
プロジ ェ ク ト における リ リースの作成と ビルド

タ スク リ リースの作成と ビルド を行う には、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで新しい リ リースを含める製品構成を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい リ リース ] を

ク リ ッ ク し ます。 新しい製品構成の作成方法については、 「製品構成の使用」 を参照し て く だ さい。

InstallShield によ って、 製品構成の下に新しい行が追加されます。 設定がタ ブ上に表示されます。

3. リ リースの設定を適宜構成し ます。

4. リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リース
の作成およびビルド

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

タ スク リ リースの作成と ビルド を行う には、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい リ リー

スが追加されます。 設定がタ ブ上に表示されます。
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3. リ リースの設定を適宜構成し ます。

4. リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト における リ
リースの作成と ビルド

タ スク リ リースの作成と ビルド を行う には、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい リ リース ] をポイ ン ト し、 作成する メ デ ィ アの種

類を ク リ ッ ク し ます。 エクスプローラーに、 新しい リ リースが追加されます。 設定がタ ブ上に表示されます。

3. リ リースの設定を適宜構成し ます。

4. リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

リ リースの場所の設定

イ ンス ト ールのデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーは、 リ リースの場所にビルド されます。 圧縮されていないアプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イルの保存に必要な、 すべての追加のフ ァ イルやフ ォルダーは、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダー

のサブ フ ォルダーに配置されます。 リ リースの場所は、 プロジ ェ ク ト の場所のサブ フ ォルダーです。

ビルド し た リ リースを表示するには、 製品名の下にある [ デ ィ スク イ メ ージ ] を ク リ ッ ク し て、 [ リ リース ] 

ビ ューでそのリ リース名を ク リ ッ ク し ます。 リ リースの場所を変更し ていない場合、 ビルド されたイ ンス ト ール 

パッ ケージは、 次のフ ォルダーに配置されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ォルダー \ プロジ ェ ク ト 名 \ 製品構成 \ リ リース名 \DiskImages\Disk1

リ リースの場所は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ 詳細設定 ] パネル、 または [ リ リース ] ビ ューの " リ リースの場所 " 

プロパテ ィ のいずれかで設定できます。

コ マン ド ラ イ ンからのリ リースのビルド

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト 、 およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド できます。 ま

た、 プロジ ェ ク ト に InstallScript が含まれている場合、 リ リースがビルド される前に、 ISCmdBld.exe によ ってコ ン

パイルされます。

ISCmdBld.exe を使ったイ ンス ト ールのビルドは、 バッ チ フ ァ イルから ビルド をする と きに便利です。 また 

ISCmdBld.exe を使用し てコマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する と、 リ リースをビルド するのに加えて .ipr 

フ ァ イルと .ipo フ ァ イル (InstallShield Professional で作成されたオブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ) が .ism フ ァ

イルに変換されます。

ヒ ン ト • バイナ リ または XML フ ォーマ ッ ト の .ism フ ァ イルは、 どち ら も コマン ド ラ イ ン ビルド で利用できます。

コマン ド ラ イ ン ビルドは、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) で

も使用できます。

Standalone Build で ISCmdBld.exe を使って、 コ マン ド ラ イ ンから リ リースをビルド できます。 詳細については、

「Standalone Build」 を参照し て く だ さい。
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ISCmdBld.exe を使用し て、 コ マン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する

ISCmdBld.exe は、 デフ ォル ト で、 InstallShield フ ォルダーの System サブ フ ォルダーに配置されます。 ISCmdBld.exe 

は、 イ ンス ト ールされた場所から移動させないで く だ さい。

ISCmdBld.exe の構文および利用可能なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについては、 「ISCmdBld.exe」 を参照し て く だ

さい。

.ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

コマン ド ラ イ ンを使ったビルド中に多 く のパラ メ ーターを渡す場合や、 同じパラ メ ーターを継続的に渡す場合、

.ini フ ァ イルを使う と便利な場合があり ます。 以下は、 IsCmdBld.exe を実行し て、 MySetup.ini フ ァ イルで指定し た

パラ メ ーターと共に リ リースをビルド するステー ト メ ン ト の例を示し ます。

ISCmdBld.exe -i "C:\InstallShield 2016 Projects\MySetup.ini"

コマン ド ラ イ ンでパラ メ ーターを渡すと き と同じ情報を .ini フ ァ イルに含める必要があ り ます。 このフ ァ イルには 

4 つのセクシ ョ ンがあ り ます :

• [Project]— このセクシ ョ ンには、 製品構成の名前およびプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) へのパスの エン ト リ を

含めます。 パッ チをビルド し ている場合、 ビルド中のパッ チ構成の名前のエン ト リ を含めます。

• [Release]— このセクシ ョ ンには、 圧縮の種類 ( 圧縮または非圧縮 )、 ビルド フ ラグ、 Setup.exe の設定、 およ

びリ リース名などのリ リース構成情報のエン ト リ を含めます。

• [Mode]— このセクシ ョ ンには、 Silent=yes ( リ リースのビルド中に、 ビルド エラーまたは警告メ ッ セージを抑

制する場合 ) のよ う な、 使用可能なオプシ ョ ン エン ト リ を含めます。 このセクシ ョ ンでは、 ログ フ ァ イルを

作成するかど うかを指定する こ と もできます。

• [BuildLocation]— このセクシ ョ ンでは、 リ リースの出力場所をオプシ ョ ンで指定する こ とができます。

一部のセクシ ョ ンは必須ではあ り ません。 コマン ド ラ イ ンから直接パラ メ ーターを渡すこ とに関し ては、 サイ レ

ン ト  ビルドやビルドの場所などの要件のためのパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 下の .ini フ ァ イルの例では、 こ

れらのパラ メ ーターは [Mode] セクシ ョ ン と [BuildLocation] セクシ ョ ンにあ り ます。 デフ ォル ト を使用する場合は、

.ini フ ァ イルから これらのエン ト リ を省略し て く だ さい。 デフ ォル ト では、 ログ フ ァ イルは作成されず、 イ ンス

ト ールもサイ レン ト  モー ド で実行されません。 また、 リ リースは [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イ

ルの場所 ] タ ブで指定されたプロジ ェ ク ト の場所に作成されます。

サンプル .ini フ ァ イル

次のテーブルは、 サンプル .ini フ ァ イルに含まれている 4 つのセクシ ョ ンからのサンプル エン ト リ です。 サンプ

ル エン ト リは、 各テーブルの最初の列に表示されています。 その他の列は、 対応する コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターと説明です。
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[Project] セク シ ョ ンのエン ト リ

[Release] セクシ ョ ンのエン ト リ

テーブル 3-1 • サンプル エン ト リ - [Project] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明

Name="C:\InstallShield 2016 

Projects\Othello.ism"

-p .ism フ ァ イルへのパス。

BuildLabel=Label1 -a ビルド する リ リースの製品構成の名前。 パラ メ ー

ターが存在し ない場合は、 作成されます。

Product=Othello プロジ ェ ク ト の名前。 このエン ト リ を使って、 [ 一

般情報 ] ビ ューで指定された値をオーバーラ イ ド

できます。

PatchConfigName=“Version 1.2” -patch_config ビルド する [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューのパッ チ

構成の名前。

CompileScript=no -n Setup.rul がビルド プロセスの一部と し てコ ンパイ

ルされないよ う にし ます。

メ モ • CompileOnly を CompileScript と共に使用する こ

とはできません。

テーブル 3-2 • サンプル エン ト リ - [Release] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明

BuildFlags=flags -f カ ンマで区切られたイ ンス ト ールに含まれる リ

リース フ ラグ。

Configuration=COMP -c 圧縮、 非圧縮の違い。

Name=Othello Beta -r リ リース名。

SetupEXE=yes -e Setup.exe フ ァ イルを作成し ます。
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[Mode] セク シ ョ ンのエン ト リ

テーブル 3-3 • サンプル エン ト リ - [Mode] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明

CubFile="C:\Program 

Files\InstallShield\2016\Support\Valid

ation\MyValidation.cub"

-m イ ンス ト ールまたはマージ モジュール パッ ケージ

のビルドが完了し たあと、 指定された .cub フ ァ イ

ルを使って検証を実行し ます。 完全パス と名前を 

.cub フ ァ イルに含めます。

複数の .cub フ ァ イルを使用するには、 各パスをセ

ミ コ ロン (;) で区切り ます。 長いフ ァ イル名は引用

符で囲んで く だ さい。

た と えば、 次のエン ト リは、 検証に InstallShield 検

証スイー ト  - Windows 8 (ISWin8.cub) および完全 

MSI 検証スイー ト  (darice.cub) が必要である こ と を

示し ます :

CubFile="C:\Program 

Files\InstallShield\2016\Support\Validation\ISWin8.cub;C:\Pr

ogram 

Files\InstallShield\2016\Support\Validation\darice.cub"

Silent=yes -s サイ レン ト  モー ド で実行し ます。

StopOnFirstError=yes -x 最初にエラーが発生し た時点でビルド を中止し ま

す。

CompileOnly=no -q3 Setup.rul のみを コ ンパイルし て、 以前にビルド さ

れていれば、 Setup.inx を .msi フ ァ イル の Binary 

テーブルにス ト リー ミ ングし ます。

メ モ • CompileOnly、 BuildTablesRefreshFiles、 および 

BuildTablesOnly エン ト リは、 相互に排他的です。 1 

つだけ [ はい ] に設定する こ とができます。

CompileOnly を CompileScript と共に使用する こ とはで

きません。

BuildTablesRefreshFiles=no -q2 Windows Installer テーブルをビルド し てフ ァ イルを

リ フ レ ッ シュ し ます。

メ モ • CompileOnly、 BuildTablesRefreshFiles、 および 

BuildTablesOnly エン ト リは、 相互に排他的です。 1 

つだけ [ はい ] に設定する こ とができます。
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BuildTablesOnly=yes -q1 リ リースの Windows Installer テーブルのみをビルド

し ます。

メ モ • CompileOnly、 BuildTablesRefreshFiles、 および 

BuildTablesOnly エン ト リは、 相互に排他的です。 1 

つだけ [ はい ] に設定する こ とができます。

UpgradeOnly=no -u リ リースをビルド ではな く 、 ア ッ プグレー ド する

こ とができます。

Verbose=yes -v エンジン ログ フ ァ イルを生成。

WarningAsError=yes -w ビルド警告すべてをビルド エラーと し て扱う。

MSIVersion=2.0 -g ターゲッ ト  システムで必要な Windows Installer の

バージ ョ ン。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

DotNetVersion= -j ターゲッ ト  システムに必要な Microsoft .NET 

Framework の最小バージ ョ ン。 このパラ メ ーター

はオプシ ョ ンで、 デフ ォル ト では InstallShield がサ

ポー ト する .NET Framework の最新バージ ョ ンに設

定されています。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

DotNetPath="C:\..." -t ビルド マシン上の Microsoft .NET Framework への

パス。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

テーブル 3-3 • サンプル エン ト リ - [Mode] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル ) ( 続き )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明
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[BuildLocation] セク シ ョ ンのエン ト リ

.ini フ ァ イルのエン ト リ についての詳細は、 「コ マン ド ラ イ ンからのリ リースのビルド」 を参照し て く だ さい。

SkipValidators=yes -h 通常ビルドの終わり で実行されるア ッ プグレー ド

検証ツールをオフにする こ とができます。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

MergeModulePath="C:\..." -o マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) のパスを検索

し ます。

詳細については、 「マージ モジュールを含むデ ィ

レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

PrerequisitePath="C:\..." -prqpath InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) の検索パス。

詳細については、 「InstallShield 前提条件を含む

デ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • このエン ト リは Standalone Build のみに適用

し ます。

テーブル 3-4 • サンプル エン ト リ - [BuildLocation] セク シ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明

Path="C:\InstallShield 2016 

Projects\Othello"

-b リ リースの出力場所。

テーブル 3-3 • サンプル エン ト リ - [Mode] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル ) ( 続き )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コマ
ン ド ラ イ ン パラ
メ ーター 説明
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ISBuild.exe を使用し て コ マン ド ラ イ ンからのビルド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISBuild.exe ( レガシー InstallScript プロジ ェ ク ト に提供されている コマン ド ラ イ ン ツール ) は、 ISCmdBld.exe に呼

び出されるシ ェルです。 ISCmdBld.exe は、 .ipr フ ァ イルと .ipo フ ァ イル (InstallShield Professional を使って作成され

たオブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ) を .ism フ ァ イルに変換処理し て、 リ リースをビルド し ます。

ISBuild.exe で使用できる コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの一覧については、 「ISBuild.exe」 を参照し て く だ さい。

コ マン ド ラ イ ンからの自己展開型実行可能フ ァ イルをビルド する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReleasePackager.exe を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから自己展開型実行可能フ ァ イルをビルド する こ とができます。

バッ チ フ ァ イルから ビルド を行う と きに便利です。

ReleasePackager.exe は、 デフ ォル ト で InstallShield フ ォルダーの System サブ フ ォルダーに配置されます。

ReleasePackager.exe を、 イ ンス ト ールされた場所から移動し ないで く だ さい。

ReleasePackager.exe の構文と利用可能な引数およびオプシ ョ ンについては、 「ReleasePackager.exe」 を参照し て く

ださい。

リ リースの再ビルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

リ リース ウ ィ ザー ド で設定し たデフ ォル ト のエン ト リ を使用し て、 いつでも リ リースを再ビルド できます。 再ビ

ルド されるのは、 現在強調表示されている リ リースです。

タ スク リ リースを再ビルド するには、 以下のいずれかを行って く だ さい。

• [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで、 リ リース名を右ク リ ッ ク し てから [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。
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また、 リ リース ウ ィ ザー ド を再度実行し て、 リ リースを再ビルド する こ と もできます。 ウ ィ ザー ド では 

InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルのリ リース設定が保持されるので、 リ リース自体を削除し た場合でも、 最後に

リ リースをビルド し た際に設定し たオプシ ョ ンがすべてウ ィ ザー ド に表示されます。

新しいイ ンス ト ール パッ ケージを表示するには、 [ リ リース ] ビ ューで適切な リ リースのデ ィ スク イ メ ージを ク

リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト のリ リースの場所を変更し ていない場合、 ビルド されたイ ンス ト ール パッ ケージは、

次のフ ォルダーに配置されます。

C:\InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト \ プロジェ ク ト名 \ プロジ ェ ク ト 構成 \ リ リース名 \DiskImages\Disk1

メ モ • リ リースをビルド する際、 Windows エクスプローラーが Disk1 フ ォルダーまたはサブ フ ォルダーをポイ ン ト

し ていないこ と を確認し て く だ さい。 Disk1 フ ォルダーがポイ ン ト されている と、 ビルド処理は終了し ません。

Windows Explorer がサブ フ ォルダーにアクセス し ている と、 ビルド でエラーが発生し ます。

ク イ ッ ク ビルド を実行する

イ ンス ト ールをテス ト する と き、 フ ァ イルに変更がなければイ ンス ト ールのすべてを頻繁にビルド する必要はあ

り ません。 InstallShield では、 [ テーブルのビルドのみ ] と [ テーブルのビルド と フ ァ イルのリ フ レ ッ シュ ] の 2 つ

のク イ ッ ク ビルド オプシ ョ ンが提供されています。

テーブルのみをビルド する

このオプシ ョ ンの名前が示すよ う に、 Windows Installer のテーブルだけがビルド されます。 このセ ッ ト ア ッ プをま

だビルド し ていない場合、 新しい .msi フ ァ イルが作成されますが、 イ ンス ト ールにはフ ァ イルが追加されません。

イ ンス ト ールを既にビルド し ている場合、 .msi フ ァ イルは、 すべてのテーブルがビルド された と き更新されます

が、 フ ァ イルは転送されません。 このオプシ ョ ンを使用し て、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスをテス

ト する こ とができます。

タ スク イ ンス ト ールの Windows Installer テーブルのみをビルド するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ テーブルのみをビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで、 ビルド する リ リースを右ク リ ッ ク し てから [ テーブルのみをビルド ] を ク リ ッ ク し ま

す。

テーブルのビルド と フ ァ イルのリ フ レ ッ シュ

すべてのイ ンス ト ール フ ァ イルを新しい場所に転送せずに、 ほぼ完全にビルド を行う場合、 .msi フ ァ イルを再ビ

ルド し て、 Files テーブルを更新するビルド を実行できます。 これによ り、 新しいフ ァ イルや変更されたフ ァ イル

がイ ンス ト ールに含まれます。 変更されたフ ァ イルは、 サイズまたはタ イムス タ ンプが、 ビルド にすでに含まれ

る コ ピーと異なる場合にのみ更新されます。 削除されたフ ァ イルへの参照は、 イ ンス ト ールから削除されますが、

フ ァ イルは、 ビルドの場所に残り ます。 この種類のビルドは、 ビルドが完全に実行された後でのみ実行されます。

また、 この種類のビルドは、 メ デ ィ アが非圧縮のネ ッ ト ワーク イ メ ージである場合だけ作動し ます。

タ スク Windows Installer テーブルのみをビルド し て、 イ ンス ト ールのフ ァ イルを リ フ レ ッ シュするには、 以下のいずれか

を実行し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ テーブルのビルド と フ ァ イルのリ フ レ ッ シュ ] を ク リ ッ ク し ます。
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• [ リ リース ] ビ ューで、 ビルド する リ リースを右ク リ ッ ク し てから [ テーブルのビルド と フ ァ イルのリ フ レ ッ

シュ ] を ク リ ッ ク し ます。

バッ チ ビルド を実行する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

構成の異なる複数のリ リースを同時にビルド する必要がある場合があり ます。 この機能をバッ チビルド と呼びま

す。

タ スク InstallShield でバッ チ ビルド を実行するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 [ 製品構成 ] を右ク リ ッ ク し て [ バッ

チ ビルド ] を選択し ます。

InstallScript または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合、 [ リ リース ] エクスプローラーを右ク リ ッ

ク し て [ バッ チ ビルド ] を選択し ます。

[ バッ チ ビルド ] ダイアログが開き、 ビルド する製品構成と リ リースを選択するよ う メ ッ セージが表示されます。

ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コ マン ド を指定する

エデ ィ シ ョ ン • この機能は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が記載されています。

InstallShield では、 ビルド プロセスの様々な段階で実行する コマン ド を指定できます。 た と えば、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト を作成中の場合、 ビルド時に InstallShield が作成する .msi パッ ケージを、 デジ タル署名が行われて 

Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる前に変更し たい場合があり ます。 ビルド中、 適切な時点で .msi パッ ケージ

に必要な変更を行う ためのスク リ プ ト を実行する コマン ド を指定できます。
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コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と

環境変数を使用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド用に定義された以下の変数を使用する こ と もできます :

ビルド時に、 InstallShield は <ISReleaseName>、 <ISProductConfigName>、 <ISReleasePath>、 および 

<ISReleaseUsesShallowFolderPaths> の一時環境変数を設定し ます。 InstallShield はまた、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべ

ての定義済みパス変数の一時環境変数も設定し ます。 バッ チ フ ァ イル内のこれらの環境変数の値の 1 つを、 その

変数名をパーセン ト 記号 (%) で囲んで参照する こ とができます。 例 :

set PATH = %<ISReleaseName>%;%PATH%

ビルドが終了する と、 設定された一時環境変数は削除されます。

タ スク ビルド前、 ビルド中、 またはビルド後に実行する 1 つ以上のコマン ド を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を行う リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 以下の 1 つ以上の設定で、 InstallShield が実行する コマン ド を入力し ます :

テーブル 3-5 • ビルド イベン ト 変数

変数
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

<ISReleaseName> 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

この変数は、 InstallShield がビルド中のリ リース

の名前を示し ます。

<ISProductConfigName> 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

この変数は、 InstallShield がビルド中のリ リース

を含む製品構成の名前を示し ます。 (InstallScript 

プロジ ェ ク ト の場合、 この名前は常に Media で

す。 )

<ISReleasePath> 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

この変数は、 InstallShield がビルド中のリ リース

がビルド される場所を示し ます。 これは、 [ リ

リース ] ビ ューにある リ リースの [ ビルド ] タ ブ

にある " リ リースの場所 " 設定で行います。

<ISReleaseUsesShallowFolderPaths> 基本の MSI、

InstallScript MSI

この変数は True または False に設定され、

InstallShield がリ リースをビルド する際にシャ

ロー フ ォルダー デ ィ レ ク ト リ構造を使用するか

ど うかを示し ます。
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• ビルド前のイベン ト

• 圧縮前のイベン ト  ( このイベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では使用できません。 )

• ビルド後のイベン ト

コマン ド プロンプ ト から実行されるのと同じ要領で各コマン ド を入力し ます。 つま り、 たと えばスペースを

含むパスを指定する場合には、 そのパスを引用符で囲みます。

各設定の詳細については、 「リ リースの [ イベン ト ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

これらの任意の設定に 1 つ以上のコマン ド を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。 1 つ以上のコマン ド を入力する こ とができるダイアログ ボ ッ クスが開きます。 1 行につき 1 つのコマン

ド を入力し ます。

1 つのイベン ト 設定に対し て 1 つ以上のコマン ド を入力する と、 InstallShield はビルド時に、 その設定で リ ス ト さ

れている順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次のコ マン ドの処理を待ち

ます。

ヒ ン ト • 詳細ビルド ログには、 ビルド時に実行される各ビルド イベン ト が表示されます。 ビルド イベン ト の ト ラ

ブルシューテ ィ ングには、 詳細ログ フ ァ イルを生成し て、 “Launching prebuild イベン ト ”、 “Launching 

precompression build イベン ト ”、 および “Launching postbuild イベン ト ” などの文字列を検索し ます。 ログ フ ァ イ

ルのこれらの領域には、 ビルド時に実行されたコマン ド についての詳細がリ ス ト 表示されます。

詳細ビルド ログを生成するには、 コマン ド ラ イ ンから IsCmdBld.exe を起動する と きに、 -v パラ メ ーターを渡し ま

す。

ビルド エラーと警告を解決する

リ リースをビルド する と、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの下の部分に出力ウ ィ ン ド ウが開きます。 この

ウ ィ ン ド ウの [ タ スク ] タ ブには、 ビルド プロセス中に発生し たすべてのビルド エラーおよび警告が一覧で表示

されます。

タ スク 発生し たビルド エラーおよび警告を解決する方法を調べるには、 次のどち らかを行なって く だ さい。

• [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウの [ タ スク ] タ ブでエラーコー ド を ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト  ブラウザーを起動さ

れ、 選択されたビルド エラーまたは警告に関するナレ ッ ジ ベース記事および HelpNet ト ピ ッ ク を表示する こ

とができます。

• ビルド エラーと警告の解決方法に関する ヒ ン ト を見る こ とができる 「ビルド エラーと警告」 をご覧 く だ さ

い。

コ マン ド ラ イ ンから プロジ ェ ク ト の設定を変更する

InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでは、 VBScript スク リ プ ト や Visual Basic アプ リ ケーシ ョ ンなど

を使って、 無人のビルド プロセスから多数のプロジ ェ ク ト 設定を ク エ リ および変更できます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使ってプロジ ェ ク ト にアクセスするスク リ プ ト は、 次のよ う な枠組と な り

ます ( このスク リ プ ト を Framework.vbs とい う名前のテキス ト フ ァ イルにコ ピーし てから、 フ ァ イルのアイ コ ンを

ダブルク リ ッ クする こ とができます )。
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Set oProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

oProject.OpenProject "C:\MySetups\MyProject.ism"

' こ こでクエ リ と変更を行う

oProject.SaveProject ' プロジェ ク ト を変更する場合のみ必要

oProject.CloseProject

ビルドのキャ ンセル

タ スク 既に起動し たビルド をキャ ンセルするには、 以下の手順に従います :

ツールバー上の [ ビルドの中止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Standalone Build

InstallShield には、 Standalone Build モジュールがあ り、 InstallShield のイ ンス ト ールを コ ンパイルする部分 ( および

含める再配布可能フ ァ イル ) のみイ ンス ト ールする こ とができます。 Standalone Build と再配布可能フ ァ イルのビ

ルド マシンへのイ ンス ト ール方法については、 「Standalone Build をビルド マシンにイ ンス ト ールする」 を参照し

て く ださい。

InstallShield 2016 Standalone Build は、 同じ マシン上で別のメ ジャー バージ ョ ンの Standalone Build と共存する こ と

ができます。 ただ し、 異なる フ ォルダーに格納されている必要があり ます。

プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド

Standalone Build は、 InstallShield Developer 7.0 またはそれ以降を使って作成されたプロジ ェ ク ト を自働的にア ッ プ

グレー ド し ます。 ただ し、 InstallShield for Windows Installer を使って作成されたプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す

る こ とはできません。

コ マン ド ラ イ ン ビルドの使用

コマン ド ラ イ ンから Standalone Build を実行する こ とができます。 詳細については、 「ス タ ン ド アロン コ マン ド ラ

イ ン ビルド」 を参照し て く ださい。

ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの利用

Standalone Build は、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスのス タ ン ド アロン バージ ョ ン ( ス タ ン ド アロン オー ト

メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス ) を含みます。

Standalone Build をビルド  マシンにイ ンス ト ールする

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

Standalone Build のイ ンス ト ール

Standalone Build のイ ンス ト ールは、 単一の圧縮済み実行可能フ ァ イルで構成されています。 複数言語イ ンス ト ー

ルのビルド に必要なすべてのフ ァ イルが含まれています。
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タ スク Standalone Build をビルド マシンにイ ンス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。

1. Standalone Build イ ンス ト ールの実行可能フ ァ イルを見つけるには、 次の手順を実行し ます。

• InstallShield DVD をお持ちの場合、 フ ァ イルは DVD に含まれているので DVD ブラウザーを使って見つけ

る こ とができます。

• InstallShield をダウンロー ド された場合、 Standalone Build イ ンス ト ール フ ァ イルは InstallShield のダウン

ロー ド およびラ イセンス ガイ ド (http://www.installshield.com/instructions/sab.asp) の手順にに従ってダウ

ンロー ド できます。

2. 実行可能フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し て、 イ ンス ト ールを実行し ます。 Standalone Build のラ イセンシング構

成に関する詳細は、 InstallShield ダウンロー ド & ラ イセンス ガイ ド (http://www.installshield.com/instructions/

sab.asp) を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール中、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログが表示され、 デフ ォル ト で無効化されている Standalone 

Build の 2 つの機能が表示されます。 これらの機能を使用するには、 有効化し ます。

• オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス —Standalone Build でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用するのに

必要なフ ァ イルを イ ンス ト ールおよび登録し ます。

• InstallScript オブジ ェ ク ト  サポー ト —InstallScript オブジ ェ ク ト を含む InstallScript プロジ ェ ク ト のビルド を可

能にする InstallScript オブジ ェ ク ト のサポー ト  フ ァ イルを イ ンス ト ールおよび登録し ます。

Standalone Build のイ ンス ト ール中に登録される フ ァ イル

Standalone Build を イ ンス ト ールする と、 以下のマージ モジュールで既存し ないものがイ ンス ト ールおよび登録さ

れます。

• ATL 3.0 (ATL.msm)

• Microsoft C ラ ン タ イム ラ イブラ リ (MSVCRT.msm)

• Microsoft C Runtime Library 7.1 (VC_User_CRT71_RTL_X86_---.msm)

• MSXML3 (msxml3_wim32.msm)

• MSXML4 (msxml4sxs32.msm または msxml4sys32.msm)

• Visual C++ 8.0 ATL (x86) WinSXS MSM (Microsoft_VC80_ATL_x86.msm)

• Visual C++ 8.0 ATL.Policy (x86) WinSXS MSM (policy_8_0_Microsoft_VC80_ATL_x86.msm)

• Visual C++ 8.0 CRT (x86) WinSXS MSM (Microsoft_VC80_CRT_x86.msm)

• Visual C++ 8.0 CRT.Policy (x86) WinSXS MSM (policy_8_0_Microsoft_VC80_CRT_x86.msm)

Standalone Build イ ンス ト ールはまた、 Microsoft Scripting Runtime Library (scrrun.dll) が既存し ない場合に、 これを

イ ンス ト ールおよび登録し ます。 これは、 [SystemFolder] にイ ンス ト ールされます。

Standalone Build を イ ンス ト ールする代わり に、 1 台目のマシンから別のマシンに Standalone Build フ ァ イルを コ

ピーし た場合で、 コ ピー先のマシンにこれらのマージ モジュールに含まれているテ ク ノ ロジーと scrrun.dll フ ァ イ

ルが既存し ないと きは、 手動でイ ンス ト ールし な く てはな り ません。 このマージ モジュール テ ク ノ ロジー用のイ

ンス ト ール パッ ケージは、 Microsoft Web サイ ト  (http://www.microsoft.com) から取得できます。
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オプシ ョ ンのオー ト メ ーシ ョ ン サポー ト 機能のイ ンス ト ール中に登録される フ ァ イル

Standalone Build イ ンス ト ールのオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス機能は、Standalone Build でオー ト メ ーシ ョ ン 

イ ン ターフ ェ イスを使用する と きに必要なフ ァ イルを イ ンス ト ールおよび登録し ます。 登録する必要がある フ ァ

イルの一覧は次のとお り です :

• Program Files フ ォルダー \Common Files\InstallShield\Shared\IsmAuto.tlb 

• Program Files フ ォルダー \Common Files\InstallShield\Shared\Ismmupdater.tlb 

• Program Files フ ォルダー \Common Files\InstallShield\Shared\ISWIBuild.tlb 

• Program Files フ ォルダー \Common Files\InstallShield\Shared\IsAppServices.tlb 

• Program Files フ ォルダー \Common Files\InstallShield\Shared\IsUpgrade.tlb 

• Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll 

Standalone Build を イ ンス ト ールする代り に、 1 台目のマシンから別のマシンに Standalone Build フ ァ イルを コ ピー

し た場合、 コ ピー先のマシンの Standalone Build でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用するには、 これらの

フ ァ イルを手動で登録し な く てはな り ませんん。

オプシ ョ ンの InstallScript オブジ ェ ク ト  サポー ト 機能のイ ンス ト ール中に登録される フ ァ イル

InstallScript オブジ ェ ク ト  サポー ト 機能は、 InstallScript オブジ ェ ク ト を含む InstallScript プロジ ェ ク ト のビルド を

可能にする InstallScript オブジ ェ ク ト のサポー ト  フ ァ イルを イ ンス ト ールおよび登録し ます。 登録する必要がある

フ ァ イルの一覧は次のとお り です :

• Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\DObjAutomation Interface Version.dll 

• Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\ISBE.dll 

• Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\ISMKAutomation Interface Version.dll 

• Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\StockWiz.dll 

Standalone Build を イ ンス ト ールする代り に、 1 台目のマシンから別のマシンに Standalone Build フ ァ イルを コ ピー

し た場合、 コ ピー先のマシンで InstallScript オブジ ェ ク ト を含む InstallScript プロジ ェ ク ト をビルド するには、 こ

れらのフ ァ イルを手動で登録し な く てはな り ませんん。

Standalone Build のフ ァ イルを手動で登録する

前述の Standalone Build 用の DLL フ ァ イルの 1 つを手動で登録するには、 System32 フ ォルダーにイ ンス ト ールさ

れている Regsvr32.exe を使用し ます。

.tlb フ ァ イルの 1 つを手動で登録するには、 以下のフ ァ イルを使用し ます :

Standalone Build Program Files フ ォルダー \System\RegTypLib.exe

Standalone Build 用に再配布可能フ ァ イルをビルド マシンへ追加する

マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 および InstallShield 前提条件を含み、 再配布可能フ ァ イルのほとんどは非常に

多 く のハー ド デ ィ スク容量を使用するため、 Standalone Build と共に自動的にはイ ンス ト ールされません。 これに

よ って、 作成中の InstallShield プロジ ェ ク ト に必要な再配布可能フ ァ イルのみをビルド マシンにイ ンス ト ールする

こ とができます。 唯一の例外は .NET Framework 2.0 再配布可能フ ァ イルで、 これは自動的にイ ンス ト ールされま

す。
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ヒ ン ト • Standalone Build は、 InstallShield がプログラム フ ァ イルに使用するデ ィ レ ク ト リ構造と同じ基本のデ ィ レ

ク ト リ構造を使用し ます。 これによ り、 InstallShield があるマシンから再配布可能フ ァ イルや他のフ ァ イルを 

Standalone Build があるマシンにコ ピーする と き、 同じ相対パスを使用できるよ う にな り ま し た。 たと えば、 フ ァ

イルが InstallShield があるマシンの InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386 デ ィ レ ク ト リ にある場合、

そのフ ァ イルを Standalone Build があるマシンの Standalone Build Program Files フ ォルダー\Modules\i386 デ ィ レ ク

ト リ にコ ピーし ます。

タ スク .NET 再配布可能フ ァ イルをビルド マシンに追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. InstallShield の完全バージ ョ ンを持つマシン上で、 必要な再配布可能フ ァ イルを参照し ます。 通常フ ァ イルは、

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist または Redist フ ォルダーのサブ フ ォルダーに配置されています。

InstallShield 再配布可能フ ァ イルがマシン上で利用できる状態では無い場合、 まずこれをダウンロー ド し ます。

詳細については、 「再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド」 を参照し て く だ さい。

2. InstallShield を持つマシンから、 ビルド マシン上にある Standalone Build Program Files フ ォルダー へ再配布可

能フ ァ イルを コ ピーし ます。

タ スク 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用の再配布可能フ ァ イルをビルド マシンに追加するには、 次の

手順を実行し ます。

1. InstallShield の完全バージ ョ ンを持つマシン上で、 必要な再配布可能フ ァ イルを参照し ます。 InstallShield 再配

布可能フ ァ イルがマシン上で利用できる状態では無い場合、 まずこれをダウンロー ド し ます。 詳細について

は、 「再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

• InstallShield マージ モジュール の 2 つのデフ ォル ト の場所は、 次の通り です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386

Common Files\Merge Modules

• InstallShield オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト の場所は、 次の通り です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects

• すべての InstallShield セ ッ ト ア ッ プ前提条件フ ァ イルは、 次の場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

• 独自のマージ モジュールを InstallShield でビルド し た場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マー

ジ モジュール ] タ ブにリ ス ト されている場所のど こかに格納されています。

2. 再配布可能フ ァ イルを InstallShield を持つマシンから ビルド マシンの適切な場所へコ ピーし ます。

• マージ モジュールを次のフ ォルダーに追加し ます。

Standalone Build Program Files Folder\Modules\i386

• オブジ ェ ク ト を次のフ ォルダーに追加し ます。

Standalone Build Program Files Folder\Objects

• InstallShield セ ッ ト ア ッ プ前提条件を次のフ ォルダーに追加し ます :
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Standalone Build Program Files Folder\SetupPrerequisites

タ スク InstallScript プロジ ェ ク ト 用の InstallShield 前提条件をビルド マシンに追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield の完全バージ ョ ンがイ ンス ト ールされているマシン上で、 必要な InstallShield 前提条件を参照し ま

す。 InstallShield 再配布可能フ ァ イルがマシン上で利用できる状態では無い場合、 まずこれをダウンロー ド し

ます。 詳細については、 「再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

すべての InstallShield セ ッ ト ア ッ プ前提条件フ ァ イルは、 次の場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

2. InstallShield 前提条件を InstallShield がイ ンス ト ールされているマシンから ビルド マシンの適切な場所へコ

ピーし ます。

Standalone Build Program Files Folder\SetupPrerequisites

タ スク ビルド マシンに InstallScript プロジ ェ ク ト 用の InstallShield 前提条件の 1 つを追加するには、 以下の手順を実行し

ます :

1. 再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ールをダウンロー ド し ます。 イ ンス ト ールは FlexNet Connect を通し て提供さ

れます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

2. 再配布可能フ ァ イル イ ンス ト ールをビルド マシン上で実行し ます。 InstallShield ウ ィ ザー ドが [ イ ンス ト ール

先の選択 ] ダイアログを表示し たら、 次の場所を参照し ます。

Standalone Build Program Files Folder\ObjectsPro

ObjectsPro フ ォルダーがまだ作成されていない場合、 このフ ォルダーを追加する必要があ り ます。

InstallScript オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ールは、 必要なオブジ ェ ク ト  フ ァ イルを イ ンス ト ールおよび登録し ます。

タ スク ビルド マシンに InstallScript 再配布可能フ ァ イルまたはサー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イルの 1 つを追加するに

は、 次の手順を実行し ます。

1. 再配布可能フ ァ イルを参照し ます。

2. これをビルド マシン上の次の場所に配置し ます。

Standalone Build Program Files Folder\ObjectsPro

ObjectsPro フ ォルダーがまだ作成されていない場合、 このフ ォルダーを追加する必要があ り ます。

ス タ ン ド アロン コ マン ド ラ イ ン ビルド

Standalone Build では、 ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する こ とができます。 手順

については、 「コマン ド ラ イ ンからのリ リースのビルド」 を参照し て く だ さい。

ISCmdBld.exe がサポー ト する コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの一覧については、 「ISCmdBld.exe」 を参照し て く だ さ

い。
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ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス

Standalone Build は、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスのス タ ン ド アロン バージ ョ ン (InstallShield ス タ ン ド アロ

ン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス ) を含みます。 このイ ン ターフ ェ イスは、 InstallShield と共にイ ンス ト ール

される ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll と同じ フ ァ イルを使用し ますが、 イ ンス ト ールされる場所は

異な り ます。

メ モ • Standalone Build を InstallShield と同じ マシンにイ ンス ト ールする場合、 最初にイ ンス ト ールされた 

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルが登録されます。 詳細については、 「Standalone Build と 

InstallShield を同一のマシン上にイ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

Standalone Build の将来のバージ ョ ンには、 新しい ProgID および GUID が与えられます。 これによ り、 複数のバー

ジ ョ ンのス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを同じ ビルド マシンにサイ ドバイサイ ド でイ ンス

ト ールする こ とができます。

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll の登録

ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll とい う フ ァ

イルに含まれています。 Standalone Build を Standalone Build のイ ンス ト ールを起動し てイ ンス ト ールし た場合、 こ

のフ ァ イルは既に登録されています。 イ ンス ト ールを実行する代り に、 Standalone Build のフ ァ イルを コ ピーし た

場合、 System32 フ ォルダーにイ ンス ト ールされている Regsvr32.exe を使って、 このフ ァ イルを手動で登録する必

要があ り ます。 ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルは、 Standalone Build Program Files フ ォル

ダーの System サブ フ ォルダーにイ ンス ト ールされます。

Standalone Build と InstallShield を同一のマシン上にイ ンス ト ールする

ほとんどの場合、 InstallShield がイ ンス ト ールされているマシン上に Standalone Build がイ ンス ト ールされる こ とは

あ り ません。 同じ マシン上に両方を イ ンス ト ールする場合は、 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イ

スは InstallShield が使用するのと同じ ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イル ( ただし、 異なる場

所にイ ンス ト ールされている ) を使用する点にご注意 く ださい。 また、 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン

ターフ ェ イス と InstallShield は同じ ProgID (IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject) を使用し ます。 このた

め、 適切な ProgID を反映させるためにコー ド を変更する必要な く 、 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イス と InstallShield の両方で同じオー ト メ ーシ ョ ン スク リ プ ト を使用できます。

InstallShield または Standalone Build のどち らかを最初にイ ンス ト ールし たと き、 イ ンス ト ールが 

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll を登録し ます。次にも う 1 つの方のツールを イ ンス ト ールする と、2 

番目のイ ンス ト ールは ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll が既に登録済みである こ と を検出し て、 再登

録を行いません。 ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll の 1 つのイ ンス タ ンスが登録されているかぎ り、

Standalone Build と InstallShield の両方でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用できます。

最初にイ ンス ト ールし たイ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールする と、 イ ンス ト ールは ISWiAutomationAutomation 

Interface Version.dll を登録解除し ます。 このため、 残された製品でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用す

るためには ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll を手動で登録し な く てはな り ません。 たと えば、

InstallShield を イ ンス ト ールし てから Standalone Build を イ ンス ト ールし た後、 InstallShield をアン イ ンス ト ールし

た場合、 Standalone Build 用に ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルを手動で登録し な く てはな り

ません。 これを怠った場合、 ス タ ン ド アロン オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用する こ とはできません。

ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll を手動で登録するには、 System32 フ ォルダーにイ ンス ト ールされて

いる Regsvr32.exe を使用し ます。 ISWiAutomationAutomation Interface Version.dll フ ァ イルは、 InstallShield および 

Standalone Build Program Files フ ォルダーの System サブ フ ォルダーにイ ンス ト ールされます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1253



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

InstallShield は、 .NET Framework に含まれている Microsoft ビルド エンジン (MSBuild) をサポー ト し ます。 MSBuild 

サポー ト を利用し て、 Visual Studio がイ ンス ト ールされていないビルド ラボ環境で InstallShield プロジ ェ ク ト と共

に Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド する こ とができます。

概要

MSBuild は、 Visual Studio に依存するビルド を削除するよ う に設計された拡張ビルド フ レームワークです。 .NET 

Framework は InstallShield Standalone Build に似た役割で機能し、 コマン ド ラ イ ンまたは MSBuild の他のホス ト から

プロジ ェ ク ト またはソ リ ューシ ョ ンをビルド する こ とができます。 MSBuild についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ

を参照し て く ださい。

MSBuild のタ スク

MSBuild の柔軟性および拡張性は、 タ スク と呼ばれる細か く グループ分けされた内部ビルド手順を通し て制御され

ます。 MSBuild と共に発送される タ スクの １  つは Csc と呼ばれ、 Visual C# プロジ ェ ク ト からのコー ド を コ ンパイ

ルする こ とができます。 InstallShield は、 InstallShield とい う名前の MSBuild タ スク を イ ンス ト ールし ます。 このタ

スクは、 InstallShield プロジ ェ ク ト と、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のビルド ステ ッ プを提供する ターゲッ ト  フ ァ イ

ルをビルド し ます。 このカス タ マイズされた タ スク と ターゲッ ト  フ ァ イルによ って、 MSBuild は InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンの一部と し てビルド するのに必要なすべてのアクシ ョ ンを実行する こ と

ができます。

以下のテーブルは、 InstallShield タ スクのパラ メ ーターの説明です。 [ プロジ ェ ク ト の種類 ] 列には、 該当のプロ

ジ ェ ク ト  タ イプが表示されます。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明

InstallShieldPath 文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 InstallShield アプ リ ケーシ ョ

ンを含むフ ォルダーへのパスを指定し ます。

プロジ ェ ク ト 文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.ism) の場所を指定し ます。

ProductConfiguration 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 リ リースの製品構成を指定

し ます。
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ReleaseConfiguration 文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 リ リース名を指定し ます。

メ モ • ReleaseConfiguration または 

PatchConfiguration を指定し ます。 これらのいずれ

かを指定し なかった場合、 または両方を指定し た

場合、 ビルド エラーが発生し ます。

PatchConfiguration 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターは、 ビルド中の [ パッ チのデザ

イ ン ] ビ ューでのパッ チ構成の名前を指定し ます。

メ モ • ReleaseConfiguration または 

PatchConfiguration を指定し ます。 これらのいずれ

かを指定し なかった場合、 または両方を指定し た

場合、 ビルド エラーが発生し ます。

OutDir 文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 出力先フ ォルダーと フ ァ イ

ルの保存先フ ォルダーへの完全修飾パスを指定し

ます。

MergeModulePath String[ ] 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照する

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を含むフ ォル

ダーを指定し ます ( 複数指定可 )。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォル

ダーを指定するその他の方法も提供されています。

詳細については、 「マージ モジュールを含むデ ィ

レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

PrerequisitePath String[ ] 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照される 

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を含

むフ ォルダーをセ ミ コ ロンで区切って指定し ます (

複数指定可 )。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル 

フ ァ イルを含むフ ォルダーを指定するその他の方

法も提供されています。 詳細については、

「InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定

する」 を参照し て く だ さい。

ReleaseFlags String[ ] 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターを使用し て、 リ リースに含める

リ リース フ ラグを指定できます。 複数のフ ラグは

カ ンマで区切り ます。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1255



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
PathVariables ITaskItem[ ] 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターを使用し て、 プロジ ェ ク ト のパ

ス変数をオーバーラ イ ド する こ とができます。 こ

のパラ メ ーターを使用し て、 パス変数へのパスを

指定し た り、 PathVariable サブ要素を使用し て、 パ

ス変数の名前の値を定義する こ とができます。

同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー内に

ある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルを参照するには、

VSSolutionFolder と呼ばれる定義済みのパス変数を

使用し ます。 詳細については、 「Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使用

する」 を参照し て く だ さい。

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

PreprocessorDefines ITaskItem[ ] 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターを使用し て、 プロジ ェ ク ト のプ

リ プロセ ッサ定義を追加またはオーバーラ イ ド す

る こ とができます。 このパラ メ ーターを使用し て、

プ リ プロセ ッサ定義の定義を指定し た り、 Token  

サブ要素を使用し て、 プ リ プロセ ッサ定義の名前

の値を定義する こ とができます。

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

OutputGroups ITaskItem[ ] 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 Visual Studio からのプロジ ェ

ク ト 出力グループを指定し ます。 このパラ メ ー

ターを使用し て、 プロジ ェ ク ト 出力グループの

ソースの場所へのパスを指定し た り、 次のリ ス ト

にあるサブ要素を使用し て、 これらの追加の値を

定義する こ とができます。

• Name— プロジ ェ ク ト の名前

• OutputGroup— プロジ ェ ク ト 出力グループの名

前

• TargetPath— プロジ ェ ク ト 出力グループのター

ゲッ ト  パス ( ソースの場所とは異な り ます )

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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ビルド 文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 実行するビルドのタ イプを

指定し ます。 次のビルドのタ イプから選択する こ

とができます。

• 完全 — このオプシ ョ ンを選択する と、 全リ

リースがビルド されます。

• コ ンパイル — このオプシ ョ ンを選択する と、

Setup.rul スク リ プ ト  フ ァ イルがコ ンパイルさ

れます。 また、 基本の MSI およびマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト の場合、 このオプシ ョ

ンは ISSetup.dll を .msi パッ ケージの Binary 

テーブルにス ト リームし ます。

• テーブル — データベース用の Windows Installer 

テーブルのみをビルド し ます。 このセ ッ ト

ア ッ プをまだビルド し ていない場合、 新しい 

.msi フ ァ イルが作成されますが、 イ ンス ト ー

ルにはフ ァ イルが追加されません。 イ ンス

ト ールをすでにビルド し ている場合、 すべて

のテーブルがビルド された と きに .msi フ ァ イ

ルが更新されますが、 フ ァ イルは転送されま

せん。 理想的には、 このオプシ ョ ンは、 イ ン

ス ト ールのユーザー イ ン タ フ ェースをテス ト

する と きに使用し ます。 このオプシ ョ ンは、

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト で適用し ます。

• TablesAndFiles— 基本の MSI、 InstallScript MSI、

およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場

合、 Windows Installer テーブルをビルド し て

フ ァ イルを更新し ます。 この種類のビルドは、

ビルドが完全に実行された後でのみ実行され

ます。 また、 この種類のビルドは、 メ デ ィ ア

が非圧縮のネ ッ ト ワーク イ メ ージである場合

だけ作動し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 前回のビル

ドの実行以後に変更になった部分のみを再ビ

ルド し ます。 このパラ メ ーターが使用されな

い場合、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ全体が

再ビルド されます。

• UpgradeOnly— このオプシ ョ ンによ って、

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成された

基本の MSI プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド す

る こ とができるよ う にな り ます。 ビルドはで

きません。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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BuildCompressed ブール値 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 リ リースを単一フ ァ イルに

圧縮するか、 または圧縮せずに複数フ ァ イルと し

て残すかを指定し ます。

BuildSetupExe ブール値 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の

場合、 このパラ メ ーターは、 イ ンス ト ールと同時

に Setup.exe フ ァ イルを作成するかど うかを指定し

ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 このオプ

シ ョ ンを使って、 マージ モジュールをビルド する

かど うか、 ビルド する場合、 それをマージ モ

ジュール フ ォルダーにコ ピーするかど うか、 また

は、 コ ピーせずに単にマージ モジュールをビルド

するかど うかを指定できます。

ProductVersion 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 製品バージ ョ ンを指定し ま

す。 これは、 製品バージ ョ ンのビルド バージ ョ ン 

(3 番目のフ ィ ールド ) を増加する と きに、 特に便

利です。

有効な製品バージ ョ ン番号については、 「製品バー

ジ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

PropertyOverrides ITaskItem[ ] 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターを利用する と、 Windows Installer 

プロパテ ィ の値をオーバーラ イ ド し た り、 プロパ

テ ィ が存在し ないと き、 それを新規作成し た り で

きます。 このパラ メ ーターを利用するには、 値に

新しいプロパテ ィ 値があ り、 かつ メ タデータ 

Property がそのプロパテ ィ の名前であるアイテムの

プロパテ ィ 一覧を含めます。

このパラ メ ーターは、 InstallShield タ スクの 

PropertyOverrides プロパテ ィ に 

InstallShieldPropertyOverrides ItemGroup パススルー

と し て露出されます。

RunMsiValidator ITaskItem[ ] 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターを利用する と、 ビルドが完了し

たあと、 イ ンス ト ール パッ ケージおよびマージ モ

ジュールを検証に使用する .cub フ ァ イルを指定で

きます ( 複数可 )。

検証の詳しい情報については、 「プロジ ェ ク ト の検

証」 を参照し て く だ さい。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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RunUpgradeValidation ブール値 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターは、 ア ッ プグレー ドの検証を実

行するかし ないかを指定し ます。

StopOnFirstError ブール値 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 一番最初のエラーが発生し

た時点で、 ビルド を停止するかど うかを指定し ま

す。

MsiVersion 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ン

ス ト ールが許可する Windows Installer の最小バー

ジ ョ ンを指定し ます。

DotNetFrameworkVersion 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ン

ス ト ールが許可する .NET Framework の最小バー

ジ ョ ンを指定し ます。

DotNetUtilPath 文字列 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

Regasm.exe と InstallUtilLib.dll は .NET Framework の

各バージ ョ ンに含まれるユーテ ィ リ テ ィ です。 こ

のパラ メ ーターは、 .NET イ ンス ト ーラー ク ラスお

よび COM Interop を含むリ リースのビルド 時に使

用する、 これらのフ ァ イルの 32 ビ ッ ト  バージ ョ

ンを含むデ ィ レ ク ト リのパスを指定し ます。 これ

は、 .NET Framework 再配布可能フ ァ イルへのパス

ではあ り ません。

メ モ • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用す

る場合、 ISCmdBld.exe はこのパラ メ ーターに指定

されたパスに基づいて対応する .NET Framework の 

64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの場所を判別し、 適切な場

合、 ISCmdBld.exe は Regasm.exe および 

InstallUtilLib.dll の 64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。

Disk1Folder 出力文字列 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

このパラ メ ーターは、 出力フ ァ イルの場所を指定

し ます。

テーブル 3-6 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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MSBuild スク リ プ ト

MBuild は、 1 つのフ ァ イル形式 (XML ビルド スク リ プ ト ) をネイテ ィ ブに理解し ます。 XML ビルド スク リ プ ト は、

Visual C# および Visual Basic .NET プロジ ェ ク ト  (.csproj および .vbproj) のプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式と し て使用さ

れます。MSBuild はまた、 ソ リ ューシ ョ ン フ ァ イルおよび Visual C++ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル フ ォーマ ッ ト  (.sln と 

.vcproj) を処理するための内部フ ッ ク も備えています。

InstallShield の Visual Studio との統合では、 MSBuild と互換性のある XML フ ォーマ ッ ト  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.isproj) が使用されています。 これによ り、 MSBuild は、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンをシームレスにビルド する こ とができます。 ス タ ン ド アロン環境でソ リ ューシ ョ ンをビルド するには、 ビ

ルド マシンに InstallShield Standalone Build を イ ンス ト ールし ます。

.isproj フ ァ イルのカス タ マイズ

InstallShield プロジ ェ ク ト の変更を .isproj フ ァ イルに反映させるには、 .isproj フ ァ イルの上部に PropertyGroup 要素

または ItemGroup 要素 を追加するか、 または既存の PropertyGroup または ItemGroup 要素を更新し ます。 そのあ

と、 InstallShield 関連のパラ メ ーターを必要に応じ て追加し ます。

.isproj フ ァ イルからの、 以下のサンプルコー ドは、 次の処理を行う方法を説明し ます :

• 製品バージ ョ ンを設定する。

• 製品名を設定する。

• カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ  MY_PROPERTY を My Value に設定する。

• MyPathVariableName と呼ばれるパス変数を C:\MyPath の新しい値でオーバーラ イ ド し ます。

• InstallShield 前提条件に以下の検索パス、 <ISProductFolder>\SetupPrerequisites および 

<ISProjectFolder>\MyCustomPrerequisites を指定する。

<PropertyGroup>

<InstallShieldProductVersion>1.2.3</InstallShieldProductVersion>

</PropertyGroup>

<ItemGroup>

<InstallShieldPropertyOverrides Include=" 新しい製品 ">

<Property>ProductName</Property>

</InstallShieldPropertyOverrides>

<InstallShieldPropertyOverrides Include=" 値 ">

<Property>MY_PROPERTY</Property>

</InstallShieldPropertyOverrides>

<InstallShieldPathVariableOverrides Include="C:\MyPath"> 

<PathVariable>MyPathVariableName</PathVariable>

</InstallShieldPathVariableOverrides>

<InstallShieldPrerequisitePath Include="&lt;ISProductFolder&gt;\SetupPrerequisites"/>

<InstallShieldPrerequisitePath Include="&lt;ISProjectFolder&gt;\MyCustomPrerequisites"/>

</ItemGroup>

MSBuild を使用し て、 コ マン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する

メ モ • MSBuild を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド するには、 .NET 

Framework 3.5 以降が必要です。
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MSBuild によ り、 Visual Studio がイ ンス ト ールされていないマシン上で、 簡単にコマン ド ラ イ ンから リ リースをビ

ルド する こ とができます。 唯一マシンにイ ンス ト ールされている必要のある コ ンポーネン ト は、 .NET Framework 

と InstallShield Standalone Build です。 マシン上に Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのコ ピーを作成し て、 MSBuild を実

行し ます。

タ スク コマン ド ラ イ ンから MSBuild を使用するには、 以下の手順に従います。

1. [ コマン ド ラ イ ン プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. MSBuild.exe を含むデ ィ レ ク ト リへ変更し ます :

C:\Windows\Microsoft.NET\Framework\Version Folder\

3. Visual Studio 統合プロジ ェ ク ト のリ リース ビルド を行う コマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を入力し ます。 例 :

MSBuild.exe C:\My Visual Studio Solution を含むフ ォルダー \My Solution.sln /property:Configuration=Release

リ リースの設定を構成する
リ リースを作成する と、 デフ ォル ト が設定されます。 [ リ リース ] ビ ューで、 すべてのリ リース設定を編集する こ

とができます。 リ リース ウ ィ ザー ド でも、 リ リースの設定を編集する こ とができます。

タ スク リ リース設定を編集するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を構成する リ リースを選択し ます。 設定が、 右のペイ ンのタ ブ上に表

示されます。

3. タ ブの 1 つから設定を選択し て、 値を変更し ます。 設定についての情報が、 [ ヘルプ ] ペイ ンに、 または [ リ

リース ] ビ ュー内で F1 を押すと、 表示されます。

配布する単一実行可能フ ァ イルの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ビルド を単一の実行可能フ ァ イルと し てパッ ケージする場合、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネル

にある [ 単一の実行可能フ ァ イルを作成する ] オプシ ョ ン、 または、 [ リ リース ] ビ ューの " 単一 Exe フ ァ イル名

" 設定を、 次の手順にし たがって使用し ます。

メ モ • 作成し た単一実行可能フ ァ イルでは、 Setup.exe で使用できるすべてのコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用

できます。
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タ スク リ リース ウ ィ ザー ド を使用し てビルド を単一実行可能フ ァ イルにパッ ケージするには、 以下の手順に従います。

1. リ リース ウ ィ ザー ド を起動し ます。

2. [ 全般オプシ ョ ン ] パネルに移動し ます。

3. [ 単一実行可能フ ァ イルの作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. デフ ォル ト で、 フ ァ イル名 < プロジ ェ ク ト 名 >.exe が [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに入り ます。 自己展開型フ ァ イ

ルに別の名前を付ける場合は、 コ ンボ ボ ッ クスに新しいフ ァ イル名を入力するか、 フ ァ イル名を定義するパ

ス変数を選択し ます。

5. [Icon] ボ ッ クスには、 InstallShield がビルド時に Setup.exe フ ァ イルを作成する と きに使用するアイ コ ンを含む

フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

フ ァ イルを指定するには、 明示的パスまたはパス変数を入力するか、 省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て [ アイ

コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスを開いて [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルを選択できます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] 

ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマ

イナス (-) 記号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う

イ ンデ ッ クスを持つアイ コ ンを、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し

ます。

6. 実行可能フ ァ イルがターゲッ ト  マシンへイ ンス ト ール フ ァ イルを展開するだけで、 イ ンス ト ールの実行は行

わないよ う にする場合、 ターゲッ ト  フ ォルダーにする < パス > がある [ セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ン ] ボ ッ

クスに -extract_all:< パス > を入力し ます。 例 :

-extract_all:"C:/ 製品名のセッ ト ア ッ プ フ ァ イル "

7. [ 概要 ] パネルで、 [ リ リースのビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 リ リー

ス ウ ィ ザー ド を完成し ます。

タ スク [ リ リース ] ビ ューの設定を使って、 ビルド を単一実行可能フ ァ イルと し てパッ ケージするには、 以下の手順に従

います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 単一実行可能フ ァ イルと し てパッ ケージする リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを作成し ます。

4. " 単一 .exe フ ァ イル名 " 設定で、 フ ァ イル名または値がフ ァ イル名を定義するパス変数 ( 山かっ こで囲みま

す。 例、 <MY EXE FILENAME>) を入力し ます。

5. [Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル ] 設定には、 InstallShield がビルド時に Setup.exe フ ァ イルを作成する と きに使用

するアイ コ ンを含むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

フ ァ イルを指定するには、 明示的パスまたはパス変数を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [ ア

イ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスを開いて [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルを選択できます。
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デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] 

ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマ

イナス (-) 記号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う

イ ンデ ッ クスを持つアイ コ ンを、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し

ます。

6. 実行可能フ ァ イルがターゲッ ト  マシンへイ ンス ト ール フ ァ イルを展開するだけで、 イ ンス ト ールの実行は行

わないよ う にする場合、 [ セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ン ] 設定で、 次のよ う に入力し ます。

-extract_all:< パス >

こ こで、 < パス > は、 希望のターゲッ ト  フ ォルダーです。 例 :

-extract_all:"C:/ 製品名のセッ ト ア ッ プ フ ァ イル "

7. リ リースをビルド し ます。

実行可能フ ァ イルにデジ タル署名を付加する方法についての詳細は、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て

く ださい。 自己展開型実行可能フ ァ イルを起動するためにエン ド ユーザーにパスワー ドの入力を要求する手続き

の詳細については、 「イ ンス ト ールのパスワー ド保護」 を参照し て く だ さい。

デ ィ スク イ メ ージにフ ァ イルを非圧縮のまま残す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク 機能の一部または全部を非圧縮のままデ ィ スク イ メ ージに残すには、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ メ デ ィ ア レ イアウ

ト ] パネルを使用し ます :

1. リ リース ウ ィ ザー ド を起動し、 [ メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネルに移動し ます。

2. 以下のいずれかを選択し ます ：

• すべての機能フ ァ イルを圧縮せずにデ ィ スク イ メ ージに配置するには、 [CDROM フ ォルダー ] オプシ ョ

ンを選択し ます。 機能のすべてのフ ァ イルが機能の CD-ROM フ ォルダーのプロパテ ィ で指定し たフ ォル

ダーのデ ィ スク イ メ ージに配置されます。 フ ォルダーが機能に指定されていない場合、 機能のフ ァ イル

はデ ィ スク イ メ ージのルー ト に配置されます。

• 一部の機能のフ ァ イルを圧縮せずにデ ィ スク イ メ ージに配置するには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ カス タム ] を選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タム メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネルが開

きます。

b. [ キャ ビネ ッ ト の機能 ] ボ ッ クスで、 機能の横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択または選択解除し ま

す。 機能のフ ァ イルがキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに格納されている場合、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択解除

し ます。 機能のフ ァ イルが機能の "CD-ROM フ ォルダー " プロパテ ィ で指定し たフ ォルダーのデ ィ

スク イ メ ージに格納されている場合は、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 フ ォルダーが指定されて

いない場合、 機能のフ ァ イルはデ ィ スク イ メ ージのルー ト に配置されます。

ヒ ン ト • 機能のほとんどをキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに格納する場合は、 [ すべてク リ ア ] を ク リ ッ ク し てから、

デ ィ スク イ メ ージに非圧縮のまま残す機能を選択し ます。 反対に、 機能のほとんどを非圧縮でデ ィ スク イ
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メ ージに残す場合は、 [ すべて選択 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに格納する機能を選

択解除し ます。

3. リ リース ウ ィ ザー ド を完了し ます。

メ モ • 機能のコ ンポーネン ト の " 圧縮 " 設定で [ はい ]、 [ いいえ ] のどち ら を選択し ても、 機能に非圧縮 (CD-

ROM フ ォルダー ) オプシ ョ ンを選択する と、 機能のフ ァ イルは配布メ デ ィ アで圧縮されません。

Windows Vista 以降のプラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの必要実行レベルを指定す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield では、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー、

InstallShield 前提条件、 .msi フ ァ イル、 および任意のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケー

ジ ) を実行するために、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルが必要とする最低実行レベルを指定する こ とができま

す。 プロジ ェ ク ト の個別のリ リースに対し て設定する こ とが可能です。

タ スク リ リースの必要実行レベルを指定するには、 次の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を行う リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 必要実行レベル " 設定に、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• 管理者 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り

ます。 非管理者は、 管理者と し ての認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管理者は、 Setup.exe の実行を同意 ( コ ンセン

ト ) する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者権限を持たずに Setup.exe を実行し ます。 これは、 InstallScript 

プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。

• 起動者 — Setup.exe の実行に、 管理者権限は必要あ り ません。 し たがって、 管理者権限を持たないユーザーも 

Setup.exe を実行する こ とができます。 Setup.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC メ ッ

セージを表示し ません。 これは、 ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ

ク ト のデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。
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ア ドバンス ト  UI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 、 および " セ ッ ト ア ッ

プラ ンチャー " 設定が [ はい ] に設定されている基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallShield は Windows アプ リ

ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を リ ソース と し て Setup.exe 起動ツールに埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択され

た実行レベルを指定し ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レ

ベルは適用されません。 実行レベルは、 マニフ ェ ス ト で次のよ う に定義されています :

<requestedExecutionLevel

level="asInvoker"

uiAccess="false"/>

レベル属性の他の有効な値は、 highestAvailable と requireAdministrator です。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 " セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー " 設定が [ いいえ ] に設定されている場合、 InstallShield 

は Windows アプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を Setup.exe 起動ツールに埋め込みません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で必要実行レベルを昇格する こ との利点は、 Setup.exe を実行するための権限の昇格が、

必要な場合 1 度で済むとい う点です。 またこれらの権限はイ ンス ト ールに含まれるすべての InstallShield 前提条件

および .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスにも適用できるため、 承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわ

たって行う必要があ り ません。 た と えば、 すべての InstallShield 前提条件のう ち 2 つが管理者権限を必要とする場

合、 この設定を [ 管理者 ] に変更し ます。 そ う する こ とによ り、 イ ンス ト ール中、 Windows Installer が Setup.exe 

フ ァ イルを実行する前、 プロンプ ト はエン ド ユーザーに対し て一度のみ表示されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にも似たよ う な利点があ り、 Setup.exe を実行す

るための権限の昇格が、 必要な場合 1 度で済みます。 またこれらの権限はア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI パッ ケージのすべてにも適用できるため、 承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわたって行う必要

があ り ません。

ただし、 権限を昇格し て、 イ ンス ト ールの終わり でもアプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合、 この昇格された権限は

アプ リ ケーシ ョ ンに適用されますので注意し て く だ さい。 ほとんどの場合、 Windows Vista 以降では、 昇格された

権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンの実行は推奨されていません。

重要 • InstallShield は昇格された権限で実行されます。 InstallShield 内から イ ンス ト ールを起動する と、 昇格された

権限がイ ンス ト ールに引き継がれるため、 イ ンス ト ールは自動的に昇格された権限を持ちます。 Windows Vista 以

降を使用するエン ド ユーザーに対し て表示される動作を反映し ない可能性があ り ます。 し たがって、 開発システ

ムに Windows Vista 以降を使用する場合、 InstallShield 内からではな く 、 リ リース フ ォルダーを開いてイ ンス ト ー

ルを直接起動する こ と を考慮し て く だ さい。

リ リース フ ァルダに素早 く アクセス し て リ リースを直接起動するには、 標準ツールバーまたは [ ツール ] メ

ニューの [ リ リースフ ォルダーを開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

エン ド ユーザーのイ ンス ト ール エクスペリ エンスは、 イ ンス ト ールが必要とする権限によ ってのみ実行された場

合、 安全性がよ り一層向上し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 システム管理者のみによる実行が必須の場合を除き、

最も低い権限で実行される こ とが理想的です。

InstallShield 前提条件が昇格された権限で実行される と きに、 製品をア ドバタ イズするかど うか
指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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構成方法によ って、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールがイ ンス ト ール中のい く つかの時点で、 Windows 

Vista 以降のシステム上で昇格された権限のユーザー アカウン ト 制御 (UAC) プロンプ ト を表示する こ とができます

:

1. エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動する と き

2. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前提条件を起動する と き

3. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とする機能前提条件を起動する と き

4. Windows Installer が .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを開始する と き

[ リ リース ] ビ ューでイ ンス ト ールの " 必要実行レベル " 設定で [ 管理者 ] を選択する と、 通常 Windows Vista 以降

は UAC プロンプ ト を一度だけ表示し ます。 これは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動し た と きに表示

されます。 ただし、 この設定で [ 起動者 ] を選択し た場合、 Windows Vista 以降はイ ンス ト ール中に複数回にわ

たって UAC プロンプ ト を表示する可能性があ り ます。 た と えば、 Windows Vista 以降は昇格された権限を必要とす

るセ ッ ト ア ッ プ前提条件に UAC プロンプ ト を表示し てから、 .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスで別の UAC プ

ロンプ ト を表示する こ とがあ り ます。 作成中のイ ンス ト ールがこのシナリ オに該当する場合、 イ ンス ト ールをア

ドバタ イズし てから .msi パッ ケージを実行し、 エン ド ユーザーが .msi パッ ケージの UAC プロンプ ト を避ける こ と

ができるよ う にし た方がよい場合があ り ます。 作成中のイ ンス ト ールがこのシナリ オに該当し ない場合、 .msi 

パッ ケージのア ドバタ イズを避ける こ とが推奨されます。 ア ドバタ イズを行う と、 UAC プロンプ ト が回避されな

く なるためです。

ヒ ン ト • [ 一般情報 ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " 設定で、 .msi パッ ケージが管理者権限を必要とするかど う か

を指定し ます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 前提条件が管理者権限を必要とするかど う

かを指定し ます。 Windows Vista における UAC プロンプ ト の表示に関連する他の InstallShield 設定については、 「イ

ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く ださい。

タ スク .msi パッ ケージをア ドバタ イズするかど うかを指定するには、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を行う リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 前提条件が昇格必要時のア ドバタ イズ " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• ア ドバタ イズ : サイ レン ト  — イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ前提条件が、 昇格された権限で正常にイ ンス ト ー

ルされたと き、 .msi パッ ケージがア ドバタ イズされ、 サイ レン ト  ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスがない状態 ) 

で実行されます。 これによ り、 資格情報または同意を求める追加の UAC プロンプ ト が、 メ イ ン イ ンス ト ール

の [ 実行 ] シーケンスで不要と な り ます。

• ア ドバタ イズ : 完全 UI — イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ前提条件が、 昇格された権限で正常にイ ンス ト ールさ

れた場合、 .msi パッ ケージがア ドバタ イズされ、 完全ユーザー イ ン ターフ ェ イス と共に実行されます。 これ

によ り、 メ イ ン イ ンス ト ールの [ 実行 ] シーケンスで追加の UAC プロンプ ト が不要と な り ます。

• ア ドバタ イズな し —.msi パッ ケージはア ドバタ イズされません。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し た

と き、 １  つまたは複数の UAC プロンプ ト を表示し て、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件を イ ンス ト ールできます。 .msi 

パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスにも昇格が必要な場合は、 Windows Installer が [ 実行 ] シーケンスを開始す

る前に追加 UAC プロンプ ト を表示できます。
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重要 • これらのア ドバタ イズ オプシ ョ ンが動作するためには、 パッ ケージでア ドバタ イズがサポー ト されている

必要があ り ます。 ア ドバタ イズは瞬間的ではないので、 イ ンス ト ールに多少の遅延が生じ ます。 また、 ア ドバタ

イズの後、 イ ンス ト ールの主要部分が完了する前にエン ド ユーザーが [ キャ ンセル ] を ク リ ッ クする と、 予期し な

い動作が発生する こ とがあ り ます。 た と えば、 製品のア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト が、 メ イ ンのイ ンス ト ールが

始まる前にデスク ト ッ プに表示されて し ま う こ とがあ り ます。 また、 この時、 混乱し たユーザーがメ イ ンのイ ン

ス ト ールをキャ ンセルする と、 パッ ケージがア ドバタ イズされたまま、 完全にイ ンス ト ールされないとい う こ と

も場合によ って起きます。 し たがって、 状況によ っては、 この設定を [ ア ドバタ イズな し ] のままにする こ と で、

追加の UAC プロンプ ト を許可し、 製品のア ドバタ イズを避けるた方が安全な場合もあ り ます。

一般的に目標と されているのは、 イ ンス ト ールが UAC プロンプ ト を一回のみ表示する こ と です。 " 前提条件が昇

格必要時のア ドバタ イズ " 設定のア ドバタ イズ オプシ ョ ンは、 この目的を容易に実現できるよ う に設けられてい

ますが、 すべての場合においてこの目的の実現を保証する ものではあり ません。 た と えば、 イ ンス ト ールによ り

再起動が実行された場合、 イ ンス ト ールのプロセスは、 再起動後、 常に制限された権限に戻り ます。 昇格がセ ッ

ト ア ッ プ前提条件、 機能前提条件、 または .msi パッ ケージのいずれに必要であるかにかかわらず、 その後の権限

の昇格によ り、 追加の UAC プロンプ ト が表示される こ と もあ り ます。 再起動が最後の前提条件と .msi フ ァ イルの

間に来た場合、 .msi パッ ケージはア ドバタ イズされません。 次は、 この設定でいずれかのア ドバタ イズ オプシ ョ

ンを選択し た際に発生する可能性がある異なる結果の例です。

• 前提条件は昇格を必要と し、 ターゲッ ト  マシンで正常にイ ンス ト ールされる。 製品はア ドバタ イズされ、 イ

ンス ト ールされる。 製品イ ンス ト ールは、 UAC プロンプ ト を表示し ない。

• イ ンス ト ールの前提条件の １  つが再起動を必要とする可能性がある。 前提条件の再起動が実行されたあと、

追加の前提条件はイ ンス ト ールされず、 イ ンス ト ールされた他の前提条件も昇格を必要と し ない。 このシナ

リ オでイ ンス ト ールされた最後の前提条件は、 昇格された前提条件の単純な成功例とは異なるため、 .msi 

パッ ケージのア ドバタ イズは実行されない。

• イ ンス ト ールの前提条件は、 すべて ターゲッ ト  マシンに存在するためイ ンス ト ールをする必要がない。 し た

がって、 .msi パッ ケージのア ドバタ イズは実行されない。

• イ ンス ト ールの前提条件は、 すべて昇格を必要と し ない。 し たがって、 .msi パッ ケージのア ドバタ イズは実

行されない。

• 昇格された前提条件は正常にイ ンス ト ールされる。 ただ し、 この場合、 パッ ケージは既にイ ンス ト ールされ

ている製品のマイナー ア ッ プグレー ド。 つま り、 パッ ケージの製品コー ドが、 既にターゲッ ト  マシンに存在

する製品の製品コー ド と一致し ている。 .msi パッ ケージのア ドバタ イズは実行されない。 UAC プロンプ ト は、

適切なデジ タル証明書が以前のイ ンス ト ールおよびパッ チに含まれているかど うかによ って、 表示される可

能性もある し、 表示されない可能性もある。

イ ンス ト ールのパスワー ド保護

セキュ リ テ ィ を さ らに向上させるため、 イ ンス ト ール パッ ケージをパスワー ド で保護する こ とができます。 イ ン

ス ト ールをパスワー ド で保護する と、 パッ ケージを イ ンス ト ールするエン ド ユーザーは、 イ ンス ト ールを開 く た

めに大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要があり ます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ パスワー ド と著作権 ] パネルでパスワー ド保護をアク テ ィ ベー ト できます。

リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield では、 イ ンス ト ールに含まれている InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定できます。

タ スク リ リースの InstallShield 前提条件の配置場所を指定するには、 以下の手順に従います。

• リ リース ウ ィ ザー ドの InstallShield [ 前提条件 ] パネル を使用し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで リ リースを選択し ます。 次いで、 [Setup.exe] タ ブの "InstallShield 前提条件の場所 " 設定

で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

タ スク 各 InstallShield 前提条件に対し て異なる場所を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 )、 また

は [ 前提条件 ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) で、 各 InstallShield 前提条件の適切な場所を指定し

ます。 詳細については、 「特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

2. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

3. ビルド する リ リースを選択し ます。

4. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. InstallShield" 前提条件の場所 " 設定で、 [ 個々の選択に従う ] を選択し ます。

ヒ ン ト • または、 リ リース ウ ィ ザー ドの [InstallShield 前提条件 ] パネルで、 [ 個々の選択に従う ] オプシ ョ ンを選

択する こ と もできます。

InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト に追加される場合、 前提条件依存フ ァ イ

ルの場所は、 それを必要とする前提条件の場所設定に従います。

InstallShield 前提条件を含むリ リースのビルド で次の両方が当てはまる と き、 1 つまたは複数のビルド エラーが発

生する可能性があ り ます。

• 前提条件が、 Setup.exe から抽出される と き、 または ( エン ド ユーザーのコ ンピ ューターに Web からダウン

ロー ド される代わり に ) ソース メ デ ィ アから コ ピーされる と きの InstallShield 前提条件の場所を指定し て く だ

さい。

• 前提条件フ ァ イルはコ ンピ ューターにはあ り ません。

ビルド エラーを除去するには、 プロジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件を削除するか、 イ ン ターネ ッ ト から コ ン

ピ ューターに InstallShield 前提条件をダウンロー ド するか、 またはリ リースの InstallShield 前提条件の場所をダウ

ンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リースを再ビルド し ます。
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リ リース レベルで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのラ ン タ イ
ムの場所を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれているパッ ケージの

ラ ン タ イムの場所を指定できます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーの構成を行う場合、 パッ ケージのラ ン タ イムの場所は、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーから抽出するか、 Web か

らダウンロー ド し ます。 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ソース メ デ ィ アに格納されているパッ ケー

ジには依存できません。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プ

デー ト をサポー ト 」 を参照し て く だ さい。

タ スク リ リースのパッ ケージの配置場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ビルド する リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " パッ ケージの場所 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

タ スク 各パッ ケージに対し て異なる場所を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. それぞれの InstallShield 前提条件に対し て、 適切な場所を指定し ます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の特定のパッ ケージに対し てラ ン タ イムの場所を指定する」 を

参照し て く だ さい。

3. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

4. ビルド する リ リースを選択し ます。

5. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

6. " パッ ケージの場所 " 設定で、 [ 個々の選択に従う ] を選択し ます。
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パッ ケージが別のパッ ケージの依存関係と し てプロジ ェ ク ト に追加される場合、 パッ ケージの依存関係フ ァ イル

の場所は、 それを必要とするパッ ケージの場所設定に従います。

パッ ケージを含むリ リースのビルド で次の両方が当てはまる と き、 1 つまたは複数のビルド エラーが発生する可

能性があ り ます。

• パッ ケージの場所で、 パッ ケージが Setup.exe から抽出されるか、 または ( エン ド ユーザーのコ ンピ ューター

に Web からダウンロー ド される代わり に ) ソース メ デ ィ アから コ ピーされるかを指定し ます。

• パッ ケージ フ ァ イルは、 使用中のコ ンピ ューター上にはあ り ません。

ビルド エラーをな く すには、 プロジ ェ ク ト からパッ ケージを削除し てコ ンピ ューターに追加するか、 またはリ

リースのパッ ケージの場所をダウンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リースを再ビルド し ます。

デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ールと アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルにデジ タル署名をする こ と で、 イ ンス ト ールやアプ リ ケーシ ョ ン内の

コー ドが、 発行時以来、 改ざんまたは変更されていないこ と をエン ド ユーザーに保証する こ とができます。

[ 署名 ] タ ブを使って、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に関する情報 ( 証明機関よ

り付与されたデジ タル証明書フ ァ イルを含む ) を指定し ます。

[ 署名 ] タ ブでまた、 ビルド時にデジ タル署名をする イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。

InstallShield は、 作業中のプロジ ェ ク ト の種類に応じ て、 リ リースに含まれる次の任意およびすべてのフ ァ イルに

署名する こ とができます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル )

• マージ モジュール プロジ ェ ク ト のマージ モジュール パッ ケージ (.msm フ ァ イル )

• ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の 

Setup.exe フ ァ イル

• InstallScript プロジ ェ ク ト のメ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル

• リ リースの任意のフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含む )

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

[ 署名 ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「リ リースの [ 署名 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。
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証明機関

証明機関とは、 デジ タル証明書 ( デジ タル ID と も呼ばれます ) を発行、 管理する VeriSign の よ う な組織です。 証

明機関は、 指定された基準に基づいて要求側の ID を検証し、 デジ タル証明書を発行し ます。 デジ タル証明書を取

得するには、 証明機関に会社と製品に関する特定の情報を提供する必要があり ます。

証明機関の一覧については、 MSDN We ｂ  サイ ト の 「Microsoft Root Certificate Program Members」 を参照し て く だ

さい。

SHA-1 と SHA-256 証明書の違い

InstallShield では、 イ ンス ト ールおよびフ ァ イルをビルド時に署名する際、 HA-256 または SHA-1 ハッ シュ アルゴ

リズムを使ったデジ タル証明書を使用できます。

SHA-1 はセキュ リ テ ィ の脆弱性があるため、 SHA-256 の使用が推奨されます。 Microsoft は、 Windows では 2016 

年 1 月以降に SHA-1 証明書を使って署名およびタ イムス タ ンプが追加されているアイテムを信頼し ないこ と を発

表し ま し た。 さ らに、 証明書を発行する組織である証明機関では、 SHA-1 証明書が段階的に廃止されます。 し た

がって、 InstallShield プロジ ェ ク ト に含まれる任意の SHA-1 証明書は、 SHA-256 証明書と差し替える こ とが推奨

されます。 最新情報および特定の詳細については、 証明機関にお問い合わせ く だ さい。

プロジ ェ ク ト で、 SHA-256 証明書を使った署名が構成されている場合、 InstallShield はビルド時に署名を行う フ ァ

イルの署名に SHA-256 ハッ シュ を使用し ます。 プロジ ェ ク ト で SHA-1 証明書を使った署名が構成されている場

合、 InstallShield は SHA-1 ハッ シュ を使用し ます。 SHA-1 証明書を使用する と、 SHA-1 の使用についてアラー ト

するビルド警告 -7346 が発生し ます。

InstallShield 2016 から、 Windows Installer および InstallScript プロジ ェ ク ト の SHA-256 デジ タル証明書サポー ト が

次のよ う に強化されています :

• ダイジ ェ ス ト  タ イプを指定できる機能

• Settings.xml で SHA-256 タ イムス タ ンプ サーバーを指定する こ とができます。

• 証明書ス ト アにある類似し た名前の証明書も処理し ます。

重要 • 2016 年 1 月以降に作成またはタ イムス タ ンプが付けられたすべての新しい署名は、 SHA-256 に基づ く 必要

があ り ます。 SHA-1 証明書を使って署名されているすべてのフ ァ イルを継続し てサポー ト するためには、 2016 年 

1 月以前の日時を使った タ イムス タ ンプを含める必要があ り ます。 これらのフ ァ イルは、 すべての現在のバージ ョ

ンの Windows ですべての SHA-1 サポー ト が停止される 2020 年 1 月 14 日まで、 MOTW (Mark of the web) システム

を使って引き続き使用する こ とができます。 

証明書フ ァ イルまたは証明書ス ト アにある証明書を使ってデジ タル署名を生成する

フ ァ イルおよびイ ンス ト ールの署名に使用するデジ タル署名情報を指定する と き、 InstallShield では次のオプシ ョ

ンから選択できます ：

• 使用中のマシンにある .pfx 証明書フ ァ イルを指定できます。

• 証明書を含む証明書ス ト アを参照できます。

オプシ ョ ン 1 —.pfx フ ァ イル

.pfx (Personal Information Exchange) フ ァ イルを使って、 イ ンス ト ールおよびアプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を行

います。 次のツールを利用し て、 .pvk フ ァ イルと .spc フ ァ イルから .pfx フ ァ イルを作成する こ とができます :
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• PVK2PFX.exe—Windows Platform SDK の一部で、 Microsoft Visual Studio 2005 にも含まれています。

• pvkimprt.exe— この PVK Digital Certificate Files Importer ツールは、 Microsoft Web サイ ト  (http://

www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=F9992C94-B129-46BC-B240-

414BDFF679A7&displaylang=EN) からダウンロー ド する こ とができます。

.pfx フ ァ イルは通常、 パスワー ド に関連付けられています。

オプシ ョ ン 2 — 証明書ス ト アにある証明書

証明書ス ト アにデジ タル証明書を格納する場合、 使用する証明書を含む証明書ス ト アをプロジ ェ ク ト で参照する

こ とができます。 この方法で署名を行う場合、 ス ト ア名 (Personal、 Trusted Root Certification Authorities、

Enterprise Trust、 Intermediate Certification Authorities)、 ス ト アの場所 ( ユーザー、 マシン )、 および特定の証明書

を識別するためのサブジ ェ ク ト といった情報を指定する必要があり ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用するよ う に構成する と、 ビルド時、

InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows 

が使用する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サービス プロバイダーに提供する こ とはで

きません。

デジ タル署名にタ イムス タ ンプを追加する

リ リースのデジ タル署名情報を指定する と、 InstallShield はデフ ォル ト で、 ビルド時にデジ タル署名にタ イムス タ

ンプを追加し ます。 デジ タル証明書のタ イムス タ ンプは、 フ ァ イルが署名された日時を記録し ます。 これによ っ

て、 署名が行われた時点で証明書の期限が切れていないこ と を証明する こ とができます。 信頼された タ イムス タ

ンプ サーバーからのタ イムス タ ンプは、 一般的に証明書の有効期限よ り も長 く 、 デジ タル署名を有効な状態に保

ちます。

InstallShield が使用するデフ ォル ト のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する方法、 またはタ イムス タ ンプ機能を無効

にする方法については、 「デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する」 を参照し て く ださい。

ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う

では、 リ リースに構成できるデジ タル署名の設定があ り ます。 ビルド時に、 InstallShield は構成し た設定を使用し

て、 イ ンス ト ール パッ ケージ、 Setup.exe フ ァ イル、 および、 リ リースにある定義し た基準を満たす他のすべての

フ ァ イルに署名し ます。

タ スク リ リース と そのフ ァ イルのデジ タル署名を構成するには、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 署名する リ リースを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 次の設定を適切に構成し ます。

• 証明書 URL 

• デジ タル証明書フ ァ イル — この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明書を含む証明書ス ト アについての情報を

指定する こ とができます。
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• 証明書パスワー ド — ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用するよ う

に構成する と、 ビルド時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署名を行う と きに、 Windows がパス

ワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows が使用する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗

号化サービス プロバイダーに提供する こ とはできません。

• 署名の説明 

5. " 出力フ ァ イルに署名する " 設定で、 署名を行う フ ァ イルを指定し ます (Setup.exe、 .msi パッ ケージ、 その両

方、 またはどち らにも署名し ない )。

6. " パッ ケージ内のフ ァ イルに署名する " 設定で、 イ ンス ト ール内の追加フ ァ イルに署名するかど うかを指定し

ます。

[ はい ] を選択する場合、 " パッ ケージ内のフ ァ イルに署名する " 設定の下にある他の設定を使って、 署名を

行う フ ァ イルと フ ァ イル パターンおよび署名を行わない項目を指定し ます。

署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ

ド し ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に *.exe を指定する と、

InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

ヒ ン ト • [ 署名 ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「リ リースの [ 署名 ] タ ブ」 を参照し て く ださい。

ビルド時に、 InstallShield は [ 署名 ] タ ブで指定されたフ ァ イルに署名を行います。 リ リースが、 マージ モジュー

ルを含むイ ンス ト ール用の場合、 フ ァ イルは、 マージ モジュールがマージ される前に署名されます。

コ マン ド ラ イ ンから ビルド された リ リースにデジ タル署名を行う

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ビルド時に InstallShield でアプ リ ケーシ ョ ンに署名を行う代わり に、 iSign アプ リ ケーシ ョ ン (iSign.exe) を使用し

て、 InstallScript プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド し た後、 コマン ド ラ イ ンからそのリ リースにデジ タル署名を行

う こ とができます。

iSign.exe は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

iSign.exe の構文および利用可能なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについては、 「iSign.exe」 を参照し て く だ さい。

リ リース フ ラグ

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 リ リース フ ラグのサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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リ リースをビルド する際、 リ リースのタ イプによ って機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージを

含める こ と も除外する こ と もできます。 た と えば、 製品の ト ラ イアル版を作成し ていて、 ビルド にすべての機能

を含めない場合、 機能にフ ラグを付けて、 これらの機能を リ リースの 製品構成 の下でこれら を指定する こ とがで

きます。

タ スク リ リース フ ラグに基づいて機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージを フ ィ ルターするには、 以下

の手順に従います。

1. リ リース フ ラグを機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージに割り当てます。

この方法についての詳細は、 「リ リース フ ラグを機能に割り当てる」、 「リ リース フ ラグを InstallShield 前提条

件に割り当てる」、 または 「リ リース フ ラグを連鎖 .msi パッ ケージに割り当てる」 を参照し て く だ さい。

2. 適切な場合に リ リースに含める フ ラグを指定し ます。

ト ラ イアル版と完全バージ ョ ンのシナ リ オを比較する と、 リ リース フ ラグを使用する理由がよ く 分かり ます。 次

のテーブルでは、 4 つの異なる機能の例を示し ます。 どの機能が製品で使用できるかは、 エン ド ユーザーが入手す

るバージ ョ ンによ って決ま り ます。

この例で、 完全バージ ョ ンにはアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イル、 ヘルプ フ ァ イル、 スペルチ ェ ッ カー、 お

よびア ド オン パッ クが連鎖 .msi パッ ケージ と し て含まれています。 しかし、 ト ラ イアル版にはア ド オン パッ クは

含まれませんが、 ア ッ プグレー ド パッ クが含まれます。 実質的に 1 つの製品である ものに対し、 異なる イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト を 2 つ作成する必要はな く 、 特定のバージ ョ ンに固有の機能にフ ラグを付ける こ とができま

す。 たと えば、 ア ド オン機能は [ 完全 ] と し てフ ラグされ、 ア ッ プグレー ド機能は [ ト ラ イアル ] と し てフ ラグさ

れます。

リ リースのビルド に リ リース ウ ィ ザー ド を使用し た場合、 リ リースにフ ラグの付いた機能、 InstallShield 前提条

件、 および連鎖 .msi パッ ケージを含めるかど うかを選択できるオプシ ョ ンがあ り ます。 デフ ォル ト では、 リ リー

スにはすべての機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージが含まれます。 リ リース ウ ィ ザー ドの [

フ ィ ルターの設定 ] パネル内で リ リース フ ラグに Full を指定し た場合、 フ ラグがつかないすべての機能および 

InstallShield 前提条件と一緒に Spellchecker 機能と Add_Ons 連鎖 .msi パッ ケージのみがリ リース リ リースにビルド

されます。 ア ッ プグレー ド パッ クは、 イ ンス ト ールに含まれません。

テーブル 3-7 • サンプル リ リース フ ラグ

機能、 InstallShield 前提条件、 または連鎖 
.msi パッ ケージ バージ ョ ン リ リース フ ラグ

Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル 

(InstallShield 前提条件 )

すべてのバージ ョ ン な し

Program_Executable ( 機能 ) すべてのバージ ョ ン な し

Help_Files ( 機能 ) すべてのバージ ョ ン な し

Spellchecker ( 機能 ) 完全バージ ョ ン 完全

Add_Ons ( 連鎖 .msi パッ ケージ ) 完全バージ ョ ン 完全

Upgrade_Pack ( 機能 ) ト ラ イアル バージ ョ ン Trial
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ヒ ン ト • デフ ォル ト では、 すべての機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージがリ リースに含まれ

ます。 [ リ リース ] ビ ューまたはリ リース ウ ィ ザー ドのどち らかで リ リース フ ラグを指定する と、 フ ラグが付い

ていない機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージ、 並びに指定されたフ ラグが付いた機能、

InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージがイ ンス ト ールに含まれます。 [ リ リース ] ビ ューまたはリ

リース ウ ィ ザー ド で指定されていない リ リース フ ラグがついた機能、 InstallShield 前提条件、 または連鎖 .msi 

パッ ケージはリ リースに含まれません。

製品構成フ ラグと リ リース フ ラグの違い

プロジ ェ ク ト • 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプには、 製品構成フ ラグと リ リースフ ラグのサポー ト が含まれています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ールに含める フ ラグを リ リース ( 「リ リース フ ラグ」 ) と製品構成 ( 「製品構成フ ラグ」 ) の両方について

指定できます。 リ リース フ ラグは、 リ リースの設定と リ リース ウ ィ ザー ド の [ フ ィ ルターの設定 ] パネルの両方

で表示されますが、 製品構成フ ラグは [ リ リース ] ビ ューの製品構成の [ 全般 ] タ ブでのみ編集が可能です。

製品構成フ ラグは、 リ リース フ ラグを補足し ます。 つま り、 製品に対し て指定するすべての機能フ ラグは、 ビル

ド中の各リ リースのフ ラグと組み合わせられ、 指定されたフ ラグが付いたすべての機能、 InstallShield 前提条件、

および連鎖 .msi パッ ケージがリ リースにビルド されます。 製品構成レベルでは、 どのフ ラグが含まれているかが

確認できないので、 このウ ィ ザー ド でフ ラグを指定する と きは注意し て く だ さい。

製品構成と リ リースフ ラグとの関係を分かりやす く 説明するため、 以下の機能、 InstallShield 前提条件、 および連

鎖 .msi パッ ケージを含むプロジ ェ ク ト を想定し ます。

テーブル 3-8 • サンプル機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージ

機能、 InstallShield 前提条件、 または連鎖 
.msi パッ ケージ バージ ョ ン リ リース フ ラグ

Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル 

(InstallShield 前提条件 )

すべてのバージ ョ ン な し

Program_Executable ( 機能 ) すべてのバージ ョ ン な し

Help_Files ( 機能 ) すべてのバージ ョ ン な し

Spellchecker ( 機能 ) 完全バージ ョ ン 完全

Add_Ons ( 連鎖 .msi パッ ケージ ) 完全バージ ョ ン 完全

Upgrade_Pack ( 機能 ) ト ラ イアル バージ ョ ン Trial
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次の表は、 製品構成フ ラグと リ リース フ ラグの組み合わせによ って、 どの機能、 InstallShield 前提条件、 および連

鎖 .msi パッ ケージがイ ンス ト ールに含まれるかを説明し ます。

リ リース フ ラグに基づ く フ ィ ルター

プロジ ェ ク ト • 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプには、 製品構成フ ラグと リ リースフ ラグのサポー ト が含まれています :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

リ リース フ ラグを機能および InstallShield 前提条件に割り当てる と、 割り当てたフ ラグに基づいてこれら を含める

リ リースを作成する こ とができます。 デフ ォル ト では、 すべての機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi 

パッ ケージがリ リースに含まれます。 [ リ リース ] ビ ューまたはリ リース ウ ィ ザー ドのどち らかでフ ラグを指定す

る と、 フ ラグが付いていない機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージ、 並びに指定されたフ ラグ

が付いた機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージがイ ンス ト ールに含まれます。 フ ラグが付いて

いない機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージのみを含めるには、 存在し ないフ ラグを指定し ま

す。 たと えば、 NoFlags の様に指定し ます。 こ う する と、 フ ラグが付いていない機能、 InstallShield 前提条件、 お

よび連鎖 .msi パッ ケージだけがリ リースに組み込まれます。

サブ機能を含める こ とはできますが、 この親機能を含める こ とはできません。 このよ う な場合、 サブ機能はリ

リースに最上位の機能と し て組み込まれ、 この親はリ リースからは除外されます。

リ リース ウ ィ ザー ド または [ リ リース ] ビ ューで、 機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージを

フ ィ ルターする こ とができます。 この 2 つの方法を、 以下に説明し ます。

リ リース ウ ィ ザー ド でのフ ィ ルター

リ リースの最も簡単な作成方法は、 リ リース ウ ィ ザー ド を使用する こ と です。 ウ ィ ザー ドの [ フ ィ ルターの設定 ] 

パネルで、 リ リースに含める フ ラグを指定できます。

テーブル 3-9 • 製品構成フ ラグと リ リース フ ラグを組み合わせる

製品構成フ ラグ リ リース フ ラグ
イ ンス ト ールに含まれる機能、 InstallShield 前提
条件、 および連鎖 .msi パッ ケージ

< な し > < な し > Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル、

Program_Executable、 Help_Files、 Spellchecker、

Add_Ons、 Upgrade_Pack

< な し > 完全 Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル、

Program_Executable、 Help_Files、 Spellchecker、

Add_Ons

Trial < な し > Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル、

Program_Executable、 Help_Files、 Upgrade_Pack

完全 Trial Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル、

Program_Executable、 Help_Files、 Spellchecker、

Add_Ons、 Upgrade_Pack
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[ リ リース ] ビ ューでのフ ィ ルター

[ リ リース ] ビ ューを使用し て、 含める フ ラグを指定する こ と もできます。 フ ラグを製品構成レベルと リ リースの

両方で、 フ ラグを含める こ とができます。 詳細については、 「製品構成フ ラグと リ リース フ ラグの違い」 を参照し

て く ださい。

タ スク 製品構成フ ラグを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 変更する製品構成を ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンにある [ 全般 ] 

タ ブで表示されます。

3. " 製品設定フ ラグ " 設定に、 含める フ ラグを入力し ます。 複数のフ ラグを含める場合は、 それぞれカ ンマで区

切って く ださい。

タ スク リ リース フ ラグを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 変更する リ リースを ク リ ッ ク し ます。 設定が、 右のペイ ンのタ ブ上に表示

されます。

3. " リ リース フ ラグ " 設定に、 このリ リースに含める フ ラグを入力し ます。 複数のフ ラグを含める場合は、 そ

れぞれカ ンマで区切って く だ さい。

1 つのプロジ ェ ク ト から複数の製品構成のイ ンス ト ールを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

評価版リ リース と完全リ リースなど、 2 つ以上の構成の製品を リ リース し たい場合があり ます。 単一プロジ ェ ク ト

内で、 異なるプロジ ェ ク ト 機能のサブセ ッ ト を持つリ リースをビルド できます。 プ リ プロセ ッサ命令を使用し た

単一のイ ンス ト ール スク リ プ ト がある と、 異なる ラ ン タ イム動作をする リ リースをビルド する こ とができます。

タ スク ビルド時に リ リースの含める機能を判別するには、 以下の手順に従います。

1. リ リース ウ ィ ザー ド を起動し、 [ 機能 ] パネルに移動し ます。

2. [ 以下に含める機能を指定 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

3. [ 機能 ] エクスプローラーで、 製品構成に含める機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し、 含めない機能のチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択解除し ます。

4. リ リース ウ ィ ザー ドの他のパネルを完成し ます。
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タ スク プ リ プロセ ッサ命令を使って リ リースのラ ン タ イム動作を決めるには、 以下の手順に従います。

1. スク リ プ ト で、 プ リ プロセ ッサ命令を使用し て異なる製品構成に異なる コー ド を実行し ます。 例 :

#ifdef EVAL_RELEASE

/* 評価固有コード */

#elif FULL_RELEASE

/* 完全リ リース固有コード */

#endif

2. [ コ ンパイ ラ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クス ( リ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネル ) または、 "

コ ンパイ ラ プ リ プロセ ッサ定義 " 設定 ([ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブ ) は、 リ リースに実行させる

コー ド に対応するプ リ プロセ ッサ定数を指定し ます。

3. リ リースをビルド し ます。

標準 Web イ ンス ト ールと One-Click Install の違い
アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド する際、 多 く のエン ド ユーザーはダウンロー ド方法やアプ

リ ケーシ ョ ンを正し く 実行する方法を説明し た、 長 く 複雑な説明書に直面し ます。 標準的なダウンロー ド では 10 

以上の手順が必要と な り ます。 この作業は時間がかかる上に、 必ずし も成功する とは限り ません。 アプ リ ケー

シ ョ ンのダウンロー ド に失敗し たエン ド ユーザーは製品サポー ト のヘルプに頼らなければならないか、 完全にあ

き らめて二度と アプ リ ケーシ ョ ンにアクセス し な く なるで し ょ う。 これは顧客にと っても、 開発チームにと って

も時間を無駄にする結果と な り ます。

そこで、 One-Click Install セ ッ ト ア ッ プを使用する と、 エン ド ユーザーはアプ リ ケーシ ョ ンを必要最小限の操作で

ダウンロー ド する こ とができ、 すぐにアプ リ ケーシ ョ ンを開始する こ とが可能です。 以下に示す標準セ ッ ト ア ッ

プ と One-Click Install セ ッ ト ア ッ プのイ ンス ト ール手順を比べてみて く だ さい。

標準イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールの手順

標準的なイ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールは以下のよ う に行われます。

1. エン ド ユーザーが Web ページにアクセス し、 アプ リ ケーシ ョ ンをダウンロー ド するためのリ ン ク を ク リ ッ ク

し ます。

2. ダイアログが開きます。 ソ フ ト ウ ェ アの使用許諾契約に同意する こ と を求めるダイアログが表示されます。

3. こ こでエン ド ユーザーは、 イ ンス ト ール実行可能フ ァ イルをデ ィ スクに保存する こ とができます。 エン ド 

ユーザーは、 イ ンス ト ールの実行フ ァ イルに後でアクセスするため、 この場所を覚えてお く 必要があり ます。

4. フ ァ イル転送が開始されます。

5. エン ド ユーザーは、 イ ンス ト ール実行可能フ ァ イルを検索し て、 それを起動し ます。

6. イ ンス ト ール実行可能フ ァ イルが展開、 および実行されます。

7. アプ リ ケーシ ョ ンを適切に実行するために他のリ ソースが必要な場合、 エン ド ユーザーはこのと きにダウン

ロー ド する必要があ り ます。

8. イ ンス ト ールが実行され、 ユーザーは案内に沿ってイ ンス ト ールを開始し ます。

9. エン ド ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルのデ ィ スクへの場所など、 い く つか選択を行います。

10. アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの転送が開始されます。
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11. エン ド ユーザーは、 デ ィ スク上のアプ リ ケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルの位置を特定し、 アプ リ ケーシ ョ ンを

起動し ます。

One-Click Install イ ンス ト ールの手順

One-Click Install セ ッ ト ア ッ プを使用する と、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールを素早 く 簡単に行う こ とができます。

One-Click Install セ ッ ト ア ッ プは以下のよ う に行われます。

1. エン ド ユーザーが Web ページにアクセス し、 [ ダウンロー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. ダイアログが開きます。 ダイアログにフ ァ イル転送の進行状況が表示されます。 イ ンス ト ールがダウンロー

ド される と、 すぐにイ ンス ト ールが実行されます。

3. エン ド ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ンの使用を開始し ます。

One-Click Install セ ッ ト ア ッ プでは、 エン ド ユーザーが実行可能フ ァ イルを探す必要がな く  Web ページからの移動

は不要です。 One-Click Install セ ッ ト ア ッ プによ り、 エン ド ユーザーはダウンロー ド に苦労する こ と な く アプ リ

ケーシ ョ ンの使用に専念する こ とができます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

One-Click Install イ ンス ト ールには、 適切なコマン ド ラ イ ンを使って、 Setup.exe フ ァ イルのダウンロー ド と起動を

行う セ ッ ト ア ッ プ プレーヤー (Setup.ocx) が含まれています。 これによ り、 限定された権限で Windows Vista 以降

を使用し ているエン ド ユーザーも イ ンス ト ールを実行できるよ う にな り ます。 イ ンス ト ールのマニフ ェ ス ト で指

定された必要実行レベルによ り昇格された権限が必要な場合、 適切なユーザー アカウン ト 制御 (UAC) プロンプ ト

が Setup.exe フ ァ イルが起動された と きに表示されます。 エン ド ユーザーのシステムに以前のバージ ョ ンの 

Windows がある場合、 マニフ ェ ス ト は無視されますが、 も う一方の動作は同じ です。

One-Click Install イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルに COM 情報は含まれていません。

他のイ ンス ト ールと同様、 イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールは、 ア ッ プデー ト 、 メ ンテナンス モー ド、 複数イ ンス タ

ンス イ ンス ト ール、 サイ レン ト  イ ンス ト ールのよ う な機能を利用する こ とができます。 つま り、 InstallShield イ ン

ス ト ール用に提供されている機能がすべて利用できる とい う こ と です。

次の InstallScript 関数は、 イ ン ターネ ッ ト で有効です :

テーブル 3-10 • イ ン ターネ ッ ト で有効な InstallScript 関数

関数 説明

CopyFile 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルを コ ピーし た り、 または CGI や ASP の要求を送信

し た り し ます。

ExistsDir 有効な URL によ って指定されたフ ォルダーの存在を確認し ます。

GetFileInfo 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルに関する情報を取得し ます。

GetLine 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルから行を読み取り ます。
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One-Click Install オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

One-Click Install のセ ッ ト ア ッ プ プレーヤー内のオブジ ェ ク ト は、 Player または Ether です。 Player オブジ ェ ク ト

は、 オブジ ェ ク ト  モデルの中で最上位を占め、 次に Ether と続きます。

Player オブジ ェ ク ト

セ ッ ト ア ッ プ プレーヤーを使用できるよ う にするには、 イ ンス タ ンスを作成する必要があ り ます。 詳細について

は、 「Setup Player を使用する」 を参照し て く だ さい。

Player には、 メ ソ ッ ド と プロパテ ィ が 1 つずつあ り ます。

• Open (URL)— データ .cab フ ァ イルの場所を指定し、 Ether オブジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを返し ます。 引数は、

Web サーバー、 UNC パス、 またはローカル ド ラ イブのフ ァ イルの場所へのパスを示す URL から構成されま

す。

• LastError— メ ソ ッ ド ( 通常 Open()) によ ってスローされたエラー コー ド を示す整数値。

例

Player.Open("http://www.mydomain.com/myproduct");

Player.Open("file://\\server\myproduct");

Player.Open("file://c:/my installations/myproduct/media/default");

LastError メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Is 次を確認し ます。

• イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト から実行されているかど うか

• 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルやフ ォルダーの存在

• 指定された文字列が URL かど うか

• URL の有効性

OpenFile 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルを開きます。

ParseUrl 指定し た URL の一部を取得し ます。

ReadBytes 有効な URL によ って指定されたフ ァ イルからバイ ト を読み取り ます。

SeekBytes 有効な URL によ って指定されたフ ァ イル内でフ ァ イルポイ ン ターを再配置し ます。

テーブル 3-10 • イ ン ターネ ッ ト で有効な InstallScript 関数 ( 続き )

関数 説明
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これは、 Player オブジ ェ ク ト の LastError メ ソ ッ ド です。 Player のメ ソ ッ ド ( 通常、 Open()) によ ってスローされる

エラーのエラーコー ド を示す整数値。

構文

var nError = player.LastError;

例

var ether = Player.Open("http://www.installshield.com")

パラ メ ーター

な し。

戻り値

メ モ • リ ス ト の最初の ６  つのエラーについては、 エン ド ユーザーが Java コ ン ソールで詳しいエラー情報を確認で

きます。

テーブル 3-11 • LastError メ ソ ッ ドの戻り値

リ ターン コー ド 説明

-2147186688 アクセス許可は付与されていません。 [Java セキュ リ テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 拒

否 ] を ク リ ッ クする と、 エラーがスローされます。

-2147186686 Setup Player ActiveX コ ン ト ロールのア ッ プデー ト かイ ンス ト ールができませんで し た。

APPLET タグの Codebase 属性で指定された URL からダウンロー ド する機能を確認し ま

す。

-2147186685 ISPlayer のイ ンス タ ンス作成か、 ISPlayer の初期化ができませんで し た。

-2147186684 player.Open を呼び出せませんで し た。

-2147186683 Player.Open はアプレ ッ ト の初期化のタ イムアウ ト を呼び出し ま し た。

-2147166892 要求し た URL があ り ません。 player.Open 呼び出し中に指定し た URL で使用可能なイ ン

ス ト ール フ ァ イルを確認し て く だ さい。

-2147166895 保護された リ ソースにアクセスできません。 認証が必要で、 エン ド ユーザーが正しい情

報を入力し ていないイ ンス ト ールへのアクセスを行った場合、 このエラーが返されま

す。

-2147012889 サーバー名が解決されませんで し た。 player.Open の呼び出し で使用される URL を確認

し て く だ さい。 ド メ イ ン名のスペル ミ スが、 このエラーの一番の原因と なっていますの

で注意し て く だ さい。
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Open メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Player オブジ ェ ク ト の Open メ ソ ッ ド に、 イ ンス ト ールのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルの URL を指定する文字列引数を

使う こ とができます。

構文

var ether = Player.Open("<URL 文字列 >")

例

var ether = Player.Open("http://www.installshield.com")

パラ メ ーター

戻り値

Open メ ソ ッ ドは、 Ether オブジ ェ ク ト の参照を返し ます。

Ether オブジ ェ ク ト

Ether オブジ ェ ク ト は、 次のメ ソ ッ ド をサポー ト し ます :

GetLastError メ ソ ッ ド

Ether オブジ ェ ク ト の Play メ ソ ッ ド を呼んだあと、 GetLastError メ ソ ッ ド を呼び出し てイ ンス ト ールの結果を取得

し ます。 GetLastError によ り、 エラーが発生し たかど うか、 イ ンス ト ールが正常に完了し たかど うか、 またはキャ

ンセルされたかど うかが分かり ます。

テーブル 3-12 • Open メ ソ ッ ドの有効なパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

<URL 文字列 > イ ンス ト ールのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルの URL を指定し ます。

テーブル 3-13 • Ether オブジ ェ ク ト がサポー ト する メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

GetLastError イ ンス ト ールの結果を示す数値を返し ます。

IsPlaying イ ンス ト ールが実行中かど うかを示すブール値を返し ます。

Play イ ンス ト ールを開始し ます。

SetProperty プロパテ ィ を一定の値に設定し ます。
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構文

ether.GetLastError( );

例

GetLastError は、 次の例のよ う にポールする こ と をお勧めし ます。

var intervalID = 0;

function startInstall() {

if (ether)

{

ether.Play();

if (intervalID == 0)

intervalID = window.setInterval("IsSetupFinished()", 3000);

}

}

function IsSetupFinished()

{

var nResult = ether.GetLastError();

if (nResult != 0)

{

if (nResult == SETUP_FINISHED) // セッ ト ア ッ プが完了しました

/* to do */ ;

if (nResult == SETUP_ERR_CANCELLED) // セッ ト ア ッ プがキャンセルされました

/* to do */ ;

clearInterval(intervalID);

intervalID = 0;

}

}

パラ メ ーター

な し。

戻り値

GetLastError の全戻り値の一覧は、 リ リースの Disk Images フ ォルダーにある Disk1\_graphics\Utilities.js にあ り、

次でも確認する こ とができます。

• SETUP_RUNNING

• SETUP_FINISHED

• SETUP_ERR_GENERAL

• SETUP_ERR_LOADMEDIA

• SETUP_ERR_INSTALLKERNEL

• SETUP_ERR_STARTKERNEL

• SETUP_ERR_OPENCAB

• SETUP_ERR_INSTALLSUPPORT

• SETUP_ERR_SETTEXTSUB
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• SETUP_ERR_INITINFO

• SETUP_ERR_GETSETUPDRIVER

• SETUP_ERR_INITPROPERTIES

• SETUP_ERR_RUNINSTALL

• SETUP_ERR_UNINSTALLSUPPORT

• SETUP_ERR_EXTRACTBOOT

• SETUP_ERR_DOWNLOADFILE

• SETUP_ERR_CANCELLED

IsPlaying メ ソ ッ ド

Ether オブジ ェ ク ト の IsPlaying メ ソ ッ ドは、 イ ンス ト ールが実行されているかど うかを示すブール値を返し ます。

構文

var < 変数 > = ether.IsPlaying();

例

var bPlaying = ether.IsPlaying();

パラ メ ーター

な し。

戻り値

Play メ ソ ッ ド

Ether オブジ ェ ク ト の Play メ ソ ッ ドは、 イ ンス ト ールを起動し ます。

このメ ソ ッ ドの使用例を見るには、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネルまたはリ リース 

プロパテ ィ  グ リ ッ ドの [ イ ン ターネ ッ ト ] ページで 「デフ ォル ト の Web ページの作成」 オプシ ョ ンを使って メ

デ ィ アをビルド し てから、 生成された Web ページ (Setup.htm) でコー ド を調べます。

構文

ether.Play();

テーブル 3-14 • IsPlaying メ ソ ッ ドの戻り値

戻り値 説明

true イ ンス ト ールが実行中である こ と を示し ます。

FALSE イ ンス ト ールが実行されていないこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

SetProperty メ ソ ッ ド

Ether オブジ ェ ク ト の SetProperty メ ソ ッ ドは、 2 つの引数を受け取り ます。 最初の引数は文字列で、 is::CmdLine 

プロパテ ィ の名前を表し ます。 2 番目は Setup.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する文字列です。 

構文

ether.SetProperty("is::CmdLine","Setup.exe command-line options");

例

ether.SetProperty("is::CmdLine","-l0x0407");

パラ メ ーター

次のテーブルには、 SetProperty メ ソ ッ ドのパラ メ ーターが含まれています。

戻り値

な し。

One-Click Install イ ンス ト ールのデジ タル署名

エン ド ユーザーが One-Click Install イ ンス ト ールを実行する と、 セ ッ ト ア ッ プ プレーヤー (Setup.ocx) は常に次の

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し ます :

• Setup.ocx 

• Setup.exe 

• Data1.hdr 

• ISSetup.dll 

エン ド ユーザーが One-Click Install イ ンス ト ールを実行する と、 セ ッ ト ア ッ プ プレーヤー (Setup.ocx) は常に次の

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し ます : すべてのフ ァ イルが適切に署名されていて、 証明書がまだ完全に信頼され

ていない場合、 セ ッ ト ア ッ プ プレーヤーはプロンプ ト を表示し て、 エン ド ユーザーの承認を求めます ( プロンプ

ト は、 ダウンロー ド し た実行可能フ ァ イルを実行する と きに表示されるプロンプ ト に似ています )。

テーブル 3-15 • SetProperty メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

プロパテ ィ 名 プロパテ ィ 値

is::CmdLine Setup.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する文字列。 サポー ト されているパラ

メ ーターの一覧は、 「Setup.exe および Update.exe コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を

ご覧 く ださい。
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InstallShield は、 Setup.ocx フ ァ イルの署名を行います。 Setup.exe フ ァ イル、 Data1.hdr フ ァ イル、 および 

ISSetup.dll フ ァ イルの署名に使用する証明書は同じ である必要があり ます。 Setup.exe フ ァ イルと メ デ ィ ア ヘ ッ

ダーを署名するオプシ ョ ンを選択する と、 この要件は自動的に満た されます。

古いプロパテ ィ と メ ソ ッ ドの置換

InstallShield のイ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ール用簡易化モデルでは、 InstallShield Professional 6.x で Ether オブジ ェ ク

ト と そのサブオブジ ェ ク ト が持っていた メ ソ ッ ド と プロパテ ィ を消去し ます。 以下は、 そのメ ソ ッ ド と プロパ

テ ィ のリ ス ト 、 および、 Professional 6.x イ ンス ト ール Web ページを InstallShield イ ンス ト ールと共に動作させるた

め変換する際、 それらのをど う置換するかの説明です。

AskDestPath

相当するダイアログを イ ンス ト ール中に表示するには、 イ ンス ト ールの スク リ プ ト で InstallScript 関数 

AskDestPath を呼び出し ます。 Web ページから イ ンス ト ールへのあて先パスを渡すには、 " スク リ プ ト 定義 " プロ

パテ ィ を設定し ます。

CommandLine

次のよ う な行を、

ether.CommandLine = "< 文字列値 >";

次のよ う に変更し ます。

ether.SetProperty("is::CmdLine","< 文字列値 >");Features, SetState

相当する機能を イ ンス ト ール中に提供するには、 イ ンス ト ールのスク リ プ ト で InstallScript 関数 SdFeatureTree を

呼び出し ます。 We ｂ  ページから イ ンス ト ールに機能の選択を渡すには、 スク リ プ ト 定義のプロパテ ィ を設定し

て、 イ ンス ト ール スク リ プ ト でその値を使用し て FeatureSelectItem を条件付きで呼び出し ます。

Features, GetState

イ ンス ト ール中に機能の選択状態を取得するには、 イ ンス ト ールのスク リ プ ト で InstallScript 関数 

FeatureIsItemSelected を呼び出し ます。 Web ページは、 機能の選択状態を取得できません。

FileToOpen

イ ンス ト ール中にフ ァ イルを開 く には、 イ ンス ト ールのスク リ プ ト で InstallScript 関数 LaunchApplication を呼び出

し ます。 Web ページから イ ンス ト ールへフ ァ イル名を渡すには、 スク リ プ ト 定義のプロパテ ィ を設定し ます。

GetDownloadSize, FileLevelCosting

イ ンス ト ール中に必要なデ ィ スク空き容量を取得するには、 イ ンス ト ールのスク リ プ ト で InstallScript 関数 

FeatureGetTotalCost を呼び出し ます。 (SdFeatureTree のよ う な機能のダイアログは、 必要なデ ィ スク空き容量を

表示し ます。 )Web ページは必要なデ ィ スク空き容量を取得できません。

言語

次のよ う な行を、

ether.Language = "< 言語コード >";

次のよ う に変更し ます。
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ether.SetProperty("is::CmdLine","-l< 言語コード >");LegacyMode

デフ ォル ト で、 イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールは レガシー モー ド で実行されます。 つま り、 イ ンス ト ールのユー

ザー イ ン ターフ ェ イス イベン ト が適切に生成された状態で とい う こ と です。 Web ページで 

ether.LegacyMode=false; の設定効果を複製する方法が 2 つあ り ます。

• 次の行を使って、 サイ レン ト でイ ンス ト ールを実行し ます。

ether.SetProperty("is::CmdLine","-s");

• [ スク リ プ ト 定義 ] プロパテ ィ を設定、 または Is(WEB_BASED_SETUP) の戻り値を確認し て、 OnShowUI ハン ド

ラーでイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス イベン ト  ハン ド ラー関数を条件付で呼び出し ます。

ProductName

Web ページは、 この情報を取得できません。

GetTargetDir

Web ページは、 この情報を取得できません。

GetTextSub

Web ページは、 この情報を取得できません。

IsInstalled

Web ページは、 この情報を取得できません。

SetSetupType

イ ンス ト ール中にセ ッ ト ア ッ プの種類を指定するには、 イ ンス ト ール スク リ プ ト で InstallScript 関数 

FeatureSetupTypeSet を呼び出し ます。 イ ンス ト ール中にセ ッ ト ア ッ プの種類選択ダイアログを表示するには、 イ

ンス ト ール スク リ プ ト で、 SdSetupType を呼び出し ます。 Web ページから イ ンス ト ールにセ ッ ト ア ッ プの種類を

渡すには、 スク リ プ ト 定義プロパテ ィ を設定し ます。

SetTargetDir

イ ンス ト ール中にターゲ ッ ト  デ ィ レ ク ト リ を指定するには、 イ ンス ト ール スク リ プ ト でシステム変数 

TARGETDIR に値を割り当てます。 Web ページから イ ンス ト ールにターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を渡すには、 スク リ プ

ト 定義プロパテ ィ を設定し ます。

SetTextSub

イ ンス ト ール中にテキス ト 置換を指定するには、 イ ンス ト ール スク リ プ ト で "TextSub オブジ ェ ク ト の値 " プロ

パテ ィ に値を割り当てます。 Web ページから イ ンス ト ールにテキス ト 置換を渡すには、 [ スク リ プ ト 定義 ] プロパ

テ ィ を設定し ます。

デフ ォル ト の Web ページ (Setup.htm)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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Setup.htm とい う名前にデフ ォル ト の Web ページは、 次のメ ソ ッ ド いずれかを使用し て One-ClickInstall イ ンス

ト ールをビルド し た際に、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダー内に作成されます。

• リ リース ウ ィ ザー ドの [ イ ン ターネ ッ ト のオプシ ョ ン ] パネルで [ セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト  Web ページを

作成 ] オプシ ョ ンを選択。

• [ リ リース ] ビ ューの [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブにある " デフ ォル ト  Web ページの作成 " 設定で [ はい ] を選択。

このページをそのまま使用する、 自由にカス タ マイズする、 または Setup Player の使用例と し て参照する こ と も

できます。

上記の Web ページの作成に関する設定は、 [ リ リース ] ビ ューの "ClickOnce Install の生成 " 設定が [ いいえ ] に設

定されている と き、 無効にな り ますので注意し て く だ さい。

One-Click Install イ ンス ト ールのシステム要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ホス ト  システム上で HTTP 1.1 をサポー ト する Web サーバーが必要です。 FTP は One-Click Install イ ンス ト ールを

サポー ト し ませんので注意し て く だ さい。

Setup Player の別の呼び出し方法

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Web ページからセ ッ ト ア ッ プ プレーヤーを呼び出す必要はあ り ません。 他のソースから Player を呼び出すこ とが

できます。 た と えば、 ログイ ン スク リ プ ト 、 Visual Basic、 Visual C/C++ アプ リ ケーシ ョ ンなどです。 ActiveX コ ン

ト ロールをサポー ト するプログラムツールは、 Player を呼び出すこ とができます。

Player を呼び出すためのサンプル Visual Basic スク リ プ ト

Dim player, ether

Set player = CreateObject("Setup.Player.Automation Interface Version")

Set ether = player.open("http://www.mydomain.com/mysetup")

If ether.IsPlaying() Then

MsgBox " セ ッ ト ア ッ プが実行中です。 "

Else

MsgBox " セ ッ ト ア ッ プが実行していません。 "

End If

Set player = Nothing

Set ether = Nothing

HTTPS と One-Click Install イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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One-Click Install イ ンス ト ールは、 HTTPS (secure hypertext transfer protocol) の下、 つま り SSL (Secure Sockets 

Layer) を使った HTTP の下で実行する こ とができます。 HTTPS と共に実行するためにイ ンス ト ールが必要な唯一

の変更は、 イ ン ターネ ッ ト 対応関数に渡される URL を http:// から https:// へ変更する こ と です。

One-Click Install イ ンス ト ールの作成

リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 One Click Install イ ンス ト ールを作成する こ とができます。

タ スク リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 One Click Install を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. リ リース ウ ィ ザー ド を起動し ます。

2. [ イ ン ターネ ッ ト のオプシ ョ ン ] パネルに移動し ます。

3. [One-Click Install の生成 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

4. [ セ ッ ト ア ッ プにデフ ォル ト の Web ページを作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択するか、[ 起動する URL の入力 ] 

ボ ッ クスでカス タム Web ページの場所を指定し ます。

5. 必要に応じ て、 他のオプシ ョ ンを指定し ます。

6. [ リ リース ウ ィ ザー ド ] パネルの残りの部分を完了させます。

7. リ リースをビルド し ます。

タ スク 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順を

実行し ます。

1. リ リース ウ ィ ザー ド を起動し ます。

2. [ メ デ ィ アの種類 ] パネルに移動し ます。

3. [ メ デ ィ アの種類 ] 一覧で、 Web を ク リ ッ ク し ます。

4. [One Click Install] パネルに移動し、 [One-Click Install の生成 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

5. .htm または .cab フ ァ イルのフ ァ イル名を指定し ます。

6. One-Click Install がサポー ト するブラウザーを指定し ます。

7. [ リ リース ウ ィ ザー ド ] パネルの残りの部分を完了させます。

8. リ リースをビルド し ます。

Setup Player を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

セ ッ ト ア ッ プ プレーヤーは、 Setup.exe フ ァ イルをダウンロー ド し てから、 適切なコマン ド ラ イ ンを使って起動す

る Setup.ocx フ ァ イルです。 Setup.ocx は Setup.exe 以外の名前を持つセ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルの起動もサ

ポー ト し ます。 これが正し く 動作するためには、 Setup.ini フ ァ イルの [Startup] セクシ ョ ンに次のキーが含まれて

いる必要があ り ます :
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LauncherName=SetupLauncher

SetupLauncher は、 代替セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イル名です。

Web ページで Setup Player を使用する例と し て、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ イ ン ターネ ッ ト のオプシ ョ ン ] パネル

にある [ デフ ォル ト の Web ページを作成 ] オプシ ョ ン、 または [ リ リース ] ビ ューの [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブにあ

る " デフ ォル ト の Web ページを作成 " 設定を使用し て リ リースをビルド し ます。 それから、 生成された Web ペー

ジ (Setup.htm) でコー ド を調べます。

Player のイ ンス タ ンスを作成し たら、 Player 内で各オブジ ェ ク ト に関連付けられた メ ソ ッ ド およびプロパテ ィ を

使用し て、 イ ンス ト ールを カス タ マイズできます。

起動された ClickOnce Install イ ンス ト ールにデータ を渡す

起動された One-Click Install イ ンス ト ールにデータ を渡すには、is::CmdLine parameter と CMDLINE スク リ プ ト 変数 

を使用し ます。

イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行する

イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行するには、 Ether オブジ ェ ク ト の SetProperty メ ソ ッ ド を呼び出

し て Setup.exe コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを以下の例のよ う に渡し ます。

ether.SetProperty("is::CmdLine","-s -f1\"C:\\My Folder\\Mydir.iss\"");

ether.SetProperty("is::CmdLine","-s -f1\"C:\\My Folder\\Mydir.iss\" -f2\"C:\\My Folder\\Mydir.log\""); 

次の事項に注意し て く だ さい。

• サイ レン ト のイ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールを実行する際、 -f1 オプシ ョ ンを指定する必要があり ます。 イ ン

ターネ ッ ト  イ ンス ト ールには、 応答フ ァ イル用のデフ ォル ト の場所があ り ません。

• サイ レン ト のイ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ールを実行または記録する際、 -f1 または -f2 オプシ ョ ンを使用する場

合、 完全修飾絶対パスを指定し なければな り ません。 これらのオプシ ョ ンに、 URL は使用できません。

• SetProperty への ２  番目の引数には、 エスケープ シーケンス (\\ と \") を使用し て、 円記号と引用符を上記

の例にし たがって指定する必要があ り ます。

ラ ン タ イム言語の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語サポー ト は、 InstallShield の Premier Edition で使用する こ とができます。

次のメ ソ ッ ド で言語を指定する と、 InstallShield で指定し たデフ ォル ト の言語、 またはターゲッ ト  システムのデ

フ ォル ト の言語にかかわらず、 One-Click Install イ ンス ト ールはこの言語で実行されます。 このメ ソ ッ ド を使用し

ない場合、 One-Click Install イ ンス ト ールは、 他のイ ンス ト ールと同じ方法でラ ン タ イム言語を判別し ます。
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タ スク ラ ン タ イム メ ッ セージを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 言語のサポー ト をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

a. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

b. [ 言語 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. イ ンス ト ールがターゲッ ト にする、 言語のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

2. リ リースに言語を追加し ます。

a. [ ビルド ] メ ニューで [ リ リース ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルから、 適切な言語を選択し ます。

3. Play メ ソ ッ ド を呼び出す前に、 InstallShield の Web ページで、 SetProperty メ ソ ッ ド を呼び出し て、 適切な言

語識別子を指定し ます。

たと えば、 英語の言語 ID は 0009 です : 英語のラ ン タ イム言語を設定するには、 以下のコー ド を使用し ます :

ether.SetProperty("is::CmdLine","-l0009");

デバッ グ モー ド で One-Click Install イ ンス ト ールを実行する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

デバッ グモー ド で One-Click Install を実行するには、 ether.Play を呼び出す前に以下を入力し ます。

ether.SetProperty( "is::CmdLine", "/d")

InstallScript からユーザーを認証する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

One-Click Install 実行後に認証が必要な場合、 InstallScript を使用し て直ちにユーザーを認証できます。 認証が必要

な と き、 Web サーバーから イ ンス ト ールに HTTP エラーコー ド 401 が送信されて、 InternetError イベン ト が発生し

ます。 OnInternetError イベン ト  ハン ド ラーでユーザーにユーザー名とパスワー ド を要求し て、 このイベン ト に対

応し ます。

これを簡単に処理するには、 WinInet.dll の InternetErrorDlg API を使用し、 OnInternetError から IDRETRY 値を返し

ます。 これによ って、 イ ンス ト ールが HTTP 要求を再度発行し てフ ァ イルを求めます。 ユーザーが間違った情報

を入力し た場合、 再入力を求めるプロンプ ト が表示されます。

Setup.ini

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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Setup.ini は、 InstallScript ベース プロジ ェ ク ト のビルド プロセス中にイ ンス ト ールの一部の要素を制御するために

作成される初期化フ ァ イルです。 ビルド プロセスは、 Setup.ini に一定のキー名と値のみを挿入し ます。 ビルド プ

ロセスが Setup.ini を作成する と、 < プロジ ェ ク ト  フ ォルダー >\Media\< メ デ ィ ア名 >\Disk Images の Disk1 フ ォル

ダーに配置されます。

さ らに Setup.ini を カス タ マイズする場合は、 テキス ト  エデ ィ ターで変更し ます。 希望の変更を行うバッ チ フ ァ イ

ルまたは実行可能フ ァ イルを起動する リ リース ウ ィ ザー ドの [ ポス ト ビルドのオプシ ョ ン ] パネル、 または [ リ

リース ] ビ ューの " バッ チ フ ァ イルの実行 " プロパテ ィ を使用し て、 このプロセスを自動化する こ とができます。

Setup.ini を、 以前のメ デ ィ アビルド からの変更コ ピーでただ単に上書き し ないで く ださい。 上書きする と イ ンス

ト ールが正し く 動作し ないこ とがあ り ます。

Setup.ini には、 次の 2 つのあらかじめ定義されたセク シ ョ ンがあ り ます。

• [Startup]

• [Mif]

追加セクシ ョ ンを Setup.ini に追加し て、 情報をセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト に渡すこ とができます。 それから 

GetProfString と GetProfInt 関数を呼び出し て Setup.ini からの情報を イ ンス ト ールに転送する とができます。

Setup.ini フ ァ イルの例を示し ます。

[Startup]

EnableLangDlg=Y

Product=My Application

ProductGUID=23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9

CompanyName= 自分の会社名

Skin=Setup.skin

SmallProgress=N 

SplashTime=5 

CheckMD5=N

CmdLine=/f1Test1.iss

LauncherName=MyInstall.exe

[Mif]

Type=SMS

Filename=Ishield

SerialNo=IS50-32XYZ-12345

Locale=DEU

メ モ • (Disk1 を削除し た後に ) 後でフ ァ イルにアクセスする必要がある場合は、 イ ンス ト ールの始めに Setup.ini を

サポー ト  フ ォルダー (SUPPORTDIR) にコ ピーする必要があ り ます。
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[Startup] セクシ ョ ン

Setup.ini の [Starup] セクシ ョ ンでは、 次のキー名を使用できます。

• EnableLangDlg

• 製品

• ProductGUID

• CompanyName

• Skin

• SmallProgress

• SplashTime

• CheckMD5

• CmdLine

• LauncherName

EnableLangDlg

EnableLangDlg キー名は、 イ ンス ト ール初期設定中に [ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを表示するかど うかを イ ンス

ト ールに指示し ます。 [ 言語 ] ダイアログを使用し て、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールの実行時に使用する言語を

使用可能な言語から選択する こ とができます。 この値は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プの言語 ]  パネル、

または [ リ リース ] ビ ューの " 言語ダイアログ "  プロパテ ィ で設定できます。

[ 言語 ] ダイアログについての詳細は、 「イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用する言語を判別する方

法」 を参照し て く だ さい。

製品

Product キー名は、 [ ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ ] ダイアログ ボ ッ クスで、 テキス ト 文字列の最初に表示されるア

プ リ ケーシ ョ ン名または製品名を識別し ます。

ProductGUID

ProductGUID キー名は、 Setup.exe が初期化中にこのデータにアクセスできるよ う に、 イ ンス ト ールの GUID を指

定し ます。 メ デ ィ ア ビルダーは自動的に、 Setup.ini に正しい値を入力し ます。 値を変更し ないで く だ さい。

CompanyName

CompanyName キー名は、 会社の名前を指定し ます。

Skin

Skin キー名は、 イ ンス ト ールがエン ド ユーザー ダイアログの表示に使用するスキン フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 このキー名が Setup.ini ではない場合、 スキンは使用されません。 スキンは、 リ リース ウ ィ ザー ドの ユーザー 

イ ン ターフ ェ イス パネル、 または [ リ リース ] ビ ューの " スキンの指定 " プロパテ ィ で指定できます。
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SmallProgress

SmallProgress キー名は、 イ ンス ト ール初期化ダイアログを、 InstallShield Professional バージ ョ ン 6.31 以前で作成

し たイ ンス ト ールによ って表示されていた小さいボ ッ クスにするか、 残りのエン ド ユーザー ダイアログ ボ ッ クス

と同じ大きいボ ッ クスにするかを指定し ます。 この値を Y に設定する と小さいダイアログ ボ ッ クスが表示され、

N に設定する と大きいダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 ( イ ンス ト ールが [ セキュ リ テ ィ ]、 [ セ ッ ト ア ッ プの

保存および / または実行 ]、 [ セ ッ ト ア ッ プ言語の選択 ] または [ 正規の製品が検出されま し た ] ダイアログ ボ ッ

クスを表示する場合、 イ ンス ト ール初期化ダイアログ ボ ッ クスは、 このキーの値に関係な く 、 残りのエン ド ユー

ザー ダイアログ ボ ッ クス と同じ大き さにな り ます。 ) この値は、 リ リース ウ ィ ザー ドの ユーザー イ ン ターフ ェ

イス パネル、 または [ リ リース ] ビ ューの " 小さい初期化ダイアログ " プロパテ ィ で設定できます。

SmallProgress が N に設定されている と、 イ ンス ト ール初期化ダイアログ ボ ッ クス ( および [ セ ッ ト ア ッ プ言語の

選択 ] ダイアログ ボ ッ クスがあればこれも該当 ) は、 ス ター ト ア ッ プ グラ フ ィ ッ クが閉じ るまで表示されません。

ス ター ト ア ッ プ グラ フ ィ ッ クの表示時間を指定するには、 SplashTime 値を設定し ます。

SplashTime

SplashTime キー名は、 ス ター ト ア ッ プ グラ フ ィ ッ クが表示される時間を秒単位で指定し ます。

CheckMD5

CheckMD5 キー名は、 各フ ァ イルの MD5 ハッ シュ値を フ ァ イル展開中にイ ンス ト ール ヘ ッ ダーフ ァ イルに保存さ

れている値と比較するかど うかを イ ンス ト ールに指示し ます。 一般オプシ ョ ン - [ 詳細 ] ダイアログ ボ ッ クスの 

[MD5 シグネチャの検証 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスでこの値を設定できます。

ヒ ン ト • MD5 確認は破損し たフ ァ イルを検出し ます。 これは イ ン ターネ ッ ト でのイ ンス ト ール中に便利です。

MD5 確認を行わなかった場合、 フ ァ イル転送処理速度は速 く な り ます。

CmdLine

CmdLine キー名は、 コマン ド ラ イ ンからパラ メ ーターが渡されない時に Setup.exe に渡すコマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを識別し ます。

メ モ • Setup.exe を起動する と きにコ マン ド ラ イ ン プロンプ ト で /v パラ メ ーターを使用する場合、 CmdLine キー名

に指定されたパラ メ ーターは一切無視されます。

使用可能なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの詳細については、 「Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ

メ ーター」 を参照し て く だ さい。

LauncherName

Setup.exe の名前を変更する と、 フ ァ イルの新しい名前は LauncherName キー名によ って指定されます。 このキー

名は、 別のイ ンス ト ールが DoInstall 関数を使ってこのイ ンス ト ールを起動する場合に必要です。

[Mif] セクシ ョ ン

[Mif] セクシ ョ ンがある場合、 イ ンス ト ールは自動的に、 イ ンス ト ール .mif フ ァ イルを Temp フ ォルダーに作成し

ます。 Setup.exe の -m コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使用し、 オプシ ョ ンで -m1 と -m2 のオプシ ョ ンを使用する こ

とによ って .mif フ ァ イルを作成する こ と もできます。
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Setup.ini の [Mif] セクシ ョ ンの下には、 キー名があり ます。

• Type

• Filename

• SerialNo

• ロケール

Type

このキーを SMS に設定し ます。

Filename

このフ ァ イル名キーはオプシ ョ ンです。 作成される .mif フ ァ イルの代替名を提供し ます。 このキーが含まれてい

ないと、 イ ンス ト ールは Setup.ini の [Startup] セクシ ョ ンの下にある AppName キーを .mif フ ァ イル名と し て使用し

よ う と し ます。 AppName キーも存在し ない場合、 イ ンス ト ールは Status.mif とい う デフ ォル ト の名前を持つフ ァ

イルを作成し ます。

.mif フ ァ イルには .mif 拡張子が必要なので、 フ ァ イル名には拡張子は含めません。 フ ァ イル名にはパスも含まれま

せん。 パスはデフ ォル ト で Temp フ ォルダーに置かれます。

SerialNo

SerialNo  キーもオプシ ョ ンです。 このキーの情報が提供される と、 .mif  フ ァ イルの [ シ リ アル番号 ] セクシ ョ ンに

配置されます。 このキーが存在し ない場合、 イ ンス ト ールは引用符 ("") を代わり に置きます。

ロケール

.mif フ ァ イルに指定し たロケールを含めます。 English (ENU) がデフ ォル ト ですが、 ロケール文字列の全リ ス ト につ

いては Microsoft のマニュアルを参照し て く ださい。

次は、 自動的に .mif フ ァ イルを作成する イ ンス ト ールの Setup.ini フ ァ イルの例です。

[Startup]

AppName=InstallShield

[Mif]

Type=SMS

Filename=IShield

SerialNo=IS50-32XYZ-12345

Locale=DEU

リ リースのク ローンを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

InstallShield では、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースを ク ローンまたはコ ピーする こ とができます。 これによ り、 すべ

てのプロパテ ィ がク ローン された リ リースにあったのと き と同じ状態で リ リースを作成する こ とができます。

従って、 ほとんど相違点がない リ リースを複数作成する場合、 リ リースを ク ローン し て必要に応じ て設定のみ変

更するだけですみます。

タ スク リ リースを コ ピーまたはク ローンするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. コ ピーする リ リースを右ク リ ッ ク し て [ ク ローン ] を選択し ます。

「リ リース x のコピー」 とい う名前のリ リースが作成されます。 リ リースのコ ピーには、 オ リ ジナルのリ リース と同

じ プロパテ ィ がすべてあ り ます。 リ リースの名前を変更し、 必要に応じ リ リースの設定を変更し ます。

UWP アプ リ パッ ケージの作成

プロジ ェ ク ト • UWP アプ リの作成機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

重要 • デスク ト ッ プ拡張 ( デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ ) を含む UWP アプ リ パッ ケージのイ ンス ト ールおよびテス ト を

行う には、 Windows 10 Anniversary Update が必要です。 さ らに、 UWP アプ リ パッ ケージに署名を行う、 異なるバ

ラエテ ィ の UWP アプ リ ロゴを使用する ( 「UWP アプ リ ロゴの考慮事項」 を参照 )、 あるいはローカ ラ イズされた 

UWP アプ リ パッ ケージをビルド するためには、 InstallShield  を Windows 10 マシン上にイ ンス ト ールするか、

Windows 10 SDK と共にイ ンス ト ールする必要があ り ます。

Windows 8.x および 10 上にアプ リ を配布およびイ ンス ト ールする為に使用される UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) 

は、 シンプルでセキュ リ テ ィ 保護されたパッ ケージ フ ォーマ ッ ト で、 UWP ( ユニバーサル Windows プラ ッ ト

フ ォーム ) で使用可能な唯一のフ ォーマ ッ ト です。 UWP アプ リ パッ ケージの利点 :

• 高い可用性、 信頼性、 および耐久性によ って、 アプ リ ケーシ ョ ンが長期間にわたってエラーな し で継続的に

動作し続けます。

• 必要最小限の構成と カス タ マイズ不要な UI によるス タ テ ィ ッ ク ビルド を使ったスムーズなイ ンス ト ール経験

• Windows ス ト アを使ってアプ リ ケーシ ョ ンを販売または提供できるオプシ ョ ン

• UWP API を使用できる機能だけでな く 、 ラ イブ タ イルなどの UWP 機能を活用

• Windows Nano Server 上でネイテ ィ ブ サポー ト を持つ唯一のパッ ケージ フ ォーマ ッ ト

InstallShield は、 UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト およびそのデスク ト ッ プ / サーバー拡張の作成をサポー ト

し、 UWP アプ リ フ ォーマ ッ ト に適合し ないアイテムを識別するためのテス ト を提供し ます。 [ リ リース ] ビ ュー

で リ リースを選択する と き、 [Windows アプ リ ] とい う名前の新しい リ リースご とに提供される タ ブに、 UWP アプ

リ パッ ケージを作成する設定があ り ます。 こ こで、 UWP アプ リ パッ ケージのビルド プロセスに影響する様々な

主要な設定を指定できます。 
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UWP アプ リ パッ ケージは、 [Windows アプ リ ] タ ブの [ 表示プロパテ ィ ] 領域にある設定を使ってローカ ラ イズで

きます。 UWP アプ リ パッ ケージのビルド に使用できるサポー ト 対象言語は、 リ リースの [ ビルド ] タ ブにある 

”UI 言語 ” 設定の言語と一致し ます。 ただ し、 ビルド マシンには MakePRI.exe  (Windows 10 SDK 内 ) が必要です。

MakePRI.exe がビルド マシン上で見つからない場合、 InstallShield はデフ ォル ト 言語のみを使って UWP アプ リ 

パッ ケージを生成し ます。 

次の手順は、 UWP アプ リ パッ ケージの作成方法を説明し ます。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト を UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) フ ォーマ ッ ト に変換するには、 次の手順に従います :

1. .msi リ リースのビルドの一環と し て、 UWP アプ リ パッ ケージをビルド する基本の MSI プロジ ェ ク ト を開きま

す。 

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 製品構成の下にある UWP アプ リ パッ ケージのビルド を行う リ リースの名

前を ク リ ッ ク し ます。

3. [Windows アプ リ ] タ ブを ク リ ッ ク し て、 "UWP アプ リ パッ ケージのビルド " 設定で [ はい ] を指定し ます。

4. 次の手順に従って く だ さい :

• [Windows アプ リ ] タ ブの [ 全般 ] 領域を使って、 デスク ト ッ プ拡張またはサーバー拡張を含めるかど うか

を選択するなど、 ビルド処理に影響を及ぼす主要な設定を構成し ます。

• [Windows アプ リ ] タ ブの [ パッ ケージ ID のオーバーラ イ ド ] 領域を使って、 Windows に対し てパッ ケー

ジを一意に識別し ます。

• [Windows アプ リ ] タ ブの [ 表示プロパテ ィ ] 領域を使ってエン ド ユーザーに対し て、 パッ ケージを識別し

ます。

これらの設定についての詳細は、 「リ リースの [Windows アプ リ ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

5. UWP アプ リ パッ ケージで作成された タ イルを構成するには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューを開いて、 [UWP アプ

リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド ] 領域で設定を構成し ます。 "UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオー

バーラ イ ド " 設定についての詳細は、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の設定」 を参照し て く だ さい。

6. リ リースをビルド し ます。

7. .msi パッ ケージ内で UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト に適さ ないアイテムの存在をスキャ ンするには、

InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト を実行し ます。 [ ビルド ] メ ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し てから、

[InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「InstallShield UWP アプ リ適合

性スイー ト 」 を参照し て く だ さい。

UWP アプ リ パッ ケージの配布方法についての詳細は、 「UWP アプ リ パッ ケージの配布」 を参照し て く だ さ

い。

イ ンス ト ールのテス ト と実行
イ ンス ト ールを配布する前にテス ト を行い、 顧客に頼らずに問題をすべて見つける こ とはと ても重要です。

InstallShield では、 ( フ ァ イルを ターゲッ ト  システムにコ ピーする手間をかけずに ) エン ド ユーザー ダイアログを

テス ト し た り、 転送する フ ァ イルを含むイ ンス ト ール全体を実行する こ とができます。
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イ ンス ト ールのテス ト 実行

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ールをテス ト 実行し てエン ド ユーザー ダイアログを確認する こ とができます。 テス ト 実行によ って、 完

全ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されますが、 ターゲッ ト  システムにフ ァ イルがコ ピーされた り、 レジス ト リ

が更新される こ とはあ り ません。

タ スク プロジ ェ ク ト をテス ト 実行するには、 以下のいずれかを行って く だ さい。

• [ リ リース ] ビ ューで、 リ リース名を右ク リ ッ ク し てから [ セ ッ ト ア ッ プのテス ト ] を ク リ ッ ク し ます。

• ツールバーにある [ テス ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスから イ ンス ト ールを実行する
リ リース ウ ィ ザー ド を実行し てイ ンス ト ールのリ リースをビルド する と、 それを InstallShield 内から実行する こ と

ができます。

タ スク ビルド し たイ ンス ト ールパッ ケージを実行するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• ツールバー上の [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで、 リ リース名を右ク リ ッ ク し てから [ セ ッ ト ア ッ プの実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで、 [ReleaseName の実行 ] を ク リ ッ ク し ます。 ReleaseName は、 現在 [ リ リース ] ビ ューで

フ ォーカス されている リ リースの名前です。

InstallShield は、 [ リ リース ] ビ ューで現在強調表示されている リ リースを実行し ます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスで [ イ ンス ト ール前にアン イ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する

と、 これまでに実行されたすべてのリ リースが現在のリ リースが実行される前にアン イ ンス ト ールされます。 こ

のオプシ ョ ンは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブから使用できます。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスから イ ンス ト ールを起動する と き、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する こ とは

できません。 Windows Installer にパラ メ ーターを渡すには、 コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールを起動する必要があ

り ます。 詳細については、 「MsiExec.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。

サイ レン ト  モー ド でイ ンス ト ールを実行する
サイ レン ト  イ ンス ト ールはエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し で実行される イ ンス ト ールです。 イ ンス ト ー

ルをサイ レン ト で実行する場合、 InstallShield では、 基本の MSI、 InstallScript MSI および InstallScript プロジ ェ ク ト

にサイ レン ト  イ ンス ト ールを作成できます。
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基本の MSI のサイ レン ト  イ ンス ト ール

基本の MSI イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行するには、 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し ます。

msiexec /i Product.msi /qn

リ リース設定に Setup.exe が含まれている場合、 次のコマン ド を実行する こ とができます :

Setup.exe /s /v"/qn"

基本の MSI イ ンス ト ールは、 応答フ ァ イルの作成や読み込みは行いません。 基本の MSI プロジ ェ ク ト のイ ンス

ト ール プロパテ ィ を設定するには、 コマン ド ラ イ ンから次のよ う に入力し ます。

msiexec /i Product.msi /qn INSTALLDIR=D:\ProductFolder USERNAME=" お客様各位 "

InstallScript MSI および InstallScript サイ レン ト  イ ンス ト ール

InstallScript MSI および InstallScript プロジ ェ ク ト では、 エン ド ユーザーの対応を記録する応答フ ァ イルに記録を作

成する必要があ り ます。 この応答フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが実行できるよ う に、 Setup.exe に渡されます。 従来

のサイ レン ト  イ ンス ト ールは、 通常のイ ンス ト ールとほとんど同じ よ う に動作し ます。 このイ ンス ト ールは、 通

常のイ ンス ト ールと同じ スク リ プ ト 論理に従っています。

Setup.exe を使用せずに InstallScript MSI イ ンス ト ールを イ ンス ト ールする必要がある場合、 MSI サイ レン ト  モー

ド を使用する こ とができます。

InstallScript MSI と InstallScript のサイ レン ト  イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield Silent では、 サイ レン ト  イ ンス ト ールと し ても知られる自動化された電子的なソ フ ト ウ ェ アの配布が

可能です。 InstallShield Silent を使用する と、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを監視し た り、 ダイアログ ボ ッ クス

に情報を入力する必要はあ り ません。 InstallShield Silent イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーの操作な し で自動的に

実行されます。

マシン上にアプ リ ケーシ ョ ンの複数のイ ンス タ ンスがあ り、 そのマシン上でアプ リ ケーシ ョ ンのサイ レン ト  ア ッ

プデー ト  イ ンス ト ールを実行する場合、 最初に見つかったイ ンス タ ンスにア ッ プデー ト が適用され、 [ 正規の製

品が検出されま し た ] ダイアログ ボ ッ クスは表示されません。

InstallShield Silent を起動させるには、 Setup.exe -s コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し ます。

Windows ロゴ • Windows 95 ロゴ要件に準拠するため、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール オプシ ョ ンが選択される応答

フ ァ イルを、 サイ レン ト イ ンス ト ールで作成する必要があ り ます。

イ ンス ト ールを Setup.exe -r パラ メ ーターで実行し て、 イ ンス ト ール オプシ ョ ンを選択し、 InstallShield Silent 応

答フ ァ イルを自動的に記録するか、 独自のフ ァ イルを作成する こ とができます。 応答フ ァ イルの実例については、

InstallShield イ ンス ト ールの Disk1 にある Setup.iss フ ァ イルを参照し て く だ さい。 応答のフ ァ イル形式の説明につ

いては、 「応答フ ァ イルを作成する」 を参照し て く だ さい。

Setup.exe を使用せずに InstallScript MSI イ ンス ト ールを イ ンス ト ールする必要がある場合、 MSI サイ レン ト  モー

ド を使用する こ とができます。
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タ スク サイ レン ト  イ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. イ ンス ト ールを作成し ます。

2. 応答フ ァ イルを作成し ます。

3. サイ レン ト  イ ンス ト ールを実行し ます。

4. エラーを確認し ます。

サイ レン ト  イ ンス ト ールの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

サイ レン ト  モー ド で実行される イ ンス ト ールを作成するには、 通常の方法でイ ンス ト ールを作成し てから、 非サ

イ レン ト  モー ド でスク リ プ ト をテス ト し ます。

イ ンス ト ール スク リ プ ト のロジ ッ ク を変更し、 イ ンス ト ールが サイ レン ト  モー ドが実行されているかど うかに

よ って、 簡単にフ ロー制御を含める こ とができます。 InstallShield では、 MODE とい う システム変数が提供されて

います。 MODE 変数には、 イ ンス ト ールの現在のモー ド を識別する次の定数のう ちの 1 つが含まれます。

• NORMALMODE— イ ンス ト ールが通常モー ド で実行されている こ と を示し ます。

• RECORDMODE—Setup.exe によ って、Windows フ ォルダーにサイ レン ト  イ ンス ト ール フ ァ イル (.iss フ ァ イル ) 

が自動的に生成される こ と を示し ます。 .iss フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの入力値を記録し たものです。

• SILENTMODE— イ ンス ト ールがサイ レン ト  モー ド で実行されている こ と を示し ます。

詳細については、 「MODE」 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • すべての InstallShield ビル ト イ ンおよび Sd ダイアログは、 InstallShield サイ レン ト 応答フ ァ イル (.iss フ ァ

イル ) に格納された値を自動的に処理し ます。 カス タム ダイアログを作成する場合、 SilentReadData を呼び出し、

ダイアログの戻り値をサイ レン ト  モー ド で処理する必要があ り ます。

イ ンス ト ールを作成または編集し たら、 応答フ ァ イルを作成し てサイ レン ト  イ ンス ト ールの作成を続けます。

応答フ ァ イルを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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通常の ( 非サイ レン ト  モー ド ) イ ンス ト ールは、 ダイアログ ボ ッ クスへの応答とい う形でエン ド ユーザーから必

要な入力を受け取り ます。 逆に、 サイ レン ト  イ ンス ト ールは、 ユーザーに入力をプロンプ ト し ません。 し たがっ

て、 別のソースからエン ド ユーザー イ ンプ ッ ト を取得する必要があ り ます。 その方法が、 InstallShield サイ レン ト

応答フ ァ イル (.iss フ ァ イル ) です。

応答フ ァ イルには、 通常のイ ンス ト ール実行時にエン ド ユーザーがダイアログへの応答と し て入力するだろ う と

思われる情報が含まれています。 InstallShield サイ レン ト では、 応答フ ァ イルから実行時に必要な情報を読み込み

ます。

応答フ ァ イルの形式は .ini フ ァ イル形式に類似し ていますが、 拡張子には .iss が付きます。 応答フ ァ イルはデータ 

エン ト リ を含むセクシ ョ ンから構成されたプレーン テキス ト  フ ァ イルです。

InstallShield サイ レン ト 応答フ ァ イルの作成するには、 InstallShield を使って自動的に応答フ ァ イルを記録 / 作成す

る方法と、 直接応答フ ァ イルを作成する方法の 2 種類があり ます。

応答フ ァ イルの記録

InstallShield で自動的に応答フ ァ イルを作成するオプシ ョ ンがあり ます。 イ ンス ト ールを、 Setup.exe -r コマン ド ラ

イ ン パラ メ ーターを使用し て単純に実行し ます。 InstallShield は、 Setup.iss にイ ンス ト ールの設定オプシ ョ ンをす

べて記録し、 このフ ァ イルを Windows フ ォルダーに格納し ます。

すべての InstallShield ビル ト イ ンおよび Sd ダイアログ関数は、 InstallShield が記録モー ド で実行された と き (Setup 

-r)、 Setup.iss フ ァ イルに値を書き込むよ う に設計されています。 カス タム ダイアログを作成する場合は、

SdMakeName と SilentWriteData を呼び出し、 イ ンス ト ールが記録モー ド で実行された と きにセクシ ョ ン と ダイア

ログ データ を応答フ ァ イルに追加し ます。 <InstallShield の場所 >Include フ ォルダー内にある Sd ダイアログのソー

ス コー ド を見て、 これらの関数を使用し て Setup.iss に書き込む例を参照し て く だ さい。 SdMakeName および 

SilentWriteData を呼び出し た際に Setup.iss に追加するデータの詳細については、 次のセクシ ョ ンをお読み く だ さ

い。

応答フ ァ イルを手動で作成する

応答フ ァ イルは、 手動で初めから作成する こ と もできます。 すでに示し たよ う に、 Setup.iss フ ァ イルは .ini フ ァ イ

ルと類似し ています。 InstallShield 応答フ ァ イルのセクシ ョ ンは、 次の順序で作成し なければな り ません。

1. サイ レン ト  ヘ ッ ダー セクシ ョ ン

2. アプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダー セクシ ョ ン

3. ダイアログ シーケンス セクシ ョ ン

4. ダイアログ データ セクシ ョ ン ( ダイアログ 1 つにつき 1 セク シ ョ ン )

セクシ ョ ン名は [InstallShield Silent] とい う よ う に、 角かっ こで囲みます。

データ エン ト リはセクシ ョ ン名の後に続き、 次のよ う に < 名前 = 値 > とい う形式のペアにし ます :

Dlg0={23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-Welcome-0

タ スク 応答フ ァ イルを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. テキス ト  エデ ィ ターを使用し、 Setup.iss とい う名前のテキス ト フ ァ イルを作成し ます。

2. Setup.iss にサイ レン ト  ヘ ッ ダーを入力し ます。

3. Setup.iss にアプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダーを入力し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1301



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
4. Setup.iss にダイアログ シーケンスを入力し ます。

5. Setup.iss にダイアログ データ を入力し ます。

6. Setup.iss を保存し て閉じ ます。

この形式に慣れ親しめるよ う、 サンプル応答フ ァ イルが付属されています。

応答フ ァ イルのサイ レン ト  ヘ ッ ダー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

すべての応答フ ァ イルは、 応答フ ァ イル サイ レン ト  ヘ ッ ダーで始ま り ます。 応答フ ァ イル サイ レン ト  ヘ ッ ダー

を使って、 InstallShield はそのフ ァ イルが有効な InstallShield 応答フ ァ イルである こ と を識別する こ とができます。

また、 応答フ ァ イルが InstallShield の適切なバージ ョ ンを使って作成されたイ ンス ト ールに対応する こ と を確認す

るのにも利用されます。

サイ レン ト ヘ ッ ダーのフ ォーマ ッ ト は、 次の通り です。 Setup.iss フ ァ イルの始ま り部分に次の行を入力し ます。

[InstallShield Silent]

Version=v7.00

File=Response File

Version=v7.00 ラ イ ンは、 InstallShieldSilent 応答フ ァ イルのバージ ョ ンを示し ます。 InstallShield のバージ ョ ンでは

あ り ません。 すべての応答フ ァ イルに v7.00 を使用し ます。

応答フ ァ イルを作成する と き、 サイ レン ト  イ ンス ト ールの実行に使用される応答フ ァ イルを作成する InstallShield 

と同じバージ ョ ンを使用し て く だ さい。

応答フ ァ イルのアプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

応答フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダーは、 応答フ ァ イル サイ レン ト  ヘ ッ ダーのすぐ後に続 く 応答フ ァ イルの

中の 2 番目の情報ブロ ッ クです。 応答フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダーを使用し て、 応答フ ァ イルを視覚的に

見分ける こ とができます。 ヘ ッ ダーは、 イ ンス ト ール スク リ プ ト や Setup.exe によ って使用されます。 アプ リ

ケーシ ョ ン ヘ ッ ダーを使用し て、 応答フ ァ イルがどのイ ンス ト ールのものかを正確に識別する こ とができます。

これはダイアログ データ を見ただけでは、 概し て判断が付きに く いものです。

アプ リ ケーシ ョ ンヘ ッ ダーのフ ォーマ ッ ト は、 次の通り です。 名前、 バージ ョ ン、 および会社に割り当てられた

値は、 イ ンス ト ール スク リ プ ト の CreateInstallationInfo 関数への呼び出し でレジス ト リ に書き込まれた値から取得

されます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo がデフ ォル ト  OnMoveData イベン ト  ハン ド

ラー コー ド で呼び出されます。 サイ レン ト  ヘ ッ ダーの下の Setup.iss フ ァ イルに、 次の行を入力し ます。

[Application]

Name=<CreateInstallationInfo からの ProductKey>
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Version=<CreateInstallationInfo からの VersionKey>

Company=<CreateInstallationInfo からの CompanyKey>

応答フ ァ イルのダイアログ シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

サイ レン ト  ヘ ッ ダーと アプ リ ケーシ ョ ン ヘ ッ ダーの後にある応答フ ァ イルの情報の 3 番目のブロ ッ クは、 応答

フ ァ イルのダイアログ シーケンスです。 ダイアログ シーケンス セクシ ョ ンでは、 通常のイ ンス ト ールで使用す

る必要があるダイアログ ( カス タム ダイアログを含む ) が、 表示される順にすべて一覧表示されます。 ダイアロ

グ ボ ッ クスは、 [<PRODUCT_GUID>-DlgOrder] とい う セクシ ョ ン ヘ ッ ダーの下に一覧表示されます。

ダイアログの順番付けシーケンスは ０  から始ま り ます。 リ ス ト に表示できるダイアログの数に制限はあ り ませ

ん。

ダイアログの順序と数は、 重要な意味があ り ます。 InstallShield Silent が実行される と き、 ダイアログの数または

順序のいずれかが、 非サイ レン ト  イ ンス ト ールのダイアログの順序または数に一致し ない場合、 サイ レン ト  イ ン

ス ト ールに失敗し、 ログ フ ァ イル にエラーが記録されます。 ダイアログの発生ご とに、 エン ト リ を 1 つ作成し ま

す。 特定のダイアログは、 イ ンス ト ールで複数回表示される場合、 複数回一覧表示されます。

以下は、 ダイアログ シーケンス エン ト リの形式です。

Dlg<#>=<PRODUCT_GUID>-<DialogIdentifier>

Dlg<#> の部分は、 Dlg とい う 文字列と、 シーケンス番号から構成されます。 イ ンス ト ールの最初のダイアログは、

Dlg0 です。 この後の各ダイアログでは、 <#> の値が 1 ずつ増加し ます。

DialogIdentifier の形式は、 functionname-<#> です。 functionname は、 ダイアログを作成し た関数の名前で、 <#> は、 イ

ンス ト ールにおけるその特定のダイアログのシークエンス番号を意味し ます。

カス タム ダイアログの場合、 <DialogIdentifier> の functionname の部分に一意の英数名を使用できます。 た と えば、

カス タム ダイアログを MyDialog と名前を付ける こ とができます。 イ ンス ト ールの 10 番目のダイアログが 

MyDialog とい う カス タム ダイアログの 2 番目である場合、 ダイアログ シーケンス セクシ ョ ンで、 次のよ う なエ

ン ト リができます。

Dlg9=<PRODUCT_GUID>-MyDialog-1

<DialogIdentifier> 式は、 ダイアログのダイアログ データ セクシ ョ ンを識別するために使用されます。

ダイアログ シーケンス セクシ ョ ンは、 常に次の形式のステー ト メ ン ト で終了し て く だ さい。

Count=< ダイアログの数 >

ステー ト メ ン ト は、 ダイアログ シーケンス セクシ ョ ンにリ ス ト されているダイアログの正確な数を指定し ます。

すべてのエン ト リ を カウン ト し ます。 ダイアログの順番付けは 0 で開始するため、 Count の値は、 ダイアログ 

シーケンスに対する <#> の最大値よ り も常に 1 つ多 く な り ます。

次の例は、 Welcome と AskOptions の 2 つのダイアログです。 下の例のよ う に、 ダイアログ シーケンスのリ ス ト を 

Setup.iss に入力し ます。

[{23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-DlgOrder]

Dlg0={23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-Welcome-0
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Dlg1={23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-AskOptions-0

Count=2

応答フ ァ イルのダイアログ データ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

応答フ ァ イルの最後の情報ブロ ッ クは、 応答フ ァ イルのダイアログ データ です。 応答フ ァ イルのダイアログ デー

タは、 [ ダイアログ シーケンス ] セクシ ョ ンで識別された各ダイアログから返された値を含む、 セクシ ョ ンのコ レ

クシ ョ ンです。 各ダイアログには、 独自のセクシ ョ ンがあ り ます。 リ ス ト された値は、 エン ド ユーザーの入力主

導の標準のイ ンス ト ールでダイアログが戻す値と同じにな り ます。 また、 カス タム ダイアログのダイアログデー

タ セクシ ョ ンを作成する こ と もできます。

以下は、 ダイアログ データ セクシ ョ ンの形式です。

[<PRODUCT_GUID>-<DialogIdentifier>]

Result=value

Keyname1=value

Keyname2=value

[<PRODUCT_GUID>-<DialogIdentifier>] セクシ ョ ン ヘ ッ ダーによ って、 特定のダイアログ ボ ッ クスが識別され、 ダ

イアログ データ エン ト リ リ ス ト が続きます。 <DialogIdentifier> は、 [ ダイアログ シーケンス ] セクシ ョ ンにダイ

アログを一覧表示するために使用される式と同じ です。

データ エン ト リ項目は、 keyname=value とい う形式にな り ます。 キー名は、 ダイアログが戻す値の名前で、 応答

フ ァ イルに記録されます。 カス タム ダイアログを含むすべてのダイアログによ って、 キー名 Result の値が戻さ

れ、 ダイアログを終了するためにク リ ッ ク されたボタ ンを反映し ます。 多数のダイアログによ って、 変数の値が

設定されるか戻されます。

たと えば、 非サイ レン ト  イ ンス ト ールでは、 AskDestPath ダイアログによ って、 svDir パラ メ ーターにイ ンス ト ー

ル先が返されます。 スク リ プ ト の行は、 次のよ う にな り ます。

nResult = AskDestPath( szTitle, szMsg, svDir, 0 );

サイ レン ト  イ ンス ト ールの場合、 Setup.iss フ ァ イルの対応するダイアログ データ エン ト リは、 次のよ う にな り

ます。

[{23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-AskDestPath-0]

Result=1

szPath=C:\Program Files\InstallShield\2016

上の例では、 Result=1 は、 ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ クするのに等し く 、 szPath=C:\Program 

Files\InstallShield\2016 は、 AskDestPath の svDir パラ メ ーターに返される値です。

スク リ プ ト で使用される変数の名前は、 Setup.iss フ ァ イルに関し て意味があり ません。 ただ し、 Setup.iss ダイア

ログ データ セクシ ョ ンでは、 ビル ト イ ン ダイアログ ボ ッ クス と Sd ダイアログに、 パラ メ ーターにマ ッ プする独

自のキー名のセ ッ ト がそれぞれあ り ます。 キー名は重要で、 各ダイアログに対し て定義されたキー名と同じ でな

ければな り ません。 次の 「ダイアログ データのキー名リ ス ト 」 を参照し て く ださい。

カス タム ダイアログを使用する場合、 各ダイアログの Result キー名に対するダイアログ データ エン ト リ、 およ

びカス タム ダイアログによ って設定または返される他の値に対するエン ト リ を作成する必要があ り ます。 カス タ

ム ダイアログに対する keyname=value 式の作成方法の指針と し て、 下のダイアログ データのキー名リ ス ト を使用
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し て く ださい。 GetProfString または GetProfInt を呼び出し て、 カス タム ダイアログに対するダイアログ データ情

報を確認し ます。 GetProfString および GetProfInt によ って、 .iss フ ァ イル、 セクシ ョ ン、 およびキー名を指定する

こ とができ、 指定し たキー名に割り当てられた値が返されます。

Result キー名の標準値

カス タム ダイアログを含むすべてのダイアログによ って、 キー名 Result の値が戻され、 ダイアログを終了するた

めにク リ ッ ク されたボタ ンを示し ます。 ボタ ンが押されたこ とが示されない場合、 Result の標準値は以下のよ う

にな り ます。

• 12 - [ 戻る ] ボタ ン

• 1 - [ 次へ ] または [OK] ボタ ン

コ ンポーネン ト とサブ コ ンポーネン ト の選択の記録

あるダイアログ関数を使用する と、 エン ド ユーザーがコ ンポーネン ト やサブ コ ンポーネン ト を選択できるよ う に

な り ます。 コ ンポーネン ト とサブ コ ンポーネン ト の選択を応答フ ァ イルに記録するために使用されるダイアログ 

データのキー名エン ト リ には、 type、 count、 および <#> の 3 種類があり ます ( 次を参照 )。

コ ンポーネン ト 選択の各セ ッ ト およびサブ コ ンポーネン ト 選択の各セ ッ ト には、 1 つの type キー名エン ト リ、 1 

つの count キー名エン ト リ、 および各コ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト の選択を記録するために必要な

数の <#> キー名エン ト リがあ り ます。

コ ンポーネン ト の選択を記録するためにキー名を作成する際、 以下のよ う に、 type、 count、 および <#> キー名エ

ン ト リの前に "Component" とい う語を入力し ます。

Component-typeComponent-countComponent-0

サブ コ ンポーネン ト の選択を記録するためにキー名を作成する際、 以下のよ う に、 type、 count、 および <#> キー

名エン ト リの前に、 サブ コ ンポーネン ト が属する コ ンポーネン ト の名前を入力し ます。

Program Files-typeProgram Files-countProgram Files-0Program Files-1

完全な値エン ト リ を作成するには、 等号記号を使用し て、 値をキー名に付加し ます ( 各種類のキー名に割り当て

られる値のタ イプは、 下に説明されています )。 次の例は、 Program Files と Binary Files とい う 2 つのコ ンポーネ

ン ト と、 Executables と Support Elements とい う Program Files の 2 つのサブ コ ンポーネン ト の完全な値エン ト リ で

す。

Component-type=string

Component-count=2

Component-0=Program Files

Component-1=Binary Files 

Program Files-type=string

Program Files-count=2

Program Files-0=Executables

Program Files-1=Support Elements

type キー名によ って、 コ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト リ ス ト のデータ型が示されます。 InstallShield ダ

イアログは現在、 コ ンポーネン ト  リ ス ト とサブ コ ンポーネン ト  リ ス ト に、 文字列リ ス ト しか使用し ないため、

Component-type=string のよ う に、 type は常に 「string」 に等し く な り ます。 今後のバージ ョ ンでは、 番号リ ス ト が

使用される可能性もあ り、 その場合、 type は number に等し く な り ます。
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count キー名エン ト リ

count は、 特定のコ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト エン ト リ に対する選択の数に等し く な り ます。 た と え

ば、 ComponentDialog  ダイアログで 2 つのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールに選択された場合、 カウン ト  ダイアロ

グ データ エン ト リは Component-count=2 のよ う にな り ます。 Program Files コ ンポーネン ト の ２  つのサブ コ ン

ポーネン ト が選択された場合、 Program Files-count=2 エン ト リが作られます。

<#> キー名エン ト リ

<#> キー名エン ト リの数字部分は、 0 で開始し て 1 ずつ増加する続き番号で、 記録された各コ ンポーネン ト または

サブ コ ンポーネン ト の選択を番号付けし ます。 番号付けは 0 から開始するため、 最大値は、 常に count の値よ り 1 

つ少な く な り ます。

<#> キー名エン ト リ に割り当てられる値は、 選択されたコ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト の表示名 ( コ ン

ポーネン ト  リ ス ト またはサブ コ ンポーネン ト  リ ス ト がビルド された際に、 2 番目のパラ メ ーターと し て 

ComponentAddItem に渡された文字列 ) です。

たと えば、 ComponentDialog ダイアログによ って、 Program Files、 Help Files、 Sample Files、 および Utilities のコ ン

ポーネン ト の選択がエン ド ユーザーに提供される例を考えてみま し ょ う。 エン ド ユーザーが Program Files と Help 

Files を選択し た場合、 ComponentDialog ダイアログのこのイ ンス タ ンスに対するダイアログ データ セクシ ョ ンに

は、 2 つのリ ス ト 項目エン ト リが含まれ、 次のよ う にな り ます。

[{23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-ComponentDialog-0]

szDir=C:\MYAPP\FILES

Component-type=string

Component-count=2

Component-0=Program Files

Component-1=Help Files

Result=

次の例では、 サブ コ ンポーネン ト リ ス ト の選択が記録される方法について説明し ています。 例は、

SdComponentMult ダイアログのイ ンス タ ンスの場合です。 例では、 Program Files および Help Files の 2 つのコ ン

ポーネン ト が選択されている こ とが示されています。 また、 Main Files、 Aux.Files、 Main Help、 および Tutorial Files 

の 4 つのサブ コ ンポーネン ト も選択されたこ と を示し ます。 Main Files と Aux.Files は、 Program Files のサブ コ ン

ポーネン ト であ り、 Main Help と Tutorial Files は、 Help Files のサブ コ ンポーネン ト です。

[{23EAFFCA-361D-11D3-8B0F-00105A9846E9}-SdComponentMult-0]

Component-type=string

Component-count=2

Component-0=Program Files

Component-1=Help Files

Program Files-type=string

Program Files-count=2

Program Files-0=Main Files

Program Files-1=Aux. フ ァ イル

Help Files-type=string

Help Files-count=2

Help Files-0=Main Help

Help Files-1=Tutorial Files

Result=1
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ダイアログ データのキー名リ ス ト

InstallShield ダイアログに対するダイアログ データのキー名は、 次のテーブルに一覧表示されています。 最初の列

には、 ダイアログ名が含まれています。 2 番目の列には、 各ダイアログに適用できるキー名が一覧表示されていま

す。 3 番目の列には、 キー名に関連し た値の説明が含まれています。

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名

ダイアログ キー名 説明

AskDestPath-<#> 結果 標準値

AskDestPath-<#> szPath 編集フ ィ ールド で設定されたパス

AskOptions-<#> 結果 標準値

戻り値の数はスク リ プ ト 呼び出しに基づいて変更できるため、

AskOptions は特殊です。 <#> が選択変数の数である Sel-<#> 

とい う形式のキー名のシーケンスを使用できます。 番号は 0 

で始ま り ます。 Sel-<#> エン ト リの数は、 AskOptions への特

定の呼び出しの変数の数 ( チ ェ ッ ク ボ ッ クス / ラジオ ボタ ン

) に一致し ます。 次の例を参照し て く ださい :

• Sel-0—AskOptions の最初の選択変数にマ ッ プ し ます。

• Sel-1—AskOptions の 2 番目の選択変数にマ ッ プ し ます。

• Sel-2—AskOptions の 3 番目の選択変数にマ ッ プ し ます。

AskPath-<#> 結果 標準値

AskPath-<#> szPath " イ ンス ト ール先 " 編集フ ィ ールド に入力されたパス

AskText-<#> 結果 標準値

AskText-<#> szText 編集フ ィ ールドからのテキス ト

AskYesNo-<#> 結果 1 = エン ド ユーザーが [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

0 = ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

ComponentDialog-<#> 結果 標準値

ComponentDialog-<#> szDir [ イ ンス ト ール先 ] デ ィ レ ク ト リ フ ィ ールド に入力されたパ

ス

ComponentDialog-<#> Component-

type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

ComponentDialog-<#> Component-

count

コ ンポーネン ト の選択の合計数

ComponentDialog-<#> Component-

<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )
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MessageBox-<#> 結果 1 = ユーザーが [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

RebootDialog-<#> 結果 0 (Result は常に 0 です )

RebootDialog-<#> Choice マシンを再起動する前の最後の再起動選択モー ド を示し ます。

ラジオ ボタ ンにマ ッ プ し、 以下の可能値があ り ます。

• 602 = " はい、 今すぐ コ ンピ ューターを再起動し ます。 "

• 0 = " いいえ、 あと でコ ンピ ューターを再起動し ます。 " 

に設定し ます。

SdAskDestPath-<#> 結果 標準値

SdAskDestPath-<#> szDir [ イ ンス ト ール先 ] デ ィ レ ク ト リ フ ィ ールド に入力されたパ

ス

SdAskOptions-<#> 結果 標準値

SdAskOptions-<#> Component-

type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

SdAskOptions-<#> Component-

count

コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdAskOptions-<#> Component-

<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdAskOptionsList-<#> 結果 標準値

SdAskOptionsList-<#> Component-

type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

SdAskOptionsList-<#> Component-

count

コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdAskOptionsList-<#> Component-

<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdBitmap-<#> 結果 標準値

SdComponentDialog-<#> 結果 標準値

SdComponentDialog-<#> szDir [ イ ンス ト ール先 ] デ ィ レ ク ト リ フ ィ ールド に入力されたパ

ス

SdComponentDialog-<#> Component-

type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
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SdComponentDialog-<#> Component-

count

コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdComponentDialog-<#> Component-

<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdComponentDialog2-<#> 結果 標準値

SdComponentDialog2-<#> Component-

type, < サブ コ

ンポーネン ト

>-type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

SdComponentDialog2-<#> Component-

count, < サブ

コ ンポーネン

ト >-count

コ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdComponentDialog2-<#> Component-

<#>, < サブ コ

ンポーネン ト

>-<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdComponentDialogAdv-<#> 結果 標準値

SdComponentDialogAdv-<#> szDir [ イ ンス ト ール先 ] デ ィ レ ク ト リ フ ィ ールド に入力されたパ

ス

SdComponentDialogAdv-<#> Component-

type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

SdComponentDialogAdv-<#> Component-

count

コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdComponentDialogAdv-<#> Component-

<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdComponentMult-<#> 結果 標準値

SdComponentMult-<#> Component-

type, < サブ コ

ンポーネン ト

>-type

文字列 ( 現在使用できる唯一の値です )

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1309



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
SdComponentMult-<#> Component-

count, < サブ

コ ンポーネン

ト >-count

コ ンポーネン ト またはサブ コ ンポーネン ト の選択の合計数

SdComponentMult-<#> Component-

number, < サ

ブ コ ンポーネ

ン ト >-<#>

選択し た項目のリ ス ト 内の番号 ( 番号付けは 0 で開始し ます )

SdComponentTree-<#> 結果 標準値

SdConfirmNewDir-<#> 結果 1 = エン ド ユーザーが [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

0 = ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

SdConfirmRegistration-<#> 結果 1 = エン ド ユーザーが [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

0 = ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

SdDisplayTopics-<#> 結果 標準値

SdFinish-<#> 結果 1 = 完了

SdFinish-<#> bOpt1 1 = " はい、 README フ ァ イルを開きます。 " が選択されま し

た。

0 = " はい、 README フ ァ イルを開きます。 " が選択されてい

ません。

SdFinish-<#> bOpt2 1 = " はい、 今すぐ [app name] を再起動し ます。 " が選択され

ま し た。

0 = " はい、 今すぐ [app name] を再起動し ます。 " が選択され

ていません。

SdFinishEx 特殊処理を必要と し ます。

SdFinishReboot-<#> 結果 1 = 完了

SdFinishReboot-<#> BootOption 0 = Windows をマシンで再起動し ない

2 = Windows を再起動

3 = マシンの再起動

SdLicense-<#> 結果 12 = エン ド ユーザーが [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

1 = エン ド ユーザーが [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
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SdOptionsButtons-<#> 結果 12 = エン ド ユーザーが [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

または、 [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

101 = オプシ ョ ン ボタ ン １  ( 上 ) が選択されま し た。

102 = オプシ ョ ン ボタ ン 2 が選択されま し た。

103 = オプシ ョ ン ボタ ン 3 が選択されま し た。

104 = オプシ ョ ン ボタ ン 4 が選択されま し た。

SdRegisterUser-<#> 結果 標準値

SdRegisterUser-<#> szName " 名前 " フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdRegisterUser-<#> szCompany " 会社 " フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdRegisterUserEx-<#> 結果 標準値

SdRegisterUserEx-<#> szName " 名前 " フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdRegisterUserEx-<#> szCompany " 会社 " フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdRegisterUserEx-<#> szSerial " シ リ アル ( 番号 )" フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdSelectFolder-<#> 結果 標準値

SdSelectFolder-<#> szFolder " プログラム フ ォルダー " フ ィ ールド に入力されたフ ォル

ダー名

SdSetupType-<#> 結果 12 = エン ド ユーザーが [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

または、 [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

301 = 標準のラジオ ボタ ンが現在選択されています。

302 = コ ンパク ト  ラジオ ボタ ンが現在選択されています。

303 = カス タム ラジオ ボタ ンが現在選択されています。

SdSetupType-<#> szDir " イ ンス ト ール先 " 編集フ ィ ールド に入力されたパス

SdShowDlgEdit1-<#> 結果 標準値

SdShowDlgEdit1-<#> szEdit1 svEdit1 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdShowDlgEdit2-<#> 結果 標準値

SdShowDlgEdit2-<#> szEdit1 svEdit1 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdShowDlgEdit2-<#> szEdit2 svEdit2 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
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SdShowDlgEdit3-<#> 結果 標準値

SdShowDlgEdit3-<#> szEdit1 svEdit1 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdShowDlgEdit3-<#> szEdit2 svEdit2 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdShowDlgEdit3-<#> szEdit3 svEdit3 フ ィ ールド に入力されたテキス ト

SdShowFileMods-<#> 結果 標準値

SdShowFileMods-<#> nSelection " セ ッ ト ア ッ プで実施する機能を選択し て く ださい " ラジオ

ボタ ン選択 :

101 = セ ッ ト ア ッ プに AUTOEXEC.BAT フ ァ イルを変更させ

る。

102 = AUTOEXEC.NEW フ ァ イルに指定された変更を保存する。

103 = 変更し ない

SdShowInfoList-<#> 結果 標準値

SdStartCopy-<#> 結果 標準値

SdWelcome-<#> 結果 標準値

SdWelcomeMaint-<#> 結果 301 = [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク された と き、 [ 変更 ] ボタ ンが

選択されたこ と を示し ます。

302 = [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク された と き、 [ 修復 ] ボタ ンが

選択されたこ と を示し ます。

303 = [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク された と き、 [ 削除 ] ボタ ンが

選択されたこ と を示し ます。

SelectDir-<#> 結果 標準値

SelectDir-<#> szDir このダイアログによ って選択されたパス

SelectDirEx-<#> 結果 標準値

SelectDirEx-<#> szDir このダイアログによ って選択されたパス

SelectFolder-<#> 結果 標準値

SelectFolder-<#> szResultFolder このダイアログによ って選択されたフ ォルダー

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
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SdFinishEx の特殊処理

SdFinishEx は、 システム変数 BATCH_INSTALL の値に応じ て SdFinish または SdFinishReboot のどち らかを呼び出し

ます。 このため、 SdFinishEx を応答フ ァ イルで処理する こ とはできません。 SdFinishEx を呼び出すスク リ プ ト のサイ

レン ト  イ ンス ト ールを作成するには、 次のよ う なスク リ プ ト  コー ド を利用し ます :

if (MODE = NORMALMODE) then

SdFinishEx (szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bvOpt1, bvOpt2);

else

if !BATCH_INSTALL then

/* 再起動が必要ないサイレン ト インス ト ール中に

bvOpt1 と bvOpt2 に持たせる値を設定します。

例 : */

bvOpt1 = FALSE;

bvOpt2 = TRUE;

else

/* サイレン ト  インス ト ールが再起動を必要なと き、

即再起動する場合、

次のよ う なシステム関数を呼びます ： */

System (SYS_BOOTMACHINE);

endif;

endif;

サンプル応答フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

次の応答フ ァ イルは、 サイ レン ト  InstallShield イ ンス ト ール用の .iss フ ァ イルです。

[InstallShield Silent]

Version=v7.00

File=Response File

[Application]

Name=InstallShield

SetupType-<#> 結果 12 = エン ド ユーザーが [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

または、 [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

301 = 標準のラジオ ボタ ンが現在選択されています。

302 = コ ンパク ト  ラジオ ボタ ンが現在選択されています。

303 = カス タム ラジオ ボタ ンが現在選択されています。

SprintfBox-<#> 結果 1 = ユーザーが [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

Welcome-<#> 結果 標準値

テーブル 3-16 • ダイアログ データのキー名 ( 続き )

ダイアログ キー名 説明
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Version=10.50.000

Company= ソ フ ト ウェ ア会社名

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-DlgOrder]

Dlg0={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdBitmap-0

Count=8

Dlg1={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-Welcome-0

Dlg2={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdRegisterUser-0

Dlg3={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-AskDestPath-0

Dlg4={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SetupType-0

Dlg5={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SelectFolder-0

Dlg6={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdStartCopy-0

Dlg7={77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdFinish-0

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdBitmap-0]

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-Welcome-0]

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdRegisterUser-0]

szName=John Doe

szCompany= ソ フ ト ウェア会社名

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-AskDestPath-0]

szPath=C:\Program Files\ 製品名バージ ョ ン

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SetupType-0]

Result=301

szDir=C:\Program Files\ 製品名バージ ョ ン

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SelectFolder-0]

szResultFolder= 製品名バージ ョ ン

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdStartCopy-0]

Result=1

[{77AB941D-5876-11D4-A4A2-006067620F66}-SdFinish-0]

Result=1

bOpt1=1

bOpt2=0

サイ レン ト  イ ンス ト ールの実行

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールと応答フ ァ イルを作成し た後、 次の操作を行います :

1. [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで、 ( デフ ォル ト で Windows フ ォルダーに格納されている ) 応答

フ ァ イルをア ドバンス フ ァ イル の下にある Disk1 フ ォルダーに追加し ます。

2. リ リースをビルド し ます。 イ ンス ト ールに自己展開型実行可能フ ァ イルを作成する場合、 リ リース ウ ィ ザー

ドの [ 一般オプシ ョ ン ]  パネルにある " セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ン " プロパテ ィ か、 または [ リ リース ] 

ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ン " プロパテ ィ に -s を入力し ます。

これで、 InstallShield Silent を使ってイ ンス ト ールをサイ レン ト  モー ド で実行する準備が整いま し た。 イ ンス ト ー

ルをサイ レン ト  モー ド で実行する際、 メ ッ セージが表示されない点に注意し て く ださい。 代わり に、 Setup.log と

い う名前のログ フ ァ イルによ って、 イ ンス ト ールが正常に終了し たかど うかを含むイ ンス ト ール情報がキャ プ

チャ されます。 ログフ ァ イルを確認し て、 イ ンス ト ールの結果を判断する こ とができます。 ( 一部のイ ンス ト ール

初期化エラーでは、 ログフ ァ イルの名前が Setupexe.log で、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト から実行される場合

はそれが SUPPORTDIR に作成され、 それ以外の場合は SRCDIR に作成される こ とがあり ますのでご注意 く だ さ

い。 )

InstallShield Silent を起動するには、 -s オプシ ョ ンで Setup.exe を実行し ます。 自己展開型実行可能フ ァ イルを作成

し た場合、 上記手順の 2 で -s オプシ ョ ンを含んでいるため、 単に起動するだけです。

InstallShield には、 -f1 および -f2 スイ ッ チがあり、 応答フ ァ イルの名前と場所、 およびログフ ァ イルの場所を指定

できます。 詳細については、 「Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。

サイ レン ト  イ ンス ト ールが正常に終了し たかど うかを検証するには、 Setup.log の [ResponseResult] セクシ ョ ンの 

ResultCode 値を確認し ます。 InstallShield は、 ResultCode キー名のあとに、 適切な戻り値を書き込みます。

Setup.log フ ァ イルを使用し てエラーを確認する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

エン ド ユーザーが Setup.exe を /s 引数で実行し た場合に生成される Setup.log は、 サイ レン ト  イ ンス ト ール ログ 

フ ァ イルのデフ ォル ト の名前です。 Setup.log は、 デフ ォル ト で応答フ ァ イル Setup.iss のあるデ ィ レ ク ト リ に作成

されます。 /f1 および /f2 スイ ッ チを Setup.exe に使用する こ と で、 Setup.log に異なる名前と場所を指定する こ と

ができます。

Setup.log フ ァ イルには 3 つのセクシ ョ ンがあ り ます。 最初のセクシ ョ ン [InstallShield Silent] は、 サイ レン ト  イ ン

ス ト ールで使用し た InstallShield Silent のバージ ョ ンを識別し ます。 また、 フ ァ イルがログフ ァ イルである こ と も

表し ます。

2 番目の Application セクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの名前とバージ ョ ン、 および会社名を

識別し ます。

3 番目の ResponseResult セクシ ョ ンには、 サイ レン ト  イ ンス ト ールが成功し たかど うかを示す結果コー ドが含ま

れます。 [ResponseResult] セクシ ョ ンの ResultCode キー名に、 整数値が割り当てられます。 イ ンス ト ールは、

ResultCode キーに以下の戻り値のいずれかを設定し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 応答フ ァ イルの読み取り または書き込み時に初期化プロセス

はあ り ません。 そのため、 InstallScript MSI イ ンス ト ールで発生する可能性のあるエラーは、 サイ レン ト  イ ンス
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ト ールの場合は -3、 記録イ ンス ト ールの場合は -6 です。 以下の表は、 該当する適切なプロジ ェ ク ト の種類を示

し ます。

サイ レン ト  イ ンス ト ールが成功し た場合、 Setup.log フ ァ イルの内容は次のよ う にな り ます。

[Application]

Name=Sample App 3000

Version=1.00.0000

Company=Sample Software Corporation

Lang=0409

[ResponseResult]

ResultCode=0

テーブル 3-17 • Setup.log フ ァ イルの値を返す

結果コー ド
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

0 InstallScript、

InstallScript MSI

成功

-1 InstallScript 一般エラー。

-2 InstallScript モー ドが間違っています。

-3 InstallScript、

InstallScript MSI

必要なデータが Setup.iss フ ァ イルに見つかり ません。

-4 InstallScript 実行に十分な メ モ リがあ り ません。

-5 InstallScript フ ァ イルが存在し ません。

-6 InstallScript、

InstallScript MSI

応答フ ァ イルに書き込むこ とができません。

-7 InstallScript ログフ ァ イルに書き込むこ とができません。

-8 InstallScript InstallShield Silent 応答 (.iss) フ ァ イルのパスが間違っています。

-9 InstallScript リ ス ト の種類が無効です ( 文字列 / 番号 )。

-10 InstallScript データ 型が無効です。

-11 InstallScript セ ッ ト ア ッ プ中に不明のエラーが発生し ま し た。

-12 InstallScript ダイアログ ボ ッ クスに不具合があ り ます。

-51 InstallScript 指定し たフ ォルダーを作成する こ とができません。

-52 InstallScript 指定し たフ ァ イルまたはフ ォルダーにアクセスできません。

-53 InstallScript 選択し たオプシ ョ ンは無効です。
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InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の MSI サイ レン ト  モー ド イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Setup.exe を使用せずに InstallScript MSI プロジ ェ ク ト をサイ レン ト でイ ンス ト ールする必要がある場合、 MSI サイ

レン ト  モー ド を使用する こ とができます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の MSI サイ レン ト  イ ンス ト ールを起動する

MSI サイ レン ト  イ ンス ト ールは、 次のよ う な場合に起動されます。

• コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し てイ ンス ト ールを起動し た場合 :

msiexec product.msi /qn

• ア ドバタ イズされたシ ョ ー ト カ ッ ト から イ ンス ト ールを起動し た場合｡

• 要求時イ ンス ト ールでイ ンス ト ールを起動し た場合。

• ア ッ プデー ト  パッ ケージ実行中に製品が削除された場合。

従来のサイ レン ト モー ド とは異な り、 MSI サイ レン ト モー ドはスク リ プ ト で提供される通常の論理に従いません。

単に InstallExecuteSequence テーブルを通し て実行されます。 ( このテーブルを表示するには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ

ターに移動し ます。 ) その結果、 次を含む一部のイベン ト は呼び出されません。

• すべての UI イ ンス ト ール イベン ト —OnFirstUIBefore と OnFirstUIAfter

• すべての機能イベン ト

OnMsiSilentInstall イベン ト

このイベン ト の機能

InstallScript MSI ベースのイ ンス ト ールでは、 製品がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされていない場合、

InstallShield は OnMsiSilentInstall イベン ト  ハン ド ラーを起動し ます。 これは、 イ ンス ト ールがア ドバタ イズされた

シ ョ ー ト カ ッ ト からアクテ ィ ベー ト された場合、 または、 イ ンス ト ールが次のコマン ド ラ イ ンを使用し て起動さ

れた場合に発生し ます。

msiexec product.msi /qn

MSI サイ レン ト イ ンス ト ールモー ド をサポー ト する場合は、 OnMsiSilentInstall イベン ト を上書きする必要があり ま

す。 これによ り、 通常 OnFirstUIBefore、 OnFirstUIAfter、 および機能イベン ト  ハン ド ラーで実行される タ スク を実

行できます。

イベン ト の上書き

デフ ォル ト では、 OnMsiSilentInstall によ り メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールは中止されます。 このイベン ト  

ハン ド ラーは、 この関数の独自の実装を作成する こ とによ り上書きできます。 次にこの機能のプロ ト タ イプを示

し ます。

external prototype OnMsiSilentInstall(HWND hInstall);

こ こで、 hInstall はイ ンス ト ールのハン ド ラーです。

最も簡単な方法は、 イ ンス ト ールが中止し ないよ う にこのイベン ト の空の本文を実装する こ と です。 例 :
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function OnMsiSilentInstall(hInstall)

begin

// 何も しないで、 インス ト ールを継続します。

end;

MSI サイ レン ト  イ ンス ト ール、 およびア ドバタ イズされたシ ョ ー ト カ ッ ト のアク テ ィ ベーシ ョ ンによ り 

OnMsiSilentInstall が再び起動されます。 オンデマン ド イ ンス ト ール、 自動修復、 およびアン イ ンス ト ール モー ド

では呼び出されません。

サイ レン ト  イ ンス ト ールが実行されているモー ドの検出

InstallShield スク リ プ ト から従来のサイ レン ト  イ ンス ト ールが実行されているかど うかを検出するには  次を使用

し ます。

if (MODE = SILENTMODE)

InstallShield スク リ プ ト から MSI サイ レン ト  モー ド イ ンス ト ール (/q、 ア ドバタ イズ、 自動修復、 アン イ ンス ト ー

ルまたはオンデマン ド イ ンス ト ールを含む ) が実行されているかど うかを検出するには 、 Windows Installer API 関

数の MsiGetProperty を使用し て Windows Installer プロパテ ィ  ISSETUP_UISEQUENCE_PROCESSED を確認し ます。

このプロパテ ィ が設定されていない場合は、 サイ レン ト  イ ンス ト ールです。 (InstallUISequence が実行されないこ

と を示し ます。 )

コ マン ド ラ イ ンを使ったサイ レン ト  アン イ ンス ト ール (InstallScript MSI 
のみ )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールを使ってイ ンス ト ールされた製品をサイ レン ト  アン イ ンス ト ールするには、 応答

フ ァ イルを使います。

タ スク 応答フ ァ イルを使ってアン イ ンス ト ールを実行するには、 以下の手順に従います :

1. Setup.exe を /r 引数と共に実行し てアンイ ンス ト ール用の応答フ ァ イル (.ss) を準備し ます。

Setup.exe /r

2. 次の行を コマン ド ラ イ ンに入力し ます ( イ タ リ ッ ク体で表示されているアイテムは、 製品のアン イ ンス ト ー

ルに固有のデータ を示し ます ):

Setup.exe /s /f1"FullPath\YourResponseFile.iss"

プロジ ェ ク ト の検証
プロジ ェ ク ト を検証するには、 一連の内部整合性評価プログラム (ICE) のルールを イ ンス ト ールまたはマージ モ

ジュール パッ ケージに適用し ます。 ICE はアクシ ョ ンが正常に実行するために必要な有効データベースがパッ

ケージに含まれているかど うかを判断するのに役立ちます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト がこれらの ICE のいずれ

かに違反する場合、 InstallShield は違反の対象と なった ICE 規則をレポー ト し、 問題を解決するための追加情報を

提供し ます。
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InstallShield では、 マイ ク ロ ソ フ ト 作成による多 く の ICE を利用できます。 また、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが作

成し たカス タム InstallShield ICE (ISICE) も、 InstallShield イ ンス ト ールと マージ モジュール検証スイー ト の一部で

利用する こ とができます。 ISICE は、 パッ ケージを Windows ベースのイ ンス ト ール用のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに対

し て検証するのに使用できます。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールがマイ ク ロ ソ フ ト の Windows ロゴ プログラムの要件を満た し ているかど うかを判別

するために、 プロジ ェ ク ト の検証が役に立つ場合があ り ます。 従って、 Windows ロゴの認証に関心があるユー

ザーは、 InstallShield 検証スイー ト  - Windows 8 および完全 MSI 検証スイー ト を使ってイ ンス ト ール パッ ケージの

検証を行う こ と をお勧めし ます。 InstallShield でマージ モジュールを作成し た場合、 InstallShield マージ モジュー

ル検証スイー ト  - Windows 8 およびマージ モジュール検証スイー ト を利用し て、 マージ モジュールを検証する こ

とができます。 詳細については、 「Windows ロゴ プログラムの要件」 を参照し て く ださい。

Windows ロゴの取得に関する詳細は、 MSDN を参照し て く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition には、 次の一連の検証スイー ト が含まれています。

InstallShield Premier Edition には、 次の一連の検証スツールが含まれています :

• InstallShield 仮想化適合性スイー ト — このスイー ト に含まれる ISVICE 検証ツールを使って、 Microsoft App-V 

4.x、 Microsoft App-V 5.x、 Microsoft Server App-V、 VMware ThinApp、 および Citrix XenApp との適合性を確認

する こ と で、 製品が仮想化に必要な準備が整っているかど うかを判断する こ とができます。 顧客に仮想バー

ジ ョ ンの提供を考慮する場合に、 検証スイー ト を使用し て、 製品をどのよ う にビルド するか豊富な情報に基

づいた意思決定を行う こ とができます。

• InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト — イ ンス ト ールがベス ト  プラ クテ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに違反し てい

る場合、 このスイー ト の ISBP 検証ツールによ ってアラー ト されます。

• InstallShield UWP アプ リ 適合性スイー ト — このスイー ト に含まれる ISUWP 検証ツールは、 .msi パッ ケージで 

UWP アプ リ パッ ケージ フ ォーマ ッ ト に適さ ないアイテムの存在をスキャ ン し て、 既知の UWP アプ リのバリ

エーシ ョ ン ( ユニバーサル アプ リ、 デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ、 Windows ス ト ア、 WSA、 および Nano Server) に

対する適合性を示すレポー ト を提供し ます。

InstallShield では、 ア ッ プグレー ド検証とパッ チ検証のエンジン も提供し ています。 このエンジンへは、 ア ッ プグ

レー ド検証ウ ィ ザー ド を通し てアクセスできます。

イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する
InstallShield 内から イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールの検証方法には 2 種類あり ます :

• InstallShield を構成し て、 リ リースのビルド時に毎回イ ンス ト ール パッ ケージ と マージ モジュールの検証を行

う よ う にする こ とができます。 これは、 デフ ォル ト で無効になっています。 詳細については、 「ビルド時に検

証を行うかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に検証を行う場合、 複数の検証スイー ト を指定できます。

• ビルド済みのリ リースに対し てオンデマン ド で検証を行う こ とができます。 詳し く は、 「イ ンス ト ール パッ

ケージまたはマージ モジュールをオン デマン ド で検証する」 をご覧 く だ さい。

オンデマン ド で検証を行う場合、 検証スイー ト は １  回の実行につき 1 つのみ指定できます。
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ヒ ン ト • 代わりの方法と し て、 ビルドが完了し たあと、 ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ール 

パッ ケージやマージ モジュールを検証する こ と もできます。 詳細については、 「ISCmdBld.exe」 を参照し て く だ さ

い。

プロジ ェ ク ト • MSI データベース プロジ ェ ク ト または MSM データベース プロジ ェ ク ト 場合、 パッ ケージの検証は

オンデマン ド でのみ行う こ とができます。

メ モ • イ ンス ト ールまたはマージ モジュールに適用する検証の警告を見るには、 オンデマン ド で検証を実行する

必要があ り ます。 このタ イプの検証メ ッ セージは、 ビルド時に検証を実行し ても見る こ とができません。

InstallShield では、 どち らの検証方法でも、 他のタ イプの検証メ ッ セージ ( エラーおよび失敗 ) が報告されます。

異なる タ イプの検証メ ッ セージについては、 「検証結果を表示する」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に検証を行うかど うかを指定する
InstallShield では、 リ リースが正常にビルド されるたびにイ ンス ト ール パッ ケージおよびマージ モジュールを検証

するかど うかを指定する こ とができます。 InstallShield ではまた、 検証に使う検証スイー ト も指定できます ( 複数

可 )。

タ スク 検証の設定を構成するには、

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 検証 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. InstallShield がビルド時に行う検証の種類に当てはまるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 ビルド時ではな く オ

ンデマン ド で検証を行う場合は、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択を解除し ます。

4. [ 次を使用し て検証を実行する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたは [ 次を使用し てマージモジュールを検証する ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し たと き、 実行する検証タ イプも選択し ます ( 複数可 )

新しい、 またはカス タム検証ツール (.cub file) を追加するには、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 適切な検証

ツールを作成し ます。

メ モ • イ ンス ト ールまたはマージ モジュールに適用する検証の警告を見るには、 オンデマン ド で検証を実行する

必要があ り ます。 このタ イプの検証メ ッ セージは、 ビルド時に検証を実行し ても見る こ とができません。

InstallShield では、 どち らの検証方法でも、 他のタ イプの検証メ ッ セージ ( エラーおよび失敗 ) が報告されます。

検証中に実行する ICE、 ISICE、 ISVICE および ISBP を指定する
InstallShield では、 イ ンス ト ール パッ ケージおよびマーモジュールの検証に使用する ICE、 ISICE、 ISVICE、 ISUWP 

および ISBP の項目を カス タ マイズする こ とができます。
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タ スク 検証中に実行する ICE、 ISICE、 ISVICE、 ISUWP および ISBP を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 検証 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ カス タ マイズ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検証設定のカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

4. [ カス タ マイズする CUB フ ァ イルを選択 ] リ ス ト で、 カス タ マイズするスイー ト を ク リ ッ ク し ます。

5. ICE 一覧で、 イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールの評価に使用する各検証ツールのチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 検証に使用し ない検証ツールの各チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択を解除し ます。

連続する複数の検証ツールを構成するには、 最初のフ ァ イルを選択し てから SHIFT キーを押し たまま最後の

フ ァ イルを選択し ます。 そのあと、 該当する検証ツールのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

検証スイー ト の ICE、 ISICE、 ISVICE、 ISUWP および ISBP のリ ス ト を カス タ マイズする と、 ( ビルド時またはオン

デマン ド で ) 検証が実行されるたびに選択された ICE、 ISICE、 ISVICE、 ISUWP または ISBP のみが使用されます。

イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールをオン デマン ド で検
証する

InstallShield では、 ビルド プロセス とは切り離し てイ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する

こ とができます。 これは、 ビルド に成功し たあと検証が毎回実行されないよ う に InstallShield を構成し てあるけれ

ど も、 ある時点で製品が Windows ロゴ コ ンプ ラ イアンスまたはベス ト  プラ クテ ィ ス コ ンプラ イアンスに準拠し

ているかど うかテス ト するために検証を行う必要がある場合、 特に便利です。

タ スク リ リースをオン デマン ド で検証するには、 以下の手順に従います。

1. 適切な リ リースのビルド を完了し ます。

2. [ ビルド ] メ ニューで [ 検証 ]  をポイ ン ト し て、 実行する検証タ イプを ク リ ッ ク し ます。

検証結果を表示する
検証スキャ ンの結果は、 出力ウ ィ ン ド ウの [ 検証 ] タ ブで表示されます。 また、 この結果は、 リ リース フ ォル

ダー にある ValidationFiles フ ォルダーに XML ド キュ メ ン ト と し て保存されます。 このフ ァ イルは、 ビルド デ ィ レ

ク ト リ、 または、 [ リ リース ] ビ ューに移動し、 リ リースの下で Validations フ ォルダーを選択する と表示できま

す。

検証メ ッ セージ

検証メ ッ セージは 3 つに分類されています。

• エラー — 重複コ ンポーネン ト  GUID など、 データベースに関する問題を説明し ます。

• 警告 — 特定の状況下で発生する可能性がある、 データベースに関する問題を説明し ます。

• 失敗 — 検証ツールも実行できな く なるほどの深刻な問題がデータベースにある と きに表示されます。
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プロジ ェ ク ト のスキャ ン結果が検証メ ッ セージを含む場合、 メ ッ セージおよび関連する コー ド も出力ウ ィ ン ド ウ

の [ タ スク ] タ ブに一覧表示されます。

メ モ • イ ンス ト ールまたはマージ モジュールに適用する検証の警告を見るには、 オンデマン ド で検証を実行する

必要があ り ます。 このタ イプの検証メ ッ セージは、 ビルド時に検証を実行し ても見る こ とができません。

InstallShield では、 どち らの検証方法でも、 他のタ イプの検証メ ッ セージ ( エラーおよび失敗 ) が報告されます。

これらの 2 つの検証方法については、 「イ ンス ト ール パッ ケージまたはマージ モジュールを検証する」 を参照し

て く ださい。

ヒ ン ト • 出力ウ ィ ン ド ウの [ タ スク ] タ ブの検証コー ド を ク リ ッ クする と、 対応するナレ ッ ジ ベース記事または 

HelpNet の ト ピ ッ ク を表示する こ とができます。

また、 [ タ スク ] タ ブで検証メ ッ セージを ク リ ッ クする と、 その検証メ ッ セージに対応するダイ レ ク ト  エデ ィ ター

の領域にすぐ移動する こ とができます。 この機能は、 ICE、 ISICE、 ISVICE、 ISUWP および ISBP で提供されていま

す。

ICE
検証ツールによ り、 プロジ ェ ク ト が各内部整合性評価プログラム (ICE) に準拠し ているかど うかが確認されます。

これらの ICE は、 Msival2.exe (Microsoft Windows Installer Platform SDK の一部 ) が、 イ ンス ト ール およびマージ モ

ジュール パッ ケージの Windows ロゴ コ ンプラ イアンスを検証する と きに使用されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト がこれらの ICE のいずれかに違反する場合、

InstallShield は違反の対象と なった ICE 規則をレポー ト し、 問題を解決するための追加情報を提供し ます。

特定の ICE については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの 「ICE Reference」 を参照し て く だ さい。

ISICE
InstallShield 検証スイー ト は、 プロジ ェ ク ト が Windows ロゴ プログラムに準拠し ている こ と を確認するのに役立つ

多数の InstallShield ICE (ISICE) で構成されています。

InstallShield で使用できる ISICE リ ス ト は次の表のとお り です。

テーブル 3-18 • ISICE

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

ISICE01 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

デフ ォル ト でアプ リ ケーシ ョ ンが ProgramFiles またはユーザーの 

AppData フ ォルダーにイ ンス ト ールされる こ と を検証し ます。

ISICE02 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

イ ンス ト ールまたはマージ モジュールに含まれているすべての実行可

能フ ァ イルにデジ タル署名が行われている こ と を検証し ます。
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ISICE03 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

ネス ト されたイ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ン ( タ イプ 7、 23、 およ

び 39) が存在し ないこ と を検証し ます。

ISICE04 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

標準 .msi テーブルにカス タム列が追加されていないこ と を検証し ます。

ISICE05 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

「MSI」 で始まるプロパテ ィ またはカス タム テーブルが存在し ないこ と

を検証し ます ( 大文字と小文字を区別し ません )。

ISICE06 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

イ ンス ト ールに Windows Resource Protection で保護されている フ ァ イ

ルが含まれていないこ と を検証し ます。

ISICE07 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

MSI コ ンポーネン ト が適切なイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに

オーサされている こ と を検証し ます。

ISICE08 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

遅延カス タム アクシ ョ ンが偽装ビ ッ ト  セ ッ ト を含んでいないこ と を検

証し ます。

ISICE09 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

イ ンス ト ールに MsiPatchCertificate テーブル エン ト リが含まれている

こ と を検証し ます。

ISICE10 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

各カス タム アクシ ョ ンに [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの [ ヘルプ 

フ ァ イル パス ] 設定で指定されたパスが含まれている こ と を検証し ま

す。

テーブル 3-18 • ISICE ( 続き )

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ISICE11 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

.exe フ ァ イルがマニフ ェ ス ト を必要な情報と共に埋め込んだこ と を検証

し ます。

ISICE12 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

保護されたレジス ト リ キーが変更されていないこ と を検証し ます。

ISICE13 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

.hlp フ ァ イルまたは WinHelp ラ ン タ イム フ ァ イルがイ ンス ト ールに含め

られていないこ と を検証し ます。 この ICE は現在 ISBP17 です。

ISICE14 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

古い形式の API がイ ンポー ト されていないこ と を検証し ます。 この ICE 

は現在 ISBP18 です。

ISICE15 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

使用されていない API がイ ンポー ト されていないこ と を検証し ます。

この ICE は現在 ISBP19 です。

ISICE16 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

16 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト にする イ

ンス ト ールで配布されていないこ と を検証し ます。

ISICE17 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベース

イ ンス ト ールまたはマージ モジュールが再起動を強制し ないこ と を検

証し ます。

ISICE18 基本の MSI、 

MSI データベース

MsiRMFilesInUse ダイアログが含まれている こ と を検証し ます。

テーブル 3-18 • ISICE ( 続き )

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ヒ ン ト • 場合によ って、 次の検証エラー メ ッ セージが ISICE で表示される こ とがあり ます ：

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] が見つかり ませんでした。 このフ ァ イルのコンテンツに対するすべてのテス トが無効であ
る可能性があり ます。

指定されたフ ァ イルがないと き、 また、 関連する ISICE がフ ァ イルに対し て検証できなかったと き、 このエラー

が発生し ます。 た と えば、 実行可能フ ァ イルが不足し ている と き、 ISICE11 はフ ァ イルが埋め込みマニフ ェ ス ト が

あるかど うかを検証する こ とができません。

上記の検証エラー メ ッ セージが表示された場合、 不足し ている フ ァ イルについての問題を解決し、 プロジ ェ ク ト

の検証を再度実行し ます。

ISICE19 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

ア ッ プグレー ド に関するプロパテ ィ 、 Upgrade テーブルが存在する こ

と、 イ ンス ト ールがダウングレー ド を防ぐ こ と を検証し ます。

ISICE20 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

マシン全体に渡る設定が権限のないイ ンス ト ールによ ってイ ンス ト ー

ルされる こ と を検証し ます。

ISICE21 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

アプ リ ケーシ ョ ンが実行時に VB6 に依存し ないこ と を検証し ます。

ISICE22 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

アプ リ ケーシ ョ ンがシステム起動時に自動的に開始し ないこ と を検証

し ます。

ISICE23 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

アプ リ ケーシ ョ ンが強 く 適切な ACL を設定する こ と を検証し ます。

ISICE24 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

イ ンス ト ールが 16 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ないこ と を

検証し ます。

ISICE25 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

イ ンス ト ールが Windows デ ィ レ ク ト リ またはサブデ ィ レ ク ト リ にいず

れのフ ァ イルも イ ンス ト ールし ないこ と を検証し ます。

ISICE26 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

アプ リ ケーシ ョ ンが、 アクセス許可を適切に制御し て、 Windows セキュ

リ テ ィ 機能をサポー ト する こ と を検証し ます。

テーブル 3-18 • ISICE ( 続き )

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ISICE01

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

アプ リケーシ ョ ンはデフ ォルト で、 ProgramFiles フ ォルダーまたは AppData フ ォルダーにインス ト ールされな く てはな り ま

せん。 現在のデフ ォルトの場所は [1] です。

[1] が製品のデフ ォル ト  イ ンス ト ールの場所です。

説明

ユーザーは必要な場所に製品を イ ンス ト ールする こ とができ、 デフ ォル ト でフ ァ イルが保存される場所には一貫

性を持たせる必要があ り ます。

ISICE01 は、 製品のデフ ォル ト  イ ンス ト ール先が Program Files フ ォルダーまたは Application Data フ ォルダーであ

る こ と を検証し ます。 異なる場所が設定されている場合、 検証中にこのエラー メ ッ セージが表示されます。 ￥

修正アクシ ョ ン

デフ ォル ト の場所を変更し ます。 詳細については、 「デフ ォル ト の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) 

の設定」 を参照し て く だ さい。

ISICE02

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] がデジタル署名されていません。Windows Vista 以降に配布されたすべての [3] フ ァ イルは、

署名が必要です。

[1] は実行可能フ ァ イルの名前、 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前、 そ し て、 [3] は署名が必要な

フ ァ イルの種類です。

説明

ISICE02 は、 イ ンス ト ールに含まれるすべての実行可能フ ァ イルがデジ タル署名されたこ と を検証し ます。 これに

は、 次の拡張子を持つフ ァ イルを含まれます : exe、 dll、 ocx、 sys、 cpl、 drv、 および scr。 イ ンス ト ールに含まれ

る実行可能フ ァ イルにデジ タル署名が行われていない場合、 検証中にこのエラー メ ッ セージが表示されます。
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修正アクシ ョ ン

イ ンス ト ールに含まれるすべての実行可能フ ァ イルがデジ タル署名されたこ と を確認し て く だ さい。 詳細につい

ては、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て く だ さい。

ISICE03

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

ネス ト されたカスタム アクシ ョ ン  [1] ( タ イプ [2]) は無効です。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるカス タム アクシ ョ ンの名前で、 [2] はカス タム アクシ ョ ンの Windows Installer タ イ

プ番号です。

説明

ISICE03 は、 イ ンス ト ールにネス ト されたイ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンが含まれていないこ と を検証し ます。

Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避けるよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含まれて

いる場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起こ し

ます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールについて、 ネス ト  イ ンス ト ールおよ

びネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、 Windows 

Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」 を参照し て く だ さい。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するためには、 ネス ト されたイ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト から削除し ま

す。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ

ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ( マージ モジュール プロジ ェ ク ト およ

び MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) におけるネス ト  イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンの MSI タ イプ番号

は、 7、 23、 または 39 です。

ネス ト されたイ ンス ト ールの代替と し て、 InstallShield 前提条件を作成し てから、 それを イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト に追加する とい う方法があ り ます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を定義する」 を参照し て く だ さい。

ISICE04

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

標準 MSI テーブル [1] が、 schema.msi で定義された MSI スキーマと一致しません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるテーブルの名前です。

説明

ISICE04 は、 イ ンス ト ールが標準テーブルにカス タム テーブル列を追加し ないこ と を検証し ます。 標準テーブル

に列を追加できるのは、 Windows Installer の今後のバージ ョ ンだけです。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するには、 エラー メ ッ セージで通知されたテーブルに追加されたカス タム テーブル列すべてを

削除し ます。 これは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターから テーブルをエクスポー ト し てテキス ト  エデ ィ ターでこれを編集

し てから、 変更済みのテーブルを イ ンポー ト する方法で行います。

ISICE05

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

MSI プロパテ ィ [1] が予約された文字で始まっています。 MSI プロパテ ィ名を 「MSI」 ( 大文字と小文字を区別しません ) で始

めるこ とはできません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるプロパテ ィ の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

テーブル [1] が予約された文字で始まっています。 カスタム テーブル名を 「MSI」 ( 大文字と小文字を区別しません ) で始め

るこ とはできません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるテーブルの名前です。

説明

ISICE05 は、 イ ンス ト ールに 「MSI」 ( 大文字と小文字を区別し ません ) で始まる名前を持つカス タム プロパテ ィ

またはカス タム テーブルが含まれていないこ と を検証し ます。 「MSI」 で始まる名前は、 今後の新しい標準プロパ

テ ィ およびテーブル用に予約されています。
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修正アクシ ョ ン

プロパテ ィ 関連のエラーを解決するためには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] を使ってエラー メ ッ セージで通知さ

れたカス タム プロパテ ィ の名前を変更し ます。

テーブル関連のエラーを解決するためには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター を使ってテーブルをエクスポー ト し、 エクス

ポー ト された .idt フ ァ イルのテーブル名をテキス ト  エデ ィ ターを使って編集し てから、 再びダイ レ ク ト  エデ ィ

ターを使って更新済みのテーブルを イ ンポー ト し ます。 その後、 元のカス タム テーブルを削除し ます。

ISICE06

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は保護された Windows フ ァ イルです。 保護されたフ ァ イルを Windows Vista 以降に配布す

るこ とはできません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル名で、 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( 警告 )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1]  は、 保護された Windows フ ァ イルと同じ フ ァ イル名前です。 たたし、 異なるパスへ配布

されているよ うに見えます。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル名で、 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISICE06 は、 作成中のイ ンス ト ーラーが Windows Resource Protection (WRP) で保護されている フ ァ イルを イ ンス

ト ールし ないこ と を検証し ます。 WRP は、 Windows Vista 以降のマシン上で保護されたシステム リ ソースを更新す

る場合、 必ず Microsoft 承認済みのイ ンス ト ールまたはア ッ プデー ト 方法を通し てそれが行われるよ う に設計され

ています。

イ ンス ト ールが保護された Windows フ ァ イルと同じ フ ァ イル名を持つフ ァ イルを イ ンス ト ールする と き、 その

フ ァ イルがその保護された Windows フ ァ イルと同じ場所にイ ンス ト ールされない場合、 警告メ ッ セージ 2 が表示

されます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 エラー メ ッ セージで通知されたフ ァ イルをプロジ ェ ク ト から削除し ます。

検証警告に遭遇し た と き、 メ ッ セージで通知されたフ ァ イルが保護されたフ ァ イルかど うかを判別し ます。

• フ ァ イルが保護されたフ ァ イルでな く 、 他の保護されたフ ァ イルと同じ名前を持つフ ァ イルである場合、 こ

の警告は無視する こ とができます。
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• フ ァ イルが保護されたフ ァ イルの場合、 それをプロジ ェ ク ト から削除し、 この警告を解決し ます。

製品が新しいバージ ョ ンのシステム コ ンポーネン ト を必要とする場合、 ターゲッ ト  マシンン上のコ ンポーネン ト

は Microsoft サービス パッ クまたは必要なシステム コ ンポーネン ト を含む Microsoft 承認済みのイ ンス ト ール パッ

ケージを通し て更新されな く てはな り ません。 システム コ ンポーネン ト を リパッ ケージ し てはいけません。

ISICE07

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [1] の Component.ComponentId がヌルです。 正し く インス ト ールおよびアンインス ト ールを行う ためには、 す

べてのコンポーネン ト に有効な ComponentId が必要です。 ヌルのままにする場合、 その理由を文書化する必要があり ま

す。

[1] は [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ コ ンポーネン ト  コー ド ] 設定で指定された GUID を持たない、 プロジ ェ ク ト

に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コンポーネン ト  [1] は COM データ を含みますが、 複数のフ ァ イルがあり ます。 各 COM コンポーネン トは、 COM フ ァ イルを 

1 つだけ含みます。

[1] はプロジ ェ ク ト 内で複数の COM サーバーを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 3( エ ラー )

コンポーネン ト  [1] には、 [ デスク ト ッ プ ] または [ スター ト ] メ ニュー シ ョ ー ト カ ッ トのターゲッ ト と して複数のフ ァ イル

が含まれています。

[1] は、 プロジ ェ ク ト 内でシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト と し て指定された複数のフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の

名前です。

メ ッ セージ 4( エ ラー )

コンポーネン ト  [1] は複数の機能に関連付けられ、 次のテーブルで参照されています : [2]。 これらの参照には、 コンポーネン

トは 1 つの機能だけに関連付けられている必要があり ます。

[1] は複数の機能に関連付けられているプロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト の名前で、 Class、 Extension、

MsiAssembly、 PublishComponent、 TypeLib テーブルのいずれかによ って参照されています。 [2] は、 このコ ンポー

ネン ト への参照を含むカ ンマ区切りのテーブル一覧です。
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説明

ISICE07 は、 イ ンス ト ールに含まれる コ ンポーネン ト がコ ンポーネン ト 規則に従っている こ と を検証し ます。 これ

によ って、 ある製品のイ ンス ト ーがターゲッ ト  システム上にあるその他の製品に支障をきた さ ないよ う にし ます。

これらの規則はまた、 アン イ ンス ト ールされる製品に関係のあるすべてのリ ソースが Windows Installer によ って正

し く 確実に削除されるよ う に支援し ます。

修正アクシ ョ ン

エラー 1 を解決するには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューを開いてエラー メ ッ セージで通知されたコ ンポーネン ト を選

択し てから、 [ コ ンポーネン ト  コー ド ] 設定を ク リ ッ ク し ます。 画面の右下に表示される [ ヘルプ ] ペイ ンで、

[GUID 生成 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ コ ンポーネン ト  コー ド ] 設定を空白にし ておかな く てはならない理由がある場

合、 Windows ロゴ プログラムの申請書にその内容を記述し ます。

エラー 2 を解決するには、 COM サーバーのどれかを移動させてコ ンポーネン ト を分離し、 各 COM サーバーがそ

のコ ンポーネン ト のキー パス と なるよ う にし ます。

エラー 3 を解決するには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューを使って、 エラー メ ッ セージで通知されたコ ンポーネン ト に

関連付けられたシ ョ ー ト カ ッ ト のう ち 1 つを残し て、 それ以外をすべて削除し ます。

エラー 4 を解決するには、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューを使用し て、 関連付けられて

いる機能のう ち 1 つを残し て、 それ以外をすべて削除し ます。

ISICE08

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

カスタム アクシ ョ ン [1] は偽装を使用します。 Windows Vista 以降上でセッ ト ア ッ プを実行する場合、 偽装を使う こ とはでき

ません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるカス タム アクシ ョ ンの名前です。

説明

ISICE08 は、 イ ンス ト ールに偽装を使う カス タム アクシ ョ ンが含まれていないこ と を検証し ます。 スク リ プ ト 内

実行タ イプ設定の [ ター ミ ナル サーバーで使用可能 ] オプシ ョ ンのひとつを選択し た場合 ([ カス タム アクシ ョ ン

と シーケンス ] ビ ュー、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー、 またはカス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ 応答オプ

シ ョ ン ] パネルで設定 )、 ター ミ ナル サーバー マシン上でマシン毎のイ ンス ト ールを実行中に、 カス タム アク

シ ョ ンはエン ド ユーザーを偽装し ます。
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修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するためには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ

ン ] ビ ュー ) を開いて、 エラー メ ッ セージで通知されたカス タム アク シ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 " スク リ プ ト 内

実行 " 設定の値を " ター ミ ナル サーバーで使用可能 " を含まないオプシ ョ ンのひとつに変更し ます。

ISICE09

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

UAC ( ユーザー アカウン ト 制御 ) パッチには、 MsiPatchCertificate テーブル エン ト リが必要です。

説明

ISICE09 は、 イ ンス ト ールに MsiPatchCertificate テーブル エン ト リが含まれている こ と を検証し ます。 ベース と な

る イ ンス ト ールでは、 この テーブルは署名者証明書を提供し ます。 署名者証明書は、 後に続 く パッ チが管理者以

外によ って適用された場合、 またはシステム権限を使用し ない管理者によ って適用された場合に、 デジ タル署名

を検証するのに使われます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するためには、 プロジ ェ ク ト に MsiPatchCertificate テーブルを追加し ます。 詳し く は、 「非

管理者パッ チのイ ンス ト ールを準備する」 をご覧 く だ さい。

ISICE10

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

カスタムアクシ ョ ン [1] ( タ イプ [2]) について、 テーブル [3] に記述されていません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるカス タム アクシ ョ ンの名前で、 [2] は Windows Installer タ イプ番号です。 [3] は、 リ

ス ト されている カス タム アクシ ョ ンのエン ト リが不足し ているテーブルの名前です。
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説明

各カス タム アクシ ョ ンの意図された動作は、 Windows ロゴ プログラムに基づいて文書化する必要があり ます。 こ

れは、 企業環境でシステム管理者が製品を配布する場合、 特にカス タム アクシ ョ ンの動作を把握する必要がある

場合に便利です。

ISICE10 は、 イ ンス ト ールに含まれる各カス タム アクシ ョ ンが文書化されているかど うかについて、 CustomAction 

テーブルの各エン ト リ に対応する ISCustomActionReference テーブル エン ト リがある こ と を確認する方法で検証

を行います。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するためには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ

ン ] ビ ュー ) を開いてエラー メ ッ セージで通知されたカス タム アク シ ョ ンを選択し てから、 " ヘルプ フ ァ イル パ

ス " 設定を使ってカス タム アクシ ョ ンの動作を説明する文書へのパスを指定し ます。 " ヘルプ フ ァ イル パス " 設

定の値を指定する と き、 ISCustomActionReference テーブルにそのカス タム アクシ ョ ン用の行がない場合、

InstallShield がこれを追加し ます。

また、 リ リースの製品構成を構成し て、 ビルド時に InstallShield が、 各カス タム アク シ ョ ン ヘルプ フ ァ イルのコ

ンテンツを .msi フ ァ イルにス ト リームするかど うかを指定する こ とができます。 詳細については、 [ リ リース ] 

ビ ューの [ 全般 ] タ ブ ( 製品構成 ) の [ カス タム アクシ ョ ンのヘルプを含める ] 設定の説明を参照し て く ださい。

カス タム アクシ ョ ンがイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト によ って消費されるマージ モジュールである場合、 マージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト の [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューでパスを指定し てから、 マージ モジュールを再ビルド し

ます。

ISICE11

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] にマニフ ェス トがあり ません。

[1] はマニフ ェ ス ト を持たないプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名前で、 [2] は、 その実行可能フ ァ イルを含

むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] のマニフ ェス ト に requestedExecutionLevel level 設定があり ません。

[1] は Windows XP 用に作成されたあと、 Windows Vista 以降用に更新されていない可能性があるマニフ ェ ス ト を持

つプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名前です。 マニフ ェ ス ト は、 実行可能フ ァ イルの実行レベルを定義し ま

せん。 [2] は実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。
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メ ッ セージ 3( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] のマニフ ェス ト に requestedExecutionLevel uiAccess 設定があり ません。

[1] は Windows XP 用に作成されたあと、 Windows Vista 以降用に更新されていない可能性があるマニフ ェ ス ト を持

つプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名前です。 マニフ ェ ス ト は、 実行可能フ ァ イルの UI アクセシビ リ テ ィ 値

を定義し ません。 [2] は実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 4( 警告 )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] は、 マイ クロソ フ トからのウェーバーを必要とする昇格された権限 (highestAvailable) が必要で

ある とマーク されています。

[1] は、 昇格された権限が必要である と指定するマニフ ェ ス ト を持つプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名前

で、 [2] は、 その実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 5( 警告 )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] は、 マイ クロソ フ トからのウェーバーを必要とする昇格された権限 (requireAdministrator) が必要

である とマーク されています。

[1] は、 昇格された権限が必要である と指定するマニフ ェ ス ト を持つプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名前

で、 [2] は、 その実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 6( 警告 )

コンポーネン ト  [2] の EXE [1] は、 マイ クロソ フ トからのウェーバーを必要とする uiAccess が必要である とマーク されていま

す。

[1] は、 よ り上位の権限を使用し て情報をデスク ト ッ プ上の他のウ ィ ン ド ウ上に渡すために、 実行可能フ ァ イルが 

UI 保護レベルをバイパスできる こ と を指定し ているマニフ ェ ス ト を持つプロジ ェ ク ト 内の実行可能フ ァ イルの名

前です。 このと き、 uiAccess の値には True が設定されています。 [2] は実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト

の名前です。

説明

ISICE11 は、 イ ンス ト ール内のすべての .exe フ ァ イルに実行レベルを定義する埋め込みマニフ ェ ス ト がある こ と

を検証し ます。 実行レベルは、 マニフ ェ ス ト で次のよ う に定義されています :

<requestedExecutionLevel

level="asInvoker"

uiAccess="false"/>

レベル属性の他の有効な値は、 highestAvailable と requireAdministrator です。 レベルの値が highestAvailable または 

requireAdministrator に設定し た場合、 マイ ク ロ ソ フ ト からのウェーバーを申請し て、 Windows ロゴ証明書を取得す

る必要があ り ます。

uiAccess 属性は、 よ り上位の権限を使用し て情報をデスク ト ッ プ上の他のウ ィ ン ド ウ ( 例、 オンスク リーン キー

ボー ド ) 上に渡すために、 実行可能フ ァ イルが UI 保護レベルをバイパスする こ とができるかど うか示し ます。 こ

の属性は、 UI アクセシビ リ テ ィ  アプ リ ケーシ ョ ンのと きのみ True に設定し て く だ さい。 UI アクセシビ リ テ ィ の

値を True に設定し た場合、 マイ ク ロ ソ フ ト からのウ ェーバーを申請し て、 Windows ロゴ証明書を取得する必要が

あ り ます。

修正アクシ ョ ン

検証エラー ( メ ッ セージ １  から 3) を解決するには、 イ ンス ト ール内の実行可能フ ァ イルを、 レベルの値と 

uiAccess の値が適切に設定されている埋め込みマニフ ェ ス ト を持つ実行可能フ ァ イルで置き換えます。
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検証警告 ( メ ッ セージ 4 から 6) は、 製品に Windows ロゴ プログラムの証明を受けたいが、

requestedExecutionLevel  要素を、 現在実行可能フ ァ イルのマニフ ェ ス ト で定義されているよ う に保持し たい場合、

場合によ って、 マイ ク ロ ソ フ ト から要件免除を取得する必要がある こ と を通知し ます。

ISICE12

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のレジス ト リ キー [1] は保護されたレジス ト リ キーです。 保護されたレジス ト リ キーは、 Windows Vista 

以降上で変更されない可能性もあり ます。

[1] は Trusted Installer グループのみが Windows Vista 以降のシステム上で変更できるレジス ト リ キーで、 [2] はそ

のレジス ト リ キーを含むコ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISICE12 は、 イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステム上で Windows リ ソース保護 (WRP) によ って保護されて

いるレジス ト リ キーを変更し よ う と し ないこ と を検証し ます。 Trusted Installer グループのみが変更できるレジス

ト リ キーは WRP によ って保護されています。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 プロジ ェ ク ト から保護されているレジス ト リ キーを削除するか、 またはそのレ

ジス ト リ キーを WRP で保護されていないレジス ト リの一部に移動し ます。

ISICE16

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 16 ビ ッ ト  フ ァ イルです。 64 ビ ッ ト システムを ターゲッ ト するインス ト ールには、 16 

ビ ッ ト フ ァ イルが含まれている可能性があり ます。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる 16 ビ ッ ト  フ ァ イルの名前で、 [2] は、 そのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前

です。
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説明

イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームを ターゲッ ト にする場合、 ISICE16 は、 イ ンス ト ールに 16 ビ ッ ト  

フ ァ イルが含まれていないこ と を検証し ます。 64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォームは 16 ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ま

せん。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 この 16 ビ ッ ト  フ ァ イルを 64 ビ ッ ト  または 32 ビ ッ ト  フ ァ イルで置き換えま

す。

ISICE17

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

シーケンス [1] に [2] アクシ ョ ンが含まれています。 [2] アクシ ョ ンを使用するには、 マイ クロソ フ トからのウェーバーが必

要です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれるアクシ ョ ンの名前で、 [1] は、 そのアクシ ョ ンを含むシーケンスの名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コン ト ロール [1] ( ダイアログ [2] 内 ) は [3] アクシ ョ ンを実行します。 [3] アクシ ョ ンを使用するには、 マイ クロソ フ トから

のウェーバーが必要です。

[3] は、 プロジ ェ ク ト に含まれるアクシ ョ ンの名前です。 [2] は、 アクシ ョ ンを起動する イベン ト を含むコ ン ト

ロールの名前です。 [2] は、 コ ン ト ロールを持つダイアログの名前です。

説明

ISICE17 は、 イ ンス ト ールがアクシ ョ ンを使用し て、 再起動を強制し ないこ と を検証し ます。 現在、 検証の対象と

なるアクシ ョ ンは、 ForceReboot のみです。

修正アクシ ョ ン

エラーは、 製品に Windows ロゴ プログラムの認定を受けたいが、 イ ンス ト ールに指定し たアクシ ョ ンを保持し た

い場合、 場合によ ってマイ ク ロ ソ フ ト から要件免除を取得する必要がある こ と を通知し ます。

この検証エラーを解決するには、 アクシ ョ ンを メ ッ セージで表示されたシーケンスまたはダイアログから削除し

ます。
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プロジ ェ ク ト が、 システムの再起動数を最小化する MsiRMFilesInUse ダイアログを含み、 アプ リ ケーシ ョ ンが 

Restart Manager API を使用するよ う に適切にイ ンス ト ルメ ン ト されている こ と を確認し て く ださい。 詳細につい

ては、 「Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする」 を参照し て く だ さい。

ISICE18

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

フ ァ イル [1] が Dialog テーブルにあり ません。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に必要なダイアログの名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

ダイアログ [1] のタ イ ト ルに、 [2] または [ProductName] が含まれていません。

[1] はプロジ ェ ク ト 内のダイアログ の名前で、 [2] は [ProductName] 変数の値です。

説明

ISICE18 は、 イ ンス ト ールが MsiRMFilesInUse ダイアログを含み、 ダイアログのタ イ ト ル バーに製品名が含まれて

いる こ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するには、 MsiRMFilesInUse ダイアログがプロジ ェ ク ト にある こ と を確認し ます。 すべての基本

の MSI プロジ ェ ク ト には、 デフ ォル ト でこのダイアログが含まれています。 このダイアログの詳細は、 「Windows 

Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする」 を参照し て く だ さい。

ダイアログを基本の MSI プロジ ェ ク ト に再度追加する場合、 このダイアログを含む別の基本の MSI プロジ ェ ク ト

を開 く か、 または新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成し ます。 次いで、 ダイアログを、 それを必要とするプロ

ジ ェ ク ト にエクスポー ト し ます。 詳細については、 「他のプロジ ェ ク ト へダイアログをエクスポー ト する」 を参照

し て く ださい。

エラー ２  を解決するには、 製品名または [ProductName] プロパテ ィ を MsiRMFilesInUse ダイアログの [ キャ プ

シ ョ ン ] プロパテ ィ に追加し ます。

ISICE19

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

テーブル [1] が、 インス ト ール パッケージにあり ません。

[1] は、 パッ ケージに必要なテーブルの名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

UpgradeCode [1] は、 適切にスケジュールされたタ イプ 19 カスタム アクシ ョ ンを使用してダウングレードの検知および防止

を行いません。 パッケージはダウングレード をできないよ うにする必要があり ます。

[1] は、 UpgradeCode プロパテ ィ の値です。

メ ッ セージ 3( エ ラー )

プロパテ ィ [1] が SecureCustomProperties にリ ス ト されていません ; これが原因で、 このプロパテ ィがダウングレードの防止

のために正し く 使用されな く なる可能性があり ます。

[1] は、 プロパテ ィ の名前です。

メ ッ セージ 4( エ ラー )

プロパテ ィ [1] には、 有効な GUID を指定して く ださい。 [2] は有効な GUID ではあり ません。

[1] は、 値に有効な GUID が必要なプロパテ ィ の名前です。 [2] は、 現在このプロパテ ィ に使用されている無効な値

です。

メ ッ セージ 5( エ ラー )

列 [1] ( Upgrade テーブル内 ) には、 有効な GUID が必要です。 [2] は有効な GUID ではあり ません。

[1] は、 Upgrade テーブルの列の名前です、 [2] は、 指定された列のエン ト リの値です。

メ ッ セージ 6( エ ラー )

プロパテ ィ [1] には、 有効な数値のバージ ョ ンを メ ジャー . マイナー . ビルド という フ ォーマ ッ ト で指定して く ださい。 [2] 

は、 このフ ォーマ ッ ト に沿っていないバージ ョ ンです。

[1] は、 値に メ ジャー . マイナー . ビルド とい う フ ォーマ ッ ト のバージ ョ ン番号を指定する必要のあるプロパテ ィ

です。 [2] は、 現在このプロパテ ィ に使用されている無効な値です。

メ ッ セージ 7( エ ラー )

Upgrade テーブル内の列 [1] には、 有効な数値のバージ ョ ンを メ ジャー . マイナー . ビルド という フ ォーマ ッ ト で指定して く

ださい。 [2] は、 このフ ォーマ ッ ト に沿っていないバージ ョ ンです。

[1] は、 Upgrade テーブルの列の名前です、 [2] は、 指定された列のエン ト リの値です。

メ ッ セージ 8( エ ラー )

プロパテ ィ [1] に、 ヌル値および空白は指定できません。

[1] は、 値がヌル値または空白になっているプロパテ ィ の名前です。
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メ ッ セージ 9( エ ラー )

プロパテ ィ [1] (Upgrade テーブル内 ) に、 ヌル値および空白は指定できません。

[1] は、 Upgrade テーブルの列の名前です。

メ ッ セージ 10( エ ラー )

プロパテ ィ [1] を指定して く ださい。 [2] はデフ ォル トの値です。

[1] は、 カス タ マイズされていないプロジ ェ ク ト 内のプロパテ ィ の名前です。 [2] は、 InstallShield がこのプロパ

テ ィ に使用するデフ ォル ト 値です。

メ ッ セージ 11( エ ラー )

プロパテ ィ [1] には、 有効な数値の LANGID が必要です ; [2] は、 数値の LANGID ではあり ません。

[1] は、 値に有効な言語 ID が必要なプロパテ ィ の名前です。 [2] は、 現在このプロパテ ィ に使用されている無効な

値です。

説明

ISICE19 は、 ア ッ プグレー ド に関するプロパテ ィ 、 および Upgrade テーブルが存在する こ と を検証し ます。

ISICE19 はまた、 イ ンス ト ールが以前のパッ ケージを新しいパッ ケージで上書き イ ンス ト ールするのを防ぐかど う

かを判断するのに役立ちます。

修正アクシ ョ ン

エラー 1 と 2 を解決するには、 Upgrades ビ ューに メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムがある こ と、 製品の現在の

バージ ョ ンによ って将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされないよ う に メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが

適切に構成されている こ と、 および、 製品に適切に構成、 スケジュールされた タ イプ 19 のカス タム アクシ ョ ン

が含まれている こ と を確認し て く だ さい。 詳しい手順については、 「現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ

ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ」 を参照し て く ださい。 詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの

「Preventing an Old Package from Installing Over a Newer Version」 を参照し て く だ さい。

エラー 3 を解決するには、 指定されたプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパテ ィ の値に追加し ます。 プロ

パテ ィ の値は、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使用し て設定する こ とができます。 複数の値を追加するに

は、 それぞれをセ ミ コ ロンで区切り ます。 詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ラ イブラ リの

「SecureCustomProperties Property」 を参照し て く だ さい。

エラー 4 と 5 を解決するには、 既存の値を有効な GUID で置き換えます。 値を変更するには、 [ 一般情報 ] ビ ュー

を開きます。 次いで、 エラー メ ッ セージに リ ス ト されている設定を ク リ ッ ク し ます。 有効な GUID を入力し ます。

新しい一意の GUID を使用するには、 この設定で [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細について

は、 「GUID」 を参照し て く ださい。

エラー 6 と 7 を解決するには、 指定し た値を有効なバージ ョ ン番号で置き換えます。 出力ウ ィ ン ド ウのエラー 

メ ッ セージを ク リ ッ クする と、 無効な値があるダイ レ ク ト  エデ ィ ターの場所に移動する こ とができます。 バー

ジ ョ ン番号には、 aaa.bbb.ccccc とい う形式で、 数字のみを利用し ます。 こ こ で、 aaa はメ ジャーバージ ョ ン番号、

bbb はマイナーバージ ョ ン番号、 そし て ccccc はビルド番号を表し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc の

最大値は、 65,535 です。 詳細については、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く ださい。

エラー 8 を解決するには、 指定されたプロパテ ィ に値を入力し ます。 プロパテ ィ の値は、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューを使用し て設定する こ とができます。
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エラー 9 を解決するには、 指定された列に値を入力し ます。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ビ ューを使用し て、 値を設定

する こ とができます。 出力ウ ィ ン ド ウのエラー メ ッ セージを ク リ ッ クする と、 修正が必要な値があるダイ レ ク ト  

エデ ィ ターの場所に移動する こ とができます。 各 Windows Installer テーブルについて学ぶには、 Windows Installer 

ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Database Tables」 を参照し て く だ さい。

エラー 10 を解決するためには、 指定されたプロパテ ィ のデフ ォル ト 値を適切な値で置き換えます。 この値は、 プ

ロパテ ィ  マネージャーを使用し て変更する こ とができます。

エラー 11 を解決するためには、 指定されたプロパテ ィ の既存の値を有効な言語 ID で置き換えます。

ISICE20

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

行 [1] ( テーブル [2]): ルー ト [3] のレジス ト リ キーをインス ト ール、 変更、 または削除するには、 昇格された権限が必要で

す。 ただし、 パッケージは昇格された権限を要求しません。

[1] は、 プロジ ェ ク ト のレジス ト リの変更に関する情報を含む行の名前です。 [2] は、 レジス ト リ に関するデータ

を含むテーブルの名前です。 [3] は、 レジス ト リ データの定義済みルー ト  キーで、 指定された行に Root 列で リ ス

ト されている ものと同じ です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

行 [1] ( テーブル [2]): デ ィ レク ト リ [3] のフ ァ イルをインス ト ール、 変更、 または削除するには、 昇格された権限が必要です。

ただし、 パッケージは昇格された権限を要求しません。

[1] は、 エン ド ユーザーがシステム権限がないと アクセスできないデ ィ レ ク ト リ に関する情報を含む行の名前で

す。 [2] は、 レジス ト リ データ を含むテーブルの名前です。 [3] は、 デ ィ レ ク ト リの名前です。

メ ッ セージ 3( エ ラー )

環境変数 [1] は、 システム環境変数ですが、 このパッケージは昇格された権限を要求しません。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれているシステム環境変数の名前です。

説明

[ 概要情報 ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " 設定がプロジ ェ ク ト で [ いいえ ] に設定されている場合、 ISICE20 は、

イ ンス ト ールが管理者権限を必要とする タ スク ( システム レジス ト リ またはフ ォルダーの場所への書き込みなど )

を実行し よ う と し ないこ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

ISICE20 エラーを解決するには、 以下のいずれかを実行し ます。
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• [ 一般情報 ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " 設定で [ はい ] を選択する。 詳細については、 「概要情報ス ト リー

ム データ を入力する」 を参照し て く ださい。

• システムの場所でデータ を イ ンス ト ール、 変更、 または削除し ないよ う にプロジ ェ ク ト に変更を加える。 た

と えば、 プロジ ェ ク ト でレジス ト リ キーが HKEY_LOCAL_MACHINE に追加される場合、 [ レジス ト リ ] ビ ュー

を使用し て、 そのレジス ト リ キーを HKEY_CURRENT_USER に移動し ます。 プロジ ェ ク ト で、 システム環境変

数が追加または変更される場合、 [ 環境変数 ] ビ ューを使用し て、 環境変数の [ 種類 ] 設定を [ システム ] か

ら [ ユーザー ] へ変更し ます。

ISICE21

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 VB6 ラン タ イムに依存します。

[1] は、 Visual Basic 6 ラ ン タ イムを必要とする フ ァ イルの名前です。 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の

名前です。

説明

ISICE21 は、 製品が Visual Basic 6 ラ ン タ イムに依存し ないこ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するために、 次のオプシ ョ ンを考慮し て く だ さい :

• 製品が現在使用し ていないコ ンポーネン ト にフ ァ イルが含まれている場合、 プロジ ェ ク ト からそのフ ァ イル

と コ ンポーネン ト を削除し ます。 フ ァ イルの作成には、 Visual Basic .NET などの比較的新しい言語の使用を考

慮し て く ださい。

• プロジ ェ ク ト から フ ァ イルと そのコ ンポーネン ト を削除し てから、 Visual Basic 6 ラ ン タ イムに依存し ない新

しいバージ ョ ンのフ ァ イルと コ ンポーネン ト と置換し ます。

プロジ ェ ク ト でこれらのオプシ ョ ンのいずれも不可能な場合、 イ ンス ト ールが Windows ロゴ プログラムの認証を

受ける こ とはできません。

ISICE22

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1341



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のシ ョ ー ト カ ッ ト [1] がスター ト ア ッ プ フ ォルダーを ターゲッ ト と します。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるシ ョ ー ト カ ッ ト 名で、 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のレジス ト リ キー [1] は Run キーを設定します。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるレジス ト リ キーで、 [2] はそのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むコ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISICE 22 は、 ターゲッ ト  システムが開始する と きに製品が自動的に開始し ないこ と を検証し ます。

エラー メ ッ セージ 1 は、 イ ンス ト ールが [ ス ター ト ] メ ニューのス ター ト ア ッ プ フ ォルダー内にシ ョ ー ト カ ッ ト

を作成する場合に発生し ます。

エラー メ ッ セージ 2 は、 イ ンス ト ールが以下のよ う なレジス ト リの場所で Run キーを設定する場合に発生し ま

す。

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion

• HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\Microsoft\Windows\CurrentVersion

• HKEY_CURRENT_USER\Software\Wow6432Node\Microsoft\Windows\CurrentVersion

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト またはレジス ト リ キーおよび、 適切な場合はコ ンポーネン ト を

プロジ ェ ク ト から削除し ます。

ISICE23

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] の LockObject [1] は、 セキュ リ テ ィ で保護されていないアクセス許可を設定します。

[1] は、 アクセス許可が構成される フ ァ イルの名前、 デ ィ レ ク ト リ、 またはレジス ト リ キーです。 [2] はそのフ ァ

イル、 デ ィ レ ク ト リ、 またはレジス ト リ キーを含むコ ンポーネン ト の名前です。
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説明

ISICE23 は、 フ ァ イル、 デ ィ レ ク ト リ、 およびレジス ト リ キーに対する不適切なアクセス許可の構成によ って、

イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムをセキュ リ テ ィ 上の危険にさ ら さ ないこ と を検証し ます。

たと えば、 イ ンス ト ールによ ってイ ンス ト ールされる特定のフ ォルダーについて、 すべてのユーザーに対する書

き込みアクセス許可が割り当てられる場合、 ISICE23 はエラーを ト リ ガし て、 イ ンス ト ールによ って ターゲッ ト  

システムがさ ら されるセキュ リ テ ィ の脆弱性をアラー ト し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 エラーに記述されている フ ァ イル、 デ ィ レ ク ト リ、 またはレジス ト リ キーに強

力かつ適切なアクセス許可を使用し ます。 詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• フ ァ イルと フ ォルダーのアクセス許可を構成する

• レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する

ISICE24

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 16 ビ ッ ト  フ ァ イルです。 Windows 8 システムを ターゲッ ト するインス ト ールには、 16 

ビ ッ ト フ ァ イルを含むこ とはできません。

[1] は、 イ ンス ト ール内の 16 ビ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 [2] はそのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISICE24 は、 イ ンス ト ールに 16 ビ ッ ト  フ ァ イルが含まれていないこ と を検証し ます。 Windows の 64 ビ ッ ト  バー

ジ ョ ンは 16 ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ません。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 この 16 ビ ッ ト  フ ァ イルを 64 ビ ッ ト  または 32 ビ ッ ト  フ ァ イルで置き換えま

す。

ISICE25

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース
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メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [1] のインス ト ール先は、 Windows フ ォルダーまたはそのサブフ ォルダ ― の 1 つです。

[1] は、 コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISICE25 は、 イ ンス ト ールが Windows フ ォルダーまたはそのサブ フ ォルダーのいずれにも直接書き込まないこ と を

検証し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 次のいずれか 1 つを実行し ます :

• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先を変更し ます。

• コ ンポーネン ト がフ ォ ン ト を イ ンス ト ールする場合、 ベス ト プラ ク テ ィ スに従ってプロジ ェ ク ト にフ ォ ン ト  

フ ァ イルが含まれている こ と を確認し て く だ さい。 詳し く は、 「フ ォ ン ト のイ ンス ト ール」 をご覧 く だ さい。

• コ ンポーネン ト がデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールする場合、 ベス ト プラ ク テ ィ スに従ってプロジ ェ ク ト

に ド ラ イバーが含まれている こ と を確認し て く だ さい。 詳し く は、 「デバイス ド ラ イバー設定を構成する」 を

ご覧 く ださい。

ISICE26

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] には、 オプシ ョ ン ヘッダー [3] が設定されていません。

[1] は、 フ ァ イルの名前で、 [2] は、 そのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。 [3] は、 フ ァ イルのコ ンパイ

ル時には使用されなかったパラ メ ーター (SafeSEH、 NXCOMPAT、 または DYNAMICBASE) です。

説明

ISICE26 は、 イ ンス ト ールが Windows セキュ リ テ ィ 機能をサポー ト する こ と を検証し ます。 イ ンス ト ールがイ ンス

ト ールする実行可能フ ァ イルの PE ヘ ッ ダーをチ ェ ッ ク し て、 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使ってコ ンパ

イルされている こ と を検証し ます :

• /SafeSEH— 安全な例外処理を確認

• /NXCOMPAT— データの実行を防止

• /DYNAMICBASE—ASLR (Address Space Layout Randomization)

単一フ ァ イルで、 前述のパラ メ ーターを 1 つずつ複数の ISICE26 エラーを ト リ ガする こ とが可能です。
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修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 製品のソースコー ドのビルド オプシ ョ ンを確認し て、 必要に応じ て編集し ます。

Visual Studio の場合、 これらは " リ ン カ " 設定の [ 詳細プロパテ ィ ] ページで構成されます。

InstallShield 仮想化整合性スイー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

InstallShield には、 InstallShield 仮想化適合性スイー ト とい う名前の一連の検証ツールが含まれています。 このス

イー ト に含まれる InstallShield 仮想化適合性検証ツール (ISVICE) は、 様々な仮想化テ ク ノ ロジについてプロジ ェ ク

ト の適合性をチ ェ ッ ク し ます。

InstallShield で使用できる ISVICE のリ ス ト は次の表のとお り です。

テーブル 3-19 • ISVICE

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明

ISVICE01 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

通常、 Windows オペレーテ ィ ング システムの一部

である フ ァ イルの存在を確認し ます。

ISVICE02 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

デバイス ド ラ イバー フ ァ イルの存在を確認し ま

す。

ISVICE03 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

ClickOnce 配布フ ァ イルの存在を確認し ます。

ISVICE04 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ

イルの存在を確認し ます。
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ISVICE05 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

WMI プロバイダーの一部である フ ァ イルの存在を

確認し ます。

ISVICE06 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

J2EE アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの一部である

フ ァ イルの存在を確認し ます。

ISVICE07 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

仮想化を行う と動作し ない可能性のあるアプ リ

ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確認し

ます。

ISVICE08 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

仮想化を行う と失敗する こ とが報告されているア

プ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確

認し ます。

ISVICE09 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール済

みである こ と を示す  InstallShield IIS サポー ト の存

在をチ ェ ッ ク し ます。

ISVICE10 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

MsiDriverPackages テーブルを使ってイ ンス ト ール

された ド ラ イバーの存在を確認し ます。

ISVICE11 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

パッ ケージに少な く と も １  つのシ ョ ー ト カ ッ ト

が含まれている こ と を確認し ます。

ISVICE12 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

シ ェル拡張の存在を確認し ます。

テーブル 3-19 •  ( 続き )ISVICE

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明
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ISVICE01

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE01 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

ISVICE13 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

URL プロ ト コル ハン ド ラーの存在を確認し ます。

ISVICE14 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

Server App-V、 

ThinApp、 

XenApp

デフ ォル ト  プログラム リ ス ト のサポー ト の存在

を確認し ます。

ISVICE15 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

ブー ト  ス ター ト  サービスの存在を確認し ます。

ISVICE16 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

Server App-V、 

XenApp

イ ンス ト ールされたフ ァ イルの合計サイズが 4GB 

未満である こ と を確認し ます。

ISVICE17 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

Windows Installer COM+ テーブルの使用状況を確

認し ます。

ISVICE18 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

App-V 4.x、 

App-V 5.x、 

ThinApp、 

XenApp

COM DLL サロゲー ト  フ ァ イルの存在を確認し ま

す。

ISVICE19 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベース

ThinApp、 

XenApp

64 ビ ッ ト  パッ ケージであるかど うかを確認し ま

す。 ThinApp および XenApp は 64 ビ ッ ト  アプ リ

ケーシ ョ ンをサポー ト し ません。

テーブル 3-19 •  ( 続き )ISVICE

ISICE
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明
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• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] が OS と厳密に統合されたフ ァ イルのよ う です。 Internet Explorer、 Windows Media Player、 または .NET Framework 

のフレームワークなどのアプ リケーシ ョ ンの一部であるフ ァ イルは、 仮想化には向いていません。 これらのフ ァ イルは

仮想ではな く 、 ローカル マシンにインス ト ールして く ださい。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE01 は、 Windows オペレーテ ィ ング システムの一部である フ ァ イルの存在を確認し ます。 リ リースにこの種

類のフ ァ イルが 1 つ以上含まれる場合、 検証中にこのエラーが表示されます。

修正アクシ ョ ン

エン ド ユーザーが製品の仮想バージ ョ ンを希望し ていて、 作業中の InstallShield プロジ ェ ク ト に .NET Framework 

その他の Windows と密接に統合されているアイテムが含まれている場合、 プロジ ェ ク ト から これらのアイテムを

削除する こ とが推奨されます。 エン ド ユーザーが仮想バージ ョ ンの製品を使用する前に、 ローカル マシンにこれ

らのプロジ ェ ク ト に必要なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールする手順を説明する ド キュ メ ン ト の提供を考慮し て く だ さ

い。

ISVICE02

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE02 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] がデバイス ド ラ イバーのよ う です。 プ リ ン ター ド ラ イバーや USB デバイス ド ラ イバーなど、 システム レベル

のド ラ イバーは、 仮想環境からは使用できません。 このド ラ イバーを抽出して、 ローカル マシンにインス ト ールし、

パッケージの残りの部分を仮想化するこ とができる場合があり ます。 )
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[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE02 は、 デバイス ド ラ イバー フ ァ イルの存在を確認し ます。 プ リ ン ター ド ラ イバーや USB デバイス ド ラ イ

バーなど、 システム レベルのド ラ イバーは、 仮想環境からは使用できません。

修正アクシ ョ ン

エン ド ユーザーが製品の仮想バージ ョ ン ｎ を希望し ていて、 InstallShield プロジ ェ ク ト にデバイス ド ラ イバーが

含まれている場合、 プロジ ェ ク ト からデバイス ド ラ イバーを削除し て、 ド ラ イバー用の個別のイ ンス ト ールを作

成する こ と を考慮し て く だ さい。 エン ド ユーザーは製品の仮想バージ ョ ンを使用する前に、 ローカル マシンにそ

のド ラ イバーを イ ンス ト ールできます。

ISVICE03

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE03 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] が ClickOnce 配置フ ァ イルのよ う です。 ClickOnce はユーザーごとのインス ト ール フ ォーマ ッ ト なので、 マシン

ごとの特性を持つ仮想パッケージとは互換性を持たない場合があり ます。 また、 ClickOnce アプ リケーシ ョ ンは自動的

にア ッ プデー ト を行う ため、 仮想アプ リケーシ ョ ン管理システムでは、 無効なバージ ョ ン エラーの原因となる可能性が

あり ます。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE03 は、 ClickOnce 配置フ ァ イルの存在を確認し ます。 プロジ ェ ク ト に ClickOnce 配置 フ ァ イルが含まれて

いる と き、 ISVICE03 が発生し ます。
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修正アクシ ョ ン

ClickOnce 配置フ ァ イルがアプ リ ケーシ ョ ンにおける重要性を検討し て、 ClickOnce イ ンス ト ールが予定通り に動

作する こ とがどれほど重要であるのかを判断し て く だ さい。 ClickOnce 配置 フ ァ イルがそれほど重要でない場合、

製品の仮想バージ ョ ンは少し だけ機能を限定し て配布する こ とが安全策と言えます。 ClickOnce 配置フ ァ イルが重

要な場合、 製品の仮想バージ ョ ンが正し く 機能し ない場合があり ます。

ISVICE04

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE04 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

指定されたフ ァ イル [1] が ASP.NET/IIS アプ リケーシ ョ ンの一部のよ う です。 デスク ト ッ プ アプ リケーシ ョ ンの仮想化で、

これはサポー ト されていません。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE04 は、 ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

ASP.NET または IIS アプ リ ケーシ ョ ンが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはターゲッ ト  システム上で個

別にローカルでイ ンス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

ISVICE05

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE05 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :
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• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] が WMI プロバイダーのよ う です。 デスク ト ッ プ アプ リケーシ ョ ンの仮想化で、 これはサポー ト されていませ

ん。 ) プロバイダーが、 パッケージの重要な部分を構成しない限り、 パッケージの残りの部分を仮想アプ リケーシ ョ ン

と して使用するこ とが可能な場合があり ます。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE05 は、 WMI (Windows Management Instrumentation) プロバイダーの一部である フ ァ イルの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

WMI プロバイダーが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはターゲッ ト  システム上で個別にローカルでイ ン

ス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

ISVICE06

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE06 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] が J2EE アプ リケーシ ョ ン サーバーの一部のよ う です。 デスク ト ッ プ アプ リケーシ ョ ンの仮想化で、 これはサ

ポー ト されていません。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE06 は、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの一部である フ ァ イルの存在を確認し ます。
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修正アクシ ョ ン

J2EE アプ リ ケーシ ョ ンが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはターゲッ ト  システム上で個別にローカルで

イ ンス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

ISVICE07

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE07 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( 警告 )

フ ァ イル [1] は、 仮想化には不向きである と されているアプ リケーシ ョ ンの一部のよ う です。 ただし、 適切ではない部分を

ローカルにインス ト ールして、 パッケージの残りの部分だけを仮想化するこ とが可能です。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE07 は、 仮想化を行う と動作し ない可能性のあるアプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確認し ま

す。 これには、 SQL Server などのアプ リ ケーシ ョ ンからのフ ァ イルが含まれます。

修正アクシ ョ ン

サポー ト されていないアプ リ ケーシ ョ ンが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはターゲッ ト  システム上で

個別にローカルでイ ンス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

ISVICE08

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE08 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :
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• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] は、 仮想化には不向きである と されているアプ リケーシ ョ ンの一部のよ う です。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

説明

ISVICE08 は、 仮想化を行う と動作し ない可能性のあるアプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確認し ま

す。 これには、 ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アや Exchange Server などのサーバー ソ フ ト ウ ェ アからのフ ァ イルが含

まれます。

修正アクシ ョ ン

サポー ト されていないアプ リ ケーシ ョ ンが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはターゲッ ト  システム上で

個別にローカルでイ ンス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

ISVICE09

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE09 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

IIS [1] アイテム [2] がパッケージに含まれています。 デスク ト ッ プ アプ リケーシ ョ ンの仮想化で、 これはサポー ト されてい

ません。 )

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる IIS アイテムの種類の名前で、 [2] はそのアイテムの名前です。
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説明

ISVICE09 は ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール済みである こ と を示す  InstallShield IIS サポー ト の存在

をチ ェ ッ ク し ます。

修正アクシ ョ ン

サポー ト されていない ASP.NET または IIS アプ リ ケーシ ョ ンが製品の重要な部分を構成し ない限り、 またはター

ゲッ ト  システム上で個別にローカルでイ ンス ト ールする こ とが可能な場合、 この検証エラーを無視する こ とがで

きます。

ISVICE10

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE10 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [ １ ] には、 MsiDriverPackages (DIFxApp) テーブルを使ってインス ト ールされたデバイス ド ラ イバーが含まれ

ています。 プ リ ン ター ド ラ イバーや USB デバイス ド ラ イバーなど、 システム レベルのド ラ イバーは、 仮想環境からは

使用できません。 このド ラ イバーを抽出して、 ローカル マシンにインス ト ールし、 パッケージの残りの部分を仮想化す

るこ とができる場合があり ます。 )

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれているデバイス ド ラ イバーの名前です。

説明

ISVICE10 は、 MsiDriverPackages テーブルを通し てイ ンス ト ールするよ う に構成された ド ラ イバーの存在を確認し

ます。

修正アクシ ョ ン

エン ド ユーザーが製品の仮想バージ ョ ンを希望し ていて、 InstallShield プロジ ェ ク ト に ド ラ イバーが含まれている

場合、 プロジ ェ ク ト から ド ラ イバーを削除し て、 ド ラ イバー用の個別のイ ンス ト ールを作成する こ と を考慮し て

く ださい。 エン ド ユーザーは製品の仮想バージ ョ ンを使用する前に、 ローカル マシンにそのド ラ イバーを イ ンス

ト ールできます。
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ISVICE11

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE11 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ (App-V 4.x and App-V 5.x の警告。 ThinApp および XenApp のエラー )

このパッケージには、 シ ョ ー ト カ ッ トが含まれていません。 仮想アプ リケーシ ョ ンへのエン ト リ ポイン ト を定義するため

に、 通常、 シ ョ ー ト カ ッ ト が必要です。

説明

ISVICE11 パッ ケージに少な く と も １  つのシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれている こ と を確認し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト は、

仮想パッ ケージ内のアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに最も見つけやすいエン ト リ ポイ ン ト です。 ほとんどの仮

想パッ ケージには、 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。

修正アクシ ョ ン

パッ ケージが別の仮想パッ ケージの依存関係である場合、 この ISVICE は無視できます。

パッ ケージがプラグイ ン と し て使用される場合、 プラグイ ンの対象と なるアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト

を作成する必要があるかも しれません。

エン ド ユーザーが仮想アプ リ ケーシ ョ ンを個別に起動できるよ う にする場合、 メ イ ンの実行可能フ ァ イルへの

シ ョ ー ト カ ッ ト の追加を考慮し て く だ さい。

ISVICE12

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE12 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x
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• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ (App-V 4.x、 App-V 5.x、 ThinApp、 および XenApp のエラー。 Server App-V 
の警告。 )

このパッケージには、 シ ェル拡張 ( キー [1]) が含まれています。 シ ェル拡張は、 Windows Explorer を拡張するため、 仮想パッ

ケージからロードするこ とはできません。 この拡張がアプ リケーシ ョ ンにと って大変重要な場合、 仮想化した後にアプ

リケーシ ョ ンが機能しないこ とがあり ます。 ただし、 拡張が重要ではない場合、 アプ リケーシ ョ ンを使用できるこ と も

あり ます。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれているシ ェル拡張のキーです。

説明

ISVICE12 は、 シ ェル拡張の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

シ ェル拡張が製品における重要性を検討し て、 シ ェル拡張が予定通り に動作する こ とがどれほど重要であるのか

を判断し て く ださい。 シ ェル拡張がそれほど重要でない場合、 製品の仮想バージ ョ ンは少し だけ機能を限定し て

配布し ても恐ら く 問題はないと言えます。 シ ェル拡張が重要な場合、 製品の仮想バージ ョ ンが正し く 機能し ない

場合があ り ます。

ISVICE13

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE13 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( 警告 )

このパッケージは URL プロ ト コル ( フレン ド リ名 [1]) を登録します。

[1] は、 URL プロ ト コルの表示名です。

説明

ISVICE13 は、 URL プロ ト コル ハン ド ラーの存在を確認し ます。
1356 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
修正アクシ ョ ン

URL プロ ト コルの登録が製品における重要性を検討し て、 製品が予定通り に動作する こ とがどれほど重要である

のかを判断し て く だ さい。 URL プロ ト コルの登録がそれほど重要でない場合、 製品の仮想バージ ョ ンは少し だけ

機能を限定し て配布し ても恐ら く 問題はないと言えます。 URL プロ ト コルの登録が重要な場合、 製品の仮想バー

ジ ョ ンが正し く 機能し ない場合があ り ます。

製品に URL プロ ト コル ハン ド ラーが含まれているため、 App-V 5.x が製品に適し た仮想化テ ク ノ ロジであるかど

うかを検証し て く だ さい。

ISVICE14

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE14 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• Server App-V

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( 警告 )

This package registers its capabilities in the Default Programs list (key '%1').

[1] はデフ ォル ト  プログラム リ ス ト に含まれるアイテムの登録情報に対応するキーの名前です。

説明

ISVICE14 は、 デフ ォル ト  プログラム リ ス ト のサポー ト の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

デフ ォル ト  プログラム リ ス ト の登録が、 製品で重要ではない場合、 この検証エラーを無視する こ とができます。

製品に デフ ォル ト  プログラム リ ス ト のアイテムを登録するサポー ト が含まれているため、 App-V 5.x が製品に適

し た仮想化テ ク ノ ロジであるかど うかを検証し て く だ さい。

ISVICE15

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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• MSI データベース

ISVICE15 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 起動時に開始するサービス ( 名前 [1]) が含まれています。 仮想サービスは、 仮想アプ リケーシ ョ ンが

有効である間だけに限られているため、 起動時に開始しな く てはならないサービスは、 仮想化には向いていません。 こ

のサービスを抽出して、 ローカル マシンにインス ト ールするこ とで、 パッケージの残りの部分を仮想化するこ とが可能

な場合があり ます。）

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるサービスの名前です。

説明

ISVICE15 は、 ブー ト  ス ター ト  サービスの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

サービスが製品における重要性を検討し て、 製品が予定通り に動作する こ とがどれほど重要であるのかを判断し

て く ださい。 サービスがそれほど重要でない場合、 製品の仮想バージ ョ ンは少し だけ機能を限定し て配布し ても

恐ら く 問題はないと言えます。

サービスが重要であるが、 それを残りのプロジ ェ ク ト から切り離すこ とができる場合、 プロジ ェ ク ト から削除し

て、 サービス用の個別のイ ンス ト ールを作成し て く だ さい。 エン ド ユーザーは、 製品の仮想バージ ョ ンを使用す

る前に、 ローカル マシンにサービスを イ ンス ト ールできます。

サービスが重要な場合で、 プロジ ェ ク ト から切り離すこ とができないと き、 製品の仮想バージ ョ ンは正し く 機能

し ない場合があ り ます。

ISVICE16

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE16 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• Server App-V

• XenApp
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メ ッ セージ ( エラー )

This package contains more than 4 GB of files.Since the target virtualization technology has a 4 GB size limit, this application cannot be 

successfully virtualized.( このパッケージには、 4 GB 以上のフ ァ イルが含まれています。 ターゲッ ト の仮想化テク ノ ロジに

は 4 GB のサイズ制限があるため、 このアプ リケーシ ョ ンを正し く 仮想化するこ とができません。 )

説明

ISVICE16 は、 イ ンス ト ールされたフ ァ イルの合計サイズが 4GB 未満である こ と を確認し ます。 App-V 4.x、 Server 

App-V、 および XenApp は、 4 GB 以上のフ ァ イルを含むパッ ケージをサポー ト し ません。

修正アクシ ョ ン

App-V 5.x または ThinApp は 4 GB 以上のサイズをサポー ト するので、 App-V 5.x または ThinApp が製品に適し た仮

想化テ ク ノ ロジであるかど うかを検証し て く だ さい。

ISVICE17

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE17 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジで使用できます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには COM+ データ ( コンポーネン ト [1]) が含まれているので、 アプ リケーシ ョ ンを仮想化した場合に正し く

機能しない可能性があり ます。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。 コ ンポーネン ト には COM+ データが含まれています。

説明

ISVICE17 は、 Windows Installer COM+ テーブルの使用状況を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

COM+ アプ リ ケーシ ョ ンが製品における重要性を検討し て、 製品が予定通り に動作する こ とがどれほど重要であ

るのかを判断し て く だ さい。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンがそれほど重要でない場合、 製品の仮想バージ ョ ンは少し

だけ機能を限定し て配布し ても恐ら く 問題はないと言えます。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンが重要な場合、 製品の仮

想バージ ョ ンが正し く 機能し ない場合があ り ます。
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ISVICE18

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE18 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• App-V 4.x

• App-V 5.x

• ThinApp

• XenApp

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 サポー ト されていない COM DLL サロゲー ト  ( レジス ト リ キー [1]) が含まれているので、 アプ リケー

シ ョ ンを仮想化した場合に正し く 機能しない可能性があり ます。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるレジス ト リ キーの名前です。

説明

ISVICE18 は、 COM DLL サロゲー ト  フ ァ イルの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

COM DLL サロゲー ト が製品における重要性を検討し て、 製品が予定通り に動作する こ とがどれほど重要であるの

かを判断し て く だ さい。 DLL サロゲー ト がそれほど重要でない場合、 製品の仮想バージ ョ ンは少し だけ機能を限

定し て配布し ても恐ら く 問題はないと言えます。 DLL サロゲー ト が重要な場合、 製品の仮想バージ ョ ンが正し く

機能し ない場合があ り ます。

ISVICE19

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

ISVICE19 は、 次の仮想化テ ク ノ ロジに適用し ます :

• ThinApp

• XenApp
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メ ッ セージ ( エラー )

The package is 64-bit.ThinApp and XenApp do not support 64-bit applications.( パッケージが 64 ビ ッ ト です。ThinApp および XenApp 

は 64 ビ ッ ト  アプ リケーシ ョ ンをサポー ト しません。

説明

ISVICE19 は、64 ビ ッ ト  パッ ケージをビルド し ているかど うかを確認し ます。ThinApp および XenApp は 64 ビ ッ ト  

アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ません。

修正アクシ ョ ン

製品に 64 ビ ッ ト  サポー ト が含まれているため、 App-V または Server App-V が製品に適し た仮想化テ ク ノ ロジで

あるかど うかを検証し て く だ さい。

InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield には、 InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト とい う名前の一連の検証ツールが含まれています。 この

スイー ト に含まれる InstallShield UWP アプ リ適合性検証ツール (ISUWP) は、 .msi パッ ケージ内で UWP アプ リ パッ

ケージ (.appx) フ ォーマ ッ ト に適さ ないアイテムの存在をスキャ ン し ます。 このスイー ト にアクセスするには、 [

ビルド ] メ ニューから [ 検証 ] をポイ ン ト し てから、 [InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト ] を ク リ ッ ク し ま

す。 スイー ト は、 問題が見つかったすべてのテス ト を [ リ リース ] ビ ューに表示し、 レポー ト 内の各問題に関連付

けられた列に既知の UWP アプ リ バリ エーシ ョ ン ( ユニバーサル アプ リ、 デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ、 Windows ス ト

ア、 WSA、 および Nato Server) への適合性が表示されます。 従来型の CUB の場合、 これらの列は空白のままで

す。 InstallShield で利用できる ISUWP 検証ツールは次の通り です :

テーブル 3-20 • ISUWP

ISUWP
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明

ISUWP01 基本の MSI UWP アプ リ Windows サービスの存在を確認し ます。

ISUWP02 基本の MSI UWP アプ リ MsiDriverPackages テーブルを使ってイ ンス ト ール

された ド ラ イバーの存在を確認し ます。

ISUWP03 基本の MSI UWP アプ リ シ ョ ー ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield 

では、 アプ リ ケーシ ョ ンを識別するためにシ ョ ー

ト カ ッ ト が必要です。 アプ リ ケーシ ョ ンを識別す

るシ ョ ー ト カ ッ ト 無し では、 アプ リ を開始する方

法が無いためパッ ケージが無効と な り ます。

ISUWP04 基本の MSI UWP アプ リ Windows ス ト ア アプ リ ケーシ ョ ンの複数のシ ョ ー

ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield は

シ ョ ー ト カ ッ ト をアプ リ ケーシ ョ ンに変換し、

Windows ス ト アでは複数アプ リ ケーシ ョ ンを使用

できない場合があ り ます。
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ISUWP05 基本の MSI UWP アプ リ Windows Nano Server アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー

ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield は

シ ョ ー ト カ ッ ト がパッ ケージによ ってイ ンス ト ー

ルされた .exe をポイ ン ト する場合、 そのシ ョ ー ト

カ ッ ト を タ イルに変換し ますが、 Windows Nano 

Server はアプ リ ケーシ ョ ン タ イルを表示できま

せん。

ISUWP06 基本の MSI UWP アプ リ 16 ビ ッ ト  フ ァ イルの存在を確認し ます。 すべて

のサーバー イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト

フ ォームで、 64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォームは 16 

ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ません。

ISUWP07 基本の MSI UWP アプ リ 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの存在を確認し ます。 すべて

のサーバー イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト

フ ォームで、 64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォームは 32 

ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ません。

ISUWP08 基本の MSI UWP アプ リ 昇格された権限を必要とするアプ リ ケーシ ョ ンの

存在を確認し ます。

ISUWP09 基本の MSI UWP アプ リ UI 保護レベルをバイパスできるアプ リ ケーシ ョ ン

の存在をチ ェ ッ ク し ます。

ISUWP10 基本の MSI UWP アプ リ COM 登録の存在を確認し ます。

ISUWP11 基本の MSI UWP アプ リ カス タム アプ リ ケーシ ョ ン ユーザー モデル ID 

を設定する実行可能フ ァ イルの存在を確認し ま

す。

ISUWP12 基本の MSI UWP アプ リ Windows Nano Server と互換性を持たない .NET ア

センブ リの存在を確認し ます。

ISUWP13 基本の MSI UWP アプ リ .NET Framework の最新版をサポー ト し ない .NET 

アセンブ リの存在を確認し ます。

ISUWP14 基本の MSI UWP アプ リ ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ

イルの存在を確認し ます。

ISUWP15 基本の MSI UWP アプ リ ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール済

みである こ と を示す InstallShield IIS サポー ト の存

在を確認し ます。

ISUWP16 基本の MSI UWP アプ リ SQL スク リ プ ト を実行するビル ト イ ン 

InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

テーブル 3-20 • ISUWP

ISUWP
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明
1362 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
ISUWP01

ISUWP01 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには 1 つ以上の Windows サービスが含まれています。 Windows Server 以外のデバイスを ターゲッ ト とする 

UWP アプ リ パッケージは、 Windows サービスをサポー ト しません。

説明

ISUWP01 は Windows サービスの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンが 1 つ以上の Windows サービスを必要とする場合、 サーバー拡張および WSA が必要です。 デス

ク ト ッ プ拡張を含める こ とは、 このシナ リ オではサポー ト されていません。

ISUWP02

ISUWP02 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [ １ ] には、 MsiDriverPackages (DIFxApp) テーブルを使ってインス ト ールされたデバイス ド ラ イバーが含まれ

ています。 UWP アプ リ パッケージは、 デバイス ド ラ イバーをサポー ト しません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP02 は、 MsiDriverPackages テーブルを使ってイ ンス ト ールされた ド ラ イバーの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

ド ラ イバーが必要な場合、 このアプ リ ケーシ ョ ンは UWP アプ リ だけではサポー ト できません。

ISUWP17 基本の MSI UWP アプ リ テキス ト  フ ァ イルを変更するビル ト イ ン 

InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

ISUWP18 基本の MSI UWP アプ リ XML フ ァ イルを変更するビル ト イ ン InstallShield 

サポー ト の存在を確認し ます。

ISUWP19 基本の MSI UWP アプ リ スケジュール タ スク を作成するビル ト イ ン 

InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

ISUWP20 基本の MSI UWP アプ リ 予約済み、 または禁止されている フ ァ イル タ イ

プの関連付けの存在を確認し ます。

テーブル 3-20 • ISUWP

ISUWP
プロジ ェ ク ト の種
類 テ ク ノ ロジ 説明
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ISUWP03

ISUWP03 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

このパッケージには、 シ ョ ー ト カ ッ トが含まれていません。 アプ リケーシ ョ ンへのエン ト リ ポイン ト を定義するために、 通

常、 シ ョ ー ト カ ッ ト が必要です。

説明

ISUWP03 は、 シ ョ ー ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield では、 アプ リ ケーシ ョ ンを識別するためにシ ョ ー

ト カ ッ ト が必要です。 アプ リ ケーシ ョ ンを識別するシ ョ ー ト カ ッ ト 無し では、 アプ リ を開始する方法が無いため

パッ ケージが無効と な り ます。

ISUWP04

ISUWP04 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

このパッケージには 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。 Windows ス ト アでは、 複数のアプ リケーシ ョ ンを使用で

きない場合があり ます。

説明

ISUWP04 は、 Windows ス ト ア アプ リ ケーシ ョ ンの複数のシ ョ ー ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield は

シ ョ ー ト カ ッ ト をアプ リ ケーシ ョ ンに変換し、 Windows ス ト アでは複数アプ リ ケーシ ョ ンを使用できない場合が

あ り ます。

修正アクシ ョ ン

このアプ リ ケーシ ョ ンを Windows ス ト アに配置し たい場合、 アプ リ ケーシ ョ ンを複数の UWP パッ ケージに分割し

な く てはならない場合があ り ます。

ISUWP05

ISUWP05 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

このパッケージには 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。 Windows Nano Server はアプ リケーシ ョ ン タ イルを表示で

きません。

説明

ISUWP05 は、 Windows Nano Server アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト の存在を確認し ます。 InstallShield はシ ョ ー

ト カ ッ ト がパッ ケージによ ってイ ンス ト ールされた .exe をポイ ン ト する場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト を タ イルに変

換し ますが、 Windows Nano Server はアプ リ ケーシ ョ ン タ イルを表示できません。

修正アクシ ョ ン

この警告は、 予定どお り に動作し ない可能性のある既知のアイテムのアラー ト を行います。
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ISUWP06

ISUWP06 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 16 ビ ッ ト フ ァ イルです。 64 ビ ッ ト  システムは 16 ビ ッ ト アプ リケーシ ョ ンをサポー

ト しません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP06 は、 16 ビ ッ ト  フ ァ イルの存在を確認し ます。 すべてのサーバー イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト

フ ォームで、 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームは 16 ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ません。

修正アクシ ョ ン

修正アクシ ョ ンは、 実行時にフ ァ イルがロー ド および実行する場合のみ必要です。 16 ビ ッ ト または 32 ビ ッ ト の

データ フ ァ イルは問題あ り ません。 フ ラグされた 16 ビ ッ ト  フ ァ イルが実行時にロー ド および実行する場合、 こ

れを 64 ビ ッ ト  フ ァ イルに置換し ます。

ISUWP07

ISUWP07 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 32 ビ ッ ト フ ァ イルです。 64 ビ ッ ト  システムは 32 ビ ッ ト アプ リケーシ ョ ンをサポー

ト しない場合があり ます。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP07 は、 32 ビ ッ ト  フ ァ イルの存在を確認し ます。 すべてのサーバー イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト

フ ォームで、 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームは 32 ビ ッ ト  フ ァ イルをサポー ト し ません。

修正アクシ ョ ン

修正アクシ ョ ンは、 実行時にフ ァ イルがロー ド および実行する場合のみ必要です。 16 ビ ッ ト または 32 ビ ッ ト の

データ フ ァ イルは問題あ り ません。 フ ラグされた 32 ビ ッ ト  フ ァ イルが実行時にロー ド および実行する場合、 こ

れを 64 ビ ッ ト  フ ァ イルに置換し ます。

ISUWP08

ISUWP08 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。
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メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] の [ １ ] フ ァ イルは、 昇格された権限を必要とするアプ リケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルです。 Windows ス

ト アでは、 管理者権限を必要とするアプ リケーシ ョ ンを使用できません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP08 は、 昇格された権限を必要とするアプ リ ケーシ ョ ンの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

昇格された権限の要件を削除し ます。 アプ リは昇格された権限を使って、 フ ァ イルまたはレジス ト リ キーの処理

におけるベス ト  プ ラ ク テ ィ スを妨害する場合があ り ますが、 そのよ う な動作は UWP アプ リ では使用できません。

ISUWP09

ISUWP09 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] の [ １ ] フ ァ イルは、 デスク ト ッ プ上でよ り高度な権限を要するウ ィ ン ドウへ打ち込むため、 UI 保護レベ

ルのバイパスが許可されているアプ リケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルです。 UWP アプ リ パッケージでは、 UI 保護レベル

のバイパスが許可されているアプ リケーシ ョ ンはサポー ト されていません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP09 は、 UI 保護レベルをバイパスできるアプ リ ケーシ ョ ンの存在をチ ェ ッ ク し ます。

修正アクシ ョ ン

UI 保護レベルのバイパスを必要とするアプ リ ケーシ ョ ンはほとんどあ り ませんが、 それが必要な場合、 現在 UWP 

アプ リ ではサポー ト されていません。 アプ リ ケーシ ョ ンが UI 保護レベルをバイパスする必要がある場合、 UWP ア

プ リ パッ ケージ以外の異なるパッ ケージの使用を考慮し て く ださい。

ISUWP10

ISUWP10 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

メ ッ セージ 1( 警告 )

テーブル [1] には、 1 つ以上のエン ト リが含まれています。 UWP アプ リ パッケージに含まれるアプ リケーシ ョ ンは、 COM 

サーバーを別のアプ リケーシ ョ ンに公開するこ とができません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるテーブルです。
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メ ッ セージ 2( 警告 )

コンポーネン ト  [2] のレジス ト リ キー [1] は COM データです。 UWP アプ リ パッケージに含まれるアプ リケーシ ョ ンは、

COM サーバーを別のアプ リケーシ ョ ンに公開するこ とができません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるレジス ト リ キーの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP10 COM 登録の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

COM 登録が問題の場合、 またはそ う でない場合があり ます。 COM の内部的な使用はデスク ト ッ プ ブ リ ッ ジでサ

ポー ト されていますが、 ( 他のアプ リ による使用に向けて ) パブ リ ッ ク登録をサポー ト する拡張子は現在サポー ト

されていません。 後者の場合、 UWP アプ リ パッ ケージは適し ていません。

ISUWP11

ISUWP11 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] にあるフ ァ イル [1] は、 非推奨の API [3] をインポー ト します。 UWP アプ リ パッケージに含まれるアプ リ

ケーシ ョ ンは、 カスタム アプ リケーシ ョ ン ユーザー モデル ID を設定するこ とができません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

[3] は、 API の名前です。

説明

ISUWP11 カス タム アプ リ ケーシ ョ ン ユーザー モデル ID を設定する実行可能フ ァ イルの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

問題のある API 呼び出しのコー ド ベースを削除する必要があ り ます。 UWP アプ リはアプ リ ケーシ ョ ン ユーザー 

モデル ID を設定し ます。

ISUWP12

ISUWP12 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、.NET Framework に対してコンパイルされた .NET アセンブ リ です。Windows Nano Server 

.NET コア アプ リケーシ ョ ンのみをサポー ト します。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。
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[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 [3] に対してコンパイルされた .NET アセンブ リ です。 Windows Nano Server .NET コア 

アプ リケーシ ョ ンのみをサポー ト します。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

[3] はプロジ ェ ク ト に含まれる Framework の名前です。 

説明

ISUWP12 Windows Nano Server と互換性を持たない .NET アセンブ リの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

Nano Server をサポー ト する場合、 .NET コアに対し てアプ リ を再ビルド し ます。

ISUWP13

ISUWP13 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( 警告 )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 .NET Framework の最新版をサポー ト しない .NET アセンブ リです。 Windows ス ト ア ア

プ リケーシ ョ ンは、 常に .NET Framework の最新バージ ョ ン上で実行します。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

[2] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP13 .NET Framework の最新版をサポー ト し ない .NET アセンブ リの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

App.config を再ビルド または調整し ます。

ISUWP14

ISUWP14 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

指定されたフ ァ イル [1] が ASP.NET/IIS アプ リケーシ ョ ンの一部のよ う です。 これは UWP アプ リに含まれるアプ リケーシ ョ

ンではサポー ト されていません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。
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説明

ISUWP14 は、 ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルは UWP アプ リ ではサポー ト されていないため、 パッ ケージ

から このフ ァ イルを削除するか、 代替のパッ ケージ フ ォーマ ッ ト を使用する必要があ り ます。

ISUWP15

ISUWP15 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

IIS [1] アイテム [2] がパッケージに含まれています。 これは UWP アプ リパッケージに含まれるアプ リケーシ ョ ンではサポー

ト されていません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる IIS アイテムの種類の名前で、 [2] はそのアイテムの名前です。

説明

ISUWP15 は ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール済みである こ と を示す InstallShield IIS サポー ト の存在

を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

ASP.NET/IIS アプ リ ケーシ ョ ンの一部である フ ァ イルは UWP アプ リ ではサポー ト されていないため、 パッ ケージ

から このフ ァ イルを削除するか、 代替のパッ ケージ フ ォーマ ッ ト を使用する必要があ り ます。

ISUWP16

ISUWP16 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 インス ト ール中に実行する 1 つ以上の SQL スク リ プ トが含まれています。 UWP アプ リ パッケージは、

SQL スク リ プ ト の実行をサポー ト しません。

説明

ISUWP16 は、 SQL スク リ プ ト を実行するビル ト イ ン InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

UWP アプ リ パッ ケージの使用をサポー ト するためには、 フ ラグされた構成を、 イ ンス ト ールからアプ リ ケーシ ョ

ンに移動する必要があ り ます。

ISUWP17

ISUWP17 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。
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メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 インス ト ール中に実行される 1 つ以上の InstallShield テキス ト フ ァ イルの変更アイテムが含まれてい

ます。 UWP アプ リ パッケージは、 テキス ト フ ァ イルの変更をサポー ト しません。

説明

ISUWP17 は、 テキス ト  フ ァ イルを変更するビル ト イ ン InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

UWP アプ リ パッ ケージの使用をサポー ト するためには、 フ ラグされた構成を、 イ ンス ト ールからアプ リ ケーシ ョ

ンに移動する必要があ り ます。

ISUWP18

ISUWP18 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 インス ト ール中に実行される 1 つ以上の InstallShield XML フ ァ イルの変更アイテムが含まれています。

UWP アプ リ パッケージは、 XML フ ァ イルの変更をサポー ト しません。

説明

ISUWP18 は、 XML フ ァ イルを変更するビル ト イ ン InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

UWP アプ リ パッ ケージの使用をサポー ト するためには、 フ ラグされた構成を、 イ ンス ト ールからアプ リ ケーシ ョ

ンに移動する必要があ り ます。

ISUWP19

ISUWP19 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。

メ ッ セージ ( エラー )

このパッケージには、 インス ト ール中に実行される 1 つ以上の InstallShield スケジュール タスク アイテムが含まれています。

UWP アプ リ パッケージは、 スケジュール タスクの作成をサポー ト しません。

説明

ISUWP19 は、 スケジュール タ スク を作成するビル ト イ ン InstallShield サポー ト の存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

UWP アプ リ パッ ケージの使用をサポー ト するためには、 フ ラグされた構成を、 イ ンス ト ールからアプ リ ケーシ ョ

ンに移動する必要があ り ます。

ISUWP20

ISUWP200 は、 UWP アプ リのシナリ オに適用し ます。
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メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] の拡張子 [1] は、 UWP アプ リ パッケージに含まれるアプ リケーシ ョ ンに予約済み、 または禁止されてい

るフ ァ イル タ イプです。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる拡張子の名前で、 [2] はその拡張子を含むコ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISUWP20 は、 予約済み、 または禁止されている フ ァ イル タ イプの関連付けの存在を確認し ます。

修正アクシ ョ ン

フ ラグされた予約済み、 または禁止されている フ ァ イル タ イプの関連付けを削除し て、 UWP アプ リ パッ ケージ

の使用をサポー ト し ます。

InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield ベス ト  プラ クテ ィ ス スイー ト は、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

一部の ISBP は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と MSI データベース プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield には、 InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト とい う名前の 1 セ ッ ト の検証ツールが含まれていま

す。 イ ンス ト ールがベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに違反し ている場合、 このスイー ト の InstallShield ベス ト  

プラ クテ ィ ス (ISBP) 検証ツールによ って警告されます。

以下は、 InstallShield で提供されている ISBP の一覧です。

テーブル 3-21 • ISBP

ISICE プロジ ェ ク ト 説明

ISBP01 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

"ALL" とい う 名前の機能がないこ と を検証し ます。

ISBP02 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

"DATABASE" とい う名前のデ ィ レ ク ト リがないこ と を検証し ます。

ISBP03 基本の MSI、 MSI 

データベース

50 ユニ ッ ト 未満の ComboBox がないこ と を確認し ます。
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ISBP04 基本の MSI、 MSI 

データベース

ダイアログで使用されているプロパテ ィ がセキュ リ テ ィ で保護された、

または制限付きのパブ リ ッ ク プロパテ ィ である こ と を確認し ます。

ISBP05 基本の MSI、 MSI 

データベース

NULL 値の ControlEvent 条件がないこ と を確認し ます。

ISBP06 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

InstallUISequence カス タム アクシ ョ ンが InstallExecuteSequence にも

シーケンス されている こ と を確認し ます。

ISBP07 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

すべての機能が関連付けられている コ ンポーネン ト を持ち、 すべての

コ ンポーネン ト が機能に関連付けられている こ と を確認し ます。

ISBP08 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

ARPINSTALLLOCATION が InstallExecuteSequence の CostFinalize の後に

設定されている こ と を確認し ます。

ISBP09 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

LIMITUI が ARPNOMODIFY な しに設定されていないこ と を確認し ます。

ISBP10 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

AppSearch プロパテ ィ がセキュ リ テ ィ で保護された、 または制限付きの

パブ リ ッ ク プロパテ ィ である こ と を確認し ます。

ISBP11 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

コ ンパイル済みの .NET アセンブ リが配布されていないこ と を確認し ま

す。

ISBP12 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

自己登録型のフ ァ イルがないこ と を確認し ます。

ISBP13 基本の MSI、 MSI 

データベース

ダイアログ コ ン ト ロールによ って設定され、 イ ンス ト ールで使用され

るプロパテ ィ にデフ ォル ト 値がある こ と を確認し ます。

ISBP14 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

各フ ァ イルに正しいバージ ョ ン情報または MsiFileHash エン ト リがある

こ と を確認し ます。

ISBP15 基本の MSI、 MSI 

データベース

RadioButtonGroup に Text が定義されている こ と を確認し ます。

ISBP16 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

イ ンス ト ール先が 64 ビ ッ ト である コ ンポーネン ト がそれぞれ 64 ビ ッ

ト  コ ンポーネン ト と マーク されている こ と を確認し ます。

テーブル 3-21 • ISBP ( 続き )

ISICE プロジ ェ ク ト 説明
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ISBP01

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

Feature ALL conflicts with the installation meta-feature ALL.( 機能 ALL がインス ト ール メ タ機能 ALL と競合します。 )

説明

ISBP01 は、 イ ンス ト ールが ALL とい う名前が大文字、 小文字、 または大文字と小文字の両方で指定されている機

能がないこ と を確認し ます。 機能のコ ンテキス ト で、 Windows Installer は ALL とい う単語を機能の状態プロパテ ィ  

(ADVERTISE、 REINSTALL および ADDLOCAL など ) の有効値と し て使用するために予約し ています。 機能の状態

プロパテ ィ には、 特定の機能名のほか、 すべての機能を意味する ALL とい う単語を指定する こ とができます。 し

たがって、 プロジ ェ ク ト 内の個々の機能に ALL とい う名前を指定する こ とはできません。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するには、 機能の名前を ALL 以外の名前に変更し ます。 詳細については、 「機能の作成」 を参照

し て く ださい。

このエラーはまた、 出力ウ ィ ン ド ウで ISBP01 エラー メ ッ セージを ク リ ッ ク し ても解決する こ とができます。 [ ダ

イアログ エデ ィ ター ] ビ ューで Feature テーブルが表示され、 ALL とい う名前の機能を含む行がハイ ラ イ ト され

ます。 機能の名前を変更するには、 現在の名前を選択し て、 新しい名前を入力し ます。

ISBP17 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

.hlp フ ァ イルまたは WinHelp ラ ン タ イム フ ァ イルがイ ンス ト ールに含め

られていないこ と を検証し ます。

ISBP18 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

古い形式の API がイ ンポー ト されていないこ と を検証し ます。

ISBP19 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

使用されていない API がイ ンポー ト されていないこ と を検証し ます。

ISBP20 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース

Registry テーブルに含まれるレジス ト リ エン ト リが、 HKLM\Software 

などのルー ト  レベルのレジス ト リ キーや、 削除された場合にターゲッ

ト  マシン上での ト ラブルの原因と なるよ う な、 その他のキーの削除を

行わないこ と を検証し ます。

テーブル 3-21 • ISBP ( 続き )

ISICE プロジ ェ ク ト 説明
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ISBP02

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

Directory DATABASE conflicts with Windows Installer's undocumented directory DATABASE.( デ ィ レク ト リ DATABASE が Windows 

Installer の文書化されていないデ ィ レク ト リ DATABASE と競合します。 )

説明

ISBP02 は、 イ ンス ト ールが DATABASE とい う名前が大文字、 小文字、 または大文字と小文字の両方で指定され

ている機能がないこ と を確認し ます。 Windows Installer は、 このデ ィ レ ク ト リ名を予約語と し て使用し ます。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するには、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウで ISBP01 エラー メ ッ セージを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイアログ エ

デ ィ ター ] ビ ューで Directory テーブルが表示され、 DATABASE とい う名前のデ ィ レ ク ト リ を含む行がハイ ラ イ ト

されます。 デ ィ レ ク ト リの名前を変更するには、 現在の名前を選択し て、 新しい名前を入力し ます。

ISBP03

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

ComboBox [1] ( ダイアログ [2]) の高さが 50 以下です。 ComboBox が低すぎる場合、 複数のアイテムを一度に表示できません。

[1] はコ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの名前で、 [2] はそのコ ン ト ロールを持つダイアログの名前です。

説明

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールの高さが 50 イ ンス ト ーラー ユニ ッ ト 未満の場合、 エン ド ユーザーはこのボ ッ クス

で一度に 1 アイテムしか見る こ とができな く なる こ とがあり ます。 ユーザビ リ テ ィ を改善するために、 高さ を 50 

以上にする こ と をお勧めし ます。

修正アクシ ョ ン

この警告を解決するには、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウで ISBP03 警告メ ッ セージを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイアログ エデ ィ

ター ] ビ ューで Control テーブルが表示され、 コ ンボボ ッ クス コ ン ト ロールを含む行がハイ ラ イ ト されます。 この

コ ン ト ロールの Height 列の値を 50 以上に変更し ます。
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ISBP04

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( 警告 )

コン ト ロール [2] ( ダイアログ [1] 内 ) はプラ イベー ト  プロパテ ィ [3] を使用しています。 この値は、 [ 実行 ] シーケンスで利

用できません。

[1] はプロジ ェ ク ト 内のダイアログの名前で、 [2] はそのダイアログにある コ ン ト ロールの名前で、 [3] はそのコ ン

ト ロールによ って設定また使用されているプラ イベー ト  プロパテ ィ の名前です。

メ ッ セージ 2( 警告 )

コン ト ロール [2] ( ダイアログ [1] 内 ) はセキュ リ テ ィ で保護されていないカスタム プロパテ ィ [3] を使用しています。 この

値は、 [ 実行 ] シーケンスで利用できません。

[1] はプロジ ェ ク ト 内のダイアログの名前で、 [2] はそのダイアログにある コ ン ト ロールの名前で、 [3] はそのコ ン

ト ロールによ って使用されているプロパテ ィ の名前です。

説明

イ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスでプラ イベー ト  プロパテ ィ を設定し、その値を [ 実行 ] 

シーケンスに渡すこ とはできません。 し たがって、 ISBP04 は、 イ ンス ト ールにプ ラ イベー ト  プロパテ ィ を使用す

るダイアログ コ ン ト ロールが含まれていないこ と を検証し ます。 ダイアログ コ ン ト ロールでプ ラ イベー ト  プロ

パテ ィ が使用されている場合、 場合によ って、 プロパテ ィ の値が [ 実行 ] シーケンスに渡される こ とが許可される

よ う に手続きを と る必要がある とい う メ ッ セージが警告 1 によ って表示されます。

また、 [ 実行 ] シーケンスで昇格された権限が必要なイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで

パブ リ ッ ク プロパテ ィ を設定し てある と きに、 そのプロパテ ィ の値を [ 実行 ] シーケンスに渡す場合、 プロパ

テ ィ は SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と し て一覧されているか、 制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ である

必要があ り ます。 し たがって、 ISBP04 はまた、 イ ンス ト ールにカス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使用するダイ

アログ コ ン ト ロールがある場合、 カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と

し て一覧されている こ と も確認し ます。 カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の

一覧にない場合、 場合によ ってプロパテ ィ の値が [ 実行 ] シーケンスに渡される こ とが許可されるよ う に手続きを

と る必要がある とい う メ ッ セージが警告 2 によ って表示されます。

修正アクシ ョ ン

[ 実行 ] シーケンスでプロパテ ィ を使用する必要がない場合、 この警告メ ッ セージは無視する こ とができます。 た

だし、 このシーケンスでプロパテ ィ を使用する必要ある場合、 この警告を解決する必要があり ます。

警告 1 を解決する必要がある場合、 プ ラ イベー ト  プロパテ ィ をパブ リ ッ ク プロパテ ィ に変更し ます。 この変更を

行う には、 まず [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログ コ ン ト ロールを見つけ、 コ ン ト ロールの Property プロパテ ィ

の文字列をすべて大文字にし ます ( パブ リ ッ ク プロパテ ィ はすべて大文字 )。 また、 プロジ ェ ク ト 内の他の場所で

使用されているプロパテ ィ 名もすべて同様に変更し ます。
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警告 2 を解決する必要がある場合、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを開きます。 SecureCustomProperties プロ

パテ ィ の Value 列で、 警告メ ッ セージで言及されているプロパテ ィ の名前を追加し ます。 このプロパテ ィ に複数

のプロパテ ィ が含まれている場合、 各プロパテ ィ をセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

ISBP05

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

コン ト ロール [2] ( ダイアログ [1] 内 ) に NULL 値の条件が含まれています。 コン ト ロール イベン トが常に実行されるよ うに、

1 の条件を使用します。

[1] はプロジ ェ ク ト 内のダイアログの名前で、 [2] はそのダイアログにある コ ン ト ロールの名前です。

説明

ISBP05 は、 各ダイアログ コ ン ト ロールの各イベン ト の条件が Null 値ではないこ と を確認し ます。 この検証によ

り、 Windows Installer によ ってコ ン ト ロールのイベン ト が適切な状況で起動されるよ う にな り ます。

修正アクシ ョ ン

コ ン ト ロールの他のイベン ト が起動されなかった場合にのみ Null 値の条件がある イベン ト が Windows Installer に

よ って起動される必要がある場合、 この警告メ ッ セージは無視する こ とができます。

この警告を解決する必要がある場合、 まず [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを見つけます。 ダイアログの下にあ

る [ 動作 ] を ク リ ッ ク し ます。 コ ン ト ロールの一覧で、 警告メ ッ セージで言及されている コ ン ト ロールを ク リ ッ ク

し ます。 右下のペイ ンに [ イベン ト ] タ ブが表示されている こ と を確認し ます。 右上に表示されているペイ ンのグ

リ ッ ド内で、 イベン ト の条件を入力し ます。 Windows Installer によ ってこのイベン ト が起動されるよ う にするに

は、 条件と し て 1 を入力し ます。

ISBP06

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

カスタム アクシ ョ ン [1] は InstallUISequence でスケジュールされていますが InstallExecuteSequence ではスケジュールされて

いません。 このカスタム アクシ ョ ンは、 サイレン ト または簡易 UI インス ト ールでは実行されません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるカス タム アクシ ョ ンの名前です。
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説明

[ イ ンス ト ール ] シーケンス中 [ 実行 ] シーケンスにスケジュールされたアクシ ョ ンは、 サイ レン ト  イ ンス ト ー

ル、 基本の UI イ ンス ト ール、 または簡易 UI イ ンス ト ールでは実行されません。

修正アクシ ョ ン

サイ レン ト  イ ンス ト ール、 基本の UI イ ンス ト ール、 および簡易 UI イ ンス ト ール中 Windows Installer によ ってカ

ス タム アクシ ョ ンが起動される必要がある場合、 カス タム アクシ ョ ンを UI シーケンスに加えて、 またはその代

わり に、 [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスにスケジュールする こ と も考えられます。

アクシ ョ ンの再スケジュールするには、 まず [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを開いて、 警告メ ッ

セージの中で言及されているアクシ ョ ンを見つけます。 次いで、 そのアクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール ] シーケンスの 

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスから [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ 実行 ] シーケンスに ド ラ ッ グし ま

す。

両方のシーケンスでアクシ ョ ンをスケジュールするには、 [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ ユーザー イ ン ターフ ェ

イス ] シーケンスのアクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ 実行 ] シーケンスにコ ピーし ます。 [ カス タム 

アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでこれを行う には、 CTRL を押し ながら、 アクシ ョ ンを前のシーケンスから後の

シーケンスに ド ラ ッ グし ます。

サイ レン ト  イ ンス ト ール、 基本の UI イ ンス ト ール、 または縮小 UI イ ンス ト ール中、 このカス タム アクシ ョ ンを 

Windows Installer によ って起動し ない場合、 この警告は無視できます。

ISBP07

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( 警告 )

機能 [1] にコンポーネン トがあり ません。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる機能の名前です。

メ ッ セージ 2( 警告 )

コンポーネン ト  [1] は機能に関連付けられていません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる コ ンポーネン ト の名前です。

説明

ISBP07 は、 プロジ ェ ク ト 内のすべてのコ ンポーネン ト が最低 1 つの機能に属し ている こ と を確認し ます。 コ ン

ポーネン ト が最低 1 つの機能に関連付けられれていない場合、 Windows Installer はそのコ ンポーネン ト を イ ンス

ト ールする こ とができません。
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ISBP07 はまた、 プロジ ェ ク ト 内のすべての機能が最低 1 つのコ ンポーネン ト を含んでいる こ と を確認し ます。 コ

ンポーネン ト には、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などのイ ンス ト ール要素が含まれています。

機能にコ ンポーネン ト がない場合、 機能にイ ンス ト ールする ものが何もないとい う こ とにな り ます。

修正アクシ ョ ン

これらの警告のいずれかを解決するには、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを使用し て、 コ ンポーネン ト を機能

に関連付けます。 詳細については、 「既存コ ンポーネン ト を機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

ISBP08

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

InstallExecuteSequence の CostFinalize の後に ARPINSTALLLOCATION を設定する Type 51 アクシ ョ ンがないよ う です、。

説明

ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ は、 製品のプラ イマ リ イ ンス ト ール先への完全修飾パスを指定し ます。

Windows Installer はこの値を Uninstall レジス ト リ キーに書き込みます。

ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ は通常、 プロパテ ィ 設定型のカス タム アクシ ョ ン ( タ イプ 51) によ って設定さ

れます。

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アクシ ョ ンは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト に自動的に追加されるビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ンです。 このカス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ

ク ト から削除する と、 ISBP08 警告に遭遇する場合があり ます。

修正アクシ ョ ン

この警告を解決するには、 プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを次の設定と共に追加し ます。

• プロパテ ィ 名 : ARPINSTALLLOCATION

• プロパテ ィ 値 : [INSTALLDIR]

• 実行スケジュール : Always execute

• イ ンス ト ール実行シーケンス : After CostFinalize

メ モ • ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う には、 機能の移行がメ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムで選択されている場

合、 CostFinalize の後のすべてアクシ ョ ンを MigrateFeatureStates の後にシーケンス し ます。

• イ ンス ト ール実行条件 : Not Installed

残りの設定はすべてデフ ォル ト 値のままにし ます。
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詳細については、 「[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス

タム アクシ ョ ンを作成する」 を参照し て く ださい。

ISBP09

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

The property LIMITUI has been set, but ARPNOMODIFY has not.This can lead to undesirable behavior with Add or Remove Programs.( プ

ロパテ ィ LIMITUI は設定されていますが、 ARPNOMODIFY は設定されていません。 これは [ プログラムの追加と削除 ] で

の正し く ない動作につながり ます。 )

説明

イ ンス ト ールで LIMITUI プロパテ ィ を設定し た場合、 ARPNOMODIFY プロパテ ィ も設定する必要があり ます。

LIMITUI プロパテ ィ は " ユーザー イ ン ターフ ェ イス レベル " を [ 基本 ] に設定し ます。 基本の UI で実行されたイ

ンス ト ールは、 エン ド ユーザーに進捗状況メ ッ セージのみを表示し ます。 エン ド ユーザーは、 機能を選択し た り、

フ ィ ー ドバッ ク を提供し た りする こ と をできません。

ARPNOMODIFY プロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが [ プログラムの追加と削除 ] で製品を変更し よ う とするのをでき

ないよ う にし ます。

修正アクシ ョ ン

このエラー解決するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで ARPNOMODIFY プロパテ ィ をプロジ ェ ク ト に追

加し、 その値を 1 に設定し ます。 詳細については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパテ ィ

の作成」 を参照し て く だ さい。

ISBP10

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

AppSearch [1] はセキュ リ テ ィ で保護されていないカスタム プロパテ ィ [2] を使用しています。 この値は、 [ 実行 ] シーケンス

で利用できません。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれるシステム検索の名前で、 [2] はそのシステム検索によ って使用されるプロパテ ィ の

名前です。
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説明

[ 実行 ] シーケンスで昇格された権限が必要なイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスにパブ

リ ッ ク プロパテ ィ が設定されている場合、 そのプロパテ ィ の値を [ 実行 ] シーケンスに渡すためには、 プロパ

テ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と し て リ ス ト されているか、 または制限付きパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ である必要があ り ます。 し たがって、 ISBP10 は、 プロジ ェ ク ト の AppSearch テーブルにカス タム パブ リ ッ ク 

プロパテ ィ がある場合、 そのカス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と し て一

覧されている こ と を確認し ます。 カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の一覧に

ない場合、 場合によ ってプロパテ ィ の値が [ 実行 ] シーケンスに渡される こ とが許可されるよ う に手続きを と る必

要がある とい う メ ッ セージが警告によ って表示されます。

修正アクシ ョ ン

[ 実行 ] シーケンスでプロパテ ィ を使用する必要がない場合、 この警告メ ッ セージは無視する こ とができます。 た

だし、 このシーケンスでプロパテ ィ を使用する必要ある場合、 この警告を解決する必要があり ます。

この警告を解決するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを開きます。 SecureCustomProperties プロパテ ィ の 

Value 列で、 警告メ ッ セージで言及されているプロパテ ィ の名前を追加し ます。 このプロパテ ィ に複数のプロパ

テ ィ が含まれている場合、 各プロパテ ィ をセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

ISBP11

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( 警告 )

フ ァ イル [1] は .NET アセンブ リのプ リ コンパイル済みネ ィ テ ィ ブ イ メージのよ う です。 これによ り、 ターゲッ ト  マシンで

プ リ コンパイルするよ り も効率が悪 く なる可能性があり ます。

[1] は .NET アセンブ リのプ リ コ ンパイル済みネ ィ テ ィ ブ イ メ ージの名前です。

説明

ISBP11 は、 プロジ ェ ク ト に .NET アセンブ リのプ リ コ ンパイル済みネ ィ テ ィ ブ イ メ ージが含まれていないこ と を

確認し ます。

修正アクシ ョ ン

この警告を解決するには、 メ ッ セージの中で言及されているネ ィ テ ィ ブ イ メ ージ フ ァ イルを適切な .NET アセン

ブ リ フ ァ イルで置き換えます。

アセンブ リがイ ンス ト ール中にマシン コー ド にコ ンパイルされるよ う にする場合、 フ ァ イルのコ ンポーネン ト の 

".NET プ リ コ ンパイル アセンブ リ " 設定で [ はい ] を選択し ます。

プ リ コ ンパイル、 またはジャス ト イ ン タ イプ コ ンパイルでは、 一部のコー ドが実行中に呼び出されない可能性が

ある こ と を考慮に入れています。 プ リ コ ンパイルは実行中、 必要に応じ てアセンブ リ を変化し、 後の呼び出し で

アクセスできるよ う に結果のネ ィ テ ィ ブ コー ド を格納し ます。 ターゲッ ト  マシンでのプ リ コ ンパイルでは、 プロ

セスにおいて、 実行されているマシンの正確なアーキテ クチャ を有効に利用する こ とができます。
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ISBP12

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

カスタム アクシ ョ ン [1] は RegSvr32 を通して自己登録を呼び出しているよ う です。 ベス ト  プラ クテ ィ スでは、 COM および 

Registry テーブル データ をインス ト ーラー パッケージに作成するこ とが推奨されています。

[1] は、 イ ンス ト ール時に RegSvr32.exe を使用し てフ ァ イルを登録する可能性があるプロジ ェ ク ト 内のカス タム 

アクシ ョ ンの名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

フ ァ イル [1] は自己登録型です。 ベス ト  プラ クテ ィ スでは、 COM および Registry テーブル データ をインス ト ーラー パッ

ケージに作成するこ とが推奨されています。

[1] は、 自己登録型と し てマーク されている フ ァ イルの名前です。

説明

InstallShield では、 COM サービスが自己登録するよ う に指定する こ とができますが、 好まれる COM サービスの登

録方法は、 ビルド時またはデザイ ン時にフ ァ イルから COM 情報を抽出する方法です。 この方法を使用し た場合、

InstallShield は COM ク ラス情報を .msi データベースの Class、 ProgID、 および Registry テーブルに書き込みます。

自己登録には、 い く つかの制限があ り ます。 詳し く は、 「COM サーバーの自己登録」 を参照し て く だ さい。

修正アクシ ョ ン

エラー 1 を解決するには、 エラー メ ッ セージで参照されたカス タム アクシ ョ ンを削除し て、 そのフ ァ イルの 

COM 抽出を適切に構成し ます。

エラー 2 を解決するには、 このフ ァ イルの COM 抽出を構成し ます。

詳細については、 「COM 情報を COM サーバーから抽出する」 を参照し て く だ さい。

ISBP13

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース
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メ ッ セージ ( エラー )

プロパテ ィ [1] にデフ ォルト 値がな く 、 ダイアログ コン ト ロールで設定されていて、 テーブル [2] で使用されています。 サ

イレン ト または簡易 UI インス ト ールで、 作成されない可能性があり ます。

[1] はプロジ ェ ク ト 内のプロパテ ィ の名前で、 [2] は、 そのプロパテ ィ を使用するテーブルの名前です。 )

説明

ほとんど場合、 Property テーブルの各プロパテ ィ にはデフ ォル ト 値が必要です。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール

をサイ レン ト 、 簡易 UI、 または基本の UI モー ド でイ ンス ト ールを実行し たと き、 デフ ォル ト 値が使用されます。

修正アクシ ョ ン

プロパテ ィ にデフ ォル ト 値を追加する必要がない場合、 このエラー メ ッ セージは無視する こ とができます。

このエラーを解決するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを開きます。 エラー メ ッ セージで指定されたプ

ロパテ ィ の Value 列に値を入力し ます。

ISBP14

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

フ ァ イル [1] に、 フ ァ イル バージ ョ ンも MsiFileHash レ コード もあり ません。 パッチのインス ト ール時に、 ソース パッケージ

が必要になる可能性があり ます。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

フ ァ イル [1] はバージ ョ ン [2] と して記録されていますが、 実際のバージ ョ ンは [3] です。 パッチのインス ト ール時に、 ソー

ス パッケージが必要になる可能性があり ます。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前です。 [2] は、 フ ァ イルに構成されたバージ ョ ン番号ですが、 [3] 

が実際のバージ ョ ン番号です。

説明

ISBP14 は、 プロジ ェ ク ト の各フ ァ イルが正しいバージ ョ ン情報または MsiFileHash エン ト リ を も っている こ と を

確認し ます。 バージ ョ ン付き フ ァ イルの正しいバージ ョ ン情報およびバージ ョ ンがないフ ァ イルの MsiFileHash エ

ン ト リ を使用する こ とによ り、 Windows Installer は必要のないフ ァ イル コ ピーを検出し て、 除去する こ とができま

す。 また、 以前のバージ ョ ンの製品にパッ チを適用する と きに、 ソース パッ ケージが必要ならないよ う にし ます。
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修正アクシ ョ ン

エラー 1 を解決する方法と し て、 フ ァ イルのバージ ョ ン番号を フ ァ イルに追加する こ とができます。 フ ァ イルに

バージ ョ ンがない場合、 フ ァ イル ハッ シュが使用されるよ う にフ ァ イルを構成し ます。

InstallShield では、 フ ァ イルのバージ ョ ン情報をオーバーラ イ ド する こ とができます。 フ ァ イルのプロパテ ィ が

オーバーラ イ ド される と、 エラー 2 が発生する場合があり ます。 このエラーを解決するために、 バージ ョ ンの

オーバーラ イ ド を削除する こ と もできます。

フ ァ イルの設定を構成するには、 まず [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを開きます。 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ュー

ターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 該当のフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開き、 バージ ョ ン情報の構成と フ ァ イル ハッ シュ を使用するかど う かの指定を行う こ とが

できます。

ISBP15

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

Control [2] on the Dialog [1] is a borderless RadioButtonGroup with overlapping controls and data in the Text column.This may cause 

repaint issues on some systems.( コン ト ロール [2] ( ダイアログ [1] 内 ) は、 Text 列にオーバーラ ッ プするコン ト ロールと

データがある境界線のない RadioButtonGroup です。 これによ り、 一部のシステムで再描画の問題が発生する可能性があ

り ます。 )

説明

ISBP15 は、 ダイアログに境界線のないラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールがあ り、 かつ 1 つまたは複数の他の

コ ン ト ロールがそのラジオ ボタ ン グループ とオーバーラ ッ プする と き、 ラジオ ボタ ン グループの Text 属性に何

も指定されていないこ と を確認し ます。 指定されている場合、 Windows Installer の一部のバージ ョ ンで再描画に関

する問題が発生する可能性があ り ます。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するには、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウで ISBP15 エラー メ ッ セージを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイアログ エ

デ ィ ター ] ビ ューで Control テーブルが表示され、 ラジオボタ ン コ ン ト ロールを含む行がハイ ラ イ ト されます。 ラ

ジオ ボ ッ クス コ ン ト ロールの Tex ｔ  列の文字列を削除し ます。

また、 ラジオ ボ ッ クス コ ン ト ロールが境界線を使用するよ う に変更する こ と もできます。 この変更を行う には、

まず [ ダイアログ ] ビ ューを開いて、 エラー メ ッ セージで言及されているダイアログを見つけます。 ラジオ ボタ

ン コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し て、 Has Border プロパテ ィ を True に変更し ます。

ISBP16

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

Component [1] installed to 64-bit location [2] is not marked with the 64-bit component attribute.This may allow files to be installed to an 

incorrect location.[1] is the name of a component, and [2] is the destination folder for the component’s files.( コンポーネン ト [1] 

(64 ビ ッ トの場所 [2] にインス ト ール済み ) が、 コンポーネン ト属性で 64 ビ ッ ト とマーク されていません。 このため、

フ ァ イルが不適切な場所にインス ト ールされる可能性があり ます。

[1] はコ ンポーネン ト の名前で、 [2] はコ ンポーネン ト のフ ァ イルのイ ンス ト ール先フ ォルダーです。 )

説明

コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト と し て構成されていない場合、 Windows Installer はそのコ ンポーネン ト のフ ァ イルを

適切な 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールし ない可能性があり ます。

修正アクシ ョ ン

コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と指定するには、 コ ンポーネン ト の "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい

] を選択し ます。

"64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定、 および追加のコ ンポーネン ト の設定に関する詳細については、 「コ ンポーネン

ト の設定」 を参照し て く だ さい。

ISBP17

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 WinHelp で、 Windows Vista 以降に配布されない可能性があり ます。

[1] は、 プロジ ェ ク ト 内の .hlp フ ァ イルの名前で、 [2] は、 その .hlp フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エ ラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 WinHelp ラン タ イムで、 Windows Vista 以降に配布されない可能性があり ます。

[1] はプロジ ェ ク ト に含まれる Windows Help アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの名前で、 [2] は、 そのフ ァ イルを含むコ

ンポーネン ト の名前です。

説明

ISBP17 は、 プロジ ェ ク ト に .hlp フ ァ イルが含まれていないこ と を検証し ます。 Windows Vista 以降は、 この種類の

フ ァ イルをサポー ト し ていません。
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また、 ISBP17 は、 WinHlp32.exe と WinHelp.exe がプロジ ェ ク ト に含まれていないこ と も検証し ます。 これらのアプ

リ ケーシ ョ ンは再配布できません。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するためには、 プロジ ェ ク ト からヘルプ フ ァ イルを削除し ます。 代案と し て、 ヘルプ シス

テムを別のフ ァ イル形式 ( 例、 .chm、 .htm、 .xml など ) に変換する こ と も考えられます。 この場合、 Windows API 

からの呼び出し も、 新しいヘルプ フ ァ イルに変更する必要があ り ます。

ISBP18

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 古い形式の API [3] をインポー ト します。

[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前で、 [2] は、 そのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。 [3] 

は、 そのフ ァ イルが使用する古い形式の API の名前です。

説明

ISBP18 は、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての .dll フ ァ イルおよび .exe フ ァ イルが旧式のカーネル API を使用し な

いこ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 このフ ァ イルを古い形式の API を使用し ない更新済みのバージ ョ ンで置き換え

ます。 更新済みのバージ ョ ンを作成する と き、 場合によ って、 .exe または .dll フ ァ イルを上書き し、 再ビルド する

必要があ り ます。 exe または .dll フ ァ イルがサー ドパーテ ィ  ベンダーからのものである場合、 そのベンダーよ り更

新済みのバージ ョ ンを取得し て く だ さい。

ISBP19

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のフ ァ イル [1] は、 非推奨の API [3] をインポー ト します。
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[1] は、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの名前で、 [2] は、 そのフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前です。 [3] 

は、 そのフ ァ イルが使用する非推奨の API の名前です。

説明

ISBP19 は、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての .dll フ ァ イルおよび .exe フ ァ イルが非推奨のカーネル API を使用し

ないこ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーを解決するには、 このフ ァ イルを非推奨の API を使用し ない更新済みのバージ ョ ンで置き換えま

す。 更新済みのバージ ョ ンを作成する と き、 場合によ って、 .exe または .dll フ ァ イルを上書き し、 再ビルド する必

要があ り ます。 exe または .dll フ ァ イルがサー ドパーテ ィ  ベンダーからのものである場合、 そのベンダーよ り更新

済みのバージ ョ ンを取得し て く だ さい。

ISBP20

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

メ ッ セージ

メ ッ セージ 1( エ ラー )

レジス ト リ エン ト リ [1] の Name 列に、 アスタ リスクが含まれています。 これは、 Windows Installer がレジス ト リ キー [2] を

削除する原因となり ます。

[1] は、 アス タ リ スク (*) を含むレジス ト リ エン ト リ行の Registry テーブルでの Registry 列の名前です。 [2] は、 ア

ン イ ンス ト ール中に削除されるレジス ト リ キーの名前です。

メ ッ セージ 2( 警告 )

レジス ト リ エン ト リ [1] は、 ソ フ ト ウェア アプ リケーシ ョ ン とのインス ト ールで推奨されないキーにインス ト ールします。

このエン ト リ をインス ト ールする と、 ターゲッ ト マシン ([2]) に悪影響が及ぶ可能性があり ます。

[1] は、 ターゲッ ト システム上で ト ラブルの原因と なる可能性のあるレジス ト リ エン ト リ行の Registry テーブルで

の Registry 列の名前です。 [2] は、 レジス ト リ キーの名前です。
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説明

ISBP20 は、 製品がターゲッ ト  マシンから削除される と きに、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE などのルー ト  

レベルのレジス ト リ キーを削除するよ う なレジス ト リ エン ト リがプロジ ェ ク ト に含まれていないこ と を検証し ま

す。 次のテーブルは、 アン イ ンス ト ール中に問題を引き起こすよ う なレジス ト リ データの例を示し ます。 この例

では、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE 全体と、 そのサブ キーおよび値のすべてが削除されます。

ISBP20 は、 ターゲッ ト  マシン上で悪影響を及ぼすよ う な他のレジス ト リ エン ト リがプロジ ェ ク ト に含まれてい

ないこ と を検証し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証エラーまたは警告を解決するには、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウで ISBP20 メ ッ セージを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイ レ

ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューに Registry テーブルが表示され、 問題を引き起こす可能性のあるレジス ト リ エン ト リ を

含む行がハイ ラ イ ト 表示されます。 レジス ト リ エン ト リ を削除するには、 その行を右ク リ ッ ク し てから [ 行の削

除 ] を選択し ます。

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールがターゲ ッ ト  シス
テムを再開する タ イ ミ ングについて

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合

この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ

イル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ン

ス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する

方法の違い」 を参照し て く だ さい。

BATCH_INSTALL システム変数がゼロ以外の値に設定されている と き、 それはターゲッ ト  システムが再起動し た後

に実行が必要な操作が 1 つ以上ある こ と を意味し ます。 た と えば、 フ ァ イルがターゲッ ト  システム上に既に存在

し、 またそれがロ ッ ク されているために、 イ ンス ト ールがそのフ ァ イルを イ ンス ト ールできないと判断し た場合、

BATCH_INSTALL がゼロ以外の値に設定される と きがあり ます。

イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルがロ ッ ク されているためにイ ンス ト ールできないと き、 イ ンス ト ールは次回シ

ステムが再開する と きにそのフ ァ イルを更新する必要がある こ と をオペレーテ ィ ング システムに自動的に通知し

ます。 追加の Windows フ ァ イルがロー ド される前にフ ァ イルを更新し な く てはならない可能性があるため、 フ ァ

イルは Windows がロー ド される と きに更新されます。 なお、 InstallScript イ ンス ト ールではフ ァ イルは更新されま

せん。

テーブル 3-22 • ISBP20 エラーを ト リ ガーするレジス ト リ データの例

レジス ト リ ルー ト キー 名前 値 コ ンポーネン ト

Registry2 2 SOFTWARE * MyComponent
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BATCH_INSTALL は、 システムが再開し た後にロ ッ ク されたフ ァ イルを削除するためにアン イ ンス ト ール中に設定

されます。 ただし、 再起動後にキャ ッ シュ されたイ ンス ト ール フ ァ イルを使用する こ とはできません。 し たがっ

て、 再起動関連の処理で有効なのは、 オペレーテ ィ ング システムが実行する処理に限り ます。

If BATCH_INSTALL は、 フ ァ イル転送が終了し た と きにゼロ以外の値に設定され、 以下が発生し ます :

• イ ンス ト ールは、 フ ァ イルの自己登録を一切行わない。 これは、 フ ァ イルが正し く 自己登録されるためにイ

ンス ト ールのフ ァ イル全てが完全にイ ンス ト ールおよび更新されていな く てはならない場合があるためです。

イ ンス ト ールはこれらのフ ァ イルが他の自己登録フ ァ イルの依存関係である可能性を考慮し、 イ ンス ト ール

できなかったフ ァ イルが自己登録型であるかど うかに関わらず、 フ ァ イルの自己登録を一切行わない点にご

注意 く ださい。 この場合、 イ ンス ト ールは自己登録の必要がある フ ァ イルを記録し て、 再開し た後にイ ンス

ト ールがこれらのフ ァ イルを自己登録できるよ う にし ます。

• フ レームワークは自動的に SdFinishReboot (OnFirstUIAfter または OnMaintUIAfter イベン ト 内 ) を呼び出し て、

エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後にシステムを自動的に再開するためのオプシ ョ ンを提供し ます。

• イ ンス ト ールが完了する と適切な RunOnce レジス ト リ を作成し、 再開後にイ ンス ト ールが実行するよ う にし

ます。 再開後、 イ ンス ト ールは /reboot パラ メ ーターを使って実行し ます。

ALLUSERS スク リ プ ト 変数が 1 に設定された場合、 RunOnce エン ト リは HKEY_LOCAL_MACHINE の下に作成

されます。 その他の場合、 このエン ト リは HKEY_CURRENT_USER の下に作成されます。 Windows は、 これら

の両方の場所で RunOnce エン ト リ をサポー ト し ます。

RunOnce レジス ト リ値の名前は、 InstallShield セ ッ ト ア ッ プ %n で、 %n は一意のキー名と し て使用可能な最も

小さい整数です。 レジス ト リ値のデータは、 再起動の後にイ ンス ト ールを実行する完全なコ マン ド ラ イ ンで

す。 コマン ド ラ イ ンには、 Setup.exe のパス と フ ァ イル名が含まれます。

再起動の後、 イ ンス ト ールは Disk1 の場所である DISK1TARGET から実行し ます。 し たがって、 再起動の後に

イ ンス ト ールを実行する場合、 イ ンス ト ールに必要な Disk1 フ ァ イルがイ ンス ト ール済みでな く てはな り ま

せん。

再起動の後にキャ ッ シュ されたイ ンス ト ール フ ァ イルを使用する こ とはできないため、 これはアン イ ンス

ト ールには適用し ませんので、 ご注意 く だ さい。

イ ンス ト ールが再開の後に実行する と ( つま り、 /reboot パラ メ ーターを使って実行する と )、 以下が発生し ます :

• 登録が必要である と イ ンス ト ールによ って記録された自己登録フ ァ イルはすべて登録されます。

• OnRebooted イベン ト  ハン ド ラーが呼び出されます。

アン イ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールは再開の後に実行し ません。 し たがって、 これらの処理は一切行われませ

ん。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールのデバッ グ
MSI デバッ ガーを使用し て、 Windows Installer ベースのリ リースをデバッ グする こ とができます。 MSI デバッ ガー

を使用し て、 パッ ケージの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] と [ 実行 ] シーケンスの順番に従って Windows Installer 

のプロパテ ィ を表示 / 設定する こ とができます。

ブレークポイ ン ト に到達するまで各アクシ ョ ンおよびダイアログが実行され、 ブレークポイ ン ト に到達し た時点

で実行が停止し ます。 こ こで、 ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウと変数 ウ ィ ン ド ウにプロパテ ィ を表示し、 設定する こ とがで

きます。 最後に、 残りのアクシ ョ ンを順番に実行するか、 または、 デバッ ガーを中止し ます。
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メ モ • MSI デバッ ガーと InstallScript デバッ ガーは目的がま った く 異なる点にご注意 く だ さい。 セ ッ ト ア ッ プのデ

ザイ ンについての詳しい情報

MSI デバッ ガーを開始する
MSI デバッ ガーを開始する前に、 InstallShield で リ リースをビルド し、 [MSI デバッ ガー ] ビ ューを開 く 必要があり

ます。 さ らに、 特定のアクシ ョ ンまたはダイアログでのイ ンス ト ール状態を表示できるよ う に、 常にブレークポ

イ ン ト を設定し ます。

MSI デバッ ガーを開いてデバッ グを開始する と、 その時点で [ リ リース ] ビ ューで強調されている リ リースがデ

バッ グされます。 リ リースをまだビルド し ていない場合、 またはリ リースが Setup.exe で圧縮されている場合、

MSI デバッ ガーには何も表示されず、 ツールバーやメ ニュー項目も使用できません。 パッ ケージをデバッ グする

には、 ビルド された リ リースに切り替えるか、 または必要なオプシ ョ ンで再ビルド し ます。

タ スク デバッ グを開始するには、 以下のいずれかを行います。

• MSI デバッ ガーのツールバーで [MSI デバッ ガー ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• MSI デバッ ガーのツールバーで [ ステ ッ プ オーバー ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [MSI デバッ ガーの開始 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [ ステ ッ プ オーバー ] を ク リ ッ ク し ます。

• F5 を押す。

• F11 を押す。

イ ンス ト ールのデバッ グが実行されます。 ブレーク ポイ ン ト に到達する と再び MSI デバッ ガーが強調され、 イ ン

ス ト ールの実行は停止し ます。 MSI Debugger で、 次のいずれかの操作を実行できます。

• Windows Installer のプロパテ ィ を参照および設定する。

• 残りのイ ンス ト ールを順番に実行する。

• MSI デバッ ガーおよび / またはイ ンス ト ールを終了する。

MSI デバッ ガーでブレークポイ ン ト を設定する

タ スク MSI デバッ ガーでブレーク ポイ ン ト を設定するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 デバッ グを行う リ リースを選択し ます。

2. [MSI デバッ ガー ] ビ ューを開きます。 MSI デバッ ガーでは、 2 つのリ ス ト が表示されます。 最初に [ ユーザー 

イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスにおける標準およびカス タム アクシ ョ ンがすべて表示され、 次にイ ンス ト ー

ルのダイアログがすべて表示されます。

3. ブレークするアクシ ョ ンまたはダイアログを含む行にカーソルを置きます。

4. 次のいずれかの方法で、 この行にブレークポイ ン ト を設定し ます。
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• MSI デバッ ガーのツールーバー上の [ ブレークポイ ン ト の切り替え ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [ ブレークポイ ン ト の切り替え ] を ク リ ッ ク し ま

す。

• F9 を押す。

ブレークポイ ン ト は、 デバッ グを開始する前、 またはデバッ グ セ ッ シ ョ ンを開いている間に設定できます。

ブレークポイ ン ト に到達し たら、 プロパテ ィ を表示し て設定するか、 またはデバッ グを続行し ます。

ヒ ン ト • アクシ ョ ンに条件が存在する場合は、 各アクシ ョ ンの後にその条件がリ ス ト されます。 条件付のアクシ ョ

ンには慎重にブレークポイ ン ト を設定し ます。 条件の評価が True にならないと アクシ ョ ンは実行されず、 その部

分は飛ばされます。

ブレークポイ ン ト を削除する

タ スク ブレークポイ ン ト を削除するには、 次の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [MSI デバッ ガー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ブレークポイ ン ト を削除するには、 ブレークポイ ン ト のある行にカーソルを置き、 [ ブレークポイ ン ト の切り

替え ] ボタ ンを ク リ ッ クするか F9 を押し ます。

タ スク デバッ ガーですべてのブレークポイ ン ト の設定を解除するには、 以下のいずれかを行います。

• [ すべてのブレークポイ ン ト の削除 ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• SHIFT +F5 を押す。

MSI デバッ ガーでプロパテ ィ の表示と設定を行う
イ ンス ト ールを順番に実行し ているために 　 MSI デバッ ガーがブレークポイ ン ト 、 アクシ ョ ンまたはダイアログ

で停止し た場合、 Windows Installer のプロパテ ィ を表示し、 その値を ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ、 または変数ウ ィ ン ド

ウで実行時に変更できます。

変数ウ ィ ン ド ウ

変数ウ ィ ン ド ウには、 データベースの Property テーブル (InstallShield の [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー に表

示されます ) にあるすべてのプロパテ ィ と その現在の値が表示されます。

イ ンス ト ールの実行中にプロパテ ィ の値を変更するには、 [ プロパテ ィ 値 ] 列を編集し ます。

変数ウ ィ ン ド ウが表示されない場合は、 [ 表示 ] メ ニューから [ 変数 ] を選択し ます。
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ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ

ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウで、 プロパテ ィ の名前を入力し て、 イ ンス ト ールの任意の時点でプロパテ ィ の値を確認する

こ とができます。 た と えば、 TARGETDIR が実行時に何に解決されるかを見るには、 Name 列に 「TARGETDIR」 と

入力し ます。

イ ンス ト ールの実行中にプロパテ ィ の値を変更するには、 [ プロパテ ィ 値 ] 列を編集し ます。

ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウが表示されない場合は、 [ 表示 ] メ ニューで [ 監視 ] を ク リ ッ ク し ます。

MSI デバッ ガーでアクシ ョ ンにステ ッ プイ ンする
MSI デバッ ガーでカス タム アクシ ョ ンにステ ッ プイ ンする と、 コー ド をデバッ グできます。 次の種類のカス タム 

アクシ ョ ンにステ ッ プイ ン し た と き、 登録済みのデバッ ガーを起動できます。

• Windows Installer .dll フ ァ イル カス タム アクシ ョ ン

• 標準 .dll フ ァ イル カス タム アクシ ョ ン

• Visual Basic Script または JavaScript カス タム アクシ ョ ン

• InstallScript カス タム アクシ ョ ン

タ スク MSI デバッ ガーで現在のアクシ ョ ンにステ ッ プイ ンするには、 次のいずれかを行います。

• MSI デバッ ガーのツールバーで [ ステ ッ プイ ン ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [ ステ ッ プ イ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

• F11 を押す。

ダイアログが開き、 登録済みのデバッ ガーを起動するかど うかたずねます。 [ はい ] を選択する とデバッ ガーが起

動し ます。 [ いいえ ] を選択し て、 次のカス タム アクシ ョ ンにステ ッ プ オーバーし ます。

メ モ • InstallShield ではエン ト リ ポイ ン ト のソース コー ドが提供されていないため、 登録済みデバッ ガーが起動さ

れる と一部のマシン コー ドが表示されます。 コー ド を見るには、 [ ステ ッ プイ ン ] ボタ ンを 2 度ク リ ッ クする必要

があ り ます。

MSI デバッ ガーでアクシ ョ ンを順番に実行する

タ スク MSI デバッ ガーで現在のアクシ ョ ンまたはダイアログを順番に実行し てデバッ グを続行するには、 次のいずれか

を実行し ます :

• MSI デバッ ガーのツールバーで [ ステ ッ プ オーバー ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [ ステ ッ プ オーバー ] を ク リ ッ ク し ます。

• F10 を押す。
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MSI デバッ ガーが標準またはカス タム アクシ ョ ンのブレークポイ ン ト に到達する と、 イ ンス ト ールのデバッ グは

停止し、 MSI デバッ ガーが強調されます。 こ こで、 イ ンス ト ーラーのプロパテ ィ をウォ ッ チ し、 設定する こ とが

できます。

引き続きアクシ ョ ンを順番に実行するには、 F10 キーを押し続けます。 セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドの各ダイアログ

で [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ないと シーケンスが進行し ない場合もあり ます。 アクシ ョ ンの戻り値を表示するには、 ア

クシ ョ ン実行後にカーソルをアクシ ョ ンの上に置きます。 戻り値はツール ヒ ン ト と し て表示されます。 アクシ ョ

ンが正常に実行される と、 ツール ヒ ン ト には ERROR_SUCCESS のよ う に表示されます。

アクシ ョ ンにブレークポイ ン ト を設定する と、 MSI デバッ ガーは後続のアクシ ョ ンでブレークする こ とにな り ま

すが、 ダイアログにブレークポイ ン ト を設定する と単にそのダイアログに移動するだけで、 次のブレークポイ ン

ト まで介入する こ とはあ り ません。

MSI デバッ ガーを停止する

タ スク リ リースのデバッ グを中止するには、 以下のいずれかを行います :

• MSI デバッ ガーのツールバーで [ デバッ ガーの中止 ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ ビルド ] メ ニューで [MSI デバッ ガー ] をポイ ン ト し、 [MSI デバッ ガーの停止 ] を ク リ ッ ク し ます。

• SHIFT +F5 を押す。

デバッ グ セ ッ シ ョ ンを終了し よ う とする と きにデバッ ガーがダイアログ上のブレ イ クポイ ン ト で停止し た場合、

InstallShield は、 「デバッ グを中止するには、 ダイアログをすべて閉じ て く だ さい。」 とい う メ ッ セージを メ ッ セー

ジ ボ ッ クスに表示し ます。 開いているダイアログを閉じ るには、 まず F11 を押し て、 現在のブレークポイ ン ト を

ステ ッ プ オーバーし ます。 それから開いているすべてのダイアログを閉じ ます。

イ ンス ト ールをキャ ンセルし ても MSI デバッ グを中止できます。

イ ンス ト ールを複数のデ ィ スク または CD に分割する
プログラムが大き く なるにつれて、 デ ィ スクの分割の必要性が増し ます。 このよ う な場合、 何年も前には複数の

フ ロ ッ ピー デ ィ スクで製品を出荷し ていま し た。 現在の標準は CD-ROM または DVD を使用する こ と です。 CD ま

たは DVD の容量はフ ロ ッ ピーデ ィ スク よ り も非常に大きいですが、 多 く の製品ではそれ以上のスペースを必要と

し ます。 マルチ メ デ ィ ア チュー ト リ アル、 大きなヘルプ ラ イブ ラ リ、 画像の多いプログラムなどが製品に入って

いる と、 標準 CD サイズである 650 MB を超える場合があり ます。

CD、 DVD、 カス タムサイズのメ デ ィ ア デ ィ スクにかかわらず、 イ ンス ト ールが １  枚のデ ィ スクに収ま り き らな

い場合は、 複数のデ ィ スクに分割する必要があ り ます。

リ リース ウ ィ ザー ド を使用する

複数のデ ィ スクにイ ンス ト ールを分割する方法を定義する方法は、 リ リース ウ ィ ザー ド を使用する こ と です。

ウ ィ ザー ドは、 選択し た メ デ ィ アのサイズにかかわり な く リ リース作成を手順を追って説明し ます。 こ こ で複数

のデ ィ スクにフ ァ イルを分割する方法を指定できます。 また、 これらのフ ァ イルに適用する圧縮も指定する こ と

ができます。
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ウ ィ ザー ド では、 InstallShield が必要に応じ てイ ンス ト ールを複数のデ ィ スク上に自動的に分割するよ う に設定す

る こ と も、 またイ ンス ト ール フ ァ イルの分割方法を カス タ マイズする こ と もできます。 イ ンス ト ールを複数の

デ ィ スクに分割する方法を カス タ マイズする場合は、 イ ンス ト ールの問題を防ぐために 「デ ィ スク分割規則」 を

参照し て く ださい。

制限

Windows Installer サービスの制限のために、 リムーバブル デ ィ スク以外のデ ィ スク上で複数デ ィ スク イ ンス ト ー

ルを実行する こ とはできません。 た と えば、 イ ンス ト ールが 2 つの CD に分割されている場合、 イ ンス ト ールを

テス ト するためには、 物理的にこの CD を作成する必要があ り ます。 イ ンス ト ールを固定のデ ィ スクから実行し

よ う とする と、 このイ ンス ト ールは失敗し ます。

複数デ ィ スク イ ンス ト ールを圧縮する
Setup.exe も .msi フ ァ イルも複数のデ ィ スクに分割する こ とができないので、 ソース フ ァ イルはこれらのフ ァ イ

ルと別に保管する必要があ り ます。 サイズ制限のないネ ッ ト ワーク イ ンス ト ールを作成し てすべてのフ ァ イルを

圧縮するよ う に指定し た場合で、 .msi フ ァ イルまたは Setup.exe の作成を選択する と、 これらの圧縮フ ァ イルは 

.msi または Setup.exe の中に配置されます。 その他のすべてのメ デ ィ ア タ イプでは、 Setup.exe、 .msi フ ァ イル、

およびすべてのソースフ ァ イルが格納されてい .cab フ ァ イル は個別に メ デ ィ アに配置されます。

たと えば、 1.5 MB のフ ァ イル、 Setup.exe、 および Windows NT 用のイ ンス ト ール フ ァ イルがそれぞれ格納された 

3 つの機能を含むイ ンス ト ールがあって、 サイズが 2 MB のカス タム メ デ ィ ア タ イプを作成する と し ます。 ビル

ド によ って複数のデ ィ スクが作成されます。 デ ィ スク 1 には Setup.exe、 InstMsiW.exe (Windows NT マシンに 

Windows Installer サービスを イ ンス ト ールするロジ ッ クが含まれています )、 Setup.ini (Setup.exe を含むイ ンス ト ー

ルに必須 ) および .msi フ ァ イルが含まれます。 残りのデ ィ スクには、 ソースフ ァ イルの圧縮コ ピーを保管する 

.cab フ ァ イルが格納されます。

デ ィ スク分割規則
リ リース ウ ィ ザー ド で、 イ ンス ト ールを必要な数のデ ィ スクに自動的に分割させるよ う に選択する こ とができま

す。 ウ ィ ザー ドは以下の規則にし たがいます。 すべての複数デ ィ スク イ ンス ト ールはこの規則にし たがう必要が

あ り ます。 複数のデ ィ スクにイ ンス ト ールを分割する方法を カス タ マイズする場合、 これらの規則にし たがいま

す。

• Setup.exe は、 デ ィ スク 1 上にある必要があり ます。 この規則は、 イ ンス ト ールの出荷にフ ロ ッ ピー デ ィ スク

を使用し、 Setup.exe を出荷する必要がある と きに適用し ます。 Setup.exe のサイズ — Windows 9x、 Windows 

NT、 またはその両方など選んだプ ラ ッ ト フ ォームによ り ますが、 可能範囲は 1.31 MB から 2.58 MB です。

Windows Installer サービスのイ ンス ト ール フ ァ イルも ビルド に含まれています。 選択し たプ ラ ッ ト フ ォームに

応じ て InstMsiW.exe または InstMsiA.exe と呼ばれる このフ ァ イルも、 デ ィ スク １  上に置 く 必要があ り ます。

• デ ィ スク 1 上に置 く 必要のある 2 番目のフ ァ イルは、 ビルド する .msi フ ァ イルです。 .msi フ ァ イル、

Setup.exe および Windows Installer イ ンス ト ール フ ァ イルの合計サイズは、標準 1.4 MB フ ロ ッ ピーデ ィ スクの

最大容量を超えています。 イ ンス ト ールを フ ロ ッ ピー デ ィ スクで配布する場合、 2 つのオプシ ョ ンがあ り ま

す。

• Setup.exe を含めずにイ ンス ト ールを配布する。 このオプシ ョ ンは、 InstallScript MSI  プロジ ェ ク ト の作成

時には使用できません。

• 2 つ目のオプシ ョ ンは、 フ ロ ッ ピーデ ィ スク以外のメ デ ィ アでセ ッ ト ア ッ プを配布する こ と です。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1393



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
• イ ンス ト ールのすべての ト ラ ンスフ ォームも最初のデ ィ スクに置 く 必要があ り ます。 た と えば、 複数のラ ン

タ イム言語を使用する イ ンス ト ールを作成する場合には、 それぞれの言語に対し て .mst フ ァ イルが作成され

ます。 このフ ァ イルはイ ンス ト ール データベースに適用され、 それによ って [ 言語選択 ] ダイアログで選択

された言語を提供し ます。

• イ ンス ト ールに含まれる再配布可能フ ァ イル ( マージ モジュールを含む ) は、 最初のデ ィ スク上に置 く 必要

があ り ます。 再配布可能フ ァ イルは、 スク リ プ ト のビルド時にイ ンス ト ール データベースへス ト リームされ

ます。 このプロセスは、 再配布可能フ ァ イルを別のデ ィ スクに配置し た場合は完了できません。

カス タム デ ィ スク分割
リ リース ウ ィ ザー ド を使う と、 デ ィ スクの分割に関する設定を行うパネルが表示されます。 必要に応じ て、 ウ ィ

ザー ド によ って自動的にデ ィ スクでイ ンス ト ールを分割するか、 デ ィ スク分割を手動で定義する こ と もできます。

各フ ァ イルの配置場所を指定する こ とはできませんが、 各機能が存在するデ ィ スク を指定する こ とはできます。

コ ンポーネン ト およびフ ァ イルは、 機能と同じデ ィ スクに自動的に配置されます。 自分でレ イアウ ト するかウ ィ

ザー ド で自動的に行うかに関わらず、 InstallShield が自動的に従う ガイ ド ラ イ ンが他にもあ り ます。

各デ ィ スクに配置する機能の定義に加え、 各デ ィ スクのボリ ュームラベルを カス タ マイズし、 デ ィ スク プロンプ

ト を作成し て、 ウ ィ ザー ド でデ ィ スクのサイズを強制するよ う選択する こ とができます。 デ ィ スクのレ イアウ ト

を カス タ マイズする手順については、 リ リース ウ ィ ザー ドのド キュ メ ン ト で説明し ています。

デ ィ スクのプロンプ ト

デ ィ スクのプロンプ ト は、 イ ンス ト ールを続行するために別のデ ィ スク を ド ラ イブに挿入する必要がある と きに、

エン ド ユーザーに表示される メ ッ セージです。 標準のデ ィ スクのプロンプ ト があり ますが、 製品に合わせてプロ

ンプ ト を作成する こ と もできます。

文字列は、 実際には、 以下のよ う にプロジ ェ ク ト 全体の多数のソースで表示されます。

1. 終了プロンプ ト は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの Error テーブルにある error 1302 と し て発信されます。

2. この値はプロジ ェ ク ト の文字列エン ト リ一覧からのもので、 日本語のデフ ォル ト 値は、 「次のデ ィ スク を挿入

し て く ださい : [2]」 です。

3. Windows Installer は、DiskPrompt プロパテ ィ の値で [2] を解決し ます。 この値はプロパテ ィ  マネージャーで [1] 

に設定されています。

4. 最後に、 Windows Installer は、 " デ ィ スクのプロンプ ト " フ ィ ールド に入力し た文字列に対し て、 [1] を評価し

ます。

ほとんどの場合、 デ ィ スク ボ リ ュームと同じ名前を入力し ます。 たと えば、 デフ ォル ト 値が変更し なかったと想

定し て、 Disk8 のデ ィ スク プロンプ ト を入力する と、 ユーザーに 「次のデ ィ スク を挿入し て く だ さい : Disk8」 と

い う プロンプ ト が表示されます。

デ ィ スク番号の表示は、 疑問符で代用させる こ と もできます。 この疑問符は、 自動的に正しいデ ィ スク番号に置

き換えられます。 エン ド ユーザーに対し て 「次のデ ィ スク を挿入し て く だ さい : DISK4」 と プロンプ ト する場合、

4  番目のデ ィ スク名に DISK? と入力し ます。 デ ィ スクのプロンプ ト は、 イ ンス ト ールの各デ ィ スクに対し て指定

する必要があ り ます。

ボリ ューム ラベル

ボ リ ューム ラベルは、 イ ンス ト ールが配置されているデ ィ スクの名前です。 イ ンス ト ールで新しいデ ィ スクが要

求される と、 Windows Installer エンジンによ ってデ ィ スクのボ リ ューム ラベルがイ ンス ト ール ータベースのボ

リ ューム ラベルと一致するかど うかが確認されます。 ラベルが一致し ない場合、 サービスは、 異なるデ ィ スクが
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ド ラ イブに挿入されている と解釈し ます。 デ ィ スク分割オプシ ョ ンを カス タ マイズする際に、 ボリ ュームラベル

を変更できます。 デフ ォル ト のボリ ュームラベルは、 DISK1、 DISK2、 DISK3 などです。 イ ンス ト ールをビルド す

る際、 これらのデ ィ レ ク ト リが出力場所に作成されている こ と を確認できます。 イ ンス ト ールを保存し たデ ィ ス

クのボ リ ューム ラベルは、 ウ ィ ザー ド で指定された名前と同じ である必要があ り ます。

注意 • イ ンス ト ールがビルド された後にボ リ ューム ラベルを変更する こ とはできません。 正しいボ リ ューム名を

指定し なかった場合、 Windows Installer サービスはデ ィ スク を認識できず、 イ ンス ト ールに失敗し ます。

デ ィ スク番号の指定は、 疑問符で代用させる こ とができます。 た と えば、 デ ィ スクのボリ ューム ラベルを 

InstallShield Disk 1 や InstallShield Disk 2 など と設定する場合、 すべてのデ ィ スクのボ リ ューム ラベルを 

InstallShield Disk ? と変更し ておきます。 この疑問符は、 ビルド時にデ ィ スク番号に置き直されます。

デ ィ スク サイズを強制する

" デ ィ スクサイズの強制 " オプシ ョ ンを使って、 現在のレ イアウ ト が指定し たデ ィ スクに確実に合う よ う にできま

す。 このオプシ ョ ンが選択されておらず、 作成するデ ィ スクが選択し た メ デ ィ アのサイズを超えた場合、 ウ ィ

ザー ド によ り自動的に別のデ ィ スクが作成され、 機能が分割されます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合にデ ィ ス

クサイズがメ デ ィ アサイズを超える と、 ビルドは失敗し、 ビルド エラー 1531 が発生し ます。 その後、 機能のサイ

ズを小さ く するか、 別のレ イアウ ト を試すこ とができます。

追加情報

イ ンス ト ールのデ ィ スク分割を指定し終わってから、 イ ンス ト ールに機能を追加する と、 これらの機能はイ ンス

ト ールの最後のデ ィ スクに自動的に追加されます。 リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 いつでも イ ンス ト ールに新

しいデ ィ スク を追加できます。

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallScript イ ンス ト ールは、 常にセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを含みます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 常にセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが作成され

ます。 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーによ って、 .msi、 .msp、 InstallScript、 および .exe パッ ケージが実行されます。 詳

細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを含めるかど うかを指定できます。

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 次のよ う な場合に必要です :

• 必要に応じ て、 自動的にターゲッ ト  システムの Windows Installer エンジンを更新またはイ ンス ト ールする。

• 複数言語のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド し ていて、 [ 言語の選択 ] ダイアログを表示する場合。

• プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件が含まれている場合。

• プロジ ェ ク ト に .NET Framework が含まれている場合。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1395



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド し ていて、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスに従来のス タ イルを

用いる場合。

• 製品構成に製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするサポー ト が含まれている リ リースをビルド し て、 か

つイ ンス タ ンスの選択ダイアログを適宜表示する場合。

• ビルボー ド を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド する場合。

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 上記のシナリ オを制御するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。

[ リ リース ] ビ ューのある リ リースについての Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe 起動ツールを使用するかど うかなど

の情報を指定する こ とができます。 詳細については、 「リ リースの [Setup.exe] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの要件は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー ] パネルでも指定で

きます。

Windows Installer と Setup.exe

Windows Installer がターゲッ ト  システムに存在し ない可能性がある、 または、 イ ンス ト ールが特定のバージ ョ ンの 

Windows Installer でのみ使用可能な機能に依存し ている可能性がある場合、 InstallShield では、 Windows Installer を

イ ンス ト ールする再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールに含めるオプシ ョ ンが提供されます。 このオプシ ョ ンを選

択する と、 InstallShield は ターゲッ ト  システム上で Windows Installer の存在を確認する Setup.exe 起動ツールを作

成し ます。 Windows Installer がイ ンス ト ールされていない場合や、 または新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールする必

要がある場合、 Setup.exe は Windows Installer イ ンス ト ールを起動し てから イ ンス ト ール パッ ケージを起動し ます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

複数言語のサポー ト と Setup.exe

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブで選択し た言語関連の設定に応じ て、 Setup.exe を実行するエン ド ユーザーは

イ ンス ト ールを実行する言語を選択する こ とができます。

複数の言語でイ ンス ト ールを配布する際に、 実行する イ ンス ト ールの言語バージ ョ ンの選択オプシ ョ ンをエン ド

ユーザーに提供する場合、 Setup.exe が常に必要にな り ます。 複数言語のサポー ト に関する詳しい情報は、 「複数

言語イ ンス ト ールの作成」 をご覧 く だ さい。

InstallShield 前提条件と Setup.exe

InstallShield 前提条件を含むプロジ ェ ク ト では、 Setup.exe によ って ターゲッ ト  システムが InstallShield 前提条件を

満たし ているかど うかが確認されるため、 Setup.exe が必須にな り ます。 条件が満た された場合、 Setup.exe は 

InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールし ます。 詳細については、 「イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている 

InstallShield 前提条件を利用する」 を参照し て く だ さい。

.NET Framework と Setup.exe

.NET Framework を含むプロジ ェ ク ト では、 Setup.exe がターゲッ ト  システムを検索し て .NET Framework が存在す

るかど うかを確認するため、 Setup.exe が必要です。 適切なバージ ョ ンの .NET Framework が存在し ない場合、

Setup.exe によ ってそのバージ ョ ンがイ ンス ト ールされます。

.NET Framework の追加については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て

く ださい。
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InstallScript MSI プロジ ェ ク ト と Setup.exe

従来のス タ イルの InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 Setup.exe が InstallScript エンジンを開始し てユーザー イ ン

ターフ ェ イスを表示するため、 Setup.exe が必須にな り ます。 この従来のス タ イルでは、 InstallScript エンジンが外

部 UI ハン ド ラーの役割を果し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで新しいス タ イルの UI を使用する と、 InstallShield が InstallScript エンジンを .msi 

パッ ケージ内部に埋め込むため、 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーが必須ではあり ません。

2 つのス タ イルに関する詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン

と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し て く だ さい。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト と Setup.exe

製品を構成し て、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  システムで製品を各コ ンテキス ト で複数回イ ンス ト ールできるよ

う にする場合、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログを適宜表示するには、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが必ず必

要にな り ます。 Setup.exe フ ァ イルがイ ンス タ ンスの選択ダイアログを表示し ます。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳しい情報は、 「製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする」 をご覧 く

ださい。

ビルボー ド と Setup.exe

ビルボー ドは、 実行時に Setup.exe によ って表示されるため、 ビルボー ド を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト には、

Setup.exe が必要です。

ビルボー ド に関する詳細については、 「基本の MSI イ ンス ト ールでビルボー ド を表示する」 を参照し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が記載されています。

InstallShield では、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムのバージ ョ ン リ ソースにカス タム情報を使用できます。

情報が、 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た

と きに表示されます。

Setup.exe のプロパテ ィ を構成するための InstallShield の設定

次のテーブルは、 Windows の [ 前提条件 ] ダイアログ ボ ッ クスに含まれている様々なプロパテ ィ と、 それら を構

成するのに使用できる InstallShield で対応する設定の一覧です。
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メ モ • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Windows のバージ ョ ンによ って異な り ます。 たと えば、 Windows 7 

システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブに表示されます。

一方、 Windows XP システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は、 同じ ダイアログボ ッ クスの [ バージ ョ ン ] タ ブに

表示されます。

また、 Windows の一部のバージ ョ ンは、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの一部の設定を表示し ません。

テーブル 3-23 • Setup.exe のプロパテ ィ の情報ソース

Setup.exe プロパテ ィ Setup.exe プロパテ ィ を構成するための InstallShield 設定

会社名 このフ ィ ールドの値を含む設定は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ っ

て異な り ます。

• 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 [ 一般情報 ] 

ビ ューの " 発行者 " 設定です。

• InstallScript プロジ ェ ク ト では、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 会社名 " 設

定です。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 InstallShield で提供されたカス タム値、 またはデフ ォル ト の 

InstallShield 固有の名前が使用されます。

InstallShield を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト の " 会社名 " フ ィ ールド に、 独自のカス タム値を使用す

るには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " 会社名 " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内の " 会社名 " 

フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

" カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選

択するか、 " 会社名 " 設定を空白のままにする と、 InstallShield は [ 一般

情報 ] ビ ュー " 発行者 " 設定を使用し ます。 この設定が空白の場合、

InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield 固有の名前を使用し ます。

製品名 このフ ィ ールドの値を含む設定は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ っ

て異な り ます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場

合、 [ リ リース ] ビ ューにある製品構成の " 製品名 " 設定です。 設定

が空白の場合、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定

を使います。

• ア ドバンス ト  UI、 InstallScript、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト では、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定です。
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製品バージ ョ ン と フ ァ イル バー

ジ ョ ン

これらのフ ィ ールドの値を含む設定は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類に

よ って異な り ます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場

合、 [ リ リース ] ビ ューにある製品構成の " 製品バージ ョ ン " 設定で

す。 設定が空白の場合、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品

バージ ョ ン " 設定を使います。

• InstallScript プロジ ェ ク ト では、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品バー

ジ ョ ン " 設定です。

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定です。 この値は、 [ リ リー

ス ] ビ ューを使用し て変更する こ とができます。

フ ァ イル バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。 製品

バージ ョ ンに 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定する と、 残り

のフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 た と えば、 製品バージ ョ ン と し て 

1.1 を指定する と、 Setup.exe のバージ ョ ン リ ソースで使用される フ ァ イ

ル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 [ 一

般情報 ] ビ ューの値をオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " バージ ョ ン " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内の " バー

ジ ョ ン " フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

" カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選

択するか、 " バージ ョ ン " 設定を空白のままにする と、 InstallShield は [

一般情報 ] ビ ューの " バージ ョ ン " 設定を使用し ます。 この設定が空白

の場合、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield 固有の値を使用し ます。

テーブル 3-23 • Setup.exe のプロパテ ィ の情報ソース ( 続き )

Setup.exe プロパテ ィ Setup.exe プロパテ ィ を構成するための InstallShield 設定
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著作権情報 InstallShield は、 提供されたカス タム値、 またはデフ ォル ト の InstallShield 

著作権情報を使用し ます。

" 著作権情報 " フ ィ ールド の値に独自の値を使用するには、 以下の手順

に従います :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " 起動ツールの著作権 " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内

の " 著作権 " フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

" カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選

択するか、 " 起動ツールの著作権 " 設定を空白のままにする と、

InstallShield はデフ ォル ト の  InstallShield 著作権情報を使用し ます。

フ ァ イルの説明 InstallShield は、 提供されたカス タム値またはデフ ォル ト の InstallShield 

Setup.exe の説明を使用し ます。

" 説明 " フ ィ ールド の値に独自の値を使用するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " フ ァ イルの説明 " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内の "

説明 " フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • ア ドバンス ト  UI、 InstallScript またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合 : " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用

する " 設定に [ いいえ ] を選択するか、 " フ ァ イルの説明 " 設定を空白の

ままにする と、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield Setup.exe の説明

を使用し ます。

基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : " カス タム バー

ジ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選択する と、

InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield Setup.exe の説明を使用し ます。 [

はい ] を選択し た場合に " フ ァ イルの説明 " 設定を空白のままにする と、

InstallShield は [ リ リース ] ビ ュー内にある製品構成の " コ メ ン ト " 設定

の値を使用し ます。 この設定が空白の場合、 InstallShield は [ 一般情報 ] 

ビ ューの "[ 概要情報ス ト リーム ] のコ メ ン ト " 設定を使います。 この設

定が空白の場合、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield Setup.exe の説

明を使用し ます。

言語 このフ ィ ールド には、 [ リ リース ] ビ ュー内の現在ビルド中のリ リースの 

" デフ ォル ト 言語 " 設定で指定された言語が使用されます。

テーブル 3-23 • Setup.exe のプロパテ ィ の情報ソース ( 続き )

Setup.exe プロパテ ィ Setup.exe プロパテ ィ を構成するための InstallShield 設定
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Setup.exe のプロパテ ィ  ダイアログ ボ ッ クスのサンプル

図 3-1: Windows 7 マシン上における Setup.exe のプロパテ ィ のサンプル
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図 3-2: Windows XP マシン上における Setup.exe のプロパテ ィ のサンプル

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのアイ コ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield では、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーに使用するアイ コ ンを指定できます。 アイ コ ンには、 .exe、

.dll、 または .ico フ ァ イルを使用できます。
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エン ド ユーザーが Windows Explorer で Setup.exe フ ァ イルを参照し たと きにも、 このアイ コ ンが表示されます。 ア

イ コ ンはまた、 Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と きに表示

されます。

アイ コ ンを指定し なかった場合、 InstallShield は Setup.exe フ ァ イルのデフ ォル ト  アイ コ ンを使用し ます。

タ スク Setup.exe フ ァ イルのアイ コ ンを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル ] 設定には、 InstallShield がビルド時に Setup.exe フ ァ イルを作成する と きに使用

するアイ コ ンを含むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

フ ァ イルを指定するには、 明示的パスまたはパス変数を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [ ア

イ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスを開いて [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルを選択できます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] 

ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマ

イナス (-) 記号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う

イ ンデ ッ クスを持つアイ コ ンを、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し

ます。

リ リースを次回ビルド する と き、 InstallShield が Setup.exe フ ァ イルに指定されたアイ コ ンを使用し ます。

イ ンス ト ールを配布する
イ ンス ト ールを作成し たあと、 場合によ り、 指定し た場所へ配布する必要があり ます。 これにはネ ッ ト ワーク ド

ラ イブ、 CD、 ローカル ド ラ イブの別の場所、 または FTP サイ ト が可能です。 イ ンス ト ールを配布する と、 イ ン

ス ト ールをビルド し た と きに作成されたデ ィ スク イ メ ージが、 指定の場所にコ ピーされます。

フ ォルダーまたは FTP サイ ト に リ リースを自動的に配布する
リ リースのビルド と テス ト が完了する と、 残る作業は、 それを適切な場所に配布するのみです。 リ リースを適切

な場所に手動でコ ピーする こ と もできますし、 [ リ リース ] ビ ューの [ イベン ト ] タ ブを使って、 InstallShield がリ

リースを適切な場所 ( ローカル / ネ ッ ト ワークの場所、 または FTP サイ ト ) へ自動的にコ ピーするよ う に構成す

る こ と もできます。

タ スク InstallShield を構成し て、 リ リースを特定の場所へ自動的に配布するよ う にするには、 以下の手順に従います。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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4. 設定を適切に構成し ます。 [ イベン ト ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「リ リースの [ イベン ト ] タ

ブ」 を参照し て く だ さい。

メ モ • イ ンス ト ールが 1 つのデ ィ スクのみで構成される場合は、 リ リースの保存場所に Disk1 フ ォルダーの内容が

コ ピーされますが、 フ ォルダーそのものはコ ピーされません。 イ ンス ト ールが複数のデ ィ スクで構成される場合

は、 フ ォルダーおよびその内容がリ リースの保存場所にコ ピーされます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場合、 リ リースがビルド されるたびに、

InstallShield が、 自動的にそのリ リースを [ イベン ト ] タ ブで指定し た場所にコ ピーし ます。

その他のプロジ ェ ク ト の種類の場合、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ 配布 ] を ク リ ッ クする

と、 リ リースに関連する フ ァ イルがすべて指定された場所にコ ピーされます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ イベン ト ] タ ブでフ ォルダーおよび FTP サイ ト を指定し た場合、 フ ァ イルは FTP ロケーシ ョ ンにのみコ ピーさ

れます。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト で、 ビルド するたびに、 ビルド エンジンが

リ リースを指定の場所にコ ピーするよ う に設定する場合、 " ビルド後、 配布する " 設定で [ はい ] を選択し ます。

ビルド時またはオンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに
リ リースを配布する

エデ ィ シ ョ ン • 仮想マシンへのリ リース配布機能は、 InstallShield Premier Edition でご利用いただけます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ールのビルドが成功するたびに InstallShield が仮想マシン (VM) を指定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻し ( 指定

されている場合 )、 VM の電源をオンにし てイ ンス ト ールを VM にコ ピーし、 テス ト が可能な状態になるよ う プロ

ジ ェ ク ト のリ リースを構成できます。 また、 これらのテス ト 準備を必要な と きにオンデマン ド で行う こ と もでき

ます。 このテス ト 準備機能によ り、 手作業で行う処理を減ら し、 テス ト にかかる時間を短縮できます。

VM は Microsoft Hyper-V Server、 VMware ESX または ESXi Server、 または VMware Workstation を指定できます。
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VM に配布するための要件

サポー ト されている VM の 1 つに配布する場合、 InstallShield では必要な仮想化テ ク ノ ロジ との対話が必要です。

VMWare 仮想化テ ク ノ ロジ (VMware ESX、 ESXi Server o または VMware Workstation) を使用する場合、 InstallShield 

と同じ マシン上に VMware VIX API が イ ンス ト ールされていな く てはな り ません。 マシン上に VMware Workstation 

を イ ンス ト ールするか、 http://www.vmware.com/support/developer/vix-api から VMware VIX API をダウンロー ド お

よびイ ンス ト ールする こ とができます。

VMware Workstation を使用する場合、 InstallShield と同じ マシン上に VMware Workstation を イ ンス ト ールする こ と

が推奨されます。 これによ って、 InstallShield が特定の VMware Workstation バージ ョ ン用に設計された VIX API の

バージ ョ ンを使用し ます。 VIX API の新しいバージ ョ ン も使用できる場合があり ますが、 現在使っている VMware 

Workstation にバン ドルされている VIX API のバージ ョ ンを InstallShield で使用する方法が最も推奨されます。

VM 関連の設定を構成する

タ スク ビルド時またはオンデマン ド で VM に配布できるよ う、 リ リースの VM 関連設定を構成するには、 以下の手順に

従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 仮想マシン ] 領域を展開し ます。

5. " 構成 " 設定を使って、 選択された リ リースを VM に配布する と きに使用する VM 構成設定グループの名前を

選択し ます。

• 新しい VM 構成を作成するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

• 既存の VM 構成を編集するには、 その構成を選択し てから省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

どち らの場合も [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログが開いて、 マシン全体に適用する VM の詳細を構成す

る こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスの使い方については、 「[ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ 

ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

[ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにある "VM 構成 " 設定を指定する と、 InstallShield によ って 

指定されたデータが VMConfigurations.xml とい う名前のフ ァ イルに書き込まれます。 この 

VMConfigurations.xml フ ァ イルは、 マシン全体に適用する フ ァ イルで、 一度構成を行う と他の InstallShield プロ

ジ ェ ク ト でも使用できます。 また、 他のチームメ ンバーと共有する こ と も可能です。 また、 このフ ァ イルを

ビルド マシンで使用する こ と も可能です。 詳細については、 「リ リースの配布用の仮想マシン設定を共有す

る」 を参照し て く だ さい。

6. 必要に応じ て、 仮想マシンの残りの設定を構成し ます。

これらの残りの設定を使って VM の詳細を構成する と、 [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスで入

力済みの、 マシン全体に適用される値が上書き されます。

[ 仮想マシン ] 領域にある各設定についての詳細は、 「リ リースの [ イベン ト ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • ビルドが成功するたびに指定された VM にリ リースを配布するには、 " ビルド後に配布 " 設定を [ はい ] 

に選択し ます。
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イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
オンデマン ド でビルド済みのリ リースをステージングする場合、 リ リースを右ク リ ッ ク し てから [VM に配布 ] を

ク リ ッ ク し ます。

イ ン ターネ ッ ト で配布する イ ンス ト ールを準備する
ユーザーがソ フ ト ウ ェ アを受け取る方法は急激に変化し ています。 イ ン ターネ ッ ト  テ ク ノ ロジがそれほど発展し

ていな く 、 高速のイ ン ターネ ッ ト 接続が導入される以前は、 すべてのソ フ ト ウェ アが、 フ ロ ッ ピー デ ィ スクや 

CD-ROM などのリムーバブル メ デ ィ アで発送されていま し た。 ソ フ ト ウ ェ アは現在、 イ ン ターネ ッ ト から直接ダ

ウンロー ド される こ とがほとんどです。 この時間およびコス ト を節約できる ソ フ ト ウェ ア配布プロセスを利用す

るため、 よ り簡単にダウンロー ド およびイ ンス ト ールできる方法で、 イ ンス ト ールをパッ ケージする必要があり

ます。

Web 用のイ ンス ト ールには、 満たす必要のある条件がい く つかあり ます。

圧縮サイズ

現在、 多 く の人が、 高速ケーブル モデムや DSL 回線を使用し てイ ン ターネ ッ ト に接続し ていますが、 低速度モデ

ムを使用し ている人も多 く います。 アプ リ ケーシ ョ ンのダウンロー ド に必要なオン ラ イ ン時間が増加するため、

パッ ケージ サイズは、 低速の接続を使用し ている人にと って非常に重要です。

自己展開

多 く のフ ァ イル圧縮ユーテ ィ リ テ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを解凍するための特別なク ラ イアン ト 側アプ

リ ケーシ ョ ンが必要です。 別のユーテ ィ リ テ ィ では、 このよ う な必要性のために、 エン ド ユーザーのダウンロー

ドやイ ンス ト ール プロセスが複雑にな り ます。 イ ンス ト ール プロセスをシンプルにするには、 使用する圧縮ユー

テ ィ リ テ ィ が他のアプ リ ケーシ ョ ンを必要と し ないよ う に、 自己展開できる必要があり ます。

デジ タル署名

顧客がソ フ ト ウ ェ アをダウンロー ド およびイ ンス ト ールする と きの安全を確保するため、 アプ リ ケーシ ョ ンパッ

ケージをデジ タルで署名できます。 デジ タル署名によ り、 ソ フ ト ウェ ア作成者または企業がエン ド ユーザーに識

別され、 発行以来アプ リ ケーシ ョ ン コー ドが変更または改ざんされていないこ とが保証されます。 アプ リ ケー

シ ョ ンにデジ タル署名を付加する詳しい方法については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て く だ さい。

使いやすさ

イ ン ターネ ッ ト 配布のイ ンス ト ールのパッ ケージにおいて最も重要なこ とは、 使いやすさ です。 すべてのエン ド

ユーザーが、 イ ンス ト ール フ ァ イルを保存する場所を指定し た り、 コ ンピ ューターを検索し てこれらのフ ァ イル

を自分で探すこ とは望んでいる とは限り ません。 イ ンス ト ールを圧縮パッ ケージにシームレスに統合し、 必要な

イ ンス ト ール開始手順を 1 つだけにする必要があり ます。

プロキシ サーバーのサポー ト

特定のフ ァ イルがターゲッ ト  システム上で必要な場合のみ、 イ ンス ト ールがそのフ ァ イルをダウンロー ド するよ

う に構成できます。 た と えば、 Windows Installer エンジン、 .NET Framework、 および一部の InstallShield 前提条件

が、 一部またはほとんどのターゲッ ト  システム上に既在する可能性があ り ます。 これらのフ ァ イルを イ ンス ト ー

ルに埋め込む代わり に、 必要なフ ァ イルだけを実行時にダウンロー ド するよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とが

できます。 こ う する こ と で、 イ ンス ト ール全体のサイズを抑える こ とができます。
1406 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 3 章 イ ンス ト ールの作成

イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
エン ド ユーザーがプロキシ サーバーを使ってイ ン ターネ ッ ト にアクセスする場合で、 イ ンス ト ールがフ ァ イルを

ダウンロー ド するよ う に構成されている と き、 イ ンス ト ールはダウンロー ド中に、 Internet Explorer で手動で構成

されたシステム プロキシ設定を使用し ます。 これは、 ターゲッ ト  システム上で別のブ ラウザーがデフ ォル ト と し

て設定されている場合でも同じ です。

InstallShield は、 Internet Explorer の " 設定を自動的に検出する " 設定をサポー ト し ませんので、 ご注意 く だ さい。

( エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択されている と きに、 イ ンス ト ールでフ ァ イルのダウンロー ドが必要な場合、 フ ァ イルのダウン

ロー ドができないため、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接

続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている可能性がある と き、 ダウンロー ド さ

れるよ う に構成する代わり に、 すべてのフ ァ イルを イ ンス ト ールに埋めこんだ方が良い場合ばあり ます。 フ ァ イ

ルが埋めこ まれている場合、 失敗は避けられます。 ) ただ し、 InstallShield は Internet Explorer の LAN 接続用にセ ッ

ト ア ッ プ された自動構成スク リ プ ト 機能をサポー ト し ます。

InstallScript イ ンス ト ールと共に配布される再配布可能フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

次のフ ァ イルは、 InstallShield によ って自動的に作成され、 ( エン ド ユーザー使用許諾契約で述べられているよ う に

) ソ フ ト ウ ェ ア配布と共に配布する こ とが可能です。 メ デ ィ アのビルドは、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーに必要

なため、 自動的に次のフ ァ イルを含みます。

メ イ ン メ デ ィ ア フ ァ イル

• data<2, 3, 4, …>.cab

• data1.cab

• data1.hdr

• ISSetup.dll

• layout.bin

• setup.exe

• setup.ini

• setup.inx

オプシ ョ ン フ ァ イル

• setup.isn— スキン フ ァ イル

• setup.isn—Skin Filesetup.htm—One Click Install .htm ページ

UWP アプ リ パッ ケージの配布

エデ ィ シ ョ ン • UWP アプ リ パッ ケージの作成機能は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。
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イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
重要 • デスク ト ッ プ拡張 ( デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ ) を含む UWP アプ リ パッ ケージのイ ンス ト ールおよびテス ト を

行う には、 Windows 10 Anniversary Update が必要です。 UWP アプ リ パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、

InstallShield を Windows 10 または Windows 10 SDK がイ ンス ト ールされているマシン上にイ ンス ト ールする必要が

あ り ます。

ヒ ン ト • UWP アプ リ パッ ケージを正し く サイ ド ロー ド するためには、 サイ ド ローデ ィ ングを有効化する必要があ

り ます。 サイ ド ローデ ィ ングに関する詳細は、 MSDN 記事 「Enable your device for deployment 」 を参照し て く だ さ

い。
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イ ンス ト ールのビル ド、 テス ト 、 および配布
次のテーブルは、 UWP アプ リパッ ケージの配布方法についての概要を説明し ます :

テーブル 3-24 • UWP アプ リの配布方法

配布方法 説明 配布方法の設定 署名の考慮

Windows ス ト ア UWP アプ リ パッ ケージを Windows ス ト アに

ア ッ プロー ド し ます。 詳細については、 「UWP 

アプ リのパッ ケージ化」 (MSDN 記事 ) を参照

し て く だ さい。 

Windows ス ト アを通し て配布されるパッ ケー

ジにはすべて、 コ ンテンツを制限する追加ポ

リ シーが適用されます。

Windows ス ト ア この種類のアプ リは、

パッ ケージが 

Microsoft によ って署

名されるため、

Microsoft にア ッ プ

ロー ド する前に署名

する必要があり ませ

ん。 

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  Ｕ Ｉ  プロ

ジ ェ ク ト にサイ ド

ロー ド を追加

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ

をスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

追加する方法は 「サイ ド ローデ ィ ング UWP ア

プ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバン

ス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 に説明さ

れています。

サイ ド ローデ ィ ング アプ リが良 く 利用される

のは、 エン タープ ラ イズ環境で、 会社組織内

部のみでアプ リが配布される場合です。

UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) の [UWP アプ

リ パッ ケージの対象 ] 条件や、 終了条件ある

いはパッ ケージの対象条件にある [UWP タ イ

プが存在 ] 条件といった条件の確認、 および

その他の条件確認を行い、 この種類の配布方

法を採用し ます。 この種類のシナリ オでは、

エン ド ユーザーが条件付で .msi パッ ケージま

たは UWP アプ リ パッ ケージを イ ンス ト ール

できる柔軟性を提供できます。 詳細について

は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件

チ ェ ッ クの種類」 を参照し て く だ さい。

直接配布 ( サイ ド

ロー ド )

パッ ケージがサイ ド

ロー ド され、 またス

イー ト に追加される

場合、 UWP アプ リ 

パッ ケージはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト にビル

ド される前に署名を

行う必要があり ます。

サイ ド ロー ド およ

び UWP アプ リ 

パッ ケージ (.appx) 

と し ての配布

カス タ マに対し、 UWP アプ リ パッ ケージ 

(.appx) フ ァ イルをダブルク リ ッ クでイ ンス

ト ール開始可能な実行可能イ ンス ト ーラーと

し て配布し ます。

サイ ド ローデ ィ ング アプ リが良 く 利用される

のは、 エン タープ ラ イズ環境で、 会社組織内

部のみでアプ リが配布される場合です。

直接配布 ( サイ ド

ロー ド )

パッ ケージがサイ ド

ロー ド される場合、

カス タ マが独自に署

名する こ と を希望し

ない限り、 一般的に

署名が必要です。

パッ ケージのダブル

ク リ ッ ク イ ンス ト ー

ルを行う前に、 あら

かじめ署名が必要で

す。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
ト ラ ンスフ ォームの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) は、 2 つの .msi データベース間の差分を含むシンプルな Windows Installer デー

タベースです。 ト ラ ンスフ ォームを使う と、 管理者は、 イ ンス ト ール パッ ケージを配布する際、 変更し た設定を

データベースに適用する こ とができます。

イ ンス ト ールのカス タ マイズ

たと えば、 ユーザーは会社の部署ご とに異なる方法でイ ンス ト ールを カス タ マイズし な く てはならない場合があ

り ます。 通常のオフ ィ ススイー ト は、 スプレ ッ ド シー ト  プログラム、 ワー ド プロセ ッサ、 およびプレゼンテー

シ ョ ン ツールを備えています。 会計部ではスプレ ッ ド シー ト と プレゼンテーシ ョ ン プログラムだけを必要と し、

書類作成部ではワー ド プロセ ッサと スプレ ッ ド シー ト だけを必要とするよ う な場合があり ます。 その他の部署に

はアプ リ ケーシ ョ ンの全スイー ト が必要と なるかも しれません。

その場合各社員ご とに手作業でセ ッ ト ア ッ プ し な く ても、 ユーザーはスイー ト 全体のオ リ ジナルイ ンス ト ールを

使用し て各部署の必要に応じ てカス タ マイズし、 その後 2 つのパッ ケージ間の ト ラ ンスフ ォームを作成する こ と

ができます。 ト ラ ンスフ ォームは、 個別の製品構成についてそれぞれ作成する必要があり ます。

ト ラ ンスフ ォームの作成

InstallShield では、 製品の複数の構成を容易に作成できるよ う にウ ィ ザー ドがその手順をガイ ド し ます。 以下の 2 

つの方法のいずれかを利用し て ト ラ ンスフ ォームを作成する こ とができます。

2 つの .msi パッ ケージを比較し て ト ラ ンスフ ォームを作成する

ト ラ ンスフ ォームを作成する一つ目の手法では、 ベース .msi パッ ケージはすべてのカス タ マイズの起点と し ての

役割を果たし、 ターゲッ ト パッ ケージはイ ンス ト ールに反映させたいすべての変更を含みます。 一度ベース .msi 

パッ ケージ と ターゲッ ト  .msi パッ ケージが準備される と、 ト ラ ンスフ ォームウイザー ド を使用し て ト ラ ンス

フ ォームを作成する こ とができます。 ウ ィ ザー ド を終了する と InstallShield は 2 つのパッ ケージを比較し、 パッ

ケージ間の差分を含む ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) を作成し ます。

単一の .msi パッ ケージを基に ト ラ ンスフ ォームを作成する

別の ト ラ ンスフ ォームの作成方法と し て、 新規 ト ラ ンスフ ォームプロジ ェ ク ト の作成があり ます。 新規 ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト を作成する と、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド が起動し ます。 ト ラ ンスフ ォーム 

オープン ウ ィ ザー ド を使用し て、 ダイ レ ク ト  MST モー ド で既存の .msi パッ ケージを開き必要に応じ てプロジ ェ

ク ト を編集する こ とができます｡ InstallShield は、 ベース .msi パッ ケージ と ダイ レ ク ト  MST モー ド で加えた変更と

の差分を評価し、 その差分を含む ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  (.mst フ ァ イル ) を作成し ます。

この手法で ト ラ ンスフ ォームを作成する と、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に組み込む追加 ト ラ ンスフ ォーム プ

ロジ ェ ク ト を指定する こ とができます。 また、 エン ド ユーザーへのデフ ォル ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス応答

も指定する こ とができます。

ト ラ ンスフ ォームの適用

ト ラ ンスフ ォームの作成後は、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされている コ ンピ ューター別に実行時に ト ラ ン

スフ ォームを適用できます。 た と えば、 ターゲッ ト  コ ンピ ューターが経理部門のコ ンピ ューターかど うかを検査

する こ とができます。 それが経理部門にある場合、 経理部用の ト ラ ンスフ ォームが元のイ ンス ト ールに適用され、

スプレ ッ ド シー ト と プレゼンテーシ ョ ン ツールのみがイ ンス ト ールされます。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
2 つの .msi パッ ケージを比較し て ト ラ ンスフ ォームを作
成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ モ • ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が新規フ ァ イル ( オ リ ジナル .msi フ ァ イルには含まれないフ ァ イル ) を含

む場合、 これらのフ ァ イルはイ ンス ト ール実行中には見つかり ません。 この問題を避けるため、 ト ラ ンスフ ォー

ム プロジ ェ ク ト をベース .msi パッ ケージ と同じ場所に配置するか、 または手動でソース フ ァ イルをベース .msi 

パッ ケージの場所へコ ピーし ます。

タ スク 2 つの .msi パッ ケージを比較し て ト ラ ンスフ ォームを作成するには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. InstallShield で、 べースの .msi パッ ケージを開きます。

2. プロジ ェ ク ト を新しい名前で保存し ます。 この新しいプロジ ェ ク ト がターゲッ ト  プロジ ェ ク ト と な り ます。

詳細については、 「新しい名前と場所でプロジ ェ ク ト を保存する」 を参照し て く だ さい。

3. イ ンス ト ールに反映させたい変更をすべて加え、 リ リースをビルド し ます。

4. [ ツール ] メ ニューで、 [ ト ラ ンスフ ォームを作成 / 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ド

が開きます。

5. ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド のパネルを完成し て、 ト ラ ンスフ ォームを作成し ます。

単一の .msi パッ ケージを基に ト ラ ンスフ ォームを作成す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ モ • ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が新規フ ァ イル ( オ リ ジナル .msi フ ァ イルには含まれないフ ァ イル ) を含

む場合、 これらのフ ァ イルはイ ンス ト ール実行中には見つかり ません。 この問題を避けるため、 ト ラ ンスフ ォー

ム プロジ ェ ク ト をベース .msi パッ ケージ と同じ場所に配置するか、 または手動でソース フ ァ イルをベース .msi 

パッ ケージの場所へコ ピーし ます。

タ スク 単一の .msi パッ ケージを基に ト ラ ンスフ ォームを作成するには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [Windows Installer] タ ブで [ ト ラ ンスフ ォーム ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ プロジ ェ ク ト 名 ] ボ ッ クスで、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
4. [ 場所 ] ボ ッ クスに、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が保存される場所へのパスを入力する、 または [ 参照 ] 

を ク リ ッ ク し て場所を探し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開きます。

6. ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドのパネルを完成し て ト ラ ンスフ ォームを作成し ます。

ト ラ ンスフ ォームの適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ト ラ ンスフ ォームを適用する と、 ベース .msi パッ ケージを変更し て、 ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) に含めた

変更を組み込むこ とにな り ます。

ト ラ ンスフ ォームを適用する方法と し て ２  つの方法が以下に記述されています。

コ マン ド ラ イ ンからの ト ラ ンスフ ォームの適用

１  つの方法と し ては、 コマン ド ラ イ ンを Msiexec.exe または Setup.exe に渡す方法があ り ます。 コマン ド ラ イ ンか

ら ト ラ ンスフ ォームを適用する と、 .msi パッ ケージのデータベースは、 実行時に変更されます。 ト ラ ンスフ ォー

ムを実行時に適用するには、 次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト のよ う に、 TRANSFORMS プロパテ ィ で目的の

ト ラ ンスフ ォームを指定し ます。

msiexec /i "ProductName.msi" TRANSFORMS="YourTransform.mst"

複数の ト ラ ンスフ ォームはセ ミ コ ロンで区切り ます。

注意 • Windows Installer はセ ミ コ ロンを フ ァ イル名の区切り文字と し て解釈するため、 ト ラ ンスフ ォーム名にセ ミ

コ ロンを使用し ないで く だ さい。

コマン ド ラ イ ンで 2 つ以上の ト ラ ンスフ ォームを指定し た場合、 ト ラ ンスフ ォームは指定し た順番で適用されま

す。 たと えば、 ベース パッ ケージに機能が 1 つだけあって、 2 つ目の機能を追加する 1 つの ト ラ ンスフ ォームと、

2 つ目の機能を変更する も う 1 つの ト ラ ンスフ ォームがあったと し ます。 機能を追加する ト ラ ンスフ ォームは、 2 

つ目の機能を変更する ト ラ ンスフ ォームの前に指定し なければな り ません。 その順番で指定し ない場合、 変更は

正し く 行われません。

ト ラ ンスフ ォームの適用に ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド を利用する

ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド を使って ト ラ ンスフ ォームを適用する際、 ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルに含まれる

変更すべてを反映し たイ ンス ト ール パッ ケージ (.msi パッ ケージ ) を作成し ます。 これは、 あらゆるユーザーのア

プ リ ケーシ ョ ンを カス タ マイズし ているネ ッ ト ワーク管理者にと って便利な方法です。

タ スク ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド を起動するには、 次を実行し ます。

[ ツール ] メ ニューで、 [ 作成 / 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
ト ラ ンスフ ォームの編集

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield を使用する と、 .msi パッ ケージを、 InstallShield (.ism) プロジ ェ ク ト に変換する こ と な く 編集する こ と

ができます。 変更点は ト ラ ンスフ ォーム (.mst) フ ァ イルと し て保存できます。

編集するため既存する ト ラ ンスフ ォームを開 く

InstallShield で、 既存の .mst フ ァ イルを参照する こ とができます。 .mst フ ァ イルを開 く 前に、 InstallShield はこの

フ ァ イルを適用する ベース .msi を必要と し ます。 また、 編集するために .mst フ ァ イルを開 く 前にベース .msi 

フ ァ イルに適用するその他の .mst フ ァ イルの名前も必要です。

InstallShield で、 .mst フ ァ イルを初めて開いた と き、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが起動し ます。 この

ウ ィ ザー ド では、 .mst フ ァ イル、 ベース .msi フ ァ イル、 および編集の前に適用する追加 ト ラ ンスフ ォーム指定す

る こ とができます。 このウ ィ ザー ドの最後のパネル、 [ 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成 ] パネルでは、 その ト ラ ンス

フ ォームが応答 ト ラ ンスフ ォームであるかど うかを指定できます。 応答 ト ラ ンスフ ォームには、 イ ンス ト ールの

ユーザー イ ン ターフ ェ イス部分のデフ ォル ト の応答も含まれています。 応答 ト ラ ンスフ ォーム作成を選択する と、

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス要素が実行され、 イ ンス ト ール ウ ィ ザー ド の各パネルのオプシ ョ ンを

カス タ マイズする こ とができます。

ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが完了し た と き、 ト ラ ンスフ ォームが適用され、 .mst フ ァ イルが 

InstallShield のダイ レ ク ト  MST モー ド ( ダイ レ ク ト 編集モー ド に似ています ) で開きます。 ウ ィ ザー ド で指定され

たデータは、 次回 .mst フ ァ イルを開いた と き、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が InstallShield で直接開 く よ う に

保存されます。

タ スク 既存の ト ラ ンスフ ォームを開 く には、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログが開きます。

2. 必要な .mst フ ァ イルを選択し ます。

3. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開きます。

.msi フ ァ イルを ト ラ ンスフ ォームと し て保存する
ダイ レ ク ト 編集モー ド で .msi フ ァ イルを編集中、 そのフ ァ イルを .mst フ ァ イルと し て保存する こ とができます。

タ スク .msi フ ァ イルを .mst フ ァ イルと し て保存するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスで [Windows Installer ト ラ ンスフ ォーム (*.mst)] を選択し ます。

最後に保存し てからそれ以降に変更された部分を指定された .mst フ ァ イルに保存し ます。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
ト ラ ンスフ ォームを .msi フ ァ イルと し て保存する
.mst フ ァ イルを .msi フ ァ イルと し て保存する こ と もできます。

タ スク ト ラ ンスフ ォームを .msi フ ァ イルと し て保存するには、 以下の手順を実行し ます。

1. まだ ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト を開いていない場合、 InstallShield で開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスで [Windows Installer パッ ケージ (*.msi)] を選択し ます。

.msi フ ァ イルが作成されます。 ベース .msi フ ァ イルのデータすべて、 編集し た .mst フ ァ イル、 およびその他適用

された .mst フ ァ イルが含まれます。 プロジ ェ ク ト は ダイ レ ク ト  モー ド MSI プロジ ェ ク ト と し て取り扱われます。

詳細については、 「ダイ レ ク ト 編集モー ド で .msi/.msm データベースを編集する」 を参照し て く ださい。

応答 ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

応答 ト ラ ンスフ ォームは、 管理者がユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンスを実行し て希望の値を入力するだけで

イ ンス ト ールのデフ ォル ト 値を設定する こ とができる種類の ト ラ ンスフ ォームです。 た と えば、 イ ンス ト ールさ

れる機能、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール場所､および会社名のデフ ォル ト 値等を含んだ応答 ト ラ ンスフ ォーム

を作成する こ とができます指定するデフ ォル ト 値は ト ラ ンスフ ォームの開始位置と し て利用されます。

応答 ト ラ ンスフ ォームを作成するには、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド を利用し ます。

応答 ト ラ ンスフ ォームの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク 応答 ト ラ ンスフ ォームを作成するには、 以下の手順に従います :

1. ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド を開きます。

2. 必要に応じ てウ ィ ザー ドの各パネルを完成し ます。 [ 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成 ] パネルで [ 応答 ト ラ ンス

フ ォームの作成 ] を選択し ます。

3. [ コマン ド ラ イ ンのプロパテ ィ  ( オプシ ョ ン )] ボ ッ クスで、 応答 ト ラ ンスフ ォームに渡すコマン ド ラ イ ンのプ

ロパテ ィ  ( セ ミ コ ロンで分かれた一対のプロパテ ィ 名 / 値 ) を指定し ます。

4. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス要素が実行されます。

5. 必要に応じ てイ ンス ト ールウ ィ ザー ドの各パネルで利用可能なオプシ ョ ンを カス タ マイズし て、 シ ミ ュ レー

ト  イ ンス ト ールを完成し ます。 フ ァ イルは転送されず、 コ ンピ ューターに変更を加える こ と もあ り ません。
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6. イ ンス ト ールを最後まで進み、 [ イ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

シ ミ ュ レー ト  イ ンス ト ールは終了し、 InstallShield は ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の [ プロパテ ィ ] テーブルの

中の値と し てシ ミ ュ レー ト  イ ンス ト ールの間に加えられたすべての変更を保存し ます。 これらの値はイ ンス ト ー

ルでデフ ォル ト 値と し て使用されます。

応答 ト ラ ンスフ ォームの変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク 既存の ト ラ ンスフ ォームプロジ ェ ク ト 内の個別応答を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 応答を変更する ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト  (.mst フ ァ イル ) を選択し ます。

3. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield はダイ レ ク ト  MST モー ド で ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト を開きま

す。

4. ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで、 Property テーブルを ク リ ッ ク し ます。

5. 必要に応じ て任意の応答プロパテ ィ の値を変更し ます。 COMPANYNAME と USERNAME はよ く 変更されるプ

ロパテ ィ の代表例です。

また、 別の方法と し て、 ト ラ ンスフ ォームの作成時と同様の手順を実行する こ と もできます。 これらの手順に従

う と、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを起動し、 適切な応答を選択する こ とができます。

応答 ト ラ ンスフ ォームのテス ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

応答に加えた変更を確認するために、 次のいずれかを実行し て ト ラ ンスフ ォームのユーザー イ ン ターフ ェ イス部

分をテス ト する こ とができます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ テス ト ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ テス ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• CTRL+T を押し ます。

サーバーの場所の構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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エン ド ユーザーが製品をネ ッ ト ワーク サーバーまたは Web サイ ト から イ ンス ト ールする場合で、 機能をその

サーバーまたは Web サイ ト から実行できるよ う にするには、 初回イ ンス ト ールの後、 製品によるサーバーまたは 

Web サイ ト 上の .msi パッ ケージおよび関連フ ァ イルへのアクセスが必要になる場合があ り ます。 また、 イ ンス

ト ールが問題のある フ ァ イルを自動的にサーバーまたは Web サイ ト から コ ピーする こ とができるため、 一部の

フ ァ イルが削除されているまたは破損し ている場合も、 アクセスが必要になる こ とがあり ます。

InstallShield では、 ト ラ ンスフ ォームに製品のイ ンス ト ール パッ ケージへのネ ッ ト ワークまたは URL ソース パス

の一覧を指定する こ とができます。 このリ ス ト にあるパスは SOURCELIST プロパテ ィ に格納されています。 実行

時に Windows Installer は、 エン ド ユーザーの既存の製品のソース リ ス ト の最後に、 このリ ス ト を追加し ます。

サーバーの場所の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク サーバーの場所と し てネ ッ ト ワーク サーバー パスまたは Web サイ ト  URL を追加するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " サーバーの場所 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. 必要に応じ て、 サーバーの場所を指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 " サーバーの場所 " 設定の値を指定された場所で更新し ます。

サーバーの場所の変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク サーバー リ ス ト にある場所を変更するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " サーバーの場所 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. 必要に応じ て、 サーバーの場所を変更し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 必要に応じ て " サーバーの場所 " 設定の値を更新し ます。
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ト ラ ンスフ ォームの作成
サーバーの場所の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク サーバーの場所のパスを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " サーバーの場所 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. [ ソース パス ] リ ス ト で、 削除するパスを選択し ます。

4. [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

サーバーの場所の順番を変更する
イ ンス ト ールがネ ッ ト ワーク サーバーまたは Web サイ ト 上に格納されている ソース パスへのアクセスを必要と

する場合、 サーバーの場所一覧で最初にアクセス可能なパスを使用し ます。 InstallShield では、 必要に応じ てパス

の順序を並べ替える こ とができます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク サーバーの場所の順番を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " サーバーの場所 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. [ ソース パス ] リ ス ト で、 移動するパスを選択し ます。

4. [ 上へ移動 ] と [ 下へ移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 必要に応じ て順番を変更し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールの作成
プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールと InstallShield 前提条件を合わ

せてパッ ケージ化し、 カス タ マイズ可能な統合ユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つ単一イ ンス ト ールを作成する

ブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。 これらのイ ンス ト ールでは、 条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  

システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) を使用し ます。

以下は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の各パーツを示し たダイアグラムです。 このイ ンス ト ールで

は、 複数のプラ イマ リ パッ ケージ (.exe パッ ケージ、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)、 および 

Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンを含む ) および複数の InstallShield 前提条件パッ ケージを実行するサポー ト が提

供されています。 ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパーツは、 ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 プ ラ イマ リ 

パッ ケージは 1 つのみ実行できるけれど も、 InstallShield 前提条件パッ ケージは複数実行できる とい う点を除き、

類似し ています。
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図 4-1: スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパーツ

ビルド時に InstallShield は .issuite フ ァ イル ( ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の xml プロジ ェ ク ト  フ ァ イル、 また

は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の XML プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ) の様々なセクシ ョ ンを使用し て、

Setup.xml および Setup_UI.xml を作成し、 これら を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケー

ジ と ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行に必要なその他のフ ァ イルと共にバ

ン ドルし ます。 作成されたア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 次のフ ァ イル

が含まれています :

• Setup.exe - ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンが含まれています。

• Setup.xml - ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージ、 パッ

ケージの起動条件、 およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド 

ユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用される文字列エン ト リが記述されています。

• Setup_UI.xml - ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのス タ イル設定、 レ イアウ ト 情報、 その他の UI パラ メ ーターを

定義し ます。
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ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い
• SetupUI.dll - ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに使用されるア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI ラ イブラ リ で構成されています。

InstallShield はまた、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージを集めて、

適切な場合はパッ ケージ と関連する非圧縮フ ァ イルのフ ォルダー構造を作成し ます。 また、 InstallShield には、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのサポー ト  フ ァ イルも組み込まれています。 これ

らのサポー ト  フ ァ イルは、 ウ ィ ザー ド ページで表示される使用許諾契約や画像フ ァ イルです。

エン ド ユーザーがア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを起動する と、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは Setup.xml フ ァ イルを読み込み、 SetupUI.dll フ ァ イルをロー ド し

て、 スイー ト ならびにそのパッ ケージに定義された条件を評価し、 Setup.xml フ ァ イルの指示に従い、 適切な場合

は、 ターゲッ ト  システムで必要なパッ ケージ と フ ァ イルをダウンロー ド し、 実行する必要があるパッ ケージを実

行し て、 リ ソースを ク リーンア ッ プ し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer 

3.1 以降が必要にな り ますのでご注意 く ださい。 また、 Windows XP 以降または Windows Server 2003 以降も必要で

す。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI タ イプのプロジ ェ ク ト に関する詳しい情報は、 ド キュ メ ン ト

のこのセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ド
バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 イ ンス ト ールのブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ

ケーシ ョ ンを開発し た り、 完全にカス タ マイズ可能なユーザー イ ン ターフ ェ イスを作成する こ とができます。 次

のテーブルは、 これら 2 つのプロジ ェ ク ト  タ イプの異なる機能と特徴の比較です。

テーブル 4-1 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の相違点

比較カテゴ リ ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト
スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト

InstallShield の Edition

Premier および Professional 

Ｅ ｄ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ  の違いついては、

「InstallShield の他のエデ ィ シ ョ ンか

らア ッ プグレー ド する」 をご覧 く

だ さい。

InstallShield Professional InstallShield Premier
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ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い
プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの拡張子 .issuite .issuite

サポー ト されているプ ラ イマ リ 

パッ ケージのフ ァ イル形式

適切なパッ ケージのフ ァ イル形式

の選択については、 「パッ ケージを

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追

加する と きのガイ ド ラ イ ン」 をご

覧 く だ さい。

.msi パッ ケージ

.msp パッ チ

InstallScript パッ ケージ

.msi パッ ケージ

.msp パッ チ

InstallScript パッ ケージ

.exe パッ ケージ

.appx パッ ケージ

Web 配置パッ ケージ (.zip)

Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ン

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールに、 基本の MSI および 

InstallScript プロジ ェ ク ト  (.ism) を

パッ ケージ と し て含める こ と もで

きます。 ビルド時に InstallShield 

は、 InstallShield プロジ ェ ク ト 内で

指定された リ リースを最初にビル

ド し て、 生成するスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールにそれら

をパッ ケージ と し て含めます。

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ 

パッ ケージを含むスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールを作成お

よびビルド するには、 InstallShield 

または Standalone Build が搭載され

ているマシン上に Windows Vista 以

降または Windows Server 2008 以降

が必要です。

プロジ ェ ク ト に含める こ とができ

るプ ラ イマ リ パッ ケージの数

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト におけるプ ラ イマ リ 

パッ ケージ と依存パッ ケージの違

い」 を参照し て く だ さい。

1

この機能を利用する と、 単一の

パッ ケージに対し て、 最新のカス

タ マイズ可能なユーザー イ ン ター

フ ェ イスを作成する こ とができま

す。

1 つ以上

この機能を利用する と、 単一の

パッ ケージまたは複数のパッ ケー

ジに対し て、 最新のカス タ マイズ

可能なユーザー イ ン ターフ ェ イス

を作成する こ とができます。

また、 この機能を使う と、 複数の

個別のイ ンス ト ールを、 統合され

たユーザー イ ン ターフ ェ イスを使

用する単一のイ ンス ト ールにパッ

ケージ化する こ と もできます。

テーブル 4-1 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の相違点 ( 続き )

比較カテゴ リ ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト
スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト
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ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い
InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク

ト に含める こ とができるサポー ト

詳細については、 「InstallShield 前提

条件 (.prq) をア ド バンス ト  UI また

はスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に含める」 を参照し て く

だ さい。

必要に応じ て、 InstallShield 前提条

件を、 .msi パッ ケージ、 .msi パッ

ケージ、 .msp パッ ケージ、 および 

.exe パッ ケージ と し て ( 前提条件に

対し て実行されるよ う に設定され

たフ ァ イルの種類に応じ ます )、 数

に制限な く 含める こ とができます。

必要に応じ て、 InstallShield 前提条

件を、 .msi パッ ケージ、 .msi パッ

ケージ、 .msp パッ ケージ、 および 

.exe パッ ケージ と し て ( 前提条件に

対し て実行されるよ う に設定され

たフ ァ イルの種類に応じ ます )、 数

に制限な く 含める こ とができます。

プ ラ イマ リ パッ ケージ と セカ ンダ

リ パッ ケージを識別できるサポー

ト

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト におけるプ ラ イマ リ 

パッ ケージ と依存パッ ケージの違

い」 を参照し て く だ さい。

制限付きで柔軟性あり。 1 つの 

.msi、 .msp、 または Ｉ nstallScript 

パッ ケージをプ ラ イマ リ パッ ケー

ジ と し てプロジ ェ ク ト に追加でき

ます。

プロジ ェ ク ト に含める InstallShield 

前提条件はすべて、 依存パッ ケー

ジ と し て追加されます。 これは変

更不可能です。

完全に柔軟性あ り。 任意のサポー

ト されている種類のパッ ケージを

プロジ ェ ク ト に追加し て、 それら

がプラ イマ リ パッ ケージまたは依

存パッ ケージであるかを容易に指

定できます。

プロジ ェ ク ト に含めた InstallShield 

前提条件はすべて、 依存パッ ケー

ジ と し て追加されますが、 それを

上書き し て、 プラ イマ リ パッ ケー

ジ と し てマークする こ と も可能で

す。

アクシ ョ ンを作成し て、 適切なラ

ン タ イム イベン ト 中にそれらの実

行をスケジュールできる機能のサ

ポー ト

詳細については、 「スイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を

拡張するアクシ ョ ンを使用する」

を参照し て く だ さい。

利用できません。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト には、 [ イベン ト ] ビ ュー

が含まれてお り、 実行時にター

ゲッ ト  システム上で発生するアク

シ ョ ンを定義する こ とができます。

[ イベン ト ] ビ ューで特定のイベン

ト 中に発生させるアクシ ョ ンをス

ケジュールするか、 [ パッ ケージ ] 

ビ ューでパッ ケージに割り当てる

こ とができます。 さ らに、 ウ ィ

ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ

ン ド ウを開 く または閉じ る と き、

またはエン ド ユーザーがコ ン ト

ロールを使用し た と き ( たと えば、

ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き ) に発生

させるアクシ ョ ンをスケジュール

する こ と もできます。

テーブル 4-1 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の相違点 ( 続き )

比較カテゴ リ ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト
スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条
件、 およびフ ァ イルを編成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ビルド  イベン ト のサポー ト

詳細については、 「ビルド前、 ビル

ド中、 およびビルド後に実行する

コマン ド を指定する」 を参照し て

く だ さい。

利用できません。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト では、 InstallShield で リ

リースのビルドが開始する前、 お

よび、 InstallShield がリ リースをビ

ルド し て署名を し た後で実行する

コマン ド をスケジュールする こ と

ができる リ リース設定が提供され

ています。

ラ ン タ イム言語サポー ト

詳細については、 「InstallShield 実行

時の言語サポー ト 」 を参照し て く

だ さい。

ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールの

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス

は、 InstallShield を イ ンス ト ールし

た と きに選択し た 1 言語に限られ

ます。

エン ド ユーザーのテキス ト を複数

の言語で表示する単一イ ンス ト ー

ルを作成できます。 翻訳済みの文

字列を利用し て、 ウ ィ ザー ド ペー

ジおよび メ ッ セージを 34 の追加言

語の 1 つに変更する こ とができま

す。

ビルド 時に InstallShield が初期化す

る仮想マシンへイ ンス ト ールを配

布できる機能

詳細については、 「ビルド時または

オンデマン ド で InstallShield が初期

化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く だ さい。

利用できません。 イ ンス ト ールのビルドが成功する

たびに InstallShield が仮想マシン 

(VM) を指定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に

戻し、 VM の電源をオンにし てス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールを VM にコ ピーし、 テス ト

が可能な状態にし ます。 この機能

を使って手作業で行う処理を減ら

し、 テス ト にかかる時間を節約で

きます。

テーブル 4-1 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の相違点 ( 続き )

比較カテゴ リ ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト
スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンで、 通常、

その主要な目的はターゲッ ト  システム上で必要に応じ て条件付きでパッ ケージを起動する こ と です。 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 製品が適切に機能するよ う にサー ド パーテ ィ または

カス タム再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件を実行する必要がある場合もあり ます。

機能は、 エン ド ユーザーから見て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの個別にイ

ンス ト ール可能な最小構成単位です。 各パッ ケージ と、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールに含まれる InstallShield 前提条件は、 プロジ ェ ク ト 内の機能と関連付けな く てはな り ません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけるパッ ケージ と InstallShield 前提条件の追

加および構成については、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを確認し て く だ さい。

パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン
ス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ イ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

推奨される フ ァ イル フ ォーマ ッ ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージ用に使用する フ ァ イル形式は、

ブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンまたはセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー (Setup.exe) を含まないフ ァ イル形式をお勧

めし ます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には、 次のパッ ケージの種類が推奨

されています :

• .msi パッ ケージ

• .msp パッ チ

• InstallScript パッ ケージ  パッ ケージは、 InstallShield 2012 Spring 以降でビルド された非圧縮の InstallScript イ ン

ス ト ールでなければな り ません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 これらの種類のパッ ケージの使用に

ついては、 次」 を参照し て く だ さい :

• .msi パッ ケージ、 .msp パッ チ、 ト ラ ンザクシ ョ ンをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加する

• InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 IIS サーバーおよびク ラウ ド に Web 配置パッ ケージ (.zip) を展開で

きるサポー ト が含まれています。 詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

さ らに、 InstallShield にはサイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加するためのサポー ト が含まれています。 アプ リ ケーシ ョ ンのサイ ド ロー ド とは、 Windows Store を

介さずにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするプロセスです。 詳細については、 「サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ

リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。 UWP アプ

リ パッ ケージは限られた状況下でのみサポー ト されているため、 通常これらのパッ ケージは .msi パッ ケージなど

のよ り一般的なイ ンス ト ール形式と共に使用されます。

InstallShield では、 実行可能パッ ケージ (.exe) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加できます。 以下

に例を示し ます :

• Windows Installer ベースのイ ンス ト ール用に InstallShield でビルド されたセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー 実行可能

フ ァ イル

• Windows Installer ベースのパッ チ用に InstallShield でビルド されたセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー 実行可能フ ァ イル

• InstallScript イ ンス ト ール用のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー フ ァ イル ( これには、 InstallShield 2012 以前でビルド

された InstallScript イ ンス ト ールおよび圧縮済み InstallScript イ ンス ト ールが含まれます。 )

• InstallShield 以外のツールでビルド されたセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー実行可能フ ァ イル

.msi、 .msp、 および InstallScript パッ ケージは、 さ まざまな理由で、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー実行可能フ ァ イルよ

り も利点があ り ます :

• たと えば、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのウ ィ ザー ド イ ン

ターフ ェ イスでは、 ターゲッ ト  システム上で実行中、 推奨される フ ァ イル フ ォーマ ッ ト の進行状況を段階的

に表示できますが、 実行可能パッ ケージの進行状況は表示できません。

• パッ ケージ と し て推奨される フ ァ イル フ ォーマ ッ ト の １  つをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロジ ェ ク ト に追加し た と き、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで、 以

前のバージ ョ ンのパッ ケージが新しいバージ ョ ンを上書きするのを防ぐための適切な対象条件が自動的に追

加されます。 実行可能パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する場合、 このよ う な

ダウングレー ド を防ぐ対象条件を手入力で定義する必要があり ます。

• パッ ケージ と し て推奨される フ ァ イル フ ォーマ ッ ト の １  つをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する場合、 そのパッ ケージに対し て、 ターゲッ ト  システムでパッ ケージが既にイ ン

ス ト ールされているかど うかを評価する判別条件を定義する必要はあり ません。 これは、 このよ う なシナリ

オは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでブロ ッ ク されるからです。 実行可

能パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する場合、 この種類の判別条件は、 パッ

ケージに対し て手入力で定義する必要があ り ます。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーでは、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスが優先されるため、 推奨される フ ァ イ

ル フ ォーマ ッ ト のユーザー イ ン ターフ ェ イスは自動的に抑制されます。 プロジ ェ ク ト に実行可能パッ ケージ

が含まれている場合、 そのユーザー イ ン ターフ ェ イスを手動で抑制し、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 そのユーザー イ ン ターフ ェ イスをサイ レン ト で起動する必要があり ます。 そ

う し なかった場合、 イ ンス ト ールの実行時に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のユー

ザー イ ン ターフ ェ イス と .exe パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスの 2 つの異なるユーザー イ ン ター

フ ェ イスが表示される こ とにな り ます。 .msi パッ ケージ、 .msp パッ チ、 ト ラ ンザクシ ョ ンをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
詳細については、 「実行可能パッ ケージ (.exe) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照

し て く ださい。

メ デ ィ アの種類の要件

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 複数のデ ィ スク (CD や DVD など ) に分割

されたパッ ケージを イ ンス ト ールできません。 また、 ネ ッ ト ワークなどの固定デ ィ スクからの複数デ ィ スク パッ

ケージも イ ンス ト ールする こ とができません。 従って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に含めるパッ ケージ (.msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 Web 

配置パッ ケージ、 または UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)) はどれも、 単一デ ィ スク リムーバブル メ デ ィ ア タ イプ、

ネ ッ ト ワーク イ メ ージ タ イプ、 または Web タ イプである必要があり ます。

.msi パッ ケージ、 .msp パッ チ、 ト ラ ンザクシ ョ ンをア ド
バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ
ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 次の種類の Windows Installer ベースのイ ンス ト ールを、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます :

• Windows Installer パッ ケージ (.msi パッ ケージ )

• Windows Installer 修正プログラム ( パッ チ ) (.msp パッ ケージ )

InstallShield ではまた、 Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に含める

こ と もできます ( ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト には追加できません )。

ト ラ ンザクシ ョ ンは、 Windows Installer 4.5 以降の機能を使った、 ターゲッ ト  システム上で ト ラ ンザクシ ョ ン処理

を使って連鎖させる Windows Installer パッ ケージ (.msi) および Windows Installer パッ チ (.msp) で構成されます。

パッ ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理し ます。 各スイー ト / ア ドバンス ト  

Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールには、 複数の個別の ト ラ ンザクシ ョ ンを含める こ とができます。 ト ラ ンザク シ ョ ンに含まれる 

1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを

キャ ンセルし た場合、 Windows Installer は現在の ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる連鎖パッ ケージ全てのロールバッ ク

を開始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ト ラ ンザクシ ョ ン処理な しに実行する .msi または .msp パッ ケージを追加する

タ スク ト ラ ンザク シ ョ ン処理な し で実行する .msi  または .msp パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 適切なコマン ド ( 新しい Windows Installer パッ ケージ 

(.msi) または 新しいパッ チ パッ ケージ (.msp)) を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イル

を選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加し たいパッ ケージ フ ァ イルを選択し

てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. パッ ケージ フ ァ イルに追加のフ ォルダーと フ ァ イルを含めるかど うかを指定し ます。 含める場合、 ダイナ

ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを含めるかど うかも指定し ます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使って実行するパッ ケージを追加する

タ スク ト ラ ンザク シ ョ ン処理を使って実行するパッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するに

は、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい ト ラ ンザクシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 [

パッ ケージ ] エクスプローラーに、 [ ト ラ ンザクシ ョ ン ] フ ォルダーが追加されます。

3. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 ト ラ ンザクシ ョ ン フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 適切なコマン ド ( 新し

い Windows Installer パッ ケージ (.msi) または 新しいパッ チ パッ ケージ (.msp)) を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ

ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加し たいパッ ケージ フ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. パッ ケージ フ ァ イルに追加のフ ォルダーと フ ァ イルを含めるかど うかを指定し ます。 含める場合、 ダイナ

ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを含めるかど うかも指定し ます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。

重要 • スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールから ト ラ ンザクシ ョ ン内のパッ ケージを使用するには、

Windows Installer 4.5 以降が必要にな り ます。 ト ラ ンザクシ ョ ン内のパッ ケージが、 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer がある ターゲッ ト  システム上のスイー ト / ア ド バンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールによ って起動された場合、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールは失敗し ます。 従って、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールに

含まれるパッ ケージに ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使用する場合、 以下のタ スクから 1 つ以上を実行する こ とが推奨

されます :
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
• 以前のバージ ョ ンがある ターゲッ ト  システム用のスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に Windows 

Installer 4.5 再配布可能フ ァ イルをパッ ケージ と し て含めて、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使用するパッ ケージの

前にスケジュールする。

• Windows Installer 4.5 以降が搭載されていないシステム上でスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールが実行

する こ と を防ぐ終了条件を作成する。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの終了条件を定義する」 を参照し て く だ さい。

• ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる各パッ ケージに Windows Installer 4.5 以降の存在を確認する対象条件を作成し て、

ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる これらのパッ ケージが起動し ないよ う に防ぐ。 詳細については、 「ア ド バンス ト  

UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド」 を参照し て く だ

さい。

InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー
ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI と ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプの違い関する説明は、 「ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い」 をご覧 く だ さい。

InstallScript イ ンス ト ールを、 実行可能パッ ケージ と し てではな く  InstallScript パッ
ケージ と し てア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加
するための要件

InstallShield では、 InstallScript パッ ケージが次の要件を満たし た場合にのみ、 InstallScript パッ ケージをア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

• InstallScript パッ ケージは非圧縮です。

• InstallShield 2012 Spring 以降が、 InstallScript パッ ケージまたはア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを作成するために使われている。

• InstallScript パッ ケージで、 イベン ト  ベースのスク リ プ ト が使用される。 program...endprogram ス タ イルのスク

リ プ ト は使用し ない。 program...endprogram ブロ ッ ク を使用するスク リ プ ト を イベン ト  ベースのスク リ プ ト に

変換する必要がある場合、 「OnShowUI」 を参照できます。

これらの条件のいずれかが満た されなかった場合、 InstallScript イ ンス ト ールを、 InstallScript パッ ケージ と し てで

はな く 、 実行可能フ ァ イル パッ ケージ (.exe) と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する こ と

ができます。 ただ し、 InstallScript イ ンス ト ールを、 実行可能パッ ケージ (.exe) と し てではな く 、 InstallScript パッ

ケージ と し て含める方が優先されます。 詳細については、 「パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
メ モ • InstallShield 2012 以前の InstallScript イ ンス ト ールをパッ ケージ と し てア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含める場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで、

InstallScript パッ ケージが起動されたと き、 ラ ン タ イム エラーが発生し ます。

InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト に追加する と きの手順

タ スク InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下

の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [InstallScript パッ ケージ (.hdr)] を ク リ ッ ク し ます。 [

このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. InstallScript イ ンス ト ールの data1.hdr フ ァ イルを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 data1.hdr フ ァ イルは、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にパッ ケージ と し て含める非圧縮 

InstallScript イ ンス ト ールの残りのフ ァ イルと同じ フ ォルダーに格納し ます。

ヒ ン ト • InstallScript イ ンス ト ールの data1.hdr フ ァ イルを選択する と、 InstallScript パッ ケージが起動されたと きに

必要な .cab フ ァ イル、 InstallScript フ ァ イル (.rul)、 および、 その他のフ ァ イルがア ド バンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含められます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript パッ ケージを含める手順

についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の InstallScript パッ ケージ

についての特別考慮」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト の InstallScript パッ ケージについての特別考慮

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI と ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプの違い関する説明は、 「ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い」 をご覧 く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ア ドバンス ト  UI  またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript パッ ケージを含める場合、 または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript プロジ ェ ク ト  (.ism) を含める場合、 以下の詳細に注意が必

要です。

ラ ン タ イム ユーザー イ ン ターフ ェ イス、 イベン ト 、 および関数

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallScript パッ ケージが起動されたと き、 そ

れ自身のユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) が表示され、 InstallScript パッ ケージの UI は自動的に抑制されます。 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 InstallScript パッ ケージに対し て、 進行状況

も表示されます。 これらの変更を可能にするために、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールでは、 デフ ォル ト で、 い く つかのア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  およびスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有の 

InstallScript イベン ト および関数が使用され、 一部の標準 InstallScript イベン ト および関数は無視されます。 ア ドバ

ンス ト  Ｕ Ｉ  およびスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有の InstallScript イベン ト によ って、 フ ァ イルの転送がど う開

始されるかも補強されています。

InstallScript Setup.exe フ ァ イルから起動される ( スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールから起動されない ) 

標準の InstallScript イ ンス ト ールでは、 ほとんどのイベン ト は OnShowUI イベン ト から直接呼ばれます。

InstallScript パッ ケージを起動するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、

OnShowUI が OnSuiteShowUI によ って置き換えられます。 OnSuiteShowUI を使ってデフ ォル ト で起動されるア ドバ

ンス ト  Ｕ Ｉ  およびスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有のイベン ト などに関する詳しい情報は、 「OnSuiteShowUI」

をご覧 く ださい。

InstallScript 言語には、 InstallScript パッ ケージ と それを実行するア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールの間の対話を可能にするア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  およびスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有の関数がい

く つか含まれています。 詳し く は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の対話関数」 を参照し て

く ださい。

次の事項に注意し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 InstallScript パッ ケージの標準 

InstallScript UI が抑制されるため、 すべてのスク リ プ ト  ダイアログ ( 例、 DefineDialog、 EzDefineDialog) で、 エ

ラーが返されます。 従って、 ダイアログの呼び出しは、 ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  およびスイー ト / ア ド バンス ト  

Ｕ Ｉ  固有のイベン ト または機能の転送イベン ト で行う必要があ り ます。

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 すべてのスク リ プ ト から提供された

メ ッ セージ ボ ッ クス関数 ( 例、 MessageBox、 SprintfBox) は SuiteErrorReport 関数を介し て送られます。 これ

らの関数への呼び出しは、 エラー ケース以外、 ユーザー入力を要求する方法と し て使用する こ とはできませ

ん。 すべてのユーザー入力は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のウ ィ ザー ド ページから

取得する必要があ り ます。 この設定は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューで構成する こ とができます。 この構成によ り、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のすべてのパッ ケージで、 一貫し た UI 使用感を提供する こ とが

できます。

• 非 InstallScript UI (DLL または 他の方法によ って実装されたカス タム UI など ) は、 ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  および

スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有の InstallScript イベン ト または機能転送イベン ト から呼び出すこ とはでき

ません。 すべてのユーザー入力は、 ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールまたはスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ

ンス ト ールの Ｕ Ｉ  で取得する必要があり ます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールからのデータ をア ド
バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の InstallScript パッ
ケージに渡す

コマン ド ラ イ ンを使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールからのデータ をス

イー ト 内の InstallScript パッ ケージに渡すには、 CMDLINE 変数を使用し ます。 詳細については、 「CMDLINE」 を参

照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのプロパテ ィ の値を InstallScript パッ ケージに渡

すには、 InstallScript 関数 SuiteGetProperty または SuiteFormatString を使用し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起動するための
ラ ン タ イム検出

InstallScript イ ンス ト ールが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の InstallScript 

パッ ケージ と し て実行されているかど うかを判別するには、 InstallScript コー ド で SUITE_HOSTED 変数を使用し ま

す。 詳細については、 「SUITE_HOSTED」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallShield 
プロジ ェ ク ト  (.ism) をパッ ケージ と し て追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に基本の MSI および InstallScript プロジ ェ ク ト  フ ァ イ

ル (.ism) をパッ ケージ と し て追加できます。 1 つ以上の InstallShield プロジ ェ ク ト  パッ ケージを含むスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド する と、 関連する InstallShield プロジ ェ ク ト 内の指定された リ

リースが最初にビルド されて、 生成されるスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにそれらがパッ ケージ と し て

含まれます。 InstallShield は基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript プロジ ェ ク ト の出力を .msi パッ ケージお

よび .hdr パッ ケージ と し てスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに追加し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に基本の MSI または InstallScript プロジ ェ ク ト を含める場合、 それらの

基本の MSI または InstallScript パッ ケージはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と同じバージ ョ ンの 

InstallShield で保存されていな く てはな り ません。

タ スク 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript プロジ ェ ク ト をスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する

には、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロジ ェ ク ト  パッ ケージ (.ism)] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
3. スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加し たい .ism フ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク

し ます。

[ パッ ケージ ] エクスプローラーにプロジ ェ ク ト が追加されます。 右側のペイ ンで設定を構成し ます。 " 製品構成

" 設定 ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト  パッ ケージの場合 ) および " リ リース " 設定 ( 基本の MSI または InstallScript プ

ロジ ェ ク ト  パッ ケージの場合 ) を使って、 InstallShield でスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含める リ リ ー

スを選択し ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript パッ ケージを含める手順について

の詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の InstallScript パッ ケージについて

の特別考慮」 を参照し て く だ さい。

実行可能パッ ケージ (.exe) をスイー ト / ア ドバンス ト  
Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 実行可能パッ ケージ (.exe) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加できます。 この

フ ォーマ ッ ト のスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  パッ ケージは、 優先される フ ォーマ ッ ト  タ イプの 1 つが使用でき

ないと きのみ推奨されます。 詳細については、 「パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。

タ スク .exe パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい実行可能パッ ケージ (.exe)] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加し たい .exe フ ァ イルを選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク

し ます。 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. パッ ケージ フ ァ イルに追加のフ ォルダーと フ ァ イルを含めるかど うかを指定し ます。 含める場合、 ダイナ

ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを含めるかど うかも指定し ます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。

スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト で実行可能パッ ケージの構成する と きの
注意事項

次のタ スクは、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト で実行可能パッ ケージを構成する と きに推奨されま

す。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
• スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールに対し て異なるシナリ オご との動作を指示するための条件を定義

し ます ( たと えば、 パッ ケージが既にイ ンス ト ール済みかど うかの検証、 要件や依存関係の確認など )。 詳細

については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成お

よびビルド」 を参照し て く だ さい。

• 実行可能パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを抑制し、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールを

サイ レン ト で起動させます。 そ う し なかった場合、 イ ンス ト ールの実行時に、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  

ユーザー イ ン ターフ ェ イス と .exe パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスの 2 つの異なるユーザー イ ン

ターフ ェ イスが表示される こ とにな り ます。 詳細については、 「コマン ド ラ イ ン パラ メーターをア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す」 を参照し て く ださい。

Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロ
ジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 Web 配置パッ ケージ (.zip) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加できます。 実行

時、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーの入力に基づいて IIS Web サーバーまたはク ラ

ウ ド上に Web 配置パッ ケージを配置し ます。 Web 配置パッ ケージは、 Visual Studio などの IIS または Web アプ リ

ケーシ ョ ン開発環境を使って作成できます。

タ スク Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい Web 配置パッ ケージ (.zip)] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加し たい Web 配置パッ ケージ フ ァ イルを選択し てから、 [ 開

く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. パッ ケージ フ ァ イルに追加のフ ォルダーと フ ァ イルを含めるかど うかを指定し ます。 含める場合、 ダイナ

ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを含めるかど うかも指定し ます。 通常、 Web 配置パッ ケージは自己完結型で、 .zip 

フ ァ イルのみを必要と し ます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。
1434 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 4 章 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト で Web 配置パッ ケージを構成する と きの
注意事項

Web 配置パッ ケージのラ イ フサイ クル

Web 配置パッ ケージは一般的に、 初回イ ンス ト ールと同様、 または既存の古いバージ ョ ンあるいは同一バージ ョ

ンを上書きする場合と同様に動作するよ う に設計されています。 その結果、 Web 配置パッ ケージではアン イ ンス

ト ールを行う こ とができません。 つま り、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはこの種類のパッ ケージのメ

ンテナンスを行う こ とができません。 1 つ以上の Web 配置パッ ケージ、 または 1 つ以上の従来型パッ ケージ  （メ

ンテナンス オプシ ョ ンが含まれている） をプ ラ イマ リ パッ ケージ と し て含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの作成を避ける こ とが推奨されます。

スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ と、 ハー ド コー ド化された Web 配置構成値の設定との違い

[ パッ ケージ ] ビ ューに Web 配置パッ ケージを選択する と、 右側のペイ ンにパッ ケージに関連する設定が表示され

ます。 右側のペイ ンの [ 共通 ] タ ブにある [ 構成 ] 領域には、 Web 配置の構成関連の設定、 た と えばイ ンス ト ール

先 ( 多 く の場合はリ モー ト  サーバー ) や資格情報などが含まれています。 さ らに、 [ 構成 ] 領域には Web 配置パッ

ケージのパラ メ ーター XML フ ァ イルで定義されるパラ メ ーターの設定も含まれています。 デフ ォル ト では、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ が構成設定すべての構成設定に使用され、 エン ド ユーザーはウ ィ ザー ド イ

ン ターフ ェ イスまたはコマン ド ラ イ ンを使って実行時にそれら を設定する こ とができます。

プロパテ ィ のデフ ォル ト 値を含める場合、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使って、 対応するプロパテ ィ の値

を指定し ます。

一部の状況において、 1 つ以上のパラ メ ーターにハー ド コー ド化された値を使用し たい場合があ り ます。 たと え

ば、 特定の Web 配置パラ メ ーターを特定の値に設定する と き、 そのパラ メ ーターのデフ ォル ト  プロパテ ィ 名を

ハー ド コー ド化された値に置換する必要があ り ます。

Web 配置パッ ケージを構成するためのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスについて

Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、 そのパッ ケージ用の定義済みの 

Web 配置ウ ィ ザー ド ページが自動的にプロジ ェ ク ト に追加されます。 Web 配置ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン

ド ユーザーは特定のパッ ケージをローカル IIS サーバー、 リ モー ト  サーバー、 またはク ラウ ド ベースのサーバー

のいずれに配置するのかを指定する こ とができます。 また、 ビル ト イ ン Web 配置関連アク シ ョ ンを使う と、 エン

ド ユーザーがパブ リ ッ シャー プロ フ ァ イル フ ァ イル (.publishsettings) から構成設定をロー ド する こ と も可能で

す。

エン ド ユーザーが Web 配置パッ ケージのパラ メ ーター XML フ ァ イルで定義されているパラ メ ーターを構成でき

るよ う にするには、 必要に応じ てウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスにコ ン ト ロールを追加し て、 それらのコ ン ト ロー

ルを [ パッ ケージ ] ビ ューの対応するパラ メ ーター設定に指定されているプロパテ ィ に関連付けます。

サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をス
イー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

メ モ • サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージを含むスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを作成および

ビルド するには、 InstallShield または Standalone Build が搭載されているマシン上に Windows Vista 以降または 

Windows Server 2008 以降が必要です。

InstallShield では、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ

ク ト に追加できます。

アプ リ ケーシ ョ ンのサイ ド ロー ド とは、 Windows Store を介さずにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするプロセス

です。 この種類のアプ リ ケーシ ョ ンは、 企業環境で配布される こ とがあり ます。 サイ ド ロー ド アプ リ ケーシ ョ ン

の要件は以下の通り です :

• ターゲッ ト  システムに Windows 8 以降、 または Windows Server 2012 以降が搭載されている。

• ターゲッ ト  システム上で ” すべての信頼されているアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールを許可する ” グループ 

ポ リ シー設定が有効になっている。

サイ ド ロー ド およびこれらの種類のアプ リ ケーシ ョ ンを実行するためのその他の要件は、 MSDN Web サイ ト に掲

載されている Windows ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト では、 ARM プロセ ッサ アーキテ クチャ を ターゲッ ト とする UWP アプ リ 

パッ ケージを含める機能はサポー ト されていません。

タ スク UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) をスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいサイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケー

ジ (.appx)] を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのイ ンス ト ール フ ァ イルを選択し ます ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

3. スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加し たい UWP アプ リ パッ ケージを選択し てから、 [ 開 く ] 

を ク リ ッ ク し ます。 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. パッ ケージ フ ァ イルに追加のフ ォルダーと フ ァ イルを含めるかど うかを指定し ます。 含める場合、 ダイナ

ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを含めるかど うかも指定し ます。 通常、 UWP アプ リ パッ ケージは自己完結形式で、

UWP アプ リ パッ ケージおよび証明書フ ァ イル (.cer) のみを必要と し ます。

InstallShield によ って、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーにパッ ケージおよび追加のフ ァ イルおよびフ ォルダーが追

加されます。

サイ ド ロー ド アプ リ ケーシ ョ ン パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、

InstallShield によ ってそのパッ ケージに Windows 8 以降または Windows Server 2012 以降の存在を確認する対象条件

が自動的に追加されます。 この対象条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが Windows の以前のバー

ジ ョ ンが搭載されているシステム上にパッ ケージがイ ンス ト ールされないよ う に防ぎます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト 内のパッ ケージにおけるス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル
と ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 .msi、 .msp、 または .exe パッ ケージを追加ま

たは構成する と き、 パッ ケージに、 パッ ケージ フ ァ イルの近 く に保存されている追加フ ァ イルが必要かど うかを

示すこ とができます。 たと えば、 追加するパッ ケージが非圧縮の .msi パッ ケージである場合、 その他のフ ァ イル (

近 く のサブ フ ォルダーに保存されている .cab フ ァ イルや非圧縮データ フ ァ イルなど ) をパッ ケージ と フ ァ イルに

含める必要が、 場合によ って、 あ り ます。

InstallShield では、 パッ ケージの追加フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 い く つかの方法がサポー ト されて

います :

• すべての追加フ ァ イルにス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を使用する — この方法は、 パッ ケージの作成作業がすべて完了

し、 変更の可能性がな く なった場合に便利です。 この方法は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを設計中、 すべての追加フ ァ イルに対し て、 名前変更の可能性がほぼな く なった場合にも

便利です。 ビルド時に、 [ パッ ケージ ] ビ ューに表示されているパッ ケージのすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル

が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにコ ピーされます。

• すべての追加フ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使用する — この方法では、 追加フ ァ イルのソースの場所を指

定し ます。 ビルド時に、 ソースの場所に保存されている フ ァ イルがすべて、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにコ ピーされます。

この方法は、 パッ ケージ と ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの両方を作成し

ている と き、 および、 ビルド と ビルドの間で、 パッ ケージに必要な追加フ ァ イルのリ ス ト に変更が発生する

可能性がある と きに便利です。

• 追加のフ ァ イルにス タ テ ィ ッ ク と ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を組み合わせて使用する — この方法では、 デ

ザイ ン時に名前が分かっているすべての重要な追加フ ァ イルに対し てス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を使い、 その他の

追加フ ァ イルに対し、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使う こ とができます。 ビルド時に、 [ パッ ケージ ] ビ ューに表示

されているパッ ケージのすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルが、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  

UI イ ンス ト ールにコ ピーされます。 また、 必要に応じ て、 すべてのダイナ ミ ッ ク フ ァ イルも コ ピーされま

す。

メ モ • InstallShield では、 パッ ケージ フ ァ イル (.ms、 .msp、 InstallScript パッ ケージ、 .exe、 その他のパッ ケージ 

フ ァ イル ) に対し て、 常にス タ テ ィ ッ ク リ ン クが含まれます。 従って、 パッ ケージ フ ァ イルの名前は、 ビルドが

実行される度に変わる こ とはあ り ません。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
重要 • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用は注意が必要です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クが参照する ソース フ ァ イル

からダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを誤って削除し て し まった場合、 そのフ ァ イルは、 次回リ リースをビル

ド し たと き、 リ リースに含まれません。 このと き、 ビルドの警告やエラーも表示されません。 製品は問題な く イ

ンス ト ールされる場合があ り ますが、 誤って削除されたダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

ないため、 適切に動作し ない可能性があ り ます。

InstallShield で、 ス タ テ ィ ッ クのソース場所と ダイナ ミ ッ クのソース場所を識別する

ス タ テ ィ ッ ク リ ン ク フ ォルダーが [ パッ ケージ ] ビ ューで表示された と き、 フ ォルダー アイ コ ンは普通の黄色の

フ ォルダーで表示されます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーが [ パッ ケージ ] ビ ューで表示された と きは、 フ ォルダーのアイ コ ン上に、 ダイ

ナ ミ ッ クに リ ン ク されている こ と を示すイ メ ージが表示されます。

InstallShield では、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのイ メ ージの他に、 ダイナ ミ ッ クにリ ン ク されているサブ フ ォルダーを 

1 つ以上含むフ ォルダーのアイ コ ン上に、 矢印も追加されます。

どち らの特殊フ ォルダー アイ コ ンを ク リ ッ ク し ても、 コ ンテンツのソース場所などの設定を構成できます。 また、

ビルド時に使用される フ ィ ルターを設定し て、 特定のフ ァ イルをビルド に含めた り、 ビルドから除外し た り でき

ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でダイ
ナ ミ ッ ク リ ン ク を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージに必要な追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を作成

できます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する と きに含める こ とができます。 また、 ダ

イナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を、 後でプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。 以下は、 その両方の手順です。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
パッ ケージを追加する と きにダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する

[ パッ ケージ ] ビ ューでプロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と、 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイ

アログ ボ ッ クスが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 追加するパッ ケージ フ ァ イルに、 追加するパッ

ケージの近 く にあるその他のフ ァ イルと フ ォルダーが必要であるかど うかを指定できます。 た と えば、 非圧縮の 

.msi パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する場合、 場合によ って、 その他のフ ァ イルおよび、 .msi パッ ケージによ っ

て ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる フ ァ イルを含むフ ォルダーを含める必要があ り ます。 これらのフ ォ

ルダーおよびその他のフ ァ イルは通常、 .msi パッ ケージが含まれている同じ フ ォルダーに保存されます。

[ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されたら、 次のいずれかを実行し ます :

• ス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルのみ含める場合、 このダイアログ ボ ッ クスの [ ビルド時に見つかったフ ァ イルをダイ

ナ ミ ッ クに追加する ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ア し ます。

• ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルを含める場合は、 ス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルを含める含めないにかかわらず、 このダイア

ログ ボ ッ クスの [ ビルド時に見つかったフ ァ イルをダイナ ミ ッ クに追加する ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ア し

ます。

次に、 パッ ケージ フ ァ イルに相対し てソース フ ァ イルがど こに存在するか表し ているオプシ ョ ンを選択し ます。

異なるオプシ ョ ンについての詳細は、 「[ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し

て く ださい。

パッ ケージが追加された後、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する

タ スク パッ ケージがプロジ ェ ク ト に追加されてから、 追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加するには、 以

下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 追加フ ァ イルを必要とするパッ ケージを見つけて、 対応するダイナ ミ ッ

ク リ ン ク を持たせる フ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 現在のフ ァ イルと ダイナ ミ ッ ク 

フ ォルダーのリ ス ト が表示されます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。[ フ ォルダーの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. ダイナ ミ ッ クに含める フ ァ イルを含むフ ォルダーを参照し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの構成

いったんダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク をプロジ ェ ク ト に追加する と、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クにフ ァ イル

を含める と き、 および、 除外する と きのフ ィ ルター基準などの設定を構成する こ とができます。 詳し く は、 「ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを

定義する」 を参照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ダ
イナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

いったんダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク をプロジ ェ ク ト に追加する と、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クにフ ァ イル

を含める と き、 および、 除外する と きのフ ィ ルター基準を指定する こ とができます。

タ スク ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのフ ィ ルター基準を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーを選択し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ィ ルター基準を構成する フ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。

4. [ ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ] ペイ ンで、 " フ ィ ルター " 設定の下にあるサブ設定を確認し ます。

5. 以下のいずれかを実行し ます。

• フ ィ ルターを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

a. " フ ィ ルター " 設定で、 [ 新しいフ ィ ルター ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 追加する フ ィ ルターの種類に

応じ て、 [ 含める フ ァ イル ]、 [ 除外する フ ァ イル ]、 [ 含める フ ォルダー ]、 または [ 除外する フ ォル

ダー ] を選択し ます。 新しい行が追加され、 フ ィ ルターを定義できます。

b. 新しい行で、 フ ァ イルまたはフ ォルダーの名前またはパターンを指定し ます。

ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。 たと えば、 すべての .htm フ ァ イ

ルを含める場合、 " 含める フ ァ イル " 設定で *.htm と入力し ます。 すべてのフ ァ イルを含める場合、

*.* と入力できます。

パスでルー ト  フ ォルダー ( パッ ケージ フ ァ イルを含むフ ォルダー ) を参照する場合、 ド ッ ト と円記

号を使用し ます :

.\ 

たと えば、 MyDirectory とい う名のサブ フ ォルダー内 (MyDirectory は、 パッ ケージを含むフ ォルダー

のサブ フ ォルダーです ) にある ReadMe.txt フ ァ イルを参照する場合、 次のよ う なフ ィ ルターを使う

こ とができます :

.\MyDirectory\ReadMe.txt 

• フ ィ ルターを変更するには、 変更する フ ィ ルターの設定で、 フ ィ ルターの適切な名前またはパターンを

入力し ます。

• フ ィ ルター基準の順番を変更するには、 移動する フ ィ ルターの設定で、 [ フ ィ ルターの移動 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 [ 上に移動 ] または [ 下に移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

• フ ィ ルターを削除するには、 削除する フ ィ ルターの設定で、 [ このフ ィ ルターを削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのビルド時における
フ ィ ルター基準の評価

InstallShield では、 ビルド時に、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーに設定されたフ ィ ルターが使われて、 特定のパッ

ケージのリ リースに含める フ ォルダーと フ ァ イル、 および、 除外する フ ォルダーと フ ァ イルが判別されます。

 InstallShield で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのソース フ ォルダー ( パッ ケージを含むフ ォルダー ) が確認される と き、

フ ィ ルターは、 " フ ィ ルター " 設定の下に表示されている順番で上から下へと確認されます。 最初にフ ァ イルに一

致し たフ ァ イル フ ィ ルターが、 フ ァ イルをビルド に含めるかど うかを判別する フ ィ ルターです。 同様に、 最初に

フ ォルダーに一致し たフ ォルダー フ ィ ルターが、 フ ォルダーのフ ァ イルをビルド に含めるかど うかを判別する

フ ィ ルターです。

たと えば、 リ ス ト 内の最初のフ ィ ルターが次のよ う な場合、 ReadMe.txt とい う 名前のフ ァ イルを含め、 ソース 

フ ォルダー内にあるすべてのフ ァ イルが含められます :

図 4-2: *.* フ ィ ルターが ReadMe.Txt フ ィ ルターの上に表示されているため、 ReadMe.txt  " 除外する フ ァ イル " 
フ ィ ルターは、 *.* " 含める フ ァ イル " フ ィ ルターによ ってオーバーラ イ ド されます。

ReadMe.txt 除外フ ィ ルターを *.* イ ン クルー ド フ ィ ルターの上に移動し た場合、 ビルド に ReadMe.txt とい う名前

のフ ァ イルを除いてすべてのフ ァ イルが含められます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーにフ ィ ルターが含まれていない場合、 ソース フ ォルダー内のすべてのフ ァ イル

が含められますが、 サブ フ ォルダー内のフ ァ イルは無視されます。

InstallShield 前提条件 (.prq) をア ドバンス ト  UI またはス
イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

既存の InstallShield 前提条件 (.prq フ ァ イル ) は、 数に制限な く 、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 InstallShield 前提条件を自作で作成し て、 それをア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
タ スク InstallShield 前提条件 (.prq) をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含めるには、 以

下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 前提条件 (.prq) のイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件は、 [ パッ ケージ ] エクスプローラーに、 前提条件に対し て実行するよ う に設定されたフ ァ イ

ルの種類に応じ て、 .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 .exe パッ ケージ と し て追加されます。

InstallShield 前提条件に依存関係がある場合 ( つま り、 1 つまたは複数の .prq フ ァ イルが、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する InstallShield 前提条件で、 依存関係と し て指定されている場

合 )、 依存関係にある前提条件が [ パッ ケージ ] エクスプローラーに別のパッ ケージ と し て自動的に追加されます。

ヒ ン ト • InstallShield 前提条件をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、

前提条件パッ ケージの設定に対し て、 デフ ォル ト の値が自動的に構成されます。 これらの設定は、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でパッ ケージの設定を変更するのと同様、 必要に応じ て変更が

可能です。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の設定を構成す

る」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にパッ ケージ と し て
含まれている InstallShield 前提条件の検出条件と評価条件を確認する

InstallShield 前提条件をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し たと き、

すぐにパッ ケージの検出条件と評価条件を確認し、 必要に応じ て変更を加えます。

たと えば、 Windows オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン 5.0 以降すべてを ターゲッ ト する InstallShield 前提条

件を イ ンポー ト し た場合、 前提条件がプロジ ェ ク ト に追加された時にデフ ォル ト で構成される条件を変更し た方

が良い場合があ り ます。 たと えば、 複数存在するプ ラ ッ ト フ ォーム条件を、 OS バージ ョ ン条件のサブ設定が 5.0- 

( バージ ョ ン 5.0 以降とい う意味 ) に設定されている単一のプ ラ ッ ト フ ォーム条件で置き換える こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト におけるプ ラ イマ リ パッ ケージ と依存パッ ケー
ジの違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ
1442 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内の各パッ ケージは、 プ ラ イマ リ パッ ケージま

たは依存パッ ケージ と し て識別される必要があ り ます。 パッ ケージの種類によ って、 そのパッ ケージがターゲッ

ト  システムにある こ とによ り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが初回イ ンス

ト ール モー ド と し て実行されるか、 またはメ ンテナンス モー ド で実行されるかが決定されるかど うかが識別でき

ます :

• プラ イマ リ パッ ケージ — プラ イマ リ パッ ケージは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールのメ イ ンの部分です。

実行時、 ターゲッ ト  システム上から イ ンス ト ールのプラ イマ リ パッ ケージのすべてが不足し ている場合、 イ

ンス ト ールは初回イ ンス ト ールと し て実行し ます。 ターゲッ ト  システム上にスイー ト  イ ンス ト ールのいずれ

かのプラ イマ リ パッ ケージが存在する場合、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実行し ます。

• 依存パッ ケージ — 依存パッ ケージがターゲッ ト  システムにあるかないかは、 イ ンス ト ールが実行される と き

のモー ド に影響し ません。

[ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージを選択し た と きに使用できる " パッ ケージの種類 " では、 パッ ケージがプ ラ イ

マ リ パッ ケージであるか依存パッ ケージであるかが示されます。

スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージに対し て設定されている " パッ

ケージの種類 " 設定の値を必要に応じ て変更する こ とができます。 ただ し、 ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト で

は、 プラ イマ リ パッ ケージの数が 1 つのみサポー ト されているため、 この設定は読み取り専用になっています。

InstallShield 前提条件をア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト またはスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する と、 InstallShield 前提条件が依存パッ ケージ と し てプロジ ェ ク ト に追加されます。 スイー ト / ア ドバン

ス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 適宜 " パッ ケージの種類 " 設定を使って、 デフ ォル ト 値を上書き し、 パッ ケージを

プラ イマ リ パッ ケージ と し て指定する こ とができます。 ただ し、 InstallShield の Professional Ｅdition では、 ア ドバ

ンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト 内の InstallShield 前提条件は、 常に依存パッ ケージ と し て識別され、 デフ ォル ト の動作

を上書きする こ とはできません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト で、 パッ ケージ と ト ラ ンザクシ ョ ンのイ ンス
ト ール順序を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に、 1 つ以上のパッ ケージ、 ト ラ ンザクシ ョ ン、 または InstallShield 

前提条件が含まれている場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 実行時のターゲッ ト  システムおける、 パッ ケージ

のイ ンス ト ール順序と ト ラ ンザクシ ョ ンの起動順序を指定できます。

同様に、 ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に、 パッ ケージおよび 1 つ以上の InstallShield 前提条件が含まれている

場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 実行時のターゲッ ト  システムおける、 パッ ケージのイ ンス ト ール順序を指

定できます。

この [ パッ ケージ ] ビ ューでは、 パッ ケージ、 InstallShield 前提条件 パッ ケージ、 および ト ラ ンザクシ ョ ン ( サ

ポー ト されている場合 ) が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行時と同じ順番

で表示されています。

タ スク ターゲッ ト  システムにパッ ケージを イ ンス ト ールする順番を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 移動するパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 [ 上に移

動 ] または [ 下に移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト の設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにパッ ケージを追加する と き、 設定を構成し て、

表示名や、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 パッ ケージが起動される と きの

条件などの情報を指定できます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でパッ ケージを構成するには、 以下の手順に従

います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 共通 ] タ ブにある設定を使って、 パッ ケージの条件を定義、 およびその他の設定を構成し ます。

パッ ケージの設定についての詳細は、 「[ 共通 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
実行時に、 [ パッ ケージ ] ビ ューで リ ス ト されたパッ ケージに定義し た条件とパッ ケージの順番に従って、

Setup.exe フ ァ イルが各パッ ケージを起動し ます。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI パッ ケージの対象条件および検出条件を定義する

際に、 現在のパッ ケージの製品コー ド、 パッ ケージ コー ド、 および製品バージ ョ ンのプレースホルダーと し てア

ス タ リ スク を使用する こ とができます。

また、 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI ア ッ プグレー ドの対象条件および検出条件を定義

する際に、 現在の製品のア ッ プグレー ド コー ド および最小バージ ョ ン番号 / 最大バージ ョ ン番号のいずれかのプ

レースホルダーと し てアス タ リ スク を使用する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト 内のパッ ケージを機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる各パッ ケージは、 プロジ ェ ク ト 内の

機能と関連付けな く てはな り ません。

タ スク ターゲッ ト  システムの再起動を必要とするア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

パッ ケージを関連付けるには、 次の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを選択し ます。

3. [ 機能 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. パッ ケージを含める各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

異なるア ドバンス ト  UI およびスイー ト /ア ドバンス ト  UI 
イ ンス ト ール間で、 共通パッ ケージを共有する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 複数のア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール間で、 共通パッ ケージ

を共有する こ とができます。 2 以上のア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが 1 つの

パッ ケージを共有し ている場合に、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製品のすべてが削除され

るまで、 ターゲッ ト  システムにそのパッ ケージが保持されるよ う にし ます。

パッ ケージを共有と し てマークするかど うかを判別する と きのガイ ド ラ イ ン

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージを構成する と き、 これを共有と

マークする こ とができます。 パッ ケージを共有と マークする場合、 パッ ケージを共有するすべてのア ドバンス ト  

UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 必ず同じパッ ケージ GUID を使用し て く だ さい。

共有パッ ケージの機能は、 通常プラ イマ リ パッ ケージではな く 、 依存パッ ケージで使用できます。 .NET 

Framework を イ ンス ト ールするパッ ケージなど、 広 く 配布されるパッ ケージは、 ほとんどの場合ターゲッ ト  シス

テムにイ ンス ト ールされたまま と なるため、 通常共有と マーク されません。

共有機能はほとんどの種類のパッ ケージで使用できます (.msi、 .msp、 .exe、 .appx、 InstallScript、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ ク ト )。 ただ し、 通常アン イ ンス ト ールされる こ とがない Web 配布パッ

ケージでは使用できません。

パッ ケージが共有かど うかを指定する

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でパッ ケージの共有を指定するには、 以下の手

順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを選択し ます。

3. " 共有 " 設定で、 適切な値を選択し ます。

• いいえ — パッ ケージは別のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と共有され

ません。 これがデフ ォル ト の値です。

• はい — パッ ケージは別のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と共有されま

す。

" 共有 " 設定に [ はい ] を選択し た場合、 パッ ケージを共有するすべてのア ドバンス ト  UI およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で必ず同じ パッ ケージ GUID を使用し て く だ さい。 " パッ ケージ 

GUID" 設定を使って、 パッ ケージの GUID を確認および変更する こ とができます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
共有パッ ケージの実行時の動作

実行時、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既存し ない共有パッ ケージを イ ンス

ト ールする と き、 イ ンス ト ールは次のレジス ト リ キーの下にある共有パッ ケージのパッ ケージ GUID の 新しいレ

ジス ト リ キーを作成し ます :

• 32 ビ ッ ト  システムの場合 : HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\SuiteInstallers\Parcels

• 64 ビ ッ ト  システムの場合 : 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\InstallShield\SuiteInstallers\Parcels

イ ンス ト ールはまた、 スイー ト  GUID をパッ ケージ GUID レジス ト リ キーのレジス ト リ データ と し て追加し ます。

別のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで同じ共有パッ ケージを イ ンス ト ールする

必要がある場合、 これらのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのスイー ト  GUID が

パッ ケージ GUID レジス ト リ キーのレジス ト リ データに追加されます。 任意のア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のアンイ ンス ト ール中に、 スイー ト  GUID がパッ ケージ GUID レジス ト リ キーから

削除されます。 共有パッ ケージおよびパッ ケージ GUID レジス ト リ キーは、 最後のア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI 製品が削除されるまで ターゲッ ト  システムに残り ます。

2 つのア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが、 同じパッ ケージの異なるバージ ョ ンを

共有する場合、 どち らのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが先に実行されたかに

かかわらず、 新しいバージ ョ ンのパッ ケージは両方が実行された後にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされた

バージ ョ ンです。 また、 イ ンス ト ールは必要に応じ て Parcels レジス ト リ キーをア ッ プデー ト し ます。 共有パッ

ケージ とパッ ケージ GUID レジス ト リ キーは、 最後のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製品が

削除されるまで ターゲッ ト  システムに残り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト の特定のパッ ケージに対し てラ ン タ イムの場所
を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト 内の各パッ ケージに対し て、 異なる ラ ン タ イムの場所を指定する こ とができます。

たと えば、 パッ ケージ と そのフ ァ イルを ソース メ デ ィ アに格納するか、 必要な場合に Web からダウンロー ド可能

にできます。 または、 パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルに圧縮

し て、 実行時に必要な場合に抽出する こ とができます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
タ スク プロジ ェ ク ト 内の各パッ ケージに対し て、 異なる ラ ン タ イムの場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを選択し ます。

3. [ 場所 ] リ ス ト で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

指定し た場所は、 リ リース レベルでオーバーラ イ ド する こ とができます。 個々のパッ ケージに選択し た値のオー

バーラ イ ド を禁止するには、 リ リース レベルの " パッ ケージの場所 " 設定を [ 個々の選択に従う ] に設定し ます。

詳細については、 「リ リース レベルで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのラ ン タ イ

ムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーの構成を行う場合、 パッ ケージのラ ン タ イムの場所は、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーから抽出するか、 Web か

らダウンロー ド し ます。 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ソース メ デ ィ アに格納されているパッ ケー

ジには依存できません。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プ

デー ト をサポー ト 」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン
ス ト ールのパッ ケージ操作を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 .exe パッ ケージが InstallShield 前提条件から プロジ ェ ク ト に含められた場

合のみサポー ト されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の操作とは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールが実行されている と きの状態を意味し ます。 操作には、 イ ンス ト ール、 削除、 修復、 変更、 およ

び保守とい う異なる種類があ り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と、 そのパッ ケージに

対し て、 様々な操作設定を構成する こ とができます。 設定を使って、 操作ご とに、 それらがパッ ケージに適用可

能かど うかを指定できます。 また、 設定を使って、 モー ド別に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI のイ ンス ト ールで、 パッ ケージが起動された と きに使用する コマン ド ラ イ ンを指定する こ と もできます。 コマ
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
ン ド ラ イ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イス と

共に実行されたと きのコマン ド ラ イ ン、 または、 サイ レン ト  ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し） で実行された と

きのコマン ド ラ イ ン と、 別々に指定する こ とができます。

イ ンス ト ール操作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 パッ ケージを ターゲッ ト  システムにイ ン

ス ト ールする と き、 イ ンス ト ール操作が実行されます。 イ ンス ト ール操作は、 初回イ ンス ト ール、 および、 メ ン

テナンス モー ド でイ ンス ト ールする機能が選択されたと きに発生し ます。 すべてのパッ ケージには、 通常、 イ ン

ス ト ール操作が設定されています。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 .msi または .msp、 または InstallScript パッ

ケージに対し てイ ンス ト ール操作が実行される と き、 それらのパッ ケージは自動的にサイ レン ト で起動されます。

ただし、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 .exe パッ ケージに対し てイ ンス

ト ール操作が実行される と きは、 異なる種類の .exe パッ ケージで、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスな しの異なる方法

が使用される可能性があるため、 パッ ケージを自動的にサイ レン ト で起動する こ とはできません。 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 .exe パッ ケージをサイ レン ト で実行する必要がある場合、

そのパッ ケージのイ ンス ト ール操作のサブ設定で適切なコマン ド ラ イ ンを入力し ます。

エン ド ユーザーによ って構成可能なア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のパッ ケージが存在する

場合、 エン ド ユーザーがプロパテ ィ を構成できるウ ィ ザー ド ページを作成し、 コマン ド ラ イ ンを使って、 その関

連付けられたプロパテ ィ をそれらのパッ ケージに渡し ます。

削除操作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 パッ ケージを ターゲッ ト  システムからア

ン イ ンス ト ールする と き、 削除操作が実行されます。 プラ イマ リ パッ ケージ と し てマーク されているパッ ケージ

には、 通常、 削除操作が設定されています。 逆に、 依存パッ ケージ と し てマーク されているパッ ケージは、 通常

ターゲッ ト  システムにそのまま残されるため、 概し て削除操作は設定されていません。 .NET Framework を イ ンス

ト ールするパッ ケージは、 依存パッ ケージ と し てマーク されるパッ ケージの 1 つの例です。 パッ ケージの " パッ

ケージの種類 " 設定では、 パッ ケージがプラ イマ リ パッ ケージであるか、 または依存パッ ケージであるかが識別

されます。

メ ンテナンスの実行時に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の起動が無効にされた と き、 また、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製品がアン イ ンス ト ールされた と き、 削除操作が実行されま

す。 イ ンス ト ール時同様、 パッ ケージは、 .exe パッ ケージのコマン ド ラ イ ンを使って、 サイ レン ト で実行し ます。

削除操作は、 .msp パッ ケージには適用できませんので注意し て く だ さい。 また、 .msp パッ ケージを削除する と

き、 ベースの .msi パッ ケージを削除する必要がある こ とにも注意し て く だ さい。

修復操作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 一部のパッ ケージでサポー ト されている

修復機能を実行する修復操作を実行する こ とができます。 修復機能をサポー ト するア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを構成する場合、 パッ ケージの修復操作設定を構成し て、 修復機能を有効にし ま

す。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがメ ンテナンスの一部と し て修復される と き、 および、 パッ ケージが既にイ ンス ト ー

ルされている場合にのみ、 修復操作が実行されます。

.msi パッ ケージに対し て修復操作を構成する場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルでは、 修復機能が必要に応じ て自動的に起動する こ とが可能なため、 サイ レン ト で修復を実行する特別のコ マ

ン ド ラ イ ンを指定する必要はあ り ません。 ただ し、 .exe パッ ケージに対し て修復操作を構成する場合、 適切なコ
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールで機能、 パッ ケージ、 前提条件、 およびフ ァ イルを編成する
マン ド ラ イ ンを入力する必要があ り ます。 た と えば、 基本の MSI の Setup.exe パッ ケージの場合、 " 修復操作 " 設

定の下にある "EXE コマン ド ラ イ ン " と "EXE サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " サブ設定で次のコマン ド ラ イ ンを入

力できます :

[SystemFolder]msiexec.exe /f {8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC} /qn

カ ッ コ内の GUID は、 Windows Installer パッ ケージの製品コー ド です。

修復操作は、 .msp パッ ケージに適用できませんので注意し て く だ さい。

変更操作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 機能選択の実行に変更操作が実行されま

す。 機能の選択を提供するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを構成する場合、 パッ

ケージの変更操作設定を構成し て、 変更を有効にし ます。 変更操作は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールの機能の選択で、 パッ ケージの機能の追加または削除が指示された と きに実行されます。

変更操作は、 .msp パッ ケージに適用できませんので注意し て く だ さい。

保守操作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 次のよ う なシナ リ オで、 メ ンテナンス操

作が実行されます :

• エン ド ユーザーが、 [ プログラムの追加と削除 ] のエン ト リから製品の変更を選択し た と き。

• エン ド ユーザーが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを再実行し た と き。

保守操作は、 操作設定から制御できないとい う点で、 他の種類の操作と異な り ます。

ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン
ス ト ールのパッ ケージにカス タム フ ォルダー名を使用す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをビルド し た と き、 イ ンス ト ールに含まれてい

る各パッ ケージに対し てフ ォルダーが 1 つ作成されます。 これらのフ ォルダーは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーと同じ フ ォルダー内で作成されます。 デフ ォル ト で、 各フ ォル

ダーの名前には、 InstallShield で生成された GUID が使用されます。
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InstallShield の [ パッ ケージ ] ビルド では、 今回から、 これらのパッ ケージ フ ォルダーに対し て、 この GUID 名を

オーバーラ イ ド し て、 ユーザーに分かりやすい名前を使用できるよ う にな り ま し た。

タ スク パッ ケージ フ ォルダーの名前に任意のテキス ト を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 フ ォルダー名を カス タ マイズするパッ ケージのノ ー ド を展開し ます。

3. [ パッ ケージ フ ァ イル ] フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • デフ ォル ト 名 ( パッ ケージ フ ァ イル ) をそのまま使用する場合、 パッ ケージ フ ォルダーの名前に GUID 

が使用されます。

4. フ ォルダーの新しい名前を入力し ます。 複数のパッ ケージ フ ォルダー名を カス タ マイズする場合、 各フ ォル

ダー名に異なる名前を使用し て く だ さい。

ビルド時に、 リ リースが作成された時、 パッ ケージ フ ォルダーの名前に、 GUID ではな く 、 入力されたテキス ト が

使用されます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動
作を カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを作成する と き、 製品の要件およびエン ド ユーザーのニーズに応じ てカ

ス タ マイズする こ とが重要です。 InstallShield では、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 イ ンス ト ールに

含めるパッ ケージの範囲を超えた様々なラ ン タ イム タ スク を実行する機能を拡張する こ とができます。 詳細につ

いては、 次を参照し て く だ さい。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中に Windows 役割と機能を有効化する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する
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スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中に Windows 役
割と機能を有効化する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

一部の Windows の機能は、 ターゲッ ト  システム上でデフ ォル ト で無効です。 また、 エン ド ユーザーまたは IT 管

理者は、 一部の Windows の機能を無効にし たい場合があ り ます。 そのよ う な Windows の役割と機能を手動で有効

または無効にするには、 [ コ ン ト ロール パネル ] の [ プログラムと機能 ] の [Windows の機能の有効化または無効

化 ] を使います。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定のパッ ケージが、 ターゲッ ト  システム上で 1 つ以上の Windows 

の役割または機能が有効化されている こ と を必要とする場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でパッ

ケージを構成中に、 必要な役割と機能を指定できます。 実行時、 イ ンス ト ールされる対象のパッ ケージが無効化

されている 1 つ以上の Windows の役割または機能を必要とする場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

は、 パッ ケージを起動する前にこれらの役割および機能を有効化し ます。

たと えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で Windows のイ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

機能が有効である こ と を必要とする IIS Web サイ ト を イ ンス ト ールパッ ケージがあり ます。 同じ プロジ ェ ク ト 内の

別のパッ ケージでは、 PowerShell 機能が有効である こ とが必要です。 プロジ ェ ク ト のこれらのパッ ケージの設定

を構成する と き、 必要な Windows 機能を指定し ます。 実行時、 パッ ケージがターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ー

ルの対象と なっているが、 必要な Windows 機能のいずれかが無効である場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールは、 起動前にこれらの無効化されている Windows 機能を有効にし ます。 パッ ケージがイ ンス ト ールの対象

ではない場合、 必要な Windows 機能は有効化されません。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ール中に有効化し た任意の Windows の役割と機能は、 アン イ

ンス ト ール中に削除されません。 そのため、 ターゲッ ト  システム上でその他の製品が必要とする これらの役割お

よび機能の破損を回避する こ とができます。

InstallShield には、 い く つかの Windows 機能のビル ト イ ンサポー ト が搭載されています :

• イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

• PowerShell

• .NET Framework 3.x

InstallShield ではまた、 パッ ケージに必要な上記以外の Windows 役割と機能を指定する こ と もできます。

タ スク 特定のパッ ケージがイ ンス ト ールの対象である と きに有効化する Windows の役割または機能を指定するには、 以

下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを ク リ ッ ク し ます。
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3. [ 共通 ] タ ブにある "Windows の機能 " 設定で [Windows の機能を追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 有効な機

能オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます :

• イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス 

• PowerShell 

• Microsoft .NET Framework 3.x 

• カス タム — オプシ ョ ンを使って、 この設定にオプシ ョ ン と し て リ ス ト されていない任意の Windows の機

能を指定できます。

InstallShield は、 "Windows 機能 " 設定の下に新しい "Windows の機能 " 行を追加し、 任意のビル ト イ ン機能オ

プシ ョ ン ( イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス、 PowerShell、 または Microsoft .NET Framework 3.x) 

の必要に応じ て構成し ます。 [ カス タム ] オプシ ョ ンでは、 [Windows の機能 ] 行には機能名のプレースホルダ

― 文字列が含まれます。

4. ビル ト イ ン オプシ ョ ンの 1 つを選択し た場合、 InstallShield によ って "Windows 機能 " 設定に追加された値を

そのままに残し ます。

[ カス タム ] オプシ ョ ンを選択し た場合 : "Windows の機能 " 設定に、 有効にする Windows の役割または機能の

名前を入力し ます。 カス タム オプシ ョ ンに入力する名前はすべて、 Deployment Image Servicing and 

Management (DISM.exe) および Package Manager (Pkgmgr.exe) などのツールが Windows の特定のバージ ョ ンで

ロールまたは機能を識別するのに使用する文字列です。 

各 Windows のバージ ョ ンで使用可能な Windows の役割および機能の一覧は、 Microsoft TechNet を参照し て く

ださい。

Windows の役割および機能を有効化する際の特別考慮

様々な Windows バージ ョ ンで Windows の役割と機能が使用可能であるかど う か

Windows の役割と機能を有効化できるサポー ト は、 Windows Vista 以降、 または Windows Server 2008 以降を搭載す

る ターゲッ ト  システム上で使用できます。 指定のターゲッ ト  システム上で有効化する こ とができる Windows の役

割および機能のリ ス ト は、 存在する Windows のバージ ョ ンによ って異な り ます。 また、 異なるバージ ョ ンの 

Windows では、 同じ ロールまたは機能に異なる文字列を使用する場合があ り ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上で使用できない Windows の役割または機能を

有効化し よ う と試みた場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは失敗し て、 ログフ ァ イルにエラー、

0x800f080c が書き込まれます。

し たがって、 必要な Windows の役割と機能を指定する一部の状況下で、 パッ ケージの " 対象条件 " 設定を使って、

パッ ケージに選択し ている必要な Windows の役割または機能に対応する、 適切なオペレーテ ィ ング システムの

バージ ョ ンを識別し たい場合があ り ます。 有効にする Windows の役割または機能の名前にそれぞれ異なる文字列

を使った複数バージ ョ ンの Windows を ターゲッ ト とするには、 複数回にわたってパッ ケージをプロジ ェ ク ト に追

加する方法を考慮し て く だ さい。 パッ ケージの各イ ンス タ ンスで、 "Windows の機能 " および " 対象条件 " 設定を

使って、 ターゲッ ト  オペレーテ ィ ング システムに対応する適切な文字列を指定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンで、 一部のロールおよび機能が無効化されないだけでな く 、 イ ンス ト ールも されな

い場合があ り ます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされていな

い Windows の役割または機能を有効化するよ う に構成し た場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはその

役割または機能のイ ンス ト ールを試みます。 ロールまたは機能を イ ンス ト ールできないと き、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールは失敗し ます。 このシナリ オが当てはまる Windows の機能の例と し て .NET Framework 3.x 

機能があ り、 これは Windows 8 システム上ではデフ ォル ト でイ ンス ト ールされません。 この機能のペイ ロー ドは、

Windows ア ッ プデー ト を通し てのみ使用可能です。 イ ン ターネ ッ ト への接続が利用できないと き、 または Windows 
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ア ッ プデー ト の代わり に Windows Server Update Service を通し てア ッ プデー ト を取得するよ う に構成されている場

合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで .NET Framework 3.x 機能を イ ンス ト ールおよび有効化する こ とは

できません。

必要な Windows の役割または機能の依存関係を識別する

一部の Windows の役割および機能は、 その他の Windows の役割または機能に依存し ます。 無効化されているロー

ルまたは機能に依存関係があるかど うかを判別する方法の １  つと し て、 次のコマン ド を権限が昇格されたコマン

ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウ (cmd.exe のシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し てから [ 管理者と し て実行 ] を ク リ ッ ク ) か

ら実行する方法があ り ます :

dism /online /enable-feature FEAT-NAME

この例で、 FEAT_NAM はチ ェ ッ クする無効化された機能の名前です。 前述のコマン ドが動作する場合、 機能には

依存関係があ り ません。 これが失敗する と き、 エラーに依存関係がリ ス ト されます。

パッ ケージで有効化するロールまたは機能が、 ターゲッ ト  システムで無効化されている可能性のある 1 つ以上の

ロールまたは機能を必要とする場合、 必ずそのパッ ケージの "Windows の機能 " 設定で依存関係の機能も指定し て

く ださい。

Windows の役割または機能を有効化する ラ ン タ イムの動作

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 一部のターゲッ ト  システム上で Windows の役割または機能を有効

化する場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページで有効化処理中の

役割または機能の進行状況を表示できます。 この進行状況の情報は、 Windows 8 以降または Windows Server 2012 

以降が搭載された ターゲッ ト  システム上で使用できます。 これらのターゲッ ト  システム上で、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールは DISM API を使ってロールおよび機能を有効化し、 これらの API には進行状況の情報を

レポー ト する機能をサポー ト し ます。

Windows Vista、 Windows Server 2008、 Windows 7、 および Windows Server 2008 R2 ターゲッ ト  システム上で、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは Pkgmgr.exe を使ってロールおよび機能を有効化し ます。 Pkgmgr.exe は、

進行状況の情報をレポー ト する機能をサポー ト し ません。 し たがって、 これらのシステム上ではロールおよび機

能の有効化処理中に進行状況バーを更新する こ とはできません。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2  システム上で DISM.exe を使用できますが、 これらの Windows バージ ョ

ンでは API サポ ― ト が提供されていません。 また、 API DLL 依存関係は、 ターゲッ ト  システムで再配布する こ と

ができません。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張す
るアクシ ョ ンを使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズする
スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 イ ンス ト ールに含めるパッ ケージの範囲を超えた様々な実行時タ ス

クが必要な場合があ り ます。 た と えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 以下の 1 つ以上の操作が必

要な状況が考えられます。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示される前にアプ リ ケーシ ョ ンを

イ ンス ト ールする。

この状況が必要な例と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージの 1 つが Oracle データ

ベースを イ ンス ト ールする SQL スク リ プ ト を実行する時があり ます。 このパッ ケージを実行する前に、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン ターフ ェ イスで、 エン ド ユーザーがネ ッ ト ワーク上で使用可能なサーバーの一

覧から適切なサーバーを選択できるウ ィ ザー ド ページを表示し たい場合があ り ます。 この種類の UI サポー ト

を使用するには、 ターゲッ ト  システム上に ODBC ド ラ イバーがイ ンス ト ールされている こ とが必要です。

• 特定の製品、 テ ク ノ ロジ、 フ ォルダー、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 その他のアイテムの存在の有無を

ターゲッ ト  システム上で検索する。

ターゲッ ト  システムを検索するサポー ト を使って、 特定の条件が満たされているかど うかに基づいて動作を

ト リ ガする こ とができます。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上で特定のフ ァ イルが不足し ている場合、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を適切に設定し てから、 そのプロパテ ィ を使ってスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールに含まれる 1 つ以上のパッ ケージでプロパテ ィ を設定できます。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のパッ ケージを実行する前後にターゲッ ト  システムを構成する。

一部の状況、 た と えばスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがサーバー上の IIS アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン

ス ト ールする場合、 ターゲッ ト  システム上で IIS 関連の Windows の役割および機能を有効化し たい場合があ

り ます。 その他、 エン ド ユーザーがスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージのいずれ

を実行するか選択し た内容によ って、 ターゲッ ト  システム上の構成フ ァ イル、 レジス ト リ データ、 その他の

項目を編集し たい場合があ り ます。

• エン ド ユーザーによ って、 特定のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールを使用し た と き、 またはウ ィ

ザー ド ページ または 2 番目のウ ィ ン ド ウが開いた / 閉じ た と きに ト リ ガされる初期設定を行う

たと えば、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス上のコ ンボ コ ンボ ボ ッ クスにアクシ ョ ンを追加し て、 コ ンボ ボ ッ

クスに値をダイナ ミ ッ クに挿入し たい場合があ り ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの機能を拡張し て、 前述のタ スクその他を実行できるよ う にするには、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ イベン ト ] ビ ューを使って、 実行時に実行可能フ ァ イルの実行、

DLL 関数の呼び出し、 PowerShell スク リ プ ト の実行、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の設定、 InstallScript 

コー ドの実行、 またはマネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ドの呼び出し を行う アクシ ョ ンを作成する こ とが

できます。

タ スク アク シ ョ ンを作成し てスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. イ ンス ト ールで必要な機能を処理する独自の .exe フ ァ イル ( 適切な場合 ) 、 DLL フ ァ イル、 PowerShell スク リ

プ ト 、 InstallScript フ ァ イル (.rul)、 またはマネージ アセンブ リ (Visual Basic .NET または C# といったマネージ 

コー ド で作成 ) を作成ます。

InstallScript アクシ ョ ンの場合、 プロジ ェ ク ト の [InstallScript] ビ ューを使います。

2. [ イベン ト ] ビ ューで、 ステ ッ プ 1 で作成し たフ ァ イルを使用するアクシ ョ ンを作成し ます。 詳細について

は、 「アクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

3. アクシ ョ ンを実行する タ イ ミ ングを決めて、 スケジュールし ます。 そのためには、 アクシ ョ ンを イベン ト に

追加するか、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素に追加するか、 またはそれをプロジ ェ ク ト 内の特定のパッ
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ケージに含まれる イベン ト に割り当てます。 詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをス

ケジュールする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアク シ ョ ンの .exe 
フ ァ イルでの作業について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで .exe アクシ ョ ンを使って、 イ ンス ト ールに含まれている ( 一時サポー

ト  フ ァ イル、 または製品と と もにイ ンス ト ールされる ) またはターゲッ ト  システムに既存する実行可能フ ァ イル

を起動できます。

次に、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに .exe アクシ ョ ンを追加する例を説明し ます。

• 独自の、 またはサー ド パーテ ィ が作成し た Setup.exe イ ンス ト ールを起動する .exe アクシ ョ ンを追加する。

• 既存デ ィ レ ク ト リのアクセス許可を設定する .exe アクシ ョ ンを追加する。

• ReadMe フ ァ イルを、 それに関連付けられたアプ リ ケーシ ョ ン ( メ モ帳、 または Adobe Reader) で開 く  .exe ア

クシ ョ ンを追加する。

• 製品に含まれるデータ フ ァ イルを開 く  .exe アクシ ョ ンを追加する。

.exe アク シ ョ ンを スイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する最初の手順は、 ( 適切な場合 ) .exe フ ァ イ

ルを作成または取得するか、 実行可能フ ァ イルが起動する ド キュ メ ン ト その他のフ ァ イルを作成する こ と です。

.exe アク シ ョ ンは、 実行中のイ ンス ト ール セ ッ シ ョ ンにアクセスする こ とができません。 し たがって、 ( コ マン ド

ラ イ ン引数を除いて ) スイー ト / ア ドバンス ト  UI  プロパテ ィ を .exe フ ァ イルに渡し た り、 .exe フ ァ イルから戻し

た りはできません ( レジス ト リやフ ァ イルなどの外部ス ト レージ経由の場合を除 く )。

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行可能フ ァ イルを実行するアクシ ョ ンを追加するには、 以下の手順

に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい EXE] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ン ] エ

クスプローラーに実行可能フ ァ イル アクシ ョ ンが追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使用し ます。

4. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。
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スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズする
メ モ • .exe アクシ ョ ンから イ ン タ ラ ク テ ィ ブなアプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがサイ レン ト  ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し ) で実行中に、 それが起動する こ と を防ぐための条件

をアクシ ョ ンに追加し た場合があ り ます。 この種類の条件で ISSilentInstall プロパテ ィ を使用できます。 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト  ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し ) で実行し ている場合、 このプロ

パテ ィ は True に設定し ます。

別の方法と し て、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスから イ ン タ ラ ク テ ィ ブなアプ リ ケーシ ョ ンを起動し

たい場合もあ り ます。 つま り、 .exe アクシ ョ ンを使って PDF フ ァ イルを起動する代わり に、 イ ンス ト ールのユー

ザー イ ン ターフ ェ イスに含まれるウ ィ ザー ド ページの 1 つから PDF フ ァ イルを開 く 機能を追加する こ とができ

ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアク シ ョ ンの DLL 
フ ァ イルでの作業について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DLL アクシ ョ ン用の DLL フ ァ イルを作成する

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に DLL アクシ ョ ンを追加する最初の手順は、 DLL の作成です。 DLL は、

Visual C++ の最近のバージ ョ ン、 または、 COM および DLL のエクスポー ト をサポー ト し ているすべてのツールや

言語を使って作成できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンでは、 各アクシ ョ ンにエン ト リ ポイ ン ト が必要です。 エン ト リ ポイ ン ト を

指定するには、 それを [ イベン ト ] ビ ューにあるアクシ ョ ンの " 関数名 " 設定に入力し ます。 関数は、 次のよ う に

定義し ます :

HRESULT __stdcall MyFunction(IDispatch *pAction);

この関数をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから呼び出せるよ う にするには、 関

数を適切にエクスポー ト する DLL をビルド する と きに、 定義フ ァ イル (.def) を含める必要があり ます。 次は、 サ

ンプル .def フ ァ イルのコ ンテンツです。 LIBRARY の後の名前は、 DLL に使用し た名前です。

LIBRARY "MyActionLibrary"

EXPORTS

MyAction

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールに含まれるイベン ト またはパッ ケージのアクシ ョ ンの

実行がスケジュールされている と きに関数のエン ト リ ポイ ン ト を呼び出し ます。 エン ト リ ポイ ン ト 関数は、 アク

シ ョ ンが正し く 終了し たこ と を示す ERROR_SUCCESS を戻し ます。 アクシ ョ ンが失敗し た場合、 ゼロ以外の値が

戻されます。 値は、 Windows Installer カス タム アクシ ョ ンが戻す値と同じ です。
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スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズする
スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは任意のアクシ ョ ンを実行できますが、 アクシ ョ ンはそれに構成され

ている権限を使って実行されます。 一部のアクシ ョ ンでは、 管理者権限が必要な場合があり ます (IIS 7.x 構成デー

タの読み取り など )。 その場合、 アクシ ョ ンが必要なデータに正し く アクセスできるよ う に、 アクシ ョ ンが管理者

権限を要求するよ う に構成する必要があ り ます。 つま り、 [ イベン ト ] ビ ューにあるアクシ ョ ンの " 管理者権限が

必要 " 設定で [ はい ] を選択する必要があり ます。 別の方法と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの 

Setup.exe フ ァ イルを管理者権限を使って実行するか、 管理者マニフ ェ ス ト を含みます。 ただ し、 管理者権限を昇

格するのは、 できるだけ短時間に抑える必要があ り ます。

アクシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト に渡される IDispatch イ ン ターフ ェ イスは、 ISuiteExtension2 イ ン ターフ ェ イス ( す

べての ISuiteExtension メ ソ ッ ド と プロパテ ィ を含む ) を実装し ます。 ISuiteExtension2 へのポイ ン ターを取得する

には、 IDispatch イ ン ターフ ェ イスで QueryInterface メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 ISuiteExtension2 イ ン ターフ ェ イス

では、 アクシ ョ ン関数を使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ンに定義された属性パラ

メ ーターにアクセスする こ とができます。 プロジ ェ ク ト 内の各アクシ ョ ンは、 それぞれのアクシ ョ ン イ ンス タ ン

スに固有の異なる イ ン ターフ ェ イス ポイ ン ターが渡されます。 し たがって、 エン ト リ ポイ ン ト 関数に渡されたイ

ン ターフ ェ イス ポイ ン ト を常に使用し、 それを他のアクシ ョ ン DLL の呼び出し用に保存し ないよ う にし て く ださ

い。

イ ン ターフ ェ イスは、 次のよ う に定義されています。

interface ISuiteExtension2 : IDispatch {

[propget, id(1), helpstring("Attribute")]

HRESULT Attribute([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

[id(2), helpstring("method LogInfo")]

HRESULT LogInfo([in]BSTR bstr);

[propget, id(3), helpstring("Property")]

HRESULT Property([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

[propput, id(3), helpstring("Property")]

HRESULT Property([in]BSTR bstrName, [in]BSTR bstrValue);

[id(4), helpstring("FormatProperty")]

HRESULT FormatProperty([in]BSTR bstrValue, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

[id(5), helpstring("ResolveString")]

HRESULT ResolveString([in]BSTR bstrStringId, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

[id(6), helpstring("ProgressMessage")]

HRESULT SendProgressMessage([in]BSTR bstrMsg, [in]INT iCurrent, [in]INT iMax,

[in]EnumProgressFlags eFlags);

};

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 関数プロ ト タ イプを使って、 ISuiteExtension2 COM イ ン ターフ ェ

イス ポイ ン ターがアクシ ョ ンに渡されます。 これによ り、 次の関数にアクセスできるよ う にな り ます :

• LogInfo 

HRESULT LogInfo([in]BSTR bstr);

このメ ソ ッ ド によ り、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに必要な情報を書き込みし、 それら をデバッ

グやその他の情報提供目的に使用できるよ う にし ます。 bstr パラ メ ーターには、 ログに書き こ まれる文字列

が含まれています。

• get_Property 

HRESULT get_Property([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);
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このメ ソ ッ ド によ って、 現在実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで定義されているプロパテ ィ

の値が取得されます。 定義されていないプロパテ ィ は、 空の値を返し ます。 bstrName パラ メ ーターによ って、

値が取得されるプロパテ ィ の名前が指定されます。 プロパテ ィ の値は、 bstrValue パラ メ ーターで返されます。

• put_Property 

HRESULT put_Property([in]BSTR bstrName, [in]BSTR bstrValue);

このメ ソ ッ ド を使って、 現在実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 新しいプロパテ ィ の値を

設定し た り、 既存のプロパテ ィ の値を変更し た り できます。 空の値を渡すと、 その結果と し て、 プロパテ ィ

が削除されます。 bstrName パラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指定されます。 bstrName パ

ラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指定されます。

• FormatProperty 

HRESULT FormatProperty([in]BSTR bstrValue, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

この方法を使う と、 bstrValue パラ メ ーターで提供された文字列内に組み込まれた形式化された式を解決する

こ とができます。 フ ォーマ ッ ト された値は、 bstrReturnValue パラ メ ーターで戻されます。 形式化された式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解

決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

• ResolveString 

HRESULT ResolveString([in]BSTR bstrStringId, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

このメ ソ ッ ドはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の文字列 ID を、 現在選択されている UI 言語で実行中されている

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの対応する文字列値に解決し ます。 bstrStringId パラ メ ーターによ っ

て、 解決する文字列 ID が指定され、 解決された文字列は bstrReturnValue で返されます。 指定された文字列 

ID が存在し ない場合、 文字列は空の状態で戻されます。

• SendProgressMessage 

HRESULT SendProgressMessage([in]BSTR bstrMsg, [in]INT iCurrent, [in]INT iMax,

[in]EnumProgressFlags eFlags);

このメ ソ ッ ドは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページのステー

タ ス メ ッ セージ と進行状況バーを更新し ます。 進行状況バーを更新するには、 eFlags の epfProgressValid を指

定し、 ステータ ス メ ッ セージを更新するには、 epfMessageValid を指定し ます。 ステータ ス メ ッ セージ と進行

状況バーの両方を更新するには、 両方のフ ラグと共にビ ッ ト 単位の OR 演算子 (|) を使用し ます。

get_Attribute メ ソ ッ ドはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの DLL アクシ ョ ンでは使用できないので、 これ

を呼び出すこ とはできません。

作成し た DLL から ISuiteExtension2 イ ン ターフ ェ イスにアクセスするには、 #import を使って、 InstallShield と共に

イ ンス ト ールされている SetupSuite.exe フ ァ イルから タ イプ ラ イブラ リ情報を組み込むこ とができます。 次は、

そのパスです :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386\SetupSuite.exe"

たと えば、 VC++ プロジ ェ ク ト 内のタ イプ ラ イブ ラ リ ( 例、 stdafx.h) を イ ンポー ト するには、 次のステー ト メ ン ト

を使用し ます :

#import "C:\Program Files\InstallShield\2016\Redist\Language Independent\i386\SetupSuite.exe" no_namespace raw_interfaces_only 

named_guids

InstallShield が別の場所にイ ンス ト ールされている場合、 #import ステー ト メ ン ト のパスを、 それに従って変更する

必要があ り ます。
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DLL アクシ ョ ンを追加する

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行中に DLL フ ァ イルの関数を呼び出すアクシ ョ ンを追加するには、

以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい DLL] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ ン ] エ

クスプローラーに DLL アクシ ョ ンが追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使用し ます。

4. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアク シ ョ ンの 
PowerShell スク リ プ ト での作業について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

Windows PowerShell は、 構成タ スクのオー ト メ ーシ ョ ン化を可能にする .NET Framework ベースのコマン ド ラ イ ン 

シ ェルおよびスク リ プ ト 言語です。 InstallShield では、 PowerShell スク リ プ ト  (.ps1) を実行するスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールのアクシ ョ ンを含める こ とができます。 この種類のアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの実行時

にシステムの構成タ スク を実行するプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 PowerShell アクシ ョ ンには、 ター

ゲッ ト  システム上に PowerShell 2.0 以降が必要です。

PowerShell アクシ ョ ンを追加する

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで PowerShell スク リ プ ト を実行するアクシ ョ ンを追加するには、 以下の

手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい PowerShell] を ク リ ッ ク し ます。 [ アクシ ョ

ン ] エクスプローラーに PowerShell アク シ ョ ンが追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使用し ます。
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4. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

[ アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 または [ イベン ト ] エクスプローラーで PowerShell アクシ ョ ンを選択する と、

InstallShield の右側に [PowerShell スク リ プ ト ] タ ブが表示されます。 このタ ブを使ってスク リ プ ト を編集できま

す。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

PowerShell アクシ ョ ンの実行時要件

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  IS_CLR_VERSION を使って、 PowerShell スク リ プ ト を実行するためにアク

シ ョ ンがロー ド する、 セ ミ コ ロン区切りの .NET Framework バージ ョ ン一覧を識別する こ とができます。

IS_CLR_VERSION プロパテ ィ については、 「 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ

フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールとのイ ン タ ラ クシ ョ ン

実行中の スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールとのイ ン タ ラ クシ ョ ンを可能にする、 い く つかの cmdlet があ

り ます :

テーブル 4-2 • 実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールと イ ン タ ラ クシ ョ ンする cmdlet

Cmdlet 説明

get-suiteproperty -name [ プロパテ ィ

名 ]

cmdlet がスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を取得し ます。

Name パラ メ ーターは、 位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 MYPROPERTY とい う名前のプロパテ ィ の値を

取得し ます。

$Value = get-suiteproperty -name MYPROPERTY

set-suiteproperty -name [ プロパテ ィ

名 ] -value [ 値 ]

この cmdlet がスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を設定し ま

す。

次のサンプル コー ド は、 MYPROPERTY プロパテ ィ の値を使って、

NEWPROPERTY と呼ばれる 2 番目のプロパテ ィ の値を設定し ます。

$Value = get-suiteproperty -name MYPROPERTY

set-suiteproperty -name NEWPROPERTY -value $Value

format-suiteproperties -Value [format 

string]

この cmdlet は、 形式化された式の値を展開し ます。 Name および Value 

パラ メ ーターは位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 NEWPROPERTY と呼ばれるスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロパテ ィ を含む文字列を解決し ます。 プロパテ ィ 名と、 そ

の周りの角かっ こは、 実行時にプロパテ ィ の値で置換されます。

$myFormat = format-suiteproperties -Value " これは、 [NEWPROPERTY] が埋め込

まれたテキス ト 文字列です。 "
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スク リ プ ト が成功し たこ と を示すには、 必ず 0 を戻し ます。 た と えば、 次の行でスク リ プ ト を終了し ます :

exit(0)

プロジ ェ ク ト の [ イベン ト ] ビ ューで PowerShell アクシ ョ ンを追加し た後、 [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーまた

は [ イベン ト ] エクスプローラーでそれを選択し、 InstallShield の右に表示される [PowerShell スク リ プ ト ] タ ブを

使ってスク リ プ ト を編集できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるプロパテ ィ を設定
するアクシ ョ ンでの作業について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 実行時にスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ

を設定するアクシ ョ ンを追加できます。

resolve-suitestring -StringId [ 文字列 

ID]

この cmdlet は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 文字列識別子を、 現在選択

されている UI 言語でそれに対応する文字列値で解決し ます。 指定され

た文字列 ID が存在し ない場合、 文字列は空の状態で戻されます。

StringId パラ メ ーターは、 位置指定パラ メ ーターです。

次のサンプル コー ド は、 IDS_MY_MESSAGE と呼ばれる文字列識別子を

解決し ます :

$StringValue = resolve-suitestring -StringId IDS_MY_MESSAGE

trace-suiteinfo -LogMessage [ 長い文

字列 ]

この cmdlet によ り、 スイー ト / ア ド バンス ト  UI デバッ グ ログに必要

な情報を書き込みし、 それら をデバッ グやその他の情報提供目的に使用

できるよ う にし ます。 LogMessage パラ メ ーターは、 位置指定パラ メ ー

ターです。

次のサンプル コー ド は、 IDS_MY_MESSAGE と呼ばれる文字列識別子を

解決し てから、 その値をスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログ記録

に書き込みます。

$StringValue = resolve-suitestring -StringId IDS_MY_MESSAGE

trace-suiteinfo -LogMessage $StringValue

テーブル 4-2 • 実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールと イ ン タ ラ クシ ョ ンする cmdlet ( 続き )

Cmdlet 説明
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タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンを追加するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいプロパテ ィ  セ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ ア

ク シ ョ ン ] エクスプローラーにプロパテ ィ  アクシ ョ ンが追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使用し ます。

4. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド
を実行するアクシ ョ ンでの作業について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 実行時に InstallScript コー ド を呼び出すアクシ ョ

ンを追加できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI ベースの InstallScript アクシ ョ ンは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の 

InstallScript カス タム アクシ ョ ン とほぼ同じ要領で機能し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に IInstallScript アクシ ョ ンを追加するには、 まず始めにイ ンス ト ールか

ら実行する InstallScript コー ド を作成し ます。 この作業には、 プロジ ェ ク ト の [InstallScript] ビ ューを使います。

コー ド を作成し たら、 プロジ ェ ク ト の [ イベン ト ] ビ ューを使って InstallScript アクシ ョ ンを追加し ます。

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ンを追加するには、 以下の手

順に従います :

1. InstallScript コー ド をプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 InstallScript を ク リ ッ ク し ます。

b. InstallScript エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいスク リ プ ト  フ ァ イル ] を選択

し ます。 [ フ ァ イル ] ノ ー ドの下に Setup.rul とい う名前の新しいフ ァ イルが追加されます。

c. 新しい .rul フ ァ イルを選択し てから、 実行時に起動する コー ド を右側のペイ ンで作成し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンで InstallScript 関数を呼び出す場合、 次の例のよ う に、 export 

キーワー ド を使って関数をプロ ト タ イプ化し ます。
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export prototype MyFunction(OBJECT);

2. InstallScript コー ド を呼び出す InstallScript アクシ ョ ン を追加し ます :

a. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ アク シ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい InstallScript] を ク リ ッ ク し ます。 [ アク

シ ョ ン ] エクスプローラーに InstallScript アクシ ョ ンが追加されます。

c. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前

を割り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使

用し ます。

d. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンの InstallScript コー ド を書 く ためのヒ ン ト

一部の InstallScript 関数は InstallScript アクシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト に渡される ISuiteExtension オブジ ェ ク ト を

ラ ッ プ し ます。 これらの InstallScript 関数を使って、 InstallScript アクシ ョ ンが実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  

イ ンス ト ールと イ ン タ ラ ク ト できるよ う に し ます。

• SuiteFormatString 

• SuiteGetProperty 

• SuiteLogInfo 

• SuiteResolveString 

• SuiteSetProperty 

これらの関数についての詳細は、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI の対話関数」 を参照し て く

ださい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のアクシ ョ ンから呼び出される InstallScript 関数を使用する際、 次の

詳細にご注意 く だ さい :

• InstallScript UI 関連の関数を、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用する こ とはできません。 これを

使用する と、 スク リ プ ト のコ ンパイル エラーが発生するか、 コ ンパイルが完了し ても、 実行時にエラーが発

生し ます。。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

InstallScript アクシ ョ ンで表示される UI はすべて、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの UI が表示され

る と きまで遅延させる こ とが推奨されます。

• InstallScript アクシ ョ ンは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  プロパテ ィ を読み書き し て、 それら をスイー ト  UI と

のコ ミ ュニケーシ ョ ン手段と し て使用し ます。 ( スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンは、 基本の MSI カス

タム アクシ ョ ン と同様に、 UI にアクセスする こ とができません。 ) ビル ト イ ン プロパテ ィ の一覧は、 「ア ドバ

ンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

• InstallScript 実行時パス変数 ((PROGRAMFILES、 WINDIR など ) は使用できません。 これらの変数は通常、 「バ

イ ン ド された変数」 と し て知られるスク リ プ ト  エンジンの概念を使って実装されます。 バイ ン ド された変数

は、 変数そのものがテキス ト サブ名値のマ ッ ピングに直接関連付けられています。 これらの変数に対応する

テキス ト サブは引き続き使用できます。 たと えば、 <PROGRAMFILES> は、 InstallScript 関数 TextSubGetValue 

または TextSubSubstitute を通し て解決する こ とができます。 パス型スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ

も、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンを通し て定義され、 SuiteGetProperty で読み込むこ とができます。
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• LAAW_PARAMETERS 構造体変数の szStatusText メ ンバーを、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで呼

び出される InstallScript アクシ ョ ンに使用する こ とはできません。

InstallScript デバッ ガーを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの InstallScript アクシ ョ ンをデバッ グ

できます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでマネージ コー ド アク シ ョ ン
を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 実行時に Visual Basic .NET または C# などのマネージ コー ド で書かれたマネージ アセンブ リの

パブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出すアクシ ョ ンを、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加できます。

マネージ コー ド アクシ ョ ン用のマネージ アセンブ リ を作成する

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にマネージ コー ド アクシ ョ ンを追加する最初の手順は、 マネージ アセ

ンブ リの作成です。 マネージ アセンブ リは、 任意の最近のバージ ョ ンの .NET 言語 (Visual Basic .NET または C# な

ど ) を使って作成できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンでは、 各マネージ コー ド アクシ ョ ンにつき 1 つのエン ト リ ポイ ン ト が必要

です。 この場合のエン ト リ ポイ ン ト とは、 ス タ テ ィ ッ ク メ ソ ッ ドか、 パラ メ ーターな し で構成可能なク ラス上に

ある イ ンス タ ンス メ ソ ッ ドのどち らかです。

エン ト リ ポイ ン ト を指定するには、 [ イベン ト ] ビ ューでアクシ ョ ンの " ク ラス " 設定と " メ ソ ッ ド " 設定を使

います。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの実行がスケジュールされてい

る と きにエン ト リ ポイ ン ト を呼び出し ます。 エン ト リ ポイ ン ト  メ ソ ッ ドは、 アクシ ョ ンが正し く 終了し たこ と

を示す 数値 0 を戻し ます。 アクシ ョ ンが失敗し た場合、 ゼロ以外の値が戻されます。 戻されるエラーの値は、

Windows Installer カス タム アクシ ョ ンで定義されている戻り値と同じ です。

アクシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト に渡される イ ン ターフ ェ イスは、 オブジ ェ ク ト と し て渡される ISuiteExtension イ

ン ターフ ェ イスを実装し ます。 戻り値の型は 32 ビ ッ ト 整数型でな く てはな り ません。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI 拡張イ ン ターフ ェ イスを使用する場合、 た と えば Visual Studio で C# コー ド を作成す

る と きに次のよ う なコー ド を含める こ とができます :

[Guid("BAFAEAED-08C6-4679-B94E-487A4D89DE63")]

[TypeLibType(4288)]

public interface ISuiteExtension

{

[DispId(1)]

string get_Attribute(string bstrName);

[DispId(2)]
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void LogInfo(string bstr);

[DispId(3)]

string get_Property(string bstrName);

[DispId(3)]

void set_Property(string bstrName, string bstrValue);

[DispId(4)]

string FormatProperty(string bstrValue);

[DispId(5)]

string ResolveString(string bstrStringId);

}

マネージ コー ド で次のメ ソ ッ ド を使用できます :

• LogInfo — このメ ソ ッ ド によ り、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに必要な情報を書き込みし、 それ

ら をデバッ グやその他の情報提供目的に使用できるよ う にし ます。 bstr パラ メ ーターには、 ログに書き こ ま

れる文字列が含まれています。

• get_Property — このメ ソ ッ ド によ って、 現在実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで定義されて

いるプロパテ ィ の値が取得されます。 定義されていないプロパテ ィ は、 空の値を返し ます。 bstrName パラ

メ ーターによ って、 値が取得されるプロパテ ィ の名前が指定されます。 プロパテ ィ の値は、 bstrValue パラ

メ ーターで返されます。

• set_Property — このメ ソ ッ ド を使って、 現在実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 新しいプ

ロパテ ィ の値を設定し た り、 既存のプロパテ ィ の値を変更し た り できます。 空の値を渡すと、 その結果と し

て、 プロパテ ィ が削除されます。 bstrName パラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指定されま

す。 bstrName パラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指定されます。

• FormatProperty— この方法を使う と、 bstrValue パラ メ ーターで提供された文字列内に組み込まれた形式化され

た式を解決する こ とができます。 フ ォーマ ッ ト された値は、 bstrReturnValue パラ メ ーターで戻されます。 形

式化された式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルが実行時に解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

• ResolveString — このメ ソ ッ ドはスイー ト / ア ド バンス ト  UI の文字列 ID を、 現在選択されている UI 言語で実

行中されているスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの対応する文字列値に解決し ます。 bstrStringId パラ

メ ーターによ って、 解決する文字列 ID が指定され、 解決された文字列は bstrReturnValue で返されます。 指定

された文字列 ID が存在し ない場合、 文字列は空の状態で戻されます。

次のサンプル C# コー ドは、 TestCLRAction.TestCLRClass の " ク ラス " 設定の値および TestCLRMethod の " メ

ソ ッ ド " 設定の値に対応し ます :

using System;

using System.Collections.Generic;

using System.Linq;

using System.Text;

using System.Threading.Tasks;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Security.Cryptography;

using System.Security.Cryptography.X509Certificates;

using Microsoft.WindowsAzure.Common;

using Microsoft.WindowsAzure.Management;

using Microsoft.WindowsAzure.Management.WebSites;

using Microsoft.WindowsAzure.Management.WebSites.Models;

using Microsoft.WindowsAzure;

using System.Windows.Forms;

namespace TestCLRAction

{

[Guid("BAFAEAED-08C6-4679-B94E-487A4D89DE63")]
1466 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 4 章 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズする
[TypeLibType(4288)]

public interface ISuiteExtension

{

[DispId(1)]

string get_Attribute(string bstrName);

[DispId(2)]

void LogInfo(string bstr);

[DispId(3)]

string get_Property(string bstrName);

[DispId(3)]

void set_Property(string bstrName, string bstrValue);

[DispId(4)]

string FormatProperty(string bstrValue);

[DispId(5)]

string ResolveString(string bstrStringId);

}

public class TestCLRClass

{

const UInt32 ERROR_INSTALL_FAILURE = 1603;

const UInt32 ERROR_SUCCESS = 0;

ISuiteExtension GetExtensionFromDispatch(object pDispatch)

{

if (Marshal.IsComObject(pDispatch) == false)

throw new System.ContextMarshalException(" 無効な 

デ ィ スパッチ オブジェ ク トが CLR メ ソ ッ ドに渡されました ");

return (ISuiteExtension)pDispatch;

}

public UInt32 TestCLRMethod(object pDispatch)

{

try

{

ISuiteExtension suiteExtension = GetExtensionFromDispatch(pDispatch);

suiteExtension.set_Property("TESTPROP", "hello, world");

}

catch (System.ContextMarshalException)

{

return ERROR_INSTALL_FAILURE;

}

return ERROR_SUCCESS;

}

}

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは任意のアクシ ョ ンを実行できますが、 アクシ ョ ンはそれに構成され

ている権限を使って実行されます。 一部のアクシ ョ ンでは、 管理者権限が必要な場合があり ます (IIS 7.x 構成デー

タの読み取り など )。 その場合、 アクシ ョ ンが必要なデータに正し く アクセスできるよ う に、 アクシ ョ ンが管理者

権限を要求するよ う に構成する必要があ り ます。 つま り、 [ イベン ト ] ビ ューにあるアクシ ョ ンの " 管理者権限が

必要 " 設定で [ はい ] を選択する必要があり ます。 別の方法と し て、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの 

Setup.exe フ ァ イルを管理者権限を使って実行するか、 管理者マニフ ェ ス ト を含みます。 ただ し、 管理者権限を昇

格するのは、 できるだけ短時間に抑える必要があ り ます。
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タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行中にマネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出すアク

シ ョ ンを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいマネージ コー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 [ アク

シ ョ ン ] エクスプローラーに マネージ コー ド アクシ ョ ンが追加されます。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て新しい名前を割

り当てます。 このアクシ ョ ンに、 プロジ ェ ク ト 内の他のアクシ ョ ンから容易に区別できる名前を使用し ます。

4. 必要に応じ て、 アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し たあと、 それを必要に応じ てスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

マネージ コー ド アクシ ョ ンの実行時要件

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  IS_CLR_VERSION を使って、 マネージ コー ド を実行するためにアク シ ョ ン

がロー ド する、 セ ミ コ ロン区切りの .NET Framework バージ ョ ン一覧を識別する こ とができます。 IS_CLR_VERSION 

プロパテ ィ については、 「 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参

照し て く ださい。

マネージ コー ド アクシ ョ ンに依存関係がある場合、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューを使って、 それら をプロジ ェ ク

ト に追加し ます。 実行時、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 .NET Framework に [SETUPSUPPORTDIR] 内に

依存関係がある こ と を指定し ます。

アクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

タ スク アク シ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 追加するアクシ ョ ンの種類を ク リ ッ ク し ます。

PowerShell アクシ ョ ンを作成する場合、 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開いて、 使用する PowerShell スク リ

プ ト  フ ァ イル (.ps1) を選択する こ とができます。

3. オプシ ョ ンで、 新しいアクシ ョ ンを選択し、 F2 キーを押し、 新しい名前を入力し て名前を変更できます。
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4. アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

実行時にアクシ ョ ンが起動またはロー ド できない場合、 イ ンス ト ールは中止し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

タ スク スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ンを構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 構成するアクシ ョ ンの種類を ク リ ッ ク し ます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

実行時にアクシ ョ ンが起動またはロー ド できない場合、 イ ンス ト ールは中止し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンをスケジュールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加する と、 それを実行時に起動する タ イ ミ ングをスケジュールできます。 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI エンジンがアクシ ョ ンを起動する前に評価する 1 つ以上の条件を定義する こ と もできます。

InstallShield では、 アクシ ョ ンを種類の異なる場所でスケジュールする こ とができます :

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI が管理する 1 つ以上のビル ト イ ン イベン ト の実行中にアクシ ョ ンをスケジュール

できます。 た と えば、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがロー ド された直後にスイー ト / ア ドバンス

ト  UI エンジンは OnBegin と呼ばれるイベン ト の実行を ト リ ガ し ます。 このイベン ト は、 OnBegin イベン ト が

発生する と きに実行する操作を指定し ます。

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンがパッ ケージを イ ンス ト ール、 削除、 変更、 または修復する前後にアク

シ ョ ンの実行をスケジュールできます。
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• アクシ ョ ンをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの要素 ( た と えば、 ウ ィ ザー ド ページまたはウ ィ ザー ド ページの

コ ン ト ロール ) と関連付ける こ とができます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおけるイベン ト の種類」 を参照し て く だ さい。

イベン ト 中にアクシ ョ ンをスケジュールする

[ イベン ト ] ビ ューの [ イベン ト ] エクスプローラーの下にリ ス ト されている イベン ト と アクシ ョ ンは、 実行時に

起動される順番に時系列で編成されています。 アクシ ョ ンを イベン ト に追加する際、 アクシ ョ ンを適切なイベン

ト に追加し てアクシ ョ ンが起動される タ イ ミ ングを指定し ます。

タ スク イベン ト 中にアク シ ョ ンをスケジュールするには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ イベン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イベン ト ] エクスプローラーで、 そのアクシ ョ ンの直前に位置する イベン ト またはアクシ ョ ンを右ク リ ッ ク

し て、 [ 既存アク シ ョ ンを追加 ] をポイ ン ト し てから、 スケジュールするアクシ ョ ンの名前を ク リ ッ ク し ま

す。 [ イベン ト ] エクスプローラーにアクシ ョ ンが追加されます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。 設定の 1 つを使って、 アクシ ョ ンが起動されるかど

うかを制御する、 条件ステー ト メ ン ト をビルド する こ とができます。 この条件の定義方法に関する詳細は、

「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド」

をご覧 く ださい。

アクシ ョ ンが特定のモー ド でのみ実行する こ と を示すには、 " プロパテ ィ の比較 " 条件でスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロパテ ィ  ISInstallMode を使用し ます。 このプロパテ ィ 、 およびその他のビル ト イ ン プロパテ ィ の

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し

て く ださい。

ヒ ン ト • [ イベン ト ] ビ ューでは、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ編集がサポー ト されています :

• 新しいアクシ ョ ンをシーケンスするには、 [ アク シ ョ ン ] エクスプローラーからそれを、 [ イベン ト ] エクス

プローラーの下にある適切なイベン ト に ド ラ ッ グし ます。 次いで、 それをシーケンス内で直前に く るアイテ

ムの上に ド ロ ッ プ し ます。

• アクシ ョ ンを、 イベン ト 内の別の位置へ ( または、 ある イベン ト から別のイベン ト へ ) 移動するには、 それを

元の位置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

• アクシ ョ ンをある イベン ト から別のイベン ト へコ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 そのアクシ ョ ンを も う 

１  つのイベン ト まで ド ラ ッ グし、 直前に く るアクシ ョ ンまたはイベン ト の上に ド ロ ッ プ し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンがパッ ケージを イ ンス ト ール、 削除、 変更、 ま
たは修復する前後にアクシ ョ ン行をスケジュールする

タ スク パッ ケージがイ ンス ト ール、 削除、 変更、 または修復する前後にアクシ ョ ンをスケジュールするには、 以下の手

順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 アクシ ョ ン と関連付けるパッ ケージを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 共通 ] タ ブで、 [ イベン ト ] 領域が展開されていない場合、 これを展開し ます。
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4. 以下のいずれかを実行し ます。

• パッ ケージがイ ンス ト ール、 削除、 変更、 または修復する前にアクシ ョ ンをスケジュールする場合 : " 構

成済みパッ ケージ " 設定で、 [ 新しいアクシ ョ ン ] ボタ ンをポイ ン ト し てから、 スケジュールするアク

シ ョ ンの名前を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によて、 " アクシ ョ ン " 設定が追加され、 その値が選択さ

れたアクシ ョ ンの名前に設定されます。

• パッ ケージがイ ンス ト ール、 削除、 変更、 または修復し た後にアクシ ョ ンをスケジュールする場合 : " 構

成済みパッ ケージ " 設定で、 [ 新しいアクシ ョ ン ] ボタ ンをポイ ン ト し てから、 スケジュールするアク

シ ョ ンの名前を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によて、 " アクシ ョ ン " 設定が追加され、 その値が選択さ

れたアクシ ョ ンの名前に設定されます。

5. オプシ ョ ンで、 アクシ ョ ンの起動時によ り詳細な制御を行う ための条件ステー ト メ ン ト をビルド し たい場合

は、 [ 条件の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 この条件の定義方法に関する詳細は、 「ア ドバンス ト  UI および

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド」 をご覧 く だ さい。

イ ンス ト ールに含まれる特定のパッ ケージが、 特定の状態で実行し ている場合のみアクシ ョ ンを実行する こ

と を示すには、 [ パッ ケージの操作 ] 条件を作成し ます。

アクシ ョ ンが特定のモー ド でのみ実行する こ と を示すには、 " プロパテ ィ の比較 " 条件でスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロパテ ィ  ISInstallMode を使用し ます。 このプロパテ ィ 、 およびその他のビル ト イ ン プロパテ ィ の

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し

て く ださい。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素にアクシ ョ ンを追加する

InstallShield では、 ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウが開いているまたは閉じ ている と きに起動される

アクシ ョ ンを定義する こ とができます。 また InstallShield では、 エン ド ユーザーがボタ ンを ク リ ッ ク し たと きな

ど、 様々なウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールを使用する と ト リ ガ されるアクシ ョ ンを定義できます。

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使ってアクシ ョ ンをスケジュールする方法については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ター

フ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成する」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける イベン ト の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、特定の順番で一連のイベン ト を管理するスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールによ って駆動し ます。 これらのイベン ト は、 プロジ ェ ク ト に追加されたアクシ ョ ンを実行し ます。
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次のテーブルは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの [ イベン ト ] ビ ューにリ ス ト されている各イベン ト

について説明し ます :

テーブル 4-3 • [ イベン ト ] ビ ューに リ ス ト されている イベン ト

イベン ト 名 説明

OnBegin OnBegin イベン ト はスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの最初のイベン ト

です。 このイベン ト にスケジュールされているアクシ ョ ンは、 そのアクシ ョ ン

に定義されている条件ステー ト メ ン ト が False 評価されない限り、 すべての

モー ド ( イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 修復など ) で実行されます。

アクシ ョ ンが特定のモー ド でのみ実行する こ と を示すには、 " プロパテ ィ の比

較 " 条件でスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  ISInstallMode を使用し ます。

このプロパテ ィ 、 およびその他のビル ト イ ン プロパテ ィ の詳細については、

「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レン

ス」 を参照し て く だ さい。

OnBegin 中にスケジュールされたアクシ ョ ンは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを表示する前に実行し ます。 このイ

ベン ト 中に長時間実行するアクシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを起

動し た時点からウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスが初めて表示されるまでに長い遅

延を もたらす可能性があり ます。 その結果、 イ ンス ト ールが正し く 起動されて

いないと、 エン ド ユーザーが勘違いする場合があ り ます。 これを避けるため

に、 OnBegin 中に長時間実行するアクシ ョ ンをスケジュールし ないこ とが推奨

されます。

また、 起動時に独自のユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示するアクシ ョ ン も避け

て下さい。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ

イスは、 既に開いている別のウ ィ ン ド ウの背面に表示され、 エン ド ユーザーを

混乱させる可能性があり ます。

OnResuming OnResuming イベン ト は、 ターゲッ ト  マシンが再起動された後、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが再開する と きに、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。

OnStaging OnStaging イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがステージン

グされる直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。 つま り、 ( 適切な場合 ) スイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがパッ ケージをダウンロー ド し て、 ( 適切な

場合 ) Setup.exe フ ァ イルからパッ ケージを抽出し、 BrowseStageFolder ウ ィ ザー

ド ページでエン ド ユーザー が指定するデ ィ レ ク ト リ、 またはコマン ド ラ イ ン

を使って ISRootStagePath プロパテ ィ で設定されたデ ィ レ ク ト リ にパッ ケージ

を コ ピーする前にアクシ ョ ンを起動し ます。

OnStaged OnStaged イベン ト は、 ( 適切な場合 ) スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

がパッ ケージをダウンロー ド し、 Seup.exe フ ァ イルから抽出し て、 ステージン

グ デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし た後に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。

OnPackagesConfiguring PackagesConfiguring イベン ト は、 スイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールがイ

ンス ト ール、 変更、 修正、 または削除される直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し

ます。
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ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの終了条件を定義する
スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 実行済み / 未実行のイベン ト の状況を管理し ません。 そのため、 再起動

によ ってスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが再開し た後に、 アクシ ョ ンが再実行される こ と を避けるた

め、 アクシ ョ ンの [ プロパテ ィ の比較 ] 条件を定義し な く てはならない場合があり ます。 これらの条件で 

ISOnRebooted プロパテ ィ を使用できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが再起動の後に再開する場

合、 このプロパテ ィ は True に設定し ます。

アクシ ョ ンに " 機能の操作 " 条件または " パッ ケージの操作 " 条件を定義する場合、 アクシ ョ ンをスケジュール

できる最初のイベン ト は OnStaging です。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールの終了条件を定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ールの終了の前に、

様々な条件に応じ て表示する終了エラー メ ッ セージを指定できます。 たと えば、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに Windows Vista 以降が必要な場合、 エン ド ユーザーに対し て要件を通知する終

OnPackagesConfigured OnPackagesConfigured イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが

イ ンス ト ール、 変更、 修正、 または削除された時に、 そのアクシ ョ ンを起動し

ます。

OnRebooting OnRebooting イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがマシンの

再起動を ト リ ガする直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。

OnRebooting 中にスケジュールされたアクシ ョ ンは、 短時間で実行し な く てはな

り ません。 そ う でない場合、 前に実行されているアクシ ョ ンによ って再起動が

開始され、 再起動イベン ト が完了する前に Windows がスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロセスをシャ ッ ト ダウン し た場合、 アクシ ョ ンが完了せずに失敗する こ と

があり ます。

OnEnd OnEnd イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが正常に終了する

直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。 エン ド ユーザーがスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 またはイ ンス ト ールでエラーが発

生し た場合、 OnEnd イベン ト は実行し ません。

テーブル 4-3 • [ イベン ト ] ビ ューに リ ス ト されている イベン ト  ( 続き )

イベン ト 名 説明
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの終了条件を定義する
了メ ッ セージを設定できます。 また、 終了メ ッ セージに条件を定義し て、 ターゲッ ト  システムに Windows の以前

のバージ ョ ンが搭載されているかど うかを評価する こ と もできます。 エン ド ユーザーがア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを起動し た と き、 定義された条件が True と なった場合、 エラー メ ッ セー

ジが表示されます。 エン ド ユーザーがエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを閉じ る と、 イ ンス ト ールは終了し ます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの終了条件および メ ッ セージを定義するには、

以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ” 終了条件 ” 設定で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " 終了条件 " 設定の下に終了メ ッ セージのサ

ブ設定が追加されます。

3. " 終了メ ッ セージ " 設定に、 構成中の条件が実行時に True 評価された場合にア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで表示するエラー メ ッ セージを入力し ます。

4. " 終了メ ッ セージ " 設定を拡張し てから、 そのサブ設定を使って実行時にア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが評価を行う条件ステー ト メ ン ト を定義し ます。

• 最初のサブ設定では、 その設定内のリ ス ト を使って、 構成し ている条件、 または条件グループに使用す

るオプシ ョ ンを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• Any—Any 条件グループは、 論理演算子 OR と同じ要領で動作し ます。 Any グループに含まれる任意

の条件が True 評価された場合、 条件グループ全体が True 評価されます。 Any グループに含まれる

条件のいずれも True 評価されなかった場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

• All—All 条件グループは、 論理演算子 AND と同じ要領で動作し ます。 All グループが True 評価される

ためには、 All グループに含まれる条件のすべてが True 評価される必要があ り ます。

• None—None 条件グループは、 論理演算子 NOR と同じ要領で動作し ます。 None グループに含まれる

条件のいずれも True 評価されなかった場合、 条件グループ全体が True 評価されます。 None 条件グ

ループに含まれる任意の条件が True 評価された場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

None 条件グループが 1 つの条件ステー ト メ ン ト で構成される場合、 これは論理演算子 NOT と同じ

要領で動作し ます。

• サブ条件グループを追加するには、 この設定で [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 必要に応じ て 

Any、 All、 または None を選択し ます。 条件の定義に使用できる新しい行が追加されます。

• 条件を追加するには、 この設定で [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 使用可能な条件の種類から 

1 つを選択し ます。 条件の定義に使用できる新しい行が追加されます。

条件の構成についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ

リースの作成およびビルド」 を参照し て く だ さい。

各条件設定についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件

チ ェ ッ クの種類」 を参照し て く だ さい。
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ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー ド を ト リ ガする
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールのイ ンス ト ール モー ド または
メ ンテナンス モー ド を ト リ ガする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 次のいずれかのモー ド で実行されます :

• イ ンス ト ール モー ド。 初回イ ンス ト ールと し て動作する イ ンス ト ール。

• メ ンテナンス モー ド。 イ ンス ト ールで、 エン ド ユーザーが製品の削除、 修復、 変更を選択できるウ ィ ザー ド 

ページが表示されます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 イ ンス ト ール モー ド および メ ンテナンス 

モー ドの条件が自動的に作成されます。 モー ド条件は、 内では編集できません。 また、 モー ド条件はプロジ ェ ク ト  

フ ァ イル (.issuite) でのみ表示されます。 これらのモー ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールを初回イ ンス ト ール モー ド で実行するか、 メ ンテナンス モー ド で実行するかを判別し ます。

イ ンス ト ール モー ドの条件

イ ンス ト ール モー ドの条件は、 次の要因に基づきます :

• 検出条件 — イ ンス ト ール モー ド条件の一部は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるすべて

のプラ イマ リ パッ ケージ  ( ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合、 1 つのプ ラ イマ リ パッ ケージ ) の検出条件

から構成されています。 検出条件が True に評価されたプラ イマ リ パッ ケージが存在し ない場合 ( 既にイ ンス

ト ールされているプラ イマ リ パッ ケージが存在し ない場合 )、 イ ンス ト ール モー ド条件の検出条件の部分は 

True と評価されます。 検出条件が True に評価されたプ ラ イマ リ パッ ケージが 1 つ以上存在する場合 ( 既に

イ ンス ト ールされているプラ イマ リ パッ ケージが最低 1 つ存在する場合 )、 イ ンス ト ール モー ド条件の検出

条件の部分は False と評価されます。

• イ ンス ト ール済みスイー ト 条件 — イ ンス ト ール モー ド条件のも う片方の部分は、 イ ンス ト ール済みスイー ト

条件で構成されています。 この条件によ り、 同じバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムに存在し ないと き、 イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ール モー ド で ト

リ ガされる こ とがあ り ます。 イ ンス ト ール モー ド条件のンス ト ール済みスイー ト 条件は、 適切な場合、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのスイー ト  GUID およびバージ ョ ンを、 ターゲッ

ト  システムに既にイ ンス ト ールされているア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

のスイー ト  GUID およびバージ ョ ン と比較し ます。 これらの値が異なる場合、 イ ンス ト ール モー ド条件のン

ス ト ール済みスイー ト 条件によ って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが存

在し ていないとい う こ とが示唆され、 これによ り、 初回イ ンス ト ールが実行される こ とがあり ます。 [ イ ンス

ト ール済みスイー ト ] タ イプの条件チ ェ ッ クに関する詳細は、 「特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはス
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの [ プログラムの追加または削除 ] エン ト リ
イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを判別する」 を参照し て く だ

さい。

検出条件が False に評価されたプラ イマ リ パッ ケージが 1 つ以上存在する場合、 または、 イ ンス ト ール済みス

イー ト 条件で、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがまだイ ンス ト ールされていな

いと判断された場合、 イ ンス ト ール モー ド条件は True と し て評価され、 イ ンス ト ールが初回イ ンス ト ールと し て

実行されます。

メ ンテナンス モー ドの条件

メ ンテナンス モー ド条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのプラ イマ リ パッ ケー

ジ  ( ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合、 1 つのプ ラ イマ リ パッ ケージ ) の検出条件に基づきます。 検出条件が 

True に評価されたプ ラ イマ リ パッ ケージが 1 つ以上存在する場合 ( 既にイ ンス ト ールされているプラ イマ リ パッ

ケージが最低 1 つ存在する場合 )、 モー ド条件は True と し て評価され、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実

行されます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と Web 配置パッ ケージに関する特別考慮

Web 配置パッ ケージを検出する こ とはできません。 これらのパッ ケージは一般的に、 初回イ ンス ト ールと同様、

または既存の古いバージ ョ ンあるいは同一バージ ョ ンを上書きする場合と同様に動作するよ う に設計されていま

す。 その結果、 Web 配置パッ ケージではアン イ ンス ト ールを行う こ とができません。 つま り、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールはこの種類のパッ ケージのメ ンテナンスを行う こ とができません。 1 つ以上の Web 配置

パッ ケージ、 または 1 つ以上の従来型パッ ケージ  （メ ンテナンス オプシ ョ ンが含まれている） をプ ラ イマ リ 

パッ ケージ と し て含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成を避ける こ とが推奨されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールの [ プログラムの追加または削
除 ] エン ト リ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールで、 [ プログラムの追加または削除 ] エン ト リ を作成するかど うかを指定できます。 この

エン ト リ を使って、 エン ド ユーザーは必要に応じ てア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの管理、 変更、 または削除を行う こ とができます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューには、 適切な動作を指定できる "[ プログラムの追加と削除 ] エン ト リの表示 " 

設定があ り ます。
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コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール全体に対し て単一のエン ト リのみを表示する場

合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含めるパッ ケージからのエン ト リ を非表

示にし て く ださい。

たと えば .msi パッ ケージの場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューにあるパッ ケージのコマン ド ラ イ ン設定を使って、

Windows Installer プロパテ ィ  ARPSYSTEMCOMPONENT の値を 1 に設定できます。

[ プログラムの追加または削除 ] エン ト リ を表示 " 設定は、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製

品が [ プログラムの追加または削除 ] にエン ト リ されるかど うかが決定される唯一の要因ではないので注意し て く

ださい。 メ ンテナンス モー ド条件によ っても、 エン ト リ されるかど うかが決定されます。 メ ンテナンス モー ド条

件は、 イ ンス ト ール内のすべてのプラ イマ リ パッ ケージの検出条件をすべて組み合わせた条件です。 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のすべてのプ ラ イマ リ パッ ケージに対する検出条件が、

初回イ ンス ト ール後、 Ｆ ａ ｌ ｓ ｅ  と評価された場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製品の [

プログラムの追加または削除 ] エン ト リは追加されません。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ール内のすべてのプラ イマ リ パッ ケージに対する検出条件が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI 製品が削除された後で True に評価された場合、 既存の [ プログラムの追加または削除 ] エン ト リはそのま

ま残されます。

コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  
UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス
ト ールのパッ ケージに渡す

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールプロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケー

ジを構成する と き、 コマン ド ラ イ ンおよびサイ レン ト  コマン ド ラ イ ン設定を使って、 パッ ケージを起動し たと き

にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで使用する コマン ド ラ イ ンを指定できます。

これらの設定は、 [ パッ ケージ ] ビ ューのグリ ッ ド内にある [ 操作 ] 領域のサブ設定で使用できます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イス と共に実行される

場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルは、 "MSI コ マン ド ラ イ ン " 設定、

"MSP コ マン ド ラ イ ン " 設定、 " コマン ド ラ イ ン " 設定、 または "EXE コマン ド ラ イ ン " 設定 ( パッ ケージの種類

によ って異なる ) に入力されたコマン ド ラ イ ンを使用し てパッ ケージを起動し ます。 イ ンス ト ールがサイ レン ト  (

ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し ) で実行される と き、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の 

Setup.exe フ ァ イルは、 "MSI サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定、 "MSP サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定、 " サ

イ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定、 または "EXE サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定に入力されたコマン ド ラ イ ンを

使用し てパッ ケージを起動し ます。
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コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す
これらの設定に値を入力する と き、 構成するパッ ケージの種類によ って以下の背景情報を参照し て く だ さい。

.msi パッ ケージ

.msi パッ ケージのイ ンス ト ールおよび削除操作を構成し ている場合、 使用できる コマン ド ラ イ ン パラ メ ータの種

類は、 Windows Installer プロパテ ィ です。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 

MsiInstallProduct を使って、 .msi パッ ケージを イ ンス ト ール モー ド または削除モー ド で起動し ます。 この関数に

は、 コマン ド ラ イ ン と し て Windows Installer プロパテ ィ のみを使用できます。

この種類のパッ ケージの修復および変更操作を構成し ている場合、 使用できる コマン ド ラ イ ン パラ メ ータの種類

は、 Windows Installer 機能プロパテ ィ のみです。

• ADDDEFAULT 

• ADDLOCAL 

• ADDSOURCE 

• ADVERTISE 

• COMPADDDEFAULT 

• COMPADDLOCAL 

• COMPADDSOURCE 

• FILEADDDEFAULT 

• FILEADDLOCAL 

• FILEADDSOURCE 

• MSIDISABLELUAPATCHING 

• MsiPatchRemovalList 

• MSIRESTARTMANAGERCONTROL 

• MSIDISABLERMRESTART 

• MSIRMSHUTDOWN 

• MSIPATCHREMOVE 

• PATCH 

• REINSTALL 

• REINSTALLMODE 

• REMOVE 

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは MsiConfigureProductEx を使って .msi パッ ケー

ジを修復 モー ド または変更モー ド で起動し ます。 この関数には、 Windows Installer プロパテ ィ のみを使用できま

す。

パッ ケージの "MSI コマン ド ラ イ ン " 設定および "MSI サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定に Windows Installer プロ

パテ ィ を使用し ている場合、 以下の形式を使用し て く だ さい :

MYPROPERTYNAME=MyPropertyValue 
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コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す
/l コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンをパッ ケージに渡し てログ フ ァ イルを生成する こ とはできません。 イ ンス ト ールを

ログ記録する場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューで、 パッ ケージに対し てログを有効にできます。 詳細については、 「ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成できる

パッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト 」 を参照し て く だ さい。 別の方法と し て、 イ ンス ト ールをログ記録し たい場

合は、 logging system policy、 または MsiLogging プロパテ ィ のどち らかを使用し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 .msi パッ ケージは常にサイ レン ト で起動さ

れますので注意し て く だ さい。 そのため、 .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ ン パ

ラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

.msp パッ ケージ

.msp パッ ケージのイ ンス ト ール操作を構成し ている場合、 使用できる コマン ド ラ イ ン パラ メ ータの種類は、

Windows Installer プロパテ ィ のみです。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 

MsiApplyPatch を使って .msp パッ ケージを ターゲッ ト  システムに適用し ます。 この関数には、 コ マン ド ラ イ ン と

し て Windows Installer プロパテ ィ のみを使用できます。

.msp パッ ケージを使ってすべての機能をア ッ プデー ト するには、 以下のよ う なコマン ド ラ イ ン プロパテ ィ を入力

し ます :

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=ALL 

.msp パッ ケージに含まれている特定の機能のみをア ッ プデー ト するには、 ア ッ プデー ト する コ ンマ区切りの機能

リ ス ト に REINSTALL を設定し ます。

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=Feature1,Feature3,Feature5 

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 .msp パッ ケージは常にサイ レン ト で起動

されますので注意し て く だ さい。 そのため、 .msp パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ ン 

パラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

InstallScript パッ ケージ

InstallScript パッ ケージの [ イ ンス ト ール ] 操作と [ 変更 ] 操作を構成する場合、 コ マン ド ラ イ ンで、 ア ド バンス ト  

UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  ISFeatureInstall と ISFeatureRemove を使用できます。

InstallScript 関数 FeatureConfigureFeaturesFromSuite は、 これらのプロパテ ィ を使って、 InstallScript パッ ケージの

機能を設定し ます。

" コマン ド ラ イ ン " 設定と " サイ レン ト  コ マン ド ラ イ ン " 設定では、 次のよ う に、 これらのプロパテ ィ に、 複数

の機能名を カ ンマ区切り で設定する こ とができます :

ISFeatureInstall=Feature1,Feature2 ISFeatureRemove=Feature3

上記の例では、 Feature1 と Feature2 は、 イ ンス ト ールされるよ う に選択されています。 Feature3 は、 存在し てい

れば、 削除されるよ う に選択されています。

機能が、 両方のプロパテ ィ の値で使用されている場合、 ISFeatureRemove プロパテ ィ に設定された機能は、

ISFeatureInstall プロパテ ィ に優先されます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 InstallScript パッ ケージは

サイ レン ト で起動されますので注意し て く だ さい。 従って、 InstallScript パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イス

を非表示にする コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す必要はあ り ません。 また、 サイ レン ト 応答フ ァ イルを使用す

る必要もあ り ません。
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コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す
.exe パッ ケージ

.exe パッ ケージのイ ンス ト ール、 削除、 修復、 および変更操作を構成し ている場合、 .exe フ ァ イルがサポー ト し

ている任意のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力できます。

エン ド ユーザーによる操作な し ですべてのカス タ マイズを完了する場合、 .exe パッ ケージをサイ レン ト で実行す

る コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含める こ とができます。

Windows Installer ベースのイ ンス ト ール用に InstallShield でビルド された Setup.exe フ ァ イルをサイ レン
ト で実行する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 Windows Installer ベースの Setup.exe フ ァ イ

ルをサイ レン ト で実行する場合、 "EXE コマン ド ラ イ ン " 設定と "EXE サイ レン ト  コ マン ド " 設定で、 次の構文を

使用し ます :

Setup.exe /s /v"/qn" 

Windows Installer ベースのパッ チ用に InstallShield でビルド された Update.exe フ ァ イルをサイ レン ト で
実行する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 Windows Installer ベースの Update.exe パッ チ

をサイ レン ト で実行する場合、 "EXE コマン ド ラ イ ン " 設定と "EXE サイ レン ト  コ マン ド " 設定で、 次の入力し ま

す :

Update.exe /s /v"/qn" 

InstallScript イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー フ ァ イルをサイ レン ト で実行する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 InstallScript の Setup.exe イ ンス ト ールをサイ

レン ト で起動する場合、 サイ レン ト 応答フ ァ イルを作成し て、 それを、 スイー ト  プロジ ェ ク ト の [ サポー ト  フ ァ

イル ] ビ ューに、 サポー ト  フ ァ イルと し て追加し ます。 [ イ ンス ト ール ] 操作の "EXE コマン ド ラ イ ン " 設定と 

"EXE サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定で、 次の構文を使用し ます :

Setup.exe /s /f1"[SETUPSUPPORTDIR]\Setup.iss" 

アン イ ンス ト ールで、 元の Setup.exe フ ァ イルをサイ レン ト で起動する代わり に、 アン イ ンス ト ール用にサイ レン

ト 応答フ ァ イルを作成し て、 それを、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ サポー

ト  フ ァ イル ] ビ ューに、 サポー ト  フ ァ イルと し て追加し ます。 [ 削除 ] 操作の "EXE コマン ド ラ イ ン " 設定と 

"EXE サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定で、 次の構文を使用し ます :

"[ProgramFilesFolder]InstallShield Installation Information\{PRODUCT-GUID-HERE}\Setup.exe" /s /

f1"[SETUPSUPPORTDIR]\Uninstall.iss" -remove_only -runfromtemp 

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 形式
の式を使用し て、 コマン ド ラ イ ンを動的に構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す
エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 形式の式を使って、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを起動する と きに使用

する コマン ド ラ イ ンを動的に構成する こ とができます。 形式化された式は、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レン

ス、 その他の特殊文字列から構成されます。 実行時に、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。

一部のシナ リ オでは、 単一のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI で形式化された式を使ってパッ

ケージのほとんどまたはすべてを構成できます。 その他のシナリ オでは、 各パッ ケージに異なるア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の形式化された式が必要です。

これらの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実

行時に解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

次のサンプル シナ リ オは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を形式化された式と し

て使用し て、 イ ンス ト ール内で値をパッ ケージに渡す方法を説明し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を使って、 ア ドバンス
ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の複数のパッ ケージに同じ値
を渡す

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを作成する と き、 ア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を使って Windows Installer プロパテ ィ を設定し、 各 .msi パッ ケージを イ ンス ト ー

ルする方法を変更する場合があ り ます。 た と えば、 複数言語のイ ンス ト ールを作成し ている場合、 イ ンス ト ール

する言語を制御する言語 ト ラ ンスフ ォームを選択する必要があり ます。 この特定の例で、 言語 ( つま り プロパ

テ ィ 値 ) は恐ら く ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の各パッ ケージの言語と同じ で

す。

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ  

ISSelectedLanguage は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに使用する言語を識別し

ます。 リ リースでエン ド ユーザーが言語を選択できるよ う に構成する場合、 InstallationLanguage ウ ィ ザー ド ペー

ジがエン ド ユーザーに対し て言語のプロンプ ト を行います。 イ ンス ト ールは ISSelectedLanguage プロパテ ィ を

ユーザーが選択し た言語の 10 進数言語 ID を含む文字列に設定し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる .msi パッ ケージを適切な言語で実行

するには、 各 .msi パッ ケージのコマン ド ラ イ ン設定に入力する値に以下を含みます :

TRANSFORMS="[ISPREREQDIR]\[ISSelectedLanguage].mst"

.mst フ ァ イルは、 .msi パッ ケージ と同じ フ ォルダーに配置し ます。

基本の MSI .exe パッ ケージのコマン ド ラ イ ン設定に次の構文を使います :

/L[ISSelectedLanguage]
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を使って、 ア ドバンス
ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の複数のパッ ケージに異なる
値を渡す

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ を使って、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の各パッ ケージまたは一部のパッ ケージに、 異なるプロパテ ィ の値を渡すこ とがで

きます。 たと えば、 エン ド ユーザーが INSTALLDIR を各パッ ケージご とに異なる場所にオーバーラ イ ド できるよ

う にし たい場合が考えられます。 この例では、 INSTALLDIR の値は各パッ ケージご とに異な り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるパッ ケージの 1 つで、 プロジ ェ ク ト

に 定義済み BrowseFolder ウ ィ ザー ド ページを追加する と、 InstallShield は [ パッ ケージ ] ビ ューのイ ンス ト ール

操作で、 以下をパッ ケージのコマン ド ラ イ ン設定に追加し ます。

INSTALLDIR="[ISInstallDir_PackageDisplayName]"

適切な場合、 そのコマン ド ラ イ ンをオーバーラ イ ド する こ とができます。 パッ ケージが .msi パッ ケージである場

合、 そのコマン ド ラ イ ンはパッ ケージの INSTALLDIR 値をエン ド ユーザーがそのパッ ケージの BrowseFolder ウ ィ

ザー ド ページで指定し たパスに設定し ます。

パッ ケージが基本の MSI または InstallScript MSI .exe パッ ケージの場合、 デフ ォル ト のコマン ド ラ イ ンを変更し て

この構文を使用し ます :

/v"INSTALLDIR=\"[ISInstallDir_PackageDisplayName]\""

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ター
フ ェ イスを定義する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素は、 ウ ィ

ザー ド ページおよび 2 番目のウ ィ ン ド ウ ( ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウと も呼ばれます ) で構成されます。 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には、 標準の定義済みウ ィ ザー ド ページおよび 2 番目の

ウ ィ ン ド ウが多 く 含まれています。 ページやウ ィ ン ド ウを追加および削除、 またそのレ イアウ ト や動作を カス タ

マイズする こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーでは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスが優先されるため、 .msi、 .msp、 および 

InstallScript パッ ケージ フ ォーマ ッ ト のユーザー イ ン ターフ ェ イスは自動的に抑制されます。 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に .exe パッ ケージが含まれている場合、 そのユーザー イ ン ター
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ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の UI で機能ステータ スおよびその他の機能データ を参照する
フ ェ イスを手動で抑制し、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 そのユーザー イ

ン ターフ ェ イスをサイ レン ト で起動する必要があ り ます。 そ う し なかった場合、 イ ンス ト ールの実行時に、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI のウ ィ ザー ド ページ と .exe パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イ

スの 2 つの異なるユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示される こ とにな り ます。 詳細については、 「コマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す」 を参照し

て く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの定義につ

いての詳細は、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って作業する」 を参照し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI プロジ ェ ク ト の UI で機能ステータ スおよび
その他の機能データ を参照する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  イ ンス ト ールの実行時に、 機能関連の情報に依存する特定の UI 

動作を ト リ ガする必要がある場合があ り ます。 この情報の使用例を次に示し ます :

• 特定の機能のイ ンス ト ールが選択されなかった場合に、 特別な対応ウ ィ ザー ド ページを省略する こ とができ

ます。

• 特定の機能が既にイ ンス ト ールされている場合に、 ウ ィ ザー ド ページのチ ェ ッ クボ ッ クスを無効にする こ と

ができます。

• 拡張条件 DLL を作成し て、 イ ンス ト ールが実行時に行う機能関連のチ ェ ッ クする カス タム条件を定義できま

す。

• ターゲッ ト  システム上で各機能が必要とする空き容量を表示する カス タム機能ツ リー ウ ィ ザー ド ページを

表示するよ う に、 イ ンス ト ールを構成できます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト の UI で機能ステータ スおよびその他の機能データ を参照する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行中にチ ェ ッ クする こ とができる、 様々な

機能関連の疑似プロパテ ィ を以下に示し ます。 いずれも、 名前部分を機能の名前に置換し ます。

読み取り / 書き込み疑似プロパテ ィ  FEATURE[name].actionState は、 例えば拡張条件やウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ

イスのコ ン ト ロールの ” 動作 ” 設定を通し て設定できます。

これらの任意の疑似プロパテ ィ は、 拡張条件またはウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールの ” 表示 ” また

は ” 有効化 ” 設定のバイ ン ド条件を通し て読み込むこ とができます。

テーブル 4-4 • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの UI における機能関連の疑似プ
ロパテ ィ

疑似プロパテ ィ 種類 説明

FEATURE[name].actionState 読み取り / 書

き込み

これは、 指定された機能の次の動作を示し ます。 次の値が

可能です :

• イ ンス ト ール — この状態は、 機能のイ ンス ト ールが設

定されている こ と を示し ます。 この状態は機能が既に

イ ンス ト ール済みでない場合のみ有効です。

• 削除 — この状態は、 機能の削除が設定されている こ と

を示し ます。 この状態は機能が既にイ ンス ト ールされ

ている場合のみ有効です。

• ヌル ( 空白文字列 )— 空白文字列の状態は動作を要求し

ません。 これは常に有効です。

FEATURE[name].installState 読み取り専用 これは、 指定された機能の現在の状態を示し ます。 次の値

が可能です :

• 0— 機能は現在ターゲッ ト  システムに存在し ません。

• 1— 機能の一部がターゲッ ト  システムに存在し ます。

つま り、 この機能の一部のパッ ケージが存在し ます。

• 2— 一部の機能の子機能のみがターゲッ ト  システムに

存在し ます。

• 3— 機能が、 現在ターゲッ ト  システムに存在し ます。

FEATURE[name].displayName 読み取り専用 これは、 実行時に適切なウ ィ ザー ド ページ上で指定された

機能に表示される名前を示し ます。

FEATURE[name].description 読み取り専用 これは、 実行時にウ ィ ザー ド ページ上に表示される特定の

機能の説明を示し ます。

FEATURE[name].cost 読み取り専用 これは、 指定された機能がターゲッ ト  システム上で必要と

する空き容量を示し ます。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用する
ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化され
た式を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な領域で、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む形式化された式を埋め込むこ とができます。 実行時、 イ ンス ト ールはこ

れらの式の値を拡張し ます。 次の種類の形式化された式がサポー ト されています。

• プロパテ ィ — プロパテ ィ の値を解決するには、 プロパテ ィ 名を角括弧で囲みます。 た と えば、

[MYPROPERTY] は実行時に  MYPROPERTY とい う プロパテ ィ の値に解決し ます。 プロパテ ィ が定義されてい

ない場合、 この式は空白文字列に解決し ます。

• 再帰的なプロパテ ィ — プロパテ ィ の解決済みの値を解決するには、 プロパテ ィ 名を追加の角括弧のセ ッ ト で

囲みます。 た と えば [[PROPERTY1]] は、 PROPERTY1 に名前が格納されているプロパテ ィ の値に解決し ます。 

つま り、 PROPERTY1 に PROPERTY2 とい う値が格納されている場合、 PROPERTY2 に格納されている値に解

決されます。

• エスケープ された文字 — 式に特殊文字 ( リ テ ラル括弧、 コ ンマ、 または角括弧など ) を含めるには、 特殊文

字の前に円記号を付けて、 結果と なる文字列を角括弧で囲みます。 た と えば、 [\[]Text[\]] と入力する と 

[Text] に置換されます。

• ヌル文字 — 式にヌル文字を埋め込むには、 チルダを角括弧で囲む、 つま り [~] を埋め込みます。

• 環境変数 — 環境変数の値を使用するには、 環境変数の名前の前にパーセン ト 記号を付けて、 結果文字列を角

括弧で囲みます。 た と えば、 [%PATH] は PATH 環境変数の値と し て解決し ます。

• オブジ ェ ク ト 式 — ターゲッ ト  システム上でフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 オペレーテ ィ ング システム、

その他の項目についての情報を検索するには、 オブジ ェ ク ト 式を使用し ます。 これによ って、 ターゲッ ト  シ

ステム固有の条件に基づいて、 実行時にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の多 く の設定を

ダイナ ミ ッ クに構成する こ とができます。 オブジ ェ ク ト 式は、 規則  [@Object(Parameters, 

...).Property(Parameters, ...)] を使用し ます。 オブジ ェ ク ト 式の書き方についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト 式を書いて、 ターゲッ ト  システムを検索する」

を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ 式の中など、 その他の形式化された式内にオブジ ェ ク ト 式を埋め込むこ とができます。 オブジ ェ ク ト

式のパラ メ ーター内に、 プロパテ ィ 式およびその他の形式化された式を埋め込むこ と もできます。 詳細について

は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト 式を書いて、 ターゲ ッ ト  シ

ステムを検索する」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用する
構文エラー、 オブジ ェ ク ト 式のオブジ ェ ク ト  エラー、 および無効な形式化された式は、 実行時に空白文字列と し

て評価されます。 一部の状況において、 解析エラーまたは形式化された式の評価についての情報は、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのデバッ グ ログ フ ァ イルに記録されます。

形式化された式を使用できる、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ
ロジ ェ ク ト の領域

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な領域にある多 く の設定で、 形式化され

た式を使用できます。 一部の種類のアクシ ョ ンでは、 形式化された式を使用する こ とができます。 InstallShield の

次の領域は、 形式化された式を指定できる場所の例です。

• [ パッ ケージ ] ビ ュー : パッ ケージのフ ァ イルを起動するために使用する コマン ド ラ イ ンを入力する設定

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 形式の式を使用し て、 コマン ド ラ イ ン

を動的に構成する」 を参照し て く だ さい。

• [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー : プロパテ ィ の [ 値 ] 列 [ 形式化済み ] チ ェ ッ クボ ッ クスを確実に選択し

て、 プロパテ ィ の値の形式化された式が実行時に解決されるよ う にし ます。 実行時の解決処理は、 イ ンス

ト ール中に OnBegin イベン ト のアクシ ョ ンが実行される前、 早い段階で発生し ます。

詳細については、 「[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

• たと えば、 [ 機能 ] ビ ューの機能の " 表示名 " 設定や、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの UI コ ン ト

ロールの " テキス ト " 設定など、 文字列エン ト リ を使用する設定。

• 終了条件、 検出条件、 イ ンス ト ール条件、 その他の種類の条件を構成するためのテキス ト を入力する こ とが

できるサブ設定の一部。 た と えば、 " フ ァ イルの比較 "、 " レジス ト リの比較 "、 および " プロパテ ィ の比較 " 

条件確認の " 比較対象 " サブ設定内。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ ク

の種類」 を参照し て く だ さい。

• プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンの [ イベン ト ] ビ ューの場合 : " プロパテ ィ 値 " 設定内 " プロパテ ィ 値の形

式化 " 設定で [ はい ] を選択し て、 プロパテ ィ の値の形式化された式が実行時に解決されるよ う にし ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるプロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンで

の作業について」 を参照し て く だ さい。

• ISuiteExtension ポイ ン ターを受け取る任意のアク シ ョ ン : FormatProperty メ ソ ッ ドの bstrValue パラ メ ーター

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 拡張条件 DLL を作成する

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの DLL フ ァ イルでの作業について

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでマネージ コー ド アクシ ョ ンを使用する

• InstallScript アクシ ョ ン コー ド : InstallScript 関数 SuiteFormatString の szValue パラ メ ーター

詳細については、 「SuiteFormatString」 を参照し て く ださい。

• PowerShell アクシ ョ ンの場合 : format-suiteproperties cmdlet は形式化された式の値を展開し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるアクシ ョ ンの PowerShell スク リ プ ト

での作業について」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用する
 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト 式を書いて、 ターゲ ッ ト  システ
ムを検索する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な設定では、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン

ト リ、 その他のアイテムについての情報を ターゲッ ト  システムでク エ リするオブジ ェ ク ト 式を埋め込むこ とがで

きます。 オブジ ェ ク ト 式には、 この規則を使用し ます ：

[@Object(Parameters, ...).Property(Parameters, ...)]

各オブジ ェ ク ト 式には、 オブジ ェ ク ト 固有プロパテ ィ の集ま り である、 オブジ ェ ク ト への参照が含まれています。

オブジ ェ ク ト と プロパテ ィ にはパラ メ ーターを含める こ とができます。

たと えば、 次の Platform オブジ ェ ク ト 式は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが

実行中のマシンのアーキテ クチャ (x86、 x64、 IA64、 ARM、 または不明 ) を取得し ます :

[@Platform.Architecture]

スケジュール済みの処理が完了し た後、 次の Package オブジ ェ ク ト 式は、 パッ ケージ GUID 0F283EC0-E9D1-

4D18-801D-0014F6CA96DF を持つパッ ケージの終了コー ド を取得し ます。

[@Parcel(0F283EC0-E9D1-4D18-801D-0014F6CA96DF).ExitCode]

オブジ ェ ク ト 式書き込みについてのガイ ド ラ イ ン

オブジ ェ ク ト 式を書き込む際には、 次のガイ ド ラ イ ンに留意し て く だ さい :

• 構文エラー、 オブジ ェ ク ト 式のオブジ ェ ク ト  エラー、 および無効な形式化された式は、 実行時に空白文字列

と し て評価されます。 一部の状況において、 解析エラーおよび形式化された式の評価についての情報は、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのデバッ グ ログ フ ァ イルに記録されます。

• プロパテ ィ 式その他のオブジ ェ ク ト 式のよ う な、 別の形式化された式内にオブジ ェ ク ト 式を埋め込むこ とが

できます。

次の式では、 Registry オブジ ェ ク ト 式が File オブジ ェ ク ト 式にパラ メ ーターの一部と し て埋め込まれていま

す。

[@File([@Registry(HKLM\Software\MyProduct).KeyValue(MyProductPath)]\MyProduct.exe).Version]

MyProduct.exe フ ァ イルが MyProductPath 値データに指定された場所にある と き、 File オブジ ェ ク ト 式はフ ァ

イルのバージ ョ ンを返し ます。 フ ァ イルがその場所に見つからなかった場合、 またはレジス ト リ値が存在し

なかった場合、 File オブジ ェ ク ト 式は空白文字列を返し ます。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト 回数を最小限に抑える
• オブジ ェ ク ト 式のパラ メ ーター内に、 プロパテ ィ 式およびその他の形式化された式を埋め込むこ とができま

す。

次の File オブジ ェ ク ト 式は、 32 ビ ッ ト の ProgramFilesFolder にある MyProduct.exe と呼ばれる フ ァ イルの最終

更新日時を取得し ます。 (false のパラ メ ーター値は、 イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト の場所を確認し ないこ と を示

し ます。 )

[@File([ProgramFilesFolder]MyCompany\MyProduct.exe,false).Date(modified)]

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの形式化された式のパーサーに、 引用符は

不要です。 た と えば、 オブジ ェ ク ト 式内のパラ メ ーターに 1 つ以上のスペースが含まれるパスまたは別のア

イテムが含まれる場合、 そのパスを引用符で囲む必要はあり ません。

• オブジ ェ ク ト 式のパラ メ ーター内に リ テラル角括弧、 丸括弧、 またはコ ンマを含む必要がある場合、 パラ

メ ーター内に特殊文字を含む値に解決する形式化されたプロパテ ィ 式 ([SpecialCharacterString])、 またはエス

ケープ文字式 (A[\,] B[\,] および C) を埋め込みます。

• オブジ ェ ク ト 式を使ってシステム検索を行う こ とができます。 ある検索の出力を、 異なるオブジ ェ ク ト 式の

パラ メ ーターへのイ ンプ ッ ト と し て使用する こ とができます。

• オブジ ェ ク ト 式の実行時の解決には、 2 つの異なる段階 ( 解析と評価 ) があり ます。 実行時、 任意の形式化さ

れた式が解析される と き 、 まず始めにオブジ ェ ク ト 式のパラ メ ーターが解析されます。 すべての形式化され

た式が解析されたあと、 解析された出力が評価されます。 その他の解析は、 最初の解析が完了し た後に始ま

り ます。

し たがって、 式 [MYPROP] の値が [MYPROP] の場合、 [MYPROP] がターゲッ ト  システム上で評価される解析

された出力と な り ます。 この状況で、 再帰ルッ クア ッ プが発生する こ とはあり ません。

• サンプル オブジ ェ ク ト 式、 および使用可能な各オブジ ェ ク ト についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制
御のプロンプ ト 回数を最小限に抑える

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

特定の詳細の一部は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプにのみ適用し ます。 これらの違いについて

は、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト 回数を最小限に抑える
Windows Vista 以降およびユーザー アカウン ト 制御 (UAC) の目的は、 ユーザーが常に標準ユーザーと し て実行でき

るよ う にする こ と です。 昇格が必要になる こ とは、 ほとんどあり ませんが、 必要と なる場合、 できるだけ短い時

間に限られる必要があ り ます。

InstallShield のい く つかの異なる領域にある設定は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールで昇格された権限の UAC の同意または資格情報プロンプ ト を ト リ ガするかど うかに影響し ます。 さ らに、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージの設定は、 昇格された権

限の UAC プロンプ ト をエン ド ユーザーに表示するかど うかにも影響し ます。 Windows Vista 以降のシステムおよ

び Windows Server 2008 以降のシステム上でエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行する際の UAC の動作を適切に

定義するためには、 これらの異なる設定をよ く 理解する こ とが必要です。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における UAC 関連
の設定

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト の次の設定は、 UAC プロンプ ト を表示するかど う

かを決定するのに役立ちます :

• 必要実行レベル —[ リ リース ] ビ ューにある この設定を使用し て、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルが必要

とする最小実行レベルを指定し ます。 InstallShield は、 Setup.exe ラ ンチャーに埋め込まれるアプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト で選択し た値 ( 管理者、 最高権限、 または起動者 ) を使用し ます。 詳細については、 「Windows 

Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの必要実行レベルを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

• 昇格された権限が必要 —[ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケージでこの設定を使って、 パッ ケージに昇格されたシ

ステム権限が必要かど うかを指定し ます。

• 管理者権限が必要 — この設定を使って、 [ イベン ト ] ビ ューのプロジ ェ ク ト に追加し たアクシ ョ ンが管理者権

限を必要とするかど うかを指定し ます。

プロジ ェ ク ト • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には [ イベン ト ] ビ ューが含まれていて、 アクシ ョ

ンを イベン ト に割り当てる こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれているパッ
ケージの UAC 関連の設定

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるパッ ケージで、 昇格された権限のた

めの UAC プロンプ ト を ト リ ガする様々な方法があ り ます。 詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー 

アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの UAC 関連のラ ン
タ イム動作

Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降における、 次の UAC 関連の動作にご注意 く だ さい :

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されている場合で、 プロジ ェ ク ト 内のアクシ ョ ンには管理者権限が不

要、 またイ ンス ト ール内のパッ ケージにも管理者権限が不要な と き、 イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに 

UAC プロンプ ト が表示される こ とはあ り ません。 イ ンス ト ール全体 (UI の表示、 アクシ ョ ンの起動、 および

パッ ケージの実行 ) は、 昇格されないプロセスで実行し ます。

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されている場合で、 プロジ ェ ク ト 内のアクシ ョ ンには管理者権限が不

要、 イ ンス ト ール内の 1 つ以上のパッ ケージで管理者権限が必要な場合、 イ ンス ト ール中エン ド ユーザーに 

UAC プロンプ ト が 1 回表示されます ( さ らに、 再起動の度に追加の UAC プロンプ ト が表示されます ) 。 UAC 
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI パッ ケージにおける ターゲ ッ ト  システムの再起動
プロンプ ト は、 エン ド ユーザーが UI 上でイ ンス ト ール ボタ ンを ク リ ッ ク し た後に表示されます。 " 昇格され

た権限が必要 " に [ はい ] が設定されているパッ ケージは、 新しい個別のプロセスで昇格された権限で起動さ

れます。 " 昇格された権限が必要 " に [ いいえ ] が設定されている、 UI のその他の部分、 アクシ ョ ン、 および

パッ ケージは、 元の昇格されないプロセスで起動されます。

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されている場合で、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のアクシ ョ ンで管理者

権限が必要な場合、 イ ンス ト ール中エン ド ユーザーに UAC プロンプ ト  1 が 回表示されます ( さ らに、 再起

動の度に追加の UAC プロンプ ト が表示されます )。 UAC プロンプ ト のタ イ ミ ングは、 昇格が最初に必要な時

によ って異な り ます。

たと えば、 一番最初にスケジュールされた管理者権限が必要なアクシ ョ ンが OnBegin イベン ト 中に発生する

よ う に構成されている場合 ( パッ ケージが実行される前 )、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動し た

すぐ後に UAC プロンプ ト が表示されます。 エン ド ユーザーが同意または認証情報を入力し た後、 イ ンス ト ー

ルは新しい昇格されたプロセスでこのアクシ ョ ン、 およびそれに続 く 昇格が必要なアクシ ョ ン とパッ ケージ

を起動し ます。 後に続 く 昇格が不要なアクシ ョ ン とパッ ケージは、 UI の残りの部分と共に、 元の昇格されな

いプロセスで起動されます。

ただし、 最初にスケジュールされている管理者権限が必要なアクシ ョ ンが、 権限の昇格が必要なパッ ケージ

の後に発生するよ う に構成されている場合、 エン ド ユーザーが UI 上でイ ンス ト ール ボタ ンを ク リ ッ ク し た

後に UAC プロンプ ト が表示されます。 エン ド ユーザーが同意または認証情報を入力し た後、 イ ンス ト ールは

新しい昇格されたプロセスでパッ ケージ、 およびそれに続 く 昇格が必要なアクシ ョ ン とパッ ケージを起動し

ます。 後に続 く 昇格が不要なアクシ ョ ン とパッ ケージは、 UI の残りの部分と共に、 元の昇格されないプロセ

スで起動されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス
ト  UI パッ ケージにおける ターゲ ッ ト  システム
の再起動

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield はい く つかの方法を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含ま

れるパッ ケージを実行し た後にターゲッ ト  システムを再起動するかど うかを判別し ます。

.exe パッ ケージにおけるレジス ト リ キーの変更

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI に含まれる .exe パッ ケージが実行された後に次のレジス ト リ 

キーのどれかが変更された と き、 ターゲッ ト マシンの再起動が必要な場合があり ます。

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnce
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再起動が必要なア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの動作を指定する
• HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnce

• (64 ビ ッ ト ) HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnce

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnceEx

• (64 ビ ッ ト ) HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnceEx

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Session Manager, value of PendingRenameOperations

レジス ト リキーは  パッ ケージが実行された後に考慮されます。 これらの数字が異なる場合、 フ ァ イルがシステム

の再起動を試みる と同時にイ ンス ト ールを終了する ものと見な されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに指定
された リ ターン コー ド

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージの終了コー ドが、 ア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューにある " 再起動コー ド " 設定で

パッ ケージの適切な操作の種類 ( イ ンス ト ール、 削除、 修復、 または変更 ) に指定された リ ターン コー ド と一致

する場合、 ターゲッ ト  システムの再起動が必要な場合があ り ます。

リ ターン コー ド 1641 および 3010

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージで実行される .msi フ ァ イ

ルに再起動ステー ト が戻された場合、 ターゲッ ト  システムの再起動が必要な場合があ り ます。 標準 Windows 

Installer の再起動リ ターン コー ドは以下の通り です。

• ERROR_SUCCESS_REBOOT_INITIATED (1641)

• ERROR_SUCCESS_REBOOT_REQUIRED (3010)

パッ ケージに指定された動作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューにあるパッ ケージの " 再

起動の要求 " 設定を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の特定のパッ ケー

ジに前述の条件が当てはまる場合、 または当てはま らない場合の動作を指定できます。 各操作の種類 ( イ ンス

ト ール、 削除、 修復、 および変更 ) に対し て異なる動作を指定できます。

詳細については、 「再起動が必要なア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの動作を指定す

る」 を参照し て く だ さい。

再起動が必要なア ドバンス ト  UI またはスイー
ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの動作を指定
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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再起動が必要なア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI パッ ケージの動作を指定する
エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で新しいパッ ケージを構成する と き、 または既

存パッ ケージの設定を変更する と き、 ターゲッ ト  システムの再起動が必要と見られる と きに、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが行う処理を指定できます。 た と えば、 ターゲッ ト  システムを再起

動する前にイ ンス ト ールがエン ド ユーザーに対し てプロンプ ト を行う場合、 または再起動そのものをスキッ プす

る場合が考えられます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ュー

では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる各パッ ケージに対し て、 また

各操作の種類 ( イ ンス ト ール、 削除、 修復、 または変更 ) に対し て適切な対応を行う ために必要な柔軟性が提供さ

れています。

タ スク ターゲッ ト  システムの再起動を必要とするア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの動作

を指定するには、 次の手順に従います :

1. 再起動動作を構成し たいパッ ケージを含むア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

を開きます。

2. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを選択し ます。

4. 適切な操作 ( イ ンス ト ール、 削除、 修復、 または変更 ) の下にある " 再起動の要求 " 設定で適切なオプシ ョ ン

を選択し ます。

次のテーブルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージが行う

様々な再起動関連の動作のための適切なオプシ ョ ンについて説明し ます。

テーブル 4-5 • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの再起動動作

ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア
ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ
ケージの動作 " 再起動の要求 " 設定のガイ ド ラ イ ン

エン ド ユーザーにプロンプ ト を表示

し て、 エン ド ユーザーの応答に従っ

て ターゲッ ト  システムを再起動し ま

す

" 再起動の要求 " 設定で以下のオプシ ョ ンから 1 つを選択する こ と を

考慮し ます :

• コ ンピ ューターの再起動を許可する — このオプシ ョ ンは、 ほとん

どの状況で使用できます。

• 常にコ ンピ ューターを再起動する — このオプシ ョ ンは、 エン ド 

ユーザーがターゲッ ト  マシンを再起動し ないオプシ ョ ンを選択し

ている場合に、 エン ド ユーザーによるパッ ケージのプロンプ ト に

対する応答と競合する可能性があ り ます。 この状況が発生する恐

れがある場合に、 常にシステムを再起動させるためには、 パッ

ケージのプロンプ ト を抑制し て、 パッ ケージの " 再起動の要求 " 

設定で適切なオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。
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再起動が必要なア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの動作を指定する
常に再起動を ト リ ガする。 エン ド 

ユーザーにプロンプ ト を行う、 または

行わない。

" 再起動の要求 " 設定で以下のオプシ ョ ンから 1 つを選択する こ と を

考慮し ます :

• コ ンピ ューターの再起動を許可する — このオプシ ョ ンは、 ほとん

どの状況で使用できます。

• 常にコ ンピ ューターを再起動する — このオプシ ョ ンは、 エン ド 

ユーザーがターゲッ ト  マシンを再起動し ないオプシ ョ ンを選択し

ている場合に、 エン ド ユーザーによるパッ ケージのプロンプ ト に

対する応答と競合する可能性があ り ます。 この状況が発生する恐

れがある場合に、 常にシステムを再起動させるためには、 パッ

ケージのプロンプ ト を抑制し て、 パッ ケージの " 再起動の要求 " 

設定で適切なオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

リ ターン コー ド またはレジス ト リ を

使って、 再起動が必要である こ と を示

す。 エン ド ユーザーにプロンプ ト を

行わない。

" 再起動の要求 " 設定で以下のオプシ ョ ンから 1 つを選択する こ と を

考慮し ます :

• 再起動の要求を遅延し て、 Setup.exe を終了する、 またはコ ン

ピ ューターを再起動する — 後続のパッ ケージのためにターゲッ ト  

システムを再起動する必要がある場合は、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。

• 常に再起動の要求を表示し て、 Setup.exe を終了する、 またはコ ン

ピ ューターを再起動する — ターゲッ ト  システムを即時に再起動す

る必要がある場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 再起動の要求を無視する — パッ ケージの再起動要求が不要な場合

は、 この無視オプシ ョ ンを選択し ます。

• 再起動の要求を遅延し て、 Setup.exe を終了する、 またはコ ン

ピ ューターを再起動する — 後続のパッ ケージに再起動が不要な場

合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる 1 つ以上のパッ

ケージで再起動が必要な場合、 このオプシ ョ ンを使用する と再起

動の回数を最小限に抑える こ とができます。

後続のパッ ケージを実行する前に再起動が必要な場合で、 その

パッ ケージの実行前に必ず再起動が行われる保証がない場合、 こ

の遅延オプシ ョ ンの選択は避けて く だ さい。

再起動を必要とするが、 エン ド ユー

ザーにプロンプ ト を表示せず、 再起動

の必要性も表示し ない。

" 再起動の要求 " 設定で以下のオプシ ョ ンの選択を考慮し て く だ さい :

• 常に再起動の要求を表示し て、 Setup.exe を終了する、 またはコ ン

ピ ューターを再起動する — 再起動が必要な場合は、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。

テーブル 4-5 • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの再起動動作 ( 続き )

ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア
ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ
ケージの動作 " 再起動の要求 " 設定のガイ ド ラ イ ン
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド 可能なア ッ プデー ト をサポー ト
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プ
デー ト をサポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー

ドのどち らで実行されているかによ って、 イ ンス ト ールは Web サイ ト でホス ト されているア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが更新されているかど うかを確認し、 それをダウンロー ド す

るか、 エン ド ユーザーにダウンロー ドのオプシ ョ ンを提供し ます :

• イ ンス ト ールが [ イ ンス ト ール ] モー ド で実行中の場合、 Web サイ ト でホス ト されているア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが更新されているかど うかを自動的に確認し ます。

ア ッ プデー ト が利用可能な場合、 イ ンス ト ールはそれをダウンロー ド し てから起動し ます。

• イ ンス ト ールが [ メ ンテナンス ] モー ド で実行中の場合、 Web サイ ト でホス ト されているア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが更新されているかど うかを確認し ます。 ア ッ プ

デー ト が利用可能な場合、 イ ンス ト ールで表示される メ ンテナンス ウ ィ ザー ド に [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンが

含まれます。 エン ド ユーザーがこのボタ ンを ク リ ッ クする と、 スイー ト  エンジンがア ッ プデー ト をダウン

ロー ド し て起動し ます。

ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト するための要件と推奨事項

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにダウンロー ド 可能なア ッ プデー ト のサポー ト

を追加し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 用に、 ベースのセ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーと ア ッ プデー ト 用セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを作成する場合、 次のガイ ド ラ イ ンが推奨されます。

• isupdate.xml とい う名前のメ タデータ フ ァ イルをホス ト するのに使用する URL を決定し ます。

ビルド時に InstallShield は isupdate.xml フ ァ イルを作成し て、 プロジ ェ ク ト のビルド フ ォルダー内の 

UpdateMetadata サブ フ ォルダーに配置し ます。 この isupdate.xml フ ァ イルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの異なるバージ ョ ン と そのダウンロー ド場所を識別し ます。 このフ ァ イル

をサイ ト にア ッ プロー ド する前に、 必要に応じ て手動でア ッ プデー ト する こ とができます。

ベースのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ア ッ プデー ト  URL パスを指定

する必要があ り ます。

• ア ッ プデー ト のリ リース準備ができたら、 isupdate.xml と ア ッ プデー ト をサイ ト にア ッ プロー ド し ます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド 可能なア ッ プデー ト をサポー ト
• 最低限と し て、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 デジ タル署名が必要です。 エン ド ユーザー側での

使用感を考慮し た場合、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーとベース セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーに同一の

デジ タル署名を使用する こ と をお勧めし ます。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー

の構成を行う と き、 パッ ケージのラ ン タ イムの場所は、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーからの抽出か、 Web からの

ダウンロー ド である必要があ り ます。 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ソース メ デ ィ アに格納さ

れているパッ ケージには依存できません。

ベース セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ソース メ デ ィ アに格納されているパッ ケージを使用する こ とができま

す。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の特定のパッ ケージに対し てラ ン タ イムの

場所を指定する方法についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

特定のパッ ケージに対し てラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 すべてのパッ ケージのラ ン タ イムの

場所を上書きできます。 詳細については、 「リ リース レベルで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI パッ ケージのラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リ

が必ず必要です。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの [ プ

ログラムの追加または削除 ] エン ト リ」 を参照し て く だ さい。

• ア ッ プデー ト  ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のスイー ト  GUID は、 ベース 

プロジ ェ ク ト のスイー ト  GUID と一致し な く てはな り ません。 この設定は [ 一般情報 ] ビ ューにあり ます。

ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト のサポー ト を追加する

タ スク ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト のサポー ト をベースのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. 将来的にダウンロー ド可能なア ッ プデー ト を有効にするア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

4. [Setup.exe] タ ブにある " ア ッ プデー ト  URL" 設定で、 ターゲッ ト  システムへのダウンロー ド用と し て提供さ

れる将来のア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのパス用に使用する絶対パス URL (http:// または https:// 

で始ま り ます ) を入力し ます。

isupdate.xml を " ア ッ プデー ト  URL" 設定で指定されているのと同じパスにア ッ プロー ド する必要があり ます。

たと えば、" ア ッ プデー ト  URL" 設定の値が  http://MyWebSite.com/path/setup.exe の場合、 メ タデータの URL 

は http://MyWebSite.com/path/isupdate.xml と な り ます。

" ア ッ プデー ト  URL" 設定で指定されているセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの場所は、 isupdate.xml フ ァ イルに適切

なパスを指定する方法でオーバーラ イ ド する こ とができます。 ただ し、 isupdate.xml フ ァ イルが " ア ッ プデー

ト  URL" で指定されている .exe フ ァ イルと同じ フ ォルダーに存在し な く てはな り ません。 そ う でない場合、

エン ド ユーザーがダウンロー ド可能なア ッ プデー ト を使用する こ とはできません。

5. [ 署名 ] タ ブでは、 デジ タル署名情報を入力し て、 Setup.exe ラ ンチャーが署名されるよ う にリ リースを構成

する こ と をお勧めし ます。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド 可能なア ッ プデー ト をサポー ト
タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを作成

するには、 以下の手順に従います :

1. 更新するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を開き、 必要に応じ て、 更新し ま

す。

2. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

4. [ 署名 ] タ ブで、 デジ タル署名情報を入力し て、 Setup.exe ラ ンチャーが署名されるよ う にリ リースを構成し

ます。 こ こでは、 ベースの Setup.exe ラ ンチャーの署名に使用し たのと同じデジ タル署名を使用する こ と をお

勧めし ます。

5. リ リースをビルド し ます。

InstallShield は isupdate.xml フ ァ イルを作成し て、 プロジ ェ ク ト のビルド フ ォルダー内の UpdateMetadata サブ

フ ォルダーに配置し ます。 XML フ ァ イルには、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの異なるバージ ョ ンの場所を識別する次のよ う な要素が含まれています :

<Update Url="http://www.mysite.com/MyProduct/Setup.exe" Version="1.00.0000" Id="{8E23F36C-5EA8-475D-8EAE-

09FA36103975}"/>

このフ ァ イルをサイ ト にア ッ プロー ド する前に、 必要に応じ て編集する こ とができます。

たと えば、 起動後にア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーへのパスを変更する場合、 Url 属性の値を変更し

てから指定の場所に isupdate.xml フ ァ イルを再びア ッ プロー ド し ます。

同じ isupdate.xml を使って複数製品のア ッ プグレー ド を定義し たい場合、 各製品の Update 要素をそのフ ァ イ

ルに追加する こ とができます。

6. isupdate.xml フ ァ イルと ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーをサイ ト にア ッ プロー ド し ます。

ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト の実行時の動作

ダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト する イ ンス ト ールの実行時の動作は、 イ ンス ト ールが実行中のモー

ド によ って異な り ます。

イ ンス ト ール モー ドの動作

ベースのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーがイ ンス ト ール モー ド で実

行する と き、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーはア ッ プデー ト  URL パスにある isupdate.xml フ ァ イルを確認し ます。

1. isupdate.xml フ ァ イルが存在し、 指定のパスにある新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが参照されている場合、

ベース ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーはそれを自動的にダウン

ロー ド し てデジ タル署名を検証し ます。

2. isupdate.xml が新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールを参照し ない場合、 または isupdate.xml が存在し ない場合、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーはベース プロジ ェ ク ト で構成さ

れているア ッ プデー ト  URL パスにダウンロー ドがあるかど うかを確認し ます。 ダウンロー ド可能なアイテム

が存在する場合、 自動的にダウンロー ドが実行され、 デジ タル署名が確認されます。

3. ベース プロジ ェ ク ト で構成されているア ッ プデー ト  URL パスにダウンロー ドが存在し ない場合、 ベース ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 ア ッ プデー ト をダウンロー ド

し ないまま続行し ます。
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第 4 章 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護する
メ ンテナンス モー ドの動作

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーがメ ンテナンス モー ド で実行する と

き、ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーはア ッ プデー ト  URL パスにある 

isupdate.xml フ ァ イルを確認し ます。

1. isupdate.xml フ ァ イルが存在し、 指定のパスにある新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールを参照する場合、 イ ンス

ト ールは ISUpdateAvailable プロパテ ィ を 1 に設定し て、 [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンが含まれまれている 

MaintenanceUpdateWelcome ウ ィ ザー ド ページを表示し ます。 また、 イ ンス ト ールは ISUpdateVersion プロパ

テ ィ をダウンロー ド可能なスイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのバージ ョ ン と

等し く 設定し ます。

エン ド ユーザーが [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーがそれをダウンロー

ド し てからデジ タル署名を検証し ます。

2. isupdate.xml フ ァ イルにイ ンス ト ールの新しいバージ ョ ンへの参照が含まれていない場合、または isupdate.xml 

フ ァ イルが存在し ない場合、 イ ンス ト ールは [ ア ッ プデー ト ] ボタ ンを含まない標準のメ ンテナンス ウ ィ

ザー ド ページ、 MaintenanceWelcome を表示し ます。

デジ タル署名の検証

ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  または スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  イ ンス ト ールがア ッ プデー ト をダウンロー ド し た場合、

それを起動する前にデジ タル署名が検証されます。

1. ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのデジ タル署名がベースのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャの署名と一致する

と、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが自動的に実行されます。

2. デジ タル署名が一致し なかった場合、 または、 ベース セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーがデジ タル署名されていない

場合、 エン ド ユーザーがア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの実行を続けるかど う かを選択できるセキュ

リ テ ィ 警告が表示されます。

3. ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーにデジ タル署名がない場合、 イ ンス ト ールは失敗し、 デバッ グ ログ

によ って、 デジ タル署名問題が報告されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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第 4 章 ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護する
InstallShield では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールのセ ッ ト ア ッ プ起動プログラ

ムをパスワー ド で保護する こ とができます。 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムをパスワー ド で保護する と、 イ ンス

ト ールを実行するエン ド ユーザーは、 大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要があ り ます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護するには、 以下の手順に従

います :

1. セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムにパスワー ド保護を追加し ます :

a. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

c. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムの設定が表示されます。

d. " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

e. " 起動ツールのパスワー ド " 設定に、 エン ド ユーザーが指定し な く てはならない、 大文字と小文字を区

別するパスワー ド を指定し ます。

2. オプシ ョ ンで、 エン ド ユーザーがパスワー ド を入力できる定義済みのウ ィ ザー ド ページを追加する こ と もで

きます。

a. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク

し ます。

b. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [

定義済みページの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドが開きます。 .

c. [ タ スク ページ ] リ ス ト で、 [ イ ンス ト ールのパスワー ド を入力 ] を選択し ます。

d. [ シーケンス ページ ] リ ス ト で、 ウ ィ ザー ド ページ シーケンスでパスワー ド ウ ィ ザー ド ページをスケ

ジュールする場所を指定し ます。 実行時に、 このリ ス ト で選択し たページが、 新しいパスワー ド ウ ィ

ザー ド ページの直後に表示されます。

メ モ • 定義済みのパスワー ド ウ ィ ザー ド ページをプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield によ ってプレース

ホルダー イ メ ージ コ ン ト ロールが追加され、 ページにロ ッ ク イ メ ージを表示する こ とができます。 コ ン ト

ロールの " リ ソース " 設定を構成し てこのコ ン ト ロールと共に表示する フ ァ イルを指定するか、 イ メ ージを

除外する場合は、 イ メ ージ コ ン ト ロールを削除し ます。

デフ ォル ト で、 定義済みパスワー ド ウ ィ ザー ド ページは、 ISPassword プロパテ ィ を使って、 エン ド ユーザーが

入力し たパスワー ド値を格納し ます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、

ISPassword プロパテ ィ の値を Setup.xml フ ァ イルのパスワー ド に格納されているパスワー ド と比較し ます。エン ド 

ユーザーが入力し たパスワー ド と プロジ ェ ク ト で構成されたパスワー ド とが一致し た場合、 イ ンス ト ールが次の

ウ ィ ザー ド ページに進みます。

サイ レン ト  ア ドバンス ト  UI および スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの場合、 エン ド ユーザーは /

password コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って コ マン ド ラ イ ンからパスワー ド を指定する こ とができます。 詳細

については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト の Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター」 を参

照し て く ださい。
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第 4 章 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシューテ ィ ング

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

以下は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに関する問題を解決する と きに役立つ

背景情報です。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを、 メ ンテナンス 
モー ド で実行される可能性がある理由

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 次のシナ リ オで、 メ ンテナンス モー ド で実

行される こ とがあ り ます :

• エン ド ユーザーが、 [ プログラムの追加と削除 ] から製品を修正する選択を し た と き。

• エン ド ユーザーが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを再実行し た と き。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内に、 検出条件が適切に構成されていない

プラ イマ リ パッ ケージが 1 つ以上存在する と き。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ

ケージにおける条件の構成については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

おける、 リ リースの作成およびビルド」 をご覧 く だ さい。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージが、 依存パッ ケージではな く 、

プラ イマ リ パッ ケージ と し て間違って構成され、 かつ、 パッ ケージが既にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ー

ルされている と き。

InstallShield は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのプラ イ

マ リ パッ ケージの検出条件に基づいて、 メ ンテナンス モー ド条件を自動的に作成し ます。 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 これらの条件を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがメ ンテナンス モー ド で実行するかど うかを判断し ます。 検出条件が True に

評価されたプラ イマ リ パッ ケージが 1 つ以上存在する場合 ( つま り、 既にイ ンス ト ールされているよ う に見

えるプラ イマ リ パッ ケージが最低 1 つ存在する場合 )、 メ ンテナンス モー ド条件は True と し て評価され、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実行されます。

[ パッ ケージ ] ビ ューの " パッ ケージの種類 " 設定を利用し て、 パッ ケージがプ ラ イマ リ パッ ケージか依存

パッ ケージかを指定できます。

モー ド条件に関する詳しい情報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ン

ス ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー ド を ト リ ガする」 をご覧 く だ さい。
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第 4 章 ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ト ラブルシューテ ィ ングのためのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 
イ ンス ト ールのログ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラブルシューテ ィ ングは、 まずデバッ グ ロ

グ フ ァ イルの検証から始めます。 デバッ グ ログ フ ァ イルでは、 実行時にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールの操作がどのよ う に展開されたかについての詳しい情報が提供されています。 デバッ グ 

ログ フ ァ イルを作成するには、 /debuglog コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 コマン ド ラ イ ンからア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを実行し ます。 Setup.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ で 

InstallShield.log とい う名前のログ フ ァ イルを生成するには、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターのみを渡し ます。

Setup.exe フ ァ イルが読み取り専用の場所にある と き、 この処理は実行できません。 例 :

Setup.exe /debuglog

ログ フ ァ イルの名前と場所を指定するには、 パス と名前を次の要領で渡し ます。 

Setup.exe /debuglog"C:\PathToLog\setupexe.log"

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のデバッ グ ログ フ ァ イルには、 次の情報が含まれています :

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンからの初期化情報

• プロパテ ィ の値と プロパテ ィ の値の変更

• 機能のアクシ ョ ン と イ ンス ト ール状態に関する情報

• パッ ケージの検出状態と適格性に関する情報

• パッ ケージのコマン ド ラ イ ン と起動の結果情報

• InstallScript パッ ケージの場合 —InstallScript 関数 SuiteLogInfo によ ってログ記録された情報

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のア ド バンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI のユーザー イ ン ターフ ェ イスでも、 情報はデバッ グ ログ フ ァ イルにログされますが、 一般的

に、 これらの情報は無視する こ とができます。 ( ログの UI 情報は通常 UI DLL: とい う プレ フ ィ ッ クスがついていま

す。 )

機能、 パッ ケージの状態、 および、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のモー ド 情報がログ フ ァ

イルに書き込まれる と き、 状態の数値のみ書き込まれます。 次のテーブルは、 数値と それが表す状態の説明です。

テーブル 4-6 • 機能の操作ステータ ス

ログの値 状態

0 機能に対し て発生する操作はあ り ま

せん。

1 機能がイ ンス ト ールされます。

2 機能が削除されます。

テーブル 4-7 • 機能のイ ンス ト ール状態

ログの値 状態

0 機能は現在イ ンス ト ールされていま

せん。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
3 機能はイ ンス ト ールされています。

テーブル 4-8 • パッ ケージ状態

ログの値 イ ンス ト ール状態 操作状態

0 パッ ケージはイ ンス ト ールされてい

ません。

—

1 パッ ケージは現在イ ンス ト ールされ

ています。

イ ンス ト ール操作が実行されます。

2 — 変更操作が実行されます。

3 — 修復操作が実行されます。

4 — 削除操作が実行されます。

5 — パッ ケージに対し て発生する操作はあり ません。

テーブル 4-9 • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのモー ド

ログの値 イ ンス ト ール モー ド

0 初回イ ンス ト ール

1 メ ンテナンス /UI メ ンテナンス モー

ドの選択肢

2 メ ンテナンス / 変更

3 メ ンテナンス / 削除

4 メ ンテナンス / 修復

5 ステージングのみ ( イ ンス ト ールは、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがステー

ジングされる、 または圧縮解除およ

び特定の場所にコ ピーされる、 ス

テージングのみ モー ド で実行し ます。

イ ンス ト ール内のいずれのパッ ケー

ジも、 このモー ド では実行し ません。

)

テーブル 4-7 • 機能のイ ンス ト ール状態 ( 続き )

ログの値 状態
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
デバッ グ方法 ( 例 )

デバッ グ ログ フ ァ イルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで予期されなかった

動作が認められた様々な異なる状況で役に立ちます。 た と えばこ こで、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に、 .exe フ ァ イルと .msi フ ァ イルとい う 2 つのパッ ケージが含まれている と仮定し ます。 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールでは、 それぞれのフ ァ イルに対し て、 それ自身の機能が関連付けられています。 あるマシンで

実行中に、 両方の機能が選択されているにもかかわらず、 .exe パッ ケージのみイ ンス ト ールされます。 この動作

の ト ラ ブルシューテ ィ ングを開始するには、 まず、 この問題が発生し ているマシン上でデバッ グ ログ フ ァ イルを

生成し ます。 ログ フ ァ イルが生成されたら、 両方の機能が実際にイ ンス ト ール用に選択されていたかど うかを検

証し ます。 ログ フ ァ イルに、 各機能について次のよ う な情報が記録されています :

9-21-2011[03:07:04 PM]: Engine: determining suite feature states

9-21-2011[03:07:04 PM]: Initializing state for feature 'NewFeature'

9-21-2011[03:07:04 PM]: Default action state 1 for mode 0

9-21-2011[03:07:04 PM]: Initial feature state: 1

9-21-2011[03:07:04 PM]: Final feature state: 1

…

9-21-2011[03:07:04 PM]: Initializing state for feature 'NewFeature1'

9-21-2011[03:07:04 PM]: Default action state 1 for mode 0

9-21-2011[03:07:04 PM]: Initial feature state: 1

9-21-2011[03:07:04 PM]: Final feature state: 1

上記の情報では、 機能 NewFeature と NewFeature1 の初期状態が示されています。 両方の機能と も初期状態は、 イ

ンス ト ールが選択されたこ と を示す 1 であったこ とが分かり ます。 従って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール内の機能は、 問題であるよ う には見えません。 さ らに続けてログを見てい く と、 次の情報が提供されてい

ます :

9-21-2011[03:07:10 PM]: Engine: setting parcel states as determined by feature selections

9-21-2011[03:07:10 PM]: Feature NewFeature setting parcel states, parent override: no, override state: 0

9-21-2011[03:07:10 PM]: Requesting action state 1 for parcel '{BA3EAE7A-0701-4CE0-9224-4F5C0F135792}'

9-21-2011[03:07:10 PM]: Containing feature is request state change to parcel {BA3EAE7A-0701-4CE0-9224-4F5C0F135792}, feature 

request: 1

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのこの時点までで、 UI DLL は、 UI 選択段階が完了し、 イ ンス ト ールを開

始するために必要な情報がすべて収集し ています。 こ こで、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 関連付けら

れている機能を基に、 イ ンス ト ールするパッ ケージ ( ログ フ ァ イルではパーセルとい う言葉を使用し ています ) 

を判別し ます。 この情報は、 {BA3EAE7A-0701-4CE0-9224-4F5C0F135792} とい う パッ ケージが ( この GUID は、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内の各パッ ケージで設定された " パッ ケージ 

GUID" 設定と同じ値です )、 NewFeature ( イ ンス ト ールが選択されている機能 ) とい う機能から イ ンス ト ール 

(action state 1) するよ う に要求されている こ と を示し ています。 さ らに見てい く と、 次の情報が提供されています

:

9-21-2011[03:07:10 PM]: Parcel is ineligible or the current parcel state and install mode to not allow parcel configuration

この行では、 パッ ケージ ( 期待通り にイ ンス ト ールされない .msi パッ ケージ ) が非対象になってなっている こ と

が分かり ます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューで、 提供

されたパッ ケージ ID でこのパッ ケージを探すと、 パッ ケージに対象条件が設定されています。 条件は、 パッ ケー

ジは、 特定の .msi 製品コー ド とパッ ケージ コー ド を持つパッ ケージがイ ンス ト ールされている場合、 または、 特
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ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成でき るパッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト
定の製品コー ドがある .msi パッ ケージがイ ンス ト ールいる場合、 および、 製品バージ ョ ンが、 .msi パッ ケージの

製品バージ ョ ンよ り大き く ない場合に対象と なるよ う に設定されています。 この条件は、 よ り新しいバージ ョ ン

が既にイ ンス ト ールされている場合、 パッ ケージがイ ンス ト ールされるのを防ぐ目的で設定されています。

この動作が発生し たコ ンピ ューターを さ らに検証する と、 マシン上で新しいバージ ョ ンが既に存在し、 これが原

因で、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の .msi パッ ケージが対象外なったこ とが分かり ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける InstallScript アクシ ョ ンのデバッ グ

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallScript アクシ ョ ン の問題を ト ラブルシューテ ィ ングするには、

InstallScript デバッ ガーが利用できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの InstallScript アクシ ョ ンをデ

バッ グするには、 コマン ド ラ イ ンから /d パラ メ ーターを使ってスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを実行

し ます。 

メ モ • InstallScript コー ド をデバッ グするには、 デバッ グ情報フ ァ イルの Setup.dbg が使用可能である必要があ り ま

す。 また、 開発マシン以外のシステムでイ ンス ト ールをデバッ グする場合、 特定のフ ァ イルを開発マシンからデ

バッ グ マシンにコ ピーする必要があ り ます。 詳細については、 「任意のコ ンピ ューターでのイ ンス ト ールのデバッ

グ」 を参照し て く だ さい。

InstallScript デバッ ガーで次のコマン ド を使って、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを実行し ます :

Setup.exe /d

イ ンス ト ールが元のコ ンパイル場所であるパスにある場合、 デバッ グ シンボル フ ァ イル (.dbg) へのパスも指定す

る必要があ り ます :

Setup.exe /d"Path-to-Setup.dbg"

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /ア ドバンス ト  
UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動し た
と きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルの
サポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成でき るパッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト
/log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを

コマン ド ラ イ ンから起動する場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケー

ジ設定の構成で、 ログ フ ァ イルを生成するかど うかを指定できます。 パッ ケージの種類に応じ て、 提供されてい

る設定を構成し て、 その他の情報 ( ログ フ ァ イルが作成される と きにパッ ケージに渡すログ オプシ ョ ンなど ) も

指定できます。

パッ ケージにログ機能がサポー ト されていない場合、 そのパッ ケージに対し て、 ログ機能を無効にし てお く こ と

をお勧めし ます。

パッ ケージのログ機能を有効にする

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージにログのサポー ト を有効にするに

は、 以下の手順に従います :

1. ログを有効にするパッ ケージを含むア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を開き

ます。

2. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ パッ ケージ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ パッ ケージ ] エクスプローラーで、 構成するパッ ケージを選択し ます。

4. [ 共通 ] タ ブにある " ログの有効化 " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

5. .msi または .msp パッ ケージで、 必要に応じ て、 次のオプシ ョ ンのサブ設定を構成し ます :

• ログ フ ァ イル — ログ フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イルのパスを使用し ないで く ださい。 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターによ って、 エン ド ユー

ザーは、 パッ ケージのログ フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

この設定を空白のままにし ておいた場合、 イ ンス ト ールで作成されたログ フ ァ イルに、 PackageGUID.log 

とい う名前が使用されます。 PackageGUID は、 [ パッ ケージ ] ビ ューの " パッ ケージ GUID" 設定でパッ

ケージに割り当てられた GUID です。

• ログ オプシ ョ ン — ログ フ ァ イルを生成する と き、 パッ ケージで使用する Windows Installer ログ /L フ ラ

グを指定し ます。 た と えば、 すべてを詳細に記録するログ フ ァ イルを作成する場合は、 この設定で、 次

のよ う に入力し ます :

*v

その他の使用可能なフ ラグについては、 /L の説明を参照し て く だ さい。

この設定を空白のままにし てお く と、 アス タ リ スク (*) と v フ ラグがログ フ ァ イルの生成時に使用され

ます。

.exe パッ ケージの場合、 次のサブ設定を構成し ます :

• ログのコマン ド ラ イ ン — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 ログ機能

を有効にするために .exe パッ ケージに渡すコマン ド ラ イ ンを指定し ます。 サポー ト されている適切なフ

ラグを含めます。 構成中の  .exe パッ ケージでログ機能がサポー ト されている場合、 フ ァ イルが作成され

るデ ィ レ ク ト リのパスの代わり に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  

ISLogDir を参照するパスを角かっ こで囲んで含めます。

たと えば、 InstallShield でビルド された Setup.exe フ ァ イルによ って実行される .msi パッ ケージについて、

すべてを詳細に記録するログ フ ァ イルを生成する場合、 次のコマン ド ラ イ ンを入力し ます :

/v"/l*v \"[ISLogDir]FileName.log\""
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ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成でき るパッ ケージ ログ フ ァ イルのサポー ト
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールによ って [ISLogDir] が、 ログ フ ァ イル

を含むフ ォルダーへのパスで置き換えられます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の /

log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用する と、 エン ド ユーザーは、 パッ ケージのログ フ ァ イル用の

デ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行中に、 パッ
ケージ ログ フ ァ イルを生成する

パッ ケージ ログ フ ァ イルを作成するには、 /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 コマン ド ラ イ ンからア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを実行し ます。 /log パラ メ ーターを使用する と、 ログ

が有効されたア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の各パッ ケージに対し て、 ログ 

フ ァ イルが作成されます。

特定のフ ォルダー内でパッ ケージ ログ フ ァ イルを生成するには、 フ ォルダーのパスを /log パラ メ ーターと一緒

に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルに渡し ます。 オプシ ョ ンで、 /log パ

ラ メ ーターとパスを コ ロンで区切る こ と もできます。 た と えば、 次のどち らのコマン ド ラ イ ンを使用し ても、 ロ

グ フ ァ イルは PathToLogFiles フ ォルダーに作成されます :

Setup.exe /log"C:\PathToLogFiles"

Setup.exe /log:"C:\PathToLogFiles"

ログ フ ァ イルの場所へのパスは、 事前に存在し ている必要があ り ます。

パッ ケージのログ フ ァ イルを %TEMP% デ ィ レ ク ト リ に生成する場合、 パスを空白のままにし ておきます。 例 :

Setup.exe /log

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのプロパテ ィ  ISLogDir は、 パッ ケージ ログ フ ァ

イルを含むデ ィ レ ク ト リへのパスを格納し ます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 logging system policy または 

MsiLogging を使用し ても、 Windows Installer ベースのパッ ケージのログ フ ァ イルを生成する こ とができます。
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InstallShield 前提条件およびその他の再配

布可能フ ァ イルをデザイ ンする
InstallShield は、 InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 および InstallScript オブジ ェ ク ト と し てプロジ ェ ク ト

に組み込むこ とができる多 く のサー ド パーテ ィ 再配布可能フ ァ イルを提供し ます。 独自の再配布可能フ ァ イルを

作成し て、 他のイ ンス ト ール開発者に配布する こ と もできます。 これらの再配布可能フ ァ イルの種類ご とに、 以

下のセクシ ョ ンで説明されています。

InstallShield 前提条件

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield 前提条件のサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield には、 InstallShield 前提条件を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、

パッ ケージ と し て含める こ とができるサポー ト も含まれています。 詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) 

をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

InstallShield で提供されている InstallShield 前提条件の一例と し て、 Java Runtime Environment (JRE) および SQL 

Server Express Edition があ り ます。 任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、

その設定の多 く を構成する こ とができます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト

に追加する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複

数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つの実行シーケンスのみしか実行できない Windows 

Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ

リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果た し ます。
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メ モ • Windows Installer 4.5 のチ ェーン とは異な り、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは単一の ト ラ ンザクシ ョ

ン と し て処理されません。 つま り、 正常に完了し たイ ンス ト ールは、 後続の前提条件のイ ンス ト ールが失敗し た

場合でも ロールバッ ク される こ とはあ り ません。 Windows Installer 4.5 のチ ェーン サポー ト の詳細については、 「 ト

ラ ンザクシ ョ ン処理を使って複数パッ ケージ イ ンス ト ールを構成する」 を参照し て く ださい。

独自の InstallShield 前提条件の作成方法についての詳細だけでな く 、 InstallShield で提供されている InstallShield 前

提条件の構成方法については、 「InstallShield 前提条件を定義する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件の種類

基本の MSI、 InstallScript、 または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加する と、 デフ ォル ト

でセ ッ ト ア ッ プ前提条件タ イプの InstallShield 前提条件とみな されます。 つま り、 製品がイ ンス ト ールされる前に

ターゲッ ト  マシン上にイ ンス ト ール済みでな く てはならない、 ベース アプ リ ケーシ ョ ンまたはコ ンポーネン ト と

し て処理されます。 前提条件がシステム上にイ ンス ト ール済みでない場合、 メ イ ン イ ンス ト ールが実行する前に

セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールが実行し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallShield 前提条件を メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる機能に関連付ける こ とがで

きます。 InstallShield 前提条件が 1 つまたは複数の機能に関連付けられている と き、 これは機能前提条件と呼ばれ

ます。 機能前提条件は、 実行時にその前提条件を含む 1 つまたは複数の機能がイ ンス ト ールされる と き、 その前

提条件がシステム上にイ ンス ト ール済みではない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がター

ゲッ ト  システム上で満たされていない場合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択

し た場合、 その機能はイ ンス ト ールされません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関

連付けられていない限り、 関連付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

これら 2 種類の InstallShield 前提条件についての詳細は、 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照

し て く ださい。

マージ モジュール

InstallShield では、 独自の マージ モジュールを作成し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、 他のイ ンス

ト ール開発者が使用できるよ う に配布し た りする こ とができます。

詳細については、 「マージ モジュールのデザイ ン」 を参照し て く ださい。

メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ド

パーテ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が

修正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合

わせ く ださい。

InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallShield では、 独自の InstallScript オブジ ェ ク ト を作成し て、 他のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、

他のイ ンス ト ール開発者が使用できるよ う に配布し た りする こ とができます。

詳細については、 「InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する」 を参照し て く ださい。
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InstallShield 前提条件を定義する
InstallShield 前提条件を定義する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield 前提条件のサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

これら全てのプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield 前提条件タ イプのセ ッ ト ア ッ プ前提条件のサポー ト を含みま

す。 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 機能前提条件タ イプのサポー ト を含みます。

InstallShield には、 InstallShield 前提条件を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、

パッ ケージ と し て含める こ とができるサポー ト も含まれています。 詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) 

をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield の InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用する と、 InstallShield に含まれているすべての前提条件の設

定を変更する こ とができます。 このツールを使ってカス タム前提条件を作成し、 プロジ ェ ク ト に追加する こ と も

できます。

独自の InstallShield 前提条件を指定し た り既存の前提条件を変更する こ と で、 た と えば次のよ う なオプシ ョ ンの設

定が可能にな り ます。

• 前提条件フ ァ イルを ターゲッ ト マシンへダウンロー ド する URL

• 前提条件を イ ンス ト ールする条件

• 特定の前提条件が依存し ている別の前提条件

• 前提条件のコマン ド ラ イ ン

• イ ンス ト ールがサイ レン ト モー ド で実行中の場合に使われる コマン ド ラ イ ン

• 前提条件を イ ンス ト ールし た後にターゲッ ト マシンを再起動するかど うか

• 前提条件を イ ンス ト ールするために管理者権限が必要かど うか

• エン ド ユーザーが前提条件を イ ンス ト ールするかど うかを選択するためのメ ッ セージ ボ ッ クスを表示するか

ど うか

InstallShield 前提条件を作成する

タ スク 新しい InstallShield 前提条件を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ツール ] メ ニューで [ 前提条件エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターが開きま

す。

2. 各タ ブにある設定を適宜構成し ます。

3. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。
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既存の InstallShield 前提条件を変更する

タ スク 既存の InstallShield 前提条件を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ ツール ] メ ニューで [ 前提条件エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターが開きま

す。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) を参照および選択し てから、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

4. 必要に応じ てフ ォ ン ト の変更を行います。

5. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件のプロパテ ィ を設定する
InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ プロパテ ィ ] タ ブでは、 InstallShield 前提条件フ ァ イルの説明および一意の ID 

を指定する こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件のプロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ プロパテ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. InstallShield 前提条件の固有の ID ボ ッ クスで前提条件フ ァ イルに一意のフ ァ イル拡張子を入力するか、 デフ ォ

ル ト 値をそのまま利用し ます。 これは前提条件アプ リ ケーシ ョ ンの名前、 コ ンポーネン ト 、 または GUID 名

前、 どち らでも構いません。

メ モ • 新しい前提条件を作成するために [InstallShield 前提条件エデ ィ ター ] を開けるたびに、 新しい GUID が

生成され、 InstallShield 前提条件の固有の ID ボ ッ クスに リ ス ト されます。

4. [ 説明 ] ボ ッ クスに InstallShield 前提条件の概要を入力し ます。 この説明は [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで 

InstallShield 前提条件フ ァ イルを選択し た と きに、 概要タ イ ト ルの下に表示されます。

.prq フ ァ イルの代替 URL を指定する
次の条件がどち ら も true の場合、 .prq フ ァ イルに代替 URL を指定する こ と もできます。

• イ ンス ト ールで、 1 つまたは複数の InstallShield 前提条件を、 Setup.exe フ ァ イルまたはソース メ デ ィ アに含

めず、 Web からダウンロー ド するよ う に指定し た。 詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提

条件のラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

• 後日、 InstallShield 前提条件のアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルをダウンロー ド するための、 違う URL にエン ド 

ユーザーを リ ダイ レ ク ト する可能性がある。
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この場合、 代替 URL が、 Setup.exe イ ンス ト ールと共に含めた .prq フ ァ イルに指定されます。 エン ド ユーザーがイ

ンス ト ールを実行する と、 ターゲッ ト マシンは Setup.exe .prq フ ァ イルで指定し た代替 URL を参照し て、 その .prq 

フ ァ イルをダウンロー ド し、 代替 .prq フ ァ イルで指定し た URL フ ァ イルを使用し て必要条件アプ リ ケーシ ョ ンに

必要なフ ァ イルをダウンロー ド し ます。

タ スク .prq フ ァ イルに代替 URL を指定するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ プロパテ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 前提条件フ ァ イルをダウンロー ド する場合、 .prq をダウンロー ド するための別のロケーシ ョ ン ] ボ ッ クスで、

.prq フ ァ イルの代替 URL を入力し ます。 例 :

http://www.mywebsite.com/MyPrq.prq

メ モ • InstallShield 前提条件は、 FTP URL をサポー ト し ません。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール条件を設定する
ターゲッ ト  マシン上に InstallShield 前提条件が既にイ ンス ト ールされているかど うかを判断する イ ンス ト ール条件

を指定する必要があ り ます。 これを行わなかった場合、 ターゲッ ト  システムは前提条件が適切にイ ンス ト ールさ

れなかったと見な し て作動するため、 問題が発生し ます。 また、 オペレーテ ィ ング システム、 レジス ト リ、 また

はフ ァ イル要件を指定する イ ンス ト ール条件を作成する こ と も可能です。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 条

件 ] タ ブでイ ンス ト ール条件を設定する こ とができます。

InstallShield 前提条件が ( すべてではな く ) い く つかのオペレーテ ィ ング システム上にイ ンス ト ールされる場合、

前提条件の複数オペレーテ ィ ング システム条件を作成する こ とができます。 ターゲッ ト マシンが 1 つの独立し た

オペレーテ ィ ング システム条件を満たす場合、 その前提条件用のオペレーテ ィ ング システム要件が満た されま

す。

実行時に条件が True と評価する と、 条件が満たされます。 InstallShield 前提条件は、 以下が当てはまる場合にター

ゲ ッ ト  マシンにイ ンス ト ールされます :

• ターゲッ ト  マシンがすべてのオペレーテ ィ ング システム条件、 および [ 条件 ] タ ブに リ ス ト されているその

他すべての条件を満た し ている。

• 機能前提条件のみ ( つま り、 メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる 1 つまたは複数の機能に関連付けられている 

InstallShield 前提条件 ) — 機能前提条件を含む機能は、 必ずイ ンス ト ールされな く てはな り ません。 し たがっ

て、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス

ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ールされません。 その結果、 イ ンス ト ールされ

る別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス

ト ールされません。

メ モ • Windows サービス パッ クなどの前提条件のイ ンス ト ールがサポー ト されていないため、 オペレーテ ィ ング 

システム バージ ョ ン情報に変更がないものと想定されます。 し たがって、 オペレーテ ィ ング システム条件は前提

条件が正し く イ ンス ト ールされているかど うかを検証する際に考慮されません。
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InstallShield 前提条件の新しいイ ンス ト ール条件を追加する

タ スク InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール条件を新たに追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 条件の種類によ って適切なオプシ ョ ンを選択し、 必要に応じ て条件のプロパテ ィ を設定し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターが、 [ 条件 ] タ ブに条件を追加し ます。

実行時に条件が True と評価する と、 条件が満たされます。 InstallShield 前提条件は、 以下が当てはまる場合にター

ゲ ッ ト  マシンにイ ンス ト ールされます :

• ターゲッ ト  マシンがすべてのオペレーテ ィ ング システム条件、 および [ 条件 ] タ ブに リ ス ト されているその

他すべての条件を満た し ている。

• 機能前提条件のみ ( つま り、 メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる 1 つまたは複数の機能に関連付けられている 

InstallShield 前提条件 ) — 機能前提条件を含む機能は、 必ずイ ンス ト ールされな く てはな り ません。 し たがっ

て、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス

ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ールされません。 その結果、 イ ンス ト ールされ

る別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス

ト ールされません。

たと えば、 い く つかの異なる条件を持つ InstallShield 前提条件を含んでいる と想定し ます :

• ターゲッ ト  マシンに特定のフ ァ イルが存在し ない。 この例で、 このフ ァ イルが不足し ている場合、 製品が必

要とするアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる こ と を示し ます。 そ う でない場合、 製品はイ ンス ト ールさ

れません。

• ターゲッ ト マシンに Windows XP がある。

• ターゲッ ト マシンに Windows Vista がある。

この例では、 ターゲッ ト  マシンで Windows XP または Windows Vista が実行されている場合で、 InstallShield 前提条

件がどの機能にも関連付けられていないと き、 さ らに指定されたフ ァ イルが存在し ない場合のみ、 前提条件がイ

ンス ト ールされます。 InstallShield 前提条件が、 イ ンス ト ールによ って実行時にイ ンス ト ールされる機能と関連付

けられている場合にも当てはま り ます。

メ モ • Windows サービス パッ クなどの前提条件のイ ンス ト ールがサポー ト されていないため、 オペレーテ ィ ング 

システム バージ ョ ン情報に変更がないものと想定されます。 し たがって、 オペレーテ ィ ング システム条件は前提

条件が正し く イ ンス ト ールされているかど うかを検証する際に考慮されません。

InstallShield 前提条件のオペレーテ ィ ング システム条件を追加する
InstallShield 前提条件が ( すべてではな く ) い く つかのオペレーテ ィ ング システム上にイ ンス ト ールされる場合、

前提条件の複数オペレーテ ィ ング システム条件を作成する こ とができます。 ターゲッ ト マシンが 1 つの独立し た

オペレーテ ィ ング システム条件を満たす場合、 その前提条件用のオペレーテ ィ ング システム要件が満た されま

す。
1512 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 5 章 InstallShield 前提条件およびその他の再配布可能フ ァ イルをデザイ ンする

InstallShield 前提条件を定義する
タ スク InstallShield 前提条件に新しいイ ンス ト ール要件を追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ セ ッ ト ア ッ プが指定のプラ ッ ト フ ォーム上で実行されている ] を選択し ます。

5. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ 前提条件を実行するプラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] ボ ッ クスで、 ターゲッ ト  システム上で前提条件に

必要なオペレーテ ィ ング システムを選択する。

• [ 前提条件を実行するプラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] ボ ッ クスで、 [ カス タム ] を選択する。 次いで、

オペレーテ ィ ング システムの設定を必要に応じ て構成し ます。

ヒ ン ト • 既にある定義済みのオペレーテ ィ ング システム条件からの値を使用し て、 新しいカス タム条件を作

成する こ と もできます。 そのためには、 [ 前提条件を実行するプラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] ボ ッ クスで適

切な定義済みオペレーテ ィ ング システムを選択するか、 設定を [ カス タム ] に変更し ます。 [ カス タム ] 領域

で追加の値を指定し、 オペレーテ ィ ング システム条件を続けて構成し ます。

6. この前提条件が True 評価されるサービス パッ クの番号を指定するには、 [ サービス パッ ク ] ボ ッ クスを使用

し ます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムにサービス パッ ク 2、 3、 または 4 が必要な場合、 最初のボ ッ クス

に 2、 2 番目のボ ッ クスに 4 を入力し ます。 将来のサービス パッ ク もすべて含めるには、 2 番目のボ ッ クスを

空白のままに残し ます。 サービス パッ ク 3 のみを ターゲッ ト とする場合は、 両方のボ ッ クスに 3 と入力し ま

す。

7. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターが、 [ 条件 ] タ ブにオペレーテ ィ ング システム条件を追加し ます。

メ モ • InstallShield 前提条件エデ ィ ターは、 [ 前提条件を実行するプ ラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] ボ ッ クスで選択

された値を .prq フ ァ イルに格納する代わり に、 選択し た値に関連付けられている基のオペレーテ ィ ング システム

の設定を格納し ます。 し たがって、 [ カス タム ] オプシ ョ ンを選択し たあと、 [ カス タム ] 領域で設定の変更また

は構成を行わなかった場合、 選択された条件の [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが再度開かれたと き、

InstallShield 前提条件エデ ィ ターは、 このボ ッ クスの値を [ カス タム ] に設定し ません。 代わり に、 ボ ッ クスの値

を定義済みのオペレーテ ィ ング システム オプシ ョ ンに設定し ます。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール条件を変更する

タ スク 既存の条件を変更するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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3. 変更する条件を選択し ます。

4. [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 必要に応じ て条件を変更し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ ターが、 [ 条件 ] タ ブの変更済み条件を更新し ます。

InstallShield 前提条件から イ ンス ト ール条件を削除する

タ スク InstallShield 前提条件から条件を削除するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 条件 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 削除する条件を選択し ます。

4. [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件のフ ァ イルを指定する
新しい InstallShield 前提条件を作成する時、 前提条件と共に含む必要がある イ ンス ト ール フ ァ イルを指定し な く て

はな り ません。 既存する InstallShield 前提条件に必要なフ ァ イルのリ ス ト を変更する こ と もできます。 InstallShield 

前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブでフ ァ イルを指定し ます。

タ スク InstallShield 前提条件に必要なフ ァ イルをひとつ追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 含める フ ァ イル ]  タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ フ ァ イル ] ボ ッ クスで、 追加する フ ァ イルの名前とパスを入力し ます。 フ ァ イルを参照し て見つけるには、

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. エン ド ユーザーが Web から フ ァ イルをダウンロー ド する こ とが可能な場合、 URL を [ フ ァ イルへの URL]

ボ ッ クスで指定し ます。 この URL は、 イ ンス ト ール作成者が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを利用し てイ ン

ターネ ッ ト から ローカル マシンへ InstallShield 前提条件をダウンロー ド する時に InstallShield が利用する URL 

と同じ です。

たと えば、 そのフ ァ イルの URL が http://www.mywebsite.com/Folder1/Notepad.exe の場合、 次を このボ ッ クス

に入力し ます。

http://www.mywebsite.com/Folder1

メ モ • InstallShield 前提条件は、 FTP URL をサポー ト し ません。
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タ スク InstallShield 前提条件に必要なフ ァ イルを一度に複数追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 [ 含める フ ァ イル ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. [ 複数フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 追加する フ ァ イルを指定し ます。 連続する複数のフ ァ イルを選択するには、 最初のフ ァ イルを選択し てから 

SHIFT キーを押し ながら最後のフ ァ イルを選択し ます。 連続し ない複数のフ ァ イルを選択するには、 最初の

フ ァ イルを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各フ ァ イルを選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • この手法でフ ァ イルを追加する と、 URL( フ ァ イルをダウンロー ド できる場所 ) は設定されません。 複数

フ ァ イルに URL を設定する場合は、 「InstallShield 前提条件をダウンロー ド する URL を指定する」 を参照し て く だ

さい。

タ スク 既存する フ ァ イルの設定を変更するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 [ 含める フ ァ イル ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イル名、 パス、 または URL を変更する フ ァ イルを指定し ます。

3. [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 必要に応じ て設定を変更し ます。

タ スク InstallShield 前提条件から フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 [ 含める フ ァ イル ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 削除する フ ァ イルを選択し ます。

3. [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件をダウンロー ド する URL を指定す
る

エン ド ユーザーはイ ンス ト ールに含まれるセ ッ ト ア ッ プ前提条件に必要なフ ァ イルのダウンロー ドが可能でな く

てはな り ません。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブで必ず URL を指定し て く だ さい。

メ モ • InstallShield 前提条件は、 FTP URL をサポー ト し ません。
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タ スク InstallShield 前提条件に必要なフ ァ イル ( 複数可 ) の URL を指定するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 含める フ ァ イル ]  タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. その URL を指定する フ ァ イル ( 複数可 ) を指定し ます。 連続する複数のフ ァ イルを選択するには、 最初の

フ ァ イルを選択し てから SHIFT キーを押し ながら最後のフ ァ イルを選択し ます。 連続し ない複数のフ ァ イル

を選択するには、 最初のフ ァ イルを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各フ ァ イルを選択し ます。

4. [ フ ァ イルの URL を設定する ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. [ フ ァ イルの親フ ォルダーへの URL] ボ ッ クスで、 選択されたフ ァ イルの親デ ィ レ ク ト リの URL を入力し ま

す。 この URL は、 イ ンス ト ール作成者が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを利用し てイ ン ターネ ッ ト から ロー

カル マシンへ InstallShield 前提条件をダウンロー ド する時に InstallShield が利用する URL と同じ です。

たと えば、 Notepad.exe および Paint.exe とい う フ ァ イルを選択し て、 これらのフ ァ イルの URL がそれぞれ 

http://www.mywebsite.com/Folder1/Notepad.exe および http://www.mywebsite.com/Folder1/Paint.exe と なってい

る場合、 次の通り このボ ッ クスに入力し ます。

http://www.mywebsite.com/Folder1

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • 上記手順とは別の方法と し て、 [ 含める フ ァ イル ] タ ブにある前提条件フ ァ イルのリ ス ト に各フ ァ イルを

追加する際に URL を指定する こ と も可能です。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のフ ァ イルを指定する」

を参照し て く ださい。

InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためのパラ メ ー
ターを指定する

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでは、 ターゲッ ト  マシン上への前提条件の

イ ンス ト ール方法を指定する こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためのパラ メ ーターを指定するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 起動するアプ リ ケーシ ョ ンを指定し て く ださい ] リ ス ト で、 InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされている

場合にターゲッ ト  マシンで起動する フ ァ イル ( 通常、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールまたは .msi フ ァ イル

) を選択し ます。 [ 含める フ ァ イル ] タ ブで指定し たフ ァ イルのみがこの一覧に含まれます。

メ イ ン イ ンス ト ールが基本の MSI イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合で、 .msi フ ァ イル

を指定し て、 [ 動作 ] タ ブで進行状況の表示を指定し た場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは進行状況

メ ッ セージをキャ プチャ し て、 実行時に MsiExec.exe の代わり に Windows Installer API を使って .msi パッ ケー

ジを起動し ます。
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その他の種類のフ ァ イルを指定し た場合、 または進行状況が表示されない .msi フ ァ イルを指定し た場合、

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは実行時に Open 動詞 (.msi と .exe フ ァ イルの場合 )、 またはデフ ォル ト の

動詞 ( その他の種類のフ ァ イル ) のどち らかを使ってフ ァ イルを実行し ます。

プロジ ェ ク ト • .msi フ ァ イルを指定し、 [ 動作 ] タ ブで進行状況の表示を指定し た場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ

プ起動ツールは進行状況メ ッ セージをキャ プチャ し て、 実行時に MsiExec.exe の代わり に Windows Installer 

API を使って .msi パッ ケージを起動し ます。

その他の種類のフ ァ イルを指定し た場合、 進行状況が表示されない .msi フ ァ イルを指定し た場合、 またはメ

イ ン イ ンス ト ールが InstallScript イ ンス ト ールの場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは実行時に Open 

動詞 (.msi と .exe フ ァ イルの場合 )、 またはデフ ォル ト の動詞 ( その他の種類のフ ァ イル ) のどち らかを使っ

てフ ァ イルを実行し ます。

4. Windows Installer エンジン、 .NET Framework またはその両方を この InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの前

にイ ンス ト ールする必要がある場合、 [Windows Installer エンジンおよび / または .NET Framework を最初にイ

ンス ト ールする必要がある ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ても Windows Installer エンジンまたは .NET Framework を イ ンス ト ール

に追加し ません。 これらがイ ンス ト ールに含まれている場合、 InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされる前

にこれら を イ ンス ト ールし な く てはならないこ と を指定するだけです。Windows Installer エンジンまたは .NET 

Framework を イ ンス ト ールに含める場合、 それら をプロジ ェ ク ト に追加する必要があり ます。 詳し く は、

「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 または 「.NET Framework 再配布可能フ ァ

イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 をご覧 く だ さい。

5. 必要に応じ て、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定する ] ボ ッ クスで [ 起動するアプ リ ケーシ ョ ンを

指定する ] リ ス ト で選択し たフ ァ イルのコマン ド ラ イ ンを入力し ます。 このボ ッ クスにフ ァ イル名を含めな

いで く ださい。

詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

6. 必要に応じ て、 [ セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー ド で実行中にアプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定する

] ボ ッ クスに適切なコ マン ド ラ イ ンを入力し ます。 このボ ッ クスにフ ァ イル名を含めないで く だ さい。

詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

7. 選択された InstallShield 前提条件アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール後にターゲッ ト マシンの再起動を要求する

場合、 [ 再起動が必要な場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが戻すコー ド を指定し て く だ さい ( 十進法 )] ボ ッ クスに戻り

コー ド を入力し ます。

ヒ ン ト • 複数のリ ターン コー ドが存在する場合、 各コー ドはカ ンマで区切って リ ス ト し て く だ さい。

• InstallShield 前提条件と し て起動する フ ァ イルの戻り コー ドが分からない場合は、 フ ァ イルの作成者に問い合

わせて く ださい。

• 再起動が必要な InstallShield 前提条件の詳細は、 「InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールで ターゲッ ト マシンを

再起動する」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield 前提条件のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する
InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでは、 ターゲッ ト  システム上で InstallShield 

前提条件が起動された と きに使用される コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定できます。

タ スク InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが起動された と きに使用する コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定するには、

以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定する ] ボ ッ クスで、 [ 起動するアプ リ ケーシ ョ ンを指定する ] リ

ス ト で選択し たフ ァ イルの有効な任意のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 このボ ッ クスにフ ァ イ

ル名を含めないで く だ さい。

4. メ イ ンのイ ンス ト ールがサイ レン ト  モー ド で実行中される場合に、 InstallShield 前提条件に使用する コ マン ド

ラ イ ンを指定するには、 [ セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー ド で実行する と きのアプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ

イ ンを指定し て く だ さい ] ボ ッ クスで任意の有効なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 このボ ッ ク

スにフ ァ イル名を含めないで く だ さい。

この設定に入力されたコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 その前提条件が表示し ないよ う に構成されている場

合、 つま り [ 動作 ] タ ブで [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている

場合にも使用されます。

メ モ • InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールを /s コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って起動する と、 前提条件

のイ ンス ト ールは自動的にサイ レン ト で実行されません。 必要に応じ て、 [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの "

セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー ド で実行中にアプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定する " 設定で、

InstallShield 前提条件用の有効なサイ レン ト  コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し て く ださい。

[ セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト  モー ド で実行する と きのアプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定し て く ださい。 ] 

ボ ッ クスを空白のままに残し た場合で、 次の条件の 1 つまたは両方が True の場合、 InstallShield 前提条件にコ マン

ド ラ イ ン パラ メ ーターは渡されません :

• メ イ ン イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行されている。

• 前提条件について、 [ 動作 ] タ ブにある [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選

択されている。

このため、 標準のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する場合、 サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターも指

定する こ とが推奨されます。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが InstallShield 前提条件にコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡
す仕組み

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが .msi パッ ケージで、 [ 動作 ] タ ブで進行状況の表示を選択し た場合、 セ ッ

ト ア ッ プ起動ツールは MsiExec.exe の代わり に Windows Installer API を使って 、 [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ

ブで指定されたコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターで .msi パッ ケージを起動し ます。 これらの状況下では、 コ マン ド ラ

イ ンに以下の種類のパラ メ ーターをどれでも入力できます :

• 次のフ ォーマ ッ ト で表記された Windows Installer プロパテ ィ 名と値 :

PROPERTY=VALUE
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• /L (/L*v などの任意の変数も使用可能 )

• /log 

• /q (/qb+! などの任意の変数も使用可能 )

• /quiet 

進行状況の表示を指定する と、 デフ ォル ト で、 前提条件の .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示さ

れません。 この動作をオーバーラ イ ド するには、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターと し て /qf を指定できます。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールがその他の種類のフ ァ イルである場合、 または進行状況が表示されない .msi 

パッ ケージである場合、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは実行時に Open 動詞 (.msi と .exe フ ァ イルの場合 )、 またはデ

フ ォル ト の動詞 ( その他の種類のフ ァ イル ) のどち らかを使ってフ ァ イルを実行し ます。 し たが ｔ って、 進行状

況が表示されない .msi パッ ケージの場合、 MsiExec.exe が受け付ける コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターであればどれ

でも使用できます。 サポー ト されている コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターのリ ス ト は、 Windows Installer ヘルプ ラ イ

ブラ リの 「Command-Line Options」 と 「Standard Installer Command-Line Options」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが、 InstallShield で作成された Setup.exe フ ァ イルの場合、 InstallShield 前提条

件がプロジ ェ ク ト の機能と関連付けられているかど うかによ って、 [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで指定し た

前提条件コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの形式とは異な リ ます。 InstallShield 前提条件が機能と関連付けられていな

い場合、 それは セ ッ ト ア ッ プ前提条件と呼ばれます。 InstallShield 前提条件が 1 つまたは複数の機能と関連付けら

れている場合、 それは 機能前提条件と呼ばれます。

メ モ • 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件」 と 「機能前提条件」 の違いについての詳細は、 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前

提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件に関し て、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは以下のプロパテ ィ についてコ マン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使ったプロパテ ィ の置換をサポー ト し ます。

• SETUPEXEDIR — セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルへのパスを識別し ます。 た と えば、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツー

ルへのパスが C:\MySetups\MyApp\Setup.exe とする と、 [SETUPEXEDIR] の値は C:\MySetups\MyApp にな り ま

す。

• SETUPEXENAME — プロジ ェ ク ト がビルド される と きに作成される、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルの名

前を識別し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルの名前が変更された場合、 イ ンス ト ールは実行時に、 こ

のプロパテ ィ 値を更新し ます。 以下のパスは、 このフ ァ イルへの完全パスを示し ます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]

• ISPREREQDIR — 実行中の InstallShield 前提条件へのパスを識別し ます。 このパスは、 末尾のスラ ッ シュ を含

みます。 このプロパテ ィ を使って、 InstallShield 前提条件内のフ ァ イルを参照する こ とができます ( 例、

[ISPREREQDIR]MyConfigFile.ini) 。

• ProductLanguage — データベースに書き込まれていない、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスに含まれる任意の文字列

用にイ ンス ト ールが使用する言語を識別し ます。

機能前提条件に関し て、 [ 起動するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで指定し たコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 実行時に

フ ォーマ ッ ト されたテキス ト  フ ィ ールド と同様にフ ォーマ ッ ト されます。 し たがって、 Setup.exe がサポー ト する

標準コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターだけでな く 、 前述のプロパテ ィ も コマン ド ラ イ ンで使用する こ とができます。

サポー ト されている コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの一覧は、 「Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ

メ ーター」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールで ターゲ ッ ト マシン
を再起動する

InstallShield はい く つかの方法を使って、 InstallShield 前提条件の実行後にターゲッ ト  マシンの再起動が必要かど う

かを決定し ます。

レジス ト リキーの変更

InstallShield 前提条件が実行された後に次のレジス ト リキーのどれかが変更された場合、 ターゲッ ト マシンの再起

動が必要な可能性があ り ます。

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnce

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnceEx

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Session Manager\FileRenameOperations

レジス ト リキーは InstallShield 前提条件が実行された後に考慮されます。 これらの数字が異なる場合、 フ ァ イルが

システムの再起動を試みる と同時にイ ンス ト ールを終了する ものと見な されます。

.prq フ ァ イルで指定された リ ターン コー ド

.exe フ ァ イルの exit コー ドが InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルのリ ターン コー ド と一致する場合、 ターゲッ ト  

マシンの再起動が必要な可能性があ り ます。 .prq フ ァ イルのリ ターン コー ドは InstallShield 前提条件エデ ィ ター 

の [ 再起動が必要な場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが戻すコー ド を指定し て く ださい ] に入力されます。 詳細について

は、 「InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためのパラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

リ ターン コー ド 1641 および 3010

InstallShield 前提条件用に実行される .msi パッ ケージに reboot ステー ト が返された場合、 ターゲッ ト マシンの再起

動が必要な可能性があ り ます。 標準 Windows Installer の再起動リ ターン コー ド は以下の通り です。

• ERROR_SUCCESS_REBOOT_INITIATED (1641)

• ERROR_SUCCESS_REBOOT_REQUIRED (3010)

.prq フ ァ イルで指定された動作

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブに表示される フ ィ ールドの 1 つを利用し て、 前述の条件が特定の 

InstallShield 前提条件に適合するかど うかによ って後に続 く 動作を指定する こ とができます。 詳細については、 「再

起動を必要とする InstallShield 前提条件の動作を指定する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール動作を指定する
新しい InstallShield 前提条件を作成する、 または既存の InstallShield 前提条件を変更する と き、 エン ド ユーザーが  

前提条件のイ ンス ト ールをスキッ プする こ とができるかど うかを指定できます。 また、 ターゲッ ト  マシンの再起

動の要否に応じ て、 前提条件のイ ンス ト ールをどのよ う に進めるかを指定する こ と もできます。 InstallShield 前提

条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 こ う いった種類の InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール動作を指定する こ と

ができます。
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InstallShield 前提条件に管理者権限が必要である こ と を指定する
Windows Vista 以降の環境では、 エン ド ユーザーは通常、 管理者権限がない標準ユーザーと し てシステムを実行し

ます。 InstallShield 前提条件が管理者権限を必要とする場合、 Windows Vista は、 ユーザー アカウン ト 制御 (UAC) 

プロンプ ト を表示し て、 エン ド ユーザーに同意 ( コ ンセン ト ) または認証情報を提供するよ う に要求し ます。

InstallShield 前提条件に管理者権限が必要な場合、 または、 InstallShield 前提条件をマシンご とにイ ンス ト ールする

場合、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでそれを指定する こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするために管理者権限が必要である と指定するには、 次の手順を実行し ます。

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 前提条件は管理者権限を必要とする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • この設定は Windows Vista 以降のシステム上で実行される イ ンス ト ールに適用し ます。 以前のバージ ョ ンの 

Windows はこの設定を無視し ます。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否をエン ド ユーザーが選択で
きるよ う にする

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否をエン ド ユーザーが選択できる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示する こ とが

できます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでこれを指定し ます。

タ スク エン ド ユーザーが InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否を選択できるよ う にするには、 次の手順に従いま

す。

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. " ユーザーは前提条件をオプシ ョ ンでスキッ プする こ とができる " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ターゲ ッ ト システムで [ イ ンス ト ールされるセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ
ス ト に、 前提条件の名前を含めるかど うかを指定する

ターゲッ ト  システムに 1 つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールが必要な場合、 通常は実行時に メ

イ ン イ ンス ト ールが実行する前にセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログが表示されます。 エン ド ユーザーがこのダイ

アログで [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールされます。
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図 5-1: [ イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ ス ト を表示するサンプル [ セ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] ダイアロ
グ

InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブで、 前提条件ダイアログの一覧にセ ッ ト ア ッ プ前提条件を表示し

ないかど うかを指定できます。 前提条件を隠し た場合、 イ ンス ト ールが必要な前提条件の 1 つと し て リ ス ト され

ていな く ても、 条件がそれを必要し た と きに前提条件がイ ンス ト ールされます。

イ ンス ト ールに含まれるすべてのセ ッ ト ア ッ プ前提条件が隠されている場合、 イ ンス ト ールは実行時にセ ッ ト

ア ッ プ前提条件ダイアログを表示し ません。

タ スク 実行時に、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログでセ ッ ト ア ッ プ前提条件を リ ス ト するかど うかを指定するには、 以

下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• 前提条件を一覧に表示し ない場合、 [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件が非表示の場合、 標準のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターではな く 、 サイ レン ト  コマ

ン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って起動されます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のコ マン ド ラ

イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く ださい。

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件を一覧に表示する場合、 [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを ク リ ア し ます。
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メ モ • [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択またはク リ ア されているかに関わら

ず、 機能前提条件が実行時にセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログに表示される こ とはあり ません。 つま り、

InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し て、 それを機能に関連付けた場合、 実行時、 メ イ ン イ ンス ト ールが

実行する前に表示されるセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログで、 機能前提条件は一覧に表示されません。 機能前提

条件に関する詳細は、 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

実行時に、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの進行状況を表示する
かど うかを指定する

 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 実行時に Windows Installer によ って表示される イ ンス ト ールの進行状況

メ ッ セージ と共に、 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールがイ ンス ト ールの実際の進行状況を表示するステータ ス 

バーを表示するかど うかを指定し ます。 この機能は、 前提条件が .msi フ ァ イルを起動する場合のみ使用が可能で、

Setup.exe フ ァ イルを起動する場合は使用できません。 さ らに、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールは基本の 

MSI イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールでな く てはな り ません。

進行状況が表示されない場合、 または InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールが InstallScript イ ンス ト ールの場

合、 前提条件のイ ンス ト ールは実行時ダイアログの 「[PrerequisiteName] を イ ンス ト ールし ています」 メ ッ セージ

を表示し て、 ステータ ス バーは前提条件のイ ンス ト ールが完了するまでループ し ます。

タ スク InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールについて進行状況メ ッ セージ と ステータ ス バーを表示するかど うかを指定す

るには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• 進行状況を表示するには、 [ 前提条件のウ ィ ン ド ウに進行状況を表示する ( 未加工の MSI フ ァ イルのみ )] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 進行状況を表示し ない場合は、 [ 前提条件のウ ィ ン ド ウに進行状況を表示する ( 未加工の MSI フ ァ イルの

み )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

メ モ • 進行状況の表示を選択し た指定し た場合、 一部のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターしかサポー ト されません。

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで指定さ

れます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

前提条件の進行状況の表示を指定する と、 デフ ォル ト で、 前提条件の .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イ

スは表示されませんので、 ご注意 く だ さい。 この動作をオーバーラ イ ド するには、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターと し て /qf を指定できます。
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InstallShield 前提条件を定義する
InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールに伴う可能性のある問題の対処方
法について

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール実行後、 引き続き InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが必要である と表示さ

れる。 原因と し て、 次の理由が考えられます。

• InstallShield 前提条件が正し く イ ンス ト ールされなかった。

• InstallShield 前提条件に不正確な条件が指定されていた。

たと えば、 ターゲッ ト  マシンに特定のフ ァ イルが存在し ない場合に InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールする必要

がある と条件付けた と し ます。 InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされた後にもそのフ ァ イルが不足し ている場

合、 その条件は適切ではなかった と考えられます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 これら

の状況下でイ ンス ト ールをどのよ う に進めるのかを指定する こ とができます。

タ スク InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールに関連し て起こ り う る問題の対処には、 次の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 前提条件を イ ンス ト ールし た後も、 その前提条件のイ ンス ト ールがまだ条件で要求された場合 リ ス ト で、 適

切な項目を ク リ ッ ク し ます。

再起動を必要とする InstallShield 前提条件の動作を指定する
新しい InstallShield 前提条件を作成または既存の InstallShield 前提条件を変更する と き、 ターゲッ ト  マシンの再起

動の要否に従って  前提条件のイ ンス ト ール処理をどのよ う に進めるのかを指定する こ とができます。 た と えば、

マシンを再起動する前にイ ンス ト ールがエン ド ユーザーに対し てプロンプ ト を行う場合、 または再起動そのもの

をスキッ プする場合が考えられます。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 各 InstallShield 前提条

件に適切な応答を行う ための柔軟性を提供し ます。

タ スク ターゲッ ト  マシンの再起動を要求する InstallShield 前提条件の動作を指定するには、 次の手順に従います。

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 動作 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 前提条件が再起動を必要とする場合リ ス ト で、 適切な項目を ク リ ッ ク し ます。

使用可能なオプシ ョ ンについて詳しい情報は、 [ 動作 ] タ ブを参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件の依存関係を指定する
新しい InstallShield  前提条件を作成する、 または既存の InstallShield 前提条件を変更する と き、 この InstallShield 

前提条件が依存する他の  前提条件 (.prq フ ァ イル ) を指定する こ とができます。 依存関係は、 InstallShield 前提条

件エデ ィ ターの依存関係タ ブで指定し ます。
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InstallShield 前提条件を定義する
InstallShield 前提条件の依存関係を追加する

タ スク InstallShield 前提条件の依存関係を追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 依存関係 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新しい依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ フ ァ イル ] ボ ッ クスで、 現在の InstallShield 前提条件に必要な .prq フ ァ イルの名前とパスを入力し ます。 .prq 

フ ァ イルを参照し て見つけるには、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield 前提条件フ ァ イル 

(.prq) は、 次の場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件の依存関係を変更する

タ スク 既存の依存関係の設定を変更するには、 以下の手順を実行し ます :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 依存関係 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 変更する依存関係を選択し ます。

4. [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新しい依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 必要に応じ て設定を変更し ます。

InstallShield 前提条件の依存関係を削除する

タ スク 前提条件から依存関係を削除するには、 以下の手順を実行し ます :

1. InstallShield 前提条件エデ ィ ターで、 変更する前提条件を開きます。

2. [ 依存関係 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 削除する依存関係を選択し ます。

4. [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield 前提条件を保存する
新しい InstallShield 前提条件を作成し た と き、 または InstallShield の InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て既

存の前提条件を変更し た と き、 InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルを保存し な く てはな り ません。
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InstallShield 前提条件を定義する
タ スク InstallShield 前提条件エデ ィ ターで開いている InstallShield 前提条件を保存するには、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

1. InstallShield 前提条件フ ァ イルの名前と .prq 拡張子を指定し ます InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) は、 次の

場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

2. [ 保存 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

SetupPrerequisites に格納されている InstallShield 前提条件は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに リ ス ト されていま

す。
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マージ モジ ュールのデザイ ン
マージ モジュールのデザイ ン
マージ モジュールを利用する こ とによ り、 複数の開発チームが互いに独立し たコ ンポーネン ト について作業でき

るよ う にな り ます。 各チームは、 自分たちの作業が他のコ ンポーネン ト にど う影響するかを考慮せずに、 そのイ

ンス ト ールデータベースに値を設定できます。 各コ ンポーネン ト の開発が完全に終了する と、 マージ モジュール

データベースの各コ ンポーネン ト を中央の製品イ ンス ト ールデータベースにマージできます。

InstallShield では、 独自の マージ モジュールを作成し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、 他のイ ンス

ト ール開発者が使用できるよ う に配布し た りする こ とができます。

マージ モジュールを作成する最も重要なステ ッ プは、 その設計にあ り ます。 上手 く 設計されたマージ モジュール

にするためには、 フ ァ イルをプロジ ェ ク ト の開発者的視点から見た構成による、 複数のコ ンポーネン ト に分割す

る必要があ り ます。 機能、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イルを含む完全なイ ンス ト ールを作成する場合とは違い、 マー

ジ モジュールには、 コ ンポーネン ト のみが含まれます ( コ ンポーネン ト の中にフ ァ イルがあ り ます )。

マージ モジュールの作成には、 主に以下のものが関係し ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成する
マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンには、 Visual Basic ラ ン タ イム DLL が必要です。 コ ン

ポーネン ト にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト の機能に Visual Basic 仮想マ

シン マージ モジュールを添付するだけでこれを実行できます。

マージ モジュールプロパテ ィ には、 以下の項目が含まれます。

• 製品名

• 製品バージ ョ ン

• 言語

• INSTALLDIR

マージ モジュールの依存関係と除外は、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " モジュールの依存関係 " および " モジュール

の除外 " 設定で指定できます。

テーブル 5-1 • マージ モジュール作成の概観

マージ モジュール要素 説明

コ ンポーネン ト アプ リ ケーシ ョ ン データ をグループ化できます。 コ ンポーネン ト は、 プロ

ジ ェ ク ト を開発者側の視点から見た構成であ り、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン

ト リ、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト などのデータ を含みます。 コ ンポーネン ト

ビ ューでは、 マージ モジュールのコ ンポーネン ト を設計し ます。

フ ァ イル、 レジス ト リデータ

およびシ ョ ー ト カ ッ ト

上記で示し た階層構造を完成するためにコ ンポーネン ト に追加される要素で

す。

詳細設定 詳細設定を指定し て、 コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ、 COM サーバー、 フ ァ

イル拡張サーバー、 および MIME の種類の登録を行な う こ とができます。 コ ン

ポーネン ト の詳細設定を使って、 レジス ト リ にアプ リ ケーシ ョ ンパスのエン

ト リ を作成する こ と もできます。
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マージ モジ ュールのデザイ ン
マージ モジュールを作成するには、 まずマージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成し ます。

タ スク マージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Windows Installer] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ プロジ ェ ク ト の種類 ] ボ ッ クスで、 [ マージ モジュール プロジ ェ ク ト ] を選択し ます。

4. [ プロジ ェ ク ト 名 ] ボ ッ クスに、 プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

重要 • 新しいマージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成する と き、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで

指定する名前は 35 文字以下でな く てはな り ません。 これは、 入力し た名前がマージ モジュールフ ァ イルの 

ModuleSignature テーブルにある ModuleID フ ィ ールド で GUID と共に利用されるため、 また ModuleID フ ィ ール

ドのオブジ ェ ク ト 名部分の最大文字数が 35 文字のためです。

5. [ 場所 ] ボ ッ クスに、 プロジ ェ ク ト を保存する場所を指定するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 その場所

に移動し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

マージ モジュールのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォル
ダーを指定する

[ 一般情報 ] ビ ューの "INSTALLDIR" 設定に入力された値は、 マージ モジュールのすべてのフ ァ イルのデフ ォル ト  

フ ォルダーと な り ます。 し たがってその値は、 デフ ォル ト のコ ンポーネン ト イ ンス ト ール先フ ォルダーである、

Windows Installer フ ォルダープロパテ ィ   INSTALLDIR に割り当てられます。

このマージ モジュールのユーザーが、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を上書きできるよ う にするには、

"INSTALLDIR" 設定に [TARGETDIR] を入力し ます。 詳細については、 「マージ モジュールのイ ンス ト ール先をオー

バーラ イ ド する」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール先フ ォルダーに関するその他の考慮事項

マージ モジュール プロジ ェ ク ト に含まれる各コ ンポーネン ト にも " イ ンス ト ール先 " 設定があ り ます。 コ ンポー

ネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定は、 [ 一般情報 ] ビ ューの "INSTALLDIR" 設定をオーバーラ イ ド し ます。 し た

がって、 マージ モジュールの全フ ァ イルがデフ ォル ト でマージ モジュールのイ ンス ト ール先フ ォルダーにイ ンス

ト ールされるよ う にする場合、 すべてのコ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定に [INSTALLDIR] を入力し ま

す。 

マージ モジュール言語を選択する
[ 一般情報 ] ビ ューの " 言語 " 設定では、 マージ モジュールの言語を選択できます。 た と えば、 モジュールでユー

ザー イ ン ターフ ェ イスを イ ンス ト ールする場合、 そのユーザー イ ン ターフ ェ イスを作成する言語を指定し ます。

モジュール言語の設定と一致し ないマシン上でモジュールを実行し ても、 モジュールはイ ンス ト ールされません。
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マージ モジ ュールのデザイ ン
ヒ ン ト • すべての言語でモジュールを実行できるよ う にするには、 言語非依存を選択し ます。

マージ モジュールに依存関係を追加する
マージ モジュールのなかには、 それ自体で独立し たものもあ り ますが、 正し く 機能するために他のマージ モ

ジュールを必要とする ものもあ り ます。 た と えば、 マージ モジュールには Visual Basic ラ ン タ イム ラ イブ ラ リが

必要なこ とがあ り ます。 その場合、 そのモジュールを依存関係と し て新しいマージ モジュールに追加する こ とが

必要にな り ます。

フ ァ イルをマージ モジュールに追加する場合、 そのフ ァ イルがシステムに格納された別のマージ モジュールに含

まれていれば、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ ス違反と な り ます。 この場合、 マージ モジュールを依存関係と し

て追加する必要があ り ます。

注意 • 典型的な基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を作成中、 マージ モジュール内で利

用可能なフ ァ イルを追加する と、 自動的にマージ モジュールがプロジ ェ ク ト に追加されます。 マージ モジュール

の作成中に別のマージ モジュール内で利用可能なフ ァ イルを追加する と、 そのマージ モジュールを依存関係と し

て設定するよ う に注意を促すセ ッ ト ア ッ プ ベス ト プラ ク テ ィ ス アラー ト が表示されます。 InstallShield はマージ 

モジュール プロジ ェ ク ト に依存関係を作成し ません。

[ 一般情報 ] ビ ューに入力し た依存関係情報は、 プロジ ェ ク ト の ModuleDependency テーブルに書き込まれます。

このテーブルは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って参照できます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーからの依存関係の追加

マージ モジュールが [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定されたパスのいずれ

かに存在する場合、 それは再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー内にあり ます。

タ スク 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーから 1 つ以上の依存関係を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " モジュールの依存関係 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ モジュールの依存関係 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

3. 作成中のマージ モジュールが必要とするマージ モジュールのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ 一般情報 ] ビ ューのグ リ ッ ドへ依存関係を追加し ます。 必要に応じ て、 依存関係の設定を変更で

きます。
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再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーに存在し ない依存関係を追加する

タ スク マシンにない依存関係を追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " モジュールの依存関係 " 設定で、 [ 新しいモジュールの依存関係を追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ 一般情報 ] ビ ューのグ リ ッ ドへ依存関係を追加し ます。 必要に応じ て、 各設定を構成し ます。

メ モ • " モジュール ID" 設定を入力する と き、 InstallShield はそれが正しいかど うかをチ ェ ッ ク し ませんので、 ご注

意 く ださい。 イ ンス ト ールされたプログラムを実行するまで、 失敗するかど うかわかり ません。

マージ モジュールへ除外を追加する
と きどき、 作成中のモジュールに関連付けられているモジュールから、 特定のマージ モジュールを除外する こ と

が必要なこ とがあ り ます。 旧バージ ョ ンのモジュールが新しいモジュールと互換性がないためにこのよ う な作業

が必要になる こ とがあ り ます。 結果的に、 新しいモジュールが関連するどれかのセ ッ ト ア ッ プからそのモジュー

ルを除外する必要が出てきます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーからの除外を追加する

マージ モジュールが [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定されたパスのいずれ

かに存在する場合、 それは再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー内にあり ます。

タ スク 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーからの除外を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " モジュールの除外 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ モジュールの除外 ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

3. 作成中のマージ モジュールと互換性のないマージ モジュールのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ 一般情報 ] ビ ューのグ リ ッ ドへ除外を追加し ます。 必要に応じ て、 除外の設定を変更できます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーに存在し ない新しい除外を追加する

タ スク マシンに存在し ない除外を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " モジュールの除外 " 設定で、 [ 新しいモジュールの除外を追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ 一般情報 ] ビ ューのグ リ ッ ドへ除外を追加し ます。 必要に応じ て、 各設定を構成し ます。
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メ モ • " モジュール ID" 設定を入力する と き、 InstallShield はそれが正しいかど うかをチ ェ ッ ク し ませんので、 ご注

意 く ださい。 イ ンス ト ールされたプログラムを実行するまで、 失敗するかど うかわかり ません。

マージ モジュールをマージ モジュール プロジ ェ ク ト 内
から リポジ ト リ にパブ リ ッ シュする

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールで再利用可能な、 または他のユーザーと共有可能なマージ モジュールを設

計中の場合、 それを リ ポジ ト リへパブ リ ッ シュする こ とができます。 InstallShield では、 ビルド の度にマージ モ

ジュールがリポジ ト リへパブ リ ッ シュ されるよ う、 リ リースを構成する こ とが可能です。

タ スク マージ モジュール プロジ ェ ク ト 内部から、 マージ モジュールを リポジ ト リへパブ リ ッ シュするよ う設定するに

は、 次の手順に従って く ださい。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を行う リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " マージ モジュールのパブ リ ッ シュ " 設定で、 [ リポジ ト リ にパブ リ ッ シュ ] オプシ ョ ンを選択し ます。

5. " リ ポジ ト リ名 " 設定で、 適切な リポジ ト リ を選択し ます。 アクセス可能なすべてのリ ポジ ト リは、 この設定

に リ ス ト されます。

6. " 表示名 " 設定に、 リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするマージ モジュールの名前を指定し ます。 この名前は、 [ 再

配布可能フ ァ イル ] ビ ューでマージ モジュールの名前と し て表示されます。

7. " 発行者 " 設定に、 発行者の名前を入力し ます。

8. " 説明 " 設定に、 マージ モジュールの説明を入力し ます。

選択し た リ リースをビルド する と常に、 InstallShield によ って指定された リ ポジ ト リへマージ モジュールがパブ

リ ッ シュ されます。

ビルド時にマージ モジュールがイ ンス ト ールへ組み込まれます。 リポジ ト リ マージ モジュールに変更を加えて

から リポジ ト リへ再パブ リ ッ シュする と、 プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールが次回再ビルド された と きに、 古いバー

ジ ョ ンのリポジ ト リ マージ モジュールを持つプロジ ェ ク ト はすべて更新されます。
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マージ モジ ュールのデザイ ン
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript Object プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 独自の InstallShield オブジ ェ ク ト を作成し て、 他のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、

他のイ ンス ト ール開発者が使用できるよ う に配布し た りする こ とができます。 オブジ ェ ク ト によ って、

InstallShield の以前のバージ ョ ンにあったテンプレー ト が置き換えられます。

メ モ • 作成するオブジ ェ ク ト は、 InstallShield X 以降、 InstallShield DevStudio、 または InstallShield Professional 6.1 以

降でのみ利用する こ とができます。

オブジ ェ ク ト の作成は、 標準イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成と多少異な り ます。 唯一の違いはスコープの重要

性です。 オブジ ェ ク ト を作成する と き、 オブジ ェ ク ト のスコープがその利用目的に対し て最適な状態にし て下さ

い。 オブジ ェ ク ト のスコープはその有用性に影響し ます。 スコープが狭すぎる とオブジ ェ ク ト がニーズを十分に

満たさ ないものになる こ とがあ り ます。 スコープが広すぎる とオブジ ェ ク ト が厄介で実用性に欠ける ものになる

こ とがあ り ます。

次のセクシ ョ ンでは、 オブジ ェ ク ト の作成プロセスの手順が説明されています。

オブジ ェ ク ト の作成

現在、 オブジ ェ ク ト の作成方法には 2 通り あり ます。 [ 新規のプロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスから新規の 

InstallScript Object プロジ ェ ク ト を作成するか、 既存の InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallScript オブジ ェ ク ト に変

換する こ とができます。

タ スク InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallScript オブジ ェ ク ト に変換するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. プロジ ェ ク ト のコ ピーの作成先と なる フ ォルダーを選択し ます。 新しいオブジ ェ ク ト を元のプロジ ェ ク ト と

同じ フ ォルダーに保存する こ とはできません。

3. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで、 新規プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト で、 [InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  (*.ism)] を選択し ます。

5. [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

指定し た名前を持つオブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (..ism フ ァ イル ) とすべてのプロジ ェ ク ト のサブ フ ォル

ダーが指定の場所に作成されます。 プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

オブジ ェ ク ト のデザイ ン

オブジ ェ ク ト の目的は、 別個の機能を イ ンス ト ールするためです。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するため

には、 最新バージ ョ ンの DirectX を イ ンス ト ールする必要がある場合があ り ます。 必要なすべてのフ ァ イルを個別

にイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含めるかわり に、 InstallShield に付属の DirectX オブジ ェ ク ト を含める こ とができ

ます。 この同じ オブジ ェ ク ト に、 Visual Basic ラ ン タ イム .dll フ ァ イルや、 MDAC サポー ト が含まれている と想定

し て く ださい。 オブジ ェ ク ト が、 ニーズに対し て大きすぎます。 必要のないフ ァ イルを イ ンス ト ールし、 イ ンス
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ト ール プロセスの所要時間がかかるだけです。 し たがって、 オブジ ェ ク ト をできるだけ合理化する必要があ り ま

す。 4 つの異なるテ ク ノ ロジを １ つのオブジ ェ ク ト に含めないで く ださい。 4 つの別のプロジ ェ ク ト を作成するよ

う にし て く ださい。

オブジ ェ ク ト は従来のイ ンス ト ールと同じ構造を と り ますが、 オブジ ェ ク ト はセ ッ ト ア ッ プの種類をサポー ト し

ない点で、 大き く 異な り ます。 オブジ ェ ク ト の構成の最高レベルにあるのは機能です。 機能の下にはコ ンポーネ

ン ト が続きます。 さ らに、 オブジ ェ ク ト はシ ェル オブジ ェ ク ト もサポー ト し ていません。 オブジ ェ ク ト からシ ェ

ルオブジ ェ ク ト を作成する場合は、 スク リ プ ト から行う必要があり ます。

詳細については、 「オブジ ェ ク ト の設計」 を参照し て く だ さい。

オブジ ェ ク ト のビルド

オブジ ェ ク ト のビルドは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のビルド に非常によ く 似ています。 この作業を完了する最

も簡単な方法は、 リ リース ウ ィ ザー ド を使う こ と です。 オブジ ェ ク ト のビルド と イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のビ

ルドの主な違いは、 オブジ ェ ク ト のメ デ ィ アの種類を指定する必要がないこ と です。 ウ ィ ザー ド では、 CD-ROM 

形式のメ デ ィ アのみ作成できます。

詳細については、 「ユーザー イ ン ターフ ェ イスからオブジ ェ ク ト をビルド する」 を参照し て く ださい。

オブジ ェ ク ト のテス ト

どのよ う なソ フ ト ウ ェ ア作業においても、 一般に リ リースする前にソ フ ト ウェ アをテス ト する こ とが重要です。

オブジ ェ ク ト のテス ト は簡単です。 標準イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し てから、 オブジ ェ ク ト を追加し、 ビ

ルド し て実行し ます。 すべてが予定通り に実行される と、 次に、 オブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト に含めます。 予定

通り に行かなければ、 デバッ グする必要があ り ます。 「オブジ ェ ク ト のテス ト とデバッ グ」 を参照し て く だ さい。

( オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト があり、 関連し たイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を InstallShield の別のイ ンス タ ンスで開

いて、 オブジ ェ ク ト を変更および再ビルド し た場合、 それらの変更を統合するには関連し たイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト を閉じ てから再度開 く 必要があ り ます。 )

オブジ ェ ク ト の配布

こ こで使用されているオブジ ェ ク ト の配布とは、 そのオブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに含めて、 ターゲッ ト マシン

でそのオブジ ェ ク ト から フ ァ イルを イ ンス ト ールする こ と ではあり ません。 こ こで言う オブジ ェ ク ト の配布とは、

オブジ ェ ク ト を他のユーザーのマシンにおいてイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用できるよ う にする イ ンス ト ール

を作成する こ と を意味し ます。 オブジ ェ ク ト 内に含まれているロジ ッ クはイ ンス ト ールし た く ないので、 通常行

う よ う にロジ ッ ク を コ ンポーネン ト にただ追加する こ とはできません。 オブジ ェ ク ト を簡単に登録するには、

InstallShield オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ーラー オブジ ェ ク ト を使用する こ とができます。 このオブジ ェ ク ト を機能と関

連付ける際、 配布するローカル ギャ ラ リーからオブジ ェ ク ト を選択するよ う求めるプロンプ ト が表示されます。

詳細については、 「オブジ ェ ク ト の配布」 を参照し て く だ さい。

オブジ ェ ク ト の設計
オブジ ェ ク ト のデザイ ン とはコ ンポーネン ト と フ ァ イル グループをいかに配置するかを意味し、 オブジ ェ ク ト の

実際の内容を扱う この作業は、 安定し た使用可能なオブジ ェ ク ト を実現するために克服し な く てはならない最大

の難関です。

オブジ ェ ク ト のデザイ ンには、 い く つかの重要点があ り ます。 それぞれを以下で説明し ます。
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オブジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト 設定

標準のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト の違いは、 そのプロジ ェ ク ト 設定にあ り ます。 オブジ ェ ク ト 作

成用のタ ブは、 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスで利用可能です。 これらのタ ブで、 オブジ ェ ク ト の開

発言語、 表示名、 オブジ ェ ク ト に関連付けられているアイ コ ン とヘルプ ト ピ ッ ク を定義する こ とができます。 ま

た、 作成するオブジ ェ ク ト に、 好みのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを選択する こ とみできます。

詳細については、 「オブジ ェ ク ト のウ ィ ザー ドの設計」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト の管理

プロジ ェ ク ト は、 時間をかけて適切に各機能に分割する こ とが重要です。 機能を設計する場合、 機能のローカ リ

ゼーシ ョ ンや条件選択などの状況を考慮に入れる必要があ り ます。 詳細については、 「オブジ ェ ク ト 用機能の設

計」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ と メ ソ ッ ド

プロパテ ィ と メ ソ ッ ド を使う と、 デザイ ン時と実行時に、 ユーザーがオブジ ェ ク ト と相互作用する こ とができま

す。 詳細については、 「プロパテ ィ の作成」 および 「メ ソ ッ ドの作成」 を参照し て く だ さい。

デザイ ン タ イム ウ ィ ザー ドの作成

オブジ ェ ク ト にプロパテ ィ を含める場合、 オブジ ェ ク ト のユーザーが必要に応じ てプロパテ ィ を簡単に設定でき

るよ う に、 グラ フ ィ カル イ ン ターフ ェ イスを提供する と良いで し ょ う。 詳細については、 「オブジ ェ ク ト のウ ィ

ザー ドの設計」 を参照し て く だ さい。

ラ ン タ イム ユーザー イ ン ターフ ェ イスの作成

作成し たオブジ ェ ク ト で、 このオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールのエン ド ユーザーにダイアログを表示できます。

オブジ ェ ク ト のラ ン タ イム ユーザー イ ン ターフ ェ イスの作成と、 オブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールからのイ ン

ターフ ェ イスの呼び出しについての詳細は、 「オブジ ェ ク ト の実行時のユーザー イ ン ターフ ェ イスを作成する」 を

参照し て く ださい。

オブジ ェ ク ト のデザイ ン環境をローカ ラ イズする

InstallShield イ ン ターフ ェ イスは英語と日本語にローカ ラ イズされています。 オブジ ェ ク ト を これらの言語にロー

カ ラ イズする方法についての詳細は、 「オブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム環境のローカ ラ イズ」 を参照し て く だ さ

い。

オブジ ェ ク ト のラ ン タ イム動作を イ ン ターナシ ョ ナル化する

アプ リ ケーシ ョ ンを複数言語で実行するよ う にし ている場合は、 イ ン ターナシ ョ ナル化されたオブジ ェ ク ト を準

備する必要があ り ます。 言語固有のフ ァ イルをオブジ ェ ク ト と一緒にイ ンス ト ールする こ とは、 通常のイ ンス

ト ールとは若干異な り ます。 詳細については、 「イ ン ターナシ ョ ナル化のためのオブジ ェ ク ト の作成」 を参照し て

く ださい。

実行時に、 オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ールとの互換性を持たせる

オブジ ェ ク ト はオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールによ ってサポー ト されている、 すべてのオペレーテ ィ ング シス

テムと言語をサポー ト し ています。 詳細については、 「実行時に、 オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ールとの互換性を持た

せる」 を参照し て く だ さい。
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オブジ ェ ク ト 用機能の設計
機能のデザイ ンの良し悪しは、 作業全体に影響するため、 注意が必要です。 機能のデザイ ンに落ち度がある場合、

オブジ ェ ク ト を イ ン ターナシ ョ ナル化し た り、 フ ァ イルを選択し てオブジ ェ ク ト にビルド し た り、 または条件を

付けてフ ァ イルを イ ンス ト ールするなどの作業をよ り困難なものにし ます。 このセクシ ョ ンでは、 オブジ ェ ク ト

の機能レ イアウ ト を正確に効率良 く デザイ ンするためのガイ ド ラ イ ンを示し ます。

オブジ ェ ク ト の機能を選択し てイ ンス ト ール

通常、 オブジ ェ ク ト の機能の選択について条件を設定し ます。 た と えば、 DCOM を イ ンス ト ールするオブジ ェ ク

ト を作成する場合、 まず、 そのターゲッ ト  システムがすでに DCOM を イ ンス ト ールし ているかど うかを確認する

必要があ り ます。 DCOM がすでにイ ンス ト ールされている場合、 新たにオブジ ェ ク ト を作成する作業は時間の無

駄であ り、 また面倒な問題を起こす可能性があ り ます。 オブジ ェ ク ト の機能を、 オブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク

ト に悪影響を与えずに、 条件を付けて選択するには、 次のガイ ド ラ イ ンに従ってオブジ ェ ク ト を設計する必要が

あ り ます。

オブジ ェ ク ト はその機能を選択し ませんが、 必要な場合に機能の選択を解除し ます。 ( オブジ ェ ク ト の機能はデ

フ ォル ト で選択されます。 ) 使用するオブジ ェ ク ト が 1 つ、 または複数の機能を選択する場合、 選択する機能がす

でにエン ド ユーザーやプロジ ェ ク ト の内部ロジ ッ クによ って選択を解除されていても、 そのオブジ ェ ク ト を含む

機能が選択されます。

しかし、 オブジ ェ ク ト による機能の選択解除は、 ある問題を引き起こす可能性もあり ます。 下記にその問題と解

決法について示し ます。

プロジ ェ ク ト に ２ つの主機能がある と し ます ( 機能 A と B)。 B には、 サブ機能はあ り ませんが、 機能 C を もつオ

ブジ ェ ク ト があ り ます。 InstallScript エンジンは、 子機能が選択されていない時、 自動的に機能を選択解除し ます。

し たがって、 機能 C が選択されていない時、 DCOM オブジ ェ ク ト は選択されません。 DCOM オブジ ェ ク ト が選択

されていない場合、 機能 B も選択されません。 メ イ ン機能に関連付けられたコ ンポーネン ト がある場合、 この動

作が原因で問題が生じ る こ とがあ り ます。 この例では機能 B がこれに該当し ます。 コ ンポーネン ト を含む機能が

選択されていないため、 直接関連付けられたコ ンポーネン ト も イ ンス ト ールされません。

DCOM が選択されているかど うかに関わらずコ ンポーネン ト が選択されるよ う にするには、 オブジ ェ ク ト 内に

「ダ ミ ー」 機能を作成し ます。 機能 C が選択されない場合も、 ダ ミ ー機能が選択されます。 ダ ミ ー機能が選択され

るため、 機能 B もそのコ ンポーネン ト と共に選択されます。

言語依存関係のイ ンス ト ール

複数言語を ターゲッ ト にする イ ンス ト ールを開発するには、 同じ フ ァ イルの別の言語バージ ョ ンを使用する こ と

がよ く あ り ます。 これらのフ ァ イルに共通する名前がついている と、 InstallShield でイ ンス ト ールをビルド し て、

すべてのイ ンス ト ール フ ァ イルを メ デ ィ アにコ ピーする際に、 問題が発生する可能性があ り ます。 リ リース ウ ィ

ザー ド を実行する際に、 機能内のすべてのフ ァ イルを コ ピーし、 リ リース上の同じデ ィ レ ク ト リ に保管し ます。

同じ名前が付いた 2 つのフ ァ イルが別々のコ ンポーネン ト に存在する場合、 その 2 つのコ ンポーネン ト が同じ機

能に属する と そのう ちの 1 つが上書き されて し まいます。 この問題を解決するには、 ターゲッ ト とする各言語の

機能を別に作成する必要があ り ます。 詳細については、 「イ ン ターナシ ョ ナル化のためのオブジ ェ ク ト の作成」 を

参照し て く ださい。

オブジ ェ ク ト  フ ァ イルの管理
オブジ ェ ク ト をビルド する際には、 そのすべてのフ ァ イルは、 圧縮されていない形式で リ リースへ送られます。

その結果、 同じ名前を もつ複数のフ ァ イルを含むオブジ ェ ク ト が問題を引き起こすこ とがあり ます。 同じ名前の

フ ァ イルが同じ機能内にある場合は、 それらのう ちの一つだけがリ リースへ送られる こ とにな り ます。 同じ名前

を もつ残りのフ ァ イルは、 リ リースへ送られた最後のフ ァ イルによ って上書き されて し まいます。
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同じ名前のフ ァ イルを もつ主な理由は、 複数の言語をサポー ト するためです。 その場合、 サポー ト する各言語に

ついて別々の機能を作成する こ と を推奨し ます。 詳細については、 「イ ン ターナシ ョ ナル化のためのオブジ ェ ク ト

の作成」 を参照し て く だ さい。

問題の防止をよ り確実にするためには、 すべての機能について CD-ROM フ ォルダーを定義し ます。 CD-ROM フ ォ

ルダーを定義する こ と で、 各機能のフ ァ イルが送られる リ リース上の場所を指定し ます。 CD-ROM フ ォルダーを

定義するには、 [ 機能 ] ビ ューへ移動し、 "CD-ROM フ ォルダー " プロパテ ィ でフ ォルダーの名前を入力するだけ

です。

同じ名前がある フ ァ イルを もつ機能には、 CD-ROM フ ォルダーを定義し なければな り ません。 ( 例 : Setup.inx とい

う コ ンパイル済みのスク リ プ ト  フ ァ イル、 または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルド ー ド ] ビ ューの [ ア ドバンス フ ァ

イル ] ノ ー ドの [Disk1] サブ ノ ー ド に配置し たフ ァ イル )

オブジ ェ ク ト のウ ィ ザー ドの設計
オブジ ェ ク ト にプロパテ ィ を含める際、 オブジ ェ ク ト のユーザーにイ ン ターフ ェ イスを提供し て、 そのプロパ

テ ィ を変更できるよ う にする こ と をお勧めし ます。 InstallShield では、 作成し たプロパテ ィ に基づいてス ト ッ ク 

ウ ィ ザー ド を作成し た り、 Visual Basic や Visual C++ を使用し て独自のウ ィ ザー ド を作成できます。

InstallShield ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド

InstallShield ス ト ッ ク ウ ィ ザー ドは、 オブジ ェ ク ト の社内使用に最適です。 ス ト ッ クウ ィ ザー ド には、 すべての読

み取り専用プロパテ ィ が表示され、 読み書きが可能なプロパテ ィ には編集フ ィ ールドが表示されます。

ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド にはい く つかの制限があ り ますが、 カス タム ウ ィ ザー ド を使用し て回避する こ とができま

す。 たと えば、 ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド をご自分のニーズに合わせてカス タ マイズする こ とはできません。 表示する

プロパテ ィ を選択し た り、 ウ ィ ザー ドの表示方法を カス タ マイズする こ と もできません。 ウ ィ ザー ド用にカス タ

マイズし たイ ン ターフ ェ イスを作成する場合、 Visual C++ や Visual Basic で独自のウ ィ ザー ド を作成する必要があ

り ます。 ス ト ッ ク ウ ィ ザー ドのも う 1 つの欠点は、 配列プロパテ ィ をサポー ト し ていないこ と です。 このよ う

に、 ス ト ッ クウ ィ ザー ド にはい く つかの制限があ り ますが、 簡単に実装および使用できます。

カス タム ウ ィ ザー ド

ウ ィ ザー ド によ り プロ フ ェ ッ シ ョ ナルな印象を持たせた り、 機能性を向上、 または表示を カス タ マイズする必要

がある場合、 Visual C++ または Visual Basic を使用し て独自のウ ィ ザー ド を作成し ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ

ンを InstallShield イ ンス ト ールを実行する前にイ ンス ト ールし た場合、 InstallShield オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を作

成する機能が追加されます。 InstallShield を イ ンス ト ールし た後にこれらのプログラムを イ ンス ト ールし た場合は、

InstallShield イ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行し、 ウ ィ ザー ド機能を Visual Studio アプ リ ケーシ ョ ンに追

加する必要があ り ます。 Visual C++ で InstallShield オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を作成するには、 [ フ ァ イル ] メ

ニューから [ 新規作成 ] を選択し ます。 その後、 プロジ ェ ク ト の種類のリ ス ト から [InstallShield オブジ ェ ク ト  

ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。 Visual Basic の場合は、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスから [InstallShield オ

ブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。

Visual C++ で InstallShield オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を作成する と、 VC ウ ィ ザー ド フ レームワーク プロジ ェ ク ト を

ベース と し た新しい ATL-MFC が表示されます。 Visual Basic の場合は、 テンプレー ト プロジ ェ ク ト が作成されま

す。 各プロジ ェ ク ト の種類内のコ メ ン ト 化されたコー ドは、 オブジ ェ ク ト プロパテ ィ の取得方法と保存方法を示

し ます。 詳細については、 「カス タム オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド」 を参照し て く だ さい。

ウ ィ ザー ドの作成が完了し たら、 コ ンパイルし ます。
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メ モ • カス タムウ ィ ザー ドがあるオブジ ェ ク ト を配布する場合、 配布イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド .dll 

に依存関係を含めるよ う にし て く だ さい。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューの InstallShield 

オブジ ェ ク ト イ ンス ト ーラー機能の上に配置する機能に必要なフ ァ イルを含めて く だ さい。 ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 )

ウ ィ ザー ド .dll を作成する と依存関係を使用せずに済みます。

InstallShield ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド、 またはカス タム ウ ィ ザー ドのどち ら を使用するか
を指定する

タ スク InstallShield ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド または作成し たカス タム ウ ィ ザー ドのどち ら を使用するかを指定するには、 以

下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド を使用する場合 : " オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド " 設定で、 [InstallShield オブジ ェ ク ト  

ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド を使用する ] を選択し ます。

• 独自のカス タム ウ ィ ザー ド を使用する場合 : " オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し ます。 [ マイ カス タム オブジ ェ ク ト の参照ウ ィ ザー ド ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されま

す。 オブジ ェ ク ト 用に作成し たウ ィ ザー ド フ ァ イルを選択し ます。

プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド する と き、 指定し たオブジ ェ ク ト がウ ィ ザー ド に含まれます。

カス タム オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド
オブジ ェ ク ト 用に InstallShield ですでに定義されているス ト ッ ク ウ ィ ザー ド ではな く て、 独自のウ ィ ザー ド を使用

する場合、 イ ンプロセスの COM サーバーを提供する必要があ り ます。 このサーバーは、 IDevWizard イ ン ター

フ ェースを実装し なければな り ません。 このイ ン ターフ ェースは 、 オブジ ェ ク ト が最初にプロジ ェ ク ト に含めら

れる際と、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューの [ 機能 ] ペイ ンのすでに含められているオブジ ェ ク ト のコ ンテキス ト  メ

ニューから [ 変更 ] が選択される際に、 InstallShield によ って呼び出されます。 このイ ン ターフ ェースはオブジ ェ

ク ト のプロパテ ィ の値を表示し た り、 これらの値を変更するのに便利です。

このイ ン ターフ ェースは、 次の 2 つの引数と共に Display メ ソ ッ ド を提供する必要があり ます。

• オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ へのアクセスを提供する IDispatch ポイ ン ター。

• 既存のオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ に変更を加えられているかど うか、 既存のオブジ ェ ク ト が存在するかし な

いか、 新しいオブジ ェ ク ト を作成する必要があるかど うかなどを通知するブール戻り値。

C++ 言語の場合、 このイ ン ターフ ェースは下記のよ う に定義されます。

interface IDevWizard : IDispatch

{

HRESULT Display([in] IDispatch *pObject,

[out, retval] VARIANT_BOOL* Confirmed);

};
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サーバーは、 ISetupDesignObjectBuild イ ン ターフ ェースも実装できます。 InstallShield リ リース ビルダーは、 この

イ ン ターフ ェ イスを呼び出し て、 オブジ ェ ク ト のどの機能がそのオブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト のビルドから

除外されるべきかを判別し ます。 ( このイ ン ターフ ェ イスが実装されない場合、 すべてのオブジ ェ ク ト の機能がビ

ルド に含まれます。 )

このイ ン ターフ ェ イスは、 イ ンス ト ール作成者がオブジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド で選択を実行するため、 ビルド され

たプロジ ェ ク ト から これから イ ンス ト ールされないオブジ ェ ク ト の機能を除外する際に便利です。 た と えば、 オ

ブジ ェ ク ト がオプシ ョ ンで様々な ド ラ イバーに対するサポー ト を提供し、 プロジ ェ ク ト の作成者がそのド ラ イ

バーのう ちの幾つかを含めないと選択する場合、 そのド ラ イバーを含む機能をビルド されたプロジ ェ ク ト から除

外する こ とができます。

このイ ン ターフ ェースは、 実装されている場合、 次の 3 つの引数と共に IsIncluded メ ソ ッ ド を提供する必要があり

ます。

• オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ へのアクセスを提供する IDispatch ポイ ン ター。

• 機能を指定する文字列値 ( 例、 Feature 1\Subfeature 1A)。

• このコ ンポーネン ト をビルド に含める必要があるかど うかを通知するブール戻り値。

C++ 言語の場合、 このイ ン ターフ ェースは下記のよ う に定義されます。

interface ISetupDesignObjectBuild : IDispatch

{

HRESULT IsIncluded([in] IDispatch *pObject,

 [in] BSTR FeaturePath, 

 [out, retval] VARIANT_BOOL* Included);

};

メ モ • カス タムウ ィ ザー ドがあるオブジ ェ ク ト を配布する場合、 配布イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド .dll 

に依存関係を含めるよ う にし て く だ さい。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューの InstallShield 

オブジ ェ ク ト イ ンス ト ーラー機能の上に配置する機能に必要なフ ァ イルを含めて く だ さい。 ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 )

ウ ィ ザー ド .dll を作成する と依存関係を使用せずに済みます。

オブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム環境のローカ ラ イズ
InstallShield イ ン ターフ ェ イスでローカ ラ イズする各言語について、 別々の表示名、 短い名前、 .htm フ ァ イル、 お

よびオブジ ェ ク ト のアイ コ ンを指定できます。 このローカ ラ イズは、 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

の [ 言語固有オブジ ェ ク ト  プロパテ ィ ] タ ブで行います。

[ 言語固有オブジ ェ ク ト  プロパテ ィ ] タ ブの最初のオプシ ョ ンは [IDE 言語 ] リ ス ト  ボ ッ クスです。 サポー ト する

最初の言語を選択し、 その言語が英語でない場合は [ デフ ォル ト を使用する ] ボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。 [

言語固有オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブ の残り を入力し ます。

サポー ト し ている言語が 1 つだけの場合、 このダイアログを閉じ る こ とができます。 しかし、 さ らに言語を追加

し てサポー ト する場合、 その言語を リ ス ト から選択し て、 それに必要な情報を提供し ます。

メ モ • 独自のウ ィ ザー ド を作成する場合は、 サポー ト する各言語に対し て、 ウ ィ ザー ドの実行可能フ ァ イルでラ ン

タ イム文字列を提供し ます。
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イ ン ターナシ ョ ナル化のためのオブジ ェ ク ト の作成
ターゲッ ト マシンに基づいて様々なフ ァ イルを イ ンス ト ールするオブジ ェ ク ト をデザイ ンする作業は、 同様の機

能によ ってイ ンス ト ールをデザイ ンする作業と類似し ています。 オブジ ェ ク ト と標準イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

の重要な違いは、 オブジ ェ ク ト を イ ン ターナシ ョ ナル化する作業はイ ンス ト ールをデザイ ンするよ り も微妙に複

雑である とい う と こ ろにあ り ます。 この違い、 つま り、 リ リースビルダーは非圧縮し たオブジ ェ ク ト のプロジ ェ

ク ト  フ ァ イルをデ ィ スク イ メ ージに格納するので、 イ ン ターナシ ョ ナル化し たフ ァ イルは機能レベルで処理する

必要があ り ます。 次のセクシ ョ ンでは、 オブジ ェ ク ト を イ ン ターナシ ョ ナル化するのに必要な手順と方法につい

て説明し ます。

オブジ ェ ク ト に言語を追加する

InstallShield の Premier Edition がある場合、 [ プロジ ェ ク ト 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 言語 ] タ ブ を使用し て

オブジ ェ ク ト にサポー ト 言語を関連付ける こ とができます。

言語固有のフ ァ イル グループを設計する

イ ン ターナシ ョ ナル化されたオブジ ェ ク ト を作成する上で最も重要な手順は、 使用する言語固有のデータ を コ ン

ポーネン ト から分離させる こ と です。 この処理をわかりやすいよ う に例を示し て説明し ます。 英語、 フ ラ ンス語、

ド イ ツ語の 3 つの言語をサポー ト し、 そのう ち英語をデフ ォル ト の言語にする場合、 少な く と も コ ンポーネン ト

が 4 つ必要にな り ます。 最初のコ ンポーネン ト には英語のみのフ ァ イルが格納されます。 このコ ンポーネン ト の

言語プロパテ ィ では、 英語と間接的にサポー ト し ている言語すべてを設定する必要があり ます。 この操作を実行

する こ とによ り、 オブジ ェ ク ト を使用可能にし て、 英語、 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語以外の言語でも イ ンス ト ールで

きるよ う にな り ます。 ターゲッ ト マシンがサポー ト される 3 言語 ( 英語、 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語 ) 以外の言語で稼

動し ている場合、 英語のフ ァ イルがイ ンス ト ールされます。

フ ラ ンス語と ド イ ツ語のコ ンポーネン ト には、 単純にそれぞれのコ ンポーネン ト に対し てフ ラ ンス語と ド イ ツ語

のフ ァ イルを追加し ます。 フ ラ ンス語のコ ンポーネン ト の言語を フ ラ ンス語と設定し、 ド イ ツ語のコ ンポーネン

ト の言語を ド イ ツ語と設定し ます。

最後に、 使用する言語非依存関係を別のコ ンポーネン ト に追加し ます。 このコ ンポーネン ト を言語非依存と し て

マーク し ます。 4 つのフ ァ イルグループのレ イアウ ト を下記の表に示し ます。

言語固有機能を設計する

オブジ ェ ク ト の言語固有データ を含める場合、 ターゲッ ト する言語のそれぞれに対する機能を作成する必要があ

り ます。 実際には機能の言語は定義できないこ とから、 これは不必要な手順のよ う に見えます。 しかし、 デ ィ ス

ク イ メ ージ内のフ ァ イルの保管形態上、 コ ンポーネン ト を 複数の言語から 1 つの機能に追加できな く なっていま

す。 リ リース ウ ィ ザー ド を実行する際に、 機能内のすべてのフ ァ イルを コ ピーし、 リ リース上の同じデ ィ レ ク ト

テーブル 5-1 • フ ァ イル グループ レ イアウ ト のサンプル

フ ァ イルの言語 コ ンポーネン ト 言語

英語固有フ ァ イルすべて 英語 + サポー ト されない言語すべて

フ ラ ンス語固有フ ァ イルすべて フ ラ ンス語

ド イ ツ語固有フ ァ イルすべて ド イ ツ語

言語非依存関係すべて 言語非依存
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リ に保管し ます。 同じ名前が付いた 2 つのフ ァ イルが別々のコ ンポーネン ト に存在する場合、 その 2 つのコ ン

ポーネン ト が同じ機能に属する と そのう ちの 1 つが上書き されて し まいます。 この問題を解決するには、 ター

ゲッ ト とする各言語の機能を別に作成する必要があ り ます。 次に、 対応する コ ンポーネン ト を追加し ます。

実行時に、 オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ールとの互換性を持たせる
オブジ ェ ク ト は、 オブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールによ ってサポー ト されている、 すべてのオペレーテ ィ ング シ

ステムと言語をサポー ト し ています。 オペレーテ ィ ング システムが一致し ないと、 イ ンス ト ールが正し く 実行さ

れません。 言語が一致し ないと、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザーが混乱し ます。 そのよ う な不一致を避けるため

に、 以下の 1 つを実行し ます ：

• InstallShield でサポー ト されているすべてのオペレーテ ィ ング システムと言語のオブジ ェ ク ト にサポー ト を追

加する。 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト にオペレーテ ィ ング システム サポー ト を追加するには、 [ 一般情報 ] 

ビ ューに移動し て、 " プ ラ ッ ト フ ォーム フ ィ ルター " 設定を構成し ます。 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に言語

サポー ト を追加するには、 「イ ン ターナシ ョ ナル化のためのオブジ ェ ク ト の作成」 を参照し て く だ さい。

• イ ンス ト ール作成者にサポー ト されているオペレーテ ィ ング システムと言語を通知する文書をオブジ ェ ク ト

に含める。 これを行う には、 必要な情報を含む .htm フ ァ イルをまず作成し、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ 設

定 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 言語非依存オブジ ェ ク ト  プロパテ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し て、 "HTML ヘルプ " 

フ ィ ールド で .htm フ ァ イルを指定し ます。

プロパテ ィ と メ ソ ッ ド
定義と し て、 プロパテ ィ はデータ構造に関連付けられている属性を記述するのに使用され、 メ ソ ッ ドは、 オブ

ジ ェ ク ト がメ ッ セージを受け取った と きに実行されるプロシージャのこ と を指し ます。

イ ンス ト ールの異なる側面に関連付けられたプロパテ ィ は、 InstallShield のどの箇所でも、 追加、 作成および設定

する こ とができます。 プロパテ ィ は、 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で役に立つこ とがあ り ます。

メ ソ ッ ド を使用する こ とによ り、 プロパテ ィ と同様、 オブジ ェ ク ト がそれを含むイ ンス ト ールと イ ン タ ラ ク ト で

きるよ う にな り ます。 実際的な目的に対する メ ソ ッ ド とは関数のこ と です。 メ ソ ッ ド と関数の違いは、 メ ソ ッ ド

はメ ソ ッ ド キーワー ド で宣言される とい う こ と だけです。 メ ソ ッ ド を使用する と、 オブジ ェ ク ト の関数を他のオ

ブジ ェ ク ト やイ ンス ト ールで使用できるよ う にする こ とができます。

プロパテ ィ の作成

プロパテ ィ は、 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で役に立つこ とがあ り ます。 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト では、 プロパテ ィ

を使う と、 オブジ ェ ク ト のユーザーは、 InstallShield オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド によるデザイ ンを行っている最中、

またはスク リ プ ト によ ってパラ メ ーターを渡し て実行し ている最中に特定のオブジ ェ ク ト の設定を変更する こ と

ができます。 共通プロパテ ィ には、 実行時やデザイ ン 時にオブジ ェ ク ト から イ ンス ト ールへのエラー メ ッ セージ

の転送、 ユーザー名やオブジ ェ ク ト に必要な情報の取得などがあり ます。 プロパテ ィ の使用例については、 [ オブ

ジ ェ ク ト ] ビ ューにある InstallShield オブジ ェ ク ト のイ ン ラ イ ン ヘルプを参照し て く だ さい。

プロパテ ィ について以下の点にご注意 く だ さい。

• Boolean プロパテ ィ の値がオブジ ェ ク ト スク リ プ ト またはそのオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールのスク リ プ ト

によ って TRUE に設定されている場合、 後に続 く プロパテ ィ の値の以降のチ ェ ッ クには 1 ではな く  –1 の値が

表示されます。

• オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ール スク リ プ ト の間にある LIST 変数を渡すこ とはできませんが、 文字列配列をパス

する こ とは可能です。
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プロパテ ィ の作成

タ スク プロパテ ィ を作成するには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. InstallScript ビ ューを開きます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ プロパテ ィ ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] を ク リ ッ ク

し ます。 [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. プロパテ ィ の設定を定義し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスによ り、 以下のスク リ プ ト が追加されます。

• プロパテ ィ を宣言する構文 :

property(< プロシージャ >) < プロパテ ィ データ型 > < プロパテ ィ名 > ( );

< プロシージャ > は読み取り専用プロパテ ィ の場合 get、 書き込み専用プロパテ ィ の場合 put で、 読み取り / 書

き込みプロパテ ィ の場合 get,put です。 例 :

property(get,put) STRING MyProperty ( );

プロパテ ィ 名の後のかっ こ内に引数のデータ型を追加し て、 プロパテ ィ の引数を指定する こ とができます。

例 :

property(get,put) STRING MyProperty ( NUMBER );

プロパテ ィ の宣言に引数のデータ型を追加し た場合、 プロパテ ィ のプロシージャ関数の定義に対応する引数

の変数を追加する必要があ り ます。

• スク リ プ ト 内にプロパテ ィ の値を保存する変数の宣言例 :

STRING m_strMyProperty;

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスで ([ 配列 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て ) 配列プロパテ ィ

を指定する場合、 プロパテ ィ の値を保存する VARIANT 型の変数と、 プロパテ ィ の値を初期化するために 

InitProperties 関数ブロ ッ クで使用するサイズ指定のない配列変数の 2 つの変数を宣言し ます。 例 :

STRING arrayMyArrayProperty();

VARIANT m_arrayMyArrayProperty;

• プロパテ ィ の値を保存する変数を初期化する、 InitProperties 関数ブロ ッ ク内のステー ト メ ン ト 。 例 :

m_strMyProperty = " デフ ォルト値 ";

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスで ([ 配列 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て ) 配列プロパテ ィ

を指定し た場合、 プロパテ ィ の値を保存する変数は、 配列変数の値に割り当てられます。 例 :

m_arrayMyArrayProperty = arrayMyArrayProperty;

配列プロパテ ィ の要素を ヌルやゼロ以外の値に初期化するには、 上記ステー ト メ ン ト の前に配列変数の要素

の割り当てステー ト メ ン ト を追加し ます。 例 :

/* サイズなし と宣言された配列変数のサイズを変更する。 */

Resize ( arrayMyArrayProperty , 3 );

/* 配列変数の要素に値を割り当てます。 */
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arrayMyArrayProperty(0) = "zero";

arrayMyArrayProperty(1) = "one";

arrayMyArrayProperty(2) = "two";

m_arrayMyArrayProperty = arrayMyArrayProperty;

• プロパテ ィ  バッ グ オブジ ェ ク ト に保存されているプロパテ ィ の値を取得する、 ReadProperties 関数ブロ ッ ク

内での関数呼び出し。 この呼び出しの構文は次のとお り です。

<ReadxxxxProperty> ( PropertyBag, "< プロパテ ィ名 >", < プロパテ ィ値変数 > );

<ReadxxxxProperty> は、 プロパテ ィ の値のデータ型に適し た ReadxxxxProperty 関数です。 例 :

ReadStringProperty( PropertyBag, "MyProperty", m_strMyProperty );

• プロパテ ィ  バッ グ オブジ ェ ク ト にプロパテ ィ の値を保存する、 WriteProperties 関数ブロ ッ ク内での関数呼び

出し この呼び出しの構文は次のとお り です。

<WritexxxxProperty> ( PropertyBag, "< プロパテ ィ名 >", < プロパテ ィ値変数 > );

<WritexxxxProperty> は、 プロパテ ィ の値のデータ型に適し た WritexxxxProperty 関数です。 例 :

WriteStringProperty( PropertyBag, "MyProperty", m_strMyProperty );

• 関数ブロ ッ クは、 プロパテ ィ のプロシージャ を定義し ます。 つま り、 オブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト 、 ま

たはオブジ ェ ク ト のデザイ ン時のウ ィ ザー ド ( 該当する場合 ) によ ってプロパテ ィ の値が読み取られたと きに

実行されるアクシ ョ ンを定義し ます。

get_< プロパテ ィ 名 > 関数は読み取り専用または読み書き可能なプロパテ ィ に対し て定義し、 put_< プロパテ ィ

名 > 関数は書き込み専用または読み書き可能なプロパテ ィ に対し て定義し ます。 例 :

function STRING get_MyProperty()

begin

return m_strMyProperty;

end;

 

function void put_MyProperty(newVal)

begin

m_strMyProperty = newVal;

end;

( 引数のデータ型をプロパテ ィ 名の後のカ ッ コ内のプロパテ ィ 宣言に追加する こ とによ って ) プロパテ ィ の引

数を指定する場合、 プロパテ ィ のプロシージャ関数の定義に対応する引数変数を追加する必要があり ます。

例 :

function STRING get_MyProperty( szAddedArgument )

function void put_MyProperty( szAddedArgument, newVal )

put_ 関数に引数を追加する場合、 newVal 引数の前に配置し て く ださい。 newVal 引数は、 プロジ ェ ク ト の呼び

出しの割り当てステー ト メ ン ト 、 またはオブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム ウ ィ ザー ド ( 該当する場合 ) によ り

プロパテ ィ に書き込まれた値を取り ます。

メ モ • get_ および put_ 関数の名前を変更し ないで く だ さい。 変更し た場合、 スク リ プ ト が正常に機能し ません。

構造評価プロパテ ィ の作成

値がデータ構造のプロパテ ィ を作成するには、 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト に次の内容を追加し ます。
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• データ構造のグローバル宣言。 以下に例を示し ます。

typedef STRUCT

begin

NUMBER Mem1;

NUMBER Mem2;

end;

• データ型が OBJECT である読み取り専用プロパテ ィ の宣言。 ( プロパテ ィ に値を書き込むには、 メ ソ ッ ド を

定義し ます。 ) 例 :

property(get) OBJECT StructProp();

この宣言をオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト の Properties Section ブロ ッ クに配置し ます。

• オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 内にプロパテ ィ の値を格納する変数の宣言例 :

STRUCT m_structStructProp;

この宣言をオブジ ェ ク ト スク リ プ ト の " ローカル変数セクシ ョ ン " ブロ ッ クに配置し ます。

• データ構造の各メ ンバーに対応する適切なデータ型の引数を持つ メ ソ ッ ドの宣言。 上記で定義し た STRUCT 

構造について、 適切な メ ソ ッ ド宣言の例を以下に示し ます。

method NUMBER SetStructProp(NUMBER, NUMBER);

この宣言をオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト の " メ ソ ッ ド セクシ ョ ン " ブロ ッ クに配置し ます。

• プロパテ ィ の値を保存する変数のメ ンバーを初期化する、 InitProperties 関数ブロ ッ ク内のステー ト メ ン ト 。

例 :

m_structStructProp.Mem1 = 3;

m_structStructProp.Mem2 = 5;

• プロパテ ィ  バッ グ オブジ ェ ク ト に保存されているプロパテ ィ の値を取得する、 ReadProperties 関数ブロ ッ ク

内での関数呼び出し と ステー ト メ ン ト 関数呼び出しは次のよ う な構文を持っています :

<ReadxxxxProperty> ( PropertyBag, "< メ ンバー値のス ト レージ名 >", < メ ンバー値変数 > );

<ReadxxxxProperty> は、 プロパテ ィ  メ ンバーの値のデータ型に適し た ReadxxxxProperty 関数です。 例 :

ReadNumberProperty(PropertyBag, "StructProp_Mem1", nStructPropMem1);

このよ う な各関数呼び出しについては、 関数が取得する値と同等のプロパテ ィ 変数のメ ンバーを設定するス

テー ト メ ン ト を下に追加し ます。 例 :

m_structStructProp.Mem1 = nStructPropMem1;

• プロパテ ィ  バッ グ オブジ ェ ク ト にプロパテ ィ メ ンバーの値を保存する、 WriteProperties 関数ブロ ッ ク内での

関数呼び出し関数呼び出しは次のよ う な構文を持っています :

<WritexxxxProperty> ( PropertyBag, "< メ ンバー値のス ト レージ名 >", < プロパテ ィ変数メ ンバー > );

<WritexxxxProperty> は、 プロパテ ィ  メ ンバーの値のデータ型に適し た WritexxxxProperty 関数です。 例 :

WriteNumberProperty(PropertyBag, "StructProp_Mem1", m_structStructProp.Mem1);

• get_< プロパテ ィ 名 > 関数ブロ ッ クは、 プロパテ ィ の get プロシージャ を定義し ます。 つま り、 オブジ ェ ク ト

を含むプロジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム ウ ィ ザー ド ( 該当する場合 ) によ り、 プロパ

テ ィ の値が読み取り または書き込まれた際に実行されるアクシ ョ ンを定義し ます。 例 :

function OBJECT get_StructProp()
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
begin

return m_structStructProp;

end;

• 宣言された メ ソ ッ ド を定義する関数ブロ ッ ク。 このメ ソ ッ ドはメ ソ ッ ド に渡された引数と等しいプロパテ ィ

変数のメ ンバーを設定し ます。 例 :

function NUMBER SetStructProp( nMem1, nMem2 )

begin

m_structStructProp.Mem1 = nMem1;

m_structStructProp.Mem2 = nMem2;

end;

オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ールの間で文字列配列を渡す

オブジ ェ ク ト と イ ンス ト ール間で文字列配列を渡すには、 以下の手順を実行し ます。

• 以下のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト を追加し ます。

• データ型が 異なる読み書きのプロパテ ィ の宣言。 例 :

property(get,put) variant Test();

この宣言をオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト の Properties Section ブロ ッ クに配置し ます。

• オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 内にプロパテ ィ の値を保存する変数に必要な宣言。

STRING arrayTest();

variant m_arrayTest;

この宣言をオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト の Local Variables Section ブロ ッ クに配置し ます。 

• プロパテ ィ の値を保存する変数のメ ンバーを初期化する、 InitProperties 関数ブロ ッ ク内のステー ト メ ン

ト 。 例 :

m_arrayTest = arrayTest;

• プロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト に保存されている値を取得する、 ReadProperties 関数ブロ ッ ク内での関数

呼び出し。 例 :

ReadArrayProperty(PropertyBag, "Test", m_arrayTest);

• プロパテ ィ  バッ グ オブジ ェ ク ト に値を保存する、 WriteProperties 関数ブロ ッ ク内での関数呼び出し。 例 :

WriteArrayProperty(PropertyBag, "Test", m_arrayTest);

• 関数ブロ ッ クは、 プロパテ ィ の get プロシージャ を定義し ます。 つま り、 オブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ

ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム ウ ィ ザー ド ( 該当する場合 ) によ り、 プロパテ ィ の値が読

み込まれた時に実行されるアクシ ョ ンを定義し ます。 例 :

function variant get_Test()

begin

return m_arrayTest;

end;

• 関数ブロ ッ クは、 プロパテ ィ の put プロシージャ を定義し ます。 つま り、 オブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ

ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト のデザイ ン タ イム ウ ィ ザー ド ( 該当する場合 ) によ り、 プロパテ ィ の値が書

き込まれた時に実行されるアクシ ョ ンを定義し ます。 例 :

function void put_Test(newVal)
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
begin

m_arrayTest = newVal;

end;

• 以下のイ ンス ト ールスク リ プ ト を追加し ます。

• オブジ ェ ク ト からの文字列配列の読み取りやオブジ ェ ク ト への書き込みをする各関数ブロ ッ クでは、 オ

ブジ ェ ク ト 変数の宣言や文字列配列。 例 :

OBJECT oObject;

string szTest(3);

• オブジ ェ ク ト へのリ フ ァ レンスを取得するための GetObject への呼び出し。 例 :

set oObject = GetObject("Object");

if (!IsObject(oObject)) then

MessageBox( " オブジェ ク トのリ フ ァ レンスを取得できませんでした。 ", INFORMATION );

abort;

endif;

• " オブジ ェ ク ト の文字列配列 " プロパテ ィ の値を設定するには、 以下のコー ド を使用し ます :

oObject.Test = szTest;

" オブジ ェ ク ト の文字列配列 " プロパテ ィ の値を取得するには、 以下のコー ド を使用し ます :

szTest = oObject.Test;

オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にアクセスする

オブジ ェ ク ト を コ ンパイルし た後にプロパテ ィ を変更する方法は 2 つあり ます。 最初の方法では、 オブジ ェ ク ト

がイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加された時に変更を行います。 オブジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを

提供する場合、 イ ンス ト ールのデザイ ン タ イム中に読み書きのプロパテ ィ が変更されます。 2 番目の方法では、

実行時にスク リ プ ト を使用し てプロパテ ィ を変更し ます。 オブジ ェ ク ト のユーザーが実行時にプロパテ ィ にアク

セスできるよ う にするには、 オブジ ェ ク ト のヘルプ ト ピ ッ クにこれらのプロパテ ィ を ド キュ メ ン ト 化する必要が

あ り ます。 これによ り、 ユーザーは必要に応じ てプロパテ ィ を変更できます。

InstallShield イ ン ターフ ェ イス から プロパテ ィ へアクセスする

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にアクセスする と、 そのオブジ ェ ク ト のスク リ プ ト の一

部を InstallShield イ ン ターフ ェ イスで実行する こ とにな り ます。 たと えば、 オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト と関連付ける場合、 そのオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ は get_PropertyName 関数によ って読み込まれます。 この

関数は、 プロパテ ィ を含むすべてのオブジ ェ ク ト に組み込まれています。 オブジ ェ ク ト ウ ィ ザー ド でオブジ ェ ク

ト のプロパテ ィ を変更する場合は、 put_PropertyName 関数が呼び出されます。 こ こで、 PropertyName は変更するプ

ロパテ ィ の名前にな り ます。

スク リ プ ト を使用し てプロパテ ィ にアクセスする

オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にアクセスするには、 まずそのオブジ ェ ク ト への参照を取得し ます。 その後、 アクセ

スするオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ を指定し ます。 以下のコー ドは、 オブジ ェ ク ト のステータ ス プロパテ ィ を返す

方法を示し ます :

function OnBegin()

 /* オブジ ェ ク ト への参照を保持するオブジェ ク ト変数を宣言します。 */

 OBJECT oObject; 

begin

 /* " カスタム オブジ ェ ク ト " という名前のカスタム オブジ ェ ク ト の参照を取得します。 */
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
 set oObject = GetObject(" カスタム オブジェ ク ト ");

 /*Status.Number プロパテ ィ を確認。 */

 if oObject.Status.Number != OBJ_STATUS_SUCCESS then

/* セッ ト ア ッ プに合わせてエラーに応答。

たとえば Status.description テキス ト を表示して

セッ ト ア ッ プを中止できます。 */

MessageBox ( oObject.Status.Description, SEVERE );

abort;

 endif;

end;

実行時にプロパテ ィ を変更する場合、 その情報は保存されず、 今後のイ ンス ト ールでは使用されません。 た と え

ば、 後でイ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行する と、 最初のイ ンス ト ールで与えられた値はプロパテ ィ に

保持されません。

Boolean プロパテ ィ の値がオブジ ェ ク ト スク リ プ ト またはそのオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールのスク リ プ ト に

よ って TRUE に設定されている場合、 後に続 く プロパテ ィ の値の以降のチ ェ ッ クには 1 ではな く  –1 の値が表示さ

れます。

ヒ ン ト • InstallScript Object で、 単にオブジ ェ ク ト の現在のステータ ス (Status.Number の現在の値 ) を取得するだ

けのと きは、 GetStatus 関数を使用できます。 詳細については、 「GetStatus」 を参照し て く だ さい。

メ ソ ッ ドの作成

メ ソ ッ ドは、 プロパテ ィ と同様に、 オブジ ェ ク ト と それを含むイ ンス ト ールが相互に対応するよ う にする こ とが

できます。 実際的な目的に対する メ ソ ッ ド とは関数のこ と です。 メ ソ ッ ド と関数の違いは、 メ ソ ッ ドはメ ソ ッ ド 

キーワー ド で宣言される とい う こ と だけです。 メ ソ ッ ド を使う と、 オブジ ェ ク ト の関数を他のオブジ ェ ク ト や

セ ッ ト ア ッ プで使用する こ とができます。

メ ソ ッ ドの作成

タ スク メ ソ ッ ド を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallScript ビ ューを開きます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ メ ソ ッ ド ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. メ ソ ッ ドの設定を定義し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] ダイアログ ボ ッ クスによ り、 以下のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト が追加されます。

• メ ソ ッ ド を宣言する構文

method < メ ソ ッ ドデータ タ イプ > < メ ソ ッ ド名 > (< 引数データ タ イプ >);

例 :

method STRING MyMethod( NUMBER, BOOL );

• メ ソ ッ ド を定義する関数ブロ ッ ク例 :
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
function STRING MyMethod( /*NUMBER*/ arg1, /*BOOL*/ arg2 )

begin

end;

メ ソ ッ ド を使用する

オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド には実行時に限り アクセスできます。 オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド を イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト 内から、 または別のオブジ ェ ク ト から呼び出すこ とができます。 オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド にアクセスするに

は、 まずそのオブジ ェ ク ト の参照を取得し ます。 次のコー ドはオブジ ェ ク ト の現在の状態についての説明を表示

し ます :

Set oObj = GetObject("ATL 3.0")

MessageBox(oObj.Status.Description, INFORMATION);

オブジ ェ ク ト ステータ スのプロパテ ィ

あらかじめ定義されている ものも、 ユーザーによ って定義されたものも含め、 すべての InstallScript オブジ ェ ク ト

は以下のよ う な読み取り専用プロパテ ィ を持っています。

• Status

• StatusBase

• StatusStruct

StatusBase と StatusStruct は、 高度な知識を もつユーザー向けです。 これらのプロパテ ィ に関する詳細について

は、 次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

Status

Status プロパテ ィ は、 次のプロパテ ィ を メ ンバーに持つ構造です。

テーブル 5-2 • Status プロパテ ィ のメ ンバー

プロパテ ィ 説明

Status.Number 数値のオブジ ェ ク ト  ステータ ス。

Status.Description オブジ ェ ク ト のステータ スを説明する文字列。

Status.szSource エラーの場合、 エラーのソース。 通常、 オブジ ェ ク ト の

文字列エン ト リから読み込まれたオブジ ェ ク ト の名前。

Status.szScriptFile エラーの場合、 エラー発生時に実行されていたスク リ プ

ト  フ ァ イルの名前。

Status.nScriptLine エラーの場合、 エラー発生時に実行されていたスク リ プ

ト 行。

Status.nScriptError エラーの場合、 エラーのリ ターン コー ド。
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で、 SetStatusEx を呼んでこれらの値を設定する こ とができます。 オブジ ェ ク ト のステー

タ スを クエ リする と、 デフ ォル ト では最初サブオブジ ェ ク ト のステータ ス ( あれば ) を クエ リ し ます。 1 つ以上の

オブジ ェ ク ト のサブオブジ ェ ク ト がエラーを報告 (OBJ_STATUS_SUCCESS よ り少ない Status.Number プロパテ ィ ) 

する と、 最初に失敗し たオブジ ェ ク ト のステータ スプロパテ ィ が親オブジ ェ ク ト のステータ ス と し て返されます。

ユーザーによ って定義されたオブジ ェ ク ト のスク リ プ ト は、 ( 引数な し で ) get_Status 関数を明示的に定義する こ

とによ ってデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド する こ とができます。

オブジ ェ ク ト の Status.Number プロパテ ィ の値を確認し て、 オブジ ェ ク ト を正常にイ ンス ト ールする こ とが可能か

ど うか、 可能ではない場合、 その原因を、 判断し、 エン ド ユーザーに Status.Description の値を表示する こ とがで

きます。 この確認は、 セ ッ ト ア ッ プのどの時点でも行う こ とができますが、 最低、 以下の例にあるよ う に、

OnBegin イベン ト  ハン ド ラーで成功または失敗し たかを確認する こ と をお勧めし ます。

function OnBegin()

/* オブジ ェ ク ト への参照を保持するオブジェ ク ト変数を宣言します。 */

OBJECT oObject; 

begin

/* " カスタム オブジ ェ ク ト " という名前のカスタム オブジェ ク トの参照を取得します。 */

set oObject = GetObject(" カスタム オブジェ ク ト ");

/*Status.Number プロパテ ィ を確認。 */

if oObject.Status.Number != OBJ_STATUS_SUCCESS then

/* セッ ト ア ッ プに合わせてエラーに応答。

たとえば Status.description テキス ト を表示して

セッ ト ア ッ プを中止できます。 */

MessageBox ( oObject.Status.Description, SEVERE );

abort;

endif;

end;

以下のテーブルには、 すべてのオブジ ェ ク ト に共通な Status.Number および Status.Description の可能な値がリ ス

ト されています。 一部のオブジ ェ ク ト には、 固有のプロパテ ィ に可能な値があり ます。 可能な値のリ ス ト につい

ては、 個別のオブジ ェ ク ト のヘルプ ページを参照し て く ださい ([ オブジ ェ ク ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プの

デザイ ン ] または関連機能の [ 機能 ] ビ ューでオブジ ェ ク ト を選択する と表示できます )。

テーブル 5-3 • すべてのオブジ ェ ク ト に共通な Status.Number および Status.Description の可能な値

oObject.Status.Number oObject.Status.Description

OBJ_STATUS_SUCCESS 操作は成功し ま し た。

OBJ_STATUS_OSINVALID ターゲッ ト  OS が無効です。

OBJ_STATUS_DISKSPACE 十分なデ ィ スク容量があ り ません。

OBJ_STATUS_LANGUAGESUPPORT サポー ト されていない言語です。

OBJ_STATUS_NOTADMINISTRATOR 管理者特権が必要です。

OBJ_STATUS_SETKEY レジス ト リキーを設定できません。

OBJ_STATUS_GETKEY レジス ト リキーを取得できません。

OBJ_STATUS_SETVALUE レジス ト リ値を設定できません。
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InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
StatusBase

StatusBase プロパテ ィ は、 Status プロパテ ィ と同じ メ ンバーを持つ構造です。 このプロパテ ィ は、 通常、 セ ッ ト

ア ッ プがこのプロパテ ィ を直接クエ リする必要がない特殊なケース ( セ ッ ト ア ッ プはオブジ ェ ク ト から提供され

るプロパテ ィ を処理し てすべてのカス タムステータ スをバイパスする こ とができるため ) を除き、 カス タ マイズ

された get_Status メ ソ ッ ド を持つオブジ ェ ク ト によ ってのみ使用されます。

StatusBase プロパテ ィ を使って、 オブジ ェ ク ト のサブオブジ ェ ク ト のステータ スのチ ェ ッ クなど、 オブジ ェ ク ト

のデフ ォル ト のステータ ス ハン ド リ ングを利用する こ とができます。 オブジ ェ ク ト に カス タム get_Status 関数を

作成する と、 以下の例にあるよ う に、 get_Status  関数内の StatusBase プロパテ ィ を使用し て、 デフ ォル ト の ス

テータ ス ハン ド リ ングを利用する こ とができます。

function object get_Status()

object oThis;

begin

// こ こでカスタム処理を行います。

// オブジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを取得します。

set oThis = GetObject( "" );

// これがオブジェ ク ト でない場合は失敗します。

if( !IsObject( oThis ) ) then

return NULL;

endif;

// 標準のステータス情報を返します。

return oThis.StatusBase;

end;

OBJ_STATUS_GETVALUE レジス ト リ値を取得できません。

OBJ_STATUS_SETTARGET スク リ プ ト で定義されたフ ォルダー値を設定で

きません。

OBJ_STATUS_LOADDLL DLL をロー ド する こ とができません。

OBJ_STATUS_FILELOCKED 必要なフ ァ イルがロ ッ ク されま し た。

OBJ_STATUS_FILENOTFOUND フ ァ イルが見つかり ません。

OBJ_STATUS_FILECOPY フ ァ イルのコ ピーに失敗し ま し た。

OBJ_STATUS_FILELAUNCH フ ァ イルを起動できませんで し た。

OBJ_STATUS_SETLOGDATA セ ッ ト ア ッ プ ログにデータ を設定できません。

OBJ_STATUS_GETLOGDATA セ ッ ト ア ッ プ ログからデータ を取得できません。

OBJ_STATUS_INITVARS 変数の初期化ができません。

テーブル 5-3 • すべてのオブジ ェ ク ト に共通な Status.Number および Status.Description の可能な値 ( 続き )

oObject.Status.Number oObject.Status.Description
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StatusStruct

StatusStruct プロパテ ィ は、 Status プロパテ ィ と同じ メ ンバーを持つ構造です。 このプロパテ ィ は、 通常、 イ ンス

ト ールがこのプロパテ ィ を直接クエ リする必要がない特殊なケース ( セ ッ ト ア ッ プはオブジ ェ ク ト から提供され

るプロパテ ィ を処理し てすべてのカス タムステータ スをバイパスする こ とができるため ) を除き、 カス タ マイズ

された get_Status メ ソ ッ ド を持つオブジ ェ ク ト によ ってのみ使用されます。

StatusStruct プロパテ ィ を使って、 デフ ォル ト のオブジ ェ ク ト  ステータ ス ハン ド リ ングをバイパスする こ とがで

きます。 オブジ ェ ク ト にサブオブジ ェ ク ト  ステータ ス値を無視させたい場合、 次の例にあるよ う に、 このプロパ

テ ィ を使用する こ とができます。

function object get_Status()

object oThis;

begin

// オブジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを取得します。

set oThis = GetObject( "" );

// これがオブジェ ク ト でない場合は失敗します。

if( !IsObject( oThis ) ) then

return NULL;

endif;

// ステータス情報を直接返します。

return oThis.StatusProp;

end;

オブジ ェ ク ト の実行時のユーザー イ ン ターフ ェ イスを作成する
作成し たオブジ ェ ク ト で、 このオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールのエン ド ユーザーにダイアログ ボ ッ クスのシー

ケンスを表示できます。 このダイアログのシーケンスを定義するには、 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト の UI イベン ト  

ハン ド ラー (OnFirstUIBefore、 OnFirstUIAfter、 OnMaintUIBefore、 および OnMaintUIAfter) を使用し て く だ さい。 ( デ

フ ォル ト では、 これらのハン ド ラーはダイアログをオブジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト で表示し ません。 )

ダイアログ シーケンスを使ったオブジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト では、 オブジ ェ ク ト のダイアログを表示するに

は 2 つの方法があり ます。

• ShowObjWizardPages 関数を呼び出し て、 プロジ ェ ク ト のある時点ですべてのオブジ ェ ク ト のダイアログ シー

ケンスを表示し ます。

• オブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド ( つま り、 ShowFirstUIBefore、 ShowFirstUIAfter、 

ShowMaintUIBefore、 および ShowMaintUIAfter) をいずれか、 またはすべてを選択し て、 各オブジ ェ ク ト のダイ

アログ シーケンスを表示し ます。 

ShowObjWizardPages 関数

ShowObjWizardPages 関数はデフ ォル ト で InstallShield X、 InstallShield DevStudio、 または InstallShield Professional 

6.1 以降を使って作成し た InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の各 UI イベン ト  ハン ド ラーの中で呼び出され

ます。 デフ ォル ト のイベン ト  ハン ド ラーでのこの関数の利用方法をガイ ド ラ イ ン と し て参考にし て く ださい。

ShowObjWizardPages をプロジ ェ ク ト の UI イベン ト  ハン ド ラーの中で呼び出すと、 イ ン クルー ド し た各オブジ ェ

ク ト の対応 UI コー ドが表示されます。 た と えば、 ShowObjWizardPages をプロジ ェ ク ト の OnFirstUIBefore イベン

ト  ハン ド ラーの中で呼び出すと、 イ ン クルー ド し た各オブジ ェ ク ト の対応 OnFirstUIBefore コー ドが表示されま

す。 オブジ ェ ク ト がプロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで表示される順番で、 イ ン クルー ド し たオブジ ェ ク

ト の UI イベン ト  ハン ド ラーが実行されます。
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エン ド ユーザーは、 [ 次に ] ボタ ン と [ 戻る ] ボタ ンを使用し て、 イ ンス ト ール ダイアログ シーケンス全体を移動

できます。 それには、 UI イベン ト  ハン ド ラーコー ドのデフ ォル ト どお り に各ダイアログ ボ ッ クス関数の戻り値 

(NEXT または BACK) を変数 nResult に割り当てて、 ShowObjWizardPages を次の要領で呼び出し ます。

nResult = ShowObjWizardPages( nResult );

ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド

ユーザー作成のすべてのオブジ ェ ク ト は内部で、 ShowFirstUIBefore、 ShowFirstUIAfter、 ShowMaintUIBefore、 およ

び ShowMaintUIAfter のメ ソ ッ ド をサポー ト し ています。 オブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド を呼び出すと、

オブジ ェ ク ト の対応 UI コー ドが実行されます。 たと えば、 次の呼び出しは、 オブジ ェ ク ト の OnFirstUIBefore コー

ド を実行し ます :

nResult = oObject.ShowFirstUIBefore(nResult);

ShowObjWizardPages 関数と同様に、 エン ド ユーザーのナビゲーシ ョ ンを可能にするには、 各ダイアログ関数の戻

り値を nResult に割り当て、 前述の例のよ う に howxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

オブジ ェ ク ト  UI イベン ト  ハン ド ラーのコー ド

デフ ォル ト のコー ド を変更し て、 オブジ ェ ク ト  UI イベン ト  ハン ド ラーのコー ド を作成し ます。 このデフ ォル ト の

コー ドは、 ダイアログを表示し ませんが、 エン ド ユーザーのナビゲーシ ョ ンを可能にするために必要なコー ド構

造を持っています。

• ダイアログを 1 つ表示するには、 FIRST_DIALOG か LAST_DIALOG ラベルのすぐ後にダイアログ関数呼び出し

を配置し ます。

• ダイアログを 2 つ表示するには、 FIRST_DIALOG ラベルの後に 1 つめのダイアログ関数呼び出し を配置し て、

LAST_DIALOG ラベルのすぐ後に 2 つめのダイアログ関数呼び出し を配置し ます。

• ダイアログを 2 つ以上表示するには、 FIRST_DIALOG ラベルの後に 1 つめのダイアログ関数呼び出し を配置し

て、 LAST_DIALOG ラベルのすぐ後に 2 つめのダイアログ関数呼び出し を配置し ます。 中間にある各ダイアロ

グに対し ては、 FIRST_DIALOG と LAST_DIALOG ブロ ッ クのよ う なコー ド ブロ ッ ク構造で、 ダイアログ関数呼

び出し を配置し ます。

上記のそれぞれのケースで、 ダイアログ関数呼び出しの戻り値を変数からの戻り値を変数 nDirection に割り当てま

す。

オブジ ェ ク ト でサポー ト されていない機能
オブジ ェ ク ト の目的と実装のために、 InstallShield イ ン ターフ ェ イス内でオブジ ェ ク ト を作成する際には特定の機

能がサポー ト されていません。 これらのサポー ト されていない機能を以下の一覧に示し ます。 オブジ ェ ク ト と イ

ンス ト ール プロジ ェ ク ト との詳しい設計概念の違いについては、 「オブジ ェ ク ト の設計」 を参照し て く ださい。

テーブル 5-4 • オブジ ェ ク ト でサポー ト されていない機能

サポー ト され
ていない機能 説明

セ ッ ト ア ッ プ

の種類

セ ッ ト ア ッ プの種類はオブジ ェ ク ト ではサポー ト されていません。 既存

のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の外にオブジ ェ ク ト を作成する場合、 セ ッ

ト ア ッ プの種類は無視されます。
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オブジ ェ ク ト のビルド
オブジ ェ ク ト のビルドは、 本質的には、 標準イ ンス ト ールのビルド と同じ です。 InstallShield ユーザー イ ン ター

フ ェ イスからオブジ ェ ク ト をビルド するには、 リ リース ィ ザー ド を使用し ます。 リ リース ウ ィ ザー ド でビルド に

必要な情報すべてが、 プロンプ ト によ って聞かれます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスからオブジ ェ ク ト をビルド する

メ モ • オブジ ェ ク ト は、 ラ イブラ リ フ ァ イル Ifxobject.obl と Isrt.obl を使用し てコ ンパイルする必要があ り ます。 [

新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト タ イプを使って、 または [ フ ァ

イル ] メ ニューから [ 名前を付けて保存 ] コマン ド を選択し てプロジ ェ ク ト が作成された場合、 これらのフ ァ イル

は、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト によ って自動的に参照されます。 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト がその他の方法で作

成されている場合は、 [ ビルド ] メ ニューから [ 設定 ] を選択し ます。 次に、 [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブのラ イブ

ラ リ (.obl) ボ ッ クスに、 Ifxobject.obl と Isrt.obl がリ ス ト されている こ と を確認し ます。

メ デ ィ アの種

類

オブジ ェ ク ト を作成する際には、 ビルド する メ デ ィ アの種類を選択する

こ とはあ り ません。 すべてのオブジ ェ ク ト は CD-ROM オプシ ョ ンで圧縮

されずにビルド されます。

シ ョ ー ト カ ッ

ト と フ ォル

ダー

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューはオブジ ェ ク ト ではサポー ト されていません。

オブジ ェ ク ト 内にシ ョ ー ト カ ッ ト またはフ ォルダーを作成するには、

AddFolderIcon、 CreateProgramFolder、 または CreateDir 関数を使ってスク

リ プ ト から作成する必要があ り ます。

サポー ト  フ ァ

イル

標準イ ンス ト ールで、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューでのスプラ ッ シュ ク

リーン、 ビルボー ド、 言語依存、 言語非依存、 およびア ドバンスフ ァ イ

ルを指定するための場所。 オブジ ェ ク ト は言語依存と言語非依存のフ ァ

イルのみを許可し ます。

製品のレジス

ト リ キ－

Windows ロゴ • InstallShield で作成されたイ ンス ト ールが実行される際に

は、 製品のレジス ト リ キーが自動的にターゲッ ト マシン上に作成されま

す。 製品のレジス ト リ キーは、 HKLM\SOFTWARE\< 会社名 >\< 製品名 >\<

バージ ョ ン > に作成され、 マイ ク ロ ソ フ ト のロゴに準拠するために必要で

す。 し たがって、 作成されたこれらのレジス ト リ キーが必要な場合は、

自分で追加する必要があ り ます。

テーブル 5-4 • オブジ ェ ク ト でサポー ト されていない機能 ( 続き )

サポー ト され
ていない機能 説明
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オブジ ェ ク ト のビルドは、 本質的には、 標準イ ンス ト ールのビルド と同じ です。 オブジ ェ ク ト をビルド するには、

リ リース ウ ィ ザー ド を使用し ます。 リ リース ウ ィ ザー ド でビルド に必要な情報すべてが、 プロンプ ト によ って聞

かれます。 リ リース ウ ィ ザー ド ではオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト 用に次のパネルが表示されます。

コマン ド ラ イ ンからオブジ ェ ク ト のコ ンパイルと ビルド を行う
コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールを コ ンパイルおよびビルド するのと同じ形式で、 コマン ド ラ イ ンからオブジ ェ

ク ト を コ ンパイルおよびビルド し ます。 コマン ド ラ イ ンからオブジ ェ ク ト を コ ンパイルおよびビルド する方法に

ついては、 「ISCmdBld.exe を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 5-5 • リ リース ウ ィ ザー ドのオブジ ェ ク ト 固有のパネル

リ リース ウ ィ ザー ド パネル 説明

[ リ リースの指定 ] パネル 新しい リ リースを作成し た り、 既存のリ リースを選択できます。

[ 一般オプシ ョ ン ] パネル プ リ プロセ ッサ変数定義と リ リースの詳細プロパテ ィ を指定できます。

[ プロパテ ィ の変更 ] ダイア

ログ ボ ッ クス / リ リース 

ウ ィ ザー ド  — [ プ ラ ッ ト

フ ォーム ] パネル

オブジ ェ ク ト がサポー ト するオペレーテ ィ ング システムを選択できます。

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネル [ プロジ ェ ク ト の設定 ] プロパテ ィ シー ト の [ 言語 ] ページで、 複数の言語が選

択されている場合に表示されます。 オブジ ェ ク ト でサポー ト する言語、 デフ ォ

ル ト のオブジ ェ ク ト 言語、 およびエン ド ユーザーがオブジ ェ ク ト を実行する言

語を選択できるよ う にするかど うかを選択し ます。

[ デジ タル署名 ] パネル オブジ ェ ク ト にデジ タル署名する こ とができます。 オブジ ェ ク ト にデジ タル署

名をする こ と で、 オブジ ェ ク ト 内のコー ドが発表以来変更または破損し ていな

いこ と をエン ド ユーザーに対し て保証し ます。

[ ポス ト ビルド のオプシ ョ ン

] パネル

次回リ リースをビルド し た後に、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを フ ォルダーま

たは FTP サイ ト にコ ピーするか、 またはバッ チ フ ァ イルを実行し ます。

[ リ リース設定の概要 ] パネ

ル

リ リース情報の概要を表示し ます。 

メ モ • オブジ ェ ク ト をビルド する と、 そのオブジ ェ ク ト は [ オブジ ェ ク ト ] 

ビ ューに自動追加され、 それ以降に作成するすべてのイ ンス ト ールで使用でき

ます。 オブジ ェ ク ト の以前のバージ ョ ンがギャ ラ リーに存在する場合、 新し く

ビルド されたオブジ ェ ク ト で上書き されます。 複数のメ デ ィ アをビルド する場

合、 最新のメ デ ィ アが [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューにコ ピーされます。
1554 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 5 章 InstallShield 前提条件およびその他の再配布可能フ ァ イルをデザイ ンする

InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する
オブジ ェ ク ト のテス ト とデバッ グ
オブジ ェ ク ト のテス ト は標準イ ンス ト ールのテス ト に類似し ています。 この 2 つのテス ト の違いは、 オブジ ェ ク

ト は、 テス ト するには標準イ ンス ト ールに含めな く てはならないとい う こ と です。 このため、 まずオブジ ェ ク ト

をビルド し、 次にそれを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含めてから、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド し て実行

する必要があ り ます。 次のデバッ グ方法は、 オブジ ェ ク ト を開発する際に適用できます。

メ モ • オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト があ り、 関連し たイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を InstallShield の別のイ ンス タ ンス

で開いて、 オブジ ェ ク ト を変更および再ビルド し た場合、 それらの変更を統合するには関連し たイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト を閉じ てから再度開 く 必要があ り ます。

スク リ プ ト  デバッ ガー

スク リ プ ト  デバッ ガーて、 実行する イ ンス ト ールのコー ド で手順をすすめる こ とができます。 スク リ プ ト  デバッ

ガーでオブジ ェ ク ト をデバッ グするには、 標準イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にそのオブジ ェ ク ト を含め、 コ ンパイ

ルし、 デバッ グする必要があ り ます。 も う 1 つの方法と し て、 オブジ ェ ク ト を標準イ ンス ト ールと し てデザイ ン、

テス ト 、 デバッ グし、 そ し て次の手順に従ってオブジ ェ ク ト に変換する こ と もできます。

タ スク オブジ ェ ク ト を変換するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. プロジ ェ ク ト のコ ピーの作成先と なる フ ォルダーを選択し ます。 新しいオブジ ェ ク ト を元のプロジ ェ ク ト と

同じ フ ォルダーに保存する こ とはできません。

3. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで、 新規プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

4. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト で、 [InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  (*.ism)] を選択し ます。

5. [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

指定し た名前を持つオブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (..ism フ ァ イル ) とすべてのプロジ ェ ク ト のサブ フ ォル

ダーが指定の場所に作成されます。 プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

詳細については、 「InstallScript デバッ ガー」 を参照し て く ださい。

メ モ • 後でオブジ ェ ク ト に変換する こ と を考慮に入れてオブジ ェ ク ト を標準イ ンス ト ールと し てデザイ ン し ている

場合、 次の制限がある こ とに注意し ます。

• オブジ ェ ク ト はセ ッ ト ア ッ プの種類を含みません。 さ らに、 定義するセ ッ ト ア ッ プの種類やプロジ ェ ク ト で

呼び出すセ ッ ト ア ッ プの種類関数は、 オブジ ェ ク ト がオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト に変換される際に無視され

ます。

• オブジ ェ ク ト でサポー ト されない関数やイベン ト が数多 く あり ます。

• プロジ ェ ク ト が変換される際に、 ビルド された メ デ ィ アに関する情報はすべて失われるため、 プロジ ェ ク ト

を再ビルド する必要があ り ます。
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別のマシンでのオブジ ェ ク ト のデバッ グ

[ イ ン ラ イ ン デバッ グ情報を生成する ] は、 [ ビルドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ

にあ り ます。 オブジ ェ ク ト が作成されたマシン以外のマシン上でオブジ ェ ク ト をデバッ グする こ とができます。

このオプシ ョ ンを使用し ないと、 デバッ グ情報は Setup.dbg とい う名前のフ ァ イルに配置され、 その場所は 

Setup.inx のヘ ッ ダーに格納されます。 このスキーマは、 コ ンパイルを行ったのと同じ マシン上でスク リ プ ト をデ

バッ グする場合、 問題はあ り ません。 しかし、 別のマシンを使用する場合、 .dbg フ ァ イルは同じ場所に保管され

ない可能性があ り ます。 この問題を緩和するために、 [ イ ン ラ イ ン デバッ グ情報の生成 ] オプシ ョ ンはデザイ ン さ

れま し た。 このオプシ ョ ンを使用する場合、 デバッ グ情報はすべて Setup.inx に保管されます。 このため、 イ ンス

ト ールがデバッ グ情報を検索する必要はあ り ません。

下記の 2 つの理由によ り、 最後の製品と共に出荷する Setup.inx を コ ンパイルする前に [ イ ン ラ イ ン デバッ グ情報

の生成 ] オプシ ョ ンを ク リ アする こ とが推奨されます。 1 つ目の理由は、 デバッ グ情報は Setup.inx のサイズを増

やし、 イ ンス ト ール実行にかかる時間を さ らに遅 く し ます。 2 つめは、 イ ン ラ イ ンデバッ グ情報によ って、 他人が

コー ド を容易に リバースエンジニア リ ングし て し ま う可能性があり ます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使用する

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 以下を行います :

• InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) または InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr)、 およびそれらの圧縮

フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 コ ンポーネン ト 、 機能、 その他のデータ を参照する。 このツールを使っ

て、 .cab フ ァ イルから フ ァ イルを抽出する こ と もできます。

• InstallScript イ ンス ト ールが作成し た InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) を参照する。 このツールを使って、 イ ン

ス ト ールがログ フ ァ イルに記録し た内容を参照できます。 ログ フ ァ イルには、 重要なアン イ ンス ト ール情報

がバイナ リ形式で保存されます。

詳細については、 「InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー」 を参照し て く だ さい。

カス タム デザイ ン タ イム ウ ィ ザー ドのデバッ グ

オブジ ェ ク ト に対し てカス タム デザイ ン タ イム ウ ィ ザー ド を作成し た場合、 そのウ ィ ザー ド をデバッ グする必要

があ り ます。

タ スク ウ ィ ザー ド をデバッ グするには、 次の操作を行います。

1. 開発環境からウ ィ ザー ドのデバッ グバージ ョ ンを起動し、 ブレークポイ ン ト を希望の場所に設定し ます。

2. InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 別のプロジ ェ ク ト の機能にオブジ ェ ク ト を挿入し てオブジ ェ ク ト のウ ィ

ザー ド を起動し ます。

3. 開発環境が Microsoft Visual Basic の場合、 次の操作を行う必要があり ます。

a. イ ン ターフ ェ イスを最小化し ます。 [ サーバー使用中 ] メ ッ セージ ボ ッ クスが開きます。 ( メ ッ セージ

ボ ッ クスが開 く 前に、 タ イ ト ルバーの最小化ボタ ンを何度かク リ ッ ク し なければならないこ と もあり ま

す。 )

b. [ サーバー使用中 ] メ ッ セージ ボ ッ クスで、 [ 切り替え ] ボタ ンを ク リ ッ クするか Enter キーを押し ます。
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オブジ ェ ク ト の配布
オブジ ェ ク ト の主な利点は、 オブジ ェ ク ト がマシン上にイ ンス ト ールされて登録されている限り、 InstallShield イ

ンス ト ールを作成し ている人なら誰でも最低限の作業でイ ンス ト ールにオブジ ェ ク ト を含める こ とができる とい

う点です。 オブジ ェ ク ト を登録する最も簡単な方法は、 InstallShield オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ーラーを使用する こ と

です。 このオブジ ェ ク ト を使う と、 InstallShield X 以降、 InstallShield DevStudio、 または、 InstallShield Professional 

6.1 以降があれば配布するオブジ ェ ク ト をパッ ケージにし て ターゲッ ト マシンに登録する こ とができます。

タ スク イ ンス ト ールに InstallShield オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ーラーを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを開きます。 [InstallShield オブジ ェ ク ト / マージ モジュール ] ペイ ンには、 使用可能

なすべてのオブジ ェ ク ト が一覧表示されます。

2. [ 機能 ] ペイ ンから InstallShield オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ーラーを追加する機能を選択し ます。

3. [InstallShield オブジ ェ ク ト  イ ンス ト ーラー ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 選択された機能に追加 ] を選択し ます。

関連し たウ ィ ザー ドが表示されるので、 これに従ってカス タ マイズし ます。

メ モ • 配布するオブジ ェ ク ト が InstallShield オブジ ェ ク ト ギャ ラ リーに存在する必要があり ます。 これが存在し な

い場合、 そのオブジ ェ ク ト を登録する必要があ り ます。 詳し く は、 「InstallScript プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト を登

録する」 をご覧 く だ さい。

オブジ ェ ク ト のスク リ プ ト
InstallShield では、 追加の関数を定義する こ と でオブジ ェ ク ト のサポー ト を InstallScript ビ ューにスク リ プ ト を追加

する こ と でオブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でサポー ト されていない定数のサポー ト を拡張する こ とができます。 基本

的に、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスでサポー ト されている関数を強化するスク リ プ ト を書 く こ とができです。

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でサポー ト されていない関数
以下に、 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でサポー ト されていない InstallScript 関数の一覧を示し ます。

• OnFileReadOnly

• OnRemovingSharedFile

• OnFileLocked

• OnNextDisk

• OnMD5Error

• OnFileError

• OnComponentError

• SdSetupType

• SdSetupTypeEx

• SetupType
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• ComponentSetupTypeSet

• ComponentSetupTypeEnum

• ComponentSetupTypeGetData 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でサポー ト されていない定数
以下に、 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でサポー ト されていない InstallScript 定数の一覧を示し ます。

• IFX_ONNEXTDISK

• IFX_ONNEXTDISK_MSG

• IFX_MAINTUI_MSG

• IFX_ONMAINTUI_CAPTION

• IFX_SDFINISH_MSG1

• IFX_SDFINISH_MAINT_MSG1

• IFX_SDFINISH_MAINT_TITLE

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でのみサポー ト されている関数
以下に、 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でのみサポー ト されている InstallScript 関数の一覧を示し ます。

• SetStatus

• WizardDirection

ScriptDefinedVar プロパテ ィ をオブジ ェ ク ト に追加する
InstallShield のオブジ ェ ク ト には、 ScriptDefinedVar プロパテ ィ を含むものがあ り ます。 このプロパテ ィ で、 デザイ

ン時にパス ( 例、 <MYSERVICEFOLDER>\MyService.exe) を定義するのに使用するスク リ プ ト 定義の変数値を実行

時に設定する こ とができます。 た と えば、 以下のよ う な メ イ ン スク リ プ ト のコー ド を使う こ とによ り、 エン ド

ユーザーは <MYSERVICEFOLDER> の値を指定する こ とができます :

/* 名前を付けたオブジェ ク トへの参照を取得します。

オブジェ ク ト名は [ コンポーネン ト ] ペイン の 「新しい カスタムオブジ ェ ク ト  1」 です。 */

set oObj = GetObject("New Custom Object 1");

/* エン ドユーザーから フ ォルダーの選択を取得します。 */

svDir = TARGETDIR;

AskDestPath ( "" , " サービスフ ァ イルの場所を指定して く ださい :" ,

svDir , 0 );

/* 希望する <MYSERVICEFOLDER> の値をオブジェ ク ト に伝えます。 */

oObj.ScriptDefinedVar("<MYSERVICEFOLDER>") = svDir;
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タ スク オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト に ScriptDefinedVar プロパテ ィ を含めるには、 下記の手順を実行し ます。

1. InstallScript ビ ューを開きます。

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ プロパテ ィ ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] を ク リ ッ ク

し ます。 [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 以下をエン ト リ を行って く だ さい。

c. [ プロパテ ィ 名 ] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

ScriptDefinedVar

d. [ データ型 ] リ ス ト で、 [ 文字列 ] を選択し ます ( プロパテ ィ へ文字列データ を書き込むため )。

e. [ アクセス メ ソ ッ ド ] リ ス ト で、 [ 読み取り / 書き込み ] を選択し ます。 ( オブジ ェ ク ト のユーザーがメ イ

ン スク リ プ ト から現在のプロパテ ィ 値を確認し ないこ とが明確な場合は、 代わり に 書き込み専用 を選

択できます。 )

4. [OK] を ク リ ッ ク し てダイアログ ボ ッ クスを閉じ、 必要なコー ド をすべてオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト に自動追

加し ます。

5. 自動追加されたプロパテ ィ のスク リ プ ト  コー ド に対し て、 次の変更を行います。

a. InstallScript ビ ューを開きます。

b. InstallScript エクスプローラーの [ プロパテ ィ ] の下にある ScriptDefinedVar をダブル ク リ ッ ク し て、 ス

ク リ プ ト  エデ ィ ター ウ ィ ン ド ウのキャ レ ッ ト を ScriptDefinedVar 宣言に移動し ます。 宣言を以下のよ う

に変更し て、 宣言に文字列パラ メ ーターを追加し ます :

property(get,put) STRING ScriptDefinedVar();

変更後、

property(get,put) STRING ScriptDefinedVar( STRING ) へ変更。

c. InstallScript エクスプローラーの [ 関数 ] の下にある get_ScriptDefinedVar をダブル ク リ ッ ク し て、 スク リ

プ ト  エデ ィ ター ウ ィ ン ド ウのキャ レ ッ ト を get_ScriptDefinedVar 関数ブロ ッ クに移動し ます。 次の関数

ブロ ッ ク を検索し ます。

function STRING get_ScriptDefinedVar()

begin

return m_strScriptDefinedVar;

end;

次のよ う に変更し ます。

function STRING get_ScriptDefinedVar( szScriptVar ) /* 文字列引数を追加します。 */

begin

return TextSub.Value( szScriptVar ); /*  szScriptVar に関連した値を取得します。 */

end;

d. InstallScript エクスプローラーの [ 関数 ] の下にある put_ScriptDefinedVar をダブル ク リ ッ ク し て、 スク リ

プ ト  エデ ィ ター ペイ ンのキャ レ ッ ト を put_ScriptDefinedVar 関数ブロ ッ クに移動し ます。 次の関数ブ

ロ ッ ク を検索し ます。

function void put_ScriptDefinedVar(newVal)

begin

m_strScriptDefinedVar = newVal;
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end;

次のよ う に変更し ます。

function void put_ScriptDefinedVar( szScriptVar, newVal ) /* 文字列引数を追加します。 */

begin

TextSub.Value( szScriptVar ) = newVal; /* newVal を szScriptVar に関連付けます。 */

end;

オブジ ェ ク ト でシステム変数を使用する
システム変数は、 ソースパス、 ターゲッ ト パス、 Windows フ ォルダー、 および Windows システムフ ォルダーのよ

う な情報を含む、 あらかじめ定義された変数です。 スク リ プ ト 中でこれらの変数を定義する こ とはできません。

InstallShield では、 イ ンス ト ール プロセスの開始時に自動的にシステム変数が初期化されます。

オブジ ェ ク ト 内のシステム変数を変更し た り初期化し た りする こ とは可能ですが、 お勧めし ません。 オブジ ェ ク

ト 内のシステム変数を変更する と、 その影響はイ ンス ト ール全体に及びます。 た と えば、 オブジ ェ ク ト によ って 

TARGETDIR に特定の値が初期値と し て設定された場合、 その値は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内ですでに設定さ

れた値を上書き し て し まいます。 従って、 イ ンス ト ール全体にわたって、 フ ァ イルはイ ンス ト ール開発者によ っ

て指定されたデ ィ レ ク ト リ ではな く オブジ ェ ク ト で指定されたデ ィ レ ク ト リへイ ンス ト ールされる こ とにな り ま

す。

スク リ プ ト を使用し てオブジ ェ ク ト のイ ンス ト ール先を設定する
スク リ プ ト 定義の変数を使用し て、 オブジ ェ ク ト コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先のプロパテ ィ の一つを定義で

きます。 そのためには、 オブジ ェ ク ト のユーザーは、 スク リ プ ト 中で ComponentCompareSizeRequired が呼び出さ

れる前に、 スク リ プ ト 定義の変数値を設定する必要があ り ます。 そ う でない場合は、 関数は不充分なデ ィ スク容

量を報告し ます。 次のう ちのいずれかまたは両方の方法で、 スク リ プ ト 定義の変数値を設定する こ とができます。

• 書き込み専用、 または読み取り / 書き込みオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ の put_ function が ComponentSetTarget 

を呼び出すよ う にする。 以下に例を示し ます。

function VOID put_SetTargetDest ( szScriptVar , szValue )

begin

ComponentSetTarget ( MEDIA , szScriptVar , szValue );

end;

• オブジ ェ ク ト の OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラーによ って、 エン ド ユーザーのダイアログを表示させる。
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開発プロセスを再利用 / 分担するための

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のモジュー
ル化
InstallShield のデベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 コ ラボレーシ ョ ンを促進し たいエンジニア 

チームのために提供されています。 DIM プロジ ェ ク ト を使う と、 組織で、 イ ンス ト ール開発を分担し て、 効率化

を図る こ とができます。 DIM は、 機能サイズのプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール パッ ケージの論理的に別個に分か

れている部分を構成する製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS 

Web サイ ト 、 および要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 以下は、 DIM を利用し た時のい く つかの利

点です ：

• DIM を利用する こ とによ り、 複数のチーム メ ンバーが、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。

各ソ フ ト ウ ェ ア開発者またはチームメ ンバーは、 異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース 

エンジニアは、 1 つまたは複数のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

• リ リース エンジニアは、 DIM を複数のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で繰り返し使用できるため、 非常に効率的

です。

• DIM では、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供されている機能とほぼ同じ機能がサポー ト されています。 このた

め、 DIM の作成者には、 イ ンス ト ールの部分開発を行う ために必要な柔軟性がすべて提供されています。

このセクシ ョ ンでは、 InstallShield における DIM プロジ ェ ク ト の使い方について説明し ます。

DIM のイ ンス ト ール情報を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト の設定を、 単一イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) に保管し ます。 このフ ァ

イルには、 DIM プロジ ェ ク ト についてのすべての情報が含まれています。 [ 一般情報 ] ビ ューでは、 作成者名、 プ

ロジ ェ ク ト についての内部メ モ、 リ リース エンジニアが DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含める時に留意すべ

き手順の説明など、 DIM についての基本的な情報を編集できます。
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DIM でパス変数を使用する
 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを XML またはバイナ リ形式で保
存する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 .ism プロジ ェ ク ト フ ァ イルを XML またはバイナ リ形式で保存する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの形式を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの形式 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます : 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• バイナ リ — プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをデータベース フ ァ イルと し て保存するには、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。 プロジ ェ ク ト を開いた り保存し た りする際のスピー ドは、 この形式が最も早いです。

• XML — プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを階層構造を持つテキス ト  ベースの形式で保存するには、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。 このプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式は、 ソース コー ド 管理システムでの使用に最適です。

メ モ • DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) を XML またはバイナ リ形式で保存する と、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルは .ism 

拡張子を保持し ます。

DIM のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーを指定す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの "INSTALLDIR" 設定に入力された値は、 DIM のすべてのフ ァ イルのデフ ォル ト  フ ォルダーと

な り ます。 し たがってその値は、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーである、 Windows Installer フ ォルダー プ

ロパテ ィ  INSTALLDIR に割り当てられます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 通常これは次のよ う に評価されま

す :

[ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名 

この DIM のユーザーが、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール先を上書きできるよ う にするには、 "INSTALLDIR" 設定に 

[TARGETDIR] を入力し ます。 詳細については、 「DIM リ フ ァ レンスのイ ンス ト ール先のオーバーラ イ ド」 を参照し

て く ださい。

DIM でパス変数を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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DIM でパス変数を使用する
DIM プロジ ェ ク ト に製品フ ァ イルを追加する と、 デフ ォル ト で、 製品フ ァ イルのソース と し て使用されるパス変

数が作成されます。 パス変数は、 プロジ ェ ク ト のソース フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ を表すために使われる変数

です。 パス変数はデザイ ン時と ビルド時の両方で使用されますが、 イ ンス ト ールがエン ド ユーザーのマシンで実

行される イ ンス ト ールの実行時には使用できません。

ハー ド コー ド化されたパスの代わり にパス変数を使う利点と し て、 た と えばソール フ ァ イルが開発システム上に

ある別のデ ィ レ ク ト リ に移された場合、 パス変数の値を変更するだけで済みます。 つま り、 ハー ド コー ド化され

たすべてのソース フ ァ イルのパスをそれぞれ更新する必要はあ り ません。

DIM プロジ ェ ク ト でパス変数を使用する と、 ソース フ ァ イルの管理を簡略化できます。 特に、 DIM プロジ ェ ク ト

が DIM プロジ ェ ク ト を含める基本の MSI プロジ ェ ク ト とは異なる場所にある場合、 これは有用です。

また、 すべてのコー ド と InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを格納するためにソース コー ド管理を使っている場

合や、 ソース コー ド管理から適切なフ ァ イルを取得し、 コー ド を コ ンパイルし、 イ ンス ト ールをビルド するビル

ド マシンを使用し ている場合も、 パス変数は有用です。 このよ う なシナ リ オでは、 異なる リ リース エンジニアや

開発者が、 ソース管理から最新のフ ァ イルを取得するために別のローカル作業デ ィ レ ク ト リ を使う こ とがあり ま

す。 パス変数を使って場所を定義する と、 ソースの場所が異なるために発生する問題を最小限に抑える こ とがで

きます。

DIM プロジ ェ ク ト における定義済みパス変数

以下は、 DIM プロジ ェ ク ト における定義済みパス変数、 および通常それらに設定される値です。

パス変数に DIM_GUID が含まれる両方のケースでは、 DIM_GUID は、 DIM プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューの 

"DIM GUID" 設定で定義される識別子にな り ます。 次は、 DIM プロジ ェ ク ト におけるサンプル パス変数です :

• ISProjectDataFolder.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC 

• ISProjectFolder.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC 

テーブル 6-1 • DIM プロジ ェ ク ト における定義済みパス変数

定義済みパス変数 通常値

CommonFilesFolder C:\Program Files\Common Files\

ISProductFolder C:\Program Files\InstallShield\2016\

ISProjectDataFolder.DIM_GUID <ISProjectFolder>\ProjectName\

ISProjectFolder.DIM_GUID C:\InstallShield 2016 Projects\

ISRedistPlatformDependentExpressFolder C:\Program Files\InstallShield\2016\Redist\Language 

Independent\i386 Express

ISRedistPlatformDependentFolder C:\Program Files\InstallShield\2016\Redist\Language 

Independent\i386

ProgramFilesFolder C:\Program Files\

SystemFolder C:\Windows\System32\

WindowsFolder C:\Windows\
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DIM でパス変数を使用する
• MyNewPathVariable.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC 

GUID は、 DIM プロジ ェ ク ト からの適用可能なパス変数を判別するのに役立ちます。 また、 同じパス変数が、 ある 

DIM プロジ ェ ク ト と その DIM を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用されていて、 異なる値がこれらの 2 つのパス

変数に割り当てられている場合に発生する競合を最小化または削除する必要がある時にも役立ちます。

InstallShieldSystemFolder および WindowsFolder など、 GUID を含まないパス変数名は、 で開いているプロジ ェ ク ト

専用ではないため、 すべてのマシンで使用可能です。 これらの種類のパス変数の値は、 オペレーテ ィ ング システ

ムに応じ て異なる場合があ り ます。 たと えば、 32 ビ ッ ト  マシンでは、 ProgramFilesFolder の値は C:\Program Files\ 

の可能性があ り ます。 一方、 64 ビ ッ ト  マシンでは、 C:\Program Files (x86)\ の可能性があ り ます。 

パス変数を参照するための構文

パス変数が InstallShield で使用されている場合、 パス変数は、 山かっ こで囲まれます。 例 ：

<ISProjectDataFolder.8356F8B7_8DE5_4E04_A77A_6FA722CBE1CC>

場合によ っては、 別のパス変数の相対的になるよ う にパス変数を定義する こ と できます。 た と えば、

MySourceFiles とい う名前の標準パス変数を作成し た と仮定し ます。 そ し てこの時、 BinFiles とい う名前の別のパ

ス変数を使って、 先の MySourceFiles デ ィ レ ク ト リ内にある Bin フ ォルダーへのパスも定義する必要もある と仮定

し ます。 この場合、 BinFiles 変数の Defined Value 列に相対パス変数を入力する時、  でベースのパス変数を囲む必

要があ り ます。 し たがって、 BinFiles 変数の Defined Value 列は、 次のよ う にな り ます :

<MySourceFiles>\Bin 

MySourceFiles の値が C:\CheckoutRoot\ だ とする と、 BinFiles の値は、 C:\CheckoutRoot\Bin\ にな り ます。

サンプル パス変数のシナ リ オ

1 台またはそれ以上のマシンを使って InstallShield プロジ ェ ク ト の作成 / 編集を行っているが、 イ ンス ト ールのビ

ルド には別のマシンを使ってる とい う よ う な環境では、 プロジ ェ ク ト でパス変数をど う し よ う するか前も って考

えてお く 必要があ り ます。 そ う し なかった場合、 InstallShield でイ ンス ト ールをビルド し た時、 フ ァ イルが不足し

ているためにビルド エラーが発生し た り、 間違ったフ ァ イルがビルド に取り込まれた り し ます。

次の例では、 InstallShield プロジ ェ ク ト でパス変数を使う時の、 い く つかの異なる方法が説明されています。 最も

容易な方法は、 例 3 で説明されている方法です。

例 1: DIM を含む基本の MSI プロジ ェ ク ト で DIM のパス変数の値を上書きする

次のテーブルでは、 DIM プロジ ェ ク ト で、 1 つの定義済みパス変数と、 い く つかの標準パス変数がど う 使用されて

いるかが説明されています。

テーブル 6-2 • 例 1 DIM プロジ ェ ク ト におけるパス変数

名前 定義された値 現在の値

ISProjectFolder.4E846FD3_5307_4CF5

_9FF1_C476E5505666

( これは、InstallShield プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを含むフ ォルダーの定義

済みパス変数です。 この値は、 手

動で定義する こ とはできません。 )

C:\Source\Units\Utility\

CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_4

CF5_9FF1_C476E5505666

C:\Source C:\Source
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DIM でパス変数を使用する
この例では、 DIM プロジ ェ ク ト の作成者は、 パス変数 CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_4CF5_9FF1_C476E5505666 

を、 自分のソース ルー ト  フ ォルダー C:\Source ( ソース管理から フ ァ イルをチ ェ ッ ク アウ ト し ているマシン上の

作業デ ィ レ ク ト リ ) に割り当てています。 ソール フ ァ イルを含む他のフ ォルダーのパス変数は、 このソース ルー

ト パス変数に相対的に定義されています。

リ リース エンジニアが、 ビルド マシン上の異なる作業デ ィ レ ク ト リ を使っている場合、 場合によ って、 DIM を含

むプロジ ェ ク ト で基本の MSI イ ンス ト ールをビルド する時、 このパス変数の値を上書きする必要があ り ます。 リ

リース エンジニアは、 コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールをビルド する時、 -l パラ メ ーターを ISCmdBld.exe に渡す

こ と で、 ソース ルー ト  パス変数の新しい値を設定する こ とができます。 他のパス変数の値は、 ソース ルー ト  パ

ス変数を使って定義されるため、 これらの他のパス変数の値は、 それに沿って更新されます。

この方法は、 上書きを必要とするパス変数をそれぞれ含む複数の DIM プロジ ェ ク ト がある基本の MSI プロジ ェ ク

ト のイ ンス ト ールをビルド する場合など、 場合によ って、 手間がかり エラーが発生しやすいとい う欠点があるで

注意が必要です。

例 2: ビルド環境にし たがっ て、 DIM パス変数の値を変更する

DIM 開発マシンのソール ルー ト  パスが、 基本の MSI をビルド し ているマシン上の対応するパス と一致し ない場

合、 DIM を直接開いて、 パス変数の値を必要に応じ て更新する こ とができます。 DIM プロジ ェ ク ト を基本の MSI 

プロジ ェ ク ト 内から開 く 方法については、 「イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内から参照された DIM プロジ ェ ク ト を開

く 」 を参照し て く だ さい。

この方法は、 テス ト 目的で毎日ビルド処理を実行し ている環境で、 DIM プロジ ェ ク ト にまだ変更を行っている場

合、 理想的ではあ り ません。

PATH_TO_RELEASE_FILES.4E846FD3

_5307_4CF5_9FF1_C476E5505666

<CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_

4CF5_9FF1_C476E5505666>\SpellLib

\Bin\Release

C:\Source\SpellLib\Bin\Release

PATH_TO_DICTIONARIES.4E846FD3_

5307_4CF5_9FF1_C476E5505666

<CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_

4CF5_9FF1_C476E5505666>\Dictiona

ries

C:\Source\Dictionaries

テーブル 6-2 • 例 1 DIM プロジ ェ ク ト におけるパス変数 ( 続き )

名前 定義された値 現在の値
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DIM でパス変数を使用する
例 3: ISProjectFolder.DIM_GUID のよ う な定義済みパス変数に相対するパス変数を使用する

DIM プロジ ェ ク ト 内のパス変数を管理する最も簡単な方法は、 ISProjectFolder などの定義済みパス変数に相対する

パスにソール フ ァ イルを常に保存し てお く こ と です。 DIM_GUID 実際の手順を以下で説明し ます。

テーブル 6-3 • 例 3 DIM プロジ ェ ク ト におけるパス変数

名前 定義された値 現在の値

ISProjectFolder.4E846FD3_5307_4CF5

_9FF1_C476E5505666

( これは、InstallShield プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを含むフ ォルダーの定義

済みパス変数です。 この値は、 手

動で定義する こ とはできません。 )

次は、 考えられる開発マシンにお

ける現時点での値です :

C:\Source\Units\Utility\

次は、 考えられるビルド マシンに

おける現時点での値です :

C:\BuildWorkspace\Source\Units\Uti

lity\

CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_4

CF5_9FF1_C476E5505666

<ISProjectFolder.4E846FD3_5307_4CF

5_9FF1_C476E5505666>\..\..

メ モ • このパスの値に定義済みのプ

ロジ ェ ク ト  フ ォルダー パス変数を

使用し て、 それから他のパス変数

の値にチ ェ ッ クアウ ト  ルー ト  パス

変数を使用する と、 InstallShield プ

ロジ ェ ク ト およびその他すべての

ソース フ ァ イルが、 マシンからマ

シンに移動できるポータ ブルにな

り ます。

次は、 考えられる開発マシンにお

ける現時点での値です :

C:\Source

次は、 考えられるビルド マシンに

おける現時点での値です :

C:\BuildWorkspace\Source

PATH_TO_RELEASE_FILES.4E846FD3

_5307_4CF5_9FF1_C476E5505666

<CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_

4CF5_9FF1_C476E5505666>\SpellLib

\Bin\Release

次は、 考えられる開発マシンにお

ける現時点での値です :

C:\Source\SpellLib\Bin\Release

次は、 考えられるビルド マシンに

おける現時点での値です :

C:\BuildWorkspace\Source\SpellLib\

Bin\Release

PATH_TO_DICTIONARIES.4E846FD3_

5307_4CF5_9FF1_C476E5505666

<CHECKOUT_ROOT.4E846FD3_5307_

4CF5_9FF1_C476E5505666>\Dictiona

ries

次は、 考えられる開発マシンにお

ける現時点での値です :

C:\Source\Dictionaries

次は、 考えられるビルド マシンに

おける現時点での値です :

C:\BuildWorkspace\Source\Dictionar

ies
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DIM のフ ァ イルを編成する
チ ェ ッ クアウ ト  ルー ト  パス変数の値に定義済みのプロジ ェ ク ト  フ ォルダー パス変数を使用し て、 それから他の

パス変数の値にチ ェ ッ クアウ ト  ルー ト  パス変数を使用する と、 InstallShield プロジ ェ ク ト およびその他すべての

ソース フ ァ イルが、 マシンからマシンに移動できるポータ ブルにな り ます。

DIM のフ ァ イルを編成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト では、 フ ァ イルは階層構造で編成されます。 イ ンス ト ールの自分の担当の部分のフ ァ イルを コ

ンポーネン ト に追加し ます。 DIM を基本の MSI プロジ ェ ク ト に含める と、 DIM のコ ンポーネン ト は、 基本の MSI 

プロジ ェ ク ト の 1 つまたは複数の機能に追加されます。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能および除外する

機能を選択できるよ う にし た場合、 基本の MSI イ ンス ト ールが実行された時、。 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールす

る機能を選択できるよ う にな り ます。

DIM プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加する場合、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに留意する必

要があ り ます。 デフ ォル ト では、 DIM ベス ト プラ ク テ ィ ス ウ ィ ザー ド がセ ッ ト ア ッ プのデザイ ンを監視し、 ベス

ト プラ クテ ィ スに反し た場合には警告を表示し ます。

フ ァ イルの編成についての詳細は、 ド キュ メ ン ト の次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• フ ァ イルと フ ォルダーを含める

• コ ンポーネン ト を使用する

• セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス

DIM のターゲッ ト  システムの構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ ンス ト ールでは、 ターゲッ ト  システムの変更が必ず発生し ます。 簡単なイ ンス ト ールでは、 フ ァ イルを コ ピー

するだけのものもあ り ます。 よ り複雑なイ ンス ト ールでは、 レジス ト リの変更、 .ini フ ァ イルの編集、 シ ョ ー ト

カ ッ ト の作成、 ODBC リ ソースの構成、 環境変数の使用、 XML フ ァ イルの変更、 およびテキス ト  フ ァ イルの変更

が行われます。 DIM プロジ ェ ク ト でこれらの種類の構成に関する詳細は、 ド キュ メ ン ト の次のセクシ ョ ンを参照

し て く ださい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト およびプログラム フ ォルダーの作成

• レジス ト リの編集

• .ini フ ァ イル データの変更

• ODBC リ ソースの構成

• 環境変数を使用する

• XML フ ァ イルの変更

• テキス ト  フ ァ イルの変更
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DIM のイ ンス ト ール動作を カス タ マイズする
DIM のイ ンス ト ール動作を カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ ンス ト ール作成の重要な要素は、 それをエン ド ユーザーのニーズに合わせてカス タ マイズする こ と です。 た と

えば、 Windows Installer が直接サポー ト し ていない機能を追加する カス タム アクシ ョ ンを作成するのに役立ちま

す。 また、 検索の結果によ って、 イ ンス ト ールが続行できるかど うかが判別される場合など、 ターゲッ ト  システ

ムでイ ンス ト ール済みデータ を検索する必要が出て く る場合もあり ます。 Windows Installer のプロパテ ィ を使用す

る と、 プロジ ェ ク ト に対し てプロジ ェ ク ト 全体の値を使用できます。 DIM プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール動作のカ

ス タ マイズに関する詳細は、 ド キュ メ ン ト の次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• カス タム アクシ ョ ンを使用

• イ ンス ト ールされたデータの検索

• Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方

DIM のサーバーを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 DIM プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM プロジ ェ ク ト を作成し ている と き、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるテ ク ノ ロジに対し てサーバー

側のサポー ト を提供する必要がある こ とに気がつ く こ とがあり ます。 InstallShield では、 イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ

メ ーシ ョ ン サービス (IIS) Web サイ ト の作成と管理、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンおよびコ ンポーネン ト の管理、 およ

びサーバー接続および設定による SQL スク リ プ ト の管理および編成がサポー ト されています。 DIM プロジ ェ ク ト

のサーバーの構成に関する詳細は、 ド キュ メ ン ト の次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• SQL サポー ト の構成

• COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト の管理

• イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス
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アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト
アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールする こ とは、 アプ リ ケーシ ョ ンのオ リ ジナルリ リースのイ ン

ス ト ールよ り もはるかに一般的な操作です。 この意味で、 効率的で、 信頼のおけるア ッ プグレー ド を作成する こ

とは、 と ても重要な タ スクです。

[ ア ッ プデー ト の更新 ] は、 異なる タ イプのア ッ プグレー ド についての確かなバッ クグラウン ド 情報が提供されて

お り、 一般的なパッ チについての誤解が分かりやす く 説明されています。 " アプ リ ケーシ ョ ンの更新 " では、 ま

た、 製品に最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンを判断するのに役に立ち、 ア ッ プグレー ド、 パッ チ、

QuickPatch プロジ ェ ク ト 、 差分リ リース、 および、 完全リ リースの作り方を手順を追って案内し ます。 また、 こ

のセクシ ョ ンは、 FlexNet Connect を利用し てどのよ う にエン ド ユーザーに製品の新しいバージ ョ ンのリ リースつ

いて通知するかについても説明し ます。

ア ッ プグレー ドの概要
ソ フ ト ウ ェ ア アプ リ ケーシ ョ ンの保守は、 開発にかかったコス ト よ り も高 く かかる場合があ り ます。 そのため、

効率的で信頼のおけるア ッ プグレー ド を作成する こ とは重要な タ スクです。 アプ リ ケーシ ョ ンに対する堅牢な

ア ッ プグレー ドの配布が可能かど うかは、 オ リ ジナル イ ンス ト ールパッ ケージがどのよ う に構成され、 配布され

たかによ って左右されます。 ヘルプ ト ピ ッ クには、 堅牢なア ッ プグレー ドパッ ケージ作成の基盤と なる情報が掲

載されています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド方法

Windows Installer は 3 種類 ( スモール ア ッ プデー ト 、 マイナー ア ッ プグレー ド、 および メ ジャー ア ッ プグレー ド ) 

の製品ア ッ プグレー ド をサポー ト し ています。 ア ッ プグレー ドは、 完全イ ンス ト ールまたはパッ チ と し てパッ

ケージする こ とができます。 パッ チはア ッ プグレー ド を実装するための 1 つの仕組みに過ぎません。 ただ し完全

リ リース とは違って、 パッ チはイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを最新版に変更するために必要な部分のみをユー

ザーに配布し ます。

MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド方法

MSI データベースおよび ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト は、 Windows Installer のメ ジャー ア ッ プグレー ド をサ

ポー ト し ます。
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InstallScript プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド方法

InstallScript イ ンス ト ール用には、 完全リ リース パッ ケージ、 または差分リ リースのどち らかを使ってアプ リ ケー

シ ョ ンを更新する こ とができます。 最適なア ッ プグレー ド方法を決定するには、 フ ァ イルサイズ、 以前のリ リー

スからのフ ァ イルの有無など様々な要素を考慮する必要があり ます。

メ モ • InstallShield Professional 6.0 よ り も古いバージ ョ ンを利用し て InstallScript プロジ ェ ク ト 用のメ デ ィ アを作成

し た場合、 メ デ ィ アをア ッ プデー ト する こ とはできません。

メ ジャーア ッ プグレー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ ジャーア ッ プグレー ド では製品の変更規模が大きいため、 パッ ケージコー ド だけでな く 製品バージ ョ ン番号お

よび製品コー ドの両方を変更する価値があ り ます。 た と えばバージ ョ ン 1.2 製品の 2.0 へのア ッ プデー ト です。 メ

ジャーア ッ プグレー ドは、 以前のバージ ョ ンが存在し ない場合は初回イ ンス ト ールと同様に作動し ます。 以前の

バージ ョ ンが存在する場合、 メ ジャーア ッ プグレー ドは通常それをアン イ ンス ト ールし てから新しいバージ ョ ン

を イ ンス ト ールし ます。 また、 メ ジャーア ッ プグレー ド にまず以前のバージ ョ ンを上書き イ ンス ト ールさせてか

ら、 使われないフ ァ イルを削除する こ と も可能です。 方法と し ては、 この方がよ り効率的ですが、 コ ンポーネン

ト 作成規則の厳密な順守が必要です。

メ ジャーア ッ プグレー ドの動作の仕方

Windows Installer のヘルプで示唆されているよ う に、 メ ジャー ア ッ プグレー ド を行う にはイ ンス ト ールの最新バー

ジ ョ ンの製品コー ド を変更する必要があ り ます。

メ モ • イ ンス ト ールの製品コー ドは、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定できます。 新しい製品コー ドは、 一意である限り、

特に制約はあ り ません。

一意の製品コー ド を使用する こ と で、 エン ド ユーザーのマシン上で、 最新のイ ンス ト ールを Windows Installer 

サービスに独自に登録する こ とができます。 言い換える と これは、 何かし らの手段が執られないかぎ り、 Windows 

Installer  は、 以前のバージ ョ ン とは無関係に製品の最新のバージ ョ ンを イ ンス ト ールする とい う こ と を意味し ま

す。 これは、 2 つの異なるバージ ョ ンの製品が同じ マシン上に共存できる場合は問題はあ り ませんが、 ア ッ プグ

レー ド されたこ とにはな り ません。 し たがって、 便宜上、 こ こでは 2 つのバージ ョ ンが同じ マシン上で共存でき

ないと仮定し ます。

最新イ ンス ト ールの製品コー ド を更新し た場合、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを使って、 ア ッ プグレー ド を行う以前

のすべてのバージ ョ ンについての情報を指定し ます。

メ ージャー ア ッ プグレー ドの作成に関する詳細については、 " メ ジャー ア ッ プグレー ド を作成する " ヘルプを参

照し て く ださい。
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ア ッ プグレー ドの概要
実行時のメ ージャーア ッ プグレー ド

製品の以前のバージ ョ ンがターゲッ ト  マシン上に存在し ない場合にエン ド ユーザーがメ ジャー ア ッ プグレー ド

を実行する と、 初回イ ンス ト ールと し てイ ンス ト ールが行われます。

製品の以前のバージ ョ ンがターゲッ ト  マシン上に存在し ている状態でエン ド ユーザーがメ ージャー ア ッ プグ

レー ド を実行する と、 エン ド ユーザーはあたかも以前のイ ンス ト ールが存在し ないマシン上に最新のアプ リ ケー

シ ョ ンを イ ンス ト ールするかのよ う な印象を受けます。 唯一の異なる点は、 新しい リ ソースがイ ンス ト ールされ

る前に、 イ ンス ト ールはまずターゲッ ト  マシンから以前のバージ ョ ンをアン イ ンス ト ールする とい う こ と です。

この削除過程は、 [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログの進行状況バーで表示され、 エン ド ユーザーはアン イ ンス

ト ールの処理状況を直接見る こ とができます。 以前のイ ンス ト ールの削除が完了する と、 最新のイ ンス ト ールか

らのリ ソースがターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールされます。

このタ イプのア ッ プグレー ドは、 つま り、 完全アン イ ンス ト ールと それに続 く アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられ

た リ ソースすべての再イ ンス ト ールからな り ます。 し たがって、 エン ド ユーザーによ って構成されたアプ リ ケー

シ ョ ンのためのすべてのデータはエン ド ユーザーのマシーンから完全に削除される可能性があり ます。 エン ド

ユーザー データの一部を残し てお く 必要がある場合、 このデータのバッ クア ッ プを と ってから、 新しいデータの

イ ンス ト ールが完了し た後、 それを置き換える カス タム アクシ ョ ンを作成し て く ださい。

マイナーア ッ プグレー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

製品データベースおよびフ ァ イルへの変更規模が ProductCode プロパテ ィ を変更するほどではないけれど も、 

ProductVersion プロパテ ィ を変更をするだけの価値がある と き、 これをマイナー ア ッ プグレー ド といいます。 つ

ま り、 マイナーア ッ プグレー ドの場合、 パッ ケージコー ド および製品バージ ョ ン番号両方と も以前のイ ンス ト ー

ルパッ ケージ と異な り ますが、 製品コー ドは変わり ません。 バージ ョ ン 1.1 の製品からバージ ョ ン 1.2 へア ッ プ

デー ト はひとつの例です。 マイナーア ッ プグレー ド では、 通常、 異なるバージ ョ ンの間でイ ンス ト ールの構成に

おいて重要な変更は行われません。 フル イ ンス ト ールと し てパッ ケージ されたマイナー ア ッ プグレー ド は、 以

前のバージ ョ ンが存在し ない場合は初回イ ンス ト ールと同様に動作し ますが、 製品が既にイ ンス ト ールされてい

る場合、 その上から イ ンス ト ールを行います。 既存のイ ンス ト ールをア ッ プグレー ド する場合、 マイナーア ッ プ

グレー ドは基本的にバージ ョ ン 1.2 と 1.1 のアプ リ ケーシ ョ ンの差分のみを イ ンス ト ールし ます。

ヒ ン ト • ア ッ プグレー ドの製品バージ ョ ンは、 [ 一般情報 ] ビ ューで変更できます。

スモール ア ッ プデー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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本質的にスモール ア ッ プデー ト は、 イ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンのい く つかのフ ァ イルを変更するのに

使用されるア ッ プデー ト  タ イプで、 一般的に小さいバグ修正の配布に使用されます。 スモール ア ッ プデー ト に

は、 ホ ッ ト フ ィ ッ クスなどの製品バージ ョ ンの変更が必要なほど大き く はない変更が含まれます。 スモールア ッ

プデー ト では、 パッ ケージコー ドの変更が必要です。

3.0 以前のバージ ョ ンの Windows Installer と共にイ ンス ト ールされるスモールア ッ プデー ト の短所は、 製品のよ り

新しいバージ ョ ンのためのイ ンス ト ーラーをはじめとする、 外部プログラムは、 オ リ ジナルバージ ョ ン と ア ッ プ

デー ト されたバージ ョ ンを区別する こ とができないとい う こ と です。 また、 3.0 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer は、 スモールア ッ プデー ト を正しい順序で適用する こ とができないこ と もあ り ます。

パッ チの適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チは、 以前のバージ ョ ンの Windows Installer イ ンス ト ールパッ ケージをア ッ プデー ト し てアプ リ ケーシ ョ ンを

ア ッ プデー ト するための効率的な仕組みです。 パッ チはイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを新しいフ ァ イルへ変更す

るのに必要な部分のみを カス タ マーに配布し ます。 パッ チが優れている理由のひとつは、 ア ッ プグレー ド を配布

するために必要なア ッ プグレー ドパッ ケージのサイズを、 完全イ ンス ト ール パッ ケージのそれと比べて格段に小

さ く 収める こ とが可能な点です。 ア ッ プグレー ドパッ ケージをできるだけ小さ く する こ と で、 イ ン ターネ ッ ト を

通し てア ッ プグレー ド を簡単に配布する こ とが可能にな り ます。

但し、 パッ チが必ずし も最善のソ リ ューシ ョ ン とは限らないので注意し て く だ さい。 た と えば、 イ ンス ト ールを

圧縮形式から非圧縮形式に変更する場合、 またはその逆を行な う場合、 ア ッ プグレー ドはパッ チではな く 完全イ

ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ません。 ア ッ プグレー ドの最適なパッ ケージ オプシ ョ ンの選び方に

ついては、 「ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

パッ チはパッ チパッ ケージ (.msp) フ ァ イルの形式で配布され、 これをエン ド ユーザーがイ ンス ト ール済みの製品

に適用し ます。 パッ チパッ ケージは、 イ ンス ト ールの旧バージ ョ ンをその数に関わらずア ッ プデー ト する こ とが

できます。 パッ チパッ ケージには、 指定し た以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するための個別の ト ラ ンスフ ォー

ムおよび指示が含まれています。

パッ チ作成の重要な側面は、 パッ チパッ ケージが作成されるパラ メ ーターを定義するパッ チ作成プロパテ ィ  (.pcp) 

フ ァ イルの生成です。 .pcp フ ァ イルは特定のスキーマを持つデータベースですが、 InstallShield または Orca を使っ

て直接開 く こ とができます。

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューは、 パッ チ作成処理を簡素化する、 使いやすいイ ン ターフ ェ イスを提供し ます。 この

ビ ューは、 パッ チ作成で必要な処理すべてを論理的にグループにま とめます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • 以前のバージ ョ ンが Windows Installer を使用し てイ ンス ト ールされている場合のみ、 QuickPatch を

作成し て製品をア ッ プデー ト する こ とができます。 初期のバージ ョ ンの製品のイ ンス ト ールは、 次のプロジ ェ ク

ト  タ イプのいずれかに作成されている必要があ り ます :

• 基本の MSI
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• InstallScript MSI

• QuickPatch

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めするプロジ ェ ク ト の種類です。 カス タム アクシ ョ ンの追加、 .ini データの変更などのよ り広範囲におよび

変更には通常、 標準パッ チが必要です。

QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使わないシンプルな

パッ チ構成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp と .exe フ ァ イル ) 

を作成し ます。

QuickPatch では、 次のすべてを実行する こ とができます。

• 元のイ ンス ト ールまたは以前の QuickPatch へ新しいフ ァ イルを追加する。

• 元のイ ンス ト ールのフ ァ イルを削除する。

• 以前の QuickPatch と共に追加されたフ ァ イルを削除する。

• 上記と同じ操作をレジス ト リ エン ト リ で実行する。

• 元のイ ンス ト ールに含まれていたが、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト には適用し ないカス タム アクシ ョ ンを

削除する。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は常に、 [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ドから始めます。 ウ ィ ザー ド を完了す

る と InstallShield で QuickPatch プロジ ェ ク ト が開き、 プロジ ェ ク ト の設定を構成できます。

差分リ リース

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 このタ イプのリ リースには指定された 1 つ以上の既存リ リースのセ ッ ト のに存在

し ていなかった ( および / または、 それらのバージ ョ ン と日付、 時間、 サイズおよび属性が違う ) フ ァ イルを含む

差分リ リースを定義およびビルド する こ とができます。 差分リ リースは、 既存のリ リースによ ってイ ンス ト ール

た製品のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するのに使用し ます。 このタ イプのア ッ プグレー ド には、 すべてのメ ンテナ

ンス / アン イ ンス ト ール機能のフ ァ イルも含まれます。 Data1.hdr、 Data1.cab および Layout.bin の新しいバージ ョ

ンは既存のバージ ョ ンを上書きせず、 新規のフ ォルダーに配置されます。

メ モ • 差分リ リースは、 指定された既存のメ デ ィ ア と新しい メ デ ィ アの間で変更があったフ ァ イルからのみ構成さ

れているため、 指定された以前のバージ ョ ンの製品を持たないシステムに差分リ リースを イ ンス ト ールする と、

有効なアプ リ ケーシ ョ ンは、 ほとんどの場合、 作成されません。 以前のバージ ョ ンの製品がイ ンス ト ールされて

いないシステムをア ッ プデー ト するには、 フル リ リースを作成し ます。

差分リ リースに含まれる フ ァ イル

差分リ リースを定義する場合、 新しい差分リ リース作成時に現在のプロジ ェ ク ト と比較する複数の既存リ リース

を指定し ます。 これらの既存のリ リースは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルで指定し ます。 現在

のプロジ ェ ク ト のフ ァ イルは、 次のいずれかが該当する場合、 差分リ リースに含まれます。

• フ ァ イルは、 指定された比較リ リースの少な く と も 1 つで欠けているか、 そのコ ピーと異なる日時、 サイズ

または属性を持つ場合。
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• フ ァ イルが、 " 差分 " プロパテ ィ が " 常に含める " に設定されている コ ンポーネン ト にある場合。

• フ ァ イルが、 指定の比較リ リースの少な く と も 1 つと比べて欠けている コ ンポーネン ト にある場合。

• フ ァ イルが、 指定の比較リ リースの少な く と も 1 つと比べて異なる名前を持つコ ンポーネン ト にある場合。

• 指定し た比較リ リースの少な く と も 1 つと イ ンス ト ール先、 言語、 またはオペレーテ ィ ング システムのプロ

パテ ィ が異なる コ ンポーネン ト にフ ァ イルがある場合。

• フ ァ イルが、 指定の比較リ リースの少な く と も 1 つと異なる、 コ ンポーネン ト 階層内の名前またはパスを持

つコ ンポーネン ト と関連付けられたコ ンポーネン ト にある場合。

差分リ リースのイ ンス ト ール

イ ンス ト ールが初期化された と きに ADDREMOVE システム変数が非ゼロ値になっている と、 イ ンス ト ールは自動

的に同じ製品コー ド を持つ以前にイ ンス ト ールされた差分リ リースを初期化し よ う と し ます。 イ ンス ト ールはす

べての DISK1TARGET フ ォルダーのサブ フ ォルダーを列挙し、 差分リ リースのサブ フ ォルダーを検索し ます。 次

の条件がすべて満た されている と、 差分リ リースが見つかった場合、 それがロー ド されます。

• サブ フ ォルダーには、 差分リ リースの有効な InstallShield X 以降、 InstallShield DevStudio 9 または InstallShield 

Professional 6 以降の Data1.hdr フ ァ イルである Data1.hdr が含まれます。

• ヘ ッ ダーフ ァ イルに保存されている製品コー ドはイ ンス ト ールの製品コー ド に一致し ます。

• 差分リ リースの製品バージ ョ ンは、 イ ンス ト ールの製品バージ ョ ンよ り新し く なっています。

完全リ リース

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 ア ッ プグレー ドのための完全リ リースを定義、 ビルド する こ とができます。 完全

リ リースには、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に リ ン クするすべてのフ ァ イルが含まれます。 製品の以前のバージ ョ

ンがターゲッ ト  システムに既に存在し ていない場合、 このタ イプのリ リースは、 デフ ォル ト で、 初回イ ンス ト ー

ルと し て動作し ます。 また、 以前のバージ ョ ンを完全に上書き イ ンス ト ールする こ と も可能です。

完全リ リースを作成し て 1 つ以上の以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト する と き、 そのリ リースが特定のバージ ョ

ンのみ対象にするかど うかを指定する必要があ り ます。

• 非バージ ョ ン固有 — デフ ォル ト のオプシ ョ ンです。 非バージ ョ ン固有の完全リ リースは、 以前のバージ ョ ン

の製品がイ ンス ト ールされていないシステムにイ ンス ト ールする こ とができます。 また、 以前のバージ ョ ン

の製品はどれもア ッ プデー ト する こ とができます。

• バージ ョ ン固有 — バージ ョ ン固有の完全リ リースは、 更新するよ う に指定し たバージ ョ ンのみ更新し ます。

完全リ リースをバージ ョ ン固有と設定し て、 バージ ョ ン番号を指定し ないでお く と、 ア ッ プデー ト は以前の

バージ ョ ンすべてに適用されます。
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
製品のア ッ プグレー ドの作成に使用される方法は、 オ リ ジナルのイ ンス ト ール パッ ケージがどのよ う に開発され

たかによ って変わってきます。 オ リ ジナルのイ ンス ト ールが Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で作成された

場合、 基本的に製品のア ッ プデー ト にはメ ジャー、 マイナーまたはスモールア ッ プデー ト を作成し ます。 元のの

イ ンス ト ールが InstallScript プロジ ェ ク ト で作成された場合は、 差分または完全リ リースを作成し て製品を更新し

ます。 これらの両方の種類についての詳細については以下をお読み く だ さい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

ア ッ プグレー ドのイ ンス ト ール作成は、 そのタ イプに関わらず、 製品の以前のバージ ョ ンを持っていないター

ゲッ ト  システムを対象にするかど うかを決める と こ ろから始ま り ます。 それが決まる と、 ア ッ プグレー ドのパッ

ケージにどの種類の方法を使用するかを決める こ とができます。 以下のテーブルは最適な方法を選ぶと きに目安

と なる一般的な概要です。 ア ッ プグレー ドのパッ ケージに関するテ クニ ッ クについてよ り掘り下げた内容につい

ては、 「ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

テーブル 7-1 • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の可能なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ン

ターゲッ ト  システ
ムの状況 必要なイ ンス ト ール の種類 ア ッ プデー ト  パッ ケージの技法

ターゲッ ト  システ

ムの中には以前の

バージ ョ ンの製品

がイ ンス ト ールさ

れている ものもあ

り、 製品がまった

く イ ンス ト ールさ

れていないものも

ある。

フ ァ イルのサイズが問題ではな

い場合、 以下の両方を行う イ ン

ス ト ールを作成する こ と も可能

です。

• ターゲッ ト  システムに以

前のバージ ョ ンが存在し て

いない場合、 初回イ ンス

ト ールと し て作動する。

• 既にターゲッ ト  システム

にイ ンス ト ールされている

場合、 既存の製品をア ッ プ

デー ト する。

メ ジャーまたはマイナーア ッ プグレー ド を作成し て、

それを完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ し ます。
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InstallScript プロジ ェ ク ト

元のイ ンス ト ールが InstallScript プロジ ェ ク ト で作成された場合は、 2 種類のア ッ プデー ト  リ リースの中の 1 つを

作成する こ とができます。

ターゲッ ト  システ

ムの中には以前の

バージ ョ ンの製品

がイ ンス ト ールさ

れている ものもあ

り、 製品がまった

く イ ンス ト ールさ

れていないものも

ある。

以前のバージ ョ ンの製品をア ッ

プグレー ド を必要とするエン ド

ユーザーのためのスモール イ

ンス ト ールが必要な場合、 ２  

つのイ ンス ト ールを分けて作成

する こ とができます。

• 初回イ ンス ト ールと し て作

動する完全イ ンス ト ール。

• 既にイ ンス ト ールされてい

る製品の 1 つまたは複数の

以前のバージ ョ ンをア ッ プ

デー ト する小規模のイ ンス

ト ール。 このイ ンス ト ール

にはバージ ョ ン とバージ ョ

ンの間で変更があったデー

タのみが含まれているの

で、 完全イ ンス ト ール 

パッ ケージの配布よ り も狭

い帯域幅を利用し たア ッ プ

グレー ドの配布が可能と な

り ます。

初回イ ンス ト ールの場合、 メ ジャーまたはマイナー

ア ッ プグレー ド を作成し て、 それを完全イ ンス ト ール

と し てパッ ケージ し ます。 製品の以前のバージ ョ ンを

使用し ているエン ド ユーザーのためには、 メ ジャーま

たはマイナーア ッ プグレー ド を作成し て、 それをパッ

チ と し てパッ ケージ し ます。

ヒ ン ト • 場合によ って、 パッ チが適当ではないこ とが

あ り ます。 パッ チがア ッ プグレー ド に適切かど うかを

判断するための詳しいガイ ド ラ イ ンは、 「ア ッ プグレー

ドのパッ ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

メ モ • パッ チ パッ ケージはア ッ プグレー ド とは違いま

すので注意し て く ださい。 パッ チは簡単にい う と、 省

スペースでア ッ プグレー ド を配布するためのメ カニズ

ムです。

すべてのターゲッ

ト  システムが製品

の以前のバージ ョ

ンを持っている。

既にイ ンス ト ールされている製

品の 1 つまたは複数の以前の

バージ ョ ンをア ッ プデー ト する

小規模のイ ンス ト ールを作成す

る こ とができます。 このイ ンス

ト ールにはバージ ョ ン とバー

ジ ョ ンの間で変更があったデー

タのみが含まれているので、 完

全イ ンス ト ール パッ ケージの

配布よ り も狭い帯域幅を利用し

たア ッ プグレー ドの配布が可能

と な り ます。

以下のいずれかを選択し ます ：

• メ ジャーまたはマイナーア ッ プグレー ド を作成し

て、 それを標準パッ チ と し てパッ ケージ。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成。

InstallShield の QuickPatch 技術を利用し て以前にイ ンス

ト ールされた製品のためのシンプルなパッ チを作成す

る こ とができます。 QuickPatch プロジ ェ ク ト を使って

パッ チを作成する場合、 カス タ マイズの範囲に制限が

あ り ますが、 標準パッ チに較べる と QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト のほうが簡単に作成する こ とができます。 詳

細については、 「パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く ださい。

メ モ • 標準のパッ チ同様、 QuickPatch は、 省スペース

でア ッ プグレー ド を配布するためのメ カニズムです。

テーブル 7-1 • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の可能なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ン ( 続き )

ターゲッ ト  システ
ムの状況 必要なイ ンス ト ール の種類 ア ッ プデー ト  パッ ケージの技法
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• 差分リ リース — この種類のリ リースには、 1 つ以上の指定された既存リ リースのセ ッ ト に存在し ていなかっ

た ( および / または、 それらのバージ ョ ン と日付、 時間、 サイズおよび属性が違う ) フ ァ イルが含まれていま

す。 差分リ リースは、 既存のリ リースによ ってイ ンス ト ールた製品のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するのに使

用し ます。

• 完全 ( 非差分 ) リ リース — ターゲッ ト  システムに以前のバージ ョ ンの製品が存在し ていない場合、 このタ イ

プのリ リースは初回イ ンス ト ールと し て動作し ます。 また、 以前のバージ ョ ンを完全に上書き イ ンス ト ール

する こ と も可能です。

差分イ ンス ト ールはバージ ョ ン とバージ ョ ンの間で変更があったデータのみが含まれているので、 完全イ ンス

ト ール パッ ケージの配布よ り も狭い帯域幅を利用し たア ッ プグレー ドの配布が可能と な り ます。 但し、 完全リ

リースのみ製品がま った く イ ンス ト ールされていないシステムへのイ ンス ト ールが可能です。 詳細については、

「差分リ リース」 および 「完全リ リース」 を参照し て く だ さい。

メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 お
よびスモール ア ッ プデー ト の違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer は 3 種類 ( メ ジャーア ッ プグレー ド、 マイナーア ッ プグレー ド、 スモールア ッ プデー ト ) の製品

ア ッ プグレー ド をサポー ト し ています次のテーブルは、 ユーザーのニーズに最も適し たア ッ プグレー ドの種類を

決定するお手伝いを し ます。 ア ッ プグレー ドの要件がマイナーア ッ プグレー ド またはスモールア ッ プデー ト にひ

とつでも適さ ない場合、 メ ジャーア ッ プグレー ド を作成し ます。 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト にどのタ

イプのア ッ プグレー ド を利用すべきかが分からない場合、 または特に希望する タ イプがない場合は、 自動ア ッ プ

グレー ド を作成する こ とができます。

テーブル 7-2 • メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール ア ッ プデー ト の違い

ア ッ プグレー ドの要件

メ ジャー ア ッ
プグレー ドの
使用

マイナー ア ッ
プグレー ドの
使用

スモール 
ア ッ プグレー
ドの使用 メ モ

.msi パッ ケージ名の変更 はい いいえ いいえ .msi フ ァ イルが Setup.exe イ ンス

ト ールのラ ンチャ に圧縮されてい

なければ、 デフ ォル ト のフ ァ イル

名は " 製品名 " プロパテ ィ から取

得されます。

エン ド ユーザーが以前

のバージ ョ ン と最新の

バージ ョ ンを同一マシ

ンにイ ンス ト ールでき

るよ う にする

はい いいえ いいえ
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新しいサブ機能を追加

する

はい 場合による 場合による 新規のサブ機能が新規のコ ンポー

ネン ト のみで構成されている場合、

スモールア ッ プデー ト 、 マイナー

ア ッ プグレー ド、 またはメ ジャー

ア ッ プグレー ド を利用する こ とが

できます。 新規のサブ機能が既存

のコ ンポーネン ト で構成されてい

る場合、 メ ジャーア ッ プグレー ド

を利用し なければな り ません。

製品ツ リーで機能を移

動または削除する

はい いいえ いいえ

新規の機能に新規のコ

ンポーネン ト を追加す

る

はい はい はい

既存の機能に新規のコ

ンポーネン ト を追加す

る

はい 可。 ただ し 

Windows 

Installer が 2.0 

以降の場合

可。 ただ し 

Windows 

Installer が 2.0 

以降の場合

Windows Installer 1.x には、 ア ッ プ

グレー ド パッ ケージで、 マイナー

ア ッ プグレー ド およびスモール

ア ッ プデー ト の新規の機能に配置

する新規のコ ンポーネン ト が必要

です。 また、 特殊コマン ド ラ イ ン

処理も同様に必要です。

製品ツ リーでコ ンポー

ネン ト を移動または削

除する

はい いいえ いいえ

既存のコ ンポーネン ト

のコ ンポーネン ト コー

ド を変更する

はい いいえ いいえ

コ ンポーネン ト のキー

フ ァ イルを変更する

はい いいえ いいえ

フ ァ イル、 レジス ト リ 

キー、 またはシ ョ ー ト

カ ッ ト のいずれかを追

加、 削除または変更す

る

はい はい はい フ ァ イル、 レジス ト リキーまたは

シ ョ ー ト カ ッ ト が複数のコ ンポー

ネン ト に存在し て、 そのコ ンポー

ネン ト が 2 つ以上の機能で共有さ

れている場合、 メ ジャーア ッ プグ

レー ド を利用する必要があり ます。

テーブル 7-2 • メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール ア ッ プデー ト の違い ( 続き )

ア ッ プグレー ドの要件

メ ジャー ア ッ
プグレー ドの
使用

マイナー ア ッ
プグレー ドの
使用

スモール 
ア ッ プグレー
ドの使用 メ モ
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
異なる タ イプのア ッ プグレー ド に関連する コー ド

い く つかの Windows Installer コー ドは製品を識別するのに役立ちます。

• パッ ケージ コー ド — 概要情報ス ト リームの一部。 特定のデータベースを認識し ます。 パッ ケージ コー ドは、

Windows Installer プロパテ ィ ではあ り ません。 同じパッ ケージ コー ド を持つ 2 つの .msi データベースの内容は

同じ でなければな り ません。 し たがって、 ビルド ご とにパッ ケージコー ド を変更する必要があり ます。

• ProductVersion — これは、 製品バージ ョ ンを含む Windows Installer プロパテ ィ です。 Windows Installer は、 バー

ジ ョ ンを比較する際、 ProductVersion プロパテ ィ の最初の 3 つのフ ィ ールドのみを利用する こ とに注意し て

く ださい。 た と えば、 1.2.3.4 の製品バージ ョ ンの場合、 4 は無視されます。 ( これは、 ProductVersion 値の比

較にのみ当てはま り、 フ ァ イル バージ ョ ンの比較には当てはまらないので注意し て く ださい。 )

• ProductCode — これは、 製品の GUID を含む Windows Installer プロパテ ィ です。 た と え ProductName プロパ

テ ィ の値が同じ でも、 Windows Installer は ProductCode GUID が異なる 2 つの製品は相互に関連が無いものと

し て扱います。

• UpgradeCode — これは、 関連製品を示す GUID を識別する Windows Installer プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール済

みの製品の関連バージ ョ ンを検索できるよ う に、 UpgradeCode は、 関連製品フ ァ ミ リの異なるバージ ョ ンお

よび言語にわたって統一されている必要があ り ます。 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでア ッ プグレー ド の 

UpgradeCode を設定する こ とができます。

どの種類の再配布可能フ ァ イルを表示するのかを指定するには、 [ 表示するオブジ ェ ク ト の種類 ] リ ス ト で適切な

オプシ ョ ンを選択し ます。 次のテーブルで、 異なる タ イプのア ッ プグレー ド に各コー ド をいつ変更すべきかが分

かり ます。

MSI データベースまたは

ト ラ ンスフ ォーム プロ

ジ ェ ク ト で始める

はい いいえ いいえ

テーブル 7-3 • 異なる種類のア ッ プグレー ド ご とに変更する必要がある コー ド

パッ ケージ コー ド 製品バージ ョ ン 製品コー ド
ア ッ プグレー ド 
コー ド

スモール ア ッ プ

デー ト

X

マイナーア ッ プグ

レー ド

X X

メ ジャー ア ッ プグ

レー ド

X X X

テーブル 7-2 • メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール ア ッ プデー ト の違い ( 続き )

ア ッ プグレー ドの要件

メ ジャー ア ッ
プグレー ドの
使用

マイナー ア ッ
プグレー ドの
使用

スモール 
ア ッ プグレー
ドの使用 メ モ
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1579



第 7 章 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
自動ア ッ プグレー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ア ッ プグレー ド作成過程を簡素化するため、 InstallShield には自動ア ッ プグレー ドの作成機能が搭載されています。

自動ア ッ プグレー ドは、 どの種類のア ッ プグレー ドの種類を利用すれば良いのか分からない場合、 または特に

ア ッ プグレー ドの種類にこだわらない場合に利用できる、 特殊な種類のア ッ プグレー ド です。 自動ア ッ プグレー

ド を利用する と、 指定し たパッ ケージの新旧を比較し て InstallShield がメ ジャーア ッ プグレー ド またはマイナー

ア ッ プグレー ドのどち らが最適かを判断し ます。

パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト の違い

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

完全に更新されたイ ンス ト ール パッ ケージを配布せずに製品を更新する場合は、 Windows Installer パッ チ パッ

ケージ (.msp) を作成する こ とができます。 InstallShield では、 異なるシナ リ オに対応する異なる 2 つのパッ チ作成

方法 ([ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使用する方法、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト  タ イプを使用する方法 ) が提

供されています。 次の両方の選択肢を読んで、 製品に適切なソ リ ューシ ョ ンを見極めます。

メ モ • メ ジャーア ッ プグレー ドは、 通常パッ チ と し てパッ ケージ されません。 従って､下のテーブルは [ パッ チの

デザイ ン ] ビ ューで作成されたパッ チはマイナーア ッ プグレー ド またはスモールア ッ プデー ト 用と仮定し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 マイナーア ッ プグレー ド と し て機能する QuickPatch パッ ケージを作成し ます。

テーブル 7-4 • パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト の違い

パッ チの要件 パッ チの使用 QuickPatch の使用 メ モ

ベース パッ ケージをア ッ

プデー ト する多 く の累積

パッ チを適用できる機能

はい 可 (QuickPatch の簡素化

を使用する場合 )

QuickPatch の簡素化を使

用し ない場合、 15 回以上

パッ チを適用する こ とは

できません。 詳細につい

ては、 「QuickPatch パッ

ケージを簡素化するかど

うかを指定する」 を参照

し て く だ さい。

新しいサブ機能を追加す

る

はい いいえ
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
新規のサブ機能に新規の

コ ンポーネン ト を追加す

る

はい いいえ

既存の機能に新規のコ ン

ポーネン ト を追加する

可。 ただし Windows 

Installer が 2.0 以降の場合

いいえ Windows Installer 1.x には、

ア ッ プグレー ド パッ ケー

ジで、 マイナーア ッ プグ

レー ド およびスモール

ア ッ プデー ト の新規の機

能に配置する新規のコ ン

ポーネン ト が必要です。

また、 特殊コマン ド ラ イ

ン処理も同様に必要です。

フ ァ イルの追加、 変更、

または削除

はい はい QuickPatch で、 新しい

フ ァ イルに新しいター

ゲ ッ ト の場所を使用する

こ とはできません。 新し

いフ ァ イルには、 元のイ

ンス ト ールで既に定義さ

れている場所のみを使用

できます。 [ パッ チのデザ

イ ン ] ビ ューを使って作

成し たパッ チには、 この

制限はあ り ません。

レジス ト リデータの追加、

変更、 または削除

はい はい QuickPatch で追加する新

規レジス ト リ データはす

べて、 既に元のイ ンス

ト ールに存在する機能に

関連付ける必要があ り ま

す。

シ ョ ー ト カ ッ ト の追加、

変更、 または削除

はい いいえ

カス タム アクシ ョ ンの追

加、 変更、 または削除

はい オ リ ジナルのベースイ ン

ス ト ールに含められたカ

ス タム アクシ ョ ンのみ削

除する こ とができます。

再配布可能フ ァ イルの追

加または削除

はい いいえ

ODBC リ ソースの追加、

変更、 または削除

はい いいえ

テーブル 7-4 • パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト の違い ( 続き )

パッ チの要件 パッ チの使用 QuickPatch の使用 メ モ
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
[ セ ッ ト ア ッ プデザイ ン ] ビ ューの使用

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューではビジュアルに統合された方法でパッ チを作成する と共に、 各パッ チ構成に関連す

る適切な設定を選択する こ とができます。 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでは複数パッ チ構成を作成する こ と も可能

です。 各パッ チ構成にはパッ チをビルド するために必要な設定とデータが含まれます。

ほとんどの場合、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューからパッ チ作成を開始し ます。 簡単なパッ チソ リ ューシ ョ ンが必要

な場合は QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト を利用する

QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し た と きに起動される新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ドは、 規模の小さいア ッ プ

デー ト をエン ド ユーザーに向けに作成する イ ンス ト ール作成者を対象と し ています。 これは [ パッ チのデザイ ン ] 

ビ ューでのパッ チ作成よ り も簡単です。

QuickPatch プロジ ェ ク ト を使ってパッ チを作成する場合、 カス タ マイズの範囲に制限があ り ますが [ パッ チのデ

ザイ ン ] ビ ューと同じ種類のパッ チ (.msp と .exe) が作成されます。

ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

エン ド ユーザーのマシン上にイ ンス ト ール済みの製品のバージ ョ ンを更新する イ ンス ト ールを作成する場合、 メ

ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 またはスモール ア ッ プデー ト をパッ ケージする 2 つの選択

肢があ り ます。

.ini フ ァ イルの編集 はい いいえ

.xml フ ァ イルの編集 はい いいえ

IIS Web サイ ト 、 コ ンポー

ネン ト サービス、 および 

SQL スク リ プ ト 等のサー

バー設定を構成する

はい いいえ

パッ チ パッ ケージ内の

フ ァ イル ( 例、 アプ リ

ケーシ ョ ンの実行可能

フ ァ イル ) にデジ タル署

名する。

はい 自動ではない QuickPatch プロジ ェ ク ト

の場合、 個々のフ ァ イル

を手動で署名し てから、

プロジ ェ ク ト に追加する

必要があ り ます。

テーブル 7-4 • パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト の違い ( 続き )

パッ チの要件 パッ チの使用 QuickPatch の使用 メ モ
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
• 以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされている場合は既存製品をア ッ プデー ト し、 以前のバージ ョ ンが存在し

ない場合は初回イ ンス ト ールと し て作動する完全イ ンス ト ールと し て、 ア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ

とが可能です。

• ア ッ プデー ト するバージ ョ ン間で変更されているデータ (.msi データおよびバイ ト レベルのフ ァ イル差分 ) の

みを含むパッ チ と し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ とが可能です。

フルイ ンス ト ール パッ ケージ

マイナーア ッ プグレー ド と スモールア ッ プデー ト は共に、 以前のバージ ョ ンが存在し ない場合は初回イ ンス ト ー

ルと同様に作動し、 製品が既にイ ンス ト ールされている場合、 その上から イ ンス ト ールを行います。 メ ジャー

ア ッ プグレー ド も、 以前のバージ ョ ンが存在する場合は初回イ ンス ト ールと同様に作動し ますが、 メ ジャーア ッ

プグレー ドは一般的に以前のバージ ョ ンすべてをアン イ ンス ト ールし てから新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし

ます。

パッ チパッ ケージ

パッ チを利用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト するのに必要な、 データ

ベースの一部のみを配布する こ とができます。 このため、 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ されたア ッ プグ

レー ド に比べて規模の小さいパッ ケージを作成する こ とが可能です。 つま り、 完全イ ンス ト ールパッ ケージの配

布よ り も狭い帯域幅を利用し たア ッ プグレー ドの配布が可能と な り ます。

メ モ • パッ チはア ッ プグレー ドの一種ではあ り ません。 パッ チは簡単にい う と、 省スペースで メ ジャーア ッ プグ

レー ド、 マイナーア ッ プグレー ド、 またはスモールア ッ プデー ト を配布するためのメ カニズムです。 実際、 パッ

チを作成するためにはまず、 ア ッ プグレー ド を設計し てからそれをパッ チ と し てパッ ケージ し ます。 パッ チを作

成する前に、 ア ッ プグレー ド を フル イ ンス ト ールパッ ケージ と し てテス ト する こ と をお勧めし ます。

ア ッ プグレー ドの最適なパッ ケージオプシ ョ ンの決定方法

「最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方」 ト ピ ッ クには、 以前のバージ ョ ンの更新のために最も適切な

パッ ケージの種類を判断する と きに参考と なるテーブルが掲載されています。 標準パッ チまたは QuickPatch が

ア ッ プグレー ドのパッ ケージ方法と し て最も適切な メ カニズムの場合もあり ます。 しかし状況によ って、 パッ チ

の代わり に完全イ ンス ト ールと し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする方法が相応しい場合もあり ます。 例 :

• ターゲッ ト イ メ ージが Windows Installer 1,2 以前で作成され、 ア ッ プグレー ド イ メ ージが Windows Installer 2.0 

以降で作成された場合、 ア ッ プグレー ドはパッ チではな く 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージする必要があ

り ます。 このスキーマの違いを超えたパッ ケージにパッ チを作成する と、 問題が発生し ます。 詳しい情報に

ついては、 ア ッ プグレー ド およびパッ チ検証用の関連検証ツールついて説明されている Val0011 をご覧 く だ

さい。

• ア ッ プグレー ドがターゲッ ト  システム上で 1 つまたは複数のフ ァ イルを別の場所に移動する場合、 パッ チで

はな く 完全イ ンス ト ールと し てア ッ プグレー ド をパッ ケージ し な く てはな り ません。 エン ド ユーザーがター

ゲッ ト  システム上にある フ ァ イルを移動するア ッ プグレー ド用のパッ チを イ ンス ト ールする と、 問題が発生

する可能性があ り ます。 た と えば、 パッ チが作動し ない、 システム修復が作動し ない、 後続のパッ チが作動

し ない、 またエン ド ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールできない等。 ワークアラウン ド と し て、 古いロケー

シ ョ ンにある フ ァ イルを削除し て新しいロケーシ ョ ンにフ ァ イルを追加するパッ チを作成する こ とができま

す。

• イ ンス ト ールを圧縮形式から非圧縮形式に変更する場合、 またはその逆を行な う場合、 ア ッ プグレー ドは

パッ チではな く 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ません。 このシナリ オでパッ チを利用す
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
る と、 ターゲッ ト  システムの修復が作動し ない、 後続のパッ チが作動し ない、 またはエン ド ユーザーが製品

をアン イ ンス ト ールできない場合があ り ます。

• フ ァ イルを .cab フ ァ イル間で移動させる必要がある場合、 または .cab フ ァ イル内でフ ァ イル順を変更する必

要がある場合、 ア ッ プグレー ド をパッ チではな く 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ません。

• オ リ ジナルイ ンス ト ールのフ ァ イル数が 32,767 よ り大きいと きに、 最新版のイ ンス ト ールに含まれる フ ァ イ

ルが 32,767 未満の場合、 パッ チは失敗し ます。 同様に、 オ リ ジナルイ ンス ト ールのフ ァ イル数が 32,767 未満

のと きに、 最新版のイ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルが 32,767 よ り大きい場合、 パッ チは失敗し ます。 どち

らの場合も、 ア ッ プグレー ド を フルイ ンス ト ールと し てパッ ケージする必要があり ます。

オ リ ジナルイ ンス ト ールと、 最新版イ ンス ト ールの両方のフ ァ イル数が 32,767 よ り大きい ( または両方の

フ ァ イル数が 32,767 未満 ) 場合、 ア ッ プデー ト をパッ チ と し てパッ ケージする こ とが可能です。

• パッ チは、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のメ ージャーア ッ プグレー ド には作成できません。 従って、

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のメ ジャーア ッ プグレー ド を配布する必要がある場合、 完全イ ンス ト ールと し

てア ッ プグレー ド をパッ ケージ し ます。

差分リ リース と完全リ リース

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

製品の元のイ ンス ト ールが InstallScript プロジ ェ ク ト で作成された場合、 製品のア ッ プデー ト に差分または完全リ

リースを作成する必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンを持つターゲッ ト  システムや、 製品がまった く イ ンス ト ールされていないターゲッ ト  システム

がある場合、 ア ッ プグレー ド を完全リ リース と し てパッ ケージする こ とができます。 以前のバージ ョ ンがター

ゲッ ト  システムに既に存在し ていない場合、 この種類のリ リースは、 デフ ォル ト で初回イ ンス ト ールと し て動作

し ます。 また、 以前のバージ ョ ンを完全に上書き イ ンス ト ールする こ と も可能です。

すべてのターゲッ ト  システムが以前のバージ ョ ンを持っている場合、 ア ッ プグレー ド を差分リ リース と し てパッ

ケージできます。 この種類のリ リースには、 1 つ以上の指定された既存リ リースのセ ッ ト に存在し ていなかった (

および / または、 それらのバージ ョ ン と日付、 時間、 サイズおよび属性が違う ) フ ァ イルが含まれています。 差

分リ リースは、 既存のリ リースによ ってイ ンス ト ールた製品のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するのに使用し ます。

メ モ • InstallShield Professional 6.0 よ り も古いバージ ョ ンを利用し て InstallScript プロジ ェ ク ト 用のメ デ ィ アを作成

し た場合、 メ デ ィ アをア ッ プデー ト する こ とはできません。

ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch 
プロジ ェ ク ト を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

MSI データベースおよび ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト はメ ジャー ア ッ プグレー ド をサポー ト し ますが、 マイ

ナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 パッ チ、 または QuickPatch パッ ケージはサポー ト し ません。

ア ッ プグレー ド を フルイ ンス ト ール、 または標準パッ チ と し てパッ ケージする場合、 まずプロジ ェ ク ト の最新版

を開いて、 必要に応じ てフ ァ イルおよびレジス ト リ エン ト リ を追加するなどの変更を加えます。

QuickPatch と し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする場合、 まず新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 QuickPatch を使ってどの以前のリ リースをパッ チするかを指定し ます。

メ ジャーア ッ プグレー ド、 マイナーア ッ プグレー ド、 スモールア ッ プデー ト 、 自動ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 お

よび QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成方法についての詳細は、 このセクシ ョ ンの ト ピ ッ ク をご覧 く だ さい。 このセ

クシ ョ ンではまた、 でき上がったパッ ケージが適切に役割を果たすかど うか、 ア ッ プグレー ド またはパッ チを検

証する方法を説明し ます。

フ ァ イルの上書き規則について

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer サービスは、 デフ ォル ト で、 ア ッ プグレー ドが含むフ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在す

る フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する と きい く つかのフ ァ イルの上書き規則を使用し ます。 これらの規則

は、 REINSTALLMODE プロパテ ィ が o 設定を使用し て ターゲッ ト  システムの古いフ ァ イルを上書き イ ンス ト ール

する と きに適用されます。 この動作を変更するには、 o オプシ ョ ンを次の値の中から 1 つを使って置き換えます。

• p — ターゲッ ト  システム上に対応する フ ァ イルがない場合のみ再イ ンス ト ールし ます。

• e — フ ァ イルが見つからないか、 または、 バージ ョ ンが古いか同じ な と き再イ ンス ト ールし ます。

• d — フ ァ イルが見つからないか異なる と き、 再イ ンス ト ールし ます。

• a — バージ ョ ンに関わらず、 すべてのフ ァ イルを再イ ンス ト ールし ます。

REINSTALLMODE の設定は、 イ ンス ト ール時にすべての機能に適用されるので、 個別に設定する こ とはできませ

ん。 また、 REINSTALLMODE に a を含めるよ う に設定する と、 パッ チの適用中にオ リ ジナルのイ ンス ト ールソー

スを求めるプロンプ ト を引き起こす可能性があ り ます。

ア ッ プグレー ド関する考慮事項

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

MSI データベースおよび ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト はメ ジャー ア ッ プグレー ド をサポー ト し ますが、 マイ

ナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 パッ チ、 または QuickPatch パッ ケージはサポー ト し ません。

以下は、 ア ッ プグレー ド作成のためのい く つかのガイ ド ラ イ ンです。

パッ ケージ コー ド、 製品バージ ョ ン、 および製品コー ドのア ッ プデー ト

どの種類の再配布可能フ ァ イルを表示するのかを指定するには、 [ 表示するオブジ ェ ク ト の種類 ] リ ス ト で適切な

オプシ ョ ンを選択し ます。 詳細については、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびス

モール ア ッ プデー ト の違い」 を参照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド とパッ チの最適化

マイナー ア ッ プグレー ド またはスモール ア ッ プデー ト を構成する と き、 ビルド の設定にあるパッ チの最適化機能

を利用し ます。

パッ チの最適化を行う と、 コ ンポーネン ト の名前、 コ ンポーネン ト  GUID、 File テーブルのキー、 および Directory 

テーブルのキーを、 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ と ターゲッ ト のイ メ ージ との間で同期する こ とができます。

これによ り、 パッ チのサイズを最も小さ く する こ とができます。 パッ チの最適化を行わなかった場合、 パッ チ と

ターゲッ ト の .msi パッ ケージのサイズが同じになって し まった り、 Windows Installer のコ ンポーネン ト の規則に違

反し た り し ます。

パッ チ作成プロセスは File テーブル キーを使って、 2 つのフ ァ イルが同じ フ ァ イルかど うかを判断し ます。 ( 実際

のフ ァ イル名は使用する こ とができません。 これは、 パッ ケージが異なる条件下でイ ンス ト ールされた同じ名前

のフ ァ イルを複数含んでいる可能性があるからです。 ) パッ チの最適化で以前のパッ ケージを指定する と、 同一の

フ ァ イルに対し て同一の File テーブル キーが使用されます。

ヒ ン ト • パッ ケージがダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用する場合、 ア ッ プグレー ド をビルド する と きにパッ チ

の最適化を使用する こ とが推奨されます。 これによ って、 リ リース間でキーフ ァ イルの一貫性が保たれます。

パッ チの最適化機能を利用するには、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ 詳細設定 ] パネルで Windows Installer パッ ケージを

指定し ます。 [ リ リース ] ビ ューでそのリ リースについての [ ビルド ] パネルにある " 以前のパッ ケージ " 設定で

も以前の Windows Installer パッ ケージを指定する こ とができます。

マイナーア ッ プグレー ド でシグネチャ を追加する

一般的に、 マイナーア ッ プグレー ド には新規の最上位機能を含める こ とはできません。 但し、 既存の機能の新規

サブ機能は許可されます。 マイナー ア ッ プグレー ド に新規のサブ機能を追加する と き、 それらがマイナーア ッ プ

グレー ド中に適切にイ ンス ト ールされるよ う に次のよ う にサブ機能の設定を 2 つ設定し ます。

• リ モー ト  イ ンス ト ール — [ 親を優先 ] を選択し ます。

• 必須 —[ はい ] を選択し ます。

マイナーア ッ プグレー ドのユーザー イ ン ターフ ェ イスは、 通常機能ツ リーを表示し ませんが、 ア ッ プデー ト され

たイ ンス ト ールのメ ンテナンス モー ドは、 通常、 通常機能ツ リ を表示し ます。 エン ド ユーザーが新規のサブ機能

を選択解除できないよ う にそれを機能ツ リーから取り除 く には、 サブ機能の " 表示 " 設定を [ 非表示 ] に設定し ま

す。
1586 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 7 章 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
イ ンス ト ール済みデータの削除

マイナーア ッ プグレー ドがフ ァ イル、 レジス ト リ設定、 または、 .ini フ ァ イル等のデータ を削除する場合、 以前の

製品バージ ョ ンに存在し ていたデータ をプロジ ェ ク ト から単純に削除し ても、 フ ァ イルはア ッ プグレー ド適用時

に削除されません。 このよ う なデータの削除方法については、 「マイナー ア ッ プグレー ド を構成し てイ ンス ト ール

済みのデータ を削除する」 をご覧 く だ さい。

InstallShield を構成し てア ッ プグレー ドの種類を自動判別
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト にどのタ イプのア ッ プグレー ド を利用すべきかが分からない場合、 または

特に希望する種類がない場合は、 自動ア ッ プグレー ド を作成する こ とができます。 自動ア ッ プグレー ド を利用す

る と、 指定し たパッ ケージの新旧を比較し て InstallShield がメ ジャーア ッ プグレー ド またはマイナーア ッ プグレー

ドのどち らが最適かを判断し ます。 このセクシ ョ ンの ト ピ ッ クでは、 自動ア ッ プグレー ドの作成および処理方法

を説明し ます。

自動ア ッ プグレー ド アイテムの追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 自動ア ッ プグレー ド アイテムを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド シナリ オのセ ッ ト ア ッ プ作成 ] エクスプローラーで [Windows Installer イ ンス ト ールのア ッ プ

グレー ド ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 自動ア ッ プグレー ド アイテムの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 自動ア ッ プグレー

ド項目がエクスプローラーへ追加されます。

3. イ ンス ト ールの最新版に対応するよ う にアイテムの名前を変更し ます。

自動ア ッ プグレー ド アイテムの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• InstallScript MSI

自動ア ッ プグレー ド アイテムをプロジ ェ ク ト に追加する場合、 自動ア ッ プグレー ド アイテムの設定を構成する必

要があ り ます。 設定の構成には、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューの [ ア ッ プグレー ド シナ リ オのセ ッ ト ア ッ プ準備 ] エ

クスプローラーで新規の自動ア ッ プグレー ド アイテムを ク リ ッ ク し ます。

また、 InstallShield が自動ア ッ プデー ト アイテムに メ ジャーまたはマイナーア ッ プグレー ド が必要と判断するかど

うかによ って、 InstallShield がア ッ プグレー ドの作成に使用する一般ア ッ プグレー ドの設定も構成する必要があ り

ます。 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのエクスプローラーの [ ア ッ プグレー ド シナ リ オのセ ッ ト ア ッ プ準備 ] エクスプ

ローラーの [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド ] を ク リ ッ ク し た と きに表示される タ ブでこれらの

全般設定を構成する こ とができます。

• [ 共通 ] タ ブ 

• [ 詳細 ] タ ブ 

自動ア ッ プグレー ドから メ ジャーまたはマイナーア ッ プグレー ドへ変
換する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 自動ア ッ プグレー ド アイテムを メ ジャーまたはマイナーア ッ プグレー ドへ変換するには、 以下の手順に従います :

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. 変換する自動ア ッ プグレー ド アイテムを右ク リ ッ ク し てから [ マイナーア ッ プグレー ド アイテムに変換 ] ま

たは、 [ メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムに変換 ] を ク リ ッ ク し ます。

自動ア ッ プグレー ド アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 自動ア ッ プグレー ド アイテムを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. 削除する自動ア ッ プグレー ド アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
メ ジャー ア ッ プグレー ド を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ ジャー ア ッ プグレー ドが状況に適し た最も有効なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンである と判断し たならば、 [

ア ッ プグレー ド ] ビ ューで メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを作成開始し ます。 メ ジャーア ッ プグレー ドは機能

の重要な変更を意味し、 [ 一般情報 ] ビ ューでア ッ プデー ト する ProductCode プロパテ ィ の変更を必要と し ます。

メ モ • 製品コー ド を変更する と、 ProductName 値が同じ でも、 Windows Installer は製品の最新版と以前のバージ ョ

ンが関連し ないも とのし て処理し ます。 製品の両方のバージ ョ ンを同じ システム上にイ ンス ト ール可能にするに

は、 製品コー ド および メ イ ン と なる イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ ( 多 く の場合、 INSTALLDIR) の両方を変更するだけ

です。

基本的に、 メ ジャー ア ッ プグレー ド では 2 つの処理が 1 つのイ ンス ト ール パッ ケージに組み込まれています。 メ

ジャー ア ッ プグレー ドは、 製品の新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし てから古いバージ ョ ンをサイ レン ト でアン

イ ンス ト ールか、 古いバージ ョ ンをサイ レン ト でアン イ ンス ト ールし てから新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし

ます。 これら 2 つの個別の処理のシーケンスは、 製品の新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ール パッ ケージ構成方法に

よ って異な り ます。

InstallShield を使用し てのメ ジャー ア ッ プグレー ドの作成に関する詳しい情報ついては、 InstallShield ヘルプ ラ イブ

ラ リ内の該当セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド シナリ オのセ ッ ト ア ッ プ準備 ] エクスプローラーで [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プ

グレー ド ] を右ク リ ッ ク し て、 [ メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しい メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが追加されます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
メ ジャー ア ッ プグレー ドの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューで メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムを作成する場合、 変更可能な一般設定は、

RemoveExistingProducts アク シ ョ ンのスケジュール場所です。 この設定は、 "Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ

プグレー ド " を選択し てから [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し、 [ ア ッ プグレー ド ]  ビ ューで変更する こ とが可能です。

メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムの構成可能な設定は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの Upgrade テーブルよ り もユー

ザーフ レン ド リーなフ ォーマ ッ ト で表示されます。

ア ッ プグレー ド アイテムの [ 共通 ] タ ブでは、 ア ッ プデー ト する製品バージ ョ ン と共に、 ア ッ プデー ト する製品の

ア ッ プグレー ド コー ド値を指定し ます。 [ 詳細 ] タ ブで、 ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ンはデフ ォル ト で含まれ

ます。 このアクシ ョ ンは、 メ ジャー ア ッ プグレー ド中に ALLUSERS を適切に設定し ます。 ( さ らに、 メ ジャー 

ア ッ プグレー ドが実行される場合、 ISSetAllUsers はカス タムプロパテ ィ  IS_MAJOR_UPGRADE を設定し ます。

)ISSetAllUsers アクシ ョ ンを含めるかど うかを指定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 一般 ] タ ブを

使用し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を

選択し ます。 そのタ ブで "ISSetAllUsers アクシ ョ ンを自動的に作成 " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択または非選択し ま

す。

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューから メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド シナ リ オのセ ッ ト ア ッ プ作成 ] エクスプローラーで メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを右

ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

マイナー ア ッ プグレー ド を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• 基本の MSI

• InstallScript MSI

マイナー ア ッ プグレー ドが状況に適し た最も有効なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンである と判断すれば、 [ ア ッ

プグレー ド ] ビ ューで マイナー ア ッ プグレー ド アイテムを追加し て作業を開始する こ とができます。 マイナー 

ア ッ プグレー ド アイテムでイ ンス ト ールをビルド する と、 ビルド エンジンは一連のテス ト を実行し、 最新版のイ

ンス ト ールが以前のバージ ョ ンのイ ンス ト ールを確実にア ッ プグレー ド するかど うかを判別し ます。 ただ し、 マ

イナー ア ッ プグレー ド アイテムの追加は、 マイナー ア ッ プグレー ドが適切に機能するために不可欠とい う訳で

はあ り ません。 詳細については、 「マイナー ア ッ プグレー ドの実行時の動作」 を参照し て く ださい。

イ ンス ト ールの最新バージ ョ ンに追加する新しい機能は、 既に存在する機能のサブ機能と し て追加し な く てはな

り ません。 これらの新しい機能を使用する場合、 [ 機能 ] ビ ューで " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定に [ 親を優先 ]、

" 必須 " 設定に [ はい ] を選択する必要があ り ます。

マイナー ア ッ プグレー ド アイテムを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでマイナー ア ッ プグレー ド アイテムを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド シナリ オのセ ッ ト ア ッ プ作成 ] エクスプローラーで [Windows Installer イ ンス ト ールのア ッ プ

グレー ド ] を右ク リ ッ ク し て、 [ マイナー ア ッ プグレー ド アイテムの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しい メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムが追加されます。

ヒ ン ト • 複数の以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するア ッ プグレー ド を作成する場合、 追加のマイナーア ッ プグ

レー ド アイテムを作成する こ とができます。

マイナー ア ッ プグレー ドの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでマイナーア ッ プグレー ド アイテムの追加を行な う場合に、 変更可能な一般設定は、 製

品の以前のバージ ョ ンが存在する場合に ( ビルド構成がセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーを含む場合 ) セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーがどのよ う に作動するかです。 この設定は、 "Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド " を選択し

てから [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し、 [ ア ッ プグレー ド ]  ビ ューで変更する こ とが可能です。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
マイナーア ッ プグレー ド アイテムを [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューに追加し てからそれが選択されている こ と を確認

し た後、 そのマイナーア ッ プグレー ド アイテムの " ア ッ プグレー ド するセ ッ ト ア ッ プ " 設定で ターゲッ ト とする

製品の以前のバージ ョ ンの .msi データベースを参照する こ とができます。

" リ リースフ ラグ " 設定のリ リースフ ラグを指定し、 ビルドからマイナーア ッ プグレー ド アイテムを除外する こ と

もできます。

マイナー ア ッ プグレー ド を構成し てイ ンス ト ール済みのデータ を削除
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallShield は、 イ ンス ト ール済みデータ を削除するマイナーア ッ プグレー ドの構成について、 2 つの異なる方法

をサポー ト し ます。 次のセクシ ョ ンで、 2 つの方法について説明し ます。

方法 1

以前のリ リースでイ ンス ト ールされたデータ を削除するマイナーア ッ プグレー ド を構成するには、 ア ッ プグレー

ド を構成する InstallShield プロジ ェ ク ト を開いて、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでそのフ ァ イルを削除し ます。

そし てダイ レ ク ト  エデ ィ ター内の Remove テーブルに対応するレ コー ド を作成し ます。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの 

Remove テーブルには、 RemoveFile、 RemoveIniFile、 および RemoveRegistry テーブルがあ り ます。

マイナーア ッ プグレー ド で、 コ ンポーネン ト から レジス ト リデータ を削除するには、 RemoveRegistry テーブルに

レ コー ド を作成する必要があ り ます。 RemoveRegistry テーブルのレ コー ドは、 関連する コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされた時に削除するレジス ト リキーおよび値について説明し ます。 RemoveFile テーブルとは異な り、

RemoveRegistry テーブルは関連する コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされた時に指定されたレジス ト リデータ

を削除するオプシ ョ ンを受け付けません。 その代わり、 " すべてのキーをアン イ ンス ト ール " フ ラグを使ってレジ

ス ト リ値を作成する こ とが可能です。 コ ンポーネン ト が、 [ 名前 ] フ ィ ールド にハイ フ ンを用いたレジス ト リ値を

含み、 [ 値 ] フ ィ ールドが空白の場合、 指定し たレジス ト リキーおよびその内容は、 コ ンポーネン ト が削除される

時に削除されます。

その他のデータ型では通常、 Windows Installer テーブルでアン イ ンス ト ールフ ラグの利用が可能か、 対応するアン

イ ンス ト ールテーブルを利用する こ とができます。 たと えば .ini データ を削除する場合、 RemoveIniFile テーブルを

利用する こ とができます。 環境変変数データには、 対応するアン イ ンス ト ールフ ラグがあり ます。

メ モ • コ ンポーネン ト が別の製品と共有されている場合、 リ ソースを削除する時にコ ンポーネン ト コー ド を変更す

る必要があ り ます。 さ らに、 既存する コ ンポーネン ト のコ ンポーネン ト コー ド を変更するには、 メ ジャーア ッ プ

グレー ドが必要です。 メ ジャーア ッ プグレー ドの場合、 完全なアン イ ンス ト ールが必要なため、 [Remove] テーブ

ルにデータ を入力する必要はあ り ません。

方法 2

コ ンポーネン ト を 移行可能と設定し、 マイナーア ッ プグレー ドが適用された時に false 評価される コ ンポーネン ト

の条件を設定し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
マイナー ア ッ プグレー ド アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでマイナー ア ッ プグレー ド アイテムを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド シナ リ オのセ ッ ト ア ッ プ作成 ] エクスプローラーで、 マイナー ア ッ プグレー ド アイテムを

右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

マイナー ア ッ プグレー ドの実行時の動作

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Setup.exe を使ってマイナー ア ッ プグレー ド を実行する

Setup.exe 起動プログラムを含んだ リ リースをビルド する と、 最新のイ ンス ト ールはマイナー ア ッ プグレー ドが可

能にな り ます。 Setup.exe はアプ リ ケーシ ョ ンの古いバージ ョ ンが存在する と きにそれを検出する こ とができま

す。 Setup.exe が以前のバージ ョ ンを検出し た場合、 イ ンス ト ールの続きはマイナーア ッ プグレー ド モー ド で実行

し ます。

製品の以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされている ターゲッ ト  システム上でエン ド ユーザーがマイナー ア ッ プ

グレー ド を実行し た場合、 ア ッ プグレー ドが行われる こ と を通知する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 この

メ ッ セージ ボ ッ クスは以前の製品名を指定し、 エン ド ユーザーに対し てどの既存アプ リ ケーシ ョ ンをア ッ プデー

ト するのかを警告し ます。 この時点で、 エン ド ユーザーは必要に応じ てイ ンス ト ール処理を中止する こ とができ

ます。 このプロンプ ト の後には [ よ う こそ ] ダイアログが続き、 エン ド ユーザーが [ よ う こそ ] ダイアログの [ 次

へ ] を ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ プが新しい リ ソースを イ ンス ト ールし ます。 リ ソースのイ ンス ト ール中、 イ

ンス ト ールは [ セ ッ ト ア ッ プの進行状況 ] ダイアログの進行状況バーを更新し て、 ユーザーにア ッ プグレー ドの処

理状況を追跡できるよ う にし ます。

ヒ ン ト • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでは、 エクスプローラーの Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド を

ク リ ッ ク し て、 スモール / マイナーア ッ プグレー ド用の [ 共通 ] タ ブの設定を構成し、 最初のア ッ プグレー ド プ

ロンプ ト を無効にする こ とができます。

メ モ • マイナー ア ッ プグレー ドの実行時に、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが処理中にダウングレー ド される場

合、 Windows Installer はそのコ ンポーネン ト の再イ ンス ト ールを行いません。 このため、 ア ッ プグレー ドのキー 

フ ァ イルは、 古いパッ ケージのキー フ ァ イルのバージ ョ ン番号と等しいか、 それよ り も大きい番号でな く てはな
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
り ません。 例外は、 エン ド ユーザーが REINSTALLMODE プロパテ ィ に a を設定し た場合です。 この設定は、 バー

ジ ョ ンに関係な く すべてのフ ァ イルを強制的にイ ンス ト ールし ます。 フ ァ イルの上書き規則に関する情報は、

「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」 を参照し て く ださい。

マイナーア ッ プグレー ドは、 ターゲッ ト マシンに既に存在するアプ リ ケーシ ョ ンの上に新しい リ ソースを イ ンス

ト ールし ます。 アプ リ ケーシ ョ ンを完全にアン イ ンス ト ールし てから再イ ンス ト ールするには、 メ ジャーア ッ プ

グレー ドの利用を検討し て く だ さい。

Setup.exe を使わないマイナー ア ッ プグレー ド を実行する

イ ンス ト ールを Setup.exe 起動ツールな し で配布する場合、 エン ド ユーザーはコマン ド ラ イ ンを使用し てイ ンス

ト ールを開始する必要があ り ます。 このため、 Setup.exe を使わな く ても同じ よ う な結果が得られる ものの、 

Setup.exe の利用をお勧めし ます。

イ ンス ト ーラープロパテ ィ 、 REINSTALL や REINSTALLMODE はア ッ プグレー ド モー ド でイ ンス ト ールをス ター ト

させるためにコマン ド ラ イ ンから設定する必要があ り ます。 最も複雑なシナリ オ以外、 通常は REINSTALLMODE 

プロパテ ィ は、 vomus に、 REINSTALL プロパテ ィ は ALL に設定し な く てはな り ません。 標準的なコマン ド次のと

お り です :

msiexec.exe /i \product.msi REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=ALL

ア ッ プデー ト を行なわない機能が含まれる場合、 次のコマン ドの通り REINSTALL を コ ンマ区切りのア ッ プデー ト

する機能リ ス ト に設定し ます。

msiexec /i \product.msi REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=F1,F3,F5

REINSTALL プロパテ ィ で利用する機能名は大文字と小文字を区別し ます。

メ モ • 初回イ ンス ト ールで REINSTALL = ALL と設定し ないで下さい。

こ こで重要なのは、 イ ンス ト ールの以前のバージ ョ ンがターゲッ ト マシンに存在し ない限り これらのプロパテ ィ

はコマン ド ラ イ ンで設定し ない方が良いとい う こ と です。 コマン ド ラ イ ンで設定し た場合、 イ ンス ト ールはマイ

ナー ア ッ プグレー ド モー ド で実行し ているかのよ う に見えますが、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルがイ ンス ト ール

されない可能性があ り ます。 エン ド ユーザーがコマン ド ラ イ ンを使用すべきかそ う でないかを識別できるよ う に

配慮し て く ださい。

メ モ • マイナーア ッ プグレー ド を実行する場合、 REINSTALLMODE 属性 v は非常に重要です。 このパラ メ ーターは

イ ンス ト ーラーに対し て、 新しいイ ンス ト ール パッ ケージを使って製品の内部セ ッ ト ア ッ プキャ ッ シュ を更新す

るよ う指示し ます。 このパラ メ ーター無し では、 イ ンス ト ールは最新のイ ンス ト ール パッ ケージに施された変更

に関する情報を全 く 持ちません。

スモール ア ッ プデー ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
スモール ア ッ プデー ト の作成手順は、 重要な例外をひとつ除いては、 マイナー ア ッ プグレー ド の作成手順と同じ

です。 例外とは、 スモールア ッ プ デー ト とは違って、 マイナーア ッ プグレー ド では製品バージ ョ ンを変更する と

い う こ と です。

Windows Installer 3.0 よ り以前のバージ ョ ンを利用し て製品に適用する こ とができるア ッ プグレー ド を作成する必

要がある場合、 スモールア ッ プデー ト 以外の方法を利用する こ とが推奨されます。 スモールア ッ プデー ト は製品

バージ ョ ンを変更し ないので、 製品の最新版に利用される イ ンス ト ーラーをはじめとする外部プログラムは、 ス

モールア ッ プデー ト が適用された製品と そ う ではない製品の違いを認識できません。

スモールア ッ プデー ト は、 通常、 完全イ ンス ト ールと し てではな く パッ チ と し てパッ ケージ されます。 作成する

ア ッ プグレー ドが、 Windows Installer 3.0 以降を利用し て製品に適用される こ とが分かっている場合、 パッ チ シー

クエンス サポー ト を利用し スモールア ッ プデー ト  パッ チを使用し て、 以前のバージ ョ ンの製品を更新する こ とが

できます。

パッ チ時の考慮事項

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

以下は、 パッ チ と QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する と きのい く つかのガイ ド ラ イ ンです。

パッ チ作成前にア ッ プグレー ド をテス ト する

パッ チ作成前にフル イ ンス ト ールと し てア ッ プグレー ドのテス ト を行う こ とが推奨されます。 フルイ ンス ト ール

パッ ケージがアプ リ ケーシ ョ ンの以前のバージ ョ ンを確実にア ッ プデー ト する と、 パッ チを作成する こ とができ

ます。

ア ッ プデー ト 起動ツール (Update.exe) を作成する

InstallShield では、 ア ッ プデー ト に Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを含めるかど うかを指定できます。

Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールは次のよ う な場合に必要です。

• 必要に応じ て、 自動的にターゲッ ト  システムの Windows Installer エンジンを更新またはイ ンス ト ールする。

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のパッ チをビルド し ている。

• 必要に応じ て、 .NET Framework を ターゲッ ト  システムに自動的にイ ンス ト ールする。

• 製品構成に製品のイ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールできるサポー ト が含まれているパッ チをビルド し、 かつ

イ ンス タ ンスの選択ダイアログを必要に応じ て表示する。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳しい情報は、 「製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする」 およ

び 「製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするためのサポー ト 」 をご覧 く だ さい。

Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールは、 上記のシナリ オを制御するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。

InstallShield で Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成し ないよ う に構成し た場合、 .msp フ ァ イルが作成されま

す。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。
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• パッ チに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ をビルド をするかど うかを指定する

• QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールをビルド をするかど うかを指定する

大きなフ ァ イル用のパッ チの最適化

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで [ 大きなフ ァ イル用のパッ チの最適化 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 フ ァ イル

サイズが 4MB 以上のアプ リ ケーシ ョ ンに対し てよ り小さいビ ッ ト レベルのパッ チが作成されます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 ビルド された QuickPatch はそれぞれ自動的に大きいフ ァ イル用に最適化されま

す。

圧縮されたイ ンス ト ールのパッ チ

パッ チの作成プロセスには、 以前のイ ンス ト ールと最新のイ ンス ト ールの非圧縮リ リースが必要です。 イ ンス

ト ールが圧縮されている イ ンス ト ールの場合は、 リ リースの管理用イ メ ージを利用できます。

InstallShield は、 [ パッ チのデザイ ン ]  ビ ューでパッ チ構成に圧縮されたイ ンス ト ールを指定する と、 自動的に管

理用イ メ ージを作成し ます。 InstallShield はまた、 QuickPatch プロジ ェ ク ト で非圧縮のイ メ ージを指定する と、 自

動的にユーザーのために管理イ メ ージを作成し ます。

パッ チ と REINSTALL プロパテ ィ

パッ チのテス ト 中にオ リ ジナルイ ンス ト ールのソースがある場所を問い合わせるプロンプ ト が表示される場合、

REINSTALL プロパテ ィ で変更し た機能に明示的に設定する こ と で問題を回避できる場合があり ます。 このプロパ

テ ィ はデフ ォル ト で "ALL" に設定されます。

パッ チまたは QuickPatch パッ ケージにおける COM サーバーの自己登録

次の条件のすべてが当てはまる場合、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に含まれる自己登録と マーク されている新しい 

COM サーバーには、 ISSelfReg テーブルを使った InstallShield 自己登録が使用されます。

• ISSelfReg テーブルは、 QuickPatch の作成時に使用された、 ア ッ プグレー ド 済みの .msi フ ァ イルにあ り ます。

• ISSelfRegisterFiles カス タム アクシ ョ ンが、 [ 実行 ] シーケンスにある。

• InstallShield の [ オプシ ョ ン ] ダイアログにある [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブで、 ISSelfReg オプシ ョ ンが選択され

ている。

前述の条件のう ち、 1 つでも当てはま らない場合、 InstallShield は Windows Installer 自己登録 (SelfReg テーブル ) を

使用し ます。

前述の条件の 1 つでも当てはま らない場合に、 パッ チで InstallShield 自己登録を使用するには、 QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト の代わり に [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使用し ます。

Windows Installer 3.0 ( およびそれ以上 ) とパッ チ

Windows Installer 3.0 以上には、 多数のパッ チ関連の強化点があ り ます。 パッ チまたは QuickPatch が Windows 

Installer 3.0 以上を用いて ターゲッ ト マシンで適用される場合、 これらの強化点を利用する こ とができます。 詳細

は、 次を参照し て く だ さい :

• パッ チ シーケンス

• パッ チのアン イ ンス ト ール

• 非管理者パッ チ
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Windows Installer 3.0 以上は、 シーケンスデータ を含まない メ ジャーア ッ プグレー ドパッ チをサポー ト し ます。 た

だし、 イ ンス ト ーラーは MsiPatchSequence テーブルに格納されるシーケンスデータ を含む メ ジャーア ッ プグレー

ドパッ チはサポー ト し ません。

Windows Installer 1.2 とパッ チ

Windows Installer 1.2 エンジンを ターゲッ ト とするパッ チを作成する場合、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで適切な

パッ チ構成を選択し ます。 そ し て [ 詳細 ] タ ブで " 最小 Windows Installer バージ ョ ン " プロパテ ィ を 120 に設定し

ます。

製品の複数イ ンス タ ンスをパッ チするためのサポー ト

同じ コ ンテキス ト  ( 環境 ) および同じ マシン上で製品のイ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールできるサポー ト を含む基

本の MSI プロジ ェ ク ト にパッ チを作成し た と き、 InstallShield では、 エン ド ユーザーがそのパッ チを 1 つまたはす

べてのイ ンス タ ンスに適用する こ とができるよ う に構成されます。 詳細については、 「製品の複数イ ンス タ ンスを

イ ンス ト ールするためのサポー ト 」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

InstallShield では、 Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールのバージ ョ ン リ ソースにカス タム情報を使用できます。 こ

の情報は、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た

と きに表示されます。

メ モ • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Windows のバージ ョ ンによ って異な り ます。 たと えば、 Windows 7 

システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブに表示されます。

一方、 Windows XP システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は、 同じ ダイアログボ ッ クスの [ バージ ョ ン ] タ ブに

表示されます。

また、 Windows の一部のバージ ョ ンは、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの一部の設定を表示し ません。

Update.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス と同じ概観を持つ Setup.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスのスク リーンシ ョ ッ ト を見るには、 「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス

タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

タ スク Update.exe 設定のデフ ォル ト の InstallShield 値を独自のカス タム値でオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従い

ます :

1. この手順は、 作成中のパッ ケージが標準のパッ チか QuickPatch パッ ケージかによ って異な り ます。

基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で標準のパッ チを作成し ている場合 :
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a. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を選択し ます。

QuickPatch パッ ケージを作成し ている場合 :

a. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

2. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ ア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ] 領域を探し ます。

3. 以下の設定に、 Update.exe フ ァ イルのプロパテ ィ に使用する値を入力し ます。

• 会社名

• 製品名

• 製品バージ ョ ン

• 説明

• 著作権情報

ヒ ン ト • " 製品バージ ョ ン " 設定は、 Update.exe のフ ァ イル バージ ョ ン と製品バージ ョ ンを更新し ます。 フ ァ イル 

バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定する と、 残

りのフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 た と えば、 製品バージ ョ ン と し て 1.1 を指定する と、 Update.exe のバー

ジ ョ ン リ ソースで使用される フ ァ イル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ます。

ア ッ プデー ト 起動ツールの設定を空白のままに残すと、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield 値を使用し ます。

ア ッ プデー ト 起動ツールのアイ コ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

InstallShield では、 Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールに使用するアイ コ ンを指定できます。 アイ コ ンには、 .exe、

.dll、 または .ico フ ァ イルを使用できます。

エン ド ユーザーが Windows Explorer で Update.exe フ ァ イルを参照し たと きにも、 このアイ コ ンが表示されます。

このアイ コ ンは、 Update.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアロ

グ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と

表示されます。

アイ コ ンを指定し なかった場合、 InstallShield は Update.exe フ ァ イルのデフ ォル ト  アイ コ ンを使用し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
タ スク Update.exe フ ァ イルのアイ コ ンを指定するには、 以下の手順に従います :

1. この手順は、 作成中のパッ ケージが標準のパッ チか QuickPatch パッ ケージかによ って異な り ます。

基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で標準のパッ チを作成し ている場合 :

a. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を選択し ます。

QuickPatch パッ ケージを作成し ている場合 :

a. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

2. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ ア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ] 領域を探し ます。

3. " アイ コ ン " 設定には、 InstallShield がビルド時に Update.exe フ ァ イルを作成する と きに使用するアイ コ ンを

含むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

フ ァ イルを指定するには、 明示的パスまたはパス変数を タ イプするか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [

アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスを開いて [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルを選択できます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] 

ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマ

イナス (-) 記号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う

イ ンデ ッ クスを持つアイ コ ンを、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し

ます。

リ リースを次回ビルド する と き、 InstallShield が Update.exe フ ァ イルに指定されたアイ コ ンを使用し ます。

パッ チ シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

InstallShield では、 ターゲッ ト  マシンにパッ チが提供された順番に関係な く 、 Windows Installer バージ ョ ン 3.0 以降

がイ ンス ト ール済みの製品にスモール ア ッ プデー ト  パッ チを適用する順番を指定する こ とができます。 パッ チ 

シーケンス データ を使って、 Windows Installer が同じパッ チ フ ァ ミ リー内でパッ ケージ された各ア ッ プグレー ド

の適切な関係を認識できるよ う にし ます。 従って、 製品にパッ チ 2 を適用し た後にパッ チ 1 を適用する と、 パッ

チ 2 のフ ァ イルを上書きせずにパッ チ 1 が登録されます。 Windows Installer バージ ョ ン 3.0 以前では、 パッ チ シー

ケンスは無視され、 すべてのスモール ア ッ プデー ト  パッ チは、 ターゲッ ト  マシンに提供された順番で製品に適

用されます。

Windows Installer 3.0 以降で利用可能なパッ チシーケンス機能は、 パッ チ作成処理を簡素化し ます。 次のセクシ ョ

ンでは、 その方法を説明し ます。
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Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンを使って適用されるパッ チを作成する

Windows Installer 3.0 よ り以前のバージ ョ ンを利用し て製品に適用する こ とができるパッ チを作成する必要がある

場合、 スモールア ッ プデー ト 以外の方法を利用する こ とが推奨されます。 スモール ア ッ プデー ト は製品バージ ョ

ンを変更する こ とはあ り ません。 し たがって製品の最新版に利用される イ ンス ト ーラーを含み、 外部プログラム

は、 スモール ア ッ プデー ト を伴う製品およびスモール ア ッ プデー ト を伴わない製品の違いを認識し ません。

Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンに限ったシナ リ オでは、 こ う いったイ ンス ト ーラーの制限事項について考

慮する必要があるため、 以前の製品状態について様々な可能性を ターゲッ ト にし な く てはな り ません。 次のテー

ブルに図式化されたサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのラ イ フサイ クルで、 それによ って生じ る複雑さ を説明し ます。

Windows Installer 3.0 を使って適用されるパッ チを作成する

Windows Installer 3.0 以降で利用可能なパッ チ シーケンス機能を使う と、 スモール ア ッ プデー ト は製品バージ ョ ン

を変更する こ とはあ り ませんが、 製品の複数の異なるバージ ョ ン用に連続性を持たない 1 つのア ッ プグレー ド を

配布するスモール ア ッ プデー ト を安心し て利用する こ とができます。 スモール ア ッ プデー ト とは違って、 マイ

ナー ア ッ プグレー ドは製品バージ ョ ンを変更し ます。 マイナー ア ッ プグレー ド はまた、 スモール ア ッ プデー ト

パッ チのシーケンス用フ レームワーク を形成し ます。 製品のバージ ョ ン 1.1 用のスモール ア ッ プデー ト がバー

ジ ョ ン 1.2 に適用された場合、 イ ンス ト ーラーはスモール ア ッ プデー ト を ターゲッ ト  システムに登録し て、 1.2 マ

イナー ア ッ プグレー ドが適用される前の段階と同じ要領でそれを適用し ます。

テーブル 7-5 • Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンを使って適用されるパッ チのサンプル アプ リ ケーシ ョ ン ラ
イ フサイ クル

アプ リ ケーシ ョ ン パッ
ケージ 製品バージ ョ ン

パッ ケージがターゲッ ト にする以前のセ ッ
ト ア ッ プ

1. 基本のイ ンス ト ール 1.0 —

2. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.1 1.0

3. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.2 1.0, 1.1

4. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.3 1.0、 1.1、 1.2、 4

5. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.4 1.0、 1.1、 1.2、 1.3

6. メ ジャー ア ッ プグレー

ド

2.0 1.0, 1.1, 1.2, 1.3, 1.4
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
スモール ア ッ プデー ト パッ チはまた、 Windows Installer 3.0 以降を有効にし、 製品に別のパッ チが個別に適用また

は削除されても製品の有効な状態を保ちます。 さ らに、 パッ チ シーケンスを利用する と、 ターゲッ ト  マシン上に

存在する可能性のあるパッ チの組み合わせすべてを考慮する必要な く 、 以前の比較的小さ な製品状態の集ま りか

らア ッ プグレー ド パッ ケージを生成する こ とができます。 次のテーブルに図式化されたサンプル アプ リ ケーシ ョ

ン ラ イ フサイ クルは、 この利点を説明し ます。

上のテーブル内のスモール ア ッ プデー ト のすべては、 同じパッ チ フ ァ ミ リーに所属し ます。 Windows Installer 3.0 

以降はパッ チ フ ァ ミ リーを利用し て、 同じ フ ァ ミ リー内でスモール ア ッ プデー ト  パッ チ と その他すべてのパッ

チを比較し、 各パッ チを ターゲッ ト  マシンに適用する順番を決定し ます。 パッ チ シーケンスは、 パッ チ パッ

ケージ データベースの MsiPatchSequence テーブル に追加されます。 このテーブルは、 同じパッ チ フ ァ ミ リーを

ターゲッ ト にするパッ チの関係を定義し ます。

Windows Installer 3.1 を使って適用されるパッ チを作成する

Windows Installer 3.1 で利用可能なパッ チ シーケンス機能は、 マイナー ア ッ プグレー ド に関し てパッ チ作成処理を

さ らに簡素化し ます。 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細 ] タ ブにある "RTM バージ ョ ンを ターゲッ ト にするマ

イナー ア ッ プグレー ド (MSI 3.1 が必要 )" プロパテ ィ を利用する と、 マイナー ア ッ プグレー ド パッ チで製品の 

RTM (Release to Manufacturing) バージ ョ ン ( イ ンス ト ールされている場合、 製品の最新メ ジャー ア ッ プグレー ド ) 

を ターゲッ ト するかど うかを指定する こ とができます。 このプロパテ ィ には次のよ う な 2 つのオプシ ョ ンがあ り

ます。

• 現在のマイナーア ッ プグレー ド パッ チを適用する前に、 マイナー ア ッ プグレー ド パッ チで製品の RTM バー

ジ ョ ン ( または、 イ ンス ト ールされている場合、 製品の最新メ ジャー ア ッ プグレー ド ) までのすべてのパッ

チを実質的に削除する場合、 このプロパテ ィ で [ はい ] を選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 すべて

のパッ チが、 シーケンシング データがあるないにかかわらず、 削除されます。 追加のベースラ イ ン バージ ョ

ンを ターゲッ ト にする必要はないので、 結果的にパッ チのペイ ロー ド を増やすこ とにな り ます。 すべてのエ

ン ド ユーザーは、 中間のパッ チを適用する こ と な く 、 正常にこのパッ チを適用する こ とができます。

テーブル 7-6 • Windows Installer 3.0 を使って適用されるパッ チのサンプル アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル

アプ リ ケーシ ョ ン パッ
ケージ

パッ チ シーケン
ス番号

製品バー
ジ ョ ン

パッ ケージがターゲッ ト にす
る以前のセ ッ ト ア ッ プ

1. 基本のイ ンス ト ール — 1.0 —

2. スモール ア ッ プデー

ト

1 1.0 1.0

3. スモール ア ッ プデー

ト

2 1.0 1.0

4. スモール ア ッ プデー

ト

3 1.0 1.0

5. スモール ア ッ プデー

ト

4 1.0 1.0

6. マイナー ア ッ プグ

レー ド

— 1.1 1.0
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• このオプシ ョ ンを選択する と、 場合によ り、 RTM ( または、 存在する場合、 製品の最新メ ジャー ア ッ プグ

レー ド ) の後に作成された以前の各マイナー ア ッ プグレー ド を ターゲッ ト するのに必要な情報をパッ チに含

める必要があ り ます。

たと えば、 SP 2 のマイナー ア ッ プグレー ド パッ チを作成し ていて、 このプロパテ ィ で [ いいえ ] を選択し た

場合、 パッ チは SP １  のマイナー ア ッ プグレー ド を ターゲッ ト にする必要があ り ます。 またオプシ ョ ンで、

他のベースラ イ ン (RTM など ) を ターゲッ ト にする こ と もできます。 これによ り、 ペイ ロー ドが増加し ます。

RTM バージ ョ ンを ターゲッ ト にし ない場合、 RTM バージ ョ ンを持っているが SP 1 のマイナー ア ッ プパッ チ

がないエン ド ユーザーは、 SP 2 の前に SP 1 を イ ンス ト ールし なければな り ません。

Windows Installer 4.5 を使って適用されるパッ チを作成する

優先されるパッ チが製品のコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするが、 後で優先するパッ チがそのコ ンポーネン ト を

削除する場合、 コ ンポーネン ト の機能の状態がア ドバタ イズに変更され、 再イ ンス ト ールされない可能性があり

ます。 さ らに、 その機能に関連付けられた残りのコ ンポーネン ト は一切保持されません。 これは、 Windows 

Installer 4.0 以前を持つターゲッ ト  システム上では ト ラブルの原因と な り ます。 Windows Installer 4.5 で利用できる

パッ チのシーケンス機能は、 この問題を回避するための強化された堅牢な優先機能を提供し ます。

現在のパッ チに含まれる コ ンポーネン ト をアン イ ンス ト ール用にフ ラグし て、 優先するパッ チが適用された後に

ターゲッ ト  システム上でこのコ ンポーネン ト が孤立し ないよ う に指定できます。 後続のパッ チがイ ンス ト ールさ

れ、 またそれが最初のパッ チよ り も優先する こ とがフ ラグされている場合、 適切な場合に Windows Installer 4.5 は

このコ ンポーネン ト を登録解除およびアン イ ンス ト ールし ます。

Windows Installer 4.5 は、 置き換えられて不必要になったコ ンポーネン ト をアン イ ンス ト ール用にフ ラグするため

の 2 つの方法をサポー ト し ます ：

• 個別のコ ンポーネン ト の " 置き換えられたコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール " 設定に [ はい ] を選択し て、

適切な場合にこれをアン イ ンス ト ールする こ と を示し ます。 [ はい ] を選択する と、 InstallShield はコ ンポーネ

ン ト の Component テーブルに msidbComponentAttributesUninstallOnSupersedence 属性を追加し ます。

" 置き換えられたコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール " 設定にアクセスするには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー

を開いてから、 構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。 右側のグリ ッ ド に設定が表示されます。 この設定の

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

• 優先されたパッ チに含まれる不必要なコ ンポーネン ト すべてをアン イ ンス ト ールする こ と を示すには、

Windows Installer プロパテ ィ  MSIUNINSTALLSUPERSEDEDCOMPONENTS の値を 1 に設定し ます。 [ プロパ

テ ィ  マネージャー ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト にこのプロパテ ィ を追加する と、 プロパテ ィ の値を コマン

ド ラ イ ンから設定できます。

Windows Installer 4.0 以前は、 msidbComponentAttributesUninstallOnSupersedence 属性と 

MSIUNINSTALLSUPERSEDEDCOMPONENTS プロパテ ィ を無視し ます。

パッ チのアン イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する新しいス タ イルの場合

• QuickPatch
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
この情報は、 InstallScript UI に従来型のス タ イル (InstallScript エンジンを外部 UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イ

ル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス

ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方

法の違い」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.0 以降はスモールア ッ プデー ト またはマイナーア ッ プグレー ドのパッ チアン イ ンス ト ールを サ

ポー ト し ます。 アン イ ンス ト ールするパッ チは Windows Installer 3.0 以降を利用し てイ ンス ト ールされたものでな

く てはな り ません。 パッ チがアン イ ンス ト ールされた時、 製品はパッ チがイ ンス ト ールされる前の状態に戻り ま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer では、 パッ チの削除を希望するエン ド ユーザーはパッ チ された製品をア

ン イ ンス ト ールし てから、 パッ チを適用せずに製品を再イ ンス ト ールする必要があり ま し た。 この場合、 削除し

ないパッ チについては再び適用する必要があ り ます。

Windows XP SP2 以降を実行中のシステムでは エン ド ユーザーは [ プログラムの追加と削除 ] を使ってパッ チをア

ン イ ンス ト ールする こ とができます。 以前のバージ ョ ンの Windows で Windows Installer 3.0 以降を実行中のシステ

ムでは、 パッ チはコマン ド ラ イ ンからアン イ ンス ト ールし ます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ 

ラ イブラ リの 「Uninstalling Patches」 を参照し て く だ さい。

すべてのパッ チがアン イ ンス ト ール可能ではないため、 パッ チのアン イ ンス ト ールはデフ ォル ト では無効に設定

されています。 パッ チのアン イ ンス ト ールが不可能である、 または特定の機能がパッ チのアン イ ンス ト ール中に

動作し ない具体例は次のとお り です。

• パッ チ と し てパッ ケージ された メ ジャーア ッ プグレー ドはアン イ ンス ト ールする こ とができません。

• パッ チが特定の行を Windows Installer テーブルに追加する場合、 パッ チをアン イ ンス ト ールする こ とはできま

せん。 パッ チがこれらのテーブルのいずれかに行を追加する場合、 パッ チ検証の 1 つ (Val0015) によ って、

パッ チがアン イ ンス ト ール不可能である こ とが警告されます。 該当するテーブルの一覧は、 「Val0015」 を参

照し て く ださい。

• RemoveFile テーブルまたは RemoveRegistry テーブルに内容を追加するパッ チをエン ド ユーザーが 削除でき

ない場合があ り ます。 オ リ ジナルパッ ケージに含まれていないフ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リ を削除す

るよ う にパッ チが設計されている場合、 そのパッ チをアン イ ンス ト ールし ても フ ァ イルまたはレジス ト リ エ

ン ト リは修復されません。

• [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを通し て追加された SQL スク リ プ ト  サポー ト を含むアン イ ンス ト ール可能なパッ

チを作成し た場合、 その SQL スク リ プ ト は、 パッ チのアンイ ンス ト ール中に実行されません。

エン ド ユーザーへ配布する前にパッ チのアン イ ンス ト ールを充分テス ト する こ とが推奨されます。 アン イ ンス

ト ール不可能なパッ チについて さ らに詳しい情報は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Uninstallable 

Patches」 を参照し て く だ さい。

非管理者パッ チ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者によるパッ チは次のすべての条件が満た された場合に利用する こ とができます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• Microsoft Windows XP 以降のク ラ イアン ト  プラ ッ ト フ ォームの場合、ターゲッ ト マシンが Windows Installer 3.0 

以降を実行中。 サーバー プ ラ ッ ト フ ォームはサポー ト し ていない。

• アプ リ ケーシ ョ ンは CD-ROM または DVD などのリムーバブル メ デ ィ アから イ ンス ト ールされている。

• アプ リ ケーシ ョ ンはマシンご とにイ ンス ト ールされている。

メ モ • ALLUSERS プロパテ ィ がコマン ド ラ イ ンで上書き された場合、 非管理者パッ チは失敗し ます。

• ベース イ ンス ト ールには、 後に続 く すべてのパッ チの署名に使用される証明書を含まれていな く てはな り ま

せん。

• ベース イ ンス ト ールには、 MsiPatchCertificate テーブルを含まれていな く てはな り ません。 このテーブルは

非管理者が後に続 く パッ チを適用し た際、 そのデジ タル署名を照合するために使用される署名者証明書を提

供し ます。 このテーブルには必要に応じ て複数の証明書を含むこ とが可能で、 あとに続 く パッ チは最低 1 つ

の証明書と照合する こ とが可能でな く てはな り ません。 詳細については、 「非管理者パッ チのイ ンス ト ールを

準備する」 を参照し て く だ さい。

• 非管理者パッ チには、 MsiDigitalCertificate テーブルが含まれていな く てはな り ません。 このテーブルには、 署

名済みパッ チの署名証明書が含まれています。 詳細については、 「パッ チ パッ ケージに署名する」 または

「QuickPatch パッ ケージに署名する」 を参照し て く だ さい。

前述の基準のどれにも当てはま らない場合、 エン ド ユーザーはロ ッ クダウン された環境でデジ タル署名済みパッ

チを イ ンス ト ールする こ とができません。

非管理者パッ チの一般的なシナ リ オは、 コ ンピ ューター ゲーム業界で見られます。 コ ンピ ューター ゲーム ユー

ザーの一部は子供で、 自分のユーザープロ フ ァ イルおよび HKEY_CURRENT_USER の下にあるレジス ト リ キー内の

フ ォルダー以外のシステム領域にアクセスが不可能な場合があり ます。 子供がマシンにイ ンス ト ールする内容お

よびアクセスできる範囲を、 彼等の両親が管理者アクセスを利用し てコ ン ト ロールする例が考えられます。 両親

がすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た場合で、 イ ンス ト ール済みのソ フ ト ウェ アに対するパッ チが利

用可能な と きに、 前述の基準がすべて満た された場合、 子供は両親が付き添わな く ても自分で非管理者パッ チを

ダウンロー ド並びにイ ンス ト ールする こ とができます。

パッ チの作成と適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ヘルプのこのセクシ ョ ンでは、 イ ンス ト ールのパッ チの作成およびその適用方法について説明し ます。 このセク

シ ョ ンは、 パッ チのアン イ ンス ト ールを有効にする方法、 パッ チのシーケンスの仕方、 およびパッ チパッ ケージ

の署名方法についても網羅し ています。

新しいパッ チ構成アイテムを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 新しいパッ チ構成アイテムを追加するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいパッ チ構成の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 新しいパッ チ構成アイテムを追加し ます。

新しい最新セ ッ ト ア ッ プ アイテムを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 最新のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを追加するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 適切なパッ チ構成アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 最新のセ ッ ト

ア ッ プの新規追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 最新のセ ッ ト ア ッ プを新規追加し ます。

新しい以前のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 既存のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを追加するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 適切なパッ チ構成アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 既存セ ッ ト ア ッ

プの新規追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 以前のセ ッ ト ア ッ プを新規追加し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
外部フ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 外部フ ァ イルを追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 追加の外部フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 外部フ ァ イルの新規追

加 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 外部フ ァ イルを新規追加し ます。 右側にあるペイ ンで、 このフ ァ イルを構成する こ とができます。

パッ チの設定を構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チの作成および構成には、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを利用するのが最善の方法です。 [ パッ チのデザイ ン ] 

ビ ューで作業中に、 製品の以前のバージ ョ ン、 および、 よ り最新のバージ ョ ンのためのプロジ ェ ク ト が既にビル

ド されてい必要があ り ます。

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでデザイ ン された各パッ チは、 パッ チ構成と し て開始し ます。 パッ チ構成は、 少な く

と も、 最新セ ッ ト ア ッ プ アイテム 1 つと 1 つまたは複数の以前のセ ッ ト ア ッ プ アイテムからな り ます。 パッ チ構

成段階では、 次のプロパテ ィ タ ブでプロパテ ィ を構成する こ とができます。

• 共通

• 識別

• デジ タル署名

• Sequence

• 詳細

パッ チ構成プロパテ ィ を設定し た後、 エクスプローラーで順に階層を展開し、 最新および以前のセ ッ ト ア ッ プ ア

イテムを構成し ます。

パッ チの識別情報を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows Installer 3.0 以降は、 パッ チがアン イ ンス ト ール不可能な場合も、 適用された各パッ チについての [ プログ

ラムの追加と削除 ] エン ト リ を ターゲッ ト  システムに追加し ます。

ヒ ン ト • [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チ構成の最新セ ッ ト ア ッ プを変更するたびに、 その最新セ ッ ト ア ッ プ

からの [ プログラムの追加と削除 ] 情報が [ 識別 ] タ ブにある設定用の値と し て使用されます。 必要に応じ て、 [

識別 ] タ ブの値をオーバーラ イ ド する こ と もできます。

タ スク パッ チの識別情報を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. パッ チ構成がまだ作成されていない場合、 それを作成し ます。

3. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 パッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 識別 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. 個々の設定を構成し ます。

パッ チのアン イ ンス ト ールを有効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する新しいス タ イルの場合

この情報は、 InstallScript UI に従来型のス タ イル (InstallScript エンジンを外部 UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イ

ル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス

ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方

法の違い」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.0 以降は、 スモール ア ッ プデー ト およびマイナー ア ッ プグレー ド用のパッ チのアン イ ンス ト ー

ルをサポー ト し ます。 ただ し、 すべての パッ チがアン イ ンス ト ール可能とい う訳ではあ り ません。 パッ チのアン

イ ンス ト ールについての詳細および、 関連する制限事項については、 「パッ チのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く

ださい。

タ スク パッ チのアン イ ンス ト ールを有効にするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
パッ チのシーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チ シーケンスを定義する前に、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューで必要なア ッ プグレー ド アイテムを作成する必要

があ り ます。 その後、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成アイテムを追加し ます。 これらのタ スク完了後

はじめて、 パッ チのシーケンスを指定する こ とができます。

タ スク パッ チ シーケンスを定義するには、 以下を手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ シーケンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• InstallShield が生成するデフ ォル ト のパッ チ シーケンスを使用する場合、 [ デフ ォル ト のシーケンス エン

ト リの使用 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• パッ チ シーケンスを使用し ない場合、 [ デフ ォル ト のパッ チシーケンスを使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を ク リ ア し ます。

• カス タム シーケンスを指定する場合、 次の手順に従います :

a. " デフ ォル ト のパッ チ シーケンスの使用 " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

b. [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

c. 必要に応じ てシーケンス情報を定義し ます。

パッ チ パッ ケージに署名する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者によるパッ チは厳しい条件が満た された と きのみ利用する こ とができます。 た と えば、 パッ チが更新する

ベース イ ンス ト ールは、 パッ チ パッ ケージの署名に使用される証明書を含まな く てはな り ません。 満た されなけ

ればならない他の基準については、 「非管理者パッ チ」 を参照し て く だ さい。

メ モ • パッ チのフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルなど ) にデジ タル署名を行う場合、 [ リ リース ] 

ビ ューの [ 署名 ] タ ブで署名する フ ァ イルを指定する こ とができます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
タ スク パッ チパッ ケージを署名するには、 以下を手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ デジ タル署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チ パッ ケージの署名 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. デジ タル署名設定を構成し ます。

パッ チ パッ ケージをパスワー ド で保護する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

セキュ リ テ ィ を さ らに向上させるため、 パッ チをパスワー ド で保護する こ とができます。 パッ チをパスワー ド で

保護する と、 パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プデー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパ

スワー ド を入力する必要があ り ます。

タ スク パッ チパッ ケージをパスワー ド で保護するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

5. " ラ ンチャ パスワー ド " 設定に、 パッ チで使用するパスワー ド を指定し ます。

メ モ • パスワー ドは大文字と小文字を区別し ます。

パッ チに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ をビルド をするかど うかを
指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
InstallShield では、 InstallShield で、 作成中のパッ チ パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成するか

ど うかを指定できます。

必要に応じ て自動的にターゲッ ト  システムで Windows Installer サービスを更新またはイ ンス ト ールする場合

､ Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールが必要です。 Update.exe 起動ツールが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

InstallShield で Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成し ないよ う に構成し た場合、 .msp フ ァ イルが作成されま

す。

タ スク パッ チに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を含めるかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 構成するパッ チ構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Update.exe を含める場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe を含めない場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

ヒ ン ト • [ 詳細 ] タ ブを利用し ても、 Update.exe を含めるかど うかを指定する こ とができます。

最新セ ッ ト ア ッ プ アイテムを別のパッ チ構成にコ ピーする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

複数のパッ チ構成アイテムを [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューに追加し た場合、 ひとつのパッ チ構成内の最新セ ッ ト

ア ッ プ アイテムを別のパッ チ構成にコ ピーする こ とができます。

タ スク ひとつのパッ チ構成内の最新セ ッ ト ア ッ プ アイテムを別のパッ チ構成にコ ピーするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 コ ピーする最新セ ッ ト ア ッ プアイテムを、 それを持っていない

パッ チ構成アイテムまで ド ラ ッ グし ます。

InstallShield は、 前回のセ ッ ト ア ッ プ アイテムおよび追加の外部フ ァ イルをすべて含む最新のセ ッ ト ア ッ プ アイテ

ムをパッ チ構成に追加し ます。
1610 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 7 章 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
パッ チ構成アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク パッ チ構成アイテムを削除するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 削除するパッ チの構成を右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ

ク し ます。

最新セ ッ ト ア ッ プ アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 最新のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを削除するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 削除する最新のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [

削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

以前のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

タ スク 既存のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを削除するには、 次の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 削除する既存のセ ッ ト ア ッ プ アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [

削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
パッ チのビルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を設定し、 [ リ リース ] ビ ューでパッ チの新しい リ リースを作成する

と、 ア ッ プグレー ドのためのパッ チをビルド する準備ができたこ とにな り ます。

タ スク パッ チをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 パッ チをビルド するパッ チ構成アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [

パッ チのビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield はパッ チ構成アイテムに指定し た設定に従ってパッ チをビルド し ます。 パッ チは、 パッ チ構成の [ 共

通 ] タ ブで指定し た場所でビルド されます。 InstallShield は次のよ う なサブデ ィ レ ク ト リ を指定し た出力場所へ追

加し ます。

\PatchConfigName\Patch

InstallShield は、 また、 デフ ォル ト でパッ チをビルド するご とにア ッ プグレー ド とパッ チの検証を実行し ます。 詳

細については、 「ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch パッ ケージを検証する」 を参照し て く だ さい。

最新のセ ッ ト ア ッ プ バージ ョ ンが圧縮でビルド される と､ビルドはエラーを返し て途中終了し ます。

パッ チの適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チパッ ケージ (.msp) フ ァ イルには、 イ ンス ト ールされた 1 つ以上の製品バージ ョ ンをア ッ プグレー ド するの

に必要な ト ラ ンスフ ォームおよび指示が含まれています。

パッ チパッ ケージを適用するには、 Windows Installer v. 1.1 以降がシステムにイ ンス ト ールされている必要があり

ます。 またア ッ プデー ト するパッ ケージは、 管理イ メ ージ と し て、 またはローカルにイ ンス ト ールされている必

要もあ り ます。 さ らに別の要件と し て、 既存のセ ッ ト ア ッ プパッ ケージが、 パッ チパッ ケージ と同じ権限を使っ

て同じユーザー向けにイ ンス ト ールされている必要があ り ます。 た と えば製品がすべてのユーザー用と し てイ ン

ス ト ールされている場合は、 ア ッ プデー ト もすべてのユーザー用にイ ンス ト ールする必要があり ます。

パッ チを適用する場合、 Windows エクスプローラーで .msp フ ァ イルをダブルク リ ッ クするか、 またはフ ァ イルを

右ク リ ッ ク し て [ 開 く ] を選択するのが最も簡単です。 マイナーア ッ プグレー ドのパッ チを適用する と、 最初に開

く ダイアログは PatchWelcome ダイアログです。 メ ジャー ア ッ プグレー ドのパッ チを適用する と、 イ ンス ト ール

をス タ ン ド アロンで実行し た と きに表示されるよ う な完全ダイアログ シーケンスが表示されます。
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MsiExec.exe /p オプシ ョ ンを使用し て、 コマン ド ラ イ ンからパッ チを適用できます。 次のステー ト メ ン ト を入力す

る と、 X:\Product Updates\Build 36\PatchForV1.msp にあるパッ チパッ ケージが適用されます。

msiexec /p "X:\Product Updates\Build 36\PatchForV1.msp"Update.exe

パッ チ構成に [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで [Update.exe の作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 .msp フ ァ イル

が実行可能フ ァ イルにラ ッ プ されます。 次のコマン ド ラ イ ン指定する と、 Update.exe によ ってパッ チ パッ ケージ

が起動されます。

msiexec /p <path to .msp file> REINSTALL=ALL REINSTALLMODE=omus

サイ レン ト モー ド でのパッ チの適用

サイ レン ト  モー ド でパッ チを適用する場合、 2 種類の方法があり ます。 /qn コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使っ

て MsiExec.exe を起動するか、 /s を Update.exe へ渡し ます。

サイ レン ト モー ド でパッ チを適用する場合、 考慮を要する重要な点があり ます。 正し く 動作させるには、 パッ チ

を適用する際に、 Windows Installer のプロパテ ィ  REINSTALL が ALL に、 REINSTALLMODE が omus に設定されて

いる必要があ り ます。 Update.exe は常にこれらのプロパテ ィ を コ マン ド ラ イ ンで設定するため、 パッ チパッ ケー

ジが Update.exe と と もに適用されていた場合は、 ユーザーが特別な操作を行う必要はあ り ません。

完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスを使ってパッ チパッ ケージを適用する と、 イ ンス ト ールのデフ ォル ト のダイア

ログの 1 つ、 PatchWelcome が表示されます。 こ こには、 正しいオプシ ョ ンを使って REINSTALL および 

REINSTALLMODE を設定するためのコ ン ト ロール イベン ト が含まれています。 ただ し このダイアログは、 エン ド

ユーザー イ ン ターフ ェ イスが抑制されている と表示されないため、 次のよ う にコマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設

定する必要があ り ます。

msiexec /p <.msp フ ァ イルへのパス > /qn REINSTALL=ALL REINSTALLMODE=omus

パッ チは既存する .msi データベースのキャ ッ シュ を変更し ないため、 REINSTALLMODE に v 設定を含む必要があ

り ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト • 以前のバージ ョ ンが Windows Installer を使用し てイ ンス ト ールされている場合のみ、 QuickPatch を

作成し て製品をア ッ プデー ト する こ とができます。 初期のバージ ョ ンの製品のイ ンス ト ールは、 次のプロジ ェ ク

ト  タ イプのいずれかに作成されている必要があ り ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めし ます。 QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使

わないシンプルなパッ チ作成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp 

と .exe フ ァ イル ) を作成し ます。

既存の .msi フ ァ イルまたは既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 新規 

QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を利用し ます。
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既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト をベースにし て、 新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。 これ

は、 オ リ ジナルアプ リ ケーシ ョ ンまたは特定のパッ チ済みバージ ョ ンに対し てパッ チをあてる必要があるエン ド

ユーザすべてに配布する こ とができるパッ チを作成し ます。

注意 • [ 一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] 領域に表示される リ リースを開いて変更を加えた場合、 最新プロジ ェ ク ト は

動作不可能と な り ます。 これは [ 履歴 ] にある リ リース間で共有されている中間データが不足または改定された可

能性があるためです。 つま り、 既存する QuickPatch プロジ ェ ク ト をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成す

るたびに InstallShield は既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) のモー ド を読み取り専用に変更し ます。

タ スク 既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield で、 パッ チをあてる QuickPatch プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) を開きます。

2. [ 一般情報 ] ビ ューを開きます。

3. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ 履歴 ] を選択し ます。

4. [ 次のバージ ョ ンの作成 ] を ク リ ッ ク し ます。

新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を使用し て、 既存の QuickPatch に QuickPatch を作成する こ と もできます。

QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の構成を行う と き、 InstallShield で QuickPatch パッ ケージの作成を簡素化し て、 最もシン

プルなパッ ケージをビルド するかど うか指定する こ とができます。 QuickPatch の簡素化を行う と、 通常の 

QuickPatch パッ ケージに比べて新しいサブ機能と カス タム アクシ ョ ンの数が少ない QuickPatch パッ ケージを生成

できます。

たと えば、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが含まれていて、 が QuickPatch の簡

素化を行わなかった場合、 そのフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リ用に新しいサブ機能が作成されます。 さ らに、 特

定の Windows Installer  パッ チ要件に対応するため、 1 つまたは複数のビルド済み カス タム アクシ ョ ンが追加され

ます。 これに対し、 InstallShield が QuickPatch の簡素化を行う 場合、 フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リは既存

する機能に追加されるため、 特別なビルド済み InstallShield カス タム アクシ ョ ンは必要あ り ません。

メ モ • 次のシナ リ オにおいて、 InstallShield が QuickPatch パッ ケージの作成処理を簡素化する こ とはできません。

• QuickPatch パッ ケージがイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを削除する。

• QuickPatch パッ ケージがレジス ト リ キーを削除する、 またはその名前を変更する。
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• QuickPatch パッ ケージが、 簡素化されていない通常の QuickPatch イ メ ージを ターゲッ ト とする。 つま り、 [

一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] 領域で、 簡素化を行わなかった QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、

QuickPatch の簡素化はできないとい う こ と です。 1 つまたは複数の簡素化されていない QuickPatch イ メ ージ

を ターゲッ ト とする簡素化された QuickPatch のビルド を試みる と、 ビルド警告が表示され、 簡素化は行われ

ません。

また、 15 未満の簡素化されていない累積 QuickPatch パッ ケージをベース .msi パッ ケージまたはメ ジャー ア ッ プ

グレー ド パッ ケージに適用できる点にご注意 く ださい。 制限数を超える と、 パッ チを適用中に エラー 2701 が発

生し ます。 正確な制限は、 パッ ケージの機能ツ リーおよび簡素化されていない各 QuickPatch がそのツ リーに追加

するサブ機能の階層数によ って決ま り ます。 Windows Installer の機能ツ リー階層数の制限は 16 レベルです。

簡素化された QuickPatch パッ ケージには、 新しいサブ機能が含まれないため、 この制限があり ません。

タ スク QuickPatch パッ チを簡素化するかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. "QuickPatch の簡素化 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• QuickPatch パッ ケージを簡素化する場合、 [ はい ] を選択し ます。 この値は、 新しい QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト のデフ ォル ト 値です。

• QuickPatch パッ ケージを簡素化を選択し ない場合、 [ いいえ ] を選択し ます。

パッ チのターゲ ッ ト  リ リースを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク QuickPatch プロジ ェ ク ト でどのリ リースをパッ チするのかを指定するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ 履歴 ] を選択し ます。

3. 中間リ リース ( ベース QuickPatch イ メ ージ と現在の QuickPatch イ メ ージの中間と なる リ リース ) の隣にある

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 現在のプロジ ェ ク ト でパッ チするのかど うかを指定し ます。

メ モ • ベース QuickPatch イ メ ージまたは現在のプロジ ェ ク ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする こ とはできませ

ん。 中間 QuickPa ｔ ｃ ｈ  プロジ ェ ク ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト を

使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの最新イ メ ージ と し て中間イ メ ージを持つマシンをア ッ プグレー ド する こ とはできま

せん。

たと えば、 イ ンス ト ールと し てバージ ョ ン 1.0 を配布し た場合で、 その後オ リ ジナルイ ンス ト ールをバージ ョ ン 

1.1 にア ッ プグレー ド するパッ チを リ リース し た場合。 バージ ョ ン 1.2 QuickPatch を作成し て、 履歴で 1.1 
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QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていない場合、 1.2 QuickPatch は 1.0 リ リースのア ッ プグレー ド に利用

できますが、 1.1 リ リースには利用できません。

QuickPatch を実行する カス タム アクシ ョ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク QuickPatch の適用時に実行する カス タム アク シ ョ ンを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

3. カス タム アクシ ョ ンの隣にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 QuickPatch のイ ンス ト ール中に

それら を実行するかど うかを指定し ます。

QuickPatch へフ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク QuickPatch にフ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

メ モ • QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 追加する新しいフ ァ イルに新しいターゲッ ト の場所を定義できるサポー ト を

含みません。 そのため、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルを追加する場合、 そのイ ンス ト ール場所は、

元のイ ンス ト ールで定義されたフ ォルダーでな く てはな り ません。

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く

] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 追加する フ ァ イルを ク リ ッ ク し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーに

フ ァ イルが追加されます。

4. 新しいフ ァ イルを ク リ ッ ク し てから、 その設定を構成し ます。

QuickPatch の識別情報を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以降は、 QuickPatch がアン イ ンス ト ール不可能な場合も、 適用された各 QuickPatch について

の [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リ を ターゲッ ト  システムに追加し ます。
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タ スク QuickPatch の識別情報を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 識別 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 個々の設定を構成し ます。

QuickPatch のアン イ ンス ト ールを有効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以降は、 スモール ア ッ プデー ト およびマイナー ア ッ プグレー ド用の QuickPatch パッ ケージ

のアン イ ンス ト ールをサポー ト し ます。 ただ し、 すべての QuickPatch パッ ケージがアンイ ンス ト ール可能とい う

訳ではあ り ません。 標準パッ チおよび QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールについての詳細および、 関連す

る制限事項については、 「パッ チのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

タ スク QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールを有効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

QuickPatch パッ ケージをシーケンスする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク QuickPatch パッ ケージのシーケンスを定義するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " パッ チ シーケンスのエン ト リ作成 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• InstallShield が生成するデフ ォル ト のパッ チ シーケンスを使用する場合、 [ はい ] を選択し ます。

• パッ チ シーケンスを使用し ない場合、 [ いいえ ] を選択し ます。
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QuickPatch パッ ケージに署名する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者による QuickPatch パッ ケージは厳しい条件が満た された と きのみ利用する こ とができます。 た と えば、 パッ

チが更新するベース イ ンス ト ールは、 パッ チ パッ ケージの署名に使用される証明書を含まな く てはな り ません。

満たされなければならない他の基準については、 「非管理者パッ チ」 を参照し て く だ さい。

メ モ • QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 パッ チ パッ ケージ と Update.exe フ ァ イルにデジ タル署名する こ とができま

す。 QuickPatch パッ ケージの各フ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルなど ) にデジ タル署名を行う場

合、 それら を手動で署名し てから、 プロジ ェ ク ト に追加し なければな り ません。 Windows SDK に含まれている 

SignTool.exe を使って、 手動でフ ァ イルに署名を行う こ とができます。

タ スク パッ チパッ ケージを署名するには、 以下を手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ デジ タル署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チ パッ ケージの署名 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. デジ タル署名設定を構成し ます。

QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

セキュ リ テ ィ を さ らに向上させるため、 QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する こ とができます。

QuickPatch パッ チをパスワー ド で保護する と、 QuickPatch パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プデー ト を

起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要があり ます。

タ スク QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

5. " 起動ツールのパスワー ド " 設定に、 パッ チで使用するパスワー ド を指定し ます。
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メ モ • パスワー ドは大文字と小文字を区別し ます。

QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールをビルド
をするかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 InstallShield で、 作成中の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成す

るかど うかを指定できます。

必要に応じ て自動的にターゲッ ト  システムで Windows Installer サービスを更新またはイ ンス ト ールする場合

､ Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールが必要です。 Update.exe 起動ツールが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

InstallShield で Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成し ないよ う に構成し た場合、 .msp フ ァ イルが作成されま

す。

タ スク QuickPatch に Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを含めるかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Update.exe を含める場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe を含めない場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

ヒ ン ト • [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブを利用し ても、 Update.exe を含めるかど うかを指定する こ とが

できます。

[ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーから フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーから フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 削除する フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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QuickPatch を使用し たイ ンス ト ール済みフ ァ イルの変更と削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク QuickPatch と共にイ ンス ト ールされたフ ァ イルを変更または削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 既存のフ ァ イルのパッ チ ] を ク リ ッ ク し ます。 [

フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 変更または削除する フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。 [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーにフ ァ イルが追加

されます。

4. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーに追加し たばかりのフ ァ イルを ク リ ッ ク し て、 設定を構成し ます。

ヒ ン ト • また、 上記 3、 4 の手順を踏まずに、 直接フ ァ イルまたはフ ォルダーを [ 元のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] か

ら [ パッ チする フ ァ イル ]  エクスプローラーに ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ と もできます。

QuickPatch を使用し たレジス ト リデータの追加、 変更および削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト でレジス ト リデータ を追加、 変更または削除する と きの手順は、 基本的に、 オ リ ジナル

のイ ンス ト ールにそれを行う と き と同じ要領です。 唯一異なる点は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト のレジス ト リデー

タ を追加する前に、 [ レジス ト リ ] ビ ュー上部にある [ ビ ューフ ィ ルター ] リ ス ト 内で既存の機能を選択する必要

がある とい う点です。 QuickPatch では、 新規の機能やコ ンポーネン ト を追加する こ とができないため、 レジス ト

リデータはすべて、 既にオ リ ジナルの製品に存在する機能に関連付ける必要があり ます。

ヒ ン ト • QuickPatch プロジ ェ ク ト 用に変更を加えたレジス ト リの設定を変更するには、 まずアイテムを右ク リ ッ

ク し てから [ 取り消す ] を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch パッ ケージ
を検証する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch
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検証は、 既存の Windows Installe ｒ  ベースのイ ンス ト ールをア ッ プグレー ド し よ う とする と きに生じ る可能性があ

る一般的な問題を識別するのに便利です。

メ モ • ア ッ プグレー ド およびパッ チの検証は、 非圧縮 のリ リースに対し てのみ行う こ とができます。

ア ッ プグレー ド およびパッ チの検証エンジンは現在、 特定の条件およびレポー ト の失敗を必要に応じ てテス ト す

る目的で設計された異なる検証ツール からな り ます。 ア ッ プグレー ド およびパッ チの検証は、 ア ッ プグレー ド シ

ナ リ オに関する問題の検出を容易にする こ と を目的に設計されてお り、 初回イ ンス ト ール問題を検証するのによ

り適し ている Windows Installer 検証とは異な り ます。

検証ツール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

次の表は、 ア ッ プグレー ド およびパッ チの検証のための検証ツールの一覧です。

テーブル 7-7 • ア ッ プグレー ド とパッ チの検証ツール

検証ツール番号 説明

Val0001 この検証ツールは、 最新バージ ョ ンのイ ンス ト ールから削除されたフ ァ イルが、

ア ッ プグレー ド適用時にターゲッ ト マシンからアン イ ンス ト ールされる こ と を確認

ます。

Val0002 この検証ツールは、 RemoveFile テーブルエン ト リのみがイ ンス ト ール中にのみ実行

されるよ う スケジュールされているケースを検出し ます。

Val0003 この検証ツールは、 ア ッ プデー ト が正常に開始するために設定が適切である こ と を

確認し ます。

Val0004 この検証ツールは、 ア ッ プグレー ド適用時に、 最新のイ ンス ト ールで変更されたす

べてのフ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムに正し く イ ンス ト ールされる こ と を確認

し ます。

Val0005 この検証ツールは、 ア ッ プグレー ド で無視される機能がないよ う に、 機能の 

InstallLevel 値が適切に構成されている こ と を確認し ます。

Val0006 この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ドが実行されるべき と きに、 マイナー

ア ッ プグレー ドが実行されよ う と し ている と、 それを検出し ます。

Val0007 この検証ツールは、 .msi パッ ケージの名前が変わっていないこ と を確認し ます。

Val0008 この検証ツールは、 Upgrade テーブルのすべてのレ コー ドの ActionProperty と 

Version 要素が適切に統合されている こ と を確認し ます。
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Val0001

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ ( エラー )

フ ァ イル [1] ( ターゲッ トパス : [2]) は、 セ ッ ト ア ッ プから削除されているよ う ですが、 RemoveFile テーブルに表示されていま

せん。 RemoveFile テーブルが作成されていないと、 このフ ァ イルは、 ア ッ プグレードが実行されたと き、 ターゲッ ト マ

シンから削除されません。

[1] は、 削除されたフ ァ イルの名前で、 [2] は、 このフ ァ イルのターゲッ ト  パスです。

説明

スモール ア ッ プデー ト またはマイナー ア ッ プグレー ドが適用される と き、 最新のセ ッ ト ア ッ プから削除されたす

べてのフ ァ イルは、 マイナーア ッ プグレー ドがローカル .msi データベースを再キャ ッ シュするため、 ターゲッ ト

マシンから自動的にアン イ ンス ト ールされません。 この再キャ ッ シュ されたコ ピーは、 フ ァ イルが既にセ ッ ト

ア ッ プから削除されているので、 フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを含んでいません。

Val0009 この検証ツールは、 イ ンス ト ールから削除されたレジス ト リ エン ト リが、 イ ンス

ト ールがア ッ プグレー ド と し て実行された と きに適切に削除される こ と を確認し ま

す。

Val0011 この検証ツールは、 スキーマに互換性がない場合、 それを検出し ます。 スキーマに

互換性がない場合、 パッ チを作成する こ とはできません。

Val0012 この検証ツールは、 ア ッ プグレー ド実行時に新しい機能がイ ンス ト ールされるよ

う、 それらが最新のイ ンス ト ールに適切に追加されているかど うかを確認し ます。

Val0013 この検証ツールは、 エン ド ユーザーがメ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの [ 削除 

(Remove)] 属性の機能について通知される こ と を確認し ます。

Val0014 この検証ツールは、 Upgrade テーブル内のあるエン ト リのため、 メ ジャーア ッ プグ

レー ドが適用された と きに既存製品の一部がターゲッ ト マシン上に残る こ と を警告

し ます。

Val0015 この検証ツールは、 特定の状況下でア ッ プグレー ド をパッ チ と し てパッ ケージする

場合、 エン ド ユーザーがパッ チをアン イ ンス ト ールできな く なる こ と を警告し ま

す。 この検証ツールは、 スモールア ッ プデー ト およびマイナーア ッ プグレー ド に適

用されます。

テーブル 7-7 • ア ッ プグレー ド とパッ チの検証ツール ( 続き )

検証ツール番号 説明
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ア ッ プグレー ドが実行された と きに、 このフ ァ イルを削除するには、 RemoveFile テーブルにエン ト リ を追加する

必要があ り ます。 ア ッ プグレー ドの実行時、 これらの RemoveFile テーブルのエン ト リが実行され、 フ ァ イルは削

除されます。

メ モ • この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用し ません。 メ ージャーア ッ プグレー ドの " アン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールする " とい う性質がこの種類の配慮に適合し ないからです。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

以前のバージ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プパッ ケージからのフ ァ イル名、 フ ァ イルのイ ンス ト ール先を使用し て、 ダイ レ

ク ト  エデ ィ ターを使用し て RemoveFile テーブルでエン ト リ を作成し ます。 フ ァ イル名には、 ワイルド カー ド文字

を使う こ とができます。

メ モ • RemoveFile テーブルを作成する と き、 コ ンポーネン ト の指定が必要です。 このコ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール状況は、 この RemoveFile シグネチャ と一致する フ ァ イルを削除すべきかど うかを判断するのに使用されま

す。 ア ッ プグレー ド適用時に必ず再イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト を指定し て く だ さい。

Val0002

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ ( メ モ )

RemoveFile テーブル エン ト リ [1] の InstallMode が １ になっています。 ア ッ プグレード シナリオで、 コンポーネン ト [2] が再

インス ト ールを必要と しない場合、 このテーブル エン ト リに属するフ ァ イルは削除されません。 InstallMode の値を 3 に

変えて、 フ ァ イルが少な く と もアンインス ト ール時に削除されるよ うにするか、 この RemoveFile テーブル エン ト リが

再インス ト ールされるコンポーネン ト に関連付けられているこ と を確認します。

[1] は、 このメ ッ セージの表示の原因になった RemoveFile テーブルの最初の列にあるエン ト リ名です。 [2] は、

RemoveFile テーブル エン ト リが関連付けられている コ ンポーネン ト の名前です。

説明

RemoveFile テーブルでエン ト リ を作成する と き、 InstallMode 列で値を指定する必要があり ます。 この値が 1 に設

定されている と、 イ ンス ト ーラーは、 指定されたフ ァ イルを関連付けられたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされ

たと きのみ削除する とい う こ とが分かり ます。 ア ッ プグレー ド シナ リ オでは、 関連付けられたコ ンポーネン ト の

再イ ンス ト ールが必要ではない場合、 RemoveFile テーブル エン ト リは実行されず、 フ ァ イルはターゲッ ト マシン

から削除されません。

この後のアン イ ンス ト ールでは、 フ ァ イルはターゲッ ト マシンにまだ存在し ているので、 このフ ァ イルと それを

含むデ ィ レ ク ト リ をマニュアルで削除する必要があ り ます。
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メ モ • この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用し ません。 メ ージャーア ッ プグレー ドの " アン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールする " とい う性質がこの種類の配慮に適合し ないからです。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のセ ッ ト ア ッ プを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

これは検証ツールは通知のみで、 ア ッ プグレー ド を作成する と きに、 潜在的に存在するセ ッ ト ア ッ プに関する問

題を警告する ものです。 ア ッ プグレー ドの実行を予定し ない場合や、 この RemoveFile エン ト リ に関連付けられて

いる コ ンポーネン ト がア ッ プグレー ド で再イ ンス ト ールされないこ とが分かっている場合、 この通知を無視する

こ とができます。

InstallMode の値を 3 に変える こ と もできます。 3 に変える と、 フ ァ イルはイ ンス ト ール時には削除されませんが、

アン イ ンス ト ール時は必ず削除されます。

Val0003

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( メ モ )

このセッ ト ア ッ プは、 リ フ ァ レンスされた以前のセッ ト ア ッ プの ' スモール ' ア ッ プグレード を実行します。

メ ッ セージ 2( メ モ )

このセッ ト ア ッ プは、 リ フ ァ レンスされた以前のセッ ト ア ッ プの ' マイナー ' ア ッ プグレード を実行します。

メ ッ セージ 3( メ モ )

このセッ ト ア ッ プは、 リ フ ァ レンスされた以前のセッ ト ア ッ プの ' メ ジャー ' ア ッ プグレード を実行します。

メ ッ セージ 4( エラー )

最新セッ ト ア ッ プのパッケージコードが、 以前のバージ ョ ンのパッケージコード と違っていません。 ア ッ プグレード を実行

するには、 パッケージコードの変更が必要です。

メ ッ セージ 5( メ モ )

製品バージ ョ ン [1] は、 製品バージ ョ ン [2] と異なっていますが、 ３ 番目の要素以降のみです。 Windows Installer は、 ３ 番目

の要素以降の製品バージ ョ ンの違いを検出しません。

[1] は、 以前のイ ンス ト ールのバージ ョ ン番号です。 [2] は、 最新のイ ンス ト ールのバージ ョ ン番号です。

メ ッ セージ 6( エラー )

セッ ト ア ッ プは、 指定された以前のインス ト ールの ' メ ジャーア ッ プグレード ' を実行する必要があり ます。 ただし、 以前の

セッ ト ア ッ プ [1] のア ッ プグレードがア ッ プグレード テーブルに存在しません。 ア ッ プグレードは、 実行されません。
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[1] は、 以前のイ ンス ト ールのア ッ プグレー ド コー ド です。

メ ッ セージ 7( エラー )

セッ ト ア ッ プは、 指定された以前のインス ト ールの ' メ ジャーア ッ プグレード ' を実行する必要があり ます。 ア ッ プグレード 

テーブル エン ト リはア ッ プグレード コードに存在していますが、 製品バージ ョ ン [1] または 製品の言語 [2] にマ ッチし

ているア ッ プグレード テーブル エン ト リがあり ません。

[1] は、 バージ ョ ン番号で、 [2] は、 イ ンス ト ールの言語 ID です。

メ ッ セージ 8( エラー )

以前のパッケージには UpgradeCode プロパテ ィが含まれていません。 メ ジャー ア ッ プグレードは、 UpgradeCode を持たない

すべての以前のバージ ョ ンのアンインス ト ールに失敗します。

説明

この検証ツールは、 以前のイ ンス ト ールをア ッ プデー ト するのに必要なア ッ プグレー ドの種類を判断し ます。 た

と えば、 マイナー ア ッ プグレー ドの作成中に、 イ ンス ト ールがメ ジャーア ッ プグレー ド を実行するよ う に構成さ

れている こ とが検証ツールによ って通知された場合、 マイナーア ッ プグレー ド を メ ジャーア ッ プグレー ド に変更

する こ と も考えられます。

この検証ツールは、 パッ ケージコー ドが変わったかど うかもチ ェ ッ ク し ます。 このチ ェ ッ クはすべてのア ッ プグ

レー ド タ イプに対し て実行されます。 パッ ケージ コー ドの変更は、 イ ンス ト ールのリ リースを決定し た場合、 そ

れを変更する意図があるないに関わらず、 必ず必要です。 パッ ケージコー ドが変わっていない場合、 メ ッ セージ 4 

で説明されているエラーが発生し ます。

製品バージ ョ ンの変更が ３  番目よ り後のバージ ョ ン項目のみのと き、 検証ツールは、 メ ッ セージ 5 で説明された

注意を表示し ます。 この注意は、 バージ ョ ン リ ソースの ４  番目以降の変更は、 実行時にイ ンス ト ールの一意の

バージ ョ ン と し ては表示されないこ と を警告するためのものです。

さ らに、 メ ジャーア ッ プグレー ドが必要な場合、 この検証ツールは、 ターゲッ ト マシンから前回のイ ンス ト ール

を削除するために適切なエン ト リが最新イ ンス ト ールに存在するかど うかをチ ェ ッ ク し ます。 これらのエン ト リ

が存在し ない場合、 メ ッ セージ 6 または 7 が表示されます。 メ ッ セージ 6 は、 以前の製品に関連する設定がない

と きに表示されます。 メ ッ セージ 7 は、 以前の製品に関連する設定はあるけれど も、 その設定の署名が前回の

セ ッ ト ア ッ プの署名をパッ チ し ないと きに表示されます。 以前の製品に関連する設定があるが、 以前のイ ンス

ト ールにア ッ プグレー ド コー ドが見つからない場合に、 エラー 8 が表示されます。

修正アクシ ョ ン

メ ッ セージ 4 を受け取った場合、 最新バージ ョ ンのイ ンス ト ールに新しいパッ ケージ コー ド を生成する必要があ

り ます。 お勧めするオプシ ョ ンは、 " 製品構成のパッ ケージ コー ド の生成 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定する こ と

です。

メ ッ セージ 5 を受け取った場合、 このメ ッ セージは情報提供のみが目的なので無視する こ とができます。 但し、

後日、 メ ジャー ア ッ プグレー ドの適用を試みる場合、 バージ ョ ンの違いがはっ き り分からないと問題が生じ る こ

と もあるのでご注意 く だ さい。

メ ッ セージ 6 を受け取った場合、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの追加が必要です。

メ ッ セージ 7 が表示される と き、 複数の理由が考えられます。 １  つ目の可能性は、 製品バージ ョ ンが、 潜在的な

ターゲッ ト  イ ンス ト ールと し て指定されたバージ ョ ン範囲から外れた場合です。 以前のイ ンス ト ールのバージ ョ

ンが、 ア ッ プグレー ド する製品バージ ョ ンの受け入れ可能範囲の外側にある場合、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイ

テムの最小 / 最大イ ン クルーシブ設定をチ ェ ッ ク し てみる こ と も考えられます。 また、 製品の言語が、 ア ッ プグ
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レー ド にサポー ト されている言語のリ ス ト にない可能性もあり ます。 以前のセ ッ ト ア ッ プに メ ジャーア ッ プグ

レー ド アイテムを定義し ていながら、 そのアイテムを " 検出のみ " と マーク し た場合も、 エラー メ ッ セージ 7 が

表示されます。

エラー 8 が発生し た場合は、 ア ッ プグレー ド コー ド を持たない以前のパッ ケージを削除し ます。

Val0004

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ ( エラー )

コンポーネン ト  [2] のキーフ ァ イル [ １ ] が、 以前のパッケージでバージ ョ ン指定されていて、 ア ッ プグレード済みパッケー

ジでは低いバージ ョ ンが指定されているか、 バージ ョ ンが指定されていません ( 古いフ ァ イル バージ ョ ン [3]、 新しい

フ ァ イル バージ ョ ン [4])。 これによって、 ア ッ プグレード シナリオでコンポーネン トが再インス ト ールされるこ と を防

ぎます。

[1] はフ ァ イル キーの名前、 [2] はキー フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト の名前、 [3] は以前のパッ ケージに含まれ

る フ ァ イルのバージ ョ ン番号、 [4] はア ッ プグレー ド に含まれる フ ァ イルのバージ ョ ン番号です。

説明

この検証ツールは、 ア ッ プグレー ド適用時に、 ア ッ プグレー ド で変更されたすべてのフ ァ イルが、 ターゲッ ト  シ

ステムで正し く 更新される こ と を確認し ます。

マイナー ア ッ プグレー ド またはスモール ア ッ プデー ト の実行時に、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが処理中に

ダウングレー ド される場合、 Windows Installer はそのコ ンポーネン ト の再イ ンス ト ールを行いません。 このため、

ア ッ プグレー ドのキー フ ァ イルは、 古いパッ ケージのキー フ ァ イルのバージ ョ ン番号と等しいか、 それよ り も大

きい番号でな く てはな り ません。

例外は、 エン ド ユーザーが REINSTALLMODE プロパテ ィ に a を設定し た場合です。 この設定は、 バージ ョ ンに関

係な く すべてのフ ァ イルを強制的にイ ンス ト ールし ます。

メ モ • この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用し ません。 メ ージャーア ッ プグレー ドの " アン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールする " とい う性質がこの種類の配慮に適合し ないからです。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

このエラーを解決するためには、 ア ッ プグレー ドのキー フ ァ イルのバージ ョ ン番号が古いパッ ケージのキー フ ァ

イルのバージ ョ ン番号と等しいか、 それよ り も大きい番号である こ と を確認し て く だ さい。 代わり に、 メ ジャー 

ア ッ プグレー ド を作成する こ と もできます。
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Val0005

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( 警告 )

機能 [1] のデフ ォルトの InstallLevel が ゼロになっています。 この機能がインス ト ールで有効にされる場合、 似ているロジ ッ

クを作成して メ ンテナンス モード でもその機能が有効にされるよ うにします。 そ う しない場合、 ア ッ プグレード で機能

は無視されます。

[1] は、 InstallLevel の確認が必要と思われる機能の名前です。

メ ッ セージ 2( 警告 )

機能  [1] の条件は、 実行時に、 この機能の InstallLevel をゼロに設定する可能性があり ます。 この機能がインス ト ールで有効

にされる場合、 似ているロジ ッ クを作成して メ ンテナンス モード でもその機能が有効にされるよ うにします。 そ う しな

い場合、 ア ッ プグレード で機能は無視されます。

[1] は、 InstallLevel の確認が必要と思われる機能の名前です。

説明

機能 InstallLevel をゼロに設定される と、 実行時に機能が無効と し て表示され、 ユーザーはそれを有効化する こ と

ができません。 デフ ォル ト でこの機能をゼロに設定し て、 機能条件を使用し て必要に応じ て有効化できればと考

える方はた く さんいます。

ア ッ プグレー ド で、 この機能条件が、 イ ンス ト ール レベルにゼロ以外の値を設定する こ とができるよ う に、 評価

されないよ う になっている場合、 この機能の InstallLevel はゼロのままにな り ます。 し たがって、 機能でコ ンポー

ネン ト に加えられた変更はイ ンス ト ールされません。

また別の問題と し て、 機能 InstallLevel は、 デフ ォル ト でゼロ以外の値に設定されますが、 実行時に、 機能 

InstallLevel をゼロに設定する機能条件があり ます。 これは、 以前のイ ンス ト ールが既にフ ィ ールド に存在するの

で、 メ ジャーア ッ プグレー ド でも問題を提起し ます。

Val0005 は、 すべてのア ッ プグレー ドの種類 ( メ ジャー、 マイナー、 スモール ) に適用し ます。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新バージ ョ ン セ ッ ト ア ッ プの検証のみ必要です。

修正アクシ ョ ン

これらの機能条件の評価が実行される可能性がある処理を行う場合、 同じ処理がア ッ プグレー ド実行時にも行わ

れるよ う にし て く だ さい。 ア ッ プグレー ド では、 エン ド ユーザーに表示されるユーザー イ ン ターフ ェ イスが、 イ

ンス ト ールが初回で実行される と きに表示されるユーザー イ ン ターフ ェ イス と異なる場合があ り ます。

機能 InstallLevel の値 がデフ ォル ト でゼロになっていないこ とは、 メ ジャーア ッ プグレー ドが支障な く フ ァ イルを

イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールできるために大変重要です。
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Val0006

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( エラー )

コンポーネン ト  [1] (ComponentID [2] によって識別 ) が、 最新バージ ョ ンのセッ ト ア ッ プにあり ません。 コンポーネン ト を削

除してしま う と、 スモール / マイナーア ッ プグレードの実行はできません。 メ ジャーア ッ プグレードの実行が必要にな

り ます。

[1] は、 削除されたコ ンポーネン ト の名前です。 [2] は、 削除されたコ ンポーネン ト に関連付けられている 

ComponentID です。

メ ッ セージ 2( エラー )

機能 [1] が、 最新バージ ョ ンのセッ ト ア ッ プにあり ません。 機能を削除してしま う と、 スモール / マイナーア ッ プグレード

の実行はできません。 メ ジャーア ッ プグレードの実行が必要になり ます。

[1] は、 削除された機能の名前です。

説明

コ ンポーネン ト または機能がイ ンス ト ールの最新バージ ョ ンから削除されている場合、 マシンに残っている リ

ソースおよびレジス ト レーシ ョ ンに関する潜在的な問題を避けるために、 メ ジャーア ッ プグレー ド を実行する必

要があ り ます。

メ モ • イ ンス ト ールで機能またはコ ンポーネン ト を他の場所に移動する場合、 実質的に、 オ リ ジナルの場所からそ

の機能またはコ ンポーネン ト を削除し たこ とにな り ます。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用されません。 マイナーア ッ プグレー ド またはスモールア ッ

プデー ト ではな く 、 メ ジャーア ッ プグレー ド を実行すべき時を識別し ます。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

イ ンス ト ールのアーキテ クチャ を メ ジャー変更する場合、 メ ジャーア ッ プグレー ド を適用し ます。

RemoveFile、 RemoveRegistry および RemoveIniFile テーブルを使って、 親を失った リ ソースを ク リーンア ッ プする

こ とができます。 但し、 コ ンポーネン ト および機能の Windows Installer レジス ト レーシ ョ ン情報はク リーンア ッ プ

されません。 レジス ト レーシ ョ ン情報をそのまま残し てお く と、 将来のア ッ プグレー ド イ ンス ト ールまたは製品

のアン イ ンス ト ールで予期し ない結果を生じ る こ とがあ り ます。
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Val0007

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( エラー )

最新のセッ ト ア ッ プ [1] の MSI パッケージ名が、 前回のセッ ト ア ッ プ [2] の MSI パッケージ名と異なり ます。 スモール / マイ

ナーア ッ プグレード では、 パッケージ名の変更はできません。

[1] は、 変更された新規の .msi パッ ケージの名前です。 [2] は、 元の .msi パッ ケージの名前です。

説明

マイナーア ッ プグレー ド またはスモールア ッ プデー ト を実行する と き、 イ ンス ト ールの前回と最新のバージ ョ ン

はどち ら も同じ .msi パッ ケージ名でなければな り ません。 .msi フ ァ イル名が異なる場合にマイナー ア ッ プグレー

ド またはスモール ア ッ プデー ト を実行し よ う とする と、 Windows Installer ラ ン タ イム エラー 1316 の原因と なる可

能性があ り ます。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用されません。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

これは、 Windows Installer サービスにのみ適用し ます。 こ こで唯一できる こ とは、 作成中の .msi パッ ケージ に同

じ名前を付ける こ と です。 .msi パッ ケージの名前を構成するには、 [ リ リース ] ビ ューにある製品構成の [ 全般 ] 

タ ブで "MSI パッ ケージ フ ァ イル名 " 設定を使用し ます。

Val0008

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( 警告 )

Upgrade テーブルに、 アクシ ョ ンプロパテ ィ [1] が SecureCustomProperties のメ ンバーと してリ ス ト されていません。 定義さ

れたア ッ プグレードが適切に機能しない可能性があり ます。

[1] は、 Upgrade テーブルで指定されたアクシ ョ ン プロパテ ィ の １  つの名前です。

メ ッ セージ 2( エラー )

Upgrade テーブルで、 アクシ ョ ン プロパテ ィ [1] がパブ リ ッ クではあり ません。 定義されたア ッ プグレードは適切に機能しま

せん。
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[1] は、 Upgrade テーブルで指定されたアクシ ョ ン プロパテ ィ の １  つの名前です。

メ ッ セージ 3( エラー )

Upgrade テーブルで、 アクシ ョ ン プロパテ ィ [1] が Property テーブルで既に定義されています。 定義されたア ッ プグレード

は適切に機能しません。

[1] は、 Upgrade テーブルで指定されたアクシ ョ ン プロパテ ィ の １  つの名前です。

メ ッ セージ 4( エラー )

Upgrade テーブルで、 アクシ ョ ンプロパテ ィ [1] が 複数回使用されています。 実行時に予期せぬ結果が生じます。

[1] は、 Upgrade テーブルで指定されたアクシ ョ ン プロパテ ィ の １  つの名前です。

メ ッ セージ 5( エラー )

Upgrade テーブルで、 MaxVersion [1] が MinVersion [2] よ り小さいレコードが存在します。 実行時に予期せぬ結果が生じます。

[1] と [2] は、 Upgrade テーブルで指定されたバージ ョ ン番号です。

説明

Upgrade テーブルのすべてのレ コー ド に適用

• ActionProperty がパブ リ ッ クである こ と を確認し て く だ さい。

• ActionProperty が一意である こ と を確認し て く だ さい。

• ActionProperty が Property テーブルで定義済みではないこ と を確認し て く ださい。

• ActionProperty が SecureCustomProperties リ ス ト に存在する こ と を確認し て く だ さい。

• MinVersion が MaxVersion よ り小さいかまたは等しいこ と を確認し て く だ さい。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド にのみ適用されます。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

Action プロパテ ィ の値がど こに入力されたかを見つけるには、 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを開きます。 メ ジャー

ア ッ プグレー ド アイテムを選択し てから、 [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 Action プロパテ ィ に、 Detect Property 

値が使用されます。

メ モ • 次の事項に注意し て く ださい。

• プロパテがすべて大文字のと き、 それはパブ リ ッ ク プロパテ ィ です。

• プロパテ ィ は、 他のメ ジャーア ッ プグレー ド アイテムと共有されていない限り一意です。

• プロパテ ィ が Property テーブルで定義されている場合、 プロパテ ィ  マネージャーに移動し、 それを削除し ま

す。

• プロパテ ィ が SecureCustomProperties リ ス ト にない場合、 プロパテ ィ  マネージャーでこれを 

SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加できます。 複数プロパテ ィ はセ ミ コ ロンで区切り ます。

• 最小バージ ョ ンが最大バージ ョ ンよ り大きい メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムを [ ア ッ プグレー ド ] ビ ュー

で見つけ、 修正し ます。
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Val0009

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( 警告 )

レジス ト リ エン ト リが、 コンポーネン ト [1] から削除されました。 RemoveRegistry テーブルに対応するエン ト リが存在しま

すが、 そのエン ト リがこのコンポーネン ト に関連づけられていません。 これによ り、 ア ッ プグレードが実行されたと き

に、 レジス ト リ エン ト リが削除されない可能性があり ます。

[1] は、 セ ッ ト ア ッ プの最新バージ ョ ンでレジス ト リのエン ト リが削除されたコ ンポーネン ト の名前です。

メ ッ セージ 2( エラー )

レジス ト リ エン ト リが、 コンポーネン ト [1] から削除されました。 このキーを RemoveRegistry テーブルに追加する必要があ

り ます。 追加を しない場合、 ア ッ プグレードによ り親を失 く すこ とになり ます。 [2]

[1] は、 セ ッ ト ア ッ プの最新バージ ョ ンでレジス ト リのエン ト リが削除されたコ ンポーネン ト の名前です。 [2] は、

存在し ないレジス ト リ エン ト リ で、 <Root>|<Key>|<Value> 形式です。

説明

スモール ア ッ プデー ト またはマイナーア ッ プグレー ドが実行される と き、 最新のイ ンス ト ールから削除されたレ

ジス ト リ エン ト リは、 ターゲッ ト マシンから自動的にはアン イ ンス ト ールされません。 この理由は、 マイナー

ア ッ プグレー ドはローカル MSI データベースを再キャ ッ シュするからです。 これらのレジス ト リ エン ト リへのリ

フ ァ レンスは、 既にイ ンス ト ールから削除されているので、 この再キャ ッ シュ されたコ ピーには含まれていませ

ん。

このレジス ト リ エン ト リ を削除するには、 ア ッ プグレー ドの適用時に削除されるよ う に、 RemoveRegsitry テーブ

ルにエン ト リ を追加する必要があ り ます。 ア ッ プグレー ドの実行時、 これらの RemoveRegistry テーブルのエン ト

リが実行され、 レジス ト リ エン ト リは削除されます。

メ モ • この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用し ません。 メ ージャーア ッ プグレー ドの " アン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールする " とい う性質がこの種類の配慮に適合し ないからです。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

以前のバージ ョ ンのイ ンス ト ール パッ ケージからのレジス ト リ エン ト リのルー ト 、 キーおよび値を使用し て、 ダ

イ レ ク ト  エデ ィ ターを使用し て RemoveRegistry テーブルでエン ト リ を作成し ます。 Value フ ィ ールドは、 マイナ

ス記号 (-) を使って作成できます。 これによ り、 レジス ト リキー全体がそのすべての値とサブキーと共に削除され

ます。
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メ モ • RemoveRegistry テーブルにエン ト リ を追加する と、 コ ンポーネン ト の指定が必要です。 コ ンポーネン ト のイ

ンス ト ール状態は、 この RemoveRegistry シグネチャ と一致するレジス ト リ エン ト リ を削除すべきかど うかを判断

するのに使用されます。 ア ッ プグレー ド適用時に必ず再イ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト を指定し て く だ さい。

Val0011

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( エラー )

TypeLib テーブルの Version 列のデータ型が、 ア ッ プグレード されたイ メージと異なり ます。 パッチパッケージの作成時に、

失敗の原因にな り ます。

メ ッ セージ 2( 警告 )

ターゲッ ト  イ メージは、 Windows Installer 1.2 またはそれ以前で作成され、 ア ッ プグレード された (Upgraded ) イ メージは 

Windows Installer 2.0 以降で作成されました。 検証はデータ型の競合は検出しませんでしたが、 このスキーマの変曲点を

分割するパッケージにパッチを作成する と問題が発生します。

説明

Windows Installer 2.0 のリ リースで、 .msi イ ンス ト ール パッ ケージのスキーマは変更にな り ま し た。 TypeLib テーブ

ルの Version 列のデータ型は、 I2 から I4 に変わり ま し た。 古いスキーマを使用し た .msi イ ンス ト ールを新しいス

キーマを使用し た .msi パッ ケージでパッ チする こ とはできません。

メ モ • この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用し ません。 メ ージャーア ッ プグレー ドの " アン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールする " とい う性質がこの種類の配慮に適合し ないからです。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

このままでア ッ プグレー ド をマイナーア ッ プグレー ド と し て配布する こ とは可能ですが、 パッ チ と し て配布する

こ とはできません。

Val0012

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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• QuickPatch

メ ッ セージ 1( エラー )

新規機能  [1] が、 ルー ト 階層の機能と して定義されています。 新規の機能は、 オリ ジナル セッ ト ア ッ プに既に存在する機能

のサブ機能と して定義されなければなり ません。

[1] は、 検証メ ッ セージの原因になっている機能の名前です。 

メ ッ セージ 2( エラー )

検証エンジンは新しい機能 [1] を検出しました。 この機能には、 ア ッ プグレード シナリオでインス ト ールされるために 

'FavorParent' と 'Required' 属性に [ はい ] が設定されている必要があり ます。

[1] は、 検証メ ッ セージの原因になっている機能の名前です。 

説明

イ ンス ト ールの最新バージ ョ ンをスモール ア ッ プデー ト またはマイナーア ッ プグレー ド と し て配布予定の場合、

イ ンス ト ールに機能を追加する と き、 守らなければならない一定のルールがあり ます。 規則 1 は、 機能は既存の

機能の子と し て追加されなければな り ません。 規則 2 は、 機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " プロパテ ィ には 

FavorParent、 " 必須 " プロパテ ィ には [ はい ] が設定されている必要があ り ます。

この 2 つの規則が守られないと、 新しい機能のコ ンテンツは、 ア ッ プグレー ドが適用された と き、 イ ンス ト ール

されません。 代わり に、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行し、 機能をマニュアルで選

択し てローカルにイ ンス ト ールし なければな り ません。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド には適用されません。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

新規機能を既存の機能の子と し て追加し、その [ リ モー ト  イ ンス ト ール ] プロパテ ィ に [ 親を優先 (Favor Parent )] 

に、 および " 必須 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し ます。

Val0013

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( 警告 )

検証ツールは、 エン ト リ  [1] に Upgrade テーブルの Remove 列が使われているこ と を検知しました。 これは、 リ フ ァ レンス

されたセッ ト ア ッ プが不完全にアンインス ト ールされる原因になり ます。 最も一般的なア ッ プグレードのシナリオで

は、 ア ッ プグレード テーブルの Remove 列は作成できません。

[1] は、 Upgrade テーブルで参照されている Upgrade コー ド です。
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説明

メ ジャーア ッ プグレー ド アイテムの [ 削除属性 (Remove Attribute)] が空白のままにし てお く と、 ターゲッ ト 製品

からすべての機能が削除され、 実施的にすべての製品がアン イ ンス ト ールされます。

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの削除属性に機能の名前を 1 つ配置する と、 その機能のみが削除され、 既存の

製品の他のすべての機能はターゲッ ト  マシンにターゲッ ト の製品自身と共に残されます。 つま り、 ターゲッ ト マ

シンに製品が 2 つと [ プログラムの追加と削除 ] に 2 つのエン ト リが結果的に残り ます。

この機能は、 機能の一部の削除だけを行い、 エン ド ユーザーのマシンにターゲッ ト 製品を残し ておきたいユー

ザー用です。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド にのみ適用されます。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新イ ンス ト ールの検証のみ必要です。

修正アクシ ョ ン

これは警告です。 上記で説明された動作が目的に適ったものである場合、 この警告は無視する こ とができます。

そ う でない場合は、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの Remove 属性は使用し ないで く ださい。

Val0014

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( エラー )

[1] とい う ID を持つコンポーネン ト は、 最新バージ ョ ンのセッ ト ア ッ プから削除されています。 メージャーア ッ プグレード

では、 これらのコンポーネン ト に含まれている リ ソースはアンインス ト ールされるので、 アプ リケーシ ョ ンの実行に必

要な リ ソースが削除される可能性があり ます。

[1] は、 以前のイ ンス ト ールのコ ンポーネン ト を識別する コ ンポーネン ト  コー ド です。

説明

この検証ツールは、 メ ジャー ア ッ プグレー ドが新規フ ァ イルを イ ンス ト ールし てから、 要らないフ ァ イルを削除

するよ う に構成されている場合のみ、 このチ ェ ッ ク を行います。 メ ジャー ア ッ プグレー ドが製品をアン イ ンス

ト ールし てから再イ ンス ト ールを行う よ う に構成されている場合、 この検証ツールが防ご う と し ている問題は存

在し ません。

ターゲッ ト  ア ッ プグレー ド モー ドが選択される と、 Installer はターゲッ ト マシンの参照カウン ト  コ ンポーネン ト

を頼ってこの機能を果た し ます。 必須コ ンポーネン ト の参照カウン ト は最新のアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール

されたと きにイ ン ク リ メ ン ト され、 以前のアプ リ ケーシ ョ ンが削除された と きデク リ メ ン ト されます。 但し、 参

照カウン ト はゼロに達し ないので、 永続的なコ ンポーネン ト はそのまま ターゲッ ト マシンに残り ます。
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し たがって、 イ ンス ト ールから コ ンポーネン ト を削除し た り、 そのコ ンポーネン ト からのリ ソースを異なる コ ン

ポーネン ト に追加する と、 問題が生じ ます。 代わり に、 次を実行し ます。

1. 新しいコ ンポーネン ト を新しい リ ソース と共にイ ンス ト ールする。

2. 古いコ ンポーネン ト を古い リ ソース と共にアン イ ンス ト ールする。

ステ ッ プ 2 で古いコ ンポーネン ト がアンイ ンス ト ールされる と、 新しいコ ンポーネン ト によ ってステ ッ プ 1 で追

加されたレジス ト リ エン ト リ、 .ini フ ァ イルの変更、 環境変数などを削除する場合があ り ます。

コ ンポーネン ト は GUID によ って参照されるので、 新しいコ ンポーネン ト  GUID はイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に新

しいコ ンポーネン ト を追加するたびに生成されます。 既に存在する コ ンポーネン ト を削除または追加するだけで

も、 同じ こ とが起こ り ます。

この検証ツールは、 メ ジャーア ッ プグレー ド にのみ適用されます。

この検証テス ト を行う ために、 検証エンジンは最新のイ ンス ト ールを前回のバージ ョ ン と必ず比較し ます。

修正アクシ ョ ン

この問題を修正するには、 ア ッ プグレー ド を最初にアン イ ンス ト ールし てから再イ ンス ト ールするよ う に構成す

るか、 このエラー メ ッ セージで指定された GUID を持つコ ンポーネン ト を追加し ます。 コ ンポーネン ト が空でも、

その存在は Windows Installer が正確な リ フ ァ レンス カウン ト を記録するのに役立ち、 コ ンポーネン ト が早ま って

アン イ ンス ト ールされるのを防ぎます。

Val0015

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

メ ッ セージ 1( 警告 )

[1] テーブルに新しいコンテンツが含まれています。 したがって、 このア ッ プグレード をパッチと してパッケージする と、

パッチのアンインス ト ールが不可能になり ます。

[1] は、 このメ ッ セージの原因と なったいるテーブルの名前です。

説明

エン ド ユーザーがパッ チをアン イ ンス ト ールする と、 製品はパッ チがイ ンス ト ールされる前の状態に戻り ます。

パッ チがアン イ ンス ト ール不可能な場合にパッ チの削除を希望するエン ド ユーザーは、 パッ チが適用された製品

をアン イ ンス ト ールし てから、 パッ チ無し で製品を再イ ンス ト ールする必要があり ます。

メ モ • ターゲッ ト マシンが特定の要件を満たさ ない場合 ( たと えば、 Windows Installer 3.0 以上 が必須である等 )、

検証警告が解決されていてもパッ チはアン イ ンス ト ールする こ とができません。 アン イ ンス ト ール可能なパッ チ

の要件について詳しい情報は、 「パッ チのアン イ ンス ト ール」 を参照し て下さい。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
パッ チが次の特定のテーブルに行を追加する場合、 た と えこのパッ チのアン イ ンス ト ールを許可するチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択されていても、 パッ チをアン イ ンス ト ールする こ とはできません。

• BindImage

• Class

• Complus

• CreateFolder

• DuplicateFile

• Environment

• Extension

• Font

• IniFile

• ISLockPermissions

• IsolatedComponent

• ISSelfReg 

• LockPermissions

• MIME

• MoveFile

• MsiServiceConfig 

• MsiServiceConfigFailureActions 

• MsiLockPermissionsEx 

• ODBCAttribute

• ODBCDataSource

• ODBCDriver

• ODBCSourceAttribute

• ODBCTranslator

• ProgId

• PublishComponent

• RemoveIniFile

• SelfReg

• ServiceControl

• ServiceInstall

• TypeLib

• Verb
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
ある特定の条件下では、 RemoveFile テーブルまたは RemoveRegistry テーブルに内容を追加するパッ チをエン ド 

ユーザーが 削除できない場合があ り ます。 オ リ ジナルパッ ケージに含まれていないフ ァ イルまたはレジス ト リ エ

ン ト リ を削除するよ う にパッ チが設計されている場合、 そのパッ チをアン イ ンス ト ールし ても フ ァ イルまたはレ

ジス ト リ エン ト リは修復されません。

この検証ツールは、 スモールア ッ プデー ト およびマイナーア ッ プグレー ド にのみ適用されます。

[ このパッ チのアン イ ンス ト ールを許可する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合、 この検証テス ト を実行す

るために、 検証ツールエンジンはイ ンス ト ールの最新バージ ョ ン と以前のバージ ョ ン と を比較し ます。

修正アクシ ョ ン

この検証ツールは、 パッ チの作成中 ( または、 あと でア ッ プグレー ド をパッ チ と し てパッ ケージする こ とに決め

た場合 ) に、 問題を解決するための修正アクシ ョ ンを取らないと、 エン ド ユーザーがパッ チをアン イ ンス ト ール

できな く なる こ と を警告し ます。 この警告を解決するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• [ このパッ チの アン イ ンス ト ールを許可する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択を解除し ます。 これによ って、 エン

ド ユーザーがパッ チをアンス ト ールする こ とができな く な り ます。

• 警告メ ッ セージで示されたテーブルから、 新しいデータ を削除し ます。 ただ しパッ チの要件によ っては、 新

しいテーブルデータ を削除する と、 パッ チ作成のも と も との理由であるアプ リ ケーシ ョ ンの問題を修正する

とい う目的を果た さ ない場合があ り ます。

グローバル アセンブ リ キャ ッ シュのアセンブ リ をパッ チ
する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• QuickPatch

Windows Installer 3.0 以上で、 MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルを利用する と、

パッ チ パッ ケージでオ リ ジナル イ ンス ト ール ソースのラ ン タ イム要求な しにグローバル アセンブ リ キャ ッ シュ 

(GAC) 内のアセンブ リ をパッ チする こ とができます。 デフ ォル ト では、 パッ チまたは QuickPatch パッ ケージをビ

ルド する と InstallShield がこれらのテーブル用のエン ト リ を自動的に生成し ます。 ( パッ チまたは QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト でこの自動エン ト リ生成を無効にするには、 "MsiPatchOldAssembly テーブルの生成 " プロパテ ィ を [ い

いえ ] に設定し ます。 パッ チの場合、 このプロパテ ィ は [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューのパッ チ構成アイテムの [ 詳

細 ] タ ブにあ り ます。 QuickPatch プロジ ェ ク ト の場合、 このプロパテ ィ は一般情報ビ ューのビルド設定アイテム

の [ 詳細 ] タ ブにあ り ます。 )

メ モ • MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルのエン ト リ を自動生成するためには、 

InstallShield はパッ チを適用する .msi パッ ケージの最新バージ ョ ンへの書き込みアクセスを必要と し ます。

InstallShield は、 このパッ ケージをパッ チ作成の前に変更し ます。 InstallShield はパッ ケージを書き込み可能にし ま

すが、 それが不可能だった場合はビルド警告を生成し、 テーブルエン ト リは作成されません。

これらのテーブルエン ト リはターゲッ ト  システムが Windows Installer 3.0 以上を実行し ている場合のみ適用されま

す。 システムが Windows Installer 2.0 を実行中の場合、 パッ チは実行し ますがこれらのテーブルは無視され、 パッ
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1637



第 7 章 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
チが GAC 内のフ ァ イルを更新する必要がある場合はオ リ ジナルソースパッ ケージを要求し ます。 Update.exe に 

Windows Installer 2.0 エンジンのみを含む場合でも、 InstallShield は、 これらのテーブル エン ト リ を生成し ます。 こ

れは既に Windows Installer 3.0 以上がイ ンス ト ールされた ターゲッ ト  システムがこれらのテーブル エン ト リ を利用

するためです。

差分リ リース と完全リ リース

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield は、 InstallScript イ ンス ト ールに対するア ッ プグレー ド作成方法と し て、 2 つの仕組みを提供し ます。

• 以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされている場合は既存製品をア ッ プデー ト し、 以前のバージ ョ ンが存在し

ない場合は初回イ ンス ト ールと し て作動する フルリ リース と し て、 ア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ とが

可能です。

• ア ッ プデー ト するバージ ョ ン間で変更されているデータ ( バイ ト レベルのフ ァ イル差分 ) のみを含む差分リ

リース と し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ とが可能です。

差分リ リースまたは完全リ リースを作成し て InstallScript イ ンス ト ールを更新する手順については、 ヘルプのこの

セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト する InstallScript リ リースを作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 InstallScript プロジ ェ ク ト のリ リースを作成し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの 1 つまたは複数の既存

バージ ョ ンをア ッ プデー ト する こ とができます。 スク リ プ ト で必要な基準を カス タ マイズする こ とができます。

メ モ • ア ッ プデー ト する製品が、 InstallShield X 以降、 InstallShield DevStudio または InstallShield Professional 6.0 以

降で作成されたイ ンス ト ールによ ってイ ンス ト ールされていない場合は、 新しいプロジ ェ ク ト を作成する必要が

あ り ます。 このア ッ プデー ト に含める予定の変更が広範囲に渡る場合、 新規のプロジ ェ ク ト を作成する こ と も考

えられます。

タ スク ア ッ プデー ト  リ リースを作成するには、 以下の手順に従います :

1. 新規または既存の InstallScript プロジ ェ ク ト を開きます。

2. 製品コー ドが以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされた と きの GUID と合致する こ と を確認し ます。 製品コー ド

を調べるには、 [ 一般情報 ] ビ ュー で " 製品コー ド " 設定の値を調べます。

メ モ • 新しいプロジ ェ ク ト を作成する と きに、 元のイ ンス ト ールでイ ンス ト ールされた機能をア ッ プデー ト す

る場合、 各機能の GUID が、 その機能がイ ンス ト ールされた以前のバージ ョ ンの GUID と一致する こ と を確認

し て く ださい。 機能の GUID を調べるには、 [ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでそれ

を選択し て GUID プロパテ ィ の値を調べます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
3. 製品ア ッ プデー ト のバージ ョ ン番号を指定し ます。

c. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

d. " バージ ョ ン " 設定に、 バージ ョ ン番号を入力し ます。

4. 差分リ リースまたは完全リ リース をビルド するかど うか指定し ます。

a. [ リ リース ] ビ ューで希望のリ リースを ク リ ッ ク し ます。

b. 差分リ リースをビルド する際、 " 差分メ デ ィ ア " プロパテ ィ の値を [ はい ] に設定し、 ステ ッ プ 6 へ進み

ます。 完全リ リースをビルド する際、 プロパテ ィ を [ いいえ ] のままにし ておき、 ステ ッ プ 5 へ進みま

す。

メ モ • リ リース ウ ィ ザー ド を使用し ている場合、 [ ア ッ プデー ト ] パネルで、 リ リース フ ォーマ ッ ト  ( 完全ま

たは差分 ) を選択し ます。

5. 完全リ リースをビルド する場合、 ア ッ プデー ト を適用する製品のバージ ョ ンを指定し ます。 " サポー ト されて

いるバージ ョ ン " プロパテ ィ で、 セ ミ コ ロンを使って異なるバージ ョ ンを区切った適切なバージ ョ ン番号 (

例、 1.2.3;1.2.4) を入力し ます。 " サポー ト されているバージ ョ ン " プロパテ ィ を空白のままにするか、 [ 非

バージ ョ ン固有 ] する と、 製品のすべての以前のバージ ョ ンにア ッ プデー ト が適用されます。 ステ ッ プ 7 へ

移り ます。

メ モ • これらのバージ ョ ン番号は、 [ ア ッ プデー ト ] パネルのボ ッ クスからバージ ョ ンを選択し て、 リ リース 

ウ ィ ザー ド で指定する こ と もできます。 InstallShield Professional 6.0 以前のバージ ョ ンで作成された リ リース

に対応するバージ ョ ン番号を指定し ないで く だ さい。 これらのリ リースはア ッ プデー ト できません。

6. 差分リ リースをビルド する場合、 新しい差分リ リース作成する と き、 リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て現在の

プロジ ェ ク ト を比較する 1 つまたは複数の既存のリ リースを指定する必要があり ます。

メ モ • InstallShield Professional 6.0 以前のバージ ョ ンで作成された既存のリ リースを指定し ないで く だ さい。

これらのリ リースはア ッ プデー ト できません。 指定された既存のリ リースのみが、 それから生成された差分

リ リースでア ッ プデー ト する こ とが可能です。 現在のプロジ ェ ク ト のフ ァ イルが差分リ リースに含まれてい

るかど うかを決定する条件については、 「差分リ リース と完全リ リース」 を参照し て く だ さい。

• 現在のプロジ ェ ク ト のリ リースを指定するには、 次の手順に従います :

a. [ リ リース ] ビ ューのツ リー コ ン ト ロールで製品名またはリ リース名を右ク リ ッ ク し、 [ リ リース 

ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。 リ リース ウ ィ ザー ドが開きます。

b. [ ア ッ プデー ト ] パネルで、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 既存メ デ ィ アの追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

c. 希望のリ リースを選択し ます。

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

• 現在のプロジ ェ ク ト にない リ リースを指定するには、 以下の手順に従います :

a. [ リ リース ] ビ ューのツ リー コ ン ト ロールで製品名またはリ リース名を右ク リ ッ ク し、 [ リ リース 

ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。 リ リース ウ ィ ザー ドが開きます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
b. [ ア ッ プデー ト ] パネルで、 [ イ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ メ デ ィ アフ ァ イル プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開きます。

c. [ メ デ ィ アヘ ッ ダーフ ァ イル ] ボ ッ クスに完全修飾フ ァ イル名を入力するか、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク

し てフ ァ イルを選択し、 希望のリ リースの Data1.hdr フ ァ イルを指定し ます。

d. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

• 指定のリ リースのバージ ョ ン情報が [ ア ッ プデー ト ] パネルの [ 差分メ デ ィ ア ] ボ ッ クスに表示されてい

る こ と を確認し て く だ さい。 バージ ョ ン情報が表示されない場合は、 以下の手順に従います :

a. リ ス ト ボ ッ クスで リ リースを選択し、 [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ メ デ ィ アフ ァ イル プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

b. バージ ョ ン情報を以下に指定 オプシ ョ ンを選択し て、 バージ ョ ン番号を入力またはリ ス ト で選択し

ます。

c. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

7. リ リースをビルド し ます。

バージ ョ ン 6.x で作成されたスク リ プ ト をア ッ プデー ト が有効にされたイ ンス ト ールで使用する方法についての詳

細については、 「InstallShield Professional 6.x からの移行」 を参照し て く だ さい。

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーにア ッ プグ
レー ドの通知をする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。

FlexNet Connect の実装

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーに対し て自動的にア ッ プデー ト を通知する作業には、 大き く 分けて 2 

つのサイ クル ( 初期配布と ア ッ プデー ト 配布 ) があ り ます。 一旦アプ リ ケーシ ョ ンの初回配布作業が完了する と、

エン ド ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト の配布が必要になるたびに、 1 サイ クルのア ッ プデー ト の配布

作業を繰り返し行な う こ とにな り ます。 初期配布の手順についての詳細は、 「イ ンス ト ールにア ッ プデー ト 通知機

能を追加する」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プデー ト 配布

1. InstallShield を使ってアプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を作成し ます。

2. 新しい製品バージ ョ ンおよび製品コー ド を FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト (Web ベースの管理ポータ

ル ) に登録し ます。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
3. FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト にア ッ プデー ト をパブ リ ッ シュ し、 [ メ ッ セージ ステータ ス ] を [ テ

ス ト ] に設定し ます。

4. ア ッ プデー ト をテス ト し ます。

5. FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト にア ッ プデー ト をパブ リ ッ シュ し、 [ メ ッ セージ ステータ ス ] を [ ア

ク テ ィ ブ ] に設定し ます。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。
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ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
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追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン
InstallShield では、 製品を イ ンス ト ールする イ ンス ト ール パッ ケージの作成を支援するだけでな く 、 最終イ ンス

ト ール パッ ケージを強化する他のイ ンス ト ール オプシ ョ ン も提供されています。 オプシ ョ ンの中には、 複数言語

イ ンス ト ールを有効にする、 条件ステー ト メ ン ト のビルド、 およびイ ンス ト ール前提条件の定義が含まれていま

す。

追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ンについては、 次のセクシ ョ ンで さ らに詳し く 説明されています。
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複数言語イ ンス ト ールの作成
複数言語イ ンス ト ールの作成

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 複数言語イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。

InstallShield は、 国際化対応のためにイ ンス ト ールを カス タ マイズできる多 く の機能をサポー ト し ています。 これ

らの機能を使って、 複数の言語でエン ド ユーザー テキス ト を表示する単一のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成

し、 言語固有フ ァ イルの条件付き イ ンス ト ールを処理できます。

複数言語イ ンス ト ールを作成するには、 まず言語固有のリ ソースおよびフ ァ イルから コー ド を分離する必要があ

り ます。 イ ンス ト ールの実行言語によ っては、 グラ フ ィ ッ ク、 ラ イセンスフ ァ イル、 またはカス タム アク シ ョ ン

など、 別のフ ァ イルを イ ンス ト ール用に配布し なければならないこ と もあり ます。 その他に考慮すべき こ とは、

ターゲッ ト  システムの使用地域ご とに、 異なるアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを イ ンス ト ールする必要があるか、 と

い う こ と です。

タ スク InstallShield では、 イ ンス ト ールの作成を以下のよ う な タ スクに分ける こ とによ って、 複数言語イ ンス ト ールの作

成を可能にし ます。

• イ ンス ト ールに含める言語を指定する。

• 各サポー ト 対象言語の文字列を翻訳する。

• 各言語に必要なエン ド ユーザー ダイアログを変更する。

• 言語依存コ ンポーネン ト をマークする。

• リ リースに含める言語を選択する。

グローバリゼーシ ョ ンのヒ ン ト
グローバルなユーザーを対象にプロジ ェ ク ト の設計を考える場合、 次の点に留意し て く だ さい :

• グローバルな配布の目標は、 全世界を対象と し、 世界の特定の地域にも対応できる製品にローカ ラ イズする

こ と です。

• 国際化のキーはリ ソース と コー ドの分離であ り、 さ らに国と言語の非依存性が加わり ます。

• イ ンス ト ールのグローバリゼーシ ョ ンでは、 単純でモジュール式のデザイ ンが必要にな り ます。

• 世界的な規格パッ ケージの作成においては、 最初からグローバルな要件を イ ンス ト ールの規格に組み込みま

す。

• ビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンを各文化に対応し たものにし ます。 ある国で受け入れられる ものが、 別の国では誤

解を招いた り不快感を与える こ とがあ り ます。

• 英語の文字列は、 別の言語の同意義の文字列よ り通常は短 く なっています。 文字列を翻訳する と、 平均で 30-

40% 増加し ます。 これはつま り、 静的保存領域と一時保存領域のサイズが大き く なる とい う こ と です。

• プロンプ ト を設計する際は、 使用できる空き領域の半分だけを使用し て、 サイズの拡大に備えます。

• 直接入力する要素を画面に配置し ないよ う にし ます。 これらの項目は要素を翻訳し た際変更される こ とがあ

るためです。
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デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定
プロジ ェ ク ト のサポー ト 対象言語の 1 つは、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語と し て機能する必要があり ます。 デ

フ ォル ト の言語は以下のすべての事項を決定し ます :

• 機能の " 表示名 " 設定またはシ ョ ー ト カ ッ ト の " 説明 " 設定など、 InstallShield の様々なビ ューで指定し た翻

訳可能な文字列のすべては、 デフ ォル ト 言語の文字列であり、 これらは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示さ

れます。 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー、 または InstallShield 内の別のビ ューでデフ ォル ト 言語の値を編集でき

ます。

• イ ンス ト ールに言語選択ダイアログが含まれておらず、 またイ ンス ト ールがターゲッ ト  システムの言語をサ

ポー ト し ない場合、 デフ ォル ト 言語を使って ターゲッ ト  システムでイ ンス ト ールが実行されます。 ( 言語選

択ダイアログを使って、 エン ド ユーザーは実行する イ ンス ト ールの言語バージ ョ ンを選択できます。 )

[ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使って、 デフ ォル ト 言語を指定または変更できます。

タ スク [ 一般情報 ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ デフ ォル ト 言語 ] 設定で、 適切な言語を選択し ます。

タ スク [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ デフ ォル ト 言語 ] ボ ッ クスで、 適切な言語を選択し ます。

ヒ ン ト • 特定のリ リースにおいて、 デフ ォル ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス言語をオーバーラ イ ド できます。 そ

のためには、 [ リ リース ] ビ ューにある [ ビルド ] タ ブで、 " デフ ォル ト 言語 " 設定に適切な言語を選択し ます。

言語の設定

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 複数言語イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。
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InstallShield では、 プロジ ェ ク ト  レベル、 コ ンポーネン ト  レベル、 およびリ リース レベルで言語を設定できます。

言語を指定するレベルによ って、 プロジ ェ ク ト に異なる効果があり ます。 次のテーブルでは、 様々な言語関連の

設定について説明し ます。

テーブル 8-1 • InstallShield の言語設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

[ 一般情報 ] ビ ュー

設定 — セ ッ ト ア ッ

プ言語

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

プロジ ェ ク ト • この設定の動作は、 プロジ ェ ク ト の種類によ って異な

り ます。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を

使って、 [ リ リース ] ビ ューの "UI 言語 " 設定に リ ス ト する言語を指

定し ます。 プロジ ェ ク ト  レベルでこの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定に

言語がリ ス ト されていない場合、 その特定の UI 言語をプロジ ェ ク ト

のリ リースに含める こ とはできません。

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (InstallShield の Professional Edition で提

供されています ) では、 1 言語のみサポー ト されています。 従って、

このプロジ ェ ク ト の " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定は読み取り専用になっ

ています。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 "

セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト

] ビ ューと [ リ リース ] ビ ューの " 言語 " 設定に リ ス ト する言語を指

定し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルでこの設定に言語がリ ス

ト されていない場合、 プロジ ェ ク ト 内の特定のコ ンポーネン ト をその

言語に基づいて ターゲッ ト にする こ とはできません。 さ らに、 特定の

言語に基づいてコ ンポーネン ト と UI 文字列をプロジ ェ ク ト のリ リー

スに含める こ と もできません。

この設定を使ってサポー ト 言語を基本の MSI、 InstallScript、

InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 マージ モジュール、 ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と、

InstallShield によ ってプロジ ェ ク ト にその言語の文字列エン ト リが追

加されます。 文字列エン ト リ には、 翻訳済みのビル ト イ ン ユーザー 

イ ン ターフ ェ イス文字列リ ソースが含まれます。

DIM プロジ ェ ク ト の " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使って、 プロジ ェ ク

ト でサポー ト する言語を指定し ます。 この設定を使ってプロジ ェ ク ト

に言語を追加する と、 InstallShield によ ってその言語の文字列エン ト

リがプロジ ェ ク ト に追加されます。 文字列エン ト リ には、 翻訳が必要

な文字列リ ソースが含まれています。

詳細については、 「イ ンス ト ール言語の選択」 を参照し て く だ さい。
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" コ ンポーネン ト

"— 設定  言語

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

コ ンポーネン ト の言語設定を使って、 ビルド時のフ ィ ルタ リ ングに使

用する、 コ ンポーネン ト が依存する言語を指定できます。 デフ ォル ト

では、 コ ンポーネン ト は言語に依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン

ト のデータ ( フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ など ) はどれも特定の言

語に固有ではあり ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ

ク ト  プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで言語が

選択されていない場合、 その言語はプロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト 用

に利用可能な言語の一覧には表示されません。

コ ンポーネン ト が特定の言語にのみ適用する こ と を指定するには、 こ

の設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 言語 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開き、 こ こ でコ ンポーネン ト に適切な言語を選択できま

す。

詳細については、 「コ ンポーネン ト を言語依存と し てマークする」 を

参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ンポーネン ト を指定

する方法については、 「言語基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ール

する」 を参照し て く だ さい。

[ リ リース ] ビ ュー

設定 ([ ビルド ] タ

ブ )— データ言語

基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づいて特定のコ ンポーネン ト

を選択または除外する場合、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し て、 適切な言語を指定し ます。 コ ンポーネン ト に指定された言語

が、 この設定で選択された言語のどれにも一致し ない場合、 そのコ ン

ポーネン ト はリ リースに含まれません。

デフ ォル ト では、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ

ク ト のコ ンポーネン ト はすべて リ リースに含まれます。

[ リ リース ] ビ ュー

設定 ([ ビルド ] タ

ブ )—UI 言語

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

"UI 言語 " 設定を使って、 リ リースに含めるユーザー イ ン ターフ ェ イ

ス言語を指定できます。 適切な言語を選択するには、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定

で言語が選択されていない場合、 その言語は "UI 言語 " 設定の利用可

能な言語の一覧には表示されません。

テーブル 8-1 • InstallShield の言語設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語に関する詳細については、 「デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定」 を参照し て く

ださい。

イ ンス ト ール言語の選択

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 複数言語イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。

InstallShield Premier Edition では、 イ ンス ト ールに含める言語を選択する こ とができます。 プロジ ェ ク ト に言語を

追加する と、 その言語用の文字列エン ト リが追加されます。

プロジ ェ ク ト にサポー ト 対象言語を追加するには、 [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使用し ま

す。 この設定の効果は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

• 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 [

一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使って、 [ リ リース ] ビ ューの "UI 言語 " 設定にリ ス ト する

言語を指定し ます。 このため、 プロジ ェ ク ト  レベルでこの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定に言語がリ ス ト されて

いない場合、 その特定の UI 言語をプロジ ェ ク ト のリ リースに含める こ とはできません。

• InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 

設定を使って、 プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ リ リース ] ビ ューの " 言語 " 設定にリ ス ト する

言語を指定し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルでこの設定に言語がリ ス ト されていない場合、 プロジ ェ

ク ト 内の特定のコ ンポーネン ト をその言語に基づいて ターゲッ ト にする こ とはできません。 さ らに、 特定の

言語に基づいてコ ンポーネン ト と UI 文字列をプロジ ェ ク ト のリ リースに含める こ と もできません。

この設定を使ってプロジ ェ ク ト にサポー ト 対象言語を追加する と、 その言語の文字列エン ト リがプロジ ェ ク ト に

追加されます。 文字列エン ト リ には、 翻訳済みのビル ト イ ン ユーザー イ ン ターフ ェ イス文字列リ ソースが含まれ

ます。

[ リ リース ] ビ ュー

設定 ([ ビルド ] タ

ブ )— 言語

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

" 言語 " 設定を使用し て、 各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づ

いて特定のコ ンポーネン ト を含めた り、 その他のコ ンポーネン ト を除

外し た り できます。 この設定を使って、 リ リースに含めるユーザー 

イ ン ターフ ェ イス言語を指定する こ と もできます。 コ ンポーネン ト に

指定された言語が、 この設定で選択された言語のどれにも一致し ない

場合、 そのコ ンポーネン ト はリ リースに含まれません。 また、 プロ

ジ ェ ク ト に含まれる UI 言語がこの設定で選択された言語の 1 つと一

致し ない場合、 InstallShield はその UI 文字列を リ リースに含みません。

デフ ォル ト で、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ ク

ト のコ ンポーネン ト または UI 文字列はすべて リ リースに含まれます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで言語が選択されていない場合、

その言語は " 言語 " 設定の利用可能な言語の一覧には表示されませ

ん。

テーブル 8-1 • InstallShield の言語設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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InstallShield の新規言語ウ ィ ザー ド を使って、 サポー ト されていない言語をプロジ ェ ク ト に追加できます。 サポー

ト されていない言語とは、 デフ ォル ト のラ ン タ イム文字列が全 く 翻訳されていない言語です。 サポー ト されてい

ない言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定や、 InstallShield 内のその他の様々

な言語関連設定で使用可能と な り ます。 さ らに、 InstallShield は新し く 追加されたサポー ト されていない言語の文

字列用のプレースホルダーと し て、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列を使用し ます。 サポー ト されていな

い言語に翻訳済みの文字列を提供するには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使用し ます。

多数のサポー ト 言語で配布するためのイ ンス ト ールをビルド できますが、 InstallShield はイ ンス ト ールを 1 つの言

語だけで実行し ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用する言語を判別する方

法」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト を言語依存と し てマークする
すべての新しいコ ンポーネン ト は、 デフ ォル ト では言語に依存し ません。 コ ンポーネン ト と そのデータ を、 その

言語を ターゲッ ト にするパッ ケージに組み込む場合、 コ ンポーネン ト をその言語固有にマーク し ます。

タ スク コ ンポーネン ト を言語依存に指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 言語依存と し て構成する コ ンポーネン ト を選択し ます。 右側のペイ ンにコ ンポーネン ト の設定が表示されま

す。

3. " 言語 " 設定を ク リ ッ ク し ます。 言語の一覧が右下のペイ ンに表示されます。

4. コ ンポーネン ト のデータが適用する各言語に対し てチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 該当し ない言語の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

ヒ ン ト • 実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ンポーネン ト を指定する方法については、 「言語基づいてコ ン

ポーネン ト を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

言語基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする
リ リースの中の言語依存のコ ンポーネン ト は、 その機能がイ ンス ト ールで選択される こ と を前提にし ているため、

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされます。 コ ンポーネン ト の言語設定は、 リ リースにビルド される コ ンポー

ネン ト が決定されますが、 これらのコ ンポーネン ト は必ずし も イ ンス ト ールされる とは限り ません。

実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ンポーネン ト を指定する (基本の MSI および 
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

ターゲッ ト  システムの言語に基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするかど うかを指定するには、 コ ンポーネ

ン ト の " 条件 " 設定で Windows Installer プロパテ ィ  SystemLanguageID を使用し ます。

たと えば、 次の条件を指定する と、 コ ンポーネン ト は、 (InstallShield でフ ラ ンス語と マーク されているかど うかに

関わらず ) フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス ) システムにのみイ ンス ト ールされます。
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SystemLanguageID = 1036

実行時に言語特性を決定するために使用できるその他のプロパテ ィ には、 ユーザーのデフ ォル ト 言語を数値識別

子で表し た UserLanguageID と、 イ ンス ト ールが実行中である言語の識別子 ProductLanguage があ り ます。

実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ンポーネン ト を指定する (InstallScript プロ
ジ ェ ク ト )

InstallScript イ ンス ト ールの実行中に、 FeatureFilterLanguage 関数を呼び出し て、 イ ンス ト ールがサポー ト する言

語を制御する こ とができます。

OnFilterComponents イベン ト  ハン ド ラーで、 フ レームワークは通常、 適切なコ ンポーネン ト だけがイ ンス ト ール

されるよ う に、 この関数を ターゲッ ト  システムに一致する言語で呼び出し ます。 FeatureFilterLanguage を呼び出

し て、 デフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド し、 指定し た言語基準に基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし た

り、 またはコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールを防いだ りする こ とができます。

詳細については、 「FeatureFilterLanguage」 を参照し て く だ さい。

リ リースへの言語の組み込み

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 複数言語イ ンス ト ールの作成をサポー ト し ます。

リ リース ウ ィ ザー ド または [ リ リース ] ビ ューを使って リ リースを リ リースを構成する と き、 イ ンス ト ールのエ

ン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス言語、 および言語依存アプ リ ケーシ ョ ン データのフ ィ ルターに使用する言語を指

定できます。

同じ プロジ ェ ク ト を使って、 任意のサポー ト 対象言語用のリ リース バージ ョ ンをビルド できます。 または、 リ

リース ウ ィ ザー ド または [ リ リース ]  ビ ューで複数の言語を選択し て、 イ ンス ト ールに含まれるどの言語ででも

実行でき、 任意の数の言語に固有のコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする単一のイ ンス ト ールを作成する こ と もで

きます。

言語のユーザー イ ン ターフ ェ イス リ ソースを含める

リ リース ウ ィ ザー ド または [ リ リース ] ビ ューで、 イ ンス ト ールで使用できる言語を決定し ます。

複数の言語をサポー ト するパッ ケージを作成できますが、 イ ンス ト ール自体は 1 つの言語だけで提示されます。

詳細については、 「イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用する言語を判別する方法」 を参照し て く だ さ

い。

言語に依存する コ ンポーネン ト を含める

も う 1 つの考慮事項は、 プロジ ェ ク ト に含めるアプ リ ケーシ ョ ンの言語依存データ を決める こ と です。 コ ンポー

ネン ト を言語固有に設定し てから、 [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブで適切な言語関連の設定を構成する と、

そのコ ンポーネン ト を リ リースに自動的に含めた り除外し た り ( つま り、 フ ィ ルター ) できます。 リ リース ウ ィ

ザー ド で リ リースの言語を指定する こ と もできます。

リ リース レベルで特定の言語を選択し なかった場合、 InstallShield は全てのコ ンポーネン ト を リ リースに含みま

す。 言語を選択する と、 その言語に固有のすべてのコ ンポーネン ト とすべての言語依存コ ンポーネン ト がリ リー

スにビルド されます。 た と えば、 英語のみのリ リースをビルド する場合、 日本語コ ンポーネン ト 、 つま り " 言語 " 

設定に [ 日本語 ] が選択されている コ ンポーネン ト は除外されます。
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ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューまたはリ リース ウ ィ ザー ドの言語関連の設定で選択し た内容によ って、 い く つかの言

語に固有のコ ンポーネン ト を設定する こ と もできます。 コ ンポーネン ト を特定のロケールを持つマシンにのみイ

ンス ト ールする方法については、 「言語基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

文字列エン ト リの翻訳
プロジ ェ ク ト を通し て文字列をハー ド コー ド化する代わり に、 InstallShield でローカ ラ イズ済みテキス ト を受け入

れる領域では、 文字列エン ト リ を使用できます。 各文字列エン ト リは、 言語非依存の識別子と対応する言語固有

の値で構成されます。 実行時に、 イ ンス ト ールは適切な翻訳済み文字列値を表示し ます。

プロジ ェ ク ト のローカ ラ イズ処理を簡素化するために、 イ ンス ト ール処理中、 実行時に表示されるすべてのテキ

ス ト 文字列は、 統合された 1 つのビ ュー、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示されます。 このビ ューを使って、 ボ

タ ン テキス ト から機能の説明まで全ての文字列を編集できます。 またこのビ ューでは、 各言語の文字列エン ト リ

を フ ァ イルにエクスポー ト し て、 フ ァ イルに リ ス ト されている値を翻訳し てから、 翻訳済みフ ァ イルをプロジ ェ

ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。

文字列エン ト リ での作業についての詳細は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

イ ンポー ト およびエクスポー ト の方法については、 「文字列エン ト リのエクスポー ト と イ ンポー ト 」 を参照し て く

ださい。

文字列エン ト リのエクスポー ト と イ ンポー ト
プロジ ェ ク ト で使用されているすべてのラ ン タ イム文字列を翻訳する タ スク を軽減するため、 InstallShield では、

言語の文字列エン ト リ を タ ブ区切り テキス ト  (.txt) フ ァ イルにエクスポー ト できます。 この .txt フ ァ イルを、 翻訳

されたテキス ト で更新する こ とができる翻訳者に渡すこ とができます。 エクスポー ト の完了後、 .txt フ ァ イルを イ

ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し なおすと、 ローカ ラ イズされたユーザー イ ン ターフ ェ イスが完成し ま

す。

ヒ ン ト • エクスポー ト およびイ ンポー ト 処理を自動化するために、 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イ

スが用意されています。 詳し く は、 「オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た文字列エン ト リのイ ンポー ト

と エクスポー ト 」 をご覧 く だ さい。

言語の文字列エン ト リ を InstallShield から テキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト する

InstallShield では、 言語のすべての文字列エン ト リ、 または一部の文字列エン ト リ をエクスポー ト できます。 特定

の日付以降に変更された文字列エン ト リのみをエクスポー ト し たい場合が考えられます。 これは、 新しい文字列

エン ト リ、 または最後に翻訳を行った日付以降に変更された文字列エン ト リのみを翻訳者に渡し たい場合に便利

です。

タ スク 言語のすべての文字列エン ト リ をエクスポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 文字列のエクスポー ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ エクスポー ト する フ ァ イルと言語を選択 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。
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3. InstallShield がテキス ト  フ ァ イルを保存する場所を参照し ます。

4. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに、 作成するテキス ト  フ ァ イルの名前を入力し ます。

5. [ 言語 ] 一覧で、 テキス ト  フ ァ イルに文字列をエクスポー ト する言語を選択し ます。

6. [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 選択された全ての言語の文字列エン ト リ を、 タ ブ区切りの Unicode テキス ト  フ ァ イルにエクス

ポー ト し ます。 このテキス ト  フ ァ イルを翻訳者へ渡し ます。

ヒ ン ト • デフ ォル ト では、 エクスポー ト 処理は Unicode テキス ト  フ ァ イルを作成し ます。 [ エクスポー ト する フ ァ

イルと言語を選択 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 ANSI フ ァ イルに文字列エン ト リ をエクスポー ト できるチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが含まれていますが、 ANSI フ ァ イルはデフ ォル ト では作成されません。 ANSI フ ァ イルの場合、 2 バイ ト

言語用に適切なコー ド ページがビルド マシンで必要なため、 Unicode テキス ト  フ ァ イルが推奨されます。 詳細に

ついては、 「言語 サポー ト のコー ド ページ要件」 を参照し て く だ さい。

タ スク 言語の一部の文字列エン ト リ をエクスポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスポー ト する文字列エン ト リ を選択し ます。

• 連続する複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから SHIFT を押し ながら最後の行を ク リ ッ

ク し ます。

• 連続し ない複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから CTRL を押し ながら追加するそれぞ

れの行を ク リ ッ ク し ます。

3. CTRL+C を押し て、 選択された行の文字列エン ト リ を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

4. 「メ モ帳」 などのテキス ト  エデ ィ ターで、 新しいテキス ト  フ ァ イルを作成し ます。

5. CTRL+V を押し て、 ク リ ッ プボー ドの内容をテキス ト  フ ァ イルに貼り付けます。

6. テキス ト  フ ァ イルを保存し ます。 Unicode は 2 バイ ト 文字をサポー ト するため、 Unicode エン コー ド を使って

フ ァ イルを保存する こ とが推奨されます。 詳細については、 「言語 サポー ト のコー ド ページ要件」 を参照し

て く ださい。

ヒ ン ト • オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使って、 特定の日付以降に変更された文字列エン ト リのみをエク

スポー ト する処理を自動化できます。 詳細については、 「オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た文字列エ

ン ト リのイ ンポー ト と エクスポー ト 」 を参照し て く だ さい。

文字列エン ト リ をテキス ト  フ ァ イルから InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

InstallShield では、 翻訳済み文字列エン ト リ をテキス ト  フ ァ イルから InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト でき

ます。
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タ スク 翻訳済みのタ ブ区切り テキス ト  フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 文字列エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 文字列のイ ンポー ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ エクスポー ト する フ ァ イルと言語を選択 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

3. イ ンポー ト するテキス ト  フ ァ イルを選択し ます。

4. [ 言語 ] 一覧から、 イ ンポー ト するテキス ト  文字列の言語を選択し ます。

5. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

文字列エン ト リ イ ンポータが、 文字列識別子との競合をチ ェ ッ ク し ます。 競合が見つかった場合、 プロジ ェ ク ト

内の既存のエン ト リ をテキス ト  フ ァ イルのエン ト リ で上書きするかど うかを問い合わせるプロンプ ト が表示され

ます。

各言語ご とのダイアログを変更する
プロジ ェ ク ト に言語のサポー ト を追加する場合は、 新し く 追加された言語に翻訳された各標準ダイアログが提供

されます。 ダイアログ エデ ィ ターでそれぞれのサポー ト された言語用にこれらのダイアログを編集し、 カス タム 

ダイアログやイ ンポー ト されたダイアログと共に使用する こ とができます。

タ スク これらのダイアログを表示するには、 次の操作を実行し ます。 

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] アイテムを展開し ます。

3. ダイアログの名前をダブルク リ ッ クする と、 それぞれのサポー ト 言語についてアイテムが表示されます。

4. ダイアログのレ イアウ ト を変更するには、 言語バージ ョ ンを選択する必要があり ます。

留意すべき規則は、 それぞれの言語に対し てすべてのコ ン ト ロールが同じ プロパテ ィ 、 文字列エン ト リ、 および

動作を持つこ と です。 英語 (US) 版のダイアログにコ ン ト ロールを追加する場合、 ド イ ツ語版のコ ン ト ロールにも

同じ コ ン ト ロールを追加する こ とにな り ます。 ビ ッ ト マ ッ プの Sunken プロパテ ィ を True に設定する と、 各言語

固有版のそのプロパテ ィ も True にな り ます。 

要素のサイズ変更

上記規則に対する例外は、 コ ン ト ロールの " 高さ " および " 幅 " プロパテ ィ です。 これらのプロパテ ィ は、 各言

語のバージ ョ ンに対し て固有です。 文字列長は言語によ って大幅に異なるため、 コ ン ト ロールのサイズを変更し

ても、 それが他の言語のコ ン ト ロールのサイズに影響する こ とはあり ません。

たと えば、 ド イ ツ語に翻訳し た後の文字列長に適合させるためにプ ッ シュボタ ンを大き く する必要がある と し ま

し よ う。 この場合、 すべての版のダイアログは作成されたままのサイズにと どま り ます。 ド イ ツ語レ イアウ ト で

コ ン ト ロールのサイズを変更し た と きに、 その言語に対し てだけサイズが変更されます。
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文字列の変更

各ダイアログ中の文字列は、 その言語の文字列エン ト リから取得されます。 ローカ ラ イズ可能テキス ト が表示さ

れる コ ン ト ロールに対し て文字列を選択する場合、 各言語固有版に対し て文字列 ID は同じ ですが、 表示される文

字列値は現在の言語の文字列エン ト リから取得されます。 コ ン ト ロールのプロパテ ィ シー ト でこの値を編集する

と、 実際にその言語の文字列 ID 値が編集されます。

フ ァ イルリ ソースの変更

コ ン ト ロールには、 ビ ッ ト マ ッ プやチ ェ ッ ク ボ ッ クスのよ う にセ ッ ト ア ッ プパッ ケージへス ト リーム入力される

フ ァ イルを受け取る ものがあ り ます。 言語によ ってフ ァ イルリ ソースが異なる場合があるため、 フ ァ イル名の値

を編集する際には、 その特定の言語に対し てのみフ ァ イルを提供する こ とにな り ます。

各言語に対し てフ ァ イル名が異なる こ とがある理由は、 すべてのフ ァ イル名プロパテ ィ が文字列エン ト リ を使用

し ている こ と です。 し たがって、 すべての言語に対し て元は同じ フ ァ イル名が使用されています。 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューで文字列を編集する と きや、 特定の言語のダイアログ レ イアウ ト を編集する と きに、 その言語に対

し てだけ新しいフ ァ イル名を入力する こ とができます。

右から左方向へ読み書き される言語のダイアログ

基本の MSI と マージ モジュール プロジ ェ ク ト には、 右から左に記述する言語のサポー ト が含まれます。 詳細につ

いては、 「右から左に記述される言語のダイアログ サポー ト 」 を参照し て く ださい。

イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用する言
語を判別する方法

イ ンス ト ールをプロジ ェ ク ト がサポー ト する言語すべてにローカ ラ イズする こ とができますが、イ ンス ト ールは 1 

つの言語でのみ実行可能です。 Setup.exe による初期化時、 イ ンス ト ールで使用する言語を判別し ます。

Setup.exe の初期化時における言語の判別

イ ンス ト ールで、 複数の言語がサポー ト されていて ( つま り、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネ

ル、 または、 [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブで複数の言語が選択されている状態 )、 かつ、 それらの言語の 1 

つが、 ターゲッ ト  システム上の次のいずれかのアイテムと一致する場合、 Setup.exe は一致し た言語でイ ンス ト ー

ルを起動し ます。 イ ンス ト ール時、 次のアイテムは、 表示されている順番で評価され、 最初に一致し た言語が使

用されます :

1. エン ド ユーザーが /L コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って指定し た言語

2. 製品の以前のバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされたこ とがあ り、 現在も存在する場合、 そ

のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされた時に使用された言語

3. ターゲッ ト  システムのユーザーのデフ ォル ト 言語

4. ターゲッ ト  システムのシステムのデフ ォル ト 言語

5. ターゲッ ト  システムのシステムのデフ ォル ト  UI 言語

6. イ ンス ト ールのデフ ォル ト 言語。 デフ ォル ト の言語は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プの言語 ] パネ

ルまたは [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブで設定できます。

イ ンス ト ールで 1 言語のみサポー ト されている場合、 Setup.exe は、 常にその言語でイ ンス ト ールを起動し ます。
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実行時に [ 言語の選択 ] ダイアログを表示する

InstallShield では、 Setup.exe の実行時に [ 言語 ] ダイアログを表示し て、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールの実行言

語を選択できるよ う に設定できます。 ダイアログには、 使用可能な言語の一覧が表示されます。 一覧に表示され

る言語は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネル、 または [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [ ビ

ルド ] タ ブで選択し た言語と同じ です。 [ 言語 ] ダイアログのテキス ト は、 Setup.exe が初期化時に選択し た言語で

表示されます。

エン ド ユーザーが [ 言語 ] ダイアログでの選択を終了する と、 基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールは

その言語用のユーザー イ ン ターフ ェ イスをすべて含む ト ラ ンスフ ォームを適用し て、 選択された言語でイ ンス

ト ールを起動し ます。

InstallScript スク リ プ ト では、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス リ ソースは、 _isres*.dll フ ァ イルに格納されています。

文字列は、 イ ンス ト ールのサポー ト  フ ァ イルに、 _isres*.dll フ ァ イルと共に、 含まれている文字列テーブル フ ァ イ

ルに組み込まれています。

[ 言語 ] ダイアログは Setup.exe によ って表示されるため、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスに [ 言語 ] 

ダイアログを含める場合は、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを作成する必要があり ます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ

プラ ンチャーの作成」 を参照し て く だ さい。

メ モ • エン ド ユーザーが初めて [ 言語 ] ダイアログで言語を選択し た と きは、 適切な言語でイ ンス ト ールが実行さ

れます。 特定の言語でイ ンス ト ールを実行し たあと、 同マシンでイ ンス ト ールを他の言語で実行する こ とはでき

ません。 これによ り、 修正モー ドのイ ンス ト ールを、 初回のイ ンス ト ールで使用された言語と異なる言語で実行

する こ とができな く な り ます。 また、 初回のイ ンス ト ールで使用された言語と異なる言語で機能を イ ンス ト ール

する こ と もできな く な り ます。

言語サポー ト のカス タ マイズ

エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield Premier Edition でサポー ト 対象外の言語でイ ンス ト ールを実行する必要がある場合や、 サポー ト 対象

の言語で独自の翻訳を作成する場合は、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使用し てこれらの言語のサポー ト を追加する こ

とができます。 このウ ィ ザー ド では、 サポー ト し たい言語、 およびそれら を追加するプロジ ェ ク ト を選択し ます。

選択し た言語は、 イ ンス ト ールで提供される言語の一覧に追加されます。

このウ ィ ザー ド に関する詳しい情報は、 「新しい言語ウ ィ ザー ド」 をご覧 く だ さい。
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言語識別子
InstallShield イ ン ターフ ェ イス全体を通し て、 言語 ID または LCID を使って特定の言語を参照し な く てはな り ませ

ん。 ID は、 特定の言語を識別する整数の値です。 言語 ID は、 一般に 16 進数値と し て指定されますが、 Windows 

Installer の場合は 10 進数で指定する必要があり ます。

次の表は、 すべてのサポー ト 対象言語の LCID 一覧です。 言語のサポー ト に関する詳しい情報は、 「InstallShield 実

行時の言語サポー ト 」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 InstallScript イ ンス ト ールとは異なる ID を使用

し ますので注意し て く だ さい。
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エデ ィ シ ョ ン • また、 アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語は、 Premier Edition の基本の MSI、 マージ モ

ジュール、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でのみ使用できます。

テーブル 8-2 • 言語識別子

言語名
ID(InstallScript プロジ ェ ク
ト )

ID (Windows Installer ベース
のプロジ ェ ク ト およびス
イー ト / ア ドバンス ト  UI 
プロジ ェ ク ト )

アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) ( この言語はサポー ト され

ていません。 ) 

1025

バスク語 0x042d 1069

ブルガ リ ア語 0x0402 1026

カ タ ロニア語 0x0403 1027

中国語 ( 簡体字 ) 0x0804 2052

中国語 ( 繁体 ) 0x0404 1028

ク ロアチア語 0x041a 1050

チ ェ コ語 0x0405 1029

デンマーク語 0x0406 1030

オラ ンダ語 0x0413 1043

英語 (U.S.) 0x0409 1033

フ ィ ン ラ ン ド 語 0x040b 1035

フ ラ ンス語 ( カナダ ) 0x0c0c 3084

フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス ) 0x040c 1036

ド イ ツ語 0x0407 1031

ギリ シャ語 0x0408 1032

ヘブ ラ イ語 ( この言語はサポー ト され

ていません。 ) 

1037

ハンガ リー語 0x040e 1038

イ ン ド ネシア語 0x0421 1057
1658 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

複数言語イ ンス ト ールの作成
イ タ リ ア語 0x0410 1040

日本語 0x0411 1041

韓国語 0x0412 1042

ノ ルウ ェー語 0x0414 1044

ポーラ ン ド 語 0x0415 1045

ポル ト ガル語 ( ブ ラジル ) 0x0416 1046

ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル ) 0x0816 2070

ルーマニア語 0x0418 1048

ロシア語 0x0419 1049

セルビア語 ( キリル ) 0x0c1a 3098

スロバキア語 0x041b 1051

スロヴェ ニア語 0x0424 1060

スペイ ン語 0x040a 1034

スウ ェーデン語 0x041d 1053

タ イ語 0x041e 1054

ト ルコ語 0x041f 1055

テーブル 8-2 • 言語識別子 ( 続き )

言語名
ID(InstallScript プロジ ェ ク
ト )

ID (Windows Installer ベース
のプロジ ェ ク ト およびス
イー ト / ア ドバンス ト  UI 
プロジ ェ ク ト )
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

注意 • エン ド ユーザーが製品の複数イ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ン

ス ト ールを作成するには、 イ ンス ト ール開発者の洗練されたオーサリ ング能力と献身的な取り組みが必要です。

この機能の使用は、 上級イ ンス ト ール開発者にのみお勧めし ます。

Windows Installer は、 マシン コ ンテキス ト では 1 イ ンス タ ンスの製品コー ドのみ、 そし て各ユーザー コ ンテキス

ト では 1 イ ンス タ ンスのみイ ンス ト ールを許可し ます。 Windows Installer 3.x 以降には、 製品コー ド を変換する ト

ラ ンスフ ォームがサポー ト されています。 この種類の ト ラ ンスフ ォーム ( イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム ) は、

各イ ンス タ ンスの製品コー ド を変更するため、 同じ .msi パッ ケージを使って、 同じ製品の複数イ ンス タ ンスを同

じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールする こ とができます。

InstallShield の複数イ ンス タ ンスの サポー ト を利用する こ と で、 製品の複数イ ンス タ ンスのサポー ト に必要な作業

を削減する こ とができます。 InstallShield では、 製品のベース イ ンス ト ール またはマージ モジュールを構成し て、

サポー ト する各追加のイ ンス タ ンスに対応する複数イ ンス タ ンスを構成する こ とができます。 ビルド時に、 各イ

ンス タ ンスに対し てイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームが作成され、 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームは .msi パッ ケー

ジにス ト リームされます。 実行時に、 通常イ ンス ト ールはイ ンス タ ンスの選択ダイアログを表示し、 そこ でユー

ザーは新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするか、 既存のイ ンス タ ンスを保持するかを指定する こ とができます。

複数イ ンス タ ンス サポー ト の実行時要件

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。
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以下のテーブルは、 複数イ ンス タ ンス サポー ト に関するオペレーテ ィ ング システムおよび Windows Installer の要

件です。

InstallShield で複数イ ンス タ ンスを構成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

次は、 複数イ ンス タ ンスのサポー ト を基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する と きの標準的なプロセスです :

1. [ リ リース ] ビ ュー内にある製品構成について、 サポー ト する各イ ンス タ ンスに新しいイ ンス タ ンスを追加し

ます。

2. 各イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設定し ます。

3. ターゲッ ト  システムで、 各イ ンス タ ンスにそれぞれ、 分離フ ァ イルと非フ ァ イル データが適宜割り当てられ

る こ と を確認し て く だ さい。 詳細については、 「複数イ ンス タ ンス サポー ト に関する特別考慮」 を参照し て く

ださい。

4. リ リースをビルド し ます。

5. リ リースを十分にテス ト し ます。

テーブル 8-1 • 複数イ ンス タ ンス サポー ト の実行時要件

要件の種類 要件 影響

ターゲッ ト  オペレー

テ ィ ング システム

ターゲッ ト  システムには、 次のオペ

レーテ ィ ング システムまたはそれ以

降のバージ ョ ンが 1 つ搭載されてい

る必要があ り ます :

• Windows Server 2003

• Windows Vista

• Windows XP SP1

起動条件を追加し て、 エン ド ユーザーが製品の

イ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールする こ とがで

きるプ ラ ッ ト フ ォームでのみ製品を イ ンス ト ー

ルする こ とができるよ う にする こ と をお勧めし

ます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス

ト ール要件 ] ページを利用する と、 起動条件を

製品に素早 く 追加する こ とができます。 詳細に

ついては、 「プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でオペ

レーテ ィ ング システム要件を指定する」 を参照

し て く だ さい。

Windows Installer の

バージ ョ ン

Windows Installer 3.0 以降が必要です。 ターゲッ ト  システムに Windows Installer 3.0 以

降が存在し ない可能性がある場合、 Windows 

Installer 再配布可能フ ァ イルを製品に追加する

こ と も考慮できます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し

て く だ さい。
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
製品構成にイ ンス タ ンスを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield で製品の複数イ ンス タ ンスを構成する と き、 ベースのイ ンス ト ール パッ ケージによ って許可されてい

るベースのイ ンス タ ンスのほかに、 イ ンス ト ールされる各イ ンス タ ンスにつき、 イ ンス タ ンスを １  つ追加および

定義する必要があ り ます。 InstallShield では、 イ ンス タ ンスは製品構成レベルで定義されます。 作成し た各イ ンス

タ ンスは、 InstallShield がビルド時に作成する別のイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームに対応し ます。

メ モ • イ ンス ト ール パッ ケージが許可するベースのイ ンス タ ンスのイ ンス タ ンスは追加し ないよ う にし て く ださ

い。 このイ ンス タ ンスのイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームは必要あ り ません。

タ スク 製品構成にイ ンス タ ンスを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 新しいイ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しいイ ンス タ ンスが追加され、 数値がその名前と し て表示されます。 また、 ProductCode プロパテ ィ が、 新しい 

GUID 値と共に、 右側のペイ ンに追加されます。

イ ンス タ ンスが追加されたら、 プロパテ ィ の設定を行います。 詳細については、 「イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設

定し ます」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーに新しいイ ンス タ ンスが追加された と き、 そのイ ンス タ ンスの新しい

名前を入力できます。 あと で名前を変更する場合、 イ ンス タ ンスを右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し

ます。 イ ンス タ ンスの名前付けについては、 「イ ンス タ ンスの名前付け」 を参照し て く だ さい。

イ ンス タ ンスの名前付け

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で製品構成にイ ンス タ ンスを初めて追加し た と き、 Windows Installer プロパテ ィ  InstanceId がプロ

ジ ェ ク ト に追加され、 その値が 0 に設定されます。 0 はベース と なる イ ンス ト ール パッ ケージの値です。 プロ

ジ ェ ク ト で定義し た各イ ンス タ ンスについては、 InstanceId の値に異なる整数が割り当てられる必要があり ます。
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
InstallShield は、 [ リ リース ] ビ ューにある [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブで表示されている イ ンス タ ンスの名前を、 そ

のイ ンス タ ンスに対応する InstanceId プロパテ ィ の値と し て使用し ます。 このため、 イ ンス タ ンスに名前を付け

る と きは、 必ず次のガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい。

• 製品構成に含まれる各イ ンス タ ンスには異なる名前を付ける。

• 各イ ンス タ ンスの名前には整数値を使う ( 文字その他の記号は使用できません )。

タ スク 新しい InstanceId の値を イ ンス タ ンスに割り当てるには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 変更する イ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーで、 InstanceId プロパテ ィ の値を変更する イ ンス タ ンスを右ク リ ッ ク し て、

[ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 新しい値を入力し ます。

1 つ以上のイ ンス タ ンスの製品コー ド を更新する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

各イ ンス タ ンスは一意の製品コー ド を持たな く てはな り ません。 このため、 [ リ リース ] ビ ューで製品構成にイ ン

ス タ ンスを追加し た と き、 ProductCode プロパテ ィ が新しい GUID 値と共に自動的に右のペイ ンに追加されます。

InstallShield を使って、 プロジ ェ ク ト 内の製品構成で定義さ ている 1 つ以上のイ ンス タ ンスの ProductCode プロパ

テ ィ の GUID 値を簡単に変更できます。

タ スク 特定のイ ンス タ ンスの製品コー ド を更新するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 イ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. イ ンス タ ンス ] エクスプローラーで、 製品コー ド を変更する イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク ク し ます。

5. 右側のペイ ンにあるグ リ ッ ド で、 ア ッ プグレー ド する ProductCode 設定の GUID を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新

しい GUID の生成 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が GUID を変更し ます。
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
タ スク 製品構成にある [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブで定義されている各イ ンス タ ンスの製品コー ド をア ッ プデー ト するに

は、 次の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 イ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 各イ ンス タ ンスの ProductCode を変更する ] を

ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 製品構成で定義されている各イ ンス タ ンスの GUID を変更し ます。

イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設定し ます

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

各イ ンス タ ンスは一意の製品コー ド を持たな く てはな り ません。 このため、 [ リ リース ] ビ ューで製品構成にイ ン

ス タ ンスを追加し た と き、 ProductCode プロパテ ィ が新しい GUID 値と共に自動的に右のペイ ンに追加されます。

また、 各イ ンス タ ンスについて、 ProductName プロパテ ィ を異なる名前に設定し ます。 異なる名前を設定する こ

と で、 [ プログラムの追加と削除 ] で各イ ンス タ ンスを簡単に識別し易 く な り ます。

イ ンス タ ンスに追加のプロパテ ィ を設定する こ とができます。 た と えば、 コ ンポーネン ト の条件で使用する イ ン

ス タ ンス固有のプロパテ ィ を定義する必要がある場合があ り ます。 また、 別の例と し て、 各イ ンス タ ンスのプロ

パテ ィ を設定し て、 特定のフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リ でイ ンス タ ンス固有の場所を定義する必要がある場合

があ り ます。

個別のイ ンス タ ンスに適用できる メ ジャー ア ッ プグレー ド を作成し たい場合は、 各イ ンス タ ンスで UpgradeCode 

プロパテ ィ を異なる GUID に設定し ます。 [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に メ ジャー ア ッ プグ

レー ド アイテムを追加する と き、 メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの [ 共通 ] タ ブにある [ ア ッ プグレー ド コー

ド を共有し ている製品 ] を確実に選択し て く ださい。

ヒ ン ト • InstallShield は、 製品構成の各イ ンス タ ンスについて、 InstanceId プロパテ ィ の値に異なる識別子を自動的

に設定し ます。 詳細については、 「イ ンス タ ンスの名前付け」 を参照し て く だ さい。

タ スク イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 イ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーで、 イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
5. 右のペイ ン内のグ リ ッ ド で、 [ プロパテ ィ ] 列の最後の行にある フ ィ ールド を ク リ ッ ク し、 設定するプロパ

テ ィ の名前を入力し ます。

6. [ 値 ] 列で、 現在のイ ンス タ ンスに関連付けるプロパテ ィ の値を入力し ます。

ベースのイ ンス タ ンス ( ベースのイ ンス ト ール パッ ケージによ ってイ ンス ト ールされる イ ンス タ ンス ) のプロパ

テ ィ 値を設定するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューでプロパテ ィ と それに対応する値を入力し ます。 詳細

については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパテ ィ の作成」 を参照し て く ださい。

製品構成から イ ンス タ ンスを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

マシン コ ンテキス ト および各ユーザー コ ンテキス ト で許可されている製品イ ンス タ ンスの数を減らす場合、 プロ

ジ ェ ク ト 内の製品構成から イ ンス タ ンスを削除する こ とができます。

タ スク 製品構成から イ ンス タ ンスを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 削除する イ ンス タ ンスを含む製品構成を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス タ ンス ] エクスプローラーで、 削除する イ ンス タ ンスを右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス タ ンスおよびそれに関連付けられているすべてのプロパテ ィ がプロジ ェ ク ト から削除されます。

複数イ ンス タ ンス サポー ト に関する特別考慮

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

注意 • エン ド ユーザーが製品の複数イ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ン

ス ト ールを作成するには、 イ ンス ト ール開発者の洗練されたオーサリ ング能力と献身的な取り組みが必要です。

この機能の使用は、 上級イ ンス ト ール開発者にのみお勧めし ます。

複数のイ ンス タ ンスが同じ コ ンテキス ト で同時に存在できるよ う に、 製品の複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ールを

可能にするサポー ト については、 綿密な事前の計画が必要です。 イ ンス ト ールを計画する際、 次の点に留意し て

く ださい :
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製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
• 製品のある イ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド し た と き、 他のイ ンス タ ンスに影響が出

ないよ う にするために、 各イ ンス タ ンスについて ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルお

よび非フ ァ イル データの一部またはすべて分離し な く てはならない場合があ り ます。

• 一部のフ ァ イルを分離の対象からはずし たい場合があ り ます。 た と えば、 イ ンス ト ールに 1 つまたは複数の 

COM サーバーが含まれている と き、 COM サーバーを含む各コ ンポーネン ト を構成し て、 イ ンス タ ンスご とに

変わる こ とがない場所にイ ンス ト ールするよ う にし たい場合があり ます。 これらのコ ンポーネン ト について

は、 Windows Installer が DLL 参照カウン ト を使用するよ う に " 共有 " 設定を [ はい ] に設定し ます。

• イ ンス ト ールがサポー ト する各イ ンス タ ンスについて、 別々のコ ンポーネン ト のセ ッ ト を作成する必要があ

る場合があ り ます。 このシナ リ オでは、 各コ ンポーネン ト について [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト

ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで条件を追加し て、 各セ ッ ト が適切なイ ンス タ ンスにイ ンス ト ールされるよ う に

できます。 た と えば、 イ ンス ト ール時にイ ンス ト ールされるベースのイ ンス タ ンスの InstanceId のデフ ォル

ト 値は 0 であるため、 ベースのイ ンス タ ンスのデータ を含むコ ンポーネン ト に次の条件を使用する こ とがで

きます :

InstanceId=0

イ ンス ト ールされる次のイ ンス タ ンスのデフ ォル ト  InstanceId 値は 1 です。 従って、 このイ ンス タ ンスの

データ を含むコ ンポーネン ト には、 次の条件を使用できます :

InstanceId=1

詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ラ イブラ リの 「Authoring Multiple Instances with Instance Transforms」 を参照し て

く ださい。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むリ リースの構成と ビ
ルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

リ リースの構成

リ リースに複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含めるには、 リ リースを構成し て、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツール

を含めます。 この構成によ り、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログが適宜表示されます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動

ツールを含める方法については、 「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの作成」 をご覧 く だ さい。

リ リースのビルド

複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むリ リースのビルドは、 このサポー ト を含まない リ リースのビルド と若干異な

り ます。 複数イ ンス タ ンスをサポー ト するために、 InstallShield は追加のフ ァ イル ( イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォー

ムと イ ンス タ ンス パッ ケージ ) をビルド し ます。

イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム

ビルド時に、 各イ ンス タ ンスのイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームが生成されます。 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム

は Disk1 フ ォルダーに作成された .msi にス ト リームされます。 リ リースの構成に従って、 .msi フ ァ イルを 

Setup.exe フ ァ イルに圧縮する こ と もできますし、 非圧縮のままにし てお く こ と もできます。
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InstallShield では、 ビルド時に、 各イ ンス タ ンスの .msi フ ァ イルが生成されます。 各フ ァ イルには InstanceIdN.msi 

とい う名前が付いています (N は、 各イ ンス タ ンスの InstanceId プロパテ ィ の値が入り ます )。 .msi フ ァ イルは、 リ

リースの場所の下にある Instances とい う フ ォルダーに格納されます。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むメ ジャー ア ッ プグ
レー ドの構成と ビルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

リ リースの構成

リ リースに複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含めるには、 リ リースを構成し て、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツール

を含めます。 この構成によ り、 イ ンス タ ンスの選択ダイアログが適宜表示されます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動

ツールを含める方法については、 「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの作成」 をご覧 く だ さい。

ア ッ プグレー ドの構成

複数イ ンス タ ンスで メ ジャー ア ッ プグレー ド をサポー ト するには、 次の要件が満たされている必要があ り ます :

• プロジ ェ ク ト 内の各イ ンス タ ンスには、 それぞれに値を持つ UpgradeCode プロパテ ィ が必要です。 プロジ ェ

ク ト のイ ンス タ ンスに UpgradeCode プロパテ ィ を定義する方法については、 「イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設

定し ます」 を参照し て く だ さい。

• よ り新しいバージ ョ ンの各イ ンス タ ンスには、 関連バージ ョ ンの同じ イ ンス タ ンス とは異なる ProductCode 

プロパテ ィ の値が必要です。

• よ り新しいバージ ョ ンの各イ ンス タ ンスには、 関連バージ ョ ンの同じ イ ンス タ ンス とは異なる、 よ り大きい

製品バージ ョ ン番号が必要です。

• [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのメ ジャー ア ッ プグレー ド で、 [ ア ッ プグレー ド コー ド を共有し ている製品 ] オプ

シ ョ ンが選択されている必要があ り ます。

リ リースのビルド

複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むリ リースのビルドは、 このサポー ト を含まない リ リースのビルド と若干異な

り ます。 複数イ ンス タ ンスをサポー ト するために、 InstallShield は追加のフ ァ イル ( イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォー

ムと イ ンス タ ンス パッ ケージ ) をビルド し ます。

イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム

ビルド時に、 各イ ンス タ ンスのイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームが生成されます。 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム

は Disk1 フ ォルダーに作成された .msi にス ト リームされます。 リ リースの構成に従って、 .msi フ ァ イルを 

Setup.exe フ ァ イルに圧縮する こ と もできますし、 非圧縮のままにし てお く こ と もできます。
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イ ンス タ ンス パッ ケージ

InstallShield では、 ビルド時に、 各イ ンス タ ンスの .msi フ ァ イルが生成されます。 各フ ァ イルには InstanceIdN.msi 

とい う名前が付いています (N は、 各イ ンス タ ンスの InstanceId プロパテ ィ の値が入り ます )。 .msi フ ァ イルは、 リ

リースの場所の下にある Instances とい う フ ォルダーに格納されます。

製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするためのサ
ポー ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

製品の複数イ ンス タ ンスを更新するパッ チを作成する場合、 まずマイナー ア ッ プグレー ド またはスモール ア ッ プ

デー ト を作成し、 それから [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで、 パッ チを構成し ます。 以前のセ ッ ト ア ッ プの場合、

ア ッ プグレー ド するバージ ョ ンのイ ンス ト ールを行う以前のイ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルまたは .msi フ ァ

イルを選択し ます。 最新のセ ッ ト ア ッ プの場合、 ア ッ プグレー ド リ リースの Setup.exe フ ァ イルまたは .msi フ ァ

イルを選択し ます。

ヒ ン ト • ア ッ プグレー ド とパッ チの作成に関する詳細は、 「アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト 」 を参照し て く だ さ

い。

パッ チのビルド時に、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで行ったパッ チの構成に従って、 Update.exe フ ァ イルまたは 

.msi フ ァ イルが作成されます。

複数イ ンス タ ンスのサポー ト を含むパッ チのラ ン タ イム動作についての概要は、 「製品のイ ンス タ ンスを複数イ ン

ス ト ールする と きの実行時の動作」 を参照し て く だ さい。

製品のイ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールする と きの実行
時の動作

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

Setup.exe  フ ァ イルを含むイ ンス ト ールを初回で実行する

エン ド ユーザーが複数イ ンス タ ンスをサポー ト する イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルを初回で実行し た と き、

Windows Installer によ って、 ベースのイ ンス ト ール パッ ケージに対応するベースのイ ンス タ ンスが、 イ ンス タ ンス 

ト ラ ンスフ ォームな しに、 イ ンス ト ールされます。 デフ ォル ト で、 標準ダイアログが、 イ ンス ト ールで複数イ ン

ス タ ンスがサポー ト されているいないに関わらず表示されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1669



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

製品の複数のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする
製品のイ ンス ト ールが成功し たあと、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再度実行し た と き、 イ ンス ト ールする イ

ンス タ ンスを選択できるダイアログがセ ッ ト ア ッ プ起動ツールによ って表示されます。 イ ンス タ ンスの選択ダイ

アログは、 言語の選択ダイアログ ( イ ンス ト ールに含まれている場合 ) と InstallWelcome ダイアログの間に表示さ

れます。 ダイアログには、 2 つのラジオ ボタ ンが含まれています :

• 新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする — エン ド ユーザーは、 製品の新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールで

きます。 エン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する と、 新しい製品のイ ンス タ ンスがイ ンス ト ールされま

す。

• 既存のイ ンス タ ンスを保守またはア ッ プグレー ド する — エン ド ユーザーはこのオプシ ョ ンを利用し て、 既に

イ ンス ト ールされている イ ンス タ ンスの一覧から選択し たイ ンス タ ンスを保守またはア ッ プグレー ド する こ

とができます。 エン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択し、 変更する イ ンス タ ンスを選択し てから、 [ 次へ ] 

を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールで選択されたイ ンス タ ンスについて PreparingToInstall ダイアログ、

MaintenanceWelcome ダイアログ、 その後に MaintenanceType ダイアログが表示されます。

図 8-1: 製品の 2 回目のイ ンス ト ール時に表示される イ ンス タ ンスの選択ダイアログ

エン ド ユーザーがサポー ト されている最後のイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールし てから、 イ ンス ト ールを再度実行し

たと き、 同じ ダイアログが表示されますが、 [ 新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする ] オプシ ョ ンは無効になっ

ています。 [ 既存のイ ンス タ ンスを保守またはア ッ プグレー ド する ] オプシ ョ ンが選択される と、 エン ド ユーザー

は保守またはア ッ プグレー ド する イ ンス タ ンスを選択する こ とができます。

ヒ ン ト • イ ンス タ ンスの選択ダイアログを抑制するには、 /instance コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを利用し ます。

Setup.exe フ ァ イルを含む完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ されたア ッ プグレー ド
を実行する

複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ールが Setup.exe フ ァ イルを含む完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ されたア ッ プグ

レー ドの場合、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動し て新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールし たと き、

そのア ッ プグレー ドは初回イ ンス ト ールと し て動作し ます。 エン ド ユーザーが既にイ ンス ト ール済みのイ ンス タ

ンスに [ 既存のイ ンス タ ンスを保守またはア ッ プグレー ド する ] オプシ ョ ンを選択する と、 エン ド ユーザーは、 初

回イ ンス ト ールと同じ く 、 イ ンス ト ール時にそのイ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド または保守する こ とができます。
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ヒ ン ト • イ ンス タ ンスの選択ダイアログを抑制するには、 /instance コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを利用し ます。

初回イ ンス ト ールまたは Setup.exe フ ァ イルを含まない完全イ ンス ト ールと し てパッ
ケージ されたア ッ プグレー ド を コ マン ド ラ イ ンから実行する

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールに含めなかった場合、 エン ド ユーザーは、 イ

ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームを使わずに、 .msi フ ァ イルを実行し て、 ベースのイ ンス ト ール パッ ケージに対応す

るベース イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする こ とができます。

パッ ケージ内にある イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームの 1 つに対応する イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする と き、 エ

ン ド ユーザーは MsiExec.exe の適切なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含める必要があり ます。

た と えば、 次のコマン ド ラ イ ンは、 MSINEWINSTANCE プロパテ ィ が 1 に設定されているため、 新しいイ ンス タ ン

スを イ ンス ト ールし ます。 Windows Installer は、 新しいイ ンス タ ンスのイ ンス ト ール中に InstanceId1.mst イ ンス タ

ンス ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。 InstallShield はイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームを .msi フ ァ イルに埋め込む

ため、 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームの名前の前にコ ロンが必要にな り ます。

msiexec /i MyPackage.msi MSINEWINSTANCE=1 TRANSFORMS=:InstanceId1.mst

InstallShield がイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルに名前を付ける と き、 まずプロパテ ィ 名 InstanceId、 次に 

InstanceId プロパテ ィ のイ ンス タ ンスの値、 そ し て最後に .mst とい う順番で名前を構成し ます。 従って、

InstanceId プロパテ ィ が 5 に設定されているイ ンス タ ンスの場合、 ト ラ ンスフ ォームの名前は InstanceId5.mst にな

り ます。

MSINEWINSTANCE プロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが指定されたイ ンス タ ンスを初回でイ ンス ト ールと きのみ 1 に

設定し ます。 それ以外の場合、 エラーが表示されます。

イ ンス タ ンスの保守またはア ッ プグレー ド を行う と き、 /n パラ メ ーターを利用し て、 イ ンス タ ンスの製品コー ド

を渡し ます。 たと えば、 次のコマン ド ラ イ ンは MaintenanceType ダイアログを表示し ます。 このダイアログで、

エン ド ユーザーは、 指定された製品コー ド を持つ製品のイ ンス タ ンスについて、 ア ッ プグレー ド / 保守 / 削除の

いずれかの操作を指定できます。

msiexec /i MyPackage.msi /n {00000001-0002-0000-0000-624474736554}

既存のイ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールする場合、 コマン ド ラ イ ンで次の形式を使用し ます :

msiexec /i MyPackage.msi /n {00000001-0002-0000-0000-624474736554} /x

Update.exe フ ァ イルがあるパッ チ と し てパッ ケージ されたア ッ プグレー ド を実行する

ア ッ プグレー ド をパッ チ と し てパッ ケージ し、 Update.exe フ ァ イルを含めるよ う に指定し た場合、 イ ンス ト ール

時に、 パッ チ バージ ョ ンのイ ンス タ ンスの選択ダイアログが表示されます。 ダイアログには、 2 つのラジオ ボタ

ンが含まれています :

• 既存イ ンス タ ンスの全てにパッ チを適用する — エン ド ユーザーは、 イ ンス ト ール済みの製品のすべてのイ ン

ス タ ンスにパッ チを適用できます。 エン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する と、 Windows Installer は、 す

べてのイ ンス タ ンスが更新されるまで、 各イ ンス タ ンスにパッ チを別々に適用し ます。 イ ンス タ ンスは、

InstanceId プロパテ ィ の値が小さいものから順番に更新されます。

• 既存イ ンス タ ンスにパッ チを適用する — エン ド ユーザーは、 既にイ ンス ト ールされているイ ンス タ ンスの一

覧から選択し たイ ンス タ ンスにパッ チを適用する こ とができます。 エン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択

し、 変更する イ ンス タ ンスを選択し てから、 [ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールで PreparingToInstall ダ

イアログと PatchWelcome ダイアログが順番に表示されます。
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ヒ ン ト • イ ンス タ ンスの選択ダイアログのパッ チ バージ ョ ンを抑制するには、 /instance コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使用し ます。

Update.exe フ ァ イルのないパッ チ と し てパッ ケージ されたア ッ プグレー ド を実行する

パッ チに Update.exe フ ァ イルがない .msp フ ァ イルを使用し たと き、 エン ド ユーザーが .msp フ ァ イルを コ マン ド

ラ イ ン パラ メ ーターを渡さずに実行し た場合、 Windows Installer はエン ド ユーザーがパッ チ バージ ョ ンのイ ンス

タ ンスの選択ダイアログで [ すべての既存のイ ンス タ ンスをパッ チする ] オプシ ョ ンを選択し たかのよ う に動作し

ます。 Windows Installer は、 すべてのイ ンス タ ンスが更新されるまで、 各イ ンス タ ンスに対し てパッ チを別々に適

用し ます。 イ ンス タ ンスは、 InstanceId プロパテ ィ の値が小さいものから順番に更新されます。

.msp パッ チを特定のイ ンス タ ンスに適用するには、 /p オプシ ョ ンおよび /n オプシ ョ ンを渡し ます。 /n オプシ ョ

ンは、 パッ チが適用される イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスの製品コー ド を指定する必要があり ます。 例 :

msiexec /p mypatch.msp /n {00000001-0002-0000-0000-624474736554}
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ターゲッ ト  システムの条件を検出する
イ ンス ト ールを作成する と き、 ターゲッ ト  システム上に特定の条件が存在する場合があ り ます。 たと えば、 製品

が特定のオペレーテ ィ ング システムを必要とする場合に、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、

この要件が満たされている こ と を確認する場合があ り ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールはその

要件についてエン ド ユーザーに通知するためのエラーを表示し ます。

InstallShield には、 ターゲッ ト  システムの様々な条件を検出するためのサポー ト が含まれています。 詳細について

は、 ド キュ メ ン ト の該当セクシ ョ ンをご覧 く だ さい。

条件ステー ト メ ン ト のビルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

条件ステー ト メ ン ト は、 Windows Installer が True または False に評価できる式です。 条件ステー ト メ ン ト は通常、

プロパテ ィ の値または有無に基づいて特定のアクシ ョ ンを実行し た り、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ールを有効に

する目的で使用されます。

Visual Basic と同様の演算子を使用し て、 比較および論理演算を行う こ と もできます。 詳細については、 「条件ス

テー ト メ ン ト の構文」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • InstallShield の [ コ ンポーネン ト ]、 [ ダイアログ ]、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ]、 および [ カス

タム アクシ ョ ン ] ビ ューで、 条件プロパテ ィ の 省略ボタ ンを ク リ ッ クする と、 条件ステー ト メ ン ト のビルドが簡

単に行える [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスする こ とができます。

重要 • このダイアログ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield によ って基本的な条件検証が行われ

ますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果に評価されるかど うか、 確認し て く だ さい。 詳しい情報と条件の

サンプルについては、 「条件ステー ト メ ン ト の構文」 を参照し て く だ さい。
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例

次のテーブルには、 条件ステー ト メ ン ト の例と共にその使い方が説明されています。 Windows Installer プロパテ ィ

および条件式の演算子 についての詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て く だ さい。

テーブル 8-1 • 条件ステー ト メ ン ト の例

目的 構文

ク ラ イアン ト  バージ ョ ンの Windows 7 以降が搭載されてい

るマシンにのみコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするには、

" 条件 " 設定にこの式を指定し ます。

VersionNT>=601 And MsiNTProductType=1

Windows Server 2008 R2 以降のド メ イ ン コ ン ト ローラーお

よびサーバー上にのみコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする

には、 " 条件 " 設定にこの式を指定し ます。

VersionNT>=601 And MsiNTProductType>1

Windows XP にのみコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするに

は、 " 条件 " 設定にこの式を指定し ます。

VersionNT=501

メ モ • ServicePackLevel および WindowsBuild のプ

ロパテ ィ を使用し て、 異なるオペレーテ ィ ング シ

ステムを識別する こ と もできます。 値の一覧表

は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「オペ

レーテ ィ ング システム プロパテ ィ の値」 を参照

し て く ださい。

Windows 7 以降を実行し ている コ ンピ ューターにのみコ ン

ポーネン ト を イ ンス ト ールするには、 " 条件 " 設定にこの

式を指定し ます。

VersionNT>=601

製品がイ ンス ト ールされていない場合のみカス タム アク

シ ョ ンを実行するには、 この条件の Installed プロパテ ィ の

値を確認し ます。

イ ンス ト ールされていません

ターゲッ ト  システムで米国英語がデフ ォル ト 言語と し て使

用されている場合のみコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする

には、 このコ ンポーネン ト 条件を使用し て、

SystemLanguageID プロパテ ィ の値を米国英語の言語 ID と

比較し ます。

SystemLanguageID=1033

メ モ • 関連プロパテ ィ は、 UserLanguageID ( 現在

のユーザーのデフ ォル ト 言語 ) と 

ProductLanguage ( セ ッ ト ア ッ プ プログラムの

ユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用されている言語

) です。

画面の最小解像度が 1024 X 768 の場合のみ製品を イ ンス

ト ール可能にするには、 この条件を [ 一般情報 ] ビ ューの 

" イ ンス ト ール条件 " 設定に追加し ます。

ScreenX >= 1024 AND ScreenY >= 768
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
条件ステー ト メ ン ト の構文

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

条件ステー ト メ ン ト では、 プロパテ ィ 、 Windows Installer のテーブル キー、 リ テ ラル、 および評価演算子を使用す

る厳密な構文が使用されます。

機能

条件ステー ト メ ン ト は、 条件式が True に評価されるかど うか、 つま り数値 1 を持つかど うかに基づいて、 カス タ

ム アクシ ョ ンの起動やコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールなどのアクシ ョ ンを イ ンス ト ールで実行し ます。 False に評

価される と、 数値 0 が戻されます。 プロパテ ィ 名の指定は最も単純な式は、 プロパテ ィ が定義されている限り 

True にな り ます。 たと えば、 イ ンス ト ールが Windows 95 または Windows 98 で実行中の場合、 単純な条件ステー

ト メ ン ト  Version9X は True と評価されます。

以下の表で説明されている演算子と値を使用し て、 よ り複雑な条件ステー ト メ ン ト をビルド できます。

値

次の表に、 条件ステー ト メ ン ト における値の使用方法を説明し ます。 環境変数以外のすべての値では、 大文字と

小文字が区別されます。

ターゲッ ト  システムの RAM が 2 GB 以上の場合のみ製品

を イ ンス ト ール可能にするには、 この条件を [ 一般情報 ] 

ビ ューの " イ ンス ト ール条件 " 設定に追加し ます。

PhysicalMemory >= 2048

テーブル 8-2 • 値の説明

値 説明

Windows Installer プロパテ ィ プロパテ ィ の名前。 存在し ないプロパテ ィ は空の文字列と し て評

価されます。

整数 -32,767 から +32,767 の範囲の任意の整数値。 浮動小数点値は使用

できません。

テーブル 8-1 • 条件ステー ト メ ン ト の例 ( 続き )

目的 構文
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演算子

以下の表に、 条件ステー ト メ ン ト 演算子を各種類ご とに示し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• 演算子は Visual Basic の場合と同じ優先順位で処理されます。

• 丸かっ こ を使用する と、 優先順位を無効にできます。

• 演算子では、 大文字と小文字は区別されません。

• Visual Basic と違い、 算術演算子はあり ません。

• 比較で大文字小文字の違いを無視させたい場合は、 演算子の先頭にチルド記号 (~) を付けます。

• <> 演算子を使用し た場合を除き、 文字列と整数を比較する と、 結果は常に False にな り ます。

文字列リ テ ラル テキス ト は引用符で囲んで く ださい。 例 :

"InstallShield"

環境変数 変数名は、 先頭にパーセン ト 記号を付けます。 例 :

%TEMP

テーブル 8-3 • 論理演算子の説明

論理演算子 説明

いいえ 論理否定を実行し ます。 結果は、 値が 　 False の場合に True、 値が True の場合に 

False にな り ます。

And 両方の値が True の場合、 結果が True にな り ます。

Or どち らかの値が True の場合、 結果が True にな り ます。

Xor いずれかの値が True の場合、 結果が True にな り ます。

Eqv 両方の値が True の場合、 または両方の値が False の場合に結果が True にな り ます。

Imp 論理含意を実行し ます。 第 1 条件が False、 または第 2 条件が True の場合に、 結果が 

True にな り ます。

テーブル 8-4 • 比較演算子の説明

比較演算子 説明

= 1 番目の値と 2 番目の値が等しい場合に結果が True にな り ます。

<> 1 番目の値と 2 番目の値が等し く ない場合に結果が True にな り ます。

テーブル 8-2 • 値の説明 ( 続き )

値 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
管理者権限と昇格された権限を検出する

基本の MSI プロジ ェ ク ト

Windows XP 以前および Windows Server 2003 以前のシステム上で、 ユーザー権限を検出するための 2 つのプロパ

テ ィ は AdminUser と Privileged です。 AdminUser プロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが管理者権限を持つ場合に設定さ

れます。 Privileged プロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが昇格された権限で実行されている場合に設定されます ( つま り、

エン ド ユーザーが管理者権限を持つ場合、 システム管理者がイ ンス ト ールを割り当てた場合、 またはユーザーと

コ ンピ ューター ポ リ シーの両方の AlwaysInstallElevated ポ リ シーが True に設定されている場合 )。 ほとんどの場

合、 Privileged プロパテ ィ がよ り適し ています。

Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降では、 AdminUser には、 デフ ォル ト で Privileged と同じ値が割り当

てられます。 これらのシステム上で AdminUser と Privileged の区別を と り戻すためには、 [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューで MSIUSEREALADMINDETECTION プロパテ ィ を 1 に設定し ます。

> 1 番目の値が 2 番目の値を超える場合に結果が True にな り ます。

>= 1 番目の値が 2 番目の値以上の場合に結果が True にな り ます。

< 1 番目の値が 2 番目の値未満の場合に結果が True にな り ます。

<= 1 番目の値が 2 番目の値未満の場合に結果が True にな り ます。

テーブル 8-5 • サブス ト リ ング演算子の説明

サブス ト リ ング演算子 説明

>< 1 番目の文字列に 2 番目の文字列が含まれる場合に結果が True にな り ます。

<< 1 番目の文字列が 2 番目の文字列で始まる場合に結果が True にな り ます。

>> 1 番目の文字列が 2 番目の文字列で終わる場合に結果が True にな り ます。

テーブル 8-6 • ビ ッ ト 演算子の説明

ビ ッ ト 演算子 説明

>< 両方の整数に共通のビ ッ ト がある場合、 結果が True にな り ます。

<< 1 番目の整数の上位 16 ビ ッ ト が 2 番目の整数と等しい場合に結果が True にな り ま

す。

>> 1 番目の整数の下位 16 ビ ッ ト が 2 番目の整数と等しい場合に結果が True にな り ま

す。

テーブル 8-4 • 比較演算子の説明 ( 続き )

比較演算子 説明
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Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降では、 AdminUser と Privileged は常にユーザー イ ン ターフ ェ イス 

シーケンスで設定されるため、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンス中に、 イ ンス ト ールが実際に昇格された権

限で実行されているかど うかを検出する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。 ただ し、 遅延システム コ ンテ

キス ト で実行中のカス タム アクシ ョ ンは、 Privileged に正しい値を持ちます (MSIUSEREALADMINDETECTION も設

定されている場合は AdminUser にも正しい値を持ちます )。 遅延システム コ ンテキス ト で実行中のアクシ ョ ンの

みがシステムを更新するため、 イ ンス ト ールが昇格された権限または昇格されていない権限のどち らであるかの

区別は、 この種類のアクシ ョ ンに対し てのみ大きな意味を持ちます。 この動作の結果と し て、 AdminUser と 

Privileged を Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降を ターゲッ ト とするプロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール

条件に使用できません。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

次の InstallScript 式は、 Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降のシステムの一部の状況を除いて、 エン ド 

ユーザーが管理者権限を有する と きに、 TRUE を返し ます。

Is(USER_ADMINISTRATOR, "");

Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降のシステムでは、 SE_GROUP_USE_FOR_DENY_ONLY セキュ リ テ ィ 識

別子 (SID) 属性がグループに設定されていない場合、 Is は TRUE を返し ます。 つま り、 現在のユーザーが管理者グ

ループに属し ているにもかかわらず、 Windows Vista 上でイ ンス ト ールを標準アクセス ト ーク ンを使ってイ ンス

ト ールを実行し ている場合、 Is は FALSE を返し ます。

初回イ ンス ト ール、 メ ンテナンス モー ド、 およびアン イ
ンス ト ールを検出する

イ ンス ト ールは、 それがターゲッ ト  システムで初めて実行されたかど うかを判断できます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト

Windows Installer シーケンスでは、 次のよ う な条件で特定のイ ンス ト ールの種類を検出し ます。

• 初回イ ンス ト ール : Not Installed

• メ ンテナンス : Installed

• アン イ ンス ト ール : REMOVE="ALL" (InstallValidate アクシ ョ ンの後 )

基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のすべての " 条件 " 設定でこれらの条件を使用できます。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト

InstallScript の MAINTENANCE 変数は、 初回イ ンス ト ールの場合は FALSE と な り、 メ ンテナンス モー ド あるいは

アン イ ンス ト ールの場合は TRUE にな り ます。 これを利用し て、 初回イ ンス ト ール時のみに実行させたいコー ド

を作成するには、 次の例のよ う な if ステー ト メ ン ト  を使用し ます。

if (!MAINTENANCE) then

//  初回インス ト ール時のみに実行するコード

endif;

この種類のコー ドは、 InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のイベン ト  ド リ ブン型 InstallScript コー ド

で使用できます。
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初回イ ンス ト ール時にのみ動作を ト リ ガーする
アン イ ンス ト ール中は除いて、 初回イ ンス ト ール中にのみ特定の動作が ト リ ガ される必要がある場合があり ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

基本の MSI プロジ ェ ク ト の実行時、 初回イ ンス ト ールと メ ンテナンス イ ンス ト ール ( アンイ ンス ト ールを含む ) 

で同じ シーケンスが使用されます。 個別のアン イ ンス ト ール シーケンスはあ り ません。 そのためデフ ォル ト では、

[ イ ンス ト ール ] シーケンスでスケジュールする カス タム アクシ ョ ンはすべてイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールの

両方で実行されます。

アクシ ョ ンを初回イ ンス ト ール時のみ実行するには、 Not Installed 条件を利用し ます。 Not Installed ( 未イ ンス ト ー

ル ) 条件は、 たと えばイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの Readme フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ ン

に利用できます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 MAINTENANCE システム変数を利用し てイ ンス

ト ールがメ ンテナンス モー ド で実行中なのか、 初回イ ンス ト ールなのかを判断する こ とができます。 次のコー ド

サンプルはスク リ プ ト 内での利用法を説明し ます。

if (!MAINTENANCE) then

// 初回インス ト ール

endif;

 

そして、 再インス ト ール / 変更 / 修復の場合、

 

if (MAINTENANCE) then

// ... 初回インス ト ールではない

endif;

エン ド ユーザーが特定の機能を選択し たかど うかを検出
する

イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーが特定の機能のイ ンス ト ールを選択し たかど うかを判断できます。 使用するプ

ロジ ェ ク ト の種類によ って、 その方法は異な り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

Windows Installer では、 &FeatureName=n とい う条件式で、 機能の動作状態を検出し ます。 た と えば、 ProgramFiles 

とい う機能がローカルにイ ンス ト ールするよ う選択され、 まだイ ンス ト ールされていないこ と を確認するには、

&ProgramFiles=3 とい う条件式を使用し ます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

InstallScript の FeatureIsItemSelected 関数は、 機能選択ダイアログ (SdFeatureTree など ) で機能が現在選択された

状態にある場合、 TRUE を戻し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
エン ド ユーザーが特定のオペレーテ ィ ング システムを実
行し ているかど うか検出する

イ ンス ト ールが、 ターゲッ ト  システム上で実行中のオペレーテ ィ ング システムを判断できます。

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 オペレーテ ィ ング システムを検出する

Windows Installer プロパテ ィ  VersionNT、 Version9X、 ServicePackLevel、 および WindowsBuild は、 ターゲッ ト  オペ

レーテ ィ ング システムを示し ます。

プロジ ェ ク ト • これらの Windows Installer プロパテ ィ は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで、 機能、 コ ンポーネン ト 、

およびカス タム アクシ ョ ンなどの条件に使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

メ モ • プロパテ ィ 名は大文字と小文字を区別するため、 Version9X と Version9x は異なるプロパテ ィ と見な されま

す。

InstallScript 構文変数を使って、 オペレーテ ィ ング システムを検出する

InstallScript 構造 SYSINFO は自動的に初期化され、 ターゲッ ト  システム上で実行されているオペレーテ ィ ング シ

ステムを示し ます。 InstallScript コー ド でこの構造を使って、 定められたプラ ッ ト フ ォームで特定の動作を ト リ

ガーできます。 この値については、 「SYSINFO」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 イベン ト  ド リ ブン型の InstallScript コー ド で SYSINFO 構造を使

用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 この構造を InstallScript カス タム アク シ ョ ンでも使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ールが仮想マシン上で実行されているかど うか
を検出する

InstallShield を使って、 イ ンス ト ールが以下の種類の仮想マシンで実行されているかど う かを検出できます :

• Microsoft Hyper-V
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• VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの VMware 製品

• Microsoft Virtual PC

仮想マシンをチ ェ ッ クするには、 Windows Installer プロパテ ィ を使う方法と、 InstallScript 構造または関数を使用す

る方法があ り ます。

メ モ • Bochs や QEMU などのエ ミ ュ レータは検出されません。

Windows Installer プロパテ ィ を使って、 仮想マシンを検出する

プロジ ェ ク ト • 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 機能、 コ ンポーネン ト 、 およびカス タム アクシ ョ ンなどの条件

に Windows Installer プロパテ ィ を使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

Windows Installer プロパテ ィ を使って仮想マシンの存在を検出および、 その種類を判別するには、 まず 

SetAllUsers.dll フ ァ イルで ISDetectVM 関数を呼び出すカス タムアクシ ョ ンを作成する必要があ り ます。

タ スク 仮想マシンをチ ェ ッ クする カス タム アクシ ョ ンを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] (DIM、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

2. 中央のペイ ンで、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい MSI DLL] をポイ ン ト

し てから、 [Binary テーブルに保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいカス タム アクシ ョ ンが追加されます。

3. アクシ ョ ンの名前を、 た と えば ISDetectVM のよ う に変更し ます。

4. 右側のペイ ンでカス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます :

• "DLL フ ァ イル名 " 設定で、 SetAllUsers.dll フ ァ イルを選択し ます。 通常のパスは以下のとお り です :

<ISRedistPlatformDependentFolder>\SetAllUsers.dll

• " 関数名 " 設定で、 次の名前を入力し ます :

ISDetectVM

• " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 [ 即時実行 ] を選択し ます。

• 1 つまたは複数のシーケンス設定で適切なオプシ ョ ンを選択し て、 必要に応じ て、 カス タム アクシ ョ ン

をスケジュールし ます。
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カス タム アクシ ョ ンは、 実行時に以下の Windows Installer プロパテ ィ を設定し ます :

前述のプロパテ ィ を条件ステー ト メ ン ト に使用できます。 た と えば、 仮想マシン上で製品の使用が不可能な場合、

[ 一般情報 ] ビ ューの " イ ンス ト ール条件 " 設定に次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます。

Not IS_VM_DETECTED

VMware イ メ ージ上にのみイ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の場合、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの " 条件 " 設定に

次の条件ステー ト メ ン ト を入力し ます。

IS_VM_TYPE=1

InstallScript 構造と変数を使って仮想マシンを検出する

プロジ ェ ク ト • 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 イベン ト  ド リ ブン型の InstallScript コー ド で InstallScript 構造と

変数を使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 この構造と変数を InstallScript カス タム アク シ ョ ンでも使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

テーブル 8-7 • 仮想マシンを検出する Windows Installer プロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

IS_VM_DETECTED このプロパテ ィ の値が 1 の場合、 イ ンス ト ールは次の仮想マシン環境のう ちの 

1 つで実行し ています :

• Microsoft Hyper-V

• VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの VMware 

製品

• Microsoft Virtual PC

この値が設定されない場合、 仮想マシンは検出されませんで し た。

IS_VM_TYPE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行中の仮想マシンの種類を示し ます。 次

の値が可能です :

• 未定義 — 仮想マシンは検出されませんで し た。

• 1 — VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの 

VMware 製品

• 2— イ ンス ト ールは Microsoft Hyper-V マシン上で実行中です。

• 3— イ ンス ト ールは、 Microsoft Virtual PC マシン上で実行中です。

• 4— 仮想マシンの種類は不明です。
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InstallScript コー ド で SYSINFO.bIsVirtualMachine 構造を使って、 イ ンス ト ールが仮想マシンで実行中かど うかを判

別できます。 さ らに、 GetSystemInfo 関数と共に VIRTUAL_MACHINE_TYPE 定数を使って、 存在する仮想マシンの

種類を判別する こ とができます。

たと えば、 OnFirstUIBefore などの InstallScript イベン ト  ハン ド ラー、 または InstallScript カス タム アク シ ョ ンで

は、 以下のよ う なコー ド を使用できます :

if (SYSINFO.bIsVirtualMachine) then

SprintfBox (0, "VM", " これは、 仮想マシンです。 種類 : %d",

GetSystemInfo (VIRTUAL_MACHINE_TYPE, nNumber, szString));

else

MessageBox (" これは、 仮想マシンではあり ません。 ", 0);

endif;

実行時に、 メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 ターゲッ ト  システムが Microsoft Hyper-V イ メ ージ、 VMware イ

メ ージ、 または Microsoft Virtual PC の場合、 メ ッ セージ ボ ッ クスは、 「これは、 仮想マシンです。」 と表示し て、

その仮想マシンの種類も リ ス ト し ます。 ターゲッ ト  システムがこれらの仮想マシンの 1 つではない場合、 メ ッ

セージ ボ ッ クスは 「これは、 仮想マシンではあり ません。」 と表示し ます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける、 異なる条
件の使い方

InstallShield のア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 ラ ン タ イムの異なる

領域を制御する条件ステー ト メ ン ト のビルドがサポー ト されています :

• 終了条件 —[ 一般情報 ] ビ ューの " 終了条件 " 設定を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールで、 イ ンス ト ールの終了の前に、 様々な条件に応じ て表示される終了エラー メ ッ セージを

指定できます。 エン ド ユーザーがア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを起動し

たと き、 定義された条件が True と なった場合、 エラー メ ッ セージが表示されます。 エン ド ユーザーがエラー 

メ ッ セージ ボ ッ クスを閉じ る と、 イ ンス ト ールは終了し ます。

• 検出条件 —[ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケージの " 検出条件 " 設定を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上にパッ ケージが既にイ ンス ト ールされているかど

うかを評価する と きに使用する条件を指定できます。 実行時にこれが false から true ( または true から false) 
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に変更されない場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはパッ ケージがペイ

ロー ド を イ ンス ト ール ( または削除 ) に失敗し たものとみな し ます。 また、 その後に実行される メ ンテナンス

と削除操作 ( またはその後のメ ンテナンスおよびイ ンス ト ール操作 ) も、 期待通り に動作し ない可能性もあ り

ます。

• 対象条件 —[ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケージの " 対象条件 " 設定を使って、 ターゲッ ト  システムがパッ ケー

ジを実行するのに必要な要件を満た し ているかど うかをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールが判断するのに使用する条件を指定できます。 た と えば、 パッ ケージが 64 ビ ッ ト  システム上

でのみ実行する場合、 条件に x64 プ ラ ッ ト フ ォーム要件を設定できます。 これによ って、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  システム上でのみパッ ケージを起動し ます。 また、

エン ド ユーザーが現在のパッ ケージ バージ ョ ンを使って、 将来リ リース される新しいバージ ョ ンを上書き イ

ンス ト ールする こ と を防ぐために、 対象条件を設定する こ と もできます。

• 機能条件 —[ 機能 ] ビ ューの " 条件 " 設定を使って、 InstallationFeatures   ウ ィ ザー ド ページで機能のイ ンス

ト ールをデフ ォル ト で選択するかど うかを評価する条件ステー ト メ ン ト をビルド し ます。

• アク シ ョ ンの条件 —[ イベン ト ] ビ ューでイベン ト にスケジュールされているアクシ ョ ンの ” 条件 ” 設定を

使って、 イ ンス ト ールがアクシ ョ ンを実行するかど うかを評価する条件ステー ト メ ン ト をビルド できます。

また、 [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージの [ イベン ト ] 領域にある設定を使って、 イ ンス ト ールが選択され

たパッ ケージでアクシ ョ ンを実行するかど うかを評価する条件ステー ト メ ン ト をビルド できます。

プロジ ェ ク ト • アク シ ョ ンの条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの条件 — ウ ィ ザー ド ページの条件設定および [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] 

ビ ューのコ ン ト ロールを使って、 イ ンス ト ールがアクシ ョ ンを起動するか、 エン ド ユーザーの応答を検証す

るか、 コ ン ト ロールを有効化するか、 ページまたはコ ン ト ロールを表示するかど うかなど、 動作を評価する

条件ステー ト メ ン ト をビルド できます。

• モー ド条件 —InstallShield では、 2 つの種類のモー ド条件 ([ イ ンス ト ール ] モー ド条件、 [ メ ンテナンス ] モー

ド条件 ) が自動的に作成されます。 モー ド条件は、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) でのみ表示されます。 こ

の種類の条件は、 InstallShield 内で編集はできません。 これらのモー ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを初回イ ンス ト ール モー ド で実行するか、 メ ンテナンス モー ド で実行するか

を判別し ます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ンス

ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー ド を ト リ ガする」 を参照し て く だ さい。

条件演算子

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で定義された各条件は、 次の演算子のいずれか

で始ま り ます :

• Any—Any 条件グループは、 論理演算子 OR と同じ要領で動作し ます。 Any グループに含まれる任意の条件が 

True 評価された場合、条件グループ全体が True 評価されます。Any グループに含まれる条件のいずれも True 

評価されなかった場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

• All—All 条件グループは、 論理演算子 AND と同じ要領で動作し ます。 All グループが True 評価されるために

は、 All グループに含まれる条件のすべてが True 評価される必要があ り ます。

• None—None 条件グループは、 論理演算子 NOR と同じ要領で動作し ます。 None グループに含まれる条件のい

ずれも True 評価されなかった場合、 条件グループ全体が True 評価されます。 None 条件グループに含まれる

任意の条件が True 評価された場合、 条件グループ全体が False 評価されます。 None 条件グループが 1 つの条

件ステー ト メ ン ト で構成される場合、 これは論理演算子 NOT と同じ要領で動作し ます。
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条件チ ェ ッ クの種類

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 機能、 またはウ ィ ザー ド 

イ ン ターフ ェ イス条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な

異なる種類から選択できます。 た と えば、 オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン、 フ ァ イルまたはレジス ト リ 

エン ト リの存在、 およびイ ンス ト ール済み製品の存在など。

サポー ト されている条件チ ェ ッ クの各種類、 および条件の下に表示される各サブ設定についての詳細は、 「ア ドバ

ンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 条件チ ェ ッ クの種類」 を参照し て く だ さい。

ビルド条件の構文

条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 1 つ以上の条件設定を使って演算子または条件チ ェ ッ ク を追加し ます。

条件ステー ト メ ン ト を条件設定に追加するには、 設定の [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます :

[ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 条件設定の下に演算子の行 ( デフ ォル ト の演算子は Any) が追加されま

す。 条件の演算子を変更するには、 演算子設定のド ロ ッ プダウン矢印を ク リ ッ ク し てから、 適切なオプシ ョ ンを

ク リ ッ ク し ます。

図 8-1: デフ ォル ト 演算子の変更

演算子を追加し たあと、 演算子設定の [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 適切な条件チ ェ ッ クの種類を ク

リ ッ ク し ます。 こ こで、 InstallShield によ って演算子設定の下にサブ設定 ( 選択されたチ ェ ッ クの種類によ っては、

さ らに多 く のサブ設定 ) が追加されます。

条件ステー ト メ ン ト が無効である場合 ( たと えば、 設定を入力する必要がある場合に空白のままである と き )、 そ

の設定に警告アイ コ ンが表示されます。 条件が無効である理由を調べるには、 ポイ ン ターをアイ コ ンの上に配置

する と、 問題を解説するツールヒ ン ト が表示されます。

条件内部に別の条件をネス ト するには、 演算子設定の [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 適切な演算子を

ク リ ッ ク し て、 ネス ト された条件を設定し ます。 Any/All/None メ タ条件の 1 つは、 条件グループ と呼ばれます。

ネス ト 条件グループおよび条件設定の下にある条件のすべては、 条件ツ リーを構成し ます。
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図 8-2: 条件内部に条件をネス ト する

条件ツ リー内で条件または条件グループを移動させるには、 アイテムの設定にある [ 条件を移動 ] ボタ ンをポイ ン

ト し てから、 適切な移動方向 ( 上に移動、 下に移動、 左に移動、 または右に移動 ) を ク リ ッ ク し ます。

構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI パッ ケージの対象条件および検出条件を定義する際に、

現在のパッ ケージの製品コー ド、 パッ ケージ コー ド、 および製品バージ ョ ンのプレースホルダーと し てアス タ リ

スク を使用する こ とができます。

図 8-3: .msi パッ ケージのデフ ォル ト の対象条件

また、 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI ア ッ プグレー ドの対象条件および検出条件を定義

する際に、 現在の製品のア ッ プグレー ド コー ド および最小バージ ョ ン番号 / 最大バージ ョ ン番号のいずれかのプ

レースホルダーと し てアス タ リ スク を使用する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけ
る、 条件チ ェ ッ クの種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 機能、 またはウ ィ ザー ド 

イ ン ターフ ェ イス条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な

異なる種類から選択できます。
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各種類の条件には、 1 つ以上の関連サブ設定があ り ます。 以下の種類の条件を使用できます :

テーブル 8-8 • 条件チ ェ ッ クの種類

条件チ ェ ッ クの種類 説明

プ ラ ッ ト フ ォーム ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ

ンやアーキテ クチャ、 その他のプ ラ ッ ト フ ォーム情報など、 1 つまたは複数の

特性を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" プラ ッ ト フ ォーム " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの存在 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの有無を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クにおける、 この設定の説明は、 「" フ ァ イルの存在 " 条

件の設定」 を参照し て く だ さい。

フ ィ ルの比較 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの特定の情報 ( 日付、

バージ ョ ン番号、 またはコ ンテンツ ) を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" フ ァ イルの比較 " 条

件の設定」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リの存在 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のレジス ト リ キーの存在、 および

オプシ ョ ンで特定の値名の存在を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" レジス ト リの存在 " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リの比較 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のレジス ト リ エン ト リの特定の情

報 (DWORD、 QWORD、 文字列、 複数文字列、 フ ァ イル バージ ョ ン、 または製

品バージ ョ ン ) を確認し ます。 値名を指定し なかった場合、 指定し たキーのデ

フ ォル ト 値が比較時に使用されます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" レジス ト リの比較 " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ の比較 特定のビル ト イ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ

テ ィ 、 あるいは [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義されたプロパテ ィ の

値をチ ェ ッ クできます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" プロパテ ィ の比較 " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

MSI パッ ケージ ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の .msi パッ ケージによ ってイ ンス

ト ールされた製品の存在を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「"MSI パッ ケージ " 条

件の設定」 を参照し て く だ さい。
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MSI ア ッ プグレー ド ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 ア ッ プデー ト する製品のバージ ョ ンが存

在するかど うか、 またはダウングレー ド し てはならない製品のよ り新しいバー

ジ ョ ンが存在するかど う かを確認し ます。 いずれの場合も、 その存在を確認す

る製品は .msi パッ ケージによ ってイ ンス ト ールされます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「"MSI ア ッ プグレー ド

" 条件の設定」 を参照し て く だ さい。

有効なパッ ケージ ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の別のパッ

ケージまたは機能がターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールの対象になるかど う

かを確認し ます。 た と えば、 ベース パッ ケージのイ ンス ト ールが可能である場

合のみパッ チ パッ ケージのイ ンス ト ールが可能である場合、 [ 有効なパッ ケー

ジ ]  条件を作成し て、 パッ チ パッ ケージのイ ンス ト ールをベース パッ ケージ

のイ ンス ト ールが可能であるかど う かに関連付けます。 この場合、 [ パッ ケー

ジ ] ビ ューでパッ チ パッ ケージを選択し てから、 条件を作成し、 その条件内で

ベース パッ ケージのパッ ケージ GUID を指定し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クにおける、 この設定の説明は、 「" 対象パッ ケージ " 条

件の設定」 を参照し て く だ さい。

InstallScript パッ ケージ ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の InstallScript パッ ケージによ って

イ ンス ト ールされた製品の存在を確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「"InstallScript パッ ケー

ジ " 条件の設定」 を参照し て く だ さい。

Locale ターゲッ ト  システムで、 1 つまたは複数のロケール関連の設定に一致する もの

を検索し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" ロケール " 条件の設

定」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール済みスイー ト ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定のバー

ジ ョ ンがターゲッ ト  システム上で既にイ ンス ト ールされているかど うかを確認

し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" イ ンス ト ール済み " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

UWP アプ リ パッ ケージ ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の UWP アプ リ ケーシ ョ ンの存在を

確認し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「"UWP アプ リ パッ

ケージの条件 " の設定」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-8 • 条件チ ェ ッ クの種類 ( 続き )

条件チ ェ ッ クの種類 説明
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UWP アプ リ パッ ケージの対

象

ターゲッ ト  システムで UWP アプ リ パッ ケージの実行時依存フ ァ イルの存在を

確認し て、 これをサポー ト し ない Windows または Windows Server バージ ョ ンに 

UWP アプ リ パッ ケージがイ ンス ト ールされる こ とのないよ う に防ぎます。

この条件は、 UWP アプ リ パッ ケージの対象条件のみで使用可能です。 別の

パッ ケージ タ イプで使用し た場合、 正し く 機能し ません。

ヒ ン ト • UWP アプ リ パッ ケージを正し く サイ ド ロー ド するためには、 サイ ド

ローデ ィ ングを有効化する必要があ り ます。 サイ ド ローデ ィ ングは Windows 10 

以降で使用できます。 サイ ド ローデ ィ ングに関する詳細は、 MSDN 記事

「Enable your device for deployment 」 を参照し て く だ さい。

UWP タ イプが存在する ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 UWP 機能の存在を確認し ます。 た と え

ば、 デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するに

は、 Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher タ イプを確認し ます。 これは、

条件付でイ ンス ト ールをブロ ッ クする、 または .msi および UWP アプ リ パッ

ケージ (.appx) のどち ら を イ ンス ト ールするかを選択する場合に使用できます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「"UWP タ イプの存在 " 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

パッ ケージの操作

プロジ ェ ク ト • この種類の条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定のパケージのターゲッ ト 状態

をチ ェ ッ ク し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ューまたは [ パッ ケージ

] ビ ューのイベン ト に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ使用できます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「” パッ ケージの操作 ” 

条件の設定」 を参照し て く だ さい。

機能の操作

プロジ ェ ク ト • この種類の条件は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

使用できます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定の機能のターゲッ ト 状態を

チ ェ ッ ク し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ューまたは [ パッ ケージ ] 

ビ ューのイベン ト に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ使用できます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「” 機能の操作 ” 条件の

設定」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-8 • 条件チ ェ ッ クの種類 ( 続き )

条件チ ェ ッ クの種類 説明
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" プ ラ ッ ト フ ォーム " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ” プ ラ ッ ト フ ォーム ” 条件を作成できます。

" プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定は、 [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] サブ設定で構成されたプラ ッ ト フ ォーム関連の条件を表示し

ます。 ターゲッ ト  システム上のオペレーテ ィ ング システム バージ ョ ン、 アーキテ クチャ、 およびその他のプ

ラ ッ ト フ ォームの詳細を評価する条件を定義するには、 必要に応じ て 1 つ以上のプ ラ ッ ト フ ォーム関連のサブ設

定を構成し ます。

拡張条件 DLL 作成し た C/C++ DLL を使って、 ターゲッ ト  システム上で、 他の種類の条件

チ ェ ッ クによ って評価されない要因をチ ェ ッ クする自作のカス タム条件を実装

する こ とができます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" 拡張条件 " の設定」

を参照し て く だ さい。

モー ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中の

モー ド をチ ェ ッ ク し ます。

この種類の条件チ ェ ッ クは、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの様々な

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要素で使用できます。

この種類の条件チ ェ ッ クに表示される各設定の説明は、 「" モー ド条件 " の設

定」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-8 • 条件チ ェ ッ クの種類 ( 続き )

条件チ ェ ッ クの種類 説明
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この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-9 • " プ ラ ッ ト フ ォーム " 条件の設定

設定 説明

OS バージ ョ ン ターゲッ ト  システム上の Windows バージ ョ ンを評価する条件ステー ト メ

ン ト を作成するには、 以下のいずれかを実行し ます :

• 完全一致を確認するには、 Windows のバージ ョ ン番号を major.minor 形

式で入力し ます。

• 最小および最大バージ ョ ン番号を指定するには、 ダ ッ シュ を使って

その範囲を入力し ます。 た と えば、 Windows の バージ ョ ン 5.0 から 

バージ ョ ン 6.1 をテス ト するには、 以下を入力し ます :

5.0-6.1 

• 最小バージ ョ ン番号を確認するには、 最小バージ ョ ン番号の後に

ダ ッ シュ を入力し ます。 た と えば、 バージ ョ ン 5.0 以降をテス ト す

るには、 以下を入力し ます :

5.0- 

• 最大バージ ョ ン番号を確認するには、 ダ ッ シュの後に最大バージ ョ

ン番号を入力し ます。 た と えば、 バージ ョ ン 6.0 以前をテス ト する

には、 以下を入力し ます :

-6.0 

有効なバージ ョ ン リ ス ト は、 MSDN Web サイ ト のド キュ メ ン ト に記載さ

れている OSVERSIONINFOEX 構造 の dwMajorVersion および 

dwMinorVersion メ ンバーを参照し て く だ さい。

重要 • "OS バージ ョ ン " 設定でオペレーテ ィ ング システムの範囲、 なら

びに " サービス パッ ク " 設定でサービス パッ クの範囲を指定する場合、

実行時に条件が予定通り に評価する事を確認し て く だ さい。
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サービス パッ ク ターゲッ ト  システム上の Windows サービス パッ ク番号を評価する条件ス

テー ト メ ン ト を作成するには、 以下のいずれかを実行し ます :

• 完全一致を確認するには、 特定の Windows サービス パッ ク番号を入

力し ます。 た と えば、 SP2 をテス ト するには、 数字 2 を入力し ます。

• 最小および最大サービス パッ ク番号を指定するには、 ダ ッ シュ を

使ってその範囲を入力し ます。 た と えば、 Windows の バージ ョ ン 

SP1 から SP3 をテス ト するには、 以下を入力し ます :

1-3 

• 最小サービス パッ ク番号を確認するには、 最小サービス パッ ク番号

の後にダ ッ シュ を入力し ます。 た と えば、 SP2 以降をテス ト するに

は、 以下を入力し ます :

2- 

• 最大サービス パッ ク番号を確認するには、 ダ ッ シュの後に最大サー

ビス パッ ク番号を入力し ます。 たと えば、 SP2 以前をテス ト するに

は、 以下を入力し ます :

-2 

有効なサービス パッ ク番号のリ ス ト は、 MSDN Web サイ ト のド キュ メ ン

ト に記載されている OSVERSIONINFOEX 構造 の wServicePackMajor およ

び wServicePackMinor メ ンバーを参照し て く だ さい。

重要 • "OS バージ ョ ン " 設定でオペレーテ ィ ング システムの範囲、 なら

びに " サービス パッ ク " 設定でサービス パッ クの範囲を指定する場合、

実行時に条件が予定通り に評価する事を確認し て く だ さい。

CSD バージ ョ ン ターゲッ ト  システム上の Windows CSD バージ ョ ンを評価する条件ステー

ト メ ン ト を作成するには、 特定の CSD バージ ョ ンを入力し ます。 Service 

Pack 2 は CSD バージ ョ ンの一例です。

ビルド 番号 ターゲッ ト  システム上の Windows 最小ビルド番号を評価する条件ステー

ト メ ン ト を作成するには、 特定の ビルド番号を入力し ます。

有効なビルド番号のリ ス ト は、 MSDN Web サイ ト のド キュ メ ン ト に記載

されている OSVERSIONINFOEX 構造 の dwBuildNumber メ ンバーを参照し

て く だ さい。

製品の種類 ターゲッ ト  システムがド メ イ ン コ ン ト ローラー、 サーバー、 またはワー

クステーシ ョ ンかど うかを評価する条件ステー ト メ ン ト を作成するには、

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

有効な種類のリ ス ト は、 MSDN Web サイ ト のド キュ メ ン ト に記載されて

いる OSVERSIONINFOEX 構造 の wProductType メ ンバーを参照し て く だ

さい。

テーブル 8-9 • " プ ラ ッ ト フ ォーム " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" フ ァ イルの存在 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 " フ ァ イルの存在 " 条件を作成できます。

" フ ァ イルの存在 " 設定は、 ターゲッ ト  システムで特定のフ ァ イルが存在するかど うかをチ ェ ッ クするよ う に構

成された条件を表示し ます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " フ ァ イルの存在 " 設定の下にあるサ

ブ設定を構成し ます。

アーキテ クチャ ターゲッ ト  システムのアーキテ クチャ (x86、 x64、 または IA64) を評価す

る条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 8-9 • " プ ラ ッ ト フ ォーム " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-10 • " フ ァ イルの存在 " 条件の設定

設定 説明

パス 特定のフ ァ イルの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するには、

次の操作の 1 つを行います :

• フ ァ イルの名前とパスを入力し ます。 パスに定義済みのフ ォルダー

を含めるには、 一覧で適切なプロパテ ィ を選択し ます。 64 ビ ッ ト  

フ ォルダーの場所の 1 つを選択する と、 イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  

ターゲッ ト  システム上の 64 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し、 32 

ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の 32 ビ ッ ト  フ ォルダーの場所を

チ ェ ッ ク し ます。

• " パス " 設定にフ ァ イル名のみを入力し ます。 " 検索パス " 設定を

使って、 実行時にイ ンス ト ールがチ ェ ッ クする 1 つ以上のパスを指

定し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" フ ァ イルの比較 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

検索パス " パス " 設定にパス と フ ァ イル名を指定する場合、 " 検索パス " 設定は空

白のまま残し ます。

" パス " 設定にフ ァ イル名のみを指定する場合、 " 検索パス " 設定を使っ

て、 フ ァ イルをチ ェ ッ クする ターゲッ ト  システム上の場所へのパス一覧

を指定し ます。 複数のパスはセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。 パスに定義済

みのフ ォルダーを含めるには、 適切なプロパテ ィ を使用し ます。 次の "

検索パス " 設定のサンプル値は、 デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を使って 2 つ

の異なるパスを検索し ます :

[CommonFilesFolder]Microsoft 

Shared\Office15;[CommonFilesFolder]Microsoft Shared\Office14

できる限り検索パスを限定する こ とが、 強 く 推奨されます。 一般的に、

検索パスが広いほど、 イ ンス ト ーラーがターゲッ ト  システム上でチ ェ ッ

ク を行う時間が長引きます。

この設定に入力し た任意のパスに [System64Folder] が含まれている場合、

イ ンス ト ールは任意の指定されたパスをシステム フ ォルダーでチ ェ ッ ク

する と き、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 フ ァ イル システムのリ

ダイ レ ク ト を無効にし ます。 この設定のパスに [System64Folder] を入力

し なかった場合、 イ ンス ト ールはシステムのリ ダイ レ ク ト を有効な状態

に保ちます。

つま り、 この設定に [System64Folder];[SystemFolder] の値を入力する と、

イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト  および 64 ビ ッ ト 両方のターゲッ ト  システム上

で C:\Windows\System32 をチ ェ ッ ク し ます。 [SystemFolder] の値を入力

する と、 イ ンス ト ールは  32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上では 

C:\Windows\System32 を、 64 ビ ッ ト  システム上では 

C:\Windows\SysWOW64 をチ ェ ッ ク し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

た と えば、 ターゲッ ト  システム上で PATH 環境変数に定義されているす

べてのデ ィ レ ク ト リの " パス " 設定で指定されている フ ァ イルを検索す

るには、 " 検索パス " 設定に次の値を入力し ます :

[%PATH]

テーブル 8-10 • " フ ァ イルの存在 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 " フ ァ イルの比較 " 条件を作成できます。

" フ ァ イルの比較 " 設定は、 ターゲッ ト システムで特定のフ ァ イルの特定の情報 ( 日付、 バージ ョ ン番号、 または

コ ンテンツ ) をチ ェ ッ クするよ う に構成された条件を表示し ます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て "

フ ァ イルの比較 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-11 • " フ ァ イルの比較 " 条件の設定

設定 説明

パス 特定のフ ァ イルについて特定の情報を確認する条件ステー ト メ ン ト を作

成するには、 次の操作の 1 つを行います :

• フ ァ イルの名前とパスを入力し ます。 パスに定義済みのフ ォルダー

を含めるには、 一覧で適切なプロパテ ィ を選択し ます。 64 ビ ッ ト  

フ ォルダーの場所の 1 つを選択する と、 イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  

ターゲッ ト  システム上の 64 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し、 32 

ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の 32 ビ ッ ト  フ ォルダーの場所を

チ ェ ッ ク し ます。

• " パス " 設定にフ ァ イル名のみを入力し ます。 " 検索パス " 設定を

使って、 実行時にイ ンス ト ールがチ ェ ッ クする 1 つ以上のパスを指

定し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
検索パス " パス " 設定にパス と フ ァ イル名を指定する場合、 " 検索パス " 設定は空

白のまま残し ます。

" パス " 設定にフ ァ イル名のみを指定する場合、 " 検索パス " 設定を使っ

て、 フ ァ イルをチ ェ ッ クする ターゲッ ト  システム上の場所へのパス一覧

を指定し ます。 複数のパスはセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。 パスに定義済

みのフ ォルダーを含めるには、 適切なプロパテ ィ を使用し ます。 次の "

検索パス " 設定のサンプル値は、 デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を使って 2 つ

の異なるパスを検索し ます :

[CommonFilesFolder]Microsoft 

Shared\Office15;[CommonFilesFolder]Microsoft Shared\Office14

できる限り検索パスを限定する こ とが、 強 く 推奨されます。 一般的に、

検索パスが広いほど、 イ ンス ト ーラーがターゲッ ト  システム上でチ ェ ッ

ク を行う時間が長引きます。

この設定に入力し た任意のパスに [System64Folder] が含まれている場合、

イ ンス ト ールは任意の指定されたパスをシステム フ ォルダーでチ ェ ッ ク

する と き、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 フ ァ イル システムのリ

ダイ レ ク ト を無効にし ます。 この設定のパスに [System64Folder] を入力

し なかった場合、 イ ンス ト ールはシステムのリ ダイ レ ク ト を有効な状態

に保ちます。

つま り、 この設定に [System64Folder];[SystemFolder] の値を入力する と、

イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト  および 64 ビ ッ ト 両方のターゲッ ト  システム上

で C:\Windows\System32 をチ ェ ッ ク し ます。 [SystemFolder] の値を入力

する と、 イ ンス ト ールは  32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上では 

C:\Windows\System32 を、 64 ビ ッ ト  システム上では 

C:\Windows\SysWOW64 をチ ェ ッ ク し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

た と えば、 ターゲッ ト  システム上で PATH 環境変数に定義されているす

べてのデ ィ レ ク ト リの " パス " 設定で指定されている フ ァ イルを検索す

るには、 " 検索パス " 設定に次の値を入力し ます :

[%PATH]

テーブル 8-11 • " フ ァ イルの比較 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
変換 比較するデータの種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• コ ンテンツ — 比較するデータは文字列です。

• バージ ョ ン — 比較するデータは nn.nn.nn.nn 形式のフ ァ イル バージ ョ

ンです。

• ローカル日付と ローカル時刻 — 比較するデータはア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを実行する ターゲッ ト  

システム上のローカル日付と時刻です ( 例、 4/26/2004 3:57:46 PM)。

比較 ターゲッ ト  システム上の値と " 比較対象 " 設定で指定し た値と をどのよ

う に比較するかを説明するオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 " 比較 " 

設定の値が [ 以下 ] で、 " 比較対象 " 設定が [4.1] である フ ァ イル バー

ジ ョ ン条件を考慮し ます。 実行時に、 この条件はターゲッ ト  システム上

でフ ァ イル バージ ョ ンが 4.0 または 4.1 の場合、 True 評価し ます。 ター

ゲッ ト  システム上でフ ァ イル バージ ョ ンが 4.2 の場合、 False 評価し ま

す。

比較対象 ターゲッ ト  システム上にある値を比較する値を指定し ます。 入力する値

は、 " 変換 " 設定で選択し たオプシ ョ ンによ って異な り ます。

• " 変換 " 設定で [ コ ンテンツ ] が選択されている場合、 " 比較対象 " 

設定に比較する フ ァ イル文字列を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ バージ ョ ン ] が選択されている場合、 フ ァ イル 

バージ ョ ンを nn.nn.nn.nn 形式で入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ ローカル日付と ローカル時刻 ] が選択されている場

合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルが実行される ターゲッ ト  システム上のローカル日付と ローカル時

刻を入力し ます ( 例、 4/26/2004 3:57:46 PM)。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

" 比較 " 設定では、 ターゲッ ト  システム上の値と " 比較対象 " 設定で指

定し た値との比較方法を指定し ます。 た と えば、 " 比較 " 設定の値が [ 以

下 ] で、 " 比較対象 " 設定が [4.1] である フ ァ イル バージ ョ ン条件を考慮

し ます。 実行時に、 この条件はターゲッ ト  システム上でフ ァ イル バー

ジ ョ ンが 4.0 または 4.1 の場合、 True 評価し ます。 ターゲッ ト  システム

上でフ ァ イル バージ ョ ンが 4.2 の場合、 False 評価し ます。

テーブル 8-11 • " フ ァ イルの比較 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" レジス ト リの存在 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 " レジス ト リの存在 " 条件を作成できます。

" レジス ト リの存在 " 設定は、 ターゲッ ト  システムで特定のレジス ト リ キー、 およびオプシ ョ ンで特定の値名が

存在するかど うかをチ ェ ッ クするよ う に構成された条件を表示し ます。 この種の条件を定義するには、 必要に応

じ て " レジス ト リの存在 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-12 • " レジス ト リの存在 " 条件の設定

設定 説明

レジス ト リ キー 特定のレジス ト リ キーの存在をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成

するには、 この設定で適切なルー ト  キーを選択し てから、 残りのレジス

ト リ パスを入力し ます。 使用可能なルー ト  キーは次の通り です :

• HKLM—HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKCU—HKEY_CURRENT_USER

• HKCR—HKEY_CLASSES_ROOT

• HKU—HKEY_USERS

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" レジス ト リの比較 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 " レジス ト リの比較 " 条件を作成できます。

" レジス ト リの比較 " 設定は、 ターゲッ ト システムで特定のレジス ト リ エン ト リの特定の情報 (DWORD、

QWORD、 文字列、 複数文字列、 フ ァ イル バージ ョ ン、 または製品バージ ョ ン ) をチ ェ ッ クするよ う に構成された

条件を表示し ます。 値名を指定し なかった場合、 指定し たキーのデフ ォル ト 値が比較時に使用されます。 この種

の条件を定義するには、 必要に応じ て " レジス ト リの比較 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

値名 指定し たレジス ト リ キーの特定のレジス ト リ値の存在をチ ェ ッ クする条

件ステー ト メ ン ト を作成するには、 適切なレジス ト リ値を入力し ます。

特定のレジス ト リ値の存在をチ ェ ッ ク し た く ない場合、 つま り、 レジス

ト リ キーの存在のみをチ ェ ッ ク し たい場合は、 この設定を空白のままに

し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  キー ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが 64 

ビ ッ ト  システム上のレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をチ ェ ッ クするかど う

かを指定し ます。 True を選択する と、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上では、

この条件ステー ト メ ン ト を無視し ます。

テーブル 8-12 • " レジス ト リの存在 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-13 • " レジス ト リの比較 " 条件の設定

設定 説明

レジス ト リ キー レジス ト リ キーの特定の値名について特定の情報をチ ェ ッ クする条件ス

テー ト メ ン ト を作成するには、 この設定で適切なルー ト  キーを選択し て

から、 残りのレジス ト リ パスを入力し ます。 使用可能なルー ト  キーは次

の通り です :

• HKLM—HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKCU—HKEY_CURRENT_USER

• HKCR—HKEY_CLASSES_ROOT

• HKU—HKEY_USERS

値名 レジス ト リ比較条件でチ ェ ッ クするレジス ト リ値を入力し ます。 レジス

ト リ キーのデフ ォル ト 値をチ ェ ッ クする場合、 この設定を空白のままに

残し ます。

64 ビ ッ ト  キー ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが 64 

ビ ッ ト  システム上のレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をチ ェ ッ クするかど う

かを指定し ます。 True を選択する と、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上では、

この条件ステー ト メ ン ト を無視し ます。

変換 比較する値の種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• DWORD— 比較する値は DWORD (32 ビ ッ ト ) 値です。

• QWORD— 比較する値は  QWORD (64 ビ ッ ト ) 値です。

• 文字列 — 比較する値は文字列値です。

• 複数文字列 — 比較する値は複数文字列値です。

• フ ァ イル バージ ョ ン — 比較する値は nn.nn.nn.nn 形式のフ ァ イル バー

ジ ョ ンです。

• 製品バージ ョ ン — 比較する値は製品バージ ョ ン値です。 バージ ョ ン

番号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd 

で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番

号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ま

す。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) 

を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに

製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
比較 ターゲッ ト  システム上の値と " 比較対象 " 設定で指定し た値と をどのよ

う に比較するかを説明するオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 " 比較 " 

設定の値が [ 以下 ] で、 " 比較対象 " 設定が [4.1] であるレジス ト リ条件

を考慮し ます。 実行時に、 この条件はターゲッ ト  システム上で指定され

たレジス ト リ値データの数値が 4.0 または 4.1 の場合、 True 評価し ます。

ターゲッ ト  システム上でフ ァ イル バージ ョ ンが 4.2 の場合、 False 評価

し ます。

比較対象 ターゲッ ト  システム上にある値を比較する値を指定し ます。 入力する値

は、 " 変換 " 設定で選択し たオプシ ョ ンによ って異な り ます。

• " 変換 " 設定で [DWORD] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する DWORD 値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [QWORD] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する QWORD 値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ 文字列 ] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する文字列値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ 複数文字列 ] が選択されている場合、 " 比較対象 " 

設定に比較する複数文字列値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ フ ァ イル バージ ョ ン ] が選択されている場合、 " 比

較対象 " 設定に比較する フ ァ イルバージ ョ ン値を nn.nn.nn.nn 形式で入

力し ます。

フ ァ イルとの比較 ( 続き ) • " 変換 " 設定で [ 製品バージ ョ ン ] が選択されている場合、 " 比較対

象 " 設定に比較する製品バージ ョ ン値を入力し ます。 バージ ョ ン番

号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd 

で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番

号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ま

す。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) 

を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに

製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

" 比較 " 設定では、 ターゲッ ト  システム上の値と " 比較対象 " 設定で指

定し た値との比較方法を指定し ます。 た と えば、 " 比較 " 設定の値が [ 以

下 ] で、 " 比較対象 " 設定が [4.1] であるレジス ト リ条件を考慮し ます。

実行時に、 この条件はターゲッ ト  システム上で指定されたレジス ト リ値

データの数値が 4.0 または 4.1 の場合、 True 評価し ます。 ターゲッ ト  シ

ステム上でフ ァ イル バージ ョ ンが 4.2 の場合、 False 評価し ます。

テーブル 8-13 • " レジス ト リの比較 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" プロパテ ィ の比較 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 機能、 またはウ ィ ザー ド 

イ ン ターフ ェ イス条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビルド する と き、 " プロパテ ィ の比較 " 条件を作成できます。 " プロパ

テ ィ の比較 " 設定は、 特定のビル ト イ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ 、 あるい

は [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義されたプロパテ ィ の値をチ ェ ッ クするために構成された条件を表示

し ます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " プロパテ ィ の比較 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ま

す。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-14 • " プロパテ ィ の比較 " 条件の設定

設定 説明

名前 特定のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の

値をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この設定にプロ

パテ ィ の名前を入力し ます。

ビル ト イ ン条件のリ ス ト は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
変換 比較する値の種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• DWORD— 比較する値は DWORD (32 ビ ッ ト ) 値です。

• QWORD— 比較する値は  QWORD (64 ビ ッ ト ) 値です。

• 文字列 — 比較する値は文字列値です。

• フ ァ イル バージ ョ ン — 比較する値は nn.nn.nn.nn 形式のフ ァ イル バー

ジ ョ ンです。

• 製品バージ ョ ン — 比較する値は製品バージ ョ ン値です。 バージ ョ ン

番号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd 

で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番

号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ま

す。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) 

を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに

製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

• ローカル日時 — 比較する値は日付または日付と時刻です。

比較 ターゲッ ト  システム上で実行時のプロパテ ィ の値と " 比較対象 " 設定で

指定し た値と をどのよ う に比較するかを説明するオプシ ョ ンを選択し ま

す。 た と えば、 " 変換 " 設定の値が [ 文字列 ]、 " 比較 " 設定の値が [ 等

しい ]、 " 比較対象 " 設定の値が MyValue であるプロパテ ィ の比較条件を

考慮し ます。 実行時、 プロパテ ィ の値が MyValue のと き、 この条件は 

True 評価されます。 プロパテ ィ の値が設定されていない、 またはその他

の値のと き、 この条件は False 評価されます。

比較対象 実行時にターゲッ ト  システムでア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロパテ ィ の値と比較する値を指定し ます。 入力する値は、

" 変換 " 設定で選択し たオプシ ョ ンによ って異な り ます。

• " 変換 " 設定で [DWORD] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する DWORD 値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [QWORD] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する QWORD 値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ 文字列 ] が選択されている場合、 " 比較対象 " 設定

に比較する文字列値を入力し ます。

• " 変換 " 設定で [ フ ァ イル バージ ョ ン ] が選択されている場合、 " 比

較対象 " 設定に比較する フ ァ イルバージ ョ ン値を nn.nn.nn.nn 形式で入

力し ます。

テーブル 8-14 • " プロパテ ィ の比較 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
"MSI パッ ケージ " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ”MSI パッ ケージ ” 条件を作成できます。

フ ァ イルとの比較 ( 続き ) • " 変換 " 設定で [ 製品バージ ョ ン ] が選択されている場合、 " 比較対

象 " 設定に比較する製品バージ ョ ン値を入力し ます。 バージ ョ ン番

号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd 

で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番

号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ま

す。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) 

を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに

製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

• " 変換 " 設定で [ ローカル日時 ] が選択されている場合、 " 比較対象

" 設定に比較する日付と時刻を入力し ます ( 例、 4/26/2004 3:57:46 

PM)。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、

その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とが

できます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く だ さい。

" 比較 " 設定では、 ターゲッ ト  システム上で実行時のプロパテ ィ の値と 

" 比較対象 " 設定で指定し た値との比較方法を指定し ます。 た と えば、 "

変換 " 設定の値が [ 文字列 ]、 " 比較 " 設定の値が [ 等しい ]、 " 比較対象

" 設定の値が MyValue であるプロパテ ィ の比較条件を考慮し ます。 実行

時、 プロパテ ィ の値が MyValue のと き、 この条件は True 評価されます。

プロパテ ィ の値が設定されていない、 またはその他の値のと き、 この条

件は False 評価されます。

テーブル 8-14 • " プロパテ ィ の比較 " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1705



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
"MSI パッ ケージ " 設定は、 ターゲッ ト  システムで特定の .msi パッ ケージによ ってイ ンス ト ールされた製品が存

在するかど うかをチ ェ ッ クするよ う に構成された条件を表示し ます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ

て "MSI パッ ケージ " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-15 • "MSI パッ ケージ " 条件の設定

設定 説明

製品コー ド 特定の製品コー ド を使って、 .msi パッ ケージでイ ンス ト ールされた製品

の有無をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成する場合、 この設定の

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する と、 製品

コー ドが自動設定されます。 別の方法と し て、 製品コー ド を手入力する

こ と もできます。。 た と えば、 {5D607F6A-AF48-4003-AFA8-

69E019A4496F} と入力し ます。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI パッ

ケージの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在のパッ ケージの

製品コー ド、 パッ ケージ コー ド、 および製品バージ ョ ンのプレースホル

ダーと し てアス タ リ スク を使用する こ とができます。

パッ ケージ コー ド 特定のパッ ケージ コー ド を使って、 .msi パッ ケージでイ ンス ト ールされ

た製品の有無をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この

設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する と、

パッ ケージ コー ドが自動設定されます。 別の方法と し て、 パッ ケージ 

コー ド を手入力する こ と もできます。。 た と えば、 {5D607F6A-AF48-

4003-AFA8-69E019A4496F} と入力し ます。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI パッ

ケージの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在のパッ ケージの

製品コー ド、 パッ ケージ コー ド、 および製品バージ ョ ンのプレースホル

ダーと し てアス タ リ スク を使用する こ とができます。
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
"MSI ア ッ プグレー ド " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

製品バージ ョ ン 特定の製品バージ ョ ンを使って、 .msi パッ ケージでイ ンス ト ールされた

製品の有無をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この設

定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する と、 製

品バージ ョ ンが自動設定されます。 別の方法と し て、 製品バージ ョ ンを

手入力する こ と もできます。。 次に、 " 比較 " 設定を使って製品バージ ョ

ンが指定するバージ ョ ンよ り大きい、 小さい、 または等しいかを指定し

ます。

バージ ョ ン番号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または 

aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー 

バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を

示し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、

65,535 です。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド 

(ddddd) を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製

品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI パッ

ケージの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在のパッ ケージの

製品コー ド、 パッ ケージ コー ド、 および製品バージ ョ ンのプレースホル

ダーと し てアス タ リ スク を使用する こ とができます。

比較 " 製品バージ ョ ン " 設定でバージ ョ ン番号を指定する場合、 ターゲッ ト  

システム上のバージ ョ ン番号と入力し たバージ ョ ン番号と を比較する方

法について、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 ターゲッ ト  シ

ステム上のバージ ョ ンが 4.0.0 以下である場合に True 評価する条件の場

合、 " 製品バージ ョ ン " 設定に 4.0.0 と入力し て、 " 比較 " 設定で [ 以下 ] 

を選択し ます。

パッ チ コー ド .msi パッ ケージでイ ンス ト ールされた特定の製品コー ド用の特定のパッ

チ コー ド を持つ製品が存在するかど うかをチ ェ ッ クする条件ステー ト メ

ン ト を作成するには、 この設定にパッ チ コー ド を入力し てから、 " 製品

コー ド " 設定にその製品コー ド を入力し ます。 た と えば、 {5D607F6A-

AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} と入力し ます。

この設定に値を入力する と、 " パッ ケージ コー ド " 設定および " 製品

バージ ョ ン " 設定に入力された値はすべて無視されます。

テーブル 8-15 • "MSI パッ ケージ " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ”MSI ア ッ プグレー ド ” 条件を作成できます。

"MSI ア ッ プグレー ド " 設定は、 ア ッ プデー ト する製品のバージ ョ ンがターゲッ ト  システム上に存在するかど う

か、 またはダウングレー ド し てはならない製品のよ り新しいバージ ョ ンが存在するかど うかを確認するために構

成された条件を表示し ます。 いずれの場合も、 その存在を確認する製品は .msi パッ ケージによ ってイ ンス ト ール

されます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て "MSI ア ッ プグレー ド " 設定の下にあるサブ設定を構成し

ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-16 • "MSI ア ッ プグレー ド " 条件の設定

設定 説明

ア ッ プグレー ド コー ド 特定のア ッ プグレー ド コー ド を使って、 .msi パッ ケージでイ ンス ト ール

された製品の有無をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成する場合、

この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する

と、 ア ッ プグレー ド コー ドが自動設定されます。 別の方法と し て、 ア ッ

プグレー ド コー ド を手入力する こ と もできます。。 たと えば、

{5D607F6A-AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} と入力し ます。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI ア ッ プ

グレー ドの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在の製品のア ッ

プグレー ド コー ド および最小バージ ョ ン番号 / 最大バージ ョ ン番号のい

ずれかのプレースホルダーと し てアス タ リ スク (*) を使用する こ とができ

ます。

最小バージ ョ ン ア ッ プグレー ド パッ ケージを実行するかど うかが判別される と きに条件

ステー ト メ ン ト で評価する最小製品バージ ョ ンを入力するか、 この設定

の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する と、 最小

バージ ョ ンが自動設定されます。 バージ ョ ン番号は xxxx.xxxx.xxxx 形式で

す。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI ア ッ プ

グレー ドの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在の製品のア ッ

プグレー ド コー ド および最小バージ ョ ン番号 / 最大バージ ョ ン番号のい

ずれかのプレースホルダーと し てアス タ リ スク (*) を使用する こ とができ

ます。
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" 対象パッ ケージ " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ” 対象パッ ケージ ” 条件を作成できます。

" 対象パッ ケージ " 設定は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の異なるパッ ケー

ジまたは機能がターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ール可能であるかど うかをチ ェ ッ クするために構成された条件

を表示し ます。 た と えば、 ベース パッ ケージのイ ンス ト ールが可能である場合のみパッ チ パッ ケージのイ ンス

最小バージ ョ ンを含める 条件ステー ト メ ン ト に含める製品のバージ ョ ン範囲に最小バージ ョ ン値

を含めるかど うかを示し ます。 この設定を使って、 ア ッ プグレー ド パッ

ケージがサポー ト する、 またはサポー ト し ない製品のバージ ョ ン範囲に

最小値を指定するかど うかを設定できます。

最大バージ ョ ン ア ッ プグレー ド パッ ケージを実行するかど うかが判別される と きに条件

ステー ト メ ン ト で評価する最大製品バージ ョ ンを入力するか、 この設定

の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照する と、 最大

バージ ョ ンが自動設定されます。 バージ ョ ン番号は xxxx.xxxx.xxxx 形式で

す。

ヒ ン ト • 構成中のパッ ケージが .msi パッ ケージである限り、 MSI ア ッ プ

グレー ドの対象条件および検出条件を定義する際に、 現在の製品のア ッ

プグレー ド コー ド および最小バージ ョ ン番号 / 最大バージ ョ ン番号のい

ずれかのプレースホルダーと し てアス タ リ スク (*) を使用する こ とができ

ます。

最大バージ ョ ンを含める 条件ステー ト メ ン ト に含める製品のバージ ョ ン範囲に最大バージ ョ ン値

を含めるかど うかを示し ます。 この設定を使って、 ア ッ プグレー ド パッ

ケージがサポー ト する、 またはサポー ト し ない製品のバージ ョ ン範囲に

最大値を指定するかど うかを設定できます。

テーブル 8-16 • "MSI ア ッ プグレー ド " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
ト ールが可能である場合、 [ 有効なパッ ケージ ]  条件を作成し て、 パッ チ パッ ケージのイ ンス ト ールをベース 

パッ ケージのイ ンス ト ールが可能であるかど うかに関連付けます。 この場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ チ パッ

ケージを選択し てから、 条件を作成し、 その条件内でベース パッ ケージのパッ ケージ GUID を指定し ます。

この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " 有効なパッ ケージ " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

"InstallScript パッ ケージ " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ”InstallScript パッ ケージ ” 条件を作成できます。

"InstallScript パッ ケージ " 設定は、 ターゲッ ト  システムで特定の InstallScript パッ ケージによ ってイ ンス ト ールさ

れた製品が存在するかど うかをチ ェ ッ クするよ う に構成された条件を表示し ます。 この種の条件を定義するには、

必要に応じ て "InstallScript パッ ケージ " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。 

テーブル 8-17 • " 対象パッ ケージ " 条件の設定

設定 説明

パッ ケージ GUID ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの別の

パッ ケージがターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ール可能かど うかに基づ

く 条件ステー ト メ ン ト を作成する場合、 この設定にある リ ス ト で、 その

片方の必須パッ ケージを選択し ます。 リ ス ト には、 プロジ ェ ク ト のすべ

てのパッ ケージが含まれています。 別の方法と し て、 も う片方の必須

パッ ケージのパッ ケージ GUID を入力する こ と もできます。 た と えば、

{5D607F6A-AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} と入力し ます。

た と えば、 ベース製品のイ ンス ト ールが可能である場合のみパッ チ パッ

ケージのイ ンス ト ールが可能である場合、 [ 有効なパッ ケージ ]  条件を

作成し て、 パッ チ パッ ケージのイ ンス ト ールをベース製品のイ ンス ト ー

ルが可能であるかど うかに関連付けます。 このシナリ オでは、 [ パッ ケー

ジ ] ビ ューでパッ チ パッ ケージを選択し てから、 条件を作成し、 その条

件内でベース パッ ケージを選択し ます。

パッ ケージ GUID は、 [ パッ ケージ ] ビ ューの " パッ ケージ GUID" 設定 

で識別されます。
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-18 • "InstallScript パッ ケージ " 条件の設定

設定 説明

製品コー ド 特定の製品コー ド を使って、 特定の InstallScript パッ ケージによ ってイ ン

ス ト ールされた製品の有無をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成す

る場合、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 非圧縮 

InstallScript パッ ケージの data1.hdr フ ァ イルを参照する と、 製品コー ドが

自動設定されます。 別の方法と し て、 製品コー ド を手入力する こ と もで

きます。。 た と えば、 {5D607F6A-AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} と入力

し ます。

製品バージ ョ ン InstallScript パッ ケージでイ ンス ト ールされた特定の製品バージ ョ ンの存

在をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 製品バージ ョ ン

を入力し ます。 次に、 " 比較 " 設定を使って製品バージ ョ ンが指定する

バージ ョ ンよ り大きい、 小さい、 または等しいかを指定し ます。

バージ ョ ン番号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または 

aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー 

バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を

示し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、

65,535 です。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド 

(ddddd) を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製

品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

ログの存在を確認 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 製

品に登録されているアン イ ンス ト ールのログ フ ァ イルがターゲッ ト  シス

テムに存在し ている こ と を確認するかど うかを示すオプシ ョ ンを選択し

ます。 この設定を空白のままにし てお く と、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 この設定で [ はい ] が選択さ

れた と き と同じ よ う に動作し ます。

ユーザーご との登録を確認 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、

ターゲッ ト  システムの HKEY_CURRENT_USER をチ ェ ッ ク し てアン イ ンス

ト ール情報がある こ と を確認するかど うかを示すオプシ ョ ンを選択し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい —HKEY_CURRENT_USER と HKEY_LOCAL_MACHINE の両方を

チ ェ ッ ク し てアン イ ンス ト ール情報を確認し ます。

• いいえ —HKEY_LOCAL_MACHINE のみをチ ェ ッ ク し てアン イ ンス ト ー

ル情報を確認し ます。

この設定を空白のままにし てお く と、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 この設定で [ はい ] が選択された と き

と同じ よ う に動作し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
" ロケール " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ” ロケール ” 条件を作成できます。

" ロケール " 設定では、 ターゲッ ト  システムでロケール関連の設定に一致する ものを検索するために構成された

条件が表示されています。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " ロケール " 設定の下にある 1 つまたは

複数のサブ設定を構成し ます。

比較 " 製品バージ ョ ン " 設定でバージ ョ ン番号を指定する場合、 ターゲッ ト  

システム上のバージ ョ ン番号と入力し たバージ ョ ン番号と を比較する方

法について、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 ターゲッ ト  シ

ステム上のバージ ョ ンが 4.0.0 以下である場合に True 評価する条件の場

合、 " 製品バージ ョ ン " 設定に 4.0.0 と入力し て、 " 比較 " 設定で [ 以下 ] 

を選択し ます。

テーブル 8-18 • "InstallScript パッ ケージ " 条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

" イ ンス ト ール済み " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

テーブル 8-19 • ロケール条件の設定

設定 説明

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ターゲッ ト  システムでユーザー イ ン ターフ ェ イスのロケールを確認する

条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 次のいずれかのフ ォーマ ッ ト を

使って、 ロケール ID (LCID) を入力し ます。

• 十進 LCID; 例 : 1033 

• 16 進数 LCID ( 先頭に 0x を付加し ます ); 例 : 0x409 

• ロケール名。 Windows Vista 以降のシステムでのみ確認され、 それ以

前のシステムでは無視されます ; 例 : en-us、 en、 zh-CN 

LCID リ ス ト については、 MSDN の 「Locale IDs Assigned by Microsoft」 を

参照し て く だ さい。

この設定での値入力に関する詳しい情報は、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でロケール条件を使用する」 を参

照し て く だ さい。

オペレーテ ィ ング システム ターゲッ ト  システムでオペレーテ ィ ング システムの言語を確認する条件

ステー ト メ ン ト を作成するには、 次のいずれかのフ ォーマ ッ ト を使って、

ロケール ID (LCID) を入力し ます。

• 十進 LCID; 例 : 1033 

• 16 進数 LCID ( 先頭に 0x を付加し ます ); 例 : 0x409 

LCID リ ス ト については、 MSDN の 「Locale IDs Assigned by Microsoft」 を

参照し て く だ さい。

この設定での値入力に関する詳しい情報は、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でロケール条件を使用する」 を参

照し て く だ さい。

ANSI コー ド ページ ターゲッ ト  システムに ANSI コー ドのページがあるかど うかを確認する

条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 コー ド ページ ID を入力し ます。

コー ド ページ ID のリ ス ト は、 MSDN の 「Code Page Identifiers」 を参照

し て く だ さい。

この設定での値入力に関する詳しい情報は、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でロケール条件を使用する」 を参

照し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ” イ ンス ト ール済みスイー ト ” 条件を作成できます。

" イ ンス ト ール済みスイー ト " 設定では、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定

のバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているかど うかを確認するために構成された条件が表示

されます。 この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " イ ンス ト ール済みスイー ト " 設定の下にある 1 つまた

は複数のサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-20 • イ ンス ト ール済み条件の設定

設定 説明

スイー ト  GUID ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定

のバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているかど うか

を確認するための条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 そのイ ンス ト ー

ルのスイー ト  GUID を入力し ます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト

を作成し た時、 そのイ ンス ト ールに対し て、 自動的に、 " イ ンス ト ール

済みスイー ト " の終了条件が作成され、 条件の " スイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ" と 

" バージ ョ ン " 設定でアス タ リ スク (*) がプロジ ェ ク ト 自身のスイー ト  

GUID とバージ ョ ンのプレースホルダーと し て使用されます。 このビル ト

イ ン条件は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールによ って、 よ り新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが、 上書き イ ン

ス ト ールされるの防ぐために追加されます。 通常、 デフ ォル ト 動作の変

更が必要な特殊な状況を除いて、 このビル ト イ ン条件をオーバーラ イ ド

する こ とはあ り ません。

詳細については、 「特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを

判別する」 を参照し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
Version ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定

のバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているかど うか

を確認するための条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 そのバージ ョ ン

番号を入力し ます。 次に、 " 比較 " 設定を使って製品バージ ョ ンが指定

するバージ ョ ンよ り大きい、 小さい、 または等しいかを指定し ます。

バージ ョ ン番号の一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または 

aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー 

バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を

示し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、

65,535 です。 製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド 

(ddddd) を含める こ と もできますが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製

品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト

を作成し た時、 そのイ ンス ト ールに対し て、 自動的に、 " イ ンス ト ール

済みスイー ト " の終了条件が作成され、 条件の " スイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ" と 

" バージ ョ ン " 設定でアス タ リ スク (*) がプロジ ェ ク ト 自身のスイー ト  

GUID とバージ ョ ンのプレースホルダーと し て使用されます。 このビル ト

イ ン条件は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールによ って、 よ り新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが、 上書き イ ン

ス ト ールされるの防ぐために追加されます。 通常、 デフ ォル ト 動作の変

更が必要な特殊な状況を除いて、 このビル ト イ ン条件をオーバーラ イ ド

する こ とはあ り ません。

詳細については、 「特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを

判別する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-20 • イ ンス ト ール済み条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
"UWP アプ リ パッ ケージの条件 " の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件に条件ステー ト メ ン

ト をビルド する と き、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 条件を作成できます。

"UWP アプ リ パッ ケージ " 設定は、 ターゲッ ト  システムで特定の UWP アプ リが存在するかど うかをチ ェ ッ クす

るよ う に構成された条件を表示し ます。 この種類の条件を定義するには、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てパッ ケージを参照する と、 InstallShield によ ってサブ設定に適切な情報が入力され

ます。 別の方法と し て、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定の下のサブ設定を必要に応じ て手入力で構成できます。

比較 適切なオプシ ョ ンを選択し て、 ターゲッ ト  システム上のバージ ョ ン番号

と入力し た番号をど う比較するかを指定し ます。 た と えば、 ターゲッ ト  

システム上のバージ ョ ンが 4.0.0 以下である場合に True 評価する条件の

場合、 " 製品バージ ョ ン " 設定に 4.0.0 と入力し て、 " 比較 " 設定で [ 以

下 ] を選択し ます。

ヒ ン ト • ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト

を作成し た時、 そのイ ンス ト ールに対し て、 自動的に、 " イ ンス ト ール

済みスイー ト " の終了条件が作成され、 条件の " スイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ" と 

" バージ ョ ン " 設定でアス タ リ スク (*) がプロジ ェ ク ト 自身のスイー ト  

GUID とバージ ョ ンのプレースホルダーと し て使用されます。 このビル ト

イ ン条件は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールによ って、 よ り新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが、 上書き イ ン

ス ト ールされるの防ぐために追加されます。 通常、 デフ ォル ト 動作の変

更が必要な特殊な状況を除いて、 このビル ト イ ン条件をオーバーラ イ ド

する こ とはあ り ません。

詳細については、 「特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを

判別する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-20 • イ ンス ト ール済み条件の設定 ( 続き )

設定 説明
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
メ モ • ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略記号ボタ ンを使って UWP アプ リ  パッ ケージ (.appx) を参照するには、

InstallShield または Standalone Build が搭載されているマシン上で Windows Vista または Windows Server 2008 以降が

必要です。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

"UWP タ イプの存在 " 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 8-21 • "UWP アプ リ パッ ケージの条件 " の設定

設定 説明

名前 特定の UWP アプ リの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するに

は、 その UWP アプ リ を識別する名前をオペレーテ ィ ング システムに入

力し ます。

適切な UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を参照し て、 InstallShield を使って

この設定に値を入力するには、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

発行者 この設定はパッ ケージの署名に使用された証明書の ” 件名 ” フ ィ ールド

に使用される発行者を指定し ます。

適切な UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を参照し て、 InstallShield を使って

この設定に値を入力するには、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

Version この設定は、 パッ ケージのバージ ョ ン番号を示し ます。

適切な UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を参照し て、 InstallShield を使って

この設定に値を入力するには、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

比較 " バージ ョ ン " 設定でバージ ョ ン番号を指定する場合、 ターゲッ ト  シス

テム上のバージ ョ ン番号と入力し たバージ ョ ン番号と を比較する方法に

ついて、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 ターゲッ ト  システ

ム上のバージ ョ ンが 4.0.0 以下である場合に True 評価する条件の場合、 "

バージ ョ ン " 設定に 4.0.0 と入力し て、 " 比較 " 設定で [ 以下 ] を選択し

ます。

プロセ ッサ アーキテ クチャ この設定は、 このパッ ケージがターゲッ ト  システムで必要なアーキテ ク

チャ (x86、 x64、 またはニュー ト ラル ) を識別し ます。

適切な UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を参照し て、 InstallShield を使って

この設定に値を入力するには、 ”UWP アプ リ パッ ケージ ” 設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

重要 • この条件は、 Windows 10 以前のオペレーテ ィ ング システムで常に False 評価されます。

"Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher " タ イプ名サブ設定を使用するには、 Windows 10 Anniversary Update 

以降が必要です。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了または対象条件の条件ステー ト メ ン ト を

ビルド する と き、 "UWP タ イプの存在 " 条件を作成できます。

"UWP タ イプの存在 " 設定は、 ターゲッ ト  システムで UWP 機能が存在するかど うかをチ ェ ッ クするよ う に構成さ

れた条件を表示し ます。 た と えば、 デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するには、

Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher タ イプを確認し ます。 これは、 条件付でイ ンス ト ールをブロ ッ クす

る、 または .msi および UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) のどち ら を イ ンス ト ールするかを選択する場合に使用でき

ます。

” パッ ケージの操作 ” 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビル

ド する と き、 " パッ ケージの操作 " 条件を作成できます。

" パッ ケージの操作 " 設定は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定のパッ ケージのターゲッ ト 状態を

確認するために構成された条件を表示し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ューまたは [ パッ ケージ ] 

ビ ューのイベン ト に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ使用できます。 アクシ ョ ンを [ イベン ト ] ビ ューのイベン ト

と関連付ける と き、 アクシ ョ ンをスケジュールできる最初のイベン ト は OnStaging です。

テーブル 8-22 • "UWP タ イプの存在 " 条件の設定

設定 説明

タ イプ名 特定の UWP タ イプの存在を確認する条件ステー ト メ ン ト を作成するに

は、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 

Windows.ApplicationModel.FullTrustProcessLauncher を選択するか、 オペレーテ ィ

ング システムが UWP タ イプを識別するのに使用する名前を入力し ます。 
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " パッ ケージの操作 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

” 機能の操作 ” 条件の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー ト メ ン ト をビル

ド する と き、 " 機能の操作 " 条件を作成できます。

" 機能の操作 " 設定は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定の機能のターゲッ ト 状態を確認するため

に構成された条件を表示し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ューまたは [ パッ ケージ ] ビ ューのイベン ト

に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ使用できます。 アクシ ョ ンを [ イベン ト ] ビ ューのイベン ト と関連付ける と

き、 アクシ ョ ンをスケジュールできる最初のイベン ト は OnStaging です。 OnStaging イベン ト の前に機能の状態は

使用できません。

この種の条件を定義するには、 必要に応じ て " 機能の操作 " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

テーブル 8-23 • ” パッ ケージの操作 ” 条件の設定

設定 説明

パッ ケージ スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定のパッ ケージのターゲッ

ト 操作をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この設定で

パッ ケージの名前を選択し ます。

演算子 パッ ケージ操作の条件をチ ェ ッ クするための操作の種類を選択し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 何も し ない — パッ ケージは、 イ ンス ト ール、 削除、 修復、 変更、 ま

たは修復の対象と し て設定されていません。

• イ ンス ト ール — パッ ケージは、 イ ンス ト ールの対象と し て設定され

ています。

• 削除 — パッ ケージは、 削除の対象と し て設定されています。

• 変更 — パッ ケージは、 変更の対象と し て設定されています。

• 修復 — パッ ケージは、 修復の対象と し て設定されています。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

" 拡張条件 " の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 独自のカス タム条件を実装するために作成し た C/C++ DLL を呼び出す拡張条件を作

成できます。 カス タム条件は、 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 ビル ト イ ン タ イプの条件チ ェ ッ クで評価で

きない要因を確認できます。 DLL を作成し て、 プロジ ェ ク ト に追加する方法については、 「ア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのカス タム条件を作成する」 を参照し て く だ さい。

拡張条件 DLL を追加する と、 その条件に対し て新しい行が追加されます。 行には、 2 つのフ ィ ールドがあり ます。

この行の左のフ ィ ールド では、 次の構文を使って条件を表記し ます :

拡張 DLL 名 : 条件 

こ こで、 拡張 DLL 名は、 DLL フ ァ イルの名前ですが、 .dll の部分は除きます。

この行の右のフ ィ ールド では、 条件に対し て定義し たパラ メ ーターと値がペアで表示されます ( 読み取り専 )。 こ

の設定ではまた、 パラ メ ーターと その値を定義できる [ パラ メ ーターの追加 ] ボタ ンのほか、 拡張条件を削除でき

る [ この条件を削除 ] ボタ ン も表示されています。

テーブル 8-24 • ” 機能の操作 ” 条件の設定

設定 説明

機能 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの特定の機能のターゲッ ト 操作

をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この設定で機能の

名前を選択し ます。

演算子 機能の操作の条件をチ ェ ッ クするための操作の種類を選択し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 何も し ない — 機能は、 イ ンス ト ールまたは削除用に設定されませ

ん。

• イ ンス ト ール — 機能は、 イ ンス ト ールの対象と し て設定されていま

す。

• 削除 — 機能は、 削除の対象と し て設定されています。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
パラ メ ーターと値を追加するには、 拡張条件行の右フ ィ ールド にある [ パラ メ ーターの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。 [ 拡張条件の構成 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 パラ メ ーターの名前を入力できます。 パラ メ ーターに対し

て新しい行が追加されます。 右側のフ ィ ールド に表示されているパラ メ ーターの値を構成し ます。

" モー ド条件 " の設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 " モー ド " 条件を作成できます。 " モー ド " 設定は、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のモー ド をチ ェ ッ クするために構成された条件を示し ます。 この

種の条件を定義するには、 必要に応じ て " モー ド " 設定の下にあるサブ設定を構成し ます。

この条件には、 以下のサブ設定があ り ます。

テーブル 8-25 • " モー ド条件 " の設定

設定 説明

値 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行

中のモー ド をチ ェ ッ クする条件ステー ト メ ン ト を作成するには、 この設

定に適切なモー ド を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• イ ンス ト ール — イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ール モー ド で実行し て

います。

• ステージング — イ ンス ト ールがステージングされています。 つま

り、 イ ンス ト ールは圧縮解除され、 特定の場所にコ ピーされま し た。

イ ンス ト ール内のパッ ケージは、 いずれも このモー ド で実行し ませ

ん。

• 削除 — 製品が削除中です。

• 変更 — 製品が変更中です。

• 修復 — 製品が修復中です。

• メ ンテナンス ( 削除、 変更、 修復 ) — イ ンス ト ールはメ ンテナンス 

モー ド ( 変更、 削除、 または修復 ) で実行中です。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で条件
を定義する と きのガイ ド ラ イ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

以下は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで条件を定義する と きの、 い く つかの

ガイ ド ラ イ ンです。

各 .exe パッ ケージの対象条件を定義し て、 ダウングレー ド を防ぐ

InstallShield は空白の対象条件を、 パッ ケージのよ り新しいバージ ョ ンがターゲッ ト  システム上に既に存在し ない

こ と を確認するための要求と し て自動的に処理し ます。 た と えば、 サポー ト されていないプラ ッ ト フ ォームへの

イ ンス ト ールを阻止する [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] 条件など、 自動の動作を保持し たままでこの拡張を行う こ とができ

ます。

.exe パッ ケージの場合、 以前のバージ ョ ンがよ り新しいバージ ョ ンを上書き イ ンス ト ールできるよ う に許可し て、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが製品をダウングレー ド し ないよ う にする適切

な対象条件を作成し ます。

製品がサイ ドバイサイ ド バージ ョ ン ( た と えば同じ システム上でバージ ョ ン 3 とバージ ョ ン 4) をサポー ト する場

合、 条件がこれをサポー ト する こ と を確認し て く だ さい。 製品がこれらのバージ ョ ンを同じ システム上でサポー

ト し ない場合、 条件がこのシナ リ オを阻止するよ う にし ます。

要件および依存関係をチ ェ ッ クする各パッ ケージの対象条件の定義を考慮する

要件を満たさ ないターゲッ ト  システム上 ( た と えば、 最小オペレーテ ィ ング システム バージ ョ ン ) で、 または 

.NET Framework、 Microsoft SQL Server、 あるいはサー ドパーテ ィ  ラ イブラ リ などの依存関係が不足し ている場合、

パッ ケージのイ ンス ト ールが失敗、 または製品が期待通り に実行し ない場合があり ます。 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのイ ンス ト ールが失敗する可能性がある ターゲッ ト  システム上で、 パッ

ケージのダウンロー ド ( 適切な場合 ) および起動が行われないよ う にするには、 要件および依存関係をチ ェ ッ クす

る対象条件を定義し ます。 1 つ以上の起動条件を含むパッ ケージがある場合、 パッ ケージに対応する対象条件を必

ず追加し て く ださい。

.msp パッ ケージには、 そのターゲッ ト  .msi パッ ケージが存在し な く てはならないため、 ターゲッ ト  システム上で

ア ッ プデー ト する製品の存在をチ ェ ッ クする対象条件を作成し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
デフ ォル ト の終了条件の関連性を確認する

デフ ォル ト で、 新しいア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを作成する と、 イ ンス ト ー

ル対象のプラ イマ リ パッ ケージがない場合にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを

中止する終了条件が InstallShield によ って自動的に作成されます。 終了条件には [ 対象パッ ケージ ] タ イプの条件

チ ェ ッ クが含まれていて、 条件のパッ ケージ ID 設定で各プ ラ イマ リ パッ ケージの ID にプレースホルダーと し て

アス タ リ スク (*) が使用されます。

各パッ ケージの対象条件を変更する こ と で、 このデフ ォル ト 終了条件を間接的に制御する こ とができます。

デフ ォル ト の終了メ ッ セージは、 対象条件がダウングレー ド を防ぐ こ とのみを想定し ています。 プロジ ェ ク ト に

含まれるプラ イマ リ パッ ケージのいずれかに、 その他の要素をチ ェ ッ クする対象条件が含まれている場合、 デ

フ ォル ト  メ ッ セージを編集し てア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが中止される理

由を適切に反映させる必要があ り ます。

たと えば、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に 1 つの 64 ビ ッ ト  プ ラ イマ リ パッ

ケージが含まれる場合、 パッ ケージには x64 アーキテ クチャ をチ ェ ッ クする対象条件が含まれています。 この場

合、 終了メ ッ セージ と条件を編集し て、 パッ ケージが 32 ビ ッ ト のターゲッ ト  システムを対象と し ない事実を考

慮に入れる必要があ り ます。 ただ し、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージに 1 つの 64 

ビ ッ ト  プ ラ イマ リ パッ ケージ と 1 つの 32 ビ ッ ト  プ ラ イマ リ パッ ケージが含まれていて、 対応するアーキテ ク

チャが搭載されている ターゲッ ト  システム上で適切なパッ ケージが起動されるよ う に対象条件を構成し た場合、

デフ ォル ト の終了メ ッ セージ と条件を変更する必要はないかも しれません。

各 .exe パッ ケージの検出条件を定義する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる各 .exe パッ ケージには、 少な く と も 

1 つ以上の定義済み検出条件が必要です。 検出条件は、 パッ ケージがターゲッ ト  システム上に既にイ ンス ト ール

されているかど うかを評価し ます。 ビルド時に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト 内のすべてのプラ イマ リ パッ ケージからの検出条件が組み合わされて、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールのモー ド条件の一部が形成されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる .msi パッ ケージ と InstallScript パッ ケージがターゲッ ト  システム上に既

にイ ンス ト ールされているかど うかを判断できます。 また、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールに含まれる .msp パッ ケージが製品の以前のバージ ョ ンに適用済みかど うかも判断し ます。 同様に、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) がターゲッ ト  システム上に既にイ ン

ス ト ール済みかど うかを判断し ます。 し たがって、 これらの 3 つの種類のパッ ケージに検出条件を手動で定義す

る必要はあ り ません。

明示的である こ と

すべての可能な結果に対する条件を作成し て く だ さい。 そ う する こ と で、 適切な動作を完全に制御する こ とがで

きます。 たと えば、 フ ァ イルまたは特定のレジス ト リ値の特定のバージ ョ ンをチ ェ ッ クする場合、 フ ァ イルまた

はレジス ト リ エン ト リの存在もチ ェ ッ ク し て く ださい。 不足し ている フ ァ イルに問題がな く ても フ ァ イルの指定

されたバージ ョ ン番号に問題がある場合、 不足し ている フ ァ イルに問題がある場合があり ます。

テス ト 、 さ らにテス ト 、 さ らにも う一度テス ト

様々な ターゲッ ト  システム上で異なる状況下で条件をテス ト し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが予定通り に動作する こ と を確認し て く だ さい。 ク リーン マシン、 製品の以前のバージ ョ ンが

イ ンス ト ールされたマシン、 および現在のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされたマシンを使用し ます。 また、 製品の

未来のバージ ョ ンをビルド し て、 現在のイ ンス ト ールによ って未来のバージ ョ ンがダウングレー ド されないこ と

もテス ト し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
特定のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 
イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを判別する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 特定のバージ ョ ンのア ド バンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既にイ ンス ト ールされているかど うかを判別するためのサポー ト が

含まれています。 この種類の条件チ ェ ッ クは、 イ ンス ト ール済みスイー ト 条件と呼ばれ、 ターゲッ ト  システムの

レジス ト リ をチ ェ ッ ク し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの Uninstall キーの

有無を確認し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 エン ド ユーザーが製品のイ ンス ト ールに成

功する と、 レジス ト リの次の 32 ビ ッ ト の場所に Uninstall レジス ト リ キーが作成されます :

SOFTWARE\Microsoft\Windows\ 現在のバージ ョ ン \Uninstall\{ スイー ト GUID}

Uninstall キーには、 イ ンス ト ールのアン イ ンス ト ール情報が含まれています。 レジス ト リ キーでは、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのスイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ とい う名前が使われています。 このレ

ジス ト リ キーには、 DisplayVersion 値がレジス ト リ値の 1 つと し て含まれています。 この値のデータは、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのバージ ョ ン番号です。 スイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ もバージ ョ ン

番号も、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで定義されます。

デフ ォル ト で、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールには、 それぞれ、 2 つのイ ンス

ト ール済みスイー ト 条件が含まれています。 また、 必要に応じ て、 プロジ ェ ク ト に自作のイ ンス ト ール済みス

イー ト 条件を追加する こ と もできます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 デフ ォル
ト のイ ンス ト ール済みスイー ト 条件

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を作成し た と き、 デフ ォル ト で、 プロジ ェ ク ト

に 2 つのイ ンス ト ール済みスイー ト 条件が作成されます。

• 終了条件 — このデフ ォル ト の終了条件は、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで表示されています。 イ ンス

ト ール済みスイー ト の終了条件は、 エン ド ユーザーが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの現在のバージ ョ ンによ って、 同じ ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの将来のバージ ョ ンが上書き イ ンス ト ールされるのを防ぎます。

つま り、 イ ンス ト ールによ って、 ターゲッ ト  システムの Uninstall キーの DisplayVersion 値に格納されている

バージ ョ ン番号が、 プロジ ェ ク ト で構成された値と比較されます。 ターゲッ ト  システムのレジス ト リ内の

バージ ョ ンが、 プロジ ェ ク ト で構成されたバージ ョ ンよ り も大きい場合、 エラー メ ッ セージが表示されます。
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ターゲ ッ ト  システムの条件を検出する
エン ド ユーザーがメ ッ セージを閉じ る と、 イ ンス ト ールが終了し ます。 このデフ ォル ト のイ ンス ト ール済み

スイー ト の終了条件によ って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのダウング

レー ドが防がれます。

• イ ンス ト ール モー ド条件 — モー ド条件は、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) でのみ表示されます。 この種類の

条件は、 InstallShield 内で編集はできません。 " イ ンス ト ール済みスイー ト " の終了条件によ って、 エン ド

ユーザーが、 新しいバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを、 以前

のバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの上から上書き イ ンス ト ー

ルし たと き、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ール モー ド で

実行されます。 また、 同じバージ ョ ンのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが

既にイ ンス ト ールされている場合、 " イ ンス ト ール済みスイー ト " のモー ド条件によ って、 イ ンス ト ールが初

回イ ンス ト ール モー ド で実行されるのが禁止される こ とがあ り ます。

デフ ォル ト のイ ンス ト ール モー ド条件によ って、 ターゲッ ト  システムの Uninstall キーの DisplayVersion 値が

プロジ ェ ク ト で構成された値と比較されます。 これらの値が等し く なかった場合、 イ ンス ト ール モー ド条件

の [ イ ンス ト ール済みスイー ト ] 部分は Ｔ ｒ ｕ ｅ  と し て評価されます。

イ ンス ト ール モー ド条件によ って、 イ ンス ト ール内のすべてのプラ イマ リ パッ ケージの検出条件も評価され

ますので注意し て く だ さい。 し たがって、 イ ンス ト ール モー ド条件の [ イ ンス ト ール済みスイー ト ] の箇所

は False と評価されたよ う に見えても ( つま り、 ターゲ ッ ト  システムに、 プロジ ェ ク ト で構成されたバー

ジ ョ ン と同じバージ ョ ンが存在するよ う に見える場合も )、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  

UI イ ンス ト ールが、 初回イ ンス ト ール モー ド で実行される こ とがあり ます。 これは、 イ ンス ト ールに、

Ｔ ｒ ｕ ｅ  に評価されたプ ラ イマ リ パッ ケージの検出条件がなかった場合に発生する可能性があ り ます。

通常、 デフ ォル ト 動作の変更が必要な特殊な状況を除いて、 このビル ト イ ンのイ ンス ト ール済みスイー ト 条件を

オーバーラ イ ド する こ とはあ り ません。

InstallShield では、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール済みスイー ト 条件の " スイー ト  Ｇ Ｕ Ｉ Ｄ" と " バージ ョ ン " 設定

で、 アス タ リ スク (*) が、 プロジ ェ ク ト 自身のスイー ト  GUID とバージ ョ ンのプレースホルダーと し て使用されま

す。 ビルド時に、 アス タ リ スクが、 作成されたビルド で、 適切な値で置き換えられます。

作成し た条件で、 イ ンス ト ール済みスイー ト の条件チ ェ ッ ク を使用する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 イ ン

ス ト ールの特定のバージ ョ ンの有無を確認する場合、 終了条件、 検出条件などの条件用に、 自分で定義し たイ ン

ス ト ール済みスイー ト 条件チ ェ ッ ク を追加する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でロ
ケール条件を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ロケール タ イプの条件には、 い く つかのサ

ブ設定があ り ます。 次のテーブルは、 各サブ設定で言語を指定する と きに使用できる フ ォーマ ッ ト の説明です。

テーブル 8-26 • ロケール条件の設定の下にあるサブ設定

設定 この設定の値のフ ォーマ ッ ト 注

ユーザー イ ン ター

フ ェ イス

次のいずれかのフ ォーマ ッ ト でロケール 

Ｉ Ｄ (LCID) を入力し ます :

• 十進 LCID; 例 : 1033 

• 16 進数 LCID ( 先頭に 0x を付加し ま

す ); 例 : 0x409 

• ロケール名。 Windows Vista 以降のシ

ステムでのみ確認され、 それ以前の

システムでは無視されます ; 例 : en-

us、 en、 zh-CN 

オプシ ョ ンで、 LCID または名前の前にチ

ルダ (~) を付加し て、 国や地域を無視し、

言語の一致のみ確認する こ と もできます。

た と えば、 ~1033 ( 英語 - 米国 ) と入力し

た場合、 オース ト ラ リ ア英語、 イギリ ス

英語、 米語、 または他の地域の英語を使

用する ターゲッ ト  システムで一致の有無

が確認されます。

イ ンス ト ールの実行時に、 次の関数によ っ

て、 ターゲッ ト  システムのユーザー イ ン

ターフ ェ イスが確認されます :

• GetUserDefaultLCID

• GetSystemDefaultLCID

• GetUserDefaultLocaleName (Windows 

Vista 以降のシステムのみ )

• GetSystemDefaultLocaleName (Windows 

Vista 以降のシステムのみ )

LCID リ ス ト については、 MSDN の 「Locale 

IDs Assigned by Microsoft」 を参照し て く だ

さい。

オペレーテ ィ ング 

システム

次のいずれかのフ ォーマ ッ ト で、 LCID を

入力し ます :

• 十進 LCID; 例 : 1033 

• 16 進数 LCID ( 先頭に 0x を付加し ま

す ); 例 : 0x409 

オプシ ョ ンで、 LCID の前にチルダを付加

し て、 国や地域を無視し、 言語の一致の

み確認する こ と もできます。

た と えば、 ~1033 ( 英語 - 米国 ) と入力し

た場合、 オース ト ラ リ ア英語、 イギリ ス

英語、 米語、 または他の地域の英語を使

用する ターゲッ ト  システムで一致の有無

が確認されます。

この条件が役に立つ 1 つの例と し て、

Windows Server 2003 の .NET Framework 1.1 

サービス パッ クが挙げられます。 これらの

サービス パッ クは、 特定のオペレーテ ィ ン

グ システム言語を ターゲッ ト し ます。

イ ンス ト ールの実行時、 関数 

GetSystemDefaultUILanguage によ って、

ターゲッ ト  システムで使用されているオペ

レーテ ィ ング システムの言語が確認されま

す。

LCID リ ス ト については、 MSDN の 「Locale 

IDs Assigned by Microsoft」 を参照し て く だ

さい。
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ターゲッ ト  システムのユーザー イ ン ターフ ェ イス、 オペレーテ ィ ング システム、 または Ａ Ｎ Ｓ Ｉ  コー ド ページ

をチ ェ ッ ク し て、 2 つ以上の言語が使用されているかど うかを確認する場合、 複数の値を カ ンマ (,) で区切って指

定できます。 設定に含まれている空白は、 すべて無視されます。 た と えば、 英語 ( 米語 ) または日本語のユーザー 

イ ン ターフ ェ イスをチ ェ ッ クする場合、 " ユーザー イ ン ターフ ェ イス " 設定で次の値を入力し ます :

0x409, 0x411

このシナ リ オでは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス条件は、 ターゲッ ト  システムの Ｕ Ｉ  が米語または日本語の場合

に満たされます。

2 つ以上のロケール設定で値を指定し た場合、 条件が満た されるには、 それぞれのロケール設定で、 一致が検出さ

れる必要があ り ます。 た と えば、 " ユーザー イ ン ターフ ェ イス " 設定と "ANSI コー ド ページ " 設定で言語を指定

し た場合、 条件は、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス言語の 1 つが一致と し て検出され、 ANSI コー ド ページの言語の 1 

つが一致と し て検出された と き、 常に Ｔ ｒ ｕ ｅ  と評価されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのカス
タム条件を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で終了、 検出、 対象、 または機能条件の条件ス

テー ト メ ン ト をビルド する と き、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でアクシ ョ ン条件の条件ステー

ト メ ン ト をビルド する と き、 ターゲッ ト  システム上で評価するチ ェ ッ ク を様々な異なる種類から選択できます。

たと えば、 オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン、 フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リの存在、 およびイ ンス

ト ール済み製品の存在など。

ANSI コー ド ページ コー ド ページ Ｉ Ｄ ; 例 : 932 イ ンス ト ールの実行時、 関数 GetACP に

よ って、 ターゲッ ト  システムの ANSI コー

ド ページが確認されます。

このエラーの情報についてナレ ッ ジ ベース

を調べるか、 テ クニカル サポー ト にご連絡

く だ さい。 コー ド ページ ID のリ ス ト は、

MSDN の 「Code Page Identifiers」 を参照し

て く だ さい。

テーブル 8-26 • ロケール条件の設定の下にあるサブ設定 ( 続き )

設定 この設定の値のフ ォーマ ッ ト 注
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ビル ト イ ン タ イプの条件チ ェ ッ クによ って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの

実行時に、 ターゲッ ト  システムで評価する必要がある状況の中が、 すべてカバーされないこ とがあ り ます。 この

ため、 InstallShield では、 拡張条件と呼ばれる自作のカス タム条件を作成する こ とができるよ う になっています。

拡張条件によ って、 作成された C/C++ DLL が呼び出されます。

たと えば、 IIS Web サイ ト の有無を確認し たい場合、 ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ クする DLL を作成し て、 それ

をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加できます。

拡張条件 DLL の作成に関するガイダンスついては、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ

ク ト で、 拡張条件 DLL を作成する」 をご覧 く ださい。

拡張条件 DLL をプロジ ェ ク ト に組み込む手順ついては、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に拡張条件 DLL を追加する」 をご覧 く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 拡張条件 DLL を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

メ モ • フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アでは、 Windows プログラ ミ ングや DLL デバッ グに関する技術的なサポー ト は提

供し ていません。 DLL 関数は、 製作者が正し く 作成する責任があり ます。 カス タム DLL 関数のプロ ト タ イプは、

以下のよ う に作成し ます。 戻り値の型が異なる と、 拡張条件 DLL が失敗する原因にな り ます。

拡張条件を作成する最初のステ ッ プでは、 まず DLL を作成し ます。 拡張条件 DLL は、 Visual C++ の最近のバー

ジ ョ ン、 または、 COM および DLL のエクスポー ト をサポー ト し ているすべてのツールや言語を使って作成できま

す。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンには、 条件ご とに 2 つのエン ト リ ポイ ン ト  ( 条件を

検証するエン ト リ ポイ ン ト と条件を評価するエン ト リ ポイ ン ト ) が必要です。 エン ト リ ポイ ン ト は両方と も、 拡

張条件の名前がベースになっている必要があ り ます。 た と えば、 MyCondition のい う名前の条件の場合、 条件をテ

ス ト する DLL によ って、 次のエン ト リ ポイ ン ト をエクスポー ト する必要があ り ます :

• MyCondition_Validate 

• MyCondition_Evaluate 

これらの関数は、 次のよ う に定義し ます :

HRESULT __stdcall MyCondition_Validate(IDispatch *pCondition);

HRESULT __stdcall MyCondition_Evaluate(IDispatch *pCondition, VARIANT_BOOL *pbResult);
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これらの関数をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから呼び出せるよ う にするには、

関数を適切にエクスポー ト する DLL をビルド する と きに、 定義フ ァ イル (.def) を含める必要があり ます。 次は、

サンプル .def フ ァ イルのコ ンテンツです。 LIBRARY の後の名前は、 DLL に使用し た名前です。

LIBRARY "MyConditionLibrary"

EXPORTS

MyCondition_Validate

MyCondition_Evaluate

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 検証エン ト リ ポイ ン ト は、 プロジ ェ ク ト で

定義された条件が解析されている と きに呼び出されます。 これによ り、 拡張条件で、 プロジ ェ ク ト で定義された

条件のパラ メ ーターが、 予期された方法で評価を行う条件に適し ているかど うかを確認できるよ う にな り ます。

このエン ト リ ポイ ン ト は、 この種類の拡張条件が、 終了条件、 検出条件、 またはその他の条件で見つかった と き、

常に呼び出されます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このエン ト リ ポイ ン

ト から S_OK を返すと、 条件が有効である とい う意味に解釈されます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールで、 失敗し た HRESULT を返すと、 最後に検証された条件がエラーと し て中止されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 評価エン ト リ ポイ ン ト は、 この種類の拡張

条件がプロジ ェ ク ト で構成された条件によ って された と きに呼び出されます。 評価では、 条件が True または 

False であるかを評価するために必要なアクシ ョ ンを実行する こ とができます。 結果は、 pbEvalResult パラ メ ー

ターで、 VARIANT_BOOL フ ォーマ ッ ト で返されます。 VARIANT_TRUE の結果は、 True と し て扱われ、

VARIANT_FALSE の結果は、 False と し て扱われます。 成功を示すステータ ス (S_OK) は、 評価関数から返し ます。

失敗を示すステータ スによ って、 現時評価中の条件ブロ ッ クの評価が中止されますが、 これによ って、 イ ンス

ト ールが中止される こ とはあ り ません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 アクシ ョ ンを実行する こ とができますが、

拡張条件は、 拡張条件を呼び出し たア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの権限で実

行されますので注意し て く だ さい。 一部のアクシ ョ ンでは、 管理者権限が必要な場合があり ます (IIS 7.x 構成デー

タの読み取り など )。 このよ う なケースでは、 条件で必要なデータに適切にアクセスできるよ う に、 場合によ っ

て、 イ ンス ト ールを管理者権限で実行するか、 イ ンス ト ールに管理者マニフ ェ ス ト を含める必要があり ます。

検証および評価エン ト リ ポイ ン ト に渡される IDispatch イ ン ターフ ェ イスは、 ISuiteExtension イ ン ターフ ェ イスを

実装し ます。 ISuiteExtension へのポイ ン ト を取得するには、 IDispatch イ ン ターフ ェ イスで QueryInterface メ ソ ッ ド

を呼び出し ます。 ISuiteExtension イ ン ターフ ェ イスでは、 条件関数を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で拡張定義に定義された属性パラ メ ーターにアクセスする こ とができます。 プロ

ジ ェ ク ト 内の条件は、 それぞれの条件イ ンス タ ンスに固有の異なる イ ン ターフ ェ イス ポイ ン ターが渡されます。

し たがって、 エン ト リ ポイ ン ト 関数に渡されたイ ン ターフ ェ イス ポイ ン ト を常に使用し、 それを他の拡張 .dll の

呼び出し用に保存し ないよ う にし て く だ さい。

イ ン ターフ ェ イスは、 次のよ う に定義されています。

interface ISuiteExtension : IDispatch {

[propget, id(1), helpstring("Attribute")]

HRESULT Attribute([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

[id(2), helpstring("method LogInfo")]

HRESULT LogInfo([in]BSTR bstr);

[propget, id(3), helpstring("Property")]

HRESULT Property([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

[propput, id(3), helpstring("Property")]

HRESULT Property([in]BSTR bstrName, [in]BSTR bstrValue);

[id(4), helpstring("FormatProperty")]

HRESULT FormatProperty([in]BSTR bstrValue, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);
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[id(5), helpstring("ResolveString")]

HRESULT ResolveString([in]BSTR bstrStringId, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

};

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 関数プロ ト タ イプを使って、

ISuiteExtension COM イ ン ターフ ェ イス ポイ ン ターが拡張条件 DLL に渡されます。 これによ り、 次の関数にアクセ

スできるよ う にな り ます :

• get_Attribute 

HRESULT get_Attribute([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

このメ ソ ッ ド によ り、 現在の条件イ ンス タ ンスの属性値が取得されます。 属性名は、 bstrName で渡され、 対

応する値は、 bstrValue で返されます。

• LogInfo 

HRESULT LogInfo([in]BSTR bstr);

このメ ソ ッ ド によ り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに必要な情報を書き

込みし、 それら をデバッ グやその他の情報提供目的に使用できるよ う にし ます。 bstr パラ メ ーターには、 ロ

グに書き こ まれる文字列が含まれています。

• get_Property 

HRESULT get_Property([in]BSTR bstrName, [out, retval]BSTR *bstrValue);

このメ ソ ッ ド によ って、 現在実行中のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで定

義されているプロパテ ィ の値が取得されます。 定義されていないプロパテ ィ は、 空の値を返し ます。

bstrName パラ メ ーターによ って、 値が取得されるプロパテ ィ の名前が指定されます。 プロパテ ィ の値は、

bstrValue パラ メ ーターで返されます。

• put_Property 

HRESULT put_Property([in]BSTR bstrName, [in]BSTR bstrValue);

このメ ソ ッ ド を使って、 現在実行中のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、

新しいプロパテ ィ の値を設定し た り、 既存のプロパテ ィ の値を変更し た り できます。 空の値を渡すと、 その

結果と し て、 プロパテ ィ が削除されます。 bstrName パラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指

定されます。 bstrName パラ メ ーターによ って、 設定するプロパテ ィ の名前が指定されます。

• FormatProperty 

HRESULT FormatProperty([in]BSTR bstrValue, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

この方法を使う と、 bstrValud パラ メ ーターで提供された文字列内に組み込まれた形式化された式を解決する

こ とができます。 フ ォーマ ッ ト された値は、 bstrReturnValue パラ メ ーターで戻されます。 形式化された式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解

決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

• ResolveString 

HRESULT ResolveString([in]BSTR bstrStringId, [out, retval]BSTR *bstrReturnValue);

このメ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の文字列 ID を、 現在選択されている UI 

言語で実行中されている ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの対応する文字列

値に解決し ます。 bstrStringId パラ メ ーターによ って、 解決する文字列 ID が指定され、 解決された文字列は 

bstrReturnValue で返されます。 指定された文字列 ID が存在し ない場合、 文字列は空の状態で戻されます。
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作成し た DLL から ISuiteExtension イ ン ターフ ェ イスにアクセスするには、 #import を使って、 InstallShield と共にイ

ンス ト ールされている SetupSuite.exe フ ァ イルから タ イプ ラ イブラ リ情報を組み込むこ とができます。 次は、 そ

のパスです :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386\SetupSuite.exe"

たと えば、 VC++ プロジ ェ ク ト 内のタ イプ ラ イブ ラ リ ( 例、 stdafx.h) を イ ンポー ト するには、 次のステー ト メ ン ト

を使用し ます :

#import "C:\Program Files\InstallShield\2016\Redist\Language Independent\i386\SetupSuite.exe" no_namespace raw_interfaces_only 

named_guids

InstallShield が別の場所にイ ンス ト ールされている場合、 #import ステー ト メ ン ト のパスを、 それに従って変更する

必要があ り ます。

一旦拡張条件 DLL が作成される と、 それをプロジ ェ ク ト に追加できます。 詳し く は、 「ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に拡張条件 DLL を追加する」 をご覧 く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に拡張条件 DLL を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

一旦拡張条件 DLL が作成される と、 それをプロジ ェ ク ト に追加できます。

タ スク ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に拡張条件 DLL を追加するには、 以下の手順に

従います :

1. プロジ ェ ク ト 内で、 作成し た拡張条件 DLL を使用する検出条件、 対照条件、 またはその他の条件の設定を見

つけます。

これらの条件の設定についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

おける、 リ リースの作成およびビルド」 を参照し て く だ さい。

2. 必要に応じ て、 条件グループに、 Any、 All、 または None 演算子を追加し ます。

3. "Any"、 "All"、 または "None" 設定で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 拡張条件 DLL を参照する ...] 

を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 作成し た拡張条件 DLL を選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 拡張条件の構成 ] ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

DLL は必ず、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 拡張条件 DLL を作成す

る」 内の手順に従って作成し て く だ さい。
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5. 使用する条件を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って DLL がサポー ト  フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト に追加さ

れます。 条件に対し て新しい行が追加されます。 行には、 2 つのフ ィ ールドがあり ます。 この行の左のフ ィ ー

ルド では、 次の構文を使って条件を表記し ます :

拡張 DLL 名 : 条件 

こ こで、 拡張 DLL 名は、 DLL フ ァ イルの名前ですが、 .dll の部分は除きます。

この行の右のフ ィ ールド では、 条件に対し て定義し たパラ メ ーターと値がペアで表示されます ( 読み取り専

)。 この設定ではまた、 パラ メ ーターと その値を定義できる [ パラ メ ーターの追加 ] ボタ ンのほか、 拡張条件

を削除できる [ この条件を削除 ] ボタ ン も表示されています。

6. パラ メ ーターと値を追加するには、 拡張条件行の右フ ィ ールド にある [ パラ メ ーターの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。 [ 拡張条件の構成 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

7. パラ メ ーターの名前を入力し てから、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 パラ メ ーターに対し て新しい行が追加されま

す。 右側のフ ィ ールド に表示されているパラ メ ーターの値を構成し ます。
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イ ンス ト ールされたデータの検索

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield は、 実行時にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているデータ を検索する Windows Installer の機

能をサポー ト し ています。 検索結果によ って、 イ ンス ト ールはプロパテ ィ 値を格納し た り、 またイ ンス ト ール条

件でプロパテ ィ を利用し た りする こ と もできます。 イ ンス ト ールが処理する こ とのできるシステム検索の例には、

次のものが含まれます。

• 実行時にターゲッ ト  システム上でフ ァ イルまたはフ ォルダーを検索し、 それらが見つかった場合、 そのフ ァ

イルまたはフ ォルダーへの完全パスを格納し ます。 これには XML フ ァ イルのサポー ト も含まれます。

• レジス ト リ、 またはターゲッ ト  システムの WindowsFolder デ ィ レ ク ト リ にある .ini フ ァ イルからデータ を読み

出し、 プロパテ ィ にそのデータ を格納し ます。 そ し てイ ンス ト ール条件でそのプロパテ ィ を利用し ます。

InstallShield には、 プロジ ェ ク ト へ追加する こ とが可能ない く つかの定義済みシステム検索が含まれています。 さ

らに、 あるプロジ ェ ク ト で定義され、 リ ポジ ト リへパブ リ ッ シュ されたシステム検索は、 別のプロジ ェ ク ト で利

用する こ と もできます。 InstallShield に含まれる検索、 またはレポジ ト リ に格納されている検索のどち らの場合で

も、 [ システム検索 ]  ビ ューを利用し て、 定義済みシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加し ます。 また、 システム検

索ビ ューを利用し て定義済み検索を カス タ マイズし た り、 イ ンス ト ールのシステム検索を独自に定義し た りする

こ と もできます。

定義済みシステム検索の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield に含まれる検索、 またはレポジ ト リ に格納されている検索のどち らの場合でも、 [ システム検索 ]  

ビ ューを利用し て、 定義済みシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加し ます。
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タ スク 定義済みシステム検索を追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. グ リ ッ ド を右ク リ ッ ク し てから、 [ 定義済み検索の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 定義済み検索の追加 ] ダイア

ログ ボ ッ クス が開きます。

3. レポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されているシステム検索を表示するには、 " レポジ ト リの検索を表示 " チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。

4. 追加するシステム検索の値を選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が [ システム検索 ] ビ ューのグリ ッ ドへ検索を追加し ます。 定義済み検索をプロジ ェ ク ト へ追加し た

後に変更する必要がある場合、 その手順についてシステム検索の変更を参考にし て下さい。

システム検索の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールには、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされた異なるデータ型に対するシステム検索を含める こ

とが可能です。 プロジ ェ ク ト へ InstallShield で利用可能な定義済みシステム検索のひとつ、 またはリ ポジ ト リ に格

納されているシステム検索を追加するには、 定義済みシステム検索の追加を参照し て く ださい。 独自のカス タムシ

ステム検索を定義するには、 次の手順を実行し ます。

タ スク システム検索を追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. グ リ ッ ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きます。

3. システム検索ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

InstallShield が [ システム検索 ] ビ ューのグ リ ッ ドへ検索を追加し ます。
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システム検索の変更

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク システム検索を変更するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. 変更するシステム検索のグ リ ッ ド エン ト リ を右ク リ ッ ク し てから、 [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 システム検索

ウ ィ ザー ドが開きます。

3. システム検索ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

実行時にレジス ト リ を検索する場合の特別考慮

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

システム検索ウ ィ ザー ド と [ システム検索 ] ビ ューを使って、 次の種類のレジス ト リ関連システム検索を構成する

こ とができます :

• フ ァ イル パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• フ ォルダー パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• レジス ト リ エン ト リ

これらの種類のシステム検索について以下の点にご注意 く だ さい :
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レジス ト リ キーの存在を検索する

Windows Installer には、 特定のレジス ト リ キーの存在を ターゲッ ト  システム上で検索するビル ト イ ン サポー ト が

含まれていません。 ただ し、 特定のレジス ト リ キーのデフ ォル ト 値を検索するシステム検索を作成する こ とはで

きます。 デフ ォル ト 値が存在する場合、 Windows Installer がその値をシステム検索に関連付けられたプロパテ ィ に

書き込みます。 システム検索がデフ ォル ト 値を検出できなかった場合、 Windows Installer はプロパテ ィ を未定義の

ままに残し ます。

システム検索のプロパテ ィ にレジス ト リ エン ト リの種類を保管する

実行時、 Windows Installer はレジス ト リ関連のシステム検索に指定し たプロパテ ィ 値を ターゲッ ト  システム上で見

つかった場所に設定し ます。 さ らに、 Windows Installer はプロパテ ィ 値にプレ フ ィ ッ クスを追加し て、 レジス ト リ 

エン ト リの種類を示し ます ( たと えば、 REG_DWORD または REG_BINARY)。 その後プロパテ ィ を使ってレジス ト リ

を構成するか、 このプロパテ ィ を読み取る条件を作成する場合、 Windows Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｌ ｌ ｅ ｒ  がプロパテ ィ を設

定するために使用する構文について把握し てお く 必要があ り ます。

次の表は、 レジス ト リ エン ト リの各種類、 および Windows Installer がシステム検索プロパテ ィ を設定する と きに

使用する関連プレ フ ィ ッ クスについて説明し ます。

システム検索を リポジ ト リ にパブ リ ッ シュする
プロジ ェ ク ト に別のプロジ ェ ク ト で再利用、 または他のユーザーと共有し たいシステム検索がある場合、 リ ポジ

ト リ にそれをパブ リ ッ シュする こ とができます。

タ スク システム検索を リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. グ リ ッ ド でシステム検索を右ク リ ッ ク し てから、 [ パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。 パブ リ ッ

シュ ウ ィ ザー ドが開きます。

テーブル 8-1 • Windows Installer がステム検索プロパテ ィ の値に使用するプレ フ ィ ッ クス、 またはその他の表記

プレ フ ィ ッ クス / 表記 意味

< プレ フ ィ ッ クスな し > プロパテ ィ 値には文字列値 (REG_SZ) が含まれます。

#

#+

#-

プロパテ ィ 値には整数値 (REG_DWORD) が含まれます。

#x プロパテ ィ 値には 16 進数値 (REG_BINARY) が含まれます。

Windows Installer は、 各 16 進数の値を このプロパテ ィ 値の ASCII 文字と し て変換し

ます。

#% プロパテ ィ 値には拡張可能な文字列値 (REG_EXPAND_SZ) が含まれます。

< ヌル > プロパテ ィ 値には、 文字列リ ス ト  (REG_MULTI_SZ) が含まれます。 この値は、 ヌル文

字で開始および終了し ます。
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3. パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドのパネルを完成し ます。

リポジ ト リから プロジ ェ ク ト へシステム検索を イ ンポー ト し た後、 現在のシステム検索と既存のリ ポジ ト リ シス

テム検索とは関連性を持ちません。 システム検索を変更し て リ ポジ ト リへ再パブ リ ッ シュ し ても、 イ ンポー ト 先

プロジ ェ ク ト 内のシステム検索には影響し ません。 但し、 リ ポジ ト リから プロジ ェ ク ト へシステム検索を再イ ン

ポー ト する こ とができます。

システム検索を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク システム検索を削除するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. 削除するシステム検索のグ リ ッ ド エン ト リ を右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

削除されたシステム検索は、 今後イ ンス ト ールには含まれません。

XML データの検索

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ン と構成の設定は、 XML フ ァ イルに格納される こ とがあ り ます。 [ システム検索 ] ビ ューでは、 実

行時にターゲッ ト  システムに存在する可能性がある XML フ ァ イル内のデータの検索を定義し ます。 特定の属性、

特定の要素、 または特定の要素コ ンテンツ文字列を検索する こ とができます。 結果はプロパテ ィ に格納されます。

イ ンス ト ール条件にある このプロパテ ィ を、 イ ンス ト ールで使用する コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と し て、

またはイ ンス ト ールの他の箇所で使用する こ とができます。
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例

このセクシ ョ ンでは、 実行時にターゲッ ト  システムで XML データの検索をど う行うかが説明されています。 この

例では、 MyProduct とい う名前の製品に、 MyProduct.exe とい う名前の実行可能フ ァ イルがあり ます。 この .exe 

フ ァ イルへのパスは、 実行時に Configuration.xml とい う名前のフ ァ イルに書き込まれます。

ヒ ン ト • 実行時にプロパテ ィ を利用し て、 XML フ ァ イルを変更する と きのその方法については、 「Windows Installer 

のプロパテ ィ を使用し て、 XML フ ァ イルを動的に変更する」 をご覧 く ださい。

次は、 Configuration.xml フ ァ イルからのサンプル コー ド です。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<configuration>

<startup>

<requiredRuntime version="1.0.0" safemode="true" />

</startup>

<appSettings>

<add value="MyProduct" path="C:\Program Files\MyCompany\MyProduct\MyProduct.exe"/>

</appSettings>

</configuration>

上記 XML コー ドの path 属性の値は、 エン ド ユーザー が MyProduct をどの場所にイ ンス ト ールするかによ って異

な り ます。

この例の主な目的は、 path 属性の値を検索し て、 その値をプロパテ ィ に格納する こ と です。

タ スク XML データのシステム検索を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ システム検索 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. グ リ ッ ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 システム検索ウ ィ ザー ド が開きます。

3. 次のウ ィ ザー ド パネルを完成し ます。

a. [ 検索する対象を指定し て く ださい ] パネル : リ ス ト で、 [XML フ ァ イルの値 ] を選択し ます。

b. [ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル :

• [ プロパテ ィ 名 ] ボ ッ クスで、 次のよ う に入力し ます。

Configuration.xml

• [ 検索場所 ] 領域で、 [ 完全パス ] を選択し て、 次のパスを入力し ます。

[ProgramFilesFolder]MyCompany\MyProduct

c. [ データの指定 ] パネル :

• [XML 要素への XPath] ボ ッ クスで、 次の XPath 式を入力し ます。

/configuration/appSettings/add[@value='MyProduct']

• [ 検索 ] 領域で、 [ この要素の属性値 ] を選択し て、 [ 属性名 ] ボ ッ クスで次を入力し ます。

パス

d. [ この値の処理方法を指定し て く ださい ] パネル :
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• [ 値を保存するプロパテ ィ ] ボ ッ クスで、 次を入力し ます。

PATH_IN_XML_FILE

• [ 追加オプシ ョ ン ] 領域で、 [ プロパテ ィ に値を保存する ] を選択し ます。

検索プロパテ ィ の値は、 プロジ ェ ク ト の他の領域で使用する こ とができます。 た と えば、 イ ンス ト ールのダイア

ログでプロパテ ィ の値を表示するには、 テキス ト  コ ン ト ロールをダイアログに追加するか、 またはコ ン ト ロール

の Text 値を次のよ う に設定し ます。

PATH_IN_XML_FILE = [PATH_IN_XML_FILE]

XML フ ァ イルの path 属性の値が C:\Program Files\MyCompany\MyProduct\MyProduct.exe の場合、 次のテキス ト が

ダイアログで表示されます。

PATH_IN_XML_FILE = C:\Program Files\MyCompany\MyProduct\MyProduct.exe
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを
編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

重要 • InstallShield の専用ビ ューを使わずに、 イ ンス ト ールと プロジ ェ ク ト  テーブルを直接編集する方法は、

Windows Installer データベース形式について詳しい上級ユーザー向けです。

InstallShield でビルド される Windows Installer データベースは、 テーブルで構成されます。 InstallShield プロジ ェ ク

ト  フ ァ イル (.ism フ ァ イル ) は、 Windows Installer テーブル形式を使用し ます。 InstallShield では、 Windows Installer 

および .ism テーブルのコ ンテンツで作業を行う ために用意されているグラ フ ィ ッ ク ユーザー イ ン ターフ ェ イスに

加え、 [ ダイ レ ク ト エデ ィ ター ] ビ ューを使用し てテーブルを直接編集できます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 異なる種類のテーブルをサポー ト し ます :

• 標準テーブル。 Windows Installer によ って定義されます。

• InstallShield テーブル。 イ ンス ト ールに機能性を追加するために InstallShield によ って作成されます。

• カス タム テーブル。 ユーザーが作成し、 カス タム アクシ ョ ンで読み込み / 書き込みを行う こ とができます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは 2 つの異なるモー ド で実行できます :

• プロジ ェ ク ト 編集モー ド — プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) に含まれるテーブルを編集できるモー ド。 ダイ レ ク

ト  エデ ィ ターで追加された変更は、 InstallShield がビルド時に作成する Windows Installer パッ ケージに組み込

まれます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ

ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド を使用し ます。

• ダイ レ ク ト 編集モー ド — Windows Installer データベース (.msi、 .msm、 または .mst フ ァ イル ) のテーブルを編

集できるモー ド。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで追加し た変更を保存する と き、 InstallShield が Windows Installer 

データベースを更新し ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ

ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使用し ます。
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プロジ ェ ク ト  テーブルを編集する

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプのダイ レ ク ト  エデ ィ ターでは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) 内のテーブ

ルを参照および編集できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• QuickPatch

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで、 .ism フ ァ イルに含ま

れるすべてのテーブルを参照できますが、 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 InstallShield のその他のビ ューを

使って変更を行う こ とが推奨されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism フ ァ イル ) は、 Windows Installer テーブル形式を使用し ます。 ダイ レ ク ト  

エデ ィ ターは InstallShield のビ ューで、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) 内の全てのテーブルを参照できます。 この

ビ ューでは、 Windows Installer データベース フ ォーマ ッ ト に詳しい上級開発者向けに、 高度な機能も提供されてい

ます。 たと えば、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って以下のタ スク を行います :

• プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) 内のすべてのテーブルを参照する。

• テーブルにレ コー ド を追加 / 削除する。

• レ コー ド またはフ ィ ールド を切り取り、 コ ピー、 および貼り付ける。

• テーブル内の個別のフ ィ ールド を編集する。

• カス タム テーブルを追加する。

• 表示されているテーブル レ コー ド を フ ィ ルターし て、 特定の文字列を含むプロパテ ィ を非表示にする。

• 1 つのテーブル、 またはすべてのテーブルで特定の文字列を検索し て、 必要に応じ てそれを置換する。

• テーブル内の列のサイズを変更、 およびその順序を変更する。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで新しいテーブルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム
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InstallShield を使って、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism)、 または Windows Installer データベース (.msi、 .msm、 または 

.mst) にテーブルを追加できます。

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って新しいテーブルを追加するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ テーブルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 テーブル作成ウ ィ

ザー ドが開きます。 .

3. ウ ィ ザー ドのすべてのパネルを完成し ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムでは、 カス タム テーブルの名前に MSI ( 大文字、 小文字、 または両方の組

み合わせ ) を使用し ないこ と を要求し ています。 「MSI」 で始まる名前は、 今後の新しい標準プロパテ ィ および

テーブル用に予約されています。

テーブルへレ コー ド を追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト またはデータベースのテーブルにレ コー ド ( または行 ) を追

加できます。

タ スク レ コー ド ( 行 ) をテーブルに追加するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. レ コー ド を追加するテーブルを選択し ます。

3. [ 新しいレ コー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ テーブルにレ コー ド を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 各フ ィ ールド を必要に応じ て完成させます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでの検索と置換

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 標準の検索 / 置換機能をサポー ト し ます。 この機能は、 プロジ ェ ク ト またはデータ

ベース内で特定のデータ または文字列を検索し て、 改訂済みのデータ または文字列と置換する と きに便利です。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでデータ を検索する

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでデータ を検索するには、 以下の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 検索を行う テーブルの 1 つを選択し ます。

3. [ 文字列の検索 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 検索する文字列を入力し ます。

5. 必要に応じ て、 その他のオプシ ョ ンを選択し ます。

選択し たテーブルのみで検索を行う には、 [ 現在のテーブルのみを検索 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 ダ

イ レ ク ト  エデ ィ ターの全てのテーブルで検索を行う には、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

6. [ 次を検索 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 指定された文字列の最初のイ ンス タ ンスを検出し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでデータ を検索 / 置換する

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでデータ を検索 / 置換するには、 以下の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 データ を検索 / 置換するテーブルを選択し ます。

3. [ 検索 / 置換 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 置換するテキス ト を入力し ます。

5. [ 置換後の文字列 ] ボ ッ クスで、 新しい文字列を入力し ます。
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6. 必要に応じ て、 その他のオプシ ョ ンを選択し ます。

7. [ 次を検索 ]、 [ 置換 ]、 または [ すべて置換 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が必要に応じ て文字列を置換し ます。

テーブル レ コー ド を編集する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト またはデータベースのテーブルでレ コー ド または行を編集で

きます。

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでテーブルのレ コー ド を編集するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 編集するレ コー ド を含むテーブルを選択し てから、 行を選択し ます。

3. [ 選択し たレ コー ド を編集 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ テーブル内のレ コー ド を編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

が表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 選択し た行の任意のデータ を編集できます。

4. 必要に応じ てレ コー ド を編集し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 不適切なデータ タ イプの使用を避けるために、 フ ィ ールド レベルでの検証を行

います。

ダイ レ ク ト エデ ィ ターでのテーブル編集中に参照の整合性を保つには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログの [ プ リ フ ァ レ

ンス ] タ ブにある [ 参照の整合性を保つ ] を選択し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするに

は、 [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されます。

テーブルのフ ィ ールド編集

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1745



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューには、 プロジ ェ ク ト またはデータベースで文字列その他のデータ を編集できる、

スプレ ッ ド シー ト 形式のテーブルが含まれています。

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでテーブルのフ ィ ールド を編集するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 編集する フ ィ ールドが含まれたテーブルを選択し ます。

3. 以下のいずれかを実行し ます :

• テーブル セル内のテキス ト をすべて上書きするには、 テーブル セルを ク リ ッ ク し てから、 新しい値を入

力し ます。

• テーブル セル内の特定の位置にカーソルを配置するには、 その場所をダブルク リ ッ ク し ます。 次に、 変

更を入力し ます。

• フ ィ ールドが他のテーブルへの外部キーを持つ場合、 セル内のリ ス ト から適切な外部キーを選択できま

す。

ヒ ン ト • 各列のヘ ッ ダーに括弧付きで挿入されている表示は、 列に入力可能なデータの種類とサイズを示し ます。

たと えば、 S255 は文字列の制限文字数が 255 文字である こ と を示し、 I2 は、 2  バイ ト の整数を示し ます。

メ モ • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 不適切なデータ タ イプの使用を避けるために、 フ ィ ールド レベルでの検証を行

います。

ダイ レ ク ト エデ ィ ターでのテーブル編集中に参照の整合性を保つには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログの [ プ リ フ ァ レ

ンス ] タ ブにある [ 参照の整合性を保つ ] を選択し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするに

は、 [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターから テーブルをエクスポー ト する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 1 または複数のテーブルを .idt フ ァ イルと し てエクスポー ト できます。 その後、

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを通し て .idt フ ァ イルを別のプロジ ェ ク ト またはデータベースにイ ンポー ト できます。

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターから 1 つまた複数のテーブルをエクスポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 エクスポー ト を行う テーブルの 1 つを右ク リ ッ ク し てから、 [ テーブルの

エクスポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ テーブルのエクスポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 出力デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クスに、 .idt フ ァ イルを保存するデ ィ レ ク ト リ を指定するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 保存場所を指定し ます。

4. [ テーブル ] ボ ッ クスに、 エクスポー ト するテーブルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

エクスポー ト が選択された各テーブルご とに、 個別の .idt フ ァ イルが作成されます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってテーブルを イ ンポー ト す
る

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル (.idt フ ァ イル ) を InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) または 

Windows Installer データベース (.msi、 .msm、 または .mst) にイ ンポー ト できます。

タ スク ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってテーブル ( .idt フ ァ イル ) を イ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ テーブルのイ ンポー ト ] を選択し ます。
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
3. イ ンポー ト するテーブルを選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト またはデータベースにテーブルがイ ンポー ト されます。

テーブルから レ コー ド を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) または Windows Installer データベース 

(.msi、 .msm、 または .mst) から レ コー ド を削除できます。

タ スク テーブルから レ コー ド ( 行 ) を削除するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 削除するレ コー ド を含むテーブルを選択し ます。

3. テーブル グ リ ッ ド で、 削除するレ コー ド を選択し ます。

4. [ 選択し たレ コー ド を削除する ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 または DELETE キーを押し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでテーブルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム
1748 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) または Windows Installer データベース 

(.msi、 .msm、 または .mst) から カス タム テーブルを削除できます。

タ スク カス タム テーブルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーで、 削除する カス タム テーブルを右ク リ ッ ク し てから、 [ テーブルの削除 ] を

ク リ ッ ク し ます。

メ モ • 削除できるのはユーザー定義のテーブルだけです。 InstallShield テーブルおよび標準テーブルは削除できま

せん。

Windows Installer データベース と プロジ ェ ク ト  フ ァ イル
のイ ンプレース差分比較

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には、 比較を行う ために、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで 2 つの .msi パッ ケージを開 く こ とができる .msi 

差分比較機能があ り ます。 ト ラ ンスフ ォーム (.mst) を編集し ている場合、 基本になるパッ ケージ と適用された ト

ラ ンスフ ォームの間の差分がダイ レ ク ト  エデ ィ ターで強調表示されます。

ベースパッ ケージは InstallShield イ ン ターフ ェ イスで開いた現在のフ ァ イルです。 比較されたフ ァ イルはシステム

にあ り、 ベースパッ ケージ と比較する ものです。 従って、 Direct Editor のテーブルの前に赤い X 印がある場合は、

テーブルがベースフ ァ イルにあ り、 比較フ ァ イルには存在ないこ と を示し ます。

イ ンプレース差分比較機能は、 .msi パッ ケージ と ト ラ ンスフ ォームに限定されていません。 .msm、 .ism、 および 

.pcp フ ァ イルといった、 別のフ ァ イルを比較する こ と もできます。
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
ダイ レ ク ト エデ ィ ターでは差分を元に戻し た り、 受け入れる こ とができます。 ダイ レ ク ト エデ ィ ター テーブルの

最初の列のアイ コ ンは、 その行が追加または削除されたか、 または変更が加えられているかを表し ます。 比較

フ ァ イルは、 テーブルで追加または削除された列も表示し ます。

加えられた特定の変更を表示するには、 列の上にマウスを置 く と差分を説明するツールヒ ン ト が表示されます。

タ スク 2 つのプロジ ェ ク ト またはデータベースを比較するには、 以下の手順に従います :

1. ベース プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) またはデータベース (.msi、 .msm、 .mst、 または .pcp) を開きます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [ 差分 ] をポイ ン ト し、 [ フ ァ イルとの比較 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 比較する フ ァ イル

の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスで、 ベース フ ァ イルと比較する フ ァ イルの種類を選択し てから、 それを参照およ

び選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターに、 2 つのフ ァ イル間の差分が表示されます。

タ スク 比較セ ッ シ ョ ンを終了するには、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ 差分 ] をポイ ン ト し、 [ 比較の終了 ] を ク リ ッ ク し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターから イ ンプレース差分が全て削除されます。

テーブルへバイナ リデータ を入力する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

テーブル 8-1 • ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルのアイ コ ン

アイ コ ン 説明

行に変更が加えられた

行が追加された

行が削除された
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド を使用し ます。 プロジ ェ ク ト 編集モー ドの場合、 Binary、

Icon、 および Patch といったテーブルは、 バイナ リ データ を格納し ません。 これらのテーブルは、 ビルド ソース 

パスへのリ ン ク を格納し ます。 このため、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってこれらのテーブルを編集する と きは、

必ず完全修飾パス と フ ァ イル名を含めるよ う にし て く だ さい。 そ う でない場合、 InstallShield がビルド する リ リー

スにそのフ ァ イルが含まれません。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使用し ます。 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプの場合、 Binary、

Icon、 および Patch といったテーブルは、 バイナ リ データ を格納し ます。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってこれら

のテーブルを編集する場合、 テーブルにス ト リームする フ ァ イルを参照および選択する こ とができます。

親のないデ ィ レ ク ト リ エン ト リ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

デ ィ レ ク ト リ エン ト リは、 主にダイ レ ク ト  エデ ィ ターで、 不適切な変更が行われた場合に親を失います。 これは 

Directory テーブルでパスが壊れた と きに発生し ます。

たと えば、 INSTALLDIR は次のよ う に 3 つのレ コー ドが組み合わさ って完全パスを構成し ています。

ProgramFilesFolder\ISYourCompanyDir\ISYourProductDir

これは通常、 次のよ う に解決されます : 

C:\Program Files\Your Company Name\Your Product Name

ProgramFilesFolder\ISYourCompanyDir\ISYourProductDir のう ちいずれかのレ コー ドが不適切に変更される と、

INSTALLDIR やこの不正なレ コー ド を含んでいるデ ィ レ ク ト リパスは、 正し く 解決されな く な り ます。 この例で

は、 Directory レ コー ド を (Directory の列で ) ISYourCompanyDir から MyCompany に変更し、 ISYourProductDir レ

コー ドの Directory_Parent を MyCompany に更新し なかった場合、 INSTALLDIR パスは壊れます。
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イ ンス ト ールおよびプロジ ェ ク ト のテーブルを編集する
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InstallShield ツールの使用
InstallShield ツールの使用
InstallShield には、 Windows Installer パッ ケージおよび InstallScript イ ンス ト ールにおける複雑な問題を ト ラブル

シュー ト するのに役立つ様々なツールが搭載されています。 詳細については、 ド キュ メ ン ト の以下のセクシ ョ ン

を参照し て く ださい。

InstallShield MSI ツール

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield MSI ツールは、 InstallShield の Premier および Professional Edition で提供されています。

Premier Edition には、 別のマシンに InstallShield 以外のツールのみを イ ンス ト ールできる、 個別のイ ンス ト ールお

よび追加ラ イセンスが含まれています。 詳しい使用条件については、 InstallShield MSI ツールの使用許諾契約書を

参照し て く ださい。

InstallShield には、 Windows Installer パッ ケージにまつわる複雑な問題を解決するのに役立つツールが含まれていま

す ：

• InstallShield MSI Diff を使って、 2 つの .msi、 .msm、 または .pcp データベース フ ァ イルを素早 く 比較できます。

これを使って、 1 つの .msi フ ァ イルに対し て 1 つまたは複数の .msp と .mst フ ァ イルを適用し、 その結果と な

る .msi データベースの変更を確認する こ とができます。 また、 このツールを使って、 バイナ リ形式で保存さ

れた 2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .ise) を比較する こ とができます。 このツールで

は、 追加、 変更、 削除、 スキーマの違いを示すためにカ ラー コー ドが使用されます。 InstallShield MSI Diff は、

ほとんどのソース コー ド管理システムに簡単に統合できます。

• InstallShield MSI Query を使って、 SQL ステー ト メ ン ト をビルド スク リ プ ト で実行する前に、 SQL の Windows 

Installer バージ ョ ンを用いてこれをテス ト し ます。 SQL ステー ト メ ン ト が正し く フ ォーマ ッ ト されているかを

素早 く 確認でき、 また生成される結果を参照できます。

• InstallShield MSI Sleuth は、 ターゲッ ト  システムの現在のイ ンス ト ール済み状態を参照できる診断ツールで

す。 InstallShield MSI Sleuth はイ ンス ト ール済みのすべての .msi パッ ケージの一覧を表示し ます。 リ ス ト の中

から任意の .msi パッ ケージを ク リ ッ クする と、 データベース内のテーブルやバイナ リ ス ト リームだけでな

く 、 その機能と コ ンポーネン ト の状態および既知のソースの場所を参照できます。 このツールは、 特定のコ

ンポーネン ト  コー ド を持つパッ ケージを含むイ ンス ト ール済みの製品 ( 複数可 ) を識別するのにも役立ちま

す。

• InstallShield MSI Grep は、 .msi と .msm パッ ケージのコ レ クシ ョ ンの中から特定のテキス ト を検索し ます。 特

定のテーブルまたは列に関する結果のみを表示するための詳細検索も可能です。

これらすべてのツールは、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの [InstallShield ツール ] サブ フ ォルダーから起動できま

す。

メ モ • これらのツールでは、 すべて .NET Framework 2.0 がイ ンス ト ールされている必要があ り ます。
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InstallShield MSI Diff
InstallShield MSI Diff を使って、 2 つの .msi、 .msm、 または .pcp フ ァ イルを素早 く 比較できます。 これを使って、 1 

つの .msi フ ァ イルに対し て 1 つまたは複数の .msp と .mst フ ァ イルを適用し、 その結果と なる .msi データベース

の変更を確認する こ とができます。 また、 このツールを使って、 バイナリ形式で保存された 2 つの InstallShield プ

ロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .ise) を比較する こ とができます。 このツールは、 ほとんどのソース コー ド管理

システムに簡単に統合できます。

このツールでは、 追加、 変更、 削除、 スキーマの違いを示すためにカ ラー コー ドが使用されます。 InstallShield 

MSI Diff の右下にある カ ラー コー ドは、 それぞれの違いが何色で示されているかを示す凡例です。

InstallShield MSI Diff は、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの InstallShield Tools サブ フ ォルダーから起動し ます。 この

ツールは、 [ ツール ] メ ニューで [ 差分 ] をポイ ン ト し て InstallShield MSI Diff を ク リ ッ ク し て、 InstallShield 内から

も起動できます。

ヒ ン ト • 各データベース テーブルの変更されていない行を表示または非表示にするには、 [ 表示 ] メ ニューで、 [

変更されていない行 ] を ク リ ッ ク し ます。 変更されていない行を表示する と き、 このメ ニュー コマン ド にチ ェ ッ

ク マークが付いています。 変更されていない行を表示し ないと きは、 チ ェ ッ ク マークがあ り ません。

変更されていないデータベース テーブルを表示または非表示にするには、 [ 表示 ] メ ニューで、 [ 変更されていな

いテーブル ] を ク リ ッ ク し ます。 変更されていないテーブルを表示する と き、 このメ ニュー コマン ド にチ ェ ッ ク 

マークが付いています。 変更されていないテーブルを表示し ないと きは、 チ ェ ッ ク マークがあ り ません。

ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) によ って行われる変更を判別する

InstallShield MSI Diff を利用し て、 ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) が適用された と きに .msi パッ ケージがど う変

更されるかを確認できます。

タ スク ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) によ って行われる変更を判別するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Diff を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. .msi パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield MSI Diff で、 .msi データベースが開きま

す。

4. [ フ ァ イル ] メ ニューで [ ト ラ ンスフ ォーム ] をポイ ン ト し、 [ ト ラ ンスフ ォームの適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. .mst パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォームが、 開いている .msi データベース

に適用されます。

6. 変更を確認し ます。

一連の ト ラ ンスフ ォームを .msi パッ ケージに適用する場合、 それぞれの ト ラ ンスフ ォームに対し て、 ステ ッ プ 4 

と 5 を繰り返し ます。

ヒ ン ト • InstallShield MSI Diff では、 一連の .msp フ ァ イルと .mst フ ァ イルを .msi フ ァ イルに適用し、 結果の .msi 

データベースに適用された変更を確認する こ と もできます。
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パッ チを .msi パッ ケージに適用する方法については、 「パッ チによる実行時の影響を判別する」 をご覧 く だ さい。

パッ チが .msi パッ ケージに対し て有効であるかど うかを判別する

InstallShield MSI Diff を利用し て、 特定の .msi パッ ケージにパッ チが有効であるかど うかを判別する こ とができま

す。 InstallShield MSI Diff は、 パッ チに含まれている内部 ト ラ ンスフ ォームを分析し ます。

タ スク パッ チが .msi パッ ケージに対し て有効であるかど うかを判別するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Diff を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. .msi パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield MSI Diff で、 .msi データベースが開きま

す。

4. [ フ ァ イル ] メ ニューで [ パッ チ ] をポイ ン ト し、 [ パッ チの適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

5. パッ チ (.msp フ ァ イル ) を選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

パッ チが選択し た .msi データベースに適用される と き、 パッ チは開いているデータベースに適用されます。 パッ

チの適用が不可能な場合、 パッ チが選択されたデータベースに無効である こ と を通知する メ ッ セージ ボ ッ クスが

表示されます。

パッ チによる実行時の影響を判別する

InstallShield MSI Diff を利用し て、 Windows Installer が指定されたパッ チ フ ァ イルをど う 処理するか、 および、 それ

によ って ターゲッ ト  システムにキャ ッ シュ されている .msi パッ ケージにど う影響されるかを判別する こ とができ

ます。

タ スク パッ チによる実行時の影響を判別するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Diff を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. .msi パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield MSI Diff で、 .msi データベースが開きま

す。

4. [ フ ァ イル ] メ ニューで [ パッ チ ] をポイ ン ト し、 [ パッ チの適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

5. パッ チ (.msp フ ァ イル ) を選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 パッ チが、 開いている .msi データベースに

適用されます。

6. 変更を確認し ます。

一連のパッ チを .msi パッ ケージに適用する場合、 それぞれのパッ チに対し て、 ステ ッ プ 4 と 5 を繰り返し ます。
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ヒ ン ト • InstallShield MSI Diff では、 一連の .msp フ ァ イルと .mst フ ァ イルを .msi フ ァ イルに適用し、 結果の .msi 

データベースに適用された変更を確認する こ と もできます。

パッ チを .msi パッ ケージに適用する方法については、 「 ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) によ って行われる変更

を判別する」 をご覧 く だ さい。

2 つの .msi パッ ケージ間の違いを判別する

InstallShield MSI Diff を利用し て、 2 つの .msi パッ ケージ間の違いを判別する こ とができます。

タ スク 2 つの .msi パッ ケージ間の違いを判別するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Diff を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. ベースの .msi パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield MSI Diff で、 .msi データベース

が開きます。

4. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 比較先 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 2 つ目の .msi パッ ケージを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

2 つ目の .msi パッ ケージからのデータがベースの .msi パッ ケージ内のデータ と比較され、 結果が表示されます。

InstallShield MSI Diff を コマン ド ラ イ ンから実行し て、 差分のログ フ ァ イルを生成する

InstallShield MSI Diff を コマン ド ラ イ ンから実行し て、 2 つの .msi、 .msm、 または .pcp フ ァ イル間の差分を確認し

た り、 ト ラ ンスフ ォーム (.mst) またはパッ チ フ ァ イル (.msp) によ って Windows Installer データベースに適用され

る変更点を表示するログ フ ァ イルを生成できます。 また、 このツールを コマン ド ラ イ ンから使用し て、 バイナ リ

形式で保存されている 2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .ise) 間の違いを識別するログ フ ァ

イルを生成する こ と もできます。

InstallShield MSI Diff は、 次の場所にイ ンス ト ールされます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System\MsiDiff.exe

差分を表示するログ フ ァ イルを生成するには、 InstallShield MSI Diff を コマン ド ラ イ ンから起動する と きに、 次の

構文を使用し ます :

msidiff.exe <BaseFile> <ComparisonFile> /out <diff.xml>

コマン ド ラ イ ンのサンプルを次に示し ます :

"C:\Program Files\InstallShield\2016\System\MsiDiff.exe" "C:\InstallShield 2016 Projects\MyProject1.ism" "C:\InstallShield 2016 

Projects\MyProject2.ism" /out "C:\Log File.xml"

2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト 間の違いを判別する

InstallShield MSI Diff を利用し て、バイナリ形式で保存されている 2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism または .ise 

フ ァ イル ) 間の違いを判別する こ とができます。
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タ スク 2 つの InstallShield プロジ ェ ク ト 間の違いを判別するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Diff を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの 1 つを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield MSI Diff で、 .

プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが開きます。

4. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 比較先 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 2 つ目の InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

2 つ目のプロジ ェ ク ト からの最初のプロジ ェ ク ト 内のデータ と比較され、 結果が表示されます。

InstallShield MSI Query
InstallShield MSI Query は、 SQL ステー ト メ ン ト をビルド スク リ プ ト で実行する前に、 SQL の Windows Installer 

バージ ョ ンを使ってテス ト を行います。 SQL ステー ト メ ン ト が正し く フ ォーマ ッ ト されているかを素早 く 確認で

き、 また生成される結果を参照できます。

InstallShield MSI Query は、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの InstallShield Tools サブ フ ォルダーから起動し ます。

Windows Installer における有効な SQL クエ リ については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「SQL Syntax」 を

参照し て く ださい。

特定の Windows Installer ベースに対し て SQL Query を実行する

InstallShield MSI Query を使って、 SQL ステー ト メ ン ト をビルド スク リ プ ト で実行する前に、 SQL の Windows 

Installer バージ ョ ンを用いてステー ト メ ン ト をテス ト する こ とができます。 SQL ステー ト メ ン ト が正し く フ ォー

マ ッ ト されているかを素早 く 確認でき、 また生成される結果を参照できます。

タ スク ク エ リ を実行するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield MSI Query を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. テス ト に使用するデータベース (.msi または .msm フ ァ イル ) を選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield MSI Query のタ イ ト ル バージ ョ ンに、 フ ァ イルの名前が表示されます。

4. [ ク エ リ ] ボ ッ クスで、 実行する ク エ リ を入力し ます。

InstallShield MSI Query では、 1 つ以上のパラ メ ーターの値を疑問符 (?) と し て入力する こ とができます。 クエ

リ に疑問符を含めた場合、 [ ク エ リ ] ボ ッ クスの下に [ 引数 ] 行が表示されます。 各疑問符は異なる [ 引数 ] 

ボ ッ クスに対応し ています。 [ 引数 ] ボ ッ クスを使用し て、 置換を値を指定し ます。

Windows Installer における有効な SQL クエ リ については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「SQL 

Syntax」 を参照し て く ださい。

5. [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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選択し たデータベースに対し て指定されたクエ リが実行されます。 クエ リの結果と し て発生し た変更を保存する

には、 [ フ ァ イル ] メ ニューにある [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield MSI Sleuth
InstallShield MSI Sleuth は、 ターゲッ ト  システムの現在のイ ンス ト ール済み状態を参照できる診断ツールです。

InstallShield MSI Sleuth はイ ンス ト ール済みのすべての .msi パッ ケージの一覧を表示し ます。 リ ス ト に挙げられて

いる任意の .msi パッ ケージを ク リ ッ クする と、 データベースに含まれるテーブルと、 データベースに埋め込まれ

ているス ト リームされたフ ァ イルのすべてを見る こ とができます。 このツールは、 特定のコ ンポーネン ト  コー ド

を持つパッ ケージを含むイ ンス ト ール済みの製品 ( 複数可 ) を識別するのにも役立ちます。

InstallShield MSI Sleuth は、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの InstallShield Tools サブ フ ォルダーから起動し ます。

ターゲッ ト  システムで実行された .msi パッ ケージについての詳細を表示する

InstallShield MSI Sleuth を利用し て、 ターゲッ ト  システムで実行された .msi パッ ケージについての詳細を表示する

こ とができます。

タ スク .msi パッ ケージに関する詳細を表示するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Sleuth を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ パッ ケージを開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ イ ンス ト ール済みのパッ ケージ ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされたパッ ケージの全一覧が表示されます。

3. 分析するパッ ケージを選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

選択し た .msi パッ ケージの詳細が表示されます。

ヒ ン ト • 詳細は .sleuth.xml に保存する こ とができます。 .sleuth.xml は MSI Sleuth 内から再度開 く こ とができます。

詳細を保存するには、 以下の手順に従います : 詳細を保存するには、 [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ パッ ケージの詳細

を保存 ] を ク リ ッ ク し てから、 フ ァ イル名を指定し ます。

.sleuth.xml フ ァ イルをあと で開 く には、 [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ パッ ケージの概要を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

開 く フ ァ イルを選択し ます。

特定のコ ンポーネン ト を含むすべてのイ ンス ト ール済みのパッ ケージを検索する

InstallShield MSI Sleuth を利用し て、 ある コ ンポーネン ト を、 指定されたアン イ ンス ト ールされないフ ァ イルに関

する問題を解決するためのコ ンポーネン ト  コー ド と一緒にイ ンス ト ールし たすべてのパッ ケージを識別する こ と

ができます。 また、 コ ンポーネン ト が複数の製品によ ってイ ンス ト ールされたかど うかを判別する こ と もできま

す。
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タ スク 特定のコ ンポーネン ト を含むすべてのイ ンス ト ール済みのパッ ケージを検索するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Sleuth を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ コ ンポーネン ト  コー ド で開 く ]、 [ コ ンポーネン ト  コー ド ] の順にポイ ン ト し ま

す。 このメ ニュー コマン ドが編集フ ィ ールド に変わり ます。

3. コ ンポーネン ト  コー ド を入力し、 Enter キーを押し ます。 ク リ ッ プボー ド に保存されたコ ンポーネン ト  コー

ドがある場合、 CTRL+V を押し て、 それを メ ニュー コマン ド フ ィ ールド に貼り付けます。 [ イ ンス ト ール済

みのパッ ケージ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

指定されたコ ンポーネン ト  コー ド を含むイ ンス ト ール済みパッ ケージの全一覧が表示されます。 パッ ケージを表

示するには、 それを選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield MSI Grep
InstallShield MSI Grep は、 .msi と .msm パッ ケージのコ レ クシ ョ ンの中から特定のテキス ト を検索し ます。 特定の

テーブルまたは列に関する結果のみを表示するための詳細検索も可能です。

InstallShield MSI Grep は、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの InstallShield Tools サブ フ ォルダーから起動し ます。

.msi パッ ケージで特定の文字列を検索する

InstallShield MSI Grep を利用し て、 ひと ま と ま りの .msi と .msm パッ ケージのコ レ クシ ョ ンから特定のテキス ト を

検索する こ とができます。 特定のテーブルまたは列に関する結果のみを表示するための詳細検索も可能です。

タ スク 1 つまたは複数の .msi と .msm パッ ケージで特定のテキス ト を検索するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield MSI Grep を開きます。

2. [ 検索 ] ボ ッ クスで、 検索する文字列を入力し ます。

3. 検索条件を狭めるには、 次から該当する ものを実行し ます :

• [ テーブル ] ボ ッ クスで、 検索するデータベース テーブルの名前を指定し ます。

• [ 列 ] ボ ッ クスで、 検索するデータベース列の名前を指定し ます。

• InstallShield MSI Grep で検索する フ ォルダーの一覧を変更するには、 省略ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 1 つま

たは複数のフ ォルダーを選択し ます。

• 指定し たデ ィ レ ク ト リの全サブ フ ォルダーで検索を行う には、 [ 再帰 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 検索を特定のデータベースの種類またはフ ァ イル名に制限する場合、 [ フ ァ イル ] ボ ッ クスでフ ァ イル名

を入力し ます。 アス タ リ スク (*) をワイルド カー ド文字と し て使用し ます。 複数のフ ァ イル名またはパ

ターンを指定する場合、 セ ミ コ ロンでそれぞれ区切り ます。

4. [ 検索 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

検索の結果が表示されます。 検索結果を ク リ ッ ク し てから、 検索結果からのテーブルを ク リ ッ クする と、 詳細が

表示されます。
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InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー
InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 以下を行います :

• InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) または InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr)、 およびそれらの圧縮

フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 コ ンポーネン ト 、 機能、 その他のデータ を参照する。 このツールを使っ

て、 .cab フ ァ イルから フ ァ イルを抽出する こ と もできます。 この関数は、 InstallScript および InstallScript オブ

ジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

• InstallScript イ ンス ト ールが作成し た InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) を参照する。 このツールを使って、 イ ン

ス ト ールがログ フ ァ イルに記録し た内容を参照できます。 ログ フ ァ イルには、 重要なアン イ ンス ト ール情報

がバイナ リ形式で保存されます。 この機能は、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

に適用し ます。

タ スク InstallShield 内から InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを起動するには、 以下の手順に従います

:

[ ツール ] メ ニューで InstallScript をポイ ン ト し て [ キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

ヒ ン ト • このツールは、 Windows [ ス ター ト ] メ ニューの [InstallShield ツール ] サブ フ ォルダーから起動する こ と も

できます。

詳細については、 ド キュ メ ン ト の該当セクシ ョ ンを参照し て く だ さい :

• InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) およびヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr) を表示する

• InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) を参照する

InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) およびヘ ッ ダー フ ァ イル 
(.hdr) を表示する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 data1.cab (InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ) 

および data1.hdr (InstallShield が InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に作成す

る InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル ) を開 く こ とができます。 InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアー

を使って、 これらのフ ァ イルから フ ァ イルを抽出する こ と もできます。

data1.cab または data1.hdr フ ァ イルを InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーで開 く と、 そのイ ン

ターフ ェ イスは 2 つのペイ ンに分かれています。 左側のペイ ンには data1.cab フ ァ イルまたは data1.hdr フ ァ イル

が Windows Explorer に似たデ ィ レ ク ト リ構造と し て表示され、 右側のペイ ンには左側のペイ ンで選択されたアイ

テムと関連付けられた情報が表示されます。
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右側のペイ ンに表示される フ ォルダは、 イ ンス ト ールによ って使用される情報を示し ます。 ほとんどの場合、

フ ォルダにはフ ァ イルが含まれていません。 これらの種類のフ ォルダを選択する と、 右側のペイ ンに対応する設

定のグ リ ッ ドが表示されます。 フ ォルダを ク リ ッ クする と、 そのフ ォルダ と関連付けられた設定が表示されます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 data1.cab フ ァ イルおよび data1.hdr フ ァ イルを変

更または編集する こ とはできません。 ただ し、 data1.cab フ ァ イルまたは data1.hdr フ ァ イルについての情報をテキ

ス ト  フ ァ イルと し て保存および編集する こ とができます。 詳細については、 「InstallScript .cab または .hdr フ ァ イ

ルから フ ァ イルについてのレポー ト を生成する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーではエキスパー ト  モー ド を有効または無効に切り替える こ

と で、 data1.cab フ ァ イルまたは data1.hdr フ ァ イルについて表示される情報量を調節できます。

• エキスパー ト  モー ド を無効にする と、 ビ ューアーはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加されたフ ァ イル、 レジ

ス ト リ エン ト リ、 およびその他の情報のみを表示し ます。

• エキスパー ト  モー ド を有効にする と、 ビ ューアーはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加されたフ ァ イル、 レジ

ス ト リ エン ト リ、 およびその他の情報すべてを表示し ます。 ビ ューアーはまた、 が data1.cab フ ァ イルに追加

し たフ ァ イルも表示し ます。 これには、 InstallScript エンジンおよびコ ンパイルされたスク リ プ ト  フ ァ イル 

(Setup.inx) など も含まれます。 さ らに、 ビ ューアーはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている InstallScript 

オブジ ェ ク ト も表示し ます。

タ スク InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーでエキスパー ト  モー ド を有効または無効にするには、 以下

の手順に従います :

[ ビ ュー ] メ ニューで、 [ エキスパー ト  モー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

[ エキスパー ト  モー ド ] コマン ド にチ ェ ッ ク マークが付いている場合、 エキスパー ト  モー ドは有効になっていま

す。 チ ェ ッ ク マークが付いてない場合、 エキスパー ト  モー ドは無効です。

InstallScript .cab および .hdr フ ァ イルの概要

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallScript イ ンス ト ールをビルド する と、InstallShield は data1.cab とい う名前の InstallScript キャ ビネ ッ ト  フ ァ イ

ル (.cab) と、 必要な場合は追加の .cab フ ァ イルを作成し ます。 InstallShield はまた、 data1.hdr とい う名前の 

InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イルを作成し ます。 プロジ ェ ク ト のリ リースの設定に基づいて、 これらのフ ァ イルは非

圧縮の状態か、 Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされます。

InstallScript .cab フ ァ イルは、 イ ンス ト ールがユーザーのシステムにイ ンス ト ールする フ ァ イルを含む圧縮フ ァ イ

ルです。 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルには、 InstallShield またはスク リ プ ト を通し て構成された、 イ ンス ト ールされる

フ ァ イルが格納されています。 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルにはまた、 言語およびシステム依存関係に関する情報と

フ ァ イルも含まれています。 さ らに、 InstallShield がビルド時にイ ンス ト ールに追加する InstallScript エンジンなど

のその他のフ ァ イルも格納し ます。

data1.hdr フ ァ イルは InstallScript ヘ ッ ダー フ ァ イル (.hdr) で、 対応する data1.cab フ ァ イルを参照し ます。 この

フ ァ イルには、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に入力された全般情報が含まれています。 また、 イ ンス ト ールに含ま

れる各フ ァ イル、 コ ンポーネン ト 、 機能、 その他のデータに関する情報も含まれています。
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重要 • InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 data1.cab フ ァ イルおよび data1.hdr フ ァ イ

ルを開 く こ とができます。 InstallShield は、 イ ンス ト ールに data2.cab などの別の .cab フ ァ イルを作成する場合が

あ り ますが、 ビ ューアーは data1.cab フ ァ イルおよび data1.hdr フ ァ イルのみを開 く こ とができます。 InstallScript 

イ ンス ト ールの一部である data1.cab フ ァ イル、 data1.hdr フ ァ イル、 およびその他すべての .cab フ ァ イルは、

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使用する と きに同じ フ ォルダに配置されていな く てはな

り ません。

InstallScript .cab および .hdr フ ァ イルを開 く

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

重要 • InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 data1.cab フ ァ イルおよび data1.hdr フ ァ イ

ルを開 く こ とができます。 InstallShield は、 イ ンス ト ールに data2.cab などの別の .cab フ ァ イルを作成する場合が

あ り ますが、 ビ ューアーは data1.cab フ ァ イルおよび data1.hdr フ ァ イルのみを開 く こ とができます。 InstallScript 

イ ンス ト ールの一部である data1.cab フ ァ イル、 data1.hdr フ ァ イル、 およびその他すべての .cab フ ァ イルは、

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使用する と きに同じ フ ォルダに配置されていな く てはな

り ません。

タ スク InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーで data1.cab または data1.hdr フ ァ イルを開 く には、 以下の

手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 開 く フ ァ イルが含まれている場所を参照し て、 そのフ ァ イルを選択し ます。

3. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーは、 data1.hdr または data1.cab フ ァ イルについて以下の情報

を表示し ます :

• 機能 — イ ンス ト ールに含まれる各機能に対し て構成された設定を表示し ます。 各機能に関連付けられている

コ ンポーネン ト も表示し ます。

• コ ンポーネン ト  — イ ンス ト ールに含まれる各コ ンポーネン ト に対し て構成された設定を表示し ます。 コ ン

ポーネン ト を展開し て、 そのコ ンポーネン ト に含まれている フ ァ イルを参照できます。 任意のフ ァ イルを抽

出する こ とができます。

• セ ッ ト ア ッ プの種類 — イ ンス ト ールに含まれる各セ ッ ト ア ッ プの種類に対し て構成された設定を表示し ます。

ビ ューアーのこの領域には、 各セ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられた機能も表示されます。

• エクスプローラー シ ェル — InstallShield でプロジ ェ ク ト に追加された各シ ェル オブジ ェ ク ト を リ ス ト 表示し

ます。 たと えば、 イ ンス ト ールにシ ョ ー ト カ ッ ト またはプログラム フ ォルダが含まれている場合、 ビ ュー

アーのこの領域にそれらが表示されます。
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• レジス ト リ エン ト リ — ターゲッ ト  システムのレジス ト リ にイ ンス ト ールされるすべてのエン ト リ を リ ス ト 表

示し ます。

• メ デ ィ ア 設定 — [ 一般情報 ] ビ ューで構成されたプロジ ェ ク ト の設定を表示し ます。 そのフ ァ イルを作成し

た InstallShield のバージ ョ ン情報も表示されます。

data1.hdr フ ァ イルまたは data1.cab フ ァ イルの任意の情報を参照するには、 InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ

イル ビ ューアーの左側のペイ ンで ノ ー ド を展開し てから、 任意のノ ー ド またはサブ ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript .cab または .hdr フ ァ イルから フ ァ イルを抽出する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

data1.cab フ ァ イルまたは data1.hdr フ ァ イルが InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーで開いて、

イ ンス ト ールの cab フ ァ イルに圧縮されている任意のフ ァ イルを抽出し て、 別の場所に保存する こ とができます。

タ スク フ ァ イルを抽出するには、 以下の手順に従います :

1. 左側のペイ ンで、 [ コ ンポーネン ト ] ノ ー ド を展開し てから、 抽出し たいフ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を展

開し、 そのコ ンポーネン ト の下にある [ フ ァ イル ] ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

2. 右側のペイ ンで、 抽出し たいフ ァ イルのレ コー ド を選択し ます。

3. [ ツール ] メ ニューで、 [ フ ァ イルの抽出 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 保存 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って抽出し たフ ァ イルを保存する場所を参照し て

から、 [ 保存 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ モ • メ デ ィ ア フ ァ イルと コ ンポーネン ト は、 パスワー ド で保護されている場合があ り ます。 メ デ ィ ア全体がパ

スワー ド で保護されている場合、 そのメ デ ィ アに関連付けられているキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルを開 く ためには、 正

しいパスワー ドの入力が必要です。 個別のコ ンポーネン ト がパスワー ド で保護されている場合、 そのコ ンポーネ

ン ト に関連付けられている圧縮フ ァ イルを抽出するためには、 正しいパスワー ドの入力が必要です。

InstallScript .cab または .hdr フ ァ イルから フ ァ イルについてのレポー ト を生成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 現在開いている data1.cab または data1.hdr フ ァ

イルに含まれる フ ァ イル、 コ ンポーネン ト 、 機能、 その他のデータに関する概要情報を含むテキス ト 形式のレ

ポー ト を生成する こ とができます。
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タ スク 開いている data1.cab または data1.hdr フ ァ イルに関するレポー ト を生成するには、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ レポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーが、 Notepad などのテキス ト エデ ィ タ でレポー ト  (.txt フ ァ

イル ) を生成し ます。

InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) を参照する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ール

によ って作成されたログ フ ァ イルを参照する こ とができます。 このビ ューアーを使って、 イ ンス ト ールがログ 

フ ァ イルに記録し た内容を参照できます。 ログ フ ァ イルには、 重要なアン イ ンス ト ール情報がバイナ リ形式で保

存されます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーで InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) が開かれている と き、

ビ ューアーのイ ン ターフ ェ イスは 2 つのペイ ンに分かれています。 左側のペイ ンには、 ログ フ ァ イルのエン ト リ

がフ ォルダに分かれて表示されます。 左側のペイ ンでアイテムを選択する と、 右側のペイ ンにそのアイテムに関

する情報が表示されます。 た と えば、 左側のペイ ンで機能を選択する と、 右側のペイ ンに " 状態 " プロパテ ィ が

表示されます。 このプロパテ ィ には、 機能がイ ンス ト ールされているかど うかが示されます。 左側のペイ ンで [

フ ァ イル操作 ] アイテムを選択する と、 右側のペイ ンにターゲッ ト  システムに転送されたフ ァ イルおよびそれら

のフ ァ イルがパーマネン ト と し てマーク されているかど うかなどの情報が表示されます。

<Support> フ ォルダーと そのサブアイテムは、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの操作に関する情報を提供し ます。 <Data> 

フ ォルダーと そのサブアイテムは、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの操作に関する情報を提供し ます。 Disk<1> フ ォ

ルダと そのサブアイテムは、 メ ンテナンス モー ド と アン イ ンス ト ールを有効にする イ ンス ト ール フ ァ イルについ

ての情報を提供し ます。

InstallScript ログ フ ァ イルの概要

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

通常、 InstallScript ログ フ ァ イルは、 製品がアン イ ンス ト ールされた と き、 またはイ ンス ト ールが中止された と き

にのみ使用されます。 ログ フ ァ イルは、 イ ンス ト ールのログ記録が有効な場合に、 それが行った操作を記録し ま

す。 これらの操作には、 以下が含まれます :

• 製品名など、 イ ンス ト ールされる製品の一般情報。

• イ ンス ト ールされる製品のレジス ト リ キーの場所と その値。
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InstallShield ツールの使用
• 転送されたフ ァ イル、 作成されたフ ォルダ、 および作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト またはアイ コ ンをはじめとす

る、 システム フ ァ イルの構造に行われた変更。

• InstallShield プロジ ェ ク ト に追加されたフ ァ イルに関する情報。

ログ フ ァ イルの名前は、 setup.ilg です。 ログ フ ァ イルは、 イ ンス ト ールがターゲッ ト システムで実行される と き、

通常のフ ァ イル転送中に自動的に作成されます。 ログ フ ァ イルのデフ ォル ト の場所は、 次の通り です :

<PROGRAMFILES>\InstallShield Installation Information\{Product Code}

ただし、 Move Data イベン ト の前に DISK1TARGET システム変数の値を変更し て、 この場所を変更する こ とができ

ます。

InstallScript ログ フ ァ イルはバイナリ フ ァ イルです。 InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使っ

て、 ログ フ ァ イルの内容を参照できます。 

ヒ ン ト • デフ ォル ト で、 ログ記録は有効と なっています。 ログ記録は、 InstallScript コー ド内で Disable( LOGGING ) 

および Enable( LOGGING ) 関数を呼び出し て有効または無効にできます。 詳細については、 「Disable」 および

「Enable」 を参照し て く ださい。

InstallScript ログ フ ァ イルを開 く

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) の内容を参照でき

ます。

タ スク InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーで InstallScript ログ フ ァ イルを開 く には、以下の手順に従い

ます :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 開 く フ ァ イルが含まれている場所を参照し て、 そのフ ァ イルを選択し ます。

3. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallScript ログ フ ァ イルを検索する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーでは、 InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) 内のテキス ト を検索す

る こ とができます。
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タ スク ログ フ ァ イル内でテキス ト を検索するには、 以下の手順に従います :

1. [ 検索 ]  メ ニューで [ 検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 検索するテキス ト を入力し ます。

3. [ 次を検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 検索条件に一致するログ エン ト リがある場合、 最初のログ エン ト リが右側

のペイ ンで選択されます。

4. 条件に一致する次のアイテムがある場合にそれを検索するには、 F3 キーを押し ます。 このステ ッ プを必要に

応じ て繰り返し ます。

InstallScript ログ フ ァ イルをテキス ト  フ ァ イルに変換する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使って、 InstallScript ログ フ ァ イル (.ilg) のテキス ト  フ ァ

イル (.txt) バージ ョ ンを作成できます。

タ スク ログ フ ァ イルの .txt フ ァ イル バージ ョ ンを作成するには、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ レポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーが、 ログ フ ァ イルの .txt フ ァ イル バージ ョ ンを作成し て、

Notepad などのテキス ト エデ ィ タ で開きます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス
ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ
テ ィ の使い方

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のプロパテ ィ と ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト のプロパテ ィ には、 い く つかの異なる点があ り ます。 これらの違いについては、 適宜、 説明が記載され

ています。

Windows Installer、 ア ドバンス ト  UI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 プロパテ ィ を使ってグローバ

ル情報を保持し ます。 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューには、 Windows Installer エンジン、 または、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンが実行時に使用する イ ンス ト ール プロパテ ィ の一覧が表示され

ます。 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューでイ ンス ト ーラー プロパテ ィ を作成、 変更、 または削除できます。 ビ

ルド時に、 InstallShield は、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューのプロパテ ィ を、 作成する イ ンス ト ールに書き込

みます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパテ ィ  サポー ト についての背景情報は、 以下を参照し て く だ

さい :

• Windows Installer プロパテ ィ の概要

• Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でサポー ト されているプロパテ ィ に関する背景

情報は、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。

Windows Installer プロパテ ィ の概要
ビル ト イ ン InstallShield プロパテ ィ の概要は、 「Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださい。

プロパテ ィ の種類

Windows Installer のプロパテ ィ には 4 つの一般的な種類があり ます。

• パブ リ ッ ク

• プラ イベー ト

• 制限付きパブ リ ッ ク
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
• 必要

メ モ • これらのカテゴ リの一部は重複し ています。 たと えば ProductCode プロパテ ィ は、 必須のプ ラ イベー ト  プ

ロパテ ィ です。

パブ リ ッ ク プロパテ ィ

パブ リ ッ ク プロパテ ィ の名前には、 大文字だけが使用されます。 たと えば INSTALLDIR はパブ リ ッ ク プロパテ ィ

です。 パブ リ ッ ク プロパテ ィ はコマン ド ラ イ ンで指定する こ とが可能で、 イ ンス ト ールの起動に利用し た り、

ユーザー イ ン ターフ ェ イスを利用し て選択するのに利用できます。 独自のプロパテ ィ を作成し ている場合、 エン

ド ユーザーがこれらのプロパテ ィ にアクセスできるよ う にするには、 すべて大文字を使って作成し て く だ さい。

エン ド ユーザーまたは管理者がユーザー イ ン ターフ ェ イスまたはコマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ール先を変更する

には、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ識別子をパブ リ ッ ク プロパテ ィ にする必要があ り ます。

メ モ • イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスからの値を、 イ ンス ト ールで ターゲッ ト  システムを変更する時

点まで保持するのはパブ リ ッ ク プロパテ ィ だけです。 エン ド ユーザーに表示されるダイアログ ボ ッ クスのプロパ

テ ィ の値を設定する場合、 その値を フ ァ イルまたはレジス ト リ に書き込むよ う にするには、 パブ リ ッ ク プロパ

テ ィ を使用するよ う にし て く だ さい ( 例 MY_PUBLIC_PROPERTY)。

プ ラ イベー ト  プロパテ ィ

プラ イベー ト  プロパテ ィ には、 その名前に最低小文字が 1 つ使用され、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスから変更する

こ とはできません。 た と えば ProgramFilesFolder はプラ イベー ト  プロパテ ィ です。 プ ラ イベー ト プロパテ ィ の値

は、 コマン ド ラ イ ンから設定できないので、 エン ド ユーザーが制御する こ とはできません。

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ では、 ネ ッ ト ワーク管理者がシステム管理者のみが変更できるパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ を定義する こ とができます。 これによ り管理者は、 ネ ッ ト ワークの他のユーザーがセ ッ ト ア ッ プを変更する

こ と を心配せずに、 即座に設定を変更できます。 詳細については、 「パブ リ ッ ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク 

プロパテ ィ である必要がある こ と を指定する」 を参照し て く だ さい。

必須プロパテ ィ

Windows Installer サービスは、 すべての Windows Installer セ ッ ト ア ッ プで必要な 5 つのプロパテ ィ に依存し ていま

す。 デフ ォル ト で、 これらのプロパテ ィ は InstallShield を使用し て作成し たイ ンス ト ールすべてに含まれます。 プ

ロジ ェ ク ト から以下のプロパテ ィ のう ちの 1 つでも削除し た場合、 イ ンス ト ールを正常に機能させるには、 削除

し たプロパテ ィ を再度追加する必要があ り ます。

• ProductCode

• ProductLanguage

• Manufacturer

• ProductVersion

• ProductName
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条件

多 く のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが起動されるまで設定されません。 こ う し たプロパテ ィ には、 ターゲッ ト  シ

ステムからの情報が与えられます。 た と えば、 VersionNT プロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが起動されるまで設定され

ません。 オペレーテ ィ ング システムが Windows NT ベース システムの場合、 このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  マシ

ンで実行されている Windows のバージ ョ ンに設定されます。 た と えば、 Windows Vista システムで VersionNT の値

は 600 です。

実行時に設定し たプロパテ ィ を、 条件付き イ ンス ト ールの作成に使用できます。 Windows Vista のみに製品を イ ン

ス ト ールする場合は、 条件付き論理を使ってエン ド ユーザーのシステムを確認し、 すべての条件を満たし た場合

に製品を イ ンス ト ールするよ う に設定する こ とができます。

Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス
多 く のプロパテ ィ を イ ンス ト ール中に設定できます。 次の表には、 ほとんどのプロパテ ィ の機能並びにそれを実

行するのに必要な構文がリ ス ト されています。 プロパテ ィ の多 く は InstallShield 内で設定できます。 その他のプロ

パテ ィ は、 実行時に Windows Installer サービスによ って初期化されます。

メ モ • デフ ォル ト で、 Windows Installer はプロジ ェ ク ト に含まれる各 Windows Installer プロパテ ィ の最終値を  /L 引

数 を使って MsiExec を起動し て生成されたログ フ ァ イルに書き込みます。 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 から

は、 特定のプロパテ ィ  ( パスワー ド を含むものなど ) がログ フ ァ イルに書き込まれるのを防ぐ こ とができます。

これを行う には、 プロパテ ィ  マネージャーで MsiHiddenProperties とい う プロパテ ィ を作成し、 その値にセ ミ コ ロ

ンでそれぞれ区切ったプロパテ ィ 名の一覧を設定し ます。 このプロパテ ィ についての詳細は、

「MsiHiddenProperties」 を参照し て く だ さい。

すべて大文字で表示されているプロパテ ィ は、 いずれも コマン ド ラ イ ンで設定できます。 すべて大文字で表され

ているプロパテ ィ は、 パブ リ ッ ク プロパテ ィ  と呼ばれます。 以下のリ ス ト は、 プロパテ ィ の機能に従って整理さ

れています。 各表では、 含まれるプロパテ ィ の種類が簡単に説明されています。

Windows Installer プロパテ ィ の次のカテゴ リはこの ト ピ ッ クに説明されています。 リ ン ク を ク リ ッ クする と直接カ

テゴ リ に移動できます。

• 特別なフ ォルダーと フ ァ イルのプロパテ ィ  

• 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ  

• その他の構成可能なプロパテ ィ  

• ユーザーが提供する情報 

• 定義済みユーザー アカウン ト を作成するためのプロパテ ィ  

• 製品固有のプロパテ ィ  

• イ ンス ト ーラーが設定するシステム フ ォルダー 

• イ ンス ト ーラーによ り設定されるオペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ  

• イ ンス ト ーラーによ り設定されるハー ド ウ ェ ア プロパテ ィ  

• PowerShell のプロパテ ィ  

• 仮想マシンのプロパテ ィ  

• イ ンス ト ーラーによ り更新されるステータ ス プロパテ ィ  
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• 日付と時刻のプロパテ ィ  

• InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ  

• SQL 関連のプロパテ ィ  

• MDAC プロパテ ィ  

メ モ • イ ンス ト ール用のプロパテ ィ とパス変数の違いに注意し て く だ さい。 パス変数は山かっ こ (<>) で囲みます。

どち ら もデ ィ レ ク ト リ を表し ますが、 Windows Installer プロパテ ィ は実行時に使用できるのに対し、 パス変数は、

セ ッ ト ア ッ プを設計、 作成する と きにソースフ ァ イルを指すためにだけ使用できます。 

特別なフ ォルダーと フ ァ イルのプロパテ ィ

特別なフ ォルダーのプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムに格納された り、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルの場所を

定義し ます。 フ ァ イルのプロパテ ィ は特定のフ ァ イルを参照し ます。

イ ンス ト ールでフ ォルダー プロパテ ィ を使用するには、 プロパテ ィ を角かっ こ ([]) で囲みます。 た と えばコ ン

ポーネン ト を、 デフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーの下にある Bin フ ォルダーにイ ンス ト ールさせるには、

コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先フ ォルダー " 設定に [INSTALLDIR]Bin と入力し ます。

テーブル 8-1 • フ ォルダーのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

INSTALLDIR このプロパテ ィ には、 機能と コ ンポーネン ト のフ ァ イルのデフ ォル ト のイ ン

ス ト ール先が含まれます。 詳細については、 「デフ ォル ト の製品イ ンス ト ール

先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定」 を参照し て く だ さい。

INSTALLDIR は、 InstallScript コー ド で変数と し て直接使用できます。

ISDEBUGLOG イ ンス ト ールで機能の前提条件のログフ ァ イルを生成するには、 このプロパ

テ ィ をログ フ ァ イルの完全パス と フ ァ イル名に設定し ます。 パスにはデ ィ レ

ク ト リ プロパテ ィ および環境変数を使用できます。

このプロパテ ィ は、 機能前提条件の ト ラブルシュー ト に使用され、 通常 /

debuglog コマン ド ラ イ ン パラ メ ータが使用される と きに、 コマン ド ラ イ ンを通

し て以下のよ う に設定されます :

Setup.exe /debuglog"C:\Path\setup.log" /v"ISDEBUGLOG=prereq.log"

ISPREREQDIR このプロパテ ィ は、 実行中の InstallShield 前提条件へのパスを識別し ます。 こ

のパスは、 末尾のスラ ッ シュ を含みます。 このプロパテ ィ を使って、

InstallShield 前提条件内のフ ァ イルを参照する こ とができます。 例 :

[ISPREREQDIR]MyConfigFile.ini

詳細については、 「InstallShield 前提条件のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指

定する」 を参照し て く だ さい。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

以下のセクシ ョ ンでは、 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ が説明されています。 これらのプロパテ ィ を利

用し て、 エン ド ユーザーは機能をどのよ う にイ ンス ト ールするかを指定する こ とができます。

SETUPEXEDIR このプロパテ ィ は Setup.exe へのパスを格納し ます。 た と えば、 Setup.exe へ

のパスが C:\MySetups\MyApp\Setup.exe とする と、 SETUPEXEDIR の値は 

C:\MySetups\MyApp にな り ます。 

詳細については、 「SETUPEXEDIR」 を参照し て く だ さい。

SETUPEXENAME プロジ ェ ク ト がビルド される と きに作成される、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール 

フ ァ イルの名前を識別し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルの名前が変

更された場合、 イ ンス ト ールは実行時に、 このプロパテ ィ 値を更新し ます。

以下のパスは、 このフ ァ イルへの完全パスを示し ます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]

SourceDir このプロパテ ィ には、 実行中の .msi フ ァ イルが置かれている フ ォルダーが格

納されます。

TARGETDIR TARGETDIR プロパテ ィ は、 管理イ ンス ト ール時に Windows Installer パッ ケー

ジ ( 非圧縮データ フ ァ イル ) がコ ピーされる場所を表し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この値は InstallScript の MSI_TARGETDIR 変

数によ って指定されます。

テーブル 8-2 • 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ADDDEFAULT ADDDEFAULT プロパテ ィ は、 デフ ォル ト の構成でイ ンス ト ールさ

れる機能のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 このプロパ

テ ィ の値を ALL に設定する と、 ユーザーはすべての機能をデフ ォ

ル ト の設定でイ ンス ト ールできます。

ADDLOCAL このプロパテ ィ は、 ローカルにイ ンス ト ールされる機能のリ ス ト

を カ ンマで区切って格納し ます。 各機能には、 イ ンス ト ール用に

選択された機能がローカルにイ ンス ト ールされるか、 ソース メ

デ ィ アから実行されるかを決めるための Remote Installation プロパ

テ ィ があ り ます。

ADDSOURCE このプロパテ ィ は、 ソース メ デ ィ アから実行される機能のリ ス ト

を カ ンマで区切って格納し ます。 このプロパテ ィ が  ALL に設定さ

れる場合、 すべての機能がソース メ デ ィ アから実行されます。

ADVERTISE このプロパテ ィ は、 ア ドバタ イズされる機能のリ ス ト を カ ンマで

区切って格納し ます。

テーブル 8-1 • フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
REINSTALL このプロパテ ィ は、 再イ ンス ト ールされる機能のリ ス ト を カ ンマ

で区切って格納し ます。 REINSTALL が ALL に設定されている と、

ユーザーのシステムに既にイ ンス ト ールされているすべての機能

が再イ ンス ト ールされます。

REINSTALLMODE このプロパテ ィ には、 再イ ンス ト ールの種類を指定する文字列が

含まれます。 これらのオプシ ョ ンは、 Msiexec.exe /f コマン ド ラ イ

ンパラ メ ーターで使用可能な値に対応し ます。 このプロパテ ィ の

詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「REINSTALLMODE 

Property」 プロパテ ィ  ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

REINSTALLMODE は、 常に REINSTALL と一緒に設定されます。

ReinstallModeText このプロパテ ィ には、 ユーザーが MaintenanceType ダイアログで [

修復 ] を選択し た と きに設定される再イ ンス ト ール オプシ ョ ンが

含まれます。 ReinstallModeText の値はコ ン ト ロール イベン ト  

ReinstallMode に引数と し て渡されます。 このコ ン ト ロール イベン

ト は、 REINSTALLMODE プロパテ ィ で使用可能なオプシ ョ ン と同

じ オプシ ョ ンを受け付けます。

ReinstallModeText は定義済みの Windows Installer プロパテ ィ ではあ

り ません。 しかし、 上述のコ ン ト ロール イベン ト で使用するため

に、 新しいプロジ ェ ク ト すべてに対し てプロパテ ィ  マネージャー

で指定されます。 デフ ォル ト 値は omus です。

REMOVE このプロパテ ィ は、 削除される機能のリ ス ト を コ ンマで区切って

格納し ます。 REMOVE が ALL に設定されている と、 すべての機能

が削除されます。

COMPADDLOCAL このプロパテ ィ は、 ローカルにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン

ト  ID のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 最小のデ ィ スク容

量を使用する コ ンポーネン ト の機能がイ ンス ト ールされます。

COMPADDSOURCE このプロパテ ィ は、 ソース メ デ ィ アから実行される コ ンポーネン

ト  ID のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 最小のデ ィ スク容

量を使用する コ ンポーネン ト の機能がイ ンス ト ールされます。

PATCH パッ チを イ ンス ト ールする と き、 このプロパテ ィ にはパッ チ パッ

ケージへの完全パスが含まれます。

テーブル 8-2 •  ( 続き ) 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
その他の構成可能なプロパテ ィ

以下のセクシ ョ ンでは、 その他各種の構成可能なプロパテ ィ について説明し ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ACTION このプロパテ ィ は、 実行するシーケンス ([ イ ンス ト ール ]、 [ ア ド

バタ イズ ] または [ 管理 ]) を指定し ます。 使用できる値は 

INSTALL、 ADVERTISE および ADMIN です。 ACTION プロパテ ィ

は、 イ ンス ト ーラー起動に使用されたコマン ド ラ イ ンに基づいて、

自動的に設定されます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ALLUSERS Windows Installer が、 マシンご と またはユーザーご とのイ ンス ト ー

ルを試みるかど うかを指定し ます。

ALLUSERS の値が 1 に設定されている場合、 Windows Installer はマ

シンご とのイ ンス ト ールを試みます。 マシンご とのイ ンス ト ール

の場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などの構成情報は 

All Users のプロ フ ァ イルに格納されます。

• Windows Vista 以降のシステムでは、 [ ユーザー アカウン ト 制

御 ] が有効にされていて、 ユーザーが管理者権限を持たない

と き、 製品を イ ンス ト ールするためには管理資格情報が必要

です。

• 他のシステムでは、 ユーザーが管理者権限を持たないと き、

イ ンス ト ールはエラー メ ッ セージを表示し て終了し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で、 このプロパテ ィ は 1 に設定され

ています。 詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシ

ンご とのイ ンス ト ールの違い」 を参照し て く ださい。

ALLUSERS の値が設定されていな く 、 値が空の文字列 (“”) の場合、

Windows Installer はユーザーご とのイ ンス ト ールを実行し、 構成情

報はユーザーの個人プロ フ ァ イルに格納されます。

ALLUSERS の値が 2 に設定されている場合、 Windows Vista 以降の

システムで、 Windows Installer はマシンご とのイ ンス ト ールを試み

ます。 以前のプラ ッ ト フ ォームでは、 ユーザーに権限がある場合、

Windows Installer は、 マシンご とのイ ンス ト ールを試みます。 それ

以外の場合、 Windows Installer はユーザーご とのイ ンス ト ールを実

行し ます。

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される場合に起こ

る ALLUSERS 関連の問題を回避するため、 このプロパテ ィ  セ ッ ト

は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 1 に設定されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 このプロパテ ィ を 

SdCustomerInformation または SdCustomerInformationEx ダイアログ

関数でオーバーラ イ ド する こ とができます。

メ モ • ALLUSERS は、 InstallScript 変数 では、 FOLDER_PROGRAMS の

よ う な効果を も ちません。 ALLUSERS は、 [ 実行 ] シーケンスが実

行されるまでは影響があ り ません。

ARPAUTHORIZEDCDFPREFIX このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの更新チャネルの URL を格

納し ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
1774 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ARPCOMMENTS このプロパテ ィ には、 [ プログラムの追加と削除 ] で表示される こ

の製品に関する コ メ ン ト が含まれます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの "ARP コ メ ン ト " 設定で設定され

ます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エン ト

リ を指定する必要があ り ます。

ARPCONTACT このプロパテ ィ には、 電子メ ール ア ド レスや電話番号などのサ

ポー ト 連絡先情報が含まれます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト 連絡先 " 設定で設定さ

れます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エン

ト リ を指定する必要があ り ます。

ARPINSTALLLOCATION このプロパテ ィ には、 アプ リ ケーシ ョ ンのプラ イマ リ フ ォルダー

への完全修飾パスが格納されます。 ARPINSTALLLOCATION は、 "

プロパテ ィ の設定 " タ イプのカス タム アクシ ョ ンを使って 

INSTALLDIR の値に設定する こ とができます。

ARPNOREPAIR このプロパテ ィ が 1 に設定されている場合、 プログラム ウ ィ ザー

ド に [ 修復 ] ボタ ンは表示されません。

ARPREADME 製品の Readme フ ァ イルの完全修飾パスまたは URL を保持し ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの Readme 設定で設定されます。 イ

ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エン ト リ を指定

する必要があ り ます。

ARPSIZE このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの予測サイズをキロバイ ト

単位で格納し ます。

ARPSYSTEMCOMPONENT このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 [ プログラムの追加と削除 ] パ

ネルにプログラムが表示されな く な り ます。

ARPURLINFOABOUT このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンのホームページまたは作成

者のホームページの URL を格納し ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 発行元 / 製品 URL" 設定で設定

されます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エ

ン ト リ を指定する必要があ り ます。

ARPURLUPDATEINFO このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの更新情報の URL を格納し

ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品ア ッ プデー ト  URL" 設定で

設定されます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字

列エン ト リ を指定する必要があ り ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ARPNOMODIFY このプロパテ ィ を設定し て、 製品が [ プログラムの追加と削除 ] を

通し て変更される こ と を防ぎます。

ARPNOREMOVE このプロパテ ィ を設定し て、 製品が [ プログラムの追加と削除 ] を

通し て削除される こ と を防ぎます。

AVAILABLEFREEREG このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要な追加の空きレジス

ト リ領域の大き さ をキロバイ ト 単位で設定可能にし ます。

CCP_DRIVE このプロパテ ィ は、 競争力のあるア ッ プグレー ド行う特定の製品

のイ ンス ト ールデ ィ スクのルー ト パスを保持し ます。

DISABLEADVTSHORTCUTS このプロパテ ィ は、 ア ドバタ イズされたシ ョ ー ト カ ッ ト の作成を

無効にし ます。

DISABLEMEDIA この設定は、 イ ンス ト ーラーがソース リ ス ト に メ デ ィ ア情報を追

加できないよ う にし ます。

DISABLEROLLBACK このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーがイ ンス ト ー

ルプロセス中に変更または削除されたフ ァ イルのコ ピーを保存す

るロールバッ ク スク リ プ ト を作成できないよ う にな り ます。

EXECUTEACTION このプロパテ ィ は、 ExecuteAction アクシ ョ ンによ り開始された

ト ッ プレベルのアクシ ョ ンを設定し ます。

EXECUTEMODE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーの実行モー ド を設定し ます。

[None] とい う値は、 システムが変更されていないこ と を示し ます。

デフ ォル ト 値である [Script] は、 システムへの変更はすべてスク リ

プ ト を通じ て実行される こ と を意味し ます。

INSTALLLEVEL このプロパテ ィ は、 機能の値に対応する値を維持し ます。 イ ンス

ト ールされる機能のレベルが INSTALLLEVEL プロパテ ィ と同じ で

あるかそれよ り小さい場合、 機能がイ ンス ト ールされます。 これ

は、 [ 標準 ] または [ カス タム ] などの異なるセ ッ ト ア ッ プの種類

に使用されます。

LOGACTION ログされるアクシ ョ ン名のリ ス ト はセ ミ コ ロンで区切り ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
MSIINSTALLPERUSER このプロパテ ィ は、 Windows Installer によ って、 パッ ケージが現在

のユーザーに対し てのみイ ンス ト ールされる こ と を示し ます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に設定されていて、

MSIINSTALLPERUSER に空の文字列 ("") が設定されている場

合、 Windows Installer は、 マシンご とにイ ンス ト ールを実行し

ます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定されていて、

MSIINSTALLPERUSER に 1 が設定されている場合、 Windows 

Installer は、 ユーザーご とにイ ンス ト ールを実行し ます。

このプロパテ ィ は、 Windows Installer 5 および Windows 7、 または 

Windows Server 2008 R2 で使用できます。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer と Windows は、 このプロパテ ィ を無視し ます。

詳細は、 次を参照し て く ださい :

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの

違い

• MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ  (MSDN Web サイ ト )

Privileged このプロパテ ィ は、 ユーザーが管理者である場合、 またはアプ リ

ケーシ ョ ンが管理者が割り当てたアプ リ ケーシ ョ ンである場合に、

程度の高い権限でイ ンス ト ールを実行し ます。

PROMPTROLLBACKCOST このプロパテ ィ は、 デ ィ スク容量不足のためにイ ンス ト ールが続

行できな く なった場合の処理を指定し ます。 ユーザー イ ン ター

フ ェ イス レベルに応じ て、 ユーザーからの入力な し で自動的に

ロールバッ ク を行うか、 あるいはロールバッ ク を無効にし て続行

する こ と をユーザーにたずねるか指定できます。

PRIMARYFOLDER このプロパテ ィ で指定し たフ ォルダーが、 イ ンス ト ールの 「プラ

イマ リ」 フ ォルダーにな り ます。 このフ ォルダーに対するパスは、

PrimaryVolumePath プロパテ ィ 、 PrimaryVolumeSpaceAvailable プロ

パテ ィ 、 PrimaryVolumeSpaceRequired プロパテ ィ 、 および 

PrimaryVolumeSpaceRemaining プロパテ ィ の値を決定するために使

用されます。

REBOOT このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが完了し た後で再起動を強制ま

たは抑止する こ とができます。 使用できる値は次のとお り です。

• F — イ ンス ト ールが完了し たと きに再起動を強制し ます。

• S — ForceReboot アクシ ョ ンによ って発生する再起動を除 く す

べての再起動を抑制し ます。

• R — Windows Installer アクシ ョ ンによ って発生するすべての再

起動を抑制し ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ユーザーが提供する情報

以下のセクシ ョ ンでは、 エン ド ユーザーが入力する情報について説明し ます。 エン ド ユーザーが入力する情報に

は、 ユーザー名、 会社名、 または言語などが含まれます。

ROOTDRIVE このプロパテ ィ は、 管理モー ド では、 最初に見つかった書き込み

可能なネ ッ ト ワーク ド ラ イブにデフ ォル ト のド ラ イブを設定し ま

す。 その他のモー ド では、 使用可能な最大量のデ ィ スク容量を持

つ書き込み可能ローカル ド ラ イブに、 デフ ォル ト のド ラ イブを設

定し ます。

SCRIPTFILE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中に実行されるすべての操作を

含むスク リ プ ト  フ ァ イルの場所を定義し ます。

SEQUENCE このプロパテ ィ は、 テーブルでアクシ ョ ンが実行される順序を示

す .msi データベース テーブルを指定し ます。

SHORTFILENAMES 管理者モー ド で、 このプロパテ ィ に、 短いフ ァ イル名のみが使用

される こ と を示すよ う に設定できます。

TRANSFORMS このプロパテ ィ は、 MSI データベースに適用される ト ラ ンス

フ ォームのリ ス ト を格納し ます。 これらは、 イ ンス ト ールと ア ド

バタ イズ モー ド でのみ設定できます。 変換を 2 つのテーブルに適

用し ている場合、 このプロパテ ィ の構文は、

c:\transforms\trans1;:trans2 のよ う にな り ます。 ト ラ ンスフ ォーム

は文字列に表示される順序で適用されるので注意し て く ださい。

TRANSFORMSATSOURCE このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーはイ ンス ト ー

ル ソースで ト ラ ンスフ ォームを検索し ます。

LIMITUI このプロパテ ィ を設定する と、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス レベル

が基本に制限されます。 カス タム ユーザー イ ン ターフ ェ イスを イ

ンス ト ーラーに組み込まれた UI と対話させない場合に便利です。

DefaultUIFont このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のフ ォ ン ト を指定するために、

TextStyle テーブルで見つかったあらかじめ定義されたス タ イルの

1 つに設定し ます。 このプロパテ ィ が設定されない場合、 イ ンス

ト ーラーはシステム フ ォ ン ト を使用し ます。 そのため、 フ ォー

マ ッ ト が壊れる こ とがあ り ます。

テーブル 8-4 • ユーザーが提供する情報

プロパテ ィ 名 説明

AdminProperties AdminProperties は、 管理イ ンス ト ール中にプロパテ ィ  セ ッ ト のリ

ス ト を保持し ます。 これらのプロパテ ィ は外部 ( ユーザー名 ) また

は内部 ( このページの他のプロパテ ィ ) のいずれかにな り ます。

テーブル 8-3 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
定義済みユーザー アカウン ト を作成するためのプロパテ ィ

以下のテーブルは、 ログオン ダイアログを使わずに、 1 つまたは複数の Windows ユーザー アカウン ト を作成でき

るプロパテ ィ の説明です。

COMPANYNAME このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行するエン ド ユーザーの組

織名を格納し ます。 この情報は、 [ 顧客情報 ] ダイアログ ボ ッ クス 

( 基本の MSI プロジ ェ ク ト )、 または SdCustomerInformation か  

SdCustomerInformationEx ダイアログ (InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト ) から取ったものです。

ISX_SERIALNUM このプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが CustomerInformation ダイア

ログの " シ リ アル番号 " フ ィ ールド に入力し たシ リ アル番号を格

納し ます。

UserLanguageID このプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのデフ ォル ト の言語 ID を保持

し ます。

USERNAME このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行し ているエン ド ユーザー

名を保存し ます。 この情報は、 [ 顧客情報 ] ダイアログ ボ ッ クス (

基本の MSI プロジ ェ ク ト )、 または SdCustomerInformation か 

SdCustomerInformationEx ダイアログ (InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト ) から取ったものです。

ProductLanguage このプロパテ ィ は、 数値で表されたこの製品の言語 ID を格納し ま

す。

テーブル 8-5 • 定義済みユーザー アカウン ト を作成するためのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ISNetApiLogonUsername このプロパテ ィ の値を、 イ ンス ト ール時に作成するユーザー アカウン ト に設

定し ます。 次のいずれかのフ ォーマ ッ ト を使用し ます :

• マシン名 \ ユーザー名 

• ド メ イン名 \ ユーザー名 

詳細については、 「実行時に既定のユーザー アカウン ト を作成する」 を参照し

て く ださい。

ISNetApiLogonGroup このプロパテ ィ の値を、 ユーザー アカウン ト が属するグループに設定し ます。

詳細については、 「実行時に既定のユーザー アカウン ト を作成する」 を参照し

て く ださい。

テーブル 8-4 • ユーザーが提供する情報 ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
製品固有のプロパテ ィ

Property テーブルで設定できる製品固有のプロパテ ィ に関する情報は以下のとお り です。 これらの種類のプロパ

テ ィ の例と し ては、 テ クニカル サポー ト の電話番号、 製品名、 シ リ アル番号があ り ます。

ISNetApiLogonPassword ISNetApiLogonPassword— このプロパテ ィ の値を、 ユーザー アカウン ト に使用

されるパスワー ド に設定し ます。

詳細については、 「実行時に既定のユーザー アカウン ト を作成する」 を参照し

て く ださい。

テーブル 8-6 • 製品固有のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ARPHELPLINK このプロパテ ィ は、 テ クニカル サポー ト のイ ン ターネ ッ ト  ア ド レ

スを保持し ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト  URL" 設定で設定され

ます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エン ト

リ を指定する必要があ り ます。

ARPHELPTELEPHONE このプロパテ ィ は、 テ クニカル サポー ト の電話番号を保持し ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト 電話番号 " 設定で設定

されます。 イ ンス ト ールをグローバル化するためには、 文字列エ

ン ト リ を指定する必要があ り ます。

ProductCode ProductCode は製品の特定のバージ ョ ンの GUID です。 言語バー

ジ ョ ンやリ リース バージ ョ ンが異なれば、 この ID も異な り ます。

このプロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

ProductName このプロパテ ィ は、 製品名を格納し ます ( 例、 InstallShield)。 この

プロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

ProductState イ ンス ト ーラーは製品のイ ンス ト ールされた状態にこのプロパ

テ ィ を設定し ます。 このプロパテ ィ は、 以下の 4 つの値のいずれ

か 1 つを保持する こ とができます。

-1 — 製品はイ ンス ト ールおよびア ドバタ イズされていません。

1 — 製品はア ドバタ イズされていますが、 イ ンス ト ールされていま

せん。

2 — 製品は別のユーザー用にイ ンス ト ールされています。

5 — 製品はイ ンス ト ールされてお り、 現在のユーザーが使用できま

す。

テーブル 8-5 • 定義済みユーザー アカウン ト を作成するためのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
イ ンス ト ーラーが設定するシステム フ ォルダー

以下のプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのシステムの多 く のフ ォルダーへの完全修飾パスを保持し ます。 これらの

プロパテ ィ の多 く は、 MsiGetProperty を呼び出すこ と な しに直接スク リ プ ト で使用できます。

ProductVersion ProductVersion プロパテ ィ は、 メ ジャー、 マイナー、 およびビルド 

バージ ョ ン番号を AA.BB.CCCC の形式で格納し ます。 このプロパ

テ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

Manufacturer 製品メ ーカーの名前を格納し ます。

この値は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 発行元 " 設定で設定されます。

プロジ ェ ク ト をグローバル化するためには、 文字列エン ト リ を指

定する必要があ り ます。

DiskPrompt このプロパテ ィ は、 デ ィ スク を入力するよ う に指示する メ ッ セー

ジ ボ ッ クスに表示される文字列を保持し ます。 “Disk 1” のよ う に、

デ ィ スクのラベルに印刷されている追加情報に空のテキス ト を含

める こ と も必要です。

DiskSerial DiskSerial プロパテ ィ はこのリ リースの内部シ リ アル番号に設定す

る必要があ り ます。

ComponentDownload このプロパテ ィ は、 文字列識別子 (GUID) によ り製品をダウンロー

ド する URL を保持し ます。

LeftUnit このプロパテ ィ は、 数字の左側に単位を表示し ます。 この構造が

要求される言語に必要です。

UpgradeCode これは、 すでにイ ンス ト ールされている製品の関連セ ッ ト を検索

するために使用される GUID です。

IsAdminPackage このプロパテ ィ は、 現行のイ ンス ト ール パッ ケージが管理イ ンス

ト ールを通じ て作成されている場合、 1 に設定されます。 このプロ

パテ ィ は、 事後管理イ ンス ト ールを検出するために使用できます。

テーブル 8-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AppDataFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ 

フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

CommonAppDataFolder このプロパテ ィ は、 All Users アプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォルダー

への完全修飾パスを保持し ます。

CommonFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 32 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完

全修飾パスです。

テーブル 8-6 • 製品固有のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
CommonFiles64Folder このプロパテ ィ の値は、 64 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完

全修飾パスです。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ

ン 2.0 が必要です。

DesktopFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダー

への完全パスを保持するために使用し ます。 ALLUSERS プロパ

テ ィ が設定される場合、 DesktopFolder プロパテ ィ はすべてのユー

ザーのデスク ト ッ プ フ ォルダーへの完全パスを保持し な く てはな

り ません。

FavoritesFolder FavoritesFolder プロパテ ィ は現在のユーザーの Favorites フ ォル

ダーへの完全パスを保持し ます。

FontsFolder このプロパテ ィ は、 Fonts フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

PersonalFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの個人フ ォルダーへの完全パ

スを保持し ます。

ProgramFilesFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの Program Files フ ォルダーへ

の完全パスを保持し ます。

ProgramFiles64Folder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの 64 ビ ッ ト  Program Files フ ォ

ルダーへの完全パスを保持し ます。 このプロパテ ィ には、 Windows 

Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

ProgramMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ プログラム ] メ ニューへの

完全パスを保持するために使用されます。 ALLUSERS プロパテ ィ

が設定される場合、 ProgramMenuFolder プロパテ ィ はすべての 

ユーザーの [ プログラム ] メ ニューへの完全パスを保持し な く ては

な り ません。

SendToFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの SendTo フ ォルダーへの完全

パスを保持し ます。

StartMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ] メ ニュー フ ォ

ルダーまでの完全パスを保持するために使用されます。ALLUSERS 

プロパテ ィ が設定される場合、 StartMenuFolder プロパテ ィ はすべ

ての ユーザーの [ ス ター ト  メ ニュー ] フ ォルダーへの完全パスを

保持し な く てはな り ません。

StartupFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォル

ダーへの完全修飾パスを保持するために使用されます。ALLUSERS 

プロパテ ィ が設定される場合、 StartupFolder プロパテ ィ はすべて

の ユーザーの [Startup] メ ニューへの完全パスを保持し な く てはな

り ません。

テーブル 8-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
イ ンス ト ーラーによ り設定されるオペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーによ り実行時に設定されます。 ターゲッ ト  システム上の環境変数を参照し

ます。

SystemFolder このプロパテ ィ は、 32-bit System フ ォルダーまでの完全パスを保

持し ます。

System64Folder このプロパテ ィ は、 64-bit System フ ォルダーまでの完全パスを保

持し ます。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 

が必要です。

TempFolder このプロパテ ィ は、 Temp フ ォルダーまでの完全パスを保持し ま

す。

TemplateFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの Template フ ォルダーへの完

全パスを保持し ます。

WindowsFolder このプロパテ ィ は、 ユーザーの Windows フ ォルダーへの完全パス

を保持し ます。

WindowsVolume このプロパテ ィ は Windows がイ ンス ト ールされている ド ラ イブに

設定されます。

テーブル 8-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AdminUser このプロパテ ィ は、 ユーザーが管理者権限を持っている場合のみ、

イ ンス ト ール時にイ ンス ト ーラによ って設定されます。

ComputerName このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが実行されている コ ンピ ュー

ターの名前を格納し ます。 このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーの

初期設定時に Windows API の GetComputerName の呼び出しによ っ

て設定されます。

LogonUser このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行するユーザーの名前を格

納し ます。 このプロパテ ィ は、 Windows API の GetUserName の呼

び出しによ って設定されます。

OLEAdvtSupport このプロパテ ィ はイ ンス ト ーラによ って初期化中に設定されます。

ServicePackLevel オペレーテ ィ ング システムのサービスパッ クがイ ンス ト ールされ

ている場合、 このプロパテ ィ は、 そのア ッ プデー ト の数値を格納

し ます。

テーブル 8-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
SharedWindows このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムで共有ウ ィ ン ド ウが使用

されている と きに設定されます。

ShellAdvtSupport このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムで機能のア ド バタ イズを

サポー ト し ている場合、 初期化中にイ ンス ト ーラーによ って設定

されます。 このプロパテ ィ は、 Windows 98 または Windows 98 以降 

で、 また Internet Explorer 4.01 がイ ンス ト ールされている場合はそ

れ以前のシステムでも自動的に設定されます。

SystemLanguageID このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムのデフ ォル ト の言語 ID を

保持し ます。 この値は、 初期化時に GetSystemDefaultLangID を呼

び出すこ とによ って、 イ ンス ト ーラーが定義し ます。

TerminalServer このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムが Windows Terminal 

Server を装備し たサーバーの場合、 初期化時にイ ンス ト ーラーに

よ って設定されます。

TTCSupport このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムが True Type のフ ォ ン ト

コ レ クシ ョ ン (TTC) をサポー ト する場合、 初期化時にイ ンス ト ー

ラーによ って設定されます。 JPN - 932、 Taiwan - 950、 China - 

936、 Korea - 949、 Hong Kong - 950 システムは、 TTC をサポー ト

し ます。

Version9X このプロパテ ィ は、 Windows 95 と 98 オペレーテ ィ ング システム

のバージ ョ ン番号を整数と し て格納し ます。 以下の数式が整数を

判別するために使用されます : (MajorVersion * 100) + 

MinorVersionWindows 95 では Version9X は 400 に、Windows 98 では 

410 に、 Windows ME では 490 に設定されます。 Version9X は 

Windows NT ベースのシステムでは設定されません。

VersionDatabase このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中に使用されるデータベースの

バージ ョ ン番号を格納し ます。

VersionNT このプロパテ ィ は、 Windows NT ベースのオペレーテ ィ ング システ

ムのバージ ョ ン番号を整数と し て格納し ます。 以下の数式が整数

を判別するために使用されます : (MajorVersion * 100) + 

MinorVersion 特定のオペレーテ ィ ング システムの VersionNT プロ

パテ ィ については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て

く ださい。

VersionNT64 このプロパテ ィ は、 Windows NT ベースのオペレーテ ィ ング システ

ムのバージ ョ ン番号を 64-bit システムでのみ、 整数と し て格納し

ます。 以下の数式が整数を判別するために使用されます : 

(MajorVersion * 100) + MinorVersion このプロパテ ィ には、 Windows 

Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

テーブル 8-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
WindowsBuild このプロパテ ィ は、 実行されているオペレーテ ィ ング システムの

ビルド番号を格納し ます。

MsiNTProductType このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト マシンで実行されている NT オペ

レーテ ィ ング システムの種類を格納し ます。 このプロパテ ィ には、

Windows Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

MsiNTSuiteBackOffice このプロパテ ィ は  Microsoft BackOffice コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロ

パテ ィ は設定されていません。 このプロパテ ィ には、 Windows 

Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

MsiNTSuiteDataCenter このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Datacenter Server がイ ンス ト ー

ルされている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパ

テ ィ は設定されていません。

MsiNTSuiteEnterprise このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Advanced Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteEnterprise このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Advanced Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteSmallBusiness このプロパテ ィ は Microsoft Small Business Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteSmallBusinessRestricted このプロパテ ィ は、 制限ク ラ イアン ト ラ イセンス付き Microsoft 

Small Business Server がイ ンス ト ールされている場合に 1 に設定さ

れます。 他の場合、 このプロパテ ィ は設定されていません。

MsiNTSuitePersonal このプロパテ ィ は オペレーテ ィ ング システムが Workstation 

Personal の場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNetAssemblySupport このプロパテ ィ は、 オペレ－テ ィ ング システムで .NET Framework 

アセンブ リ をサポー ト する と きに設定されます。 他の場合、 この

プロパテ ィ は設定されていません。

MsiWin32AssemblySupport このプロパテ ィ は、 オペレ－テ ィ ング システムで Win32 アセンブ

リ をサポー ト する と きに設定されます。 他の場合、 このプロパ

テ ィ は設定されていません。

テーブル 8-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
イ ンス ト ーラーによ り設定されるハー ド ウ ェ ア プロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 実行時にイ ンス ト ーラーによ って設定され、 エン ド ユーザーのシステムの特定のハー ド

ウ ェ ア プロ フ ァ イルの設定を格納し ます。

テーブル 8-9 • ハー ド ウ ェ アのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

Alpha このプロパテ ィ は、 プロセ ッサ レベルの数値を格納し、 Alpha プ

ロセ ッサでセ ッ ト ア ッ プが実行される場合にのみ定義されます。 (

このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 1.0 でのみサポー

ト されています。 )

BorderSide このプロパテ ィ は、 ウ ィ ン ド ウの横の境界線の幅をピ クセル単位

で指定し ます。

BorderTop このプロパテ ィ は、 ウ ィ ン ド ウの上の境界線の幅をピ クセル単位

で指定し ます。

CaptionHeight このプロパテ ィ は、 キャ プシ ョ ン領域の高さ をピ クセル単位で指

定し ます。

ColorBits このプロパテ ィ は、 各ピ クセルの隣接カ ラービ ッ ト の数 ( つま り、

ユーザーのモニ ターのカ ラー深度 ) を格納し ます。 たと えば、

ユーザーのモニ ターが 256 色を使用し ている場合、 ColorBits は 8 

に設定されます。

Intel このプロパテ ィ は、 プロセ ッサ レベルの数値を格納し、 Intel 32-

bit プロセ ッサでセ ッ ト ア ッ プが実行される場合にのみ定義されま

す。

Intel64 このプロパテ ィ は、 プロセ ッサ レベルの数値を格納し、 Intel 64-

bit プロセ ッサでセ ッ ト ア ッ プが実行される場合にのみ定義されま

す。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 が必要

です。

PhysicalMemory このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールされている物理メ モ リの大き さ

を メ ガバイ ト 単位で格納し ます。

ScreenX このプロパテ ィ は、 画面の幅をピ クセル単位で定義し ます。

ScreenY このプロパテ ィ は、 画面の高さ をピ クセル単位で定義し ます。

TextHeight このプロパテ ィ は、 テキス ト 文字の高さ を設定し ます。

VirtualMemory このプロパテ ィ には、 使用可能なページ フ ァ イル領域の大き さが

メ ガバイ ト 単位で格納されます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
PowerShell のプロパテ ィ

次の PowerShell 関連のプロパテ ィ が実行時に使用できます。

仮想マシンのプロパテ ィ

Windows Installer プロパテ ィ を使って仮想マシンの存在を検出および、 その種類を判別するには、 まず 

SetAllUsers.dll フ ァ イルで ISDetectVM 関数を呼び出すカス タムアクシ ョ ンを作成する必要があ り ます。 手順につ

いては、 「イ ンス ト ールが仮想マシン上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-10 • PowerShell のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

IS_CLR_VERSION このプロパテ ィ は、 カス タム アクシ ョ ンがマネージ コー ド および PowerShell ス

ク リ プ ト を実行するためにロー ド する .NET Framework バージ ョ ンの一覧をセ ミ

コ ロン区切り で指定し ます。 ほとんどのシナ リ オで、 このプロパテ ィ はイ ンス

ト ール パッ ケージで設定されていません。 コマン ド ラ イ ンで設定されます。

バージ ョ ン 1.1 が必要である こ と を指定する場合、 次のコマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを使用し ます :

IS_CLR_VERSION=v1.1.4322

プロパテ ィ の値には、 .NET Framework の完全バージ ョ ン番号を指定する必要が

ある こ とに注意し て く だ さい。 複数のバージ ョ ンが使用可能な場合、 バージ ョ

ンの一覧をセ ミ コ ロンで区切って指定できます。 ロー ドが可能であるバージ ョ

ンの中から最初のものが使用されます。 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの例

では、 アクシ ョ ンがバージ ョ ン 2.0 をロー ド し よ う と試みます。 このバージ ョ

ンが存在し ない場合、 バージ ョ ン 1.1 のロー ドが試みられます。 バージ ョ ン 1.1 

が見つからなかった場合、 アクシ ョ ンは失敗し ます。

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322

指定し たバージ ョ ンがイ ンス ト ールされなかった と き、 アクシ ョ ンでイ ンス

ト ールされている .NET Framework の中から一番新しいバージ ョ ンをロー ド する

試みを行う よ う に指定する場合、 下の例のよ う にセ ミ コ ロンをプロパテ ィ 値の

最後に付加し ます :

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322;

また、 プロパテ ィ 値の最後に付加されたセ ミ コ ロンは、 指定されたバージ ョ ン

が存在し ないが、 あるバージ ョ ンの .NET Framework が既にロー ド されている場

合、 それが既にイ ンス ト ールされている最新バージ ョ ンではな く ても、 アク

シ ョ ンが現在ロー ド されているバージ ョ ンを使用する こ と を示し ます。

.NET Framework のバージ ョ ンの不一致が原因でアクシ ョ ンの問題が発生し た場

合、 イ ンス ト ールの実行時に、 エン ド ユーザーにコマン ド ラ イ ンで 

IS_CLR_VERSION プロパテ ィ を設定するよ う に指示する こ と も考えられます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し

• マネージコー ド カス タム アクシ ョ ンの実行時要件

POWERSHELLVERSION PowerShell がイ ンス ト ールされる と、 定義済みの PowerShell システム検索に

よ って、 このプロパテ ィ の値が設定されます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
カス タム アクシ ョ ンは、 実行時に以下の Windows Installer プロパテ ィ を設定し ます :

イ ンス ト ーラーによ り更新されるステータ ス プロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーによ り実行時に設定されます。 これらのプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールの状

態を示し ます。

テーブル 8-11 • 仮想マシンのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

IS_VM_DETECTED このプロパテ ィ の値が 1 の場合、 次の仮想マシン環境のう ちの 1 つが存在し ま

す :

• Microsoft Hyper-V

• VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの VMware 

製品

• Microsoft Virtual PC

この値が設定されない場合、 仮想マシンは検出されませんで し た。

IS_VM_TYPE このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムに存在する仮想マシンの種類を示し ま

す。 次の値が可能です :

• 0 — 仮想マシンは検出されませんで し た。

• 1 — VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server などの 

VMware 製品

• 2— イ ンス ト ールは Microsoft Hyper-V マシン上で実行中です。

• 3— イ ンス ト ールは、 Microsoft Virtual PC マシン上で実行中です。

• 4— 仮想マシンの種類は不明です。

テーブル 8-12 • ステータ スのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AFTERREBOOT このプロパテ ィ は、 ForceReboot アクシ ョ ンによ り再起動された直

後にイ ンス ト ーラーによ って 1 に設定されます。

CostingComplete このプロパテ ィ は、 コステ ィ ングが始まる とすぐに 1 に設定され、

コステ ィ ングが完了する と 0 に設定されます。

RollbackDisabled イ ンス ト ーラーは、 RollbackDisabled プロパテ ィ をロールバッ クが

無効になるたびに設定し ます。 デフ ォル ト では、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

イ ンス ト ール済み このプロパテ ィ は、 製品がすでにイ ンス ト ールされているかど う

かを判別し ます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
OutOfDiskSpace このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールのターゲッ ト になる ド ラ イブに

十分なデ ィ スク容量がない場合に True に設定されます。 それ以外

の場合は False に設定されます。

OutOfNoRbDiskSpace このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール時のターゲッ ト  デ ィ スクに十分

な空きデ ィ スク容量がない場合、 およびロールバッ ク機能がオフ

になっている場合に True に設定されます。 すべてのターゲッ ト  

デ ィ スクに十分な空き容量がある場合は False に設定されます。

Preselected このプロパテ ィ は、 機能が事前に選択されているかど うかを判別

し、 選択されていない場合は選択ダイアログを表示し ません。

PrimaryVolumePath イ ンス ト ーラーは、 このプロパテ ィ に PRIMARYFOLDER プロパ

テ ィ で指定されたパスを設定し ます。

PrimaryVolumeSpaceAvailable イ ンス ト ーラーは、 このプロパテ ィ に PRIMARYFOLDER プロパ

テ ィ で指定されたボ リ ューム上で使用可能なバイ ト 総数 (512 バイ

ト 単位 ) を表す文字列を設定し ます。

PrimaryVolumeSpaceRequired このプロパテ ィ は、 現在選択し ている機能に必要なデ ィ スク容量

の合計をバイ ト 数で表し た文字列 (512 バイ ト 単位で表示 ) を格納

し ます。

PrimaryVolumeSpaceRemaining イ ンス ト ーラーは、 選択されている機能がすべてイ ンス ト ールさ

れた場合に、 システムで使用可能な残りのバイ ト 数を 512 バイ ト

単位で表し た文字列に、 このプロパテ ィ を設定し ます。

Resume このプロパテ ィ は、 保留されたセ ッ ト ア ッ プから イ ンス ト ールを

続行する と きにユーザーに表示されるテキス ト 文字列を格納し ま

す。

UpdateStarted このプロパテ ィ は、 システムへの変更がイ ンス ト ール処理の結果

と し て行われる場合に設定されます。

ReplacedInUseFiles このプロパテ ィ は、 現在使用中のフ ァ イルが上書き される場合に

設定されます。 再起動が必要かど うかをチ ェ ッ クするためのカス

タム アクシ ョ ンがこのプロパテ ィ を使用し ます。

NOUSERNAME このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーは USERNAME 

プロパテ ィ を設定し ません。 デフ ォル ト では、 このプロパテ ィ は

設定されず、 USERNAME プロパテ ィ はレジス ト リから設定されま

す。

NOCOMPANYNAME このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーは 

COMPANYNAME プロパテ ィ を設定し ません。 デフ ォル ト では、 こ

のプロパテ ィ は設定されず、 COMPANYNAME プロパテ ィ はレジス

ト リから設定されます。

テーブル 8-12 • ステータ スのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
日付と時刻のプロパテ ィ

InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ

これらのプロパテ ィ には、 InstallScript エンジンに関連する情報が含まれています。

SQL 関連のプロパテ ィ

これらのプロパテ ィ は、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで構成された SQL 接続および SQL スク リ プ ト の関連データ を

含みます。

テーブル 8-13 • 日付と時刻のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

Date このプロパテ ィ は、 現在の日を保持し ます。

Time このプロパテ ィ は、 現在の時間を保持し ます。

テーブル 8-14 • InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

STANDARD_USE_SETUPEXE

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

に適用されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト は、 Setup.exe を起動し て実行し ま

す。 このローカ ラ イズ可能プロパテ ィ には、 Setup.exe を起動し な

いで、 .msi データベースを直接起動し たエン ド ユーザーに表示さ

れる メ ッ セージが入っています。

テーブル 8-15 • InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

IS_SQLSERVER_ALIAS_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト

ロールで SQL Server エイ リ アスのみ表示するよ う指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_AUTHENTICATION このプロパテ ィ は、 指定されたカ タ ログの接続に使用する認証の

種類を識別し ます。 デフ ォル ト のプロパテ ィ は 

IS_SQLSERVER_AUTHENTICATION です。 プロパテ ィ 値には、 次の

数値が有効です :

• 0 - 現在のユーザーの Windows 認証情報

• 1 - サーバー認証

詳細については、 「SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパ

テ ィ を使用する」 を参照し て く ださい。
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IS_SQLSERVER_CONNECTIONS_TO_VALIDA

TE

SQLLogin ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たと きテス ト

される接続をオーバーラ イ ド し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_CXNS_ABSENT_FROM_INST

ALL

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にスキッ プする 1 つまた

は複数の SQL 接続を指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_DATABASE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中にそのプログラムへの接続を

作成する SQL カ タ ログの名前を識別し ます。

詳細については、 「SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパ

テ ィ を使用する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_DO_NOT_USE_REG レジス ト リ に格納されている SQL Server ログイ ン情報を使用し な

いよ う に指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_LOCAL_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト

ロールでローカル SQL Server のみ表示するよ う指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_PASSWORD このプロパテ ィ は、 サーバー認証に使用するパスワー ド を識別し

ます。

詳細については、 「SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパ

テ ィ を使用する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_REMOTE_ONLY SQL Server 参照コ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト

ロールで リ モー ト  SQL Server のみ表示するよ う指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバー

ラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

IS_SQLSERVER_SERVER このプロパテ ィ は、 (Microsoft SQL Server および MySQL の場合 ) 

ターゲッ ト  サーバーのイ ンス タ ンス名、 または (Oracle の場合 ) 

URL 接続文字列またはローカル ネ ッ ト  サービス名を識別し ます。

詳細については、 「SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパ

テ ィ を使用する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-15 • InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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MDAC プロパテ ィ

これらのプロパテ ィ は、 MDAC のバージ ョ ンチ ェ ッ クに適用されます。

SETUPEXEDIR

プロジ ェ ク ト • SETUPEXEDIR プロパテ ィ をサポー ト するプロジ ェ ク ト  タ イプは次のとお り です。

• InstallScript MSI

• 基本の MSI

InstallScript イ ンス ト ールが実行された場所を判別するには、 SRCDIR または PACKAGE_LOCATION を使用し て く だ

さい。

SETUPEXEDIR プロパテ ィ には、 Setup.exe へのパスが含まれています。 た と えば、 Setup.exe へのパスが 

C:\MySetups\MyApp\Setup.exe とする と、 SETUPEXEDIR の値は C:\MySetups\MyApp にな り ます。

SETUPEXEDIR の使用

SETUPEXEDIR は、 デ ィ レ ク ト リ識別子 SourceDir の代わり に使用できます。 SourceDir を使用し た と き、 実行中の 

.msi パッ ケージの場所がポイ ン ト される とい う問題が起こ る こ とがあ り ます。 圧縮イ ンス ト ールの場合、 .msi パッ

ケージは一時的な場所にス ト リームされて、 そこから実行されます。 このため、 SourceDir の値はエン ド ユーザー

のマシン上の一時的な場所にな り、 その値が期待し ていた値とは異なる場合もあり ます。

SETUPEXEDIR の制限

SETUPEXEDIR の使用には 2 つの制限があ り ます。

• SETUPEXEDIR は Setup.exe によ って設定されます。 エン ド ユーザーが .msi パッ ケージを直接実行し た場合、

SETUPEXEDIR は設定されません。 これに対処するため、 SETUPEXEDIR を使う イ ンス ト ールと SourceDir を

IS_SQLSERVER_USERNAME このプロパテ ィ は、 サーバー認証に使用するログイ ン ID を識別し

ます。

詳細については、 「SQL ログイ ンの設定に Windows Installer プロパ

テ ィ を使用する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-16 • MDAC プロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ISINSTALL_MDAC_BYVERSION InstallShield でデフ ォル ト のバージ ョ ン チ ェ ッ ク を行う場合、 この

プロパテ ィ を作成し てプロパテ ィ を [ はい ] に設定し ます。

ISINSTALL_MDAC_SKIP 独自でバージ ョ ンチ ェ ッ ク を行っていて、 InstallShield による 

MDAC のイ ンス ト ールを希望し ない場合、 プロジ ェ ク ト  マネー

ジャーでこのプロパテ ィ を作成し、 設定し ます。

テーブル 8-15 • InstallScript エンジン関連のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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使う イ ンス ト ールの 2 つの実装を イ ンス ト ールに含める こ とができます。 SETUPEXEDIR の存在をテス ト し、

存在し ない場合は条件付きで SourceDir 実装を使用する こ とができます。

• SETUPEXEDIR はアン イ ンス ト ール時に設定されない場合があ り ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe を実行す

る こ とによ ってアン イ ンス ト ールを ト リ ガーする と、 SETUPEXEDIR は設定されます。 アン イ ンス ト ールが [

プログラムの追加と削除 ] から実行される と、 SETUPEXEDIR は設定されません。

メ モ • 非圧縮イ ンス ト ールでは、 SourceDir と SETUPEXEDIR は同じ値を持ちます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプ
ロパテ ィ  リ フ ァ レンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの実行中、 多数のプロパテ ィ が設定されます。

InstallShield 内部から プロパテ ィ の一部の値を設定する こ とができます。 その他のプロパテ ィ は、 実行時にア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンによ って初期化されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と違って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト はパブ リ ッ

ク プロパテ ィ と プ ラ イベー ト  プロパテ ィ と を区別し ません。 ただ し、 大文字と小文字の区別はあ り ます。 ア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ の名前に大文字と小文字を組み合わせる場合、 プロ

ジ ェ ク ト 内でそのプロパテ ィ を参照する際には常に同じ大文字と小文字の組み合わせで使用し ます。

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義し たプロパテ ィ が、 2 つ目のプロパテ ィ を参照する値に設定されてい

て、 かつ、 2 つ目のプロパテ ィ を最初のプロパテ ィ の値に解決されるよ う にする場合、 場合によ って、 最初のプロ

パテ ィ に対し て、 " フ ォーマ ッ ト 済み " チ ェ ッ クボ ッ クスを設定する必要があ り ます。 詳細については、 「[ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

以下は、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで使用できるビル ト イ ン プロパテ ィ の

カテゴ リ です :

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のフ ォルダー プロパテ ィ

• システム フ ォルダーのプロパテ ィ
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メ モ • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ とパス変数の違いに注意し て く だ さい。 パス

変数は山かっ こ (<>) で囲みます。 どち ら もデ ィ レ ク ト リ を表し ますが、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI のプロパテ ィ は実行時に評価されるのに対し、 パス変数は、 イ ンス ト ールを設計およびビルド する と き

にソースフ ァ イルを指すためにだけ使用できます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ

以下のプロパテ ィ によ って、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける、 いろい

ろな情報が示されます。

テーブル 8-17 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

IS_CLR_VERSION このプロパテ ィ は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンがマネージ コー

ド および PowerShell スク リ プ ト を実行するためにロー ド する .NET 

Framework バージ ョ ンの一覧をセ ミ コ ロン区切り で指定し ます。 ほとんど

のシナ リ オで、 このプロパテ ィ はイ ンス ト ール パッ ケージで設定されてい

ません。 コマン ド ラ イ ンで設定されます。 バージ ョ ン 1.1 が必要である こ

と を指定する場合、 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し ます :

IS_CLR_VERSION=v1.1.4322

プロパテ ィ の値には、 .NET Framework の完全バージ ョ ン番号を指定する必

要がある こ とに注意し て く ださい。 複数のバージ ョ ンが使用可能な場合、

バージ ョ ンの一覧をセ ミ コ ロンで区切って指定できます。 ロー ドが可能で

あるバージ ョ ンの中から最初のものが使用されます。 次のコマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターの例では、 アクシ ョ ンがバージ ョ ン 2.0 をロー ド し よ う と試

みます。 このバージ ョ ンが存在し ない場合、 バージ ョ ン 1.1 のロー ド が試

みられます。 バージ ョ ン 1.1 が見つからなかった場合、 アクシ ョ ンは失敗

し ます。

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322

指定し たバージ ョ ンがイ ンス ト ールされなかったと き、 アクシ ョ ンでイ ン

ス ト ールされている .NET Framework の中から一番新しいバージ ョ ンをロー

ド する試みを行う よ う に指定する場合、 下の例のよ う にセ ミ コ ロンをプロ

パテ ィ 値の最後に付加し ます :

IS_CLR_VERSION=v2.0.50727;v1.1.4322;

また、 プロパテ ィ 値の最後に付加されたセ ミ コ ロンは、 指定されたバー

ジ ョ ンが存在し ないが、 あるバージ ョ ンの .NET Framework が既にロー ド さ

れている場合、 それが既にイ ンス ト ールされている最新バージ ョ ンではな

く ても、 アクシ ョ ンが現在ロー ド されているバージ ョ ンを使用する こ と を

示し ます。

.NET Framework のバージ ョ ンの不一致が原因でアクシ ョ ンの問題が発生し

た場合、 イ ンス ト ールの実行時に、 エン ド ユーザーにコマン ド ラ イ ンで 

IS_CLR_VERSION プロパテ ィ を設定するよ う に指示する こ と も考えられま

す。
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ISFeatureInstall このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールする こ と を選択する コマン ド ラ イ ンによ

る機能選択用のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の 

Setup.xml フ ァ イルで定義された機能名のリ ス ト を コ ンマ区切り で格納し ま

す。

ISFeatureRemove このプロパテ ィ は、 削除する こ と を選択する コマン ド ラ イ ンによる機能選

択用のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.xml 

フ ァ イルで定義された機能名のリ ス ト を コ ンマ区切り で格納し ます。

ISHiddenProperties このプロパテ ィ は、 大文字と小文字を区別するプロパテ ィ 名のリ ス ト をセ

ミ コ ロン区切り で格納し、 それらの値をデバッ グ ログ フ ァ イルに書き込

まないよ う にできます。 このプロパテ ィ を使って、 パスワー ド その他の機

密情報を含むプロパテ ィ のログ記録を防ぐ こ とができます。

ISHiddenProperties は、 次の状況下で値がログ記録されるのを防ぐのに役立

ちます ：

• プロパテ ィ の値が変更される場合。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イル

を起動し たと きに、 エン ド ユーザーが、 コマン ド ラ イ ンを使ってプロ

パテ ィ の値を設定する場合。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが

パッ ケージに渡すコマン ド ラ イ ンを使ってプロパテ ィ が構成される場

合。 これは [ パッ ケージ ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブ、 [ 操作 ] 領域で構成

できます。

ISuiteExtension::LogInfo を使ってプロパテ ィ をログ記録する場合、 スイー ト  

エンジンでログ記録を防ぐ こ とはできません。 し たがって、 ログ フ ァ イル

にプロパテ ィ 値を書き込むために作成するすべてのコー ドは、

ISHiddenProperties を読み込んで、 そのプロパテ ィ 値がログ記録されるべき

かを判別する必要があ り ます。

テーブル 8-17 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ISInstallMode この読み取り専用プロパテ ィ は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールを実行中のモー ド を示す値を格納し ます。 使用でき

る値は次のとお り です。

• 0 — 初回イ ンス ト ール

• 1 — メ ンテナンス /UI メ ンテナンス モー ドの選択

• 2 — メ ンテナンス / 変更

• 3 — メ ンテナンス / 削除

• 4 — メ ンテナンス / 修復

• 5 — ステージングのみ ( イ ンス ト ールは、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがステージングされる、 または

圧縮解除および特定の場所にコ ピーされる、 ステージ モー ド で実行

中。 イ ンス ト ール内のいずれのパッ ケージも、 このモー ド では実行し

ません。 )

ISInstallProgress このプロパテ ィ には、 全ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールの何パーセン ト が完了し たかが格納されます。 この情報

は、一般的に InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページのプログレス サークル 

コ ン ト ロールに使用されます。

ISInstallStatus このプロパテ ィ には、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールからの進行状況メ ッ セージが格納されます。

ISOnRebooted 起動の後にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルが再開する場合、 このプロパテ ィ は True に設定し ます。

ISParcelProgress このプロパテ ィ には、 現在実行中のパッ ケージの何パーセン ト が完了し た

かが格納されます。 この情報は一般的に、 プログレス サークル コ ン ト

ロールの " 内部プロパテ ィ ' 設定に使用されます。

ISPassword ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI リ リースをパスワー ド

で保護するよ う に構成し た場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI のユーザー イ ン ターフ ェ イスで、 ISPassword プロパテ ィ が設定さ

れます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.xml 

フ ァ イルでパスワー ド を設定し て値を入力する と、 このプロパテ ィ の値

は、 Setup.xml に含まれるパスワー ド に対し て検証されます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールをパスワー ド で保護する」 を参照し て く ださい。

ISPerformDelayedReboot このプロパテ ィ は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールが終了し たと き ターゲッ ト  システムを再起動する必要がある場

合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のユーザー イ ン

ターフ ェ イスによ って True に設定されます。

テーブル 8-17 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ISParcelStatus このプロパテ ィ は、 現在実行中のパッ ケージからの進行状況メ ッ セージを

格納し ます。

ISRootStagePath このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールがステージ モー ド で実行される場合に使

用されます。 このプロパテ ィ は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがステージング ( または圧縮解除および特定の場所

にコ ピー ) されるの場所へのパスを格納し ます。

ISSelectedLanguage このプロパテ ィ には、 イ ンス ト ールで現在表示されている言語の十進 ID 

を含む文字列が格納されています。 InstallationLanguage ウ ィ ザー ド ページ

などで、 実行時に、 このプロパテ ィ を変更する と、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの現在の言語が変更されます。 こ

のプロパテ ィ を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケージの言語を設定できます。

ISSilentInstall 起動の後にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルがサイ レン ト で実行する場合 ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスな し )、 この

プロパテ ィ は True に設定し ます。

ISUpdateAvailable このプロパテ ィ は、 現在実行中のア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ール用のア ッ プグレー ドのダウンロー ドが可能かど うか

を示し ます。 ア ッ プデー ト が利用可能な場合、 このプロパテ ィ は 1 に設定

されます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 を参照し て く だ

さい。

ISUpdateVersion このプロパテ ィ は、 ダウンロー ドが利用可能なア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのバージ ョ ンを示し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 8-17 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI の特殊のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のフ ォルダー プロパテ ィ

次のプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルを格納、 またはイ ンス ト ールする場所を定義し ます。

テーブル 8-18 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のフ ォルダー プロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

ISLogDir ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに有効化

され構成済みのパッ ケージが 1 つ以上あり、 エン ド ユーザーがア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンを 

/log パラ メ ーターを使って起動する場合、 このプロパテ ィ には、 パッ ケー

ジ ログ フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リのパスが格納されます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動し たと きに作成できるパッ ケージ ログ 

フ ァ イルのサポー ト 」 を参照し て く ださい。

ISPREREQDIR このプロパテ ィ は、 パッ ケージがステージングされる と き、 または実行時

に一時的にターゲッ ト  システムにコ ピーされる と き、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのフ ァ イルへのパスを格納し ま

す。

SETUPEXEDIR このプロパテ ィ には、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルへのパスが格納されます。 たと えば、

Setup.exe へのパスが C:\MySetups\MyApp\Setup.exe とする と、

SETUPEXEDIR の値は C:\MySetups\MyApp にな り ます。

SETUPEXENAME プロジ ェ ク ト がビルド される と きに作成される、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール 

フ ァ イルの名前を識別し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルの名前が

変更された場合、 イ ンス ト ールは実行時に、 このプロパテ ィ 値を更新し ま

す。 以下のパスは、 このフ ァ イルへの完全パスを示し ます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]

SETUPSUPPORTDIR このプロパテ ィ は、 実行時にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが一時的に使用し た後に削除されるサポー ト  フ ォル

ダーおよびフ ァ イルを含むフ ォルダーへのパスを格納し ます。 この場所

は、 デフ ォル ト  ステージング パス と呼ばれる こ と もあり ます。 [ サポー ト  

フ ァ イル ] ビ ューの [ 言語非依存 ] ノ ー ド にある フ ァ イルを参照する場合、

次の構文を使用し ます :

[SETUPSUPPORTDIR]\MyLanguageIndependentFile.txt

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの言語固有ノ ー ドの 1 つにある フ ァ イルを参

照する場合、 パスに 言語 ID を含めます。 た と えば、 英語の言語 ID は 1033 

です :

[SETUPSUPPORTDIR]\1033\MyEnglishFile.txt

TempFolder このプロパテ ィ には、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールで実行中のユーザー環境における使用中の一時フ ォルダーへ

のパスが格納されます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
システム フ ォルダーのプロパテ ィ

次のプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのシステム上にある様々なフ ォルダーへのパスを定義し ます。

テーブル 8-19 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

AdminToolsFolder このプロパテ ィ の値は、 管理ツールを含むエン ド ユーザーのフ ォルダーへ

の完全パスです。

AppDataFolder このプロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーの Application Data フ ォルダーへ

の完全パスです。

CommonAppDataFolder このプロパテ ィ の値は、 All Users の Application Data フ ォルダーへの完全パ

スです。

CommonDocuments このプロパテ ィ の値は、 すべてのユーザーに共通のド キュ メ ン ト を含む

フ ォルダーへの完全パスです。

CommonFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 32 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完全修飾

パスです。

CommonFiles64Folder このプロパテ ィ の値は、 64 ビ ッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト  Common Files 

フ ォルダーへの完全修飾パスです。 このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  システ

ム上では定義されません。

LocalAppDataFolder このプロパテ ィ の値は、 ローカル ( 非ロー ミ ング ) アプ リ ケーシ ョ ン用の

データ フ ァ イルを含むフ ォルダーへの完全パスです。

PersonalFolder このプロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーの個人用フ ォルダーへの完全パス

です。

ProgramFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーの Program Files フ ォルダーへの

完全パスです。 64 ビ ッ ト  システム上で、 このプロパテ ィ は 32 ビ ッ ト の場

所を参照し ます。

ProgramFiles64Folder このプロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーの 64 ビ ッ ト  Program Files フ ォル

ダーへの完全パスです。 このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  システム上では定

義されません。

SystemFolder このプロパテ ィ の値は、 32 ビ ッ ト  システム フ ォルダーへの完全パスです。

System64Folder このプロパテ ィ の値は、 64 ビ ッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト  ネイテ ィ ブ シ

ステム フ ォルダーへの完全パスです。 このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  シス

テム上では定義されません。

WindowsFolder このプロパテ ィ の値は、 エン ド ユーザーの Windows フ ォルダーへの完全パ

スです。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト におけるプロパ
テ ィ の作成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でプロパテ ィ を作成する方法については、 「ア ド

バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でプロパテ ィ を作成する」 をご参照し て く だ さい。

プロパテ ィ マネージャーを使用し て、 プロジ ェ ク ト 全体で使用される独自のプロパテ ィ を作成できます。 これら

のプロパテ ィ では、 一度設定し た値はプロジ ェ ク ト 全体で使用できます。

タ スク プロパテ ィ を作成するには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ビ ューの下に新しい行が追加されます。

3. [ 名前 ] 列に、 新しいプロパテ ィ の名前を入力し ます。

4. [ 値 ] 列に、 新しいプロパテ ィ の値を入力し ます。

5. [ コ メ ン ト ] 列に、 オプシ ョ ンでプロパテ ィ についてのコ メ ン ト を入力し ます。

ヒ ン ト • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに値を入力する際は、 次のガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい :

• テーブル セル内のテキス ト をすべて上書きするには、 テーブル セルを ク リ ッ ク し てから、 新しいプロパテ ィ

名、 値、 またはコ メ ン ト を入力し ます。

• テーブル セル内の特定の位置にカーソルを配置するには、 その場所をダブルク リ ッ ク し ます。 次に、 変更を

入力し ます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で Windows Installer プロパテ ィ を作成する時
に役立つヒ ン ト 。

コマン ド ラ イ ンから変更できるプロパテ ィ を作成する場合は、 プロパテ ィ 名をすべて大文字で指定し て く だ さい。

たと えば INSTALLDIR は、 コマン ド ラ イ ンから設定や変更が可能なプロパテ ィ です。 詳細については、 「Windows 

Installer プロパテ ィ の概要」 を参照し て く ださい。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
Windows ロゴ • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに入力された情報の有効性は、 自動的に検証されません。 た と

えば、 ARPHELPLINK プロパテ ィ の値を http://www.mycompany.com ではな く 、 MyCompany と変更し た場合、 エン

ド ユーザーがそのリ ン ク を ク リ ッ クする と失敗し ますが、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] にデータ を入力し たと き、

またはビルド時に InstallShield によ ってエラー メ ッ セージが表示される こ とはあり ません。 ビル ト イ ン Windows 

Installer プロパテ ィ に入力し た情報および構文が正しいかど うかを確認するには、 「Windows Installer プロパテ ィ  リ

フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ
ジ ェ ク ト でプロパテ ィ を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ マネージャーを使用し て、 プロジ ェ ク ト 全体で使用される独自のプロパテ ィ を作成できます。 これら

のプロパテ ィ では、 一度設定し た値はプロジ ェ ク ト 全体で使用できます。

タ スク プロパテ ィ を作成するには、 以下の手順に従って く だ さい。

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ビ ューの下に新しい行が追加されます。

3. [ 名前 ] 列に、 新しいプロパテ ィ の名前を入力し ます。

4. [ 値 ] 列に、 新しいプロパテ ィ の値を入力し ます。

5. [ フ ォーマ ッ ト 済み ] 列でチ ェ ッ クボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 [ 値 ] 列に入力し たテキス ト がフ ォー

マ ッ ト 済みかど うかを示し ます。

• プロパテ ィ 値 ( 角かっ こ と そのコ ンテンツを含む ) をそのままにし てお く 場合、 [ フ ォーマ ッ ト 済み ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

• [ 値 ] 列の値に、 実行時に解決させるプロパテ ィ 名、 環境変数の参照、 その他の特殊な文字列を含む 1 つ

以上の形式化された式が含まれている場合、 [ フ ォーマ ッ ト 済み ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 これ

らの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

が実行時に解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ヒ ン ト • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに値を入力する際は、 次のガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい :

• テーブル セル内のテキス ト をすべて上書きするには、 テーブル セルを ク リ ッ ク し てから、 新しいプロパテ ィ

名、 値、 またはコ メ ン ト を入力し ます。

• テーブル セル内の特定の位置にカーソルを配置するには、 その場所をダブルク リ ッ ク し ます。 次に、 変更を

入力し ます。

既存プロパテ ィ を変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

タ スク プロジ ェ ク ト に含まれる既存プロパテ ィ を変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• テーブル セル内のテキス ト をすべて上書きするには、 テーブル セルを ク リ ッ ク し てから、 新しいプロパ

テ ィ 名、 値、 またはコ メ ン ト を入力し ます。

• テーブル セル内の特定の位置にカーソルを配置するには、 その場所をダブルク リ ッ ク し ます。 次に、 変

更を入力し ます。

ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
イ ンス ト ールが使用する言語に基づいて、 プロパテ ィ が異なる値を使用するには、 ローカ ラ イズ可能なプロパ

テ ィ を作成できます。

タ スク ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ を作成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンの隣にある矢印を ク リ ッ ク し て、 [ ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ ] を ク リ ッ ク

し ます。 ビ ューの下に新しい行が追加されます。 そのプロパテ ィ の [ 値 ] 列に、 新しい文字列 ID がリ ス ト さ

れます。

3. [ 名前 ] 列に、 新しいプロパテ ィ の名前を入力し ます。

ヒ ン ト • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト がサポー ト する各言語に対し て異なるプロパテ ィ 値

を設定できます。

プロジ ェ ク ト 内における文字列 ID と値の使用方法についての詳細は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」

を参照し て く ださい。

既存プロパテ ィ をローカ ラ イズ可能にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ールが使用する言語に基づいて、 プロパテ ィ が異なる値を使用するには、 そのプロパテ ィ をローカ ラ イ

ズ可能に変更できます。

タ スク プロパテ ィ をローカ ラ イズ可能に変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ローカ ラ イズを行う プロパテ ィ を選択し ます ( 複数選択可 )。

連続する複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てから SHIFT キーを押し ながら最後

のプロパテ ィ を選択し ます。 連続し ない複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てか

ら CTRL キーを押し ながらその他の各プロパテ ィ を選択し ます。 

3. [ 選択し たプロパテ ィ をローカ ラ イズ可能にする ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

そのプロパテ ィ の [ 値 ] 列に新しい文字列 ID が追加されます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
ヒ ン ト • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト がサポー ト する各言語に対し て異なるプロパテ ィ 値

を設定できます。

プロジ ェ ク ト 内における文字列 ID と値の使用方法についての詳細は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」

を参照し て く ださい。

プロパテ ィ 値が Windows Installer ログ フ ァ イルの記録さ
れないよ う に防ぐ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

デフ ォル ト で、 Windows Installer はイ ンス ト ールに含まれる各 Windows Installer プロパテ ィ の最終値を  /L 引数 を

使って MsiExec を起動し て生成されたログ フ ァ イルに書き込みます。 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 以降、 特定

のプロパテ ィ  ( たと えば、 パスワー ド を含むプロパテ ィ など ) がログ フ ァ イルに書き込まれないよ う に防ぐ こ と

ができます。

タ スク プロパテ ィ がログ フ ァ イルに書き込まれないよ う に防ぐには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 名前 ] 列で、 まず MsiHiddenProperties プロパテ ィ を見つけます。

このプロパテ ィ がリ ス ト されていない場合、 [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このプロパテ ィ を

作成し てから、 [ 名前 ] 列に MsiHiddenProperties と入力し ます。

3. [ 値 ] 列に、 非表示にするプロパテ ィ の名前を入力し ます。 複数のプロパテ ィ を リ ス ト するには、 それぞれを

セ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

このプロパテ ィ についての詳細は、 「MsiHiddenProperties」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI デ
バッ グ ログ フ ァ イルへのプロパテ ィ 値の書き込みを防ぐ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

/debuglog パラ メ ーターを使って ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルを起動す

る と、 スイー ト  エンジンがデバッ グ フ ァ イルを生成し ます。 デフ ォル ト で、 デバッ グ ログ フ ァ イルには、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値が含まれます。

場合によ って、 スイー ト  エンジンが特定のプロパテ ィ の値をデバッ グ ログ フ ァ イルに書き込むこ と を防ぐ必要

があ り ます。 たと えば、 パスワー ド その他の機密情報を含むプロパテ ィ のログ記録を防ぐ必要があり ます。

タ スク プロパテ ィ がログ フ ァ イルに書き込まれないよ う に防ぐには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 名前 ] 列で、 ISHiddenProperties プロパテ ィ を見つけます。

このプロパテ ィ がリ ス ト されていない場合、 [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このプロパテ ィ を

作成し てから、 [ 名前 ] 列に ISHiddenProperties と入力し ます。

3. [ 値 ] 列で、 その値をログ記録し ないプロパテ ィ の名前を入力し ます。 大文字と小文字を正し く 区別し て く だ

さい。 複数のプロパテ ィ を リ ス ト するには、 それぞれをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

ISHiddenProperties は、 次の状況下で値がログ記録されるのを防ぐのに役立ちます ：

• プロパテ ィ の値が変更される場合。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルを起動し たと きに、 エン ド ユーザー

が、 コマン ド ラ イ ンを使ってプロパテ ィ の値を設定する場合。

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがパッ ケージに渡すコマン ド ラ イ ンを使っ

てプロパテ ィ が構成される場合。 これは [ パッ ケージ ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブ、 [ 操作 ] 領域で構成できます。

ISuiteExtension::LogInfo を使ってプロパテ ィ をログ記録する場合、 スイー ト  エンジンでログ記録を防ぐ こ とはでき

ません。 し たがって、 ログ フ ァ イルにプロパテ ィ 値を書き込むために作成するすべてのコー ドは、

ISHiddenProperties を読み込んで、 そのプロパテ ィ 値がログ記録されるべきかを判別する必要があ り ます。

パブ リ ッ ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ
である必要がある こ と を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ を利用する と、 ネ ッ ト ワーク管理者は、 システム管理者または昇格された権限を

持つ個人によ ってのみ変更が可能なパブ リ ッ ク プロパテ ィ を定義する こ とができます。 これによ り管理者は、

ネ ッ ト ワークで承認されていないユーザーがイ ンス ト ールを改ざんする可能性がある こ と を心配する こ と な く 、

即座に設定を変更できます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
Windows Installer は、 い く つかのパブ リ ッ ク プロパテ ィ を制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し て見な し ます。 制

限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ の全一覧については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Restricted Public 

Properties」 を参照し て く だ さい。

追加のパブ リ ッ ク プロパテ ィ を含める場合、 それら を SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し ます。

以下のよ う な タ スク を実行する と、 InstallShield は自動的に該当するプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパ

テ ィ に追加し ます :

• システム検索でパブ リ ッ ク プロパテ ィ を使用し たと き、 InstallShield はそのパブ リ ッ ク プロパテ ィ を 

SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し ます。

• ダイアログを基本の MSI またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト に追加またはイ ンポー ト し て、 そのダイアロ

グにプロパテ ィ で設定されたコ ン ト ロールが含まれている場合、 InstallShield はそのプロパテ ィ を 

SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し ます。

• プロジ ェ ク ト に メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムを追加し た と き、 InstallShield は [ 詳細 ] タ ブの " 検出プロ

パテ ィ " 設定でそのア ッ プグレー ド アイテムに設定された値を SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し

ます。

これによ り、 カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ を [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで設定し てから、 [ 実

行 ] シーケンスに渡すこ とができるよ う にな り ます。

タ スク パブ リ ッ ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ である必要がある こ と を手動で指定するには、 以下の手

順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 名前 ] 列で、 SecureCustomProperties プロパテ ィ を見つけます。

このプロパテ ィ がリ ス ト されていない場合、 [ 新しいプロパテ ィ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このプロパテ ィ を

作成し てから、 [ 名前 ] 列に SecureCustomProperties と入力し ます。

3. Value 列で、 制限するパブ リ ッ ク プロパテ ィ を入力し ます。 複数のエン ト リはセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

InstallScript で Windows Installer プロパテ ィ を取得または
設定する方法

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

MsiGetProperty および MsiSetProperty 関数を使う と、 Windows Installer プロパテ ィ の取得および設定が行えます。

例については、 「プロパテ ィ の取得と設定」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト で Windows Installer API を利用するには、 #include "iswi.h" または #include "ifx.h" ステー ト メ ン ト を含む必

要があ り ます。
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Windows Installer プロパテ ィ およびア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
プロパテ ィ から値を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ はサポー

ト されていません。

プロパテ ィ  マネージャーから プロパテ ィ を削除せずにプロパテ ィ の値を ク リ アできます。 この機能は、 ローカ ラ

イズ可能プロパテ ィ と ローカ ラ イズ不可能プロパテ ィ で使用できます。 た と えば、 ARPCOMMENTS のよ う なロー

カ ラ イズ可能なプロパテ ィ を ク リ ア し たい場合があ り ます。

タ スク プロパテ ィ 値を ク リ アするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ク リ ア し たいプロパテ ィ を選択し ます ( 複数選択可 )。

連続する複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てから SHIFT キーを押し ながら最後

のプロパテ ィ を選択し ます。 連続し ない複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てか

ら CTRL キーを押し ながらその他の各プロパテ ィ を選択し ます。 

3. [ 選択し たプロパテ ィ を ク リ ア ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ モ • プロパテ ィ を ク リ アする と、 文字列 ID がないためプロパテ ィ がローカ ラ イズ不可能にな り ます。

プロパテ ィ を削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1807



第 8 章 追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン

Windows Installer プロパテ ィ およびア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ の使い方
• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト で不要になったプロパテ ィ がある場合、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで、 それを削除できま

す。

タ スク プロジ ェ ク ト から プロパテ ィ を削除するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ プロパテ ィ  マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 削除するプロパテ ィ を選択し ます ( 複数選択可 )。

連続する複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てから SHIFT キーを押し ながら最後

のプロパテ ィ を選択し ます。 連続し ない複数のプロパテ ィ を選択するには、 最初のプロパテ ィ を選択し てか

ら CTRL キーを押し ながらその他の各プロパテ ィ を選択し ます。 

3. [ 選択し たプロパテ ィ を削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

選択し たプロパテ ィ のみを削除するのか、 選択し たプロパテ ィ および関連付けられた文字列エン ト リ も削除する

のかを指定できる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。
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.msi および .msm データ ベースを直接編集する
.msi および .msm データベースを直接編集する
MSI データベースおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト を使用する と、 中間プロジ ェ ク ト  フ ォーマ ッ ト  (.ism 

フ ァ イル ) で作業せずに、 Windows Installer イ ンス ト ール パッ ケージおよびマージ モジュール データベースを編

集する こ とができます。 これらのプロジ ェ ク ト タ イプは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター機能を拡張し て、 標準イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト でサポー ト されている異なるビ ューを含めます。 これらのプロジ ェ ク ト の種類でサポー ト さ

れているビ ューは、 .ism プロジ ェ ク ト で機能するのと同じ よ う に機能するよ う に設計されています。

プロジ ェ ク ト • MSI データベースおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト では、 文字列エン ト リ もパス変数もサ

ポー ト されていません。

既存の .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルを直接編集し た り、 新規の MSI データベースまたは MSM データベース

を開いて新規のデータベースを直接作成する こ と もできます。

Windows Installer パッ ケージを開 く
InstallShield には、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使って .msi パッ ケージを直接編集するか、 InstallShield プロジ ェ ク ト  

(.ism) に変換し てから InstallShield で基本の MSI プロジ ェ ク ト と し て編集するオプシ ョ ンがあ り ます。

メ モ • .msi パッ ケージをダイ レ ク ト 編集モー ド で編集する場合、 一部の機能に制限があ り ます。

タ スク .msi パッ ケージを InstallShield のダイ レ ク ト 編集モー ド で開 く には、 以下の手順を実行し ます :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト で [Windows Installer パッ ケージ (*.msi)] を選択し ます。

3. 開 く  .msi パッ ケージを選択し ます。

4. [ 形式を指定し て開 く ] ボ ッ クスで、 [ 自動 ] が選択されている こ と を確認し ます。

5. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • デフ ォル ト では、 InstallShield はダイ レ ク ト 編集モー ド で .msi パッ ケージを開きます。

MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド を使用する と、 既存の Windows Installer (.msi) パッ ケージを InstallShield プロジ ェ ク

ト  (.ism) フ ァ イルに変換し、 新規プロジ ェ ク ト を開いて InstallShield で変更できます。

メ モ • InstallShield で、 パッ チ作成プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.pcp フ ァ イル ) を開いて、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで編

集する こ と もできます。
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.msi および .msm データベースを直接編集する
ダイ レ ク ト 編集モー ド で .msi/.msm データベースを編集
する

Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) またはマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を直接編集する場合、

InstallShield のダイ レ ク ト  モー ド でフ ァ イルを開いてから、 必要な変更を行う こ とができます。

タ スク .msi フ ァ イルや .msm フ ァ イルを開 く には、 次の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト で [Windows Installer パッ ケージ (*.msi)] または Windows Installer モジュール (*.msm) 

を選択し ます。

3. 開 く  Windows Installer パッ ケージまたはマージ モジュールを参照し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

選択されたパッ ケージまたはマージ モジュールが、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの限られたビ ューで開きます。

ダイ レ ク ト 編集モー ド で行った変更は、 保存し た と きに直接 .msi または .msm フ ァ イルに追加されます。

ダイ レ ク ト 編集モー ド でフ ァ イルを追加する
ダイ レ ク ト 編集モー ド でフ ァ イルを追加する と き、 メ デ ィ アへフ ァ イルを追加するオプシ ョ ンには、 msi フ ォー

マ ッ ト  (MSI パッ ケージまたは MSI データベース ) に非圧縮、 圧縮、 または圧縮し てス ト リームされた状態があ り

ます。 これらのオプシ ョ ンは、 ダイ レ ク ト 編集モー ドの [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューに新しいフ ァ イルを ド

ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し た時に  [ メ デ ィ アの場所選択 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 そのダイアログ 

ボ ッ クスには、 COM 情報抽出オプシ ョ ン も含まれます。 但し、 このオプシ ョ ンはフ ァ イルを フ ォルダーに ド ラ ッ

グし た場合、 または単一フ ァ イルをその他の既存フ ァ イルを持たないコ ンポーネン ト に追加し た場合のみ有効で

す。 その結果、 COM フ ァ イルがその特定のコ ンポーネン ト に含まれる唯一のフ ァ イルと な り ます。

フ ァ イルを削除する と、 File テーブルからエン ト リが削除されます。 メ デ ィ アに含まれる フ ァ イルは削除されず、

メ デ ィ アに追加される予定のフ ァ イルは、 保存するまで追加されません。

メ モ • ダイ レ ク ト 編集モー ド では、 File と Media テーブルは保存処理中にア ッ プデー ト されます。

フ ァ イルを追加する と、 デフ ォル ト のシーケンス値と共にレ コー ドが追加されます。 このと き Media テーブル エ

ン ト リは作成されません。 メ デ ィ アまたはプロジ ェ ク ト が保存される と き、 新たに追加されたフ ァ イルのシーケ

ンスはメ デ ィ アを適切に反映するよ う ア ッ プデー ト され、 Media テーブルに メ デ ィ ア エン ト リが作成されます。

 ダイ レ ク ト 編集モー ド でマージ モジュールを追加する
ダイ レ ク ト 編集モー ド で [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って .msi データベースに構成可能なマージ モジュー

ルまたはオブジ ェ ク ト を 追加する と、 [ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 この

ダイアログ ボ ッ クスを通し て、 マージ モジュールのプロパテ ィ を参照または設定する こ とができます。 ただ し、

マージ モジュールが最初にイ ンス ト ール データベースにマージ されている場合のみ、 この設定が可能です。 つま

り、 ダイアログ ボ ッ クスが最初に開いたと きです。 また、 ダイ レ ク ト 編集モー ド でマージ モジュールを選択す

る と、 直ちにマージ される こ とに注意し て く だ さい。
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.msi および .msm データ ベースを直接編集する
メ モ • 依存するマージ モジュールのイ ンス ト ール先を設定または構成する こ とはできません。

マージ モジュールカ タ ログに リ ス ト されていないモジュールをマージ解除する こ とはできません。 たと えば、

Modules\i386 フ ォルダーでフ ァ イルが見つからない場合。 それぞれのマージ モジュールの隣にあるチ ェ ッ ク ボ ッ

クスは選択されていますが、 無効と なっています。

マージ モジュールを追加、 構成、 およびマージ し た後、 データベースを InstallShield で保存する時にマージ モ

ジュールに含まれる フ ァ イルがすべてソース メ デ ィ アにコ ピーされます。
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.msi および .msm データベースを直接編集する
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InstallShield と外部アプ リ ケーシ ョ ンの統

合

InstallShield の重要な側面のひとつは、 Microsoft Source Control Interface に準拠する ソース管理ソ フ ト ウ ェ ア との

共存および統合だけでな く 、 Visual Studio(TM) .NET の様な他のソ フ ト ウ ェ ア開発ツールと どのよ う に共存、 およ

び統合するかとい う点です。

このセクシ ョ ンにあるヘルプ ト ピ ッ クで、 InstallShield での外部アプ リ ケーシ ョ ン サポー ト の範囲について各詳細

を参照し て く ださい。

ソース コー ド管理を使用する
InstallShield では、 ソース コー ド管理ソ フ ト ウ ェ アでプロジ ェ ク ト  フ ァ イルの異なるバージ ョ ンを管理する こ とが

できます。 InstallShield は、 マイ ク ロ ソ フ ト のソース管理イ ン ターフ ェ イスに準拠するあらゆる ソース管理システ

ムと イ ン タ ラ ク ト でき、 開発システム上のデフ ォル ト のプログラムを使用し ます。 プログラムがイ ンス ト ールさ

れていない場合は、 ソース管理オプシ ョ ンは使用できません。

ヒ ン ト • InstallShield はまた、 Team Foundation ソース管理との統合もサポー ト し ます。 詳細については、

「Microsoft Visual Studio Team Foundation Server との統合」 を参照し て く ださい。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を ソース管理に追加する と、InstallShield はプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式をテキス ト 形式 

(XML 形式 )  に自動的に変換し て、 デフ ォル ト でソース管理システムに保持し ます。 XML 形式でチ ェ ッ ク イ ン し な

い方法を選択し た場合、 フ ァ イルはバイナ リ フ ァ イルと し てチ ェ ッ ク イ ン されます。

メ モ • プロジ ェ ク ト  フ ァ イル フ ォーマ ッ ト を XML またはバイナ リ形式に変換し ても、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの

拡張子は .ism のまま変更されません。

スク リ プ ト  フ ァ イル サポー ト

InstallShield では、 任意の InstallScript フ ァ イルおよび SQL スク リ プ ト を挿入、 イ ンポー ト 、 または新しいフ ァ イ

ルと し て追加する こ と もできます。 また、 これらのスク リ プ ト  フ ァ イルの保存場所用に [ パス変数 ] ビ ューで定

義されたすべてのパス変数の種類をサポー ト し ます。 ただ し、 ソース コー ド管理 ソ フ ト ウ ェ アがパスを解決でき

るよ う、 対応する フ ォルダーの構成がソース コー ド データベースに確実に存在し ている こ とが重要です。
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ソース コー ド管理を使用する
ソース コー ド管理統合を使用する

タ スク InstallShield のソース コー ド管理の統合を使用し た一般的なシナリ オを以下に示し ます。

1. InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する。

2. ソース管理プログラムにセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を追加する。

3. ソース管理から プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト する。

4. プロジ ェ ク ト を編集する。

5. プロジ ェ ク ト を保存する。

6. ソース管理に再びプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク イ ンする。

ヒ ン ト • 上記手順は、 InstallShield  で新規プロジ ェ ク ト がソース管理に自動的に追加されるよ う に、 あるいは編集

し たプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト するよ う に設定するなど し て、 合理化する こ とができます。 詳細については、

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ソース管理 ] タ ブを参照し て く だ さい。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [

ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表示されます。

プロジ ェ ク ト を ソース管理へ追加する
InstallShield を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し た後、 それを ソース管理システムに追加する こ とができ

ます。

ヒ ン ト • [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ソース管理 ] タ ブで [ ソース管理に新規プロジ ェ ク ト を追加する ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合、 ステ ッ プ 1 と 2 を省略する こ とができます。 [ ツール ] メ ニューの [ オ

プシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と、 ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 プロジ ェ ク ト を作成する と、 InstallShield に

よ って即時そのプロジ ェ ク ト がソース コー ド管理システムに追加されます。

タ スク プロジ ェ ク ト を作成し た後、 それを ソース管理システムに追加するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield でプロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ ソース管理 ] をポイ ン ト し て [ ソース管理へ追加 ] を選択し ます。 [ ソース管

理に追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 該当する場合はコ メ ン ト を追加し、 プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト し たままにするかど うか指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 組織内のソース管理システムへのログイ ン ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 自分のログイ ン情報を入力し ます。

6. プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを追加する ソース管理データベースの場所を参照し ます。

メ モ • リ ン ク されたフ ァ イルはソース管理に追加されません。
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ソース コー ド 管理を使用する
フ ァ イルを ソース管理に追加する と、 ほとんどのプログラムでローカル コ ピーは読み取り専用にな り ます。 ソー

ス管理プログラムがこのよ う な場合、 変更を加える前にプロジ ェ ク ト  フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する必要があ り

ます。

ソース管理から プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト する
InstallShield を使って、 ソース コー ド管理システムから InstallShield プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト できます。

ヒ ン ト • [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ソース管理 ] タ ブで [ 編集時にプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト す

る ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合、 ステ ッ プ 1 と 2 を省略する こ とができます。[ ツール ] メ ニューの 

[ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と、 ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 InstallShield でプロジ ェ ク ト を変更する (

ツールバーの [ 上書き保存 ] ボタ ンが有効になる操作を行う ) と、 そのプロジ ェ ク ト がソース管理プログラムに追

加されます。

タ スク ソース コー ド管理プログラムから プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield でプロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ ソース管理 ] をポイ ン ト し て [ チ ェ ッ クアウ ト ] を選択し ます。

3. [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ソース管理 ] タ ブにある [ チ ェ ッ クアウ ト にダイアログを使用する ] 

を選択し た場合、 コ メ ン ト を入力するための [ チ ェ ッ クアウ ト ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

4. 必要に応じ てコ メ ン ト を入力し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

こ こでプロジ ェ ク ト はソース管理プログラムからチ ェ ッ クアウ ト されます。 このプロジ ェ ク ト を ソース管理プロ

グラムに戻す前に、 そのローカルコ ピーを編集する こ とができます。

メ モ • InstallShield のプロジ ェ ク ト を閉じ た と きに、 プロジ ェ ク ト はソース管理に自動的にチ ェ ッ ク イ ン されませ

ん。 閉じ る前に InstallShield 内部から プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク イ ン し て く だ さい。

ソース管理にプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク イ ンする

タ スク InstallShield 内部から ソース管理プログラムにプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク イ ンするには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield でプロジ ェ ク ト を開きます。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ ソース管理 ] をポイ ン ト し て [ チ ェ ッ ク イ ン ] を選択し ます。

3. [ チ ェ ッ ク イ ン ] ダイアログ ボ ッ クスに、 フ ァ イルをチ ェ ッ ク イ ンするためのオプシ ョ ンを入力するよ う指示

する メ ッ セージが表示されます。 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

こ こでプロジ ェ ク ト はソース管理プログラムにチ ェ ッ ク イ ン されます。 これは一般に、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルが

チ ェ ッ クアウ ト されるまで読み取り専用に設定される こ と を意味し ます。
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Microsoft Visual Studio との統合
メ モ • InstallShield のプロジ ェ ク ト を閉じ た と きに、 プロジ ェ ク ト はソース管理に自動的にチ ェ ッ ク イ ン されませ

ん。 閉じ る前に InstallShield 内部から プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク イ ン し て く だ さい。

ソース管理からのプロジ ェ ク ト のリ ン クの解除

タ スク ローカル マシンにあるプロジ ェ ク ト と ソース管理 アプ リ ケーシ ョ ンにあるプロジ ェ ク ト の間のリ ン ク を解除する

には、 以下の手順を実行し ます。

[ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ ソース管理 ] をポイ ン ト し て [ ソース管理から リ ン ク を解除 ] を選択し ます。

Microsoft Visual Studio との統合
InstallShield では、 Microsoft Visual Studio でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を直接作成する こ とができます。

InstallShield では、 Microsoft Visual Studio 内部から イ ンス ト ールの作成、 変更、 ビルド を実行する こ とができます。

統合機能

InstallShield は Visual Studio シ ェル内部に完全統合されます。 統合のユニークな機能には以下のよ う なものがあ り

ます。

• InstallShield のすべてのナビゲーシ ョ ンは Solution Explorer 内に表示されます。

• 各 InstallShield ビ ューは個別のウ ィ ン ド ウに表示されるのでスク ロールする必要は無 く 、 並列表示オプシ ョ ン

も用意されています。

• InstallShield を Visual Studio の外部で実行する こ とができます。

• InstallShield では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は、 他の Visual Studio プロジ ェ ク ト 出力に動的に リ ン ク される

ので、 ソ リ ューシ ョ ンをビルド するたびに最新のソース フ ァ イルと共に自動更新されます。

• InstallShield デバッ ガーによ って識別されたアイテムを、 Visual Studio タ スク リ ス ト へ直接移動させる こ とが

できます。

統合の利点

InstallShield の統合イ ンス ト ール オーサリ ング ソ リ ューシ ョ ンを利用するその他の利点は、 以下の通り です :

• Visual Studio ユーザー イ ン ターフ ェ イスから離れる こ と な く 、 使い慣れたナビゲーシ ョ ン、 レ イアウ ト  オプ

シ ョ ンを使用し ながら、 イ ンス ト ールの作成やカス タ マイズが可能です。

• イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンが作成される度にソース フ ァ イルが更新され、 自動的に最新の状態が保たれ

ます。

• イ ンス ト ールは、 た と えばデバッ グ、 リ リース、 ビルド デ ィ レ ク ト リから自動的に含まれたソース フ ァ イル

といったソ リ ューシ ョ ンの [ ビルド 構成 ] を反映し ます。

• .NET プロパテ ィ と依存関係は自動的にスキャ ン し て、 イ ンス ト ールに含める こ とができます。
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メ モ • Visual Studio 内部から直接 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成、 編集、 およびビルド するには、 Visual Studio 

2005 以降が必要です。 InstallShield を Visual Studio 2003 以前と統合する こ とはできません。

Visual Studio の統合は 1 度に InstallShield の １  バージ ョ ン とのみ可能です。 システムで最後にイ ンス ト ールまた

は修復された InstallShield のバージ ョ ンが Visual Studio の統合に使用されます。

Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成
する

InstallShield は Microsoft Visual Studio と統合されています。 ソ リ ューシ ョ ン と し て Visual Studio ワークスペース内

から、 InstallShield イ ンス ト ールを作成する こ とができます。

タ スク Microsoft Visual Studio 内で、 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] をポイ ン ト し て [ プロジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. Visual Studio 2010 以降の場合 :  [ イ ンス ト ールされたテンプレー ト ] ボ ッ クスで [InstallShield プロジ ェ ク ト ] 

を ク リ ッ ク し ます。 次に、 適切なプロジ ェ ク ト の種類を選択し ます。

以前のバージ ョ ンの Visual Studio の場合 :  [ プロジ ェ ク ト の種類 ] ボッ クスで [InstallShield プロジ ェ ク ト ] を

ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ テンプレー ト ] ボ ッ クスで適切なプロジ ェ ク ト の種類を選択し ます。 

3. 必要に応じ て名前と プロジ ェ ク ト の場所の設定を構成し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く
InstallShield は Microsoft Visual Studio と統合されています。 ソ リ ューシ ョ ン と し て Visual Studio ワークスペース内

から、 InstallShield イ ンス ト ールを開 く こ とができます。

タ スク Microsoft Visual Studio 内で、 InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで [ 開 く ] をポイ ン ト し て [ プロジ ェ ク ト ] を選択し て、 [ プロジ ェ ク ト を開 く ] ダイア

ログを表示し ます。

2. InstallShield フ ァ イルを参照し て開き、 選択し ます。

3. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • Microsoft Visual Studio 内からは、 InstallShield X 以降、 InstallShield DevStudio、 InstallShield Dveloper、

InstallShield-Windows Installer Edition、 InstallShield Express バージ ョ ン 3.x 以降で作成し た .ism フ ァ イルのみを開 く

こ とができます。 InstallShield Professional または InstallShield Express 3.x バージ ョ ン以前を使って作成し たフ ァ イ

ルは開けません。
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Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変
数を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

ハイ レベルなベース デ ィ レ ク ト リ を参照する、 VSSolutionFolder と呼ばれる新しい定義済みパス変数をプロジ ェ ク

ト で使用できます。 このサポー ト を使う と、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー

内にある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を含める こ とができます。 異なるマシン上のプロ

ジ ェ ク ト で作業を行う場合、 VSSolutionFolder パス変数を使用するス タ テ ィ ッ ク リ ン クは、 姉妹プロジ ェ ク ト の

フ ァ イルへの正しいパスを参照する こ とができます。

VSSolutionFolder パス変数は、 InstallShield が Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン内で開かれた と きに自動的に定義されま

す。 また、 MSBuild を使って InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンをビルド する と きにも、 自動的に定

義されます。 ただ し、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンな し で InstallShield プロジ ェ ク ト を開いた場合、

VSSolutionFolder が自動的に定義される こ とはあり ません。 た と えば、 InstallShield プロジ ェ ク ト を、 Visual Studio 

を開かずに InstallShield イ ン ターフ ェ イスで直接開いた場合、 VSSolutionFolder は定義されません。 同様に、 コマ

ン ド ラ イ ン ツール IsCmdBld.exe や、 MSBuild で .isproj フ ァ イルを使用する場合、 VSSolutionFolder は定義されませ

ん。 IsCmdBld.exe を使って InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド するには、 -L コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使って、 VSSolutionFolder の値を設定し ます。 MSBuild を使う場合は、 PathVariables パラ メ ーターを使って 

VSSolutionFolder の値を設定し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用された と き、

ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て公開されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト で VSSolutionFolder パス変数を含むパスを持つソース フ ァ イルを含み、 それを 

VSSolutionFolder パス変数がサポー ト されていない環境でビルド する と、 次のよ う なビルド エラーが発生する可能

性があ り ます :

• -6103: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ません

• -6271: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ませんで し た。 このフ ァ イルの MsiFileHash テーブ

ルをビルド中にエラーが発生し ま し た。 指定し た場所にフ ァ イルが存在する こ と を確認し ます。

Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに リ フ ァ レンスを追加する
[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Visual Studio のリ フ ァ レンスを追加し ま

す。
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タ スク リ フ ァ レンスを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にある [ ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラー ] で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] 

をダブルク リ ッ ク し ます。

2. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにある Visual Studio Solution ノ ー ド には、 現在のソ リ ューシ ョ

ンに含まれているすべてのプロジ ェ ク ト のサブ ノ ー ドがあり ます。 プロジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し てそのプロ

ジ ェ ク ト の出力グループを表示し ます。 出力グループは [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンに表示

されます。

3. イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へ出力リ フ ァ レンスを追加するには、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォル

ダー ] ペイ ンのターゲッ ト  フ ォルダーへ出力を ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを参照するには、 プロジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て [ プロジ ェ ク ト 出力 ] を選択

し ます。 出力グループがどのフ ァ イルに解決するかを示す [ 出力 ] ダイアログ が表示されます。

ツールボ ッ クスを使ってダイアログ コ ン ト ロールを追加
する

Microsoft Visual Studio でセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を開いている際にダイアログ コ ン ト ロールを追加するには、 [

ツールボ ッ クス ] を使用し ます。

Toolbox へのアクセス

タ スク InstallShield Toolbox へアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ ビ ュー ] メ ニューで、 [ ツールボ ッ クス ] を ク リ ッ ク し ます。

• CTRL+ALT+X を押し ます。

2. 閉じ たままの状態であれば、 [InstallShield ダイアログ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

コ ン ト ロールを追加する

タ スク ダイアログにコ ン ト ロールを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ダイアログに追加する コ ン ト ロールの種類を ク リ ッ ク し ます。 

2. ダイアログ上でク リ ッ ク し てマウスボタ ンを押し たまま、 コ ン ト ロールのサイズまで ド ラ ッ グし ます。 高さ

と幅のプロパテ ィ を設定し て、 コ ン ト ロールのサイズを微調整する こ とができます。

マウスボタ ンを離すと カーソルが 「ツールの選択」 に変わるので、 そこで新しいコ ン ト ロールの大き さ を変

更する こ とができます。
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3. コ ン ト ロールのプロパテ ィ の設定。 詳細については、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト でダイアログ レ イアウ ト を

編集する」 または 「InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のダイアログ レ イアウ ト を編集する」

を参照し て く だ さい。 

固定状態モー ド を使用する

さ らに toolbox コ ン ト ロールには、 固定状態 モー ドがあり、 Toolbox へ戻らずに追加コ ン ト ロールを作成する こ と

が可能です。 固定状態モー ド を有効にするには、 CTRL キーを押し ながら カーソルを toolbox からダイアログへド

ラ ッ グし ます。

自動非表示を利用する

ダイアログ Toolbox には自動非表示機能があ り、 利用し ていない時に toolbox を非表示にする こ とができます。 [

自動非表示 ] を有効にするには、 toolbox の右上にある [ 自動非表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 有効になってい

る場合、 toolbox は画面の端に隠れます。

InstallShield ツールバーまたはコマン ド を Visual Studio 
ツールバーに追加する

InstallShield ツールバーおよび個別のツールバー コマン ド ボタ ンを Microsoft Visual Studio ワークスペースに追加す

る こ とができます。

InstallShield  ツールバーを追加する

タ スク InstallShield  ツールバーを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーの任意の場所を右ク リ ッ ク し てツールバーオプシ ョ ンを表示し ます。

2. ツールバーを選択し て Visual Studio ワークスペースの上部に追加し ます。 InstallShield  で提供されているツー

ルバーは、 InstallShield、 InstallScript、 InstallShield Layout、 および、 MSI Debugger です。

InstallShield ツールバー コ マン ド ボタ ンを追加する

タ スク 個別のコマン ド ボタ ンをツールバーへ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーの任意の場所を右ク リ ッ ク し てツールバーオプシ ョ ンを表示し ます。

2. リ ス ト の下から [ カス タ マイズ ] を選択し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログが表示されます。

3. [ コマン ド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ カテゴ リ ] リ ス ト から カテゴ リ を選択し て、 特定のカテゴ リ内で利用可能なコマン ド を表示し ます。

5. [ コマン ド ] リ ス ト から コマン ド ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 それをツールバーへド ラ ッ グし ます。

メ モ • InstallShield Layout および MSI Debugger ツールバーは、 個別のツールバー ボタ ン と し ては提供されていませ

ん。
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Microsoft Visual Studio で リ リースをビルド する

プロジ ェ ク ト • 以下の情報の一部はプロジ ェ ク ト 固有の情報で、 適切な場合には、 それが表示されています。

Visual Studio 内での InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースのビルドは、 InstallShield でのリ リースのビルド と異な り

ます。 Visual Studio 内で リ リースをビルド する と き、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ン全体をビ

ルド するオプシ ョ ン と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみをビルド するオプシ ョ ンがあ り ます。

Visual Studio 内で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する と き、 プロジ ェ ク ト にはデフ ォル ト で 2 つのリ リース ( デ

バッ グと リ リース ) が含まれます。 これらのデフ ォル ト  リ リースを使用するか、 新しい リ リースを作成できます。

リ リースをビルド する前に、 リ リースを ソ リ ューシ ョ ン構成と関連付ける必要があり ます。 Visual Studio の構成マ

ネージャーを使って、 リ リースを ソ リ ューシ ョ ン構成と関連付けます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 各リ リースは 1 つの

製品構成に属し ます。 製品構成によ り、 製品名、 製品コー ド、 パッ ケージコー ド など、 類似し た設定を共有する

リ リースを一緒にグループ化する こ とができます。 これらのプロジ ェ ク ト の種類で リ リースをビルド する と き、

常にデフ ォル ト の製品構成が使用されます。 異なる製品構成で リ リースをビルド する場合は、 その製品構成をデ

フ ォル ト に設定し ます。

デフ ォル ト の製品構成を選択する ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 および マージ モ
ジュール プロジ ェ ク ト のみ )

基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト で リ リースをビルド する場合、 そのリ リー

スがデフ ォル ト またはアクテ ィ ブな製品構成でな く てはな り ません。 これは、 [ リ リース ] ビ ューのチ ェ ッ ク ボ ッ

クス アイ コ ンで示されます :

タ スク 特定の製品構成を、 InstallShield プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の構成と し て指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にある [ ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラー ] で、 [ リ リース ] をダブルク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 ビルド する リ リースを含む製品構成を右ク リ ッ ク し てから、 [ デフ ォル ト

の製品構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • 新しい製品構成を作成するには、 [ リ リース ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しい製品

構成 ] を ク リ ッ ク し ます。 製品構成を作成し た後に、 それをデフ ォル ト の製品構成と し て設定できます。

リ リースのビルド

Visual Studio では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ン全体をビルド するか、 イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト のみをビルド する こ とができます。
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タ スク Visual Studio 内部で リ リースをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. Visual Studio の構成マネージャーを使ってプロジ ェ ク ト 構成を適切なソ リ ューシ ョ ン構成にマ ッ プ し ます。

a. [ ビルド ] メ ニューで [ 構成マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

別の方法と し て、 [ 標準 ] ツールバーで [ ソ リ ューシ ョ ン構成 ] リ ス ト の中から [ 構成マネージャー ] を

選択し ます。

b. [ アク テ ィ ブ ソ リ ューシ ョ ン構成 ] リ ス ト から構成を選択し ます。

c. [ プロジ ェ ク ト  コ ンテキス ト ] ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト 構成を [ 構成 ]  列にある適切な リ リースにマ ッ

プ し ます。

メ モ • [ ビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択がク リ ア されている と きにソ リ ューシ ョ ンをビルド する と、 選

択解除されたプロジ ェ ク ト 構成はビルド されません。

d. [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] メ ニューで、 該当する コマン ド を選択し ます :

ヒ ン ト • ソ リ ューシ ョ ン全体をビルド するには、 CTRL+SHIFT+B も使用できます。

.NET アセンブ リ を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する
InstallShield では、 .NET アセンブ リ フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追加する こ とによ って、 イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト に .NET アセンブ リ を追加する こ とができます。

タ スク .NET アセンブ リ を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する方法と し ては、 次の方法がお勧めです。

1. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで、 .NET アセンブ リ を格納する コ ンポーネン ト を作成し ます。

2. (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ ) フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、コ ンテキス ト  メ ニューから [ キー 

フ ァ イルの設定 ] を選択する こ と で、 フ ァ イルを コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルにし ます。

テーブル 9-1 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド

コマン ド 説明

ビルド  ソ リ ューシ ョ ン 構成マネージャーで、 ソ リ ューシ ョ ンに含まれている各プロジ ェ ク ト に対し て

何がマ ッ プ されているかに従って全ソ リ ューシ ョ ンをビルド し ます。

ビルド  [ イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト 名 ]

構成マネージャーの [ 構成 ] 列で指定されている リ リースに従って、 イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト のみをビルド し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ ソ リ ューシ ョ

ン エクスプローラー ] でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト が選択されている と きに有

効です。
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3. 次のいずれかを行って、 プロジ ェ ク ト をスキャ ン し て依存関係の有無を確認し ます。

• " ビルド時に .NET をスキャ ン " コ ンポーネン ト  プロパテ ィ を、 [ 依存関係と プロパテ ィ ] に設定し ます。

この場合、 .NET アセンブ リのマニフ ェ ス ト (Manifest)、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および関連エン ト リはプロ

ジ ェ ク ト フ ァ イルに入力されていません。 その代わり、 これらの情報はビルド時に .msi フ ァ イルへ追加

されます。

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動し ます。 この場合、 .NET アセンブ リの値はスキャ ン中に追加

されます。 コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] にある [ アセンブ リ ] ノ ー ド でこれらの値を編集する こ とがで

きます。

Web サービスまたは Web アプ リ ケーシ ョ ン プロジ ェ ク
ト から プロジ ェ ク ト 出力を追加する

InstallShield には、 拡張 Web サービスサポー ト が搭載されています。 Web サービスまたは Web アプ リ ケーシ ョ ン

プロジ ェ ク ト から プロジ ェ ク ト 出力を追加する と、 プロジ ェ ク ト を Web サービス と し て追加するよ う求める メ ッ

セージが InstallShield によ って表示されます。 [ いいえ ] を選択する と、 プロジ ェ ク ト 出力は通常通り追加されま

す。 [ はい ] を選択する と、 InstallShield は次の操作を行います。

1. IISROOTFORDER とい う イ ンス ト ール先フ ォルダーを作成。

2. 次の Visual Studio プロジ ェ ク ト 出力を IISROOTFOLDER に配布。

[ コ ンテンツ フ ァ イル ] は [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName} に移動

[Primary Output] は [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName}\bin" に移動

3. ターゲッ ト に [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName} を持つ IISVirtualDirectory を作成。

Microsoft Visual Studio Team Foundation Server 
との統合

Microsoft Visual Studio Team Foundation Server (TFS) は、 製品のチーム開発において タ スク を共同作業で進める こ

とができるツールと テ ク ノ ロジのセ ッ ト です。 は、 Team Foundation Serve との統合をサポー ト し ます。

InstallShield では、 Team Foundation Server との統合をサポー ト し ます。 統合による主要な機能は以下のとお り です

:

• ソース管理 — ソース管理エクスプローラーを使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Foundation のバー

ジ ョ ン管理と統合する こ と で、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンへの変更を管理でき

ます。

• 自動ビルド —Team Foundation ビルド を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンを定

期的にコ ンパイル、 テス ト 、 およびデプロ イできます。 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンが作成される度に

ソース フ ァ イルが更新され、 自動的に最新の状態が保たれます。

• プロジ ェ ク ト 管理 —InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのバグ、 タ スク、 およびプロ

ジ ェ ク ト  ド キュ メ ン ト などの作業項目を管理し ます。 プロジ ェ ク ト  ステータ スは、 チーム全体で Team 

System Web Access  内部、 および Team Explorer 内部から使用できます。
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統合の要件

InstallShield を Team Foundation Server と統合するには、 InstallShield プロジ ェ ク ト の作成、 ア ッ プデー ト 、 または

ビルド を行う各マシンに InstallShield を イ ンス ト ールし ます。 つま り、 InstallShield プロジ ェ ク ト の作成およびア ッ

プデー ト を行う各マシンに InstallShield のイ ンス ト ールが必要です。 Team Foundation Server に格納されている 

InstallShield プロジ ェ ク ト のビルド エージ ェ ン ト と し て指定されているマシン上にも  を イ ンス ト ールする必要が

あ り ます。 InstallShield のラ イセンスの詳細については、 InstallShield 使用許諾契約書 (EULA) を参照し て く だ さい。

メ モ • Standalone Build は、 InstallShield の完全版をビルド マシンにイ ンス ト ールし な く ても InstallShield プロジ ェ

ク ト をビルド する こ とができるビルド エンジンです。 Standalone Build をお持ちの場合、 Team Foundation Server の

ビルド エージ ェ ン ト と し て指定されているマシン上に、 それを イ ンス ト ールできます。

一部の種類のプロジ ェ ク ト およびソ リ ューシ ョ ンをビルド エージ ェ ン ト がビルド するために、 ビルド マシンに追

加のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする こ とが必要な場合もあり ます。 た と えば、 C++ プロジ ェ ク ト をビルド する

場合、 C++ コ ンパイ ラやその他の依存関係も必要なため、 ビルド マシンに Visual Studio を イ ンス ト ールする必要

があ り ます。

複数のビルド エージ ェ ン ト を使って Team Foundation Server プロジ ェ ク ト をビルド する場合、 特定のビルド タグ

を InstallShield が搭載されているマシン上の任意のエージ ェ ン ト に割り当てる こ とができます。 また、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト 用に作成された各ビルド定義に特殊なビルド タグを適用する こ と もできます。 こ う する こ と で、

InstallShield がイ ンス ト ールされているビルド マシンによ ってのみ InstallShield イ ンス ト ールのビルド に使用され

ます。 ビルド タグの作成およびエージ ェ ン ト 、 ならびにビルド定義への割り当てについての詳細は、 Visual Studio 

Team Foundation Server ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト のビルド マシン上でビルド をキューに配置する場合、 InstallShield.Tasks.dll フ ァ イル (32 ビ ッ ト  フ ァ イル

) をロー ド するのに 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンの MSBuild が使用されるよ う に InstallShield プロジ ェ ク ト のビルド定義

を構成し て し て く だ さい。 そ う し なければ、 InstallShield.Tasks.dll フ ァ イルをロー ド できなかったこ と を通知する

ビルド エラーが発生し ます。 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンの MSBuild を選択するには、 Team Explorer でビルド定義の [

プロセス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ 詳細 ] ノ ー ドの下にある "MSBuild プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定で [x86] を

選択し ます。 32 ビ ッ ト のビルド マシンを使用し ている場合、 "MSBuild プラ ッ ト フ ォーム " 設定では [ 自動 ] また

は [x86] のどち らかを選択できます。

InstallShield と Visual Stuio が搭載された同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Visual Studio で

開かれている InstallShield プロジ ェ ク ト 内から Team Explorer を使用できます。 これで、 次のよ う な タ スク を行う

こ とができます :

• InstallShield プロジ ェ ク ト での作業中にソース管理エクスプローラーを使用。

• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのビルド を構成。

• 新しいビルド をキューに配置。

InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンのビルド をキューに配置する と、 ビルド されたイ ンス ト ールはド

ロ ッ プ フ ォルダー内の Install サブ フ ォルダーにコ ピーされます。 InstallShield ビルドが Team Foundation ビルドの

下で実行されている こ と を検出する と、 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンの最終出力の場所 (OutDir) にコ ピーされ

ます。 つま り、 これはバイナ リ デ ィ レ ク ト リ で、 Team Foundation ビルド プロセスの終わり に、 ド ロ ッ プ フ ォル

ダーにコ ピーされます。

Visual Studio と統合し ないで InstallShield 内部で InstallShield プロジ ェ ク ト の作業を行う と きに、 Team Foundation 

ソース管理を使用する こ と も可能です。 この機能を使う には、 MSDN Web サイ ト の Visual Studio Gallery から取得

できる Team Foundation Server MSSCCI Provider のイ ンス ト ールが必要です。 Team Foundation Server MSSCCI 

Provider を イ ンス ト ールし た後、 InstallShield 内部において InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Foundation ソース管
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理に追加、 InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Foundation ソース管理からチ ェ ッ クアウ ト 、 およびプロジ ェ ク ト を 

Team Foundation ソース管理にチ ェ ッ ク イ ンする こ とができます。 InstallShield 内部における ソース管理の統合につ

いての詳細は、 「ソース コー ド管理を使用する」 を参照し て く ださい。

InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Explorer に追加する
InstallShield と Visual Studio が搭載されている同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Team 

Explorer を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism と .isproj フ ァ イル、 および任意の対応する InstallScript フ ァ イ

ルと SQL スク リ プ ト ) を Team Foundation Server に追加できます。

Visual Studio 内から InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し たと きに、 プロジ ェ ク ト を ソース管理エクスプローラーに

追加するには、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで [ ソース管理に追加 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。 この作業を行った場合、 その他のフ ァ イルを追加するのと同じ方法で、 後で InstallScript フ ァ イルと SQL ス

ク リ プ ト  フ ァ イルを ソース管理に追加する必要がある可能性もあ り ます。

既存の InstallShield プロジ ェ ク ト を ソース管理エクスプローラーに追加するには、 その他のプロジ ェ ク ト を追加す

るのと同じ要領でプロジ ェ ク ト を追加し ます。 ( ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーで、 InstallShield プロジ ェ ク ト

を右ク リ ッ ク し てから、 [ ソ リ ューシ ョ ンを ソース管理に追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 )
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イ ンス ト ールの開発およびビルド プロ

セスの自動化
オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス とは、 大まかに定義する と、 プログラ ミ ング用イ ン ターフ ェ イスの １  つで、

COM をサポー ト する任意のプログラ ミ ング言語からアクセスする こ とができます。 最も重要な特徴と し て、

VBScript や JScript などの遅滞バイ ンデ ィ ング スク リ プ ト 言語から利用できる点があげられます。 InstallShield で

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルへのオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ

イスを意味し ます。

InstallShield では、 InstallShield イン ターフ ェ イスを直接開いて異なるビ ューで変更を加える こ と な く 、 オー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを利用し てビルド プロセスを自動化する こ とができます。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イスを通し て、 メ ソ ッ ドの呼び出し、 プロパテ ィ の設定、 コ レ クシ ョ ンへのアクセスを行い、 InstallShield イ

ン ターフ ェ イスの場合と同様にプロジ ェ ク ト を開き、 その機能やコ ンポーネン ト  データ を変更する こ とができま

す。 さ らに、 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの Build メ ソ ッ ド を使用し て リ リースをビルド する

こ と もできます。

このセクシ ョ ンでは、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスについて、 またビルド処理の自動化におけるその他の

側面について さ らに詳し く 学ぶこ とができます。

VBScript を使用し たサブ フ ォルダーの機能への
リ ン ク

この VBScript の例は、 サブ フ ォルダーへのダイナ ミ ッ ク リ ン ク をシ ミ ュ レー ト し ます。 .ini フ ァ イルを編集する

と、 リ ン クする フ ォルダーやサブ フ ォルダー、 フ ァ イルのコ ンポーネン ト の作成方法、 および新規コ ンポーネン

ト と関連付ける機能などをスク リ プ ト に指示できます。

以下は、 VBScript の例を使用する と きの要件です。

• .vbs フ ァ イルを実行するためには、 Windows Scripting Host が必要です。

• オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスおよび .ini フ ァ イル リーダーを使用する前に、 システムに InstallShield の

イ ンス ト ールが必要です。

• スク リ プ ト には 2 つのコ マン ド ラ イ ン引数が求められます。

• 既存のセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト への完全修飾パス (.ism フ ァ イル )。
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• 指定のフ ォルダーのフ ァ イルやサブ フ ォルダーで追加する機能の説明がある .ini フ ァ イルへの完全修飾パ

ス ( この例では Links.ini)。 さ らに、 各機能は、 各フ ォルダーおよびサブ フ ォルダー内のフ ァ イル用に作成

される コ ンポーネン ト のプロパテ ィ を説明する異なる .ini フ ァ イル (Template.ini) をポイ ン ト する こ とが

できます。

この例のソース フ ァ イルは、 以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Automation Interface\Add Files and Components

各フ ァ イルを以下に説明し ます。

LinkToFeature.vbs

LinkToFeature.vbs フ ァ イルのスク リ プ ト は、 関連付けられた Links.ini フ ァ イルを読み取り、 指定されたフ ォルダー

およびサブ フ ォルダーから指定された機能へそのフ ァ イルを追加するよ う に設計されています。 このスク リ プ ト

によ り、 Template.ini に構築し たモデルに基づいて、 機能がコ ンポーネン ト 内に編成されます。 スク リ プ ト を開始

するには、 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト へのパス と Link.ini へのパスにそれぞれ以下のコマン ド ラ イ ンでスク リ プ ト

を渡し ます。

LinkToFeature.vbs "C:\MySetups\Malaprop.ism" "C:\Automation Interface\Links.ini"

LinkToFeature.vbs の該当するセクシ ョ ンを調べて、 その動作をはっ き り確認する こ とができます。 コマン ド ラ イ

ンで指定し た .ism フ ァ イルを開いた後、 スク リ プ ト によ り、 各機能のコ レ クシ ョ ンが 53 行目で始まるプロジ ェ ク

ト で作成されます。 このコ レ クシ ョ ンは、 Links.ini に リ ス ト される機能がプロジ ェ ク ト に存在するかど うか確認す

るために後で使用されます。

' Scripting Dictionary は Scrrun.dll で定義されます

Dim pFeatCol

Set pFeatCol = CreateObject("Scripting.Dictionary")

' プロジ ェ ク ト 内にあるすべての機能のコレクシ ョ ンを作成します

For Each ISWIFeature In ISWIProject.ISWIFeatures

pFeatCol.Add ISWIFeature, ISWIFeature.Name

DoSubFeature ISWIFeature, pFeatCol

Next

 次に、 LinkToFeature.vbs が  InstallShield IniReader を使用し て Links.ini を開きます。 70 行目にある コ メ ン ト にある

よ う に、 必要な場合にはこのユーテ ィ リ テ ィ を使用できますが、 そ う でない場合は、 既存のものを使用し ます。

Links.ini が開いた後、 残りのスク リ プ ト は 80 行目で始ま り 202 行目で終わる For ループによ り コ ン ト ロールされ

ます。

For Each pLinksSection In LinksIniFile.Sections

このループの目的は、 Links.ini の各セクシ ョ ンを読み取る こ と です。 各セクシ ョ ンには、 機能の名前が含まれてお

り、 そこに新しいコ ンポーネン ト を追加し た り、 そのフ ァ イルやサブ フ ォルダーがある フ ォルダーを追加できま

す。 各キーの値を取得し た後に、 ネス ト し た For ループが 102 行目から 201 行目にわた り存在し、 コ レ クシ ョ ン 

pFeatCol における各機能をループ し て、 Links.ini の機能の名前と比較し ます。

For Each ISWIFeature In pFeatCol

' Links.ini にある機能とセッ ト ア ッ プ プロジェ ク ト にある機能とが一致するか確認します。

If (ISWIFeature.Name = linksFeature) Then

このループは、 スク リ プ ト の残りのほとんどの部分に使用されているため、 実行するすべての処理は現在の機能

に作用する と考える こ とができます。 次に、 ループによ り、 この Links.ini セクシ ョ ンの Action キーが Delete に設

定されているか、 またその場合に機能のコ ンポーネン ト すべてを削除するかど うか確認し ます。

If (linksAction = "Delete") Then

For Each ISWIComponent In ISWIFeature.ISWiComponents
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VBScript を使用し たサブ フ ォルダーの機能へのリ ン ク
ISWIProject.DeleteComponent ISWIComponent

Next

End If

27 行目で、 スク リ プ ト によ り指定されたフ ォルダーと各サブ フ ォルダーのコ レ クシ ョ ンが作成されます。 

Set pFolders = CreateObject("Scripting.Dictionary")

pFolders.Add folder, folder.Path

GetSubFolders pFolders, folder

136 行目から 163 行目で、 スク リ プ ト は現在の機能に追加される コ ンポーネン ト すべてのテンプレー ト を含む 

Template.ini フ ァ イルを開きます。

Set iniFile = CreateObject("IniReader.IniFile")

iniFile.Load (linksTemplateFile)

LinkToFeature.vbs は、 行番号 169 で始まって 199 で終わる For loop で実際の処理を行います :

' ルー ト フ ォルダーとそのすべてのサブフ ォルダ ― ににコンポーネン ト を作成します。

For Each folder In pFolders

Template.ini の記述によ って、 コ ンポーネン ト 名が形成され、 プロジ ェ ク ト に追加されるほか、 現在の機能と関連

付けられ、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ が設定されてから、 現在のフ ォルダーにある フ ァ イルを コ ンポーネン ト

に追加し ます。

最後に、 その .vbs フ ァ イルによ り セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト が保存され、 フ ァ イルが閉じ ます。

Links.ini

この .ini フ ァ イルの各セク シ ョ ンには、 以下のキーが含まれています。 LinkToFeatue.vbs はそれらのキーを読み取

り、 プロジ ェ ク ト の各機能に追加する フ ォルダーやサブ フ ォルダーを決定を し ます。

テーブル 10-1 • サンプル フ ァ イルの .ini フ ァ イル キー

Key 説明

[LinkN] ; 一意のセクシ ョ ン名

Feature=FeatureName ; プロジェ ク ト に存在する機能の名前

Source=C:\Data Files\Executables ; ルー ト  フ ォルダーへのパス

TemplateFile=Template.ini ; コンポーネン ト  テンプレー ト .ini フ ァ イルへのパス

ComponentTemplate=Template1 ; この機能のコンポーネン ト に対する Template.ini 内のセクシ ョ ン名

Action=Delete ; Delete は LinkToFeature.vbs に対し、 この機能のコンポーネン ト すべてを再作

成される前に永久に削除するよ う指示します。 コンポーネン ト を破棄した く

ない場合は、 この値を空白にして く ださい。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た文字列エン ト リのイ ンポー ト と エ クスポー ト
Template.ini

Template.ini の各セクシ ョ ンには、 機能と関連するすべてのコ ンポーネン ト を作成するための情報が含まれていま

す。 Links.ini の各セクシ ョ ンは特定のコ ンポーネン ト  テンプレー ト  フ ァ イルおよびセクシ ョ ンを指示する必要が

あ り ます。 テンプレー ト  フ ァ イルおよびセクシ ョ ンを以下に説明し ます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た
文字列エン ト リのイ ンポー ト と エクスポー ト

InstallShield は、 文字列エン ト リ を  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) の ISString テーブルに格納し ます。 InstallShield 

では、 言語の文字列エン ト リ をテキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト し て、 翻訳者に渡すこ とができます。 文字列を

翻訳し た後、 テキス ト  フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルにイ ンポー ト できます。

InstallShield の [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューでは、 特定の言語用の文字列エン ト リ を手動でエクスポー ト およびイ

ンポー ト できます。 この作業を自動化するために、 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスが用意されて

います。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの機能の 1 つは、 プロジ ェ ク ト から文字列エン ト リ を イ ンポー ト およびエク

スポー ト ができる とい う こ と です。 以下は、 具体的な実行例です。

サンプル VBScript フ ァ イルの実行

このサンプルを実行するには、 まず下記のサンプル コー ド を ImportExportStrings.vbs とい う名前のフ ァ イルにコ

ピーする必要があ り ます。 そのあと、 コマン ド ラ イ ンを使って、 文字列エン ト リのエクスポー ト またはイ ンポー

ト を実行し ます。

言語の文字列エン ト リ をエ ク スポー ト する

サンプル コー ド を使用し て文字列エン ト リ をエクスポー ト するには、 コマン ド ラ イ ンから以下のコマン ド を入力

し ます。

wscript.exe ImportExportStrings.vbs "C:\MyProject.ism" "C:\1033.txt" "1033" "E"

テーブル 10-2 • Template.ini フ ァ イル セクシ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

[TemplateName] ; 特定のテンプレー ト を識別する一意のセクシ ョ ン名

Name=DefaultName ; この値は、 DLS_DefaultName_N における形式で、 コンポーネン ト の名前のビル

ドに使用されます。

Destination=[ProgramFilesFolder] ; これはコンポーネン ト のルー ト インス ト ール先フ ォルダーです。 サブフ ォル

ダーの名前はルー ト に追加される と、 フ ァ イルが正しいフ ォルダーにインス

ト ールされます。

Languages=1033 ; コンポーネン ト の言語すべての 10 進数の値を一覧表示し、 カンマで区切り ま

す。 

Condition=VersionNT ; 各コンポーネン ト に添付する条件を作成します。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た文字列エン ト リのイ ンポー ト と エ クスポー ト
言語の文字列エン ト リ を イ ンポー ト する

サンプル コー ド を使用し て文字列エン ト リ を イ ンポー ト するには、 コマン ド ラ イ ンから以下のコマン ド を入力し

ます。

wscript.exe ImportExportStrings.vbs "C:\MyProject.ism" "C:\1033.txt" "1033" "I"

サンプル ImportExportStrings.vbs コー ド

'/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

'BEGIN ImportExportStrings.vbs

'

このユーテ ィ リ テ ィは文字列エン ト リのインポー ト とエクスポー ト を支援するために設計されました。

'

'

' フ ァ イル名 : ImportExportStrings.vbs

'

' 説明 : サンプル VBScript フ ァ イルが文字列エン ト リ をテキス ト フ ァ イルにインポー ト またはエクスポー ト します

'

' 使用法 : オブジ ェ ク ト をこのスク リ プ ト で利用するには、 次のアイテムがシステム上に

' 存在するこ と を確認して く ださい :

' 1.InstallShield が、 エン ドユーザー オー ト メーシ ョ ンが利用できるよ うに

' インス ト ールされていなければなり ません。

' 2.Windows Scripting Host (Wscript.exe) がインス ト ールされていな く てはな り ません。

' 3. スク リ プ ト には次のコマン ド ラ イン引数がこの順序で

' 必要です :

'  a. 既存 .ism フ ァ イルへの完全修飾パス。

'  b. 文字列エン ト リ を含むテキス ト フ ァ イルへの完全修飾パス

'  c. 10 進法言語 ID

'  d. Import または Export

'

'/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

If Wscript.Arguments.Count < 1 Then

Wscript.Echo "InstallShield Subfolder Utility" & _

vbNewLine & "1 番目の引数は、 .ism フ ァ イルへの完全パス " & _

vbNewLine & "2 番目の引数は、 文字列テキス ト フ ァ イルへの完全パス " & _

vbNewLine & "3 番目の引数は、 10 進数言語 ID" & _

vbNewLine & "4 番目の引数は、 エキスポー ト の E、 またはインポー ト の I"

Wscript.Quit 1

End If

' エン ドユーザー オー ト メーシ ョ ン オブジェ ク ト を作成します

Dim ISWIProject

Set ISWIProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject"): CheckError

' コマン ド ラ インで指定したプロジ ェ ク ト を開きます

ISWIProject.OpenProject Wscript.Arguments(0): CheckError

if(Wscript.Arguments(3)="E")then

StringsExport ISWIProject,Wscript.Arguments(1),Wscript.Arguments(2)

elseif(Wscript.Arguments(3)="I")then

StringsImport ISWIProject,Wscript.Arguments(1),Wscript.Arguments(2)

end if

' プロジ ェ ク ト を保存して閉じます

ISWIProject.SaveProject: CheckError

ISWIProject.CloseProject: CheckError
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し たプロジ ェ ク ト  レポー ト の実行
'/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

' 言語の文字列エン ト リ をエクスポー ト します

Sub StringsExport(byref p,byval path, byval language)

p.ExportStrings path, Date , language

Wscript.Echo " 言語のエキスポー ト文字列エン ト リ " & language & " エキスポー ト 先 " & path

End Sub

'/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

' 文字列エン ト リ をインポー ト します

Sub StringsImport(byref p,byval path, byval language)

p.ImportStrings path, language

Wscript.Echo " 言語のインポー ト文字列エン ト リ " & language & " インポー ト 元 " & path

End Sub

'/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

Sub CheckError()

Dim message, errRec

If Err = 0 Then Exit Sub

message = Err.Source & " " & Hex(Err) & ": " & Err.Description

Wscript.Echo message

Wscript.Quit 2

End Sub

'END ImportExportStrings.vbs

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用し た
プロジ ェ ク ト  レポー ト の実行

次の VBScript 例は、 セ ッ ト ア ッ プ内のオブジ ェ ク ト にアクセス し て、 機能、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イル、 および

様々な種類のフ ァ イルの合計数についてのレポー ト を表示し ます。 出力は、 メ ッ セージ ボ ッ クスに表示されます

が、 この情報をテキス ト  フ ァ イルに書き込むこ と もできます。

要件

次の要件が満たされな く てはな り ません。

• .vbs フ ァ イルを実行するためには、 Windows Scripting Host が必要です。 ( このスク リ プ ト を変更し て、 簡単に 

Visual Basic プログラムで実行する こ とができます。 ) 

• InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用する前に、 InstallShield のイ ンス ト ールが必要です。 

• スク リ プ ト を実行する前に、 文字列変数 sProj に、 既存のセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) の完全

修飾パスを割り当てます。 

スク リ プ ト 例

Option Explicit

‘ オー ト メーシ ョ ン オブジェ ク ト を作成します

Dim pProj

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

‘ セ ッ ト ア ッ プ プロジェ ク ト を開きます。 IDE で既に開かれていないこ と を確認して く ださい

Dim sProj
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コ マン ド ラ イ ンでソース コー ド 管理を使用する
sProj = "C:\MySetups\TestProject.ism"

pProj.OpenProject sProj 

‘ 機能、 コンポーネン ト およびフ ァ イルを表示する文字列をビルド します

Dim sItems

sItems = " プロジェ ク ト レポー ト " & vbNewLine

sItems = sItems & " プロジ ェ ク ト : " & sProj & vbNewLine

sItems = sItems & " 機能の数 : " & pProj.ISWiFeatures.Count & vbNewLine

sItems = sItems & " コンポーネン トの数 : " & pProj.ISWiFeatures.Count & vbNewLine

‘ フ ァ イルと フ ァ イルの種類のカウン ターを指定および初期化します

Dim i, nEXE, nDLL, nOCX

i = 0

nEXE = 0: nDLL = 0: nOCX = 0

‘ コンポーネン ト をループ してフ ァ イル数と各フ ァ イル名を取得します

Dim sFileName

Dim pComp, pFile

For Each pComp In pProj.ISWiComponents

For Each pFile In pComp.ISWiFiles

i = i + 1

sFileName = pFile.DisplayName

If Instr (1, sFileName, ".exe", vbTextCompare) > 0 Then

nEXE = nEXE + 1

ElseIf Instr (1, sFileName, ".dll", vbTextCompare) > 0 Then

nDLL = nDLL + 1

ElseIf Instr (1, sFileName, ".ocx", vbTextCompare) > 0 Then

nOCX = nOCX + 1

End If

Next

Next

sItems = sItems & " フ ァ イルの数 : " & i & vbNewLine

sItems = sItems & vbTab & "EXEs: " & nEXE & vbNewLine

sItems = sItems & vbTab & "DLLs: " & nDLL & vbNewLine

sItems = sItems & vbTab & "OCXs: " & nOCX & vbNewLine

‘ レポー ト を表示します

Wscript.Echo sItems

‘ プロジ ェ ク ト を閉じます

pProj.CloseProject

コ マン ド ラ イ ンでソース コー ド管理を使用する
ソース管理システムに格納されている イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へのアクセスは、 ソース管理アプ リ ケーシ ョ ン

へのコマン ド ラ イ ンの呼び出し と、 InstallShield の多数の機能へコマン ド ラ イ ンのよ う にアクセスできる 

InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス の利用を制限する こ と で可能です。ソース管理のコマン ド ラ イ ン 

サポー ト がある と、 プロジ ェ ク ト の最新バージ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン、 チ ェ ッ ク アウ ト 、 および取得を行う こ とが

できます。 

以下に、 この機能の使用例を 2 つ示し ます。 いずれの例も、 Microsoft Visual SourceSafe を ソース管理アプ リ ケー

シ ョ ン と し て使用し、 VBScript を使用し て書かれます。

いずれかの例を コ ピーし て .vbs フ ァ イルに貼り付け、 環境に有効になるよ う にパスを変更し て、 実行する こ と も

できます。
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コ マン ド ラ イ ンで ソース コー ド 管理を使用する
メ モ • InstallShield 製品の以前のバージ ョ ンでは、 ソース管理 (.isv) フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ

イルに変換し てからまた .isv フ ァ イルに戻す必要があ り ま し た。 InstallShield 製品の最新のバージ ョ ンでは、 .ism 

フ ァ イルを ソース管理アプ リ ケーシ ョ ン用にテキス ト  フ ァ イルと し て格納できるため、 これを行う必要はな く な

り ま し た。

最新バージ ョ ンの取得と イ ンス ト ールのビルド

Const VSSFLAG_USERRONO  = 1

Const VSSFLAG_TIMEMOD = 8

Const VSSFLAG_REPREPLACE = 128

Const PROJECT_SCC_INI_LOC = "\\Server\srcsafe.ini"

Const PROJECT_SCC_FOLDER = "$/MyFiles/"

Const PROJECT_SCC_BASE_NAME = "MyProject"

Const PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER = "C:\Project"

' Microsoft Visual SourceSafe への参照を作成

Set VSS = CreateObject("SourceSafe")

' VSS データベースをポイン ト

VSS.open PROJECT_SCC_INI_LOC

' プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを取得

Set VSSISVFile = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism")

VSSISVFile.Get PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism", SSFLAG_TIMEMOD + 

VSSFLAG_USERRONO + VSSFLAG_REPREPLACE

' すべての残りのフ ァ イルを取得

Set VSSIDTFolder = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME)

VSSIDTFolder.LocalSpec = PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME

For Each VSSObj In VSSIDTFolder.Items(False)

VSSObj.Get , VSSFLAG_TIMEMOD + VSSFLAG_USERRONO + VSSFLAG_REPREPLACE

Next

strFileBasePath = PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism"

strCmdLine = "ISCmdBld.exe -p """ + strFileBasePath + ".ism"""

' インス ト ールをビルド

Set wshshell = CreateObject("Wscript.Shell")

RunCmdLine = wshshell.Run(strCmdLine, 1, True)

チ ェ ッ ク アウ ト 、 変更、 およびチ ェ ッ ク イ ン

Const VSSFLAG_USERRONO = 1

Const VSSITEM_FILE  = 1 

Const PROJECT_SCC_INI_LOC = "\\Server\srcsafe.ini"

Const PROJECT_SCC_FOLDER = "$/MyFiles/"

Const PROJECT_SCC_BASE_NAME = "MyProject"

Const PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER = "C:\Project"

' Microsoft Visual SourceSafe への参照を作成

Set VSS = CreateObject("SourceSafe")

' VSS データベースをポイン ト

VSS.open PROJECT_SCC_INI_LOC

' プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをチェ ッ クアウ ト
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ビルド のステータ ス イベン ト
Set VSSISVFile = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism")

VSSISVFile.CheckOut , PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism", VSSFLAG_USERRONO

' 残りのすべてのフ ァ イルをチェ ッ ク アウ ト

Set VSSIDTFolder = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME)

VSSIDTFolder.LocalSpec = PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME

For Each VSSObj In VSSIDTFolder.Items(False)

If VSSObj.Type = VSSITEM_FILE Then

VSSObj.CheckOut , , VSSFLAG_USERRONO

End If

Next

' InstallShield オー ト メーシ ョ ン イン ターフ ェ イスへの参照を作成

Set m_ISWiProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

strFileBasePath = PROJECT_SCC_LOCAL_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism"

' プロジ ェ ク ト を開 く

m_ISWiProject.OpenProject strFileBasePath

' 機能を追加

m_ISWiProject.AddFeature "Robofeature1"

' プロジ ェ ク ト を保存

m_ISWiProject.SaveProject

' プロジ ェ ク ト を閉じ る

m_ISWiProject.CloseProject

' プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをチェ ッ ク イン

Set VSSISVFile = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME + ".ism")

VSSISVFile.CheckIn

' 残りのすべてのフ ァ イルをチェ ッ ク イン

Set VSSIDTFolder = VSS.VSSItem (PROJECT_SCC_FOLDER + PROJECT_SCC_BASE_NAME)

For Each VSSObj In VSSIDTFolder.Items(False)

If VSSObj.Type = VSSITEM_FILE Then

VSSObj.CheckIn " チェ ッ ク イン コ メ ン ト "

End If

Next

ビルドのステータ ス イベン ト
オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスはビルド ステータ ス イベン ト  (ProgressIncrement、 ProgressMax、 および 

StatusMessage) を含みます。 これらのイベン ト を使ってビルドの進行状況を表示し、 ステータ スの更新状況を確

認できます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ
ク ト の例

次の Visual Basic 6 コー ドは、 これらのイベン ト を基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

で使用する方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

Public WithEvents pISWiRelease As ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiRelease

Private Sub Foo()

Dim pISWiProject As IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject

Set pISWiProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pISWiProject.OpenProject "C:\InstallShield 2016 Projects\My Project Name-1.ism", False

Set pISWiRelease = pISWiProject.ISWiProductConfigs("Product Configuration 1").ISWiReleases("Release 1")

pISWiRelease.Build
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pISWiProject.CloseProject

Set pISWiRelease = Nothing

Set pISWiProject = Nothing

End Sub

Private Sub pISWiRelease_ProgressIncrement(ByVal lIncrement As Long, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

Private Sub pISWiRelease_ProgressMax(ByVal lMax As Long, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

Private Sub pISWiRelease_StatusMessage(ByVal sMessage As String, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の例

次の Visual Basic 6 コー ドは、 これらのイベン ト をア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用する方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

Public WithEvents pISWiSuiteRelease As ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiSuiteRelease

Private Sub Foo()

Dim pISWiProject As ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject

Set pISWiProject = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

pISWiProject.OpenProject "C:\InstallShield 2016 Projects\My Project Name-1.issuite", False

Set pISWiRelease = pISWiProject.ISWiSuiteReleases("Release 1")

pISWiSuiteRelease.Build

pISWiProject.CloseProject

Set pISWiSuiteRelease = Nothing

Set pISWiProject = Nothing

End Sub

Private Sub pISWiSuiteRelease_ProgressIncrement(ByVal lIncrement As Long, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

Private Sub pISWiSuiteRelease_ProgressMax(ByVal lMax As Long, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

Private Sub pISWiSuiteRelease_StatusMessage(ByVal sMessage As String, pbCancel As Boolean)

' こ こにコード を配置

End Sub

64 ビ ッ ト  システム上でオー ト メ ーシ ョ ン イ ン
ターフ ェ イスを使用する

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは 32 ビ ッ ト  イ ン ターフ ェ イスを持つため、 32 ビ ッ ト  プロセスから ロー ド し

な く てはな り ません。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを 64 ビ ッ ト  マシンで使用する場合、 これを 32 ビ ッ ト

実行可能フ ァ イルを使ってロー ド する必要があ り ます。
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たと えば、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで VBScript を使用する場合、 cscript.exe を 32 ビ ッ ト  システム 

フ ォルダー (SysWow64) から起動する必要があるかも しれません。 そ う し なければ、 64 ビ ッ ト  スク リ プ ト  ホス ト

でオー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト 作成時に次のよ う なエラーが発生する可能性があ り ます :

Microsoft VBScript ラ ン タ イム エラー : ActiveX コ ンポーネン ト はオブジ ェ ク ト を作成できません : 

'ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject'
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リ フ ァ レンス
InstallShield のリ フ ァ レンス情報は次のセクシ ョ ンに分類されます。

テーブル 11-1 • リ フ ァ レンス セクシ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

メ ニュー、 ツールバー、 およ

び ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レンス

メ ニュー、 ツールバー、 およびウ ィ ン ド ウを含む InstallShield ユーザー イ ン

ターフ ェ イスの様々なコ ンポーネン ト について説明し ます。

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ

レンス

InstallShield で表示される各ダイアログ ボ ッ クスについてのリ フ ァ レンス情報

を含みます。

ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス InstallShield で利用できる各ウ ィ ザー ドの詳しい情報を提供し ます。

ビ ュー リ フ ァ レンス InstallShield で表示される各ビ ューについて説明し ます。

InstallShield 前提条件エデ ィ

ター リ フ ァ レンス

InstallShield で提供されている、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを紹介し ます。

このツールを使用し て、 プロジ ェ ク ト に含める InstallShield 前提条件を作成し

た り、 既存の前提条件を編集し た り できます。

エラーと警告 イ ンス ト ールの作成、 コ ンパイル、 ビルド、 および実行する際に起こ り う るエ

ラー コー ド および警告についての情報を提供し ます。 このセクシ ョ ンには、

プロジ ェ ク ト を InstallShield 製品の以前のバージ ョ ンから最新バージ ョ ンに移

行する と きに起こ り う るエラーと警告についてのリ フ ァ レンス情報も含まれて

います。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスでプロジ ェ ク ト を作成、 変更、 およびビ

ルド するのに使用されるオブジ ェ ク ト 、 メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 および、 コ レ

クシ ョ ンについて説明する リ フ ァ レンス資料が含まれています。
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ア ド バンス ト  UI およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ

ク ト で使用可能な式のオブ

ジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な設定

にオブジ ェ ク ト 式を埋め込むのに使用できる各オブジ ェ ク ト について説明し ま

す。 オブジ ェ ク ト 式を使って、 ターゲッ ト システムについてフ ァ イル、 レジス

ト リ エン ト リ、 その他の項目についての情報を検索できます。 実行時、 イ ン

ス ト ールは式の値を拡張し て、 ターゲッ ト  システムを検索し ます。

InstallShield カス タム アク

シ ョ ン リ フ ァ レンス

InstallShield で使用できる カス タム アクシ ョ ンそれぞれについて説明し ます。

コマン ド ラ イ ン ツール リ リースのビルド およびイ ンス ト ールの実行などのタ スク を実行するためにコ

マン ド ラ イ ンから使用できるツールを紹介し ます。

InstallScript 言語リ フ ァ レンス 関数、 データ型、 イベン ト  ハン ド ラー、 演算子、 および InstallScript の他の面

についての詳しい情報を提供し ます。 InstallScript は、 イ ンス ト ールを設計す

る と きに利用できるシンプルであり ながら強力なプログラム言語です。 このセ

クシ ョ ンには、 ユーザーがスク リ プ ト  フ ァ イルで使用できるサンプル コー ド

も含まれています。

テーブル 11-1 • リ フ ァ レンス セクシ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レンス
メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ
フ ァ レンス

このセクシ ョ ンは、 メ ニュー、 ツールバー、 およびウ ィ ン ド ウを含む InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの

様々なコ ンポーネン ト について説明し ます。

メ ニュー
InstallShield のメ ニューは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの上部のメ ニューバーにあり ます。 メ ニューに

は、 それぞれ、 コマン ドのリ ス ト があ り ます。 一部のコマン ドはその隣にアイ コ ンを持ってお り、 コ マン ド と ア

イ コ ンを手早 く 関連付ける こ とができます。

InstallShield の各メ ニューは、 このセクシ ョ ンで説明されています。

• フ ァ イル

• 編集

• 表示

• 移動

• プロジ ェ ク ト

• ビルド

• ツール

• ウ ィ ン ド ウ

• ヘルプ

[ フ ァ イル ] メ ニュー
次の表は、 [ フ ァ イル ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

テーブル 11-1 • フ ァ イル メ ニュー コマン ド

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明

新規作成 Ctrl+N 新規イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し ます。

開 く Ctrl+O 既存のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開きます。

閉じ る 現在のプロジ ェ ク ト を閉じ ます。

保存 Ctrl+S 現在のプロジ ェ ク ト を保存し ます。

名前を付けて

保存

現在のプロジ ェ ク ト フ ァ イルに新しい名前を付けて、 新しい場

所に保存する こ とができます。
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[ 編集 ] メ ニュー
次の表は、 [ 編集 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

印刷 Ctrl+P アク テ ィ ブなスク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウに表示されているスク リ プ

ト  フ ァ イルを印刷し ます。

1、 2、 3、 4 最後にアクセス し たプロジ ェ ク ト の 1 つを開きます。

終了 現在のプロジ ェ ク ト を閉じ て InstallShield を終了し ます。

テーブル 11-2 • [ 編集 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明

Undo Ctrl+Z 最後に実行されたアクシ ョ ンを元に戻し ます。

Redo Ctrl+Y [ 元に戻す ] コマン ド で実行し た最後のアクシ ョ ンを無効にし ま

す。

Cut Ctrl+X 選択中のテキス ト を削除し て、 ク リ ッ プボー ド におきます。

Copy Ctrl+C 選択中のテキス ト を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

Paste Ctrl+V ク リ ッ プボー ドの内容を挿入ポイ ン ターの位置に挿入し てから、

選択し たテキス ト を置換し ます。

Find Ctrl+F 指定し たテキス ト 、 フ ァ イルまたはフ ォルダーを検索し ます。

Replace Ctrl+H 指定し たテキス ト を検索し置換し ます。

次を検索 F3 指定し たテキス ト の次の位置を検索し ます。

移動 Ctrl+G アク テ ィ ブなスク リ プ ト  ウ ィ ン ド ウで指定し た行番号へ挿入ポ

イ ン ト を移動し ます。

プロジ ェ ク ト

内の文字列 ID 

の検索

指定し た文字列エン ト リがある場所を イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト 全体から検索し ます。

繰り返し [ リ ピー ト 回数の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 このダ

イアログ ボ ッ クスで、 タ イプする次の文字を挿入する合計回数

を指定できます。

テーブル 11-1 • フ ァ イル メ ニュー コマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明
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[ 表示 ] メ ニュー
次の表は、 [ 表示 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

挿入 次の 2 つのコマン ドがあ り ます ：

• InstallScript 関数 —  関数ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ

ザー ドは、 関数の呼び出し を InstallScript ビ ューで表示され

たアク テ ィ ブ スク リ プ ト に追加するプロセスを自動化し ま

す。

• 文字列エン ト リ —  [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

を開きます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 関数の呼び出し

を InstallScript ビ ューで表示されたアク テ ィ ブ スク リ プ ト に

追加する文字列エン ト リ を選択する こ とができます。

テーブル 11-3 • [ 表示 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明

出力ウ ィ ン ド ウ [ 出力 ] を表示または非表示にし ます。

ビ ュー リ ス ト F4 ビ ュー リ ス ト を表示または非表示にし ます。

ビ ュー バー ビ ューバーを表示または非表示にし ます。

ヘ ッ ダー バー [ ス ター ト  ページ ]、 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] および [

イ ンス ト ール デザイナー ] のタ ブがあるヘ ッ ダー バーを表

示または非表示にし ます。

標準 標準ツールバーを表示または非表示にし ます。

MSI デバッ ガー MSI デバッ ガーツールバーを表示または非表示にし ます。

レ イアウ ト レ イアウ ト  ツールバーを表示または非表示にし ます。

コ ン ト ロール コ ン ト ロール ツールバーを表示または非表示にし ます。

ステータ ス バー ステータ ス バーを表示または非表示にし ます。

監視 InstallScript デバッ ガーの ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウを表示または

非表示にし ます。

変数 InstallScript デバッ ガーの変数ウ ィ ン ド ウを表示または非表

示にし ます。

テーブル 11-2 • [ 編集 ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明
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[ 移動 ] メ ニュー
次の表は、 [ 移動 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。 一部の

ビ ューに関する コマン ドは、 InstallShield で開いたプロジ ェ ク ト によ っては、 [ 移動 ] メ ニューからは利用できませ

ん。

最大化 Ctrl+M スク リ プ ト や現在開いているダイアログ エデ ィ ターのウ ィ

ン ド ウの幅を変更し ます。

プロジ ェ ク ト  ア

シス タ ン ト

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を表示し ます。

Microsoft App-V [Microsoft App-V] タ ブを表示し ます。

VMware ThinApp [VMware ThinApp] タ ブを表示し ます。

テーブル 11-4 • [ 移動 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明

前のビ ュー ALT+ ↑ ビ ュー リ ス ト に表示されている現在のビ ューの 1 つ上の

ビ ューに移動し ます。

次のビ ュー ALT+ ↓ ビ ュー リ ス ト で表示されている現在のビ ューの 1 つ下の

ビ ューに移動し ます。

Back Alt+ ← ビ ューを選択する履歴から最後に訪れたビ ューへ移行し

ます。 ビ ュー履歴に複数のエン ト リがある場合、 これは

何回でも使用する こ とが可能です。

進む ALT+ → ビ ューを選択する履歴から最後に訪れたビ ューへ移行し

ます。 最初に [ 戻る ] を ク リ ッ ク し たビ ューに到達するま

で続けられます。

ス ター ト  ページ ス ター ト ページに移動し ます。

ヘルプ [ ヘルプ ] ビ ューに移動し ます。

プロジ ェ ク ト  ア

シス タ ン ト

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を表示し ます。

Microsoft App-V [Microsoft App-V] タ ブを表示し ます。

VMware ThinApp [VMware ThinApp] タ ブを表示し ます。

テーブル 11-3 • [ 表示 ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明
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イ ンス ト ール情報 [ 一般情報 ] ビ ューを開 く こ とができます。 基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 こ

のメ ニューを利用し て、 [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューを開

く こ と もできます。

編成 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ]、 [ 機能 ]、 [ コ ンポーネン ト ] 

および [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を表示する こ とができま

す。

アプ リ ケーシ ョ ン 

データ

[ フ ァ イルと フ ォルダー ]、 [ 再配布可能フ ァ イル 

(InstallScript プロジ ェ ク ト では [ オブジ ェ ク ト ])]、 および 

[ 前提条件 ] ビ ューを表示する こ とができます。

システム構成 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ]、 [ レジス ト リ ]、 [ODBC リ ソース ]、

[INI フ ァ イルの変更 ]、 [ 環境変数 ]、 [XML フ ァ イルの変

更 ]、 および [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを表示で

きます。

サーバー構成 [IIS 構成 ]、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] および [SQL スク

リ プ ト ] ビ ューを表示する こ とができます。

動作と ロジ ッ ク InstallScript、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( また

は [ カス タム アクシ ョ ン ])、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ( 

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 [ サ

ポー ト  フ ァ イル / ビルボー ドのサポー ト ])、 [ システム検

索 ]、 および、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを表示

する こ とができます。

ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

[ ダイアログ ]、 [ ビルボー ド ]、 および [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューを表示できます。

メ デ ィ ア [ パス変数 ]、 [ ア ッ プグレー ド ]、 [ リ リース ]、 [ パッ チ

のデザイ ン ] ビ ューを表示する こ とができます。

追加ツール [ 依存関係スキャナー ]、 [MSI デバッ ガー ]、 および [ ダイ

レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを表示できます。

パッ チの設定 [ 一般情報 ]、 [ フ ァ イル ]、 [ レジス ト リ ] および [ パッ チ

変数 ] ビ ューを表示できます。

テーブル 11-4 • [ 移動 ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明
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[ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー
次の表は、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧で

す。

テーブル 11-5 • [ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー コマン ド

コマン ド アイ コ ン 説明

コ ンポーネン ト のエク

スポー ト  ウ ィ ザー ド ...

コ ンポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー

ド で、 フ ァ イルのコ ンポーネン ト を既存または新しいプロジ ェ ク ト へ

エクスポー ト する処理が簡単にな り ます。

デバイス ド ラ イバー 

ウ ィ ザー ド

スマー ト  ド ラ イバー ウ ィ ザー ド を開きます。 スマー ト  ド ラ イバー 

ウ ィ ザー ドの案内に従って、 デバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールに簡

単に追加する こ とができます。

Reg-Free COM ウ ィ ザー

ド ...

Reg-Free COM ウ ィ ザー ド を開きます。 Reg-Free COM ウ ィ ザー ドの案

内に従って、 効率よ く  COM マニフ ェ ス ト  フ ァ イルを イ ンス ト ールに

追加できます。 また、 既存のマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを構成する こ と も

できます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン

の実行

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー ドは、 プ

ロジ ェ ク ト に既に追加されている フ ァ イルをスキャ ン し て必要な依存

関係があるかど うかをチ ェ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン

の実行

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー ドは、 実

行可能フ ァ イルをモニ ターし て、 すべての .dll および .ocx 依存関係を

チ ェ ッ ク し、 それら を自動的にプロジ ェ ク ト に追加し ます。

ソース パスの変換 ソース パス変換ウ ィ ザー ド を開きます。 ソース パス変換ウ ィ ザー ド

を使用する と、 ハー ド コー ド された既存のパスをパス変数で変換でき

るため、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の移植性を向上させる こ とができ

ます。

プロジ ェ ク ト  コ ンバー

ター

い く つかのコマン ド を提供し ます ：

• InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換する — 基本の MSI プロジ ェ ク

ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換し ます。 詳細について

は、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript MSI プロジ ェ ク ト へ

変換する」 を参照し て く ださい。

• InstallScript プロジ ェ ク ト に変換する — [InstallScript MSI の変換 ] ダ

イアログ ボ ッ クスを開いて InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を 

InstallScript プロジ ェ ク ト に変換し ます。
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[ ビルド ] メ ニュー
次の表は、 [ ビルド ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

ソース管理 い く つかのコマン ド を提供し ます ：

• 最新バージ ョ ンの取得 — 現在のプロジ ェ ク ト の最新バージ ョ ン

をプロジ ェ ク ト  フ ォルダーにコ ピーし ます。 プロジ ェ ク ト  フ ォル

ダーに置かれているプロジ ェ ク ト は読み取り専用です。

• チ ェ ッ クアウ ト  —  プロジ ェ ク ト を変更できるよ う、 書き込み可

能なコ ピーをプロジ ェ ク ト  フ ォルダーに配置し ます。

• チ ェ ッ ク イ ン —  ソース管理アプ リ ケーシ ョ ン内の現在のプロ

ジ ェ ク ト に変更を保存し ます。

• チ ェ ッ クアウ ト を元に戻す —  ソース管理アプ リ ケーシ ョ ンおよ

びプロジ ェ ク ト  フ ォルダー両方の変更をキャ ンセルし、 チ ェ ッ ク

アウ ト を元に戻し ます。 プロジ ェ ク ト はチ ェ ッ クアウ ト 前の状態

も戻り ます。

• ソース管理に追加 —  現在のプロジ ェ ク ト を ソース管理アプ リ

ケーシ ョ ンに追加し ます。

• ソース管理から リ ン ク を解除する —  現在のプロジ ェ ク ト と ソー

ス管理アプ リ ケーシ ョ ンの間のリ ン ク を解除し ます。

• 履歴の表示 —  変更レ コー ド を、 ソース管理アプ リ ケーシ ョ ンへ

初回で追加された時点から表示し ます。 履歴を表示し て、 履歴さ

れているプロジ ェ ク ト のいつの時点に戻って、 その時点で存在し

ていたフ ァ イルを回復する こ とができます。

• 差分を表示 —  2 つのフ ァ イルを比較し てから、 差分があれば、

それを表示し ます。

• ステータ スのリ フ レ ッ シュ —  ソース管理ステータ スを リ フ レ ッ

シュ し ます。

• ソース管理プログラムの起動 —  ソース コー ド管理アプ リ ケー

シ ョ ンを開きます。

設定 [ プロジ ェ ク ト 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明

リ リース 

ウ ィ ザー ド

リ リース ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー ド を使用し て、 リ リース

の設定を指定し、 ビルド する こ とができます。

テーブル 11-5 • [ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー コマン ド ( 続き )

コマン ド アイ コ ン 説明
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Compile Ctrl+F7 スク リ プ ト  フ ァ イルを コ ンパイルし ます。

ビルド F7 リ リースをデフ ォル ト の設定でビルド するか、 既にリ リースをビルド済

みの場合は、 最後に保存し た設定で リ リースを再ビルド し ます。

テーブルの

みをビルド

する

SHIFT+F7 イ ンス ト ールの .msi フ ァ イルテーブルのみ再ビルド し ます。 これによ

り。 完全再ビルド に比べて変更点を素早 く 確認する こ とができます。

テーブルの

ビルド と

フ ァ イルの

リ フ レ ッ

シュ

ALT+F7

プロジ ェ ク ト • このコマン ドは、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト

で使用できます。

.msi フ ァ イルのテーブルのみを再ビルド し て、 イ ンス ト ールの変更が

あったフ ァ イルのみをア ッ プデー ト し ます。 この種類のビルドは、 ビル

ドが完全に実行された後でのみ実行されます。 また、 この種類のビルド

は、 メ デ ィ アが非圧縮のネ ッ ト ワーク イ メ ージである場合だけ作動し ま

す。

リ フ レ ッ

シュ ビルド

ALT+F7

プロジ ェ ク ト • このコマン ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できま

す。

アク テ ィ ブ メ デ ィ アを再ビルド し ます。 このコマン ドは、 メ デイアが最

後にビルド された と き以後変更を加えたアイテムのみを再生成し ます。

バッ チ ビル

ド

構成が異なる複数のリ リースを、 同時にビルド する こ とができます。

ビルド の停

止

Ctrl+Break 現在のビルド プロセスをキャ ンセルし ます。

テス ト Ctrl+T システムに何の変更も加える こ と な く 、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン

ターフ ェ イス部分を実行できます。 すべてのカス タム アクシ ョ ンが実行

されます。

デバッ グ F5 デバッ グを開始し ます。

実行 Ctrl+F5 InstallShield を終了せずに、 完成し たイ ンス ト ールを実行する こ とができ

ます。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明
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アン イ ンス

ト ール

前回実行された リ リースをアンイ ンス ト ールし ます。

プロジ ェ ク ト • このコマン ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できま

す :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ ケージ

の実行

イ ンス ト ール パッ ケージを実行する こ とができます。 このコマン ドは、

ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ アの種類を使用し、 すべてのフ ァ イルが 

.exe フ ァ イルに圧縮されている InstallScript プロジ ェ ク ト にのみ利用可

能です。

パッ ケージ

のデバッ グ

イ ンス ト ール パッ ケージをデバッ グする こ とができます。 このコマン ド

は、 ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ アの種類を使用し、 すべてのフ ァ イル

が .exe フ ァ イルに圧縮されている InstallScript プロジ ェ ク ト にのみ利用

可能です。

Web からの

実行

One-Click Install Web ページを表示し ます。 このページから、 InstallShield 

を終了せずに完成し たイ ンス ト ールを実行する こ とができます。

MSI デバッ

ガー

い く つかのコ マン ド を提供し ます ：

• MSI デバッ グの開始 —  [MSI デバッ ガー ] ビ ューで、 デバッ グを

開始し ます。

• ブレークポイ ン ト の切り替え — F9 または  挿入ポイ ン ト がある行

でブレークポイ ン ト をセ ッ ト または削除し ます。

• すべてのブレークポイ ン ト の削除 — SHIFT+F9 または  — デバッ

ガーでセ ッ ト されたブレークポイ ン ト をすべて削除し ます。

• ステ ッ プ オーバー — F10 または  — デバッ ガーでカス タム アク

シ ョ ンまたはダイアログをステ ッ プスルーし、 実行を継続し ます。

• ステ ッ プイ ン — F11 または  — デバッ ガーで、 現在のカス タム ア

クシ ョ ンをステ ッ プイ ン し ます。

• MSI デバッ グの停止 — SHIFT+5 または  — [MSI デバッ ガー ] 

ビ ューでのデバッ グを停止し ます。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明
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検証 い く つかのコ マン ド を提供し ます ：

• ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド — ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド を

開きます。 このウ ィ ザー ドは一連のテス ト を実行し て、 基本の MSI 

イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールが以前のバージ ョ

ンを適切にア ッ プグレー ド するかど うかを判別し ます。

• 新しい検証 (.cub) モジュールの参照 — 新規またはカス タム検証 

(.cub) フ ァ イルを参照選択する こ とができます。

• InstallShield 検証スイー ト  - Windows 8 — このスイー ト は、 イ ンス

ト ール時に潜在的に Windows 8 システムで予期し ない動作が発生す

る原因になる問題を識別する多数の InstallShield 内部整合性評価プ

ログラム (ISICE) から構成されています。 このスイー ト は、 完全 MSI 

検証スイー ト では必ずし も発見できる とは限らない問題を確認し ま

す。

• InstallShield マージ モジュール検証スイー ト  - Windows 8  または  

InstallShield マージ モジュール検証スイー ト  - Windows 7 — これらの

スイー ト は、 Windows 8 ( または Windows 7) システム上でマージ モ

ジュールの予期し ない動作が発生する原因になる問題を識別する多

数の InstallShield 内部整合性評価プログラム (ISICE) から構成されて

います。 このスイー ト は、 マージ モジュール検証スイー ト では必ず

し も発見できる とは限らない問題を確認し ます。

• InstallShield Certified for Windows Vista 検証スイー ト  — このスイー ト

は、 イ ンス ト ール時に潜在的に Windows Vista システムで予期し な

い動作が発生する原因になる問題を識別する多数の InstallShield 内

部整合性評価プログラム (ISICE) から構成されています。 このス

イー ト は、 完全 MSI 検証スイー ト では必ずし も発見できる とは限ら

ない問題を確認し ます。

• InstallShield Certified for Windows Vista マージ モジュール検証スイー

ト  — このスイー ト は、 マージ モジュールの実行時に潜在的に 

Windows Vista システムで予期し ない動作が発生する原因になる問題

を識別する多数の InstallShield 内部整合性評価プログラム (ISICE) か

ら構成されています。 このスイー ト は、 マージ モジュール検証ス

イー ト では必ずし も発見できる とは限らない問題を確認し ます。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明
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検証 ( 続き ) • InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト  —  基本の MSI イ ンス

ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ールをスキャ ン し て、ベス ト  

プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに適合し ているかど うかを判別し ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト は、

InstallShield の Premier Edition で提供されています。

• 完全 MSI 検証スイー ト  —  基本の MSI イ ンス ト ールまたは 

InstallScript MSI イ ンス ト ールをスキャ ン し て、 イ ンス ト ールが有効

かど うかを判別し ます。 ビルド し た .msi パッ ケージは、 ICE 規則に

照合されます。

• Windows 2000 ロゴ検証スイー ト  —  基本の MSI イ ンス ト ールまた

は InstallScript MSI イ ンス ト ールをスキャ ン し て、 Designed for 

Windows 2000 ロゴ要件を満た し ているかど うかを判別し ます。

• Windows XP ロゴ検証スイー ト  —  基本の MSI イ ンス ト ールまたは 

InstallScript MSI イ ンス ト ールをスキャ ン し て、 Designed for Windows 

XP ロゴ要件を満た し ているかど うかを判別し ます。

• Windows Vista ロゴ検証スイー ト  —  基本の MSI イ ンス ト ールまた

は InstallScript MSI イ ンス ト ールをスキャ ン し て、 Certified for 

Windows Vista ロゴ要件を満た し ているかど う かを判別し ます。

• マージ モジュール検証スイー ト  —  マージ モジュール パッ ケージ

をスキャ ン し ます。 マージ モジュール検証ツールは完全 MSI 検証

スイー ト のマージ モジュールバージ ョ ンです。 ビルド されたマージ 

モジュールは正常に機能するかを判別するための ICE 規則と比較さ

れます。

• InstallShield 仮想化適合性スイー ト — .msi パッ ケージをスキャ ン し

て、 仮想化適合性に関連するすべてのテス ト を実行し ます。 問題が

見つかったすべてのテス ト がレポー ト に一覧表示され、 各問題に対

し て、 レポー ト 内の関連列に既知の仮想化フ ォーマ ッ ト  (App-V v5、

Server App-V、 App-V-v4、 ThinApp、 または XenApp) に対する適合

性が表示されます。 

• InstallShield UWP アプ リ適合性スイー ト —.msi パッ ケージ内で UWP 

アプ リ パッ ケージ (.appx) に適さ ないアイテムの存在をスキャ ン し

ます。 問題が見つかったすべてのテス ト がレポー ト に一覧表示さ

れ、 各問題に対し て、 レポー ト 内の関連列に既知の UWP バージ ョ

ン (UWA、 デスク ト ッ プ、 ス ト ア、 WSA、 または Nano) に対する適

合性が表示されます。 

• 最近の検証モジュール — 最近使用された検証 (.cub) フ ァ イルのリ ス

ト を表示し ます。

詳し く は、 「プロジ ェ ク ト の検証」 と 「検証結果を表示する」 を参照し

て く だ さい。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1851



第 11 章 リ フ ァ レンス

メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レンス
[ ツール ] メ ニュー
次の表は、 [ ツール ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

設定 ALT+F6 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使

用する と、 InstallShield がプロジ ェ ク ト をビルド する と きの環境設定を指

定する こ とができます。

テーブル 11-7 • [ ツール ] メ ニュー コマン ド

コマン ド アイ コ ン 説明

リ リース フ ォルダーを

開 く

Windows Explorer を起動し、 現在のリ リースの DISK1 フ ォルダーで開き

ます。 リ リースがない、 または、 リ リースばまだビルド されていない場

合、 Windows Explorer がデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所に開きます。

新しい言語の追加 新しい言語ウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー ド を利用し て、 ほとん

どの言語のサポー ト を 1 つまたは複数のプロジ ェ ク ト に追加する こ とが

できます。

ト ラ ンスフ ォームの作

成と適用

ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ド を開きます。 このウ ィ ザー ド を利用する と、

ウ ィ ザー ドの案内に従って、 ト ラ ンスフ ォームを作成し イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト に適用する こ とができます。

MSI コマン ド ラ イ ン ビ

ルダー

InstallShield MSI コマン ド ラ イ ン ビルダーを起動し ます。 このツールを使

用し て、 Windows Installer 関連のタ スク を実行する複雑なコマン ド ラ イ ン

文字列を素早 く ビルド する こ とができます。

差分 い く つかのコ マン ド を提供し ます ：

• フ ァ イルとの比較 — 開いているプロジ ェ ク ト と比較するプロジ ェ ク

ト を指定できるダイアログ ボ ッ クスを開きます。

• 比較の終了 — 前回開始し た比較セ ッ シ ョ ンを終了し ます。

• InstallShield MSI Diff — InstallShield MSI Diff を開きます。 InstallShield 

MSI Diff を使用し て、 2 つの異なる Windows Installer イ ンス ト ール 

データベースの Windows Installer テーブルを比較する こ とができま

す。 また、 Windows Installer パッ ケージに ト ラ ンスフ ォームやパッ チ

を適用し た後に、 データベース テーブルにどのよ う に影響されてい

るかを確認する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield MSI 

Diff」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド ( 続き )

コマン ド
シ ョ ー ト
カ ッ ト

アイ コ
ン 説明
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InstallScript い く つかのコ マン ド を提供し ます ：

• 標準ダイアログ サンプラー —  標準ダイアログ サンプラーを開き

ます。 サンプ ラーを利用し て、 エン ド ユーザーダイアログのサンプ

ルを見る こ とができます。 サンプルダイアログは、 スキンな し で表

示されます。

• スキン ダイアログ サンプラー —  スキン ダイアログ サンプ ラー

を開きます。 サンプ ラーを利用し て、 エン ド ユーザー ダイアログの

サンプルを見る こ とができます。 サンプル ダイアログは、 [ ダイア

ログ ] ビ ューで選択し たスキン と共に表示されます。

• [ キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ] ビ ューアー —  キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル 

ビ ューアーを開きます｡このツールで、 キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イル

を選択する と、 その圧縮フ ァ イル、 フ ァ イル グループ、 コ ンポーネ

ン ト 、 セ ッ ト ア ッ プの種類を表示できます。 これらのプロパテ ィ を

確認する こ と もできます。 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルから フ ァ イルを抽

出する こ と もできます。

• [ ログ フ ァ イル ] ビ ューアー —  ログ フ ァ イル ビ ューアーを開き

ます。 このツールを利用し て、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルを表示

する こ とができます。 ログフ ァ イルは、 イ ンス ト ールが最初に実行

される と きに作成され、 メ ンテナンス モー ド でイ ンス ト ールが実行

されている と きに メ ンテナンス されます。 ログフ ァ イルを使用し て、

イ ンス ト ールで各コ ンポーネン ト の現在の状態を判断する こ とがで

きます。

ア ッ プデー ト の確認 サービスパッ クおよび InstallShield への他のア ッ プデー ト を確認し ます。

ア ッ プデー ト が利用可能のと き、 ダウンロー ド / イ ンス ト ールし たい

ア ッ プデー ト を選択する こ とができます。

再配布可能フ ァ イル ダ

ウンローダー

再配布可能フ ァ イルダウンローダーウ ィ ザー ド を起動し て、 サー ドパー

テ ィ 再配布可能フ ァ イル、 マージ モジュール、 その他のフ ァ イルをロー

カルコ ンピ ューターに素早 く ダウンロー ド する こ とができます。

前提条件エデ ィ ター InstallShield 前提条件フ ァ イルエデ ィ ター を開きます。 これを利用し て、

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含むこ とが可能な InstallShield 前提条件

フ ァ イルの作成および変更を行う こ とができます。

カス タ マイズ [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログ 

ボ ッ クスで、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで表示されるツール

バーを カス タ マイズする こ とができます。

オプシ ョ ン [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 このダイアログ ボ ッ ク

スで、 InstallShield でプロジ ェ ク ト の作成および作業を行う と きの環境設

定を指定する こ とができます。

テーブル 11-7 • [ ツール ] メ ニュー コマン ド ( 続き )

コマン ド アイ コ ン 説明
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[ ウ ィ ン ド ウ ] メ ニュー
次の表は、 [ ウ ィ ン ド ウ ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

[ ヘルプ ] メ ニュー
次の表は、 [ ヘルプ ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

テーブル 11-8 • [ ウ ィ ン ド ウ ] メ ニューのコマン ド

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明

次へ Ctrl + Tab InstallScript ビ ューを開き、 ウ ィ ン ド ウ メ ニューの下で表示され

るよ う にプロジ ェ ク ト で次のスク リ プ ト  フ ァ イルを表示し ます。

前へ Ctrl + Shift + 

Tab

InstallScript ビ ューを開き、 ウ ィ ン ド ウ メ ニューの下で表示され

るよ う にプロジ ェ ク ト で次のスク リ プ ト  フ ァ イルを表示し ます。

1、 2、 3、 4 InstallScript ビ ューを開き、 プロジ ェ ク ト に含まれているスク リ プ

ト  フ ァ イルの 1 つを表示し ます。

テーブル 11-9 • [ ヘルプ ] メ ニュー コマン ド

コマン ド
アイ コ
ン 説明

目次 オン ラ イ ン ヘルプ ラ イブ ラ リの目次タ ブを表示し ます。

索引 オン ラ イ ンヘルプ ラ イブ ラ リの索引タ ブを表示し ます。

Search オン ラ イ ンヘルプ ラ イブ ラ リの検索タ ブを表示し ます。

サポー ト  セン ト ラル Web のサポー ト  セン ト ラルを表示し ます。

InstallShield コ ミ ュニ

テ ィ

Web の [ コ ミ ュニテ ィ ] を表示し ます。

リ リース ノ ー ト InstallShield リ リース ノ ー ト を表示し ます。

Flexera Software Web サ

イ ト

フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アの Web サイ ト に接続し ます。

[ ヘルプ ] ビ ュー [ ヘルプ ] ビ ューを表示し ます。

InstallShield について バージ ョ ン情報を表示し て InstallShield を登録できる [ バージ ョ ン情報 ] ダ

イアログ ボ ッ クスを表示し ます。
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ツールバー
InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスには、 使用頻度の高い メ ニュー項目に簡単にアクセスできるツール バー、

並びにダイアログ エデ ィ ターで使用できるグラ フ ィ ッ ク ツールが用意されています。 

ビル ト イ ン ツールバー

InstallShield イ ン ターフ ェ イスでは、 次のツールバーを使用できます。 InstallShield 開 く と、 ユーザー イ ン ターフ ェ

イスの上部に [ 標準 ] ツールバーのみが表示されます。 [ コ ン ト ロール ] ツールバーおよび [ ダイアログ レ イアウ

ト ] ツールバーは、 [ ダイアログ ] ビ ューで作業中に表示され、 このビ ューから移動する と表示されな く な り ま

す。

すべてのツールバーはサイズや配置を変更できるほか、 簡単に取り付けた り取り外し た り できます。

• 標準ツールバー

• [ コ ン ト ロール ] ツールバー

• レ イアウ ト  ツールバー

• [MSI デバッ グ ] ツールバー

標準ツールバー
標準ツールバーのすべてのボタ ンの説明は次の通り です。

テーブル 11-10 • 標準ツールバーのボタ ン

ボタ ン 名前 説明

新しいプロジ ェ

ク ト

プロジ ェ ク ト タ イプを選択し て新しいプロジ ェ ク ト を始める [ 新規プロジ ェ ク ト

] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

開 く プロジ ェ ク ト フ ァ イルを開いた り、 イ ンス ト ールパッ ケージ (.msi) フ ァ イルを 

InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに変換する こ とができま

す。

保存 プロジ ェ ク ト フ ァ イルへ変更を保存し ます。 

 Undo ダイアログ エデ ィ ターまたはスク リ プ ト  エデ ィ ターの [ 元に戻す ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 最後に行った変更を元に戻し ます。

Redo ダイアログ エデ ィ ターまたはスク リ プ ト  エデ ィ ターの [ やり直し ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し、 [ 元に戻す ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て取りやめた最後の動作を復元し ま

す。

ビ ューバー イ ン ターフ ェ イスの左側に表示されるビ ューバーを表示、 または非表示し ます。
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ビ ュー リ ス ト InstallShield IDE で使用できるすべてのビ ューを表示するビ ュー リ ス ト を表示ま

たは非表示にし ます。 

メ モ • また、 F4 を押し て、 ビ ューリ ス ト を表示または非表示にする こ と もでき

ます。

前のビ ュー ビ ュー リ ス ト で表示されている通り、 現在のビ ューの 1 つ上のビ ューを表示し

ます。

次のビ ュー ビ ュー リ ス ト で表示されている通り、 現在のビ ューの 1 つ下のビ ューを表示し

ます。

Back ビ ューを選択し た履歴から、 最後に訪れたビ ューを表示し ます。 ビ ュー履歴に

複数のエン ト リがある場合、 このボタ ンは何回でも ク リ ッ クする こ とが可能で

す。

進む ビ ューを選択し た履歴から最後に訪れたビ ューを表示し ます。 初めに [ 戻る ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し たビ ューに画面が変わるまで、 このボタ ンを ク リ ッ ク し続け

る こ とができます。

InstallScript 関数

の挿入

ビル ト イ ン InstallScript 関数の記述プロセスを簡単にする、 関数ウ ィ ザー ド を起

動し ます。

リ リース ウ ィ

ザー ド

プロジ ェ ク ト を出荷可能な Windows Installer セ ッ ト ア ッ プパッ ケージ、 または完

全なマージ モジュールに仕上げる リ リース ウ ィ ザー ド を起動し ます。 ウ ィ ザー

ド で選択するオプシ ョ ンによ り、 リ リースのレ イアウ ト と コ ンテンツを決定し

ます。

Compile セ ッ ト ア ッ プ全体をビルド する こ と な く 、 プロジ ェ ク ト に含まれる InstallScript 

フ ァ イルを コ ンパイルし ます。

ビルド リ リースをデフ ォル ト の設定でビルド するか、 既にリ リースをビルド済みの場

合は、 最後に保存し た設定で リ リースを再ビルド し ます。

ビルドの停止 現在のビルド プロセスをキャ ンセルし ます。

ユーザー イ ン

ターフ ェ イスの

テス ト

システムに何の変更も加える こ と な く 、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のユーザー 

イ ン ターフ ェ イスの部分を実行できます。 すべてのカス タム アクシ ョ ンが実行

されます。

プロジ ェ ク ト • [ テス ト ] ボタ ンは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用可能です :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

テーブル 11-10 • 標準ツールバーのボタ ン ( 続き )

ボタ ン 名前 説明
1856 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レンス
[ コ ン ト ロール ] ツールバー
[ コ ン ト ロール ] ツールバーは、 ラ ン タ イム ダイアログで利用可能なすべての標準コ ン ト ロールを提供し ます。 こ

のツールバーは、 ダイアログ エデ ィ ターでダイアログのレ イアウ ト を編集する と きに表示されます。

実行 完成し たイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を実行し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  — [ イ ンス ト ー

ルまたはデバッ グの前に自動的に製品をアン イ ンス ト ール ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し た場合、 InstallShield がイ ンス ト ールまたはデバッ グを開始する前に製

品をアン イ ンス ト ールし ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイア

ログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブから使用できます。

アン イ ンス ト ー

ル

前回実行された リ リースをアンイ ンス ト ールし ます。

プロジ ェ ク ト • このボタ ンは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

デバッ グ 作成し ている イ ンス ト ールの種類に従って適切なデバッ ガーを実行し ます。 プ

ロジ ェ ク ト が InstallScript または InstallScript MSI の場合、 [ デバッ グ ] を ク リ ッ

クする と InstallShield Debugger が起動し ます。プロジ ェ ク ト が基本の MSI または 

ト ラ ンスフ ォームの場合、 [ デバッ グ ] を ク リ ッ クする と MSI デバッ ガーが起動

し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  — [ イ ンス ト ー

ルまたはデバッ グの前に自動的に製品をアン イ ンス ト ール ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し た場合、 InstallShield がイ ンス ト ールまたはデバッ グを開始する前に製

品をアン イ ンス ト ールし ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイア

ログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブから使用できます。

リ リース フ ォル

ダーを開 く

Windows Explorer を起動し、 現在のリ リースの DISK1 フ ォルダーで開きます。 リ

リースがない、 または、 リ リースばまだビルド されていない場合、 Windows 

Explorer がデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所に開きます。

[ ヘルプ ] ビ ュー InstallShield について多 く の質問の答えが見つかる IDE ヘルプビ ューを表示し ま

す。

テーブル 11-10 • 標準ツールバーのボタ ン ( 続き )

ボタ ン 名前 説明
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タ スク ダイアログにコ ン ト ロールを書き込むには、 以下の手順を実行し ます。

コ ン ト ロールのボタ ンを ク リ ッ ク し、 ダイアログ上の任意の場所を ク リ ッ ク し ます。 次に、 マウスのボタ ンを押

し ながらマウスポイ ン ターを ド ラ ッ グし、 コ ン ト ロールが適切な大き さになったらボタ ンを離し ます。

テーブル 11-11 • [ コ ン ト ロール ] ツールバーのボタ ン

ボタ ン 名前 説明

Select Tool ダイアログ上のコ ン ト ロールがフ ォーカス されます。 この状態で、 コ ン ト ロール

の移動、 サイズ変更、 削除、 または配置を行う こ とができます。

チ ェ ッ ク ボ ッ

クス

ダイアログ上にチ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールを配置し ます。

Push Button ダイアログ上にプ ッ シュ ボタ ン コ ン ト ロールを配置し ます。

編集フ ィ ールド ダイアログ上に編集フ ィ ールド コ ン ト ロールを配置し ます。

コ ンボ ボ ッ ク

ス

ダイアログ上にコ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールを配置し ます。

テキス ト 領域 ダイアログ上にテキス ト 領域コ ン ト ロールを配置し ます。

リ ス ト  ボ ッ ク

ス

ダイアログ上に リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを配置し ます。

ラジオ ボタ ン ダイアログ上にラジオ ボタ ン コ ン ト ロールを配置し ます。 ラジオ ボタ ンは、 ラジ

オ ボタ ン グループ コ ン ト ロールに追加する必要があり ます。

ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログ上にビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールを配置し ます。

グループ ボ ッ

クス

ダイアログ上にグループ ボ ッ クス コ ン ト ロールを配置し ます。

Billboard ダイアログ上にビルボー ド コ ン ト ロールを配置し ます。

線 ダイアログ上に行コ ン ト ロールを配置し ます。

ラジオ ボタ ン 

グループ

ダイアログ上にラジオ ボタ ン グループ コ ン ト ロールを配置し ます。

選択ツ リー ダイアログ上に選択ツ リー コ ン ト ロールを配置し ます。

進行状況バー ダイアログ上に進行状況バー コ ン ト ロールを配置し ます。
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レ イアウ ト  ツールバー
レ イアウ ト  ツールバーは、 ダイアログ内のコ ン ト ロールを調整し た り、 サイズを変更し た りするい く つかのツー

ルを提供し ます。 このツールバーは、 ダイアログ エデ ィ ターでダイアログのレ イアウ ト を編集する と きに表示さ

れます。

このツールバーにある大半のボタ ンは、 複数のコ ン ト ロールを選択し ている時に有効です。 複数のコ ン ト ロール

を選択するには、 ひとつを選んでシフ ト キーを押し て他のものを選択するか、 あるいはマウスボタ ンを押し たま

まカーソルを ド ラ ッ グし て数個のコ ン ト ロールを選択し ます。 レ イアウ ト  ツールバーには、 次のボタ ンが含まれ

ています。

リ ス ト  ビ ュー ダイアログ上に リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールを配置し ます。

スク ロール可能

テキス ト

ダイアログ上にスク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロールを配置し ます。

アイ コ ン ダイアログ上にアイ コ ン コ ン ト ロールを配置し ます。

デ ィ レ ク ト リ 

リ ス ト

ダイアログ上にデ ィ レ ク ト リ リ ス ト  コ ン ト ロールを配置し ます。

デ ィ レ ク ト リ 

コ ンボ

ダイアログ上にデ ィ レ ク ト リ コ ンボ コ ン ト ロールを配置し ます。

ボリ ューム コ

ス ト  リ ス ト

ダイアログ上にボリ ューム コス ト  リ ス ト  コ ン ト ロールを配置し ます。

ボリ ューム選択

コ ンボ

ダイアログ上にボリ ューム選択コ ンボ コ ン ト ロールを配置し ます。

マスク編集 ダイアログ上にマスク編集コ ン ト ロールを配置し ます。

パス編集 ダイアログ上にパス編集コ ン ト ロールを配置し ます。

ハイパーリ ン ク ハイパーリ ン ク コ ン ト ロール を配置し ます。 このコ ン ト ロールはア ド レスへの 

HTML リ ン ク を表示し ます。 エン ド ユーザーがリ ン ク をｸﾘｯｸする と、 デフ ォル ト  

ブラウザでそのページが開きます。

テーブル 11-12 • レ イアウ ト  ツールバーのボタ ン

ボタ ン 名前 説明

左端を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 左端を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択

し たコ ン ト ロールをすべて、 一番左端にある コ ン ト ロールの左側に揃えます。

テーブル 11-11 • [ コ ン ト ロール ] ツールバーのボタ ン ( 続き )

ボタ ン 名前 説明
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メ モ • [ 最前面へ移動 ]、 および [ 最背面へ移動 ] アクシ ョ ンは、 プロジ ェ ク ト を閉じ てから再び開いたと きに保存

されません。 これらのアクシ ョ ンは、 設計中に使用するためのものです。 た と えば、 条件に基づいて異なる コ ン

ト ロールを表示するダイアログがある と し ます。 ダイアログを設計中に、 [ 最前面へ移動 ] および [ 最背面へ移動

] アクシ ョ ンを使用し て、 これらの異なる コ ン ト ロールで作業する こ とができます。

右端を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 右端を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択

し たコ ン ト ロールをすべて、 一番右端にある コ ン ト ロールの右側に揃えます。

上を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 上を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し

たコ ン ト ロールをすべて、 一番上にある コ ン ト ロールの上端に揃えます。

下を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 下を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し

たコ ン ト ロールをすべて、 一番下にある コ ン ト ロールの下側に揃えます。

上下中央配置 コ ン ト ロールをひとつ選択し、 [ 上下中央配置 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログ

の垂直方向 ( ｘ  軸 ) の中央に再配置し ます。

左右中央配置 コ ン ト ロールをひとつ選択し、 [ 左右中央配置 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログ

の水平方向 ( ｙ  軸 ) の中央に再配置し ます。

左右均等配置 ダイアログ上の 3 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 左右均等配置 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 ダイアログ上に水平均等に配置し ます。

上下均等配置 ダイアログ上の 3 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 上下均等配置 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 ダイアログ上に垂直均等に配置し ます。

幅を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 幅を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 コ ン ト

ロールの幅を一番大きなコ ン ト ロールの幅に揃えます。

高さ を揃える 2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 高さ を揃える ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 コ ン ト

ロールの高さ を一番大きなコ ン ト ロールの高さに揃えます。

同じサイズに

設定

2 個以上のコ ン ト ロールを選択し、 [ 同じサイズに設定 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 コ

ン ト ロールのサイズを一番大きなコ ン ト ロールのサイズに揃えます。

最前面へ移動 コ ン ト ロールをひとつ選択し、 [ 最前面へ移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て重な り合っ

た複数のコ ン ト ロールの ト ッ プに配置し ます。 以下の注を参照し て く ださい。

最背面へ移動 コ ン ト ロールをひとつ選択し、 [ 最背面へ移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て重な り合っ

た複数のコ ン ト ロールの背後に配置し ます。 以下の注を参照し て く ださい。

グ リ ッ ド表示 [ グ リ ッ ド 表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ダイアログに作図用グリ ッ ド線を表示、 ま

たは非表示にし ます。

テーブル 11-12 • レ イアウ ト  ツールバーのボタ ン ( 続き )

ボタ ン 名前 説明
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[MSI デバッ グ ] ツールバー
以下は、 [MSI デバッ グ ] ツールバーのすべてのボタ ンの説明です。

出力ウ ィ ン ド ウ
プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド する と、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが開き、 ビルド情報が表示されます。 その他のタ ス

ク別情報も表示されます。 た と えば、 プロジ ェ ク ト を検証する と、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウに検証結果が表示されま

す。 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウには、 ア ッ プグ

レー ド情報が表示されます。

テーブル 11-13 • [MSI デバッ グ ] ツールバーのボタ ン

ボタ ン 名前 説明

ブレークポイ ン ト の

切り替え

アクシ ョ ンまたはダイアログにブレ イ クポイ ン ト を設定するためにこのボ

タ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

MSI デバッ グ デバッ グを開始する と き、 またはデバッ グ中にセ ッ ト ア ッ プを続行するた

めにこのボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

ステ ッ プ オーバー 現在のアクシ ョ ンをステ ッ プオーバーする と きに、 このボタ ンを ク リ ッ ク

し て く だ さい。

ステ ッ プイ ン 現在のアクシ ョ ンにステ ッ プイ ン し て登録し てあるデバッ ガーを起動する

場合、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

すべてのブレークポ

イ ン ト の削除

MSI デバッ グで設定し たブレークポイ ン ト をすべて削除する と きに、 この

ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

MSI デバッ ガーの停

止

デバッ グを停止する と きにこのボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。
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出力ウ ィ ン ド ウには次のよ う な タ ブがあ り ます。

テーブル 11-14 • 出力ウ ィ ン ド ウのタ ブ

タ ブ 説明

ビルド 配布出力情報を保存し、 ビルド出力を表示し ます。 これには、 テキス ト フ ァ イルと し て

保存された出力フ ァ イルへのリ ン クが含まれます。

検証 検証結果を表示し ます。

結果 プロジ ェ ク ト の規則情報と XML フ ァ イルの変更のテス ト の詳細を表示し ます。

Compile [ ビルド ] メ ニューの [ コ ンパイル ] を ク リ ッ ク し た と きに InstallScript 情報を表示し ま

す。

タ スク プロジ ェ ク ト をビルド、 コ ンパイルまたは検証し たと きのエラーおよび警告コー ドの説

明を表示し ます。 表示されるエラーおよび警告コー ド はそれぞれ、 ナレ ッ ジベース記事

に リ ン ク し ています。

ヒ ン ト • エラーまたは警告のコー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を選択

し ます。 エラーに関連する影響のあった箇所は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでハイ ラ イ ト 表

示されます。

配布 リ リースを仮想マシンに配布する方法についての情報が表示されます。 詳細については、

「ビルド時またはオンデマン ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布

する」 を参照し て く ださい。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用できる各ダイアログ ボ ッ クスについて説明し

ます。

• [.NET 1.1/2.0 コア言語 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [.NET イ ンス ト ーラー ク ラス引数 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 引数 / 値ペアの追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 既存のメ デ ィ アを追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 定義済み検索の追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ ソース管理に追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ コ ンポーネン ト の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [DIM の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ バッ チ ビルド ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• デ ィ レ ク ト リ / シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を参照するダイアログ ボ ッ クス 

• [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 実行する フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ タ イ ト ル ターゲッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ チ ェ ッ ク イ ン ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ チ ェ ッ クアウ ト ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クス

• [InstallScript MSI の変換 ] ダイアログ ボ ッ クス
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• [ 新しいコ ンポーネン ト の作成 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ カス タム エラー処理 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 検証設定のカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ データ言語 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ プロパテ ィ の削除 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ ダイアログのイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 差分 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 言語の除外 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ テーブルのエクスポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス (InstallScript イ ンス ト ール ロジ ェ ク ト )

• フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プロジ ェ ク ト 内の文字列 ID を検索する ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 一般オプシ ョ ン - 詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 一般オプシ ョ ン - 別のデ ィ スク フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 履歴 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス
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• [SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [InstallShield 前提条件のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ リ ン ク タ イプ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス 

• 小文字のコ ンポーネン ト デ ィ レ ク ト リ - 警告

• [ メ デ ィ ア フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス / リ リース ウ ィ ザー ド — [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パネル 

• [ モジュール依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 除外モジュール ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [MSI ログフ ァ イル ] タ ブ

• [MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [MST SIS の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 新規依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ オペレーテ ィ ング システム ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 上書き ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クス
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• フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

• レジス ト リ キーの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プラ ッ ト フ ォーム スイー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ ビルド後のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ ビルド前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 圧縮前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 特権 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ 製品条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ プロジ ェ ク ト 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 必要な機能 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ スク リ プ ト 変換 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [SCM シャ ッ ト ダウンの遅延 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ セキュ リ テ ィ 記述子 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ メ デ ィ アの場所選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• シ リ アル番号違反ダイアログ ボ ッ クス

• [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• 自動開始サービスの遅延に関する [ サービスのオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• 回復操作の実行のための [ サービスのオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ サービス SID] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルの URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [SQL Server 要件 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 優先 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [UI 言語 ] ダイアログ ボ ッ クス 
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• [ マージ モジュール検索パスのア ッ プデー ト ] ダイアログ ボ ッ クス 

[.NET 1.1/2.0 コ ア言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[.NET 1.1/2.0 コア言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 配布する .NET コア言語を選択し ます。 これは、 .NET 1.1 

コ ア再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ール中に使用される言語です。

".NET Framework バージ ョ ン " 設定でバージ ョ ン 2.0 を選択する と、 このバージ ョ ンの再配布可能フ ァ イルにはす

べての言語が含まれているため､言語オプシ ョ ンはすべて選択されて無効と な り ます。

使用中のシステムに特定の言語がイ ンス ト ールされていない場合、 このダイアログ ボ ッ クス内でその言語の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスは無効です。

ヒ ン ト • .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの 1 つ以上の言語バージ ョ ンを使用中のシステムにダウンロー ド す

るには、 [ その他の言語をダウンロー ド する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再配布可能フ ァ イル ダウンローダ ウ ィ

ザー ドが起動し て、 1 つ以上の再配布可能フ ァ イルを使用中のシステムにダウンロー ド できます。

[.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする .NET 言語パッ

クに対応する言語を選択し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの [.NET/J#] タ ブ

にある ".NET 1.1/2.0 言語パッ ク " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と開きます。

使用中のシステムに特定の言語パッ クがイ ンス ト ールされていない場合、 このダイアログ ボ ッ クス内でその言語

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは無効です。

ヒ ン ト • 1 つ以上の言語パッ ク を使用中のシステムにダウンロー ド するには、[ その他の言語をダウンロー ド する ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再配布可能フ ァ イル ダウンローダ ウ ィ ザー ドが起動し て、 言語パッ ク を使用中のシス

テムにダウンロー ド できます。
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[.NET イ ンス ト ーラー ク ラス引数 ] ダイアログ ボ ッ クス
[.NET Installer ク ラス引数 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 .NET Installer ク ラスに渡す引数が表示されます。 ダイアロ

グ ボ ッ クスを起動するには、 ".NET Installer ク ラス引数 " コ ンポーネン ト 設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

ます。 追加する引数の下の [ 引数の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 引数 / 値ペアの追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを

起動し ます。

イ ンス ト ール中にさ まざまな箇所で呼び出される Installer ク ラスには 4 つのメ ソ ッ ド (Install、 Commit、 Uninstall、

および Rollback) があ り ます。 このダイアログを使用し て、 各実行コ ンテキス ト の Installer ク ラスの引数リ ス ト を

指定し ます。

メ モ • Install カス タム アクシ ョ ンは、 Installer ク ラス カス タム アクシ ョ ンを含むコ ンポーネン ト がイ ンス ト ール

されている時に実行されます。 Uninstall カス タム アクシ ョ ンは、 Installer ク ラスカス タム アクシ ョ ンを含むコ ン

ポーネン ト がアン イ ンス ト ールされている時に実行されます。 この 2 つのタ イプは、 StartServices の直後と 

RegisterUser の前に [ 実行 ] シーケンスで実行されます。

引数の使用

すべてのメ ソ ッ ドのデフ ォル ト 引数は /LogFile= です。 これらのメ ソ ッ ドが実行される と、 ログ記録な しの結果と

な り ます。 この引数は、 Windows Installer プロパテ ィ を [ かっ こ ] に入れて使用し て完成させる こ とができます。

引数を追加するには、 適切な編集フ ィ ールド に入力するか、 [ 引数の追加 ] ボタ ンを使用し ます。

構文規則

OK を ク リ ッ ク し た と き、 InstallShield は編集フ ィ ールドの内容を検証し、 構文に誤りがある場合は警告を表示し

ます。 構文規則には次のよ う なものがあ り ます。 

• 常に正し く 引用符を用いな く てはな り ません。

• エスケープ文字が利用できます。 引数で \" を使用する場合、 引用の一致をチ ェ ッ クする と きにはカウン ト さ

れません。

• スペースで区切られたすべての引数 ト ーク ンは、 スラ ッ シュ を名前の前に付けて、 名前の後には等号 (=) を付

けます。 等号の右側の値はオプシ ョ ンです。

• 引数の中のスペースは、 引数 ト ーク ンに何を含めるか決定し ている場合にはカウン ト されません。 た と えば /

arg=“hi there” とい う引数では、 “hi there” は /arg で始まる引数 ト ーク ンのすべての部分を表し ます。 引数 /

arg=hi there では、 there は個別の引数 ト ーク ンであり、 無効です。

[ 引数 / 値ペアの追加 ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログは [.NET Installer ク ラス引数 ] ダイアログ ボ ッ クス の [ 引数の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と表示

されます。 引数の作成が終わったら、 [OK] を ク リ ッ クする と引数が追加されます。

ダイアログ オプシ ョ ン

引数名

編集フ ィ ールド に引数名を入力し ます。
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引数値

オプシ ョ ン ボタ ンのリ ス ト から値の 1 つを選択し て引数を作成し ます。カス タム引数を作成するには [ カス タム ] 

オプシ ョ ンを選択し ます。

プロパテ ィ

メ ニューから プロパテ ィ を選択し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に存在するプロパテ ィ を参照し ます。

Directory

ド ロ ッ プダウン メ ニューを利用し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にあるデ ィ レ ク ト リ に リ フ ァ レンスを追加する

こ とができます。

カス タム

カス タム引数を作成するには、 編集フ ィ ールド に引数値を入力し ます。

[ 既存のメ デ ィ アを追加 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 既存のメ デ ィ アを追加 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルで [ 追加 ] ボタ

ンを ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスではリ リースのリ ス ト から現在のプロジ ェ ク ト にある リ

リースを選択できます ( 現在のリ リースを除 く )。

[ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ 
ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールの [ パッ ケージ ] ビ ューで、 パッ ケージ (.msi パッ ケージや .exe パッ チなど ) を追加する と きに

開きます。

このダイアログ ボ ッ クスで、 追加するパッ ケージ フ ァ イルに、 追加するパッ ケージの近 く にあるその他のフ ァ イ

ルと フ ォルダーが必要であるかど うかを指定できます。 た と えば、 非圧縮の .msi パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追

加する場合、 場合によ って、 msi パッ ケージによ って ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる フ ァ イルを含む

フ ォルダーやその他のフ ァ イルを含める必要があ り ます。 これらのフ ォルダーおよびその他のフ ァ イルは通常、

.msi パッ ケージが含まれている同じ フ ォルダーに保存されます。
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[ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使用

するかど うかも指定する こ とができます。

以下は、 [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスで使用できるオプシ ョ ンです :

テーブル 11-1 • [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

追加な し プロジ ェ ク ト には、 パッ ケージ フ ァ イルのみ含められます。 プロジ ェ ク

ト に追加するパッ ケージに必要な追加フ ァ イルが存在し ない場合、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 パッ ケージが圧縮されている場合、 選択できます。

追加フ ァ イルを追加する パッ ケージ フ ァ イルと同じ フ ォルダー内にある フ ァ イルが含められま

す。

パッ ケージ フ ァ イルと同じ フ ォルダーの中のサブフ ォルダーや、 そのサ

ブ フ ォルダーの中のフ ァ イルは含められません。

サブ フ ォルダー内のフ ァ イルを追

加する

追加するパッ ケージ フ ァ イルを含むフ ォルダーのサブフ ォルダー内の

フ ァ イルが含められます。

パッ ケージ フ ァ イルと同じ フ ォルダー内にある フ ァ イルは含められませ

ん。

隣接する フ ァ イルとサブ フ ォル

ダー内のフ ァ イルを追加する

パッ ケージ フ ァ イルと同じ フ ォルダー内にある フ ァ イルが含められま

す。 また、 追加するパッ ケージ フ ァ イルを含むフ ォルダーのサブフ ォル

ダー内のフ ァ イルも含められます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ビルド 時にダイナ ミ ッ クに見つ

かったフ ァ イルを追加する

追加フ ァ イルをダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク と し て含める場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。追加フ ァ イルをス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル 

リ ン ク と し て含める場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 デ

フ ォル ト で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア されます。

パッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 すべての追加フ ァ イルの名

前が分かっている場合、 任意の追加フ ァ イルに対し てス タ テ ィ ッ ク フ ァ

イル リ ン ク を使う こ とができます。 パッ ケージの追加フ ァ イルが時間と

共に変わる可能性がある場合、 任意の追加フ ァ イルに対し てダイナ ミ ッ

ク フ ァ イル リ ン ク を使用する こ とができます。

メ モ • InstallShield では、 パッ ケージ フ ァ イル (.ms、 .msp、 InstallScript 

パッ ケージ、 または .exe) に対し て、 常にス タ テ ィ ッ ク リ ン クが含まれ

ます。 従って、 パッ ケージ フ ァ イルの名前は、 ビルドが実行される度に

変わる こ とはあ り ません。

[ 追加な し ] オプシ ョ ンがク リ ッ ク された場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ても、 効果はあ り ません。

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クについての詳細は、

「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内の

パッ ケージにおけるス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの違

い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-1 • [ このパッ ケージのフ ァ イルを追加する ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と プログラム、 又はそれらのフ ァ イルを

処理する イ ン タ プ リ タ間のマ ッ ピングを追加又は変更し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [MIME の種類 ] ダイ

アログ ボ ッ クスの [ 追加 ] または [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。

[ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript Object プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 新しい メ ソ ッ ド の名前、 戻り値の型、 およびパラ メ ーターの種類を指定し、

対応する コー ド をオブジ ェ ク ト スク リ プ ト に自動貼り付ける こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスは、

InstallScript ビ ューの [ メ ソ ッ ド ] フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい メ ソ ッ ド を追加する ] を選択し た と きに開

きます。

Properties

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

テーブル 11-2 • [MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

フ ァ イル名拡張子 フ ァ イル名拡張子を入力し ます ( 例、 .abc)。 これはス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル名拡張

子です。

実行可能フ ァ イルにワイルド カー ドのアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを使用するに

は、 アス タ リ スク (*) を入力し ます。

MIME タ イプ MIME の種類を入力し ます ( 例、 application/octet-stream )。

テーブル 11-3 • メ ソ ッ ドのプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

名前 メ ソ ッ ドの名前を入力し ます。

戻り値の型 このメ ソ ッ ド によ って返されるデータ型を選択し ます。 文字列、 数値、 ブー

ル値、 および配列の中から選択できます。

パラ メ ーター リ ス ト メ ソ ッ ド に渡すこ とのできるパラ メ ーターの種類を入力し ます。
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[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 新しいプロパテ ィ の名前と属性を指定し、 対応する コー ド

をスク リ プ ト に自動的に貼り付ける こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 InstallScript ビ ューの [ プロパ

テ ィ ] フ ォルダーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] を ク リ ッ クする と開きます。

[ 定義済み検索の追加 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ デフ ォル ト 検索の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ システム検索 ] ビ ュー内でグ リ ッ ド を右ク リ ッ ク し て [ デ

フ ォル ト 検索の追加 ] を ク リ ッ クする と開きます。

このボ ッ クス内にある リ ス ト ビ ューからデフ ォル ト 値を選択し て OK を ク リ ッ クする と、 システム検索ビ ューの

グ リ ッ ド に検索が追加されます。

テーブル 11-4 • [ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

プロパテ ィ 名 これは、 このプロパテ ィ のグローバル名です。 そのため、 スク リ プ ト か

ら このプロジ ェ ク ト の読み取り または書き込みする場合は、 この名前を

使用する必要があ り ます。 このボ ッ クスに入力し た名前は、 ローカル変

数名プロパテ ィ に追加されます。

データ型 プロパテ ィ に必要なデータ型によ って、 [ 文字列 ]、 [ 数値 ]、 または [

ブール値 ] を選択し ます。 ローカル変数名は、 こ こでの選択によ って変

わり ます。

アクセスのメ ソ ッ ド プロパテ ィ の適切なアクセス レベルを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ

ンは [ 読み取り / 書き込み ]、 [ 読み取り専用 ]、 および [ 書き込み専用 ] 

です。

配列 プロパテ ィ が配列の場合に、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • オブジ ェ ク ト の設計中のイ ン ターフ ェ イスに InstallShield ス ト ッ ク

ウ ィ ザー ド を使用する場合は、 配列プロパテ ィ は使用できません。 配列

プロパテ ィ を使用できる カス タム ウ ィ ザー ド を作成するか、 配列を使用

せずにプロパテ ィ を再設計し ます。

ローカル変数名 デフ ォル ト の名前を受け入れるか、 独自の変数名を作成し ます。 この変

数名は、 スク リ プ ト 内から変数を呼び出す際に使用し ます。

デフ ォル ト 値 プロパテ ィ の開始値を入力し ます。 必ず、 選択し たデータ型と値が一致

するよ う にし ます。 文字列値を指定し た場合は、 スク リ プ ト 内と同じ よ

う に入力し ます。 つま り、 文字列値を引用符で囲み、 特殊文字には適切

なエスケープシーケンスを使用し ます ( たと えば、 「\\」 のよ う に円記号

を入力し ます )。 文字列 ID やシステム変数を InstallScript オブジ ェ ク ト  

プロジ ェ ク ト に入力し ないで く だ さい。 プロパテ ィ の値の初期設定は、

オブジ ェ ク ト がプロジ ェ ク ト に追加される際に行われ、 この時点では文

字列 ID およびシステム変数は初期設定されていません。
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レポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されているシステム検索を表示するには、 レポジ ト リの検索を表示チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

[ ソース管理に追加 ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログは、 InstallShield を使ってソース管理プログラムにプロジ ェ ク ト を追加する と表示されます。 

ダイアログ オプシ ョ ン

コ メ ン ト

フ ァ イルについて記述する コ メ ン ト を入力し ます。 これらのコ メ ン ト は、 ソース管理プログラムに格納されます。 

チ ェ ッ ク アウ ト 状態を保持

.ism フ ァ イル ( テキス ト 形式 ) を追加し て作業デ ィ レ ク ト リ に取り出し たままにする場合、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。 

XML に変換する

このオプシ ョ ンを使う と、 .ism フ ァ イルはソース管理によ り適し た XML を使用し ます。 バイナリ形式でプロジ ェ

ク ト を ソース管理に追加する と、 このオプシ ョ ンが使用できるよ う にな り、 デフ ォル ト で選択されます。 このオ

プシ ョ ンを選択し たままにし てお く こ と をお勧めし ます。 

メ モ • プロジ ェ ク ト フ ァ イルフ ォーマ ッ ト を XML またはバイナリ形式に変換し ても、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルの拡

張子は *.ism のまま変更されません。

[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ
クス

[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と プログラム、 又はフ ァ

イルを処理する イ ン タ プ リ タ間のマ ッ ピングを追加又は変更し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは [ アプ リ ケー

シ ョ ン マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 追加 ] を ク リ ッ ク し た時に表示されます。

テーブル 11-5 • [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

拡張子 アプ リ ケーシ ョ ン ( 例、.abc) に関連付けられたフ ァ イル名の拡張子を入力し ます。 

実行可能フ ァ イルにワイルド カー ドのアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを使用するに

は、 アス タ リ スク (*) を入力し ます。

実行可能フ ァ イル パスを入力するか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て [ 実行可能フ ァ イルの選択 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスを立ち上げます。 こ こでマ ッ プするプロジ ェ ク ト の実行可能フ ァ イル

を指定し ます。 実行可能フ ァ イルの名前 (.exe or .dll) を入力、 又は [ 参照 ] ボタ ン

を使ってフ ァ イルを検索し ます。 実行可能フ ァ イルは Web サーバーのローカル 

ハー ド ド ラ イブに配置し ます。 
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[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス
[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と そのフ ァ イルを処理するア

プ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集または削除する こ とができます。

[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ュー内から利用する こ とができます。 こ

のダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 エクスプローラーで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト

リ を ク リ ッ ク し ます。 次に、 " アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

動詞 [ 動詞 ] セクシ ョ ンには、 どの HTTP 動詞をアプ リ ケーシ ョ ンにパスすべきかを指

定できます。

• すべての動詞 — すべての動詞を含める場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

すべてのリ クエス ト をアプ リ ケーシ ョ ンに渡し ます。

• 最大数 — このオプシ ョ ンを選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに渡す HTTP 動詞を

指定する こ とができます。 動詞を カ ンマで分けます。

スク リ プ ト  エンジン (IIS 6 

以前のみ )

アプ リ ケーシ ョ ンを実行許可な しにデ ィ レ ク ト リ内で実行させたい時、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 基本的にこの設定はイ ン タープ リ タへマ ッ プ さ

れた ASP や IDC といったスク リ プ ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ン用のものです。

スク リ プ ト  マ ッ プ されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行するためには、 実行許可プロパ

テ ィ で " スク リ プ ト のみ " 又は " スク リ プ ト と実行可能フ ァ イル " オプシ ョ ンを

選択し ます。 スク リ プ ト マ ッ プ されたアプ リ ケーシ ョ ンのみを実行する場合は [

スク リ プ ト のみ ] オプシ ョ ンを選択し ます。 スク リ プ ト  マ ッ プ されたアプ リ ケー

シ ョ ン と実行可能フ ァ イル (.exe and .dll) を実行する場合は [ スク リ プ ト と実行可

能フ ァ イル ] を選択し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

そのフ ァ イルの存在を確

認 (IIS 6 以前のみ )

Web サーバーに対し て、 要求されたスク リ プ ト  フ ァ イルが存在し ている こ と と、

要求し ているユーザーがそのスク リ プ ト  フ ァ イルへのアクセス許可を持っている

こ と を確認するよ う指示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

スク リ プ ト  フ ァ イルが存在し ない場合、 も し く はエン ド ユーザーがアクセス権を

持っていない場合はブラウザーに適切な警告メ ッ セージが表示され、 スク リ プ ト

エンジンは呼び出されません。 このオプシ ョ ンは、 た と えば Perl イ ン タープ リ タ

のよ う な、 スク リ プ ト がアクセス不能の場合に CGI レスポンスを送らない CGI 以

外の実行可能フ ァ イルにマ ッ プ されたスク リ プ ト に使う と便利です。

メ モ • スク リ プ ト がサーバーと スク リ プ ト エンジンによ って 2 度開かれているの

で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と きにはパフ ォーマンスが低下し ま

す。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 11-5 • [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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メ モ • [ 動詞 ] 列にアス タ リ スク ( ＊ ) が表示された と きは、 指定し た拡張子にすべての動詞が使用されます。

[ コ ンポーネン ト の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クス
[ コ ンポーネン ト の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クスで、 コ ンポーネン ト と [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの機

能を関連付ける こ とができます。 現在の機能と関連付ける コ ンポーネン ト を 1 つまたは複数選択し て、 [OK] を ク

リ ッ ク し ます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

コ ンポーネン ト と機能の関係については、 「新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

[DIM の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クス
[DIM の関連付け ] ダイアログ ボ ッ クスで、 DIM と [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの機能を関連付ける こ とが

できます。 現在の DIM と関連付ける DIM を 1 つまたは複数選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • 機能に関連付けられていない DIM は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

DIM と機能の関係については、 「DIM リ フ ァ レンスを機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

[ バッ チ ビルド ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログには、 現在のプロジ ェ ク ト で定義し たすべての製品構成と リ リースを含むツ リー コ ン ト ロールが

表示されます。 バッ チ ビルド に含める リ リースを選択し ます。

テーブル 11-6 • [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

追加 フ ァ イル名拡張子と プログラム、 またはこれらのフ ァ イルを処理する イ ン タープ

リ タ間とのマ ッ ピングを追加するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 そ う する

と、 [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。

編集 既存するアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを編集するには、 マ ッ ピングを選択し て、

このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

削除 既存するアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを削除するには、 拡張子を選択し て、 この

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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ダイアログ オプシ ョ ン

ツ リー コ ン ト ロール

該当するボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、 ビルド する リ リースを選択し ます。 製品構成アイ コ ンを選択する と、 その製

品構成に関連し たすべてのリ リースが選択されます。

すべて選択

ツ リーの中のすべてのリ リースを選択する場合には、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

選択の解除

ツ リーの中のすべてのリ リースを選択解除する場合には、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ビル ド

選択し たすべてのリ リースをビルド するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リの参照、 新規作成、 名前の変更、 または削

除を行う こ とができます。

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ

このフ ィ ールド には、 現在使用できるすべてのイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リが一覧表示されます。 このフ ィ ール

ド で、 デ ィ レ ク ト リの選択、 作成 、 名前の変更 、 または 削除 を行う こ とができます。

デ ィ レ ク ト リの選択

タ スク デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

1. 選択するデ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。 

2. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 

デ ィ レ ク ト リの新規作成

タ スク 新しいデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターを選択し て Insert キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテ

キス ト  メ ニューで [ 新規作成 ] を選択し ます。 これによ り、 選択し たフ ォルダーまたはイ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターの下にデ ィ レ ク ト リが作成されます。 

2. デ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 

3. 必要であれば デ ィ レ ク ト リ識別子 を入力し ます。 
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1877



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
デ ィ レ ク ト リ名の変更

タ スク デ ィ レ ク ト リの名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターを選択し て F2 キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテキス

ト メ ニューで [ 名前の変更 ] を選択し ます。 

2. 新しいデ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 定義済みのデ ィ レ ク ト リ名は変更できないこ とにご注意 く だ さい。 

3. 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト リ識別子を変更し て、 デ ィ レ ク ト リの新しい名前と統一させます。 

デ ィ レ ク ト リの削除

タ スク デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

デ ィ レ ク ト リ を選択し て Delete キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト  メ ニューで [ 削除 ] を選択し ます。

定義済みデ ィ レ ク ト リは削除できないこ とにご注意 く だ さい。

メ モ • デ ィ レ ク ト リ を削除する と、 選択し たデ ィ レ ク ト リの下にあるすべてのサブデ ィ レ ク ト リ も一緒に削除され

ます。

デ ィ レ ク ト リ識別子

[ デ ィ レ ク ト リ識別子 ] フ ィ ールド を使用し て、 使いやすい名前を付ける こ とができます。 たと えば、

ProgramFilesFolder\MyProgram\Graphics\Jpg とい う デ ィ レ ク ト リがあった場合、 デ ィ レ ク ト リ パスを識別するた

めに、 JPG とい う名前を使用する こ とができます。 IDE の " コ ンポーネン ト イ ンス ト ール先 " フ ィ ールド には、

このパスは {JPG} [ProgramFilesFolder]MyProgram\Graphics\Jpg と表示されます。 

メ モ • デ ィ レ ク ト リ識別子は、 有効な Windows Installer 識別子でな く てはな り ません。 機能の場合、 デ ィ レ ク ト リ

識別子はすべて大文字である必要があ り ます。

デ ィ レ ク ト リ / シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト を参照する
ダイアログ ボ ッ クス

[ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リの参照、 新規作成、 名前の変更、 または削

除を行う こ とができます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲ ッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リ

またはフ ァ イルの参照、 新規作成、 名前の変更、 または削除を行う こ とができます。

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ

このフ ィ ールド には、 現在使用できるすべてのイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リが一覧表示されます。 このフ ィ ール

ド で、 デ ィ レ ク ト リの選択、 作成 、 名前の変更 、 または 削除 を行う こ とができます。
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デ ィ レ ク ト リの選択

タ スク デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

1. 選択するデ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。 

2. OK を ク リ ッ ク し ます。 

デ ィ レ ク ト リの新規作成

タ スク 新しいデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターを選択し て Insert キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテ

キス ト  メ ニューで " 新規作成 " を選択し ます。 これによ り、 選択し たフ ォルダーまたはイ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターの下にデ ィ レ ク ト リが作成されます。 

2. デ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 

3. 必要であれば デ ィ レ ク ト リ識別子 を入力し ます。 

デ ィ レ ク ト リ名の変更

タ スク デ ィ レ ク ト リの名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターを選択し て F2 キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテキス

ト メ ニューで [ 名前の変更 ] を選択し ます。 

2. 新しいデ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 定義済みのデ ィ レ ク ト リ名は変更できないこ とにご注意 く だ さい。 

3. 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト リ識別子を変更し て、 デ ィ レ ク ト リの新しい名前と統一させます。 

デ ィ レ ク ト リの削除

タ スク デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

デ ィ レ ク ト リ を選択し て Delete キーを押すか、 右ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト  メ ニューで [ 削除 ] を選択し ます。

定義済みデ ィ レ ク ト リは削除できないこ とにご注意 く だ さい。

メ モ • デ ィ レ ク ト リ を削除する と、 選択し たデ ィ レ ク ト リの下にあるすべてのサブデ ィ レ ク ト リ も一緒に削除され

ます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト のハー ド コー ド化

タ スク C:\Winnt\Notepad.exe などのパスへのシ ョ ー ト カ ッ ト をハー ド コー ド化するには、 以下の手順に従います :

まず、 "C:" と "Winnt" とい う 2 つのフ ォルダーを作成し ます。 そし て [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ内のフ ァ

イル名フ ィ ールド に 「Notepad.exe」 を入力、 またはルー ト  ノ ー ド を選択し てフ ァ イル名フ ィ ールド に

「C:\Winnt\Notepad.exe」 を入力し ます。

デ ィ レ ク ト リ識別子

[ デ ィ レ ク ト リ識別子 ] フ ィ ールド を使用し て、 使いやすい名前を付ける こ とができます。 たと えば、

ProgramFilesFolder\MyProgram\Graphics\Jpg とい う デ ィ レ ク ト リがあった場合、 デ ィ レ ク ト リ パスを識別するた

めに、 JPG とい う名前を使用する こ とができます。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの " コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール先 " フ ィ ールド には、 このパスは {JPG} [ProgramFilesFolder]MyProgram\Graphics\Jpg と表示されます。 

メ モ • デ ィ レ ク ト リ識別子は、 有効な  MSI 識別子 である必要があ り ます。 機能の場合、 デ ィ レ ク ト リ識別子はす

べて大文字である必要があ り ます。

[ フ ァ イル名の編集 ] ボ ッ クスにフ ァ イル名を入力する こ とができます。 この場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト

と し て選択された directory\ にフ ァ イル名を入力する こ とにな り ます。

[ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの [ 署名 ] タ ブにある " 含めるパター

ン と フ ァ イル " 設定または " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と表示さ

れます。 [ フ ァ イルを参照 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト のス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルに署名を行うかど う

かを指定できます。 また、 ワイルド カー ド文字と し てアス タ リ スク (*) を使用する こ と もできます。 ワイルド カー

ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的に リ ン ク されたフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致するすべてのフ ァ イ

ルに署名を行う場合、 特に便利です。

テーブル 11-7 • [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

署名する フ ァ イルを選

択

このボ ッ クスは、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

クする と表示されます。

このダイアログ ボ ッ クスでは、 [ フ ァ イルの種類を表示する ] 一覧で選択し たフ ァ イ

ルの種類に一致するプロジ ェ ク ト にあるすべての静的に含められたフ ァ イルが一覧表

示されます。 い く つかのデフ ォル ト  フ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示されま

す。

ビルド時に InstallShield で署名するプロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルの種類に対応する フ ァ

イルと フ ァ イル パターンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

このダイアログ ボ ッ クスで [OK] を ク リ ッ クする と、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定の下に新しい " 含める " 

設定、 または " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定の下に新しい " 除外する " 設定が追加されます。

署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し

ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に *.exe を指定する と、

InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

[ 実行する フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 実行する フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ スケジュール タ スク ] ビ ューの " ターゲッ ト " 設定内の省

略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クｽでは、 スケジュール タ スクで実行する

フ ァ イルに対し て、 ターゲッ ト  システム上でのフ ァ イル名と場所を指定できます。

署名をスキッ プする

フ ァ イルを選択

このボ ッ クスは、 " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ クする と表示されます。

このダイアログ ボ ッ クスでは、 [ フ ァ イルの種類を表示する ] 一覧で選択し たフ ァ イ

ルの種類に一致するプロジ ェ ク ト にあるすべての静的に含められたフ ァ イルが一覧表

示されます。 い く つかのデフ ォル ト  フ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示されま

す。

ビルド時に、 ある フ ァ イルと フ ァ イル パターンが InstallShield によ って署名されるの

を避ける場合、 該当する フ ァ イルと フ ァ イル パターンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。

フ ァ イルの種類を表示

する

この一覧を使用し て、 [ 署名する フ ァ イルを選択 ] ボ ッ クスまたは [ 署名をスキッ プ

する フ ァ イルを選択 ] ボ ッ クスで表示される フ ァ イルの種類を フ ィ ルターし ます。

テーブル 11-8 • [ 実行する フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

イ ンス ト ール先デ ィ レ

ク ト リ

スケジュール タ スク と し て実行する フ ァ イルを含むターゲッ ト  システム上のデ ィ レ

ク ト リ を選択し ます。

新しいデ ィ レ ク ト リ を指定する場合、 新しいデ ィ レ ク ト リ を含める場所を右ク リ ッ ク

し て、 [ 新しいデ ィ レ ク ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

このボ ッ クｽで空の定義済みデ ィ レ ク ト リ を表示し た り非表示にし た りするには、 こ

のボ ッ クｽを右ク リ ッ ク し て、 [ 空の定義済みデ ィ レ ク ト リ を表示 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

テーブル 11-7 • [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 ターゲッ ト  システムでのアイ コ ン フ ァ イル 

（.ico) の場所を指定し た り、 アイ コ ン リ ソースを含む .exe または .dll フ ァ イルを指定し た り できます。 このダイア

ログ ボ ッ クスは、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューにある " アイ コ ン " 設定内の省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ クする と開

きます。

ヒ ン ト • ハー ド コー ド化されたフ ァ イル パスを使用する場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの参照 ] ダイアログ 

ボ ッ クスを使って、 デ ィ レ ク ト リのシステム変数を使用する代わり に、 " アイ コ ン フ ァ イル " 設定にパスを手入

力で入力し ます。 " アイ コ ン フ ァ イル " 設定は、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューの " アイ コ ン " 設定の下にあ り ます。

デ ィ レ ク ト リ識別子 [ イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クｽで作成し たイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を選

択し た場合、 この設定を使って、 デ ィ レ ク ト リ に分かりやすい名前を付ける こ とがで

きます。 たと えば、 [ProgramFilesFolder]\MyProgram\Graphics\JPG とい う デ ィ レ ク ト

リがあった場合、 デ ィ レ ク ト リ パスを識別するために、 JPG とい う名前を使用する

こ とができます。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの " コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール

先 " フ ィ ールド には、 このパスは {JPG} [ProgramFilesFolder]MyProgram\Graphics\JPG 

と表示されます。

[ イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クｽで定義済みデ ィ レ ク ト リ を選択し た場合、 こ

の設定は読み取り専用になっています。

フ ァ イル名 スケジュール タ スクで起動する フ ァ イルの名前を入力し ます。

テーブル 11-9 • [ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ アイ コ ン フ ァ イルを含むターゲッ ト  システム上にあるデ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。

現在の値 この読み取り専用の設定には、 選択されたアイ コ ン フ ァ イルを含むデ ィ

レ ク ト リが表示されます。

フ ァ イル名 アイ コ ン フ ァ イル (.ico) の名前、 または、 アイ コ ン リ ソースを含む .exe 

または .dll フ ァ イルの名前を入力し ます。

テーブル 11-8 • [ 実行する フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ タ イ ト ル ターゲ ッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallShield は、 ス ター ト 画面上のデスク ト ッ プ アプ リのタ イルの外観を構成する こ とができます。 [ タ イル ター

ゲッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 タ イルの外観を構成するアプ リ ケーシ ョ ンの .exe フ ァ イルを参照

し て選択し ます。

[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• QuickPatch

リ リース、 パッ チ、 または QuickPatch パッ ケージのデジ タル署名情報を構成する と き、 [ 証明書の選択 ] ダイア

ログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イルに署名を行う ために使用する証明書を指定し ます。 InstallShield では、 次のオプ

シ ョ ンから選択できます。

• 使用中のマシンにある、 署名に使用する .pfx 証明書フ ァ イルを指定できます。

テーブル 11-10 • [ タ イル ターゲッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

検索先 外観を構成するアプ リの .exe フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ を参照し ま

す。 このリ ス ト から フ ォルダーを選択する と、 プラ イマ リ ペイ ンにその

フ ォルダーのコ ンテンツが表示されます。 プラ イマ リ ペイ ンで .exe フ ァ

イルを ク リ ッ ク し て選択し ます。

フ ァ イル名 プラ イマ リ ペイ ンで .exe フ ァ イルを選択する と、 こ こにそのフ ァ イル名

が表示されます。
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• 署名に使用する証明書を含む証明書ス ト アを参照できます。

[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスへのアクセス

[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスへのアクセス方法は、 リ リース、 パッ チ、 または QuickPatch パッ ケージの

いずれの証明書情報を指定するかによ って異な り ます。

タ スク リ リースの [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 次の手順に従います ：

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ 署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " デジ タル証明書情報 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

タ スク パッ チの [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 次の手順に従います ：

1. ビ ューリ ス ト で [ メ デ ィ ア ] の下にある [ パッ チのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーで、 変更するパッ チ構成を選択し ます。

3. [ デジ タル署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " デジ タル証明書情報 " 設定の横にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

タ スク QuickPatch プロジ ェ ク ト で [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 次の手順に従います ：

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ デジ タル署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " デジ タル証明書情報 " 設定の横にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

[ チ ェ ッ ク イ ン ] ダイアログ ボ ッ クス
InstallShield を通し て InstallShield プロジ ェ ク ト を ソース コー ド管理アプ リ ケーシ ョ ンにチ ェ ッ ク イ ンする と き、 [

テーブル 11-11 • [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

フ ァ イル (.pfx) を使用 .pfx フ ァ イルを使ってビルド時にリ リースに署名を行う には、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。 次に、 .pfx の場所を指定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 省略

記号ボタ ン (...) を使ってフ ァ イルの場所を参照し ます。

証明書ス ト アを使用 ビルド時にリ リースにデジ タル署名を行う ために使用する証明書を含む証明書ス ト

アを参照する場合、 このオプシ ョ ンを選択し てから、 このオプシ ョ ンの下にあるサ

ブ設定に値を入力し ます。

証明書ス ト ア名 使用する証明書を含む証明書ス ト アの名前を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です :

• 個人

• 信頼されたルー ト 証明機関

• エン タープラ イズの信頼

• 中間証明機関

この設定は、 [ 証明書ス ト アを使用 ] オプシ ョ ンを選択する と有効にな り ます。

証明書ス ト アの場所 使用する証明書を含む証明書ス ト アの場所を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です :

• ユーザー

• マシン

この設定は、 [ 証明書ス ト アを使用 ] オプシ ョ ンを選択する と有効にな り ます。

証明書サブジ ェ ク ト 使用する証明書のサブジ ェ ク ト を入力するか、 マシン上で使用可能な証明書のリ ス

ト から選択し ます。

この設定は、 [ 証明書ス ト アを使用 ] オプシ ョ ンを選択する と有効にな り ます。

署名ダイジ ェ ス ト 署名ダイジ ェ ス ト のハッ シュ アルゴ リズムを選択する、 または証明書のハッ シュに

基づいて InstallShield が自動的に選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• 証明書のハッ シュに従う

• SHA-1

• SHA-256
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チ ェ ッ ク イ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

[ チ ェ ッ クアウ ト ] ダイアログ ボ ッ クス
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの  [ ソース管理 ] タ ブで、 [ チ ェ ッ クアウ ト にダイアログを使用する ]  オプ

シ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield を通し てソース コー ド管理アプ リ ケーシ ョ ンから プロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クア

ウ ト する と き、 [ チ ェ ッ クアウ ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定や関連付け

られた機能など、 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ を [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューから設定できます。

テーブル 11-12 • [ チ ェ ッ ク イ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

Comments フ ァ イルに行なった変更を説明する コ メ ン ト を入力し ます。 これらのコ メ ン ト は、

ソース管理アプ リ ケーシ ョ ンに格納されます。

チ ェ ッ クアウ ト 状態を保

持

変更された .isv フ ァ イルをチ ェ ッ ク イ ン し て、 作業デ ィ レ ク ト リ に取り出し たまま

にする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

差分 チ ェ ッ ク イ ンする .ism フ ァ イル ( テキス ト  フ ォーマ ッ ト ) と、 以前のバージ ョ ンの

フ ァ イルと を 1 行ご とに比較し て表示するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-13 • [ チ ェ ッ クアウ ト ] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Comments .ism フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する理由を入力し ます。

詳細 ソース コー ド管理アプ リ ケーシ ョ ンの設定をすべて構成し てプロジ ェ ク ト  フ ァ イル

をチ ェ ッ クアウ ト するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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タ スク ダイアログ ボ ッ クスを起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. コ ンポーネン ト が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンに表示されている こ と を確認し て

く ださい。

コ ンポーネン ト が表示されない場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ー

ル先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト の表示 ] (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の

場合 ) または、 [ コ ンポーネン ト とサブ フ ォルダーを表示 ] (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ま

す。

3. コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ]  ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。 

このダイアログ ボ ッ クスでは次のタ ブが利用できます。

• [ 全般 ] タ ブ

• [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブ

• [ 機能 ] タ ブ

[ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス内の [ 全般 ] タ ブでは、 選択し たコ ンポーネン ト のプロパ

テ ィ を設定し ます。

テーブル 11-14 • [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブにある設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

共有 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

このコ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルが共有フ ァ イルの場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

詳細については、 「共有フ ァ イルの参照カウン ト を管理する」 を

参照し て く だ さい。

上書き し ない 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

ターゲッ ト  マシンに既に存在する同フ ァ イルの既存バージ ョ ン

を置換し ない場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

詳細については、 「イ ンス ト ール前にフ ァ イルのバージ ョ ンを確

認する」 を参照し て く だ さい。

パーマネン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

このコ ンポーネン ト のフ ァ イルを、 アン イ ンス ト ール時にシス

テムから削除し ない場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

た と えば、 検証規則 ICE09 では、 イ ンス ト ール先が 

[SystemFolder] である コ ンポーネン ト はすべてパーマネン ト でな

ければならないと定めています。

詳細については、 「アンイ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト のフ ァ

イルと他の関連データ をアン イ ンス ト ールするかど うかを指定

する」 を参照し て く だ さい。

Uninstall InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

このコ ンポーネン ト のフ ァ イルを、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ

ンス ト ール時に、 削除し ない場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。

詳細については、 「アンイ ンス ト ール時にコ ンポーネン ト のフ ァ

イルと他の関連データ をアン イ ンス ト ールするかど うかを指定

する」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

このコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマークする場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 64-bit コ ンポーネン ト がイ ン

ス ト ールに含まれている と、 イ ンス ト ールを 32-bit のマシンで

実行する こ とはできません。
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[ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブでは、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのす

べての設定が表示されます。

ビルド 時に COM 情報

を抽出

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

InstallShield で リ リースをビルド する と き、 常に COM 情報を抽出

する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 COM イ ン ター

フ ェ イスが変更されやすい場合には、 静的に取得または提供さ

れたデータ を COM 登録詳細設定に保持し てお く よ り も、 このオ

プシ ョ ンをお勧めし ます。

コ ンポーネン ト の COM サーバー フ ァ イルを自動登録フ ァ イルと

し てマーク し てある場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ない

で く だ さい。

自己登録 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト のフ ァ イルが自己登録フ ァ イルの場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 自己登録フ ァ イルは、 他の 

OLE アプ リ ケーシ ョ ンが認識できるよ う にレジス ト リ にそれ自

体の情報を入れる こ とができる OLE サーバーです。 このよ う な

フ ァ イルは、 アンイ ンス ト ール時にこの情報をレジス ト リから

削除する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブ

ジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト は、 .dll フ ァ イル、 .exe フ ァ イル、 タ イプ 

ラ イブ ラ リ (.tlb および .olb フ ァ イル ) の自己登録をサポー ト し ま

す。 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合、 自己登録は、

コ ンポーネン ト  レベルではな く 、 フ ァ イル レベルで設定されま

す。

テーブル 11-15 • [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定

設定 説明

ソース この列では、 ソース フ ァ イルが格納されている場所が表示されます。 通常、 パ

ス変数が使用されます。

テーブル 11-14 • [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1889



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ヒ ン ト • [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブを使用する と き、 次のガイ ド ラ イ ンを参考にし て く だ さい :

• 新しいダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加する場合、 [ 新しい リ ン ク ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ

イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

• 既存のリ ン クの設定を変更する場合、 リ ン ク を選択し てから、 [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ

ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

• リ ン ク と それに関連するダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを削除する場合、 リ ン ク を選択し てから、 [ 削

除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ 機能 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

サブ フ ォルダーを含む この列は、 各サブ フ ォルダー内のフ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加するか

ど うかを示し ます。

InstallShield で、 サブ フ ォルダー内にあるダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ァ イルに

コ ンポーネン ト がど う作成されるかについては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある

フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

自己登録 この列は、 InstallShield で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クにあるすべてのフ ァ イルを自己

登録にするかど うかを示し ます。

フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クについて 

Self-Register 列が Yes になっている場合、 イ ンス ト ール時にターゲッ ト  マシン

で 64 ビ ッ ト 自己登録が実行されます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレー

テ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く ださい。

コ ンポーネン ト の作成 この列は、 InstallShield で、 ビルド時にダイナ ミ ッ ク フ ァ イルがリ リースに追加

される と き、 コ ンポーネン ト がど う作成されるかを示し ます。 有効オプシ ョ ン

は、 以下のとお り です :

• ベス ト  プラ ク テ ィ ス — ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン

ト を作成する と き、 InstallShield はベス ト  プラ ク テ ィ スを順守し ます。

• デ ィ レ ク ト リ ご と — 各フ ォルダーとサブ フ ォルダーについてコ ンポーネン

ト が 1 つ作成されます。

これらの 2 つのメ ソ ッ ド については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適

切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

詳細 この列は、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クからのフ ァ イルを選択および除外する と きの

フ ィ ルター基準を示し ます。

テーブル 11-15 • [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定 ( 続

設定 説明
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• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス内の [ 機能 ] タ ブでは、 コ ンポーネン ト と関連付ける機能を

選択し ます。 コ ンポーネン ト と関連付ける機能 ( 複数可 ) の隣にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスは、 有効な Windows Installer プロパテ ィ と条件式演算子を提供し て、 コ ン

ポーネン ト 、 ダイアログ、 カス タム アクシ ョ ン、 SQL スク リ プ ト 、 システム検索、 その他のイ ンス ト ール要素に

対する条件の作成プロセスを簡素化し ます。

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次の設定があり ます :

テーブル 11-16 • [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

条件 このボッ クスを使って、 コ ンポーネン ト 、 ダイアログ、 カス タム アクシ ョ ン、 ま

たは他のイ ンス ト ール要素の条件を定義できます。 このボ ッ クスに条件を直接入

力するか、 [ プロパテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使っ

て、 条件式をビルド する こ とができます

重要 • このダイアログ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield に

よ って基本的な条件検証が行われますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果

に評価されるかど うか、 確認し て く だ さい。 詳しい情報と条件のサンプルについ

ては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

Properties このリ ス ト には、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで追加されたすべてのプロパ

テ ィ だけでな く 、 一般的な Windows Installer プロパテ ィ が一覧されます。 評価する

プロパテ ィ を選択し てから、 このリ ス ト の隣にある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

リ ス ト に評価を行う プロパテ ィ が含まれていない場合、 適切なプロパテ ィ 名を [

条件 ] ボ ッ クスに入力できます。
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[ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クス
[ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト の " コ ンテンツ ソース パス (

ローカル または UNC)" 設定にある UNC ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスには、 以下

の設定が含まれます :

[InstallScript MSI の変換 ] ダイアログ ボ ッ クス
[InstallScript MSI の変換 ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク

ト に変換できます。 InstallScript プロジ ェ ク ト は、 Windows Installer の制限やオーバーヘ ッ ド無し で、 ダイアログ 

ボ ッ クスのスキンや柔軟性に優れたエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス、 強力なスク リ プ ト  モデルなどの 

InstallScript MSI の特徴を活用する こ とができます。

このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの InstallScript プロジ ェ ク ト に変換 コ マン ド を選択する と

表示されます。

はいを ク リ ッ クする と、 ほとんどのプロジ ェ ク ト 要素が変更無しに変換されます。 次の変更が起こ り ます ( 変換

プロセスに際し、 状況を知らせる多 く のメ ッ セージが表示されます )。

• INSTALLDIR は次の IDE の要素で TARGETDIR に変換されます。

• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先 

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのパス指定 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューのターゲッ ト 指定 

TARGETDIR の値は、 OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数の中で次のデフ ォル ト のコー ド で設定さ

れるよ う にスク リ プ ト で設定する必要があ り ます。 

if ( ALLUSERS ) then

TARGETDIR = PROGRAMFILES ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

else

TARGETDIR = FOLDER_APPDATA ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

endif;

演算子 このリ ス ト には、 Windows Installer が認識する有効な演算子すべてが含まれていま

す。 

条件ステー ト メ ン ト に演算子を含める場合、 使用する演算子を選択し てから [ 追

加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 条件ステー ト メ ン ト に演算

子が追加されます。 演算子を追加し た場合、 その後に適切な値を入力し ます。

テーブル 11-17 • [ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

Universal Naming Convention コ ンテ

ンツ ソース パス

IIS Web サイ ト に含まれる フ ァ イルの UNC パスを指定し ます。 例 :

\\server\share

テーブル 11-16 • [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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• 新しい製品コー ドが生成されます。 

• レジス ト リデータが関連付けられている各コ ンポーネン ト のレジス ト リ セ ッ ト が作成されます。 

• 複数のダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を持つ各コ ンポーネン ト は、 それぞれ 1 つのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ

ン ク を持つ複数のコ ンポーネン ト に分割されます。 

• スク リ プ ト  フ ァ イルの Setup.rul は OldSetup.rul に変更され、 InstallScript ビ ューに表示されます。 このスク リ

プ ト  フ ァ イルに変更は加えられません。 

• サポー ト されていない次のアイテムには警告が発せられます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのパス指定、 または [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューのイ ンス ト ール先かター

ゲッ ト 指定でサポー ト されていないフ ォルダー指定子 

• コ ンポーネン ト と関連付けられた Win32 アセンブ リ 

• コ ンポーネン ト と関連付けられたグローバル アセンブ リ キャ ッ シュ 

• ハイ フ ン (-) またはアス タ リ スク (*) を含むレジス ト リ値の名前 

• ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト  

• [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの Disk1 フ ォルダーの下にある フ ォルダー 

• マージ モジュール ([ オブジ ェ ク ト ] ビ ューから変換済みプロジ ェ ク ト へこれら を再び含める こ とができ

ます。 ) 

• データ を含む、 サポー ト されていない MSI テーブル 

リ リースおよびスク リ プ ト は変換されません。 最低でも上記のよ う にスク リ プ ト を修正し て TARGETDIR に設定

し、 すべての INSTALLDIR 参照を TARGETDIR に変更し て、 Windows Installer API 関数 ( 名前が Msi で始まる関数 )

への呼び出し を削除する必要があ り ます。 また、 使用されな く なった文字列エン ト リの PRODUCT_NAME は変換

されません。 かわり に IFX_PRODUCT_NAME を使用できます。 

OnFirstUIBefore の SHELL_OBJECT_FOLDER を設定する必要はあ り ません。 また、 デフ ォル ト のスク リ プ ト 行であ

る SHELL_OBJECT_FOLDER = @PRODUCT_NAME; は削除する必要があり ます。 

次の Windows Installer フ ォルダー指定子は InstallScript プロジ ェ ク ト ではサポー ト されていません。

• ALLUSERSPROFILE 

• AdminToolsFolder 

• AppDataFolder 

• CommonAppDataFolder 

• CommonFiles64Folder 

• FavoritesFolder 

• FontsFolder 

• GlobalAssemblyCache 

• LocalAppDataFolder 

• MyPicturesFolder 

• PersonalFolder 
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• PrimaryVolumePath 

• ProgramFiles64Folder 

• SendToFolder 

• System16Folder 

• System64Folder 

• TempFolder 

• TemplateFolder 

• USERPROFILE 

• WindowsVolume 

さ らに次のフ ォルダー指定子はシ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先にはサポー ト されていません。

• ProgramFilesFolder 

• CommonFilesFolder 

• WindowsFolder 

• SystemFolder 

[ 新しいコ ンポーネン ト の作成 ] ダイアログ ボ ッ クス
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 必ずコ ンポーネン ト と関連する側面があ り ます。 たと えば、 シ ョ ー ト カ ッ ト の

作成や、 .ini フ ァ イルの変更の際に、 コ ンポーネン ト が存在し ない場合は、 InstallShield によ り新しいコ ンポーネン

ト の作成を促すプロンプ ト が表示されます。

ダイアログ オプシ ョ ン

新規コ ンポーネン ト 名

InstallShield はコ ンポーネン ト にデフ ォル ト の名前を付けます。 このフ ィ ールド に、 わかりやすい名前を入力し て

く ださい。 この情報は参照のためだけに使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

このコ ンポーネン ト を関連付ける機能を選択する

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

新しいコ ンポーネン ト に関連付ける機能を リ ス ト から選択し ます。 このフ ィ ールド に何も機能が表示されない場

合は、 [ 新しい機能 ] を ク リ ッ クする と、 機能を追加できます。 新しいコ ンポーネン ト への機能の関連付けは必須

ではあ り ません。 ただ し、 関連付けを行わないと、 このコ ンポーネン ト はイ ンス ト ールされません。
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新しい機能

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

[ 新しい機能 ] を ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト に機能を追加できます。 機能を作成する と、 機能名

の次にあるボ ッ クスを ク リ ッ クする こ とによ り、 新規コ ンポーネン ト と関連付ける こ とができます。

今後、 このダイアログを表示し ない

今後、 InstallShield が必要なコ ンポーネン ト を自動的に作成する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

[ 新しい機能の作成 ] ダイアログ ボ ッ クス
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 必ず機能と関連する側面があ り ます。 たと えばマージ モジュールの追加や 

ODBC リ ソースの設定の際に、 何の機能も存在し ない場合は、 InstallShield によ り機能の作成を促すプロンプ ト が

表示されます。

ダイアログ オプシ ョ ン

新しい機能名

InstallShield によ りデフ ォル ト の機能名が作成されます。 機能に対し て、 わかりやすい名前を指定し て く だ さい。

この情報は参照のためだけに使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

今後、 このダイアログを表示し ない

必要な場合に応じ て InstallShield がコ ンポーネン ト や機能を自動的に作成する場合は、 このボ ッ クスを ク リ ッ ク し

ます。

[ カス タム エラー処理 ] ダイアログ ボ ッ クス
この [ カス タム エラー処理 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 特定の SQL エラーの処理方法を指定し ます。 定義するエ

ラーがスク リ プ ト のデフ ォル ト のエラー処理よ り も優先されます。 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスク リ プ ト

に対し て、 またはこのスク リ プ ト のみに対し てエラーの処理方法を定義する こ とができます。

エラー番号

エラー処理を カス タ マイズする SQL エラー番号を入力し ます。

動作

次のオプシ ョ ンから 1 つを選択する と、 デフ ォル ト の動作が上書き されます。

• エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する 

• エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する 

• エラー時に、 次のステー ト メ ン ト へ移動する 
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プロジ ェ ク ト  ワイ ド

プロジ ェ ク ト 内のすべてのスク リ プ ト にカス タム エラー処理を適用するには、 [ はい ] を選択し ます。 このスク リ

プ ト のみに適用するには、 [ いいえ ] を選択し ます。

[ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クス
[ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ用にカ

ス タ マイズ可能な HTTP エラーをすべてを一覧表示し ます。 カス タム エラーは、 URL またはサーバー上のフ ァ イ

ルへのポイ ン ターのいずれかです。

タ スク エラー メ ッ セージを構成するには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスで 1 つまたは複数のエラーを選択し ます。

2. [ 編集 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. メ ッ セージの種類を選択し、 必要に応じ て、 フ ァ イルまたは URL を指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ デフ ォル ト 値に設定 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たエラーをデフ ォル ト 設定に戻すこ とができます。

[ 検証設定のカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 検証設定のカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 特定の検証スイー ト でどの内部整合性評価プログラム 

(ICE) を使用するのかを指定する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ ク

スの [ 検証 ] タ ブで [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ クする と開きます。

特定の検証タ イプで実行される ICE のリ ス ト を カス タ マイズするには、 CUB フ ァ イルリ ス ト で検証スイー ト を選

択し ます。 実行されるそれぞれの ICE のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択するか、 実行されないそれぞれの ICE のチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

特定の ICE については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの 「ICE Reference」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 検証スイー ト に追加された個別の InstallShield ICE に関する情報は、 「ISICE」 を参照し て く だ さい。

[ データ言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ データ言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づいて特定のコ ンポーネ

ン ト を含めた り、 その他のコ ンポーネン ト を除外し た り できます。 コ ンポーネン ト に指定された言語が、 このダ

イアログ ボ ッ クスで選択された言語のどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポーネン ト はリ リースに含まれません。
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[ データ言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 [ リ リース ] ビ ューを開いて リ リースを選択し ます。 次に、 [ ビル

ド ] タ ブで " データ言語 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト では、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト はすべて リ リースに

含まれます。 

[ プロパテ ィ の削除 ] ダイアログ ボ ッ クス
セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト でプロパテ ィ に関連付けられたシステム検索を削除する と、 [ プロパテ ィ の削除 ] ダイ

アログ ボ ッ クスが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 検索と一緒にそのプロパテ ィ を削除するかど うか

指定するのが目的です。

メ モ • プロパテ ィ を削除する と、 セ ッ ト ア ッ プの他の部分に影響を与える こ とがあ り ます。

そのプロパテ ィ がな く ても プロジ ェ ク ト が影響を受けないこ とが確実にわかっている場合は、 [ はい ] を選択し ま

す。 イ ンス ト ールに影響があるかど うか確かでない場合は、 [ いいえ ] を選択し ます。

[ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 選択されたフ ァ イルの依存関係を一覧表示し ます。 このダイアログ ボ ッ ク

スにアクセルするには、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ン

のフ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド時に依存関係をスキャ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

ダイアログ ボ ッ クスはアセンブ リ DLL の結果を表示し ます。 Microsoft Visual Studio からダイアログを起動し た場

合、 ダイアログ ボ ッ クスはプロジ ェ ク ト 出力の結果を表示し ます。 Visual Studio の外で InstallShield から起動し た

場合、 [ ビルド時に依存関係をスキャ ン ] はプロジ ェ ク ト 出力で無効にな り ます。

メ モ • キーフ ァ イルと ビルド時の .NET スキャ ンプロパテ ィ が [ 依存関係と プロパテ ィ ] に設定されている場合の

み有効です。 探し ている依存関係、 またはその内の一つが見つからなかった場合は赤いアイ コ ンが表示されます。

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

依存関係

このセクシ ョ ンにはすべての依存関係が一覧で表示され、 各フ ァ イルの横にはチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあ り ます。 ビ

ルドから依存関係を除外する場合、 フ ァ イル横のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し てダイア

ログを閉じ ます。

メ モ • ビルド時に検出された新たな依存関係 ([ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスを閉じ た後で追加されたフ ァ イル ) 

はビルド に追加されます。

[ ダイアログのイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ ダイアログ イ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 イ ンス ト ールのダイアログに表示する イ メ ージ (.bmp、

.gif、 .jpg、 または .ibd) を追加し ます。
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全画面イ メ ージ

外部ダイアログの全画面背景になるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを参照し ます。 外部ダイアログは、 イ ンス ト ールの最

初または最後に表示されるダイアログで、 InstallWelcome および SetupCompleteSuccess( イ ンス ト ール成功時に最

後に表示されるダイアログ ) などがあ り ます。 全画面のイ メ ージ サイズは、 499x312 ピ クセルです。

バナーイ メ ージ

内部ダイアログの上部で実行されるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを参照し ます。 内部ダイアログはイ ンス ト ールダイア

ログの最初と最後の間に表示され、 LicenseAgreement ダイアログと CustomSetup ダイアログがあ り ます。 バナー

のイ メ ージ サイズは 499x58 ピ クセルです。

[ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ールのビルド ] 

ページにある [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] を ク リ ッ クする と表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、

オブジ ェ ク ト 内のコー ドが発行以来変更または破損されていないこ と をエン ド ユーザーに対し て保証できます。

テーブル 11-18 • [ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

セ ッ ト ア ッ プにデジ タル

署名する

イ ンス ト ールにデジ タル署名を行う 場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 このダイアログの他の設定が有効にされま

す。

証明書 URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL は、 エン ド

ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るためのリ ン ク先と し て、 デジ タ

ル署名の中で使用されます。

デジ タル証明書情報 リ リースに署名を行う ために使用するデジ タル証明書を指定するには、 この設定の

横にある省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ

クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明書を含む証明書ス ト アにつ

いての情報を指定する こ とができます。

詳細については、 「[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

Password 使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを入力し ます。 InstallShield はパスワー

ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの署名を行います。

証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、 この設定に何も入力し な

かった場合、 .pfx フ ァ イルを使った署名が失敗し ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用するよ う

に構成する と、 ビルド 時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署名を行う と き

に、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows が使用する強力なキー保

護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サービス プロバイダーに提供する こ

とはできません。
1898 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブでは、 ビルド 時に、 イ ンス ト ールのどの部分に対し てデジ タル署名を

行うかを指定できます。 InstallShield は、 作業中のプロジ ェ ク ト の種類に応じ て、 リ リースに含まれる次の任意お

よびすべてのフ ァ イルに署名する こ とができます。

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル )

• マージ モジュール プロジ ェ ク ト のマージ モジュール パッ ケージ (.msm フ ァ イル )

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イル

• InstallScript プロジ ェ ク ト のメ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル

• InstallScript プロジ ェ ク ト のパッ ケージ ( 自己展開型実行可能フ ァ イル )

• リ リースの任意のフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含む )

詳細については、 「ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う」 を参照し て く だ さい。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

[ 差分 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 差分 ] ダイアログは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ ソース管理 ] メ ニューにある [ 差分を表示 ] コマン ド を ク

リ ッ クする と表示されます。 このダイアログには、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内のすべての Windows Installer 

テーブルを含むリ ス ト があ り ます。

タ スク ソース管理プログラムのテーブルの差分を表示するには、 以下の手順に従います :

リ ス ト からテーブルを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ
クス

[ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのソース フ ォルダーを指

定する こ とができます。 続いてそのフ ォルダー内の全フ ァ イル、 または指定のフ ァ イルの種類のみを含めるよ う

選択できます。
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[ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブおよび [ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスで提供されています。

テーブル 11-19 • [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

ソース フ ォルダー 動的にリ ン クする フ ォルダーへのフルパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し てフ ァ イルを指定し ます。 ソース フ ォルダーは、 次のいずれかの方法

で識別できます :

• C:\Build\MySourceFolder\Bitmaps のよ う に、 フ ォルダーへの絶対パスを入

力する。

• パス変数を入力する。 パス変数の後に円記号を入れてサブ フ ォルダーを指

定し ます。 例、 <CommonFilesFolder>\InstallShield\IScript。

• [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 フ ォルダーに移動する。

サブ フ ォルダーを含める 各サブ フ ォルダー内のフ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持たせるには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield で、 サブフ ォルダー内にあるダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ァ イルに

コ ンポーネン ト がど う 作成されるかについては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある

フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

すべてのフ ァ イルの自己登録 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのすべてのフ ァ イルを自己登録する場合、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。

フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部のと き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択する と、 イ ンス ト ールはターゲッ ト  マシンで 64 ビ ッ ト 自己登録を実行し

ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト に

する」 を参照し て く だ さい。
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ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス コ ン

ポーネン ト を作成する

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト  

プ ラ ク テ ィ スを順守する こ と を指定する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 コ ンポーネン ト 作成のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う と、 選択と除外のフ ィ

ルター基準を満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行

されます :

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーにある各ポータ ブル実行可能 (PE) 

フ ァ イルについてコ ンポーネン ト が別々に作成されます。 各 PE フ ァ イル

は、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クのルー ト  レベルにあるすべての非 PE フ ァ イルがリ ン

ク を含むコ ンポーネン ト に追加されます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クにサブ フ ォルダーが含まれている場合、 サブ フ ォル

ダー内にあるすべての非 PE フ ァ イルに新しいコ ンポーネン ト が作成され

ます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クに複数のサブ フ ォルダーが含まれている場合、

各サブ フ ォルダー内のすべての非 PE フ ァ イルにコ ンポーネン ト が １  つず

つ別々に作成されます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト  

プ ラ ク テ ィ スを順守し ないこ と を指定する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ

ア し ます。 コ ンポーネン ト 作成メ ソ ッ ド では、 選択と除外のフ ィ ルター基準を

満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます :

• フ ァ イルの種類に関わらず、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある ソース フ ォルダー

のルー ト  レベルにあるすべてのフ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つ作成され

ます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クに 1 つまたは複数のサブ フ ォルダーが含まれている場

合、 フ ァ イルの種類に関わらず、 各サブ フ ォルダーのすべてのフ ァ イルに

コ ンポーネン ト が 1 つずつ作成されます。 サブフ ォルダーのコ ンポーネン

ト 内にある最初のダイナ ミ ッ ク リ ン クが付いたフ ァ イルが、 そのコ ンポー

ネン ト のキー フ ァ イルです。

すべての新しいダイナ ミ ッ ク リ ン クについて、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがデフ ォ

ル ト で選択されています。

詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン

ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

すべてのフ ァ イルを含める イ ンス ト ール内のリ ン クがあるデ ィ レ ク ト リの全コ ンテンツを含める場合、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 11-19 • [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ データの編集 ] ダイアログは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] パネルから使用で

きます。 ダイアログにアクセスするには、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンのレジス

ト リ値をダブルク リ ッ ク し ます。 複数文字列値用に、 [ 複数行文字列値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されま

す。

ダイアログ オプシ ョ ン

値名

レジス ト リ値の名前が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンに表示されます。 値の名前

を変更するには、 値を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を選択し ます。

値データ

レジス ト リ値に保管されている情報が入っています。 データ を変更または編集するには編集フ ィ ールド に入力し

ます。

[IIS Metabase 値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで [ 値の変更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [IIS Metabase 値の編集 ] 

ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 [ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ューで選

択された Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの " その他の IIS プロパテ ィ " 設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と表示されます。

[IIS Metabase 値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 [IIS 構成 ] ビ ューの他のタ ブで表示されない IIS 設置の値を指

定する こ とができます。

次のワイルド  カー ド パター

ンを基にフ ァ イルを選択 / 除

外する

フ ァ イルの種類を選択または除外する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 先

頭にアス タ リ スク (*) をつけて、 拡張子を " 選択 " または " 除外 " フ ィ ールド

に入力し ます。 複数のエン ト リはカ ンマで区切り ます。

た と えば、 すべての画像フ ァ イルがサウン ド フ ァ イルと共に 1 つのフ ォルダー

の中にある と き、 画像フ ァ イルのみダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加する場合、 ダイ

ナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーに .bmp フ ァ イルと .ico フ ァ イルのみを含め

るよ う に指定する こ とができます。 これを行う には、 以下の例のよ う に、 選択

パターンにアス タ リ スク (*) を使用し ます :

*.bmp、 *.ico

特定のフ ァ イルを選択または除外する場合、 選択また除外のパターン ボ ッ クス

に完全なフ ァ イル名を入力し ます。

テーブル 11-19 • [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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詳細プロパテ ィ のデフ ォル ト 値を変更する と、 そのプロパテ ィ と、 指定し た値、 および追加の必須情報が 

ISIISProperty テーブルに追加されます。

 [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスでコ ンボ 

ボ ッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス ト ボ ッ クス コ ン ト ロールに表示するオプシ ョ ンのリ ス ト を定義し ます。 詳細に

ついては、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ンボ ボ ッ クスおよびリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールを設定する」 を

参照し て く ださい。

タ スク [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 構成し たいコ ンボ ボッ クス コ ン ト ロールまたはリ ス

ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールをを含むウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウを展開し ます。

3. " コ ンテンツ プロパテ ィ " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-20 • [IIS Metabase 値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

プロパテ ィ 名 この読み取り専用設定は、 その構成を選択し たプロパテ ィ を表示し ます。

値 選択し た IIS プロパテ ィ に使用する値を選択し ます。

テーブル 11-21 • [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

新規作成 新しい行をテーブルに追加するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

削除 1 つ以上の選択された行を削除するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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[ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ レジス ト リの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 プロジ ェ ク ト 内のレジス ト リ データ を編集できます。 このダイ

アログ ボ ッ クスを起動するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューの値を右ク リ ッ ク を し て [ 変更 ] を選択し ます。

上 1 つ以上の選択された行の上に移動するするには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ールでは、 このダイアログ ボ ッ クスで リ ス ト されている順番で、 リ ス ト オ

プシ ョ ンが表示されます。

連続する複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから SHIFT を押し なが

ら最後の行を ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の行を選択するには、 選択する行の 

1 つを ク リ ッ ク し てから CTRL を押し ながら追加する各行を ク リ ッ ク し ます。

下 1 つ以上の選択された行の下に移動するするには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ールでは、 このダイアログ ボ ッ クスで リ ス ト されている順番で、 リ ス ト オ

プシ ョ ンが表示されます。

連続する複数の行を選択するには、 最初の行を ク リ ッ ク し てから SHIFT を押し なが

ら最後の行を ク リ ッ ク し ます。 連続し ない複数の行を選択するには、 選択する行の 

1 つを ク リ ッ ク し てから CTRL を押し ながら追加する各行を ク リ ッ ク し ます。

テキス ト この列には、 コ ン ト ロールで表示するオプシ ョ ンのリ ス ト が含まれています。

この列に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文

字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 こ

の設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできま

す。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ

さい。

値 この列の各行には、選択されたウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス コ ン ト ロールのリ ス ト  

オプシ ョ ンに対応する値が含まれています。 これが、 選択されたコ ン ト ロールの "

プロパテ ィ " 設定で指定されたプロパテ ィ に格納されるプロパテ ィ 値です。

テーブル 11-22 • [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

値名 この読み取り専用の設定には、 レジス ト リ値の名前が表示されます。

値の名前を変更する場合、 [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスを閉じ

て、 名前を変更する値を選択し、 F2 キーを押し てから新しい名前を入力し ます。

テーブル 11-21 • [ オプシ ョ ン リ ス ト の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition では、 仮想マシンに リ リースを配布する機能がサポー ト されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 ビルド時またはオンデマン ド で、 正し く ビルド された

リ リースを配布する と きに使用する仮想マシン (VM) 設定を構成できます。

ヒ ン ト • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにある "VM 構成 " 設定を指定する と、 InstallShield に

よ って 指定されたデータが VMConfigurations.xml とい う名前のフ ァ イルに書き込まれます。 この 

VMConfigurations.xml フ ァ イルは、 マシン全体に適用する フ ァ イルで、 一度構成を行う と他の InstallShield プロジ ェ

ク ト でも使用できます。 また、 他のチームメ ンバーと共有する こ と も可能です。 また、 このフ ァ イルをビルド マ

シンで使用する こ と も可能です。 詳細については、 「リ リースの配布用の仮想マシン設定を共有する」 を参照し て

く ださい。

[ リ リース ] ビ ューの [ イベン ト ] タ ブで、 " 構成 " 設定の下にあるサブ設定を使って VM の詳細を構成する と、 [

仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスで入力済みの、 マシン全体に適用される値が上書き される場合が

あ り ます。

タ スク [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ 仮想マシン ] 領域を探し ます。

4. " 構成 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

値データ ターゲッ ト  システムで表示するのと同様に、 このレジス ト リ値に対し てデータ を入

力し ます。

ヒ ン ト • レジス ト リ に、 PropertyName とい う Windows Installer プロパテ ィ の値を書

き込む場合、 値データ での表記は [PropertyName] と な り ます。

テーブル 11-22 • [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスの左側を使って、 選択肢

と し て表示する VM 構成のリ ス ト を管理できます。 新しい構成を追加するには、 [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 既存の構成を削除するには、 それを選択し て、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ 構成 ] ボ ッ クスで特定の構成を選択し て、 右側でその設定を構成し ます。 設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれ

ています :

• 全般 

• サーバー 

• 仮想マシン 

[ 全般 ] の設定

[ 全般 ] 領域を使って、 選択された VM 構成の名前を指定し ます。

サーバーの設定

[ サーバー ] 領域を使って、 リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーについての詳細を指定し ます。

テーブル 11-23 • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにある全般設定

設定 説明

名前 選択された リ リースを VM に配布する と きに使用される VM 構成設定グループの名

前を入力し ます。

テーブル 11-24 • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにあるサーバー設定

設定 説明

サーバーの種類 リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーの種類を指定し ます。 選択可能なオ

プシ ョ ンは以下のとお り です :

• Microsoft Hyper-V Server

• VMware ESX or ESXi Server

• VMware Workstation

サーバー名 この設定は、 サーバーの種類 Microsoft Hyper-V Server および VMware ESX または 

ESXi Server. で使用できます。

リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーの名前を指定し ます。

Authentication この設定は、 サーバーの種類 Microsoft Hyper-V Server および VMware ESX または 

ESXi Server. で使用できます。

リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーに接続するために使用する認証の種

類を選択し ます。
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仮想マシンの設定

[ 仮想マシン ] 領域を使って、 リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーについての詳細を指定し ます。

ユーザー名 この設定は、 サーバーの種類 Microsoft Hyper-V Server および VMware ESX または 

ESXi Server. で使用できます。 サーバー認証で使用できます。

リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーに接続するために使用するアカウン

ト のユーザー名を入力し ます。

パスワー ド この設定は、 サーバーの種類 Microsoft Hyper-V Server および VMware ESX または 

ESXi Server. で使用できます。 サーバー認証で使用できます。

リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーに接続するために使用するアカウン

ト のパスワー ド を入力し ます。

テーブル 11-25 • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにある仮想マシン設定

設定 説明

マシン名 リ リースを配布する VM の名前を指定し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト オプシ ョ ンで、 リ リースの配布に使用するスナ ッ プシ ョ ッ ト の名前を指定する こ と

もできます。 個別のリ リース用のスナ ッ プシ ョ ッ ト をオーバーラ イ ド する こ とがで

きます。

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定されていない場合、 InstallShield は特定のスナ ッ

プシ ョ ッ ト には戻り ません。 InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻さずに VM 

の電源をオンにし て、 VM にイ ンス ト ールを コ ピーし ます。

Authentication オプシ ョ ンで、 リ リースを配布する VM をホス ト するサーバーに接続するために使

用する認証の種類を選択し ます。 個別のリ リース用の認証をオーバーラ イ ド する こ

とができます。

ユーザー名 この設定は、 サーバー認証に適用し ます。

オプシ ョ ンで、 リ リースを配布する VM に接続するために使用するアカウン ト の

ユーザー名を入力し ます。 個別のリ リース用のユーザー名をオーバーラ イ ド する こ

とができます。

パスワー ド この設定は、 サーバー認証に適用し ます。

オプシ ョ ンで、 リ リースを配布する VM に接続するために使用するアカウン ト のパ

スワー ド を入力し ます。 個別のリ リース用のパスワー ド をオーバーラ イ ド する こ と

ができます。

テーブル 11-24 • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにあるサーバー設定 ( 続き )

設定 説明
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[ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 IIS エラーコー ド と そのデフ ォル ト  プロパテ ィ を表示

し ます。 [ メ ッ セージの種類 ] リ ス ト を利用し て メ ッ セージに URL またはポイ ン ターにサーバー上のフ ァ イルを

設定する こ とができます。 メ ッ セージに URL を設定する場合、 URL を完全な形で指定し ます。 エラー メ ッ セージ

にフ ァ イルポイ ン ターを設定する場合、 エラー メ ッ セージ と し て使用する フ ァ イルを参照、 または、 そのフ ァ イ

ルの完全パスを入力し ます。 これには、 システムには既に存在し ていて、 作成中のプロジ ェ ク ト には存在し ない

フ ァ イルを含みます。

[ 言語の除外 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• マージ モジュール

• MSM データベース

[ 一般情報 ] ビ ューで除外マージ モジュールの " 言語 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ 言語

の除外 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 作成中のマージ モジュールと互換

性を持たないマージ モジュール用の言語要件を指定できます。

除外マージ モジュールの言語要件を指定するには、 以下のいずれかを行います :

• 特定言語のマージ モジュールを除外するには、 言語リ ス ト からその言語を選択し てから、 [ 一致する ] オプ

シ ョ ンを選択し ます。

• 特定言語以外のマージ モジュールを除外するには、 言語リ ス ト からその言語を選択し てから、 [ 一致し ない ] 

オプシ ョ ンを選択し ます。

• 言語によるマージ モジュールの除外を行わない場合、 言語リ ス ト から [ 言語非依存 ] を選択し ます。

イ ンス ト ール先パス オプシ ョ ンで、 ビルド された リ リースを InstallShield がステージングする VM 上のパ

スを指定できます。 パスの最後のサブ フ ォルダーと し て、 InstallShield が VM 上に作

成するパスを使用できます。 その他のパスは既存し ていな く てはな り ません。

個別のリ リース用のイ ンス ト ール先パスをオーバーラ イ ド する こ とができます。

テーブル 11-25 • [ 仮想マシンの構成を編集 ] ダイアログ ボ ッ クスにある仮想マシン設定 ( 続き )

設定 説明
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[ テーブルのエ クスポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス
[ テーブルのエクスポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を通し て 1 つまたは複数の

テーブルを .idt フ ァ イルと し てエクスポー ト できます。

[ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスには、 有効な Windows Installer プロパテ ィ と条件式の演算子が提供され

ていて、 機能条件を簡単に作成する こ とができます。

1 つの機能に対し て、 必要な条件を無制限に作成できます。 条件の作成に関する詳細については、 「機能の条件を

設定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-26 • [ テーブルのエクスポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

出力先デ ィ レ ク ト リ テーブルのエクスポー ト 先デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て

デ ィ レ ク ト リ に移動する こ と もできます。

Tables このボ ッ クスは、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのテーブルのチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを一覧表示し ます。 エクスポー ト するテーブルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。

すべて選択 すべてのテーブルを選択し てエクスポー ト し ます。

すべてを ク リ ア すべてのテーブルを選択解除し ます。

選択の切り替え 選択し たテーブルをすべて選択解除する と同時に、 選択解除されていたすべて

のテーブルを選択し ます。
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[ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次の設定があり ます。

テーブル 11-27 • [ 機能条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

条件 このボ ッ クスには、 次の列を含むグ リ ッ ド が表示されます :

• レベル — この列には、 条件が True 評価された場合に機能に使用する イ ンス

ト ール レベルを割り当てます。

• 条件 — この列に条件を定義し ます。 この列に条件を直接入力するか、 [ プロ

パテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使って、 条件式

をビルド する こ とができます

このボ ッ クスに新しい条件を追加するには、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て

から、 [ レベル ] と [ 条件 ] 列に適切な情報を入力し ます。

このボ ッ クスの条件を削除するには、 条件を選択し てから、 [ 条件の削除 ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

重要 • このダイアログ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield に

よ って基本的な条件検証が行われますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果

に評価されるかど うか、 確認し て く だ さい。 詳しい情報と条件のサンプルについ

ては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

Properties このリ ス ト には、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで追加されたすべてのプロパ

テ ィ だけでな く 、 一般的な Windows Installer プロパテ ィ が一覧されます。 評価する

プロパテ ィ を選択し てから、 このリ ス ト の隣にある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

リ ス ト に評価を行う プロパテ ィ が含まれていない場合、 適切なプロパテ ィ 名を [

条件 ] 列に入力できます。

演算子 このリ ス ト には、 Windows Installer が認識する有効な演算子すべてが含まれていま

す。 

条件ステー ト メ ン ト に演算子を含める場合、 使用する演算子を選択し てから [ 追

加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 条件ステー ト メ ン ト に演算

子が追加されます。
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[ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス
システム検索ウ ィ ザー ド の [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このダイアログにアクセス し ます。 このボタ ンは、

検索方法を定義し て検索する フ ァ イルを指定する と アク テ ィ ブにな り ます。 このダイアログでは次の詳細を指定

する こ とによ り、 検索を拡張できます。

メ モ • 編集フ ィ ールド に入力する情報はオプシ ョ ンです。 フ ィ ールドは空白で残すこ と もできます。

[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

テーブル 11-28 • [ デバイス フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

最小バージ ョ ン フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 バージ ョ ンが入力し た値と等しいか、

または高ければ検索は成功です。

最大バージ ョ ン フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 バージ ョ ンが入力し た値と等しいか、

または低ければ検索は成功です。

最小の日付 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 最小日で検索し ます。 フ ァ イルがターゲッ ト  シ

ステムに存在し、 日付が入力し た値と等しいか、 または大きければ検索は成功

です。

最大の日付 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 最大日で検索し ます。 フ ァ イルがターゲッ ト  シ

ステムに存在し、 日付が入力し た値と等しいか、 または小さければ、 検索は成

功です。

最小サイズ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 サイズが ( バイ ト で ) 指定し た値と

等しいか、 または大きければ、 検索は成功です。 

最大サイズ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 サイズが ( バイ ト で ) 指定し た値と

等しいか、 または小さければ、 検索は成功です。

Languages [ 参照 (…)] ボタ ンを ク リ ッ ク し て [ 言語 ] ダイアログを表示し ます。 検索の条件

と し て複数言語を選択する こ とができます。 リ ス ト された言語から最低 1 つ

マ ッ チすれば、 検索は成功です。
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• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる と きの、

様々なプロパテ ィ をオーバーラ イ ド できます。

タ スク [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順を実行し て く ださい。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

重要 • ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルのフ ァ イルのプロパテ ィ は設定できません。

テーブル 11-29 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

場所 この読み取り専用フ ィ ールド は、 このフ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト の保

存先に従って、 ターゲッ ト  システムにこのフ ァ イルを イ ンス ト ールするデ ィ レ

ク ト リ を表示し ます。

保存場所を変更する場合、 このフ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール先を変更し ます。

フ ォ ン ト タ イ ト ル フ ォ ン ト を イ ンス ト ールし ている場合、 こ こでフ ォ ン ト  タ イ ト ルを FontTitle 

(FontType) の形式で指定できます ( 例、 Roman (All res))。 フ ォ ン ト がシステムに

登録されている場合、 InstallShield がフ ォ ン ト 名を提供し ます。

.ttf または .ttc フ ォ ン ト に対し てフ ォ ン ト  タ イ ト ルを指定し ないで く ださい。

Windows Installer では、 埋め込みフ ォ ン ト 名を読み取って登録を行います。 ま

た、 InstallShield では、 .ttf または .ttc フ ァ イル用にこのフ ィ ールド に [ フ ァ イ

ルから読み込むタ イ ト ル ] と マーク し ます。

さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブラ リの 「ICE07」 を参照

し て く だ さい。

自己登録 イ ンス ト ール中にフ ァ イルを自己登録する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。 " 自己登録 " 設定は、 .dll、 .ocx、 .exe、 .tlb および .olb フ ァ イルに対し

て有効です。

フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部の場合、 イ ンス ト ールはターゲッ

ト  マシンで 64 ビ ッ ト 自己登録を実行し ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オ

ペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 自己登録を使わずに、 自己登録フ ァ イルから COM 情報を抽出する こ と を

お勧めし ます。 詳細については、 「COM サーバーの登録」 を参照し て く ださい。
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システム属性のオーバーラ イ

ド

このフ ァ イルを、 開発システムでこのフ ァ イルに現在設定されている同じ シス

テムのプロパテ ィ でイ ンス ト ールするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し

ます。

フ ァ イルの 1 つ以上のプロパテ ィ をオーバーラ イ ド するには、 [ システム属性

のオーバーラ イ ド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 以下のチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スから 1 つ以上を選択し ます。

• 読み取り専用 — Windows Installer がフ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに、

これを読み取り専用にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 隠し フ ァ イル — Windows Installer がフ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに、

これを隠し フ ァ イルにする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• フ ァ イル ハッ シュの使用 — このオプシ ョ ンは、 バージ ョ ン指定されてい

ないフ ァ イルにのみ使用できます。 Windows Installer はフ ァ イルのハッ シュ

を使用し てバージ ョ ン指定されていないフ ァ イルの不要なコ ピーを避けた

り、 検出し た り できます。 Windows Installer が既存フ ァ イルをア ッ プグレー

ド するかど う か判断する と きに、 イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イル ハッ

シュ と ターゲッ ト  システム上の対応する フ ァ イルのフ ァ イル ハッ シュ と

を比較する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• システム — Windows Installer がフ ァ イルをシステム フ ァ イルと し てイ ンス

ト ールする場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 重要 — このフ ァ イルがコ ンポーネン ト の操作に必須である こ と を示す場

合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 何らかの理由によ って重要フ ァ

イルがイ ンス ト ールされないと、 コ ンポーネン ト も イ ンス ト ールされませ

ん。 必須フ ァ イルがイ ンス ト ールされない場合、 通常表示される [ 中止 ]、

[ 再試行 ]、 および [ 無視 ] ボタ ンではな く 、 [ 再試行 ] および [ キャ ンセル

] オプシ ョ ンを含むエラー メ ッ セージがエン ド ユーザーに対し て表示され

ます。 ( これによ って、 エン ド ユーザーはそのフ ァ イルを イ ンス ト ールし

ないでイ ンス ト ール処理を完了できます。 )

メ モ • [ リ リース ] ビ ューで リ リースの [ ビルド ] タ ブにある " フ ァ イルのハッ

シュ値の生成 " 設定に [ いいえ ] を選択し た場合、 個別のフ ァ イルの [ フ ァ イ

ル ハッ シュの使用 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されているかど う かに関わらず、

どのフ ァ イルにも フ ァ イル ハッ シュ エン ト リは作成されません。

システムのサイズを変更する " サイズ " 設定は、 " システム サイズのオーバーラ イ ド " 設定がク リ ア された

と き、 フ ァ イルのサイズを表示し ます。

Windows Installer がイ ンス ト ールの必要デ ィ スク容量を計算する と きに、 選択さ

れたフ ァ イルの実際のサイズを無視し て、 指定された値をそのフ ァ イルのサイ

ズと し て判断するよ う に設定するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから 

" サイズ " 設定で適切な値をバイ ト 単位で入力し ます。

テーブル 11-29 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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常に上書き Windows Installer が選択されたフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号を無視し て、 そ

の代わり にターゲッ ト  システムにそのフ ァ イルが既存する場合、 常に上書きを

試みるよ う に設定するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 実行時、 こ

のフ ァ イルがターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルと同じ名前および同じ ター

ゲッ ト 場所を持つ場合、 Windows Installer がターゲッ ト  システムのフ ァ イルを

現在のイ ンス ト ールに含まれているバージ ョ ンでア ッ プデー ト するか、 フ ァ イ

ルをそのままに残すかを決定する と き、 イ ンス ト ールに含まれている フ ァ イル

のバージ ョ ンを 65535.0.0.0 と判断し ます。

Windows Installer が既存フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する方法について

の詳細は、 「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」

を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの最大バージ ョ ン番号は、 65535.65535.65535.65535 です。

システムのバージ ョ ンを変更

する

フ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている場合、 " システムバージ ョ ンの上書き

" 設定がク リ ア された と きに、 " バージ ョ ン " 設定にはフ ァ イルのバージ ョ ン

が表示されます。

Windows Installer が選択されたフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号を無視し て、 そ

の代わり に指定された番号をバージ ョ ン番号と判断するよ う に設定するには、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 " バージ ョ ン " 設定に適切なバージ ョ

ン番号を入力し ます。 実行時、 このフ ァ イルがターゲッ ト  システム上にある

フ ァ イルと同じ名前および同じ ターゲッ ト 場所を持つ場合、 Windows Installer が

ターゲッ ト  システムのフ ァ イルを現在のイ ンス ト ールに含まれているバージ ョ

ンでア ッ プデー ト するか、 フ ァ イルをそのままに残すかを決定する と き、 指定

されたバージ ョ ン番号を使用し ます。

た と えば、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルのバージ ョ ンが 2.0.0.0 で、 上書き

バージ ョ ンを 3.0.0.0 と入力し た場合、 Windows Installer は、 ターゲッ ト  システ

ム上のフ ァ イル バージ ョ ンが 3.0.0.1 以降の場合は置換し ますが、 3.0.0.0 以前の

場合は置換し ません。

Windows Installer が既存フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する方法について

の詳細は、 「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」

を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの最大バージ ョ ン番号は、 65535.65535.65535.65535 です。

テーブル 11-29 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス 
(InstallScript イ ンス ト ール ロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

このダイアログ ボ ッ クスは、 フ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる と きにそのフ ァ イル用に設定

されるプロパテ ィ を表示し ます。

タ スク [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順を実行し て く ださい。

フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 " リ ン ク タ イプ " プロパテ ィ に [

ダイナ ミ ッ ク ] が設定されている コ ンポーネン ト 内のフ ァ イルには無効です。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは選択されたフ ァ イルについての

情報を表示し ます。 このダイアログ ボ ッ クス内の情報は、 フ ァ イルシステムから直接取得され、 次のコ ン ト ロー

ル以外はダイアログ ボ ッ クスは読み取り専用です。

フ ォ ン ト フ ァ イルの登録

このボ ッ クスがチ ェ ッ ク される と、 グローバルフ ォ ン ト 登録を有効にし ている場合、 フ ァ イルはターゲッ ト マシ

ンに登録されるよ う内部的にマーク されます。 このボ ッ クスがチ ェ ッ ク されていない場合、 フ ァ イルはターゲッ

ト マシーンに登録されません。

システムの言語を変更する Windows Installer が選択されたフ ァ イルの言語を無視し て、 その代わり に指定さ

れた言語を使用するよ う に設定する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て

から [ 言語 ] ボ ッ クスの言語識別コー ド に 10  進数値を入力し ます。 実行時、

このフ ァ イルがターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルと同じ名前および同じ

ターゲッ ト 場所を持つ場合、 Windows Installer がフ ァ イルを現在のイ ンス ト ール

に含まれているバージ ョ ンでア ッ プデー ト するか、 フ ァ イルをそのままに残す

かを決定する と き、 イ ンス ト ールに含まれている フ ァ イルの言語が指定された

言語である と判断し ます。

Windows Installer が既存フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する方法について

の詳細は、 「ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」

を参照し て く だ さい。

フ ォ ン ト は埋め込み言語 ID リ ソースを持たないため、 Font フ ァ イルは言語 ID 

と共に作成し ません。 フ ォ ン ト フ ァ イルには、 このエン ト リ を空白で残し ま

す。

アクセス許可 フ ァ イルのアクセス許可を設定するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-29 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
フ ォ ン ト タ イ ト ル

.fon フ ァ イルの場合、 このテキス ト はイ ンス ト ールがフ ォ ン ト に登録する フ ォ ン ト のタ イ ト ルを指定し ます。 デ

フ ォル ト では、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスはソースシステムのレジス ト リから フ ォ ン ト タ イ ト ルを読

み込み、 それを編集ボ ッ クスに表示し ます。 TrueType フ ァ イル (.ttf または .ttc フ ァ イル ) の場合、 デフ ォル ト で

は、 編集ボ ッ クスにはテキス ト が表示されず、 イ ンス ト ールは実行時にそのフ ァ イルから フ ォ ン ト タ イ ト ルを読

み込みます。 これら ３ つにすべてのフ ァ イルにおいて、 編集ボ ッ クスに非デフ ォル ト のテキス ト を入力し た場合、

イ ンス ト ールはそのテキス ト を フ ォ ン ト タ イ ト ルと し て登録し ます。

フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスには、 ターゲッ ト  システムから削除するよ う に選択された

フ ァ イルまたはフ ォルダーの情報が表示されます。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ン

によ って作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

フ ァ イル削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスには、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー内から、 あるいは [

セ ッ ト ア ッ プのデザイ ンデザイ ン ] ビ ュー （イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト ） または [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー内か

らアクセスが可能です。

タ スク [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー内から フ ァ イル削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、

以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 構成し たいフ ァ イル削除項目を含むフ ォルダーを

ク リ ッ ク し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 構成する フ ァ イル削除項目を右ク リ ッ ク し てから、 [

プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield では、 削除するよ う に構成されたフ ァ イルまたはフ ォルダーを識別するために赤い X 印のアイ コ

ンが使用されます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
タ スク フ ァ イル削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスには、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー （イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト ） または [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー内からアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 または MSI 

データベース プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 構成する フ ァ イル削除の項目を含むコ ンポーネン ト を展開し てから、 その下のフ ァ イ

ルノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。 右側の [ フ ァ イル ] ペイ ンに、 選択されたコ ンポーネン ト と関連付けられたフ ァ

イルと削除項目が表示されます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 構成する フ ァ イル削除の項目を右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

InstallShield では、 削除するよ う に構成されたフ ァ イルまたはフ ォルダーを識別するために赤い X 印のアイ コ

ンが使用されます。

フ ァ イルと フ ォルダーの削除項目をプロジ ェ ク ト に追加する方法については、 「ターゲッ ト  システムから フ ァ イル

と フ ォルダーを削除する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-30 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

場所 この設定は、 削除するよ う に構成されている選択済みの項目の場所を示し ます。

フ ォルダーが空の場合は

削除する

選択された削除項目が、 ターゲッ ト  システム上で空白の場合に削除する フ ォルダー

である場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

フ ァ イルを フ ォルダーか

ら削除する

選択された削除項目が " 場所設定 " 識別される フ ォルダー内にある フ ァ イルで、 こ

れを ターゲッ ト  システムから削除する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

フ ァ イル名 この設定は、 [ フ ァ イルを フ ォルダーから削除する ] オプシ ョ ンを選択する と使用で

きます。

変更する フ ァ イルの名前を指定し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 実行時に SQL スク リ プ ト  フ ァ イル内の文字列を検索し て、 それら

を異なる文字列で置換する こ とができます。 [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで

選択された SQL スク リ プ ト の [ テキス ト 置換 ] タ ブにある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 文字列を Windows Installer プロパテ ィ で置換する こ

とができます。 その場合、 実行時に Windows Installer が SQL スク リ プ ト  フ ァ イルにプロパテ ィ の値を書き込みま

す。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 テキス ト 置換を使って文字列変数を適切な値で置換できます。

注意 • 置き換えるテキス ト は、 スク リ プ ト 構文エラーが起きないよ う に、 一意でなければな り ません。

削除のスケジューリ ング ターゲッ ト  システムから選択し たフ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する タ イ ミ ング

を指定し ます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーに関連付けられたコ ンポーネン ト が、 次

の 1 つの方法で処理される と きに削除処理が発生し ます :

• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール — 選択された項目のコ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされる と き、 フ ォルダー削除項目の場合は、 そのフ ォルダーが空の場合

に、 選択された項目が削除されます。

• コ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール — 選択された項目のコ ンポーネン ト がアン

イ ンス ト ールされる と きに、 フ ォルダー削除項目の場合は、 そのフ ォルダーが

空の場合に、 選択された項目が削除されます。

• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール — 選択された項目のコ

ンポーネン ト がイ ンス ト ール、 またはアン イ ンス ト ールされる と きに、 フ ォル

ダー削除項目の場合は、 そのフ ォルダーが空の場合に、 選択された項目が削除

されます。

テーブル 11-30 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 以下の設定を使用できます :

テーブル 11-31 • [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

検索する文字列 実行時に SQL スク リ プ ト で置換する文字列を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 置換文字列を指定できます。

詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ を使って SQL スク リ プ ト の文字

列を動的に置換する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript テキス ト 置換を使って、 置換文

字列を指定できます。 詳細については、 「InstallScript テキス ト 置換を使って 

SQL スク リ プ ト の文字列を動的に置換する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer プロパテ ィ または InstallScript テキス ト 置換を指定する と、 製

品の SQL スク リ プ ト が変更された場合に、 エン ド ユーザーがダイアログに入

力し たデータ、 または実行時に決定するその他の構成情報を使用する こ とがで

きます。

置換後の文字列 実行時に SQL スク リ プ ト で検出された既存の文字列と置換する新しい文字列を

入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 置換文字列を指定できます。

詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ を使って SQL スク リ プ ト の文字

列を動的に置換する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript テキス ト 置換を使って、 置換文

字列を指定できます。 詳細については、 「InstallScript テキス ト 置換を使って 

SQL スク リ プ ト の文字列を動的に置換する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer プロパテ ィ または InstallScript テキス ト 置換を指定する と、 製

品の SQL スク リ プ ト が変更された場合に、 エン ド ユーザーがダイアログに入

力し たデータ、 または実行時に決定するその他の構成情報を使用する こ とがで

きます。

大文字と小文字を区別する このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 " 検索文字列 " 設定で使用し ている大文字と

子文字の区別をそのまま利用し て文字列を検索するよ う に制限するかど うかを

指定し ます。

た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合で、 " 検索文字列 " 設定に 

install を入力する と、 イ ンス ト ールはその文字列のすべて小文字を使ったイ ン

ス タ ンスのみを検索し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合、 イ ンス

ト ールは install だけでな く  INSTALL、 Install、 その他の大文字と小文字を組み

合わせたイ ンス タ ンスも検索し ます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ プロジ ェ ク ト 内の文字列 ID を検索する ] ダイアログ 
ボ ッ クス

[ プロジ ェ ク ト 内の文字列 ID を検索する ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 特定の文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト

全体から検索できます。 検索する文字列エン ト リ を リ ス ト から選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。 検索の結果は、

スク リーンの下の出力ウ ィ ン ド ウに表示されます。

[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス
フ ォルダーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 フ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる と

きにフ ォルダー用に設定されるプロパテ ィ を決定し ます。 このダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 [ フ ァ

イルと フ ォルダー ] ビルド 内にある フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

[ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 ２  つのタ ブに分かれています :

• 全般 

• 共有 

単語単位で探す このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 " 検索する文字列 " 設定に入力し た値が単語

単位で一致する イ ンス タ ンスのみを検索するかど うかを指定し ます。

た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 " 検索文字列 " 設定に install を

入力する と、 イ ンス ト ールは install のイ ンス タ ンスのみを検索し、 同じ単語の

別の形式、 た と えば installs、 installation、 または uninstall は検索し ません。

その他の例と し て、 SQL スク リ プ ト で以下のよ う な行が考えられます :

PASSWORD = N'%PASSWORD%'

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 " 検索する文字列 " 設定に %PASSWORD% 

と入力し てから " 置換後の文字列 " 設定に 1234 と入力する と、 イ ンス ト ール

が文字列を置換し ます。 結果の SQL スク リ プ ト では、 次が表示されます :

PASSWORD = N'1234'

大文字と小文字の区別を保持

する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 " 検索文字列 " 設定で使用し ている大文字と

子文字の区別を置換文字列にも使用するかど うかを指定し ます。

た と えば、 このボ ッ クスを選択し て " 検索文字列 " 設定に databasedir および "

置換後の文字列 " 設定に mydatabasedir と入力する と、 イ ンス ト ールは 

Databasedir を Mydatabasedir で置換し ます。 また、 databasedir を mydatabasedir 

で置換し ます。

一度だけ置換 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを使って、 イ ンス ト ールが、 最初に見つかった検索文字

列のみを置換するかど う かを指定し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合、 イ ンス ト ールは検索文字列のすべて

のイ ンス タ ンスを置換し ます。

テーブル 11-31 • [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
1920 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

フ ォルダーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブでは、 フ ォルダーに関する基本的なプロパテ ィ を

構成できます。

[ アクセス許可 ] ボタ ンを使って、 フ ォルダーのアクセス許可を構成できます。 詳細については、 「フ ァ イルと

デ ィ レ ク ト リの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

[ 共有 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-32 • [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

デ ィ レ ク ト リ識別子 この設定では、 選択し たフ ォルダーの現在のデ ィ レ ク ト リ ID が識別され

ます。

ソースの場所 この設定は、 非圧縮リ リースのビルド時に、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォル

ダーにコ ピーされる フ ァ イルの元の保存場所を識別し ます。

ターゲッ ト この設定は、 ターゲッ ト  システム上で、 フ ォルダーがイ ンス ト ールされ

る場所を識別し ます。
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フ ォルダーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブでは、 フ ォルダーに関する基本的なプロパテ ィ を

構成できます。

[ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスで、 標準 .dll フ ァ イル中のエン ト リ ポイ ン ト 関数のパラ メ ーターを指定し

ます。

テーブル 11-33 • [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

このフ ォルダーをネ ッ ト ワークで

共有する

このフ ォルダーをネ ッ ト ワークで共有する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

共有名 このフ ォルダーの共有を有効化するには、 共有フ ォルダーに接続するた

めにユーザーが必要な名前を指定し ます。

同時ユーザーの数を次の数に制限

する :

このフ ォルダーの共有を有効化するには、 同時に共有フ ォルダーに接続

可能なユーザーの最大数を指定し ます。

メ モ • Windows では、 同時ユーザーの最大数は制限されています。 これら

の制限は、 Windows のバージ ョ ン と エデ ィ シ ョ ンによ って異な り ます。

イ ンス ト ールでは、 この Windows によ って課されている制限をオーバー

ラ イ ド する こ とはできません。 し たがって、 ターゲッ ト  システムでサ

ポー ト されている数を超える人数を指定し た場合、 イ ンス ト ール時に、

ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムで許可されている最大

数に制限が設定されます。

Windows の特定のバージ ョ ンおよびエデ ィ シ ョ ンの制限を判別す う ｒ に

は、 その Windows のバージ ョ ンおよびエデ ィ シ ョ ンで次のコマン ド ラ イ

ン ステー ト メ ン ト を使用し ます :

Net Config Server

[ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウで表示された最大ユーザー数の値が、

オペレーテ ィ ング システムでサポー ト されている最大数です。

Windows の使用許諾契の 「デバイスの接続」 セクシ ョ ンでも最大数が明

示されています。

ネ ッ ト ワーク ユーザーが自分の

フ ァ イルを変更するのを許可する

このフ ォルダーの共有を有効化し て、 ネ ッ ト ワーク ユーザーにこのフ ォ

ルダー内のフ ァ イルの変更を許可する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。

コ ンポーネン ト このネ ッ ト ワーク共有を含める このフ ォルダー内のコ ンポーネン ト を選

択し ます。
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タ スク [ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 パラ メ ーターを指定する カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

3. " 関数シグネチャ " プロパテ ィ で、 省略記号 (...)  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

名前

呼び出す関数の名前を指定し ます。 .dll フ ァ イルは、 各カス タム アクシ ョ ンに対し て シングル エン ト リ ポイ ン ト

を持つこ とができます。

引数

引数のリ ス ト を関数に渡す順序でビルド し ます。

まず、 [ 引数 ] リ ス ト の最後の行を ク リ ッ ク し て新規引数を追加し ます。 次に、 各引数の Type、 Source および 

Value 列を完成させます。

種類

このリ ス ト で、 パラ メ ーターのデータ型を選択し ます。 引数には 2 つの特殊な種類があり ます。 これら を以下の

方法で識別し ます。

タ スク ポイ ン ターを NULL に初期化するには次の操作を実行し ます。

1. [ タ イプ ] リ ス ト から POINTER を選択し ます。

2. [ ソース ] リ ス ト から、 [ 定数 ] を選択し ます。

3. [Value] リ ス ト から [NULL] を選択し ます。 NULL の代わり に 0 ( ゼロ ) は入力し ないで く ださい。 これは、 「0 

番をポイ ン ト するポイ ン ター」 と し て解釈されます。

タ スク ハン ドルに .msi データベースまたは Windows Installer ウ ィ ン ド ウを設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ タ イプ ] リ ス ト から [HANDLE] を選択し ます。

2. [ ソース ] リ ス ト から、 [ 定数 ] を選択し ます。

3. [ 値 ] リ ス ト で、 ハン ドルに MSI データベースを設定するか、 MSI ウ ィ ン ド ウを設定するかによ って、

MsiHandle または MsiWindowHandle を選択し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1923



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ソース

データ を関数に渡す方法を示し ます。 以下のオプシ ョ ンは次のリ ス ト で利用可能です。

引数のソースのプロパテ ィ を選択するたびに、 [ 値 ] 列にプロパテ ィ の名前を指定する必要があ り ます。

値

値は以下の 2 種類のう ちの 1 つです。

• 数字または文字列リ テ ラル 引数のソースが定数の場合

• Windows Installer プロパテ ィ  引数のソースがプロパテ ィ の場合

メ モ • [ タ イプ ] リ ス ト を HANDLE に設定し、 [ ソース ] リ ス ト を [ 定数 ] に設定する と、 Value 列に 2 つのオプ

シ ョ ン  (MsiHandle  MsiWindowHandle) が含まれます。 これらの定数を使用し て、 .msi データベースまたは Windows 

Installer ウ ィ ン ド ウへのハン ドルを取得できます。

ソースがプロパテ ィ の場合、 [ 値 ] リ ス ト でプロパテ ィ  マネージャー中のすべてのプロパテ ィ の名前が表示されま

す。 既存のプロパテ ィ を選択するか、 または新しい名前を入力できます。 後者の場合、 プロパテ ィ  マネージャー

に新規プロパテ ィ が追加されます。

プロパテ ィ は単なる値のコ ンテナである こ とに留意し て く だ さい。 パラ メ ーターがその値を [in プロパテ ィ ] また

は [inout プロパテ ィ ] に保存する場合は、 プロパテ ィ マネージャーでそのプロパテ ィ の値を必ず指定し て く だ さ

い。

テーブル 11-34 • [ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

定数 渡す値はリ テ ラルと し てイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 中に保存されます。 引数の

ソースに [ 定数 ] を選択し た後、 その定義し た値を [ 値 ] 列に入力し ます。

この定数には、 名前や ID は必要あ り ません。 文字列リ テ ラルは引用符で囲ま

ないで く だ さい。

in プロパテ ィ ソースで [in プロパテ ィ ] を指定し て、 値が関数に渡される Windows Installer プ

ロパテ ィ の名前を指定し ます。 このタ イプの引数は ByVal パラ メ ーターに適し

ています。

inout プロパテ ィ このソースの種類は ByRef パラ メ ーターに似ています。 ソースで [inout プロパ

テ ィ ] を指定し て、 値が関数に渡され、 関数で変更する こ とが可能な Windows 

Installer プロパテ ィ の名前を指定し ます。

out プロパテ ィ [out プロパテ ィ ] は、 関数で設定する こ とができる値のプレースホルダーと し

て機能し ます。 関数に値は渡されませんが、 関数が値を変更できるプロパテ ィ

の名前は必要です。
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( コ ンテキス ト  メ ニュー )

コ ンテキス ト  メ ニューで、 引数を使用するためのオプシ ョ ンが表示されます。 コ ンテキス ト  メ ニューにアクセス

するには、 [ 引数 ] グリ ッ ド で引数を右ク リ ッ ク し ます。 コ ンテキス ト  メ ニュー オプシ ョ ンを以下に説明し ます。

戻り値の型

関数の戻り値のデータ型を選択し ます。 戻り値を確認する必要がない場合は、 void を受け入れる こ とができます。

戻り値プロパテ ィ

値が関数の戻り値に設定されるプロパテ ィ 名を選択し ます。 イ ンス ト ールの他の場所で戻り値をチ ェ ッ クする場

合、 戻り プロパテ ィ の値を初期化する こ と も考えられます。

メ モ • アクシ ョ ンが即時実行に構成されていない限り、 関数の戻り値にプロパテ ィ を設定する こ とはできません。

し たがって、 アクシ ョ ンが遅延、 ロールバッ ク、 またはコ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールされている場合、 実行

時に " 戻り値プロパテ ィ " 設定は無視されます。

[ 一般オプシ ョ ン - 詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス
リ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネル で [ 詳細 ] を ク リ ッ クする と、 [ 一般オプシ ョ ン - 詳細 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使う と、 ビルド し たフ ァ イルのカス タム保存場所の指定 (

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合のみ )、 デ ィ スク イ メ ージフ ォルダー内に確保し てあるスペースの指定、 およ

びイ ンス ト ールが MD5 をチ ェ ッ ク を行な う かど う か、 また ( オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト の場合のみ ) オブジ ェ ク

ト のビルド中にオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト に含まれるサブジ ェ ク ト の InstallShield による処理方法を指定できま

す。

パネルのオプシ ョ ン

カス タムフ ォルダーに メ デ ィ アをビルド

選択を解除し た場合、 リ リースの Disk Images、 Log Files、 および Report Files フ ォルダーは、 次のデフ ォル ト の場

所に作成されます :

< プロジ ェ ク ト  フ ォルダー >\ メ デ ィ ア \< リ リース名 >

オンにし た場合、 別の場所を コ ンボ ボ ッ クスに入力するか、 パス変数に対し て定義された リ ス ト 項目の 1 つを選

択し て完成、 または参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て Web フ ァ イルを選択する こ とによ り指定し ます。

テーブル 11-35 • コ ンテキス ト メ ニューのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

追加 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し て、 [ 引数 ] グ リ ッ ド に引数を追加し ます。

削除 引数を削除するには、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

上へ移動 引数は、 関数がそれを受け取るのと ま った く 同じ順序でなければな り ません。

引数を リ ス ト の上に移動するには、 [ 上へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

下へ移動 引数を リ ス ト の下に移動するには、 [ 下へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。
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予約されたスペース

プロジ ェ ク ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。 オブジ ェ ク ト プロ

ジ ェ ク ト を構築し ている場合、 この設定は表示されません。

現在のリ リースのメ デ ィ アの種類が、 ネ ッ ト ワーク イ メ ージに該当する単一のデ ィ スク イ メ ージを作成する場合

は無効にな り ます。 特定のデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーに、 指定し たデ ィ スク容量を確保 ( 空のままに ) し ます。

[ デ ィ スク ] リ ス ト ボ ッ クスでデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーの番号を選択し ( た と えば、 値 1 はデ ィ スク イ メ ージ

フ ォルダー Disk1 を指定 )、 [ 予約されたスペース ] 編集ボ ッ クスに、 そのフ ォルダー内に確保する容量をキロバ

イ ト で入力し ます。 

MD5 シグネチャ を検証

プロジ ェ ク ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。 オブジ ェ ク ト プロ

ジ ェ ク ト を構築し ている場合、 この設定は表示されません。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがチ ェ ッ ク されている場合、 イ ンス ト ールされている各 MD5 のハッ シュ値が、 .cab フ ァ イ

ルに保存されている値と比較されます。 この設定は、 Setup.ini フ ァ イルの [Startup] セクシ ョ ンの CheckMD5 キー

に保存されます。

ヒ ン ト • MD5 確認は破損し たフ ァ イルを検出し ます。 これは イ ン ターネ ッ ト でのイ ンス ト ール中に便利です。

MD5 確認を行わなかった場合、 フ ァ イル転送処理速度は速 く な り ます。 

オブジ ェ ク ト のイ ン クルー ド - 埋込み

プロジ ェ ク ト • このオプシ ョ ンは、 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にサブオブジ ェ ク ト が含まれる場合、 リ リースにはサブオブジ ェ ク ト への参照ではな

く 、 サブオブジ ェ ク ト そのものが含まれます。 このオプシ ョ ンを使ってビルド し た リ リースは、 システムでサブ

オブジ ェ ク ト が登録されていない InstallShield ユーザーが使用する こ とができます。

オブジ ェ ク ト のイ ン クルー ド - 参照

プロジ ェ ク ト • このオプシ ョ ンは、 オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にサブオブジ ェ ク ト が含まれる場合、 リ リースにはサブオブジ ェ ク ト そのものではな

く 、 サブオブジ ェ ク ト への参照が含まれます。 このオプシ ョ ンを使ってビルド し た リ リースは、 システムでサブ

オブジ ェ ク ト が登録されていない InstallShield ユーザーは使用する こ とができません。
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[ 一般オプシ ョ ン - 別のデ ィ スク フ ァ イル ] ダイアログ 
ボ ッ クス

リ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネルで [ 別のデ ィ スク フ ァ イル ] を ク リ ッ クする と、 [ 一般オプシ ョ

ン - 別のデ ィ スク フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 サポー ト  フ ァ イル /

ビルボー ド 内の 拡張フ ァ イル の下にある その他 (Other) フ ォルダーにある各フ ァ イルに対し て、 デ ィ スク イ メ ー

ジフ ォルダー内の場所を指定する こ とができます。

パネルのオプシ ョ ン

フ ァ イル名

デ ィ スク イ メ ージフ ォルダー番号を指定する フ ァ イルを選択し ます。

Disk

選択し たフ ァ イル用の希望のデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを選択し ます ( た と えば、 3 を選択する と、 選択し た

フ ァ イルはデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダー Disk3 に配置されます )。

[ 履歴 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 履歴 ] ダイアログは、 [ プロジ ェ ク ト / ソース管理 ] メ ニューで [ 履歴の表示 ] を選択する と表示されます。 この

ダイアログには、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト のすべての Windows Installer テーブルを含む ド ロ ッ プダウン リ ス ト

ボ ッ クスが表示されます。

タ スク ソース管理プログラムのテーブルの履歴を表示するには、 以下の手順に従います :

リ ス ト からテーブルを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クス
[ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するダイアログ

を選択する こ とができます。 ダイアログのフ ァ イル (.isd フ ァ イル ) はリ ポジ ト リ に格納するか、 その他の別の場

所に格納する こ とができます。

タ スク [ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ダイアログ ] ビ ューを開きます。 

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ ダイアログのイ ンポー ト

] を選択し ます。 [ ダイアログのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

リポジ ト リ項目

このボ ッ クスは、 リ ポジ ト リ にある利用可能なダイアログすべてを一覧表示し ます。 プロジ ェ ク ト に追加するダ

イアログを選択し ます。

イ ンポー ト するダイアログ ボ ッ クス (.isd フ ァ イル ) のフ ァ イルがリ ポジ ト リ に格納されていない場合、 参照ボタ

ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを選択し ます。

[InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ ク
ス

[InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する複

数の InstallScript (.rul) または InstallScript ヘ ッ ダー (.h) フ ァ イルを選択する こ とができます。 フ ァ イルはリポジ ト

リ、 またはその他の場所に格納する こ とができます。

タ スク [InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallScript ビ ューを開きます。 

2. InstallScript エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] を選

択し ます。 [InstallScript フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

リポジ ト リ項目

このボ ッ クスは、 リ ポジ ト リ にある利用可能な InstallScript フ ァ イルすべてを一覧表示し ます。 プロジ ェ ク ト に追

加する InstallScript フ ァ イル ( 複数可 ) を選択し ます。

イ ンポー ト し たい InstallScript  フ ァ イルがリ ポジ ト リ に格納されていない場合、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て

フ ァ イルを選択し ます。

[SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ 
ボ ッ クス

[SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト す

る SQL スク リ プ ト  フ ァ イル ( 複数可 ) を選択する こ とができます。 SQL スク リ プ ト  (.isd) フ ァ イルはリ ポジ ト リ

に格納するか、 その他の別の場所に格納する こ とができます。

タ スク [SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを開きます。 

2. SQL スク リ プ ト  エクスプローラーで、 [ フ ァ イル ] を右ク リ ッ ク し て、 [ スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] 

を ク リ ッ ク し ます。 [SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンポー ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

リポジ ト リ項目

このボ ッ クスは、 リ ポジ ト リ にある利用可能な SQL スク リ プ ト  フ ァ イルすべてを一覧表示し ます。 プロジ ェ ク ト

に追加する SQL スク リ プ ト  フ ァ イル ( 複数可 ) を選択し ます。

イ ンポー ト し たい SQL スク リ プ ト  フ ァ イルがリポジ ト リ に格納されていない場合、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て

フ ァ イルを選択し ます。

[ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 標準アクシ ョ ン、 カス タム アク シ ョ ン、 またはダイアログ

をプロジ ェ ク ト のシーケンスの 1 つに挿入できます。

タ スク [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボ ッ クスを起動するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ 動作と ロジ ッ ク ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. シーケンス、 ダイアログ、 カス タム アクシ ョ ンまたは標準アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク

し ます。

ヒ ン ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 このダイアログ ボ ッ クスを [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューから も起動できま

す。 DIM リ フ ァ レンスを ク リ ッ ク し、 [ シーケンス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 シーケンス、 ダイアログ、 カス タム 

アクシ ョ ンまたは標準アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ダイアログ オプシ ョ ン

テーブル 11-36 • [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

アクシ ョ ンの種類 挿入するアクシ ョ ンのタ イプを選択し ます。

• カス タム アクシ ョ ン — カス タム アクシ ョ ンは、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ

ザー ド を使って作成できます。

• ダイアログ — [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスに、 ダイアログを挿

入できます。 カス タム ダイアログを作成するには、 [ ダイアログ ] ビ ューを

利用し ます。

• DIM カス タム アクシ ョ ン — これらのカス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト に追加し た 1 つまたは複数の DIM の中に格納されます。 この DIM 

の GUID は、 カス タム アクシ ョ ンの名前に追加されます。 たと えば、 DIM に 

LaunchNotepad とい う LaunchUtility アク シ ョ ンが格納されている場合、

LaunchNotepad.xxxxxxxx_xxxx_xxxx_xxxx_xxxxxxxx のよ う に表示されます (x が 

DIM の GUID)。

• DIM ダイアログ — これらのダイアログはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し

た 1 つまたは複数の DIM リ フ ァ レンスの中に格納されます。 この DIM の 

GUID は、 ダイアログの名前に追加されます。 た と えば、 DIM に CustomerInfo 

とい う ダイアログが格納されている場合、

CustomerInfo.xxxxxxxx_xxxx_xxxx_xxxx_xxxxxxxx のよ う に表示されます (x がこの 

DIM の GUID)。

• マージ モジュール カス タム アクシ ョ ン — これらのカス タム アクシ ョ ンはイ

ンス ト ール プロジ ェ ク ト に関連付けた 1 つまたは複数のマージ モジュールの

中に格納されます。 このマージ モジュールの GUID は、 カス タム アクシ ョ ン

の名前に追加されます。 たと えば、 マージ モジュールに LaunchNotepad とい

う カス タム アクシ ョ ンが格納されている場合、

LaunchNotepad.xxxxxxxx_xxxx_xxxx_xxxx_xxxxxxxx のよ う に表示されます (x がこ

のモジュールの GUID)。

• マージ モジュール ダイアログ — これらのダイアログはイ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に関連付けた 1 つまたは複数のマージ モジュールの中に格納されま

す。 このマージ モジュールの GUID は、 ダイアログの名前に追加されます。

たと えば、 マージ モジュールに CustomerInfo とい う ダイアログが格納されて

いる場合、 CustomerInfo.xxxxxxxx_xxxx_xxxx_xxxx_xxxxxxxx のよ う に表示されま

す (x がこのモジュールの GUID)。

• 標準アクシ ョ ン — これらのアクシ ョ ンは Windows Installer に組み込まれてい

ます。

メ モ • シーケンスの 1 つに挿入されている カス タム アクシ ョ ンやダイアログが含

まれているプロジ ェ ク ト からマージ モジュールを削除する と、 そのシーケンスか

ら、 これらのアクシ ョ ンやダイアログが自動的に削除されます。 同じ こ とが、 DIM 

リ フ ァ レンスでも発生し ます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[InstallShield 前提条件のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク
ス

[InstallShield 前提条件プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] 

ビ ューで選択された InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と開きます。 この

ダイアログ ボ ッ クスでは、 選択された InstallShield 前提条件の場所を指定する こ とができます。 詳細については、

「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 [InstallShield 前提条件のプロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 特定のビルドから除外する InstallShield 前提条件のリ リース フ ラグを設定

する こ と もできます。 た と えば、 前提条件を必要とする特別なア ド オンを含んだ製品の特別なエデ ィ シ ョ ンにの

アクシ ョ ンの選択 アクシ ョ ンのタ イプを選択し てから、 特定のアクシ ョ ンを選択し ます。 選択する

には、 挿入するアクシ ョ ンをハイ ラ イ ト し ます。

条件 アクシ ョ ンに対し て条件を設定できます。 条件が真と評価されない場合、 アク

シ ョ ンは実行されません。 条件の詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト の構文」

を参照し て く ださい。

Comments このフ ィ ールド にコ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は内部で使用するた

めのもので、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあ り ません。

テーブル 11-36 • [ アクシ ョ ンの挿入 ] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
み含める InstallShield 前提条件がある場合、 その前提条件にフ ラグをつける こ と で、 必要な場合にのみそれがビル

ド に含まれるよ う にし ます。

テーブル 11-37 • InstallShield[ 前提条件 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

ビルド の場所 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールをパッ ケージする場合、 次のどれか 1 つの方

法を使ってエン ド ユーザーに対し て前提条件フ ァ イルを提供する こ とができます。

• Web からダウンロー ド する — InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て、

この InstallShield 前提条件に対し て指定された URL からダウンロー ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド されるパッ

ケージサイズと ダウンロー ド時間を最小化し たい場合に推奨されます。

InstallShield 前提条件は、 適切なバージ ョ ンが既にターゲッ ト  マシンにある場合

はダウンロー ド されません。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

• Setup.exe から抽出する — InstallShield 前提条件フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し て、

必要に応じ て実行時に抽出し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール全体が Setup.exe に完全に含まれていなければ

ならない場合に選択し ます。 [Web からダウンロー ド する ] オプシ ョ ンを選択する

と、 イ ンス ト ールが小さ く な り ダウンロー ド時間も短縮されますが、 [Setup.exe 

から抽出する ] オプシ ョ ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用でき

ます。

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ]— InstallShield 前提条件フ ァ イルを ソース メ

デ ィ アに格納し ます。

このオプシ ョ ンは、 CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト ワークなどの固定メ デ ィ ア

から イ ンス ト ールが非圧縮で実行される場合に使用し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用でき

ます。

• [ メ デ ィ アに含める ]  — InstallShield 前提条件フ ァ イルを ソース メ デ ィ アに格納し

ます。

このオプシ ョ ンは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

" ビルドの場所 " 設定で選択するオプシ ョ ンは、 [ リ リース ] ビ ューでオーバーラ イ ド

される こ とがあり ますので、 ご注意 く だ さい。 詳細については、 「リ リース レベルで

の InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト に追加

される場合、 前提条件依存フ ァ イルの場所は、 それを必要とする前提条件の場所設定

に従います。
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[ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの " 言語 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 ビルド時のフ ィ ルタ リ ングに使用する、 コ ンポーネン ト が依存

する言語を指定できます。 デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト は言語に依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト の

データ ( フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ など ) はどれも特定の言語に固有ではあ り ません。

コ ンポーネン ト が特定の言語のみに依存する場合は、 適切な言語のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト の [ 一

般情報 ] ビ ューで言語が選択されていない場合、 その言語はプロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト 用に利用可能な言語

の一覧には表示されません。

[ リ ン ク タ イプ ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ リ ン ク タ イプ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューおよび [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで 

" リ ン ク タ イプ " 設定で参照ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き開きます。 また、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ

ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにある コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルのリ ン ク

] を ク リ ッ ク し ても開きます。

リ リース フ ラグ

プロジ ェ ク ト • この設定は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用で

きます。

文字列を入力し ます。 文字列には、 文字または数字を使用できます。 複数のフ ラグを 

InstallShield 前提条件追加する場合は、 コ ンマを使ってフ ラグを区切り ます。

テーブル 11-37 • InstallShield[ 前提条件 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ リ ン ク タ イプ ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 コ ンポーネン ト のフ ァ イル リ ン クがス タ テ ィ ッ クかダイナ ミ ッ

クか、 および、 ダイナ ミ ッ クの場合、 メ デ ィ アのビルド時にリ ン クがど う判別されるかを指定できます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

ス タ テ ィ ッ ク リ ン ク

コ ンポーネン ト には、 明示的な完全修飾フ ァ イル名によ って指定されたフ ァ イルへのフ ァ イルリ ン クが含まれま

す。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク

コ ンポーネン ト には、 フ ァ イル名をワイルド カー ド ( たと えば *.* や *.exe) で指定できる名前を持つフ ァ イルや、

明示的なパスまたはビルド変数で名前を指定できる フ ォルダーへのフ ァ イルリ ン クが含まれます。

メ モ • 次の設定は、 [ ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ] オプシ ョ ンが選択された と きのみ有効です。

含める フ ァ イルが入ったフ ォルダーを指定する

この設定は、 リ ン クがある フ ァ イルを含むフ ォルダーを指定し ます。 明示的なパスを入力するか、 ビルド変数を

選択または入力するか、 または定義済みのパス変数に選択し たパスを追加し ます。

注意 • 相対パス ( 例 　 \MyFolder) を入力する と予期せぬ結果が生じ ます。

参照

このボタ ンを ク リ ッ クする と、 明示的パスを指定できる [ フ ォルダーの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 

サブ フ ォルダーを含める

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は、 " 含める フ ァ イルを格納する フ ォルダーを指定する " 設定

で識別し たフ ォルダー内のいずれかのサブ フ ォルダーに含まれている フ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加し ま

す。

ヒ ン ト • InstallScript エンジンでは、 サブ コ ンポーネン ト とい う概念をサポー ト されていません。 ダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン クにサブ フ ォルダーを含める と、 各サブフ ォルダーに別々のコ ンポーネン ト が作成されます。

ワイルド カー ド

フ ァ イルのリ ス ト は、 最初に [ イ ン クルー ド ] コ ンボボ ッ クスに入力し た内容と一致するすべてのフ ァ イルを含

め、 次にそれらのフ ァ イルから [ エクスクルー ド ] コ ンボボ ッ クスに入力し た内容に一致するすべてのフ ァ イルを

除外する こ とによ って作成されます。

イ ン クルー ド

コ ンポーネン ト にフ ァ イルリ ン クが含まれる フ ァ イルの名前を指定し ます。 パス変数を入力するか選択する こ と

によ って単一のフ ァ イル名を入力するか、 このフ ァ イル名指定に 「*.*」 または 「*.exe」 などのワイルド カー ド を

使用する こ とができます。 複数のワイルド カー ド を指定するには、 例のよ う にセ ミ コ ロンで区切り、 スペースを

入れないよ う にし ます。 
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*.txt;*.doc

エ クス クルー ド

コ ンポーネン ト にフ ァ イルリ ン クが含まれないフ ァ イルの名前を指定し ます。 パス変数を入力するか選択する こ

とによ って単一のフ ァ イル名を入力するか、 このフ ァ イル名指定に 「*.*」 または 「*.exe」 などのワイルド カー ド

を使用する こ とができます。 複数のワイルド カー ド を指定するには、 例のよ う にセ ミ コ ロンで区切り、 スペース

を入れないよ う にし ます。

*.exe;*.dll

上の例では、 .exe フ ァ イルも DLL フ ァ イルも コ ンポーネン ト に含まれません。

[Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイア
ログ ボ ッ クス

[ 一般情報 ] ビ ューにある [MSI ログの作成 ] 設定で [ 参照 (...)] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [Windows Installer 4.0 以

降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスを使う と、 Windows 

Installer 4.0 がイ ンス ト ールをログ記録するかど うかについて、 コマン ド ラ イ ンの使用やレジス ト リ でのログ パラ

メ ーターの構成の必要な しに、 プロジ ェ ク ト 全体を通し て指定する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスを

使用し て、 ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする こ と もできます。

テーブル 11-38 • [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

オプシ ョ ン 説明

いいえ イ ンス ト ールはログ記録されません。 これがデフ ォル ト の値です。

はい (MsiLogging は 

voicewarmupx のデフ ォル ト 値

に設定されます )

InstallShield によ って voicewarmupx のデフ ォル ト 値が MsiLogging プロパテ ィ に

挿入されます。

イ ンス ト ールが、 Windows Installer 4.0 以降を搭載する ターゲッ ト  システム、 あ

るいは Windows Vista または Windows Server 2008 以降で実行された場合、 以下

の処理が行われます :

• voicewarmupx のデフ ォル ト  ログ モー ド に従って、 イ ンス ト ーラーがログ 

フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパ

スを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイア

ログに [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。

エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ

クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イ

ルが開きます。

この設定は、 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows Server 2008 以降の

システム上で Windows Installer 4.0 以降を使って実行する イ ンス ト ールに適用し

ます。 Windows Installer の古いバージ ョ ンを実行する以前のシステム上では、 実

行時ダイアログで [Windows Installer ログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表示

されません。
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重要 • MsiLogFileLocation プロパテ ィ は、 読み取り専用のため、 ログ フ ァ イルの場所の設定および変更には使用で

きません。

小文字のコ ンポーネン ト デ ィ レ ク ト リ - 警告
このダイアログは、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先設定時にデ ィ レ ク ト リ識別子を小文字で指定し た り、 大文

字と小文字を合わせて指定し た場合に表示されます。

デ ィ レ ク ト リ識別子を大文字で指定する と、 その値がユーザー イ ン ターフ ェ イスから設定できる パブ リ ッ ク プロ

パテ ィ にな り ます。 大文字と小文字を混ぜた り、 小文字でデ ィ レ ク ト リ識別子を指定する と、 デ ィ レ ク ト リ エン

ト リが プ ラ イベー ト プロパテ ィ  と し て定義されます。 プ ラ イベー ト プロパテ ィ は、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス

から変更できません。

メ モ • この警告を表示し ないよ う にするには、 " 今後、 このダイアログを表示し ない " オプシ ョ ンを選択し ます。

[ メ デ ィ ア フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス
リ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルで [ イ ンポー ト ] または [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。

現在のプロジ ェ ク ト にない リ リース と、 そのバージ ョ ン情報を決定する方法を指定できます。

カス タム MsiLogging 値 InstallShield は、 このボ ッ クスに指定された値を MsiLogging プロパテ ィ に挿入し

ます。

イ ンス ト ールが、 Windows Installer 4.0 以降を搭載する ターゲッ ト  システム、 あ

るいは Windows Vista または Windows Server 2008 以降で実行された場合、 以下

の処理が行われます :

• このボ ッ クスに指定されたカス タム値に基づいて、 イ ンス ト ーラーがログ 

フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパ

スを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイア

ログに [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。

エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ

クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イ

ルが開きます。

この設定は、 Windows Vista 以降のシステム、 および Windows Server 2008 以降

のシステム上で Windows Installer 4.0 以降を使って実行する イ ンス ト ールに適用

し ます。 Windows Installer の古いバージ ョ ンを実行する以前のシステム上では、

実行時ダイアログで [Windows Installer ログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表

示されません。

テーブル 11-38 • [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル

希望のリ リースのヘ ッ ダーフ ァ イルの完全修飾名を入力するか選択し ます ( リ リースのヘ ッ ダーフ ァ イルには、

.hdr とい う フ ァ イル拡張子が付き、 通常は Data1.hdr とい う名前が付いています）。 または参照ボタ ンを ク リ ッ ク

し てヘ ッ ダーフ ァ イルを参照し ます。

バージ ョ ン情報を読む ...

バージ ョ ン情報を リ リースのヘ ッ ダーフ ァ イルから自動的に読み取るよ う に指定し ます。

以下でバージ ョ ン情報を指定する

バージ ョ ン情報がコ ンボボ ッ クスにタ イプ入力または選択し たものである こ と を指定し ます。

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ ク
ス

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration で少な く と も 1 つの行を持ち、

ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配布可能

フ ァ イルの値を変更する こ とができます。

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスの表示

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内でチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スが選択されている構成可能なマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を選択する と表示されます。 選択された再

配布可能フ ァ イルがオブジ ェ ク ト の場合、 [ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 オブ

ジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドが終了し たと き表示されます。

構成可能マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ マージ モジュールの構成 ] を選択する こ と

もできます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 構成可能値を変更できるグ リ ッ ドが含まれてい

ます。 左の列には構成可能値の名前が含まれています。 右の列には、 値のオプシ ョ ンが含まれています。 ド ロ ッ

プダウン メ ニューから新しい値を選択する こ とができます。 値に関する情報については、 再配布可能フ ァ イル ベ

ンダーのマニュアルを参照し て く だ さい。 

使用する値を指定し たあと、 OK を ク リ ッ ク し て新しい値を保存し ます。 これらの値は、 プロジ ェ ク ト をビルド す

る と き、 .msi パッ ケージをビルド するために使用されます。

デフ ォル ト に戻す

このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 再配布可能フ ァ イルのデフ ォル ト の設定を復元し ます。 再配布可能フ ァ イル内の構

成可能な値はすべてデフ ォル ト に戻されます。
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[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで選択されたマージ モジュール

または再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示されます。 次のタ ブがこのダイ

アログ ボ ッ クス と関連付けられています。

• メ デ ィ ア 

• イ ンス ト ール先 

• 構成可能値 

[ メ デ ィ ア ] タ ブ

フ ァ イルの場所

[ メ デ ィ ア ] タ ブを使って、 出力の形式と保存先を指定する こ とができます。

ソース メ デ ィ ア上 ( 非圧縮 )

フ ァ イルを非圧縮で メ デ ィ アにコ ピーする場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

新規 .CAB フ ァ イル内

このオプシ ョ ンを選択する と、 ソース メ デ ィ アが .msi パッ ケージ と同じ場所に配置されます。 ただ し .cab を .msi 

パッ ケージにス ト リームするよ う に選択できます。

新規 .CAB フ ァ イルを Windows Installer Package にス ト リーム入力する

このオプシ ョ ンを選択する と、 .cab が .msi パッ ケージにス ト リームされます。

メ モ • ト ラ ンスフ ォーム  (*.mst) プロジ ェ ク ト の種類では、 .cab を .msi パッ ケージにス ト リームするオプシ ョ ンが

無効になっています。 これは、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が .cab フ ァ イルを内部に格納する こ とができない

ためです。 非圧縮フ ァ イルまたは外部 cab に格納されたフ ァ イルを追加するだけです。

[ イ ンス ト ール先 ] タ ブ
[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ 移動先 ] タ ブでは、 移動先情報を構成できます。

設定

GUID

マージ モジュールの一意の GUID を表示し ます。

作成者

マージ モジュールの作成者を表示し ます。
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バージ ョ ン

マージ モジュールのバージ ョ ンを表示し ます。

Destination

マージ モジュールのフ ァ イルの保存先を指定し ます。 デフ ォル ト 設定 ( マージ モジュールのデフ ォル ト のイ ンス

ト ール先を使用し ます ) の利用をお勧めし ます。

[ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 カス タム アクシ ョ ンが呼び出すマネージ アセンブ リ内にある ク ラス

と メ ソ ッ ド を指定できます。 [ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルで [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 カス タム 

アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド でこのダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 また、 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ メ ソ ッ

ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き も表示されます。

メ モ • パブ リ ッ ク ク ラスのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ドのみが、 選択肢と し て提供されています。 また、 オーバーロー ド

し ている メ ソ ッ ド を選択する こ とはできません。

参照機能は .NET Framework がイ ンス ト ールされている と きのみ使用できます。 また、 この機能は、 マネージ アセ

ンブ リの場所が Binary テーブルに設定されていて、 製品と共にイ ンス ト ールされている と きのみ使用可能です。

アセンブ リのパスがプロパテ ィ 、 または Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を参照する場合は使用できません。

また、 参照機能は 32 ビ ッ ト  アセンブ リ および Microsoft intermediate language (MSIL) フ ァ イルでのみ使用できま

す。 64 ビ ッ ト  アセンブ リ では使用できません。

[ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クス
[ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または [ カス タム 

アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でマネージ カス タム アクシ ョ ンの " メ ソ ッ ド シグネチャ " 設定で参照ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し たと き表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 カス タム アクシ ョ ンが呼び出すパブ リ ッ ク ク ラス メ

ソ ッ ド を指定できます。
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[ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次の設定があ り ます。

テーブル 11-39 • [ メ ソ ッ ド シグネチャ ] パネルの設定

設定 説明

ク ラス メ ソ ッ ドが関連付けられているパブ リ ッ ク ク ラスの名前 ( 完全名前空間を含む ) 

を入力し ます。 次のフ ォーマ ッ ト を使用し て く だ さい :

MyNamespace.MyClass

また、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを

指定する こ と もできます。 このダイアログ ボッ クスを使って、 [ アクシ ョ ンのパ

ラ メ ーター ] パネルで選択し たマネージ アセンブ リ にあるパブ リ ッ ク ク ラスの一

覧からパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を選択する こ とができます。

メ モ • 参照機能は .NET Framework がイ ンス ト ールされている と きのみ使用できま

す。 また、 この機能は、 マネージ アセンブ リの場所が Binary テーブルに設定され

ていて、 製品と共にイ ンス ト ールされている と きのみ使用可能です。 アセンブ リ

のパスがプロパテ ィ 、 または Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を参照する場合は

使用できません。

また、 参照機能は 32 ビ ッ ト  アセンブ リ および Microsoft intermediate language 

(MSIL) フ ァ イルでのみ使用できます。 64 ビ ッ ト  アセンブ リ では使用できません。

メ ソ ッ ド イ ンス ト ールで呼び出すパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を入力し ます。 また、 [ 参照 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し て、 [ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを指定する こ と もで

きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネ

ルで選択し たマネージ アセンブ リ にあるパブ リ ッ ク ク ラスの一覧からパブ リ ッ ク 

メ ソ ッ ド を選択する こ とができます。

メ モ • 参照機能は .NET Framework がイ ンス ト ールされている と きのみ使用できま

す。 また、 この機能は、 マネージ アセンブ リの場所が Binary テーブルに設定され

ていて、 製品と共にイ ンス ト ールされている と きのみ使用可能です。 アセンブ リ

のパスがプロパテ ィ 、 または Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を参照する場合は

使用できません。

また、 参照機能は 32 ビ ッ ト  アセンブ リ および Microsoft intermediate language 

(MSIL) フ ァ イルでのみ使用できます。 64 ビ ッ ト  アセンブ リ では使用できません。
1940 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
カス タム メ ソ ッ ド シグネ

チャ を使用する

デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ

ア し ます。 デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ を利用する と、 シグネチャに 1 つま

たは複数の無効なパラ メ ーターまたは単一 MsiHandle パラ メ ーターがある と き、

イ ンス ト ールで、 メ ソ ッ ド が MsiHandle パラ メ ーターが使われて呼び出されます。

カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 そのあと、 必要に応じ て、 引数と戻り値プロパテ ィ を指定し ます。

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てク ラス と メ ソ ッ ド を指定する と、 関連付けられたパ

ラ メ ーターが自動的に追加されます。 メ ソ ッ ド に渡す各パラ メ ーターの値を指定

し ます。

メ ソ ッ ドのシグネチャの指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内の

マネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

引数 カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 選択し た メ ソ ッ ド に渡す引数の一

覧を指定し ます。

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てク ラス と メ ソ ッ ド を指定する と、 関連付けられたパ

ラ メ ーターがこの領域にあるグ リ ッ ド に自動的に追加されます。

プロパテ ィ を引数と し て使用する場合、 パラ メ ーターの値フ ィ ールド を ク リ ッ ク

し て、 一覧から プロパテ ィ を選択し ます。 一覧の中にないプロパテ ィ を使用する

には、 そのプロパテ ィ の名前を入力し ます。 プロパテ ィ は実行時に定義される必

要があり ます。

コ ンテキス ト  メ ニューで、 引数を使用するためのオプシ ョ ンが表示されます。 コ

ンテキス ト  メ ニューにアクセスするには、 [ 引数 ] グ リ ッ ド で引数を右ク リ ッ ク

し ます。 以下は、 提供される コ ンテキス ト  メ ニューのコ マン ド です :

• [ 追加 ] — グ リ ッ ド に引数を追加し ます。

• [ 削除 ] — グ リ ッ ドから引数を削除し ます。

このグリ ッ ドは、 [ カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

が選択された と きのみ使用できます。

引数の指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド

に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

戻り値プロパテ ィ 値に メ ソ ッ ドの戻り値を設定するプロパテ ィ の名前を選択または入力し ます。

この一覧は、 [ カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選

択された と きのみ使用できます。

戻り値プロパテ ィ の指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマ

ネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-39 • [ メ ソ ッ ド シグネチャ ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル名拡張子と、 Web サーバーから ブ ラウザまたはメ ール ク

ラ イアン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングを追加、 編集、 また

は削除し ます。

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ュー内から利用する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ

クスを開 く には、 エクスプローラーで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ま

す。 次に、 "MIME の種類 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ ダイナ ミ ッ ク リ ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのすべての設定が表示されます。

テーブル 11-40 • [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

追加 フ ァ イル名拡張子と、 Web サーバーから ブラウザまたはメ ール ク ラ イアン ト にス

タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングのた

めのエン ト リ を追加し ます。 これによ って、 [MIME の種類を追加 ] ダイアログ 

ボ ッ クス が開きます。

編集 既存する MIME の種類を編集するには、 MIME の種類を選択し て、 このボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。

Delete 既存する MIME の種類を削除するには、 MIME の種類を選択し て、 このボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。
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タ スク ダイアログ ボ ッ クスを起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開きます。

2. エクスプローラーで、 変更するダイナ ミ ッ ク リ ン ク を含むコ ンポーネン ト を開き、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ま

す。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク ] を ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク リ

ン クの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

ヒ ン ト • [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブを使用する と き、 次のガイ ド ラ イ ンを参考にし て く だ さい :

テーブル 11-41 • [ コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定

設定 説明

ソース この列では、 ソース フ ァ イルが格納されている場所が表示されます。 通常、 パ

ス変数が使用されます。

サブ フ ォルダーを含める この列は、 各サブ フ ォルダー内のフ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加するか

ど うかを示し ます。

InstallShield で、 サブ フ ォルダー内にあるダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ァ イルに

コ ンポーネン ト がど う作成されるかについては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある

フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

自己登録 この列は、 InstallShield で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クにあるすべてのフ ァ イルを自己

登録にするかど うかを示し ます。

フ ァ イルが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クについて 

Self-Register 列が Yes になっている場合、 イ ンス ト ール時にターゲッ ト  マシン

で 64 ビ ッ ト 自己登録が実行されます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレー

テ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く ださい。

コ ンポーネン ト の作成 この列は、 InstallShield で、 ビルド時にダイナ ミ ッ ク フ ァ イルがリ リースに追加

される と き、 コ ンポーネン ト がど う作成されるかを示し ます。 有効オプシ ョ ン

は、 以下のとお り です :

• ベス ト  プラ ク テ ィ ス — ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン

ト を作成する と き、 InstallShield はベス ト  プラ ク テ ィ スを順守し ます。

• デ ィ レ ク ト リ ご と — 各フ ォルダーとサブ フ ォルダーについてコ ンポーネン

ト が 1 つ作成されます。

これらの 2 つのメ ソ ッ ド については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適

切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

詳細 この列は、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クからのフ ァ イルを選択および除外する と きの

フ ィ ルター基準を示し ます。
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• 新しいダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加する場合、 [ 新しい リ ン ク ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ

イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

• 既存のリ ン クの設定を変更する場合、 リ ン ク を選択し てから、 [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ダイナ

ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

• リ ン ク と それに関連するダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを削除する場合、 リ ン ク を選択し てから、 [ 削

除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス / リ リース 
ウ ィ ザー ド — [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パネル

プロジ ェ ク ト • 次の ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス と [ プラ ッ ト フ ォーム ] パネルで、リ リースが 1 

つまたは複数のプラ ッ ト フ ォームに固有かど うかを指定する こ とができます。 コ ンポーネン ト に指定されたプ

ラ ッ ト フ ォームが、 このリ リースに選択されたプラ ッ ト フ ォームのどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポーネン

ト はリ リースに含まれません。

タ スク [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを ク リ ッ ク し ます。

3. [ ビルド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " プ ラ ッ ト フ ォーム " フ ィ ールドの値を ク リ ッ ク し て、 参照 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

タ スク リ リース ウ ィ ザー ドの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パネルにアクセスするには、

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを右ク リ ッ ク し て、 リ リース ウ ィ ザー ド を ク リ ッ ク し ま

す。

3. ウ ィ ザー ド内の各パネルを完成し てい く と、 [ プラ ッ ト フ ォーム ] パネルに到達し ます。

次のテーブルは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスおよび [ プラ ッ ト フ ォーム ] 

パネルで表示される設定です。

テーブル 11-42 • リ リース ウ ィ ザー ドの [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスおよび [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パ
ネルで表示される設定

設定 説明

" プラ ッ ト フ ォーム フ ィ ルター " 

設定で指定されたプ ラ ッ ト フ ォー

ムを使用する

選択された リ リースが [ 一般情報 ] ビ ューの " プ ラ ッ ト フ ォーム フ ィ ル

ター " 設定で指定されたプラ ッ ト フ ォームをすべてサポー ト する場合、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ビルド時

にコ ンポーネン ト はリ リースから除外されません。
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[ モジュール依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• マージ モジュール

• MSM データベース

[ 一般情報 ] ビ ューの " モジュール依存関係 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ モジュール依

存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 作成中のマージ モジュールが必要とす

るマージ モジュールを選択できます。

ヒ ン ト • ダイアログ ボ ッ クスには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス の [ マージ モジュール ] タ ブで指定され

たデ ィ レ ク ト リ で検出されたマージ モジュールがリ ス ト されます。 マシンに存在し ない依存関係を追加するには、

[ 一般情報 ] ビ ューの " モジュール依存関係 "  設定で [ 新しいモジュール依存関係を追加する ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。

以下でサポー ト するプ ラ ッ ト

フ ォームを指定

選択された リ リースが 1 つまたは複数のオペレーテ ィ ング システムに固

有の場合、 この設定を選択し て、 該当するオペレーテ ィ ング システムを

選択し ます。

コ ンポーネン ト に指定されたプラ ッ ト フ ォームが、 この設定で選択され

たプラ ッ ト フ ォームのどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポーネン ト は

リ リースに含まれません。

ヒ ン ト • 連続する複数のオペレーテ ィ ング システムを選択するには、 最

初のオペレーテ ィ ング システムを選択し たあと SHIFT キーを押し ながら

最後のオペレーテ ィ ング システムを選択し ます。 連続し ない複数のオペ

レーテ ィ ング システムを選択するには、 最初のオペレーテ ィ ング システ

ムを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各オペレーテ ィ ング 

システムを選択し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 プロジ ェ ク ト  レベルで

チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ アになっているオペレーテ ィ ング システムは、

このダイアログ ボ ッ クスで表示されるオペレーテ ィ ング システムの一覧

からすべて除外されます。

テーブル 11-42 • リ リース ウ ィ ザー ドの [ プロパテ ィ の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスおよび [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] パ
ネルで表示される設定 ( 続き )

設定 説明
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ 除外モジュール ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• マージ モジュール

• MSM データベース

一部のマージ モジュールは他のマージ モジュールがある と、 正常に作動し ません。 古いバージ ョ ンのモジュール

が新しいモジュールと互換性を持たないために、 このよ う な状況が発生する場合があり ます。 このため、 新しい

モジュールを含むイ ンス ト ールから、 互換性を持たないモジュールを除外し な く てはな り ません。 

[ 一般情報 ] ビ ューの " 除外モジュール " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ 除外モジュール ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 作成中のマージ モジュールと互換性を持つマー

ジ モジュールを選択できます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に除外を行う マージ モジュールを追加し た場合で、 これらの除外モジュールがイ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト に既に追加されていた場合、 InstallShield がプロジ ェ ク ト から除外モジュールへの参照をすべ

て内部的に削除し ます。

注意 • 除外を行う モジュールの追加後にイ ンス ト ールに追加された除外モジュールはいずれも削除されず、 またそ

れらに互換性がないこ と を示す警告が表示される こ と もあ り ません。

ヒ ン ト • ダイアログ ボ ッ クスには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス の [ マージ モジュール ] タ ブで指定され

たデ ィ レ ク ト リ で検出されたマージ モジュールがリ ス ト されます。 マシンに存在し ない除外モジュールを追加す

るには、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 除外モジュール "  設定で [ 新しいモジュール依存関係を追加する ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。

[MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クス
[MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 表示された Windows Intaller パッ ケージの Registry テーブルにあるプラ イマ リ 

キーを作成または変更できます。 詳細については、 「Registry のプ ラ イマ リ キーを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

[MST SIS の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログを使う と、 エラーを抑制し、 ト ラ ンスフ ォームおよび基本の MSI パッ ケージの検証オプシ ョ ンを

指定できます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの

「Database.CreateTransformSummaryInfo」 を参照し て く ださい。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ダイアログ オプシ ョ ン

エラー抑制オプシ ョ ン

抑制するエラー条件の横のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

検証オプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、 基本の MSI パッ ケージで ト ラ ンスフ ォームを適用する前に ト ラ ンスフ ォームパッ ケージが

検証する情報を指定できます。

バージ ョ ン比較

比較する種類を選択し ます。

バージ ョ ンレベル

メ ジャーバージ ョ ンだけを比較するかマイナーバージ ョ ン も比較するか選択し ます。 

テーブル 11-43 • エラー抑制オプシ ョ ン

条件 説明

既存の行を追加 既に存在する行を追加し ます。

既存のテーブルを追加 既に存在するテーブルを追加し ます。

見つからない行を削除 存在し ない行を削除し ます。

見つからないテーブルを削除 存在し ないテーブルを削除し ます。

見つからない行を変更 存在し ない行を更新または変更し ます。

コー ド ページの変更 ト ラ ンスフ ォームページ と .msi コー ド ページが一致せ

ず、 いずれのコー ド ページも中立ではあり ません。

テーブル 11-44 • 検証オプシ ョ ン

検証オプシ ョ ン 説明

言語の一致 基本の MSI と ト ラ ンスフ ォームの両方の言語を検証し

ます。 言語が一致し ないと ト ラ ンスフ ォームは適用さ

れません。

ア ッ プグレー ド コー ドの一致 基本の MSI と ト ラ ンスフ ォームの両方のア ッ プグレー

ド コー ド を検証し ます。 ア ッ プグレー ド コー ドが一致

し ないと ト ラ ンスフ ォームは適用されません。

製品コー ド の一致 基本の MSI と ト ラ ンスフ ォームの両方の製品コー ド を

検証し ます。 製品コー ドが一致し ないと ト ラ ンス

フ ォームは適用されません。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
[ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 複数行文字列値の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 複数行のレジス ト リ行を入力できます。 このダイアログ 

ボ ッ クスは、 [ レジス ト リ ] ビルド でレジス ト リ キーの複数行文字列値を追加または編集する時に開きます。

( 複数行編集コ ン ト ロール )

複数行編集フ ィ ールド で、 各ヌル区切り文字列を入力または変更し ます。 グリ ッ ド を右ク リ ッ ク し てコ ンテキス

ト メ ニューを表示するか、 次のアクシ ョ ンに関連し た以下のグリ ッ ドのキーを押し ます。

各ヌル区切り文字列の行を入力し たら、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 文字列は自動的に連結されます。

メ モ • スペースだけが含まれた文字列は使用できますが、 文字列を空白にし た り、 [~] にする こ とはできません。

これはプロジ ェ ク ト に保存される文字列の区切り文字と し て [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リデー

タ ] ペイ ンに表示されます。 この区切り文字は、 レジス ト リ値がターゲッ ト  システムに作成された と きには含ま

れません。

レジス ト リ値の変更方法を選択し ます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-45 • 複数行編集フ ィ ールドの操作

アクシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト  キー

文字列の追加 INSERT

文字列の名前変更 F2

文字列の削除 DELETE

上へ移動 UP ARROW

下へ移動 DOWN ARROW
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 次のオプシ ョ ンから値の追加場所を選択できます。 

テーブル 11-46 • レジス ト リ値の変更に関するオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

後に追加する 既存のレジス ト リ値文字列の末尾に追加し ます。

前に追加 既存のレジス ト リ値文字列の前に追加し ます。

Replace 既存のレジス ト リ値文字列を置き換えます。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
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[ 新規依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 新規依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 依存関係 ] タ ブにある [ 追加 ] ボタ

ンまたは [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 この前提条件が依存するそ

の他の InstallShield 前提条件 (.prq フ ァ イル ) を指定し ます。

[ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブにある [ 追加

] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 ダイアログ ボ ッ クスでは、 InstallShield 前提条件とする フ ァ イルを指定する

こ とができます。

[ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログ ボ ッ クスは、 InstallShield で新しいプロジ ェ ク ト を作成する と表示されます。 このダイアログ ボ ッ

クスでは、 プロジ ェ ク ト の種類の選択やプロジ ェ ク ト の名前、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの格納場所の指定などを行

う こ とができます。 プロジ ェ ク ト タ イプを選択し てから OK を ク リ ッ クする と、 InstallShield でプロジ ェ ク ト が開

きます。

テーブル 11-47 • [ 新規依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ オプシ ョ ン 説明

File 現在の InstallShield 前提条件に必要な .prq フ ァ イルの名前とパスを入力し ま

す。 .prq フ ァ イルを参照し て見つけるには、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。 InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) は、 デフ ォル ト で次の場所に格納

されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

InstallShield 前提条件フ ァ イルが保存されている場所についての詳細は、

「InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-48 • [ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

File フ ァ イルのパス と名前を入力し ます。 フ ァ イルを参照し て見つけるには、 省略

記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルへの URL エン ド ユーザーが Web から フ ァ イルをダウンロー ド する こ とが可能な場合、 こ

のボ ッ クスにその URL を指定し ます。 この URL は、 イ ンス ト ール作成者が [ 再

配布可能フ ァ イル ] ビ ューを利用し てイ ン ターネ ッ ト から ローカル マシンへ 

InstallShield 前提条件をダウンロー ド する時に InstallShield が利用する URL と同

じ です。

たと えば、 そのフ ァ イルの URL が http://www.mywebsite.com/Folder1/

Notepad.exe の場合、 このボ ッ クスに http://www.mywebsite.com/Folder1 を入力し

ます。
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プロジ ェ ク ト • InstallScript、 Basic MSI、 または InstallScript MSI などのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を選択する と、

プロジ ェ ク ト 作成を支援するプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が起動し ます。
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ダイアログ ボ ッ クスのタ ブ

ダイアログ ボ ッ クス オプシ ョ ン

テーブル 11-49 • [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスのタ ブ

タ ブ 説明

共通 このタ ブには、 最も よ く 使用されるプロジ ェ ク ト の種類が表示されます。

InstallScript このタ ブには、 InstallScript イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をはじめ、

InstallShield イ ンス ト ール エンジンで使われるすべてのプロジ ェ ク ト タ イプ

が表示されます。 以前 InstallShield Professional を使用し たこ とがあるユー

ザーは、 これらのプロジ ェ ク ト の種類にすぐ慣れる こ とができます。

Windows Installer このタ ブには、 基本の MSI イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をはじめ、 Microsoft 

Windows Installer エンジンを利用するプロジ ェ ク ト が含まれています。

すべてのタ イプ このタ ブには、 InstallShield で使用できるすべてのプロジ ェ ク ト の種類が表

示されます。 こ こには、 リ ポジ ト リ にあるテンプレー ト だけでな く 、 以前

に保存し たプロジ ェ ク ト テンプレー ト も含まれます。

テーブル 11-50 • [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

プロジ ェ ク ト 名 このボ ッ クスにプロジ ェ ク ト 名を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 新しいマージ モジュール プロジ ェ ク ト を作成する と き、 こ

のダイアログ ボ ッ クスで指定する名前は 35 文字以下でな く てはな り ませ

ん。 これは、 入力し た名前がオブジ ェ ク ト またはモジュールフ ァ イルの 

ModuleSignature テーブルにある ModuleID フ ィ ールド で GUID と共に利用さ

れるため、 また ModuleID フ ィ ールドの名前部分の最大文字数が 35 文字の

ためです。

新しい DIM を作成する と き、このダイアログ ボ ッ クスで指定する名前は 35 

文字以下でな く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト 言語 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で利用する言語を選択し ます。

場所 場所を入力するか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト の場所に移動し ま

す。 表示されているデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所を変更するには、 [ オ

プシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] タ ブで指定された [ プ

ロジ ェ ク ト の場所 ] パスを変更し ます。

[ プロジ ェ ク ト 名 ] サブ フ ォル

ダーにプロジ ェ ク ト を作成

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 InstallShield で、 [ プロジ ェ ク ト ] の場所にプロ

ジ ェ ク ト の名前を持つサブフ ォルダーを作成する場合に選択し ます。
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[ オペレーテ ィ ング システム ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログでは、 (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の ) コ ンポーネン ト を関連付けるオペレーテ ィ ング システム

を指定する こ とができます。

ダイアログ オプシ ョ ン

オペレーテ ィ ング システム

コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするオペレーテ ィ ング システムを選択し ます。 オペレーテ ィ ング システムを一切

選択し ないと、 ターゲッ ト のオペレーテ ィ ング システムに関係な く コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 InstallShield でプロジ ェ ク ト の作成および作業を行う と きのプ リ

フ ァ レンスを指定できます。

タ スク [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

[ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスは、 複数のタ スク関連タ ブで構成されています :

• [ 全般 ] タ ブ 

• [ フ ァ イルの場所 ] タ ブ 

• [ パス変数 ] タ ブ 

• [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] タ ブ 

• [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブ 

• [ 更新 ] タ ブ 

• .NET タ ブ 

• [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブ 

• [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブ 

• [ 前提条件 ] タ ブ 

• [ ソース管理 ] タ ブ 

• [ デ ィ レ ク ト リ ] タ ブ 

• [ リ ソース ] タ ブ 

• [ 検証 ] タ ブ 

• [ リポジ ト リ ] タ ブ 

• [SQL スク リ プ ト ] タ ブ 

• [ マージ モジュール ] タ ブ 
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• [ 品質 ] タ ブ 

[ 全般 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト の一般オプシ ョ ンを設定し ます。

テーブル 11-51 • [ 全般 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  

プ ラ ク テ ィ スを強制

する

基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ール デザイ ンが セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プラ クテ ィ ス に準

拠するよ う に InstallShield による監視を行う には、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。

ヘルプ ウ ィ ン ド ウを

常に手前に表示する

All ヘルプウ ィ ン ド ウが InstallShield イ ン ターフ ェ イスの上に留まる

よ う にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield が強調されている時にヘルプウ ィ ン ド ウを背景表示す

る場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択解除し ます。

最初のエラーの発生

時にビルド  プロセス

を停止

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

ビルド エラーが発生し た と きにビルド プロセスを停止する場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ISSetAllUsers アク

シ ョ ンを自動作成す

る

基本の MSI、

InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト の Upgrade テーブルに 1 つ以上のレ コー ドが含まれ

る場合、 ISSetAllUsers アクシ ョ ンをシーケンスに追加するにはこ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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[ フ ァ イルの場所 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルを保存する場所、 並び

にすべてのマージ モジュールを保存する場所のデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ を設定する こ とができます。

テーブル 11-52 • [ フ ァ イルの場所 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

プロジ ェ ク ト の

場所

All プロジ ェ ク ト の位置は、 新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の [ お気に入

り ] フ ォルダーにな り ます。 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イル、 イ ンス ト ー

ルパッ ケージ (.msi フ ァ イル )、 およびデ ィ スク イ メ ージフ ァ イルなどの

ソースフ ァ イルやリ リースフ ァ イルはすべて、 [ お気に入り ] のサブ

フ ォルダーに保管され、 現在は [ 不明 ] です。 完全なパスを入力する

か、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このフ ォルダーへ移動でき

ます。

デフ ォル ト で、 プロジ ェ ク ト は次の場所に格納されています。

C:\InstallShield 2016 Projects

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト の保存場所を変更し ても、 以前のプロジ ェ ク ト の

場所にある既存のフ ォルダーと フ ァ イルは移動し ません。 リ リースを新

しい名前でビルド するか、 フ ォルダーを手動で移動させて、 保管する場

所を変更する必要があ り ます。

ダイアログの場

所

基本の MSI ダイアログウ ィ ザー ド がダイアログを検索するパスを入力し ます。 こ

の場所にあるダイアログは、 ダイアログウ ィ ザー ドのダイアログテンプ

レー ト パネル のリ ス ト に表示されます。 追加のパスはカ ンマで区切り

ます。
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[ パス変数 ] タ ブ
パス変数タ ブでは、 ユーザーレベルパス変数オプシ ョ ンを設定する こ とができます。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] タ ブでは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスの環

境を設定し ます。 これらの設定は、 このシステムで作成するすべてのプロジ ェ ク ト で保守されます。

テーブル 11-53 • [ パス変数 ] タ ブの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

常にパス変数を推奨す

る

ア ドバンス ト  UI、 基本の 

MSI、 DIM、 InstallScript、

InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 QuickPatch、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield で既存のパス変数を自動的にフ ァ イルに割

り当てる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 た と え

ば、 Program Files フ ォルダーに格納されている イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する場合、

InstallShield では、 直接入力し たパスではな く 、

<ProgramFilesFolder> が使用されるよ う にな り ます。

InstallShield でパスを自動作するには、 このオプシ ョ ン

の下のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 新しい変数を

作成する と、 <MYVAR#> (# は連続する番号 ) とい う タ イ

ト ルが付けられます。 パス変数エデ ィ ターを使用する

と、 この変数の名前を変更できます。 

パス変数を推奨し ない ア ドバンス ト  UI、 基本の 

MSI、 DIM、 InstallScript、

InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 QuickPatch、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI

すべてのフ ァ イルのリ ン クで直接入力し たパスを使用す

る場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ

ンが選択されている と、 InstallShield はパス変数を表示

し ません。

常にパス変数の推奨ダ

イアログを表示する

ア ドバンス ト  UI、 基本の 

MSI、 DIM、 InstallScript、

InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 QuickPatch、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI

フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と関連付けるた

びに [ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クスを表示する

場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 11-54 • [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

新しいコ ンポーネ

ン ト および機能を

常に作成する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

必要な場合に応じ て コ ンポーネン ト や機能を自動的に作成する場合

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し なかった場合、 コ ンポーネン ト と機能の作成が必要な場合

に メ ッ セージが表示されます。
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機能、 コ ンポーネ

ン ト 、 およびリ

リースの削除を常

に確認する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

機能、 コ ンポーネン ト またはリ リースを削除し た時、 常に確認ダイ

アログ ボ ッ クスが表示されるよ う にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し ます。

スク リ プ ト 用語の

変換を常に確認す

る

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

InstallShield Professional で作成し たプロジ ェ ク ト を開いたと き、 確

認ダイアログ ボ ッ クスが表示されるよ う にする場合、このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 ダイアログ ボ ッ クスは、 スク リ プ ト を変換

し て InstallShield InstallScript 用語を使う かど うかを聞いてきます。

最適な機能または

コ ンポーネン ト を

自動的に決定する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

[ レジス ト リ ] ビルド で構成し たレジス ト リ データ を含む機能また

はコ ンポーネン ト を自動判別する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ アにされる と、 ビ ュー 

フ ィ ルターで [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン ] データ オプシ ョ ンまた

は [ 機能 ] オプシ ョ ンのレジス ト リ データ を作成する時に、 適切な

機能またはコ ンポーネン ト の名前を指定できるダイアログ ボ ッ クス

が表示されます。

IDE ウ ィ ザー ド で [

よ う こそ ] パネル

を表示する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

ウ ィ ザー ド を実行し たと き、 常に [ よ う こそ ] パネルが表示される

よ う にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Web サイ ト の削除

を警告する

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

[IIS の構成 ] ビ ューで Web サイ ト を削除する時に、 Web サイ ト に 1 

つ以上の IIS アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リが含まれて

いる時に確認ダイアログ ボ ッ クスを表示する場合、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 確認ダイアログ ボ ッ クスは、 Web サイ ト を

削除する選択を し た時、 Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想

デ ィ レ ク ト リがプロジ ェ ク ト から削除される こ と を警告し ます。

InstallScript プロ

ジ ェ ク ト  タ イプを

表示する

InstallScript このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 AdminStudio に含まれている InstallShield 

で使用可能です。 デフ ォル ト で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択され

ていません。

[ 新規 ] ダイアログ ボ ッ クスで InstallScript プロジ ェ ク ト と 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を非表示にする場合、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-54 • [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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[ プ リ フ ァ レンス ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブでは、 プログラムの環境を設定し ます。 これらの設

定は、 このシステムで作成するすべてのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で保守されます。

テーブル 11-55 • [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

自己登録 基本の MSI、

InstallScript MSI

このセクシ ョ ンでは、 フ ァ イルを自己登録にし たと きに InstallShield 

が使用する自己登録方法を選択できます。 この設定を変更する と以

降の自己登録設定に適用され、 これまでに自己登録に指定された

フ ァ イルは影響を受けません。

• Windows Installer 自己登録テーブル (SelfReg) — 自己登録にするす

べてのフ ァ イルに Windows Installer 自己登録テーブルを使用する

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• Windows Installer 自己登録テーブル (SelfReg) — 自己登録にするす

べてのフ ァ イルに Windows Installer 自己登録テーブルを使用する

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このセクシ ョ ンでは、 自己登録フ ァ イルの COM 抽出のデフ ォル ト の

タ イ ミ ングを選択できます。 これは、 自己登録フ ァ イルを [ フ ァ イル

と フ ォルダー ] ビ ューまたはコ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドから追加し

た場合に使用するデフ ォル ト 設定です。

• ビルド時に COM 抽出が行われます —  ビルド中に抽出するには、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 ビルド ログフ ァ イルに COM 情報

が表示されます。

• フ ァ イルを追加する と直ちに COM 抽出が発生し ます — COM 

フ ァ イルを追加し た直後に COM データの抽出を行う には、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、

InstallShield はコ ンポーネン ト の [COM 登録詳細設定 ] ビ ューを

作成し ます。

[ 実行 ] コマン ド 基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールのデバッ グまたはイ ンス ト ールを [ ビルド ] メ ニューか

ら再起動し て再度実行する前に製品を自動的にアン イ ンス ト ールす

るには、 [ イ ンス ト ールまたはデバッ グの前に自動的に製品をアン イ

ンス ト ール ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

参照の整合性 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで作業中に InstallShield が自動的に参照の整合

性を保つよ う にするには、 [ 参照の整合性を保つ ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。 たと えば Control テーブルには Dialog_ 　 列があ り、 こ

の列が Dialog テーブルの外部キーである こ と を意味し ます。 Dialog 

テーブルでキー名を変更する と、 Control テーブルのキーの名前も変

わり ます。 またダイアログ全体を削除する と、 すべてのコ ン ト ロー

ルも削除されます。 これは、 このよ う な種類の外部キー関係を持つ

すべてのテーブルに当てはま り ます。
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[ 更新 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ア ッ プデー ト ] タ ブでは、 FlexNet Connect が InstallShield のア ッ プデー ト

を確認する頻度を指定する こ とができます。 またデフ ォル ト で、 InstallShield を使って作成し た新規プロジ ェ ク ト

に対し て、 自動ア ッ プデー ト 通知を有効にするかど うかも指定する こ とができます。

プロジ ェ ク ト の再

ロー ド

All InstallShield を起動し た と きに、 最後に開いたプロジ ェ ク ト を自動的

に再ロー ド するには、 [ 最後に開いたプロジ ェ ク ト を起動時に再ロー

ド する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-56 • [ 更新 ] タ ブの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プ

デー ト を確認する

All このリ ス ト からオプシ ョ ンを選択し て、 InstallShield でソ フ ト

ウ ェ ア ア ッ プデー ト を確認する頻度を指定し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を管

理者権限で実行する必要があ り ます。 管理者権限を持ってい

ない場合、 このオプシ ョ ンは無効です。 詳細については、 「を

管理者権限を使って、 または管理者権限を持たずに起動する

違い」 を参照し て く ださい。

すべての新規のプロ

ジ ェ ク ト での自動ア ッ

プデー ト 通知を有効に

する

基本の MSI、 

InstallScript MSI

InstallShield で作成し たすべての新しいプロジ ェ ク ト で自動

ア ッ プデー ト 通知を有効にする と き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。 必要に応じ て、 特定のプロジ ェ ク ト に対し て、

この自動ア ッ プデー ト 通知設定を上書きする こ と もできます。

メ モ • FlexNet Connect が元のイ ンス ト ールで無効になってい

た場合、 FlexNet Connect を イ ンス ト ールのア ッ プグレー ド を

配布するために使用する こ とはできません。

プロジ ェ ク ト • FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロ

ジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照

し て く ださい。

テーブル 11-55 • [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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[.NET] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [.NET] タ ブでは、 .NET プロジ ェ ク ト の環境設定を行います。 また、 こ こで

は .NET Framework と共に含まれるユーテ ィ リ テ ィ  Regasm.exe および InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場所も指定し ま

す。 これらのユーテ ィ リ テ ィ は COM interop と .NET カス タム アクシ ョ ンで利用されます。

[ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブで、 InstallShield のビ ューのい く つかの領域でどの

列を表示するかなど、 ユーザー設定を指定する こ とができます。

テーブル 11-57 • [.NET] タ ブの設定

設定 プロジ ェ ク ト の種類 説明

コ ンポーネン ト 設定ビ

ルド 時のデフ ォル ト の 

.NET スキャ ン

基本の MSI、

InstallScript MSI

このリ ス ト では、 " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定を新し

いコ ンポーネン ト にどのよ う に設定するかを選択し ます。 これ

は、 フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し たと きに 自動的に作成 

される コ ンポーネン ト に適用されます。

.NET Framework フ ァ イ

ルの場所

基本の MSI、

InstallScript MSI

Regasm.exe と InstallUtilLib.dll は .NET Framework の各バージ ョ

ンに含まれるユーテ ィ リ テ ィ です。 .NET イ ンス ト ーラー ク ラ

スおよび COM Interop を含むリ リースのビルド時に使用する、

これらのフ ァ イルのバージ ョ ンを含むデ ィ レ ク ト リのパスを指

定し ます。

• 32 ビ ッ ト の場所 — Regasm.exe および InstallUtilLib.dll のパ

スを入力またはその場所を参照し ます。

• 64 ビ ッ ト の場所 — InstallShield を 32 ビ ッ ト  システム上で

使用し ている場合、 このオプシ ョ ンは無効です。

InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合、

Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の場所を参照するか、 そ

のパスを入力し ます。

メ モ • これらのオプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を

管理者権限で実行する必要があ り ます。 管理者権限を持ってい

ない場合、 これらのオプシ ョ ンは無効です。 詳細については、

「を管理者権限を使って、 または管理者権限を持たずに起動す

る違い」 を参照し て く ださい。
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このタ ブで変更を行う と き、 プロジ ェ ク ト を一度閉じ てから開 く と変更点が有効にな り ます。

テーブル 11-58 • [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

Size 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

InstallShield の次の領域に [ サイズ ] 列を含めるには、 この

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ュー

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル

] ページ

リ ン ク先 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

InstallShield の次の領域に [ リ ン ク先 ] 列を含めるには、 この

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ュー

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル

] ページ

更新日時 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

InstallShield の次の領域に [ 変更日 ] 列を含めるには、 この

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ュー

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル

] ページ

Destination 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] 

ページに [ イ ンス ト ール先 ] 列を含めるには、 このチ ェ ッ ク

ボッ クスを選択し ます。

バージ ョ ン 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

InstallShield の次の領域に [ バージ ョ ン ] 列を含めるには、 この

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ュー

重要 • [ バージ ョ ン ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 前述の

ビ ューのパフ ォーマンスが低下し ます。
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フ ァ イル キー 基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ューに [ キー ] 

列を含めるには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

表示する フ ァ イルの最大

数

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

InstallShield の次の領域でダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クに表示

する フ ァ イルの最大数を指定し ます。

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

• [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] サブビ ュー

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル

] ページ

デフ ォル ト 値は 1000 です。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クに指

定された数以上のフ ァ イルが含まれている場合、 フ ァ イル リ ス

ト の先頭項目に ** リ ス ト が切り捨てられま し た ** と表示され

ます。

未使用のコ ンポーネン ト

を ク リーンア ッ プする

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル

使用されていないコ ンポーネン ト をプロジ ェ ク ト から自動的に

削除する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている と きに、 コ ンポーネン

ト のすべてのフ ァ イルを削除し て、 そのコ ンポーネン ト が別の

領域で必要でない場合、 そのコ ンポーネン ト は自動的に削除さ

れます。

コ ンポーネン ト が引き続き必要で、 プロジ ェ ク ト から自動的に

削除し ない状況の例 :

• コ ンポーネン ト が [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ

ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで選択

されている。

• コ ンポーネン ト が削除される と、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] 

ビ ューでフ ォルダーは表示されません。

• 製品の別の領域でアイテムにコ ンポーネン ト が選択されて

いる ( 例、[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューで構成された XML 

フ ァ イルの変更 )。

• InstallScript プロジ ェ ク ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ターゲッ

ト  フ ォルダー ] の下の DefaultComponent が自動的に削除さ

れる こ とはあり ません。

テーブル 11-58 • [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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[ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブでは、 [ ポータ ブル実行可能フ ァ イル ] (PE フ ァ イ

ル ) のプ リ フ ァ レンスを指定し ます InstallShield は、 い く つかの異なるケースでこの PE フ ァ イル一覧を参照し ま

す。 例 :

• [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで PE フ ァ イルを

フ ォルダーに追加する と、 新しいコ ンポーネン ト が作成され、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て設

定されます。

• コ ンポーネン ト を作成する と きにコ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドのベス ト  プ ラ ク テ ィ ス オプシ ョ ンを利用する

と、 PE フ ァ イルについて新しいコ ンポーネン ト が作成され、 各 PE フ ァ イルがそのコ ンポーネン ト のキー 

フ ァ イルと し て設定されます。

• ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クにコ ンポーネン ト を作成する と きベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する と、

ビルド時に、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダー内にある各 PE フ ァ イルについてコ ンポーネン ト が別々

に作成されます。 各 PE フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。

以下は、 このタ ブで提供されている設定です :

テーブル 11-59 • [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブの設定

設定 説明

ポータ ブル実行可能フ ァ

イルの拡張子

このボ ッ クスには、 InstallShield に PE フ ァ イルと し て認識させる フ ァ イル拡張子

を入力し ます。 拡張子を コ ンマで分けます。 以下は、 このボ ッ クスのデフ ォル ト

のエン ト リ です ：

EXE,DLL,OCX,VXD,CHM,HLP,TLB, AX
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[ 前提条件 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブで、 InstallShield 前提条件に関するプ リ フ ァ レンスを設定す

る こ とができます。

[ ソース管理 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ソース管理 ] にある設定を構成し て、 InstallShield と ソースコー ド管理プロ

グラムとの対話を制御し ます。 このタ ブの設定はすべて、 現在のユーザーがこのシステムで開いているプロジ ェ

ク ト すべてに適用されます。

プロジ ェ ク ト • 次のオプシ ョ ンは、 例外指定がない限り Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト と InstallScript 

ベースのプロジ ェ ク ト の両方に適用されます。

• チ ェ ッ ク アウ ト にダイアログを使用する —  このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合、 InstallShield を

使ってプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト する と、 チ ェ ッ クアウ ト  ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ アになっている場合、 [ 編集時にプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ クアウ ト ] チ ェ ッ ク ボ ッ ク

テーブル 11-60 • [ 前提条件 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

前提条件フ ァ イルの場

所 ( 現在のユーザー ) と

前提条件フ ァ イルの場

所 ( すべてのユーザー )

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を格納する フ ォ

ルダのパスを指定し ます。

複数の場所を指定する場合、 次の例のよ う に、 各パスを カ ンマ

で区切り ます :

C:\Prerequisites,C:\My Files\Prerequisites

以下の例のよ う に、 パスにはパス変数を使用できます :

<ISProductFolder>\SetupPrerequisites,<ISProjectFolder>\MyCust

omPrerequisites

All Users オプシ ョ ンは、 ユーザー設定を簡単に更新できないシ

ステム アカウン ト でコマン ド ラ イ ンのビルド を実行し ている

場合に使用できます。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル フ ァ イルを含

むフ ォルダーを指定するその他の方法も提供されています。 詳

細については、 「InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指

定する」 を参照し て く ださい。

メ モ • [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを構成するためには、

InstallShield を管理者権限で実行する必要があり ます。 管理者

権限を持っていない場合、 このオプシ ョ ンは無効です。 詳細に

ついては、 「を管理者権限を使って、 または管理者権限を持た

ずに起動する違い」 を参照し て く ださい。
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スを選択し た と き、 または [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ ソース管理 ] をポイ ン ト し てから [ チ ェ ッ クアウ ト

] を ク リ ッ ク し た場合、 InstallShield がコ メ ン ト 無し でフ ァ イルを自動的にチ ェ ッ クアウ ト し ます。

• プロジ ェ ク ト を開 く と きに最新バージ ョ ンを取得する — このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 InstallShield でプロジ ェ ク

ト を開 く と きにソース管理プログラムから プロジ ェ ク ト の最新バージ ョ ンをチ ェ ッ ク アウ ト する場合に選択

し ます。 最新バージ ョ ンが取得できない場合は、 作業デ ィ レ ク ト リの旧バージ ョ ンに編集を加える こ と もで

きます。 その場合、 他の誰かがソース管理にあるプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに暫定的な変更を し ていないか確認

し て く ださい。

• 編集時にプロジ ェ ク ト をチ ェ ッ ク アウ ト する — このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield でプロ

ジ ェ ク ト フ ァ イルを変更する時はいつでも、 ソース管理プログラムから プロジ ェ ク ト フ ァ イルが自動的に

チ ェ ッ ク アウ ト されます。 プロジ ェ ク ト フ ァ イルがチ ェ ッ ク アウ ト できない場合は、 読み取り専用である こ

とが多 く 、 その場合、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをチ ェ ッ ク アウ ト するまで、 変更を上書き保存できません。

• ソース管理に新規プロジ ェ ク ト を追加する — このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 プロジ ェ ク ト を InstallShield で作成

し たと きに自動的にソース管理に 新規プロジ ェ ク ト を追加する場合に選択し ます。

• 新しい Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト を作成する と きに XML 形式を使用する — このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択する と、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスを使って作成し た Windows Installer プロジ ェ ク ト

のデフ ォル ト  フ ァ イル形式に XML が使用されます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択解除された場合、 Windows 

Installer プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のフ ァ イル形式はバイナ リ と な り ます。 プロジ ェ ク ト のフ ァ イル形式は、

[ 一般情報 ] ビ ューの " プロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式 " 設定の値を変更し て、 いつでも変更する こ とができま

す。

メ モ • プロジ ェ ク ト  フ ァ イル フ ォーマ ッ ト を XML またはバイナ リ形式に変換し ても、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの

拡張子は .ism のまま変更されません。

プロジ ェ ク ト • [ 新規 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト を作成する際に XML フ ォーマ ッ ト を利用する ] オプ

シ ョ ンは、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト にのみ適用し ます。

ユーザー名

使用するユーザー名を指定する と、 ソース管理プロジ ェ ク ト にログオンできます。

詳細

このボタ ンを ク リ ッ ク し、 ソース管理プログラムのプロパテ ィ ダイアログ ボ ッ クスを表示し て、 詳細を設定する

こ とができます。
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[ デ ィ レ ク ト リ ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ デ ィ レ ク ト リ ] タ ブでは、 Windows Installer および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト の様々なデザイ ン時のデ ィ レ ク ト リ オプシ ョ ンを設定する こ とができます。

[ リ ソース ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ リ ソース ] タ ブで、 システム上のリ ソースコ ンパイ ラおよびリ ソース リ ン

カ プログラムの場所を指定する こ とができます。 これらのプログラムは、 InstallScript MSI イ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト で修正されたダイアログを表示するのに必要です。

テーブル 11-61 • [ デ ィ レ ク ト リ ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

INSTALLDIR を表示す

る

基本の MSI、

InstallScript MSI

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 定義済みのフ ォルダーと

し て INSTALLDIR がフ ォルダー階層の最上層に表示されます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択解除されていない場合、 INSTALLDIR は

その他のフ ォルダーに相対し た場所に表示されます。 [ フ ァ イル

と フ ォルダー ] ビ ューでは、 ProgramFilesFolder と [ 会社名 ] フ ォ

ルダーの下にあるサブフ ォルダーと し て表示されます。

異なる ID を個別に持つ

デ ィ レ ク ト リ ノ ー ド を

常に表示する

基本の MSI、

InstallScript MSI

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 同じパスを持つ 2 つのデ ィ

レ ク ト リ ID は、 デフ ォル ト で 1 つのデ ィ レ ク ト リ と し て表示さ

れます。 同じパスを持つ異なるデ ィ レ ク ト リ ID を 2 つの異なる

デ ィ レ ク ト リ と し て フ ァ イルと フ ォルダー ビ ューに表示するに

はこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

未使用のデ ィ レ ク ト リ

を ク リーンア ッ プする

基本の MSI、

InstallScript MSI

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト から未使用のユーザー定義デ ィ レ ク ト リが削除されます。 た

と えば、 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先を 

{MYDIR}[INSTALLDIR]MYDIR1 に設定し てから、 [INSTALLDIR]  に

変更し た場合、 MYDIR1 がプロジ ェ ク ト の他の場所で使用されて

いなければ、 このデ ィ レ ク ト リはプロジ ェ ク ト から自動的に削

除されます。
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これらのフ ィ ールド には、 各プログラムのデフ ォル ト のフ ァ イル保存場所と コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンが自動的

に入力されますが、 必要であれば編集する こ と もできます。

[ 検証 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 検証 ] タ ブでは、 ビルドが成功し た後に InstallShield で実行する検証の種

類を指定し ます。

テーブル 11-62 • [ リ ソース ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

リ ソース コ ンパイ ラ

の設定

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このセクシ ョ ンでは、 リ ソースコ ンパイ ラの場所を指定し て、 コ

マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを指定できます。

• リ ソース コ ンパイ ラの場所 — デフ ォル ト のリ ソース コ ンパ

イ ラ (rc.exe) の場所が、 このフ ィ ールド に表示されます。 リ

ソースコ ンパイ ラの場所を編集するには、 現在システムにイ

ンス ト ールされている リ ソースコ ンパイ ラの場所を入力また

は参照し ます。

• リ ソース コ ンパイ ラのコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ン — リ ソー

ス コ ンパイ ラのコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを編集するには、

フ ィ ールドの既存のコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンの上に新し

いコ マン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを入力し ます。 デフ ォル ト の

コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン文字列は /r "%1" です。

リ ソース リ ン カの設

定

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このセクシ ョ ンでは、 リ ソース リ ン カの場所を指定し て、 コマン

ド ラ イ ンオプシ ョ ンを指定できます。

• リ ソース リ ン カの場所 — デフ ォル ト のリ ソース リ ン カ 

(link.exe) の場所が、 このフ ィ ールド に表示されます。 リ ソー

ス リ ンカの場所を編集するには、 現在システムにイ ンス ト ー

ルされている リ ソース リ ン カの場所を入力または参照し ま

す。

• リ ソース リ ン カのコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ン — リ ソース リ

ンカのコ マン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを編集するには、 フ ィ ー

ルドの既存のコ マン ド ラ イ ン オプシ ョ ンの上に新しいコマ

ン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを入力し ます。 デフ ォル ト のコマン

ド ラ イ ンオプシ ョ ン文字列は "%1" /DLL /NOENTRY /

NODEFAULTLIB /MACHINE:iX86 /OUT:"%2" です。

テーブル 11-63 • [ 検証 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

パッ チおよびア ッ プグレー

ド 検証の実行する

基本の MSI、

InstallScript MSI

パッ チ と ア ッ プグレー ドの両方について検証を実行する場

合 , このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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特定の検証スイー ト でどの内部整合性評価プログラム (ICE) を使用するのかを指定するには、 [ カス タ マイズ ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「検証中に実行する ICE、 ISICE、 ISVICE および ISBP を指定する」 を参

照し て く ださい。

[ リポジ ト リ ] タ ブ

エデ ィ シ ョ ン • [ リポジ ト リ ] タ ブにあるボ ッ クスは、 InstallShield Premier Edition でのみ利用可能です。

ネ ッ ト ワーク リポジ ト リの設定、 またはその場所、 名前、 そ し て説明の変更には、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ

クスにある [ リポジ ト リ ] タ ブを利用し ます。

[SQL スク リ プ ト ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

次を使用し て検証を実行す

る :

基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド し たあと毎回検証を実

行する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 使用する

検証スイー ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます ( 複数可 )。

新しい検証モジュール (.cub フ ァ イル ) を参照する こ と もで

きます。

次を使用し てマージモ

ジュールを検証する :

マージ モジュール マージ モジュールをビルド し たあと毎回検証を実行する場

合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 使用する検証ス

イー ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます ( 複数可 )。 新し

い検証モジュール (.cub フ ァ イル ) を参照する こ と もできま

す。

テーブル 11-64 • [ リ ポジ ト リ ] タ ブの設定

設定 説明

ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ XML フ ァ イル これは、 InstallShield がネ ッ ト ワーク リ ポジ ト リ用に作成する .xml 

フ ァ イルの名前とパスです。 InstallShield はまた、 .xml フ ァ イルと

同じデ ィ レ ク ト リ に自動的にサブフ ォルダーも作成し ます。 これ

らのサブ フ ォルダーはネ ッ ト ワーク リポジ ト リ に公開される項目

を含みます。

名前 これがネ ッ ト ワーク リポジ ト リの名前です。

説明 これがネ ッ ト ワーク リポジ ト リの説明です。

テーブル 11-63 • [ 検証 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [SQL スク リ プ ト ] タ ブで、SQL スク リ プ ト  サポー ト についてオプシ ョ ンを 

１  つ設定できます。

テーブル 11-65 • [SQL スク リ プ ト ] タ ブの設定

設定 説明

新しい接続に一意の Windows Installer プロ

パテ ィ を生成する

プロジ ェ ク ト に追加し たすべての新しいデータベース接続で 

Windows Installer プロパテ ィ を共有する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを ク リ ア し ます。

追加し た新しい接続で異なる Windows Installer プロパテ ィ を使用す

る場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。

詳細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプロ

パテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださい。
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[ マージ モジュール ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログの [ マージ モジュール ] タ ブは、 マージ モジュールおよびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト の環境設定を行います。

テーブル 11-66 • [ マージ モジュール ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

マージ モジュールの場

所 ( 現在のユーザー ) と

マージ モジュールの場

所 (All Users)

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を格納する場所へのパスを

入力し ます。 パスを追加するには、 次の例のよ う にカ ンマで区

切り ます。

C:\MergeModules,C:\My Files\MergeModules

以下の例のよ う に、 パスにはパス変数を使用できます :

<ISProductFolder>\Modules\i386,<ISProjectFolder>\MyCustomMo

dules

パスには環境変数を使用できます。

All Users オプシ ョ ンは、 ユーザー設定を簡単に更新できないシ

ステム アカウン ト でコマン ド ラ イ ンのビルド を実行し ている

場合に使用できます。

リ ス ト し た最初のパスは、 マージ モジュールをビルド し た後

にそのコ ピーを格納する場所です。 フ ァ イルは、 リ リース 

ウ ィ ザー ドの [ マージ モジュール オプシ ョ ン ] パネルで 

[Modules フ ォルダーにコ ピー ] が選択されている場合、 [ リ

リース ] ビ ューの [ イベン ト ] タ ブにある " マージ モジュール

のパブ リ ッ シュ " 設定で [Merge Modules フ ォルダーにコ ピー ] 

オプシ ョ ンが選択されている場合、 または ISCmdBld.exe が -e 

コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンで実行された場合のみコ ピーされ

ます。 このフ ォルダーが存在し ない場合は、 InstallShield に

よ って作成されます。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォルダーを指定

するその他の方法も提供されています。 詳細については、

「マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し

て く ださい。

メ モ • [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを構成するためには、

InstallShield を管理者権限で実行する必要があり ます。 管理者

権限を持っていない場合、 このオプシ ョ ンは無効です。 詳細に

ついては、 「を管理者権限を使って、 または管理者権限を持た

ずに起動する違い」 を参照し て く ださい。
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[ 品質 ] タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 品質 ] タ ブでは、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アのソ フ ト ウ ェ アおよびサービ

スの品質と信頼性を向上させるためのカス タ マー エクスペ リ エンス向上プログラムへの参加オプシ ョ ンがあ り ま

す。

参加は必須ではあ り ませんが、 是非ご協力いただけますよ う お願い申し上げます。

[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス
[IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ を選択する と、 多 く の設定が含まれるグ

リ ッ ドが表示されます。 [ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 グリ ッ ド内の [ 詳細設定 ] 領域にあ

る " その他の IIS プロパテ ィ " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスで

は、 このビ ューの他の領域では表示されない IIS 設定の値を指定できます。

プロパテ ィ の値を カス タ マイズするには、 プロパテ ィ 名を ク リ ッ ク し てから、 [ 値の変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 [ISIISMetaData 値 ] ダイアログ ボ ッ クス が開き、 こ こで必要に応じ て値を設定できます。

メ モ • その他の IIS プロパテ ィ の設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 これらの設定を無視し ます。

特定の設定のヘルプについては、 MSDN Web サイ ト の 「メ タベース プロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださ

い。

[ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

マージモジュールの

フ ァ イル検索の動作

基本の MSI、

InstallScript MSI

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド または ( ベス

ト  プ ラ ク テ ィ スをアク テ ィ ブにし て ) [ フ ァ イル ] ビ ューを使

用し てフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する際、 InstallShield は

マージ モジュールを検索し、 同じ フ ァ イルを含むモジュール

がないかど うかを確認し ます。 一致する フ ァ イルがあった場合

はそれを通知し ます。

このセクシ ョ ンで、 InstallShield がフ ァ イルふぁ一致するかど

うか判別するために使用するオプシ ョ ンを選択する こ とができ

ます。

テーブル 11-66 • [ マージ モジュール ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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[ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ]  ダイアログ ボ ッ クスには、 [ ダイアログ ] ビ ューにあるダイアログまたはコ ン ト

ロール用のその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが提供されています。 このダイアログ ボ ッ クスは、 " その他

のウ ィ ン ド ウ ス タ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と表示されます。 " その他のウ ィ ン ド ウ ス タ

イル " 設定は、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログまたは特定の種類のコ ン ト ロールを ク リ ッ クする と表示されま

す。

使用可能なオプシ ョ ンは、 [ その他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル ] ダイアログ ボ ッ クスを開いたと きにアクテ ィ ブなダ

イアログ コ ン ト ロールの種類によ って異な り ます。

• ダイアログ 

• ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロール 

• ボタ ン コ ン ト ロール ( チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 ラジオ ボタ ン グループ、 プ ッ シュ ボタ ン、 およびグループ ボ ッ

クス )

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロール 

• リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロール 

• 編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロール 

• 行コ ン ト ロール 

• [ 進行状況バー ] コ ン ト ロール 

• [ 選択ツ リー ] コ ン ト ロール 

この値の詳細については MSDN Library を参照し て く だ さい。

ダイアログのその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ダイアログでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、 MSDN ラ イブ ラ リ を

参照し て く ださい。

テーブル 11-67 • ダイアログのウ ィ ン ド ウス タ イル

値 説明

WS_POPUP ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウを作成し ます。

DS_NOIDLEMSG ダイアログ ボ ッ クスが表示される時、 システムはダイアログの所有者に 

WM_ENTERIDLE メ ッ セージを送信し ますが、 このメ ッ セージの送信を抑制し ま

す。
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DS_CONTROL 他のダイアログ ボ ッ クスの子ウ ィ ン ド ウと し て動 く ダイアログ ボ ッ クスを作成

し ます。 子ダイアログ ボ ッ クスのコ ン ト ロールウ ィ ン ド ウ間のタ ブ切り換えを

ユーザーに許可し、 ユーザーがアクセラ レータキーを使用できるよ う にし ます。

DS_SYSMODAL このス タ イルは 16 ビ ッ ト 版 Windows との互換性を取るために用意されている

だけで、 通常は使用し ません。 このス タ イルを指定する と、 WS_EX_TOPMOST 

ス タ イルのダイアログが作成されます。

このス タ イルは、 ユーザーによるデスク ト ッ プ上の他のウ ィ ン ド ウへのアクセ

スを妨げません。 DS_CONTROL ス タ イルとは併用し ないで く だ さい。

DS_3DLOOK ダイアログ ボ ッ クス中のテキス ト を フ ォ ン ト に太字をかけず表示し、 ダイアロ

グ ボ ッ クス内のコ ン ト ロールウ ィ ン ド ウの周囲に 3 次元輪郭線を描画し ます。

DS_CENTER ダイアログ ボ ッ クスを、 エン ド ユーザーの画面の作業領域の中央に表示し ま

す。

DS_LOCALEDIT ダイアログ ボ ッ クス中の編集コ ン ト ロールに対し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのデー

タ セクシ ョ ン内にある メ モ リ を使用させます。 デフ ォル ト では、 ダイアログ 

ボ ッ クス中のすべての編集コ ン ト ロールは、 アプ リ ケーシ ョ ンのデータ セク

シ ョ ン外のメ モ リ を使用し ます。

DS_FIXEDSYS ダイアログ ボ ッ クスに対し て、 デフ ォル ト の SYSTEM_FONT の代わり に、

SYSTEM_FIXED_FONT を使用させます。 これはモ ノ スペース フ ォ ン ト で、

Windows 3.0 以前の 16 ビ ッ ト のオペレーテ ィ ング システムで使われていたシス

テム フ ォ ン ト と互換性があり ます。

DS_CENTERMOUSE カーソルをダイアログ ボ ッ クスの中央に配置し ます。

DS_SETFONT ダイアログ ボ ッ クステンプレー ト のヘ ッ ダーに追加データ を記入し て、 ダイア

ログ ボ ッ クスのク ラ イアン ト 領域と コ ン ト ロールで使用するテキス ト を指定し

ます。 フ ォ ン ト データは、 タ イ ト ル配列の WORD 境界から始めます。 こ こに

は、 16 ビ ッ ト のポイ ン ト サイズ値と、 Unicode フ ォ ン ト 名の文字列を指定し ま

す。

このス タ イルが指定されない場合、 ダイアログ ボ ッ クステンプレー ト にフ ォ ン

ト データは含まれません。 

DS_ABSALIGN ダイアログ ボ ッ クスの座標と し て、 画面の座標を使用し ます。

テーブル 11-67 • ダイアログのウ ィ ン ド ウス タ イル ( 続き )

値 説明
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ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロールのその他
のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用

できます : 詳細については、 MSDN ラ イブ ラ リ を参照し て く ださい。

DS_CONTEXTHELP ダイアログ ボ ッ クスのタ イ ト ルバーに疑問符を表示させます。 エン ド ユーザー

がこの疑問符を ク リ ッ クする と、 カーソルがポイ ン ター付きの疑問符に変わり

ます。 その状態でダイアログ ボ ッ クス内のコ ン ト ロールを ク リ ッ クする と、 こ

のコ ン ト ロールは WM_HELP メ ッ セージを受け取り ます。 このメ ッ セージは、

コ ン ト ロールからダイアログ ボ ッ クスプロシージャに渡されます。 ヘルプ アプ

リ ケーシ ョ ンが、 コ ン ト ロールに関するヘルプなどが納められたポ ッ プア ッ プ 

ウ ィ ン ド ウを表示し ます。

この DS_CONTEXTHELP は単なるプレースホルダーです。 ダイアログ ボ ッ クス

が作成される と、 システムは DS_CONTEXTHELP をチ ェ ッ ク し て、 

WS_EX_CONTEXTHELP があれば、 これを も とにダイアログ ボ ッ クスの拡張ス タ

イルを追加し ます。 この WS_EX_CONTEXTHELP は、 WS_MAXIMIZEBOX または 

WS_MINIMIZEBOX ス タ イルと併用はできません。 

DS_MODALFRAME ダイアログ ボ ッ クスにモーダルダイアログ ボ ッ クスフ レームを付けて作成し ま

す。 このフ レームは、 WS_CAPTION および WS_SYSMENU を指定する こ と で、 タ

イ ト ルバーおよびウ ィ ン ド ウ メ ニューと組み合わせる こ とができます。

DS_NOFAILCREATE たと えば、 子ウ ィ ン ド ウが作成できない場合や、 編集コ ン ト ロール用の特別な

データ セグ メ ン ト が作成できない場合など、 エラーが発生し てもダイアログの

作成を続行させます。

DS_SETFOREGROUND システムが SetForegroundWindow 関数を使用し、 ダイアログ ボ ッ クスが手前に

表示されます。

テーブル 11-68 • ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ン

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

テーブル 11-67 • ダイアログのウ ィ ン ド ウス タ イル ( 続き )

値 説明
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SS_CENTERIMAGE これを指定する と、 ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールのク ラ イアン ト 領域よ り も小さ

いビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンの場合、 ク ラ イアン ト 領域の残りの部分を、 ビ ッ ト

マ ッ プやアイ コ ンの左上端のピ クセル色で塗り つぶし ます。 またス タ テ ィ ッ ク

コ ン ト ロールに含まれるのが 1 行のテキス ト の場合、 このテキス ト は、 コ ン ト

ロールのク ラ イアン ト 領域の縦方向の中央に表示されます。

SS_NOTIFY コ ン ト ロールがユーザーからのク リ ッ クやダブルク リ ッ ク を受けた時に、 親

ウ ィ ン ド ウに対し て STN_CLICKED、 STN_DBLCLK、 STN_DISABLE および 

STN_ENABLE 通知メ ッ セージを送信させます。

SS_RIGHTJUST SS_BITMAP または SS_ICON ス タ イルを持つス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールに対し

て、 サイズ変更された時にコ ン ト ロールの右下端を固定するよ う に指定し ま

す。 新規のビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンに適合するよ う調整をする場合、 変更でき

るのは上端および左端だけと な り ます。

WS_VSCROLL 垂直スク ロールバーの付いたウ ィ ン ド ウを作成し ます。

SS_REALSIZEIMAGE ス タ テ ィ ッ クなアイ コ ンおよびビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロール ( つま り SS_ICON 

または SS_BITMAP ス タ イルのス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロール ) に対し て、 ロー ド

時や描画時のサイズ変更ができないよ う にし ます。 配置される領域よ り もアイ

コ ンやビ ッ ト マ ッ プが大きい場合は、 イ メ ージがク リ ッ プ されます。

SS_ENDELLIPSIS 文字列の末尾が枠内に収ま り切らない場合、 はみ出す部分を切り詰めて、 省略

記号を表示し ます。 枠にかかる単語で行末ではないものは、 省略記号を付けず

に切り詰められます。 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS との違いに

注意し て く だ さい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

SS_PATHELLIPSIS 文字列の中央部を省略記号に置き換えて、 行末が枠内に納まるよ う調整し ま

す。 円記号 (\) 記号を含む文字列の場合、 SS_PATHELLIPSIS は最後の円記号以

降の文字をできるだけ多 く 表示するよ う にし ます。 SS_ENDELLIPSIS および 

SS_WORDELLIPSIS との違いに注意し て く だ さい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

テーブル 11-68 • ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ン (

値 説明
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ボタ ン コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ボタ ン コ ン ト ロール ( チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 ラジオ ボタ ン グループ、 プ ッ シュ ボタ ン、 およびグループ ボ ッ クス 

コ ン ト ロール ) では、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、 MSDN ラ イブ ラ

リ を参照し て く だ さい。

SS_WORDELLIPSIS 枠内に収ま らない単語はすべて切り詰めて、 省略記号で置き換えます。

SS_ENDELLIPSIS および SS_PATHELLIPSIS との違いに注意し て く だ さい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

テーブル 11-69 • ボタ ン コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イル

を指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る もの

は、 すべて同じグループに属し ます。

BS_LEFTTEXT ラジオボタ ンまたはチ ェ ッ ク ボ ッ クスのス タ イルと併用し た場合、 これらの

コ ン ト ロールの左側にテキス ト を配置し ます。

BS_CENTER ボタ ン枠内の横方向の中央にテキス ト を配置し ます。

BS_BOTTOM ボタ ン枠の下端にテキス ト を配置し ます。

WS_VSCROLL 垂直スク ロールバーの付いたウ ィ ン ド ウを作成し ます。

BS_VCENTER ボタ ン枠の縦方向の中央にテキス ト を配置し ます。

BS_PUSHLIKE チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 三段階チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 ラジオボタ ンのよ う な、 プ ッ

シュボタ ンの外観と機能を持つボタ ンを作成し ます。 このボタ ンは、 押され

ていない選択状態では、 浮き上がっているよ う表示され、 押される と チ ェ ッ

ク状態と な り、 押し込まれたよ う に表示されます。

BS_FLAT ボタ ンを 2 次元表示にし ます。 この場合、 デフ ォル ト で 3 次元イ メ ージに付

けられるシ ェー ドはかけられません。

テーブル 11-68 • ビ ッ ト マ ッ プ、 アイ コ ン、 およびテキス ト 領域コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ン (

値 説明
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プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールの、 その他のウ ィ ン ド ウス タ イル

次の値は、 プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールにのみ適用されます。 この指定を同時に複数適用する こ とはできません。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスコ ン ト ロールの、 その他のウ ィ ン ド ウス タ イル

次の値は、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスコ ン ト ロールにのみ適用されます。 この指定を同時に複数適用する こ とはできませ

ん。

BS_NOTIFY ボタ ンから親ウ ィ ン ド ウに対し て BN_KILLFOCUS および BN_SETFOCUS 通知

メ ッ セージを送信させます。

このス タ イルが適用されているかにかかわらず、 ボタ ンは BN_CLICKED 通知

メ ッ セージを送信し ます。 BN_DBLCLK 通知メ ッ セージを送信するには、 ボタ

ンに BS_RADIOBUTTON または BS_OWNERDRAW ス タ イルが適用されている必

要があ り ます。

BS_MULTILINE ボタ ンのテキス ト 文字列が長 く て、 1 行ではボタ ン枠に収ま り き らない場合、

テキス ト を複数の行に折り返し ます。

テーブル 11-70 • プ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウス タ イル

値 説明

BS_OWNERDRAW 所有者描画ボタ ンを作成し ます。 ボタ ンの外見が変更される と、 所有者ウ ィ

ン ド ウが WM_DRAWITEM メ ッ セージを受信し ます。 この BS_OWNERDRAW ス

タ イルは、 他のボタ ンス タ イルと組み合わせて使用し ないで く ださい。

BS_USERBUTTON 16 ビ ッ ト 版 Windows との互換性を取るために用意されているだけで、 通常は

使用し ません。 Win32 対応ソ フ ト ウ ェ アでは BS_OWNERDRAW を使用し て く だ

さい。

テーブル 11-71 • チ ェ ッ ク ボ ッ クスコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウス タ イル

値 説明

BS_AUTOCHECKBOX ボタ ンをチ ェ ッ ク ボ ッ クスにし ますが、 通常のものと違い、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク

スが選択される と、 自動的にチ ェ ッ ク状態と解除状態が交互に切り替えられ

ます。

BS_3STATE ボタ ンをチ ェ ッ ク ボ ッ クスにし ますが、 通常のものと違い、 チ ェ ッ ク状態と

解除状態に加えて、 灰色表示も されるよ う にな り ます。 この灰色表示は、

チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択が未決定である こ と を示すのに使えます。

BS_AUTO3STATE ボタ ンを三段階チ ェ ッ ク ボ ッ クスにし ますが、 通常のものと違い、 選択され

る とボタ ンの状態が変化し ます。 ボタ ンの状態は、 チ ェ ッ ク、 灰色表示、 解

除が交互に切り替わり ます。

テーブル 11-69 • ボタ ン コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウス タ イル ( 続き )

値 説明
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コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

テーブル 11-72 • コ ンボ ボ ッ クスコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イル

を指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る もの

は、 すべて同じグループに属し ます。

WS_VSCROLL 垂直スク ロールバーの付いたウ ィ ン ド ウを作成し ます。

CBS_SIMPLE 常に リ ス ト ボ ッ クスを表示させます。 リ ス ト ボ ッ クス中の選択項目は、 編集

コ ン ト ロールに表示されます。

CBS_DROPDOWN これは CBS_SIMPLE と同様ですが、 編集コ ン ト ロール横のアイ コ ンをユー

ザーが選択するまで、 リ ス ト ボ ッ クスは表示されません。

CBS_OEMCONVERT コ ンボボ ッ クスの編集コ ン ト ロールに入力されたテキス ト を、 Windows キャ ラ

ク タ セ ッ ト から、 OEM キャ ラ ク タ セ ッ ト に変換し、 その後 Windows のセ ッ ト

に戻し ます。 これによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンが CharToOem 関数を呼び出し

て、 コ ンボボ ッ クス内の Windows 文字列を OEM 文字に変換させる と きに、 適

切な変換を行う こ とができます。 このス タ イルは、 データ と し てフ ァ イル名

を持つコ ンボボ ッ クスに対し て使う と有用で、 CBS_SIMPLE または 

CBS_DROPDOWN ス タ イルのコ ンボボ ッ クスにのみ適用されます。

CBS_HASSTRINGS オーナ描画コ ンボボ ッ クスのデータ項目が、 文字列から構成されている こ と

を指定し ます。 コ ンボボ ッ クスは、 これらの文字列に対する メ モ リ と ア ド レ

スを保持するので、 アプ リ ケーシ ョ ンは CB_GETLBTEXT メ ッ セージを使用し

て、 特定の項目のテキス ト を取り出すこ とが可能と な り ます。

CBS_UPPERCASE 選択フ ィ ールド およびリ ス ト 中のすべてのテキス ト を、 大文字に変換し ます。

CBS_AUTOHSCROLL ユーザーの行末文字の入力に合わせて、 編集コ ン ト ロール中のテキス ト を自

動的に右にスク ロールさせます。 このス タ イルを指定し ない場合、 フ ィ ール

ド枠に収まる分のテキス ト しか入力できません。

CBS_DISABLENOSCROLL リ ス ト ボ ッ クスの項目数が少な く スク ロールが不要の場合、 垂直スク ロール

バーを無効にし て表示し ます。 このス タ イルを指定し ないと、 リ ス ト ボ ッ ク

スの項目数が少ない場合、 スク ロールバーが隠された状態で表示されます。
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リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

CBS_NOINTEGRALHEIGHT コ ンボボ ッ クスのサイズを、 コ ンボボ ッ クス作成時にアプ リ ケーシ ョ ンが指

定し たサイズと正確に一致させます。 通常は、 項目の一部しか表示される こ

とがないよ う に、 システムがコ ンボボ ッ クスをサイズ変更し ます。

CBS_OWNERDRAWFIXED リ ス ト ボ ッ クスの所有者が内容の描画の責任を負う よ う にし、 また リ ス ト

ボ ッ クス中の項目は、 すべて同じ高さ である こ と を指定し ます。 所有者ウ ィ

ン ド ウは、 コ ンボボ ッ クスの作成時に WM_MEASUREITEM メ ッ セージを受信

し、 コ ンボボ ッ クスの外見が変更された場合は WM_DRAWITEM メ ッ セージを

受信し ます。

CBS_OWNERDRAWVARIABLE リ ス ト ボ ッ クスのオーナが内容の描画の責任を負う よ う にし、 また リ ス ト

ボ ッ クス中の項目は、 高さが一定でないこ と を指定し ます。 所有者ウ ィ ン ド

ウは、 コ ンボボ ッ クスの作成時に、 コ ンボボ ッ クス内の各項目に対する 

WM_MEASUREITEM メ ッ セージを受信し、 コ ンボボ ッ クスの外見が変更された

場合は WM_DRAWITEM メ ッ セージを受信し ます。

テーブル 11-73 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

LVS_SINGLESEL 一度に選択できる項目を 1 つに制限し ます。 デフ ォル ト では、 複数の項目が選

択できるよ う になっています。 

LVS_NOLABELWRAP アイ コ ンビ ュー時の項目名を、 1 行表示にし ます。 デフ ォル ト では、 アイ コ ン

ビ ュー時の項目名は、 折り返し て表示されます。

LVS_AUTOARRANGE アイ コ ンビ ューおよび小アイ コ ンビ ュー時に、 アイ コ ンを自動的に整列させま

す。 

テーブル 11-72 • コ ンボ ボ ッ クスコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
1980 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
種類

メ モ • 次の値は、 同時に複数適用する こ とはできません。

LVS_SHOWSELALWAYS コ ン ト ロールがアク テ ィ ブでな く ても、 選択項目を常にハイ ラ イ ト 表示させま

す。 

LVS_SORTASCENDING 項目名に基づき、 項目を昇順で並べ替えます。 

LVS_SORTDESCENDING 項目名に基づき、 項目を降順で並べ替えます。

LVS_EDITLABELS 項目名を直接編集できるよ う にし ます。 この場合、 親ウ ィ ン ド ウは 

LVN_ENDLABELEDIT 通知メ ッ セージを処理する必要があり ます。 

LVS_OWNERDATA 仮想リ ス ト ビ ューコ ン ト ロールを作成し ます。 

LVS_NOSCROLL スク ロールを無効にするので、 この場合はすべての項目を ク ラ イアン ト 領域内

に納める必要があ り ます。

LVS_NOSORTHEADER 列の見出し をボタ ン と し て機能し ないよ う にし ます。 このス タ イルは、 レポー

ト ビ ューで列の見出し を ク リ ッ ク し ても並べ替えなどの動作を させた く ない場

合に有用です。 

LVS_OWNERDRAWFIXED 所有者ウ ィ ン ド ウに、 レポー ト ビ ューでの項目のペイ ン ト を許可し ます。 リ ス

ト ビ ューコ ン ト ロールは、 ペイ ン ト する各項目に対し て WM_DRAWITEM メ ッ

セージを送信し ますが、 サブ項目に対し て個別に メ ッ セージは送信し ません。

DRAWITEMSTRUCT 構造の itemData メ ンバーは、 指定された リ ス ト ビ ュー項目

のデータ を持ちます。

LVS_NOCOLUMNHEADER デフ ォル ト のビ ューであるレポー ト ビ ューで、 列の見出し を表示し ないよ う に

し ます。

LVS_SHAREIMAGELISTS コ ン ト ロールが破棄される際に、 コ ン ト ロールに割り当てられたイ メ ージ リ ス

ト が破棄されないよ う にし ます。 このス タ イルを指定する こ とによ り、 1 つの

イ メ ージ リ ス ト を複数のリ ス ト ビ ューで使用する こ とが可能にな り ます。 

テーブル 11-74 • タ イプの値

値 説明

LVS_ICON アイ コ ンビ ューを指定。

LVS_REPORT レポー ト ビ ューを指定。

LVS_LIST リ ス ト ビ ューを指定。 

テーブル 11-73 • リ ス ト  ビ ュー コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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配置

メ モ • 次の値は、 同時に複数適用する こ とはできません。

編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウ 
ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。

詳細については、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

LVS_SMALLICON 小アイ コ ンビ ューを指定。 

テーブル 11-75 • 配置の値

値 説明

LVS_ALIGNTOP アイ コ ンビ ューおよび小アイ コ ンビ ューで、 リ ス ト ビ ューコ ン ト ロールの上側

に項目を整列させます。 

LVS_ALIGNLEFT アイ コ ンビ ューおよび小アイ コ ンビ ューで、 項目を左側に整列させます。

テーブル 11-76 • 編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

WS_VSCROLL 垂直スク ロールバーの付いたウ ィ ン ド ウを作成し ます。

LBS_STANDARD 縁取り された リ ス ト ボ ッ クスを作成し ます。

LBS_NOTIFY エン ド ユーザーが文字列を ク リ ッ クまたはダブルク リ ッ ク し た時、 親ウ ィ ン ド

ウがイ ンプ ッ ト メ ッ セージを受信するよ う にし ます。

テーブル 11-74 • タ イプの値 ( 続き )

値 説明
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LBS_NODATA ノ ーデータ リ ス ト ボ ッ クスを指定し ます。 リ ス ト ボ ッ クス中の項目のカウン ト

が 1000 以上になる場合、 このス タ イルを指定し て く だ さい。 ノ ーデータ リ ス

ト ボ ッ クスを使う場合、 LBS_OWNERDRAWFIXED ス タ イルも指定する必要があ

り ますが、 LBS_SORT および LBS_HASSTRINGS ス タ イルを指定し てはいけませ

ん。

ノ ーデータ リ ス ト ボ ッ クスは所有者描画リ ス ト ボ ッ クスに似ていますが、 項目

と し て文字列やビ ッ ト マ ッ プデータ を持たない点が違います。 項目の追加、 挿

入、 削除を行う よ う なコ マン ドは、 指定されたすべての項目データ を常に無視

するので、 リ ス ト ボ ッ クス中の文字列を検索する要求を出し ても、 必ず失敗し

ます。 項目の描画が必要になる と、 システムは WM_DRAWITEM メ ッ セージを親

ウ ィ ン ド ウに送信し ます。

WM_DRAWITEM メ ッ セージを渡された DRAWITEMSTRUCT 構造の itemID メ ン

バーは、 描画する項目の行番号を指定し ます。 ノ ーデータ リ ス ト ボ ッ クスは、

WM_DELETEITEM メ ッ セージを送信し ません。

LBS_NOINTEGRALHEIGHT リ ス ト ボ ッ クス作成時にアプ リ ケーシ ョ ンが指定し たサイズと正確に一致する

よ う、 リ ス ト ボ ッ クスを作成し ます。

LBS_NOREDRAW 変更を加えられた際に、 リ ス ト ボ ッ クスを更新し ないよ う にし ます。

LBS_MULTIPLESEL エン ド ユーザーが文字列を ク リ ッ クまたはダブルク リ ッ ク し た時、 選択文字列

を交互に切り換えます。

LBS_HASSTRINGS リ ス ト ボ ッ クスのデータ項目が、 文字列から構成されている こ と を指定し ま

す。 リ ス ト ボ ッ クスは、 これらの文字列に対する メ モ リ と ア ド レスを保持する

ので、 アプ リ ケーシ ョ ンは LB_GETTEXT メ ッ セージを使用し て特定の項目のテ

キス ト を取り出すこ とが可能と な り ます。 デフ ォル ト では、 所有者描画リ ス ト

ボ ッ クス以外のすべてのリ ス ト ボ ッ クスにはこのス タ イルが適用されます。 所

有者描画リ ス ト ボ ッ クスを作成する際に、 このス タ イルの有無は任意に指定で

きます。

LBS_USETABSTOPS リ ス ト ボ ッ クスにタ ブ記号を認識させ、 文字列の描画時にタ ブを効かせるよ う

にし ます。

LBS_MULTICOLUMN 水平方向にスク ロール可能な複数列リ ス ト ボ ッ クスを作成し ます。

LBS_EXTENDEDSEL SHIFT キーと マウス ( またはキー操作 ) の組み合わせによる、 複数項目の選択

をエン ド ユーザーに許可し ます。

LBS_DISABLENOSCROLL リ ス ト ボ ッ クスの項目数が少な く スク ロールが不要の場合、 垂直スク ロール

バーを無効にし て表示し ます。

LBS_WANTKEYBOARDINPUT リ ス ト ボ ッ クスにフ ォーカスを持つ状態でエン ド ユーザーがキーを押し た時

に、 WM_VKEYTOITEM または WM_CHARTOITEM メ ッ セージを渡し ます。 これを

利用し て、 キーボー ドからのイ ンプ ッ ト に応じ た特別な処理をアプ リ ケーシ ョ

ンにさせる こ とができます。

テーブル 11-76 • 編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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行コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

行コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、 MSDN ラ イブ ラ

リ を参照し て く だ さい。

LBS_OWNERDRAWFIXED リ ス ト  ボ ッ クスの所有者がリ ス ト ボ ッ クスの内容の描画の責任を負う よ う にし

ます。 ただ し この場合は、 リ ス ト ボ ッ クス中の項目はすべて同じ高さにな り ま

す。

LBS_OWNERDRAWVARIABLE リ ス ト  ボ ッ クスの所有者がリ ス ト ボ ッ クスの内容の描画の責任を負う よ う にし

ます。 ただ し この場合は、 リ ス ト ボ ッ クス中の項目の高さは一定ではあり ませ

ん。

テーブル 11-77 • 行コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

SS_SIMPLE 通常の四角形の中に、 テキス ト を左寄せで 1 行表示させます。 テキス ト 行を縮

めた りするなど、 変更はいっ さいできません。 また、 コ ン ト ロールが使用不可

能状態でも、 テキス ト は灰色表示されません。

SS_ETCHEDVERT ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールの左右の境界線を、 EDGE_ETCHED エ ッ ジ ス タ イル

を使って描画し ます。 詳細については MSDN Library の DrawEdge Windows API 

関数を参照し て く ださい。

SS_ETCHEDFRAME ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールのフ レームを、 EDGE_ETCHED エ ッ ジス タ イルを

使って描画し ます。 詳細については MSDN Library の 「DrawEdge Windows API 

関数」 を参照し て く ださい。

SS_ETCHEDHORZ ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールの上下の境界線を、 EDGE_ETCHED エ ッ ジス タ イル

を使って描画し ます。 詳細については MSDN Library の 「DrawEdge Windows API 

関数」 を参照し て く ださい。

SS_BLACKRECT 四角形を、 現在のウ ィ ン ド ウのフ レーム色で塗りつぶし て描画させます。 デ

フ ォル ト の色は黒です。

SS_BLACKFRAME 四角形のフ レームを、 現在のウ ィ ン ド ウのフ レーム色で描画させます。 デフ ォ

ル ト の色は黒です。

テーブル 11-76 • 編集フ ィ ールド と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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SS_WHITERECT 四角形を、 現在のウ ィ ン ド ウの背景色で塗りつぶし て描画させます。 デフ ォル

ト の色は白です。

SS_WHITEFRAME 四角形のフ レームを、 現在のウ ィ ン ド ウの背景色で描画させます。 デフ ォル ト

の色は白です。

SS_GRAYRECT 四角形を、 現在の画面の背景色で塗りつぶし て描画させます。 デフ ォル ト の色

は灰色です。

SS_GRAYFRAME 四角形のフ レームを、 現在の画面 ( デスク ト ッ プ ) の背景色で描画させます。

デフ ォル ト の色は灰色です。

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

WS_VSCROLL 垂直スク ロールバーの付いたウ ィ ン ド ウを作成し ます。

SS_NOTIFY コ ン ト ロールがユーザーからのク リ ッ クやダブルク リ ッ ク を受けた時に、 親

ウ ィ ン ド ウに対し て STN_CLICKED、 STN_DBLCLK、 STN_DISABLE および 

STN_ENABLE 通知メ ッ セージを送信させます。

SS_RIGHTJUST SS_BITMAP または SS_ICON ス タ イルを持つス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールに対し

て、 サイズ変更された時にコ ン ト ロールの右下端を固定するよ う に指定し ま

す。 新規のビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンに適合するよ う調整をする場合、 変更でき

るのは上端および左端だけと な り ます。

SS_CENTERIMAGE これを指定する と、 ス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールのク ラ イアン ト 領域よ り も小さ

いビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンの場合、 ク ラ イアン ト 領域の残りの部分を、 ビ ッ ト

マ ッ プやアイ コ ンの左上端のピ クセル色で塗りつぶし ます。 またス タ テ ィ ッ ク

コ ン ト ロールに含まれるのが 1 行のテキス ト の場合、 このテキス ト は、 コ ン ト

ロールのク ラ イアン ト 領域の縦方向の中央に表示されます。

SS_REALSIZEIMAGE ス タ テ ィ ッ クなアイ コ ンおよびビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロール ( つま り SS_ICON ま

たは SS_BITMAP ス タ イルのス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロール ) に対し て、 ロー ド時

や描画時のサイズ変更ができないよ う にし ます。 配置される領域よ り も アイ コ

ンやビ ッ ト マ ッ プが大きい場合は、 イ メ ージがク リ ッ プ されます。

SS_ENDELLIPSIS 文字列の末尾が枠内に収ま り切らない場合、 はみ出す部分を切り詰めて、 省略

記号を表示し ます。 枠にかかる単語で行末ではないものは、 省略記号を付けず

に切り詰められます。 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS との違いに

注意し て く ださい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

テーブル 11-77 • 行コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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進行状況バー コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウ ス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

進行状況バー コ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、

MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

選択ツ リー コ ン ト ロールのその他のウ ィ ン ド ウス タ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

SS_PATHELLIPSIS 文字列の中央部を省略記号に置き換えて、 行末が枠内に納まるよ う調整し ま

す。 円記号 (\) 記号を含む文字列の場合、 SS_PATHELLIPSIS は最後の円記号以

降の文字をできるだけ多 く 表示するよ う にし ます。 SS_ENDELLIPSIS および 

SS_WORDELLIPSIS との違いに注意し て く ださい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

SS_WORDELLIPSIS 枠内に収まらない単語はすべて切り詰めて、 省略記号で置き換えます。

SS_ENDELLIPSIS および SS_PATHELLIPSIS との違いに注意し て く ださい。

メ モ • SS_ENDELLIPSIS、 SS_PATHELLIPSIS および SS_WORDELLIPSIS は、 いず

れも同時に指定する こ とはできません。

テーブル 11-78 • 進行状況バー コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

PBS_VERTICAL 進行状況バーの進行を、 下から上に向かう垂直表示にし ます

テーブル 11-77 • 行コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

選択ツ リーコ ン ト ロールでは、 以下のウ ィ ン ド ウ ス タ イル オプシ ョ ンが使用できます。 詳細については、 MSDN 

ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

テーブル 11-79 • 選択ツ リーコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル

値 説明

WS_GROUP コ ン ト ロールのグループで最初のコ ン ト ロールを指定し ます。 このス タ イルを

指定し て定義されたコ ン ト ロールで、 最初のコ ン ト ロールの次に く る ものは、

すべて同じグループに属し ます。

TVS_EDITLABELS ツ リービ ューで項目ラベルの編集を、 エン ド ユーザーに許可し ます。

TVS_HASBUTTONS 親と なる項目に、 プ ラス記号 (+) およびマイナス記号 (-) ボタ ンを付けて表示し

ます。 ユーザーがこのボタ ンを ク リ ッ クする と、 子アイテムの親アイテム一覧

の展開および折り たたみができます。 ツ リービ ューのルー ト の項目をボタ ンに

含めるには、 TVS_LINESATROOT も指定し て く だ さい。 

TVS_DISABLEDRAGDROP ツ リービ ューコ ン ト ロールの TVN_BEGINDRAG 通知メ ッ セージの送信を抑制し

ます。

TVS_SHOWSELALWAYS 選択項目の描画に、 システムのハイ ラ イ ト 色を使用させます。

TVS_FULLROWSELECT ツ リービ ューの全行選択を許可し ます。 選択項目の行全体がハイ ラ イ ト 表示さ

れ、 項目行の任意の場所を ク リ ッ クする と その行が選択されます。 このス タ イ

ルは TVS_HASLINES ス タ イルと併用はできません。

TVS_HASLINES 項目の階層構造を線を使って表示し ます。

TVS_LINESATROOT ツ リービ ューコ ン ト ロールのルー ト にある項目を線で結んで表示し ます。 この

指定は、 TVS_HASLINES が指定されていない場合、 無視されます。

TVS_RTLREADING テキス ト 表示を右から左に表示させます (RTL)。 Windows の通常の表示では、

テキス ト は左から右に表示されます (LTR)。 ただ し Windows は、 ヘブ ラ イ語や

アラ ブ語のよ う な RTL 式表示の言語に対し て、 表示を反転できるよ う になって

います。 通常、 ツ リービ ューのテキス ト は、 親ウ ィ ン ド ウのテキス ト 表示と同

じ方向で表示されます。 TVS_RTLREADING を指定する と、 ツ リービ ューのテキ

ス ト は、 親ウ ィ ン ド ウのテキス ト 表示の逆方向で表示されるよ う にな り ます。

TVS_NOTOOLTIPS ツールヒ ン ト を使用不可能にし ます。

TVS_CHECKBOXES ツ リービ ューコ ン ト ロール中の項目を、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス と し て表示させま

す。 このス タ イルは、 項目の状態イ メ ージを利用し て、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス と し

て使用し ます。 

TVS_TRACKSELECT ツ リービ ューコ ン ト ロールでホ ッ ト ト ラ ッキングを使用可能にし ます。
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[ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 フ ァ イル システム エデ ィ ターでプロジ ェ ク ト 出力グループについての情報を表

示し ます。 このダイアログは、 Microsoft Visual Studio で作成された InstallShield プロジ ェ ク ト で使用できます。

タ スク [ 出力 ] ダイアログにアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト 出力グループがフ ァ イル システム エデ ィ ターで選択されたと き、 [ プロパテ ィ ] ウ ィ ン ド ウで "

出力 " プロパテ ィ を選択し ます。

2. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンでアイテムを右ク リ ッ ク し、 [

プロジ ェ ク ト 出力の解決 ] を選択し ます。

3. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンでアイテムを右ク

リ ッ ク し、 [ プロジ ェ ク ト 出力の解決 ] を選択し ます。

メ モ • 複数のプロジ ェ ク ト 出力グループが選択された場合、 情報は最初の選択されたグループに対し てのみ表示さ

れます。

ダイアログ オプシ ョ ン

ターゲ ッ ト 名

選択されたプロジ ェ ク ト 出力グループのフ ァ イル名を ターゲッ ト  コ ンピ ューターで表示される とお り に表示し ま

す。 このフ ィ ールドは読み取り専用です。 

ソース パス

開発コ ンピ ューター上でのプロジ ェ ク ト 出力グループ フ ァ イルへのパスを表示し ます。 このフ ィ ールドは読み取

り専用です。

TVS_SINGLEEXPAND ツ リービ ュー内での選択操作に応じ て、 選択された項目を展開し、 非選択の項

目を折り たたませます。 閉じ ている選択項目をマウスでシングルク リ ッ クする

と、 項目が展開されます。 Ctrl キーを押し ながら項目を選択する と、 非選択項

目の折り たたみは行われません。

TVS_INFOTIP TVN_GETINFOTIP メ ッ セージを送信し て、 ToolTip 情報を収集し ます。

TVS_NOSCROLL コ ン ト ロールの水平方向スク ロールを使用不可能にし ます。 これを指定し たコ

ン ト ロールには、 水平方向スク ロールバーはま った く 表示されな く な り ます。

TVS_NONEVENHEIGHT TVM_SETITEMHEIGHT メ ッ セージで、 項目の高さ を奇数値にし ます。 デフ ォル

ト では、 項目の高さは偶数値にされています。

テーブル 11-79 • 選択ツ リーコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ス タ イル ( 続き )

値 説明
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[ 上書き ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログ ボ ッ クスを使う と、 アク テ ィ ブなコ ンポーネン ト  ([ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューで選択されたコ ンポーネン ト ) で ターゲッ ト  システムにある既存のバージ ョ ンを常に上書

きするか、 上書き し ないか、 または日時ス タ ンプやバージ ョ ン番号などに基づいて条件的に上書きするかを指定

できます。

ダイアログ オプシ ョ ン

リ ス ト ボ ッ ク ス

ターゲッ ト  システムのフ ァ イルを常に上書きするか、 上書き し ないか、 または日時ス タ ンプやバージ ョ ン番号に

基づいて条件付きで上書きするかを選択し ます。 

次のコ ン ト ロールは、 リ ス ト ボ ッ クスで " バージ ョ ンでフ ァ イルを上書き " または " バージ ョ ン と日付でフ ァ イ

ルを上書き ( 必要な場合 )" が選択されている場合に有効にな り ます。

メ モ • ターゲッ ト  システムのフ ァ イルにバージ ョ ン番号があ り、 配布メ デ ィ アのフ ァ イルにバージ ョ ン番号がな

い場合や、 逆にターゲッ ト  システムのフ ァ イルにバージ ョ ン番号がな く て配布メ デ ィ アのフ ァ イルにバージ ョ ン

番号がある場合、 バージ ョ ン番号のないフ ァ イルはバージ ョ ン番号が低いフ ァ イルと し て処理されます。

バージ ョ ン : 新しいバージ ョ ン

配布メ デ ィ アのフ ァ イルが番号が高いバージ ョ ン番号の場合、ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。 

配布メ デ ィ アのフ ァ イルと ターゲッ ト フ ァ イルのフ ァ イルのバージ ョ ン番号が同じか、 いずれのフ ァ イルにも

バージ ョ ン番号がな く て バージ ョ ン、 次に日付でフ ァ イルを上書き ( 必要な場合 ) がリ ス ト ボ ッ クスで選択され

ている場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルが上書き されるかど うかは、 選択し た日時のオプシ ョ ンによ って決

定されます。

そし て、 双方のフ ァ イルにバージ ョ ン番号があ り、 [ バージ ョ ン番号によ って上書き ] を選択し た場合、 ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルには上書き されません。

バージ ョ ン : 新しいか同じ

配布メ デ ィ アのフ ァ イルが番号が同じか高いバージ ョ ン番号の場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き さ

れます。

いずれのフ ァ イルにもバージ ョ ン番号がな く 、 リ ス ト ボ ッ クスから 「バージ ョ ン、 次に日付でフ ァ イルを上書き (

必要な場合 )」 が選択されている場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルが上書き されるかど うかは、 選択し た日

時のオプシ ョ ンによ って決定されます。 

そし て、 双方のフ ァ イルにバージ ョ ン番号があ り、 [ バージ ョ ン番号によ って上書き ] を選択し た場合、 ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルには上書き されません。

バージ ョ ン : 古いバージ ョ ン

配布メ デ ィ アのフ ァ イルが番号が低いバージ ョ ン番号の場合、ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。 

配布メ デ ィ アのフ ァ イルと ターゲッ ト フ ァ イルのフ ァ イルのバージ ョ ン番号が同じか、 いずれのフ ァ イルにも

バージ ョ ン番号がな く て バージ ョ ン、 次に日付でフ ァ イルを上書き ( 必要な場合 ) がリ ス ト ボ ッ クスで選択され

ている場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルが上書き されるかど うかは、 選択し た日時のオプシ ョ ンによ って決

定されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1989



第 11 章 リ フ ァ レンス
そし て、 双方のフ ァ イルにバージ ョ ン番号があ り、 [ バージ ョ ン番号によ って上書き ] を選択し た場合、 ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルには上書き されません。

次のコ ン ト ロールは、 リ ス ト ボ ッ クスで " 日付でフ ァ イルを上書き " または " バージ ョ ン と日付でフ ァ イルを上

書き ( 必要な場合 )" が選択されている場合に有効にな り ます。

日付 / 時間 : 新しい日付

配布メ デ ィ アのフ ァ イルがよ り新しい日付の場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。

日付 / 時間 : 新しい日付か同じ

配布メ デ ィ アのフ ァ イルがよ り新しいか同じ日付の場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。

日付 / 時間 : 古い日付

配布メ デ ィ アのフ ァ イルがよ り古い日付の場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。

[ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クス
[ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チシーケンスを作成する と開き

ます。

テーブル 11-80 • [ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

フ ァ ミ リー名 このパッ チが所属するパッ チフ ァ ミ リーの名前を指定し ます。Windows 

Installer 3.0 以降はパッ チフ ァ ミ リーを利用し て、 同じ フ ァ ミ リー内で

スモールア ッ プデー ト パッ チ と その他すべてのパッ チを比較し、 各

パッ チを ターゲッ ト マシンに適用する順番を決定し ます。

パッ チ構成が複数のフ ァ ミ リーに所属する こ と を示すには、 各パッ チ

フ ァ ミ リーの [ シーケンス ] タ ブに別の行を作成し ます。 たと えば、

パッ チが複数の製品をア ッ プデー ト 可能な場合に、 パッ チを複数フ ァ

ミ リーに所属させる例が考えられます。

ターゲッ ト パッ チ構成を特定の製品と関連付ける場合、 このボ ッ クスに製品コー

ド GUID を入力し ます。 このボ ッ クスへの入力は必須ではあ り ません。

パッ チ構成が複数の GUID を ターゲッ ト にする こ と を示すには、 各 

GUID およびフ ァ ミ リーの組み合わせの [ シーケンス ] タ ブに別の行を

作成し ます。

シーケンス番号 パッ チ構成のシーケンス番号を指定し ます。 この値は、 同じパッ チ 

フ ァ イ ミ リーの同じ ターゲッ ト  GUID ( 示されている場合 ) に所属する

パッ チのシーケンス内にあるパッ チ構成の配置を示し ます。
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[ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クスは、 " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ クする と表示されます。 " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定は、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [

ビルド ] タ ブにあ り ます。 この設定を使って、 選択された リ リースのビルド時にプロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のパ

ス変数をオーバーラ イ ド できます。

[ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クスには、 [ パス変数 ] ビ ューで構成されたパス変数、 環境変数、

およびレジス ト リ変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが表示されます。 定義済みのパス変数、 または [ リ リース ] ビ ュー内

の同じ リ リースで既にオーバーラ イ ド されているパス変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは含まれていません。

オーバーラ イ ド する各パス変数のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 次に [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " パス変

数のオーバーラ イ ド " 設定の下に、 選択された各パス変数に新しい設定が追加されます。 これらの設定を使って、

パス変数に新しい値を指定できます。

ビルド時に、 [ パス変数 ] ビ ューで設定された値が、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースに構成された値でオー

バーラ イ ド されます。

[ パス変数の推奨 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの  [ パス変数 ] タ ブで、[ 常に [ パス変数の推奨 ] ダイアログを表示 ] オプシ ョ

ンを選択し た場合、 新しいソース フ ォルダーをセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト に関連付けするたびに、 [ パス変数の

推奨 ] ダイアログが表示されます。

以前のバージ ョ ンに優先する 同じパッ チ フ ァ ミ リーに属し、 このパッ チよ り も低いシーケンス値を

持つすべてのパッ チの代わり にこのパッ チを利用する場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 以前のパッ チが複数のパッ チフ ァ ミ

リーに所属し ている場合があるため、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ても、 常にすべての以前のパッ チ と入れ替わる こ と を保証するわけで

はあ り ません。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されているかど う かに関

わらず、 スモール ア ッ プデー ト  パッ チがマイナーア ッ プグレー ド 

パッ チ、 またはメ ジャー ア ッ プグレー ドパッ チ と入れ替わる こ とはで

きません。

テーブル 11-80 • [ パッ チ シーケンス ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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このダイアログ ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ パス変数 ] タ ブで [ 常にパス変数を推奨する

] オプシ ョ ンを選択し、 つぎのどれかが True の場合にも表示されます。 

• InstallShield が特定のソースフ ォルダーに対し て複数のパス変数を推奨する こ とが可能な場合。 

• InstallShield が、 既存のパス変数の基づいてパス変数を推奨できない場合、 および [ パス変数 ] タ ブの自動作

成チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ていない場合。 

ダイアログ オプシ ョ ン

次のパス変数ベースのフ ォルダー表現を ソースフ ォルダーに使用する

このオプシ ョ ンを指定する と、 絶対パスの代わり に、 推奨されるパス変数またはパス変数の組み合わせが自動的

に入力されます。 た と えば、 C:\Work\Files をポイ ン ト する <MyFiles> と呼ばれるパス変数があって、

C:\Work\Files\Images から イ ンス ト ールにフ ァ イルを追加する場合、 完全ハー ド コー ド されたパス 

C:\Work\Files\Images ではな く  <MyFiles>\Images を使用する こ とが推奨されます。

このオプシ ョ ンは、 InstallShield が特定のソース フ ォルダーに対し てパス変数を推奨できる場合のみ使用できま

す。

新規パス変数を作成する

フ ァ イルが配置される ソース フ ォルダーのパス変数を作成する場合、 [ 新しいパス変数を作成 ] オプシ ョ ンを選択

し ます。 このオプシ ョ ンを指定する と、 新規フ ァ イルが存在する フ ォルダーにマ ッ プ された標準パス変数が作成

されます。 [ パス変数名 ] ボ ッ クスで新規の変数パス名を入力し ます。

注意 • パス変数名は山かっ こで囲まないで く ださい。 [OK] を ク リ ッ クする と、 括弧が自動的に付加されます。

次の絶対パスを使用する

特定のリ ン ク を表すパス変数を使用し ない場合、 " 次の絶対パスを使用 " オプシ ョ ンを選択し ます。 このボタ ンの

下にソースフ ォルダーへの絶対パスが表示されます。

フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ アクセス許可 ] ダイアログ 
ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、

フ ァ イルと フ ォルダーを保護するための設定を構成する こ とができます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス

許可を特定のグループ とユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルに

ついての [ 読み取り ]、 [ 書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループ

のすべてにユーザーについては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 は ISLockPermissions 

テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細については、

「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ テ ィ

保護」 を参照し て く だ さい。

次のテーブルは、 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明です。

テーブル 11-81 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

名前 このグ リ ッ ド で、 ド メ イ ン名およびユーザー名を任意に組み合わせて入

力できます。 エン ト リ を追加するには、 グリ ッ ド上で右ク リ ッ ク し て [

新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 同じ コ ンテキス ト メ ニューを利用し て、 エン

ト リ を変更または削除する こ とができます。

現在のユーザーのド メ イ ンを指定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド に 

[%USERDOMAIN] を選択し ます。 現在イ ンス ト ールを実行中のユーザーを

指定するには、 " ユーザー " フ ィ ールド に [LogonUser] を選択し ます。

ローカル システム上におけるユーザー アカウン ト のアクセス許可を設定

するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド を空白のままにし ます。 " ド メ イ ン " 

または " ユーザー " フ ィ ールド には、 実行時に設定される任意の 

Windows Installer プロパテ ィ を入力できます ( 例、 [MYPROPERTY]）。

[ 一般情報 ] ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ カス タム 

InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 " ユーザー " フ ィ ールド

には、 よ く 使用されるセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) の一覧が表示されます。

ほとんどの SID は、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンではサ

ポー ト されていません。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンは、 " ユーザー " フ ィ ールド に

一覧されているすべての SID の翻訳された名前をサポー ト し ます。 従来

型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセ

ス許可を設定する と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。
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[ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 詳細設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。 次のテーブルは、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明

です。

アクセス許可 [ 名前 ] 領域で名前を選択し、 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスにあるチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 対応する フ ァ イルまたはフ ォルダー

のアクセス許可を構成し ます。 アクセス許可を選択する と、 [ 詳細 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し て、 他の関連するアクセス許可と詳細設定を指定する こ

とができます。

アクセス拒否 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスで選択するアクセス許可を明示的に拒否するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-82 • [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

特殊なアクセス許可 このボ ッ クスで、 設定するアクセス許可のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

これらのアクセス許可を子オブ

ジ ェ ク ト に適用する

フ ォルダーのアクセス許可を構成する と き、 すべてのフ ォルダーのサブ

フ ォルダーと フ ァ イルにアクセス許可を適用するには、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-81 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域 ( 続き )

領域 説明
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レジス ト リ キーの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 レ

ジス ト リ キーを保護するための設定を構成する こ とができます。 レジス ト リ キーのアクセス許可を特定のグルー

プ とユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のレジス ト リ キーについての [ 読

み取り ]、 [ 書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてに

ユーザーについては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 は ISLockPermissions 

テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細については、

「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセキュ リ テ ィ

保護」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 1995



第 11 章 リ フ ァ レンス
次のテーブルは、 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明です。

テーブル 11-83 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

名前 このグ リ ッ ド で、 ド メ イ ン名およびユーザー名を任意に組み合わせて入

力できます。 エン ト リ を追加するには、 グリ ッ ド上で右ク リ ッ ク し て [

新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 同じ コ ンテキス ト メ ニューを利用し て、 エン

ト リ を変更または削除する こ とができます。

現在のユーザーのド メ イ ンを指定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド に 

[%USERDOMAIN] を選択し ます。 現在イ ンス ト ールを実行中のユーザーを

指定するには、 " ユーザー " フ ィ ールド に [LogonUser] を選択し ます。

ローカル システム上におけるユーザー アカウン ト のアクセス許可を設定

するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド を空白のままにし ます。 " ド メ イ ン " 

または " ユーザー " フ ィ ールド には、 実行時に設定される任意の 

Windows Installer プロパテ ィ を入力できます ( 例、 [MYPROPERTY]）。

[ 一般情報 ] ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ カス タム 

InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 " ユーザー " フ ィ ールド

には、 よ く 使用されるセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) の一覧が表示されます。

ほとんどの SID は、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンではサ

ポー ト されていません。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンは、 " ユーザー " フ ィ ールド に

一覧されているすべての SID の翻訳された名前をサポー ト し ます。 従来

型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセ

ス許可を設定する と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

アクセス許可 [ 名前 ] 領域で名前を選択し、 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスにあるチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 対応するレジス ト リ キーのアクセス

許可を構成し ます。 アクセス許可を選択する と、 [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し て、 他の関連するアクセス許可と詳細設定を指定する こ とができま

す。
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[ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 詳細設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。 次のテーブルは、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明

です。

アクセス拒否 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスで選択するアクセス許可を明示的に拒否するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-84 • [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

特殊なアクセス許可 このボ ッ クスで、 設定するアクセス許可のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

これらのアクセス許可を子オブ

ジ ェ ク ト に適用する

レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する と き、 すべてのキーのサブ

キーにアクセス許可を適用するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスのセ

キュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-83 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域 ( 続き )

領域 説明
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[ プ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ プラ ッ ト フ ォーム スイー ト ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 選択されたコ ンポーネン ト を関連付けるプラ ッ ト

フ ォーム スイー ト を指定できます。 このダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューま

たは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の プラ ッ ト フ ォーム スイー ト " 設定で省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • 一部の情報は InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し、 他の一部の情報は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

に適用し ます。

[ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの起動方法に応じ て、 次のいずれかを指定する こ とができます :

• プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト またはリ リースにオペレーテ ィ ング システム要件を選択する と きの選択肢に

加えるプラ ッ ト フ ォーム。 これは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

テーブル 11-85 • [ プラ ッ ト フ ォーム スイー ト ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

ターゲッ ト  システムのプ ラ ッ ト

フ ォーム スイー ト の検証を行わず

にイ ンス ト ールする

コ ンポーネン ト のフ ァ イルのイ ンス ト ールは、 ターゲッ ト  システムのス

イー ト に依存し ません。

ターゲッ ト  システムに複数のプ

ラ ッ ト フ ォーム スイー ト が指定さ

れている場合にイ ンス ト ールする

イ ンス ト ールは、 選択されたスイー ト の 1 つ以上がターゲッ ト  システム

に存在する場合のみ、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

このオプシ ョ ンを選択する場合は、 適切なプラ ッ ト フ ォーム スイー ト の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ターゲッ ト  システムに指定された

すべてのプ ラ ッ ト フ ォームスイー

ト がある場合にのみイ ンス ト ール

する

イ ンス ト ールは、 選択されたスイー ト すべてがターゲッ ト  システムに存

在する場合のみ、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

このオプシ ョ ンを選択する場合は、 適切なプラ ッ ト フ ォーム スイー ト の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

すべてのプ ラ ッ ト フ ォーム スイー

ト を表示

利用可能なすべてのスイー ト を参照するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。 完全な リ ス ト は、 Windows API の OSVERSIONINFOEX デー

タ構造 (MSDN ド キュ メ ン ト を参照 ) で指定する こ とができる ものです。

最も一般的なスイー ト のみを表示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択解除し ます。
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• コ ンポーネン ト のプラ ッ ト フ ォーム要件。 これは InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト で使用できます。

プロジ ェ ク ト  レベルのプラ ッ ト フ ォーム サポー ト  (InstallScript プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト  レベルの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスする と、 プロジ ェ ク ト でコ ンポーネ

ン ト またはリ リースにオペレーテ ィ ング システム要件を選択する と きの選択肢に加えるプラ ッ ト フ ォームを指定

する こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト  レベルでプ ラ ッ ト フ ォームを指定し ても、 イ ンス ト ールを実行する と きのターゲッ ト  システ

ム要件は作成されません。 InstallScript プロジ ェ ク ト で ターゲッ ト  システム要件を作成する場合、 ターゲッ ト  シス

テムのオペレーテ ィ ング システムを識別する SYSINFO 構造を使用する こ とができます。

タ スク プロジ ェ ク ト  レベルの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ イ ンス ト ール情報 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " プ ラ ッ ト フ ォーム フ ィ ルター " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

次のテーブルは、 プロジ ェ ク ト  レベルで [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセス し た と きに表示さ

れる設定です。

テーブル 11-86 • プロジ ェ ク ト のための [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

プロジ ェ ク ト は、 InstallShield がサ

ポー ト するすべてのプ ラ ッ ト

フ ォームをサポー ト する

InstallShield の使用中、 次の設定でサポー ト されている実行時のプ ラ ッ ト

フ ォームをすべて一覧表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます :

• コ ンポーネン ト  レベルの " オペレーテ ィ ング システム " 設定 

(InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• リ リース レベルの " プラ ッ ト フ ォーム " サポー ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト )

このオプシ ョ ンを選択する と、 プロジ ェ ク ト 内の特定のコ ンポーネン ト

またはリ リースがいずれかのサポー ト されているプラ ッ ト フ ォームで

ターゲッ ト されるよ う に指定できます。
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コ ンポーネン ト  レベルのプラ ッ ト フ ォーム サポー ト  (InstallScript プロジ ェ ク ト と 
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

コ ンポーネン ト  レベルで [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスする と、 選択されたコ ンポーネン

ト にサポー ト されるプラ ッ ト フ ォームを指定できます。

タ スク コ ンポーネン ト  レベルの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーで、 プ ラ ッ ト フ ォームの要件を構成する コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ま

す。

3. " オペレーテ ィ ング システム " 設定ドの値を ク リ ッ ク し て、 参照 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト は、 以下で選択され

たプ ラ ッ ト フ ォームのみをサポー

ト する

InstallShield の使用中、 次の設定で表示されているプ ラ ッ ト フ ォームの一

部のみを一覧表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます :

• コ ンポーネン ト  レベルの " オペレーテ ィ ング システム " 設定 

(InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• リ リース レベルの " プラ ッ ト フ ォーム " サポー ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト )

表示するダイアログを選択し ます。

ヒ ン ト • 連続する複数のオペレーテ ィ ング システムを選択するには、 最

初のオペレーテ ィ ング システムを選択し たあと SHIFT キーを押し ながら

最後のオペレーテ ィ ング システムを選択し ます。 連続し ない複数のオペ

レーテ ィ ング システムを選択するには、 最初のオペレーテ ィ ング システ

ムを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各オペレーテ ィ ング 

システムを選択し ます。

一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルのこの設定で表示されないプラ ッ ト

フ ォームがある と き、 プロジ ェ ク ト 内にある特定のコ ンポーネン ト また

はリ リースを このプラ ッ ト フ ォームにターゲッ ト する とい う指定ができ

な く な り ます。

テーブル 11-86 • プロジ ェ ク ト のための [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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次のテーブルは、 コ ンポーネン ト  レベルで [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセス し た と きに表示

される設定です。

[ ビルド後のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 InstallShield Premier Edition に適用し ます。

[ ビルド後のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスは、 " ビルド 後のイベン ト " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クす

る と表示されます。 " ビルド後のイベン ト " 設定は、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [ イベン ト ] タ ブにあ

り ます。

[ ビルド後のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 InstallShield がリ リースをビルド および署名し た後に実行

する 1 つ以上のコ マン ド を指定できます。

テーブル 11-87 • コ ンポーネン ト のための [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

セ ッ ト ア ッ プが実行されているプ

ラ ッ ト フ ォームにかかわらず、 こ

のコ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ

ンス ト ールする

選択されたコ ンポーネン ト がオペレーテ ィ ング システム非依存 ( コ ン

ポーネン ト に特定のオペレーテ ィ ング システム固有のデータがない ) の

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

以下のチ ェ ッ ク されたプ ラ ッ ト

フ ォームでセ ッ ト ア ッ プが実行さ

れている と きにのみ、 このコ ン

ポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス

ト ールする

選択されたコ ンポーネン ト が 1 つまたは複数のオペレーテ ィ ング システ

ムに固有の場合、 この設定を選択し て、 該当するオペレーテ ィ ング シス

テムを選択し ます。 ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ ング システムがこ

の設定に指定されたオペレーテ ィ ング システムの中にない場合、 コ ン

ポーネン ト はイ ンス ト ールされません。

ヒ ン ト • 連続する複数のオペレーテ ィ ング システムを選択するには、 最

初のオペレーテ ィ ング システムを選択し たあと SHIFT キーを押し ながら

最後のオペレーテ ィ ング システムを選択し ます。 連続し ない複数のオペ

レーテ ィ ング システムを選択するには、 最初のオペレーテ ィ ング システ

ムを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各オペレーテ ィ ング 

システムを選択し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 プロジ ェ ク ト  レベルで

チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ アになっているオペレーテ ィ ング システムは、

このダイアログ ボ ッ クスで表示されるオペレーテ ィ ング システムの一覧

からすべて除外されます。

選択されたコ ンポーネン ト がリ リースでサポー ト されていないプラ ッ ト

フ ォームをサポー ト し ている場合、 このコ ンポーネン ト はビルド時にリ

リースに含まれません。
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1 つ以上のコマン ド を指定するには、 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。 ビルド時に、 InstallShield はリ ス

ト された順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次のコ マン ドの処理を待ち

ます。

コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と

環境変数を使用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ と もできます。

詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。

[ ビルド前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 InstallShield Premier Edition に適用し ます。

[ ビルド前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスは、 " ビルド 前のイベン ト " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クす

る と表示されます。 " ビルド前のイベン ト " 設定は、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [ イベン ト ] タ ブにあ

り ます。

[ ビルド前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 InstallShield がリ リースをビルド し始める前に実行する 1 

つ以上のコマン ド を指定できます。 このイベン ト は InstallShield がリ リース フ ォルダと ログ フ ァ イルを作成し た

後、 リ リースのビルド を開始する前に実行し ます。

1 つ以上のコマン ド を指定するには、 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。 ビルド時に、 InstallShield はリ ス

ト された順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次のコ マン ドの処理を待ち

ます。

コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と

環境変数を使用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ と もできます。

詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。

[ 圧縮前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 InstallShield Premier Edition に適用し ます。

[ 圧縮前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスは、 " 圧縮前のイベン ト " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と

表示されます。 " 圧縮前のイベン ト " 設定は、 [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [ イベン ト ] タ ブにあ り ます。

[ 圧縮前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 製品のデータ フ ァ イルを .cab フ ァ イルに格納する場合、

InstallShield が .msi パッ ケージ と .cab フ ァ イルをビルド し た後に実行する 1 つ以上のコマン ド を指定し ます。 この

イベン ト は .cab フ ァ イルが .msi パッ ケージにス ト リームされた後、 .msi パッ ケージにデジ タル署名が行われて 

Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる前に発生し ます。

1 つ以上のコマン ド を指定するには、 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。 ビルド時に、 InstallShield はリ ス

ト された順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次のコ マン ドの処理を待ち

ます。

コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と

環境変数を使用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ と もできます。

詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。
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[ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [InstallShield 前提条件 ] エデ ィ ターの [ 条件 ] タ ブにある [ 追加 ] ボタ ン

を ク リ ッ クする と開きます。 ダイアログは、 このタ ブで既存の条件を選択し、 [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き

も開きます。

[ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 InstallShield 前提条件がターゲッ ト マシンにイ ンス ト ール済みかど う

かを決定する イ ンス ト ール条件の定義を行います。 これを行わなかった場合、 ターゲッ ト  システムは前提条件が

適切にイ ンス ト ールされなかった と見な し て作動するため、 問題が発生し ます。 また、 オペレーテ ィ ング システ

ム、 レジス ト リ、 またはフ ァ イル要件を指定する イ ンス ト ール条件を作成する こ と も可能です。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

レジス ト リキーの

存在の有無

このオプシ ョ ンを選択する場合、 レジス ト リ キーの名前を入力し、 64 ビ ッ ト  システム上

でチ ェ ッ ク を行う適切なレジス ト リの場所 (32 ビ ッ ト  または 64 ビ ッ ト .) を選択し ます。

[ デフ ォル ト ] ラジオボタ ンは、 選択が行われていないこ と を示し、 32 ビ ッ ト が使用され

ます。

このレジス ト リ キーを持つターゲッ ト マシンがこのイ ンス ト ール条件を満たす場合、 [ 指

定し たレジス ト リ キーが存在する場合 ] を選択し ます。 このレジス ト リ キーを持たない

ターゲッ ト  マシンがこのイ ンス ト ール条件を満たす必要がある場合、 [ 指定し たレジス ト

リ キーが存在し ない場合 ] を選択し ます。

レジス ト リ エン ト

リが指定の値を含

む

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 レジス ト リ キーの名前、 値名、 および値データ を入力

し ます。 また、 64 ビ ッ ト  システム上でチ ェ ッ ク を行う適切なレジス ト リの場所 (32 ビ ッ

ト  または 64 ビ ッ ト .) を選択し ます。 [ デフ ォル ト ] ラジオボタ ンは、 選択が行われてい

ないこ と を示し、 32 ビ ッ ト が使用されます。

さ らに、 このダイアログ ボ ッ クスで指定し たレジス ト リ エン ト リ と ターゲッ ト マシン上

のレジス ト リ エン ト リ と を比較するのに利用するオプシ ョ ンを選択し ます。

た と えば、 [ 値データ ] ボ ッ クスで 1.4.2 を指定し、 [ よ り大きい ] を選択し た場合、 この

レジス ト リ エン ト リ に 1.4.2 よ り大きい値を持つターゲッ ト  マシンはイ ンス ト ール条件

を満たすこ とにな り ます。

レジス ト リ エン ト

リが指定のバー

ジ ョ ン値を含む

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 レジス ト リ キーの名前、 値名、 および値データ を入力

し ます。 値データは、 バージ ョ ン番号です。

バージ ョ ン番号の各フ ィ ールドの最初に付いているゼロは無視されます。 た と えば、

3.5.3.0010 は 3.5.3.009 よ り も大き く 、 3.5.3.009 は 3.5.3.01 よ り も大きいです。

さ らに、 このダイアログ ボ ッ クスで指定し たレジス ト リ エン ト リ と ターゲッ ト マシン上

のレジス ト リ エン ト リ と を比較するのに利用するオプシ ョ ンを選択し ます。

最後に、 64 ビ ッ ト  システム上でチ ェ ッ ク を行う適切なレジス ト リの場所 (32 ビ ッ ト  また

は 64 ビ ッ ト .) を選択し ます。 [ デフ ォル ト ] ラジオボタ ンは、 選択が行われていないこ

と を示し、 32 ビ ッ ト が使用されます。
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フ ァ イルの存在の

有無

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 次のどれかを行います。

• フ ァ イルの名前とパスを指定し ます。 定義済みのフ ォルダーを指定するには、 一覧

で適切なプロパテ ィ を選択し ます。 使用可能なプロパテ ィ は、

[CommonFiles64Folder]、 [CommonFilesFolder]、 [ProgramFiles64Folder]、

[ProgramFilesFolder]、 [System64Folder]、 [SystemFolder]、 および [WindowsFolder] で

す。

64 ビ ッ ト  フ ォルダーの場所の 1 つを選択する と、 イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  ター

ゲッ ト  システム上の 64 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し、 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  シス

テム上の 32 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し ます。

• パスまたはプロパテ ィ な し で、 フ ァ イル名のみを指定し ます。 ターゲッ ト マシン上

の PATH 環境変数と し て定義されたすべてのデ ィ レ ク ト リ内で、 イ ンス ト ールは指

定されたフ ァ イルを検索し ます。

• レジス ト リ キーをプロパテ ィ と し て指定し ます。 この場合、 イ ンス ト ールはレジス

ト リ値を使ってレジス ト リキーを解決し ます。 レジス ト リ パスの最後の要素は、 値

名と し て処理されますので注意し て く だ さい。 パスの最後の文字が円記号の場合、

そのレジス ト リ キーのデフ ォル ト  レジス ト リ エン ト リの値が利用されます。

例えば次のよ う に値を入力し た場合、 イ ンス ト ールは 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME レジス ト リ エン ト リの

値と し て指定されたパスに oci.dll とい う名前のフ ァ イルを持つ bin デ ィ レ ク ト リが含

まれるかど うかを確認し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME]bin\oci.dll

このフ ァ イルを持つターゲッ ト  マシンがこのイ ンス ト ール条件を満たす場合、 [ 指定し た

フ ァ イルが上記で指定し た場所で見つかった場合 ] を選択し ます。 このフ ァ イルを持たな

いターゲッ ト  マシンがこのイ ンス ト ール条件を満たす場合、 [ 指定し たフ ァ イルが上記で

指定し た場所で見つからなかった場合 ] を選択し ます。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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特定の日付を もつ

フ ァ イルが存在す

る

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 次のどれかを行います。

• フ ァ イルの名前とパスを指定し ます。 定義済みのフ ォルダーを指定するには、 一覧

で適切なプロパテ ィ を選択し ます。 使用可能なプロパテ ィ は、

[CommonFiles64Folder]、 [CommonFilesFolder]、 [ProgramFiles64Folder]、

[ProgramFilesFolder]、 [System64Folder]、 [SystemFolder]、 および [WindowsFolder] で

す。

64 ビ ッ ト  フ ォルダーの場所の 1 つを選択する と、 イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  ター

ゲッ ト  システム上の 64 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し、 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  シス

テム上の 32 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し ます。

• パスまたはプロパテ ィ な し で、 フ ァ イル名のみを指定し ます。 ターゲッ ト マシン上

の PATH 環境変数と し て定義されたすべてのデ ィ レ ク ト リ内で、 イ ンス ト ールは指

定されたフ ァ イルを検索し ます。

• レジス ト リ キーをプロパテ ィ と し て指定し ます。 この場合、 イ ンス ト ールはレジス

ト リ値を使ってレジス ト リキーを解決し ます。 レジス ト リ パスの最後の要素は、 値

名と し て処理されますので注意し て く だ さい。 パスの最後の文字が円記号の場合、

そのレジス ト リ キーのデフ ォル ト  レジス ト リ エン ト リの値が利用されます。

例えば次のよ う に値を入力し た場合、 イ ンス ト ールは 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME レジス ト リ エン ト リの

値と し て指定されたパスに oci.dll とい う名前のフ ァ イルを持つ bin デ ィ レ ク ト リが含

まれるかど うかを確認し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME]bin\oci.dll

さ らに、 日付、 および必要に応じ て時間を入力し ます。 例 :

4/26/2004 3:57:46 PM

適切な一致オプシ ョ ンを選択し て、 InstallShield 前提条件を実行する タ イ ミ ングを指定し

ます。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2005



第 11 章 リ フ ァ レンス
特定のバージ ョ ン

を もつフ ァ イルが

存在する

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 次のどれかを行います。

• フ ァ イルの名前とパスを指定し ます。 定義済みのフ ォルダーを指定するには、 一覧

で適切なプロパテ ィ を選択し ます。 使用可能なプロパテ ィ は、

[CommonFiles64Folder]、 [CommonFilesFolder]、 [ProgramFiles64Folder]、

[ProgramFilesFolder]、 [System64Folder]、 [SystemFolder]、 および [WindowsFolder] で

す。

64 ビ ッ ト  フ ォルダーの場所の 1 つを選択する と、 イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  ター

ゲッ ト  システム上の 64 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し、 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  シス

テム上の 32 フ ォルダーの場所をチ ェ ッ ク し ます。

• パスまたはプロパテ ィ な し で、 フ ァ イル名のみを指定し ます。 ターゲッ ト マシン上

の PATH 環境変数と し て定義されたすべてのデ ィ レ ク ト リ内で、 イ ンス ト ールは指

定されたフ ァ イルを検索し ます。

• レジス ト リ キーをプロパテ ィ と し て指定し ます。 この場合、 イ ンス ト ールはレジス

ト リ値を使ってレジス ト リキーを解決し ます。 レジス ト リ パスの最後の要素は、 値

名と し て処理されますので注意し て く だ さい。 パスの最後の文字が円記号の場合、

そのレジス ト リ キーのデフ ォル ト  レジス ト リ エン ト リの値が利用されます。

例えば次のよ う に値を入力し た場合、 イ ンス ト ールは 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME レジス ト リ エン ト リの

値と し て指定されたパスに oci.dll とい う名前のフ ァ イルを持つ bin デ ィ レ ク ト リが含

まれるかど うかを確認し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\ORACLE_HOME]bin\oci.dll

さ らに、 フ ァ イルのバージ ョ ン番号を入力し ます。 例 :

6.7.8.9

適切な一致オプシ ョ ンを選択し て、 InstallShield 前提条件を実行する タ イ ミ ングを指定し

ます。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
2006 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
セ ッ ト ア ッ プが指

定のプ ラ ッ ト

フ ォーム上で実行

されている

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 [ 前提条件を実行するプ ラ ッ ト フ ォームを選択し ます ] 

ボ ッ クスで定義済みのプ ラ ッ ト フ ォームの 1 つを ク リ ッ クするか、 または [ カス タム ] を

選択し て、 任意のプ ラ ッ ト フ ォーム要件を定義し ます。

この前提条件が True 評価されるサービス パッ クの番号を指定するには、 [ サービス パッ

ク ] ボ ッ クスを使用し ます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムにサービス パッ ク 2、 3、 ま

たは 4 が必要な場合、 最初のボ ッ クスに 2、 2 番目のボ ッ クスに 4 を入力し ます。 将来の

サービス パッ ク もすべて含めるには、 2 番目のボ ッ クスを空白のままに残し ます。 サー

ビス パッ ク 3 のみを ターゲッ ト とする場合は、 両方のボ ッ クスに 3 と入力し ます。

[ カス タム ] を選択し て、 特定のオペレーテ ィ ング システムの要件を指定する と、 [ カス

タム ] 領域にある次の 1 つまたは複数の設定を構成する こ とができます。

• プラ ッ ト フ ォーム ID — 必要なプ ラ ッ ト フ ォームを選択し ます。

選択し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の dwPlatformId メ ンバーに一致する場合、 この部分のオペ

レーテ ィ ング システム条件は、 True に評価されます。

• メ ジャー バージ ョ ン — オペレーテ ィ ング システムの必要な メ ジャー バージ ョ ンを

指定し ます。

指定し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の dwMajorVersion メ ンバーに一致する場合、 この部分の

オペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評価されます。

このボ ッ クスで、 0 と入力し た場合、 InstallShield が作成するオペレーテ ィ ング シス

テム条件に、 メ ジャー バージ ョ ンおよびマイナー バージ ョ ンの要件は含まれませ

ん。 この動作は、 [ メ ジャー バージ ョ ン ] ボ ッ クス と [ マイナー バージ ョ ン ] ボ ッ ク

スを空白にし た場合と同じにな り ます。

• マイナー バージ ョ ン — オペレーテ ィ ング システムの必要なマイナー バージ ョ ンを

指定し ます。

指定し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の dwMinorVersion メ ンバーに一致する場合、 この部分の

オペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評価されます。

このボ ッ クスで、 0 は有効な値です。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2007



第 11 章 リ フ ァ レンス
セ ッ ト ア ッ プが指

定のプ ラ ッ ト

フ ォーム上で実行

されている ( 続き .)

• 製品 (OS) の種類 — 必要なオペレーテ ィ ング システムの種類を選択し ます。

選択し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の wProductType メ ンバーに一致する場合、 この部分の条

件は、 True に評価されます。

InstallShield 前提条件がサーバー コ ン ト ローラーと ド メ イ ン コ ン ト ローラーを両方サ

ポー ト する場合、 [ サーバーまたはド メ イ ン コ ン ト ローラー ] オプシ ョ ンを選択する

こ とができます。

• プロセ ッサ アーキテ クチャ — 必要なプロセ ッサ アーキテ クチャ を選択し ます ( 例、

Windows 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ).

選択し たアーキテ クチャが、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの

アーキテ クチャに一致する場合、 この部分のオペレーテ ィ ング システム条件は、

True に評価されます。

• 最小 CSD バージ ョ ン — オペレーテ ィ ング システムで必要な最小サービス パッ クま

たは他のバージ ョ ン情報を指定し ます。

この設定は、 InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成された InstallShield 前提条件との

互換性と、 Windows 9x プ ラ ッ ト フ ォームのサブバージ ョ ンを識別できるよ う にする

ために提供されています。 この設定を使用し て、 特定のサービス パッ クが推奨され

ていないこ と を指定し ます。 特定のサービス パッ ク を指定する必要がある場合、 [ 最

小サービス パッ ク ] ボ ッ クスを使用し ます。

選択し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の szCSDVersion メ ンバーと同じバージ ョ ンか、 それよ り

以前のバージ ョ ンの場合、 この部分のオペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評

価されます。 

た と えば、 “A” と指定し た と きに、 ターゲッ ト  マシンの szCSDVersion 値が “B” の

場合、 この部分のオペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評価されます。 “B” と

指定し て、 ターゲッ ト  マシンの値が “A” の場合、 条件は、 False に評価されます。

同様に、 “Service Pack 1” と指定し たと きに、 ターゲッ ト  マシンの値が “Service 

Pack 2” の場合、 この部分のオペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評価されま

す。 “Service Pack 2” と指定し て、 ターゲッ ト  マシンの値が “Service Pack 1” の場

合、 条件は、 False に評価されます。

比較の問題を防止するために、 指定し たバージ ョ ン内、 およびターゲッ ト  システム

の szCSDVersion メ ンバーの値内の先頭と末尾のスペースは、 すべて無視されます。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
2008 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
[ 特権 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 特権 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 構成中のサービスが必要とする 1 つ以上の特権を指定できます。 次の状況下

で、 このダイアログ ボ ッ クスが開きます :

• [ サービス ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域でサービスを構成し ている と き。

• 右側ペイ ンに表示される設定の [ 構成の設定 ] カテゴ リ にある イベン ト の " 構成の種類 " 設定で、 [ 必要な特

権のリ ス ト を変更する ] オプシ ョ ンが選択されていて、 そのイベン ト の " 引数 " 設定にある省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し た と き。

1 つ以上のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た と き。

変更は、 次回のシステム開始時に有効にな り ます。

[ 製品条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

セ ッ ト ア ッ プが指

定のプ ラ ッ ト

フ ォーム上で実行

されている ( 続き .)

• 最小ビルド番号 — オペレーテ ィ ング システムで必要な最小ビルド番号を指定し ま

す。

選択し た値が、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムの 

OSVERSIONINFOEX 構造体の dwBuildNumber メ ンバーと同じバージ ョ ンか、 それよ り

以前のバージ ョ ンの場合、 この部分のオペレーテ ィ ング システム条件は、 True に評

価されます。 

オペレーテ ィ ング システム条件の指定に関する詳細については、 「InstallShield 前提条件

のオペレーテ ィ ング システム条件を追加する」 を参照し て く だ さい。

OSVERSIONINFOEX 構造体に関する詳細については、 MSDN We ｂ  サイ ト の 

OSVERSIONINFOEX 構造を参照し て く だ さい。

テーブル 11-88 • [ 前提条件設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2009



第 11 章 リ フ ァ レンス
• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 製品条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスは、 有効な Windows Installer プロパテ ィ と条件式の演算子を提供し、 製

品条件の作成を簡単にし ます。

たと えば、 製品を正し く 実行するために RAM が 64 MB 必要な場合、 [ 製品条件ビルだ ] ダイアログ ボ ッ クスを

使って、 条件を作成できます。 実行時、 Windows Installer がターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 イ ンス ト ールさ

れている RAM のサイズを判断し ます。 64 MB 以下の場合、 Windows Installer がエラー メ ッ セージを表示し て、 イ

ンス ト ールが終了し ます。

テーブル 11-89 • [ 製品条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

条件 このボ ッ クスには、 次の列を含むグ リ ッ ド が表示されます :

• 条件 — この列に条件を定義し ます。 この列に条件を直接入力するか、 [ プロ

パテ ィ ] リ ス ト 、 [ 演算子 ] リ ス ト 、 および [ 追加 ] ボタ ンを使って、 条件式

をビルド する こ とができます

• メ ッ セージ — この列に、 条件が False 評価された場合に表示するエラー メ ッ

セージを指定し ます。

この列に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する

代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択

する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用

する」 を参照し て く だ さい。

このボ ッ クスに新しい条件を追加するには、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て

から、 [ 条件 ] と [ メ ッ セージ ] 列に適切な情報を入力し ます。

このボ ッ クスの条件を削除するには、 条件を選択し てから、 [ 条件の削除 ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

重要 • このダイアログ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield に

よ って基本的な条件検証が行われますが、 条件ステー ト メ ン ト が予定通りの結果

に評価されるかど うか、 確認し て く だ さい。 詳しい情報と条件のサンプルについ

ては、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

[ メ ッ セージ ] 列で指定し たテキス ト を表示する Windows Installer ダイアログは、

\r ( 改行 )、 \n ( 新しい行 ) または \t ( タ ブ ) 等のエスケープ シーケンスを認識し ま

せん。

Properties このリ ス ト には、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで追加されたすべてのプロパ

テ ィ だけでな く 、 一般的な Windows Installer プロパテ ィ が一覧されます。 評価する

プロパテ ィ を選択し てから、 このリ ス ト の隣にある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

リ ス ト に評価を行う プロパテ ィ が含まれていない場合、 適切なプロパテ ィ 名を [

条件 ] 列に入力できます。
2010 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
[ プロジ ェ ク ト 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ プロジ ェ ク ト 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 現在開いているプロジ ェ ク ト に関する情報を変更できます。

このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ 設定 ] コ マン ド を選択する と、 次のタ ブ と一緒に表示

されます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ オブジ ェ ク ト ] 　 ビ ューの 「InstallShield オブジ ェ ク ト / マージ モ

ジュール ] ペイ ンでアイテムを右ク リ ッ ク し て [ 新しいオブジ ェ ク ト の登録 ] または [ プロパテ ィ ] を選択し た場

合、 最後の 2 つのタ ブ しか一緒に表示されません。 その場合、 すべてのプロパテ ィ は編集不可能です。

• [ プロジ ェ ク ト ] タ ブ

• [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブ (InstallScript プロジ ェ ク ト ) (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 )

• [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブ (InstallScript プロジ ェ ク ト ) (InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ

ク ト の場合 )

• [ プラ ッ ト フ ォーム ] タ ブ (InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合 )

• [ 言語 ] タ ブ

• [ メ ンテナンス ] タ ブ (InstallScript プロジ ェ ク ト )

• [ 言語非依存オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブ (InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト )

• [ 言語固有オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブ (InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト )

[ プロジ ェ ク ト ] タ ブ
[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プロジ ェ ク ト ] タ ブには、 現在開いているプロジ ェ ク ト についての基本情報が表

示されます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ 設定 ] コ マン ド を選択する と開きます。

作成者

( オプシ ョ ン ) プロジ ェ ク ト 作成者の名前を入力し ます。

Comments

( オプシ ョ ン ) プロジ ェ ク ト についてのコ メ ン ト があれば入力し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブ (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

演算子 このリ ス ト には、 Windows Installer が認識する有効な演算子すべてが含まれていま

す。 使用する演算子を選択し てから、 このリ ス ト の隣にある [ 追加 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。 [ 条件 ] ボ ッ クスの条件ステー ト メ ン ト に演算子が追加されます。

テーブル 11-89 • [ 製品条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2011



第 11 章 リ フ ァ レンス
• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでは、 現在開いているプロジ ェ ク ト がイ ンス ト ールする

製品についての情報が表示され、 その内容を変更できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ

ニューから [ 設定 ] コマン ド を ク リ ッ クする と開きます。

テーブル 11-90 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明

製品コー ド この製品を一意に識別する GUID を表示し ます。 InstallShield を使って、

自動的に異なる GUID を生成するには、 この設定の横にある [ 変更 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し ます。

このコー ドは製品を一意的に識別するため、 リ リースを既に配布し てい

る場合は製品コー ドの変更はお薦めできません。

詳細については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で製品コー ド

を設定する」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド コー ド この設定は、 製品のア ッ プグレー ド コー ド に使用する GUID を表示し ま

す。 InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この設

定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドは関連のある一連の製品を識別する GUID です。

Windows Installer は、 イ ンス ト ール済みの製品のメ ジャー ア ッ プグレー ド

を行う際に、 製品のア ッ プグレー ド コー ド を使用し ます。 UpgradeCode 

プロパテ ィ に格納されるア ッ プグレー ド コー ドは、 製品のすべてのバー

ジ ョ ンにおいて同一でな く てはな り ません。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参照し て く だ

さい。

製品名 製品の名前を入力し ます。

製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品名の指定」 を参照し

て く だ さい。

製品バージ ョ ン 製品のバージ ョ ン番号を入力し ます。 バージ ョ ン番号には、

aaa.bbb.ccccc とい う形式で、 数字のみを利用し ます。 こ こで、 aaa はメ

ジャーバージ ョ ン番号、 bbb はマイナーバージ ョ ン番号、 そし て ccccc 

はビルド番号を表し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc の最大

値は、 65,535 です。

詳細については、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンの種類 : アプ リ ケーシ ョ ンの種類を リ ス ト から選択するか、 リ ス ト にない場合は

アプ リ ケーシ ョ ンの種類の名前を入力し ます。 この情報は、 プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルに格納され、 参照目的でのみ使用できます。 エン ド ユーザー

に表示される こ とはあ り ません。
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ヒ ン ト • [ 一般情報 ] ビ ューで前述の設定を構成する こ と もできます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブ (InstallScript プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでは、 現在開いているプロジ ェ ク ト がイ ンス ト ールする

製品についての情報が表示され、 その内容を変更できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ

ニューから [ 設定 ] コマン ド を ク リ ッ クする と開きます。

テーブル 11-91 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明

製品コー ド この製品を固有に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使って、 自

動的に異なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] 

ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

製品コー ドは、 アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスを元のイ ンス ト ー

ルと関連付けるのに使用されます。 新しい GUID は、 ( 既存のプロジ ェ ク

ト のコ ピーを含む ) 作成し た各新規プロジ ェ ク ト に対し て自動的に生成

されます。 プロジ ェ ク ト の製品コー ド を変更する と、 以前の GUID を回

復する こ とはできません。 このため、 プロジ ェ ク ト の製品コー ドの変更

は、 通常必要な く 、 変更する場合は注意が必要です。

詳細については、 「InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト で製品コー ド を設

定する」 を参照し て く だ さい。

製品名 製品の名前を入力し ます。

製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品名の指定」 を参照し

て く だ さい。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義さ

れたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変

数が適切な値に置換されます。

製品名は、 InstallScript システム変数 IFX_PRODUCT_NAME に格納されま

す。
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製品バージ ョ ン 製品のバージ ョ ン番号を入力し ます。 バージ ョ ン番号には、

aaa.bbb.ccccc とい う形式で、 数字のみを利用し ます。 こ こで、 aaa はメ

ジャーバージ ョ ン番号、 bbb はマイナーバージ ョ ン番号、 そし て ccccc 

はビルド番号を表し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc の最大

値は、 65,535 です。

詳細については、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義さ

れたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変

数が適切な値に置換されます。

会社名 会社の名前を入力し ます。 この値は、 ( 文字列 エン ト リ、

COMPANY_NAME が存在し ない場合 ) デフ ォル ト  スク リ プ ト で 

TARGETDIR を設定するのに使用されます。 これは、 実行時に 

MediaGetData 関数を呼び出し て取得する こ とができます。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義さ

れたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変

数が適切な値に置換されます。

実行可能フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ンの実行可能フ ァ イルの名前を入力し ます。 こ

の値は、 MediaGetData 関数を呼び出し て実行時に取得できます。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義さ

れたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変

数が適切な値に置換されます。

アプ リ ケーシ ョ ンの種類 : アプ リ ケーシ ョ ンの種類を リ ス ト から選択するか、 リ ス ト にない場合は

アプ リ ケーシ ョ ンの種類の名前を入力し ます。 この情報は、 プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルに格納され、 参照目的でのみ使用できます。 エン ド ユーザー

に表示される こ とはあ り ません。

URL 製品 URL を入力し ます。 この情報は、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに格納さ

れ、 参照目的でのみ使用できます。 エン ド ユーザーに表示される こ とは

あ り ません。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義さ

れたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変

数が適切な値に置換されます。

テーブル 11-91 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明
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ヒ ン ト • [ 一般情報 ] ビ ューで前述の設定を構成する こ と もできます。

注意 • [ 製品バージ ョ ン ] ボ ッ クスにはヌル以外の値を指定し な く てはな り ません。 ヌルを指定する と、 ビルド エ

ラー -7044 が発生し ます。

[ プ ラ ッ ト フ ォーム ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト またはリ リースに

オペレーテ ィ ング システム要件を選択する と きの選択肢に加えるプラ ッ ト フ ォームを指定し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト  レベルでプ ラ ッ ト フ ォームを指定し ても、 イ ンス ト ールを実行する と きのターゲッ ト  システ

ム要件は作成されません。 InstallScript プロジ ェ ク ト で ターゲッ ト  システム要件を作成する場合、 ターゲッ ト  シス

テムのオペレーテ ィ ング システムを識別する SYSINFO 構造を使用する こ とができます。

次のテーブルは、 [ プラ ッ ト フ ォーム ] タ ブで表示される設定です。

テーブル 11-92 • プロジ ェ ク ト のための [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

プロジ ェ ク ト は、 InstallShield がサ

ポー ト するすべてのプ ラ ッ ト

フ ォームをサポー ト する

InstallShield の使用中、 次の設定でサポー ト されている実行時のプ ラ ッ ト

フ ォームをすべて一覧表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます :

• コ ンポーネン ト  レベルの " オペレーテ ィ ング システム " 設定 

(InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• リ リース レベルの " プラ ッ ト フ ォーム " サポー ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト )

このオプシ ョ ンを選択する と、 プロジ ェ ク ト 内の特定のコ ンポーネン ト

またはリ リースがいずれかのサポー ト されているプラ ッ ト フ ォームで

ターゲッ ト されるよ う に指定できます。
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[ 言語 ] タ ブ
[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ 言語 ] タ ブでは、 開いているプロジ ェ ク ト に含まれている言語のリ ス ト を表

示および変更できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] コ マン ド を ク リ ッ ク

する と開きます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クス

言語の横のチ ェ ッ ク ボ ッ クスがチ ェ ッ ク されている と、 その言語がプロジ ェ ク ト に含まれている こ と を示し ます。

チ ェ ッ ク されていない場合、 その言語は含まれていません。 プロジ ェ ク ト に言語を追加し た り プロジ ェ ク ト から

言語を削除するには、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ッ ク し て希望の状態に切り替えて く ださい。

プロジ ェ ク ト から言語を削除する と、 その言語を使用し ていたすべてのコ ンポーネン ト またはリ リースも削除さ

れます。

[ メ ンテナンス ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ メ ンテナンス ] タ ブでは、 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プを再実行し た と きの動

作オプシ ョ ンを選択できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] コ マン ド を ク

リ ッ クする と開きます。

プロジ ェ ク ト は、 以下で選択され

たプ ラ ッ ト フ ォームのみをサポー

ト する

InstallShield の使用中、 次の設定で表示されているプ ラ ッ ト フ ォームの一

部のみを一覧表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます :

• コ ンポーネン ト  レベルの " オペレーテ ィ ング システム " 設定 

(InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• リ リース レベルの " プラ ッ ト フ ォーム " サポー ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト )

表示するダイアログを選択し ます。

ヒ ン ト • 連続する複数のオペレーテ ィ ング システムを選択するには、 最

初のオペレーテ ィ ング システムを選択し たあと SHIFT キーを押し ながら

最後のオペレーテ ィ ング システムを選択し ます。 連続し ない複数のオペ

レーテ ィ ング システムを選択するには、 最初のオペレーテ ィ ング システ

ムを選択し てから CTRL キーを押し ながらその他の各オペレーテ ィ ング 

システムを選択し ます。

一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルのこの設定で表示されないプラ ッ ト

フ ォームがある と き、 プロジ ェ ク ト 内にある特定のコ ンポーネン ト また

はリ リースを このプラ ッ ト フ ォームにターゲッ ト する とい う指定ができ

な く な り ます。

テーブル 11-92 • プロジ ェ ク ト のための [ プラ ッ ト フ ォーム ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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複数イ ンス タ ンスのオプシ ョ ンを使う と、 エン ド ユーザーはセ ッ ト ア ッ プを複数回、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ

ではな く 最初のセ ッ ト ア ッ プ と し て実行できます。 これらのオプシ ョ ンの詳細については、 「InstallScript イ ンス

ト ールを複数回実行する」 を参照し て く だ さい。

[ 言語非依存オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript Object プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 言語非依存オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブにはオブジ ェ ク ト 名、 オブジ ェ ク ト の作成会社、 オブジ ェ ク ト の場

所などの、 オブジ ェ ク ト の基本的な情報が含まれています。 このダイアログ ボ ッ クスは、 InstallScript オブジ ェ ク

ト  プロジ ェ ク ト で [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ 設定 ] コマン ド を選択する と開きます。 このダイアログ ボ ッ ク

スはまた、 InstallScript プロジ ェ ク ト で [ オブジ ェ ク ト ] ビ ュー内からオブジ ェ ク ト を登録し たと き、 または [ オ

ブジ ェ ク ト ] ビ ューでオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し た と きにも開きます。 その場合、 すべてのプロパテ ィ は編集

不可能です。

オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

このオプシ ョ ンでは、 必要であればオブジ ェ ク ト のデフ ォル ト の言語で使用するウ ィ ザー ドの種類を指定できま

す。 以下のウ ィ ザー ド を選択できます。

• ウ ィ ザー ド な し - オブジ ェ ク ト にウ ィ ザー ドが不要な場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

• InstallShield オブジ ェ ク ト  ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド を使用する - オブジ ェ ク ト に設定し たプロパテ ィ に基づいて 

InstallShield がウ ィ ザー ド を作成するよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 すべての読み取り専用

プロパテ ィ が表示されますが、 編集はできません。 すべての読み込み／書き込みプロパテ ィ がユーザーによ

り変更可能です。 書き込み専用プロパテ ィ は表示されません。

メ モ • InstallShield ス ト ッ クウ ィ ザー ドは配列プロパテ ィ をサポー ト し ません。 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ が

配列プロパテ ィ を必要と ない場合、 固有のウ ィ ザー ド を作成する必要があり ます。

• カス タム ウ ィ ザー ド を使用する — 自分で作成し たウ ィ ザー ド を使用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。 InstallShield では、 Visual C++ または Visual Basic のいずれかを使用し てウ ィ ザー ド を作成できます。 これ

ら 2 つのプログラムのいずれかによ って作成されたウ ィ ザー ド を使用するには、 作成し た DLL へのパスを入

力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て目的のフ ァ イルに移動し ます。

次のコ ン ト ロールは、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ 設定 ] コマン ド を選択する と表示されます。

会社

このオブジ ェ ク ト を作成し た会社の名前を入力し ます。

バージ ョ ン

オブジ ェ ク ト のバージ ョ ンを入力し ます。

メ デ ィ アフ ァ イル

オブジ ェ ク ト のメ デ ィ ア フ ァ イル (Data1.hdr フ ァ イル ) へのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て メ

デ ィ アフ ァ イルに移動し ます。
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[ 言語固有オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript Object プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 言語固有オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ] タ ブにはオブジ ェ ク ト 名、 オブジ ェ ク ト の作成会社、 オブジ ェ ク ト の場所

などの、 オブジ ェ ク ト の基本的な情報が含まれています。 このダイアログ ボ ッ クスは、 InstallScript オブジ ェ ク ト  

プロジ ェ ク ト で [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューの [ 設定 ] コマン ド を選択する と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスは

また、 InstallScript プロジ ェ ク ト で [ オブジ ェ ク ト ] ビ ュー内からオブジ ェ ク ト を登録し たと き、 または [ オブ

ジ ェ ク ト ] ビ ューでオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し た と きにも開きます。 その場合、 すべてのプロパテ ィ は編集不

可能です。

IDE 言語

オブジ ェ ク ト 情報を指定する言語を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは [ 英語 ] と [ 日本語 ] です。

デフ ォル ト を使用

デフ ォル ト の言語の英語が選択されている場合は無効にな り ます。 このボ ッ クスをチ ェ ッ クする と、 選択言語で

表示し たと きにデフ ォル ト の言語で指定し たのと同じ情報がそのオブジ ェ ク ト で指定されます。

以下のコ ン ト ロールは、 [ デフ ォル ト を使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択解除されている場合のみ有効にな り ま

す。

表示名

オブジ ェ ク ト ギャ ラ リーに表示するオブジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

短い名前

必要に応じ て、 オブジ ェ ク ト 名の省略形を入力し ます。 [ 表示名 ] フ ィ ールド に入力し た名前と同じ名前を入力で

きます。

HTML ヘルプ

このオブジ ェ ク ト のヘルプ フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルに移動し

ます。 このヘルプ フ ァ イルは単一の .htm フ ァ イルで構成されなければな り ません。

アイ コ ン フ ァ イル

オブジ ェ ク ト のアイ コ ン フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルに移動し ま

す。 選択し たアイ コ ンがオブジ ェ ク ト ギャ ラ リーのオブジ ェ ク ト の隣に表示されます。 オブジ ェ ク ト に使用する

アイ コ ンは、 最大 16 色で、 16x16 のサイズである こ とが必要です。

[ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスは、[ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 名前の変更 ] を選択し て [ 編集 ] 

を ク リ ッ クする と表示されます。 [ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定には、 エクスポー ト し たダイアロ

グ、 コ ンポーネン ト 、 カス タム アクシ ョ ンの新しいキー値を指定できます。 エクスポー ト する項目の名前を変更

する場合、 競合を避ける為、 エクスポー ト 先のプロジ ェ ク ト フ ァ イルのオブジ ェ ク ト の名前と重複し ないよ う に

し て く ださい。
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設定

[ 必要な機能 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 必要な機能 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 現在の機能がイ ンス ト ールされる時に必ずイ ンス ト ールする機能を指定

できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ 機能 ] ビ ューで、 機能の " 必

要な機能 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と起動し ます。

[ 必要な機能 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべての機能を表示する [SelectedFeatureName に

必要な機能 ] ボ ッ クスがあ り ます。 現在の機能が必要とする各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 現在の機能について、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが自動的に選択

されます。 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では自動的に選択解除されます。 どち らの

場合も、 選択状態を変更する こ とは不可能で、 その機能がイ ンス ト ールされるかど うかには影響し ません。

[ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 ダイアログ、 コ ンポーネン ト 、 またはカス タム アク シ ョ ンを別のプロ

ジ ェ ク ト にエクスポー ト する時、 または、 DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する時に発生する可能

性がある競合を判別し ます。 ターゲッ ト  プロジ ェ ク ト に同一の名前が付いているアイテムがあ り、 エクスポー ト

するアイテムとは異なる値が設定に指定されている場合、 競合が発生し ます。 こ う し た競合を解決するには、 オ

プシ ョ ンの 1 つを選択し て [OK] を ク リ ッ クするか、 キー列の項目の名前を変更し ます。

[ キャ ンセル ] を ク リ ッ クする と、 そのアイテムは別のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト されません。 また、 DIM の場

合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト されません。

テーブル 11-93 • [ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

キー値 項目の名前を変更するには、 このフ ィ ールド に新規のキー値あるいは名前を入力

し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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ダイアログ ボ ッ クスの設定

[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ フ ァ イル ] メ ニューで、[ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し て [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クスを開きま

す。 こ う し て、 開いたプロジ ェ ク ト のコ ピーをテンプレー ト と し て、 または新しいプロジ ェ ク ト と し て別の名前

をつけて新しい場所に保存する こ とができます。 

テーブル 11-94 • [ 競合の解決 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

テーブル テーブルには、 ダイアログ、 コ ン ト ロール、 コ ンポーネン ト 、 カス タム アクシ ョ

ン、 その他のアイテムに関するデータがすべて表示されます。

あるアイテムを別のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト する場合、 Source Data 列では、

現在のプロジ ェ ク ト から別のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト するアイテムの設定の

値が表示されます。 Target Data 列では、 エクスポー ト するプロジ ェ ク ト 内に既に

存在するアイテムの設定の値が表示されます。

DIM プロジ ェ ク ト を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合、 Source 

Data 列には、 DIM プロジ ェ ク ト 内のアイテムの設定の値が表示されます。 Target 

Data 列では、 エクスポー ト するプロジ ェ ク ト 内に既に存在するアイテムの設定の

値が表示されます。

レ コー ド中のキー列には、 識別用にキーアイ コ ンが表示されます。 異なる値間で

競合が存在する場合、 その列が赤色で表示されます。 競合の解決で何を選択し た

かによ って、 既存のアイテムと その設定を上書きするかど うかが判別されます。

解決 競合の解決方法を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• スキッ プ —Source Data 列の値を使用し ます。 競合がまだ残っている場合、 次

の競合が表示されます。

• すべてスキッ プ — 現在の競合および残りすべての競合に対し て、 Source Data 

列の値を使用し ます。

• 上書き —Target Data 列の値を使用し ます。 競合がまだ残っている場合、 次の

競合が表示されます。

• すべて上書き — 現在の競合および残りすべての競合に対し て、 Target Data 列

の値を使用し ます。

• 名前の変更 — このアイテムで競合が発生し ないよ う に、 キー列に別の値を使

用し ます。 このオプシ ョ ンを使用するには、 名前を変更するキーを含む行を

選択し、 [ 名前の変更 ] オプシ ョ ンを選択し てから、 [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。 [ キー名の変更 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 キー列に新しい値

を指定できます。
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ダイアログ ボ ッ クスの設定

[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クスは標準 Windows ダイアログ ボ ッ クスです。 次の一覧に含まれていない

コ ン ト ロールについて詳細ヘルプを表示するには、 コ ン ト ロールを選択し て F1 を押し ます。

[ スク リ プ ト 変換 ] ダイアログ ボ ッ クス
InstallShield では、 InstallScript 関数名に異なる用語を使用し ますたと えば InstallShield で使用されている 「機能」

とい う用語は、 InstallShield Professional では 「コ ンポーネン ト 」 と呼ばれていたものです。 詳細については、 「ス

ク リ プ ト の変更 : 語彙変換」 を参照し て く だ さい。

InstallShield で .ipr フ ァ イルを開 く と、 このダイアログが開き、 InstallShield で自動的にスク リ プ ト  (.rul) フ ァ イルを

ア ッ プデー ト し て InstallShield 用語を使用するよ う にするかたずねる メ ッ セージが表示されます。

テーブル 11-95 • InstallShield 固有の [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

フ ァ イルの種類

プロジ ェ ク ト • " フ ァ イルの種類 " オプシ ョ ンは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使

用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

" フ ァ イルの種類 " 一覧を使って、 保存する フ ァ イルの種類を指定し ます。

現在のプロジ ェ ク ト から テンプレー ト の作成を行う には、 InstallShield テンプ

レー ト  (.ist) を選択し ます。

[ プロジ ェ ク ト 名 ] サブ フ ォ

ルダーを作成し、 作成し た

フ ォルダーにプロジ ェ ク ト

を保存する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがシステム上でのプロジ ェ ク ト フ ァ イルの配置場所を制

御し ます。 ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] タ ブにある

) [ プロジ ェ ク ト の場所 ] ボ ッ クスで指定し た場所に < プロジ ェ ク ト 名 > サブ フ ォ

ルダーを作成し て、 プロジ ェ ク ト をサブ フ ォルダーに保存するには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。 InstallScript が含まれるプロジ ェ ク ト の場合、 このサ

ブ フ ォルダーには [ スク リ プ ト  フ ァ イル ] フ ォルダーも作成されます。

.ism プロジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト の場所ボ ッ クスで指定し た場所に保存するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

新しいプロジ ェ ク ト  GUID 

を作成し、 保存されたプロ

ジ ェ ク ト に割り当てる

新しいプロジ ェ ク ト の GUID をオ リ ジナル プロジ ェ ク ト とは別の GUID にするに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 新しいプロジ ェ ク ト の GUID をオ リ ジ

ナルプロジ ェ ク ト と同じ GUID にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ま

す。

新しいプロジ ェ ク ト 名に基

づいて、 プロジ ェ ク ト 設定

を適切に更新する

[ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスで指定し た名前を、 新しいプロジ ェ ク ト の " 一般情報 " 

ビ ューにある " プロジ ェ ク ト 名 " 設定の値と し て使う には、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し ます。 新しいプロジ ェ ク ト の " 名前 " 設定の値を元のプロジ ェ ク ト

と同じにするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。
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メ モ • InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ と その他のマニュアルでは、 InstallShield スク リ プ ト 用語を使用し ています。

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ
クス

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 InstallShield の様々なビ ューでスク リ プ ト  

コー ド を表示する方法を指定できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 スク リ プ ト  フ ァ イルを編集できるビ ューで

使用できます ( たと えば、 [InstallScript]、 [SQL スク リ プ ト ]、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー )。

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ンを右ク

リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ は、 ユーザーご とのグローバル設定で、 すべての InstallShield スク リ

プ ト  エデ ィ ターに反映されます。 たと えば、 すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで同じ フ ォ ン ト が使用されます。

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでフ ォ ン ト を変更する と、 次回 InstallScript が [InstallScript] ビ ューに再ロー ド された と

き、 そのビ ューのフ ォ ン ト も変更されています。

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示される設定は、 次の主要なカテゴ リ に分かれ

ています ：

• 全般 

• 色 

[ 全般 ] の設定

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] 領域には、 以下の設定があ り ます。

テーブル 11-96 • [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] 設定

設定 説明

フ ォ ン ト この設定は、 スク リ プ ト  エデ ィ ターのコ ンテンツに使用される フ ォ ン ト 、 ス

タ イル、 およびサイズを表示し ます。 選択されたオプシ ョ ンを変更するには、

この設定の省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォ ン ト ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開いて、 スク リ プ ト  コ ンテンツのフ ォ ン ト 、 ス タ イル、 およびサイズを

確認および変更する こ とができます。

構文ハイ ラ イ ト すべてのスク リ プ ト  エデ ィ ターで表示される様々なスク リ プ ト 要素を色で識

別するかど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 [ スク リ プ ト  エデ ィ

ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 色 ] 領域にある設定で指定し た選

択にし たがって、 スク リ プ ト 要素が色で識別されます。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト の色を変更する」

を参照し て く だ さい。
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オー ト コ ンプ リー ト 入力中の文字で始まる関数、 キーワー ド、 定数、 その他のスク リ プ ト 用語をア

ルフ ァベ ッ ト 順でポ ッ プア ッ プ リ ス ト に表示するかど うかを指定し ます。

オー ト コ ンプ リー ト 機能は、 [InstallScript] ビ ューに文字列定数演算子 (@) を入

力し た と きに、 使用可能な文字列識別子のリ ス ト も表示し ます。

デフ ォル ト の値は [ はい ] です。

オー ト コ ンプ リー ト を使う と、 コー ド を手入力する手間が省けるため、 作業効

率が上がり ます。 また、 コー ドのスペル ミ スを回避する こ とができます。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ン

プ リー ト 機能を使う」 を参照し て く だ さい。

ローカル変数を含める 選択されたスク リ プ ト で定義されているすべてのローカル変数をポ ッ プア ッ プ 

リ ス ト に表示するかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト の値は [ はい ] です。

[ いいえ ] を選択し た場合、 [InstallScript] ビ ューの中央ペイ ンにある関数、 プ

ロパテ ィ 、 および メ ソ ッ ド フ ォルダーには、 スク リ プ ト フ ァ イルからの関数、

プロパテ ィ 、 またはメ ソ ッ ドが一覧表示されません。

この設定で [ はい ] を選択し て、 [InstallScript] ビ ューでコー ド を入力し ている

と きにパフ ォーマンスに影響が出た場合は、 この設定を [ いいえ ] に設定し ま

す。

" オー ト コ ンプ リー ト " 設定に [ いいえ ] を選択する と、 この設定は無視され

ます。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでのコー ドの書き込みにオー ト コ ン

プ リー ト 機能を使う」 を参照し て く だ さい。

関数呼び出しのヒ ン ト を表示 スク リ プ ト で関数呼び出し を入力する と きに、 ツールヒ ン ト の一種である関数

呼び出しのヒ ン ト を表示するかど うかを指定し ます。 関数呼び出しのヒ ン ト

は、 関数のパラ メ ーターに関する情報を表示し ます。 その他、 関数の説明や、

入力し ているパラ メ ーターについての説明も表示し ます。 デフ ォル ト の値は [

はい ] です。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ター内で InstallScript 関数について関数

呼び出しのヒ ン ト を表示する」 を参照し て く だ さい。

行番号指定 スク リ プ ト  エデ ィ ターの左マージンに、 行番号を表示するかど うかを指定で

きます。 デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ター内で表示されているスク リ プ ト の行

番号へジャ ンプする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-96 • [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] 設定 ( 続き )

設定 説明
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色の設定

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 色 ] 領域では、 様々なスク リ プ ト 要素の前景、 ま

たは一部の状況では背景色も確認および変更できます。

[ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 色 ] 領域には、 以下の設定があ り ます。

構文の折り たたみ スク リ プ ト で構文の折り たたみ行うかど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択す

る と、 スク リ プ ト で展開可能または折り たたみ可能なブロ ッ クで始まる コー ド

の各行の横のマージンに、 プラス (+) またはマイナス (-) 記号が追加されます。

プラス記号を ク リ ッ クする と、 非表示のコー ドが展開されます。 マイナス記号

を ク リ ッ クする と、 コー ドが非表示にな り ます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

構文の折り たたみ機能を使って、 長いスク リ プ ト を縮小する こ と で、 現在行っ

ている作業に関連のある コー ド に焦点を当てる こ とができます。 また、 スク リ

プ ト の全体的な構造を確認するのに便利です。

自動字下げ スク リ プ ト でコー ドの新しい行を字下げするかど うかを指定し ます。 デフ ォル

ト の値は [ はい ] です。

詳細については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターで自動イ ンデン ト 機能を有効または

無効にする」 を参照し て く だ さい。

空白を表示 スク リ プ ト 内で空白スペースがある場所に記号またはその他の印を表示するか

ど うかを指定し ます。 た と えば、 [ はい ] を選択する と、 スク リ プ ト 内の各ス

ペースは中黒 (·)、 各タ ブは矢印記号で表示されます。 また、 空白スペースが有

効な場合は、 改行も表示されます。 また、 空白スペースが有効な場合は、 改行

も表示されます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

タ ブ幅 タ ブ サイズを文字サイズの倍数と し て指定し ます。 たと えば、 タ ブのスペー

スを 5 に設定し た場合、 Tab キーを押すと カーソルは 5 文字分のスペース移動

し ます。

テーブル 11-97 • [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにおける色の設定

設定 説明

Default スク リ プ ト 用語で定義済みでない種類のテキス ト の色を指定し ます。

選択 スク リ プ ト  エデ ィ ターで選択されたテキス ト の色を指定し ます。

カーソル 点滅カーソルの色を指定し ます。

キーワー ド ビル ト イ ン関数、 データ型、 および定数などのスク リ プ ト  キーワー ドの

色を指定し ます。

テーブル 11-96 • [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] 設定 ( 続き )

設定 説明
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スク リ プ ト  エデ ィ ターの色を変更する方法については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターで構文ハイ ラ イ ト の色を変更す

る」 を参照し て く だ さい。

識別子 識別子を表示するために使用する色を指定し ます。 これには変数が含ま

れます。

演算子 演算子を表示するために使用する色を指定し ます。 演算子の例と し て、

丸括弧、 角括弧、 中括弧、 算術記号 (+、 －、 ＊、 / など )、 およびコ ンマ

が含まれます。

Comments コー ド内のコ メ ン ト に使用する色を指定し ます。 コ メ ン ト には、 コ メ ン

ト 区切り文字 (/*、 */、 または // など ) が含まれます。

文字列 文字列の色を指定し ます。 文字列には、 引用句が含まれます。

未終了の文字列 終了引用符で終わっていない文字列の色オーバーラ イ ド を指定し ます。

これによ って、 コ ンパイル エラーの原因と なる可能性のある文字列を見

つけやす く な り ます。

プ リ プロセ ッサ命令 プ リ プロセ ッサ命令を表示するために使用する色を指定し ます。 プ リ プ

ロセ ッサ命令には、 # 記号で始まる任意の行が含まれます。

定数 スク リ プ ト 定数を表示するために使用する色を指定し ます。

ラベル ラベルを表示するために使用する色を指定し ます。

エラー スク リ プ ト  エラーを表示するために使用する色を指定し ます。

行番号 行番号が有効な と きに、 左マージンに表示される行番号に使用する色を

指定し ます。

関数呼び出しのヒ ン ト InstallScript 関数の呼び出しのヒ ン ト に使用する色を指定し ます。

一致する括弧 始ま りの括弧と、 それに対応する閉じ括弧 { } を表示するのに使用する色

を指定し ます。 これは、 挿入ポイ ン ト が丸括弧、 角括弧、 または中括弧

内にある と きに常に使用されます。 構文ハイ ラ イ ト には、 ネス ト が考慮

されます ( 例、 Foo(array[array.GetLength() - 1]))。

一致し ない括弧 始ま りの括弧を表示するのに使用する色を指定し ます { 対応する閉じ括

弧が不足し ている こ と を示し ます }。 これは、 閉じ括弧が不足し ている始

ま りの丸括弧、 各括弧、 中括弧の後に挿入ポイ ン ト がある と きに常に使

用されます。 構文ハイ ラ イ ト には、 ネス ト が考慮されます ( 例、

Foo(array[array.GetLength() - 1]))。

テーブル 11-97 • [ スク リ プ ト  エデ ィ ターのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにおける色の設定 ( 続き )

設定 説明
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[SCM シャ ッ ト ダウンの遅延 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[SCM シャ ッ ト ダウンの遅延 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 他のシャ ッ ト ダウン タ スク を進める前にサービス 

コ ン ト ロール マネージャーが待機する時間を指定できます。 次の状況下で、 このダイアログ ボ ッ クスが開きます

:

• [ サービス ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域でサービスを構成し ている と き。

• 右側ペイ ンに表示される設定の [ 構成の設定 ] カテゴ リ にある イベン ト の " 構成の種類 " 設定で、 [SCM 

シャ ッ ト ダウンの遅延を構成する ] オプシ ョ ンが選択されていて、 そのイベン ト の " 引数 " 設定にある省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し た と き。

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 遅延時間をデフ ォル ト の 3 分間にリ セ ッ ト するには、 [ デフ ォル ト ] オプシ ョ ン

を選択し ます。

サービス コ ン ト ロール マネージャーは、 SERVICE_CONTROL_PRESHUTDOWN 通知をサービスに送信し たあと、

指定された時間待機し ます。 変更は、 次回のシステム開始時に有効にな り ます。

[ セキュ リ テ ィ 記述子 ] ダイアログ ボ ッ クス
" セキュ リ テ ィ 記述子 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ セキュ リ テ ィ 記述子 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。 この設定は、 [ サービス ] ビ ューに追加し たサービス、 または [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] 

ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 )、 または [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで、 コ ンポーネン ト の [ 詳細設定

] 領域にある [ サービス ] ノ ー ド に追加し たサービスにアクセス許可を構成する と き、 " アクセス許可 " 設定の下

に表示されます。

[ セキュ リ テ ィ 記述子 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 有効なセキュ リ テ ィ 記述子定義言語 (SDDL) を使って、 サービ

スのアクセス許可に有効な SDDL 文字列を入力し ます。 SDDL についての詳細は、 Microsoft Windows SDK 

(Software Development Kit) の "Access Control" セクシ ョ ンを参照し て く ださい。

ヒ ン ト • 山かっ こ ( 例、 <DomainName\UserName>) または環境変数 ( 例、 [%UserDomain][%UserName]) を使って、 実

行時にアカウン ト  SID が決定されるユーザーのド メ イ ン とユーザー名を指定する こ とができます。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されています。以前のバージ ョ ンの Windows Installer 

は、 これらの設定を無視し ます。
2026 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと LockPermissions テーブルの両方を含める こ とはできませ

ん。 サービスに " アクセス許可 " 設定およびその下にある設定を使う と、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の 

Windows Installer 処理 ] を選択し た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト

リ キーにアクセス許可を設定する と、 パッ ケージの LockPermissions テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

[ フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] の DuplicateFile テーブルにフ ァ イル

を入力し ます。

ダイアログ オプシ ョ ン

コ ンポーネン ト

このテーブルに入力する フ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト を選択し ます。

フ ァ イル (*.*)

このテーブルに含める フ ァ イルを選択し ます。

[ メ デ ィ アの場所選択 ] ダイアログ ボ ッ クス
MSI データベースの場合、 新しいフ ァ イルを ソース メ デ ィ アに配置する場所を選択し ます。 .cab フ ァ イルを作成

し ている場合、 フ ァ イルのパッ ケージへのス ト リームを選択できます。

プロジ ェ ク ト • MSM データベースの場合、 [ フ ァ イルの場所 ] オプシ ョ ンは利用不可能です。 これは、 マージ モ

ジュールが .msm データベースの内部と なる .cab フ ァ イルにフ ァ イルを格納する必要があるためです。

メ モ • COM 情報を抽出するオプシ ョ ンは、 フ ァ イルを フ ォルダーに ド ラ ッ グし ている場合や、 既存のフ ァ イルが

ないコ ンポーネン ト に単一のフ ァ イルを追加し ている場合などにのみ有効にな り ます。 その結果、 COM フ ァ イル

が特定のコ ンポーネン ト に含まれる唯一のフ ァ イルと な り ます。

[SQL Server の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス
[SQL Server の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドの使用中、 SQL Server パネル

にあるサーバー名で [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

[SQL Server の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 データベースを イ ンポー ト する SQL Server を選択する こ とがで

きます。
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[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスに、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語用の言語非依存 ID 一覧と、 対応する言

語固有値が表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 ハー ド コー ド化されたテキス ト 文字列の代わり に使用

できる文字列 ID を選択または作成する こ とができます。

[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスへのアクセス

[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [InstallScript] ビ ューの [ スク リ プ ト  エデ ィ ター ] ペイ ン内からアクセス

できます。 また、 InstallShield 内のその他の場所でも利用できます。 た と えば、 ローカ ラ イズ可能なテキス ト を入

力可能な設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 その設定で

使用できる文字列エン ト リ を選択、 または作成する こ とができます。 ローカ ラ イズ可能なテキス ト を入力可能な

設定の例と し て、 " 表示名 " と " 説明 " 設定が挙げられます。

[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスでの作業

[ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 2 つの要素で構成されています :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• スプレ ッ ド シー ト 形式のテーブル

テーブルの各行は、 プロジ ェ ク ト に含まれる各文字列エン ト リ を示し ます。

次の表では、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについ

て説明し ます。

テーブル 11-98 • [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 説明

新規作成 [ 文字列エン ト リ ] ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログ ボ ッ

クスでは、 新しい文字列 ID、 値、 および内部コ メ ン ト を指定できます。

Delete 選択された文字列エン ト リ ( 複数選択可 ) を削除し ます。

検索グ リ ッ ド このテキス ト  ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ 文字列の選択 ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示される文字列を フ ィ ルターし ます。
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次の表は、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスの各列について説明し ます。

シ リ アル番号違反ダイアログ ボ ッ クス
[ シ リ アル番号違反 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 入力されたシ リ アル番号が既に使用中である こ と を InstallShield が

検出し た場合に表示されます InstallShield は、 固有の有効なシ リ アル番号が入力されない限り、 20 分間開始されま

せん。

タ スク シ リ アル番号を変更するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ シ リ アル番号 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 一意の有効なシ リ アル番号を [ シ リ アル番号 ] ボ ッ クスに入力し ます。 ダ ッ シュは必要あ り ません。

グループ化する列のヘ ッ ダーを

こ こに ド ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ内の行を

グループにま とめます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 列のヘ ッ ダーをグ

ループ ボ ッ クスに ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ

化する こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に従って

階層構造で表示されます。

テーブル 11-99 • [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスの列

列 説明

Identifier この列には、 その文字列の言語非依存 ID が含まれます。 プロジ ェ ク ト に含まれ

る各文字列 ID  は、 1 つまたは複数の値にリ ン ク されています。

値 この列には、 ラ ン タ イム文字列が表示されます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト では、 一部の文字列値は角括弧でかこ まれた Windows Installer プロパ

テ ィ を含みます ( 例、 Install [ProductName])。 実行時に、 このプロパテ ィ と括弧

はプロパテ ィ 値で置き換えられます。

これらの同じ プロジ ェ ク ト  タ イプに含まれる文字列値の中には、 中括弧でかこ

まれたフ ォ ン ト 情報を含むものもあ り ます ( 例、 {&MSSansBold8}OK)。 フ ォ ン ト

情報は、 実行時に文字列を表示するのに使用するス タ イルの詳細を示し ます。

Comments この列には、 文字列エン ト リ についての内部メ モが含まれます。 コ メ ン ト は実

行時には表示されません。

Modified この列には、 文字列エン ト リが最後に更新された日時が表示されます。

テーブル 11-98 • [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 説明
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[ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの " サーバーの場所 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ サーバーの場所 ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開きます。 [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 Windows Installer が必要な場合に製

品のイ ンス ト ール パッ ケージおよび関連フ ァ イルを見つけられるよ う に、 それらのネ ッ ト ワークおよび URL パス

を指定できます。 た と えば、 エン ド ユーザーがネ ッ ト ワーク サーバーまたは Web サイ ト から製品を イ ンス ト ー

ルする場合で、 1 つ以上の機能が、 製品を初めて使用する と きにイ ンス ト ールされるよ う に設定されている と き、

最初のイ ンス ト ールの後に Windows Installer がサーバーまたは Web サイ ト 上にある .msi パッ ケージおよび関連

フ ァ イルにアクセスする必要があ り ます。

InstallShield は、 指定されたパスを SOURCELIST プロパテ ィ に追加し ます。 実行時に Windows Installer は、 エン ド 

ユーザーの既存の製品のソース リ ス ト の最後に、 このリ ス ト を追加し ます。

指定し たサーバーの場所が有効かど うかは、 イ ンス ト ールがサーバーにリ モー ト  アクセスする必要がある と きに

判断されます。 つま り、 リ ソースが必要な と き、 サーバーが使用できない、 または無効なサーバーが追加された

場合、 エン ト リが無視され、 場合によ ってはエラーが生成されます。 指定された各場所には、 イ ンス ト ールの完

全なソースが配置されな く てはな り ません。 各ソースの場所のデ ィ レ ク ト リ ツ リーはすべて同じ であ り、 .cab 

フ ァ イルを含み必要なソース フ ァ イルすべてを含まな く てはな り ません。 各場所には、 同じ フ ァ イル名と製品

コー ド を持つ .msi フ ァ イルが必要です。

ヒ ン ト • サーバー パスには、 パーセン ト 記号 (%) で識別される環境変数を使用できます。 た と えば、 次のパスは 

Home 環境変数を利用し ます ：

\\Server1\%Home%\Office

テーブル 11-100 • [ サーバーの場所 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

ソース パス このボ ッ クスは、 指定されたパスのリ ス ト を表示し ます。

新規作成 このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ ソース パス ] ボ ッ クスへの新しいパスを

追加し ます。

Delete このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ ソース パス ] ボ ッ クスから選択されたパ

スを削除し ます。

上へ移動 このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 パスのリ ス ト 内で、 選択されたパスを上に

移動させます。

下へ移動 このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 パスのリ ス ト 内で、 選択されたパスを下に

移動させます。
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自動開始サービスの遅延に関する [ サービスのオプシ ョ
ン ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ サービスのオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 構成中の Windows サービスをその他の自動開始サービ

ス と遅延時間が過ぎた後に開始するかど うかを指定できます。 次の状況下で、 このダイアログ ボ ッ クスが開きま

す :

• [ サービス ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域でサービスを構成し ている と き。

• 右側ペイ ンに表示される設定の [ 構成の設定 ] カテゴ リ にある イベン ト の " 構成の種類 " 設定で、 [ 自動開始

の遅延時間を構成する ] オプシ ョ ンが選択されていて、 そのイベン ト の " 引数 " 設定にある省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し た と き。

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

変更は、 次回のシステム開始時に有効にな り ます。

回復操作の実行のための [ サービスのオプシ ョ ン ] ダイア
ログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ サービスのオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 構成中のサービスで回復操作を行う条件を指定できま

す。 次の状況下で、 このダイアログ ボ ッ クスが開きます :

• [ サービス ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域でサービスを構成し ている と き。
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• 右側ペイ ンに表示される設定の [ 構成の設定 ] カテゴ リ にある イベン ト の " 構成の種類 " 設定で、 [ 回復操作

の実行条件を構成する ] オプシ ョ ンが選択されていて、 そのイベン ト の " 引数 " 設定にある省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し た と き。

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

変更は、 次回のシステム開始時に有効にな り ます。

[ サービス SID] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ サービス SID] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 追加する適切なサービス セキュ リ テ ィ 識別子 (SID) を指定できま

す。 次の状況下で、 このダイアログ ボ ッ クスが開きます :

• [ サービス ] ビ ュー、 または [ セ ッ ト ア ッ プ デザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューにある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域でサービスを構成し ている と き。

• 右側ペイ ンに表示される設定の [ 構成の設定 ] カテゴ リ にある イベン ト の " 構成の種類 " 設定で、 [ プロセス 

ト ーク ンにサービス SID の種類を追加する ] オプシ ョ ンが選択されていて、 そのイベン ト の " 引数 " 設定に

ある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し た と き。

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

同じ プロセス内で複数のサービスがホス ト されている場合で、 1 つのサービスが制限されたサービス SID を持つ

場合、 すべてのサービスが制限されたサービス SID を持つ必要があ り ます。

変更は、 次回のシステム開始時に有効にな り ます。
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[ フ ァ イルの URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ フ ァ イルの URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブに

ある [ フ ァ イルの URL の設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 ダイアログ ボ ッ クスでは、 InstallShield 前提条

件とする フ ァ イルを指定する こ とができます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス
[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 InstallShield が現在開いているプロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールをビルド する方法

について、 その環境を設定する こ とができます。

タ スク 設定ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順を実行し ます。

[ ビルド ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

次のタ ブがこの [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスに関連し ています。

• [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ 

• [ 実行 / デバッ グ ] タ ブ (InstallScript プロジ ェ ク ト のみ )

• [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブ (Windows Installer プロジ ェ ク ト のみ )

テーブル 11-101 • [ フ ァ イルの URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

フ ァ イルの親フ ォルダーへの URL 選択し たフ ァ イル ( 複数可 ) の親デ ィ レ ク ト の URL を入力し ます。

この URL は、 イ ンス ト ール作成者が [ 再配布可能フ ァ イル ] 

ビ ューを利用し てイ ン ターネ ッ ト から ローカル マシンへ 

InstallShield 前提条件をダウンロー ド する時に InstallShield が利用

する URL と同じ です。

たと えば、 Notepad.exe および Paint.exe とい う フ ァ イルを選択し

て、 これらのフ ァ イルの URL がそれぞれ http://

www.mywebsite.com/Folder1/Notepad.exe および http://

www.mywebsite.com/Folder1/Paint.exe と なっている場合、 次の通り

このボ ッ クスに入力し ます。

http://www.mywebsite.com/Folder1
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[ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ
[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブでは、 [ スク リ プ ト のコ ンパイル ] を設定し ます。

これらの設定は、 Setup.rul およびこのフ ァ イルに含まれるすべてのフ ァ イルに適用されます。

テーブル 11-102 • [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの設定

設定 説明

プ リ プロセ ッサ定義 プ リ プロセ ッサ定義を指定し ます。 等号およびコ ンマの前後に空白を置かないよ

う にし て、 以下の形式を使用し ます。

MYVARIABLE1=123,MYVARIABLE2=456

スク リ プ ト 内のこれらの種類の定数は、 スク リ プ ト の流れを コ ン ト ロールする #if 

および #ifdef ステー ト メ ン ト を使ってテス ト する こ とができます。 た と えば、 こ

の編集ボ ッ クスに MYVARIABLE と入力する と、 次の #ifdef ループ中のコー ドが実

行されます。

#ifdef MYVARIABLE

// コマン ド

#endif

このボ ッ クスでプ リ プロセ ッサ定義を追加または変更し た後、 この追加または変

更を有効にするにはスク リ プ ト を コ ンパイルする必要があ り ます。

メ モ • 多 く の Windows API 関数はヘ ッ ダーフ ァ イル ISRTWindows.h で宣言され、

Ifx.h スク リ プ ト に含んだ と きに自動的に含まれます。 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ

クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クス内に

プ リ プロセ ッサ定数 ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を配置する こ と で Windows API が自

動的に定義されないよ う にする こ とが可能です。
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イ ン クルー ド  パス #include ステー ト メ ン ト によ って メ イ ン イ ンス ト ールの InstallScript コー ド に含め

られたソース フ ァ イルを探すと きに InstallShield が検索するデ ィ レ ク ト リ を指定

し ます。

以下は、 この設定についてのガイ ド ラ イ ンです。

• 複数のパスを指定するには、 各パスを カ ンマで区切り ます。

• パスでは、 任意の有効なパス変数を使用する こ とができます。

• パスの指定に、 引用符は使用できません。

• 現在のデ ィ レ ク ト リがいつも定数とはかぎらないため、 指定するパスで ド ッ

ト  (.) 演算子を使用し ないで く ださい。 代わり に、 <ISProjectFolder>  のよ う な

明示的パス変数を使用し て、 既知のフ ォルダーの場所を指定し て く ださい。

• InstallShield で、 この設定で指定し た値が Compile.exe に渡される と、 指定さ

れた文字列が自動的に解析され、 カ ンマで区切られたパスが判別されます。

また、 InstallShield は、 パス変数を置き換えた り、 パスを引用符で囲んだ り、

複数の /i スイ ッ チを使用し てそれぞれのパスを別々に Compile.exe へ渡し た

り し ます。 ただし、 カ ンマの代わり にセ ミ コ ロンでパスを区切った場合、

InstallShield は、 指定された複数のパスを単一パス と見な し て、 単一パス文字

列をそのまま コ ンパイ ラへ渡し ます。 この場合、 パス変数の置換、 および引

用符の付加は行われません。

メ モ • InstallShield は、 標準 InstallShield パスを検索する前に、 指定された任意の

パスを検索し ます。 2 つの include フ ァ イルが同じ名前を持つと きに、 1 つの 

include フ ァ イルがカス タム include パスにあ り、 別の include フ ァ イルが標準の 

InstallShield include パスに存在する と き、 InstallShield は標準の InstallShield include 

パスではな く 、 カス タム include パスにある include フ ァ イルに リ ン ク し ます。

詳細については、 「#include」 を参照し て く ださい。

最大警告数 表示される警告メ ッ セージの最大数を指定し ます。

最大エラー数 表示されるエラー メ ッ セージの最大数を指定し ます。

警告レベル 出力ウ ィ ン ド ウに表示される警告の種類を指定し ます。

• な し — 警告メ ッ セージは表示されません。

• レベル 1 — InstallShield で処理できないシステム警告メ ッ セージを表示し ま

す。

• レベル 2 — レベル 1 メ ッ セージに加えて、 文字列長が制限を越えた場合の

メ ッ セージを表示し ます。

• レベル 3 ( デフ ォル ト ) — すべての警告メ ッ セージを表示し ます。

詳細については、 「コ ンパイ ラで定数を定義する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-102 • [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビルド 前にコ ンパイルする リ リースをビルド するたびに、 InstallScript を自動的にコ ンパイルするには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 次の動作は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択さ

れている場合のみ発生し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ リ フ レ ッ シュ ビルド ] コマン ド を選択する と、 スク リ

プ ト は、 最後にコ ンパイルし てから変更が発生し た場合のみ再コ ンパイルさ

れます。

• [ ビルド ] メ ニューで [ ビルド < リ リース名 >] コマン ド を選択する と、 最後に

コ ンパイルし てから変更が発生し ていない場合も、 スク リ プ ト は再コ ンパイ

ルされます。

メ モ • ビルド プロセスはビルド中、 コ ンパイル済みのスク リ プ ト を自動的にフ ォ

ルダーにコ ピーするため、 ビルドが始める前に、 コ ンパイル済みのスク リ プ ト が

デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーにコ ピーされる こ とはあり ません。 コ ンパイ ラ エ

ラーのためスク リ プ ト がコ ンパイルに失敗し た場合、 ビルドは続行し ません。

イ ン ラ イ ン デバッ グ情報

を生成する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択された場合、 デバッ グ情報がコ ンパイル済みスク リ

プ ト  フ ァ イルに含まれるため、 デバッ グ情報フ ァ イルは必要あ り ません。

作成し たオブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールをデバッ グし て、 オブジ ェ ク ト からデ

バッ グ情報を取得する場合、 まず先にこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択された状態

で、 オブジ ェ ク ト のスク リ プ ト を コ ンパイルし ます。

注意 • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 コ ンパイル済みのスク リ プ ト のサイ

ズが大き く な り、 イ ンス ト ールのスピー ドが遅 く な り ます。 また、 他人による

コー ドの逆アセンブルが、 よ り発生しやす く な り ます。 し たがって、 エン ド ユー

ザーに配布するための最終イ ンス ト ールを作成し ている と きは、 使用し ないこ と

をお勧めし ます。

警告をエラーとする 警告をエラーと し て扱う場合 ( つま り、 InstallScript のコ ンパイルで警告が発生し

たと きに、 イ ンス ト ールを実行し ない場合 )、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

テーブル 11-102 • [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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追加ラ イブ ラ リパス

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合、

次のデ ィ レ ク ト リ にあるスク リ プ ト  ラ イブ ラ リが自動的に検索されます :

• <ISProductFolder>\Script\Ifx\Lib 

• <ISProductFolder>\Script\Isrt\Lib 

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ

るスク リ プ ト  ラ イブ ラ リが自動的に検索されます :

• <ISProductFolder>\Script\Iswi\Lib 

• <ISProductFolder>\Script\Isrt\Lib 

上述のデ ィ レ ク ト リ には、 ビル ト イ ン InstallScript 関数を定義する ラ イブ ラ リ と、

デフ ォル ト で ラ イブ ラ リ (.obl) ボ ッ クスに リ ス ト されている ラ イブ ラ リが含まれ

ています。

独自のスク リ プ ト  ラ イブ ラ リ を含む追加のデ ィ レ ク ト リ を検索する場合、 [ 追加

ラ イブ ラ リ パス ] ボ ッ クスでデ ィ レ ク ト リ パスを指定できます。

以下は、 この設定についてのガイ ド ラ イ ンです。

• 複数のパスを指定するには、 各パスを カ ンマで区切り ます。

• パスでは、 任意の有効なパス変数を使用する こ とができます。

• パスの指定に、 引用符は使用できません。

• 現在のデ ィ レ ク ト リがいつも定数とはかぎらないため、 指定するパスで ド ッ

ト  (.) 演算子を使用し ないで く ださい。 代わり に、 <ISProjectFolder>  のよ う な

明示的パス変数を使用し て、 既知のフ ォルダーの場所を指定し て く ださい。

• InstallShield で、 この設定で指定し た値が Compile.exe に渡される と、 指定さ

れた文字列が自動的に解析され、 カ ンマで区切られたパスが判別されます。

また、 InstallShield は、 パス変数を置き換えた り、 パスを引用符で囲んだ り、

複数の /libpath スイ ッ チを使用し てそれぞれのパスを別々に Compile.exe へ渡

し た り し ます。 ただし、 カ ンマの代わり にセ ミ コ ロンでパスを区切った場

合、 InstallShield は、 指定された複数のパスを単一パス と見な し て、 単一パス

文字列をそのまま コ ンパイ ラへ渡し ます。 この場合、 パス変数の置換、 およ

び引用符の付加は行われません。

メ モ • InstallShield は、 標準 InstallShield パスを検索する前に、 指定された任意の

パスを検索し ます。 2 つのラ イブ ラ リが同じ名前を持つと きに、 1 つのラ イブラ

リがカス タム ラ イブ ラ リ パスにあり、 別のラ イブラ リが標準の InstallShield ラ イ

ブ ラ リ パスに存在する と き、 InstallShield は標準の InstallShield ラ イブ ラ リ パスで

はな く 、 カス タム ラ イブ ラ リ パスにある ラ イブラ リ にリ ン ク し ます。

テーブル 11-102 • [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 実行 / デバッ グ ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 実行 / デバッ グ ] タ ブで、 イ ンス ト ールの実行とデバッ グに関連する設定を行います。

ラ イブ ラ リ (.obl) コ ンパイ ラがリ ン クするスク リ プ ト  ラ イブ ラ リ ( コ ンパイル済みの .obl フ ァ イル

) の名前を指定し ます。 各フ ァ イルはコ ンマで区切り ます。

メ モ • ラ イブ ラ リ パスが [ 追加ラ イブラ リ パス ] ボ ッ クスで明示されているか、

そのパスがコ ンパイル時に自動的に検索される InstallShield のビル ト イ ン ラ イブ

ラ リ パスである限り、 各ラ イブ ラ リのパスを含む必要はあ り ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト でビル ト イ ン ラ イブラ

リ  ifx.obl および isrt.obl がリ ス ト されています。

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト でビル ト イ ン 

ラ イブ ラ リ iswi.obl および isrt.obl がリ ス ト されています。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト でビル ト イ ン ラ イブ ラ リ  ifxobject.obl 

および isrt.obl がリ ス ト されています。

プロジ ェ ク ト の開発時に使用する InstallShield ビ ューによ って、 その他のビル ト

イ ン ラ イブ ラ リ も リ ス ト されます。

テーブル 11-103 • [ 実行 / デバッ グ ] タ ブの設定

設定 説明

セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ンの引数 このボ ッ クス内のテキス ト は、 イ ンス ト ールを InstallShield から実行

し た際にシステム変数 CMDLINE に書き込まれます。 この変数には、

スク リ プ ト からアクセスできます。

MIF フ ァ イルを生成する このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 InstallShield 内から イ ンス

ト ールが事項された時、 イ ンス ト ールは自動的に管理情報フ ォー

マ ッ ト  (.mif) フ ァ イルを生成し ます。 配布する イ ンス ト ールに .mif 

フ ァ イルを生成する方法については、 「[Mif] セクシ ョ ン」 を参照し て

く ださい。

テーブル 11-102 • [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[MSI ログフ ァ イル ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブを使って、 InstallShield 内から イ ンス ト ールを実行中

に利用可能なログ フ ァ イルを作成する こ とができます。 さ らに、 このタ ブではログフ ァ イルに書き込まれる情報

の種類を選択する こ と もできます。

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

MIF フ ァ イル名 InstallShield 内から イ ンス ト ールを実行し た際に、 イ ンス ト ールが生

成する .mif フ ァ イルの名前を指定し ます。 このボ ッ クスを空白にす

る と、 .mif フ ァ イルは Status.mif と名づけられます。

製品のシ リ アル番号 シ リ アル番号を指定し た場合、 InstallShield 内から イ ンス ト ールを実

行し た時、 イ ンス ト ールは生成し た .mif フ ァ イルにそれを追加し ま

す。

テーブル 11-104 • [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブの設定

設定 説明

MSI ログ フ ァ イル オプシ ョ ン ログフ ァ イルで表示する メ ッ セージの種類のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と き、 対応する引数が [MsiExec.EXE 

コマン ド ラ イ ン引数 ] ボ ッ クスに追加されます。

MsiExec.EXE コマン ド ラ イ ン引数 イ ンス ト ールの実行時に MsiExec.exe に渡すコマン ド ラ イ ンの引数を入力

し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが MSI ログフ ァ イルのオプシ ョ ン領域から選

択される と、 対応する コマン ド ラ イ ンパラ メ ーターが、 このボ ッ クスに

追加されます。

ログフ ァ イル イ ンス ト ール実行時に作成されるログフ ァ イルの名前を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 このボ ッ クスにロ

グフ ァ イルへの完全パスを入力する必要があり ます。

テーブル 11-103 • [ 実行 / デバッ グ ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

" セ ッ ト ア ッ プ言語 " ダイアログ ボ ッ クスの動作は、 プロジ ェ ク ト が Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基

本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト ) か、 InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト  

(InstallScript プロジ ェ ク ト または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ) かによ って異な り ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ セ ッ ト ア ッ プ言

語 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 " セ ッ ト ア ッ プ言語 " ダイアログ 

ボ ッ クスを使って、 [ リ リース ] ビ ューの "UI 言語 " 設定に リ ス ト する言語を指定し ます。 このため、 プロジ ェ ク

ト  レベルでこのダイアログ ボ ッ クスに言語がリ ス ト されていない場合、 その特定の UI 言語をプロジ ェ ク ト のリ

リースに含める こ とはできません。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 " セ ッ ト ア ッ プ言語 " ダイアログ ボ ッ クスを

使って、 プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ リ リース ] ビ ューの " 言語 " 設定にリ ス ト する言語を指定

し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルでこの設定に言語がリ ス ト されていない場合、 プロジ ェ ク ト 内の特定の

コ ンポーネン ト をその言語に基づいて ターゲッ ト にする こ とはできません。 さ らに、 特定の言語に基づいてコ ン

ポーネン ト と UI 文字列をプロジ ェ ク ト のリ リースに含める こ と もできません。

この設定を使ってプロジ ェ ク ト にサポー ト 対象言語を追加する と、 その言語の文字列エン ト リがプロジ ェ ク ト に

追加されます。 文字列エン ト リ には、 翻訳済みのビル ト イ ン ユーザー イ ン ターフ ェ イス文字列リ ソースが含まれ

ます。

テーブル 11-105 • [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

Languages 特定の言語の文字列をプロジ ェ ク ト に含めるには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。 特定の言語用の文字列をすべて除外するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

エデ ィ シ ョ ン • 言語サポー ト は、 ご使用中の InstallShield のエデ ィ シ ョ

ン、 プロジ ェ ク ト  タ イプ、 および InstallShield のイ ン ターフ ェ イス言語 (

英語、 日本語 ) によ って異な り ます。 たと えば、 InstallShield Professional 

Edition の英語版を使用し ている場合、 このダイアログ ボ ッ クスでで選択

可能な言語は 1 つだけです。 その他の言語のチ ェ ッ ク ボ ッ クスがリ ス ト

されていても、 それらは無効な状態です。

言語サポー ト に関する全般情報は、 「InstallShield 実行時の言語サポー ト 」

を参照し て く だ さい。

選択し た言語のみ表示 [ 言語 ] ボ ッ クスに、 その言語のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている も

のだけを一覧表示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

利用可能な言語のみ表示する [ 言語 ] ボ ッ クスに、 ご利用中の InstallShield で有効な言語のみを一覧表

示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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[SQL Server 要件 ] ダイアログ ボ ッ クス
[SQL Server 要件 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 データベースのサーバー要件を定義できます。

定義済み最低データベース サーバー バージ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンがサポー ト する定義済み最低データベース サーバーバージ ョ ンを選択し ます。 以下の利用可能

オプシ ョ ン リ ス ト から選択し ます。

メ モ • イ ンス ト ールの実行時、 エン ド ユーザーによ って選択されたすべてのデータベースが指定された要件に合致

し ているかど うかを確認されます。

カス タ マイズ

個人でデータベース サーバー バージ ョ ンを定義する必要は例外的にしかあ り ませんが、 必要な場合は、 [ カス タ

マイズ ] ボ ッ クスおよび次のオプシ ョ ンの内から適応する ものをチ ェ ッ ク し ます。

[ 優先 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの " 優先 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ 優先 ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 作成中のイ ンス ト ールを優先するその他の .msi パッ ケージを指定でき

ます ( 複数可 )。 InstallShield では、 提供する .msi パッ ケージのリ ス ト がソ フ ト ウ ェ ア識別タグに含められます。 こ

のタグには、 AdminStudio で、 ユーザーがパッ ケージを AdminStudio アプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログにイ ンポー ト し た

と きに含められるデータが含まれています。 AdminStudio では、 この情報を Microsoft System Center 2012 

Configuration Manager に公開する前に、 確認およびテス ト 用と し て、 ユーザーに提供し ています。

テーブル 11-106 • カス タ マイズ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

メ ジャーバージ ョ ン これは SQL Server から戻された メ ジャーバージ ョ ンです。 た と え

ば、 SQL Server バージ ョ ン 7 は、 7 ： 00 を戻し ます。

サービス パッ ク レベル これは SQL Server から戻されたサービスパッ ク レベル番号です。

たと えば、 SQL Server バージ ョ ン 7 RTM は、 623 を戻し ます。

メ ジャー バージ ョ ンよ り も大きい このオプシ ョ ンをチ ェ ッ ク し て将来のメ ジャー バージ ョ ンをサ

ポー ト し ます。

サービスパッ ク レベルよ り も大きい このオプシ ョ ンをチ ェ ッ ク し て将来のサービスパッ ク をサポー ト

し ます。
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作成中のパッ ケージを優先する .msi パッ ケージを選択する と き、 現在のイ ンス ト ールの以前のバージ ョ ンを指定

できます。 またオプシ ョ ンで、 田のツールの .msi パッ ケージを選択する こ と もできます。 た と えば、 画像編集

ツールのイ ンス ト ールで作業中の場合、 作業中のイ ンス ト ールが、 社内で既にサポー ト されていない画像編集

ツールに対し て優先されるよ う にする こ と もできます。

現在のイ ンス ト ールを優先する .msi パッ ケージを指定するには、 [ 置き換える .msi フ ァ イルの追加 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 リ ス ト に含めるパッ ケージを選択し ます。

[UI 言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[UI 言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 [ リ リース ] ビ ューで選択された リ リースに含めるユーザー イ ン ター

フ ェ イス言語を指定し ます。 このダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 [ リ リース ] ビ ューを開いて、 リ リースを選択

し ます。 次に、 [ ビルド ] タ ブで "UI 言語 " 設定にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で言語が選択されていない場合、その言語は 

"UI 言語 " 設定の利用可能な言語の一覧には表示されません。

[マージ モジュール検索パスのア ッ プデー ト ] ダイアログ 
ボ ッ クス

[ マージ モジュールを参照する ] オプシ ョ ンを使ってイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にマージ モジュールを追加する

と、 [ マージ モジュール検索パスの更新 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 マージ モジュール検索パスに追加さ

れるパスが表示されます。

[OK] を ク リ ッ ク し てアクシ ョ ンを承認し ます。

このダイアログ ボ ッ クスが表示される理由については、 「マージ モジュールを参照し た場合に起きる こ と」 を参

照し て く ださい。
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ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス
InstallShield は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成を支援する多 く のウ ィ ザー ド を装備し ています。

プロジ ェ ク ト • すべてのウ ィ ザー ドが、 すべてのプロジ ェ ク ト の種類で使用できるわけではあ り ません。

InstallShield で利用できるウ ィ ザー ドは次の通り です。

• コ ンポーネン ト  ウｨザー ド

• ソース パス変換ウ ィ ザー ド

• 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド

• テーブル作成ウ ィ ザー ド

• カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド

• データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド ...

• ダイアログ ウ ィ ザー ド

• DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

• ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

• コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド

• 関数ウ ィ ザー ド

• DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド 

• REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

• 新しい言語ウ ィ ザー ド

• MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド

• MSP オープン ウ ィ ザー ド

• ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド

• パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ド

• 再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド

• Reg-Free COM ウ ィ ザー ド

• リ リース ウ ィ ザー ド

• セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ウ ィ ザー ド

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

• システム検索ウ ィ ザー ド
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• ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド

• ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド

• ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ド 

• Visual Basic .NET、 C# .NET、 および Visual C++ .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド 

コ ンポーネン ト  ウｨザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

Windows Installer コ ンポーネン ト を作成し て、 それらに対し て詳細設定を指定する方法は複数あ り ますが、 コ ン

ポーネン ト  ウ ィ ザー ドはそのプロセスを簡易化し ます。 ウ ィ ザー ドは、 フ ァ イルに関する情報を自動的に取得す

る こ とによ ってフ ァ イルを コ ンポーネン ト にま とめた り、 詳細イ ンス ト ール必要条件を持つフ ァ イルを設定し て、

プロセスを支援し ます。

タ スク コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ : [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を右ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン

ト ウ ィ ザー ド を選択し ます。

• 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース プロジ ェ ク ト の場合 : [ コ ンポー

ネン ト ] ビ ューで [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し てから、 [ コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド

] を ク リ ッ ク し ます。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を起動する と、 [ よ う こそ ] パネルで次のオプシ ョ ンが表示されます :

テーブル 11-1 • [ ウ ェルカム ] パネルの設定

設定 説明

ベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用し てコ

ンポーネン ト を作成する

このオプシ ョ ンを選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルをすべて指定

し、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス に基づいて必要なコ ンポーネン

ト をすべて作成し ます。
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[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

Windows Installer コ ンポーネン ト を作成し て、 それらに対し て詳細設定を指定する方法は複数あ り ますが、 コ ン

ポーネン ト  ウ ィ ザー ドはそのプロセスを簡易化し ます。 ウ ィ ザー ドは、 フ ァ イルに関する情報を自動的に取得す

る こ とによ ってフ ァ イルを コ ンポーネン ト にま とめた り、 詳細イ ンス ト ール必要条件を持つフ ァ イルを設定し て、

プロセスを支援し ます。

タ イプを選択し てコ ンポーネン ト

を定義する

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール時に特別な処

理を必要とする フ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト を作成し ます。 ウ ィ

ザー ド では、 次のフ ァ イルカテゴ リの 1 つに属する コ ンポーネン ト を 1 

度に 1 つだけ作成できます。 別の種類のイ ンス ト ール イベン ト を選択す

る と、 そのイベン ト  ハン ド ラーが Setup.rul に貼り付けられます。

• COM サーバー

• サービスのイ ンス ト ール

• サービスのコ ン ト ロール

• フ ォ ン ト

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ー

ル中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、 停止、 または削除を行う コ ン

ポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン

ト  ウ ィ ザー ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ

ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サービスのイ ンス ト ー

ル、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-1 • [ ウ ェルカム ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ヒ ン ト • コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を使用し て既存のコ ンポーネン ト を変更し ないで く ださい。 コ ンポーネン ト

を作成し たら、 プロパテ ィ 、 フ ァ イル、 詳細設定などを [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー、 または [ コ ンポーネ

ン ト ] ビ ューで変更できます。

セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-2 • [ ウ ェルカム ] パネルの設定

設定 説明

ベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用し てコ

ンポーネン ト を作成する

このオプシ ョ ンを選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルをすべて指定

し、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス に基づいて必要なコ ンポーネン

ト をすべて作成し ます。

タ イプを選択し てコ ンポーネン ト

を定義する

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール時に特別な処

理を必要とする フ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト を作成し ます。 ウ ィ

ザー ド では、 次のフ ァ イルカテゴ リの 1 つに属する コ ンポーネン ト を 1 

度に 1 つだけ作成できます。 別の種類のイ ンス ト ール イベン ト を選択す

る と、 そのイベン ト  ハン ド ラーが Setup.rul に貼り付けられます。

• COM サーバー

• サービスのイ ンス ト ール

• サービスのコ ン ト ロール

• フ ォ ン ト

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ー

ル中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、 停止、 または削除を行う コ ン

ポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン

ト  ウ ィ ザー ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ

ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サービスのイ ンス ト ー

ル、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。
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このコ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドのパスは、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルすべてを コ ンポーネン ト に構成する最も

簡単な手段です。 ウ ィ ザー ドは、 COM サーバーやフ ォ ン ト などの特殊なイ ンス ト ール要件を持つイ ンス ト ール 

フ ァ イルが指定のフ ァ イルに検出されても、 これを処理する こ とができます。 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドがフ ァ

イルを構成する と きに従う ベス ト  プ ラ ク テ ィ スの詳細については、 「コ ンポーネン ト 作成におけるベス ト  プ ラ ク

テ ィ ス規則」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド で [ ベス ト  プラ クテ ィ ス ] オプシ ョ ンを選択する と、 次にベス ト  プ ラ ク テ ィ ス－ [ イ

ンス ト ール先 ] パネルが表示されます。

[ イ ンス ト ール先 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

最初に、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルのイ ンス ト ール先と なる ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーを指定し ます。

メ モ • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでイ ンス ト ール先を右ク リ ッ クする こ とによ ってコ ンポーネン ト ウ ィ ザー

ド を起動し た場合、 " イ ンス ト ール先 " 設定は使用できません。 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を起動する前に選択

し たイ ンス ト ール先が、 作成し たコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先にな り ます。

テーブル 11-3 • [ イ ンス ト ール先 ] パネルの設定

設定 説明

Destination 作成されたすべてのコ ンポーネン ト に対し て同じ イ ンス ト ール先フ ォル

ダーが使用されます。 このフ ィ ールド で選択する イ ンス ト ール先は、 こ

のウ ィ ザー ド で作成された各コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先フ ォル

ダー " 設定にな り ます。

標準イ ンス ト ール先フ ォルダーのド ロ ッ プダウン リ ス ト から Windows 

Installer フ ォルダー プロパテ ィ を ( 角括弧で囲んで ) 選択し ます。 デフ ォ

ル ト 値は、 INSTALLDIR のルー ト をポイ ン ト し ます。 この値は、 製品の "

イ ンス ト ール先フ ォルダー " 設定で初期化されています。

ド ロ ッ プダウン リ ス ト から [ デ ィ レ ク ト リ エン ト リ を参照、 新規作成ま

たは変更する ] を選択し て、 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

を表示し ます。
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[ フ ァ イル ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

[ フ ァ イル ] パネルで、 コ ンポーネン ト にま とめる フ ァ イルを指定し ます。

テーブル 11-4 • [ フ ァ イル ] パネルの設定

設定 説明

フ ァ イル [ フ ァ イル ] リ ス ト には、 このコ ンポーネン ト に関連付けられた各フ ァ イ

ルについての情報が表示されます。

次のいずれかの方法で、 リ ス ト にフ ァ イルを追加する こ とができます。

• Windows エクスプローラーから フ ァ イル リ ス ト にフ ァ イルを ド ラ ッ

グアン ド ド ロ ッ プする。

• [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを参

照し ます。

メ モ • 各フ ァ イルへのパスは、 ハー ド コー ド化されています。 フ ァ イル

を移動またはフ ァ イル名を変更し た場合、 Link To 値が、 *** フ ァ イルが

見つかり ません *** と読み込みます。 その後､設定パッ ケージを作成する

際、 リ リース ウ ィ ザー ド でフ ァ イルへのリ ン ク を解決できな く な り ま

す。

COM 情報を今すぐ抽出 このオプシ ョ ンを選択し なかった場合、 コ ンポーネン ト の " ビルド時に 

COM 抽出 " 設定が [ いいえ ] に設定され、 COM データがすぐに抽出され

ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 COM データはビルド時に

抽出されます。

フ ァ イルの追加 [ フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し、 リ ス ト に追加する フ ァ イルを参照し ま

す。 表示されたダイアログで、 Shift キーまたは CTRL キーを押し ながら

追加する フ ァ イルを ク リ ッ クする と、 シングル フ ォルダーから フ ァ イル

をい く つでも選択する こ とができます。

Insert キーを使用し てフ ァ イルを追加する こ と もできます。

フ ォルダーの追加 [ フ ォルダーの追加 ] を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト に追加する フ ォルダーへ移

動し ます。 サブ フ ォルダー内のフ ァ イルも含め、 このフ ォルダーのフ ァ

イルはすべてプロジ ェ ク ト に追加されます。
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[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

[ 概要 ] パネルには、 コ ンポーネン ト の設定が表示されます。 概要を確認し て [ 完了 ] を ク リ ッ ク し てコ ンポーネ

ン ト 作成プロセスを完了する と フ ァ イルがコ ンポーネン ト に編成されます。

機能を右ク リ ッ ク し てこのウ ィ ザー ド を起動し た場合には、 新規コ ンポーネン ト はその機能と関連付けられます。

そ う でない場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開いて、 機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト の挿入

] を選択し、 新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付けます。

コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドは、 大部分のコ ンポーネン ト の設定と必要なすべての詳細設定に対する適切なデフ ォ

ル ト 値を提供し ます。 それら を編集するには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー でコ ンポーネン ト を選択し てから、 コ ン

ポーネン ト の設定を変更し ます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

[ コ ンポーネン ト  タ イプ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

フ ァ イルの削除 一つまたは複数のフ ァ イルを選択し て、 [ フ ァ イルの削除 ] を ク リ ッ クす

る と、 選択し たフ ァ イルがリ ス ト から永久に削除されます。

Delete キーを使用し てフ ァ イルを削除する こ と もできます。

テーブル 11-4 • [ フ ァ イル ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ コ ンポーネン ト の種類 ] パネルでは、 1 つの種類のコ ンポーネン ト を作成できます。 これらのコ ンポーネン ト に

は、 固有のイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール必要条件があるため、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドの後続のパネ

ルは、 イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の種類によ って異な り ます。

COM サーバー コ ンポーネン ト の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-5 • [ コ ンポーネン ト の種類 ] パネルの設定

設定 説明

コ ンポーネン ト 名 コ ンポーネン ト の種類を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ドは " コ ンポーネン

ト 名 " フ ィ ールド に新規コ ンポーネン ト 用の固有の推奨名を表示し ます。

名前を変更するには、 推奨名を新しい名前で上書き し ます。

メ モ • 1 つのフ ァ イルで複数のフ ォ ン ト  フ ァ イルや複数のサービスに単

一のコ ンポーネン ト の種類を指定できますが、 これらはすべて単一コ ン

ポーネン ト に配置され、 1 つのコ ンポーネン ト 名だけを必要と し ます。

フ ォ ン ト  タ イプのコ ンポーネン ト を作成し ている場合、 この設定は無効

です。 InstallShield は、 フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト の名前と し て、 フ ォ ン ト  

フ ァ イルの名前を使用し ます。

コ ンポーネン ト の種類 作成する コ ンポーネン ト の種類を選択し ます。

• COM サーバー 

• サービスのイ ンス ト ール

• サービスのコ ン ト ロール

• フ ォ ン ト

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ー

ル中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、 停止、 または削除を行う コ ン

ポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン

ト  ウ ィ ザー ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ

ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サービスのイ ンス ト ー

ル、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。
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コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ドの COM サーバー コ ンポーネン ト  タ イプは、 単一の COM サーバー (.exe、 .dll または 

.ocx) フ ァ イルを使用し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト を作成し ます。

これらのフ ァ イルは、 ターゲッ ト  システムで動作できるよ う にするために特殊な登録が必要なため、 ウ ィ ザー ド

は情報を抽出し よ う と し ます。 ウ ィ ザー ドがフ ァ イルのレジス ト リ設定の抽出に失敗し た場合には、 CLSID、

progID などを入力するプロンプ ト が表示されます。

COM 登録詳細設定にマ ッ プするすべての登録情報が記載されています。 ウ ィ ザー ドは、 InProcServer32 

ThreadingModel 値など、 すべての追加エン ト リ を コ ンポーネン ト のレジス ト リ データに作成し ます。

ヒ ン ト • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合、InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM 

データ を抽出できます。 データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と マーク し な

く てはな り ません。 64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト に

する」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ーラーは、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに違反する自動登録機能を呼び出す代わり に、 コ ンポーネ

ン ト のデータ を使って、 イ ンス ト ール過程でフ ァ イルを登録し、 アン イ ンス ト ール過程でフ ァ イルの登録を解除

し ます。

メ モ • ビルド されたマシンの PATH システム変数は、 COM サーバーのリ ン ク先と なるすべての .dll フ ァ イルの

デ ィ レ ク ト リ を含むよ う に設定する必要があ り ます。 この設定を怠った場合、 フ ァ イルの登録は失敗し、 COM 情

報の抽出が行なわれません。

ウ ィ ザー ドが COM サーバーをサービス と し て実行するかど うかを尋ねるので、 こ こでサービスのイ ンス ト ール 

パラ メ ーターを指定し ます。

[COM サーバー フ ァ イル ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース
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[COM サーバー ] フ ァ イル パネルでは、 COM サーバーの実行可能フ ァ イルについての基本情報を指定し ます。

テーブル 11-6 • [COM サーバー フ ァ イル ] パネルの設定

設定 説明

COM サーバー フ ァ イル COM サーバー (.exe、 .dll、 または .ocx) フ ァ イルのパス と フ ァ イル名を入

力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルに移動し ます。

セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従えば、 コ ンポーネン ト ご とに指定

できるポータ ブル実行可能フ ァ イルは 1 つだけです。 ウ ィ ザー ド を再起

動し て追加の COM サーバーを イ ンス ト ールするか、 コ ンポーネン ト  

ウ ィ ザー ドの [ ベス ト プ ラ ク テ ィ ス ] オプシ ョ ンを使用し てコ ンポーネ

ン ト を作成し て く だ さい。

登録情報を抽出する ウ ィ ザー ド にフ ァ イルをスキャ ン させてすべてのフ ァ イルの登録情報を

抽出する場合には、 このボ ッ クスを選択し ます。 正常に抽出される と、

次に [ 概要 ] 確認ダイアログが表示されます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト で作業中の場合、 ウ ィ ザー ド を使った COM 情報の抽出なら

びに COM 登録詳細設定での情報管理以外に、 データ をビルド時に動的に

抽出する こ と もできます。 ダイ レ ク ト 編集モー ド で作業中の場合、 COM 

情報をビルド時に抽出する こ とはできません。 この場合、 デザイ ン時に

抽出されます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ないか、 またはウ ィ ザー ドがフ ァ イルの

登録情報の読み取り に失敗し た場合には、 [ ク ラス ] パネルが表示されま

す。

ヒ ン ト • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用し ている場合、

InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM サーバーから COM データ を抽出できます。

データ を正しい場所にイ ンス ト ールするため、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ

ト と マーク し な く てはな り ません。 64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、

「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て

く だ さい。

このフ ァ イルを NT サービス と し て

実行する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは COM サーバーが .exe フ ァ イルである場合にの

み使用可能にな り ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ウ ィ ザー ドは

サービスのイ ンス ト ール パラ メ ーターを指定できるパネルを表示し ま

す。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てサービスの情報を指定する と、 [ コ ン

ポーネン ト ] ビ ュー内のコ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある 

[ サービス ] 領域にその情報が入力されます。 ウ ィ ザー ド を再び起動し

て、 この COM サーバーのサービス コ ンポーネン ト を作成する必要はあ

り ません。
2052 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
COM サーバーが 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の一部であり、InstallShield を 64 ビ ッ ト  マシン上で実行し ている場合、

InstallShield は 64 ビ ッ ト  COM 抽出を行います。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを ター

ゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

[ ク ラス ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このパネルから、 COM サーバーの登録情報の入力を始めます。 登録情報には progID や CLSID によ って識別される

フ ァ イルのク ラスが含まれます。

カス タム EXE コマン ド ラ イ ン このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは COM サーバーが .exe フ ァ イルである場合にの

み使用可能にな り ます。 使用可能な場合、 コマン ド行の引数を入力する

こ とができます。 コマン ド ラ イ ン引数は、 デフ ォル ト の .exe フ ァ イルへ

の /regserver コ マン ド ラ イ ンをオーバーラ イ ド し ます。

サービス オプシ ョ ンを選択し て [ カス タム EXE コマン ド ラ イ ン ] ボ ッ ク

スにパラ メ ーターを指定する と、 コマン ド ラ イ ンに /service が渡されま

す。 デフ ォル ト で、 /service は /regserver コマン ド ラ イ ンが行う処理はすべ

て行いますが、 さ らにサービス サポー ト のレジス ト リ値も追加し ます。

このパネル内のすべてのオプシ ョ ンを選択する と、 このボ ッ クスに入力

し たコマン ド ラ イ ンが、 .exe フ ァ イルに渡される コマン ド ラ イ ン と な り

ます。

テーブル 11-6 • [COM サーバー フ ァ イル ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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このパネルと次のい く つかの登録情報パネルが表示されるのは、 ウ ィ ザー ド に情報を抽出させないオプシ ョ ンを

選択し た場合か、 または何らかの理由 (.exe、 .dll、 または .ocx フ ァ イルが COM サーバーを含んでいないないなど ) 

でウ ィ ザー ドが失敗し た場合だけです。 それ以外の場合、 COM サーバーがサービスの場合には [ サービス実行可

能フ ァ イル ] パネルが、 COM サーバーがサービスではない場合には [ 概要 ] パネルが表示されます。

テーブル 11-7 • [ ク ラス ] パネルの設定

設定 説明

ProgID COM サーバーのプログラム識別子または progID を このパネルに入力し て

く だ さい。 各 progID はフ ァ イル中の COM ク ラスに対応し ます。

Program.Component.N の形式で新規 progID を追加するには、 [ 追加 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク、 または Ins キーを押し ます。

ProgID にバージ ョ ン依存性がない (Program.Component の形式 ) 場合に

は、 ProgID とバージ ョ ン非依存 ProgID フ ィ ールド に同じ値を入力し ま

す。

このパネルの他のすべての情報は、 progID を使用し てこのフ ィ ールド で

指定し たク ラスに対応し ます。 各 progID を ク リ ッ ク し てそのク ラス ID お

よびバージ ョ ン独立の progID を設定し、 それが DCOM/COM+ で使用可能

かど うかを調べます。

追加 この COM サーバーに新規ク ラスを登録するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。 サービスの名前を変更するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し てすぐに新しい名前を入力するか、 F2 キーを押し て新しい名前を入

力し ます。

Insert キーを使用し て新しいサービスを追加する こ と もできます。

削除 リ ス ト から progID を完全に削除する場合には、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 Delete キーを使用し てサービスを削除する こ と もできます。

ク ラス ID 対応する ク ラス ID を指定するには、 progID を ク リ ッ ク し ます。 このク ラ

スに対し て Windows Installer が登録する CLSID をの文字列 GUID を入力し

ます。 

バージ ョ ン非依存の ProgID 対応するバージ ョ ン非依存 progID がある場合には、 progID を ク リ ッ ク し

て Program.Component の形式で入力し ます。

progID 自体がバージ ョ ン独立の場合には、 このフ ィ ールド に同じ progID 

を入力し ます。

この COM サーバーを DCOM/COM+ 

で使用可能にする

COM ク ラスが DCOM または COM+ に対し て使用可能であ り、 そのため

追加の登録項目が必要な場合には、 このボ ッ クスをチ ェ ッ ク し ます。

ウ ィ ザー ドの [AppID 一般情報 ] および [AppID 詳細情報 ]  パネルでこれ

らの情報を入力し ます。
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[ コ ンテキス ト の種類 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

COM サーバーがある フ ァ イルの種類を指定し ます。 フ ァ イルの種類は、 次のとお り です :

• InprocServer — 16-bit DLL または OCX 

• InprocServer32 — 32 ビ ッ ト  DLL または OCX 

• LocalServer — 1 ビ ッ ト  EXE

• LocalServer32 — 32 ビ ッ ト  EXE

[ タ イプ ラ イブ ラ リ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

この COM サーバーによ って参照される タ イプラ イブラ リがある場合には、 それを指定し ます。

テーブル 11-8 • [ タ イプ ラ イブラ リ ] パネルの設定

設定 説明

タ イプ ラ イブ ラ リの説明 タ イプラ イブラ リの簡単な説明を入力し ます。

この値は、 コ ンポーネン ト の COM 登録詳細設定で、 COM 登録エクスプロー

ラー中のタ イプラ イブラ リ名と し て使用されます。 説明は、

HKEY_CLASSES_ROOT\TypeLib\libID\version のデフ ォル ト 値と し て登録されま

す。

タ イプ ラ イブ ラ リ GUID このタ イプラ イブラ リ を識別する GUID (LibID) を入力し ます。 このフ ィ ール

ド に、 自分の COM サーバーの LibID を貼り付ける (Ctrl-V) こ とができます。
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[AppID 一般情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このパネルには、 DCOM または COM+ フ ァ イルの AppID に関する基本的な情報を入力し ます。 .AppID は 

HKEY_CLASSES_ROOT\AppID に登録される GUID で、 分散し た COM オブジ ェ ク ト のすべてのセキュ リ テ ィ と設定

オプシ ョ ンをグループ化するために使用し ます。 このパネルおよび [AppID 詳細情報 ] パネルに入力する情報は、

このキー下に登録されます。

このパネルは、 [ ク ラス ] パネル で  [ この COM サーバーは、 DCOM/COM+ に対応する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選

択されていない限り、 表示されません。

[AppID 詳細情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

言語 タ イプ ラ イブ ラ リのロケール ID の 10 進数値を入力し ます。

通常タ イプ ラ イブ ラ リは言語に中立なため、 0 ( ゼロ ) がタ イプ ラ イブラ リ

の最も一般的な言語です。

バージ ョ ン タ イプ ラ イブ ラ リのバージ ョ ン番号を入力し ます。 このフ ィ ールドが空の場

合は、 実行時に Windows Installer によ って タ イプ ラ イブ ラ リのバージ ョ ンが

自動的に判別されます。

テーブル 11-9 • [AppID 一般情報 ] パネルの設定

設定 説明

AppID GUID この COM+ または DCOM コ ンポーネン ト の文字列 GUID (AppID) を入力し

ます。 このフ ィ ールド に AppID を貼り付ける (Ctrl+V) こ とができます。

リ モー ト  サーバー名 このコ ンポーネン ト が実行される コ ンピ ューターの名前を入力し ます。

テーブル 11-8 • [ タ イプ ラ イブラ リ ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このパネルには、 DCOM または COM+ フ ァ イルの AppID に関する、 [AppID 一般情報 ] パネルに入力し た情報よ り

も詳細な情報を入力し ます。

このパネルは、 [ ク ラス ] パネル で  [ この COM サーバーは、 DCOM/COM+ に対応する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選

択されていない限り、 表示されません。

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-10 • [AppID 詳細情報 ] パネルの設定

設定 説明

ス ト レージで起動する 分散 COM サーバーがそのデータ と同じ コ ンピ ューター上にある場合、 こ

のボ ッ クスをチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ス ト レージで DCOM フ ァ イルがアクテ ィ ブになる と、 そのオブジ ェ ク ト

のイ ンス タ ンスがオブジ ェ ク ト が使用するデータ と同じ コ ンピ ューター

上に作成され、 それによ ってネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クが軽減されま

す。 アプ リ ケーシ ョ ンの呼び出しによ って、 DCOM API 関数を使用し た

このデフ ォル ト の動作が上書き される場合がある こ とに注意し て く だ さ

い。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ユーザーと し て

実行する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ユーザーが現在ログオン し ている

のと同じ アカウン ト で COM サーバーが実行されます。 このオプシ ョ ンに

よ って、 サーバーが対話型デスク ト ッ プに接続できるよ う にな り ます。

サービス と し ても実行できる COM サーバーは、 イ ン タ ラ クテ ィ ブ ユー

ザーと し て実行されるよ う には設計されていないため、 [Win32 サービス

と し て実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合には、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスは無効にな り ます。

Win32 サービス と し て実行する 分散 COM .exe フ ァ イルをサービス と し て実行させたい場合には、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合には、 サービス

の名前とパラ メ ーターも指定する必要があり ます。

メ モ • [COM サーバー実行可能フ ァ イル ] パネルで、 このフ ァ イルをサー

ビス と し て実行するよ う に指定し ている場合には、 次に [ サービス実行

可能フ ァ イル ] パネルが表示され、 こ こでフ ァ イルのサービスについて

情報を入力する必要があ り ます。

サービス名 サービスの名前を入力し ます。

サービス パラ メ ーター サービスの起動時に渡すパラ メ ーターを入力し ます。
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

コ ンポーネン ト の説明を確認し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド でそのコ ンポーネン ト を作成し ます。 入力し

た情報を変更する必要がある場合には [ 戻る ] を ク リ ッ ク し ます。

COM 登録詳細設定にマ ッ プするすべての登録情報が記載されています。 ウ ィ ザー ドは、 InProcServer32 

ThreadingModel 値など、 すべての追加エン ト リ を コ ンポーネン ト のレジス ト リ データに作成し ます。

ウ ィ ザー ドが 「IDE で、 この情報を入力し て く ださい」 と表示し た場合には、 コ ンポーネン ト の COM 登録 ( また

は サービス と し ても実行する コ ンポーネン ト のサービスのイ ンス ト ール ) 詳細設定を表示し て値を指定し ます。

機能を右ク リ ッ ク し てこのウ ィ ザー ド を起動し た場合には、 新規コ ンポーネン ト はその機能と関連付けられます。

そ う でない場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開いて、 機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト の挿入

] を選択し、 新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付けます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

サービスのコ ン ト ロール コ ンポーネン ト の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、

停止、 または削除を行う コ ンポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー

ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サー

ビスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。

サービスのコ ン ト ロール タ イプのコ ンポーネン ト は、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール中に 1 つのサービス

を開始または停止するために使用されます。 た と えば、 セ ッ ト ア ッ プでサービスを更新をする前に、 その実行中

のサービスを削除し なければならない場合があ り ます。

ウ ィ ザー ド によ って順番に表示されるパネルに従って、 コ ン ト ロールするサービスの情報を入力し ます。 ウ ィ

ザー ドが完了する と、 デフ ォル ト のプロパテ ィ とサービスのコ ン ト ロールで必要な詳細設定だけで構成される新

しいコ ンポーネン ト が作成されます。 後で、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などのデータ を、 [

セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューまたは [ コ ンポーネン ト ] ビ ューから コ ンポーネン ト に追加できます。
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タ スク 別のサービスを コ ン ト ロールするには以下の手順に従います :

ウ ィ ザー ド を も う一度起動するか、 コ ンポーネン ト のサービスのコ ン ト ロールの詳細設定を変更し ます。

タ スク サービスを イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

ウ ィ ザー ド を も う一度起動し て、 サービスのイ ンス ト ール コ ンポーネン ト  タ イプを選択するか、 サービスのフ ァ

イルをウ ィ ザー ド で作成し たサービスのコ ン ト ロール コ ンポーネン ト に追加し て、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [

詳細設定 ] 領域でその [ サービス ] ノ ー ド を編集し ます。

[ サービスの指定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

最初に、 イ ンス ト ールするサービスを指定し ます。 ウ ィ ザー ド で実行する他の処理は、 すべてこのサービスを参

照し ます。 

[ コ ンポーネン ト ] ウ ィ ザー ド を利用し て、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールで単一のサービスを制御する こ

とができます。 新しいコ ンポーネン ト で別のサービスを制御するには、 このウ ィ ザー ド を再び起動し ます。

メ モ • 同じ コ ンポーネン ト で複数のサービスを制御するには、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設定 ] 領域の下

にある コ ンポーネン ト の [ サービス ] ノ ー ド を編集する必要があり ます。

テーブル 11-11 • [ サービスの指定 ] パネルの設定

設定 説明

イ ンス ト ール先システムに存在し

ているサービス

このオプシ ョ ンは、 確実なサービスがセ ッ ト ア ッ プの実行時または製品

のアン イ ンス ト ール時にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるよ う

コ ン ト ロールする場合に選択し ます。

サービス名 サービスの名前を入力し ます。 これは InstallShield、 Windows Installer、 ま

たはサービス コ ン ト ロール マネージャー ( サービスに使用するシステム

のデータベースを保持し、 またこれらのサービスを制御する イ ン ター

フ ェ イスを提供し ます ) が 、 サービスを識別するために使う もので、 表

示名ではあ り ません。
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[ イ ンス ト ール イベン ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このパネルには、 製品のイ ンス ト ール中にサービスを制御するための標準オプシ ョ ンがあり ます。

このセ ッ ト ア ッ プに含まれている

サービス

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト で作成し たサービスから選択する場合、 この

オプシ ョ ンを使用し ます。

メ モ • コ ンポーネン ト のいずれも、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設

定 ] 領域の下にある [ サービス ] ノ ー ド にサービスを含まない場合、 この

オプシ ョ ンは使用できません。

テーブル 11-12 • [ イ ンス ト ール イベン ト ] パネルの設定

設定 説明

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール時

に以下のイベン ト を ト リ ガー

このオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て、 イ ンス ト ール  コ ン ト ロール イベン ト

を有効にし ます。

サービスの開始 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる際にサービスを

開始し ます。 具体的には、 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケンス

にある [ サービス開始 ] アクシ ョ ンによ って開始されます。

[ 引数 ] フ ィ ールド でサービスの開始に使用する コマン ド ラ イ ンパラ メ ー

ターをすべて指定し ます。

引数 サービスが開始される際に渡される引数を指定し ます。 各引数はコ ンマ

で区切り ます。

サービスの停止 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる際にサービスを

停止し ます。 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ サービスの

停止 ] アクシ ョ ンによ って停止されます。 

サービスの削除 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる際にサービスを

削除し ます。 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ サービスの

削除 ] アクシ ョ ンによ って削除されます。

テーブル 11-11 • [ サービスの指定 ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ アン イ ンス ト ール イベン ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と きにだけコ ン ト ロールイベン ト が ト リ ガーされる場合を除いて、

このパネルでは、 製品のイ ンス ト ールに使用する こ とができた同じ コ ン ト ロールイベン ト を入力するよ う指示が

表示されます。

イベン ト な し ( 何も し ない ) 製品のセ ッ ト ア ッ プ中にサービスを制御する必要がない場合には、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは上記のすべてのイベン ト を

キャ ンセルし ます。

テーブル 11-13 • [ アン イ ンス ト ール イベン ト ] パネルの設定

設定 説明

コ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ー

ル時に以下のイベン ト を ト リ ガー

このオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て、 アン イ ンス ト ール コ ン ト ロール イベン

ト を有効にし ます。

サービスの開始 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる際にサービ

スを開始し ます。 具体的には、 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケ

ンスにある [ サービス開始 ] アクシ ョ ンによ って開始されます。

[ 引数 ] フ ィ ールド でサービスの開始に使用する コマン ド ラ イ ンパラ メ ー

ターをすべて指定し ます。

引数 サービスが開始される際に渡される引数を指定し ます。 各引数はコ ンマ

で区切り ます。

サービスの停止 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる際にサービ

スを停止し ます。 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ サービ

スの停止 ] アクシ ョ ンによ って停止されます。 

サービスの削除 このイベン ト は、 コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる際にサービ

スを削除し ます。 セ ッ ト ア ッ プの [ イ ンス ト ール ] シーケンスの [ サービ

スの削除 ] アクシ ョ ンによ って削除されます。

テーブル 11-12 • [ イ ンス ト ール イベン ト ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 待機のタ イプ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

製品のイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールのすべてのイベン ト に対する待機オプシ ョ ンは、 このパネルで設定

する こ とができます。 コ ン ト ロールイベン ト の後、 Windows Installer はこのパネルで指定された通り に処理を続け

ます。 

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールに対し てイベン ト が不可欠である場合、 [ 続行前に、 サービスのイベン ト 完

了まで待機する ]  を選択し ます。 

[ イ ンス ト ール イベン ト ] または [ アン イ ンス ト ール イベン ト ] パネルで [ イベン ト な し ( 何も し ない )] オプシ ョ

ンを選択し た場合、 対応する待機設定はこのパネルで使用できな く な り ます。 

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ウ ィ ザー ド によ って収集された情報を確認し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 サービスのコ ン ト ロール コ ンポーネン ト

を作成し ます。

イベン ト な し ( 何も し ない ) 製品のセ ッ ト ア ッ プ中にサービスを制御する必要がない場合には、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは上記のすべてのイベン ト を

キャ ンセルし ます。 

[ イ ンス ト ール イベン ト ] パネルで " イベン ト な し ( 何も し ない )" オプ

シ ョ ンを選択し た場合、 このパネルではこのオプシ ョ ンは無効にな り ま

す。 コ ン ト ロールイベン ト は、 イ ンス ト ール時またはアン イ ンス ト ール

時のいずれかに選択する必要があ り ます。

テーブル 11-13 • [ アン イ ンス ト ール イベン ト ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで新しいコ ンポーネン ト の設定を確認および

編集する こ とができます。

機能を右ク リ ッ ク し てこのウ ィ ザー ド を起動し た場合には、 新規コ ンポーネン ト はその機能と関連付けられます。

そ う でない場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開いて、 機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト の挿入

] を選択し、 新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付けます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

サービスのイ ンス ト ール コ ンポーネン ト の種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

メ モ • [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、

停止、 または削除を行う コ ンポーネン ト を作成できます。 また、 このビ ューを使って、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー

ド では構成不可能な、 拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ ンを構成できます。 詳細については、 「Windows サー

ビスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。

サービスのイ ンス ト ール コ ンポーネン ト は、 単一の .exe フ ァ イルに存在するすべての Win32 サービスを イ ンス

ト ールするために必要な情報を格納する コ ンポーネン ト の作成に使用し ます。

ヒ ン ト • フ ァ イルを COM サーバと し ても実行する場合、 [COM サーバー ] コ ンポーネン ト の種類を選択し、 サー

ビスを含むよ う に指定し てコ ンポーネン ト を作成する方法をお勧めし ます。 COM 登録データの入力が完了する

と、 [ サービスのイ ンス ト ール ] コ ンポーネン ト タ イプに指定すべきサービス情報と同じ情報を入力するプロンプ

ト が表示されます。

ウ ィ ザー ド によ って順番に表示されるパネルに従って、 イ ンス ト ールするサービスの情報を入力し ます。 ウ ィ

ザー ドが完了する と、 使用し たフ ァ イル、 デフ ォル ト のコ ンポーネン ト プロパテ ィ 、 およびサービスのコ ン ト

ロールのイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに必要な詳細設定で構成される新しいコ ンポーネン ト が作成され

ます。

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設定 ] 領域の下にある [ サービス ] ノ ー ド で、 サービスのイ ンス ト ール情報を

編集できます。 Windows Installer はこれらの値を Windows API 関数の CreateService() に渡し て、 各サービスを ター

ゲッ ト  システムにイ ンス ト ールし、 それら を Service Control Manager ( サービスのシステムのデータベースを維持

し、 これらのサービスを制御する イ ン ターフ ェ イスを公開し ます ) に登録し ます。
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[ サービス実行可能フ ァ イル ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

フ ァ イルの完全修飾パスを入力し、 サービスをすべて一覧表示し ます。 .exe フ ァ イルのみ可能です。 ド ラ イバー

サービス (.sys フ ァ イル ) は、 ウ ィ ザー ド でサポー ト されていません。

テーブル 11-14 • [ サービス実行可能フ ァ イル ] パネルの設定

設定 説明

サービス実行可能フ ァ イル このコ ンポーネン ト のサービスに対する実行可能フ ァ イルへの完全パス

を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 サービスの実行可能フ ァ

イルに移動し ます。 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スに準拠する場合、

コ ンポーネン ト には、 実行可能フ ァ イルを 1 つだけ含むこ とができます。

後でウ ィ ザー ド を再度起動し て、 別のフ ァ イルを新しいコ ンポーネン ト

に追加し ます。

サービスを含む COM サーバー コ ンポーネン ト があるためにこのウ ィ

ザー ドパネルが表示された場合、 [ サービス実行可能フ ァ イル ] ボ ッ クス

は無効です。 このウ ィ ザー ドは、 [COM サーバー実行可能フ ァ イル ] パネ

ルで入力し たものと同じ実行可能フ ァ イルが使用し ます。

注意 • [ 参照 ] ボタ ンを使用し てフ ァ イルに移動し、 フ ァ イルを選択する

と、 [ サービス実行可能フ ァ イル ] ボ ッ クスに入力されていた値は新しい

値で上書き されます。

サービス このリ ス ト には、 フ ァ イルにあるサービスがすべて含まれます。

追加 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し て、 新しいサービスを追加し ます。 サービスの名前

を変更するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てすぐに新しい名前を入力

するか、 F2 キーを押し て新しい名前を入力し ます。 これは InstallShield、

Windows Installer、 CreateService()、 およびサービス コ ン ト ロール マネー

ジャー ( サービスに使用するシステムのデータベースを保持し、 またこ

れらのサービスを制御する イ ン ターフ ェ イスを提供し ます ) が 、 サービ

スを識別するために使う もので、 表示名ではあり ません。

Insert キーを使用し て新しいサービスを追加する こ と もできます。
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ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
[ サービスの種類の情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ド ロ ッ プダウン リ ス ト の各サービスを選択し、 必要な詳細を入力し ます。

削除 サービスを選択し て [ 削除 ] を ク リ ッ クする と、 [ サービス ] リ ス ト から

そのサービスが恒久的に削除されます。 Delete キーを使用し てサービス

を削除する こ と もできます。

テーブル 11-15 • [ サービスの種類の情報 ] パネルの設定

設定 説明

サービス [ サービス実行可能フ ァ イル ] パネル の [ サービス ] リ ス ト で入力し た各

サービスを選択し、 各サービスについて表示名とサービス タ イプのイ ン

ス ト ールプロパテ ィ を指定し ます。

表示名 サービスの表示名を入力し ます。 これは、 SCM でユーザーに対し て表示

される名前です。 [ 表示名 ] フ ィ ールド を空白にし た場合、 サービスに使

用し た名前が表示名と し て使用されます。

メ モ • ターゲッ ト  システムで表示されるサービスの説明などのその他の

サービス プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の詳細設定で使用可能です。

テーブル 11-14 • [ サービス実行可能フ ァ イル ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ サービス開始タ イプ情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ド ロ ッ プダウン リ ス ト で各サービスを選択し、 サービスをどの方法で開始させるか、 またはサービスを使用不可

にするか指定し ます。

開始の種類

サービスの開始タ イプを リ ス ト から選択し ます。

• システム起動時に自動的に起動する

• サービス コ ン ト ロール マネージャーを通し て必要時に起動する

• 起動し ない ( 使用不可 )

サービスの種類 サービスが、 独自のプロセスで起動するよ う にするか、 または他のサー

ビス と プロセスを共有するよ う にするかを指定し ます。 コ ンポーネン ト

に 2 つ以上のサービスがある場合にのみ、 [ このサービスは、 他のサービ

ス と プロセスを共有し ます ] オプシ ョ ンを選択し ます。

サービスのソース コー ド に関する知識があ り、 サービスの種類が 

SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS の場合は、 [ このサービスは、 独自のプ

ロセスで起動し ます ] を選択し、 SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS の場

合は、 [ このサービスは、 他のサービス と プロセスを共有し ます ] を選択

し ます。

メ モ • サービス タ イプで提供されているオプシ ョ ンには制限があ り ます。

コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ドはド ラ イバーサービスをサポー ト し ていませ

ん。

引数 実行時にサービスに渡すコマン ド ラ イ ン引数を入力し ます。 フ ォーム 

[PropertyName] の式は [PropertyName] と呼ばれる Windows Installer プロ

パテ ィ  の値に拡張されます。

テーブル 11-15 • [ サービスの種類の情報 ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
[ サービスのロー ド順 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このフ ァ イルの各サービスを選択し、 ロー ド順グループおよび依存関係情報を入力し ます。 ロー ド順グループに

依存関係および メ ンバーシ ッ プがある場合、 サービスが開始される前に、 他のサービスが実行されている必要が

あ り ます。 ( サービスのロー ド順グループは、

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Control\ServiceGroupOrder に リ ス ト されています。 サービスの 

" 起動タ イプ " プロパテ ィ によ り、 グループ内でいつロー ド されるかが決定されます。 )

[ エ ラー コ ン ト ロール ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-16 • [ サービスのロー ド順 ] パネルの設定

設定 説明

サービス [ サービス実行可能フ ァ イル ] パネルの [ サービス ] リ ス ト で入力し た各

サービスを選択し、 そのロー ド順情報と依存関係を指定し ます。 

ロー ド 順グループ このサービスがメ ンバーであるロー ド順グループの名前を入力し ます。

サービスがグループに属さ ない場合は、 このフ ィ ールド を空白にし ます。

依存関係 サービスの依存関係を編集フ ィ ールド に リ ス ト し ます。 サービスの依存

関係が別のサービスである場合は、 そのサービスの名前を入力し、 ロー

ド順グループの場合は、 SCM でサービスから区別されるよ う、 ロー ド順

グループの名前の前にプラス記号 (+) を付けます。

各依存関係はコ ンマで区切り ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2067



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス
[ サービス実行可能フ ァ イル ] パネルの [ サービス ] リ ス ト に入力し た各サービスを選択し、 各サービスについて、

サービスの開始を試みた際にエラーを受け取った場合にサービス コ ン ト ロール マネージャーが実行するアクシ ョ

ンを指定し ます。 

• エラーをログに記録し て、 サービスの開始を続行する 

• エラーをログし て メ ッ セージボ ッ クスを表示し てから、 サービスを継続し て起動する。 

• エラーをログに記録し て、 可能な場合は、 最後に有効であった設定でシステムを再起動する 

[ サービス ログオン ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

リ ス ト の各サービスを選択し、 開始時にログオン されるサービスのアカウン ト の種類を指定し ます。

注意 • パスワー ドが競合する可能性があるため、 Microsoft では、 サービスがすべてローカルシステムアカウン ト

でログオン されるよ う推奨し ています。 

テーブル 11-17 • [ サービス ログオン ] パネルの設定

設定 説明

サービス [ サービス実行可能フ ァ イル ] パネルの [ サービス ] リ ス ト で入力し た各

サービスを選択し、 サービスがログオン される方法を指定し ます。

ローカルのシステム アカウン ト このオプシ ョ ンを選択し て、 サービスがローカルシステムアカウン ト で

ログオン されるよ う にし ます。 

サービスがデスク ト ッ プ との対話

を許可する

サービスにユーザー イ ン ターフ ェ イスがある場合、 このオプシ ョ ンを ク

リ ッ ク し ます。 

アカウン ト を指定する このオプシ ョ ンは、 ログオン時にサービスに特定のユーザーを偽装させ

る場合に選択し ます。 ユーザー名およびパスワー ド を入力する必要があ

り ます。 これら を入力し ない場合、 ローカルシステムアカウン ト が使用

されます。 

ド メ イ ン / ユーザー名 DomainName\UserName とい う形式のアカウン ト を入力し ます。

.\UserName のよ う に、 ビル ト イ ン ド メ イ ンにピ リ オ ド (.) を使用できま

す。
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ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ウ ィ ザー ド によ って収集された情報を確認し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 サービス コ ンポーネン ト を作成し ます。

ウ ィ ザー ド には、 コ ンポーネン ト のすべてのプロパテ ィ についてデフ ォル ト を提供し ます。 プロパテ ィ シー ト は、

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで確認できます。 Windows Installer では、 ローカルシステムに常駐し ないサー

ビスを イ ンス ト ールする こ とはできないため、 サービスに対し て " リ モー ト イ ンス ト ール " 設定は特に重要です。

機能を右ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を起動し た場合、 新しいコ ンポーネン ト がその機能に関連付けられます。 そ う

でない場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開き、 1 つまたは複数の機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネ

ン ト の挿入 ] を選択し て、 新しいコ ンポーネン ト を機能に関連付けます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

ウ ィ ザー ドが完了し たあと、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設定 ] 領域の下にある コ ンポーネン ト の [ サービ

ス ] ノ ー ド で、 任意のイ ンス ト ール オプシ ョ ンを変更できます。

InstallShield には、 このサービスや、 ターゲッ ト  システム上の他のサービスを制御するための機能があり ます。 詳

細については、 「Windows サービスのイ ンス ト ール、 制御、 および構成」 を参照し て く だ さい。

フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト  タ イプ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

Password このアカウン ト のパスワー ド を入力し ます。

パスワー ドは、 ユーザー名を指定し ないと使用されず、 サービスはロー

カルシステムアカウン ト でログオン されます。 

テーブル 11-17 • [ サービス ログオン ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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• MSM データベース

さ まざまな方法でコ ンポーネン ト を作成できますが、 セ ッ ト ア ッ プにフ ォ ン ト  (.ttf、 .fon、 または .ttc フ ァ イル ) 

を イ ンス ト ールする最も簡単な方法は、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド でフ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を作成する こ と で

す。

ウ ィ ザー ド にある他のコ ンポーネン ト タ イプ とは異な り、 フ ォ ン ト コ ンポーネン ト に対応する詳細設定はあり ま

せん。 フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を区別し、 違ったよ う にイ ンス ト ールするよ う Windows Installer に指示する設定

は、 フ ァ イルの " フ ォ ン ト  タ イ ト ル " プロパテ ィ です。

フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を作成する別の方法は、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド で [ セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク

テ ィ ス ] オプシ ョ ンを選択し て、 使用し ている フ ォ ン ト フ ァ イルから フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を InstallShield に作

成させる こ と です。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンがアン イ ンス ト ールされた後でも フ ォ ン ト をシステムで維持する場合は、 コ ンポーネン ト

の " パーマネン ト " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し ます。

[ イ ンス ト ールされている フ ォ ン ト の追加 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ウ ィ ザー ドは開発システム上に登録されているすべてのフ ォ ン ト を検索し ます。 フ ォ ン ト を リ ス ト で選択する こ

とによ って、 それら を含むコ ンポーネン ト を作成できます。

[ 新規フ ォ ン ト の追加 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-18 • [ イ ンス ト ールされている フ ォ ン ト の追加 ] パネルの設定

設定 説明

フ ォ ン ト [ フ ォ ン ト ] コ ンポーネン ト に含める フ ォ ン ト を選択し ます。

このシステムにイ ンス ト ールされ

ていないフ ォ ン ト を追加する

このオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 新規フ ォ ン ト の追加 ] パネルで追加

フ ォ ン ト を参照できます。

このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 ウ ィ ザー ドは次に [ 概要 ] パネルを

表示し ます。
2070 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

このパネルでは、 フ ォ ン ト コ ンポーネン ト に .ttf フ ァ イル、 .fon フ ァ イル、 または .ttc フ ァ イルを追加する こ とが

できます。

メ モ • このパネルは、 ご使用のマシンにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト を イ ンス ト ールに追加できるよ う設計

されています。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブに保存されている フ ォ ン ト フ ァ イルがある と し ます。 しかし、

これらのフ ァ イルはローカルマシンに既にイ ンス ト ールされているため、 Fonts フ ォルダーから選択できません。

マシンにイ ンス ト ールされている フ ォ ン ト を イ ンス ト ールに追加する場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て、 リ ス ト か

ら適切なフ ォ ン ト を選択し ます。

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• DIM

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-19 •  [ 新しいフ ォ ン ト ] パネルの設定

設定 説明

フ ォ ン ト リ ス ト にフ ァ イルを ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プするか、 [ フ ォ ン ト の追加 ] 

を ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト に新規フ ォ ン ト を参照および追加し ま

す。

InstallShield では、 フ ォ ン ト フ ァ イルから フ ォ ン ト タ イ ト ルを読み取り ま

す。 フ ォ ン ト  フ ァ イル内で タ イ ト ルが指定されていない場合、 フ ォ ン ト  

タ イ ト ルを ク リ ッ ク し て、 Marlett (TrueType) のよ う に FontTitle 

(FontType) 形式で タ イ ト ルを指定し ます。

フ ォ ン ト の追加 [ フ ォ ン ト の追加 ] を ク リ ッ ク し て新しいフ ォ ン ト フ ァ イルを参照し ま

す。

フ ォ ン ト の削除 リ ス ト でフ ォ ン ト を選択し て [ フ ォ ン ト を削除 ] を ク リ ッ クする と、 選

択されたフ ォ ン ト がコ ンポーネン ト からに恒久的に削除されます。
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機能を右ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を起動し た場合、 新しいコ ンポーネン ト がその機能に関連付けられます。 そ う

でない場合は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューを開き、 1 つまたは複数の機能を右ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネ

ン ト の挿入 ] を選択し て、 新しいフ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を機能に関連付けます。

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。

フ ォ ン ト の機能は、 そのイ ンス ト ールが選択される と、 Windows Installer によ って自動的に登録されます。

フ ォ ン ト コ ンポーネン ト は、 すべてデフ ォル ト によ って FontsFolder プロパテ ィ に保存されているデ ィ レ ク ト リ に

イ ンス ト ールされます。 コ ンポーネン ト のプロパテ ィ シー ト を編集する こ とによ って、 コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ール先フ ォルダーを編集し た り、 追加プロパテ ィ を設定できます。

メ モ • プログラムがアン イ ンス ト ールされた後でも フ ォ ン ト をシステムで維持する場合は、 [ フ ォ ン ト ] コ ンポー

ネン ト の [ パーマネン ト ] プロパテ ィ を [ はい ] に設定し ます。

ウ ィ ザー ド にある他のコ ンポーネン ト タ イプ とは異な り、 フ ォ ン ト コ ンポーネン ト に対応する詳細設定はあり ま

せん。 フ ォ ン ト  コ ンポーネン ト を区別し、 違ったよ う にイ ンス ト ールするよ う Windows Installer に指示する設定

は、 フ ァ イルの " フ ォ ン ト  タ イ ト ル " プロパテ ィ です。

コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド [ 一般概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

ウ ィ ザー ド でコ ンポーネン ト 作成プロセスの最後にこのパネルが表示されます。 特定の種類のコ ンポーネン ト に

関するヘルプは、 以下の情報を参照し て く だ さい。

• セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ クテ ィ スオプシ ョ ン 

• COM サーバー コ ンポーネン ト の種類 

• サービスのイ ンス ト ール コ ンポーネン ト の種類 

• サービスのコ ン ト ロール コ ンポーネン ト の種類 

• フ ォ ン ト コ ンポーネン ト の種類 

メ モ • 機能に関連付けられていないコ ンポーネン ト は、 親のないコ ンポーネン ト のアイ コ ンで表示されます。
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ソース パス変換ウ ィ ザー ド
ソースパス変換ウ ィ ザー ド を使用する と、 ハー ド コー ド された既存のパスをパス変数に変換できるため、 セ ッ ト

ア ッ ププロジ ェ ク ト の移植性を向上させる こ とができます。

タ スク ソースパス変換ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順に従います :

[ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ ソース パスの変換 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ よ う こそ ] パネル
ソースパス変換ウ ィ ザー ド では、 直接入力されたセ ッ ト ア ッ プのパスをパス変数に変換できます。 プロジ ェ ク ト

内でハー ド コー ド化されたパスが検索され、 検出されたパスは標準のパス変数に置換されます。

フ ァ イルが既存のパス変数に設定されている と、 新しい変数を選択するオプシ ョ ンは表示されずに、 フ ァ イルは

自動的に変換されます。 た と えば、 Program Files フ ォルダーにフ ァ イルが 1 つあった場合、 このパスは自動的に

事前に定義されたパス変数である ProgramFilesFolder に変換されます。

[ 検索 ] パネル
[ 検索 ] パネルには、 検索の状態が表示されます。 ウ ィ ザー ドは、 現在のプロジ ェ ク ト の絶対パスを検索し ていま

す。 フ ァ イルが既存のパス変数と一致する と、 フ ァ イルは自動的に変換されます。

[ 検索結果と推奨 ] パネル
[ 検索結果と推奨 ] パネルには、 まだパス変数が割り当てられていないデ ィ レ ク ト リ にあるプロジ ェ ク ト の、 フ ァ

イルと リ ン クのパス変数オプシ ョ ンが一覧表示されます。 た と えば、 フ ァ イルが C:\App Files\Executable\App.exe の

場合、 Executable とい うパス変数を作成し てパスを示すこ とができます。

パネルのオプシ ョ ン

パス変数の推奨

対応するボ ッ クスを選択する こ とによ って、 作成する変数を示し ます。 提案された変数のいずれかを作成し ない

場合、 変数の横のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

名前の変更

名前を変更する変数を選択し、 [ 名前を変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ パス変数の推奨 ] 列に新しい変数名を

入力し ます。

すべて選択解除

[ すべて選択解除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 対応する推奨されたパス変数の横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべてク

リ ア し ます。
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すべて選択

推奨されたパス変数をすべて選択する場合、 [ すべて選択 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 適用 ] を ク リ ッ クする と、

これらの変数が作成されてプロジ ェ ク ト に追加されます。

[ プロジ ェ ク ト のア ッ プデー ト ] パネル
このパネルには、 プロジ ェ ク ト で直接入力されたパスをパス変数に更新する際のウ ィ ザー ドの進行状況が表示さ

れます。

[ ア ッ プデー ト 完了 ] パネル
このパネルは、 ソースパスの変換ウ ィ ザー ドが終了し たこ と を知らせます。 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と IDE 

に戻り ます。

新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プデー ト をエン ド ユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作

成者へお勧めし ます。 QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー

を使わないシンプルなパッ チ作成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ 

(.msp と .exe フ ァ イル ) を作成し ます。

既存の .msi フ ァ イルまたは既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 新規 

QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を利用し ます。

注意 • 以前に作成し た QuickPatch をパッ チする QuickPatch を作成する場合、 前も って以前の QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト をビルド し ておかなければ予期し ない動作が発生する可能性があり ます。

タ スク 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を開 く には、 以下の手順を実行し ます。

InstallShield で新規プロジ ェ ク ト の作成を行い、 プロジ ェ ク ト の種類と し て [QuickPatch プロジ ェ ク ト ] を選択し ま

す。

この QuickPatch 作成方法は、 既存の .msi フ ァ イルのパッ チまたは既存の QuickPatch のパッ チを行な う場合に利

用する こ とができます。

ヒ ン ト • 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を利用し て、 既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト

を作成する こ とができます。 また別の方法と し て、 最新の QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield で開き、 現在

の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成を指定する こ と もできます。 詳細については、 「既存

の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する」 を参照し て く だ さい。
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[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プデー ト をエン ド ユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作

成者へお勧めし ます。 QuickPatch オーサリ ングはカス タ マイズの範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン

] ビ ュー以外でのパッ チの作成を可能にし ます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp と .exe 

フ ァ イル ) を作成し ます。

既存の .msi フ ァ イルまたは既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 新規 

QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を利用し ます。

メ モ • ウ ィ ザー ドの [ キャ ンセル ] または [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 QuickPatch プロジ ェ ク ト は未完成と な り、

QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield で開 く こ とはできません。

[QuickPatch プロジ ェ ク ト  ベース ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[QuickPatch プロジ ェ ク ト ベース ] パネルでは、 新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト を既存の .msi フ ァ イルまたは 既存

の QuickPatch プロジ ェ ク ト のどち ら をベースに作成するかを指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

"MSI パッ ケージをベースにする " オプシ ョ ンを選択し て [ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 [ 元のセ ッ ト ア ッ プ パッ

ケージ ] パネルが開きます。 [ 既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト をベースにする ] オプシ ョ ンを選択し て [ 次へ ] を

ク リ ッ クする と、 [ 既存 QuickPatch の場所 ] パネルが開きます。

テーブル 11-20 • [QuickPatch プロジ ェ ク ト  ベース ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

MSI パッ ケージをベースにする 既存 .msi フ ァ イルに QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド するにはこのプ

シ ョ ンを選択し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンに作成する最初の QuickPatch の

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト を

ベースにする

既存 QuickPatch をベースに QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド するにはこ

のプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 元の .msi フ ァ イルおよび

既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト をパッ チできるプロジ ェ ク ト を作成し ま

す。

メ モ • 前も って既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルドせずに 

QuickPatch を作成する と、 予期し ない動作を行な う場合があり ます。
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[ 元ののセ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

既存の Windows Installer イ ンス ト ール用の QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド する場合、 [ 元のセ ッ ト ア ッ プ パッ

ケージ ] パネルを使って .msi フ ァ イルの場所を指定し ます。 元のイ ンス ト ールは新規パッ チのベース と なる イ ン

ス ト ールです。 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ドは、 このイ ンス ト ールをア ッ プデー ト する こ とができるパッ チを

作成し ます。

元のイ ンス ト ールが圧縮されている場合、 InstallShield はそのイ ンス ト ールの非圧縮イ メ ージを作成し ます。 [ 元

のセ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ ] パネルを利用し て、 非圧縮ベースイ メ ージのパスを指定する こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト を作成し て InstallShield で開いた後は、 ベース と なる イ ンス ト ールへのパスを変更する こ とは

できません。 し たがって、 異なる イ ンス ト ールをパッ チする場合 [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ド を再度実行

し て新たに QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する必要があり ます。

パネルのオプシ ョ ン

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ド を閉じ、 InstallShield で新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト

を開きます。

注意 • ローカルまたはネ ッ ト ワーク ド ラ イブから複数デ ィ スクにわたる イ ンス ト ールを圧縮解除する こ とはできま

せん。 別の方法でイ ンス ト ールの圧縮解除を行う必要があ り ます。

[ 既存の QuickPatch の場所 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 11-21 • [ 元のセ ッ ト ア ッ プパッ ケージ ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

元のセ ッ ト ア ッ プ 元 / ベース と なる イ ンス ト ール先を指定する、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ドは、 このイ ンス ト ールを有効にする こ と

ができるパッ チを作成し ます。

元のイ ンス ト ールが非圧縮の場合、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て InstallShield で 

QuickPatch プロジ ェ ク ト を開きます。

パスの圧縮解除

メ モ • このオプシ ョ ンは元のイ ンス ト ールが非圧縮の場合は利用できません。 非

圧縮イ メ ージを含むパスを指定し ます。 パスを指定し ない場合、 デフ ォル ト の場

所 (<ISProjectDataFolder>\BaseImage) が使用されます。
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既存の QuickPatch 用の QuickPatch プロジ ェ ク ト をビルド する場合、 [ 既存 QuickPatch の場所 ] パネルを使ってそ

の場所を指定し ます。 作成された QuickPatch は元のイ ンス ト ールのア ッ プデー ト 、 指定し た既存 QuickPatch の

ア ッ プデー ト 、 または指定し た任意の QuickPatch 中間プロジ ェ ク ト のア ッ プデー ト に利用する こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト を作成し て InstallShield で開いた後に、 既存 QuickPatch プロジ ェ ク ト へのパスを変更する こ と

はできません。 し たがって、 異なる QuickPatch プロジ ェ ク ト をパッ チする場合 [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー

ド を再度実行し て新たに QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する必要があり ます。

パネルのオプシ ョ ン

既存 QuickPatch プロジ ェ ク ト

パッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) の場所を指定するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル作成ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル作成ウ ィ ザー ドは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってテーブルを追加する と きに起動し ます。 このウ ィ

ザー ドはカス タム テーブルについての情報を収集し て、 テーブルリ ス ト に追加し ます。

タ スク テーブル作成ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ テーブル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ テーブルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル作成ウ ィ ザー ドは次のパネルで構成されます : 

• よ う こそ 

• 列のプロパテ ィ  

• 概要 
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[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

[ よ う こそ ] パネルは、 テーブル作成ウ ィ ザー ドの概要を説明し ます。

タ スク テーブルを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ テーブル名 ] ボ ッ クスに名前を入力し ます。

Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ン • Windows ロゴ プログラムでは、 カス タム テーブルの名前に MSI ( 大文字、 小文

字、 または両方の組み合わせ ) を使用し ないこ と を要求し ています。 「MSI」 で始まる名前は、 今後の新しい

標準プロパテ ィ およびテーブル用に予約されています。

2. [ 列の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ザー ドの次のパネルに進みます。

[ 列のプロパテ ィ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ 列のプロパテ ィ ] パネルでは、 カス タムテーブルの列の情報を設定する こ とができます。 次のプロパテ ィ を設定

できます。

[ 別の列の追加 ] を ク リ ッ ク し て、 追加の列を定義するか、 [ 列の作成が終了し ま し た ] を ク リ ッ ク し て [ 概要 ] パ

ネルに進みます。

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-22 • [ 列のプロパテ ィ ] パネルのオプシ ョ ン

プロパテ ィ 説明

列の名前 列の名前を入力し ます。

列の説明 列の説明を入力し ます。

列の種類 使用できる列の種類は、 バイナリ、 長い値、 短い値および文字列です。

[NULL 許可 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス 列の値にヌルを使用できる場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

[ プ ラ イマ リキー ] チ ェ ッ ク ボ ッ ク

ス

この列をテーブルのプ ラ イマ リキーにする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

[ ローカ ラ イズ可能文字列 ] チ ェ ッ

ク ボ ッ クス

文字列のローカ ラ イズを可能にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

文字列長 文字列に使用できる最大長を入力し ます。 任意の文字長を指定するには 

0 を入力し ます。

最小値 数値の列の場合、 最小値を指定し ます。

最大値 数値の列の場合、 最大値を指定し ます。

外部キーテーブル この列が外部テーブルを参照する場合、 このリ ス ト から外部テーブルを

選択し ます。

外部キー列 外部テーブルで参照し た列を選択し ます。
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[ 概要 ] パネルで、 プロジ ェ ク ト に追加する前に新しいテーブルの設定を確認し ます。 設定を変更する必要がある

場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て適切なパネルまで戻り、 変更を追加し ます。

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 カス タムテーブルを追加し ます。

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド では、 カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ールに追加する こ とができます。 これら

のアクシ ョ ンで、 次の操作を行う こ とができます : .dll フ ァ イル関数の呼出し、 実行可能フ ァ イル (.exe) の起動、

VBScript、 JavaScript、 InstallScript コー ドの実行、 エラー メ ッ セージの表示、 デ ィ レ ク ト リ またはプロパテ ィ の設

定、 その他。

タ スク カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の操作を行います。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ( 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

(DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト の場合 ) を ク リ ッ ク し ます。

2. [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク

し ます。

カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ドは次のパネルで構成されます。

• よ う こそ 

• 基本情報 

• アクシ ョ ンの種類 

• 関数定義 

• アクシ ョ ンのパラ メ ーター 

• マネージ メ ソ ッ ドの定義 

• シーケンス内スク リ プ ト  

• 追加オプシ ョ ン 

• 応答オプシ ョ ン 

• シーケンスへ挿入する 
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• 概要 

Windows ロゴ • Windows ロゴを適用する場合、 イ ンス ト ールに含まれるすべてのカス タム アクシ ョ ンは、 カス タム 

アクシ ョ ン作成に関するベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド に従わな く てはな り ません。 InstallShield 検証スイー ト および

完全 MSI 検証 スイー ト を使って、 イ ンス ト ール パッ ケージがほとんどのカス タム アクシ ョ ン関連のロゴ要件を

満たし ているかど うかを検証する こ とができます。 ただ し、 一部の要件については検証スイー ト を使って検証す

る こ とができません。 詳細については、 「Windows ロゴ プログラムの要件を満たすカス タム アクシ ョ ンを作成す

る と きのガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ よ う こそ ] パネルでは、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドが簡単に説明されています。 ウ ィ ザー ド によ って、

Windows Installer で本来サポー ト されていないタ スク を実行できる カス タム アクシ ョ ンを作成できます。

Windows ロゴ • Windows ロゴを適用する場合、 イ ンス ト ールに含まれるすべてのカス タム アクシ ョ ンは、 カス タム 

アクシ ョ ン作成に関するベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド に従わな く てはな り ません。 InstallShield 検証スイー ト および

完全 MSI 検証 スイー ト を使って、 イ ンス ト ール パッ ケージがほとんどのカス タム アクシ ョ ン関連のロゴ要件を

満たし ているかど うかを検証する こ とができます。 ただ し、 一部の要件については検証スイー ト を使って検証す

る こ とができません。 詳細については、 「Windows ロゴ プログラムの要件を満たすカス タム アクシ ョ ンを作成す

る と きのガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。

[ 基本情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース
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• ト ラ ンスフ ォーム

[ 基本情報 ] パネルでは、 カス タム アクシ ョ ンの名前と説明を入力できます。 この情報は参照用に使用されるた

め、 エン ド ユーザーには表示されません。 以下は、 このパネルで提供されている設定です。

[ アクシ ョ ンの種類 ] パネル

プロジ ェ ク ト • カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ アクシ ョ ン タ イプ ] パネルでは、 作成する カス タム アクシ ョ ンのタ イプ、 およびそのアク シ ョ ンのコー ドの格

納場所を指定できます。

テーブル 11-23 • [ 基本情報 ] パネルの設定

設定 説明

名前 カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。 名前には、 半角英数字、 アン

ダースコ ア、 およびピ リ オ ド を指定する こ とができます。 平仮名などの

2 バイ ト 文字は、 使用できません。 また、 名前の先頭には アルフ ァベ ッ

ト 、 またはアンダースコ アを使用する必要があり ます。

コ メ ン ト このボ ッ クスに、 アクシ ョ ンについてのコ メ ン ト を入力し ます ( オプ

シ ョ ン )。 この情報は参照用で、 エン ド ユーザーには表示されません。
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パネルのオプシ ョ ン

種類

[ タ イプ ] リ ス ト では、 異なる カス タム アクシ ョ ンの実行方法をオプシ ョ ンで選択する こ とができます。 た と え

ば、 作成し たカス タム アクシ ョ ンが実行可能フ ァ イルの呼び出し、 VBScript コー ドの実行、 または .dll フ ァ イル

からの関数の呼び出しができるよ う にする こ とができます。 以下のオプシ ョ ンは次のリ ス ト で利用可能です。

テーブル 11-24 • 使用可能なカス タム アクシ ョ ンの種類

種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

標準ダイナ ミ ッ ク リ

ン ク ラ イブ ラ リの関

数を呼び出す

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このカス タム アクシ ョ ンは、 .dll フ ァ イル内にある関数を呼び出

し ます。 [ 関数定義 ] パネルで、 関数名、 パラ メ ーター、 および

戻り値を指定し て く だ さい。

メ モ • Binary テーブルに格納されている標準 .dll フ ァ イルの関数

を呼び出す場合、 アクシ ョ ンの " スク リ プ ト 内実行 " 設定で遅

延実行またはロールバッ ク実行は使用できません。

製品と共にイ ンス ト ールされる標準 .dll フ ァ イルの関数を呼び出

し、 アクシ ョ ンが (" スク リ プ ト 内実行 " 設定で ) " 遅延 " と ス

ケジュールされている場合、 呼び出す .dll フ ァ イルはコ ンポーネ

ン ト のキーフ ァ イルでな く てはな り ません。

Windows Installer のダ

イナ ミ ッ ク リ ン ク ラ

イブ ラ リの関数を呼び

出す

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 Windows Installer 専用に書かれた 

.dll フ ァ イルから関数を呼び出し ます。 .dll フ ァ イルのエン ト リ 

ポイ ン ト には、 定義済みパラ メ ーターおよび戻り値が必要です。

マネージ アセンブ リ

のパブ リ ッ ク メ ソ ッ

ド を呼び出す

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュール

このカス タム アクシ ョ ンは、 Visual Basic .NET または C# などの

マネージ コー ド で書かれた、 マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク 

メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

詳細については、 「マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド

を呼び出す」 を参照し て く だ さい。
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エラー メ ッ セージを

表示し て中止する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 指定されたエラー メ ッ セージを表

示し、 失敗を戻し て、 イ ンス ト ールを終了し ます。

実行可能フ ァ イルを起

動する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは実行可能フ ァ イルを起動し ます。

別の .msi パッ ケージを

起動する

基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

MSI データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは 「ネス ト  イ ンス ト ール」 と も呼ば

れ、 イ ンス ト ール時に 2 番目の .msi パッ ケージを起動し ます。

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避ける

よ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含まれている場合

エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、 時折

アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起こ し ます。 マイ ク ロ ソ フ ト

社では一般向けにリ リース される製品のイ ンス ト ールについて、

ネス ト  イ ンス ト ールおよびネス ト  イ ンス ト ール カス タム アク

シ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細については、

Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent Installations」

を参照し て く だ さい。

テーブル 11-24 • 使用可能なカス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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64 ビ ッ ト  JScript コー

ド を実行する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 C や Visual Basic などのコ ンパイル

済み言語の代わり に、 64 ビ ッ ト の JScript コー ド を実行し ます。

PowerShell コー ドの実

行

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このカス タム アクシ ョ ンは、 PowerShell スク リ プ ト  (.ps1) を実

行し ます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンに関する ターゲッ ト  システム

の要件、 および、 その他の情報については、 「PowerShell カス タ

ム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  VBScript 

コー ド を実行する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 C や Visual Basic などのコ ンパイル

済み言語の代わり に、 64 ビ ッ ト の VBScript コー ド を実行し ま

す。

InstallScript コー ド を

実行する

基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュール

このカス タム アクシ ョ ンは、 InstallScript コー ドから関数を呼び

出し ます。

JScript コー ド を実行

する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 C や Visual Basic などのコ ンパイル

済み言語の代わり に、 JScript コー ド を実行し ます。

テーブル 11-24 • 使用可能なカス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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VBScript コー ド を実行

する

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 C や Visual Basic などのコ ンパイル

済み言語の代わり に、 VBScript コー ド を実行し ます。

プロパテ ィ を設定する 基本の MSI、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 Property テーブル内のプロパテ ィ

を設定し ます。 これは、 エン ド ユーザーから情報を取得し、 イ

ンス ト ールの後半で使用できるよ う にその情報を格納し てお く

必要がある場合に便利です。

デ ィ レ ク ト リ を設定す

る

基本の MSI、 

DIM、 

InstallScript MSI, 

マージ モジュー

ル、 

MSI データベー

ス、 

MSM データベー

ス、 

ト ラ ンスフ ォーム

このカス タム アクシ ョ ンは、 実行時に、 Directory テーブルの

デ ィ レ ク ト リ を設定する。 た と えば、 エン ド ユーザーが選択し

たイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ と し て一時

デ ィ レ ク ト リ を作成する場合、 このオプシ ョ ンを使って新しい

一時デ ィ レ ク ト リ を設定し て、 イ ンス ト ールの後半で使用でき

ます。

ID で終了するプロセス

を判別する

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このカス タム アクシ ョ ンは、 特定のプロセス ID (PID) を持つプ

ロセスを強制終了し ます。

重要 • このタ イプのカス タム アク シ ョ ンを作成するには、 中止

する PID を識別するプロパテ ィ も定義する必要があ り ます。 詳

細については、 「プロセスの強制終了カス タム アクシ ョ ンの呼び

出し」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-24 • 使用可能なカス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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場所

カス タム アクシ ョ ンで呼び出される コー ドは、 い く つかの場所の 1 つに格納できます。 イ ンス ト ーラーがコー ド

を検索する場所を選択し ます。 一部のカス タム アクシ ョ ンの種類では、 サポー ト されていない場所があ り ます。 "

場所 " 設定は、 エラー カス タム アクシ ョ ンには適用し ません。。

名前で終了するプロセ

スを判別する

基本の MSI、 

InstallScript MSI

このカス タム アクシ ョ ンは、 特定の実行可能フ ァ イル名を持つ

プロセスを強制終了し ます。

重要 • このタ イプのカス タム アク シ ョ ンを作成するには、 中止

するプロセスの名前を識別するプロパテ ィ も定義する必要があ

り ます。 詳細については、 「プロセスの強制終了カス タム アク

シ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-25 • カス タム アクシ ョ ンを格納できる場所

場所
カス タム アクシ ョ ンの種
類 説明

ア ド バタ イズされてい

るか、 またはイ ンス

ト ール済みのアプ リ

ケーシ ョ ン

別の .msi パッ ケージを起

動する

この場所を選択する と、 ターゲッ ト マシンに現在イ ンス

ト ールされているすべての Windows Installer アプ リ ケー

シ ョ ン ( 以前、 カス タム アク シ ョ ンを使ってイ ンス ト ー

ルし たアプ リ ケーシ ョ ンなど ) がアン イ ンス ト ールされま

す。 このカス タム アクシ ョ ンは、 メ イ ンセ ッ ト ア ッ プの

アンイ ンス ト ール時にのみ起動し て く だ さい。

イ ンス ト ール先マシン

の検索パス

標準 DLL 標準 .dll フ ァ イルから関数を呼び出すと き、 ターゲッ ト  シ

ステムの検索パスにある .dll フ ァ イルを指定する こ とがで

きます。

メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ

に組み込む

別の .msi パッ ケージを起

動する

起動する .msi フ ァ イルがメ イ ンのイ ンス ト ール パッ ケー

ジに格納されている場合、 この場所を選択し ます。

製品と一緒にイ ンス

ト ール

標準 DLL、 

MSI DLL、 

マネージ コー ド、 

実行可能フ ァ イル、 

PowerShell コー ド、 

VBScript、 

64 ビ ッ ト  VBScript、 

JScript、 

64 ビ ッ ト  JScript

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる フ ァ イルまた

は実行可能フ ァ イルから コー ド を呼び出す場合、 この場所

を選択し ます。

テーブル 11-24 • 使用可能なカス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

種類
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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[ 関数定義 ] パネル
[ 関数定義 ] パネルで、 標準 .dll フ ァ イル中のエン ト リポイ ン ト 関数のパラ メ ーターを指定し ます。

このパネルは、 カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドの [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで [ 標準ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イ

ブラ リの関数を呼び出す ] を選択し たと きのみ表示されます。

メ モ • 関数は必ず __stdcall 呼び出し規則を使用し な く てはな り ません。 この規則が使用されていない場合、 複数の

パラ メ ーターを持つ関数は適切に動作し ません。

カス タム アクシ ョ ン

に直接保存する

VBScript、 

64 ビ ッ ト  VBScript、 

JScript、 

64 ビ ッ ト  JScript

フ ァ イルの関連付けを行わずに、 ウ ィ ザー ド に直接コー ド

を入力する場合、 この場所を選択し ます。

Binary テーブルに保存

する

標準 DLL、 

MSI DLL、 

マネージ コー ド、 

実行可能フ ァ イル、 

PowerShell コー ド、 

VBScript、 

64 ビ ッ ト  VBScript、 

JScript、 

64 ビ ッ ト  JScript

コー ド ベースを  Binary テーブルに格納する場合、 この場

所を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システ

ムにコー ド フ ァ イルを イ ンス ト ールし ない場合に便利で

す。

メ モ • マネージ コー ド タ イプのカス タム アクシ ョ ンの場

合、 ビルド時に、 .NET アセンブ リ に対し て C++ Windows 

Installer ラ ッパー DLL が作成されます。 ラ ッパー DLL に

は、 アセンブ リのほか、 アセンブ リの仲介、 ロー ド、 実行

を行う ために必要な情報が含まれています。ラ ッパー DLL 

が Binary テーブルに格納されます。

Directory テーブルに保

存する

実行フ ァ イル ( フ ァ イル名を使わずに ) Directory テーブルに格納されて

いるパスを参照する場合、 この場所を選択し ます。

Property テーブルに保

存する

マネージ コー ド、 

実行可能フ ァ イル、 

VBScript、 

64 ビ ッ ト  VBScript、 

JScript、 

64 ビ ッ ト  JScript

起動する実行可能フ ァ イルへの完全パスを参照する場合、

この場所を選択し ます。 パスは Property テーブルに格納

されます。

ソース メ デ ィ ア上に

格納する

別の .msi パッ ケージを起

動する

起動する .msi フ ァ イルがメ イ ンのイ ンス ト ール パッ ケー

ジ と同じ メ デ ィ アに格納されている場合、 この場所を選択

し ます。

テーブル 11-25 • カス タム アクシ ョ ンを格納できる場所 ( 続き )

場所
カス タム アクシ ョ ンの種
類 説明
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パネルのオプシ ョ ン

名前

呼び出す関数の名前を指定し ます。 .dll フ ァ イルは、 各カス タム アクシ ョ ンに対し て シングル エン ト リ ポイ ン ト

を持つこ とができます。

引数

引数のリ ス ト を関数に渡す順序でビルド し ます。

まず、 [ 引数 ] リ ス ト の最後の行を ク リ ッ ク し て新規引数を追加し ます。 次に、 各引数の Type、 Source および 

Value 列を完成させます。

種類

このリ ス ト で、 パラ メ ーターのデータ型を選択し ます。 引数には 2 つの特殊な種類があり ます。 これら を以下の

方法で識別し ます。

タ スク ポイ ン ターを NULL に初期化するには次の操作を実行し ます。

1. [ タ イプ ] リ ス ト から POINTER を選択し ます。

2. [ ソース ] リ ス ト から、 [ 定数 ] を選択し ます。

3. [Value] リ ス ト から [NULL] を選択し ます。 NULL の代わり に 0 ( ゼロ ) は入力し ないで く だ さい。 これは、 「0 

番をポイ ン ト するポイ ン ター」 と し て解釈されます。

タ スク ハン ドルに .msi データベースまたは Windows Installer ウ ィ ン ド ウを設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ タ イプ ] リ ス ト から [HANDLE] を選択し ます。

2. [ ソース ] リ ス ト から、 [ 定数 ] を選択し ます。

3. [ 値 ] リ ス ト で、 ハン ドルに MSI データベースを設定するか、 MSI ウ ィ ン ド ウを設定するかによ って、

MsiHandle または MsiWindowHandle を選択し ます。

ソース

データ を関数に渡す方法を示し ます。 以下のオプシ ョ ンは次のリ ス ト で利用可能です。

テーブル 11-26 • データ を関数へ渡す際のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

定数 渡す値はリ テ ラルと し てイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 中に保存されます。 引数のソー

スに [ 定数 ] を選択し た後、 その定義し た値を [ 値 ] 列に入力し ます。

この 「定数」 には、 名前や ID は必要あ り ません。 文字列リ テ ラルは引用符で囲まな

いで く だ さい。

in プロパテ ィ ソースで [in プロパテ ィ ] を指定し て、 値が関数に渡される Windows Installer プロパ

テ ィ の名前を指定し ます。 このタ イプの引数は ByVal パラ メ ーターに適し ています。
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引数のソースのプロパテ ィ を選択するたびに、 [ 値 ] 列にプロパテ ィ の名前を指定する必要があ り ます。

値

値は以下の 2 種類のう ちの 1 つです。

• 数字または文字列リ テ ラル 引数のソースが定数の場合

• Windows Installer プロパテ ィ  引数のソースがプロパテ ィ の場合

メ モ • [ タ イプ ] リ ス ト を HANDLE に設定し、 [ ソース ] リ ス ト を [ 定数 ] に設定する と、 Value 列に 2 つのオプ

シ ョ ン  (MsiHandle  MsiWindowHandle) が含まれます。 これらの定数を使用し て、 .msi データベースまたは Windows 

Installer ウ ィ ン ド ウへのハン ドルを取得できます。

ソースがプロパテ ィ の場合、 [ 値 ] リ ス ト でプロパテ ィ  マネージャー中のすべてのプロパテ ィ の名前が表示されま

す。 既存のプロパテ ィ を選択するか、 または新しい名前を入力できます。 後者の場合、 プロパテ ィ  マネージャー

に新規プロパテ ィ が追加されます。

プロパテ ィ は単なる値のコ ンテナである こ とに留意し て く だ さい。 パラ メ ーターがその値を [in プロパテ ィ ] また

は [inout プロパテ ィ ] に保存する場合は、 プロパテ ィ マネージャーでそのプロパテ ィ の値を必ず指定し て く だ さ

い。

( コ ンテキス ト  メ ニュー )

コ ンテキス ト  メ ニューで、 引数を使用するためのオプシ ョ ンが表示されます。 コ ンテキス ト  メ ニューにアクセス

するには、 [ 引数 ] グリ ッ ド で引数を右ク リ ッ ク し ます。 コ ンテキス ト  メ ニュー オプシ ョ ンを以下に説明し ます。

inout プロパテ ィ このソースの種類は ByRef パラ メ ーターに似ています。 ソースで [inout プロパテ ィ ] 

を指定し て、 値が関数に渡され、 関数で変更する こ とが可能な Windows Installer プロ

パテ ィ の名前を指定し ます。

out プロパテ ィ [out プロパテ ィ ] は、 関数で設定する こ とができる値のプレースホルダーと し て機能

し ます。 関数に値は渡されませんが、 関数が値を変更できるプロパテ ィ の名前は必

要です。

テーブル 11-27 • コ ンテキス ト メ ニューのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

追加 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し て、 [ 引数 ] グリ ッ ド に引数を追加し ます。

削除 引数を削除するには、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

上へ移動 引数は、 関数がそれを受け取るのと まった く 同じ順序でなければな り ません。 引数

を リ ス ト の上に移動するには、 [ 上へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

下へ移動 引数を リ ス ト の下に移動するには、 [ 下へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-26 • データ を関数へ渡す際のオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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戻り値の型

関数の戻り値のデータ型を選択し ます。 戻り値を確認する必要がない場合は、 void を受け入れる こ とができます。

戻り値プロパテ ィ

値が関数の戻り値に設定されるプロパテ ィ 名を選択し ます。 イ ンス ト ールの他の場所で戻り値をチ ェ ッ クする場

合、 戻り プロパテ ィ の値を初期化する こ と も考えられます。

メ モ • アクシ ョ ンが即時実行に構成されていない限り、 関数の戻り値にプロパテ ィ を設定する こ とはできません。

し たがって、 アクシ ョ ンが遅延、 ロールバッ ク、 またはコ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールされている場合、 実行

時に " 戻り値プロパテ ィ " 設定は無視されます。

サイ レン ト  モー ド

イ ンス ト ールでカス タム アクシ ョ ンが .dll フ ァ イルのロー ド および関数呼び出しに失敗し た と きの警告メ ッ セー

ジを抑制する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

[ アクシ ョ ン パラ メ ーター ] パネル
[ アクシ ョ ンパラ メ ーター ] パネルで、 カス タム アクシ ョ ンで呼び出す実際のフ ァ イルを指定できます。 た と え

ば、 実行可能フ ァ イルの呼び出し を行う場合、 該当する フ ァ イルを参照し てコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを追加す

る こ とができます。

このパネルは、 カス タム アクシ ョ ンで、 アクシ ョ ン内に直接格納されている JScript や VBScirpt コー ド を実行し

ている場合は表示されません。

パネルのオプシ ョ ン

ソース

このボ ッ クスは、 [ アクシ ョ ン タ イプ ] パネルで選択し た [ タ イプ ] と [ 場所 ] リ ス ト のオプシ ョ ンに従って異な

る動作を し ます。 以下は、 使用可能なソース値を、 カス タム アクシ ョ ンの種類と位置別に示し たテーブルです。

テーブル 11-28 • カス タム アクシ ョ ンのソースの値

カス タム アクシ ョ ンの種類 ソース設定の手順

標準 DLL にある関数を呼び出

す

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• イ ンス ト ール先マシンの検索パス — .dll フ ァ イルの場所を参照し ます。

ウ ィ ザー ド では、 フ ァ イル名は使用されますが、 パスは使用されません。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.dll フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 [ フ ァ イル ] 一覧

で、 標準 .dll フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — .dll フ ァ イルの場所を参照し ます。
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Windows Installer DLL の関数の

呼び出し

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.dll フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 [ フ ァ イル ] 一覧

で、 Windows Installer .dll フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — .dll フ ァ イルの場所を参照し ます。

マネージ アセンブ リのパブ

リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出す

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.NET アセンブ リが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 フ ァ イルの

一覧で、 アセンブ リ を選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — .NET アセンブ リの場所を参照し ます。

• プロパテ ィ を参照するパス — 一覧から Windows Installer プロパテ ィ を選択

し、 新しいプロパテ ィ の名前を入力し、 Directory テーブル内のデ ィ レ ク

ト リ名を入力し ます。 プロパテ ィ 名とデ ィ レ ク ト リ名は、 角かっ こ ( [ ] ) 

で囲む必要があり ます。 必要に応じ て、 プロパテ ィ の後に文字列を追加す

る こ とができます。 作成されたパスは、 .NET アセンブ リの場所を示し ま

す。

エラー メ ッ セージを表示し て

中止する

" ソース " 設定はこの種類のカス タム アクシ ョ ンに適用し ないため、 エラー 

カス タム アクシ ョ ンに対し ては無効になっています。

実行可能フ ァ イルを起動する このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

実行可能フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 フ ァ イルの

一覧で、 実行可能フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — .exe フ ァ イルの場所を参照し ます。

• Property テーブルに保存 — Windows Installer プロパテ ィ を一覧から選択し

ます。 新しいプロパテ ィ の名前を指定し た場合、 後でプロパテ ィ  マネー

ジャーを開いてプロパテ ィ を入力し、 .exe フ ァ イルをポイ ン ト する値を指

定する必要があり ます。

• Directory テーブルに保存 — 一覧から標準フ ォルダーを 1 つ選択するか、

または Directory テーブルに新しいエン ト リの名前を入力し ます。 入力し

た名前は、 後でダイ レ ク ト  エデ ィ ターで編集する こ とができます。 指定

し たデ ィ レ ク ト リは、 [ ターゲッ ト ] ボ ッ クスで指定し たターゲッ ト の作

業デ ィ レ ク ト リ にな り ます。

テーブル 11-28 • カス タム アクシ ョ ンのソースの値 ( 続き )

カス タム アクシ ョ ンの種類 ソース設定の手順
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別の .msi パッ ケージを起動す

る

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。 ( 別の 

.msi パッ ケージを起動する カス タム アクシ ョ ンの詳細は、 ネス ト  イ ンス ト ー

ルを参照し て く だ さい。 )

• メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プに組み込み — " 子 " の .msi フ ァ イルの場所を参照。

カス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 Binary テーブルに適当なエン ト リ を

自動作成し ます。

• ソース メ デ ィ アに保存 — " 子 " の .msi フ ァ イルの場所を参照。 カス タム 

アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、このフ ァ イルを自動的に [ サポー ト  フ ァ イル ] 

ビ ューの Disk1 フ ォルダー に追加し ます。

• リ リースをビルド する と き、 InstallShield によ って .msi フ ァ イルがリ リー

スの位置にコ ピーされます。 .msi フ ァ イルの未圧縮アプ リ ケーシ ョ ン とサ

ポー ト  フ ァ イルはコ ピーされません。

• ア ドバタ イズ、 または既にイ ンス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ン — "

子 " の .msi フ ァ イルの場所を参照。 カス タム アクシ ョ ンウ ィ ザー ド は選

択し た .msi パッ ケージから製品コー ド を抽出し ます。

InstallScript コー ド を実行する InstallScript フ ァ イルの場所は変更できません。 InstallScript カス タム アクシ ョ

ンの場合、 リ ス ト からエン ト リ ポイ ン ト 関数の名前を選択する必要があり ま

す。

VBScript または 64-bit JScript 

コー ド の実行

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.js フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 フ ァ イルの一覧

で、 .js フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — JScript ソース フ ァ イルの場所を参照し ます。

• Property テーブルに保存 — リ ス ト から プロパテ ィ を 1 つ選択し ます。 新

しいプロパテ ィ を指定し た場合、 後でプロパテ ィ  マネージャーを開いて、

プロパテ ィ の名前を入力し、 JScript コー ド をプロパテ ィ の値と し て追加

する必要があり ます。

• カス タム アクシ ョ ンに直接保存 — [ シーケンス内スク リ プ ト ] パネルを使

用し て、 JScript コー ド をテキス ト 編集する こ とができます。

メ モ • [ シーケンス内スク リ プ ト ] パネルは下位互換性を目的と し てのみ提供

されています。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( および [ カス タ

ム アク シ ョ ン ] ビ ュー ) の [ スク リ プ ト ] タ ブで さ らに高度なスク リ プ ト  エ

デ ィ ターを利用する こ とができます。

テーブル 11-28 • カス タム アクシ ョ ンのソースの値 ( 続き )

カス タム アクシ ョ ンの種類 ソース設定の手順
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PowerShell コー ドの実行 このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.ps1 フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 次に、 フ ァ イル

の一覧で、 .ps1 フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — PowerShell フ ァ イル (.ps1) の場所を参照し ます。

VBScript または 64 ビ ッ ト  

VBScript コー ド を実行する

このカス タム アクシ ョ ン タ イプの位置によ ってソースを設定し ます。

• 製品と共にイ ンス ト ール — [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの参照 ] 

ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 イ ンス ト ール先フ ォルダーの一覧で、

.vbs フ ァ イルが保存されている フ ォルダーを選択し ます。 フ ァ イルの一覧

で、 .vbs フ ァ イルを選択し ます。

• Binary テーブルに保存 — VBScript ソース フ ァ イルの場所を参照し ます。

• Property テーブルに保存 — リ ス ト から プロパテ ィ を 1 つ選択し ます。 新

しいプロパテ ィ を指定し た場合、 後でプロパテ ィ  マネージャーを開いて、

プロパテ ィ の名前を入力し、 VBScript コー ド をプロパテ ィ の値と し て追加

する必要があり ます。

• カス タム アクシ ョ ンに直接保存 — [ シーケンス内スク リ プ ト ] パネルを使

用し て、 VBScript コー ド を編集する こ とができます。

メ モ • [ シーケンス内スク リ プ ト ] パネルは下位互換性を目的と し てのみ提供

されています。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( および [ カス タ

ム アク シ ョ ン ] ビ ュー ) の [ スク リ プ ト ] タ ブで さ らに高度なスク リ プ ト  エ

デ ィ ターを利用する こ とができます。

デ ィ レ ク ト リ を設定する デ ィ レ ク ト リ を設定中は場所を設定できません。 リ ス ト から フ ォルダー名を選

択するか、 または、 新しい名前を入力し てデ ィ レ ク ト リ テーブルでその名前

を指定する必要があり ます。 デ ィ レ ク ト リ テーブルは、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ

ター ] からアクセスできます。

プロパテ ィ を設定する プロパテ ィ を設定中は場所を設定できません。 リ ス ト から プロパテ ィ 名を選択

するか、 または、 新しい名前を入力し てプロパテ ィ  マネージャーでその名前

を指定する必要があり ます。

テーブル 11-28 • カス タム アクシ ョ ンのソースの値 ( 続き )

カス タム アクシ ョ ンの種類 ソース設定の手順
2094 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
ターゲ ッ ト

ターゲッ ト の値はカス タム アクシ ョ ンの種類によ って異な り ます。

テーブル 11-29 • ターゲッ ト のオプシ ョ ン

カス タム アクシ ョ ンの種類 ターゲッ ト 設定の手順

標準 DLL にある関数を呼び出

す

標準 DLL タ イプのカス タム アク シ ョ ンの場合、 [ ターゲッ ト ] ボ ッ クスは読み

取り専用です。 [ 関数定義 ] パネルで指定された関数の定義を表示し ます。

Windows Installer DLL の関数の

呼び出し

このボ ッ クスを使用し て、 呼び出す関数の名前を入力し ます。 括弧などの特殊

なフ ォーマ ッ ト を使用する必要はあり ませんが、 この関数名は大文字と小文字

が区別されるため注意し て入力し て く だ さい。

Windows Installer .dll 関数には、 定義済みのパラ メ ーターと戻り値タ イプがあ り

ます。 詳細については、 「カス タム アクシ ョ ンで DLL フ ァ イル関数にパラ メ ー

ターを渡す」 を参照し て く だ さい。

マネージ アセンブ リのパブ

リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出す

マネージ アセンブ リ タ イプのカス タム アクシ ョ ンの場合、 [ ターゲッ ト ] 

ボ ッ クスは使用できません。 [ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネル ( この種類の

カス タム アクシ ョ ンに使われるウ ィ ザー ドの次のパネル ) では、 起動する メ

ソ ッ ド を識別し ます。

エラー メ ッ セージを表示し て

中止する

カス タム アクシ ョ ンの条件がターゲッ ト  システムで満たされたと きに表示す

るエラー メ ッ セージ テキス ト を入力し ます。

上記方法の代わり に、 値にエラー テキス ト が含まれているプロパテ ィ 名を入

力する こ と もできます。 プロパテ ィ 名は、 角かっ こ ( [ ] ) で囲む必要があ り ま

す。

実行可能フ ァ イルを起動する 実行可能フ ァ イルを起動する場合、 このボ ッ クスにコマン ド ラ イ ン引数を入力

できます。 た と えば、 イ ンス ト ールと同時にイ ンス ト ールされる readme フ ァ

イルを起動する場合、 Notepad.exe [INSTALLDIR]Readme.txt と入力する必要が

あり ます。

別の .msi パッ ケージを起動す

る

.msi パッ ケージに渡すパブ リ ッ ク プロパテ ィ を指定し ます。

InstallScript コー ド を実行する ターゲッ ト の値は、 InstallScript カス タムアクシ ョ ンには適用されません。

PowerShell コー ドの実行 ターゲッ ト の値は、 PowerShell カス タム アクシ ョ ンには適用されません。

JScript/64 ビ ッ ト  JScript また

は VBScript/64 ビ ッ ト  

VBScript コー ドの実行

呼び出す関数名を入力し ます。

プロパテ ィ やデ ィ レ ク ト リの

設定

選択または作成し たプロパテ ィ の新しい値に設定される フ ォーマ ッ ト 済みテキ

ス ト 文字列を入力し ます。 フ ォーマ ッ ト されたテキス ト 文字列の詳細について

は、 Windows Installer ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。
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[ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネル
[ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルで、 マネージ アセンブ リ内のパブ リ ッ ク ク ラス メ ソ ッ ド を指定できます。 カ

ス タム アクシ ョ ン ウ ィ ザー ドは、 [ アクシ ョ ンの種類 ] パネルで [ マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を

呼び出す ] を選択し た と きのみ表示されます。

[ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルには、 次の設定があり ます。

テーブル 11-30 • [ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルの設定

設定 説明

ク ラス メ ソ ッ ドが関連付けられているパブ リ ッ ク ク ラスを入力し ます。 また、 [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを指定する こ と

もできます。 このダイアログ ボッ クスを使って、 [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] 

パネルで選択し たマネージ アセンブ リ にあるパブ リ ッ ク ク ラスの一覧からパブ

リ ッ ク メ ソ ッ ド を選択する こ とができます。

メ モ • 参照機能は .NET Framework がイ ンス ト ールされている と きのみ使用できま

す。 また、 この機能は、 マネージ アセンブ リの場所が Binary テーブルに設定され

ていて、 製品と共にイ ンス ト ールされている と きのみ使用可能です。 アセンブ リ

のパスがプロパテ ィ 、 または Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を参照する場合は

使用できません。

また、 参照機能は 32 ビ ッ ト  アセンブ リ および Microsoft intermediate language 

(MSIL) フ ァ イルでのみ使用できます。 64 ビ ッ ト  アセンブ リ では使用できません。

メ ソ ッ ド イ ンス ト ールで呼び出すパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を入力し ます。 また、 [ 参照 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し て、 [ メ ソ ッ ドの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを指定する こ と もで

きます。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 [ アクシ ョ ンのパラ メ ーター ] パネ

ルで選択し たマネージ アセンブ リ にあるパブ リ ッ ク ク ラスの一覧からパブ リ ッ ク 

メ ソ ッ ド を選択する こ とができます。

メ モ • 参照機能は .NET Framework がイ ンス ト ールされている と きのみ使用できま

す。 また、 この機能は、 マネージ アセンブ リの場所が Binary テーブルに設定され

ていて、 製品と共にイ ンス ト ールされている と きのみ使用可能です。 アセンブ リ

のパスがプロパテ ィ 、 または Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を参照する場合は

使用できません。

また、 参照機能は 32 ビ ッ ト  アセンブ リ および Microsoft intermediate language 

(MSIL) フ ァ イルでのみ使用できます。 64 ビ ッ ト  アセンブ リ では使用できません。
2096 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド  リ フ ァ レンス
カス タム メ ソ ッ ド シグネ

チャ を使用する

デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ

ア し ます。 デフ ォル ト のメ ソ ッ ド シグネチャ を利用する と、 シグネチャに 1 つま

たは複数の無効なパラ メ ーターまたは単一 MsiHandle パラ メ ーターがある と き、

イ ンス ト ールで、 メ ソ ッ ド が MsiHandle パラ メ ーターが使われて呼び出されます。

カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 そのあと、 必要に応じ て、 引数と戻り値プロパテ ィ を指定し ます。

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てク ラス と メ ソ ッ ド を指定する と、 関連付けられたパ

ラ メ ーターが自動的に追加されます。 メ ソ ッ ド に渡す各パラ メ ーターの値を指定

し ます。

メ ソ ッ ドのシグネチャの指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内の

マネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

引数 カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する場合、 選択し た メ ソ ッ ド に渡す引数の一

覧を指定し ます。

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てク ラス と メ ソ ッ ド を指定する と、 関連付けられたパ

ラ メ ーターがこの領域にあるグ リ ッ ド に自動的に追加されます。

プロパテ ィ を引数と し て使用する場合、 パラ メ ーターの値フ ィ ールド を ク リ ッ ク

し て、 一覧から プロパテ ィ を選択し ます。

コ ンテキス ト  メ ニューで、 引数を使用するためのオプシ ョ ンが表示されます。 コ

ンテキス ト  メ ニューにアクセスするには、 [ 引数 ] グ リ ッ ド で引数を右ク リ ッ ク

し ます。 以下は、 提供される コ ンテキス ト  メ ニューのコ マン ド です :

• [ 追加 ] — グ リ ッ ド に引数を追加し ます。

• [ 削除 ] — グ リ ッ ドから引数を削除し ます。

このグリ ッ ドは、 [ カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

が選択された と きのみ使用できます。

引数の指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド

に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

戻り値プロパテ ィ 値がメ ソ ッ ドの戻り値に設定されるプロパテ ィ 名を選択し ます。

この一覧は、 [ カス タム メ ソ ッ ド シグネチャ を使用する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選

択された と きのみ使用できます。

戻り値プロパテ ィ の指定については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマ

ネージ メ ソ ッ ド に署名を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-30 • [ マネージ メ ソ ッ ドの定義 ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ シーケンス内スク リ プ ト ] パネル

メ モ • [ シーケンス内スク リ プ ト ] パネルは下位互換性を目的と し てのみ提供されています。 [ カス タム アクシ ョ

ン と シーケンス ] ビ ュー ( および [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) の [ スク リ プ ト ] タ ブで さ らに高度なスク リ プ

ト  エデ ィ ターを利用する こ とができます。

カス タム アクシ ョ ンが、 カス タム アクシ ョ ンに直接格納されている JScript または VBScript コー ド を呼び出す場

合、 表示されるボ ッ クスにスク リ プ ト を入力する こ とができます。 テキス ト ボ ッ クスにコー ド を入力し、 [ 次へ ] 

を ク リ ッ ク し て続けます。 構文をチ ェ ッ クするためのコー ド検証は実行されません。

[ 追加のオプシ ョ ン ] パネル
[ 追加のオプシ ョ ン ] パネルでは、 カス タム アクシ ョ ン スレ ッ ドの処理方法、 および、 カス タム アクシ ョ ンを

パッ チのアン イ ンス ト ール時のみ実行するかど うかを指定する こ とができます。

[ 追加のオプシ ョ ン ] パネルには、 次の設定が含まれています :

テーブル 11-31 • [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

戻り値の処理 カス タム アクシ ョ ン スレ ッ ドの処理方法を指定し ます。 以下は、 [ 戻り値の処理

] 一覧で提供されているオプシ ョ ンです :

• 非同期 ( 完了を待機し ない )

• 非同期 ( 終了コー ド まで待機 )

• 同期 ( 終了コー ド を確認 )

• 同期 ( 終了コー ド を無視 ) 

これらのフ ラグは、 メ イ ン と カス タム アクシ ョ ンのスレ ッ ドが同期実行 ( イ ンス

ト ーラーがメ イ ン イ ンス ト ール スレ ッ ド を再開する前にカス タム アクシ ョ ン ス

レ ッ ドが完了するのを待機する ) か非同期 ( イ ンス ト ーラーがメ イ ン イ ンス ト ー

ルの続行と同時にカス タム アクシ ョ ンを実行する ) かを指定するために使用され

ます。 

オプシ ョ ンの中には、 一部の種類のカス タム アクシ ョ ンには適用できないものが

あり ます。 選択された種類のカス タム アクシ ョ ンに関連するオプシ ョ ンのみが、

一覧に表示されます。
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パッ チのアン イ ンス ト ール

時に実行

プロジ ェ ク ト • ダイ レ ク ト 編集モー ド でプロジ ェ ク ト 作業を行っている と き、

データベース スキーマの最小が 405 （Windows Installer 4.5 以降 ) になっていない

場合、 この設定は適用し ません。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを利用し て、 Windows Installer がパッ チのアン イ ンス ト ー

ル時にのみカス タム アクシ ョ ンを実行するかど うかを指定できます。 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスは、 .msi パッ ケージに含まれる カス タム アクシ ョ ンに対し てのみ選択

できます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 パッ チによ って追加される新しいカス タム 

アクシ ョ ンに対し ても選択する こ と もできます。 ただ し、 パッ チによ って既存の

カス タム アクシ ョ ンに追加または削除されるカス タム アクシ ョ ンに対し ては選択

できません。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。

Windows Installer 4.5 がパッ チのアン イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンを実行する

と き、 アン イ ンス ト ールされるパッ チに含まれる カス タム アクシ ョ ンが使用され

ます。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 この設定のサポー ト を含みますが、 Windows 

Installer 4.0 以前は、 これを含みません。 し たがって、 この設定で [ はい ] を選択

する と きに、 一部のターゲッ ト システムの Windows Installer が 4.0 以前の可能性が

ある場合、 このカス タム アクシ ョ ンが Windows Installer 4.0 以前で実行されないよ

う に条件を追加し ます。 この条件を追加し なかった場合、 Windows Installer 4.0 以

前はイ ンス ト ール中にそのカス タム アクシ ョ ンを呼び出し て、 パッ ケージを修

復、 または更新し ます。

条件には、 MSIPATCHREMOVE プロパテ ィ を使用し ます。 さ らに詳しい情報は、

Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブラ リの 「MSIPATCHREMOVE」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-31 • [ 追加のオプシ ョ ン ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 応答オプシ ョ ン ] パネル
[ 応答オプシ ョ ン ] パネルでは、 カス タム アクシ ョ ンがイ ンス ト ールの残りの部分に対し てど う応答するかを指定

する こ とができます。

テーブル 11-32 • [ 応答オプシ ョ ン ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

スク リ プ ト 内実行 アクシ ョ ンの実行タ イ ミ ングを指定し ます。

• 即時実行 — シーケンスでアクシ ョ ンの順番が来たと きにアクシ ョ ンを実行する

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 即時実行 ( ター ミ ナル サーバーで使用可能 ) — シーケンスでアクシ ョ ンの順番が

来た と きにアクシ ョ ンを実行する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ター ミ

ナル サーバー マシン上でマシン単位のイ ンス ト ールが実行されいる間、 カス タ

ム アク シ ョ ンはユーザーに成り済ま し ます。

• 遅延実行 — このオプシ ョ ンを選択する と、 スク リ プ ト の実行が開始されるまで

アクシ ョ ンを待機させてお く こ とができます。

• ロールバッ ク実行 — このオプシ ョ ンを選択する と、 ロールバッ ク中にのみアク

シ ョ ンが実行されるよ う設定できます。 カス タム アクシ ョ ンを使用し た [ 実行 ] 

シーケンスの途中でシステムに変更を加えた場合、 ロールバッ ク カス タム アク

シ ョ ンを使って変更を元に戻す必要があり ます。

• ロールバッ ク実行 ( ター ミ ナル サーバーで使用可能 ) — このオプシ ョ ンを選択す

る と、 ロールバッ ク中にのみアクシ ョ ンが実行されるよ う設定できます。 カス

タム アク シ ョ ンを使用し た [ 実行 ] シーケンスの途中でシステムに変更を加え

た場合、 ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンを使って変更を元に戻す必要があ り

ます。 ター ミ ナル サーバー マシン上でマシン単位のイ ンス ト ールが実行されい

る間、 カス タム アクシ ョ ンはユーザーに成り済ま し ます。

• コ ミ ッ ト 実行 — イ ンス ト ールによ ってイ ンス ト ール スク リ プ ト が正常に完了さ

れるまでアクシ ョ ンの実行を遅延する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• コ ミ ッ ト 実行 ( ター ミ ナル サーバーで使用可能 ) — イ ンス ト ールによ ってイ ンス

ト ール スク リ プ ト が正常に完了されるまでアクシ ョ ンの実行を遅延する場合、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 ター ミ ナル サーバー マシン上でマシン単位のイ

ンス ト ールが実行されいる間、 カス タム アクシ ョ ンはユーザーに成り済ま し ま

す。

• システムの設定で遅延実行 — レジス ト リの編集など タ スクの実行にシステム権

限が必要なアクシ ョ ンがある場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 アクシ ョ ン

は、 スク リ プ ト の実行が開始されるまで遅滞されます。 アクシ ョ ンは、 実際に

実行される と きはシステム権限を使用し て実行されます。 このプロパテ ィ の詳

細については、 「スク リ プ ト 内実行」 を参照し て く だ さい。

メ モ • Binary テーブルに格納されている標準のダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リの関

数を呼び出す場合、 アクシ ョ ンの [ スク リ プ ト 内実行 ] プロパテ ィ で遅延実行または

ロールバッ ク実行は使用できません。
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[ シーケンスに挿入 ] パネル
[ シーケンスに挿入 ] パネルで、 ウ ィ ザー ドが作成し ている カス タム アクシ ョ ンへのシーケンスの挿入場所を指定

し ます。 カス タム アクシ ョ ンは、 1 つのシーケンスに挿入する こ と も複数のシーケンスに挿入する こ と もできま

す。

パネルのオプシ ョ ン

シーケンス

カス タム アクシ ョ ンを挿入する [ イ ンス ト ール ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] または [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] 

シーケンスの場所を指定し ます。

条件

参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し、 カス タム アク シ ョ ンを起動するか

ど うかを判断するのに使用される条件を作成し ます。

実行スケジュール アクシ ョ ンを実行する回数を指定し ます。 た と えば、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

シーケンスおよび [ 実行 ] シーケンスの両方にアクシ ョ ンがリ ス ト されている場合、

このアクシ ョ ンを 2 回実行するか、 または 1 回だけ実行するかを設定できます。 選

択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 常に実行 — アクシ ョ ンは順番が来るたびに実行し ます。 つま り、 該当するアク

シ ョ ンを [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで 1 回実行し た後、 [ 実行 ] 

シーケンスで さ らにも う 1 回実行する こ とができます。

• 1 度のみ実行 — [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] および [ 実行 ] シーケンスの両方

にアクシ ョ ンが存在する場合でも、 アクシ ョ ンは一度だけ実行し ます。 [ ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが実行されている場合は、 [ 実行 ] シーケン

スのアクシ ョ ンはスキッ プ されます。

メ モ • [1 度のみ実行 ] オプシ ョ ンは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では使用できませ

ん。 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス と [ 実行 ] シーケンスの両方にカス タ

ム アク シ ョ ンが存在する場合は 2 度実行されます。 これは InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト では、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスは InstallScript エンジンで実行

され、 [ 実行 ] シーケンスは Windows Installer で実行されるためです。

• 1 プロセスにつき 1 度のみ実行 — [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス と [

実行 ] シーケンスは別々のプロセスで実行されます。 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イ

ス ] シーケンス と [ 実行 ] シーケンスで最低 1 回ずつカス タム アクシ ョ ンを実

行する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ク ラ イアン ト 上で常に最低 1 回実行 — このアクシ ョ ンはク ラ イアン ト で少な く

と も 1 回実行されます。

" スク リ プ ト 内実行 " 設定で [ 即時実行 ] 以外を選択し た場合、 " 実行スケジュール

" 設定は利用不可能にな り、 [ 常に実行 ] が設定されます。

テーブル 11-32 • [ 応答オプシ ョ ン ] パネルのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 概要 ] パネル
[ 概要 ] パネルでは、 イ ンス ト ールに追加する前にカス タム アクシ ョ ンの設定を確認できます。 設定を変更する必

要がある場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て適切なパネルまで戻り、 変更を追加し ます。

アクシ ョ ンが完成し たら、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

このカス タム アクシ ョ ンをシーケンスに挿入 し た り、 ダイアログのコ ン ト ロール イベン ト の引数と し て指定する

こ とができます。

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。 Oracle ユーザーの方は、

Oracle データベース ユーテ ィ リ テ ィ の Oracle Web ページで、 InstallShield と共に利用可能なユーテ ィ リ テ ィ につ

いての情報をご覧いただけます。

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドは Microsoft SQL Server Database のイ ンポー ト を支援し、 イ ンス ト ール作成

者が選択し たオプシ ョ ンに基づいてデータベースから SQL Script フ ァ イルを生成し ます。 ウ ィ ザー ドは SQL スク

リ プ ト ビ ューを右ク リ ッ ク し て SQL スク リ プ ト エクスプローラー内の次のノ ー ドから起動する こ とができます。

• SQL Server

• 新しい接続

• 新しいスク リ プ ト

メ モ • InstallShield は、 SQL Server 7.0 以降をサポー ト し ます。

データベースイ ンポー ト ウ ィ ザー ド には、 次のウ ィ ザー ドパネルが関連付けられています。

• よ う こそ 

• SQL Server 

• SQL データベース 

• データベース テーブル 

• スク リ プ ト 化するオブジ ェ ク ト  

• スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン 

• スク リ プ ト 作成の詳細オプシ ョ ン 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。
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データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドは Microsoft SQL Server Database のイ ンポー ト を支援し、 イ ンス ト ール作成

者が選択し たオプシ ョ ンに基づいてデータベースから SQL Script フ ァ イルを生成し ます。

このウ ィ ザー ドパネルの 2 番目の段落は、 ウ ィ ザー ドが作成する ものを示し ます。

SQL Server パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

サーバー名

次のサーバーリ ス ト から SQL Server を指定するか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し てネ ッ ト ワーク上のサーバーの場所を

選択し ます。

メ モ • InstallShield は、 SQL Server 7.0 以降をサポー ト し ます。

データベースを イ ンポー ト し て SQL Server を参照するには、 ODBC ド ラ イバーバージ ョ ン 3.80 以降が必要です。

ネ ッ ト ワーク ログイ ン ID を使った Windows NT 認証

これが推奨される認証方法です。 SQL Servers を このメ ソ ッ ド と共に動作するよ う設定する必要があり ます。 現在

ログイ ン中のユーザーおよびユーザーの認証情報が利用されます。

次のログイ ン ID およびパスワー ド を使用し た Server 認証

このオプシ ョ ンを選択し た場合、 ログイ ン ID を入力し、 特定の SQL Server のパスワー ド を設定する必要があ り

ます。

[SQL データベース ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

データベース名

SQL Server パネルで選択し た SQL Server にあるデータベースを選択し ます。 [ データベース名 ] ド ロ ッ プダウン

リ ス ト で選択し たデータベース用にスク リ プ ト  フ ァ イルが生成されます。

スク リ プ ト 表示名

[ データベース名 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト で選択し た SQL データベースから生成されたスク リ プ ト  フ ァ イルの有

効な識別子を入力し ます。 スク リ プ ト 表示名は、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューのエクスプローラーに表示される名前

です。
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メ モ • 生成されたスク リ プ ト がターゲッ ト マシンで実行される と き、 このデータベースがターゲッ ト サーバー上に

ない場合は自動的に作成されます。

[ データベース テーブル ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

このパネルでは、 データベースのどのテーブルを生成されたスク リ プ ト  フ ァ イルに含むか、 または除外するかを

決定し ます。 特定のテーブルを含む、 または除外する こ と を選択し た場合、 [ 利用可能なテーブル ] リ ス ト から必

要なテーブル ( 複数可 ) を ク リ ッ ク し てから ">" ボタ ンを ク リ ッ ク し てテーブルに印をつけます。

メ モ • [ すべてのテーブルを含む ] オプシ ョ ンを選択する と、 データベースを再イ ンポー ト するたびにデータベー

スに確実に新しいテーブルが追加されます。

[ スク リ プ ト 化するオブジ ェ ク ト ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

[ スク リ プ ト 化するオブジ ェ ク ト ] パネルでは、 データベースから イ ンポー ト するオブジ ェ ク ト を選択し ます。

オブジ ェ ク ト

この手順ではマージ モジュールの TARGETDIR デ ィ レ ク ト リ、 または TARGETDIR から直接引き出し たデ ィ レ ク ト

リのみを上書き し ます。 これらのオブジ ェ ク ト の多 く は単一の Microsoft SQL Server データベース オブジ ェ ク ト

の属性を表示し ます。

メ モ • [ データベース テーブル ウ ィ ザー ド ] パネルでイ ンポー ト するテーブルが選択されていない場合は、 [ 記録

] オプシ ョ ンを利用する こ とはできません。 

[ スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

データベース イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドの [ スク リ プ ト  オプシ ョ ン ] パネルでは、 スク リ プ ト が Microsoft SQL 

Server バージ ョ ン 7.0 と互換性を持つかど うかを指定し ます。 このパネルの他のオプシ ョ ンでは、 説明用ヘ ッ

ダー、 拡張プロパテ ィ 、 および他の情報をスク リ プ ト に含めるかど うかを指定できます。 必要に応じ て Transact-

SQL ステー ト メ ン ト が生成されます。
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一般オプシ ョ ン

テーブル 11-33 • 一般オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

存在し ない場合のみ作成す

る

その存在を示すチ ェ ッ クが付いたコ ンポーネン ト を作成する Transcat-SQL ス

テー ト メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 スク リ プ

ト が実行される時、 指定されたコ ンポーネン ト のコ ピーが存在し ない場合のみ

コ ンポーネン ト が作成されます。

メ モ • 現在、 このオプシ ョ ンはテーブルにのみ適用されます。

存在する場合、 最初を ド

ロ ッ プする

参照されたコ ンポーネン ト を削除する Transact-SQL ステー ト メ ン ト を生成する

には、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 スク リ プ ト は、 コ ンポーネン ト の

削除を試みる前に、 その存在をテス ト し ます。

説明用ヘ ッ ダーを含める スク リ プ ト 内の各 Transact-SQL ステー ト メ ン ト の前に説明的なヘ ッ ダー テキス

ト を含めるには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

拡張プロパテ ィ を含める 作成された SQL スク リ プ ト に拡張ス ト ア ド プロシージャ を含めるには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

7.0 互換のと きのみスク リ プ

ト を作成

Microsoft SQL Server 7.0 と互換性を持つスク リ プ ト を生成するには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 次の SQL Server 2000 オプシ ョ ンは無視

されます。

• 列レベル照合

• ユーザー定義関数

• 拡張プロパテ ィ

• テーブルと ビ ューの INSTEAD OF ト リ ガー

• ビ ューのイ ンデ ッ クス ( イ ンデ ッ クス付きビ ュー )

• 計算列のイ ンデッ クス

• ビ ューのリ フ ァ レンス アクセス許可

• 降順イ ンデッ クス
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テーブル スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン

テーブル 11-34 • テーブル スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン

設定 説明

イ ンデ ッ クス スク リ プ ト 任意で選択されたテーブルに存在する イ ンデッ クスを作成する Transact-SQL ス

テー ト メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

フル テキス ト  イ ンデッ クス 

スク リ プ ト

フルテキス ト  イ ンデッ クスを作成する Transact-SQL ステー ト メ ン ト を生成す

るには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つまたは

複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

ト リ ガー スク リ プ ト 任意で選択されたテーブルに存在する ト リ ガーを作成する Transact-SQL ステー

ト メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

CHECK 制約スク リ プ ト 任意で選択されたテーブルに存在する CHECK 制約を作成する Transact-SQL ス

テー ト メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

外部キー スク リ プ ト 任意で選択されたテーブルに存在する外部キーを作成する Transact-SQL ステー

ト メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

主キー スク リ プ ト 任意で選択されたテーブルに存在する主キーを作成する Transact-SQL ステー ト

メ ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。
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[ スク リ プ ト 作成詳細オプシ ョ ン ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

[ スク リ プ ト 作成詳細設定 ] パネルでは、 セキュ リ テ ィ  スク リ プ ト 作成オプシ ョ ンおよびフ ァ イル形式を指定する

こ とができます。

デフ ォル ト  スク リ プ ト 選択されたテーブルに存在するデフ ォル ト を作成する Transact-SQL ステー ト メ

ン ト を生成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は、 [ データベース テーブル ] パネルで 1 つ

または複数のテーブルが選択されている場合のみ有益です。

テーブル 11-34 • テーブル スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン ( 続き )

設定 説明
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セキュ リ テ ィ  スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン

フ ァ イル形式

メ モ • スク リ プ ト の形式およびフ ァ イル形式に関する さ らに詳しい情報は、 SQL-DMO ヘルプ レ フ ァ レンスを参照

し て く ださい。

[ 概要 ] パネル

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。

[ 概要 ] パネルでは、 ウ ィ ザー ドのすべての設定の概要が表示されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をビルド する度にスク リ プ ト  フ ァ イルを再生する場合、 [ ビルド時にスク リ プ ト を再

生する ] オプシ ョ ンをチ ェ ッ ク し ます。

テーブル 11-35 • セキュ リ テ ィ  スク リ プ ト 作成オプシ ョ ン

設定 説明

データベース スク リ プ ト 既存のデータベース スキーマのスク リ プ ト を作成する Transact-SQL ス

テー ト メ ン ト を生成する。

データベース ユーザーとデータ

ベース ロール スク リ プ ト

データベースへのアクセス権があるすべてのユーザーと ロールを作成す

る Transact-SQL ステー ト メ ン ト を生成する。

SQL Server ログイ ン (Windows NT 

と SQL Server ログイ ン ) スク リ プ

ト

現在サーバーへのアクセス権があるすべてのログイ ンを作成する 

Transact-SQL ステー ト メ ン ト を生成する。

オブジ ェ ク ト  レベル権限スク リ プ

ト

[ スク リ プ ト 化するオブジ ェ ク ト ] パネルで選択された各オブジ ェ ク ト に

ついて現在存在するすべての GRANT、 REVOKE、 DENY 権限を作成する 

Transact-SQL ステー ト メ ン ト を生成する。

テーブル 11-36 • フ ァ イル フ ォーマ ッ ト のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Windows テキス ト  (ANSI) デフ ォル ト では、 これが設定されています。 スク リ プ ト に ANSI フ ォーマ ッ ト

を使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

イ ン ターナシ ョ ナル テキス ト  

(Unicode)

国際データベースは、 必要であれば、 Unicode フ ァ イル形式をスク リ プ ト に使

う こ とができます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 SQL スク リ プ ト に Unicode 

BOM エン コーデ ィ ングが使用されます。
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メ モ • [ ビルド時にスク リ プ ト を再生成する ] オプシ ョ ンを選択する と、 ビルド処理に時間がかかり ます。 これは

サーバー接続を設立する必要があ り、 プロジ ェ ク ト を再ビルド する度にデータベースを再びイ ンポー ト し な く て

はならないためです。

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 スク リ プ ト  フ ァ イル (.sql) を生成し ます。 スク リ プ ト が生成された後、 [SQL スク リ プ ト

] ビ ューの [ スク リ プ ト ] タ ブから これを編集する こ とができます。

デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド ...

プロジ ェ ク ト • デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト タ イプで使用する こ とができます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ドは Microsoft の Driver Installation Frameworks for Applications (DIFxApp) を使った 

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールからのデバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール処理を簡素化し ます。 ウ ィ ザー

ドは必要なテーブルと エン ト リ、 カス タム アクシ ョ ン、 機能、 及びコ ンポーネン ト を作成し ます。

Driver Install Frameworks に関する最新の情報ついては、 http://www.microsoft.com/whdc/ の 「Windows Hardware and 

Driver Central」 を参照し て く だ さい。

タ スク デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド を開 く には、 以下の手順のう ちどれかを実行し ます。

• [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を右ク リ ッ ク し てからデバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド を ク リ ッ ク し

ます。 ウ ィ ザー ドが作成し た機能は選択された機能のサブ機能と な り ます。

• [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド を ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ザー ド が作成し た機

能はルー ト 階層の機能と な り ます。

デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ

• デバイス ド ラ イバー パッ ケージ

• デバイス ド ラ イバー フ ァ イル

• デバイス ド ラ イバー情報

• プロジ ェ ク ト 全体のデバイス ド ラ イバーの情報

• 概要

[ よ う こそ ] パネル
 デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ドは、 Microsoft の Driver Install Frameworks for Applications (DIFxApp) を使った 

Windows Installer ベースのイ ンス ト ールからのデバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール処理を簡素化し ます。 ウ ィ ザー

ドは必要なテーブルと エン ト リ、 カス タム アクシ ョ ン、 機能、 及びコ ンポーネン ト を作成し ます。
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ヒ ン ト • [ ツール ] メ ニューの [ オプシ ョ ン ] コマン ド を選択し、 オプシ ョ ン ダイアログ ボ ッ クスの [ ユーザー イ

ン ターフ ェ イス ] タ ブにある IDE ウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネルを表示する オプシ ョ ンを選択解除する こ と で、

[ よ う こそ ] パネルを表示し ないよ う に設定できます。

[ デバイス ド ラ イバー パッ ケージ ] パネル
[ デバイス ド ラ イバー パッ ケージ ] パネルでは、 追加するデバイス ド ラ イバー用のパッ ケージフ ァ イル (.inf フ ァ

イル ) を指定し ます。 パッ ケージの完全修飾フ ァ イル名を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルま

で移動し ます。

メ モ • 指定し たパッ ケージフ ァ イルがセキュ リ テ ィ カ タ ログを指定し ない、 指定し たセキュ リ テ ィ カ タ ログが見つ

からないない､あるいはそのパッ ケージフ ァ イルが署名されたあと で変更されている、 または破損し ている場合、 [

次へ ] を ク リ ッ クする と警告メ ッ セージが表示されます。 詳細は http://www.microsoft.com/whdc/winlogo/drvsign/

drvsign.mspx を参照し て く ださい。

[ デバイス ド ラ イバー フ ァ イル ] パネル
[ デバイス ド ラ イバー フ ァ イル ] パネルは、 ウ ィ ザー ドがデバイス ド ラ イバーに属する と判断し たフ ァ イルを表

示し ます。

[ デバイス ド ラ イバー情報 ] パネル
 [ デバイス ド ラ イバー情報 ] パネルで、 .inf フ ァ イルで指定し たデバイス ド ラ イバー タ イプを表示し て、 オプ

シ ョ ンで次のラ ン タ イム オプシ ョ ンを選択する こ とができます。

既存のデバイス ド ラ イバーを常に上書きする

既存のド ラ イバーを このド ラ イバーで置き換えます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがチ ェ ッ ク されていないで、 デバイ

スのド ラ イバーが既に存在する場合、 ド ラ イバーのイ ンス ト ールは実行されません。

[ デバイスを コ ンピ ューターへ接続 ] ダイアログを非表示にする

ド ラ イバーに対応するデバイスがコ ンピ ューターへ接続されていない場合、 デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール

中に [ デバイスを コ ンピ ューターへ接続 ] ダイアログが表示されないよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。

デバイス ド ラ イバーの [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リ を作成し ない

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 イ ンス ト ールで、 デバイス ド ラ イバーの [ プログラムの追加と削除 ] エン

ト リは作成されません。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 イ ンス ト ールで [ プログラムの追加と削除 ] エ

ン ト リが作成されます。

DIFxApp は Windows Vista 以降のシステム上では、 この機能をサポー ト し ません。
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署名がない ド ラ イバー フ ァ イルと フ ァ イルが足り ない ド ラ イバーを イ ンス ト ールす
る

デフ ォル ト では、 DIFxApp は、 署名されていない ド ラ イバー パッ ケージや、 フ ァ イルが足り ない ド ラ イバー パッ

ケージを イ ンス ト ールする こ とができません。 このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド するには、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 最終版の署名済みバージ ョ ンを出荷する前に完全

なテス ト を手軽に行う こ とができます。

アン イ ンス ト ール時に ド ラ イバーに関連付けられているバイナ リ フ ァ イルを削除す
る

デフ ォル ト で、 DIFxApp は、 ド ラ イバー パッ ケージをアン イ ンス ト ールする と き、 ド ラ イバーを イ ンス ト ールし

たと きにシステムにコ ピーされたバイナ リ フ ァ イルを削除し ません。 このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド す

るには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 DIFxApp は、 バイナ リ フ ァ イルがド ラ イバー ス ト ア内の対応するバイナ リ 

フ ァ イルと同一の場合のみ、 そのバイナ リ フ ァ イルをシステムから削除し ます。

注意 • ド ラ イバーのバイナ リ フ ァ イルが他のド ラ イバー パッ ケージまたはアプ リ ケーシ ョ ンに必要ではないこ と

を確認できる と きのみ、 [ アン イ ンス ト ール時に ド ラ イバーに関連付けられているバイナ リ フ ァ イルを削除する ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て く ださい。

デバイス ド ラ イバー タ イプ

[ デバイス ド ラ イバー情報 ] パネルは、 次の要領で決定されるデバイス ド ラ イバーの種類を表示し ます :

• パッ ケージフ ァ イル (.inf フ ァ イル ) の [Version] セクシ ョ ンに次のテーブルの値のどれかを含む 

DriverPackageType エン ト リがある場合、 対応する ド ラ イバータ イプが表示されます。

• それ以外の場合、 表示されるデバイス ド ラ イバー の種類は Plug and Play ド ラ イバーです。

テーブル 11-37 • ド ラ イバー パッ ケージ タ イプの値と対応する ド ラ イバー タ イプ

DriverPackageType 値 対応する ド ラ イバー タ イプ

ClassFilter ク ラスフ ィ ルター ド ラ イバー

FileSystem フ ァ イルシステム ド ラ イバー

FileSystemFilter フ ァ イルシステム フ ィ ルター ド ラ イバー

KernelModule エクスポー ト  ド ラ イバー

KernelService カーネルサービス ド ラ イバー

Network ネ ッ ト ワーク ド ラ イバー

PlugAndPlay プ ラグアン ド プレ イ ド ラ イバー
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InstallShield は Microsoft Windows Driver Install Framework (DIFx) を使って ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ます。 デバイ

ス ド ラ イバーがイ ンス ト ールされた時、 DIF ｘ  はそれを [ デバイス ド ラ イバー情報 ] パネルで表示された タ イプの

デバイス ド ラ イバーと し て取り扱います。

デバイス ド ラ イバーのタ イプを変更するには、 パッ ケージ フ ァ イル [ バージ ョ ン ] セクシ ョ ンにある 

DriverPackageType エン ト リの値を、 前のテーブルから適切な値に変更し てからパッ ケージフ ァ イルを再署名し ま

す。 ( パッ ケージフ ァ イルの署名についての詳細は、 http://www.microsoft.com/whdc/winlogo/drvsign/drvsign.mspx 

を参照し て く ださい。 )

プロジ ェ ク ト 全体の [ デバイス ド ラ イバー情報 ] パネル
[ デバイス ド ラ イバーの情報 ] パネルで構成する設定は、 このプロジ ェ ク ト のすべてのデバイス ド ラ イバーに適

用されます。 設定は、 以下のとお り です。

ローカ ラ イズ済みラ ン タ イム ダイアログをすべて含める

これをチ ェ ッ ク ボ ッ クスを設定する と、 イ ンス ト ールは以下の言語のダイアログおよびテキス ト を含むカス タム 

アクシ ョ ン ラ ン タ イム .dll を使用し ます。

• アラ ビア語 ( サウジアラ ビア )

• 中国語 ( 中国 )

• 中国語 ( 台湾 )

• チ ェ コ語 ( チ ェ コ )

• デンマーク語 ( デンマーク )

• オラ ンダ語 ( オラ ンダ )

• 英語 (U.S.)

• フ ィ ン ラ ン ド語 ( フ ィ ン ラ ン ド )

• フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス )

• ド イ ツ語 ( ド イ ツ )

• ギリ シャ語 ( ギリ シャ )

• ヘブラ イ語 ( イスラエル )

• ハンガ リー語 ( ハンガ リー )

• イ タ リ ア語 ( イ タ リ ア )

• 日本語 ( 日本 )

• 韓国語 ( 韓国 )

• ノルウ ェー語 ( ブーク モール ) ( ノルウ ェー )

• ポーラ ン ド語 ( ポーラ ン ド )

• ポル ト ガル語 ( ブラジル )

• ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル )

• ロシア語 ( ロシア )
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• スペイ ン語 - モダン ソー ト  ( スペイ ン )

• スウ ェーデン語 ( スウ ェーデン )

• ト ルコ語 ( ト ルコ )

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 イ ンス ト ールは英語のラ ン タ イム ダイアログのみを使用し ます。 英語の

ラ ン タ イム .dll フ ァ イルはローカ ラ イズされた .dll フ ァ イルよ り も小さいため、 容量的に問題がある場合や追加の

言語ラ ン タ イム ダイアログが不要な場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

デバイス ド ラ イバー マシン アーキテ クチャ

このエ リ アには、 い く つかのオプシ ョ ンがあ り ます。 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

• デバイス ド ラ イバーは 32 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト する

• デバイス ド ラ イバーは Itanium 64  ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト する

• デバイス ド ラ イバーは AMD 64 ビ ッ ト マシンを ターゲッ ト にする

[ 概要 ] パネル
[ 概要 ] パネルにはウ ィ ザー ド で指定し たオプシ ョ ンが表示されます。 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ザー ド

を完成し ます。

ダイアログ ウ ィ ザー ド
InstallShield は、 ウ ィ ザー ドパネルに従って新しいダイアログを イ ンス ト ールに追加し構成できるダイアログ ウ ィ

ザー ド を提供し ています。

タ スク ダイアログウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ダイアログ ] ビ ューを開きます。 

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ すべてのダイアログ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいダイアログ ] を

ク リ ッ ク し ます。 ダイアログウ ィ ザー ドが起動し ます。 

3. ウ ィ ザー ドパネルに従います。 

ダイアログ ウ ィ ザー ド には、 次の関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• ダイアログ テンプレー ト  

• ユーザーイ ン ターフ ェ イスシーケンス : 

• ダイアログの位置と条件 

[ よ う こそ ] パネル
[ よ う こそ ] パネルはダイアログ ウ ィ ザー ドの初期パネルで、 このウ ィ ザー ドの機能についての簡単な説明を表示

し ます。 ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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[ ダイアログ テンプレー ト ] パネル
[ ダイアログ テンプレー ト ] パネルを使って、 デフ ォル ト  テンプレー ト を選択するか、 新しいダイアログの基礎

と なる既存のダイアログを選択し ます。

パネルのオプシ ョ ン

ダイアログ リ ス ト

[ ダイアログ テンプレー ト ] パネル内のボ ッ クスには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] 

タ ブにある [ ダイアログの場所 ] ボ ッ クスで指定し たデ ィ レ ク ト リ にあるダイアログが一覧表示されます。 リ ポジ

ト リ に格納されているダイアログも含まれます。 さ らに、 い く つかのデフ ォル ト の ダイアログ テンプレー ト も一

覧と なっています。

テーブル 11-38 • ダイアログ テンプレー ト のオプシ ョ ン

ダイアログ テンプレー ト 説明

ブ ラ ン ク ダイアログ ダイアログコ ン ト ロールを含まない空白のダイアログを作成し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallShield MSI プロジ ェ ク ト では、 このダイ

アログ テンプレー ト には、 コ ン ト ロール ID 値 2 を持つ非表示コ ン ト ロールが

含まれていません。 NewScriptBasedDialog および NewSkinnableDialog テンプレー

ト には、 このコ ン ト ロールが含まれています。 エン ド ユーザーが InstallScript 

ダイアログの右上にある閉じ るボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールをキャ ンセ

ルできるよ う にするには、 カス タム ダイアログにコ ン ト ロール ID プロパテ ィ

がこの値に設定されているボタ ン コ ン ト ロールを含まな く てはな り ません。 詳

細については、 「InstallScript を使用し てカス タム ダイアログを実装する」 を参

照し て く ださい。

外部ウ ィ ザー ドパネル

プロジ ェ ク ト • このダイアログ テンプレー ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使

用できます。

[ よ う こそ ] ダイアログのフ ォーマ ッ ト に似た、 ダイアログの左側に大きなビ ッ

ト マ ッ プを持つダイアログを作成し ます。

内部ウ ィ ザー ドパネル

プロジ ェ ク ト • このダイアログ テンプレー ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使

用できます。

ダイアログの上部に小さ なビ ッ ト マ ッ プを持つダイアログを作成し ます。
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レポジ ト リのダイアログを表示する

レポジ ト リ に格納されているダイアログを表示するには、 [ レポジ ト リのダイアログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。

参照

一覧に含まれていないダイアログ フ ァ イル (.isd) を選択するには、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ログオン情報パネル、 および

関連する子ダイアログ

プロジ ェ ク ト • このダイアログ テンプレー ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使

用できます。

基本の MSI、 InstallScript、 または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト への [ ログイ ン

情報 ] ダイアログの追加に関する情報は、 「既存のユーザー アカウン ト を作成ま

たは設定する機能を追加する」 を参照し て く ださい。

エン ド ユーザーが別のユーザーには制限されている リ ソースへアクセスするた

めに、 既存するユーザー アカウン ト を作成および参照する こ と を可能にする一

連のダイアログを作成し ます。

NewScriptBasedDialog

プロジ ェ ク ト • このダイアログは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

内部ダイアログに含まれているのと同じ コ ン ト ロールを含む、 スク リ プ ト ベー

スの新しいダイアログを作成し ます。 このダイアログは [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 [

キャ ンセル ]、 [ タ イ ト ル ]、 および [ サブ タ イ ト ル ] といった基本のコ ン ト ロー

ルを含みます。

NewSkinnableDialog

プロジ ェ ク ト • このダイアログは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

内部ダイアログに含まれているのと同じ コ ン ト ロールのい く つかを含む、 スク

リ プ ト ベースのスキン対応ダイアログを作成し ます。 このダイアログは [ 戻る

]、 [ 次へ ]、 [ キャ ンセル ] といった基本のコ ン ト ロールを含みます。 ダイアロ

グ スキンを利用する予定であれば、 このオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

注意 • このダイアログにコ ン ト ロールを追加する場合、 コ ン ト ロール ID を 52 

に設定し ないで く ださい。 この値に設定される と、 ダイアログ スキンが使えな

く な り ます。

テーブル 11-38 • ダイアログ テンプレー ト のオプシ ョ ン ( 続き )

ダイアログ テンプレー ト 説明
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このダイアログをシーケンスに挿入する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 新しいダイアログが [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスへ自動的に

挿入されます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは基本の MSI プロジ ェ ク ト の内部および外部ダイアログでのみ利用可能で

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallScript を利用し て、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス内でのダイアログの

外観をスケジュールし、 ダイアログのコ ン ト ロールを処理し な く てはな り ません。

メ モ • 基本の MSI プロジ ェ ク ト でこのオプシ ョ ンが選択されていない場合、 ウ ィ ザー ドの処理が終了し、 新しい

ダイアログがプロジ ェ ク ト へ追加されます。 イ ンス ト ール中に表示するためには、 シーケンスへ手動でダイアロ

グを追加する必要があ り ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト

外部、 内部、 またはログイ ン ダイアログを選択し た場合、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次のパネルへ移動し ます。 空白

ダイアログ、 レポジ ト リ にあるダイアログ、 または別の場所にあるダイアログを選択し た場合、 [ 完了 ] を ク リ ッ

ク し てプロジ ェ ク ト にダイアログを追加し ます。

メ モ • これを イ ンス ト ール中に表示するためには、 シーケンス内へ手動で [ ブ ラ ン ク ] ダイアログの挿入を行な う

必要があ り ます。

InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 新ら しいダイアログを追加し ます。 新しいダイアログをユーザー イ ン ターフ ェ イスで表

示する為には、 これをスク リ プ ト へ追加し、 InstallScript を利用し てダイアログコ ン ト ロールを処理し ます。 必要

に応じ てダイアログ コ ン ト ロールの編集が可能です。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンス ] パネル
[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] パネルでは、 新しいダイアログの挿入先と なる [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シー

ケンスを選択し ます。 選択し たシーケンス内に現在挿入されているダイアログを表示する、 またはある既存のダ

イアログのあとに新しいダイアログを挿入する こ と もできます。
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パネルのオプシ ョ ン

[ ダイアログの位置と条件 ] パネル
[ ダイアログの位置と条件 ] パネルを使って、 シーケンス内のど こでダイアログを表示するかを示し ます。 このパ

ネルでは、 ダイアログに配置する任意の条件を指定する こ と もできます。

パネルのオプシ ョ ン

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を終了し ます。 InstallShield は、 新しいダイアログをプロジ ェ ク ト に追加し、 指

定のシーケンスにそれを挿入し ます。 

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用する こ とができます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Microsoft DirectX 9c 再配布可能フ ァ イ

ルを含み、 い く つかのオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

メ モ • DirectX オブジ ェ ク ト に含める フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-39 • [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンス ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ユーザーイ ン ターフ ェ イス シーケ

ンス

メ ニューから新しいダイアログを挿入する先と なるシーケンスを選択し ま

す。

このシーケンスに含まれるシーケ

ンス

選択し たシーケンスに含まれるダイアログを表示し ます。 シーケンス内

で、 新しいダイアログの直前に表示するダイアログを選択し ます。

テーブル 11-40 • [ ダイアログの位置と条件 ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ダイアログの位置 このペイ ンには、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンス ] パネル で選択

し たシーケンス内の新しいダイアログの位置が表示されます。 シーケンス

内で新しいダイアログを移動させるには、 そのダイアログを選択し てから 

[ 上へ移動 ]、 または [ 下へ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。

条件 このフ ィ ールド内に新しいダイアログの条件を設定し ます。 [ ビルド ] を

ク リ ッ ク し て、 [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。
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DirectX 9c の ManagedDX コ ンポーネン ト  ( オプシ ョ ン ) は、 .NET Framework 1.1 以降がシステムに イ ンス ト ールさ

れている必要があ り ます。

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド には、 次の関連するウ ィ ザー ドパネルがあ り ます。

• よ う こそ

• オブジ ェ ク ト の設定

• 概要

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用する こ とができます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Microsoft DirectX 9c 再配布可能フ ァ イ

ルを含み、 い く つかのオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

メ モ • DirectX オブジ ェ ク ト に含める フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める」 を参照し て く だ さ

い。

DirectX 9c の ManagedDX コ ンポーネン ト  ( オプシ ョ ン ) は、 .NET Framework 1.1 以降がシステムに イ ンス ト ールさ

れている必要があ り ます。

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。

[ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用する こ とができます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
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[ オブジ ェ ク ト 設定 ] パネルでは、 次のオプシ ョ ンを設定する こ とができます :

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用する こ とができます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ 概要 ] パネルでは、 [ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネル で構成し たオプシ ョ ンを確認する こ とができます。 設定を使

用し て、 プロジ ェ ク ト に DirectX 9 再配布可能フ ァ イルを追加するには [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く ださい。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルの実行中にシステムを監視する使い易いツールです。

ウ ィ ザー ド では実行可能フ ァ イルが必要とする可能性のある .dll および .ocx フ ァ イルのリ ス ト が表示され、 それ

ぞれをプロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定できます。 ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト に既に含まれている実

行可能フ ァ イルをスキャ ンするか、 スキャ ン処理を開始する前にウ ィ ザー ドの [ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネル

を使ってスキャ ンする新しい実行可能フ ァ イルを選択し てプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

テーブル 11-41 • [ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

DirectX フ ァ イルを Disk1 フ ォ

ルダー内のフ ォルダーに配置

する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ビルド時に作成中のイ ンス ト ールに対

し て DirectX フ ォルダーが作成され、 リ リースの Disk1 フ ォルダーに配置され

ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 DirectX 再配布可能フ ァ イルが .msi 

フ ァ イルにス ト リームされます。 単一実行可能イ ンス ト ールを作成し ている

場合、 フ ァ イルが .msi フ ァ イルに含められるよ う にこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

ク リ アにし ます。

オブジ ェ ク ト に含める DirectX フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク

ト を含める」 を参照し て く だ さい。

DirectX 9 のイ ンス ト ールを開

始する前に Microsoft DirectX 

EULA を表示する

デフ ォル ト では、 Microsoft DirectX EULA が DirectX 9 のイ ンス ト ールが始まる

前にエン ド ユーザーに対し て表示されます。 EULA が表示されないよ う にす

るには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。
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タ スク ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ 依存関係スキャナー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイナ ミ ッ ク スキャ ンの実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• フ ァ イルのフ ィ ルター 

• 実行プログラムの指定 

• アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 

• アプ リ ケーシ ョ ンの起動 

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行中 

• フ ァ イルの選択 

• スキャ ン結果 

• ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの依存フ ァ イルを簡単にプロジ ェ ク ト に追加でき

ます。 スキャナーを使用する前に、 対象の実行可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する こ と をお勧めし ます。

ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ールに追加する必要のないフ ァ イルを依存関係と し て リ ス ト する

場合があ り ます。 例えば、 ターゲッ ト  マシン上に既存する一般的なシステムフ ァ イルは通常、 再イ ンス ト ールす

る必要があ り ません。 スキャナーを実行し た時にこれらのフ ァ イルがプロジ ェ ク ト に追加される こ と を回避する

には、 [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネルで [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

スキャ ンから除外する フ ァ イル リ ス ト を カス タ マイズする方法については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを

フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

[ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネルでは、 プロジ ェ ク ト に既に含まれている実行可能フ ァ イル、 またはまだ追加さ

れていない実行可能フ ァ イルをスキャ ンするかど うかを選択し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-42 • [ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネルの設定

設定 説明

マイプロジ ェ ク ト から実行可能

フ ァ イルを選択する ( 推奨 )

スキャ ンする実行可能フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に既に追加されている場

合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

新しい実行可能フ ァ イルを選択す

る

スキャ ンする実行可能フ ァ イルが現在プロジ ェ ク ト に含まれていない場

合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネルでは、 スキャ ンする特定の実行可能フ ァ イル (.exe) を選択し ます。 さ

らに、 フ ァ イルや作業フ ォルダーのコマン ド ラ イ ンパラ メ ーターを指定する こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンの起動

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド によるアプ リ ケーシ ョ ンのスキャ ンを実行する前に、 該当するアプ リ ケーシ ョ

ンの起動が必要です。 ウ ィ ザー ド によるアプ リ ケーシ ョ ンの起動後、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ニュー項目や機能が

使用可能になっているか、 できるだけ多 く を試し てみて く だ さい。 これは、 依存関係フ ァ イルの場所を見つけて

プロジ ェ ク ト に追加するのに役立ちます。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、 依存関係のスキャ ンを開始し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ンが実行中です ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-43 • [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネルの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン スキャ ンする実行可能フ ァ イルを指定し ます。 プロジ ェ ク ト に既に含まれてい

る フ ァ イルをスキャ ンする場合は、 プロジ ェ ク ト に既存する実行可能フ ァ イル

のリ ス ト から選択し ます。 まだプロジ ェ ク ト の一部になっていないフ ァ イルを

スキャ ンする場合は、 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し てフ ァ イルへ移動し ます。

コマン ド  ラ イ ン 実行可能フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 これらの

パラ メ ーターはスキャ ン処理中のみ使用され、 ウ ィ ザー ドの終了後は使用され

ません。

作業用フ ォルダー このアプ リ ケーシ ョ ンに対する作業フ ォルダーへのパスを入力するか、 [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し てデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 デフ ォル ト では、 デ ィ レ ク

ト リは、 スキャ ンするアプ リ ケーシ ョ ンが格納されている フ ォルダーと同じ

フ ォルダーに設定されています。
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[ アプ リ ケーシ ョ ンが実行中です ] パネルはアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている間、 表示されます。 アプ リ ケーシ ョ

ンを終了し てから、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッする と、 スキャ ン結果が表示されます。 スキャ ン結果を確認し なけれ

ば、 フ ァ イルは追加されません。

[ フ ァ イル選択 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ フ ァ イルの選択 ] パネルには、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュー

ルのリ ス ト が表示されます。 このパネルを使って、 イ ンス ト ールに含める フ ァ イルおよびマージ モジュールを選

択できます。 詳細については、 「依存関係スキャナー結果の確認」 を参照し て く だ さい。

[ スキャ ン結果 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ スキャ ン結果 ]  パネルには、 ウ ィ ザー ドが識別し た依存関係の中から プロジ ェ ク ト に追加する こ とが選択された

フ ァ イルが表示されます。

これらの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加するには、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 依存関係を追加し ないで

ウ ィ ザー ド を終了するには、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再び依存関係の可能性がある フ ァ イルのリ

ス ト を表示し て、 それら を追加または削除するには、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-44 • [ フ ァ イル選択 ] パネルの設定

設定 説明

File 該当するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イ

ルおよびマージ モジュールを指定し ます。

すべて選択解除 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに

対応する各チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業で選択できます。

すべて選択 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対

応する各チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業でク リ アできます。
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[ ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド完了 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドが [ ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネルを表示する段階で、

ウ ィ ザー ドは実行可能フ ァ イルの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加済みです。 まだプロジ ェ ク ト に含まれていない

実行可能フ ァ イルのスキャ ンを選択し た場合、 その .exe フ ァ イルも追加されます。

[ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ド を閉じ て InstallShield に戻り ます。

コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド では、 特定のフ ァ イルの種類 (.ism、 .msi、 .msm) から既存のプロジ ェ ク

ト または新しいプロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト を簡単にエクスポー ト する こ とができます。 このウ ィ ザー ドは、

コ ンポーネン ト をマージ モジュールにエクスポー ト する際によ く 使用されます。

メ モ • コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド では、 .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルから .ism フ ァ イルへコ

ンポーネン ト をエクスポー ト する こ とはできません。 また、 .ism フ ァ イルから .msi フ ァ イルや .msm フ ァ イルにエ

クスポー ト する こ と もできません。

コ ンポーネン ト を他のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト する場合、 このコ ンポーネン ト のコ ピーが、 フ ァ イル、

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 詳細設定など、 すべてのコ ンポーネン ト のデータ と共に、 指定し たプロ

ジ ェ ク ト フ ァ イルに追加されます。

タ スク コ ンポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみ ) または [

コ ンポーネン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。
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• 特定のコ ンポーネン ト をエクスポー ト するには、 エクスポー ト する コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、 [

コ ンポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

• 複数のコ ンポーネン ト をエクスポー ト するには、 このビ ューのメ イ ン ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ コ ン

ポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから コ ンポーネン ト のエクスポー ト ウ ィ ザー ド を起動する こ と もできます。

コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• コ ンポーネン ト の選択 

• ターゲッ ト  フ ァ イルの情報を選択 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ドはフ ァ イルの種類 (ism、 msi、 msm) から既存のプロジ ェ ク ト または新

しいプロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト をエクスポー ト する処理を簡単にし ます。 このウ ィ ザー ドは、 コ ンポーネン

ト をマージ モジュールにエクスポー ト する際によ く 使用されます。

メ モ • コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド では、 .msi フ ァ イルまたは .msm フ ァ イルから .ism フ ァ イルへコ

ンポーネン ト をエクスポー ト する こ とはできません。 また、 .ism フ ァ イルから .msi フ ァ イルや .msm フ ァ イルにエ

クスポー ト する こ と もできません。

[ コ ンポーネン ト の選択 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト の選択 ] パネルでは、 開いているプロジ ェ ク ト 内にあるすべてのコ ンポーネン ト が表示されま

す。 エクスポー ト する コ ンポーネン ト を選択し ます。 このパネルのコ ンポーネン ト リ ス ト を機能またはコ ンポー

ネン ト のイ ンス ト ール先別にフ ィ ルタ リ ングできます。

特定のコ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 [ コ ンポーネン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し てコ ンポーネ

ン ト のエクスポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し た場合、 [ コ ンポーネン ト の選択 ] パネルはスキッ プ されます。

メ モ • マージ モジュールからエクスポー ト する場合、 マージ モジュールには機能がないため、 機能のフ ィ ルター

は利用できません。

[ ターゲ ッ ト  フ ァ イルの選択 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ターゲッ ト  フ ァ イルの選択 ] パネルでは、 コ ンポーネン ト を既存または新規プロジ ェ ク ト にエクスポー ト するか

ど うかを指定できます。 いずれの場合も フ ァ イルの場所は参照し て く だ さい。

メ モ • ウ ィ ザー ド で、 コ ンポーネン ト が対象のプロジ ェ ク ト にエクスポー ト されている時、 競合の存在が確認され

ます。 対象のプロジ ェ ク ト が既に異なる設定で同じ名前のコ ンポーネン ト を持つ場合は、 [ 競合の解決 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが表示され、 競合を解決するオプシ ョ ンを選択できます。

また、 マージ モジュールプロジ ェ ク ト と し てエクスポー ト するオプシ ョ ン もあ り ます。 コ ンポーネン ト を この特

定のプロジ ェ ク ト の種類に抽出するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

[ ターゲ ッ ト  フ ァ イル情報 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ターゲッ ト  フ ァ イル ] パネルでは、 プロジ ェ ク ト 名、 バージ ョ ン、 言語など、 新しいプロジ ェ ク ト の情報を指定

し ます。 現在のプロジ ェ ク ト 内にあるエクスポー ト 済みコ ンポーネン ト を生成されたマージモジュールで置換す

るかど うかを指定し ます。 コ ンポーネン ト をエクスポー ト されたマージ モジュールで置き換える と、 現在開いて

いるプロジ ェ ク ト から コ ンポーネン ト が削除されます。

[ 概要 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

概要パネルにはエクスポー ト 処理の結果が表示されます。 また概要には、 エクスポー ト の結果生じ たエラーも表

示されます。 処理を完成するには [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ 概要 ] パネルに到達し た後、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て前のパネルに戻る こ とはできません。

関数ウ ィ ザー ド
関数ウ ィ ザー ドは、 スク リ プ ト に関数呼び出し を追加するプロセスを自動化し ます。 2 つの簡単なウ ィ ザー ドパネ

ルを完了するだけで、 関数呼びだ しがスク リ プ ト のキャ レ ッ ト の場所に挿入されます。

関数ウ ィ ザー ドの起動

タ スク 関数ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順に従います :

• スク リ プ ト  エデ ィ ターで Ctrl + I を押し ます。

• ツールバーの [InstallScript 関数の挿入 ] ボタ ン ( ) を ク リ ッ ク し ます。

• [ 編集 ] メ ニューで、 [ 挿入 ] をポイ ン ト し て [InstallScript の関数 ] を選択し ます。
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[ 関数名 ] パネル
アクテ ィ ブなスク リ プ ト  エデ ィ ター ウ ィ ン ド ウに貼り付ける InstallScript 関数を選択できます。

関数ウ ィ ザー ド では、 すべての関数のアルフ ァベ ッ ト 順リ ス ト か、 特定の関数カテゴ リのリ ス ト から関数を選ぶ

こ とができます。 ハイ ラ イ ト し た各関数の説明を表示する こ とができます。 ハイ ラ イ ト された関数についての完

全な説明を見るには、 [ ヘルプ ] ボタ ンを押し て く だ さい。 

パネルのオプシ ョ ン

関数カテゴ リ ( リ ス ト ボ ッ ク ス )

関数カテゴ リ を選択し ます。 選択し たカテゴ リ に所属する InstallScript 関数が [ 関数名 ] リ ス ト ボ ッ クスに表示さ

れます。 使用可能なすべての InstallScript 関数を表示する場合、 [ すべて ] を選択し ます。

関数名 ( リ ス ト ボ ッ ク ス )

関数名を選択する と、 関数パラ メ ーターと その関数の簡単な説明が、 このパネルの下部に表示されます。

[ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 関数ウ ィ ザー ドの  [ 関数パラ メ ーター ] パネル が表示されます。

[ 関数のパラ メ ーター ] パネル
[ 関数名 ] パネル で選択された関数の名前と その関数のパラ メ ーターを表示し ます。 各パラ メ ーターの横には、 変

数名または値を入力できる編集ボ ッ クスか、 パラ メ ーター値を選択できる ド ロ ッ プダウン メ ニューがあり ます。

タ スク 関数パラ メ ーターを指定し て関数をスク リ プ ト に挿入するには、 次の操作を実行し ます。

1. 各関数の引数を入力し ます。 編集フ ィ ールド にカーソルを合わせる と、 パネルの下にパラ メ ーターの説明が

表示されます。 パラ メ ーターに対し て定義済みのオプシ ョ ンが使用できる場合は、 編集フ ィ ールド に ド ロ ッ

プダウン メ ニューが表示されます。 オプシ ョ ンが排他的でない場合も、 ド ロ ッ プダウン メ ニューからは 1 つ

しかオプシ ョ ンを選択できないこ とに注意し て く だ さい。

メ モ • 編集フ ィ ールド には文字列 ( または文字列識別子 ) を入力する こ とができますが、 パラ メ ーターの目的

には特別に注意を払って く だ さい。 変数名の InstallScript  ハンガ リー表記 は 1 つの手がかり にな り ます。

すべての関数呼び出し で使う変数名をすべて宣言する必要があり ます。 関数ウ ィ ザー ドはこれを行いません。

2. [ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト に呼び出す関数が挿入されます。 さ らにサポー ト が必要

な場合は、 関数名にカーソルを置いて F1 キーを押し て く だ さい。

DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を利用し て、 静的に基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する DIM を判別できま

す。 ウ ィ ザー ド を完了し たら、 DIM のプロジ ェ ク ト  データが開いている基本の MSI プロジ ェ ク ト に統合されま

す。

DIM の静的なイ ンポー ト は、 デザイ ン時のタ スクですので注意し て く ださい。 DIM をプロジ ェ ク ト に静的にイ ン

ポー ト し た場合、 そのデータは、 イ ンポー ト された時に基本の MSI プロジ ェ ク ト の一部にな り ます。 DIM プロ

ジ ェ ク ト を後で更新し た場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に、 その変更は反映されません。 基本の MSI プロジ ェ ク

ト から静的にイ ンポー ト された DIM を削除するには、 DIM からのフ ァ イル、 コ ンポーネン ト 、 およびその他の要

素を個々に判別し て、 それら を基本の MSI プロジ ェ ク ト から手動で削除する必要があ り ます。

タ スク DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順に従います。

1. [ 編成 ] のビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] エクスプローラーで、 DIM を含める機能を右ク リ ッ ク し て、 [DIM のイ ンポー ト  

ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド では、 次のパネルが表示されます :

• よ う こそ 

• ソース フ ァ イルの選択 

• イ ンポー ト  

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DIM のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を利用し て、 静的に基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する DIM を判別できま

す。 ウ ィ ザー ド を完了し たら、 DIM のプロジ ェ ク ト  データが開いている基本の MSI プロジ ェ ク ト に統合されま

す。

[ ソース フ ァ イルの選択 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ ソース フ ァ イルの選択 ] パネルで、 静的に基本の MSI プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する DIM のパス と フ ァ イル名

を指定できます。 パス と フ ァ イル名を手動で入力せずにフ ァ イルへ移動するには、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

DIM を静的にイ ンポー ト する前に、 基本の MSI プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) をバッ ク ア ッ プする場合、 バッ ク

ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルのパス と フ ァ イル名を指定し ます。 パス と フ ァ イル名を指定し たら、 このパネルの 

[ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た時に、 バッ クア ッ プ フ ァ イルが保存されます。
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[ イ ンポー ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ イ ンポー ト ] パネルでは、 イ ンポー ト する DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの場所と名前が表示されます。 DIM を静

的にイ ンポー ト する前に、 基本の MSI プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) のバッ クア ッ プが作成されるよ う に指定し た

場合、 その場所と名前も表示されます。

イ ンポー ト  プロセスを完了するには、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド
InstallShield では、 他のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト や InstallShield 以外で作成し た既存のレジス ト リ (.reg) フ ァ イル

を イ ンポー ト できます。

タ スク [REG フ ァ イルのイ ンポー ト ] ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順に従います。

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. Windows Installer プロジ ェ ク ト のみ : [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 イ ンポー ト する .reg フ ァ イルを含める

コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータ ] が選択されている場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューは読取り専用にな り

ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト のみ : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 イ ン

ポー ト する .reg フ ァ イルを含めるレジス ト リ セ ッ ト を開きます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 レジス ト リデータ を追加するレジス ト リ

キーを右ク リ ッ ク し てから、 [REG フ ァ イルのイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [Reg フ ァ イルのイ ンポー ト ] 

ウ ィ ザー ドが開きます。 

コ ンポーネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト に .reg フ ァ イルを イ ンポー ト する と、 そのレジス ト リ データがコ ンポー

ネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト のレジス ト リ データに追加され、 コ ンポーネン ト またはレジス ト リ セ ッ ト がエ

ン ド ユーザーのシステムにイ ンス ト ールされている場合に、 そのシステムに書き込まれます。

[REG フ ァ イルのイ ンポー ト ] ウ ィ ザー ドは、 次のパネルで構成されます。

• よ う こそ

• レジス ト リ フ ァ イルのイ ンポー ト

• 競合オプシ ョ ンのイ ンポー ト

• 進行状況
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[ よ う こそ ] パネル
REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を利用し て、 既存のレジス ト リデータ (.reg) を InstallShield プロジ ェ ク ト に

イ ンポー ト する こ とができます。 このレジス ト リデータは、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト 中にターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に追加されます。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次のウ ィ ザー ド パネルへ進み、 REG フ ァ イルのイ ンポー ト を開始し ます。

メ モ • REG データ を イ ンポー ト する前に、 このデータの追加先と し て正しい機能が選択されているか確認し て く

ださい。 機能を指定するには、 ウ ィ ザー ド をキャ ンセルし て、 [ レジス ト リ ] ビ ューの [ 機能 ] リ ス ト から該当す

る機能を選択し ます。

[ レジス ト リ フ ァ イルのイ ンポー ト ] パネル
このパネルでは、 イ ンポー ト する REG フ ァ イルを指定できます。

パネルのオプシ ョ ン

レジス ト リ フ ァ イル

イ ンポー ト する REG フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルに移動し ます。

[ 競合オプシ ョ ンのイ ンポー ト ] パネル
イ ンポー ト し ている REG フ ァ イル内に格納されている情報と競合する可能性のあるレジス ト リデータが、 すでに

セ ッ ト ア ッ プに含まれている こ とがあるので、 このよ う な競合をどのよ う に処理するかを選択できます。

パネルのオプシ ョ ン

レジス ト リ データ を上書きする

イ ンポー ト し ている REG フ ァ イル内のデータ で、 すでにセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト にある競合データ を上書きす

る場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

レジス ト リ データ を上書き し ない

イ ンポー ト 中に競合が発生し た場合、 すでにセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト にあるデータ を保守する場合、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。 競合し ないレジス ト リデータがすべてイ ンポー ト されます。

すべてのレジス ト リ競合を フ ァ イルにログ記録する

ウ ィ ザー ド で見つかったすべてのレジス ト リ競合の記録を保管する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 フ ィ ー

ルド にパス と フ ォルダー名を入力するか、 フ ォルダーボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照する こ とができます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2131



第 11 章 リ フ ァ レンス

ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス
[ イ ンポー ト 進行状況 ] パネル
このパネルには、 REG フ ァ イルのイ ンポー ト の進行状況が表示されます。 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し てイ ンポー

ト を中止するか、 ウ ィ ザー ド によ り REG フ ァ イルのイ ンポー ト が終了するまで待ち、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し IDE 

に戻り ます。

XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド
XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド で、 XML フ ァ イルのリ フ ァ レンスを [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューに追加できま

す。 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 実行時に XML フ ァ イルに加える変更を構成する こ とができます。

重要 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 XML フ ァ イルにあるすべてのノ ー ド について ノ ー ド を表示するよ う には

デザイ ン されていません。 パフ ォーマンス速度を向上させるために、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ベース

の XML フ ァ イルとは異なる設定のみが表示されます。

• 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部である場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューには、 XML フ ァ イル

が実行時にイ ンス ト ールされた後に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド、 またはノ ー ド セ ッ ト のみが表示

されます。

• 変更する XML フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルの場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー

には、 実行時に追加、 変更、 または削除される ノ ー ドのみが表示されます。

し たがって、 XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使用する と き、 実行時に変更する XML フ ァ イル内のノ ー ドの

みを イ ンポー ト し ます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 新しい要素が XML フ ァ イルに表示される と きの順番を指定する こ とはできま

せんので注意し て く だ さい。 従って、 要素が特定の順番で表示されている必要がある製品の場合、 実行時に変更

する ノ ー ドのみを イ ンポー ト する と、 潜在的な問題を回避する こ とができます。

ウ ィ ザー ド には、 以下のパネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• XML フ ァ イル 

• XML 要素 

• XML イ ンポー ト 処理状況 

• XML イ ンポー ト 結果 

[ よ う こそ ] パネル
XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド で、 XML フ ァ イルのリ フ ァ レンスを [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューに追加できま

す。 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 実行時に XML フ ァ イルに加える変更を構成する こ とができます。

[XML 設定のイ ンポー ト ] ウ ィ ザー ド では、 最初に [ よ う こそ ] パネルが表示されます。

重要 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 XML フ ァ イルにあるすべてのノ ー ド について ノ ー ド を表示するよ う には

デザイ ン されていません。 パフ ォーマンス速度を向上させるために、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ベース

の XML フ ァ イルとは異なる設定のみが表示されます。
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• 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部である場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューには、 XML フ ァ イル

が実行時にイ ンス ト ールされた後に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド、 またはノ ー ド セ ッ ト のみが表示

されます。

• 変更する XML フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルの場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー

には、 実行時に追加、 変更、 または削除される ノ ー ドのみが表示されます。

し たがって、 XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使用する と き、 実行時に変更する XML フ ァ イル内のノ ー ドの

みを イ ンポー ト し ます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 新しい要素が XML フ ァ イルに表示される と きの順番を指定する こ とはできま

せんので注意し て く だ さい。 従って、 要素が特定の順番で表示されている必要がある製品の場合、 実行時に変更

する ノ ー ドのみを イ ンポー ト する と、 潜在的な問題を回避する こ とができます。

[XML フ ァ イル ] パネル
[XML フ ァ イル ] パネルでは、 イ ンポー ト する XML フ ァ イルを指定するには、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て XML フ ァ イ

ルを検索し、 フ ィ ールド に情報を挿入し ます。 そ し て [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て先に進みます。

[XML 要素 ] パネル
[XML 要素 ] ビ ューでは、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにイ ンポー ト する XML フ ァ イル内の要素を指定し ます。

そし て [ イ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し て処理を開始するか、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て 1 つ前のパネルへ戻り ます。

重要 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 XML フ ァ イルにあるすべてのノ ー ド について ノ ー ド を表示するよ う には

デザイ ン されていません。 パフ ォーマンス速度を向上させるために、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ベース

の XML フ ァ イルとは異なる設定のみが表示されます。

• 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部である場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューには、 XML フ ァ イル

が実行時にイ ンス ト ールされた後に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド、 またはノ ー ド セ ッ ト のみが表示

されます。

• 変更する XML フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルの場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー

には、 実行時に追加、 変更、 または削除される ノ ー ドのみが表示されます。

し たがって、 XML 設定のイ ンポー ト  ウ ィ ザー ドの [XML 要素 ] パネルでは、 実行時に変更する XML フ ァ イルの

ノ ー ドのみを選択し ます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 新しい要素が XML フ ァ イルに表示される と きの順番を指定する こ とはできま

せんので注意し て く だ さい。 従って、 要素が特定の順番で表示されている必要がある製品の場合、 実行時に変更

する ノ ー ドのみを イ ンポー ト する と、 潜在的な問題を回避する こ とができます。

[XML 進行状況 ] パネル
[XML 要素のイ ンポー ト ] パネルにある [ イ ンポー ト ] を ク リ ッ クする と、 [XML 進行状況 ] パネルが表示されま

す。 これは、 フ ァ イルイ ンポー ト の進行状況を表示し ます。
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[XML 結果 ] パネル
[XML 結果 ] パネルには、 イ ンポー ト された .xml フ ァ イルの概要と その要素がすべて表示されます。 [ 完了 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し て、 イ ンポー ト 処理を完了し、 ウ ィ ザー ド を終了し ます。

[ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 イ ンポー ト し た XML フ ァ イルの新しい ノ ー ドが追加されます。 XML フ ァ イル ノ ー ド

には、 ウ ィ ザー ド で選択し た ノ ー ドがそれぞれ含まれています。 各ノ ー ドは、 実行時に発生する XPath クエ リ を

示し ます。 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでイ ンポー ト し た XML フ ァ イルの新しいコ ンポーネン ト も追加されま

す。 イ ンポー ト が完了し たら、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 XML フ ァ イルの設定を構成し、 その要

素、 属性、 および内容の変更を指定する こ とができます。

基本的な XPath 式の作成方法については、 「XPath 式を使って、 XML フ ァ イル内の XML データ を検索する」 を参

照し て く ださい。

Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されていま

す。

Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト の [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューで 

Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト を機能に追加し た と き、 開きます。 このウ ィ ザー ド では、 プロジ ェ ク ト に

含める .NET Framework と言語パッ クのバージ ョ ンを指定する こ とができます。 言語パッ クには、 英語以外の言語

のための翻訳済みテキス ト  ( エラー メ ッ セージなど ) が含まれています。

Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 以下のパネルから構成されています。

• ステ ッ プ 1 

• ステ ッ プ 2 

ヒ ン ト • このオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされません。 ご利用には、 ダウンロー ドが必要で

す。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

[ ステ ッ プ 1] パネル

プロジ ェ ク ト • Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されていま

す。
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Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドの [ ステ ッ プ 1] パネルでは、 プロジ ェ ク ト に含める .NET 

Framework と言語パッ クのバージ ョ ンを指定する こ とができます。

このオブジ ェ ク ト に関する詳しい情報は、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューの [Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト ] を

ク リ ッ ク し たと きに表示されるヘルプ ペイ ンをご覧 く ださい。

ヒ ン ト • このオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされません。 ご利用には、 ダウンロー ドが必要で

す。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

[ ステ ッ プ 2] パネル

プロジ ェ ク ト • Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されていま

す。

テーブル 11-45 • [ ステ ッ プ 1] パネルの設定

設定 説明

含めてイ ンス ト ールする 

.NET のバージ ョ ンを選択

する

オブジ ェ ク ト に含める .NET Framework のバージ ョ ンを選択し ます。

Web ダウンローダ バー

ジ ョ ンの .NET 再配布可

能フ ァ イルを使用する

Web ダウンローダ再配布可能フ ァ イルと完全パッ ケージ再配布可能フ ァ イルが選択

し たバージ ョ ンの .NET について提供されている場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを有

効にし ます。 Web ダウンローダ再配布可能フ ァ イルを使用する場合、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。

Web ダウンローダ再配布可能フ ァ イルのサイズは完全パッ ケージ再配布可能フ ァ イ

ルよ り も小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要

にな り ます。

プ ラ ッ ト フ ォーム オブジ ェ ク ト に含める .NET Framework のプ ラ ッ ト フ ォーム固有のバージ ョ ンを選

択し ます。

Languages オブジ ェ ク ト に言語パッ ク を含めるかど う かを指定し ます。

• 言語パッ ク を含めない — 言語パッ ク を含めない場合、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

• すべての適切な言語パッ ク を含める — プロジ ェ ク ト でサポー ト されている、 使

用可能なすべての言語をオブジ ェ ク ト に含めるには、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。
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Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドの [ ステ ッ プ 1] パネルで [ 複数のバージ ョ ンの .NET 

Framework を含める ] を選択する と、 [ ステ ッ プ 2] パネルが表示されます。

このオブジ ェ ク ト に関する詳しい情報は、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューの [Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト ] を

ク リ ッ ク し たと きに表示されるヘルプ ペイ ンをご覧 く ださい。

ヒ ン ト • このオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされません。 ご利用には、 ダウンロー ドが必要で

す。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-46 • [ ステ ッ プ 2] パネルの設定

設定 説明

オブジ ェ ク ト に含める 

.NET 再配布可能フ ァ イル

を選択する

プロジ ェ ク ト に含める .NET Framework のバージ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 実行時に、 オブジ ェ ク ト がイ ンス ト ールできる .NET Framework バージ ョ ン

は、 1 つだけですので注意し て く だ さい。

オブジ ェ ク ト で、 対応す

る .NET Framework を イ ン

ス ト ールせずに、 .NET 言

語パッ ク を イ ンス ト ール

できるよ う にする

対応するバージ ョ ンの .NET Framework がイ ンス ト ールされる前に、 言語パッ クの

イ ンス ト ールを許可するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield は、 この設定を使用し て、 オブジ ェ ク ト の InstallLangPackOnly プロパ

テ ィ を構成し ます。 この読み書き可能数値プロパテ ィ は、 オブジ ェ ク ト で、 対応す

るバージ ョ ンの .NET Framework がイ ンス ト ールされる前に、 言語パッ クのイ ンス

ト ールを許可するかど う かを示し ます。 フ レームワークがオブジ ェ ク ト に含まれて

ない場合、 .NET Framework のイ ンス ト ールが先に実行される場合があ り ます。

オブジ ェ ク ト が特定のバージ ョ ンのフ レームワークがイ ンス ト ールするよ う に設定

されていて、 そのバージ ョ ンのフ レームワークがオブジ ェ ク ト に含まれていない場

合、 オブジ ェ ク ト は、 デフ ォル ト で、 DOTNET_STATUS_VERSION_NOT_IN_MEDIA の

ステータ スを設定し ます。 ただ し、 InstallLangPackOnly プロパテ ィ が設定されてい

る場合、 オブジ ェ ク ト は失敗ステータ スを設定し ません。 失敗ステータ スが設定さ

れないこ とによ り、 オブジ ェ ク ト は、 フ レームワーク を先にイ ンス ト ールする こ と

な く 、 必要に応じ て言語パッ ク を イ ンス ト ールする こ とができます。 このプロパ

テ ィ は通常、 オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で設定されます。
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エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield Premier Edition では、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使って 35 ヶ国語以外のサポー ト されていない言語を追

加する こ とができます。 サポー ト されていない言語とは、 デフ ォル ト のラ ン タ イム文字列が全 く 翻訳されていな

い言語です。 サポー ト されていない言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は InstallShield 内の様々な言語関

連設定で使用可能と な り ます。 さ らに、 InstallShield は新し く 追加されたサポー ト されていない言語の文字列用の

プレースホルダーと し て、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列を使用し ます。 サポー ト されていない言語に

翻訳済みの文字列を提供するには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使用し ます。

新しい言語ウ ィ ザー ド を使ってサポー ト されていない言語を追加する と、 InstallShield によ って英語の文字列を含

むい く つかのフ ァ イルがプレースホルダーと し てマシンに追加されます。

• LanguageID.ini

LanguageID は、 新しい言語の言語 ID です。 InstallShield は、 このフ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ に追加し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

• _isres_LanguageID.dll

LanguageID は、 新しい言語の言語 ID です。 InstallShield は、 このフ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ に追加し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386\Skins

サポー ト されていない言語を InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する場合、 これらのフ ァ イ

ルの文字列を翻訳する必要があ り ます。 .dll フ ァ イルを リ ソース エデ ィ ターで開いて、 英語の文字列を適切な翻訳

済みの文字列と置き換えます。

タ スク 新規言語ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ 新規言語の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ よ う こそ ] パネル

エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。
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プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield Premier Edition では、 新しい言語ウ ィ ザー ド を使って 35 ヶ国語以外のサポー ト されていない言語を追

加する こ とができます。 サポー ト されていない言語とは、 デフ ォル ト のラ ン タ イム文字列が全 く 翻訳されていな

い言語です。 サポー ト されていない言語をプロジ ェ ク ト に追加する と、 その言語は InstallShield 内の様々な言語関

連設定で使用可能と な り ます。 さ らに、 InstallShield は新し く 追加されたサポー ト されていない言語の文字列用の

プレースホルダーと し て、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語の文字列を使用し ます。 サポー ト されていない言語に

翻訳済みの文字列を提供するには、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使用し ます。

プロジ ェ ク ト 言語パネル

エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ プロジ ェ ク ト 言語 ] パネルを使って、 プロジ ェ ク ト に追加する言語を指定し ます。 サポー ト する言語の隣のボ ッ

クスを選択し ます。

[ プロジ ェ ク ト フ ァ イル ] パネル

エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ] パネルでは、 どの既存プロジ ェ ク ト が新しい言語の追加機能を含むのかを指定し ます。

( つま り、 InstallShield が [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で選択可能な言語のリ ス ト に新しい言語

を追加し ます。 )
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このパネルではまた、 作成する新しいプロジ ェ ク ト に言語を含める こ と も可能にするかど うかを指定できます。

プロジ ェ ク ト への言語の追加に関する詳細については、 「イ ンス ト ール言語の選択」 を参照し て く だ さい。

パネルの設定

[ 概要 ] パネル

エデ ィ シ ョ ン • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の Premier Edition で提供されています。

プロジ ェ ク ト • 新しい言語ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 概要 ] パネルには、 特定のプロジ ェ ク ト に追加される新しい言語がリ ス ト されます。 また、 作成するすべての新

しいプロジ ェ ク ト に InstallShield が新しい言語を追加するかど うかを示し ます。 [ 完了 ]  ボタ ンを ク リ ッ ク し て設

定を確定し、 新しい言語を使ってプロジ ェ ク ト の更新を開始し ます。

新しい言語ウ ィ ザー ド を使ってサポー ト されていない言語を追加する と、 InstallShield によ って英語の文字列を含

むい く つかのフ ァ イルがプレースホルダーと し てマシンに追加されます。

• LanguageID.ini

LanguageID は、 新しい言語の言語 ID です。 InstallShield は、 このフ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ に追加し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

• _isres_LanguageID.dll

LanguageID は、 新しい言語の言語 ID です。 InstallShield は、 このフ ァ イルを次のデ ィ レ ク ト リ に追加し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386

テーブル 11-1 • [ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ] パネルの設定

設定 説明

プロジ ェ ク ト 名 [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で新しい言語を選択可能

にするプロジ ェ ク ト を選択し ます。 プロジ ェ ク ト が デフ ォル ト のプロ

ジ ェ ク ト の場所に保管されていない場合は、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

てこのプロジ ェ ク ト に移動できます。

InstallShield のア ッ プデー ト このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 作成する新しいプロジ ェ ク ト は、

これらの言語をオプシ ョ ンでサポー ト し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ても、 新しい言語が今後のセ ッ ト ア ッ プに自動的に含まれるわけ

ではあ り ません。 ( その代わり、 [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言

語 " 設定で選択可能な言語のリ ス ト に新しい言語が追加されます。 )
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InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language Independent\i386\Skins

サポー ト されていない言語を InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加する場合、 これらのフ ァ イ

ルの文字列を翻訳する必要があ り ます。 .dll フ ァ イルを リ ソース エデ ィ ターで開いて、 英語の文字列を適切な翻訳

済みの文字列と置き換えます。

MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド
MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド には、 既存のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  (.msi フ ァ イル ) やマージ モジュール 

(.msm フ ァ イル ) を、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで変更と ビルドが可能な InstallShield イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) に変換するためのツールが用意されています。

タ スク MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド を起動するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. フ ァ イルの種類リ ス ト から [Windows Installer パッ ケージ (*.msi)] または [Windows Installer モジュール (*.msm)] 

を選択し ます。

3. 変換する Windows Installer パッ ケージまたはマージ モジュールを参照し ます。

4. [ 開 く ] ボタ ンで、 矢印を ク リ ッ ク し てから [ ウ ィ ザー ド で開 く ] を選択し ます。

MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ドが開きます。

メ モ • パッ ケージを開 く と きにウ ィ ザー ド で発生し たエラーは、 変換し たプロジ ェ ク ト を開いた と きに [ 出力 ] 

ウ ィ ン ド ウに表示されます。 問題を解決するには、 「MSI/MSM 変換エラー」 をご覧 く だ さい。

[ よ う こそ ] パネル
MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド では、 セ ッ ト ア ッ プパッ ケージ (.msi) やマージ モジュール (.msm) を InstallShield に

イ ンポー ト できます。 これは、 ユーザーのためにカス タム セ ッ ト ア ッ プを作成するネ ッ ト ワーク管理者にと って

便利な機能です。

パネルのオプシ ョ ン

ダイ レ ク ト 編集モー ド で MSI/MSM を開 く

プロジ ェ ク ト フ ァ イルを作成せずに、 直接データベースを表示し編集する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 選択し たデータベースが IDE で開きます。 この内容は ダイ レ ク ト エデ ィ ター を

使って表示および編集できます。

[ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 データベースがダイ レ ク ト エデ ィ ターで開きます。

MSI/MSM を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換する

選択し たデータベースを InstallShield プロジ ェ ク ト に変換するにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。 変換し たデータ

ベースは IDE 内で編集できます。

[ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ド でこのオプシ ョ ンを続けて使用できます。
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[ フ ァ イル の場所 ] パネル
[ フ ァ イルの場所 ] パネルで、 ウ ィ ザー ドが作成するプロジ ェ ク ト の名前やそのデータ フ ァ イルの場所を指定し ま

す。 

パネルのオプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト 名

ウ ィ ザー ドが既存の .msi プロジ ェ ク ト または .msm プロジ ェ ク ト を InstallShield (.ism) プロジ ェ ク ト に変換し た と

きに作成されるセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。 .ism プロジ ェ ク ト は、 デフ ォル ト の場所に保存

されます。

メ モ • プロジ ェ ク ト 名は .ism フ ァ イルの名前と プロジ ェ ク ト のフ ォルダー構造のルー ト を決定するため、 Windows 

フ ァ イル名に有効な文字だけを使用する必要があ り ます。

データ フ ァ イルの場所

イ ンポー ト されたアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルが .cab フ ァ イルに格納されている場合、 それらのフ ァ イルは自動

的にこ こで指定された場所に抽出され、 格納されます。

プロジ ェ ク ト 名とデータ フ ァ イルの場所を指定後は、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 プロジ ェ ク ト を変換し、

InstallShield IDE で開いて く だ さい。

メ モ • ウ ィ ザー ドは、 プロジ ェ ク ト を作成中に発生し たあらゆるエラーを表示し ます。 問題を解決するには、

「MSI/MSM 変換エラー」 をご覧 く だ さい。

MSP オープン ウ ィ ザー ド
InstallShield で、 パッ チ プロジ ェ ク ト を新規作成または編集するために パッ チまたは MSP フ ァ イルを開 く と き、

その前に MSP が適用されるベースの MSI が必要です。 InstallShield で初めてパッ チ (.msp) プロジ ェ ク ト を開 く と、

MSP オープン ウ ィ ザー ドが開きます。 

MSP オープン ウ ィ ザー ドは必要なフ ァ イル情報を収集し てベースの MSI へパッ チを適用し、 パッ チ プロジ ェ ク

ト をダイ レ ク ト  MSP モー ド ( ダイ レ ク ト 編集モー ド と類似 ) で IDE 上に開きます。 MSP オープン ウ ィ ザー ド で指

定し たデータは保存され、 次回 MSP フ ァ イルを開 く と きにはパッ チ プロジ ェ ク ト が IDE で開きます。

[ よ う こそ ] パネル
このパネルは MSP オープン ウ ィ ザー ドの初期パネルで、 このウ ィ ザー ドの機能についての簡単な説明を表示し ま

す。 ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 基本の MSI パッ ケージ ] パネル
[ 基本の MSI パッ ケージ ] パネルでは、 このパッ チを適用する基本の MSI フ ァ イルを指定し ます。 
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パネルのオプシ ョ ン

MSP フ ァ イル名

MSP フ ァ イルの名前とパスを提供する読み取り専用フ ィ ールド。

基本の MSI フ ァ イル名

(MSP フ ァ イル名編集ボ ッ クスで指定し た ) パッ チを適用する基本の MSI フ ァ イルの名前を指定し ます。 [ 参照 ] 

ボタ ン ( 省略記号 (…)) を ク リ ッ ク し て .msi フ ァ イルを検索し ます。

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て MSP オープン ウ ィ ザー ド を閉じ てパッ チ プロジ ェ ク ト を作成し ます。 パッ チは基本の 

MSI フ ァ イル名編集ボ ッ クスで指定された MSI プロジ ェ ク ト に適用され、 パッ チ プロジ ェ ク ト  (.msp フ ァ イル ) 

が デ ィ レ ク ト  MSP モー ド で IDE 上で開きます。

ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド
編集または新しい ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト を作成するために InstallShield が ト ラ ンスフ ォーム (.mst) フ ァ イ

ル を開 く ためには、 .mst が適用されるベース .msi フ ァ イルおよび、 ベース .msi フ ァ イルに適用されるその他の追

加 .mst フ ァ イルが必要です。

InstallShield で、 .mst フ ァ イルを初めて開いた と き、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが起動し ます。 この

ウ ィ ザー ド では、 .mst フ ァ イル、 ベース .msi フ ァ イル、 および編集の前に適用する追加 ト ラ ンスフ ォーム指定す

る こ とができます。 このウ ィ ザー ドの最後のパネル、 [ 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成 ] パネルでは、 その ト ラ ンス

フ ォームが応答 ト ラ ンスフ ォームであるかど うかを指定できます。 応答 ト ラ ンスフ ォームには、 イ ンス ト ールの

ユーザー イ ン ターフ ェ イス部分のデフ ォル ト の応答も含まれています。 応答 ト ラ ンスフ ォーム作成を選択する と、

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス要素が実行され、 イ ンス ト ール ウ ィ ザー ド の各パネルのオプシ ョ ンを

カス タ マイズする こ とができます。

ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが完了し た と き、 ト ラ ンスフ ォームが適用され、 .mst フ ァ イルが 

InstallShield のダイ レ ク ト  MST モー ド ( ダイ レ ク ト 編集モー ド に似ています ) で開きます。 ウ ィ ザー ド で指定され

たデータは、 次回 .mst フ ァ イルを開いた と き、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が InstallShield で直接開 く よ う に

保存されます。

タ スク ト ラ ンスフ ォームを編集するために開 く と き、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド を起動するには以下の手順

を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 必要な .mst フ ァ イルを選択し ます。

3. [ 形式を指定し て開 く ] ボ ッ クスで、 [ ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開きます。

タ スク 新しい ト ラ ンスフ ォームを作成するのに ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順を実

行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [Windows Installer] タ ブで [ ト ラ ンスフ ォーム ] を ク リ ッ ク し ます。
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3. [ プロジ ェ ク ト 名 ] ボ ッ クスで、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

4. [ 場所 ] ボ ッ クスに、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト が保存される場所へのパスを入力するか、 または [ 参照

] を ク リ ッ ク し て場所を検索し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開きます。

ト ラ ンスフ ォームオープンウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあり ます。

• よ う こそ

• ト ラ ンスフ ォーム情報

• 追加の ト ラ ンスフ ォーム

• 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成

[ よ う こそ ] パネル
このパネルは ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドの初期パネルで、 このウ ィ ザー ド の機能についての簡単な説

明を表示し ます。 ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ ト ラ ンスフ ォーム情報 ] パネル
[ ト ラ ンスフ ォーム情報 ] パネルでは、 この ト ラ ンスフ ォームを適用する基本の .msi フ ァ イルを指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

MST フ ァ イル名

.mst フ ァ イルの名前とパスを提供する読み取り専用フ ィ ールド。

基本の MSI フ ァ イル名

(MST フ ァ イル名 ボ ッ クスで指定し た ) ト ラ ンスフ ォームを適用する基本の .msi フ ァ イルの名前を指定し ます。 省

略記号 (…) を ク リ ッ ク し て .msi フ ァ イルを検索し ます。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 次のパネルに移り ます。

[ 追加 ト ラ ンスフ ォーム ] パネル
このパネルでは現在 ト ラ ンスフ ォームオープンウ ィ ザー ドが作成中の ト ラ ンスフ ォームに適用する前に適用する

追加 ト ラ ンスフ ォーム ( 複数可 ) の名前を入力する こ とができます。 たと えば、 以前の言語固有の情報を含むカス

タ マイズまたは ト ラ ンスフ ォームを含む場合があ り ます。 ト ラ ンスフ ォームはリ ス ト された順番に適用されます。

ト ラ ンスフ ォームを追加する

タ スク リ ス ト へ ト ラ ンスフ ォームを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ 新規 ( 挿入 )] または [ 挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. .mst フ ァ イルの完全パスおよびフ ァ イル名を入力するか、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て参照し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2143



第 11 章 リ フ ァ レンス
リ ス ト から ト ラ ンスフ ォームを削除する

タ スク リ ス ト から ト ラ ンスフ ォームを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 削除する リ ス ト 内の ト ラ ンスフ ォームを選択し ます。

2. [ 削除 ] を ク リ ッ ク、 または [ 削除 ] を押し ます。

ト ラ ンスフ ォームの順番を変更する

タ スク ト ラ ンスフ ォームが適用される順番を変更するには、 以下の手順を実行し ます。

リ ス ト にある ト ラ ンスフ ォームを選択し て [ 上へ移動 ] ボタ ンまたは [ 下へ移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド ] が作成中の ト ラ ンスフ ォームは最後に適用されます。

注意 • 複数の ト ラ ンスフ ォームを使用する場合、 それらが適用される順番が非常に重要である点に注意し て く だ さ

い。 たと えば、 新しいプロパテ ィ 値を作成する Windows Installer パッ ケージ用の ト ラ ンスフ ォームを作成し てか

ら、 その ト ラ ンスフ ォームが作成し た値を変更する 2 番目の ト ラ ンスフ ォームを作成する と、 すべてが適切に動

作し ます。 しかし、 2 番目の ト ラ ンスフ ォームを先に適用する と、 ト ラ ンスフ ォームはプロパテ ィ の値を作成する

代わり に変更を試みます。 その結果エラーが発生し ます。

簡単な例と し て、 デフ ォル ト の会社名についてのエラーがあげられます。 デフ ォル ト で値が設定されていない場

合に最初の ト ラ ンスフ ォームでその値を設定する と、 新しいプロパテ ィ 値が作成されます。 オ リ ジナルパッ ケー

ジおよび最初の ト ラ ンスフ ォームをひと ま とめに変更する 2 番目の ト ラ ンスフ ォームを作成し、 2 番目の ト ラ ン

スフ ォームがデフ ォル ト の会社名を変更する場合、 それはプロパテ ィ を変更するだけです。 しかし、 最初の ト ラ

ンスフ ォーム無し で 2 番目の ト ラ ンスフ ォームを適用し た場合、 Windows Installer はヌル値を別の値に変更する も

のと勘違いするためエラーが発生し ます。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 次のパネルに移り ます。

[ 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成 ] パネル
このパネルでは、 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成を指定する こ とができます。
2144 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
パネルのオプシ ョ ン

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド ] を閉じ て ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト を作

成し ます。 ト ラ ンスフ ォームは [ ト ラ ンスフ ォーム情報 ] パネルで指定し た .msi フ ァ イルに適用され、 ト ラ ンス

フ ォームプロジ ェ ク ト  (.mst フ ァ イル ) は InstallShield の ダイ レ ク ト  MST モー ド で開きます。

パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ド
パブ リ ッ シュウ ィ ザー ド を利用し て、 選択し たイ ンス ト ール要素を リ ポジ ト リへ保存し ます。

パブ リ ッ シュウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• リポジ ト リ 

テーブル 11-2 • [ 応答 ト ラ ンスフ ォームの作成 ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

応答 ト ラ ンスフ ォームの

作成

応答 ト ラ ンスフ ォームを作成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し た時イ ンス

ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス部分が実行されます。 フ ァ

イルは転送されず、 コ ンピ ューターに変更を加える こ と もあり

ません。 必要に応じ てイ ンス ト ールウ ィ ザー ドの各パネルで利

用できるオプシ ョ ンを カス タ マイズし て、 このシ ミ ュ レー ト イ

ンス ト ールを完成し ます。 イ ンス ト ール シーケンスの最後で [

イ ンス ト ール ] を ク リ ッ クする と、 シ ミ ュ レー ト  イ ンス ト ール

が終了し ます。 InstallShield は応答 ト ラ ンスフ ォームのデフ ォル

ト のイ ンス ト ール値と し てシ ミ ュ レー ト イ ンス ト ールの間に加

えられたすべての変更を保存し ます。

コマン ド ラ イ ンプロパ

テ ィ  ( オプシ ョ ン )

応答 ト ラ ンスフ ォームを利用する場合、 応答 ト ラ ンスフ ォーム

へ渡す追加コ マン ド ラ イ ンプロパテ ィ  ( セ ミ コ ロンで分かれた

プロパテ ィ 名と値のペア ) を指定する こ とができます。 これら

はパブ リ ッ ク プロパテ ィ でな く てはならず、 応答 ト ラ ンス

フ ォーム作成中のダイアログ ボ ッ クスの表示方法のみを制御し

ます。 作成中、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス以外で

は継続されません。 た と えば、 プロパテ ィ / 値のペア 

ARPHELPTELEPHONE=1-111-111-1111 を渡し て、 コ ン ト ロール 

パネル の [ プログラムの追加と削除 ] にあるヘルプ電話番号の

値を設定する こ とができます。

応答 ト ラ ンスフ ォームの作成中にプロパテ ィ / 値ペアを渡し、

イ ンス ト ール中にシステム構成に基づいて表示されないすべて

のダイアログ ボ ッ クスを表示する こ とができます ( たと えば、

Windows NT プラ ッ ト フ ォームで Windows 9x 特有のダイアログ 

ボ ッ クスを表示する場合 )。 こ う し て、 適切な応答を作成し て ト

ラ ンスフ ォームに含むこ とができます。
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• パブ リ ッ シュ情報 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル
このパネルは、 パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドの最初のパネルです。 ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し ます。

[ リポジ ト リ ] パネル
パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドの [ リ ポジ ト リ ] パネルでは、 イ ンス ト ール要素がパブ リ ッ シュ される リポジ ト リの場

所を指定し ます。

[ パブ リ ッ シュ情報 ] パネル
パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドの [ パブ リ ッ シュ情報 ] パネルでは、 リポジ ト リへパブ リ ッ シュする項目を識別する情

報を指定し ます。 ダイアログを リ ポジ ト リへパブ リ ッ シュする場合、 た と えば パブ リ ッ シュ情報パネルへ入力し

た情報は、 ダイアログのリ ポジ ト リ を参照し た と きにそのダイアログ用に表示されます。

パネルのオプシ ョ ン

名前

パブ リ ッ シュするダイアログの名前、 テンプレー ト 、 スク リ プ ト  フ ァ イル、 または他のイ ンス ト ール要素を指定

し ます。

発行者

名前を入力し ます。

説明

このイ ンス ト ール要素について表示する説明を入力し ます。

[ 概要 ] パネル
パブ リ ッ シュ ウ ィ ザー ドの [ 概要 ] パネルを利用し て、 リポジ ト リへパブ リ ッ シュする項目の設定を確認する こ

とができます。 変更する箇所がある場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て適切なパネルまで戻り、 変更を加えます。

作業が終了し たと き、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 出力ウ ィ ン ド ウが開き、 イ ンス ト ール要素が選択された リポジ

ト リへ無事にパブ リ ッ シュ されたかど うかを通知し ます。

再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド を利用し て、 サー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イル、 マージ モ

ジュール、 その他のフ ァ イルをローカルマシンに素早 く ダウンロー ド する こ とができます。 再配布可能フ ァ イル 

ダウンローダ ウ ィ ザー ドは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [.NET ラ ン タ イム オプシ ョ ン ] パネル、 または [ リ リース ] 

ビ ュー (".NET 1.1 コア言語 " プロパテ ィ と ".NET 1.1/2.0 言語パッ ク " プロパテ ィ ) から起動する こ とができます。

タ スク 再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド を利用するには、 以下の手順に従います :

1. [ ダウンロー ド する フ ァ イルの選択 ] パネルで、 ダウンロー ド する再配布可能フ ァ イルを選択し、 [ 次へ ] を

ク リ ッ ク し て [ 進行状況 ] パネルへ移動し ます。

2. 進行状況バーが完了し たら、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 最終パネルには、 ウ ィ ザー ドがマシンへダウンロー ド し た再配布可能フ ァ イルのリ ス ト が表示されます。 [ 完

了 ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を終了し ます。

Reg-Free COM ウ ィ ザー ド
Reg-Free COM を使用し て、 イ ンス ト ールに含める Reg-Free COM マニフ ェ ス ト を新規作成、 または変更する こ と

ができます。

メ モ • Reg-Free COM ウ ィ ザー ド を使用する前に、 COM ラ イブ ラ リ (.dll および .ocx フ ァ イル ) と、 それを使用する

実行可能フ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に追加する必要があり ます。 Reg-Free COM マニフ ェ ス ト  フ ァ イ

ル、 実行可能フ ァ イル、 COM ラ イブ ラ リはすべて、 ターゲッ ト  マシン上の同一のフ ォルダーにイ ンス ト ールする

必要があるので注意し て く だ さい。

タ スク Reg-Free COM ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順に従います :

[ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [Reg-Free COM ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

Reg-Free COM ウ ィ ザー ド には、 次のウ ィ ザー ドパネルが関連付けられています。

• よ う こそ 

• EXE フ ァ イルの選択 

• マニフ ェ ス ト  フ ァ イルの選択 

• フ ァ イルの選択 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル
[ よ う こそ ] パネルでは、 Reg-Free COM ウ ィ ザー ドが簡単に説明されています。 ウ ィ ザー ドの使用を開始するに

は、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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メ モ • 次から このパネルを表示し ないよ う にするには、 [ 今後よ う こそパネルを表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。

[EXE フ ァ イルの選択 ] パネル
[EXE フ ァ イルの選択 ] パネルで、 作成または変更するマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを使用する実行可能フ ァ イルを指定

し ます。

パネルのオプシ ョ ン

実行可能フ ァ イルキー

実行可能フ ァ イルキー リ ス ト から実行可能フ ァ イルを選択し、 [ 次へ ] を選択し ます。 このフ ァ イルは通常、 イ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト に既に含まれています。

[ マニフ ェ ス ト  フ ァ イルの選択 ] パネル
[ マニフ ェ ス ト  フ ァ イルの選択 ] パネルで、 新しいマニフ ェ ス ト  (.manifest) フ ァ イルを作成するか、 または、 既存

のものを変更するかを指定し ます。 マニフ ェ ス ト  フ ァ イルを変更する場合、 そのフ ァ イルの場所を指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト に追加される新しいマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを作成する

新しいマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを作成する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

プロジ ェ ク ト に追加される既存のフ ァ イル

既に存在し ているが、 プロジ ェ ク ト にはまだ含められていないマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを指定する場合、 このオプ

シ ョ ンを選択し てから、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを選択し ます。

プロジ ェ ク ト に既に存在するマニフ ェ ス ト  フ ァ イル

プロジ ェ ク ト に既に追加されているマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを指定する場合、 リ ス ト から フ ァ イルを選択し ます。

[ フ ァ イルの選択 ] パネル
[ フ ァ イルの選択 ] パネルで、 実行可能フ ァ イルによ って使用される必須 COM ラ イブ ラ リ フ ァ イル (.dll または 

.ocx) を指定し ます。 また追加で、 [ ビルド時に COM 情報を抽出 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 各ビルド 時中に 

COM 情報を抽出する こ と もできます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 ウ ィ ザー ド を完了し た時点で一度

だけ、 COM 情報がマニフ ェ ス ト に挿入されます。

[ 概要 ] パネル
Reg-Free COM ウ ィ ザー ドの [ 概要 ] パネルを使用し て、 選択し たオプシ ョ ンを確認する こ とができます。 変更す

る箇所がある場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て適切なパネルまで戻り、 変更を加えます。
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作業が終了し たと き、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ザー ドは、 新規のコ ンポーネン ト を、 マニフ ェ ス ト  フ ァ イ

ルがキーフ ァ イルと し て設定された状態で作成し ます。 マニフ ェ ス ト  コ ンポーネン ト は、 関連付けられた実行可

能フ ァ イル コ ンポーネン ト と同じ イ ンス ト ール先および条件を持ちます。 次のフ ァ イルの名前付け規則が、 マニ

フ ェ ス ト  フ ァ イルに使用されています。

ExecutableFileName.exe.manifest

たと えば、 MyFile.exe.manifest は、 MyFile.exe とい う名前に実行可能フ ァ イルに作成されます。

ウ ィ ザー ド を再度実行し、 既存のマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを指定し て、 追加の COM サーバーを指定できます。

リ リース ウ ィ ザー ド
リ リース ウ ィ ザー ド を利用し て、 製品のリ リースをビルド し、 それぞれのリ リースに対する設定を簡単に行う こ

とができます。

タ スク リ リース ウ ィ ザー ド を起動し て、 セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージをビルド するには、 以下のいずれかを実行し ます。

• ツールバーの [ リ リース ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

• [ ビルド ] メ ニューから [ リ リース ウ ィ ザー ド ] を選択し ます。

• [ リ リース ] ビ ューで [ リ リース ウ ィ ザー ド ] 項目をダブルク リ ッ ク し ます。

• [ リ リース ] ビ ューのツ リー コ ン ト ロールで製品名またはリ リース名を右ク リ ッ ク し、 [ リ リース ウ ィ ザー ド

] を選択し ます。 

タ スク 以下のいずれかを実行し て、 リ リース ウ ィ ザー ドの省略版を起動する こ と もできます。

• ツールバー上の [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューから [ ビルド ] を選択し ます。

• リ リースエクスプローラーで リ リース名を右ク リ ッ ク し、 [ ビルド ] を選択する。

[ ビルド ] オプシ ョ ンによ って [ リ リース ] ビ ューで強調表示されている リ リースが再ビルド されるか、 またはデ

フ ォル ト の設定を使用し て製品の最初のリ リースがビルド されます。 ビルドのフ ィ ー ドバッ クおよびすべてのビ

ルド エラーは、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウに表示されます。

リ リース ウ ィ ザー ドの代わり に、 コマン ド ラ イ ンで リ リースをビルド する こ と もできます。

[ よ う こそ ] パネル
このパネルでは、 リ リース ウ ィ ザー ドの概要を説明し ます。 このウ ィ ザー ド では、 配布可能な リ リースのビルド

に必要なすべてのステ ッ プをガイ ド し ます。

ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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[ 製品構成 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト には適用されません。

製品構成 は、 [ リ リース ] ビ ューの構成の中で最上位のものです。 関連し ている リ リースを共通の製品構成の下に

ま とめる こ と で、 製品設定のプロパテ ィ を編集し て各リ リースに特有の設定を変更できます。

パネルのオプシ ョ ン

新しい製品構成

新しい製品構成でこのリ リースをビルド する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 新しい構成名を指定し て く だ

さい。

既存の製品構成

このオプシ ョ ンを設定し て既存の製品構成の下にこのリ リースをビルド し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、

既存のリ リースが上書き されます。

[ リ リースの指定 ] パネル
このパネルでは、 新しい リ リースを作成し た り、 既存のリ リースを再ビルド するオプシ ョ ンがあり ます。

パネルのオプシ ョ ン

新しい リ リース名

新規リ リースをビルド する場合は、 [ 新規リ リース名 ] オプシ ョ ンを選択し てフ ィ ールド に新しい名前を入力し ま

す。

既存のリ リース名

既存のリ リースをビルド する場合は、 [ 既存のリ リース名 ] オプシ ョ ンを選択し て ド ロ ッ プダウン リ ス ト から名前

を選択し ます。

[ フ ィ ルターの設定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • [ フ ィ ルターの設定 ] パネルは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
2150 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
[ フ ィ ルターの設定 ] パネルでは、 リ リースに含める機能、 コ ンポーネン ト 、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 

.msi パッ ケージを選択するよ う に要求されます。

[ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] パネル
[ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] パネルでは、 新し く 作成し たモジュールをローカルマージ モジュールギャ ラ

リーにコ ピーする こ とによ り、 モジュールを他の InstallShield がすぐに利用できるよ う に設定できます。

パネルのオプシ ョ ン

ローカル マージ モジュール カ タ ログへの追加

他のプロジ ェ ク ト が新しいモジュールをすぐに利用できるよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 [ マー

ジ モジュールの場所 ] フ ィ ールドは [ オプシ ョ ン ] ダイアログの [ マージ モジュール ] タ ブにあり ます。

[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネル

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルの機能は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ます。

テーブル 11-3 • [ フ ィ ルターの設定 ] パネルのオプシ ョ ン

設定 説明

リ リース フ ラグ 機能、 InstallShield 前提条件、 連鎖 .msi パッ ケージを フ ィ ルターするに

は、 このリ リースに含める フ ラグを入力し ます。 複数のフ ラグを含める

場合は、 カ ンマで区切って く だ さい。

サブ機能を含める こ とはできますが、 その親機能を含める こ とはできま

せん。 このよ う な場合、 サブ機能はリ リースに最上位の機能と し て組み

込まれ、 この親はリ リースからは除外されます。

こ こに入力する リ リースフ ラグは、 製品構成フ ラグと組み合わせて使用

し ます。 二者間の関係についての詳しい情報は、 「製品構成フ ラグと リ

リース フ ラグの違い」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • " リ リース フ ラグ " オプシ ョ ンは、 マージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト には使用できません。

次の言語でアプ リ ケーシ ョ ン デー

タ を フ ィ ルターする

各コ ンポーネン ト の言語に基づいてアプ リ ケーシ ョ ン データ を フ ィ ル

ターするには、 このオプシ ョ ンを選択し て、 適切な言語のチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択またはク リ ア し ます。

1 つ以上の言語のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 言語非依存と マー

ク されたすべてのコ ンポーネン ト のほか、 一致する言語でマーク された

コ ンポーネン ト がすべて リ リースに含められます。 言語が一致し ないコ

ンポーネン ト はすべて除外されます。
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[ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルを使って、 イ ンス ト ールの実行時の言語関連の設定を指定できます。

テーブル 11-4 • [ セ ッ ト ア ッ プ 言語 ] パネルの設定

設定 説明

含められている リ リース言語 このボ ッ クスの機能は、 使用するプロジ ェ ク ト の種類によ って異な り ま

す :

• 基本の MSI、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この設定を使って

リ リースに含めるユーザー イ ン ターフ ェ イス言語を指定できます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設

定で言語が選択されていない場合、 その言語はこのボ ッ クスで利用

可能な言語の一覧には表示されません。

• InstallScript または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 こ

の設定を使用し て、 各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づいて

特定のコ ンポーネン ト を含めた り、 その他のコ ンポーネン ト を除外

し た り できます。 この設定を使って、 リ リースに含めるユーザー イ

ン ターフ ェ イス言語を指定する こ と もできます。 コ ンポーネン ト に

指定された言語が、 このボ ッ クスで選択された言語のどれにも一致

し ない場合、 そのコ ンポーネン ト はリ リースに含まれません。 また、

プロジ ェ ク ト に含まれる UI 言語がこのボ ッ クスで選択された言語の 

1 つと一致し ない場合、 InstallShield はその UI 文字列を リ リースに含

みません。

デフ ォル ト で、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ

ク ト のコ ンポーネン ト または UI 文字列はすべて リ リースに含まれま

す。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで言語が選択されていない場合、

その言語はこのボ ッ クスで利用可能な言語の一覧には表示されませ

ん。

デフ ォル ト 値にする [ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで構成された リ

リースのデフ ォル ト  プロジ ェ ク ト 言語をオーバーラ イ ド するには、 イ ン

ス ト ールで使用する適切なデフ ォル ト  ユーザー イ ン ターフ ェ イス言語を

選択し てから、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定」 を参照し て く

だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ言語ダイアログを表

示する

イ ンス ト ールが完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行されたと きに、

イ ンス ト ールで [ セ ッ ト ア ッ プ言語の選択 ] ダイアログを表示する場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト • 言語の選択ダイアログを表示するには、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ

起動ツールが必要です。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの作

成」 を参照し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルはプロ

ジ ェ ク ト に含まれるユーザー イ ン ターフ ェ イス要素にのみ反映されます。 アプ リ ケーシ ョ ン データの言語に基づ

いてコ ンポーネン ト を含めるには、 「[ リ リース フ ィ ルター ] パネル」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト への言語の追加に関する詳細については、 「イ ンス ト ール言語の選択」 を参照し て く だ さい。

[ メ デ ィ アの種類 ] パネル
このパネルでは、 作成する リ リースの配布メ デ ィ アの種類を選択できます。

パネルのオプシ ョ ン

メ デ ィ アの種類

セ ッ ト ア ッ ププログラムを配布する メ デ ィ アの種類を選択し ます。 次のオプシ ョ ンから選択できます。

テーブル 11-5 • [ メ デ ィ ア タ イプ ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

 CD-ROM セ ッ ト ア ッ プを CD で配布する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。 この種類の

メ デ ィ アの最大サイズは、 650 MB です。

カス タム 配布する メ デ ィ アがメ デ ィ アの種類のリ ス ト の中にない場合は、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。 たと えば、 フ ロ ッ ピー デ ィ スクや Zip(TM) デ ィ スクでセ ッ ト ア ッ

プを配布できます。 この場合、 使用する メ デ ィ アの種類によ ってフ ォーマ ッ ト サ

イズと ク ラス タサイズが異なるため、 これらのサイズを個別に設定する必要があ

り ます。

DVD-5 このオプシ ョ ンを選択する と、 リ リースを 4.38 GB DVD-ROM で出荷できます。

DVD-9 セ ッ ト ア ッ プを 7.95 GB DVD-ROM で出荷する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

DVD-10 このオプシ ョ ンを選択する と、 リ リースを 8.75 GB DVD-ROM で出荷できます。

DVD-18 セ ッ ト ア ッ プのサイズが特に大きい場合は、 リ リースを 15.83 GB DVD-ROM メ

デ ィ アで出荷できます。

ネ ッ ト ワーク イ メ ージ セ ッ ト ア ッ プをネ ッ ト ワーク上に配置する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。 このメ デ ィ アの種類には、 サイズの制限はあ り ません。

Web (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ ) リ リースを Web 上で配布する場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このメ デ ィ アの種類には、 サイズの制限はあ

り ません。
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プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ールで複数のデ ィ スク を必要とする場合、 InstallShield は自動的に必要な数のデ ィ スクに

分割し ます。 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合、 ウ ィ ザー ドは、 シーケンスの後半で、 デ ィ スクの分

割についての詳細を入力するよ う プロンプ ト を表示し ます。

フ ォーマ ッ ト サイズ

[ カス タム ] メ デ ィ ア タ イプを選択する と、 メ デ ィ アの容量を このフ ィ ールド に指定する必要があ り ます。 た と え

ば、 イ ンス ト ール プログラムを Zip デ ィ スクで出荷する場合は、 メ デ ィ ア サイズを 100MB に設定し ます。 他の種

類のメ デ ィ ア選択する と、 選択し た メ デ ィ アの最大許容サイズがこのフ ィ ールド に表示されます。

(Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ ) バイ ト 数で表し たク ラス タサイズ

このオプシ ョ ンでは、 各フ ァ イルに必要な最小の容量を定義し ます。 デ ィ スクが大き く なる と、 フ ォーマ ッ ト の

制約によ り ク ラス タサイズは大き く な り ます。

[ デ ィ スク分割オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

セ ッ ト ア ッ プのサイズが 1 つのデ ィ スクの容量を超える場合、 セ ッ ト ア ッ プを複数のデ ィ スクに分割し て配布す

る こ とができます。

パネルのオプシ ョ ン

自動

ウ ィ ザー ド で、 セ ッ ト ア ッ プを必要数のデ ィ スクに自動的に分割するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 セ ッ

ト ア ッ プを複数のデ ィ スクに分割する場合は、 このオプシ ョ ンを選択する こ と をお勧めし ます。

カス タム

ユーザーが、 セ ッ ト ア ッ プに必要なデ ィ スクの数を手動で定義し、 ブレークポイ ン ト を設定するには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 各デ ィ スクに格納する機能を [ デ ィ スクの分割詳細設定 ] 

パネルで指定する必要があ り ます。

注意 • 複数デ ィ スクのセ ッ ト ア ッ プは、 ハー ド ド ラ イブなどの非リムーバブル メ デ ィ アからは実行できません。

複数のデ ィ スクにまたがるセ ッ ト ア ッ プの起動テス ト を行う場合は、 セ ッ ト ア ッ プを ターゲッ ト メ デ ィ アに置 く

必要があ り ます。 セ ッ ト ア ッ プを ターゲッ ト メ デ ィ アに置いていない場合、 セ ッ ト ア ッ プは Windows Installer サー

ビスの制限事項のため失敗し ます。

デ ィ スクサイズを強制

ウ ィ ザー ド で、 デ ィ スク イ メ ージが、 選択し た メ デ ィ アのサイズを超えていないこ と を確認するには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。 デ ィ スク イ メ ージが、 指定し たサイズの制限を超えた場合、 プロジ ェ ク ト をビルド し よ う

とする と、 ビルド エラー -1531 が表示されます。
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[ デ ィ スク分割詳細設定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルでは、 セ ッ ト ア ッ プに必要なデ ィ スクの数を指定するよ う プロンプ ト されます。 また、 各デ ィ スクに

格納する機能を選択できます。 このパネルは、 [ デ ィ スク分割オプシ ョ ン ] パネルで [ カス タム デ ィ スク分割 ] オ

プシ ョ ンを選択し た場合にのみ表示されます。

パネルのオプシ ョ ン

デ ィ スクのマ ッ ピング

このダイアログには、 最初のビルド時に リ リースに組み込まれたすべての機能が一覧表示されます。 リ リースは

ビルド設定のスナ ッ プシ ョ ッ ト になるよ う設計されるため、 リ リースの後に作成された機能は、 デ ィ スクのマ ッ

ピングに利用できません。 また、 それらの機能が現在のリ リースに組み込まれる こ と もあり ません。 新しい機能

をマ ッ プするには、 新しい リ リースを開始する必要があ り ます。

すべての機能は、 デフ ォル ト では Disk 1 にな り ます。 このデ ィ スクの名前を変更するには、 [ デ ィ スクの名前を変

更する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 新しい名前を入力し ます。 新しいデ ィ スク を追加するには、 [ 新規デ ィ スク ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。

タ スク 機能を別のデ ィ スクに移動するには、 以下の操作を実行し ます。

1. 移動する機能を選択し ます。

2. [1 つ上に移動 ] または [1 つ下に移動 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 機能は現在のデ ィ スクの階層に従って移動

し、 限界に達する と別のデ ィ スクがある場合は次のデ ィ スクにスキッ プ し ます。

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プを複数のデ ィ スクに分割する場合は、 次の点に注意し て く だ さい。

• 単一の機能を、 複数のデ ィ スクに分割する こ とはできません。 機能のサイズが大きいため、 1 つのデ ィ スクに

収ま らない場合は、 その機能をサブ機能 ( 小さい機能 ) に分割する必要があ り ます。

• セ ッ ト ア ッ プに含めたマージ モジュールは、 最初のデ ィ スクに格納する必要があ り ます。 これは、 Windows 

Installer が最初にデータベース (.msi フ ァ イル ) を処理する際に、 マージ モジュールのフ ァ イルが利用可能で

なければならないためです。

セ ッ ト ア ッ プの分割方法を定義し た後で機能を追加する と、 セ ッ ト ア ッ プの最後のデ ィ スクに機能が追加されま

す。 リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 いつでも イ ンス ト ールに新しいデ ィ スク を追加できます。

デ ィ スク プロンプ ト

タ スク 次のデ ィ スクの挿入が必要である こ と をエン ド ユーザーに示すプロンプ ト を指定するには、 次の操作を実行し ま

す。 

1. [ デ ィ スクのマ ッ ピング ] セクシ ョ ンでデ ィ スク を選択し ます。

2. " デ ィ スクのプロンプ ト " フ ィ ールド で次のいずれかの操作を行います。
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• エン ド ユーザーに表示するプロンプ ト を入力し ます。

• 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [ 文字列の選択 ] ダイアログを表示し、 プロンプ ト に使用する文字列

を選択し ます。

最後のデ ィ スク以外のすべてのデ ィ スクに対し て、 この手順を繰り返し ます。 リ リース ウ ィ ザー ドは、 [ デ ィ ス

ク プロンプ ト ] の値と し て使用する、 文字列テーブルのエン ト リ を自動的に作成し ます。 このエン ト リ に対し て、

セ ッ ト ア ッ ププログラムがサポー ト する各言語に翻訳し た文字列を設定し て く だ さい。

表示される文字列は、 以下に述べるよ う に、 プロジ ェ ク ト 全体にわたる多 く のソースから抽出されたものです。

1. 完全なプロンプ ト は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターに表示されるエラー テーブルで、 エラー レ コー ド 1302 と し て

生成されます。

2. この値は文プロジ ェ ク ト の文字列エン ト リからのもので、 日本語のデフ ォル ト 値は、 「次のデ ィ スク を挿入し

て く ださい : [2]」 です。

3. Windows Installer は、 DiskPrompt プロパテ ィ の値で [2] を解決し ます。 この値はプロパテ ィ  マネージャーで 

[1] に設定されています。

4. 最後に、 Windows Installer は、 " デ ィ スクのプロンプ ト " フ ィ ールド に入力し た文字列に対し て、 [1] を評価し

ます。

通常は、 下のデ ィ スクボリ ュームと同じ名前を入力し ます。 た と えば、 デフ ォル ト 値が変更し なかった と想定し

て、 Disk8 のデ ィ スク プロンプ ト を入力する と、 ユーザーに 「次のデ ィ スク を挿入し て く だ さい : Disk8」 とい う

プロンプ ト が表示されます。 

デ ィ スク ボ リ ューム

デ ィ スク を選択し て、 作成するデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーの名前を入力し ます。 各デ ィ スクに対し て、 この手

順を繰り返し ます。

CD-ROM などのリムーバブル メ デ ィ アのリ リースイ メ ージをビルド する場合、 作成する メ デ ィ アのボ リ ューム名

は、 必ずこ こで指定し たボリ ューム名と同じにし て く だ さい。

ボ リ ューム名が DISK? のままであれば、 リ リース ウ ィ ザー ドは、 たと えば、 DISK1、 DISK2 とい う よ う に 1 から

順にデ ィ スクに番号を付けます。

ヒ ン ト • ボリ ュームのデフ ォル ト の名前は、 すべて大文字で表記する こ とに注意し て く だ さい。 ボリ ューム名の大

文字表記を原則とする  (CD-ROM 等 ) メ デ ィ ア タ イプにも適用できるよ う に、 大文字で表記する こ と をお勧めし

ます。

[Web タ イプ ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

[Web タ イプ ] パネルでは、 Web イ ンス ト ール パッ ケージの構成を選択を求めるプロンプ ト が表意されます。
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パネルのオプシ ョ ン

単一実行可能フ ァ イル

リ リースを単一の自己展開型 Setup.exe フ ァ イルと し てビルド する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 イ ンス

ト ール パッ ケージには必要はものがすべて含まれてお り、 イ ンス ト ール パッ ケージを特定の場所に限定する構成

情報が含まれていないため、 この Web タ イプは、 複数の Web または FTP サイ ト からダウンロー ド されるパッ

ケージに理想的です。

ただし、 全イ ンス ト ール パッ ケージがダウンロー ド されるため、 ダウンロー ド サイズと所要時間は、 以下の Web 

から イ ンス ト ールする タ イプよ り大き く なる こ とに注意し て く ださい。

ダウンローダー

Setup.exe と .msi データベースを組み合わせてこのリ リースをビルド する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 こ

のオプシ ョ ンを利用し て、 製品のデータ フ ァ イルの格納場所を指定する こ とができます。 データ フ ァ イルは、

.msi データベースにス ト リームする こ と もできますし、 キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イルに外部的に格納する こ と もで

きます。 すべての .mst フ ァ イルと .ini フ ァ イルは Setup.exe フ ァ イルに埋め込まれます。

[ ダウンローダ ] オプシ ョ ンを使って、 エン ド ユーザーは Setup.exe をダウンロー ド し て実行し ます。 そのあと、

Setup.exe が MSI データベースをダウンロー ド し て実行し ます。 .cab フ ァ イルが外部的に格納されている場合、 エ

ン ド ユーザーが選択し たセ ッ ト ア ッ プの種類と機能に基づいて、 必要な .cab フ ァ イルのみがダウンロー ド および

イ ンス ト ールされます。 これによ り、 ダウンロー ドのサイズと時間が最小化されます。

リ リース ウ ィ ザー ドの  [ ダウンローダ オプシ ョ ン ] パネルで指定し た URL は、 製品メ ンテナンス と修復モー ド

で使用されます。

Web から イ ンス ト ールする

Setup.exe、 MSI データベースおよび外部キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イルを組み合わせてこのリ リースをビルド する

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 すべての .mst フ ァ イルと .ini フ ァ イルは Setup.exe フ ァ イルに埋め込まれま

す。

[Web から イ ンス ト ールする ] オプシ ョ ンで、 エン ド ユーザーが Setup.exe をダウンロー ド し て実行する と、

Setup.exe によ って .msi データベースがダウンロー ド され実行されます。 このと き、 エン ド ユーザーが選択し た

セ ッ ト ア ッ プの種類と機能に基づいて、 必要な CAB フ ァ イルのみダウンロー ド およびイ ンス ト ールされます。 こ

れによ り、 ダウンロー ド時間を最小限に抑えられます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [[Web から イ ンス ト ールする ] オプシ ョ ン ] パネルで指定し た URL は、 製品メ ンテナンス

と修復モー ド で使用されます。

[ ダウンローダーのオプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。
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[ ダウンローダ オプシ ョ ン ] パネルでは、 イ ンス ト ール パッ ケージの URL を指定し ます。 このパネルでは、 製品

のデータ フ ァ イルの場所も指定する こ と もできます。

[Web から イ ンス ト ールする オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

[Web から イ ンス ト ールする オプシ ョ ン ] パネルでは、 イ ンス ト ール パッ ケージの URL を指定し ます。 このパネ

ルでは、 .cab フ ァ イルの作成方法も指定し ます。

テーブル 11-6 • [ ダウンローダ オプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

パッ ケージの URL イ ンス ト ール パッ ケージの URL を http://www.yourcompany.com/

downloads のよ う に入力し て く ださい。 ( フ ァ イル名は必要あり ません。 )

外部 .cab フ ァ イルを作成する 製品のデータ フ ァ イルを .msi パッ ケージにス ト リームするには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

製品のデータ フ ァ イルを .msi パッ ケージの外 ( 外部 .cab フ ァ イル ) に格

納する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 適切な .cab フ ァ イル 

オプシ ョ ンを選択し ます。

.cab フ ァ イル [ 外部 .cab フ ァ イルを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、.cab 

フ ァ イルの作成方法を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• コ ンポーネン ト ご とに 1 つの .cab — 各コ ンポーネン ト に個別のキャ

ビネ ッ ト  フ ァ イルをビルド し ます。 実行時に、 エン ド ユーザーが選

択し たセ ッ ト ア ッ プの種類と機能に基づいて、 必要なキャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルのみがダウンロー ド されます。

• 機能ご とに 1 つの .cab — 各機能に個別のキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルをビ

ルド し ます。 実行時に、 エン ド ユーザーが選択し たセ ッ ト ア ッ プの

種類と機能に基づいて、 必要なキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルのみがダウン

ロー ド されます。

• サイズに基づいて複数の .cab — 各キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルについて特

定のサイズを入力し ます ( 単位はキロバイ ト )。

テーブル 11-7 • [Web から イ ンス ト ールする オプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

Web から イ ンス ト ールする フ ァ イ

ルの URL

イ ンス ト ール パッ ケージの URL を http://www.yourcompany.com/

downloads のよ う に入力し て く ださい。 URL は http:// または ftp:// で始

める必要があ り ます。
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One-Click Install パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

One-Click Install パネルでは、 エン ド ユーザーがプロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールを開始できる HTML ページ とキャ ビ

ネ ッ ト  フ ァ イルを生成するかど うかを指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

One-Click Install を作成する

One-Click Install(TM) を作成する場合はこのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 One-Click Install は、 最初のユーザー イ

ン ターフ ェ イスが HTML ページのイ ンス ト ール プログラムです。 エン ド ユーザーが Web ページにアクセス し て

ページ上のボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールフ ァ イルがターゲッ ト  システムにダウンロー ド され、 プログ

ラムが起動し ますユーザーのシステムにダウンロー ド される フ ァ イルは、 現在のリ リースの "Web タ イプ " プロ

パテ ィ の設定に依存し ます。

HTML ベース フ ァ イル名

作成する HTML フ ァ イルのベース名を、 「install」 のよ う に入力し ます。 指定し たベース名には、 拡張子 ".htm" が

追加されます。

CAB ベース フ ァ イル名

生成キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イルのベース名を、 install のよ う に入力し ます。

.cab フ ァ イル .cab フ ァ イルの作成方法を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• コ ンポーネン ト ご とに 1 つの .cab — 各コ ンポーネン ト に個別のキャ

ビネ ッ ト  フ ァ イルをビルド し ます。 実行時に、 エン ド ユーザーが選

択し たセ ッ ト ア ッ プの種類と機能に基づいて、 必要なキャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルのみがダウンロー ド されます。

• 機能ご とに 1 つの .cab — 各機能に個別のキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルをビ

ルド し ます。 実行時に、 エン ド ユーザーが選択し たセ ッ ト ア ッ プの

種類と機能に基づいて、 必要なキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルのみがダウン

ロー ド されます。

• サイズに基づいて複数の .cab — 各キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルについて特

定のサイズを入力し ます ( 単位はキロバイ ト )。

テーブル 11-7 • [Web から イ ンス ト ールする オプシ ョ ン ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ ローカル マシン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

[ ローカルマシン ] パネルでは、 イ ンス ト ールフ ァ イルを ターゲッ ト  システムにキャ ッ シュするかど うか、 また

キャ ッ シュする場所を指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

ローカル コ ンピ ューター上にキャ ッ シュ を イ ンス ト ールする

イ ンス ト ール フ ァ イルを ターゲッ ト  システム上にキャ ッ シュする場合、 このボ ッ クスをチ ェ ッ ク し ます。 ユー

ザーが製品のメ ンテナンスを実行する と、 こ こで指定されたキャ ッ シュの場所がデフ ォル ト のイ ンス ト ール ソー

ス と し て使用されます。

メ モ • このオプシ ョ ンを使用し て ターゲッ ト  システムにキャ ッ シュ し たフ ァ イルは、 ユーザーが製品をアン イ ン

ス ト ールし ても、 自動的に削除されません。

パス

フ ァ イルをキャ ッ シュする と きのターゲッ ト  システム上のデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 C:\Cached Files のよ う に

ハー ド コー ド化されたパスを入力する こ と もできますが、 [LocalAppDataFolder]Downloaded Installations のよ う にパ

スのド ロ ッ プダウン リ ス ト でイ ンス ト ール先変数を含める方法をお勧めし ます。

メ モ • [ パス ] リ ス ト で含められたイ ンス ト ール先変数だけがダウンロー ド場所に使用できます。

[ リ リース構成 ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

[ リ リース構成 ] パネルでは、 リ リースで使用する圧縮タ イプがある と き、 その種類を指定できます。

既存のリ リースを再ビルド する場合、 ウ ィ ザー ドは以前のビルド設定を覚えています。

テーブル 11-8 • [ リ リース構成 ] パネルの設定

設定 説明

すべてのフ ァ イルを

圧縮

すべての製品のフ ァ イルを、 単一の実行可能フ ァ イル (Setup.exe)、 または単一の 

Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) に圧縮する場合、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

フ ァ イルは圧縮せず、

イ ンス ト ール パッ

ケージから分離する

製品のフ ァ イルを圧縮し ない場合、 またそれらのフ ァ イルが、 イ ンス ト ール パッ ケー

ジを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーに含まれる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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メ モ • ビルド プロセスの出力は、 " メ デ ィ アの種類 "、 " 圧縮 " および " 分割 " 設定によ って異な り ます。

• [ ネ ッ ト ワーク イ メ ージ ] メ デ ィ ア タ イプを選択し て、 [ すべてのフ ァ イルを圧縮 ] オプシ ョ ンを選択する

と、 Setup.exe イ ンス ト ール ラ ンチャ を含めるかど うかによ って、 すべてのデータ フ ァ イルが Setup.exe また

は .msi データベースに圧縮されます。

• CD-ROM、 DVD-ROM または [ カス タム ] メ デ ィ ア タ イプで [ すべてのフ ァ イルを圧縮 ] を選択する と、 各

デ ィ スク イ メ ージにはデータ フ ァ イルを含む DataN.cab フ ァ イルが含まれます。

• CD-ROM、 DVD-ROM または [ カス タム ] メ デ ィ ア タ イプを [ カス タム ] オプシ ョ ンの圧縮と共に選択する

と、 圧縮するデータ フ ァ イルは、 ComponentName.cab とい う名前のキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置されます。

• Web メ デ ィ ア タ イプを選択する と、 ビルド出力はリ リース ウ ィ ザー ド の [Web タ イプ ] パネルに表示されま

す。

[ カス タム圧縮の設定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルでは、 圧縮する機能を選択し ます。

パネルのオプシ ョ ン

圧縮する機能

こ こでは、 このリ リースにある機能がすべて表示されます。 機能名の隣のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 圧縮す

る機能を選択し ます。

カス タム リ リースを圧縮するかど うかを指定し ます。

• すべてのフ ァ イルを圧縮 — すべての製品のフ ァ イルを、 単一の実行可能フ ァ イル 

(Setup.exe)、 または単一の Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) に圧縮する

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• フ ァ イルは圧縮せず、 イ ンス ト ール パッ ケージから分離する — 製品のフ ァ イルを

圧縮し ない、 かつ、 それらのフ ァ イルを イ ンス ト ール パッ ケージから分離する場

合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• カス タム — 1 つまたは複数の機能に関連付けられている フ ァ イルのみを .cab フ ァ

イルに圧縮する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する

と、 リ リース ウ ィ ザー ド で [ 次へ ] を ク リ ッ ク し た と き、 [ カス タム圧縮設定 ] パ

ネルが表示されます。 このパネルで、 圧縮方法を構成する こ とができます。

ヒ ン ト • ビルド プロセスの出力は、 " メ デ ィ アの種類 "、 " 圧縮 " および " 分割 " 設定

によ って異な り ます。

テーブル 11-8 • [ リ リース構成 ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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コ ンポーネン ト  または マージ モジュール は、 2 つ以上の機能に関連する可能性があ り ます。 この場合、 リ リー

ス ウ ィ ザー ドは、 コ ンポーネン ト やモジュールが関連付けられている最初の機能の圧縮設定を適用し ます。 たと

えば、 コ ンポーネン ト A が機能 1 ( フ ァ イルは圧縮 ) と機能 2 ( フ ァ イルは非圧縮 ) の両方に属し ている場合、 圧

縮設定は次のよ う に適用されます。 リ リースにビルド される最初の機能が機能 1 の場合、 コ ンポーネン ト A の

フ ァ イルは、 Windows Installer パッ ケージ、 または Setup.exe に圧縮されます。

すべて選択

このボタ ンを選択する と、 すべての機能が圧縮されます。

すべてを ク リ ア

このボタ ンを ク リ ッ クする と、 すべての機能が選択解除されます。 つま り イ ンス ト ールに圧縮される機能はな く

な り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャ ] パネル

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] パネルは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用可能です。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] では、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを作成するかど うかを指定できます。 また、

Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールに含めるかど うかも指定する こ とができます。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルについては、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加す

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] パネルの設定

設定 説明

イ ンス ト ール ラ ンチャ (Setup.exe) 

を作成する

現在のリ リースに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを作成するかど うか

指定する場合、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 次のよ う な場合に必要です : た と

えば、 ターゲッ ト  システムに Windows Installer エンジンを イ ンス ト ール

する場合、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールーがリ リースに含まれている必要が

あ り ます。 [ セ ッ ト ア ッ プ言語 ] パネルで、 [ 言語 ] ダイアログを表示す

るオプシ ョ ンを選択し た場合も、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが必ず必要に

な り ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが必要になるシナリ オについては、

「セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーの作成」 をご覧 く だ さい。

ネ ッ ト ワーク イ メ ージまたは Web ([ 単一の実行可能フ ァ イル ] メ デ ィ ア 

タ イプ ) 用の [ リ リース構成 ] パネルで [ イ ンス ト ール パッ ケージ内に圧

縮保存 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ全体およ

びアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 すべて Setup.exe に圧縮されます。
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[Windows Installer の場所 ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルを使う と、 Windows Installer エンジン イ ンス ト ーラー (InstMsiA.exe と InstMsiW.exe) の場所を指定でき

ます。

パネルのオプシ ョ ン

Web から エンジンをダウンロー ド する

[ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] パネルで指定された URL から ( 必要に応じ て ) Windows Installer エンジン イ ンス ト ー

ラーをダウンロー ド するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド されるパッ ケージサイズと ダウン

ロー ド時間を最小化し たい場合に推奨されます。 エンジンは、 正しいバージ ョ ンが既にターゲッ ト マシンにある

場合はダウンロー ド されません。

Setup.exe から エンジンを抽出する

Windows Installer エンジン イ ンス ト ーラーを Setup.exe に圧縮し て、 必要に応じ て実行時に抽出するよ う にするに

はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

MSI 3.1 エンジンを含める Windows Installer エンジンを イ ンス ト ールに含めて、 必要に応じ て ター

ゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド できるよ う にす

るには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

代り に、 プロジ ェ ク ト に Windows Installer の InstallShield 前提条件を追加

する こ と と もできます。 詳細については、 「Windows Installer 再配布可能

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer サービスをア ッ プ

グレー ド できないと き、 警告を抑

制する

Windows Installer サービスを ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールし た り

ア ッ プグレー ド できない場合に表示される警告ダイアログを表示し ない

よ う にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

セ ッ ト ア ッ プ イ ンス ト ールが完了

するまでエンジンを再起動し ない

セ ッ ト ア ッ プ プログラムが完了するまで Windows Installer エンジン イ ン

ス ト ールに必要な再起動を遅延する場合、 [ セ ッ ト ア ッ プのイ ンス ト ール

が完了するまでエンジンの再起動を行わない ] オプシ ョ ンを選択し ます。

必要時に、 Windows Installer エンジンを イ ンス ト ールまたは更新し てから

直ちにシステムが再起動できるよ う にするには、 このオプシ ョ ンを ク リ

ア し ます。

テーブル 11-9 • [ セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール全体が Setup.exe に完全に含まれていなければならない場合に使用し ま

す。 [Web からエンジンをダウンロー ド する ] オプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り ダウンロー ド

時間も短 く な り ますが、 このオプシ ョ ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

ソース メ デ ィ アから コ ピーする

Windows Installer エンジン イ ンス ト ーラーを ソース メ デ ィ アのルー ト に残し てお く 場合、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている Web メ デ ィ ア タ イプまたはネ ッ ト

ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ イプでは使用できません。

ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト ワークなどの固定メ デ ィ アから イ ンス ト ールが非圧

縮で実行される場合に使用し ます。

[InstallShield 前提条件 ] パネル
[InstallShield 前提条件 ] パネルは、 プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の InstallShield 前提条件が含まれる場合に表示

されます。

このパネルを利用し て InstallShield 前提条件をど こに配置するかを指定し ます。 使用可能なオプシ ョ ンは次の通り

です。

ヒ ン ト • 各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ に指定された場所を使用する場合、 [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe 

タ ブにある "InstallShield 前提条件の場所 " 設定で [ 個々の選択に従う ] を選択する必要があり ます。 詳細について

は、 「特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-10 • [InstallShield 前提条件 ] パネルで利用可能なオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Web から前提条件

をダウンロー ド す

る

プロジ ェ ク ト に含まれるすべての InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提

条件の InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で指定された URL からダウンロー ド し ます。

ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド されるパッ

ケージサイズと ダウンロー ド時間を最小化し たい場合に推奨されます。 InstallShield 前提

条件は、 適切なバージ ョ ンが既にターゲッ ト  マシンにある場合はダウンロー ド されませ

ん。
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メ モ •  InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存関係と し てプロジ ェ ク ト に追加される場合、 前提条件の依存関

係の場所は、 それを必要とする前提条件の場所設定に従います。

[ デジ タル署名 ] パネル
[ デジ タル署名 ] では、 パッ ケージ とパッ ケージのフ ァ イルのデジ タル署名情報を指定できます。 アプ リ ケーシ ョ

ンにデジ タル署名をする こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドが発表以来変更または破損し ていないこ と をエン

ド ユーザーに対し て保証し ます。

Setup.exe から前提

条件を抽出する

InstallShield 前提条件フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し、 実行時に必要に応じ て抽出されるよ

う に設定する。

ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール全体が Setup.exe に完全に含まれていなければ

ならない場合に選択し ます。 [Web から前提条件をダウンロー ド する ]  オプシ ョ ンを選択

する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り、 ダウンロー ド時間も短 く な り ます。 ただ し、

[Setup.exe から エンジンを抽出する ] オプシ ョ ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し

ます。

ソース メ デ ィ アか

ら前提条件を コ

ピーする

InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 ソース メ デ ィ アに格納する。

ヒ ン ト • このオプシ ョ ンは、 CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト ワークなどの固定メ デ ィ ア

から イ ンス ト ールが非圧縮で実行される場合に使用し ます。

個々の選択に従う [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提条件 ] ビ ュー、 で各セ ッ ト ア ッ プ前提条件の

プロパテ ィ に指定し た場所を使います。 詳細については、 「特定の InstallShield 前提条件の

実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-11 • [ デジ タル署名 ] パネルの設定

設定 説明

証明書 URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL は、

エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るためのリ ン ク先と

し て、 デジ タル署名の中で使用されます。

デジ タル証明書情報 リ リースに署名を行う ために使用するデジ タル証明書を指定するには、 この

設定の横にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明書を含む証明

書ス ト アについての情報を指定する こ とができます。

詳細については、 「[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-10 • [InstallShield 前提条件 ] パネルで利用可能なオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] パネル
[ デジ タル署名 ] パネルでデジ タル署名情報を入力する と、 リ リース ウ ィ ザー ド に [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] 

パネルが含まれます。

[ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] パネルを利用し て、 ビルド時にデジ タル署名をする イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指

定する こ とができます。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブで、 リ リースのデジ タル署名情報を構成する こ と もできます。

証明書パスワー ド 使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを入力し ます。 InstallShield はパ

スワー ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの署名を行いま

す。 証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、 この設定に何

も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イルを使った署名が失敗し ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用す

るよ う に構成する と、 ビルド時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署

名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows が使用

する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サービス プロ

バイダーに提供する こ とはできません。

テーブル 11-12 • [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

Windows Installer 

パッ ケージに署名

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) にデジ タル署名するには、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • Setup.exe タ ブの "MSI エンジン / スキーマ " 設定で、バージ ョ ン 

2.0 以降が選択されている場合のみ、 Windows Installer パッ ケージに署

名する こ とができます。

メ デ ィ アの署名 InstallScript メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル (Data1.hdr) にデジ タル署名するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-11 • [ デジ タル署名 ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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Setup.exe に署名 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

Setup.exe フ ァ イルに署名するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

この設定は、 次の基準を満たすリ リースにのみ適用されます。

• 単一フ ァ イル Setup.exe

• 圧縮フ ァ イル

• ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ イプ

パッ ケージ内の

フ ァ イルに署名す

る

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

リ リース内のフ ァ イルに署名する場合、 まずこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し てから、 [ 次のパターン と フ ァ イルを含める ] ボ ッ クス と [ 次の

パターン と フ ァ イルを除外する ] ボ ッ クスを使用し て、 署名する フ ァ

イルを指定し ます。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) は、 Windows ロゴ プログ

ラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

含めるパターン と

フ ァ イル

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルおよびフ ァ イル パターンを指定

し ます。

次の事項に注意し て く だ さい。

• ボ ッ クスに直接入力する こ とができます。 代わり に、 [ フ ァ イル ] 

ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 フ ァ イル ダイアログ ボ ッ

クスの [ 参照 ] が起動されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 現

在プロジ ェ ク ト にあるすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルが一覧表示

されます。 選択可能なフ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示さ

れます。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 すべての .exe フ ァ イルに署名する場合、 *.exe のよ う に

指定し ます。 .exe

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的にリ ン ク され

たフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致するすべてのフ ァ イルに

署名を行う場合、 特に便利です。

• 各フ ァ イルおよび各フ ァ イル パターンはそれぞれの行に , 改行

コー ド で区切って入力し ます。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 た と えば、 [ 次のパターン と フ ァ イルを含める ] ボ ッ

クス と [ 次のパターン と フ ァ イルを除外する ] ボ ッ クスで *.exe と

指定し た場合、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

テーブル 11-12 • [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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除外するパターン

と フ ァ イル

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名を行わないフ ァ イルおよびフ ァ イル パターン

を指定し ます。

次の事項に注意し て く だ さい。

• ボ ッ クスに直接入力する こ とができます。 代わり に、 [ フ ァ イル ] 

ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 フ ァ イル ダイアログ ボ ッ

クスの [ 参照 ] が起動されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 現

在プロジ ェ ク ト にあるすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルが一覧表示

されます。 選択可能なフ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示さ

れます。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 .drv フ ァ イルはどれも署名し ない場合 *.drv のよ う に指

定し ます。

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的にリ ン ク され

たフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致する フ ァ イルに署名を行

な うのを避ける場合、 特に便利です。

• 各フ ァ イルおよび各フ ァ イル パターンはそれぞれの行に , 改行

コー ド で区切って入力し ます。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 た と えば、 [ 次のパターン と フ ァ イルを含める ] ボ ッ

クス と [ 次のパターン と フ ァ イルを除外する ] ボ ッ クスで *.exe と

指定し た場合、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

既に署名されてい

る フ ァ イルに署名

する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

プロジ ェ ク ト にデジ タル署名されている フ ァ イルが既に存在する場合、

InstallShield で、 既存のデジ タル署名を [ デジ タル署名 ] タ ブで指定し

たデジ タル署名で置き換えるかど うかを指定し ます。 これは、 [ 次のパ

ターン と フ ァ イルを含める ] ボ ッ クス と [ 次のパターン と フ ァ イルを除

外する ] ボ ッ クスで指定された要件を満たすフ ァ イルにのみ適用され

ますので注意し て く だ さい。

• 既にフ ァ イルに含められている既存のデジ タル署名情報の代わり

に、 [ デジ タル署名 ] タ ブで指定し たデジ タル署名情報を使って

フ ァ イルに署名をする場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

• 既に署名されている フ ァ イルについて、 既存のデジ タル署名情報

をそのまま残す場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。

テーブル 11-12 • [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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[ パスワー ド と著作権 ] パネル
イ ンス ト ールのパスワー ド保護を有効にするための [ パスワー ド と著作権 ]  パネルが表示されます。 エン ド ユー

ザーが Setup.exe を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を選択し た と きに表示される [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスにある [ バージ ョ ン ] タ ブに、 デフ ォル ト の情報またはカス タム情報のどち ら を表示するかを指定する こ

と もできます。

元の場所にある

フ ァ イルに署名す

る

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

InstallShield で署名をする と き、 元のフ ァ イルにも署名をするか、 また

はリ リースに組み込まれる フ ァ イルのみ署名するかを指定し ます。

• 各フ ァ イルの一時コ ピーに署名し て、 その署名された一時コ ピー

を使って リ リースをビルド する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク

リ ア し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 元のフ ァ イ

ルは変更も署名も されませんので注意し て く だ さい。

• InstallShield で元のフ ァ イルに署名する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。

ヒ ン ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 も と も と署名されていな

かったフ ァ イルを含むリ リースの圧縮バージ ョ ン と非圧縮バージ ョ ン

の両方を更新する単一のパッ チを作成する場合に便利です。

テーブル 11-13 • [ パスワー ド と著作権 ] パネルの設定

設定 説明

Setup.exe をパスワー ド で保護 エン ド ユーザーが Setup.exe を実行する と きにパスワー ドの入力を要求

する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 [ パスワー ド ] ボ ッ

クスにパスワー ド を入力し ます。

Password イ ンス ト ールの実行にエン ド ユーザーが入力し なければならないパス

ワー ド を入力し ます。

テーブル 11-12 • [ デジ タル署名のオプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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.NET Framework パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallScript または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に １  つまたは複数のバージ ョ ンの .NET Framework を

含める場合、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを使用し て、 Microsoft .NET Framework オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに追加し

ます。

セ ッ ト ア ッ プの初期化中にパス

ワー ド  ダイアログ ボ ッ クスを表示

する プロジ ェ ク ト • この設定は、 InstallScript プロジ ェ ク ト で提供されていま

す。

OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト のコー ド

にあるパスワー ド チ ェ ッ ク コー ド を起動するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合、 スク リ プ ト で独自のコー ド を

入力し て、 エン ド ユーザーにパスワー ドの入力を求め、 FeatureValidate 

を呼び出し てパスワー ド を確認する必要があり ます。

カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ

を使用する

プロジ ェ ク ト • この設定は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

デフ ォル ト の情報をオーバーラ イ ド し て、 自社の著作権情報およびその

他の情報を表示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

この情報は、 エン ド ユーザーが Setup.exe を右ク リ ッ ク し てから [ プロ

パテ ィ ] を選択し た と きに、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示さ

れます。

著作権情報

プロジ ェ ク ト • この設定は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

エン ド ユーザーが Setup.exe を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を選択

し た と きに表示される [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示する著

作権情報を入力し ます。

テーブル 11-13 • [ パスワー ド と著作権 ] パネルの設定

設定 説明
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.NET Framework パネルで、 .NET Framework 1.0、 1.1、 または 2.0 の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのサポー ト を追加する こ

とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に .NET Framework 3.5, 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1 (x86、 x64、 IA64)、 または 2.0 (x64、 IA64 のみ ) を

含めるには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 前提条件をプロ

ジ ェ ク ト に追加し ます。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-14 • .NET Framework パネルの設定

設定 説明

.NET Framework を含める、 または

セ ッ ト ア ッ プする

イ ンス ト ールに .NET Framework を含むにはこのボ ッ クスを選択し て く だ

さい。 ターゲッ ト  システム上で有効でない場合、 その保存場所と イ ンス

ト ールの詳細を示すこ とができます。

.NET バージ ョ ン ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする .NET Framework のバージ ョ ンを

選択し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に .NET Framework 3.5, 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1 (x86、

x64、 IA64)、 または 2.0 (x64、 IA64 のみ ) を含めるには、 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューで Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 前

提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ

追加する」 を参照し て く だ さい。

Web からダウンロー ド する リ リースプロパテ ィ シー ト の .NET 及び J# Framework URL プロパテ ィ で

指定し た URL から .NET Framework サポー ト をダウンロー ド するには、

このオプシ ョ ンを選択し ます。

Setup.exe から抽出する Setup.exe から .NET Framework を抽出し て ターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールするにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。

ソース メ デ ィ アから コ ピーする .NET Framework を ソース メ デ ィ アのルー ト に残し てお く 場合に、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルを 

Setup.exe に圧縮し ている Web メ デ ィ ア タ イプまたはネ ッ ト ワーク イ

メ ージ メ デ ィ ア タ イプでは使用できません。

.NET Framework のイ ンス ト ール時

に完全なユーザー イ ン ターフ ェ イ

スを表示する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ン

ピ ューターに .NET Framework を イ ンス ト ールする際、 Microsoft .NET 

Framework ( 英語 ) セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドが表示されます。 ウ ィ ザー ド

は .NET Framework イ ンス ト ールの進行状況を表示し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ン

ピ ューターに .NET Framework を イ ンス ト ールする際、 InstallShield Wizard 

が表示されます。 InstallShield Wizard は .NET Framework イ ンス ト ールの進

行状況を表示し ます。
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[.NET ラ ン タ イム オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルでは、 DotNetFx.exe への追加のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し て、 [.NET コ ア言語 ] を選択す

る こ とができます。

パネルのオプシ ョ ン

DotNetFx.exe へ渡すコ マン ド ラ イ ン

編集フ ィ ールド には、 DotNetFx.exe へ渡すコマン ド ラ イ ンを入力し ます。

.NET コ ア言語

.NET Framework パネルで [.NET バージ ョ ン 1.1] を選択し た場合、 配布する .NET コア言語を １  つ指定できます。

これは、 .NET 1.1 コ ア再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ール中に使用される言語です。 バージ ョ ン 2.0 を選択する

と、 すべての言語オプシ ョ ンは、 このバージ ョ ンの再配布可能フ ァ イルに含まれているので､選択され無効にされ

ます。 再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド を起動するには、 [ その他の言語をダウンロー ド ] を ク

リ ッ ク し ます。

[.NET 言語パッ クのラ ン タ イム オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルを使用し て、 セ ッ ト ア ッ プに含む .NET 言語パッ ク を選択する こ とができます。 さ らに、 LangPack.exe 

と共に使用される コマン ド ラ イ ンを提供する こ と もできます。

パネルのオプシ ョ ン

LangPack.exe へ渡すコマン ド ラ イ ン

LangPack.exe へ渡すコマン ド ラ イ ンを入力し ます。

イ ンス ト ールが完了するまで、 要

求された .NET の再起動を遅延する

イ ンス ト ールが完了するまで再起動へのプロンプ ト を遅延するには、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 .NET Framework は、 この再起動が済

むまで機能し ない場合があ り ます。 し たがって .NET Framework がイ ンス

ト ール中に使用される場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ないこ と を

強 く 推奨し ます。

テーブル 11-14 • .NET Framework パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
2172 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
配布する .NET 1.1 言語パッ ク

セ ッ ト ア ッ プ と共に配布する言語パッ クの隣にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 システムにある Microsoft 言

語パッ ク再配布可能フ ァ イルによ ってオプシ ョ ンが有効にな り ます。 さ らにダウンロー ド するには、 [ その他の言

語をダウンロー ド する ] を ク リ ッ ク し て 再配布可能フ ァ イル ダウンローダー ウ ィ ザー ド を起動し ます。

[Visual J# ラ ン タ イム オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できません。

このパネルでは、 ターゲッ ト  システムに Visual J# ラ ン タ イムコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされていない場合に

使用される Visual J# オプシ ョ ンを選択する こ とができます。

メ モ • 実行時にイ ンス ト ールされた Visual J# のバージ ョ ンは、 .NET Framework パネルで選択し た .NET Framework 

のバージ ョ ン と同じにな り ます。

パネルのオプシ ョ ン

Visual J# ラ ン タ イム コ ンポーネン ト を含む

このオプシ ョ ンを選択し て、 以下から選んだ Visual J# ラ ン タ イムコ ンポーネン ト を含みます。

Web からダウンロー ド する

リ リース プロパテ ィ  シー ト の .NET 及び J# Framework URL プロパテ ィ で指定し た URL からセ ッ ト ア ッ プがコ ン

ポーネン ト をダウンロー ド するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

Setup.exe から抽出する

このオプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールプロセスの最中に Setup.exe から J# ラ ン タ イムコ ンポーネン ト を抽

出し ます。

ソース メ デ ィ アから コ ピーする

コ ンポーネン ト はイ ンス ト ールのソース メ デ ィ アから コ ピーされます。

再配布可能フ ァ イルへ渡すコ マン ド ラ イ ン

J# 再配布可能フ ァ イルへ渡すコマン ド ラ イ ンを入力し ます。 有効なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについては、 マ

イ ク ロ ソ フ ト に問い合わせて く だ さい。

J# のイ ンス ト ールをオプシ ョ ンにする

ダイアログを介し てイ ンス ト ール実行中にエン ド ユーザーへオプシ ョ ンを提示し ます。

オプシ ョ ンに設定し ていて、 セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト の場合は、 J ＃ を イ ンス ト ールする

J# のイ ンス ト ールをオプシ ョ ンに設定し、 イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行し た場合、 オプシ ョ ンはエン ド ユー

ザーへは提示されません。 その場合、 J# ラ ン タ イム コ ンポーネン ト はエン ド ユーザーに選択の余地を与える こ と

な く イ ンス ト ールされます。
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[ 詳細設定 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ 詳細設定 ] パネルで、 リ リース場所と フ ァ イル名の形式が設定できます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 リ

リース と共に Autorun およびパッ ケージ定義フ ァ イルを作成するかど うかを指定する こ と もできます。 パッ チ作

成を最適化するために、 オプシ ョ ンで以前のリ リースビルド を指定する こ と もできます。

既存のリ リースを再ビルド する場合、 ウ ィ ザー ド を使用し て、 最後に指定し たビルド設定を呼び出し ます。
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パネルのオプシ ョ ン

リ リースの設定

テーブル 11-15 • [ 詳細設定 ] パネルの [ リ リースの設定 ] 領域

設定 説明

場所 リ リースを保存し たいデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。 [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 このデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 または、 リ リースの場所

のパス変数 を入力し ます。 このフ ィ ールド でパス変数を使用するには、

パス変数が示すデ ィ レ ク ト リ に移動するか、 使用するパス変数の名前を

入力し ます。 この名前は、 <MyVariable> のよ う に、 山かっ こで括り ます。

長いフ ァ イル名を使用する リ リースを保管する メ デ ィ アが長いフ ァ イル名をサポー ト する場合、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 長いフ ァ イル名をサポー ト し ない場

合、 またはメ デ ィ アがサポー ト する フ ァ イル名の形式が不確かな場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

サイズを最適化する InstallShield で、 このリ リースのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルをビルド する と き

に、 LZX 圧縮タ イプを使用する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。 MSZIP 圧縮を使用するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ま

す。

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースの "Cab 最適化の種類 " 設定を使って、

.cab フ ァ イルの圧縮に LZX または MSZIP を選択する こ と もできます。 さ

らに、 この設定を使って、 .cab フ ァ イルの圧縮を行わないこ と を選択す

る こ と もできます。

重要 • 圧縮を行う と、 一般的に圧縮フ ァ イルのサイズが減少し ます。 た

だ し、 ビルド プロセスの完了までの時間が長 く なる こ とがあり ます。 圧

縮される フ ァ イルのサイズと その数によ って、 LZX 圧縮と ビルド に数時

間かかる場合もあ り ます。 し たがって、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

た場合、 ビルドが完了するまでの所要時間をできるだけ短縮できるよ う、

ビルド マシンに最新のハー ド ウ ェ アを搭載する こ とが推奨されます。

この設定は、 リ リースがフ ァ イルの一部または全部を .cab フ ァ イルに圧

縮するよ う に構成されている場合にのみ使用されます。

パス変数のテス ト 値を使用する パス変数にテス ト 値を使用し た場合、 こ こで [ はい ] を選択する と、 こ

の時点で実際の値が設定されます。
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[ パッ チの最適化 ] ( オプシ ョ ン ) 領域

できる限り小さいパッ チを作成するには、 File テーブルのフ ァ イルキーが以前と新しい .msi データベースで同じ

でなければな り ません。 パッ チ作成プロセスは File テーブル キーを使って、 2 つのフ ァ イルが同じ フ ァ イルかど

うかを判断し ます。 ( 実際のフ ァ イル名は使用する こ とができません。 これは、 パッ ケージが異なる条件下でイ ン

ス ト ールされた同じ名前のフ ァ イルを複数含んでいる可能性があるからです。 ) 以前のパッ ケージがこ こで指定さ

れている場合、 同一フ ァ イルには、 同一の File テーブル キーが使用されます。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド関する考慮事項」 を参照し て く だ さい。

Autorun.inf を作成する CD-ROM でイ ンス ト ールを配布し AutoPlay 機能の Windows ロゴ 要件を

サポー ト する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 イ ンス ト ールを自

動実行するための指示が含まれた Autorun.inf とい う テキス ト  フ ァ イルが

デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーのルー ト に作成されます。

このフ ァ イルを編集し て AutoPlay オプシ ョ ンを追加し た り、 コマン ド ラ

イ ン パラ メ ーターを MsiExec.exe や Setup.exe に渡し た り できます。

AutoPlay は、 ルー ト ド ラ イブでのみ使用可能なため、 開発システムの

デ ィ スク イ メ ージフ ォルダーでは機能し ません。 さ らに、 ユーザーは、

システム上で AutoPlay をオフにできます。

パッ ケージ定義フ ァ イルを作成す

る

エン ド ユーザーが SMS ジ ョ ブ と し てイ ンス ト ールを実行できるパッ

ケージ定義フ ァ イル (.pdf) を作成するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 バージ ョ ン 2.0 の .pdf 

が作成されます。

UTF-8 データベースのビルド Windows Installer データベース、 およびすべてのイ ンス タ ンスまたは言語

ト ラ ンスフ ォームを UTF-8  エン コー ド を使ってビルド する場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

UTF-8 エン コー ドは、 すべての言語の文字を同時にサポー ト するため、

エン ド ユーザーに表示するテキス ト およびフ ァ イル名と レジス ト リ キー

の両方で、 た と えば日本語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン ド語

のよ う に自由に言語を組み合わせて使用できます。 組み合わされた言語

は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に関わらず正し く 表示されま

す。 ただ し、 一部の状況下では、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスに問題が発

生し ます。 た と えば、 エン ド ユーザーが /qb コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ン

を指定するか、 または [ プログラムの追加と削除 ] から製品をアン イ ン

ス ト ールする と、 Windows Installer がに非常に小さいフ ォ ン ト を使って 

UTF-8  データベースに含まれるユーザー イ ン ターフ ェ イス テキス ト を

表示し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、リ リースをビルド する際に ANSI 

データベースが作成されます。 このオプシ ョ ンを使う と、 異なる コー ド 

ページを持つ言語からの文字を同時に使用する こ とができません。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。

テーブル 11-15 • [ 詳細設定 ] パネルの [ リ リースの設定 ] 領域 ( 続き )

設定 説明
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以前の Windows Installer パッ ケージ

msi フ ァ イルの以前のリ リースバージ ョ ンを参照する

[ リ リース設定の概要 ] パネル
設定を変更する場合は、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て変更するパネルに戻り ます。 する と、 [ リ リース設定概要 ] 

パネルに戻り、 ビルド を開始できます。

パネルのオプシ ョ ン

リ リースをビルド する

[ 終了 ] を ク リ ッ ク し た と きにリ リースをビルド するにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。 ビルド の進行状況情報が 

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウに表示されます。

メ モ • リ リース ウ ィ ザー ド を Microsoft Visual Studio から起動し た場合、 [ リ リースのビルド ] オプシ ョ ンは [ 概要

] パネルには表示されません。

[ 一般オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • [ 一般オプシ ョ ン ] パネルは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

一般オプシ ョ ン パネルでは次の処理が可能です。

• イ ンス ト ールを配布するための自己展開型実行可能フ ァ イルを作成する。

• コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを Setup.exe へ渡す。

• プ リ プロセ ッサ変数定義を コ ンパイ ラへ渡す。

• コ ンパイルし たスク リ プ ト  フ ァ イル (.inx フ ァ イル ) をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置するかど う かを選択す

る。

プロジ ェ ク ト • InstallScript オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト では、 コ ンパイ ラ プ リ プロセ ッサ定義 リ ス ト および 詳細 

ボタ ンが利用可能になっています。 このパネルの他のオプシ ョ ンは使用できません。

単一実行可能フ ァ イルを作成する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 自己展開型実行フ ァ イルを作成し ます。 フ ァ イル名 と アイ コ ン リ ス ト は、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合のみ有効にな り ます。

フ ァ イル名

自動展開実行可能フ ァ イルのフ ァ イル名を入力、 または パスワー ド を定義する パス変数 を選択し ます。
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アイ コ ン

オプシ ョ ン と し て、 ビルド時に取得する実行可能フ ァ イルのアイ コ ンが含まれる フ ァ イルの完全修飾パスを指定

する こ とができます。 フ ァ イルの指定がない場合、 デフ ォル ト のアイ コ ンが使用されます。 フ ァ イルを指定する

には、 明示的パスを タ イプ し、 パス変数を選択し てそれに追加するか、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て [ アイ コ ンの

変更 ] ダイアログ ボ ッ クスを開いて [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルを選択できます。 デフ ォル ト では

イ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クス

でアイ コ ンを選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマイナス (-) 記号がついてい

る ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う イ ンデッ クスを持つアイ コ ンを、

C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し ます。

コ ンパイル済みのスク リ プ ト フ ァ イル (.inx) を圧縮し て メ デ ィ アに入れる

コ ンパイル済みスク リ プ ト  フ ァ イル (.inx フ ァ イル ) をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置する場合、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し て く だ さい。 フ ァ イルを Disk1 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーに非圧縮状態で配置する場合、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アにし ます。

セ ッ ト ア ッ プ コ マン ド ラ イ ン

イ ンス ト ールを起動し た と きに Setup.exe に渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをオプシ ョ ンで指定する こ とがで

きます。 コマン ド ラ イ ンを入力するかパス変数を選択し ます。

コ ンパイ ラのプ リ プロセ ッサ定義

プ リ プロセ ッサ変数定義をオプシ ョ ンで指定し ます。 定義を入力するか、 ユーザー作成のビルド変数を選択し ま

す。 こ こに指定されたプ リ プロセ ッサ変数定義は現在のリ リースにのみ適用されます。 他のリ リースのスク リ プ

ト を コ ンパイルし ている と きには使用されません。 等号およびコ ンマの前後に空白を置かないよ う にし て、 次の

形式を使用し ます。

MYVARIABLE1=123,MYVARIABLE2

このよ う な変数は、 スク リ プ ト のフ ローを制御する #if と #ifdef ステー ト メ ン ト によ り、 スク リ プ ト 内でテス ト で

きます。 InstallScript オブジ ェ ク ト を作成する際、 IFX_OBJECTS と入力し ます。

このボ ッ クスに、 プ リ プロセ ッサ変数の名前を入力する と、 その変数が定義されます。 た と えば、 このボ ッ クス

に MYVARIABLE と入力する と、 次の #ifdef ループ中のスク リ プ ト コ マン ドが実行されます。

#ifdef MYVARIABLE

 // コマン ド

#endif

この編集ボ ッ クスでプ リ プロセ ッサ変数定義を追加または変更し た後、 その追加または変更を有効にするために

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を コ ンパイルする必要があ り ます。 詳し く は、 「スク リ プ ト のコ ンパイル」 をご覧 く だ

さい。

その他のデ ィ スク フ ァ イル

このボタ ンは、 [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューの [ ア ド バンス フ ァ イル ] の下にある [ その他 ] フ ォル

ダーにフ ァ イルがあ り、 複数のデ ィ スク イ メ ージを作成する メ デ ィ ア形式を選択し た場合 ( ネ ッ ト ワーク イ メ ー

ジを除 く すべての形式に当てはま り ます ) にのみ有効にな り ます。

このボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 一般オプシ ョ ン - 他のデ ィ スク フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。 こ

のダイアログ ボ ッ クスでは、 Other フ ォルダーにある各フ ァ イルに対し て、 デ ィ スク イ メ ージフ ォルダー内の場

所を指定し ます。
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詳細

このボタ ンを ク リ ッ クする と、 一般オプシ ョ ン - 詳細 ダイアログ ボ ッ クス が開きます。 このダイアログ ボ ッ ク

スを使う と、 ビルド されたフ ァ イルのカス タムの場所や、 デ ィ スク イ メ ージフ ォルダーに予約されているスペー

ス、 およびイ ンス ト ールで MD5 の確認を行う かど う かを指定できます。

[ 機能 ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは次のプロジ ェ ク ト の種類では表示されません。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

機能パネルを使う と、 ビルド し た リ リースに含める機能を指定できます。

パネルのオプシ ョ ン

" ビルド に含める " プロパテ ィ の使用

このオプシ ョ ンを選択する と、 " ビルド に含める " 設定が [ はい ] に設定されている各機能がビルド された メ デ ィ

アに含められ、 " ビルド に含める " 設定が [ いいえ ] に設定されている各機能は含められません。

機能の指定

各機能について、 その機能をビルド し た リ リースに含めるかど うか指定できます。 機能を含めるかど うかを切り

替えるには、 機能の横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ クスをチ ェ ッ クする と、 機能が

ビルド し た リ リースにイ ン クルー ド されます。 チ ェ ッ ク されていないと、 機能はイ ン クルー ド されません。

InstallScript オブジ ェ ク ト のイ ン クルー ド状態を切り替える こ とはできません。 オブジ ェ ク ト の選択状態は、 親機

能のイ ン クルー ド状態と常に同じにな り ます。

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが使用できない場合は、 その機能が、 含まれている機能にと って必須で、 除外できないこ と を

意味し ます。

機能を含めるよ う に切り替える と、 親機能、 子機能、 および必須機能すべてが含まれ、 必須機能のすべての子機

能も含まれます。 機能を切り替えて除外する と、 この機能の子機能も除外されます。 この機能の親機能に含まれ

ている機能がな く なる と、 親機能も除外されます。 親機能を含めるには、 少な く と も 1 つ以上の子機能が含まれ

ている必要があ り ます。 必須機能のう ち、 可視の子機能の １  つを除いてすべての機能を除外する と、 必須機能の

う ち残りの可視の子機能は自動的に含まれて選択できないよ う にな り、 最低 １  つの子機能が含まれたままにな り

ます。

可視機能  ([ 可視 ] プロパテ ィ が [ はい ] に設定されている機能 ) は、 色つきのアイ コ ン ( ) で表示されます。 不

可視の機能は、 色な し アイ コ ン  ( ) で表示されます。

[ メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 Windows Installer ベースまたは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では表示されません。
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このパネルでは、 各機能またはすべての機能に対し て、 機能のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト フ ォルダーに保存するか、

デ ィ スク イ メ ージ内に圧縮せずに配置するかを指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル

機能のすべてのフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに保存し ます。

メ モ • コ ンポーネン ト の [ 圧縮 ] プロパテ ィ で、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに保存する際

に、 圧縮するか圧縮し ないかを選択できます。

CD-ROM フ ォルダー

機能のすべてのフ ァ イルを圧縮せずにデ ィ スク イ メ ージに配置し ます。 機能に関連し たフ ァ イルは、 機能の [CD-

ROM フ ォルダー ] プロパテ ィ で指定し たフ ォルダーのデ ィ スク イ メ ージに配置されます。 フ ォルダーが指定され

ていない場合、 機能のフ ァ イルはデ ィ スク イ メ ージのルー ト に配置されます。

カス タム

このオプシ ョ ンが選択されている と、 パネルの [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ クする と [ カス タム メ デ ィ アレ イアウ ト ] 

パネルが表示され、 こ こで機能のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに保存するか、 圧縮せずにデ ィ スク イ メ ージ

に配置するか、 個別の機能を指定できます。

[ カス タム メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは次のプロジ ェ ク ト の種類では表示されません。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

このパネルでは、 各機能またはすべての機能に対し て、 機能のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト フ ォルダーに保存するか、

デ ィ スク イ メ ージ内に圧縮せずに配置するかを指定し ます。

パネルのオプシ ョ ン

キャ ビネ ッ ト 内の機能

各コ ンポーネン ト に対し て、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト フ ォルダーに保存するか、 デ ィ スク イ

メ ージ内に圧縮せずに配置するかを指定し ます。 コ ンポーネン ト の保存モー ド を切り替えるには、 コ ンポーネン

ト の横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 チ ェ ッ ク されたボ ッ クスは、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルが

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに保存されている こ と を示し ます。 チ ェ ッ ク されていないボ ッ クスは、 フ ォルダーコ ン

ポーネン ト のフ ァ イルが、 コ ンポーネン ト の [CD-ROM フ ォルダー ] プロパテ ィ で指定されたフ ォルダーのデ ィ ス

ク イ メ ージに配置されている こ と を示し ます。 フ ォルダーが指定されていない場合、 コ ンポーネン ト のフ ァ イル

はデ ィ スク イ メ ージのルー ト に配置されます。

すべて選択

「キャ ビネ ッ ト の機能」 リ ス ト ボ ッ クスのすべての機能を選択し ます。
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すべてを ク リ ア

「キャ ビネ ッ ト の機能」 ボ ッ クスのすべての機能を選択解除し ます。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは次のプロジ ェ ク ト の種類では表示されません。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

このパネルではセ ッ ト ア ッ プのエン ド ユーザーダイアログの外観を指定できます。

パネルのオプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト を使用する

このオプシ ョ ンを選択する と、 エン ド ユーザー ダイアログ ボ ッ クスは [ ダイアログ ] ビ ューの [ スキン ] フ ォル

ダーで選択されたスキン と一緒に、 [ ダイアログプレビ ュー ] グラ フ ィ ッ クに表示される とお り に表示されます。

スキンを使用し ない

このオプシ ョ ンが選択されている と、 エン ド ユーザー ダイアログ ボ ッ クスは、 [ ダイアログプレビ ュー ] グラ

フ ィ ッ クに表示される とお り に標準の Windows ス タ イルで表示されます。

以下に指定し たスキンを使用

このオプシ ョ ンを選択する と、 エン ド ユーザー ダイアログ ボ ッ クスはリ ス ト ボ ッ クスで選択し たスキン と一緒

に、 [ ダイアログプレビ ュー ] グラ フ ィ ッ クに表示される とおり に表示されます。 BlueTC スキンは GIF フ ァ イル

を使用するため、 16 ビ ッ ト 以下のカ ラー設定では、 ビ ッ ト マ ッ プを使用する ( そのため大きい ) ブルーのスキン

はよ く 見えません。

ダイアログ プレビ ュー

オプシ ョ ンボタ ン と リ ス ト ボ ッ クスで選択し た結果、 エン ド ユーザーのダイアログ ボ ッ クスがどのよ う に見える

か、 サンプルを表示し ます。

メ モ • 次の関数によ って表示されるダイアログ ボ ッ クスは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキン

の指定に関わらず、 同じ よ う に表示されます。

• AskYesNo

• EnterDisk

• MessageBox

• MessageBoxEx

• RebootDialog

• SdComponentDialog — [ 利用できるデ ィ スク領域 ] ダイアログ ボ ッ クス

• SdComponentDialog2 — [ サブ コ ンポーネン ト の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• SdComponentDialogAdv — [ 利用できるデ ィ スク領域 ] ダイアログ ボ ッ クス
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• SdConfirmNewDir

• SdConfirmRegistration

• SdExceptions

• SdShowMsg

• SelectDir

• SelectDirEx

• SprintfBox

小さい初期化ダイアログを表示

チ ェ ッ ク されている と、 セ ッ ト ア ッ プ初期化ダイアログ ボ ッ クスは InstallShield Professional バージ ョ ン 6.31 以前

で作成されたセ ッ ト ア ッ プによ って表示される小さいボ ッ クスにな り ます ( ただ し [ セキュ リ テ ィ ]、 [ セ ッ ト

ア ッ プを保存し て実行 ]、 [ セ ッ ト ア ッ プの実行 ]、 [ セ ッ ト ア ッ プ言語の選択 ] または [ 正規の製品が検出されま

し た ] ダイアログ ボ ッ クスが表示される場合を除 く 。 その場合、 セ ッ ト ア ッ プ初期化ダイアログ ボ ッ クスは大き

く な り、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスの状態に関わらず残りのエン ド ユーザーダイアログ ボ ッ クス と統一されます。 )

チ ェ ッ ク されていない場合、 セ ッ ト ア ッ プ初期化ダイアログ ボ ッ クスは大き く な り、 残りのエン ド ユーザーダイ

アログ ボ ッ クス と統一されます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択解除されている と、 イ ンス ト ール初期化ダイアログ ボ ッ クス ( および [ セ ッ ト ア ッ

プ言語の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスがあればこれも該当 ) は、 ス ター ト ア ッ プ グラ フ ィ ッ クが閉じ るまで表示さ

れません。 ス ター ト ア ッ プ グラ フ ィ ッ クの表示時間を指定するには、 Setup.ini の [Startup] セクシ ョ ンの 

SplashTime 値を設定し ます。

[ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

[ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネルでは、 さ まざまなイ ン ターネ ッ ト 関連のオプシ ョ ンを指定できます。

メ モ • すべてのリ リースは、 メ デ ィ アの種類を問わずイ ン ターネ ッ ト 上で実行できます。

テーブル 11-16 • [ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

One-Click Install の生成 エン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド し てイ ンス ト ールする こ と で

きる ClickOnce Install イ ンス ト ールを作成する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 適切なコ マン ド ラ イ ンを使って 

Setup.exe フ ァ イルのダウンロー ド と起動を行う外部セ ッ ト ア ッ プ プレーヤー 

(Setup.exe フ ァ イル ) がイ ンス ト ールに含まれます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 このパネルの他の設定が有効にされます。

詳細については、 「InstallScript プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス ト ール」 を

参照し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル

ト  Web ページを作成

InstallShield で、 デフ ォル ト の Web ページ (.htm フ ァ イル ) を作成し、 Disk1 フ ォル

ダーに配置する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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[ ア ッ プデー ト ] パネル

プロジ ェ ク ト • このパネルは次のプロジ ェ ク ト の種類では表示されません。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

このパネルではリ リースの形式と、 現在のリ リースをア ッ プデー ト と し て実行できる既存のリ リースを指定でき

ます。

ヒ ン ト • 現在、 バージ ョ ンのない製品がイ ンス ト ールされているシステムにセ ッ ト ア ッ プを作成する場合、 [ 完全

] オプシ ョ ン ボタ ンを選択のう え、 [ 非バージ ョ ン固有 ] オプシ ョ ン ボタ ンを選択し て く ださい。 

パネルのオプシ ョ ン

完全

現在のリ リースが完全リ リースである こ と を指定し ます。

バージ ョ ンの指定な し

[ 完全 ] オプシ ョ ン ボタ ンが選択されている場合のみ有効です。 InstallShield Professional バージ ョ ン 6.0 以降で作

成されたセ ッ ト ア ッ プがイ ンス ト ールされていれば、 現在のリ リースでアプ リ ケーシ ョ ンの既存のバージ ョ ンを

ア ッ プデー ト できるよ う、 あるいはバージ ョ ンのない製品がイ ンス ト ールされているシステムにアプ リ ケーシ ョ

ンを イ ンス ト ールできるよ う に指定し ます。

起動する URL の入力 次のいずれかを実行し て、 [ ビルド ] メ ニューで [Web から実行 ] コマン ド を ク リ ッ

ク し た と きに起動される URL を示し ます。

• ビルド時に InstallShield によ って作成され、 Disk1 フ ィ ールド に配置される 

Setup.htm フ ァ イルを起動する場合、 このボ ッ クスを空白のままにし ます。

• 別の Web ページを起動する場合、 このボ ッ クスに URL を入力するか、 または

参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Web フ ァ イルを選択し ます。

ヒ ン ト • URL を入力する場合、 ページ名を含めないで く だ さい。 また、 末尾にス

ラ ッ シュ (/) を使用する こ と も避けて く だ さい。 た と えば、 Setup.htm フ ァ イルの

完全 URL が http://www.mypages.com/setup/Setup.htm の場合、 ページ URL を http:/

/www.mypages.com/setup のよ う に入力し ます。 .

[ ビルド ] メ ニューで [Web から実行 ] コマン ド を ク リ ッ ク し た と き、 適切な URL (

上記例の http://www.mypages.com/setup/Setup.htm) が起動されます。

テーブル 11-16 • [ イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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バージ ョ ンを指定

[ 完全 ] オプシ ョ ン ボタ ンが選択されている場合のみ有効です。 現在のリ リースで、 コ ンボボ ッ クスで指定された

アプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ンだけをア ッ プデー ト できるよ う指定し ます。

コ ンボ ボ ッ ク ス

[ バージ ョ ン固有 ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。 ア ッ プデー ト を適用できる製品のバージ ョ ン

を指定し ます。 バージ ョ ン番号をセ ミ コ ロンで区切って入力 ( 例 1.2.3;1.2.4) するか、 リ ス ト ボ ッ クスからバージ ョ

ン番号のリ ス ト を選択し ます。 このフ ィ ールド を空白にする と、 製品のすべての以前のバージ ョ ンにア ッ プデー

ト が適用されます。

差分

現在のリ リースが差分リ リースである こ と を指定し ます。

リ ス ト ボ ッ ク ス

[ 差分 ] オプシ ョ ンボタ ンが選択されている場合のみ有効です。 新しい差分リ リースを作成し ている と きに、 現在

のプロジ ェ ク ト を比較する既存のリ リースを表示し ます。 同一フ ァ イル ( 同一の日時、 サイズ、 属性を持つ ) が指

定の各リ リースに存在する場合、 現在のプロジ ェ ク ト のフ ァ イルが差分リ リースから除外されます。 そ う でない

場合、 フ ァ イルは差分リ リースに含められます。 ( 差分プロパテ ィ が 「いいえ」 に設定されている コ ンポーネン ト

のフ ァ イルは常に差分リ リースに含まれます。 ) これらのリ リースは、 [ イ ンポー ト ] ボタ ン と [ 追加 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て指定し ます。

また、 各リ リースのバージ ョ ン情報を表示し ます。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プで指定のリ リースのバージ ョ ン情報を決定できない場合、 製品のバージ ョ ンをア ッ プデー ト で

きません。 リ リースのバージ ョ ン情報が表示されない場合、 リ リースを選択し て [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てか

ら [ 以下にバージ ョ ン情報を指定する ] オプシ ョ ンを選択し て、 バージ ョ ン番号を タ イプまたは選択し ます。 

追加

[ 差分 ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。 現在のプロジ ェ ク ト にない リ リースを指定できる 既存の

メ デ ィ ア ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

サービス名

[ 差分 ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。 現在のプロジ ェ ク ト にない リ リースを指定できる メ デ ィ

アフ ァ イル プロパテ ィ  ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

変更

[ 差分 ] オプシ ョ ンが選択されていて単一リ リースがリ ス ト ボ ッ クスで選択されている場合に有効です。 [ メ デ ィ

アフ ァ イルプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開 く ので、 こ こ で リ リース選択と リ リースに関し たバージ ョ ン情

報を選択できます。

削除

[ 差分 ] オプシ ョ ンが選択されていて 1 つ以上のリ リースがリ ス ト ボ ッ クスで選択されている場合に有効です。 リ

ス ト から選択された リ リースを削除し ます。
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オブジ ェ ク ト

[ 差分 ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。 [ オブジ ェ ク ト の差分 ] ダイアログ ボ ッ クスが開 く ので、

こ こで差分リ リースの InstallScript オブジ ェ ク ト に含める条件を選択できます。

[ オブジ ェ ク ト 差分 ] ダイアログ ボ ッ クス
このダイアログ ボ ッ クスは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルで [ オブジ ェ ク ト ] ボタ ンを ク リ ッ

クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 差分メ デ ィ アに InstallScript オブジ ェ ク ト を含むための条件を

指定する こ とができます。

ダイアログ オプシ ョ ン

すべてを含める

差分ビルドが完全 ( 非差分 ) ビルド に含まれるすべてのオブジ ェ ク ト を含むこ と を指定し ます。 ( この場合、 た と

えば [ ビルド に含める ] プロパテ ィ が [ いいえ ] に設定されている機能、 または [ リ リース ウ ィ ザー ド ] の [ 機能

] パネルで選択解除された機能と関連付けられたオブジ ェ ク ト を除きます。 )

変更された場合に含める

完全ビルド に含まれていて、 指定し た比較メ デ ィ アのいづれにも含まれていない、 または以前のバージ ョ ン番号

が含まれているオブジ ェ ク ト のみを差分ビルド に含むこ と を指定し ます。

メ モ • 現在のプロジ ェ ク ト およびすべての指定された比較メ デ ィ アが InsallShield Object Installer オブジ ェ ク ト を含

む場合、 メ デ ィ アビルダーは現在のプロジ ェ ク ト に含まれる 　 InstallShield Object Installer がパッ ケージ し たフ ァ

イルと、 指定された メ デ ィ アのパッ ケージ フ ァ イルと を比較し ます。 メ デ ィ ア ビルダーは、 指定し た メ デ ィ アの

何れにも含まれていない、 または古い日時、 異なるサイズ、 あるいは属性を持フ ァ イルのみを InstallShield Object 

Installer に含みます。

すべてを除外する

差分ビルド にオブジ ェ ク ト が含まれないこ と を指定し ます。

[ ポス ト ビルドのオプシ ョ ン ] パネル

プロジ ェ ク ト • [ ポス ト ビルドのオプシ ョ ン ] パネルは、 次のプロジ ェ ク ト の種類では表示されません。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2185



第 11 章 リ フ ァ レンス
[ ポス ト ビルドのオプシ ョ ン ] パネルで、 リ リースのビルドが完了し た後に、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを

フ ォルダーまたは FTP サイ ト にコ ピーし た り、 またはバッ チ フ ァ イルを実行し た り できます。

テーブル 11-17 • [ ポス ト ビルドのオプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

リ リース フ ァ イルを以下

に指定し た FTP サイ ト へ

ア ッ プロー ド

リ リースを自動的に FTP サイ ト に配布するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

て、 FTP ロケーシ ョ ンを入力し ます。 また、 必要に応じ て、 ユーザー名とパスワー

ド も入力し ます。

• FTP ロケーシ ョ ン — 場所の FTP URL を指定し ます。

FTP デフ ォル ト  フ ォルダー以外のパスに リ リースを配布する場合は、 ダブル 

スラ ッ シュ (//) を使います。 た と えば、 リ リースを、 FTP の URL が ftp://

ftp.mydomain.com とい う myproduct とい う名前のルー ト レベル フ ォルダーへ配

布する場合、 FTP の場所に ftp://ftp.mydomain.com//myproduct と入力し ます。

• ユーザー名 — FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にユーザー名が必要な場合、

ユーザー名を入力し ます。

• パスワー ド — FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にパスワー ドが必要な場合、

パスワー ド を入力し ます。

ビルド し た メ デ ィ ア フ ァ

イルを以下に指定し た

フ ォルダーへコ ピー

リ リースを フ ォルダーに自動的に配布できるよ う にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し て、 その場所の FTP URL を指定し ます。 コ ピーされたフ ォルダーと

同じ名前の既存のフ ォルダーは上書き されますが、 フ ォルダーは削除されません。

このボ ッ クスでパスを入力するか、 場所を参照する参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、

フ ォルダーのパスを指定し ます。

選択された リ リースのメ デ ィ ア形式がネ ッ ト ワーク イ メ ージの場合 ( デ ィ スク イ

メ ージ フ ォルダーは 1 つのみ作成されます )、 フ ォルダー自体ではな く デ ィ スク 

イ メ ージ フ ォルダーの内容がコ ピーされます。 自己展開型実行可能フ ァ イルを作

成する こ と を選択し た場合、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーではな く 実行可能フ ァ

イルがコ ピーされます。

メ デ ィ ア フ ァ イルをビル

ド 後、 以下に指定し た

バッ チまたは実行フ ァ イ

ルを実行

リ リースがビルド されたあと、 バッ チ フ ァ イル (.bat) または実行可能フ ァ イル 

(.exe) を起動するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 ボ ッ クスでパスを指定

し ます。 パスを直接入力する こ と もできますし、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、

フ ァ イルを参照する こ と もできます。 また、 一覧からパス変数を選択し て、 残りの

パスを入力する こ と もできます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 プロジ ェ ク ト のビルド変数と同じ名前 ( 山

かっ こ を含む ) と値が環境変数に設定されます。 また InstallShield は、 環境変数 

<ISMEDIADIR> も設定し ます。 この変数の値は、 その中に リ リースの Disk Images 

フ ォルダー、 Log Files フ ォルダー、 および Report Files フ ォルダーが作成される

フ ォルダーへのパスです。 バッ チ フ ァ イルの環境変数の値は、 変数名をパーセン

ト 記号 (%) で囲んで参照する こ とができます。 例、

set PATH = %<ISPROJECTDIR>%;%PATH%

フ ァ イルが終了する と、 設定された環境変数は削除されます。
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セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ウ ィ ザー ド
このウ ィ ザー ドは、 コ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加する際にセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス反し た場合に常

に表示されます。 このウ ィ ザー ド には、 どのベス ト プロ ク テ ィ スに反し たかが表示され、 そのアクシ ョ ンを修正

するオプシ ョ ンが提示されます。

ウ ィ ザー ドは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログで、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス モニ ターリ ングをアク テ ィ ブにし た と きのみ表

示されます。

[ よ う こそ ] パネル
コ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加し た と きに、 次のセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プ ラ ク テ ィ スのう ちの 1 つに違反し たと

い う警告がウ ィ ザー ドから発せられま し た。

パネルのオプシ ョ ン

セ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ ス違反を警告し ない

セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ クテ ィ スウ ィ ザー ド で、 ベス ト プラ ク テ ィ ス違反を通知し ない場合、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。 このアクシ ョ ンは、 後で [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] パネルで元に戻すこ とができます。

テーブル 11-18 • セ ッ ト ア ッ プベス ト プ ラ ク テ ィ スの違反

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス 説明

コ ンポーネン ト に複数の 

EXE、 DLL、 OCX、 CHM、 ま

たは HLP フ ァ イルを含めな

い

各コ ンポーネン ト には " ポータ ブル実行可能 " フ ァ イル (EXE、 DLL、 または 

OCX) あるいはヘルプ フ ァ イル (HLP または CHM) を 1 つだけ含めて く だ さい。

Windows Installer のコ ンポーネン ト は、 コー ド GUID など、 すべての詳細設定と

コ ンポーネン ト のプロパテ ィ が理想的にはただ 1 つの高移植性実行フ ァ イルま

たはヘルプ フ ァ イルを参照するよ う作られています。 1 つのコ ンポーネン ト に入

らなかった EXE、 DLL、 OCX、 CHM、 または HLP は、 それぞれ新しいコ ンポー

ネン ト に含めるよ う にし て く ださい。

フ ァ イルを複数のコ ンポー

ネン ト に関連付ける こ とは

できない

再利用可能なコ ンポーネン ト を出荷し、 柔軟性を提供するためには、 このベス

ト プ ラ ク テ ィ スは非常に重要です。 Microsoft は、 製品間、 製品バージ ョ ン間、

および会社間でも、 複数のコ ンポーネン ト にフ ァ イルを含めないよ う に推奨し

ています。

マージ モジュールの使用 マージ モジュールには、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要な、 すべて

のフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 および論理が含まれています。 マージ モ

ジュールが可能なフ ァ イルを配布し ないで く ださい。 また、 マージ モジュール

を使用する と、 1 つのフ ァ イルを複数のコ ンポーネン ト に関連付けないとい う ベ

ス ト プ ラ ク テ ィ ス と、 いかなる コア コ ンポーネン ト も外に出さ ないとい う 

Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ンの 2 つの関連要件に準拠する こ とができます。

ベス ト プ ラ ク テ ィ スをモニ ターするオプシ ョ ンを有効にする と、 InstallShield が

提供するマージ モジュールの一部と なっている フ ァ イルを コ ンポーネン ト に追

加し たと き、 常にセ ッ ト ア ッ プベス ト プラ ク テ ィ スウ ィ ザー ドが警告を発し ま

す。
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[ 準拠 ] パネル
このパネルには、 [ よ う こそ ] パネルでセ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プラ ク テ ィ スに違反する フ ァ イルが表示されます。

違反フ ァ イルの横に警告のアイ コ ンが付き、 そのベス ト プラ ク テ ィ スが表示されます。

パネルのオプシ ョ ン

フ ァ イル

コ ンポーネン ト に追加し たすべてのフ ァ イルが一覧表示され、 ベス ト プラ ク テ ィ スに違反する フ ァ イルが示され

ます。 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ドの推奨事項を無視 ( または [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を

終了 ) する こ と も、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てベス ト プ ラ ク テ ィ ス との競合を修正する こ と もできます。

削除

フ ァ イルを選択し て [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 フ ァ イルがこのコ ンポーネン ト に追加されるのを回避でき

ます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 コ ンポーネン ト の " ビルド時に .NET をスキャ ン " 設定で選

択された値は、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドがそのコ ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルをスキャ ンする方法

に影響し ます。 詳細については、 「ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン」 を参照し て く ださい。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト 含まれている フ ァ イルをスキャ ン し て必要な依存関

係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト にあるすべての .exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し、 検出し た依存関係を イ ンス ト ールに追加し ます。

プロジ ェ ク ト に追加された新規フ ァ イルは、 フ ァ イルが依存し ている同じ機能に追加されるので、 イ ンス ト ール

が必要な と きに確実に実行される こ と を確認し ます。

タ スク ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ 追加ツール ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ 依存関係スキャナー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンの実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます :

• よ う こそ 

• フ ァ イルのフ ィ ルター 

• スキャ ンの進行状況 
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• フ ァ イルの選択 

• スキャ ン結果 

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの終了 

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト 含まれている フ ァ イルをスキャ ン し て必要な依存関

係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト にあるすべての .exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し、 検出し た依存関係を イ ンス ト ールに追加し ます。

[ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの依存関係を調べるスキャ ンを開始し ます。

[ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ールに追加する必要のないフ ァ イルを依存関係と し て リ ス ト する

場合があ り ます。 例えば、 ターゲッ ト  マシン上に既存する一般的なシステムフ ァ イルは通常、 再イ ンス ト ールす

る必要があ り ません。 スキャナーを実行し た時にこれらのフ ァ イルがイ ンス ト ールに追加される こ と を回避する

には、 [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネルで [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] を選択し ます。

スキャ ンから除外する フ ァ イル リ ス ト を カス タ マイズする方法については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを

フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

[ スキャ ンの進行状況 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI
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ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドがプロジ ェ ク ト に含まれるすべての .exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、

および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し て依存関係を調べている最中に [ スキャ ンの進行状況 ] パネルが表示されます。

スキャ ン結果を確認し なければ、 フ ァ イルは追加されません。

[ フ ァ イル選択 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ フ ァ イルの選択 ] パネルには、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュー

ルのリ ス ト が表示されます。 このパネルを使って、 イ ンス ト ールに含める フ ァ イルおよびマージ モジュールを選

択できます。 詳細については、 「依存関係スキャナー結果の確認」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-19 • [ フ ァ イル選択 ] パネルの設定

設定 説明

File 該当するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ールに追加する フ ァ イルを指

定し ます。 各種アイ コ ンが示す意味は次のとお り です。

• : このアイ コ ンは、 フ ァ イルがシステムまたはド ラ イバー フ ァ イルであ

る こ と を示し ます。 これらのフ ァ イルは通常、 イ ンス ト ールの一部と し て

は再配布されないため、 ターゲッ ト  システムが動作不能になる可能性があ

り ます。 これらのフ ァ イルが必要かど うか、 含める前に確認し て く だ さ

い。

• : このアイ コ ンは、 システムフ ァ イルではないこ と を示し ます。 フ ァ イ

ルをプロジ ェ ク ト に追加するには、 対応するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

• : このアイ コ ンはマージ モジュールを示し ます。 マージ モジュールを

プロジ ェ ク ト に追加するには、 対応するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• : これは、 プロジ ェ ク ト の .NET アセンブ リのアイ コ ンです。

• : このアイ コ ンは、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド によ って検出さ

れたが、 既にプロジ ェ ク ト に含まれている フ ァ イルを示し ます。

すべて選択解除 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対応する各

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業で選択できます。

すべて選択 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対応する各

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業でク リ アできます。
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[ スキャ ン結果 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ スキャ ン結果 ]  パネルには、 ウ ィ ザー ドが識別し た依存関係の中から プロジ ェ ク ト に追加する こ とが選択された

フ ァ イルが表示されます。

これらの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加するには、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 依存関係を追加し ないで

ウ ィ ザー ド を終了するには、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再び依存関係の可能性がある フ ァ イルのリ

ス ト を表示し て、 それら を追加または削除するには、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドが [ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネルを表示する段階で、

ウ ィ ザー ドは選択された依存関係をプロジ ェ ク ト に追加済みです。

[ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ド を閉じ て InstallShield に戻り ます。

システム検索ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

システム検索ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ール前にターゲッ ト のシステム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レ

ジス ト リキー、 .xml フ ァ イルまたは .ini 値を探す Windows Installer の機能を提供し ます。
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タ スク システム検索ウ ィ ザー ドが起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ 動作と ロジ ッ ク ] の下のビ ュー リ ス ト で、 [ システム検索 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます。

• 新しいシステム検索を作成するには、 グ リ ッ ド上で右ク リ ッ ク し て [ 追加 ] を選択し ます。

• 既存のシステム検索を編集するには、 編集するアイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

システム検索ウ ィ ザー ド には、 以下のパネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• 検索する対象を指定し て く だ さい 

• 検索方法 

• この値の処理方法を指定し て く だ さい 

[ よ う こそ ] パネル

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

システム検索ウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネルこのウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト にシステム検索を追加また

は変更する こ とができます。 システム検索を追加または変更するには [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

検索する対象を指定し て く だ さいパネル

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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システム検索ウ ィ ザー ドの [ 検索内容 ] パネルを使って、 検索するアイテムの種類、 およびターゲッ ト  システム

内で検索する場所を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検索 )

• フ ォルダーパス、 全てのド ラ イブを検索する

• フ ォルダー パス、 特定のフ ォルダーを検索する

• フ ォルダー パス ( 特定のフ ァ イルを検索 )

• フ ァ イル パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• フ ォルダー パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• レジス ト リ エン ト リ

• フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値で指定 )

• フ ォルダー パス (.ini フ ァ イル値で指定 )

• .ini フ ァ イル値

• フ ァ イル パス ( コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルで指定 )

• フ ォルダー パス ( コ ンポーネン ト のキーパスで指定 )

• XML フ ァ イル値

フ ァ イルパスまたはフ ォルダーを含むレジス ト リ エン ト リ を検索する場合、 無事に検索する為にはフ ァ イルまた

はフ ォルダーがターゲッ ト  システム内に存在し な く てはな り ません。 そ う でない場合、 検索からの値をプロパ

テ ィ に設定する こ とはできません。

フ ァ イルまたはフ ォルダーを検索し ている場合、 その項目への完全パスがプロパテ ィ に保存されます。 レジス ト

リ値を検索し ている場合、 その値のデータはプロパテ ィ に保存されます。 .ini フ ァ イルでも同じ です。 コ ンポーネ

ン ト の場合、 そのコ ンポーネン ト のキーパスがプロパテ ィ に保存されます。

スク リ プ ト を使ったプロパテ ィ の取得方法については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの MsiGetProperty を

参照し て く ださい。

検索方法パネル ( システム検索メ ソ ッ ドの定義 )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[ 検索内容 ] パネルには、 検索を カス タ マイズするための設定があ り ます。 このパネルの設定は、 前のパネルで選

択し た検索の種類によ って異な り ます。

テーブル 11-20 • 検索を カス タ マイズする

検索の種類 構成が必要な対応する設定

フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検

索 )

フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定し ます。

詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ

ン )」 を参照し て く ださい。

フ ォルダーパス、 全てのド ラ イ

ブを検索する

検索する フ ォルダー名およびサブフ ォルダーの階層数を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( フ ォルダー検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

フ ォルダー パス、 特定のフ ォル

ダーを検索する

フ ォルダー名と、 それを ターゲッ ト  システム上で探す場所を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( 特定のフ ォルダーオプシ ョ ン )」 を参照

し て く ださい。

フ ォルダー パス ( 特定のフ ァ イ

ルを検索 )

フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定し ます。

詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ

ン )」 を参照し て く ださい。

フ ァ イル パス ( レジス ト リ エ

ン ト リ で指定 )

レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

フ ォルダー パス ( レジス ト リ 

エン ト リ で指定 )

レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

レジス ト リ エン ト リ レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値で

指定 )

.ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

フ ォルダー パス (.ini フ ァ イル値

で指定 )

.ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。

.ini フ ァ イル値 .ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照し

て く ださい。
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[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 [ フ ォルダー パス ( 特定のフ ァ イル

を検索 )] タ イプの検索を構成する場合、 または [XML フ ァ イルの値 ] タ イプの検索を構成する場合、 [ フ ァ イルの

詳細と その検索場所を指定 ] パネルには、 次の設定が表示されます ：

フ ァ イル パス ( コ ンポーネン ト

のキーフ ァ イルで指定 )

コ ンポーネン ト  ID を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( コ ンポーネン ト 検索オプシ ョ ン )」 を参

照し て く ださい。

フ ォルダー パス ( コ ンポーネン

ト のキーパスで指定 )

コ ンポーネン ト  ID を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( コ ンポーネン ト 検索オプシ ョ ン )」 を参

照し て く ださい。

XML フ ァ イル値 XML フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定し ます。

詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ

ン )」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-21 • [ フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定 ] パネルの設定

オプシ ョ ン 説明

フ ァ イル名 探すフ ァ イルまたはアプ リ ケーシ ョ ンの完全名と拡張子を入力し ます。

メ モ • フ ァ イル名を入力する と、 [ 詳細 ] ボタ ンが有効化されます。 特定のバー

ジ ョ ン、 作成日、 サイズ、 または言語を含む検索に限定し たい場合は、 このボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ

クス」 を参照し て く だ さい。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。

テーブル 11-20 • 検索を カス タ マイズする ( 続き )

検索の種類 構成が必要な対応する設定
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検索方法パネル ( フ ォルダー検索オプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ フ ォルダー パス ( すべてのド ラ イバーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルには、

次の設定が表示されます ：

検索方法パネル ( 特定のフ ォルダーオプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

検索するサブ フ ォルダーの最

大数

ターゲッ ト  システム上で検索する フ ァ イルのサブ フ ォルダーの最大数を指定

し ます。

テーブル 11-22 • 検索方法パネルの設定

オプシ ョ ン 説明

フ ォルダー名 Windows Installer が検索する フ ォルダーの完全名と拡張子を入力し ます。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。

検索するサブ フ ォルダー数 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するサブ フ ォルダーの階層数

を指定し ます。

テーブル 11-21 • [ フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定 ] パネルの設定 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ フ ォルダー パス ( 特定のフ ォルダーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルには、

次の設定が表示されます ：

検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ フ ォルダー パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )] タ イプのシステム検索、 またはレジス ト リ エン ト リ タ イプのシ

ステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルに次の設定が表示されます ：

テーブル 11-23 • 検索方法パネルの設定

オプシ ョ ン 説明

フ ォルダー名 検索する フ ォルダーの完全名と拡張子を入力し ます。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。 完全

パスを指定するか、 前回の検索で使用し たパスを選択できます。

完全パスを指定するには、 既存デ ィ レ ク ト リ を選択し て [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ クするか、 新しいパスを作成し ます。

前回の検索からのパスを指定する場合、 一覧から選択し ます。 リ ス ト が空白の

場合、 プロジ ェ ク ト にその他の検索が含まれていないこ と を示し ます。

検索するサブ フ ォルダー数 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するサブ フ ォルダーの階層数

を指定し ます。

テーブル 11-24 • 検索方法パネルの設定

設定 説明

レジス ト リ ルー ト ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するレジス ト リ ルー ト を指定し

ます。
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検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

レジス ト リ キー 検索する項目と関連し たレジス ト リキーを正確に入力し ます。 例えば、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Adobe\Acrobat を ターゲッ ト  システムで検索し た

い場合、 この設定に SOFTWARE\Adobe\Acrobat のよ う に入力し ます。

ヒ ン ト • Windows レジス ト リ エデ ィ ターから正しいキー名を コ ピーし て構文が正

しいこ と を確認し て く だ さい。

レジス ト リ値 ( オプシ ョ ン

)

特定のレジス ト リ値を検索するには、 Windows レジス ト リ エデ ィ ターに表示され

るレジス ト リ値を正確に入力し ます。

メ モ • この設定が空白の場合、 システム検索はレジス ト リ キーのデフ ォル ト 値を

探し ます。

レジス ト リの 64 ビ ッ ト の

部分を検索

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムは、 通常 2 つの HKEY_LOCAL_MACHINE\Software 

キーを持ちます :

• HKLM\Software - 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

• HKLM\Software\Wow6432Node - 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

Windows Instaler が 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上でレジス ト リの  64 ビ ッ ト  部

分をチ ェ ッ クする場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-24 • 検索方法パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値で指定 )] タ イプのシステム検索、 または .ini フ ァ イル値 タ イプのシステム検索を

構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルに次の設定が表示されます ：

検索方法パネル ( コ ンポーネン ト 検索オプシ ョ ン )

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ フ ァ イル パス ( コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルで指定 )] タ イプのシステム検索、 または [ フ ォルダー パス ( コ

ンポーネン ト のキー パスで指定 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 システム検索ウ ィ ザー ド で [ 検索方法

] パネルが表示されます。 このパネルを使って、 そのキー パスまたはキー フ ァ イルを検索に使用する コ ンポーネ

ン ト の ID を指定し ます。 コ ンポーネン ト  ID は波括弧 ｛｝ で囲む必要があ り ます。

[XML フ ァ イル ] パネル (XML フ ァ イル オプシ ョ ン ) で検索するデータ を指定し ます。

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-25 • 検索方法パネルの設定

オプシ ョ ン 説明

INI フ ァ イル名 .ini フ ァ イル名を ターゲッ ト  システムに表示される とお り に指定し ます。 この

フｧイルは、 Windows フ ォルダーに既存する フ ァ イルです。

INI セクシ ョ ン名 Windows Installer で検索する値を含む .ini フ ァ イルのセクシ ョ ン名を指定し ま

す。

INI キー名 Windows Installer で検索する値を含むキーの名前を指定し ます。

行全体を読み込む Windows Installer が .ini フ ァ イルの行全体を読み込む場合は、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。
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[XML フ ァ イル値 ] タ イプのシステム検索を構成する場合、 システム検索ウ ィ ザー ド で [XML フ ァ イルで検索する

データ を指定 ] パネルが表示されます。 このパネルでは、 ターゲッ ト  システム上の .xml フ ァ イル内で検索する 

.xml 要素を指定し ます。

この値の処理方法を指定し て く だ さいパネル

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 値の処理方法 ] パネルで、 検索結果を保存する場所をかを指定し ます。 検索が失敗し たと き、 プロパテ ィ は未定

義と な り ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

テーブル 11-26 • [XML フ ァ イル パネルで検索するデータ を指定 ] パネルの設定

オプシ ョ ン 説明

XML 要素への XPath ( 例 : 要

素 / サブ要素 )

検索する XML フ ァ イル内のデータ を識別する XPath 式を指定し ます。

XPath 式の例は、 「XPath 式を使って、 XML フ ァ イル内の XML データ を検索す

る」 を参照し て く だ さい。

検索 検索する XML X データの種類を選択し ます。 指定する要素の属性の値、 要素

のコ ンテンツ、 または要素の存在を検索できます。

テーブル 11-27 • この値の処理方法を指定し て く だ さいパネルの設定

設定 説明

値を保存するプロパテ ィ システム検索がターゲッ ト  システムで検索を行う場所を格納するのに使用するパブ

リ ッ ク プロパテ ィ を選択し ます。 定義済みパブ リ ッ ク プロパテ ィ 以外で値を格納す

る場合、 この設定でプロパテ ィ の名前を入力し ます。 プロパテ ィ はパブ リ ッ ク プロ

パテ ィ であり、 大文字で構成される識別子を含まな く てはな り ません。

メ モ • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト に新しいプロパ

テ ィ を追加する こ とができます。 作成する新しいプロパテ ィ はパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ でなければならず、 すべてが大文字の識別子で構成されている必要があり ます。
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この値の処理方法を指定し て く だ さいパネル

プロジ ェ ク ト • システム検索ウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 値の処理方法 ] パネルで、 検索結果を保存する場所をかを指定し ます。 検索が失敗し たと き、 プロパテ ィ は未定

義と な り ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

追加オプシ ョ ン 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• プロパテ ィ に値を保存する — このウ ィ ザー ド パネルで識別されたパブ リ ッ プ 

プロパテ ィ の値を格納し ます。

• イ ンス ト ール条件にプロパテ ィ を使用する — このウ ィ ザー ド パネルで識別され

たパブ リ ッ ク プロパテ ィ の値を格納し て、 イ ンス ト ール条件で使用し ます。

このオプシ ョ ンを選択し てから [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield 

で条件ビルダーが表示されます。 こ こ でイ ンス ト ールが満た さ な く てはならな

い条件を指定できます。

テーブル 11-28 • この値の処理方法を指定し て く だ さいパネルの設定

設定 説明

値を保存するプロパテ ィ システム検索がターゲッ ト  システムで検索を行う場所を格納するのに使用するパブ

リ ッ ク プロパテ ィ を選択し ます。 定義済みパブ リ ッ ク プロパテ ィ 以外で値を格納す

る場合、 この設定でプロパテ ィ の名前を入力し ます。 プロパテ ィ はパブ リ ッ ク プロ

パテ ィ であり、 大文字で構成される識別子を含まな く てはな り ません。

メ モ • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト に新しいプロパ

テ ィ を追加する こ とができます。 作成する新しいプロパテ ィ はパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ でなければならず、 すべてが大文字の識別子で構成されている必要があり ます。

テーブル 11-27 • この値の処理方法を指定し て く だ さいパネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド
ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の ト ラ ンスフ ォームの作成および適用手順を案内し

ます。 ト ラ ンスフ ォームは、 類似する 2 つのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の差分を意味し ます。 1 つのプロジ ェ ク

ト に ト ラ ンスフ ォームを適用する と、 2 つのプロジ ェ ク ト 間の変更を組み込むよ う に更新または変更されます。

タ スク ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド を起動するには、 次を実行し ます。

[ ツール ] メ ニューで、 [ ト ラ ンスフ ォームを作成 / 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield でプロジ ェ ク ト を開 く

必要はあ り ません。

ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあり ます。

• よ う こそ 

• フ ァ イルの指定 

• 検証設定 

• エラー条件を抑制する 

• 出力フ ァ イル名の指定 

• 概要 

• ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ド を完了し ています 

追加オプシ ョ ン 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• プロパテ ィ に値を保存する — このウ ィ ザー ド パネルで識別されたパブ リ ッ プ 

プロパテ ィ の値を格納し ます。

• イ ンス ト ール条件にプロパテ ィ を使用する — このウ ィ ザー ド パネルで識別され

たパブ リ ッ ク プロパテ ィ の値を格納し て、 イ ンス ト ール条件で使用し ます。

このオプシ ョ ンを選択し てから [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 InstallShield 

で条件ビルダーが表示されます。 こ こ でイ ンス ト ールが満た さ な く てはならな

い条件を指定できます。

• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と し てこのプロパテ ィ を使用 — このウ ィ ザー

ド パネルで識別されたパブ リ ッ プ プロパテ ィ の値を格納し て、 指定する コ ン

ポーネン ト のイ ンス ト ール先と し て使用し ます。

このオプシ ョ ンは、 フ ォルダーパス、 フ ォルダーを含むレジス ト リ エン ト リ、

フ ォルダーを含む .ini フ ァ イル、 キーパスがフ ォルダーである コ ンポーネン ト 、

または XML フ ァ イルを検索する場合にのみ利用可能です。

テーブル 11-28 • この値の処理方法を指定し て く だ さいパネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ よ う こそ ] パネル
ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ド では、 ト ラ ンスフ ォームの作成と セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト への適用を、 順を追っ

て実行し ます。 ト ラ ンスフ ォームは、 2 つのセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト の相違点を表わし ます。 た と えば、 ネ ッ ト

ワーク管理者がある製品を会社の部署によ って異なる構成で配布する場合があり ます。 この場合、 製品の各構成

に対し ト ラ ンスフ ォームを作成し、 必要に応じ て適切な ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。

パネルのオプシ ョ ン

ト ラ ンスフ ォームの作成

類似する 2 つのセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を比較し て、 それらの差分を ト ラ ンスフ ォームと し て作成するには、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 この ト ラ ンスフ ォームは、 最終セ ッ ト ア ッ プをビルド する前や実行時に適用でき

ます。

ト ラ ンスフ ォームの適用

既存の Windows Installer セ ッ ト ア ッ プに ト ラ ンスフ ォームを適用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワーク管理者がさ まざまなユーザー向けに製品を カス タ マイズする場合に役立つこ とがあり

ます。

[ フ ァ イルの指定 ] パネル
ト ラ ンスフ ォームを作成中の場合は、 比較する MSI フ ァ イルを 2 つ選択し ます。 ト ラ ンスフ ォームを適用する場

合は、 ト ラ ンスフ ォームの適用対象の MSI フ ァ イルと、 適用する ト ラ ンスフ ォームを選択し ます。

パネルのオプシ ョ ン

ベースパッ ケージ

このフ ィ ールド には、 現在開かれているプロジ ェ ク ト へのパスが格納されています。 この値を変更する場合は、

別のプロジ ェ ク ト へのパスを入力するか、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て別のプロジ ェ ク ト を指定し ます。

ト ラ ンスフ ォームを実行中の場合は、 ト ラ ンスフ ォーム適用対象のフ ァ イルへのパスがこのフ ィ ールド に格納さ

れます。

ターゲ ッ ト  パッ ケージ

このオプシ ョ ンは、 ト ラ ンスフ ォームを作成中の場合のみ使用できます。 ベースフ ァ イルと比較する MSI フ ァ イ

ルへのパスを入力するか、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルを指定し ます。 これら 2 つのフ ァ イ

ルの間の違いが比較され、 ベースパッ ケージを ターゲッ ト パッ ケージにア ッ プデー ト する ト ラ ンスフ ォームが作

成されます。

ト ラ ンスフ ォーム

このオプシ ョ ンは、 ト ラ ンスフ ォームを適用するよ う選択し た場合のみ使用できます。 適用する ト ラ ンスフ ォー

ムフ ァ イル (*.mst) へのパスを入力するか、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルを指定し ます。

[ 検証設定 ] パネル
このウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネルで [ ト ラ ンスフ ォームの作成 ] オプシ ョ ンを選択する と、[ 検証設定 ] パネル

が表示されます。
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[ 検証設定 ] パネルでは、 ト ラ ンスフ ォームをどのよ う に検証し たいかを聞いてきます。 ト ラ ンスフ ォームを実行

するには、 こ こで指定し た検証項目の条件が満た されている必要があり ます。

パネルのオプシ ョ ン

ト ラ ンスフ ォームをベース パッ ケージへ適用する前に検証を実行し ない

ト ラ ンスフ ォームを適用する前に検証を行わない場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

ト ラ ンスフ ォームをベース パッ ケージへ適用する前に以下を検証する

このオプシ ョ ンを選択し て、 ト ラ ンスフ ォームの適用前に特定の条件をチ ェ ッ ク し ます。 これらの条件が満た さ

れていない場合、 ト ラ ンスフ ォームは適用されません。

テーブル 11-29 • ト ラ ンスフ ォームをベース パッ ケージに適用する際の条件

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト 言語はベースパッ ケージ と

一致し な く てはいけません

このオプシ ョ ンを選択し て、 ト ラ ンスフ ォーム適用対象のパッ ケージ

の言語と、 ト ラ ンスフ ォームの言語を一致させます。

製品はベースパッ ケージ と一致し な く

てはいけません

ベースパッ ケージ と同じ製品コー ド を持つ .msi フ ァ イルにのみ ト ラ ン

スフ ォームを適用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

プ ラ ッ ト フ ォームはベースパッ ケージ

と一致する

ベースパッ ケージの対象のプ ラ ッ ト フ ォームと、 ト ラ ンスフ ォームの

ターゲッ ト プ ラ ッ ト フ ォームを一致させる場合、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドはベースパッ

ケージ と一致し な く てはいけません

.msi フ ァ イルと ト ラ ンスフ ォームのア ッ プグレー ド コー ドが一致する

場合にのみ ト ラ ンスフ ォームを適用する と きは、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

製品バージ ョ ン 評価の基準にするバージ ョ ンの種類を選択し ます。 メ ジャーバージ ョ

ン、 マイナーバージ ョ ン、 またはア ッ プグレー ドバージ ョ ンを組み合

わせて選択できます。 製品バージ ョ ンの認証を行わないよ う指定する

こ と もできます。
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[ エラー条件の抑制 ] パネル
ターゲッ ト  MSI フ ァ イルへの ト ラ ンスフ ォームの適用中に、 特定のエラーコー ドが生成される こ とがあ り ます。

このパネルでは、 これらのエラーコー ド を抑制し、 エン ド ユーザーに対し て表示されないよ う にするためのオプ

シ ョ ンを指定できます。 

パネルのオプシ ョ ン

ベースパッ ケージに ト ラ ンスフ ォームを適用する際にエ ラー条件を抑制し ない

ト ラ ンスフ ォームの適用中にレポー ト されるエラーを非表示にし ない場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

バージ ョ ンの関係 製品バージ ョ ンの評価方法を選択し ます。 オプシ ョ ンは以下のとおり

です。

• な し — 製品バージ ョ ンの検証を行いません。

• 適用バージ ョ ン < ベース バージ ョ ン — ト ラ ンスフ ォーム適用対

象の .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ンが、 ベース MSI フ ァ イルの

バージ ョ ン番号未満の場合にのみ、 ト ラ ンスフ ォームを適用し ま

す。

• 適用バージ ョ ン <= ベース バージ ョ ン — ト ラ ンスフ ォーム適用対

象の .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ンが、 ベース MSI フ ァ イルの

バージ ョ ン番号以下の場合にのみ、 ト ラ ンスフ ォームを適用し ま

す。

• 適用バージ ョ ン < ベース バージ ョ ン — ト ラ ンスフ ォーム適用対

象の .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ンが、 ベース MSI フ ァ イルの

バージ ョ ン番号 の場合にのみ、 ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。

• 適用バージ ョ ン >= ベース バージ ョ ン — ト ラ ンスフ ォーム適用対

象の .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ンが、 ベース MSI フ ァ イルの

バージ ョ ンよ り も大きい場合にのみ、 ト ラ ンスフ ォームを適用し

ます。

• 適用バージ ョ ン > ベース バージ ョ ン — ト ラ ンスフ ォーム適用対

象の .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ンが、 ベース .msi フ ァ イルの

バージ ョ ン番号よ り も大きい場合にのみ、 ト ラ ンスフ ォームを適

用し ます。

テーブル 11-29 • ト ラ ンスフ ォームをベース パッ ケージに適用する際の条件 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ベースパッ ケージに ト ラ ンスフ ォームを適用する際に次のエ ラー条件を抑制する

特定のエラーコー ド をエン ド ユーザーに対し て非表示にする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 以下のエラー

を選択し て抑制できます。

[ 出力フ ァ イル名の指定 ] パネル
このパネルでは、 2 つの MSI フ ァ イルを比較し た結果作成される ト ラ ンスフ ォーム (*.mst) フ ァ イルの場所と名前

を指定するよ う、 メ ッ セージが表示されます。

パネルのオプシ ョ ン

フ ォルダーの場所と フ ァ イル名

ト ラ ンスフ ォームを作成する場合、 作成する ト ラ ンスフ ォームフ ァ イルのパス と フ ァ イル名を入力し ます。 ト ラ

ンスフ ォームを適用する場合は、 ト ラ ンスフ ォームの適用後に作成される新しい MSI パッ ケージのパス と名前を

入力し ます。

[ 概要 ] パネル
[ 概要 ] パネルには、 ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ド で選択し たすべての設定が表示されます。 いずれかの設定を変

更する必要がある場合は、 該当するパネルが表示されるまで [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-30 • 抑制可能なエラー条件

エラー 説明

既存の行を追加し よ う と し た と き ト ラ ンスフ ォームで既存の MSI データベースに行を追加し よ う とする

と、 エラーが生成されます。 このエラーを抑制するには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。

存在し ない行を削除し よ う と し た と き ト ラ ンスフ ォームで、 存在し ない MSI データベースから行を削除し よ

う と し た結果発生するエラーを抑制するには、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。

既存のテーブルを追加し よ う と し た と

き

ト ラ ンスフ ォームで既存の MSI データベースにテーブルを追加し よ う

と し た場合に発生するエラーを抑制するには、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。

存在し ないテーブルを削除し よ う と し

た と き

ト ラ ンスフ ォームで、 存在し ない MSI データベースから テーブルを削

除し よ う と し た結果発生するエラーを抑制するには、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。

存在し ない行を更新し よ う と し た と き ト ラ ンスフ ォームで、 存在し ない MSI データベースの行をア ッ プデー

ト し よ う と し た場合、 エラーが生成されます。 このエラーを抑制する

には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

ト ラ ンスフ ォームとデータベースコー

ド のページが一致し ない

ト ラ ンスフ ォームのコー ド ページ と ターゲッ ト データベースのコー ド

ページの不一致が原因で発生するエラーを抑制するには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。
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[ ト ラ ンスフ ォーム ウ ィ ザー ドの完了 ] パネル
ト ラ ンスフ ォームウ ィ ザー ドは、 最終パネルでウ ィ ザー ドが無事に完了し たこ と を知らせます。 [ 完了 ] ボタ ンを

ク リ ッ クする と、 IDE に戻り ます。

ト ラ ンスフ ォームの詳細については、 「 ト ラ ンスフ ォームの作成」 を参照し て く だ さい。 このページでは、 ト ラ ン

スフ ォームの概要について説明する と と もに、 ト ラ ンスフ ォームの作成方法や ト ラ ンスフ ォームを適用できる さ

まざまな方法を紹介するページへのリ ン ク を示し ています。

ヒ ン ト • .msi データベースに ト ラ ンスフ ォームが適用されている と きに発生する可能性があるエラーの詳細につい

ては、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの  「MsiDatabaseApplyTransform」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド
ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ドは一連のテス ト を実行し、 イ ンス ト ールが古いバージ ョ ンを適切にア ッ プグレー

ド するかど うかを判断し ます。

プロジ ェ ク ト • このウ ィ ザー ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類には適用されません。

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

タ スク ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順を実行し ます。

[ ビルド ] メ ニューで [ 検証 ] をポイ ン ト し て、 [ ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

このウ ィ ザー ドの関連パネルを以下に示し ます。

• よ う こそ 

• 設定 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル
ア ッ プグレー ド検証ウ ィ ザー ドは一連のテス ト を実行し、 セ ッ ト ア ッ プが古いバージ ョ ンを適切にア ッ プグレー

ド するか否かを判断し ます。

続行するには [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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[ 設定 ] パネル
ア ッ プグレー ド検証用の以下の基本構成を指定し て く だ さい :

[ 次へ ] を ク リ ッ クする と検証が始ま り ます。

[ 概要 ] パネル
概要パネルには、 検証結果が表示されます。 <ISProjectDataFolder>\Upgrade Validation Log\Results.log で保存され

た対応するログフ ァ イルを開いて、 結果を外部表示する こ と もできます。

メ モ • [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て設定を変更し、 別の設定で再検証を行う こ とができます。

次のテーブルは各ログフ ァ イルエン ト リの横にあるアイ コ ンを説明し ます。

テーブル 11-31 • [ 設定 ] パネル

構成 説明

セ ッ ト ア ッ プの最新バージ ョ ン

を指定し ます。

参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このフ ァ イルを見つけま

す。

ヒ ン ト • ターゲッ ト マシンに配置する最新セ ッ ト ア ッ プ

を新規イ メ ージまたは新規バージ ョ ン、 そ し てア ッ プグ

レー ド前のターゲッ ト マシンの以前のセ ッ ト ア ッ プを既

存イ メ ージまたは既存バージ ョ ン と し て取り扱って く だ

さい。

検証するセ ッ ト ア ッ プの以前の

バージ ョ ンを指定し ます。

[ 追加 ] を ク リ ッ ク し て、 既存のリ ス ト に付加し ます。

*.msi または *.exe Windows Installer セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イ

ルを追加する こ とができます。 セ ッ ト ア ッ プの以前の

バージ ョ ンを複数指定する こ と もできます。 以前のバー

ジ ョ ン リ ス ト からアイテムを削除するには、 まずリ ス

ト  コ ン ト ロールで選択し てから [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

テーブル 11-32 • アイ コ ン

ボタ ン 説明

これは情報通知アイ コ ンです。

これはエラー通知アイ コ ンです。

これは警告通知アイ コ ンです。
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ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ド では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

様々な定義済みウ ィ ザー ド ページを追加できます。 以下に例を示し ます :

• エン ド ユーザーが .msi パッ ケージのイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を選択できるページ

• エン ド ユーザーがカス タ マー情報およびシ リ アル番号を入力できるページ

• 機能ツ リーおよび機能の説明とサイズを表示し てエン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能を選択できるペー

ジ

タ スク ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順に従います :

1. [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーで、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 定義

済みページの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドは次のパネルで構成されます :

• [ 定義済みタ スク ページ ] パネル

• [ タ スク構成 ] パネル

[ 定義済みタ スク ページ ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ 定義済み タ スク ページ ] パネルでは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加

する定義済みウ ィ ザー ド ページの種類を選択し ます。 このパネルではまた、 新しい定義済みページをウ ィ ザー ド 

ページのシーケンスにスケジュールする場所を指定する こ と もできます。 プロジ ェ ク ト にウ ィ ザー ド ページを追

加し た後にシーケンスを変更する こ とができます。

以下のテーブルは、 使用可能な定義済みウ ィ ザー ド ページの各種類について説明し ます :

テーブル 11-33 • 定義済みタ スク ページの種類

ウ ィ ザー ド  ページの種類 説明

イ ンス ト ール フ ォルダーを

参照

この BrowseFolder ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーは .msi パッ ケー

ジのイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を選択できます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 パッ ケージを起動し た と きに Windows 

Installer プロパテ ィ  INSTALLDIR を使って .msi パッ ケージにパスを渡し ます。

この種類のページは、 通常 InstallationType または InstallationProgress ウ ィ ザー ド 

ページの前にシーケンス されます。

Web 配置 パッ ケージの

ユーザー情報を入力

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition は、 Web 配置パッ ケージをサポー ト し ま

す。

この CustomerInformation ウ ィ ザー ド ページでは、 エン ド ユーザーが Web 配布

パッ ケージを公開するための情報を入力し、 その値を COMPUTERNAME、

USERNAME、 PASSWORD、 および SITE と し てパッ ケージに渡し ます。

この種類のページは、 通常 LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページの後にシーケン

ス されます。

MSI パッ ケージのユーザー

情報を入力

この CustomerInformation ページで、 エン ド ユーザーが入力するユーザー情報お

よび .msi パッ ケージのシ リ アル番号の値を Windows Installer プロパテ ィ  

USERNAME、 COMPANYNAME、 および SERIALNUMBER を使ってパッ ケージに渡

し ます。

この種類のページは、 通常 LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページの後にシーケン

ス されます。

イ ンス ト ールのパスワー ド

を入力

このパスワー ド ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールの

パスワー ド を入力し ます。 エン ド ユーザーが正しいパスワー ド を入力し なかった

場合、 イ ンス ト ールが終了し ます。

このページは、 通常イ ンス ト ールの最初にシーケンス されます。

メ モ • この種類のウ ィ ザー ド ページをプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield に

よ ってプレースホルダー イ メ ージ コ ン ト ロールが追加され、 ページにロ ッ ク イ

メ ージを表示する こ とができます。 コ ン ト ロールの " リ ソース " 設定を構成し て

このコ ン ト ロールと共に表示する フ ァ イルを指定するか、 イ メ ージを除外する場

合は、 イ メ ージ コ ン ト ロールを削除し ます。
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データベース サーバー用の

ログイ ン情報を入力

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト の QL サポー ト は、 InstallShield の Premier Edition で提供

されています。

この SQLLogin ウ ィ ザー ド ページを使って、 エン ド ユーザーはデータベース 

サーバー ログイ ン情報 ( データベース サーバー名、 認証資格情報、 データベース 

カ タ ログ名など ) を入力し、 スイー ト に含まれる 1 つ以上の .msi パッ ケージに

よ って参照されるデータベース サーバーへの接続を設立する こ とができます。 

これらのダイアログに入力された値 ( またはスイー ト  コマン ド ラ イ ンに入力され

た値 ) は、 選択された .msi パッ ケージ コマン ド ラ イ ンにパスワー ドが非表示と

マーク された状態で渡されます。

メ モ • プロジ ェ ク ト にこの種類のウ ィ ザー ド ページを追加する場合、 データベー

ス テ ク ノ ロジ、 ド ラ イバー、 および基本の Windows イ ンス ト ーラ プロパテ ィ を

指定し て、 これれらのプロパテ ィ を受け取る .msi パッ ケージを選択し ます 。 こ

れは、 スイー ト には異なる SQL サーバーが必要、 または同じ SQL サーバーの共

有が必要な複数のパッ ケージを含んでいる可能性があるためです。

メ ンテナンスへよ う こそ

ページのア ッ プデー ト  オプ

シ ョ ン

MaintenanceUpdateWelcome ウ ィ ザー ド ページに含まれている [ ア ッ プデー ト ] オ

プシ ョ ンを使って、 エン ド ユーザーは最新のア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI ア ッ プデー ト をダウンロー ド およびイ ンス ト ールする こ とがで

きます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルでダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 を参照し て く ださい。

補足使用許諾契約の表示お

よび同意

この LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページは、 エン ド ユーザーによる補足使用許

諾契約 (EULA) の同意を求めます。

各 EULA フ ァ イルの名前は一意でな く てはな り ません。 そ う でない場合、 テキス

ト と プロパテ ィ ーが関連付けられません。

この種類のページは、 通常も う 1 つの LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページの後

にシーケンス されます。

補足使用許諾契約のスク

ロール表示および同意

この LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページは、 エン ド ユーザーが画面をスク ロー

ルし た上で補足使用許諾契約 (EULA) に同意する こ と を求めます。

各 EULA フ ァ イルの名前は一意でな く てはな り ません。 そ う でない場合、 テキス

ト と プロパテ ィ ーが関連付けられません。

この種類のページは、 通常も う 1 つの LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページの後

にシーケンス されます。

テーブル 11-33 • 定義済みタ スク ページの種類 ( 続き )

ウ ィ ザー ド  ページの種類 説明
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[ タ スク構成 ] パネル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ウ ィ ザー ドの [ タ スク構成 ] パネルでは、 プロジ ェ ク ト に追加する定義済みウ ィ ザー

ド ページの追加情報を指定できます。 このパネルは、 一部の種類の定義済みウ ィ ザー ド ページにのみ表示されま

す。

機能と そのサイズを表示 このう ぃ ざーど ページは機能ツ リー、 およびプロジ ェ ク ト で指定された機能の説

明とサイズを表示し ます。 こ こでエン ド ユーザーは、 イ ンス ト ールする機能を選

ぶこ とができます。

このウ ィ ザー ド ページには、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれる各機能の " 説明 " および " コ ス ト " 設定に値を入力する

必要があ り ます。

この種類のページは、 通常、 ビル ト イ ン InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページの

代わり と な り ます。

テーブル 11-34 • [ タ スク構成 ] パネルの必須情報

ウ ィ ザー ド  ページの種類 必須情報の説明

イ ンス ト ール フ ォルダーを

参照

エン ド ユーザーがパスを指定できる、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージを選択し ます。

MSI パッ ケージのユーザー

情報を入力

エン ド ユーザーが顧客情報を指定できる、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージを選択し ます。

イ ンス ト ールのパスワー ド

を入力

この種類のウ ィ ザー ド ページをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加する と、 [ タ スク構成 ] パネルは表示されません。

補足使用許諾契約の表示お

よび同意

補足 LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページに表示する EULA フ ァ イル (.rtf) を指定

し ます。

補足使用許諾契約のスク

ロール表示および同意

補足 LicenseAgreement ウ ィ ザー ド ページに表示する EULA フ ァ イル (.rtf) を指定

し ます。

テーブル 11-33 • 定義済みタ スク ページの種類 ( 続き )

ウ ィ ザー ド  ページの種類 説明
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Visual Basic .NET、 C# .NET、 および Visual C++ .NET 用の 
Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド

Visual Basic .NET、 C# .NET、 および Visual C++ .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは、 InstallShield の新規イ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し、 それを Microsoft Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに追加し ます。

メ モ • Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは、 システムに Microsoft Visual Studio がイ ンス ト ールされている場合のみ使

用可能です。

InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成中の場合、 Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは以下の処理を行います。

• 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し て ([ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで指定されたフ ァ イ

ル名 ) 、 ソ リ ューシ ョ ン (.sln フ ァ イル ) に追加し ます。

• ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの .NET タ ブで ) ビルド時にスキャ ン オプシ ョ ンに 依存関係と プロパ

テ ィ を設定する と、 ウ ィ ザー ドはビルド時にすべての依存関係をプロジ ェ ク ト へ追加し ます。

• ソ リ ューシ ョ ンにある各プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にプラ イマ リ出力を追加し ます。

• リ リース設定をア ッ プデー ト し てダウンロー ド で .NET Framework の適切なバージ ョ ンを配布し ます。

ウ ィ ザー ド を起動するには、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス の該当するプロジ ェ ク ト タ イプを選択し

ます。

このウ ィ ザー ドの関連パネルを以下に示し ます。

• [ よ う こそ ] パネル

• [ ソ リ ューシ ョ ン ] パネル

[ よ う こそ ] パネル
Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド を利用し て、 InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を Microsoft Visual Studio .NET 

ソ リ ューシ ョ ンに追加する こ とができます。

メ モ • Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは、 システムに Microsoft Visual Studio がイ ンス ト ールされている場合のみ使

用可能です。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し てソ リ ューシ ョ ンを選択し て く だ さい。

機能と そのサイズを表示 この種類のウ ィ ザー ド ページをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト に追加する と、 [ タ スク構成 ] パネルは表示されません。

テーブル 11-34 • [ タ スク構成 ] パネルの必須情報 ( 続き )

ウ ィ ザー ド  ページの種類 必須情報の説明
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[ ソ リ ューシ ョ ン ] パネル
このパネルでは、 InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を追加する Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンへのパスを入力

または参照し ます。

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し、 選択済みのソ リ ューシ ョ ンを追加し ます。

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  
ウ ィ ザー ド

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト する こ とができます。 複

数の Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合、 このウ ィ ザー ド を繰り返し使

用する こ とができます。

重要 • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

タ スク Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順の 1 つを行います

:

• InstallShield を Visual Studio に統合し ないで使用し ている場合 : [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [Visual Studio デ

プロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

• InstallShield を Visual Studio 内部から使用し ている場合 : InstallShield ツールバーから、 [Visual Studio デプロ イ

メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

このウ ィ ザー ド には、 以下のパネルがあ り ます :

• よ う こそ 

• プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

• オプシ ョ ン 

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル
Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト する こ とができます。 複

数の Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合、 このウ ィ ザー ド を繰り返し使

用する こ とができます。
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重要 • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ プロジ ェ ク ト フ ァ イル ] パネル
[ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ] パネルを使って、 イ ンポー ト する Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を指定し ます。 プ

ロジ ェ ク ト には、 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を選択できます。

[ オプシ ョ ン ] パネル
Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト 出力、 フ ァ イル、 レジ

ス ト リ キー、 フ ァ イル拡張子、 カス タム アクシ ョ ン、 ターゲッ ト  システム検索、 および前提条件を Visual Studio 

プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。 [ オプシ ョ ン ] パネルでは、 適切な場合、 ど

のプロパテ ィ を Visual Studio プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するのかも選択できます。

メ モ • オプシ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield プロジ ェ ク ト 内の既存の値が Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト で構成された値で上書き されます。 た と えば、 [ 製品名 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト の " 製品名 " 設定の値が Visual Studio プロジ ェ ク ト で設定された値で上書き されます。

テーブル 11-35 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

製品名 イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductName プロパテ ィ を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品名は、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

製品バージ ョ ン イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductVersion プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品バージ ョ ンは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。
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INSTALLDIR イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト のアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ

オルダに構成された DefaultLocation プロパテ ィ の値を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト で使用するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

の INSTALLDIR 設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成されたパス

でア ッ プデー ト し ます。

メ モ • Visual Studio では、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーに複数のフ ォー

マ ッ ト されたプロパテ ィ が含まれたデ ィ レ ク ト リ パス ( 例、

[ProgramFilesFolder][Manufacturer]\[ProductName]) を指定できます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト は、 実行時にデ ィ レ ク ト リ カス タム アクシ ョ

ンを使用し て、 パスを解決し ます。 ただ し、 InstallShield では、 この種類

のデ ィ レ ク ト リ パスはサポー ト されていません。 し たがって、

InstallShield はパスを変換処理中に解決し、 パスの INSTALLDIR プロパ

テ ィ を使用し ます。

[ プログラムの追加と削除 ] のプロ

パテ ィ

Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された " プログラムの追加と削除 " プ

ロパテ ィ  (AddRemoveProgramsIcon、 Manufacturer、 Description、

ManufacturerUrl、 Author、 SupportUrl、 および SupportPhone) を 

InstallShield プロジ ェ ク ト で使用する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

にある次の設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された値で

ア ッ プデー ト し ます。

• 表示アイ コ ン (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、

AddRemoveProgramsIcon プロパテ ィ )

• 発行者 (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 Manufacturer プロパテ ィ )

• [ プログラムの追加と削除 ] のコ メ ン ト  (Visual Studio プロジ ェ ク ト

では、 Description プロパテ ィ )

• 発行元 / 製品 URL (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 ManufacturerUrl 

プロパテ ィ )

• サポー ト 連絡先 (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 Author プロパテ ィ

)

• サポー ト  URL

• サポー ト 電話番号

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 11-35 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 概要情報ス ト リーム ] のプロパ

テ ィ

イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された Summary 

Information Stream プロパテ ィ  (Title、 Subject、 Keywords、 および 

TargetPlatform) を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

にある次の設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された値で

ア ッ プデー ト し ます。

• タ イ ト ル

• サブジ ェ ク ト

• キーワー ド

• " テンプレー ト の概要 " 設定の " プロセ ッサ " の種類 (Visual Studio 

プロジ ェ ク ト では、 TargetPlatform プロパテ ィ )

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

製品コー ド イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductCode プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品コー ドは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

ア ッ プグレー ド コー ド イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

UpgradeCode プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成され

ます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 11-35 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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すべてのユーザー イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

InstallAllUsers プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ プロパテ ィ  マネー

ジャー ] ビ ューの ALLUSERS プロパテ ィ の値を、 Visual Studio プロジ ェ

ク ト の InstallAllUsers プロパテ ィ で構成された値に基づいてア ッ プデー ト

し ます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 11-35 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 概要 ] パネル
[ 概要 ] パネルでは、 Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド で指定し た設定を確認で

きます。 設定のいずれかを変更する場合は、 該当するパネルが表示されるまで [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト するには、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト 言語 イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト の Localization プロパテ ィ

で選択された言語を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

と きに、 以下の条件がある場合、 InstallShield はプロジ ェ ク ト に含まれる

既存の文字列エン ト リ値を Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語のデフ ォル

ト 文字列エン ト リ値で置換し ます :

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で [ プロジ ェ

ク ト 言語 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ている。

• Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語が InstallShield プロジ ェ ク ト のデ

フ ォル ト 言語と一致し ない。 (Visual Studio で、 Localization プロパ

テ ィ がプロジ ェ ク ト の言語を示し ます。 InstallShield では、 [ 文字列

エデ ィ ター ] ビ ューの " デフ ォル ト 言語 " 設定が、 プロジ ェ ク ト の

デフ ォル ト 言語を示し ます。 )

• InstallShield は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で使用されている言語を

サポー ト し ます。 (InstallShield Professional Edition を使用し ている場

合、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で使用されている言語がサポー ト さ

れていないこ とがあ り ます。 )

た と えば、 この [ プロジ ェ ク ト 言語 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ていて、

InstallShield プロジ ェ ク ト の言語がスペイ ン語で、 Visual Studio プロジ ェ

ク ト の言語がド イ ツ語であ り、 さ らに InstallShield Premier Edition を使用

し ている場合、 InstallShield はプロジ ェ ク ト 内のスペイ ン語のラ ン タ イム

文字列をデフ ォル ト のド イ ツ語翻訳で置換し ます。 このため、 [ 一般情報

] ビ ュー内の " 発行者 " 設定を更新し ている場合など、 文字列エン ト リの

値を編集し た後にウ ィ ザー ド で Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ン

ポー ト する と、 InstallShield は " 発行者 " 設定の値およびその他の文字列

の値を、 デフ ォル ト のド イ ツ語の文字列エン ト リの値に置換し ます。

し たがって、 Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト 中にプロジ ェ ク ト

言語が変更される場合は、 [ 一般情報 ] ビ ューと [ 文字列エデ ィ ター ] 

ビ ューで設定を確認の上、 適切な場合は文字列エン ト リ を変更し て く だ

さい。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 11-35 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) は、 あらゆる範囲にわたる機能をま とめた複数のビ ューで構成されます。

[ ビ ュー リ フ ァ レンス ] セクシ ョ ンは、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの各ビ ューについて説明し ます。

[ イ ンス ト ール情報 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ イ ンス ト ール情報 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ イ ンス ト ール情報 ] ビ ューには、 ビルド中のイ ンス ト ールについての一般設定を構成する こ とができる他の

ビ ューへのリ ン クが含まれています。

一般情報

プロジ ェ ク ト • [ 一般情報 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 一般情報 ] ビ ュー には、 プロジ ェ ク ト 、 会社、 および製品に関する基本情報が表示されます。 このビ ューに入力

し た情報には、 参照だけに使用する情報、 ( 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト で ) Windows ロゴ要件を満たすために使用する情報 、 およびプロジ ェ ク ト の基本的な設定に使用する情

報があ り ます。
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ア ッ プデー ト 通知

プロジ ェ ク ト • [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

[ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューを利用し て、 FlexNet Connect を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とがで

きます。 FlexNet Connect を使用する と、 エン ド ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンを自動的にア ッ プデー ト する こ とが

できます。

[ 一般情報 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 一般情報 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 一般情報 ] ビ ュー には、 プロジ ェ ク ト 、 会社、 および製品に関する基本情報が表示されます。 このビ ューに入力

し た情報には、 参照だけに使用する情報、 Windows ロゴ要件を満たすために使用する情報、 さ らにプロジ ェ ク ト

の基本的な設定を構成するために使用する情報があ り ます。

新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する場合、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューの設定を構成する必要が

あ り ます。 InstallShield は、 デフ ォル ト の設定を使用し て新しいプロジ ェ ク ト を作成し ますが、 独自のニーズに

合ったデータ をプロジ ェ ク ト に含めるためには、 独自の値を設定する こ と をお勧めし ます。

[ 一般情報 ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ンの列

• 設定を表示するグ リ ッ ド
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ビ ュー リ フ ァ レンス
次のテーブルは、 [ 一般情報 ] ビ ューに表示されるボタ ンについて説明し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの各設定についての説明は、 「[ 一般情報 ] ビ ューの設定」 を参照し て く ださい。

[ 一般情報 ] ビ ューの設定

プロジ ェ ク ト • [ 一般情報 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 一般情報 ] ビ ューの設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• 全般 

• 概要情報ス ト リーム 

• プログラムの追加と削除 

• ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ 

テーブル 11-1 • [ 一般情報 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

カテゴ リー別 カテゴ リ ご とに設定を並べ替えます。

アルフ ァベ ッ ト 順 設定をアルフ ァベ ッ ト 順に並べ替えます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 全般 ] の設定

[ 一般情報 ]  ビ ューの " 全般 " 領域では、 製品名や製品バージ ョ ンなどの詳細を指定し ます。 この領域には、 以下

の設定があ り ます。

テーブル 11-2 • 全般設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

プロジ ェ ク ト のフ ァ

イル名

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI

これは、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イルのパス と フ ァ イル名

を表示する読み取り専用設定です。 プロジ ェ ク ト の種類も表示し

ます。

プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの拡張子は、 そのプロジ ェ ク ト の種類に

よ って異な り ます :

• .ism プロジ ェ ク ト  フ ァ イル — この拡張子は、 基本の MSI、

InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 お

よびマージ モジュールを含む、 殆どのプロジ ェ ク ト  タ イプ

に使用されます。

• .dim プロジ ェ ク ト  フ ァ イル — この拡張子は、 DIM プロジ ェ ク

ト に使用されます。

• .issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イル — この拡張子は、 ア ドバンス

ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に使用

されます。

詳細については、 「プロジ ェ ク ト の種類」 を参照し て く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
プロジ ェ ク ト  フ ァ イ

ルの形式

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .dim) に使用する フ ァ イル形式

を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• バイナ リ — ism フ ァ イルをデータベース フ ァ イルと し て保存

するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 プロジ ェ ク ト を開

いた り保存し た りする際のスピー ドは、 この形式が最も早い

です。

これは、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ 

モジュール プロジ ェ ク ト でデフ ォル ト の形式です。 これらの

プロジ ェ ク ト  タ イプでこのプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式を選

択する と、 Windows Installer データベース エデ ィ ターで .ism 

フ ァ イルを更新できます。 また、 Windows Installer API または

そのオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使って、 .ism フ ァ

イルを更新する こ と もできます。

• XML — .ism フ ァ イルを階層構造を持つテキス ト  ベースの形式

で保存するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このプロ

ジ ェ ク ト  フ ァ イル形式は、 ソース コー ド管理システムでの

使用に最適です。 XML ツールを使用し て、 プロジ ェ ク ト  フ ァ

イルを更新できます。

これは、 InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript オブジ ェ ク

ト  プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 形式です。

メ モ • どち らのプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式でも、 コマン ド ラ イ ン

から リ リースをビルド できます。

スイー ト  GUID ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

を一意に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使って、 自動

的に異なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生

成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

このコー ドはア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールを一意的に識別するため、 リ リースを既に配布し て

いる場合はスイー ト  GUID の変更はお薦めできません。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
セ ッ ト ア ッ プ言語 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI

プロジ ェ ク ト • この設定の動作は、 プロジ ェ ク ト の種類によ って

異な り ます。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設

定を使って、 [ リ リース ] ビ ューの "UI 言語 " 設定に リ ス ト する言

語を指定し ます。 プロジ ェ ク ト  レベルでこの " セ ッ ト ア ッ プ言語

" 設定に言語がリ ス ト されていない場合、 その特定の UI 言語をプ

ロジ ェ ク ト のリ リースに含める こ とはできません。

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (InstallShield の Professional Edition 

で提供されています ) では、 1 言語のみサポー ト されています。

従って、 このプロジ ェ ク ト の " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定は読み取

り専用になっています。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、

" セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト の [ コ ンポー

ネン ト ] ビ ューと [ リ リース ] ビ ューの " 言語 " 設定に リ ス ト す

る言語を指定し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベルでこの設定

に言語がリ ス ト されていない場合、 プロジ ェ ク ト 内の特定のコ ン

ポーネン ト をその言語に基づいて ターゲッ ト にする こ とはできま

せん。 さ らに、 特定の言語に基づいてコ ンポーネン ト と UI 文字列

をプロジ ェ ク ト のリ リースに含める こ と もできません。

この設定を使ってサポー ト 言語をア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、

InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追

加する と、 プロジ ェ ク ト にその言語の文字列エン ト リが追加され

ます。 文字列エン ト リ には、 翻訳済みのビル ト イ ン ユーザー イ

ン ターフ ェ イス文字列リ ソースが含まれます。

DIM プロジ ェ ク ト の " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を使って、 プロ

ジ ェ ク ト でサポー ト する言語を指定し ます。 この設定を使ってプ

ロジ ェ ク ト に言語を追加する と、 InstallShield によ ってその言語の

文字列エン ト リがプロジ ェ ク ト に追加されます。 文字列エン ト リ

には、 翻訳が必要な文字列リ ソースが含まれています。

詳細については、 「イ ンス ト ール言語の選択」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
デフ ォル ト 言語 : ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI

[ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで構成され

たデフ ォル ト  プロジ ェ ク ト 言語をオーバーラ イ ド するには、 選択

された リ リースに適切なデフ ォル ト  ユーザー イ ン ターフ ェ イス

言語を指定し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定」 を参

照し て く ださい。

フ ィ ルター処理 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定では、 プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト またはリ リースに

オペレーテ ィ ング システム要件を選択する と きの選択肢に加える

プ ラ ッ ト フ ォームを指定し ます。 一般的に、 プロジ ェ ク ト  レベル

のこの設定で表示されないプラ ッ ト フ ォームがある と き、 プロ

ジ ェ ク ト 内にある特定のコ ンポーネン ト またはリ リースを このプ

ラ ッ ト フ ォームにターゲッ ト する とい う指定ができな く な り ま

す。

プロジ ェ ク ト のプラ ッ ト フ ォームを変更するには、 この設定の省

略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ プ ラ ッ ト フ ォーム ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開き、 こ こでプロジ ェ ク ト に適切なプ ラ ッ ト

フ ォームを選択できます。

メ モ • プロジ ェ ク ト  レベルでプ ラ ッ ト フ ォームを指定し ても、 イ

ンス ト ールを実行する と きのターゲッ ト  システム要件は作成され

ません。 InstallScript、 または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ

ク ト で ターゲッ ト  システム要件を作成する場合、 SYSINFO 構造

を使用し て、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング プ ラ ッ ト

フ ォームを識別し ます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
メ ンテナンス エクス

ペ リ エンス

InstallScript 製品が既にターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされている状態でエ

ン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再実行を し たと きの動作を選択し

ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• 標準 — 製品が既にターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされてい

る状態で、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再実行を し たと

きに メ ンテナンス ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示する場

合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 [ プログラムの追加と削

除 ] では、 製品に対し てエン ト リがひとつだけ リ ス ト されま

す。

• 複数イ ンス タ ンス — エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを複数

回、 メ ンテナンスイ ンス ト ールではな く 初回イ ンス ト ールと

し て再実行できるよ う にする場合、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行するご とに、 別

のエン ト リが [ プログラムの追加と削除 ] に追加されます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 デフ ォル ト で、 エン ド ユー

ザーがイ ンス ト ール実行ご とに異なる場所に製品を イ ンス

ト ールする こ とができるよ う にな り ます。 これは、 エン ド

ユーザーが製品を異なる場所にイ ンス ト ールし て異なる製品

構成で製品を試し てみてから、 後で特定のイ ンス タ ンスのみ

アン イ ンス ト ールし たい場合、 便利です。 メ ンテナンス ユー

ザー イ ン ターフ ェ イスは、 エン ド ユーザーが [ プログラムの

追加と削除 ] から イ ンス ト ールを再実行する と きのみ表示さ

れます。

• アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスを し ない — エン ド ユー

ザーが製品をアン イ ンス ト ールし た り、 メ ンテナンス モー ド

で実行できないよ う にする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。 [ プログラムの追加と削除 ] で、 製品に対するエン ト リは

作成されません。

詳細については、 「InstallScript イ ンス ト ールを複数回実行する」

を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
メ ンテナンスの有効

化

InstallScript MSI 製品が既にイ ンス ト ールされているシステム上で、 エン ド ユー

ザーがイ ンス ト ールを再度実行し たと きに、 完全な メ ンテナンス 

ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) またはアン イ ンス ト ール UI を表

示するかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• はい — /removeonly コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが Setup.exe 

に渡されない限り、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再度実

行し たと き、 システム変数 REMOVEONLY は FALSE に設定さ

れ、 標準メ ンテナンス UI が表示されます。

• いいえ — エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再度実行し た と

き、 システム変数 REMOVEONLY は TRUE に設定され、 アン

イ ンス ト ール UI が表示されます。

詳細については、 「" メ ンテナンスの有効化 " 設定を構成する」 を

参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallScript ユーザー 

イ ン ターフ ェ イスの

種類

InstallScript MSI イ ンス ト ールに使用する InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス 

(UI) の種類を指定し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• 従来のス タ イル (Setup.exe が必要 ) — InstallScript エンジンを 

InstallScript MSI イ ンス ト ールの 外部 UI ハン ド ラーと し て使

用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このス タ イル

を使用する場合は、 イ ンス ト ールに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ

ラ ンチャーを必ず含めて く ださい。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー

はブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し て機能し、 UI を表

示する InstallScript エンジンを開始し て InstallScript コー ド を

実行し、 また Windows Installer を開始し て .msi パッ ケージの [

実行 ] シーケンスを実行し ます。

この設定では、 このオプシ ョ ンがデフ ォル ト で設定されてい

ます。

• 新しいス タ イル (Windows Installer 4.5 が必要 ) — InstallScript 

エンジンを InstallScript MSI イ ンス ト ールの埋め込み UI ハン

ド ラーと し て使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。 このス タ イルでは、 InstallShield が InstallScript エンジン

を .msi パッ ケージ内に埋め込みます。 Windows Installer は 

InstallScript エンジンを呼び出し て UI を表示し ます。 Windows 

Instaler はまた、 .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを実行

し ます。

このオプシ ョ ンには、 ターゲッ ト  マシン上に Windows Installer 

4.5 が必要です。 また、 い く つかの制限事項があるため、 こ

のス タ イルを使用する場合は綿密な計画が必要です。

2 つのス タ イルに関する詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス

ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方

法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照

し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
製品名 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI、

ト ラ ンスフ ォーム

製品、 DIM、 マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の名前を入力

し ます。

製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品名の指定」

を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト の場合、 値をハー ド コー ド 化する代わり に、 [ パス変数 ] 

ビ ューで定義されたパス変数を使用できます。 ビルド時、

InstallShield によ って、 パス変数が適切な値に置換されます。 ( パ

ス変数を使用するには、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を

ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変

数を選択し ます。 )

製品名は、 InstallScript システム変数 IFX_PRODUCT_NAME に格納

されます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト の異

なるバージ ョ ンを内部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使

用できます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
製品バージ ョ ン ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI、

ト ラ ンスフ ォーム

製品のバージ ョ ン番号を入力し ます。 バージ ョ ンには、 数値のみ

を使用できます。 一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または 

aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb は

マイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番号、 および ddddd は

バージ ョ ン番号を示し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。

ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス

ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ ン

のこの部分を無視し ます。 詳細については、 「製品バージ ョ ンを

指定する」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト の場合 — リ リースに Setup.exe が含まれる場合、 指

定し た製品バージ ョ ンが Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て

く ださい。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場

合、 値をハー ド コー ド 化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義

されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ っ

て、 パス変数が適切な値に置換されます。 ( パス変数を使用する

には、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

次に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変数を選択し ます。

)

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト の異

なるバージ ョ ンを内部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使

用できます。 入力された値は、 この DIM を含むプロジ ェ ク ト の 

[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューに表示されます。

製品コー ド 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この製品を固有に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使っ

て、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい 

GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

このコー ドは製品を一意的に識別するため、 リ リースを既に配布

し ている場合は製品コー ドの変更はお薦めできません。

詳細については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で製品

コー ド を設定する」 または 「InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト で

製品コー ド を設定する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ッ プグレー ド コー

ド

基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

製品のア ッ プグレー ド コー ド に使用する GUID を入力し ます。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この

設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プグレー ド コー ド とは、 製品が所属する製品フ ァ ミ リ を識別

する一意な GUID です。 ア ッ プグレー ド コー ドは、 関連製品フ ァ

ミ リの異なるバージ ョ ンおよび言語にわたって統一されている必

要があ り、 これを使って、 Windows Installer がイ ンス ト ール済みの

製品の関連バージ ョ ンを検索し ます。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参照し

て く ださい。

イ ンス ト ール条件 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

この設定を使って、 イ ンス ト ールを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 た と えば、 特定のオペ

レーテ ィ ング システムや最低システム要件を対象にテス ト を行う

こ とができます。 実行時に条件が True 評価されなかった場合、

エラー メ ッ セージが表示されて、 製品がイ ンス ト ールされませ

ん。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「製品の条件を設定する」

を参照し て く ださい。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " イ ンス ト ール条件 " 設

定の下に 2 つの新しい設定が追加されます :

• 条件 — この設定は、 追加された条件ステー ト メ ン ト を表示し

ます。 条件ステー ト メ ン ト を編集するには、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 条件と そのメ ッ セージを

削除するには、 この設定で [ 条件の削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。

• メ ッ セージ — この設定は、 対応する条件がターゲッ ト  シス

テムで満たされていない場合に、 実行時に表示されるよ う に

構成されている、 実行時エラー メ ッ セージを表示し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれて

いるすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作

成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と

もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト

リ を使用する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
終了条件 ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

この設定では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ールの終了の前に、 様々な条件に応じ

て表示する終了エラー メ ッ セージを指定できます。 た と えば、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに 

Windows Vista 以降が必要な場合、 " 終了条件 " 設定と そのサブ設

定を使って、 エン ド ユーザーが、 それ以前の Windows を使ってア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを

起動し たと きに表示するエラー メ ッ セージを指定できます。 エン

ド ユーザーがエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを閉じ る と、 イ ンス

ト ールは終了し ます。

エラー メ ッ セージおよび 1 つまたは複数の条件を指定するには、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

終了条件 ( 続き ) 条件を追加する と、InstallShield によ って " 終了条件 " 設定の下に 

2 つの新しい設定が追加されます :

• 終了メ ッ セージ - このメ ッ セージで定義された条件が True 

と なった時、 実行時に表示するエラー メ ッ セージを入力し ま

す。 メ ッ セージ と その条件を削除するには、 この設定で [ こ

の条件を削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれて

いるすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作

成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と

もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト

リ を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形式化さ

れた式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ンス ト ールは

これらの式の値を拡張し ます。 これらの式で使用できる構文

については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用

する」 を参照し て く ださい。

• Any/All/None - この設定は、 定義を行う条件ステー ト メ ン ト

を表示し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールの終了条件を定義する」 を参照し て く だ さい。

モジュール言語 DIM、 マージ モ

ジュール、 MSM 

データベース

DIM またはマージ モジュールの言語を選択するか、 [Language 

Independent ( 言語非依存 )] を選択し ます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
INSTALLDIR 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

Windows Installer プロパテ ィ  INSTALLDIR の値を指定し ます。 この

値は、 実行時に製品、 DIM、 またはマージ モジュールのフ ァ イル

のほとんどがイ ンス ト ールされる イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を

示し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 パスの一部と し てデ ィ レ ク

ト リ プロパテ ィ を入力する こ とができます。 デ ィ レ ク ト リ プロ

パテ ィ を選択するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し ます。 こ こで、 適切なデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト から選択する

か、 定義済みデ ィ レ ク ト リ内に新しいデ ィ レ ク ト リ を作成できま

す。 円記号を使用し て、 サブデ ィ レ ク ト リの下位レベルを 

[ProgramFilesFolder]MyApp\Bin のよ う に区切り ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムに準拠するためには、 製

品のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先が Program Files フ ォルダーのサ

ブ フ ォルダー ([ProgramFilesFolder]) である必要があ り ます。 これ

は、 システムのロケールやユーザー設定によ って異なる こ とがあ

り ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、

ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト でのデフ ォル ト 値は以下のとお り

です :

[ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名

この設定に入力し た値は INSTALLDIR プロパテ ィ に割り当てられ、

これがすべての製品の機能と コ ンポーネン ト のデフ ォル ト イ ンス

ト ール先フ ォルダーと な り ます。 詳細については、 「デフ ォル ト

の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定」 を参照し

て く ださい。

DIM、 マージ モジュールおよび MSM データベース プロジ ェ ク ト

でのデフ ォル ト 値は以下の通り です :

[TARGETDIR]

DIM、 マージ モジュール、 および MSM データベース プロジ ェ ク

ト で、 この DIM またはマージ モジュールのユーザーがデフ ォル ト

のイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を上書きできるよ う にする場合、

この設定をデフ ォル ト 値のままに残し ます。 詳細については、

「マージ モジュールのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーを

指定する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
TARGETDIR InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

製品のメ イ ン ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト 値を指定し

ます。 通常、 この値を次のよ う な値に設定し ます。

<FOLDER_APPLICATIONS>\<IFX_COMPANY_NAME>\<IFX_PRODUC

T_NAME>

詳細については、 「TARGETDIR」 を参照し て く だ さい。

Module ID GUID マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

この読み取り専用設定は、 マージ モジュールを一意に識別する 

GUID を表示し ます。 新しいマージ モジュールが作成されるたび

に、 InstallShield がその GUID を生成し ます。

モジュール ID GUID は、 すべてのマージ モジュール GUID 外部

キーに追加されます。 たと えば、 マージ モジュール プロジ ェ ク

ト でコ ンポーネン ト を作成する と、 そのコ ンポーネン ト はダイ レ

ク ト  エデ ィ ターと、 ビルド された .msm フ ァ イルに 

ComponentName.MergeModuleGUID と し て リ ス ト されます。

この GUID を変更するには、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを

使って、 ModuleSignature テーブルの ModuleID フ ィ ールド を編集

し ます。 この値を変更する場合、 プロジ ェ ク ト 内のすべてのテー

ブルの値も更新する必要があ り ます。 そのためには、 [ ダイ レ ク

ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使用できます。

モジュールの依存関

係

マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

この設定を使って、マージ モジュールに必要な 1 つ以上のマージ 

モジュールを指定できます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている 1 つ以上の依存

関係を追加するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。 [ モジュール依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ

こでマージ モジュールに必要なモジュールを選択できます。

マシンに存在し ない依存関係を追加するには、 [ 新しいモジュー

ル依存関係を追加する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 そのバー

ジ ョ ン、 言語、 およびモジュール GUID を指定し ます。

名前 マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

これは、 次の中から 1 つの値を表示する読み取り専用設定です。

• 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている依存関係を

選択する と、 この設定には、 その依存関係の名前が表示され

ます。

• マシンに存在し ない依存関係の追加を選択する と、 この設定

には [ セ ッ ト ア ッ プ作成者によ って追加されたマージモ

ジュール ] と表示されます。

この設定は、 プロジ ェ ク ト にマージ モジュールの依存関係を追加

し た場合にのみ表示されます。

プロジ ェ ク ト から この依存関係を削除するには、 この設定で [ こ

のモジュール依存関係を削除する ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
バージ ョ ン マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

作成中のマージ モジュールに特定バージ ョ ンの依存関係が必要な

場合、 そのバージ ョ ン番号を指定し ます。 依存関係のバージ ョ ン

にこだわらない場合は、 " バージ ョ ン " 設定を空白のままに残し

ます。

この設定は、 プロジ ェ ク ト にマージ モジュールの依存関係を追加

し た場合にのみ表示されます。

言語 マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

作成中のマージ モジュールに特定言語の依存関係が必要な場合、

そのバージ ョ ン言語を指定し ます。 依存関係の言語にこだわらな

い場合は、 [ 言語非依存 ] を選択し ます。

この設定は、 プロジ ェ ク ト にマージ モジュールの依存関係を追加

し た場合にのみ表示されます。

モジュール ID マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている依存関係を選択

する と、 この設定には、 その依存関係のモジュール ID が表示され

ます。

マシンに存在し ない依存関係の追加を選択する場合、 依存関係の

モジュール ID を入力し ます。 モジュール ID は、 以下の形式でな

く てはな り ません :

ModuleName.ModuleGUID

たと えば、 マージ モジュールの名前が MyDependency で、 GUID 

が {2560C1ED-E2F7-4FE6-A0E6-15A9DA4CE9B9} の場合、 この設

定には次のよ う に入力し ます。

MyDependency.2560C1ED-E2F7-4FE6-A0E6-15A9DA4CE9B9

この設定は、 プロジ ェ ク ト にマージ モジュールの依存関係を追加

し た場合にのみ表示されます。

モジュールの除外 マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

この設定を使って、 作成中のマージ モジュールと互換性を持たな

い 1 つ以上のマージ モジュールを指定できます。 この設定は、 た

と えば以前のバージ ョ ンのマージ モジュールが、 新しいモジュー

ルと互換性を持たない場合に必要です。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている 1 つ以上の除外

モジュールを追加するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し ます。 [ モジュールの除外 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、

こ こでマージ モジュールと互換性を持たないモジュールを選択で

きます。

マシンに存在し ないモジュールの除外を追加するには、 [ 新しい

モジュールの除外を追加する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 その

バージ ョ ン、 言語、 およびモジュール GUID 要件を指定し ます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
名前 マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

これは、 次の中から 1 つの値を表示する読み取り専用設定です。

• 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている除外モ

ジュールを選択する と、 この設定には、 その除外モジュール

の名前が表示されます。

• マシンに存在し ないモジュールの除外の追加を選択する と、

この設定には、 [ セ ッ ト ア ッ プ作成者によ って追加された

マージ モジュール ] と表示されます。

この設定は、 マージ モジュールの除外をプロジ ェ ク ト に追加し た

場合のみ表示されます。

この除外をプロジ ェ ク ト から削除するには、 この設定で [ このモ

ジュールの除外を削除する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

最大バージ ョ ン マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

除外するマージ モジュールの最大バージ ョ ン番号を指定し ます。

この設定を空白のまま残すと、 " 最小バージ ョ ン " 設定で指定し

た値の後のすべてのバージ ョ ンが除外されます。 " 最大バージ ョ

ン " と " 最小バージ ョ ン " 設定の両方を空白に残すと、 バージ ョ

ンに基づ く 除外は行われません。

この設定は、 マージ モジュールの除外をプロジ ェ ク ト に追加し た

場合のみ表示されます。

最小バージ ョ ン マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

除外するマージ モジュールの最小バージ ョ ン番号を指定し ます。

この設定を空白のまま残すと、 " 最大バージ ョ ン " 設定で指定し

た値の前のすべてのバージ ョ ンが除外されます。 " 最大バージ ョ

ン " と " 最小バージ ョ ン " 設定の両方を空白に残すと、 バージ ョ

ンに基づ く 除外は行われません。

この設定は、 マージ モジュールの除外をプロジ ェ ク ト に追加し た

場合のみ表示されます。

言語 マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

特定の言語を持つマージ モジュールを除外するか、 この設定の現

在の値を変更するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し ます。 [ 除外言語 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで特定

の言語を除外するか、 特定の言語以外の全ての言語を除外するか

を指定し ます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 [ 言語非依存 ] を

選択する こ と もできます。 これは、 言語に基づいてマージ モ

ジュールの除外を行わないこ と を示し ます。

この設定は、 マージ モジュールの除外をプロジ ェ ク ト に追加し た

場合のみ表示されます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
モジュール ID マージ モジュー

ル、 MSM データ

ベース

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーで提供されている除外モジュール

を選択する と、 この設定には、 その除外のモジュール ID が表示さ

れます。

マシンに存在し ない除外モジュールの追加を選択する場合、 除外

モジュールの ID を入力し ます。 モジュール ID は、 以下の形式で

な く てはな り ません :

ModuleName.ModuleGUID

たと えば、 マージ モジュールの名前が MyExclusion で、 GUID が 

{2560C1ED-E2F7-4FE6-A0E6-15A9DA4CE9B9} の場合、 この設定に

は次のよ う に入力し ます。

MyExclusion.2560C1ED-E2F7-4FE6-A0E6-15A9DA4CE9B9

この設定は、 マージ モジュールの除外をプロジ ェ ク ト に追加し た

場合のみ表示されます。

DIM GUID DIM この読み取り専用設定は、 DIM を一意に識別する GUID を表示し

ます。 新しい DIM を作成する と常に、 新しい GUID が自動生成さ

れます。

DIM GUID は、 すべての DIM GUID 外部キーに追加されます。 た と

えば、 DIM プロジ ェ ク ト 内にコ ンポーネン ト を作成し た場合、 そ

のコ ンポーネン ト はダイ レ ク ト  エデ ィ ターで 

ComponentName.DIM_GUID と表示されます。

この GUID を変更するには、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを

使って、 ModuleSignature テーブルの ModuleID フ ィ ールド を編集

し ます。 この値を変更する場合、 プロジ ェ ク ト 内のすべてのテー

ブルの値も更新する必要があ り ます。 そのためには、 [ ダイ レ ク

ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使用できます。

ビルド の手順 DIM このプロジ ェ ク ト に関し て、 この DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト に含める作業を行う リ リース エンジニアの役に立つ特別な指示

またはコ メ ン ト を入力し ます。 これらの手順は、 この DIM を含む

プロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューに表示されます。 ビル

ドの手順は、 エン ド ユーザーには表示されません。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ロ ッ クダウンの設定

方法

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

ロ ッ クダウン環境で製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ

イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーを保護するためのアク

セス許可の種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• カス タム InstallShield 処理 —  InstallShield は、 プロジ ェ ク ト に

ISLockPermissions テーブルと カス タム アクシ ョ ンを追加し

て、 ターゲッ ト  システム上のアクセス許可を設定し ます。 こ

のオプシ ョ ンがデフ ォル ト 値です。

• 従来型の Windows Installer 処理 — InstallShield は、 .msi データ

ベースの LockPermissions テーブルを使って、 製品のアクセ

ス許可情報を格納し ます。

多 く の場合、 従来型の Windows Installer 処理よ り も、 カス タム 

InstallShield 処理の方が有利です。 例 :

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 従来のオプシ ョ ンではサポー

ト されていない、 多 く のよ く 知られているセキュ リ テ ィ 識別

子 (SID) を使用できます。

• 従来型のオプシ ョ ン とは違い、 カス タム オプシ ョ ンでは、 多

く のよ く 知られている SID に翻訳されたユーザー名を使用で

きます。 従来型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳さ

れた名前を使ってアクセス許可を設定する と、 イ ンス ト ール

が失敗する可能性があ り ます。

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 指定するアクセス許可を特定

のユーザーまたはグループが所持する こ と を拒否できます。

従来型の処理で、 これは不可能です。 つま り、 従来型の処理

の場合、 特定のアクセス許可を設定する こ とのみが可能で、

アクセス許可を拒否する こ とはできません。

この機能はプロジ ェ ク ト 全体に反映される設定で、 プロジ ェ ク ト

に含まれる フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定

する新しいアクセス許可すべてに適用し ます。 プロジ ェ ク ト で既

にい く つかのアクセス許可を構成済みの場合にこの設定の値を変

更する場合、 InstallShield では、 既存アクセス許可に別の処理方法

を使用するかど うかを指定できます。

この設定についての詳細、 およびアクセス許可の設定に関する 

InstallScript サポー ト についての情報は 「ロ ッ クダウン環境におけ

る フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サー

ビスのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ ユーザーご と ] オプ

シ ョ ンの表示

基本の MSI エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー、 または現在のユー

ザーのみにイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供す

るかど うかを指定し ます。 このラ ン タ イム オプシ ョ ンは Windows 

7 以降のシステム、 および Windows Server 2008 R2 以降のシステ

ムのみで使用できます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り で

す :

• いいえ — エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法を

指定できるボタ ンを表示し ません。

• はい — ターゲッ ト  システムに Windows 7 または Windows 

Server 2008 R2 がイ ンス ト ールされている場合、 InstallShield 

は ReadyToInstall ダイアログにボタ ンを追加し ます。 これら

のボタ ンを使って、 エン ド ユーザーは製品を イ ンス ト ールす

る方法を指定できます。 昇格された権限が必要な場合、 [ す

べてのユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。

エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、

ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパ

テ ィ が 1 に設定されます。 エン ド ユーザーが [ すべてのユー

ザー ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に

設定され、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されませ

ん。

ターゲッ ト  システムが Windows Vista 以前、 または Windows 

Server 2008 以前である場合、 ReadyToInstall ダイアログに、

ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法を選択できるボタ ン

は表示されません。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

メ モ • [ いいえ ] を選択し ても、 エン ド ユーザーは、 イ ンス ト ール

の実行時にコマン ド ラ イ ンから MSIINSTALLPERUSER を設定する

こ とができます。 イ ンス ト ールがこれをサポー ト し ない場合、 起

動条件を追加するか、 その他の実行時のチ ェ ッ ク を行って、 これ

を回避する こ とができます。

詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご との

イ ンス ト ールの違い」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI ログ記録の作成 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

Windows Installer 4.0 以降でイ ンス ト ールをログ記録するかど うか

を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

[Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ

クスを起動し ます。 このダイアログ ボ ッ クスで Windows Installer 

がイ ンス ト ールのログ記録を行うかど うかを指定し ます。 このダ

イアログ ボ ッ クスを使用し て、 ログ記録される メ ッ セージの種類

を カス タ マイズする こ と もできます。

この設定には 3 種類の値から選択する こ とができます。

• いいえ — イ ンス ト ールはログ記録されません。 これがデフ ォ

ル ト の値です。

• はい —voicewarmupx のデフ ォル ト 値が MsiLogging プロパテ ィ

に挿入されます。

• カス タム — [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] 

ダイアログ ボ ッ クスで指定し た値が MsiLogging プロパテ ィ に

挿入されます。

この設定の値が [ はい ] または [ カス タム ] の場合に、 イ ンス ト ー

ルが Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降において、

Windows Installer 4.0 以降を使って実行された と き、 以下の処理が

行われます :

• イ ンス ト ーラーが、 適切なログ記録モー ド ("MSI ログ記録の

作成 " 値が [ はい ] の場合は voicewarmupx、 または [Windows 

Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

で指定し た任意のカス タム値 ) に従って、 ログ フ ァ イルを作

成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ 

フ ァ イルのパスを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および 

SetupInterrupted ダイアログに [Windows Installer ログを表示 ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン ド ユーザーがこの

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする

と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ 

フ ァ イルが開きます。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI ログ記録の作成 (

続き )

"MSI ログの作成 " 設定は、 Windows Vista 以降のシステムまたは 

Windows Server 2008 以降のシステム上で Windows Installer 4.0 以降

を使って実行する イ ンス ト ールに適用し ます。 Windows Installer の

古いバージ ョ ンを実行する以前のシステム上では、 実行時ダイア

ログで [Windows Installer ログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表

示されません。

メ モ • この設定の値が " カス タム " で、 これを [ はい ] に変更し

た場合、 プロパテ ィ  マネージャーの MsiLogging プロパテ ィ で定義

し たカス タム パラ メ ーターは、 デフ ォル ト 値で上書き されます。

[ いいえ ] に変更し た場合、 InstallShield は MsiLogging プロパテ ィ

からすべてのカス タム パラ メ ーターを削除し ます。

ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする方法につい

てなど、 詳しい情報は 「Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録

するかど うかを指定する」 を参照し て く ださい。

高速イ ンス ト ール 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

サイズが大きい Windows Installer パッ ケージを イ ンス ト ールする

のに要する時間を短縮するには、 次のオプシ ョ ンから 1 つ以上選

択する こ と を考慮し て く ださい :

• このイ ンス ト ールでシステム復元ポイ ン ト を保存し ない

• フ ァ イル コステ ィ ングのみを実行し て、 その他のコス ト  

チ ェ ッ ク をスキッ プする

• 進行状況メ ッ セージの頻度を減らす

この設定は、 Windows Installer プロパテ ィ  MSIFASTINSTALL を構

成し ます。 このプロパテ ィ は、 コマン ド ラ イ ンで設定可能です。

Windows Installer 5 で、 この設定がサポー ト されています。 以前の

バージ ョ ンの Windows Installer はこれを無視し ます。

会社名 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

会社の名前を入力し ます。 この値は、 ( 文字列 エン ト リ、

COMPANY_NAME が存在し ない場合 ) デフ ォル ト  スク リ プ ト で 

TARGETDIR を設定するのに使用されます。 これは、 実行時に 

MediaGetData 関数を呼び出し て取得する こ とができます。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで

定義されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield に

よ って、 パス変数が適切な値に置換されます。 ( パス変数を使用

するには、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 次に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変数を選択し ま

す。 )

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
実行可能フ ァ イル InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

アプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ンの実行可能フ ァ イルの名前を入力し ま

す。 この値は、 MediaGetData 関数を呼び出し て実行時に取得でき

ます。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで

定義されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield に

よ って、 パス変数が適切な値に置換されます。 ( パス変数を使用

するには、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 次に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変数を選択し ま

す。 )

URL InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

製品 URL を入力し ます。 この情報は、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに

格納され、 参照目的でのみ使用できます。 エン ド ユーザーに表示

される こ とはあ り ません。

ヒ ン ト • 値をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで

定義されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield に

よ って、 パス変数が適切な値に置換されます。 ( パス変数を使用

するには、 [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 次に、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブで適切なパス変数を選択し ま

す。 )

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2244 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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ビ ュー リ フ ァ レンス
サーバーの場所 ト ラ ンスフ ォーム 製品のイ ンス ト ール パッ ケージ と その関連フ ァ イルをネ ッ ト ワー

ク サーバーまたは Web サイ ト に保存する場合、 この設定の省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 サーバーまたは Web サイ ト の場

所を指定し ます。 その場所には .msi パッ ケージ、 および製品の修

復や機能のア ドバタ イズなどに必要な全てのフ ァ イルを配置し ま

す。

指定し たサーバーの場所が有効かど うかは、 イ ンス ト ールがサー

バーに リ モー ト  アクセスする必要がある と きに判断されます。 つ

ま り、 リ ソースが必要な と き、 サーバーが使用できない、 または

無効なサーバーが追加された場合、 エン ト リが無視され、 場合に

よ ってはエラーが生成されます。 指定された各場所には、 イ ンス

ト ールの完全なソースが配置されな く てはな り ません。 各ソース

の場所のデ ィ レ ク ト リ ツ リーはすべて同じ であ り、 .cab フ ァ イル

を含み必要なソース フ ァ イルすべてを含まな く てはな り ません。

各場所には、 同じ フ ァ イル名と製品コー ド を持つ .msi フ ァ イルが

必要です。

ヒ ン ト • サーバー パスには、 パーセン ト 記号 (%) で識別される環

境変数を使用できます。 たと えば、 次のパスは Home 環境変数を

利用し ます ：

\\Server1\%Home%\Office

指定するパスは SOURCELIST プロパテ ィ に格納されています。 実

行時に Windows Installer は、 エン ド ユーザーの既存の製品のソー

ス リ ス ト の最後に、 このリ ス ト を追加し ます。

オブジ ェ ク ト の登録 InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

リ リースをビルド する と きに、 InstallScript オブジ ェ ク ト をマシン

に登録するかど うかを指定し ます。 開発マシンにオブジ ェ ク ト を

再登録する と、 そのマシンで作成する InstallScript プロジ ェ ク ト

にそのオブジ ェ ク ト を含める こ とができます。

ヒ ン ト • ビルド時にオブジ ェ ク ト が登録されていない場合、

InstallScript プロジ ェ ク ト 内部から これを登録する こ とができま

す。 詳細については、 「InstallScript プロジ ェ ク ト でオブジ ェ ク ト

を登録する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
オブジ ェ ク ト  ウ ィ

ザー ド

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語で使用するウ ィ ザー ドがある場

合、 その種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• ウ ィ ザー ド な し — オブジ ェ ク ト にウ ィ ザー ドが不要な場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• InstallShield オブジ ェ ク ト  ス ト ッ ク ウ ィ ザー ド を使用する — 

オブジ ェ ク ト に作成されたプロパテ ィ に基づいてウ ィ ザー ド

を作成するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ス ト ッ ク 

ウ ィ ザー ド を使う と、 すべての読み取り専用プロパテ ィ が表

示されますが、 編集する こ とはできません。 すべての読み取

り / 書き込みプロパテ ィ は、 ユーザーによる変更が可能で

す。 書き込みのみプロパテ ィ は、 表示されません。

その代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

オブジ ェ ク ト に作成し たカス タム ウ ィ ザー ド を選択する こ と もで

きます。

カス タム ウ ィ ザー ドの作成方法、 および InstallShield ス ト ッ ク 

ウ ィ ザー ドの使用方法については、 「オブジ ェ ク ト のウ ィ ザー ド

の設計」 を参照し て く ださい。

カス タム ウ ィ ザー ド

の登録

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト のリ リースをビルド する と、 InstallShield によ って、

このオブジ ェ ク ト のカス タム オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドが登録さ

れるよ う にするかど うかを指定し ます。

メ モ • この設定は、 " オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド " 設定で [ カス タ

ム ウ ィ ザー ド ] を指定する場合のみ適用し ます。

フ ォ ン ト 登録 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

実行時に、 プロジ ェ ク ト 内のすべてのフ ォ ン ト  フ ァ イルを ター

ゲッ ト  システムに登録するには、 [ 有効 ] を選択し ます。 ス タ

テ ィ ッ ク フ ァ イル リ ン クには、 フ ォ ン ト 登録の各設定も含まれ

ます。 この設定は、 ダイナ ミ ッ クに リ ン ク されたフ ォ ン ト  フ ァ イ

ルの動作を設定するのに使用し な く てはな り ません。

DIFx サポー ト  (32 

ビ ッ ト のプ ラ ッ ト

フ ォーム用 )

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト で、 32 ビ ッ ト  システム上でデバイス ド ラ イバーを

イ ンス ト ールするための DIF ｘ  サポー ト を有効にするには、 [ 有

効 ] を選択し ます。 [ 有効 ] を選択する と、 リ リースをビルド する

と きに InstallShield がプロジ ェ ク ト に DIFxAPI ラ イブ ラ リ を追加し

ます。

詳細については、 「デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール」 を参照

し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2246 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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ビ ュー リ フ ァ レンス
概要情報ス ト リーム

Windows Installer データベースは COM 構造化ス ト レージ と し て実装され、 通常、 COM 構造化ス ト レージ フ ァ イル

には Summary Information Stream が含まれています。 Summary Information Stream には、 会社や、 イ ンス ト ール中

のソ フ ト ウ ェ アに関する情報が含まれます。

DIFx サポー ト  (64 

ビ ッ ト  Itanium プ ラ ッ

ト フ ォーム用 )

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト で、 64 ビ ッ ト  Itanium システム上でデバイス ド ラ イ

バーを イ ンス ト ールするための DIF ｘ  サポー ト を有効にするに

は、 [ 有効 ] を選択し ます。 [ 有効 ] を選択する と、 リ リースをビ

ルド する と きに InstallShield がプロジ ェ ク ト に DIFxAPI ラ イブ ラ リ

を追加し ます。

詳細については、 「デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール」 を参照

し て く ださい。

DIFx サポー ト  (64 

ビ ッ ト  AMD プ ラ ッ ト

フ ォーム用 )

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト で、 64 ビ ッ ト  AMD システム上でデバイス ド ラ イ

バーを イ ンス ト ールするための DIF ｘ  サポー ト を有効にするに

は、 [ 有効 ] を選択し ます。 [ 有効 ] を選択する と、 リ リースをビ

ルド する と きに InstallShield がプロジ ェ ク ト に DIFxAPI ラ イブ ラ リ

を追加し ます。

詳細については、 「デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール」 を参照

し て く ださい。

テーブル 11-2 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2247



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 一般情報 ] ビ ューの [ 概要情報ス ト リーム ] 領域には、 次の設定があ り ます。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

タ イ ト ル 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

作成するデータベースの種類を指定し ます。 製品イ ンス ト ールの

場合、 デフ ォル ト 値は イ ンス ト ール データベース です。 これが

推奨される値です。

プロジ ェ ク ト •  基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト  — 入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スの [ 概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベースを右

ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示されます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

サブジ ェ ク ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

製品の名前を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト の場合 — 入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベー

スを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示さ

れます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。 入力さ

れた値は、 この DIM を含むプロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] 

ビ ューに表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。
2248 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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ビ ュー リ フ ァ レンス
作成者 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

会社名を指定し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト の場合 — 入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベー

スを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示さ

れます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。 入力さ

れた値は、 この DIM を含むプロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] 

ビ ューに表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

キーワー ド 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

製品の Windows Installer データベースを説明するキーワー ド を指

定し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト の場合 — 入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベー

スを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示さ

れます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2249
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パッ ケージ コー ド 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この設定は、 パッ ケージ コー ド を識別し ます。 これは、 イ ンス

ト ール パッ ケージ、 DIM、 またはマージ モジュールの GUID です。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この

設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 および MSM データベース プロジ ェ ク ト の場

合 — Windows Installer では、 同じパッ ケージコー ド を持つ 2 つの 

.msi データベースは同一の内容を持っていなければならないため、

パッ ケージを変更し た場合、 リ リース前にパッ ケージ コー ド を変

更する必要があ り ます。 [ リ リース ] ビ ューで、 製品構成の " パッ

ケージ コー ドの生成 " 設定を使って、 リ リースをビルド する度に 

InstallShield が自動的に新しいパッ ケージ コー ド を生成するかど

うかを指定できます。 この設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] です。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。 入力さ

れた値は、 この DIM を含むプロジ ェ ク ト の [DIM リ フ ァ レンス ] 

ビ ューに表示されます。

テンプレー ト の概要 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールでサポー ト するプロセ ッサの種類とデフ ォル ト の言

語を指定する こ とができます。 最初にプロセ ッサの種類、 次にイ

ンス ト ールのデフ ォル ト 言語をセ ミ コ ロンで区切って入力し ま

す。 言語カテゴ リーに複数のエン ト リがある場合は、 コ ンマで区

切り ます。

たと えば、 イ ンス ト ールが Intel プロセ ッサを搭載し た英語版シス

テム上でのみ動作する場合は、 Intel;1033 と入力し ます。 製品が 

x64 プロセ ッサを搭載し た英語および ド イ ツ語システム上で実行

する場合は、 x64;1033,1031 と入力し ます。 イ ンス ト ールが言語に

左右されない場合、 この設定の言語部分には、 数値 0 を使用し ま

す。

有効なプロセ ッサ値は、 次のとお り です :

• Intel

• Intel64

• x64

指定できるプロセ ッサ値は 1 つだけですので、 ご注意 く だ さい。

詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用する」

を参照し て く ださい。

ターゲッ ト  マシンが、 この設定で指定された要件を満た さ ない場

合、 エラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールが終了し ます。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2250 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 概要情報ス ト リーム

] のコ メ ン ト

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

製品に関する任意のコ メ ン ト を入力し ます。 この設定の通常の値

は、 次の通り です :

このイ ンス ト ーラー データベースには、 MyProduct を イ ンス ト ー

ルするために必要なロジ ッ ク とデータが含まれています。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム 

プロジ ェ ク ト の場合 — 入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベー

スを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と表示さ

れます。

DIM プロジ ェ ク ト の場合  この設定の値は実行時に使用または表示

されません。 DIM プロジ ェ ク ト のこの設定は、 プロジ ェ ク ト を内

部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
スキーマ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この設定を使って、 イ ンス ト ール パッ ケージ または DIM に必要

な Windows Installer の最小バージ ョ ンを識別する整数を指定し ま

す。 Windows Installer 2.0 を最小バージ ョ ン とする場合、 200 と入

力し ます。 Windows Installer 3.0 を最小バージ ョ ン とする場合、 300 

と入力し ます。 Windows Installer 3.1 を最小バージ ョ ン とする場合、

301 と入力し ます。 Windows Installer 4.5 を最小バージ ョ ン とする

場合、 405 と入力し ます。

エン ド ユーザーのシステム上にある Windows Installer のバージ ョ

ンが、 " スキーマ " 設定で指定された最小要件よ り も古い場合 (

たと えば、 イ ンス ト ールが Windows Installer 4.5 の機能を使用する

ため、 スキーマの値が 405 に設定されているが、 エン ド ユーザー

の Windows Installer バージ ョ ンが 3.1 の場合 )、 イ ンス ト ール時に

エラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールは途中で終了し ま

す。

" スキーマ " 設定で入力し た名前は、 Windows Installer データベー

スの Page Count Summary  プロパテ ィ に使用されます。

メ モ • [ リ リース ] ビ ューにある製品構成の " スキーマ " 設定を設

定する こ と で、 プロジ ェ ク ト 内の特定の製品構成の関連付けられ

ているすべてのリ リースについて、 この値をオーバーラ イ ド する

こ とができます。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
プログラムの追加と削除

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] ( 最新バージ ョ ンの Windows では [ プログラム ]) には、 サポー

ト へのリ ン ク、 連絡先の電話番号、 製品のア ッ プデー ト 情報、 および製品の製造元に関する情報をエン ド ユー

ザーに提供できます。 イ ンス ト ールの構成の仕方によ って、 エン ド ユーザーはボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ー

ルの削除、 修復、 変更を選択する こ とができます。 プロジ ェ ク ト でこの情報を指定するには、 [ 一般情報 ] ビ ュー

にある [ プログラムの追加と削除 ] の設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 — 製品が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されないよ う にするに

は、 プロパテ ィ  マネージャーで Windows Installer プロパテ ィ  ARPSYSTEMCOMPONENT を 1 に設定し ます。 この

プロパテ ィ を設定する と、 [ プログラムの追加と削除 ] に製品を表示し ないよ う に抑制するだけです。 エン ド ユー

ザーは、 コマン ド ラ イ ンを使ってイ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実行する こ と で、 製品を削除する こ とが

できます。

管理者特権が必要 基本の MSI、 MSI 

データベース

.msi パッ ケージが、 イ ンス ト ールの実行シーケンスに、 管理者権

限が必要がど うかを指定し ます。 デフ ォル ト の設定は [ はい ] で

す。

[ いいえ ] を設定し た場合、 InstallShield は Word Count Summary プ

ロパテ ィ  の 3 ビ ッ ト 目を設定し て、 .msi パッ ケージのイ ンス ト ー

ルに昇格された権限が必要である こ と を示し ます。 [ いいえ ] が選

択された状態で、 適切な権限を もたずに .msi パッ ケージがタ スク

を実行し よ う とする と、 Windows Installer によ って実行時エラーが

表示される場合があ り ます。

この設定は、 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows Server 

2008 以降のシステム上で Windows Installer 4.0 以降を使って実行す

る イ ンス ト ールに適用し ます。 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer と Windows は、 この設定を無視し ます。

エン ド ユーザーのイ ンス ト ール エクスペ リ エンスは、 イ ンス

ト ールが必要とする権限によ ってのみ実行された場合、 安全性が

よ り一層向上し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 システム管理者のみ

による実行が必須の場合を除き、 最も低い権限で実行される こ と

が理想的です。

この設定と他の InstallShield 設定が、 権限昇格のために Windows 

Vista 以降で表示されるユーザー アカウン ト 制御プロンプ ト に与

える影響について学ぶには、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー 

アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 11-3 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 — 製品が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されないよ う にするには、 [ リ

リース ] ビ ューの "[ 追加 / 削除 ] パネルエン ト リ を隠す " 設定で [ はい ] を選択し ます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

[ プログラムの追加と

削除 ] エン ト リの表示

ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のエン ト リ

を表示するかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• はい — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製

品のエン ト リが、 ターゲッ ト  システムの [ プログラムの追加

と削除 ] で表示されます。 これがデフ ォル ト の値です。

• いいえ — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

製品のエン ト リは、 ターゲッ ト  システムの [ プログラムの追

加と削除 ] で表示されません。 エン ド ユーザーが [ プログラ

ムの追加と削除 ] を使って、 製品の削除やメ ンテナンスを

行った り、 サポー ト 情報を表示できな く な り ます。 このオプ

シ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield はその他の " プログラム

の追加と削除 " 設定を無効にし ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アイ コ ンの表示 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

プロジ ェ ク ト • この設定に入力する値は、 使用するプロジ ェ ク ト

の種類によ って異な り ます。

基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 : [ プログラムの追加と削除 ] で製

品のエン ト リ に使用するアイ コ ン リ ソースを含む .ico、 .exe、 ま

たは .dll フ ァ イルへの、 開発システム上でのパスを入力し ます。

パス と フ ァ イル名を手作業で入力する代わり に、 この設定の省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照できます。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合

: [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に使用するアイ コ

ン リ ソースを含む .ico または .exe への、 ターゲッ ト  システム上

でのパスを入力し ます。 山かっ こで囲まれたシステム変数への相

対パスを指定する こ と もできます。 例 :

<TARGETDIR>\icon.ico

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

の場合 : [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に使用する

アイ コ ン リ ソースを含む .ico、 .exe、 または .dll フ ァ イルへの、 開

発システム上でのパスを入力し ます。 パス と フ ァ イル名を手作業

で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 フ ァ イルを参照できます。 ターゲッ ト  システム上に存在す

る フ ァ イルに含まれるアイ コ ンを使用する場合 ( たと えば、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含

まれるパッ ケージの 1 つによ ってイ ンス ト ールされる フ ァ イルに

含まれるアイ コ ンを使用する場合 )、 この設定で リ ス ト からデ ィ

レ ク ト リ プロパテ ィ を選択し てから、 アイ コ ン フ ァ イルの残り

のパスを入力し ます。 この設定を空白のままにする と、 [ リ リー

ス ] ビ ューの Setup.exe タ ブにある "Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル

" 設定で指定されたアイ コ ンが使用されます。

アイ コ ン イ ンデッ ク

スの表示

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 スイー

ト / ア ドバンス ト  

UI

指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン リ ソースがあ

る場合、 この設定にイ ンデッ クスを指定し ます。

• 負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ

ン リ ソースの順番が参照されます。 た と えば、 0 はフ ァ イル

内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番目のアイ コ ン、 2 は 3 番目の

アイ コ ンを参照し ます。

• 負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。

たと えばアイ コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 の

アイ コ ンを示し ます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
変更ボタ ンの無効 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

[ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 変更 ] ボタ ンを無効にす

るかど うかを指定し ます。 [ 変更 ] ボタ ンは、 エン ド ユーザーが製

品のイ ンス ト ール後、 イ ンス ト ール オプシ ョ ンを変更できるボタ

ンです。 エン ド ユーザーは必要に応じ て機能を追加または削除で

きます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

" 変更ボタ ンを無効にする " および " 削除ボタ ンを無効にする " 

設定を [ はい ] に設定し、 スク リ プ ト で MaintenanceStart 関数が

呼び出される前にシステム変数 ADDREMOVE_COMBINEDBUTTON 

を TRUE に設定し て、 組み合わせた [ 変更 / 削除 ] ボタ ンを指定

する こ とができます。 MaintenanceStart は、 OnMoveData イベン ト  

ハン ド ラーのデフ ォル ト  コー ド で呼び出されます。 )

削除ボタ ンの無効 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

[ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 削除 ] ボタ ンを無効にす

るかど うかを指定し ます。 [ 削除 ] ボタ ンを使用する と、 エン ド

ユーザーは 1 つのボタ ンを ク リ ッ クするだけで製品を削除する こ

とができます。 この場合、 アン イ ンス ト ーラーはコ ンパク ト な

ユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、

および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合  エン ド ユーザーが 

[ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て製品を削除する と、プロジ ェ ク ト の 

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス内のアク シ ョ ンが実行

されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イベン ト  ハン ド

ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システムのレジス ト リ に

書き込みます。

修復ボタ ンの無効 基本の MSI、 MSI 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

[ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 修復 ] ボタ ンを無効にす

るかど うかを指定し ます。 [ 修復 ] ボタ ンを使う と、 フ ァ イルが削

除されていた、 または壊れていた場合、 エン ド ユーザーは 

Windows Installer の修復オプシ ョ ンを実行する こ とができます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
発行者 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI、

ト ラ ンスフ ォーム

製品を作成し た会社の名前を指定し ます。 この情報は、 [ プログ

ラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に表示されます。 入力し た

値は、 Windows Installer Manufacturer プロパテ ィ に格納されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムの要件に準拠するには、

発行元の指定が必要です。

発行元 / 製品 URL ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

会社または製品の一般的な URL を入力し て く だ さい ( 例、 http://

www.installshield.com)。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 [ サポー ト 情報 ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示される発行元の名前は、 この URL へのハイパーリ

ン クです。 [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユー

ザーが [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ用のサポー

ト 情報ハイパーリ ン ク を ク リ ッ クする と表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
サポー ト 連絡先 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーのテ クニカルサポー ト 窓口と なる担当者または部

門の名前を入力し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追

加と削除 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ 

ボ ッ クスで表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

サポー ト  URL 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーが製品のテ クニカル サポー ト 情報を参照できる 

URL を入力し ます。 この URL は、 [ プログラムの追加と削除 ] で

製品のエン ト リ に表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムの要件に準拠するには、

有効な URL の入力が必要です。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
サポー ト 電話番号 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

製品のテ クニカル サポー ト の電話番号を入力し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追

加と削除 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ 

ボ ッ クスで表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

README ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

製品の Readme フ ァ イルの名前、 またはパスを入力し ます。 その

代わり に、 有効な URL を指定し てイ ン ターネ ッ ト 上の Readme 

フ ァ イルのリ ン ク を表示する こ と もできます。 詳細については、

「Readme フ ァ イルを指定する」 を参照し て く だ さい。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追

加と削除 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ 

ボ ッ クスで表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
製品ア ッ プデー ト  

URL

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

エン ド ユーザーが製品のア ッ プデー ト 情報を参照、 または最新

バージ ョ ンをダウンロー ド できる URL を指定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追

加と削除 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ 

ボ ッ クスで表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

[ プログラムの追加と

削除 ] のコ メ ン ト

ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ン

スフ ォーム

製品についてのコ メ ン ト を入力し ます。 この情報は、 [ プログラ

ムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれている

すべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されま

す。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 OnMoveData イ

ベン ト  ハン ド ラーは、 この設定のデータ を ターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に書き込みます。

英語または日本語 IDE 

の設定

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

[ 英語 IDE 設定 ]、 および [ 日本語 IDE 設定 ] 領域では、

InstallShield ユーザーが InstallShield の英語版または日本語版で、 [

オブジ ェ ク ト ] ビ ューに表示されたオブジ ェ ク ト を参照し た と き

に表示される情報を指定できます。

デフ ォル ト を使用 InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

こ こでデフ ォル ト 言語以外の言語に設定するには、 この言語にデ

フ ォル ト 言語設定の値を使用するかど うかを指定し ます。 [ はい ] 

を選択する と、 " デフ ォル ト を使用する " 設定の下にある他の設

定が無効にな り ます。 [ いいえ ] を選択する と、 " デフ ォル ト を使

用する " 設定の下にある他の設定が有効にな り、 言語固有の値を

指定する こ とができます。

この設定はデフ ォル ト の言語には使えません。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ

[ 一般情報 ] ビ ューの [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域を使って、 イ ンス ト ールに ISO/IEC 19770-2 ソ フ ト ウ ェ ア識

別タグを含めるかど うかを指定できます。 タグが含まれている場合、 この領域で、 [ 一般情報 ] ビ ューの他の領域

でまで指定されていない識別情報を指定する こ と もできます。 詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを

含める」 を参照し て く だ さい。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める場合、 InstallShield で、 Microsoft System Center Configuration Manager のアプ リ ケー

シ ョ ン モデル データ をそのタグに追加する こ と もできます。 詳細については、 「製品の Microsoft System Center 

Configuration Manager アプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含める」 を参照し て く だ さい。

表示名 InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

[ オブジ ェ ク ト ] ビ ューに表示するオブジ ェ ク ト の名前を入力し ま

す。

短い名前 InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

必要に応じ て、 オブジ ェ ク ト 名の省略形を入力し ます。 " 表示名

" 設定に入力し た名前と同じ名前を入力できます。

HTML ヘルプ InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

単一の Web フ ァ イルで構成されるオブジ ェ ク ト のヘルプ フ ァ イ

ルを指定し ます。 このフ ァ イルは、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューでオブ

ジ ェ ク ト が選択された時に右側のペイ ンに表示されます。 明示的

なパス、 またはパス変数を入力し ます。

アイ コ ン フ ァ イル InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

アイ コ ンは、 [ オブジ ェ ク ] ビ ューのオブジ ェ ク ト の横に表示され

ます。 アイ コ ンは 16 ピ クセル X 16 ピ クセルで、 最大 16 色まで

使用できます。 アイ コ ンは DLL、 .exe または .ico フ ァ イルから

ロー ド できます。 フ ァ イルが DLL または .exe の場合、 アイ コ ン

イ ンデッ クスまたはリ ソース ID を、 パス と フ ァ イル名の後にコ ン

マで区切って指定できます。 イ ンデッ クスではな く リ ソース ID を

指定する場合は、 前にダ ッ シュ (-) をつける必要があ り ます。 イ

ンデッ クスが指定されない場合、 数値 0 とみな されます。

テーブル 11-5 • ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

ソ フ ト ウ ェ ア識別タ

グを使用

基本の MSI イ ンス ト ールに、 ISO/IEC 19770-2 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含め

るかど うか指定し ます。 [ はい ] を選択し た場合、 [ 一般情報 ] 

ビ ューのこの領域にある、 他のタグ関係の設定を使って、 [ 一般

情報 ] ビ ューの他の領域でまで指定されていない識別情報を指定

する こ とができます。

ソ フ ト ウ ェ ア エン タ

イ ト ルメ ン ト が必須

である

基本の MSI ソ フ ト ウ ェ アが正し く 運用されている こ と を判断するために、 製

品に対応する ソ フ ト ウ ェ ア エン タ イ ト ルメ ン ト がある こ と を条件

とするかど うかを指定し ます。 一般的に、 有料ソ フ ト ウ ェ アの場

合、 この設定には [ はい ] を選択し、 無償ソ フ ト ウ ェ アである場

合には、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

テーブル 11-4 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
一意な ID 基本の MSI この特定の製品の特定のバージ ョ ンを識別する一意の ID を入力し

ます。 InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するに

は、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

InstallShield では、 タグ フ ァ イルの名前の一部と し て入力し た値 

(TagCreatorID_UniqueID.swidtag) が使用されますので注意し て く だ さ

い。 し たがって、 入力する ID に、 フ ァ イル名には使えない文字は

使用できません。

タグ作成者 基本の MSI タグを作成し た組織の名前を指定し ます。

タグ作成者 ID 基本の MSI タグを作成し た組織の登録 ID を入力し ます。 この ID は、 同じ作

成者名を持ち、 かつ、 異なる国に属する法的組織が複数ある と

き、 それら を区別するために有益です。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの

登録 ID である こ と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ

リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者

によ って丸 1 ヶ月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) 

を示し ます。 たと えば、 タグを作成する と き、 ド メ イ ン名を 

1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID のこの部分に 

1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ま

す。 年と月は、 必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを

作成し ている組織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 たと

えば、 flexerasoftware.com がド メ イ ン名である とする と、 そ

の逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追

加文字列が続きます。 組織内の異なる部署や部門によ って区

別するのに役立つ文字列を入力できます。 登録 ID に、 このオ

プシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマも追加文字列も

不要です。

InstallShield では、 タグ フ ァ イルの名前の一部と し て入力し た値 

(TagCreatorID_UniqueID.swidtag) が使用されますので注意し て く だ さ

い。 し たがって、 入力する ID に、 フ ァ イル名には使えない文字は

使用できません。

テーブル 11-5 • ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ソ フ ト ウ ェ ア作成者 基本の MSI ソ フ ト ウ ェ アを作成し た組織の名前を指定し ます。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く

と、 ソ フ ト ウ ェ ア作成者の名前に " タグ作成者 " 設定の値が使用

されます。

ソ フ ト ウ ェ ア作成者 

ID

基本の MSI ソ フ ト ウ ェ アを作成し た組織の登録 ID を入力し ます。 この ID は、

同じ作成者名を持ち、 かつ、 異なる国に属する法的組織が複数あ

る と き、 それら を区別するために有益です。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く

と、 ソ フ ト ウ ェ ア作成者 ID に " タグ作成者 ID" 設定の値が使用さ

れます。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの

登録 ID である こ と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ

リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者

によ って丸 1 ヶ月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) 

を示し ます。 たと えば、 タグを作成する と き、 ド メ イ ン名を 

1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID のこの部分に 

1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ま

す。 年と月は、 必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを

作成し ている組織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 たと

えば、 flexerasoftware.com がド メ イ ン名である とする と、 そ

の逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追

加文字列が続きます。 組織内の異なる部署や部門によ って区

別するのに役立つ文字列を入力できます。 登録 ID に、 このオ

プシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマも追加文字列も

不要です。

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセ

ンサー

基本の MSI ソ フ ト ウ ェ アの著作権を所有する組織の名前を入力し ます。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く

と、 ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセンサーの名前に " タグ作成者 " 設定の値

が使用されます。

テーブル 11-5 • ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセ

ンサー ID

基本の MSI ソ フ ト ウ ェ アの著作権を所有する組織の登録 ID を入力し ます。 こ

の ID は、 同じ ラ イセンサー名を持ち、 かつ、 異なる国に属する法

的組織が複数ある と き、 それら を区別するために有益です。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く

と、 ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセンサー ID に " タグ作成者 ID" 設定の値

が使用されます。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの

登録 ID である こ と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ

リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者

によ って丸 1 ヶ月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) 

を示し ます。 たと えば、 タグを作成する と き、 ド メ イ ン名を 

1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID のこの部分に 

1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ま

す。 年と月は、 必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを

作成し ている組織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 たと

えば、 flexerasoftware.com がド メ イ ン名である とする と、 そ

の逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追

加文字列が続きます。 組織内の異なる部署や部門によ って区

別するのに役立つ文字列を入力できます。 登録 ID に、 このオ

プシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマも追加文字列も

不要です。

SCCM アプ リ モデル 

データ を追加

基本の MSI イ ンス ト ールのソ フ ト ウ ェ ア識別タグに、Microsoft System Center 

Configuration Manager のアプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含める

かど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択し た場合、 この設定のサブ

設定を必要に応じ て構成し ます。

詳細については、 「製品の Microsoft System Center Configuration 

Manager アプ リ ケーシ ョ ン モデル データ を含める」 を参照し て く

ださい。

アプ リ ケーシ ョ ンの

種類 :

基本の MSI イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンの種類を選択し ます。

テーブル 11-5 • ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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[ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。

FlexNet Connect の利用は簡単です。 FlexNet Connect を有効にする と、 InstallShield は Software Manager を イ ンス

ト ールに含めます。 このデスク ト ッ プ ツールはアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に発送されるので、 エン ド ユーザーは、

最新のア ッ プデー ト を確認するツールと し て利用する こ とができます。 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を発行す

る場合、 FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト とい う名前の Web ベースの管理ポータルを使用する必要があ り

ます。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。

[ 編成 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 編成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

優先 基本の MSI 作成中のイ ンス ト ールを他のイ ンス ト ールに優先させる場合、 こ

の設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 優先 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開き、 作成中のイ ンス ト ールが優先する Windows 

Installer パッ ケージ (.msi) を参照できます。

置き換えられたコ ン

ポーネン ト のアン イ

ンス ト ール

基本の MSI 現在のイ ンス ト ールの実行中、 優先されるアプ リ ケーシ ョ ンのイ

ンス ト ールの前に、 と って代わられるアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ

ンス ト ールするかど うかを指定し ます。

テーブル 11-5 • ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

何かを構築する場合、 最初にし っかり し た基礎を築 く 必要があり ます。 プロジ ェ ク ト のベースは、 [ 一般情報 ] 

ビ ューを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ン情報を指定し、 ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) [ 機能 ] ビ ューで機能

を作成する こ とによ り形成されます。

セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールをデザイ ンする際の最も重要なステ ッ プは、 イ ンス ト ールのさ まざまな構成要素 ( イ ンス ト ールの 

「ビルド ブロ ッ ク」 ) をレ イアウ ト する こ と です。 開発者の視点からだけでな く 、 エン ド ユーザーの視点から も検

討する必要があ り ます。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでは、 セ ッ ト ア ッ プ と それに関連付けられたすべての

機能、 コ ンポーネン ト 、 および再配布可能フ ァ イルを見る こ とができます。

機能

プロジ ェ ク ト • [ 機能 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

機能は、 イ ンス ト ールのビルド ブロ ッ クです。 これらは、 プログラムフ ァ イル、 ヘルプフ ァ イル、 ク リ ッ プアー

ト など、 アプ リ ケーシ ョ ンの特徴的な部分をエン ド ユーザーに表示し ます。 機能やサブ機能は、 [ 機能 ] ビ ューで

作成できます。
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コ ンポーネン ト

プロジ ェ ク ト • [ コ ンポーネン ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト は、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 論理グループへのシ ョ ー ト カ ッ ト など、 類似し たアプ リ

ケーシ ョ ンデータ を組織化する イ ンス ト ール オーサリ ング ツールです。 機能とは異な り、 コ ンポーネン ト は開発

者から見た場合のプロジ ェ ク ト の構成要素です。 

セ ッ ト ア ッ プの種類

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プの種類は、 複数の構成のアプ リ ケーシ ョ ンを顧客に提供し ます。 これらの構成には、 一般的に [ 完

全 ] および [ カス タム ] が含まれます。 セ ッ ト ア ッ プの種類では、 ユーザーのニーズに一番ふさわしい構成を選択

する こ とができます。 このビ ューは、 InstallScript および InstallScript MSI セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト でのみ使用

できます。

パッ ケージ

プロジ ェ ク ト • [ パッ ケージ ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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[ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含めるパッ

ケージおよび InstallShield 前提条件を追加できます。 このビ ューではまた、 各パッ ケージの条件を定義し た り、 各

パッ ケージを 1 つ以上のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 機能と関連付けた り、 各パッ ケージ

についてその他の設定を構成し た り できます。

DIM リ フ ァ レンス

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト 内のすべての DIM リ フ ァ レンスを管理し た り、 参照された DIM 専

用の具体的な手順を表示し た り、 それぞれの参照された DIM を 1 つまたは複数の機能に関連付けた り できます。

このビ ューでは、 基本の MSI イ ンス ト ールのシーケンスで DIM のカス タム アクシ ョ ン と ダイアログをスケジュー

ルする こ と もできます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールをデザイ ンする際の最も重要なステ ッ プは、 イ ンス ト ールのさ まざまな構成要素をレ イアウ ト する

こ と です。 開発者の視点からだけでな く 、 エン ド ユーザーの視点から も検討する必要があ り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール階層全体を視覚的にデザイ ンする こ とが

できます。 これは、 コ ンポーネン ト と機能およびサブ機能を関連付ける こ とができる唯一のビ ューです。

機能

機能は、 エン ド ユーザーから見たアプ リ ケーシ ョ ンの構成要素です。 それらは、 エン ド ユーザーの選択に応じ て

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールできます。 アプ リ ケーシ ョ ン全体は、 特定の目的を実行する別々の機能に

分ける こ とができます。 機能は、 セ ッ ト ア ッ プのデザイ ンビ ューと機能ビ ューの両方で作成できます。

コ ンポーネン ト

コ ンポーネン ト によ って、 アプ リ ケーシ ョ ンデータ をグループ化できます。 機能とは異な り、 コ ンポーネン ト は、

プロジ ェ ク ト を開発者側の視点から見た構成であ り、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト な

どのデータ を含みます。 コ ンポーネン ト は、 セ ッ ト ア ッ プのデザイ ンビ ューで機能に関連付けられます。 1 つのコ

ンポーネン ト を複数の機能に割り当てる こ と もできます。 コ ンポーネン ト は、 セ ッ ト ア ッ プのデザイ ンビ ューで

機能に関連付けられます。 1 つのコ ンポーネン ト を複数の機能に割り当てる こ と もできます。
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ヒ ン ト • コ ンポーネン ト セクシ ョ ンにはそれ用の詳細設定のほかにフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ､シ ョ ー ト カ ッ

ト ノ ー ドが含まれています。 データ を含まない下位ノ ー ド を表示し ない場合、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] を ク

リ ッ ク し、 データ を含む ノ ー ドのみ表示を選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 データ を含む ノ ー ドのみ

が表示されます。

DIMs

デベロ ッパー イ ンス ト ール マニフ ェ ス ト  (DIM) は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に組み込むと完全な製品イ ンス ト ー

ルを構成する個別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト です。 製品をロジ ッ クにし たがって個別のユニ ッ ト に分割する こ

と で、 コ ラボレーシ ョ ンや分散型のイ ンス ト ール開発を促進し、 それらの再利用が可能にな り ます。

再配布可能フ ァ イル

再配布可能フ ァ イルを利用し て、 既存の機能を個別にイ ンス ト ールする こ とができます。 た と えば、 アプ リ ケー

シ ョ ンに Visual Basic ラ ン タ イム .dll フ ァ イルが必要な場合、 フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し てイ

ンス ト ールの必要条件を決める代わり に、 Visual Basic Virtual Machine マージ モジュールを含める こ と もできます。

メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールに InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およ

びオブジ ェ ク ト を含む再配布可能フ ァ イルを追加できます (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は [ 前提条件 ] 

ビ ュー、 InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合は [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを使用 )。

フ ァ イル、 レジス ト リデータおよびシ ョ ー ト カ ッ ト

フ ァ イル、 レジス ト リデータ、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト といった要素を コ ンポーネン ト に追加し て階層を完成させ

ます。

詳細設定

コ ンポーネン ト の詳細設定を使う と、 特別な要件を持つコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールを処理する こ とができま

す。 詳細設定を指定する こ とによ って、 コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ、 および COM サーバー、 フ ァ イル拡張

サーバー、 および MIME の種類の登録などができます。 コ ンポーネン ト の詳細設定を使って、 レジス ト リ にアプ

リ ケーシ ョ ンパスのエン ト リ を作成する こ と もできます。

[ 機能 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 機能 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム
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ビ ュー リ フ ァ レンス
機能は、 エン ド ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 これは、 ヘルプ フ ァ イ

ルや製品スイー ト の一部などの製品の特定機能を表し、 エン ド ユーザーがこれら を イ ンス ト ールまたはアン イ ン

ス ト ールするかど うかを決定できます。 イ ンス ト ール全体は特定の目的を実行する各機能ご とに分ける必要があ

り ます。

サブ機能は機能を さ らに分割し たものです。 機能は、 ユーザーが選択し てイ ンス ト ールできる製品または製品ス

イー ト に含まれた自己完結型の要素である必要があ り ます。 そのため、 イ ンス ト ールの各部分をある " 親 " 機能

のサブ機能と し て構成するのが、 合理的な方法と言えます。

ヒ ン ト • 多 く のサブ機能を作成できますが、 編成のためにデザイ ンを可能な限り単純にし てお く よ う お勧めし ま

す。

機能の設定

プロジ ェ ク ト • 機能の設定は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• MSI データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 機能 ] ビ ューの設定 ( および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの機能の設定 ) は、 以下の主要なカテゴ リ に分

かれています :

• 全般 

• 機能イベン ト  

• 実行時の設定 
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ビ ュー リ フ ァ レンス
全般

[ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を選択する と、 [ 一般 ] 領域で以下の設定を構成で

きます。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

表示名 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ンス

フ ォーム

CustomSetup ダイアログ ( またはア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合、

InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページ ) でこの機能に対し て

表示する名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれて

いるすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作

成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と

もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト

リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合 ： この設定に値を入力する と き、

プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列

を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とができま

す。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。

これらの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に

解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
説明 ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 MSI 

データベース、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI、 ト ラ ンス

フ ォーム

機能の簡単な説明を入力し ます。 機能の説明は、 エン ド 

ユーザーが機能またはサブ機能を ク リ ッ ク し た と きに 

CustomSetup ダイアログ ( または、 ア ドバンス ト  UI および

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの場合は 

InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページ ) に表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれて

いるすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作

成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と

もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト

リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合 ： この設定に値を入力する と き、

プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列

を含む 1 つ以上の形式化された式を使用する こ とができま

す。 実行時、 イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。

これらの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に

解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

リ モー ト  イ ンス ト ール 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

機能のデフ ォル ト のイ ンス ト ール状態を示し ます。 有効なオ

プシ ョ ンは次のとお り です :

• ソースを優先する — この機能のフ ァ イルは、 デフ ォル

ト で CD-ROM またはネ ッ ト ワークの場所といったソー

ス メ デ ィ アから直接実行されます。

• ローカルを優先する — この機能のフ ァ イルは、 デフ ォ

ル ト で ターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされます。

• 親を優先する — サブ機能のデフ ォル ト 状態は、 親機能

のそれと同じ です。 このオプシ ョ ンは、 機能がサブ機能

である場合にのみ使用できます。

詳細については、 「機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を

設定する」 を参照し て く だ さい。

注意 • 機能のコ ンポーネン ト に Windows サービスが含まれる

場合は、 [ ローカルを優先する ] を選択し ます。 エン ド ユー

ザーは CustomSetup ダイアログを使用し てイ ンス ト ール状

態を変更する こ とができますが、 Windows Installer はサービ

スを リ モー ト  イ ンス ト ールする こ とはできません。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Destination 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

機能のフ ァ イルを イ ンス ト ールする ターゲッ ト  システム上

にある フ ォルダーを選択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て、 デ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ます。

メ モ • イ ンス ト ール先を実行時に構成できるよ う にするに

は、 選択する イ ンス ト ール先フ ォルダーに、 必ずパブ リ ッ ク 

プロパテ ィ  ( すべて大文字で表記 ) を選択し て く だ さい。

詳細については、 「機能のイ ンス ト ール先を設定する」 を参

照し て く だ さい。

イ ンス ト ール レベル 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

この機能のイ ンス ト ール レベルに整数を入力し ます。 エン

ド ユーザーが CustomSetup ダイアログで機能を選択解除し

ない限り、 パッ ケージの INSTALLLEVEL プロパテ ィ の値と

同等またはそれ以下のイ ンス ト ールレベルの機能がすべてイ

ンス ト ールされます。 プロジ ェ ク ト 全体の INSTALLLEVEL 

プロパテ ィ は、 プロパテ ィ  マネージャーで変更できます。

" イ ンス ト ールレベル " 設定は、 実行時に INSTALLLEVEL プ

ロパテ ィ と比較され、 どの機能を イ ンス ト ールできるかを決

定し ます。 この設定を使って、 特定の機能設定を作成する こ

と もできます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 プロジ ェ

ク ト の ｑ セ ッ ト ア ッ プの種類が定義されていない場合にの

み、 この設定が使用されます。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
デ ィ スプレ イ 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

CustomSetup ダイアログ ( 基本の MSI、 MSI データベース、

および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) または機能

選択ダイアログ (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) でエ

ン ド ユーザーに対し て機能を表示する方法を指定し ます。

• 閉じ て表示する — 機能は実行時ダイアログに、 デフ ォ

ル ト でサブ機能が閉じ た状態で、 表示されます。

• 展開し て表示する — 機能は実行時ダイアログに、 デ

フ ォル ト でサブ機能が展開し た状態で、 表示されます。

• 非表示 — 実行時ダイアログに、 機能およびそのサブ機

能は表示されません。

この設定によ って、 機能がイ ンス ト ールされるかど うかにつ

いて、 直接影響を及ぼすこ とはあり ません。 非表示にし た機

能は、 自動的にすべてイ ンス ト ールされる とい うわけではな

く 、 イ ンス ト ールが必要な機能の場合は選択解除できず、 イ

ンス ト ールするべきではない機能の場合は選択できないよ う

にな り ます。

詳細については、 「機能をエン ド ユーザーへ表示する」 を参

照し て く だ さい。

Visible ア ドバンス ト  UI、

InstallScript、 ス

イー ト / ア ドバン

ス ト  UI

機能を InstallScript イ ンス ト ールでは機能の選択ダイアログ、

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールでは InstallationFeatures ウ ィ ザー ド で表示するかど う

かを指定し ます。

この設定によ って、 機能がイ ンス ト ールされるかど うかにつ

いて、 直接影響を及ぼすこ とはあり ません。 非表示にし た機

能は、 自動的にすべてイ ンス ト ールされる とい うわけではな

く 、 イ ンス ト ールが必要な機能の場合は選択解除できず、 イ

ンス ト ールするべきではない機能の場合は選択できないよ う

にな り ます。

メ モ • 不可視の機能の選択状態をエン ド ユーザーが変更でき

る唯一の方法は、 不可視の機能を必要とする可視のコ ンポー

ネン ト を選択または非選択にする こ とによ ってのみです。 そ

のため、 不可視の機能は、 すべて 1 つまたは複数の可視の

機能に対する必須コ ンポーネン ト にする必要があり ます。 こ

れを行わなかった場合、 エン ド ユーザーは、 初めに選択解

除された機能を選択またはイ ンス ト ールする こ とができな く

な り ます。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ド バタ イズ 基本の MSI、 MSI 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この機能の適切なア ドバタ イズ オプシ ョ ンを選択し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• ア ドバタ イズを許可する — エン ド ユーザーは、

CustomSetup ダイアログで、 この機能のア ドバタ イズ 

オプシ ョ ンを選択できます。 ア ドバタ イズは許可されま

すが、 イ ンス ト ール実行時のデフ ォル ト のオプシ ョ ンで

はあり ません。

• ア ドバタ イズを優先する — この機能はデフ ォル ト でア

ドバタ イズされます。 エン ド ユーザーは、 CustomSetup 

ダイアログの機能のア ドバタ イズ オプシ ョ ンを変更で

きます。

• ア ドバタ イズを許可し ない — この機能ではア ドバタ イ

ズが許可されません。 エン ド ユーザーは、 CustomSetup 

ダイアログで機能のア ドバタ イズを選択できません。

• サポー ト されていない場合にア ドバタ イズを無効にする 

— ア ドバタ イズは、 Internet Explorer 4.01 以降のシステ

ムでのみ機能し ます。この条件を満た さ ないターゲッ ト  

システムでは、 ア ドバタ イズは許可されません。 ター

ゲッ ト  システムがア ドバタ イズをサポー ト する場合、

ア ドバタ イズは許可されます。

詳細については、 「機能のア ドバタ イズ」 を参照し て く だ さ

い。

Required 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

ターゲッ ト  システムで機能が必須かど うかを示し ます。 機

能が必須である場合、 エン ド ユーザーが CustomSetup ダイ

アログ （基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト ) または機能選択ダイアログ 

(InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ) でこれを選択する こ とはで

きません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この設定

は初回イ ンス ト ール中にルー ト  レベルの機能に適用し ます。

ア ッ プグレー ド またはパッ チに含まれるサブ機能にも適用で

きます。 この設定は、 初回イ ンス ト ール中、 サブ機能には適

用し ません。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
条件 ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

この設定を使って、 InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページで

機能のイ ンス ト ールがデフ ォル ト で選択されるかど うかを評

価するためにア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定できま

す。

た と えば、 Windows の特定バージ ョ ンが搭載された ターゲッ

ト  システム上では特定の機能をデフ ォル ト で選択する場合、

その Windows バージ ョ ンを指定する条件を作成し ます。 条

件の構成方法によ って、 エン ド ユーザーがそのプラ ッ ト

フ ォーム上でア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを実行する と きに InstallationFeatures 

ウ ィ ザー ド ページでア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI 機能をデフ ォル ト で選択する こ とができます。

エン ド ユーザーが機能の選択を解除し ない限り、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはそ

の機能を イ ンス ト ールし ます。

1 つ以上の新しい機能条件を追加するには、 この設定で [ 新

しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、

" 条件 " 設定の下に新しい行が追加されます。 この行のリ ス

ト から All、 Any、 または None のう ち適切なオプシ ョ ンを選

択し ます。 次にこの行で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し、 適切なオプシ ョ ンを選択し てから条件ステー ト メ ン ト の

ビルド を続行し ます。

1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト が構成される と、 " 条件 " 設

定には ( 条件 ) と表示されます。 何も構成されていない場

合、 " 条件 " 設定には ( 空白 ) と表示されます。

各条件設定についての詳細は、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リース

の作成およびビルド」 を参照し て く だ さい。

リ リース フ ラグ ア ドバンス ト  UI、

基本の MSI、

InstallScript MSI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

リ リース フ ラグを使って、 イ ンス ト ールの異なるビルド に

この機能を含めた り、 除外し た り選択できるよ う にするに

は、 この機能を識別する 1 つ以上のリ リース フ ラグを入力

し ます。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ます。

詳細については、 「リ リース フ ラグを機能に割り当てる」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
条件 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

この設定を使って、 1 つ以上の条件イ ンス ト ール レベルを

指定できます。 ターゲッ ト  システム上で条件が True 評価さ

れる と、 機能に対応するイ ンス ト ール レベルが与えられま

す。

実行時に、 機能のイ ンス ト ール レベル値が、 グローバル パ

ブ リ ッ ク プロパテ ィ  INSTALLLEVEL の値と比較され、 デ

フ ォル ト で機能を イ ンス ト ールかど うかが判断されます。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「機能の条件を設定

する」 を参照し て く だ さい。

条件を追加する と、 InstallShield によ って、 機能設定のグ

リ ッ ド に新しい行が追加されます。 新しい行は、 機能のイ ン

ス ト ール レベルが、 追加し た対応する条件ステー ト メ ン ト

と共に表示されます。

コ メ ン ト 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

機能に対する変更の履歴を残し た り、 将来の参照のためにコ

メ ン ト を入力し ます。 機能のコ メ ン ト はプロジ ェ ク ト フ ァ イ

ルにのみ保存され、 イ ンス ト ールでは一切使用されません。

必要な機能 InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

選択された機能がイ ンス ト ールされる と きに、 1 つ以上の他

の機能も イ ンス ト ールする必要がある場合、省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て、 他の必要な機能を指定し ます。 詳細に

ついては、 「" 必要な機能 " 設定を使用する」 を参照し て く

だ さい。

UI 選択の変更を許可 ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

エン ド ユーザーが InstallationFeatures ページに表示されてい

る機能を選択または選択解除できるよ う にするかど うかを指

定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — エン ド ユーザーがウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス

を使って機能を選択または選択解除できます。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

• いいえ — エン ド ユーザーがウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イ

スを使って機能を選択または選択解除できません。

InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページでこの機能が表示

される と きは、 読み取り専用の状態です ( 機能の条件な

どのその他の要因によ って選択 / 非選択と な り ます )。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
親の状態に従う ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

この設定はサブ機能で使用できますが、 ルー ト  レベルの機

能では使用できません。

親機能の状態によ って、 サブ機能の状態を決定するかど うか

を示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — 選択されたサブ機能は、 親機能がイ ンス ト ール

されているかど うかに従ってイ ンス ト ールされます。

• いいえ — 選択されたサブ機能の親機能がイ ンス ト ール

されている場合、 選択されたサブ機能はイ ンス ト ールま

たはイ ンス ト ールされていない状態のどち ら も可能で

す。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

選択されたサブ機能の親機能がイ ンス ト ールされていな

い場合、 選択されたサブ機能を イ ンス ト ールする こ とは

できません。

この設定は、 InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページ上でサブ

機能を非表示の状態にする と きに使用できますが、 親機能は

表示された状態です。

ステータ ス テキス ト InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

機能のステータ ステキス ト を指定し ます。 エン ド ユーザーは

この機能の転送中、 進行状況を示すイ ンジケーターの最上行

にこのテキス ト が表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれて

いるすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作

成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と

もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト

リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イルの必要性 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

[ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプで、 エン ド ユーザーによる

機能の選択解除についての許可レベルを示し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 標準 — エン ド ユーザーは、 機能を選択解除する こ とが

可能です。 エラー メ ッ セージは表示されません。

• 強 く 推奨 — エン ド ユーザーに、 機能の選択を強 く 推奨

し ます。

• 重要 — エン ド ユーザーに、 機能の選択を解除し ないよ

う に警告し ます。

スク リ プ ト は、 InstallScript 関数 FeatureGetData と  

FEATURE_FIELD_FILENEED 定数を使って、 この設定を読み取

り ます。 戻り値によ って、 重要または強 く 推奨される機能が

選択解除された場合に、 スク リ プ ト がエン ド ユーザーに対

し てアラー ト を表示し ます。

ビルド に含める InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

ビルド時に機能を リ リースに含めるかど うかを指定し ます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ 機能 ] パネルで、 プロジ ェ ク ト 内の

任意の機能に対する この設定をオーバーラ イ ド できます。

パスワー ド InstallScript 機能をパスワー ド で保護するには、 パスワー ド を入力し ま

す。

各機能に異なるパスワー ド を指定できます。 イ ンス ト ール全

体にパスワー ド を指定する こ と もできます ([ リ リース ] 

ビ ューの [Setup.exe] タ ブにある " メ デ ィ ア パスワー ド " 設

定を使用 )。

デフ ォル ト  スク リ プ ト は、 機能のパスワー ド を自動的に検

証し ませんので、 ご注意 く だ さい。 スク リ プ ト を変更し て、

パスワー ド を検証し な く てはな り ません。 そのためには、 エ

ン ド ユーザーにパスワー ドの入力をプロンプ ト するダイア

ログ関数 ( た と えば、 AskText) を挿入し てから、 スク リ プ ト

内部から FeatureValidate 関数を呼び出し ます。

注意 • このパスワー ドは、 巧妙なハッ カーによ り、 リ リース

から抽出される可能性があり ます。 セキュ リ テ ィ が重要な課

題である場合、 このパスワー ド保護機能だけに頼る こ と をお

勧めし ません。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
暗号化 InstallScript 機能のフ ァ イルを暗号化するかど うか指定し ます。 暗号化さ

れたフ ァ イルは、 InstallScript エンジン ( または経験豊富な

ハッ カー ) しか読み取る こ とができません。

配布メ デ ィ アから製品を実行するオプシ ョ ンを直接エン ド 

ユーザーに提供する予定の場合、 関連する フ ァ イルを暗号化

し ないで く だ さい。 InstallShield は、 エン ド ユーザーのハー

ド ド ラ イブにイ ンス ト ール中のみフ ァ イルの暗号化を解除

し ます。

 暗号化は、 パスワー ド保護とは異な り ます。 フ ァ イルの暗

号化は、 フ ァ イルをスク ラ ンブルし、 テキス ト エデ ィ ターで

開かれた場合に、 文字列や他のデータ を読み取って製品に関

する機密情報が取得できないよ う にし ます。 機能を保護する

パスワー ドは、 パスワー ド を知らない人によ ってアプ リ ケー

シ ョ ンがイ ンス ト ールされるのを防ぎます。 機能のフ ァ イル

を暗号化し た り、 機能をパスワー ド保護し た り、 または両方

を行って最も高いセキュ リ テ ィ で保護する こ とができます。

機能のフ ァ イルが暗号化されてお り、 機能と リ リースがいず

れもパスワー ド保護されていない場合、 配布メ デ ィ ア ( また

はコ ピー ) を取得する人は、 誰でもその機能を イ ンス ト ール

できます。 機能がパスワー ド保護されていても、 フ ァ イルが

暗号化されていない場合、 そのフ ァ イルをテキス ト エデ ィ

ターで開いて、 機密情報 ( 機能のパスワー ドが含まれる可能

性がある ) を読み取る こ とができます。

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
CD-ROM フ ォルダー InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

[ リ リース ] ウ ィ ザー ドの [ メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パネルで 

[CD_ROM フ ォルダー ] オプシ ョ ンが選択されている場合、

または、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ カス タム メ デ ィ ア レ イア

ウ ト ] パネルで機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている

場合に、 機能のフ ァ イルを配置するデ ィ スク イ メ ージの

フ ォルダーを指定し ます。 これらの条件の 1 つが満た され

ているが、 フ ォルダーが指定されていない場合、 機能はデ ィ

スク イ メ ージのルー ト に配置されます。 も し く は、 サブ機能

である場合、 親機能と同じ フ ォルダーにな り ます。

CD-ROM のフ ォルダー名は、 ISO 9660 ( レベル 1) 標準に準

拠する必要があり ます。 つま り、 フ ォルダー名は 8 文字以下 

( 拡張子を除 く ) で、 A-Z、 0-9、 および _ ( アンダースコア )

のみを使用し ます。

CD-ROM にフ ォルダー構造を配置する こ とによ り、 CD-

ROM から製品を実行する こ とが可能にな り ます。 CD-ROM 

上のフ ォルダー構造は、 ハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールする

フ ァ イル構造と同じ である必要はあり ません。 必要なのは、

製品が両方のフ ォルダー構造で機能する とい う こ と だけで

す。

この機能は、 一般的に CD-ROM 配布にのみ使用されます。

他の配布メ デ ィ タ では、 通常全ての機能を .cab フ ァ イルに

圧縮し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト の場

合、 オブジ ェ ク ト がイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれる

時、 この設定の値はオブジ ェ ク ト のフ ァ イルが配置される場

所には影響し ません。

含められたコ ンポーネン ト InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この読み取り専用設定には、 機能に関連付けられたコ ンポー

ネン ト のリ ス ト が表示されます。

イ ンス ト ールでは、 コ ンポーネン ト が機能に関連付けられて

いる こ とが非常に重要です。 そ う でない場合、 フ ァ イルが一

切イ ンス ト ールされません。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] 

ビ ューを使って、 コ ンポーネン ト を機能と関連付けます。 詳

細については、 「コ ンポーネン ト と機能の関連付け」 を参照

し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
機能イベン ト

InstallScript、 InstallScript MSI、 または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の [ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト

ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を選択する と き、 [ 機能イベン ト ] 領域では、 以下の設定を構成できます :

GUID InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この機能を一意に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield

使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この設定の 

[ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

この機能 GUID は、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにある機

能を識別し ます。 ア ッ プグレー ド で機能の GUID を変更する

と、 InstallScript エンジンは既存の機能を更新するのではな

く 、 これを新規機能と し て取り扱います。

テーブル 11-7 • 機能における機能イベン ト の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnInstalling InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定では、 この機能を イ ンス ト ールする前に呼び出す 

InstallScript 関数を指定できます。 リ ス ト から適切なフ ァ イ

ルを選択し ます。

エクスポー ト された関数のみがド ロ ッ プダウン リ ス ト に表

示されます。 エクスポー ト された関数には、 次のプロ ト タ イ

プがあり ます。

export prototype FunctionName( );

OnInstalled InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定では、 この機能を イ ンス ト ールし た後で呼び出す 

InstallScript 関数を指定できます。 リ ス ト から適切なフ ァ イ

ルを選択し ます。

エクスポー ト された関数のみがド ロ ッ プダウン リ ス ト に表

示されます。 エクスポー ト された関数には、 次のプロ ト タ イ

プがあり ます。

export prototype FunctionName( );

OnUninstalling InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定では、 この機能をアンイ ンス ト ールする前に呼び出

す InstallScript 関数を指定できます。 リ ス ト から適切なフ ァ

イルを選択し ます。

エクスポー ト された関数のみがド ロ ッ プダウン リ ス ト に表

示されます。 エクスポー ト された関数には、 次のプロ ト タ イ

プがあり ます。

export prototype FunctionName( );

テーブル 11-6 • 機能の全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
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ビ ュー リ フ ァ レンス
実行時の設定

InstallScript、 InstallScript MSI、 または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の [ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト

ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能を選択する と き、 [ ラ ン タ イム設定 ] 領域では、 以下の設定を構成できます :

OnUninstalled InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定では、 この機能をアンイ ンス ト ールし た後で呼び出

す InstallScript 関数を指定できます。 リ ス ト から適切なフ ァ

イルを選択し ます。

エクスポー ト された関数のみがド ロ ッ プダウン リ ス ト に表

示されます。 エクスポー ト された関数には、 次のプロ ト タ イ

プがあり ます。

export prototype FunctionName( );

テーブル 11-8 • 機能における ラ ン タ イムの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

FTP ロケーシ ョ ン InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

FTP の場所と機能を関連付けるには、 次の形式で FTP ア ド

レスを入力し ます :

ftp.domain.com

入力し たア ド レスへは、 FeatureGetData 関数と 

FEATURE_FIELD_FTPLOCATION 定数を使って、 スク リ プ ト

内からアクセスできます。

HTTP ロケーシ ョ ン InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

HTTP ア ド レスの場所と機能を関連付けるには、 次の形式で 

HTTP ア ド レスを入力し ます :

http://www.domain.com

入力し たア ド レスへは、 FeatureGetData 関数と 

FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION 定数を使って、 スク リ プ ト

内からアクセスできます。

その他 InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

テキス ト 文字列を機能と関連付けるには、 そのテキス ト 文字

列を入力し ます。

入力し たテキス ト 文字列へは、 FeatureGetData 関数と 

FEATURE_FIELD_MISC 定数を使って、 スク リ プ ト からアクセ

スできます。

テーブル 11-7 • 機能における機能イベン ト の設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ コ ンポーネン ト ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ コ ンポーネン ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト は、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 論理グループへのシ ョ ー ト カ ッ ト など、 類似し たアプ リ

ケーシ ョ ンデータ を組織化するのに役立つイ ンス ト ール作成要素です。 機能とは異な り、 コ ンポーネン ト は開発

者から見た場合のプロジ ェ ク ト の構成要素です。

コ ンポーネン ト は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 ) または [ コ ンポーネ

ン ト ] ビ ューで修正できます。

ヒ ン ト • [ コ ンポーネン ト ] エクスプローラーには、 各コ ンポーネン ト のフ ァ イルやレジス ト リ データ などが含ま

れます。 データ を含まない下位ノ ー ド を表示し ない場合、 エクスプローラーの ト ッ プレベルを右ク リ ッ ク し てか

ら、 [ データがある ノ ー ドのみ表示 ] を ク リ ッ ク し ます。 このコマン ド を選択する と、 データ を含む ノ ー ド のみが

表示されます。

メ モ • サブフ ォルダーと ダイナ ミ ッ ク リ ン ク されたフ ァ イルが、 事前に設定し た数を超過し た場合、 表示パフ ォー

マンスの向上のため、 フ ァ イルビ ューのリ ス ト は省略表示にな り ます。 この状態のフ ァ イルリ ス ト では、 先頭項

目に ** リ ス ト が切り捨てられま し た ** と表示されます。 サブ フ ォルダーに含まれる フ ァ イルはすべて、 プロ

ジ ェ ク ト にビルド されます。

コ ンポーネン ト と機能の関係

コ ンポーネン ト は、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで機能に関連付けられます。 詳細については、 「新しいコ

ンポーネン ト を機能に関連付ける」 を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト の設定

コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し た と きに表示される各設定についての詳細は、 「コ ンポーネン ト の設定」 を参照し て

く ださい。

コ ンポーネン ト の詳細設定

コ ンポーネン ト について構成可能な詳細設定については、 「コ ンポーネン ト の詳細設定」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コ ンポーネン ト の設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の設定は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの設定 ( および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューのコ ンポーネン ト の設定 ) は、 以下

の主要なカテゴ リ に分かれています :

• 全般 

• ターゲッ ト  マシン 

• .NET の設定 

• 実行時の設定 
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ビ ュー リ フ ァ レンス
全般

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を選択する と、 [ 全般 ] 領域

で以下の設定を構成できます。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

イ ンス ト ール先 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

コ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス ト ールする ターゲッ ト  

システム上にある フ ォルダーを選択するか、 省略記号ボタ

ン (...) を ク リ ッ ク し て、 デ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ま

す。

製品のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ァ イル

を イ ンス ト ールするには、 使用中のプロジ ェ ク ト の種類に

従って、 適切な場所を選択し ます :

• [INSTALLDIR]— 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、

マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データ

ベース、 または ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

• <TARGETDIR>—InstallScript プロジ ェ ク ト または 

InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データ

ベース、 および ト ラ ンス フ ォーム プロジ ェ ク ト で、 イ ンス

ト ール先を実行時に構成できるよ う にするには、 選択する

イ ンス ト ール先フ ォルダーに、 必ずパブ リ ッ ク プロパテ ィ  (

すべて大文字で表記 ) を選択し て く だ さい。

一部のプロジ ェ ク ト  タ イプ ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、

MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム ) では、 コ ン

ポーネン ト の機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーを設定する

こ と もできます。 コ ンポーネン ト だけでな く 、 機能のイ ン

ス ト ール先を設定し た場合の効果については、 「コ ンポーネ

ン ト のイ ンス ト ール先と機能のイ ンス ト ール先の違い」 を

参照し て く だ さい。

InstallScript と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、

フ ァ イルを WINSYSDIR64 にイ ンス ト ールする場合、 場合に

よ って、 コ ンポーネン ト の "64 ビ ッ ト のコ ンピ ューター " 

設定で [ はい ] を選択する必要があ り ます。 [ はい ] を選択

し なかった場合、 SysWOW64 にイ ンス ト ールされる フ ァ イ

ルが、 32 ビ ッ ト  Windows システム フ ォルダーにリ ダイ レ ク

ト される可能性があ り ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト の

オペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールを

使って ターゲッ ト する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
保存先のアクセス許可 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーのアクセス許

可を設定するには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し ます。

メ モ • 特定のアクセス許可を割り当てる必要がある場合を除

き、 通常のユーザーのアクセス許可がイ ンス ト ール先フ ォ

ルダーに適用できるよ う に、 この設定を未定義のままにし

てお く こ と をお勧めし ます。

コ ンポーネン ト  コー ド 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

このコ ンポーネン ト を一意に識別する GUID を入力し ます。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、

この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し

ます。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
共有 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

プロジ ェ ク ト • この設定の動作は、 プロジ ェ ク ト が Windows 

Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、

MSM データベース、 または ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

) か、 InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ) か

によ って多少異な り ます。

• Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  — このコ ンポー

ネン ト の キー フ ァ イル を共有と し てマークするかど う

か指定し ます。 イ ンス ト ールがキー フ ァ イルを イ ンス

ト ールする場合で、 そのコ ンポーネン ト の " 共有 " 設

定で [ はい ] が選択されている と き、 レジス ト リ に参照

カウン ト が既存し ない場合はそれが作成され、 既存す

る場合はそのカウン ト が増加されます。

• InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト  — このコ ンポーネン

ト を共有と マークするかど うか指定し ます。 イ ンス

ト ールがコ ンポーネン ト のフ ァ イルを イ ンス ト ールす

る場合で、 コ ンポーネン ト の " 共有 " 設定で [ はい ] が

選択されている と き、 レジス ト リ に各コ ンポーネン ト

のフ ァ イルの参照カウン ト が既存し ない場合はそれが

作成され、 既存する場合はそのカウン ト が増加されま

す。

コ ンポーネン ト を共有と し てマーク し ているいないにかか

わらず、 イ ンス ト ーラーによ ってコ ンポーネン ト のすべて

のフ ァ イルの参照カウン ト が増分されますので、 ご注意 く

だ さい。 ただ し、 参照カウン ト が存在し ない場合、 この "

共有 " 設定が [ はい ] に設定されていない限り、 イ ンス ト ー

ルはこれを作成し ません。

詳細については、 「共有フ ァ イルの参照カウン ト を管理す

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パーマネン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

このコ ンポーネン ト をパーマネン ト と し てマークするかど

うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 コ ンポーネン ト

の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 コ ンポーネン ト

のデータ ( フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ

ト など ) はいずれも ターゲッ ト  システムから削除されませ

ん。

検証規則では、 [SystemFolder] にイ ンス ト ールされる コ ン

ポーネン ト すべてに [ はい ] を選択する こ とが必要です。

メ モ • フ ォ ン ト を イ ンス ト ールする場合、 [ はい ] を選択す

る こ と をお勧めし ます。

アン イ ンス ト ール InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、

コ ンポーネン ト のフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 および

その他のデータ をアン イ ンス ト ールするかど うかを指定し

ます。

この設定は、 他の製品によ って使用される可能性のある

フ ァ イルのアン イ ンス ト ールを防ぐのに便利です。 コ ン

ポーネン ト のフ ァ イルが他の製品によ って使用されない場

合、 " アン イ ンス ト ール " 設定は、 通常 [ はい ] に設定し ま

す。

条件 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この設定を使って、 ターゲッ ト  システム上でコ ンポーネン

ト のデータ をセ ッ ト ア ッ プする前にイ ンス ト ールが評価を

行う ステー ト メ ン ト を入力し ます。 このコ ンポーネン ト は、

条件が False に評価された場合にはイ ンス ト ールされませ

ん。 条件が True と評価された場合には、 イ ンス ト ールする

機能が選択されている と し て、 コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールまたはア ド バタ イズされます。

コ ンポーネン ト の条件を作成するには、 この設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「コ ン

ポーネン ト 条件を構成する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ モー ト  イ ンス ト ール 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール状態を示し ま

す。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• ソースを優先する — このコ ンポーネン ト のフ ァ イルは、

デフ ォル ト で CD-ROM またはネ ッ ト ワークの場所と

いったソース メ デ ィ アから直接実行されます。

• ローカルを優先する — このコ ンポーネン ト のフ ァ イル

は、 デフ ォル ト で ターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ー

ルされます。

• オプシ ョ ン — コ ンポーネン ト は、 その機能の " リ モー

ト  イ ンス ト ール " 設定を使用し ます。

詳細については、 「コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ー

ル " 設定を構成する」 を参照し て く ださい。

注意 • コ ンポーネン ト に Windows サービスが含まれる場合、

[ ローカルを優先する ] オプシ ョ ンを選択し ます。 エン ド

ユーザーは CustomSetup ダイアログを使用し て機能のイ ン

ス ト ール状態を変更する こ とができますが、 Windows 

Installer はサービスを リ モー ト  イ ンス ト ールする こ とはでき

ません。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ビルド 時の COM 抽出 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

ビルド 時に InstallShield が自動的にコ ンポーネン ト の キー 

フ ァ イルから COM データ を抽出するかど うかを指定し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• いいえ — ビルド時に COM 情報は抽出されません。

• はい — リ リースをビルド するたびに、 COM 情報が抽出

されます。 COM サーバーのイ ン ターフ ェ イスを変更す

る こ とがある場合、 コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域

の下にある [COM 登録 ] 領域で、 静的に取得または提供

されたデータ を保持するために、 このオプシ ョ ンを選

択し てお く こ と をお勧めし ます。

コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域の下にある [COM 登録 ] 

領域に静的に含まれている情報に従って、 InstallShield が

フ ァ イルを登録するよ う に設定するには、 [ いいえ ] オプ

シ ョ ンを選択し ます。 この詳細設定には、 コ ンポーネン ト

ウ ィ ザー ド で抽出されたか、 または詳細設定に手動で入力

された、 フ ァ イルの COM ク ラス、 PprogID などの情報が保

存されます。

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス • このコ ンポーネン ト のフ ァ イルを自

己登録と し てマーク し た場合、 " ビルド時に COM 抽出 " 設

定を [ いいえ ] に設定する必要があ り ます。 自己登録関数の

呼び出しは、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト  プラ クテ ィ スの違反であ

る こ とに注意し て く だ さい。

COM 登録の詳細については、 「ビルド時に COM 登録データ

を抽出する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Languages 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

コ ンポーネン ト の言語設定を使って、 ビルド時のフ ィ ルタ

リ ングに使用する、 コ ンポーネン ト が依存する言語を指定

できます。 デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト は言語に依存

し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト のデータ ( フ ァ イル、 レ

ジス ト リ エン ト リ など ) はどれも特定の言語に固有ではあ

り ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情

報 ] ビ ューで言語が選択されていない場合、 その言語はプロ

ジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト 用に利用可能な言語の一覧には

表示されません。

コ ンポーネン ト が特定の言語にのみ適用する こ と を指定す

るには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こでコ ンポーネン ト

に適切な言語を選択できます。

詳細については、 「コ ンポーネン ト を言語依存と し てマーク

する」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 実行時にイ ンス ト ールされる言語依存コ ンポーネン

ト を指定する方法については、 「言語基づいてコ ンポーネン

ト を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

条件の再評価 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

製品が再イ ンス ト ールされる と きに、 Windows Installer がコ

ンポーネン ト の条件を再評価するかど うかを指定し ます。

この設定は、 製品が再イ ンス ト ールされる と き、 た と えば

オペレーテ ィ ング システムのア ッ プグレー ド後に相互交換

を行う 移行コ ンポーネン ト をオーサリ ングするのに役立ち

ます。 詳細については、 「再イ ンス ト ール中にコ ンポーネン

ト 条件を再評価する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
上書き し ない 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

フ ァ イルがターゲッ ト  システム上に存在する場合、 イ ンス

ト ールによる フ ァ イルの上書きを避けるかど うかを指定し

ます。

• [ はい ] を選択する と、 ( ターゲッ ト  システムに存在す

る場合 ) フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な

く 、 決し て上書き されません。 この設定で [ はい ] を選

択する と、 フ ァ イルのバージ ョ ン規則がオーバーラ イ

ド されます。

• [ いいえ ] を選択し ても、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イ

ルバージ ョ ンがイ ンス ト ールされるバージ ョ ンよ り新

しい場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き さ

れません。 イ ンス ト ールされるバージ ョ ンの方が新し

い場合、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルは 上書き さ

れます 。

重要 • Windows Installer は、 コ ンポーネン ト を イ ンス ト ール

するかど う か決定する際に、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イ

ルの存在をチ ェ ッ ク し ます。 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イ

ルがターゲッ ト  システム上に存在し ない場合、 Windows 

Installer は、 " 上書き し ない " 設定で [ いいえ ] が選択され

ている ものと し てコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ます。

Windows Installer がコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするかし

ないかを決定する方法についての詳細は、 「ターゲッ ト  シス

テム上でフ ァ イルと コ ンポーネン ト を上書きする」 を参照

し て く だ さい。

64 ビ ッ ト コ ンポーネン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

プロジ ェ ク ト • この設定の使用は、 プロジ ェ ク ト が Windows 

Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、

MSM データベース、 または ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

) か、 InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ) か

によ って異な り ます。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
64 ビ ッ ト コ ンポーネン ト  (

続き )

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 

このコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマークするかど うか

を指定し ます。 次のいずれかが True の場合、 コ ンポーネン

ト を、 64 ビ ッ ト と マークする必要があ り ます :

• コ ンポーネン ト に 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする

必要がある フ ァ イルが含まれている。

• コ ンポーネン ト に、 64 ビ ッ ト 領域のレジス ト リ にイ ン

ス ト ールするレジス ト リ データが含まれている。

• コ ンポーネン ト に、 自己登録型の必要がある 64 ビ ッ ト

の COM サーバーが含まれている。

次の事項に注意し て く だ さい。

• 64 ビ ッ ト のコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールに含める と、

イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト のマシンで実行できな く な

り、 " テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ で、 64 ビ ッ ト の

値を指定する必要があ り ます。

• コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト で、 それによ って 32 ビ ッ

ト  コ ンポーネン ト が置き換えられる場合は、 " コ ン

ポーネン ト  コー ド " 設定で、 コ ンポーネン ト の新しい 

GUID を必ず指定し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト のオペレー

テ ィ ング システムを基本の MSI および InstallScript MSI イ ン

ス ト ールを使って ターゲッ ト する」 を参照し て く だ さい。

InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 ： 

このコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマークするかど うか

を指定し ます。

イ ンス ト ールで、 このコ ンポーネン ト 内のフ ァ イルと レジ

ス ト リ データ を 64 ビ ッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所と 

32 ビ ッ ト  システム上の 32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールす

る場合、 コ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマーク し ます。

64 ビ ッ ト  サポー ト に関する詳細は、 「64 ビ ッ ト のオペレー

テ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールを使って ター

ゲッ ト する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ソースの場所 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

コ ンポーネン ト のフ ァ イルを圧縮し ない場合、 ソースデ ィ

スク イ メ ージ上でコ ンポーネン ト のフ ァ イルが格納される

サブ フ ォルダーの名前を指定し ます。 リ リースをビルド す

る と、 InstallShield がコ ンポーネン ト のフ ァ イルをデ ィ スク 

イ メ ージ上のこのサブ フ ォルダーにコ ピーし ます。

この設定を使って、 各コ ンポーネン ト のフ ァ イルに一意の

フ ォルダーを作成できます。 これは、 複数のコ ンポーネン

ト に同じ名前を持つ異なる フ ァ イルがある場合に必要と な

り ます。 [ ソースの場所 ] 設定の値を指定し ない場合、 非圧

縮リ リースのビルド 時にフ ァ イルを同じ名前の別のフ ァ イ

ルで上書き し て し ま う 危険性があ り ます。

この設定には値は不要であ り、 たいていの場合は、 空白の

ままで構いません。 ただ し値を指定する場合は、 有効な 

Windows フ ォルダー名を入力する必要があり ます。

詳細については、 「同じ名前のフ ァ イルを イ ンス ト ールす

る」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ

ンを無効にする

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを使用し て、 ターゲッ ト  マシン

上で 32 ビ ッ ト の [ レジス ト リ ] ビ ューと 64 ビ ッ ト の [ レジ

ス ト リ ] ビ ューの同期を保つこ とができます。

指定されたコ ンポーネン ト によ って影響を受けるすべての

既存および新規のキーに対し てレジス ト リ リ フ レ クシ ョ ン

を有効にする場合、 [ いいえ ] を選択し ます。 この値は既に

デフ ォル ト で設定されています。

このコ ンポーネン ト によ って影響を受けるすべての既存お

よび新規のキーについてレジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効

にする場合、 [ はい ] を選択し ます。 コ ンポーネン ト が各

キーにアクセスする際、 Windows Installer が 

RegDisableReflectionKey 関数を呼び出し ます。 この関数は、

指定されたキーのレジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンを無効にし ま

す。 キーのリ フ レ クシ ョ ンを無効にし ても、 サブキーのリ

フ レ クシ ョ ンには影響あ り ません。

メ モ • この設定は、 Windows Installer 4 以降がある 64 ビ ッ ト  

システムでのみサポー ト されています。 また、 Windows Vista 

以降と、 Windows Server 2008 以降でのみサポー ト されてい

ます。 他のシステムは、 この設定を無視し ます。

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ンの詳しい情報については、MSDN 

ラ イブ ラ リの 「Registry Reflection」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
複数パッ ケージの共有コ ン

ポーネン ト

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

選択されたコ ンポーネン ト の共有コ ンポーネン ト のパッ チ

を有効にするには [ はい ] を選択し、 無効にするにはデフ ォ

ル ト 値 [ いいえ ] を選択し ます。 ターゲッ ト  システムにイ

ンス ト ールされている少な く と も 1 つのパッ ケージについ

て、 この複数パッ ケージの共有機能が有効な場合、 Windows 

Installer 4.5 はこれらすべてのパッ ケージ間でコ ンポーネン

ト が共有されている ものと し て処理し ます。 このコ ンポー

ネン ト を共有するパッ チがアン イ ンス ト ールされる と、

Windows Installer はシステム上で、 コ ンポーネン ト のフ ァ イ

ルの最も上位バージ ョ ンを共有し続ける こ とができます。

複数パッ ケージ コ ンポーネン ト の共有を行う目的は、 1 つ

または複数の他のイ ンス ト ール パッ ケージによ って共有さ

れている コ ンポーネン ト を含むパッ チのアン イ ンス ト ール

中に、 フ ァ イルがダウングレー ド されないよ う に防ぐ こ と

です。 これによ って、 そのパッ チがアン イ ンス ト ールされ

た後でも、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルの最も上位バージ ョ

ンがマシン上で保持されます。

次のシナ リ オは、 この動作を分かりやす く 説明し ます :

• 共有フ ァ イル 1.0.0.0 を持つ製品 A を イ ンス ト ールし ま

す。

• 共有フ ァ イル 1.1.0.0 を持つ製品 B を イ ンス ト ールし ま

す。

• 共有フ ァ イル 1.2.0.0 を持つ、 製品 A のアン イ ンス ト ー

ル可能なパッ チを適用し ます。

• 製品 A のパッ チをアン イ ンス ト ールし ます。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )
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ビ ュー リ フ ァ レンス
複数パッ ケージの共有コ ン

ポーネン ト  ( 続き )

結果と し て、 以下のどち らかの可能性があ り ます :

• 製品 A または 製品 B のどち らかについて、 " 複数パッ

ケージの共有コ ンポーネン ト " 設定が [ はい ] に設定さ

れている場合で、 Windows Installer 4.5 が存在する と き

は、 パッ チを製品 A からアン イ ンス ト ールする と、

ターゲッ ト  システムでバージ ョ ン 1.1.0.0 が復元されま

す。

• 製品 A と製品 B でこの設定の値が [ いいえ ] の場合、

製品 B  が 1.1.0.0 を使用するのにも関わらず、 フ ァ イル

のバージ ョ ンは 1.0.0.0 にダウングレー ド されます。 こ

のため、 製品 B がバージ ョ ン 1.1.0.0 を必要とする と き

に、 B が適切に動作し ない可能性があ り ます。

メ モ • ターゲッ ト  システムで DisableSharedComponent ポ リ

シーが 1 に設定されている場合、 Windows Installer はすべて

のパッ ケージについて、 この設定を無視し ます。

Windows Installer 4.0 以前では、 この設定は無視されます。

この設定に関する詳しい情報は、 「コ ンポーネン ト の " 共有

コ ンポーネン ト のパッ チ " を有効にするかど うかを指定す

る」 をご覧 く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
置き換えられたコ ンポーネ

ン ト のアン イ ンス ト ール

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM 

データベース、 ト

ラ ンスフ ォーム

この設定は、 特定の状況下において優先するパッ チのイ ン

ス ト ール中に、 Windows Installer が選択されたコ ンポーネン

ト を処理する方法を決定し ます。 これは、 イ ンス ト ールま

たはアン イ ンス ト ールされるパッ チが機能のコ ンポーネン

ト  カウン ト を変更する場合に、 コ ンポーネン ト の機能がア

ドバタ イズ状態に変更される こ と を阻止するよ う に設計さ

れています。 機能の状態がア ドバタ イズに変更される と、

機能の残りのコ ンポーネン ト は一切保持されません。

現在のパッ チに含まれる このコ ンポーネン ト をアン イ ンス

ト ール用にフ ラグする こ と で、 優先するパッ チが適用され

た後にターゲッ ト  システム上でこのコ ンポーネン ト が孤立

し ないよ う にするためには、 [ はい ] を選択し ます。 最初の

パッ チを優先するよ う にフ ラグされている後続のパッ チが

イ ンス ト ールされる と、 ( つま り、 [ パッ チのデザイ ン ] 

ビ ューのパッ チの構成で、 [ シーケンス ] タ ブにある該当す

るパッ チ フ ァ ミ リーの [ 優先 ] 列に [ はい ] が選択されてい

る場合 )、 Windows Installer は、 適切な場合、 このコ ンポーネ

ン ト を登録解除およびアン イ ンス ト ールできます。 [ いいえ

] を選択する と、 優先するパッ チがターゲッ ト  システム上に

孤立し たコ ンポーネン ト を残す可能性があ り ます。 この設

定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

[ いいえ ] を選択し た場合で、 優先されるパッ チが製品のコ

ンポーネン ト を イ ンス ト ールするが、 優先するパッ チがそ

のコ ンポーネン ト を削除する場合、 コ ンポーネン ト の機能

の状態はア ド バタ イズに変更され、 再イ ンス ト ールはされ

ません。 さ らに、 その機能に関連付けられた残りのコ ン

ポーネン ト は一切保持されません。 [ はい ] を選択する と、

Windows Installer は優先するパッ チが適用される と きに、 コ

ンポーネン ト を登録解除およびアン イ ンス ト ールし ます。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 この " 置き換えられたコ ン

ポーネン ト のアン イ ンス ト ール " 設定のサポー ト を含みま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこれを無視し ま

す。

ヒ ン ト • MSIUNINSTALLSUPERSEDEDCOMPONENTS プロパ

テ ィ を設定する と、 パッ チに含まれるすべてのコ ンポーネ

ン ト の " 置き換えられたコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ー

ル " 設定で [ はい ] を選択するのと同じ効果があ り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ビルド 時にマージする REG 

フ ァ イル

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

ビルド 時に .reg フ ァ イルを コ ンポーネン ト のレジス ト リ エ

ン ト リ と マージする場合、 .reg フ ァ イルの完全パスを入力し

ます。 その代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て、 .reg フ ァ イルを参照する こ と もできます。

自己登録 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト のフ ァ イルが自己登録型であるかど うかを

指定し ます。 ( 自己登録フ ァ イルは、 他の OLE アプ リ ケー

シ ョ ンが認識できるよ う にレジス ト リ にそれ自体の情報を

入れる こ とができる OLE サーバーです。 このよ う なフ ァ イ

ルは、 アン イ ンス ト ール時にこの情報をレジス ト リから削

除する こ と もできます。 )

重要 • [ はい ] を選択し た場合に、 コ ンポーネン ト に含まれ

る 1 つ以上のフ ァ イルが自己登録型ではない場合、 イ ンス

ト ール実行時にエラーが発生し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト は、 .dll フ ァ イル、 .exe フ ァ イ

ル、 タ イプ ラ イブ ラ リ (.tlb および .olb フ ァ イル ) の自己登

録をサポー ト し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 自己登録

がコ ンポーネン ト  レベルではな く フ ァ イル レベルに設定さ

れています。

フ ァ イルのロ ッ ク InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト のフ ァ イルのイ ンス ト ール済みのバージ ョ

ンを イ ンス ト ール中にロ ッ ク されている ( つま り、 別の製品

によ って使用中である ) 可能性があるかど うかを指定し ま

す。

イ ンス ト ール中、 またはアン イ ンス ト ール中にフ ァ イルが

ロ ッ ク されている場合で、 そのフ ァ イルが " フ ァ イルの

ロ ッ ク " 設定が [ はい ] と設定されている コ ンポーネン ト に

ある場合は、 再起動後、 自動的にフ ァ イル処理が行われま

す。 イ ンス ト ール中またはアン イ ンス ト ール中にフ ァ イル

がロ ッ ク されている場合で、 " フ ァ イルのロ ッ ク " 設定が [

いいえ ] と設定されている コ ンポーネン ト にある場合は、

OnFileLocked イベン ト  ハン ド ラーが呼び出されます。 ( 再起

動後、 この関数のデフ ォル ト コー ドが自動的にフ ァ イル操

作を行います。 )

InstallShield では、 共有フ ァ イルを常にロ ッ ク される可能性

のある フ ァ イルと し て扱います。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
圧縮 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

実行時にコ ンポーネン ト のフ ァ イル .cab フ ァ イルにビルド

される場合、 圧縮するかど うかを指定し ます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ カス タム メ デ ィ ア レ イアウ ト ] パ

ネルで、 コ ンポーネン ト の機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択

されている場合、 この設定は効果を持ちません。

上書き InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定は、 イ ンス ト ール中のフ ァ イルと既存のフ ァ イル

が同じ名前を持つ場合にイ ンス ト ールが行う動作を示し ま

す。 コ ンポーネン ト に含まれる各フ ァ イルについて、 バー

ジ ョ ン番号や更新日時に基づいて、 選択的に置換する こ と

ができます。 動作を変更するには、 この設定の省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 上書き ] ダイアログ ボ ッ クス

が開き、 こ こで適切な実行時の動作を指定できます。

ヒ ン ト • エン ド ユーザー更新し た可能性のあるデータ フ ァ

イルや構成フ ァ イルなどでコ ンポーネン ト が構成されてい

る場合、 [ 上書き し ない ] オプシ ョ ンの選択を考慮し て く だ

さい。

" 上書き " 設定で [ 上書き し ない ] オプシ ョ ンが選択されて

いる コ ンポーネン ト に関連する フ ァ イルはアン イ ンス ト ー

ルにログ記録されます。 つま り、 同じ名前のフ ァ イルが存

在するため、 ターゲッ ト  システムにコ ピーされな く ても、

アプ リ ケーシ ョ ンがアン イ ンス ト ールされた時にそのフ ァ

イルが削除されます。 既存フ ァ イルのアン イ ンス ト ールを

防ぐため、 フ ァ イルのコ ンポーネン ト の " 共有 " プロパ

テ ィ を [ はい ] に設定し ます。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
差分 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

差分リ リースをビルド する と き、 InstallShield が自動的にコ

ンポーネン ト のフ ァ イルを リ リースに含めるかど うかを指

定し ます。 ( 差分リ リースを定義する場合、 新しい差分リ

リースのビルド 時に現在のプロジ ェ ク ト と比較する複数の

既存リ リースを指定し ます。 )

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 適切な場合に含める — InstallShield 同一フ ァ イル ( 同一

の日時、 サイズ、 属性を持つ ) が指定の各比較リ リース

に存在する場合、 このコ ンポーネン ト のフ ァ イルが差

分リ リースから除外されます。 デフ ォル ト では、 これ

が設定されています。

• 常に含める — InstallShield 同一フ ァ イル ( 同一の日時、

サイズ、 属性を持つ ) が指定の各比較リ リースに存在す

る場合でも、 すべてのコ ンポーネン ト のフ ァ イルが差

分リ リースに含まれます。

リ ン クの種類 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト のフ ァ イル リ ン クがス タ テ ィ ッ ク と ダイナ

ミ ッ クのどち らか、 およびダイナ ミ ッ クの場合、 リ リース

ビルド 時のリ ン クの決定方法を指定できます。

コ メ ン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

このコ ンポーネン ト に関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力

し たコ メ ン ト は、 参考用にプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに保存さ

れ、 イ ンス ト ールでは使用されません。

テーブル 11-9 • [ 全般 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ターゲッ ト  マシン

InstallScript、 InstallScript MSI、 または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは 

[ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を選択する と き、 [ ターゲッ ト  マシン ] 領域では以下の設定

を構成できます :

テーブル 11-10 • [ ターゲッ ト  マシン ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

オペレーテ ィ ング システ

ム

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト が 1 つまたは複数のオペレーテ ィ ング シス

テムに固有の場合、 この設定を使用し て、 それらのオペ

レーテ ィ ング システムを指定し ます。 ターゲッ ト  マシンの

オペレーテ ィ ング システムがこの設定に指定されたオペ

レーテ ィ ング システムの中にない場合、 コ ンポーネン ト は

イ ンス ト ールされません。

デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト はオペレーテ ィ ング シス

テムに依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト に特定のオ

ペレーテ ィ ング システム固有のデータがないこ と を意味し

ます。

この設定の値を変更するには、 この設定の省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
プ ラ ッ ト フ ォーム スイー

ト

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト が 1 つまたは複数のプラ ッ ト フ ォーム ス

イー ト に固有の場合、 この設定を使用し て、 それらのス

イー ト を指定し ます。 1 つ以上のスイー ト を指定する場合、

コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるために、 指定された

スイー ト すべて、 または 1 つ以上のスイー ト がターゲッ ト  

マシンに存在し ている必要があるかど うかを示すこ とがで

きます。

デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト はプ ラ ッ ト フ ォーム ス

イー ト に依存し ません。 つま り、 コ ンポーネン ト のデータ (

フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ など ) はどれも特定のプ

ラ ッ ト フ ォーム スイー ト に固有ではあり ません。

ヒ ン ト • この設定によ り、 " オペレーテ ィ ング システム " 設

定よ り も さ らに細か く フ ィ ルターする こ とができます。 " プ

ラ ッ ト フ ォームスイー ト " 設定のプ ラ ッ ト フ ォーム スイー

ト は必要な場合のみ設定し、 またアプ リ ケーシ ョ ンが適切

に機能するために必要なプ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト のみを

確実に選択し て く だ さい。 た と えば、 コ ンポーネン ト が 

WindowsXP の Home と Professional バージ ョ ンの両方にイ ン

ス ト ールされる必要がある場合、 この設定の値を [ スイー ト

非依存 ] のままにし てお く こ とができます。 " オペレーテ ィ

ング システム " 設定に Windows XP を選択する と、 両方のエ

デ ィ シ ョ ンが含まれます。

実行時にイ ンス ト ールがサポー ト するプ ラ ッ ト フ ォーム ス

イー ト は、 FeatureFilterOS 関数を呼び出し て制御できます。

OnFilterComponents イベン ト  ハン ド ラーで、 一般的にフ

レームワークは、 適切なコ ンポーネン ト だけがイ ンス ト ー

ルされるよ う に、 この関数を ターゲ ッ ト  システムに一致す

るプ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト で呼び出し ます。

FeatureFilterOS を呼び出し て、 デフ ォル ト の動作をオー

バーラ イ ド し、 指定し たプ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト 基準に

基づいてコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし た り、 またはコ

ンポーネン ト のイ ンス ト ールを防いだ りする こ とができま

す。

テーブル 11-10 • [ ターゲッ ト  マシン ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
.NET の設定

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を選択する と、 [.NET の設定

] 領域で以下の設定を構成できます。

テーブル 11-11 • [.NET の設定 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

.NET COM Interop プロパ

テ ィ

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

コ ンポーネン ト に COM Interop (COM から .NET オブジ ェ ク

ト を呼び出す機能 ) を使用するかど うかを指定し ます。

た と えば、 ComClass 属性を定義する Visual Basic .NET ク ラ

ス ラ イブラ リがあり、 1 つ以上の COM 呼び出し可能なパブ

リ ッ ク関数が含まれている場合、 この設定に [ はい ] を選択

できます。 InstallShield はビルド時に COM Interop 情報を抽

出し て、 それを .msi データベースの Registry テーブルに追

加し ます。 実行時に、 COM オブジ ェ ク ト で .NET アセンブ リ

を呼び出せるレジス ト リ エン ト リがターゲッ ト  システムに

作成されます。

メ モ • この設定は、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが .NET 

アセンブ リの場合にのみ適用し ます。

.NET プ リ コ ンパイル アセ

ンブ リ

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

イ ンス ト ールが実行時に .NET アセンブ リからネイテ ィ ブ イ

メ ージを作成し て、 ターゲッ ト  システム上にネイテ ィ ブ イ

メ ージ キャ ッ シュ を イ ンス ト ールするかど うかを指定し ま

す。 これによ って、 アセンブ リのロー ド と実行がスピー ド

ア ッ プ し ます。 これはコー ド およびデータ構造がジャス ト

イ ン タ イム (JIT) コ ンパイルからではな く 、 ネイテ ィ ブイ

メ ージキャ ッ シュから復元されるためです。

.NET アセンブ リ InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト のフ ァ イルをローカル .NET アセンブ リ と し

てイ ンス ト ールするかど う かを指定し ます。 選択可能なオ

プシ ョ ンは以下のとお り です :

• ローカル アセンブ リ — コ ンポーネン ト は .NET アセン

ブ リ を含みます。 また、 実行時にイ ンス ト ールはコ ン

ポーネン ト の COM 相互運用機能の登録を行い、 .NET イ

ンス ト ーラー ク ラス情報を構成し ます。

• .NET アセンブ リ ではない — コ ンポーネン ト は .NET ア

センブ リ を含みません。 デフ ォル ト では、 これが設定

されています。

InstallShield がこのコ ンポーネン ト に含まれるアセンブ リ を

スキャ ン し て、 実行時に .NET 依存関係を検出する場合、 こ

の設定で [ ローカル アセンブ リ ] を選択し な く てはな り ま

せん。 詳細については、 「.NET アセンブ リのプロパテ ィ およ

び依存関係を識別する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ビルド 時に .NET をスキャ

ン

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マージ 

モジュール

プロジ ェ ク ト • この設定の機能は、 プロジ ェ ク ト が Windows 

Installer ベースのプロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、

MSM データベース、 または ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト

) か、 InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト  (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト ) か

によ って異な り ます。

• Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 — ビルド

時に、 このコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルをスキャ ン

し て .NET 依存関係、 プロパテ ィ 、 またはその両方を

チ ェ ッ クするかど う かを指定し ます。

• InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト の場合 — ビルド時に、

このコ ンポーネン ト のフ ァ イルをスキャ ン し て .NET 依

存関係をチ ェ ッ クするかど うかを指定し ます。

詳細については、 「.NET アセンブ リのプロパテ ィ および依存

関係を識別する」 を参照し て く だ さい。

.NET アプ リ ケーシ ョ ン 

フ ァ イル

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この設定は、 このコ ンポーネン ト がビルド時にスキャ ン ("

ビルド 時に .NET をスキャ ン " 設定による ) され時、 または

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド で使用されます。 スキャ

ナーはコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と一緒にこの設定

を使用し て、 アセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 

設定の値を決定し ます。

ア ドバタ イズおよび修復を最適化するには、 このコ ンポー

ネン ト でアセンブ リ を使用する .NET 実行可能フ ァ イルを設

定し ます。

" ビルド時に .NET スキャ ン " 設定が [ 依存関係と プロパ

テ ィ ] または [ プロパテ ィ ] に設定されている場合、 この設

定にはコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが表示されます。 プ

ロジ ェ ク ト 内のその他のキー、 またはポータ ブル実行可能

フ ァ イルを選択する こ とができます。

メ モ • この設定は、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが .NET 

アセンブ リの場合にのみ適用し ます。

選択されたフ ァ イルが .NET アセンブ リ フ ァ イルではない場

合、 この設定の値は無視されます。

テーブル 11-11 • [.NET の設定 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
実行時の設定

InstallScript プロジ ェ ク ト 、 または InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [

セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を選択する と き、 [ ラ ン タ イムの設定 ] 領域では、 以下の設定

を構成できます :

.NET イ ンス ト ーラ ク ラス 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

メ モ • この設定は、 このコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが、

システム設定 System.Configuration.Install.Installer から派生し

たク ラスを含む .NET アセンブ リ である場合にのみ適用し ま

す。

実行時に、 アセンブ リの Install、 Commit、 Rollback、 および 

Uninstall メ ソ ッ ド を適切な タ イ ミ ングで呼び出す場合は、 [

はい ] を選択し ます。

.NET イ ンス ト ーラ ク ラス

引数

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

.NET イ ンス ト ーラー ク ラスに渡す引数を指定するには、 こ

の設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [.NET イ ン

ス ト ーラー ク ラス引数 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こ

で Install、 Commit、 Rollback、 および Uninstall メ ソ ッ ドの引

数を指定できます。

サンプル コー ドは、 「.NET Installer ク ラスへ渡されたプロパ

テ ィ を読み込む」 を参照し て く だ さい。

メ モ • この設定は、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが .NET 

アセンブ リの場合にのみ適用し ます。

テーブル 11-12 • [ 実行時の設定 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

FTP ロケーシ ョ ン InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

FTP の場所を コ ンポーネン ト に関連付けるには、 FPT ア ド

レスを入力し ます。

入力する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできません。

機能でも、 これと同じ設定が使用できますが、 機能の設定

に指定する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできませ

ん。

テーブル 11-11 • [.NET の設定 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2306 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
コ ンポーネン ト の詳細設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ュー ( および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ) 内にある コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] 領

域では、 特定のコ ンポーネン ト  タ イプのイ ンス ト ール条件を満たすこ とができます。 たと えば .ocx フ ァ イルを

ターゲッ ト  システムにコ ピーする場合、 フ ァ イルのメ ソ ッ ドが適切にアクセス されるよ う にク ラス、 ProgID、 お

よびタ イプ ラ イブ ラ リ を登録する必要があ り ます。 詳細設定は Windows Installer のビル ト イ ン機能を利用し て 

COM サーバーの登録、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース、 および ト ラ ンスレーターの設定、 Windows サービスの

イ ンス ト ールまたは制御、 並びにフ ァ イル関連付けの登録を行います。

詳細設定を指定し てコ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュ、 COM サーバー、 フ ァ イル拡張サーバー、 および MIME の種

類の登録を行な う こ とができます。 コ ンポーネン ト が選択されている場合、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまた

はア ドバタ イズされる と きにターゲッ ト  システム上で詳細設定が行なわれます。 し たがって、 フ ァ イルはイ ンス

ト ールされた直後に実行可能と な り ます。 ア ドバタ イズの一種である コ ンポーネン ト のパブ リ ッ シュは、 パブ

リ ッ シュの詳細設定を通し て行います。

HTTP ロケーシ ョ ン InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

HTTP ア ド レスを コ ンポーネン ト に関連付けるには、 HTTP 

ア ド レスを入力し ます。

入力する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできません。

機能でも、 これと同じ設定が使用できますが、 機能の設定

に指定する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできませ

ん。

その他 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

テキス ト 文字列を コ ンポーネン ト と関連付けるには、 その

テキス ト 文字列を入力し ます。

入力する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできません。

機能でも、 これと同じ設定が使用できますが、 機能の設定

に指定する場所は、 スク リ プ ト 内からはアクセスできませ

ん。

テーブル 11-12 • [ 実行時の設定 ] 領域にある コ ンポーネン ト の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
詳細設定のカテゴ リ

[ コ ンポーネン ト ] ビ ュー ( および [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ュー ) のコ ンポーネン ト の下にある [ 詳細設定 ] 

領域は、 以下の主要なカテゴ リ に分かれています :

テーブル 11-13 • コ ンポーネン ト の [ 詳細設定 ] のカテゴ リ

分類 説明

アプ リ ケーシ ョ ン パ

ス

コ ンポーネン ト のフ ァ イルやフ ォルダーのパスを指定するには、 この詳細設定を使用し

ます。 イ ンス ト ールを実行する と、 次のレジス ト リ キーの下にコ ンポーネン ト のアプ リ

ケーシ ョ ン パスが作成されます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App 

Paths\ProgramName.exe

アセンブ リ コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と きに Win32 または .NET アセンブ リ を イ ンス

ト ールするには、 この詳細設定を使用し ます。

COM 登録 [COM 登録 ] 領域で、 コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て設定し た COM サーバー登

録情報を入力または変更する こ とができます。 [COM 登録 ] の詳細設定は、 自己登録を

置き換えるので、 セ ッ ト ア ッ プ ベス ト プ ラ ク テ ィ スの違反と な り ます。

フ ァ イル登録を行う方法と し ては、 コ ンポーネン ト  ウｨザー ド を使用し、 自動的に必要

な情報を抽出する方法をお勧めし ます。 COM 登録エクスプローラーは、 詳細変更を行

う必要がある場合にのみ使用し て く だ さい。

フ ァ イルの種類 この詳細設定は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールまたはア ドバタ イズされている時に、

ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルの種類に関する情報を登録し ます。

サービス [ サービス ] 領域を使って、 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール中の Windows サービスの

イ ンス ト ール、 構成、 開始、 停止、 およびアン イ ンス ト ールを行います。

別の方法と し て、 [ サービス ] ビ ューを使って Windows サービスを イ ンス ト ール、 構成、

開始、 停止、 およびアン イ ンス ト ールする こ とができます。 これらの領域のいずれかを

使ってサービス情報を構成し た場合、 対応する領域も自動的に更新されます。

パブ リ ッ シュ コ ンポーネン ト をパブ リ ッ シュするには、 この詳細設定を使用し ます。 パブ リ ッ シュ (

公開 ) は、 ア ドバタ イズ ( ジャス ト イ ン タ イム イ ンス ト ール ) の一種です。 イ ンス ト ー

ル中にコ ンポーネン ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素は作成されませんが、 コ ンポー

ネン ト は [ プログラムの追加と削除 ] アプレ ッ ト から イ ンス ト ールする こ とができます。

また、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ーラーからパブ リ ッ シュ されたコ

ンポーネン ト を要求し た際にも イ ンス ト ールできます。

デバイス ド ラ イバー [ デバイス ド ラ イバー ] 詳細設定では、 現在のコ ンポーネン ト がデバイス ド ラ イバーを

含むかど うか、 またその種類、 およびプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバー ( 現在のコ ン

ポーネン ト のデバイス ド ラ イバーだけでな く 、 すべてのド ラ イバー ) がイ ンス ト ールさ

れる順番を指定する こ とができます。

その他のデータ [ その他のデータ ] 詳細設定には、 コ ンポーネン ト と関連し た さ まざまな Windows 

Installer  テーブルがリ ス ト されます。
2308 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
アプ リ ケーシ ョ ン パスの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン パス ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ アプ リ ケーシ ョ

ン パス ] 領域には、 以下の列が表示されます :

アセンブ リの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ アセンブ リ ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

テーブル 11-14 • アセンブ リの設定

列 説明

チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ンポーネン ト にアプ リ ケーシ ョ ン パスを追加するには、 アプ リ ケーシ ョ

ン パスを定義するアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。

フ ァ イル 選択されたコ ンポーネン ト に含まれる実行可能フ ァ イルを表示する読み取

り専用列。

アプ リ ケーシ ョ ン パス 実行可能フ ァ イルが、 その DLL の検索パス と し て使用するデ ィ レ ク ト リの

シーケンスを入力し ます ( 実行時に実行可能フ ァ イルに リ ン ク される、 また

は LoadLibrary API と共にロー ド される )。複数のデ ィ レ ク ト リはセ ミ コ ロン 

(;) で区切り ます。

パスには、 C:\MyDir のよ う にハー ド コー ド化されたパスを使用し ないで く

ださい。 代わり に、 Windows Installer フ ォルダー プロパテ ィ を角かっ こで囲

み、 [INSTALLDIR]MyDir および [CommonFilesFolder]MyProgram のよ う に使用

するか、 または [$ComponentName] のよ う に、 ドル記号の後にコ ンポーネン

ト 名を使用し ます。 Windows Installer はこれらの値を解決し、 結果と し て与

えられた場所をアプ リ ケーシ ョ ン パス キーに書き込みます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ アセンブ リ ] 領

域には、 以下の設定があ り ます :

テーブル 11-15 • アセンブ リの設定

設定 説明

マニフ ェ ス ト .NET アセンブ リの場合、 この設定は自動的にコ ンポーネン ト の最初の .exe 

または DLL フ ァ イルに設定されます。

Win 32 アセンブ リの場合、 コ ンポーネン ト の最初のフ ァ イルに拡張子 

.manifest を付けて自動的に設定されます。 マニフ ェ ス ト のフ ァ イル名は、

拡張子 .manifest が付いたアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルの名前です。

この設定は、 アセンブ リの " フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定にグローバ

ル アセンブ リ キャ ッ シュ を選択する場合、 空白に残し ます。

" マニフ ェ ス ト " 設定は削除できません。

フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン .NET アセンブ リの場合、 グローバル アセンブ リ キャ ッ シュにアセンブ リ を

イ ンス ト ールするかど うか指定できます。 適切なフ ァ イルを選択する と、

アプ リ ケーシ ョ ンのプラ イベー ト  キャ ッ シュにアセンブ リがイ ンス ト ール

され、 [ グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ ] を選択する と、 グローバル ア

センブ リ キャ ッ シュにアセンブ リがイ ンス ト ールされます。

Win32  アセンブ リの場合、 選択し た .exe 用にアセンブ リ を個別にイ ンス

ト ールするか、 またはアセンブ リ をグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ

ンス ト ールするかを指定する こ とができます。 [ グローバル アセンブ リ 

キャ ッ シュ ] を選択する と、 そのアセンブ リは、 ターゲッ ト  システム上で

任意の .NET アプ リ ケーシ ョ ンによる使用が可能と な り ます。

" フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定は削除できません。

この設定の値は、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定に影響し ます。

" フ ァ イル アプ リ ケーシ ョ ン " 設定を [ グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ

] に設定する と、 コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設定も [ グローバル 

アセンブ リ キャ ッ シュ ] に設定されます。 ア ドバタ イズおよび修復を最適

化するには、 このコ ンポーネン ト でアセンブ リ を使用する実行可能フ ァ イ

ルを設定し ます。

メ モ • .NET アセンブ リ をグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ ンス ト ール

する場合、 アセンブ リが特定の基準を満た さ な く てはな り ません。 詳細に

ついては、 .NET ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

Win 32 アセンブ リ をグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ ンス ト ールする

には、 フ ァ イルが署名済みである こ と、 またカ タ ログ (.cat) フ ァ イルを含む

こ とが必要です。 詳細は、 Platform SDK ヘルプの 「Creating Signed Files and 

Catalogs」 を参照し て く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
COM 登録の設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [COM 登録 ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [COM 登録 ] 領域

は、 次のカテゴ リ に分かれています :

• COM ク ラス 

• ProgID 

• タ イプ ラ イブ ラ リ 

プロパテ ィ プロパテ ィ 名と値を入力し ます。 新しいエン ト リ を作成するには、 グリ ッ

ド上で右ク リ ッ ク し て [ 新規 ] を選択し ます。

Win32 アセンブ リの場合、 type、 name、 version、 language、 publicKeyToken、

および processorArchitecture プロパテ ィ の値を必ず入力し て く だ さい。

プラ イベー ト  .NET アセンブ リの場合、 Name、 Version、 および Culture プロ

パテ ィ の値を入力し な く てはな り ません。 プラ イベー ト  .NET アセンブ リの

場合、 Name、 Version、 および Culture プロパテ ィ の値を入力し な く てはな

り ません。

InstallShield は、 入力されたプロパテ ィ 名と値を Windows Installer データ

ベースの MsiAssemblyName テーブルに追加し ます。 このテーブルにあるレ

コー ドは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って表示できます。

メ モ • アセンブ リ に入力するプロパテ ィ と値は、 アセンブ リのマニフ ェ ス ト  

フ ァ イル内の情報と一致し な く てはな り ません。 一致し なかった場合、 製

品がアン イ ンス ト ールされる時に、 アセンブ リがターゲッ ト  システムに残

る可能性があ り ます。

テーブル 11-15 • アセンブ リの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
COM ク ラス

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [COM 登録 ] 領域で [COM ク ラス ] を

選択する と、 以下の設定を構成できます :

テーブル 11-16 • COM ク ラスの設定

設定 説明

ProgID この COM サーバーに対し て作成し た リ ス ト から ProgID を選択し ます。

新しい名前を入力し て ProgID を作成する こ と もできます。 その場合、

InstallShield によ って ProgID ノ ー ドの下に新しい ProgID が追加されます。

フ ァ イルの種類マスク 次の形式でフ ァ イルの種類マスク を入力し ます :

オフセ ッ ト , cb, マスク , 値 

• オフセ ッ ト  — バイ ト 単位でのフ ァ イルの始ま りからの位置。 バイ ト 範

囲がど こから始ま っているかも示し ます。 オフセ ッ ト 値が負の整数の

場合、 フ ァ イルの終わりからのバイ ト 数。

• cb — オフセ ッ ト 値で始まる フ ァ イルのバイ ト 数。 これはマスク と共に

論理 AND 演算を実行する と きに使用されます。

• マスク — 結果を指定された値 ( 次のエン ト リ ) と比較できるよ う に、

フ ァ イルのビ ッ ト と共に論理 AND 演算を実行する と きに使用される

値。 この値を空白にする と、 全て 1 と仮定されます。

• 値 — フ ァ イルのク ラス ID を判別するために、 マスク と フ ァ イルのバイ

ト 範囲の間の論理 AND 演算の結果と比較されるバイ ト 数

フ ァ イルの種類マスクは、 HKEY_CLASSES_ROOT\FileType\CLSID\pattern で

登録されるパターンの一部です。 OleCreateFromFile や GetClassFile などの 

Windows API は、 このキーの情報と フ ァ イルのバイ ト 数を比較する こ とに

よ ってフ ァ イルのク ラス ID を取得し ます。 た と えば 

0,4,FFFFFFFF,AABBCCDD は、 システムが指定されたフ ァ イルに対し てこの

コ ンポーネン ト のク ラス ID を使用する場合、 フ ァ イルの最初の 4 バイ ト が 

AA BB CC DD でな く てはならないとい う意味です。

フ ァ イルと一致するマスク を複数指定できます。 複数のパターンはセ ミ コ

ロン (;) で区切り ます。 イ ンス ト ールによ り これらのキーが作成される と、

各パターンのサブキーに対し て数字 0 から順番に番号が自動的に付けられ

ます。

アイ コ ン フ ァ イル この COM ク ラス と関連付けられたアイ コ ンを含むフ ァ イルへの完全修飾パ

スを入力するか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てパスを参照

し ます。

.ico、 .exe、 または .dll フ ァ イルを指定できます。 実行可能フ ァ イルまたは 

DLL を参照し て特定のアイ コ ンを選択する と、 そのフ ァ イルからアイ コ ン

が抽出されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アイ コ ン イ ンデッ クス フ ァ イルに複数のアイ コ ン リ ソースがある場合、 適切なアイ コ ンにイ ン

デッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの

順番が参照されます。 た と えば 0 はフ ァ イルの最初のアイ コ ン、 1 は 2 番

目、 2 は 3 番目とい う よ う にな り ます

負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。 た と えばアイ

コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

AppID このフ ァ イルの登録用に既に作成し た AppID の名前のリ ス ト から、 この 

DCOM または COM+ ク ラス用の AppID を選択し ます。

AppID は HKEY_CLASSES_ROOT\AppID に登録される GUID で、 分散し た 

COM オブジ ェ ク ト のすべてのセキュ リ テ ィ と設定オプシ ョ ンをグループ化

するために使用し ます。

新しい AppID を作成するには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用し ます。 ダイ

レ ク ト  エデ ィ ターで AppID テーブルに移動し て、 新しい AppID に情報を入

力し ます。 一度 AppID を作成する と、 この設定のリ ス ト からその AppID を

選択できるよ う にな り ます。

AppID を完全に削除するには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター内から AppID の行を

削除し ます。

説明 COM ク ラスの説明を入力し て く だ さい。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-16 • COM ク ラスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [COM 登録 ] 領域で LocalServer32、

LocalServer、 または InprocServer32 コ ンテキス ト  タ イプを選択する と、 以下の設定を構成できます :

ProgID

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [COM 登録 ] 領域で [ProgID] を選択す

る と、 以下の設定を構成できます :

相対パス そのク ラス ID の下にある フ ァ イルへの相対パスを登録するかど うかを指定

し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• いいえ — そのク ラス ID の下にある フ ァ イルへの完全修飾パスが登録さ

れます。 その後、 ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンがこのク ラスのオブ

ジ ェ ク ト のイ ンス タ ンスを作成する と、 システムは常に登録された 

COM サーバーをポイ ン ト し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定されて

います。

• はい — イ ンス ト ールは、 パスを含まずにフ ァ イルの名前のみを登録し

ます。 これによ り、 コ ンポーネン ト の サイ ドバイサイ ド ( 並行 ) イ ン

ス ト ールが可能にな り ます。 つま り、 オペレーテ ィ ング システムは現

在のデ ィ レ ク ト リ中の COM サーバーのコ ピーを使用し、 他のアプ リ

ケーシ ョ ンはそれぞれのフ ォルダーにフ ァ イルの別のコ ピーを保持で

きます。

メ モ • パスが相対的でフ ァ イルがシステムのパス中にない場合は、 オペレー

テ ィ ング システムは、 ク ラ イアン ト がサーバーの現在のデ ィ レ ク ト リの外

にオブジ ェ ク ト を作成し よ う と し た と きに、 そのク ラスを見つけられませ

ん。

テーブル 11-17 • COM ク ラス コ ンテキス ト の設定

設定 説明

デフ ォル ト  Inproc ハン ド ラー ローカル サーバーまたはローカル サーバー 32 のコ ンテキス ト の種類の 

InprocHandler の値を選択し ます。

引数 COM サーバーを呼び出す時に OLE が使用する引数を入力し ます。

テーブル 11-18 • ProgID の設定

設定 説明

COM ク ラス この ProgID が参照する COM ク ラスがある場合は、 その COM ク ラスを選択

し ます。

後で、 COM ク ラスのク ラス ID (CLSID) を変更する場合、 その関連付けを修

復するにはも う一度リ ス ト から選択する必要があり ます。

テーブル 11-16 • COM ク ラスの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [COM 登録 ] 領域でバージ ョ ン非依存

型 ProgID を選択する と、 以下の設定を構成できます :

説明 この ProgID の説明を入力し ます。

この説明は、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 レジス ト リキー 

(HKEY_CLASSES_ROOT\class.object) で ProgID のデフ ォル ト 値と し て登録され

ます。 フ ァ イル拡張子に関連付けられている フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てか

ら [ プロパテ ィ ] を選択する と、 こ こに入力し た説明が [ 全般 ] タ ブに表示

されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

アイ コ ン フ ァ イル この ProgID と関連付けられたアイ コ ンを含むフ ァ イルへの完全修飾パスを

入力するか、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てパスを参照し ま

す。

.ico、 .exe、 または .dll フ ァ イルを指定できます。 実行可能フ ァ イルまたは 

DLL を参照し て特定のアイ コ ンを選択する と、 そのフ ァ イルからアイ コ ン

が抽出されます。

アイ コ ン イ ンデッ クス フ ァ イルに複数のアイ コ ン リ ソースがある場合、 適切なアイ コ ンにイ ン

デッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの

順番が参照されます。 た と えば 0 はフ ァ イルの最初のアイ コ ン、 1 は 2 番

目、 2 は 3 番目とい う よ う にな り ます

負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。 た と えばアイ

コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

テーブル 11-19 • バージ ョ ン非依存型 ProgID の設定

設定 説明

説明 このバージ ョ ン独立の ProgID の説明を入力し ます

説明は、 このコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ルー ト キー 

(HKEY_CLASSES_ROOT\ バージ ョ ン非依存 ProgID)  の下にバージ ョ ンに依存し

ない progID のデフ ォル ト 値と し て登録されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-18 • ProgID の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
タ イプ ラ イブラ リ

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [COM 登録 ] 領域で [ タ イプ ラ イブ ラ

リ ] を選択する と、 以下の設定を構成できます :

フ ァ イル タ イプの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ フ ァ イルの種類 ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-20 • タ イプ ラ イブラ リの設定

設定 説明

ロケール ID タ イプ ラ イブ ラ リのロケール ID の 10 進数値を入力し ます。

通常タ イプ ラ イブ ラ リは言語に依存し ないため、 数字 0 がタ イプ ラ イブラ

リの最も一般的な言語です。

バージ ョ ン タ イプ ラ イブ ラ リのバージ ョ ン番号を入力し ます。 この設定を空白のまま

にする と、 実行時に Windows Installer によ って タ イプ ラ イブ ラ リのバー

ジ ョ ンが自動的に判別されます。

Windows Installer が使用する タ イプ ラ イブ ラ リのバージ ョ ンは、 x.y の形式

で入力する必要があ り ます。 こ こで、 x および y は 10 進整数です。

コス ト このタ イプのラ イブラ リの登録に関連する コス ト を入力し ます。 負の数値

を利用する こ とはできません。 特定の値を使用し ない場合は、 数値 1 を入

力し ます。

ヘルプ パス このタ イプ ラ イブ ラ リのヘルプがイ ンス ト ールされる イ ンス ト ール先フ ォ

ルダーを選択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てデ ィ レ ク ト リ を選

択または作成し ます。

コ ンポーネン ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を使用するに

は、 [INSTALLDIR] を選択し ます。

説明 このタ イプ ラ イブ ラ リの説明を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
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• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ フ ァ イルの種類

] 領域は、 次のカテゴ リ に分かれています :

• 拡張子 

• 動詞 

• MIME タ イプ 

• ProgID 

拡張子

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [ フ ァ イルの種類 ] 領域で [ 拡張子 ] を

選択する と、 以下の設定を構成できます :

テーブル 11-21 • 拡張子の設定

設定 説明

ProgID このフ ァ イル拡張子に登録する ProgID を選択し ます。

新しい名前を入力し て ProgID を作成する こ と もできます。 その場合、

InstallShield によ って ProgID ノ ー ドの下に新しい ProgID が追加されます。

フ ァ イルの種類の ProgID は任意の文字列ですが、 ターゲッ ト  システム上で

一意である必要があ り ます。 ProgID の命名規則には、 拡張子に ド ッ ト を付

けず、 file とい う語を追加する、 とい う ものがあ り ます。 従って、 .ext 拡張

子は extfile とい う ProgID と なる場合もあ り ます。 別の命名規則には、

SampleApp.Document のよ う に、 特定の種類のフ ァ イルを開 く アプ リ ケー

シ ョ ン名から フ ァ イルの種類 ProgID の名前を付ける、 とい う ものがあり ま

す。

MIME タ イプ このフ ァ イル拡張子に関連付けられている MIME タ イプが存在する場合はそ

の種類を選択し ます。

拡張子用に新しい MIME タ イプを作成するには、 そのアイ コ ンを右ク リ ッ ク

し て [ 新しい MIME タ イプ ] を ク リ ッ ク し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2317



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
動詞

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [ フ ァ イルの種類 ] 領域で、 フ ァ イル

拡張子の下にある動詞を選択する と、 以下の設定を構成できます :

テーブル 11-22 • 動詞の設定

設定 説明

コマン ド  シーケンス コマン ド動詞のシーケンス番号を入力し ます。 このフ ァ イル拡張子に複数

の動詞が関連付けられている場合、 シーケンス番号に基づいてコ ンテキス

ト  メ ニュー ( 右ク リ ッ ク メ ニューまたはポ ッ プア ッ プ メ ニュー ) に表示さ

れる動詞の順番が決定されます。

シーケンス番号を指定し なかった場合、 または複数の動詞が同じ シーケン

ス番号を持つ場合、 動詞はアルフ ァベ ッ ト 順に並べられます。

コマン ド シーケンスの最初の動詞は、 フ ァ イルの種類のコ ンテキス ト  メ

ニューのデフ ォル ト の オプシ ョ ン と し て、 太字体で表示されます。

表示名 エン ド ユーザーが現在の拡張子を持つフ ァ イルを右ク リ ッ ク し たと き、

Windows Explorer で表示される コ ンテキス ト  メ ニューのこの動詞用に表示す

るテキス ト を入力し ます。 例えば、 このフ ァ イル拡張子のコ ンテキス ト  メ

ニューで 「SampleApp で開 く (O)」 (O に下線 ) を表示するには、 「SampleApp 

で開 く (&O)」 と入力し ます。

この設定はオプシ ョ ンです。 表示名を指定し なかった場合、 [ 拡張子 ] ツ

リーに表示される動詞の名前がターゲッ ト  システム上のフ ァ イル タ イプの

コ ンテキス ト  メ ニューに使用されます。 開 く 、 印刷、 および検索などの標

準的な動詞の 1 つを使用し、 表示名を指定し なかった場合、 Windows は各

システムの動詞を自動的にローカ ラ イズし ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

引数 この動詞のコマン ド ラ イ ン引数を入力し ます。

選択されたフ ァ イル名の引数の位置に %1 を使用し て く だ さい。 た と えば、

エン ド ユーザーが C:\File.ext を右ク リ ッ ク し て、 この動詞の引数が -p %1 

と仮定し た場合、 コマン ド ラ イ ン引数は -p C:\File.ext にな り ます。

スペースを含むフ ァ イル名を正し く 処理するために、 "%1" のよ う に %1 引数

を引用符で囲む必要がある場合もあ り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MIME タ イプ

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [ フ ァ イルの種類 ] 領域で、 フ ァ イル

拡張子の下にある動詞を選択する と、 以下の設定を構成できます :

ProgID

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューにある [ フ ァ イルの種類 ] 領域で [ProgID] を

選択する と、 以下の設定を構成できます : 各設定の詳細については、 「ProgIDs」 を参照し て く だ さい。

サービスの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ サービス ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ モ • Windows Installer はド ラ イバー サービスをサポー ト し ていないので、 サービスは単一実行可能フ ァ イル 

(.exe) である必要があり ます。

サービス実行可能フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルでな く てはな り ません。 詳細については、 「コ

ンポーネン ト のキーフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

サービスの設定に関する情報は、 「[ サービス ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

パブ リ ッ シュの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ パブ リ ッ シュ ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

テーブル 11-23 • MIME タ イプの設定

設定 説明

ク ラス ID この MIME タ イプ と関連付けられている ク ラス ID を入力し ます。
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• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] タ ブの下にある [ パブ リ ッ シュ ] 領

域を使って、 次の種類の項目を [ パブ リ ッ シュ ] エクスプローラーに追加する こ とができます :

[ パブ リ ッ シュ ] 領域で修飾子を選択し て、 以下の設定を構成できます :

デバイス ド ラ イバーの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ デバイス ド ラ イバー ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ デバイス ド ラ

イバー ] 領域には、 以下の設定があ り ます :

テーブル 11-24 • パブ リ ッ シュの設定

設定 説明

ComponentID GUID である componentID は、 修飾コ ンポーネン ト と し てグループ化された

複数のコ ンポーネン ト のカテゴ リ を表すカテゴ リ ID です。 各 ComponentID 

には少な く と も 1 つの修飾子が必要です。

メ モ • ComponentID と コ ンポーネン ト の " コ ンポーネン ト  コー ド " で入力

する GUID とは異な り ますので、 ご注意 く だ さい。 これらは両方と も一意の

値でな く てはな り ません。

修飾語 修飾子とは、 た と えば言語を指定する場合に、 この言語またはコ ンポーネ

ン ト のバージ ョ ンを他から区別するために使用する文字列です。 修飾子は、

コ ンポーネン ト に対し て一意である必要があ り ます。

テーブル 11-25 • 修飾子の設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン データ 修飾子に対応するアプ リ ケーシ ョ ン データ を入力し ます。 アプ リ ケーシ ョ

ン データは、 エン ド ユーザーに表示できるテキス ト  文字列です。 この設定

はオプシ ョ ンです。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
2320 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
• [ 共通 ] タ ブ 

• [ シーケンス ] タ ブ 

[ 共通 ] タ ブ

[ 共通 ] タ ブには、 デバイス ド ラ イバーに関する以下のラ ン タ イム設定があり ます :

テーブル 11-26 • [ 共通 ] タ ブにあるデバイス ド ラ イバーの設定

オプシ ョ ン 説明

既存のデバイス ド ラ イバーを常

に上書きする

既存のド ラ イバーを このド ラ イバーで置き換えます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スがチ ェ ッ ク されていないで、 デバイスのド ラ イバーが既に存在する場合、

ド ラ イバーのイ ンス ト ールは実行されません。

[ デバイスを コ ンピ ューターへ接

続 ] ダイアログを非表示にする

ド ラ イバーに対応するデバイスがコ ンピ ューターへ接続されていない場合、

デバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ール中に [ デバイスを コ ンピ ューターへ接

続 ] ダイアログが表示されないよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

デバイス ド ラ イバーの [ プログ

ラムの追加と削除 ] エン ト リ を

作成し ない

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 イ ンス ト ールで、 デバイス ド ラ イ

バーの [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リは作成されません。 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 イ ンス ト ールで [ プログラムの追加と削除 ] 

エン ト リが作成されます。

DIFxApp は Windows Vista 以降のシステム上では、 この機能をサポー ト し ま

せん。

署名がない ド ラ イバー フ ァ イル

と フ ァ イルが足り ない ド ラ イ

バーを イ ンス ト ールする

デフ ォル ト では、 DIFxApp は、 署名されていない ド ラ イバー パッ ケージや、

フ ァ イルが足り ない ド ラ イバー パッ ケージを イ ンス ト ールする こ とができ

ません。 このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド するには、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 最終版の署

名済みバージ ョ ンを出荷する前に完全なテス ト を手軽に行う こ とができま

す。

アン イ ンス ト ール時に ド ラ イ

バーに関連付けられているバイ

ナ リ フ ァ イルを削除する

デフ ォル ト で、 DIFxApp は、 ド ラ イバー パッ ケージをアン イ ンス ト ールす

る と き、 ド ラ イバーを イ ンス ト ールし た と きにシステムにコ ピーされたバ

イナ リ フ ァ イルを削除し ません。 このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド

するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 DIFxApp は、 バイナリ フ ァ イルがド

ラ イバー ス ト ア内の対応するバイナ リ フ ァ イルと同一の場合のみ、 そのバ

イナ リ フ ァ イルをシステムから削除し ます。

注意 • ド ラ イバーのバイナ リ フ ァ イルが他のド ラ イバー パッ ケージまたは

アプ リ ケーシ ョ ンに必要ではないこ と を確認できる と きのみ、 [ アン イ ンス

ト ール時に ド ラ イバーに関連付けられているバイナ リ フ ァ イルを削除する

] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て く ださい。
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ローカ ラ イズ済みラ ン タ イム ダ

イアログをすべて含める

これをチ ェ ッ ク ボ ッ クスを設定する と、 イ ンス ト ールは以下の言語のダイ

アログおよびテキス ト を含むカス タム アクシ ョ ン ラ ン タ イム .dll を使用し

ます。

• アラ ビア語 ( サウジアラ ビア )

• 中国語 ( 中国 )

• 中国語 ( 台湾 )

• チ ェ コ語 ( チ ェ コ )

• デンマーク語 ( デンマーク )

• オラ ンダ語 ( オラ ンダ )

• 英語 (U.S.)

• フ ィ ン ラ ン ド語 ( フ ィ ン ラ ン ド )

• フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス )

• ド イ ツ語 ( ド イ ツ )

• ギリ シャ語 ( ギリ シャ )

• ヘブラ イ語 ( イスラエル )

• ハンガ リー語 ( ハンガ リー )

• イ タ リ ア語 ( イ タ リ ア )

• 日本語 ( 日本 )

• 韓国語 ( 韓国 )

• ノルウ ェー語 ( ブーク モール ) ( ノルウ ェー )

• ポーラ ン ド語 ( ポーラ ン ド )

• ポル ト ガル語 ( ブラジル )

• ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル )

• ロシア語 ( ロシア )

• スペイ ン語 - モダン ソー ト  ( スペイ ン )

• スウ ェーデン語 ( スウ ェーデン )

• ト ルコ語 ( ト ルコ )

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 イ ンス ト ールは英語のラ ン タ イム 

ダイアログのみを使用し ます。 英語のラ ン タ イム .dll フ ァ イルはローカ ラ イ

ズされた .dll フ ァ イルよ り も小さいため、 容量的に問題がある場合や追加の

言語ラ ン タ イム ダイアログが不要な場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ

ア し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 デバイス ド ラ イバーを含むプロジ ェ ク ト に含ま

れる全てのコ ンポーネン ト に適用し ます。

テーブル 11-26 • [ 共通 ] タ ブにあるデバイス ド ラ イバーの設定 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ シーケンス ] タ ブ

[ シーケンス ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバー （現在のコ ンポーネン ト のデバイス ド ラ イバーだ

けでな く すべてのデバイス ド ラ イバー） を イ ンス ト ールする順番を指定する こ とができます。

その他のデータの設定

プロジ ェ ク ト • コ ンポーネン ト の [ その他のデータ ] 領域は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプで利用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

コ ンポーネン ト の [ その他のデータ ] 領域は、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューと [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューで

利用できます。

タ スク [ その他のデータ ] ノ ー ド を使用するには、 以下の手順を実行し ます。

• [ その他のデータ ] ノ ー ド を ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト に関連し た Windows Installer テーブルのリ ス ト を

表示し ます。 リ ス ト にはコ ンポーネン ト と関連付けられた SQL Script フ ァ イルの名前も含まれます。 さ らに、

[ その他のデータ ] ノ ー ド には、 Complus、 DuplicateFile、 Environment、 IniFile、 MoveFile、 RemoveIniFile、

RemoveRegistry、 および ReserveCost テーブルで検出されたレ コー ドの数がリ ス ト されます。

• ダイ レ ク ト エデ ィ ターでテーブルに移動するには、 テーブル名を ク リ ッ ク し ます。

デバイス ド ラ イバー マシン アー

キテ クチャ

このエ リ アには、 い く つかのオプシ ョ ンがあ り ます。 適切なオプシ ョ ンを

選択し ます。

• デバイス ド ラ イバーは 32 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト する

• デバイス ド ラ イバーは Itanium 64  ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト する

• デバイス ド ラ イバーは AMD 64 ビ ッ ト マシンを ターゲッ ト にする

この設定は、 デバイス ド ラ イバーを含むプロジ ェ ク ト に含まれる全てのコ

ンポーネン ト に適用し ます。

テーブル 11-26 • [ 共通 ] タ ブにあるデバイス ド ラ イバーの設定 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成するには、 機能の " イ ンス ト ール レベル " プロパテ ィ を

使用し ます。

セ ッ ト ア ッ プ タ イプを使って、 エン ド ユーザーに様々なバージ ョ ンの製品を提供できます。 た と えば、 デフ ォル

ト のセ ッ ト ア ッ プの種類は 「完全」 と 「カス タム」 です。 「完全」 セ ッ ト ア ッ プは、 イ ンス ト ールに含まれるすべ

てのフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 カス タム セ ッ ト ア ッ プの種類は、 どの機能を イ ンス ト ールするかエン ド

ユーザーが選択する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プの種類は機能に基づいています。 各セ ッ ト ア ッ プ タ イプに関連付ける機能を選択し ます。 次に、 エ

ン ド ユーザーが特定のセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 そのセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けた機能だけがイ ン

ス ト ールされます。

デフ ォル ト では、 作成する各プロジ ェ ク ト は定義済みセ ッ ト ア ッ プの種類 を含みます。 セ ッ ト ア ッ プの種類 

ビ ューで、 セ ッ ト ア ッ プの種類を追加 / 削除し た り、 既存のセ ッ ト ア ッ プの種類名を変更できるほか、 各セ ッ ト

ア ッ プの種類に関連付けられている機能を変更する こ と もできます。

デフ ォル ト  セ ッ ト ア ッ プの種類

その他のセ ッ ト ア ッ プのタ イプ

このビ ューではその他のセ ッ ト ア ッ プのタ イプを作成できます。 プロジ ェ ク ト に複数のセ ッ ト ア ッ プの種類を追

加する詳しい方法については、 「セ ッ ト ア ッ プの種類について」 をご覧 く だ さい。

テーブル 11-27 • デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プのタ イプ

セ ッ ト ア ッ プの
種類

プロジ ェ ク ト の種
類 説明

完全 InstallScript、

InstallScript MSI

[ 完全 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプには、 イ ンス ト ール プログラムのすべての

機能が含まれます。

カス タム InstallScript、

InstallScript MSI

[ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプでは、 エン ド ユーザーがどの機能を イ

ンス ト ールするか選択する こ とができます。 必要な機能は、 常に確実に

イ ンス ト ールされるよ う にマーク し ます。 しかし、 オン ラ イ ンヘルプの

よ う な機能はイ ンス ト ールする必要がないかも しれません。 このよ う な

場合に、 エン ド ユーザーはどのオプシ ョ ン機能を イ ンス ト ールするかを

選択する こ とができます。
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セ ッ ト ア ッ プの種類の設定

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューでセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 以下の設定を構成できます :

[ パッ ケージ ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

テーブル 11-28 • セ ッ ト ア ッ プの種類の設定

設定 説明

表示名 セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を入力し ます。 この名前は、 イ ンス ト ールの実行時に

エン ド ユーザーに表示される名前にな り ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わ

り に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を

参照し て く だ さい。

説明 セ ッ ト ア ッ プの種類についての説明を入力し ます。

メ モ • この説明は、 スク リ プ ト で SdSetupTypeEx を呼び出し た場合のみ 、 イ ンス

ト ール プロセス中にエン ド ユーザーに表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わ

り に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を

参照し て く だ さい。

コ メ ン ト このセ ッ ト ア ッ プの種類に関する コ メ ン ト を入力し ます。 このコ メ ン ト は書き込

んだユーザー用ですので、 イ ンス ト ールには表示されません。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わ

り に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を

参照し て く だ さい。
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にパッ ケージを 1 つを、 または、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のパッ ケージを追加できます。 追加するパッ ケージの種類の判別方法につい

ては、 「パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ

イ ン」 をご覧 く だ さい。

このビ ューではまた、 前提条件を実行するために指定されたフ ァ イルの種類に応じ て、 1 つ以上の InstallShield 前

提条件を、 .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 または .exe パッ ケージ と し てイ ンポー ト する こ と もできます。

このビ ューでは、 各パッ ケージの条件を定義し た り、 各パッ ケージを 1 つ以上のア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI 機能と関連付けた り、 各パッ ケージについてその他の設定を構成し た り できます。

実行時に、 [ パッ ケージ ] ビ ューで リ ス ト されたパッ ケージに定義し た条件とパッ ケージの順番に従って、

Setup.exe フ ァ イルが各パッ ケージを起動し ます。

[ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージを選択する と きに、 以下のタ ブを使用できます :

• 共通 

• Features 

[ パッ ケージ ] ビ ューでダイナ ミ ッ ク フ ァ イル フ ォルダーを選択し たと き、 2 つの設定が使用できるよ う にな り ま

す。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定」 を参照し て く ださい。

[ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ パッ ケージ ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブは、 次の主なカテゴ リ に分かれています :

• 全般 

• 操作 

• 構成 ( これは Web 配置パッ ケージで使用できます。 )

• イベン ト  ( このイベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。 )

[ 全般 ] の設定

パッ ケージの " 全般 " 設定を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージの表示名や、

パッ ケージの起動条件などの詳細を指定できます。
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一部の設定は、 すべての種類のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージ フ ァ イルに適用で

きませんので注意し て く だ さい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明

パッ ケージ GUID .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

このパッ ケージを一意に識別する GUID を入力し ます。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するに

は、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク

リ ッ ク し ます。

表示名 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

実行時にこのパッ ケージに表示する名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含ま

れているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値

と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 こ

の設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

製品構成 基本の MSI プロジ ェ ク ト 選択されたパッ ケージに関連付ける InstallShield プロ

ジ ェ ク ト のリ リースに含まれる製品構成を選択し ます。

1 つ以上の InstallShield プロジ ェ ク ト  パッ ケージを含む

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースを

ビルド する と、 関連する InstallShield プロジ ェ ク ト 内の

指定された リ リースが最初にビルド されて、 生成される

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにそれらが

パッ ケージ と し て含まれます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2327



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リース 基本の MSI プロジ ェ ク ト  

 InstallScript プロジ ェ ク

ト

選択されたパッ ケージ と関連付ける InstallShield プロ

ジ ェ ク ト のリ リースを選択し ます。

1 つ以上の InstallShield プロジ ェ ク ト  パッ ケージを含む

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースを

ビルド する と、 関連する InstallShield プロジ ェ ク ト 内の

指定された リ リースが最初にビルド されて、 生成される

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにそれらが

パッ ケージ と し て含まれます。

場所 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

パッ ケージの場所を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ]  — パッ ケージ と

そのフ ァ イルを ソース メ デ ィ アに格納し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールを CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト

ワークなどの固定メ デ ィ アから非圧縮で実行する場

合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

• Setup.exe から抽出する — パッ ケージ と そのフ ァ イ

ルを Setup.exe に圧縮し て、 必要に応じ て実行時に

抽出し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ール全体を Setup.exe に完全に含める場合、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 [Web からダウン

ロー ド する ] オプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ー

ルが小さ く な り ダウンロー ド時間も短縮されます

が、 [Setup.exe から抽出する ] オプシ ョ ンは完全に

独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

• Web からダウンロー ド する — パッ ケージ と そのフ ァ

イルフ ァ イルを、 必要に応じ て、 パッ ケージに指定

された URL からダウンロー ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト

からダウンロー ド され、 かつ、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのサイ

ズと ダウンロー ド時間を最小化し たい場合に推奨さ

れます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI パッ ケージは、 適切なバージ ョ ンが既に

ターゲッ ト  システム上にある場合はダウンロー ド さ

れません。

" 場所 " 設定で選択するオプシ ョ ンは、 [ リ リース ] 

ビ ューでオーバーラ イ ド される こ とがあ り ますので、 ご

注意 く ださい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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URL .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

選択されたパッ ケージおよびそのフ ォルダーと フ ァ イル

が含まれるルー ト  フ ォルダーの URL を入力し ます。

パッ ケージを起動する必要がある場合、 実行時にパッ

ケージおよび関連フ ァ イルが、 この場所から ターゲッ ト  

システムにダウンロー ド されます。

この設定は、 " 場所 " 設定で [Web からダウンロー ド す

る ] が選択されている場合に使用できます。

パッ ケージの種類 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

では、 この設定は編集に使用できます。 ア ドバンス ト  

Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 プ ラ イマ リ パッ ケージの数が 

1 つのみサポー ト されているため、 この設定は読み取り

専用になっています。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場合 : この

パッ ケージがターゲッ ト  システム上に存在するかど うか

によ って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを

初回イ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー ド で

実行するかど うかを示す、 パッ ケージの種類を選択し ま

す。

この設定で選択できるオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

• プ ラ イマ リ — 選択されたパッ ケージは、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルのメ イ ンの部分です。

実行時、 ターゲッ ト  システム上から イ ンス ト ールの

プラ イマ リ パッ ケージのすべてが不足し ている場

合、 イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ールと し て実行し

ます。 ターゲッ ト  システム上にスイー ト  イ ンス

ト ールのいずれかのプラ イマ リ パッ ケージが存在す

る場合、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で実行

し ます。

• 依存フ ァ イル — 選択されたパッ ケージは、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールをどのモー ド で実行するかを決定する要因と

し て見なすこ とはできません。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけるプラ イマ リ パッ

ケージ と依存パッ ケージの違い」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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キャ ッ シュ パス .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

キャ ッ シュ されたパッ ケージおよびその他のパッ ケージ 

フ ァ イルを保存するエン ド ユーザーのシステム上の場所

を指定し ます。 ハー ド コー ド 化された値、 た と えば 

C:\CachedFiles を入力できますが、 パスにはリ ス ト され

ている イ ンス ト ール先プロパテ ィ ー値を使用する こ とが

推奨されます。 次は、 デフ ォル ト の値です :

[LocalAppDataFolder]Downloaded Installations 

[ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブでは、 ターゲッ ト  

システム上で実行されるパッ ケージで、 キャ ッ シュ パス

が定義されている場合に、 ターゲッ ト  システム上にパッ

ケージをキャ ッ シュするかど うかを指定できます。 非圧

縮のリ リースをビルド する場合は、 ターゲッ ト  システム

上でパッ ケージをキャ ッ シュ し ないこ と をお勧めし ま

す。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

デジ タル証明書フ ァ イル .appx UWP アプ リ パッ ケージをサポー ト する Windows のバー

ジ ョ ンは、 パッ ケージのソースを信頼し ない限り、 サイ

ド ロー ド パッ ケージを イ ンス ト ールし ません。た と えば 

Visual Studio で生成されたカス タム証明書を使用する場

合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールではター

ゲッ ト  システムの証明書ス ト アにカス タム証明書を追加

する こ と で、 Windows がパッ ケージのソースを信頼する

よ う に設定できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールは、 .cer フ ァ イルをサイ ド ロー ド パッ ケージに

含めて、 こ こでそれを指定し た場合にこの処理を行いま

す。

昇格された権限が必要 .msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

パッ ケージが Windows Vista 以降および Windows Server 

2008 以降のシステム上で昇格された権限を必要とするか

ど うかを指定し ます。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
マイナー ア ッ プグレー

ド の処理

.msi、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト

ターゲッ ト  システム上にパッ ケージの以前のバージ ョ ン

が存在する場合に起こ る、 適切な動作を示し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• な し — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールはパッ ケージをマイナー ア ッ

プグレー ド モー ド で実行せずに起動し ます。 つま

り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールは、 このパッ ケージの 

REINSTALL または REINSTALLMODE プロパテ ィ を

設定し ません。

• 自動 — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールは REINSTALL プロパテ ィ を 

ALL に、 および REINSTALLMODE プロパテ ィ を 

vomus に設定し て、 パッ ケージをア ッ プグレー ド 

モー ド で起動し ます。 エン ド ユーザーには、 製品が

ア ッ プグレー ド される事を通知し ません。

• ユーザーに確認 — ア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 2 番目のウ ィ ン ド

ウを表示し て、 エン ド ユーザーが処理の続行を希望

するかど うかを問い合わせます。 エン ド ユーザーが

続行を希望し た場合、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはア ッ プグ

レー ド モー ド でパッ ケージを起動し ます。 エン ド 

ユーザーが続行し ないこ と を選択し た場合、 パッ

ケージは実行し ません。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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レポー ト されるステータ

ス メ ッ セージ

.msi、 

.msp、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで表示可能なス

テータ ス メ ッ セージの種類を指定し ます。 選択可能なオ

プシ ョ ンは以下のとお り です :

• アクシ ョ ン テキス ト  - ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのステータ

ス メ ッ セージは、 パッ ケージに含まれる標準アク

シ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンからのアクシ ョ ン 

テキス ト を含みます。

• アクシ ョ ン テキス ト およびアクシ ョ ン データ - ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールのステータ ス メ ッ セージは、 およびアク

シ ョ ン テキス ト パッ ケージに含まれる標準アクシ ョ

ンおよびカス タム アクシ ョ ンからのアクシ ョ ン 

データ を含みます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールの実行時、 ISParcelStatus プロパテ ィ は、

ISParcelStatus プロパテ ィ のアクシ ョ ン テキス ト および

アクシ ョ ン データ ( 適切な場合 ) によ って更新されま

す。 アクシ ョ ン データは、 デフ ォル ト で、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの 

InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページで表示されます。

たと えば、 .msi パッ ケージの InstallFiles アクシ ョ ンを実

行中に、 ISParcelStatus プロパテ ィ はアクシ ョ ン テキス

ト  " 新しいフ ァ イルを コ ピーし ています " で更新され

て、 エン ド ユーザーに対し てイ ンス ト ールの現在の進行

状況を通知し ます。ステータ ス メ ッ セージにアクシ ョ ン 

データ を含める場合は、 さ らにターゲッ ト  システム上に

イ ンス ト ール中の各フ ァ イルの名前、 デ ィ レ ク ト リ、 お

よびサイズといったアクシ ョ ン データ で ISParcelStatus 

プロパテ ィ が更新されます。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
共有 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

このパッ ケージを共有と し てマークするかど うかを指定

し ます。

共有パッ ケージ機能を使って、 2 以上のア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが 1 つ

のパッ ケージを共有し ている場合に、 ア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 製品のすべてが削除

されるまで、 ターゲッ ト  システムにそのパッ ケージが保

持されるよ う にし ます。

この設定で [ はい ] を選択する場合、 パッ ケージを共有

するすべてのア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 必ず同じパッ ケージ GUID を

使用し て く ださい。

詳細については、 「異なるア ドバンス ト  UI およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール間で、 共通パッ ケー

ジを共有する」 を参照し て く ださい。

ログの有効化 .msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが、 /log コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターが使われ

て、 コマン ド ラ イ ンから起動される場合、 ログ フ ァ イル

を生成するかど うかを指定し ます。 パッ ケージにログ機

能がサポー ト されていない場合、 そのパッ ケージに対し

て、 ログ機能を有効にし ないこ と をお勧めし ます。

[ はい ] を選択し た場合、 この設定の下にあるサブ設定

も必要に応じ て構成し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ログフ ァ イル .msi、 

.msp、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト

この設定は、 " ログの有効化 " 設定で [ はい ] が選択さ

れた時に有効にな り ます。

ログ フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イルのパスを使

用し ないで く ださい。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI の /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターに

よ って、 エン ド ユーザーは、 パッ ケージのログ フ ァ イル

用のデ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

この設定を空白のままにし ておいた場合、 イ ンス ト ール

で作成されたログ フ ァ イルに、 PackageGUID.log とい う 名

前が使用されます。 PackageGUID は、 [ パッ ケージ ] 

ビ ューの " パッ ケージ GUID" 設定でパッ ケージに割り

当てられた GUID です。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

ログ オプシ ョ ン .msi、 

.msp、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト

この設定は、 " ログの有効化 " 設定で [ はい ] が選択さ

れた時に有効にな り ます。

ログ フ ァ イルを生成する と き、 パッ ケージで使用する 

Windows Installer ログ /L フ ラグを指定し ます。 た と え

ば、 すべてを詳細に記録するログ フ ァ イルを作成する場

合は、 この設定で、 次のよ う に入力し ます :

*v

その他の使用可能なフ ラグについては、 /L の説明を参

照し て く ださい。

この設定を空白のままにし てお く と、 アス タ リ スク (*) 

と v フ ラグがログ フ ァ イルの生成時に使用されます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ログのコマン ド ラ イ ン .exe、 

InstallScript、 

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定は、 " ログの有効化 " 設定で [ はい ] が選択さ

れた時に有効にな り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールで、 ログ機能を有効にするために .exe パッ ケー

ジに渡すコマン ド ラ イ ンを指定し ます。 サポー ト されて

いる適切なフ ラグを含めます。 構成中の  .exe パッ ケー

ジでログ機能がサポー ト されている場合、 フ ァ イルが作

成されるデ ィ レ ク ト リのパスの代わり に、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  

ISLogDir を参照するパスを角かっ こで囲んで含めます。

たと えば、 InstallShield でビルド された Setup.exe フ ァ イ

ルによ って実行される .msi パッ ケージについて、 すべて

を詳細に記録するログ フ ァ イルを生成する場合、 次のコ

マン ド ラ イ ンを入力し ます :

/v"/l*v \"[ISLogDir]FileName.log\""

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールによ って [ISLogDir] が、 ログ フ ァ イルを含む

フ ォルダーへのパスで置き換えられます。 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の /log コマン ド ラ

イ ン パラ メ ーターを使用する と、 エン ド ユーザーは、

パッ ケージのログ フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を指定する

こ とができます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
検出条件 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定を使って、 パッ ケージがターゲッ ト  システム上

に既にイ ンス ト ール済みであるかど うかを評価するため

にア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定できます。

たと えば、 パッ ケージが特定のフ ァ イルまたはレジス ト

リ エン ト リ を イ ンス ト ールする場合、 イ ンス ト ールが検

索する フ ァ イルまたはレジス ト リ キーを指定する条件を

作成できます。

1 つ以上の新しい検出条件を追加するには、 この設定で 

[ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield に

よ って、 " 検出条件 " 設定の下に新しい行が追加されま

す。 この行のリ ス ト から All、 Any、 または None のう ち

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 次にこの行で、 [ 新し

い条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 適切なオプシ ョ ンを選択

し てから条件ステー ト メ ン ト のビルド を続行し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成

およびビルド」 を参照し て く ださい。

1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト が構成される と、 " 検出

条件 " 設定には ( 条件 ) と表示されます。 何も構成され

ていない場合、 " 検出条件 " 設定には ( 空白 ) と表示さ

れます。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
対象条件 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定を使って、 ターゲッ ト  システムで実行するパッ

ケージに必要な要件を満たし ているかど うかを判断する

ためにア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定できま

す。 たと えば、 パッ ケージが 64 ビ ッ ト  システム上での

み実行する場合、 条件に x64 プラ ッ ト フ ォーム要件を設

定できます。 これによ って、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  シス

テム上でのみパッ ケージを起動し ます。 また、 エン ド 

ユーザーが現在のパッ ケージ バージ ョ ンを使って、 将来

リ リース される新しいバージ ョ ンを上書き イ ンス ト ール

する こ と を防ぐために、 対象条件を設定する こ と もでき

ます。

1 つ以上の新しい対象条件を追加するには、 この設定で 

[ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield に

よ って、 " 対象条件 " 設定の下に新しい行が追加されま

す。 この行のリ ス ト から All、 Any、 または None のう ち

適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 次にこの行で、 [ 新し

い条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 適切なオプシ ョ ンを選択

し てから条件ステー ト メ ン ト のビルド を続行し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成

およびビルド」 を参照し て く ださい。

1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト が構成される と、 " 対象

条件 " 設定には ( 条件 ) と表示されます。 何も構成され

ていない場合、 " 対象条件 " 設定には ( 空白 ) と表示さ

れます。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
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ビ ュー リ フ ァ レンス
操作の設定

パッ ケージの " 操作 " 設定を使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがパッ

ケージを イ ンス ト ール、 削除、 修復、 または変更する時に発生する動作などの情報を指定し ます。 この情報には、

パッ ケージの起動時に使用する コマン ド ラ イ ンや、 ターゲッ ト  システムの再起動が必要な と きに発生する動作な

どが含まれます。

Windows の機能 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • 設定は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

この設定を使って、 選択されたパッ ケージが必要とする 

1 つ以上の Windows の役割と機能を、 Windows Vista 以降

または Windows Server 2008 以降が搭載されている ター

ゲッ ト  システム上で有効にする こ と を指定できます。 実

行時、 このパッ ケージがイ ンス ト ールの対象であ り、 無

効化されている 1 つ以上の Windows  の役割または機能

を必要とする場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールは、 パッ ケージを起動する前にこれら を有効化し

ます。

必要な Windows の役割または機能を指定するには、 この

設定で [ 新しい Windows の機能 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

て、 有効なオプシ ョ ンから 1 つを選択し ます。 カス タム 

オプシ ョ ンを使って、 この設定にオプシ ョ ン と し て リ ス

ト されていない任意の Windows の役割または機能を指定

できます。

オプシ ョ ンを選択する と、 InstallShield によ って 

”Windows の機能 ” 設定の下に新しい ”Windows の機能 ” 

行が追加されます。 必要に応じ て "Windows の機能 " 設

定を構成し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に Windows 役割と機能を有効化する」 を参照し

て く ださい。

リ リース フ ラグ .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

リ リース フ ラグを使って、 選択で、 ア ド バンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの異なる

ビルド で、 このパッ ケージを含めた り除外し た り できる

よ う にするには、 この機パッ ケージを識別する リ リース 

フ ラグを入力し ます ( 複数可 )。 複数のフ ラグは、 コ ン

マで区切り ます。

テーブル 11-29 • [ 共通 ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
一部の設定は、 すべての種類のア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージ形式に適用できま

せんので注意し て く だ さい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明

イ ンス ト ール .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが初回イ ンス ト ール モー ド で実行する と き、 こ

のパッ ケージを初回イ ンス ト ールと し て起動するかど う

かを指定し ます。 イ ンス ト ール操作はターゲッ ト  システ

ムがパッ ケージのイ ンス ト ール条件を満たし ている場合

で、 パッ ケージの製品がまだイ ンス ト ールされていない

場合にのみ適用されます。

この設定で [ はい ] を選択する場合、 この設定の下にあ

るサブ設定も必要に応じ て構成し て く ださい。[ いいえ ] 

を選択し た場合、 この設定の下にあるサブ設定は無効で

す。

削除 .msi、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが削除モー ド で実行する場合、 このパッ ケージ

がイ ンス ト ールし た製品を削除するかど うかを指定し ま

す。 削除操作は、 ターゲッ ト  システムがパッ ケージのイ

ンス ト ール条件を満たし ている場合で、 パッ ケージの製

品がイ ンス ト ールされている場合にのみ適用されます。

この設定で [ はい ] を選択する場合、 この設定の下にあ

るサブ設定も必要に応じ て構成し て く ださい。[ いいえ ] 

を選択し た場合、 この設定の下にあるサブ設定は無効で

す。

修復 .msi、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが修復モー ド で実行する場合、 このパッ ケージ

によ ってイ ンス ト ールされた製品を修復する修復モー ド

でパッ ケージを起動するかど うかを指定し ます。 修復操

作は、 ターゲッ ト  システムがパッ ケージのイ ンス ト ール

条件を満たし ている場合で、 パッ ケージの製品がイ ンス

ト ールされている場合にのみ適用されます。

この設定で [ はい ] を選択する場合、 この設定の下にあ

るサブ設定も必要に応じ て構成し て く ださい。[ いいえ ] 

を選択し た場合、 この設定の下にあるサブ設定は無効で

す。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
変更 .msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが変更モー ド で実行する場合、 このパッ ケージ

によ ってイ ンス ト ールされた製品をエン ド ユーザーがイ

ンス ト ール、 削除、 または変更できる メ ンテナンス モー

ド でパッ ケージを起動するかど うかを指定し ます。 変更

操作は、 ターゲッ ト  システムがパッ ケージのイ ンス ト ー

ル条件を満たし ている場合で、 パッ ケージの製品がイ ン

ス ト ールされている場合にのみ適用されます。

この設定で [ はい ] を選択する場合、 この設定の下にあ

るサブ設定も必要に応じ て構成し て く ださい。[ いいえ ] 

を選択し た場合、 この設定の下にあるサブ設定は無効で

す。

ターゲッ ト .msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript

この設定は、 .msi、 .msp、 .exe、 および InstallScript パッ

ケージのイ ンス ト ール設定の下にあるサブ設定です。 ま

た、 .exe パッ ケージの " 削除 "、 " 修復 "、 および " 変更

" 設定の下にもあり ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールが呼び出すパッ ケージ内のフ ァ イル (.msi フ ァ

イル、 .msp フ ァ イル、 または実行可能フ ァ イルのセ ッ ト

ア ッ プラ ンチャー ) を選択し ます。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
EXE コマン ド ラ イ ン .exe この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで

実行する と きにターゲッ ト  フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設

定で選択されたフ ァ イル ) を起動するのに使用する コマ

ン ド ラ イ ンを指定し ます。 この設定には、 フ ァ イル名を

含めないで く ださい。

エン ド ユーザーによる操作な し ですべてのカス タ マイズ

を完了する場合、 .exe パッ ケージをサイ レン ト で実行す

る コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含める こ とができま

す。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI コマン ド ラ イ ン .msi、

基本の MSI プロジ ェ ク ト

この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで

実行する と きにターゲッ ト  フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設

定で選択されたフ ァ イル ) を起動するのに使用する コマ

ン ド ラ イ ンを指定し ます。 この設定には、 フ ァ イル名を

含めないで く ださい。

.msi パッ ケージのイ ンス ト ールおよび削除操作を構成し

ている場合、 使用できる コ マン ド ラ イ ン パラ メ ータの種

類は、 Windows Installer プロパテ ィ です。 .msi パッ ケー

ジの修復および変更操作を構成し ている場合、 使用でき

る コマン ド ラ イ ン パラ メ ータの種類は、 Windows 

Installer 機能プロパテ ィ です。

Windows Installer プロパテ ィ を入力する場合、 以下の形

式を使用し ます :

MYPROPERTYNAME=MyPropertyValue

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 .msi パッ ケージは常にサイ レン ト で起動

されますので注意し て く ださい。 そのため、 .msi パッ

ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ

ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI コマン ド ラ イ ン .msp この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスで

実行する と きにターゲッ ト  フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設

定で選択されたフ ァ イル ) を起動するのに使用する コマ

ン ド ラ イ ンを指定し ます。 この設定には、 フ ァ イル名を

含めないで く ださい。

.msp パッ ケージを使ってすべての機能をア ッ プデー ト す

るには、 以下のよ う なコ マン ド ラ イ ン プロパテ ィ を入力

し ます :

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=ALL

.msp パッ ケージに含まれている特定の機能のみをア ッ プ

デー ト するには、 ア ッ プデー ト する コ ンマ区切りの機能

リ ス ト に REINSTALL を設定し ます。

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=Feature1,Feature3,Feature5

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 .msp パッ ケージは常にサイ レン ト で起動

されますので注意し て く ださい。 そのため、 .msp パッ

ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ

ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コマン ド  ラ イ ン InstallScript、 

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イス と

共に実行する と き、 選択し たターゲッ ト  フ ァ イル ("

ターゲッ ト " 設定で選択し た data1.hdr フ ァ イル ) に関連

付けられている InstallScript パッ ケージを起動するため

に使用する コマン ド ラ イ ンを指定し ます。 この設定に

は、 フ ァ イル名を含めないで く ださい。

InstallScript パッ ケージの [ イ ンス ト ール ] 操作と [ 変更

] 操作を構成する場合、 コマン ド ラ イ ンで、 ア ドバンス

ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  

ISFeatureInstall と ISFeatureRemove を使用できます。 こ

れらのプロパテ ィ では、 次のよ う に、 機能の名前を カ ン

マ区切り で設定し ます :

ISFeatureInstall=Feature1,Feature2 ISFeatureRemove=Feature3 

上記の例では、 Feature1 と Feature2 は、 イ ンス ト ール

されるよ う に選択されています。 Feature3 は、 存在し て

いれば削除されるよ う に選択されています。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 InstallScript パッ ケージは

サイ レン ト で起動されますので注意し て く ださい。 その

ため、 InstallScript パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ

イスを隠すコマン ド ラ イ ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り

ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
EXE サイ レン ト  コマン

ド ラ イ ン

.exe この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き (

ユーザー イ ン ターフ ェ イスな しの実行 )、 ターゲッ ト  

フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設定で選択されたフ ァ イル ) を

起動するために使用する コマン ド ラ イ ンを指定し ます。

この設定には、 フ ァ イル名を含めないで く ださい。

エン ド ユーザーによる操作な し ですべてのカス タ マイズ

を完了する場合、 .exe パッ ケージをサイ レン ト で実行す

る コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含める こ とができま

す。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI サイ レン ト  コマン

ド ラ イ ン

.msi、

基本の MSI プロジ ェ ク ト

この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き (

ユーザー イ ン ターフ ェ イスな しの実行 )、 ターゲッ ト  

フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設定で選択されたフ ァ イル ) を

起動するために使用する コマン ド ラ イ ンを指定し ます。

この設定には、 フ ァ イル名を含めないで く ださい。

.msi パッ ケージのイ ンス ト ールおよび削除操作を構成し

ている場合、 使用できる コ マン ド ラ イ ン パラ メ ータの種

類は、 Windows Installer プロパテ ィ です。 .msi パッ ケー

ジの修復および変更操作を構成し ている場合、 使用でき

る コマン ド ラ イ ン パラ メ ータの種類は、 Windows 

Installer 機能プロパテ ィ です。

Windows Installer プロパテ ィ を入力する場合、 以下の形

式を使用し ます :

MYPROPERTYNAME=MyPropertyValue

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 .msi パッ ケージは常にサイ レン ト で起動

されますので注意し て く ださい。 そのため、 .msi パッ

ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ

ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSP サイ レン ト  コマン

ド ラ イ ン

.msp この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き (

ユーザー イ ン ターフ ェ イスな しの実行 )、 ターゲッ ト  

フ ァ イル (" ターゲッ ト " 設定で選択されたフ ァ イル ) を

起動するために使用する コマン ド ラ イ ンを指定し ます。

この設定には、 フ ァ イル名を含めないで く ださい。

.msp パッ ケージを使ってすべての機能をア ッ プデー ト す

るには、 以下のよ う なコ マン ド ラ イ ン プロパテ ィ を入力

し ます :

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=ALL

.msp パッ ケージに含まれている特定の機能のみをア ッ プ

デー ト するには、 ア ッ プデー ト する コ ンマ区切りの機能

リ ス ト に REINSTALL を設定し ます。

REINSTALLMODE=vomus REINSTALL=Feature1,Feature3,Feature5

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 .msp パッ ケージは常にサイ レン ト で起動

されますので注意し て く ださい。 そのため、 .msp パッ

ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスを隠すコマン ド ラ イ

ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2347



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
サイ レン ト  コマン ド ラ

イ ン

InstallScript、 

InstallScript プロジ ェ ク

ト

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き (

ユーザー イ ン ターフ ェ イスな しの実行 )、 選択し たター

ゲ ッ ト  フ ァ イル (" ターゲ ッ ト " 設定で選択し た 

data1.hdr フ ァ イル ) に関連付けられている InstallScript 

パッ ケージを起動するために使用する コマン ド ラ イ ンを

指定し ます。 この設定には、 フ ァ イル名を含めないで く

ださい。

InstallScript パッ ケージの [ イ ンス ト ール ] 操作と [ 変更

] 操作を構成する場合、 コマン ド ラ イ ンで、 ア ドバンス

ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  

ISFeatureInstall と ISFeatureRemove を使用できます。 こ

れらのプロパテ ィ では、 次のよ う に、 機能の名前を カ ン

マ区切り で設定し ます :

ISFeatureInstall=Feature1,Feature2 ISFeatureRemove=Feature3 

上記の例では、 Feature1 と Feature2 は、 イ ンス ト ール

されるよ う に選択されています。 Feature3 は、 存在し て

いれば削除されるよ う に選択されています。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 InstallScript パッ ケージは

サイ レン ト で起動されますので注意し て く ださい。 その

ため、 InstallScript パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ

イスを隠すコマン ド ラ イ ン パラ メ ータ を渡す必要はあ り

ません。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定で使用できる種類を含む詳細については、 「コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ド バンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに

渡す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
終了動作 .exe この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

パッ ケージが実行された後でも ターゲッ ト  システム上で

検出条件が満たされない場合、 以下のいずれかが True 

である可能性があ り ます。

• 実行可能フ ァ イル パッ ケージの実行が失敗し た。

• パッ ケージに指定された検出条件が不正確である。

たと えば、 ターゲッ ト  システムに特定のフ ァ イルが

存在し ない場合に、 検出条件が実行可能フ ァ イルを

起動する必要がある こ と を示す可能性があ り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールによ って実行可能アフ ィ ル パッ ケージ

が実行された後でも フ ァ イルが不足し ている場合、

条件に誤りがある可能性があ り ます。

1 つ以上の検出条件が、 パッ ケージを起動する必要があ

る こ と を示し続けている場合に発生する動作を指定し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• セ ッ ト ア ッ プを続行するかど うかを確認する — エン

ド ユーザーに対し てア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを続行するかど

うかを指定するよ う にプロンプ ト する メ ッ セージ 

ボ ッ クスを表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

• セ ッ ト ア ッ プを終了する — ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが、 処理

を続行せずに終了する場合は、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

• セ ッ ト ア ッ プを続行する — ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが、 基本

的に実行可能フ ァ イルで満たされなかった条件を無

視し て ( 必要な場合に ) スイー ト 内の次のパッ ケー

ジに進む場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
再起動要求 .msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

パッ ケージにおける ターゲッ ト  システムの再起動」 でも

説明されているよ う に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを イ ンス ト ールするた

めにターゲッ ト  マシンを再起動する必要がある場合があ

り ます。

パッ ケージが、 ターゲッ ト  システムの再起動を必要とす

る場合の動作を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以

下のとお り です :

• マシンの再起動を許可する — 再起動の必要性が検出

された場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは終了し て、 パッ ケー

ジによる再起動が ト リ ガされます。 パッ ケージに

よ って、 ターゲッ ト  システムが再起動された場合、

再起動の後、 次のパッ ケージが、 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI で継続されます。

パッ ケージによ って、 再起動が ト リ ガされなかった

場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールは次の再起動の後に再開し ま

す。

• 再起動要求を無視する — ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 ター

ゲッ ト  システムを再起動せずに続行し ます。 つま り

再起動が必要である と検出されても、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

がこれをスキッ プするには、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。 パッ ケージによ って ターゲッ ト  システムが

再起動された場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ー

ルの次のパッ ケージを続けて実行し ます。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
再起動要求 ( 続き ) • プロンプ ト を遅延し てから、 終了またはマシンを再

起動する — パッ ケージで ターゲッ ト  システムの再

起動が必要な場合、 最後のパッ ケージが完了し た

後、 次のパッ ケージが再起動を ト リ ガするまで、 ま

たはア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが終了するまで再起動が遅延さ

れます。 次のパッ ケージによ って再起動が発生する

場合、 再起動動作は、 次のパッ ケージに構成された

再起動動作に従います。 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの最後で再

起動が発生する場合、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 エン ド 

ユーザーに対し て再起動を行うかど うかを問い合わ

せる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。 エン ド 

ユーザーが再起動を許可し ないこ と を選択し た場

合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールはターゲッ ト  システムを再起動

せずに終了し ます。

• プロンプ ト し てから、 終了またはマシンを再起動す

る — パッ ケージがターゲッ ト  システムの再起動を

必要と し ている こ と をア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが検出し た

場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールはエン ド ユーザーに対し て再

起動を行うかど うかを問い合わせる メ ッ セージ ボ ッ

クスを表示し ます。 エン ド ユーザーが再起動を許可

し た場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールは再起動のあと再開し ま

す。 エン ド ユーザーが再起動を許可し ないこ と を選

択し た場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはターゲッ ト  システム

を再起動せずに終了し ます。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
再起動要求 ( 続き ) • 常にプロンプ ト し てから、 終了またはマシンを再起

動する — パッ ケージのイ ンス ト ールが完了し た と

き、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールは再起動の必要性を検出し な

かった場合でも、 エン ド ユーザーに対し て再起動を

行うかど うかを問い合わせる メ ッ セージ ボ ッ クスを

表示し ます。 エン ド ユーザーが再起動を許可し た場

合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールは再起動のあと再開し ます。 エ

ン ド ユーザーが再起動を許可し ないこ と を選択し た

場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールはターゲッ ト  システムを再起

動せずに終了し ます。

• 常にマシンを再起動する — ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 再起

動の必要性を検出し たかど うかに関わらず、 ター

ゲッ ト  システムを再起動し ます。 ア ド バンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、

再起動後、 継続し て実行されます。

最適なオプシ ョ ンを選択する方法については、 「再起動

が必要なア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI パッ ケージの動作を指定する」 を参照し て く だ さ

い。

再起動コー ド .exe この設定は、 " イ ンス ト ール "、 " 削除 "、 " 修復 "、 お

よび " 変更 " 設定の下にあるサブ設定です。

選択されたパッ ケージが製品のイ ンス ト ール後にター

ゲッ ト マシンの再起動を要求する場合、 この設定に戻り

コー ド を入力し ます。

複数のリ ターン コー ドが存在する場合、 各コー ドはカ ン

マで区切って リ ス ト し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ

ケージ と し て起動する フ ァ イルの戻り コー ドが分からな

い場合は、 パッ ケージの作成者に問い合わせて く ださ

い。

再起動が必要なア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI パッ ケージの詳細は、 「ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージにおける

ターゲッ ト  システムの再起動」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
構成の設定

"Web 非あちパッ ケージの構成 " 設定を使用し て、 "Web 配置 " 設定の様々な値を指定し ます。 詳細については、

「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンの強制

シャ ッ ト ダウン

.appx イ ンス ト ール実行時に選択されたサイ ド ロー ド アプ リ

ケーシ ョ ン パッ ケージ ( またはこのパッ ケージに依存す

る任意のパッ ケージ ) が使用中の場合、 登録処理を行う

ためにパッ ケージに関連付けられたプロセスを強制的に

シャ ッ ト ダウンする こ と を要求できます。 この設定で

は、 この状況下でアプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンす

るかど うかを指定し ます。

テーブル 11-31 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明

コ ンピ ューター名 Web 配置 Web 配置パッ ケージの配置先と なるサーバーの名前を指

定し ます。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と き、 InstallShield 

のデフ ォル ト でこの設定に割り当てられているスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を

そのままに残すか、 独自のプロパテ ィ を指定する こ とが

できます ( 角括弧で囲む )。 代わり に、 ハー ド コー ド化

された値を指定する こ と もできます。

詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

ユーザー名 Web 配置 Web 配置パッ ケージを配置するエン ド ユーザーのユー

ザー名を指定し ます。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と き、 InstallShield 

のデフ ォル ト でこの設定に割り当てられているスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を

そのままに残すか、 独自のプロパテ ィ を指定する こ とが

できます ( 角括弧で囲む )。 代わり に、 ハー ド コー ド化

された値を指定する こ と もできます。

詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

テーブル 11-30 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Events の設定

プロジ ェ ク ト • [ イベン ト ]  領域は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

パスワー ド Web 配置 Web 配置パッ ケージを配置する と きに使用するユーザー 

アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と き、 InstallShield 

のデフ ォル ト でこの設定に割り当てられているスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を

そのままに残すか、 独自のプロパテ ィ を指定する こ とが

できます ( 角括弧で囲む )。 代わり に、 ハー ド コー ド化

された値を指定する こ と もできます。

詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

Site Web 配置 Web 配置パッ ケージの配置先と なるサイ ト を指定し ま

す。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と き、 InstallShield 

のデフ ォル ト でこの設定に割り当てられているスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を

そのままに残すか、 独自のプロパテ ィ を指定する こ とが

できます ( 角括弧で囲む )。 代わり に、 ハー ド コー ド化

された値を指定する こ と もできます。

詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

パラ メ ーター Web 配置 Web 配置パッ ケージのパラ メ ーター XML フ ァ イルに構

成可能な様々なパラ メ ーターが含まれている場合、 " パ

ラ メ ーター " サブ設定を使って、 これらのパラ メ ーター

の値を指定できます。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加する と き、 InstallShield 

のデフ ォル ト でこれらのサブ設定に割り当てられている

スイー ト / ア ドバンス ト  UI またはア ドバンス ト  UI プロ

パテ ィ をそのままに残すか、 独自のプロパテ ィ を指定す

る こ とができます ( 角括弧で囲む )。 代わり に、 ハー ド

コー ド化された値を指定する こ と もできます。

詳細については、 「Web 配置パッ ケージをスイー ト / ア

ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

テーブル 11-31 • [ 共通 ] タ ブにある操作設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パッ ケージの " イベン ト " 設定を使って、 パッ ケージのイ ンス ト ール、 削除、 修復、 または変更時にスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが起動する実行時のアクシ ョ ンをスケジュールし ます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-32 • [ 共通 ] タ ブにある イベン ト の設定

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明

パッ ケージの構成 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定を使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールが、 パッ ケージのイ ンス ト ール、 削除、 修復、 ま

たは変更を行う前に起動する 1 つ以上の実行時のアク

シ ョ ンを指定できます。 アクシ ョ ンは、 [ イベン ト ] 

ビ ューの [ アクシ ョ ン ] エクスプローラーの下に追加済

みでな く てはな り ません。

アクシ ョ ンを指定するには、 この設定で [ イベン ト の追

加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 アクシ ョ ンを選択し ま

す。 InstallShield によて、 " パッ ケージの構成 " 設定の下

に新しい " アク シ ョ ン " 設定が追加され、 その値が選択

されたアクシ ョ ンの名前に設定されます。 " アクシ ョ ン

" 設定のボタ ンを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールでアクシ ョ ンを起動するかど うかを評価する

のに使用する 1 つ以上の条件を指定し ます。

パッ ケージの構成 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定を使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールが、 パッ ケージのイ ンス ト ール、 削除、 修復、 ま

たは変更の後に起動する 1 つ以上の実行時のアクシ ョ ン

を指定できます。 アクシ ョ ンは、 [ イベン ト ] ビ ューの [

アクシ ョ ン ] エクスプローラーの下に追加済みでな く て

はな り ません。

アクシ ョ ンを指定するには、 この設定で [ イベン ト の追

加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 アクシ ョ ンを選択し ま

す。 InstallShield によて、 " パッ ケージの構成 " 設定の下

に新しい " アク シ ョ ン " 設定が追加され、 その値が選択

されたアクシ ョ ンの名前に設定されます。 " アクシ ョ ン

" 設定のボタ ンを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールでアクシ ョ ンを起動するかど うかを評価する

のに使用する 1 つ以上の条件を指定し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アクシ ョ ン .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この読み取り専用設定は、 選択されたパッ ケージ と関連

付けられ、 [ イベン ト ] ビ ューで定義されたアクシ ョ ン

の名前を表示し ます。 このパッ ケージにアク シ ョ ンを実

行するかど うかを判別する条件を定義するには、 " アク

シ ョ ン " 設定の下にあるサブ設定を必要に応じ て構成し

ます。

パッ ケージに複数のアクシ ョ ンを関連付ける場合、 実行

時に起動される順番に、 上から下に時系列でアク シ ョ ン

を リ ス ト し ます。 アクシ ョ ンの順番を変更するには、 移

動させるアクシ ョ ンの設定で [ 条件を移動 ] ボタ ンをポ

イ ン ト し てから、 適切な移動方向 ([ 上へ移動 ] または [

下へ移動 ]) を ク リ ッ ク し ます。

条件 .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

この設定を使って、 イ ンス ト ールが選択されたパッ ケー

ジのアクシ ョ ンを実行するかど うかを評価するためにス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ

以上の条件を指定できます。

1 つ以上の新しいアクシ ョ ン条件を追加するには、 この

設定で [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield によ って、 " 条件 " 設定の下に新しい行が追

加されます。 この行のリ ス ト から All、 Any、 または 

None のう ち適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 次にこの

行で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 適切なオプ

シ ョ ンを選択し てから条件ステー ト メ ン ト のビルド を続

行し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成

およびビルド」 を参照し て く ださい。

1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト が構成される と、" 条件 " 

設定には ( 条件 ) と表示されます。 何も構成されていな

い場合、 " 条件 " 設定には ( 空白 ) と表示されます。

テーブル 11-32 • [ 共通 ] タ ブにある イベン ト の設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 機能 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ パッ ケージ ] ビ ューの [ 機能 ] タ ブには、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の機

能ツ リーが表示されます。 このタ ブで、 選択し た パッ ケージ を含める機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべて選択し

ます。 選択し たパッ ケージを含めない機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべてク リ ア し ます。

表示テキス ト .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

基本の MSI プロジ ェ ク ト  

InstallScript プロジ ェ ク

ト

選択されたアクシ ョ ンについて説明するテキス ト を入力

し ます。 たと えば、 アクシ ョ ンがターゲッ ト  システムを

構成するスク リ プ ト を実行し ている場合、 次の文字列を

入力できます :

システムの構成中

InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページが表示される と き

に、 イ ンス ト ールがアクシ ョ ンを起動する場合、 入力さ

れたテキス ト がウ ィ ザー ド ページに表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含ま

れているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値

と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 こ

の設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

この設定に値を入力する と き、 プロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ン

ス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で

使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-32 • [ 共通 ] タ ブにある イベン ト の設定 ( 続き )

設定
パッ ケージ フ ァ イルの
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ パッ ケージ ] ビ ューの [ ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ] ペイ ンでは、 プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージに作成されたダイナ

ミ ッ ク リ ン クの設定が表示されます。 " ソーｽ " 設定と " フ ィ ルター " 設定は、 すべてのダイナ ミ ッ ク リ ン クに設

定可能です。 他の設定は、 " フ ィ ルター " 設定の下に、 サブ設定と し て表示されている こ とがあ り ます。

テーブル 11-33 • ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定

設定 説明

ソース この設定では、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に含めるパッ ケージを含むソース フ ォルダーのパスが表示され

ます。 これはまた、 パッ ケージに動的に含まれている フ ァ イルのソース

でもあ り ます。

場所をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義されたパ

ス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適

切な値に置換されます。

フ ィ ルター この設定で、 フ ァ イルと フ ォルダーをプロジ ェ ク ト に含めた り、 または

それら をプロジ ェ ク ト から除外するために構成する フ ィ ルターを指定で

きます ( 複数可 )。

フ ィ ルターを追加するには、 この設定で [ 新しいフ ィ ルター ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 フ ィ ルターの定義に使用できる新しい行が追加されま

す。

フ ィ ルターを削除するには、 削除する フ ィ ルターのサブ設定を ク リ ッ ク

し て、 そのサブ設定内にある [ このフ ィ ルターを削除 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義す

る」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
含める フ ァ イル ダイナ ミ ッ ク リ ン クに含めるダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 アス タ リ スク (*) をワイルド カー ド文字と し て使用できます。 また、

ソース フ ォルダーを参照する相対パスを含める こ と もできます。 たと え

ば、 MyDirectory とい う名のサブ フ ォルダー内 (MyDirectory は、 パッ ケー

ジを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーです ) にある ReadMe.txt フ ァ イル

を参照する場合、 次のよ う なフ ィ ルターを使う こ とができます :

.\MyDirectory\ReadMe.txt 

InstallShield で、 リ リースに含める、 または、 リ リースから除外する フ ァ

イルおよびフ ォルダーがど う判別されるかなどを含む、 さ らに詳しい情

報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義する」 を参照し

て く だ さい。

除外する フ ァ イル ダイナ ミ ッ ク リ ン クから除外するダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの名前を指定し

ます。 アス タ リ スク (*) をワイルド カー ド文字と し て使用できます。 ま

た、 ソース フ ォルダーを参照する相対パスを含める こ と もできます。 た

と えば、 MyDirectory とい う名のサブ フ ォルダー内 (MyDirectory は、 パッ

ケージを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーです ) にある ReadMe.txt フ ァ

イルを参照する場合、 次のよ う なフ ィ ルターを使う こ とができます :

.\MyDirectory\ReadMe.txt 

InstallShield で、 リ リースに含める、 または、 リ リースから除外する フ ァ

イルおよびフ ォルダーがど う判別されるかなどを含む、 さ らに詳しい情

報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義する」 を参照し

て く だ さい。

含める フ ォルダー フ ァ イルをダイナ ミ ッ ク リ ン クに含めるダイナ ミ ッ ク フ ォルダーの名前

を指定し ます。 アス タ リ スク (*) をワイルド カー ド文字と し て使用できま

す。 また、 ソース フ ォルダーを参照する相対パスを含める こ と もできま

す。 た と えば、 MyLibrary (MyLibrary は、 パッ ケージを含むフ ォルダーの

サブ フ ォルダーです ) を参照する場合、 次のよ う なフ ィ ルターを使う こ

とができます :

.\MyLibrary 

InstallShield で、 リ リースに含める、 または、 リ リースから除外する フ ァ

イルおよびフ ォルダーがど う判別されるかなどを含む、 さ らに詳しい情

報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義する」 を参照し

て く だ さい。

テーブル 11-33 • ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューを使って、 基本の MSI プロジ ェ ク ト に DIM プロジ ェ ク ト のリ フ ァ レンスを追加し た

り、 管理し た りする こ とができます。 また、 このビ ューでは、 DIM の作成者が用意し た関連する手順を表示し た

り、 DIM リ フ ァ レンスを基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の機能に関連付けた り、 DIM 内のフ ァ イルのデフ ォル ト のイ

ンス ト ール先を上書き し た り、 カス タム アクシ ョ ンをスケジュールし た り、 様々なこ とができます。

InstallShield の DIM プロジ ェ ク ト は、 コ ラボレーシ ョ ンを促進し たいエンジニア チームのために提供されていま

す。 DIM プロジ ェ ク ト を使う と、 組織で、 イ ンス ト ール開発を分担し て、 効率化を図る こ とができます。 DIM は、

機能サイズのプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール パッ ケージの論理的に別個に分かれている部分を構成する製品フ ァ

イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、 および要素など、 関

連するアイテムを集めたものです。 DIM が作成されたら、 そのリ フ ァ レンスを 1 つ以上の基本の MSI プロジ ェ ク

ト に含める こ とができます。

[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューで DIM リ フ ァ レンスを選択する と、 い く つかのタ ブが表示されます :

• [ 全般 ] タ ブ 

• [ 手順 ] タ ブ 

• [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブ 

• [ 機能 ] タ ブ 

• [ シーケンス ] タ ブ 

[ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

除外する フ ォルダー フ ァ イルをダイナ ミ ッ ク リ ン クから除外するダイナ ミ ッ ク フ ォルダーの

名前を指定し ます。 アス タ リ スク (*) をワイルド カー ド文字と し て使用で

きます。 また、 ソース フ ォルダーを参照する相対パスを含める こ と もで

きます。 た と えば、 MyLibrary とい う名のフ ォルダー (MyLibrary は、 パッ

ケージを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーです ) を参照する場合、 次の

よ う なフ ィ ルターを使う こ とができます :

.\MyLibrary 

InstallShield で、 リ リースに含める、 または、 リ リースから除外する フ ァ

イルおよびフ ォルダーがど う判別されるかなどを含む、 さ らに詳しい情

報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダーのフ ィ ルターを定義する」 を参照し

て く だ さい。

テーブル 11-33 • ダイナ ミ ッ ク リ ン クの設定 ( 続き )

設定 説明
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[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ 全般 ] タ ブでは、 選択された DIM リ フ ァ レンスに関する以下の読み取り専用の設

定が表示されます。 これら設定の値は実行時に使用または表示されませんので注意し て く だ さい。 これらの設定

は、 プロジ ェ ク ト を内部的に識別するためのリ フ ァ レンス と し て使用できます。

[ 手順 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ 手順 ] タ ブでは、 DIM プロジ ェ ク ト の作成者が [ 一般情報 ] ビ ューの " ビルドの手

順 " 設定で入力し たガイダンス、 ヒ ン ト 、 コ メ ン ト が表示されます。 これらの手順には、 この DIM のリ フ ァ レン

スを含む基本の MSI プロジ ェ ク ト を適切に構成するために必要な重要な情報が含まれている こ とがあ り ます。

[ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

テーブル 11-34 • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

File この設定では、 選択された DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) の名前が表示さ

れます。

名前 この設定は、 この DIM が示す機能またはユニ ッ ト の名前を示し ます。 この設

定は、 DIM プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューの " サブジ ェ ク ト " 設定で構

成されます。

DIM GUID この設定では、 DIM を一意に識別する GUID が表示されます。 新しい DIM を

作成する と常に、 新しい GUID が自動生成されます。

パッ ケージ コー ド この設定は、 パッ ケージ コー ド を識別し ます。 これは、 作成し た DIM の 

GUID です。

バージ ョ ン この設定は、 DIM のバージ ョ ン番号を示し ます。

説明 この設定では、 DIM の説明が表示されます。 この設定は、 DIM プロジ ェ ク ト

の [ 一般情報 ] ビ ューの " タ イ ト ル " 設定で構成されます。

作成者 この設定は、 この DIM の作成者の名前です。

リ ン ク先 この設定では、 選択された DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) の保存場所が表

示されます。
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[DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブでは、 選択された DIM リ フ ァ レンスに関する以下の読み

取り専用の設定が表示されます。

[ 機能 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[DIM リ フ ァ レンス ] ビルドの [ 機能 ] タ ブでは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の機能ツ リーが表示されます。 このタ

ブで、 選択し た DIM を含める機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべて選択し ます。 選択し た DIM を含めない機能の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスをすべてク リ ア し ます。

テーブル 11-35 • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明

Destination DIM のフ ァ イルを イ ンス ト ールする ターゲッ ト  システム上にある フ ォルダー

を選択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 デ ィ レ ク ト リ を選択ま

たは作成し ます。 この設定を利用し て、 DIM プロジ ェ ク ト に設定された移動

先をオーバーラ イ ド する こ とができます。 この設定のデフ ォル ト 値は、 DIM 

プロジ ェ ク ト で設定された値です。

製品のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ァ イルを イ ンス ト ールす

るには、 [INSTALLDIR] を選択し ます。

イ ンス ト ール先を実行時に構成できるよ う にするには、 選択する イ ンス ト ー

ル先フ ォルダーに、 必ずパブ リ ッ ク プロパテ ィ  ( すべて大文字で表記 ) を指

定し て く だ さい。

コ ンポーネン ト の機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーも設定する こ とができま

す。 コ ンポーネン ト だけでな く 、 機能のイ ンス ト ール先を設定し た場合の効

果については、 「コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先と機能のイ ンス ト ール先

の違い」 を参照し て く だ さい。

競合の解決 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の設定値と選択された DIM プロジ ェ ク ト の設定値

間で発生し た競合の解決方法を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• ベース プロジ ェ ク ト 値を使用する — ビルド時に DIM データ を基本の 

MSI イ ンス ト ールに結合し た時に競合が発生し た場合、 DIM プロジ ェ ク

ト 内の値の代わり に、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内の値が使用されます。

• DIM プロジ ェ ク ト 値を使用する — ビルド時に DIM データ を基本の MSI 

イ ンス ト ールに結合し た時に競合が発生し た場合、 基本の MSI プロジ ェ

ク ト 内の値の代わり に、 DIM プロジ ェ ク ト 内の値が使用されます。

詳細については、 「ビルド時に発生する基本の MSI プロジ ェ ク ト と DIM リ

フ ァ レンス間の競合を解決する」 を参照し て く だ さい。
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[ シーケンス ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

シーケンスは、 フ ァ イル転送からユーザー イ ン タ フ ェースの表示までイ ンス ト ール中に実行されるすべてのアク

シ ョ ンを制御し ます。 これらのアクシ ョ ンにはシーケンス上の番号が付与され、 小さい番号から順に実行されま

す。 [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ューの [ シーケンス ] タ ブで、 DIM のアクシ ョ ンやダイアログをシーケンスに挿入し た

り、 シーケンスのタ イムラ イ ンを編集し た り できます。 詳細については、 「DIM リ フ ァ レンスからのカス タム アク

シ ョ ン と ダイアログをスケジュールする」 を参照し て く だ さい。

[ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ アプ リ ケーシ ョ ン データ ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ンデータには、 プロジ ェ ク ト に追加するすべてのフ ァ イルが含まれます。

フ ァ イルと フ ォルダー

プロジ ェ ク ト • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する こ とができます。 このビ ューは、

Windows エクスプローラーと同様に機能するため、 プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする こ と

ができます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 フ ァ イルに関連付ける機能と コ ンポーネン ト 、 およびそのフ ァ イ

ルへのイ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を指定できます。
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再配布可能フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト に InstallShield オブジ ェ ク ト と

マージ モジュールを追加できます。 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含めて、 イ ンス ト ールに個別機能を追

加する こ とができます。 このタ イプの機能の例と し ては、 Visual Basic のラ ン タ イム  .dll および Microsoft C のラ ン

タ イムラ イブラ リ などがあ り ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 InstallShield 前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。 InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ

レームワークのためのイ ンス ト ールです。 任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加

し て、 その設定の多 く を構成する こ とができます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロ

ジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

前提条件

プロジ ェ ク ト • [ 前提条件 ] ビ ューは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

[ 前提条件 ] ビ ューを使って、 InstallShield 前提条件を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加できます。

オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを使って、 InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト にオブ

ジ ェ ク ト と マージ モジュールを追加できます。

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

メ モ • Microsoft Visual Studio 内の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューは、 InstallShield の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] 

ビ ューと異な り ます。 詳細については、 「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに リ フ ァ レンスを追加する」 を参照し て く

ださい。

ほとんどのイ ンス ト ールの主な目的は、 フ ァ イルを ソース メ デ ィ アから ターゲッ ト マシンのイ ンス ト ール先に転

送する こ と です。 InstallShield では、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューでフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し て

プロジ ェ ク ト に追加できます。 このビ ューには、 フ ァ イル エクスプローラーがあ り、 ソースマシンにある フ ォル

ダーのフ ァ イルを イ ンス ト ール先マシンのフ ォルダーへド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。 フ ァ イル

エクスプローラーの左側の 2 つのペイ ンにはフ ォルダーが含まれ、 右の 2 つのペイ ンには、 これらのフ ォルダー

内にある フ ァ イルが表示されます。

プロジ ェ ク ト • (InstallScript および 基本の MSI を含む ) イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 [ フ ァ イルと フ ォルダー

] ビ ューはフ ァ イル エクスプローラー ペイ ンの上にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト を含みます。 このリ ス ト に

は、 プロジ ェ ク ト のすべての機能が含まれています。 このフ ィ ルターを使って、 このビ ューのイ ンス ト ール先ペ

イ ンのフ ァ イルと フ ォルダーを表示または非表示にし ます。

• このビ ューで特定の機能に属する フ ァ イルと フ ォルダーのみを表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で

機能を選択し ます。

• 特定の機能にフ ァ イルまたはフ ォルダーを追加するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で機能を選択し ます。

次に、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンの適切な場所にフ ァ イルまたはフ ォルダーを追

加し ます。

• プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのフ ァ イルと フ ォルダーを表示するには、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で [ す

べてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] オプシ ョ ンを選択し ます。

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューには、 次の 4 つのパネルがあ り ます。

テーブル 11-36 • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのパネル

ペイ ン 説明

ソース コ ンピ ューター

のフ ォルダー ( 左上 )

[ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンは、 Windows エクスプローラーの左の

ペイ ンに似ています。 このペイ ンには、 ローカルまたはネ ッ ト ワーク上にある フ ォ

ルダーが含まれます。 こ こから、 イ ンス ト ールに追加する フ ァ イルを含むフ ォル

ダーに移動できます。

ソース コ ンピ ューター

のフ ァ イル ( 右上 )

[ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンには、 [ ソース コ ンピ ューターのフ ォル

ダー ] ペイ ンで現在選択されている フ ォルダーに含まれる フ ァ イルが表示されます。

このペイ ンから、 イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのペイ ンのイ ンス ト ール先フ ォル

ダーに、 フ ァ イルを ド ラ ッ グできます。 下部のペイ ンに ド ロ ッ プする フ ァ イルは、

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加されます。
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次の 3 つのいずれかの方法を実行し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加できます :

イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ォルダー 

( 左下 )

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ァ イルを イ ンス ト ール

先フ ォルダーまたはコ ンポーネン ト に追加し た り、 新しいイ ンス ト ール先フ ォル

ダーを作成できるほか、 既存のコ ンポーネン ト を変更できます。

イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ァ イル (

右下 )

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンには、 現在選択されている イ ン

ス ト ール先のフ ォルダーに追加されている フ ァ イルがすべて表示されます。 このペ

イ ンでフ ァ イルを右ク リ ッ クする と、 フ ァ イルのプロパテ ィ のコ ピー、 貼り付け、

削除、 またはプロパテ ィ の編集を行う こ とができます。 (Windows Installer ベースの

プロジ ェ ク ト のみ ) また、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ

イルと し て設定、 またはク リ アする こ と もできます。

テーブル 11-37 • プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する方法

メ ソ ッ ド 説明

フ ァ イルのド ラ ッ グアン

ド ド ロ ッ プ

[ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューの [ フ ァ イル ] エクスプローラーを使って、 プロ

ジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加できます。 このビ ューの上部の 2 つのペイ ンは、 機能的

に Windows エクスプローラーと同じ です。 下部の 2 つのペイ ンは、 フ ァ イルの宛先

を示し ます。

上部のペイ ンから、 下部のペイ ンのイ ンス ト ール先フ ォルダーにソース フ ァ イルを

ド ラ ッ グできます。 InstallShield には、 フ ォルダーのみを ド ラ ッ グし てソース構造を

保存する、 追加のド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プオプシ ョ ンを持つコ ンテキス ト メ ニュー

があ り ます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン ク

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する 2 つ目の方法は、 全体のフ ォルダーの内容、 ま

たはフ ォルダーの特定のフ ァ イルにリ ン クする こ と です。 この方法を使用する と、

イ ンス ト ールのフ ァ イルを含む、 ローカルまたはネ ッ ト ワーク上の特定のフ ォル

ダーを指定できます。 イ ンス ト ールをビルド するたびに、 フ ォルダーの内容が機能

に追加されます。

また、 ワイルド カー ド を使用し て、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルを フ ィ ルタ リ

ングできます。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成」 を参照し て く ださ

い。

メ モ • サブ フ ォルダーと ダイナ ミ ッ ク リ ン ク されたフ ァ イルが、 事前に設定し た数

を超過し た場合、 表示パフ ォーマンスの向上のため、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] 

ビ ューのリ ス ト は切り詰めて表示されます。 この状態のフ ァ イルリ ス ト では、 先頭

項目に ** リ ス ト が切り捨てられま し た ** と表示されます。 サブ フ ォルダーに含ま

れる フ ァ イルはすべて、 プロジ ェ ク ト にビルド されます。

テーブル 11-36 • [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューのパネル ( 続き )

ペイ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
イ ンス ト ール先フ ォルダー

プロジ ェ ク ト • フ ォルダーによ って、 すべてのプロジ ェ ク ト の種類で使用できない場合があ り ます。 プロジ ェ ク ト

固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する場合、 イ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ァ イルを配置し てこれを

行います。 デフ ォル ト では、 以下のイ ンス ト ール先フ ォルダーが提供されます。 それぞれはダイナ ミ ッ クです。

つま り、 ハー ド コー ド化されたパスは必要あ り ません。 その代わり、 各イ ンス ト ール先のフ ォルダーの値は、

ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ ング システムから取得されます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のフ ォルダー

次のフ ォルダーは、 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのみ使用できます。

依存関係 スキャ ン フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する最後の方法は、 [ 依存関係スキャナー ] ビ ューを

使用する こ と です。 このビ ューには、 プロジ ェ ク ト 、 実行アプ リ ケーシ ョ ン、 また

は Visual Basic プロジ ェ ク ト で依存関係の可能性がある フ ァ イルをスキャ ン し てプロ

ジ ェ ク ト に追加する 3 つのウ ィ ザー ドがあり ます。 これらの 3 つのウ ィ ザー ドは、

すべて [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから起動できます。

テーブル 11-38 • 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダー

フ ォルダー名 説明

AdminToolsFolder 管理ツールのある フ ォルダーを指し ます。

AppDataFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォ

ルダーへの完全パスを保持し ます。 このプロパテ ィ の通常の値は、 次

の通り です :

C:\Users\UserName\AppData\Roaming

CommonAppDataFolder これは、 すべてのユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ を含むフ ォル

ダーへの完全パスです。 共通パスは､次のとお り です。

C:\ProgramData

CommonFiles64Folder このプロパテ ィ の値は、 64 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完全

修飾パスです。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 

以降が必要です。

CommonFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 32 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完全

修飾パスです。

テーブル 11-37 • プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する方法 ( 続き )

メ ソ ッ ド 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
DesktopFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーへ

の完全パスを保持するために使用し ます。 セ ッ ト ア ッ プが All Users 

に対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されて

いる場合、 DesktopFolder プロパテ ィ には All Users デスク ト ッ プ フ ォ

ルダーへの完全パスが保持されます。

FavoritesFolder FavoritesFolder プロパテ ィ は現在のユーザーの [ お気に入り ] フ ォル

ダーまでの完全パスを含みます。

FontsFolder このプロパテ ィ は、 Fonts フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

IISROOTFOLDER このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムの Web サーバーのルー ト  

デ ィ レ ク ト リ を格納し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で IIS 機能を

使用し ていて、 Web サイ ト が既に追加されている場合 

IISROOTFOLDER は自動的に追加されます。

詳細については、 「IISROOTFOLDER サポー ト の追加」 を参照し て く だ

さい。

INSTALLDIR このプロパテ ィ には、 イ ンス ト ールプログラムのフ ァ イルのデフ ォル

ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーが格納されます。 [ 一般情報 ] ビ ュー

で、 INSTALLDIR の初期値を設定する こ とができます。

LocalAppDataFolder ローカルに保存されたアプ リ ケーシ ョ ンデータの場所。 このプロパ

テ ィ の通常の値は、 次の通り です :

C:\Users\UserName\AppData\Local

MyPicturesFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ マイ ピ クチャ ] フ ォルダーへ

の完全パスを保持し ます。

PersonalFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの個人フ ォルダーへの完全パスを

保持し ます。

ProgramFiles64Folder このプロパテ ィ は、 64 ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーまでの完全パ

スを保持し ます。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ ン 

2.0 以降が必要です。

ProgramFilesFolder このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーまでの完全パ

スを保持し ます。

ProgramMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ プログラム ] メ ニューへの完

全パスを保持するために使用されます。 イ ンス ト ールが All Users に

対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されてい

る場合、 ProgramMenuFolder プロパテ ィ には All Users  [ プログラム ] 

メ ニューへの完全パスが保持されます。

テーブル 11-38 • 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダー ( 続き )

フ ォルダー名 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
SendToFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの SendTo フ ォルダーへの完全パ

スを保持し ます。

StartMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ] メ ニューへの完全

修飾パスを保持するために使用されます。 イ ンス ト ールが All Users 

に対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されて

いる場合、 StartMenuFolder プロパテ ィ には All Users  [ プログラム ] メ

ニューへの完全修飾パスが保持されます。

StartupFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダー

への完全修飾パスを保持するために使用されます。 セ ッ ト ア ッ プが 

All Users に対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設

定されている場合、 StartupFolder プロパテ ィ には All Users [ プログラ

ム ] メ ニューへの完全パスが保持されます。

System16Folder このプロパテ ィ は、 システムの 16 ビ ッ ト  .dll を含むフ ォルダーまでの

完全パスを保持し ます。 (Windows Installer バージ ョ ン 2.0 では、 この

プロパテ ィ は使用されていません。 )

SystemFolder このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  Windows System フ ォルダーまでの完全

パスを保持し ます。

System64Folder このプロパテ ィ は、 64 ビ ッ ト  Windows System フ ォルダーまでの完全

パスを保持し ます。 このプロパテ ィ には、 Windows Installer バージ ョ

ン 2.0 以降が必要です。

TempFolder このプロパテ ィ は、 Temp フ ォルダーまでの完全パスを保持し ます。

TemplateFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ テンプレー ト ] フ ォルダーへ

の完全パスを保持し ます。

WindowsFolder このプロパテ ィ は、 Windows フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

WindowsVolume このプロパテ ィ は、 Windows フ ォルダーのボリ ュームを保持し ます。

このプロパテ ィ は Windows がイ ンス ト ールされている ド ラ イブに設定

されます。

テーブル 11-38 • 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダー ( 続き )

フ ォルダー名 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallScript プロジ ェ ク ト のフ ォルダー

次のフ ォルダーは、 InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ使用できます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-39 • InstallScript プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダー

フ ォルダー名 説明

スク リ プ ト 定義のフ ォルダー このフ ォルダーでは、 その場所をスク リ プ ト で決定する フ ォルダーを

作成できます。 フ ァ イルは直接このフ ォルダーに追加できませんが、

サブ フ ォルダーには追加できます。 サブ フ ォルダーを作成するには、

フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [ 新しいフ ォルダー ] を選択し ます。

フ ォルダー名を山かっ こで囲って指定 ( 例、 <MYFOLDER>) し ます。

スク リ プ ト から フ ォルダーの場所を割り当てるには、

FeatureSetTarget を呼び出し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのターゲッ ト  フ ォル

ダー

このフ ォルダーの場所は、 システム変数の TARGETDIR によ って決定

されます。

Program Files このフ ォルダーの場所は、 32 ビ ッ ト の Program Files フ ォルダーです。

Program Files (64 ビ ッ ト ) このフ ォルダーの場所は、 64 ビ ッ ト の Program Files フ ォルダーです。

Program Files\Common Files このフ ォルダーの場所は、 32 ビ ッ ト の Program Files フ ォルダーです。

Program Files (64 ビ ッ ト )\Common 

Files (64 ビ ッ ト )

このフ ォルダーの場所は、 64 ビ ッ ト の Program Files フ ォルダーです。

Support フ ォルダー このフ ォルダーの場所は、 システム変数の SUPPORTDIR によ って決

定されます。

Windows このフ ォルダーの場所は、 Windows フ ォルダーです。

Windows\Fonts フ ォルダー このフ ォルダーの場所は、 Windows Fonts フ ォルダーです。

Windows\Windows System このフ ォルダーの場所は、 32-bit Windows System フ ォルダーです。

Windows\Windows System (64 ビ ッ ト ) このフ ォルダーの場所は、 64-bit Windows System フ ォルダーです。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 前提条件 ] ビ ューと [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューを使って再配布可能フ ァ イルを InstallScript プロジ ェ ク ト に追加でき

ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 InstallShield に含まれるすべての InstallShield オブジ ェ ク ト とサー ドパーテ ィ  

マージ モジュールが含まれています。 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この

ビ ューにはプロジ ェ ク ト に追加可能な InstallShield 前提条件も含まれます。

InstallShield 前提条件 ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト
)

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、 その設定の多 く を構成する こ とがで

きます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

InstallShield は InstallShield 前提条件のベース セ ッ ト を含みます。 また、 InstallShield では InstallShield 前提条件エ

デ ィ ターを利用し てカス タム InstallShield 前提条件を定義し た り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た

り できます。

InstallShield では、 次の 2 つのタ イプの InstallShield 前提条件がサポー ト されています :

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件 — この種類の前提条件のイ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの実行の前に実行されます。

• 機能前提条件 — この種類の前提条件は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられています。 機能前提条件は、

前提条件を含む機能がイ ンス ト ールされた と きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされてい

ない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場

合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ール

されません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連

付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

マージ モジュール

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンには Microsoft Visual Basic ラ ン タ イム .dll が必要です。

コ ンポーネン ト にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト の機能に Visual Basic 仮

想マシン マージ モジュールを添付するだけでこれを実行できます。

メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ド

パーテ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が

修正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合

わせ く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト には、 マージ モジュール同様、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが

すべて含まれています。 InstallShield に含まれる DirectX オブジ ェ ク ト などのオブジ ェ ク ト は、 ウ ィ ザー ド を使っ

てカス タ マイズする必要があ り ます。 オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに追加する と、 すぐに該当する カス タ マイズ

ウ ィ ザー ドが開きます。 オブジ ェ ク ト を追加時点でカス タ マイズする こ と も、 ウ ィ ザー ド をキャ ンセルし た後で

オブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て [ オブジ ェ ク ト の設定変更 ] を選択する こ とによ ってカス タ マイズする こ と もでき

ます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

構成可能マージ モジュール

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration で少な く と も 1 つの行を持ち、

ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配布可能

フ ァ イルの値を変更する こ とができます。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで構成可能モジュールを選択し た場合、

表示される [ マージ モジュール構成可能値 ] ダイアログ ボ ッ クスでモジュール追加時にそれを構成する こ とがで

きます。 マージ モジュールを後でカス タ マイズするには、 それを右ク リ ッ ク し て [ マージ モジュールの構成 ] を

選択し ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って作業する

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• 再配布可能フ ァ イルの一覧

• 選択された再配布可能フ ァ イルついての情報を表示する、 詳細ペイ ン

次の表では、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて説明

し ます。

テーブル 11-40 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

詳細の表示 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択された 

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト

の詳細を表示するビ ュー内の右側にあるペイ ンの表示 / 非表示

を切り替えます。 この詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ

ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
次の表は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの各列について説明し ます。

グループ ボ ッ クスの

表示

このビ ューのボタ ン行の下にある [ グループ ボ ッ クス ] 領域の

表示 / 非表示を切り替えます。

リ フ レ ッ シュ 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を更新し ます。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ 再配布可能フ ァ

イル ] ビ ューに表示される再配布可能フ ァ イルをダイナ ミ ッ クに

フ ィ ルターし ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それ

を含まない行すべてが非表示と な り ます。

[ 再配布可能フ ァ イル

] ビ ュー ヘルプ

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのヘルプを表示し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-41 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの列

列 説明

チ ェ ッ ク ボ ッ クス この列には、 各再配布可能フ ァ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスが表示されます。 再配

布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加するには、 そのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

タ イプ / 状態 この列には、 再配布可能フ ァ イルの種類を示すアイ コ ン と、 再配布可能フ ァ イ

ルの状態が表示されます。 各アイ コ ンの詳細については、 「再配布可能フ ァ イル

ギャ ラ リーを管理する」 を参照し て く だ さい。

名前 この列には、 各再配布可能フ ァ イルの名前が表示されます。

バージ ョ ン この列には、 再配布可能フ ァ イルのバージ ョ ン番号が表示されます。

種類 この列には、 再配布可能フ ァ イルの種類がリ ス ト されます。

場所 この列には、 再配布可能フ ァ イルが使用中のマシン上でローカルにイ ンス ト ー

ル済みか、 ダウンロー ド が必要であるかが示されます。 詳細については、 「再配

布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-40 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明
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[ 前提条件 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 前提条件 ] ビ ューは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 InstallShield 前提条件を基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

[ 前提条件 ] ビ ューには、 InstallShield に含まれている InstallShield 前提条件のすべてが表示されます。 InstallShield 

前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。 任意の既存

の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、 その設定の多 く を構成する こ とができます。 ま

た、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。

InstallShield は InstallShield 前提条件のベース セ ッ ト を含みます。 また、 InstallShield では InstallShield 前提条件エ

デ ィ ターを利用し てカス タム InstallShield 前提条件を定義し た り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た

り できます。

InstallShield では、 次の 2 つのタ イプの InstallShield 前提条件がサポー ト されています :

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件 — この種類の前提条件のイ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの実行の前に実行されます。

• 機能前提条件 — この種類の前提条件は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられています。 機能前提条件は、

前提条件を含む機能がイ ンス ト ールされた と きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされてい

ない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場

合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ール

されません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連

付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト が、 機能前提条件のサポー ト を含みます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

[ 前提条件 ] ビ ューを使って作業する

[ 前提条件 ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• 再配布可能フ ァ イルの一覧

• 選択された再配布可能フ ァ イルついての情報を表示する、 詳細ペイ ン
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次の表では、 [ 前提条件 ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて説明し ます。

次の表は、 [ 前提条件 ] ビ ューの各列について説明し ます。

テーブル 11-42 • [ 前提条件 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

詳細の表示 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択された 

InstallShield 前提条件の詳細を表示するビ ュー内の右側にあるペ

イ ンの表示 / 非表示を切り替えます。 この詳細ペイ ンで、 再配

布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認

する こ とができます。

グループ ボ ッ クスの

表示

このビ ューのボタ ン行の下にある [ グループ ボ ッ クス ] 領域の

表示 / 非表示を切り替えます。

リ フ レ ッ シュ 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を更新し ます。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ 前提条件 ] 

ビ ューに表示される再配布可能フ ァ イルをダイナ ミ ッ クにフ ィ

ルターし ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それを含

まない行すべてが非表示と な り ます。

[ 前提条件 ] ビ ュー ヘ

ルプ

[ 前提条件 ] ビ ューのヘルプを表示し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-43 • [ 前提条件 ] ビ ューの列

列 説明

チ ェ ッ ク ボ ッ クス この列には、 各再配布可能フ ァ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスが表示されます。 再配

布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加するには、 そのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。
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[ オブジ ェ ク ト ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 マージ モジュールを基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

[ オブジ ェ ク ト ] ビ ューでは、 InstallScript オブジ ェ ク ト やサー ドパーテ ィ のマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に

追加する こ とができます。

マージ モジュール

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンには Microsoft Visual Basic ラ ン タ イム .dll が必要です。

コ ンポーネン ト にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト の機能に Visual Basic 仮

想マシン マージ モジュールを添付するだけでこれを実行できます。

メ モ • [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ドパー

テ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が修

正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合わ

せ く ださい。 

InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallShield では、 独自の InstallScript オブジ ェ ク ト を作成し て、 他のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用し た り、

他のイ ンス ト ール開発者が使用できるよ う に配布し た りする こ とができます。

タ イプ / 状態 この列には、 再配布可能フ ァ イルの種類を示すアイ コ ン と、 再配布可能フ ァ イ

ルの状態が表示されます。 各アイ コ ンの詳細については、 「再配布可能フ ァ イル

ギャ ラ リーを管理する」 を参照し て く だ さい。

名前 この列には、 各再配布可能フ ァ イルの名前が表示されます。

バージ ョ ン この列には、 再配布可能フ ァ イルのバージ ョ ン番号が表示されます。

場所 この列には、 再配布可能フ ァ イルが使用中のマシン上でローカルにイ ンス ト ー

ル済みか、 ダウンロー ド が必要であるかが示されます。 詳細については、 「再配

布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-43 • [ 前提条件 ] ビ ューの列 ( 続き )

列 説明
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ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

[ システム検索 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ システム構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールでは、 ターゲッ ト  システムの変更が必ず発生し ます。 簡単なイ ンス ト ールでは、 フ ァ イルを コ ピー

するだけのものもあ り ます。 よ り複雑なイ ンス ト ールではレジス ト リの変更、 .ini フ ァ イルの編集、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の作成などが行われます。 InstallShield には、 よ り詳細な構成を行う ための次のビ ューがあ り ます。 

シ ョ ー ト カ ッ ト

プロジ ェ ク ト • [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト を使用する と、 イ ンス ト ールし たアプ リ ケーシ ョ ンにすばや く アクセスできます。 シ ョ ー ト カ ッ

ト およびプログラム フ ォルダーは、 デスク ト ッ プ上や [ ス ター ト ] メ ニュー、 その他さ まざまな場所に作成する

こ とができます。

レジス ト リ

プロジ ェ ク ト • [ レジス ト リ ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

• QuickPatch

[ レジス ト リ ] ビ ューでは、 レジス ト リ エン ト リ を作成し た り、 既存のレジス ト リデータ をセ ッ ト ア ッ プにイ ン

ポー ト する こ とができます。

ODBC リ ソース

プロジ ェ ク ト • [ODBC リ ソース ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ODBC リ ソース ] ビ ューでは、 ド ラ イバー、 ト ラ ンスレーターおよびデータ ソースをアプ リ ケーシ ョ ンの 1 

つまたは複数の機能に追加できます。 イ ンス ト ールされた ODBC リ ソースを選択するか、 または新しいリ ソース

を リ ス ト に追加し、 それら を機能に関連付けた後、 その属性を カス タ マイズし ます。

INI フ ァ イルの変更

プロジ ェ ク ト • [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルを操作するためのい く つかの初期化フ ァ イル関数が含まれます。
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システム .ini フ ァ イルは、 [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューで編集できますが、 これらのフ ァ イルを編集する こ とはお

薦めできません。 このビ ューでは、 セクシ ョ ンおよびキーワー ドの作成やターゲッ ト  システムの .ini フ ァ イルを

編集する こ とができます。

環境変数

プロジ ェ ク ト • [ 環境変数 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 環境変数の現在の値を読み出すための GetEnvVar 関数が含まれてお り、 環境変数の作成が

可能です。

ターゲッ ト  システムの環境変数を作成または変更し た り、 ターゲッ ト  システムから環境変数を削除する場合、 [
環境変数 ] ビ ューでその設定を定義付ける こ とができます。

XML フ ァ イルの変更

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

場合によ って、 web.config および machine.config などの標準構成フ ァ イルおよび、 製品に関連する設定を保存する 

XML フ ァ イルを変更する必要があ り ます。 InstallShield の [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  マ

シン上で変更する XML フ ァ イルの変更をすべて指定する こ とができます。

テキス ト  フ ァ イルの変更

プロジ ェ ク ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール
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• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テ ラルを検出するための文字列関数が含まれています。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  システム上で実行時に変更を行う テキス ト  フ ァ イル (

たと えば、 .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 および .sql) 内の検索 / 置換処理を構成できます。 テキス ト  フ ァ イルは、

イ ンス ト ールの一部またはシステム上に既存する フ ァ イルのどち らでも構いません。

ヒ ン ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 MSXML を使用せずに XML フ ァ イルを変更できます。 [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って XML フ ァ イルを変更する場合は、 ラ ン タ イムに MSXML が必要です。

スケジュール タ スク

プロジ ェ ク ト • [ スケジュール タ スク ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ スケジュール タ スク ] ビ ューでは、 ターゲッ ト  システムで、 実行時に Windows のタ スク スケジューラーで作成

される自動タ スク を作成および構成できます。 スケジュール タ スクで起動する フ ァ イルは、 イ ンス ト ールに含ま

れている フ ァ イルでも、 ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルでも可能です。

サービス

プロジ ェ ク ト • [ サービス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で提供されています :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール中の Windows サービスのイ ンス ト ール、 構成、 開始、

停止、 およびアン イ ンス ト ールを指定できます。

別の方法と し て、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューおよび [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下

にある [ サービス ] 領域を使って Windows サービスを イ ンス ト ール、 構成、 開始、 停止、 およびアン イ ンス ト ー

ルする こ と もできます。 これらの領域のいずれかを使ってサービス情報を構成し た場合、 対応する領域も自動的

に更新されます。
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[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 ターゲッ ト  システム上のアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するためのシ

ンプルかつビジュアルな方法を提供し ます。 このビ ューには、 シ ョ ー ト カ ッ ト とサブ フ ォルダーを作成できる一

組の定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダーを表示する [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーがあり ます。

InstallShield には標準で次のシ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先があり ます。

テーブル 11-44 • シ ョ ー ト カ ッ ト の標準イ ンス ト ール先

シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ン
ス ト ール先 プロジ ェ ク ト の種類 説明

[ プログラム ] メ ニュー

と [ ス ター ト ア ッ プ ]

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール、

MSI データベース、

MSM データベース、

ト ラ ンスフ ォーム

[ プログラム ] と [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダーは、[ ス ター ト  

メ ニュー ] の中にあり ます。 [ プログラム メ ニュー ] フ ォル

ダーは、 製品のシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールする業界標準

の場所と なっています。 [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダーには、 

Windows が起動すと きに常に起動する必要があるアイテムだ

けを配置し ます。

SendTo 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュール、

MSI データベース、

MSM データベース、

ト ラ ンスフ ォーム

[ 送る ] フ ォルダーは、 ユーザーがフ ァ イルを右ク リ ッ ク し た

と きに利用できます。 このコ ンテキス ト  メ ニューには [ 送る ] 

と呼ばれる コマン ドが含まれています。 このフ ォルダーにプ

ログラムのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し た場合、 エン ド ユーザー

は任意のフ ァ イルを ク リ ッ ク し て製品に送る こ とができます。

たと えば、 エン ド ユーザーがメ モ帳で HTML ページを開ける

よ う にし たいと し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューの [ 送る ] 

フ ォルダーに、 メ モ帳へのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と、 エ

ン ド ユーザーは HTML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し た と きに [ 送

る ] メ ニューから メ モ帳を ク リ ッ クする こ とができます。 こ

のページのソースフ ァ イルがメ モ帳で開かれます。
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新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を追加する と、 このビ ューの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーに追加されたシ ョ ー ト

カ ッ ト が新しい ノ ー ド と し て追加されます。 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト  ノ ー ドは、 次のいずれかの条件が True ではな

いかぎ り、 シ ョ ー ト カ ッ ト の " アイ コ ン フ ァ イル " 設定で選択されたアイ コ ン ( 実行時に、 シ ョ ー ト カ ッ ト が

ターゲッ ト  システムに追加されたと きに使用されます ) と同じ アイ コ ン と共に表示されます。

• プロジ ェ ク ト の種類が InstallScript である。

• シ ョ ー ト カ ッ ト が、 ターゲッ ト  システム上に既に存在する フ ァ イルに割り当てられている。

上記の両条件の場合、 アイ コ ン フ ァ イルは実行時まで認識されません。 し たがって、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプ

ローラーでは、 ターゲッ ト  システム上で実行時に使用されるアイ コ ンの代わり に、 各シ ョ ー ト カ ッ ト に次のアイ

コ ンが表示されます。

アイ コ ン フ ァ イルがアイ コ ンを含まない場合、 このアイ コ ンが [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーのシ ョ ー ト

カ ッ ト に使用されます。

メ モ • 動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイナ

ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く だ さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォルダー、 およびタ イルについて構成可能な各設定についての詳細は、 以下を参照し て く だ

さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

• フ ォルダーの設定

• [ タ イル構成 ] の設定

シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

プロジ ェ ク ト • [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

デスク ト ッ プ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュール、

MSI データベース、

MSM データベース、

ト ラ ンスフ ォーム

[ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーには、 エン ド ユーザーのデスク

ト ッ プのシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。 デスク ト ッ プ 

フ ォルダー上にシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と、 エン ド ユー

ザーのデスク ト ッ プに製品のアイ コ ンが表示されます。

メ モ • デスク ト ッ プはシ ョ ー ト カ ッ ト の配置場所と し ては一番

わかりやすい場所ですが、 シ ョ ー ト カ ッ ト を多 く 配置しすぎ

る と エン ド ユーザーのデスク ト ッ プが混雑する可能性があ り

ます。

テーブル 11-44 • シ ョ ー ト カ ッ ト の標準イ ンス ト ール先 ( 続き )

シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ン
ス ト ール先 プロジ ェ ク ト の種類 説明
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューで、 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定は次のメ イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 概観 

• 動作 

• 全般

• UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド

エデ ィ シ ョ ン • "UWP アプ リ タ イルのオーバーラ イ ド " 設定は、 Premier Edition を使って基本の MSI プロジ ェ

ク ト を編集する際に使用できます。 InstallScript MSI、 ダイ レ ク ト モー ド プロジ ェ ク ト  (Windows Installer デー

タベース、 ト ラ ンスフ ォーム )、 および Professional または Express Edition では、 [ リ リース ] ビ ューまたは [

シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに  UWP アプ リ関連のオプシ ョ ンが表示されません。
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概観

シ ョ ー ト カ ッ ト の外観の設定を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名やアイ コ ンなどの詳細を指定し ます。

テーブル 11-45 • 外観の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

表示名 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

ターゲッ ト  システムで表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し

ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、 この設定の値を入力し な く ては

な り ません。 そ う でない場合は、 ビルド エラーが発生し ます。

表示名は、 Windows Installer の Filename データ型です。 入力し た表

示名が 8.3 形式ではない場合、 InstallShield はこの設定に 

ShortName|LongName 形式を使用し ます。 た と えば、 この設定の値

と し て My Product Name と入力し た場合、 InstallShield は 

MyProd~1|My Product Name のよ う に設定し て、 実行時に必要な場

合、 短い名前を利用できるよ う にし ます。
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表示リ ソース 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを準備中で、 シ ョ ー ト

カ ッ ト の表示名用 .mui フ ァ イルと言語ニュー ト ラルなポータ ブル実

行可能フ ァ イルを切り離す場合、 以下の設定を使用し ます :

• 表示リ ソース — 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) マ

ニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルを参照するには、 この設定で

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

DLL フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " 表示リ ソース DLL 

" 設定でパス と フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield はこ

の設定にパス と フ ァ イル名を リ ス ト し ます。 " 表示リ ソース イ

ンデッ クス " 設定で指定された リ ソース イ ンデッ クスも リ ス

ト し ます。

この設定に値が含まれている場合、 " 表示名 " 設定の値は無視

されます。 この設定を空白のままにし てお く と、 Windows 

Installer は " 表示名 " 設定の値を使用し ます。

• 表示リ ソース DLL — MUI マニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルの

パス と フ ァ イル名を手動で指定する場合は、 それを入力し ま

す。 ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク ト リ パスの代り に、

Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、

[INSTALLDIR]MyResource.dll) を含める こ とができます。

" 表示リ ソース " 設定で省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て DLL 

フ ァ イルを参照し た場合、 InstallShield は " 表示リ ソース DLL" 

設定で [#filekey]  形式を使って DLL フ ァ イルを識別し ます。

• 表示リ ソース イ ンデッ クス — シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名イ ン

デッ クスを指定し ます。 この値に、 負の数値は指定できませ

ん。

メ モ • DLL を指定する場合、 " 表示リ ソース イ ンデッ クス " 設定の

値も入力し な く てはな り ません。

これらの設定によ り、 言語依存フ ァ イルをすべて含む .mui フ ァ イル

から、 言語ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを分離する

こ とができるため、 後で追加言語のリ ソースを追加する際、 アプ リ

ケーシ ョ ンの再コ ンパイルや再リ ン クの必要がな く な り ます。

Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降は、 表示リ ソー

スをサポー ト し ます。 それ以前のシステムは、 これを無視し ます。

テーブル 11-45 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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説明 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト の説明を入力し ます。 入力するテキス ト は、 エン ド 

ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト の上にマウス ポイ ン ターを置いた と き

にツールヒ ン ト と し て表示されます。 また、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プ

ロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの " 説明 " フ ィ ールド にも表示され

ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-45 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
説明リ ソース 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを準備中で、 シ ョ ー ト

カ ッ ト の説明用 .mui フ ァ イルと言語ニュー ト ラルなポータ ブル実行

可能フ ァ イルを切り離す場合、 以下の設定を使用し ます :

• 説明リ ソース — 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) マ

ニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルを参照するには、 この設定で

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

DLL フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " 説明リ ソース DLL 

" 設定でパス と フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield はこ

の設定にパス と フ ァ イル名を リ ス ト し ます。 " 説明リ ソース イ

ンデッ クス " 設定で指定された リ ソース イ ンデッ クスも リ ス

ト し ます。

この設定に値が含まれている場合、 " 説明 " 設定の値は無視さ

れます。 この設定を空白のままにし てお く と、 Windows Installer 

は " 説明 " 設定の値を使用し ます。

• 説明リ ソース — DLL  MUI マニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルの

パス と フ ァ イル名を手動で指定する場合は、 それを入力し ま

す。 ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク ト リ パスの代り に、

Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、

[INSTALLDIR]MyResource.dll) を含める こ とができます。

" 説明リ ソース " 設定で省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て DLL 

フ ァ イルを参照し た場合、 InstallShield は " 説明リ ソース DLL" 

設定で [#filekey]  形式を使って DLL フ ァ イルを識別し ます。

• 説明リ ソース イ ンデッ クス — シ ョ ー ト カ ッ ト の説明イ ンデッ

クスを指定し ます。 この値に、 負の数値は指定できません。

メ モ • DLL を指定する場合、 " 説明リ ソース イ ンデッ クス " 設定の

値も入力し な く てはな り ません。

これらの設定によ り、 言語依存フ ァ イルをすべて含む .mui フ ァ イル

から、 言語ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを分離する

こ とができるため、 後で追加言語のリ ソースを追加する際、 アプ リ

ケーシ ョ ンの再コ ンパイルや再リ ン クの必要がな く な り ます。

Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降は、 説明リ ソー

スをサポー ト し ます。 それ以前のシステムは、 これを無視し ます。

テーブル 11-45 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アイ コ ン 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト に表示するアイ コ ンを指定するには、 以下の設定を

使用し ます :

• アイ コ ン — 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを含むフ ァ イ

ルを指定し ます。 アイ コ ン リ ソースを含む .ico フ ァ イル、 ま

たは実行可能フ ァ イル (.dll または .exe) を指定する必要があ り

ます。 フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " アイ コ ン フ ァ イ

ル " 設定でパス と フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield 

はこのアイ コ ン設定にアイ コ ン パス と イ ンデッ クスを リ ス ト

し ます。

フ ァ イルを指定する方法は、 使用し ているプロジ ェ ク ト の種類

によ って異な り ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合  .ico フ ァ イル、 またはアイ コ ン リ

ソースを含む .exe または .dll フ ァ イルを参照するには、 この設定で

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 — ターゲッ ト  システムにある .ico 

フ ァ イル、 またはアイ コ ン リ ソースを含む .exe または .dll フ ァ イル

の場所を参照するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

• アイ コ ン フ ァ イル — アイ コ ンを含むフ ァ イルのパス と フ ァ イ

ル名を手動で指定する場合は、 それを入力し ます。

• アイ コ ン イ ンデッ クス — 指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以

上のアイ コ ン リ ソースがある場合、 この設定にイ ンデッ クス

を入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン 

リ ソースの順番が参照されます。 た と えば、 0 はフ ァ イル内の

最初のアイ コ ン、 1 は 2 番目のアイ コ ン、 2 は 3 番目のアイ コ

ンを参照し ます。

負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。

た と えばアイ コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 の

アイ コ ンを示し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 — Windows Installer は、 コ ンポーネ

ン ト をア ドバタ イズする場合に個別のアイ コ ン フ ァ イルを必要と

するため、 アイ コ ン イ ンデッ クスが指定されない限り、

InstallShield が .exe または .dll フ ァ イルから最初のアイ コ ンを抽出し

テーブル 11-45 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2388 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド

ます。 アイ コ ン フ ァ イルを指定し なかった場合、 このコ ンポーネ

ン ト のキーフ ァ イルが自動的にシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ン と し て使

用されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
動作

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 動作 " 設定を使って、 ターゲッ ト やキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト などの詳細を指定し ます。

テーブル 11-46 • 動作の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

ア ド バタ イズ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するかど うかを指定し ます。

[ はい ] を選択し た場合、 エン ド ユーザーがこのシ ョ ー ト カ ッ ト を

含む製品または機能をア ドバタ イズする と、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成

されますが、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルは、 エン ド ユーザーが

シ ョ ー ト カ ッ ト を起動するまでイ ンス ト ールされません。 シ ョ ー ト

カ ッ ト を初めて起動する と、 Windows Installer はコ ンポーネン ト の

フ ァ イルと他のデータ を イ ンス ト ールし、 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト

によ って ターゲッ ト  フ ァ イルが起動されます。 その後、 シ ョ ー ト

カ ッ ト を使用する と常に、 通常のシ ョ ー ト カ ッ ト と同じ よ う に動作

し ます。

メ モ • ア ドバタ イズ  シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するためには、 シ ョ ー

ト カ ッ ト のコ ンポーネン ト にキーフ ァ イルが必要です。 キーフ ァ イ

ルは、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト にな り ます。

ターゲッ ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動し た と きに起動される、

ターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルへのパスを入力し ます。 値

をテ入力する代り に、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト

カ ッ ト  ターゲッ ト を参照する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 — ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク

ト リ パスの変わり に、 Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  (

た と えば、 [INSTALLDIR]File.exe) を使います。 シ ョ ー ト カ ッ ト がア

ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト の場合、 この設定は読み取り専用にな

り ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト  コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルは、 自動

的にシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト と し て設定されます。 シ ョ ー ト

カ ッ ト のコ ンポーネン ト がキー フ ァ イルを持たない場合、 ター

ゲッ ト  システム上でそのシ ョ ー ト カ ッ ト は適切に機能し ません。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 — ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク

ト リ パスではな く 、 システム変数 ( 例、 <TARGETDIR>\File.exe) を

使います。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2389
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ビ ュー リ フ ァ レンス
引数 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

このシ ョ ー ト カ ッ ト 用のコ マン ド ラ イ ン引数を入力し ます。 引数

が、 ターゲッ ト  システム上でシ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスの " ターゲッ ト " 値に追加されます。 これらの引

数は、 他のコ マン ド ラ イ ン引数と同様に機能し ます。 た と えば、 1 

つのフ ァ イルを実行可能フ ァ イルにリ ン ク させた り、 またはコマン

ド ラ イ ン引数を渡し て実行可能フ ァ イルをサイ レン ト に実行するよ

う に設定できます。

メ モ • InstallShield では構文の確認が行われないので、 構文が正しい

こ と を確認し て く だ さい。

ヒ ン ト • 選択されたフ ァ イル名の引数には %1 を使用し て く ださい。

た と えば、 エン ド ユーザーが C:\File.ext を右ク リ ッ ク し て、 この

シ ョ ー ト カ ッ ト の引数が -p %1 と想定し ます。 この場合、 コマン ド

ラ イ ンの引数は -p C:\File.ext にな り ます。 場合によ っては、 スペー

スを含むフ ァ イル名を正し く 処理するために、 "%1" のよ う に %1 引

数を引用符で囲む必要があり ます。

作業デ ィ レ ク ト リ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の作業デ ィ レ ク ト リ を入力するか、 省

略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てデ ィ レ ク ト リ を選択または作成し

ます。

指定し たデ ィ レ ク ト リは、 ターゲッ ト  システム上でシ ョ ー ト カ ッ

ト の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの " 作業フ ォルダー " 

フ ィ ールド に表示されます。 作業デ ィ レ ク ト リは、 製品が使用する

現在のデ ィ レ ク ト リ であるだけでな く 、 標準の [ フ ァ イルを開 く ] 

および [ フ ァ イルの保存 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示されるデフ ォ

ル ト のデ ィ レ ク ト リ でもあり ます。

プロジ ェ ク ト • た と えば、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript、

InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM 

データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト で、 作業

デ ィ レ ク ト リ を Files とい う INSTALLDIR のサブデ ィ レ ク ト リ に設

定する場合は、 リ ス ト から [INSTALLDIR] を選択し て、 その末尾に

サブデ ィ レ ク ト リ名の Files を追加し ます。 設定が完了する と、

[INSTALLDIR]Files と表示されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 た と えば、 作業デ ィ レ ク ト リ を 

Files とい う TARGETDIR のサブデ ィ レ ク ト リ に設定する場合は、 リ

ス ト から <TARGETDIR> を選択し て、 その末尾に \Files を追加し ま

す。 完了する と、 <TARGETDIR>\Files と な り ます。

テーブル 11-46 • 動作の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ホ ッ ト  キー 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定は、 シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てられたキーボー ド シ ョ ー

ト カ ッ ト の 10 進数値を含みます。 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を製

品のシ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てる と、 エン ド ユーザーは適切な

ホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動できます。

InstallShield を使って、 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の 10 進数値を自

動的に計算するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト にアクセスできるキーボー ド 

シ ョ ー ト カ ッ ト を指定する」 を参照し て く だ さい。

注意 • ターゲッ ト  システム上の既存のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト

と競合する可能性があるため、 シ ョ ー ト カ ッ ト のキーボー ド 

シ ョ ー ト カ ッ ト を構成する こ とは避ける こ と をお推めし ます。

実行 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動し た と きに、 ターゲッ ト  

フ ァ イルが使用するウ ィ ン ド ウのス タ イルを選択し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 標準ウ ィ ン ド ウ — フ ァ イルを標準サイズのウ ィ ン ド ウで起動

し ます。

• 最大ウ ィ ン ド ウ — プログラムを全画面表示で起動し ます。

• 最小ウ ィ ン ド ウ  — フ ァ イルが最小ウ ィ ン ド ウで起動し、 タ ス

クバーだけに表示されます。

テーブル 11-46 • 動作の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ピン留めを禁止す

る

InstallScript エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後、 タ スクバーおよび [

ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできないよ う に防

ぐがど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり で

す :

• はい — シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ールされる と きに、 タ スク

バーおよび [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留め

するためのコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ドが非表示と な り ま

す。

• いいえ — シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ールされる と きに、 タ スク

バーおよび [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留め

するためのコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ドが有効と な り、 エ

ン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする こ とができま

す。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

Windows Installer 7 から、 この設定がサポー ト されています。 以前の

バージ ョ ンの Windows はこの設定を無視し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト

カ ッ ト のピン留めを無効化し たい場合があり ます。 このピン留めを

行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 [ ス ター ト ] メ

ニューの最も よ く 使われている製品のリ ス ト に、 シ ョ ー ト カ ッ ト の

ターゲッ ト を含められな く な り ます。

詳細については、 「エン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト

] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできるかど うかを指定する」

を参照し て く だ さい。

テーブル 11-46 • 動作の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
新規と し て強調表

示し ない

InstallScript エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] メ

ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と

し て強調表示し ないよ う に防ぐかど うかを指定できます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — イ ンス ト ールが [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト

を追加する と き、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト が新し く イ ンス ト ールさ

れた項目と し て強調表示されません。 これは、 ターゲッ ト  シ

ステム上で個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューのカ

ス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 新し く イ ンス ト ールされ

たプログラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し

た場合と同じ効果を持ちます。

• いいえ — イ ンス ト ールが [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ

ト を追加する と き、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト が新し く イ ンス ト ール

された項目と し て強調表示されます。 デフ ォル ト では、 これが

設定されています。

Windows Installer 7 から、 この設定がサポー ト されています。 以前の

バージ ョ ンの Windows はこの設定を無視し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト

カ ッ ト で、 この設定に [ はい ] を選択する場合があり ます。

詳細については、 「[ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、

新し く イ ンス ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に防ぐ」

を参照し て く だ さい。

ス ター ト 画面への

初回のピン止めを

許可

InstallScript Windows 8 ターゲッ ト  マシン上で、 シ ョ ー ト カ ッ ト をデフ ォル ト で

ス ター ト 画面にピン留めするかど うかを指定し ます。 選択可能なオ

プシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ールさ

れる と き、 ス ター ト 画面にピン留めされます。 エン ド ユー

ザーは、 オプシ ョ ンでシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを外すこ とが

できます。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• いいえ - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ール

される と き、 ス ター ト 画面にピン留めされません。 システム上

のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むアプ リ

のリ ス ト に表示されます。

詳細については、 「Windows 8 ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ

ト のピン留めを抑制する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-46 • 動作の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
全般

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 全般 " 設定を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト を含むコ ンポーネン ト などの詳細を指定し ます。

テーブル 11-47 • 全般設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

キー名 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

シ ョ ー ト カ ッ ト のキー名を入力し ます。 このキー名は内部でのみ利

用され、 エン ド ユーザーには表示されません。

内部名 InstallScript シ ョ ー ト カ ッ ト の内部名を入力し ます。 内部名はエン ド ユーザー

には表示されません。

コ ンポーネン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定は、 シ ョ ー ト カ ッ ト を含むコ ンポーネン ト を指定し ます。

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [ コ ンポーネン ト の参照 ] ダイ

アログ ボ ッ クスを表示し、 シ ョ ー ト カ ッ ト 用の新しいコ ンポーネ

ン ト を作成するか、 既存のコ ンポーネン ト を選択できます。

選択されたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト シ

ステム上にシ ョ ー ト カ ッ ト が作成されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト では、 シ ョ ー ト カ ッ ト に複

数のコ ンポーネン ト を選択できます。

機能 基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベース、

ト ラ ンスフ ォーム

この設定は、 シ ョ ー ト カ ッ ト  コ ンポーネン ト が関連付けられてい

る機能をすべて示し ます。 機能－コ ンポーネン ト 間の関連付けがな

い場合、 この設定は空白です。

アン イ ンス ト ール InstallScript 製品がアンイ ンス ト ールされる時にシ ョ ー ト カ ッ ト を削除するかど

うかを指定し ます。

既存のシ ョ ー ト

カ ッ ト を置換

InstallScript シ ョ ー ト カ ッ ト がターゲッ ト  システム上の同じ場所にある同じ表

示名を持つ既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を上書きするかど うかを選択し ま

す。

イ ン ターネ ッ ト  

シ ョ ー ト カ ッ ト

InstallScript シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト かど うかを指定

し ます。 デフ ォル ト 設定は [ いいえ ] です。 [ はい ] を選択する場

合、 シ ョ ー ト カ ッ ト が有効な URL でな く てはな り ません。

VS .NET プロジ ェ ク

ト 出力

InstallScript シ ョ ー ト カ ッ ト が Visual Studio プロジ ェ ク ト 出力をポイ ン ト するか

ど うかを指定し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
種類 InstallScript シ ョ ー ト カ ッ ト の作成方法を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です :

• 自動 — イ ンス ト ールは、 ALLUSERS システム変数の値を基に、

シ ョ ー ト カ ッ ト を表示する場所を自動的に判断し ます。

ALLUSERS の値が 0 以外の場合、 ターゲッ ト  システム上で全て

のエン ド ユーザーが使用できるよ う に、 [ すべてのユーザー ] 

プロ フ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ ト が作成されます。 ALLUSERS が 

FALSE の場合、 現在のユーザーのプロ フ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ

ト が作成されます。

• 個人 — シ ョ ー ト カ ッ ト が現在のユーザーのプロ フ ァ イルに作

成されます。

• 共通 — シ ョ ー ト カ ッ ト が [ すべてのユーザー ] プロ フ ァ イルに

作成されます。

コ メ ン ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

このシ ョ ー ト カ ッ ト に関する コ メ ン ト を入力し ます。 コ メ ン ト は参

考のためにプロジ ェ ク ト フ ァ イルに保存され、 エン ド ユーザーへ

は表示されません。

テーブル 11-47 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2395



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
シ ェル プロパテ ィ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定を使って、 実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 

つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を指定できます。

1 つ以上のプロパテ ィ を指定するには、 この設定で [ 新しいシ ェル 

シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• ピン留めを し ない — エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし

た後、 このシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーまたは [ 開始 ] メ

ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド

は表示されません。 また、 このオプシ ョ ンを使う と、 [ 開始 ] 

メ ニューの最も よ く 使う製品リ ス ト にシ ョ ー ト カ ッ ト のター

ゲッ ト を含むこ とができな く な り ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 " キー名 " 設定およびサブ設定

の追加行が追加され、 これら を必要に応じ て構成できます。

• 新規と し て強調表示し ない — エン ド ユーザーが製品を イ ンス

ト ールし た後、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ 開始 ] メ ニュー エン ト リ

は、 新規でイ ンス ト ールされたアイテムと し て強調表示されま

せん。 これは、 ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対

し て [[ ス ター ト ] メ ニューのカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ ク

スで [ 新し く イ ンス ト ールされたプログラムを強調表示する ]  

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を持ちます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー

ト カ ッ ト のプロパテ ィ を設定し たい場合があり ます。 このオプ

シ ョ ンを選択する と、 " キー名 " 設定およびサブ設定の追加行

が追加され、 これら を必要に応じ て構成できます。

• Windows 8 ス ター ト 画面への初回のピン止めを制御する — この

オプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield は Windows 8 ターゲッ

ト  システム上で初回イ ンス ト ール中に、 シ ョ ー ト カ ッ ト をス

ター ト 画面にピン留めする Windows 8 の既定動作を抑制し ま

す。 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可能になった Windows 

シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。 イ ンス ト ールの一部である

ツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを抑制

し たい場合があり ます。

• カス タム プロパテ ィ — イ ンス ト ールの実行時に Windows シ ェ

ルによる設定が必要なシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ のカス タム 

プロパテ ィ および値を指定するには、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。 新しい " キー名 " 設定と、 追加のサブ設定が追加され、

こ こ で適切なプロパテ ィ 名と値を構成できます。

必要に応じ て、 追加プロパテ ィ を指定し ます。

メ モ • Windows Installer 5 よ り、 シ ェル プロパテ ィ の設定がサポー ト

されています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの

設定を無視し ます。

テーブル 11-47 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド

エデ ィ シ ョ ン • "UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド " 設定は、 Premier Edition を使って基本の MSI 

プロジ ェ ク ト を編集する際に使用できます。

キー名 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定は、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使ってシ ョ ー ト カ ッ ト に 

1 つ以上のシ ェル プロパテ ィ を追加し ている場合に表示されます。

シ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ のキー名を入力し ます。 この

キー名は内部でのみ利用され、 エン ド ユーザーには表示されませ

ん。

メ モ • Windows Installer 5 よ り、 シ ェル プロパテ ィ の設定がサポー ト

されています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの

設定を無視し ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定す

る」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定は、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使ってシ ョ ー ト カ ッ ト に 

1 つ以上のシ ェル プロパテ ィ を追加し ている場合に表示されます。

実行時に Windows シ ェルが設定するシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を

入力し ます。

メ モ • Windows Installer 5 よ り、 シ ェル プロパテ ィ の設定がサポー ト

されています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの

設定を無視し ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定す

る」 を参照し て く だ さい。

値 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

この設定は、 " シ ェル プロパテ ィ " 設定を使ってシ ョ ー ト カ ッ ト に 

1 つ以上のシ ェル プロパテ ィ を追加し ている場合に表示されます。

シ ェル シ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ の値を入力し ます。

メ モ • Windows Installer 5 よ り、 シ ェル プロパテ ィ の設定がサポー ト

されています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの

設定を無視し ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト のシ ェル プロパテ ィ を設定す

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-47 • 全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
"UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド " 設定を使って、 UWP アプ リ パッ ケージに作成される タ イル

を構成し ます。 これらの設定についての説明は、 次のテーブルを参照し て く だ さい。 詳細は、 「UWP アプ リ ロゴ

の考慮事項」 サブセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 11-48 • [UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド ] の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

UWP アプ リ パッ

ケージを含む

基本の MSI このプロジ ェ ク ト から作成されるすべての UWP アプ リ パッ ケージ

にこのシ ョ ー ト カ ッ ト を含めるかど うかを指定し ます。

• はい — このプロジ ェ ク ト から作成されるすべての UWP アプ リ 

パッ ケージにこのシ ョ ー ト カ ッ ト を含めます。 UWP アプ リ 

パッ ケージがイ ンス ト ールする .exe をポイ ン ト する場合、

シ ョ ー ト カ ッ ト がタ イルにな り ます。

• いいえ — このシ ョ ー ト カ ッ ト は、 このプロジ ェ ク ト から作成さ

れたすべての UWP アプ リ パッ ケージから除外されます。

短い名前 基本の MSI UWP アプ リ パッ ケージで作成された普通サイズまたは大きいタ イ

ル上に短い文字列を指定し ます。 何も指定されていない場合、

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 表示名 " 設定に指定された値がコ ピーされま

す。

背景色 基本の MSI UWP アプ リ パッ ケージで作成される タ イルの背景色に使う色を選

択し ます。 い く つかの定義済みの色を提供する ド ロ ッ プダウン リ

ス ト から、 または省略記号ボタ ン (...) を使ってその他の RGB 16 進

数形式の色を選択できます。 何も指定し なかった場合、 Windows が

設定する透明色が既定のタ イル背景色と し て使用されます。

小さいロゴ 基本の MSI ス ター ト  メ ニューの [ すべてのアプ リ ] リ ス ト の左側の列に表示さ

れる小さいロゴ アイ コ ン と し て使用する 44X44 イ メ ージ フ ァ イル

を指定し ます。 イ メ ージ フ ァ イルが無い場合、 InstallShield によ っ

て ターゲッ ト のタ イル構成またはシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンから小

ロゴが生成されます。
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普通サイズのロゴ 基本の MSI ピン留めされた と きに中サイズのタ イルと し て、 または縮小された

小さいタ イルと し て使用する 150X150 イ メ ージ フ ァ イルを指定し

ます。 中サイズのロゴ イ メ ージが必要です。 イ メ ージ フ ァ イルが

無い場合、 InstallShield によ って ターゲッ ト のタ イル構成または

シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンから中ロゴが生成されます。

次のサブ設定が使用できます :

• 普通サイズのロゴに名前を表示 —UWP アプ リ パッ ケージで作

成される普通サイズのタ イル上にアプ リ ケーシ ョ ンの名前を表

示するかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• はい — 普通サイズのタ イルのロゴ イ メ ージの上に " 短い

名前 " フ ィ ールド で指定された名前を表示し ます。 " 短い

名前 " フ ィ ールド に何も指定されていない場合、 シ ョ ー ト

カ ッ ト の " 表示名 " 設定に指定された値が使用されます。

• いいえ —UWP アプ リ パッ ケージで作成された普通サイズ

のタ イル上に名前を表示し ません。

大きいロゴ 基本の MSI ピン留めおよびサイズの変更が行われた場合のみ、 大サイズ タ イ

ルに使用する 310x310 イ メ ージ フ ァ イルを指定し ます。 この設定

はオプシ ョ ンです。 これを指定する と、 タ イルを大サイズに設定す

る こ とができます。

次のサブ設定が使用できます :

• 大きいサイズのロゴに名前を表示 —UWP アプ リ パッ ケージで

作成される大きいタ イル上にアプ リ ケーシ ョ ンの名前を表示す

るかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• はい — 大きいタ イルのロゴ イ メ ージの上に " 短い名前 " 

フ ィ ールド で指定された名前を表示し ます。 " 短い名前 " 

フ ィ ールド に何も指定されていない場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト

の " 表示名 " 設定に指定された値が使用されます。

• いいえ —UWP アプ リ パッ ケージで作成された大きいタ イ

ル上に名前を表示し ません。

テーブル 11-48 • [UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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UWP アプ リ ロゴの考慮事項

重要 • このセクシ ョ ンで説明されている UWP アプ リ関連のイ メ ージ形式を活用するには、 InstallShield を Windows 

10 マシンまたは Windows 10 SDK が搭載されたマシン上にイ ンス ト ールする必要があり ます。 ビルド マシンに 

Windows 10 SDK、 特に MakePRI.exe がない場合でも、 前述の種類のイ メ ージが収集されますが、 resources.pri フ ァ

イルは生成されません。 MakePRI が作成する resources.pri フ ァ イルがない場合、 Windows はニュー ト ラル イ メ ー

ジのみを使用し ます。 ニュー ト ラル イ メ ージは名前に修飾子を持たず、 倍率 100 サイズのイ メ ージが作成されま

す。

ワイ ド  ロゴ 基本の MSI ピン留めおよびサイズの変更が行われた場合のみ、 ワイ ド タ イルに

使用する 310x150 イ メ ージ フ ァ イルを指定し ます。 この設定はオ

プシ ョ ンです。 これを指定する と、 タ イルをワイ ド に設定する こ と

ができます。

次のサブ設定が使用できます :

• 大きいサイズのロゴに名前を表示 —UWP アプ リ パッ ケージで

作成される大きいタ イル上にアプ リ ケーシ ョ ンの名前を表示す

るかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• はい — ワイ ド タ イルのロゴ イ メ ージの上に " 短い名前 " 

フ ィ ールド で指定された名前を表示し ます。 " 短い名前 " 

フ ィ ールド に何も指定されていない場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト

の " 表示名 " 設定に指定された値が使用されます。

• いいえ —UWP アプ リ パッ ケージで作成されたワイ ド タ イ

ル上に名前を表示し ません。

テーブル 11-48 • [UWP アプ リ パッ ケージ タ イルのオーバーラ イ ド ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
2400 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
次のテーブルに、 UWP アプ リ ロゴに関し て考慮すべき点が記載されています。

ト ピ ッ ク 考慮

ロゴのサイズ すべてのロゴは、 決められたサイズでな く てはな り ません。 複数のコ ン ト ラス ト 形式

と倍率 (DPI ベースの拡大縮小 ) を 2 つの方法の組み合わせて指定できます。 見つかっ

たそれぞれの形式に対し て、 InstallShield は必要に応じ て変換またはサイズ調整を行っ

たフ ァ イルを含みます。 スキャ ン プロセスは、 InstallShield のスイー ト 高 DPI サポー ト

で使われる処理と似ています。 両方の実装は、 実行時に Windows が使用するプロセス

「タ イル通知と ト ース ト 通知のグローバリゼーシ ョ ン と アクセシビ リ テ ィ  (Windows ラ

ン タ イム アプ リ )」 に従います。

• ソース イ メ ージの隣に表示される関連イ メ ージ フ ァ イルがスキャ ン されます。 た

と えば、 <images>\Logo.png とい う名前のフ ァ イルを含めた場合、 InstallShield が完

全修飾名ではないフ ァ イルと し てそのフ ァ イル、 およびその他の完全修飾バリ

エーシ ョ ンを探し ます。

• <images>\contrast-black\scale-nnn\Logo.png

• <images>\contrast-white\Logo.scale-nnn.png

• <images>\scale-nnn\Logo.png

• <images>\Logo.scale-nnn.png

• オ リ ジナル ソースが .exe または .dll のアイ コ ン リ ソースだった と きに、 前述の名

前規則に基づいてよ り適切な倍率形式が見つからなかった場合、 InstallShield が任

意サイズのソース と し てオ リ ジナルを使用し ます。

倍率 倍率によ って、 異なるサイズは必要にな り ます。 た と えば、 大きいロゴは 310x310 で

すが、 倍率 -150 は、 465x465 (310 * 150 / 100 = 465) です。 InstallShield は現在、 倍率 

100、 倍率 125、 倍率 150、 倍率 200、 および倍率 400 イ メ ージを含みま、 スキャ ンを

行います。 倍率 -nnn コ ンポーネン ト を持たない実際のイ メ ージが必ず必要な訳ではあ

り ませんが、 これが存在する と InstallShield でフ ァ イルを簡単に参照する こ とができま

す。

ソース イ メ ージの種

類

指定されたソース イ メ ージが .png または .jpg フ ァ イルではない場合、 またはサイズに

誤りがある場合、 ビルド時に正しいサイズの .png に変換されます。 

メ モ • 複数の倍率でアイ コ ン リ ソースを変換する と、 異なるサイズのアイ コ ン リ ソー

スが各倍率で使用される結果と な り ます。 た と えば、 倍率 200 中サイズ ロゴは 

300 ｘ 300 で、 256x256 のアイ コ ンを使用し ます。 一方、 倍率 100 中サイズ ロゴは、 こ

れを使用し ません。

ロゴ イ メ ージの推奨

レ イアウ ト

Microsoft による、 ロゴ イ メ ージ レ イアウ ト についての推奨およびその他の情報は、

「タ イルと アイ コ ン アセ ッ ト のガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。 Microsoft は、 ロ

ゴの中心部の周り に一定のパデ ィ ングを使う こ と を推奨し ています。 た と えば、 中サ

イズ タ イル (150x150) の場合、 45 ピ クセル (33%) のパデ ィ ングを使用し て、 ロゴの中心

部分を 60x60 ( または 50x50) と し ます。 InstallShield が、 この推奨に従う または強制す

る こ とはあり ません。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ォルダーの設定

プロジ ェ ク ト • [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューのフ ォルダーには、 以下の設定を構成できます。

テーブル 11-49 • フ ォルダーの設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

キー名 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

フ ォルダーのキー名を入力し ます。 キー名は、 Directory テーブルの 

Directory 列に表示される フ ォルダーに使用される内部名であ り、 エ

ン ド ユーザーには表示されません。

内部名 InstallScript フ ォルダーの内部名を入力し ます。 内部名はエン ド ユーザーには

表示されません。
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表示名 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

ターゲッ ト  システムで表示される フ ォルダーの名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているす

べての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。

新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細について

は、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださ

い。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト の場合、 この設定の値を入力し な く ては

な り ません。 そ う でない場合は、 ビルド エラーが発生し ます。

表示名は、 Windows Installer の DefaultDir データ型です。 入力し た表

示名が 8 文字を超える場合、 InstallShield はこの設定で 

ShortName|LongName 形式を使用し ます。 た と えば、 この設定の値

と し て My Product Name と入力し た場合、 InstallShield は 

MyProd~1|My Product Name のよ う に設定し て、 実行時に必要な場

合、 短い名前を利用できるよ う にし ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 —

フ ォルダーの表示名と し て、 グループ名システム変数 

<SHELL_OBJECT_FOLDER> を入力する こ とができます。 その後、

InstallScript でシステム変数 SHELL_OBJECT_FOLDER を設定する こ

とによ り、 このフ ォルダーの表示名を実行時に定義する こ とができ

ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールでこの機能を使用する場合、

フ ォルダーの " キー名 " 設定で指定する文字は、 すべて大文字でな

く てはな り ません ( 例、 NEWFOLDER1)。 詳細については、

「SHELL_OBJECT_FOLDER」 を参照し て く だ さい。

説明 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

フ ォルダーの説明を入力し ます。

テーブル 11-49 • フ ォルダーの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ タ イル構成 ] の設定

プロジ ェ ク ト • [ タ イル構成 ] の設定は、 次のプロジ ェ ク ト の種類の [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ュー内で使用できます。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

タ イルの構成の設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• 全般

• 外観

全般

タ イル構成の " 全般 " 設定を使って、 タ イルに関連付けられている .exe フ ァ イルのパスを確認し ます。

共有 InstallScript このフ ァ イルを他のイ ンス ト ールと共有するかど うかを指定し ます

:

• はい — イ ンス ト ールによ って作成されなかったサブフ ォル

ダーまたはフ ァ イルがフ ォルダーに含まれている場合、 製品が

アン イ ンス ト ールされる時に、 そのフ ォルダーはターゲッ ト シ

ステムから削除されません。

• いいえ — 製品がターゲッ ト  システムからアン イ ンス ト ールさ

れる時に、 このフ ォルダーが削除されます。

テーブル 11-50 • 全般設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

ターゲッ ト 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

タ イルに関連付けられている .exe フ ァ イルのパス ( たと えば、

[INSTALLDIR]File.exe) が表示されます。

テーブル 11-49 • フ ォルダーの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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外観

タ イル構成の " 外観 " 設定を使って、 タ イルの背景色などの詳細を指定し ます。

テーブル 11-51 • 外観の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

テキス ト 色 基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

中サイズのタ イルでアプ リ ケーシ ョ ン名を表示する際に使う前景テ

キス ト 色を選択し ます。 選択可能な ド ロ ッ プダウン オプシ ョ ン :

• 明色 — 中サイズのタ イルに表示するテキス ト の色を明色 ( 白い

テキス ト ) に設定し ます。

• 暗色 — 中サイズのタ イルに表示するテキス ト の色を暗色 ( 黒い

テキス ト ) に設定し ます。

メ モ • 中サイズのタ イル  (150x150)  のみ、 タ イル上に名前を表示で

きるスペースがあり ます。 また、 ” テキス ト 色 ” 設定を反映させる

ためには、 " 中タ イルに名前を表示する " 設定で [ はい ] を選択す

る必要があり ます。

背景色 基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

タ イルの背景色に使う色を指定し ます。 この色は、 RGB 16 進文字

列フ ォーマ ッ ト  #rrggbb、 または既知の色でな く てはな り ません。

ド ロ ッ プダウン オプシ ョ ンを使って既知の色を選択するか、 省略

記号ボタ ン (…) を使ってカス タム色を選択できます。
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小さいタ イル イ

メ ージ

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

小さいサイズ (70x70) のタ イル背景イ メ ージへの相対パスを指定す

るか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て .png または .jpg フ ァ イル

を参照し ます。

重要 • カス タム イ メ ージを使用する場合は、 以下の点を考慮し て く

だ さい :

• カス タム イ メ ージはプロジ ェ ク ト に手動で追加する必要があ

り、 小さいタ イル イ メ ージ (70x70)  と  普通サイズのタ イル イ

メ ージ (150x150) の両方にイ メ ージが必要です。 1 つだけしか指

定し なかった場合、 Windows の規定のス タ イルがアプ リ ケー

シ ョ ン アイ コ ンおよび背景がタ イルに適用されます。

• サイズが固定されたイ メ ージ、 ハイ コ ン ト ラス ト なイ メ ージ、

またはローカ ラ イズされたイ メ ージを使用する場合、 手動で 

resources.pri フ ァ イルを作成し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの .exe 

フ ァ イルおよびその .visualelementsmanifest.xml フ ァ イルと同じ

デ ィ レ ク ト リ に配置し な く てはな り ません。 イ メ ージの使い方

についての詳細、 または resources.pri フ ァ イルの作成方法につ

いては、 次の MSDN 記事を参照し て く だ さい : デスク ト ッ プ ア

プ リのス ター ト 画面のタ イルを カス タ マイズする方法 (Windows 

ラ ン タ イム アプ リ )

• タ イル イ メ ージを参照する と き、 resources.pri を作成済み、 ま

たは作成予定の場合は、 選択された特定イ メ ージに 

resources.pri フ ァ イルのマ ッ プ先と なる修飾子を含むこ とがで

きます ( た と えば、 ISLogo.scale-80.png)。 この場合、 小さいタ イ

ル イ メ ージ または 普通サイズのタ イル イ メ ージ の値から修飾

子を削除する必要があり ます。 ただ し、 resources.pri が使用さ

れていない場合、 またはこの特定のフ ァ イルのマ ッ ピングを含

まない場合は、 修飾子がフ ァ イル名の一部と なるため、 残す必

要があり ます。 修飾子が検出される と、 使用するパス と フ ァ イ

ル名を選択できるダイアログが表示されます。

テーブル 11-51 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
普通サイズのタ イ

ル イ メ ージ

基本の MSI、 DIM、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

中サイズ (150x150) タ イルの背景イ メ ージへの相対パスを指定し ま

す。

重要 • カス タム イ メ ージを使用する場合は、 以下の点を考慮し て く

だ さい :

• カス タム イ メ ージはプロジ ェ ク ト に手動で追加する必要があ

り、 小さいタ イル イ メ ージ (70x70)  と  普通サイズのタ イル イ

メ ージ (150x150) の両方にイ メ ージが必要です。 1 つだけしか指

定し なかった場合、 Windows の規定のス タ イルがアプ リ ケー

シ ョ ン アイ コ ンおよび背景がタ イルに適用されます。

• サイズが固定されたイ メ ージ、 ハイ コ ン ト ラス ト なイ メ ージ、

またはローカ ラ イズされたイ メ ージを使用する場合、 手動で 

resources.pri フ ァ イルを作成し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの .exe 

フ ァ イルおよびその .visualelementsmanifest.xml フ ァ イルと同じ

デ ィ レ ク ト リ に配置し な く てはな り ません。 イ メ ージの使い方

についての詳細、 または resources.pri フ ァ イルの作成方法につ

いては、 次の MSDN 記事を参照し て く だ さい : デスク ト ッ プ ア

プ リのス ター ト 画面のタ イルを カス タ マイズする方法 (Windows 

ラ ン タ イム アプ リ )

• タ イル イ メ ージを参照する と き、 resources.pri を作成済み、 ま

たは作成予定の場合は、 選択された特定イ メ ージに 

resources.pri フ ァ イルのマ ッ プ先と なる修飾子を含むこ とがで

きます ( た と えば、 ISLogo.scale-80.png)。 この場合、 小さいタ イ

ル イ メ ージ または 普通サイズのタ イル イ メ ージ の値から修飾

子を削除する必要があり ます。 ただ し、 resources.pri が使用さ

れていない場合、 またはこの特定のフ ァ イルのマ ッ ピングを含

まない場合は、 修飾子がフ ァ イル名の一部と なるため、 残す必

要があり ます。 修飾子が検出される と、 使用するパス と フ ァ イ

ル名を選択できるダイアログが表示されます。

中タ イルに名前を

表示する

基本の MSI、 DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 MSI データ

ベース、 MSM デー

タベース、 ト ラ ン

スフ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ン名を中サイズ (150x150) タ イルに表示するかど う

かを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — 中サイズ タ イルが使用された場合、 タ イル上にアプ リ

ケーシ ョ ンの名前を表示し ます。

• いいえ — タ イル上にアプ リ ケーシ ョ ン名を表示し ません。

メ モ • この設定は、 小サイズ タ イルの使用時には効果があ り ませ

ん。

テーブル 11-51 • 外観の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ レジス ト リ ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ レジス ト リ ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ レジス ト リ ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールが作成するレジス ト リキーおよびレジス ト リ値を定義する こ とができま

す。 このビ ューは 4 つの異なるペイ ンで構成されます。 上部 2 つのペイ ンには開発システム上に含まれるレジス

ト リデータが表示され、 下部 2 つのペイ ンではターゲッ ト  システム上に作成されるレジス ト リデータ を設定し ま

す。

Windows Installer プロジ ェ ク ト  ( 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM 

データベース、 ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト ) の場合、 ビ ューの上にある [ ビ ューフ ィ ルター ] リ ス ト を利用

し てレジス ト リ データ を表示する コ ンポーネン ト を選択する こ とができます。

すべてのレジス ト リ データ (InstallScript プロジ ェ ク ト の <Default> レジス ト リ セ ッ ト を除 く ) を コ ンポーネン ト に

関連付ける必要があ り ます。 これを行う こ と で、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 コ ンポーネン ト の機能がイ ン

ス ト ールに選択される と、 そのコ ンポーネン ト のレジス ト リ データがターゲッ ト  システムに設定されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 レジス ト リキーおよびレジス ト リ値をレジス ト リ セ ッ ト と呼びます。 作成するレ

ジス ト リ セ ッ ト の数、 または 1 つのレジス ト リ セ ッ内のキーおよび値の数に制限はあり ません。

イ ンス ト ーラーは、 [ 一般情報 ] ビ ューに指定し た値に基づいて、 特定のレジス ト リ エン ト リ を自動的に作成し ま

す。 これらの情報キーは、 Windows ロゴガイ ド ラ イ ンで必要と な り ます。 また、 コ ンポーネン ト の詳細設定はす

べて、 ターゲッ ト  システム上でフ ァ イルの登録に使用されます。 

[ODBC リ ソース ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ODBC リ ソース ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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ビ ュー リ フ ァ レンス
システム構成のよ り複雑な領域の 1 つに、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 ト ラ ンスレーターの設定が

あ り ます。 ODBC リ ソースは、 すべての必須属性と と もにシステムに正し く 登録されている必要があ り ます。 ま

た、 ド ラ イバーおよび ト ラ ンスレーターの場合、 イ ンス ト ール .dll フ ァ イルなどの必要なフ ァ イルを イ ンス ト ール

する必要があ り ます。 このプロセスは、 ODBC リ ソース ビ ューを使って単純化できます。 このビ ューでは、 開発

システムにイ ンス ト ールされている ド ラ イバー、 データ ソース、 および ト ラ ンスレーターを選択できます。

ODBC リ ソースの構成可能な各設定についての詳細は、 「ODBC リ ソースの設定」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合 : [ODBC リ ソース ] ビ ューは、 ODBC 関連リ ソースのイ ンス ト ー

ル専用です。 コ ア ODBC フ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで MDAC 2.5 マージ モ

ジュールを選択し ます。

DIM およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 : [ODBC リ ソース ] ペイ ンに項目を追加する と、 このビ ュー [

関連付けられた機能 ] ペイ ンの [ マージ された機能 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択され、 項目を削除する と選択が解

除されます。 これは、 プロジ ェ ク ト には影響し ません。

ODBC リ ソースの設定

プロジ ェ ク ト • [ODBC リ ソース ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ODBC リ ソース属性、 および利用できる値のユニバーサル リ ス ト はあり ません。 イ ンス ト ール用に指定する もの

がわからない場合は、 フ ァ イルのベンダーまたは作成者にお問い合わせ く だ さい。 以下に示すよ う に、 い く つか

の属性は ODBC リ ソースの各種類で共通です。

メ モ • 独自の ODBC 属性を追加するには、 [ODBC リ ソース ] ビ ューの最終行を ク リ ッ ク し てプロパテ ィ と値を指

定し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ド ラ イバー

以下の必須属性のほかに、 ド ラ イバーにはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 ド ラ イバーの説明

と し て登録されます。 ド ラ イバーの名前をローカ ラ イズする こ とはできません。 つま り、 この名前はプロジ ェ ク

ト の文字列エン ト リ ではないよ う です 。 し たがって、 システムの言語にかかわらず同じ値が使用されます。

データ ソース

以下の必須属性のほかに、 DSN にはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 DSN の説明と し て登録さ

れます。 DSN の名前をローカ ラ イズする こ とはできません。 つま り、 この名前はプロジ ェ ク ト の文字列エン ト リ

の一覧には表示されません。 し たがって、 システムの言語にかかわらず同じ値が使用されます。

テーブル 11-52 • ODBC ド ラ イバー属性

属性 予期される値

Driver 

Component

選択し た ODBC ド ラ イバーと その属性を イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の名前を入力し ま

す。

ド ラ イバー 

DLL

開発システム上にある DLL フ ァ イルで、 ODBC ド ラ イバーと し て機能する フ ァ イルへのパス

を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照し ます。 このフ ァ イル

は、 Driver Component 設定で指定されたコ ンポーネン ト に含まれます。 異なる DLL を選択し

た場合に [ コ ンポーネン ト ] ビ ューから以前の DLL を削除できるよ う、 各コ ンポーネン ト に

つき 1 つの DLL を含める こ と を推奨し ます。

Setup 

Component

ODBC ド ラ イバーのセ ッ ト ア ッ プ DLL を イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の名前を入力し ま

す。 通常、 同じ DLL 内にセ ッ ト ア ッ プ コー ドがある場合、 このコ ンポーネン ト はド ラ イバー

のコ ンポーネン ト と同です。

セ ッ ト ア ッ プ 

DLL

開発システム上のセ ッ ト ア ッ プ DLL へのパスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 フ ァ イルを参照し ます。 このフ ァ イルは、 Setup Component 設定で指定されたコ ン

ポーネン ト に含まれます。 ド ラ イバー フ ァ イルもセ ッ ト ア ッ プ DLL である場合、 この設定を

空白のまま残し ます。 異なる DLL を選択し た場合に [ コ ンポーネン ト ] ビ ューから以前の 

DLL を削除できるよ う、 各コ ンポーネン ト につき 1 つの DLL を含める こ と を推奨し ます。

テーブル 11-53 • 必須データ ソース属性

属性 予期される値

登録 システム データ ソースまたはユーザー データ ソースのどち ら を使用するか指定し ます。

• システム データ ソース — データ ソースは、 システムのすべてのユーザーが使用できま

す。

• ユーザー データ ソース — データ ソースは、 現在のユーザーにだけ登録されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ト ラ ンスレーター

以下の必須属性のほかに、 ト ラ ンスレーターにはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 ト ラ ンス

レーターの説明と し て登録されます。 ト ラ ンスレーターの名前をローカ ラ イズする こ とはできません。 つま り、

この名前はプロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの一覧には表示されません。 し たがって、 システムの言語にかかわら

ず同じ値が使用されます。

メ モ • ト ラ ンスレーターに属性を追加する こ とはできません。

[INI フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-54 • ODBC ト ラ ンスレーター属性

属性 予期される値

ト ラ ンスレー

ター コ ンポー

ネン ト

ト ラ ンスレーターと その属性を イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の名前を入力し ます。

ト ラ ンスレー

ター DLL

開発システム上にある DLL フ ァ イルで、 ト ラ ンスレーターと し て機能する フ ァ イルへのパス

を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照し ます。 このフ ァ イル

は、 Translator Component 設定で指定されたコ ンポーネン ト に含まれます。 異なる DLL を選

択し た場合に [ コ ンポーネン ト ] ビ ューから以前の DLL を削除できるよ う、 各コ ンポーネン

ト につき 1 つの DLL を含める こ と を推奨し ます。

Setup 

Component

ト ラ ンスレーターのセ ッ ト ア ッ プ DLL を イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト の名前を入力し ま

す。 通常、 同じ DLL 内にセ ッ ト ア ッ プ コー ドがある場合、 このコ ンポーネン ト はド ラ イバー

のコ ンポーネン ト と同です。

セ ッ ト ア ッ プ 

DLL

開発システム上のセ ッ ト ア ッ プ DLL へのパスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 フ ァ イルを参照し ます。 このフ ァ イルは、 Setup Component 設定で指定されたコ ン

ポーネン ト に含まれます。 ド ラ イバー フ ァ イルもセ ッ ト ア ッ プ DLL である場合、 この設定を

空白のまま残し ます。 異なる DLL を選択し た場合に [ コ ンポーネン ト ] ビ ューから以前の 

DLL を削除できるよ う、 各コ ンポーネン ト につき 1 つの DLL を含める こ と を推奨し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
このビ ューは InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できませんが、 InstallScript 言語には、 .ini フ ァ イルデータ を変更

するための .ini フ ァ イル関数が含まれています。

[INI フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 ターゲッ ト  システム上で 初期化 (.ini) フ ァ イルに行な う変更を指定する こ とがで

きます。 この種のフ ァ イルは、 アプ リ ケーシ ョ ンの次回の使用までの間において、 情報の保存と取得を行う デー

タベースの役割を果た し ます。 Boot.ini や Wininit.ini などの .ini フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ング システムで使用され

ます。 ターゲッ ト  システムにあるすべての .ini フ ァ イルを編集する こ とができますが、 システム .ini フ ァ イルの変

更は推奨し ません。

タ スク .ini フ ァ イルの編集には 3 つの手順があ り ます。

1. .ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成し ます。

2. .ini フ ァ イルにセクシ ョ ンを追加し ます。

3. .ini フ ァ イルにキーワー ド を追加し ます。

.ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成するには、 プロジ ェ ク ト に少な く と も 1 つのコ ンポーネン ト が含まれている必要

があ り ます。 .ini フ ァ イル リ フ ァ レンスを作成し たと きにコ ンポーネン ト がなかった場合は、 [ 新しいコ ンポーネ

ン ト の作成 ] ダイアログ が表示され、 こ こ でコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

ヒ ン ト • InstallShield では、 プロジ ェ ク ト に既存する .ini フ ァ イルを イ ンポー ト できます。 .ini フ ァ イルを イ ンポー

ト し た後、 必要に応じ て [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  システムに加える変更を構成する こ

とができます。 詳細については、 「既存の .ini フ ァ イルを イ ンポー ト する」 を参照し て く だ さい。

.ini フ ァ イルの変更で構成可能な各設定の詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• .ini フ ァ イルの設定

• .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンの設定

• .ini フ ァ イルのキーワー ドの設定

.ini フ ァ イルの設定

プロジ ェ ク ト • [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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ビ ュー リ フ ァ レンス
.ini フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する と き、 次の設定を構成し ます :

.ini フ ァ イルのセクシ ョ ンの設定

プロジ ェ ク ト • [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-55 • .ini フ ァ イルの設定

設定 説明

表示名 INIFile.ini のよ う に、 編集する .ini フ ァ イルの名前を拡張子と共に入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エ

ン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 表示名は、 Windows Installer の Filename データ型です。 入力し た表示名が 8.3 形式では

ない場合、 InstallShield はこの設定に ShortName|LongName 形式を使用し ます。 た と えば、 こ

の設定の値と し て My File Name.ini と入力し た場合、InstallShield は MyFile~1.ini|My File Name.ini 

のよ う に設定し て、 実行時に必要な場合、 短い名前を利用できるよ う にし ます。

コ ンポーネン

ト

この .ini フ ァ イルと関連付ける コ ンポーネン ト を、 以下いずれかの方法で選択し ます :

• 既にプロジ ェ ク ト に含まれている コ ンポーネン ト の一覧から選択するには、 矢印を ク

リ ッ ク し ます。

• .ini フ ァ イルの変更に使用する コ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ンポーネン ト を作

成するには、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

実行時に選択されたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 .ini フ ァ イルが変更されます。

しかし、 .ini フ ァ イルはコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされない限り変更されません。

ターゲッ ト ターゲッ ト  システムにある .ini フ ァ イルの保存場所を指定し て く だ さい。 パスをハー ド コー

ド化するのではな く 、 一覧から Windows Installer フ ォルダーのプロパテ ィ を選択し ます。

ヒ ン ト • サブフ ォルダーと フ ォルダーのプロパテ ィ を円記号で区切らず、 下位レベルのサブ

フ ォルダーを円記号で区切り ます ( 例、 [ProgramFilesFolder]MyCompany\Subdirectory)。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューでセクシ ョ ンを選択する と、 次の設定が表示されます。

.ini フ ァ イルのキーワー ドの設定

プロジ ェ ク ト • [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューは次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューでキーワー ド を選択する と、 い く つかの設定が表示されます。

テーブル 11-56 • .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンの設定

設定 説明

表示名 編集する .ini フ ァ イルの名前を入力し ます。 .ini フ ァ イルのセクシ ョ ン名は角かっ こ で囲まれ

ていますが、 この設定でセクシ ョ ン名を入力する と きには角かっ こは不要です。 例えば、 .ini 

フ ァ イルの [INISection] セクシ ョ ンを変更する場合、 この設定には INISection と入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エ

ン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-57 • .ini フ ァ イル キーワー ドの設定

設定 説明

表示名 編集するキーワー ドの名前を、 ターゲッ ト の .ini フ ァ イルに表示される通り に正確に入力し ま

す。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エ

ン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 環境変数 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 環境変数 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 環境変数の現在の値を読み出すための GetEnvVar 関数が含まれてお り、 環境変数の作成が

可能です。

環境変数は、 ターゲッ ト  システム上の複数のアプ リ ケーシ ョ ンでアクセスできる変数です。 [ 環境変数 ] ビ ューで

は、 環境変数の新規作成、 既存の変数値の変更、 変数の削除などを行う こ とができます。 環境変数と関連付けら

れたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト  システム上で環境変数の作成、 変更、 または削除が行

われます。

アクシ ョ ン 実行するアクシ ョ ンを選択し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• 古い値を置き換える — 既存の値は、 [ データ値 ] 設定に入力された値で置換されます。 値

が存在し ない場合は、 イ ンス ト ーラーによ って作成されます。

• 上書き し ない — キーワー ドが既に存在し ない場合は、 .ini フ ァ イルにその値が追加されま

す。 .ini フ ァ イルにキーワー ドが存在する場合、 キーワー ドは変更されません。

• タグを追加 — キーワー ド値に別のタグを追加する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

タグは、 カ ンマで区切られます。 タグの追加先と なるキーワー ドが存在し ない場合、 変

更されません。

• 値全体を削除する —  キーワー ド およびその値は両方と も .ini フ ァ イルから削除されます。

指定し たキーワー ドが存在し ない場合、 キーワー ドは変更されません。 このオプシ ョ ン

を選択する場合は、 " データ値 " 設定を空白に残し ます。

• タグを削除する — キーワー ドの複数値はタグと し て認識されます。 タグはコ ンマで区切

られています。 キーワー ドの値から タグを外すには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 "

データ値 " 設定で、 削除する タグを入力し て く だ さい。

データ値 キーワー ドの値を入力し ます。 値を追加または付加する場合、 新しい値を入力し ます。 タグ

を削除する場合、 削除する タグを入力し ます。 キーワー ド と値を削除する場合、 この設定を

空白のまま残し ます。

キーワー ドの値と し て Windows Installer のプロパテ ィ を使用できます。 Windows Installer のプ

ロパテ ィ を使用するには、 プロパテ ィ を角かっ こで囲みます ( 例、 [INSTALLDIR])。

テーブル 11-57 • .ini フ ァ イル キーワー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
環境変数の設定

プロジ ェ ク ト • [ 環境変数 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallScript 言語には、 環境変数の現在の値を読み出すための GetEnvVar 関数が含まれてお り、 環境変数の作成が

可能です。

環境変数の設定を指定する と、 ターゲッ ト  システム上にある既存の変数の変更方法を指定し た り、 新しい変数を

作成し た り できます。 各環境変数プロパテ ィ の説明を以下に示し ます。

テーブル 11-58 • 環境変数の設定

設定 説明

コ ンポーネン

ト

この環境変数と関連付ける コ ンポーネン ト を、 以下いずれかの方法で選択し ます :

• 既にプロジ ェ ク ト に含まれている コ ンポーネン ト の一覧から選択するには、 矢印を ク

リ ッ ク し ます。

• 環境変数に使用する コ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ンポーネン ト を作成するに

は、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

環境変数と関連付けられたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト  システム上

で環境変数の作成、 変更、 または削除が行われます。

値 この環境変数のパスまたは値を入力し ます。 [INSTALLDIR]bin などのよ う に、 定義済みフ ォル

ダーを この値の一部に使用できます。

複数のパスを入力する場合は、 パスをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定に [ 削除する ] を選択する と、 " 値 " 設定に入力された値はす

べてク リ ア されて、 " 値 " 設定が読み取り専用と な り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
イ ンス ト ール

時

関連付けられたコ ンポーネン ト がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされたと きに発生する

動作を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 作成する — 指定された環境変数がターゲッ ト  システムに既存し ない場合、 イ ンス ト ール

はその環境変数を作成し て値を設定し ます。

• 設定する — " 配置 " 設定と組み合わせて使用し て、 既存の環境変数の値を設定し ます。

このオプシ ョ ンを選択し た場合で、 ターゲッ ト  システムに環境変数が存在し ないと き

は、 イ ンス ト ールは環境変数を作成し て、 その値を設定し ます。 ターゲッ ト  システムに

環境変数が存在する場合、 イ ンス ト ールはその値を設定し ます。

• 削除する — イ ンス ト ールは、 指定された環境変数を ターゲッ ト  システムから削除し ま

す。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定に [ 削除する ] を選択する と、 " 値 " 設定に入力された値はす

べてク リ ア されて、 " 値 " 設定が読み取り専用と な り ます。

Placement 実行するアクシ ョ ンを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 後に追加する — イ ンス ト ールは、 " 値 " 設定に入力された新しい値を既存する値の終わ

り に追加し ます。

• 前に追加する — イ ンス ト ールは、 " 値 " 設定に入力された新しい値を既存する値の始ま

り に追加し ます。

• 置換する — イ ンス ト ールは、 指定された環境変数の値を " 値 " 設定に入力された新しい

値で置換し ます。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定で [ 作成 ] を選択し、 かつ指定された環境変数がターゲッ ト  シ

ステムに存在し た場合、 " 配置 " 設定は新しい値が既存の環境変数値に追加された状態か、

または既存の環境変数値を置き換えた状態かを指定し ます。 ただ し、 この場合において、 指

定された環境変数がターゲッ ト  システムにない場合、 その値は作成され、 " 配置 " 設定は無

視されます。

テーブル 11-58 • 環境変数の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 実行時に変更する XML フ ァ イルのノ ー ド と ノ ー ド セ ッ ト の参照を追加し ます。

XML フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの一部であっても、 またターゲッ ト  システム上に既に存在する フ ァ イルであって

も構いません。

このビ ューの 2 つ重要な部分は、 [ ビ ュー フ ィ ルター ] ( プロジ ェ ク ト の機能と コ ンポーネン ト の一覧 ) と [XML 

フ ァ イル ] エクスプローラー ( ツ リー ビ ュー ) です。

• ビ ュー フ ィ ルターを利用し て、 データ を機能またはコ ンポーネン ト 別にフ ィ ルターする こ とができます。

アン イ ンス

ト ール時

環境変数が関連付けられたコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされた と き、 その環境変数を

更新するかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 削除する —" 配置 " 設定に [ 前に追加 ] または [ 後に追加 ] が選択されていて、 アン イ ン

ス ト ール時にターゲッ ト  システム上の環境変数値に指定された値が含まれる場合、 その

値のみが既存する変数の値から削除されます。

" 配置 " 設定で [ 置換する ] を選択し た場合で、 アン イ ンス ト ール時に条件 （ターゲッ

ト  システム上の値が指定された値と一致する、 またはターゲッ ト  システム上の値が空白

である） のどち らかが True 評価された と き、 環境変数全体が削除されます。

その他すべての状況下では、 環境変数と その値がターゲッ ト  システムにそのまま残り ま

す。

• 削除し ない — 環境変数と ( 存在する場合 ) その値がターゲッ ト  システムにそのまま残り

ます。

種類 環境変数名がシステム変数または環境変数のどち らの種類であるかを示し ます。 選択可能な

オプシ ョ ンは以下のとお り です :

• システム — イ ンス ト ールは、 指定されたシステム環境変数を作成、 変更または削除し ま

す。

• ユーザー — イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザー環境から環境変数を作成、 変更または削除

し ます。 指定された環境変数は、 イ ンス ト ール時にログオン し ているエン ド ユーザー以

外は使用できません。

テーブル 11-58 • 環境変数の設定 ( 続き )

設定 説明
2418 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
• [XML フ ァ イル ] エクスプローラーでは、 実行時に作成、 変更、 または削除する XML フ ァ イルおよび XML 

データへの参照を追加し ます。 各ノ ー ドは、 XML フ ァ イルにある既存のノ ー ド またはノ ー ド セ ッ ト を選択す

るために、 イ ンス ト ールが実行時に実行する XPath 式を示し ます。

重要 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 XML フ ァ イルにあるすべてのノ ー ド について ノ ー ド を表示するよ う には

デザイ ン されていません。 パフ ォーマンス速度を向上させるために、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 ベース

の XML フ ァ イルとは異なる設定のみが表示されます。

• 変更する XML フ ァ イルがイ ンス ト ールの一部である場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ューには、 XML フ ァ イル

が実行時にイ ンス ト ールされた後に追加、 変更、 または削除される ノ ー ド、 またはノ ー ド セ ッ ト のみが表示

されます。

• 変更する XML フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルの場合、 [XML フ ァ イル変更 ] ビ ュー

には、 実行時に追加、 変更、 または削除される ノ ー ドのみが表示されます。

し たがって、 フ ァ イルを イ ンポー ト する と き、 実行時に変更する XML フ ァ イル内のノ ー ドのみを イ ンポー ト し ま

す。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューでは、 新しい要素が XML フ ァ イルに表示される と きの順番を指定する こ とはできま

せんので注意し て く だ さい。 従って、 要素が特定の順番で表示されている必要がある製品の場合、 実行時に変更

する ノ ー ドのみを イ ンポー ト する と、 潜在的な問題を回避する こ とができます。

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューではまた、 [XML フ ァ イル ] エクスプローラーで選択し たものにし たがって、 右のペ

イ ンに異なる タ ブが表示されます。 これらのタ ブにある各設定のリ フ ァ レンス情報については、 次の参照し て く

ださい。

• XML フ ァ イルの [ 全般 ] タ ブ

• XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブ

• XML フ ァ イルの [ 名前空間 ] タ ブ

• XML 要素の [ 全般 ] タ ブ

• XML 要素の [ 詳細 ] タ ブ

詳しい [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの使い方と XML フ ァ イルの変更を構成する方法については、 「XML フ ァ イル

の変更」 をご覧 く ださい。

XML フ ァ イルの [ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 全般 ] タ ブには、 XML フ ァ イルのための次の設定があ り ます。

XML フ ァ イルの [ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 詳細 ] タ ブには、 XML フ ァ イルのための次の設定があ り ます。

テーブル 11-59 • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューにおける フ ァ イルのための [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

フ ァ イル名 フ ァ イル名は、 エクスプローラーで表示される と きの XML フ ァ イル名にな り ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く だ さい。

XML フ ァ イルのイ ンス

ト ール先

ターゲッ ト マシン上の XML フ ァ イルの保存場所を指定し ます。 [ 参照 ] を ク リ ッ ク

し て既存のデ ィ レ ク ト リ を検索するか、 新規のデ ィ レ ク ト リ を追加または作成し ま

す。

XML フ ァ イルが属する機

能を選択

XML フ ァ イルと関連付ける 1 つ以上の機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ

ア し ます。 InstallShield は、 機能が [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューに追加される と、

自動的にそれを XML フ ァ イルに関連付けます。

プロジ ェ ク ト • DIM およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合  このビ ューで 

XML フ ァ イルを選択する と、 このペイ ンの [ マージ された機能 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

は選択された状態で無効と な り ます。DIM またはマージ モジュールを イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト に追加する場合、 その DIM またはマージ モジュールを含める機能を

指定し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
XML フ ァ イルオプシ ョ ン

次のフ ァ イル設定が実行時に使用できます :

XPath クエ リ

この読み取り専用グ リ ッ ドは、 XML フ ァ イルの変更 ビ ューで構成し た XML の変更に基づいてラ ン タ イムにター

ゲッ ト  システム上で実行される XPath 式を表示し ます。

ヒ ン ト • Xpath 式についての詳細は、 World Wide Web Consortium (W3C) Web サイ ト 、 および MSDN ラ イブラ リの記

事 「 XPath を使って XML ド キュ メ ン ト にクエ リ を実行する際に知ってお く こ と、 避ける こ と 」 を参照し て く だ さ

い。

XML フ ァ イルの [ 名前空間 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

テーブル 11-60 • 実行時に使用できる XML フ ァ イルの設定

設定 説明

XML フ ァ イルが存在し ない

場合、 常に作成

実行時に XML フ ァ イルがターゲッ ト  システム上に存在し ない場合、 [XML フ ァ

イルの変更 ] ビ ューで 指定された内容に基づいて XML フ ァ イルがひとつ作成さ

れます。

アン イ ンス ト ール時に XML 

フ ァ イルを削除

アン イ ンス ト ール時にターゲッ ト  システム上の XML フ ァ イルを削除する場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

変更後に XML を フ ォーマ ッ

ト する

フ ァ イルにラ ン タ イムの変更が行われた後に XML フ ァ イルを フ ォーマ ッ ト する

場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 フ ァ イルを フ ォーマ ッ ト する と

き、 イ ンス ト ールはフ ァ イルにイ ンデン ト を追加し て、 空白要素タグを開始タ

グと終了タグに置換し ます。

フ ォーマ ッ ト を行う と web.config フ ァ イルに問題を起こす可能性があるため、

XML フ ァ イルのこのチ ェ ッ ク ボッ クスを ク リ ア し な く てはならない場合もあり

ます。

新しいフ ァ イルに使用する

エン コー ド

新しい XML フ ァ イルに使用するエン コー ド を指定し ます。

XML フ ァ イルがターゲッ ト  マシンに既存する場合、 またはそれがイ ンス ト ール

の一部と し てイ ンス ト ールされる場合、 イ ンス ト ールはこの設定で指定された

エン コーデ ィ ングではな く 、 XML フ ァ イルで指定されたエン コーデ ィ ングを使

用し ます。

こ こで指定するエン コーデ ィ ング値は、 [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って 

XML フ ァ イル全体を作成し た場合にのみ使用されます。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 名前空間 ] タ ブには、 XML フ ァ イルのための次の設定があるテーブルがあ り ま

す。

XML 要素の [ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 全般 ] タ ブには、 XML 要素のための次の設定があ り ます。

要素名

要素名は、 XML フ ァ イルの宣言済み要素の種類を表し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初期値

と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存

の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

ださい。

テーブル 11-61 • XML 名前空間の設定

設定 説明

前に追加する この名前空間に関連付けられている要素に追加するプレ フ ィ ッ クスを指定し ます。

URI 名前空間のイ ン ターネ ッ ト  リ ソースを識別する URI (Uniform Resource Identifier) を指

定し ます。 URI には、 URL または文字列を指定できます。

メ モ • MSXML パーサーは、 名前空間に関する情報を検索する と きに、 この URI を使

用し ません。 URI の唯一の目的は、 XML フ ァ イル内で名前空間に一意の名前を与える

こ と です。
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Attributes

ヒ ン ト • Windows Installer プロパテ ィ からのダイナ ミ ッ ク値、 または、 テキス ト 置換を利用し て XML フ ァ イルに異

なる値を格納する こ とができます。

XML 要素の [ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-62 • XML 要素の属性の設定

設定 説明

属性 実行時に作成、 ア ッ プデー ト 、 または削除される XML 属性の名前を入力し ます。 属

性には、 Windows Installer プロパテ ィ を追加できます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

値 属性の種類の値を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もでき

ます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く

だ さい。

演算子 次の実行時の処理から、 いずれかを選択し ます。

• 作成 — 実行時に、 属性を要素に追加し ます。

• 削除 — 実行時に、 属性から要素を削除し ます。

• 追加 — 指定された属性値を既存値の終わり に付加し ます。

スケジュール スケジュール オプシ ョ ン  ( イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または両方 ) から選

択し て、 属性変更を適用する タ イ ミ ングを指定し ます。
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[XML フ ァ イルの変更 ] ビ ューの [ 詳細 ] タ ブには、 XML 要素に関する次の設定があ り ます :

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-63 • XML 要素の設定

設定 説明

最初に一致し た要素のみ

を更新する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ターゲッ ト  XML フ ァ イルで最初に一致し た

要素のみが変更されます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 ターゲッ ト  XML フ ァ イルで一致し たすべ

ての要素が変更されます。

この要素が存在し ない場

合、 常に作成する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 この要素が存在し ないと き、 常にターゲッ ト

マシンで作成されます。

ターゲッ ト  フ ァ イルに存在し ない要素に対し てこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア され

ている と、 実行時にその子要素は作成されません。 従って、 た と えば //A/B/C とい

う XML フ ァ イルで、 システム B が存在し ない、 または作成されるよ う に設定され

ていない場合、 C がターゲッ ト  システムで作成される こ とはあり ません。

アン イ ンス ト ール時に要

素を削除する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 XML フ ァ イルの変更を含むコ ンポーネン ト が

アン イ ンス ト ールされた と き、 XML フ ァ イルから この要素が削除されます。

要素のコ ンテンツの設定 テキス ト  コ ンテンツを要素に追加する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 [

コ ンテンツ ] ボ ッ クスにテキス ト を入力し ます。

次の XML の例では、 feature は、 要素 product のコ ンテンツです。

<product>feature</product>

コ ンテンツ 要素をア ッ プデー ト する と きの文字列を入力し ます。 文字数は 255 に制限されてい

ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く だ さい。
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このビ ューは InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テ ラルを検

索および変更するための文字列関数が含まれます。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 ターゲッ ト  システム上で実行時に変更を行う テキス ト  フ ァ イル (

たと えば、 .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 および .sql) 内の検索 / 置換処理を構成できます。 テキス ト  フ ァ イルは、

イ ンス ト ールの一部またはシステム上に既存する フ ァ イルのどち らでも構いません。

タ スク テキス ト  フ ァ イルの変更を構成するには、 以下の手順が必要です :

1. テキス ト  変更セ ッ ト を作成する 

2. テキス ト  フ ァ イルの変更を指定する。

メ モ • 各テキス ト 変更セ ッ ト は、 必ずプロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト に関連付ける必要があ り ます。 このため、

テキス ト 変更セ ッ ト を作成する前に、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のコ ンポーネン ト が必要です。 テキス ト 変更リ

フ ァ レンスを作成する と きにコ ンポーネン ト がなかった場合は、 [ 新しいコ ンポーネン ト の作成 ] ダイアログ が表

示され、 こ こでコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

ヒ ン ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 MSXML を使用せずに XML フ ァ イルを変更できます。 [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って XML フ ァ イルを変更する場合は、 ラ ン タ イムに MSXML が必要です。

テキス ト  フ ァ イルの変更で構成可能な各設定の詳細については、 次を参照し て く ださい :

• 変更セ ッ ト の設定

• 変更の設定

変更セ ッ ト の設定

プロジ ェ ク ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このビ ューは InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テ ラルを検

索および変更するための文字列関数が含まれます。
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[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ]  ビ ューの [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで変更セ ッ ト 項目を選択す

る と、 以下の設定を構成できます :

テーブル 11-64 • 変更セ ッ ト の設定

設定 説明

ターゲッ ト  フ ォルダー ターゲッ ト  システム上でのテキス ト  フ ァ イル ( つま り、 .txt、 .htm、 .xml、 .config、

.ini、 または .sql などの非バイナ リ フ ァ イル ) の場所を指定し ます。 パスをハー ド

コー ド化するのではな く 、 一覧から Windows Installer フ ォルダーのプロパテ ィ を選

択し ます。

ヒ ン ト • サブ フ ォルダーと フ ォルダーのプロパテ ィ を円記号で区切らず、 下位レベ

ルのサブ フ ォルダーを円記号で区切り ます ( 例、

[ProgramFilesFolder]MyCompany\Subdirectory)。

含める フ ァ イル 検索する 1 つ以上のテキス ト  フ ァ イルを指定し ます。 複数のフ ァ イルはセ ミ コ ロン 

(;) で区切り ます。

ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。 た と えば、 特定

のデ ィ レ ク ト リ ですべての .xml および .config フ ァ イルを検索するには、 次のよ う に

入力し ます :

*.xml;*.config

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索に含める / 除外する

テキス ト  フ ァ イルの名前を指定する こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザー

がダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別された他の構成情報を、 実行

時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細に

ついては、 「Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に

変更する」 を参照し て く だ さい。

除外する フ ァ イル 検索から除外する フ ァ イル ( 複数指定可 ) を指定し ます。 複数のフ ァ イルはセ ミ コ

ロン (;) で区切り ます。

ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。 た と えば、 特定

のデ ィ レ ク ト リ ですべての .htm および .html  フ ァ イルを除外するには、 次のよ う に

入力し ます :

*.htm;.html

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索に含める / 除外する

テキス ト  フ ァ イルの名前を指定する こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザー

がダイアログで入力し たデータ、 または実行時に判別された他の構成情報を、 実行

時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細に

ついては、 「Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に

変更する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
変更の設定

プロジ ェ ク ト • [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このビ ューは InstallScript プロジ ェ ク ト では使用できませんが、 InstallScript 言語には、 文字列変数と リ テ ラルを検

索および変更するための文字列関数が含まれます。

サブ フ ォルダーを含む イ ンス ト ールが " ターゲッ ト  フ ォルダー " 設定で指定された場所のサブ フ ォルダー

を検索するかど うかを指定し ます。

イ ンス ト ール時に実行 変更セ ッ ト のコ ンポーネン ト がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる時に、 検

索 / 置換処理を行うかど うかを指定し ます。

アン イ ンス ト ール時に実

行

変更セ ッ ト のコ ンポーネン ト がターゲッ ト  システム上から削除される時に、 検索 /

置換処理を行うかど うかを指定し ます。

コ ンポーネン ト このテキス ト  フ ァ イルと関連付ける コ ンポーネン ト を、 以下いずれかの方法で選択

し ます :

• 既にプロジ ェ ク ト に含まれている コ ンポーネン ト の一覧から選択するには、 矢

印を ク リ ッ ク し ます。

• テキス ト  フ ァ イルの変更に使用する コ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ン

ポーネン ト を作成するには、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 11-64 • 変更セ ッ ト の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ]  ビ ューの [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] エクスプローラーで変更項目を選択する と、

以下の設定を構成できます :

テーブル 11-65 • 変更の設定

設定 説明

アクシ ョ ン ターゲッ ト  システム上の該当するテキス ト  フ ァ イル ( 複数可 ) に行う変更の種類を

指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 置換 — 既存テキス ト を検索し て、 それを置換し ます。

• フ ァ イルの先頭に挿入 — テキス ト を フ ァ イルの最初に追加し ます。

• フ ァ イルの終り に挿入 — テキス ト を フ ァ イルの最後に追加し ます。

• テキス ト の前に挿入 — 既存テキス ト を検索し て、 その前にテキス ト を追加し ま

す。

• テキス ト の後に挿入 — 既存テキス ト を検索し て、 その後にテキス ト を追加し ま

す。

検索する文字列 この設定は、 次の種類のテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます :

• 置換

• テキス ト の前に挿入

• テキス ト の後に挿入

変更する文字列を入力するか、 リ ス ト から Windows Installer プロパテ ィ を選択し ま

す。 このリ ス ト には、 プロジ ェ ク ト の [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで使用可

能なすべてのプロパテ ィ が含まれています。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索文字列と置換文字列

を指定できます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 ま

たは実行時に判別された他の構成情報を、 実行時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更

される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer のプロ

パテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する」 を参照し て く だ さい。

置換後の文字列 この設定は、 置換タ イプのテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます。

検出された既存文字列と置き換える新しい文字列を入力するか、 リ ス ト から 

Windows Installer プロパテ ィ を選択し ます。 このリ ス ト には、 プロジ ェ ク ト の [ プロ

パテ ィ  マネージャー ] ビ ューで使用可能なすべてのプロパテ ィ が含まれています。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索文字列と置換文字列

を指定できます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 ま

たは実行時に判別された他の構成情報を、 実行時に製品のテキス ト  フ ァ イルが変更

される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer のプロ

パテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
テキス ト の挿入 この設定は、 次の種類のテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます :

• フ ァ イルの最初に挿入

• フ ァ イルの最初に挿入

• テキス ト の前に挿入

• テキス ト の後に挿入

テキス ト  フ ァ イル ( 複数可 ) に挿入する新しい文字列を入力し ます。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って、 検索文字列と挿入される

文字列を指定できます。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデー

タ、 または実行時に判別された他の構成情報を、 実行時に製品のテキス ト  フ ァ イル

が変更される時に使用できるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer 

のプロパテ ィ を使用し て、 テキス ト  フ ァ イルを動的に変更する」 を参照し て く だ さ

い。

単語単位で探す この設定は、 次の種類のテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます :

• 置換

• テキス ト の前に挿入

• テキス ト の後に挿入

" 検索する文字列 " 設定に入力し た値が単語単位で一致する イ ンス タ ンスのみを検

索するかど うかを指定し ます。 た と えば、 [ はい ] を指定し た場合で、 " 検索文字列

" 設定に install を入力する と、 イ ンス ト ールは install のイ ンス タ ンスのみを検索し、

同じ単語の別の形式、 た と えば installs、 installation、 または uninstall は検索し ませ

ん。

大文字と小文字を区別す

る

この設定は、 次の種類のテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます :

• 置換

• テキス ト の前に挿入

• テキス ト の後に挿入

" 検索文字列 " 設定で使用し ている大文字と子文字の区別をそのまま利用し て文字

列を検索するよ う に制限するかど うかを指定し ます。

た と えば、 [ はい ] を指定し た場合で、 " 検索文字列 " 設定に install を入力する と、

イ ンス ト ールはその文字列のすべて小文字を使ったイ ンス タ ンスのみを検索し ます。

[ いいえ ] を選択し た場合、 イ ンス ト ールは install だけでな く  INSTALL、 Install、 そ

の他の大文字と小文字を組み合わせたイ ンス タ ンスも検索し ます。

テーブル 11-65 • 変更の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ スケジュール タ スク ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ スケジュール タ スク ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ スケジュール タ スク ] ビ ューでは、 ターゲッ ト  システムで、 実行時に Windows のタ スク スケジューラーで作成

される自動タ スク をプロジ ェ ク ト に追加できます。 作成し たスケジュール タ スクで、 イ ンス ト ールの一部である

フ ァ イルや、 ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルを起動する こ とができます。

スケジュール タ スクに構成可能な各設定についての詳細は、 「スケジュール タ スクの設定」 を参照し て く だ さい :

メ モ • それぞれのスケジュール タ スクは、 必ずプロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト に関連付ける必要があ り ます。

し たがって、 スケジュール タ スク を追加する前に、 プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト が最低 1 つ存在し ている必要

があ り ます。 スケジュール タ スク を追加する と きにコ ンポーネン ト が存在し ない場合は、 [ 新しいコ ンポーネン

ト の作成 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 こ こ でコ ンポーネン ト を作成する こ とができます。

一度だけ置換 この設定は、 置換タ イプのテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます。

イ ンス ト ールが、 最初に見つかった検索文字列のみを置換するかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を指定し た場合、 イ ンス ト ールは検索文字列のすべてのイ ンス タ ンスを置

換し ます。

1 回のみ挿入 この設定は、 次の種類のテキス ト 変更アクシ ョ ンで使用できます :

• テキス ト の前に挿入

• テキス ト の後に挿入

イ ンス ト ールが、 最初に見つかった検索文字列のみにテキス ト を追加するかど うか

を指定し ます。

[ いいえ ] を指定し た場合、 イ ンス ト ールは検索文字列のすべてのイ ンス タ ンスに文

字列を追加し ます。

テーブル 11-65 • 変更の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
スケジュール タ スクの設定

プロジ ェ ク ト • [ スケジュール タ スク ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ スケジュール タ スク ] ビ ューで、 スケジュール タ スクの設定は、 複数のメ イ ン カテゴ リ に分かれています。

• 全般 

• スケジュール 

全般

スケジュール タ スクの全般設定を使って、 タ スクの名前、 タ スク を含むコ ンポーネン ト 、 タ スクで実行する フ ァ

イルなどの詳細を指定できます。

テーブル 11-66 • スケジュール タ スクの全般設定

設定 説明

タ スク名 選択し たスケジュール タ スクに使用する名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト 次のいずれかの方法で、 このスケジュール タ スク を含める コ ンポーネン ト を選択し

ます :

• 既にプロジ ェ ク ト に存在する コ ンポーネン ト の一覧から選択するには、 この設

定の矢印を ク リ ッ ク し ます。

• スケジュール タ スクに使用する コ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ンポー

ネン ト を作成するには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

このコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールの実行時にイ ンス ト ールされる場合、 スケ

ジュール タ スクがターゲッ ト  システムに追加されます。

コ メ ン ト このタ スクの Windows タ スク スケジューラーで表示する説明を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定の隣にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ

と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参

照し て く だ さい。
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ターゲッ ト スケジュール タ スクが実行されたと きに起動される ターゲッ ト  システム上にある

フ ァ イルへのパスを入力し ます。 ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク ト リ パスではな

く 、 Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、 [INSTALLDIR]File.exe) を使いま

す。 値を手入力する代り に、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 ターゲッ ト 場所

を表示し て、 フ ァ イル名を指定する こ と もできます。

引数 ターゲッ ト  フ ァ イル用のコマン ド ラ イ ン引数を入力し ます。

作業デ ィ レ ク ト リ ターゲッ ト の作業デ ィ レ ク ト リ を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て

デ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ます。

た と えば、 作業デ ィ レ ク ト リ を Files とい う INSTALLDIR のサブデ ィ レ ク ト リ に設定

する場合は、 一覧から [INSTALLDIR] を選択し て、 その末尾に Files を追加し ます。

設定が完了する と、 [INSTALLDIR]Files と表示されます。

実行するアカウン ト 名 スケジュール タ スクの実行に使用するアカウン ト を入力し ます。 例 :

ド メ イ ン名 \ ユーザー名 

このプロパテ ィ を [ はい ] に設定し た場合、 " パスワー ド " 設定にパスワー ド を指定

する必要があり ます。 そ う でない場合、 スケジュール タ スクが実行時に作成され

ず、 イ ンス ト ールが中止し ます。

ヒ ン ト • この情報は、 Windows Installer のパブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って指定できま

す。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に

判別された他の構成情報を、 実行時にスケジュール タ スクが構成された時に使用で

きるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ を使って、 ス

ケジュール タ スク をダイナ ミ ッ クに構成する」 を参照し て く だ さい。

パスワー ド スケジュール タ スク を実行するために、 " 実行するアカウン ト 名 " 設定で指定し た

ユーザー アカウン ト と共に使用するパスワー ド を入力し ます。

" ログオン時のみ実行 " 設定を [ はい ] に設定し た場合、 " パスワー ド " 設定にパス

ワー ド を指定する必要があり ます。 そ う でない場合、 スケジュール タ スクが実行時

に作成されず、 イ ンス ト ールが中止し ます。

ヒ ン ト • この情報は、 Windows Installer のパブ リ ッ ク プロパテ ィ を使って指定できま

す。 これによ り、 エン ド ユーザーがダイアログで入力し たデータ、 または実行時に

判別された他の構成情報を、 実行時にスケジュール タ スクが構成された時に使用で

きるよ う にな り ます。 詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ を使って、 ス

ケジュール タ スク をダイナ ミ ッ クに構成する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-66 • スケジュール タ スクの全般設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
スケジュール

スケジュール タ スクのスケジュール設定を使って、 タ スク を実行する頻度などの詳細を指定できます。 一部の設

定は、 特定のスケジュール オプシ ョ ンを選択し た場合にのみ表示されます。

ログオン時のみ実行 タ スクがスケジュールされた時間、 " 実行するアカウン ト 名 " 設定で指定された

ユーザー アカウン ト でシステムにログオン されている場合にのみタ スク を実行する

かど うかを指定し ます。

このプロパテ ィ を [ はい ] に設定し た場合、 " パスワー ド " 設定 (" 別のユーザーと

し て実行 " 設定の下 ) にパスワー ド を指定する必要があり ます。 そ う でない場合、

スケジュール タ スクが実行時に作成されず、 イ ンス ト ールが中止し ます。

テーブル 11-67 • スケジュール タ スクのスケジュール設定

設定 説明

スケジュールの種類 スケジュール タ スク を実行する頻度を示すオプシ ョ ンを選択し ます。

開始時間 タ スクの実行の開始時間は、 次のフ ォーマ ッ ト で入力し ます :

hh:mm 

hh は、 深夜から経過し た時間数を表し、 mm は、 1 時間ご とに経過し た分数を表し

ます。 従って、 指定できる時間は、 00:00 から 23:59 まで と な り ます。 た と えば、 開

始時間が午後 2 時 45 分の場合、 14:45 と入力し ます。

開始日 タ スクの実行開始日を入力し ます。 日付フ ォーマ ッ ト は、 InstallShield を使用し てい

る コ ンピ ューターの OS で設定されている形式を使用し ます。

間隔 指定された時刻と日付から開始し て、 スケジュール タ スク を実行する頻度を指定し

ます。

実行日 この設定は、 " スケジュールの種類 " 設定で選択し たオプシ ョ ンに応じ て異な り ま

す。

• 週単位スケジュール — 週単位のスケジュール タ スク を実行する曜日を指定する

には、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 適切な曜日のチ ェ ッ ク

ボッ クスを選択し ます。

• 月単位スケジュール — スケジュール タ スク を特定の日に実行するか、 または、

特定の週に実行するかを指定し ます。

• 1 回のみ実行のスケジュール — タ スク を実行する日付を入力し ます。 日付

フ ォーマ ッ ト は、 InstallShield を使用し ている コ ンピ ューターの OS で設定され

ている形式を使用し ます。

週 月単位のスケジュール タ スク を実行する週を選択し ます。

テーブル 11-66 • スケジュール タ スクの全般設定 ( 続き )

設定 説明
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[ サービス ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ サービス ] ビ ュー ( およびコ ンポーネン ト の [ サービス ] 領域 ) は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプ

で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスのイ ンス ト ール、 開始、 停止、

または削除を行う コ ンポーネン ト を構成できます。 また、 このビ ューを使って、 Windows Installer 5 で提供されて

いる拡張サービスのカス タ マイズ オプシ ョ ンを構成する こ と もできます。 [ サービス ] ビ ューの他にも、 [ コ ン

ポーネン ト ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューの [ 詳細設定 ] ノ ー ドの下にある [ サービス ] 領域

を使う こ と もできます。 これらの領域のいずれかを使ってサービス情報を構成し た場合、 対応する領域も自動的

に更新されます。

サービスに関する作業について以下の点についてご注意 く だ さい ：

• [ サービス ] ノ ー ドのサービスに入力する名前は、 サービスの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示され

る名前と一致し な く てはな り ません。 ( イ ンス ト ール済みサービスのプロパテ ィ にアクセスするには : [ サー

ビス ] 管理ツールで、 サービスを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 )

• 開始、 停止、 削除、 または構成を行うサービスは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にターゲッ ト  シ

ステムに既存する ものか、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされる ものかを問いません。

• サービス実行可能フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルでな く てはな り ません。 詳細については、

「コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

• サービスのコ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は [ ローカルを優先 ] でな く てはな り ません。

詳細については、 「コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を構成する」 を参照し て く だ さい。

日 月単位のスケジュール タ スク を実行する日にちを指定するには、 この設定の省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 適切な日にちのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

月 月単位のスケジュール タ スク を実行する月を指定するには、 この設定の省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 適切なチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

アイ ド ル時間 スケジュール タ スク を実行する前にターゲッ ト  システムがアイ ドル状態である必要

がある分数を指定し ます。

テーブル 11-67 • スケジュール タ スクのスケジュール設定 ( 続き )

設定 説明
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メ モ • Windows Installer はド ラ イバー サービスをサポー ト し ていないので、 サービスは単一実行可能フ ァ イル 

(.exe) である必要があり ます。

サービスに構成可能な各設定についての詳細は、 「[ サービス ] ビ ューの設定」 を参照し て く だ さい。

[ サービス ] ビ ューの設定

プロジ ェ ク ト • [ サービス ] ビ ュー ( およびコ ンポーネン ト の [ サービス ] 領域 ) は、 以下のプロジ ェ ク ト  タ イプ

で使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ヒ ン ト • [ サービス ] ビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] を使って、 ビ ューに表示するサービス データ を含

むコ ンポーネン ト または機能を選択し ます。 ビ ューフ ィ ルターは、 プロジ ェ ク ト の機能、 サブ機能、 およびコ ン

ポーネン ト の階層を リ ス ト 表示し ます。 機能を選択する と、 その機能に含まれるすべてのコ ンポーネン ト のサー

ビスが表示されます。

サービスの設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• [ 全般 ] の設定 

• イ ンス ト ールの設定 

• コ ン ト ロールの設定 

• 構成の設定 

ヒ ン ト • サービスの設定を構成するにあたっては、 サービスの技術的な詳細についてよ く 知ってお く 必要があり ま

す。
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[ 全般 ] の設定

[ 全般 ] 領域を使って、 サービスを含める コ ンポーネン ト を指定し ます。

イ ンス ト ールの設定

[ イ ンス ト ールの設定 ] 領域を使って、 イ ンス ト ール中にサービスを イ ンス ト ールするかど う かを指定し ます。

サービスを イ ンス ト ールする場合、 これらの設定を使って表示名や説明などの情報、 およびサービスの開始条件

を指定し ます。

テーブル 11-68 • 全般設定

設定 説明

コ ンポーネン ト サービス実行可能フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を選択するか、 この設

定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 サービス実行可能フ ァ イルの

コ ンポーネン ト を作成または選択し ます。

サービス実行可能フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルでな

く てはな り ません。 詳細については、 「コ ンポーネン ト のキーフ ァ イル」

を参照し て く だ さい。

また、 コ ンポーネン ト の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は [ ローカルを

優先 ] でな く てはな り ません。 詳細については、 「コ ンポーネン ト の " リ

モー ト  イ ンス ト ール " 設定を構成する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定

設定 説明

サービスのイ ンス ト ールを有効にす

る

サービスを実行時にイ ンス ト ールするかど うかを指定し ます。

この設定で [ いいえ ] を選択する と、 " イ ンス ト ールの設定 " セクシ ョ ン

内の他の設定に入力し た値はプロジ ェ ク ト から削除されます。 この設定

で [ いいえ ] を選択する と、 " イ ンス ト ールの設定 " セクシ ョ ン内の他の

設定は読み取り専用と な り ます。

キー名 サービスの新しいキー名を入力し ます。 このキー名はデータベース キー

であ り、 エン ド ユーザーには表示されません。

表示名 サービス コ ン ト ロール マネージャーにおける、 このサービスの表示名を

入力し ます。 この設定を空白のままにする と、 サービスの名前 ([ 詳細設

定 ] ノ ー ドの下にあるサービスのサブ ノ ー ドの名前に使用されているテ

キス ト ) が使用されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべて

の言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値

を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既

存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield 

で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
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説明 サービスの説明を入力し ます。 この説明は、 サービスがイ ンス ト ールさ

れる時にターゲッ ト  システムに登録され、 サービス コ ン ト ロール マ

ネージャーの [ 説明 ] 列に表示されます。 また、 サービスの [ プロパテ ィ

] ダイアログ ボ ッ クスの [ 一般 ] タ ブにある [ 説明 ] ボ ッ クスにも表示さ

れます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべて

の言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値

を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既

存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield 

で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

サービスの種類 イ ンス ト ールするサービスの種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• 独自のプロセスで実行する Win32

• プロセスを共有する Win32

WIN32_OWN_PROCESS タ イプのサービスには、 1 つのサービスのコー ド

が含まれす。 WIN32_SHARE_PROCESS タ イプのサービスには、 1 つ以上

のサービスのコー ド が含まれてお り、 コー ドの共有が可能です。

デスク ト ッ プ と対話する サービスがデスク ト ッ プ と イ ン タ ラ ク ト するかど うかを指定し ます。

サービスにユーザー イ ン ターフ ェ イスが含まれている場合は、 [ はい ] 

を選択し ます。

[ はい ] を選択し た場合、 " ユーザー名 " 設定は空白のままでな く てはな

り ません。 これは、 サービスが組み込み LocalSystem アカウン ト で実行

するよ う にイ ンス ト ールされるためです。

開始の種類 サービスの開始時期を指定し て く だ さい。 選択可能なオプシ ョ ンは以下

のとお り です :

• 自動 — サービスはシステムが開始し た と きに自動的に開始し ます。

• オン デマン ド — サービスは、 サービス コ ン ト ロール マネージャー

を通し て要求された と きに開始し ます。

• 無効 — サービスを開始する こ とはできません。

一部のサービスは、 別の開始タ イプ ( オペレーテ ィ ング システムの初期

化中、 またはオペレーテ ィ ング システム ローダによる ) をサポー ト し ま

す。 ただ し、 Windows Installer はこれらのサポー ト を含まないため、 これ

らのオプシ ョ ンは " 開始の種類 " 設定では使用できません。

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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エラーコ ン ト ロール サービスの開始に失敗し た場合に、 サービス コ ン ト ロール マネージャー

が行う適切な操作を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• エラーをログに記録し てから作業を継続する

• エラーをログに記録し てから、 メ ッ セージを表示し て作業を継続す

る

• エラーをログに記録し て再起動する

失敗時にイ ンス ト ールを中止する サービスがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールできない場合は、 イ ンス

ト ール全体を失敗とするかど う かを指定し ます。 デフ ォル ト 値は [ いい

え ] です。

メ モ • この設定で [ はい ] を選択し て、 エン ド ユーザーがサイ レン ト ま

たは基本の UI モー ド でイ ンス ト ールを実行する場合、 ターゲッ ト  シス

テムには Windows Installer 3 以降が必須と な り ます。

ロー ド 順序グループ このサービスがメ ンバーであるロー ド順グループがある場合、 その名前

を入力し ます。

依存関係 このサービスが必要とするサービス、 またはロー ド順グループを入力し

て く だ さい。 このサービスを開始する前に、 システムは必要なサービス、

またはロー ド 順グループから最低 1 つのメ ンバーの開始を試行し ます。

複数の依存関係はコ ンマ (,) で区切り ます。

サービス コ ン ト ロール マネージャーがサービス と ロー ド順グループを区

別できるよ う に、 各ロー ド 順グループ名の前に SC_GROUP_IDENTIFIER (

通常は、 プ ラス記号 (+)) を付ける必要があ り ます。

ユーザー名 サービスにログオンするアカウン ト を入力し て く だ さい。 ローカル シス

テム アカウン ト の下にサービスを イ ンス ト ールするには、 この設定を空

白のままに残し ます。 (Microsoft は単一ユーザーの権限を偽装するサービ

スのイ ンス ト ールを推奨し ません。 )

サービス タ イプが独自のプロセスで実行する Win32 の場合、 入力する値

には次の形式を使用し ます :

ド メ イ ン名 \ ユーザー名

サービスがビル ト イ ン ド メ イ ンの下にログ記録される場合、 次の形式を

使用し ます :

.\UserName

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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Password このサービスのパスワー ド を入力し て く だ さい。 " ユーザー名 " 設定が

空白の場合 ( つま り、 サービスがローカル システム アカウン ト の下でロ

グオンを されている と き ) は、 この設定を空白に残し て く だ さい。 ユー

ザー名を指定し ていない限りパスワー ドは使用されません。

開始パラ メ ーター サービスの実行に必要なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターまたはプロパテ ィ

を入力し ます。

アクセス許可 この設定を使って、 サービスのアクセス許可を設定できます。

アクセス許可を構成するには、 [ 新しいサービス アクセス許可の追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield は、 新しいアクセス許可設定と、

その下に関連する設定の追加行を追加し ます。 必要に応じ て、 個々の設

定を構成し ます。

イ ンス ト ール中と アン イ ンス ト ール中に異なる引数を渡す場合などは、

複数のアクセス許可項目を追加する必要があ り ます。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されていま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの設定を無視し ま

す。

1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと LockPermissions 

テーブルの両方を含める こ とはできません。 この " アクセス許可 " 設定

と、 その下にある設定を使う 場合、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ロ ッ

クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の Windows Installer 処理 ] を選択し

た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 または

レジス ト リ キーにアクセス許可を設定する と、 パッ ケージの 

LockPermissions テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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キー名 アクセス許可のキー名を入力し ます。 このキー名は内部でのみ利用され、

エン ド ユーザーには表示されません。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されていま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの設定を無視し ま

す。

1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと LockPermissions 

テーブルの両方を含める こ とはできません。 この " アクセス許可 " 設定

と、 その下にある設定を使う 場合、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ロ ッ

クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の Windows Installer 処理 ] を選択し

た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 または

レジス ト リ キーにアクセス許可を設定する と、 パッ ケージの 

LockPermissions テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

セキュ リ テ ィ 記述子 有効な SDDL (security descriptor definition language) を使用し て、 有効な 

SDDL 文字列を入力し て く だ さい。 SDDL についての詳細は、 Microsoft 

Windows SDK (Software Development Kit) の "Access Control" セクシ ョ ン

を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 山かっ こ ( 例、 <DomainName\UserName>) または環境変数 ( 例、

[%UserDomain][%UserName]) を使って、 実行時にアカウン ト  SID が決定さ

れるユーザーのド メ イ ン とユーザー名を指定する こ とができます。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されていま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの設定を無視し ま

す。

1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと LockPermissions 

テーブルの両方を含める こ とはできません。 この " アクセス許可 " 設定

と、 その下にある設定を使う 場合、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ロ ッ

クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の Windows Installer 処理 ] を選択し

た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 または

レジス ト リ キーにアクセス許可を設定する と、 パッ ケージの 

LockPermissions テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コ ン ト ロールの設定

[ コ ン ト ロールの設定 ] 領域を使って、 このコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール時にサービス

を制御する方法を指定し ます。 た と えば、 実行中のサービスをア ッ プデー ト する前に、 イ ンス ト ールがそれを削

除し な く てはならない場合があ り ます。

条件 この設定を使って、 ターゲッ ト  システム上でサービスのアクセス許可を

確保する前に、 イ ンス ト ールが評価を行う ステー ト メ ン ト を入力し ます。

アクセス許可は、 条件が Fase と評価された場合、 構成されません。 ただ

し、 条件が True と評価された場合は、 サービスの機能がイ ンス ト ールさ

れている ものと し てアクセス許可が構成されます。

アクセス許可の条件を作成するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を

ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ ク

ス」 を参照し て く だ さい。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されていま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer は、 これらの設定を無視し ま

す。

1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと LockPermissions 

テーブルの両方を含める こ とはできません。 この " アクセス許可 " 設定

と、 その下にある設定を使う 場合、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ロ ッ

クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の Windows Installer 処理 ] を選択し

た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 または

レジス ト リ キーにアクセス許可を設定する と、 パッ ケージの 

LockPermissions テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

テーブル 11-70 • コ ン ト ロールの設定

設定 説明

イベン ト この設定を使って、 サービスに必要な 1 つ以上のコ ン ト ロール イベン ト を

指定できます。

イベン ト を追加するには、[ 新しいサービス コ ン ト ロール イベン ト の追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が新しいイベン ト 設定と、 その下に

関連設定の追加行を追加し ます。 必要に応じ て、 個々の設定を構成し ます。

すべてのコ ン ト ロール オプシ ョ ンを 1 つのイベン ト に配置する こ とができ

ます。 ただ し、 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールで異なった引数を渡す場

合などは、 別のイベン ト を作成し なければならない場合があり ます。

キー名 コ ン ト ロール イベン ト のキー名を入力し ます。 このキー名は内部でのみ利

用され、 エン ド ユーザーには表示されません。

テーブル 11-69 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
操作時間 実行時にサービスに発生する操作をスケジュールする方法を指定するには、

以下の各設定に対し て適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• イ ンス ト ールの開始 — イ ンス ト ール中にサービスを開始するかど うか

を指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 イ ンス ト ールがイ ンス ト ール 

シーケンスの StartServices アクシ ョ ンに到達し たと きに、 サービスが

開始し ます。

• イ ンス ト ールの停止 — イ ンス ト ール中にサービスを停止するかど うか

を指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 イ ンス ト ールがイ ンス ト ール 

シーケンスの StopServices アクシ ョ ンに到達し たと きに、 サービスが

停止し ます。

• イ ンス ト ールの削除 — イ ンス ト ール中にサービスを削除するかど うか

を指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 イ ンス ト ールがイ ンス ト ール 

シーケンスの DeleteServices アクシ ョ ンに到達し た と きに、 サービスが

削除されます。

• アン イ ンス ト ールの開始 — アン イ ンス ト ール中にサービスを開始する

かど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 アン イ ンス ト ールがイ

ンス ト ール シーケンスの StartServices アクシ ョ ンに到達し た と きに、

サービスが開始し ます。

• アン イ ンス ト ールの停止 — アン イ ンス ト ール中にサービスを停止する

かど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 アン イ ンス ト ールがイ

ンス ト ール シーケンスの StopServices アクシ ョ ンに到達し た と きに、

サービスが停止し ます。

• アン イ ンス ト ールの削除 — アン イ ンス ト ール中にサービスを削除する

かど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 アン イ ンス ト ールがイ

ンス ト ール シーケンスの DeleteServices アクシ ョ ンに到達し た と きに、

サービスが削除されます。

待機の種類 コ ン ト ロール イベン ト 開始後の、 Windows Installer の実行方法を指定し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• イベン ト の完了を待機する — Windows Installer は、 続行する前に、 最高 

30 秒までイベン ト  ( 開始、 停止、 または削除 ) の完了を待機し ます。

イベン ト がイ ンス ト ールにと って重要である場合で、 イベン ト がエ

ラーを返すための追加時間を与える と きに、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

• SCM の応答を待機する — Windows Installer は、 サービスコ ン ト ロール

マネージャーによ りサービスが保留中である と報告があるまで待機し

ます。

サービス コ ン ト ロール マネージャーは、 サービスに使用するシステムの

データベースを保持し、 これらのサービスを制御する イ ン ターフ ェ イスを

提供し ます。

サービス引数 サービスに渡す引数を指定し ます。 複数の引数はコ ンマ (,) で区切り ます。

テーブル 11-70 • コ ン ト ロールの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
構成の設定

[ 構成の設定 ] 領域を使って、 選択されたコ ンポーネン ト に含まれるサービスを カス タ マイズする方法を設定し ま

す。

メ モ • アクセス許可の設定は Windows Installer 5 よ りサポー ト されています。以前のバージ ョ ンの Windows Installer 

は、 これらの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定

設定 説明

イベン ト この設定を使って、 サービスに必要な 1 つ以上の構成の変更を指定できま

す。

イベン ト を追加するには、 [ 新しいサービス構成イベン ト の追加 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が新しいイベン ト 設定と、 その下に関連設定

の追加行を追加し ます。 必要に応じ て、 個々の設定を構成し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

キー名 構成イベン ト のキー名を入力し ます。 このキー名は内部でのみ利用され、

エン ド ユーザーには表示されません。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

実行時 実行時にサービス構成イベン ト が発生する条件を指定するには、 以下の各

設定に対し て適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• イ ンス ト ール中 — イ ンス ト ール中にイベン ト が発生するかど うかを指

定し ます。

• アン イ ンス ト ール中 — アン イ ンス ト ール中にイベン ト が発生するかど

うかを指定し ます。

• 再イ ンス ト ール中 — 再イ ンス ト ール中にイベン ト が発生するかど うか

を指定し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
構成の種類 サービスに行う 構成の変更を指定し ます。 変更は、 次回のシステム開始時

に有効にな り ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 自動開始の遅延時間を構成する — このオプシ ョ ンは、 サービスがイ ン

ス ト ール済み自動開始サービスの場合、 または [ イ ンス ト ールの設定 ] 

領域で " 開始の種類 " 設定に [ 自動 ] が選択されている場合に適用され

ます。 このオプシ ョ ンを選択する と き、 " 引数 " 設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て遅延時間を示し ます。

• 回復操作の実行条件を構成する — このオプシ ョ ンを選択する と き、 "

引数 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 選択されたサービス

の回復操作の実行条件を指定し ます。

• プロセス ト ーク ンにサービス SID の種類を追加する — このオプシ ョ ン

を選択する と き、 " 引数 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

サービスに追加する適切なセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) の種類を指定し ま

す。

• 必要な特権のリ ス ト を変更する — このオプシ ョ ンを選択する と き、 "

引数 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て適切な特権を選択し ま

す。

• SCM シャ ッ ト ダウンの遅延を構成する — このオプシ ョ ンを選択する と

き、 " 引数 " 設定に遅延時間を ミ リ秒単位で入力し ます。 遅延時間をデ

フ ォル ト の 3 分間に リ セ ッ ト するには、 " 引数 " 設定を空白のまま残し

ます。 サービス コ ン ト ロール マネージャーは、

SERVICE_CONTROL_PRESHUTDOWN 通知をサービスに送信し たあと、

指定された時間待機し ます。

各オプシ ョ ンには、 " 引数 " 設定に対応する一連の値があり ます。 し たがっ

て、 " 引数 " 設定の値を変更し てから、 " 構成の種類 " 設定の値を変更し た

場合、 " 引数 " 設定の値を再び変更し な く てはならない場合があり ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

引数 " 構成の種類 " 設定で選択し た構成変更に対応する値を指定するには、 省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
回復操作 この設定を使って、 サービスが失敗し た後に実行する 1 つ以上の回復操作

を指定できます。

回復操作を追加するには、 [ 新しい回復操作の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 InstallShield が新しい回復操作設定と、 その下に関連設定の追加行を追

加し ます。 必要に応じ て、 個々の設定を構成し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

キー名 回復操作のキー名を入力し ます。 このキー名は内部でのみ利用され、 エン

ド ユーザーには表示されません。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

実行時 サービスが失敗し たあとに、 回復操作の実行条件を指定するには、 以下の

各設定に対し て適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• イ ンス ト ール中 — サービスのコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール中に操作

を実行し ます。

• アン イ ンス ト ール中 — サービスのコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール

中に操作を実行し ます。

• 再イ ンス ト ール中 — サービスのコ ンポーネン ト の再イ ンス ト ール中に

操作を実行し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定 ( 続き )

設定 説明
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リ セ ッ ト 期間 サービスのエラー カウン ト を リ セ ッ ト する間隔を秒単位で指定し ます。

サービス コ ン ト ロール マネージャーは、 システムが最後に再起動されてか

らサービスが失敗し た回数を カウン ト し ます。 指定された間隔が経過する

と、 リ セ ッ ト 期間中にサービスが失敗し なかった場合、 カウン ト が 0 に リ

セ ッ ト されます。 サービスが失敗し た場合、 システムは "SCM 操作 " 設定

で指定された操作を行います。 適切な操作は、 最後にシステムが再起動さ

れた以降のエラーの数から 1 を引いた数で決ま り ます。 た と えば、 操作が 6 

回目に失敗し た場合、 システムは、 "SCM 操作 " 設定で 5 番めに リ ス ト され

ている種類の操作を行います。 "SCM 操作 " 設定に操作が指定されていない

場合、 " リ セ ッ ト 期間 " 設定は無視されます。

エラー カウン ト のリ セ ッ ト を行わない場合は、 この設定を空白のままに残

し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

再起動メ ッ セージ サービス コ ン ト ロール マネージャー操作の [ コ ンピ ューターの再起動 ] に

応答し てコ ンピ ューターを再起動する前に表示する メ ッ セージを指定し ま

す。 [ コ ンピ ューターの再起動 ] が、 "SCM 操作 " 設定で操作の種類の 1 つ

と し て リ ス ト されていな く てはな り ません。 そ う でない場合、 " 再起動メ ッ

セージ " 設定は無視されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定 ( 続き )

設定 説明
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コマン ド の実行 サービス コ ン ト ロール マネージャーの [ 実行 ] コマン ド に応答し て実行す

る コマン ド ラ イ ンを指定し ます。 絶対パスを使用し ます (UNC パスはサポー

ト されていません )。 例えば、 \\computername\c$\myscripts\recovery.cmd 

ではな く 、 C:\myscripts\recovery.cmd と指定し ます。 エン ド ユーザーから

の入力を必要と し ないプログラムまたはスク リ プ ト を指定し ます。

指定する コマン ド ラ イ ンは、 サービス と同じ アカウン ト の下で実行する新

しいプロセスによ って使用されます。

[ コマン ドの実行 ] が、 "SCM 操作 " 設定で操作の種類の 1 つと し て リ ス ト

されていな く てはな り ません。 そ う でない場合、 " コマン ドの実行 " 設定は

無視されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字

列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン

ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

SCM 操作 この設定を使って、 サービスが失敗し た と きに発生するサービス コ ン ト

ロール マネージャーの 1 つ以上の操作を指定できます。 操作は、 この設定

で リ ス ト されている順番で実行されます。

操作を追加するには、 [ 新しい SCM 操作イベン ト の追加 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。 InstallShield が新しい " 種類 " 設定と、 その下に " 遅延 " 設定を

追加し ます。 必要に応じ て、 両方の設定を構成し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ サーバー構成 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ サーバー構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

InstallShield には、 サーバー サイ ド イ ンス ト ールを構成するための以下のビ ューがあ り ます。

種類 サービスの開始に失敗し た場合に、 サービス コ ン ト ロール マネージャーが

行う操作の種類を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• コマン ド の実行

• コ ンピ ューターの再起動

• 何も し ない

• サービスの再開

メ モ • [ サービスの再開 ] アクシ ョ ンは、 .msi パッ ケージではサポー ト され

ていません。 .msi パッ ケージ と共にこのアクシ ョ ンを含める と、 Windows 

Installer エラー 1939 が発生し ます。

メ モ • " タ イプ " 設定は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

遅延 サービス コ ン ト ロール マネージャーが " 種類 " 設定で指定された操作を行

う前に待機する時間を秒単位で指定し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 5 からサポー ト され

ています。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。

テーブル 11-71 • 構成の設定 ( 続き )

設定 説明
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イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス (IIS)

プロジ ェ ク ト • [IIS] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

イ ンス ト ール時に IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 または 

Web サービス拡張を ターゲッ ト  マシン上に作成する場合、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成する こ とができます。

コ ンポーネン ト  サービス

プロジ ェ ク ト • [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール パッ ケージ用の COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ン と コ ン

ポーネン ト を管理できます。

SQL スク リ プ ト

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQL スク リ プ ト ビ ューは、 すべての SQL スク リ プ ト を接続および設定に応じ て管理並びに編成するための拠点で

す。

[IIS 構成 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [IIS 構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[IIS 構成 ] ビ ューでは、 新しい IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プー

ル、 および Web サービス拡張を作成および管理する こ とができます。

[IIS 構成 ] ビ ューには、 次のよ う な領域があり ます :

• Web サイ ト  ( この領域では、 Web アプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を追加できます。 詳細については、

「" アプ リ ケーシ ョ ン " と " 仮想デ ィ レ ク ト リ " の設定」 を参照し て く ださい。

• アプ リ ケーシ ョ ン プール 

• Web サービス拡張 

次のテーブルは、 [IIS 構成 ] ビ ューの設定の上に表示されるボタ ンについて説明し ます。 これらのボタ ンは、 中央

ペイ ンで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 または Web サービス

拡張が選択されている場合に表示されます。

ヒ ン ト • Windows Installer パブ リ ッ ク プロパテ ィ  ( 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト の場合 )、 またはテキス ト 置換文字列変数  (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を使って、 実行時に 

IIS をダイナ ミ ッ クに構成する こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ール

し ている仮想デ ィ レ ク ト リの名前、 TCP ポー ト 、 サイ ト 番号、 または Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ

レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および Web サービス拡張の他の IIS 設定を指定できるよ う にする こ とがで

きます。 詳し く は、 「Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 IIS 設定を動的に変更する」 と 「InstallScript テキ

ス ト 置換を使用し て、 IIS 設定を動的に変更する」 を参照し て く だ さい。

[Web サイ ト ] の設定

プロジ ェ ク ト • [IIS 構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[IIS 構成 ] ビ ューの [Web サイ ト ] 項目を使って Web サイ ト の追加 / 削除、 またシステム全体を通し た Web サー

バーの構成が可能です。

テーブル 11-72 • [IIS 構成 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

カテゴ リー別 カテゴ リ ご とに設定を並べ替えます。

アルフ ァベ ッ ト 順 設定をアルフ ァベ ッ ト 順に並べ替えます。
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プロジ ェ ク ト 内のすべての Web サイ ト に適用される Web サーバーの設定

[IIS 構成 ] ビ ューで [Web サイ ト ] エクスプローラーを選択する と、 次の Web サーバーの設定が表示されます。

テーブル 11-73 • Web サーバー の設定

設定 説明

IIS を構成し た後、 Web 

サーバーを再起動する 

(IIS 6 以前のみ )

イ ンス ト ールで IIS の変更がシステムに加えられた と き、 毎回イ ンス ト ールの完了

時に IIS を再起動する場合、 [ はい ] を選択し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、

IIS の再起動が必要です。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

SSIEnableCmdDirective レ

ジス ト リ値

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レ

ジス ト リ キーの SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を ターゲッ ト  システムでどの

よ う に設定するかを指定し ます。 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値は、 サーバー

側イ ン クルー ド (SSI) の #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行に使用

される こ と を Web サーバーが許可するかど うかを制御し ます。 有効なオプシ ョ ンは

次のとお り です :

• 無視する — ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変

更し ません。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• FALSE (0)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 0 

に設定し ます。 これによ り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク

テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行に使用されるを防ぐ こ とができます。 この値を

選択する と、 IIS Web サーバーに #exec CMD デ ィ レ クテ ィ ブに依存するアプ リ

ケーシ ョ ンが存在し た場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の Web サイ ト および

仮想デ ィ レ ク ト リがイ ンス ト ールされたあと、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンが誤

作動を起こす可能性があ り ます。

• TRUE (1)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 1 

に設定し ます。 これによ り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク

テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行で使用できるよ う にな り ます。

FALSE または TRUE オプシ ョ ンを選択する と、 値 (FALSE の場合 0、 TRUE の場合 

1) が INSTALLSHIELD_SSI_PROP プロパテ ィ に格納されます。

セキュ リ テ ィ に関する懸念によ り、 デフ ォル ト の SSIEnableCmdDirective 値は 

FALSE (0) になっています。 FALSE (0) 値によ り、 エン ド ユーザーによ って承認され

ていないサーバー側での実行可能フ ァ イルの実行を防ぐ こ とができます。

メ モ • 製品のイ ンス ト ール中に SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更された場

合でも、 ターゲッ ト  システムから製品がアン イ ンス ト ールされる と きに、

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更される こ とはあ り ません。

詳細については、 「Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使

用されるのを許可するかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。
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メ モ • 上記の Web サーバーの設定は、 IIS アイテム (Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ

ケーシ ョ ン プール、 または Web サービス拡張 ) が何も イ ンス ト ールされなかった場合、 ターゲッ ト  システムで更

新されません。

プロジ ェ ク ト に含まれるの各 Web サイ ト について構成可能な設定

エクスプローラーで Web サイ ト を選択する と、 多 く の設定が表示されます。 Web サイ ト の設定は、 い く つかのメ

イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 識別 

• 全般 

• ホーム デ ィ レ ク ト リ 

• アプ リ ケーシ ョ ンの設定 

• セキュ リ テ ィ  

• 詳細 

識別の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 識別 ] 領域には、 次の設定があり ます :

テーブル 11-74 • Web サイ ト の識別の設定

設定 説明

名前 Web サイ ト の名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もで

きます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し

て く ださい。

IP ア ド レス 特定の IP ア ド レスを ターゲッ ト する場合に入力し ます。

代り に、 デフ ォル ト 値のアステ リ スク (*) のままに残すこ と もできます。 この設定

の値をアステ リ スクまたは空白にする と、 現在使用中でない任意の IP ア ド レスが

使用されます。

TCP ポー ト IIS Web サイ ト 用の TCP ポー ト 設定は、 ターゲッ ト マシン上でサービスが実行さ

れているポー ト 番号を示し ます。 IIS Web サーバーには複数の Web サイ ト をホス ト

できるバージ ョ ン もあ り ます。 それぞれの Web サイ ト は固有のポー ト 番号に関連

付けられています。

ターゲッ ト  システムのポー ト 番号の指定が難しい場合、 この設定で 0 を入力し ま

す。

Web サイ ト がイ ンス ト ールされた と き、 Web サイ ト が使用するポー ト 番号とサイ

ト 番号についての詳細は、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く だ

さい。
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[ 全般 ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 全般 ] 領域には、 次の設定があり ます :

ホス ト  ヘ ッ ダー名 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされる IIS Web サイ ト を識別するホス ト  ヘ ッ ダー

名を指定するには、 このボ ッ クスにその名前を入力し ます。 例 :

www.mycompany.com

ホス ト  ヘ ッ ダー ( ド メ イ ン名と も呼ばれます ) を利用し て、 複数の Web サイ ト を 

Web サーバー上の IP ア ド レスに割り当てる こ とができます。

サイ ト 番号 " サイ ト 番号 " 設定は Web サイ ト が作成される場所のパスに含まれる番号を示し

ます ( 例、 w3svc/3)。 デフ ォル ト 値は 0 です。

ターゲッ ト  システムのサイ ト 番号の指定が難しい場合、 この設定で 0 を入力し ま

す。

Web サイ ト がイ ンス ト ールされた と き、 Web サイ ト が使用するポー ト 番号とサイ

ト 番号についての詳細は、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 11-75 • Web サイ ト の全般の設定

設定 説明

コ ンポーネン ト Web サイ ト が関連付けられている コ ンポーネン ト を選択し ます。 省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て、 既存のコ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ンポーネン ト

を作成する こ と もできます。

ASP.NET バージ ョ ン Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを設定するには、 完全なバージ ョ ン番号を入力

するか、 一覧からそれを選択し ます。

たと えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。

バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はそのバージ ョ ン番号をす

べての Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステムで実行される可能性がある場

合、 ASP.NET バージ ョ ンを指定し ないほうがよい場合があ り ます。 また、 バー

ジ ョ ン 3 の ASP.NET を指定する と、 実行時にエラーが発生し ますので注意し て く

ださい。 詳細については、 「Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バー

ジ ョ ンを設定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-74 • Web サイ ト の識別の設定 ( 続き )

設定 説明
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ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォー

ム

.NET Framework がイ ンス ト ールされている Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンでイ

ンス ト ールを実行できるよ う にするには、 どの ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォームを使っ

て Web サイ ト 、 またはアプ リ ケーシ ョ ンを ASP.NET バージ ョ ンにマ ッ プするのか

を指定し ます :

• 32-bit — ASP.NET IIS 登録ツールの 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン プールの "32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする " 設定で [

はい ] を選択する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを

選択し なかった場合は、 イ ンス ト ールが失敗し ます。

• 64-bit — ASP.NET IIS 登録ツールの 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン プールの "32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする " 設定で [

いいえ ] を選択する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ン

を選択し なかった場合は、 イ ンス ト ールが失敗し ます。

詳細については、 「64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム上で IIS 6 をサポー ト する際の考

慮」 を参照し て く だ さい。

アン イ ンス ト ール時に削

除する

選択し た Web サイ ト をアン イ ンス ト ール中に削除するかど うかを指定し ます。

詳細については、 「Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リのア

ン イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト  ド キュ メ ン ト Web サイ ト のデフ ォル ト  ページの名前を入力し ます。 複数のページを指定するに

は、 名前を コ ンマで区切り ます。

Web サイ ト は、 ブラウザーのリ クエス ト で ド キュ メ ン ト 名が指定されない場合に、

デフ ォル ト  ページ と し て使用されます。

テーブル 11-75 • Web サイ ト の全般の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ ホーム デ ィ レ ク ト リ ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ ホーム デ ィ レ ク ト リ ] 領域には、 次の設定があ り ます :

テーブル 11-76 • Web サイ ト のホーム デ ィ レ ク ト リの設定

設定 説明

コ ンテンツ ソース パス (

ローカルまたは UNC)

この設定は、 Web サイ ト のフ ァ イルを格納するローカル パスまたはネ ッ ト ワー

ク デ ィ レ ク ト リのパスを識別し ます。

• Web サイ ト のコ ンテンツがターゲッ ト  システムに存在する場合、 この設定

の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 ローカル パスを指定し ます。 [ デ ィ

レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 基本の MSI または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 このダイアログ ボ ッ クスで Windows 

Installer プロパテ ィ  ( た と えば、 [IISROOTFOLDER]) を選択するか、 または

新しいプロパテ ィ を作成できます。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 このダ

イアログ ボ ッ クスで InstallScript 変数 ( た と えば、 <IISROOTFOLDER>) を選

択するか、 または新しい変数を作成できます。

デフ ォル ト では、 これらのフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納されていま

す。

• Web サイ ト のコ ンテンツがターゲッ ト  システムに存在する場合、 この設定

の [UNC] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト ワークの場所を指定し ます。 参考

例 :

\\server\share

ヒ ン ト • 各 Web サイ ト には一意の物理パスが必要です。 一意のパスは、 Web サ

イ ト が Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降のシステムにイ ンス

ト ールされる場合、 特に重要です。 詳細については、 「IIS サポー ト の実行時要

件」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト ソースへのアク

セス

読み取り または書き込み許可のどち らかが設定されている場合にエン ド ユー

ザーがソース コー ドへアクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 ソー

ス コー ド には ASP アプ リ ケーシ ョ ンのスク リ プ ト が含まれます。

読み取り アクセス エン ド ユーザーが Web サイ ト に読み取り アクセスできるよ う にするかど うかを

指定し ます。

書き込みアクセス エン ド ユーザーが Web サイ ト に書き込みアクセスできるよ う にするかど うかを

指定し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  マシン上の Web サイ

ト のプロパテ ィ を変更できるよ う にな り ます。

デ ィ レ ク ト リの参照 エン ド ユーザーが、 この Web サイ ト の下にあるすべての仮想デ ィ レ ク ト リ とサ

ブデ ィ レ ク ト リ を参照できるかど う かを指定し ます。

アクセスのログ記録 ログ フ ァ イルに、 この Web サイ ト へのアクセスを記録するかど うかを指定し ま

す。 この Web サイ ト のログ記録が有効な場合のみ、 アクセスが記録されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アプ リ ケーシ ョ ンの設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ アプ リ ケーシ ョ ン ] 領域には、 次の設定があり ます :

このリ ソースにイ ンデ ッ ク

スを付ける

Microsoft イ ンデッ クス サービスが Web サイ ト の全文イ ンデッ クス上に この

デ ィ レ ク ト リ を含むよ う にするかど う かを指定し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 11-77 • Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン プール 選択し た Web サイ ト をアプ リ ケーシ ョ ン プールに関連付けるには、 その名前を

一覧から選択し ます。 その代わり に、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 アプ

リ ケーシ ョ ン プールの文字列エン ト リ を作成する こ と もできます。 詳細につい

ては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

この設定は IIS 6 以降に適用し ます。 IIS の以前のバージ ョ ンは、 この設定を無

視し ます。

重要 • 指定するアプ リ ケーシ ョ ン プールは、 実行時にターゲッ ト  システムに存

在する ものか、 イ ンス ト ールの一部になっている ものを指定し ます。 そ う され

なかった場合、 サーバーでエラー (403.18 など ) が発生する可能性があり ます。

アプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピン

グ

デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを カス タ マイズするには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 これによ って [ アプ リ ケーシ ョ ン

のマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 こ こではフ ァ イル名拡張子と

それらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集また

は削除する こ とができます。

MIME タ イプ 選択し た Web サイ ト に MIME の種類を追加、 変更、 または削除するには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ

クス が開きます。 こ こで、 フ ァ イル名拡張子と、 ターゲッ ト  システム上の Web 

サーバーから ブ ラウザまたはメ ール ク ラ イアン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し

て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングを追加、 編集、 または削除

し ます。

セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト (

分 )

サーバーが自動的に終了する前にセ ッ シ ョ ンをアイ ドル状態に保つ時間を分単

位で指定し ます。 エン ド ユーザーがこのタ イムアウ ト 期間中にページを更新し

た り ページを要求し ないと セ ッ シ ョ ンが終了し ます。 デフ ォル ト 値は 20 分で

す。

ASP スク リ プ ト  タ イムアウ

ト ( 秒 )

.asp ページでスク リ プ ト が実行でき、 Windows イベン ト ログ記録に書き込むこ と

ができる時間を秒数で指定し ます。 このプロパテ ィ の最小値は 1 秒で、 デフ ォ

ル ト 値は 90 秒です。

テーブル 11-76 • Web サイ ト のホーム デ ィ レ ク ト リの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
セキュ リ テ ィ の設定

[IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト を選択する と、 [ セキュ リ テ ィ ] 領域にい く つかのセキュ リ テ ィ 関連の設定が表示

されます。 [ セキュ リ テ ィ ] 領域では、 ユーザー ID を検証できるよ う に Web サーバーを構成する こ とができます。

ユーザーを認証する こ と で、 認証されていないユーザーによる制限された内容への Web (HTTP) 接続を不可能にし

ます。 詳細については、 IIS マニュアルを参照し て く だ さい。

[ セキュ リ テ ィ ] 領域の設定は、 い く つかのカテゴ リ に分かれています :

• 匿名接続

• 認証済みアクセス

• セキュ リ テ ィ で保護された通信

[ 匿名接続 ] 領域の設定は次のとお り です :

テーブル 11-78 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 匿名接続 ] の設定

設定 説明

匿名アクセスを有効にす

る

ユーザーが匿名アクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名接続を許可

する場合、 適切な Windows ユーザー アカウン ト 情報も入力し ます。

エン ド ユーザーがコ ンテンツにアクセスする前に Web サーバーによる ID の確認を

必要と し ない場合、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

IIS による匿名パスワー ド

の制御

匿名パスワー ド設定がターゲッ ト  システム上の Windows での設定と自動的に統一

されるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名アカウン ト 用に入力し たパスワー ド

が Windows のパスワー ド と異なる場合、 匿名認証は正し く 動作し ません。

メ モ • パスワー ドの同期化はリ モー ト  コ ンピ ューター上の匿名アカウン ト ではな

く 、 ローカル コ ンピ ューター上で定義された匿名ユーザー アカウン ト と共に使用

し な く てはな り ません。

匿名ユーザー名 匿名接続を有効にする場合、 匿名アカウン ト の名前を入力し ます。

匿名パスワー ド [IIS による匿名パスワー ドの制御 ] 設定で [ いいえ ] を選択し た場合は、 匿名ユー

ザー アカウン ト のパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは Windows 内でのみ利用

されます。 匿名ユーザーはユーザー名とパスワー ド を使ってログオン し ません。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 認証済みアクセス ] 領域の設定は次のとおり です :

[ セキュ リ テ ィ で保護された通信 ] 領域の設定は、 次の通り です。

テーブル 11-79 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 認証済みアクセス ] の設定

設定 説明

基本認証 基本の認証メ ソ ッ ド を使って、 Web サイ ト にアクセスするエン ド ユーザーのユー

ザー名とパスワー ド情報を収集するかど うかを指定し ます。

重要 • 基本の認証方法では、 ネ ッ ト ワーク を介し てユーザー名とパスワー ドが送信

される と きに情報が暗号化されません。 ネ ッ ト ワーク監視ツールを利用する無法な

エン ド ユーザーによ って、 ユーザー名およびパスワー ドが傍受される可能性があ

り ます。

統合 Windows 認証 統合 Windows 認証を有効化するかど うかを指定し ます。 統合 Windows 認証は、

ユーザー ID を確認するためにユーザーのブ ラウザーと暗号化されたやり取り を行

います。

統合 Windows 認証が有効になっている場合、 Web サーバーは次の条件下でのみそれ

を利用し ます。 

• 匿名アクセスは無効です。

• Windows フ ァ イルシステム アクセス許可が設定されいているため、 匿名アクセ

スは拒否されます。 エン ド ユーザーは制限されたコ ンテンツへ接続を確立す

る前に Windows ユーザー名とパスワー ド を提示するよ う求められます。

テーブル 11-80 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ セキュ リ テ ィ で保護された通信 ] の設定

設定 説明

SSL 証明書 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする必要があるサーバー証明書を指定するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てから、 適切なセキュ リ テ ィ 証明

書フ ァ イル (.cer または .pfx) を選択し ます。 プロジ ェ ク ト に １  つまたは複数の証

明書が既に含まれている場合は、 リ ス ト から証明書を選択できます。

.cer フ ァ イルが Binary テーブルに格納されます。

証明書のイ ンス ト ールが構成されていない場合、 この設定は空白です。

SSL 証明書のパスワー ド 指定し た証明書にパスワー ドがある場合、 それを この設定に入力し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
詳細設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 詳細 ] 領域には、 次の設定があり ます。

" アプ リ ケーシ ョ ン " と " 仮想デ ィ レ ク ト リ " の設定

プロジ ェ ク ト • [IIS 構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[IIS] ビ ューで、 Web サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を追加する こ とができます。 このビ ュー

でアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を選択する と、 多 く の設定が表示されます。 この設定は、 い く つか

のメ イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 全般 

• 仮想デ ィ レ ク ト リ 

• アプ リ ケーシ ョ ンの設定 

• セキュ リ テ ィ  

• 詳細 

テーブル 11-81 • Web サイ ト の詳細の設定

設定 説明

カス タム エラー Web サーバー エラーが発生し た と きにク ラ イアン ト に送信される HTTP エラー

を カス タ マイズするには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ カス

タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の HTTP エ

ラーで表示するページを指定できます。

管理者は汎用 HTTP 1.1 エラー、 IIS が提供する詳細なカス タム エラー ページ、

またはイ ンス ト ールに含めた独自のカス タム エラーを使用できます。

その他の IIS プロパテ ィ このビ ューの別の領域では表示されない IIS 設定の値を指定するには、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の IIS プロパテ ィ の値を設定できます。

詳細については、 「IIS の詳細設定を構成する」 を参照し て く だ さい。

詳細設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 これらの設定を無視し ます。

特定の設定についてのヘルプ、 MSDN Web サイ ト の 「メ タベース プロパテ ィ  リ

フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 全般 ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 全般 ] 領域には、 次の設定があり ます。

テーブル 11-82 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における全般の設定

設定 説明

名前 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの名前を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もで

きます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し

て く ださい。

コ ンポーネン ト アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リが関連付けられている コ ンポーネン ト

を選択し ます。 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 既存のコ ンポーネン ト を参

照するか、 新しいコ ンポーネン ト を作成する こ と もできます。

ASP.NET バージ ョ ン

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には無

効です。

アプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定するには、 完全なバージ ョ ン番号

を入力するか、 一覧からそれを選択し ます。

たと えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。

バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はそのバージ ョ ン番号をす

べての Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステムで実行される可能性がある場

合、 ASP.NET バージ ョ ンを指定し ないほうがよい場合があ り ます。 また、 バー

ジ ョ ン 3 の ASP.NET を指定する と、 実行時にエラーが発生し ますので注意し て く

ださい。 詳細については、 「Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バー

ジ ョ ンを設定する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォー

ム

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には無

効です。

.NET Framework がイ ンス ト ールされている Windows の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンでイ

ンス ト ールを実行できるよ う にするには、 どの ASP.NET プ ラ ッ ト フ ォームを使っ

てアプ リ ケーシ ョ ンを ASP.NET バージ ョ ンにマ ッ プするのかを指定し ます :

• 32-bit — ASP.NET IIS 登録ツールの 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン プールの "32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする " 設定で [

はい ] を選択する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを

選択し なかった場合は、 イ ンス ト ールが失敗し ます。

• 64-bit — ASP.NET IIS 登録ツールの 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンを使用し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン プールの "32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを有効にする " 設定で [

いいえ ] を選択する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ン

を選択し なかった場合は、 イ ンス ト ールが失敗し ます。

詳細については、 「64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム上で IIS 6 をサポー ト する際の考

慮」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト  ド キュ メ ン ト アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト  ページの名前を入力し ま

す。 複数のページを指定するには、 名前を コ ンマで区切り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リは、 ブラウザーのリ クエス ト で ド キュ

メ ン ト 名が指定されない場合に、 デフ ォル ト  ページ と し て使用されます。

テーブル 11-82 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における全般の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 仮想デ ィ レ ク ト リ ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 仮称デ ィ レ ク ト リ ] 領域には、 次の設定が

あ り ます。

テーブル 11-83 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における仮想デ ィ レ ク ト リの設定

設定 説明

コ ンテンツ ソース パス (

ローカルまたは UNC)

この設定は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト  フ ァ イル

を格納するローカル パスまたはネ ッ ト ワーク デ ィ レ ク ト リ パスを識別し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツがターゲッ ト  シ

ステムに存在する場合、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

ローカル パスを指定し ます。 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 このダ

イアログ ボ ッ クスで Windows Installer プロパテ ィ  ( た と えば、

[IISROOTFOLDER]) を選択するか、 または新しいプロパテ ィ を作成できま

す。 InstallScript プロジ ェ ク ト では、 このダイアログ ボ ッ クスで InstallScript 

変数 ( た と えば、 <IISROOTFOLDER>) を選択するか、 または新しい変数を作

成できます。

デフ ォル ト では、 これらのフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納されていま

す。

• アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツがターゲッ ト  シス

テムに存在する場合、 この設定の [UNC] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト

ワークの場所を指定し ます。 参考例 :

\\server\share

ヒ ン ト • 各アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ には一意の物理パスが必要

です。 一意のパスは、 仮想デ ィ レ ク ト リが Windows Vista 以降または Windows 

Server 2008 以降のシステムにイ ンス ト ールされる場合、 特に重要です。 詳細に

ついては、 「IIS サポー ト の実行時要件」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト ソースへのアク

セス

読み取り または書き込み許可のどち らかが設定されている場合にエン ド ユー

ザーがソース コー ドへアクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 ソー

ス コー ド には ASP アプ リ ケーシ ョ ンのスク リ プ ト が含まれます。

読み取り アクセス エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト に読み取り アクセスでき

るよ う にするかど う かを指定し ます。

書き込みアクセス エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト に書き込みアクセスでき

るよ う にするかど う かを指定し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ

ト マシン上のアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのプロパテ ィ を変更で

きるよ う にな り ます。

デ ィ レ ク ト リの参照 エン ド ユーザーが、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト の下にあるすべて

の仮想デ ィ レ ク ト リ とサブデ ィ レ ク ト リ を参照できるかど うかを指定し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アプ リ ケーシ ョ ンの設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ アプ リ ケーシ ョ ンの設定 ] 領域には、 次の

設定があ り ます。

アクセスのログ記録 ログ フ ァ イルに、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト へのアクセスを記録

するかど うかを指定し ます。 アクセス数は、 ログ記録が有効化されている場合

のみ記録されます。

このリ ソースにイ ンデ ッ ク

スを付ける

Microsoft のイ ンデッ クス サービスを許可し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮

想デ ィ レ ク ト リ を全文イ ンデッ クスに含めるかど うかを指定し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 11-84 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ におけるアプ リ ケーシ ョ ンの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン名 選択し た仮想デ ィ レ ク ト リ をアプ リ ケーシ ョ ン と関連付けるには、 アプ リ ケー

シ ョ ンの名前を指定し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代

わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する

こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」

を参照し て く だ さい。

メ モ • この設定は仮想デ ィ レ ク ト リ で使用できますが、 アプ リ ケーシ ョ ンには無

効です。

仮想デ ィ レ ク ト リが InstallShield 2009 以前で作成されていて、 InstallShield の現

在のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド されている場合、 この設定が表示されます。

それ以外の場合、 この設定は含まれません。

テーブル 11-83 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における仮想デ ィ レ ク ト リの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アプ リ ケーシ ョ ン プール

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には無

効です。

選択し たアプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ン プールに関連付けるには、 一覧

からその名前を選択し ます。 その代わり に、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

て、 アプ リ ケーシ ョ ン プールの文字列エン ト リ を作成する こ と もできます。 詳

細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さ

い。

この設定は IIS 6 以降に適用し ます。 IIS の以前のバージ ョ ンは、 この設定を無

視し ます。

重要 • 指定するアプ リ ケーシ ョ ン プールは、 実行時にターゲッ ト  システムに存

在する ものか、 イ ンス ト ールの一部になっている ものを指定し ます。 そ う され

なかった場合、 サーバーでエラー (403.18 など ) が発生する可能性があり ます。

アプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピン

グ

デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを カス タ マイズするには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 これによ って [ アプ リ ケーシ ョ ン

のマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 こ こではフ ァ イル名拡張子と

それらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集また

は削除する こ とができます。

MIME タ イプ 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を追加、 変

更、 または削除するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。 こ こで、 フ ァ イル名拡張子

と、 ターゲッ ト  システム上の Web サーバーから ブラウザまたはメ ール ク ラ イ

アン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類との

マ ッ ピングを追加、 編集、 または削除し ます。

セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト (

分 )

サーバーが自動的に終了する前にセ ッ シ ョ ンをアイ ドル状態に保つ時間を分単

位で指定し ます。 エン ド ユーザーがこのタ イムアウ ト 期間中にページを更新し

た り ページを要求し ないと セ ッ シ ョ ンが終了し ます。 デフ ォル ト 値は 20 分で

す。

ASP スク リ プ ト  タ イムアウ

ト ( 秒 )

.asp ページでスク リ プ ト が実行でき、 Windows イベン ト ログ記録に書き込むこ と

ができる時間を秒数で指定し ます。 このプロパテ ィ の最小値は 1 秒で、 デフ ォ

ル ト 値は 90 秒です。

テーブル 11-84 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ におけるアプ リ ケーシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
セキュ リ テ ィ の設定

[IIS 構成 ] ビ ューでアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を選択する と、 [ セキュ リ テ ィ ] 領域にい く つかの

セキュ リ テ ィ 関連の設定が表示されます。 [ セキュ リ テ ィ ] 領域では、 ユーザー ID を検証できるよ う にアプ リ

ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を構成する こ とができます。 ユーザーを認証する こ と で、 認証されていない

ユーザーによる制限された内容への Web (HTTP) 接続を不可能にし ます。 詳細については、 IIS マニュアルを参照

し て く ださい。

[ セキュ リ テ ィ ] 領域の設定は、 次のカテゴ リ に分かれています :

• 匿名接続

• 認証済みアクセス

[ 匿名接続 ] 領域の設定は次のとお り です :

実行アクセス許可 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ に対し て許可する、 プログ

ラムの実行レベルを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• な し — HTML やイ メ ージ フ ァ イルといったス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルのみアク

セス可能です。

• スク リ プ ト のみ — ASP スク リ プ ト などのスク リ プ ト のみ実行可能です。

• スク リ プ ト と実行可能フ ァ イル — すべてのフ ァ イル タ イプにアクセスまた

はそれら を実行できます。

アプ リ ケーシ ョ ン保護

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には無

効です。

保護レベルを指定し ます :

• 高 — アプ リ ケーシ ョ ンは、 別の処理とは切り離された単独の処理で実行し

ます。

• 中 — アプ リ ケーシ ョ ンはその他のアプ リ ケーシ ョ ン と共に切り離された

プール プロセスで実行し ます。

• 低 — アプ リ ケーシ ョ ンは Web サービス と同じ処理で実行し ます。

この設定は IIS 5 以前に適用し ます。 それ以降のバージ ョ ンはこの設定を無視し

ます。

テーブル 11-85 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 匿名接続 ] の設定

設定 説明

匿名アクセスを有効にす

る

ユーザーが匿名アクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名接続を許可

する場合、 適切な Windows ユーザー アカウン ト 情報も入力し ます。

エン ド ユーザーがコ ンテンツにアクセスする前に Web サーバーによる ID の確認を

必要と し ない場合、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

テーブル 11-84 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ におけるアプ リ ケーシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 認証済みアクセス ] 領域の設定は次のとおり です :

IIS による匿名パスワー ド

の制御

匿名パスワー ド設定がターゲッ ト  システム上の Windows での設定と自動的に統一

されるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名アカウン ト 用に入力し たパスワー ド

が Windows のパスワー ド と異なる場合、 匿名認証は正し く 動作し ません。

メ モ • パスワー ドの同期化はリ モー ト  コ ンピ ューター上の匿名アカウン ト ではな

く 、 ローカル コ ンピ ューター上で定義された匿名ユーザー アカウン ト と共に使用

し な く てはな り ません。

匿名ユーザー名 匿名接続を有効にする場合、 匿名アカウン ト の名前を入力し ます。

匿名パスワー ド [IIS による匿名パスワー ドの制御 ] 設定で [ いいえ ] を選択し た場合は、 匿名ユー

ザー アカウン ト のパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは Windows 内でのみ利用

されます。 匿名ユーザーはユーザー名とパスワー ド を使ってログオン し ません。

テーブル 11-86 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 認証済みアクセス ] の設定

設定 説明

基本認証 基本の認証メ ソ ッ ド を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にアクセ

スするエン ド ユーザーのユーザー名とパスワー ド情報を収集するかど うかを指定

し ます。

重要 • 基本の認証方法では、 ネ ッ ト ワーク を介し てユーザー名とパスワー ドが送信

される と きに情報が暗号化されません。 ネ ッ ト ワーク監視ツールを利用する無法な

エン ド ユーザーによ って、 ユーザー名およびパスワー ドが傍受される可能性があ

り ます。

統合 Windows 認証 統合 Windows 認証を有効化するかど うかを指定し ます。 統合 Windows 認証は、

ユーザー ID を確認するためにユーザーのブ ラウザーと暗号化されたやり取り を行

います。

統合 Windows 認証が有効になっている場合、 Web サーバーは次の条件下でのみそれ

を利用し ます。 

• 匿名アクセスは無効です。

• Windows フ ァ イルシステム アクセス許可が設定されいているため、 匿名アクセ

スは拒否されます。 エン ド ユーザーは制限されたコ ンテンツへ接続を確立す

る前に Windows ユーザー名とパスワー ド を提示するよ う求められます。

テーブル 11-85 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 匿名接続 ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
詳細設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 詳細 ] 領域には、 次の設定があり ます。

アプ リ ケーシ ョ ン プールの設定

プロジ ェ ク ト • [IIS 構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ン プールは、 IIS 6.0 以降がイ ンス ト ールされているマシンでのみ利用可能です。

[IIS 構成 ] ビ ューにあるアプ リ ケーシ ョ ン プール アイテムを使って、 アプ リ ケーシ ョ ン プールを追加および削除

し ます。

エクスプローラーでアプ リ ケーシ ョ ン プールを選択する と、 多 く の設定が表示されます。 アプ リ ケーシ ョ ン プー

ルの設定は、 い く つかのメ イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 全般 

• CPU の設定 

• プロセス モデル 

• 再利用 

テーブル 11-87 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における詳細の設定

設定 説明

カス タム エラー Web サーバー エラーが発生し た と きにク ラ イアン ト に送信される HTTP エラー

を カス タ マイズするには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ カス

タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の HTTP エ

ラーで表示するページを指定できます。

管理者は汎用 HTTP 1.1 エラー、 IIS が提供する詳細なカス タム エラー ページ、

またはイ ンス ト ールに含めた独自のカス タム エラーを使用できます。

その他の IIS プロパテ ィ このビ ューの別の領域では表示されない IIS 設定の値を指定するには、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ その他の IIS プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の IIS プロパテ ィ の値を設定できます。

詳細については、 「IIS の詳細設定を構成する」 を参照し て く だ さい。

詳細設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 これらの設定を無視し ます。

特定の設定についてのヘルプ、 MSDN Web サイ ト の 「メ タベース プロパテ ィ  リ

フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 全般 ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューのアプ リ ケーシ ョ ン プールにある [ 全般 ] 領域には、 次の設定があり ます。

テーブル 11-88 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける全般の設定

設定 説明

名前 構成するアプ リ ケーシ ョ ン プールの表示名を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語

に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代

わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する

こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」

を参照し て く だ さい。

コ ンポーネン ト アプ リ ケーシ ョ ン プールが関連付けられている コ ンポーネン ト を選択し ます。

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 既存のコ ンポーネン ト を参照するか、 新し

いコ ンポーネン ト を作成する こ と もできます。

既存アプ リ ケーシ ョ ン プー

ルの上書き

実行時にアプ リ ケーシ ョ ン プールが既にターゲッ ト システムに存在する場合に

発生する動作を示す適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です :

• はい — アプ リ ケーシ ョ ン プールが既にターゲッ ト  システムに存在する場

合、 イ ンス ト ールはその設定をプロジ ェ ク ト で構成された値で上書き し ま

す。 アン イ ンス ト ール中に、 アプ リ ケーシ ョ ン プールがアンイ ンス ト ール

されます。

• いいえ — アプ リ ケーシ ョ ン プールが既にターゲッ ト  システムに存在する場

合、 イ ンス ト ールはその設定を一切上書き し ません。 アン イ ンス ト ール中、

アプ リ ケーシ ョ ン プールがターゲッ ト  システムに残り ます。 アプ リ ケー

シ ョ ン プールがターゲッ ト  システムに存在し ない場合、 イ ンス ト ールはそ

れを作成し ます。 アン イ ンス ト ール中、 アプ リ ケーシ ョ ン プールがアン イ

ンス ト ールされます。

コ ンポーネン ト をパーマネ

ン ト と し てマークする

コ ンポーネン ト の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 アプ リ ケーシ ョ ン 

プールを含むコ ンポーネン ト を削除するかど うかを指定し ます。 コ ンポーネン

ト をパーマネン ト と し てマーク し て、 アン イ ンス ト ールされないよ う にするに

は、 [ はい ] を選択し ます。

.NET Framework バージ ョ ン 適切な場合、 アプ リ ケーシ ョ ン プールがロー ド する .NET Framework バージ ョ ン

を選択し ます。

この設定は IIS 7 以降に適用し ます。 IIS の以前のバージ ョ ンは、 この設定を無

視し ます。

キューの長さ HTTP.sys がアプ リ ケーシ ョ ン プールのキューを行う要求の最大数を指定し ま

す。 デフ ォル ト 値は 4000 です。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
CPU の設定

[IIS 構成 ] ビ ューのアプ リ ケーシ ョ ン プールにある [CPU] 領域には、 次の設定があり ます。

マネージ パイプ ラ イ ン モー

ド

選択し たアプ リ ケーシ ョ ン プールに適切な リ クエス ト 処理のパイプ ラ イ ン モー

ド を指定し ます。

• 統合 — ASP.NET 要求処理は、 IIS 7 のリ ク エス ト 処理パイプラ イ ンに統合さ

れます。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• ク ラシ ッ ク — IIS ルー ト は、 ISAPI を通し てコー ド を要求し ます。 これは、

アプ リ ケーシ ョ ンが IIS 6 で実行中であるかのよ う に要求を処理し ます。

この設定は IIS 7 に適用し ます。 IIS の以前のバージ ョ ンは、 この設定を無視し

ます。

32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン

を有効にする

選択し たアプ リ ケーシ ョ ンの 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを 64 ビ ッ ト  システム

上で実行可能にするかど う かを指定し ます。

この設定は、 IIS 7 以降にイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ン プールに適用し

ます。 IIS の以前のバージ ョ ンは、 この設定を無視し ます。

詳細については、 「64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォーム上で IIS 6 をサポー ト する際の考

慮」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-89 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける CPU の設定

設定 説明

制限 アプ リ ケーシ ョ ン プールのワーカー プロセスが " 制限間隔 " 設定で示されてい

る時間よ り も超える こ とができる、 CPU 時間の最大パーセン ト を指定し ます (1/

1000 パーセン ト で指定 )。

ワーカー プロセスを CPU 時間のパーセン ト に制限し ない場合は、 番号 0 を指

定し ます。 この設定を空白に残すと、 CPU 制限は構成されず、 サーバーでデ

フ ォル ト と し て設定されている任意の値がアプ リ ケーシ ョ ン プールに使用され

ます。

制限アクシ ョ ン アプ リ ケーシ ョ ン プールに設定された CPU 時間を超過し た場合のアクシ ョ ンを

指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 何も し ない — イベン ト  ログ記録にイベン ト  エン ト リが追加されます。 その

他のアクシ ョ ンは発生し ません。

• シャ ッ ト ダウン — イベン ト  ログ記録にイベン ト  エン ト リが追加されます。

また、 制限間隔の残り時間も プ リ ケーシ ョ ン プールがシャ ッ ト ダウン し ま

す。

テーブル 11-88 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける全般の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
プロセス モデルの設定

[IIS 構成 ] ビ ューのアプ リ ケーシ ョ ン プールにある [ プロセス モデル ] 領域には、 次の設定があ り ます。

制限間隔 ( 分 ) アプ リ ケーシ ョ ン プールの CPU モニ ターと帯域幅調整制限のリ セ ッ ト 間隔を分

数で指定し ます。

この間隔が経過し た と きに、 IIS はログ記録の CPU タ イマーを リ セ ッ ト し て、

間隔を制限し ます。

CPU のモニ ターを無効化するには、 数字 0 を指定し ます。 この設定を空白に残

すと、 CPU 制限間隔が構成されず、 サーバーでデフ ォル ト と し て設定されてい

る任意の値がアプ リ ケーシ ョ ン プールに使用されます。

テーブル 11-90 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおけるプロセス モデルの設定

設定 説明

ID アプ リ ケーシ ョ ン プールのワーカー プロセスが実行するアカウン ト を指定し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• NetworkService — このアカウン ト はユーザー グループのメ ンバーで、 アプ

リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な最小限のユーザー権限を持ちます。 こ

のアカウン ト は、 Web サーバーの乗っ取り などの攻撃に対する最も高度な

セキュ リ テ ィ を提供し ます。

• LocalService — このアカウン ト は、 [ ユーザー ] グループのメ ンバーで、

NetworkService アカウン ト と同じユーザー権限を持ちます。 ただ し、

LocalService アカウン ト はローカル コ ンピ ューターに制限されています。

• LocalSystem — このアカウン ト はすべてのユーザー権限を持ち、 [ 管理者 ] 

グループに属し ます。

• SpecificUser — 定義済みのアカウン ト のいずれも使用し ない場合はこのオプ

シ ョ ンを選択し て、 使用するアカウン ト のユーザー名とパスワー ド を指定

し ます。

• ApplicationPoolIdentity - このアカウン ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン プールの

ワーカプロセスを実行するために選択されたアプ リ ケーシ ョ ン プールに一

意な仮想 ID を使用し ます。 このオプシ ョ ンのサポー ト は、 IIS 7 以降が搭載

された ターゲッ ト  システムで使用できます。 IIS 6 が搭載されているシステ

ム上で実行される イ ンス ト ールでこの新しいオプシ ョ ンが選択された場合、

アプ リ ケーシ ョ ン プールの ID には NetworkService アカウン ト が代わり に

使用されます。

メ モ • SpecificUser ID を使用する場合、 指定するユーザー アカウン ト が適切な リ

ソースにアクセスできるよ う に、そのアカウン ト が Web サーバー上で IIS_IUSRS 

グループのメ ンバーである こ と を確認し て く だ さい。

テーブル 11-89 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける CPU の設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リサイ クルの設定

[IIS 構成 ] ビ ューのアプ リ ケーシ ョ ン プールにある " リサイ クル " 設定では、 ワーカー プロセスのリサイ クルを

設定できます。 ワーカー プロセスの分離モー ド で、 IIS を構成し て、 アプ リ ケーシ ョ ン プールで定期的にワー

カー プロセスを再起動する こ とができ、 欠陥のあるワーカー プロセスを正確に管理する こ とができます。 これに

よ り、 これらのプールにある指定されたアプ リ ケーシ ョ ンが正常で、 システム リ ソースが回復可能である こ と を

保証できます。

[IIS 構成 ] ビ ューのアプ リ ケーシ ョ ン プールにある [ リサイ クル ] 領域には、 次の設定があり ます。

SpecificUser ユーザー名 " 識別 " 設定に SpecificUser を選択する場合、 特定のユーザーのユーザー名を入

力し ます。

SpecificUser ユーザー パス

ワー ド

" 識別 " 設定に SpecificUser を選択する場合、 特定のユーザーのパスワー ド を入

力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 パスワー ドの 

Windows Installer プロパテ ィ を指定できます。 パスワー ドがログ記録されるのを

防ぐには、 MsiHiddenProperties プロパテ ィ の値と し て、 パスワー ド に使用する 

Windows Installer プロパテ ィ の名前を設定し ます。 さ らに詳しい情報は、

Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブラ リの 「MsiHiddenProperties」 を参照し て く だ

さい。

セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト (

分 )

ワーカー プロセスがシャ ッ ト ダウンする前にアイ ドル状態を保持する時間を分

数で指定し ます。

最大ワーカー プロセス アプ リ ケーシ ョ ン プールの要求を処理できるワーカー プロセスの最大数を指定

し ます。

1 よ り大きい数字を指定する と、 アプ リ ケーシ ョ ン プールが Web ガーデンであ

る と見な されます。

テーブル 11-91 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける リサイ クルの設定

設定 説明

定期的な間隔 ( 分 ) アプ リ ケーシ ョ ン プールがリサイ クルされるまでの時間を分数で指定し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン プールが定期的な間隔で リサイ クルされないよ う にするには、

数字 0 を入力し ます。

要求数の制限 アプ リ ケーシ ョ ン プールがリサイ クルされる前に処理する要求の最大数を指定

し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン プールが処理する要求の数を制限し ない場合は、 数字 0 を入

力し ます。

テーブル 11-90 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおけるプロセス モデルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Web サービス拡張の設定

プロジ ェ ク ト • [IIS 構成 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

メ モ • Web サービス拡張は、 IIS 6.0 以降がイ ンス ト ールされているマシンでのみ利用可能です。

IIS 7 があるシステムでは、 Web サービス拡張に、 [IIS メ タベース と IIS 6 構成の互換性 ] 機能がイ ンス ト ールされ

ている必要があ り ます。 詳細については、 「InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報」 を参照し て

く ださい。

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サービス拡張項目を使って、 Web サービス拡張を追加および削除し ます。

エクスプローラーで Web サービス拡張を選択する と、 次の設定を構成する こ とができます。

特定時刻 アプ リ ケーシ ョ ンがリサイ クルされる時刻を指定するには、 この設定で省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 特定時刻にリサイ クル ] ダイアログ ボ ッ クス

が開き、 こ こで特定のローカル時間または時刻を設定できます。

時刻を指定する と き、 24 時間形式を使います。 た と えば、 午後 10 時を指定す

る場合、 22:00 と入力し ます。

この設定で、 InstallShield は指定された時刻の数を示し、 時刻の一覧が角かっ こ

に囲まれて表示されます。 時刻は垂直線で区切られます。 た と えば、 次の例で

は特定のリサイ クル時刻が 5:00 A.M. と 11:00 P.M である こ と を示し ます。

2 定義済み [05:00|23:00]

テーブル 11-92 • Web サービス拡張における全般の設定

設定 説明

説明 新しい Web サービス拡張フ ァ イルの名前を入力し ます。 名前には、 文字列 ID が

関連付けられているため、 翻訳が可能です。 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て既存

の文字列を見つけるか、 [ 文字列の選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが起動されたと き

に新規の文字列を作成し ます。

コ ンポーネン ト Web サービス拡張が関連付けられている コ ンポーネン ト を選択し ます。 省略記

号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 既存のコ ンポーネン ト を参照するか、 新しいコ ン

ポーネン ト を作成する こ と もできます。

テーブル 11-91 • アプ リ ケーシ ョ ン プールにおける リサイ クルの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ コ ンポーネン ト サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールパッ ケージ用の COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト

を管理する こ とができます。 COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ン と アプ リ ケーシ ョ ン プロキシの両方を管理する こ

とができます。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、 こ

れはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし ま

す。

InstallShield のコ ンポーネン ト  サービスに関する次の情報をお読み く だ さい。

コ ンポーネン ト をパーマネ

ン ト と し てマークする

コ ンポーネン ト の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 Web サービス拡張を

含むコ ンポーネン ト を削除するかど う かを指定し ます。 コ ンポーネン ト をパー

マネン ト と し てマーク し て、 アン イ ンス ト ールされないよ う にするには、 [ はい

] を選択し ます。

フ ァ イルへの完全パス Web サービス拡張フ ァ イルの名前を入力し ます。

ヒ ン ト • フ ァ イルの指定に、 デ ィ レ ク ト リ ID を使用する こ とができます。 たと

えば、 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルを [INSTALLDIR]file.exe と指定する こ とができま

す。

グループ ID Web サービス拡張のグループ ID を入力し ます。 グループ ID を使って、 異なる 

DLL や共通のゲー ト ウ ェ イ イ ン ターフ ェ イス (CGI) を ク ラス分けし て、 アプ リ

ケーシ ョ ンの依存関係を作成できます。

ヒ ン ト • グループの指定に、 デ ィ レ ク ト リ ID を使用する こ とができます。

許可 Web サービス拡張の状態を [ 許可 ] に設定するかど うかを指定し ます。

UI 削除可能 Web サービス拡張フ ァ イルを IIS マネージャー内から削除可能にするかど うかを

指定し ます。

既存の拡張子を上書きする 既存の拡張子を上書き可能にするかど う かを指定し ます。

テーブル 11-92 • Web サービス拡張における全般の設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2473



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
• COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 し たがって、

InstallShield は [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー の [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] エクスプローラーの下に、

COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみを表示し ます。

• ローカル マシンにイ ンス ト ールされている COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのみが、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] 

ビ ューに表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とが可能です。

• アプ リ ケーシ ョ ンプロキシは COM+ サーバーアプ リ ケーシ ョ ンでのみ利用可能で、 ラ イブラ リ アプ リ ケー

シ ョ ンでは利用できません。

[ コ ンポーネン ト  サービス ]  ビ ューで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択する と き、 以下のタ ブが表示されます :

• イ ンス ト ール

• 全般

• セキュ リ テ ィ

• ID

• アクテ ィ ベーシ ョ ン

• キュー

• 詳細

• ダンプ

• プール / 再利用

[ イ ンス ト ール ] タ ブの設定は、 InstallShield 固有の設定です。 その他のタ ブにある設定は、 コ ン ト ロール パネル

にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツールにある設定に類似し ています。 [ イ ンス ト ール ] タ ブにある各設定

についての詳細は、 「[ イ ンス ト ール ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。 その他のタ ブにある設定については、 「コ ン

ポーネン ト  サービス」 ヘルプを参照し て く ださい。

[ イ ンス ト ール ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

[ イ ンス ト ール ] タ ブは、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択し た と きに表示さ

れる タ ブの 1 つです。

テーブル 11-93 • [ イ ンス ト ール ] タ ブの設定

設定 説明

サーバー 選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを他のマシンにイ ンス ト ールする場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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イ ンス ト ール先 ( サーバー ) COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先は、

[ProgramFilesFolder]COMPlus Applications\{UID} です。

COM+ フ ァ イルを別の場所にイ ンス ト ールする場合、 ターゲッ ト 先を選

択し ます。 指定する イ ンス ト ール先が一覧にない場合、 [ デ ィ レ ク ト リ 

エン ト リ を参照、 作成、 または変更し ま ] オプシ ョ ンを選択し ます。

条件 ( サーバー ) 必要に応じ て、 COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ンの条件を指定し ます。

ロールと共にユーザー ID を イ ンス

ト ールする

選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをローカル マシンの COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンについて構成し たユーザー ID と ロールと共にイ ンス ト ールする場

合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ビルド 時にク ラ イアン ト マシンか

ら COM+ 設定を リ フ レ ッ シュする

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 ローカル マシンのコ ンポーネ

ン ト  サービスで使用できる COM+ の設定が表示されます。

プロジ ェ ク ト で表示されている COM+ の設定をローカル マシンのコ ン

ポーネン ト  サービスで提供されている設定で更新する場合、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。 リ リースをビルド し たと き、 そのつど設定が

リ フ レ ッ シュ されます。

InstallFinalize アク シ ョ ンの後でイ ン

ス ト ールする

選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンに、 グローバル アセンブ リ キャ ッ

シュ (GAC) にイ ンス ト ールする必要がある .NET アセンブ リが含まれてい

る場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択する と、 ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンは選択し た COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを InstallFinalize アクシ ョ ンの後でイ ンス ト ールし ます。

Windows Installer は、 InstallFinalize が実行されるまでスク リ プ ト 内のセ ッ

シ ョ ンで加えられた変更を コ ミ ッ ト し ません。

プロキシ 選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ン プロキシ と し てイ

ンス ト ールする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 COM+ アプ

リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で

構成され、 これはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが

存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし ます。 

イ ンス ト ール先 ( プロキシ ) COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先は、

[ProgramFilesFolder]COMPlus Applications\{UID} です。

COM+ フ ァ イルを別の場所にイ ンス ト ールする場合、 ターゲッ ト 先を選

択し ます。 指定する イ ンス ト ール先が一覧にない場合、 [ デ ィ レ ク ト リ 

エン ト リ を参照、 作成、 または変更し ま ] オプシ ョ ンを選択し ます。

条件 ( プロキシ ) 必要に応じ て、 プロキシ サーバー サポー ト の条件を指定し ます。

テーブル 11-93 • [ イ ンス ト ール ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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リ モー ト  サーバー名 アプ リ ケーシ ョ ンが常駐する リ モー ト  サーバー コ ンピ ューターの名前を

指定し ます。 正しい名前を入力するか、 またはデフ ォル ト の 

[REMOTESERVERNAME] プロパテ ィ を利用する こ とが可能です。 このデ

フ ォル ト 値はイ ンス ト ールで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの [ プロキシ ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し たと きに自動的に作成されます。

メ モ • REMOTESERVERNAME プロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、 InstallShield 

で COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へ追加するた

めに使用されるマシンの名前です。 [REMOTESERVERNAME] プロパテ ィ

の値を変更するには、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使用し ます。 

エン ド ユーザーがリ モー ト  サーバーを指定できるよ う にし たい場合は、 [

ダイアログ ] ビ ューのエン ド ユーザー ダイアログにリ モー ト  サーバー編

集フ ィ ールド コ ン ト ロールを追加し ます。 このコ ン ト ロールの [ プロパ

テ ィ ] 値に REMOTESERVERNAME を設定し ます。

ク ラ イアン ト マシンに配布された 

COM を有効にする

必要に応じ て、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 DCOM ( 分散コ ン

ポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル ) がすべてのク ラ イアン ト  マシン上で既

に有効である こ とが分かっていて、 ク ラ イアン ト  マシン上での管理者権

限を持たないこ とが分かっている場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア

し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 イ ンス ト ール時に Y が 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Ole レジス ト リキーの 

EnableDCOM エン ト リ に書き込まれて、 DCOM が有効と な り ます。

メ モ • エン ド ユーザーは [ コ ン ト ロール パネル ] にある [ コ ンポーネン ト  

サービス ] 管理ツールを利用し て、 マシン上で DCOM を有効または無効

にする こ とができます。 ただ し、 そのマシンの DCOM が無効になってい

る場合、 アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはク ラ イアン ト  マシン上では動作し

ません。 そのため、 [ ク ラ イアン ト  マシン上で 分散 COM を有効にする ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択をお勧めし ます。 

エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト をアン イ ンス ト ー

ルする場合、 EnableDCOM レジス ト リ エン ト リは、 イ ンス ト ール プロセ

スでこのレジス ト リ エン ト リがターゲッ ト  マシンで Y に変わったと し て

も、 変更はされません。

機能 選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを含める機能を選択し ます。 COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを新しい機能に追加するには、 まず [ 機能 ] ビ ューで機

能を作成し てから、 この一覧でそのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-93 • [ イ ンス ト ール ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[SQL スク リ プ ト ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQL スク リ プ ト ビ ューは、 すべての SQL スク リ プ ト をサーバー接続および設定に応じ て管理並びに編成するため

の拠点です。 このビ ューでは、 Microsoft SQL Server、 Microsoft Windows Azure、 MySQL、 および Oracle がサポー

ト されています。 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューから、 SQL サーバーを構成するための、 以下の主要な関数のほとんど

を実行する こ とができます。 一部のサーバーの種類には制限があり ます。

• SQL サーバーへ接続する。

• カ タ ログスキーマおよび / またはデータ を イ ンポー ト する。

• SQL スク リ プ ト と コ ンポーネン ト を関連付ける。

• 必要な SQL サーバー / スク リ プ ト プロパテ ィ  ( サーバー名、 データベース名、 認証メ ソ ッ ド など ) を設定す

る。

• イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に実行するための SQL スク リ プ ト の設定する。

• SQL スク リ プ ト を編集する。

• Windows Azure SQL、 SQL Server、 MySQL、 または Oracle の特定バージ ョ ンを要求またはターゲッ ト する、 も

し く はその両方。

• SQL スク リ プ ト のテキス ト 置換を定義する。

• Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer でスク リ プ ト を開 く 。

メ モ • データベースのイ ンポー ト 機能は、 Microsoft SQL Server Database で利用できます。 Oracle ユーザーの方は、

Oracle データベース ユーテ ィ リ テ ィ の Oracle Web ページで、 InstallShield と共に利用可能なユーテ ィ リ テ ィ につ

いての情報をご覧いただけます。

使用中のシステムに Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer がイ ンス

ト ールされている場合、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL スク リ プ ト を開いて、 スク リ プ ト をテス ト 、 編集、

または構文チ ェ ッ ク を行う こ とができます。 これらのツールの 1 つを起動し て InstallShield 内でスク リ プ ト を開 く

には、[SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから [Microsoft SQL Server Management Studio でス

ク リ プ ト を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が次のツールから 1 つを検索し て、 最初に検出されたツールを

起動し ます :

1. Microsoft SQL Server 2008 Management Studio (Express; ssms.exe を含む任意のエデ ィ シ ョ ン )

2. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio (SqlWb.exe)

3. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio Express (ssmsee.exe)

4. Microsoft SQL Server 2000 Query Analyzer (isqlw.exe)
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SQL 接続

SQL スク リ プ ト  ビ ューでは、 スク リ プ ト は接続によ って編成されます。 これは接続が確立されるまでスク リ プ ト

がサーバー上で実行する こ とができないためです。 さ らに対応するスク リ プ ト と接続をグループに分ける こ と で、

別のスク リ プ ト と接続設定を共有する こ とが可能にな り ます。

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL 接続を作成または選択する と、 次のタ ブが表示されます :

• [ 全般 ] タ ブ 

• [ 要件 ] タ ブ 

• [ 詳細 ] タ ブ 

[ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内の SQL 接続の [ 全般 ] タ ブで、 以下の設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-94 • SQL 接続の [ 全般タ ブ ] の設定

設定 説明

カ タ ログ名

メ モ • Oracle データベースの設定に基づいて新しいアプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログ

を作成する こ とは、 InstallShield で SQL Server の設定に基づいて新しいデータ

ベースを作成する こ とに相当し ます。 ただ し、 Oracle では用語が若干異な り ま

す。 Oracle のカ タ ログは、 すべての新しいアプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログに使用さ

れているスキーマに相当し ます。 し たがって、 ド キュ メ ン ト の SQL Server と 

Oracle のサポー ト の違いを理解する と き、 「カ タ ログ」 と 「データベース」 の

意味的な違いに注意し て く だ さい。

イ ンス ト ール中にそのプログラムへの接続を作成する SQL カ タ ログの名前を入

力し ます。

この設定を空白のままにする と、 実行時の接続テス ト 段階でイ ンス ト ールはデ

フ ォル ト のカ タ ログへ接続し よ う と し ます。 指定されたカ タ ログが実行時に見

つからなかった場合も、 イ ンス ト ールは接続の検証時に指定されたカ タ ログを

作成し ます。 これは、 InstallShield 上で [ 存在し ない場合カ タ ログを作成する ] 

オプシ ョ ンがデフ ォル ト と し て選択されているためです。
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存在し ない時、 カ タ ログを作

成する

デフ ォル ト ではこのオプシ ョ ンが選択されています。 このオプシ ョ ンが選択さ

れている場合、 イ ンス ト ールは実行時に SQLLogin ダイアログで接続が検証さ

れる と きに、 指定されたカ タ ログを作成し ます。

" 存在し ない場合カ タ ログを作成する " オプシ ョ ンが選択されている場合、 異

なる SQL コマン ドがさ まざまなサポー ト されているサーバー タ イプに発行さ

れます。

Microsoft SQL Server、 Microsoft Windows Azure および MySQL でこのオプシ ョ

ンを選択し た場合、 次のコマン ド が発行されます :

CREATE DATABASE CatalogName 

CatalogName は、 [SQL] スク リ プ ト  ビ ュー内の接続の [ 全般 ] タ ブにある [ カ タ

ログ名 ] ボ ッ クスに指定された値です。

Oracle で " 存在し ない場合カ タ ログを作成する " オプシ ョ ンを選択する と、 次

のコマン ドが発行されます :

CREATE USER CatalogName IDENTIFIED BY CatalogName DEFAULT TABLESPACE USERS 

QUOTA UNLIMITED on USERSGRANT CONNECT TO CatalogNameGRANT DBA TO 

CatalogNameALTER USER CatalogName DEFAULT ROLE ALL

つま り、 Oracle ではデフ ォル ト でスキーマ名が選択されたカ タ ログのユーザー

名とパスワー ド と し て使用されます。

テーブル 11-94 • SQL 接続の [ 全般タ ブ ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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存在し ない時、 カ タ ログを作

成する ( 続き )

カ タ ログの作成に " 存在し ない場合カ タ ログを作成する " オプシ ョ ンを利用し

ない場合、 カス タ マイズし たスク リ プ ト を実行し てカ タ ログを作成する こ とが

できます。 カス タム スク リ プ ト を実行する と き、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内

のスク リ プ ト の [ 実行 ] タ ブを使って、 ログイ ン中にスク リ プ ト の実行をスケ

ジュールする こ とができます。

カス タム スク リ プ ト の実行についての詳細は、 以下の手順を参照し て く だ さい

:

• カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て SQL Server データベースを

作成するサンプル プロジ ェ ク ト を作成する

• カス タ マイズし た SQL スク リ プ ト を実行し て Oracle スキーマを作成する

サンプル イ ンス ト ールを作成する

プロジ ェ ク ト • イ ンス ト ールのデザイ ン中に " 存在し ない場合カ タ ログを作成

する " オプシ ョ ンがク リ ア されている場合で、 実行時にカ タ ログが見つからな

かった と き、 次のプロジ ェ ク ト の種類の実行時のイ ンス ト ール動作は異な り ま

す。

• 基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 -  イ ンス ト ー

ルは実行時に SQLLogin ダイアログのデフ ォル ト  カ タ ログに接続し て接続

テス ト を行います。 これによ ってイ ンス ト ールは InstallExecuteSequence 中

にカス タムコー ド を実行する こ とができます。 ただ し、 プロジ ェ ク ト の 

SQL スク リ プ ト が実行される と き、 カ タ ログが必ず存在し ている必要があ

り ます。 ラ ン タ イムは指定されたカ タ ログとの接続を再確立し てスク リ プ

ト を実行し ます。 この時点でカ タ ログが存在し ていないと、 接続は失敗し

ます。

• InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 — ラ ン タ イムは、 一度接続が確立する と イ

ンス ト ールが終わるまでそれを保持するため、 カ タ ログは SQLLogin ダイア

ログで必ず存在し ている必要があ り ます。 この場合には、 SQLLogin  ダイア

ログ が表示される前に、 カス タム  InstallScript コー ド を実行し てカ タ ログ

を作成する こ とができます。

テーブル 11-94 • SQL 接続の [ 全般タ ブ ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 要件 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ 要件 ] タ ブで、 データベース サーバーを選択し て、 実行時にイ ンス ト ールがターゲッ ト にするサーバーの種類の

バージ ョ ン要件を指定する こ とができます。 特定のデータベース サーバーに関連する新規バージ ョ ン要件を追加

し た り、 既存のバージ ョ ン要件を編集または削除するオプシ ョ ンがあり ます。

デフ ォル ト の ターゲッ ト  

サーバー名

Microsoft SQL Server および MySQL では、 こ こで ターゲッ ト  SQL Server のマシ

ン名を入力する こ とができます。 この設定はオプシ ョ ンです。

Microsoft Windows SQL Azure の場合、 完全修飾サーバー名を次のフ ォーマ ッ ト

で入力し ます :

tcp:ServerName.database.windows.net

参考例 :

tcp:wbzdh64drd.database.windows.net

Oracle 11g ク ラ イアン ト ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされている Oracle ク ラ イ

アン ト マシンでは、 次の形式で SQL 接続 URL 文字列を入力し な く てはな り ま

せん :

//host: [ ポー ト ] [/ サービス名 ]

特定の Oracle リ モー ト  マシンへ接続するための入力例は次の通り です。

//sch01jsmithrxp.installshield.com:1521/ORCL

ク ラ イアン ト マシンで tnsnames.ora を構成する場合、 ローカルネ ッ ト サービス

名を指定する こ と もできます。 詳細については、 「Oracle サポー ト  Web サイ ト 」 

を参照し て下さい。

接続方法 指定されたカ タ ログの接続に使用する認証の種類を選択し ます。 SQL Server 認

証の場合、 ターゲッ ト  サーバーへのログイ ンおよびパスワー ド情報を入力し ま

す。

コ メ ン ト この接続に関する コ メ ン ト を入力し ます。 これらのコ メ ン ト は、 エン ド ユー

ザーには表示されません。

テーブル 11-94 • SQL 接続の [ 全般タ ブ ] の設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2481



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
タ スク データベース サーバーを選択し て、 実行時に、 イ ンス ト ールがターゲッ ト するサーバータ イプのバージ ョ ン要件

を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ データベース サーバー ] リ ス ト で、 適切なデータベース サーバーのチ ェ ッ クボ ッ クｽを選択し、 そのサー

バー タ イプをハイ ラ イ ト し ます。

データベース サーバーを 1 つ以上選択する と、 イ ンス ト ールの実行時に、 接続が確立されてから、 テーブル

に表示されたサーバー タ イプの順番に基づいて、 選択されたサーバータ イプについて指定要件のチ ェ ッ クが

実行されます。 つま り、 イ ンス ト ールで、 リ ス ト の最初のデータベース サーバーの要件を確認し たあと で一

致が検出された場合、 接続およびチ ェ ッ クはテーブルの中のその後の選択されたどのデータベース タ イプに

ついては行われません。 接続に関連付けられた SQL スク リ プ ト は、 検証された最初のデータベース サーバー

にイ ンス ト ールされます。

2. [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ハイ ラ イ ト し たデータベース タ イプに対し て [ 新しいバージ ョ ン要件 ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開きます。

3. イ ンス ト ールの実行時に、 ターゲッ ト するサーバータ イプのバージ ョ ン要件を指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

新しいデータベース サーバー エン ト リ と適切なバージ ョ ン情報が [ データベース サーバー ] リ ス ト の横にある

テーブルに追加されます。

タ スク データベース サーバー テーブルのエン ト リ を編集または削除するには、 以下の手順に従います :

1. イ ンス ト ールの実行時にターゲッ ト にするデータベース サーバーを選択し ます。

2. 削除または編集するバージ ョ ン要件を選択し ます。

3. [ 削除 ] または [ 編集 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 編集 ] を ク リ ッ クする と、 適切なデータベース サーバー タ イプ

に対する [ バージ ョ ン要件の編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 設定を更新し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 

メ モ • テーブルのバージ ョ ン要件セクシ ョ ンでのアイテムの複数選択は、 [ 削除 ] 操作にのみ適用し ます。

最小要件が満た されなかった と き も、 イ ンス ト ールの続行を許可する

最小データベース サーバーの要件が満たされなかったと き も、 イ ンス ト ールを続行できるよ う にする場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている状態で、 最小要件が満たされなかった場合、 イ ンス ト ールは SQL 接続と

そのすべての SQL スク リ プ ト をスキッ プ し て、 残りのイ ンス ト ールを完了し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ていて最小要件が満たされない場合、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールを続行す

る こ とができません。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになっています。
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Microsoft SQL Server Desktop Engine/SQL Server Express へのイ ンス ト ールを許可する

許可する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 SQL Server Desktop Engine および SQL Server Express への

イ ンス ト ールを禁止する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

[ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ 詳細 ] タ ブに含まれる設定は、 InstallShield で提供されているデフ ォル ト の機能の拡張およびカス タ マイズが必要

な上級開発者による利用をお勧めし ます。

テーブル 11-95 • SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

コマン ド  タ イムアウ ト ( 秒

):

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI

コマン ド タ イムアウ ト の秒数を指定し ます。 デフ ォル ト は 30 

秒です。 この値に有効な範囲は 0 から 2147483647 です。 値 0 

は制限がないこ と を意味し ます。 コマン ド を完了せずにこの

期間が経過する と、 エラーが発生し て ADO がコマン ド をキャ

ンセルし ます。
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バッ チ区切り記号 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI

選択された接続に適切なバッ チ区切り記号を指定し ます。

バッ チ区切り記号は、 この接続に関連付けられたすべての 

SQL スク リ プ ト で使用されます。

デフ ォル ト 値は Microsoft 製品でも利用されている GO です。

Oracle ユーテ ィ リ テ ィ では、 スラ ッ シュ (/) がデフ ォル ト 値と

し て使われています。

バッ チ区切り記号は、 InstallShield の他に osql、 isql、 および 

Microsoft SQL Server Management Studio などの SQL ユーテ ィ

リ テ ィ で認識されます。 ラ ン タ イムはバッ チ区切り記号をシ

グナルと し て解釈し、 SQL ステー ト メ ン ト の現在のバッ チを

データベース サーバーへ送り ます。

メ モ • セ ミ コ ロン (;) は、 それのみで別の新しい行に配置し な

く ても良い唯一のバッ チ セパレーターです。 そのたのバッ チ 

セパレーターは、 個別の行に配置し な く てはな り ません。 た

と えば、 スラ ッ シュ をバッ チ セパレーターと し て指定し て、

次のよ う な SQL スク リ プ ト がある場合、 some statement がま

す最初のバッ チ と し て SQL サーバーに送られ、 それから 

another statement が別のバッ チ と し て送られます。

some statement

/

another statement

/

次のよ う なスク リ プ ト がある場合、 イ ンス ト ールでは、 行の

終わり にあるスラ ッ シュ も含め、 すべての行がバッ チ と し て

送信されます :

some statement/

another statement/

テーブル 11-95 • SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ターゲッ ト  サーバー プロパ

テ ィ 名

基本の MSI、

DIM、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールで ターゲッ ト するデータベース サーバーのタ イ

プに応じ て、 次のいずれかを識別するプロパテ ィ を選択し ま

す :

• ターゲッ ト  サーバー イ ンス タ ンスの名前 (Microsoft SQL 

Server と MySQL の場合 )

• 完全修飾サーバー名 (Microsoft Windows Azure SQL の場合

)

• 現在の URL 文字列またはローカル ネ ッ ト  サービス名 

(Oracle の場合 )

デフ ォル ト のプロパテ ィ は IS_SQLSERVER_SERVER です。

プロジ ェ ク ト に複数の SQL 接続が含まれていて、 各接続に異

なるプロパテ ィ を使用し たい場合には、 それが可能です。 詳

細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプ

ロパテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださ

い。

ターゲッ ト カ タ ログ プロパ

テ ィ 名

基本の MSI、

DIM、

InstallScript MSI

この設定を使って、 イ ンス ト ール中にそのプログラムへの接

続を作成する SQL カ タ ログの名前を識別するプロパテ ィ を選

択できます。 デフ ォル ト のプロパテ ィ は 

IS_SQLSERVER_DATABASE です。

プロジ ェ ク ト に複数の SQL 接続が含まれていて、 各接続に異

なるプロパテ ィ を使用し たい場合には、 それが可能です。 詳

細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプ

ロパテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださ

い。

認証の種類 プロパテ ィ 名 基本の MSI、

DIM、

InstallScript MSI

この設定を使って、 指定されたカ タ ログの接続に使用する認

証の種類を識別するプロパテ ィ を選択できます。 デフ ォル ト

のプロパテ ィ は IS_SQLSERVER_AUTHENTICATION です。 プロ

パテ ィ 値には、 次の数値が有効です :

• 0 - 現在のユーザーの Windows 認証情報

• 1 - サーバー認証

プロジ ェ ク ト に複数の SQL 接続が含まれていて、 各接続に異

なるプロパテ ィ を使用し たい場合には、 それが可能です。 詳

細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプ

ロパテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-95 • SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト で SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブにある SQL プロパテ ィ のいずれかを変更し た

場合に、 [ ダイアログ ] ビ ューの SQLLogin ダイアログ内にある対応するプロパテ ィ が自動的に更新される こ とは

あ り ません。 従って、 ダイアログのプロパテ ィ を手動で変更し て、 SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブで選択し たプロパ

テ ィ と一致させる必要があ り ます。

SQL スク リ プ ト  レベル

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL スク リ プ ト を ク リ ッ クする と、 次のタ ブが表示されます :

• [ 全般 ] タ ブ 

• [ スク リ プ ト ] タ ブ 

• [ ラ ン タ イム ] タ ブ 

• [ データベース イ ンポー ト ] タ ブ 

• [ テキス ト 置換 ] タ ブ 

サーバー認証ログイ ン ID プ

ロパテ ィ 名

基本の MSI、

DIM、

InstallScript MSI

この設定を使って、 サーバー認証に使用するログイ ン ID を識

別するプロパテ ィ を選択できます。 デフ ォル ト のプロパテ ィ

は IS_SQLSERVER_USERNAME です。

プロジ ェ ク ト に複数の SQL 接続が含まれていて、 各接続に異

なるプロパテ ィ を使用し たい場合には、 それが可能です。 詳

細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプ

ロパテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださ

い。

サーバー認証パスワー ド プ

ロパテ ィ 名

基本の MSI、

DIM、

InstallScript MSI

この設定を使って、 サーバー認証に使用するパスワー ド を識

別するプロパテ ィ を選択できます。 デフ ォル ト のプロパテ ィ

は IS_SQLSERVER_PASSWORD です。

プロジ ェ ク ト に複数の SQL 接続が含まれていて、 各接続に異

なるプロパテ ィ を使用し たい場合には、 それが可能です。 詳

細については、 「新しい SQL 接続が同じ Windows Installer のプ

ロパテ ィ を共有するかど うかを指定する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-95 • SQL 接続の [ 詳細 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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メ モ • 使用中のシステムに Microsoft SQL Server Management Studio または Microsoft SQL Server Query Analyzer が

イ ンス ト ールされている場合、 プロジ ェ ク ト に追加し た新しい SQL スク リ プ ト を開いて、 スク リ プ ト をテス ト 、

編集、 または構文チ ェ ッ ク を行う こ とができます。 これらのツールの 1 つを起動し て InstallShield 内でスク リ プ ト

を開 く には、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューでスク リ プ ト を右ク リ ッ ク し てから [Microsoft SQL Server Management 

Studio でスク リ プ ト を開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が次のツールから 1 つを検索し て、 最初に検出され

たツールを起動し ます :

1. Microsoft SQL Server 2008 Management Studio (Express; ssms.exe を含む任意のエデ ィ シ ョ ン )

2. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio (SqlWb.exe)

3. Microsoft SQL Server 2005 Management Studio Express (ssmsee.exe)

4. Microsoft SQL Server 2000 Query Analyzer (isqlw.exe)

[ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内の SQL スク リ プ ト の [ 全般 ] タ ブで、 以下の設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-96 • SQL スク リ プ ト の [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

SQL スク リ プ ト  フ ァ イル名 この設定の横にある省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 イ ンス ト ールが実行

時に実行する SQL スク リ プ ト を参照し ます。

SQL Script が属する機能を選

択し て く だ さい

SQL スク リ プ ト を含める 1 つ以上の機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ

ア し ます。

プロジ ェ ク ト • DIM プロジ ェ ク ト の場合 -  このビ ューで SQL スク リ プ ト を選択

する と、 このペイ ンの [ マージ された機能 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択された状

態で無効と な り ます。 DIM を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する場合、 その 

DIM を含める機能を指定し ます。

コ ンポーネン ト 名 個の設定は、 SQL スク リ プ ト を含むコ ンポーネン ト の名前を表示し ます。 [ コ

ンポーネン ト ] ビ ューに移動し、 この SQL スク リ プ ト を含むコ ンポーネン ト を

探し て、 そのハイパーリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。
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[ スク リ プ ト ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ スク リ プ ト ] タ ブは上級開発者向けです。 手順に従って既存データベースからスク リ プ ト を作成するには、 デー

タベースのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド をご利用 く ださい。

メ モ • 現在、 この機能は Microsoft SQL Server Database で使用できます。

[ ラ ン タ イム ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

スキーマ バージ ョ ン スク リ プ ト バージ ョ ンを有効にするため、 バージ ョ ン番号を指定し ます。 この

設定についての詳細は、 「SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのバージ ョ ン番号を指定す

る」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • " スキーマ バージ ョ ン " 設定で番号を指定し て、 InstallShield によ って、

ターゲッ ト  データベースにそのスキーマ バージ ョ ン番号を格納するための 

InstallShield テーブルが追加される と、 データは、 アン イ ンス ト ールが実行され

た と き も自動的に削除されません。 従って、 イ ンス ト ールが変更内容をロール

バッ クできるよ う にするためには、 アン イ ンス ト ール時にテーブルを削除する

カス タム スク リ プ ト を作成し て、 InstallShield テーブルを削除する必要があ り

ます。

コ メ ン ト この SQL スク リ プ ト についてのコ メ ン ト を入力し ます。 これらのコ メ ン ト は、

エン ド ユーザーには表示されません。

テーブル 11-96 • SQL スク リ プ ト の [ 全般 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内の SQL スク リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブで、 以下の設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-97 • SQL スク リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト
の種類 説明

スク リ プ ト 実行 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

イ ンス ト ールが SQL スク リ プ ト を実行する タ イ ミ ングを指定するに

は、 適切なチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です :

• イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 — このオプシ ョ ンを利用する

と、 イ ンス ト ール中にカス タム スク リ プ ト を実行できます。 また、

各スク リ プ ト は機能と関連付けられているため、 このオプシ ョ ン

はコ ンポーネン ト の状態にも関連付けられています。 し たがって、

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 こ

のタ ブにある [ スク リ プ ト 条件 ] 領域で、 この設定と関わりのある

条件ステー ト メ ン ト を指定する こ とができます。

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

ISSQLServerInstall アクシ ョ ンがこのオプシ ョ ンに関連付けられて

います。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript 関数 

SQLRTComponentInstall がこのオプシ ョ ンに関連付けられていま

す。

• アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行 — このオプシ ョ ンを利用

する と、 アン イ ンス ト ール中にカス タム スク リ プ ト を実行できま

す。 また、 各スク リ プ ト は設計上機能と結ばれているため、 この

オプシ ョ ンはコ ンポーネン ト の状態にも関連付けられています。

し たがって、 このタ ブにある [ スク リ プ ト 条件 ] ( 基本の MSI およ

び InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのみ利用可能です ) セクシ ョ ン

で、 設定と関わりのある条件ステー ト メ ン ト を指定する こ とがで

きます。

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

ISSQLServerUninstall アクシ ョ ンがこのオプシ ョ ンに関連付けられ

ています。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript 関数 

SQLRTComponentUninstall がこのオプシ ョ ンに関連付けられていま

す。
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スク リ プ ト 実行 ( 続

き )

• ロールバッ ク中にスク リ プ ト を実行 — このオプシ ョ ンを利用する

と、 ロールバッ ク中にカス タム スク リ プ ト を実行できます。

InstallShield は、 自動的に変更をロールバッ ク し ません。 [ ロール

バッ ク中にスク リ プ ト を実行 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 ロール

バッ ク を許可する カス タムスク リ プ ト を実行する必要があ り ます。

基本の MSI、 DIM、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

ISSQLServerRollback アクシ ョ ンがこのオプシ ョ ンに関連付けられ

ています。 

• ログイ ン中にスク リ プ ト を実行 — このオプシ ョ ンを利用する と、

ログイ ン中にスク リ プ ト を実行できます。 このオプシ ョ ンには、

い く つかの制限があ り ます。 たと えば、 実行時にエン ド ユーザー

が SQLLogin ダイアログで [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た後、 スク

リ プ ト の変更を元に戻すこ とはできません。 エン ド ユーザーが 

ReadyToInstall ダイアログで [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クす

る前にイ ンス ト ールをキャ ンセルし よ う とする と、 スク リ プ ト の

変更はロールバッ ク し ません。

また、 スク リ プ ト は認証情報および要件が検証された後、 および

カ タ ログへの接続が作成される前に実行されます。 し たがって、

イ ンス ト ールのデザイ ン中にスク リ プ ト に設定し たスキーマバー

ジ ョ ン要件は実行時に実行されません。

基本の MSI および DIM プロジ ェ ク ト の場合、 ISSQLServerValidate 

アクシ ョ ンがこのオプシ ョ ンに関連付けられています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript 関数 

SQLRTServerValidate がこのオプシ ョ ンに関連付けられています。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript 関数 SQLRTConnect 

がこのオプシ ョ ンに関連付けられています。

スク リ プ ト エラー処

理

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

実行時に SQL スク リ プ ト  エラーを処理する方法を指定し ます。 選択可

能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• エラー時に、 次のスク リ プ ト へ移動する

• エラー時に、 次のステー ト メ ン ト へ移動する

• エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する

テーブル 11-97 • SQL スク リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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[ データベースのイ ンポー ト ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ヒ ン ト • データベースのイ ンポー ト 機能は、 現時点では Microsoft SQL Server でのみ利用する こ とができます。

Oracle ユーザーの方は、 Oracle データベース ユーテ ィ リ テ ィ の Oracle Web ページで、 InstallShield と共に利用可

能なユーテ ィ リ テ ィ についての情報をご覧いただけます。

このタ ブからデータベースイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を実行し て、 イ ンポー ト 設定を確認および変更する こ とができ

ます。 ウ ィ ザー ドは、 既存する Microsoft SQL Database のすべてまたはその一部を作り直すための SQL スク リ プ

ト の生成プロセスを順を追って説明し ます。 ウ ィ ザー ドが終了し たら、 このタ ブにある [ 生成 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し てスク リ プ ト を更新し ます。

[ ビルド時に SQL スク リ プ ト を再生成する ] オプシ ョ ンを使って、 リ リースをビルド する度にスク リ プ ト を再生

成するかど うかを指定し ます。 リ リースをビルド する度にスク リ プ ト を再生成する と、 ビルド処理の速度が低下

し ます。

[ テキス ト 置換 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [SQL スク リ プ ト ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

スク リ プ ト 条件 基本の MSI、

DIM、

InstallScript 

MSI

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中、 SQL スク リ プ ト が実行され

る前に Windows Installer が評価する条件を指定する場合、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し て、 テキス ト  ボ ッ クスに条件ステー ト メ ン ト を入力

し ます。 条件が false 評価された場合、 SQL スク リ プ ト は実行されませ

ん。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件

の作成処理を簡素化する こ とができます。

テーブル 11-97 • SQL スク リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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[ テキス ト 置換 ] タ ブを使って、 実行時に SQL スク リ プ ト で置換する文字列を指定し ます。 スク リ プ ト 構文エ

ラーを避けるため、 置換テキス ト が一意の場合のみ、 テキス ト 置換が可能です。 実行時に、 イ ンス ト ールは指定

されたパラ メ ーターに従ってテキス ト を置換し ます。

新しい検索 / 置換エン ト リ を追加するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 既存の検索 / 置換エン ト リ を変更

するには、 そのエン ト リ を選択し てから [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 どち らの場合も、 検索 / 置換のパラ

メ ーターを指定できる [ 検索 / 置換 ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。

既存の検索 / 置換エン ト リ を削除するには、 そのエン ト リ を選択し てから [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ 動作と ロジ ッ ク ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 動作と ロジ ッ ク ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

カス タム アクシ ョ ンの追加、 アクシ ョ ン と ダイアログのシーケンス、 サポー ト  フ ァ イルの追加、 InstallScript の使

用、 ターゲッ ト  システム上での必須フ ァ イル、 フ ォルダーおよび他の要素の検索、 Windows Installer プロパテ ィ の

構成を行う こ とによ り、 イ ンス ト ールで必要なカス タム機能をデザイ ンする こ とができます。

InstallScript

プロジ ェ ク ト • [InstallScript] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallScript は、 C プログラ ミ ング言語に似たイ ンス ト ール オーサリ ング言語です。 InstallScript ビューは、 スク リ

プ ト の作成および編集を行う こ とができるスク リ プ ト  エデ ィ ター ペイ ンを提供し ます。
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カス タム アクシ ョ ン と シーケンス

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

シーケンスは、 フ ァ イル転送からユーザー イ ン タ フ ェースの表示までイ ンス ト ール中に実行されるすべてのアク

シ ョ ンを監督し ます。 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使用し て、 プロジ ェ ク ト のアクシ ョ ン と ダイ

アログのシーケンスを定義する こ とができます。

Windows Installer が、 イ ンス ト ール プログラムで必要な機能を直接サポー ト し ていない場合、 [ カス タム アクシ ョ

ン と シーケンス ] ビ ューでカス タム アクシ ョ ンを使ってイ ンス ト ール プログラムを拡張できます。

カス タム アクシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• DIM

• マージ モジュール

• MSM データベース

マージ モジュールでは、 カス タム アクシ ョ ンの使用がサポー ト されていますが、 マージ モジュール プロジ ェ ク

ト 専用のビ ューでは、 シーケンスを定義する こ とができません。

ヒ ン ト • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで ModuleInstallExecuteSequence テーブルを変更し て、 マージ モジュール内のカス

タム アクシ ョ ンの起動を制御する こ とができます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にマージ モジュールを追加する

際、 マージ モジュールの中に含められたすべてのカス タム アク シ ョ ンおよびダイアログは [ カス タム アクシ ョ ン

と シーケンス ] ビ ューを通し てイ ンス ト ールのシーケンスに挿入する こ とができます。 

サポー ト / ビルボー ド

プロジ ェ ク ト • [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• InstallScript

• InstallScript MSI
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サポー ト  フ ァ イル

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール プロセス中にのみイ ンス ト ールが必要とするサポー ト  フ ァ

イルを追加、 ソー ト および削除する こ とができます。

ビルボー ド

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューの [ ビルボー ド ] 領域で、 プロジ ェ ク ト にビルボー ド を追加する こ とが

できます。 ビルボー ドは、 イ ンス ト ールの実行中に特定の時間だけ表示される イ メ ージです。 ビルボー ドは、 イ

ンス ト ール中の製品に関する情報を表示し た り、 または単にイ ンス ト ールが終了するまでエン ド ユーザーを楽し

ませるために使用できます。

システム検索

プロジ ェ ク ト • [ システム検索 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

また、 [ システム検索 ] ビ ューを利用し て、 イ ンス ト ールの前に、 ターゲッ ト  システム上にある特定のフ ァ イル、

フ ォルダー、 レジス ト リキー、 または .ini 値を検索する こ と もできます。

プロパテ ィ  マネージャー

プロジ ェ ク ト • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ン

スフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使って InstallShield イ ン ターフ ェ イス内部か

ら Property テーブルを編集できます。 Windows Installer のプロパテ ィ からは、 ユーザーの名前や会社名などのマシ

ン固有の多 く の変数にアクセスできます。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 [ プロジ ェ ク ト  マネージャー ] ビ ューで、

実行時に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで使用できるア ド バンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ を設定できます。

[InstallScript] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [InstallScript] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallScript ビ ューでは、 InstallScript 言語を使用し てセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト を カス タ マイズする こ とができま

す。

フ ァ イル、 関数、 プロパテ ィ 、 および メ ソ ッ ド フ ォルダー

InstallScript ビ ューの中央のペイ ンにある InstallScript エクスプローラーには、 次のフ ォルダーが含まれています :

テーブル 11-98 • InstallScript ビ ューのフ ォルダー

フ ォルダー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

フ ァ イル 基本の MSI、 マー

ジ モジュール、

InstallScript MSI、

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 スイー

ト / ア ド バンス ト  

UI

[ フ ァ イル ] フ ォルダーには、 すべてのスク リ プ ト  ( .rul) フ ァ イルが表

示されます。 スク リ プ ト  フ ァ イルを ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト  エ

デ ィ ター上にフ ァ イルのコ ンテンツが表示されます。

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト の名前は、 必ず Setup.rul と し ます。 異なる名

前のフ ァ イルを含める こ とは可能ですが、 そのフ ァ イルを #include プ リ

プロセ ッサ ステー ト メ ン ト を使って Setup.rul に含める必要があり ま

す。

関数 基本の MSI、 マー

ジ モジュール、

InstallScript MSI、

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 スイー

ト / ア ド バンス ト  

UI

関数フ ォルダーには、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスク リ プ ト  

フ ァ イルの InstallScript 関数のリ ス ト が含まれます。 関数を ク リ ッ クす

る と、 スク リ プ ト  エデ ィ ターにその関数が表示されます。

メ モ • スク リ プ ト  エデ ィ タ でローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機能

が無効になっている場合、 関数フ ォルダーはスク リ プ ト  フ ァ イルにあ

る関数を一切リ ス ト し ません。 ローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機

能を有効にする方法については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターでオー ト コ ン

プ リー ト 機能を有効または無効にする」 を参照し て く だ さい。
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スク リ プ ト  エデ ィ ター

InstallScript ビ ューで任意のフ ォルダーの下にあるアイテムを ク リ ッ クする と、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの右

側のペイ ンにスク リ プ ト  エデ ィ ターが表示されます。 詳細については、 「[InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エ

デ ィ ター」 を参照し て く だ さい。

[InstallScript] ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ター

プロジ ェ ク ト • スク リ プ ト  エデ ィ ターは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロパテ ィ InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

プロパテ ィ  フ ォルダーには、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスク リ

プ ト  フ ァ イルの InstallScript プロパテ ィ のリ ス ト が含まれます。 プロパ

テ ィ を ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト  エデ ィ ターでそのプロパテ ィ の宣

言が表示されます。 ( プロパテ ィ のプロシージャは [ 関数 ] フ ォルダー

に一覧表示されます。 )

メ モ • スク リ プ ト  エデ ィ タ でローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機能

が無効になっている場合、 プロパテ ィ  フ ォルダーはスク リ プ ト  フ ァ イ

ルにあるプロパテ ィ を一切リ ス ト し ません。 ローカル変数のオー ト コ

ンプ リー ト 機能を有効にする方法については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ター

でオー ト コ ンプ リー ト 機能を有効または無効にする」 を参照し て く だ さ

い。

メ ソ ッ ド InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

メ ソ ッ ド フ ォルダーには、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスク リ プ

ト  フ ァ イルの InstallScript メ ソ ッ ドのリ ス ト が含まれます。 メ ソ ッ ド を

ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト  エデ ィ ターでそのメ ソ ッ ド が表示されま

す。

メ モ • スク リ プ ト  エデ ィ タ でローカル変数のオー ト コ ンプ リー ト 機能

が無効になっている場合、 メ ソ ッ ド フ ォルダーはスク リ プ ト  フ ァ イル

にある メ ソ ッ ド を一切リ ス ト し ません。 ローカル変数のオー ト コ ンプ

リー ト 機能を有効にする方法については、 「スク リ プ ト  エデ ィ ターで

オー ト コ ンプ リー ト 機能を有効または無効にする」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-98 • InstallScript ビ ューのフ ォルダー ( 続き )

フ ォルダー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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スク リ プ ト  エデ ィ ターには、 選択し た InstallScript フ ァ イルのテキス ト が表示されます。 編集およびツールメ

ニューのコマン ド を使用し てスク リ プ ト を変更または編集できます。

スク リ プ ト  エデ ィ ターのスク リ プ ト  ツールバー

プロジ ェ ク ト • スク リ プ ト  ツールバーは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

基本の MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト は、 イベン ト  ハン ド ラーの代わり にカス タム アクシ ョ ンを

使って InstallScript コー ド を実行し ます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト は、 イベン ト  ハン ド ラーの代

わり にアクシ ョ ンを使って InstallScript コー ド を実行し ます。

スク リ プ ト  ツールバーでは、 InstallScript ビ ューのスク リ プ ト  エデ ィ ターの上部に表示されます。 ツールバーに

は、 イベン ト  リ ス ト  ボ ッ クスおよびイベン ト  カテゴ リ リ ス ト  ボ ッ クスが含まれています。 スク リ プ ト  ツール

バーを使う と、 スク リ プ ト  フ ァ イルのイ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー関数ブロ ッ ク を貼り付ける こ とができ

ます。 スク リ プ ト  フ ァ イルのイベン ト  ハン ド ラーは、 イ ンス ト ールイベン ト に関連付けられているデフ ォル ト の

アクシ ョ ンを上書き し ます。 イベン ト  ハン ド ラーコー ド を修正し て、 イ ンス ト ール中に実行されるアク シ ョ ンを

変更できます。

イベン ト カテゴ リ ( 左のリ ス ト ボ ッ クス )

スク リ プ ト  フ ァ イルにイベン ト  ハン ド ラー関数ブロ ッ ク を貼り付ける イ ンス ト ールイベン ト が入ったカテゴ リ を

選択し ます。 選択されたカテゴ リ中のイベン ト が、 [ イベン ト ] リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。

イベン ト  ( 右のリ ス ト ボ ッ ク ス )

スク リ プ ト  フ ァ イルにイベン ト  ハン ド ラー関数ブロ ッ ク を貼り付ける イ ンス ト ールイベン ト を選択し ます。 機能

イベン ト を選択する と、 そのイベン ト  ハン ド ラーが FeatureEvents.rul に貼り付けられます。 このフ ァ イルがプロ

ジ ェ ク ト に存在し ない場合、 機能イベン ト を選択し た と き、 フ ァ イルが自動的に作成されます。 別の種類のイ ン

ス ト ールイベン ト を選択する と、 そのイベン ト  ハン ド ラーが Setup.rul に貼り付けられます。

FeatureEvents.rul でデフ ォル ト の機能のイベン ト  ハン ド ラーコー ド を変更し た場合、 Setup.rul に次のステー ト メ

ン ト を入れてイ ンス ト ールに変更を含める必要があ り ます。

#include "FeatureEvents.rul"

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アク
シ ョ ン ] ビ ュー )

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム
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このビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューとい う名前で呼ばれます :

• DIM

• マージ モジュール

• MSM データベース

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューには、 3 つの異なる領域 ([ カス タム アク シ ョ ン ] 領域、 [ アクシ ョ ン 

テキス ト ] 領域と [ シーケンス ] 領域 ) があり ます。 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] 

領域があ り ます。

カス タム アクシ ョ ン

Microsoft Windows Installer は、 直接サポー ト されていない機能を イ ンス ト ールに柔軟に追加できるよ う設計されて

います。 この追加の機能は、 カス タム アクシ ョ ンを使用する こ とによ って実現できます。

InstallShield では、 カス タム アクシ ョ ンを使った InstallScript、 VBScript、 または JavaScript コー ドの実行、 DLL 関

数の呼び出し、 実行可能フ ァ イルの実行、 マネージ アセンブ リ内にあるマネージ メ ソ ッ ド の呼び出し、 プロパ

テ ィ やデ ィ レ ク ト リの設定、 エラーの ト リ ガ と イ ンス ト ールの中止、 PowerShell スク リ プ ト の実行、 プロセスの

終了、 他のイ ンス ト ール パッ ケージの実行がサポー ト されています。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーは、 [ カス タム アクシ ョ

ン ] ビ ューの [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーと同じ動作を し ます。 カス タム アクシ ョ ンの各タ イプに

ついての詳細は、 「カス タム アクシ ョ ンの種類」 を参照し て く ださい。 各カス タム アクシ ョ ンの設定に関する詳

細は、 「カス タム アクシ ョ ンの設定」 を参照し て く ださい。

アクシ ョ ン テキス ト

エン ド ユーザーに進行状況を伝えるために、 イ ンス ト ールは一般的に、 実行中の処理を説明する進行状況ダイア

ログで説明テキス ト を表示し ます。 通常、 イ ンス ト ールのステータ スを表示する進行状況バーも同時に表示され

ます。 標準アクシ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンが発生する と、 そのアクシ ョ ンについてのメ ッ セージが進行状

況ダイアログに表示されます。 この機能は、 実行するのに時間がかかるアクシ ョ ンで、 特に役立ちます。 実行時

にログ フ ァ イルを作成する場合、 同じ アクシ ョ ン テキス ト が記録されます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンス

フ ォーム プロジ ェ ク ト の場合 ) の [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーを使って、 プロジ ェ ク ト 内の任意の

アクシ ョ ンにアクシ ョ ン テキス ト を指定できます。 各アクシ ョ ン テキス ト 設定についての説明は、 「アクシ ョ ン 

テキス ト の設定」 を参照し て く だ さい。

重要 • [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーの下にあるアクシ ョ ン テキス ト 項目の名前は、 プロジ ェ ク ト に含

まれる標準およびカス タム アクシ ョ ンの名前と一致し ます。 カス タム アクシ ョ ンの名前を変更する場合は、 その

アクシ ョ ン テキス ト 項目の名前も変更し な く てはな り ません。 そ う し ないと、 実行時にアク シ ョ ン テキス ト が表

示されないか、 イ ンス ト ールのログ フ ァ イルに記録されません。

シーケンス

シーケンス は、 フ ァ イル転送からユーザー イ ン ターフ ェ イスの表示までイ ンス ト ール処理中に実行されるすべて

のアクシ ョ ンを管理し ます ( 基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト )。 これらの

アクシ ョ ンにはシーケンス上の番号が付与され、 小さい番号から順に実行されます。 すべてのアクシ ョ ンに数値

をマニュアルで割り当てる こ と な く 、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使用し てシーケンスにアク

シ ョ ンを挿入するか、 シーケンス タ イムラ イ ンを編集できます。
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プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスはスク リ プ ト を通し

て生成されるため、 ダイアログは [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューのシーケンスには挿入されません。

カス タム アクシ ョ ンまたはカス タム ダイアログを DIM またはマージ モジュールで作成する場合、 まず DIM また

はモジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 そのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の [ カス タム 

アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使って、 それをシーケンスに追加する必要があ り ます。

ダイアログ ( 基本の MSI、 MSI データベース、 および ト ラ ンスフ ォームプロジ ェ ク ト の場合 ) やカス タム アクシ ョ

ンを挿入できるシーケンスには、 次の 3 つの主なシーケンスがあり ます。

• [ イ ンス ト ール ] シーケンス

• [ ア ドバタ イズ ] シーケンス

• [ 管理 ] シーケンス

各シーケンスには異なる役割があ り ます。 [ イ ンス ト ール ] シーケンスは通常のイ ンス ト ール中に実行されます。 [

ア ドバタ イズ ] シーケンスはアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時ではな く ア ドバタ イズ時に実行されます。 [ 管理

] シーケンスは管理者用イ ンス ト ールで実行されます。

シーケンス、 アクシ ョ ン、 およびダイアログの変更

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューでは、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ編集およびコ ピー機能がサポー ト され

ています。 このビ ューのコ ンテキス ト  メ ニューでは、 追加の編集方法が提供されています。

• 新しいカス タム アクシ ョ ンをシーケンスするには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーからそれを、 [

シーケンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし ます。 次いで、 それを

シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

• ダイアログ、 標準アクシ ョ ン、 またはカス タム アクシ ョ ンを、 シーケンス内の異なる位置へ ( または、 ある

シーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前

に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

• カス タム アクシ ョ ンをあるシーケンスから別のシーケンスへコ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 そのカ

ス タム アクシ ョ ンを も う １  つのシーケンスまで ド ラ ッ グし、 直前に く るアクシ ョ ンまたはダイアログの上

に ド ロ ッ プ し ます。

• [ シーケンス ] エクスプローラーでダイアログまたは標準アクシ ョ ンを選択する と、 右にある [ シーケンス ] 

タ ブで、 シーケンス番号の変更および、 関連する条件の追加または変更を行う こ とができます。

• [ シーケンス ] エクスプローラーでカス タム アクシ ョ ンを選択する と、 右側に次のよ う な タ ブが表示されま

す。

• [ シーケンス ] タ ブ — このタ ブでは、 シーケンス番号の変更および、 アクシ ョ ンの条件の追加や変更を行

います。

• [ アクシ ョ ン ] タ ブ — このタ ブでは、 カス タム アクシ ョ ンの設定を変更し ます。

• [ スク リ プ ト ] タ ブ — このタ ブは、 VBScript および JScript カス タム アク シ ョ ンに対し て表示されます。

このタ ブにあるスク リ プ ト  エデ ィ ターを使って、 VBScript または JScript コー ド を編集する こ とができ

ます。

• ダイアログのレ イアウ ト または動作を編集するには、 [ シーケンス ] エクスプローラーでダイアログを右ク

リ ッ ク し、 [ 動作の編集 ] または [ レ イアウ ト の編集 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
メ モ • カス タム アクシ ョ ンは、 同じ シーケンス内で 2 度呼び出すこ とはできません。 これは、 カス タム アクシ ョ

ンの名前が CustomAction テーブルでキーと し て使用されているためです。 し たがって、 カス タム アクシ ョ ンを、

そのカス タム アクシ ョ ンを既に含んでいるシーケンスに移動またはコ ピーする こ とはできません。

ダイアログおよび標準アクシ ョ ンは、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 異なる種類のシーケンスへ移動する こ と

はできません。

カス タム アクシ ョ ンの種類

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

一部のカス タム アクシ ョ ン タ イプは、 一部のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できませんので注意し て く だ さい。 プ

ロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

InstallShield では、 い く つかの種類のカス タム アクシ ョ ンがサポー ト されています。

テーブル 11-99 • InstallShield でサポー ト されている カス タム アクシ ョ ン

アイ コ
ン

アクシ ョ ンの
種類

プロジ ェ ク ト の
種類 カス タム アクシ ョ ンの動作

InstallScript 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

InstallScript コー ド を実行する。

EXE 基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

実行可能フ ァ イルを起動する。

標準 DLL 基本の MSI、

InstallScript MSI

標準 DLL にある関数を呼び出す。
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MSI DLL 基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

Windows Installer 専用に書かれた DLL にある関数を呼び出す。

.dll フ ァ イルのエン ト リ ポイ ン ト には、 必ず定義済みパラ メ ー

ターおよび戻り値が必要です。

マネージ コー

ド

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

Visual Basic .NET または C# などのマネージ コー ド で書かれた、

マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出す。

詳細については、 「マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド

を呼び出す」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ の

設定

基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

プロパテ ィ を Property テーブルから削除し ます。

これは、 エン ド ユーザーから情報を取得し、 イ ンス ト ールの後

半で使用できるよ う にその情報を格納し てお く 必要がある場合

に便利です。

デ ィ レ ク ト リ

の設定

基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

実行時に、 Directory テーブルのデ ィ レ ク ト リ を設定する。

た と えば、 エン ド ユーザーが選択し たイ ンス ト ール デ ィ レ ク

ト リのサブデ ィ レ ク ト リ と し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成する場

合、 このオプシ ョ ンを使って新しい一時デ ィ レ ク ト リ を設定し

て、 イ ンス ト ールの後半で使用できます。

テーブル 11-99 • InstallShield でサポー ト されている カス タム アクシ ョ ン ( 続き )

アイ コ
ン

アクシ ョ ンの
種類

プロジ ェ ク ト の
種類 カス タム アクシ ョ ンの動作
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ネス ト された 

MSI

基本の MSI、

InstallScript MSI、

MSI データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

別の .msi パッ ケージを起動する。 これは、 ネス ト  イ ンス ト ー

ルと も呼ばれます。

重要 • Windows Installer ではネス ト  イ ンス ト ールの使用を避け

るよ う にし て く だ さい。 ネス ト  イ ンス ト ールが含まれている

場合エン ド ユーザーが適切に処理する こ とが困難であるため、

時折アプ リ ケーシ ョ ンの誤作動を引き起こ し ます。 マイ ク ロ ソ

フ ト 社では一般向けに リ リース される製品のイ ンス ト ールにつ

いて、 ネス ト  イ ンス ト ールおよびネス ト  イ ンス ト ール カス タ

ム アクシ ョ ンの使用を避ける こ と を推奨し ています。 詳細に

ついては、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Concurrent 

Installations」 を参照し て く だ さい。

VBScript 基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト の VBScript コー ド を実行し ます。

JScript 基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト の JScript コー ド を実行し ます。

エラー 基本の MSI、

DIM、 InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 MSI 

データベース、

MSM データベー

ス、 ト ラ ンス

フ ォーム

指定されたエラー メ ッ セージを表示し、 失敗を戻し て、 イ ン

ス ト ールを終了し ます。

例えば、 エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンを将来の

メ ジャー バージ ョ ンの上にイ ンス ト ールし よ う と試みた場合

などに、 これを処理するエラー カス タム アクシ ョ ンをプロ

ジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 詳細については、 「現在

のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの

上書きを防ぐ」 を参照し て く だ さい。

Kill-Process 基本の MSI、

InstallScript MSI

実行時にプロセスを強制終了し ます。 詳細については、 「プロ

セスの強制終了カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て

く だ さい。

テーブル 11-99 • InstallShield でサポー ト されている カス タム アクシ ョ ン ( 続き )

アイ コ
ン

アクシ ョ ンの
種類

プロジ ェ ク ト の
種類 カス タム アクシ ョ ンの動作
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プロジ ェ ク ト 内の異なる カス タム アクシ ョ ン タ イプ ( 即時、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク ) を識別でき

るよ う に、 一部のアクシ ョ ンのアイ コ ンには、 色分けされた点が追加されます。 点は、 [ カス タム アクシ ョ ン と

シーケンス ]  ビ ューまたは [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーに リ ス ト

されているアクシ ョ ンのアイ コ ンに表示されます。 次のテーブルは、 実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンのア

イ コ ンを一覧表示し ます。

PowerShell 基本の MSI、

InstallScript MSI

PowerShell スク リ プ ト を実行し て、 イ ンス ト ールの実行時に、

システムの構成タ スク を実行し ます。 このタ イプのカス タム 

アクシ ョ ンに関する ターゲッ ト  システムの要件、 および、 そ

の他の情報については、 「PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼

び出し」 を参照し て く だ さい。

WiseScript 基本の MSI

エデ ィ シ ョ ン • この種類のカス タム アクシ ョ ンは、

AdminStudio の特定のエデ ィ シ ョ ンに含まれる  InstallShield の

バージ ョ ンで使用できます。

WiseScript 実行可能フ ァ イルを実行し ます。

この種類のアクシ ョ ンには、 Windows Installer プロパテ ィ を評

価し て Windows Installer 条件を取得および設定する ラ ッパー 

MSI DLL が含まれます。

テーブル 11-100 • アイ コ ンから カス タム アクシ ョ ンのスク リ プ ト 内実行を判別する

アイ コ ン 説明

カス タム アクシ ョ ンに点が付いていない場合、 その種類のカス タム アクシ ョ ンには 

" スク リ プ ト 内実行 " 設定を適用し ない、 または以下の値の 1 つが選択されている こ

と を意味し ます :

• 即時実行

• 即時実行 ( ター ミ ナル サービスで使用可能 )

カス タム アクシ ョ ンに青色の点が付いている場合、 " スク リ プ ト 内実行 " 設定に以

下の値の 1 つが選択されています :

• 遅延実行

• 遅延実行 ( ター ミ ナル サービスで使用可能 )

• システム コ ンテキス ト の遅延実行

テーブル 11-99 • InstallShield でサポー ト されている カス タム アクシ ョ ン ( 続き )

アイ コ
ン

アクシ ョ ンの
種類

プロジ ェ ク ト の
種類 カス タム アクシ ョ ンの動作
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ビ ュー リ フ ァ レンス
様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加される各 InstallShield カス タム アク

シ ョ ンについての詳細は、 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス」 を参照し て く ださい。

Windows ロゴ • Windows ロゴを適用する場合、 イ ンス ト ールに含まれるすべてのカス タム アクシ ョ ンは、 カス タム 

アクシ ョ ン作成に関するベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ガイ ド に従わな く てはな り ません。 InstallShield 検証スイー ト および

完全 MSI 検証 スイー ト を使って、 イ ンス ト ール パッ ケージがほとんどのカス タム アクシ ョ ン関連のロゴ要件を

満たし ているかど うかを検証する こ とができます。 ただ し、 一部の要件については検証スイー ト を使って検証す

る こ とができません。 詳細については、 「Windows ロゴ プログラムの要件を満たすカス タム アクシ ョ ンを作成す

る と きのガイ ド ラ イ ン」 を参照し て く だ さい。

カス タム アクシ ョ ンの設定

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使って、 次のプロジ ェ ク ト の種類でカス タム アク

シ ョ ンの設定を構成できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

以下のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューを使ってカス タム アクシ ョ ンの設定を構成でき

ます :

• DIM

• マージ モジュール

• MSM データベース

一部のカス タム アクシ ョ ン タ イプは、 一部のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できませんので注意し て く だ さい。

カス タム アクシ ョ ンに緑色の点が付いている場合、 " スク リ プ ト 内実行 " 設定に以

下の値の 1 つが選択されています :

• コ ミ ッ ト 実行

• コ ミ ッ ト 実行 ( ター ミ ナル サービスで使用可能 )

• システム コ ンテキス ト でコ ミ ッ ト 実行

カス タム アクシ ョ ンに赤色の点が付いている場合、 " スク リ プ ト 内実行 " 設定に以

下の値の 1 つが選択されています :

• ロールバッ ク実行

• ロールバッ ク実行 ( ター ミ ナル サービスで使用可能 )

• システム コ ンテキス ト でのロールバッ ク実行

テーブル 11-100 • アイ コ ンから カス タム アクシ ョ ンのスク リ プ ト 内実行を判別する ( 続き )

アイ コ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) の設定は、 次のカテゴ リー

に分かれています :

• [ アクシ ョ ン ] 領域の設定 

• [ シーケンス ] 領域の設定 

進行状況ダイアログと イ ンス ト ールのログ フ ァ イルにアクシ ョ ン情報を表示する方法については、 「アク シ ョ ン 

テキス ト を使う」 を参照し て く だ さい。

[ アクシ ョ ン ] 領域の設定

次のカス タム アクシ ョ ンの設定は、 [ アクシ ョ ン ] 領域で提供されています。

テーブル 11-101 • [ アクシ ョ ン ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定

設定 説明

関数名

メ モ • この設定は InstallScript カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

プロジ ェ ク ト の InstallScript フ ァ イルに含まれている関数リ ス ト で、 呼び出す 

InstallScript 関数を選択し ます。

DLL フ ァ イル名

メ モ • この設定は、 Binary テーブルに格納されている標準 DLL カス タム アクシ ョ

ン、 またはターゲッ ト  システムの検索パスにある標準 DLL カス タム アクシ ョ ンに

適用し ます。 この設定はまた、 Binary テーブルに格納されている MSI DLL カス タム 

アクシ ョ ンにも適用し ます。

Binary テーブルの場所の場合、 カス タム アクシ ョ ンに使用する DLL フ ァ イルへのパ

スを入力し ます。 または、 Binary テーブルで選択可能な DLL フ ァ イルの一覧から選

択するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て適切な DLL を見つける こ と もできま

す。

ターゲッ ト  システムの検索パスの場所の場合、カス タム アクシ ョ ンに使用する DLL 

フ ァ イルの名前を入力し ます。 または、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 適切

な DLL フ ァ イルを参照し ます。 カス タム アクシ ョ ンはターゲッ ト  マシンの検索パ

スを検索し てこの DLL を見つけるため、 フ ァ イル名以外は必要あ り ません。

カス タム アクシ ョ ン タ イプが MSI DLL の場合、 必要な Windows Installer ｎ  の関数署

名に準拠し ている必要があ り ます。 詳細については、 「Windows Installer DLL フ ァ イ

ル内の関数を呼び出す」 を参照し て く だ さい。

DLL フ ァ イルキー

メ モ • この設定は、 製品と共にイ ンス ト ールされる標準および MSI DLL カス タム ア

クシ ョ ンに適用し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれている DLL フ ァ イル リ ス ト で、 カス タム アクシ ョ ンに使用

する DLL フ ァ イルを選択し ます。
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関数の署名

メ モ • この設定は標準 DLL カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

DLL フ ァ イル内のエン ト リ ポイ ン ト 関数のパラ メ ーターを指定するには、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 関数シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ クスが

開き、 標準 DLL のエン ト リ ポイ ン ト 関数に、 関数名、 引数、 戻り値の型、 および戻

り プロパテ ィ を指定できる様々な設定が表示されます。

関数名

メ モ • この設定は MSI DLL カス タム アク シ ョ ンに適用し ます。

呼び出す MSI DLL 内の関数名を入力し ます。

実行可能フ ァ イル名

メ モ • この設定は、 Binary テーブルに格納されている実行可能フ ァ イル カス タム ア

クシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用する実行可能フ ァ イルへのパスを入力し ます。 または、

Binary テーブルで選択可能な実行可能フ ァ イルの一覧から選択するか、 省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し て適切なフ ァ イルを見つける こ と もできます。

実行可能フ ァ イルキー

メ モ • この設定は、 製品と共にイ ンス ト ールされる実行可能フ ァ イル カス タム アク

シ ョ ンに適用し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれている実行可能フ ァ イル リ ス ト で、 カス タム アクシ ョ ンに使

用する実行可能フ ァ イルを選択し ます。

作業デ ィ レ ク ト リ

メ モ • この設定は、 デ ィ レ ク ト リ を参照するパスに存在する実行可能フ ァ イル カス

タム アクシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用する実行可能フ ァ イルの作業デ ィ レ ク ト リ名を入力する

か、 使用できるデ ィ レ ク ト リの一覧から選択し ます。

テーブル 11-101 • [ アクシ ョ ン ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定 ( 続き )
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イル名と コマン ド ラ

イ ン

メ モ • この設定は、 デ ィ レ ク ト リ を参照するパスに存在する実行可能フ ァ イル カス

タム アクシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用する実行可能フ ァ イルのパス と名前を入力し ます。 必要

に応じ て、 実行可能フ ァ イルに渡す任意のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含める こ

と もできます。 長いフ ァ イル名は引用符で括り ます。 例 :

• "[INSTALLDIR]subdirectory1\filename.exe"

• "[WindowsFolder]Notepad.exe"

• "[SUPPORTDIR]\fileFromSupportFilesView.exe"

パスの入力は、 実行可能フ ァ イルがオペレーテ ィ ング システム検索パス ( つま り、

WindowsFolder または SystemFolder) に既存する場合のみ、 オプシ ョ ン と な り ます。

実行可能フ ァ イルのプロ

パテ ィ

メ モ • この設定は、 プロパテ ィ によ って識別されたパスに存在する実行可能フ ァ イ

ル カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

実行可能フ ァ イルへの完全パスを識別するプロパテ ィ の名前を入力するか、 プロ

ジ ェ ク ト 内のプロパテ ィ  リ ス ト から該当するプロパテ ィ を選択し ます。

コマン ド  ラ イ ン

メ モ • この設定は、 Binary テーブルに格納されている実行可能フ ァ イル カス タム ア

クシ ョ ン、 製品と共にイ ンス ト ールされる実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ン、

プロパテ ィ に識別されたパスに存在する実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンに適

用し ます。

実行可能フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 長いフ ァ イル

名は引用符で囲んで く だ さい。

アセンブ リ フ ァ イル

メ モ • この設定は、 場所が Binary テーブルに設定されているマネージ アセンブ リ を

使用する カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ンで使用する .NET アセンブ リ フ ァ イルを指定

し ます。 [ フ ァ イルを参照 ] オプシ ョ ンを選択し て、 フ ァ イルを指定するか、 Binary 

フ ァ イルに格納される DLL または .exe フ ァ イルの一覧から フ ァ イルを選択し て く だ

さい。

ビルド時に、 マネージ アセンブ リ が C++ Windows Installer ラ ッパー DLL に追加さ

れ、 ラ ッパー DLL が .msi パッ ケージの Binary テーブルに追加されます。 ラ ッパー 

DLL には、 アセンブ リの仲介、 ロー ド、 実行を行う ために必要な情報が含まれてい

ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アセンブ リ フ ァ イル

キー

メ モ • この設定は、 製品と共にイ ンス ト ールされるマネージ アセンブ リ を使用する

カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用するマネージ アセンブ リ を指定するには、 プロジ ェ ク ト

に含まれている DLL または .exe フ ァ イルの一覧から フ ァ イルを選択し ます。

アセンブ リ プロパテ ィ

メ モ • この設定は、 パスが Directory テーブルのプロパテ ィ またはデ ィ レ ク ト リ を参

照するマネージ アセンブ リ を使用する カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用するマネージ アセンブ リ を指定する場合、 次のいずれか

を実行し ます :

• 一覧内にある Windows Installer プロパテ ィ を選択する。

• 新しいプロパテ ィ の名前を入力する。

• Directory テーブルでデ ィ レ ク ト リの名前を入力する。

プロパテ ィ 名とデ ィ レ ク ト リ名は、 角かっ こ ( [ ] ) で囲む必要があ り ます。 必要に

応じ て、 プロパテ ィ の後に文字列を追加する こ とができます。 作成されたパスは、

アセンブ リ フ ァ イルの場所を示し ます。

メ ソ ッ ド  シグネチャ

メ モ • この設定は、 マネージ アセンブ リ を使用する カス タム アク シ ョ ンに適用し ま

す。

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と、 [ メ ソ ッ ド シグネチャ ] ダイアログ ボ ッ ク

スが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 マネージ メ ソ ッ ドの引数と戻り値

を指定する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスでシグネチャ情報を指定する

と、 " メ ソ ッ ド シグネチャ " 設定の値と し て使用されます。

詳細については、 「アセンブ リ カス タム アクシ ョ ン内のマネージ メ ソ ッ ド に署名を

指定する」 を参照し て く だ さい。

エラー メ ッ セージ

メ モ • この設定は、 エラー メ ッ セージを表示する カス タム アク シ ョ ンに適用し ま

す。

カス タム アクシ ョ ンの条件がターゲッ ト  システムで満たされた と きに表示するエ

ラー メ ッ セージ テキス ト を入力し ます。

上記方法の代わり に、 値にエラー テキス ト が含まれているプロパテ ィ 名を入力する

こ と もできます。 プロパテ ィ 名は、 角かっ こ ( [ ] ) で囲む必要があ り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
関数名

メ モ • この設定は Kill-Process カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

適切な関数を選択し ます :

• KillProcess — " スク リ プ ト 内実行 " 設定で即時オプシ ョ ンのいずれかが選択さ

れていて、 特定の名前を持つプロセスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。

• KillProcessByID — " スク リ プ ト 内実行 " 設定で即時オプシ ョ ンのいずれかが選

択されていて、 特定のプロセス識別子 (PID) を持つプロセスを強制終了する場

合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• KillProcessDeferred — " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 または

ロールバッ ク オプシ ョ ンのいずれかが選択されていて、 特定の名前を持つプロ

セスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• KillProcessByIDDeferred — " スク リ プ ト 内実行 " 設定で、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 また

はロールバッ ク オプシ ョ ンのいずれかが選択されていて、 特定の PID を持つプ

ロセスを強制終了する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンの構成については、 「プロセスの強制終了カス タ

ム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

PowerShell フ ァ イル名

メ モ • この設定は、 Binary テーブルに格納されている PowerShell カス タム アクシ ョ

ンに適用し ます。

Binary テーブルに格納されている フ ァ イル リ ス ト 、 またはプロジ ェ ク ト に含まれて

いる フ ァ イル リ ス ト 内で、 PowerShell スク リ プ ト  フ ァ イル (.ps1) を選択し ます。 指

定し た場所が、 Binary テーブルに格納されている場合、 この設定で、 省略記号ボタ

ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照し ます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンに関する ターゲッ ト  システムの要件、 および、 そ

の他の情報については、 「PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て

く だ さい。

PowerShell スク リ プ ト  

フ ァ イルキー

メ モ • この設定は、 製品と共にイ ンス ト ールされる PowerShell スク リ プ ト を使用す

る PowerShell カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

カス タム アクシ ョ ンに使用する PowerShell スク リ プ ト  フ ァ イル (.ps1) を指定するに

は、 プロジ ェ ク ト に含まれている PowerShell フ ァ イルの一覧から フ ァ イルを選択し

ます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンに関する ターゲッ ト  システムの要件、 および、 そ

の他の情報については、 「PowerShell カス タム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て

く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
WiseScript 実行可能フ ァ

イル

メ モ • この設定は WiseScript カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • この種類のカス タム アクシ ョ ンは、 AdminStudio の特定のエデ ィ シ ョ

ンに含まれる  InstallShield のバージ ョ ンで使用できます。

カス タム アクシ ョ ンに使用する WiseScript 実行可能フ ァ イルへのパスを入力し ま

す。 または、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 適切な DLL フ ァ イルを参照し ま

す。

プロセス

メ モ • この設定は Kill-Process カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールを続行する前に、 強制終了するプロセスの実行可能フ ァ イルの名前ま

たは PID を入力し ます。 複数のプロセスは、 セ ミ コ ロンで区切り ます。

• 関数名 が KillProcess または KillProcessDeferrred の場合、 ” プロセス " 設定で実

行可能フ ァ イル名を指定し ます。 

• 関数名 が KillProcessByID または KillProcessByIDDeferred の場合、 " プロセス " 

設定で PID を指定し ます。

このタ イプのカス タム アクシ ョ ンの構成については、 「プロセスの強制終了カス タ

ム アクシ ョ ンの呼び出し」 を参照し て く だ さい。

戻り値の処理 カス タム アクシ ョ ン スレ ッ ドの処理方法を指定し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のと

おり です :

• 非同期 ( 完了を待機し ない )

• 非同期 ( 終了コー ド まで待機 )

• 同期 ( 終了コー ド を確認 )

• 同期 ( 終了コー ド を無視 ) 

これらのフ ラグは、 メ イ ン と カス タム アクシ ョ ンのスレ ッ ドが同期実行 ( イ ンス

ト ーラーがメ イ ン イ ンス ト ール スレ ッ ド を再開する前にカス タム アクシ ョ ン ス

レ ッ ドが完了するのを待機する ) か非同期 ( イ ンス ト ーラーがメ イ ン イ ンス ト ール

の続行と同時にカス タム アクシ ョ ンを実行する ) かを指定するために使用されます。

オプシ ョ ンの中には、 一部の種類のカス タム アクシ ョ ンには適用できないものがあ

り ます。 選択された種類のカス タム アクシ ョ ンに関連するオプシ ョ ンのみが、 一覧

に表示されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
スク リ プ ト 内実行 どのシーケンスによ ってアクシ ョ ンが ト リ ガーされるのかを選択し ます。 各オプ

シ ョ ンの詳細については、 「スク リ プ ト 内実行」 を参照し て く だ さい。

これらのオプシ ョ ンはアクシ ョ ン コー ド を実行、 ロールバッ ク またはコ ミ ッ ト スク

リ プ ト にコ ピーし ます。 [ ター ミ ナル サーバーに対応 ] オプシ ョ ンを選択する と、

ター ミ ナル サーバー マシン上でマシン単位のイ ンス ト ールが実行されいる間、 カス

タム アクシ ョ ンはユーザーを偽装し ます。

実行スケジュール アクシ ョ ンを実行する回数を指定し ます。 た と えば、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

シーケンスおよび [ 実行 ] シーケンスの両方にアクシ ョ ンがリ ス ト されている場合、

このアクシ ョ ンを 2 回実行するか、 または 1 回だけ実行するかを設定できます。 選

択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 常に実行 — アクシ ョ ンは順番が来るたびに実行し ます。 つま り、 該当するアク

シ ョ ンを [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで 1 回実行し た後、 [ 実行 ] 

シーケンスで さ らにも う 1 回実行する こ とができます。

• ク ラ イアン ト で UI シーケンス後に実行される場合のみ実行 — アク シ ョ ンは、

実行シーケンスが、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンスの後に実行される時

のみ実行されます。

• 1 度のみ実行 — [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] および [ 実行 ] シーケンスの両方

にアクシ ョ ンが存在する場合でも、 アクシ ョ ンは一度だけ実行されし ます。 [

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが実行されている場合は、 [ 実行 ] シー

ケンスのアクシ ョ ンはスキッ プ されます。

• 1 プロセスにつき 1 回実行 — アクシ ョ ンは、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] お

よび [ 実行 ] シーケンスの両方にアクシ ョ ンが存在する場合、1 プロセスにつき 

1 回実行されます。 [ 実行 ] シーケンスが [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケ

ンス と同じ プロセスで実行される場合、 イ ンス ト ール時に、 このアクシ ョ ンは [

実行 ] シーケンスでスキッ プ されます。 このスケジュールによ って、 プロパ

テ ィ などセ ッ シ ョ ンの状態を変更するアクシ ョ ンの再実行を防ぐ こ とができま

す。

" スク リ プ ト 内実行 " 設定で [ 即時実行 ] 以外を選択し た場合、 " 実行スケジュール

" 設定は利用不可能にな り、 [ 常に実行 ] が設定されます。

プロジ ェ ク ト • [1 度のみ実行 ] オプシ ョ ンは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では使用

できません。 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス と [ 実行 ] シーケンスの両方

にカス タム アクシ ョ ンが存在する場合は 2 度実行されます。 これは InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト では、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスは InstallScript エンジ

ンで実行され、 [ 実行 ] シーケンスは Windows Installer で実行されるためです。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
サイ レン ト  モー ド

メ モ • この設定は標準 DLL カス タム アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールでカス タム アクシ ョ ンが DLL フ ァ イルのロー ド および関数呼び出しに

失敗し た場合に表示される警告メ ッ セージを抑制するかど うかを指定し ます。

MSI タ イプ番号 この読み取り専用設定は、 選択し たカス タム アクシ ョ ンの Windows Installer 数値を

識別し ます。 基本的なカス タム アクシ ョ ン タ イプについては、 「カス タム アクシ ョ

ンの種類についての概要」 を参照し て く だ さい。

コ メ ン ト このカス タム アクシ ョ ンを記録する内部コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト

は参照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあ り ません。

ヘルプ フ ァ イル パス 省略ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンの動作を説明する フ ァ イルを

参照し ます。 .txt、 .htm、 .rtf フ ァ イルなど、 テキス ト ベースのフ ァ イルを指定し て

く だ さい。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト のビル

ド時に、 InstallShield はこのフ ァ イルのコ ンテンツを ISCustomActionReference テー

ブルの Description 列にス ト リームし ます。

ダイ レ ク ト 編集モー ド で作業を行っている場合、 ヘルプ フ ァ イルが選択される とす

ぐに、 InstallShield は選択されたフ ァ イルのコ ンテンツを ISCustomActionReference 

テーブルの Description 列にス ト リームし ます。 また、 InstallShield はこの設定を読み

取り専用と し、 この設定の値を [ テキス ト データ ] と し て表示し ます。

Windows ロゴ • 各カス タム アクシ ョ ンの意図された動作は、 Windows ロゴ プログラ

ムに基づいて文書化する必要があ り ます。 これは、 システム管理者が製品を企業環

境に配布する場合など、 カス タム アクシ ョ ンの動作を把握する必要がある場面で特

に有益です。 イ ンス ト ール パッ ケージを検証し た時、 ヘルプ フ ァ イル パス 設定の

値が指定されていない場合、 InstallShield は検証エラー ISICE10 を出力し ます。 詳細

については、 「ISICE10」 を参照し て く だ さい。

すべてのビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ンについて、 InstallShield はこの

設定を読み取り専用と し、 InstallShield カスタム アクシ ョ ンをその値と し て表示し ます。
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設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ シーケンス ] 領域の設定

次のカス タム アクシ ョ ンの設定は、 [ シーケンス ] 領域で提供されています。

パッ チのアン イ ンス ト ー

ル時に実行

プロジ ェ ク ト • ダイ レ ク ト 編集モー ド でプロジ ェ ク ト 作業を行っている と き、 デー

タベース スキーマの最小が 405 （Windows Installer 4.5 以降 ) になっていない場合、

この設定は適用し ません。

Windows Installer が、 パッ チのアンイ ンス ト ール時にのみカス タム アクシ ョ ンを実

行するかど うかを指定し ます。 .msi パッ ケージに含まれるカス タム アクシ ョ ンに対

し て [ はい ] を選択できます。 パッ チによ って追加される新しいカス タム アクシ ョ

ンに対し て [ はい ] を選択する こ と もできます。 ただ し、 パッ チによ って既存のカ

ス タム アクシ ョ ンに追加または削除される カス タム アクシ ョ ンに対し て [ はい ] を

選択する こ とはできません。 この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

Windows Installer 4.5 がパッ チのアン イ ンス ト ール カス タム アクシ ョ ンを実行する と

き、 アン イ ンス ト ールされるパッ チに含まれる カス タム アクシ ョ ンが使用されま

す。

メ モ • Windows Installer 4.5 は、 この設定のサポー ト を含みますが、 Windows Installer 

4.0 以前は、 これを含みません。 し たがって、 この設定で [ はい ] を選択する と き

に、 一部のターゲッ ト システムの Windows Installer が 4.0 以前の可能性がある場合、

このカス タム アクシ ョ ンが Windows Installer 4.0 以前で実行されないよ う に条件を追

加し ます。 この条件を追加し なかった場合、 Windows Installer 4.0 以前はイ ンス ト ー

ル中にそのカス タム アクシ ョ ンを呼び出し て、 パッ ケージを修復、 または更新し ま

す。

条件には、 MSIPATCHREMOVE プロパテ ィ を使用し ます。 さ らに詳しい情報は、

Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブラ リの 「MSIPATCHREMOVE」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-102 • [ シーケンス ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定

設定 説明

イ ンス ト ール UI シーケ

ンス

[ イ ンス ト ール ] モー ドの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス中に、 このカ

ス タム アクシ ョ ンをスケジュールするには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 この

カス タム アクシ ョ ンをシーケンスから除外するには、 < シーケンスにな し > を選択

し ます。

代わり に、 アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケ

ンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし て、

アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。 次いで、 それをシーケンス内で直

前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。 アクシ ョ ンを、 シーケンス内の別の位置

へ ( または、 あるシーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位

置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

テーブル 11-101 • [ アクシ ョ ン ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
イ ンス ト ール UI 条件 ターゲッ ト  システムで、 このシーケンスでカス タム アクシ ョ ンを実行する前に、

Windows Installer が評価する必要がある条件を指定する必要がある場合、 この設定

で条件ステー ト メ ン ト を入力する必要があ り ます。 条件が False に評価された場合、

カス タム アクシ ョ ンは実行されません。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件の作成処理を

簡素化する こ とができます。

詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール実行シーケ

ンス

[ イ ンス ト ール ] モー ドの [ 実行 ] シーケンス中に、 このカス タム アクシ ョ ンをス

ケジュールするには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 このカス タム アクシ ョ ンを

シーケンスから除外するには、 < シーケンスにな し > を選択し ます。

代わり に、 アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケ

ンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし て、

アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。 次いで、 それをシーケンス内で直

前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。 アクシ ョ ンを、 シーケンス内の別の位置

へ ( または、 あるシーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位

置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

イ ンス ト ール実行条件 ターゲッ ト  システムで、 このシーケンスでカス タム アクシ ョ ンを実行する前に、

Windows Installer が評価する必要がある条件を指定する必要がある場合、 この設定

で条件ステー ト メ ン ト を入力する必要があ り ます。 条件が False に評価された場合、

カス タム アクシ ョ ンは実行されません。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件の作成処理を

簡素化する こ とができます。

詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

ア ド バタ イズ実行シーケ

ンス

[ ア ドバタ イズ ] モー ドの [ 実行 ] シーケンス中に、 このカス タム アクシ ョ ンをス

ケジュールするには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 このカス タム アクシ ョ ンを

シーケンスから除外するには、 < シーケンスにな し > を選択し ます。

代わり に、 アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケ

ンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし て、

アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。 次いで、 それをシーケンス内で直

前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。 アクシ ョ ンを、 シーケンス内の別の位置

へ ( または、 あるシーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位

置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

テーブル 11-102 • [ シーケンス ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ド バタ イズ実行条件 ターゲッ ト  システムで、 このシーケンスでカス タム アクシ ョ ンを実行する前に、

Windows Installer が評価する必要がある条件を指定する必要がある場合、 この設定

で条件ステー ト メ ン ト を入力する必要があ り ます。 条件が False に評価された場合、

カス タム アクシ ョ ンは実行されません。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件の作成処理を

簡素化する こ とができます。

詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

管理 UI シーケンス [ 管理 ] モー ドの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス中に、 このカス タム ア

クシ ョ ンをスケジュールするには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 このカス タム 

アクシ ョ ンをシーケンスから除外するには、 < シーケンスにな し > を選択し ます。

代わり に、 アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケ

ンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし て、

アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。 次いで、 それをシーケンス内で直

前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。 アクシ ョ ンを、 シーケンス内の別の位置

へ ( または、 あるシーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位

置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

管理 UI 条件 ターゲッ ト  システムで、 このシーケンスでカス タム アクシ ョ ンを実行する前に、

Windows Installer が評価する必要がある条件を指定する必要がある場合、 この設定

で条件ステー ト メ ン ト を入力する必要があ り ます。 条件が False に評価された場合、

カス タム アクシ ョ ンは実行されません。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件の作成処理を

簡素化する こ とができます。

詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

管理実行シーケンス [ 管理 ] モー ドの [ 実行 ] シーケンス中に、 このカス タム アクシ ョ ンをスケジュー

ルするには、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 このカス タム アクシ ョ ンをシーケン

スから除外するには、 < シーケンスにな し > を選択し ます。

代わり に、 アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーから、 [ シーケ

ンス ] エクスプローラーの下にあるシーケンス内の適切な位置まで ド ラ ッ グし て、

アクシ ョ ンをスケジュールする こ と もできます。 次いで、 それをシーケンス内で直

前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。 アクシ ョ ンを、 シーケンス内の別の位置

へ ( または、 あるシーケンスから別のシーケンスへ ) 移動するには、 それを元の位

置から ド ラ ッ グし て、 シーケンス内で直前に く るアイテムの上に ド ロ ッ プ し ます。

テーブル 11-102 • [ シーケンス ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
シ ョ ー ト カ ッ ト のプロパテ ィ の構成に関する詳細は Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「CustomAction Table」

を参照し て く ださい。

アクシ ョ ン テキス ト の設定

プロジ ェ ク ト • [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューを使って、 次のプロジ ェ ク ト の種類でアクシ ョ ン テキ

ス ト の設定を構成できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

エン ド ユーザーに進行状況を伝えるために、 イ ンス ト ールは一般的に、 実行中の処理を説明する進行状況ダイア

ログで説明テキス ト を表示し ます。 通常、 イ ンス ト ールのステータ スを表示する進行状況バーも同時に表示され

ます。 標準アクシ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンが発生する と、 そのアクシ ョ ンについてのメ ッ セージが進行状

況ダイアログに表示されます。 この機能は、 実行するのに時間がかかるアクシ ョ ンで、 特に役立ちます。 イ ンス

ト ールのログ記録が作成される場合、 同じ アクシ ョ ン テキス ト が記録されます。

[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ アクシ ョ ン テキス ト ] エクスプローラーを使って、 プロジ ェ ク ト

内の任意のアクシ ョ ンにアクシ ョ ン テキス ト を指定できます。

管理実行条件 ターゲッ ト  システムで、 このシーケンスでカス タム アクシ ョ ンを実行する前に、

Windows Installer が評価する必要がある条件を指定する必要がある場合、 この設定

で条件ステー ト メ ン ト を入力する必要があ り ます。 条件が False に評価された場合、

カス タム アクシ ョ ンは実行されません。

ステー ト メ ン ト を手動で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動する と、 条件の作成処理を

簡素化する こ とができます。

詳細については、 「条件ステー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-102 • [ シーケンス ] 領域のカス タム アクシ ョ ン設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの [ アクシ ョ ン テキス ト ] 領域でカス タム アクシ ョ ン アイテムまた

は標準アクシ ョ ン アイテムを ク リ ッ ク し て、 以下の設定を構成できます。

テーブル 11-103 • アクシ ョ ン テキス ト の設定

設定 説明

説明 選択されたアクシ ョ ンについて説明するテキス ト を入力し ます。 た と えば、 InstallFiles 

アクシ ョ ンのデフ ォル ト の説明は、 次のとお り です :

新しいフ ァ イルをコピーします

Windows Installer がこのアクシ ョ ンを起動する と、 入力し たテキス ト が進行状況ダイア

ログに表示されます。 詳細については、 「進行状況ダイアログにアクシ ョ ンの説明を表

示する」 を参照し て く だ さい。

実行時にログ フ ァ イルが作成される場合、 Windows Installer がこのアクシ ョ ンを起動し

たと きに、 説明がログ フ ァ イルに記述されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
テンプレー ト アクシ ョ ン データの記録を フ ォーマ ッ ト するのに使用するテンプレー ト を入力し ます。

たと えば、 InstallFiles アクシ ョ ンのデフ ォル ト のテンプレー ト は、 次のとお り です :

フ ァ イル : [1]、 デ ィ レク ト リ : [9]、 サイズ : [6]

Windows Installer がこのアクシ ョ ンを起動する と、 アクシ ョ ンの説明が進行状況ダイア

ログに表示されます。 前述の InstallFiles の例で、 ターゲッ ト  システムにフ ァ イルが転

送される と、 [1] プロパテ ィ がそのフ ァ イル名に置換されます。 [9] プロパテ ィ は、 その

フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ で、 また [6] プロパテ ィ は、 そのフ ァ イルのサイズ ( バイ

ト 単位 ) で置換されます。

デフ ォル ト で、 アクシ ョ ン データは進行状況ダイアログに表示されませんので、 ご注

意 く ださい。 詳細については、 「進行状況ダイアログにアクシ ョ ン データ を表示する」

を参照し て く ださい。

選択されたアクシ ョ ンにテンプレー ト が指定されていない場合、 アクシ ョ ンが起動され

たと きにデータは表示されません。 また、 イ ンス ト ールは完全なユーザー イ ン ター

フ ェ イスを使って実行し な く てはな り ません。 イ ンス ト ールがサイ レン ト 、 または基本

のユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行される と、 アクシ ョ ン データは表示されません。

特定の標準アクシ ョ ンの " テンプレー ト " 設定の値と し て使用できるデータ フ ィ ール

ド に関する詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの 「Standard Actions Reference」

で、 特定のアクシ ョ ンについてのヘルプを参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 状態ダイアログにアクシ ョ ン データ

を表示できません。 ただ し、 そのテンプレー ト はイ ンス ト ールのログ フ ァ イルに記録

されます。

メ モ • この設定の値は、 一部の標準アクシ ョ ンで必ず [1] でな く てはな り ません。

• GenerateScript

• Rollback

• RollbackCleanup

このため、 これらのアクシ ョ ンの " テンプレー ト " 設定は、 無効と なっています。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、 文字

列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細に

ついては、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-103 • アクシ ョ ン テキス ト の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、
InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ
ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト にサポー ト  フ ァ イルを追加し た り、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で

はデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーにフ ァ イルを追加し た り できます。

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューには、 以下のよ う な主要な領域があり ます。

サポー ト  フ ァ イル

[ サポー ト  フ ァ イル ] 領域では、 イ ンス ト ール プロセス中にのみイ ンス ト ールが必要とするサポー ト  フ ァ イルを

追加、 ソー ト および削除する こ とができます。 イ ンス ト ールが完了する と、 サポー ト  フ ァ イルは削除されます。

任意の言語依存フ ァ イルを、 適切な言語固有領域に追加し ます。 言語非依存 フ ァ イルを、 言語非依存領域に追加

し ます。

スプ ラ ッ シュ画面

プロジ ェ ク ト • [ スプ ラ ッ シュ画面 ] 領域は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[ スプラ ッ シュ画面 ] 領域では、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを開始し た と きに表示されるス ター ト ア ッ プ画像

をプロジ ェ ク ト に追加できます。 画像フ ァ イルはビ ッ ト マ ッ プ (.bmp) 形式でな く てはな り ません。 フ ァ イルを適

切な言語固有、 または言語非依存フ ォルダーに追加し ます。

メ モ • 単一言語のイ ンス ト ールでは、 単一言語用に指定されたスプラ ッ シュ画面 ( または、 この単一言語にスプ

ラ ッ シュ画面が指定されていない場合は、 言語非依存のスプラ ッ シュ画面 ) が表示されます。

複数言語のイ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールを実行中の言語でスプラ ッ シュ画面が表示されます。 イ ンス ト ール

を実行中の言語用にスプラ ッ シュ画面が指定されていない場合、 言語非依存のスプラ ッ シュ画面が使用されます。

イ ンス ト ール処理中に、 1 つのスプ ラ ッ シュ画面のみがエン ド ユーザーに表示されます。 言語非依存領域、 また

は特定の言語に複数のスプラ ッ シュ画面がある場合、 実行時には一覧にある最初のフ ァ イルが表示されます。

ア ドバンス フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • [ ア ドバンス フ ァ イル ] 領域は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。
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[ ア ドバンス フ ァ イル ] 領域の Disk1 アイテムでは、 イ ンス ト ールメ デ ィ アの Disk1 に入れる フ ァ イルと フ ォル

ダーを指定する こ とができます。 これらのフ ァ イルと フ ォルダーは、 イ ンス ト ールの実行時、 ターゲッ ト  システ

ムに自動的にイ ンス ト ールはされません。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ールから イ ンス ト ール メ

デ ィ アに リ ン ク させる こ とができます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに含めた く ない大きな再配

布可能フ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ンに含める場合がある と し ます。 このよ う なフ ァ イルは Disk1 フ ォルダーに入

れます。

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript および 
InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト にサポー ト  フ ァ イルと ビルボー ド フ ァ イルを追加

し た り、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーにフ ァ イルを追加し た り できます。

[ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューには、 以下の主要な領域があ り ます。

サポー ト  フ ァ イル

[ サポー ト  フ ァ イル ] 領域では、 イ ンス ト ール プロセス中にのみイ ンス ト ールが必要とするサポー ト  フ ァ イルを

追加、 ソー ト および削除する こ とができます。 任意の言語依存フ ァ イルと フ ォルダーを、 適切な言語固有領域に

追加し ます。 言語非依存 フ ァ イルと フ ォルダーを、 言語非依存領域に追加し ます。

InstallScript コー ド では、 サポー ト  フ ァ イルは一時デ ィ レ ク ト リ に展開され、 イ ンス ト ール完了時に削除されま

す。

ビルボー ド

[ ビルボー ド ] アイテムを使用する と、 イ ンス ト ールプロセス中にエン ド ユーザーに表示する フ ァ イルを指定でき

ます。 ビルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示する

ために使用する こ とができます。 詳細については、 「InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールでビルボー

ド を表示する」 を参照し て く だ さい。

スプ ラ ッ シュ画面

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト では、 スプ ラ ッ シュ画面のフ ァ イルと し て .bmp と .gif フ ァ イルを使用で

きます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 スプ ラ ッ シュ画面のフ ァ イルと し て .bmp フ ァ イルのみを使用できま

す。

[ スプラ ッ シュ画面 ] 領域では、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを開始し た と きに表示されるス ター ト ア ッ プ画像

をプロジ ェ ク ト に追加できます。 フ ァ イルを適切な言語固有、 または言語非依存フ ォルダーに追加し ます。

メ モ • 単一言語のイ ンス ト ールでは、 単一言語用に指定されたスプラ ッ シュ画面 ( または、 この単一言語にスプ

ラ ッ シュ画面が指定されていない場合は、 言語非依存のスプラ ッ シュ画面 ) が表示されます。
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複数言語のイ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールを実行中の言語でスプラ ッ シュ画面が表示されます。 イ ンス ト ール

を実行中の言語用にスプラ ッ シュ画面が指定されていない場合、 言語非依存のスプラ ッ シュ画面が使用されます。

イ ンス ト ール処理中に、 1 つのスプ ラ ッ シュ画面のみがエン ド ユーザーに表示されます。 言語非依存領域、 また

は特定の言語に複数のスプラ ッ シュ画面がある場合、 実行時には一覧にある最初のフ ァ イルが表示されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 スプ ラ ッ シュ画面フ ァ イルの名前は必ず Setup.bmp または 

Setup.gif にし ます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 このフ ァ イル名を使う必要はあ り ません。

ア ドバンス フ ァ イル

[ ア ドバンスフ ァ イル ] アイテムでは、 イ ンス ト ールメ デ ィ アのデ ィ スクに配置する フ ァ イルと フ ォルダーを指定

できます。 これらのフ ァ イルと フ ォルダーは、 イ ンス ト ール プログラムの実行時、 ターゲッ ト  システムに自動的

にイ ンス ト ールはされません。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ールから イ ンス ト ール メ デ ィ アに リ

ン ク させる こ とができます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに含めた く ない大きな再配布可能フ ァ

イルをアプ リ ケーシ ョ ンに含める場合がある と し ます。

[ システム検索 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ システム検索 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

テーブル 11-104 • ア ドバンス フ ァ イル項目

項目 説明

Disk1 イ ンス ト ールメ デ ィ アの最初のデ ィ スクに配置する フ ァ イルと フ ォルダーを

追加し ます。

最後の Disk イ ンス ト ールメ デ ィ アの最初のデ ィ スクに配置する フ ァ イルと フ ォルダーを

追加し ます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

その他 イ ンス ト ールメ デ ィ アの特定のデ ィ スクにフ ァ イルと フ ォルダーを追加し ま

す。 デ ィ スクはリ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネルでビルド時

に指定し ます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ システム検索 ] ビ ューは、 イ ンス ト ール前に、 ターゲッ ト  システム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジ

ス ト リキー、 .ini フ ァ イル値、 または、 .xml フ ァ イル値を検索するための Windows Installer 機能を備えています。

この機能を使って、 アプ リ ケーシ ョ ン、 バージ ョ ンおよび構成データ を検索する こ とができます。

[ システム検索 ] ビ ューを使う と、 ターゲッ ト のシステムで実行する各検索を一覧にし たグ リ ッ ド が表示されま

す。 InstallShield に含まれる検索、 またはレポジ ト リ に格納されている検索のどち らの場合でも、 このビ ューを

使って、 定義済みシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加できます。 また、 システム検索ビ ューを利用し て定義済み

検索を カス タ マイズし た り、 プロジ ェ ク ト のシステム検索を独自に定義し た りする こ と もできます。

独自の検索を定義する と常に、 システム検索ウ ィ ザー ドが起動し ます。 検索オプシ ョ ン一覧から選択し て、 検索

するサブ フ ォルダーレベル数などの検索詳細を指定できます。 既存の検索を変更する場合、 システム検索ウ ィ

ザー ド で初期の選択を変更できます。

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューは、 次の Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で使用できま

す :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

このビ ューは、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト における [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューと ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のプロパテ ィ ーには、 い く つかの異なる点があり ます。 これらの違いにつ

いては、 適宜、 説明が記載されています。

Windows Installer エンジン と ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 プロパテ ィ を使って、

グローバル情報を保守し ます。 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューには、 Windows Installer エンジンまたはア ドバ

ンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンが実行時に使用する イ ンス ト ール プロパテ ィ の一覧が表示

されます。 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューでイ ンス ト ーラー プロパテ ィ を作成、 変更、 または削除できます。

ビルド時に、 InstallShield は、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューのプロパテ ィ を、 作成する イ ンス ト ールに書き

込みます。

次の一覧は、 このビ ューで処理できる タ スクの一部です :

• プロジ ェ ク ト で定義されているプロパテ ィ を参照する。

• プロパテ ィ を追加、 変更、 および削除する。

• ビ ューに表示されているプロパテ ィ を フ ィ ルターし て、 特定の文字列を含むプロパテ ィ を非表示にする。

• ビ ュー内の列のサイズを変更、 およびその順序を変更する。
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• 列のヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し て、 ビ ュー内の行を列ご とに並べ替える。

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域 ( ビ ューのボタ ンの下にある領域 ) に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し て、

ビ ュー内の行を階層形式に編成する。

• Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : プロパテ ィ をローカ ラ イズ可能にし て、 イ ンス ト ールが使用

すする言語に基づいて異なる値を設定する。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 すべて大文字のプロパテ ィ はパブ リ ッ ク プロパテ ィ

なので、 実行時にエン ド ユーザーがコマン ド ラ イ ンで変更する こ とができます。 その他のプロパテ ィ は、 カス タ

ム アクシ ョ ンまたはダイアログの動作を介し て、 リ リースのビルド以前または実行時に設定し なければな り ませ

ん。

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを使って作業する

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• スプレ ッ ド シー ト 形式のテーブル

テーブルの各行は、 プロジ ェ ク ト に含まれるプロパテ ィ を示し ます。

次の表では、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて

説明し ます。

テーブル 11-105 • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

新しいプロパテ ィ プロジ ェ ク ト に新しいプロパテ ィ を追加し ます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : 

ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ を作成するには、 このボタ ンの

隣にある矢印を ク リ ッ ク し てから、 [ ローカ ラ イズ可能なプロパ

テ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「ローカ ラ イズ可能

なプロパテ ィ を作成する」 を参照し て く ださい。

選択し たプロパテ ィ

を削除する

選択し た行 ( 複数可 ) を削除し ます。

選択し たプロパテ ィ

を ク リ アする

選択し たプロパテ ィ の値を削除し ます。
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次の表は、 [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューの各列について説明し ます。

選択し たプロパテ ィ

をローカ ラ イズ可能

にする プロジ ェ ク ト • このボタ ンは、 Windows Installer ベースのプロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

選択し たプロパテ ィ の値に文字列 ID を追加し て、 プロジ ェ ク ト

がサポー ト する各言語に対し て異なるプロパテ ィ 値の設定を可

能にし ます。 詳細については、 「既存プロパテ ィ をローカ ラ イズ

可能にする」 を参照し て く ださい。

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ プロパテ ィ  マ

ネージャー ] ビ ューに表示されるプロパテ ィ をダイナ ミ ッ クに

フ ィ ルターし ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それ

を含まない行すべてが非表示と な り ます。

プロパテ ィ  マネー

ジャー ヘルプ

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューのヘルプを表示し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-106 • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューの列

列 説明

名前 この列には、 Windows Installer またはア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロパテ ィ の名前が表示されます。

テーブル 11-105 • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ イベン ト ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ イベン ト ]  ビ ューは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ イベン ト ] ビ ューを使って、 独自のアクシ ョ ンを作成し てスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加でき

ます。 また、 このビ ューを使って、 1 つ以上のラ ン タ イム イベン ト 中に発生するアクシ ョ ンをスケジュールする

か、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ールの特定のパッ ケージが実行する直前または直後にアクシ ョ ンを

スケジュールできます。

値 この列には、 プロパテ ィ の値が表示されます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト の場合 : プロパテ ィ がロー

カ ラ イズ可能に設定されている場合、 この列には、 文字列値の前に中括弧で囲

まれた文字列 ID が表示されます。

コ メ ン ト この列には、 プロパテ ィ についての内部メ モが含まれます。 コ メ ン ト は実行時

には表示されません。

フ ォーマ ッ ト 済み

プロジ ェ ク ト • この列は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

この列には、 " 値 " 列の値が、 実行時に解決させるプロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む形式化された式であるかど うかを指定

できるチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあり ます。 実行時の解決処理は、 イ ンス ト ール中に 

OnBegin イベン ト のアク シ ョ ンが実行される前、 早い段階で発生し ます。

実行時にプロパテ ィ 値をそのまま残す場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ア し

ます。 各括弧その他の文字は、 何の意味も持ちません。

形式化された式を実行時に置換するには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

形式化された式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用する」

を参照し て く だ さい。

テーブル 11-106 • [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューの列 ( 続き )

列 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2525



第 11 章 リ フ ァ レンス
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ヒ ン ト • オプシ ョ ンで、 アクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス要

素と関連付ける こ とができます。 詳細については、 「ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス内の要素のアクシ ョ ンを構成す

る」 を参照し て く だ さい。

[ イベン ト ] ビ ューには [ アク シ ョ ン ] タ ブ と [ イベン ト ] 領域の 2 つの個別の領域があ り ます。

アクシ ョ ン

[ イベン ト ] ビ ューの [ アク シ ョ ン ] エクスプローラーを使って、 プロジ ェ ク ト 内のアクシ ョ ンを定義および構成

し ます。 実行可能フ ァ イルを実行、 DLL 関数を呼び出し、 PowerShell スク リ プ ト を実行、 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロパテ ィ を設定、 InstallScript コー ド を実行、 またはマネージ アセンブ リ でパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出

すアクシ ョ ンを作成できます。

各アクシ ョ ンの設定に関する詳細は、 「[ イベン ト ] ビ ューの設定」 を参照し て く だ さい。

イベン ト

イベン ト は、 イ ンス ト ール モー ド、 メ ンテナンス モー ド、 およびステージン ぐのみモー ド 中に実行されるアク

シ ョ ンのすべてを指示し ます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI エンジンは、 イベン ト にスケジュールされているアク

シ ョ ンを、 このビ ューで リ ス ト される順番で実行し ます。 イベン ト の各種類についての詳細は、 「スイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールにおけるイベン ト の種類」 を参照し て く だ さい。

[ イベン ト ] ビ ューの設定

プロジ ェ ク ト • [ イベン ト ]  ビ ューは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ イベン ト ] ビ ューの設定は、 次の主なカテゴ リ に分かれています :

• [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アク シ ョ ン ] 領域の設定 

• .exe アク シ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タ ブにある [ 戻り値の処理 ] 領域の設定 

• [ イベン ト ] 領域の設定 

[ アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 または [ イベン ト ] エクスプローラーで PowerShell アクシ ョ ンを選択する と、

InstallShield の右側に [PowerShell スク リ プ ト ] タ ブが表示されます。 このタ ブを使ってスク リ プ ト を編集できま

す。
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[ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アクシ ョ ン ] 領域の設定

[ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アク シ ョ ン ] 領域では、 次のアクシ ョ ンの設定を行う こ とができます。

テーブル 11-107 • [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アクシ ョ ン ] 領域にあるアクシ ョ ンの設定

設定 説明

File

メ モ • この設定は .exe、 DLL およびマネージ コー ド アクシ ョ ンに適用し ま

す。

アクシ ョ ンに使用する フ ァ イルへのラ ン タ イム パスを入力し ます。 別の方

法と し て、 実行時にそのフ ァ イルが存在し ない場合で、 スイー ト / ア ド バ

ンス ト  UI イ ンス ト ール内のいずれのパッ ケージもそれを イ ンス ト ールし な

いと き、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照

できます。

フ ァ イルを参照する と、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ サ

ポー ト  フ ァ イル ] ビ ューにそのフ ァ イルがサポー ト  フ ァ イルと し て追加さ

れます。 実行時、 このフ ァ イルは製品のイ ンス ト ール処理中の時だけター

ゲッ ト  システムで使用できます。

ソース パス

メ モ • この設定は PowerShell アクシ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンに使用する PowerShell スク リ プ ト  (.ps1) へのソース パスを入力

し ます。 その代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

スク リ プ ト を参照する こ と もできます。

フ ァ イルを参照する と、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ サ

ポー ト  フ ァ イル ] ビ ューにそのフ ァ イルがサポー ト  フ ァ イルと し て追加さ

れます。 実行時、 このフ ァ イルは製品のイ ンス ト ール処理中の時だけター

ゲッ ト  システムで使用できます。

場所をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義されたパス

変数を使用できます。 ビルド 時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切な

値に置換されます。

ヒ ン ト • このビ ューの [PowerShell スク リ プ ト ] タ ブを使って、 このアク

シ ョ ンのコー ド を編集し ます。

引数

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

適切な場合、 アクシ ョ ン と共に使用する コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指

定し ます。 複数のパラ メ ーターはスペースで区切り ます。
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関数名

メ モ • この設定は DLL および  InstallScript アクシ ョ ンに適用し ます。

DLL アクシ ョ ンの場合 : 呼び出す DLL 内の関数名を入力し ます。

InstallScript アクシ ョ ンの場合 : プロジ ェ ク ト の InstallScript フ ァ イルに含ま

れている関数リ ス ト で、 呼び出す InstallScript 関数を選択し ます。

ク ラス

メ モ • この設定は マネージコー ド アクシ ョ ンに適用し ます。

選択されたアクシ ョ ンが呼び出すマネージ メ ソ ッ ドのク ラス名を入力し ま

す。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでマネージ 

コー ド アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

メ ソ ッ ド

メ モ • この設定は マネージコー ド アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールで呼び出すパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を入力し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでマネージ 

コー ド アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

管理者権限が必要

メ モ • この設定は .exe、 DLL、 PowerShell、 InstallScript、 およびマネージ

コー ド アクシ ョ ンに適用し ます。

このアクシ ョ ンが Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降のシ

ステム上で管理者権限を必要とするかど う かを指定し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト 回数を最小限に抑え

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-107 • [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アクシ ョ ン ] 領域にあるアクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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動詞

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

選択されたアクシ ョ ンのフ ァ イルで使用する動詞を指定するか、 リ ス ト か

ら適切な動詞を選択し ます。

この設定を空白にする と、 ターゲッ ト  システム上でこのフ ァ イルのデフ ォ

ル ト の動詞が使用されます。 デフ ォル ト の動詞が指定されていない場合は、

open 動詞が使用されます。 いずれの動詞も使用できない場合、 レジス ト リ

で最初にリ ス ト されている動詞が使用されます。

runas 動詞の使用は推奨されません。 アクシ ョ ンに管理者権限が必要な場

合、 アクシ ョ ンの " 管理者権限が必要 " 設定に [ はい ] を選択し ます。 詳

細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト 回数を最小限に抑え

る」 を参照し て く だ さい。

ウ ィ ン ド ウ

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

.exe アクシ ョ ンが起動された と きの最初のウ ィ ン ド ウの状態を選択し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 表示 — ウ ィ ン ド ウを現在のサイズと位置で表示し ます。

• 隠す — ウ ィ ン ド ウを非表示にし ます。

• 最小化 — ウ ィ ン ド ウを最小化し て表示し ます。

• 最大化 — ウ ィ ン ド ウを最大化し て表示し ます。

• 標準 — ウ ィ ン ド ウを元のサイズと位置で表示し ます。

終了を待機する

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンが完了するまでイ ンス ト ール、 イ ンス ト ールを待機し てから、

残りのイ ンス ト ール処理を続行するど う かを指定し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — イ ンス ト ールは、 アクシ ョ ンが完了するまで待機し てから再開

し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• いいえ — イ ンス ト ールは、 次のイ ンス ト ール処理と同時にアクシ ョ ン

を実行し ます。

このせ設定で [ はい ] を選択する と き、 [ 戻り値の処理 ] 領域にある設定を

使って、 アクシ ョ ンが戻す可能性のある様々なコー ド を指定できます。

テーブル 11-107 • [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アクシ ョ ン ] 領域にあるアクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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プロパテ ィ 名

メ モ • この設定は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適用し ます。

プロパテ ィ 名を入力するか、 使用できるプロパテ ィ 一覧から プロパテ ィ を

選択し ます。

リ ス ト に表示されるプロパテ ィ 名は、 [ プロパテ ィ  マネージャ ] ビ ューに

含まれる ものと同じ です。 別の任意のプロパテ ィ 名を入力し て、 実行時に

利用する こ とができます。 新しいプロパテ ィ を明示的に作成する場合、 [ プ

ロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューを利用する こ とができます。

プロパテ ィ 値

メ モ • この設定は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適用し ます。

プロパテ ィ の値を入力し ます。

" プロパテ ィ 値を フ ォーマ ッ ト " 設定に [ はい ] を選択し た場合、 プロパ

テ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ ンス ト ールはこれら

の式の値を拡張し ます。 これらの式で使用できる構文については、 「ア ドバ

ンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

プロパテ ィ 値を フ ォーマ ッ ト

メ モ • この設定は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適用し ます。

" 値 " 設定に入力する値が、 実行時に解決させるプロパテ ィ 名、 環境変数

リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む形式化された式であるかど うか

を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — 実行時に形式化された式を置換し ます。

• いいえ — 実行時にプロパテ ィ 値をそのまま残し ます。 入力する値は、

形式化された式を含みません。

これらの式で使用できる構文については、 「ア ド バンス ト  UI およびスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使

用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-107 • [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ アクシ ョ ン ] 領域にあるアクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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.exe アクシ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タ ブにある [ 戻り値の処理 ] 領域の設定

.exe アク シ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タ ブの [ 戻り値の処理 ] 領域では、 次のアクシ ョ ンの設定を行う こ とができま

す。

テーブル 11-108 • .exe アクシ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タ ブにある [ アクシ ョ ン ] 領域の [ 戻り値の処理 ] の設定

設定 説明

無視する値

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールが次のイ ンス ト ール処理を続行する と きにアクシ ョ ンが戻す

可能性のある コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で指定し ます。

この設定は、 アクシ ョ ンの " 終了を待機 " 設定に [ はい ] を選択し た時に

使用できます。

中止する値

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールが中止する と きにアクシ ョ ンが戻す可能性のある コー ドのリ

ス ト を コ ンマ区切り で指定し ます。 アクシ ョ ンが起動またはロー ド できな

い場合、 イ ンス ト ールは中止し ます。

この設定は、 アクシ ョ ンの " 終了を待機 " 設定に [ はい ] を選択し た時に

使用できます。

再起動する値

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

ターゲッ ト  システムが再開始する と きに、 アクシ ョ ンが戻す可能性のある

コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で指定し ます。

この設定は、 アクシ ョ ンの " 終了を待機 " 設定に [ はい ] を選択し た時に

使用できます。

キャ ンセルする値

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールがキャ ンセルする と きにアクシ ョ ンが戻す可能性のある コー

ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で指定し ます。

この設定は、 アクシ ョ ンの " 終了を待機 " 設定に [ はい ] を選択し た時に

使用できます。
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デフ ォル ト の応答

メ モ • この設定は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンが戻すコー ドが [ 戻り値の処理 ] 領域のその他の設定のどれに

も指定されていない時に、 イ ンス ト ールの応答方法を説明するオプシ ョ ン

を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 無視 — イ ンス ト ールは次のイ ンス ト ール処理を続行し ます。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

• 中止 — イ ンス ト ールが中止し ます。

• 再起動 — ターゲッ ト  システムを再起動し ます。

• キャ ンセル — イ ンス ト ールがキャ ンセルし ます。

この設定は、 アクシ ョ ンの " 終了を待機 " 設定に [ はい ] を選択し た時に

使用できます。

テーブル 11-108 • .exe アクシ ョ ンの [ アクシ ョ ン ] タ ブにある [ アクシ ョ ン ] 領域の [ 戻り値の処理 ] の設定 ( 続

設定 説明
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[ イベン ト ] 領域の設定

次のアクシ ョ ンの設定は、 [ イベン ト ] 領域で使用できます。

テーブル 11-109 • [ イベン ト ] 領域にある [ アクシ ョ ン ] の設定

設定 説明

条件 この設定を使って、 アクシ ョ ンを実行するかど う かを評価するためにス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する 1 つ以上の条件を指定で

きます。 た と えば、 アクシ ョ ンが特定のプ ラ ッ ト フ ォーム上でのみ実行す

る場合、 このアクシ ョ ンの条件にプ ラ ッ ト フ ォーム要件を作成する こ とが

できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI は、 適切なプ ラ ッ ト フ ォーム上での

みアクシ ョ ンを起動し ます。

1 つ以上の新しいアクシ ョ ン条件を追加するには、 この設定で [ 新しい条件

] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield によ って、 " 条件 " 設定の下に新し

い行が追加されます。 この行のリ ス ト から All、 Any、 または None のう ち適

切なオプシ ョ ンを選択し ます。 次にこの行で、 [ 新しい条件 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し、 適切なオプシ ョ ンを選択し てから条件ステー ト メ ン ト のビルド

を続行し ます。

ヒ ン ト • アクシ ョ ンに " 機能の操作 " 条件または " パッ ケージの操作 " 条

件を定義する場合、 アクシ ョ ンをスケジュールできる最初のイベン ト は 

OnStaging です。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド」 を参照し て く だ さい。

1 つ以上の条件ステー ト メ ン ト が構成される と、 " 条件 " 設定には ( 条件 ) 

と表示されます。 何も構成されていない場合、 " 条件 " 設定には ( 空白 ) と

表示されます。

表示テキス ト

メ モ • この設定は .exe、 DLL、 PowerShell、 InstallScript、 およびマネージ

コー ド アクシ ョ ンに適用し ます。

選択されたアクシ ョ ンについて説明するテキス ト を入力し ます。 た と えば、

アクシ ョ ンがターゲッ ト  システムを構成するスク リ プ ト を実行し ている場

合、 次の文字列を入力できます :

システムの構成中

InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページが表示される と きに、 イ ンス ト ール

がアクシ ョ ンを起動する場合、 入力されたテキス ト がウ ィ ザー ド ページに

表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての

言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入

力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文

字列を選択する こ と もできます。 詳細については、 「InstallShield で文字列

エン ト リ を使用する」 を参照し て く だ さい。
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[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

• ト ラ ンスフ ォーム

イ ンス ト ールの外観は、 他社製品から差別化する上で非常に重要な要素の 1 つです。 イ ンス ト ールの外観は、 以

下に リ ス ト されているビ ューを使って簡単にカス タ マイズできます。

ダイアログ

プロジ ェ ク ト • [ ダイアログ ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ダイアログ ] ビ ューで、 実行時に表示するダイアログを選択する こ とができます。 ダイアログの動作を制御する

方法は、 どのエンジンがユーザー イ ン ターフ ェ イスを制御するかによ って異な り ます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト

では、 Windows Installer エンジンがダイアログを表示し、 InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト では、 InstallScript エンジンがダイアログを表示し ます。 詳細については、 次を参照し て く ださい。

• [ ダイアログ ] ビ ュー (InstallScript、 InstallScript MSI、 および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト )

• ダイアログ ビ ュー ( 基本の MSI、 その他の Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト )

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューを使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルのユーザー イ ン ターフ ェ イスを カス タ マイズし ます。 このビ ューでは、 デフ ォル ト  ページの一覧からウ ィ ザー

ド ページを追加、 および削除し て、 各ページのレ イアウ ト や動作を カス タ マイズする こ とができます。

ビルボー ド

プロジ ェ ク ト • [ ビルボー ド ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド サポー ト についての詳細は、 「[ サポー ト  

フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )」 を参照し て く だ さい。

ビルボー ド とは、 イ ンス ト ールのフ ァ イル転送段階で、 指定された時間表示される イ メ ージまたは Adobe Flash ア

プ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルです。 ビルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ター

テイ ン メ ン ト を提示するために使用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品

に含まれる新しい機能の概要や貴社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ

フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

文字列エデ ィ ター

プロジ ェ ク ト • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト のローカ ラ イズ処理を簡素化するために、 イ ンス ト ール処理中、 実行時に表示されるすべてのテキ

ス ト 文字列は、 統合された 1 つのビ ュー、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示されます。 このビ ューを使って、 ボ

タ ン テキス ト から機能の説明まで全ての文字列を編集できます。 またこのビ ューでは、 各言語の文字列エン ト リ

を フ ァ イルにエクスポー ト し て、 フ ァ イルに リ ス ト されている値を翻訳し てから、 翻訳済みフ ァ イルをプロジ ェ

ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。 
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[ ダイアログ ] ビ ュー (InstallScript、InstallScript MSI、および InstallScript 
オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ ダイアログ ] ビ ューには、 標準エン ド ユーザー ダイアログの一覧が含まれています。 ダイアログは関数名で識別

されます。 このビ ューでダイアログを ク リ ッ クする と、 右のペイ ンにサンプル ダイアログが表示されます。

一覧内のダイアログ名は、 レ イアウ ト を編集するまでゴース ト  ( 非実体 ) 化になっています。 ゴース ト 化された名

前の場合、 (isres.dll の ) デフ ォル ト のダイアログがユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用されます。 ダイアログのレ イ

アウ ト を編集する と、 ダイアログ名が太字で一覧に表示され、 実行時にこのダイアログが isuser.dll から転送され

ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト がその他の言語をサポー ト する場合、 これらの言語は編集されたダイアログの下に

ノ ー ド と し て表示されます。 各言語のレ イアウ ト を別々に編集する こ とができます。

ヒ ン ト • ダイアログ エデ ィ ターでダイアログを選択し、 編集し ても、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスにそのダ

イアログが自動的に表示されるわけではあ り ません。 実行時にダイアログを表示するには、 それを InstallScript 

コー ド に含まな く てはな り ません。 た と えば、 初回イ ンス ト ール中に表示されるダイアログのコー ドは、

OnFirstUIBefore および OnFirstUIAfter イベン ト  ハン ド ラーの一部です。 詳細については、 「InstallScript および 

InstallScript MSI イ ンス ト ールでダイアログを表示する」 を参照し て く ださい。

ダイアログ リ ソース フ ァ イル

デフ ォル ト で、 InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のすべてのダイアログはデフ ォル ト で _IsRes.dll とい

う リ ソース .dll フ ァ イルに保存されます。 .dll フ ァ イルはイ ンス ト ールのビルド時に配布パッ ケージにビルド され

ます。 サポー ト 言語にはそれぞれ個別の _IsRes.dll  が用意されていて、 InstallShield フ ォルダーの Redist フ ォル

ダー ( 例、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist) に保存されています。 _IsRes.dll はいずれも変更し ないで く だ

さい。

ダイアログ エデ ィ ターでダイアログを編集する と、 InstallShield は元の _IsRes.dll フ ァ イルからダイアログのコ ピー

を作成し ます。 このコ ピーはプロジ ェ ク ト フ ァ イルに保存されます。 プロジ ェ ク ト がビルド される と、 編集され

たすべてのダイアログ ( および作成された新しいダイアログ ) は _IsUser{ 現在の言語 }.dll とい う リ ソース .dll フ ァ

イルに組み込まれます。 英語の場合、 .dll フ ァ イルは _IsUser1033.dll と呼ばれます。 その後、 _IsUser{LanguageID}.dll 

が配布パッ ケージに組み込まれます。

ダイアログを表示するエンジンは、 実行時にまず _IsUser{LangId}.dll のダイアログを探し ます。 ダイアログが見つ

からない場合、 _IsRes.dll のデフ ォル ト のバージ ョ ンを探し ます。 エンジンはリ ソース識別子に基づいてダイアロ

グを探し ます。 ダイアログのリ ソース ID を見るには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター の Dialog テーブルを調べます。
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ダイアログ ビ ュー ( 基本の MSI、 その他の Windows Installer ベースのプ
ロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ダイアログ ] ビ ューには [ ダイアログ ] エクスプローラーがあり ます。 [ ダイアログ ] エクスプローラーには、 [

テーマ ]、 [ すべてのダイアログ ] とい う 2 つのメ イ ン フ ォルダーがあり ます。

テーマ

[ テーマ ] フ ォルダーには、 プロジ ェ ク ト でダイアログに使用できるダイアログ テーマの全一覧が含まれていま

す。 ダイアログ テーマ とは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印象を与える こ とができる、

あらかじめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。

すべてのダイアログ

[ すべてのダイアログ ] フ ォルダーには、 プロジ ェ ク ト 内のダイアログ一覧が含まれています。 [ ダイアログ ] エ

クスプローラーの各ダイアログ アイテムには、 ダイアログに関連付けられている動作を構成する こ とができる [

動作 ] アイテムと、 選択された言語のダイアログ エデ ィ ターでダイアログを表示する言語アイテムが最低 1 つ含

まれています。 ダイアログ エデ ィ ターを利用し て、 異なる言語ご とにレ イアウ ト を別々に編集する こ とができま

す。

新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成する と、 通常 Windows Installer パッ ケージがダイアログを表示する 2 つの [

ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスに一連のデフ ォル ト  ダイアログが用意されます。 1 つめは [ イ ンス ト ー

ル ] シーケンス (.msi フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し た時など、 イ ンス ト ールをデフ ォル ト のモー ド で起動し たと き

に実行される ) + パッ ケージを初めてイ ンス ト ールする、 再イ ンス ト ールする、 またはアン イ ンス ト ールするかに

よ って異なる別々のダイアログ、 2 つめは [ 管理 ] シーケンス ( /a コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってイ ンス

ト ールを起動し た と きに実行されるアクシ ョ ンの一覧 ) です。 ( エン ド ユーザー ダイアログは通常 [ ア ドバタ イズ

] シーケンスでは表示されません。 [ ア ドバタ イズ ] シーケンスには、 イ ンス ト ールを /j コ マン ド ラ イ ン オプシ ョ

ンを使って起動し た と きに実行されるアクシ ョ ンの一覧が入っています。 ) 

プロジ ェ ク ト • DIM およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト でダイアログを作成する こ とができますが、 その DIM 

またはマージ モジュールを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するまでダイアログをシーケンスに追加する こ とは

できません。 その後で、 モジュールにイ ン クルー ド されているすべてのダイアログを含める こ とができます。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューには、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス エクスプローラーがあ り ます。 [

ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] エクスプローラーは、 [ ス タ イル ] ページ、 [ ブ ラシ ] ページ、 [ コ ン ト ロール 

テーマ ] ページ、 [ ウ ィ ザー ド ] ページ、 および 2 番目のウ ィ ン ド ウの主要な領域で構成されています。

ス タ イル

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの [ ス タ イル ] 領域では、 ウ ィ ザー ドの 1 ヶ所以上に適用する フ ォーマ ッ

ト 情報のま と ま り を構成し て、 素早 く 外観を変更する こ とができます。 [ ス タ イル ] 領域では、 次の 2 種類のス タ

イルを定義できます :

• フ ォ ン ト  セ ッ ト — フ ォ ン ト  セ ッ ト  とは、 フ ォ ン ト 名、 サイズ、 太さ などの属性を含むフ ォ ン ト のコ レ ク

シ ョ ンです。 フ ォ ン ト  セ ッ ト に含まれる各フ ォ ン ト について、 それが適用される言語を指定できます。 これ

によ って、 プロジ ェ ク ト でサポー ト する各言語に異なる フ ォ ン ト を選択できます。

• テキス ト  ス タ イル — テキス ト  ス タ イルは、 テキス ト の色、 およびフ ォ ン ト 名、 ス タ イル、 サイズといったテ

キス ト 属性を定義し ます。 テキス ト  ス タ イルは、 一般的に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  

UI ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスで表示されるテキス ト に適用されます。

フ ォ ン ト  セ ッ ト は、 テキス ト  ス タ イルと組み合わせて使用し ます。 テキス ト  ス タ イルはフ ォ ン ト  セ ッ ト を参照

し ますが、 オプシ ョ ンでフ ォ ン ト  セ ッ ト のレベルで定義されている様々なフ ォ ン ト 属性をオーバーラ イ ド する こ

とが可能です。

プロジ ェ ク ト にス タ イルを追加するには、 [ ス タ イル ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから、 追加するス タ イルの種類に

応じ て、 適切なコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• テキス ト  ス タ イルをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのテキス ト に適用する

ブ ラシ

ブラシは、 ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの様々な要素、 たと えばウ ィ ザー ド ページやコ ン ト ロール背景に純色、

グラデーシ ョ ン、 またはイ メ ージを指定し ます。

プロジ ェ ク ト にブラシを追加するには、 [ ブラシ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [ ブラシの追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム ブ ラシをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのヘ ッ ダー、 本文、 およびナビゲーシ ョ ン領域に背景ブラシを指定する

• ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウのデフ ォル ト  背景ブラシをオーバーラ イ ド する
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コ ン ト ロールのテーマ

コ ン ト ロールのテーマは、 コ ン ト ロールの様々な部分の色 ( テキス ト の色、 背景の色、 および境界線の色 ) や、 ク

リ ッ ク済みまたはホバー状態といった、 コ ン ト ロールの様々な状態に使用する色を集めたものです。 デフ ォル ト

で、 使用中のユーザー イ ン ターフ ェ イスで使われているすべてのコ ン ト ロールについて、 使用する コ ン ト ロール

のテーマを指定できます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イス内のウ ィ ザー ド ページやウ ィ ン ド ウに含まれる特定のコ ン

ト ロールのテーマをオーバーラ イ ド する こ と もできます。 コ ン ト ロールのテーマを使用する と、 イ ンス ト ールの

ユーザー イ ン ターフ ェ イス内のその他のアイテムが 3D 効果な し で平面的に表示されます。 これは Windows Store 

アプ リ ケーシ ョ ンのス タ イルに似ています。

プロジ ェ ク ト にコ ン ト ロールのテーマを追加するには、 [ コ ン ト ロールのテーマ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [

コ ン ト ロールのテーマを追加 ] を選択し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• カス タム コ ン ト ロール テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスに定義する

• テーマをウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスのコ ン ト ロールに適用する

ウ ィ ザー ド ページ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでエン ド ユーザーに表示される主要なウ ィ ン ド

ウはウ ィ ザー ド ページです。 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ュー の [ ウ ィ ザー ド ページ ] 領域を使って、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれるウ ィ ザー ド ページを参照、 編集、 追加

および削除する こ とができます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用されているすべてのウ ィ ザー ド ページに

適用する設定を構成および編集するには、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。 このノ ー ド に表示され

ている設定で、 寸法、 ウ ィ ザー ド ページのタ イ ト ル バーで使用されるキャ プシ ョ ンなどを指定できます。

[ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ドの下の特定のウ ィ ザー ド ページ サブ ノ ー ド では、 必要に応じ てページを追加、 シー

ケンス、 または削除する こ とができます。 また、 これらのサブ ノ ー ド では、 様々な異なる種類のコ ン ト ロールを

追加、 移動または削除する こ と でウ ィ ザー ド ページのレ イアウ ト をそれぞれ編集する こ と もできます。 ウ ィ ザー

ド ページのラ ン タ イムでの順序を変更するには、 シーケンスするページを ク リ ッ ク し てから CTRL+ 上矢印 また

は CTRL+ 下矢印 を押し て、 そのページを [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド内で適切な位置に移動させます。

プロジ ェ ク ト にウ ィ ザー ド ページを追加するには、 [ ウ ィ ザー ド ページ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから、 追加す

るページの種類に応じ て、 適切なコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

2 番目のウ ィ ン ド ウ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの 2 番目のウ ィ ン ド ウはポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド

ウで、 このウ ィ ン ド ウを使ってエン ド ユーザーがコマン ド を実行できるよ う にし た り、 またエン ド ユーザーに対

する質問や情報を表示し た り できます。 2 番目のウ ィ ン ド ウの例と し て、 FilesInUse ウ ィ ン ド ウが挙げられます。

このウ ィ ン ド ウは、 既に開かれている 1 つ以上のアプ リ ケーシ ョ ンによ って、 イ ンス ト ールがア ッ プデー ト し な

く てはならないフ ァ イルがロ ッ ク されている こ と をエン ド ユーザーに通知し ます。 [2 番目のウ ィ ン ド ウ ] ノ ー ド

の下の特定のウ ィ ザー ド ページ サブ ノ ー ド では、 必要に応じ てページをプレビ ューまたは削除する こ とができま

す。 また、 これらのサブ ノ ー ド では、 ウ ィ ザー ド ページのレ イアウ ト を編集のよ う に、 ウ ィ ン ド ウのレ イアウ ト

をそれぞれ編集する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト に 2 番目のウ ィ ン ド ウを追加するには、 [2 番目のウ ィ ン ド ウ ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [ 空白

ウ ィ ン ド ウの追加 ] を選択し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスの設定

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューの各領域にある様々な設定についての情報は、 このビ ューにある設定を ク

リ ッ クする と表示されるヘルプ ペイ ンを参照し て く ださい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

[ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューでウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウを選択する と、 ウ ィ ザー

ド イ ン ターフ ェ イスのプレビ ュー ペイ ンのすぐ上に表示されるツールバーに、 選択し たページまたはウ ィ ン ド ウ

を変更できるボタ ンやコ ン ト ロールが追加表示されます。 また、 ウ ィ ザー ド ページまたは 2 番目のウ ィ ン ド ウで

コ ン ト ロールを選択し た と き も、 [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューにこのツールバーが表示されます。

テーブル 11-110 • [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン Description

新しいコ ン ト ロール コ ン ト ロールを選択し たウ ィ ザー ド ページまたは二次ウ ィ ン ド ウに

追加できます。 コ ン ト ロール ボタ ンの 1 つを選択するか、 コ ン ト

ロール ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で表示されている コ

ン ト ロールの種類を選択し ます。
2540 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
新しいコ ン ト ロール (

続き )

以下は、 [ ラベル ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で選択で

きる コ ン ト ロールの種類です :

• ラベル — [ ラベル ] コ ン ト ロールではテキス ト が表示されます。

このタ イプのコ ン ト ロールは、 他のコ ン ト ロールの横に配置する

ラベル ( テキス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロール ) や、 ウ ィ ザー ド ペー

ジや二次ウ ィ ン ド ウに含める手順や情報に使用し ます。

• ハイパーリ ン ク — ハイパーリ ン ク コ ン ト ロールは HTML リ ン ク

を表示し ます。 このリ ン ク を実行時にク リ ッ クする と、 ターゲッ

ト  システム上のデフ ォル ト  ブラウザでページが開きます。

• グループ ボ ッ クス — グループ ボ ッ クスは、 あるエ リ ア内の複数

のコ ン ト ロールを囲むのに使用し ます。 また、 グループ ボ ッ ク

スには、 そこに含まれる コ ン ト ロール間の関係を表現するのに使

用できる ラベルがあ り ます。

• フ レーム — ボ ッ クスの輪郭を描 く こ とができます。

• イ メ ージ — イ メ ージが表示されます。

• ビルボー ド — ISInstallProgress などのプロパテ ィ に応答し て更新

可能なイ メ ージ、 または一定時間表示されるよ う に構成できる イ

メ ージが表示されますビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ

ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できま

す。 ビルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、

教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使用する こ

とができます。

• 進行状況バー — 進行状況バーは、 ISInstallProgress プロパテ ィ な

どのプロパテ ィ に応答し て色が変わるダイナ ミ ッ ク バーです。

• プログレス サークル — プログレス サークルは、 2 つのプロパ

テ ィ  (ISParcelProgress など、 現在のパッ ケージの完了率を示すプ

ロパテ ィ と、 ISInstallProgress など、 イ ンス ト ール全体の完了率

を示すプロパテ ィ ) に応答し て色が変わるダイナ ミ ッ クなサーク

ルです。 プログレス サークルの外側では、 通常、 全体的な進行

状況が表示され、 内側の進行状況バーでは、 通常、 パッ ケージ全

体の進行状況が表示されます。

テーブル 11-110 • [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン Description
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ビ ュー リ フ ァ レンス
新しいコ ン ト ロール (

続き )

以下は、 [ テキス ト  ボ ッ クス ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス

ト で選択できる コ ン ト ロールの種類です :

• テキス ト  ボ ッ クス — テキス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド

ユーザーがテキス ト や数値を入力できる フ ィ ールド です。

• パスワー ド ボ ッ クス — パスワー ド ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エ

ン ド ユーザーがパスワー ド を入力できる フ ィ ールド です。

• リ ッ チ テキス ト  ボ ッ クス — リ ッ チ テキス ト  ボ ッ クスは、 .rtf 

フ ァ イルからのテキス ト を表示する読み取り専用のコ ン ト ロール

です。 このタ イプのコ ン ト ロールは、 通常、 使用許諾契約書やリ

リース ノ ー ト のウ ィ ザー ド ページで使用されます。

新しいコ ン ト ロール (

続き )

以下は、 [ ボタ ン ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で選択で

きる コ ン ト ロールの種類です :

• ボタ ン — ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し

たと きにコマン ドが実行される コ ン ト ロールです。

• コマン ド リ ン ク — コマン ド リ ン ク コ ン ト ロールでは、 ラジオ 

ボタ ンのよ う な、 相互に排他的なオプシ ョ ンが提供されていま

す。 各オプシ ョ ンには、 アイ コ ン、 アイ コ ンの横にある コ マン ド 

リ ン ク ラベル、 および、 オプシ ョ ンに関する補足説明 ( オプシ ョ

ン ) があ り ます。

• チ ェ ッ ク ボ ッ クス — チ ェ ッ ク ボ ッ クス コ ン ト ロールは、エン ド 

ユーザーが選択またはク リ ア し てオプシ ョ ンの表示を切り替えで

きるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを表示し ます。

• ラジオ ボタ ン — ラジオ ボタ ン コ ン ト ロールは、 エン ド ユー

ザーがその中から 1 つだけを選択できる、 2 つまたはそれ以上の

オプシ ョ ンの 1 つです。 ラジオ ボタ ンは、 グループ ボ ッ クス グ

ループに挿入し な く てはな り ません。 これは、 そのコ ン ト ロール

の一部と し て機能し ます。

• イ メ ージ ボタ ン — イ メ ージ ボタ ン コ ン ト ロールでは、 イ メ ージ

が表示され、 エン ド ユーザーがそれを ク リ ッ ク し た と きにコマ

ン ドが実行されます。

テーブル 11-110 • [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン Description
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ビ ュー リ フ ァ レンス
新しいコ ン ト ロール (

続き )

以下は、 [ コ ンボ ボ ッ クス ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト

で選択できる コ ン ト ロールの種類です :

• コ ンボ ボ ッ クス — コ ンボ ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 定義された

値を持つ ド ロ ッ プダウン リ ス ト を含むボ ッ クスです。 ボ ッ クス

には、 エン ド ユーザーがカス タム値が入力できるテキス ト  ボ ッ

クスです。

このコ ン ト ロールをテキス ト ボ ッ クスのない ド ロ ッ プダウン リ

ス ト に変更するには ( つま り、 エン ド ユーザーが定義済みの値を

選択できるが、 カス タム値を入力できるよ う にする場合 )、 この

コ ン ト ロールの CBS_DROPDOWNLIST ス タ イルを False に設定し

ます。

• リ ス ト  ボ ッ クス — リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールは、 エン ド 

ユーザーが定義済みオプシ ョ ン リ ス ト から単一のオプシ ョ ンを

選択できる、 標準のリ ス ト  ボ ッ クスです。

• チ ェ ッ ク済みリ ス ト  ボ ッ クス — チ ェ ッ ク済みリ ス ト  ボ ッ クス

は、 定義済みの値がチ ェ ッ ク ボ ッ クスに関連付けられている リ

ス ト  ボ ッ クスです。 チ ェ ッ ク済みリ ス ト  ボ ッ クスで、 エン ド

ユーザーは、 オプシ ョ ンを選択できます ( 複数可 )。 また、 すべ

てのオプシ ョ ンを非選択済みのままにし てお く こ と もできます。

• 機能の選択ツ リー — 機能の選択ツ リー コ ン ト ロールは、 機能を

階層的に編成し たア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールの機能の集ま り を含む特別なツ リー ビ ューで

す。

位置コ ン ト ロール 選択し た 2 つ以上のコ ン ト ロールの位置を調節できます。

テーブル 11-110 • [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン Description
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ ビルボー ド ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ ビルボー ド ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

位置コ ン ト ロール ( 続

き )

以下は、 [ 左揃え ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で選択で

きる位置の変更オプシ ョ ンです :

• 左揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの左端を、 最後に選択

し たコ ン ト ロールの左端に合わせて配置し ます。

• 中央揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの中央を、 最後に選

択し たコ ン ト ロールの中央に合わせて配置し ます。

• 右揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの右端を、 最後に選択

し たコ ン ト ロールの右端に合わせて配置し ます。

• 上揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの上端を、 最後に選択

し たコ ン ト ロールの上端に合わせて配置し ます。

• 中揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの中央点を、 最後に選

択し たコ ン ト ロールの中央点に合わせて配置し ます。

• 下揃え — 2 つ以上の選択し たコ ン ト ロールの下端を、 最後に選択

し たコ ン ト ロールの下端に合わせて配置し ます。

• 左右均等配置 — 3 つ以上選択し たコ ン ト ロールを、 水平方向に均

等配置し ます。

• 上下均等配置 — 3 つ以上選択し たコ ン ト ロールを、 垂直方向に均

等配置し ます。

位置コ ン ト ロール ( 続

き )

以下は、 [ 幅を揃える ] ボタ ンの横にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト で選

択できる位置の変更オプシ ョ ンです :

• 幅を揃える — 選択し たコ ン ト ロールの幅を、 最後に選択し たコ

ン ト ロールの幅に合う よ う に調節し ます。

• 高さ を揃える — 選択し たコ ン ト ロールの高さ を、 最後に選択し

たコ ン ト ロールの高さに合う よ う に調節し ます。

• 幅を揃える — 選択し たコ ン ト ロールの幅を、 最後に選択し たコ

ン ト ロールの幅に合う よ う に調節し ます。

デフ ォル ト 言語 : このビ ューのウ ィ ザー ド ページおよび二次ウ ィ ン ド ウで表示する文

字列を、 プロジ ェ ク ト で使用する別の言語の文字列に切り替える こ と

ができます。 選択可能な言語オプシ ョ ンは、 [ 一般情報 ] ビ ューの "

セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で選択されている言語です。

この設定では、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を変更する こ と もでき

ます。

テーブル 11-110 • [ ウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イス ] ビ ューのツールバー ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン Description
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド サポー ト についての詳細は、 「[ サポー ト  

フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー (InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )」 を参照し て く だ さい。

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のビルボー ド を追加する と、 実行時に Windows Installer がシステムに追加し ている変更に

ついて SetupProgress ダイアログ がレポー ト を提示するのと同時に、 ビルボー ドが表示されます。 ビルボー ドが

表示される時間および場所は、 [ ビルボー ド ] ビ ューで設定を構成する こ とによ って制御できます。

[ ビルボー ド ] ビ ューの設定についての詳細は、 次の項目を参照し て く だ さい :

• ビルボー ド設定 — これらは、 プロジ ェ ク ト 共通のビルボー ド の設定です。

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ド の設定 — これらの設定は、 中央ペ

イ ンで Flash ビルボー ド またはイ メ ージ ビルボー ド を ク リ ッ クする と、 [ ビルボー ド ] ビ ューの右側のペイ ン

に表示されます。

ビルボー ド設定

プロジ ェ ク ト • [ ビルボー ド ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

[ ビルボー ド ] ビ ューの中央ペイ ンで [ ビルボー ド ] エクスプローラーを ク リ ッ クする と、 右側のペイ ンに以下の

設定が表示されます。 これらは、 プロジ ェ ク ト 共通のビルボー ドの設定です。

テーブル 11-111 • ビルボー ド設定

設定 説明

ビルボー ド の種類 イ ンス ト ールに使用するビルボー ドの種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示 — イ ンス ト ールが標準エ

ン ド ユーザー ダイアログを表示する と きに、 全画面の背景も表示し ます。

フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビルボー ド を前画

面に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。

• ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する — フ ァ イルの転送中、 イ ンス

ト ールはビルボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 この

ダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表示されます。 このス タ イルの場

合、 イ ンス ト ールは背景を表示し ません。

• ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な

し ) — イ ンス ト ールは、 フ ァ イル転送中にイ ンス ト ールは小さい進行状況

ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。

さ らに詳しい情報、 ならびに各ビルボー ド タ イプのサンプル スク リーンシ ョ ッ ト

は、 「基本の MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ドの種類」 を参照し て く ださい。
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Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定

プロジ ェ ク ト • [ ビルボー ド ] ビ ューは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

ビルボー ド のループ イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送が完了するまでイ メ ージ ビルボー ド をループ し

て、 適切な SetupComplete ダイアログを表示するかど うかを指定し ます。

この設定で [ いいえ ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イル

の転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イルの転送が終了するまで、

最後のイ メ ージ ビルボー ド を表示し続けます。

この設定で [ はい ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イルの

転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールは最初のビルボー ドから再び表示し ま

す。 必要な場合、 ループはフ ァ イルの転送が終了するまで継続し ます。

この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

この設定は、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド には効果があ り

ません。

テーブル 11-111 • ビルボー ド設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Flash またはイ メ ージ ビルボー ドの設定では、 表示する フ ァ イル、 その表示時間、 および画面上の表示位置を決定

し ます。 これらの設定にアクセスするには、 [ ビルボー ド ] ビ ューを開いて、 [ ビルボー ド ] エクスプローラーか

ら構成するビルボー ド を選択し ます。

テーブル 11-112 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定

設定 説明

フ ァ イル名 以下のいずれかを実行し ます。

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの場合 — 選択されたビル

ボー ド に使用する Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) へのパスを入力す

るか、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ

ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、 その他の .swf フ ァ イルがサポー ト

するあらゆる要素で構成されます。 Flash ビデオ フ ァ イル (.flv) や MP3 オー

デ ィ オ フ ァ イルは .swf フ ァ イルに埋め込んで、 フ ァ イル転送中にターゲッ ト  

システム上のローカルで使用できるよ う にする こ とが推奨されます。 .swf 

フ ァ イルは Web サイ ト 上に配置された外部フ ァ イルを参照する こ とが可能で

すが、 この外部実装ではエン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト に接続されている

こ とが必須と な り ます。

• イ メ ージ ビルボー ドの場合 — 選択されたビルボー ド に使用する イ メ ージ 

フ ァ イル (.bmp、 .gif、 .jpg、 または .jpeg) へのパスを入力するか、 省略記号 (...) 

ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

動画 .gif フ ァ イルはサポー ト されていませんので、 ご注意 く だ さい。 ビル

ボー ド で動画を使用し たい場合は、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル 

ビルボー ドの使用をご検討 く だ さい。

メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンが

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、

ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作し ない可能性があ

り ます。

期間 ビルボー ドが表示される時間を、 秒単位で入力し て く ださい。 入力する数字は、 1 

から 32767 まで (9 時間と少し ) でな く てはな り ません。

期間が実行時の動作に及ぼす影響は、 イ ンス ト ールが Flash ビルボー ドかイ メ ー

ジ ビルボー ドのどち ら を表示するかによ って異な り ます。 詳細については、 「ビ

ルボー ド を含む基本の MSI イ ンス ト ールにおける実行時の動作」 を参照し て く だ

さい。
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元の場所 画面上でビルボー ド を表示する場所を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下

のとお り です :

• 右上

• 左上

• 右下

• 左下

• 中央揃え

X および Y 座標は、 この点から測定されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

X 軸 ビルボー ドの横位置を " 原点 " 設定で選択し た場所に相対し て変更するには、 距

離をピ クセルで指定し ます。 た と えば、 ビルボー ドの原点が左下で、 X 座標値が 

100 の場合、 画面の左側から 100 ピ クセル離れたビルボー ド の左側に表示されま

す。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

Y 軸 ビルボー ドの縦位置を " 原点 " 設定で選択し た場所に相対し て変更するには、 距

離をピ クセルで指定し ます。 た と えば、 ビルボー ドの原点が左下で、 Y 座標値が 

100 の場合、 画面の下側から 100 ピ クセル離れたビルボー ド の下側に表示されま

す。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

効果 このビルボー ドの移動効果を選択し ます。 画面に表示されて、 指定し た時間の経

過後に非表示にするだけではな く 、 移動効果では、 ビルボー ド と ビルボー ドの変

更がよ り スムーズに行われます。

メ モ • この設定は、 イ メ ージ ビルボー ド に適用されますが、 Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド には適用されません。

また、 この設定は [ ビルボー ド の種類 ] 設定で、 [ ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状

況を表示する ] オプシ ョ ンまたは、 [ 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クス

を表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

テーブル 11-112 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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背景色 この設定には、 現在選択されているビルボー ドの背景色が表示されます。 この色

を変更するには、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 背景色に希望する色を

選択、 またはカス タム色を定義できる [ 色 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

タ イ ト ル 背景の左上に表示される、 このビルボー ドのタ イ ト ルを入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべての言語に、

文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり に、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存の文字列を選択する こ と もで

きます。 詳細については、 「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し

て く ださい。

ヒ ン ト • イ ンス ト ールが実行時にタ イ ト ルと し て表示できる最大文字数は、 その

フ ォ ン ト 、 フ ォ ン ト  サイズ、 フ ォ ン ト の属性、 およびこの設定に指定する タ イ ト

ル文字列の長さによ って異な り ます。 また、 ターゲッ ト  システムのスク リーン解

像度にも左右されます。 このため、 長いタ イ ト ルを指定する場合は、 異なるスク

リーン解像度を使ってビルボー ド をプレビ ューし て、 タ イ ト ル全体が実行時に表

示されるかど うかをテス ト し て く だ さい。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

背景ス タ イル 使用する背景のス タ イルを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り で

す :

• グラデーシ ョ ン — 背景は濃い色から薄い色へ徐々に変化し ます。

• 純色 — 背景は単一色で表示されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

フ ォ ン ト 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択されたビルボー ドの背景にある タ イ ト

ルに使用する フ ォ ン ト を選択し ます。 ターゲッ ト マシンに指定し たフ ォ ン ト がな

い場合、 デフ ォル ト のシステム フ ォ ン ト が使用されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

テーブル 11-112 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール処理で実行時に表示されるローカ ラ イズ可能なすべてのテキス ト

文字列を、 1 ヶ所でま とめて制御する こ とができます。 このビ ューを使って、 ボタ ン テキス ト から機能の説明ま

で全ての文字列を編集できます。

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 プロジ ェ ク ト 内の言語非依存文字列 ID の一覧と対応する言語固有の値が表示さ

れます。 次の一覧は、 このビ ューで処理できる タ スクの一部です :

• プロジ ェ ク ト 内のすべての文字列を表示する。

• 文字列を追加、 変更、 および削除する。

• 表示されている文字列を フ ィ ルターし て、 特定の文字を含む文字列を非表示にする。

• ビ ュー内の列のサイズを変更、 およびその順序を変更する。

• 列のヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し て、 ビ ュー内の行を列ご とに並べ替える。

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域 ( ビ ューのボタ ンの下にある領域 ) に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し て、

ビ ュー内の行を階層形式に編成する。

• 文字列 ID と、 それに対応する値をテキス ト  フ ァ イル (.txt) にエクスポー ト する。

• 翻訳済み文字列を .txt フ ァ イルから プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する。

• プロジ ェ ク ト を検索し て、 特定の文字列 ID が使用されているすべてのイ ンス タ ンスを識別する。 文字列がプ

ロジ ェ ク ト 内の別の場所で使用されていないか確認する。

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューを使って作業する

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• スプレ ッ ド シー ト 形式のテーブル

テーブルの各行は、 プロジ ェ ク ト に含まれる各文字列エン ト リ を示し ます。
2550 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
次の表では、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて説明し

ます。

テーブル 11-113 • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

新しい文字列エン ト

リ

新しい文字列エン ト リ を追加できる、 [ 文字列エン ト リ ] ダイア

ログ ボ ッ クスを表示し ます。

選択し た文字列の編

集

選択し た文字列エン ト リ を編集できる、 [ 文字列エン ト リ ] ダイ

アログ ボ ッ クスを表示し ます。

選択し た文字列の削

除

選択し た行 ( 複数可 ) を削除し ます。

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

文字列の検索 文字列のイ ンス タ ンスを検索できる、 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ ク

スを表示し ます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 大文字と小文

字を区別するかど うかなどの条件を指定できます。

次を検索 指定し た文字列の次の位置を検索し ます。

検索 / 置換 文字列のイ ンス タ ンスを検索し て、 それを新しい文字列と置換

できる、 [ 置換 ] ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログ ボ ッ ク

スを使って、 特定の大文字を含む文字列を検索、 または削除す

るかなどの条件を指定できます。

プロジ ェ ク ト 内で選

択し た文字列を検索

行が選択されている文字列の全てのイ ンス タ ンスをプロジ ェ ク

ト 全体で検索し、 検索結果を [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウに表示し ます。

文字列のエクスポー

ト

特定の言語の全ての文字列をテキス ト  フ ァ イル (.txt) にエクス

ポー ト し ます。 この .txt フ ァ イルを、 翻訳されたテキス ト で更新

する こ とができる翻訳者に渡すこ とができます。

文字列のイ ンポー ト プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する文字列を含むテキス ト  フ ァ イル 

(.txt) を選択し ます。 また、 それらの文字列の言語も指定できま

す。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ 文字列エデ ィ

ター ] ビ ューに表示される文字列をダイナ ミ ッ クにフ ィ ルターし

ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それを含まない行

すべてが非表示と な り ます。

デフ ォル ト 言語 : プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を表示、 および変更できます。
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次の表は、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューの各列について説明し ます。

[ メ デ ィ ア ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ メ デ ィ ア ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

文字列エデ ィ ターの

ヘルプ

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューのヘルプを表示し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-114 • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューの列

列 説明

言語 この列には、 文字列エン ト リの言語が表示されます。

Identifier この列には、 その文字列の言語非依存 ID が含まれます。 プロジ ェ ク ト に含まれ

る各文字列 ID  は、 1 つまたは複数の値にリ ン ク されています。

Value この列には、 ラ ン タ イム文字列が表示されます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト では、 一部の文字列値は角括弧でかこ まれた Windows Installer プロパ

テ ィ を含みます ( 例、 Install [ProductName])。 実行時に、 このプロパテ ィ と括弧

はプロパテ ィ 値で置き換えられます。

これらの同じ プロジ ェ ク ト  タ イプに含まれる文字列値の中には、 中括弧でかこ

まれたフ ォ ン ト 情報を含むものもあ り ます ( 例、 {&MSSansBold8}OK)。 フ ォ ン ト

情報は、 実行時に文字列を表示するのに使用するス タ イルの詳細を示し ます。

コ メ ン ト この列には、 文字列エン ト リ についての内部メ モが含まれます。 コ メ ン ト は実

行時には表示されません。

Modified この列には、 文字列エン ト リが最後に更新された日時が表示されます。

テーブル 11-113 • [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 作成の最後の手順では、 イ ンス ト ールのビルド と テス ト を行います。 InstallShield は、

InstallShield 内から イ ンス ト ールをテス ト できる機能、 および様々な選択可能な メ デ ィ タ イプを提供し ます。

パス変数

プロジ ェ ク ト • [ パス変数 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト を移動し た り、 デ ィ レ ク ト リ構造を変更するたびに各ソースフ ァ イルのパスを変更する必要がない

よ う に、 パス変数を使って共通し て使用するパスを中央デ ィ レ ク ト リ に定義する こ とができます。

ア ッ プグレー ド

プロジ ェ ク ト • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでは、 .msi データベースの Upgrade テーブル内の設定を分かりやす く 統合された方法で

追加または作成する こ とができます。

リ リース

プロジ ェ ク ト • [ リ リース ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

[ リ リース ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールの異なる構成の構築、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスのテス ト 、 または ト ラ イ

アル実行用のイ ンス ト ールの起動ができます。

パッ チのデザイ ン

プロジ ェ ク ト • [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを利用し て、 Windows Installer パッ チ パッ ケージ (.psp) を作成し、 エン ド ユーザーの

システム上にあるアプ リ ケーシ ョ ンをア ッ プデー ト する こ とができます。

[ パス変数 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ パス変数 ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• QuickPatch

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

ソースフ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に リ ン クする従来の方法は、 ハー ド コー ド化されたパスを使用し て、

そのフ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成する こ と で し た。 た と えば、 ソースフ ァ イルを イ ンス ト ールに含める場合

は、 C:\Work\Files にある Program.exe のよ う に指定し ていま し た。

ハー ド コー ド化し たパスの使用

ハー ド コー ド化し たパスを使用する と、 デ ィ レ ク ト リから ソースフ ァ イルを関連付ける と きに毎回完全パスを入

力する必要があ り ま し た。 フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用できる

よ う にハー ド コー ド化し たパスを変更する必要があ り ます。 イ ンス ト ールに含まれている ソース フ ァ イルの数が

少ない場合は、 このこ とは問題にならない場合もあ り ます。 残念ながら、 イ ンス ト ールによ っては、 数千のフ ァ

イルを含んでいる こ とがあ り、 このよ う な場合、 フ ォルダー構造を変えた り、 別のマシンにプロジ ェ ク ト を移行

する と、 これらすべてのフ ァ イルを再度マ ッ ピングし直す必要があり ます。
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パス変数の使用

プロジ ェ ク ト を移動し た り、 デ ィ レ ク ト リ構造を変更するたびに各ソースフ ァ イルのパスを変更する必要がない

よ う に、 パス変数を使って共通し て使用するパスを中央デ ィ レ ク ト リ に定義する こ とができます。 上記の例にお

いて、 アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのソース フ ァ イルを C:\Work\Files の下のさ まざまなサブ フ ォルダーに入れる場

合は、 Files フ ォルダーをポイ ン ト する 1 つの変数 (<MyFiles>) を作成する こ とができます。 C:\Work\Files\Images に

ある フ ァ イルを イ ンス ト ールに含める場合は、 <MyFiles>\Images と入力し ます。 フ ァ イルを D:\Work\Files に移動

する場合は、 変数 <MyFiles> に移動し、 ポイ ン ト する フ ォルダーを変更し ます。

すべてのパス変数は、 [ パス変数 ] ビ ューで表示、 修正する こ とができます。 ダイアログ エデ ィ ター、 ダイナ ミ ッ

ク フ ァ イルリ ン ク、 リ リースフ ォルダーなど、 ソースフ ァ イルにリ ン ク されている InstallShield のほとんどすべて

のフ ォルダーのパス変数を使用できます。 パス変数を自分で入力するかわり に、 パスを参照するたびに 

InstallShield の推奨値を使用する こ とができます。

メ モ • パス変数は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の開発中に使用されます。 これらのパスは、 アプ リ ケーシ ョ ンが

イ ンス ト ールされる ターゲッ ト マシンには適用されません。 代わり に、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のソースフ ァ

イルに リ ン クするために使用されます。 プロジ ェ ク ト をビルド する際、 これらのリ ン クが評価され、 ポイ ン ト 先

のフ ァ イルがイ ンス ト ールに組み込まれます。

パス変数の種類

ユーザーは、 4 種類のパス変数を使用する こ とができます。 それぞれの型は、 互いに部分的に機能が異な り ます。

使用するパス変数の種類にかかわらず、 変数名は InstallShield 内で同じ よ う に提供されます。 

オプシ ョ ンで、 既存のス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を、 ソース パス変換ウ ィ ザー ド を持つパス変数に変換する こ と もでき

ます。 このウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のス タ テ ィ ッ ク リ ン ク をスキャ ン し、 これらのリ ン ク をパ

ス変数に変換し ます。 これによ り、 プロジ ェ ク ト の移植性を高める こ とができます。

テーブル 11-115 • パス変数の種類

変数型 説明

デフ ォル ト パス変数は、 最も一般的に使用されるい く つかのフ ォルダーにポイ ン

ト されるパス変数です。 他の型のパス変数と違い、 これらの変数は InstallShield 

では編集できません。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く ださ

い。

レジス ト リ ベースのパス変数の値は、 作成済みのレジス ト リキーから呼び出され

ます。 レジス ト リキーの作成後に、 パス変数を このキーに設定する必要があ り ま

す。 詳細については、 「レジス ト リ パス変数」 を参照し て く だ さい。

環境パス変数は、 システムの環境変数の値に基づきます。 環境変数パス変数に既

存の環境変数を設定できます。 詳細については、 「環境パス変数」 を参照し て く

ださい。

標準、 またはユーザー定義パス変数は、 InstallShield によ って定義されます。 た と

えば <MyFiles> などのパス変数の値を C:\Work\Files と指定する こ とができます。

これらの変数は、 レジス ト リ、 システムパスなど、 外部のソースには依存し ませ

ん。 詳細については、 「標準パス変数」 を参照し て く ださい。
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[ パス変数 ] ビ ューを使って作業する

[ パス変数 ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• プロジ ェ ク ト で定義されているパス変数の一覧

次の表では、 [ パス変数 ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて説明し ます。

テーブル 11-116 • [ パス変数 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

新しいパス変数 新しい標準パス変数をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

レジス ト リ パス変数または環境変数を作成するには、 このボタ

ンの隣にある矢印を ク リ ッ ク し てから、 適切なコマン ド を選択

し ます。 詳細については、 「カス タム パス変数の作成と定義」 を

参照し て く ださい。

選択されたパス変数

の削除

選択された変数 ( 複数可 ) を削除し ます。

リ フ レ ッ シュ ビ ュー内の変数リ ス ト を更新し ます。

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

グループ ボ ッ クスの

表示

このビ ューのボタ ン行の下にある [ グループ ボ ッ クス ] 領域の

表示 / 非表示を切り替えます。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ パス変数 ] 

ビ ューに表示されるパス変数をダイナ ミ ッ クにフ ィ ルターし ま

す。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それを含まない行す

べてが非表示と な り ます。

[ パス変数 ] ビ ュー ヘ

ルプ

[ パス変数 ] ビ ューのヘルプを表示し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く ださい。
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次の表は、 [ パス変数 ] ビ ューの各列について説明し ます。

テーブル 11-117 • [ パス変数 ] ビ ューの列

列 説明

名前 この列には、 変数の名前を入力し ます。 この場合、 山かっ こ を入力する必要は

あり ませんが、 パス変数は、 パス内で使用される際は常に山かっ こで囲まれて

表示されます。

た と えば、 変数の名前が MyRegVar で、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルがその変数の

値に含まれている フ ォルダーに リ ン ク し ている場合、 このコ ンポーネン ト の リ

ン ク先フ ォルダーは <MyRegVar> と表示されます。

定義された値 この列で、 パス変数の値を定義し ます。

標準パス変数の場合

標準変数の場合、 変数がポイ ン ト するデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

メ モ • また、 参照先と なる他のパス変数の名前を山括弧で囲むこ とによ り、 定義

済みの値の中でそのパス変数を参照する こ とができます。 た と えば、 C:\ とい う

値を持つ MyRoot とい うパス変数がある場合、 そのパス変数を Games とい う別の

変数のパス変数定義で参照する こ とができます。 Games 変数の実際のパスは 

C:\Programs\GameFiles のよ う にな り ますが、 Games を 

<MyRoot>\Programs\GameFiles と定義する こ とができます。 ただ し、 パス変数を

自己参照し よ う と し た場合は、 使用し た文字列そのものが代わり に使用されま

す。 た と えば、 Games を <MyRoot>\Programs\<Games> と定義する と、 実際には 、

Games は C:\Programs\<Games> のよ う に定義されます。

レジス ト リ パス変数の場合

完全なレジス ト リ キーを入力し ます。 最後の 「サブキー」 は、 フ ォルダーが含

まれる値名にし ます。 た と えば、 MyRegVar を次のよ う に定義し ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue

TestKey には次のサブキーと値がある と想定し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey]

@="C:\\MyPath1"

"TestValue"="C:\\MyPath2"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\TestKey\TestValue]

@="C:\\MyPath3"

HKEY_LOCAL_MACHINE\TestKey には TestValue とい うサブキーがあ り ますが、

MyRegVar は値 TestValue を指し、 現在値は C:\MyPath2 にな り ます。 ( ただし、

TestValue とい う値が存在し ない場合、 InstallShield はサブキー 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue のデフ ォル ト 値 

(C:\MyPath3) を読み取り ます。 )

環境パス変数の場合

環境パス変数について、 [ 環境 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されている とお りの

変数名を入力し ます。
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ヒ ン ト • ビルド時に特定のリ リースにおける カス タム標準パス変数の値、 環境変数、 またはレジス ト リパス値を

オーバーラ イ ド するには、 そのリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " パス変数のオーバーラ イ ド " 設定を使います。

詳細については、 「リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する」 を参照し て く ださい。

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでは、 .msi データベースの Upgrade テーブル内の設定を分かりやす く 統合された方法で

追加または作成する こ とができます。

現在の値 この列は読み取り専用で、 パス変数がポイ ン ト する実際のパスを含んでいます。

環境およびレジス ト リパス変数は InstallShield の外部で定義される こ とから、 こ

の値を参照する と便利です。

テス ト 値

プロジ ェ ク ト • この列は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

この列を使って、 レジス ト リ パス変数が解決される時にハー ド コー ド化された

パスを入力する こ とができます。 リ リースでテス ト 値を使用するには、 リ リー

ス ウ ィ ザー ドの [ 詳細設定 ] パネルで [ パス変数のテス ト 値を使用する ] オプ

シ ョ ンを選択する必要があ り ます。 デフ ォル ト ではこのオプシ ョ ンは選択され

ていません。 このオプシ ョ ンを選択する と、 すべてのレジス ト リパス変数にテ

ス ト 値が使用されます。 選択し ないと テス ト 値は一切使用されません。

種類 この列は、 変数の種類 ( 定義済み、 標準、 環境、 またはレジス ト リ ) を表示し ま

す。

この列のフ ィ ールド を ク リ ッ ク し て、 パス変数の種類を別の種類に変更できま

す。 定義済みパス変数の種類は変更できません。

テーブル 11-117 • [ パス変数 ] ビ ューの列 ( 続き )

列 説明
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ア ッ プグレー ド アイテムを追加するには、 [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド ] ノ ー ド を右ク リ ッ

ク し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

テーブル 11-118 • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

メ ジャー ア ッ プグレー ド項目 メ ジャー ア ッ プグレー ドは、 製品の既存イ ンス ト ールを効果的にアン イ ンス

ト ールし てから最新バージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。 メ ジャーア ッ プグ

レー ドは、 製品のメ ジャーバージ ョ ン番号を変更する場合 ( た と えばバー

ジ ョ ン 1.1.0 から 2.0.0 へのア ッ プグレー ド ) と変更し ない場合にかかわらず、

根本的なイ ンス ト ール アーキテ クチャの変更に適し ています。 次のどれかが

当てはまる場合、 メ ジャー ア ッ プグレー ドが必要です。

• 既存のコ ンポーネン ト のコ ンポーネン ト  コー ドが変更されたか、 コ ン

ポーネン ト が製品ツ リーから削除された場合。

• 既存コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルが変更された場合。

• 既存の機能が製品ツ リー内で移動、 または削除された場合。

• .msi フ ァ イルの名前が変更されま し た。

詳細については、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド を作成する」 を参照し て く だ さ

い。

マイナー ア ッ プグレー ド項目 スモールア ッ プデー ト と マイナーア ッ プグレー ドは基本的には同じ ですが、

スモールア ッ プデー ト では製品バージ ョ ンが変更されませんが、 マイナー

ア ッ プグレー ド では変更される とい う点で異な り ます。 マイナー ア ッ プグ

レー ドは既存のアプ リ ケーシ ョ ンを上書き イ ンス ト ールし ますが、 メ ジャー 

ア ッ プグレー ドは製品の既存イ ンス ト ールを効果的にアン イ ンス ト ールし て

から新しい製品バージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

マイナー ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールするのに必要な機能は Setup.exe 起

動プログラムに含まれています。 詳細については、 「マイナー ア ッ プグレー

ドの実行時の動作」 を参照し て く だ さい。

詳細については、 「マイナー ア ッ プグレー ド を作成する」 を参照し て く だ さ

い。

自動ア ッ プグレー ド アイテム

メ モ • [ 自動ア ッ プグレー ド アイテム ] オプシ ョ ンは将来的な製品コー ド変更

の可能性を考慮し、 メ ジャー ア ッ プグレー ド と マイナー ア ッ プグレー ドの

両方を処理し ます。 ア ッ プグレー ドの種類の違いが良 く 分からない場合およ

び、 または特にこだわらない場合はこのア ッ プグレー ド オプシ ョ ンを選択し

て く だ さい。

自動ア ッ プグレー ド アイテムを追加し た と き、 以前のイ ンス ト ールを無事に

ア ッ プグレー ド するためにはどの設定が必要かをビルド エンジンが判断し ま

す。 このオプシ ョ ンではその他の詳細設定を行う必要はあり ません。 詳細に

ついては、 「InstallShield を構成し てア ッ プグレー ドの種類を自動判別する」

を参照し て く だ さい。 
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[ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにある [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プのア ッ プグレー ド ] アイテムの [ 共通 ] タ ブには、

メ ジャーおよびマイナー ア ッ プグレー ドの両方のグローバル設定が含まれています。

スモール / マイナーア ッ プグレー ドの設定

スモールア ッ プデー ト と マイナーア ッ プグレー ドは基本的には同じ ですが、 スモールア ッ プデー ト では製品バー

ジ ョ ンが変更されませんが、 マイナーア ッ プグレー ド では変更される とい う点で異な り ます。 マイナー ア ッ プグ

レー ドは既存のアプ リ ケーシ ョ ンを上書き イ ンス ト ールし ますが、 メ ジャー ア ッ プグレー ドは製品の既存イ ンス

ト ールを効果的にアン イ ンス ト ールし てから新しい製品バージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

すべてのアイテムを検証 このオプシ ョ ンを利用し て最新版のリ リースを検証し た り、 別のリ リース と

検証比較するために特定のパッ ケージを参照する こ とができます。 詳細につ

いては、 「ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および QuickPatch パッ ケージを検証す

る」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 特定のビルド済みア ッ プグレー ド項目を必要に応じ て検証するには、

その項目を右ク リ ッ ク し てから [ 項目の検証 ] を選択し ます。

ヒ ン ト • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューで変更を行った後は必ず、 検証を実行する

前にパッ ケージの再ビルド を行って く だ さい。

テーブル 11-118 • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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マイナー ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールするのに必要な機能は Setup.exe 起動プログラムに含まれています。 詳

細については、 「マイナー ア ッ プグレー ド の実行時の動作」 を参照し て く だ さい。 実行時、 ターゲッ ト システム上

に製品の以前のバージ ョ ンが存在する こ と を Setup.exe が検出し た場合の動作を指定するには、 適切なオプシ ョ ン

を選択し て く ださい :

メ ジャーア ッ プグレー ドの設定

メ ジャー ア ッ プグレー ド を実行する と き、 ア ッ プグレー ドの処理方法を選択する こ とができます。 次のオプシ ョ

ンから選択できます。

テーブル 11-119 • スモールと マイナー ア ッ プグレー ドのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Disable このオプシ ョ ンを選択する と、 ア ッ プグレー ド シナ リ オを検出し てセ ッ ト

ア ッ プの最新バージ ョ ンがア ッ プグレー ド モー ド で実行し ている こ と を確認

する必要があ り ます。

ユーザーに確認のプロンプ ト を

表示せずに、 ア ッ プグレー ド を

イ ンス ト ールする

このオプシ ョ ンは自動的にマイナーア ッ プグレー ド モー ド でセ ッ ト ア ッ プを

開始し ます。

プロンプ ト このオプシ ョ ンを選択する と、 「続行し ますか ?」 ダイアログが表示されま

す。 [ はい ] を選択し た場合、 セ ッ ト ア ッ プはア ッ プグレー ド モー ド で開始

し ます。 [ いいえ ] を選択し た場合、 ア ッ プグレー ド モー ド でセ ッ ト ア ッ プ

がキャ ンセルされます。

テーブル 11-120 • メ ジャーア ッ プグレー ド実行のためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

新規セ ッ ト ア ッ プを イ ンス ト ー

ルする前に、 以前のセ ッ ト ア ッ

プを完全にアン イ ンス ト ールす

る。

これは最も信頼性の高い設定ですが、 効率は良 く あ り ません。 最初にすべて

のフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 そ し て古いセ ッ ト ア ッ

プの設定を削除し ます。 その後、 セ ッ ト ア ッ プの最新バージ ョ ンから新しい

データ を適用し ます。

セ ッ ト ア ッ プを イ ンス ト ール

し、 不要なフ ァ イルを削除する

これは最も効率的な設定ですが、 決まった作成規則に従う必要があ り ます。

このオプシ ョ ンは、 最初にセ ッ ト ア ッ プの最新バージ ョ ンを イ ンス ト ールし

てから不要なフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 および設定

を削除し ます。

注意 • 不要な リ ソースの削除には、 コ ンポーネン ト の参照カウン ト が正確で

ある こ とが重要です。 参照カウン ト はコ ンポーネン ト  レベルで発生する こ と

に注意し て く だ さい。 し たがって、 コ ンポーネン ト を削除し た り、 関連リ

ソースを別のコ ンポーネン ト へ移動する時は注意を払う必要があ り ます。 既

存リ ソースを別のコ ンポーネン ト へ移動し た場合にはこのオプシ ョ ンを選択

し ないで く だ さい。
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メ モ • この設定は [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスの RemoveExistingProducts アクシ ョ ンのシーケンスを制御

し ます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの 「RemoveExistingProducts」 を参照し て く だ

さい。

[ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

[ 詳細 ] タ ブには、 共通設定の他にも メ ジャーと マイナー ア ッ プグレー ドの特定の設定が表示されます。

以前のフ ァ イルの削除に失敗し

た場合、 すべての変更を元に戻

す。

ア ッ プグレー ド に失敗し た場合、 マシンは以前の正常な状態に戻り ます。 こ

のオプシ ョ ンは以前のバージ ョ ンのアン イ ンスールや、 最新バージ ョ ンのイ

ンス ト ールによ って行われた変更を元に戻し ます。

テーブル 11-121 • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにある [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プ アイテムのア ッ プグレー ド ] ア
イテムの詳細設定

プロパテ ィ 説明

ア ッ プグレー ド コー ド この設定は、 製品が所属する製品フ ァ ミ リ を識別する一意な GUID です。

ア ッ プグレー ド コー ドは、 関連製品フ ァ ミ リの異なるバージ ョ ンおよび言語

にわたって統一されている必要があ り、 これを使って、 Windows Installer がイ

ンス ト ール済みの製品の関連バージ ョ ンを検索し ます。

この設定の構成方法については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参

照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド コー ドがア ッ プグレー ド でどのよ う に使用されるかについて

は、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール 

ア ッ プデー ト の違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-120 • メ ジャーア ッ プグレー ド実行のためのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ッ プグレー ド時 Setup.exe がターゲッ ト  システム上で製品の以前のバージ ョ ンを検出し た と

きに発生する動作を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 無効 — 以前のバージ ョ ンが存在する場合、 Setup.exe はエン ド ユーザー

に対し てア ッ プグレー ドが行われる こ と を通知する メ ッ セージ ボ ッ クス

を表示し ません。 さ らに、 Setup.exe は REINSTALLMODE および 

REINSTALL プロパテ ィ を設定し ないため、 これらのプロパテ ィ を別の方

法で設定する必要があ り ます。 そ う でない場合、 Windows Installer は .msi 

データベースのキャ ッ シュ されたコ ピーを使って、 新しいバージ ョ ンに

含まれている変更を無視し ます。

• ユーザーに確認のプロンプ ト を表示せずに、 ア ッ プグレー ド を イ ンス

ト ールする — 以前のバージ ョ ンが存在する場合、 Setup.exe は 

REINSTALLMODE を voums に、 REINSTALL プロパテ ィ を ALL に設定し ま

す。 その結果、 イ ンス ト ールがア ッ プグレー ド モー ド で実行し ます。 以

前のバージ ョ ンが存在し なかった場合、 イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ー

ルと し て動作し ます。

• プロンプ ト — 以前のバージ ョ ンが存在する場合、 Setup.exe はエン ド 

ユーザーに対し てア ッ プグレー ドが行われる こ と を通知する メ ッ セージ 

ボ ッ クスを表示し ます。 このメ ッ セージ ボ ッ クスを使って、 エン ド ユー

ザーはア ッ プグレー ド を続行するか、 ア ッ プグレー ド し ないで終了する

かを選択できます。 エン ド ユーザーが続行を選択し た場合、 Setup.exe 

は REINSTALLMODE を voums に、 REINSTALL プロパテ ィ を ALL に設定

し、 イ ンス ト ールがア ッ プグレー ド モー ド で実行し ます。 これがデフ ォ

ル ト の値です。

テーブル 11-121 • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにある [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プ アイテムのア ッ プグレー ド ] ア
イテムの詳細設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテム : [ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ス タ イル イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上で製品の以前のバージ ョ ンが存在する

こ と を検出し た と きに、 メ ジャー ア ッ プグレー ド をどのよ う に進めるのかを

指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• アン イ ンス ト ールを完了し てから、 再イ ンス ト ール — これは最も信頼性

の高い設定ですが、 効率は良 く あ り ません。 このオプシ ョ ンは、 最初に

すべてのフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 そし て古い

イ ンス ト ールの設定を削除し ます。 その後、 イ ンス ト ールの最新バー

ジ ョ ンから新しいデータ を適用し ます。

• イ ンス ト ールし てから、 未使用のフ ァ イルを削除 — これは最も効率的な

設定ですが、 一定のオーサリ ング規則に従う必要があり ます。 このオプ

シ ョ ンは、 最初に新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし てから、 新しい

バージ ョ ンには不要なすべてのフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー

ト カ ッ ト および設定を削除し ます。

• イ ンス ト ールし てから、 ロールバッ クで未使用のフ ァ イルを削除 — これ

は最も効率的な設定ですが、 決められたオーサリ ング規則に従う必要が

あ り ます。 このオプシ ョ ンは、 最初に新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ール

し てから、 新しいバージ ョ ンには不要なすべてのフ ァ イル、 レジス ト リ 

エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト および設定を削除し ます。

ア ッ プグレー ドが失敗し た場合、 [ ロールバッ ク ] オプシ ョ ンがターゲッ

ト  システムを以前の良好な状態に戻し ます。 このオプシ ョ ンは以前の

バージ ョ ンのアン イ ンスールや、 最新バージ ョ ンのイ ンス ト ールによ っ

て行われた変更を元に戻し ます。

注意 • 最初にイ ンス ト ールし てから、 不要な リ ソースを削除するオプシ ョ ン

の両方について、 不要な リ ソースの削除は、 コ ンポーネン ト の参照カウン ト

が正確である こ とが前提と な り ます。 参照カウン ト はコ ンポーネン ト  レベル

で発生し ます。 し たがって、 コ ンポーネン ト を削除し た り、 関連リ ソースを

別のコ ンポーネン ト へ移動する時は注意を払う必要があり ます。 既存リ ソー

スを異なる コ ンポーネン ト に移動させている場合、 これらの 「イ ンス ト ール

し てから削除する」 オプシ ョ ンは使用できません。

テーブル 11-121 • [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにある [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プ アイテムのア ッ プグレー ド ] ア
イテムの詳細設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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イ ンス ト ールの製品コー ド と ア ッ プグレー ド を行う イ ンス ト ールの製品コー ド とが異なる場合、 メ ジャーア ッ プ

グレー ドが必要です。 製品コー ドの変更が必要かど うかを判断する方法については、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド、

マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール ア ッ プデー ト の違い」 を参照し て く だ さい。

実行時、 メ ジャーア ッ プグレー ドはアプ リ ケーシ ョ ンの最新バージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に以前のバージ ョ

ンを事実上アン イ ンス ト ールし ます。

[ 全般 ] タ ブには、 メ ジャー ア ッ プグレー ド項目で頻繁に利用される設定が表示されます。 さ らに詳しい設定が必

要な場合は、 [ 詳細 ] タ ブを利用し て く だ さい。

メ ジャー ア ッ プグレー ド

メ ジャーア ッ プグレー ドはアプ リ ケーシ ョ ンの以前のバージ ョ ンを検出するためにア ッ プグレー ド コー ド を利用

し ます。 イ ンス ト ールのア ッ プグレー ド コー ドはイ ンス ト ールを特定の製品フ ァ ミ リーにグループ分けし ます。

製品フ ァ ミ リー内の特定のイ ンス ト ールを ターゲッ ト にする場合、 このア ッ プグレー ド項目の製品バージ ョ ン属

性を構成する こ とができます。

製品バージ ョ ン

ターゲッ ト とする、 または製品範囲を定義するため、 特定の製品バージ ョ ンを選択し ます。 以下の選択肢があり

ます :

テーブル 11-122 • メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

[ ア ッ プグレー ド  コー ド ] を共

有する製品

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムにこのオプシ ョ ンを選択する と、

InstallShield が [ ア ドバンス ト ] タ ブにある この設定の値をプレースホルダー

値 {00000000-0000-0000-0000-000000000000} に設定し ます。 InstallShield は、

ビルド時に生成する .msi パッ ケージのプレースホルダー値の代わり に、 適切

なア ッ プグレー ド コー ド値を使用し ます。

別のア ッ プグレー ド コー ド を持

つ製品

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムにこのオプシ ョ ンを選択する と、 このメ

ジャー ア ッ プグレー ド アイテムがターゲッ ト とするベース パッ ケージの

ア ッ プグレー ド コー ド を指定するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て

パッ ケージを参照する こ とができます。 パッ ケージを参照し た場合、

InstallShield は選択されたパッ ケージのア ッ プグレー ド コー ド を識別し、 そ

のコー ド を この設定で使用し ます。

テーブル 11-123 • 製品バージ ョ ンに関連付けられたオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

以前のバージ ョ ン ターゲッ ト  システム上の製品を、 現在開いているプロジ ェ ク ト の製品バー

ジ ョ ンよ り も古い場合にア ッ プデー ト するには、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。

メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムにこのオプシ ョ ンを選択する と、

InstallShield が [ ア ドバンス ト ] タ ブにある " 最大バージ ョ ン " 設定の値をプ

レースホルダー値 ***ALL_VERSIONS*** に設定し ます。 InstallShield は、 ビ

ルド時に生成する .msi パッ ケージのプレースホルダー値の代わり に、 現在開

いているプロジ ェ ク ト の製品バージ ョ ンを使用し ます。
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メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテム : [ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

特定の範囲のバージ ョ ン内 : (

最小バージ ョ ン - 最大バージ ョ

ン )

ア ッ プグレー ドがターゲッ ト とする製品バージ ョ ンの範囲を指定するには、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 次に、 左側のボ ッ クスに最小バージ ョ ン、 右

側のボ ッ クスに最大バージ ョ ンを指定し ます。 [ バージ ョ ン範囲を含める ] 

チ ェ ッ クボ ッ クスを使って、 指定されたバージ ョ ン番号を ターゲッ ト  バー

ジ ョ ンの範囲に含める、 または除外する こ と も も可能です。

たと えば、 最小バージ ョ ンが 1.00 で最大バージ ョ ンが 4.00 の時、 バージ ョ

ン番号が 1.00 から 4.00 の間である、 指定し た製品フ ァ ミ リー内の既存イ ン

ス ト ールすべてをア ッ プグレー ド する イ ンス ト ールを作成し ます。 [ バー

ジ ョ ン範囲を含める ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 バージ ョ ン検索で

バージ ョ ン 1.00 と 4.00 が確認されます。 それらのバージ ョ ンが存在する場

合、 ア ッ プグレー ドが行われます。

バージ ョ ン範囲を含める ( 指定された最小と最大バージ ョ ン範囲内のバージ ョ ン番号だけでな く ) ア ッ

プグレー ドがターゲッ ト とするバージ ョ ン範囲の最小および最大バージ ョ ン

の両方も含める場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

たと えば、 最小バージ ョ ンが 1.00 で最大バージ ョ ンが 4.00 の時、 バージ ョ

ン番号が 1.00 から 4.00 の間である、 指定し た製品フ ァ ミ リー内の既存イ ン

ス ト ールすべてをア ッ プグレー ド する イ ンス ト ールを作成し ます。 [ バー

ジ ョ ン範囲を含める ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 バージ ョ ン検索で

バージ ョ ン 1.00 と 4.00 が確認されます。 それらのバージ ョ ンが存在する場

合、 ア ッ プグレー ドが行われます。

最小バージ ョ ン番号または最大バージ ョ ン番号のみを含める と き、 両方では

な く 片方だけの場合は、 [ ア ドバンス ト ] タ ブの " 最小バージ ョ ンを含める " 

または " 最大バージ ョ ンを含める " 設定を使用し ます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスは、 [ 特定の範囲のバージ ョ ン内 ] オプシ ョ ンが選択

されている場合に使用できます。

特定のバージ ョ ンを指定 製品の以前のバージ ョ ンを 1 つだけターゲッ ト とする場合、 このオプシ ョ ン

を選択し てから、 適切なバージ ョ ン番号を入力し ます。

テーブル 11-123 • 製品バージ ョ ンに関連付けられたオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 詳細 ] タ ブには、 [ 共通 ] タ ブにある設定に加え、 さ らに詳細なレベルの構成を行う こ とができます。 プロパ

テ ィ グ リ ッ ドの各設定を ク リ ッ ク し て次の設定を構成し ます :

テーブル 11-124 • メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの詳細プロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

ア ッ プグレー ド コー ド この設定は、 製品が所属する製品フ ァ ミ リ を識別する一意な GUID です。

ア ッ プグレー ド コー ドは、 関連製品フ ァ ミ リの異なるバージ ョ ンおよび言語

にわたって統一されている必要があ り、 これを使って、 Windows Installer がイ

ンス ト ール済みの製品の関連バージ ョ ンを検索し ます。

メ ジャー ア ッ プグレー ド項目の [ 共通 ] タ ブで [ ア ッ プグレー ド コー ド を共

有し ている製品 ] を選択する と、 InstallShield が [ 詳細 ] タ ブにある この設定

の値をプレースホルダー値 {00000000-0000-0000-0000-000000000000} に設定

し ます。 InstallShield は、 ビルド時に生成する .msi パッ ケージのプレースホル

ダー値の代わり に、 適切なア ッ プグレー ド コー ド値を使用し ます。

この設定の構成方法については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参

照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド コー ドがア ッ プグレー ド でどのよ う に使用されるかについて

は、 「メ ジャー ア ッ プグレー ド、 マイナー ア ッ プグレー ド、 およびスモール 

ア ッ プデー ト の違い」 を参照し て く だ さい。

最小バージ ョ ン このア ッ プグレー ドがア ッ プデー ト する最小製品バージ ョ ンを入力し ます。

バージ ョ ン番号は、 aaa.bbb.ccccc とい う形式を使用し ます。 こ こで、 aaa は

メ ジャーバージ ョ ン番号、 bbb はマイナーバージ ョ ン番号、 そし て ccccc は

ビルド番号を表し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc の最大値は、

65,535 です。

メ モ • 製品バージ ョ ン比較を行な う際、 最初の 3 つのバージ ョ ン フ ィ ールド

のみが利用されます。 Windows Installer は 4 番目のフ ィ ールドのみが異なる

製品バージ ョ ンを区別する こ とができません。 詳細については、 「製品バー

ジ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト で、 各プロジ ェ ク ト には ISPreventDowngrade メ ジャー ア ッ プグ

レー ド アイテムが含まれます。 これを使って、 エン ド ユーザーが製品の現

在のバージ ョ ンで同じ製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書きできないよ

う に防ぐ こ とができます。 このデフ ォル ト  メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテ

ムについて、 " 最小バージ ョ ン " 設定のデフ ォル ト  エン ト リは次のプレース

ホルダー値です :

***ALL_VERSIONS***

InstallShield は、 ビルド時に生成する前述の .msi パッ ケージのプレースホル

ダー値の代わり に、 現在開いているプロジ ェ ク ト の製品バージ ョ ンを使用し

ます。 ISPreventDowngrade のサポー ト に関する詳細は、 「現在のイ ンス ト ー

ルによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ」 を参照し て く

ださい。
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最小バージ ョ ンを含める この設定は、 作成するア ッ プグレー ドがサポー ト する製品バージ ョ ンの範囲

を特定する場合に便利です。 最小バージ ョ ン番号を範囲に含めるには、 [ は

い ] を選択し ます。

最大バージ ョ ン このア ッ プグレー ドがア ッ プデー ト する最大製品バージ ョ ンを入力し ます。

バージ ョ ン番号は、 aaa.bbb.ccccc とい う形式を使用し ます。 こ こで、 aaa は

メ ジャーバージ ョ ン番号、 bbb はマイナーバージ ョ ン番号、 そし て ccccc は

ビルド番号を表し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc の最大値は、

65,535 です。

メ モ • 製品バージ ョ ン比較を行な う際、 最初の 3 つのバージ ョ ン フ ィ ールド

のみが利用されます。 Windows Installer は 4 番目のフ ィ ールドのみが異なる

製品バージ ョ ンを区別する こ とができません。 詳細については、 「製品バー

ジ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

メ ジャー ア ッ プグレー ド項目の [ 共通 ] タ ブで [ 以前のバージ ョ ン ] を選択

する と、 InstallShield が [ ア ド バンス ト ] タ ブにある この設定の値を次のプ

レースホルダー値に設定し ます :

***ALL_VERSIONS***

InstallShield は、 ビルド時に生成する .msi パッ ケージのプレースホルダー値の

代わり に、 現在開いているプロジ ェ ク ト の製品バージ ョ ンを使用し ます。

最大バージ ョ ンを含める この設定は、 作成するア ッ プグレー ドがサポー ト する製品バージ ョ ンの範囲

を特定する場合に便利です。 最小バージ ョ ン番号を範囲に含めるには、 [ は

い ] を選択し ます。

言語 ア ッ プグレー ドがターゲッ ト とする、 またはターゲッ ト と し ない言語のリ ス

ト を コ ンマ区切り で指定し てから、 " 指定し た言語を除外する " 設定を使っ

てこの設定で構成された言語を除外するかど うかを指定し ます。

言語識別子 は 10 進法で指定し ます。 たと えば、 英語 (UK) は 1033 です。

指定し た言語を除外する ” 言語 ” 設定で識別された言語を イ ンス ト ールのターゲッ ト にするか、 ター

ゲッ ト にし ないかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です

:

• いいえ — ターゲッ ト  システム上の製品の言語が " 言語 " 設定で指定さ

れている言語の 1 つと一致し た場合で、 バージ ョ ン番号が一致するなど

の他の要件も満た し ている場合、 イ ンス ト ールはア ッ プグレー ド を実行

し ます。

• はい — ターゲッ ト  システム上の製品の言語が " 言語 " 設定で指定され

ている言語のいずれにも一致し ない場合で、 バージ ョ ン番号が一致する

などの他の要件を満た し ている場合、 イ ンス ト ールはア ッ プグレー ド を

実行し ます。

テーブル 11-124 • メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの詳細プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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検出のみ イ ンス ト ールがア ッ プグレー ド を実際に実行する前に、 それが必要かど うか

を検出するかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

Windows Installer がターゲッ ト  システムに関連製品がイ ンス ト ール済みであ

る こ と を検出し た場合、 " 検出プロパテ ィ " 設定で指定されたプロパテ ィ に

その関連製品の製品コー ド を追加し ます。

検出プロパテ ィ Windows Installer がターゲッ ト  システムに関連製品がイ ンス ト ール済みであ

る こ と を検出し た場合、 この設定で指定されたプロパテ ィ にその関連製品の

製品コー ド を追加し ます。

条件ステー ト メ ン ト で指定し たプロパテ ィ を利用し てイ ンス ト ールの流れを

コ ン ト ロールし た り、 イ ンス ト ールを完全に停止する こ とができます。

Windows Installer は、 FindRelatedProducts アクシ ョ ンがイ ンス ト ール シーケ

ンスで実行する と きにこのプロパテ ィ を設定し ます。

指定し た機能だけを削除する イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムから製品の以前のバージ ョ ンすべてを削

除するよ う に指定する場合、 この設定を空白のままにし ます。

イ ンス ト ールがターゲッ ト システムから製品全体を削除するのではな く 、 製

品の以前のバージ ョ ンの一部の機能のみを削除するよ う に設定する場合、 削

除する機能の名前を コ ンマ区切りのリ ス ト で指定し ます。 イ ンス ト ールは、

空白文字列と評価を行う フ ォーマ ッ ト 済みテキス ト を指定し た場合、 イ ンス

ト ールはいずれの機能も削除し ません。

注意 • この設定に値を指定し た場合、 イ ンス ト ールが製品の以前のバージ ョ

ンを完全にアン イ ンス ト ールする こ とはあ り ません。 し たがって、 [ プログ

ラムの追加と削除 ] には 2 つのエン ト リが残り ます。

失敗時に続行する 以前のバージ ョ ンのアン イ ンス ト ールが失敗し た場合でも イ ンス ト ールを続

行するかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — 以前のバージ ョ ンのアン イ ンス ト ールが成功し たかど うかにかか

わらず、 新しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが発生し ます。

• いいえ — 以前のバージ ョ ンのアン イ ンス ト ールが成功し た場合のみ、 新

しいバージ ョ ンのイ ンス ト ールが発生し ます。 これがデフ ォル ト の値で

す。

機能の状態を移行する イ ンス ト ールが現在イ ンス ト ール済み製品の機能の状態を検出し て、 ア ッ プ

グレー ド を適用する際に同じ機能の状態を使用するかど うかを指定し ます。

この設定は、 製品の新しいバージ ョ ンの機能ツ リーが元のバージ ョ ンの機能

ツ リーとほとんど変更が無い場合に便利です。

テーブル 11-124 • メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムの詳細プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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マイナー ア ッ プグレー ド / スモール ア ッ プデー ト  アイテムの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

マイナーおよびスモールア ッ プグレー ドは基本的には同じ ですが、 マイナーア ッ プグレー ド では製品バージ ョ ン

が変更されません。

最新バージ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ と同じ製品コー ド を持つセ ッ ト ア ッ プをア ッ プグレー ド する と き、 マイナー / ス

モールア ッ プグレー ド を適用する必要があ り ます。 機能から コ ンポーネン ト を削除、 またはセ ッ ト ア ッ プから機

能を削除し ない限り、 セ ッ ト ア ッ プの製品コー ド を変更する必要はあり ません。

メ モ • コ ンポーネン ト をある機能から別の機能へ移す場合、 はじめの機能からそのコ ンポーネン ト を削除する こ と

になるので、 製品コー ド を変更し なければな り ません。

セ ッ ト ア ッ プの製品コー ドが変わったア ッ プグレー ド シナ リ オでは、 メ ジャーア ッ プグレー ド を適用し ます。

このタ ブには以下のよ う な設定があ り ます。

自動ア ッ プグレー ド アイテムの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

メ モ • ア ッ プグレー ド設定の構成には、 この方法が有効です。 このオプシ ョ ンは将来的な製品コー ド変更の可能性

を考慮し、 メ ジャー ア ッ プグレー ド と マイナー ア ッ プグレー ドの両方を処理し ます。 ア ッ プグレー ドの種類の違

テーブル 11-125 • マイナーと スモール ア ッ プグレー ド アイテムのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ア ッ プグレー ド するセ ッ ト ア ッ

プ

マイナー ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールするために必要な機能は setup.exe 

にあ り ます。 マイナー ア ッ プグレー ド を適切に動作させるためにはこれを含

まな く てはな り ません。 ビルド時に指定し たセ ッ ト ア ッ プはア ッ プグレー ド

の検証にも利用されます。 ビルドはリ フ ァ レンス されたセ ッ ト ア ッ プがマイ

ナーア ッ プグレー ド を使ってア ッ プデー ト する こ とが可能かど うかを検証し

ます。 setup.exe を含んでいない場合、 リ リースのビルド時にビルドが警告を

発し ます。

リ リース フ ラグ リ リース フ ラグを指定し て、 リ リースの種類によ って機能を含める こ と も除

外する こ と もできます。
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いが良 く 分からない場合および、 または特にこだわらない場合はこのア ッ プグレー ド オプシ ョ ンを選択し て く だ

さい。

自動ア ッ プグレー ド アイテムを追加し た と き、 以前のイ ンス ト ールを無事にア ッ プグレー ド するためにはどの設

定が必要かをビルド エンジンが判断し ます。 このオプシ ョ ンではその他の詳細設定を行う必要はあり ません。

ア ッ プグレー ド ビ ューで、 自動ア ッ プグレー ド アイテムのための以下のオプシ ョ ンを構成する こ とができます。

[ リ リース ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ リ リース ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

InstallShield でプロジ ェ ク ト の設計が完了し たら、 テス ト 用にリ リースをビルド する こ とができます。 このビルド

は、 最終的に、 エン ド ユーザーに配布できる ものです。 [ リ リース ] ビ ューには、 リ リースのビルド 方法を指定で

きる設定が含まれています。

リ リースをビルド する と、 InstallShield でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のすべての情報が集められ、 Windows Installer 

イ ンス ト ール パッ ケージ (.msi フ ァ イル )、 マージ モジュール (.msm フ ァ イル )、 実行可能フ ァ イルと関連フ ァ イ

ルが、 プロジ ェ ク ト の種類に応じ てコ ンパイルされます。 このため、 サポー ト されている Windows プ ラ ッ ト

フ ォームであれば、 製品を イ ンス ト ールできます。

ヒ ン ト • 一部のプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 リ リース ウ ィ ザー ド を使用し て、 リ リースの設定も構成する こ と もで

きます。

[ 製品構成 ] の設定

プロジ ェ ク ト • 製品構成は、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用する こ とができます :

テーブル 11-126 • 自動ア ッ プグレー ド アイテムのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ア ッ プグレー ド するセ ッ ト ア ッ

プ

ア ッ プグレー ドが必要なセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト へのパスを入力するか、

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てそれを参照し ます。

リ リース フ ラグ リ リースフ ラグを自動ア ッ プグレー ド項目に関連付ける と、 リ リースご と

に、 オプシ ョ ンで、 ビルドから除外する こ とができます。
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト では、 ビルド し たすべてのリ リースは 1 つ

の製品構成に属し ます。 製品構成によ り、 製品名、 製品コー ド、 パッ ケージコー ド など、 類似し たプロパテ ィ を

共有する リ リースを一緒にグループ化する こ とができます。

各製品構成には 2 つのタ ブがあり ます :

• [ 全般 ] タ ブ ( 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブ ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

製品構成の [ 全般 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • 製品構成の [ 全般 ] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト の種類で使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

各製品構成の [ 全般 ] タ ブには、 以下の設定があり ます。 これらの設定を利用し て、 作成し た リ リースで他の設定

をオーバーラ イ ド する こ とができます。

テーブル 11-127 • [ 製品構成 ] の設定

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

製品名 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成の下でビルド する各リ リースの製品名を

オーバーラ イ ド するには、 新しい名前を入力し ます。

製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品名

の指定」 を参照し て く ださい。

この設定で製品名を変更し ても、 ビルド される リ リー

スに影響はあ り ません。 製品名およびプロジ ェ ク ト の

フ ォルダーと フ ァ イルに変更が反映されているかど う

かを確認するには、 各リ リースを再ビルド する必要が

あ り ます。
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製品バージ ョ ン 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成の下にある各リ リースで製品バージ ョ ン

を上書きするには、 バージ ョ ン番号を入力し ます。

バージ ョ ンには、 数値のみを使用できます。 一般的な

フ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または 

aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バージ ョ ン番

号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番

号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。 aaa と 

bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、

65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、

イ ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と き

に製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。 詳細につ

いては、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ

さい。

リ リースに Setup.exe が含まれる場合、 指定し た製品

バージ ョ ンが Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト

ア ッ プラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マ

イズする」 を参照し て く ださい。

パッ ケージ コー ド 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

[ 一般情報 ] ビ ューで入力済みのパッ ケージ コー ド を

オーバーラ イ ド するには、 新しい GUID を入力し ます。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成する

には、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を

ク リ ッ ク し ます。

メ モ • " パッ ケージ コー ドの生成 " 設定で [ はい ] が選

択されている場合、 このパッ ケージ コー ド は無視され

ます。

テーブル 11-127 • [ 製品構成 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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パッ ケージ コー ドの生成 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成の下にある リ リースがビルド されるたび

に InstallShield が新しいパッ ケージ コー ド を生成するか

ど うかを指定し ます。

• はい — ビルド 時に InstallShield が新しいパッ ケージ 

コー ド を生成し て、 それを .msi パッ ケージに含み

ます。 [ 一般情報 ] ビ ューの " パッ ケージ コー ド " 

設定に表示されるパッ ケージ コー ド は変更されま

せん。

• いいえ — ビルド時に InstallShield は新しいパッ ケー

ジ コー ド を生成し ません。 製品構成にパッ ケージ 

コー ド を入力し た場合、 そのパッ ケージ コー ドが

使用されます。 製品構成にパッ ケージ コー ド を指

定し なかった場合、 InstallShield は [ 一般情報 ] 

ビ ューで設定されたパッ ケージ コー ド を使用し ま

す。

製品構成フ ラグ 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成に関連付けられている、 リ リースに含め

る機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ

ケージのリ リース フ ラグを入力し ます。 複数のフ ラグ

は、 コ ンマで区切り ます。

製品構成フ ラグを使って、 この製品構成の下でビルド

を行う各リ リースご とに、 特定の機能および 

InstallShield 前提条件、 連鎖 .msi パッ ケージを含めるか

除外するかを指定する こ と で、 イ ンス ト ールを カス タ

マイズする こ とができます。 リ リースレベルで リ リー

ス フ ラグを指定する こ と もできます。

フ ィ ルター機能、 InstallShield 前提条件、 連鎖 .msi パッ

ケージについての詳しい情報は、 「リ リース フ ラグ」 を

ご覧 く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
サブジ ェ ク ト 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成の下でビルド される各リ リースについて、

[ 一般情報 ] ビ ューの " サブジ ェ ク ト " 設定の値をオー

バーラ イ ド するには、 プロジ ェ ク ト の名前を入力し ま

す。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベース

を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と

表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含

まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初

期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり

に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存

の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

タ イ ト ル 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

この製品構成の下でビルド される各リ リースについて、

[ 一般情報 ] ビ ューの " タ イ ト ル " 設定の値をオーバー

ラ イ ド するには、 新しいタ イ ト ルを入力し ます。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベース

を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と

表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含

まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初

期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり

に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存

の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
テンプレー ト の概要 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

特定の製品構成について、 [ 一般情報 ] ビ ューの " テン

プレー ト の概要 " をオーバーラ イ ド するには、 イ ンス

ト ールがサポー ト するプロセ ッサの種類とデフ ォル ト

言語を指定し ます。 最初にプロセ ッサの種類、 次にイ

ンス ト ールのデフ ォル ト 言語をセ ミ コ ロンで区切って

入力し ます。 言語カテゴ リーに複数のエン ト リがある

場合は、 コ ンマで区切り ます。

たと えば、 イ ンス ト ールが Intel プロセ ッサを搭載し た

英語版システム上でのみ動作する場合は、 Intel;1033 と

入力し ます。 製品が x64 プロセ ッサを搭載し た英語お

よび ド イ ツ語システム上で実行する場合は、

x64;1033,1031 と入力し ます。 イ ンス ト ールが言語に左

右されない場合、 この設定の言語部分には、 数値 0 を

使用し ます。

有効なプロセ ッサ値は、 次のとお り です :

• Intel

• Intel64

• x64

指定できるプロセ ッサ値は 1 つだけですので、 ご注意

く ださい。

詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を

使用する」 を参照し て く ださい。

ターゲッ ト  マシンが、 この設定で指定された要件を満

たさ ない場合、 エラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス

ト ールが終了し ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アーキテ クチャの検証 基本の MSI、 マー

ジ モジュール

ビルド時に使用するアーキテ クチャ検証の種類を指定

し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 厳密な検証を し ない — この種類の検証を使って、

x86 および x64 .msi パッ ケージ (Template Summary 

プロパテ ィ で指定 ) をビルド でき、 両方の種類の

パッ ケージで x86 と x64 製品フ ァ イルと カス タム 

アクシ ョ ン フ ァ イル を混合する こ とができます。

アーキテ クチャの厳密な検証を し ない場合、 " テン

プレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定されたアーキ

テ クチャ と リ リースに含まれる 1 つ以上の製品

フ ァ イルまたはカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルの

アーキテ クチャが一致し ないと き、 ビルド エラー

または警告が ト リ ガされません。

ビルド時に、 ISRedistPlatformDependentFolder  と 

ISRedistPlatformDependentExpressFolder パス変数

は、 x86 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を含

む x86 の場所をポイ ン ト し ます。 InstallShield は、

プロジ ェ ク ト にこれらのカス タム アクシ ョ ンを必

要とするサポー ト が含まれている場合、 これらの 

x86 カス タム アクシ ョ ン DLL をビルド に含みます。

[ 厳密な検証を し ない ] オプシ ョ ンがデフ ォル ト の

選択です。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
アーキテ クチャの検証 • 厳密な検証をする — この種類の検証を行う と、

Template Summary プロパテ ィ で Intel (x86 用 ) また

は x64 のどち らが指定されているかによ って、

InstallShield は x86 専用または x64 専用 .msi パケー

ジをビルド し よ う と し ます。

厳密な検証を行う オプシ ョ ンは、 " テンプレー ト の

概要 " プロパテ ィ で指定されているアーキテ ク

チャが、 リ リースに含まれている 1 つ以上のカス

タム アクシ ョ ン フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致

し ない場合に、 ビルド エラーを ト リ ガする場合が

あ り ます。 この種類の検証ではまた、 " テンプレー

ト の概要 " プロパテ ィ で指定されているアーキテ

クチャが、 リ リースに含まれている 1 つ以上の製

品フ ァ イルのアーキテ クチャ と一致し ない場合に

ビルド警告を ト リ ガする場合もあ り ます。

" テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で Intel が指定

されている場合、 ISRedistPlatformDependentFolder 

および ISRedistPlatformDependentExpressFolder パ

ス変数は x86 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL 

を含む x86 の場所をポイ ン ト し ます。 ただ し、 " テ

ンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で x64 が指定され

ていて、 厳密な検証を行う場合、 これらのパス変

数は x64 InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL を含

む x64 の場所をポイ ン ト し ます。 プロジ ェ ク ト に

これらのカス タム アクシ ョ ンのいずれかを必要と

するサポー ト が含まれている場合、 InstallShield は

適切な x86 または x64 バージ ョ ンの DLL を追加し

ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証

の種類を選択する」 を参照し て く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コ メ ン ト 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

特定の製品構成について、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 概要

情報ス ト リーム コ メ ン ト " 設定をオーバーラ イ ド する

には、 製品についての任意のコ メ ン ト を入力し ます。

この設定の通常の値は、 次の通り です :

このイ ンス ト ーラー データベースには、 MyProduct を

イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク とデータが含

まれています。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

概要 ] タ ブに使用され、 Windows Installer データベース

を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と

表示されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含

まれているすべての言語に、 文字列エン ト リがその初

期値と共に作成されます。 新しい値を入力する代わり

に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て既存

の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て

く ださい。

スキーマ 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

スキーマ バージ ョ ンは、 イ ンス ト ール パッ ケージに必

要な Windows Installer の最小バージ ョ ンを識別する整数

です。

特定の製品構成について、 [ 一般情報 ]  ビ ューの " ス

キーマ " 設定をオーバーラ イ ド するには、 適切な整数

値を入力し ます。

Windows Installer 2.0 を最小バージ ョ ン とする場合、 200 

と入力し ます。 Windows Installer 3.0 を最小バージ ョ ン と

する場合、 300 と入力し ます。 Windows Installer 3.1 を最

小バージ ョ ン とする場合、 301 と入力し ます。 Windows 

Installer 4.5 を最小バージ ョ ン とする場合、 405 と入力し

ます。

エン ド ユーザーのシステム上にある Windows Installer 

のバージ ョ ンが、 " スキーマ " 設定で指定された最小要

件よ り も古い場合 ( たと えば、 イ ンス ト ールが Windows 

Installer 4.5 の機能を使用するため、スキーマの値が 405 

に設定されているが、 エン ド ユーザーの Windows 

Installer バージ ョ ンが 3.1 の場合 )、 イ ンス ト ール時にエ

ラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールは途中で終

了し ます。

" スキーマ " 設定で入力し た名前は、 Windows Installer 

データベースの Page Count Summary  プロパテ ィ に使用

されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
製品コー ド 基本の MSI、

InstallScript MSI

特定の製品構成について、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品

コー ド " 設定をオーバーラ イ ド するには、 この製品を

一意に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使っ

て、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この設定の 

[ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

このコー ドは製品を一意的に識別するため、 リ リース

を既に配布し ている場合は製品コー ドの変更はお薦め

できません。

詳細については、 「Windows Installer ベースのプロジ ェ ク

ト で製品コー ド を設定する」 を参照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド コー ド 基本の MSI、

InstallScript MSI

特定の製品構成について、 [ 一般情報 ] ビ ューの " ア ッ

プグレー ド コー ド " 設定をオーバーラ イ ド するには、

この製品のア ッ プグレー ド コー ド に使用する GUID を

入力し ます。 InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID 

を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボ

タ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドは関連のある一連の製品を識別

する GUID です。 Windows Installer は、 イ ンス ト ール済

みの製品のメ ジャー ア ッ プグレー ド を行う 際に、 製品

のア ッ プグレー ド コー ド を使用し ます。 UpgradeCode 

プロパテ ィ に格納されるア ッ プグレー ド コー ドは、 製

品のすべてのバージ ョ ンにおいて同一でな く てはな り

ません。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」

を参照し て く ださい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
プ リ プロセ ッサ定義 基本の MSI、

InstallScript MSI

特定の製品構成の [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスで [ コ ン

パイル / リ ン ク ] タ ブ にある " プ リ プロセ ッサ定義 " 

設定をオーバーラ イ ド するには、 任意のプ リ プロセ ッ

サ定義を指定し ます。

等号およびコ ンマの前後に空白を置かないよ う にし て、

以下の形式を使用し ます。

MYVARIABLE1=123,MYVARIABLE2=456

スク リ プ ト 内のこれらの種類の定数は、 スク リ プ ト の

流れを コ ン ト ロールする #if および #ifdef ステー ト メ ン

ト を使ってテス ト する こ とができます。 たと えば、 こ

の編集ボ ッ クスに MYVARIABLE と入力する と、 次の 

#ifdef ループ中のコー ドが実行されます。

#ifdef MYVARIABLE

// コマン ド

#endif

このボ ッ クスでプ リ プロセ ッサ定義を追加または変更

し た後、 この追加または変更を有効にするにはスク リ

プ ト を コ ンパイルする必要があ り ます。

メ モ • 多 く の Windows API 関数はヘ ッ ダーフ ァ イル 

ISRTWindows.h で宣言され、 Ifx.h スク リ プ ト に含んだ と

きに自動的に含まれます。 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

の [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ

定義 ] ボ ッ クス内にプ リ プロセ ッサ定数 

ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を配置する こ と で Windows API 

が自動的に定義されないよ う にする こ とが可能です。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI パッ ケージ フ ァ イル名 基本の MSI、

InstallScript MSI

InstallShield がビルド時に生成する .msi および該当する

場合はパッ ケージ定義フ ァ イルに使用する フ ァ イル名

を指定し ます ( ピ リ オ ド または拡張子は除きます )。 こ

の設定が空白の場合、 製品名が使用されます。

重要 • 製品のア ッ プデー ト を行う ためのマイナー ア ッ

プグレー ド またはスモール ア ッ プデー ト を リ リースで

きるよ う にし たい場合は、 イ ンス ト ールの以前のバー

ジ ョ ン と最新バージ ョ ンの .msi パッ ケージ名が同じ で

な く てはな り ません。 .msi フ ァ イル名が異なる場合にマ

イナー ア ッ プグレー ド またはスモール ア ッ プデー ト を

実行し よ う とする と、 Windows Installer ラ ン タ イム エ

ラー 1316 の原因と なる可能性があ り ます。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル名 基本の MSI、

InstallScript MSI

InstallShield がビルド時に生成するセ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャー フ ァ イルに使用する フ ァ イル名を指定し ます

(.exe フ ァ イル拡張子は除きます )。 この設定が空白の場

合、 InstallShield はデフ ォル ト 値 Setup を使用し、 セ ッ

ト ア ッ プラ ンチャーの名前は Setup.exe と な り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
製品構成の  [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • 製品構成の [ 複数イ ンス タ ンス ] タ ブは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

InstallScript プロジ ェ ク ト における複数イ ンス タ ンスのサポー ト に関する詳細は、 「InstallScript イ ンス ト ールを複

数回実行する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer は、 マシン コ ンテキス ト では 1 イ ンス タ ンスの製品コー ドのみ、 そし て各ユーザー コ ンテキス

ト では 1 イ ンス タ ンスのみイ ンス ト ールを許可し ます。 Windows Installer 3.x 以降には、 製品コー ド を変換する ト

ラ ンスフ ォームがサポー ト されています。 この種類の ト ラ ンスフ ォーム ( イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム ) は、

各イ ンス タ ンスの製品コー ド を変更するため、 同じ .msi パッ ケージを使って、 同じ製品の複数イ ンス タ ンスを同

じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールする こ とができます。

カス タム アクシ ョ ンのヘルプを

含める

基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュール

選択された製品構成に含まれる リ リースをビルド する

度に、 自動的にカス タム アクシ ョ ン ヘルプ フ ァ イルの

各コ ンテンツを .msi フ ァ イルにス ト リームするかど う

かを指定し ます。 カス タム アクシ ョ ンのヘルプ フ ァ イ

ルへのパスは、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] 

ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript 

MSI ロジ ェ ク ト の場合 ) または [ カス タム アクシ ョ ン ] 

ビ ュー ( マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合 ) の "

ヘルプ フ ァ イル パス " 設定に表示されます。

製品がシステム管理者によ って企業環境に配布される

場合、 システム管理者が各カス タム アクシ ョ ンの動作

を把握する必要があるため、 こ こで [ はい ] を選択する

こ とが望まれます。 [ はい ] を選択と、 ビルド時に次の

タ スクが発生し ます。

• InstallShield は、 ビルド中の .msi フ ァ イルに 

ISCustomActionReference テーブルを追加し ます。 [

カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューで指定

されたカス タム アクシ ョ ンのヘルプ フ ァ イルのコ

ンテンツすべてが、 このテーブルの Description 列

にス ト リームされます。

• プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを持つマージ 

モジュールが含まれる場合、 マージ モジュール プ

ロジ ェ ク ト の [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューで指

定されたヘルプ フ ァ イルのコ ンテンツ も 

ISCustomActionReference テーブルに含まれます。

詳細については、 「カス タム アクシ ョ ンの動作を ド キュ

メ ン ト 化する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-127 • [ 製品構成 ] の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
エン ド ユーザーが製品の複数イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする こ とができる イ ンス ト ールを作成するには、 [ 複

数イ ンス タ ンス ] タ ブを使用し ます。 このタ ブを使って、 製品の異なる イ ンス タ ンスを定義し、 各イ ンス タ ンス

に関連付けられたプロパテ ィ を構成し ます。 ビルド時に、 各イ ンス タ ンスに対し てイ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォー

ムが作成され、 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォームは .msi パッ ケージにス ト リームされます。 実行時に、 通常イ ンス

ト ールはイ ンス タ ンスの選択ダイアログを表示し、 そこでユーザーは新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするか、

既存のイ ンス タ ンスを保持するかを指定する こ とができます。

注意 • エン ド ユーザーが製品の複数イ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ン

ス ト ールを作成するには、 イ ンス ト ール開発者の洗練されたオーサリ ング能力と献身的な取り組みが必要です。

この機能の使用は、 上級イ ンス ト ール開発者にのみお勧めし ます。

リ リースの設定

[ リ リース ] ビ ューのリ リースについての設定は、 異なる複数のタ ブに分類されています :

• [ ビルド ] タ ブ ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、

マージ モジュール、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [Setup.exe] タ ブ ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [ 署名 ] タ ブ ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [.NET/J#] タ ブ ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [Internet] タ ブ ( 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [ イベン ト ] タ ブ ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、

マージ モジュール、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

• [Windows アプ リ ] タ ブ ( ア ドバンス ト  UI、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ

ク ト 、 マージ モジュール、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で利用可能 )

•

リ リースの [ ビルド ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ ビルド ] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ ビルド ] タ ブでは、 リ リースのパッ ケージ方法を構成し ます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

リ リースの場所 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

リ リースのビルド を開始する ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リのパスを入

力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て場所を参照し ます。

ビルド の場所 ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

リ リースのビルド を開始する ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リのパスを入

力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て場所を参照し ます。

製品名 ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

選択された リ リースについて、 [ 一般情報 ] ビ ューで指定された製品名

を新しい値でオーバーラ イ ド するには、 適切な名前を入力し て く だ さ

い。

製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品名の指定」 を参照

し て く だ さい。

製品バージ ョ ン ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

選択された リ リースについて、 [ 一般情報 ] ビ ューで指定された製品

バージ ョ ンを新しい値でオーバーラ イ ド するには、 適切なバージ ョ ン

番号を入力し て く だ さい。 バージ ョ ンには、 数値のみを使用できます。

一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、

aaa はメ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、

ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。 aaa 

と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス ト ール

は異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ ンのこの部分

を無視し ます。 詳細については、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照

し て く だ さい。

指定し た製品バージ ョ ンは、 Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー

のフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

スイー ト  GUID ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

選択された リ リースについて、 [ 一般情報 ] ビ ューで指定された GUID 

を新しい値でオーバーラ イ ド するには、 適切な GUID を入力し て く だ さ

い。 スイー ト  GUID は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを一意に識別し ます。 InstallShield を使って、 自動的

に異なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボ

タ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

このコー ドはア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールを一意的に識別するため、 リ リースを既に配布し ている場合

はスイー ト  GUID の変更はお薦めできません。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
メ デ ィ アのフ ォー

マ ッ ト

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

この読み取り専用の設定では、 このリ リース用に選択し た メ デ ィ アの

種類を表示できます。 メ デ ィ アの種類は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ メ

デ ィ アの種類 ] パネルでのみ設定できます。 InstallScript オブジ ェ ク ト  

プロジ ェ ク ト では、 メ デ ィ アの種類は設定できません。

圧縮 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

リ リースを圧縮するかど うかを指定し ます。

• 圧縮 — InstallShield が製品のすべてのデータ フ ァ イルを .cab フ ァ

イルに圧縮し ます。

• 非圧縮 — InstallShield が製品のフ ァ イルを .cab フ ァ イルに圧縮し ま

せん。

また、1 つまたは複数の機能に関連付けられている フ ァ イルのみを .cab 

フ ァ イルに圧縮する こ とができるカス タム圧縮方法を利用する こ と も

できます。 カス タム圧縮オプシ ョ ンを設定するには、 リ リース ウ ィ

ザー ドの [ リ リースの構成 ] パネルと [ カス タム圧縮の設定 ] パネルを

使用し ます。

リ リース ウ ィ ザー ド を使ってカス タム圧縮を構成する と、 [ リ リース ] 

ビ ューの " 圧縮 " 設定は [ カス タム ( 機能ご とに 1 つの Cab]) または [

カス タム ( コ ンポーネン ト ご とに 1 つの Cab)] とい う読み取り専用の値

に変更されます。 圧縮設定を カス タムから標準圧縮または非圧縮に変

更するには、 再度リ リース ウ ィ ザー ド を使用する必要があり ます。 [ リ

リース ] ビ ューの " 圧縮 " 設定でこの変更を行う こ とはできません。

メ モ • ビルド プロセスの出力は、 ビルド する メ デ ィ アの種類 (CD-

ROM、 DVD-5、 またはネ ッ ト ワーク イ メ ージなど ) や、 圧縮方法 (" 圧

縮 " 設定で指定 )、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを含めるかど うか 

(Setup.exe タ ブにある " セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー " 設定で指定 )、 およ

びデ ィ スク分割を行うかど うか (CD-ROM、 DVD、 およびカス タム メ

デ ィ アの種類の " デ ィ スクの分割 " 設定で指定 ) によ って異な り ます。

た と えば、 " 圧縮 " 設定で [ 圧縮 ] を選択し、 " セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャー " 設定で [ はい ] を選択し て、 ネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リース

をビルド し た場合、 データ フ ァ イルが .cab フ ァ イルに圧縮され、 .cab 

フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされます。 " 圧縮 " 設定に 

[ 非圧縮 ] を選択し、 " セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー " 設定に [ いいえ ] を

選択し て、 1 枚の CD に収まる CD-ROM リ リースを自動デ ィ スク分割

設定を使ってビルド し た場合、 データ フ ァ イルは圧縮されずに、 .msi 

フ ァ イルを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーに配置されます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Cab 最適化の種類 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

" 圧縮 " 設定で " 圧縮 " またはカス タム オプシ ョ ンの 1 つを選択し た

場合、 このリ リースの .cab フ ァ イルをビルド する と きに使用する圧縮

の種類も指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• LZX — InstallShield は LZX 圧縮を使って、製品のデータ フ ァ イルを 

.cab フ ァ イルに圧縮し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 最も

サイズの小さい .cab フ ァ イルが作成されますが、 実行時に .cab 

フ ァ イルからデータが抽出される と き、 最も時間がかかり ます。

• MSZIP — InstallShield は MSZIP 圧縮を使って、 製品のデータ フ ァ イ

ルを .cab フ ァ イルに圧縮し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定さ

れています。

• な し — .cab フ ァ イルが作成される と き、 圧縮は行われません。

重要 • 圧縮を行う と、 一般的に圧縮フ ァ イルのサイズが減少し ます。 た

だ し、 ビルド プロセスの完了までの時間が長 く なる こ とがあり ます。

圧縮される フ ァ イルのサイズと その数によ って、 LZX 圧縮と ビルド に

数時間かかる場合もあり ます。 し たがって、 LZX オプシ ョ ンを選択し

た場合、 ビルドが完了するまでの所要時間をできるだけ短縮できるよ

う、 ビルド マシンに最新のハー ド ウ ェ アを搭載する こ とが推奨されま

す。

スク リ プ ト の圧縮 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

コ ンパイル済みのスク リ プ ト  フ ァ イル (.inx フ ァ イル ) をキャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルに配置する ( はい ) か、 圧縮せずに Disk1 イ メ ージ フ ォルダー

に配置するか ( いいえ ) を指定し ます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
コ ンパイ ラのプ リ

プロセ ッサ定義

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

オプシ ョ ンで、 任意のプ リ プロセ ッサ変数定義を指定し ます。 こ こに

指定されたプ リ プロセ ッサ変数定義は現在のリ リースにのみ適用され

ます。 他のリ リースのスク リ プ ト を コ ンパイルし ている と きには使用

されません。 等号およびコ ンマの前後に空白を置かないよ う にし て、

次の形式を使用し ます。

MYVARIABLE1=123,MYVARIABLE2

このよ う な変数は、 スク リ プ ト のフ ローを制御する #if と #ifdef ステー

ト メ ン ト によ り、 スク リ プ ト 内でテス ト できます。 InstallScript オブ

ジ ェ ク ト を作成するには、 IFX_OBJECTS と入力し ます。

この設定にプ リ プロセ ッサ変数の名前を入力する と、 その変数が定義

されます。 た と えば、 この設定に MYVARIABLE と入力する と、 次の 

#ifdef ループ中のスク リ プ ト コマン ドが実行されます。

#ifdef MYVARIABLE

// コマン ド

#endif

この設定でプ リ プロセ ッサ変数定義を追加または変更し た後、 その追

加または変更を有効にするためにイ ンス ト ールを コ ンパイルする必要

があり ます。

デ ィ スクの分割 基本の MSI、

InstallScript MSI

この読み取り専用の設定は、 イ ンス ト ール パッ ケージがどのよ う に

デ ィ スク分割されるかを示し ます。 リ リース ウ ィ ザー ドの [ デ ィ スク

分割オプシ ョ ン ] パネルで、 異なるオプシ ョ ンを選択できます。 選択可

能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 自動 — 必要なデ ィ スク数に応じ て、 リ リース フ ァ イルを自動的に

分割し ます。

• カス タム - デ ィ スク サイズを強制 — いずれかの機能のフ ァ イルが

デ ィ スク サイズよ り も大きい場合は、 警告を発し てビルド を中止

し ます。

• カス タム - デ ィ スク サイズを強制し ない — 必要なデ ィ スク数に応

じ て リ リースを分割し ます。

この設定は、 [CD-ROM]、 [DVD]、 および [ カス タム ] メ デ ィ ア タ イプ

に適用されます。

重要 • 複数デ ィ スクのイ ンス ト ールは、 ハー ド ド ラ イブなどの非リ

ムーバブル メ デ ィ アからは実行できません。 複数のデ ィ スクにまたが

る イ ンス ト ールのテス ト を行う場合、 イ ンス ト ールを ターゲッ ト  メ

デ ィ アに置 く 必要があり ます。 そ う し なかった場合、 Windows Installer 

の制限事項によ り、 イ ンス ト ールは失敗し ます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イル名の

フ ォーマ ッ ト

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

フ ァ イルのパスを .msi パッ ケージにど う格納するかを判別するために

使用される フ ァ イル名形式を選択し ます。 InstallShield では、 .msi パッ

ケージの [Summary Information Stream] で指定し たオプシ ョ ンが格納さ

れます。

イ ンス ト ールを、 長いフ ァ イル名をサポー ト し ない メ デ ィ ア (Unix サー

バーなど ) で配布する場合、 [ 短いフ ァ イル名 ] オプシ ョ ンを選択し ま

す。

プ ラ ッ ト フ ォーム InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

このリ リースが 1 つまたは複数のプ ラ ッ ト フ ォーム固有の場合、 この

設定を使ってプ ラ ッ ト フ ォームを指定し ます。 これには、 この設定の

値を ク リ ッ ク し てから省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し、 適切なプ ラ ッ

ト フ ォームを指定し ます。

コ ンポーネン ト に指定されたプ ラ ッ ト フ ォームが、 この設定で選択さ

れたプ ラ ッ ト フ ォームのどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポーネン

ト はリ リースに含まれません。

この設定のデフ ォル ト 値は [ プロジ ェ ク ト 設定を使用 ] です。 この値

は、 リ リースがプロジ ェ ク ト  レベルで指定されたプラ ッ ト フ ォームを

サポー ト する こ と を示し ます。

レ イアウ ト InstallScript この読み取り専用設定は、 プロジ ェ ク ト のフ ァ イルをキャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルに保存するか、 またはデ ィ スク イ メ ージに圧縮せずに配置す

るかを示し ます。 この設定は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ メ デ ィ アのレ

イアウ ト ] パネルで変更できます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル — すべてのデータ フ ァ イルは、 ビルド時

に、 1 つまたは複数のデータ キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置されま

す。

• CD-ROM フ ォルダー — すべてのデータ フ ァ イルは、 ビルド時に 1 

つまたは複数の CDROM フ ォルダーに配置されます。

• カス タム — ビルド時に、 一部のデータ フ ァ イルは、 1 つまたは複

数の CD-ROM フ ォルダーに配置され、 他のデータは、 データ キャ

ビネ ッ ト  フ ァ イルに配置されます。

データ言語 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づいて特定のコ ンポーネン ト

を選択または除外する場合、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 適切な言語を指定し ます。 コ ンポーネン ト に指定された言語が、

この設定で選択された言語のどれにも一致し ない場合、 そのコ ンポー

ネン ト はリ リースに含まれません。

デフ ォル ト では、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ

ク ト のコ ンポーネン ト はすべて リ リースに含まれます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
UI 言語 ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

この設定を使って、 リ リースに含めるユーザー イ ン ターフ ェ イス言語

を指定する こ とができます。 適切な言語を選択するには、 この設定で

省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で

言語が選択されていない場合、 その言語は "UI 言語 " 設定の利用可能

な言語の一覧には表示されません。

言語 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この設定を使用し て、 各コ ンポーネン ト で選択された言語に基づいて

特定のコ ンポーネン ト を含めた り、 その他のコ ンポーネン ト を除外し

た り できます。 この設定を使って、 リ リースに含めるユーザー イ ン

ターフ ェ イス言語を指定する こ と もできます。 コ ンポーネン ト に指定

された言語が、 この設定で選択された言語のどれにも一致し ない場合、

そのコ ンポーネン ト はリ リースに含まれません。 また、 プロジ ェ ク ト

に含まれる UI 言語がこの設定で選択された言語の 1 つと一致し ない場

合、 InstallShield はその UI 文字列を リ リースに含みません。

デフ ォル ト で、 リ リースは言語に依存し ません。 つま り、 プロジ ェ ク

ト のコ ンポーネン ト または UI 文字列はすべて リ リースに含まれます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで言語が選択されていない場合、 そ

の言語は " 言語 " 設定の利用可能な言語の一覧には表示されません。

デフ ォル ト 言語 : ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

[ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで構成された リ

リースのデフ ォル ト  プロジ ェ ク ト 言語をオーバーラ イ ド するには、 イ

ンス ト ールで使用する適切なデフ ォル ト  ユーザー イ ン ターフ ェ イス言

語を選択し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定」 を参照し て

く だ さい。

言語ダイアログ ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

イ ンス ト ールが完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行された と きに、

イ ンス ト ールで言語の選択ダイアログを表示するかど うかを指定し ま

す。

ヒ ン ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 言語の選択ダイアログを表

示するには、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが必要です。 詳細につ

いては、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの作成」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
UTF-8 データベー

スのビルド

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

Windows Installer データベース、 およびすべてのイ ンス タ ンスまたは言

語 ト ラ ンスフ ォームを UTF-8  エン コー ド を使ってビルド するかど うか

を指定し ます。

UTF-8 エン コー ドは、 すべての言語の文字を同時にサポー ト するため、

エン ド ユーザーに表示するテキス ト およびフ ァ イル名と レジス ト リ 

キーの両方で、 た と えば日本語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ

ン ド語のよ う に自由に言語を組み合わせて使用できます。 組み合わさ

れた言語は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に関わらず正し く

表示されます。

重要 • Microsoft KB 979849 に記述されている通り、 Windows Installer は 

UTF-8  データベースを完全にサポー ト し ません。 し たがって、 一部の

状況においてユーザー イ ン ターフ ェ イスに問題が生じ る場合があ り ま

す。 た と えば、 エン ド ユーザーが /qb コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを

使って基本のユーザー イ ン ターフ ェ イスでイ ンス ト ールを実行するか、

または [ プログラムの追加と削除 ] から製品をアン イ ンス ト ールする

と、 Windows Installer は UTF-8  データベースに含まれるユーザー イ ン

ターフ ェ イス テキス ト を表示するのに非常に小さいフ ォ ン ト を使用し

ます。

[ いいえ ] を指定する と、 リ リースをビルド する際に ANSI データベー

スが作成されます。 このオプシ ョ ンを使う と、 異なる コー ド ページを

持つ言語からの文字を同時に使用する こ とができません。

この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

以前のパッ ケージ 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

将来のパッ チ パッ ケージのサイズを最小化するには、 以前のパッ ケー

ジ ( イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合、 .msi フ ァ イル、 マージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト の場合、 .msm フ ァ イル ) への完全修飾パスを入

力し ます。

この設定は、 リ リース ウ ィ ザー ドの " パッ チの最適化 " 設定に対応し

ます。

メ モ • パッ ケージがダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を利用する場合、

フ ァ イル キーがリ リース間で統一されるよ う に、 この設定で以前の

パッ ケージを指定する こ とが推奨されます。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド関する考慮事項」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2591
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イルのハッ

シュ値の生成

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

ビルド内のバージ ョ ンがない各フ ァ イルに対し て MsiFileHash テーブル

を作成するかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• はい — ビルド内のバージ ョ ンがない各フ ァ イルについて、

MsiFileHash テーブルを作成し ます。

• いいえ — MsiFileHash テーブルにデータ を挿入し ません。 [ いいえ ] 

を選択する と、 プロジ ェ ク ト の ( ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って

作成された ) MsiFileHash テーブルにあるすべてのエン ト リがビル

ド されます。

特定のフ ァ イルについて MsiFileHash テーブルが既に作成されている場

合、 ビルドは、 ビルド時に情報を生成する代わり に、 その情報を使用

し ます。

さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの

「MsiFileHash Table」 を参照し て く だ さい。

シャ ロー フ ォル

ダー構造

基本の MSI、

InstallScript MSI

InstallShield で、 " リ リースの場所 " 設定で指定された場所に直接 .msi 

フ ァ イルと それに関連する フ ァ イルを、 サブ フ ォルダー無しに作成さ

れるよ う にする場合、 [ はい ] を選択し ます。

リ リースの場所が <ISProjectDataFolder> または <ISProjectFolder> の場

合、 リ リースをビルド するには、 [ ビルド ] メ ニューの [ テーブルをビ

ルド し てフ ァ イルを リ フ レ ッ シュする ] を ク リ ッ ク し ます。

Autorun.inf を作成

する

基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールを CD-ROM または DVD-ROM で配布する と きに、

Autoplay 機能をサポー ト する場合、 [ はい ] を選択し ます。 イ ンス ト ー

ルを自動再生するための指示が含まれた Autorun.inf とい う テキス ト  

フ ァ イルがデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーのルー ト に作成されます。

このフ ァ イルを編集し て AutoPlay オプシ ョ ンを追加し た り、 コ マン ド

ラ イ ン パラ メ ーターを MsiExec.exe、 Setup.exe、 または Update.exe に

渡し た り できます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リース フ ラグ ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

リ リース フ ラグを使用する と、 各リ リースで特定のアイテムを追加ま

たは削除する こ とによ って、 イ ンス ト ールをス タ マイズする こ とがで

きます。 このリ リースに含める フ ラグを入力し ます。 複数のフ ラグは、

コ ンマで区切り ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、

リ リース フ ラグを機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 .msi パッ

ケージに割り当てた後、 これらのフ ラグに基づいて機能、 InstallShield 

前提条件、 および連鎖 .msi パッ ケージを含むリ リースを作成できます。

デフ ォル ト では、 すべての機能、 InstallShield 前提条件、 および連鎖 

.msi パッ ケージがリ リースに含まれます。 [ リ リース ] ビ ューまたはリ

リース ウ ィ ザー ドのどち らかでフ ラグを指定する と、 フ ラグが付いて

いないアイテムおよび指定された リ リース フ ラグを持つアイテムだけ

がイ ンス ト ールに含まれます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の場

合、 リ リース フ ラグをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI プロジ ェ ク ト の機能およびパッ ケージに割り当てる と、 割り当てた

フ ラグに従って機能およびパッ ケージを含めた リ リースを作成する こ

とができます。 デフ ォル ト では、 すべての機能およびパッ ケージがリ

リースに含まれます。 [ リ リース ] ビ ューでフ ラグを指定する と、 フ ラ

グが付いていないアイテムおよび指定された リ リース フ ラグを持つア

イテムだけがイ ンス ト ールに含まれます。

メ モ • リ リースがリ リース フ ラグを持たない場合、 リ リース フ ラグを

持つ該当するすべてのアイテムが含められます。 フ ラグが付いていな

いアイテムのみを含める場合、 存在し ないフ ラグを指定し ます。 た と

えば、 NoFlags の様に指定し ます。 こ う する と、 フ ラグが付いていない

アイテムだけがリ リースに組み込まれます。

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 製品構成レベ

ルでも リ リース フ ラグを指定する こ とができます。 詳細については、

「製品構成フ ラグと リ リース フ ラグの違い」 を参照し て く だ さい。

パス変数のテス ト

値を使用する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

パス変数にテス ト 値を使用し た場合、 こ こで [ はい ] を選択する と、 こ

の時点で実際の値が設定されます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パス変数のオー

バーラ イ ド

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

選択し た リ リースをビルド する際にプロジ ェ ク ト のパス変数をオー

バーラ イ ド するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

[ パス変数のオーバーラ イ ド ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 このダ

イアログ ボ ッ クスを使って、 オーバーラ イ ド する 1 つ以上のパス変数

を選択し ます。 InstallShield は、 選択された各パス変数に新しいパス変

数設定を追加し ます。 必要に応じ て、 各パス変数の設定を構成し ます。

[ パス変数 ] ビ ューで構成されたユーザー定義のパス変数、 環境変数、

およびレジス ト リ変数をオーバーラ イ ド する こ とができますが、

<WindowsFolder> などの定義済みパス変数をオーバーラ イ ド する こ とはで

きませんので、 ご注意 く だ さい。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する

• パス変数を使用する

パス変数のオー

バーラ イ ド  アイテ

ム

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

ビルド時に InstallShield が選択された リ リースに使用するパス変数の新

しい値を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 [ パス変数 ] ビ ューで構成され

た設定です。 InstallShield はこの設定で指定された新しい値を使って、 [

パス変数 ] ビ ューで設定された値をオーバーラ イ ド し ます。

パス変数のオーバーラ イ ド を削除するには、 この設定で [ 削除 ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • 参照先と なる他のパス変数の名前を山括弧で囲むこ とによ り、

定義済みの値の中でそのパス変数を参照する こ とができます。 た と え

ば、 C:\ とい う値を持つ MyRoot とい うパス変数がある場合、 そのパス

変数を Games とい う別の変数のパス変数定義で参照する こ とができま

す。 Games 変数の実際のパスは C:\Programs\GameFiles のよ う にな り ま

すが、 Games を <MyRoot>\Programs\GameFiles と定義する こ とができま

す。 ただ し、 パス変数を自己参照し よ う と し た場合は、 使用し た文字

列そのものが代わり に使用されます。 た と えば、 Games を 

<MyRoot>\Programs\<Games> と定義する と、 実際には 、 Games は 

C:\Programs\<Games> のよ う に定義されます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• リ リースのカス タム パス変数の値をオーバーラ イ ド する

• パス変数を使用する

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
機能 InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

この読み取り専用設定は、 ビルド し た リ リースに含める機能を示し ま

す。 この設定の値は、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ 機能 ] パネルで変更で

きます。

• " ビルド に含める " 機能プロパテ ィ の使用 — このオプシ ョ ンが選

択されている場合、 " ビルド に含める " 設定が [ はい ] に設定され

ている各機能がビルド済みリ リースに含まれます。 また " ビルド

に含める " 設定が [ いいえ ] に設定されている各機能はビルド 済み

リ リースに含まれません。

• 直接含める機能を指定する — 各機能をビルド済みリ リースに含め

るかど うかを指定し ます。

スキンの指定 InstallScript このリ リースに適用する ダイアログ スキン を選択し ます。 デフ ォル ト

値 < プロジ ェ ク ト 設定の使用 > は、 [ ダイアログ ] ビ ューの [ スキン ] 

フ ォルダーで選択されたスキンを使用ます。 この設定に別の値を選択

し た場合、 [ スキン ] フ ォルダーで行なった選択は上書き されます。

差分メ デ ィ ア InstallScript 現在のリ リース ([ リ リース ] ビ ューで選択された リ リース ) が差分リ

リース ( つま り、 1 つまたは複数の指定された既存リ リースに存在し な

いフ ァ イルだけを含むリ リース ) か、 または完全リ リース ( いずれの

バージ ョ ン も イ ンス ト ールされていないシステム上に製品を イ ンス

ト ールできるよ う に製品のすべてのフ ァ イルを含むリ リース ) かを指定

し ます。

詳細については、 「差分リ リース と完全リ リース」 を参照し て く だ さ

い。

サポー ト  バージ ョ

ン

InstallScript この設定は、 リ リースの " 差分メ デ ィ ア " 設定で [ いいえ ] が選択され

た場合にのみ適用し ます。

リ リースをア ッ プデー ト し て適用する こ とができる、 以前のバージ ョ

ンの製品のバージ ョ ン番号の一覧をセ ミ コ ロンで区切って ( 例、

1.2.3;1.2.4) 指定し ます ( オプシ ョ ン )。 この設定を空白のままにし てお

く と、 現在システムにイ ンス ト ールされている製品のバージ ョ ン、 ま

たはバージ ョ ンがあるかないかにかかわらず、 イ ンス ト ールを実行す

る こ とができます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )
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プロジ ェ ク ト の
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ビ ュー リ フ ァ レンス
オブジ ェ ク ト の差

分

InstallScript この設定は、 " 差分メ デ ィ ア " 設定で [ はい ] が選択されている場合の

み適用されます。 差分リ リースに InstallShield オブジ ェ ク ト を含める と

きの条件を選択し ます。

• すべてを含める — 差分リ リースは、 相当する完全ア ッ プデー ト  リ

リースに含まれるすべてのオブジ ェ ク ト を含みます。

• すべてを除外する — 差分リ リースは、 オブジ ェ ク ト を含みません。

• 変更された場合に含める — 分リ リースは、 相当する完全ア ッ プ

デー ト  リ リースに含まれるオブジ ェ ク ト で、 最低 1 つの比較リ

リースに見つからない、 またはその中の対応オブジ ェ ク ト と異な

るオブジ ェ ク ト を含みます。 

未使用のデ ィ レ ク

ト リ を保持する

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

このリ リースをビルド し た と き、 .msi フ ァ イルの Directory テーブルか

ら未使用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを指定し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• いいえ — Directory テーブルの Directory 列に一覧されているデ ィ レ

ク ト リが .msi フ ァ イル内の既知の場所で参照されていない場合、

InstallShield はビルド時に作成する .msi フ ァ イルの Directory テーブ

ルからそのデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト

および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 これはマージ モジュール

がマージ されてから削除されますが、 .msi フ ァ イルに存在する

デ ィ レ ク ト リのみが削除の対象と な り ます。 し たがって、 マージ 

モジュールの Directory テーブルに新しい未使用のデ ィ レ ク ト リが

含まれている場合、 そのデ ィ レ ク ト リはイ ンス ト ールに追加され

ます。

• はい — InstallShield がビルド時に作成する .msi フ ァ イルの Directory 

テーブルにあるデ ィ レ ク ト リは、 そのまま保持されます。 

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

メ モ • 特定の条件下では、 定義済みデ ィ レ ク ト リが解決されないために

イ ンス ト ールが失敗する場合があり ます。 Directory テーブルから未使

用デ ィ レ ク ト リ を削除する こ と で、 無駄なエラーを回避する こ とがで

きます。 し たがって、 この設定に [ いいえ ] を選択する こ とが推奨され

ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リースの [Setup.exe] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [Setup.exe] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールに含める と きの情報ついては、 「Windows Installer 再配布可能

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe フ ァ イルの設定を構成し ます。 また、 Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イ

ルを イ ンス ト ールに含めるかど うかも指定する こ とができます。 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルについての

詳細は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

[ 追加 / 削除 ] パ

ネルエン ト リ を隠

す

InstallScript MSI コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でアプ リ ケーシ ョ

ンのエン ト リ を非表示にするかど うかを指定し ます。

• いいえ — 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  マシンの [ プログラムの

追加と削除 ] で表示されます。

• はい — 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  マシンの [ プログラムの追

加と削除 ] で表示されません。 エン ド ユーザーは、 [ プログラムの

追加と削除 ] を使って、 製品の削除や変更を し た り、 サポー ト 情報

を表示し た りする こ とができな く な り ます。

[ プログラムの追加と削除 ] でボタ ンを非表示にする方法など、 表示す

る製品情報の指定方法については、 「[ 一般情報 ] ビ ューの設定」 を参

照し て下さい。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャー

基本の MSI、

InstallScript MSI

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを作成するかど うかを指定し ます。

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが必要になるシナリ オについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ ラ ンチャーの作成」 をご覧 く だ さい。

実行可能フ ァ イル

名

ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

InstallShield がビルド時に生成するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー フ ァ イルに

使用する フ ァ イル名を指定し ます (.exe フ ァ イル拡張子は除きます )。

この設定が空白の場合、 InstallShield はデフ ォル ト 値 Setup を使用し、

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの名前は Setup.exe と な り ます。

テーブル 11-128 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
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ビ ュー リ フ ァ レンス
単一 .exe フ ァ イル

名

InstallScript イ ンス ト ールを実行する自己展開型の実行可能フ ァ イルをビルド する

場合、 そのフ ァ イル名を指定し ます （拡張子も含む）。

フ ァ イル名を指定する と、 自己展開型の実行可能フ ァ イルが作成され、

このリ リースの [ ビルド ] タ ブにある " リ リースの場所 " 設定で指定さ

れたフ ォルダーの中にある Package サブ フ ォルダーに追加されます。

この設定を空白のままにし てお く と、 ビルド時に、 自己展開型の実行

可能フ ァ イルは作成されません。

Setup.exe アイ コ ン 

フ ァ イル

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

Setup.exe フ ァ イルに異なるアイ コ ンを使用する場合、 そのアイ コ ンを

含むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。 フ ァ イルを指定するには、

絶対パスまたはパス変数の相対パスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し て [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでフ ァ イルを

参照し ます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ

ンを指定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ン

を選択するか、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ

前にマイナス (-) 記号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た

と えば、 C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う イ ンデッ クスを持つアイ コ

ンを、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ

コ ンを示し ます。

このフ ィ ールド を空白のままにし た場合、 Setup.exe フ ァ イルにデフ ォ

ル ト のアイ コ ンが使用されます。

MSI コマン ド ラ イ

ン引数

基本の MSI、

InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーから Windows Installer に渡す任意のコマン ド ラ

イ ン引数を示し ます。 InstallShield は Setup.ini フ ァ イルで指定された値

を書き込みます。

[Startup]

CmdLine= 値

ヒ ン ト • プロパテ ィ を設定する場合、 この設定に MYPROPERTY="My 

Value" と入力し ます。

セ ッ ト ア ッ プ コマ

ン ド ラ イ ン

InstallScript エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動し た と きに Setup.exe に渡す任

意のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。

パッ ケージ定義

フ ァ イルを作成す

る

基本の MSI、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが SMS ジ ョ ブ と し てイ ンス ト ールを実行できるパッ

ケージ定義フ ァ イル (.pdf) を作成するかど うかを指定し ます。 [ はい ] 

を選択する と、 InstallShield がバージ ョ ン 2.0 の .pdf を作成し ます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
必要実行レベル ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

" 必要実行レベル " 設定を使って、 Windows Vista 以降のプラ ッ ト

フ ォーム上でプロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イルを実行するのに必要な

最低実行レベルを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお

り です。

• 管理者 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必要があり ます。 非管理者は、 管

理者と し ての認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管

理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要があり ます。 非管理者は、

管理者権限を持たずに Setup.exe を実行し ます。 これは、

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデフ ォ

ル ト  オプシ ョ ンです。

• 起動者 — Setup.exe の実行に、 管理者権限は必要あ り ません。 し た

がって、 管理者権限を持たないユーザーも Setup.exe を実行する こ

とができます。 Setup.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) 

を求める UAC メ ッ セージを表示し ません。 これは、 ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、 およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

のデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。

ア ドバンス ト  UI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 、 および基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 "

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー " 設定が [ はい ] に設定された場合、

InstallShield はアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を Setup.exe 起動ツール

に埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択された実行レベルを指定し

ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオペレーテ ィ ング システ

ムでは、 必要実行レベルは適用されません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で、 " セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー " 設定が [ いい

え ] に設定されている場合、 InstallShield は Windows アプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト を Setup.exe 起動ツールに埋め込みません。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )
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プロジ ェ ク ト の
種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2599



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
必要実行レベル (

続き )

基本の MSI プロジ ェ ク ト で必要実行レベルを昇格する こ との利点は、

Setup.exe を実行するための権限の昇格が、 必要な場合 1 度で済むとい

う点です。 またこれらの権限はイ ンス ト ールに含まれるすべての 

InstallShield 前提条件および .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスにも

適用できるため、 承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわたって行

う必要があり ません。 たと えば、 すべての InstallShield 前提条件のう ち 

2 つが管理者権限を必要とする場合、 この設定を [ 管理者 ] に変更し ま

す。 そ う する こ とによ り、 イ ンス ト ール中、 Windows Installer が 

Setup.exe フ ァ イルを実行する前、 プロンプ ト はエン ド ユーザーに対し

て一度のみ表示されます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にも

似たよ う な利点があり、 Setup.exe を実行するための権限の昇格が、 必

要な場合 1 度で済みます。 またこれらの権限はア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのすべてにも適用できるため、

承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわたって行う必要があり ませ

ん。

ただ し、 権限を昇格し て、 イ ンス ト ールの終わり でもアプ リ ケーシ ョ

ンを起動する場合、 この昇格された権限はアプ リ ケーシ ョ ンに適用さ

れますので注意し て く だ さい。 ほとんどの場合、 Windows Vista 以降で

は、 昇格された権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンの実行は推奨されて

いません。

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御の

プロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
前提条件が昇格必

要時のア ド バタ イ

ズ

基本の MSI、

InstallScript MSI

次のよ う な一般的なシナリ オにおいては、 Windows Vista 以降のシステ

ム上での製品のイ ンス ト ール中に、 .msi フ ァ イルをア ドバタ イズし て、

エン ド ユーザーが 2 つ目のユーザー アカウン ト 管理 (UAC) を避ける こ

とができるよ う にし た方がよい場合があり ます。

• イ ンス ト ールに、 昇格が必要な InstallShield 前提条件が １  つまた

は複数含まれている。

• .msi フ ァ イルも、 同様に昇格を必要と し ている。 ( つま り、 [ 一般

情報 ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " 設定がデフ ォル ト 値である [

はい ] に設定されている と き。 )

作成中のイ ンス ト ールがこのシナリ オに該当し ない場合、 " 前提条件が

昇格必要時のア ドバタ イズ " 設定をデフ ォル ト 値の [ いいえ ] のままに

し てお く こ とが推奨されます。 これは、 [ はい ] が設定された場合、 ２  

つ目の UAC プロンプ ト が回避されな く なるからです。

" 前提条件が昇格必要時のア ドバタ イズ " 設定は、 Windows Vista 以降

のシステム上で実行されるイ ンス ト ールに適用し ます。 イ ンス ト ール

が以前のバージ ョ ンの Windows 上で実行された場合、 この設定は無視

されます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• ア ドバタ イズ : サイ レン ト  — イ ンス ト ールの InstallShield 前提条件

が、 昇格された権限で正常にイ ンス ト ールされた と き、 .msi フ ァ

イルがア ドバタ イズされ、 サイ レン ト  ( ユーザー イ ン ターフ ェ イ

スがない状態 ) で実行されます。 これによ り、 資格情報または同意

を求める追加の UAC プロンプ ト が、 イ ンス ト ールの主要部分で必

要な く な り ます。

• ア ドバタ イズ : 完全 UI— イ ンス ト ールの InstallShield 前提条件が、

昇格された権限で正常にイ ンス ト ールされた場合、 .msi フ ァ イル

がア ドバタ イズされ、 完全ユーザー イ ン ターフ ェ イスを使って実

行されます。 これによ り、 イ ンス ト ールの主要部分は追加の UAC 

プロンプ ト を必要と し な く な り ます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
( 続き ) • ア ドバタ イズな し — .msi フ ァ イルはア ドバタ イズされません。 エ

ン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し た と き、 １  つまたは複数の 

UAC プロンプ ト を表示し て、 InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール

できます。 .msi フ ァ イルも昇格を必要とする場合、 イ ンス ト ールの

主要部分が実行される前に、 追加の UAC プロンプ ト を表示する こ

とができます。

メ モ • これらのア ドバタ イズ オプシ ョ ンが動作するためには、 パッ

ケージでア ドバタ イズがサポー ト されている必要があり ます。 ア ドバ

タ イズは瞬間的ではないので、 イ ンス ト ールに多少の遅延が生じ ます。

また、 ア ドバタ イズの後、 イ ンス ト ールの主要部分が完了する前にエ

ン ド ユーザーが [ キャ ンセル ] を ク リ ッ クする と、 予期し ない動作が発

生する こ とがあり ます。 た と えば、 製品のア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ

ト が、 メ イ ンのイ ンス ト ールが始まる前にデスク ト ッ プに表示されて

し ま う こ とがあり ます。 また、 この時、 混乱し たユーザーがメ イ ンの

イ ンス ト ールをキャ ンセルする と、 パッ ケージがア ドバタ イズされた

まま、 完全にイ ンス ト ールされないとい う こ と も場合によ って起きま

す。 し たがって、 状況によ っては、 この設定を [ ア ドバタ イズな し ] の

ままにする こ と で、 2 つ目の UAC プロンプ ト を許可し、 製品のア ドバ

タ イズを避けるた方が安全な場合もあり ます。

.msi フ ァ イルがア ドバタ イズされず、 その結果、 2 つ目の UAC プロン

プ ト が表示される こ とがあり ます。 詳細については、 「InstallShield 前提

条件が昇格された権限で実行される と きに、 製品をア ドバタ イズする

かど うか指定する」 を参照し て く だ さい。

MSI エンジンを含

める

基本の MSI、

InstallScript MSI

Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イルを含めるかど うかを指

定し ます。

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 の再配布可能フ ァ イルに適用し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、 「Windows Installer 

再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
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ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI エンジンの場

所

基本の MSI、

InstallScript MSI

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 の再配布可能フ ァ イルに適用し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、 「Windows Installer 

再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer エンジンのイ ンス ト ーラーの場所を指定し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• ソース メ デ ィ アから コ ピー — 選択し た Windows Installer エンジン 

イ ンス ト ーラーを ソース メ デ ィ アのルー ト 上に残し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている Web 

メ デ ィ ア タ イプまたはネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ イプで

は使用できません。

• Setup.exe からエンジンを抽出する — Windows Installer エンジン イ

ンス ト ーラーを Setup.exe に圧縮し、 実行時に抽出し ます。

• Web から エンジンをダウンロー ド する — 指定し た URL から必要に

応じ て Windows Installer エンジン イ ンス ト ーラーをダウンロー ド

し ます。 この設定を選択し た場合は、 必ず URL 設定を適切な Web 

の場所に設定するか、 デフ ォル ト 値をそのままにし ておきます。

MSI 3.1 エンジン 

URL

基本の MSI、

InstallScript MSI

この設定は、 必要に応じ てセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーが Windows Installer 

3.1 エンジンをダウンロー ド する場所を指定し ます。 この設定は、 現在

のリ リースの "MSI エンジンの場所 " 設定が [Web からエンジンをダウ

ンロー ド する ] に設定されている場合のみ適用されます。 URL にフ ァ

イル名を指定し ないで く だ さい。

メ モ • デフ ォル ト の URL (http://www.installengine.com/Msiengine30) は、

便宜上、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが保守し ているサイ ト です。 3.1 エ

ンジンはこの場所からダウンロー ド する こ とができます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2603



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
MSI エンジンの再

起動を遅延する

基本の MSI、

InstallScript MSI

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イルに適

用し ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、 「Windows 

Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く

だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールが完了するまで、 ターゲッ ト  システ

ム上での Windows Installer エンジンのイ ンス ト ールまたはア ッ プデー ト

に関連し た再起動を遅延するかど うかを指定し ます。

必要な場合、 再起動を遅延するには [ はい ] を選択し ます。 [ いいえ ] 

を選択する と、 Windows Installer エンジンがイ ンス ト ールまたは更新さ

れた直後 ( アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール前 ) に、 必要に応じ てシス

テムが再起動し ます。

MSI をローカルに

キャ ッ シュ

基本の MSI、

InstallScript MSI

現在のビルド について、 .msi フ ァ イルまたは他のイ ンス ト ール フ ァ イ

ルを ターゲッ ト  システムにキャ ッ シュするかど うか指定し ます。

• [ はい ] — .msi フ ァ イルおよびその他のンス ト ール フ ァ イルがター

ゲッ ト  システム上にキャ ッ シュ され、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテ

ナンスや修復のと きに使用されます。 現在のリ リースの " キャ ッ

シュ パス " 設定は、 フ ァ イルをキャ ッ シュする場所を指定し ます。

• [ いいえ ] — .msi フ ァ イルおよびその他のイ ンス ト ール フ ァ イルは

ターゲッ ト  システム上にキャ ッ シュ されません。 

メ モ • この設定は、 ターゲッ ト システム上で .msi フ ァ イルが Setup.exe 

フ ァ イルと同じ フ ォルダーに存在し ない リ リースに対し て有効です。

キャ ッ シュ パス 基本の MSI、

InstallScript MSI

キャ ッ シュ された .msi フ ァ イルおよび他のキャ ッ シュ されたイ ンス

ト ール フ ァ イルを保存するエン ド ユーザーのシステム上の場所を指定

し ます。 C:\CachedFiles などハー ド コー ド化された値を入力する こ と も

できますが、 一覧から選択し たイ ンス ト ール先変数を使ってフ ァ イル

をパスにキャ ッ シュする こ と をお勧めし ます。 デフ ォル ト 値は 

[LocalAppDataFolder] ダウンロー ド されたイ ンス ト ール です。

メ モ • この設定は、 現在のリ リースの "MSI をローカルにキャ ッ シュ " 

設定が [ はい ] に設定されている場合にのみ使用されます。

メ デ ィ アのパス

ワー ド

InstallScript イ ンス ト ールの実行にエン ド ユーザーが入力し なければならないパス

ワー ド を入力し ます。 イ ンス ト ールをパスワー ド で保護し ない場合、

この設定を空白のままにし ます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パスワー ド  ダイア

ログを表示

InstallScript この設定は " メ デ ィ ア パスワー ド " 設定でヌル値以外のパスワー ド を

指定し た場合のみ適用されます。

SHOW_PASSWORD_DIALOG のシステム変数をゼロ以外の値に設定するに

は （OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト  

コー ド でパスワー ド を確認する コー ドが実行されます）、 [ はい ] を選

択し ます。

[ いいえ ] を選択し た場合、 スク リ プ ト で独自のコー ド を入力し て、 エ

ン ド ユーザーにパスワー ド入力を求め、 FeatureValidate を呼び出し て

パスワー ド を確認する必要があり ます。

小さい初期化ダイ

アログ

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがこのリ リースを実行し た時に小さい初期化ダイアロ

グを表示するかど うかを指定し ます。

イ ンス ト ールの初期化中、 デフ ォル ト で、 初期化ダイアログが表示さ

れます。 標準初期ダイアログはウ ェルカム ダイアログと同じサイズで、

初期化テキス ト 、 進行状況バー、 および [ キャ ンセル ] ボタ ンが含まれ

ます。 小さ な初期化ダイアログには、 初期化テキス ト 、 進捗状況、 お

よび [ キャ ンセル ] ボタ ンが含まれています。 ただ し、 サイズは小さ

く 、 ビ ッ ト マ ッ プ画像は含まれません。 背景色は、 エン ド ユーザーの

システムのウ ィ ン ド ウ色と同じにな り ます。

Init ダイアログの

製品名 :

InstallScript セ ッ ト ア ッ プ初期化ダイアログに表示する製品名を入力し ます ( オプ

シ ョ ン )。 この設定を空白のままにする と、 [ 一般情報 ] ビ ューで指定

された製品名が使用されます。

最短初期化時間 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがこのリ リースを実行し た時に、 イ ンス ト ールが初期

化ダイアログを表示する最短時間 ( 秒 ) を指定し ます。

InstallShield は、 この設定で指定し た値を Setup.ini フ ァ イルの 

SplashTime キー名の値と し て使用し ます。

イ ンス ト ールの初期化中、 デフ ォル ト で、 初期化ダイアログが表示さ

れます。 スプ ラ ッ シュ画面が使用されている場合、 それも このと きに

表示されます。 この設定で最短初期化時間を指定する と、 初期化ダイ

アログと スプ ラ ッ シュ画面が少な く と も指定された秒数の間表示され

ます。 初期化の時間が指定された時間を超えた場合、 ダイアログと ス

プ ラ ッ シュ画面は、 イ ンス ト ールが初期化を完了するまで続けて表示

されます。 初期化が指定された時間以内に終了し た場合、 イ ンス ト ー

ルは指定された時間が経過するまでダイアログと スプ ラ ッ シュ画面を

表示し、 それから イ ンス ト ールを続行し ます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ラ ンチャ をパス

ワー ド で保護

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

イ ンス ト ールをパスワー ド で保護するには、 [ はい ] を選択し てから "

起動ツールのパスワー ド " 設定でパスワー ド を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、

この設定は " セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー " 設定で [ はい ] が選択されてい

る場合のみ使用できます。

ラ ンチャ パスワー

ド

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

イ ンス ト ールを保護するパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは大文

字と小文字を区別し ます。

この設定は、 " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で [ はい ] が選択

されている場合のみ利用できます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、

この設定は " セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー " 設定で [ はい ] が選択されてい

る場合のみ使用できます。

カス タム バージ ョ

ンのプロパテ ィ を

使用する

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

Setup.exe のデフ ォル ト の著作権情報と フ ァ イルの説明を独自の著作権

情報と フ ァ イルの説明でオーバーラ イ ド するかど うかを指定し ます。 [

はい ] を選択し た場合、 " 起動ツールの著作権 " 設定と " フ ァ イルの説

明 " 設定に独自の情報を入力し ます。

著作権情報と説明が、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロ

パテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

ラ ンチャの著作権 ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

Setup.exe のデフ ォル ト の著作権情報を製品の著作権情報でオーバーラ

イ ド するには、 製品の著作権情報を入力し ます。 このと き、 " カス タム 

バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定で [ はい ] も選択し て く だ さ

い。

著作権情報が、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、

エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、[ プロパテ ィ ] 

を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イルの説明 ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

Setup.exe のデフ ォル ト のフ ァ イルの説明をオーバーラ イ ド するには、

適切な説明を入力し ます。 このと き、 " カス タム バージ ョ ンのプロパ

テ ィ を使用する " 設定で [ はい ] も選択し て く だ さい。

説明が、 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン

ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を

ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

バージ ョ ン ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

Setup.exe のデフ ォル ト の製品バージ ョ ンおよびフ ァ イル バージ ョ ンを

独自のバージ ョ ン番号でオーバーラ イ ド するには、 適切なバージ ョ ン

番号を入力し ます。 このと き、 " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を

使用する " 設定で [ はい ] も選択し て く だ さい。

製品バージ ョ ンおよびフ ァ イル バージ ョ ンが、 セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャーの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プ

ロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ

イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示され

ます。

フ ァ イル バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。 製品

バージ ョ ンに 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定する と、 残

りのフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 た と えば、 製品バージ ョ ン と

し て 1.1 を指定する と、 Setup.exe のバージ ョ ン リ ソースで使用される

フ ァ イル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

会社 ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

Setup.exe のデフ ォル ト の会社名をオーバーラ イ ド するには、 適切な名

前を入力し ます。 このと き、 " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使

用する " 設定で [ はい ] も選択し て く だ さい。

会社名が、 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、

エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、[ プロパテ ィ ] 

を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield 前提条

件の場所

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー ( 基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト ) または [ 前提条件 ] ビ ュー (InstallScript プロジ ェ ク

ト ) で選択された  InstallShield 前提条件がある場所を指定し ます。

プロジ ェ ク ト • 選択可能なオプシ ョ ンは、 使用し ているプロジ ェ ク ト の

種類によ って異な り ます。

• [ 個々の選択に従う ] — [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューまたは [ 前提

条件 ] ビ ューで各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ に指定し た場

所を使用し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• Web からダウンロー ド する — プロジ ェ ク ト に含まれるすべての 

InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提条件の 

InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルで指定された URL からダウン

ロー ド し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

または [ 前提条件 ] ビ ューで各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ

に指定し た場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウン

ロー ド されるパッ ケージサイズと ダウンロー ド時間を最小化し た

い場合に推奨されます。 InstallShield 前提条件は、 適切なバージ ョ

ンが既にターゲッ ト  マシンにある場合はダウンロー ド されません。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• Setup.exe から抽出する — InstallShield 前提条件フ ァ イルを 

Setup.exe に圧縮し て、 必要に応じ て実行時に抽出し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで各 InstallShield 前提

条件のプロパテ ィ に指定し た場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール全体が Setup.exe に完全に含まれ

ていなければならない場合に選択し ます。 [Web からダウンロー ド

する ] オプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り ダウン

ロー ド時間も短縮されますが、 [Setup.exe から抽出する ] オプシ ョ

ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield 前提条

件の場所 ( 続き )

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ]— InstallShield 前提条件フ ァ イル

を ソース メ デ ィ アに格納し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューで各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ に指定し

た場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト ワークなどの

固定メ デ ィ アから イ ンス ト ールが非圧縮で実行される場合に使用

し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

• メ デ ィ アに含める — リ リースの構成に従って、 InstallShield 前提条

件フ ァ イルを、 ソース メ デ ィ アまたは Setup.exe に格納し ます。

このオプシ ョ ンは、 [ 前提条件 ] ビ ューで各 InstallShield 前提条件

のプロパテ ィ に指定し た場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存フ ァ イルと し てプロジ ェ ク

ト に追加される場合、 前提条件依存フ ァ イルの場所は、 それを必要と

する前提条件の場所設定に従います。

ヒ ン ト • [Setup.exe から抽出する ] オプシ ョ ン、 [ ソース メ デ ィ アから

コ ピーする ] オプシ ョ ン、 または [ メ デ ィ アに含める ] オプシ ョ ンを選

択し てから、 コ ンピ ューター上で利用できない InstallShield 前提条件を

含むリ リースをビルド し た場合、 前提条件が必要とする各フ ァ イルに

ついて 1 つまたは複数のビルド エラーが生成されます。 これらのビル

ド エラーを回避するには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使ってイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへ InstallShield 前提条件のダウンロー ド

を行うか、 リ リースをビルド する前にプロジ ェ ク ト から削除し ます。

詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ

イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パッ ケージの場所 ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

[ パッ ケージ ] ビ ューで構成し たパッ ケージのラ ン タ イムの場所を指定

し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ]  — パッ ケージを ソース メ デ ィ

アに格納し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ パッ ケージ ] ビ ューで個別

のパッ ケージの " 場所 " 設定に指定されたラ ン タ イムの場所を

オーバーラ イ ド し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

を CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト ワークなどの固定メ デ ィ アか

ら非圧縮で実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• Setup.exe から抽出する — パッ ケージを Setup.exe に圧縮し て、 必

要に応じ て実行時に抽出し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ パッ ケージ

] ビ ューで個別のパッ ケージの " 場所 " 設定に指定されたラ ン タ イ

ムの場所をオーバーラ イ ド し ます。

イ ンス ト ール全体を Setup.exe に完全に含める場合、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。 [Web からダウンロー ド する ]  オプシ ョ ンを選択

する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り、 ダウンロー ド時間も短 く な

り ます。 ただ し、 [Setup.exe からエンジンを抽出する ] オプシ ョ ン

は完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

• Web からダウンロー ド する — 必要であれば、 [ パッ ケージ ] ビ ュー

で各パッ ケージに指定された URL から プロジ ェ ク ト に含まれてい

るすべてのパッ ケージをダウンロー ド し ます。 このオプシ ョ ンは、

[ パッ ケージ ] ビ ューで個別のパッ ケージの " 場所 " 設定に指定さ

れたラ ン タ イムの場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス

ト  UI イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウンロー ド される場合

に、 イ ンス ト ール サイズと ダウンロー ド時間を最小化し たい場合

に推奨されます。 パッ ケージは、 適切なバージ ョ ンがターゲッ ト  

システムに既存する場合はダウンロー ド されません。

• 個々の選択に従う — [ パッ ケージ ] ビ ューで個別のパッ ケージの "

場所 " 設定に指定された場所を使用し ます。

詳細については、 「リ リース レベルで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのラ ン タ イムの場所を指定する」 を参

照し て く だ さい。

パッ ケージをロー

カルにキャ ッ シュ

する

ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

ターゲッ ト  システム上で実行されるア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI パッ ケージを、 [ パッ ケージ ] ビ ューで各パッ ケージ

に対し て定義し た場所にキャ ッ シュするかど うかを指定し ます。 デ

フ ォル ト の値は [ はい ] です。

非圧縮リ リースをビルド する場合、 この設定で [ いいえ ] を選択する こ

とが推奨されます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リースの [ 署名 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ 署名 ] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

ア ッ プデー ト URL ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

リ リース された と きにダウンロー ド されるア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのア ッ プデー ト を

作成する可能性がある場合、 更新されたア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの絶対パス ( フ ァ イル名

も含めます ) を指定し ます。 このサポー ト によ り、 エン ド ユーザーが

製品の以前のバージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に、 よ り新しいバー

ジ ョ ンを簡単に取得する こ とができます。

ア ッ プデー ト の要件を含む、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バ

ンス ト  UI イ ンス ト ールのア ッ プデー ト に関する詳しい情報は、 「ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウン

ロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 をご覧 く だ さい。

有効期限日 基本の MSI、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが特定の日付、 またはその日付以降に Setup.exe を実行

できな く するには、 この設定で有効期限日を入力するか、 矢印を ク

リ ッ ク し て、 カ レンダーから日付を選択し ます。

有効期限日を削除するには、 この設定で [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

この設定で有効期限日を指定し た場合、 " 有効期限日 " 設定を使って、

エン ド ユーザーが有効期限日またはその日付以降に Setup.exe を起動

し よ う と し た と きに表示する メ ッ セージを指定し ます。

有効期限のメ ッ

セージ

基本の MSI、

InstallScript MSI

" 有効期限日 " 設定で構成し た有効期限日またはその日付以降にエン ド

ユーザーが Setup.exe を起動し よ う と し た と きに表示する メ ッ セージを

入力し ます。

テーブル 11-129 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 署名 ] タ ブを使って、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に関する情報 ( 証明機関よ

り付与されたデジ タル証明書フ ァ イルを含む ) を指定し ます。 [ 署名 ] タ ブでまた、 ビルド時にデジ タル署名をす

る イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

Setup.exe フ ァ イル

の署名

ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに署

名するかど うかを指定し ます。

証明書 URL ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL 

は、 エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るための

リ ン ク先と し て、 デジ タル署名の中で使用されます。

デジ タル証明書情

報

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

リ リースに署名を行う ために使用するデジ タル証明書を指定するには、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明

書を含む証明書ス ト アについての情報を指定する こ とができます。

詳細については、 「[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て

く だ さい。

証明書パスワー ド ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを入力し ます。

InstallShield はパスワー ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イル

に保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの署名を

行います。 証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、

この設定に何も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イルを使った署名が失敗

し ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で

使用するよ う に構成する と、 ビルド時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト の

フ ァ イルに署名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ま

す。 Windows が使用する強力なキー保護のため、 InstallShield がパス

ワー ド を暗号化サービス プロバイダーに提供する こ とはできません。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
出力フ ァ イルに署

名する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

署名を行う フ ァ イルを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• メ デ ィ ア ヘ ッ ダー — メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル (Data1.hdr) のみ

に署名する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

• な し — イ ンス ト ールに署名を行わない場合、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、

InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト

で使用できます。

• Setup.exe — Setup.exe フ ァ イルに署名する場合、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• Setup.exe と メ デ ィ ア ヘ ッ ダー — Setup.exe フ ァ イルと メ デ ィ ア 

ヘ ッ ダー フ ァ イル (Data1.hdr) に署名する場合は、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ] — Setup.exe フ ァ イルと 

Windows Installer パッ ケージ (.msi) に署名する場合、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

• Windows Installer パッ ケージ — Windows Installer パッ ケージ (.msi ま

たは .msm) に署名する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で使用できま

す。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
署名の説明 ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

" 署名出力フ ァ イル " 設定で指定されたフ ァ イルに使用する署名の説明

を指定し ます。 こ こ で指定し た説明は、 UAC ( ユーザー アカウン ト 制

御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示されます。 UAC 

ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが署名されたフ ァ イルを起動

し た と き、 昇格された権限が必要な場合に開きます。

この設定を空白のままに残すと、 InstallShield は UAC ( ユーザー アカウ

ン ト 制御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示される説

明と し て、 フ ァ イル名を拡張子な し で使用し ます。 " パッ ケージ " 設定

およびそのサブ設定で [ フ ァ イルに署名 ] を選択し て、 パッ ケージ内の

フ ァ イルに署名を行った場合、 InstallShield はビルド時に署名される

パッ ケージ内のフ ァ イルの UAC ダイアログ ボ ッ クスにこの説明を使用

し ません。

パッ ケージ内の

フ ァ イルに署名す

る

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

リ リースに含まれる任意のフ ァ イルに署名するかど うかを指定し ます。

[ はい ] を選択する場合、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定と " 除外

するパターン と フ ァ イル " 設定を使って、 署名を行う フ ァ イルを示し

ます。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) は、 Windows ロゴ プログ

ラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

既に署名されてい

る フ ァ イルに署名

する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

プロジ ェ ク ト にデジ タル署名されている フ ァ イルが既に存在する場合、

InstallShield で、 既存のデジ タル署名を [ 署名 ] タ ブで指定し たデジ タ

ル署名で置き換えるかど うかを指定し ます。 これは、 " 含めるパターン

と フ ァ イル " 設定と " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で指定され

た要件を満たすフ ァ イルにのみ適用されますので注意し て く だ さい。

• 既にフ ァ イルに含められている既存のデジ タル署名情報の代わり

に、 [ 署名 ] タ ブで指定するデジ タル署名情報を使ってフ ァ イルに

署名をする場合は、 [ はい ] を選択し ます。

• 既に署名されている フ ァ イルについて、 既存のデジ タル署名情報

をそのまま残す場合は、 [ いいえ ] を選択ます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
元の場所にある

フ ァ イルに署名す

る

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

InstallShield で署名をする と き、 元のフ ァ イルにも署名をするか、 また

はリ リースに組み込まれる フ ァ イルのみ署名するかを指定し ます。

• 各フ ァ イルの一時コ ピーに署名し て、 その署名された一時コ ピー

を使って リ リースをビルド する場合、 [ いいえ ] を選択し ます。 こ

こ で [ いいえ ] を選択する と、 元のフ ァ イルは変更も署名も されま

せんので注意し て く だ さい。

• InstallShield で元のフ ァ イルに署名する場合、 [ はい ] を選択し ま

す。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

含めるパターン と

フ ァ イル

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルおよびフ ァ イル パターンを指定

するには、 以下の手順の 1 つを行います。

• た と えば *.dll のよ う なフ ァ イル パターンだけでな く 、 現在プロ

ジ ェ ク ト に含まれているすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルの一覧か

ら、 1 つ以上のフ ァ イル名またはフ ァ イル パターンを選択するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル

を参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 1 つ以上のパターンおよび

フ ァ イルを選択できます。 アイテムの選択が完了する と、 " 次のパ

ターン と フ ァ イルを含める " 設定の下に 1 つ以上の新しい " 含め

る " 設定が追加されます。

• フ ァ イル名またはパターンを手入力するには、 この設定の [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が " 次のパターン と フ ァ イ

ルを含める " 設定の下に新しい " 含める " 設定を追加し ます。 こ

の新しい設定を使って、 フ ァ イル名またはパターンを指定できま

す。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
含める 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを指定

し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 すべての .exe フ ァ イルに署名する場合、 *.exe のよ う に

指定し ます。 .exe

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的にリ ン ク され

たフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致するすべてのフ ァ イルに

署名を行う場合、 特に便利です。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 たと えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に 

*.exe を指定する と、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いま

せん。

フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを削除するには、 この設定で [ 削除 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

別のフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを追加するには、 " 含めるパ

ターン と フ ァ イル " 設定を使います。

除外するパターン

と フ ァ イル

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名し ないフ ァ イルおよびフ ァ イル パターンを指

定するには、 以下の手順の 1 つを行います。

• た と えば *.dll のよ う なフ ァ イル パターンだけでな く 、 現在プロ

ジ ェ ク ト に含まれているすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルの一覧か

ら、 1 つ以上のフ ァ イル名またはフ ァ イル パターンを選択するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル

を参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 1 つ以上のパターンおよび

フ ァ イルを選択できます。 アイテムの選択が完了する と、 " 次のパ

ターン と フ ァ イルを除外する " 設定の下に 1 つ以上の新しい " 除

外する " 設定が追加されます。

• フ ァ イル名またはパターンを手入力するには、 この設定の [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が " 除外するパターン と

フ ァ イル " 設定の下に新しい " 除外する " 設定を追加し ます。 こ

の新しい設定を使って、 フ ァ イル名またはパターンを指定できま

す。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リースの [.NET/J#] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [.NET/J#] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

.NET/J# タ ブで、 .NET Framework 1.0、 1.1、 または 2.0 の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのサポー ト を追加する こ とができ

ます。 また、 プロジ ェ ク ト に J# のサポー ト も追加する こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に別のバージ ョ ンの .NET Framework 再配布可能フ ァ イルを含める場合、 [ 再配布可能フ ァ イル

] ビ ューを使って、 Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

除外する 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

ビルド時にデジ タル署名し ないフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを指

定し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 .drv フ ァ イルはどれも署名し ない場合 *.drv のよ う に指

定し ます。

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的にリ ン ク され

たフ ァ イルが含まれていて、 特定のパターンに一致するすべての

フ ァ イルに署名を行わない場合、 特に便利です。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 たと えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に 

*.exe を指定する と、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いま

せん。

フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを削除するには、 この設定で [ 削除 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

別のフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを追加するには、 " 除外するパ

ターン と フ ァ イル " 設定を使います。

テーブル 11-130 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-131 • .NET/J# タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

.NET Framework  の

場所

基本の MSI、

InstallScript MSI

.NET Framework ラ ン タ イムのある場所を指定し ます。 .NET Framework 

は、 .NET 機能を使用するアプ リ ケーシ ョ ンには必須です。 有効なオプ

シ ョ ンは次のとお り です :

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — .NET Framework ラ ン タ イムが

ソース メ デ ィ アのルー ト に残されます。 このオプシ ョ ンは、 すべ

てのフ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている Web メ デ ィ ア タ イプま

たは [ ネ ッ ト ワーク イ メ ージ ] メ デ ィ ア タ イプには適用されませ

ん。

• Setup.exe から抽出 — .NET Framework ラ ン タ イムが Setup.exe に圧

縮され、 実行時に抽出されます。

• Web からダウンロー ド — 指定の URL から ( 必要に応じ て ) .NET 

Framework のラ ン タ イムがダウンロー ド されます。 このオプシ ョ ン

を選択し た場合、 ".NET と J# Framework URL" 設定の値を適切な 

Web の場所に設定する必要があり ます。

• 含めない — 選択された リ リースに .NET Framework 1.0、 1.1、 また

は 2.0 の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンを含めません。

.NET Framework 

バージ ョ ン

基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールと共に配布する .NET Framework の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン

を選択し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に .NET Framework 3.5, 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1 (x86、

x64、 IA64)、 または 2.0 (x64、 IA64 のみ ) を含めるには、 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューで Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 

前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト

へ追加する」 を参照し て く だ さい。

.NET 1.1/2.0 コア

言語

基本の MSI、

InstallScript MSI

".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET バージ ョ ン 1.1 を選択し た場

合、 配布する .NET コア言語を １  つ指定できます。 これは、 .NET 1.1 コ

ア再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ール中に使用される言語です。 バー

ジ ョ ン 2.0 を選択する と、 すべての言語オプシ ョ ンは、 このバージ ョ ン

の再配布可能フ ァ イルに含まれているので､選択され無効にされます。

コ ア言語を変更するには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
Dotnetfx.exe へ渡

すコマン ド ラ イ ン

基本の MSI、

InstallScript MSI

メ モ • この設定は、 ".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET 1.1 が選

択されている場合のみ適用されます。

マイ ク ロ ソ フ ト の DotNetFx.exe フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ンを入力

し ます。

.NET 1.1/2.0 言語

パッ ク

基本の MSI、

InstallScript MSI

.NET 言語パッ ク を含めるには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し ます。 ビルド マシンにイ ンス ト ールし たマイ ク ロ ソ フ ト 言語

パッ クに応じ て利用できるオプシ ョ ンが異な り ます。 省略記号ボタ ン

を ク リ ッ クする と、 追加で使用可能な言語パッ ク をダウンロー ド でき

ます。

言語パッ クへ渡す

コマン ド ラ イ ン

基本の MSI、

InstallScript MSI

メ モ • この設定は、 ".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET 1.1 が選

択されている場合のみ適用されます。

イ ンス ト ールに含まれるすべての Microsoft LangPack.exe フ ァ イルに送

る コ マン ド ラ イ ンを入力し ます。

[.NET のオプシ ョ

ン ] ダイアログを

表示する

基本の MSI、

InstallScript MSI

Setup.exe で、 ターゲッ ト  システムに .NET Framework を イ ンス ト ール

するかど うかをエン ド ユーザーに確認する [ はい / いいえ ] メ ッ セージ 

ボ ッ クスを表示するかど うかを示し ます。 この設定はイ ンス ト ールに 

.NET Framework を含めるかど う かを決定する ものではあ り ません。 エ

ン ド ユーザーにイ ンス ト ールする選択肢を与えるかど うかを指定する

だけです。

• [ いいえ ] — 必要な場合、 エン ド ユーザーに メ ッ セージ ボ ッ クスを

表示せずに .NET Framework を イ ンス ト ールし ます。

• [ はい ] — .NET オプシ ョ ン ダイアログ ボ ッ クスを表示し、 エン ド

ユーザーが .NET Framework を イ ンス ト ールするかど うかを指定す

る こ とができます。

[ はい ] を選択する と、 メ ッ セージ ボ ッ クスが実行時にターゲッ ト  シ

ステムで表示されます。 メ ッ セージ ボ ッ クスは、 イ ンス ト ールはオプ

シ ョ ンで Microsoft .NET Framework を使用する こ と を通知し、 イ ンス

ト ールするかど うかをたずねます。

テーブル 11-131 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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.NET Framework の

イ ンス ト ール時に

完全なユーザー イ

ン ターフ ェ イスを

表示する

基本の MSI、

InstallScript MSI

NET Framework イ ンス ト ール用の完全イ ン ターフ ェ イスを表示するかど

うかを指定し ます。

[ はい ] を選択する と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ンピ ューターに 

.NET Framework を イ ンス ト ールする と き、 Microsoft .NET Framework (

英語 ) セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドが表示されます。 ウ ィ ザー ドは .NET 

Framework イ ンス ト ールの進行状況を表示し ます。

[ いいえ ] を選択する と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ンピ ューターに 

.NET Framework を イ ンス ト ールする と き、 InstallShield Wizard が表示さ

れます。 InstallShield Wizard は .NET Framework イ ンス ト ールの進行状況

を表示し ます。

.NET ビルド構成 基本の MSI、

InstallScript MSI

".NET ビルド構成 " 設定には、 .NET ソ リ ューシ ョ ンのビルド構成の名

前が含まれます。 InstallShield はこの設定を使用し て、 プロジ ェ ク ト 出

力フ ァ イル ( デバッ グやリ リースなど ) の場所を決定し ます C# および 

VB.NET プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 新しいプロジ ェ ク ト 作成時やプロ

ジ ェ ク ト  ソ リ ューシ ョ ン変更時に自動的にこの設定の値を更新し ます。

.NET と J# 

Framework URL

基本の MSI、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールが .NET Framework ラ ン タ イムと J# 再配布可能フ ァ イル (

含まれている場合 ) をダウンロー ド する場所を指定し ます。 この URL 

では、 フ ァ イル名を指定する必要はあり ません。

この設定は、 現在のリ リースについて、 ".NET Framework の場所 " 設定

または "J# 再配布可能フ ァ イルの場所 " 設定 ( 含まれている場合 ) が 

[Web からダウンロー ド する ] に設定されている場合のみ必要です。

まず、 イ ンス ト ールが、 InstallShield フ ァ イル Dotnetfx.exe をダウン

ロー ド し て実行し ます。 次いで、 マイ ク ロ ソ フ ト  Web サイ ト から 

Dotnetredist.exe をダウンロー ド し ます。 この動作は Dotnetfx.exe に

ハー ド コー ド化されているため、 ホス ト する場所を問いません。

テーブル 11-131 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
2620 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リースの [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

J# 再配布可能フ ァ

イルの場所

基本の MSI、

InstallScript MSI

J# 再配布可能フ ァ イルの場所を指定し ます。 .NET Framework は、 .NET 

機能を使用するアプ リ ケーシ ョ ンに必須です。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — J# 再配布可能フ ァ イルを ソース 

メ デ ィ アのルー ト 上に残し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべての

フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている Web メ デ ィ ア タ イプまたは [

ネ ッ ト ワーク イ メ ージ ] メ デ ィ ア タ イプには適用されません。 

• Setup.exe から を抽出する — J# 再配布可能フ ァ イルを Setup.exe に

圧縮し て実行時に抽出し ます。

• Web からダウンロー ド — ".NET および J# Framework URL" 設定で

指定し た URL から ( 必要に応じ て ) J# 再配布可能フ ァ イルをダウ

ンロー ド し ます。

• 含めない — 選択し た リ リースに J# 再配布可能フ ァ イルを含めませ

ん。

メ モ • 使用される J# バージ ョ ン番号は、 .NET Framework に選択し た

バージ ョ ン番号と一致し ます。 これらの再配布可能フ ァ イルから J# 

1.1、 および .NET 2.0 を イ ンス ト ールする こ とはできません。

J# 再配布可能フ ァ

イルへ渡すコマン

ド ラ イ ン

基本の MSI、

InstallScript MSI

vjredist.exe に渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し ます。 有効な

コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターについては Microsoft サポー ト に問い合

わせて く だ さい。

J# オプシ ョ ンダイ

アログを表示する

基本の MSI、

InstallScript MSI

ターゲッ ト  システムに J# を イ ンス ト ールするかど うかをエン ド ユーザ

が指定できるダイアログを イ ンス ト ールで表示するかど う を指定し ま

す。

メ モ • .NET Framework 1. １  も イ ンス ト ールに含まれている場合、 ダイ

アログは、 .NET Framework 1.1 も イ ンス ト ールされる こ と を通知し ま

す。

イ ンス ト ールをサ

イ レン ト で実行す

る場合、 J# を イ ン

ス ト ール

基本の MSI、

InstallScript MSI

( イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される場合など ) J# オプシ ョ ン ダ

イアログが表示されない場合にターゲッ ト  システムに J# を イ ンス ト ー

ルするかど うかを指定し ます。

テーブル 11-131 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

[ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブでは、 Web 関連の情報を指定し ます。

テーブル 11-132 • [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

Web タ イプ 基本の MSI、

InstallScript MSI

Web イ ンス ト ール パッ ケージの構成を選択し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• 単一実行可能フ ァ イル — このリ リースを単一の自己展開型 

Setup.exe フ ァ イルと し てビルド し ます。 イ ンス ト ール パッ ケージ

は自己完結型のため、 この Web タ イプは、 多 く の Web または FTP 

サイ ト からダウンロー ド されるパッ ケージに理想的です。 ただ し、

完全なイ ンス ト ール パッ ケージがダウンロー ド されるため、 ダウ

ンロー ド時間が以下で説明されている Web タ イプからのイ ンス

ト ールよ り も長 く なって し ま う こ とに注意し て く だ さい。

• ダウンローダー — リ リースを Setup.exe と MSI パッ ケージの組み

合わせと し てビルド し ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe をダウ

ンロー ド し て起動する と、 すべてのフ ァ イルを含んだ .msi データ

ベースが順にダウンロー ド され実行されます。

• Web から イ ンス ト ール — Setup.exe、 .msi データベースおよび外部

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル  (.cab) を組み合わせてこのリ リースをビル

ド し ます。 ユーザーが Setup.exe をダウンロー ド し て実行する と、

.msi データベースがダウンロー ド され実行されます。 このと き、

ユーザーのセ ッ ト ア ッ プの種類と選択された機能に基づいて、 必

要な .cab フ ァ イルのみがダウンロー ド されイ ンス ト ールされます。

これによ り、 ダウンロー ド時間を最小限に抑える こ とができます。

ダウンローダー タ イプ と Web から イ ンス ト ールする タ イプの場合、 ア

プ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンスおよび修復には、 イ ンス ト ールのソー

ス と し て " フ ァ イルの URL" 設定で指定された URL が使われます。

フ ァ イルの URL 基本の MSI、

InstallScript MSI

データ キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルをダウンロー ド するデ ィ レ ク ト リ を指定

し ます。 この設定では、 http://www.yourcompany.com/download  形式の 

URL を使用できます。

この設定は、 現在のリ リースの "Web タ イプ " 設定が [Web から イ ンス

ト ールする ] または [ ダウンローダ ] に設定されている場合にのみ使用

されます。

IFTW .cab サイズ 

(KB)

基本の MSI、

InstallScript MSI

Web メ デ ィ ア タ イプ用にビルド されたキャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) の

サイズをキロバイ ト で指定し ます。 コ ンポーネン ト ご とに別々の .cab 

フ ァ イルをビルド するには、 0 ( ゼロ ) を指定し ます。

この設定は、 現在のリ リースの "Web タ イプ " 設定の値が [Web から イ

ンス ト ール ] に設定されている場合にのみ使用されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
One-Click Install の

生成

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

One-Click Install を作成するかど うかを指定し ます。 One-Click Install 

は、 最初のユーザー イ ン ターフ ェ イスが HTML ページのイ ンス ト ール 

プログラムです。 エン ド ユーザーが Web ページにアクセス し て [ イ ン

ス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ール フ ァ イルがター

ゲッ ト  システムにダウンロー ド され、 起動し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト の場合 : エン ド ユーザーのシステムにどのフ ァ イルがダウン

ロー ド されるかは、 現在のリ リースの "Web タ イプ " 設定で選択された

オプシ ョ ンによ って異な り ます。 One-Click Install 設定で [ はい ] を選

択し た場合、 このリ リースに対する "One-Click HTML ベース名 " 設定

および "One-Click .cab ベース名 " 設定のフ ァ イル名を必ず指定し て く

だ さい。 この設定は、 リ リースの " メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト " 設定で 

Web を選択し た場合にのみ使用されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : この設定で [ はい ] を選択する と、 適

切なコ マン ド ラ イ ンを使って Setup.exe フ ァ イルのダウンロー ド と起動

を行う外部セ ッ ト ア ッ プ プレーヤー (Setup.ocx フ ァ イル ) がイ ンス

ト ールに含められます。 詳細については、 「InstallScript プロジ ェ ク ト の 

One-Click Install イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

One-Click HTML 

ベース名

基本の MSI、

InstallScript MSI

InstallShield がビルド時に生成する HTML フ ァ イルのベース フ ァ イル名

を指定し ます。 指定し たベース名の末尾には .htm フ ァ イル名拡張子が

付けられ、 生成されたフ ァ イルは現在のリ リースの場所の Disk1 フ ォル

ダーに作成されます。

この設定は、 "One-Click Install の生成 " 設定の値が [ はい ] の場合にの

み有効です。

One-Click .cab 

ベース名

基本の MSI、

InstallScript MSI

ビルド プロセスによ って One-Click Install イ ンス ト ールに生成される

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル (.cab) のベース フ ァ イル名を指定し ます。

こ こ で指定された名前に .cab フ ァ イル名拡張子が追加されます。 生成

されたフ ァ イルは、 現在のリ リースの Disk1 フ ォルダーに作成されま

す。

この設定で指定し た名前は、 イ ンス ト ールにデジ タル署名を行なった

場合、 実行時にデジ タル証明書に表示されます。

この設定は、 "One-Click Install の生成 " 設定の値が [ はい ] の場合にの

み有効です。

デフ ォル ト  Web 

ページの作成

InstallScript InstallShield で、 デフ ォル ト の Web ページ (.htm フ ァ イル ) を作成し、

Disk1 フ ォルダーに配置するかど うかを指定し ます。

テーブル 11-132 • [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
リ リースの [ イベン ト ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [ イベン ト  タ ブは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• ア ドバンス ト  UI

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

その他にプロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が記載されています。

[ イベン ト ] タ ブを使って、 InstallShield がビルド前、 ビルド中、 またはビルド後に行う様々な タ スクの設定を構成

する こ とができます。

[ イベン ト ] タ ブの設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• コマン ド 

• パブ リ ッ シュ 

• 配布 

Web ページ URL InstallScript 次のいずれかを実行し て、 [ ビルド ] メ ニューで [Web から実行 ] コ マ

ン ド を ク リ ッ ク し た と きに起動される URL を示し ます。

• ビルド時に InstallShield によ って作成され、 Disk1 フ ィ ールド に配

置される Setup.htm フ ァ イルを起動する場合、 このボ ッ クスを空白

のままにし ます。

• 別の Web ページを起動する場合、 このボ ッ クスに URL を入力する

か、 または参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Web フ ァ イルを選択し ま

す。 

ヒ ン ト • URL を入力する場合、 ページ名を含めないで く だ さい。 また、

末尾にスラ ッ シュ (/) を使用する こ と も避けて く だ さい。 た と えば、

Setup.htm フ ァ イルの完全 URL が http://www.mypages.com/setup/

Setup.htm の場合、 ページ URL を http://www.mypages.com/setup のよ う

に入力し ます。 

[ ビルド ] メ ニューで [Web から実行 ] コ マン ド を ク リ ッ ク し た と き、

適切な URL ( 上記例の http://www.mypages.com/setup/Setup.htm) が起

動されます。

テーブル 11-132 • [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
• 仮想マシン ( この領域は InstallShield Premier Edition で使用できます。 )

コ マン ドの設定

[ イベン ト ] タ ブの [ コマン ド ] 領域を使って、 ビルド プロセスの様々な段階で実行する コ マン ド を指定できま

す。

テーブル 11-133 • [ イベン ト ] タ ブにある コマン ドの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

ビルド 前のイベン

ト

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • この設定は、 InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

InstallShield がリ リースをビルド を開始する前に実行する コマン ド を指

定し ます。 このイベン ト は InstallShield がリ リース フ ォルダ と ログ 

フ ァ イルを作成し た後、 リ リースのビルド を開始する前に実行し ます。

複数のコ マン ド を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ ビルド前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

このダイアログ ボ ッ クスで 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。

ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト された順番で各コマン ド を実行し ま

す。 ビルドは、 1 つのコマン ドが完了するまで、 次のコマン ドの処理を

待ちます。

コ マン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プ

ロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と環境変数を使用できます。

ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ

と もできます。 詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド

後に実行する コ マン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
圧縮前のイベン ト 基本の MSI、

InstallScript MSI

エデ ィ シ ョ ン • この設定は、 InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

製品のデータ フ ァ イルを .cab フ ァ イルに格納する場合、InstallShield が 

.msi パッ ケージ と .cab フ ァ イルをビルド し た後に実行する コマン ド を

指定し ます。 このイベン ト は .cab フ ァ イルが .msi パッ ケージにス ト

リームされた後、 .msi パッ ケージにデジ タル署名が行われて Setup.exe 

フ ァ イルにス ト リームされる前に発生し ます。

複数のコ マン ド を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ 圧縮前のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。 こ

のダイアログ ボ ッ クスで 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。 ビ

ルド時に、 InstallShield はリ ス ト された順番で各コマン ド を実行し ます。

ビルドは、 1 つのコマン ドが完了するまで、 次のコマン ドの処理を待ち

ます。

コ マン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プ

ロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と環境変数を使用できます。

ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ

と もできます。 詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド

後に実行する コ マン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。

バッ チ フ ァ イルの

実行

InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

リ リースがビルド されたあと、 バッ チ フ ァ イル (.bat) または実行可能

フ ァ イル (.exe) を起動するには、 フ ァ イルへのパスを入力するか、 省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 パスの一部と し

て、 山かっ こ (<>) で括ったパス変数を使用できます。

これにフ ァ イルを指定する と、 プロジ ェ ク ト のビルド変数と同じ名前 (

山かっ こ を含む ) と値が環境変数に設定されます。 また InstallShield は、

環境変数 <ISMEDIADIR> も設定し ます。 この変数の値は、 その中に リ

リースの Disk Images フ ォルダー、 Log Files フ ォルダー、 および Report 

Files フ ォルダーが作成される フ ォルダーへのパスです。 バッ チ フ ァ イ

ルの環境変数の値は、 変数名をパーセン ト 記号 (%) で囲んで参照する こ

とができます。 例、

set PATH = %<ISPROJECTDIR>%;%PATH%

フ ァ イルが終了する と、 設定された環境変数は削除されます。

テーブル 11-133 • [ イベン ト ] タ ブにある コマン ドの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パブ リ ッ シュの設定

プロジ ェ ク ト の種類によ って異なる " パブ リ ッ シュ "  設定が表示されます。 また、 InstallShield の単体バージ ョ ン

か、 AdminStudio に含まれている  バージ ョ ンかによ っても異な り ます。

ビルド 後のイベン

ト

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール、 ス

イー ト / ア ドバ

ンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • この設定は、 InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

InstallShield がリ リースをビルド および署名し た後に実行する コマン ド

を指定し ます。

複数のコ マン ド を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し て [ ビルド後のイベン ト ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

このダイアログ ボ ッ クスで 1 行につき 1 つのコマン ド を入力し ます。

ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト された順番で各コマン ド を実行し ま

す。 ビルドは、 1 つのコマン ドが完了するまで、 次のコマン ドの処理を

待ちます。

コ マン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 プ

ロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と環境変数を使用できます。

ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定の変数を使用する こ

と もできます。 詳細については、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド

後に実行する コ マン ド を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-133 • [ イベン ト ] タ ブにある コマン ドの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield の単体バージ ョ ン (AdminStudio な し ) における " パブ リ ッ シュ " 設定

InstallShield の単体バージ ョ ン (AdminStudio な し ) の場合、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト で [ イベン ト ] タ ブの 

[ パブ リ ッ シュ ] 領域にこの設定があり ます。 これらの設定を使って、 リ リースのビルド が成功し た後、 マージ モ

ジュールを Merge Modules フ ォルダーを使って提供するか、 またはリ ポジ ト リ を使って提供するかを指定し ます。

テーブル 11-134 • InstallShield (AdminStudio な し ) バージ ョ ンの [ イベン ト ] タ ブにある " パブ リ ッ シュ " 設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

マージモジュール

のパブ リ ッ シュ

マージ モジュー

ル

選択し た リ リースのビルドが成功し た後、 マージ モジュールを Merge 

Modules フ ォルダーを使って提供するか、 またはリ ポジ ト リ を使って提

供するかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュ — リ リースのビルドが成功し たと き、

マージ モジュールが " リ ポジ ト リの名前 " 設定で指定された リ ポ

ジ ト リ にパブ リ ッ シュ されます。 このオプシ ョ ンは、 1 つ以上のリ

ポジ ト リが構成されている場合のみ選択可能です。 ( リポジ ト リ を

構成するには、 [ ツール ] メ ニューで、 [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク

し、 [ リ ポジ ト リ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 リポジ ト リは、 このタ

ブで構成できます。 )

• Merge Modules フ ォルダーにコ ピー — リ リースが正常にビルド され

た と き、 常に Merge Modules フ ォルダーを新しいマージ モジュー

ルで更新し ます。

• パブ リ ッ シュ し ない — リ リースがビルド されたと き、 マージ モ

ジュールはリ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されません。 また Merge 

Modules フ ォルダーにも コ ピーされません。

詳細については、 「リ ポジ ト リ を使用し てプロジ ェ ク ト の要素を共有す

る」 を参照し て く だ さい。

リポジ ト リ名 マージ モジュー

ル

リ リースが正常にビルド された と き、 ビルド されたマージ モジュール

をパブ リ ッ シュする リ ポジ ト リ を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 1 つ以上のリポジ ト リが構成されている場合のみ選

択可能です。 ( リ ポジ ト リ を構成するには、 [ ツール ] メ ニューで、 [ オ

プシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し、 [ リポジ ト リ ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 リ ポ

ジ ト リは、 このタ ブで構成できます。 )

表示名 マージ モジュー

ル

リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュするマージ モジュールの表示名を指定し ま

す。

マージ モジュールがリポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されたあと で、 [ 再配布

可能フ ァ イル ] ビ ューでこのマージ モジュールを選択する と、 その表

示名が詳細ペイ ンに表示されます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
AdminStudio に含まれている InstallShield バージ ョ ンにおける " パブ リ ッ シュ " 設定

AdminStudio の一部と し て出荷されるバージ ョ ンの InstallShield の場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で [ イベン ト ] 

タ ブの [ パブ リ ッ シュ ] 領域にこの設定があ り ます。 これらの設定を使って、 ビルド中の Windows Installer パッ

ケージを ソ フ ト ウ ェ ア リポジ ト リ にパブ リ ッ シュするかど うかなどの情報を指定し ます。

発行者 マージ モジュー

ル

このマージ モジュールを リポジ ト リ にパブ リ ッ シュする担当者の名前

を入力し て く だ さい。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで、 このマージ モ

ジュールを選択する と、 この名前が説明ペイ ンに表示されます。

マージ モジュールがリポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されたあと で、 [ 再配布

可能フ ァ イル ] ビ ューでこのマージ モジュールを選択する と、 その発

行者名が詳細ペイ ンに表示されます。

説明 マージ モジュー

ル

このマージ モジュールについて、 表示する説明を入力し ます。

マージ モジュールがリポジ ト リ にパブ リ ッ シュ されたあと で、 [ 再配布

可能フ ァ イル ] ビ ューでこのマージ モジュールを選択する と、 その説

明が詳細ペイ ンに表示されます。

テーブル 11-135 • AdminStudio に含まれている InstallShield バージ ョ ンの [ イベン ト ] タ ブにある " パブ リ ッ シュ" 
設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

AdminStudio リ ポ

ジ ト リのパブ リ ッ

シュ

基本の MSI ビルド中の Windows Installer パッ ケージを ソ フ ト ウ ェ ア リ ポジ ト リ に

パブ リ ッ シュするかど うかを指定し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア リポジ ト リ を使って Windows Installer パッ ケージを管理

する場合、 .msi フ ァ イルおよびすべての関連フ ァ イルとサブ フ ォル

ダーが、 そのパッ ケージのアプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログで指定されてい

る ソ フ ト ウ ェ ア リポジ ト リの場所にあるサブ フ ォルダーに格納されま

す。

グループ 基本の MSI "AdminStudio リ ポジ ト リ にパブ リ ッ シュ " 設定で [ はい ] を選択し て、

Windows Installer パッ ケージをアプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログ内の 1 つ以上

のグループに関連付ける場合、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ン マネージャー グループの選択 ] ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。 Windows Installer パッ ケージを含める各グ

ループのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 11-134 • InstallShield (AdminStudio な し ) バージ ョ ンの [ イベン ト ] タ ブにある " パブ リ ッ シュ " 設定 ( 続

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
更新オプシ ョ ン 基本の MSI 選択された リ リースでビルド される Windows Installer をアプ リ ケーシ ョ

ン カ タ ログにイ ンポー ト する方法を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ

ンは以下のとお り です :

• 新しいパッ ケージ バージ ョ ン - アプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログで、 新

規のビルドは新しいパッ ケージ と し て処理されます。

• 既存のバージ ョ ンを上書き - アプ リ ケーシ ョ ン カ タ ログで、 新し

いビルドが既存バージ ョ ンを上書き し ます。

• 新しいパッ ケージ履歴バージ ョ ン - 新しいビルドが、 アプ リ ケー

シ ョ ン カ タ ログに存在するパッ ケージの新しいバージ ョ ン と し て

処理されます。

• 存在する場合、 無視する - 新しいビルドは、 アプ リ ケーシ ョ ン カ

タ ログに既存し ない場合のみイ ンポー ト されます。

テーブル 11-135 • AdminStudio に含まれている InstallShield バージ ョ ンの [ イベン ト ] タ ブにある " パブ リ ッ シュ" 
設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
配布

[ イベン ト ] タ ブにある [ 配布 ] 領域を使って、 ビルド時にリ リースを フ ォルダーまたは FTP サイ ト に自動的に配

布するための設定を構成し ます。

テーブル 11-136 • [ イベン ト ] タ ブにある配布の設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

フ ォルダーにコ

ピー

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

リ リースを特定のフ ォルダーへ自動的に配布するよ う にする場合、 そ

の場所を指定し ます。 コ ピーされたフ ォルダーと同じ名前の既存の

フ ォルダーは上書き されますが、 フ ォルダーは削除されません。 この

設定でパスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て場所を参

照し て、 フ ォルダーのパスを指定し ます。

選択された リ リースのメ デ ィ ア形式がネ ッ ト ワーク イ メ ージの場合 (

デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーは 1 つのみ作成されます )、 フ ォルダー

自体ではな く デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーの内容がコ ピーされます。

自己展開型実行可能フ ァ イルを作成する こ と を選択し た場合、 デ ィ ス

ク イ メ ージ フ ォルダーではな く 実行可能フ ァ イルがコ ピーされます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場

合、 リ リースがビルド されるたびに、 InstallShield が、 自動的にそのリ

リースを [ イベン ト ] タ ブで指定し たフ ォルダーにコ ピーし ます。

その他のプロジ ェ ク ト の種類の場合、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースを

右ク リ ッ ク し て、 [ 配布 ] を ク リ ッ クする と、 リ リースに関連する フ ァ

イルがすべて指定されたフ ォルダーにコ ピーされます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

で、 ビルド するたびに、 ビルド エンジンがリ リースを指定のフ ォル

ダーにコ ピーするよ う に設定する場合、 " ビルド後、 配布する " 設定で 

[ はい ] を選択し ます。

メ モ • この設定でフ ォルダーを指定し、 [ イベン ト ] タ ブで FTP ロケー

シ ョ ン も指定し た場合、 リ リースは FTP ロケーシ ョ ンにのみコ ピーさ

れます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
FTP ロケーシ ョ ン 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

リ リースを特定の FTP サーバーに自動的に配布できるよ う にするには、

その場所の FTP URL を指定し ます。 プロジ ェ ク ト の各リ リースに、 異

なる FTP ロケーシ ョ ンを指定する こ とができます。

メ モ • FTP デフ ォル ト  フ ォルダー以外のパスに リ リースを配布する場

合は、 ダブル スラ ッ シュ (//) を使います。 た と えば、 リ リースを、

FTP の URL が ftp://ftp.mydomain.com である Ｗ myproduct とい う名前

のルー ト レベル フ ォルダーへ配布する場合、 FTP の場所に ftp://

ftp.mydomain.com//myproduct と入力し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript Object プロジ ェ ク ト の場

合、 リ リースがビルド されるたびに、 InstallShield が、 自動的にそのリ

リースを [ イベン ト ] タ ブで指定し た FTP の場所にコ ピーし ます。

その他のプロジ ェ ク ト の種類の場合、 [ リ リース ] ビ ューで リ リースを

右ク リ ッ ク し て、 [ 配布 ] を ク リ ッ クする と、 リ リースに関連する フ ァ

イルがすべて指定された FTP ロケーシ ョ ンにコ ピーされます。

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

で、 ビルド するたびに、 ビルド エンジンがリ リースを指定の場所にコ

ピーするよ う に設定する場合、 " ビルド後、 配布する " 設定で [ はい ] 

を選択し ます。

FTP サイ ト  ユー

ザー名

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

指定する FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にユーザー名が必要な場

合、 ユーザー名を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト で、 リ リースの 1 つにユーザー名を入力する と、 その

ユーザー名が同じ プロジ ェ ク ト および他の基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の他のリ リースにも使用

されます。

テーブル 11-136 • [ イベン ト ] タ ブにある配布の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
仮想マシンの設定

エデ ィ シ ョ ン • [ 仮想マシン ]  領域は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

FTP サイ ト  パス

ワー ド

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

指定する FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にパスワー ドが必要な場

合、 パスワー ド を入力し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール 

プロジ ェ ク ト で、 リ リースの 1 つにパスワー ド を入力する と、 そのパ

スワー ドが同プロジ ェ ク ト および他の基本の MSI、 InstallScript MSI、 お

よびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の他のリ リースにも使用されま

す。

ビルド の後、 配布

する

基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ モ

ジュール

ビルド する度に、 ビルド エンジンが自動的に指定し た場所へリ リース

を配布するよ う にするかど うかを指定し ます。

ヒ ン ト • ビルドの実行ご と ではな く 、 オンデマン ド で リ リースを素早 く

配布するには、 リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ 配布 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ 配布 ] コマン ドは、 リ リースが少な く と も 1 度ビルド されている

場合のみ利用する こ とができます。

テーブル 11-136 • [ イベン ト ] タ ブにある配布の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ イベン ト ] タ ブの [ 仮想マシン ] 領域を使って、 ビルド時、 またはオンデマン ド で選択された リ リースを仮想マ

シン (VM) に配布する と きの設定を構成し ます。 詳細については、 「ビルド時またはオンデマン ド で InstallShield が

初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-137 • [ イベン ト ] タ ブにある仮想マシンの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

構成 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

この設定には、 選択された リ リースを VM に配布する と きに使用され

る VM 構成設定グループの名前が表示されます。

既存の VM 構成を指定するには、 この設定で選択し ます。

新しい VM 構成を作成するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し ます。

既存の VM 構成を編集するには、 その構成を選択し てから省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

指定された リ リースで選択された VM 構成の詳細 ( イ ンス ト ールを配布

する VM のイ ンス ト ール先など ) をオーバーラ イ ド するには、 この設定

の下にあるサブ設定を構成し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。

VM 構成を他のマシン と共有する方法については、 「リ リースの配布用

の仮想マシン設定を共有する」 を参照し て く だ さい。

スナ ッ プシ ョ ッ ト 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

オプシ ョ ンで、 リ リースの配布に使用するスナ ッ プシ ョ ッ ト の名前を

指定する こ と もできます。

" 構成 " 設定で選択されている VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定され

ている場合、 そのスナ ッ プシ ョ ッ ト の名前がこの設定のデフ ォル ト 値

と し て取り扱われ、 灰色テキス ト で表示されます。 選択された リ リー

スのスナ ッ プシ ョ ッ ト をオーバーラ イ ド するには、 この設定に入力し

ます。

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定されていない場合、 InstallShield は

特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト には戻り ません。 InstallShield は特定のスナ ッ

プシ ョ ッ ト に戻さずに VM の電源をオンにし て、 VM にイ ンス ト ールを

コ ピーし ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。
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ユーザー名 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

" 構成 " 設定で選択されている VM 構成にユーザー名が指定されている

場合、 そのユーザー名前がこの設定のデフ ォル ト 値と し て取り扱われ、

灰色テキス ト で表示されます。 選択された リ リースのユーザー名を

オーバーラ イ ド するには、 この設定に入力し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。

パスワー ド 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

" 構成 " 設定で選択されている VM 構成にパスワー ドが指定されている

場合、 そのパスワー ドがこの設定のデフ ォル ト 値と し て取り扱われ、

灰色テキス ト で表示されます。 選択された リ リースのパスワー ド を

オーバーラ イ ド するには、 この設定に入力し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。

イ ンス ト ール先パ

ス

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

イ ンス ト ール先パスは、 リ リースの配布先と なる VM 上の場所を識別

し ます。 パスの最後のサブ フ ォルダーと し て、 InstallShield が VM 上に

作成するパスを使用できます。 その他のパスは既存し ていな く てはな

り ません。

" 構成 " 設定で選択されている VM 構成にイ ンス ト ール先パスが指定さ

れている場合、 そのイ ンス ト ール先パスがこの設定のデフ ォル ト 値と

し て取り扱われ、 灰色テキス ト で表示されます。 選択された リ リース

のイ ンス ト ール先パスをオーバーラ イ ド するには、 この設定に入力し

ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。

ビルド の後、 配布

する

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  

UI

ビルドが成功するたびに選択された リ リースを、 InstallShield で自動的

に配布するかど うかを指定し ます。 VM に リ リースを配布するには、 以

下のタ スクが必要です :

1. ( 指定されている場合 ) VM を指定されたスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻す

2. VM の電源をオンにする。

3. テス ト 用にビルド された リ リースを VM にコ ピーする。

ビルド時に VM へ自動的に リ リースを配布する代わり に、 リ リースを

オンデマン ド で配布する こ と も可能です。 そのためには、 リ リースを

右ク リ ッ ク し てから [VM に配布 ] を ク リ ッ ク し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン ド で 

InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布する」 を参照し

て く だ さい。

テーブル 11-137 • [ イベン ト ] タ ブにある仮想マシンの設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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リ リースの [Windows アプ リ ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • [Windows アプ リ ] タ ブは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト で使用できます。

UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) の作成は、 [Windows アプ リ ] とい う名前のリ リースご とに表示される タ ブを使っ

て有効化し ます。 こ こで、 UWP アプ リ パッ ケージのビルド プロセスに影響するい く つかの主要な設定を指定で

きます。

[Windows アプ リ ] タ ブの設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• 全般

• パッ ケージ識別子のオーバーラ イ ド

• 表示プロパテ ィ

[ 全般 ] の設定

[Windows アプ リ ] タ ブにある [ 全般 ] 領域を使って、 UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を リ リースのビルドの一部と

し てビルド するかど うかを指定し、 デスク ト ッ プ拡張またはサーバー拡張を含めるかど うかを選択するなど、 ビ

ルド プロセスに影響を及ぼすその他の主要な設定を指定し ます。

テーブル 11-138 • [Windows アプ リ ] タ ブにある全般設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

UWP アプ リ パッ

ケージのビルド

基本の MSI UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) を このリ リースのビルドの一部と し てビ

ルド するかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• はい —UWP アプ リ パッ ケージをビルド し ます。 [ はい ] を選択し

て、 次の処理を行います :

• アプ リ を Windows ス ト ア経由で配布する。

• Windows Server なの を ターゲッ ト にする。

• Windows アプ リ を UWP ( ユニバーサル Windows プラ ッ ト

フ ォーム ) を活用し たサイ ド ロー ド を使って配布する。

• いいえ —UWP アプ リ パッ ケージをビルド し ません。 [ いいえ ] を

選択し た場合、 .msi のみがビルド されます。
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配布方法 基本の MSI UWP アプ リ パッ ケージの配布方法を選択し ます。 この設定は、

Windows ス ト ア ポ リ シー関連、 またはサイ ド ローデ ィ ング関連の要件

で問題の可能性がある場合に発生する一連の警告を指示し ます。 選択

可能な ド ロ ッ プダウン オプシ ョ ン :

• 直接配布 ( サイ ド ロー ド )—UWP アプ リ パッ ケージを Windows ス ト

アからのダウンロー ド な し で配布し ます。 サイ ド ロー ド アプ リは、

Windows ス ト アによ って認証されていません。 サイ ド ロー ド アプ

リが良 く 利用されるのは、 エン タープ ラ イズ環境で、 会社組織内

部のみでアプ リが配布される場合です。 パッ ケージがサイ ド ロー

ド される場合、 カス タ マが独自に署名する こ と を希望し ない限り、

一般的に署名が必要です。 

• Windows ス ト ア —UWP アプ リ パッ ケージを Windows ス ト アを通し

て配布し ます。 このオプシ ョ ンが選択されている と き、 サイ ド

ロー ド では有効なビルド であっても、 Windows ス ト ア ポ リ シーで

拒絶される こ とが確認されているアイテムには、 追加の警告が発

生し ます。 パッ ケージが Windows ス ト アを通し て配布される場合、

そのコ ンテンツを制限する追加ポリ シーが適用されます。 この種

類のアプ リは、 パッ ケージが Microsoft によ って署名されるため、

Microsoft にア ッ プロー ド する前に署名する必要があ り ません。

デスク ト ッ プ拡張

を含める

基本の MSI コ ア UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) フ ォーマ ッ ト の一部と し て 「フル

ト ラス ト 」 アプ リや、 その他の デスク ト ッ プ ブ リ ッ ジ拡張を含めるか

ど うかを選択し ます。 デスク ト ッ プ アプ リ を有効にし て UWP ( ユニ

バーサル Windows プラ ッ ト フ ォーム ) API を活用する場合、 デスク ト ッ

プ拡張を有効にする必要があり ます。

[ いいえ ] を選択し た場合、 使用不可能なアイテムには警告が発生し ま

す。

[ はい ] を選択し た場合、 含まれるアプ リ とデスク ト ッ プ拡張がサポー

ト するテス ト 済みの Windows バージ ョ ン ( 最小および最大 ) を指定する

ための、 追加のサブ設定を必要に応じ て構成する こ とができます。

ヒ ン ト • InstallShield を使って UWP アプ リ パッ ケージを作成する と き、

デスク ト ッ プ拡張またはサーバー拡張のどち らかを含める こ とができ

ますが、 両方を選ぶこ とはできません。 UWP アプ リ パッ ケージにはデ

スク ト ッ プおよびサーバー拡張の両方を含める こ とが可能ですが、 デ

スク ト ッ プまたはサーバーのいずれかを ターゲッ ト とする こ とが一般

的です。

テーブル 11-138 • [Windows アプ リ ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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最小バージ ョ ン

( デスク ト ッ プ拡

張を含めるの下 )

基本の MSI オプシ ョ ンで、 アプ リの最小サポー ト 対象 Windows バージ ョ ン番号を

指定し ます。 この設定を空白のまま残し た場合、 Windows 10 

Anniversary Update を最小バージ ョ ン番号と し ます。

バージ ョ ン番号は数字のみを使用し、 次のフ ォーマ ッ ト のよ う に 4 つ

のパー ト に分かれています ( 各パー ト は 0 から 65535 の値 ): 

majorversion.minorversion.buildnumber.revisionnumber。 例、

1.0.0.60325

できる限り少ない数の文字を使用し ます。 た と えば、 最初の 0 が不要

な場合は、 14.00.25.1 と入力する代わり に、 次を入力し ます :

14.0.25.1

テス ト 済みバー

ジ ョ ン

( デスク ト ッ プ拡

張を含めるの下 )

基本の MSI オプシ ョ ンで、 アプ リのテス ト 済み最大サポー ト 対象 Windows バー

ジ ョ ン番号を指定し ます。 この設定を空白のまま残すと、 規定値であ

る最小バージ ョ ン ( または、 " 最小バージ ョ ン " が指定されていない場

合は Windows 10 Anniversary Update の最小バージ ョ ン ) に設定されま

す。

バージ ョ ン番号は数字のみを使用し、 次のフ ォーマ ッ ト のよ う に 4 つ

のパー ト に分かれています ( 各パー ト は 0 から 65535 の値 ): 

majorversion.minorversion.buildnumber.revisionnumber。 例、

1.0.0.60325

できる限り少ない数の文字を使用し ます。 た と えば、 最初の 0 が不要

な場合は、 14.00.25.1 と入力する代わり に、 次を入力し ます :

14.0.25.1

テーブル 11-138 • [Windows アプ リ ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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サーバー拡張を含

める

基本の MSI コ ア UWP アプ リ パッ ケージ (.appx) フ ォーマ ッ ト の一部と し て 

Windows サーバー拡張を含めるかど うか、 つま り Windows サーバー ア

プ リ を作成するかど うかを選択し ます。 Windows Server Nano のネイ

テ ィ ブ イ ンス ト ール パッ ケージ フ ォーマ ッ ト を ターゲッ ト にし てサー

ビス、 VMI プロバイダー、 イベン ト  ソース、 またはパフ ォーマンス カ

ウン ターを配置する場合、 サーバー拡張を有効にする必要があり ます。

[ いいえ ] を選択し た場合、 使用不可能なアイテムには警告が発生し ま

す。

[ はい ] を選択し た場合、 含まれるアプ リがサポー ト するテス ト 済みの 

Windows Server オペレーテ ィ ング システム ( 最小および最大 ) を指定す

るための、 追加のサブ設定を必要に応じ て構成する こ とができます。

ヒ ン ト • InstallShield を使って UWP アプ リ パッ ケージを作成する と き、

デスク ト ッ プ拡張またはサーバー拡張のどち らかを含める こ とができ

ますが、 両方を選ぶこ とはできません。 UWP アプ リ パッ ケージにはデ

スク ト ッ プおよびサーバー拡張の両方を含める こ とが可能ですが、 デ

スク ト ッ プまたはサーバーのいずれかを ターゲッ ト とする こ とが一般

的です。

最小バージ ョ ン

( サーバー拡張を

含めるの下 )

基本の MSI オプシ ョ ンで、 アプ リの最小サポー ト 対象 Windows Server オペレー

テ ィ ング システムのバージ ョ ン番号を指定し ます。 この設定を空白の

まま残し た場合、 Windows Server 2016 を最小バージ ョ ン番号と し ます。

バージ ョ ン番号は数字のみを使用し、 次のフ ォーマ ッ ト のよ う に 4 つ

のパー ト に分かれています ( 各パー ト は 0 から 65535 の値 ): 

majorversion.minorversion.buildnumber.revisionnumber。 例、 

1.0.0.60325

できる限り少ない数の文字を使用し ます。 た と えば、 最初の 0 が不要

な場合は、 14.00.25.1 と入力する代わり に、 次を入力し ます :

14.0.25.1

テーブル 11-138 • [Windows アプ リ ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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パッ ケージ識別子のオーバーラ イ ドの設定

[Windows アプ リ ] タ ブの [ パッ ケージ ID のオーバーラ イ ド ] 領域を使って、 Windows に対するパッ ケージを一意

に識別し ます。 これらのフ ィ ールドは、 通常エン ド ユーザーには表示されません。 また、 設定がオーバーラ イ ド

であるため、 既定でフ ィ ールドは拡張されません。 

テス ト 済みバー

ジ ョ ン

( サーバー拡張を

含めるの下 )

基本の MSI オプシ ョ ンで、 アプ リのテス ト 済み最大サポー ト 対象 Windows Server 

オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ン番号を指定し ます。 この設定

を空白のまま残すと、 規定値である最小バージ ョ ン ( または、 " 最小

バージ ョ ン " が指定されていない場合は Windows Server 2016 の最小

バージ ョ ン ) に設定されます。

バージ ョ ン番号は数字のみを使用し、 次のフ ォーマ ッ ト のよ う に 4 つ

のパー ト に分かれています ( 各パー ト は 0 から 65535 の値 ): 

majorversion.minorversion.buildnumber.revisionnumber。 例、 

1.0.0.60325

できる限り少ない数の文字を使用し ます。 た と えば、 最初の 0 が不要

な場合は、 14.00.25.1 と入力する代わり に、 次を入力し ます :

14.0.25.1

Framework の依存

関係

基本の MSI 製品で使用されているのと一致する C++ ラ ン タ イムのリ テール ビルド

またはデバッ グ ビルド を選択し ます。

メ モ • この設定によ って、 サイ ド ローデ ィ ング シナ リ オで依存関係

パッ ケージがイ ンス ト ールされる こ とはあり ません。 これらのシナリ

オの場合、 依存関係は手動で配布されている可能性があり ます。 また、

C++ ラ ン タ イムのデバッ グ バージ ョ ンは、 内部テス ト で役立ちますが、

Windows ス ト アにア ッ プロー ド する こ とができません。 ローカル テス

ト またはサイ ド ローデ ィ ングの場合、 Windows 10 SDK に含まれる 

Framework パッ ケージも配布する必要があるかも しれません。

依存関係の結合 基本の MSI

エデ ィ シ ョ ン • この設定は、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

結果と なるパッ ケージに結合させる UWP アプ リ パッ ケージの一覧を指

定し ます。 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 UWP アプ リ パッ ケー

ジ (.appx) を参照するか、 この文字列に 1 つ以上のパスをセ ミ コ ロン区

切り で直接入力し ます。

VFS からのレジス ト リ データおよびフ ァ イルがこのパッ ケージにコ

ピーされますが、 重複するデータはすべてパッ ケージから省略されま

す。

テーブル 11-138 • [Windows アプ リ ] タ ブにある全般設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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メ モ • アーキテ クチャ も、 UWP アプ リ パッ ケージの特徴の 1 つです。 [ 製品構成 ] または [ 一般情報 ] にある " テ

ンプレー ト 概要 " 設定を使って、 UWP アプ リ パッ ケージのアーキテ クチャ を指定し ます。

テーブル 11-139 • [Windows アプ リ ] タ ブにあるパッ ケー識別子のオーバーラ イ ドの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

名前 基本の MSI Windows に対し て UWP アプ リ パッ ケージを識別する一意の英数字文字

列を指定し ます。 この設定が空白の場合、 InstallShield によ って [ 製品

構成 ] または [ 一般情報 ] にある " 製品名 " 設定に基づいた名前が生成

されます。

発行者 基本の MSI [ 署名 ] タ ブで証明書の実際の値が指定されている場合に、 これをオー

バーラ イ ド するには、 パッ ケージの署名に使用する証明書の S サブ

ジ ェ ク ト 名 ( 所有者の名前 ) を指定し ます。 例 :

CN=Flexera Software LLC、 O=Flexera Software LLC、 L=Itasca, S=Illinois、 C=US

Windows ス ト アを通し てパッ ケージが配布される場合、 Microsoft に

ア ッ プロー ド する前に署名を行う必要はないので、 証明書の署名をス

キッ プ し ても構いません。 パッ ケージがサイ ド ロー ド される と き、 カ

ス タ マーによるパッ ケージの使用方法によ って、 これに署名が必要な

場合と不要な場合があり ます :

• カス タ マーがパッ ケージの署名を自身で行いたい場合、 証明書と

一致する " パブ リ ッ シャー " オーバーラ イ ド設定で定義された特

定のパブ リ ッ シャーが必要です。

• カス タ マーがパッ ケージの配布のみを行いたい場合、 信頼された 

Authenticode 証明書で署名されている必要があ り ます。 その要件

は、 信頼された UAC プロンプ ト の要件と同様です。

• サイ ド ロー ド を行う には、 Windows の " サイ ド ロー ド " 設定が有

効でな く てはな り ません。 Windows 10 Anniversary Update では、 既

定でサイ ド ロー ドが有効化されています。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブにある " デジ タル証明書情

報 "、 " 証明書パスワー ド " 、 および " 出力フ ァ イルの署名 " 設定もま

た、 UWP アプ リ パッ ケージに署名を行うかど うか、 およびその方法を

制御し、 ビルド されたパッ ケージに影響を与えます :
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表示プロパテ ィ

[Windows アプ リ ] タ ブの [ 表示プロパテ ィ ] 領域にある 4 つのフ ィ ールド を使って、 パッ ケージをエン ド ユー

ザーに識別し ます。

バージ ョ ン 基本の MSI 証明書が準拠する UWP アプ リ パッ ケージのバージ ョ ン番号を入力し ま

す。 何も指定し なかった場合、 [ 一般情報 ] または [ 製品構成 ] の " 製

品バージ ョ ン " 設定からバージ ョ ン番号がコ ピーされます。

バージ ョ ン番号は数字のみを使用し、 次のフ ォーマ ッ ト のよ う に 4 つ

のパー ト に分かれています ( 各パー ト は 0 から 65535 の値 ): 

majorversion.minorversion.buildnumber.revisionnumber。 例、 

1.0.0.60325

できる限り少ない数の文字を使用し ます。 た と えば、 最初の 0 が不要

な場合は、 14.00.25.1 と入力する代わり に、 次を入力し ます :

14.0.25.1

テーブル 11-140 • [Windows アプ リ ] タ ブにある表示プロパテ ィ の設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

表示名 基本の MSI パッ ケージの名前と し て、 ユーザーが認識できる文字列を指定し ます。

通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの名前を使用し ます。 何も指定し なかった場

合、 [ 一般情報 ] または [ 製品構成 ] の " 製品名 " から表示名がコ ピー

されます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

メ モ • UWP アプ リ パッ ケージのローカ リゼーシ ョ ンを行う には、

InstallShield が搭載されているマシン上に Windows 10 SDK も イ ンス ト ー

ルする必要があり ます。 これがイ ンス ト ールされていない場合、

InstallShield はデフ ォル ト 言語のみを含む UWP アプ リ パッ ケージをビ

ルド し ます。

テーブル 11-139 • [Windows アプ リ ] タ ブにあるパッ ケー識別子のオーバーラ イ ドの設定

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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連鎖 .msi パッ ケージの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

発行者の表示名 基本の MSI 発行者の名前と し て、 ユーザーが認識できる文字列を指定し ます。 例 :

Flexera Software LLC

何も指定し なかった場合、 [ 一般情報 ] または [ 製品構成 ] の " 発行者

" 設定から表示名がコ ピーされます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

メ モ • UWP アプ リ パッ ケージのローカ リゼーシ ョ ンを行う には、

InstallShield が搭載されているマシン上に Windows 10 SDK も イ ンス ト ー

ルする必要があり ます。 これがイ ンス ト ールされていない場合、

InstallShield はデフ ォル ト 言語のみを含む UWP アプ リ パッ ケージをビ

ルド し ます。

説明 基本の MSI オプシ ョ ンで、 エン ド ユーザーがパッ ケージを識別するのに役立つ説

明を入力し ます。

この設定に値を入力する と、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれているすべ

ての言語に、 文字列エン ト リがその初期値と共に作成されます。 新し

い値を入力する代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し

て既存の文字列を選択する こ と もできます。 詳細については、

「InstallShield で文字列エン ト リ を使用する」 を参照し て く ださい。

メ モ • UWP アプ リ パッ ケージのローカ リゼーシ ョ ンを行う には、

InstallShield が搭載されているマシン上に Windows 10 SDK も イ ンス ト ー

ルする必要があり ます。 これがイ ンス ト ールされていない場合、

InstallShield はデフ ォル ト 言語のみを含む UWP アプ リ パッ ケージをビ

ルド し ます。

Logo 基本の MSI パッ ケージを表すイ メ ージを指定し ます。 通常 50x50 のロゴを使用し

ます。 ロゴが指定されなかった場合、 [ 一般情報 ] の " 表示アイ コ ン " 

設定から作成されます。

テーブル 11-140 • [Windows アプ リ ] タ ブにある表示プロパテ ィ の設定 ( 続き )

設定
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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• InstallScript MSI

Windows Installer 4.5 は、 ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。 パッ

ケージを連鎖させる こ とによ って、 単一の ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理し ます。 ト ラ ンザクシ ョ ンに含まれる 1 

つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを

キャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロールバッ ク を開始し て、 システムを以前の

状態に復元し ます。

[ リ リース ] ビ ューにある [ 連鎖 .msi パッ ケージ ] 領域では、 イ ンス ト ールに連鎖するパッ ケージ と し て含める 

.msi パッ ケージを識別し ます。 また、 この領域で、 連鎖するパッ ケージに渡すプロパテ ィ などの設定も構成し ま

す。

Windows Installer の連鎖機能では、 MsiInstallProduct を通し てイ ンス ト ールできるパッ ケージはすべてサポー ト さ

れていますが、 InstallScript MSI パッ ケージの連鎖はサポー ト されていません。

Windows Installer 4.0 以前のバージ ョ ンは、 連鎖 .msi パッ ケージを イ ンス ト ールし ません。

ヒ ン ト • Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イルの追加方法については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。
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次のテーブルは、 連鎖 .msi パッ ケージの設定について説明し ます。

テーブル 11-141 • 連鎖 .msi パッ ケージの設定

設定 説明

イ ンス ト ール ( 実行時のパス ) Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) の名前を指定するか、 [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 パッ ケージを参照し ます。

[ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合、 製品コー ドが自動的に挿入されます。

また InstallShield は、 .msi パッ ケージ ( および、 .msi パッ ケージが圧縮され

ていない場合は非圧縮フ ァ イル ) を製品のメ イ ン .msi パッ ケージにス ト

リームするかど うかを問い合わせるプロンプ ト を表示し ます。

• フ ァ イルのス ト リームを指定し た場合、 InstallShield は .msi パッ ケージ

の名前を " イ ンス ト ール ( 実行時のパス )" 設定に追加し ます。 また、

自動的にフ ァ イルの名前 ( 圧縮された .msi パッ ケージの場合 ) または

エン ト リ *.*( 非圧縮の .msi パッ ケージの場合 ) が [ ス ト リームされた

フ ァ イル ] ボ ッ クスに追加されます。 *.* エン ト リの場合、 .msi パッ

ケージ と同じ フ ォルダーにあるすべてのフ ァ イル、 および、 そのサブ

フ ォルダーと その中のフ ァ イルが .msi パッ ケージにス ト リームされま

す。

この設定に使用する値は、 一時抽出パスに相対し ています。 つま り、

ス ト リームされたサポー ト  フ ァ イルを Support\File.ext と し て追加し、

それを連鎖パッ ケージの中で [SourceDir]Support\File.ext と し て参照で

きます。

• フ ァ イルのス ト リームを行わないこ と を指定し た場合、 InstallShield は

次のパスを " イ ンス ト ール ( 実行時のパス )" 設定に追加し ます :

[SourceDir]FileName.msi

このパスは、 必要に応じ て変更が可能です。 た と えば次のよ う なパス

を使用し、 また [ イ ンス ト ール後にス ト リームされたフ ァ イルを削除

する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し たい場合があり ます :

[LocalAppDataFolder]{ProductCodeGUID}\FileName.msi

この例では、 .msi パッ ケージはローカル システムにキャ ッ シュ され、

それはメ ンテナンスで使用する こ とができます。

ヒ ン ト • Windows Installer では、 .msi パッ ケージのフ ァ イル サイズに制限が

あるため、 多数のフ ァ イルやサイズの大きいフ ァ イルを .msi パッ ケージに

ス ト リームし な く ない場合があ り ます。

製品コー ド この設定は、 メ イ ンのイ ンス ト ールに連鎖される .msi パッ ケージの製品

コー ドが示し ます。 製品コー ドは、 連鎖パッ ケージをアン イ ンス ト ールす

るために必要に応じ て使用されます。

" イ ンス ト ール ( 実行時のパス )" 設定の [ 参照 ] ボタ ンを使用し て、 .msi 

パッ ケージを選択し た場合、 この設定の製品コー ドは自働的に挿入されま

す。
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UI レベル 連鎖 .msi パッ ケージに使用するユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) レベルを指

定し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• 基本の UI (/qb) — 小さいビル ト イ ン進行状況ダイアログを表示し ます。

• 完全 UI (/qf) — .msi パッ ケージで提供されているモーダルと モー ド レス 

ダイアログを表示し ます。

• UI な し (/qn) — イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行し ます。

• 簡易 UI (/qb) — フルサイズの進行状況ダイアログなど、 モー ド レス ダ

イアログのみ表示し ます。

イ ンス ト ール条件 連鎖 .msi パッ ケージに使用する イ ンス ト ール条件を指定し ます。 実行時に

条件が True と評価されたと き、 連鎖パッ ケージの製品が既にイ ンス ト ール

されていない場合、 連鎖 .msi パッ ケージが Windows Installer によ って起動

されます。

デフ ォル ト の条件は次の通り です :

イ ンス ト ールされていません

必要に応じ て、 これを変更し ます。 た と えば、 連鎖 .msi パッ ケージをマイ

ナー ア ッ プグレー ド に追加し、 初回のイ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド

で連鎖 .msi パッ ケージを起動する場合、 次のよ う な条件を追加する こ と を

検討し て く だ さい :

Not Installed OR REINSTALL><" 機能名 "

この例では、 FeatureName は、 メ イ ンのイ ンス ト ールがア ッ プグレー ド 

モー ド で実行された と きに更新される機能の名前です。 これは、 修復時に

も更新されます。

メ モ • 実行時に、 イ ンス ト ールの条件が評価されます。 条件が False に評価

された場合、 イ ンス ト ールは、 削除の条件を評価し ます。 ( メ イ ン製品のア

ン イ ンス ト ール時にも ) イ ンス ト ール条件が常に True に評価された場合、

削除条件は一切評価されず、 連鎖 .msi パッ ケージもアン イ ンス ト ールされ

ません。 し たがって、 常に True と評価される イ ンス ト ール条件の指定を避

けた方が良い場合があ り ます。

条件構文に関する情報は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの

「Conditional Statement Syntax」 をご覧 く だ さい。

テーブル 11-141 • 連鎖 .msi パッ ケージの設定 ( 続き )

設定 説明
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イ ンス ト ールのプロパテ ィ イ ンス ト ール時に、 1 つまたは複数のプロパテ ィ を メ イ ンのイ ンス ト ール

から この連鎖されている .msi パッ ケージに渡す場合、 そのプロパテ ィ と適

切な値を入力し ます。

たと えば、 連鎖するパッ ケージの特定の機能を メ イ ンのイ ンス ト ールの 

INSTALLDIR 場所にあるサブ フ ォルダーにイ ンス ト ールする場合、 この設定

で次の文字列を入力する こ とができます :

INSTALLDIR="[INSTALLDIR]Subfolder\" ADDLOCAL=Feature1

削除条件 連鎖 .msi パッ ケージに使用するアン イ ンス ト ール条件を指定し ます。 イ ン

ス ト ール条件が False に評価され、 削除条件が True に評価された場合、 連

鎖されたパッ ケージの製品が ( 存在する場合 ) Windows Installer によ って削

除されます。

デフ ォル ト の条件は次の通り です :

REMOVE="ALL"

条件構文に関する情報は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの

「Conditional Statement Syntax」 をご覧 く だ さい。

削除のプロパテ ィ アン イ ンス ト ール時に、 1 つまたは複数のプロパテ ィ を メ イ ンのイ ンス

ト ールから この連鎖 .msi パッ ケージに渡す場合、 そのプロパテ ィ と適切な

値を入力し ます。

通常、 この設定は空白のままです。

リ リース フ ラグ 特定のビルド にのみ含める連鎖 .msi パッ ケージに、 1 つまたは複数のリ

リース フ ラグを割り当てる こ とができます。 たと えば、 連鎖 .msi パッ ケー

ジを必要とする特別なア ド オンを含んだ製品の特別なエデ ィ シ ョ ンにのみ

含める連鎖 .msi パッ ケージがある場合、 その連鎖パッ ケージにフ ラグを付

ける こ と で、 必要な場合にのみそれがビルド に含まれるよ う にし ます。

連鎖 .msi パッ ケージに リ リース フ ラグを割り当てるには、 それを この設

定で入力し ます。 入力し た文字列には、 文字または数字を混在させる こ と

ができます。 1 つの連鎖パッ ケージに複数のフ ラグを付けるには、 コ ンマ

を使ってフ ラグを区切り ます。

テーブル 11-141 • 連鎖 .msi パッ ケージの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューでア ッ プグレー ド アイテムを追加する と、 パッ チのデザイ ン ビ ューを利用し て、 パッ チ

と し て配布する こ とができるよ う にそのア ッ プグレー ドのためのパッ チ構成を作成する こ とができます。 パッ チ

は、 製品の以前のバージ ョ ンを持っている ターゲッ ト  システムに適用できます。

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでは複数パッ チ構成を作成する こ と も可能です。 各パッ チ構成にはパッ チをビルド す

るために必要な設定とデータが含まれます。 各パッ チ構成には少な く と も、 最新セ ッ ト ア ッ プが 1 つおよび以前

のセ ッ ト ア ッ プが 1 つ含まれている必要があり ます。 最小 3 つの設定のみでパッ チを作成する こ とが可能です。

ス ト リームされたフ ァ イル このボ ッ クスでは、 メ イ ンのイ ンス ト ールのパッ ケージにス ト リームされ

る連鎖 .msi パッ ケージのフ ァ イルが示されます。

[ フ ァ イルの追加 ] と [ フ ォルダーの追加 ] ボタ ンを使って、 複数のフ ァ イ

ルやフ ォルダー全体をス ト リームされたフ ァ イルの一覧に追加する こ とが

できます。

代わりの抽出場所を指定するには、 エン ト リ を選択し、 再度ク リ ッ ク し て、

エン ト リの " 実行時のパス " の値を編集し ます。 エン ト リの文字列が強調

表示され、 編集が可能にな り ます。 デフ ォル ト で、 フ ァ イルは一時フ ォル

ダーに抽出されます。

このボ ッ クスのエン ト リ を削除する場合、 それを選択し て、 [ 削除 ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ールの後でス ト リーム

されたフ ァ イルを削除する

イ ンス ト ールの後でス ト リームされたフ ァ イルを削除する場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 ス ト リームされたフ ァ イルを ターゲッ ト  

システムに残す場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

一般的に、 抽出し たパッ ケージをローカルにキャ ッ シュするために、 フ ァ

イルを一時的ではない場所 ( 例、 [LocalAppDataFolder]{PackageCode}\*.*) に

抽出し た場合のみ、 フ ァ イルをシステムに残すよ う にする こ と をお勧めし

ます。

1 つ以上のス ト リームされたフ ァ イルを含む連鎖 .msi パッ ケージに対し て、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されています。 ス ト リームされ

たフ ァ イルを含まない連鎖 .msi パッ ケージに対し て、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スは無効になっています。

テーブル 11-141 • 連鎖 .msi パッ ケージの設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パッ チの構成

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チを作成するには、 まず [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク

し てから、 [ 新規のパッ チの構成を追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 パッ チの構成は、 少な く と も、 最新セ ッ ト ア ッ プ 1 

つと 1 つまたは複数の以前のセ ッ ト ア ッ プからな り ます。 最新および以前のセ ッ ト ア ッ プを指定する前に、 次の

タ ブでパッ チの構成のパッ チのプロパテ ィ を全般的に指定する こ とができます。

• 共通

• 識別

• デジ タル署名

• シーケンス

• 詳細

[ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を ク リ ッ クする と、 複数のタ ブが表示されます。 パッ チの構成の [ 共

通 ] タ ブは、 よ く 利用されるパッ チの構成を表示し ます。

パッ チ出力の場所

パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ます。 InstallShield は、 出力先に次のサ

ブデ ィ レ ク ト リ を追加し ます。

 \PatchConfigName\Patch

メ モ • InstallShield は出力デ ィ レ ク ト リ に Interim ( 中間 ) と呼ばれる フ ォルダーも追加し ます。 Interim フ ォルダー

はパッ チをビルド し たあとに次のフ ァ イルを含みます。

• *.log — パッ チ作成プロセスからの出力が含まれています。 通常 ト ラブルシューテ ィ ングに役立つ情報が含ま

れています。 

• *.pcp — パッ チ作成のプロパテ ィ  フ ァ イル。 パッ チパッ ケージを生成するために必要なすべての設定が保存さ

れています。 
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2649



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
ラ ンチャの設定

こ こでは、 次のよ う なラ ンチャー設定を構成する こ とができます。

パッ チ作成キャ ッ シュ

こ こでは、 次の設定を行う こ とができます。

大きなフ ァ イルのパッ チの最適化

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で 4 MB よ り も大きい全アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イ

ル用に小さ な bit レベルのパッ チを作成し ます。

パッ チのアンイ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 3.0 が必要 )

アプ リ ケーシ ョ ン全体と他のパッ チをアン イ ンス ト ールし て再度イ ンス ト ールし直す手間を掛けずにパッ チをア

ン イ ンス ト ールできるよ う にし たいと き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 パッ チのアン イ ンス ト ールは一

定の条件下のみで作動し ますのでご注意 く だ さい。 た と えば、 バージ ョ ン 3.0 以前の Windows Installer はアプ リ

ケーシ ョ ンからパッ チのみを削除する こ とができません。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ

ラ リの 「Removing Patches」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 

UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合、 アン イ ンス ト ール可能なパッ チ機

能は使用できません。

テーブル 11-142 • 構成可能なラ ンチャー設定

設定 説明

Update.exe の作成 現在のパッ チに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成する場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く ださい。

Windows Installer 3.1 エンジン

を含む

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て Windows Installer 3.1 エンジン をパッ チパッ

ケージに含めます。

.NET Framework を含める このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 .NET Framework をパッ チパッ ケージに含

めます。

テーブル 11-143 • パッ チ作成キャ ッ シュの設定

設定 説明

有効にする このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 パフ ォーマンス ( 速度 ) を向上させ

るために InstallShield は後に続 く ビルド で使用する中間フ ァ イルを作成し ま

す。 これらの中間フ ァ イルは無期限にシステム上に残り ます。 デ ィ スク容量

が限られている場合はこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ないで下さい。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
この関数は、 InstallScript UI ス タ イルが ( 埋め込み UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジンを使用する ) 新しい

ス タ イルである InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで 

InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」

を参照し て く ださい。

パッ チのビルド

適切な設定をすべて構成し たあと、 このボタ ンを ク リ ッ ク し てパッ チをビルド し ます。

メ モ • [ パッ チのデザイ ン ] エクスプローラーからパッ チをビルド する こ と もできます。 適切なパッ チ構成を右ク

リ ッ ク し て、 パッ チのビルド を選択し ます。

[ 識別 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を ク リ ッ クする と、 複数のタ ブが表示されます。 [ 識別 ] タ ブには、

表示文字列の設定があ り ます。 表示文字列は、 [ プログラムの追加と削除 ] で表示されるパッ チに関する情報に使

用されます。 メ タデータは、 ターゲッ ト マシンの適用されたパッ チを検索し カ タ ログする Windows Installer 3.0 以

降の API によ っても使用されます。

ヒ ン ト • [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チ構成の最新セ ッ ト ア ッ プを変更するたびに、 その最新セ ッ ト ア ッ プ

からの [ プログラムの追加と削除 ] 情報が [ 識別 ] タ ブにある設定用の値と し て使用されます。 必要に応じ て、 [

識別 ] タ ブの値をオーバーラ イ ド する こ と もできます。

テーブル 11-144 • [ 識別 ] タ ブの設定

設定 説明

表示名 パッ チの名前を指定し ます。

サポー ト  URL エン ド ユーザーにテ クニカルサポー ト を提供する URL を指定し ます。

説明 パッ チの簡単な説明を指定し ます。

製造元の名前 アプ リ ケーシ ョ ンの製品メ ーカーの名前を指定し ます。

ターゲッ ト 製品名 アプ リ ケーシ ョ ンまたはターゲッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン スイー ト の名前を指定

し ます。

分類 ア ッ プグレー ドのカテゴ リーを指定し ます。 たと えば､ク リ テ ィ カルア ッ プ

デー ト 、 ホ ッ ト フ ィ ッ クス、 および、 サービスパッ ク等。
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[ デジ タル署名 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を ク リ ッ クする と、 複数のタ ブが表示されます。 [ デジ タル署名 ] タ

ブで、 パッ チにデジ タル署名をする と きの設定を指定する こ とができます。

メ モ • パッ チのフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルなど ) にデジ タル署名を行う場合、 [ リ リース ] 

ビ ューの [ 署名 ] タ ブで署名する フ ァ イルを指定する こ とができます。

テーブル 11-145 • [ デジ タル署名 ] タ ブに設定

設定 説明

パッ チパッ ケージに署名する パッ チ パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

Update.exe に署名する Update.exe パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。

証明書 URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL は、

エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るためのリ ン ク先と

し て、 デジ タル署名の中で使用されます。

デジ タル証明書情報 リ リースに署名を行う ために使用するデジ タル証明書を指定するには、 この

設定の横にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明書を含む証明

書ス ト アについての情報を指定する こ とができます。

詳細については、 「[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さ

い。

Password 使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを入力し ます。 InstallShield はパ

スワー ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの署名を行いま

す。 証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、 この設定に何

も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イルを使った署名が失敗し ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用す

るよ う に構成する と、 ビルド時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イルに署

名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows が使用

する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サービス プロ

バイダーに提供する こ とはできません。
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[ シーケンス ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を ク リ ッ クする と、 複数のタ ブが表示されます。 [ シーケンス ] タ ブ

で、 パッ チがターゲッ ト マシンに提供された順番に関係な く 、 どの順番で Windows Installer バージ ョ ン 3.0 以上が

イ ンス ト ールされた製品にパッ チを適用するかを指定し ます。 バージ ョ ン 3.0 以前の Windows Installer の場合、 

パッ チ シーケンスは無視され、 すべてのパッ チは、 ターゲッ ト マシンに提供された順番で製品に適用されます。

デフ ォル ト  パッ チ シーケンスを使用する

製品にパッ チにデフ ォル ト のシーケンスを使用し たいと き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 このデフ ォル

ト のシーケンスを参照し て、 も う使われていないパッ チ、 入れ替わったパッ チ、 または製品に既に適用済みの

パッ チを見る こ とができます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 カス タム シークエンスを追加する こ とができます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを ク リ アにし たままで、 シーケンスを追加を し ないと、 シーケンス情報はパッ チに組み込まれません。

[ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チの構成を ク リ ッ クする と、 複数のタ ブが表示されます。 パッ チの構成の詳細

タ ブには、 パッ チの構成のためのビルド設定がすべて表示されます。

署名の説明 ( 必要な場合 ) パッ チ パッ ケージおよび Update.exe フ ァ イルに使用する署名の

説明を指定し ます。 こ こで指定し た説明は、 UAC ( ユーザー アカウン ト 制御 ) 

ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示されます。 UAC ダイアログ 

ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが署名されたフ ァ イルを起動し たと き、 昇格さ

れた権限が必要な場合に開きます。

この設定を空白のままに残すと、 InstallShield は UAC ( ユーザー アカウン ト 制

御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示される説明と し て、

フ ァ イル名を拡張子な し で使用し ます。

テーブル 11-145 • [ デジ タル署名 ] タ ブに設定 ( 続き )

設定 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
パッ チの設定

こ こでは、 次のよ う なパッ チのための設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-146 • パッ チ構成の設定

プロパテ ィ 説明

パッ チ出力の場所 パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ま

す。 InstallShield は、 出力先に次のサブデ ィ レ ク ト リ を追加し ます。

\PatchConfigName\Patch.

メ モ • InstallShield は出力デ ィ レ ク ト リ に Interim ( 中間 ) と呼ばれる フ ォル

ダーも追加し ます。 Interim フ ォルダーはパッ チをビルド し たあとに次のフ ァ

イルを含みます。

• *.log — パッ チ作成プロセスからの出力が含まれています。 通常 ト ラブル

シューテ ィ ングに役立つ情報が含まれています。 

• *.pcp — パッ チ作成のプロパテ ィ  フ ァ イル。 パッ チパッ ケージを生成する

ために必要なすべての設定が保存されています。 

パス GUID 生成 パッ チのビルド時、 毎回、 新しい GUID を生成するかど うかを指定し ます。 [

いいえ ] を選択する と、 " パッ チ GUID" プロパテ ィ に リ ス ト された GUID が使

用されます。 デフ ォル ト の設定は [ はい ] です。

パッ チ GUID パッ チ GUID はパッ チ パッ ケージを一意に識別するのに使用されます。 "

パッ チ GUID の生成 " プロパテ ィ に [ はい ] が設定されている と、 InstallShield 

は、 パッ チがビルド されるご とに、 このプロパテ ィ に新しい GUID を自動生成

し ます。

最小 Windows Installer バージ ョ

ン

パッ チに必要な Windows Installer の最小バージ ョ ンを指定し ます。 た と えば、

Windows Installer 2.0 を最小バージ ョ ン とする場合、 200 と入力し ます。

Windows Installer 3.0 を最小バージ ョ ン とする場合、 300 と入力し ます。

Windows Installer 3.1 を最小バージ ョ ン とする場合、 301 と入力し ます。

メ モ • Windows Installer の以前のバージ ョ ンを指定する と、 Windows Installer エ

ンジンの最新バージ ョ ンでのみサポー ト されている機能を利用できな く な り

ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ビルドの設定

こ こでは、 次のよ う なパッ チのためのビルド設定を構成する こ とができます。

実行時の設定

こ こでは、 次のよ う なパッ チのための実行時の設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-147 • パッ チ用のビルドの設定

プロパテ ィ 説明

フ ァ イル全体と し て含める パッ チ パッ ケージに含まれている各フ ァ イルに対し てフ ァ イル全体を含める

かど うかを指定する。

メ モ • 最新セ ッ ト ア ッ プ の設定で、 フ ァ イルと ご とにこの設定をオーバーラ

イ ド する こ とができます。

ビルド 時に検証 パッ チのビルド時、 毎回、 ア ッ プグレー ド およびパッ チの検証を利用するか

ど うかを指定し ます。

パッ チ コ ンポーネン ト を非圧

縮のままにする

すべての .msp フ ァ イル情報を一時フ ォルダーに残し てお く 場合、 [ はい ] を

選択し ます。 ト ラ ブルシューテ ィ ングをする と き、 この情報はと ても役に立

ちます。 この情報を保存し ない場合は、 [ いいえ ] を選択し ます。

パッ チ作成キャ ッ シュ を有効

にする

この [ はい ] を選択する と、 パフ ォーマンス速度を向上させるために、

InstallShield は後に続 く ビルド で使用する中間フ ァ イルを作成し ます。 これら

の中間フ ァ イルは無期限にシステム上に残り ます。 デ ィ スク容量が限られて

いる場合は、 [ いいえ ] を選択し て く だ さい。 パッ チ キャ ッ シュ フ ォルダー

で、 中間フ ァ イルが作成される場所を指定し ます。

パッ チ キャ ッ シュ フ ォルダー パッ チ キャ ッ シングからのテンポラ リ フ ァ イルが保存されるデ ィ レ ク ト リ を

指定し ます。 これらの中間フ ァ イルは無期限にシステム上に残り ます。

MsiPatchOldAssembly テーブル

の生成

MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルのエン ト

リ を自動的に生成するかど うかを指定し ます。 これらのエン ト リ を利用する

と Windows Installer 3.0 以降で実行されるパッ チ パッ ケージが元のイ ンス ト ー

ル ソースを実行時に要求する こ と な く 、 GAC ( グローバル アセンブ リ キャ ッ

シュ ) のアセンブ リ をパッ チする こ とができます。 詳細については、 「グロー

バル アセンブ リ キャ ッ シュのアセンブ リ をパッ チする」 を参照し て く だ さ

い。

テーブル 11-148 • パッ チの実行時設定

プロパテ ィ 説明

異なる製品コー ド を許可する 製品コー ドが元と最新のイ ンス ト ールで異なる場合、 パッ チ作成実行可能

フ ァ イルにビルド時のプロンプ ト を抑制させるかど うかを指定し ます。 メ

ジャー ア ッ プグレー ド では、 必ず選択し て く だ さい。
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異なる製品バージ ョ ンを許可

する

製品バージ ョ ンがオ リ ジナルと最新のイ ンス ト ールで異なる場合、 パッ チ作

成実行可能フ ァ イルにビルド タ イムのプロンプ ト を抑制させるかど うかを指

定し ます。

置換するパッ チ GUID のリ ス ト 現在のパッ チで、 １  つまたは複数の以前のイ ンス ト ール済みのパッ チを置換

するには、 このプロパテ ィ にそれらのパッ チのパッ チ GUID を カ ンマで区切っ

て設定し ます。 例 :

{C86838C9-DEDC-4451-B96F-94AFB9460F15},{C8633E5B-AC44-45d8-B487-

C68B3B1F60D6}

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューにパッ チの構成が複数あっても、 このプロパテ ィ

の設定は通常、 必要あ り ません。 ただし パッ チが以前の パッ チに追加された

フ ァ イルを上書き し ない場合、 このプロパテ ィ の設定が必要な場合もあ り ま

す。

メ モ • このプロパテ ィ には、 パッ チのイ ンス ト ールの部分のみに影響し ます。

フ ァ イルをオ リ ジナルのバージ ョ ンに戻すこ とはし ません。

ターゲッ ト 製品コー ドのリ ス

ト

このパッ チで ターゲッ ト する製品コー ド を、 コ ンマで区切って、 指定し ます。

この設定にアス タ リ スク (*) を入力する と、 InstallShield がビルド時に、 パッ

チの構成で以前のイ メ ージ と し て リ ス ト されたイ ンス ト ールの製品コー ド で

置き換えます。

Update.exe の作成 現在のパッ チに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成するかど う かを指定

し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く ださい。

MSI コマン ド ラ イ ン引数 Setup.ini に書き込む Windows Installer の引数を指定し ます。

[Startup]

CmdLine= 値

このプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、 次のとお り です。

REINSTALLMODE=omus REINSTALL=ALL

 REINSTALL プロパテ ィ は、 実行される再イ ンス ト ールのタ イプを指定する文

字を含む文字列です。 詳細については、 Windows Installe ｒ  ラ イブ ラ リの

「REINSTALLMODE Property」 を参照し て く だ さい。

ラ ンチャ をパスワー ド で保護 パッ チをパスワー ド で保護するには、 [ はい ] を選択し てから " ラ ンチャ パス

ワー ド " 設定でパスワー ド を入力し ます。 パッ チをパスワー ド で保護する と、

パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プデー ト を起動するために大文字

小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要があ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用するパッ チのみに適用し ます。

テーブル 11-148 • パッ チの実行時設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ラ ンチャ パスワー ド アプ リ ケーシ ョ ンを保護するパスワー ド を入力し ます。 パスワー ド保護をア

ク テ ィ ブにするには、 " ラ ンチャ をパスワー ド で保護 " 設定で [ はい ] を選択

する必要があ り ます。

パッ チをパスワー ド で保護する と、 パッ チを適用するエン ド ユーザーは、

ア ッ プデー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力

する必要があ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用するパッ チのみに適用し ます。

RTM バージ ョ ンを ターゲッ ト

にするマイナー ア ッ プデー ト  

(MSI 3.1 が必要 )

現在のマイナーア ッ プグレー ド パッ チを適用する前に、 マイナー ア ッ プグ

レー ド パッ チで製品の RTM (Release to Manufacturing) バージ ョ ン ( または、

イ ンス ト ールされている場合、 製品の最新メ ジャー ア ッ プグレー ド ) までの

すべてのパッ チを実質的に削除する場合、 このプロパテ ィ で [ はい ] を選択し

ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 すべてのパッ チが、 シーケンシング 

データがあるないにかかわらず、 削除されます。 追加のベースラ イ ン バー

ジ ョ ンを ターゲッ ト にする必要はないので、 結果的にパッ チのペイ ロー ド を

増やすこ とにな り ます。 すべてのエン ド ユーザーは、 中間のパッ チを適用す

る こ と な く 、 正常にこのパッ チを適用する こ とができます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 場合によ り、 RTM ( または、 存在する場合、 製

品の最新メ ジャー ア ッ プグレー ド ) の後に作成された以前の各マイナー ア ッ

プグレー ド を ターゲッ ト するのに必要な情報をパッ チに含める必要があ り ま

す。

たと えば、 SP 2 のマイナー ア ッ プグレー ド パッ チを作成し ていて、 このプ

ロパテ ィ で [ いいえ ] を選択し た場合、 パッ チは SP １  のマイナー ア ッ プグ

レー ド を ターゲッ ト にする必要があ り ます。 またオプシ ョ ンで、 他のベース

ラ イ ン (RTM など ) を ターゲッ ト にする こ と もできます。 これによ り、 ペイ

ロー ドが増加し ます。 RTM バージ ョ ンを ターゲッ ト にし ない場合、 RTM バー

ジ ョ ンを持っているが SP 1 のマイナー ア ッ プパッ チがないエン ド ユーザー

は、 SP 2 の前に SP 1 を イ ンス ト ールし なければな り ません。

Windows Installer の 3.1 よ り以前の バージ ョ ンはこの設定を無視し ます。

テーブル 11-148 • パッ チの実行時設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2657



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
Windows Installer エンジン

こ こでは、 Windows Installer エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

OptimizedInstallMode プロパ

テ ィ  (MSI 3.1 が必要 )

Windows Installer 3.1 を利用し てパッ チ処理を最適化し、 現在のパッ チを適用

する時間を短縮する場合は [ はい ] を選択し ます。 選択されたテーブルのリ ス

ト のみをパッ チする場合、 Windows Installer 3.1 はその他のテーブルに関連付

けられたアクシ ョ ンを無視し ます。 テーブル一覧を含む詳細は、 Windows 

Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Patch Optimization」 を参照し て く だ さい。

このプロパテ ィ で [ はい ] を選択し た場合、 予定通り にパッ チが動作する こ と

を慎重にテス ト する こ とがマイ ク ロ ソ フ ト によ って推奨されています。

現在のパッ チに対し て Windows Installer 3.1 によるパッ チ処理の最適化を行な

わない場合、 [ いいえ ] を選択し ます。 パッ チがターゲッ ト  マシンに適用され

たと き、 Windows Installer はアプ リ ケーシ ョ ンの完全修復を実行し ます。

Windows Installer の 3.1 よ り以前のバージ ョ ンはこのプロパテ ィ を無視し ます。

パッ チが選択し たテーブルのリ ス ト のみを変更する場合、 Windows Installer 3.0 

はパッ チを最適化し ます。 Windows Installer 3.0 によるパッ チの最適化を避け

るためには、 DisableFlyWeightPatching ポリ シーを利用し な く てはな り ません。

さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブラ リの

「DisableFlyWeightPatching」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.0 よ り前のバージ ョ ンは、 パッ チが適用された と きにイ ン

ス ト ールの完全修復を実行し ます。

テーブル 11-149 • パッ チ用の Windows Installer の設定

プロパテ ィ 説明

MSI 3.1 エンジンを含める Windows Installer エンジンをパッ チパッ ケージに含めるかど うか指定し ます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く ださい。

• Web からエンジンをダウンロー ド する — Windows Installer エンジンのイ ン

ス ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe からエンジンを抽出する — ビルドは Windows Installer エンジン

を Update.exe フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布する単一フ ァ イルを

生成し ます。 エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必

要に応じ てイ ンス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 Windows Installer エンジン

を Update.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

テーブル 11-148 • パッ チの実行時設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
2658 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
Microsoft .NET Framework

こ こでは、 Microsoft .NET Framework エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

Windows Installer 3.1 エンジン 

URL

エンジン場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場所を、 実

行時に、 エンジンをダウンロー ド する場所と し て使います。 便宜上、 デフ ォ

ル ト の URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ イブ サイ ト と

なっています。

メ モ • 3.1 エンジンは、 デフ ォル ト の URL (http://www.installengine.com/

Msiengine30 からダウンロー ド する こ とができます。

テーブル 11-150 • パッ チ用の Microsoft .NET Framework の設定

プロパテ ィ 説明

ビルド に含める パッ チに Microsoft .NET Framework を含めるかど うかを指定し ます。 [ はい ] 

を選択する と、 最新リ リースに含まれている .NET Framework と同じバージ ョ

ンが、 この新しいパッ チにも含まれます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ さい。

• Web からエンジンをダウンロー ド する — .NET Framework エンジンのイ ン

ス ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe から エンジンを抽出する — ビルドは .NET Framework を 

Update.exe フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布する単一のフ ァ イルを生

成し ます。 エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必要

に応じ てイ ンス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 .NET Framework を 

Update.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

エンジン URL .NET Framework の場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場

所を、 実行時に、 .NET Framework をダウンロー ド する場所と し て使います。

便宜上、 デフ ォル ト の URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ

イブ サイ ト と なっています。

テーブル 11-149 • パッ チ用の Windows Installer の設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ア ッ プデー ト 起動ツールの設定

この領域では、 Update.exe 起動ツールにおける次の設定を構成する こ とができます :

テーブル 11-151 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定

プロパテ ィ 説明

会社名 Update.exe のデフ ォル ト の会社名を独自の会社名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに会社名を入力し ます。

会社名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

製品名 Update.exe のデフ ォル ト の製品名を独自の製品名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに製品名を入力し ます。

製品名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

製品バージ ョ ン Update.exe のデフ ォル ト の製品バージ ョ ンを独自の製品バージ ョ ンでオーバー

ラ イ ド するには、 こ こに製品バージ ョ ンを入力し ます。

製品バージ ョ ンが、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン

ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ クする と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

説明 Update.exe のデフ ォル ト の説明を独自の説明でオーバーラ イ ド するには、 適切

な説明を入力し ます。

説明が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが 

Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と

きに表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。
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著作権情報 Update.exe のデフ ォル ト の著作権情報を製品の著作権情報でオーバーラ イ ド す

るには、 製品の著作権情報を入力し ます。

著作権情報が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユー

ザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク

する と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

必要実行レベル " 必要実行レベル " 設定を使って、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上

でプロジ ェ ク ト の Update.exe フ ァ イルを実行するのに必要な最低実行レベル

を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• 管理者 — Update.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者は、

Setup.exe の実行を承認する必要があり ます。 非管理者は、 管理者と し て

の認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Update.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者権

限を持たずに Setup.exe を実行し ます。

• 起動者 — Update.exe の実行に、 管理者権限は必要あり ません。 し たがっ

て、 管理者権限を持たないユーザーも Update.exe を実行する こ とができ

ます。 Update.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC 

メ ッ セージを表示し ません。

• 前のセ ッ ト ア ッ プ マニフ ェ ス ト を使用 — Update.exe マニフ ェ ス ト は前の

セ ッ ト ア ッ プで指定された必要実行レベルと同じ レベルを使用し ます。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [Update.exe 

の作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield が Update.exe 起動ツー

ルにアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選

択された実行レベルを指定し ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオ

ペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レベルは適用されません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ

ア されている場合、 InstallShield は Update.exe 起動ツールに Windows アプ リ

ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を埋め込みません。

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロン

プ ト の数を最小化する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-151 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
最新セ ッ ト ア ッ プ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チ構成の [ 最新セ ッ ト ア ッ プ ] 項目で、 イ ンス ト ールの最新バージ ョ ンの設定を指定し ます。

最新のセ ッ ト ア ッ プ パス

最新セ ッ ト ア ッ プは、 パッ チを作成する イ ンス ト ールの最新バージ ョ ンでなければな り ません。 デフ ォル ト 設定 

<ISLatestRelease> は、 ビルド する最新の完全リ リースに解決し ます。

このボ ッ クスで指定し た リ リースは、 非圧縮状態である こ と を確認し て く だ さい。 前回の製品バージ ョ ンが圧縮

の場合、 できるかぎ り管理イ ンス ト ールで作成し ます。

フ ァ イル全体と し て含める

ビルド にフ ァ イルのビ ッ ト レベルの差分を実行させるかわり に、 パッ チに完全な形で含める フ ァ イルを選択し ま

す。

メ モ • すべてのフ ァ イルを完全な形で含めるには、 パッ チ構成の フ ァ イルを完全な形で含める プロパテ ィ を [ は

い ] に設定し ます。

アイ コ ン Update.exe フ ァ イルに独自のアイ コ ンを使用する場合、 そのアイ コ ンを含む

フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。 フ ァ イルを指定するには、 絶対パスま

たはパス変数の相対パスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [

アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでフ ァ イルを参照し ます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指

定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択する

か、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマイナス (-) 記

号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、

C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う イ ンデッ クスを持つアイ コ ンを、

C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し ま

す。

このフ ィ ールド を空白のままにし た場合、 Update.exe フ ァ イルにデフ ォル ト の

アイ コ ンが使用されます。

テーブル 11-151 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
以前のセ ッ ト ア ッ プ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

パッ チを作成する と き、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューの各パッ チ構成には少な く と も、 最新セ ッ ト ア ッ プが 1 つお

よび以前のセ ッ ト ア ッ プが 1 つ含まれている必要があり ます。 パッ チが製品の以前のバージ ョ ンを複数ターゲッ

ト する と き、 各ターゲッ ト イ メ ージにそれ自身の以前のセ ッ ト ア ッ プ項目がある こ と を確認し て く だ さい。

たと えば､会社がバージ ョ ン 1.0 および 1.1 のアプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ていて、 両方のアプ リ ケーシ ョ ンを 

2.0 にア ッ プグレー ド する必要がある とい う状況を想定し ます。 両方のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するシングル 

パッ チを作成するには、 最新のセ ッ ト ア ッ プに以前のセ ッ ト ア ッ プ と し て V1.0 と V1.1 を追加し ます。 最新セ ッ ト

ア ッ プには V2.0 が入り ます。

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで以前のセ ッ ト ア ッ プアイテムを ク リ ッ クする と、 次のよ う な タ ブが利用できます。

• 共通

• 詳細

[ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで以前のセ ッ ト ア ッ プ項目を ク リ ッ クする と、 い く つかの異なる タ ブが表示されま

す。 [ 共通 ] タ ブには、 基本的な以前のセ ッ ト ア ッ プ構成の設定が表示されます。

テーブル 11-152 • 以前のセ ッ ト ア ッ プ構成の共通設定

オプシ ョ ン 説明

前のセ ッ ト ア ッ プ 最新セ ッ ト ア ッ プへア ッ プデー ト にパッ チの適用が必要なイ ンス ト ール (.msi 

フ ァ イルまたは Setup.exe フ ァ イル ) を指定し ます。 パッ チ作成のプロセスに

は非圧縮状態のリ リースが必要なため、 以前のバージ ョ ンを圧縮解除する場

所を指定するよ う求めるプロンプ ト が必要に応じ て表示されます。

注意 • パスを指定する際に以下の点に注意し て く ださい。 ローカルまたはネ ッ

ト ワーク ド ラ イブから複数デ ィ スクにわたるセ ッ ト ア ッ プを圧縮解除する こ

とはできません。 別の方法でセ ッ ト ア ッ プの圧縮解除を行う必要があ り ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
[ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで以前のセ ッ ト ア ッ プ項目を ク リ ッ クする と、 い く つかの異なる タ ブが表示されま

す。 詳細 タ ブには、 次の ト ラ ンスフ ォーム フ ィ ルター設定のほかに [ 共通 ] タ ブでアクセス可能な設定が含まれ

ています。

不足し ている フ ァ イルを無視

する

2 つの個別のバージ ョ ンに含まれる フ ァ イルがよ り新しいバージ ョ ンで検出さ

れない場合、 新しいバージ ョ ンで変更されていない限り、 フ ァ イルはパッ チ

パッ ケージから除外されます。 フ ァ イルを無視する こ との利点は、 必要な変

更されたフ ァ イルのみがパッ ケージに追加される点です。 検出されないソー

スフ ァ イルを無視する と選択し た場合、 セ ッ ト ア ッ プの完全イ メ ージは不要

です。

テーブル 11-153 • 以前のセ ッ ト ア ッ プ構成の詳細設定

オプシ ョ ン 説明

バージ ョ ンの関係 パッ チのために設定を指定する製品の最新バージ ョ ン と以前のバージ ョ ンの間の必

要関係を説明する条件を選択し ます。 InstallShield は選択された条件が満たされたと

きのみ指定された以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新のセ ッ ト ア ッ プ間の ト ラ ンスフ ォーム

を作成し ます。

テーブル 11-152 • 以前のセ ッ ト ア ッ プ構成の共通設定 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
チ ェ ッ クするバージ ョ ン バージ ョ ン関係 で選択されたオプシ ョ ンに従って選択された以前のセ ッ ト ア ッ プ と

最新のセ ッ ト ア ッ プの ト ラ ンスフ ォームを作成すべきかど うかを判断する と きに使

用されるバージ ョ ン番号の箇所を 3 つの部分から選択し ます ( 複数可）。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• メ ジャー、 マイナー、 ア ッ プグレー ドバージ ョ ンを確認する — InstallShield に

以前のセ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号と最新セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号を 

3 つすべての部分を使用し て比較させる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• メ ジャー、 マイナー バージ ョ ンを確認する — InstallShield に以前のセ ッ ト ア ッ

プのバージ ョ ン番号と最新セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号を最初の 2 つの部分

を使用し て比較させる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 バージ ョ ン番号の 

３  番目の部分は無視されます。

• メ ジャー バージ ョ ンのみ確認する — InstallShield に以前のセ ッ ト ア ッ プのバー

ジ ョ ン番号と最新セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号を最初の部分を使用し て比較

させる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 バージ ョ ン番号の ２  番目と ３  番

目の部分は無視されます。

• バージ ョ ンをチ ェ ッ ク し ない — InstallShield に以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新セ ッ

ト ア ッ プのバージ ョ ン番号の関係を問わずに ト ラ ンスフ ォームを作成させる場

合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

た と えば、 このプロパテ ィ に [ メ ジャー、 マイナー、 ア ッ プグレー ドバージ ョ ンを

確認する ] を選択し て、 " バージ ョ ン関係 " プロパテ ィ に " 以前のセ ッ ト ア ッ プ

バージ ョ ン <= 最新のセ ッ ト ア ッ プバージ ョ ン " を選択する と、 InstallShield は、 以

前のセ ッ ト ア ッ プ バージ ョ ン番号は 1.2.3 で、 最新セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号

が 1.2.4 の場合、 以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新セ ッ ト ア ッ プの間の差分に ト ラ ンス

フ ォームを作成し ます。 ただ し、 以前のセ ッ ト ア ッ プにバージ ョ ン番号が 1.2.0 で、

最新セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン番号が 1.1.0 の場合、 InstallShield は ト ラ ンスフ ォー

ムを作成し ません。 バージ ョ ン番号が 1.2.3 の場合、 1 はメ ジャーバージ ョ ン番号を

表し、 2 はマイナー バージ ョ ン番号を表し、 3 はア ッ プグレー ド バージ ョ ン番号を

表し ます。

製品コー ド の一致 以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新のセ ッ ト ア ッ プが同じ製品コー ド を持っている と きのみ

ト ラ ンスフ ォームを作成する場合、 [ はい ] を選択し ます。 [ いいえ ] を選択する

と、 InstallShield は、 製品コー ド に関係な く 、 以前と最新のセ ッ ト ア ッ プ間の ト ラ ン

スフ ォームを作成し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドの

一致

以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新のセ ッ ト ア ッ プが同じ ア ッ プグレー ド コー ド を持ってい

る と きのみ ト ラ ンスフ ォームを作成する場合、 [ はい ] を選択し ます。 [ いいえ ] を

選択する と、 InstallShield は、 ア ッ プグレー ド コー ド に関係な く 、 以前と最新の

セ ッ ト ア ッ プ間の ト ラ ンスフ ォームを作成し ます。

言語の一致 以前のセ ッ ト ア ッ プ と最新のセ ッ ト ア ッ プが同じ言語を持っている と きのみ ト ラ ン

スフ ォームを作成する場合、 [ はい ] を選択し ます。 [ いいえ ] を選択する と、

InstallShield は、 言語に関係な く 、 以前と最新のセ ッ ト ア ッ プ間の ト ラ ンスフ ォーム

を作成し ます。

テーブル 11-153 • 以前のセ ッ ト ア ッ プ構成の詳細設定 ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
追加の外部フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

追加外部フ ァ イルをパッ チする と、 以前のイ ンス ト ールの一部と し て出荷されなかったアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イ

ルのバージ ョ ンに対するバイナ リ フ ァ イルパッ チを作成する こ とができます。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの 1 つが他のイ ンス ト ールによ り ア ッ プデー ト されている可能性がある場

合、 そのフ ァ イル バージ ョ ンを リ フ ァ レンス し て、 実行時にフ ァ イル レベルのパッ チが支障な く 適用されるよ う

にし ます。

外部フ ァ イル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

[ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで [ 外部フ ァ イル ] 領域に追加し た外部フ ァ イルを ク リ ッ クする と、 フ ァ イルの構成

に必要な 2 つの設定が表示されます。

最初のボ ッ クスでは、 外部フ ァ イルと関連付ける フ ァ イルキーを参照するか、 そのフ ァ イルの File テーブルキー

を入力し ます。

2 番目のボ ッ クスでは、 最初のボ ッ クスで指定し たフ ァ イルキーに関連付ける外部フ ァ イルを参照し ます。

[ 追加ツール ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • [ 追加ツール ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム
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ビ ュー リ フ ァ レンス
その他のツールを使う と、 プロジ ェ ク ト に追加機能を提供できます。 このビ ューのすべてのアイテムがすべての

プロジ ェ ク ト の種類に適用するわけではあ り ません。 アイテムが利用できるプロジ ェ ク ト の種類を表示するには、

次のリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

依存関係スキャナーいぞんかんけいスキャナー

プロジ ェ ク ト • [ 依存関係スキャナー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

[ 依存関係スキャ ン ] ビ ューには、 場合によ ってプロジ ェ ク ト に追加する必要がある依存関係を識別できる 3 つの

異なるスキャ ン ツールが提供されています。 これらのスキャナーは、 Visual Basic プロジ ェ ク ト  スキャナー、 既

にプロジ ェ ク ト に含まれている フ ァ イルをスキャ ンするス タ テ ィ ッ クスキャナー、 およびあらゆる依存関係につ

いて実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをスキャ ンするダイナ ミ ッ クスキャナーです。

MSI デバッ ガー

プロジ ェ ク ト • [MSI デバッ ガー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

ユーザー イ ン ターフ ェ イスシーケンスのアクシ ョ ンやダイアログでブレークポイ ン ト を設定し、 各ステ ッ プの 

Windows Installer プロパテ ィ を監視および変更する こ とによ り、 セ ッ ト ア ッ プをデバッ グし ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ター

プロジ ェ ク ト • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム
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ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) またはデータベース フ ァ イル (.msi、 .msm、 または 

.mst) に含まれるすべてのテーブルを参照できます。 プロジ ェ ク ト の種類によ っては、 このビ ューでは、 Windows 

Installer データベース フ ォーマ ッ ト に詳しい上級開発者向けに、 高度な機能も提供されています。 [ ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ター ] の [ 参照の追跡 ] ペイ ンを使って、 テーブル レ コー ドの関係性を簡単に確認する こ と もできます。

依存関係スキャナー

プロジ ェ ク ト • [ 依存関係スキャナー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 「依存関係」 と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場

合があ り ます。 InstallShield では、 これらのフ ァ イルを見つけて作業を行う次のスキャ ン ウ ィ ザー ドが用意されて

います。 スキャナーは、 依存関係スキャナー ビ ューでアクセスできます。 

これらのスキャナーのどれか 1 つを使って基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に追加される フ ァ イル

は、 セ ッ ト ア ッ プベス ト プラ クテ ィ ス に従って追加されます。

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使用する場合、 InstallShield を使ってス タ テ ィ ッ クまたは

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する と き必ず自動的に選択または除外される フ ァ イルを指定する こ とができます。

詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

MSI デバッ ガー

プロジ ェ ク ト • [MSI デバッ ガー ] ビ ューは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• MSI データベース

• ト ラ ンスフ ォーム

テーブル 11-154 • 依存関係スキャナー

スキャ ンのオプシ ョ ン 説明

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンの実行 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 プロジ ェ ク ト のポータ ブル実行可能

フ ァ イル ( 例、 .exe、 .ocx、 .com、 .tlb、 .hlp、 および .chm) を探し、 必要な依存

関係を検出し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンの実行 ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルが実行中にシステム

を監視し て、 実行可能フ ァ イルで必要と なる可能性がある .dll または .ocx フ ァ

イルを確認し ます。
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MSI デバッ ガーで リ リースをデバッ グする と き、 パッ ケージの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] と [ 実行 ] シーケン

スの手順を実行し ながら Windows Installer のプロパテ ィ を表示し て設定する こ とができます。

タ スク 次の手順に従って、 MSI デバッ ガーでのセ ッ ト ア ッ プ操作を開始し ます。

1. リ リースをビルド し ます。 ただ し、 リ リースをデバッ グする と きには 1 つ重要な制約があり ます。 Setup.exe 

内で圧縮されたパッ ケージをデバッ グする こ とはできません。 

2. [MSI デバッ ガー ] ビ ューに移動し ます。 MSI デバッ ガーには最初に [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケン

ス と [ 実行 ] シーケンスにおける標準およびカス タム アクシ ョ ンがすべて表示され、 次にプロジ ェ ク ト にお

けるダイアログがすべて表示されます。 またツールバーの [ デバッ グ ] ボタ ンデバッ グを ク リ ッ クするか、 [

ビルド ] メ ニューの [ デバッ グ ] を選択し て MSI デバッ ガーを起動し ます。 

3. アクシ ョ ンまたはダイアログにブレークポイ ン ト を設定し ます。 

4. MSI デバッ ガーを起動し ます。 

ブレークポイ ン ト に到達するまで各アクシ ョ ンおよびダイアログが実行され、 ブレークポイ ン ト に到達し た時点

で実行が停止し ます。 こ こで、 ウォ ッ チ ウ ィ ン ド ウと変数 ウ ィ ン ド ウにプロパテ ィ を表示し、 設定する こ とがで

きます。 最後に、 残りのアクシ ョ ンを順番に実行するか、 または、 デバッ ガーを中止し ます。

メ モ • MSI デバッ ガーでは、 システム変更の実行を イ ンス ト ールスク リ プ ト の実行時まで遅らせる遅延カス タム 

アクシ ョ ンをサポー ト するよ う にな り ま し た。

MSI デバッ ガーと InstallScript デバッ ガーは目的がま った く 異なる点にご注意 く だ さい。 セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ

は InstallScript デバッ ガーではデバッ グできません。 また、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは MSI デバッ ガーで

はデバッ グできません。

ヒ ン ト • InstallShield が次のタ イプのカス タム アクシ ョ ンの 1 つにステ ッ プイ ンする と (F11 キーを押すと ステ ッ プ

イ ンできます )、 ク ラ イアン ト マシンにイ ンス ト ールされている登録済みデバッ ガーを起動するオプシ ョ ンが提供

されます。 2 つのオプシ ョ ンから 1 つを選ぶダイアログが表示されます。 登録済みのデバッ ガーを起動するには、

[ はい ] を選択し ます。 次のアクシ ョ ンに進むには [ いいえ ] を選択し ます。 対応のカス タム アクシ ョ ンは次のと

お り です。

• MSI DLL 

• 標準 DLL 

ダイ レ ク ト  エデ ィ ター

プロジ ェ ク ト • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト
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• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

次の情報には、 プロジ ェ ク ト 固有の詳細が含まれています。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターでは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) またはデータベース フ ァ イル (.msi、 .msm、 または 

.mst) に含まれるすべてのテーブルを参照できます。 プロジ ェ ク ト の種類によ っては、 このビ ューでは、 Windows 

Installer データベース フ ォーマ ッ ト に詳しい上級開発者向けに、 高度な機能も提供されています。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターは 2 つの異なるモー ド で実行し ます :

• プロジ ェ ク ト 編集モー ド — プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに含まれるテーブルを編集できるモー ド。 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターで追加された変更は、 InstallShield がビルド時に作成する Windows Installer パッ ケージに組み込まれ

ます。

InstallShield のその他のビ ューで追加された変更は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターに反映されます。 また、 ダイ レ ク

ト  エデ ィ ターで追加された変更も、 対応する他のビ ューがある場合は、 そこに反映されます。 たと えば、 [

機能 ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に新しい機能を追加する と、その機能がダイ レ ク ト  エデ ィ ターの Feature 

テーブルに自動的に追加されます。 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを使って機能を追加する と、 それに対応

し て [ 機能 ] ビ ューが更新されます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ

ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド を使用し ます。

• ダイ レ ク ト 編集モー ド — Windows Installer データベース (.msi、 .msm、 または .mst フ ァ イル ) のテーブルを編

集できるモー ド。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで追加し た変更を保存する と き、 InstallShield が Windows Installer 

データベースを更新し ます。

ダイ レ ク ト 編集モー ド では、 その他の標準 InstallShield ビ ューを利用できません。 これは、 標準 InstallShield 

ビ ューが、 Windows Installer データベースを直接編集する と きには使用できないビルド時の機能を必要とする

ためです。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト  タ イプである、 MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ

ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使用し ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを任意のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用する

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターには、 プロジ ェ ク ト またはデータベース内の各テーブルを リ ス ト 表示する [ テーブル ] エ

クスプローラーがあ り ます。 このエクスプローラーでテーブルを選択する と、 右側のペイ ンに次の要素が表示さ

れます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• スプレ ッ ド シー ト 形式のテーブル

テーブルの各行は、 プロジ ェ ク ト またはデータベース内のレ コー ド を意味し ます。 各列のヘ ッ ダーに括弧付きで

挿入されている表示は、 列に入力できるデータの種類とサイズを示し ます。 た と えば、 S255 は文字列の制限文字

数が 255 文字である こ と を示し、 I2 は、 2  バイ ト の整数を示し ます。 たと えば、 S255 は文字列の制限文字数が 

255 文字である こ と を示し、 I2 は、 2  バイ ト の整数を示し ます。
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次の表は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター内でテーブルを選択し たと きに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト

ロールについて説明し ます。

テーブル 11-155 • [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

新しいレ コー ド 選択し たテーブルに新しい行を追加できる、 [ テーブルにレ コー

ド を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

選択し たレ コー ド を

編集

選択し た行のデータ を編集できる、 [ テーブルのレ コー ド を編集

] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。

選択し たレ コー ド を

削除

選択し た行 ( 複数可 ) を削除し ます。

選択し たレ コー ド を

切り取る

選択中の行を削除し て、 ク リ ッ プボー ド に保存し ます。

選択し たレ コー ドの

コ ピー

選択中の行を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

レ コー ド の貼り付け ク リ ッ プボー ド に保存されている行を挿入し ます。

文字列の検索 文字列のイ ンス タ ンスを検索できる、 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ ク

スを表示し ます。 このダイアログ ボッ クスを使って、 選択し た

テーブル内、 またはすべてのテーブル内を検索するなどの条件

を指定できます。

次を検索 指定し た文字列の次の位置を検索し ます。

検索 / 置換 文字列のイ ンス タ ンスを検索し て、 それを新しい文字列と置換

できる、 [ 置換 ] ボ ッ クスを表示し ます。 このダイアログ ボ ッ ク

スを使って、 選択し たテーブル内、 またはすべてのテーブル内

を検索するなどの条件を指定できます。

参照の追跡を表示 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] の下にある [ 参照の追跡 ] ペイ ンの表

示を切り替えます。 [ 参照の追跡 ] ペイ ンを使って、 テーブル レ

コー ドの関係性を簡単に確認できます。 詳細については、 「テー

ブル レ コー ド参照の追跡」 を参照し て く だ さい。

検索グ リ ッ ド この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ター ] ビ ューに表示されるレ コー ド をダイナ ミ ッ クにフ ィ ル

ターし ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 それを含ま

ない行すべてが非表示と な り ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ

ター ヘルプ

[ ダイ レ ク ト エデ ィ ター ] ビ ューのヘルプを表示し ます。
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Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド を使ったダイ レ
ク ト  エデ ィ ターでの作業

基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 マージ モジュール、 および QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 上級ユーザーは

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 次のよ う な タ スク を処理できます :

• プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) 内のすべてのテーブルを参照する。

• テーブルにレ コー ド を追加 / 削除する。

• レ コー ド またはフ ィ ールド を切り取り、 コ ピー、 および貼り付ける。

• テーブル内の個別のフ ィ ールド を編集する。

• カス タム テーブルを追加する。

• 表示されているテーブル レ コー ド を フ ィ ルターし て、 特定の文字列を含むプロパテ ィ を非表示にする。

• 1 つのテーブル、 またはすべてのテーブルで特定の文字列を検索し て、 必要に応じ てそれを置換する。

• テーブル内の列のサイズを変更、 およびその順序を変更する。

ヒ ン ト • 標準の Windows Installer テーブルが選択されている と きに F1 キーを押すと、 Windows Installer ヘルプが開

き、 特定のテーブルについての情報が表示されます。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド でダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用する と き、 次

の詳細にご注意 く だ さい。

• File テーブルは、 ス タ テ ィ ッ ク データのみを表示し ます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルなどの追加情報が、

InstallShield によ ってビルド時に作成される Windows Installer データベースの File テーブルに追加される場合

があ り ます。

• Windows Installer データベースで対応するテーブルとは異な り、 .ism フ ァ イルの Binary、 Icon、 および Patch 

テーブルは、 バイナ リ データ を格納し ません。 代わり に、 ビルドのソース パスへのリ ン クが格納されます。

• 標準テーブルと InstallShield テーブルの列属性は、 プロジ ェ ク ト 編集モー ド では変更できません。 ただ し、 カ

ス タムテーブルの列属性は編集できます。 ダイ レ ク ト 編集モー ドの場合、 列属性は、 標準テーブル、

InstallShield テーブル、 およびカス タム テーブルで編集できます。

• Directory テーブルでは、 ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ は使用できません。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で、 ダイ レ ク ト 編集モー ド を使ったダイ レ ク
ト  エデ ィ ターでの作業

MSI データベース、 MSM データベース、 および ト ラ ンスフ ォーム プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを

使って、 ダイ レ ク ト 編集モー ド で使用できる本質的にすべてのタ スク を実行できます。 ただ し、 .ism フ ァ イルの

テーブルを使った処理ではな く 、 Windows Installer データベース (.msi、 .msm、 または .mst) で直接作業を行いま

す。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト でダイ レ ク ト  エデ ィ ター
を使用する

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで、 .ism フ ァ イルに含ま

れるすべてのテーブルを参照できますが、 これらのプロジ ェ ク ト  タ イプでは、 InstallShield のその他のビ ューを

使って変更を行う こ とが推奨されます。
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InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト では、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で使用で

きるテーブルと同じ テーブルの多 く を使用し ますが、 共通テーブルの多 く は異なる効果を持ちます。 さ らに、

InstallShield は、 InstallScript と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト のカス タム テーブルを無視し ます。 つま

り、 カス タム テーブルは実行時に使用できません。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルの詳細

InstallShield のダイ レ ク ト  エデ ィ ターには、 テーブル、 スキーマ情報、 および検証エラーの詳細を確認できるい く

つかの機能が提供されています。 これによ り、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って高度な問題を識別および解決する

ために ト ラ ブルシューテ ィ ングを行う セ ッ ト ア ッ プ作成者またはパッ ケージ作成者の生産性が飛躍的に高ま り ま

す。 これらの機能について、 次に説明し ます :

• Directory テーブルの擬似列に、 解決されたターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ パスが表示される

• 列ヘ ッ ダー スキーマ情報のツールヒ ン ト

• テーブル レ コー ド参照の追跡

• 破損し た参照のイ ンジケータ

Directory テーブルの擬似列に、 解決された ターゲ ッ ト  デ ィ レ ク ト リ パスが表示される 

InstallShield の Directory テーブルには、 読み取り専用で灰色表示された擬似列が含まれてお り、 こ こに各行のデ ィ

レ ク ト リ場所の解決済みパスが表示されます。 擬似列はテーブル列と同様に動作し ますが、 実際にはテーブルに

格納されません。 擬似列に表示されるテキス ト は並べ替える こ とができますが、 その値を挿入、 更新、 または削

除する こ とはできません。

列ヘ ッ ダー スキーマ情報のツールヒ ン ト

InstallShield は列ヘ ッ ダー上に、 列のスキーマ情報を含むツールヒ ン ト を表示し ます。 

例

Directory テーブルには、 次のスキーマ ツールヒ ン ト が表示されます :

列ヘ ッ ダー ツールヒ ン ト

Directory (s72) Directory: char(72), required

Directory_Parent (S72) Directory_Parent: char(72), nullable

DefaultDir (l255) DefaultDir: char(72), localizable, required

ISDescription (S255) ISDescription: char(255), nullable

ISAttributes (I4) ISAttributes: long integer, nullable

ISFolderName (S255) ISFolderName: char(255), nullable
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Binary テーブルには、 次のスキーマ ツールヒ ン ト が表示されます :

CustomAction テーブルには、 次のスキーマ ツールヒ ン ト が表示されます :

テーブル レ コー ド参照の追跡

ダイ レ ク ト ダイ レ ク ト  エデ ィ ターには、 テーブル レ コー ド間の関連性を簡単に比較できる [ 参照の追跡 ] ペイ ン

があ り ます。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター上部にある [ 参照の追跡を表示 ] ボタ ンを使って、 ペイ ンの表示 / 非表示を

切り替える こ とができます。

各レ コー ドは、 1 つ以上のレ コー ド を参照、 または 1 つ以上のレ コー ド によ って参照されている可能性があ り ま

す。 レ コー ドが強調表示されている場合、 別のレ コー ド を参照し ているか、 別のレ コー ドから参照されている こ

と を示し、 [ 参照の追跡 ] ペイ ンには、 参照が存在するテーブルを表示する [ 参照テーブル ] セク シ ョ ン、 および

実際のレ コー ドの参照を表示する追加セクシ ョ ンが含まれます。 レ コー ドの参照セクシ ョ ンには、 参照の方向を

示す矢印アイ コ ンが表示されます。

• 右向きの緑色矢印は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選択されたレ コー ド が [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示

されているレ コー ド を参照する こ と を示し ます。

• 左向きの青色矢印は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選択されたレ コー ド が [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示

されているレ コー ド によ って参照されている こ と を示し ます。

• 両方向を指す 2 つの矢印 ( 右向きの緑色矢印と左向きの青色矢印 ) は、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター テーブルで選

択されたレ コー ドが [ 参照の追跡 ] ペイ ンに表示されているレ コー ド を参照する、 および参照されている こ と

を示し ます。

メ モ • 複数のダイ レ ク ト  エデ ィ ター レ コー ドが選択されている場合、 フ ォーカス されているレ コー ド のみの参照

が表示されます。 さ らに、 複数のテーブルが [ 参照テーブル ] セクシ ョ ンに表示された場合、 ダイ レ ク ト  エデ ィ

列ヘ ッ ダー ツールヒ ン ト

Name (s72) Name: char(72), required

Data (V0) Data: stream, nullable

ISBuildSourcePath (S255) ISBuildSourcePath: char(255), nullable

列ヘ ッ ダー ツールヒ ン ト

Action (s72) Action: char(72), required

Type (i2) Type: short integer, required

Source (S64) Source: char(64), nullable

Target (S0) Target: char(0), nullable

ExtendedType (I4) Extended Type: long integer, nullable

ISComments (S255) ISComments: char(255), nullable
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ター テーブルで選択されたレ コー ドが参照する、 または複数のテーブルのレ コー ド によ って参照される こ と を示

し ます。 関連するレ コー ドの参照を表示するには、 [ 参照テーブル ] セクシ ョ ンにある任意のテーブルを ク リ ッ ク

し ます。 

ヒ ン ト • [ 参照の追跡 ] ペイ ンでは、 セル内をダブルク リ ッ ク し てレ コー ドの参照間を簡単に移動する こ とができ

ます。

破損し た参照のイ ンジケータ

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターのテーブル レ コー ドが、 も う存在し ない外部キー レ コー ド を参照し ている場合があり ま

す。 InstallShield は、 このよ う な破損し た参照を持つセルに注意が向 く よ う に、 赤い背景色を使用し ます。 

たと えば、 Component テーブルの  Directory_ 列が、 Directory テーブルで見つからないデ ィ レ ク ト リ名を参照する

場合、 Directory_ 列が赤い背景色で表示されます。 

メ モ • ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの破損し た参照イ ンジケータは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レ

ンス ] タ ブにある [ 参照の整合性を維持 ] チ ェ ッ クボ ッ クスには関連し ていません。 " 参照の整合性を維持 " 設定

は、 プラ イマ リ キーを変更し たと きに、 外部キーを更新する こ と を目的と し、 破損し た参照イ ンジケータは、 親

の無いレ コー ド を簡単に識別できるよ う、 破損し た参照を表示し ます。 このため、 破損し た参照は " 参照の整合

性を維持 " 設定で行った選択に関係な く 表示されます。

Windows Installer テーブル リ フ ァ レンス

Windows Installer テーブルについての情報は、 MSDN ラ イブラ リの 「Database Tables」 を参照し て く ださい。

InstallShield テーブル リ フ ァ レンス

次のテーブルは、 アプ リ ケーシ ョ ンに特定の機能性を追加するい く つかの InstallShield テーブルを リ ス ト し たもの

です。 特定のテーブルについての詳細は、 リ ン ク を ク リ ッ ク し て く だ さい。

テーブル 11-156 • InstallShield テーブルの名前と説明

テーブル名
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

ISAlias 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

このテーブルには、 InstallShield の最新バージ ョ ンを

使って InstallShield Professional プロジ ェ ク ト が 

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト 、 または 

InstallScript プロジ ェ ク ト に変換された と きに使用さ

れたエイ リ アス情報が含まれます。

ISComCatalogAttribute 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 COM+ カ タ ログの属性について

の情報が含まれています。 各エン ト リ には、 属性が

所属する ISComCatalogObject テーブルエン ト リへの

外部キーがあ り ます。
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ISComCatalogCollection 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ンに

ついての情報が含まれています。 COM+ カ タ ログコ

レ クシ ョ ンは、 COM+ カ タ ログオブジ ェ ク ト の同じ

タ イプのフ ォルダーです。 たと えば、 [ コ ンポーネ

ン ト  サービス ] ビ ューの COM+ アプ リ ケーシ ョ ン項

目、 [ コ ンポーネン ト ] 項目および [ レガシ コ ン

ポーネン ト ] 項目は、 COM+ カ タ ログ コ レ クシ ョ ン

です。 各エン ト リ には、 コ レ クシ ョ ンが所属する 

ISComCatalogObject テーブル エン ト リへの外部キー

があ り ます。

ISComCatalogCollectionObject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 COM+ カ タ ログオブジ ェ ク ト が

所属する COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ンについての情

報が含まれています。

ISComCatalogObject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 COM+ カ タ ログ オブジ ェ ク ト に

ついての情報が含まれています。 COM+ カ タ ログオ

ブジ ェ ク ト は、 COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ン内に含

まれる項目です。 各エン ト リ には表示名があ り ま

す。

ISComPlusApplication 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについ

ての情報が含まれています。 COM+ アプ リ ケーシ ョ

ンは、 追加情報を持つ COM+ カ タ ログ オブジ ェ ク ト

です。 このテーブルには、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の

情報と、 基本情報を持つ ISComCatalogObject テーブ

ルエン ト リの外部キーがあ り ます。

ISCustomActionReference 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 イ ンス ト ールに含まれる カス タ

ム アクシ ョ ンそれぞれの動作についての情報が含ま

れています。

ISIISItem 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 [IIS の構成 ] ビ ューで構成され

た各 IIS 要素 (Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想

デ ィ レ ク ト リ、 アプ リ ケーシ ョ ン プール、 および 

Web サービス拡張 ) に関する情報が含まれています。

テーブル 11-156 • InstallShield テーブルの名前と説明 ( 続き )

テーブル名
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ISAlias テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

InstallShield Professional で作成されたプロジ ェ ク ト を  にア ッ プグレー ド する場合、 InstallShield は、 データ を 

ISAlias テーブルに追加する こ とがあり ます。

Windows Installer では、 識別子にスペースを含める こ とはできません。 また、 指定された文字だけを含める必要が

あ り ます。 このため、 InstallShield Professional で使用し ていたコ ンポーネン ト 名、 機能名、 またはスク リ プ ト 定義

フ ォルダー名の一部が、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト へア ッ プグレー ド し たプロジ ェ ク ト では有効では

ない場合があ り ます。 この問題を解決するため、 InstallShield ではエイ リ アスを使用し て、 古い名前と新しい識別

子が一致するよ う にし ています。 ( これらの名前はスク リ プ ト で文字列と し て使用される可能性があるため、

InstallShield は用語変更を行いません。 )

メ モ • InstallScript プロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド する と きに、 機能名およびスク リ プ ト 定義のフ ォルダーに無効

な文字のみを以下に示し ます。

\ / : * ? " < > |

コ ンポーネン ト 名には、 これらのキャ ラ ク タおよび単一の引用符 (') は無効です。

ISIISProperty 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このテーブルには、 [IIS の構成 ] ビ ューで構成され

た設定の値が含まれます。

ISProductConfigurationInstance 基本の MSI このテーブルは、 同じ マシンで製品のイ ンス タ ンス

を同コ ンテキス ト で複数イ ンス ト ールするのための

サポー ト を提供し ます。

ISSelfReg 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

COM サーバーの自己登録方法と し て ISSelfReg を選

択し た場合で、 プロジ ェ ク ト に自己登録と し てマー

ク されている フ ァ イル ( またはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ) 

が含まれている場合、 InstallShield はこれらのフ ァ イ

ルについての情報を自動的に .msi データベースの 

ISSelfReg テーブルへ追加し ます。

テーブル 11-156 • InstallShield テーブルの名前と説明 ( 続き )

テーブル名
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ISAlias には、 次の情報が含まれています。

ISCOMCatalogAttribute テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISCOMCatalogAttribute テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについての情報が含まれています。 各エン ト リ に

は、 属性が所属する ISComCatalogObject テーブルエン ト リへの外部キーがあ り ます。

列

ISCatalogObject_( プ ラ イマ リキー )

ISCatalogObject テーブルへの外部キー

ItemName ( プ ラ イマ リキー )

カ タ ログオブジ ェ ク ト の名前付き属性

ItemValue

ItemName で定義された属性に関連付けられた値

ISCOMCatalogCollection テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

テーブル 11-157 • ISAlias テーブル情報

列の名前 情報

エイ リ アス InstallShield Professional で使用される名前文字列。

Identifier InstallShield でエイ リ アスを参照するために使用される文字列。

テーブル エイ リ アスを使用するテーブルの名前 ( 例、 機能 )。 このテーブル

はダイ レ ク ト  エデ ィ ターで提供されています。
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ISCOMCatalogCollection テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについての情報が含まれています。 COM+ カ タ ロ

グコ レ クシ ョ ンは、 COM+ カ タ ログオブジ ェ ク ト の同じ タ イプのフ ォルダーです。 た と えば、 [ コ ンポーネン ト

サービス ] ビ ューの COM+ アプ リ ケーシ ョ ン、 [ コ ンポーネン ト ] 項目および [ レガシ コ ンポーネン ト ] 項目は、

COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ンです。 各エン ト リ には、 コ レ クシ ョ ンが所属する ISComCatalogObject テーブル エン

ト リへの外部キーがあ り ます。

列

ISCatalogCollection ( プ ラ イマ リキー )

ISCatalogCollection テーブルの一意のキー

ISCatalogObject_

ISCatalogObject テーブルへの外部キー。 これは、 カ タ ログ コ レ クシ ョ ンが所属する カ タ ログ オブジ ェ ク ト です。

名前

カ タ ログ コ レ クシ ョ ン名。

ISCOMCatalogCollectionObject テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISCOMCatalogCollectionObject テーブルには、 COM+ カ タ ログオブジ ェ ク ト が属する COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ン

に関する情報が含まれています。

列

ISCatalogCollection_( プ ラ イマ リキー )

ISCatalogCollection テーブルの一意のキー

ISCatalogObject_( プ ラ イマ リキー )

ISCatalogObject テーブルへの外部キー。 これはカ タ ログ コ レ クシ ョ ンに含まれる カ タ ログオブジ ェ ク ト です。

ISCOMCatalogObject テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISCOMCatalogObject テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについての情報が含まれています。 COM+ カ タ ログ

オブジ ェ ク ト は、 COM+ カ タ ログコ レ クシ ョ ン内に含まれる項目です。 各エン ト リ には表示名があり ます。

列

ISCatalogObject ( プ ラ イマ リキー )

ISCatalogObject テーブルの一意のキー。

DisplayName

カ タ ログ オブジ ェ ク ト の表示名。

ISCOMPlusApplication テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISCOMPlusApplication テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについての情報が含まれています。 COM+ アプ リ

ケーシ ョ ンは、 追加情報を持つ COM+ カ タ ログ オブジ ェ ク ト です。 このテーブルには、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の

情報と基本情報を持つ ISComCatalogObject テーブル エン ト リの外部キーがあ り ます。

列

ISCatalogObject_( プ ラ イマ リキー )

ISComCatalogObject テーブルへの外部キー。 これは、 ルー ト  レベルのアプ リ ケーシ ョ ン オブジ ェ ク ト です。 この

アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている他のデータはすべて ISComCatalogObject テーブルから派生させる こ とが

できます。

ComputerName

ComponentService オブジ ェ ク ト がリ モー ト マシンから ロー ド された場合、 コ ンピ ューター名を こ こに保存し ます。

ローカル コ ンピ ューターには NULL を使用できます。

Component_

コ ンポーネン ト  テーブルへの外部キー。
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ISCustomActionReference テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISCustomActionReference テーブルには、 プロジ ェ ク ト に含まれるカス タム アクシ ョ ンそれぞれの正しい動作に関

する情報が含まれています。

ISIISItem テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-158 • ISCustomActionReference テーブルの情報

列 種類 キー Null 使用可能 説明

Action_ Identifier はい いいえ CustomAction テーブルのエン ト リ を参照する識別

子。

説明 テキス ト いいえ いいえ カス タム アクシ ョ ンの動作を説明するテキス ト 。

InstallShield は、 基本の MSI、 InstallScript MSI、 ま

たはマージ モジュール プロジ ェ ク ト のビルド す

る と き、 この列に ISCAReferenceFilePath 列で参

照される フ ァ イル内のテキス ト を挿入し ます。

ダイ レ ク ト 編集モー ド で作業中の場合、 [ カス タ

ム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または [ カ

ス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でヘルプ フ ァ イルを

選択する とすぐに InstallShield がフ ァ イルのコ ン

テンツを この列にス ト リームし ます。

FileType テキス ト いいえ いいえ ヘルプ フ ァ イルのフ ァ イルの種類。

ISCAReference

FilePath

テキス ト いいえ いいえ カス タム アクシ ョ ンの動作が記述されたフ ァ イル

の名前を含む完全パス。

この列は InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) 

に含まれますが、 .msi フ ァ イルにはあ り ません。
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• マージ モジュール

ISIISItem テーブルは、 [IIS の構成 ] ビ ューで構成された IIS の設定に関する情報を含みます。

ISIISProperty テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISIISProperty テーブルは、 [IIS の構成 ] ビ ューで構成された IIS の設定に関する情報を含みます。

テーブル 11-159 • ISIISItem テーブルの情報

列 種類 キー Null 使用可能 説明

ISIISItem 文字列 はい いいえ テーブルのプ ラ イマ リ キー。 このアイ

テムは、 Web サイ ト またはその他の IIS 

アイテムが作成されたこ と を示し ます。

ISIISItem_Parent 文字列 いいえ はい ISIISItem 列への外部キー。 このアイテ

ムは、 現在のアイテムを含む Web サイ

ト またはその他の IIS アイテムを識別し

ます。

DisplayName ローカ ラ イズ

可能文字列

いいえ はい Web サイ ト またはその他の IIS アイテム

の翻訳された名前 ( オプシ ョ ン )。

種類 整数 いいえ いいえ IIS アイテムの種類を識別し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 1 — Web サイ ト

• 2 — アプ リ ケーシ ョ ン

• 3 — 仮想デ ィ レ ク ト リ

• 4 — アプ リ ケーシ ョ ン プール

• 5 — Web サービス拡張

Component_ 文字列 いいえ はい IIS アイテムを含むコ ンポーネン ト の名

前。
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メ モ • [IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの詳細設定を構成する と、

ISIISProperty テーブルの MetaData* フ ィ ールドが自動的に構成されます。 特定の設定についてのヘルプは、 MSDN 

ヘルプ ラ イブ ラ リの 「IS Metabase Properties」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-160 • ISIISProperty テーブルの情報

列 種類 キー Null 使用可能 説明

ISIISProperty 文字列 はい いいえ テーブルのプ ラ イマ リ キー。

ISIISItem 文字列 はい いいえ テーブルのプ ラ イマ リ キー。 ISIISItem 

テーブルへの外部キー。 このアイテム

は、 このプロパテ ィ が属する Web サイ

ト またはその他の IIS アイテムを識別し

ます。

スキーマ 文字列 いいえ はい この列は将来利用するために予約され

ています。

FriendlyName 文字列 いいえ はい この列は将来利用するために予約され

ています。

MetaDataProp 整数 いいえ はい METADATA_RECORD 構造体の 

dwMDIdentifier フ ィ ールド と同一です。

MetaDataType 整数 いいえ はい METADATA_RECORD 構造体の 

dwMDDataType フ ィ ールド と同一です。 

メ モ • InstallShield は、 次の値をサポー

ト し ます ：

• 1 (DWORD_METADATA)

• 2 (STRING_METADATA)

• 5 (MULTISZ_METADATA)

MetaDataUserTyp

e

整数 いいえ はい METADATA_RECORD 構造体の 

dwMDUserType フ ィ ールド と同一です。

Windows SDK ヘ ッ ダー IISCnfg.h で定義

されている、 使用可能なオプシ ョ ンは

以下のとお り です ：

• 1 (IIS_MD_UT_SERVER)

• 2 (IIS_MD_UT_FILE)

• 100 (IIS_MD_UT_WAM)

• 101 (ASP_MD_UT_APP)
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ISProductConfigurationInstance テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

ISProductConfigurationInstance テーブルは、 同じ マシンで製品のイ ンス タ ンスを同コ ンテキス ト で複数イ ンス ト ー

ルするのためのサポー ト を提供し ます。 このテーブルは、 イ ンス ト ールがサポー ト する各イ ンス タ ンスのプロパ

テ ィ 値を個々に定義し ます。 詳細については、 「イ ンス タ ンスのプロパテ ィ を設定し ます」 を参照し て く だ さい。

注意 • エン ド ユーザーが製品の複数イ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じ コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ン

ス ト ールを作成するには、 イ ンス ト ール開発者の洗練されたオーサリ ング能力と献身的な取り組みが必要です。

この機能の使用は、 上級イ ンス ト ール開発者にのみお勧めし ます。

MetaDataAttribut

es

整数 いいえ はい METADATA_RECORD 構造体の 

pbMDAttributes フ ィ ールド と同一です。

MetaDataValue 文字列 いいえ はい METADATA_RECORD 構造体の 

pbMDData フ ィ ールド と同一です。

Order 整数 いいえ はい プロパテ ィ を IIS アイテムに適用する順

序。

ISAttributes 整数 いいえ はい IIS プロパテ ィ が標準プロパテ ィ である

か、 詳細プロパテ ィ であるかを識別し

ます。 詳細プロパテ ィ は、 [IIS の構成 ] 

ビ ューの " その他の IIS プロパテ ィ " 設

定で構成する こ とができます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• 0 ( 標準プロパテ ィ )

• 1 ( 詳細プロパテ ィ )

その他すべてのオプシ ョ ンは、 将来利

用するために予約されています。

テーブル 11-161 • ISProductConfigurationInstance テーブルの情報

列 種類 キー Null 使用可能 コ メ ン ト

ISProductConfig

uration_

テキス ト はい いいえ このイ ンス タ ンスが適用される製品

構成を識別し ます。

テーブル 11-160 • ISIISProperty テーブルの情報 ( 続き )

列 種類 キー Null 使用可能 説明
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ISSelfReg テーブル

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

COM サーバーの自己登録方法と し て ISSelfReg を選択し た場合で、 プロジ ェ ク ト に自己登録と し てマーク されて

いる フ ァ イル ( またはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ) が含まれている場合、 InstallShield はこれらのフ ァ イルについての情

報を自動的に .msi データベースの ISSelfReg テーブルへ追加し ます。

InstanceId 整数 はい いいえ このイ ンス タ ンスのイ ンス タ ンス番

号を識別し ます。 この値は 

InstanceId のプロパテ ィ に格納され

ます。

プロパテ ィ Identifier はい いいえ このイ ンス タ ンスに作成するプロパ

テ ィ を識別し ます。

値 テキス ト はい いいえ このイ ンス タ ンスのプロパテ ィ の値

を指定し ます。

テーブル 11-162 • ISSelfReg テーブルの情報

列の名前 説明

FileKey File テーブルに入る外部キー。 自己登録する フ ァ イル ( .dll、 .ocx、 .exe、 .tlb、

.olb) を識別し ます。

コス ト 後で使用するために予約されています。

Order 自己登録の発生順を示す負の数以外の数。 Order の値が 1 のフ ァ イルが最初に

登録され、 値が 2 のフ ァ イルが次、 とい う具合に順番に登録されます。 Order 

の値が 0 のすべてのフ ァ イルが最後に登録されます。

CmdLine 自己登録の .exe フ ァ イルの場合、 自己登録されたと きに実行可能フ ァ イルに渡

すコ マン ド ラ イ ンを格納し ます。 このフ ィ ールドはデフ ォル ト では空です。

InstallShield ラ ン タ イム エンジンは .exe フ ァ イルを /regserver 引数を使って登

録し、 /unregserver 引数を使って登録解除し ます。

登録および登録解除中に別の引数を渡すよ う指定するには、 /hello|/goodbye の

よ う に引数を垂直の線 (|) で区切り ます。

テーブル 11-161 • ISProductConfigurationInstance テーブルの情報 ( 続き )

列 種類 キー Null 使用可能 コ メ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2685



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield 標準 Windows Installer テーブルの列

InstallShield では、 機能の数が増えたのに伴い、 標準 Windows Installer テーブルが拡張し ま し た。 変更があった

テーブル、 追加された列、 および新しいフ ィ ールド に配置するデータの説明を以下に示し ます。

テーブル 11-163 • 標準 MSI テーブルへの追加

テーブル名 列の名前 説明

AdminExecuteSequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

AdminUISequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

AdvtExecuteSequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

AdvtUISequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

バイナ リ ISBuildSourcePath ICO または EXE フ ァ イルへの完全パス。

コ ンポーネン ト ISAttributes コ ンポーネン ト の InstallShield カス タムプロパ

テ ィ を保存するために使用し ます。 現在は 

ExtractAtBuild でのみ使用されています。

コ ンポーネン ト ISComments ユーザー コ メ ン ト 。

Control ISWindowStyle このコ ン ト ロールに適用する非 MSI ウ ィ ン ド ウ

ス タ イルを指定する 32 ビ ッ ト 言語。

Control ISControlId コ ン ト ロールのコ ン ト ロール ID を表すのに使用

し た数。 ダイアログのエクスポー ト で使用。

CustomAction ISComments このカス タム アクシ ョ ンのコ メ ン ト を入力し ま

す。

ダイアログ ISComments このダイアログに関する作成者のコ メ ン ト 。

ダイアログ ISWindowStyle このコ ン ト ロールに適用する非 MSI ウ ィ ン ド ウ

ス タ イルを指定する 32 ビ ッ ト 言語。 スク リ プ ト

ベースのセ ッ ト ア ッ プでのみ使用されます。

ダイアログ ISResourceId ダイアログのエクスポー ト で使用し たダイアロ

グ ID を表す数。

Directory ISDescription フ ォルダーの説明。

Feature ISReleaseFlags この機能が特定のリ リースにビルド されるかど

うかを指定する リ リース フ ラグ。

Feature ISComments コ メ ン ト 。

File ISBuildSourcePath 完全パス。 パス変数は使用する可能性があるた

め、 パスではな く テキス ト でのカテゴ リ指定。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト
QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さい単一のア ッ プグレー ド をエン ド ユーザーに配布し たいイ ンス ト ール作

成者へお勧めする特殊な Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト です。 QuickPatch プロジ ェ ク ト ご とに、 1 セ ッ ト

のビ ューがあ り ます。

[ パッ チの設定 ] ビ ュー

パッ チの設定 ビ ューには、 他のビ ューへのリ ン クがあ り ます。

• [ 一般情報 ] ビ ュー — ア ッ プグレー ド およびオ リ ジナル イ ンス ト ールについての情報を入力し ます。 現在の

プロジ ェ ク ト がパッ チする リ リースを指定し、 プロジ ェ ク ト に含める カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。 

• [ フ ァ イル ] ビ ュー — パッ チにフ ァ イルを追加し てフ ァ イルのパッ チ オプシ ョ ンを指定し ます。 

File ISAttributes このフ ィ ールド には次の属性が含まれています

　 ：

• OverrideSystemAttributes (0x04)

• OverrideSystemSize (0x08)

• OverrideSystemVersion (0x10)

• OverrideSystemLanguage (0x20)

UseSystemSettings(0x1) 属性は、 現在使用されて

いません。

アイ コ ン ISBuildSourcePath ICO または EXE フ ァ イルへの完全パス。

アイ コ ン ISIconIndex 抽出するアイ コ ン イ ンデッ クス ( オプシ ョ ン )。

InstallExecuteSequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

InstallUISequence ISComments このシーケンスに関する作成者コ メ ン ト 。

Patch ISBuildSourcePath パッ チ見出しへの完全パス。

ProgID ISAttributes ExtractIcon など、 コ ンポーネン ト の InstallShield 

カス タムプロパテ ィ を保存するために使用し ま

す。

プロパテ ィ ISComments ユーザー コ メ ン ト 。

レジス ト リ ISAttributes レジス ト リ項目の InstallShield カス タム プロパ

テ ィ を保存するために使用し ます。 現在は 

Automatic でのみ使用されています。

シ ョ ー ト カ ッ ト ISComments このシ ョ ー ト カ ッ ト に関する作成者コ メ ン ト 。

テーブル 11-163 • 標準 MSI テーブルへの追加 ( 続き )

テーブル名 列の名前 説明
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• [ レジス ト リ ] ビ ュー — 変更、 または削除するレジス ト リの値を指定し ます。 

• [ パス変数 ] ビ ュー — 変数ベースのフ ァ イルリ ン ク を使って、 開発システム間のパッ チの移動を容易にし ま

す。 

[ 追加ツール ] ビ ュー

[ 追加ツール ] ビ ューには、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ター へのリ ン クがあ り ます。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってデー

タベースのテーブルを直接編集し ます。

[ パッ チの設定 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ パッ チの設定 ] ビ ューは、 QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成または開いたと きに利用できます。 このビ ューを利用

し て、 QuickPatch を構成し ます。

一般情報

ア ッ プグレー ド およびオ リ ジナル イ ンス ト ールについての情報を入力し ます。 現在のプロジ ェ ク ト がパッ チする

リ リースを指定し、 プロジ ェ ク ト に含める カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

フ ァ イル

パッ チにフ ァ イルを追加し て、 フ ァ イル パッ チ オプシ ョ ンを指定し ます。

レジス ト リ

変更、 または削除するレジス ト リの値を指定し ます。

パス変数

変数ベースのフ ァ イルリ ン ク を使って、 開発システム間のパッ チの移動を容易にし ます。

[ 一般情報 ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューには、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に関する基本的な情報が含まれています。 このビ ューでは製品

プロパテ ィ 、 ビルド設定、 パッ チ履歴、 およびカス タム アクシ ョ ンを表示し、 構成する こ とができます。

製品のプロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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[ 一般情報 ] ビ ューで [ 製品のプロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と、 以下が表示されます。

ビルドの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 以下のタ ブが表示されます。

• 共通

• 識別

• デジ タル署名

• 詳細

[ 共通 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示されます。 [ 共通 ] タ ブには、

QuickPatch のためのよ く 利用されるビルドの設定があ り ます。

ビルドの場所

パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ます。

テーブル 11-164 • 製品のプロパテ ィ の設定

設定 説明

元のセ ッ ト ア ッ プ パス こ こ では、 製品名とオ リ ジナル イ ンス ト ール イ メ ージへのパスが表示されま

す。 パス ボ ッ クスは読み取り専用です。

製品バージ ョ ン [ オ リ ジナル セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン ] ボ ッ クスには、 オ リ ジナル イ ンス

ト ールの製品バージ ョ ンが表示されます。 このボ ッ クスは読み取り専用です。

[QuickPatch バージ ョ ン ] ボ ッ クスで、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の製品バージ ョ

ンを変更する こ とができます。 このボ ッ クスへの入力はオプシ ョ ンです。

FlexNet Connect の統合 FlexNet Connect がオ リ ジナル イ ンス ト ールで有効にされていて、 FlexNet 

Connect が製品を識別するために使用する カス タム バージ ョ ン番号を指定する

場合 (Windows Installer が使用する標準バージ ョ ン スキームを使わずにとい う意

味で )、 このボ ッ クスで作成中の QuickPatch に新しいカス タム バージ ョ ン番号

を入力し ます。
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ラ ンチャの設定

こ こでは、 次のよ う なラ ンチャー設定を構成する こ とができます。

パッ チのアンイ ンス ト ール

アプ リ ケーシ ョ ン全体と他の QuickPatch パッ ケージをアン イ ンス ト ールし て再度イ ンス ト ールし直す手間を掛け

ずにパッ チをアン イ ンス ト ールできるよ う にする場合、 [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 

3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールは一定の条件下のみで

動作し ますのでご注意 く だ さい。 た と えば、 バージ ョ ン 3.0 よ り も前の Windows Installer はアプ リ ケーシ ョ ンから 

QuickPatch のみを削除する こ とができません。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ ヘルプの 「パッ チの削除」

を参照し て く ださい。

[ 識別 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示され

ます。 [ 識別 ] タ ブには、 表示文字列の設定があり ます。 表示文字列は、 [ プログラムの追加と削除 ] で表示され

るパッ チに関する情報に使用されます。 メ タデータは、 ターゲッ ト マシンの適用されたパッ チを検索し カ タ ログ

する Windows Installer 3.0 以降の API によ っても使用されます。

メ モ • パッ チのメ タデータはパッ チ (.msp) フ ァ イルに直接格納され、 .msi パッ ケージには格納されません。 .msp 

フ ァ イルのコ ンテンツはローカ ラ イズされません。 し たがって、 文字列エン ト リは、 以下のメ タデータの設定に

は使用できません。

テーブル 11-165 • 構成可能なラ ンチャー設定

設定 説明

Update.exe の作成 現在の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成する

場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.1 エンジン

を含める

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て Windows Installer 3.1 エンジン をパッ チパッ

ケージに含めます。

.NET Framework を含める このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 .NET Framework をパッ チパッ ケージに含め

ます。

テーブル 11-166 • [ 識別 ] タ ブの設定

設定 説明

表示名 パッ チの名前を指定し ます。

サポー ト  URL エン ド ユーザーにテ クニカルサポー ト を提供する URL を指定し ます。
2690 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

ビ ュー リ フ ァ レンス
[ デジ タル署名 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示され

ます。 [ デジ タル署名 ] タ ブで、 パッ チにデジ タル署名をする と きの設定を指定する こ とができます。

メ モ • QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 パッ チ パッ ケージ と Update.exe フ ァ イルにデジ タル署名する こ とができま

す。 QuickPatch パッ ケージの各フ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルなど ) にデジ タル署名を行う場

合、 それら を手動で署名し てから、 プロジ ェ ク ト に追加し なければな り ません。 Windows SDK に含まれている 

SignTool.exe を使って、 手動でフ ァ イルに署名を行う こ とができます。

説明 パッ チの簡単な説明を指定し ます。

製造元の名前 アプ リ ケーシ ョ ンの製品メ ーカーの名前を指定し ます。

ターゲッ ト 製品名 アプ リ ケーシ ョ ンまたはターゲッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン スイー ト の名前を指定

し ます。

分類 ア ッ プグレー ドのカテゴ リーを指定し ます。 たと えば､ク リ テ ィ カルア ッ プ

デー ト 、 ホ ッ ト フ ィ ッ クス、 および、 サービスパッ ク等。

テーブル 11-167 • [ デジ タル署名 ] タ ブの設定

設定 説明

パッ チパッ ケージに署名する QuickPatch パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

Update.exe に署名する Update.exe パッ ケージにデジ タル署名を行う場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

証明書 URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL は、

エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るためのリ ン ク先

と し て、 デジ タル署名の中で使用されます。

デジ タル証明書情報 リ リースに署名を行う ために使用するデジ タル証明書を指定するには、 こ

の設定の横にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 証明書の選択 ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開いて、 .pfx フ ァ イルの場所を指定するか、 証明書を含

む証明書ス ト アについての情報を指定する こ とができます。

詳細については、 「[ 証明書の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 11-166 • [ 識別 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 詳細 ] タ ブ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示されます。 [ 詳細 ] タ ブには、

QuickPatch 用に構成する こ とができるビルドの設定がすべてあ り ます。

ビルドの場所

[ ビルドの保存場所 ] 領域では、 次の設定を行います。

Password 使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを入力し ます。 InstallShield は

パスワー ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの署名を行い

ます。 証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、 この設定

に何も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イルを使った署名が失敗し ます。

ス ト アにパスワー ド付きでイ ンポー ト された証明書をプロジ ェ ク ト で使用

するよ う に構成する と、 ビルド時、 InstallShield がプロジ ェ ク ト のフ ァ イル

に署名を行う と きに、 Windows がパスワー ド をプロンプ ト し ます。 Windows 

が使用する強力なキー保護のため、 InstallShield がパスワー ド を暗号化サー

ビス プロバイダーに提供する こ とはできません。

署名の説明 ( 必要な場合 ) パッ チ パッ ケージおよび Update.exe フ ァ イルに使用する署

名の説明を指定し ます。 こ こで指定し た説明は、 UAC ( ユーザー アカウン

ト 制御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示されます。 UAC 

ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが署名されたフ ァ イルを起動し た

と き、 昇格された権限が必要な場合に開きます。

この設定を空白のままに残すと、 InstallShield は UAC ( ユーザー アカウン ト

制御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示される説明と し

て、 フ ァ イル名を拡張子な し で使用し ます。

テーブル 11-168 • ビルドの場所に関する設定

プロパテ ィ 説明

ビルド の場所 パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ます。

Update.exe の作成 現在の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成するか

ど うかを指定し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、 「パッ

チ時の考慮事項」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-167 • [ デジ タル署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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置換するパッ チ GUID のリ

ス ト

現在の QuickPatch で、 １  つまたは複数の以前のイ ンス ト ール済みのパッ チを置

換するには、 このプロパテ ィ にそれらのパッ チのパッ チ GUID を カ ンマで区切っ

て設定し ます。 例 :

{C86838C9-DEDC-4451-B96F-94AFB9460F15},{C8633E5B-AC44-45d8-B487-

C68B3B1F60D6}

[ 履歴 ] ビ ューに QuickPatch プロジ ェ ク ト が複数あっても、 このプロパテ ィ の設

定は通常、 必要あ り ません。 ただし QuickPatch プロジ ェ ク ト が以前の 

QuickPatch プロジ ェ ク ト に追加されたフ ァ イルを上書き し ない場合、 このプロパ

テ ィ の設定が必要な場合もあ り ます。

置換するパッ チの GUID が分からない場合、 このプロパテ ィ を ク リ ッ ク し てから、

省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て参照し ます。 パッ チ  (.msp または .exe フ ァ イ

ル ) を選択する と、 対応する GUID がこのプロパテ ィ に InstallShield によ って追加

されます。

新規 UpdatedImage フ ォル

ダーを作成

この設定を利用し て、 既存の UpdatedImage フ ォルダーと共に QuickPatch パッ

ケージをビルド する こ とが可能にな り ます。 このオプシ ョ ンを利用するには、 こ

のパッ ケージを少な く と も 1 度ビルド し ている必要があり ます (UpdatedImage 

フ ォルダーが必要な為 ) 。 このオプシ ョ ンを [ いいえ ] に設定する と、 既存の 

UpdatedImage フ ォルダーからパッ ケージをビルド し ます。 この方法で 

UpdatedImage フ ォルダーにある MSI パッ ケージを微調整し て、 その .msi データ

を QuickPatch プロジ ェ ク ト で利用する こ とができます。 このオプシ ョ ンを [ はい

] ( デフ ォル ト 値 ) にする と、 パッ ケージをビルド する度に UpdatedImage フ ォル

ダーに .msi フ ァ イルが再生成されます。

MsiPatchOldAssembly テー

ブルの生成

MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルのエン ト リ を

自動的に生成するかど うかを指定し ます。 これらのエン ト リ を利用する と 

Windows Installer 3.0 以降で実行されるパッ チ パッ ケージが元のイ ンス ト ール 

ソースを実行時に要求する こ と な く 、 GAC ( グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ ) 

のアセンブ リ をパッ チする こ とができます。 詳細については、 「グローバル アセ

ンブ リ キャ ッ シュのアセンブ リ をパッ チする」 を参照し て く だ さい。

パッ チ シーケンスのエン ト

リ作成

QuickPatch にパッ チ シーケンシングを使用するかど うかを指定し ます。 パッ チ 

シーケンスを参照し て、 も う使われていないパッ チ、 入れ替わったパッ チ、 また

は製品に既に適用済みのパッ チを見る こ とができます。 シーケンスは、 パッ チが

ターゲッ ト マシンに提供された順番に関係な く 、 どの順番で Windows Installer 

バージ ョ ン 3.0 以上がイ ンス ト ールされた製品にパッ チを適用するかを指定し ま

す。 バージ ョ ン 3.0 以前の Windows Installer の場合、 パッ チ シーケンスは無視さ

れ、 すべてのパッ チは、 ターゲッ ト マシンに提供された順番で製品に適用されま

す。

テーブル 11-168 • ビルドの場所に関する設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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QuickPatch の簡素化 QuickPatch パッ ケージの簡素化を行い、 最もシンプルなパッ ケージをビルド する

かど うかを指定し ます。 デフ ォル ト の値は [ はい ] です。

QuickPatch の簡素化を行う と、 通常の QuickPatch パッ ケージに比べて新しいサ

ブ機能と カス タム アクシ ョ ンの数が少ない QuickPatch パッ ケージを生成できま

す。

たと えば、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが

含まれていて、 が QuickPatch の簡素化を行わなかった場合、 そのフ ァ イルと レジ

ス ト リ エン ト リ用に新しいサブ機能が作成されます。 さ らに、 特定の Windows 

Installer  パッ チ要件に対応するため、 1 つまたは複数のビルド済み カス タム アク

シ ョ ンが追加されます。 これに対し、 InstallShield が QuickPatch の簡素化を行う

場合、 フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リは既存する機能に追加されるため、 特

別なビルド済み InstallShield カス タム アクシ ョ ンは必要あ り ません。

メ モ • 次のシナ リ オにおいて、 InstallShield が QuickPatch パッ ケージの作成処理

を簡素化する こ とはできません。

• QuickPatch パッ ケージがイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを削除する。

• QuickPatch パッ ケージがレジス ト リ キーを削除する、 またはその名前を変更

する。

• QuickPatch パッ ケージが、 簡素化されていない通常の QuickPatch イ メ ージを

ターゲッ ト とする。 つま り、 [ 一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] 領域で、 簡素化を

行わなかった QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 QuickPatch 

の簡素化はできないとい う こ と です。 1 つまたは複数の簡素化されていない 

QuickPatch イ メ ージを ターゲッ ト とする簡素化された QuickPatch のビルド を

試みる と、 ビルド警告が表示され、 簡素化は行われません。

ラ ンチャ をパスワー ド で保

護

QuickPatch パッ チをパスワー ド で保護するには、 [ はい ] を選択し てから " ラ ン

チャ パスワー ド " 設定でパスワー ド を入力し ます。 QuickPatch パッ チをパス

ワー ド で保護する と、 QuickPatch パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プ

デー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要が

あ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用する QuickPatch パッ チのみに適用し ます。

ラ ンチャ パスワー ド アプ リ ケーシ ョ ンを保護するパスワー ド を入力し ます。 パスワー ド保護をアク

テ ィ ブにするには、 " ラ ンチャ をパスワー ド で保護 " 設定で [ はい ] を選択する

必要があ り ます。

パッ チをパスワー ド で保護する と、 パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プ

デー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要が

あ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用するパッ チのみに適用し ます。

テーブル 11-168 • ビルドの場所に関する設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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Windows Installer エンジン

こ こでは、 Windows Installer エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

Microsoft .NET Framework

こ こでは、 Microsoft .NET Framework エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-169 • Windows Installer エンジンの設定

プロパテ ィ 説明

Windows Installer 3.1 エンジ

ンを含める

Windows Installer エンジンをパッ チパッ ケージに含めるかど うか指定し ます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ さい。

• Web からエンジンをダウンロー ド する — Windows Installer エンジンのイ ンス

ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe からエンジンを抽出する — ビルドは Windows Installer エンジンを 

Update.exe フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布する単一フ ァ イルを生成し

ます。 エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必要に応じ て

イ ンス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 Windows Installer エンジンを 

Update.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

Windows Installer 3.1 エンジ

ン URL

エンジン場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場所を、 実行

時に、 エンジンをダウンロー ド する場所と し て使います。 便宜上、 デフ ォル ト の 

URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ イブ サイ ト と なっていま

す。

テーブル 11-170 • Microsoft .NET Framework の設定

プロパテ ィ 説明

ビルド に含める パッ チに Microsoft .NET Framework を含めるかど うかを指定し ます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ さい。

• Web から エンジンをダウンロー ド する — .NET Framework エンジンのイ ンス

ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe からエンジンを抽出する — ビルドは .NET Framework を 

Update.exe フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布するシングルフ ァ イルを生

成し ます。 エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必要に応

じ てイ ンス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 .NET Framework を Update.exe 

フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ッ プデー ト 起動ツールの設定

この領域では、 Update.exe 起動ツールにおける次の設定を構成する こ とができます :

エンジン URL .NET Framework の場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場所

を、 実行時に、 .NET Framework をダウンロー ド する場所と し て使います。 便宜

上、 デフ ォル ト の URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ イブ サ

イ ト と なっています。

テーブル 11-171 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定

プロパテ ィ 説明

会社名 Update.exe のデフ ォル ト の会社名を独自の会社名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに会社名を入力し ます。

会社名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

製品名 Update.exe のデフ ォル ト の製品名を独自の製品名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに製品名を入力し ます。

製品名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

製品バージ ョ ン Update.exe のデフ ォル ト の製品バージ ョ ンを独自の製品バージ ョ ンでオーバー

ラ イ ド するには、 こ こに製品バージ ョ ンを入力し ます。

製品バージ ョ ンが、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン

ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ クする と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-170 • Microsoft .NET Framework の設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
説明 Update.exe のデフ ォル ト の説明を独自の説明でオーバーラ イ ド するには、 適切

な説明を入力し ます。

説明が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが 

Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と

きに表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

著作権情報 Update.exe のデフ ォル ト の著作権情報を製品の著作権情報でオーバーラ イ ド す

るには、 製品の著作権情報を入力し ます。

著作権情報が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユー

ザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク

する と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-171 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
必要実行レベル " 必要実行レベル " 設定を使って、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上

でプロジ ェ ク ト の Update.exe フ ァ イルを実行するのに必要な最低実行レベル

を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• 管理者 — Update.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者は、

Setup.exe の実行を承認する必要があり ます。 非管理者は、 管理者と し て

の認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Update.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者権

限を持たずに Setup.exe を実行し ます。

• 起動者 — Update.exe の実行に、 管理者権限は必要あり ません。 し たがっ

て、 管理者権限を持たないユーザーも Update.exe を実行する こ とができ

ます。 Update.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC 

メ ッ セージを表示し ません。

• 前のセ ッ ト ア ッ プ マニフ ェ ス ト を使用 — Update.exe マニフ ェ ス ト は前の

セ ッ ト ア ッ プで指定された必要実行レベルと同じ レベルを使用し ます。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 [Update.exe 

の作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield が Update.exe 起動ツー

ルにアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選

択された実行レベルを指定し ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオ

ペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レベルは適用されません。

基本の MSI プロジ ェ ク ト で [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ

ア されている場合、 InstallShield は Update.exe 起動ツールに Windows アプ リ

ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を埋め込みません。

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロン

プ ト の数を最小化する」 を参照し て く だ さい。

アイ コ ン Update.exe フ ァ イルに独自のアイ コ ンを使用する場合、 そのアイ コ ンを含む

フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。 フ ァ イルを指定するには、 絶対パスま

たはパス変数の相対パスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て [

アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでフ ァ イルを参照し ます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別のアイ コ ンを指

定するには、 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスでアイ コ ンを選択する

か、 アイ コ ンのイ ンデッ クスまたはリ ソース ID ( それぞれ前にマイナス (-) 記

号がついている ) を フ ァ イル名に付け足し ます。 た と えば、

C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う イ ンデッ クスを持つアイ コ ンを、

C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つアイ コ ンを示し ま

す。

このフ ィ ールド を空白のままにし た場合、 Update.exe フ ァ イルにデフ ォル ト の

アイ コ ンが使用されます。

テーブル 11-171 • パッ チ用のア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ビ ュー リ フ ァ レンス
履歴

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ュー内の [ 一般情報 ] エクスプローラーにある [ 履歴 ] 項目は QuickPatch プロジ ェ ク ト の概要です。

すべての関連リ リースの一覧を表示し、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト でどのリ リースをパッ チするのかを指定

する こ とができます。

カス タム アク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ 一般情報 ] ビ ュー内の [ 一般情報 ] エクスプローラーにある [ カス タム アクシ ョ ン ] 項目は、 パッ チを作成し て

いるオ リ ジナル イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で定義されている カス タム アクシ ョ ンのリ ス ト です。 現在の 

QuickPatch プロジ ェ ク ト で実行する カス タム アクシ ョ ンを指定する こ とができます。

[ フ ァ イル ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ フ ァ イル ] ビ ューで、 QuickPatch のフ ァ イルを管理を し た り、 オ リ ジナル イ ンス ト ールに使われている フ ァ イ

ルのバージ ョ ン番号、 言語および他の情報を見た りする こ とができます。 [ パッ チする フ ァ イル ] および [ 元の

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] エクスプローラー内のすべてのフ ァ イルはキーフ ァ イル順にリ ス ト されています。

[ 元のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] エクスプローラーの中のフ ァ イルを ク リ ッ クする と、 フ ァ イル名、 イ ンス ト ール

先、 バージ ョ ン番号、 および他の関連する情報が右のペイ ンに表示されます。 このエクスプローラーから [ パッ

チする フ ァ イル ] エクスプローラーにフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。 [ パッ チする

フ ァ イル ] エクスプローラーでは、 QuickPatch が元のイ ンス ト ールに適用された と きに追加、 変更または削除さ

れる フ ァ イルがすべて表示されます。

新規フ ァ イルの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ フ ァ イル ] ビ ュー内の [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーで新規フ ァ イルを ク リ ッ クする と、 右のペイ ン

で次のよ う な設定を構成する こ とができます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
フ ァ イルの設定

統合の設定

フ ァ イルの保存先、 および、 このフ ァ イルと関連付ける機能を選択し ます。

メ モ • このイ ンス ト ール状態には機能の関連付けが必要です。 QuickPatch プロジ ェ ク ト へ新規データ を追加する

場合、 それを機能と関連付ける必要があ り ます。 新規データは対応する機能がイ ンス ト ールされている場合のみ

イ ンス ト ールされます。

変更 / 削除されたフ ァ イルの設定

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ フ ァ イル ] ビ ュー内の [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーでオ リ ジナル イ ンス ト ールに追加し たフ ァ イル

を ク リ ッ クする と、 次のよ う な設定を構成する こ とができます。

テーブル 11-172 • [ フ ァ イルの設定 ] 領域にある設定

設定 説明

パッ チセ ッ ト ア ッ プに追加する

フ ァ イルを指定し ます。

オ リ ジナル イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルに変更を行う と き、 パッ チ

が適用される と きにターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする フ ァ イルの

最新バージ ョ ンを指定し ます。

自己登録 追加する フ ァ イルが自己登録 DLL または OCX フ ァ イルの場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンは .exe または .tlb フ ァ イルの自己登録を行いませ

ん。

COM 情報の抽出 フ ァ イルが COM サーバーの場合で、 パッ チのビルド時にフ ァ イルから 

COM 情報を自動的に抽出するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
ア ッ プデー ト されたフ ァ イル

テーブル 11-173 • [ ア ッ プデー ト されたフ ァ イル ] 領域の設定

設定 説明

フ ァ イルの最新バージ ョ ンを指定

する

オ リ ジナル イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルに変更を行う と き、 パッ チ

が適用される と きにターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする フ ァ イルの

最新バージ ョ ンを指定し ます。

フ ァ イル全体と し て含める 選択し たフ ァ イルを、 バイ ト  レベルのフ ァ イルの差分だけではな く 、 1 

つのフ ァ イルと し てパッ チに含める場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択

を考慮し て く だ さい。 その場合、 InstallShield は Windows Installer が選択

されたフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号をすべて無視し、 また ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルを QuickPatch パッ ケージに含まれるバージ ョ ンで

ア ッ プデー ト するかし ないかを決定する と きに、 選択されたフ ァ イルが

バージ ョ ン 1.0.0.0 である と想定するよ う にパッ チを構成し ます。

ターゲッ ト  システムのフ ァ イルを QuickPatch パッ ケージに含まれるバー

ジ ョ ン指定がされていない対応する新しいフ ァ イルで常に上書きする場

合、 バージ ョ ンが指定されていないフ ァ イルでこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択する と便利です。 Windows Installer フ ァ イルの上書き規則では、 バー

ジ ョ ンが指定されている フ ァ イルが、 バージ ョ ンが指定されていない

フ ァ イルに優先し ます。 し たがって、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する

と、 Windows Installer はバージ ョ ンが指定されていないフ ァ イルを 

QuickPatch パッ ケージに含まれる フ ァ イルでア ッ プデー ト し ます。 これ

は、 QuickPatch に含まれる フ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている と判

断するためです。

重要 • Windows Installer フ ァ イルの上書き規則による と、 ターゲッ ト  シス

テム上のフ ァ イルの方がイ ンス ト ールされるバージ ョ ンよ り新しい場合

でも、 常に最新バージ ョ ンのフ ァ イルが保持されます。 このため、 ター

ゲッ ト  システム上のフ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている場合、 一部

の状況において、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルがア ッ プデー ト され

ない可能性があるため、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は避けたほうが良

い場合があ り ます。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イル バー

ジ ョ ンが 1.1.0.0 で、 QuickPatch プロジ ェ ク ト のフ ァ イル バージ ョ ンが 

2.0.0.0 の時にこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 実行時、 ターゲッ ト  

システム上のフ ァ イルはア ッ プデー ト されません。 これは、 QuickPatch 

パッ ケージのフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号がターゲッ ト  システム上

のフ ァ イルのバージ ョ ン番号よ り も新しいにも関わらず、 Windows 

Installer が QuickPatch のフ ァ イル バージ ョ ンを ターゲッ ト  システム上の

フ ァ イル バージ ョ ンよ り も古い 1.0.0.0 と判断し たためです。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
元のフ ァ イルの情報

[ オ リ ジナル フ ァ イル情報 ] では、 オ リ ジナル イ ンス ト ールのオ リ ジナル フ ァ イルについての情報を見る こ とが

できます。

コ ンポーネン ト の情報

[ コ ンポーネン ト 情報 ] では、 コ ンポーネン ト 名、 キーフ ァ イル等のフ ァ イル コ ンポーネン ト 情報を見る こ とがで

きます。

このボ ッ クスをチ ェ ッ ク し て、 フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プからパッ チで削除する

パッ チが適用される と き、 ターゲッ ト  マシンから フ ァ イルを削除する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

[ レジス ト リ ] ビ ュー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ レジス ト リ ] ビ ューでは、 現在ソースマシンに存在する項目をビジュアル表示、 ま

たはイ ンス ト ール先 / ターゲッ ト  システム上でパッ チプロジ ェ ク ト がビルド され、 適用された後にパッ チを行う

項目をビジュアル表示し ます。 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの [ レジス ト リ ] ビ ュー ] ペイ ンおよび [ イ ンス

ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンは、 元のイ ンス ト ールのレジス ト リ エン ト リが予め挿入さ

れています。

COM 情報の抽出 フ ァ イルが COM サーバーの場合で、 パッ チのビルド時にフ ァ イルから 

COM 情報を自動的に抽出するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 ベース .msi パッ ケージの Class または 

TypeLib テーブルに COM 情報を含むパッ チ フ ァ イルのデフ ォル ト と し て

選択されています。

メ モ • パッ チを行う既存のフ ァ イルを指定する と き、 InstallShield は自動

的に、 そのフ ァ イルが自己登録型であるかど うかを検出し ます。 元に

フ ァ イルが自己登録型である場合、 パッ チに含まれる フ ァ イルも自己登

録型に設定されます。

テーブル 11-173 • [ ア ッ プデー ト されたフ ァ イル ] 領域の設定 ( 続き )

設定 説明
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イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データペイ ンに表示される各項目は、 値タ イプ とデータの現在の状

況を示すアイ コ ンの隣に表示されます。 変更されたデータ値のアイ コ ンは水色 ( ターコ イズ ) の鉛筆があ り ます。

新規データ値のアイ コ ンは右上に赤い星印と共に表示されます。 ターゲッ ト  システムから削除されるレジス ト リ

値のアイ コ ンは、 赤い X 印が付いています。 以下のサンプルアイ コ ン と説明を参照し て く ださい。

テーブル 11-174 • QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ レジス ト リ ] ビ ューのアイ コ ン

アイ コ ン 説明

このアイ コ ンは、 QuickPatch が適用される と き ターゲッ ト  システムに追加される新規 DWORD 

値を示し ます。

このアイ コ ンは、 QuickPatch が適用される と き ターゲッ ト  システムで更新される変更済みの 

DWORD 値を示し ます。

このアイ コ ンは、 以前のイ ンス ト ールから ターゲッ ト  システム上にある既存 DWORD 値を示し

ます。

このアイ コ ンは、 ターゲッ ト  システム上に存在し、 QuickPatch プロジ ェ ク ト が適用される と き

削除される DWORD 値を示し ます。
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 InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield 前提条件のサポー ト を含みます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

これら全てのプロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield 前提条件タ イプのセ ッ ト ア ッ プ前提条件のサポー ト を含みま

す。 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 機能前提条件タ イプのサポー ト を含みます。

InstallShield には、 InstallShield 前提条件を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、

パッ ケージ と し て含める こ とができるサポー ト も含まれています。 詳細については、 「InstallShield 前提条件 (.prq) 

をア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

InstallShield で提供されている InstallShield 前提条件の一例と し て、 Java Runtime Environment (JRE) および SQL 

Server Express Edition があ り ます。 任意の既存の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し て、

その設定の多 く を構成する こ とができます。 また、 独自の InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト

に追加する こ と もできます。

タ スク InstallShield 前提条件エデ ィ ターを開 く には、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで [ 前提条件エデ ィ ター ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク InstallShield 前提条件エデ ィ ターに既に存在する前提条件を開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. フ ァ イルを選択し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

次のタ ブは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターに関連付けられています。

• プロパテ ィ

• 条件

• 含める フ ァ イル

• 実行するアプ リ ケーシ ョ ン

• 動作

• 依存関係
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[ プロパテ ィ ] タ ブ
InstallShield 前提条件フ ァ イル エデ ィ ターの [ プロパテ ィ ] タ ブで、 InstallShield 前提条件についての一般情報を設

定し ます。

[ 条件 ] タ ブ
InstallShield 前提条件フ ァ イルの [ 条件 ] タ ブを利用し て、 ターゲッ ト  マシンに InstallShield 前提条件がイ ンス ト ー

ルされているかど うかを判断する イ ンス ト ール条件を定義する こ とができます。 これを行わなかった場合、 ター

ゲッ ト  システムは InstallShield 前提条件が適切にイ ンス ト ールされなかったと見な し て作動するため、 問題が発生

し ます。 また、 オペレーテ ィ ング システム、 レジス ト リ、 またはフ ァ イル要件を指定する イ ンス ト ール条件を作

成する こ と も可能です。

実行時に条件が True と評価する と、 条件が満たされます。 InstallShield 前提条件は、 以下が当てはまる場合にター

ゲ ッ ト  マシンにイ ンス ト ールされます :

• ターゲッ ト  マシンがすべてのオペレーテ ィ ング システム条件、 および [ 条件 ] タ ブに リ ス ト されているその

他すべての条件を満た し ている。

• 機能前提条件のみ ( つま り、 メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる 1 つまたは複数の機能に関連付けられている 

InstallShield 前提条件 ) — 機能前提条件を含む機能は、 必ずイ ンス ト ールされな く てはな り ません。 し たがっ

て、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス

ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ールされません。 その結果、 イ ンス ト ールされ

る別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス

ト ールされません。

テーブル 11-1 • [ プロパテ ィ ] タ ブの設定

設定 説明

InstallShield 前提条件の一

意の ID

InstallShield 前提条件の一意のフ ァ イル識別子を入力するか、 デフ ォル ト 値のままに

し ておきます。 これは前提条件アプ リ ケーシ ョ ンの名前、 コ ンポーネン ト 、 または 

GUID 名前、 どち らでも構いません。

メ モ • 新しい InstallShield 前提条件を作成するために InstallShield 前提条件フ ァ イル

エデ ィ ターを開 く たびに、 新しい GUID が生成され、 このボ ッ クスに リ ス ト されま

す。

前提条件フ ァ イルをダウ

ンロー ド する際、 .prq を

ダウンロー ド するための

別のロケーシ ョ ン

必要に応じ、 .prq フ ァ イルの代わりの URL を入力し ます。 例 :

http://www.mywebsite.com/MyPrq.prq

詳細については、 「.prq フ ァ イルの代替 URL を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • InstallShield 前提条件は、 FTP URL をサポー ト し ません。

説明 前提条件フ ァ イルの概要を入力し ます。 この説明は [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

で前提条件フ ァ イルを選択し たと きに、 概要タ イ ト ルの下に表示されます。
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メ モ • Windows サービス パッ クなどの前提条件のイ ンス ト ールがサポー ト されていないため、 オペレーテ ィ ング 

システム バージ ョ ン情報に変更がないものと想定されます。 し たがって、 オペレーテ ィ ング システム条件は前提

条件が正し く イ ンス ト ールされているかど うかを検証する際に考慮されません。

このタ ブの [ 追加 ] を ク リ ッ クする と、 [ 前提条件 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 ダイアログは、 [ 条件 ] タ

ブで既存の条件を選択し、 [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き も開きます。

[ 含める フ ァ イル ] タ ブ
新しい InstallShield 前提条件を作成する時、 InstallShield 前提条件と共に含む必要がある イ ンス ト ール フ ァ イルを

指定し な く てはな り ません。 既存する InstallShield 前提条件に必要なフ ァ イルのリ ス ト を変更する こ と もできま

す。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 含める フ ァ イル ] タ ブでフ ァ イルを指定し ます。

このタ ブの [ 追加 ] ボタ ンまたは [ 複数フ ァ イルの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て InstallShield 前提条件フ ァ イルを

指定する、 または [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てそのフ ァ イルを変更する と、 [ 新規フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

[ フ ァ イル URL の設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ フ ァ イル URL の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

メ モ • InstallShield 前提条件は、 FTP URL をサポー ト し ません。

[ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブ
InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブでは、 ターゲッ ト  マシン上への InstallShield 

前提条件のイ ンス ト ール方法を指定する こ とができます。

テーブル 11-2 • [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明

起動するアプ リ ケーシ ョ ンを指

定する

InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされている場合にターゲッ ト  マシンで起

動する フ ァ イル ( 通常、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールまたは .msi パッ

ケージ ) を選択し ます。 [ 含める フ ァ イル ] タ ブで指定し たフ ァ イルのみがこ

の一覧に含まれます。

プロジ ェ ク ト • .msi フ ァ イルを指定し、 [ 動作 ] タ ブで進行状況の表示を指定

し た場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは進行状況メ ッ セージをキャ プ

チャ し て、 実行時に MsiExec.exe の代わり に Windows Installer API を使って 

.msi パッ ケージを起動し ます。

その他の種類のフ ァ イルを指定し た場合、 または進行状況が表示されない 

.msi フ ァ イルを指定し た場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは実行時に 

Open 動詞 (.msi と .exe フ ァ イルの場合 )、 またはデフ ォル ト の動詞 ( その他の

種類のフ ァ イル ) のどち らかを使ってフ ァ イルを実行し ます。
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Windows Installer エンジンおよ

び / または .NET Framework を

先にイ ンス ト ールする必要があ

る。

Windows Installer エンジンまたは .NET Framework (Dotnetfx.exe)、 あるいはそ

の両方を、 この InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされる前にイ ンス ト ール

する必要がある場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ても Windows Installer エンジンまたは 

.NET Framework を イ ンス ト ールに追加し ません。 これらがイ ンス ト ールに含

まれている場合、 InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされる前にこれら を イ

ンス ト ールし な く てはならないこ と を指定するだけです。 Windows Installer エ

ンジンまたは .NET Framework を イ ンス ト ールに含める場合、 それら をプロ

ジ ェ ク ト に追加する必要があり ます。 詳し く は、 「Windows Installer 再配布可

能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 または 「.NET Framework 再配布可能

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 をご覧 く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ

イ ンを指定する

必要に応じ て、[ アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンを指定する ] ボ ッ クスで 

[ 起動するアプ リ ケーシ ョ ンを指定する ] リ ス ト で選択し たフ ァ イルのコマン

ド ラ イ ンを入力し ます。 このボ ッ クスにフ ァ イル名を含めないで く だ さい。

指定可能なコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターについての詳細は、 「InstallShield 前

提条件のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 前提条件が非表示と し て構成されている場合 ( つま り、 前提条件がイ

ンス ト ールの必要がある前提条件の一部と し てセ ッ ト ア ッ プ前提条件のラ ン

タ イム ダイアログに含まれていない場合 )、 標準コ マン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターではな く 、 サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って前提条件が

起動されます。 し たがって、 [ 動作 ] タ ブにある [ 前提条件を イ ンス ト ール一

覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択される可能性がある場合は、 [

セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー ド で実行中にアプ リ ケーシ ョ ンのコ マン ド ラ

イ ンを指定する ] ボ ッ クスにコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し て く ださ

い。

セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー

ド で実行されている と きのアプ

リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ン

を指定する

必要に応じ、 適切なコ マン ド ラ イ ンを入力し ます。 このボ ッ クスにフ ァ イル

名を含めないで く だ さい。

指定可能なコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターについての詳細は、 「InstallShield 前

提条件のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールを /s コマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを使って起動する と、 前提条件のイ ンス ト ールは自動的にサイ レン

ト で実行されません。 必要に応じ て、 [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの "

セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト モー ド で実行中にアプ リ ケーシ ョ ンのコ マン ド ラ

イ ンを指定する " 設定で、 InstallShield 前提条件用の有効なサイ レン ト  コマン

ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し て く だ さい。

テーブル 11-2 • [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 動作 ] タ ブ
InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 動作 ] タ ブでは、 特定の状況下における動作を指定する こ とができます。

再起動が必要な場合、 アプ リ

ケーシ ョ ンが戻す戻り コー ド (

十進法 ) で指定する

選択された InstallShield 前提条件と なるアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ール後に

ターゲッ ト マシンの再起動を要求する場合、 このボ ッ クスに戻り コー ド を入

力し ます。

ヒ ン ト • 複数のリ ターン コー ドが存在する場合、 各コー ドはカ ンマで区切っ

て リ ス ト し て く だ さい。

InstallShield 前提条件と し て起動する フ ァ イルの戻り コー ドが分からない場合

は、 フ ァ イルの作成者に問い合わせて く だ さい。

再起動が必要な InstallShield 前提条件の詳細は、 「InstallShield 前提条件のイ ン

ス ト ールで ターゲッ ト マシンを再起動する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-3 • [ 動作 ] タ ブの設定

設定 説明

前提条件は管理者権限を必要と

する

管理者権限が InstallShield 前提条件に必要な場合、 または InstallShield 前提条

件がマシンご とにイ ンス ト ールされる必要がある場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されます。

メ モ • 管理者権限が必要な InstallShield 前提条件では、 Windows Vista 以降のシ

ステムでイ ンス ト ールが実行される前に、 エン ド ユーザーからの資格情報ま

たは同意 ( コ ンセン ト ) が必要な場合があ り ます。 詳細については、 「イ ンス

ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」

を参照し て く だ さい。

ユーザーは前提条件をオプシ ョ

ンでスキッ プする こ とができる

エン ド ユーザーが InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするかど うかを選択

するためのメ ッ セージ ボ ッ クスを表示する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。

エン ド ユーザーが InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールの要否を選択できな

いよ う にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

テーブル 11-2 • [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス
前提条件を イ ンス ト ール一覧に

表示し ない

ターゲッ ト  システムに 1 つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ー

ルが必要な場合、 実行時、 メ イ ン イ ンス ト ールが実行する前にセ ッ ト ア ッ プ

前提条件ダイアログが表示されます。 エン ド ユーザーがこのダイアログで [

イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス

ト ールされます。

そのダイアログで表示されるセ ッ ト ア ッ プ前提条件の一覧に現在のセ ッ ト

ア ッ プ前提条件を含むには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

一覧に現在のセ ッ ト ア ッ プ前提条件を含まない場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件はセ ッ ト ア ッ プ前提条件一覧には表

示されませんが、 必要に応じ て ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされま

す。

メ モ • [ 前提条件を イ ンス ト ール一覧に表示し ない ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択

またはク リ ア されているかに関わらず、 機能前提条件が実行時にセ ッ ト ア ッ

プ前提条件ダイアログに表示される こ とはあり ません。 つま り、 InstallShield 

前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し て、 それを機能に関連付けた場合、 実行時、

メ イ ン イ ンス ト ールが実行する前に表示されるセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイア

ログで、 機能前提条件は一覧に表示されません。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件、 または機能前提条件が非表示と し てマーク されてい

る場合、 標準のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターではな く 、 サイ レン ト  コマン ド

ラ イ ン パラ メ ーターを使って起動されます。 詳細については、 「InstallShield 

前提条件のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-3 • [ 動作 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス
前提条件のウ ィ ン ド ウに進行状

況を表示する ( 未加工の MSI 

フ ァ イルのみ )

実行時に、 現在の InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール進行状況を表示するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 InstallShield 前提条件のイ ンス ト ー

ルが .msi フ ァ イルのと きだけ進行状況の表示が可能です。 InstallShield 前提条

件のイ ンス ト ールによ って起動される フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルの場合、

進行状況を表示する こ とはできません。 さ らに、 InstallShield 前提条件を含む

イ ンス ト ールは基本の MSI イ ンス ト ールまたは InstallScript MSI イ ンス ト ール

でな く てはな り ません。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが Setup.exe フ ァ イルの場合、 この設定

は無視されます。 また、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールが 

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 この設定は無視されます。

メ モ • 進行状況を表示するためにこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 一

部のコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターのみがサポー ト されます。 コマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターは、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターの [ 実行するアプ リ ケー

シ ョ ン ] タ ブで指定されます。 詳細については、 「InstallShield 前提条件のコ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

前提条件の進行状況の表示を指定する と、 デフ ォル ト で、 前提条件の .msi 

パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示されませんので、 ご注意 く だ

さい。 この動作をオーバーラ イ ド するには、 [ 実行するアプ リ ケーシ ョ ン ] タ

ブで、 コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターと し て /qf を指定できます。

テーブル 11-3 • [ 動作 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2711



第 11 章 リ フ ァ レンス

InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス
前提条件を イ ンス ト ールし た後

も、 その前提条件のイ ンス ト ー

ルがまだ条件で要求された場合

:

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールを実行済みであるのにも関わらず、

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが必要である と条件が表示される場合、

次のどれかが当てはまる可能性があり ます。

• InstallShield 前提条件が正し く イ ンス ト ールされなかった。

• InstallShield 前提条件に不正確な条件が指定されていた。

た と えば、 ターゲッ ト  マシンに特定のフ ァ イルが存在し ない場合に 

InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールする必要がある と条件付けたと し ま

す。 InstallShield 前提条件がイ ンス ト ールされた後にもそのフ ァ イルが不

足し ている場合、 その条件は適切ではなかった と考えられます。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールが必要である と条件が表示し続けた場合

の動作を指定し て く だ さい。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• セ ッ ト ア ッ プを終了する — アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ない場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• セ ッ ト ア ッ プを続行するかど うかを確認する — エン ド ユーザーに対し て

メ イ ンのイ ンス ト ールを続行するかど うかを指定するよ う にプロンプ ト

する メ ッ セージ ボ ッ クスを表示する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。

• セ ッ ト ア ッ プを続行する — 基本的に、 InstallShield 前提条件の満た されて

いない条件を無視し て、 次の InstallShield 前提条件がある場合はそのイ ン

ス ト ールを続ける、 またはメ イ ンのイ ンス ト ールを続行する場合は、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 11-3 • [ 動作 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス
前提条件が再起動を必要とする

場合

「InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールで ターゲッ ト マシンを再起動する」 でも

説明されているよ う に、 InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールするためにター

ゲッ ト  マシンを再起動する必要がある場合があ り ます。

InstallShield 前提条件が、 ターゲッ ト  マシンの再起動を必要とする場合の動作

を指定し ます。

• 終了し、 再起動時に再開 — InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールを終了

し、 InstallShield 前提条件がターゲッ ト  マシンを再起動し てイ ンス ト ール

を再開する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 記録する。 マシンが再起動された場合、 再開を失敗し て、 イ ンス ト ール

の後に再起動する — 必要に応じ て ターゲッ ト  マシンが再起動する こ と を

記録し、 メ イ ンのイ ンス ト ールの終わり に再起動をスケジュールし、

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールのあと で ターゲッ ト  マシンが再起動

し た場合終了するよ う にする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 し た

がって、 再起動が必要であるよ う に見える場合で、 メ イ ンのイ ンス ト ー

ルが終了するまで ( または次の InstallShield 前提条件が再起動を ト リ ガー

するまで ) 延期し たいと きは、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

実行時に、 再起動がまだ保留中のと き、 メ イ ン イ ンス ト ールの Windows 

Installer プロパテ ィ  ISSCHEDULEREBOOT の値は 1 に設定されています。

• 無視する。 ただ し、 マシンが再起動される と き イ ンス ト ールの継続を中

止する — イ ンス ト ールを継続するが、 ターゲッ ト  マシンが再起動される

と きに中止する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 つま り再起動が

必要である と検出されたが、 これをスキッ プするには、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。

• 再起動が検出されなかった と きのみユーザーにプロンプ ト する。 ただ し、

マシンは常に再起動し、 再起動時に再開 — ターゲッ ト  マシンが再起動を

必要と し ないと検出された場合のみ、 ターゲッ ト  マシンの再起動をエン

ド ユーザーにプロンプ ト する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 エ

ン ド ユーザーがこれを承諾し た場合にターゲッ ト マシンは再起動され、

イ ンス ト ールが続行し ます。

• 何も検出されなかった と き もユーザーにマシンを再起動するよ う にプロ

ンプ ト し、 再起動時に再開 — ターゲッ ト  マシンが再起動を必要と し ない

と検出された場合でも、 ターゲッ ト  マシンの再起動をエン ド ユーザーに

プロンプ ト する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 エン ド ユーザー

がこれを承諾し た場合にターゲッ ト マシンは再起動され、 イ ンス ト ール

が続行し ます。

• マシンを再起動し、 再起動時に再開 — ターゲッ ト  マシンを再起動し てイ

ンス ト ールを継続する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 11-3 • [ 動作 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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InstallShield 前提条件エデ ィ ター リ フ ァ レンス
[ 依存関係 ] タ ブ
新しい InstallShield  前提条件を作成する、 または既存の InstallShield 前提条件を変更する と き、 この InstallShield 

前提条件が依存する他の  前提条件 (.prq フ ァ イル ) を指定する こ とができます。 依存関係は、 InstallShield 前提条

件エデ ィ ターの依存関係タ ブで指定し ます。

このタ ブの [ 追加 ] し て依存関係を追加する と、 [ 新しい依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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エ ラーと警告
エラーと警告
InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの次の ト ピ ッ クは、 イ ンス ト ール作成作業中に起こ る可能性のあるエラーおよび警

告についての情報を提供し ます。

テーブル 11-1 • エラーおよび警告 ト ピ ッ クのリ ス ト

ト ピ ッ ク 説明

ビルド  エラーと警告 ビルド処理中に発生する可能性があるエラーと警告を リ ス ト し

ます。

メ デ ィ ア ビルド エラーと警告 InstallScript コ ンパイ ラ エラーと警告を リ ス ト し ます。

MSI/MSM 変換エラー MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ド を使ってイ ンス ト ール パッ ケー

ジ (.msi フ ァ イル ) またはマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を 

InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) へ変換する際に発生す

る可能性があるエラーを リ ス ト し ます。

Windows Installer 実行時のエラー 実行時に発生する可能性がある Windows Installer エラーを リ ス ト

し ます。 このエラーは、 一部の種類の機能をサポー ト するため

に InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ンに関連し ています。

Setup.exe 戻り値および実行時のエラー 

(InstallScript プロジ ェ ク ト )

InstallScript イ ンス ト ールで Setup.exe の実行時に発生する可能

性があるエラーを リ ス ト し ます。

Setup.exe 戻り値および実行時のエラー ( 基

本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト )

基本の MSI イ ンス ト ールおよび InstallScript MSI イ ンス ト ールで 

Setup.exe の実行時に発生する可能性があるエラーを リ ス ト し ま

す。

Setup.exe 戻り値および実行時のエラー ( ア

ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス

ト  UI)

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.exe 

イ ンス ト ールが実行される と きに発生する可能性のある リ ター

ン コー ド、 エラー、 およびログ記録されたステータ ス コー ド を

リ ス ト し ます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エ

ラーと警告

次のいずれかの処理を行った と きに発生する可能性のあるエ

ラーと警告を リ ス ト し ます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を 

InstallShield 基本の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換。

• Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を 

InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換。

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基本の MSI またはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト 。

ア ッ プグレー ド エラー (InstallShield 

Professional からのア ッ プグレー ド )

InstallShield Professional を使って作成し たプロジ ェ ク ト をア ッ プ

グレー ド し た と きに起こ る可能性のあるエラーを リ ス ト し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2715



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
エラーおよび警告についての詳細記事は、 ナレ ッ ジ ベース に掲載されています。

ビルド エラーと警告
次のテーブルは、 ビルド処理中に発生する可能性のあるエラー及び警告の一覧です。

メ モ • InstallShield のほとんどのビルド エラーと警告についての詳細 ( 解決策を含む ) は、 ナレ ッ ジ ベースを参照

し て く ださい。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンのビルド中に発生する可能性があるエラーと警告の解決法については、 「仮想化変換のエ

ラーと警告」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ドの警告 ( InstallShield 

Professional からのア ッ プグレー ド )

InstallShield Professional を使って作成し たプロジ ェ ク ト をア ッ プ

グレー ド し た と きに起こ る可能性のある警告を リ ス ト し ます。

ア ッ プグレー ド エラーと警告 (InstallShield—

Windows Installer Edition からのア ッ プグレー

ド )

InstallShield—Windows Installer Edition を使って作成し たプロジ ェ

ク ト  (.ism file) をア ッ プグレー ド し たと きに起こ る可能性のある

エラーと警告を リ ス ト し ます。

Windows Installer ラ ン タ イムエラーの 

HRESULT 値

Windows Installer エラー 1904 および 1905 と共に提供される 

InstallShield カス タム HRESULT コー ド について説明し ます。

DIFxAPI エラー (InstallScript プロジ ェ ク ト ) DIF ｘ  ド ラ イバー関数が呼び出されたと きに戻される可能性のあ

る DIFxAPI エラーそれぞれについて説明し ます。

" 文字列 PRODUCT_NAME が文字列テーブル

で見つかり ません " エラー

このエラーが発生する状況、 および問題の修正手順について説

明し ます。

InstallScript エラー情報 InstallScript エラーおよび警告について説明し ます。

仮想化変換のエラーと警告 仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する と き、 ビルド プロセス中に発

生する可能性のあるエラーと警告を リ ス ト し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報

-32000 ビルドがユーザーによ ってキャ

ンセルされま し た。

このエラーが発生するのは、 ビルド プロセスの途中でビル

ドが終了し た場合のみです。

-7355 文字列 %2 の値 %4 は、 テーブル 

%1 列 %3 の検証基準を満たし て

いません。

この警告は、 ローカ ラ イズされた文字列が文字列エデ ィ

ター テーブル内の列の検証基準を満た し ていない時に発生

し ます。 この警告を解決するには、 文字列エデ ィ ター内の

フ ラグされた値を更新し て く ださい。

テーブル 11-1 • エラーおよび警告 ト ピ ッ クのリ ス ト  ( 続き )

ト ピ ッ ク 説明
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エ ラーと警告
-7354 文字列 %2 の値 %4 は、 テーブル 

%1 列 %3 では使用できません。

このエラーは、 ローカ ラ イズされた文字列が文字列エデ ィ

ター テーブル内の名前付き列に有効な値が含まれていない

と きに発生し ます。 このエラーを解決するには、 文字列エ

デ ィ ター内のフ ラグされた値を更新し て く ださい。

-7350 ISWSEWrap テーブルをビルド中

にエラーが発生し ま し た。 フ ァ

イル %1 が見つかり ませんで し

た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に WiseScript カス タム アク

シ ョ ンが含まれているが、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケ

ンス ] ビ ューでそれに指定された実行可能フ ァ イルが見つ

からなかった場合に発生し ます。 このエラーを解決するに

は、 このカス タム アクシ ョ ンの "WiseScript 実行可能フ ァ

イル " 設定のパスを変更し ます。

-7348 フ ァ イル %s を保存中にエラー 

0x%08x が発生

このエラー メ ッ セージで %s は、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でビルド時に保存す

る必要がある フ ァ イルの名前とパスを示し ます。 このエ

ラーを解決するには、 そのフ ァ イルが使用可能であ り、 読

み取り専用またはロ ッ ク されていないかを確認し て く ださ

い。

-7347 InstallShield では、 .spc および 

.pvk フ ァ イルを使った署名がサ

ポー ト されていません。 プロ

ジ ェ ク ト 内のデジ タル証明書情

報を .pfx 証明書または証明書ス

ト アにある証明書への参照と入

れ換えて く だ さい。

このエラーは、 .spc および .pvk フ ァ イルを使ったデジ タル

署名がサポー ト されている InstallShield の以前のバージ ョ

ンで、 これらのフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し ていた場

合、 そのプロジ ェ ク ト を InstallShield 2016 で開いて リ リー

スまたはパッ チをビルド し よ う と し たと きに発生し ます。

このエラーを解決するには、 .spc の参照を リ リースまたは 

パッ チ構成から参照を削除し ます。 これを、 .pfx 証明書ま

たは証明書ス ト アにある証明書への参照と入れ換える こ と

ができます。 詳し く は、 次を参照し て く ださい :

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を

行う

• パッ チ パッ ケージに署名する

• QuickPatch パッ ケージに署名する

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2717
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エ ラーと警告
-7346 リ リースに含まれる フ ァ イルが 

SHA-1 証明書を使って署名され

ています。 Windows は、 2016 年 

1 月以降に SHA-1 証明書を使っ

て署名されている フ ァ イルを信

頼し ません。

この警告は、 ビルド時に SHA-1 証明書を使って リ リースに

デジ タル署名を行う よ う にプロジ ェ ク ト が構成されている

場合に発生し ます。

SHA-1 はセキュ リ テ ィ の脆弱性があるため、 SHA-256 の使

用が推奨されます。 し たがって、 InstallShield プロジ ェ ク ト

に含まれる任意の SHA-1 証明書は、 SHA-256 証明書と置

き換える こ とが推奨されます。

InstallShield で リ リースに署名するための SHA-1 証明書を 

SHA-256 証明書に置き換えるには、 [ リ リース ] ビ ューの [

署名 ] タ ブを使って、 現在の証明書への参照を SHA-256 証

明書と置き換えます。

詳細については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照

し て く ださい。

-7337 機能 [1] に関連付けられたパッ

ケージがあり ません。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト またはア ドバンス

ト  UI プロジ ェ ク ト で リ リースをビルド し た と き、 プロジ ェ

ク ト にパッ ケージを含まない機能が含まれている場合、 こ

のビルド警告が表示されます。

このビルド警告を解決するには、 少な く と も 1 つ以上の

パッ ケージが機能と関連付けられている こ と を確認し て く

ださい。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージを機能に

関連付ける」 を参照し て く ださい。

ビルド警告で識別された機能に、 あえてパッ ケージを含ま

ない場合は、 このビルド警告を無視する こ とができます。

-7336 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 イベン ト がサポー ト されて

いません。

InstallShield Professional Edition を使って、 [ イベン ト ] 

ビ ューに 1 つ以上のアクシ ョ ンを含むスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト を開 く と、 InstallShield はプロジ ェ ク

ト をア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と し て開いて、 ビルド時

にこのビルド エラーを表示し ます。 ア ド バンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト では、 イベン ト がサポー ト されていません。

このビルド エラーを解決するには、 プロジ ェ ク ト からアク

シ ョ ンを削除するか、 InstallShield Premier Edition を使って

プロジ ェ ク ト を編集し てから リ リースをビルド し て く ださ

い。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルの動作を拡張するアクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く

ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2718 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7335 プロジ ェ ク ト には未定義のアク

シ ョ ン '%1' への参照が含まれて

います。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追

加し、 プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージにアクシ ョ ンを関連付

けてから、 .issuite プロジ ェ ク ト  フ ァ イルをテキス ト  エ

デ ィ ターで編集し てプロジ ェ ク ト から このアク シ ョ ンの一

部を削除し た場合、 ビルド時にこのエラーが発生し ます。

このエラーを解決するには、 ビルド エラーで参照されたア

クシ ョ ンを .issuite フ ァ イルから削除し て く だ さい。

-7334 パッ ケージ '%1' には Windows の

機能への参照が含まれています

が、 このエデ ィ シ ョ ンの 

InstallShield ではサポー ト されて

いません。 これらの参照は、 ビ

ルド に含まれません。

InstallShield Professional Edition を使って、 1 つ以上の 

Windows の役割または機能を有効化するサポー ト を含むス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を開 く と、

InstallShield はプロジ ェ ク ト をア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト と し て開いて、 ビルド時にこのビルド エラーを表示し ま

す。 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト は、 Windows の役割また

は機能を有効化するサポー ト を含みません。

このビルド エラーを解決するには、 プロジ ェ ク ト から 

Windows の役割と機能を削除するか、 InstallShield Premier 

Edition を使ってプロジ ェ ク ト を編集し てから リ リースをビ

ルド し て く ださい。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ル中に Windows 役割と機能を有効化する」 を参照し て く だ

さい。

-7329 IA64 %1 %2 を x64 パッ ケージに含

めています。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• x64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• プロジ ェ ク ト には、 実行時にイ ンス ト ールがターゲッ

ト  システムに転送できる Itanium 64 ビ ッ ト  フ ァ イルが

含まれています。

x64 ターゲッ ト  システムで Itanium 64 ビ ッ ト  フ ァ イルを実

行する こ とはできません。

要件によ っては、 IA64  フ ァ イルを x64 フ ァ イルに置換し た

方が良い場合があ り ます。 その他の状況下では、 このビル

ド警告を無視する こ とができます。 たと えば、 コ ンポーネ

ン ト が x64 システムにイ ンス ト ールされないよ う に防ぐ条

件がフ ァ イルのコ ンポーネン ト に含まれている場合、 この

ビルド警告を無視する こ とができます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2719
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エ ラーと警告
-7328 x64 %1 %2 を IA64 パッ ケージに含

めています。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• IA64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• プロジ ェ ク ト には、 実行時にイ ンス ト ールがターゲッ

ト  システムに転送できる x64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含ま

れています。

Itanium 64 ターゲッ ト  システムで x64 ビ ッ ト  フ ァ イルを実

行する こ とはできません。

要件によ っては、 x64  フ ァ イルを IA64 フ ァ イルに置換し た

方が良い場合があ り ます。 その他の状況下では、 このビル

ド警告を無視する こ とができます。 たと えば、 コ ンポーネ

ン ト が IA64 システムにイ ンス ト ールされないよ う に防ぐ条

件がフ ァ イルのコ ンポーネン ト に含まれている場合、 この

ビルド警告を無視する こ とができます。

-7327 64 ビ ッ ト の %1 %2 が 32 ビ ッ ト 限

定のパッ ケージに含まれていま

す。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• Intel が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されてい

る。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト には、 実行時にイ ンス ト ールがターゲッ

ト  システムに転送できる x64 ビ ッ ト  フ ァ イルが含ま

れています。

x86 ターゲッ ト  システムで x64 フ ァ イルを実行する こ とは

できません。

要件によ っては、 x64 フ ァ イルを x86 フ ァ イルに置換し た

方が良い場合があ り ます。 その他の状況下では、 このビル

ド警告を無視する こ とができます。 たと えば、 コ ンポーネ

ン ト が x86 システムにイ ンス ト ールされないよ う に防ぐ条

件がフ ァ イルのコ ンポーネン ト に含まれている場合、 この

ビルド警告を無視する こ とができます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2720 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7326 32 ビ ッ ト の %1 %2 が 64 ビ ッ ト 限

定のパッ ケージに含まれていま

す。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• x64 アーキテ クチャが " テンプレー ト の概要 " 設定で

指定されている。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト には、 実行時にイ ンス ト ールがターゲッ

ト  システムに転送できる x86 フ ァ イルが含まれていま

す。

多 く の場合、 x64 ターゲッ ト  システム上で x86 フ ァ イルを

実行する こ とができます。 ただ し、 x64 システムが WOW64 

(32-bit Windows-on-Windows) をサポー ト し ない場合、 x86 

フ ァ イルを実行する こ とができないこ と もあ り ます。

要件によ っては、 x86 フ ァ イルを x64 フ ァ イルに置換し た

方が良い場合があ り ます。 その他の状況下では、 このビル

ド警告を無視する こ とができます。 たと えば、 コ ンポーネ

ン ト が x64 システムにイ ンス ト ールされないよ う に防ぐ条

件がフ ァ イルのコ ンポーネン ト に含まれている場合、 この

ビルド警告を無視する こ とができます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7325 フ ァ イル %1 のアーキテ クチャ を

検証中に予期し ないエラーが発

生し ま し た。

このビルド エラーは、 アーキテ クチャの検証を行う と きに

プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルが 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のどち

らであるのかを InstallShield が判断できない場合に発生し

ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7324 %1 カス タム アクシ ョ ン %2  が、

ネイテ ィ ブ コー ド %3 の関数を

呼び出せません。

このビルド エラーは、 プロジ ェ ク ト で標準 DLL フ ァ イル

にマネージ コー ド カス タム アク シ ョ ンが含まれている場

合に発生し ます。 このエラーを解決するには、 カス タムア

クシ ョ ンを DLL フ ァ イルで関数を呼び出す標準の DLL カ

ス タム アクシ ョ ン と置換し ます。 そ う でない場合、 DLL 

フ ァ イルを Visual Basic .NET または C# などのマネージ 

コー ド で書かれた .NET アセンブ リ で置換し ます。

詳細については、 「マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ

ソ ッ ド を呼び出す」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2721
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エ ラーと警告
-7323 %1 カス タム アクシ ョ ン %2  が、

マネージ コー ド %3 の関数を呼

び出せません。

このビルド エラーは、 プロジ ェ ク ト で 。 NET アセンブ リ 

フ ァ イルに標準 DLL カス タム アクシ ョ ンが含まれている

場合に発生し ます。 このエラーを解決するには、 カス タム

アクシ ョ ンを .NET アセンブ リ で パブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼

び出す マネージ コー ド カス タム アクシ ョ ン と置換し ま

す。 そ う でない場合、 .NET アセンブ リ を C++ などのネイ

テ ィ ブ コー ド で書かれた標準 DLL で置換し ます。

詳細については、 「標準 DLLl フ ァ イルの関数を呼び出す」

を参照し て く ださい。

-7322 IA64 の %1 カス タム アクシ ョ ン 

%2 を x64 パッ ケージで実行する

こ とはできません。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• x64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• プロジ ェ ク ト には Itanium 64 ビ ッ ト  システムを ター

ゲッ ト とする カス タム アクシ ョ ン フ ァ イルが含まれ

ています。

x64 ターゲッ ト  システムで IA64 カス タム アクシ ョ ンを実

行する こ とはできません。

詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用

する」 を参照し て く ださい。

-7321 x64 の %1 カス タム アクシ ョ ン 

%2 を IA64 パッ ケージで実行する

こ とはできません。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• IA64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• プロジ ェ ク ト には x64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト と

する カス タム アクシ ョ ン フ ァ イルが含まれています。

IA64 ターゲッ ト  システムで x64 カス タム アクシ ョ ンを実

行する こ とはできません。

詳細については、 「" テンプレー ト 概要 " プロパテ ィ を使用

する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2722 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7320 64 ビ ッ ト の %1 カス タム アク

シ ョ ン %2 を 32 ビ ッ ト 限定の

パッ ケージに含める こ とはでき

ません。

このビルド エラーは、 以下の条件が当てはまる場合に発生

し ます :

• Intel が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されてい

る。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  カス タム アクシ ョ ン フ ァ イ

ルが含まれている。

64 ビ ッ ト  DLL フ ァ イルを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム

で実行する こ とはできません。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7319 32 ビ ッ ト の %1 カス タム アク

シ ョ ン %2 を 64 ビ ッ ト 限定の

パッ ケージに含める こ とはでき

ません。

このビルド エラーは、 以下の条件が当てはまる場合に発生

し ます :

• x64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト に 32 ビ ッ ト  カス タム アクシ ョ ン フ ァ イ

ルが含まれている。

32 ビ ッ ト  DLL フ ァ イルを WOW64 (32-bit Windows-on-

Windows) をサポー ト し ない 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム

で実行する こ とはできません。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2723
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エ ラーと警告
-7318 InstallScript カス タム アクシ ョ ン 

%1 を 64 ビ ッ ト 限定のパッ ケー

ジに含める こ とはできません。

このビルド エラーは、 以下の条件が当てはまる場合に発生

し ます :

• x64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト に InstallScript カス タム アクシ ョ ンが含

まれている。

InstallScript カス タム アクシ ョ ンを WOW64 (32-bit Windows-

on-Windows) をサポー ト し ない 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  シス

テムで実行する こ とはできません。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7317 64 ビ ッ ト の VBScript/JScript カ

ス タム アクシ ョ ン %1 を 32 ビ ッ

ト 限定のパッ ケージに含める こ

とはできません。

このビルド エラーは、 以下の条件が当てはまる場合に発生

し ます :

• Intel が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されてい

る。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  VBScript または JScript カス

タム アクシ ョ ン フ ァ イルが含まれている。

64 ビ ッ ト  スク リ プ ト  フ ァ イルを 32 ビ ッ ト  ターゲ ッ ト  シ

ステムで実行する こ とはできません。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2724 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7316 32 ビ ッ ト の VBScript/JScript カ

ス タム アクシ ョ ン %1 を 64 ビ ッ

ト 限定のパッ ケージに含める こ

とはできません。

このビルド エラーは、 以下の条件が当てはまる場合に発生

し ます :

• x64 が " テンプレー ト の概要 " 設定で指定されていま

す。

• " プラ ッ ト フ ォームの検証 " 設定に [ 厳密な検証をす

る ] が選択されている。

• プロジ ェ ク ト に 32 ビ ッ ト  VBScript または JScript カス

タム アクシ ョ ン フ ァ イルが含まれている。

32 ビ ッ ト  スク リ プ ト  フ ァ イルを WOW64 (32-bit Windows-

on-Windows) をサポー ト し ない 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  シス

テムで実行する こ とはできません。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7315 カス タム アク シ ョ ン %1 のアー

キテ クチャ を検証中に予期し な

いエラーが発生し ま し た。

このビルド エラーは、 アーキテ クチャの検証を行う と きに

プロジ ェ ク ト 内のカス タム アクシ ョ ン フ ァ イルが 32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のどち らであるのかを InstallShield が判断で

きない場合に発生し ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7314 カス タム アク シ ョ ンのアーキテ

クチャ を検証中に予期し ないエ

ラーが発生し ま し た。

このビルド エラーは、 アーキテ クチャの検証を行う と きに

プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルが 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のどち

らであるのかを InstallShield が判断できない場合に発生し

ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ検証の

種類を選択する」 を参照し て く ださい。

-7313 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 UWP アプ リ パッ ケージはサ

ポー ト されていません。

UWP アプ リ パッ ケージを含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト を InstallShield Professional Edition で開 く と、

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と し て開き、 ビルド時にこの

ビルド エラーが表示されます。 ア ド バンス ト  UI プロジ ェ

ク ト では、 UWP アプ リ パッ ケージはサポー ト されていま

せん。

このビルド エラーを解決するには、 プロジ ェ ク ト から 

UWP アプ リ パッ ケージを削除するか、 InstallShield Premier 

Edition を使ってプロジ ェ ク ト を編集し てから リ リースをビ

ルド し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2725
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エ ラーと警告
-7312 証明書フ ァ イル '%1' が、 パッ

ケージ '%2' に選択されています

が、 このパッ ケージのフ ァ イル

と共に含まれていません。 " 証明

書フ ァ イル " 設定から このフ ァ

イルを削除するか、 フ ァ イルを 

UWP アプ リ パッ ケージに追加し

て く だ さい。

UWP アプ リ パッ ケージをサポー ト する Windows のバー

ジ ョ ンは、 パッ ケージのソースを信頼し ない限り、 サイ ド

ロー ド パッ ケージを イ ンス ト ールし ません。 た と えば 

Visual Studio で生成されたカス タム証明書を使用する場合、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールではターゲッ ト  

システムの証明書ス ト アにカス タム証明書を追加する こ と

で、 Windows がパッ ケージのソースを信頼するよ う に設定

できます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、

.cer フ ァ イルをサイ ド ロー ド パッ ケージに含めて、 [ パッ

ケージ ] ビ ューで UWP アプ リ パッ ケージの " 証明書フ ァ

イル " 設定にそれを指定し た場合、 この処理を行います。

.cer フ ァ イルを指定し て、 プロジ ェ ク ト にそのフ ァ イルを

含めなかった場合、 ビルド時にビルド警告が発生する場合

があ り ます。 .cer フ ァ イルを追加するには、 [ パッ ケージ ] 

ビ ューで UWP アプ リ パッ ケージを見つけて、 ビ ュー内で

そのノ ー ド を展開し ます。 [ パッ ケージ フ ァ イル ] ノ ー ド

を選択し てから右側のペイ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ 追加 ] を

ク リ ッ ク し ます。 追加する フ ァ イルを参照し て選択し ま

す。

-7311 サイ ド ロー ド アプ リ ケーシ ョ ン 

パッ ケージ '%1' のマニフ ェ ス ト  

フ ァ イルをロー ド できません。

このビルド エラーは、 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ 

パッ ケージを含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

をビルド し よ う と し たと きに、 InstallShield がアプ リ パッ

ケージのマニフ ェ ス ト  フ ァ イルを読み取る こ とができない

場合に発生し ます。 これは、 Windows XP または Windows 

Server 2003 システム上でビルド を行う と きに発生する場合

があ り ます。 サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ

を含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを作成およ

びビルド するには、 InstallShield または Standalone Build が

搭載されているマシン上に Windows Vista 以降または 

Windows Server 2008 以降が必要です。

このエラーを解決するには、 [ パッ ケージ ] ビ ューから 

UWP アプ リパッ ケージを削除するか、 リ リースを Windows 

Vista 以降または Windows Server 2008 以降でビルド し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2726 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7308 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールは ARM プロセ ッサ専用

にビルド されたサイ ド ローデ ィ

ング UWP アプ リ パッ ケージを

サポー ト し ません。

このエラーは、 スイー ト / ア ドバンス ト  プロジ ェ ク ト で

は、 ARM プロセ ッサ アーキテ クチャ を ターゲッ ト とする 

UWP アプ リ パッ ケージを含めたと きに発生し ます。

InstallShield には、 イ ンス ト ールにこの種類のパッ ケージを

含むサポー ト が含まれていません。

このエラーを解決するには、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使って

エラー メ ッ セージに リ ス ト されているパッ ケージをプロ

ジ ェ ク ト から削除し、 これを x86 または x64、 あるいは

ニュー ト ラルを ターゲッ ト とするパッ ケージ と置換する こ

と を考慮し て く ださい。

-7295 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 .exe プラ イマ リ パッ ケージ

はサポー ト されていません。

InstallShield では、 .exe パッ ケージを、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI (InstallShield Premier Edition で利用可能 ) に、 プ ラ イ

マ リ パッ ケージ と し て追加する こ とができますが、 ア ドバ

ンス ト  UI (InstallShield Professional Edition で利用可能 ) に

は、 プラ イマ リ パッ ケージ と し て追加する こ とはできませ

ん。

InstallShield Professional Edition で、 Premier Edition で作成さ

れたプロジ ェ ク ト を開き、 プロジ ェ ク ト に .exe パッ ケージ

がプラ イマ リ パッ ケージ と し て含まれていた場合、 ビルド 

エラーが発生し ます。

このビルド エラーを解決するには、 InstallShield Premier 

Edition を使用し て リ リースをビルド するか、 プロジ ェ ク ト

の [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 .exe パッ ケージをプロ

ジ ェ ク ト から削除し ます。

ア ドバンス ト  UI と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト の違い関する説明は、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い」 をご覧 く

ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2727
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エ ラーと警告
-7294 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

は、 1 言語のみ含める こ とができ

ます。

InstallShield Premier Edition で提供されているスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には、 複数言語がサポー ト され

ていますが、 InstallShield Professional Edition で提供されて

いるア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 1 言語のみサポー

ト されています。

InstallShield Professional Edition で、 Premier Edition で作成さ

れたプロジ ェ ク ト を開き、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上の言語

が含まれていた場合、 ビルド エラーが発生し ます。

このビルド エラーを解決するには、 InstallShield Premier 

Edition を使用し て リ リースをビルド するか、 プロジ ェ ク ト

の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定を

使って、 1 言語を残し てすべて削除し ます。 また、 必要に

応じ て、 [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブにある "UI 言

語 " 設定から も。 1 言語以外のすべての言語を削除し ます。

ア ドバンス ト  UI と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト の違い関する説明は、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い」 をご覧 く

ださい。

-7293 ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に

は、 プラ イマ リ パッ ケージを 1 

つのみ含める こ とができます。

InstallShield Premier Edition で提供されているスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト には、 複数のプラ イマ リ パッ

ケージがサポー ト されていますが、InstallShield Professional 

Edition で提供されているア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で

は、 1 つのみサポー ト されています。

InstallShield Professional Edition で、 Premier Edition で作成さ

れたプロジ ェ ク ト を開き、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のプラ

イマ リ パッ ケージが含まれていた場合、 ビルド エラーが

発生し ます。

このビルド エラーを解決するには、 InstallShield Premier 

Edition を使って リ リースをビルド するか、 プロジ ェ ク ト の 

[ パッ ケージ ] ビ ューから、 1 つ以外のプラ イマ リ パッ

ケージをすべて削除し ます。

ア ドバンス ト  UI と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト の違い関する説明は、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の違い」 をご覧 く

ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2728 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7292 ア ッ プデー ト  URL が設定されて

いますが、 リ リースは、 デジ タ

ル署名されるよ う に構成されて

いません。

このビルド警告は、 URL が、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] 

ビ ューにある [Setup.exe] タ ブの " ア ッ プデー ト  URL" 設定

で指定されていて、 リ リースがデジ タル署名されるよ う に

構成されていないと きに発生し ます。

この警告を解決するには、 [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ

ブで、 リ リースのデジ タル署名情報を指定し ます。

ア ッ プデー ト の詳しい情報については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでダウン

ロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 を参照し て く ださ

い。

-7291 ア ッ プデー ト  URL が設定されて

いますが、 プロジ ェ ク ト にフ ァ

イルがソース メ デ ィ アにある

パッ ケージが含まれています。

このビルド警告は、 URL が、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] 

ビ ューにある [Setup.exe] タ ブの " ア ッ プデー ト  URL" 設定

で指定されていて、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内に、 ソース メ デ ィ アに格納さ

れるよ う に構成されているパッ ケージが 1 つ以上存在し た

場合に発生し ます。

ベースのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーをビルド する場合、 この警告は

無視できます。

以前のベース セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーがターゲッ ト  シス

テムでっ実行された時にダウンロー ド されて起動される、

ア ッ プデー ト  ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーをビルド する場合、 プロ

ジ ェ ク ト で、 パッ ケージのラ ン タ イムの場所を、 セ ッ ト

ア ッ プ ラ ンチャーからの抽出か、 Web からのダウンロー ド

に変更し ます。 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、

ソース メ デ ィ アに格納されているパッ ケージには依存でき

ません。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の特定のパッ ケージに対

し てラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プデー

ト をサポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2729
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エ ラーと警告
-7256 ソ フ ト ウェ ア識別タグ フ ァ イル

にデジ タル署名するためには、

.NET Framework 3.5 のイ ンス ト ー

ルが必要です。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるよ う に構成

し た場合、 ビルド する リ リースに .pfx フ ァ イルを使用し て

リ リースにデジ タル署名を行う と、 InstallShield はビルド時

に作成する タグにデジ タル署名を行います。 ビルド マシン

に .NET Framework 3.5 がイ ンス ト ールされていない場合、

このビルド警告が表示されます。

このビルド警告を解決するためには、 ビルド マシンに 

.NET Framework 3.5 を イ ンス ト ールし て く だ さい。

-7255 ソ フ ト ウェ ア識別タグフ ァ イル

のデジ タル署名には、 .pfx フ ァ イ

ルのみ使用できます。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるよ う に構成

し た場合、 ビルド する リ リースに証明書ス ト アにある証明

書を使ったデジ タル署名を構成する と、 InstallShield がこの

ビルド警告を生成し ます。

このビルド警告を解決するためには、 証明書ス ト アにある

証明書を .pfx フ ァ イルに切り替えて く ださい。 デジ タル署

名付きのタグが不要な場合、 この警告は無視できます。

-7246 パッ ケージ "%1" に、 条件の設定

の 1 つにアス タ リ スク (*) がプ

レースホルダーと し て使用され

ている MSI パッ ケージ条件があ

り ます。 このプレースホルダー

は、 適切な .msi パッ ケージが見

つからなかったため、 置き換え

る こ とができませんで し た。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールで、 条件で使用されているアス タ リ スク を、 パッ

ケージからの適切な情報 ( 製品コー ドは製品バージ ョ ンな

ど ) で置き換えるには、 パッ ケージがビルド時に存在し て

いる必要があ り ます。

このエラーを解決するには、 パッ ケージ フ ァ イルがソース

の場所にある こ と を確認し ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン クがパッ ケージに使用されている場合、 ダイナ ミ ッ ク 

リ ン クのフ ィ ルターによ って、 ビルドからパッ ケージ フ ァ

イルを除外されないこ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2730 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7244 プロジ ェ ク ト に、 プラ イマ リ 

パッ ケージが含まれていません。

必要に応じ て、 [ パッ ケージ ] 

ビ ューで、 パッ ケージを追加し、

" パッ ケージの種類 " 設定でプ ラ

イマ リ を選択し ます。

このエラーは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 プラ イマ リ パッ ケージ と し て構

成されていないパッ ケージが含まれていないと きに発生し

ます。

プロジ ェ ク ト にパッ ケージが含まれていない場合に、 この

エラーを解決するには、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使って、 プ

ロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加し ます。 詳細については、

「パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ イ ン」 を参

照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト に既に依存パッ ケージをあ り、 それをプラ イ

マ リ パッ ケージにするには、 [ パッ ケージエ ビ ューの "

パッ ケージの種類 " 設定を使用し ます。 詳細については、

「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト におけるプラ イマ リ パッ ケージ と依存パッ ケージ

の違い」 を参照し て く ださい。

-7243 [ パッ ケージ ] ビ ューのパッ ケー

ジ '%1' に対する " 検出条件 " 設

定が空です。 この種類の条件は、

ターゲッ ト  システム上にパッ

ケージがイ ンス ト ール済みであ

るかど うかを評価し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト の .exe タ イプのパッ ケージの場合、 " 検出条件 " 

設定を空白のままに残すこ とはできません。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成および

ビルド」 を参照し て く ださい。

-7240 パッ ケージ [1] が、 どの機能にも

関連付けられていません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューに含まれている各パッ

ケージは、 1 つ以上の機能に関連付ける必要があり ます。

そ う でない場合、 ビルド時にパッ ケージがリ リースに含ま

れません。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージを機能に関連付け

る」 を参照し て く ださい。

-7239 パッ ケージ '%2' の [ パッ ケージ ] 

ビ ューで、操作の " ターゲッ ト " 

設定で選択された ターゲッ ト  

フ ァ イル '%1' がプロジ ェ ク ト で

見つかり ませんで し た。

このエラーは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ール内のあるパッ ケージのターゲッ ト  

フ ァ イルがビルド時に見つからなかったと きに発生し ま

す。

このエラーを解決するには、 ターゲッ ト  フ ァ イルがソース

の場所にある こ と を確認し ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン クがパッ ケージに使用されている場合、 ダイナ ミ ッ ク 

リ ン クのフ ィ ルターによ って、 ビルドからパッ ケージ フ ァ

イルを除外されないこ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2731
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エ ラーと警告
-7236 [ 一般情報 ] ビ ューの %1  設定の

値が無効であるため、

InstallShield は、 ソ フ ト ウ ェ ア識

別タグを作成できませんで し た。

以下の文字が含まれていないこ

と を確認し て く だ さい :

\ / : * ? " < > |

InstallShield は、 タグフ ァ イル  (TagCreatorID_UniqueID.swidtag) 

の名前の一部と し て、 入力済みの " 一意な ID" および " タ

グ作成者 ID" 設定の値を使用し ます。 し たがって、 入力す

る ID に、 フ ァ イル名には使えない文字は使用できません。

この問題を解決するためには、 警告メ ッ セージで通知され

た設定に有効な値を入力し て く ださい。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」

を参照し て く ださい。

-7235 [ 一般情報 ] ビ ューの %1  設定が

空白であるため、 InstallShield は、

ソ フ ト ウェ ア識別タグを作成で

きませんで し た。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するには、 [ 一般情報 ] ビ ュー

にあるい く つかの設定に値が必要です。 この警告を解決す

るには、 警告メ ッ セージで通知された設定に適切な値を入

力するか、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で 

[ いいえ ] を選択し ます。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」

を参照し て く ださい。

-7234 テンプレー ト  フ ァ イル 

Swidtag.xml を開 く こ とができな

かったため、 InstallShield はソ フ

ト ウェ ア識別タグを作成できま

せんで し た。

InstallShield はタグ フ ァ イルをビルド する際に、 以下のい

ずれかの場所にイ ンス ト ールされている Swidtag.xml フ ァ イ

ルを使用し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

この問題を解決するには、 ロ ッ クが解除されている 

Swidtag.xml フ ァ イルが存在する こ と を確認し て く だ さい。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」

を参照し て く ださい。

-7233 [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケー

ジ %1 に無効な URL (%2) が指定さ

れま し た。

このビルド エラーは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューにあ

るパッ ケージに [Web からダウンロー ド ] が設定されてい

て、 " ロケーシ ョ ン " 設定の下にある "URL" 設定が空白、

または無効な URL が指定されている場合に発生し ます。 こ

のエラーを解決するには、 以下のいずれかの文字列で始ま

る URL を入力し ます :

• http://

• https://

• ftp://

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2732 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7225 プロジ ェ ク ト に、 パッ ケージが

含まれていません。

このビルド エラーは、 パッ ケージが含まれていないア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

をビルド し よ う と し たと きに発生し ます。

このエラーを解決するには、 [ パッ ケージ ] ビ ューを使っ

て、 プロジ ェ ク ト にパッ ケージを追加し ます。 詳細につい

ては、 「パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する と きのガイ ド ラ イ

ン」 を参照し て く ださい。

-7223 [ モー ド ] 条件または [ 検出 ] 条

件は、 Setup.exe が正し く 実行さ

れるために必須です。

このビルド エラーは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に、 .exe パッ ケージが含まれ

ていて、 それに対し て、 適切な条件が構成されていないと

きに発生し ます。

プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージへの検出条件の追加について

は、 次を参照し て く ださい :

• ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト における、 リ リースの作成およびビルド

• ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で条件を定義する と きのガイ ド ラ イ ン

モー ド条件の作成については、 「ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ンス ト ール 

モー ド またはメ ンテナンス モー ド を ト リ ガする」 を参照し

て く ださい。

-7222 メ デ ィ アにサポー ト 言語が含ま

れていません。 メ デ ィ アに最低 1 

つのサポー ト 言語を選択し な く

てはな り ません。

このエラーは、 メ デ ィ アにサポー ト 言語が選択されていな

い場合のみ発生し ます。 この問題を解決するには、 [ リ

リース ] ビ ューの " 言語 " 設定で、 最低 1 つの言語が選択

されている こ と を確認し て く ださい。

-7220 DIM リ フ ァ レンスを追加中に、

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 DIM リ フ ァ レンスが、 [DIM リ フ ァ レンス ] 

ビ ューで示されているよ う に、 プロジ ェ ク ト に含まれてい

るにもかかわらず、 その DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) 

が見つからない時に発生し ます。 原因と し ては、 .dim フ ァ

イルが別の場所に移動された、 または名前が変更されたに

もかかわらず、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で、 その DIM リ

フ ァ レンスを含むパスまたはフ ァ イル名が更新されていな

いなどが考えられます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2733
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エ ラーと警告
-7218 DIM のビルド中に競合が検出さ

れま し た。 テーブル %1 行 %2 の

データが以下の列のデータ と異

な り ます : %3

この警告は、 開いている イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と、 そ

の DIM リ フ ァ レンスの 1 つの間でデータの競合が発生し た

時表示されます。 この警告メ ッ セージで、 %1 は、 競合を含

むテーブルの名前を表し、 %2 は、 該当する行を表し、 %3 

は、 次のフ ォーマ ッ ト で表示されます :

列名 (" イ ンス ト ール ユニ ッ ト の値 " <> " イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の値 ") 

DIM リ フ ァ レンスのテーブル データは、 DIM プロジ ェ ク ト

の [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューにあ り ます。 イ ンス

ト ールのテーブル データは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

の [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューにあ り ます。

データの競合が発生し た場合、 [DIM リ フ ァ レンス ] ビ ュー

の [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブにある " 競合の解決 " 設定で

選択された値に応じ て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のデー

タ または DIM データが使用されます。

• ベース プロジ ェ ク ト 値を使用する — この値が選択さ

れた場合、 DIM 内にある値の代わり に、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト 内にある値が使用されます。

• DIM プロジ ェ ク ト 値を使用する — この値が選択された

場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内にある値の代わり

に、 DIM プロジ ェ ク ト 内にある値が使用されます。

適切な値が使用されている場合、 この警告メ ッ セージは無

視できます。 上書きに使用される値を使用する場合、 その

プロジ ェ ク ト 内の値を訂正する こ と もできますし、 " 競合

の解決 " 設定の値を変更する こ と もできます。 ただし、 こ

の DIM リ フ ァ レンスで他の競合が発生し ている場合、 " 競

合の解決 " 設定の値を変更する と、 ビルド時に他の競合に

対し て設定される値も変わる可能性があるので注意し て く

ださい。

詳細については、 「ビルド時に発生する基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト と DIM リ フ ァ レンス間の競合を解決する」 を参照

し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2734 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7216 このプロジ ェ ク ト には、 現在使

用されていない InstallScript オブ

ジ ェ ク ト が含まれています。 こ

れらのオブジ ェ ク ト は、 プロ

ジ ェ ク ト から削除する必要があ

り ます。 可能な限り、 これらの

オブジ ェ ク ト の代わり に前提条

件を使用し な く てはな り ません。

InstallScript オブジ ェ ク ト に代わって、 InstallShield 前提条

件が推奨されます。 InstallScript オブジ ェ ク ト の代わり に、

InstallShield 前提条件が推奨されます。 InstallShield 前提条

件エデ ィ ターを使って、 独自の InstallShield 前提条件を作

成できます。 これらの InstallShield 前提条件は、

InstallScript、 InstallScript MSI、 および基本の MSI プロジ ェ

ク ト で共有する こ とができます。 詳し く は、 次を参照し て

く ださい :

• InstallShield 前提条件を定義する

• InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオ

ブジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する

-7215 ビルド イベン ト をスキッ プ し て

います。 ビルド イベン ト は、

InstallShield Premier Edition での

みサポー ト されています。

InstallShield では、 ビルド プロセスの様々な段階で実行す

る コマン ド を指定できます。 このビルド イベン ト 機能は、

InstallShield Premier Edition で提供されています。 詳細につ

いては、 「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行す

る コマン ド を指定する」 を参照し て く ださい。

InstallShield Professional Edition を使って、 ビルド イベン ト

を含むリ リースをビルド し よ う とする と、 InstallShield がビ

ルド イベン ト の設定を無視し て、 この警告を生成し ます。

この警告を解決するには、 リ リースのビルド に InstallShield 

Premier Edition を使って く だ さい。

-7214 テーブル %1 のロー ド中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 エラー メ ッ セージに記述されているテーブ

ルがプロジ ェ ク ト から不足し ている、 またはテーブルの列

が不足し ている場合に発生し ます。

このエラーを解決するためには、[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] 

ビ ューを開いて、 エラー メ ッ セージに記述されているテー

ブルを探し ます。 それが存在する場合、 テーブル内の列と

新しいプロジ ェ ク ト に含まれている列と を比べて、 足り な

いテーブルを追加し ます。 テーブルが存在し ない場合、 新

しいプロジ ェ ク ト を .idt フ ァ イルと し てエクスポー ト し て

から、 その .idt フ ァ イルを既存プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト

し ます。 詳細については、 次を参照し て く ださい。

• ダイ レ ク ト  エデ ィ ターから テーブルをエクスポー ト す

る

• ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使ってテーブルを イ ンポー ト

する

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2735
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エ ラーと警告
-7211 圧縮済みネ ッ ト ワーク イ メ ージ 

Setup.exe をビルド し ています。

その他のビルドの種類は、

InstallShield の評価モー ド では使

用できません。

InstallShield を評価モー ド で使用し ている ( つま り、 アク

テ ィ ベー ト し ていない ) 場合、 圧縮済み Setup.exe フ ァ イ

ルをビルド できますが、 その他のリ リースの種類をビルド

する こ とはできません。 Windows Installer ベースのリ リース

を作成する と、 .msi データベースが常に Setup.exe フ ァ イ

ル内に組み込まれます。

評価モー ド で非圧縮リ リースをビルド し よ う とする と、 非

圧縮オプシ ョ ンは無視されて、 InstallShield によ ってビルド

警告が表示されます。

InstallShield のアク テ ィ ベーシ ョ ンを行う と、 評価モー ドの

制限が解除されます。

-7209 現在の Windows Installer パッ ケー

ジ名には Unicode 文字が含まれ

ているため、 圧縮済みネ ッ ト

ワーク イ メ ージ Setup.exe をビ

ルド する際にラ ン タ イム エラー

が発生する可能性があり ます。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し

ます :

• .msi パッ ケージの名前に、 ビルド マシンの ANSI コー

ド ページでサポー ト されていない Unicode 文字が含ま

れている。

• リ リースにセ ッ ト ア ッ プラ ンチャー (Setup.exe file) が

含まれている。

この警告は、 Windows Installer パッ ケージが Setup.exe から

ターゲッ ト  システム上の一時保管場所に抽出された場合

に、 エラー 1152 が発生する可能性がある こ と を通知し ま

す。

この警告を解決するには、 マシンの ANSI コー ド ページで

サポー ト されていない Unicode 文字を含まないよ う に .msi 

パッ ケージの名前を変更し ます。 そのためには、 [ リ リー

ス ] ビ ューにある製品構成の [ 全般 ] タ ブにある "MSI パッ

ケージ フ ァ イル名 " 設定を使用し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2736 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7208 このパッ ケージの現在の場所は、

Windows Installer が .cab フ ァ イル

を抽出し よ う と し た と きにラ ン

タ イム エラーの原因と なる 

Unicode 文字を含みます。

この警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し ます :

• InstallShield がビルド し ている リ リースのパスにビルド 

マシンの ANSI コー ド ページでサポー ト されていない 

Unicode 文字が含まれている。

• 製品のプログラム フ ァ イルが .cab フ ァ イルに圧縮さ

れるよ う に リ リースを構成し ている。

エン ド ユーザーがビルド マシンの ANSI コー ド ページで

サポー ト されていない Unicode 文字を含まないパスの場所

から リ リースを起動する場合は、 この警告を無視できま

す。

エン ド ユーザーがターゲッ ト  システムの ANSI コー ド 

ページでサポー ト されていない Unicode 文字を含むパスか

ら イ ンス ト ールを起動し よ う とする と、Windows Installer が 

.cab フ ァ イルを抽出し よ う と し た と きにラ ン タ イム エラー 

1311 が発生し ます。

-7207 1 つのパッ ケージに 

MsiLockPermissionsEx テーブルと 

LockPermissions テーブルの両方

を含める こ とはできません。

1 つのイ ンス ト ールに MsiLockPermissionsEx テーブルと 

LockPermissions テーブルの両方を含める こ とはできませ

ん。 サービスに " アクセス許可 " 設定およびその下にある

設定を使う と、 パッ ケージの MsiLockPermissionsEx テーブ

ルを構成し ている こ とにな り ます。 [ 一般情報 ]  ビ ューの 

" ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ 従来型の Windows 

Installer 処理 ] を選択し た場合に、 プロジ ェ ク ト 内の 1 つ

以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーにア

クセス許可を設定する と、 パッ ケージの LockPermissions 

テーブルを構成し ている こ とにな り ます。

詳細については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、

フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 および Windows サービスの

セキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く ださい。

-7201 言語 ‘%1’ がプロジ ェ ク ト で見つ

かり ませんが、 このリ リースに

は含まれています。

このビルド警告は、 ある言語が [ リ リース ] ビルドの [ ビ

ルド ] タ ブにある "UI 言語 " 設定で選択されていて、 それ

が、 [ 一般情報 ] ビルドの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定で選

択されていないと きに発生し ます。

このビルド警告は、 リ リースに、 指定されたラ ン タ イム言

語が含まれないこ と をアラー ト し ます。 指定されたラ ン タ

イム言語を リ リースに含めない場合、 この警告は無視でき

ます。

指定されたラ ン タ イム言語を リ リースに含める場合、 その

言語を " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定に追加し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2737
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エ ラーと警告
-7187 %1 テキス ト 変更の " 検索する文

字列 " 設定が構成されていませ

ん。 このテキス ト 変更は実行さ

れません。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで変更セ ッ ト に変更ア

イテムが追加されていますが、 " 検索する文字列 " 設定の

値が空白です。 この設定には必ず値が必要です。 そ う でな

い場合、 実行時にテキス ト  フ ァ イルの変更が行われませ

ん。

詳細については、 「テキス ト  フ ァ イルの変更を指定する」

を参照し て く ださい。

-7186 %1 テキス ト 変更セ ッ ト の " 含め

る フ ァ イル " 設定が構成されて

いません。 このテキス ト 変更

セ ッ ト に関連付けられたテキス

ト 変更は、 いずれも実行されま

せん。

[ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューで変更セ ッ ト が追加さ

れていますが、 " 含める フ ァ イル " 設定の値が空白です。

この設定には必ず値が必要です。 そ う でない場合、 実行時

にテキス ト  フ ァ イルの変更が行われません。

詳細については、 「テキス ト  変更セ ッ ト を作成する」 を参

照し て く ださい。

-7185 %1 ト ラ ンスレーシ ョ ン ( 文字列 

ID %2) には、 コー ド ページ %3 で

使用できない文字が含まれてい

ます。

このエラーは、 以下の両方の条件が当てはまる と きに発生

し ます :

• 指定言語に入力された文字列 ID 値に、 その言語のコー

ド ページでは使用できない文字が含まれている。

• 言語固有 (ANSI) のデータベースをビルド し ている。

このエラーを解決するには、 適切なコー ド ページから文字

を使用するよ う に、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで文字列 

ID の値を編集し ます。

ターゲッ ト 言語のコー ド ページでは使用できない文字を使

う必要がある場合、 "UTF-8 データベースのビルド " 設定

で [ はい ] を選択し ます。 ただし、 Windows Installer は UTF

－ 8 データベースを完全にサポー ト し ないため、 一部の状

況においてユーザー イ ン ターフ ェ イスに問題が生じ る場合

があ り ます。 詳細については、 "UTF-8  データベースのビ

ルド " 設定の説明を参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2738 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7184 %1 列 (%2 テーブル ) に、 コー ド

ページ %3 で使用できない文字が

含まれています : "%4"

このエラーは、 以下の両方の条件が当てはまる と きに発生

し ます :

• ソース プロジ ェ ク ト のデータベースのテーブルに、 1 

つまたは複数のターゲッ ト 言語のコー ド ページで使用

できない文字が含まれている。

• 言語固有 (ANSI) のデータベースをビルド し ている。

このエラーを解決するには、 適切なコー ド ページからの文

字を使用するよ う に、 エラー メ ッ セージで説明されたデー

タ を変更し て く ださい。 たと えば、 エラー メ ッ セージが 

Shortcut テーブルについて記述し ている場合、 その文字列

を [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューで変更し てみて く ださい。

ターゲッ ト 言語のコー ド ページでは使用できない文字を使

う必要がある場合、 "UTF-8 データベースのビルド " 設定

で [ はい ] を選択し ます。 ただし、 Windows Installer は UTF

－ 8 データベースを完全にサポー ト し ないため、 一部の状

況においてユーザー イ ン ターフ ェ イスに問題が生じ る場合

があ り ます。 詳細については、 "UTF-8  データベースのビ

ルド " 設定の説明を参照し て く ださい。

-7174 "%1" に、 プロジ ェ ク ト の文字列

テーブルに含まれていない文字

列テーブル エン ト リ ‘%2’ への

参照が含まれています。

この警告メ ッ セージで、 %1 はプロジ ェ ク ト に含まれる 

InstallScript フ ァ イル (.rul) への完全修飾パスを示し、 %2 は

その .rul フ ァ イルで使用されているが、 プロジ ェ ク ト の文

字列エン ト リ にはリ ス ト されていない ID を示し ます。

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト の InstallScript フ ァ イルに含

まれているが、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューには含まれてい

ない各文字列 ID のビルド時に、 この警告を表示し ます。

その文字列 ID を含む InstallScript コー ド の行を参照するに

は、 ビルド 時に [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウの [ タ スク ] タ ブ上に表

示される警告メ ッ セージをダブルク リ ッ ク し ます。 文字列 

ID は、 文字列定数演算子 (@) で始ま り ます。

このビルド問題を解決するためには、 文字列 ID が [ 文字列

エデ ィ ター ] ビ ューで定義されている こ と を確認し て く だ

さい。 また、 InstallScript コー ド の文字列 ID のスペルと [

文字列エデ ィ ター ] ビ ュー ID のスペルと を確実に一致させ

ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2739
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エ ラーと警告
-7143 コ ンポーネン ト  %1 は 64 ビ ッ ト  

フ ォルダーにイ ンス ト ールされ

ますが、 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン

ト と マーク されていません。 こ

れによ り、 このコ ンポーネン ト

のフ ァ イルに正し く ないイ ンス

ト ール パスが与えられる可能性

があり ます。

コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト と し て構成されていない場合、

Windows Installer はそのコ ンポーネン ト のフ ァ イルを適切な 

64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールし ない可能性があり ます。

コ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト である と指定するには、 コ ン

ポーネン ト の "64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい ] 

を選択し ます。

"64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定、 および追加のコ ンポー

ネン ト の設定に関する詳細については、 「コ ンポーネン ト

の設定」 を参照し て く ださい。

-7138 現在ビルド中のリ リースの [Msi 

コマン ド ラ イ ン ] が、

REINSTALLMODE を含んでいま

す。 チ ェ ッ クサムやバージ ョ ン

にかかわらず、 すべてのフ ァ イ

ルを強制的に再イ ンス ト ールす

る 'a' オプシ ョ ンがパラ メ ーター

に含まれている可能性があり ま

す。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7137 %2 カス タム アクシ ョ ンの [ カス

タム アクシ ョ ン ] ビ ューにある 

" ヘルプ フ ァ イルのパス " 設定

で選択された %1 フ ァ イルにはテ

キス ト が含まれていません。

警告で通知されたカス タム アクシ ョ ンの正常な動作を説明

する フ ァ イルを作成し ます。 .txt、 .htm、 .rtf フ ァ イルなど、

テキス ト ベースのフ ァ イルを指定し て く ださい。 次に、 [

カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カ

ス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) で、 カス タム アクシ ョ ンを選

択し、 " ヘルプ フ ァ イルのパス " 設定で作成し たフ ァ イル

を選択し ます。

詳細については、 「カス タム アクシ ョ ンの動作を ド キュ メ

ン ト 化する」 を参照し て く ださい。

-7135 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2740 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7128 setup.exe.manifest の埋め込みエ

ラー。

このエラーは、 Setup.exe ラ ンチャでのアプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト の埋め込みに問題がある と きに発生し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト では、 Windows Vista 以降

のプラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プラ ン

チャー、 InstallShield 前提条件および .msi フ ァ イル ) を実行

するためのイ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルによ って必

要と される最低特権レベルを指定し ます。

このエラーは、 InstallShield Support フ ォルダーから テンプ

レー ト  マニフ ェ ス ト  フ ァ イルが不足し ている場合にも発

生し ます。 また、 Setup.exe テンプレー ト が InstallShield 

Redist\Language Independent\i386 フ ォルダーから不足し て

いる場合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、 InstallShield の修復を実行し て

く ださい。

-7125 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7124 MSBuild を起動できませんで し

た。 .NET Framework %1 が、 シス

テムの '%2' にイ ンス ト ールされ

ている こ と を確認し て く だ さい。

Visual Studio 内から InstallShield 

を実行する と き、 Visual Studio 

2005 以降が必要です。

MSBuild を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual 

Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド するには、 開発マシンに 

.NET Framework 3.5 以降が必要です。 また、 Visual Studio 

2005 以降を使用し な く てはな り ません。

-7123 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7122 %1 のソース フ ァ イルに情報を書

き込む際に、 エラーが発生し ま

し た。 フ ァ イルが書き込み可能

であり、 ISTemplate.manifest フ ァ

イルが読み取り専用になってい

ないこ と を確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2741
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エ ラーと警告
-7121 マニフ ェ ス ト  フ ァ イル %1 に、

少な く と も 1 つのフ ァ イル要素

にある COM 情報が含まれていま

せん。 マニフ ェ ス ト に関連付け

られているすべての COM モ

ジュールが自己登録である こ と、

および自己登録が各 COM モ

ジュールで失敗し ないこ と を確

認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7120 テーブル %1 のビルド中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7119 コ ンポーネン ト  %1 のキーフ ァ イ

ルを見つける こ とができません

で し た。 ア ドバタ イズされた

シ ョ ー ト カ ッ ト  %2 はこのコ ン

ポーネン ト のキーフ ァ イルをポ

イ ン ト し ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7118 InstallScript カス タム アクシ ョ ン 

%1 が、 InstallScript MSI プロジ ェ

ク ト の InstallUISequence でシー

ケンスできませんで し た。

[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスは、 InstallScript 

MSI イ ンス ト ールで実行されません。 イベン ト  ド リ ブン型

の InstallScript コー ドは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを処

理し ます。 この問題を解決するには、 以下のいずれかを実

行し ます。

• [ 実行 ] シーケンスの InstallScript カス タム アクシ ョ ン

をスケジュールし ます。

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンの代わり に、

InstallScript イベン ト  ド リ ブン型コー ド を使用し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2742 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7117 標準 dll から呼び出され、 Binary 

テーブルに格納されている カス

タム アクシ ョ ン %1 が、 遅延 /

ロールバッ ク / コ ミ ッ ト 実行を

行う こ とができませんで し た。

標準 dll を使用し て、 遅延実行、 ロールバッ ク実行、 または

コ ミ ッ ト 実行のカス タム アクシ ョ ンを呼び出そ う とする

と、 このエラーが発生し ます。 非 Windows Installer .dll 

(MyFunc(MSIHANDLE) エン ト リ ポイ ン ト を持たないフ ァ イ

ル ) を呼び出し た と き、 InstallShield は次を行います。

• 標準 Windows Installer エン ト リ ポイ ン ト を使用し て、

ラ ッパー .dll を作成し ます。

• Binary テーブルに、.dll および InstallShield ラ ッパー .dll 

を格納し ます。

カス タム アクシ ョ ンが呼び出された と き、Windows Installer 

は InstallShield ラ ッパー .dll を呼び出し ます。 そのあと、 

ラ ッパー .dll は、 .dll を Binary テーブルから抽出し、 指定し

た関数を呼び出し ます。 ただし、 InstallShield ラ ッパー .dll 

は、 遅延 / ロールバッ ク / コ ミ ッ ト のカス タム アクシ ョ ン

が実行されている間、 Binary テーブルのアクセス権がない

ため、 .dll の抽出および呼び出しはできません。

このエラーを解決するには、 以下のいずれかのオプシ ョ ン

を試みる こ とができます。

• 標準 Windows Installer エン ト リ ポイ ン ト がある新しい 

.dll を作成し て、 それを直接呼び出し ます。

• .dll を自分で作成し た く ない場合、 InstallScript コー ド

を使用し て、 同関数を実行し ます。

• [ 遅延 ]、 [ ロールバッ ク ]、 または [ コ ミ ッ ト ] モー ド

の代わり に、 [ 即時 ] モー ド でカス タム アクシ ョ ンを

実行するよ う にスケジュールし ます。

-7116 カス タム アク シ ョ ン DLL %1 が

リ リースに見つかり ませんで し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7113 %1 の言語サポー ト は、 この 

Edition には含まれていません。

このエラーは、 ひとつのプロジ ェ ク ト でデフ ォル ト の数を

超える数の言語を有効化し た場合、 Premier Edition 以外で

は 2 言語以上を使ってビルド し た と きに発生し ます。 ( 最

初のエラーで停止するよ う設定されていない限り ) ビルド

は成功し ますが、 デフ ォル ト の数を超えるの言語はビルド

されません。 制限数以内の最初の 2 つの言語はビルド され

ます。 %1 はこのリ リースに含まれていない言語の名前で置

換されます。 このエラーを解決するには、 リ リースのビル

ド に InstallShield Premier Edition を使って く だ さい。

-7108 %s は、 大きすぎて CAB に保存で

きません ( 最大 2GB)。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2743
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エ ラーと警告
-7107 マージ モジュール %1 は、 圧縮

ビルドからのイ ンス ト ールをサ

イ レン ト で失敗し ます。 圧縮ポ

ス ト ビルド を利用する と適切に

動作する可能性があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7104 コ ンポーネン ト  %1 のイ ンス ト ー

ル先が GlobalAssemblyCache で

す。 コ ンポーネン ト に、 キー 

フ ァ イルが必要です。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7101 このコ ンポーネン ト  % １  は複数

の機能で共有されています。 こ

のために、 MSI のオンデマン ド

イ ンス ト ール テ ク ノ ロジを使用

する機能に問題が起こ る可能性

があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7098 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7097 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7096 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7095 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7092 バイナリ エン ト リ ISSetup.dll 不

足

このエラーは、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含むプ

ロジ ェ ク ト をビルド する と き、 InstallScript エンジン 

(ISSetup.dll) が Binary テーブルから削除されている場合に

発生し ます。 このエラーを解決するには、 ISSetup.dll と呼

ばれる新しいエン ト リ を手動で Binary テーブルに追加し て

から、 次の DLL を参照し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\Language 

Independent\i386\ISSetup.dll

-7088 %1 はロー ド に失敗し ま し た。 関

連付けられたカス タム オブジ ェ

ク ト をビルド するには、 この

フ ァ イルをロー ド する必要があ

り ます。

フ ァ イル %1 が InstallShield Program Files フ ォルダー内の 

System サブ フ ォルダにある こ と を確認し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2744 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7087 Windows Installer オブジ ェ ク ト の

作成でエラーが発生し たため、

カス タム オブジ ェ ク ト を イ ンス

ト ール メ デ ィ アに含める こ とが

できません。 カス タム オブジ ェ

ク ト を含めるには、 Windows 

Installer をビルド システムにイ

ンス ト ールする必要があり ます。

Windows Installer がビルド システムに適切にイ ンス ト ール

されている こ と を確認し て く ださい。

-7086 デバイス ド ラ イバー イ ンス ト ー

ル フ レームワークは、 現在利用

できません。 デバイス ド ラ イ

バー機能は、 ア ッ プデー ト が提

供されるまで完全には機能し ま

せん。 詳細はテ クニカル サポー

ト までお問い合わせ く だ さい。

デバイス ド ラ イバー ウ ィ ザー ド を使用し てイ ンス ト ール

と一緒にデバイス ド ラ イバー パッ ケージに含めたプロ

ジ ェ ク ト のリ リースをビルド する と このエラーが発生し ま

す。 デバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールするのに必要な再

配布可能フ ァ イルは、 InstallShield へのア ッ プデー ト で利用

可能にな り ます。 ア ッ プデー ト の取得方法は、 再配布可能

フ ァ イルが利用可能になったと き、 ナレ ッ ジ ベースのビル

ド エラーに関する項目で見る こ とができます。 再配布可能

フ ァ イルを受け取る前にビルド エラーを解決するには、 [

コ ンポーネン ト ] ビ ューでデバイス ド ラ イバー コ ンポーネ

ン ト を削除し てから、 リ リースを再ビルド し ます。

-7084 VBScript カス タム アクシ ョ ン %1 

は有効な VBS フ ァ イルをポイ ン

ト し ていません。

この警告メ ッ セージは、 イ ンス ト ールに VBScript カス タム 

アクシ ョ ンを追加する と き、 カス タム アクシ ョ ンに指定さ

れたフ ァ イルが VBScript ではないと きに表示されます。 こ

のエラーを解決するには、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケ

ンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) で

指定されたカス タム アクシ ョ ンに対し て適切な タ イプの

フ ァ イルを選択し ます。

-7083 スク リ プ ト  ‘%s’ がどの接続にも

関連付けられていません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7082 Sql Script を生成中にエラーが起

きま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7080 デバイス ド ラ イバー パッ ケージ

の “ ビルド時にスキャ ン ” プロ

パテ ィ が設定されているかど う

かを確認するため、 コ ンポーネ

ン ト をテス ト 中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7079 デバイス ド ラ イバー パッ ケージ

へのパスを取得中にエラーが発

生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2745
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エ ラーと警告
-7078 デバイス ド ラ イバー パッ ケージ 

%1 をスキャ ンする こ とができま

せんで し た。 フ ァ イルが見当た

り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7077 デバイス ド ラ イバー パッ ケージ

をスキャ ン中にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7065 MSI 3.1 エンジンが見つかり ませ

んで し た。 Microsoft がこのエン

ジンを配布し ている場合、 [ ツー

ル ] メ ニューの [ 再配布可能フ ァ

イル ダウンローダー ] を利用し

て、 これダウンロー ド する こ と

ができます。 ビルド済みのイ ン

ス ト ールには 3.0 エンジンが含ま

れています。

このメ ッ セージは、 Windows Installer エンジンの バージ ョ

ン 3.1 を含めるよ う に選択されている場合で、 ビルド マシ

ンにそれが見つからないと きにビルド エラーと し て表示さ

れます。

このメ ッ セージは、Windows Installer エンジンのバージ ョ ン 

3.1 または 2.0 の適切なバージ ョ ンを含めるオプシ ョ ンが選

択されている場合で、 バージ ョ ン 3.1 がビルド マシンに見

つからないと きにビルド警告と し て表示されます。

-7064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7063 コ ンポーネン ト  %2 のフ ァ イル 

% １  を Windows Fonts フ ォルダー

にイ ンス ト ール中ですが、 Font 

テーブルに対応するレ コー ドが

あり ません。 Font はターゲッ ト  

システムに適切に登録されませ

ん。

この警告を解決するには、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

を開いて、 メ ッ セージの中で指摘のあったフ ォ ン ト を削除

し、 そのあと Fonts フ ォルダーにも う 一度そのフ ォ ン ト を

追加し ます。 InstallShield は Font テーブルに対応するレ

コー ド を自動的に追加し ます。

-7062 ク ラ イアン ト  マシンから COM+ 

に関する設定を リ フ レ ッ シュ中

です。 ク ラ イアン ト  マシンから 

COM+ の設定を リ フ レ ッ シュ中

に、 エラーが発生し ま し た。

このビルド エラーは、 例外エラーが、 [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで選択された COM+ アプ リ ケーシ ョ ンで

起きたと きに発生し ます。 COM+ 設定を リ フ レ ッ シュする

オプシ ョ ンが、 ビルド プロセスの最中に提供されます。 ビ

ルド エラー -7062 は、 このオプシ ョ ンを選択し て、 リ フ

レ ッ シュ プロセスが失敗し た と き発生し ます。 このエラー

を解決するには、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューを開

いて COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択し、 イ ンス ト ール タ ブ

でビルド時にク ラ イアン ト  マシンから COM+ 設定を リ フ

レ ッ シュするチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

-7061 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2746 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-7060 ラ イセンス要件に従い、

InstallShield では MSI 3.0 Beta か

ら MSI 3.0 エンジン再配布可能

フ ァ イルを提供する必要があり

ます。 instmsi.exe を MSI 3.0 Beta 

フ ォルダーから \redist\Language 

Independent\i386\MSI3.0\instmsiw

.exe へコ ピーし て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7059 " 最新のパッ チ バージ ョ ン " プ

ロパテ ィ をア ッ プデー ト する こ

とができません。 従って、 この

プロジ ェ ク ト からの将来のパッ

チ ビルドは適切に配列されない

可能性があり ます。 プロジ ェ ク

ト が読み取り専用になっていな

いこ と を必ず確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7058 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7036 プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン ア

センブ リのロー ド中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7025 COM+ コ ンポーネン ト  サーバー 

フ ァ イル '%1' が、 システムで見

つかり ません。 コ ンポーネン ト  

'%2' はターゲッ ト  システムにイ

ンス ト ールされません。 COM+ 

アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ー

ルされた後に、 コ ンポーネン ト

を手動でイ ンス ト ールする必要

があり ます。

%1 は、 不足し ている COM+ DLL を参照し、 %2 は ProgID を

参照し ます。 この警告を解決するためには、 システムの適

切な場所に DLL を追加するか、 プロジ ェ ク ト から COM+ コ

ンポーネン ト を削除し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2747
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エ ラーと警告
-7024 J# をビルド に含むには、 .NET も

含める必要があり ます。

J# には、 .NET Framework 再頒布可能パッ ケージ バージ ョ

ンが必要ですが、 イ ンス ト ールに含まれていません。 エン

ド ユーザーのシステム上に .NET Framework がある こ とが確

実に分かっている場合は、 この警告メ ッ セージを無視し て

く ださい。 .NET Framework を持っていない可能性がある場

合、 それを イ ンス ト ールに追加し ます。 .NET Framework が

エン ド ユーザーのシステム上にない場合、 J# を イ ンス ト ー

ルの一部と し てイ ンス ト ールする際、 問題が起きる可能性

があ り ます。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く ださい。

-7023 内部ビルド エラー。 このエラーは、 MFC 7.1 等のマージ モジュールが適切に構

成されていない、 または破損し ている と きに発生し ます。

プロジ ェ ク ト にマージ モジュールが複数存在する と きに、

どち らがエラーの原因になっているか分からない場合、 ま

ず最初にその問題になっているマージ モジュールを特定す

る必要があ り ます。 方法と し て、 まず、 プロジ ェ ク ト から

マージ モジュールのどち らか 1 つを削除し、 リ リースをビ

ルド し てみます。 エラーが続けて起こ るよ う であれば、 そ

の問題になっているマージ モジュールを特定し たこ とにな

り ます。 そ う でない場合、 別のマージ モジュールを削除し

て、 またビルド し ます。 エラーの原因になっているマージ 

モジュールの特定ができた時点で、 再イ ンス ト ールし てみ

ます。 エラーがそれでも解決されないよ う であれば、 作成

者に問い合わせて最新のバージ ョ ンを取得し て く ださい。

-7015 setup.inx を メ デ ィ ア フ ォルダー

にコ ピー中、 エラーが起きま し

た。 予期せぬエラー

このエラーは、 コ ンパイル済みスク リ プ ト  フ ァ イル 

Setup.inx が  \Media\\Disk Images\Disk 1 フ ォルダー内のメ

デ ィ ア フ ォルダーにコ ピーできないと きに起こ り ます。

デ ィ スク容量が足り ないか、 フ ァ イルがロ ッ ク されている

可能性があ り ます。

-7014 setup.inx を メ デ ィ ア フ ォルダー

にコ ピー中、 エラーが起きま し

た。 スク リ プ ト は読み取り専用

です。

このエラーは、 コ ンパイル済みスク リ プ ト  フ ァ イル 

Setup.inx が読み取り専用になっている と きに発生し ます。

このエラーを解決するには、 Setup.inx フ ァ イルを見つけま

す。 このフ ァ イルは通常  \Media\\Disk Images\Disk 1 フ ォ

ルダー内にあ り ます。 このフ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [

プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ 読み取り専用 ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを ク リ アにし ます。

-7012 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2748 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-7011 %1 が GlobalAssemblyCache へイ

ンス ト ールされるためにはス ト

ロング ネームが必要です。

ス ト ロング ネームが使われている場合のみ、 Global 

Assembly Cache にアセンブ リ を イ ンス ト ールする こ とがで

きます。 ス ト ロング ネームには、 アセンブ リの簡易テキス

ト 名、 バージ ョ ン番号、 カルチャ情報 （利用可能な場合）、

パブ リ ッ ク キーおよびデジ タル署名が使われます。 Global 

Assembly Cache でス ト ロング ネームのアセンブ リ を使っ

て、 複数の異なるバージ ョ ンの .dll フ ァ イルを同名で持つ

アセンブ リ を複数バージ ョ ン持つこ とができます。 Global 

Assembly Cache に保存されているアセンブ リはコ ンピ ュー

ター上で異なるアプ リ ケーシ ョ ン間で共有する こ とができ

ます。 このエラー メ ッ セージを解決する と き、 ２  つのオ

プシ ョ ンがあ り ます。

• アセンブ リ を他のアプ リ ケーシ ョ ン と共有する こ とが

明示的に要求されていない場合、 アセンブ リのター

ゲッ ト  イ ンス ト ール先を Global Assembly Cache 以外

の場所に変えます。 COM interop がアセンブ リ にアク

セスできるよ う にするためには、 アセンブ リ を Global 

Assembly Cache にイ ンス ト ールする必要はあ り ません

ので注意し て く ださい。 

• Global Assembly Cache にイ ンス ト ールするためにス ト

ロング ネームが使われているアセンブ リ を選択し ま

す。 アセンブ リは、 １  度作成される と、 ス ト ロング 

ネームで署名できませんので注意し て く ださい。 アセ

ンブ リは、 作成時のみス ト ロング ネームで署名できま

す。 

-7001 前回のビルド中に .msi フ ァ イル

が部分的にのみビルド されま し

た。 スク リ プ ト を .msi フ ァ イル

にス ト リー ミ ングするには、 .msi 

フ ァ イルを完成させる必要があ

り ます。 [ ビルド ] メ ニューから 

[ ビルド < リ リース名 >] を選択

し て、 完全な .msi フ ァ イルをビ

ルド し ます。

ビルド をキャ ンセルする と、 部分的にビルド された .msi 

フ ァ イルは終了し ます。 部分的な .msi フ ァ イルにスク リ プ

ト を コ ンパイルし よ う とする と このエラーが発生し ます。

完全な .msi フ ァ イルをビルド するには、 [ ビルド ] メ

ニューから [ ビルド < リ リース名 >] を選択し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2749
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エ ラーと警告
-6654 フ ァ イル %1 はコ ンポーネン ト  

%2 のキーフ ァ イルではあ り ませ

ん。 製品と と もにイ ンス ト ール

される標準 DLL の機能を呼び出

すと きに、 そのアクシ ョ ンが遅

延実行と し てスケジュールされ

る場合、 呼び出される DLL はコ

ンポーネン ト のキーフ ァ イルで

なければな り ません。

呼び出し た DLL を コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルに設定し

ます。

-6653 イ ンス ト ールの機能 %1 には、

1600 以上のコ ンポーネン ト が含

まれています。 1 機能につき、 含

める こ とのできる最大コ ンポー

ネン ト 数は 1600 です。

詳細については、 「ICE47」 および 「FeatureComponents 

テーブル」 を参照し て く ださい。

-6652 InstallUtilLib.dll と共に利用する

_isconfig.xml を作成できませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6651 ビルド し ているセ ッ ト ア ッ プに 

32,767 を超える フ ァ イルがあ り

ます。 セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ

を適当な MSI スキーマに自動的

に切り替えます。

この警告は、 イ ンス ト ール パッ ケージに含まれる フ ァ イル

が 32,767 フ ァ イルを超える場合に表示されます。

InstallShield は自動的に大きなパッ ケージ スキーマを適用

し ます。

注意 • パッ ケージで大きなパッ ケージ スキーマを使う場

合、 パッ チに問題があ り ます。 パッ チをビルド する場合、

エラー 「プラ イマ リ ト ラ ンスフ ォームを生成できません。」

が ト リ ガーされます。

-6647 フ ァ イルを %1 から %2 へ移動で

きません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6646 マージ モジュール %2 の %1 プロ

パテ ィ が NULL に設定されてい

ます。 プロパテ ィ を NULL にす

る こ とはできません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6645 %1 はロー ド に失敗し ま し た。 エ

ラー : %2 エラーの説明 : %3

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6641 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2750 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6640 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6639 マージ モジュール %1 は次の

マージ モジュールのどれか 1 つ

をセ ッ ト ア ッ プへ含むこ と を必

要と し ます : %2

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6638 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6637 "C:\RegTest\SingleSlashl"=dword:

2 のイ ンポー ト 中、 コ ンポーネン

ト  NewComponent1 の無効レジス

ト リ データ ( イ タ リ ッ ク体の情

報が無効データ を示し ます )。

こ こに示し た無効データは円記号を 2 つではな く  1 つしか

使わなかった例です。 別の例では dword ではな く  DWORD 

を入力し ています。

-6636 キーフ ァ イル %1 および %2 が 

File テーブルで見つかり ま し た。

大文字小文字に関わらず、 キー

が同一名の場合、 フ ァ イルが

ターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされた と き予期し ない結

果が招 く こ とがあり ます。 これ

は、 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに圧

縮されたフ ァ イルがフ ァ イル

キーを使って名前が付けられる

ためです。 この問題を解決する

ためには、 圧縮セ ッ ト ア ッ プま

たはマージ モジュールをビルド

する場合、 フ ァ イルキーの 1 つ

をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルで一意

になるよ う に変更し ます。 [ ダイ

レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューで

フ ァ イル キー名を変更する こ と

ができます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6635 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6634 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6633 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2751



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6632 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6631 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に、

複数イ ンス タ ンス サポー ト があ

り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6630 InstanceI ｄ  プロパテ ィ が 

Property テーブルにあ り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6629 InstanceId プロパテ ィ の値が数値

ではあり ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6628 InstanceId プロパテ ィ の値が、

ISProductConfigurationInstance 

テーブルの値と重複し ています。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6627 コ ンポーネン ト  %1 は、 非フ ァ イ

ル データ を含みますが、 条件と

し て InstanceId が含まれていま

せん。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6626 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム 

%1 をサブス ト レージに追加する

こ とができませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6625 イ ンス タ ンス ト ラ ンスフ ォーム 

%1 を作成する こ とができません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6624 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6623 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6622 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6620 キー同期用の参照パッ ケージ %1 

を開 く こ とができませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6619 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2752 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6618 動的に作成されたコ ンポーネン

ト へのキーパスの設定中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6617 フ ァ イル '%1' を同期マ ッ プへ追

加中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6616 コ ンポーネン ト  %1 へのキー パ

スの設定中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6615 フ ァ イル %1 の File.FileName を更

新する こ とができませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6614 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6613 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6612 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6611 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6610 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イル 

%1 が変更されたフ ァ イルかど う

かを判断する際にエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6609 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イル 

%1 が新しいフ ァ イルかど うかを

判断する際にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6608 %1 が圧縮済みビ ッ ト マ ッ プ フ ァ

イルの為、 イ ンス ト ール中にス

プラ ッ シュ画面は表示されませ

ん。 スプラ ッ シュ画面を表示す

るには、 非圧縮ビ ッ ト マ ッ プ 

フ ァ イルを指定し な く てはな り

ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2753



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6607 %1 がビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルでは

ない為、 イ ンス ト ール中にスプ

ラ ッ シュ画面は表示されません。

スプラ ッ シュ画面を表示するに

は、 有効なビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イ

ルを指定し な く てはな り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6606 このセ ッ ト ア ッ プは、 マイナー 

ア ッ プグレー ド アイテム '%1' が

指定するセ ッ ト ア ッ プ と同じ

パッ ケージ コー ド を持ちます。

パッ ケージ コー ドは一意でな く

てはな り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6605 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6604 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6603 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ 

%1 を開 く 際に、 エラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6602 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ 

%1 を閉じ る際に、 エラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6601 ア ッ プグレー ド イ メ ージ内のプ

ロパテ ィ  %1 を設定し よ う と し て

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6600 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ

から プロパテ ィ  %1 を読み出す際

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6599 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ

に標準 QuickPatch アクシ ョ ンを

作成中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6598 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2754 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6597 ISQuickPatchHelper.dll をア ッ プグ

レー ド されたイ メ ージのバイナ

リ テーブルに追加する際にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6596 ア ッ プグレー ド イ メ ージ内のア

クシ ョ ン %1 をシーケンス し よ う

と し てエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6595 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6594 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ

のベースアクシ ョ ン %1 用のシー

ケンス番号を決定する際にエ

ラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6593 %1 のフ ァ イル ク ラス ラ ッパー

初期化中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6592 フ ァ イル %1 の処理方法を判断中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6591 フ ァ イル %1 をパッ チするのに必

要な設定を行な う際にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6590 %1 の RemoveFile テーブル エン

ト リ を作成中にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6589 コ ンポーネン ト  '%1' を指定され

た機能に付加する際にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6588 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6587 %1 にフ ォーマ ッ ト されたフ ァ イ

ル名を生成中にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6586 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2755
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エ ラーと警告
-6585 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6584 新規コ ンポーネン ト の作成を試

行中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6583 コ ンポーネン ト  %1 をロー ド する

際に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6582 コ ンポーネン ト  %1 を保存中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6581 コ ンポーネン ト  '%1' を機能 %2 に

追加中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6580 機能 %1 のサブ機能を生成中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6579 コ ンポーネン ト  %2 のテーブル 

'%1' でデータ を同期中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6578 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ

の作成時において、 コ ンポーネ

ン ト  '%1' からのシ ョ ー ト カ ッ ト

の同期中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6577 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6576 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6575 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6574 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6573 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6572 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2756 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6571 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6570 プロパテ ィ  ‘%1’ をパッ チ構成プ

ロパテ ィ  フ ァ イルへ書き込み中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6569 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6568 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6567 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6566 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6565 イ メ ージ フ ァ ミ リ ‘%1’ をパッ

チ構成プロパテ ィ  フ ァ イルへ書

き込み中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6564 ターゲッ ト  イ メ ージ ‘%1’ を

パッ チ構成プロパテ ィ  フ ァ イル

から削除中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6563 ターゲッ ト  イ メ ージ ‘%1’ を

パッ チ構成プロパテ ィ  フ ァ イル

へ書き込み中にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6562 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ 

%1 をパッ チ構成プロパテ ィ フ ァ

イルへ書き込み中にエラーが発

生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6561 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2757
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エ ラーと警告
-6560 保存されたパッ ケージ コー ド %1 

が、 参照されたパッ ケージ %3 の 

%2 と一致し ません。 参照された 

Quick Patch の MSI パッ ケージを

変更する と、 その MSI パッ ケー

ジを参照する全ての Quick Patch 

が無効にな り ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6558 InstallExecuteSequence テーブル

のカス タム アク シ ョ ン %1 はイ

ンス ト ールされたフ ァ イルから

実行されます。 カス タム アク

シ ョ ンを問題な く 実行するには、

ソース フ ァ イルがローカルにイ

ンス ト ールされたこ と を確認す

る条件が必要な場合があり ます。

イ ンス ト ールされたフ ァ イルから実行される カス タム アク

シ ョ ンを問題な く に実行するには、 条件ステー ト メ ン ト を

使って確実にフ ァ イルをローカルにイ ンス ト ールし な く て

はな り ません。

• カス タム アクシ ョ ンが RemoveFiles の前にシーケンス

されている場合 — コ ンポーネン ト がローカルにイ ンス

ト ールされている場合のみアクシ ョ ンを実行し ます。

(?ComponentName=3) 

• カス タム アクシ ョ ンが RemoveFiles と InstalLFiles の間

にシーケンス されている場合 — コ ンポーネン ト がロー

カルにイ ンス ト ールされている場合のみアク シ ョ ンを

実行し ます。 アン イ ンス ト ールではアク シ ョ ンを実行

し ません。 (?ComponentName=3) AND 

NOT($ComponentName=2) 

• カス タム アクシ ョ ンが InstallFiles の後にシーケンス さ

れている場合 — コ ンポーネン ト がローカルにイ ンス

ト ールされる場合のみアクシ ョ ンを実行し ます。

($ComponentName=3) 

メ モ • ComponentName はソースフ ァ イルと関連付けられて

いる コ ンポーネン ト です。

-6557 InstallShield プログラム フ ァ イル 

フ ォルダー \Support\NetCF.ini  

フ ァ イルから指定されたプ ラ ッ

ト フ ォーム / プロセ ッサの .NET 

Compact Framework が見つかり

ませんで し た。

.NET Compact Framework が正しい場所にあるか確認し て く

ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2758 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6556 セ ッ ト ア ッ プへ .NET Compact 

Framework .cab フ ァ イルを含む際

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは次の理由で発生し た可能性があ り ます : 

• InstallShield の プログラム フ ァ イル フ ォルダー

\Support\.NetCR.ini フ ァ イルで指定された場所に .NET 

Compact Framework フ ァ イルが見つかり ませんで し た。 

• CEDefault.ico フ ァ イルが InstallShield の プログラム 

フ ァ イル フ ォルダー \Program\04xx フ ォルダーにあ り

ません。 

• ISCEInstall テーブルへの書き込みエラー。 

-6555 InstallShield Program File 

Folder\Support\CFAppMgr.ini フ ァ

イルを一時保管場所にコ ピーす

る こ とができません。

CFAppMgr.ini フ ァ イルが InstallShield の プログラム フ ァ イ

ル フ ォルダー \Support フ ォルダーにある こ と を確認し て

く ださい。 このフ ァ イルがない場合、 InstallShield セ ッ ト

ア ッ プを修復モー ド で起動し て く ださい。 一時フ ァ イルを

すべて削除し てシステム上の空きスペースを増やし て く だ

さい。

-6553 プロセ ッサの .NET Compact 

Framework .cab フ ァ イルが見つか

り ませんで し た。

InstallShield の プログラム フ ァ イル フ ォルダー

\Support\NetCF.ini フ ァ イルを開き、 このプロセ ッサの 

.NET CF 選択を構成し て問題を解決し て く ださい。

-6552 コ ンポーネン ト  %2 のフ ァ イル

キー %1 は既に使用中であるた

め、 以前のパッ ケージ と同期す

る こ とができませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6551 NewComponent1 コ ンポーネン ト

のレジス ト リ レ コー ド である 

Registry1 の名前列と値列が空で

す。 Windows Installer では、 空の

文字列にデフ ォル ト 値の 

HKEY_LOCAL_MACHINE\New Key #1

が設定されます。 " デフ ォル ト " 

値を " 設定し ない " に設定する

場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューで "

存在し ない場合はイ ンス ト ール

する、 存在する場合はアン イ ン

ス ト ールする " をそのキーに設

定し ます。 キーがターゲッ ト マ

シン上に既に存在する場合は、 (

デフ ォル ト ) 値は変更されませ

ん。

この警告は、 プロジ ェ ク ト に追加されて、 デフ ォル ト の

キーが手動で設定されなかったすべてのレジス ト リ で表示

されます。 " デフ ォル ト " 値を " 設定し ない " に設定する

には、 [ レジス ト リ ] ビ ューで " 存在し ない場合はイ ンス

ト ールする、 存在する場合はアン イ ンス ト ールする " をそ

のキーに設定する必要があ り ます。 

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2759



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6550 %1 はグローバル アセンブ リ 

キャ ッ シュにイ ンス ト ールでき

る有効な  .NET アセンブ リ では

あり ません (%1 には完全パスを

差し替える )。

有効なフ ァ イルのみグローバル アセンブ リ キャ ッ シュに

イ ンス ト ールされます。 イ ンス ト ール用に選択し たフ ァ イ

ルが有効なアセンブ リ である こ と を確認し て く ださい。

-6549 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6548 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6547 フ ァ イル '%1' は、 セ ッ ト ア ッ プ

に既に存在し ます。 新規フ ァ イ

ルを挿入する代わり に既存フ ァ

イルを変更し て く だ さい。 そ う

し なければ、 このフ ァ イルが適

切にアン イ ンス ト ールされない

可能性があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6546 新規フ ァ イル '%1' の競合をテス

ト 中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6545 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6544 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6543 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6542 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6541 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6540 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6539 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6538 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2760 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6537 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6536 %1 を開 く 際にエラーが発生し ま

し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6535 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6534 コ ンポーネン ト  %1 を ク ローン中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6533 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6532 フ ァ イル %1 に更新されたコ ン

ポーネン ト 名を設定中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6530 ア ッ プグレー ド項目 [2] のセ ッ ト

ア ッ プ [1] 処理エラー。 これは有

効なセ ッ ト ア ッ プではあり ませ

ん。

このエラーは InstallShield の [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにマ

イナー ア ッ プグレー ド エン ト リが存在し、 指定された以

前のイ ンス ト ールが指定の場所に存在し ない場合に発生し

ます。 解決方法は、 ナレ ッ ジベース項目 Q108525 を参照し

て く ださい。

-6529 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6528 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6528 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6527 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6526 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2761



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6525 InstallExecuteSequence テーブル

のカス タム アク シ ョ ン %1 はイ

ンス ト ールされたフ ァ イルから

実行されます。 %2 アクシ ョ ンの

後にシーケンス し なければな り

ません。 カス タム アク シ ョ ンが

適切にシーケンス され、 ベース 

アクシ ョ ンがシーケンスに存在

する こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 セ ッ ト ア ッ プの最中にイ ンス ト ールされた

フ ァ イルから実行する カス タム アクシ ョ ンをオーサリ ング

し たと きに発生し ます。 カス タム アクシ ョ ンはシーケンス

で InstallFiles アクシ ョ ンの後に配置し な く てはな り ません。

さ もなければ、 Windows Installer がカス タム アクシ ョ ンを

実行し たと きにフ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し ま

せん。 唯一の例外は、 このカス タム アクシ ョ ンをアン イ ン

ス ト ールで実行する場合です。 その場合、 フ ァ イルは既に

イ ンス ト ールされているのでカス タム アクシ ョ ンを 

InstallFiles の後に行う必要があり ません。

-6524 InstallExecuteSequence テーブル

のカス タムアクシ ョ ン %1 が据え

置きにな り、 %2 と %3 の間に順

序付ける必要があり ます。 カス

タムアクシ ョ ンが適切に順序付

けられ、 シーケンスに基本アク

シ ョ ンがある こ と を確認し て く

だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6523 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6522 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6521 機能 %1 に必要な属性を設定中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6520 コ ンポーネン ト  %1 の COM デー

タ削除中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6519 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6518 フ ァ イル %1 を SelfReg テーブル

から削除中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6517 フ ァ イル %1 を SelfReg テーブル

へ追加中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2762 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6506 現在ビルド中のリ リースの Msi 

コマン ド ラ イ ン属性が 

REINSTALL または 

REINSTALLMODE パラ メ ーター

を設定し ています。 これは、

セ ッ ト ア ッ プが常に再開モー ド

で実行される原因と な り ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6504 最新のイ メ ージ %1 は以前のイ

メ ージを含みません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6501 ISDLLWrapper テーブルをビルド

中にエラーが発生し ま し た。 コ

ンポーネン ト  %1 が Component 

テーブルにあり ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6500 ISDLLWrapper テーブルをビルド

中にエラーが発生し ま し た。

フ ァ イル %1 が File テーブルにあ

り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6499 シャ ローフ ォルダー構造設定は

複数デ ィ スク リ リースでは利用

し ないで下さい。

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブにある " シャ ロー フ ォ

ルダー構造 " 設定を構成できます。 エラー -6499 が表示さ

れた場合、 " シャ ロー フ ォルダー構造 " 設定で [ いいえ ] 

を選択し て、 標準のビルド フ ォルダー構造が作成されるよ

う にし ます。

-6497 パッ チ作成警告 : %1。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6496 バージ ョ ンが付いていないフ ァ

イル '%1' のフ ァ イルハッ シュが、

以前のバージ ョ ンのそれと異な

り ます。 このフ ァ イルは更新さ

れません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6495 フ ァ イル '%1' のバージ ョ ンにつ

いて、 3 番目のバージ ョ ン要素以

降のみが異な り ます。 バージ ョ

ン文字列の最初の 3 つの要素が

異なる必要があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2763



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6494 フ ァ イル '%1' の新しいフ ァ イル

は、 セ ッ ト ア ッ プに存在する

フ ァ イルと同じバージ ョ ンを持

ちます。 このフ ァ イルは更新さ

れません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6493 フ ァ イル '%1' の新しいフ ァ イル

は、 セ ッ ト ア ッ プに存在する

フ ァ イルと よ り も低い番号の

バージ ョ ンを持ちます。 この

フ ァ イルは更新されません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6492 フ ァ イル '%1' に関連機能が選択

されていません。 新しいフ ァ イ

ルを追加するためには、 この設

定が必須です。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6491 新しいフ ァ イルパス '%1' は フ ァ

イル '%2' には存在し ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6490 グローバルアセンブ リキャ ッ

シュ を イ ンス ト ールするよ う コ

ンポーネン ト  %1 が構成されてい

るのでジャス ト イ ン タ イムコ ン

パイルを設定できません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6489 グローバルアセンブ リキャ ッ

シュ を イ ンス ト ールするよ う コ

ンポーネン ト  %1 が構成されてい

るのでイ ンス ト ーラーク ラスを

無視できません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6487 最新のイ メ ージ %1 は以前のイ

メ ージを含みません。

このエラーは、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューの最新のイ メ ー

ジが以前のイ メ ージを 1 つも含んでいない場合に発生し ま

す。 最新のイ メ ージはパッ チを作成するのに以前のイ メ ー

ジを最低 1 つ含まな く てはな り ません。

-6486 MSI.DLL のバージ ョ ンが 2.0 よ り

前なので、 CAB フ ァ イルのデジ

タル署名ができません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6485 MSI.DLL のバージ ョ ンが 2.0 よ り

前なので MsiFileHash テーブルを

ビルド できません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2764 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6584 外部フ ァ イルキー '%1' は、 ア ッ

プグレー ド されたイ メ ージ '%2' 

に存在し ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6483 外部フ ァ イル参照 '%2' が存在し

ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6482 外部フ ァ イルキーを検証中にエ

ラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6481 ターゲッ ト  イ メ ージ ‘%1’ があ

り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6480 ア ッ プグレー ド し たイ メ ージ 

‘%1’ があり ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6479 デ ィ レ ク ト リ ID '%1' のターゲッ

ト パスを解決する こ とができま

せん。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6478 FON フ ァ イルはフ ォ ン ト  タ イ ト

ルを持っている必要があり ます。

コ ンポーネン ト  %2 のフ ォ ン ト  

%1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6477 キー '%1' および値 '%2' のレジス

ト リ エン ト リの削除を追加中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6476 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6475 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6474 プロジ ェ ク ト に追加されたレジ

ス ト リ値の変更を処理中にエ

ラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6473 キー '%2' から値 '%1' を削除する

ための準備中にエラーが発生し

ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6472 すべての機能について、キー '%2' 

から 値 '%1' を削除中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2765
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エ ラーと警告
-6471 機能 '%3' の値 '%1' をキー '%2' か

ら削除中にエラーが発生し ま し

た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6470 プロジ ェ ク ト に追加されたレジ

ス ト リキーの変更を処理中にエ

ラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6469 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6468 すべての機能のレジス ト リキー 

‘%1’ を ‘%2’ に変更するための

設定中にエラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6467 機能 '%3' のレジス ト リキー '%1' 

を '%2' に変更するための設定中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6466 デスク ト ッ プセ ッ ト ア ッ プへの 

CE セ ッ ト ア ッ プ情報入力エ

ラー。

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6465 .inf フ ァ イルからの CE セ ッ ト

ア ッ プ メ デ ィ ア作成エラー。

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6464 CE セ ッ ト ア ッ プ メ デ ィ アをビル

ド する為の .inf フ ァ イルを作成

中、 CE セ ッ ト ア ッ プ DLL 情報の

追加エラー。

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6463 CE レジス ト リ エン ト リの追加エ

ラー。 

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6462 CE フ ァ イル関連付けの追加エ

ラー。 

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6461 CE シ ョ ー ト カ ッ ト の追加エ

ラー。 

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2766 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6460 CE セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの追加

エラー。 

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6459 CE セ ッ ト ア ッ プ メ デ ィ アをビル

ド する為の .inf フ ァ イルへの情報

入力エラー。 

このエラーについての詳細は、 < 製品構成 >\< リ リース

>\CEApps\<CE プロジ ェ ク ト 名 > に作成されるログフ ァ イ

ルを参照し て く ださい。

-6458 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ 

'%1' 用の [ 追加フ ァ イル ] 参照を

作成中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6457 ターゲッ ト イ メ ージで '%1' で ' 検

索されないフ ァ イルを無視する ' 

が設定されています。 ア ッ プグ

レー ド されたイ メ ージで ' すべて

のフ ァ イルを含める オプシ ョ ン

を利用する場合、 これは設定で

きません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6456 すべてのフ ァ イルをパッ チに含

むために必要な設定を作成中に

予期し ないエラーが発生し ま し

た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6455 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6454 '%1' のフ ァ イルパッ チすべてを作

成する こ とができません。 フ ァ

イルの名前を変更する際にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6453 フ ァ イル '%1' の名前を変更し て

元のフ ァ イル名 ‘'%2' に戻す際に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6452 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6451 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6449 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2767
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エ ラーと警告
-6448 フ ァ イル '%1' をア ッ プグレー ド

されたイ メ ージから削除する際

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6447 フ ァ イル '%1' のフ ァ イルテーブ

ルエン ト リ を削除中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6446 フ ァ イル '%1' のア ッ プグレー ド

されたイ メ ージ用のコ ンポーネ

ン ト キーを削除中にエラーが発

生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6445 フ ァ イル  '%1' をア ッ プグレー ド

されたイ メ ージへ追加中にエ

ラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6444 フ ァ イルキー '%1' の新しいフ ァ

イルエン ト リ を作成中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6443 フ ァ イルキー '%1' の新しいコ ン

ポーネン ト を作成中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6442 ルー ト 機能 '%1' の下に新しい機

能を作成する こ とができません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6441 機能 '%1' およびコ ンポーネン ト  

'%2' の機能コ ンポーネン ト  エン

ト リ を作成する こ とができませ

んで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6440 新規フ ァ イルの設定を作成する

と きに、 機能 '%s' が見つかり ま

せん。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6434 ISLatestRelease が指定し たセ ッ

ト ア ッ プ '%1' が圧縮ビルド され

ています。 この変数を利用する

には、 セ ッ ト ア ッ プを非圧縮で

ビルド する必要があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6433 プロパテ ィ  %1 を設定中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2768 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6432 構成データ プロパテ ィ を作成中

にエラーが発生し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6431 イ メ ージフ ァ ミ リー %1 の構成

データ を作成中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6430 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6429 ターゲッ ト イ メ ージ %1 の構成

データ を作成中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6428 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ 

%1 の構成データ を作成中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6427 '%1'  によ って参照されたセ ッ ト

ア ッ プが終了し ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6426 変数を解決する際にエラーが発

生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6425 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6424 プロジ ェ ク ト はマイナーア ッ プ

グレー ド アイテムを含みますが、

現在のリ リースはセ ッ ト ア ッ プ

ラ ンチャーを使用し ません。 こ

のマイナーア ッ プグレー ド を適

切に作動させるためには、 ア ッ

プグレー ド コ マン ド ラ イ ンを手

動で指定し な く てはな り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6423 プロジ ェ ク ト には、 セ ッ ト ア ッ

プ %1 を参照するマイナー ア ッ

プグレー ド アイテムが含まれて

います。 ただ し、 参照されてい

るセ ッ ト ア ッ プはメ ジャー ア ッ

プグレー ド によ ってのみア ッ プ

グレー ドが可能です。 メ ジャー

ア ッ プグレー ド アイテム、 また

は自動ア ッ プグレー ド アイテム

を利用し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2769
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エ ラーと警告
-6422 %1 に メ ジャーア ッ プグレー ド設

定を追加中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6421 セ ッ ト ア ッ プ %1 がメ ジャーア ッ

プグレー ドかど うかを判断中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6420 ア ッ プグレー ド アイテムセ ッ ト

ア ッ プ [MSI 名 ].msi が見つかり

ません。 ア ッ プグレー ド設定を

作成できません。

セ ッ ト ア ッ プが存在する こ と、 またそれが .msi フ ァ イルで

ある こ と、 そし て名前が正しいこ と を確認し て く ださい。

-6419 ア ッ プグレー ド項目 %1 を処理中

に予期し ないエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6418 ア ッ プグレー ド する項目を処理

中に予期し ないエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6415 パッ チパッ ケージを作成中にエ

ラーが発生し ま し た。 ログフ ァ

イル '%1' の内容を出力ウ ィ ン ド

ウに書き込み中です。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6414 バージ ョ ンが付いていないフ ァ

イル %1 のフ ァ イルハッ シュ を入

力中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6413 パッ チ作成処理が、 エラーコー

ド %1 を戻し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6412 パッ チパッ ケージを作成中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6411 %1 のフ ァ イルバージ ョ ンを設定

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6410 フ ァ イル %s を リ リースの保存場

所にコ ピーする際にエラーが発

生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6409 フ ァ イル %1 のソースパスをビル

ド中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2770 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6408 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6407 ア ッ プデー ト されたイ メ ージの 

PackageCode を設定中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6406 ア ッ プデー ト されたイ メ ージで

製品バージ ョ ンを設定中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6405 ア ッ プグレー ド されたイ メ ージ

を準備中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6404 パッ チ構成プロパテ ィ フ ァ イル

の準備中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6403 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6402 ビルド用のリ リースフ ォルダー

を準備中にエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6401 オ リ ジナル セ ッ ト ア ッ プフ ァ イ

ルを リ リースフ ォルダーにコ

ピーできません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6400 パッ チ構成プロパテ ィ  テンプ

レー ト を リ リースフ ォルダーに

コ ピーできませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6309 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6308 mscorsn.dll がシステム上にあ り

ません。 [ ツール ] の [ オプシ ョ

ン ] を使って mscorsn.dll へのパ

スを設定する こ とができます。

フ ァ イルは Microsoft .NET 

Framework の再配布可能フ ァ イ

ルの一部です。 %1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2771



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6307 '%1' へ単一または複数のフ ァ イル

を抽出できません。 フ ァ イルパ

スが、 オペレーテ ィ ング システ

ムの制限よ り長 く なっています。

現在のリ リースのビルド場所を

短いパスに変更し てこの問題を

解決し て く だ さい。

現在のリ リースのビルド場所を短いパスへ変更し て く ださ

い。

-6306 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リの構成用に

指定し たポー ト 番号が無効です。

[IIS 構成 ] ビ ューで仮想デ ィ レ ク ト リ に指定し た TCP ポー

ト 番号が有効である こ と を確認し て く ださい。 詳細につい

ては、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て

く ださい。

-6305 アセンブ リ "%1" を次の理由で

ロー ド できませんで し た : "%2"

依存関係をロー ド できる こ と、 またアセンブ リがアセンブ

リバイ ンデ ィ ング規則に従ってアクセス可能である こ と を

確認し て く ださい。 詳細については、 .NET Framework SDK 

ヘルプまたは MSDN に掲載されている 「How the Runtime 

Locates Assemblies」 を参照し て く だ さい。

-6304 CUB フ ァ イル "%1" の検証エ

ラー。

CUB フ ァ イルが有効である こ と を確認し て く だ さい。

-6303 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6302 InstallShield は Visual Studio .NET 

プロジ ェ ク ト 出力 "%1" を コ ン

ポーネン ト  "%2" から解決できま

せんで し た。 プロジ ェ ク ト を 

Visual Studio .NET でビルド する、

も し く は Visual Studio .NET コマ

ン ド ラ イ ン (devenv /build 

ConfigName [/project ProjName] [/

projectconfig ConfigName] 

SolutionName) を使用し てビルド

し な く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト を Microsoft Visual Studio または Visual Studio 

コマン ド ラ イ ンを使ってビルド し ます。

-6274 Setup.exe が次の Disk1 の場所に

見つかり ませんで し た : %1。 に見

つかり ません。 ビルド テーブル

のみを実行し ている場合は、 リ

リースの前の完全ビルドが完了

し ているか確認し て く だ さい。

このエラーは、 セ ッ ト ア ッ プが Setup.exe からス タ ンプを

取得し よ う と し たにもかかわらず、 Setup.exe が Disk1 フ ォ

ルダーに存在し なかった場合に発生し ます。 これは完全ビ

ルド を途中でキャ ンセルし てから [ ビルド テーブルのみ ] 

オプシ ョ ンを実行し た場合に発生し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2772 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6273 VB スク リ プ ト カス タムアクシ ョ

ンがプロジ ェ ク ト にあり ますが、

VBScriptRuntime マージモジュー

ルが組み込まれていません。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使用し て、

VBScriptRuntime マージ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加

し ます。

-6271 フ ァ イル %1 が見つかり ません。

このフ ァ イルの MsiFileHash テー

ブルをビルド中にエラーが発生

し ま し た。 指定し た場所にフ ァ

イルが存在する こ と を確認し ま

す。

指定し た場所に識別されたフ ァ イルが存在する こ と を確認

し ます。

フ ァ イルに定義済みフ ォルダー VSSolutionFolder が含まれ

る場合は、 「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで 

VSSolutionFolder パス 変数を使用する」 を参照し て く ださ

い。

-6270 アイ コ ンテーブルのレ コー ド %1 

が %2 文字制限を超えています。

そのためビルド でデータベース

を維持できません。

レ コー ドが制限文字数内である こ と を確認し て く ださい。

-6269 デ ィ レ ク ト リ %1 を %2 へコ ピー

中にエラーが発生し ま し た。

ソース デ ィ レ ク ト リのパスが正

しいこ と を確認し て く だ さい。

ソース デ ィ レ ク ト リのパスを確認し て く だ さい。

-6268 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6267 cab フ ァ イル %1 を %2 の場所に

抽出中にエラーが発生し ま し た。

この場所が正確か確認し て く ださい。

-6266 %1 の CAB 抽出エンジンを作成お

よび初期化中にエラーが発生し

ま し た

このエラーは、 1 つ以上のフ ァ イルが登録されていない場

合に発生する こ とがあ り ます。 すべてのフ ァ イルが登録さ

れている こ と を確認し て く ださい。

-6265 機能 '%1' をビルド中にエラーが

発生し ま し た。 この機能はプロ

ジ ェ ク ト の別の機能と同じ名前

で、 大文字小文字が違います。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で

は機能名を重複できません。 機

能の 1 つの名前を変更し てこの

エラーを修正し て く だ さい。

機能の 1 つを削除するか名前を変更し て く だ さい。

-6264 %1 テーブルのレ コー ドは文字列 

ID '%2' を列 '%3' に使用し ています

が、 この文字列は空白で、 列は

ヌル不可能です。

列で使用する文字列を指定し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2773
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エ ラーと警告
-6263 使用可能な InstallScript カス タム 

アクシ ョ ンの最大数 (1,000) を超

えま し た。 い く つかの 

InstallScript カス タム アクシ ョ ン

を削除し てから、 セ ッ ト ア ッ プ

を再ビルド し て く だ さい。

このエラーは、 基本の MSI、 DIM、 InstallScript MSI、 または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト で InstallScript カス タム ア

クシ ョ ンの数が 1,000 を超えた場合に表示されます。 [ カス

タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タ

ム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) を使って InstallScript カス タム ア

クシ ョ ンを削除し、 プロジ ェ ク ト に含める こ とが可能な最

大数以下に抑えます。

-6262 Directory テーブルにエン ト リ %1 

が含まれています。 この識別子

は予約済みです。 Directory テー

ブルでこれを定義する と、 実行

時に予期せぬ結果が生じ ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用し

てこのデ ィ レ ク ト リ識別子を変

更し て く だ さい。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの Directory テーブルに移動し て、

デ ィ レ ク ト リ識別子 を変更し て く だ さい。

-6260 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6259 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6258 フ ァ イル 「%1」 からデジ タル署

名情報を抽出中にエラーが発生

し ま し た。 IDE に提供されたデジ

タル署名情報が正しいか確認し

て く だ さい。

デジ タル署名情報が正しいこ と を確認し て く ださい。 [ リ

リース ] ビ ューまたはリ リース ウ ィ ザー ドの [ デジ タル署

名 ] パネルでデジ タル署名情報にアクセスできます。

-6257 PRODUCT_NAME が文字列テーブ

ルで定義されている こ と をビル

ド エンジンが検出し ま し た。 実

行時に IDE で定義された製品名

値ではな く 、 この値が製品名と

し て表示されます。

この警告メ ッ セージは、 ID PRODUCT_NAME が [ 文字列エ

デ ィ ター ] ビ ューで定義されている と きに発生し ます。 こ

の文字列テーブル ID は [ 一般情報 ] ビ ューで、 または [ リ

リース ] ビ ューの製品構成に設定された製品名の値を上書

き し ます。

-6255 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6254 フ ァ イル %1 の MsiFileHash テー

ブルをビルド中にエラーが発生

し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6253 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2774 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6252 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6251 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6250 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6249 コ ンポーネン ト  %1 はグローバル

アセンブ リキャ ッ シへを イ ンス

ト ールするよ う に設定されてい

ますが、 単一または複数のサブ

デ ィ レ ク ト リ を含みます。

このエラーは、 サブデ ィ レ ク ト リ を含む .NET プロジ ェ ク

ト 出力を使用する時に発生し ます。 InstallShield は、 Global 

Assembly Cache へのこれらのフ ァ イルのイ ンス ト ールを現

在サポー ト と し ていません。 このエラーを回避するには、

コ ンポーネン ト のデ ィ レ ク ト リ を変更 ( たと えば 

INSTALLDIR へ ) するか静的にフ ァ イルを追加し て設定し ま

す。

-6248 コ ンポーネン ト  %2 の依存フ ァ イ

ル %1 が見つかり ませんで し た。

リ リースの場所が <ISProjectDataFolder> または 

<ISProjectFolder> の場合、 [ テーブルのビルド と フ ァ イルのリ

フ レ ッ シュ ] を利用し て リ リースをビルド し ます。 詳細に

ついては、 .NET Framework SDK ヘルプまたは MSDN に掲載

されている 「How the Run time Locates Assemblies」 を参照

し て く ださい。

-6247 .NET Framework 再配布可能フ ァ

イル %1 がシステムに見つかり ま

せん。 %2

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6246 dotnetfx.exe をビルド 済みイ メ ー

ジに追加する こ とができません

で し た。 .NET 1.1 を含む場合、 コ

ア言語が選択されている こ と を

確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6245 1 つ以上のプロジ ェ ク ト に、.NET 

Framework を必要とする .NET プ

ロパテ ィ が含まれています。 リ

リースに .NET Framework を含め

る こ と をお勧めし ます。

プロジ ェ ク ト に .NET Framework 再配布可能フ ァ イルを追加

する こ と を検討し てみて く ださい。 .NET Framework は、 実

行時にターゲッ ト  システムに存在し ないと き、 イ ンス ト ー

ル時にイ ンス ト ールされます。 詳細については、 「.NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」

を参照し て く ださい。

-6244 1 つ以上のプロジ ェ ク ト に、.NET 

Framework を必要とする .NET プ

ロパテ ィ が含まれています。 た

だ し .NET Framework を検出する

こ とができません。 %2

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2775
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エ ラーと警告
-6243 InstallUtilLib.dll がシステムに見つ

かり ません。 このフ ァ イルはイ

ンス ト ーラーカス タム アク シ ョ

ンに必要です。 [ ツール ] の [ オ

プシ ョ ン ] を使って 

InstallUtilLib.dll へのパスを設定す

る こ とができます。 フ ァ イルは 

Microsoft .NET Framework の再配

布可能フ ァ イルの一部です。 %1

[ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し、 .NET タ ブ

を ク リ ッ ク し てパスを InstallUtilLib.dll に設定し ます。

-6242 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6241 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6240 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6239 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6238 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6237 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6236 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6235 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6234 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6233 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6232 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6231 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2776 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6230 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6229 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6228 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6227 コ ンポーネン ト  %1 の .NET ス

キャ ンに失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6226 Visual Studio .NET ソ リ ューシ ョ

ンを開いています。

ソ リ ューシ ョ ンが指定の場所に存在するか確認し て く ださ

い。 ソ リ ューシ ョ ン情報を見つけるには、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターの InstallShield テーブルに移動し て、

ISDotNetSolution の値を見つけます。

さ らに、 Visual Studio がビルド マシンにイ ンス ト ールされ

ている こ と を確認し て く ださい。

-6225 Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト

出力 "%1" を解決し ています

プロジ ェ ク ト がソ リ ューシ ョ ンに存在するか確認し て く だ

さい。 ソ リ ューシ ョ ン情報を見つけるには、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターの InstallShield テーブルに移動し て、

ISDotNetSolution の値を見つけます。 さ らに、 そのプロ

ジ ェ ク ト に指定された出力があるか確認し て く ださい。

-6224 機能 %2 のマージ モジュール %1 

を処理し ています

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6223 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6222 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6221 コ ンポーネン ト  %2 からの Visual 

Studio .NET プロジ ェ ク ト 出力 

"%1" を解決できませんで し た。

プロジ ェ ク ト がソ リ ューシ ョ ンに存在するか確認し て く だ

さい。 ソ リ ューシ ョ ン情報を見つけるには、 ダイ レ ク ト  エ

デ ィ ターの InstallShield テーブルに移動し て、

ISDotNetSolution の値を見つけます。 さ らに、 そのプロ

ジ ェ ク ト に指定された出力があるか確認し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2777
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エ ラーと警告
-6220 動的に取得された %1 データは、

コ ンポーネン ト  %2 に関連付けら

れているス タ テ ィ ッ ク データ と

競合し ています。 ダイナ ミ ッ ク 

データ で上書き し ます。

このエラーは、 MsiAssembly と MsiAssemblyName テーブル

に手動で入力されたエン ト リが、 スキャ ンの結果得られた  

.NET アセンブ リのプロパテ ィ  と競合する場合に発生し ま

す。 このエラーを除去するには、 コ ンポーネン ト の  [ ビル

ド時に .NET をスキャ ン ]  プロパテ ィ を [ な し ] に設定する

か、 MsiAssembly と MsiAssemblyName テーブルに手動追加

された値を削除し ます。

-6219 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6218 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6217 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6216 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6215 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6214 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6213 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6212 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6211 コ ンポーネン ト  %1 のイ ンス ト ー

ル先は GlobalAssemblyCache です

が、 キーフ ァ イルが .NET アセン

ブ リ ではあり ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6210 コ ンポーネン ト  %1 の COM .NET 

Interop 情報をビルド中にエラー

が発生し ま し た。

InstallShield は、 .NET.dll の regasm.exe を呼び出し て .reg 

フ ァ イルを作成し ます。 これによ って .reg フ ァ イルが作成

されます。 その後 .reg フ ァ イルがイ ンポー ト されます。 こ

れらの手順のいずれかが失敗する と、 エラー -6210 が発生

し ます。 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルが .NET .dll で、

.NET アセンブ リ に [ エクスポー ト する タ イプ ] がある こ と

を確認し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2778 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6209 Regasm.exe がシステムに見つか

り ません。 このフ ァ イルではコ

ンポーネン ト の .NET COM 

Interop 情報を取得する必要があ

り ます。 [ ツール ] の [ オプシ ョ

ン ] を使って Regasm.exe へのパ

スを設定する こ とができます。

フ ァ イルは Microsoft .NET 

Framework の再配布可能フ ァ イ

ルの一部です。 %1

[ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し、 .NET タ ブ

を ク リ ッ ク し てパスを Regasm.exe に設定し ます。

-6208 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6207 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル %s をビル

ド中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6205 コ ンポーネン ト  %1 をビルド中に

エラーが発生し ま し た。 コ ン

ポーネン ト のイ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ %2 が directory 

テーブルにあり ません。 コ ン

ポーネン ト のイ ンス ト ール先を

有効な場所に変更し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6204 コ ンポーネン ト  %2 に %1 を イ ン

ポー ト 中にエラーが発生し ま し

た。 指定の場所にフ ァ イルが存

在する こ と と、 フ ァ イルが有効

な REG フ ァ イルであるかど うか

を確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6203 内部ビルド エラー。 こ このエラーに関する情報はナレ ッ ジベース を確認する

か、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-6202 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6201 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6200 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6199 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2779
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エ ラーと警告
-6197 %1 を %2 へス ト リーム中に、 エ

ラーが発生し ま し た。 .msi パッ

ケージが、 現在別のプロセスで

使用されていないこ と を確認し

て く だ さい。

.msi パッ ケージが現在別のプロセスで使用されていないこ

と を確認し て く ださい。

-6196 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6195 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6194 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6193 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6192 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6191 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6190 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6189 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6188 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6187 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6186 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6185 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6184 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2780 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6183 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6182 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6181 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6180 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6179 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6178 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6177 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6176 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6175 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6174 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6173 フ ァ イル %1 の名前を %2 に変更

中にエラーが発生し ま し た。

interm フ ォルダーを含む製品構成のド ラ イブに十分な空き

容量があるか確認し て く ださい ( たと えば、 

\MySetups\Your Project Name-27\Product Configuration 

1\Interm)。

-6172 CAB フ ァ イルを作成中にエラー

が発生し ま し た増分の圧縮ビル

ド には、 プロジ ェ ク ト に確実に

最低 1 つのフ ァ イルを含む、 ま

たはメ デ ィ アを再ビルド行って

く だ さい。 

プロジ ェ ク ト に最低 1 つのフ ァ イルを含むか、 メ デ ィ アの

再ビルド を行って く ださい。

-6171 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2781
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エ ラーと警告
-6170 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6169 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6168 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6167 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6166 概要情報ス ト リームの Word 

Count Summary プロパテ ィ を更

新中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6165 テーブル %1 をエクスポー ト 中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6164 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6163 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6162 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6161 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6160 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6159 ソースプロジ ェ ク ト と ターゲッ

ト データベースで、 テーブル列

のデータ型が一致し ないものが

あり ます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 指定の列と テーブルで

データ型が正しいこ と を確認し て く ださい。

-6158 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6157 テーブル中のターゲッ ト フ ィ ー

ルドが、 データ を収めるには小

さすぎます。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 割り当てられたテーブル 

フ ィ ールド にデータが収まるよ う にし て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2782 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-6156 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6155 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6154 ビルドがユーザーによ ってキャ

ンセルされま し た。

このエラーが発生するのは、 ビルド プロセスの途中でビル

ドが終了し た場合のみです。

-6153 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6152 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6151 ターゲッ ト データベースを保存

できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6150 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6149 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6148 指定されたテーブルにレ コー ド

を挿入できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6147 テーブルの指定ターゲッ ト

フ ィ ールド を、 更新できません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6146 指定されたテーブルで、 新規レ

コー ド を作成できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6145 テーブルの指定列から値を取り

出せませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6144 テーブル %1 のデータベース

ビ ューを開 く こ とができません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6143 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6142 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2783



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6141 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6140 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6139 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6138 Setup.rul のコ ンパイルエラーが

発生し ま し た。

Setup.rul はプロジ ェ ク ト に必須です。 このフ ァ イルがプロ

ジ ェ ク ト に収められているか確認し て く ださい。

-6137 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6136 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6135 指定された機能が、 セ ッ ト ア ッ

プの種類と関連付けられていま

せんで し た。

指定された機能を、 セ ッ ト ア ッ プの種類と関連付けて く だ

さい。

-6134 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6133 現在の製品構成で指定されたプ

ロパテ ィ を更新中にエラーが発

生し ま し た。

製品構成の指定プロパテ ィ を調べて、 それが有効であるか

確認し て く ださい。

-6132 ス ト レージテーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-6131 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6130 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6129 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6128 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6127 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2784 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6126 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6125 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6124 未定義の例外。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6123 未定義の例外。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6122 ビルド にはコ ンポーネン ト が含

まれていません。

ビルド には、 少な く と も 1 つのコ ンポーネン ト を含める必

要があ り ます。

-6121 ビルド し たマージ モジュールを

モジュールフ ォルダーにコ ピー

する際に、 エラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6120 リ ソース リ ン カが、 指定された 

DLL のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6119 リ ソース リ ン カが見つかり ませ

んで し た。

[ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] ダイアログを開い

て、 場所に リ ソースのリ ン カ を設定し ます。

-6118 リ ソース コ ンパイ ラが、 DLL の

リ ン クに必要な指定 RES フ ァ イ

ルのビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6117 リ ソースコ ンパイ ラが見つかり

ませんで し た。

[ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] ダイアログを開い

て、 場所に リ ソースのリ ン カ を設定し ます。

-6116 次のプロジ ェ ク ト からの rc フ ァ

イルのエクスポー ト に失敗し ま

し た : %1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6115 ISSetup.dll からバージ ョ ン情報を

取得する こ とができません。

このエラーは、 次の場所にある ISSetup.dll フ ァ イルが破損

し ている場合、 またはこれがビルド マシンから削除されて

いる場合に発生する こ とがあ り ます。 このフ ァ イルは必ず

次の場所に配置し ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \redist\Language 

Independent\i386

このエラーを解決するには、 InstallShield の修復を実行し て

く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2785



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6114 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6113 増分ビルド中に、 エラーが発生

し ま し た。

[ テーブルのみをビルド する ] および [ テーブルをビルド し

てフ ァ イルを更新する ] を選択する前に、 前のメ デ ィ アが

ビルド されたか確認し、 また前のメ デ ィ アが削除されてい

ないこ と を確認し て く ださい。

-6112 Setup.exe にス ト リームし ている

フ ァ イルの削除でエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6111 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6110 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6109 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6108 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6107 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6106 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6105 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6104 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6103 フ ァ イル %1 が見つかり ませんで

し た。

指定し た位置にフ ァ イルが存在する こ と確認し て く ださ

い。

フ ァ イルに定義済みフ ォルダー VSSolutionFolder が含まれ

る場合は、 「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで 

VSSolutionFolder パス 変数を使用する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2786 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6102 "%1" に一致するダイナ ミ ッ ク

フ ァ イルを検索中にエラーが発

生し ま し た。

指定し たダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのフ ラグが有効である こ と

を確認し て く ださい。

-6101 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6100 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6099 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6098 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6097 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6096 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6095 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6094 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6093 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6092 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6091 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6090 コ ン ト ロール '%2' に指定された

スク ロール可能テキス ト  フ ァ イ

ル '%1' が存在し ません。

指定位置 %1 に置かれたテキス ト  フ ァ イルに .rtf フ ァ イル

の完全なパスがある こ と を確認し て く ださい。 これが空白

である場合、 コ ン ト ロール %2 の ISBuildSourcePath 列が空

白になっています。 スク ロール可能テキス ト コ ン ト ロール

については、 Control テーブル中の ISBuildSourcePath を有

効なフ ァ イルにし て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2787



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6089 コ ン ト ロール :'%1' の テキス ト 列

と ISBuildSourcePath 列の両方に

パス情報が含まれています。 テ

キス ト 列を使用し ます。

コ ン ト ロール %1 に、 Control テーブルの ISBuildSourcePath 

列 と Text 列 の両方のエン ト リ を指定する こ とはできませ

ん。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを起動し、 ISBuildSourcePath 列 

か Text 列 から不要な情報を削除し て く ださい。

-6088 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6087 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6086 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6085 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6084 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6083 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6082 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6081 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6080 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6079 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6078 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6077 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6076 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6075 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2788 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6074 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6073 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6072 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6071 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6070 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6069 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6068 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6067 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6066 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6065 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6063 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6062 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6061 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6060 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2789



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6059 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6058 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6057 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6056 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6055 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6054 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6053 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6052 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6051 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6050 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6049 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6048 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6047 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6046 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6045 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2790 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6044 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6043 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6042 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6041 内部ビルド エラー。 このビルド エラーは、 プロジ ェ ク ト に複数言語のサポー ト

が含まれていて、 未使用のデ ィ レ ク ト リ を .msi パッ ケージ

の Directory テーブルから削除するよ う に リ リースが構成さ

れている場合に発生し ます。

問題を解決するために、 次の操作を実行し ます。

1. [ メ デ ィ ア ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ リ リース ] 

を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 このエラーが発生し

たと きにビルド中であった リ リースを ク リ ッ ク し ま

す。

3. [ ビルド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定で、 [ はい ] 

を選択し ます。

詳細については、 「リ リースの [ ビルド ] タ ブ」 を参照し て

く ださい。

-6040 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6039 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6038 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6037 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6036 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6035 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2791



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6034 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6033 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6032 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6031 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6030 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6029 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6028 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6027 InstallShield は Visual Studio .NET 

出力フ ァ イル用の File テーブル

内の ISBuildSourcePath 列の値を

変換できません。 InstallShield が 

Visual Studio .NET 内で実行され

ていません。 

または 

InstallShield は Visual Studio .NET 

出力フ ァ イル用の File テーブル

内の ISBuildSourcePath 列の値を

変換できません。 開いている 

Visual Studio .NET ソ リ ューシ ョ

ンの名前が .ism プロジ ェ ク ト に

格納されている ソ リ ューシ ョ ン

名と異な り ます。 

この警告を避けるには、 Microsoft Visual Studio からア ッ プ

グレー ド を実行し ます。

または

.ism プロジ ェ ク ト を InstallShield で作成する際、 それを同一

のソ リ ューシ ョ ン内で開きます。 

-6026 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6025 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6024 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2792 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-6023 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6022 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6021 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6020 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6019 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6018 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6017 ビルドは COM 情報を抽出できま

せんで し た。 管理者と し て実行

し ている こ と を確認し て く だ さ

い。

InstallShield で COM 情報を抽出するためには、 管理者権限

が必要です。 詳細については、 「を管理者権限を使って、

または管理者権限を持たずに起動する違い」 を参照し て く

ださい。

-6016 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6015 次のフ ァ イルの短いフ ァ イル名

を作成中にエラーが発生し ま し

た : %1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6014 コ ンポーネン ト のシ ョ ー ト カ ッ

ト がアイ コ ン リ ソースを参照し

ていないため、 無効です。

これを解決するには、 アイ コ ン フ ァ イルと アイ コ ン イ ン

デッ クスを、 シ ョ ー ト カ ッ ト に指定し て く ださい。

-6013 指定されたコ ンポーネン ト を作

成するためのコ ンポーネン ト 条

件が無効です。

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューから、 指定されたコ ンポーネン ト

の [ 条件 ] プロパテ ィ を修正し て く ださい。

-6012 言語 %1 のコー ド ページを設定で

きませんで し た。

指定し た言語用のコー ド ページを イ ンス ト ールし て く ださ

い。

-6011 文字列テーブルを開けませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2793
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エ ラーと警告
-6009 Internet Explorer の Web メ デ ィ ア

の作成中に、 エラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6008 Internet Explorer の Web メ デ ィ ア

の作成中に、 エラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6007 指定された非圧縮サポー ト  フ ァ

イルを Disk1 へコ ピー中に、 エ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6006 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6005 パッ ケージ定義フ ァ イルを作成

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6004 Msi エンジンのデジ タル証明書の 

Setup.exe へのス ト リーム中に、

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6003 "%1" の Setup.exe へのス ト リー

ム中に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6002 オブジ ェ ク ト のカス タム ビルド 

セ ッ ト ア ッ プを実行中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6001 ISObjectProperty の前処理中に、

エラーが発生し ま し た。 すべて

の項目に有効な IncludeInBuild タ

グが付いているか、 確認し て く

だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6000 補足マージ モジュール情報の収

集中に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5099 ビルド レポー ト を作成中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5098 Directory テーブルに循環参照が

含まれています。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5097 _Validation テーブルにカス タムレ

コー ド を書き込めませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2794 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-5096 標準テーブルリ ス ト を読み出せ

ませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5095 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5094 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5093 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5092 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5091 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5090 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5089 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5088 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5087 最初のエラー発生時に中止し ま

し た。

ユーザーが、 [ ツール ] の [ オプシ ョ ン ] メ ニューで [ 最初

のエラーの発生時にビルド プロセスを停止 ] を選択し てい

ます。 エラーが発生し たため、 ビルド を中止し ま し た。

-5086 警告をエラーと し て処理し ます。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5085 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5084 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5083 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5082 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2795



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5081 Setup.ini に書き込めませんで し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5080 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5079 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5078 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5077 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5076 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5075 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5074 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5073 バイナリキー %1 があり ません。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターで Binary テーブルを開き、 該当す

るエン ト リが存在する こ と を確認し ます。

-5072 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5071 標準 DLL 関数構文エラー。 関数が何も返さ ない場合、 void が指定されているか確認し

て く ださい。 カス タム アクシ ョ ンの " 関数署名 " フ ィ ール

ド で省略記号ボタ ン (...) ク リ ッ ク し て、 署名を検証し ます。

-5070 標準 DLL 関数名構文エラー。 カス タム アクシ ョ ンの " 関数署名 " フ ィ ールド で省略記号

ボタ ン (...) ク リ ッ ク し て、 署名を検証し ます。

-5069 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5068 標準 DLL 関数パラ メ ーター構文

エラー。

カス タム アクシ ョ ンの " 関数署名 " フ ィ ールド で省略記号

ボタ ン (...) ク リ ッ ク し て、 署名を検証し ます。

-5066 標準 DLL 関数戻り値の構文エ

ラー。

カス タム アクシ ョ ンの " 関数署名 " フ ィ ールド で省略記号

ボタ ン (...) ク リ ッ ク し て、 署名を検証し ます。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2796 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5065 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5063 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5062 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5061 指定されたフ ァ イル名は、 既に

存在し ます。

コ ンポーネン ト の " ソースの場所 " プロパテ ィ を使う と、

このエラーは発生し ません。

-5060 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5059 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5058 マージ モジュールの依存関係を

取得できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5057 マージ モジュールカ タ ログを取

得できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5056 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5054 フ ァ イル "%1" のサイズを判別で

きませんで し た。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。

-5053 フ ァ イル "%1" が見つかり ません

で し た。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。

-5052 ボリ ューム %1 の空き容量を判別

できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5051 フ ァ イル "%1" から読み取り専用

の属性を削除できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5050 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2797



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5049 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5048 フ ァ イル "%1" を作成できません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5047 デ ィ レ ク ト リ %1 を作成できませ

んで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5046 以前のビルド レポー ト を保存で

きませんで し た。

このビルド エラーは、 リ リースが存在するが、 対応する リ

リース フ ォルダー内の Report Files フ ォルダーが存在し な

い時に発生し ます。 この状況は一般的に、 Report Files フ ォ

ルダーを手動で削除し ているが、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォ

ルダーを削除し ていない場合に発生し ます。 この状況はま

た、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから

ア ッ プグレー ド し ている場合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、[ リ リース フ ォルダーを開 く ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 現在のリ リース フ ォルダーが開

きます。 そのフ ォルダー内のすべてのフ ァ イルを削除し ま

す。 その後、 リ リースを再ビルド し ます。

-5045 以前のビルド ログを保存できま

せんで し た。

このビルド エラーは、 リ リースが存在するが、 対応する リ

リース フ ォルダー内の Log Files フ ォルダーが存在し ない

時に発生し ます。 この状況は一般的に、 Log Files フ ォル

ダーを手動で削除し ているが、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォル

ダーを削除し ていない場合に発生し ます。 この状況はま

た、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから

ア ッ プグレー ド し ている場合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、[ リ リース フ ォルダーを開 く ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 現在のリ リース フ ォルダーが開

きます。 そのフ ォルダー内のすべてのフ ァ イルを削除し ま

す。 その後、 リ リースを再ビルド し ます。

-5044 デ ィ レ ク ト リ %1 を削除できませ

んで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5043 ボリ ュームが、 存在し ません。 [ リ リース ] ビ ューを調べて、 指定し たボ リ ュームが存在す

る こ と を確認し て く ださい。

-5042 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2798 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5041 コ ンポーネン ト または機能のイ

ンス ト ール先の指定に、 文字列 

ID "%1" が使用されています。

イ ンス ト ール先の指定に、 文字列 ID は使えません。 この文

字列 ID を使っている コ ンポーネン ト または機能を検索し、

デ ィ レ ク ト リ識別子を使ってイ ンス ト ール先を変更し て く

ださい。

-5040 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5039 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5038 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5037 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5036 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5033 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5032 ListView テーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5031 ListBox テーブルのビルド で、 エ

ラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5030 ComboBox テーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5029 CheckBox テーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5028 RadioButton テーブルのビルド

で、 エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5027 Control テーブルのビルド で、 エ

ラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5026 Dialog テーブルのビルド で、 エ

ラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5025 パッ ケージを保存できませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2799



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5024 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5023 File テーブルのビルド で、 エラー

が発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5022 Feature テーブルのビルド で、 エ

ラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5021 Component テーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5020 Directory テーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 テーブル中のデータが正

しいかど うかを確認し て く ださい。

-5019 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5018 論理デ ィ スクに、 機能が 1 つも

含まれていません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5017 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5016 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5015 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5014 アイ コ ン "%1" をビルド中にエ

ラーが発生し ま し た。 指定され

たアイ コ ンキーがアイ コ ンテー

ブルに見つかり ませんで し た。

このエラーの詳細については、 ナレ ッ ジベースの項目 

Q107116 を参照し て く ださい。

-5013 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5012 %1 の Feature_ 値が無効です。 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 指定し たテーブルを開

き、 テーブル中のデータが有効である こ と を確認し て く だ

さい。

-5011 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2800 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-5010 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5009 スキーマ概要ス ト リームは、 200 

以上である必要があり ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5008 概要ス ト リームのテンプレー ト

で Intel64 を指定する必要があり

ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5007 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5006 "%1" を保存できませんで し た。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5005 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5004 プロジ ェ ク ト を書き込みアクセ

スで開けませんで し た。

プロジ ェ ク ト が IDE で既に開かれていないか確認し て く だ

さい。

-5003 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5002 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5001 setup.ini を コ ピーできませんで し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4701 One-Click Install Web ページをビ

ルド中に、 エラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4371 InstallScript のコ ンパイルで警告

が発生し ま し た。

InstallScript デバッ ガーを使って、 InstallScript を順に追っ

て、 問題点を見つけて く ださい。

-4370 InstallScript のコ ンパイルでエ

ラーが発生し ま し た。

InstallScript デバッ ガーを使って、 InstallScript を順に追っ

て、 問題点を見つけて く ださい。

-4354 ビルドが、 コ ンポーネン ト 中の

フ ァ イルから COM 情報を抽出で

きませんで し た。

フ ァ イルが自動登録される こ と、 および自動登録プロセス

に問題がないか確認し て く ださい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2801



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-4352 指定されたコ ンポーネン ト の

キーフ ァ イルがあり ません。 ダ

イナ ミ ッ クな COM 抽出にはキー

フ ァ イルが必要です。

指定し たコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルを、 [ コ ンポーネ

ン ト ] ビ ューで設定し て く だ さい。

-4350 動的に取得された MIME テキス

ト / スク リ プ ト レ ッ ト は、 コ ン

ポーネン ト  %1 に関連付けられて

いるス タ テ ィ ッ ク データ と競合

し ています。 ダイナ ミ ッ ク デー

タ で上書き し ます。

この警告は、 コ ンポーネン ト  ウ ィ ザー ド を使って COM 

サーバー .dll フ ァ イルを追加し た場合に発生し ます。 コ ン

ポーネン ト  ウ ィ ザー ドは静的な COM 抽出を行い、 後でコ

ンポーネン ト の " ビルド 時に COM 抽出 " 設定を [ はい ] に

変更し ます。 動的に抽出されたデータは、 .ism フ ァ イルの

ス タ テ ィ ッ クデータ と競合し ます。 COM 抽出設定が正確で

ある こ と を確認し て く ださい。

-4349 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の %1 情報のビルド に失敗

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4348 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の %1 情報のビルド に失敗

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4347 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の情報のビルド に失敗し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4346 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の情報のビルド に失敗し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4345 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の情報のビルド に失敗し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4344 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の情報のビルド に失敗し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4343 動的に抽出された COM コ ンポー

ネン ト の情報のビルド に失敗し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4340 COM 抽出モジュールの初期化に

失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2802 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-4327 文字列 ID “%1” を InstallScript 文

字列フ ァ イルに書き込めません

で し た。

このエラーは、 InstallScript を含むプロジ ェ ク ト に関連し て

います (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト か、 InstallScript カス

タム アクシ ョ ンを持つ基本の MSI プロジ ェ ク ト )。 ビルド

時に InstallShield はプロジ ェ ク ト 内のすべての文字列エン

ト リ を含む .ini フ ァ イルを作成し ます。 エラー メ ッ セージ

で、 “%1” は書き込みに失敗し た .ini フ ァ イル内の行番号を

表し ます。 行番号が 0 の場合、 .ini フ ァ イルに書き込む、 ま

たは作成する一般エラーが発生し たこ と を示し ます。 。 こ

れは、 デ ィ スク容量不足を表し ている こ とがあ り ます。

-4303 指定されたコ ンポーネン ト で

フ ァ イルキーを同期させる際、

予期し ないエラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4302 コ ンポーネン ト  %2 でフ ァ イル

キー %1 を同期させる際に、 競合

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4301 キー同期用の .msi フ ァ イルが見

つかり ませんで し た。

指定の MSI フ ァ イルが存在する こ と を確認し て く だ さい。

-4093 ソース %1 を ターゲッ ト  %2 にコ

ピーできません

フ ァ イルが存在する こ と、 ターゲッ ト 先に十分なデ ィ スク

領域がある こ と、 その場所にコ ピーできる こ と を確認し て

く ださい。

-4092 を入力

し ます。

MSI データベース %1 を開 く 際

に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4075 フ ァ イルが見つかり ません。 機

能 ‘%2’ のモジュール ‘%1’ を

マージ中にエラーが発生し ま し

た。

マージ モジュール検索パスにマージ モジュールが存在す

る こ と を確認し て く ださい。

このエラーは、 InstallScript MSI オブジ ェ ク ト を含むイ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト が InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド

された場合に発生する こ とがあ り ます。 InstallShield 2016 

では現在 InstallScript MSI オブジ ェ ク ト を使用できません。

この場合、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 プロ

ジ ェ ク ト からそのオブジ ェ ク ト を削除し ます。 InstallScript 

MSI オブジ ェ ク ト を InstallShield 2016 を使ってマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト に変換し てア ッ プグレー ド する こ と

ができます。 変換後、 マージ モジュールを イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト に追加し ます。

-4072 %1 の依存関係の取得中に、 エ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2803
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エ ラーと警告
-4006 フ ァ イルを削除できません。 指定フ ァ イルが存在し、 読み取り専用になっていないこ と

を確認し て く ださい。

-3876 Summary Stream の不正なテンプ

レー ト  %1 を無視し ています。

InstallShield は、 " テンプレー ト の概要 " 設定に無効なエン

ト リが含まれている と きに、 この警告を生成し ます。 有効

な値を入力する方法については、 「" テンプレー ト 概要 " プ

ロパテ ィ を使用する」 を参照し て く だ さい。

-3851 指定されたテーブルのビルド で、

エラーが発生し ま し た。

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使って、 指定し たテーブルを開

き、 テーブル中のデータが有効である こ と を確認し て く だ

さい。

-3713 関数ブロ ッ クは " モジュール ::

関数 " の形式である必要があり

ます。

関数ブロ ッ ク を " モジュール :: 関数 " の形式に変更し て く

ださい。

-3204 アイ コ ン用の指定フ ァ イルから、

指定されたイ ンデッ クスでアイ

コ ンを抽出できません。

アイ コ ンを収めたフ ァ イルが存在する こ と、 およびフ ァ イ

ル中に該当する イ ンデッ クス番号がある こ と を確認し て く

ださい。

-3138 指定し たパス構成がプロジ ェ ク

ト に存在し ません。 パス構成が

存在する こ と、 大文字と小文字

の区別を含んでスペルに誤りが

無いこ と を確認し て く だ さい。

IPWiProject オブジ ェ ク ト にある BuildPatchConfiguration メ

ソ ッ ド を使う と き、 このエラーが発生する場合があ り ま

す。

-3114 アプ リ ケーシ ョ ンパス %1 は、 関

連コ ンポーネン ト  %2 の宛先フ ォ

ルダーを含んでいません。

このエラーは、 アプ リ ケーシ ョ ン パスのエン ト リが [ コ ン

ポーネン ト ] ビ ューの [ 詳細設定 ] セクシ ョ ンに作成され

てもアプ リ ケーシ ョ ン パス が指定されなかった場合に発

生し ます。 これを訂正するには、 アプ リ ケーシ ョ ン パスの

エン ト リ を設定し ます。 

アプ リ ケーシ ョ ン パスはレジス ト リ エン ト リ でもあるた

め、 次のよ う なレジス ト リ パスが作成されていてパス エ

ン ト リがない場合、 このエラーが発生する可能性があ り ま

す。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\

App Paths

これを訂正するには、 パスエン ト リ を設定し ます。

-3028 指定されたテーブルの文字列 ID 

の置換中に、 エラーが発生し ま

し た。

指定されたテーブルで、 必要な文字列 ID が空欄にされてい

ます。 文字列 ID を指定し て く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
2804 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-3016 Binary テーブル %1 をパッ ケージ

へ追加する際にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-2200 フ ァ イルを上書きできません。 指定のフ ァ イルが読み取り専用でないこ と を確認し て く だ

さい。

-1531 デ ィ スクに指定されたサイズが、

この機能には小さすぎます。

リ リース ウ ィ ザー ド で、 [ メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト ] 設定

を大きなサイズに変更し て く ださい。

-1530 デ ィ スクに指定されたサイズが、

このフ ァ イルには小さすぎます。

リ リース ウ ィ ザー ド で、 [ メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト ] 設定

を大きなサイズに変更し て く ださい。

-1527 プロジ ェ ク ト にフ ァ イルが含ま

れていません。

この警告は、 プロジ ェ ク ト 中に 1 つも フ ァ イルが入ってい

ない場合に発生し ます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを

使ってプロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する と、 このエラー

は発生し ません。

-1505 CAB フ ァ イルを MSI パッ ケージ

に追加できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-1501 "%1" を "%2" に圧縮できません

で し た。

IsCmdBld.exe が必ず相対デ ィ レ ク ト リ で実行されるよ う に

し て く ださい。 それにはエラー メ ッ セージで指定された

フ ァ イルを見つけてそのデ ィ レ ク ト リ で IsCmdBld.exe を起

動し ます。

-1119 指定し た CUB フ ァ イルが存在し

ません。

CUB フ ァ イル名のつづりが正しいか確認し て く だ さい。

-1027 %1 の署名に失敗し ま し た。 現在のリ リースに提供されているデジ タル書名情報 ( デジ

タルキーおよびパスワー ド ) を確認し て く ださい。

-1024 フ ァ イルが見つかり ません。

Binary テーブルにフ ァ イルをス

ト リームできません。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。

-1015 ソース '%1' を ターゲッ ト  %2 にコ

ピーできません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-1014 を入力

し ます。

デ ィ レ ク ト リの名前を変更でき

ません。

Windows エクスプローラーまたは DOS プロンプ ト がリ リー

ス出力フ ォルダー (Disk1) のサブ フ ォルダーまたは Interm 

フ ォルダーをポイ ン ト 中かロ ッ ク し ている可能性があ り ま

す。 現在のデ ィ レ ク ト リ を変更し て く ださい。 Disk1 フ ォ

ルダー内の開かれている フ ァ イルを閉じ て く ださい。

Msidb.exe が開いている場合は、 閉じ て く だ さい。

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2805
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エ ラーと警告
メ デ ィ ア ビルド エラーと警告
ビルドが生成される前に発生する メ デ ィ アビルドのエラーは、 エラー メ ッ セージダイアログ ボ ッ クスに表示され

ます。 ビルドが生成された と きに発生するエラーは、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウに表示され、 ログフ ァ イルに記録されま

す。

-1013 指定されたフ ァ イルは、 他のプ

ログラムによ って使われていま

す。

現在このフ ァ イルを使っているアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ

て、 ビルド プロセスを再実行し て く ださい。

-1009 デ ィ スク容量が不足し ているか、

またはターゲッ ト ド ラ イブが見

つかり ません。

ビルド ターゲッ ト 上のデ ィ スク領域を増やすか、 ビルドの

ターゲッ ト を新規に選んで く ださい。 ターゲッ ト ド ラ イブ

を指定できない場合は、 新しいターゲッ ト を選択するか、

あるいはターゲッ ト ド ラ イブのアクセス許可が正し く 設定

されているか確認し て く ださい。

-1007 ソース %1 を ターゲッ ト  %2 にコ

ピーできません

フ ァ イルが存在する こ と、 ターゲッ ト 先に十分なデ ィ スク

領域がある こ と、 その場所にコ ピーできる こ と を確認し て

く ださい。

-1005 %1 を %2 に圧縮できませんで し

た (%1 はフ ァ イルへの完全パス、

%2 は .cab フ ァ イル名を表し ます

)。

このエラーは、 圧縮セ ッ ト ア ッ プをビルド し ていて空き容

量が足り な く なった場合や、 一時的スペースにセ ッ ト ア ッ

プをビルド し ていた場合などに発生する こ とがあ り ます。

また、 CAB API に伴う内部エラーが原因の場合もあ り ま

す。 詳細については、 テ クニカル サポー ト にお問い合わせ

く ださい。

-1001 MSI データベースを開 く 際に、

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-1000 製品構成が無効です。 デ ィ レ ク

ト リの作成に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、

テ クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 11-3 • メ デ ィ アビルド エラーと警告

エラー / 警告番号 メ ッ セージ

118 フ ァ イル #number を もつ CAB フ ァ イルが見つかり ませんで し た。 システムで指定

されたパスが見つかり ません。

129 メ デ ィ アが小さすぎます。 デ ィ スク番号のフ ァ イル名に収ま り ません。

-5000 フ ァ イルグループ ' フ ァ イルグループ名 ' が存在し ないフ ァ イルへのリ ン ク を含んで

います。 - ' フ ァ イル名 '

テーブル 11-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告
番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
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エ ラーと警告
エラー 118

メ ッ セージ

フ ァ イル #number をもつ CAB フ ァ イルが見つかり ませんでした。 システムで指定されたパスが見つかり ません。

-5006 'EnterPassword' ダイアログ リ ソースがリ ソースラ イブラ リ filename に存在し ません。

-5020 ビルド し た メ デ ィ アフ ァ イルを URL サイ ト にア ッ プロー ド できませんで し た。 URL 

を解析する こ とができませんで し た。

-5021 ビルド し た メ デ ィ アフ ァ イルを フ ォルダー ' パス ' にコ ピーできませんで し た。

-5032 自己展開型実行可能フ ァ イルの署名に失敗し ま し た。

-5050 フ ォ ン ト データ をプロジ ェ ク ト フ ァ イルから読み取る こ とができませんで し た。

'Font' テーブルが プロジ ェ ク ト に存在し ていない可能性があ り ます。

-5051 次のフ ォ ン ト データ フ ァ イルを作成する こ とができませんで し た : ‘ データ フ ァ イ

ル パス と名前 ’

-7040 メ デ ィ アには機能が含まれていません。

-7041 CABEngine のイ ンス タ ンスを作成する こ とができませんで し た。 CABEngine コ ン

ポーネン ト が適切にイ ンス ト ールまたは登録されていない可能性があり ます。

InstallShield を再イ ンス ト ールする必要があるかも しれません。

-7043 差分ビルド用の次のメ デ ィ アを開 く こ とができませんで し た - " メ デ ィ アヘ ッ ダー

フ ァ イルへのパス "

-7044 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] プロパテ ィ シー ト で製品バージ ョ ンが指定されていません。

-7045 フ ァ イルが見つかり ませんで し た - "InstallShield プログラム フ ァ イル フ ォルダー

\Redistributable\Compressed Files\Language Independent\OS 

Independent\Corecomp.ini"

-7126 十分な空きデ ィ スク容量があり ません。

-7127 デ ィ スク イ メ ージデ ィ レ ク ト リは別のプログラムが使用し ています。

-7275 証明書が無効です。

-7276 証明書の期限が切れています。

-7380 ビルドがユーザーによ ってキャ ンセルされま し た。

-9008 オブジ ェ ク ト プロパテ ィ の保存ができません。

テーブル 11-3 • メ デ ィ アビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番号 メ ッ セージ
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2807



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは既に存在する メ デ ィ アをビルド し よ う と し て、 以前作成されたキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルの １ つが既に

存在し ないと き発生し ます。

このエラーが発生し た場合、 そのメ デ ィ アを再ビルド し ます。

エラー 129

メ ッ セージ

メデ ィ アが小さすぎます。 デ ィ スク番号のフ ァ イル名に収ま り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが発生する理由と し て、 以下の原因が考えられます。

• 1 つのデ ィ スクでのフ ァ イルの合計サイズが、 選択されたデ ィ スクサイズよ り も大きい。

• イ ンス ト ールでは、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューに配置されている フ ァ イル (Setup.bmp や License.txt など ) 

や、 Data1.cab を含む特定のフ ァ イルが、 最初のデ ィ スクに常駐される必要があり ます。 また、 次のフ ァ イル

を含めた特定のフ ァ イルも Data1.cab に圧縮される必要があり ます。

• セ ッ ト ア ッ プに含めたオブジ ェ ク ト 用フ ァ イル 

• イ ンス ト ールがサポー ト する各言語のリ ソースフ ァ イル 

• 選択し たダイアログ ボ ッ クス スキン用のフ ァ イル 

イ ンス ト ールがサイズの大きいスキン、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルまたはオブジ ェ ク ト  ( または、 多数のサポー ト  

フ ァ イル、 オブジ ェ ク ト ､言語 ) を含む場合、 最初のデ ィ スク用のフ ァ イルの合計サイズはリ リース ウ ィ ザー ド の 

[ メ デ ィ ア タ イプ ] パネルで選択し たデ ィ スクサイズよ り も大き く ても構いません。

このエラーを防ぎ、 ビルド を正常に完了するには、 プロジ ェ ク ト からスキンやサポー ト  フ ァ イルまたはオブジ ェ

ク ト を削除し、 サポー ト  フ ァ イルのサイズを縮小するか、 サイズの小さいフ ァ イルを持つスキンまたはさ らに大

きいデ ィ スクサイズを選択し て く だ さい。

デ ィ スク 1 以外のデ ィ スクがエラー メ ッ セージによ って指定された場合、 コ ンポーネン ト の中のフ ァ イルは圧縮

された後も、 フ ァ イルによ っては大きすぎてデ ィ スクに収ま らない場合があり ます。 このよ う な場合、 大きい

フ ァ イルを削除するか、 サイズを縮小するか、 さ らに大きいデ ィ スクサイズを選択する必要があり ます。

• ド ラ イブに十分な空き容量がない。

イ ンス ト ールのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルを作成する時、 リ リースビルダーは、 システムの一時フ ォルダーと ビルド

ロケーシ ョ ンに空き容量がある こ と を必要と し ます。 このエラーを防ぐには、 システムの一時フ ォルダーが常駐

する ド ラ イブ と、 ビルドの場所を指定し た ド ラ イブに十分な空き容量がある こ と を確認し て く だ さい。

システムの一時フ ォルダーは、 DOS プロンプ ト で "set" とい う語を入力し て検出できます。 一時フ ォルダーは、

TEMP 環境変数の値によ って識別されます。 ビルドの場所を見つけるには、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ 一般オプ

シ ョ ン ] パネルの [ 詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス、 または [ リ リース ] ビ ューの " リ リースの場所 " プロパテ ィ を見

ます。

• 十分な仮想メ モ リがない。

Windows NT では、 このエラーは、 ハー ド デ ィ スクの空き容量が足り ないのではな く 、 仮想メ モ リの空き容量が足

り ないこ とが原因の場合があ り ます。 さ らに詳しい情報は、 ナレ ッ ジベースの記事 Q102757 を参照し て く だ さい。
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エ ラーと警告
警告 -5000

メ ッ セージ

コンポーネン ト  ' コ ンポーネン ト 名 ' が存在しないフ ァ イルへのリ ンクを含んでいます。 - ' フ ァ イル名 '

ト ラブルシューテ ィ ング情報

示されたコ ンポーネン ト が存在し ないフ ァ イルへのリ ン ク を含んでいます。 コ ンポーネン ト からそのフ ァ イルを

削除するか、 または、 そのフ ァ イルが名前変更または移動されている場合、 示された名前と ロケーシ ョ ンに復元

し ます。

警告 -5006

メ ッ セージ

'EnterPassword' ダイアログリ ソースがリ ソースラ イブラ リ filename に存在しません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プ初期化中に [ パスワー ド ダイアログを表示する ] オプシ ョ ンが、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ パスワー

ド ] パネルまたは [ リ リース ] ビ ューの " パスワー ド ダイアログの表示 " プロパテ ィ で選択されていますが、 １

つまたは 複数の _Isres.dll のコ ピーがこのダイアログ ボ ッ クス用のリ ソース テンプレー ト を含んでいません。 こ

の警告は、 リ ソーステンプレー ト を含んでいない _Isres.dll の各コ ピーに対し て別々の形で表示されます。 この問

題を解決するためには、 InstallShield Premier Edition が必要です。

警告 -5020

メ ッ セージ

ビルド した メデ ィ アフ ァ イルを URL サイ ト にア ッ プロード できませんでした。 URL を解析するこ とができませんでした。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

[ リ リース ] ビ ューの "FTP ホス ト  ア ド レス " プロパテ ィ で指定し た URL が存在する こ と を確認し て く ださい。 

警告 -5021

メ ッ セージ

ビルド した メデ ィ アフ ァ イルをフ ォルダー ' パス ' にコピーできませんでした。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

[ ビルド し た メ デ ィ アフ ァ イルを フ ォルダーにコ ピーする ] オプシ ョ ンが リ リース ウ ィ ザー ドの [ ポス ト ビルド 

オプシ ョ ン ] パネル または [ リ リース ] ビ ューの " フ ォルダーにコ ピー " プロパテ ィ で選択されています。 この

オプシ ョ ンで指定し たフ ォルダーに、 ビルド し た メ デ ィ ア フ ァ イルを コ ピーする こ とができませんで し た。 指定

し たパスが存在し、 書き込み可能なのを確認し て く だ さい。 
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エ ラーと警告
警告 -5032

メ ッ セージ

自己展開型実行可能フ ァ イルの署名に失敗しました。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ビルド で、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ デジ タル署名 ] パネルまたは [ リ リース ] ビ ューの " メ デ ィ アに署名 " プロパ

テ ィ で指定された自己展開型実行可能フ ァ イルの署名に失敗し ま し た。 エラーの原因と し ては、 プラ イベー ト

キーフ ァ イルが無効または存在し ていないこ とが考えられます。

警告 -5050

メ ッ セージ

フ ォン ト データ をプロジ ェ ク ト フ ァ イルから読み取るこ とができませんでした。 'Font' テーブルが プロジェ ク ト に存在して

いない可能性があり ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ダイ レ ク ト  エデ ィ ターを使用し て、 Font テーブルがプロジ ェ ク ト に含められているか確認し て く ださい。 テーブ

ルが含まれていな く 、 かつソースコ ン ト ロールソ フ ト ウ ェ アを使用し てもそのテーブルを含んだバージ ョ ンに

ロールバッ クできない場合、 一度プロジ ェ ク ト から フ ォ ン ト フ ァ イルを削除し再度それら をプロジ ェ ク ト に含め

てみて く ださい。

警告 -5051

メ ッ セージ

次のフ ォン ト データ フ ァ イルを作成するこ とができませんでした : ‘ データ フ ァ イル パス と名前 ’

ト ラブルシューテ ィ ング情報

指定されたパスが存在し書き込み可能である こ と、 および同名の読み取り専用フ ァ イルが既に同じ ロケーシ ョ ン

に存在し ていないこ と を確認し て く だ さい。

エラー -7040

メ ッ セージ

メデ ィ アには機能が含まれていません。

説明

指定し た メ デ ィ アに機能が含まれていません。 すべてのメ デ ィ アビルド には最低 １ つの機能が含まれていなけれ

ばな り ません。
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エ ラーと警告
ト ラブルシューテ ィ ング情報

[ 機能 ] ビ ューで、 必ず最低 1 つの機能が作成されている こ と を確認し て く だ さい。

エラー -7041

メ ッ セージ

CABEngine のインスタ ンスを作成するこ とができませんでした。 CABEngine コンポーネン ト が適切にインス ト ールまたは登

録されていない可能性があり ます。 InstallShield を再インス ト ールする必要があるかも しれません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

この問題を解決するには、 Windows システム フ ォルダーの中の Regsvr32.exe を利用するか、 または以下のよ う に 

DOS コマン ド を利用し て、 手作業で MediaBuild40.dll フ ァ イルを （ビルド マシンの共通フ ァ イルフ ォルダーの中の 

InstallShield\MediaBuild フ ォルダーの中に） 登録し ます。 

Regsvr32.exe "C:\Program Files\Common Files\InstallShield\MediaBuild\MediaBuild40.dll"

エラー -7043

メ ッ セージ

差分ビルド用の次のメデ ィ アを開 く こ とができませんでした - " メ デ ィ アヘ ッ ダーフ ァ イルへのパス "

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このメ ッ セージは、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルにある [ 差分メ デ ィ ア ] リ ス ト  ボ ッ クスで指

定し た メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イルにのこ と を指し ています。 このエラーは、 以下の条件によ って発生し ます。 

• フ ァ イルが存在し ません。

• フ ァ イルが破損し ている。

• フ ァ イルが互換性がない メ デ ィ ア。 た と えば、 lnstallShield Professional 5.x でビルド された メ デ ィ ア等。 

エラー -7044

メ ッ セージ

製品バージ ョ ンが [ 製品のプロパテ ィ ] ビ ューで指定されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

[ 一般情報 ] ビ ューの " 製品バージ ョ ン " 設定にヌル以外の値を指定な く てはな り ません。
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エ ラーと警告
エラー -7045

メ ッ セージ

フ ァ イルが見つかり ませんで し た - " パス \Corecomp.ini"

ト ラブルシューテ ィ ング情報

Corecomp.ini が指定されたロケーシ ョ ンに見つかり ませんで し た。 Corecomp.ini を移動し た場合、 または名前を変

更し た場合、 そのコ ピーを Corecomp.ini とい う フ ァ イル名前で指定された場所に配置し ます。 この方法で 

Corecomp.ini を復元できない場合、 InstallShield の修復を実行し ます。 

エラー -7126

メ ッ セージ

セッ ト ア ッ プをビルドするこ とができません。

説明

セ ッ ト ア ッ プビルド に必要なデ ィ スク空き容量が不足し ています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

メ デ ィ アウ ィ ザー ド を使用するには、 システムの一時フ ォルダー内に空き容量が必要です。 ビルドの場所およびこ

のド ラ イブに十分な空き容量がある こ と を確認し て く だ さい。

エラー -7127

メ ッ セージ

デ ィ スク イ メージデ ィ レク ト リは別のプログラムが使用しています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが発生する理由と し て、 以下の原因が考えられます。

• ビルド に使用するデ ィ スク イ メ ージまたは Disk1 フ ォルダーが Windows Explorer または DOS で開かれている

可能性があ り ます。 Windows Explorer または DOS ウ ィ ン ド ウで別のフ ォルダーを開 く か、 ウ ィ ン ド ウを閉じ

て メ デ ィ アビルダーを再実行し ます。

• デ ィ スク イ メ ージまたは Disk1 フ ォルダーは読み取り専用です。 Windows Explorer でフ ォルダーを右ク リ ッ ク

し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 フ ォルダーが読み取り専用と なっている場合、 読み取り専用チ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ ア し てから メ デ ィ アビルダーを再実行し ます。

• メ デ ィ アがビルド されている フ ォルダーの下に bldblack とい う名前のフ ォルダーが存在し ます。 その名前の

フ ォルダーを削除し、 メ デ ィ アビルダーを再実行し ます。 
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エ ラーと警告
エラー -7275

メ ッ セージ

証明書が無効です。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

プロジ ェ ク ト で指定されたデジ タル証明書が無効です。 有効な証明書を指定し て再ビルド し て く だ さい。

エラー -7276

メ ッ セージ

証明書の期限が切れています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

デジ タル証明書の期限が切れています。 現在の証明書を指定し て再ビルド し て く だ さい。

エラー -7380

メ ッ セージ

ビルドがユーザーによってキャンセルされました。

説明

ビルドがユーザーによ ってキャ ンセルされま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ユーザーが [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てビルド プロセスをキャ ンセルし ま し た。

エラー -9008

メ ッ セージ

オブジェ ク ト プロパテ ィの保存ができません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーはプロジ ェ ク ト 内のオブジ ェ ク ト が破損されている と きに ( たと えば、 Isrt.dll が存在し ない等 )、 発生

し ます。
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エ ラーと警告
MSI/MSM 変換エラー
以下の表に、 イ ンス ト ールパッ ケージ (.msi フ ァ イル ) またはマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を MSI/MSM 

オープンウ ィ ザー ド で変換する際に生じ る各エラーについて、 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト を示し ます。

このウ ィ ザー ドは、 Windows Installer データベースにアクセス し てエラーを戻し ます。 これらのエラーの詳細につ

いては、 ビルド エラーと警告を参照し て く ださい。 ソースの .msi または .msm パッ ケージが無効だ と、 ド キュ メ

ン ト に記載のない内部エラーが表示される こ とがあ り ます。

ヒ ン ト • MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド を起動する前に、 Microsoft Windows Installer プ ラ ッ ト フ ォーム SDK の一部

である Orca または Msival2.exe でパッ ケージを検証し て く ださい。

テーブル 11-4 • MSI と MSM の変換エラー

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-6000 フ ァ イルを開けません .msi または .msm へのパスが、 無効んも可能性が

あり ます。

フ ァ イルは、 他のプログラムによ って使われて

いる可能性があり ます。

フ ァ イルが破損し ているか、 有効な Windows 

Installer データベースではない可能性があり ま

す。 

-6001 データベース体系がサポー

ト されていません

MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド では、 スキーマ 30 

以降と互換性のあるデータベースだけがサポー

ト されています。 .msi または .msm フ ァ イルのス

キーマを判断するには、 フ ァ イルを Orca で開

き、 表示 メ ニューで 概要情報を選択し ます。 概

要情報の編集ダイアログ ボ ッ クスのスキーマ

フ ィ ールド を変更するだけで、 このエラーを回

避できる こ と もあり ます。

-7000 レ コー ド を作成できません

で し た

レ コー ドがすでに存在し ている場合、 ウ ィ ザー

ドは、 フ ァ イルで検出された複製エン ト リ を作

成できません。

-7001

-7002

-7004

外部キーが無効です .msi または .msm データベース内の外部キーに

よ って参照されるレ コー ドが無効か、 または消

失し ているために、 ウ ィ ザー ドはレ コー ド を作

成できませんで し た。

-7005 文字列のプロパテ ィ を設定

できません

フ ィ ールドがデータベースフ ァ イル内の複製で

あったために、 MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド

は、 文字列値を設定できませんで し た。 このエ

ラーは、 前の段階でレ コー ド作成に失敗し たこ

とが原因である可能性があり ます (エラー -7000, 

-7001, -7002, -7004)。
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-7006 整数のプロパテ ィ を設定で

きません

フ ィ ールドがデータベース内の複製であったた

めに、 MSI/MSM オープンウ ィ ザー ドは、 整数値

を設定できませんで し た。 このエラーは、 前の

段階でレ コー ド作成に失敗し たこ とが原因であ

る可能性があり ます ( エラー -7000, -7001, -7002, 

-7004)。

-7008 プロパテ ィ を設定できませ

ん

フ ィ ールドがデータベース内の複製であったた

めに、 MSI/MSM オープンウ ィ ザー ドは、 値を設

定できませんで し た。 このエラーは、 前の段階

でレ コー ド作成に失敗し たこ とが原因である可

能性があり ます ( エラー -7000, -7001, -7002, -

7004)。

-7009 バイナリ フ ァ イルを作成で

きません

ウ ィ ザー ドは、 フ ァ イルからバイナリ フ ァ イル、

アイ コ ン、 または、 .rtf フ ァ イルを抽出し て、 そ

れを新しいプロジ ェ ク ト の場所にコ ピーする こ

とができませんで し た。

抽出デ ィ レ ク ト リ にある既存のフ ァ イルを削除

し ます。

十分な空き容量がある こ と と、 抽出デ ィ レ ク ト

リ に適切な書き込み権限がある こ と を確認し て

く だ さい。

-7010 cab 抽出用の出力パスが存在

し ません

ウ ィ ザー ドは、 指定されたパスを使用し て .cab 

フ ァ イルを抽出する こ とができませんで し た。

.cab フ ァ イルの出力パスを タ イプする代わり に、

[ 参照 ] を ク リ ッ ク し てパスを選択し てから、 も

う一度ウ ィ ザー ド を起動し ます。

-7011 一時 .cab フ ァ イルを削除で

きません

イ ンス ト ールパッ ケージまたはマージ モジュー

ルから一時 .cab フ ァ イル抽出し た後に、 その

フ ァ イルを削除できません。

1001 ソース MSI データベースパ

スが無効です

.msi データベースへのパスが有効である こ と を確

認し て く だ さい。

1017 プロセスが中断されま し た 変換プロセスを完了し て く だ さい。

100001 予期せぬエラー このエラー メ ッ セージはそのエラーに関連する

関数と テーブル名を表示し ます。

100002 フ ァ イルをキャ ビネ ッ ト か

ら抽出できません

ソースが有効な .msi または .msm データベースで

ある こ と を確認し て く だ さい。

テーブル 11-4 • MSI と MSM の変換エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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内部エラー

次は内部エラーです。 これらは、 .msi または .msm データベースのイ ンポー ト 中に発生すべきではあ り ません。

MSI/MSM オープンウ ィ ザー ド を起動する前に、 Microsoft Windows Installer プラ ッ ト フ ォーム SDK の一部である 

Orca または Msival2.exe でパッ ケージを検証し て く ださい。

エラー メ ッ セージには、 変換が失敗し た と きのデータベーステーブル、 フ ィ ールド および値が表示されます。

200001 出力パスが指定されません

で し た

この警告は、 コ ンバーターがデータベース テー

ブルまたはキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルからバイナ リ 

フ ァ イルを抽出し なければならないと きに、

MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ドの [ フ ァ イルの場

所 ] パネルにある [ データ フ ァ イルの場所 ] ボ ッ

クスで、 無効な出力パスが指定された場合に発

生し ます。

テーブル 11-5 • 内部エラー

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

1002 無効な ターゲッ ト データ

ベースパス

デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所が有効である こ と

を確認し て く ださい。 パスを確認するには、 ツール

メ ニューで、 オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 デフ ォ

ル ト のプロジ ェ ク ト 場所へのパスが [ フ ァ イルの場

所 ] タ ブで指定されています。

1003 ソースの MSI/MSM データ

ベースを開けませんで し た

データベースがロ ッ ク されていないか、 また別のア

プ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し て く ださ

い。

1004 ターゲッ ト データベースを

開けませんで し た

プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所が有効である こ と

を確認し て く ださい。 パスを確認するには、 ツール

メ ニューで、 オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 デフ ォ

ル ト のプロジ ェ ク ト 場所へのパスが [ フ ァ イルの場

所 ] タ ブで指定されています。

1006 ソースまたはターゲッ ト  

MSI/MSM データベースの

テーブルリ ス ト を取得でき

ませんで し た

ソースが有効な .msi または .msm データベースであ

る こ と を確認し て く ださい。

1007 フ ィ ールド取得に失敗し ま

し た

これは通常、 MsiRecordGetXXX API のエラーが原因

です。 ソースが有効な Windows Installer データベー

スか確認し て く ださい。

テーブル 11-4 • MSI と MSM の変換エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2816 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
Windows Installer 実行時のエラー

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

1009 MsiCreateRecord エラー プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

1010 フ ィ ールドのア ッ プデー ト

に失敗し ま し た

これは通常、 MsiRecordSetXXX  API の失敗が原因で

す。

プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

1011 レ コー ド をテーブルに挿入

できませんで し た

プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

1012 バイナ リデータ を ソース 

MSI/MSM データベースか

ら抽出できませんで し た

抽出デ ィ レ ク ト リ にある既存のフ ァ イルを削除し ま

す。

十分なデ ィ スク容量がある こ と、 また MSI/MSM 

オープン ウ ィ ザー ド の [ フ ァ イルの場所 ] パネルに

ある " データ フ ァ イルの場所 " フ ィ ールド に指定さ

れている出力パスに対し て適切な書き込み権限があ

る こ と を確認し て く ださい。

1013 ターゲッ ト データベースへ

のフ ァ イルのス ト リームに

失敗し ま し た

プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

1014 MsiDatabaseCommit エラー プロジ ェ ク ト フ ァ イルがロ ッ ク されていないか、 ま

た別のアプ リ ケーシ ョ ンで開かれていないか確認し

て く ださい。

5001 フ ィ ールド値を解決できま

せんで し た

これは通常、 予期せぬデータベーススキーマが原因

で発生し ます。 ト ラ ブルシューテ ィ ングのエラー 

エラー -6001 を参照し て く ださい。

5002 ソース と ターゲッ ト の MSI 

データベースのフ ィ ールド

タ イプに互換性があ り ませ

ん

ソースが有効な .msi または .msm データベースであ

る こ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-5 • 内部エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

• MSI データベース

• MSM データベース

• QuickPatch

• ト ラ ンスフ ォーム

次のテーブルは、 イ ンス ト ールの実行時に発生する可能性のある Windows Installer エラーの一覧です。 このエラー

は、 異なる機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ ン InstallShield カ

ス タム アクシ ョ ンに関連し ています。 カス タム アクシ ョ ンの一覧は、 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ

レンス」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • 一部の実行時のエラーについての詳細 ( 解決策を含む ) は、 ナレ ッ ジ ベースを参照し て く ださい。

テーブル 11-6 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報

27500 このセ ッ ト ア ッ プには、 IIS 仮

想ルー ト の設定に IIS (Internet 

Information Server) が必要です。

IIS がイ ンス ト ールされている

こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [IIS 構成 ] ビ ューで構

成された IIS データが含まれている場合に発生し ま

す。

このエラーが発生し た場合、 ターゲッ ト  システムに 

IIS がイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く だ さ

い。

27501 このセ ッ ト ア ッ プでは、 IIS 

Virtual Roots の設定に管理者権

限が必要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [IIS 構成 ] ビ ューで構

成された IIS データが含まれている場合に発生し ま

す。

このエラーは、 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リの設定に必要な

管理者権限がない状態で、 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ を設

定する イ ンス ト ールを実行し た と きに発生し ます。

27502 [2] [3] に接続できませんで し

た。 [4]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 イ ンス ト ールが指定されたデータベー

ス サーバーに接続できなかった場合に発生し ます。
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27503 指定されたデータベース サー

バーからバージ ョ ン情報を取

得中にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで、 SQL 接

続の [ 要件 ] タ ブを使ってデータベース サーバーに最

小バージ ョ ン要件を指定し た場合で、 イ ンス ト ールが

ターゲッ ト  システム上に存在するデータベース サー

バーのバージ ョ ンを判別できなかった と きに発生し ま

す。

27504 指定されたデータベース サー

バーがバージ ョ ン要件を満た

し ていません。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 ターゲッ ト システムが [SQL スク リ プ

ト ] ビ ューで SQL 接続の [ 要件 ] タ ブで選択された

データベース サーバーの最小バージ ョ ン要件を満た

し ていない場合に発生し ます。 このシナ リ オでは、 こ

のタ ブにある [ 最小要件が満た されなかった と き も、

イ ンス ト ールの続行を許可する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

がク リ ア されている場合にのみ、 このエラーが発生し

ます。

27505 SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを開

く こ とができません。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL スク リ プ ト が含まれている

場合で、 ラ ン タ イムが .msi パッ ケージから SQL スク

リ プ ト  フ ァ イルを抽出できなかった場合に発生し ま

す。

27506 SQL スク リ プ ト を抽出中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL スク リ プ ト が含まれる場合

に発生し ます。

このエラーは、 ターゲッ ト  データベース サーバーで 

SQL スク リ プ ト  エラーが起こ った場合に発生し ます。

このエラーを解決するためには、 プロジ ェ ク ト に含ま

れる 　 SQL スク リ プ ト を確認し て、 必要な変更を行

います。

27507 SQL Server を参照するには

ODBC32.dll のイ ンス ト ールと

登録が必要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーを回避するためには、 イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に MDAC の InstallShield 前提条件を追加し て

く だ さい。

テーブル 11-6 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
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27508 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

イ ンス ト ール中にエラーが発

生し ま し た。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケーシ ョ

ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 COM+ コ ンポーネン ト  DLL の依存関

係が不足し ている場合、 または COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンの設定に誤りがある場合に発生し ます。 このエ

ラーを解決するためには、 プロジ ェ ク ト に依存関係を

追加するか、 プロジ ェ ク ト に含まれる COM+ アプ リ

ケーシ ョ ンを確認し て、 必要な変更を加えて く だ さ

い。

27509 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

アン イ ンス ト ール中にエラー

が発生し ま し た。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケーシ ョ

ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 ラ ン タ イムがシステムから COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを削除するのに失敗し た場合に発生し

ます。

27510 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

イ ンス ト ール中にエラーが発

生し ま し た。 Microsoft(R) .NET 

ク ラス ラ イブ ラ リ をロー ド で

きませんで し た。 .NET サービ

ス コ ンポーネン ト の登録を行

う ためには、 Microsoft(R) .NET 

Framework のイ ンス ト ールが必

要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケーシ ョ

ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーの発生を防ぐためには、プロジ ェ ク ト への 

.NET Framework の追加を考慮し て く ださい。 詳し く

は、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ

ク ト へ追加する」 をご覧 く だ さい。

その他、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ 要件 ] ページ

を使って、 プロジ ェ ク ト に .NET Framework 要件を追

加する こ と もできます。 ターゲッ ト  システムに .NET 

Framework の適切なバージ ョ ンが搭載されていない場

合、 イ ンス ト ールはエラー メ ッ セージを表示し て製

品のイ ンス ト ールを行いません。

27511 SQL スク リ プ ト  フ ァ イル [2] 

を実行できませんで し た。 接

続は開いていません : [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL スク リ プ ト が含まれる場合

に発生し ます。

このエラーは、 イ ンス ト ールが SQL スク リ プ ト を実

行する前に接続が切断された場合に発生し ます。
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エ ラーと警告
27514 このイ ンス ト ールには、

Microsoft SQL Server が必要で

す。 指定されたサーバー [3] 

は、 Microsoft SQL Server 

Desktop Engine または SQL 

Server Express です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 ターゲッ ト  システムに Microsoft SQL 

Server Desktop Engine または SQL Server Express が搭

載されていて、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL 接続

の [ 要件 ] タ ブにある次のチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア

されている場合に発生し ます。

• Microsoft SQL Server Desktop Engine/SQL Server 

Express へのイ ンス ト ールを許可する

• 最小要件が満た されなかった と き も、 イ ンス ト ー

ルの続行を許可する

27515 [2] [3] からスキーマ バージ ョ

ンを取得中にエラーが発生し

ま し た。 データベース : [4]。

[5]

この エラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ]  

ビ ューで構成された SQL スク リ プ ト が含まれていて、

その SQL スク リ プ ト の [ 全般 ] タ ブで " スキーマ 

バージ ョ ン " が指定されている場合に発生し ます。

このエラーは、 ラ ン タ イムが InstallShield テーブルか

ら現在のスキーマ バージ ョ ンを取得し よ う と し た と

きに、 ターゲッ ト  データベース サーバーで SQL スク

リ プ ト  エラーが発生し た場合に表示されます。

27516 [2] [3] にスキーマ バージ ョ ン

を書き込み中にエラーが発生

し ま し た。 データベース : [4]。

[5]

この エラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ]  

ビ ューで構成された SQL スク リ プ ト が含まれていて、

その SQL スク リ プ ト の [ 全般 ] タ ブで " スキーマ 

バージ ョ ン " が指定されている場合に発生し ます。

このエラーは、 ラ ン タ イムが InstallShield テーブルに

現在のスキーマ バージ ョ ンを書き込も う と し た と き

に、 ターゲッ ト  データベース サーバーで SQL スク リ

プ ト  エラーが発生し た場合に表示されます。

27517 このイ ンス ト ールには、 COM+ 

アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス

ト ールするための管理者権限

が必要です。 管理者と し てロ

グオン し、 このイ ンス ト ール

を再実行し て く だ さい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケーシ ョ

ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ー

ルに必要な管理者権限がない状態で、 COM+ アプ リ

ケーシ ョ ンを含むイ ンス ト ールを実行し た と きに発生

し ます。
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エ ラーと警告
27519 XML フ ァ イル [2] の更新エ

ラー。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [XML フ ァ イルの変更

] ビ ューで構成された XML 参照が含まれている場合

に発生し ます。

このエラーは、 MSXML がターゲッ ト  XML フ ァ イルの

保存に失敗し た場合に発生し ます。 [3] パラ メ ーター

は、 MSXML が戻すエラー コー ド を参照し ています。

エラー コー ド :

• XML_BAD_ENCODING — XML フ ァ イルには、 [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューにある XML フ ァ イルの [

詳細 ] タ ブで定義された指定のエン コー ド ではな

い文字が含まれています。

• E_INVALIDARG — XML フ ァ イルには、 有効なフ ァ

イル名が含まれていません。

• E_ACCESSDENIED — フ ァ イル システム エラーが

発生し ま し た。

• E_OUTOFMEMORY — XML フ ァ イルを保存できま

せんで し た。

その他に発生する値は、 フ ァ イル システム エラーが

発生し たこ と を示し ます。

27520 XML フ ァ イル [2] を開 く と きに

エラーが発生し ま し た。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [XML フ ァ イルの変更

] ビ ューで構成された XML 参照が含まれている場合

に発生し ます。

このエラーは、 MSXML がターゲッ ト  XML フ ァ イルの

ロー ド に失敗し た場合に発生し ます。 [3] パラ メ ー

ターは、 MSXML が戻すエラー コー ド を参照し ていま

す。 エラー コー ド :

• S_FALSE — XML フ ァ イルのロー ド に失敗し ま し

た。

27521 このセ ッ ト ア ッ プでは、 XML 

フ ァ イルの構成を行う ために 

MSXML 3.0 以降が必要です。

3.0 以降がイ ンス ト ールされて

いる こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [XML フ ァ イルの変更

] ビ ューで構成された XML 参照が含まれている場合

に発生し ます。

このエラーの発生を防ぐためには、 [ 再配布可能フ ァ

イル ] ビ ューを使って、 MSXML の InstallShield 前提条

件またはマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加し

て く だ さい。
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エ ラーと警告
27524 NetApi32.DLL のロー ド中にエ

ラーが発生し ま し た。

ISNetApi.dll  には、

NetApi32.DLL プロパテ ィ が

ロー ド されている NT ベースの

オペレーテ ィ ング システムが

必要です。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 エラーは、 ターゲッ ト  

システムに NetApi32.dll をロー ド できない場合に発生

し ます。

27525 サーバーが見つかり ません。

指定のサーバーが存在する こ

と を確認し て く だ さい。 サー

バー名を空白にする こ とはで

きません。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 エラーは、

LogonInfoNameAndServer ダイアログまたは 

LogonInformation ダイアログで既存する ド メ イ ンまた

はサーバー名を入力し なかった場合に発生し ます。

27526 ISNetApi.dll から特定できない

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 エラーは、 NetApi32.dll 

に含まれる関数から特定できないエラーが返された場

合に発生し ます。

27527 バッ フ ァーが小さすぎます。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ド メ イ

ンで使用可能なすべてのサーバーのリ ス ト を取得する

のに必要な メ モ リの容量を ラ ン タ イムが割り当てる こ

とができなかった場合に発生し ます。

27528 アクセスが拒否されま し た。

管理者権限がある こ と を確認

し て く だ さい。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 構成し

ている Windows ユーザー アカウン ト 情報にユーザー

がアクセスできない場合に発生し ます。

27529 コ ンピ ューターが無効です。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 入力さ

れたコ ンピ ューター名が無効な場合に発生し ます。

27531 未処理の例外。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

NetApi32.dll の関数呼び出しの 1 つが例外をスローし

た場合に発生し ます。
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エ ラーと警告
27532 このサーバーまたはド メ イ ン

に対し て、 ユーザー名が無効

です。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

LogonInformation ダイアログまたは 

LogonInfoNameAndServer ダイアログで ド メ イ ンに存

在し ないユーザー名を指定し た場合に発生し ます。

27533 大文字と小文字を区別するパ

スワー ドが一致し ません。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

LogonInfoCreateUser ダイアログの " パスワー ド " 設

定と " パスワー ド の確認 " 設定に異なるパスワー ド

を入力し た場合に発生し ます。

27534 リ ス ト が空白です。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

LogonInfoListServers ダイアログを表示する必要があ

るが、 サーバーが検出されなかった場合に発生し ま

す。

27535 アクセス違反です。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ユー

ザー アカウン ト またはサーバーに関する情報を取得

または処理する と きに、 メ モ リー アクセス違反が行

われた場合に発生し ます。

27536 グループの取得時にエラーが

発生し ま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 イ ンス

ト ール中にグループ アカウン ト についての情報を取

得する と きにエラーが発生し た場合に表示されます。

27537 ユーザーをグループに追加中

にエラーが発生し ま し た。 こ

のド メ イ ンまたはサーバーに

グループが存在する こ と を確

認し て く だ さい。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ユー

ザー アカウン ト のメ ンバーシ ッ プをグループに追加

し よ う と し た と きにアカウン ト の種類が無効である場

合、 そのメ ンバーが既にグループのメ ンバーである場

合、 またはメ ンバーが存在し ない場合に発生し ます。
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エ ラーと警告
27538 ユーザーの作成時にエラーが

発生し ま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 イ ンス

ト ールでユーザー アカウン ト を作成し た と き、 また

はユーザーをグループに追加する と きエラーが発生し

た場合に表示されます。

27539 NetAPI から 

ERROR_NETAPI_ERROR_NOT_P

RIMARY が返されま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ユー

ザー アカウン ト を追加し よ う と し た と き、 既存の

ユーザー アカウン ト に メ ンバーシ ッ プを付与する と

き、 またはユーザー アカウン ト を削除する と きに、

処理がド メ イ ンのプ ラ イマ リ ド メ イ ン コ ン ト ロー

ラーに対し てのみ許可されている場合に発生し ます。

27540 指定されたユーザー名は、 既

に存在し ます。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 新しい

ユーザー アカウン ト を作成し よ う と し た と きに、

ユーザー アカウン ト が既に存在する場合に発生し ま

す。

27541 指定されたグループは、 既に

存在し ます。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 新しい

ユーザー アカウン ト を作成し よ う と し た と きに、 グ

ループが既に存在する場合に発生し ます。

27542 パスワー ドが無効です。 パス

ワー ドがネ ッ ト ワークのパス

ワー ド ポ リ シーに準拠し てい

る こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。

このエラーは、 新しいユーザー アカウン ト を作成す

る と きに、 指定し たパスワー ド がネ ッ ト ワークで設定

されているパスワー ド要件を満た し ていない場合に発

生し ます。 このエラーを解決するには、 適切なパス

ワー ド を入力し て く だ さい。

27543 名前が無効です。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 既存の

ユーザー アカウン ト にグループのメ ンバーシ ッ プを

付与する と き、 またはユーザー アカウン ト を削除す

る と きに、 指定し たユーザー名が検出されない場合に

発生し ます。
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エ ラーと警告
27544 グループが無効です。 このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ユー

ザー アカウン ト にグループのメ ンバーシ ッ プを付与

する と きに、 指定し たグループが存在し ない場合に発

生し ます。

27545 ユーザー名に空白は使用でき

ません。 またその形式は  

DOMAIN\Username です。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 ユー

ザー アカウン ト を構成する と きに、 " ユーザー名 " 

設定に有効な情報を入力し なかった場合に発生し ま

す。

27546 ユーザー TEMP デ ィ レ ク ト リ

に INI フ ァ イルを作成または

ロー ド中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

InstallShield カス タム アクシ ョ ンが Windows ユーザー 

アカウン ト の構成または作成に使用する構成 .ini フ ァ

イルを作成または開 く と きに問題があった場合に発生

し ます。

27548 新しいユーザー情報を含む INI 

フ ァ イルをユーザーの TEMP 

デ ィ レ ク ト リから削除中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

InstallShield カス タム アクシ ョ ンが Windows ユーザー 

アカウン ト の構成または作成に使用する構成 .ini フ ァ

イルを削除する と きに問題があった場合に発生し ま

す。

27549 プラ イマ リ ド メ イ ン コ ン ト

ローラー (PDC)  の取得中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、 指定の

ド メ イ ン用のド メ イ ン コ ン ト ローラーが検出されな

かった場合に発生し ます。

27550 ユーザーを作成するためには、

各フ ィ ールド に値が必要です。

このエラーは、 Windows ユーザー アカウン ト を作成

または設定できる機能をプロジ ェ ク ト に追加し た場合

に発生する可能性があ り ます。 このエラーは、

LogonInfoCreateUser ダイアログの設定の 1 つが空白

の場合に発生し ます。

テーブル 11-6 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
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エ ラーと警告
27551 [2] の ODBC ド ラ イバーが検出

されませんで し た。 このは、

[2] データベース サーバーに接

続するために必要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 SQL 接続と関連付けられている 

ODBC ド ラ イバーがターゲッ ト  システムに存在し な

い場合に発生し ます。 このエラーを回避する手段と し

て、 ド ラ イバーを イ ンス ト ールする InstallShield 前提

条件を作成し て、 その前提条件をプロジ ェ ク ト に追加

する方法があり ます。

27552 データベース [4] の作成中にエ

ラーが発生し ま し た。 サー

バー : [2] [3][5]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれていて、 その

接続の [ 全般 ] タ ブにある [ 存在し ない時、 カ タ ログ

を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場

合に発生する場合があ り ます。

このエラーは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL 接続

の [ 全般 ] タ ブにある " カ タ ログ名 " 設定で指定され

たデータベース カ タ ログを作成する と きに、 ター

ゲッ ト  データベース サーバーで SQL スク リ プ ト  エ

ラーが発生し た場合に表示されます。

27553 データベース [4] に接続中にに

エラーが発生し ま し た。 サー

バー : [2] [3][5]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで SQL 接続

の [ 全般 ] タ ブにある " カ タ ログ名 " 設定で指定され

たデータベース カ タ ログを接続する と きに、 ター

ゲッ ト  データベース サーバーで SQL スク リ プ ト  エ

ラーが発生し た場合に表示されます。

27554 接続 [2] を開こ う と し てエラー

が発生し ま し た。 この接続に

は、 有効なデータベース メ タ

データが関連付けられていま

せん。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューで構成された SQL 接続が含まれている場合に

発生し ます。

このエラーは、 接続に有効なデータベース メ タデー

タが関連付けられていない場合に発生し ます。 このエ

ラーを回避するためには、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] 

ビ ューで ISSQLConnectionDBServer テーブルを確認

し て、 必要な変更を行って く だ さい。

テーブル 11-6 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
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エ ラーと警告
Setup.exe 戻り値および実行時のエラー (InstallScript プロ
ジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Setup.exe は、 適切に起動し なかった場合、 エラー メ ッ セージを生成し ないこ とがあり ます。 これらのメ ッ セージ

は、 多 く の場合、 重大なエラーが発生し た際に表示されます。 これらのメ ッ セージはエン ド ユーザーには滅多に

表示されません。

これらの戻り値は、 Setup.exe を起動するかまたは Setup.exe を起動するためにバッ チフ ァ イルを使用し て、

CreateProcess API を呼び出すと きにキャ プチャできます。

エラー メ ッ セージは、 メ ッ セージボ ッ クス内で表示されます。 すべてのエラー メ ッ セージには番号が付いていま

す。 これらは、 InstallScript のシステム エラー メ ッ セージなので、 スク リ プ ト で メ ッ セージを抑制する こ とはでき

ません。 次のテーブルは、 これらのエラー メ ッ セージの説明です。

27555 オブジ ェ ク ト  [2] にアクセス許

可を適用し よ う と し た と きに、

エラーが発生し ま し た。 シス

テム エラー : [3] ([4])

このエラーは、 プロジ ェ ク ト のフ ァ イル、 フ ォルダ、

またはレジス ト リ キーの保護にカス タム InstallShield 

処理を使用し た場合に発生する場合があ り ます。 この

機能に関する詳細については、 「ロ ッ クダウン環境に

おける フ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ キー、 お

よび Windows サービスのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照

し て く だ さい。

テーブル 11-7 • InstallScript プロジ ェ ク ト のラ ン タ イム エラーおよび戻り値

エラー / 戻り値 説明

3010 イ ンス ト ールの再開が必要ですが、 イ ンス ト ールが再開処理を開始し ません。 この

場合、 イ ンス ト ールが BATCH_INSTALL をゼロ以外の値に設定し て完了し ま し たが、

System 関数が呼び出されませんで し た。

Setup.exe は、 イ ンス ト ールが成功し て、 キャ ンセルされなかった ( つま り、 イ ンス

ト ールが abort キーワー ド で終了し なかった ) 場合のみこの値を返し ます。 それ以外

の場合は、 適切なエラー値または ISERR_SETUP_CANCELED が返されます。

この戻り値の定数は ERROR_SUCCESS_REBOOT_REQUIRED です。

1641 この戻り値は、 ( 通常、 SdFinishReboot 関数が内部で System を呼び出し た結果と し

て ) System 関数が呼び出されたためにイ ンス ト ールそのものがマシンを再開し た場

合に発生し ます。

Setup.exe は、 イ ンス ト ールが成功し て、 キャ ンセルされなかった ( つま り、 イ ンス

ト ールが abort キーワー ド で終了し なかった ) 場合のみこの値を返し ます。 それ以外

の場合は、 適切なエラー値または ISERR_SETUP_CANCELED が返されます。

この戻り値の定数は ERROR_SUCCESS_REBOOT_INITIATED です。

テーブル 11-6 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ング情報
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エ ラーと警告
0 イ ンス ト ールは exit キーワー ド を使って終了し ま し た。

0x80042000 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし たため、 イ ンス ト ールは abort キー

ワー ド を使って終了し ま し た。

この戻り値の定数は ISERR_SETUP_CANCELED です。

0x80040708 要求されたエンジン コ ンポーネン ト を作成する こ とができませんで し た。 COM コ ン

ポーネン ト を作成するために必要な権限があるかど うかを確認し て く だ さい。

メ モ • このエラー メ ッ セージには、 オペレーテ ィ ング システムが返し た詳細なエ

ラー情報を示す、 追加のエラー番号またはエラー文字列が含まれている こ とがあ り

ます。

-5001 一般エラー

-5002 メ デ ィ ア ヘ ッ ダーの読み込みに失敗し ま し た。

-5003 カーネルのイ ンス ト ールに失敗し ま し た。

-5004 カーネルの起動に失敗し ま し た。

-5005 CAB を開 く こ とができませんで し た。

-5006 サポー ト のイ ンス ト ールに失敗し ま し た。

-5007 テキス ト 置換の設定に失敗し ま し た。

-5008 イ ンス ト ール情報の初期化に失敗し ま し た。

-5009 イ ンス ト ール ド ラ イバーの取得に失敗し ま し た。

-5010 プロパテ ィ の初期化に失敗し ま し た。

-5011 イ ンス ト ール ド ラ イバーの実行に失敗し ま し た。

-5012 サポー ト のアン イ ンス ト ールに失敗し ま し た。

-5013 セ ッ ト ア ッ プ起動フ ァ イルから フ ァ イルを抽出できませんで し た。

-5014 フ ァ イルのダウンロー ド に失敗し ま し た ( イ ン ターネ ッ ト  イ ンス ト ール中にイ ンス

ト ール フ ァ イルを保存する と きのみ発生し ます )

-5017 イ ンス ト ールを ク ローンする こ とができませんで し た。

-6001 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの起動に失敗し ま し た。

テーブル 11-7 • InstallScript プロジ ェ ク ト のラ ン タ イム エラーおよび戻り値 ( 続き )

エラー / 戻り値 説明
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エ ラーと警告
通常、 上記のテーブル内のエラー メ ッ セージが表示される と、 次のテーブル内の HRESULT 値の １  つも同時に表

示されます。 これらの HRESULT 値によ り、 エラーの原因に関する詳しい情報を見る こ とができます。

-6002 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを見つける こ とができませんで し た。

-6003 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのロー ド に失敗し ま し た。

-6004 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの署名を確認する こ とができませんで し た。

-6005 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを適切な場所にイ ンス ト ールできませんで し た。

-6006 セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャの抽出に失敗し ま し た。

テーブル 11-8 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーに関連付けられている HRESULT 値

HRESULT 意味

0x80041F40 corecomp.in.i を見つける こ とができません。

0x80041F41 corecomp.ini  は空か、 破損し ています。

0x80041F42 .dll フ ァ イル inIsCoGetClassObjec ｔ  をロー ド できません。

0x80042328 メ デ ィ アに署名があ り ません。

0x80042329 証明書が無効です。

0x8004232A デジ タル署名が無効です。

0x8004232B 空き容量が足り ません。

0x80042A94 指定された opType の メ イ ン opsequence が ログに存在し ます。 古いフ ァ イル

が新しいエンジンで開かれたか、 新しい ( エンジン ) コー ドが新規に導入され

た opType の opsequence を取得し よ う と し た可能性があり ます。

0x80042A95 機能のログの完全 ID を構築または再構築する こ とができませんで し た。

0x80042A96 ログ操作が、 ログ フ ァ イルを開かずに実行されま し た。

0x80042A97 内部 opsequence 構造の初期化に失敗し ま し た。

0x80042A98 Opsequence の一般エラー ::GetNext

0x80042A99 Opsequence の一般エラー ::Pop

0x80042A9A Opsequence の一般エラー ::insert_sequencetuple

0x80042A9B Opsequence の一般エラー ::delete_sequencetuple

テーブル 11-7 • InstallScript プロジ ェ ク ト のラ ン タ イム エラーおよび戻り値 ( 続き )

エラー / 戻り値 説明
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エ ラーと警告
Setup.exe 戻り値および実行時のエラー ( 基本の MSI およ
び InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が説明されています。

次のテーブルは、 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト から Setup.exe を実行し たと きに発生する可能

性のあるエラーの一覧です。 InstallScript プロジ ェ ク ト で発生する可能性がある Setup.exe エラーについては、

「Setup.exe 戻り値および実行時のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト )」 を参照し て く だ さい。

これらの戻り値は、 Setup.exe を起動するかまたは Setup.exe を起動するためにバッ チフ ァ イルを使用し て、

CreateProcess API を呼び出すと きにキャ プチャできます。

メ モ • 英語以外のシステム上でエラーが発生し た場合、 エラー文字列がで英語ではない場合があ り ます。

0x80042A9C プロパテ ィ の初期化に失敗し ま し た。 - LogDB または機能オブジ ェ ク ト のプロ

パテ ィ を設定 / 取得し た際に発生する こ とがあ り ます。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-4 コマン ド ラ イ ンが無効です。

プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

Setup.exe に有効なコマン ド ラ イ ン文字列が渡されたかど う

かを確認し て く だ さい。

-3 エン ド ユーザー がイ ンス

ト ールをキャ ンセルし たた

め、 イ ンス ト ールが終了し

ま し た。

プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

-1 一般エラー。

プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

テーブル 11-8 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーに関連付けられている HRESULT 値 ( 続き )

HRESULT 意味
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エ ラーと警告
0 プログラムが正常に終了し

ま し た。

な し。

401 文字列値が文字列に対し て

十分な大き さ ではあ り ませ

ん。 InstallShield がテキス ト

文字列を文字列変数にコ

ピーし よ う と試みま し た。

テキス ト 文字列が、 その文

字列変数に宣言されている

長さ を超えています。

文字列変数で宣言されている長さ を確認し て く だ さい。 長さ

を最大許容値に増やし ます。

1150 セ ッ ト ア ッ プが互換性のな

い Windows のバージ ョ ンを

検出し ま し た。 [OK] を ク

リ ッ ク し、 Windows 95、

Windows NT 4.0、 またはそれ

以降のバージ ョ ンでセ ッ ト

ア ッ プを再起動し て く だ さ

い。

Windows Installer は Windows NT 4.0 またはそれ以降、 および 

Windows 9x 以降と互換性があ り ます。 ご使用の Windows の

バージ ョ ンを確認し、 必要な場合は互換性のあるバージ ョ ン

にア ッ プグレー ド し て く だ さい。

1151 一時デ ィ レ ク ト リへの書き

込みエラー

一時デ ィ レ ク ト リへ書き込むには、 環境変数 TEMP が設定さ

れている必要があり ます。 一時フ ォルダーが存在し ていて、

セ ッ ト ア ッ プを格納するのに十分なデ ィ スク容量がある こ と

を確認し て く だ さい。 一時フ ォルダーにフ ァ イルがある場合

は、 それら を削除し て Setup.exe を再実行し て く だ さい。

1152 一時デ ィ レ ク ト リへの <

フ ァ イル名 > の抽出エラー

Temp フ ォルダーが書き込み可能である こ と を確認し て く だ

さい ( 上のエラーを参照 )。 Temp フ ォルダーが書き込み可能

な場合は、 セ ッ ト ア ッ プ中のフ ァ イルが壊れている可能性が

あり ます。 壊れている フ ァ イルがないこ と を確認し、

Setup.exe を再実行し て く だ さい。 

1153 セ ッ ト ア ッ プ初期化フ ァ イ

ルの読み取り エラー

Setup.ini フ ァ イル は、 Setup.exe と同じ フ ォルダーに配置し

な く てはな り ません。 そ う でない場合、 適切な場所に 

Setup.ini を移動させます。

1154 イ ンス ト ーラーが < パス > 

で見つかり ません。 

Windows Installer が正し く イ ンス ト ールされていないか、 古

いバージ ョ ンが使用されている可能性があ り ます。 必要に応

じ て再イ ンス ト ールし ます。

1155 フ ァ イル < フ ァ イル名 > が

見つかり ません。

.msi フ ァ イルがある こ と を確認し て く だ さい。 .msi フ ァ イル

がある場合は、 それが Setup.exe と同じ フ ォルダー内にある

こ と を確認し て く だ さい。 .msi フ ァ イルは、 Setup.exe に圧

縮する選択を し た場合、 表示されないこ とがあ り ます。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
1156 Windows Installer の内部エ

ラー

Windows Installer が正常にイ ンス ト ールされていません。

InstMsiW.exe (Windows NT および 2000 用 ) または 

InstMsiA.exe (Windows 9x 用 ) を実行し て再イ ンス ト ールし て

く だ さい。

1157 Msiexec.exe の起動に失敗し

ま し た。

ターゲッ ト  プラ ッ ト フ ォームに Windows Installer の正しい

バージ ョ ンを配布し ている こ と を確認し て く だ さい。

Msiexec.exe コマン ド ラ イ ン引数の構文を確認し て く だ さい。

1158 文字列の作成エラー Disk1 フ ォルダーにある Setup.ini と言語固有の INI フ ァ イル 

(0x0409.ini など ) のすべての文字列が有効である こ と を確認

し て く だ さい。

1201 セ ッ ト ア ッ プは、 < フ ォル

ダー > に < 容量 > KB の空き

容量が必要です。 空き容量

を増やし て再度実行し て く

だ さい。

ターゲッ ト 位置のデ ィ スク容量が不充分です。 セ ッ ト ア ッ プ

を イ ンス ト ールする ド ラ イブに 10 MB 以上の空き容量があ

る こ と を確認し て く だ さい。

1202 このイ ンス ト ールを完了す

るための十分な権限がマシ

ンのすべてのユーザーにあ

り ません。 管理者と し てロ

グオン し、 このイ ンス ト ー

ルを再実行し て く だ さい。 

Windows NT 4.0 および 2000 では、 このイ ンス ト ールを完了

するために管理者特権が必要です。

1203 コマン ド ラ イ ンパラ メ ー

ターが無効です。

Setup.exe を起動する際に使用し たコマン ド ラ イ ン ステー ト

メ ン ト を再確認し て く だ さい。

1208 < 言語 > の ANSI コー ド ペー

ジがシステムにイ ンス ト ー

ルされていないので、 選択

された言語でセ ッ ト ア ッ プ

を実行できません。 セ ッ ト

ア ッ プを実行し、 他の言語

を選択し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プを実行し、 他の言語を選択し て く だ さい。

1603 一般的な Windows Installer エ

ンジンのエラー Setup.ini に

必要なデ ィ スク容量を増や

し、 再度実行し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト • これは基本の MSI プロジ ェ ク ト に適用し ま

す。

Windows Installer を再イ ンス ト ールし て く だ さい。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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1611 フ ァ イル < フ ァ イル名 > を

抽出できません。

このエラーは、 Setup.exe の中で圧縮されたフ ァ イルを抽出

できない場合に発生し ます。 Temp フ ォルダー ( または 

Windows または WinNT フ ォルダー ) に十分なデ ィ スク容量が

あるか、 またセ ッ ト ア ッ プがこれらのフ ォルダーに書き込め

るかど うか確認し て く だ さい。

1614 フ ァ イル < フ ァ イル名 > を

ダウンロー ド 中にエラーが

発生し ま し た。

URL が間違っている場合は、 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し て

正しい URL を入力し て く だ さい。

URL が正しい場合は、 アク テ ィ ブなイ ン ターネ ッ ト 接続が使

用可能か確認し て く だ さい。

1621 フ ァ イル < フ ァ イル名 > の

署名を確認できませんで し

た。

フ ァ イルはダウンロー ド されま し たが、 署名を確認できませ

んで し た。 フ ァ イルが壊れているか、 元の署名者とは別の会

社によ って署名されているか、 署名できない可能性があ り ま

す。

ターゲッ ト  システムに Wintrust.dll が存在する こ と を確認し

て く だ さい。

1627 次のフ ァ イルを保存できま

せん : < フ ァ イル名 >

指定されたフ ァ イルが既に存在し ないこ と、 また ターゲッ ト  

システムに十分なハー ド デ ィ スク容量がある こ と を確認し て

く だ さい。

1628 スク リ プ ト ベースのイ ンス

ト ールを完了できませんで

し た。 プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

1629 コマン ド ラ イ ンが無効です。 Setup.exe を起動する際に使用し たコマン ド ラ イ ン ステー ト

メ ン ト を再確認し て く だ さい。

1641 イ ンス ト ールが成功し、 再

起動が必要で し た。

プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

Windows Installer エンジンが ERROR_SUCCESS (0) を返し た場

合、 Setup.exe フ ァ イルが 

ERROR_SUCCESS_REBOOT_INITIATED (1641) を返す場合があ

り ます。 この戻り値は、 ( 通常、 SdFinishReboot 関数が内部

で System を呼び出し た結果と し て ) System 関数が呼び出さ

れたためにイ ンス ト ールそのものがマシンを再開し た場合に

発生し ます。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
1670 モジュール [1] をロー ド でき

ませんで し た。 エラー コー

ド : [2]

[1] は、 イ ンス ト ールがロー ド を試みている .dll フ ァ イルへの

完全パスです ( すべての場合において、 ISSetup.dll)。

[2] は、 LoadLibrary() から戻された Windows エラーです。

このエラーは、 ISSetup.dll が Disk1 フ ォルダーに存在し ない

と きに発生し ます。 これはまた、 ISSetup.dll が Setup.exe に

圧縮されている場合で、 圧縮メ デ ィ アがビルド された場合に

も発生する こ とがあり ます。

このエラーを解決するには、 イ ンス ト ールを再ビルド し てみ

て く だ さい。

1700 InstallScript エンジンの初期

化中にエラーが発生し ま し

た。 プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

このエラーは、 InstallScript エンジンのロー ド中に問題が発

生し たこ と を示し ます。

1701 InstallScript エンジン サポー

ト  フ ァ イルを一時保管場所

に抽出できませんで し た。 プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

このエラーは、 1 つまたは複数のフ ァ イルを ISSetup.dll フ ァ

イルから一時デ ィ レ ク ト リ に抽出できなかった と きに発生し

ます。

このエラーを解決するため、 Windows Installer ログ フ ァ イル

を作成し て詳しい情報を入手し て く だ さい。 ログ フ ァ イル

には、 対応する Windows エラー番号およびその他の診断内容

といった、 問題を解決するために役立つ情報が記録されま

す。

1919 ODBC データ ソースの設定

エラー。 アクセス可能な

フ ァ イルが存在し ている こ

と を確認し て く だ さい。

Windows 95 を実行し ているマシンに ODBC コ アがあ り ませ

ん。 ODBC ド ラ イバーを含むパッ ケージを イ ンス ト ールする

場合は、 事前に MDAC を イ ンス ト ールし て く だ さい。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
Setup.exe 戻り値および実行時のエラー ( ア ドバンス ト  UI 
およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

以下は、 エン ド ユーザーがア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe イ ンス ト ールを実行し た

と きに発生する可能性のあるエラーの一覧です。 コー ドの種類列には、 次の情報が含まれています :

• 終了コー ドのみ - イ ンス ト ール ステータ スは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe 

フ ァ イルによ って戻される。

• エラー コー ド / 終了コー ド - イ ンス ト ール ステータ スは評価されたエラー条件に処理され、 ステータ スはア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イルによ って戻される。

• ログ記録のみ - イ ンス ト ール ステータ スは、 デバッ グ ログ記録が有効な場合にログ記録される。 ( デバッ グ 

ログ記録は、 /debuglog コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI  

Setup.exe フ ァ イルに渡し てア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ールを起動し た場合

に有効です。 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバン

ス ト の Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター」 を参照し て く ださい。 )

3010 イ ンス ト ールが成功し、 イ

ンス ト ールを完成するため

に再起動が必要です。 プロジ ェ ク ト • これは InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し

ます。

Windows Installer エンジンが ERROR_SUCCESS (0) を返し た場

合、 Setup.exe フ ァ イルが 

ERROR_SUCCESS_REBOOT_REQUIRED (3010) を返す場合があ

り ます。 これは、 イ ンス ト ールの再開が必要ですが、 イ ンス

ト ールが再開処理を開始し ないこ と を示し ます。 この場合、

イ ンス ト ールが BATCH_INSTALL をゼロ以外の値に設定し て

完了し ま し たが、 System 関数が呼び出されませんで し た。

テーブル 11-9 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

エラー / ステー
タ ス番号 メ ッ セージ ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
メ モ • エラー メ ッ セージの一部は、 実行中のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イ

ルで文字列エン ト リが使用可能になる前に表示される場合があり ます。 そのため、 た と えば  Setup.xml が不足し

ている、 別のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが既に実行中、 または条件検証に

失敗し た場合、 これらの特定のエラー メ ッ セージは英語で表示されます。 言語の選択前に発生するその他のエ

ラーは、 通常デフ ォル ト  セ ッ ト ア ッ プ言語で表示されます。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

0x80040701 終了コー ドのみ セ ッ ト ア ッ プの状態についての

情報を読み取り または初期化す

る こ とができませんで し た。 　

Setup.xml 　 セ ッ ト ア ッ プ要素の

　 SuiteId 　 属性が不足し ていま

す。 ベンダーに問い合わせて く

ださい。

Setup.xml フ ァ イルの SuiteID 属性の

値は、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] 

ビ ューで定義されたスイー ト  GUID 

を示し ます。 この GUID が何らかの

原因で Setup.xml フ ァ イルから削除

された場合、 このエラーが実行時

に発生する可能性があ り ます。

このエラーを解決するには、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールを再ビル

ド し てみて く ださい。

0x80040702 終了コー ドのみ UI 　 DLL 　 をロー ド および初期

化できませんで し た。 　 UI 　 リ

ソースが不足し ている可能性が

あ り ます。 ベンダーに問い合わ

せて く ださい。

この終了コー ドは、 プロジ ェ ク ト

または Setup.xml フ ァ イルの 

UIResource 定義が不足し ている、

または無効な場合 ( たと えば、 プロ

ジ ェ ク ト が破損し ている場合 ) に発

生し ます。

0x80040705 終了 / エラー コー

ド

ステージする現在のフ ァ イルの 

MD5  のチ ェ ッ クに失敗し ま し

た。 フ ァ イルが破損し ている可

能性があ り ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 

MD5 を使って、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールに含まれるパッ ケージ

の整合性を確認し ます。 MD5 の

チ ェ ッ クに失敗し たと き、 このエ

ラーが発生し ます。

このエラーを解決するには、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールを再ビル

ド し てみて く ださい。

0x80040706 終了コー ドのみ 実行中のスイー ト  セ ッ ト ア ッ プ

で 　 setup.xml 　 フ ァ イルが見つ

かり ませんで し た。 ベンダーに

問い合わせて く ださい。

このステータ ス コー ド は、

Setup.xml リ ソースが見つからな

かった場合に発生し ます。
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エ ラーと警告
0x80040707 ログ記録のみ このセ ッ ト ア ッ プを実行するの

に必要なフ ァ イルの抽出に失敗

し ま し た。 ベンダーに問い合わ

せて く ださい。

Setup.xml フ ァ イルの Resources セ

クシ ョ ンに リ ス ト されている リ

ソースが実行中のア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

Setup.exe フ ァ イルから抽出されな

かった場合に、 このステータ ス 

コー ドがログ記録に含まれます。

ビルド エラーと [ サポー ト  フ ァ イ

ル ] ビ ューで不足し ている リ ソース

を確認し て、 必要に応じ てそれら

を追加し て く ださい。

0x80040708 ログ記録のみ このセ ッ ト ア ッ プを実行するの

に必要なフ ァ イルのコ ピーまた

はダウンロー ド に失敗し ま し

た。 ベンダーに問い合わせて く

ださい。

Setup.xml フ ァ イルの Resources セ

クシ ョ ンに リ ス ト されている リ

ソースがコ ピーまたはダウンロー

ド されなかった場合に、 このス

テータ ス コー ド がログ記録に含ま

れます。 ビルド エラーと [ サポー

ト  フ ァ イル ] ビ ューで不足し てい

る リ ソースを確認し て、 必要に応

じ てそれら を追加し て く ださい。

0x80040709 エラー コー ドのみ ステージング中にフ ァ イルを抽

出できませんで し た。 フ ァ イル

がス ト リームに存在し ないか、

フ ァ イルを ターゲッ ト 　 マシン

に書き込むこ とができませんで

し た。

このエラーは、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ール Setup.exe フ ァ イルにス ト

リームされる フ ァ イルのステージ

ングに失敗し たと きに発生し ます。

イ ンス ト ールが破損し ているか、

ビルド時にフ ァ イルが不足し てい

ます。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2838 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
0x8004070A 終了 / エラー コー

ド

セ ッ ト ア ッ プ パスワー ドが間

違っているか、 入力されません

で し た。 セ ッ ト ア ッ プを続行で

きません。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の [

リ リース ] ビ ューに表示される リ

リースの Setup.exe タ ブでは、 セ ッ

ト ア ッ プラ ンチャーをパスワー ド

で保護するかど うかを指定できま

す。 セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーをパ

スワー ド で保護する場合、 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを実行す

るために入力する必要があるパス

ワー ド を指定し ます。

このエラーは、 イ ンス ト ールのプ

レ イ ンス ト ールの段階で、 ユー

ザー イ ン ターフ ェ イスからパス

ワー ドのプロンプ ト が行われな

かった場合に発生し ます。 この状

況は、 カス タム UI DLL が使用され

た場合で、 エン ド ユーザーがパス

ワー ド プロンプ ト を回避し よ う と

し たと きに発生し ます。 また、 エ

ン ド ユーザーがパスワー ド保護さ

れたア ドバンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

を コマン ド ラ イ ンからサイ レン ト

で起動し た場合で、 コマン ド ラ イ

ンにパスワー ドが含まれていない

と きにも発生し ます。

0x8004070B 終了 / エラー コー

ド

セ ッ ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ンが

無効です。 セ ッ ト ア ッ プを続行

できません。

このエラーは、 コマン ド ラ イ ンか

らア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI Setup.exe フ ァ イ

ルを起動する と きに無効なコマン

ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡し た場

合に発生し ます。

有効なコマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターの一覧は、 「ア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト の 

Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ

メ ーター」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2839
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エ ラーと警告
0x8004070C 終了 / エラー コー

ド

セ ッ ト ア ッ プを一時フ ォルダ内

で開始する こ とができません。

ベンダーに問い合わせて く ださ

い。

このエラーは、 ターゲッ ト  システ

ム上の一時フ ォルダーの空き容量

が足り ない場合に発生し ます。 こ

のエラーを解決するには、 一時

フ ォルダの空き容量を増やす方法

を考慮し て く ださい。

0x8004070D 終了 / エラー コー

ド

ステージングのみの処理用に入

力されたイ ンス ト ール先フ ォル

ダーを作成できませんで し た。

/stage_only コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使ってア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールを実行する と、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールはユーザーが

指定し たデ ィ レ ク ト リ にスイー ト

のパッ ケージを コ ピーし よ う と し

ます。 デ ィ レ ク ト リは既存し な く

てはならず、 存在し ない場合はイ

ンス ト ールでこのエラーが発生し

ます。

このエラーを解決するためには、

BrowseStageFolder ウ ィ ザー ド ペー

ジで指定し たパスが存在するを確

認し て く ださい。 存在し ない場合

は、 それを作成し てから イ ンス

ト ールに戻って く ださい。

0x8004070E 終了 / エラー コー

ド

リ モー ト 　 サーバーまたはロー

カル 　 パスから フ ァ イルを

キャ ッ シュ し よ う と し て、 予期

し ないエラーが発生し ま し た。

ベンダーに問い合わせて く ださ

い。

フ ァ イルが Web サーバー上にある

場合、 イ ンス ト ールでこのエラー

が発生し ているマシン上で、 その

フ ァ イルを使用できる こ と を確認

し て く ださい。 フ ァ イルがソース 

メ デ ィ アにある場合、 そのソース 

メ デ ィ アが有効かつ使用可能であ

る こ と を確認し て く ださい。 その

他に利用可能な情報にについては、

デバッ グ ログを確認し て く だ さい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2840 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
0x8004070f 終了 / エラー コー

ド

setup.xml を解析中に無効な条件

が見つかり ま し た。 詳細を確認

するためのデバッ グ ログを作成

し ます。 スイー ト を正し く 起動

するためには、 IDE 上で条件を

訂正する必要があ り ます。

このエラーは、 無効な条件が構成

された場合に発生し ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

このエラーを解決するには、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれ

る無効な条件を編集し ます。

0x80040710 エラーコー ド 中止条件で定義されたスイー ト

の要件が満たされなかったた

め、 セ ッ ト ア ッ プが中止し ま し

た。

このエラーは、 [ 一般情報 ] ビ ュー

で定義された終了条件が、 ター

ゲッ ト  システム上で実行時に満た

されなかった場合に発生し ます。

これが予期し ない動作の場合、 終

了条件の変更が必要な場合があ り

ます。 詳し く は、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの終了条件を定義す

る」 を参照し て く だ さい。

0x80040711 終了 / エラー コー

ド

スイー ト  イ ンス ト ールの別のイ

ンス タ ンスが既に実行中です。

別のイ ンス タ ンスが終了するま

で待機し てから、 再試行し て く

ださい。

1 つのターゲッ ト  システム上でア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのイ ン

ス タ ンスを同時に 1 つだけ実行で

きます。

0x80040712 終了 / エラー コー

ド

ISSetup.dll をロー ド し て 

InstallScript パーセルを起動する

のに失敗し ま し た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に含

まれる InstallScript パッ ケージの 1 

つ以上のフ ァ イルが、 ビルド時に 

InstallShield で使用できなかった と

きに発生する こ とがあ り ます。

このエラーを解決するには、

InstallScript パッ ケージに含まれる

すべてのフ ァ イルがビルド時に使

用可能である こ と を確認し て く だ

さい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2841
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エ ラーと警告
0x80040713 終了 / エラー コー

ド

ISSetup.dll を呼び出し て 

InstallScript パーセルを起動する

のに失敗し ま し た。 パーセルに

含まれる InstallScript セ ッ ト

ア ッ プが、 InstallScript パーセル

をサポー ト するバージ ョ ンの 

InstallShield でビルド されている

こ と を確認し て く ださい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に 

InstallShield 2012 Spring 以降でビル

ド された InstallScript パッ ケージを

含むと発生する こ とがあ り ます。

追加要件については、 「InstallScript 

パッ ケージをア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て

く ださい。

0x80040714 終了 / エラー コー

ド

EXE の起動に失敗し ま し た。 こ

のエラーは、 EXE アクシ ョ ン、

昇格された EXE パーセル、

Windows Vista、 2008、 7、 また

は 2008 R2 上の Windows の機能

サポー ト を起動し よ う と し て、

EXE の起動に失敗し た と きに発

生する こ とがあ り ます。 デバッ

グ ログにエラーの詳細が含まれ

ている可能性があ り ますので、

そち ら を確認し て く ださい。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

0x80040715 終了 / エラー コー

ド

DLL のロー ド に失敗し ま し た。

このエラーは、 Windows 8 また

はそれ以降のバージ ョ ンの 

Windows で DLL アクシ ョ ンまた

は Windows の機能サポー ト の 

DLL をロー ド し よ う と し た と き

に発生する場合があ り ます。 デ

バッ グ ログにエラーの詳細が含

まれている可能性があ り ますの

で、 そち ら を確認し て く ださ

い。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に含

まれる DLL アクシ ョ ンが呼び出す

必要のある フ ァ イルが不足し てい

る、 またはロー ド できなかった場

合に発生する可能性があ り ます。

また、 イ ンス ト ールが Windows の

ロールまたは機能を ターゲッ ト  シ

ステム上で有効にし よ う とする と

きに発生する こ と もあ り ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
0x80040716 終了 / エラー コー

ド

PowerShell アクシ ョ ンを実行す

るのに必要なサポー ト フ ァ イル

の検出またはロー ド に失敗し ま

し た。 デバッ グ ログにエラーの

詳細が含まれている可能性があ

り ますので、 そち ら を確認し て

く ださい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に含

まれる PowerShell アクシ ョ ンが呼

び出す必要のある フ ァ イルが不足

し ている、 またはロー ド できな

かった場合に発生する可能性があ

り ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

0x80040718 終了 / エラー コー

ド

InstallScript アクシ ョ ンで 

InstallScript 関数を呼び出すのに

失敗し ま し た。 デバッ グ ログに

エラーの詳細が含まれている可

能性があ り ますので、 そち ら を

確認し て く ださい。

このエラーは、 イ ンス ト ールが 

InstallScript アクシ ョ ンで 

InstallScript 関数を呼び出すこ とが

できなかったために発生し ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

0x8004071A エラー コー ド スイー ト  デバッ グ ログに指定

されたパスが存在し ない、 また

は無効です。 /debuglog を フ ァ

イルパス と共に渡すと きに、 有

効なフ ァ イル パスを指定し て く

ださい。 この場合、 スイー ト  エ

ラーは 1622 を返し ます。

デバッ グ ログ フ ァ イルの有効なパ

スを確実に指定し て く ださい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
0x8004071B 終了 / エラー コー

ド

Web  配布パーセルを イ ンス ト ー

ルするために必要な リ ソースが

見つかり ませんで し た。 セ ッ ト

ア ッ プを再ビルド し てから も う

一度実行し て く ださい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト 内の 

Web 配布パッ ケージに必要なフ ァ

イルが不足し ている場合に発生す

る こ とがあ り ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

0x8004071C 終了 / エラー コー

ド

CLR アクシ ョ ンを呼び出すため

に必要な リ ソースが不足し てい

る、 またはロー ド する こ とがで

きませんで し た。 デバッ グ ログ

にエラーの詳細が含まれている

可能性があ り ますので、 そち ら

を確認し て く ださい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に含

まれるマネージ コー ド アクシ ョ ン

が呼び出す必要のある フ ァ イルが

不足し ている、 またはロー ド でき

なかった場合に発生する可能性が

あ り ます。

このエラーを ト ラ ブルシューテ ィ

ングするには、 デバッ グ ログ フ ァ

イルの詳細を確認し て く ださい。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2844 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
0x8007007f エラー コー ドのみ 指定されたプロシージャが見つ

かり ません。

このえらーは、 システム エラー 

127 です。

このエラーは、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールで、 Windows Installer の

最小要件を満たさ ないシステムで

実行されたと きに発生する可能性

があ り ます。

• ターゲッ ト  システムでア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを

実行するには、 ターゲッ ト  シ

ステムに、 Windows Installer 3.1 

以降が必要です。 これらのシ

ステムでこのエラーを回避す

るには、 ア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ール全体が Windows 

Installer 4.5 以降がないシステ

ムで実行されるのを防ぐ終了

条件を作成できます。 詳細に

ついては、 「ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールの終了条件を

定義する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告
次のいずれかの処理を行った と きに発生する可能性のあるエラーと警告を リ ス ト し ます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基本の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism) に変換。

0x8007007f ( 続

き )

• スア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールに、 ト ラ ンザク シ ョ

ン処理と共に実行されるパッ

ケージを含まれている場合、

ターゲッ ト  システムに 

Windows Installer 4.5 以降が必要

です。 これらのシステムでこ

のエラーを回避するには、 ト

ラ ンザクシ ョ ンで各パッ ケー

ジに対し て対象条件を作成し

て、 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer があるシステ

ム上で、 これらのパッ ケージ

が起動されるのを防ぎます。

詳細については、 「ア ドバンス

ト  UI およびスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけ

る、 リ リースの作成およびビ

ルド」 を参照し て く ださい。

このエラーは、 パッ ケージが 

InstallShield 2012 以前でビルド され

ているために、 InstallScript パッ

ケージのイ ンス ト ールで問題が生

じ たと きにも発生する こ とがあ り

ます。 詳細については、

「InstallScript パッ ケージをア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」

を参照し て く ださい。

また、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI の拡張条

件で問題が生じ たと き も、 発生す

る可能性があ り ます。 プロジ ェ ク

ト に拡張条件が含まれている場合、

拡張条件の DLL に、 適切にエクス

ポー ト されたエン ト リ ポイ ン ト が

ある こ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-10 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと戻り値 ( 続き )

ステータ ス コー
ド コー ドの種類 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
• Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) 

に変換。

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield 基本の MSI または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.ism) にイ ンポー ト 。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-9000 不明な例外が発生し ま し た。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ

クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-9001 不明な COM 例外が発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ

クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-9002 プロジ ェ ク ト  %1 をロー ド中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9003 プロジ ェ ク ト  %1 を作成中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 が基本の MSI プロジ ェ ク ト を Visual Studio 

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト から作成できないと き、 または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を Visual Studio マージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト から作成できないと きに発生し ます。

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト を Visual Studio プロジ ェ ク ト  

フ ァ イル (.vdproj) を含んでいる フ ォルダーに作成し よ う と し

ます。

このエラーを解決するには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ

イルを含むフ ォルダーが読み取り専用になっていないかど う

かを確認し、 読み取り専用の場合、 それを書き込み可能にし

ます。

-9004 プロジ ェ ク ト  %1 を保存中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 が基本の MSI プロジ ェ ク ト を Visual Studio 

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト から作成できないと き、 または

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を Visual Studio マージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト から作成できないと きに発生し ます。

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト を Visual Studio プロジ ェ ク ト  

フ ァ イル (.vdproj) を含んでいる フ ォルダーに保存し よ う と し

ます。

このエラーを解決するには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ

イルを含むフ ォルダーが読み取り専用になっていないかど う

かを確認し、 読み取り専用の場合、 それを書き込み可能にし

ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2847
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エ ラーと警告
-9005 プロジ ェ ク ト を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9006  プロジ ェ ク ト の種類を判別

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9007 セクシ ョ ン '%1' を解析中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9008 セクシ ョ ン %1 (%2 の下 ) に

開き大かっ こがあ り ません。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9009 セクシ ョ ン %1 (%2 の下 ) に

閉じ大かっ こがあ り ません。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9010 無効なエン ト リ %1 が見つか

り ま し た ( セクシ ョ ン %1 (%2 

の下 ))。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9011 プロパテ ィ  %1 をセクシ ョ ン 

%2 に追加中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2848 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-9012 セクシ ョ ン %1 をセクシ ョ ン 

%2 に追加中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9013 セクシ ョ ン % 1 が存在し ませ

ん。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9014 製品のプロパテ ィ を変換中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9015 フ ァ イルを変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9016 フ ァ イルの種類 %1 が無効で

す。 フ ァ イル %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9017 フ ァ イル %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9018 機能を変換中にエラーが発

生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2849
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エ ラーと警告
-9019 機能 %1 を変換中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9020 フ ォルダーを変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9021 フ ォルダー %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9022 フ ォルダーの種類 %1 が無効

です。 フ ォルダー %2 は変換

されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9023 カス タム アクシ ョ ンを変換

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9024 カス タム アクシ ョ ン %1 を変

換中にエラーが発生し ま し

た。 種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9025 カス タム アクシ ョ ンの種類 

%1 が無効です。 カス タム ア

クシ ョ ン %2 は変換されませ

んで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2850 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-9026 ソース フ ァ イル %1 ( カス タ

ム アクシ ョ ン %2) のコ ン

ポーネン ト が見つかり ませ

んで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9027 フ ァ イルの種類を変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9028 フ ァ イル拡張子 %1 を変換中

にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9029 フ ァ イル拡張子の種類 %1 が

無効です。 フ ァ イル拡張子 

%2 は変換されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9030 動詞 %1 を変換中にエラーが

発生し ま し た。 種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

-9031 動詞の種類 %1 が無効です。

動詞 %2 は変換されませんで

し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し

ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ ク

ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性が

あり ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー

ト  にご連絡 く ださい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2851
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エ ラーと警告
-9032 フ ァ イル 拡張子 %1 のコマン

ドが指定されていません。

フ ァ イル拡張子は変換され

ませんで し た。 

この警告は、 Visual Studio のフ ァ イルの種類エデ ィ ターで指

定されたフ ァ イルの種類の Command プロパテ ィ が空白のま

ま残された と き発生し ます。 この警告は、 変換処理中に 

InstallShield がフ ァ イル拡張子を変換できなかったこ と をア

ラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イル タ イプの

コ マン ド を指定し てから、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換し ます。 それ以

外の方法と し て、 InstallShield の [ コ ンポーネン ト ] ビ ュー内

の [ フ ァ イルの種類 ] 領域にフ ァ イル拡張子を追加し構成し

ます。

-9033 コマン ド %1 ( フ ァ イル拡張

子 %2) のコ ンポーネン ト が見

つかり ませんで し た。 フ ァ

イル拡張子は変換されませ

んで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9034 レジス ト リ を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9035 レジス ト リ キー %1 を変換中

にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9036 レジス ト リ キーの種類 %1 が

無効です。 レジス ト リ キー 

%2 は変換されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2852 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-9037 レジス ト リ値 %1 を変換中に

エラーが発生し ま し た。 種

類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9038 レジス ト リ値の種類 %1 が無

効です。 レジス ト リ値 %2 は

変換されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9039 シ ョ ー ト カ ッ ト を変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9040 シ ョ ー ト カ ッ ト  %1 を変換中

にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9041 シ ョ ー ト カ ッ ト の種類 %1 が

無効です。 シ ョ ー ト カ ッ ト  

%2 は変換されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9042 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ

ト  %1 が無効です。 シ ョ ー ト

カ ッ ト  %2 は変換されません

で し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2853
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エ ラーと警告
-9043 起動条件を変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9044 起動条件 %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9045 起動条件の種類 %1 が無効で

す。 起動条件 %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9046 ロケータ を変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9047 ロケーター %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9048 ロケータの種類 %1 が無効で

す。 ロケータ %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2854 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-9049 製品のアイ コ ンを変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があり

ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  に

ご連絡 く だ さい。

-9050 プロジ ェ ク ト に言語 '%1' は 

InstallShield に含まれていま

せん。 言語は変換されませ

んで し た。

この警告は、 言語のサポー ト を含む Visual Studio プロジ ェ ク

ト を変換する と き、 InstallShield にその言語のビル ト イ ン サ

ポー ト がないと き発生し ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier edition には複数言語のサ

ポー ト が含まれていますが、 Professional Edition には含まれ

ていません。

-9052 フ ァ イルの種類 '%1' は拡張

子が指定されていません。

フ ァ イルの種類は変換され

ませんで し た。

この警告は、 Visual Studio のフ ァ イルの種類エデ ィ ターで指

定されたフ ァ イルの種類の Extensions プロパテ ィ が空白のま

ま残された と き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト または

変換処理中に InstallShield がフ ァ イル拡張子を構成できな

かったこ と をアラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イルの種類に 

1 つ以上のフ ァ イル拡張子を指定し てから、 Visual Studio プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ン

ポー ト し ます。 これ以外の方法と し ては、 Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を変換またはイ ンポー ト し た後に InstallShield の [

コ ンポーネン ト ] ビ ューにある [ 詳細設定 ] 領域でフ ァ イル

拡張子を追加または構成できます。

-9053 起動条件 '%1' で条件が指定

されていません。 起動条件

は変換されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio の起動条件エデ ィ ターで指定され

た起動条件の Condition プロパテ ィ が空白のまま残された と

き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト または変換処理中に 

InstallShield が起動条件を構成できなかったこ と をアラー ト

し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio で条件を指定し てか

ら、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト

に変換またはイ ンポー ト し ます。 これ以外の方法と し ては、

Visual Studio プロジ ェ ク ト を変換またはイ ンポー ト し た後に 

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで起動条件を追加または構

成できます。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2855
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エ ラーと警告
-9054 フ ァ イル検索 '%1' のフ ァ イ

ル名が指定されていません。

フ ァ イル検索は変換されま

せんで し た。

この警告は、 Visual Studio の起動条件エデ ィ ターで指定され

たフ ァ イル検索の FileName プロパテ ィ が空白のまま残され

た と き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト または変換処理

中に InstallShield がフ ァ イル検索を構成できなかったこ と を

アラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イル検索の

フ ァ イル名を指定し てから、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト し ます。

これ以外の方法と し ては、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を変換

またはイ ンポー ト し た後に InstallShield の [ システム検索 ] 

ビ ューでフ ァ イル検索処理を追加または構成できます。

-9055 機能 '%1' は、 InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に既に存在し ま

す。 機能は変換されません

で し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の機能が含ま

れていて、 同じ機能が既に含まれている InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た

場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ

ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ン

ポー ト する場合に起こ り ます。

-9056 デ ィ レ ク ト リ '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ォル

ダー '%2' は変換されません

で し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ォルダー

が含まれていて、 同じ フ ォルダーが既に含まれている 

InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト

を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複

数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

をチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたフ ォルダーが 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2856 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-9057 フ ァ イル キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ァ イル 

'%2' は変換されませんで し

た。

この警告は、 特定のフ ァ イル キーと関連付けられている

フ ァ イルを含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を、 同じ フ ァ イル 

キーを持つフ ァ イルを既に含む InstallShield プロジ ェ ク ト に

イ ンポー ト し た と きに発生し ます。 この状況は、 同じ Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回に

わたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [

フ ァ イル ] 領域をチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示された

フ ァ イルが InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないか

ど うか確認し て く だ さい。

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューには、 プロジ ェ ク ト に含ま

れる各フ ァ イルに関連付けられたフ ァ イル キーが表示され

ます。 フ ァ イル キーは、 .msi テーブルの File テーブルのプラ

イマ リ キーです。 File テーブルは、 重複する フ ァ イル キー

を持つこ とができません。

-9058 シ ョ ー ト カ ッ ト  キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 シ ョ ー ト

カ ッ ト  '%2' は変換されませ

んで し た。

この警告は、 特定のシ ョ ー ト カ ッ ト  キーと関連付けられて

いるシ ョ ー ト カ ッ ト を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を、 同

じ シ ョ ー ト カ ッ ト  キーを持つシ ョ ー ト カ ッ ト を既に含む 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し たと きに発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューを

チ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたシ ョ ー ト カ ッ ト が 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

-9059 拡張子 '%1' は、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト に既に存在し

ます。 フ ァ イルの種類 '%2' 

は変換されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の拡張子が含

まれていて、 同じ拡張子が既に含まれている InstallShield プ

ロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し

た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ

ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ 詳

細設定 ] 領域をチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示された

フ ァ イル拡張子が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し てい

ないかど うか確認し て く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2857
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エ ラーと警告
-9060 レジス ト リ キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 レジス ト

リ エン ト リ ' キー: %2 値 : %3 

データ : %4' は変換されませ

んで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のレジス ト リ 

エン ト リが含まれていて、 同じ レジス ト リ エン ト リが既に

含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況

は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ

ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューをチ ェ ッ ク

し て、 警告メ ッ セージに示されたレジス ト リ エン ト リが 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

-9061 カス タム アクシ ョ ン '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 カス タム 

アクシ ョ ン %2 は変換されま

せんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のカス タム ア

クシ ョ ンが含まれていて、 同じ名前を持つカス タム アク

シ ョ ンが既に含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ カス タム アク シ ョ ン と シーケン

ス ] ビ ューをチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたカス

タム アクシ ョ ンが InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し てい

ないかど うか確認し て く だ さい。

-9062 起動条件 '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 起動条件 

%2 は変換されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の起動条件が

含まれていて、 同じ名前を持つ起動条件が既に含まれている 

InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト

を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複

数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ 一般情報 ] ビ ューの " イ ンス

ト ール条件 " 設定をチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示され

た起動条件が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていない

かど うか確認し て く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2858 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9063 RegLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 レジス ト

リ検索 '%2' は変換されませ

んで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のレジス ト リ

検索が含まれていて、 同じ名前を持つレジス ト リ検索が既に

含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況

は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ

ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ システム検索 ] ビ ューをチ ェ ッ

ク し て、 警告メ ッ セージに示されたレジス ト リ検索が 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

-9064 DrLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ァ イル

検索 '%2' は変換されません

で し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ァ イルま

たはフ ォルダー検索が含まれていて、 同じ名前を持つフ ァ イ

ルまたはフ ォルダー検索が既に含まれている InstallShield プ

ロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し

た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ

ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ システム検索 ] ビ ューをチ ェ ッ

ク し て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルまたはフ ォル

ダー検索が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないか

ど うか確認し て く だ さい。

-9065 CompLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 Windows 

Installer 検索 '%2' は変換され

ませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ァ イルま

たはフ ォルダー検索が含まれていて、 同じ名前を持つフ ァ イ

ルまたはフ ォルダー検索が既に含まれている InstallShield プ

ロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し

た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ

ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ システム検索 ] ビ ューをチ ェ ッ

ク し て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルまたはフ ォル

ダー検索が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないか

ど うか確認し て く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2859



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9070 前提条件を変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 前提条件を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ 

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と きに、 InstallShield が Visual 

Studio 前提条件を対応する InstallShield 前提条件にマ ッ プ し

よ う と し て問題が起こ った場合に発生し ます。

このエラーを解決するためには、 テ クニカル サポー ト  に連

絡するか、 必要な再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールする 

InstallShield 前提条件を作成し て、 それをプロジ ェ ク ト に追

加する方法を考慮し て く だ さい。 詳細については、

「InstallShield 前提条件を定義する」 および 「イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を利用する」

を参照し て く だ さい。

-9071 InstallShield には、 '%1' に対

応する InstallShield 前提条件

があ り ません。 前提条件は

変換されませんで し た。

この警告は、 前提条件を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と きに、 InstallShield で対応す

る InstallShield 前提条件がない場合に発生し ます。

この警告を解決するためには、 必要な再配布可能フ ァ イルを

イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件を作成し て、 それを

プロジ ェ ク ト に追加する方法を考慮し て く だ さい。 詳細につ

いては、 「InstallShield 前提条件を定義する」 および 「イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を

利用する」 を参照し て く だ さい。

-9074 プロジ ェ ク ト 出力を変換中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 InstallShield が プロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

-9075 プロジ ェ ク ト 出力 %1 を変換

中にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 InstallShield が プロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2860 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9076 プロジ ェ ク ト 出力の種類 %1 

が無効です。 プロジ ェ ク ト

出力 %2 は変換されませんで

し た。

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 プロジ ェ ク ト 出力の 1 つが無効な場合に起

こ り ます。

このエラーを解決するためには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト

のプロジ ェ ク ト 出力を確認し て、 問題をすべて解決し て く だ

さい。 その後、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に変換し ます。

-9077 フ ァ イル キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 プロジ ェ

ク ト 出力 '%2' は変換されま

せんで し た。

この警告は、 特定のフ ァ イル キーと関連付けられている

フ ァ イル持つプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ

ク ト を、 同じ フ ァ イル キーを持つフ ァ イルを既に含む 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し たと きに発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ュー

をチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルが 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

[ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューには、 プロジ ェ ク ト に含ま

れる各フ ァ イルに関連付けられたフ ァ イル キーが表示され

ます。 フ ァ イル キーは、 .msi テーブルの File テーブルのプラ

イマ リ キーです。 File テーブルは、 重複する フ ァ イル キー

を持つこ とができません。

-9078 InstallShield プロジ ェ ク ト が 

Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン

にあ り ません。 プロジ ェ ク

ト 出力 '%1' は変換されませ

んで し た。

このエラーは、 InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で開

かれていて、 Visual Studio 内部から開かれていない場合に、

プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し よ う とする と発生

し ます。

このエラーを解決するには、 InstallShield プロジ ェ ク ト を 

Visual Studio 内部から開いて、 そこに Visual Studio プロジ ェ

ク ト を イ ンポー ト し ます。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2861



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9079 現在の Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ン内で Visual 

Studio プロジ ェ ク ト  '%1' が

見つかり ませんで し た。 プ

ロジ ェ ク ト 出力 '%2' は変換

されませんで し た。

プロジ ェ ク ト 出力含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマー

ジ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ

ンポー ト する場合、 その Visual Studio プロジ ェ ク ト は、 その

プロジ ェ ク ト のすべての依存関係と同じ ソ リ ューシ ョ ン内に

な く てはな り ません。 そ う でない場合、 Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を イ ンポー ト し よ う と し た と きに、 このエラーが発

生し ます。

このエラーを解決するには、 イ ンポー ト する Visual Studio 

セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を含ん

でいるのと同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに InstallShield 

プロジ ェ ク ト がある こ と を確認し て く だ さい。 また、 そのソ

リ ューシ ョ ンに Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト の依存関係であるその他の Visual 

Studio プロジ ェ ク ト のすべてが含まれている こ と も確認し て

く だ さい。 確認が終わってから、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ

またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

-9080 プロジ ェ ク ト 出力グループ 

'%1' が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  '%2' 中に見つかり ませ

んで し た。 プロジ ェ ク ト 出

力 '%3' は変換されませんで

し た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio セ ッ ト

ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を変換する際

に、 InstallShield がそのグループのプロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

-9081 フ ァ イル '%1' は、 セ ッ ト

ア ッ プまたはマージ モ

ジュールから除外するよ う

に指定さ ています。 フ ァ イ

ルは変換されませんで し た。

この警告は、 Exclude プロパテ ィ が True に設定されている

フ ァ イルを含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する場合に発生し ます。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く だ さい。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に含める場

合は、 InstallShield の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使っ

てこれを追加できます。 詳細については、 「プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルに追加し て ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールす

る」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2862 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9082 プロジ ェ ク ト 出力 '%1' は、

セ ッ ト ア ッ プまたはマージ 

モジュールから除外するよ

う に指定さ ています。 プロ

ジ ェ ク ト 出力は変換されま

せんで し た。

この警告は、 プロジ ェ ク ト 出力にフ ァ イルを含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合で、 その

フ ァ イルの Exclude プロパテ ィ に True が選択されている と

きに発生し ます。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く だ さい。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に含める場

合は、 InstallShield の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使っ

てこれを追加できます。 詳細については、 「Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンにリ フ ァ レンスを追加する」 を参照し て く だ さ

い。

-9083 Visual Studio のデフ ォル ト 起

動条件は、 InstallShield でサ

ポー ト されていません。 起

動条件 %1 は変換されません

で し た。

この警告は、 デフ ォル ト 起動条件を含む Visual Studio セ ッ ト

ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield 

プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た と きに発生し ます。

指定された起動条件を InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く だ さい。

Visual Studio が元のプロジ ェ ク ト に追加し たデフ ォル ト 起動

条件を ターゲッ ト  システム上でチ ェ ッ クする起動条件を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に追加するには、 InstallShield の [

システム検索 ] ビ ューを使います。 詳細については、 「シス

テム検索の追加」 を参照し て く だ さい。

-9086 '%2' と名づけられたフ ァ イル

検索の MinDate '%1' が無効で

す。 MinDate プロパテ ィ は変

換されませんで し た。

この警告は、 MinDate プロパテ ィ に無効な値を持つフ ァ イル

検索を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プを イ ンポー ト または変

換し よ う と し た と きに発生し ます。

この警告を解決するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield で [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 変更 ]  を ク リ ッ ク し ま

す。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きます。

3. このウ ィ ザー ドの 2 番目のパネルで、 [ 詳細 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

4. 適切な詳細を入力し ます。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2863



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-9087 '%2' と名づけられたフ ァ イル

検索の MaxDate '%1' が無効

です。 MaxDate  プロパテ ィ

は変換されませんで し た。

この警告は、 MaxDate e プロパテ ィ に無効な値を持つフ ァ イ

ル検索を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プを イ ンポー ト または

変換し よ う と し た と きに発生し ます。

この警告を解決するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield で [ システム検索 ] ビ ューを開きます。

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 変更 ]  を ク リ ッ ク し ま

す。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きます。

3. このウ ィ ザー ドの 2 番目のパネルで、 [ 詳細 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

4. 適切な詳細を入力し ます。

-9088 InstallShield では Visual 

Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に変換する こ と

はできません。

このエラーは、 Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト

を InstallShield にイ ンポー ト または変換し よ う と し た と きに

発生し ます。 InstallShield は、 Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ プ 

プロジ ェ ク ト の変換をサポー ト し ません。 この種類のエラー

が発生し た場合、 InstallShield で新しいプロジ ェ ク ト を作成

し、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って ターゲッ ト  システム上の IIS 

Web サイ ト を管理する方法を考慮し て く だ さい。

-9089 InstallShield では Visual 

Studio CAB プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に

変換する こ とはできません。

このエラーは、 Visual Studio CAB セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト

を InstallShield にイ ンポー ト または変換し よ う と し た と きに

発生し ます。InstallShield は、Visual Studio CAB セ ッ ト ア ッ プ 

プロジ ェ ク ト の変換をサポー ト し ません。

-9090 Visual Studio プロジ ェ ク ト の

種類を識別できませんで し

た。 このため、 プロジ ェ ク

ト は変換されませんで し た。

このエラーは、 InstallShield がその種類を識別できない Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト または変換し よ う と し たと

きに発生し ます。

-10000 ユーザーによ り変換がキャ

ンセルされま し た。

このエラーは、 変換処理を途中でキャ ンセルし た と きに発生

し ます。

テーブル 11-11 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2864 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
ア ッ プグレー ド エラー (InstallShield Professional からの
ア ッ プグレー ド )

このテーブルは、 InstallShield Professional で作成し たプロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) を InstallShield にア ッ プグレー

ド し たと きに生じ る可能性があるエラーについて ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト を示し ています。

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-61 InstallShield Professional プロ

ジ ェ ク ト のバージ ョ ン情報を取

得できませんで し た。 Version 

5.5 と し て実行し ます。

変換し よ う と し ているプロジ ェ ク ト が InstallShield 

Professional バージ ョ ン 5.5 以降のものである こ と を確

認し て く だ さい。 セ ッ ト ア ッ プが古いバージ ョ ンの 

InstallShield Professional を使って作成されている場合

は、 サポー ト  Web サイ ト を参照し て く だ さい。

-62 フ ァ イル <FileName> 中の 

[Language] セクシ ョ ンに 

LanguageSupport キーがあ り ませ

んで し た。

InstallShield Professional セ ッ ト ア ッ プがサポー ト し てい

る言語を特定できませんで し た。 サポー ト 言語を手動

で定義し て く だ さい。

-63 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに ProductName キー

があり ませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト の名前を特定でき

ませんで し た。 [ 概要情報ス ト リーム ] の " サブジ ェ ク

ト " フ ィ ールド に、 この情報を手動で入力し て く だ さ

い。

-64 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに Author キーがあり

ませんで し た。

InstallShield Professional セ ッ ト ア ッ プの名前を特定でき

ませんで し た。 [ 概要情報ス ト リーム ] の " 作成者 " 

フ ィ ールド に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-65 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに Version キーがあ

り ませんで し た。

セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト のバージ ョ ンを特定できま

せんで し た。 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品バージ ョ ン " 

設定に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-66 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに HomeUrl キーがあ

り ませんで し た。

アプ リ ケーシ ョ ンの URL を特定できませんで し た。 [

一般情報 ] ビ ューの " 発行元 / 製品 URL"、 " サポー ト  

URL"、 および " 製品ア ッ プデー ト  UR Ｌ " 設定のいずれ

か、 またはすべてに、 この情報を入力し て く だ さい。

-67 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに CompanyName 

キーがあり ませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト フ ァ イルから会社

名を読み取れませんで し た。 この情報を [ 一般情報 ] 

ビ ューの " 発行元 " 設定に手動で入力し て く だ さい。

-68 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに InstallationGuid 

キーがあり ませんで し た。

イ ンス ト ールの GUID を特定できませんで し た。 [ 一般

情報 ] ビ ューの " 製品コー ド " 設定に新しい GUID が作

成されま し た。 セ ッ ト ア ッ プ用の元の GUID が分かる

場合は、 生成された新規 GUID を上書きする こ とがで

きます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2865
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エ ラーと警告
-69 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに 

CurrentFileGroupDef キーがあ り

ませんで し た。

プロジ ェ ク ト のフ ァ イル グループへの参照が見つかり

ませんで し た。 InstallShield Professional のフ ァ イルグ

ループ設定を確認し、 プロジ ェ ク ト を保存し て、 再度

プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し てみて く だ さい。

-70 フ ァ イル <FileName> 中の [Data] 

セクシ ョ ンに 

CurrentComponentDef キーがあ

り ませんで し た。

プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト への参照が見つかり ま

せんで し た。 InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のコ

ンポーネン ト 設定を確認し、 プロジ ェ ク ト を保存し て、

再度プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し てみて く だ さい。

-79 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン <SectionName> にキー 

Platforms が見つかり ません .

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-80 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン <SectionName> にキー

Password が見つかり ません .

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-81 警告 : 著作権、 所属、 電子メ ー

ル、 および概要設定が使用され

ていません。 

警告 :Descriptions.txt、 

Instructions.txt および Notes.txt 

フ ァ イルは使用されません。 

警告 :[ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー

の [ ソースコ ン ト ロール ] オプ

シ ョ ンを使用し て、 ソースコ ン

ト ロールにプロジ ェ ク ト を追加

し ます。 

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-82 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン <SectionName> にキー 

RunDebug がみつかり ません .

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-241 フ ァ イル <FileName> の 

<FileGroupName> セクシ ョ ンに 

SELFREGISTERING キーがあ り

ませんで し た

フ ァ イルグループが自動登録かど うかを特定する際に

エラーが発生し ま し た。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イ

ルグループから作成された新しいコ ンポーネン ト は自

動登録と し て設定されません。 この設定は、 該当する

コ ンポーネン ト のプロパテ ィ ページで変更できます。

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2866 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
-242 フ ァ イル <FileName> の 

<FileGroupName> セクシ ョ ンに 

TARGET キーがあ り ませんで し

た

1 つのフ ァ イルグループのターゲッ ト デ ィ レ ク ト リが

特定できませんで し た。 このフ ァ イルグループから作

成された 1 つ以上のコ ンポーネン ト は、 デフ ォル ト で 

<INSTALLDIR>  をポイ ン ト し ます。 この設定は、 該当

する コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " プロパテ ィ

で変更できます。

-243 フ ァ イル <FileName> の 

<FileGroupName> セクシ ョ ンに 

LANGUAGE キーがあ り ませんで

し た

1 つのフ ァ イルグループのターゲッ ト 言語が特定でき

ませんで し た。 このフ ァ イルグループから作成された

コ ンポーネン ト は言語非依存と な り ます。 この設定は、

適切なコ ンポーネン ト の  " 言語 " プロパテ ィ で変更で

きます。

-244 フ ァ イル <FileName> 中の 

[DYNAMIC] セクシ ョ ンに 

FOLDER キーがあ り ませんで し

た

1 つのフ ァ イルグループで、 動的フ ァ イルリ ン クへの

参照が見つかり ませんで し た。 結果と し て、 この動的

リ ン クによ り参照される フ ァ イルはいずれも移行され

ませんで し た。 InstallShield Professional プロジ ェ ク ト を

開いて動的リ ン ク設定を確認するか、 手動でこれらの

フ ァ イルを新しいプロジ ェ ク ト に追加できます。

-245 フ ァ イル <FileName> 中の 

[DYNAMIC] セクシ ョ ンに 

INCLUDESUBDIR キーがあ り ま

せんで し た

1 つのフ ァ イルグループで、 サブ フ ォルダーを動的リ

ン クの一部に含めるかど うかを特定できませんで し た。

結果と し て、 新しいプロジ ェ ク ト にサブ フ ォルダーは

含まれません。 InstallShield Professional プロジ ェ ク ト を

開いて動的リ ン ク設定を確認するか、 手動でこれらの

フ ァ イルを新しいプロジ ェ ク ト に追加できます。

-246 フ ァ イル <FileName> 中の 

[DYNAMIC] セクシ ョ ンに 

WILDCARD キーがあ り ませんで

し た

1 つの動的リ ン クに指定し たワイルド カー ド を読み取

れませんで し た。 結果と し て、 動的リ ン クが指定され

たデ ィ レ ク ト リ に含まれているすべてのフ ァ イルが

セ ッ ト ア ッ プに追加されま し た。 InstallShield 

Professional プロジ ェ ク ト を開いて動的リ ン ク設定を確

認するか、 手動で不要なフ ァ イルを新しいプロジ ェ ク

ト から削除できます。

-247 フ ァ イル <Path>\Default.fdf の <

セクシ ョ ン名 > セクシ ョ ンの下

のキー FILETYPE が見つかり ま

せんで し た。

1 つのフ ァ イル グループが共有指定されていたかど う

かを特定できませんで し た。 結果と し て、 そのフ ァ イ

ルグループから作成されたコ ンポーネン ト は共有指定

されません。 この設定を変更するには、 該当する コ ン

ポーネン ト の " 共有 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し

て く だ さい。

-252 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン <SectionName> にはキー 

Folder が見つかり ません

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2867
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-281 フ ァ イル <Path>\Default.fdf を開

く と きにエラーが発生し ま し た

フ ァ イルグループへの参照が見つかり ませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のフ ァ イルグルー

プ設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield 2016 でプ

ロジ ェ ク ト を開き直し て く だ さい。

-282 次のフ ァ イルを開 く と きにエ

ラーが発生し ま し た : < フ ァ イル

名 >

ア ッ プグレー ドは 1 つのフ ァ イルグループの場所を特

定できませんで し た。 し たがって、 このフ ァ イルグ

ループに関連する フ ァ イルはセ ッ ト ア ッ プに追加され

ませんで し た。 InstallShield Professional プロジ ェ ク ト の

フ ァ イルグループ設定を確認し、 保存し てから、

InstallShield 2016 でプロジ ェ ク ト を開き直し て く だ さ

い。

-283 フ ァ イル <Path>\Default.fdf 中に 

[FILEGROUPS] セクシ ョ ンが見

つかり ません。

フ ァ イルグループへの参照が見つかり ませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のフ ァ イルグルー

プ設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield 2016 でプ

ロジ ェ ク ト を開き直し て く だ さい。

-284 フ ァ イル <Path>\Default.fdf 中に 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ません。

フ ァ イルグループへの参照が見つかり ませんで し た。

結果と し て、 このフ ァ イルグループに関連する フ ァ イ

ルはプロジ ェ ク ト に追加されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のフ ァ イルグルー

プ設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield 2016 でプ

ロジ ェ ク ト を開き直し て く だ さい。

-285 フ ァ イル <Path>\Default.fdf の <

セクシ ョ ン名 > セクシ ョ ンの下

のキー FILETYPE が見つかり ま

せんで し た。

InstallShield は 1 つのフ ァ イルグループのフ ァ イルがダ

イナ ミ ッ ク ( 動的 ) と ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 ) のどち らで

リ ン ク されているかを特定できませんで し た。 結果と

し て、 そのフ ァ イル グループのフ ァ イルはセ ッ ト ア ッ

プに追加されませんで し た。 InstallShield Professional プ

ロジ ェ ク ト のフ ァ イルグループ設定を確認し、 保存し

てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き直し て く だ

さい。

-286 フ ァ イル < フ ァ イル名 > に 

[DYNAMIC] セクシ ョ ンを見つけ

る こ とができませんで し た

InstallShield は 1 つのフ ァ イルグループのフ ァ イルがダ

イナ ミ ッ ク ( 動的 ) と ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 ) のどち らで

リ ン ク されているかを特定できませんで し た。 結果と

し て、 そのフ ァ イル グループのフ ァ イルはセ ッ ト ア ッ

プに追加されませんで し た。 InstallShield Professional で

のフ ァ イルグループ設定を確認し、 保存し てから、

InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き直し て く ださい。

-301 フ ァ イル <Path>\Default.cdf 中の 

< セクシ ョ ン名 > セクシ ョ ンの

下に DESCRIPTION キーが見つ

かり ませんで し た。

1 つのコ ンポーネン ト の [ 説明 ] プロパテ ィ を読み取れ

ませんで し た。 コ ンポーネン ト から作成された機能の [

説明 ] プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ

さい。

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-302 フ ァ イル <Path>\Default.cdf 中の 

< セクシ ョ ン名 > セクシ ョ ンに 

DISPLAYTEXT キーが見つかり ま

せんで し た。

1 つのコ ンポーネン ト の表示名を読み取れませんで し

た。 コ ンポーネン ト から作成された機能の " 表示名 " 

プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-303 フ ァ イル <Path>\Default.cdf 中の 

< セクシ ョ ン名 > セクシ ョ ンに 

COMMENT キーが見つかり ませ

んで し た。

1 つのコ ンポーネン ト のコ メ ン ト を読み取れませんで

し た。 該当する コ ンポーネン ト の " コ メ ン ト " プロパ

テ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-306 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > でキー 

< キー名 > が見つかり ませんで

し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-341 次のフ ァ イルを開 く と きにエ

ラーが発生し ま し た : < パス

>\Default.cdf

コ ンポーネン ト のイ ンポー ト 時にエラーが発生し ま し

た。 この結果、 機能は作成されませんで し た。

InstallShield Professional でのコ ンポーネン ト 設定を確認

し、 保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き

直し て く だ さい。

-342 フ ァ イル <Path>\Default.cdf 中に 

[COMPONENTS] セクシ ョ ンが見

つかり ません。

コ ンポーネン ト のイ ンポー ト 時にエラーが発生し ま し

た。 この結果、 機能は作成されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト

設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ

ク ト を開き直し て く だ さい。

-343 フ ァ イル <Path>\Default.cdf 中に 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ません。

1 つのコ ンポーネン ト のイ ンポー ト 時にエラーが発生

し ま し た。 結果と し て、 そのコ ンポーネン ト は移行さ

れませんで し た。 InstallShield Professional プロジ ェ ク ト

のコ ンポーネン ト 設定を確認し、 保存し てから、

InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き直し て く ださい。

-401 フ ァ イル <Path>\Default.reg を開

く と きにエラーが発生し ま し た

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト に関連するレジス

ト リ情報を読み取れませんで し た。 結果と し て、 レジ

ス ト リ情報は移行されませんで し た。 InstallShield 

Professional プロジ ェ ク ト のレジス ト リ設定を確認し、

保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き直し

て く だ さい。

-402 フ ァ イル <Path>\Default.re 中に 

[DATA] セクシ ョ ンが見つかり ま

せん。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト に関連するレジス

ト リ情報を読み取れませんで し た。 結果と し て、 レジ

ス ト リ情報は移行されませんで し た。 InstallShield 

Professional プロジ ェ ク ト のレジス ト リ設定を確認し、

保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き直し

て く だ さい。

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2869
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エ ラーと警告
-403 フ ァ イル <Path>\Default.re 中に 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ません。

レジス ト リ情報の一部を読み取れませんで し た。 結果

と し て、 レジス ト リデータは移行されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のレジス ト リ設定

を確認し、 保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト

を開き直し て く だ さい。

-404 フ ァ イル <Path>\Default.re 中に 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ません。

レジス ト リ情報の一部を読み取れませんで し た。 結果

と し て、 レジス ト リデータは移行されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のレジス ト リ設定

を確認し、 保存し てから、 InstallShield でプロジ ェ ク ト

を開き直し て く だ さい。

-421 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

TARGET キーが見つかり ません。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト が特定できません

で し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " ターゲッ ト " プ

ロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-422 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

ICONFILE キーが見つかり ませ

ん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが特定できませんで

し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " アイ コ ン フ ァ イル

" プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く ださい。

-423 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

ICONINDEX キーが見つかり ませ

ん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ン イ ンデッ クスが特定

できませんで し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " アイ

コ ンイ ンデッ クス " プロパテ ィ に、 この情報を手動で

入力し て く だ さい。

-424 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

DISPLAYTEXT キーが見つかり ま

せん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のシ ョ ー ト カ ッ ト テキス ト が特

定できませんで し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " 表

示名 " プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ

さい。

-425 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

PARAMETERS キーが見つかり ま

せん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト の引数が特定できませんで し た。

該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " 引数 " プロパテ ィ に、 こ

の情報を手動で入力し て く だ さい。

-426 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

SHORTCUTKEY キーが見つかり

ません。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のシ ョ ー ト カ ッ ト キー特定でき

ませんで し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " ホ ッ ト

キー " プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ

さい。

-427 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

STARTINY キーが見つかり ませ

ん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト の先頭デ ィ レ ク ト リが特定でき

ませんで し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " 作業デ ィ

レ ク ト リ " プロパテ ィ に、 この情報を手動で入力し て

く だ さい。

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2870 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
-428 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

COMMENTS キーが見つかり ませ

ん。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト のコ メ ン ト を読み取れませんで

し た。 該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " コ メ ン ト " プロパ

テ ィ に、 この情報を手動で入力し て く だ さい。

-429 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

<SectionName> セクシ ョ ンに 

RUN キーが見つかり ません。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト の " 実行 " プロパテ ィ を読み取

れませんで し た。 このプロパテ ィ はデフ ォル ト では、

該当するシ ョ ー ト カ ッ ト の " 実行 " プロパテ ィ で [ 標

準 ] に設定されます。

-430 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

Typeunder キーが見つかり ませ

んで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-431 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

Uninstall キーが見つかり ません

で し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-432 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

DisplayText キーが見つかり ませ

んで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-433 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

Shared キーが見つかり ませんで

し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-434 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

Replace キーが見つかり ません

で し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-435 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

InternetShortcut キーが見つかり

ませんで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-440 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

EngineBinding キーが見つかり ま

せんで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2871
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エ ラーと警告
-441 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

UpdateMode キーが見つかり ませ

んで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-442 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

UpdateService キーが見つかり ま

せんで し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-443 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > で 

LogFile キーが見つかり ませんで

し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-461 <Path>\Default.shl フ ァ イルを開

けません

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト に関連するシ ェル

オブジ ェ ク ト 情報を読み取れませんで し た。 結果と し

て、 シ ョ ー ト カ ッ ト は作成されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト でシ ェルオブジ ェ

ク ト 設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield でプロ

ジ ェ ク ト を開き直し て く だ さい。

-462 <Path>\Default.shl フ ァ イルで  

[DATA] セクシ ョ ンが見つかり ま

せん

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト に関連するシ ェル

オブジ ェ ク ト 情報を読み取れませんで し た。 結果と し

て、 シ ョ ー ト カ ッ ト は作成されませんで し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト でシ ェルオブジ ェ

ク ト 設定を確認し、 保存し てから、 InstallShield でプロ

ジ ェ ク ト を開き直し て く だ さい。

-463 フ ァ イル <Path>\Default.shl 中の 

[DATA] セクシ ョ ンに < キー名 > 

キーが見つかり ません。

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト を移行できませんで し た。

シ ョ ー ト カ ッ ト エクスプローラーで、 このシ ョ ー ト

カ ッ ト を手動で作成し て く だ さい。

-464 <Path>\Default.shl フ ァ イルで 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ませんで し た

1 つのシ ョ ー ト カ ッ ト を移行できませんで し た。

シ ョ ー ト カ ッ ト エクスプローラーで、 このシ ョ ー ト

カ ッ ト を手動で作成し て く だ さい。

-471 <.ipr file> フ ァ イルで 

<SectionName> セクシ ョ ンが見

つかり ませんで し た

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

-500 フ ァ イル <.ipr フ ァ イル > のセク

シ ョ ン < セクシ ョ ン名 > でキー 

< キー名 > が見つかり ませんで

し た。

InstallShield Professional 7.0 以前のバージ ョ ンで作成さ

れたプロジ ェ ク ト の場合、 この警告メ ッ セージは無視

し て く だ さい .

テーブル 11-12 • ア ッ プグレー ド エラーの ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト  ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
2872 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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エ ラーと警告
ア ッ プグレー ドの警告 ( InstallShield Professional からの
ア ッ プグレー ド )

InstallShield Professional と InstallShield 2016 のアーキテ クチャの違いによ り、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をア ッ プ

グレー ド する と、 マニュアルでの調整が必要になる こ とがあり ます。

プロジ ェ ク ト 内の設定をマニュアルで調整する必要がある場合、 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し た後に、 出力

ウ ィ ン ド ウに警告が表示されます。 必要措置に関し ては、 関連ヘルプ ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。 ( 続き )

更新の警告 289: 動的に リ ン ク されたフ ァ イルのフ ァ イルリ ン クが存在
し ません

InstallShield Professional では、 ソースフ ァ イルへのダイナ ミ ッ ク リ ン クによ って、 パスやフ ァ イル名をハー ド コー

ド化し な く ても、 フ ォルダーおよびサブ フ ォルダーの全内容をセ ッ ト ア ッ プに追加できます。 ソースフ ォルダー

にフ ァ イルを追加し た り、 フ ァ イルを削除し た りする と、 含まれる フ ァ イルのリ ス ト がリ リースのビルド時にダ

イナ ミ ッ ク ( 動的 ) に更新されま し た。

InstallShield 2016 へのア ッ プグレー ド

InstallShield Professional を InstallShield 2016 にア ッ プグレー ド し て、 存在し ないダイナ ミ ッ ク フ ァ イルリ ン ク を使

用し てフ ァ イルを含める と、 ア ッ プグレー ド警告 289 が表示されます。 この警告は、 フ ァ イルリ ン クは作成され

ているが、 フ ァ イルが存在し ないこ と を知らせます。

テーブル 11-13 • ア ッ プグレー ドの警告

警告番号 メ ッ セージ

-289 動的に リ ン ク されたフ ァ イルのフ ァ イルリ ン クが存在し ません

-305 InstallShield Professional コ ンポーネン ト の ビルド に含める プロパテ ィ を直接移行できません

で し た

-480 共有属性は、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルにのみ設定できます。

-481 共有属性は、 コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルにのみ設定できます。 動的にリ ン ク されたフ ァ

イルはキーフ ァ イルと し て使用できません。

-486 シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンは設計時に リ ン クする必要があ り ます。

-487 InstallShield 2016 では、 フ ァ イルのイ ンス ト ールはフ ァ イルのバージ ョ ン規則に従って行われ

ます。

-488 スク リ プ ト に廃止されたイベン ト が見つかり ま し た。

-495 ODBC コアはデフ ォル ト でイ ンス ト ールされていません。 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト でこの

機能が必要な場合は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに移動し て、 MDAC マージ モジュールを

選択し て く ださい。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2873
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エ ラーと警告
更新の警告 -305: InstallShield Professional コ ンポーネン ト の " ビルド に
含める " プロパテ ィ を直接移行できませんで し た

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト のコ ンポーネン ト で " ビルド に含める "  プロパテ ィ が [ いいえ ] に設定され

ている場合、 対応する機能は " リ リース フ ラグ " プロパテ ィ が EXCLUDEFROMBUILD に設定されています。 セ ッ

ト ア ッ プから機能を除外するには、 [ リ リース ]  ビ ューか、 リ リース ウ ィ ザー ド の  [ フ ィ ルタ リ ング設定 ]  パネ

ルで リ リースフ ラグを手動設定 する必要があ り ます。

メ モ • [ リ リース ] ビ ューのリ リースフ ラグはセ ッ ト ア ッ プに含める機能を指定するため、 [ リ リース ] ビ ューで指

定する フ ラグは、 EXCLUDEFROMBUILD 以外にする必要があ り ます。

更新の警告 -480: フ ァ イル グループ中のフ ァ イルの共有 .dll 参照カウン
ト のイ ン ク リ メ ン ト

InstallShield Professional バージ ョ ン 6.x 以前では、 フ ァ イルグループの共有プロパテ ィ を設定する と、 そのフ ァ イ

ルグループのすべてのフ ァ イルの共有 DLL 参照カウン ト がイ ンス ト ール時にイ ン ク リ メ ン ト されていま し た。

ア ッ プグレー ド時に、 この設定は、 InstallShield 2016 でこのフ ァ イルグループ用に作成されたコ ンポーネン ト の共

有属性に移行されます。

共有 .dll 参照カウン ト の動作

InstallShield 2016 では、 コ ンポーネン ト の共有属性を設定する と、 そのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルのみの共有 

.dll 参照カウン ト がイ ン ク リ メ ン ト されます。 1 つのコ ンポーネン ト につき定義できるのは 1 つのキーフ ァ イルだ

けです。 複数のフ ァ イルの共有参照カウン ト を イ ン ク リ メ ン ト するには、 各フ ァ イルに独自のコ ンポーネン ト が

必要で、 またそのフ ァ イルがそのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルである必要があり ます。

メ モ • .exe、 .dll および .ocx フ ァ イルについては、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を使用し て、 大量のフ ァ イルのコ ン

ポーネン ト を素早 く 作成できます。

InstallShield 2016 では、 フ ァ イルが共有指定されていな く ても フ ァ イルの共有 .dll 参照カウン ト が存在すれば、 そ

のフ ァ イルを イ ンス ト ールする と参照カウン ト は自動的にイ ン ク リ メ ン ト され、 アン イ ンス ト ールする とデク リ

メ ン ト されます。

さ らに、 コ ンポーネン ト の参照カウン ト は、 コ ンポーネン ト  GUID ( または " コ ンポーネン ト コー ド " プロパテ ィ

) に基づいて維持されます。 し たがって、 コ ンポーネン ト の共有プロパテ ィ は、 以前のイ ンス ト ールにフ ァ イルの

共有がある可能性がある場合や、 別のコ ンポーネン ト  GUID を持つコ ンポーネン ト がこのフ ァ イルを イ ンス ト ール

し た場合にのみ役立ちます。

更新の警告 -481: フ ァ イルグループ内のダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルの
共有 DLL 参照カウン ト のイ ン ク リ メ ン ト

InstallShield Professional バージ ョ ン 6.x 以前では、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルリ ン ク を持つフ ァ イルグループの共有プ

ロパテ ィ を設定する と、 フ ァ イルリ ン ク タ イプに関わらず、 そのフ ァ イルグループのすべてのフ ァ イルの共有 

DLL 参照カウン ト がイ ンス ト ール時にイ ン ク リ メ ン ト されていま し た。 ア ッ プグレー ド時に、 この設定は、

InstallShield 2016 でこのフ ァ イルグループ用に作成されたコ ンポーネン ト の共有属性に移行されます。
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InstallShield 2016 では、 コ ンポーネン ト の共有属性を設定する と、 そのコ ンポーネン ト のキーフ ァ イルのみの共有 

.dll 参照カウン ト がイ ン ク リ メ ン ト されます。 動的に リ ン ク されたフ ァ イルはキーフ ァ イルと し て使用できないた

め、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルの共有参照カウン ト はイ ン ク リ メ ン ト されません。

コ ンポーネン ト は、 1 つのキーフ ァ イルしか使用できません。 し たがって、 複数のフ ァ イルの共有参照カウン ト を

イ ン ク リ メ ン ト するには、 各フ ァ イルに独自のコ ンポーネン ト が必要で、 またそのフ ァ イルがそのコ ンポーネン

ト のキーフ ァ イルである必要があ り ます。 各フ ァ イルについて、 参照カウン ト で共有 DLL 参照カウン ト を イ ン ク

リ メ ン ト するよ う にするには、 ス タ テ ィ ッ ク ( 静的 ) にフ ァ イルを リ ン クする必要があ り ます。

メ モ • EXE、 DLL および OCX フ ァ イルについては、 コ ンポーネン ト ウ ィ ザー ド を使用し て、 大量のフ ァ イルのコ

ンポーネン ト を素早 く 作成できます。

InstallShield 2016 では、 フ ァ イルが共有指定されていな く ても フ ァ イルの共有 DLL 参照カウン ト が存在すれば、 そ

のフ ァ イルを イ ンス ト ールする と参照カウン ト は自動的にイ ン ク リ メ ン ト され、 アン イ ンス ト ールする とデク リ

メ ン ト されます。

さ らに、 コ ンポーネン ト の参照カウン ト は、 コ ンポーネン ト  GUID ( または " コ ンポーネン ト コー ド " プロパテ ィ

) に基づいて維持されます。 し たがって、 コ ンポーネン ト の共有プロパテ ィ は、 以前のイ ンス ト ールにフ ァ イルの

共有がある可能性がある場合や、 別のコ ンポーネン ト  GUID を持つコ ンポーネン ト がこのフ ァ イルを イ ンス ト ール

し た場合にのみ役立ちます。

更新の警告 -486: シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの指定

InstallShield Professional でのシ ョ ー ト カ ッ ト の作成

InstallShield Professional バージ ョ ン 6.x および以前のバージ ョ ンでは、 シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンはターゲッ ト マシ

ンの視点から作成されていま し た。 た と えば、 シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが <TARGETDIR>\MyIcon.ico にイ ンス

ト ールされている場合、 これがシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンに指定された修飾パスで し た。 実行時には、 シ ョ ー ト

カ ッ ト 作成プロセスは、 ターゲッ ト マシンのアイ コ ンにバイ ン ド し ま し た。

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

InstallShield 2016 で、 シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンは設計時に リ ン クする必要があ り ます。 ターゲッ ト  システムにアイ

コ ン フ ァ イルと し てパスを指定する代わり に、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルでビルド マシンにアイ コ ン フ ァ イルと し て

パスを指定する必要があ り ます。 そ う する と、 ビルド エンジンはイ ンス ト ール時にアイ コ ンに個別のス ト リーム

を作成し ます。 そ し て、 ラ ン タ イムのアイ コ ン作成プロセス中に、 イ ンス ト ールはそのス ト リームを使用し ます。

つま り、 セ ッ ト ア ッ プがシ ョ ー ト カ ッ ト に使用し ているアイ コ ンを イ ンス ト ールする必要はな く な り ま し た。

InstallShield Professional プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する と き、 InstallShield 2016 はターゲッ ト アイ コ ンのパス

をセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト に存在する フ ァ イルと一致させよ う と し ます。 一致できない場合、 この警告が表示

されます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンのパスの修正

ヒ ン ト • シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンのパスを修正するには、 次の操作を実行し ます。

1. IDE で [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに移動し て、 警告メ ッ セージに指定されたシ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ま

す。 

2. アイ コ ン フ ァ イル プロパテ ィ フ ィ ールド で、 アイ コ ン フ ァ イルを参照し ます。 

メ モ • シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンは、 InstallShield 2016 で必須です。 アイ コ ンが指定されていない場合、 ビルド エン

ジンはシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト フ ァ イルの最初のアイ コ ン イ ンデッ クスをシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンに使用し

ます。

更新の警告  -487: イ ンス ト ール時のフ ァ イルの上書き

フ ァ イル グループの " 上書き " プロパテ ィ に基づいたフ ァ イルのイ ンス ト ール

InstallShield Professional バージ ョ ン 6.x およびそれ以前のバージ ョ ンでは、 個別のフ ァ イルグループに対し て上書

きプロパテ ィ を設定する こ とができま し た。 ある フ ァ イルグループは日付に基づいてフ ァ イルを イ ンス ト ールし、

別のフ ァ イルグループはフ ァ イルバージ ョ ンがターゲッ ト マシンのフ ァ イルバージ ョ ンよ り古い場合にのみフ ァ

イルを イ ンス ト ールする とい う設定が可能で し た。

フ ァ イルのバージ ョ ン規則に基づいたフ ァ イルのイ ンス ト ール

InstallShield 2016 では、 フ ァ イルのバージ ョ ン規則とい う方法を使用し て、 ターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされ

る必要のある フ ァ イルを決定し ます。 コ ンポーネン ト レベルでフ ァ イルのバージ ョ ン規則をオーバーラ イ ド する

唯一のオプシ ョ ンは、 上書き し ない プロパテ ィ を [ はい ] に設定する こ と です。

フ ァ イルのバージ ョ ン規則の代替規則

ほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンにと ってフ ァ イルのバージ ョ ン規則はデフ ォル ト のもので十分ですが、 アプ リ ケー

シ ョ ンの要件によ っては、 使用規則を管理し て、 フ ァ イルを上書きすべきか決定する必要がある場合があるかも

しれません。 このため、 フ ァ イルのバージ ョ ン規則には個別で使用し た り、 相互に使用し てフ ァ イルのバージ ョ

ン規則を変更する代替規則があ り ます。

REINSTALLMODE

フ ァ イルのバージ ョ ン規則を上書きする REINSTALLMODE のテ クニ ッ クは、 カス タムのバージ ョ ン規則を確立す

るためのグローバルな メ カニズムです。 このテ クニ ッ ク を使用する と、 イ ンス ト ールのすべてのフ ァ イルのバー

ジ ョ ン規則が影響を受けます。

タ スク REINSTALLMODE プロパテ ィ を使用するには、 次の操作を実行し ます。

1. プロパテ ィ  マネージャーを開きます。 

2. REINSTALLMODE とい う名前のプロパテ ィ を作成し ます。 

3. REINSTALLMODE プロパテ ィ に指定されたオプシ ョ ン コー ド に基づいて、 このプロパテ ィ の値を設定し ます。 
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イ ンス ト ーラーはイ ンス ト ール時にこのプロパテ ィ を読み取り、 その設定を使用し てフ ァ イルのバージ ョ ン指定

を上書き し ます。 この設定は、 再イ ンス ト ール時やアプ リ ケーシ ョ ン修復時にも イ ンス ト ーラーによ って使用さ

れます。

コ ンパニオン フ ァ イル

フ ァ イルのバージ ョ ン規則のオーバーラ イ ド にコ ンパニオン フ ァ イルのテ クニ ッ ク を使用する と、 コ ンパニオン 

フ ァ イルのイ ンス ト ールに基づいてフ ァ イルを イ ンス ト ールするよ う にフ ァ イルを構成できます。 このテ クニ ッ

クは、 い く つかのフ ァ イルのイ ンス ト ール状態をバイ ン ド し た方がよい場合に役立ちます。

たと えば、 バージ ョ ン指定されていないユーザーデータ フ ァ イルをバージ ョ ン指定されている .exe フ ァ イルにバ

イ ン ド させる こ とができます。 .exe がイ ンス ト ールされていない場合、 ユーザーデータはイ ンス ト ールされませ

ん。

更新の警告 -488: スク リ プ ト  フ ァ イルに古い形式のイベン ト があ り ま
す

スク リ プ ト  フ ァ イルに古い形式のイベン ト が見つかり ま し た。 ほとんどの InstallShield Professional スク リ プ ト イ

ベン ト は InstallShield 2016 でサポー ト されていますが、 利用できないものもい く つかあり ます。

同等の機能を持つイベン ト

• OnInstallingFile 

• OnUninstallingFile 

これらの 2 つのイベン ト は、 OnInstallFilesActionBefore および OnInstallFilesActionAfter に置き換えられま し た。 こ

れらのイベン ト は Install、 Uninstall、 および Maintenance で呼び出されます。

OnInstallFilesActionBefore イベン ト は、 イ ンス ト ールがコ ンポーネン ト の [ アクシ ョ ン ] 状態に基づいて、 そのコ

ンポーネン ト に含まれる フ ァ イルを ターゲッ ト マシンに追加、 またはターゲッ ト マシンから削除する準備を行っ

ている間に呼び出されます。 アン イ ンス ト ール時、 フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト の削除、 フ ァ イルの COM データ

の登録解除など、 ソースフ ァ イルを必要とするすべての関連アクシ ョ ンは既に実行されています。

OnInstallFilesActionAfter イベン ト は、 イ ンス ト ールがフ ァ イルを ターゲッ ト マシンに追加またはターゲッ ト マシン

から削除し終わった と きに呼び出されます。 イ ンス ト ール時には、 NT サービスの登録や ODBC エン ト リの作成な

どのフ ァ イルに関連する イ ンス ト ールアクシ ョ ンはまだ実行されていません。

メ モ • OnInstallFilesActionBefore イベン ト および OnInstallFilesActionAfter イベン ト を使用する と きには、 Windows 

Installer API 関数の MsiGetComponentState を使用し てコ ンポーネン ト のアクシ ョ ン状態を指定する こ とができま

す。

部分的にサポー ト されるイベン ト

OnSelfRegistrationError イベン ト は、 XCopyFile 関数を使用し てソース メ デ ィ アにアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを コ

ピーする場合に呼び出されます。

サポー ト されないイベン ト

以下のイベン ト は InstallShield 2016 でサポー ト されません :
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• OnFileReadOnly 

• OnFileLocked 

• OnNextDisk 

• OnRemovingSharedFile 

• OnFileError 

• OnInternetError 

• OnMD5Error 

更新の警告 495: ODBC コ アがデフ ォル ト でイ ンス ト ールされていませ
ん

ODBC コアはデフ ォル ト でイ ンス ト ールされていません。 これがセ ッ ト ア ッ プに必須の場合、 [ 再配布可能フ ァ イ

ル ] ビ ューから MDAC マージ モジュールを選択し て く だ さい。

ODBC イ ンス ト ールのための MDAC の必要条件

InstallShield Professional では ODBC コ アおよび ODBC ド ラ イバーを イ ンス ト ールするオブジ ェ ク ト を含んでいま

すが、 InstallShield 2016 ではこの機能を直接サポー ト し ていません。 Microsoft では ODBC を MDAC のサブセ ッ ト

と し てイ ンス ト ールする こ と を必要と し ているため、 Windows Installer は ODBC コ アの直接イ ンス ト ールをサポー

ト し ていません。

ア ッ プグレー ド エラーと警告 (InstallShield—Windows 
Installer Edition からのア ッ プグレー ド )

この表は、 InstallShield—Windows Installer Edition で作成し たプロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) を InstallShield にア ッ プ

グレー ド し たと きに生じ る可能性があるエラー、 および警告について ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト を示し て

います。 

テーブル 11-14 • ア ッ プグレー ド エラーと警告

エラー / 警告番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-100 このエラーは、 コ ンポーネン

ト のキーパスに設定されたレ

ジス ト リ値を持つプロジ ェ ク

ト をア ッ プグレー ド し ている

と きに表示されます。

レジス ト リ値を コ ンポーネン ト のキーパス と し て設定

する こ とはできません。 このエラーを回避するには、

このキーパスを コ ンポーネン ト から削除し ても う一度

ア ッ プグレー ド を試みて く だ さい。

-201 プロジ ェ ク ト に重複し たフ ァ

イル名を もつコ ンポーネン ト

が含まれている場合、 このエ

ラーが表示されます。 ア ッ プ

グレー ドはこれらのフ ァ イル

の 1 つだけを保持し、 残り を

削除し ます。

この問題を回避するには、 同一のコ ンポーネン ト の中

に複製フ ァ イル名がないよ う にし て く だ さい。
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-2007

-2011

-2121

-2122

このエラーは、 ア ッ プグレー

ド で古いテーブル構造から情

報を読み取れなかった り、 新

しいテーブル構造に情報を書

き込めない場合に生じ ます。

フ ァ イルがア ッ プグレー ド されてから、 エラーのあっ

た部分に移動し て設定を再挿入する必要があり ます。

-6020 基本の MSI プロジ ェ ク ト で

は、 スク リ プテ ィ ングビル

ボー ドがサポー ト されな く な

り ま し た。 このプロパテ ィ は

ア ッ プグレー ド されません。

プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し た後にこのプロパ

テ ィ のサポー ト を追加するには、 プロジ ェ ク ト を 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に変換し て、 ビルボー ド

を [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューに追加し

て く だ さい。

-6021 パス変数にはアポス ト ロ フ ィ

を含める こ とはできません。

この文字は無効な文字です。

名前が変更されます。

セ ッ ト ア ッ プを正常にビルド するには、 プロジ ェ ク ト

をア ッ プグレー ド し た後に、 このパス変数を参照し て

いるすべての参照を更新し て く だ さい。

-6022 カス タム アクシ ョ ンで指定さ

れた MSI フ ァ イルを開 く こ と

はできません。 ソースプロパ

テ ィ は変換されません。

プロジ ェ ク ト を正常にビルド するには、 プロジ ェ ク ト

をア ッ プグレー ド し た後に、 カス タム アクシ ョ ンの "

ソース " プロパテ ィ に MSI フ ァ イルの製品コー ド を入

力し て く だ さい。

-6023 システムには必要なコー ド 

ページがイ ンス ト ールされま

せん。 関連のある文字列テー

ブルの値が正し く ア ッ プグ

レー ド されません。

プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する前に、 適切なコー

ド ページを イ ンス ト ールし て く だ さい。

-6026 このエラーは、 InstallShield の

定義済みパス変数と同じユー

ザー定義のパス変数が 

InstallShield—Windows Installer 

Edition にある場合に発生し ま

す。

正し く ア ッ プグレー ド する為には、 InsallShield—

Windows Installer Edition 　 プロジ ェ ク ト のユーザー定義

のパス変数を削除し てから、 プロジ ェ ク ト を 

InstallShield にア ッ プグレー ド し て く だ さい。 ア ッ プグ

レー ド後、 プロジ ェ ク ト を InstallShield で開き、 ユー

ザー定義パス変数に相当する新しいパス変数を作成し

ます。 InstallShield プロジ ェ ク ト のすべてのリ フ ァ レン

スをア ッ プデー ト し ます。

テーブル 11-14 • ア ッ プグレー ド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
Windows Installer ラ ン タ イムエラーの HRESULT 値
ISRegSrv.dll は、 ターゲッ ト  システムで自動登録フ ァ イルを登録および登録解除する カス タム アクシ ョ ンから呼び

出される InstallShield DLL です。 この DLL は、 特定の理由で失敗する と、 Windows Installer ラ ン タ イムエラーの 

1904 または 1905 を表示し ます。 

• 1904: モジュール [2] の登録に失敗し ま し た。 HRESULT [3]. 

• 1905: モジュール [2] の登録解除に失敗し ま し た。 HRESULT [3]. 

[3] は、 InstallShield のカス タム HRESULT である場合があ り ます。

-6031 プロパテ ィ 名 

"sOldPropertyName" に無効な

文字が含まれています。 名前

は sNewPropertyName" に変更

されます。 プロジ ェ ク ト を正

常にビルド するには、 プロ

ジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し

た後に、 このプロパテ ィ 名の

リ フ ァ レンスをすべて更新し

て く だ さい。

プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し た後、 古いプロパ

テ ィ 名のリ フ ァ レンスすべてを新しいプロパテ ィ 名に

変更し ます。

テーブル 11-15 • Windows Installer ラ ン タ イムエラーの HRESULT 値

HRESULT 説明

-2147220475 自動登録フ ァ イルのフ ァ イル拡張子が無効です。

-2147220474 実行可能フ ァ イルのフ ァ イル拡張子ですが実際は実行不可能で

す。

-2147220473 汎用登録エラー。

-2147220472 汎用登録解除エラー。

テーブル 11-14 • ア ッ プグレー ド エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番号 メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エ ラーと警告
DIFxAPI エラー (InstallScript プロジ ェ ク ト )
このテーブルは、 DIFx ド ラ イバー関数を呼び出し て戻すこ とができる DIFxAPI エラーのリ ス ト です。 DIFx ド ラ イ

バー関数からの戻り値が、 Win32 エラー ( 正の戻り値 ) の場合、 ISERR_WIN_BASE がエラーに追加されて、 エラー

が ISERR_SUCCESS 以下である こ と を示し ます。 Win32 エラーに関する最新ド キュ メ ン ト は、 MSDN Library を参照

し て く ださい。

テーブル 11-16 • DIFxAPI エラー (InstallScript)

戻り値 説明

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED DIFx サポー ト が有効になっていないか、 または、 Disable( 

SERVICE_DIFX_* ) ) を使用し て無効にされたかを示し ます。 DIFx サポー

ト の有効化に関する情報については、 「デバイス ド ラ イバーのイ ンス

ト ール」 を参照し て く だ さい。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_INVALID_FUNCTION

difxapi.dll が (in SUPPORTDIR) に見つからなかった、 または、 エクス

ポー ト された関数が見つからなかったこ と を示し ます。 DIFx サポー ト

がプロジ ェ ク ト で有効にし たこ と を確認し て く だ さい。

ERROR_DEPENDENT_APPLICATIONS_

EXIST

関数は、 ド ラ イバー パッ ケージ と指定されたアプ リ ケーシ ョ ンの間の

関連付けを削除し ま し たが、 他のアプ リ ケーシ ョ ンがド ラ イバー パッ

ケージに関連付けられているため関数は、 ド ラ イバー パッ ケージをア

ン イ ンス ト ールし ませんで し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_ALREADY_EXISTS

ド ラ イバー パッ ケージは、 既にプレ イ ンス ト ールされてお り、 再度プ

レ イ ンス ト ールされませんで し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_INSUFFICIENT_BUFFER

pDestInfPath バッ フ ァーが小さすぎるため、 要求された .inf フ ァ イル パ

スを取得できませんで し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_FILE_NOT_FOUND

指定された .inf フ ァ イルが見つかり ませんで し た。

ERROR_DRIVER_PACKAGE_NOT_IN_ST

ORE

.inf フ ァ イルが、 DriverPackageInfPath によ って指定された .inf フ ァ イル

に対応する ド ラ イバー ス ト アの中に存在し ません。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_NO_MORE_ITEMS

このエラー コー ドは、 DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT 定

数が指定されている と きのみ適用し ますが、 DRIVER_PACKAGE_FORCE 

定数が指定されていません。 この場合、 関数は、 指定された ド ラ イ

バー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールし ませんで し た。 これは、 指定さ

れた ド ラ イバー パッ ケージはデバイス ツ リーの中のデバイス と一致し

ま し たが、 各デバイスに既にイ ンス ト ールされている ド ラ イバーは、

指定された ド ラ イバー パッ ケージよ り もそのデバイス と よ り適合性が

高いからです。 これは、 存在し ている、 および、 存在し ていないデバ

イスに適用し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2881



第 11 章 リ フ ァ レンス

エ ラーと警告
ERROR_NO_SUCH_DEVINST このエラー コー ドは、 DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT 定

数が指定されている と きのみ適用し ます。 ド ラ イバー パッ ケージがデ

バイス ツ リーのデバイスに一致し なかったため、 関数は、 指定された

ド ラ イバー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールし ませんで し た。 これは、

存在し ている、 および、 存在し ていないデバイスに適用し ます。

ERROR_NO_DEVICE_ID ド ラ イバー パッ ケージは、 現在のプ ラ ッ ト フ ォームがサポー ト する

ハー ド ウ ェ ア ID または 互換性 ID を指定し ません。

ERROR_MISSING_FILE .inf フ ァ イルによ って参照されたフ ァ イルが見つからなかったため、 関

数は、 ド ラ イバーをプレ イ ンス ト ールし ませんで し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_CANNOT_MAKE

関数は、 ド ラ イバーをプレ イ ンス ト ールし ませんで し た。

TRUST_E_NOSIGNATURE ド ラ イバー パッ ケージは、 署名されていません。

CERT_E_EXPIRED ド ラ イバー パッ ケージの署名に使用された証明書は、 期限が切れてい

ます。

CERT_E_WRONG_USAGE ド ラ イバー パッ ケージの証明書は、 要求された使用法に有効ではあり

ません。 ド ラ イバー パッ ケージが、 有効 WHQL 署名を持たないため、

以下の状況が発生し た場合、 関数は、 このエラー コー ド を戻し ます。

• ド ラ イバーの署名ダイアログ ボ ッ クスに応答し て、 ユーザーは、

ド ラ イバー パッ ケージを イ ンス ト ールし ないこ と を選択し ま し た。

• DRIVER_PACKAGE_SILENT 定数が指定されています。

CRYPT_E_FILE_ERROR ド ラ イバー パッ ケージのカ タ ログが見つからなかった、 または、 関数

がド ラ イバー パッ ケージの署名を確認し よ う と し た と き他のエラーが

発生し た可能性があ り ます。

ERROR_INVALID_CATALOG_DATA ド ラ イバー パッ ケージのカ タ ログ フ ァ イルが無効、 または、 見つかり

ませんで し た。

ERROR_SIGNATURE_OSATTRIBUTE_M

ISMATCH

証明書は、 現在の Windows バージ ョ ンに対し て有効でないか、 期限が

切れています。 

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_SHARING_VIOLATION

ド ラ イバー ス ト アのド ラ イバー パッ ケージのコ ンポーネン ト がスレ ッ

ド またはプロセスによ ってロ ッ ク されています。 これは、 呼びだ され

ているスレ ッ ド またはプロセス以外のプロセスまたはスレ ッ ドが現在

同じ ド ラ イバー パッ ケージをアクセス中のと き発生し ます。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_ACCESS_DENIED

管理者グループのメ ンバーのみ、 この機能にアクセスする こ とができ

ます。 

テーブル 11-16 • DIFxAPI エラー (InstallScript) ( 続き )

戻り値 説明
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" 文字列  PRODUCT_NAME が文字列テーブルで見つかり
ません " エラー

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を InstallScript プロジ ェ ク ト に変換する最中、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト が実行でき

なかった場合にこのエラーが発生し ます。 SHELL_OBJECT_FOLDER = @PRODUCT_NAME; がスク リ プ ト に含まれて

いるかど うかを確認し て く だ さい。

メ モ • SHELL_OBJECT_FOLDER を OnFirstUIBefore で設定する必要はあ り ません。 スク リ プ ト に以下の行が含まれ

ている場合、 これを削除し て く だ さい :

SHELL_OBJECT_FOLDER = @PRODUCT_NAME;"

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_BAD_ENVIRONMENT

この呼び出しが実行された Windows バージ ョ ンは、 この操作をサポー

ト し ていません。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_INVALID_PARAMETER

指定されたパラ メ ーターが有効ではあ り ません。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_INVALID_NAME

指定された .inf フ ァ イル パスが有効ではあり ません。 

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_FILENAME_EXCED_RANGE 

指定された .inf フ ァ イル パスの文字の長さが、 サポー ト されている最

大の長さ を超えています。 

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_CANT_ACCESS_FILE

指定された .inf フ ァ イルがシステム .inf フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ にないた

め、 ド ラ イバー パッ ケージ フ ァ イルをプレ イ ンス ト ールできませんで

し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_OUTOFMEMORY

使用可能なシステム メ モ リが、 ド ラ イバー パッ ケージのプレ イ ンス

ト ールに足り ませんで し た。

ERROR_UNSUPPORTED_TYPE ド ラ イバー パッ ケージ タ イプがサポー ト されていません。

ERROR_IN_WOW64 32 ビ ッ ト  バージ ョ ン DirectX は、Win64 システム上で動作し ません。64 

ビ ッ ト  バージ ョ ンの DIFxAPI が必要です。

ERROR_INSTALL_FAILURE イ ンス ト ールが失敗し ま し た。

ISERR_WIN_BASE + 

ERROR_INVALID_FUNCTION

ド ラ イバー パッ ケージは、 Plug and Play (PnP) 関数ド ラ イバー用ではあ

り ません。

テーブル 11-16 • DIFxAPI エラー (InstallScript) ( 続き )

戻り値 説明
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エ ラーと警告
InstallScript エラー情報
InstallScript コ ンパイ ラは [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウにエラー メ ッ セージを表示し ます。 通常メ イ ン ウ ィ ン ド ウの下に配

置される このウ ィ ン ド ウには、 [ コ ンパイル ] タ ブがあ り ます。 出力ウ ィ ン ド ウが存在し ない場合、 InstallShield の 

[ 表示 ] メ ニューで、 [ 出力 ] を ク リ ッ ク し ます。

セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト に、 エラーを識別する次の種類のエラー メ ッ セージが表示されます。

InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー
構文エラーがある場合、 フ ァ イル Setup.inx を作成できず、 コ ンパイ ラによ って以下のエラー メ ッ セージの 1 つが

表示されます : 構文エラーが 1 つしかない場合でも、 複数のメ ッ セージがコ ンパイ ラで生成される こ とがあ り ま

す。 最初のエラー メ ッ セージは構文エラーによる ものです。 その他のエラー メ ッ セージは、 エラーのある部分以

降のステー ト メ ン ト を コ ンパイ ラが解決できないために ト リ ガーされます。

ヒ ン ト • スク リ プ ト で複数の構文エラーが生成される場合、 最初の 1 つを修正し てから再コ ンパイルし ます。 最初

のエラーを修正する こ とによ り、 その他のエラーの 1 つまたは複数を解決できる こ とがあり ます。

テーブル 11-17 • エラー メ ッ セージの種類

エラー メ ッ セージの種類 範囲

警告 C7501 から C7503

構文と コ ンパイ ラー エラー C8001 から C8522

致命的なエラー F8501 から F8519

内部エラー C9001

テーブル 11-18 • InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー

エラー番号 メ ッ セージ

C8001 複数のメ イ ンプログラムが定義されています

C8002 関数名が必要です

C8003 プロ ト タ イプ宣言を し ていない関数です

C8004 ID がすでに宣言されています

C8005 関数が DLL 関数と し て定義されています

C8006 関数名の後に '(' があ り ません

C8007 コ ンマが必要です

C8008 ID が必要です
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エ ラーと警告
C8009 パラ メ ーターが多すぎます

C8010 右の括弧があり ません

C8011 関数の最初に 'begin' があり ません

C8012 セ ミ コ ロンが必要です

C8013 予期し ないソースフ ァ イルの終わり です

C8014 ID がすでに定義されています

C8015 既に定義されている メ ンバー名です

C8016 ラベルが定義されていません

C8017 typedef (struct) 名が必要です

C8018 typedef オブジ ェ ク ト はこのコ ンテキス ト では規則違反です

C8019 タ イプ宣言が必要です

C8020 パラ メ ーターリ ス ト が必要です

C8021 'typedef' の後に 'begin' があ り ません

C8022 コ ンマまたはセ ミ コ ロンが必要です

C8023 右の括弧が必要です

C8024 無効な配列 / 文字列のサイズです

C8025 未定義の ID

C8026 識別子の使用方法が無効です

C8027 オペラ ン ドがあり ません

C8028 オペレータが解読できません

C8031 関数が呼び出されません

C8032 メ ンバー参照があり ません

C8033 実体のない配列です

C8034 式があり ません

テーブル 11-18 • InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ
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C8035 ステー ト メ ン ト ラベルが必要です

C8036 引数が多すぎます

C8037 変数が必要です

C8038 数値が必要です

C8039 ス ト リ ング値が要求されま し た

C8040 引数リ ス ト が不完全です

C8042 文字列あるいは配列が必要です

C8043 typedef ポイ ン ター型が必要です

C8044 typedef タ イプが必要です

C8045 メ ンバー名が見つかり ません

C8046 数値の変数が必要です

C8047 変数のア ド レスのみを取る こ とができます

C8048 マク ロ名があり ません

C8049 #if/#elif に式があ り ません

C8050 #if/#elif の式が無効です

C8051 文字列リ テラルの終わりがあり ません

C8052 拡張マク ロのテキス ト が大きすぎます

C8053 識別子が #define マク ロではあ り ません

C8054 イ ン クルー ド フ ァ イルの名前があり ません

C8055 #elif の前に #if があり ません

C8057 #else の前に #if があ り ません

C8058 #endif の前に #if があ り ません

C8059 プ リ プロセ ッサコ マン ドが認識されません

C8062 定数オペラ ン ドが必要です

テーブル 11-18 • InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ
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C8063 入力された行が長すぎます

C8064 コ メ ン ト が終了されていません

C8065 文字列リ テラルが 255 文字を超えています

C8066 フ ァ イルの終わり に #endif ステー ト メ ン ト があ り ません

C8067 整数定数が長すぎます

C8068 認識されない文字が見つかり ま し た

C8069 プ リ プロセ ッサコ マン ドは行の最初に置いて く だ さい

C8070 文字列定数が必要です

C8071 コ ロンが必要です

C8072 'elseif' を 'else' の後に置 く こ とはできません

C8073 キーワー ド 'then' があ り ません

C8074 'else' 句は既に存在し ています

C8075 'default' ラベルは既に存在し ています

C8076 ステー ト メ ン ト に複数の case ラベルがあ り ます

C8077 ラベルがすでに定義されています

C8078 ラベルが、 この for ループで無効です

C8079 ステー ト メ ン ト が無効です

C8080 関数の引数があり ません

C8081 代入結果が無効です

C8082 switch の後に '(' があ り ません

C8083 switch の後に ')' があ り ません

C8084 switch の後に 'case' があ り ません

C8085 '=' があ り ません

C8086 'to' または 'downto' があ り ません

テーブル 11-18 • InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ
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エ ラーと警告
エラー C8001

メ ッ セージ

' プログラム ': 複数のメ インプログラムが定義されています

説明

メ イ ンプログラムブロ ッ クの後にキーワー ド プログラムが検出されま し た。

C8087 プログラムから値を返すこ とができません

C8088 if ステー ト メ ン ト 内部にあり ません

C8089 for ステー ト メ ン ト 内部にあ り ません

C8090 repeat ステー ト メ ン ト 内部にあり ません

C8091 while ステー ト メ ン ト 内部にあ り ません

C8092 関数が呼び出されま し たが定義されていません

C8093 typedef 中の文字列のサイズが必要です

C8097 構文エラー

C8098 DLL 名の後に '.name' があり ません

C8099 DLL 関数名が必要です。

C8100 この DLL には関数が定義されていません

C8101 この関数に DLL を指定する必要があり ます

C8112 typedef にそれ自体が含まれています

C8113 外部変数をローカル変数にする こ とはできません

C8114 プ リ プロセ ッサ ユーザー定義エラー

C8126 ' テキス ト ': 文字列変数が必要です

C8127 try/catch/endcatch 内でラベルが不正です

C8128 try/catch/endcatch 内で goto が不正です

C8522 アクセスが拒否されま し た。

テーブル 11-18 • InstallScript 構文またはコ ンパイ ラ エラー ( 続き )

エラー番号 メ ッ セージ
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ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

スク リ プ ト はキーワー ド プログラムで始ま り、 キーワー ド endprogram で終わる メ イ ン プログラム ブロ ッ ク をひ

とつのみ含むこ とができます。 メ イ ンプログラムブロ ッ ク をひとつだけ利用するスク リ プ ト に再構築し ます。

スク リ プ ト に複数ソースフ ァ イルが含まれていて、 これらのソースフ ァ イルの一つ以上がメ イ ンプログラムブ

ロ ッ ク を含む場合にはこのエラー メ ッ セージが発生し ます。

エラー C8002

メ ッ セージ

' テキス ト ': 関数名が必要です

説明

テキス ト  が指定し た場所に、 コ ンパイ ラが関数名を必要と し ています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

パラ メ ーターリ ス ト の前に不足し ている、 あるいはスペル ミ ス し た関数名を確認し ます。

以前の行でセ ミ コ ロンが抜けていないかど うかをチ ェ ッ ク し ます。

エラー C8003

メ ッ セージ

' 名前 ' :  プロ ト タ イプ宣言を していない関数です

説明

名前が指定し た関数がプロ ト タ イプ ステー ト メ ン ト で宣言されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数が宣言されていない場合、 現在のブロ ッ ク ( メ イ ンプログラムまたは関数定義 ) の前にプロ ト タ イプステー ト

メ ン ト を挿入し ます。

関数が現在のブロ ッ ク以前に宣言されている場合、 プロ ト タ イプステー ト メ ン ト の関数宣言と関数定義の関数

ヘ ッ ダーと を比較し ます。 関数名のスペルがどち ら も同じ である こ と、 そ し てパラ メ ーターの数と種類が一致す

る こ と を確認し て く だ さい。

関数がスク リ プ ト の後の方で宣言される場合、 宣言を現在のブロ ッ クの前に移動させます。

エラー C8004

メ ッ セージ

' 名前 ' : 識別子が既に宣言されています
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説明

名前 で指定された識別子は、 ブロ ッ ク内で既に宣言されています。 識別子は、 同じ ブロ ッ クで一度だけ宣言する

こ とができます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラーが発生し た メ イ ンプログラムブロ ッ ク、 または関数ブロ ッ ク を調べて、 最初の識別子の宣言を見つけ出し

ます。 2 番目の宣言が単なる重複であった場合は、 それを削除し ます。 2 番目の宣言が最初の宣言とは別の変数で

ある場合、 2 番目の宣言の識別子名を変更し、 それが参照するスク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト をア ッ プ

デー ト し ます。

以前の変数の宣言が見つからなかった場合、 InstallScript で予約されている識別子名を宣言し ている可能性があ り

ます。 予約語はスク リ プ ト  エデ ィ ター内で色がついた構文です。

エラー C8005

メ ッ セージ

名前 ' :  関数が DLL 関数と して定義されています

説明

名前が指定し た関数の関数定義が無効です。 これは関数がプロ ト タ イプ ステー ト メ ン ト で DLL 関数と し て宣言さ

れているためです。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数が DLL 関数でない場合、 DLL フ ァ イル名を関数プロ ト タ イプから削除し て く だ さい。

ユーザー定義関数の名前が DLL 関数名と競合する場合、 ユーザー定義関数の名前を変更し てその名前を参照する

スク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト をア ッ プデー ト し ます。 ユーザー定義関数をプロ ト タ イプステー ト メ ン

ト で必ず宣言し て く だ さい。

エラー C8006

メ ッ セージ

' テキス ト ': 関数名の後に '(' があり ません

説明

コ ンパイ ラが関数定義の関数名の後に開き丸カ ッ コ を必要とする場所に テキス ト  が示し た文字 ( 単数または複数

) があり ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数のパラ メ ーター リ ス ト が、 かっ こで括られているかを確認し ます。 関数にパラ メ ーターがない場合、 括弧は

空白と な り ます。

関数名と そのパラ メ ーターリ ス ト の間にはスペースのみが入っている こ と を確認し ます。
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エ ラーと警告
エラー C8007

メ ッ セージ

' テキス ト ': コンマが必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 コ ンマが必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが関数宣言の中で発生し た場合、 パラ メ ーター宣言を分割するために必要なコ ンマが不足し ています。

このエラーが関数呼び出しの中で発生し た場合、 パラ メ ーターを分割するために必要なコ ンマが不足し ています。

エラー C8008

メ ッ セージ

' テキス ト ': 識別子が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 識別子が必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが変数宣言の中で発生し た場合、 データ型の後に識別子があるか、 不要な句読点がないか、 そ し て識

別子が利用可能な文字のみを含んでいるかを確認し ます。

このエラーが関数呼び出しの中で発生し た場合、 各引数ペアがコ ンマひとつのみで区切られているかを確認し ま

す。

エラー C8009

メ ッ セージ

' テキス ト ': パラ メーターが多すぎます

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 関数に宣言された数以上のパラ メ ーターを含む関数呼び出しパ

ラ メ ーターリ ス ト にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数呼び出しに所属し ない引数 ( 単数または複数 )  を識別するには、 関数呼び出しの引数の種類と その数と、 そ

の関数に宣言されたパラ メ ーターの種類と数と を比較し ます。
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エラー C8010

メ ッ セージ

' テキス ト ': パラ メーターが多すぎます

説明

テキス ト  が指定し た文字 (1 つまたは複数 ) が、 括弧の右側が必要な位置にあ り ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラーは通常、 関数定義内の関数ヘ ッ ダーにあるパラ メ ーターリ ス ト で括弧の右側が足り ない場合に ト リ ガーさ

れます。

エラー C8011

メ ッ セージ

'end': 関数の最初に 'begin' があり ません

説明

関数宣言にキーワー ド begin があり ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数の最初のステー ト メ ン ト の前にキーワー ド begin を挿入し て く だ さい。 ローカル変数宣言は関数ヘ ッ ダーと

キーワー ド begin の間に配置し な く てはな り ません。 関数ヘ ッ ダーそのものをセ ミ コ ロンで終了させる こ とはでき

ません。

エラー C8012

メ ッ セージ

' テキス ト ': セ ミ コロンが必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 セ ミ コ ロンが必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ミ コ ロンを挿入し て、 エラー場所の直前にあるステー ト メ ン ト を終了し て く だ さい。

エラー C8013

メ ッ セージ

予期しないソースフ ァ イルの終わり です
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説明

現在のプログラムまたは関数ブロ ッ ク を閉じ るのに必要なキーワー ドが見つからないまま、 コ ンパイ ラがソース

フ ァ イルの終わり に到達し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

• スク リ プ ト に関数定義が含まれる場合、 各関数定義がキーワー ド end と セ ミ コ ロンで終了されているか確認

し て く ださい。 

• typedef ブロ ッ クが end ステー ト メ ン ト で閉じ られているか確認し て く だ さい。 

• フ ロー制御ブロ ッ クが正し く 閉じ られているか確認し て く だ さい。 

• #if ステー ト メ ン ト 、 #ifdef ステー ト メ ン ト 、 そし て #ifndef ステー ト メ ン ト すべてに対応する #endif ステー ト

メ ン ト がある こ と を確信し て く だ さい。 . 

エラー C8014

メ ッ セージ

' 名前 ' :  識別子が既に定義されています

説明

name で指定された識別子は、 構造内で既に宣言されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

スク リ プ ト と エラー場所の前に含まれているスク リ プ ト 何れかを調査し て、 識別子の最初の宣言を見つけます。 2 

番目の宣言が単なる重複であった場合は、 それを削除し ます。 2 番目の宣言を最初の宣言とは別の識別子とする場

合、 2 番目の宣言で識別子名を変更し、 それが参照するスク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト をア ッ プデー ト し

ます。

エラー C8015

メ ッ セージ

' 名前 ' :  メ ンバーが既に定義されています

説明

name で識別された メ ンバーは、 構造内で既に宣言されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラーが発生し た構造を調べて メ ンバーの最初の宣言を見つけます。 2 番目の宣言が単なる重複であった場合は、

それを削除し ます。 2 番目の宣言を最初の宣言とは別のメ ンバーとする場合、 2 番目の宣言で メ ンバー名を変更

し、 それが参照するスク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト をア ッ プデー ト し ます。
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エラー C8016

メ ッ セージ

' 名前 ' :  未定義のラベルです :

説明

name が指定し た識別子が、 定義されていないラベルを参照する goto ステー ト メ ン ト で利用されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラーはエラー場所の直ぐ上に見つかり ま し た。 名前を参照する goto ステー ト メ ン ト を検出し ます。 goto ステー

ト メ ン ト がプログラムブロ ッ ク内にある場合、 プログラムブロ ッ ク内で定義されたラベルを参照し な く てはな り

ません。 goto ステー ト メ ン ト が関数定義にある場合、 その関数定義で定義されたラベルを参照し な く てはな り ま

せん。 フ ロー制御を行うか、 またその場所でラベルを定義するかを決定し ます。

エラー C8017

メ ッ セージ

' テキス ト ': typedef (struct) 名が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 typedef 宣言が必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

データ型が宣言された変数へ指定されたこ と を確認し ます。 データ型の予約語のスペルが正しいこ と、 そ し てす

べて大文字である こ と を確認し て く だ さい。

そのデータ型に複数の変数が宣言されている場合、 各識別子名がその他の句読点ではな く コ ンマで分割されてい

る こ と を確認し て く だ さい。

データ宣言がセ ミ コ ロンで終了されている こ と を確認し ます。

パラ メ ーターと し て構造へポイ ン ターを宣言する関数プロ ト タ イプでエラーが発生し た場合、 関数プロ ト タ イプ

の以前に構造が宣言されている こ と を確認し ます。

エラー C8018

メ ッ セージ

'text'; typedef オブジ ェ ク ト はこのコンテキス ト では規則違反です

説明

text が指定する構造タ イプが不正な場所にあり ます。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 構造タ イプをパラ メ ーターの一つと し て宣言する関数プロ ト タ イプ内で発生し ます。 これは受け

入れられません。 その代わり に、 パラ メ ーターを構造へのポイ ン ターと し て宣言し ます。 パラ メ ーターは次に示

し たよ う に、 キーワー ド POINTER を使った構造タ イプの名前に続きます :

 typedef RECT

begin

SHORT sX;

SHORT sY;

end;

RECT Rectangle;

RECT POINTER pRect;

prototype SizeRectangle(RECT POINTER);

エラー C8019

メ ッ セージ

' テキス ト ' : タ イプ宣言が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 データ宣言が必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

一般的にこのエラーは、 エラー場所の前にある行で、 データ宣言の最後にセ ミ コ ロンが不足し ている場合に発生

し ます。 また、 関数ヘ ッ ダーがセ ミ コ ロンで終了されている場合にも関数定義内で起こ り ます。

エラー C8020

メ ッ セージ

' テキス ト ': パラ メーターリ ス ト が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 対応するパラ メ ーターリ ス ト がないプロ ト タ イプ宣言の直後に

あ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所の上にある関数のパラ メ ーターリ ス ト を指定し ます。 関数がパラ メ ーターを持たない場合、 関数名の

後に中身が空白の括弧を配置し て空白リ ス ト を指定し ます。

エラー C8021

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 'typedef' の後に 'begin' があり ません
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説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 typedef ステー ト メ ン ト 内のキーワー ド begin が必要な場所にあ

り ま し た。 typedef ステー ト メ ン ト では、 キーワー ド begin の後に構造名が続かな く てはな り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

構造名の後、 句読点を挟まずにキーワー ド begin を挿入し ます。

エラー C8022

メ ッ セージ

' テキス ト ' : コンマまたはセ ミ コロンが必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 コ ンマまたはセ ミ コ ロンが必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーがデータ宣言の近 く で発生し た場合、 識別子が有効である こ と、 およびデータ宣言がセ ミ コ ロンで終

了し ている こ と を確認し て く だ さい。 複数の識別子が同じ ステー ト メ ン ト 内で宣言されている場合、 それらがコ

ンマで区切られている こ と を確認し ます。

エラー C8023

メ ッ セージ

'text': 右の括弧が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 括弧の右側が必要な位置にあ り ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 配列への参照で右側の閉じ括弧が不足し ている場合に発生し ます。

エラー C8024

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 無効な配列 / 文字列のサイズです

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は、 文字列または配列の宣言には利用できません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

サイズイ ンジケーターが定数の場合、 スペルが正しいこ と を確認し て く だ さい。
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配列のサイズが 0 よ り も大きいこ と を確認し て く だ さい。

エラー C8025

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 未定義の識別子

説明

テキス ト によ って指定された識別子が宣言されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

スク リ プ ト 内のすべての識別子は、 メ イ ンプログラムブロ ッ ク内、 または関数ブロ ッ ク内で参照される前に宣言

する必要があ り ます。 識別子が宣言されている こ と を確認し て く だ さい。 宣言されている場合、 宣言で使われた

スペルがエラー場所の識別子のスペルと一致するかを確認し て く だ さい。

メ モ • スク リ プ ト はサポー ト されていない関数を呼び出す可能性があ り ます。 詳細については、 「サポー ト されて

いない関数」 を参照し て く だ さい。

変換後のコ ンパイル時の “‘INSTALLDIR’: 未定義の識別子 ”

エラー C8025 は、 識別子 ( この場合 INSTALLDIR) が宣言されていないこ と を意味し ます。 スク リ プ ト 内のすべて

の識別子は、 メ イ ンプログラムブロ ッ ク内、 または関数ブロ ッ ク内で参照される前に宣言する必要があり ます。

メ モ • エラー C8025  のエラー メ ッ セージそのものは特定のエラーではあり ません。 定義されていないものすべて

に発行されます。

(InstallScript MSI から InstallScript プロジ ェ ク ト への ) 変換処理中に行われる変更の一部と し て、 様々な IDE 要素に

ある INSTALLDIR が TARGETDIR に変更されます。 エラー C8025  は TARGETDIR の値がスク リ プ ト で設定されて

いない場合に発生し ます。

し たがって、 TARGETDIR の値は OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数の中でデフ ォル ト で設定されるよ う に

スク リ プ ト で設定する必要があ り ます。

次のコー ド を利用し て TARGETDIR を設定する こ とができます。

if ( ALLUSERS ) then

TARGETDIR = PROGRAMFILES ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

else

TARGETDIR = FOLDER_APPDATA ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME;

エラー C8026

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 識別子の使用方法が無効です
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説明

ステー ト メ ン ト 内で、 テキス ト  が指定し た識別子が不適切に利用されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 た と えば、 演算の中で構造名の代わり に構造タ イプ名を利用するなど、 様々なエラー

によ って ト リ ガーされます。 エラー場所のステー ト メ ン ト を調べて、 ステー ト メ ン ト にあるすべての演算子が適

切に利用されている こ と を確認し て く だ さい。

エラー C8027

メ ッ セージ

オペラン ドがあり ません

説明

コ ンパイ ラは演算子の後に必要なオペラ ン ド を検出できませんで し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 ソースフ ァ イルが演算子で終了されている不完全なステー ト メ ン ト にコ ンパイ ラが遭遇し た場合

に表示される場合があ り ます。

エラー C8028

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 未解決の演算子

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 解決できない式の後にあ り ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 式にオペラ ン ドが足り ない場合に発生し ます。 式にある各演算子を調べて、 各演算子が必要なオ

ペラ ン ド を含んでいる と を確認し て く だ さい。

エラー C8031

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 関数が呼び出されません

説明

テキス ト  が指定する文字 ( 単数または複数 ) が、 関数名の後にあ り ま し た。 こ こには引数リ ス ト の開き括弧が必

要です。
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エ ラーと警告
このエラーは、 関数呼び出しの結果が変数に割り当てられるステー ト メ ン ト で発生し ます。 メ ッ セージは関数名

に続 く 引数リ ス ト の中のエラーによ って ト リ ガーされます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

開き括弧を使って、 引数リ ス ト が関数名と区切られている こ と を確認し て く だ さい。

引数リ ス ト が指定されていない場合、 関数名の後に挿入し ます。 パラ メ ーターを必要と し ない関数を呼び出すと

きは、 関数名の後に中が空白の括弧を配置し ます。

エラー C8032

メ ッ セージ

' テキス ト ' : メ ンバー参照があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 メ ンバー名が必要な場所にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所にある コー ド行は、 構造のメ ンバーではな く 構造を参照し ます。 どの構造メ ンバーを参照し、 そのメ

ンバー名を挿入するのかを決定し ます。 必ずメ ンバー演算子を使って、 構造名と メ ンバー名を区切って く だ さい。

エラー C8033

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 実体のない配列です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) の前にある識別子は、 添え字無し配列変数です。 InstallScript では完

全な配列構造への参照を受け付けません。 各配列の要素を参照する必要があり ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

どの配列要素を参照するのか決定し、 添え字を使って配列内の位置を指示し ます。 添え字は角括弧内、 配列名の

直後に配置し な く てはな り ません。

エラー C8034

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 式があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 式が必要な場所にあ り ま し た。
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エ ラーと警告
ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは一般的には、 代入する値が不足し ている場合に代入ステー ト メ ン ト で発生し ます代入演算子の右側

へ式を挿入し ます。

定数を参照するステー ト メ ン ト でエラーが発生し た場合、 その定数の定義に定数名と値の両方が含まれている こ

と を確認し て く だ さい。

エラー C8035

メ ッ セージ

' テキス ト ' : ステー ト メ ン ト ラベルが必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 ラベルが必要な場所であるキーワー ド goto の後にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

キーワー ド goto の後にラベルを追加する、 または goto ステー ト メ ン ト を削除し て く ださい。

エラー C8036

メ ッ セージ

' 名前 ' : 引数が多すぎます

説明

name が指定し た関数が、 多 く の引数で呼び出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数呼び出しの引数と、 その関数の宣言にあるパラ メ ーターリ ス ト と比較し て く だ さい。 宣言で定義されていな

い関数呼び出しの引数 ( 単数または複数 ) を削除し て く ださい。

エラー C8037

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 変数が必要です

説明

テキス ト  が指定し た定数、 リ テ ラル値、 または構造メ ンバーが、 変数を必要とするパラ メ ーター位置で引数と し

て渡されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

パラ メ ーターに必要な種類の変数を宣言し、 その変数に定数またはリ テラル値を代入し ます。 そ し て、 定数また

はリ テ ラル値の代わり に変数を渡し ます。
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エ ラーと警告
InstallShield では参照を使って構造メ ンバーを渡すこ とはできません。 同じ種類の変数を構造メ ンバーと し て宣言

し、 新しい変数へ構造メ ンバーの値を代入し てから、 変数を代わり に渡し ます。 関数が戻った と き、 構造メ ン

バーへ変数の値を代入し ます。

エラー C8038

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 数値が必要です

説明

テキス ト  が指定し た数値以外の引数が、 数値引数を必要とするパラ メ ーター位置に渡されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

渡される引数すべてが、 該当するパラ メ ーター位置に適切なデータ型である こ と を確認し て く だ さい。 また、 必

要な引数がすべて含まれている こ と を確認し て く だ さい。

エラー C8039

メ ッ セージ

' 値 ' : 文字列値が必要です

説明

値 が指定し た番号が、 文字列データ を必要とする式、 ステー ト メ ン ト 、 あるいは関数引数にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

文字演算で、 すべてのオペラ ン ド と演算子が文字列データ と互換性を持っている こ と を確認し て く だ さい。

代入ステー ト メ ン ト で、 文字列変数へ割り当てる値がそれ自体文字列である こ と を確認し て く だ さい。

関数呼び出し で、 文字列を必要とするパラ メ ーター位置に文字列以外のデータ を渡し ていないこ と を確認し て く

ださい。

エラー C8040

メ ッ セージ

' 名前 ' : 引数リス ト が不完全です

説明

name が指定し た関数への呼び出しの中で、 １  つまたは複数の引数が不足し ています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

不足し ている引数を認識するためには、 関数呼び出し内の引数の種類と その数と、 関数へのパラ メ ーターの種類

と その数と を比較し て く だ さい。
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すべての引数が存在する場合、 それらがコ ンマで区切られているかを確認し て く だ さい。

エラー C8042

メ ッ セージ

'[' : 文字列あるいは配列が必要です

説明

角括弧の左側にある識別子は文字列または配列タ イプでな く てはな り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 文字列または配列以外の変数のイ ンデッ クス値を指定する と きに発生し ます。 角括弧の左側にあ

る識別子を調べて く だ さい。 それが文字列または配列ではない場合、 イ ンデッ クス値を削除するか、 または変数

を文字列または配列と し て宣言し ます。

エラー C8043

メ ッ セージ

' テキス ト ' : typedef イン ター型が必要です

説明

テキス ト  が指定する文字 ( 単数または複数 ) は、 構造へのポイ ン ターとのみ利用できます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーの一般的な原因と し て、 構造名と メ ンバー名との間にある構造ポイ ン ター演算子の誤った利用が挙げ

られます。 構造ポイ ン ター演算子は、 構造へのポイ ン ターと と もに参照されるレ コー ドのメ ンバーを指定する場

合のみ利用する こ とができます。 構造ポイ ン ター演算子を メ ンバー演算子と入れ替えて く だ さい。

エラー C8044

メ ッ セージ

' テキス ト ' : typedef 型が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は、 typedef ステー ト メ ン ト 内で宣言された構造とのみ利用する こ と

ができます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーの一般的な原因と し て、 構造へのポイ ン ターと メ ンバー名との間に利用し ている メ ンバー演算子の

誤った利用が挙げられます。 メ ンバー演算子は構造名と と もに参照される構造のメ ンバーを指定する場合のみ利

用する こ とができます。 メ ンバー演算子を構造ポイ ン ター演算子と入れ替えて く だ さい。
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エ ラーと警告
エラー C8045

メ ッ セージ

' 名前 ' : メ ンバー名が見つかり ません

説明

name が指定し た メ ンバーが、 現在参照し ている構造に存在し ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

指定し た メ ンバーの構造定数を確認し て く だ さい。

メ ンバー名のスペルを確認し て く だ さい。

エラー C8046

メ ッ セージ

数値の変数が必要です

説明

数値変数を必要とするパラ メ ーター位置に、 数値以外の引数が渡されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

引数を数値変数に差し替えて く だ さい。

エラー C8047

メ ッ セージ

'&' : 変数のア ド レスのみを取るこ とができます

説明

コ ンパイ ラは定数またはリ テ ラル上でア ド レス演算子を検出し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ア ド レス演算子 ( & ) は、 変数とのみ利用できます。

エラー C8048

メ ッ セージ

マクロ名があり ません
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エ ラーと警告
説明

エラー場所の #define ステー ト メ ン ト にマク ロ名があ り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

#define プ リ プロセ ッサ命令の後、 マク ロ値の前にマク ロ名を挿入し て く だ さい。

エラー C8049

メ ッ セージ

#if/#elif に式があり ません

説明

#if または #elif プ リ プロセ ッサ命令の後に、 コ ンパイルのフ ローを決定する有効な式があり ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 #if または #elif キーワー ドの後で式が指定されなかった場合に ト リ ガーされます。 これ

らの命令のいづれかの後に無効な式が続いた場合にも ト リ ガーされます。

エラー C8050

メ ッ セージ

'text' : #if/#elif の式が無効です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は #if または #elif プ リ プロセ ッサコ マン ド に続 く 式の中では無効で

す。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 #if または #elif キーワー ドの後の式が無効の場合に ト リ ガーされます。

エラー C8051

メ ッ セージ

文字列リ テラルの終わりがあり ません

説明

#define ステー ト メ ン ト にある文字列リ テ ラルに終わりの引用符があ り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラーが検出された行の上にある #define ステー ト メ ン ト を探し ます。 文字列定数は、 リ テ ラルの初めと終わり を

引用符で括って く だ さい。 数値定数は引用符で括らないで く だ さい。
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エ ラーと警告
エラー C8052

メ ッ セージ

拡張マクロのテキス トが大きすぎます

説明

#define ステー ト メ ン ト の識別子用に指定し たテキス ト が 256 文字を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

その識別子に指定し た文字列を短 く するか、 テキス ト を複数の短い文字列に分割し てから、 それぞれを #define ス

テー ト メ ン ト で指定し て く だ さい。 その後プログラムで文字列を連結し ます。

エラー C8053

メ ッ セージ

' 名前 ' : 識別子が #define マクロではあり ません

説明

#undef ステー ト メ ン ト で利用され、 name が指定し た識別子が定義されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

名前 が指定し た識別子のスペルを確認し て く ださい。

エラー C8054

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イルの名前があり ません

説明

プ リ プロセ ッサ命令 #include が、 含める フ ァ イルの名前を指定し ていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

含める ソースフ ァ イルの名前を指定する、 またはプ リ プロセ ッサ命令を削除し て く だ さい。

エラー C8055

メ ッ セージ

#elif の前に #if があり ません
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説明

コ ンパイ ラは、 #if 命令がない #elif 命令を検出し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所の前にあるステー ト メ ン ト を調べて、 #if  命令で始まる条件コ ンパイル命令を構築し て く ださい。

エラー C8057

メ ッ セージ

#else の前に #if があり ません

説明

コ ンパイ ラは、 #if 命令がない #else 命令を検出し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所の前にあるステー ト メ ン ト を調べて、 #if  命令で始まる条件コ ンパイル命令を構築し て く ださい。

エラー C8058

メ ッ セージ

#endif の前に #if があり ません

説明

コ ンパイ ラは、 #if 命令がない #endif 命令を検出し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所の前にあるステー ト メ ン ト を調べて、 #if  命令で始まる条件コ ンパイル命令を構築し て く ださい。

エラー C8059

メ ッ セージ

' テキス ト ' : プ リ プロセ ッサ コマン ドが認識されません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) で、 記号  # に続 く ものは、 プ リ プロセ ッサ コ マン ド と し て認識され

ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

プ リ プロセ ッサコマン ドが InstallShield スク リ プ ト で有効であり、 スペルが正しいこ と を確認し て く だ さい。
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エ ラーと警告
エラー C8062

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 定数オペラン ドが必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 定数が必要なステー ト メ ン ト 位置にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 キーワー ド case の後に定数またはリ テ ラルが続かない場合に switch...endswitch ブロ ッ

クで ト リ ガーされます。

エラー C8063

メ ッ セージ

入力された行が長すぎます

説明

ソースコー ド行が 1,024 文字を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

行を複数に分割し て く だ さい。

エラー C8064

メ ッ セージ

コ メ ン ト が終了されていません

説明

エラー場所で始まる コ メ ン ト が終了されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

コ メ ン ト の終了場所を探し て く だ さい。 コ メ ン ト 終了文字を挿入するか、 またはコ メ ン ト 終了文字が誤って入力

されている場合は訂正し て く だ さい。

エラー C8065

メ ッ セージ

文字列リ テラルが 255 文字を超えています
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説明

エラー場所の文字列リ テ ラル は 255 文字を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

文字列リ テ ラルを複数文字列リ テ ラルに分割し、 連結させて く だ さい。

エラー C8066

メ ッ セージ

フ ァ イルの終わりに #endif ステー ト メ ン ト があり ません

説明

スク リ プ ト で使われる #if 命令に、 対応する #endif 命令があり ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

スク リ プ ト のプ リ プロセ ッサ命令を調べて く だ さい。 すべての #if 命令に、 対応する #endif がある こ と を確認し て

く ださい。

エラー C8067

メ ッ セージ

' 数値 ' : 整数定数が長すぎます

説明

数値 が指定し た値が数値変数には長すぎます

ト ラブルシューテ ィ ング情報

NUMBER データに有効な範囲は -2,147,483,648 から +2,147,483,647 です。値を +2,147,483,647 から +4,294,967,295 の

範囲に指定する と、 その値は超過し て負の数値結果と な り ます。 値が 4,294,967,299 よ り も大きい場合、 このエ

ラー メ ッ セージが表示されます。

エラー C8068

メ ッ セージ

' 文字 ' : 認識されない文字が見つかり ました

説明

char が指定し た文字は、 コ ンパイ ラが評価できませんで し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

たと えば “$” や “{,” など、 特定の文字はコ ンパイ ラによ って認識されません。
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エラー C8069

メ ッ セージ

'#' : プ リ プロセッサコマン ドは行の最初に置いて く ださい

説明

シンボル # で認識されるプ リ プロセ ッサ命令が、 不適切な位置にあり ます。 プ リ プロセ ッサ命令は、 それが含ま

れる行で最初のキーワー ド でな く てはな り ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

シンボル # はプ リ プロセ ッサ命令を認識するために予約されています。 InstallScript ではその他の有効な利用法は

あ り ません。 エラーを生成し た行を調査し て く だ さい。 識別子の中に シンボル # がある場合、 その識別子と それ

が参照するスク リ プ ト にあるすべての名前を変更し て く だ さい。

エラー C8070

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 文字列定数が必要です

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 文字列定数が必要なステー ト メ ン ト 位置にあ り ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 キーワー ド case の後に文字列定数が続かない場合に switch...endswitch ブロ ッ クで ト リ

ガーされます。 switch...endswitch ブロ ッ クでは、 case ステー ト メ ン ト で指定された定数は switch ステー ト メ ン ト

で指定された変数、 または式結果のデータ型と同じ でな く てはな り ません。

エラー C8071

メ ッ セージ

コロンが必要です

説明

コ ンパイ ラはステー ト メ ン ト 内にコ ロンを必要と し ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 キーワー ド case の後の定数に続いてコ ロンがない場合に switch ステー ト メ ン ト で発生し ます。 そ

の case の定数と ステー ト メ ン ト の間にコ ロンを挿入し て く ださい。
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エラー C8072

メ ッ セージ

'elseif' : 'elseif' を 'else' の後に置 く こ とはできません

説明

キーワー ド elseif が、 if...endif ブロ ッ クの else ステー ト メ ン ト の後に検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

キーワー ド elseif は、 else ステー ト メ ン ト の後に if...endif ブロ ッ クで利用する こ とはできません。 if...endif を再構築

し てこのエラーを回避し て く だ さい。

エラー C8073

メ ッ セージ

' テキス ト ' : キーワード 'then' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 キーワー ド then が必要な if ブロ ッ クで検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所の直前にある if ステー ト メ ン ト を探し て く ださい。 キーワー ド if に続 く 条件式の後にキーワー ド then 

を挿入し て く ださい。

エラー C8074

メ ッ セージ

'else' : 'else' 句は既に存在しています

説明

if...endif ブロ ッ クで 2 つの else ステー ト メ ン ト が検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

if...endif ブロ ッ クは else ブ ラ ンチを 1 つだけ含むこ とができます。 複数条件ブラ ンチを必要とする場合、 elseif ス

テー ト メ ン ト を含む if...endif ブロ ッ ク、 または switch...endswitch ブロ ッ ク を代わり に利用し て く だ さい。

エラー C8075

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 'default' ラベルは既に存在しています
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説明

switch...endswitch ステー ト メ ン ト で 2 番目のデフ ォル ト の case が検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

switch...endswitch ステー ト メ ン ト はデフ ォル ト の case を指定するキーワー ドのデフ ォル ト のイ ンス タ ンスをひと

つのみ含むこ とができます。 switch....endswitc ステー ト メ ン ト を再構築し て、 デフ ォル ト の case のひとつを削除

し ます。

InstallShield のバージ ョ ンの中には、 switch ブロ ッ クで複数 case ラベルが検出された時にこのエラー メ ッ セージが

表示される ものもあ り ます。

エラー C8076

メ ッ セージ

'case' : ステー ト メ ン ト に複数の case ラベルがあり ます

説明

コ ンパイ ラは、 ステー ト メ ン ト または最後に定義し た case を実行するためのステー ト メ ン ト の場所にキーワー ド 

case を検出し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

文字、 あるいは テキス ト  が指定し た文字の直前にある case ステー ト メ ン ト が不完全です。 終了セ ミ コ ロンが不

足し ている可能性があ り ます。

InstallShield のバージ ョ ンの中には、 switch ブロ ッ クで複数のデフ ォル ト のステー ト メ ン ト が検出された時にこの

エラー メ ッ セージが表示される ものもあ り ます。

エラー C8077

メ ッ セージ

' 名前 ' : ラベルが既に定義されています

説明

名前 が示すラベルは、 メ イ ンプログラムブロ ッ ク または関数で既に使用されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

プログラムブロ ッ ク、 または関数ブロ ッ ク内の各ラベルは固有でな く てはな り ません。

エラー C8078

メ ッ セージ

ラベルが、 この for ループで無効です
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説明

for ステー ト メ ン ト 内でラベルを定義する こ とはできません。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

エラー場所にあるステー ト メ ン ト を調査し ます。 ラベルが for ステー ト メ ン ト 内で定義されないよ う に、 コー ド を

変更し ます。

エラー C8079

メ ッ セージ

' テキス ト ' : ステー ト メ ン ト が無効です

説明

テキス ト  が示し た場所にあるステー ト メ ン ト は、 現在の内容では受け付けられない、 または無効なプロセスを指

定し ます。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

エラー場所にあるステー ト メ ン ト を調査し ます。 プロセスが有効である こ と を確認し ます。 無効ステー ト メ ン ト

の例は、 代入演算子の左側にある定数または算術演算子を使った代入ステー ト メ ン ト 、 そ し てラベルの真下にあ

る end ステー ト メ ン ト です。

エラー場所にあるステー ト メ ン ト が有効な場合、 エラー場所の上部にあるステー ト メ ン ト ブロ ッ ク ( レ コー ド宣

言、 コ ン ト ロールステー ト メ ン ト 、 および関数定義など ) を調べます。 各ステー ト メ ン ト ブロ ッ クが正しいキー

ワー ド で終了されているか確認し ます。

エラー C8080

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 関数の引数があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 引数リ ス ト が必要な関数呼び出しの後に検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

関数にはどの引数が必要なのかを決定し、 括弧内に完全な引数リ ス ト を含むよ う、 呼び出し を修正し て く だ さい。

エラー C8081

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 代入結果が無効です
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説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は、 代入ステー ト メ ン ト が指定し た値を代入する こ とはできません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは値を構造へ代入し た場合に発生し ます。 InstallScript は構造への直接代入を受け付けません。 各構造

のメ ンバーへそれぞれ値を代入し な く てはな り ません。

エラー C8082

メ ッ セージ

' テキス ト ' : switch の後に '(' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 switch...endswitch ブロ ッ ク内の左側の括弧が必要な位置で検出さ

れま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが発生し た switch ステー ト メ ン ト を調査し て く ださい。 キーワー ド switch に続 く 式は括弧で括らな く

てはな り ません。

エラー C8083

メ ッ セージ

' テキス ト ': switch の後に ')' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 switch...endswitch ブロ ッ ク内の右側の括弧が必要な位置で検出さ

れま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーが発生し た switch ステー ト メ ン ト を調査し て く ださい。 キーワー ド switch に続 く 式は括弧で括らな く

てはな り ません。

エラー C8084

メ ッ セージ

' テキス ト ' : switch の後に 'case' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 case ステー ト メ ン ト が必要な switch...endswitch ブロ ッ クで検出

されま し た。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは switch ステー ト メ ン ト がセ ミ コ ロンで終了し ている場合、 または case ステー ト メ ン ト が直後に続か

ない場合に発生し ます。

エラー C8085

メ ッ セージ

'text' : '=' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 for...endfor ブロ ッ クの等号が必要な場所に検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 キーワー ド for に続 く 式に等号が不足する場合に発生し ます。 エラーが発生し た for ステー ト メ ン

ト を調べ、 キーワー ド for に続 く 式の構造が正しいこ と を確認し て く だ さい。

エラー C8086

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 'to' または 'downto' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 for...endfor ブロ ッ クの等号が必要な場所に検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーはキーワー ド to または downto が for ステー ト メ ン ト で不足し ている場合に発生し ます。

エラー C8087

メ ッ セージ

プログラムから値を返すこ とができません

説明

メ イ ンプログラムブロ ッ クには return ステー ト メ ン ト が含まれます。 プログラムから値を戻すこ とはできません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

return ステー ト メ ン ト をプログラムブロ ッ クから削除し て く だ さい。
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エラー C8088

メ ッ セージ

'endif' : if ステー ト メ ン ト 内部にあり ません

説明

キーワー ド endif  が、 その前の if ステー ト メ ン ト と一致し ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所にある if...endif ブロ ッ ク を調査し ます。 キーワー ド endif に対応する if ステー ト メ ン ト が存在するかを

確認し て く ださい。 このエラーは、 以前に if...endif ブロ ッ クでエラーがあった時に ト リ ガーされる こ とがしばしば

あ り ます。

エラー C8089

メ ッ セージ

'endfor' : for ステー ト メ ン ト 内部にあり ません

説明

キーワー ド endfor  が、 その前の for ステー ト メ ン ト と一致し ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所にある for...endfor ブロ ッ ク を調査し ます。 キーワー ド endfor に対応する for ステー ト メ ン ト が存在す

るかを確認し て く だ さい。 このエラーは、 以前に for...endfor ブロ ッ クでエラーがあった時に ト リ ガーされる こ と

がしばしばあ り ます。

エラー C8090

メ ッ セージ

'until' : repeat ステー ト メ ン ト内部にあり ません

説明

キーワー ド until が、 その前の repeat ステー ト メ ン ト と一致し ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所にある repeat...until ブロ ッ ク を調査し ます。 キーワー ド until に対応する repeat ステー ト メ ン ト が存在

するかを確認し て く だ さい。 このエラーは、 以前に repeat...until ブロ ッ クでエラーがあった時に ト リ ガーされる こ

とがしばしばあ り ます。
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エラー C8091

メ ッ セージ

'endwhile' : while ステー ト メ ン ト内部にあり ません

説明

キーワー ド endwhile が、 その前の while ステー ト メ ン ト と一致し ません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

エラー場所にある while...endwhile ブロ ッ ク を調査し ます。 キーワー ド endwhile に対応する while ステー ト メ ン ト が

存在するかを確認し て く だ さい。 このエラーは、 以前に while...endwhile ブロ ッ クでエラーがあった時に ト リ ガーさ

れる こ とがしばしばあ り ます。

エラー C8092

メ ッ セージ

' 名前 ' : 関数が呼び出されましたが定義されていません

説明

名前 が指定する関数はスク リ プ ト 本体でプロ ト タ イプ化され呼び出されま し たが、 定義されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 関数名がプロ ト タ イプ、 関数呼び出し、 並びに関数定義のスペルが同一でないと きに発生し ます。

また、 関数定義が (#include ステー ト メ ン ト と共に ) 含まれてるべき フ ァ イル内に存在するよ う に見えて、 実際は

含まれていない場合にも発生し ます。

エラー C8093

メ ッ セージ

' 名前 ' : typedef 中の文字列のサイズが必要です

説明

名前が指定する識別子は typedef ブロ ッ クで メ ンバーと し て定義された文字列ですが、 サイズ指定は含まれていま

せん。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

InstallScript のオー ト サイズ機能は typedef ステー ト メ ン ト では動作し ないので、 構造内ですべての STRING 宣言

のサイズを指定し て く だ さい。
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エラー C8097

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 構文エラー

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 区分できない構文エラーを ト リ ガーし ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは構文エラーで ト リ ガーされますが、 これには特定のエラー メ ッ セージがあり ません。

エラー C8098

メ ッ セージ

' テキス ト ' : DLL 名の後に '.name' があり ません

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は、 DLL フ ァ イルの関数が必要な DLL フ ァ イル名の後に検出されま

し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

DLL から関数を呼び出すと き、 DLL フ ァ イル名ではな く 関数名を指定し て く だ さい。

エラー C8099

メ ッ セージ

' テキス ト ' : DLL 関数名が必要です。

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) は、 DLL フ ァ イルの関数が必要な DLL フ ァ イル名の後に検出されま

し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 プロ ト タ イプステー ト メ ン ト でフ ァ イル名が宣言されていない DLL フ ァ イルを使って関数名が指

定されたと きに発生し ます。 この関数がプロ ト タ イプ化されている こ と を確認し て下さい。 も し そ う であれば、

関数名のスペルを確認し て く だ さい。

エラー C8100

メ ッ セージ

' 名前 ' : この DLL には関数が定義されていません
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説明

名前 が指定する関数は、 その前にある名前の DLL 用にプロ ト タ イプ化されていません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは複数の DLL から関数をプロ ト タ イプ化し、 その中の関数を間違った DLL 名で呼び出し たと きに発生

し ます。

エラー C8101

メ ッ セージ

' 名前 ' : この関数に DLL を指定する必要があり ます

説明

名前 が指定し た関数は、 2 つの異なる DLL から 2 回プロ ト タ イプ化されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

複数の DLL から同じ名前を使って関数を呼び出すと き、 次の例の様に、 DLL 名を接頭辞と し て関数名を修飾し、

その後にピ リ オ ド を続けます :

prototype MYDLL.UsefulFunction(INT, POINTER);

prototype YOURDLL.UsefulFunction(INT, POINTER);

export prototype MyFunc(HWND);

function MyFunc(hMSI)

NUMBER nValue;

POINTER psvString;

begin

MYDLL.UsefulFunction(nValue, psvString);

end;

エラー C8112

メ ッ セージ

' 名前 ' : typedef にそれ自体が含まれています

説明

名前 が指定し た メ ンバーのデータ型は無効です。 typedef にはそのもののイ ンス タ ンスである メ ンバーを含むこ と

はできません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

typedefs を再構築し てこのエラーを回避し て く だ さい。
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エラー C8113

メ ッ セージ

'external' : 外部変数をローカル変数にするこ とはできません

説明

キーワー ド external が、 関数ブロ ッ ク内のデータ宣言で検出されま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

データは関数にローカルで、 外部宣言をする こ とはできません。

エラー C8114

メ ッ セージ

' テキス ト ' : プ リ プロセッサ ユーザー定義エラー

説明

このメ ッ セージは #error 命令によ って ト リ ガーされます。

エラー C8115

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ ッ セージ

' 関数名 ': プロ ト タ イプによる リ ターン タ イプの不一致

説明

このメ ッ セージは、 スク リ プ ト 定義関数 ( 関数によ って戻される値のデータ型 ) が、 関数定義と関数宣言で同じ で

ない場合に表示されます。 きちんと指定されない戻り値の型は、 NUMBER と認識されて し ま う こ とに注意し ます。

エラー C8126

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ ッ セージ

' テキス ト ': 文字列変数が必要です

説明

text が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 文字列宣言が必要な場所にあ り ま し た。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

文字配列 ( つま り、 文字列 ) 以外の配列 を宣言するには、 角括弧ではな く 丸括弧を使用し ます。 た と えば、 次の

とお り です :

NUMBER nArray(3);

エラー C8127

メ ッ セージ

try/catch/endcatch 内でラベルが不正です

説明

try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内でラベルを定義する こ とはできません。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

エラー場所にあるステー ト メ ン ト を調査し ます。 ラベルが try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内で定義されない

よ う に、 コー ド を変更し ます。

エラー C8128

メ ッ セージ

try/catch/endcatch 内で goto が不正です

説明

try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内で goto ステー ト メ ン ト を使用する こ とはできません。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

エラー場所にあるステー ト メ ン ト を調査し ます。 ラベルが try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内で goto ステー ト

メ ン ト が使用されないよ う に、 コー ド を変更し ます。

エラー C8522

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ ッ セージ

アクセスが拒否されました。

説明

InstallShield は、 指定されたフ ァ イルを開 く こ とができませんで し た。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラー メ ッ セージは、 指定されたフ ァ イルが読み取り専用である こ とが原因で起こ る場合があり ます。

Windows エクスプローラーでフ ァ イルを見つけ、 そのプロパテ ィ を確認し て く だ さい。

InstallScrip ｔ  の致命的エラー
致命的なエラーは、 コ ンパイルを続行できな く するエラーです。 これらのエラーは、 イ ン クルー ド フ ァ イルの欠

如、 フ ァ イル名の不正指定、 デ ィ スクの I/O エラー、 システムリ ソース不足などが原因です。 また、 コ ンパイ ラ

には、 イ ン クルー ド フ ァ イルの制限などのビル ト イ ン制限があり、 これを超える と致命的エラーが発生し ます。

テーブル 11-19 • InstallScript の致命的エラー

エラー メ ッ セージ

F8501 アクシ ョ ン フ ァ イルの I/O エラー

F8502 デバッ グ フ ァ イルの I/O エラー

F8503 スク リ プ ト 入力フ ァ イルを開けません

F8504 .inx 出力フ ァ イルを開 く こ とができません

F8505 .dbg 出力フ ァ イルを開けません

F8506 メ モ リ不足

F8508 行内のマク ロ拡張が多すぎます

F8509 イ ン クルー ド フ ァ イル名の区切り文字が

無効です

F8510 イ ン クルー ド フ ァ イル名の区切り文字が

あ り ません

F8511 イ ン クルー ド フ ァ イルを開けません。

F8512 イ ン クルー ド フ ァ イルとパスが大きすぎ

ます

F8513 ネス ト された #include フ ァ イルが多すぎ

ます

F8514 #if ステー ト メ ン ト のネス ト の数が多すぎ

ます

F8515 マク ロ拡張バッ フ ァーがオーバーフ ロー

し ています

F8516 最大エラー数に達し ま し た
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エラー F8501

メ ッ セージ

アクシ ョ ン フ ァ イルの I/O エラー

説明

InstallShield がコ ンパイル中に作成された中間フ ァ イルにアクセス し よ う と し た際にエラーが発生し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プを コ ンパイルする度に、 InstallShield はフ ァ イル拡張子 .dbg、 .ino、 .inx、 および .obs を もつ中間フ ァ

イルを作成し ます。 コ ンパイルの後、 これらのフ ァ イルはスク リ プ ト フ ォルダーに残り ます。 このメ ッ セージは

エラーがアクシ ョ ン フ ァ イルへのアクセスの際に発生し た と きに表示されます。 このフ ァ イルの拡張子は .obs で

す。 可能性のある原因は :

• デ ィ スクがいっぱいです。 不要なフ ァ イルを削除し て有効デ ィ スクスペースを増やし てから、 再度コ ンパイ

ルし て く ださい。 

• システムリ ソース ( フ ァ イルハン ド ラー並びに / またはメ モ リ ) が不足し ています。 開いているその他のアプ

リ ケーシ ョ ンを閉じ て、 再度コ ンパイルし て く だ さい。 デ ィ スク容量またはシステムリ ソースが充分にある

システムでエラーが発生し た場合、 フ ァ イルアクセス失敗の他の考えられる理由を追及し て く だ さい :

• アクシ ョ ン フ ァ イルが破損し ている可能性があ り ます。 スク リ プ ト フ ォルダーから削除または名前の変

更を行った後、 再度コ ンパイルし て く だ さい。

• アクシ ョ ン フ ァ イルがフ ァ イルサーバーの共有フ ォルダーにある場合、 そのフ ォルダーを上書きする こ

とができるネ ッ ト ワーク権限を持っているかど うか確認し て く だ さい。

• 以前のコ ンパイルのアクシ ョ ン フ ァ イルが存在する場合、 そのフ ァ イル属性が読み取り専用、 システム、

または非表示に変更されていないか確認し て く だ さい。 フ ァ イルが別のアプ リ ケーシ ョ ン又はユーザー

によ って開かれていないかも確認し て く だ さい。 

エラー F8502

メ ッ セージ

デバッグ フ ァ イルの I/O エラー

説明

InstallShield がコ ンパイル中に作成された中間フ ァ イルにアクセス し よ う と し た際にエラーが発生し ま し た。

F8517 イ ン クルー ド フ ァ イルが多すぎます

F8518 リ ン ク フ ァ イルの I/O エラー

F8519 ユーザー定義の致命的エラー

テーブル 11-19 • InstallScript の致命的エラー ( 続き )

エラー メ ッ セージ
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プを コ ンパイルする度に、 InstallShield はフ ァ イル拡張子 .dbg、 .ino、 .inx、 および .obs を もつ中間フ ァ

イルを作成し ます。 コ ンパイルの後、 これらのフ ァ イルはスク リ プ ト フ ォルダーに残り ます。 このメ ッ セージは

エラーがデバッ グフ ァ イルへのアクセスの際に発生し た と きに表示されます。 このフ ァ イルの拡張子は .dbg です。

可能性のある原因は :

• デ ィ スクがいっぱいです。 不要なフ ァ イルを削除し て有効デ ィ スクスペースを増やし てから、 再度コ ンパイ

ルし て く ださい。 

• システムリ ソース ( フ ァ イルハン ド ラー並びに / またはメ モ リ ) が不足し ています。 開いているその他のアプ

リ ケーシ ョ ンを閉じ て、 再度コ ンパイルし て く だ さい。 デ ィ スク容量またはシステムリ ソースが充分にある

システムでエラーが発生し た場合、 フ ァ イルアクセス失敗の他の考えられる理由を追及し て く だ さい :

• デバッ グフ ァ イルが破損し ている可能性があ り ます。 スク リ プ ト フ ォルダーから削除または名前の変更

を行った後、 再度コ ンパイルし て く だ さい。 

• デバッ グフ ァ イルがフ ァ イルサーバーの共有フ ォルダーにある場合、 そのフ ォルダーを上書きする こ と

ができるネ ッ ト ワーク権限を持っているかど うか確認し て く だ さい。 

• 以前のコ ンパイルの .dbg フ ァ イルが存在する場合、 そのフ ァ イル属性が読み取り専用、 システム、 また

は非表示に変更されていないか確認し て く だ さい。 フ ァ イルが別のアプ リ ケーシ ョ ン又はユーザーに

よ って開かれていないかも確認し て く だ さい。 

エラー F8503

メ ッ セージ

スク リ プ ト 入力フ ァ イルを開けません

説明

コ ンパイ ラは指定されたスク リ プ ト  フ ァ イルを開 く こ とができませんで し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

フ ァ イルの場所と名前を確認し て く だ さい。 フ ァ イル名のスペルを間違えたか、 不正確なパスを指定し た可能性

があ り ます。

エラー F8504

メ ッ セージ

.inx 出力フ ァ イルを開けません

説明

コ ンパイ ラはコ ンパイル済みスク リ プ ト 用のフ ァ イルを作成する こ とができませんで し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 InstallShield が .inx フ ァ イルを作成、 または再作成できなかったと きに生成されます。 通常、 この

エラーは次の問題が原因で発生し ます :
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• デ ィ スクがいっぱいです。 不要なフ ァ イルを削除し て有効デ ィ スクスペースを増やし てから、 再度コ ンパイ

ルし て く ださい。 

• システムリ ソース ( フ ァ イルハン ド ラー並びに / またはメ モ リ ) が不足し ています。 開いているその他のアプ

リ ケーシ ョ ンを閉じ て、 再度コ ンパイルし て く だ さい。 デ ィ スク容量またはシステムリ ソースが充分にある

システムでエラーが発生し た場合、 フ ァ イルアクセス失敗の他の考えられる理由を追及し て く だ さい :

• ターゲッ ト フ ァ イルがフ ァ イルサーバーの共有フ ォルダーにある場合、 そのフ ォルダーを上書きする こ

とができるネ ッ ト ワーク権限を持っているかど うか確認し て く だ さい。 

• 以前のコ ンパイルの .inx フ ァ イルが存在する場合、 そのフ ァ イル属性が読み取り専用、 システム、 また

は非表示に変更されていないか確認し て く だ さい。 フ ァ イルが別のアプ リ ケーシ ョ ン又はユーザーに

よ って開かれていないかも確認し て く だ さい。 

エラー F8505

メ ッ セージ

.dbg 出力フ ァ イルを開けません

説明

コ ンパイ ラはデバッ グフ ァ イルを作成する こ とができませんで し た。 このフ ァ イルにはデバッ ガーを使ってスク

リ プ ト を実行するのに必要な情報が含まれています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは、 次の問題が原因で発生し ます :

• デ ィ スクがいっぱいです。 不要なフ ァ イルを削除し て有効デ ィ スクスペースを増やし てから、 再度コ ンパイ

ルし て く ださい。 

• システムリ ソース ( フ ァ イルハン ド ラー並びに / またはメ モ リ ) が不足し ています。 開いているその他のアプ

リ ケーシ ョ ンを閉じ て、 再度コ ンパイルし て く だ さい。 

デ ィ スク容量またはシステムリ ソースが充分にあるシステムでエラーが発生し た場合、 フ ァ イルアクセス失敗の

他の考えられる理由を追及し て く だ さい :

• デバッ グフ ァ イルがフ ァ イルサーバーの共有フ ォルダーにある場合、 そのフ ォルダーを上書きする こ とがで

きるネ ッ ト ワーク権限を持っているかど うか確認し て く だ さい。 

• 以前のコ ンパイルの .dbg フ ァ イルが存在する場合、 そのフ ァ イル属性が読み取り専用、 システム、 または非

表示に変更されていないか確認し て く だ さい。 フ ァ イルが別のアプ リ ケーシ ョ ン又はユーザーによ って開か

れていないかも確認し て く だ さい。 

エラー F8506

メ ッ セージ

メ モ リ不足です

説明

コ ンパイ ラは、 コ ンパイルを完了するために充分な メ モ リ を割り当てる こ とができませんで し た。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

開いているその他のアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て、 再度コ ンパイルし て く ださい。 問題が解決し ない場合、 Windows 

を再起動し てから InstallShield をロー ド し て再度コ ンパイルを行って く だ さい。

エラー F8508

メ ッ セージ

行内のマクロ拡張が多すぎます

説明

指定し た行のマク ロの数が多すぎます。 一行あた りの最大マク ロ数は 100 です。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

行を複数に分割し てマク ロの数を減ら し て く だ さい。

エラー F8509

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イル名の区切り文字が無効です

説明

プ リ プロセ ッサ コマン ド ＃ include の後に指定されたフ ァ イル名に、 始めの引用符、 または山括弧  (<) が不足し

ています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

プ リ プロセ ッサ命令 ＃ include の後に指定されたフ ァ イル名は、 引用符 (“ フ ァ イル名 ”) または山括弧 (< フ ァ イル

名 >) で括り ます。 フ ァ イル名の前に引用符または山かっ こ を挿入し て く ださい。 始ま りの引用符を挿入し た場

合、 フ ァ イル名の後には終わりの引用符が続かな く てはな り ません。 始ま りの山かっ こ を挿入し た場合、 フ ァ イル

名の後には終わりの山かっ こ (>) が続かな く てはな り ません。

エラー F8510

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イル名の区切り文字があり ません

説明

プ リ プロセ ッサ命令 ＃ include の後に指定されたフ ァ イル名に、 終わりの引用符、 または山括弧 (<) が不足し てい

ます。
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ト ラブルシューテ ィ ング情報

プ リ プロセ ッサ命令 ＃ include の後に指定されたフ ァ イル名は、 引用符 (“ フ ァ イル名 ”) または山括弧 (< フ ァ イル

名 >) で括り ます。 フ ァ イル名の後に引用符または山かっ こ を挿入し て く ださい。 フ ァ イル名の始ま り に引用符が

付いている場合、 フ ァ イル名の後に引用符を挿入し な く てはな り ません。 フ ァ イル名の始ま り に山かっ こがある場

合、 終わりの山かっ こ (>) を挿入し な く てはな り ません。

エラー F8511

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イルを開 く こ とができません

説明

コ ンパイ ラが、 スク リ プ ト 内にある フ ァ イルを見つける、 または開 く こ とができませんで し た。

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

このエラーは、 次の問題が原因で発生し ます。

• #include ステー ト メ ン ト のフ ァ イル名のスペル ミ ス 

• #include ステー ト メ ン ト のフ ァ イル名が完全なパスな し で指定されているが、 このフ ァ イルはソースデ ィ レ ク

ト リ でも見つからない。 

• 探し ている フ ァ イルが配置されているネ ッ ト ワーク ド ラ イブのフ ァ イルを開 く 権限がない。 

• フ ァ イルが破損し ています。 

エラー F8512

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イルとパスが大きすぎます

説明

# include ステー ト メ ン ト で指定し たパスが、 制限の長さ 256 文字を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

含まれたフ ァ イルを、 長さが 256 文字未満のパスを使って参照する こ とのできる フ ォルダーへ移動させて く だ さ

い。

エラー F8513

メ ッ セージ

ネス ト された #include フ ァ イルが多すぎます
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エ ラーと警告
説明

InstallScript では、 イ ン クルー ド フ ァ イルのネス ト は最大 8 階層まで可能です。 制限を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ネス ト 階層の数を減ら し ます。

エラー F8514

メ ッ セージ

#if ステー ト メ ン ト のネス ト の数が多すぎます

説明

InstallScript では、 #if ステー ト メ ン ト のネス ト は最大 10 階層まで可能です。 制限を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

ネス ト 階層の数を減ら し ます。

エラー F8515

メ ッ セージ

マクロ拡張バッ フ ァーがオーバーフローしています

説明

エラー行にあるマク ロの拡張が、 制限の 1024 文字を超えています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

コー ド を再構築し てこのエラーを回避し て く だ さい。

エラー F8516

メ ッ セージ

最大エラー数に達しました

説明

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブで指定し たエラーの最大数に達し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブについての詳細は、 「[ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ」 を

参照し て く ださい。
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エ ラーと警告
エラー F8517

メ ッ セージ

インクルード フ ァ イルが多すぎます

説明

イ ン クルー ドの最大数を超えま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト は 100 以上のソースフ ァ イルを含むこ とができません。 複数のソースフ ァ イルを組み合

わせて全体の数を 100 に減ら し て く だ さい。

エラー F8518

メ ッ セージ

リ ンク フ ァ イルの I/O エラー

説明

InstallShield がリ ン ク フ ァ イルへ書き込む際にエラーが発生し ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プを コ ンパイルする度に、 InstallShield はフ ァ イル拡張子 .dbg、 .ino、 .inx、 および .obs を もつ中間フ ァ

イルを作成し ます。 コ ンパイルの後、 これらのフ ァ イルはスク リ プ ト フ ォルダーに残り ます。 このメ ッ セージは、

リ ン ク フ ァ イル (.ino) へのアクセスの際にエラーが発生し たと き表示されます。

このエラーには次の原因が考えられます :

• デ ィ スクがいっぱいです。 不要なフ ァ イルを削除し て有効デ ィ スクスペースを増やし てから、 再度コ ンパイ

ルし て く ださい。 

• リ ン ク フ ァ イルが破損し ている。 スク リ プ ト フ ォルダーから削除または名前の変更を行った後、 再度コ ンパ

イルし て く だ さい。 

エラー F8519

メ ッ セージ

ユーザー定義の致命的エラー

説明

このメ ッ セージは #error 命令によ って ト リ ガーされます。

InstallScript 内部エラー
構文にエラーがある場合、 内部エラーが発生する可能性があり ます。
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エ ラーと警告
C9001 内部エラー

エラー C9001

メ ッ セージ

' テキス ト ' : 内部エラー

説明

テキス ト  が指定し た文字 ( 単数または複数 ) が、 区分できない構文エラーを ト リ ガーし ま し た。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

このエラーは構文エラーで ト リ ガーされますが、 これには特定のエラー メ ッ セージがあり ません。

InstallScript 警告
コ ンパイ ラは、 ラ ン タ イム エラーや効率悪化の原因と なる、 変則的なスク リ プ ト を知らせる警告メ ッ セージを出

し ます。

注意 • [ コ ンパイ ラ設定 ] ダイアログ で [ エラーと し て警告 ] が選択されない限り、 または指定された警告数を超

えたと き以外、 警告がスク リ プ ト のコ ンパイルを妨げる こ とはあり ません。 デフ ォル ト の最大値は 50 です。

警告 C7501

メ ッ セージ

' 名前 ' : マクロの再定義

説明

名前 が指定する識別子は、 #define ステー ト メ ン ト で既に利用されています。

テーブル 11-20 • InstallScript 警告

警告番号 メ ッ セージ

C7501 マク ロの再定義

C7502 文字列 / アレ イサイズが推奨する制限を超えています

C7503 関数が定義されていますが呼び出されていません

C7505 typedef 定義が前のものと異なっています
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エ ラーと警告
ト ラブルシューテ ィ ング情報

2 番目の定義が単なる重複であった場合は、 それを削除し ます。 2 番目の定義が最初の定義とは異なる場合、 2 番

目の定義の識別子名を変更し、 それが参照するスク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト をア ッ プデー ト し ます。

警告 C7502

メ ッ セージ

' サイズ ' : 文字列 / 配列サイズが推奨する制限を超えています

説明

サイズが指定し た数値は、 InstallScript の推奨最大値を超えた文字列または配列のサイズを示し ます。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

予期し ない影響を避けるため、 配列サイズ縮小し ます。

Warning C7503

メ ッ セージ

'name' : function defined but never called

説明

名前 が指定する関数はセ ッ ト ア ッ プでは呼び出されません。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

セ ッ ト ア ッ プサイズを縮小するには、 スク リ プ ト から利用し ない関数を削除し ます。

Warning C7505

Message

'name' : typedef definition differs from previous

説明

名前 が指定するデータ構造は、 複数ラ イブ ラ リ フ ァ イル (.obl フ ァ イル ) で定義されています。

ト ラブルシューテ ィ ング情報

定義が重複し ているだけならば、 片方を削除し て く だ さい。 別の定義が必要な場合、 データ構造の名前を変更し

て固有の名前を付け、 それを参照するスク リ プ ト 内のすべてのステー ト メ ン ト を更新し ます。
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仮想化変換のエラーと警告
Windows Installer パッ ケージを仮想アプ リ ケーシ ョ ンに変換する と き、 エラーや警告が発生する こ とがあ り ます。

一部のエラーと警告は、 すべての種類のパッ ケージの仮想化に対し て共通で、 他は、 パッ ケージを作成し ている

仮想化ソ リ ューシ ョ ンに対し て固有です。

エラー -9000: 不明な例外
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9001: 不明な COM
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9002: パッ ケージを開 く と きにエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-1 • エラー -9000: 不明な例外

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 不明な例外が発生しました。

原因 : これは予期し ない内部エラーです。 

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-2 • エラー -9001: 不明な COM

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 内部エラー。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-3 • エラー -9002: パッ ケージを開 く と きにエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : パッケージを開 く 際に、 エラーが発生しました。
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エラー -9003: パッ ケージを保存する と きにエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9004: ユーザーによ ってプロセスがキャ ンセルされま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : これは、 Windows Installer パッ ケージの読み込み中に発生し た予期し ない内部エラーです。

解決方法 : ユーザーがパッ ケージにアクセス可能である こ と を確認し て く ださい。 エラーが引き続き発

生し、 パッ ケージがネ ッ ト ワーク共有にある場合、 パッ ケージをローカルにコ ピーし て (

ネ ッ ト ワークの接続に関する問題を避けるため )、 再試行し て く だ さい。

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-4 • エラー -9003: パッ ケージを保存する と きにエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : パッケージを保存中に、 エラーが発生しました。

原因 : これは、 Citrix プロ フ ァ イルを保存し よ う と し た と きに発生し た予期し ない内部エラーです。

解決方法 : ユーザーにプロ フ ァ イルをビルド中の場所へのアクセスがある こ と を確認し て く ださい。

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-5 • エラー -9004: ユーザーによ ってプロセスがキャ ンセルされま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 処理がユーザーによってキャンセルされました。

原因 : ユーザーが Cancel ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ビルド を停止し ま し た。

解決方法 : ビルドの再度開始し ます。

テーブル 11-3 • エラー -9002: パッ ケージを開 く と きにエラーが発生し ま し た

分類 説明
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エラー -9005: 一時フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9006: パッ ケージの圧縮中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-6 • エラー -9005: 一時フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 一時フ ォルダーを作成中にエラーが発生しました

原因 : このエラーは、 ユーザーが C:\TMP への書き込みの権限がないと き、 またはド ラ イブの容量

が足り ないと き発生し ます。

解決方法 : C:\TMP への書き込みアクセスを取得し、 ド ラ イブのデ ィ スク領域を解放し てから、 プロ フ ァ

イルを再ビルド し て く ださい。

テーブル 11-7 • エラー -9006: パッ ケージの圧縮中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : パッケージ  'PackageName' を圧縮解除中にエラーが発生しました。

原因 : このエラーは、 パッ ケージが圧縮の Windows Installer パッ ケージ (.msi) の発生し ます。 エラー

は、 InstallShield が管理イ ンス ト ールを実行し て、 フ ァ イルを抽出し よ う と し た と き生成され

ま し た。 

解決方法 : このエラーが発生し たと き、 Windows Installer からエラー コー ドが戻されます。 Windows 

Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ でエラー コー ド を調べ、 問題の原因を判別し て く だ さい。

Windows Installer からエラー コー ドが戻されなかった場合、 このエラーは、 適切に作成されな

かったパッ ケージが原因による ものです。 Windows Installer パッ ケージで、

AdminExecuteSequence テーブルが定義されているかど うかを確認し て く だ さい。 このテーブ

ルがない場合、 パッ ケージは圧縮できません。
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エラー -9007: 拡張子を持つフ ァ イルが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9008: アイ コ ンの抽出中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9009: 不明のプロバイダー
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-8 • エラー -9007: 拡張子を持つフ ァ イルが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 拡張子 'ComponentKeyName' を持つフ ァ イルが見つかり ませんでした。

原因 : このエラーは、 フ ァ イル拡張子の処理中に発生し た予期し ないエラーです。

解決方法 : フ ァ イル拡張子の実行可能フ ァ イルが存在し、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て設

定されている こ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-9 • エラー -9008: アイ コ ンの抽出中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : アイ コン 'IconKeyName' を抽出中にエラーが発生しました

原因 : これは、 Icon テーブル内にあるアイ コ ンの抽出中に発生し た予期し ないエラーです。

解決方法 : Icon テーブルの Icon エン ト リが有効である こ と を確認し て く だ さい。 必要に応じ て、 有効な

アイ コ ンで置き換えて く ださい。

テーブル 11-10 • エラー -9009: 不明のプロバイダー

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 指定されたプロバイダーは知られていない 'ProviderName' です。

原因 : これは予期し ない内部エラーです。

解決方法 : このエラーは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターと使って変更し た無効なデータが原因による もので

す。 ビルド中の リ リースを削除し て、 新しいリ リースを作成し て再ビルド し て く だ さい。
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エラー -9010: ターゲ ッ ト  フ ァ イル名が正し く あ り ません
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9011: MSI テーブルの読み込み中にエ ラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9012: メ ソ ッ ド で予期し ないエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-11 • エラー -9010: ターゲッ ト  フ ァ イル名が正し く あり ません

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ターゲッ ト  フ ァ イルの名前が無効です。 'FileName'

原因 : これは予期し ない内部エラーです。

解決方法 : このエラーは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターと使って変更し た無効なデータが原因による もので

す。 Citrix アシス タ ン ト  / ThinApp ｎ  アシス タ ン ト の [ プロ フ ァ イル情報 ] ページにある [ 名

前 ] フ ィ ールド を確認し、 名前にフ ァ イル名に無効な文字が使用されていないこ と を確認し

て く だ さい。

テーブル 11-12 • エラー -9011: MSI テーブルの読み込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : MSI テーブル 'TableName' を読み取り中に予期しないエラーが発生しました

原因 : このエラーは、 指定さ えた Windows Installer テーブルの処理中に発生し た予期し ないエラーで

す。

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-13 • エラー -9012: メ ソ ッ ド で予期し ないエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : メ ソ ッ ド 'MethodName' で予期しないエラーが発生しました

原因 : これは予期し ない内部エラーです。
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エラー -9013: タ イプ ラ イブ ラ リが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9014: ShellExecute が失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-14 • エラー -9013: タ イプ ラ イブ ラ リが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : タ イプラ イブラ リが見つかり ませんでした : 'TypeLibraryName'

原因 : このエラーは、 COM 情報の抽出時にタ イプ ラ イブ ラ リ フ ァ イルが見つからなかった と き発

生し ます。

解決方法 : プロ フ ァ イルのビルド時にタ イプ ラ イブ ラ リ フ ァ イルが適切な場所にあるかど うかを確認し

て く だ さい。 

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-15 • エラー -9014: ShellExecute が失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ShellExecute が失敗しました : 'CommandLine'

原因 : 指定し たコマン ド ラ イ ンがプロセスを起動できなかったと き、 このエラーが発生し ます。

解決方法 : 表示されている実行可能フ ァ イルの名前が有効なフ ァ イルであ り、 ユーザーにそれを実行す

る権限がある こ と を確認し て く ださい。

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-13 • エラー -9012: メ ソ ッ ド で予期し ないエラーが発生し ま し た

分類 説明
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エラー -9015: ド ラ イバーの完全パスを判別できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9016: テーブルのコ ンテンツが無視されま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-16 • エラー -9015: ド ラ イバーの完全パスを判別できませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : ド ラ イバー 'DriverName' の完全パスを判別できません

原因 : このエラーは、 ODBCDataSource テーブルで参照された ド ラ イバーがパッ ケージでイ ンス

ト ールされないと き発生し ます。

解決方法 : このエラーは、 次のいずれかの方法で解決できます :

Windows Installer パッ ケージを編集する

1. パッ ケージを InstallShield のダイ レ ク ト 編集モー ド を使って編集し ます。

2. ISVirtualPackage テーブルに移動し ます。

3. 次のよ う にエン ト リ を作成し て、 不足し ている ド ラ イバーの完全パスを識別し ます :

名前 :< ド ラ イバー名 > 説明

値 : ド ラ イバーへのパス

ド ラ イバーを手動でイ ンス ト ールする

不足し ている ド ラ イバーをマシンにイ ンス ト ールし て、 Citrix プロ フ ァ イルを再ビルド し ま

す。

テーブル 11-17 • 警告 -9016: テーブルのコ ンテンツが無視されま し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : テーブル 'TableName' のコンテンツは無視されます。

原因 : このエラー メ ッ セージによ って、 Citrix 変換の既知の制限が識別されます。

解決方法 : テーブルのコ ンテンツが必須の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し て、 Citrix プロ フ ァ

イルを再ビルド し ます。
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警告 -9017: .NET 1.x アセンブ リはサポー ト されていません
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9018: カス タム アクシ ョ ンが無視されま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-18 • 警告 -9017: .NET 1.x アセンブ リはサポー ト されていません

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : アセンブ リ 'AssemblyName' は .NET 1.x アセンブ リであるため、 正し く 変換されません。 .NET 2.0/3.0 ア

センブ リのみが現在サポー ト されています。 このパッケージをまず最初に再パッケージするこ と を検

討してみて く ださい。

原因 : このエラーは、 .NET 1.x アセンブ リ を含むパッ ケージの変換が試みられた と きに発生し ます。

.NET 2.0/3.0 アセンブ リのみが現在サポー ト されています。

解決方法 : アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し て、 Citrix プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-19 • 警告 -9018: カス タム アクシ ョ ンが無視されま し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : カスタム アクシ ョ ン 'CustomActionName' は無視されます。

原因 : Windows Installer パッ ケージを Citrix プロ フ ァ イルに変換する と き、 すべてのカス タム アク

シ ョ ンは無視されます。 Windows Installer パッ ケージのカス タム アクシ ョ ンが作成し た ター

ゲッ ト  マシンへの変更は、 Citrix プロ フ ァ イルに伝達されません。

メ モ • システムを変更し ない、 またはイ ンス ト ールの実行に使用されないカス タム アクシ ョ

ン (InstallShield エデ ィ ター の定義済みカス タム アクシ ョ ンや タ イプ 19 カス タム アクシ ョ ン

など ) が実行された と き、 メ ッ セージは表示されません。 タ イプ 51 カス タム アクシ ョ ン ( 書

式付きテキス ト 文字列から プロパテ ィ を設定し ます ) が実行された場合、 そのカス タム アク

シ ョ ンは自動的に解決されます。 タ イプ 35 カス タム アクシ ョ ンが実行された場合、 そのカ

ス タム アクシ ョ ンが Directory テーブルで参照されている と きのみ解決されます。
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警告 -9019: 条件付き コ ンポーネン ト
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : 解決方法は、 カス タム アクシ ョ ンの目的によ って異な り ます :

• カス タム アクシ ョ ンが単に値の入力や他の種類の軽度の変更を自動的に行う 場合、 この

警告は無視する こ とができます。

• カス タム アクシ ョ ンの実行によ ってイ ンス ト ールの動作が変更される可能性がある場合 

(Property の設定など )、 この問題を解決する必要が場合によ ってあ り ます。

この問題を解決するには、 まず、 変換済みのパッ ケージを Citrix XenApp 上で起動し てみます。

アプ リ ケーシ ョ ン エラーが発生し た場合、 このアプ リ ケーシ ョ ンはリパッ ケージが必要で

す。

Windows Installer パッ ケージを リパッ ケージ し て、 カス タム アクシ ョ ン機能をキャ プチャす

るには、 以下の手順に従います :

1. リパッ ケージ ウ ィ ザー ド を使って、 このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール中、 リパッ ケージ ウ ィ ザー ド はシステム変更を監視し ま

す。 データはこのあと リパッ ケージャー プロジ ェ ク ト に変換されます。

2. リパッ ケージャー プロジ ェ ク ト をビルド し て、 訂正し た Windows Installer パッ ケージを

生成し ます。 この新しい Windows Installer パッ ケージにはカス タム アクシ ョ ンが含まれ

ていませんが、 ( リパッ ケージ プロセスの結果と し て ) 元のカス タム アクシ ョ ンによ っ

て実行された機能を含みます。

テーブル 11-20 • 警告 -9019: 条件付き コ ンポーネン ト

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 正し く 変換されない可能性がある 1 つ以上の条件付き コンポーネン ト が存在します

原因 : この警告は、 条件付のコ ンポーネン ト を変換し よ う と し たと き、 コ ンポーネン ト の条件が評

価されなかったために発生し ます。 結果と し て、 コ ンポーネン ト が仮想パッ ケージに含まれ

ます。

解決方法 : コ ンポーネン ト を仮想パッ ケージに含めない場合、 .msi パッ ケージまたはプロジ ェ ク ト  フ ァ

イルを変更し て、 コ ンポーネン ト を除外し ます。 それから、 仮想アプ リ ケーシ ョ ンを再ビル

ド し ます。 仮想パッ ケージにこのコ ンポーネン ト を含める場合、 この警告は無視できます。

テーブル 11-19 • 警告 -9018: カス タム アクシ ョ ンが無視されま し た

分類 説明
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エラー -9020: デ ィ レ ク ト リの親がヌルです
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9021: COM データ を抽出できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-21 • エラー -9020: デ ィ レ ク ト リの親がヌルです

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : デ ィ レク ト リ 'DirectoryName' にヌルの親があり ます。 このデ ィ レク ト リは無視されます。

原因 : このエラ－は、 デ ィ レ ク ト リ テーブルのエン ト リ (TARGETDIR 以外 ) がヌルのと き発生し ま

す。 

解決方法 : ThinApp で仮想化されたアプ リ ケーシ ョ ンを評価し て、 適切に動作するか確認し ます。 適切

に動作し ない場合、 パッ ケージを リパッ ケージする こ と をお勧めし ます。

テーブル 11-22 • エラー -9021: COM データ を抽出できませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'FileName' のデータ をサポー ト していません。

原因 : この Windows Installer パッ ケージの TypeLib または SelfReg テーブルに、 でアプ リ ケーシ ョ ン 

データに変換できない COM データ を含むエン ト リがあ り ます。 

COM 抽出できないフ ァ イルによ っては、COM テーブルのマ ッ プを無効にし た状態で Windows 

Installer パッ ケージを リパッ ケージする こ とによ り、 このアプ リ ケーシ ョ ンを Citrix XenApp 

分離環境で適切に実行する こ とが可能です。 

COM データは Windows Registry に格納されます。 従って、 Windows Installer パッ ケージを リ

パッ ケージする と、 キャ プチャ プロセスで、 Registry への変更がすべてキャ プチャ されるた

め、 データがすべて取得可能にな り ます。 COM 抽出の必要はあ り ません。

解決方法 : この問題を解決するには、 COM テーブルのマ ッ プを無効にし た状態で Windows Installer パッ

ケージを リパッ ケージする必要があ り ます。
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エラー -9022: Complus テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9024: FileSFPCatalog
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9026: LaunchCondition テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-23 • エラー -9022: Complus テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'Complus' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに Complus テーブルが含まれている と き、 このエラー

が発生し ます。 変換プロセス中に、 Complus テーブルは読み込まれません。

解決方法 : Complus テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするために必要な情報が含

まれています。 Citrix XenApp では、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン との交信がサポー ト されていま

すが、 COM+ サービスのイ ンス ト ールはサポー ト されていません。 し たがって、 このアプ リ

ケーシ ョ ンは Citrix XenApp で展開する こ とはできません。

テーブル 11-24 • エラー -9024: FileSFPCatalog

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'FileSFPCatalog' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに FileSFPCatalog テーブルが含まれている と き、 このエ

ラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 FileSFPCatalog テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : FileSFPCatalog テーブルは、 指定されたフ ァ イルをシステム フ ァ イルの保護によ って使用さ

れている カ タ ログ フ ァ イルに関連付けます。 このフ ァ イルがアプ リ ケーシ ョ ンの機能にと っ

て必要な場合、 リパッ ケージャー を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージする必要があ

り ます。

テーブル 11-25 • 警告 -9026: LaunchCondition テーブル

分類 説明

種類 : 警告
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警告 -9027: LockPermissions テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'LaunchCondition' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに LaunchCondition テーブルが含まれている と き、 この

警告が発生し ます。 変換プロセス中に、 LaunchCondition テーブルは読み込まれません。

解決方法 : LaunchCondition テーブルには、 イ ンス ト ールを開始するためにすべて満た される必要がある

条件の一覧が含まれています。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンで Windows XP の実行が必要な場

合、 Windows XP が LaunchCondition テーブルに含まれます。 このテーブルは読み込まれない

ため、 検証は実行されません。 従って、 Windows XP 以外のオペレーテ ィ ング システムを実行

し ているユーザーがこの Citrix プロ フ ァ イルを起動し たと き、 アプ リ ケーシ ョ ンが適切に機

能し ない場合があ り ます。

この問題を解決するには、 以下のいずれかのタ スク を実行し ます :

• オプシ ョ ン 1: [ プロ フ ァ イルの要件 ] ページで要件を設定する — 起動条件にオペレー

テ ィ ング システム、 Service Pack、 言語要件のみ含まれている場合、 このパッ ケージを 

Citrix アシス タ ン ト で開いて、 [ プロ フ ァ イルの要件 ] ページでそれらのオペレーテ ィ ン

グ システムと言語要件を設定し ます。 そのあと、 このアプ リ ケーシ ョ ンを Citrix プロ

フ ァ イルと し て展開し ます。

• オプシ ョ ン 2: 起動条件が一致し たかど うかを判別する — テーブルに一覧表示されている

起動条件を確認し て、 組織内にあるデスク ト ッ プがこれらの要件に一致するかど うかを

判別し ます。 すべてのデスク ト ッ プが要件に一致する場合、 このアプ リ ケーシ ョ ンを 

Citrix プロ フ ァ イルと し て展開し ます。

デスク ト ッ プが要件に一致し ない場合 (Internet Explorer 7.0 の代わり に 6.0 があるなど )、

要件に一致するよ う にデスク ト ッ プをア ッ プグレー ド し てから、 このアプ リ ケーシ ョ ン

を Citrix プロ フ ァ イルと し て展開し ます。

テーブル 11-26 • 警告 -9027: LockPermissions テーブル

分類 説明

種類 警告

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'LockPermissions' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに LockPermissions テーブルが含まれている と き、 この

警告が発生し ます。 変換プロセス中に、 LockPermissions テーブルは読み込まれません。

テーブル 11-25 • 警告 -9026: LaunchCondition テーブル

分類 説明
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エラー -9028: MoveFile テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9029: MsiDriverPackages テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : LockPermissions テーブルは、 アプ リ ケーシ ョ ンの個々の箇所 ( フ ァ イル、 レジス ト リ キー、

ロ ッ クダウン された環境で作成されたフ ォルダー ) をセキュ リ テ ィ で保護するために使用さ

れます。 

Citrix は、 フ ァ イル、 レジス ト リ、 または作成されたフ ォルダーの権限をサポー ト し ません。

アプ リ ケーシ ョ ンの ACL ( アクセス制御リ ス ト ) の権限は変更する こ とができません。 この

アプ リ ケーシ ョ ンを分離環境で実行する と き、 ユーザーにはすべての権限があるため、 この

警告によ り問題が発生する こ とはあ り ません。

テーブル 11-27 • エラー -9028: MoveFile テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'MoveFile' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに MoveFile テーブルが含まれている と き、 このエラー

が発生し ます。 変換プロセス中に、 MoveFile テーブルは読み込まれません。

解決方法 : この MoveFile テーブルには、 指定されたソース デ ィ レ ク ト リから指定されたイ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ に移動またはコ ピーされる フ ァ イルの一覧が含まれています。 このテーブルは

読み込まれないため、 この問題を解決するには、 次のいずれかを実行する必要があ り ます :

• オプシ ョ ン 1: Windows Installer パッ ケージを編集する — InstallShield で Windows Installer 

パッ ケージを開いき、 指定されたデ ィ レ ク ト リ に追加のフ ァ イルを イ ンス ト ールし て、

MoveFile テーブルを使用する必要がな く なるよ う にし ます。

• オプシ ョ ン 2: アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージする — リパッ ケージ ウ ィ ザー ド を利用

し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し、 リパッ ケージャー プロジ ェ ク ト をビル

ド し て、 訂正し た Windows Installer パッ ケージを生成し ます。

• オプシ ョ ン 3: 起動前スク リ プ ト を作成する — アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に MoveFile 

テーブルで識別される フ ァ イルの移動操作を実行する起動前スク リ プ ト を作成し ます。

テーブル 11-28 • エラー -9029: MsiDriverPackages テーブル

分類 説明

種類 : エラー

テーブル 11-26 • 警告 -9027: LockPermissions テーブル

分類 説明
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警告 -9030: ODBCTranslator テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9031: RemoveFile テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'MsiDriverPackages' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに MsiDriverPackages テーブルが含まれている と き、 こ

のエラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 MsiDriverPackages テーブルは読み込まれません。

解決方法 : MsiDriverPackages テーブルには、 アプ リ ケーシ ョ ン内の 1 つのド ラ イバー  パッ ケージにつ

き 1 つのレ コー ドが含まれています。

Citrix XenApp では、 ド ラ イバーは、 どの種類もサポー ト されていません。 た と えば、 プ リ ン

ターを イ ンス ト ールする と き、 プ リ ン ター ソ フ ト ウ ェ アを分離環境から イ ンス ト ールする こ

とができますが、 プ リ ン ター ド ラ イバーはイ ンス ト ールできません。

このため、 この問題を解決するには、 必要なプ リ ン ター ド ラ イバーを分離環境の外、 つま り

ユーザーのデスク ト ッ プ マシンにイ ンス ト ールする必要があ り ます。

テーブル 11-29 • 警告 -9030: ODBCTranslator テーブル

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ODBCTranslator' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ODBCTranslator テーブルが含まれている と き、 この

エラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 ODBCTranslator テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : ODBCTranslator テーブルには、 イ ンス ト ールに属する ODBC ト ラ ンスレーターの一覧が含ま

れています。 ODBC ト ラ ンスレーターは、 ある形式の未処理データ を特定の種類のデータ

ベースで使用できる別の形式に変換し ます。 

ODBCTranslator テーブルを無視する こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンが適切に動作し な く なる

こ とはあ り ません。 これによ り問題が発生し た場合、 リパッ ケージャー を使って、 アプ リ

ケーシ ョ ンを リパッ ケージする必要があ り ます。

テーブル 11-30 • 警告 -9031: RemoveFile テーブル

分類 説明

種類 : 警告

テーブル 11-28 • エラー -9029: MsiDriverPackages テーブル

分類 説明
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警告 -9032: RemoveIniFile テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9033: RemoveRegistry テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'RemoveFile' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに RemoveFile テーブルが含まれている と き、 このエ

ラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 RemoveFile テーブルは読み込まれません。 この警告

は、 アン イ ンス ト ールではな く イ ンス ト ール中にアプ リ ケーシ ョ ン イ ンス ト ールがフ ァ イル

を削除し たと き表示されます。

解決方法 : RemoveFile テーブルには、 削除される フ ァ イルの一覧が含まれています。 フ ァ イルの削除要

件がク リーン ア ッ プ ステ ッ プのみの場合、 アプ リ ケーシ ョ ンの機能に対し て影響はないた

め、 この問題を解決する必要はあ り ません。

ただ し、 RemoveFile テーブルに含まれている フ ァ イルの存在によ ってアプ リ ケーシ ョ ンが適

切に機能し な く なる場合、 フ ァ イルが分離環境で表示されな く なるよ う に、 フ ァ イルの分離

オプシ ョ ンを Ignore に設定する必要があ り ます。 Ignore オプシ ョ ンは、 分離環境が常に ( 分

離環境の外にある フ ァ イルを無視し て ) システム上にある フ ァ イルを探すよ う に指示し ます。

テーブル 11-31 • 警告 -9032: RemoveIniFile テーブル

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'RemoveIniFile' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに RemoveIniFile テーブルが含まれている と き、 このエ

ラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 RemoveIniFile テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : RemoveIniFile テーブルには、 アプ リ ケーシ ョ ンが .ini フ ァ イルから削除する必要がある情報

が含まれています。 このエン ト リの削除がアプ リ ケーシ ョ ンの機能にと って必要な場合、 リ

パッ ケージャー を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージする必要があ り ます。

テーブル 11-32 • 警告 -9033: RemoveRegistry テーブル

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'RemoveRegistry' のデータ をサポー ト していません。

テーブル 11-30 • 警告 -9031: RemoveFile テーブル

分類 説明
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エラー -9036: ISCEInstall テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9037: ISComPlusApplication テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに RemoveRegistry テーブルが含まれている と き、 この

エラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 RemoveRegistry テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : RemoveRegistry テーブルには、 アプ リ ケーシ ョ ンがシステム レジス ト リから削除する必要が

あるレジス ト リ情報が含まれています。 この削除要件がク リーン ア ッ プ ステ ッ プのみの場

合、 アプ リ ケーシ ョ ンの機能に対し て影響はないため、 この問題を解決する必要はあ り ませ

ん。

ただ し、 RemoveRegistry テーブルに含まれているレジス ト リ キーの存在によ ってアプ リ ケー

シ ョ ンが適切に機能し な く なる場合、 レジス ト リ キーが分離環境で表示されな く なるよ う

に、 レジス ト リ キーの分離オプシ ョ ンを Ignore に設定する必要があ り ます。 Ignore オプシ ョ

ンは、 分離環境が常に ( 分離環境の外にあるレジス ト リ キーを無視し て ) システム上にある

レジス ト リ キーを探すよ う に指示し ます。

テーブル 11-33 • エラー -9036: ISCEInstall テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISCEInstall' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISCEInstall テーブルが含まれている と き、 このエ

ラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 ISCEInstall テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : ISCEInstall テーブルは、 Windows Mobile アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするために使用され

ます。 モバイル アプ リ ケーシ ョ ンを Citrix プロ フ ァ イルに変換する こ とができません。 

テーブル 11-34 • エラー -9037: ISComPlusApplication テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISComPlusApplication' のデータ をサポー ト していません。

テーブル 11-32 • 警告 -9033: RemoveRegistry テーブル

分類 説明
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エラー -9038: ISPalmApp テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9039:  ISSQLScriptFile テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISComPlusApplication テーブルが含まれている と き、

このエラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 ISComPlusApplication テーブルは読み込まれま

せん。 

解決方法 : ISComPlusApplication テーブルには、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンについての情報が含まれていま

す。 Citrix XenApp では、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン との交信がサポー ト されていますが、 COM+ 

サービスのイ ンス ト ールはサポー ト されていません。 し たがって、 このアプ リ ケーシ ョ ンは 

Citrix XenApp で展開する こ とはできません。

テーブル 11-35 • エラー -9038: ISPalmApp テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISPalmApp' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISPalmApp テーブルが含まれている と き、 このエ

ラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 ISPalmApp テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : ISPalmApp テーブルは、 Palm モバイル アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするために使用され

ます。 モバイル アプ リ ケーシ ョ ンを Citrix プロ フ ァ イルに変換する こ とができません。 

テーブル 11-36 • エラー -9039:  ISSQLScriptFile テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISSQLScriptFile' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISSQLScriptFile テーブルが含まれている と き、 この

エラーが発生し ます。 変換プロセス中に、 ISSQLScriptFile テーブルは読み込まれません。 

テーブル 11-34 • エラー -9037: ISComPlusApplication テーブル

分類 説明
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エラー -9040: ISVRoot テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9041: ISXmlFile テーブル
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

解決方法 : ISSQLScriptFile テーブルには、 SQL スク リ プ ト の一覧が含まれています。 Windows Installer 

パッ ケージがイ ンス ト ールされたと き、 SQL スク リ プ ト を実行し て、 データベースを更新す

る こ とができます。 Citrix プロ フ ァ イルと し て実行されているアプ リ ケーシ ョ ンは、 データ

ベースを更新できません。 

この問題を解決するには、 変換済みの Citrix プロ フ ァ イルを使用する前に、 次のいずれかの方

法を使ってデータベースを更新し ます :

• スク リ プ ト を利用し て、 データベースを手動で更新する。

• データベースへのアクセスがあるネ ッ ト ワーク上のマシンの 1 つで Windows Installer イ

ンス ト ールを実行し て、 データベースを更新する。。 

テーブル 11-37 • エラー -9040: ISVRoot テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISVRoot' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISVRoot テーブルが含まれている と き、 このエラー

が発生し ます。 変換プロセス中に、 ISVRoot テーブルは読み込まれません。 

解決方法 : ISVRoot テーブルは Web サイ ト を イ ンス ト ールし ます。 分離環境で Citrix プロ フ ァ イルと し

て実行されているアプ リ ケーシ ョ ンは、 Web サイ ト を作成できません。 し たがって、 イ ンス

ト ール時に Web サイ ト を作成するアプ リ ケーシ ョ ンに Citrix プロ フ ァ イルを作成する こ とは

サポー ト されていません。

テーブル 11-38 • エラー -9041: ISXmlFile テーブル

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 変換プロセスは MSI テーブル 'ISXmlFile' のデータ をサポー ト していません。

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージに ISXmlFile テーブルが含まれている と き、 このエラー

が発生し ます。 変換プロセス中に、 ISXmlFile テーブルは読み込まれません。 

テーブル 11-36 • エラー -9039:  ISSQLScriptFile テーブル

分類 説明
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エラー -9051: パッ ケージの圧縮中がキャ ンセルされま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

エラー -9100: パッ ケージ オブジ ェ ク ト のイ ンス タ ンスの作成が失敗し
ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9101: パッ ケージ オブジ ェ ク ト の作成操作が失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : ISXmlFile テーブルは XML フ ァ イルを変更し ます。 このアプ リ ケーシ ョ ンが適切に実行される

ために XML フ ァ イルの変更が必要な場合、 リパッ ケージャー を使って、 このアプ リ ケー

シ ョ ンを リパッ ケージする必要があ り ます。

テーブル 11-39 • エラー -9051: パッ ケージの圧縮中がキャ ンセルされま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : パッケージの圧縮解除がユーザーによってキャンセルされました

原因 : ユーザーによ って、 圧縮された MSI パッ ケージの圧縮解除プロセスがキャ ンセルされま し た。

テーブル 11-40 • エラー -9100: パッ ケージ オブジ ェ ク ト のイ ンス タ ンスの作成が失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix パッケージ オブジ ェ ク ト のインスタ ンスを作成できませんでした

原因 : 予期し ない内部エラー。

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-41 • エラー -9101: パッ ケージ オブジ ェ ク ト の作成操作が失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

テーブル 11-38 • エラー -9041: ISXmlFile テーブル

分類 説明
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Error -9102: ヘ ッ ダー情報の書き込みに失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9103: Citrix の最終処理が失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : Citrix パッケージ オブジ ェ ク ト を作成できませんでした : 'ObjectName'

原因 : 予期し ない内部エラー。

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-42 • Error -9102: ヘ ッ ダー情報の書き込みに失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : パッケージのヘッダー情報の書き込みに失敗しました。

原因 : 予期し ない内部エラー。

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-43 • エラー -9103: Citrix の最終処理が失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix の最終処理が失敗しました

原因 : 予期し ない内部エラー。

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-41 • エラー -9101: パッ ケージ オブジ ェ ク ト の作成操作が失敗し ま し た

分類 説明
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エラー -9104: Citrix の保存に失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9105: Citrix ラ イ ターの初期化中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9106: Citrix パッ ケージの初期化中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-44 • エラー -9104: Citrix の保存に失敗し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix の保存に失敗しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 このエラーは、 プロ フ ァ イルをデジ タル署名する と き発生する こ と

があ り ます。

解決方法 : Citrix プロ フ ァ イルをデジ タル署名するオプシ ョ ンを選択解除し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド

し ます。 

テーブル 11-45 • エラー -9105: Citrix ラ イ ターの初期化中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix ラ イ ターの初期化中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-46 • エラー -9106: Citrix パッ ケージの初期化中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix パッケージの初期化中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 
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エラー -9107: Citrix フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発生し
ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9108: ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-47 • エラー -9107: Citrix フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix フ ァ イル エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-48 • エラー -9108: ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 'FileName' のソース フ ァ イル パスの判別中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-46 • エラー -9106: Citrix パッ ケージの初期化中にエラーが発生し ま し た

分類 説明
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エラー -9109: Citrix フ ォルダー エン ト リの書き込み中にエラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9110: Citrix レジス ト リ エン ト リの書き込み中にエラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9113: Citrix INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-49 • エラー -9109: Citrix フ ォルダー エン ト リの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix フ ォルダー エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-50 • エラー -9110: Citrix レジス ト リ エン ト リの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix レジス ト リ エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : 最初に、 製品が適切にイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 そのあと、 事前の

調査を行い、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-51 • エラー -9113: Citrix INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました
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エラー -9114: Citrix シ ョ ー ト カ ッ ト の書き込み中にエラーが発生し ま し
た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9115: Citrix プロ フ ァ イルを保存する と きにエラーが発生し ま し
た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : 予期し ない内部エラー。 

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-52 • エラー -9114: Citrix シ ョ ー ト カ ッ ト の書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix シ ョ ー ト カ ッ トの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

原因 : シ ョ ー ト カ ッ ト をプロ フ ァ イルに書き込む中に、 致命的なエラーが発生し ま し た。

解決方法 : シ ョ ー ト カ ッ ト が有効なフ ァ イルをポイ ン ト する こ と を確認し て く ださい。 問題を効率よ く

解決するために、 シ ョ ー ト カ ッ ト を 1 つだけ保持し て、 再ビルド を試みて く だ さい。 

テーブル 11-53 • エラー -9115: Citrix プロ フ ァ イルを保存する と きにエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix プロフ ァ イルの保存中に予期しないエラーが発生しました

原因 : Citrix プロ フ ァ イルを保存中に、 致命的なエラーが発生し ま し た。

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-51 • エラー -9113: Citrix INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明
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エラー -9116: 空の Citrix プロ フ ァ イルを作成する と きにエラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9117: 中間フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9118: Citrix プロ フ ァ イルの初期化中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-54 • エラー -9116: 空の Citrix プロ フ ァ イルを作成する と きにエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 空の Citrix プロフ ァ イルの作成中に予期しないエラーが発生しました

原因 : InstallShield では、 Citrix プロ フ ァ イルの内部イ ンス ト ールを新規作成する こ とができません。 

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-55 • エラー -9117: 中間フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 中間フ ォルダーの作成中に予期しないエラーが発生しました

原因 : InstallShield では、 このビルド に使用する中間フ ォルダーを作成する こ とができません。 この

エラーは、 ユーザーが C:\TMP への書き込みの権限がないと き発生する こ とがあり ます。

解決方法 : C:\TMP への書き込みアクセスを取得し、 プロ フ ァ イルを再ビルド し て く ださい。

テーブル 11-56 • エラー -9118: Citrix プロ フ ァ イルの初期化中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix プロフ ァ イルの初期化中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 新しいプロ フ ァ イルの初期値が設定できませんで し た。
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エラー -9119: Citrix プロ フ ァ イルにデフ ォル ト  ターゲ ッ ト を作成する
と きにエラーが発生し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9120: プロ フ ァ イルから フ ァ イルを削除中にエ ラーが発生し ま
し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : パッ ケージ名、 説明、 バージ ョ ン、 セキュ リ テ ィ に関する設定を確認し て、 原因を判別し ま

す。

テーブル 11-57 • エラー -9119: Citrix プロ フ ァ イルにデフ ォル ト  ターゲッ ト を作成する と きにエラーが発生し ま し
た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix プロフ ァ イルでデフ ォルト ターゲッ ト を作成中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 新しいプロ フ ァ イルで初期ターゲッ ト を作成できませんで し た。

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-58 • エラー -9120: プロ フ ァ イルから フ ァ イルを削除中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : プロフ ァ イルから フ ァ イル 'FileName' を削除中に予期しないエラーが発生しました

原因 : 指定されたフ ァ イルをプロ フ ァ イルから削除できませんで し た。

解決方法 : フ ァ イルが存在し、 かつ、 ユーザーにこのフ ァ イルへの権限がある こ と を確認し て く ださい。

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-56 • エラー -9118: Citrix プロ フ ァ イルの初期化中にエラーが発生し ま し た

分類 説明
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エラー -9121: フ ァ イルを Citrix プロ フ ァ イルにコ ピーできませんで し
た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9122: ターゲ ッ ト が Citrix プロ フ ァ イルに存在し ません
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9124: このプロ フ ァ イルに作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト があ り ま
せん

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-59 • エラー -9121: フ ァ イルを Citrix プロ フ ァ イルにコ ピーできませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : フ ァ イルを Citrix プロフ ァ イルにコピーできませんでした。 エラー : 'Name' フ ァ イル : 'Name'

原因 : 指定されたフ ァ イルをプロ フ ァ イルにコ ピーできませんで し た。

解決方法 : フ ァ イルが存在し、 かつ、 ユーザーにこのフ ァ イルへの権限がある こ と を確認し て く ださい。

また、 このエラーが発生し たと き、 Windows Installer からエラー コー ドが戻されます。

Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リ でエラー コー ド を調べ、 問題の原因を判別し て く だ さい。

テーブル 11-60 • エラー -9122: ターゲッ ト が Citrix プロ フ ァ イルに存在し ません

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : シ ョ ー ト カ ッ ト 'ShortcutName' が Citrix プロフ ァ イルに存在しません。 シ ョ ー ト カ ッ ト を除外します。

原因 : シ ョ ー ト カ ッ ト がポイ ン ト する フ ァ イルがパッ ケージに含まれていません。

解決方法 : Citrix Assistant Profile Shortcuts ページで選択されているアイテムを ク リ ア し てシ ョ ー ト カ ッ

ト を除外し、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-61 • エラー -9124: このプロ フ ァ イルに作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト があ り ません

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : このプロフ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ トは作成されませんでした。
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エラー -9125: Citrix フ ァ イルの種類の関連付けの書き込み中にエラーが
発生し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9126: 証明書を使ってプロ フ ァ イルを署名できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : Citrix プロ フ ァ イルには、 有効なシ ョ ー ト カ ッ ト が最低 1 つ含まれている必要があり ます。

解決方法 : Citrix Assistant Profile Shortcuts ページでシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し て、 プロ フ ァ イルを再ビル

ド し ます。

テーブル 11-62 • エラー -9125: Citrix フ ァ イルの種類の関連付けの書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Citrix のフ ァ イルの種類の関連付けの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

原因 : フ ァ イルの種類の関連付けを書き込むこ とができません。

解決方法 : まず事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニカル サポー ト までお問い合わせ く ださ

い。

テーブル 11-63 • エラー -9126: 証明書を使ってプロ フ ァ イルを署名できませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 指定された証明書を使ったプロフ ァ イルの署名に失敗しました

原因 : 使用されている証明書が無効です。

解決方法 : 有効な証明書を取得し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-61 • エラー -9124: このプロ フ ァ イルに作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト があ り ません

分類 説明
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エラー -9127: スク リ プ ト の実行を作成できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9128: シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9129: シ ョ ー ト カ ッ ト の名前が重複し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-64 • エラー -9127: スク リ プ ト の実行を作成できませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : "ScriptName" のスク リ プ ト実行を作成するこ とができませんでした

原因 : 指定されたスク リ プ ト に無効なデータが含まれています。

解決方法 : Citrix Assistant Profile Shortcuts ページで、 プロ フ ァ イルからスク リ プ ト を削除し てから再度

追加し、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。 

これによ って問題が解決されなかった場合、 事前の調査を行ってから、 InstallShield のテ クニ

カル サポー ト までお問い合わせ く だ さい。

テーブル 11-65 • 警告 -9128: シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは、 既にプロフ ァ イル内に存在します。 重複するシ ョ ー ト カ ッ ト を除外

します。

原因 : このプロ フ ァ イルに、 異なるス ター ト  メ ニューの場所またはパッ ケージの他の場所を参照す

る複数のシ ョ ー ト カ ッ ト が定義されています。 

解決方法 : これらのシ ョ ー ト カ ッ ト は必要あ り ません。 Citrix Assistant Profile Shortcuts ページで、

シ ョ ー ト カ ッ ト を選択解除し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-66 • 警告 -9129: シ ョ ー ト カ ッ ト の名前が重複し ています

分類 説明

種類 : 警告
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警告 -9130: シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト が重複し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9131: イ ンス ト ーラーの変数を解決できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは、 既にプロフ ァ イル内に存在しますが、 使用するコマン ド ラ イン パ

ラ メーターが異な り ます。 新しい一意のシ ョ ー ト カ ッ ト  'NewShortcutName(1)' が、 プロフ ァ イル内に作

成されます。

原因 : このプロ フ ァ イルに、 名前が同じ で、 異なる コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを持つ 2 つの

シ ョ ー ト カ ッ ト が定義されています。

解決方法 : Citrix アシス タ ン ト  [ プロ フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト ] ページで、 シ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つの名

前を変更し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-67 • 警告 -9130: シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト が重複し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは、 既にプロフ ァ イル内に存在しますが、 使用するコマン ド ラ イン パ

ラ メーターが異な り ます。 新しい一意のシ ョ ー ト カ ッ ト  'NewShortcutName(1)' が、 プロフ ァ イル内に作

成されます。

原因 : このプロ フ ァ イルに、 名前が同じ で、 異なる ターゲッ ト を持つ 2 つのシ ョ ー ト カ ッ ト が定義

されています。

解決方法 : Citrix アシス タ ン ト  [ プロ フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト ] ページで、 シ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つの名

前を変更し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド し ます。

テーブル 11-68 • 警告 -9131: イ ンス ト ーラーの変数を解決できませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 文字列 'StringName' 内のインス ト ーラー変数を解決するこ とができません

原因 : ビルド時に Windows Installer の変数の一部が解決できませんで し た。 アプ リ ケーシ ョ ンで特定

の値が必要な場合、 これによ り エラーが発生する こ とがあ り ます。

テーブル 11-66 • 警告 -9129: シ ョ ー ト カ ッ ト の名前が重複し ています

分類 説明
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警告 -9132: 16 色シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9133: シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し て、 プロ フ ァ イルを再ビルド するか、 Windows 

Installer パッ ケージで定数値を使用し ます。

テーブル 11-69 • 警告 -9132: 16 色シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ ト用の 16 色アイ コンがあり ません。 シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コンがパブ リ ッ

シュ されたと きに、 歪んで表示される可能性があり ます。

原因 : このシ ョ ー ト カ ッ ト に使用されているアイ コ ンに、 16 色の画像が含まれていません。 現在、

Citrix では 16 色以上の画像がサポー ト されていないため、 このアイ コ ンが Citrix XenApp で表

示およびパブ リ ッ シュ されたと き、 歪んで表示される可能性があ り ます。

解決方法 : シ ョ ー ト カ ッ ト を変更し て、 異なるアイ コ ンを使用するか、 16 色の画像を現在使用されてい

るアイ コ ンに追加し ます。

テーブル 11-70 • 警告 -9133: シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName'  シ ョ ー ト カ ッ ト用のアイ コンがあり ません。 Windows アプ リケーシ ョ ンの汎用アイ コンが

使用されます。 

原因 : このシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが見つからなかったと き、 汎用的な Windows アプ リ ケーシ ョ ン 

アイ コ ンが使用されます。 このエラーは、 使用中のフ ァ イルが壊れているか、 そのフ ァ イルか

ら画像を抽出できないと き、 発生する こ とがあ り ます。

解決方法 : シ ョ ー ト カ ッ ト を変更し て、 異なるアイ コ ンを使用し ます。

テーブル 11-68 • 警告 -9131: イ ンス ト ーラーの変数を解決できませんで し た

分類 説明
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警告 -9134: 実行可能フ ァ イルから アイ コ ンを抽出できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9135: シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト が 16 ビ ッ ト です
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9136: 一部のフ ァ イルが圧縮されていない可能性があ り ます
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-71 • 警告 -9134: 実行可能フ ァ イルからアイ コ ンを抽出できませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 実行可能フ ァ イル 'filename' からアイ コンを抽出できませんでした。 実行可能フ ァ イルが壊れていない

こ と を確認して く ださい。

原因 : アイ コ ン フ ァ イルが壊れている可能性があり ます。

解決方法 : シ ョ ー ト カ ッ ト を変更し て、 異なるアイ コ ンを使用し ます。

テーブル 11-72 • エラー -9135: シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト が 16 ビ ッ ト です

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : シ ョ ー ト カ ッ ト 'ShortcutName' のターゲッ ト は 16 ビ ッ ト です。 このアプ リケーシ ョ ンは、 Citrix 分離

環境で適切に機能しない可能性があり ます。

原因 : このシ ョ ー ト カ ッ ト がポイ ン ト する フ ァ イルが 16 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンです。

解決方法 : フ ァ イルをよ り新しい 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンで置換し ます。 Citrix 環境でアプ リ ケーシ ョ ンが

適切に動作するかど うかも テス ト する こ と もできます。

テーブル 11-73 • 警告 -9136: 一部のフ ァ イルが圧縮されていない可能性があ り ます

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : このパッケージにはデフ ォルト インス ト ール レベルを 0 とする機能が含まれているため、 一部のフ ァ

イルが圧縮解除されない可能性があり ます。
2962 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
警告 -9137: 対象と なるデ ィ レ ク ト リが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

Warning -9138: DuplicateFile テーブル エン ト リ を無視し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : 圧縮された Windows Installer パッ ケージがイ ンス ト ールされる と き、 ビルド エンジンは管理

イ ンス ト ールを実行し て、 それを圧縮解除し ます。 管理イ ンス ト ールでは、 フ ァ イルを含む

機能のデフ ォル ト  イ ンス ト ール レベルが 0 のと き、 そのフ ァ イルを圧縮解除し ません。

InstallShield では、 これらの機能に含まれている コ ンポーネン ト にフ ァ イルがある場合、 これ

らのフ ァ イルが Citrix プロ フ ァ イルにコ ピーされよ う と し たと き、 それらがソースの場所に

存在し ないため、 エラーが発生し ます。

解決方法 : この問題を解決するには、 Windows Installer パッ ケージを編集し て、 その機能のデフ ォル ト  イ

ンス ト ール レベルを 0 以外の値に設定し ます。

テーブル 11-74 • 警告 -9137: 対象と なるデ ィ レ ク ト リが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'FileName' フ ァ イルのインス ト ール先デ ィ レク ト リが見つかり ません。 変換プロセスを続行する前に、

このアプ リケーシ ョ ンのリパッケージを検討して く ださい。

原因 : これは内部エラーです。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-75 • Warning -9138: DuplicateFile テーブル エン ト リ を無視し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : DestFolder に使用されているプロパテ ィ を解決できないため、DuplicateFile テーブルを無視しています : 

'INVALIDPATH'

原因 : 変換中の Windows Installer パッ ケージの DuplicateFile に 1 つ以上のエン ト リが含まれていて、

DuplicateFile テーブルに含まれるエン ト リの 1 つの DestFolder 列に使用されているプロパ

テ ィ が解決できないと きに、 このエラーが発生する こ とがあ り ます。 たと えば、 重複する

フ ァ イルのイ ンス ト ール先がカス タム アクシ ョ ンで設定される と き、 そのイ ンス ト ール先は

変換中に解決されません。

テーブル 11-73 • 警告 -9136: 一部のフ ァ イルが圧縮されていない可能性があ り ます

分類 説明
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警告 -9150: Windows Installer パッ ケージをビルド中に警告が発生し ま し
た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : DuplicateFile テーブルには、 イ ンス ト ール中に、 元のフ ァ イルと異なるデ ィ レ ク ト リ、 または

別の名前を持つ同じデ ィ レ ク ト リ に複製が必要なフ ァ イルの一覧が含まれています。 この

テーブルのイ ンス ト ール先は解決されないため、 この問題を解決するには、 次のいずれかを

実行する必要があ り ます :

• オプシ ョ ン 1: Windows Installer パッ ケージを編集する — InstallShield で Windows Installer 

パッ ケージを開いて、 そのフ ァ イルのコ ピーを追加し、 DuplicateFile テーブル内の問題の

あるエン ト リ を使用し ないよ う にし ます。

• オプシ ョ ン 2: アプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージする — リパッ ケージ ウ ィ ザー ド を利用

し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し、 リパッ ケージャー プロジ ェ ク ト をビル

ド し て、 訂正し た Windows Installer パッ ケージを生成し ます。

• オプシ ョ ン 3: 起動前スク リ プ ト を作成する — アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に DuplicateFile 

テーブル内の問題のあるエン ト リ に対し てフ ァ イルのコ ピー操作を実行する起動前スク

リ プ ト を作成し ます。

テーブル 11-76 • 警告 -9150: Windows Installer パッ ケージをビルド中に警告が発生し ま し た

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : Windows Installer パッケージのビルド警告 : 警告番号と メ ッセージ。

原因 : この警告は、 InstallShield で、 作成中の App-V アプ リ ケーシ ョ ンについて、 新しい基本の MSI 

プロジ ェ ク ト と リ リースをビルド し たと き、 ビルド警告が発生し たこ と を意味し ます。

解決方法 : この警告は、 場合によ って、 InstallShield で App-V アプ リ ケーシ ョ ンをビルド し たと きに 

App-VPackage サブ フ ォルダーに作成された基本の MSI プロジ ェ ク ト で解決する必要があり ま

す。 ただし、 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 App-V プロジ ェ ク ト を再ビルド するたびに上書き

されます。

テーブル 11-75 • Warning -9138: DuplicateFile テーブル エン ト リ を無視し ています

分類 説明
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エラー -9151: Windows Installer パッ ケージをビルド中にエラーが発生し
ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

Error -9200: ThinApp のイ ンス ト ールが必要です
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9201: シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ァ イルの拡張子は ".exe" である必要があ
り ます

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-77 • エラー -9150: Windows Installer パッ ケージをビルド中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Windows Installer パッケージのビルド エラー : エラー番号と メ ッセージ。

原因 : このエラーは、 InstallShield で、 作成中の App-V アプ リ ケーシ ョ ンについて、 新しい基本の 

MSI プロジ ェ ク ト と リ リースをビルド し た と き、 ビルド エラーが発生し たこ と を意味し ます。

解決方法 : このエラーは、 場合によ って、 InstallShield で App-V アプ リ ケーシ ョ ンをビルド し たと きに 

App-VPackage サブ フ ォルダーに作成された基本の MSI プロジ ェ ク ト で解決する必要があり ま

す。 ただし、 基本の MSI プロジ ェ ク ト は、 App-V プロジ ェ ク ト を再ビルド するたびに上書き

されます。

テーブル 11-78 • Error -9200: ThinApp のイ ンス ト ールが必要です

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ThinApp アプ リケーシ ョ ンを適切にビルドするには、 ThinApp のラ イセンス付きバージ ョ ンまたはデモ 

バージ ョ ンがこのマシンにインス ト ールされている必要があり ます。 (www.vmware.com)

原因 : ThinApp がイ ンス ト ールされていません。

解決方法 : ThinApp を イ ンス ト ールし ます。

テーブル 11-79 • 警告 -9201: シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ァ イルの拡張子は ".exe" である必要があ り ます

分類 説明

種類 : 警告
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エラー -9202: アプ リ ケーシ ョ ンが作成されませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

Error -9203: ThinApp ツールがあ り ません
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

メ ッ セージ : シ ョ ー ト カ ッ ト 'ShortcutName' のターゲッ ト の拡張子が、 .exe ではあり ません。 シ ョ ー ト カ ッ ト を除外

します。

原因 : フ ァ イル名に .exe とい う拡張子がないシ ョ ー ト カ ッ ト は除外されます。

解決方法 : 必要な操作はあ り ません。

テーブル 11-80 • エラー -9202: アプ リ ケーシ ョ ンが作成されませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : アプ リケーシ ョ ンは作成されませんでした。

原因 : Windows Installer パッ ケージにシ ョ ー ト カ ッ ト がないか、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト が除外され

た可能性があ り ます。

解決方法 : ソース Windows Installer .msi パッ ケージには、 .exe フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト が最低 1 つ必

要です。

テーブル 11-81 • Error -9203: ThinApp ツールがあ り ません

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ThinApp: 'ToolName' は見つかり ませんでした。

原因 : ThinApp アプ リ ケーシ ョ ンをビルド する と きに必要な ThinApp ツールの 1 つが見つかり ませ

んで し た。 

解決方法 : ThinApp を再イ ンス ト ールし ます。

テーブル 11-79 • 警告 -9201: シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ァ イルの拡張子は ".exe" である必要があ り ます

分類 説明
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エラー -9204: シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9205: 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 パラ
メ ーターが異な り ます

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9206: 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 ター
ゲ ッ ト が異な り ます

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-82 • エラー -9204: シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは既に存在します。 重複するシ ョ ー ト カ ッ ト を除外します。

原因 : ソース パッ ケージに、 同じ .exe ターゲッ ト をポイ ン ト するシ ョ ー ト カ ッ ト が 2 つあ り ます。

解決方法 : 必要な操作はあ り ません。

テーブル 11-83 • エラー -9205: 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが
異な り ます

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは既に存在しますが、 コマン ド ラ イン パラ メーターが異なり ます。 新し

い一意のシ ョ ー ト カ ッ トが作成されます。

原因 : パッ ケージ内の 2 つ同名のシ ョ ー ト カ ッ ト で、 異なる引数が使用されています。

解決方法 : 必要な操作はあ り ません。

テーブル 11-84 • エラー -9206: 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 ターゲッ ト が異な り ます

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : 'ShortcutName' シ ョ ー ト カ ッ トは既に存在しますが、 ターゲッ ト が異なり ます。 新しい一意のシ ョ ー ト

カ ッ ト が作成されます。

原因 : パッ ケージ内の 2 つ同名のシ ョ ー ト カ ッ ト が、 異なる ターゲッ ト をポイ ン ト し ています。
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エラー -9207: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (vregtool.exe)
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9208: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (vftool.exe)
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

解決方法 : 必要な操作はあ り ません。

テーブル 11-85 • エラー -9207: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (vregtool.exe)

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ThinApp (vregtool.exe) のビルド中に、 エラーが発生しました。

原因 : ThinApp ビルド プロセスの vregtool.exe の実行中に、 予期し ないエラーが発生し ま し た。

解決方法 : このエラーが発生し た直前に表示された進行状況メ ッ セージによ って、 このエラーの原因が

明らかになる場合があ り ます。

ビルド フ ォルダー階層構造にロ ッ ク されたフ ァ イル / フ ォルダーがないこ と を確認し て く だ

さい。

テーブル 11-86 • エラー -9208: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (vftool.exe)

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ThinApp (vftool.exe) のビルド中に、 エラーが発生しました

原因 : ThinApp ビルド プロセスの vftool.exe の実行中に、 予期し ないエラーが発生し ま し た。

解決方法 : このエラーが発生し た直前に表示された進行状況メ ッ セージによ って、 このエラーの原因が

明らかになる場合があ り ます。

ビルド フ ォルダー階層構造にロ ッ ク されたフ ァ イル / フ ォルダーがないこ と を確認し て く だ

さい。

テーブル 11-84 • エラー -9206: 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 ターゲッ ト が異な り ます

分類 説明
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エラー -9209: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (tlink.exe)
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9300: AdviseFile 操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9301: AdviseRegistry 操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-87 • エラー -9209: ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た (tlink.exe)

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : ThinApp (tlink.exe) のビルド中にエラーが発生しました

原因 : ThinApp ビルド プロセスの tlink.exe の実行中に、 予期し ないエラーが発生し ま し た。

解決方法 : このエラーが発生し た直前に表示された進行状況メ ッ セージによ って、 このエラーの原因が

明らかになる場合があ り ます。

ビルド フ ォルダー階層構造にロ ッ ク されたフ ァ イル / フ ォルダーがないこ と を確認し て く だ

さい。

テーブル 11-88 • エラー -9300: AdviseFile 操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 規則 'RuleName' の AdviseFile 操作で、 未処理の例外が発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-89 • エラー -9301: AdviseRegistry 操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 規則 'RuleName' の AdviseRegistry 操作で、 未処理の例外が発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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エラー -9302: コ マン ド操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9303: フ ァ イルの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9304: レジス ト リの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-90 • エラー -9302: コマン ド操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : コマン ド操作で、 未処理の例外が発生しました。 説明 : 'CommandActionName'

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-91 • エラー -9303: フ ァ イルの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : フ ァ イルの変更操作で、 未処理の例外が発生しました。 説明 : 'FileName'

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-92 • エラー -9304: レジス ト リの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : レジス ト リの変更操作で、 未処理の例外が発生しました。 説明 : 'RegistryName'

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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エラー -9305: 作成操作で、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9306: 規則エンジンの実行時に、 未処理の例外が発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9401: App-V ラ イ ターの初期化中に、 エラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-93 • エラー -9305: 作成操作で、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 作成操作で、 未処理の例外が発生しました。 説明 : 'CreateName'

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-94 • エラー -9306: 規則エンジンの実行時に、 未処理の例外が発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 規則エンジンの実行中に未処理の例外が発生しました。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-95 • エラー -9401: App-V ラ イ ターの初期化中に、 エラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V ラ イ ターの初期化中に、 予期しないエラーが発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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エラー -9402: App-V パッ ケージの初期化中に、 エ ラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9403: App-V フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラーが発生し
ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9404: App-V フ ォルダー エン ト リ を書き込み中にエ ラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-96 • エラー -9402: App-V パッ ケージの初期化中に、 エラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V パッケージの初期化中に、 予期しないエラーが発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-97 • エラー -9403: App-V フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V エン ト リの書き込み中に、 予期しないエラーが発生しました。 

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-98 • エラー -9404: App-V フ ォルダー エン ト リ を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V フ ォルダー エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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エラー -9405: App-V レジス ト リ エン ト リ を書き込み中にエ ラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9406: App-V INI フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラーが発
生し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9407: App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を書き込み中にエラーが発生し ま
し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-99 • エラー -9405: App-V レジス ト リ エン ト リ を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V レジス ト リ エン ト リの書き込み中に、 予期しないエラーが発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-100 • エラー -9406: App-V INI フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中に予期しないエラーが発生しました。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-101 • エラー -9407: App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V シ ョ ー ト カ ッ ト の書き込み中に、 予期しないエラーが発生しました。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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エラー -9408: App-V フ ァ イル型のデータ を書き込み中にエラーが発生
し ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9409: App-V データの保存中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9410: ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-102 • エラー -9408: App-V フ ァ イル型のデータ を書き込み中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V フ ァ イル型のデータの書き込み中に、 予期しないエラーが発生しました。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-103 • エラー -9409: App-V データの保存中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V データの保存中に、 予期しないエラーが発生しました

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-104 • エラー -9410: ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 'FileName' のソース フ ァ イル パスの判別中に、 予期しないエラーが発生しました。

原因 : フ ァ イルのイ ンス ト ール場所 ( ラ ン タ イム プロパテ ィ によ って判別されます ) が、 App-V 仮

想コ ンバーターによ って判別できませんで し た。

解決方法 : InstallShield でフ ァ イルを検索し、 既知のデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。
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エラー -9411: OSD フ ァ イルのテンプレー ト を抽出できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9412: OSD フ ァ イルを保存できませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9413: App-V OSD の保存
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-105 • エラー -9411: OSD フ ァ イルのテンプレー ト を抽出できませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Microsoft App-V OSD フ ァ イルのテンプレー ト を抽出できませんでした。 OSD フ ァ イルの生成は正し く

実行されません。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-106 • エラー -9412: OSD フ ァ イルを保存できませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Microsoft App-V OSD フ ァ イルを保存できませんでした。 OSD フ ァ イルの生成は正し く 実行されませ

ん。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-107 • エラー -4313: App-V OSD の保存

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Microsoft App-V OSD フ ァ イルを保存できませんでした。 OSD フ ァ イルの生成は正し く 実行されませ

ん。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。
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警告 -9414: プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係と し て指定された
ローカル App-V アプ リ ケーシ ョ ン

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9415: 依存関係のアプ リ ケーシ ョ ンが見つかり ませんで し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9416: プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リが無効です
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

テーブル 11-108 • 警告 -9414: プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係と し て指定されたローカル App-V アプ リ
ケーシ ョ ン

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : ローカルの App-V アプ リケーシ ョ ンがプラ イマリ アプ リケーシ ョ ンの依存関係と して指定されまし

た。 別の場所に移動された場合、 プラ イマ リ アプ リケーシ ョ ンは正し く 実行されな く なる可能性があ

り ます。

原因 : ユーザーによ って、 ローカル ド ラ イブまたはマ ッ プ された ド ラ イブにある依存する App-V ア

プ リ ケーシ ョ ンが指定されま し た。 これは、依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イル内にある  

CODEBASE タグの HREF 属性を検証する こ と で判別されます。

解決方法 : 依存関係のアプ リ ケーシ ョ ンは、 非 FILE プロ ト コルを使用するポータ ブル メ カニズム、 ま

たは、 ネ ッ ト ワーク URL を使って参照し ます。

テーブル 11-109 • エラー -9415: 依存関係のアプ リ ケーシ ョ ンが見つかり ませんで し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 依存関係のアプ リケーシ ョ ンが見つかり ませんでした : 'ApplicationName'

原因 : 指定された App-V の依存アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルが見つかり ませんで し た。

解決方法 : 指定された App-V の依存アプ リ ケーシ ョ ンのパスを確認し ます。

テーブル 11-110 • 警告 -9416: プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リが無効です

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 指定されたプラ イマリ アプ リケーシ ョ ン デ ィ レク ト リ、 'DirectoryName'、 が存在しません。
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エラー -9417: 依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イルに、 無効な HREF 
の値が含まれています。

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー -9418: サイ ドバイサイ ド アセンブ リ をプ ラ イベー ト 化中にエ
ラー

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

原因 : これは、 プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リが指定された後、 Windows Installer パッ

ケージで指定されたデ ィ レ ク ト リが変更されたと きに発生する可能性があ り ます。

解決方法 : InstallShield で提供されている参照フ ォルダーを使って、有効なプラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン 

デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

テーブル 11-111 • エラー -9417: 依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イルに、 無効な HREF の値が含まれています。

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 依存アプ リケーシ ョ ンの OSD フ ァ イル内にある CODEBASE タグの HREF フ ィ ールドに無効な値が含

まれています : 'HREF_Field_Value'

原因 : 依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イル内の CODEBASE タグに、 空または存在し ない HREF 

属性が存在する可能性があ り ます。

解決方法 : 依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イル内にある CODEBASE タグに有効な HREF 属性がエン

ト リ されている こ と を確認し て く ださい。

テーブル 11-112 • エラー -9418: サイ ドバイサイ ド アセンブ リ をプ ラ イベー ト 化中にエラー

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : サイ ドバイサイ ド アセンブ リ をプラ イベー ト 化中に、 エラーが発生しました。

原因 : App-V パッ ケージを変換する と き、 App-V ラ ン タ イムが win32 Sxs アセンブ リ キャ ッ シュに

イ ンス ト ールされたフ ァ イルを見つけられるよ う に、 それら をプラ イベー ト 化する必要があ

り ます。 このエラーは、 このプロセスで予期し ない失敗が発生し たと き発生し ます。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-110 • 警告 -9416: プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リが無効です

分類 説明
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エラー -9419: ウォーターマーク を挿入中に、 エ ラーが発生し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

エラー : -9424: App-V 5.x パッ ケージをビルド する
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -9500: シ ョ ー ト カ ッ ト が不足し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

テーブル 11-113 • エラー -9419: ウォーターマーク を挿入中に、 エラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : App-V パッケージに評価版ウォーターマークを挿入すル際、 エラーが発生しました。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-114 • エラー : -9424: App-V 5.x パッ ケージをビルド する

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : Microsoft App-V 5 への変換処理をスキッ プ しています。 App-V 5  パッケージのビルドに必要な最小オ

ペレーテ ィ ング システム要件は、 Windows 8 または Windows Server 2012 です。

解決方法 : InstallShield がサポー ト する任意の Windows バージ ョ ンで App-V 5.x パッ ケージの設定を構成

できますが、 InstallShield 内部から App-V 5.x パッ ケージをビルド するには Windows 8 または 

Windows Server 2012 が必要です。

テーブル 11-115 • 警告 -9500: シ ョ ー ト カ ッ ト が不足し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト 'FileName' が存在しません。 シ ョ ー ト カ ッ ト を除外します。

原因 : プロジ ェ ク ト にあるシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト  フ ァ イルが存在し ません。

解決方法 : このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し て、 仮想パッ ケージを再ビルド し ます。
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エラー -10000: ユーザーによ ってプロセスがキャ ンセルされま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -10001: スイー ト  フ ァ イルが不足し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

警告 -10002: スイー ト  フ ァ イルが重複し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

テーブル 11-116 • エラー -10000: ユーザーによ ってプロセスがキャ ンセルされま し た

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : 処理がユーザーによってキャンセルされました。

原因 : ユーザーが Cancel を ク リ ッ ク し て、 プロ フ ァ イルの変換プロセスをキャ ンセルし ま し た。

テーブル 11-117 • 警告 -10001: スイー ト  フ ァ イルが不足し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : スイー ト MSI フ ァ イル 'FileName' が見つからないため、 このフ ァ イルは変換プロセスから除外されま

す。

原因 : スイー ト の変換の一部である MSI フ ァ イルが見つかり ませんで し た。 

解決方法 : スイー ト の変換プロセスのイ ンプ ッ ト  フ ァ イルが存在する こ と を確認し て く だ さい。

テーブル 11-118 • 警告 -10002: スイー ト  フ ァ イルが重複し ています

分類 説明

種類 : 警告

メ ッ セージ : スイー ト MSI フ ァ イル  'FileName' が、 メ インの MSI フ ァ イルと同じであるため、 このフ ァ イルは変換

プロセスから除外されます。

原因 : スイー ト の変換が試みられたと き、 Windows Installer フ ァ イル (.msi) と指定された追加の 

Windows Installer フ ァ イルの 1 つが同じ である こ とが検出されま し た 

解決方法 : スイー ト の変換プロセスの一部と し て、 一意の Windows Installer フ ァ イルを指定し て く だ さ

い。
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警告 -10003: アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルが不足し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

警告 -10004: INI フ ァ イルが不足し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です :

修正 11000: Excluding TCPIP レジス ト リ エン ト リ を除外し ています
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

テーブル 11-119 • 警告 -10003: アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルが不足し ています

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : アプ リケーシ ョ ン フ ァ イル 'ApplicationName' が見つかり ません

原因 : イ ンス ト ールによ って参照される フ ァ イルが、 App-V 仮想コ ンバーターによ って見つかり ま

せんで し た。 フ ァ イルの参照がイ ンス ト ールによ って壊された可能性があ り ます。

解決方法 : InstallShield を使って、 イ ンス ト ール内でそのフ ァ イルを見つけるか、 そのリ ン ク を修正また

は削除し ます。 

テーブル 11-120 • 警告 -10004: INI フ ァ イルが不足し ています 

分類 説明

種類 : エラー

メ ッ セージ : INI フ ァ イル 'INI_File_Name'  が見つかり ません。

解決方法 : InstallShield テ クニカル サポー ト をお問い合わせ く ださい。

テーブル 11-121 • 修正 11000: Excluding TCPIP レジス ト リ エン ト リ を除外し ています

分類 説明

種類 : 修正

メ ッ セージ : TCPIP レジス ト リ エン ト リ を Citrix プロフ ァ イルから除外します。

アクシ ョ ン : すべての TCPIP レジス ト リ エン ト リが Citrix プロ フ ァ イルから除外されます。
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致命的エラー 11001: VMware が失敗し ま し た
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

警告 11003: コ ン ト ロール パネル アプレ ッ ト  - Citrix
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

修正 11004: コ ン ト ロール パネル アプレ ッ ト  - ThinApp
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

テーブル 11-122 • 致命的エラー 11001: VMware が失敗し ま し た

分類 説明

種類 : 致命的

メ ッ セージ : VMWare は仮想化できません。

原因 : 仮想化の対象のアプ リ ケーシ ョ ンが VMware のと き、 変換は失敗し ます。 

アクシ ョ ン : エラー メ ッ セージ 「VMware は仮想化できません」 が表示されます。

テーブル 11-123 • 警告 11003: コ ン ト ロール パネル アプレ ッ ト  - Citrix

分類 説明

種類 :  警告

メ ッ セージ : コン ト ロール パネル アプレ ッ ト [AppletName] はコン ト ロール パネルに表示されません。

アクシ ョ ン : アプ リ ケーシ ョ ンにコ ン ト ロール パネルのアプレ ッ ト が含まれている と き警告が表示されま

す。

テーブル 11-124 • 修正 11004: コ ン ト ロール パネル アプレ ッ ト  - ThinApp

分類 説明

種類 : 修正

メ ッ セージ : 'DirectoryPath' に保存されているコン ト ロール パネル アプレ ッ ト にシ ョ ー ト カ ッ ト を生成しています

アクシ ョ ン : ThinApp のコ ン ト ロール パネル アプレ ッ ト 用に、 デフ ォル ト のシ ョ ー ト カ ッ ト が作成されま

す。
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致命的エラー 11005: QuickTime 7.4.1 が原因で、 致命的エ ラーが発生し
ま し た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

修正 11006: Adobe Distiller によ って AdobePDFSettings が除外されま し
た

次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

修正 11007: URL シ ョ ー ト カ ッ ト の除外
次のテーブルは、 このメ ッ セージの説明です : 

テーブル 11-125 • エラー 11005: QuickTime 7.4.1 が原因で、 致命的エラーが発生し ま し た

分類 説明

種類 : 致命的エラー

メ ッ セージ : QuickTime 7.4.1 は、 仮想パッケージから実行したと きエラーが発生するこ とが知られています。 代わ

りに QuickTime 7.4.5 を使用して く ださい。

原因 : QuickTime 7.4.1 は、 正し く 仮想化できません。

解決方法 : QuickTime 7.4.5 を取得し て、 再度変換プロセスを実行し て く ださい。

テーブル 11-126 • 修正 11006: Adobe Distiller によ って AdobePDFSettings が除外されま し た

分類 説明

種類 : 修正

メ ッ セージ : レジス ト リ キー Software\Adobe\Acrobat Distiller\AdobePDFSettings を除外しています。 Adobe Distiller 

は、 初回の使用でこれらの設定を再作成します。

アクシ ョ ン : AdobePDFSettings レジス ト リの設定が除外されます。

テーブル 11-127 • 修正 11007: Adobe Distiller によ って AdobePDFSettings が除外されま し た

分類 説明

種類 : 修正

メ ッ セージ : .URL フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を除外します。 App-V は、 これらのフ ァ イルを適切に起動しませ

ん。

アクシ ョ ン : .URL フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト が除外されま し た。
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テ クニカル サポー ト にお問い合わせの前に
InstallShield のテ クニカル サポー ト に問い合わせをする前に、 以下の手順を実行し て、 発生し ている問題を明らか

にし て く ださい :

• パッ ケージを確認する — 変換中のパッ ケージに問題があるかど う かを判別するために、 フ ァ イルを 1 つだけ

含む簡単なパッ ケージの Citrix プロ フ ァ イルを試行でビルド し ます。 

• マシン と OS を確認する — 特定のマシンまたはオペレーテ ィ ング システム上にある構成に問題があるかど う

かを判別するために、 別のマシンまたはオペレーテ ィ ング システムで Citrix プロ フ ァ イルを試行でビルド し

ます。

• 個々のフ ァ イルを確認する — このエラーが特定のアイテムについてのみ発生するかど うかを判別するために、

特定のアイテムを削除または除外し て、 ビルド エラーが無 く なるかど うかを確認し ます。

変換前および後の操作が必要なアプ リ ケーシ ョ ンの機能
一部のアプ リ ケーシ ョ ンの機能は、 Citrix プロ フ ァ イルの作成時に無視されます。 このため、 仮想アプ リ ケーシ ョ

ンが動作するために、 追加の変換前または変換後の操作をい く つか実行する必要があり ます。
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次のテーブルは、 手動で追加の変換プロセスが必要なアプ リ ケーシ ョ ンの機能の一覧です :

テーブル 11-128 • プロ フ ァ イルの変換時に無視されるアプ リ ケーシ ョ ン機能

Windows Installer 機能 手動の変換ステ ッ プ

ユーザー定義のカス タム ア

クシ ョ ン

Windows Installer パッ ケージを Citrix プロ フ ァ イルに変換する と き、 すべてのカ

ス タム アクシ ョ ンは無視されます。 ユーザー定義のカス タム アクシ ョ ンの場合、

警告メ ッ セージが表示されます。 Windows Installer パッ ケージのカス タム アク

シ ョ ンが作成し た ターゲッ ト  マシンへの変更は、 Citrix プロ フ ァ イルに伝達され

ません。

解決方法は、 カス タム アクシ ョ ンの目的によ って異な り ます :

• カス タム アクシ ョ ンが単に値の入力や他の種類の軽度の変更を自動的に行

う場合、 この警告は無視する こ とができます。

• カス タム アクシ ョ ンの実行によ ってイ ンス ト ールの動作が変更される可能

性がある場合 (Property の設定など )、 この問題を解決する必要が場合によ っ

てあ り ます。

この問題を解決するには、 まず、 変換済みのパッ ケージを Citrix XenApp 上で起動

し てみます。 アプ リ ケーシ ョ ン エラーが発生し た場合、 次のステ ッ プを実行し

て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージする必要があ り ます。

ユーザー定義のカス タム アクシ ョ ンを使ってパッ ケージを正常に変換するには、

以下の手順に従います :

1. リパッ ケージ ウ ィ ザー ド を利用し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケー

ジ し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール中、 リパッ ケージ ウ ィ ザー ド 

はシステム変更を監視し ます。 データはこのあと リパッ ケージャー プロ

ジ ェ ク ト に変換されます。

2. リパッ ケージャー プロジ ェ ク ト をビルド し て、 訂正し た Windows Installer 

パッ ケージを生成し ます。 この新しい Windows Installer パッ ケージにはカス

タム アクシ ョ ンが含まれていませんが、 ( リパッ ケージ プロセスの結果と し

て ) 元のカス タム アクシ ョ ンによ って実行された機能を含みます。

サービス Citrix XenApp では、 サービスは、 どの種類もサポー ト されていません。 このた

め、 この問題を解決するには、 必要なサービスを分離環境の外、 つま りユーザー

のデスク ト ッ プ マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。

サービスを使ってパッ ケージを正常に変換するには、 以下の手順に従います :

1. あるアプ リ ケーシ ョ ン とサービスが同一の Windows Installer パッ ケージにバ

ン ドルされている場合、 そのサービスのみを含む別の Windows Installer パッ

ケージを作成し ます。

2. そのサービスを各ユーザー デスク ト ッ プ マシンにイ ンス ト ールし ます。 こ

のアプ リ ケーシ ョ ンの Citrix プロ フ ァ イルを、 サービスが既にイ ンス ト ール

されているマシン上の分離環境で実行できます。
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COM+ Citrix XenApp では、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン との交信がサポー ト されています

が、 COM+ サービスのイ ンス ト ールはサポー ト されていません。 従って、 COM+ 

サービスを含むアプ リ ケーシ ョ ンは Citrix XenApp で展開する こ とはできません。

テーブル 11-128 • プロ フ ァ イルの変換時に無視されるアプ リ ケーシ ョ ン機能

Windows Installer 機能 手動の変換ステ ッ プ
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
InstallShield ヘルプ ラ イブラ リは、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使用し てイ ンス ト ールの全要素を作成し、 リ

リースをビルド する方法を説明し ます。 InstallShield では、 上級開発者向けに COM イ ン ターフ ェ イスを公開し て

います。 これを使用し て、 プログラム (Visual Basic 実行可能フ ァ イルなど ) やスク リ プ ト  (Windows Scripting Host 

の VBScript フ ァ イルなど ) から多 く の同じ タ スク を実行できます。 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを通し

て、 メ ソ ッ ドの呼び出し、 プロパテ ィ の設定、 コ レ クシ ョ ンへのアクセスを行い、 InstallShield イ ン ターフ ェ イス

の場合と同様にプロジ ェ ク ト を開き、 その機能やコ ンポーネン ト  データ を変更する こ とができます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで最高レベルのオブジ ェ ク ト は ISWiProject オブジ ェ ク ト  です。 このイ ン ター

フ ェ イスにアクセスするには、 まずこのオブジ ェ ク ト を作成する必要があり ます。 次いで、 そのオブジ ェ ク ト 、

メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト を変更できます。

メ モ • オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは実行時ではな く 設計時にプロジ ェ ク ト に影響を与えます。

基本の MSI、 DIM、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 およびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト におけるオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス サポー ト についての情報は、 次の章を参照し て く だ さい :

• オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

• オー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ン

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけるオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス サ

ポー ト についての情報は、 次の章を参照し て く だ さい :

• » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

• » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ン

オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

各 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト は、 機能、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イルなどのイ ンス ト ール要素を表

し ます。 このセクシ ョ ンでは、 各 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト が説明されています。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで最高レベルのオブジ ェ ク ト は ISWiProject オブジ ェ ク ト  です。 このイ ン ター

フ ェ イスにアクセスするには、 まずこのオブジ ェ ク ト を作成する必要があり ます。 次いで、 そのオブジ ェ ク ト 、

メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト を変更できます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ISWiProject オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiProject には、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .dim) を開いた り閉じ た り、 保存するためのイ ン

ターフ ェ イスが含まれます。 InstallShield をシステムにイ ンス ト ールする と、 次の VB や VBScript 構文を使って 

ISWiProject のコ ピーのイ ンス タ ンスを作成できます。

Set m_ISWiProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順で OpenProject メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

‘ .ism フ ァ イルへのパスのビルド

strFile = "C:\InstallShield 2016 Projects\Test.ism"

m_ISWiProject.OpenProject strFile

重要 • オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを 64 ビ ッ ト  マシンで使用する場合、 これを 32 ビ ッ ト 実行可能フ ァ イ

ルを使ってロー ド する必要があ り ます。 これを怠った場合、 ISWiProject またはその他のオブジ ェ ク ト のイ ンス タ

ンスを作成し たと きに、 エラーが発生する可能性があ り ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  システム上でオー ト

メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用する」 を参照し て く ださい。

ビルドのステータ スイベン ト

ISWiProject オブジ ェ ク ト では次のステータ スイベン ト が発生し ます。

• Public Event ProgressIncrement(ByVal lIncrement As Long, pbCancel As Boolean)

• Public Event ProgressMax(ByVal lMax As Long, pbCancel As Boolean)

• Public Event StatusMessage(ByVal sMessage As String, pbCancel As Boolean)

これらのイベン ト は、 ビルド プロセス中に発生し てステータ スのア ッ プデー ト を提供し ます。 ビルド を中止する

には pbCancel を設定し ます。 これらのイベン ト の使い方をデモンス ト レーシ ョ ンするサンプル コー ドは、 「ビル

ドのステータ ス イベン ト 」 を参照し て く ださい。

機能プロパテ ィ と属性の多 く は、 このオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンを通し てオー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで使用できます。 以下のテーブルでは、 ISWiProject Object のメ ンバーがリ ス ト されてい

ます。 い く つかのメ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンは、 特定のプロジ ェ ク ト タ イプにのみ使用できます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明

ActiveLanguage 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプ

ロパテ ィ

プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を取得またはは設定し ま

す。 1 つの言語を言語 ID に指定し ます。

ISWiShortcut の DisplayName などのローカ ラ イズ可能プロ

パテ ィ を取得または設定する と、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン

ターフ ェ イスによ りデフ ォル ト の言語が使用されます。

InstallShield では、 ローカ ラ イズ可能なプロパテ ィ には文

字列エン ト リ を使用し な く てはな り ません。 プロパテ ィ

が文字列 ID を持つ場合、 プロパテ ィ に入力する文字列

は、 デフ ォル ト 言語の文字列エン ト リの値と な り ます。

AddAdvancedFile 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 指定された名前を持つア ドバンス フ ァ イルを ( オプシ ョ

ンで ) 現在のプロジ ェ ク ト の指定されたデ ィ スク イ メ ー

ジに作成し ます。

AddAutomaticUpgradeEntry 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 新しい ISWiAutomaticUpgradeEntry 項目を作成し、 そのオ

ブジ ェ ク ト のハン ドルを返し ます。

AddComponent 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に  ISWiComponent オブジ ェ ク ト を作

成し ます。

AddCustomAction 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト を

作成し ます。

AddFeature 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に  ISWiFeature オブジ ェ ク ト を作成

し ます。
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AddLanguage 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に言語を追加し ます。

AddPathVariable 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト にパス変数を追加し ます。

AddProductConfig 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト を

作成し ます。

AddProperty 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 新しい ISWiProperty 項目を作成し、 そのオブジ ェ ク ト の

ハン ドルを返し ます。

AddSetupFile 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 指定された名前で現在のプロジ ェ ク ト にサポー ト  フ ァ イ

ルを作成し ます。

AddSetupType InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 指定された名前で現在のプロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プの

種類を作成し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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AddSqlServerConnection 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト に新しいサーバー接続を追加し ます。

AddUpgradeTableEntry 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 新しい ISWiUpgradeTableEntry 項目を作成し、 そのオブ

ジ ェ ク ト のハン ドルを返し ます。

AdminExecuteSequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ 管理 ]-[ 実行 ] シーケンスを表わ

す ISWiSequence  コ レ クシ ョ ンを返し ます。

AdminUISequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ 管理 ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イ

ス ] シーケンスを表す ISWiSequence コ レ クシ ョ ンを返し

ます。

AdvtExecuteSequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ ア ドバタ イズ ]-[ 実行 ] シーケン

スを表わす ISWiSequence  コ レ クシ ョ ンを返し ます。

AdvtUISequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ ア ドバタ イズ ]-[ ユーザー イ ン

ターフ ェ イス ] シーケンスを表す  ISWiSequence  コ レ ク

シ ョ ンを返し ます。 ( 入力規則 ICE78  では、 [ ア ドバタ イ

ズ ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが空になっ

ている必要がある と し ています。 詳細については、 「ICE」

を参照し て く だ さい。 )

BuildPatchConfiguration 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド このメ ソ ッ ド を呼び出すと、 strPatchConfiguration 変数が

認識し たパッ チ構成がビルド されます。 このアクシ ョ ン

は、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チ構成を右ク リ ッ

ク し てから ' パッ チのビルド ' を選択し た場合と同じ で

す。

BuildPCPFile 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド .pcp フ ァ イルに基づいてパッ チパッ ケージをビルド し ま

す。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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CloseProject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を閉じ ます。

CompanyName 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

会社名を指定し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト では、 このプロパテ ィ は [ 一般情報 ] ビ ューの "

発行元 " 設定に対応し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 このプロパテ ィ は [ 一般

情報 ] ビ ューの " 会社名 " 設定に対応し ます。

CompanyPhone 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

エン ド ユーザー向けのテ クニカル サポー ト 電話番号を指

定し ます。 この電話番号は、 [ プログラムの追加と削除 ] 

の [ サポー ト 情報 ] ダイアログに表示されます。

このプロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト 電話

番号 " 設定に対応し ます。

CompanyURL 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

エン ド ユーザーがテ クニカル サポー ト を参照できる URL 

を指定し ます。 この URL は、 [ プログラムの追加と削除 ] 

の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ内でハイパーリ ン ク と し て

使用されます。

このプロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 発行元 / 製品 

URL" 設定に対応し ます。

CreatePatch 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド

注意 • CreatePatch メ ソ ッ ドは最新の開発では避けられて

います。 その代わり に BuildPCPFile および 

BuildPatchConfiguration メ ソ ッ ドが利用されます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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CreateProject 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 新しいプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .dim) を作成し

ます。

DeleteAdvancedFile 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から指定のア ド バンスフ ァ イルを削

除し ます。

DeleteComponent 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から指定し たコ ンポーネン ト を削除し ます。

DeleteCustomAction 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト の ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト を

削除し ます。

DeleteMergeModule 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト からマージ モジュールを削除し ます。

DeletePathVariable 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト からパス変数を削除し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2993



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DeleteProductConfig 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト

を削除し ます。

DeleteProperty 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド プロパテ ィ を Property テーブルから削除し ます。

DeleteSetupFile 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から指定のサポー ト  フ ァ イルを削除

し ます。

DeleteSetupType InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から指定のセ ッ ト ア ッ プの種類を削

除し ます。

DeleteSQLConnection 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から SQL Server 接続を削除し ます。

DeselectLanguage 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のプロジ ェ ク ト から言語の選択を解除し ます。

DotNetFrameworkPath 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

Microsoft .NET Framework へのパスを指定し ます。 このパ

ラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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EnableSwidtag 基本の MSI 読み書きプ

ロパテ ィ

イ ンス ト ールのソ フ ト ウ ェ ア識別タグの作成機能を有効

または無効にし ます。 次は、 タグの作成を無効にするサ

ンプル コー ド です :

pProject.EnableSwidtag = False

ソ フ ト ウ ェ アのタグ機能に関する情報は、 「製品のソ フ ト

ウ ェ ア識別タグを含める」 を参照し て く だ さい。

ExportProject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド このオプシ ョ ンを使う と、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルは ソー

ス コー ドの統合 によ り適し た XML 表現を使用し ます。

ExportStrings 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 文字列エン ト リ をテキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト し ま

す。

ForceUpgrade 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在

のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
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GenerateGUID 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 文字列と し て返される新しい一意の GUID を生成し ます。

ImportProject 基本の MSI メ ソ ッ ド .isv フ ァ イル ( ソース コー ドの統合プログラムで保持され

るテキス ト  フ ァ イル ) を InstallShield .ism プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルに変換し ます。

メ モ • .isv フ ァ イル形式は InstallShield for Windows Installer 

のバージ ョ ン 2.x と InstallShield Developer のバージ ョ ン 

8.x 以前で しか使用されていません。

ImportStrings 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 文字列エン ト リ をテキス ト  フ ァ イルから イ ンポー ト し ま

す。

INSTALLDIR 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

プロジ ェ ク ト に INSTALLDIR プロパテ ィ を設定し ます。

通常の値は 

[ProgramFilesFolder]CompanyName\ProductName です。

InstallExecuteSequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケン

スを表わす ISWiSequence  コ レ クシ ョ ンを返し ます。

InstallUISequence 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み取り専

用のプロパ

テ ィ

現在のプロジ ェ ク ト の [ イ ンス ト ール ]-[ ユーザー イ ン

ターフ ェ イス ] シーケンスを表す  ISWiSequence  コ レ ク

シ ョ ンを返し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
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ISWiAdvancedFiles 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

コ レ クシ ョ

ン

プロジ ェ ク ト のすべてのア ドバンスフ ァ イルを

(ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト と し て ) 含めます。

ISWiAutomaticUpgradeEntries 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ

ン

ISWiAutomaticUpgradeEntry アイテムのコ レ クシ ョ ンを戻

し ます。 このコ レ クシ ョ ンは、 IDE で定義づけられた自動

ア ッ プグレー ドのリ ス ト を表示し ます。

ISWiComponents 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

このプロジ ェ ク ト のすべてのコ ンポーネン ト を格納し ま

す。

ISWiCustomActions 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ

ン

このプロジ ェ ク ト のすべてのカス タム アクシ ョ ンを格納

し ます。

ISWiFeatures 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

すべての機能の名前と そのコ ンポーネン ト が含まれます。

ISWiLanguages 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべての言語を含みます。
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ISWiPathVariables 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

現在のプロジ ェ ク ト に関連付けられているすべてのパス

変数を含みます。

ISWiProductConfigs 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

このプロジ ェ ク ト のすべての製品構成が含まれます。

ISWiProperties 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

このプロジ ェ ク ト のすべての Windows Installer プロパテ ィ  

が含まれます。

ISWiSetupFiles 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

コ レ クシ ョ

ン

プロジ ェ ク ト のすべてのサポー ト  フ ァ イルを

(ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト と し て ) 含めます。

ISWiSetupTypes InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

コ レ クシ ョ

ン

プロジ ェ ク ト のすべてのセ ッ ト ア ッ プの種類を

(ISWiSetupType オブジ ェ ク ト と し て ) 含めます。

ISWiSISProperties 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ

ン

このプロジ ェ ク ト のすべての概要情報ス ト リームプロパ

テ ィ が含まれます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
2998 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ISWiSQLConnections 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ

ン

現在のプロジ ェ ク ト のすべての SQL Server 接続が含まれ

ています。

ISWiUpgradeTableEntries 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ

ン

ISWiUpgradeTableEntry アイテムのコ レ クシ ョ ンを戻し ま

す。 このコ レ クシ ョ ンは、 IDE で定義づけられたス タ

テ ィ ッ ク メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムのリ ス ト を

表示し ます。

MergeModuleSearchPath 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

プロジ ェ ク ト で参照させるマージ モジュール (.msm) フ ァ

イルを含むカ ンマで区切ったフ ォルダーを指定し ます ( 複

数指定可 )。

メ モ • ISWiRelease.Build メ ソ ッ ド を使う予定の場合、 この

プロパテ ィ を設定し て く だ さい。

MinimumTargetDotNetVersion 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールに必要な .NET 

Framework の最小バージ ョ ンを指定し ます。 このパラ

メ ーターはオプシ ョ ンです。 デフ ォル ト では、

InstallShield イ ン ターフ ェ イスがサポー ト する .NET 

Framework の最新バージ ョ ンが設定されています。

MinimumTargetMSIVersion 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプ

ロパテ ィ

ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールに必要な Windows 

Installer の最小バージ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ー

ターはオプシ ョ ンです。 デフ ォル ト では、 InstallShield イ

ン ターフ ェ イスがサポー ト する Windows Installer の最新

バージ ョ ンに設定されています。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 2999



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ModuleID と ModuleIDGUID マージ モ

ジュール

読み書き文

字列プロパ

テ ィ

これらのプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト

でのみ使用されます。 各マージ モジュールは、

ModuleSignature テーブルにレ コー ドがあり ます。

ModuleSignature テーブルの ModuleID フ ィ ールドは 2 つの

セクシ ョ ン (ModuleID.ModuleIDGUID.) で構成されます。

た と えば、 IDID.019880FB_04F2_4D4B_99C9_9A0A12185229 

の ModuleID 値について、 ISWiProject オブジ ェ ク ト の 

ModuleID および ModuleIDGUID プロパテ ィ が次の処理を有

効にし ます :

• ModuleID プロパテ ィ は、 IDID を取得または設定し ま

す。

• ModuleIDGUID プロパテ ィ は、

019880FB_04F2_4D4B_99C9_9A0A12185229 を取得また

は設定し ます。

OnUpgrade 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

[ ア ッ プグレー ド ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブにある " スモー

ル / マイナー ア ッ プグレー ド " 設定オプシ ョ ンにの値を

取得または設定し ます。 このプロパテ ィ を使って、 エン

ド ユーザーがア ッ プグレー ド を続行する前にプロンプ ト

するかど うかを指定し ます。 この機能には Setup.exe セ ッ

ト ア ッ プ ラ ンチャーが必要です。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとおり です :

• eouPrompt (1)— プロンプ ト する

• eouUpgrade (2)— ユーザーに確認のプロンプ ト を表示

せずに、 ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールする

• eouNoOp (0)— すべてのプロンプ ト を無効にする イ ン

ス ト ールはア ッ プグレー ドのシナ リ オを検出し て、

イ ンス ト ールをア ッ プグレー ド モー ド で実行し ます。

OpenProject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 新しい InstallShield イ ンス ト ールプロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.ism または .dim) を開きます。

このメ ソ ッ ドは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イス 

でプロジ ェ ク ト が開かれている と失敗し ます。

PackageCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

パッ ケージ コー ド を文字列 GUID と し て設定し ます。

GUID は、 {12345678-1234-1234-1234-1234567890AB} のよ

う に中括弧で囲む必要があ り ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
3000 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ProductCode 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプ

ロパテ ィ

製品コー ド を文字列 GUID と し て取得または設定し ます。

GUID は、 {12345678-1234-1234-1234-1234567890AB} のよ

う に中括弧で囲む必要があ り ます。

このプロパテ ィ は、 マージ モジュールプロジ ェ ク ト には

使用できません。

ProductName 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

読み書きプ

ロパテ ィ

製品名の取得または設定を行います。

ProductVersion 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

読み書きプ

ロパテ ィ

プロジ ェ ク ト のバージ ョ ン番号を文字列と し て格納し ま

す。

RemoveFeature 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から機能を削除し ます。

SaveProject 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を保存し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3001



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SelfRegistrationMethod 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプ

ロパテ ィ

自己登録と指定されたフ ァ イルに使用する自己登録方法

を指定し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• esrISSelfReg (0)— すべての自己登録フ ァ イルに 

InstallShield 自己登録テーブル (ISSelfReg) を使用し ま

す。

• esrSelfReg (1)—すべての自己登録フ ァ イルに Windows 

Installer 自己登録テーブル (SelfReg) を使用し ます。

SkipUpgradeValidators 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプ

ロパテ ィ

通常ビルドの終わり で実行されるア ッ プグレー ド 検証

ツールを、 スキッ プする こ とができます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
3002 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SwidtagProperty 基本の MSI 読み書きプ

ロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューのソ フ ト ウ ェ ア識別タグ設定の値を取

得または設定し ます。 このプロパテ ィ は、 最初のパラ

メ ーターで次のオプシ ョ ンの 1 つを受け取り ます :

• eswtpUniqueId (0) - このパラ メ ーターは、[ 一般情報 ] 

ビ ューにある " 一意な ID" 設定の値を指定し ます。

• eswtpTagCreatorName (2) - このパラ メ ーターは、 [ 一

般情報 ] ビ ューにある " タグ作成者 " 設定の値を指

定し ます。

• eswtpTagCreatorRegid (3) - このパラ メ ーターは、 [ 一

般情報 ] ビ ューにある " タグ作成者 ID" 設定の値を

指定し ます。

• eswtpSfwCreatorName (4) - このパラ メ ーターは、 [ 一

般情報 ] ビ ューにある " ソ フ ト ウェ ア作成者 " 設定

の値を指定し ます。

• eswtpSfwCreatorRegid (5) - このパラ メ ーターは、 [ 一

般情報 ] ビ ューにある " ソ フ ト ウェ ア作成者 ID" 設

定の値を指定し ます。

• eswtpSfwLicensorName (6) - このパラ メ ーターは、 [

一般情報 ] ビ ューにある " ソ フ ト ウェ ア ラ イセン

サー " 設定の値を指定し ます。

• eswtpSfwLicensorRegid (7) - このパラ メ ーターは、 [

一般情報 ] ビ ューにある " ソ フ ト ウェ ア ラ イセン

サー ID" 設定の値を指定し ます。

• eswtpEntitlementRequired (8) - このパラ メ ーターは、

ソ フ ト ウ ェ アが正し く 運用されている こ と を判断す

るために、 ユーザーが製品に対応する ソ フ ト ウ ェ ア 

エン タ イ ト ルメ ン ト を所有し ている必要があるかど

うかを指定し ます。

次は、 このプロパテ ィ を使ったサンプル コー ド です :

pProject.SwidtagProperty(eswtpTagCreatorRegid) = "regid.1986-

12.com.mycompany"

UpgradeCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプ

ロパテ ィ

ア ッ プグレー ド コー ド プロパテ ィ を文字列 GUID と し て取

得あるいは設定し ます。 GUID は、 {12345678-1234-1234-

1234-1234567890AB} のよ う に中括弧で囲む必要があ り ま

す。

このプロパテ ィ は、 マージ モジュールプロジ ェ ク ト には

使用できません。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3003



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
AddAdvancedFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • AddAdvancedFile メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

AddAdvancedFile メ ソ ッ ドは、 指定された名前を持つア ドバンスフ ァ イル オブジ ェ ク ト を ( オプシ ョ ンで ) 現在の

プロジ ェ ク ト の指定されたデ ィ スク イ メ ージに作成し ます。

構文

AddAdvancedFile (FileName As String, Optional DiskType As ISWiDiskType = edtDisk1) As ISWiAdvancedFile

UseXMLProjectFormat 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

読み書き

ブール値プ

ロパテ ィ

製品フ ァ イルで XML フ ァ イル形式を使用するかど うかを

指定し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
3004 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pAdvancedFile As ISWiAdvancedFile

Set pAdvancedFile = pProj.AddAdvancedFile ("C:\My Files\MyLastDiskFile.ext", edtLastDisk)

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

AddAutomaticUpgradeEntry メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

AddAutomaticUpgradeEntry メ ソ ッ ド を呼び出すと、 新しい IswiAutomaticUpgradeEntry 項目が作成され、 そのオブ

ジ ェ ク ト に対するハン ドルが返されます。

構文

AddAutomaticUpgradeEntry()

テーブル 11-2 • AddAdvancedFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName 追加するア ドバンスフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を渡し ます。

DiskType オプシ ョ ンのパラ メ ーターでは、 ア ド バンスフ ァ イルの追加先と なる Advanced 

Files フ ォルダーを指定できます。 次の値のう ち 1 つを指定し ます。

• edtDisk1(1)— ア ドバンス フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに追加し ます。 このオ

プシ ョ ンのパラ メ ーターのデフ ォル ト 値と し て設定されています。

• edtLastDisk(-1)— ア ド バンス フ ァ イルを [ 最後のデ ィ スク ] フ ォルダーに追加

し ます。

• edtOther(0)— ア ドバンス フ ァ イルを [ その他 ] フ ォルダーに追加し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3005



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

'###############################################

'# このサンプルは有効なパスなしには適切に実行しません

'###############################################

set pProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject("C:\Documents and Settings\Testlab\My Documents\MySetups\your project name-21.ism")

'###############################################

' 新しいエン ト リ を作成するには

dim pAutoEntry

set pAutoEntry = pProject.AddAutomaticUpgradeEntry()

pAutoEntry.Name ="AutoEntry"

pAutoEntry.ReleaseFlags = "AutoFlag"

pAutoEntry.UpgradedSetupPath = "AutoPath"

'###############################################

' 既存エン ト リの検索と置換をおこな うには

set pAutoEntry = nothing

set pAutoEntry = pProject.IswiAutoUpgradeEntries("AutoEntry")

pAutoEntry.Delete

pProject.SaveProject

pProject.CloseProject

次に適用 :

ISWiProject 

AddComponent メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

AddComponent メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト に指定された名前でコ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト を作成し ます。

コ ンポーネン ト が追加される と、 GUID が自動的に作成されます (ISWiComponent の GUID プロパテ ィ を参照し て く

ださい )。 コ ンポーネン ト を追加し た後で、 そのコ ンポーネン ト の他のプロパテ ィ を設定し、 機能に関連付けでき

ます。
3006 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
構文

AddComponent (ComponentKey As String) As ISWiComponent

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pComponent As ISWiComponent

Set pComponent = m_pProject.AddComponent ("New_Component")

次に適用 :

• ISWiProject 

AddCustomAction メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddCustomAction メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。 カス タム ア

クシ ョ ンをシーケンスに挿入するには、 InsertCustomAction メ ソ ッ ド を使用し ます。

構文

AddCustomAction (CustomActionKey As String) as ISWiCustomAction

テーブル 11-3 • AddComponent メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ComponentKey コ ンポーネン ト キーは、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューに表示される コ ン

ポーネン ト の名前と同一です。 この文字列には、 アルフ ァベ ッ ト 、 ピ リ オ ド (.) 

およびアンダースコ ア (_) を使用できますが、 名前の先頭は文字またはアン

ダースコ アにする必要があり ます。 プロジ ェ ク ト にある コ ンポーネン ト 名に、

ComponentKey と同じ名前は付けられません。

コ ンポーネン ト 名では、 大文字と小文字が区別されます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3007



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

AddFeature メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddFeature メ ソ ッ ド を使う と、 指定し た名前で機能を作成できます。 AddFeature は、 ISWiProject のメ ンバーで

す。 新しい機能が、 現在のプロジ ェ ク ト に最上位機能と し て追加されま し たが、 このメ ソ ッ ドが ISWiFeature オブ

ジ ェ ク ト のメ ンバーのと き、 新しい機能は現在の機能のサブ機能と し て追加されます。 

機能には、 新機能を InstallShield に追加する と、 その新機能に与えられるデフ ォル ト と同じ プロパテ ィ が作成され

ます。

機能を追加し た後で、 その機能の他のプロパテ ィ を設定し、 コ ンポーネン ト と関連付けできます。

構文

AddFeature (FeatureKey As String) As ISWiFeature

テーブル 11-4 • AddCustomAction メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

CustomActionKey 作成する カス タム アクシ ョ ンの文字列名です。
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パラ メ ーター

例

次の Visual Basic コー ドは AddFeature の使用例で、 機能とサブ機能を追加し て、 このサブ機能を既存のコ ンポー

ネン ト と関連付けています。

Dim pProject As ISWiProject

Set pProject = New ISWiProject

pProject.OpenProject "C:\MySetups\SampleApp.ism"

Dim pFeat1, pFeat2 As ISWiFeature

Dim sFeat1Name, sFeat2Name As String

sFeat1Name = "ParentFeature"

sFeat2Name = "SubFeature"

' 機能 ParentFeature を追加し、 次に SubFeature を ParentFeature の下に追加

Set pFeat1 = pProject.AddFeature(sFeat1Name)

Set pFeat2 = pFeat1.AddFeature(sFeat2Name)

Dim pComp

Dim sCompName As String

' 既存コンポーネン ト  NewComponent1 を SubFeature に追加

sCompName = "NewComponent1"

Set pComp = pProject.ISWiComponents.Item(sCompName)

pFeat2.AttachComponent pComp

pProject.SaveProject

pProject.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

• ISWiFeature

テーブル 11-5 • AddFeature メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FeatureKey 機能キーは、 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] および [ 機能 ] ビ ューに表示される機

能の名前と同一です。 その名前は、 新しい ISWiFeature オブジ ェ ク ト のイ ン

デッ クスにな り ます。 この文字列には、 アルフ ァベ ッ ト 、 ピ リ オ ド (.) およびア

ンダースコ ア (_) を使用できますが、 名前の先頭は文字またはアンダースコア

にする必要があり ます。 プロジ ェ ク ト にある機能名に、 FeatureKey と同じ名前

は付けられません。

機能名では、 大文字と小文字が区別されます。
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AddLanguage メ ソ ッ ド

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

AddLanguage メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト に言語を追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで言語を追加する方法に似ています。 ISWiLanguage オブジ ェ ク ト を使って、 新

しい言語のプロパテ ィ を設定できます。

構文

AddLanguage (LangId As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

AddPathVariable メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-6 • AddLanguage メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

LangId 現在のプロジ ェ ク ト に追加する言語 ID を文字列で渡し ます。 例 :

oProject.AddLanguage "1035"
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AddPathVariable メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト にパス変数を追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用は、

InstallShield の [ パス変数 ] ビ ューでパス変数を追加するのに類似し ています。 新しいパス変数のプロパテ ィ は、

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト を使って設定する こ とができます。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。

構文

AddPathVariable (sName As String) As ISWiPathVariable

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

AddProductConfig メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddProductConfig メ ソ ッ ド を呼び出し て、 製品構成をプロジ ェ ク ト に追加できます。 このメ ソ ッ ド は、 リ リース 

ウ ィ ザー ド か、 IDE の [ リ リース ] ビ ューを使って製品構成を追加するのに似ています。 新しい製品構成のプロパ

テ ィ は、 ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト を使って設定する こ とができます。

構文

AddProductConfig (ProductConfigKey As String) As ISWiProductConfig

テーブル 11-7 • AddPathVariable メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName パス変数の名前を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

AddProperty メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • AddProperty メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddProperty メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト に指定された名前で Windows Installer を作成し ます。

構文

AddProperty (Name As String) As ISWiProperty

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 AddProperty メ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pProperty As ISWiProperty

Set pProperty = pProj.AddProperty ("MYPROP")

pProperty.Value = "MyPropValue"

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

テーブル 11-8 • AddProductConfig メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ProductConfigKey 新しい製品構成の名前を保持し ます。

テーブル 11-9 • AddProperty メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 追加する Windows Installer プロパテ ィ の名前を渡し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject

AddSetupFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • AddSetupFile メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

AddSetupFile メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト に指定された名前でサポー ト  フ ァ イルを作成し ます。

構文

AddSetupFile (FileName As String) As ISWiSetupFile

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 AddSetupFile メ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupFile As ISWiSetupFile

Set pSetupFile = pProj.AddSetupFile ("C:\My Files\MySupportFile.ext")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

AddSetupType メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

テーブル 11-10 • AddSetupFile メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName 追加するサポー ト  フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を渡し ます。
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

AddSetupType メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト に指定された名前でセ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成し ます。

 構文

AddSetupType (Name As String) As ISWiSetupType

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 AddSetupFile メ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupType As ISWiSetupType

Set pSetupType = pProj.AddSetupType (" ク ラ イアン ト セッ ト ア ッ プ - スペース節約 ")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

AddSQLServerConnection メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddSQLServerConnection メ ソ ッ ド を呼んで、 プロジ ェ ク ト に新しいサーバー接続を追加し ます。

テーブル 11-11 • AddSetupType メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 追加するセ ッ ト ア ッ プの種類の名前を渡し ます。 表示名と し て

使用する文字列を指定し ます。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 このパラ メ ーターで指

定し た名前を基に新しいセ ッ ト ア ッ プの種類の有効なプラ イマ

リ キーを生成し ます。
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構文

Function AddSQLServerConnection(strConnectionName As String) As ISWiSQLConnection

パラ メ ーター

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiProject

AddUpgradeTableEntry メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

AddUpgradeTableEntry メ ソ ッ ド を呼び出すと、 新しい ISWiUpgradeTableEntry 項目が作成され、 そのオブジ ェ ク ト

に対するハン ドルが返されます。

構文

AddUpgradeTableEntry()

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

'###############################################

'# このサンプルは有効なパスなしには適切に実行しません

'###############################################

set pProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject("C:\Documents and Settings\Testlab\My Documents\MySetups\your project name-21.ism")

'###############################################

' 新しいエン ト リ を作成するには

dim pTableEntry

set pTableEntry = pProject.AddUpgradeTableEntry()

pTableEntry.UpgradeCode ="{12345678-1234-1234-1234-123456789012}"

pTableEntry.VersionMin = "1.0"

テーブル 11-12 • AddSQLServerConnection メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ConnectionName 確立する新しい接続の名前を指定し ます。
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pTableEntry.VersionMax = "2.0"

pTableEntry.Language = "0"

pTableEntry.Remove = ""

pTableEntry.ActionProperty = "ACTIONPROP_AUTOMATION"

pTableEntry.Attributes = 5

'###############################################

' 既存エン ト リの検索と置換をおこな うには

set pTableEntry =pProject.IswiUpgradeTableEntries("{12345678-1234-1234-1234-123456789012}")

pTableEntry.Delete

pProject.SaveProject

pProject.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

BuildPatchConfiguration メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

BuildPatchConfiguration を呼び出し て、 strPatchConfiguration パラ メ ーターによ って識別されたパッ チ設定をビルド

し ます。 このアクシ ョ ンは、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでパッ チ構成を右ク リ ッ ク し てから ' パッ チのビルド ' 

を選択し た場合と同じ です。

構文

BuildPatchConfiguration (strPatchConfigName as string)
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パラ メ ーター

Properties

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

' プロジェ ク ト オブジ ェ ク ト の作成

dim pProject

set pProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

'OpenProject メ ソ ッ ドの呼び出し

'####################################################################

'# このサンプルは有効なパスなしには適切に実行しません

'####################################################################

'pProject.OpenProject("\Your project.ism")

pProject.OpenProject("C:\Documents and Settings\Testlab\My Documents\MySetups\your project name-21.ism")

'OpenProject メ ソ ッ ドの呼び出し

'################################################################################

'# このサンプルは有効なパッチ構成名なしには適切に実行しません

'################################################################################

pProject.BuildPatchConfiguration "Config1"

MsgBox "Patch Congifuration Config1 build with " & _

 pProject.PatchConfigErrorCount & " Errors and " & _

 pProject.PatchConfigWarningCount & " 警告 "

次に適用 :

• ISWiProject 

BuildPCPFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-13 • BuildPatchConfiguration メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strPatchConfigName プロジ ェ ク ト への完全修飾パスを入力し ます。

テーブル 11-14 • BuildPatchConfiguration メ ソ ッ ド に関連づけられたプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

PatchConfigErrorCount 特定のビルド に関連するエラー カウン ト を含みます。

PatchConfigWarningCount 特定のビルド に関連する警告カウン ト を含みます。
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

BuildPCPFile メ ソ ッ ド では、 パッ チ作成プロパテ ィ  (.pcp) フ ァ イルの設定に基づいて、 パッ チパッ ケージ (.msp) 

フ ァ イルが作成されます。

パッ チを作成するには、 プロジ ェ ク ト が開いている必要はあり ません。

構文

BuildPCPFile (strPCPFile As String, strPatchFile As String, strLogFile As String, bCreateUpdateExe As Boolean) As Long

パラ メ ーター

戻り値

BuildPCPFile() は、 Windows Installer 関数 UiCreatePatchPackage が戻し た結果を戻し ます。

BuildPCPFile メ ソ ッ ド では、 パッ チ作成プロパテ ィ  (.pcp) フ ァ イルの設定に基づいて、 パッ チパッ ケージ (.msp) 

フ ァ イルが作成されます。

パッ チを作成するには、 プロジ ェ ク ト が開いている必要はあり ません。

次に適用 :

• ISWiProject

CloseProject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

テーブル 11-15 • BuildPCPFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strPCPFile .pcp フ ァ イルの完全なパスを指定し ます。 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューでは、

.pcp フ ァ イルの作成や変更を行う こ とができます。

strPatchFile 作成する .msp フ ァ イルの完全なパスを指定し ます。 同じ名前のフ ァ イルは、 い

ずれも上書き されます。 指定し たデ ィ レ ク ト リが存在し ない場合、 フ ァ イルは

作成されません。

strLogFile このメ ソ ッ ドの状態やパッ チパッ ケージ作成の成果を記録する、 .log フ ァ イルの

完全なパスを指定し ます。 フ ァ イルが既に存在する場合、 そのフ ァ イルに現在

の状態が追加されます。

bCreateUpdateExe このオプシ ョ ンを True に設定し て、 パッ チを適用する実行可能フ ァ イルでパッ

ケージを ラ ッ プ し ます。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

OpenProject で開いたプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .dim) を閉じ るには、 CloseProject を呼び出し ます。

構文

CloseProject ()

戻り値

CloseProject は常に 0 を返し ます。

次に適用 :

• ISWiProject

CreatePatch メ ソ ッ ド

注意 • このメ ソ ッ ドは新しい開発には使用不可能と な り ま し た。 新しい開発には、 BuildPCPFile メ ソ ッ ド と 

BuildPatchConfiguration メ ソ ッ ドが使用されます。 既存のビルド スク リ プ ト との下位互換性を容易にするため、

CreatePatch メ ソ ッ ドは BuildPCPFile メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

構文

CreatePatch()

次に適用 :

• ISWiProject

CreateProject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

CreateProject メ ソ ッ ドは、 基本の MSI、 InstallScript、 InstallScript MSI、 InstallScript オブジ ェ ク ト 、 またはマージ 

モジュール プロジ ェ ク ト で新しい InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) を作成し ます。 DIM プロジ ェ ク ト に

は、 新しい InstallShield DIM プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.dim) を作成し ます。

構文

CreateProject (strISWiProjectFile As String, ByVal projectType As ISWiProjectType)

パラ メ ーター

例

次のサンプル コー ドは、 TestProject.ism と名付けられた基本の MSI プロジ ェ ク ト を作成し ます。

Dim pProject As ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject

Set pProject = CreateObject("ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

Dim sProjectName As String

sProjectName = "C:\InstallShield 2016 Projects\TestProject.ism"

pProject.CreateProject sProjectName, eptMsi

pProject.OpenProject sProjectName, False

pProject.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

テーブル 11-16 • CreateProject メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiProjectFile 作成する .ism または .dim フ ァ イルへの完全修飾パスを入力し ます。 完全なフ ァ

イル名を含みます。

projectType 作成するプロジ ェ ク ト の種類を指定し ます。 利用可能な値は、 以下のとお り で

す。

• eptMsi (1)— 基本の MSI プロジ ェ ク ト の作成。

• eptScript (-1)—InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の作成。

• eptPro (9)—InstallScript プロジ ェ ク ト の作成。

• eptProObj (10)—InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の作成。

• eptMsm (2)— マージ モジュール プロジ ェ ク ト の作成。

• eptDim (15)—DIM プロジ ェ ク ト の作成。
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DeleteAdvancedFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

DeleteAdvancedFile メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト から指定の ア ドバンスフ ァ イルを削除し ます。

構文

DeleteAdvancedFile (pAdvancedFile As ISWiAdvancedFile) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 DeleteAdvancedFile メ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pAdvancedFile As ISWiAdvancedFile

Set pAdvancedFile = pProj.ISWiAdvancedFiles.Item(1)

pProj.DeleteAdvancedFile pAdvancedFile

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteComponent メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-17 • DeleteAdvancedFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pAdvancedFile 削除するア ドバンス フ ァ イル オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeleteComponent を呼び出すと、 プロジ ェ ク ト 内のコ ンポーネン ト を削除できます。 [ セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] 

ビ ューにある コ ンポーネン ト を削除するのと同様、 DeleteComponent も共に機能から コ ンポーネン ト を削除し、 永

久にプロジ ェ ク ト から削除し ます。

構文

DeleteComponent (Component As ISWiComponent)

パラ メ ーター

例

以下の行を使用する と、 機能 FeatureName1 と関連のあるすべてのコ ンポーネン ト を削除できます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeat As ISWiFeature

Dim pComp As ISWiComponent

Set pFeat = pProj.ISWiFeatures.Item("FeatureName1")

For Each pComp In pFeat.ISWiComponents

pProj.DeleteComponent pComp

Next

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteCustomAction メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

テーブル 11-18 • DeleteComponent メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

コ ンポーネン ト メ ソ ッ ドが削除する ISWiComponent オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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DeleteCustomAction メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト から カス タム アクシ ョ ンを完全に削除できます。

構文

DeleteCustomAction (CustomAction As ISWiCustomAction)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteMergeModule メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

DeleteMergeModule メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト からマージ モジュールを完全に削除できます。

構文

DeleteMergeModule (FileName As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject オブジ ェ ク ト

DeletePathVariable メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-19 • DeleteCustomAction メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

CustomAction 現在のプロジ ェ ク ト から削除する ISWiCustomAction オブジ ェ ク

ト を渡し ます。

テーブル 11-20 • DeleteMergeModule メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName プロジ ェ ク ト から削除するマージ モジュール (.msm) フ ァ イルの完全なフ ァ

イル名を渡し ます。
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• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeletePathVariable メ ソ ッ ド を呼び出し て、 プロジ ェ ク ト からパス変数を削除し ます。 このメ ソ ッ ドの使用は、

InstallShield の [ パス変数 ] ビ ューからパス変数を削除するのに類似し ています。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。

構文

DeletePathVariable (pPathVar ISWiPathVariable) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteProductConfig メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeleteProductConfig メ ソ ッ ド を呼び出し て、 プロジ ェ ク ト から製品構成を削除できます。 このメ ソ ッ ドは、 IDE の 

[ リ リース ] ビ ューで製品構成を削除する方法に似ています。

構文

DeleteProductConfig (ProductConfig As ISWiProductConfig)

テーブル 11-21 • DeletePathVariable メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pPathVar 削除するパス変数の ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteProperty メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeleteProperty メ ソ ッ ド を呼び出し て、 Property テーブルから プロパテ ィ を削除し ます。 成功する と関数は 0 を返

し ます。

構文

Public Function DeleteProperty(ByVal pProperty As ISWiProperty) As Long

パラ メ ーター

例

Dim proj As IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject

Set proj = New IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject

proj.OpenProject "c:\mysetups\your project name-3.ism"

Dim pProp As IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProperty

Set pProp = proj.ISWiProperties.Item("MyProperty")

proj.DeleteProperty pProp

次に適用 :

• ISWiProject

テーブル 11-22 • DeleteProductConfig メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ProductConfigKey 削除する製品構成の名前を渡し ます。

テーブル 11-23 • DeleteProperty メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

プロパテ ィ 削除するプロパテ ィ の名前を渡し ます。
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DeleteSetupFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • DeleteSetupFile メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます。

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

DeleteSetupFile メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト から指定の サポー ト  フ ァ イルの選択を解除し ます。

構文

DeleteSetupFile (pSetupFile As ISWiSetupFile) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 DeleteSetupFile メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupFile As ISWiSetupFile

Set pSetupFile = pProj.ISWiSetupFiles.Item("MySupportFile.abc")

pProj.DeleteSetupFile pSetupFile

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteSetupType メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

DeleteSetupType メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト から指定の セ ッ ト ア ッ プ タ イプの選択を解除し ます。

テーブル 11-24 • DeleteSetupFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pSetupFile 削除するサポー ト  フ ァ イルオブジ ェ ク ト
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構文

DeleteSetupType (pSetupType As ISWiSetupType) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 DeleteSetupType メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupType As ISWiSetupType

Set pSetupType = pProj.ISWiSetupTypes.Item(1)

pProj.DeleteSetupType pSetupType

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

DeleteSQLConnection メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

DeleteSQLConnection メ ソ ッ ド を呼んで、 SQL Server 接続をプロジ ェ ク ト から削除し ます。

構文

Function DeleteSQLConnection(Connection As ISWiSQLConnection) As Long

テーブル 11-25 • DeleteSetupType メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pSetupType 削除するセ ッ ト ア ッ プの種類オブジ ェ ク ト
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

DeselectLanguage メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeselectLanguage メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト から言語を選択解除できます。

構文

DeselectLanguage (LangId As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

ExportProject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

テーブル 11-26 • DeleteSQLConnection メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Connection プロジ ェ ク ト から削除し たい接続を指定し ます。

テーブル 11-27 • DeselectLanguage メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

LangId oProject.DeleteLanguage"1036" のよ う に、 文字列で選択解除する言語 ID を渡

し ます。
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• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ExportProject を呼び出し て、 ソースコー ド管理プログラムでチ ェ ッ クする前に .ism フ ァ イルを XML フ ァ イルに変

換し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト フ ァ イルフ ォーマ ッ ト を XML またはバイナリ形式に変換し ても、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルの拡

張子は *.ism のまま変更されません。

.isv フ ァ イル形式は InstallShield for Windows Installer のバージ ョ ン 2.x と InstallShield Developer のバージ ョ ン 8.x 以

前で しか使用されていません。

構文

ExportProject (strISWiTextProjectFile As String, Optional strISWiProjectFile As String) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

ExportStrings メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-28 • ExportProject メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiTextProjectFile .isv フ ァ イルへの完全なパスを入力し ます。

strISWiProjectFile .ism フ ァ イルへの完全なパスを入力し ます。 このパラ メ ーター

は、 .ism  フ ァ イルが既に開いている場合のみ使用できるオプ

シ ョ ンです。
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ExportStrings を呼び出し て、 特定言語の文字列エン ト リの全部または一部を タ ブ区切りの Unicode テキス ト フ ァ

イル (.txt) にコ ピーし ます。 この .txt フ ァ イルを、 翻訳されたテキス ト で更新する こ とができる翻訳者に渡すこ と

ができます。 フ ァ イルが翻訳された後、 ImportStrings メ ソ ッ ド を呼び出し て、 翻訳済み文字列エン ト リ をプロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

構文

ExportStrings (strfile As String, dTimeStamp As Date, sLang As String) As Boolean

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

ForceUpgrade メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-29 • ExportStrings メ ソ ッ ド パラ メーター

パラ メ ーター 説明

strfile エクスポー ト された文字列を入れる、 テキス ト フ ァ イルの完全なパスを入力

し ます。 存在する場合、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスがそれを上書き

し ます。

ExportStrings が Unicode フ ァ イルを作成し ます。

dTimeStamp 文字列エン ト リ には、 最後に更新された日付と時刻が含まれます。 このタ イ

ムス タ ンプは、 新しい文字列エン ト リ、 または最後に翻訳を行った日付以降

に変更された文字列エン ト リのみを翻訳者に渡し たい場合に便利です。

特定の日付以降に更新された文字列エン ト リのみをエクスポー ト するには、

エクスポー ト する最も古い文字列エン ト リの日付を指定し ます。 オー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 指定された日付、 またはそれ以降に変更された

文字列エン ト リ をエクスポー ト し ます。

指定された言語のすべてのエン ト リ をエクスポー ト するには、 数字 0 を入力

し ます。

sLang テキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト する文字列エン ト リ を含む言語の ID を指

定し ます。
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ForceUpgrade メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在のバージ ョ ンにア ッ プグレー

ド し ます。

構文

ForceUpgrade (ISWiProjectFile As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

GenerateGUID メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

GenerateGUID  メ ソ ッ ドは、 文字列と し て返される新しい一意の GUID を生成し ます。

次に適用 :

• ISWiProject

ImportProject メ ソ ッ ド

メ モ • このメ ソ ッ ドは InstallShield for Windows Installer のバージ ョ ン 2.x と InstallShield Developer のバージ ョ ン 8.x 

以前で しか使用されていません。

ImportProject を呼び出し て、 .isv フ ァ イルを .ism フ ァ イルに変換できます。 ソース コー ド管理プログラムから プ

ロジ ェ ク ト にアクセスする と、 InstallShield がそれをテキス ト  (.isv) フ ァ イルと し て保存し ます。 ただし、

OpenProject および ISCmdBld.exe の両方で、 標準の InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルが必要にな り ます。

後で、 ExportProject を呼び出し て、 ソース管理プログラムにチ ェ ッ ク イ ンする前に、 .ism  フ ァ イルを .isv フ ァ イ

ルに変換し ます。

テーブル 11-30 • ForceUpgrade メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ISWiProjectFile ア ッ プグレー ド するプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism) の完全修飾パスを入力し ます。

完全なフ ァ イル名を含みます。
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ImportProject は、 プロジ ェ ク ト がオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスまたは InstallShield で既に開かれている場

合、 失敗し ます。

構文

ImportProject (strISWiProjectFile As String, strISWiTextProjectFile As String) As Long

パラ メ ーター

Error Codes

次に適用 :

• ISWiProject

ImportStrings メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ImportStrings を呼び出し て、 タ ブ区切り テキス ト  フ ァ イル (.txt) の内容をプロジ ェ ク ト の特定の言語にイ ンポー ト

できます。 このメ ソ ッ ドは、 エン ト リ をテキス ト フ ァ イルにエクスポー ト し、 それら を翻訳する際に役立ちます。

テーブル 11-31 • ImportProject メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiProjectFile 結果の .ism フ ァ イルへの完全なパスを入力し ます。

strISWiTextProjectFile .isv フ ァ イルへの完全なパスを入力し ます。

テーブル 11-32 • ImportProject メ ソ ッ ドのエラー コー ド

コー ド 説明

1007 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルは既に開かれています。

1009 プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト できませんで し た。

1012 .isv フ ァ イルがあ り ません。
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構文

ImportStrings (strfile As String, sLang As Integer, Optional Enum eiType, Optional strLogFile As String) As Boolean

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject

OpenProject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-33 • ImportStrings メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strfile イ ンポー ト する文字列エン ト リ を含むテキス ト  フ ァ イルへの完全修飾パス

を入力し ます。

sLang テキス ト  フ ァ イルにエクスポー ト する文字列エン ト リ を含む言語の ID を指

定し ます。

eiType 文字列エン ト リのイ ンポー ト 中に競合を処理する方法について指定し ます :

• eiIgnore (0)— 文字列エン ト リの値が、 プロジ ェ ク ト 内の指定し た言語に

既に含まれている場合は、 置換し ない。

• eiOverwrite (1)— プロジ ェ ク ト の既存の文字列エン ト リ を、 テキス ト  

フ ァ イルの文字列エン ト リ と置換し ます。 このオプシ ョ ンのパラ メ ー

ターのデフ ォル ト 値と し て設定されています。

strLogFile 文字列エン ト リの状態やイ ンポー ト 結果を記録する log フ ァ イルの完全修

飾パスを指定し ます。 log フ ァ イルには、 文字列エン ト リ を イ ンポー ト する

際の競合や、 不適切にフ ォーマ ッ ト されて使用できないエン ト リの一覧が

記録されます。 ログフ ァ イルが既に存在する場合、 上書き されます。

メ モ • このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。
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プロジ ェ ク ト を開いてオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使って変更するには、 .ism または .dim フ ァ イルへの

完全修飾パスを使って OpenProject を呼び出し ます。 このメ ソ ッ ドは、 InstallShield にプロジ ェ ク ト をロー ド する

のと同じ です。

メ モ • ISWiProject.OpenProject メ ソ ッ ドは、 InstallShield プロジ ェ ク ト が開かれている と失敗し ます。

構文

OpenProject (strISWiProjectFile As String, Optional ByVal bReadOnly As Boolean) As Long
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パラ メ ーター

戻り値と エラー

次に適用 :

• ISWiProject

テーブル 11-34 • OpenProject メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiProjectFile プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ism または .dim) への完全修飾パスを入力し ます。

bReadOnly 書き込み権限を使ってプロジ ェ ク ト を開 く かど うかを指定し ます。 True を指

定する と、 プロジ ェ ク ト は読み取り専用フ ァ イルと し て開かれます。 このオ

プシ ョ ンのパラ メ ーター値は、 デフ ォル ト で False に設定されています。

テーブル 11-35 • OpenProject メ ソ ッ ドの戻り値と エラー

戻り値 説明

0 プロジ ェ ク ト が正常に開かれま し た

1 プロジ ェ ク ト は開きま し たが、 他のプロセスによ り ロ ッ ク されています。

2 プロジ ェ ク ト を開いて書き込みアクセス権を得よ う と し ま し たが、 プロジ ェ

ク ト は読み取り専用モー ド で開かれま し た。

3 マージ モジュール カ タ ログの作成中に問題が起きま し た。 ([ オプシ ョ ン ] ダ

イアログ ボ ッ クスにある [ フ ァ イルの場所 ] タ ブまたは Standalone Build に -

o を使って ) マージ モジュール検索パスが正しいこ と を確認し て く だ さい。

また、 マージ モジュール検索パスにあるマージ モジュールが破損し ていな

いこ と、 および自己登録 IsMMUpdater2.dll ではないこ と も確認し て く ださい。

エラーコー ド  1100 フ ァ イルを開けません : %1. フ ァ イルが有効な InstallShield プロジ ェ ク ト であ

る こ と を確認し て く だ さい。

エラーコー ド  1101 フ ァ イルを開けません : %1. プロジ ェ ク ト は以前のバージ ョ ンの InstallShield 

Developer、 InstallShield - Windows Installer または InstallShield Express を使っ

て作成されま し た。

エラーコー ド  1102 フ ァ イルを開けません : %1. プロジ ェ ク ト は InstallShield Professional または 

InstallShield Express 2.xx を使って作成されま し た。

エラーコー ド  1103 フ ァ イルを開けません : %1. プロジ ェ ク ト は InstallShield Developer のよ り最新

バージ ョ ンで作成されたか、 プロジ ェ ク ト が InstallShield、 InstallShield 

DevStudio または InstallShield Developer のよ り最新バージ ョ ンに更新されて

います。
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RemoveFeature メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

RemoveFeature メ ソ ッ ド を使用する と、 現在のプロジ ェ ク ト から完全に機能を削除できます。

構文

RemoveFeature (Feature As ISWiFeature) As Long

パラ メ ーター

例

以下のコー ド では、 プロジ ェ ク ト を開いて NewFeature1 とい う名前の機能を削除し てから、 プロジ ェ ク ト を保存

し て閉じ ます :

Dim pProj As ISWiProject

Dim pFeat As ISWiFeature

Set pProj = New ISWiProject

pProj.OpenProject "C:\Test\SampleProject.ism"

Set pFeat = pProj.ISWiFeatures.Item("NewFeature1")

pProj.RemoveFeature pFeat

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

RemoveFeature が ISWiFeature のメ ンバーの場合は、 このメ ソ ッ ド を使用し て現在の機能を削除する こ とはできま

せん。 ただし、 次の例のよ う に、 RemoveFeature を呼び出し て NewFeature1 の下の最初のサブ機能を削除する場

合など、 サブ機能を削除する こ とは可能です。

Set pFeat = pProj.ISWiFeatures.Item("NewFeature1")

pProj.RemoveFeature pFeat.Features(1)

次に適用 :

• ISWiProject

テーブル 11-36 • RemoveFeature メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

機能 ISWiFeatures の中で削除する項目。
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• ISWiFeature

SaveProject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに加えた任意の変更をオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで保存するには、 SaveProject を

呼び出し ます。

構文

SaveProject ()

戻り値と エラー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiAdvancedFile は、 プロジ ェ ク ト 内のア ド バンス ト  フ ァ イルを表し ます。 ア ドバンス フ ァ イルは InstallShield の 

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー ) の既存フ ァ イルでも、

AddAdvancedFile を呼び出し て追加し たフ ァ イルでもかまいません。

テーブル 11-37 • SaveProject メ ソ ッ ドの値

戻り値 説明

ERROR_SUCCESS (0) プロジ ェ ク ト が保存されま し た。

エラーコー ド  1104 フ ァ イルを保存できません : %1 プロジ ェ ク ト が読取専用で開かれ

ているか、 も し く は別の処理で使用中です。
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プロジ ェ ク ト の ISWiAdvancedFiles コ レ ク シ ョ ンを使用し て、 特定のア ドバンス フ ァ イルにアクセス し ます。

ISWiAdvancedFiles の Item プロパテ ィ には、 イ ンデッ クス番号かフ ァ イルキーのいずれかを指定し ます。

メ ンバー

例

フ ァ イル キーは、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの ISDisk1 テーブルの最初のエン ト リ と し てのみ IDE で表示さ

れます。 フ ァ イル キーの代わり に、 次の例のよ う なコー ド を記述し て、 特定のフ ァ イル名の存在を確認する こ と

ができます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pAdvancedFile As ISWiAdvancedFile

For Each pAdvancedFile In pProj.ISWiAdvancedFiles

If UCase(pAdvancedFile.BuildSourcePath) = "C:\MY FILES\MYADVANCEDFILE.EXT" Then

Exit For

End If

Next

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

フ ァ イル C:\My Files\MyAdvancedFile.ext がプロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル中に見つかる と For ループが終

了し ますが、 この時 pAdvancedFile  には C:\My Files\MyAdvancedFile.ext オブジ ェ ク ト がコ ピーされています。

次に適用 :

• ISWiProject

テーブル 11-38 • ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み取り専用プロパ

テ ィ

ア ドバンスフ ァ イルのフ ァ イルキーを格納し ます。 フ ァ イ

ルキーの詳細については、 上記の ISWiFile の説明を参照し

て く ださい。 

BuildSourcePath 読み書きプロパテ ィ ア ドバンスフ ァ イルの完全修飾ソースフ ァ イル名を格納し

ます。 あらゆるパス変数は、 実際のパスへ解決されます。

Disk 読み書きプロパテ ィ 列挙された整数プロパテ ィ では、 ア ドバンスフ ァ イルの追

加先と なる Advanced Files フ ォルダーを指定できます。 次

の値のう ち 1 つを指定し ます。

• edtDisk1 (1)—Disk 1 フ ォルダーを指定し ます。

• edtLastDisk (-1)— 最後のデ ィ スク フ ォルダーを指定し

ます。

• edtOther (0)— その他のフ ォルダーを指定し ます。
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ISWiAutomaticUpgradeEntry オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiAutomaticUpgradeEntry は、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューの自動ア ッ プグレー ド 

アイテムを表し ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

Delete メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト  フ ァ イルから ISWiAutomaticUpgradeEntry を削除するには、 このメ ソ ッ ド を呼び出し ます。

構文

Delete()

テーブル 11-39 • ISWiAutomaticUpgradeEntry オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Delete メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト フ ァ イルから AutomaticUpgradeEntry 

を削除し ます。

名前 読み書きプロパテ ィ IDE で表示されるア ッ プグレー ドの名前を設定し ま

す。

UpgradedSetupPath 読み書きプロパテ ィ ア ッ プグレー ド する MSI パッ ケージへのパスを設

定し ます。 ビルド エンジンは、 このセ ッ ト ア ッ プを

ア ッ プグレー ド するのに必要な設定を行います。

ReleaseFlag 読み書きプロパテ ィ 特定のリ リース フ ラグが設定されている と きだけ

セ ッ ト ア ッ プにビルド されるよ う、 このア ッ プグ

レー ド エン ト リ を構成し ます。
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次に適用 :

• ISWiAutomaticUpgradeEntry

ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiCustomAction は、 InstallShield の [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ

ン ] ビ ュー ) 内のカス タム アクシ ョ ンを示し ます。 ISWiCustomActions コ レ クシ ョ ンの項目を指定し て、 カス タム 

アクシ ョ ンを取得できます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiComponent オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-40 • ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー

プロパテ ィ 種類 説明

ActionType 読み書きプロパテ ィ 数値カス タム アクシ ョ ンの種類を保持し ます。 詳細につ

いては、 「カス タム アクシ ョ ンの種類についての概要」

を参照し て く ださい。

コ メ ン ト 読み書きプロパテ ィ カス タム アクシ ョ ンのコ メ ン ト  ( オプシ ョ ン )。

名前 読み書きプロパテ ィ カス タム アクシ ョ ンの名前。

ソース 読み書きプロパテ ィ カス タム アクシ ョ ンのソースを指定し ます。 異なる タ イ

プのカス タム アクシ ョ ンに必要なソースプロパテ ィ につ

いては、 [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ュー (

または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス タム ア

クシ ョ ンを作成する を参照し て く だ さい。

SourceEx 書き込み専用のプロ

パテ ィ

カス タム アクシ ョ ンのソースプロパテ ィ を設定し ます。

Source プロパテ ィ と同じ です。 SourceEx は、 Binary テー

ブルに格納されている ソースを変更する と きに新しいパ

スに使う既存のバイナ リ レ コー ド を置き換えます。 その

他のカス タム アクシ ョ ンでパスが使用される と、 そのパ

スも更新されます。 Source は、 他のカス タム アクシ ョ

ンがこのパスを使用する場合に新しいバイナ リ レ コー ド

を作成し ます。 カス タム アクシ ョ ンのパスだけが更新さ

れます。

ターゲッ ト 読み書きプロパテ ィ カス タム アクシ ョ ンのターゲッ ト を指定し ます。 異なる

タ イプのカス タム アクシ ョ ンに必要な ターゲッ ト  プロ

パテ ィ については、[ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] 

ビ ュー ( または、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー ) でカス

タム アクシ ョ ンを作成する を参照し て く だ さい。
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiComponent は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスにある コ ンポーネン ト を表し ます。 ISWiComponents コ

レ クシ ョ ンにある項目を指定し て、 コ ンポーネン ト を取得し ます。 コ ンポーネン ト は、 IDE で作成されたもので

も、 AddComponent で呼び出だ されたものでも構いません。

コ ンポーネン ト の属性の多 く は、 このオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド と プロパテ ィ を通し てオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ター

フ ェ イスで使用できます。 プロジ ェ ク ト タ イプに使用できる メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンについての詳

細は、 次のテーブルを参照し て く だ さい。
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メ ンバー

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明

AddComponentSubFolder InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 現在の ISWiComponent にサブ フ ォルダーを追加し

ます。

AddDynamicFileLinking 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン ク を追加し ます。

AddEnvironmentVar 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト に環境変数を追加し ます。

AddFile All メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト にフ ァ イルを追加し ます。

AddRemoveFile 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト にフ ァ イルまたはフ ォル

ダーの削除エン ト リ を追加し ます。

Attrib64BitComponent 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し て登録する

には、 このプロパテ ィ を True にし ます。 このプ

ロパテ ィ を False にする と、 コ ンポーネン ト が 32

ビ ッ ト で登録されます。 コ ンポーネン ト が 64

ビ ッ ト で、 32 ビ ッ ト コ ンポーネン ト を置換する

場合は、 GUID プロパテ ィ を使って新しい GUID 

を指定するよ う にし て く ださい。

64 ビ ッ ト サポー ト には、 Windows Installer サービ

スのバージ ョ ン 2.0 が必要と なる こ とに注意し て

く ださい。

Comments All 読み書きプロ

パテ ィ

このコ ンポーネン ト の コ メ ン ト  を取得または設

定し ます。

Compressed InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

このブール値プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の "

圧縮 " プロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルを圧縮

する (True) か、 リ リースビルダーでキャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルにフ ァ イルを格納し たと きにフ ァ イルを

圧縮し ない (False) かを指定し ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
条件 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト に関連付けられているすべての条

件を含みます。

Destination All 読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先を取得または設

定し ます。 次の形式が有効です。

• (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ

)  [INSTALLDIR]

• (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ

)  [ProgramFilesFolder]Subfolder

• (InstallScript プロジ ェ ク ト のみ ) 

<TARGETDIR>

• (InstallScript プロジ ェ ク ト のみ ) 

<WINDIR>\Subfolder

• C:\FolderName

重要 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト の Destination 

プロパテ ィ を設定する と、 オブジ ェ ク ト の 

SourceLocation プロパテ ィ がリ セ ッ ト されます。

し たがって、 SourceLocation プロパテ ィ を設定す

る コー ドはすべて、 Destination プロパテ ィ を設定

する コー ドの後に配置する必要があ り ます。

DeviceDriverFlags 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 サポー ト されな く な り ま し

た。

DeviceDriverFlagsEx 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を使用する と、 デバイス ド ラ イ

バーのフ ラグ設定や実行時のオプシ ョ ンをオー ト

メ ーシ ョ ン レ イヤーから直接指定する こ とがで

きます。

DeviceDriverSetRedist 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 実行時にデバイス ド ラ イ

バー イ ンス ト ールすべてに使用される .dll を設定

し ます。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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DeviceDriverUse64BitRedist 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 サポー ト されな く な り ま し

た。

DeviceDriverUseLocalizedRedist 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 サポー ト されな く な り ま し

た。

差分 InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

このブール値プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の "

差分 " プロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は、 差分メ デ ィ アをビルド する と きに

メ デ ィ アビルダーのデフ ォル ト の動作を受け入れ

る (True) か上書きする (False) かを指定し ます。

差分メ デ ィ アは、 同じ フ ァ イル ( 同じ日時、 サイ

ズ、 属性 ) が指定の比較メ デ ィ アに存在する場

合、 このコ ンポーネン ト から フ ァ イルを除外し ま

す。

DotNetApplicationFile 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

アセンブ リ をプラ イベー ト と し てイ ンス ト ールす

る場合、 この属性を、 アセンブ リ を含むフ ァ イル

の FileKey に設定し ます。 このプロパテ ィ が 

NULL に設定されている場合、 アセンブ リはグ

ローバルアセンブ リキャ ッ シュにイ ンス ト ールさ

れます。

DotNetAssembly InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

このブール値プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の 

".NET アセンブ リ " プロパテ ィ を取得または設定

し ます。 このプロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の

フ ァ イルをローカルの .NET アセンブ リ (True) と

し てイ ンス ト ールするか、 アセンブ リ と し てイ ン

ス ト ールし ないか (False) を指定し ます。

DotNetCOMInterop 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

.NET アセンブ リ を COM 呼び出しから使用できる

よ う にするには、 これを True に設定し ます。

DotNetInstallerClass 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

アセンブ リが .NET Installer ネームスペースのメ

ソ ッ ド を実装する場合、 これを True に設定し ま

す。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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DotNetInstallerClassArgCommit 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を使う と、 Commit メ ソ ッ ド を呼

び出し たと きの Installer ク ラスの引数リ ス ト を指

定できます。

DotNetInstallerClassArgInstall 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を使う と、 Installer ク ラスのイ ン

ス ト ール実行コ ンテキス ト の引数リ ス ト を指定で

きます。

DotNetInstallerClassArgRollback 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を使う と、 Rollback メ ソ ッ ド を呼

び出し たと きの Installer ク ラスの引数リ ス ト を指

定できます。

DotNetInstallerClassArgUninstall 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を使う と、 Installer ク ラスのアン

イ ンス ト ール実行コ ンテキス ト の引数リ ス ト を指

定できます。

DotNetPrecompile 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ が True に設定されている と き、

セ ッ ト ア ッ プはイ ンス ト ール時に .NET アセンブ

リからネイテ ィ ブイ メ ージを作成し、 それを ター

ゲッ ト  システム上のネイテ ィ ブイ メ ージキャ ッ

シュにイ ンス ト ールし ます。 これによ って、 アセ

ンブ リのロー ド と実行がスピー ド ア ッ プ し ます。

これはコー ド およびデータ構造がジャス ト イ ン タ

イム (JIT) コ ンパイルからではな く 、 ネイテ ィ ブ

イ メ ージキャ ッ シュから復元されるためです。

DotNetScanAtBuild 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ はビルド エンジンにアセンブ リの

処理方法を指示し ます。 次の値から 1 つを設定し

ます。

• ednbNone (0)— ビルドは何も行いません。

• ednbProps (1)— ビルドは、 アセンブ リのプロ

パテ ィ をスキャ ン し ます。

• ednbDepAndProps (2)— ビルドは、 アセンブ リ

のプロパテ ィ と依存関係をスキャ ン し ます。

ExtractAtBuild 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト のビルド時に COM 抽出設定を取

得または設定し ます。 使用できる値は True か 

False です。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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FTPLocation InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト の "FTP の場所 " プロパテ ィ を取

得または設定し ます。 このプロパテ ィ はコ ンポー

ネン ト の FTP の場所を指定し ます。

GUID 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

" コ ンポーネン ト コー ド " プロパテ ィ と も呼ばれ

る文字列 GUID を {12345678-1234-1234-1234-

1234567890AB} のよ う に中かっ こで括って保持し

ます。

HTTPLocation InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト の "HTTP の場所 " プロパテ ィ を

取得または設定し ます。 このプロパテ ィ はコ ン

ポーネン ト の HTTP の場所を指定し ます。

ImportINIFile All メ ソ ッ ド オー ト メ ーシ ョ ンレ イヤーから INI フ ァ イルを イ

ンポー ト し ます。

ImportRegFile All メ ソ ッ ド REG フ ァ イルの内容を、 このコ ンポーネン ト のレ

ジス ト リデータにマージ し ます。 

IsDeviceDriver 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

この Boolean プロパテ ィ が true の場合、 このコ ン

ポーネン ト のキーフ ァ イルはデバイス ド ラ イ

バー パッ ケージです。 つま り、 プロパテ ィ が 

false の場合、 キーフ ァ イルはデバイス ド ラ イ

バー パッ ケージではあ り ません。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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IsPlatformSelected InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

PlatformSuiteCheck プロパテ ィ と併用し てコ ン

ポーネン ト の " プラ ッ ト フ ォーム スイー ト " プ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 このプロパ

テ ィ は、 コ ンポーネン ト 固有のプラ ッ ト フ ォーム

スイー ト があればこれを指定し ます。

次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定し ま

す。

• epsMSBackOffice = 32 (&H20)

• epsMSSmallBusinessServer = 256 (&H100)

• epsMSSmallBusinessServerWithRestrictiveLiscenses

 = 512 (&H200)

• epsTerminalServices = 16 (&H10)

• epsWin2kAdvSvrOrWinDotNetEnterpriseServer = 

128 (&H80)

• epsWin2kOrWinDotNetDatacenterServer = 64 

(&H40)

• epsWinServer = 4

• epsWinWorkstation = 8

• epsWinXPHome = 2

• epsWinXPPro = 1

• epsArchIa64 = 1024 (&H400)

• epsArchAmd64 = 2048 (&H800)

• epsArchIntel32 = 4096 (&H1000)

• epsWinServer2003R2 = 8192 (&H2000)

例 : 

pFeature.IsPlatformSelected(epsWinXPHome) = True

ISWiComponentSubFolders InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト に関連するすべてのサブ フ ォ

ルダーを含みます。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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ISWiDynamicFileLinkings 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ ン 指定されたコ ンポーネン ト に関連付けられた、 す

べてのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を含みます。

ISWiEnvironmentVars 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト に関連するすべての環境変数

を含みます。

ISWiFiles 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト に関連するすべてのフ ァ イル

を含みます。

ISWiFolders 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト に関連するすべてのフ ォル

ダーを含みます。

ISWiRemoveFiles 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト と関連付けられている、 す

べてのフ ァ イルおよびフ ォルダーの削除エン ト リ

を含む ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンを返し ます。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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KeyPath 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

メ モ • ISWiComponent.KeyPathType は、 

ISWiComponent.KeyPath を設定する前に設定する

必要があ り ます。 この順番を逆にする と、 エラー

が発生し ます。

このコ ンポーネン ト のキーパスの役割を果たす

フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リ を含みます。

正確な タ イプは、 下記の KeyPathType プロパテ ィ

で示されます。 

キーパスがキーフ ァ イルの場合、 フ ァ イルキーを

含みます。 コ ンポーネン ト フ ァ イル リ ス ト の

キー列でこの値を参照できますが、 フ ァ イルが動

的に リ ン ク されている場合、 フ ァ イルキーが変更

される こ とがあるので注意し ます。 フ ァ イル 

キーは、 ISWiFile オブジ ェ ク ト の " 名前 " プロパ

テ ィ と同じ です。

キーパスがレジス ト リ値である と き、 レジス ト リ

キーを含む特別な形式の文字列があ り ます。 レジ

ス ト リキーのパスは、 角かっ こで囲まれ、 垂直線

で値の名前と区切られています。 たと えば次の例

では、 コ ンポーネン ト  m_MyComponent のキーパ

スを、

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\MyCompany\Set

tings の値 MyName に設定し ます。

m_MyComponent.KeyPathType = kptRegistry

m_MyComponent.KeyPath = 

"[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\MyCompany\Settings

]|MyName"

動的に リ ン ク されている フ ァ イルは、 キーフ ァ イ

ルにはできません。 

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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KeyPathType 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

ISWiComponent.KeyPathType は、 

ISWiComponent.KeyPath を設定する前に設定する

必要があ り ます。 逆の順番で実行される と、 エ

ラーが発生し ます。 KeyPath プロパテ ィ に含まれ

るキーパスの正確な タ イプをポイ ン ト する値を格

納し ます。 次の種類のう ち 1 つを指定し ます。 

• kptRegistry (1)

• kptFile (2)

• kptFolder (3)

• kptODBC (4)

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスはキーパスの

種類を kptRegistry または kptFile にのみ設定でき

ますが、 現在のキーパスの種類を読み取っている

場合は、 別の値が戻り値になる可能性もあ り ま

す。

その他 InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト の " その他 " プロパテ ィ を取得ま

たは設定し ます。 このプロパテ ィ はテキス ト 文字

列を コ ンポーネン ト に関連付けます。

名前 All 読み取り専用

プロパテ ィ

コ レ クシ ョ ン内にある現在の項目のコ ンポーネン

ト 名

NeverOverwrite 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

イ ンス ト ーラーに、 既存コ ンポーネン ト を置換す

るかど うか指示し ます。 既存コ ンポーネン ト を残

すには True を指定し、 置換するには False を指定

し ます。

OSFilter InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト の " オペレーテ ィ ング システム "

設定を取得または設定し ます。 ターゲッ ト  マシ

ンのオペレーテ ィ ング システムがこの設定に指

定されたオペレーテ ィ ング システムの中にない

場合、 コ ンポーネン ト はイ ンス ト ールされませ

ん。 デフ ォル ト では、 コ ンポーネン ト はオペレー

テ ィ ング システムに依存し ません。 つま り、 コ

ンポーネン ト に特定のオペレーテ ィ ング システ

ム固有のデータがないこ と を意味し ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
OSFilter ( 続き ) 次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定し ま

す。

• eosOSIndepedent = 0

• eosWin95 = &H10 (16)

• eosWin98 = &H40 (64)

• eosWinMe = &H80 (128)

• eosWinNT4 = &H10000 (65536)

• eosWin2000 = &H100000 (1048576)

• eosWinXP = &H400000 (4194304)

• eosWinServer2003 = &H800000 (8388608)

• eosWinVista = &H1000000 (16777216)— これら

の定数は Windows Vista および Windows 

Server 2008 用です。

• eosWin7 = &H2000000 (33554432)— これらの定

数は Windows 7 および Windows Server 2008 

R2 用です。

• eosWin8 = &H4000000 (67108864)— これらの定

数は Windows 8 および Windows Server 2012 

用です。

• eosWin81 = &H8000000 (134217728)— これらの

定数は Windows 8.1 および Windows Server 

2012 R2 用です。

• eosAll = &HFD100D0 (265355472)

複数のプラ ッ ト フ ォームを指定できます ( 例、

eosWin7 Or eosWinServer2008 Or eosWinVista Or 

eosWinServer2003)。

ヒ ン ト • このプロパテ ィ を IsPlatformSelected プロ

パテ ィ  と一緒に使用し て、 Windows Vista と 

Windows Server 2008 との違い、 Windows 7 と 

Windows Server 2008 R2 との違い、 Windows 8 と 

Windows Server 2012 との違い、 または Windows 

8.1 と Windows Server 2012 R2 の違いを区別し ま

す。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
OverwriteMainOptions InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

OverwriteSubOptionsVersion プロパテ ィ と 

OverwriteSubOptionsDate プロパテ ィ を合わせて、

コ ンポーネン ト の " 上書き " プロパテ ィ を取得ま

たは設定し ます。 このプロパテ ィ は、 コ ンポーネ

ン ト のフ ァ イルで ターゲッ ト  システムの既存の

バージ ョ ンを常に上書きするか、 上書き し ない

か、 または日時ス タ ンプやバージ ョ ン番号に基づ

いて条件的に上書きするかど うかを指定し ます。

次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定し ま

す。

• ecomoAlways (0)— ターゲッ ト  システムの

フ ァ イルは常に上書き されます。

• ecomoByDate (1)— ターゲ ッ ト  システムの

フ ァ イルは、 OverwriteSubOptionsDate プロパ

テ ィ で指定された日時ス タ ンプに基づいて条

件付きで上書き されます。

• ecomoByVersion (2)— ターゲッ ト  システムの

フ ァ イルは、 OverwriteSubOptionsVersion プ

ロパテ ィ で指定されたバージ ョ ン番号に基づ

いて条件付きで上書き されます。

• ecomoByVersionThenDate (3)— ターゲッ ト  シ

ステム上のフ ァ イルは、 バージ ョ ン番号に基

づいて条件付きで上書き されるか、 配布メ

デ ィ アのフ ァ イルと ターゲッ ト  システムの

フ ァ イルが同じバージ ョ ン番号を持つ場合や

いずれのフ ァ イルにもバージ ョ ン番号がない

場合は、 OverwriteSubOptionsVersion プロパ

テ ィ と OverwriteSubOptionsDate プロパテ ィ

で指定された日時ス タ ンプに基づいて上書き

されます。

• ecomoNever (4)— ターゲッ ト  システムのフ ァ

イルは上書き されません。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
OverwriteSubOptionsDate InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

OverwriteMainOptions プロパテ ィ と 

OverwriteSubOptionsVersion プロパテ ィ を合わせ

て、 コ ンポーネン ト の " 上書き " プロパテ ィ を取

得または設定し ます。 このプロパテ ィ は、 コ ン

ポーネン ト のフ ァ イルで ターゲッ ト  システムの

既存のバージ ョ ンを常に上書きするか、 上書き し

ないか、 または日時ス タ ンプやバージ ョ ン番号に

基づいて条件的に上書きするかど うかを指定し ま

す。 OverwriteMainOptions が ecomoAlways、

ecomoByVersion、 ecomoNever に設定されている

場合は無視されます。 次の定数を使用し てこのプ

ロパテ ィ を設定し ます。

• ecomsoNewer (0)— 配布メ デ ィ アのフ ァ イルが

よ り新しい日付の場合、 ターゲッ ト  システ

ムのフ ァ イルは上書き されます。

• ecomsoNewerOrSame (1)— 配布メ デ ィ アの

フ ァ イルがよ り新しいか同じ日付の場合、

ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き さ

れます。

• ecomsoOlder (2)— 配布メ デ ィ アのフ ァ イルが

よ り古い日付の場合、 ターゲッ ト  システム

のフ ァ イルは上書き されます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
OverwriteSubOptionsVersion InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

OverwriteMainOptions プロパテ ィ と 

OverwriteSubOptionsDate プロパテ ィ を合わせて、

コ ンポーネン ト の " 上書き " プロパテ ィ を取得ま

たは設定し ます。 このプロパテ ィ は、 コ ンポーネ

ン ト のフ ァ イルで ターゲッ ト  システムの既存の

バージ ョ ンを常に上書きするか、 上書き し ない

か、 または日時ス タ ンプやバージ ョ ン番号に基づ

いて条件的に上書きするかど うかを指定し ます。

OverwriteMainOptions が ecomoAlways、

ecomoByDate、 ecomoNever に設定されている場

合は無視されます。 次の定数を使用し てこのプロ

パテ ィ を設定し ます。

• ecomsoNewer (0)— 配布メ デ ィ アのフ ァ イルの

バージ ョ ン番号がよ り高い番号の場合、 ター

ゲッ ト  システムのフ ァ イルは上書き されま

す。

• ecomsoNewerOrSame (1)— 配布メ デ ィ アの

フ ァ イルのバージ ョ ン番号が同じか高い番号

の場合、 ターゲッ ト  システムのフ ァ イルは

上書き されます。

• ecomsoOlder (2)— 配布メ デ ィ アのフ ァ イルの

バージ ョ ン番号が低い番号の場合、 ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルは上書き されます。

パーマネン ト All 読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 IDE の Permanent コ ンポーネ

ン ト プロパテ ィ に相当し ます。 コ ンポーネン ト が

削除されないよ う にする場合、 Permanent を True 

と し、 それ以外の場合は False と し ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
PlatformSuiteCheck InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

IsPlatformSelected プロパテ ィ と併用し てコ ンポー

ネン ト の " プラ ッ ト フ ォーム スイー ト " プロパ

テ ィ を取得または設定し ます。 このプロパテ ィ

は、 コ ンポーネン ト 固有のプラ ッ ト フ ォーム ス

イー ト があればこれを指定し ます。 次の定数を使

用し てこのプロパテ ィ を設定し ます。

• ecpscAll (0)— セ ッ ト ア ッ プは、

IsPlatformSelected プロパテ ィ で指定されたす

べてのスイー ト がターゲッ ト  システムに存

在する場合にのみコ ンポーネン ト のフ ァ イル

を イ ンス ト ールし ます。

• ecpscAtLeastOne (1)— セ ッ ト ア ッ プは、

IsPlatformSelected プロパテ ィ で指定されたス

イー ト が少な く と も 1 つ ターゲッ ト  システ

ムに存在する場合にのみコ ンポーネン ト の

フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• ecpscSuiteIndependent (2)— コ ンポーネン ト の

フ ァ イルのイ ンス ト ールは、 ターゲッ ト  シ

ステムのスイー ト に依存し ません。

PotentiallyLocked InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

このブール値プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の "

フ ァ イルのロ ッ ク " プロパテ ィ を取得または設定

し ます。 このプロパテ ィ は、 既にイ ンス ト ールさ

れている コ ンポーネン ト のフ ァ イルをロ ッ クする

かど うかを指定し ます。 つま り セ ッ ト ア ッ プ中に

別のアプ リ ケーシ ョ ンで使用するかど うかを指定

し ます。

RegFileToMergeAtBuild 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

ビルド時にコ ンポーネン ト のレジス ト リ エン ト

リ と一緒にマージする .reg フ ァ イルの完全パスを

指定し ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
RegistrationType 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

プロパテ ィ 次のオプシ ョ ンは、 このコ ンポーネン ト の登録情

報のソースを決定するために使用できます。

• rgtNone (0)—InstallShield は、 データ を動的に

抽出し た り、 コ ンポーネン ト を自己登録型と

し てマーク し ませんが、 COM 登録の詳細設

定の情報はすべて登録されます。

• rgtSelfReg (-1)— このコ ンポーネン ト のフ ァ イ

ルの自己登録ルーチンは、 イ ンス ト ーラーに

よ って呼び出されます。

• rgtExtractAtBuild (-2)— リ リースのビルド時に 

COM 登録情報を動的に抽出し ます。

IDE のコ ンポーネン ト ビ ューから " 登録タ イプ " 

プロパテ ィ が削除されたため、 オー ト メ ーシ ョ ン

イ ン ターフ ェ イスによる " 登録タ イプ " プロパ

テ ィ の設定には次のよ う な影響があ り ます。

• rgtNone を使う と、 コ ンポーネン ト の " ビル

ド時に COM 抽出 " プロパテ ィ が [ いいえ ] 

に設定されます。

• rgtSelfReg を使う と、 コ ンポーネン ト の " ビ

ルド時に COM 抽出 " プロパテ ィ が [ いいえ ] 

に設定され、 コ ンポーネン ト の各フ ァ イルで

自己登録を使用するよ う にな り ます。

• rgtExtractAtBuild を使う と、 コ ンポーネン ト

の " ビルド時に COM 抽出 " プロパテ ィ が [

はい ] に設定され、 コ ンポーネン ト の各フ ァ

イルで自己登録を使用し ないよ う にな り ま

す。

RemoteInstallation 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

次のオプシ ョ ンのう ち 1 つを使用し て、 コ ンポー

ネン ト のフ ァ イルをローカルにイ ンス ト ールする

か、 または配布メ デ ィ アに残し ます。

• rfsLocal (0)— コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ー

ル先 " プロパテ ィ に保存されたフ ォルダーに

フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• rfsSource (1)— 配布メ デ ィ アにフ ァ イルを残

し ます。

• rfsOptional (2)— コ ンポーネン ト は、 機能のプ

ロパテ ィ に従います 
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
RemoveComponentSubFolder InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

メ ソ ッ ド 現在の ISWiComponent からサブ フ ォルダーを削除

し ます。

RemoveDynamicFileLinking 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト からダイナ ミ ッ ク フ ァ イ

ル リ ン ク を削除し ます。

RemoveEnvironmentVar 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト から環境変数を削除し ま

す。

RemoveFile All メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト から フ ァ イルを除去し ま

す。

RemoveRemoveFile 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在のコ ンポーネン ト から フ ァ イルまたはフ ォル

ダーの削除エン ト リ を削除し ます。 フ ァ イルまた

はフ ォルダーの削除エン ト リ をプロジ ェ ク ト から

削除するには、 ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト を渡

し ます。

SelfRegister InstallScript、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト

読み書きプロ

パテ ィ

このブール値プロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト の "

自己登録 " プロパテ ィ を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 コ ンポーネン ト のフ ァ イルを

自己登録にするかど うかを指定し ます。

SharedDLLRefCount All 読み書きプロ

パテ ィ

True を指定する と、 イ ンス ト ール時にコ ンポーネ

ン ト の各フ ァ イルの参照カウン ト を イ ンス ト ー

ラーが増分し、 False を指定する と、 これを実行

し ません。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
次に適用 :

• ISWiFeature

AddComponentSubFolder メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

AddComponentSubFolder メ ソ ッ ドは、 指定のコ ンポーネン ト サブ フ ォルダーを現在のコ ンポーネン ト 、 またはコ

ンポーネン ト のサブ フ ォルダーに追加し ます。

構文

AddComponentSubFolder (Name As String) As ISWiComponentSubFolder

SourceLocation All 読み書きプロ

パテ ィ

圧縮セ ッ ト ア ッ プパッ ケージまたはリ リースの保

存場所にある、 フ ォルダーの名前を指定し ます。

リ リースの保存場所は、 リ リースのビルド時にこ

のコ ンポーネン ト のフ ァ イルが格納される場所で

す。 このプロパテ ィ は、 InstallShield でコ ンポー

ネン ト の " ソースの場所 " 設定と同じ です。

重要 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト の Destination 

プロパテ ィ を設定する と、 オブジ ェ ク ト の 

SourceLocation プロパテ ィ がリ セ ッ ト されます。

し たがって、 SourceLocation プロパテ ィ を設定す

る コー ドはすべて、 Destination プロパテ ィ を設定

する コー ドの後に配置する必要があ り ます。

Transitive All 読み書きプロ

パテ ィ

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール時に条件の再評価

を イ ンス ト ーラーにさせるには True と し、 それ

以外の場合は False と し ます。

テーブル 11-41 • ISWiComponent オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3059



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 AddComponentSubFolder メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

Dim pComponentSubFolder As ISWiComponentSubFolder

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("MyFeature")

Set pComponent = pFeature.ISWiComponents.Item("MyComp")

Set pComponentSubFolder = pComponent.AddComponentSubFolder("MyCompSubFolder")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiComponent

• ISWiComponentSubFolder

AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddDynamicFileLinking を呼び出し て、 指定のコ ンポーネン ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加し ます。 指定

し たフ ォルダーに含まれる フ ァ イルはすべて、 自動的にイ ンス ト ールに組み込まれます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ ク ト で新しいダイナ ミ ッ ク フ ァ

イル リ ン ク を追加する と、 デフ ォル ト でそのすべてにコ ンポーネン ト のベス ト  プ ラ ク テ ィ スが適用されます。 詳

細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く

ださい。

テーブル 11-42 • AddComponentSubFolder メ ソ ッ ド

パラ メ ーター 説明

名前 追加するサブ フ ォルダーの名前を渡し ます。
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構文

AddDynamicFileLinking (sSourceFolder As String) As ISWiDynamicFileLinking

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 例は、 MyDynamicFiles へのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を コ ンポーネン ト  MyComponent に追加し ます。

m_ISWiFeature.ISWiComponents("MyComponent").AddDynamicFileLinking "C:\Build 141\MyDynamicFiles"

MyDynamicFiles フ ォルダーに含まれるすべてのフ ァ イルが、 プロジ ェ ク ト に追加されます。 フ ォルダーは各ビル

ドの前にスキャ ン され、 すべての新規または変更済みフ ァ イルが自動的にプロジ ェ ク ト に組み込まれます。

次に適用 :

• ISWiComponent

AddEnvironmentVar メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • AddEnvironmentVar メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddEnvironmentVar を呼び出し て、 コ ンポーネン ト に環境変数を追加し ます。

構文

AddEnvironmentVar (sName As String) As ISWiEnvironmentVar

パラ メ ーター

例

以下の Visual Basic の例は、 環境変数 MyEnvironment を コ ンポーネン ト  MyComponent に追加し ます。

テーブル 11-43 • AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sSourceFolder 動的にリ ン ク させる フ ァ イルを含むフ ォルダーに、 完全修飾パスを渡し ます。

テーブル 11-44 • AddEnvironmentVar メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName 環境変数の名前を指定し ます。
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m_ISWiFeature.ISWiComponents("MyComponent").AddEnvironmentVar "MyEnvironment"

次に適用 :

• ISWiComponent

AddFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

AddFile を呼び出し てフ ァ イルを指定のコ ンポーネン ト に追加するか、 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は、 コ ン

ポーネン ト サブ フ ォルダーにフ ァ イルを追加し ます。 このメ ソ ッ ド を使って追加し たフ ァ イルは、 ス タ テ ィ ッ ク 

フ ァ イル リ ン ク を持ち し ます。

構文

AddFile (FileName As String) As ISWiFile

パラ メ ーター

例

以下の Visual Basic の例では、 フ ァ イル MyFile.exe がコ ンポーネン ト  MyComponent に追加されます。

m_ISWiFeature.ISWiComponents("MyComponent").AddFile "C:\Build 141\MyFile.exe"

次に適用 :

• ISWiComponent

• ISWiComponentSubFolder

テーブル 11-45 • AddFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName このコ ンポーネン ト またはコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーに追加する個々の

フ ァ イルの完全なフ ァ イル名を渡し ます。
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AddRemoveFile Method

プロジ ェ ク ト • AddRemoveFile メ ソ ッ ドは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddRemoveFile メ ソ ッ ドは、 現在のコ ンポーネン ト にフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ を追加し ます。 こ

のフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ー

ルが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

構文

AddRemoveFile () As ISWiRemoveFile

次に適用 :

• ISWiComponent 

DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ を使用する と、 デバイス ド ラ イバーのフ ラグ設定やラ ン タ イム オプシ ョ ンをオー

ト メ ーシ ョ ン レ イヤーから直接指定する こ とができます。 このプロパテ ィ に次のよ う な値を渡すこ とができます。

OR を使用する と、 複数の値を渡すこ とができます。

テーブル 11-46 • DeviceDriverFlagsEx Property の値

値 定義

0 設定な し ( デフ ォル ト )

1 デバイスの既存のド ラ イバーを このド ラ イバーで置き換えるには、 このプロパテ ィ の値を 

DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ に渡し ます。 このプロパテ ィ を渡さずに、 デバイスのド ラ イ

バーが既に存在する と、 ド ラ イバーのイ ンス ト ールは実行されません。

2 ド ラ イバーに対応するデバイスがコ ンピ ューターへ接続されていない場合、 デバイス ド ラ イ

バーのイ ンス ト ール中に [ デバイスを コ ンピ ューターへ接続 ] ダイアログが表示されないよ う

にするには、 このプロパテ ィ 値を渡し ます。
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適用先

• ISWiComponent 

DeviceDriverSetRedist プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • DeviceDriverSetRedist プロパテ ィ は次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeviceDriverSetRedist プロパテ ィ は、 プロジ ェ ク ト のすべてのデバイス ド ラ イバー イ ンス ト ールに使われる カス

タム アクシ ョ ン ラ ン タ イム .dll を設定し ます。 このプロパテ ィ に使用できる値は、 以下のとお り です。

• eddr32Bit— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが 32 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、 イ ンス ト ールは英

語のラ ン タ イム ダイアログのみを使用する こ と を示し ます。

• eddf32BitLocalized— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが 32 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、 イ ンス

ト ールにすべてのローカ ラ イズされたイ ンス ト ール ラ ン タ イム ダイアログが含まれている こ と を示し ます。

4 このプロパテ ィ の値を DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ に渡すと、 イ ンス ト ールで、 デバイス 

ド ラ イバーの [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リのみが作成され、 イ ンス ト ール自体の追加

エン ト リは作成されません。 DIFxApp は Windows Vista 以降のシステム上では、 この機能をサ

ポー ト し ません。

8 デフ ォル ト では、 DIFxApp は、 署名されていない ド ラ イバー パッ ケージや、 フ ァ イルが足り

ない ド ラ イバー パッ ケージを イ ンス ト ールする こ とができません。 このデフ ォル ト の動作を

オーバーラ イ ド するには、 この値を DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ に渡し ます。

16 デフ ォル ト で、 DIFxApp は、 ド ラ イバー パッ ケージをアン イ ンス ト ールする と き、 ド ラ イ

バーを イ ンス ト ールし たと きにシステムにコ ピーされたバイナ リ フ ァ イルを削除し ません。

このデフ ォル ト の動作をオーバーラ イ ド するには、 この値を DeviceDriverFlagsEx プロパテ ィ

に渡し ます。

この値を渡すと、 DIFxApp は、 バイナリ フ ァ イルがド ラ イバー ス ト ア内の対応するバイナ リ 

フ ァ イルと同一の場合のみ、 そのバイナ リ フ ァ イルをシステムから削除し ます。

注意 • ド ラ イバーのバイナ リ フ ァ イルが他のド ラ イバー パッ ケージまたはアプ リ ケーシ ョ ン

に必要ではないこ と を確認できる と きのみ、 この値を渡し て く ださい。

その他の値 無効。 これは致命的なイ ンス ト ールエラーです。 DIFxApp はコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールせ

ず、 このコ ンポーネン ト の前にイ ンス ト ールされた同じ イ ンス ト ールパッ ケージに含まれる

コ ンポーネン ト をアン イ ンス ト ールし ます。

テーブル 11-46 • DeviceDriverFlagsEx Property の値 ( 続き )

値 定義
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• eddf64Bit— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが Itanium 64 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、 イ ンス ト ー

ルは英語のラ ン タ イム ダイアログのみを使用する こ と を示し ます。

• eddf64BitLocalized— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが Itanium 64 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、 イ

ンス ト ールにすべてのローカ ラ イズされたイ ンス ト ール ラ ン タ イム ダイアログが含まれている こ と を示し ま

す。

• eddf64BitAMD— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが AMD 64 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、 イ ンス

ト ールは英語のラ ン タ イム ダイアログのみを使用する こ と を示し ます。

• eddf64BitAMDLocalized— このプロジ ェ ク ト のデバイス ド ラ イバーが AMD 64 ビ ッ ト  マシンを ターゲッ ト し、

イ ンス ト ールにすべてのローカ ラ イズされたイ ンス ト ール ラ ン タ イム ダイアログが含まれている こ と を示し

ます。

英語のラ ン タ イム .dll フ ァ イルは、 ローカ ラ イズされた .dll フ ァ イルよ り も小さいため、 容量的に問題がある場合

や追加の言語ラ ン タ イム ダイアログが不要な場合は、 ( ローカ ラ イズされた値ではな く ) " 英語の値のみ " のオプ

シ ョ ンから選択し ます。

ローカ ラ イズされた値から選択する と、 イ ンス ト ールは以下の言語のダイアログおよびテキス ト を含むラ ン タ イ

ム .dll を使用し ます。

• アラ ビア語 ( サウジアラ ビア )

• スペイ ン語 - モダン ソー ト  ( スペイ ン )

• ノルウ ェー語 ( ブーク モール ) ( ノルウ ェー )

• 中国語 ( 中国 )

• フ ィ ン ラ ン ド語 ( フ ィ ン ラ ン ド )

• オラ ンダ語 ( オラ ンダ )

• 中国語 ( 台湾 )

• フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス )

• ポーラ ン ド語 ( ポーラ ン ド )

• チ ェ コ語 ( チ ェ コ )

• ヘブラ イ語 ( イスラエル )

• ポル ト ガル語 ( ブラジル )

• デンマーク語 ( デンマーク )

• ハンガ リー語 ( ハンガ リー )

• ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル )

• ド イ ツ語 ( ド イ ツ )

• イ タ リ ア語 ( イ タ リ ア )

• ロシア語 ( ロシア )

• ギリ シャ語 ( ギリ シャ )

• 日本語 ( 日本 )

• スウ ェーデン語 ( スウ ェーデン )
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• 英語 (U.S.)

• 韓国語 ( 韓国 )

• ト ルコ語 ( ト ルコ )

適用先

• ISWiComponent

ImportINIFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ImportINIFile メ ソ ッ ド を呼んで INI フ ァ イルをオー ト メ ーシ ョ ンレ イヤーから イ ンポー ト し ます。

構文

ImportINIFile(INIFile As String, [DirectoryID As String])

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

ImportRegFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

テーブル 11-47 • ImportINIFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

INIFile イ ンポー ト する必要がある INI フ ァ イルへの完全パスを示し ます。

DirectoryID デ ィ レ ク ト リは、 INSTALLDIR 等の有効な MSI デ ィ レ ク ト リ識別子でなければ

あ り ません。 デ ィ レ ク ト リは指定を し ないとオプシ ョ ンにな り ます。

InstallShield は、 コ ンポーネン ト  デ ィ レ ク ト リ を使用し ます。
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ImportRegFile メ ソ ッ ド を呼び出し て、 指定し たコ ンポーネン ト のレジス ト リデータに、 レジス ト リ (REG) フ ァ イ

ルの内容を イ ンポー ト し ます。 このメ ソ ッ ドは、 手動で IDE で REG フ ァ イルを イ ンポー ト する操作を模倣し ま

す。

構文

ImportRegFile (RegFile As String, Optional OverWrite As Boolean)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiRemoveFiles メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiRemoveFiles メ ソ ッ ドは、 現在のコ ンポーネン ト と関連付けられている、 すべてのフ ァ イルおよびフ ォルダー

の削除エン ト リ を含む ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンを返し ます。

構文

ISWiRemoveFiles As ISWiRemoveFiles

テーブル 11-48 • ImportRegFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

RegFile イ ンポー ト する REG フ ァ イルの完全なパスを指定し ます。

OverWrite 次のオプシ ョ ンの中から 1 つを選択し、 レジス ト リデータの結合時に発生する

競合の処理方法を ImportRegFile に指示し ます。

True— コ ンポーネン ト のレジス ト リ データに値が存在する場合、 REG フ ァ イル

からの値で上書き し ます。

False—REG フ ァ イルの値がコ ンポーネン ト のレジス ト リ データに既に存在する

場合、 値はイ ンポー ト し ません。

このオプシ ョ ンのパラ メ ーター値は、 デフ ォル ト で True に設定されています。
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パラ メ ーター

例

次の Visual Basic コー ドは、 コ ンポーネン ト の特定のフ ァ イル削除エン ト リ にプロパテ ィ を設定する方法の例で

す。 この例では、 変数 m_oMyComp によ って既にコ ンポーネン ト が参照されている ものと し ます。

m_oMYComp.ISWiRemoveFiles("RemoveFile1").FileName = "*.txt"

次に適用 :

• ISWiComponent 

RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ドは、 指定のコ ンポーネン ト サブ フ ォルダーを現在のコ ンポーネン ト 、 または

コ ンポーネン ト のサブ フ ォルダーから削除し ます。

構文

RemoveComponentSubFolder (pComponentSubFolder As ISWiComponentSubFolder) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

Dim pComponentSubFolder As ISWiComponentSubFolder

テーブル 11-49 • RemoveRemoveFile メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pRemoveFolder 削除する ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト を渡し ます。

テーブル 11-50 • RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pComponentSubFolder 削除するサブ フ ォルダー オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("MyFeature")

Set pComponent = pFeature.ISWiComponents.Item("MyComp")

Set pComponentSubFolder = pComponent.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder")

pComponent.RemoveComponentSubFolder pComponentSubFolder

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiComponent

• ISWiComponentSubFolder

RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

RemoveDynamicFileLinking を呼び出し て、 現在のコ ンポーネン ト からダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を削除し ます。

構文

RemoveDynamicFileLinking (pSourceFolder As ISWiDynamicFileLinking) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

RemoveEnvironmentVar メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

テーブル 11-51 • RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pSourceFolder ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト を渡し て、 プロジ ェ ク ト から削除するダイ

ナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を指定し ます。
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• InstallScript MSI

• マージ モジュール

RemoveEnvironmentVar を呼び出し て、 指定し たコ ンポーネン ト から フ ァ イルを削除し ます。

構文

RemoveEnvironmentVar (sName As ISWiRemoveEnvironmentVar) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

RemoveFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

指定し たコ ンポーネン ト から フ ァ イルを削除するには、 RemoveFile を呼び出し ます。

構文

RemoveFile (pFile As ISWiFile) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

テーブル 11-52 • RemoveEnvironmentVar メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト を渡し て、 削除する環境変数を指定し ます。

テーブル 11-53 • RemoveFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pFile 削除する ISWiFile オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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RemoveRemoveFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

RemoveRemoveFile メ ソ ッ ドは、 現在のコ ンポーネン ト から フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ を削除し ま

す。 フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ をプロジ ェ ク ト から削除するには、 ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト

を渡し ます。

構文

RemoveRemoveFile (pRemoveFolder As ISWiRemoveFile) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiComponentSubFolder は、 現在のコ ンポーネン ト またはコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーに属する コ ンポーネン

ト  サブ フ ォルダー を表し ます。 コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの [

コ ンポーネン ト ] ビ ューにある既存のサブ フ ォルダーでも、 AddComponentSubFolder を呼び出し て追加し たもので

もかまいません。

プロジ ェ ク ト の ISWiComponentSubFolder コ レ クシ ョ ンを使用し て特定のコ ンポーネン ト サブ フ ァ イルにアクセス

し ます。 ISWiComponentSubFolders の Item プロパテ ィ には、 イ ンデッ クス番号かコ ンポーネン ト サブ フ ォルダー

名のいずれかを指定し ます。 

テーブル 11-54 • RemoveRemoveFile メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pRemoveFolder 削除する ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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メ ンバー

例

次の Visual Basic コー ドは ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト の使用方法を示し ています :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

Dim pComponentSubFolder As ISWiComponentSubFolder

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("MyFeature")

Set pComponent = pFeature.ISWiComponents.Item("MyComp")

Set pComponentSubFolder = pComponent.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder")

pComponentSubFolder.AddFile("C:\My Files\MyFile.ext")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiComponent

テーブル 11-55 • ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddComponentSubFolder メ ソ ッ ド コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーにサブ フ ォルダー

を追加し ます。

AddFile メ ソ ッ ド コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーにフ ァ イルを追加

し ます。

DeleteFile メ ソ ッ ド コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーから フ ァ イルを削

除し ます。 

ISWiComponentSubFolders コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーに関連するす

べてのサブフ ォルダーを含みます。

ISWiFiles コ レ クシ ョ ン このコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーに関連するす

べてのフ ァ イルを含みます。

名前 読み取り専用プロパ

テ ィ

コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーの名前を格納し ま

す。

RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ド コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーからサブ フ ォル

ダーを削除し ます。
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DeleteFile メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

DeleteFile を呼び出し て、 指定の コ ンポーネン ト サブ フ ォルダーから フ ァ イルを削除し ます。 . このメ ソ ッ ド で追

加されたフ ァ イルには、 IDE でフ ァ イルを追加し た場合と同様のス タ テ ィ ッ クなフ ァ イルリ ン クが含まれます。

構文

DeleteFile (pFile As ISWiFile) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic の例では、 MyCompSubFolder とい う コ ンポーネン ト サブ フ ォルダーから フ ァ イルを削除し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

Dim pComponentSubFolder As ISWiComponentSubFolder

Dim pFile As ISWiFile

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("MyFeature")

Set pComponent = pFeature.ISWiComponents.Item("MyComp")

Set pComponentSubFolder = pComponent.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder")

Set pFile = pComponentSubFolder.ISWiFiles.Item("MyFile.ext")

pComponentSubFolder.DeleteFile pFile

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiComponentSubFolder

ISWiCondition オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-56 • DeleteFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pFile 削除する フ ァ イルの オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiCondition は、 ISWiFeature オブジ ェ ク ト のサブセ ッ ト です。 このオブジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト の機能の条

件付論理を取得および設定する こ とができます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiFeature

ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiDynamicFileLinking は、 コ ンポーネン ト に属するダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を表し ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ

イル リ ン クは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの既存のフ ァ イル、 または AddDynamicFileLinking を呼び

出し て追加し たフ ァ イルのどち らでもかまいません。

テーブル 11-57 • ISWiCondition オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

条件 読み書きプロパテ ィ この機能に関連し た 条件 を取得または設定し ます。

レベル 読み書きプロパテ ィ 条件が TRUE に評価された場合に、 機能に割り当て

られる イ ンス ト ールレベル を取得または設定し ま

す。
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メ ンバー

テーブル 11-58 • ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明

CreateBestPrac

ticeComponents

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルにのコ ンポーネン ト 作成でベス ト  

プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する場合、 このプロパテ ィ を True 

に設定し ます。

コ ンポーネン ト 作成にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ンポーネン

ト  メ ソ ッ ド を使用する場合、 このプロパテ ィ を True に設定し ま

す。

2 つのメ ソ ッ ド に関する詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン ク

がある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」

を参照し て く ださい。

DynamicSubfold

ers

基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

SourceFolder で提供されているすべてのサブ フ ォルダーを含む

場合、 このプロパテ ィ を True に設定し ます。

ExcludeFiles 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

除外する フ ァ イルの種類を指定し ます。 アス タ リ スク (*) に続け

て拡張子を入力し ます。 複数のエン ト リはカ ンマで区切り ます。

IncludeFiles 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

含める フ ァ イルの種類を指定し ます。 アス タ リ スク (*) に続けて

拡張子を入力し ます。 複数のエン ト リはカ ンマで区切り ます。

SelfRegister 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

動的にに リ ン ク されたフ ォルダーに含まれるすべてのフ ァ イル

を自己登録させる場合、 このプロパテ ィ を True に設定し ます。

コ ンポーネン ト の Attrib64BitComponent プロパテ ィ が True に設

定される と、 ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールは 64 ビ ッ

ト の自己登録を行います。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  オペ

レーテ ィ ング システムを ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さ

い。
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次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiEnvironmentVar は、 コ ンポーネン ト に属する環境変数を表し ます。 フ ァ イルは、 InstallShield ユーザー イ ン

ターフ ェ イスの既存のフ ァ イル、 または AddEnvironmentVar を呼び出し て追加し たフ ァ イルのどち らでもかまいま

せん。

SourceFolder 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書き

プロパ

テ ィ

コ ンテンツを動的に リ ン ク付けする フ ォルダーへの完全修飾パ

スを指定し ます。

テーブル 11-58 • ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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テーブル 11-59 • ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

EnvType 読み書きプロ

パテ ィ

この列挙された整数プロパテ ィ は、 環境変数名がシステム変数またはユー

ザー環境変数のどち らであるかを指定し ます。

• evtSystem— 指定されたシステム環境変数を作成、 変更または削除し ま

す。

• evtUser— ユーザー環境から環境変数を作成、 変更または削除し ます。

指定された環境変数は、 イ ンス ト ール時にログオン し ているエン ド 

ユーザー以外は使用できません。

Key 読み取り専用

プロパテ ィ

Environment テーブルのキーを格納し ます。

名前 読み書きプロ

パテ ィ

環境変数の名前を取得、 または設定し ます。

OnInstall 読み書きプロ

パテ ィ

この列挙された整数プロパテ ィ は、 関連付けられた機能がターゲッ ト  シス

テムにイ ンス ト ールされたと きに発生するアクシ ョ ンを取得または設定し ま

す。

• evoiSet—" 配置 " プロパテ ィ と共に既存の環境変数の値を設定し ます。

このオプシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システムに環境変数がない場合、 これ

を作成し て、 イ ンス ト ール中にこれを設定し ます。 その環境変数がター

ゲッ ト  システムに存在する場合、 イ ンス ト ール中に設定されます。

• evoiCreate— 指定された環境変数が既に存在し ない場合、 ターゲッ ト  シ

ステムに環境変数を作成し て、 変数の値を設定し ます。

• evoiRemove— 指定された環境変数を ターゲッ ト  システムから削除し ま

す。

OnUninstall 読み書きプロ

パテ ィ

この列挙された整数のプロパテ ィ は、 関連付けられた機能がアン イ ンス ト ー

ルされる と きに、 この環境変数を削除するかど うかを指定し ます。

• evouRemove— 関連付けられた機能がアン イ ンス ト ールされる時に、 環

境変数または追加された値を ターゲッ ト  システムから削除し ます。

OnInstall プロパテ ィ が Create に設定されている と、 OnUninstall の 

Remove によ って環境変数全体が削除されます。 OnInstall プロパテ ィ が 

Set に設定されている と、 OnUninstall の Remove 値は、 変数の値に付加

された値のみを削除し ます。

• evouLeave — 関連付けられた機能がアン イ ンス ト ールされた時に、 環境

変数または追加された値を ターゲッ ト  システムに残し たままにし ます。
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次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiFeature オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiFeature は、 InstallShield の ト ッ プレベルの機能またはサブ機能を示し ます。 ISWiFeatures コ レ クシ ョ ンにある

項目を指定し て、 機能を呼び出し ます。

機能プロパテ ィ と属性の多 く は、 このオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンを通し てオー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで使用できます。 プロジ ェ ク ト タ イプに使用できる メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ

ンについての詳細は、 次のテーブルを参照し て く だ さい。

Placement 読み書きプロ

パテ ィ

この列挙された整数のプロパテ ィ は、 指定された環境変数の既存値に相対し

て、 " 値 " フ ィ ールドの値の配置を取得または設定し ます。

• evpAppend— 指定された環境変数の既存値の最後に、 Value プロパテ ィ で

示された値を追加し ます。

• evpPrefix— 指定された環境変数の既存値の始めに、 Value プロパテ ィ で

示された値を追加し ます。

• evpReplace— 指定された環境変数の値を Value プロパテ ィ に示された値

で置換し ます。

値 読み書きプロ

パテ ィ

この環境変数のパスまたは値を、 取得または設定し ます。

テーブル 11-59 • ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明

AddCondition 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在の ISWiFeature に条件を追加し ます。

AddFeature 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド ISWiFeature オブジ ェ ク ト を、 現在の ISWiFeature のサブ

機能と し て作成し ます。

AddMergeModule 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド マージ モジュールを現在の機能に関連付けます。 

AddObject InstallScript メ ソ ッ ド 現在の ISWiFeature に InstallScript オブジ ェ ク ト を追加し

ます。

ア ドバタ イズ 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

現在の機能のア ドバタ イズプロパテ ィ を取得または設定

し ます。 次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定し ま

す。

• eaAllow (1)— この機能のア ドバタ イズを有効にする

には、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 ア ドバタ イズ

は許可されますが、 セ ッ ト ア ッ プ実行時のデフ ォル

ト のオプシ ョ ンではあり ません。

• eaFavor (2)— 機能をデフ ォル ト でア ドバタ イズする

には、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 エン ド ユー

ザーは、 Custom Setup ダイアログの機能のア ドバタ

イズ オプシ ョ ンをいつでも変更する こ とができま

す。

• eaDisallow (3)— この機能でア ドバタ イズを使用でき

ないよ う にする場合、 このオプシ ョ ンを使用し ま

す。 エン ド ユーザーは、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] 

ダイアログで機能をア ドバタ イズできません。

• eaDisableIfNotSupported (4)— ア ドバタ イズは、

Internet Explorer 4.01 以降のシステムでのみ動作し ま

す。 ターゲッ ト  システムがこの条件を満た し ていな

い場合、 ア ドバタ イズはオフにされます。 ターゲッ

ト  システムがア ドバタ イズをサポー ト する場合、 ア

ドバタ イズは許可されます。
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AttachComponent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド コ ンポーネン ト を現在の機能に関連付けます。

CDRomFolder InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の [CD-ROM フ ォルダー ] プロパテ ィ を取得または

設定し ます。 このプロパテ ィ は、 機能のチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スがリ リース ウ ィ ザー ドの [ カス タム メ デ ィ アレ イアウ

ト ] パネルがチ ェ ッ ク されている場合に、 機能の配置先

と なるデ ィ スク イ メ ージのフ ォルダーを指定し ます。

Comments 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能に関連付けられた コ メ ン ト  を取得または設定

し ます。

DeleteCondition 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在の機能に関連付けられた条件を削除し ます。

説明 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能の説明を、 取得または設定し ます。

DescriptionID 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能の説明の文字列識別子を、 取得または設定し ま

す。

メ モ • このプロパテ ィ を設定するには、 文字列エン ト リ

が存在し て、 その文字列 ID が判明し ていな く てはな り

ません。

Destination 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能のデフ ォル ト のイ ンス ト ール先を取得あるいは

設定し ます。

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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デ ィ スプレ イ 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能の 表示 プロパテ ィ を取得または設定し ます。

次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定し ます。

• edtVisibleAndCollapsed (0)— デフ ォル ト によ りサブ機

能が展開されずに、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイ

アログに機能が表示されます。

• edtVisibleAndExpanded (1)— デフ ォル ト によ りサブ機

能が展開され、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアロ

グに機能が表示されます。

• edtNotVisible (2) —[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイア

ログで、 機能がエン ド ユーザーに表示されません。

DisplayName 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能の表示名を取得あるいは設定し ます。

DisplayNameID 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能の 表示名 の文字列識別子を取得または設定し

ます。 

メ モ • このプロパテ ィ を設定するには、 文字列エン ト リ

が存在し て、 その文字列 ID が判明し ていな く てはな り

ません。

暗号化 InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の " 暗号化 " プロパテ ィ を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 機能のフ ァ イルを リ リース ビルダー

で暗号化するかど うかを指定し ます。 このプロパテ ィ は

ブール値です。

機能 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み取り専用

プロパテ ィ

この機能のすぐ下にサブ機能がある場合、 それらのサブ

機能の ISWiFeatures コ レ クシ ョ ンがこのプロパテ ィ に含

まれます。

FTPLocation 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の [FTP の場所 ] プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は機能の FTP の場所を指定し ます。

HTTPLocation InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の [HTTP の場所 ] プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は機能の HTTP の場所を指定し ま

す。

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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IncludeInBuild InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の [ ビルド に含める ] プロパテ ィ を取得または設定

し ます。 このプロパテ ィ は機能を配布メ デ ィ アに含める

かど うかを指定し ます。 このプロパテ ィ はブール値で

す。

GUID InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の GUID プロパテ ィ を取得または設定し ます。 GUID 

はセ ッ ト ア ッ プのログフ ァ イルにある機能を識別し ま

す。 ア ッ プデー ト セ ッ ト ア ッ プで機能の GUID を変更す

る場合、 GUID は既存の機能を更新し たものではな く 新

機能と し てこれを扱います。

InstallLevel 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能のイ ンス ト ールレベルを取得あるいは設定し ま

す。

ISWiComponents 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ ン 現在の機能に関連するすべてのコ ンポーネン ト を含みま

す。

ISWiConditions 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

コ レ クシ ョ ン 現在の機能に関連するすべての条件を含みます。

ISWiObjects InstallScript コ レ クシ ョ ン 現在の機能に関連するすべての InstallScript オブジ ェ ク

ト を含みます。

その他 InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の Miscellaneous プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ はテキス ト 文字列を機能に関連付け

ます。

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み取り専用

プロパテ ィ

コ レ クシ ョ ン内にある現在の要素の機能名

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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Need InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の " フ ァ イルの必要性 " プロパテ ィ を取得または設

定し ます。 このプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが機能の

選択を解除し た と きに警告または重大な警告を表示する

か、 警告を表示し ないかを指定し ます。 次の定数を使用

し てこのプロパテ ィ を設定し ます。

• efnCritical (0)— エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プで選

択解除できない機能に対し て、 このオプシ ョ ンを使

用し ます。

• efnHighlyRecommended (1) — エン ド ユーザーに機能

を イ ンス ト ールする こ と を通知する場合、 このオプ

シ ョ ンを使用し ます。

• efnStandard (2) — メ ッ セージを表示せずに、 エン ド

ユーザーが機能を選択解除できるよ う にする場合、

このオプシ ョ ンを使用し ます。

OnInstalled InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の OnInstalled プロパテ ィ を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 機能を イ ンス ト ールし た後で実行す

る関数を指定し ます。

OnInstalling InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の OnInstalling プロパテ ィ を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 機能を イ ンス ト ールする前に実行す

る関数を指定し ます。

OnUninstalled InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の OnUninstalled プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は、 機能をアンイ ンス ト ールし た後

で実行する関数を指定し ます。

OnUninstalling InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の OnUninstalling プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は、 機能をアンイ ンス ト ールする前

に実行する関数を指定し ます。

Password InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の [ パスワー ド ] プロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は機能のパスワー ド を指定し ます。

ReleaseFlags 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

この機能に関連付けられた リ リース フ ラグを取得または

設定し ます。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ます。

ISWiRelease の ReleaseFlags プロパテ ィ で、 プロジ ェ ク ト

の機能を フ ィ ルターする際に使用する リ リース フ ラグを

指定できます。

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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RemoteInstallation 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の リ モー ト イ ンス ト ール プロパテ ィ を取得または

設定し ます。 次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設定

し ます。

• efrLocal (0) — 機能のフ ァ イルがすべて ターゲッ ト  シ

ステムにイ ンス ト ールされます。

• efrSource (1) — この機能に属する フ ァ イルが、 CD-

ROM やネ ッ ト ワーク サーバーなどのソース媒体か

ら直接実行し ます。

• efrFollowParent (2) — サブ機能に、 その親機能の " リ

モー ト  イ ンス ト ール " プロパテ ィ を指定し ます。

RemoveComponent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド この機能から コ ンポーネン ト を除去し ます。

RemoveFeature 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から指定し た機能を削除し ます。

RemoveMergeModule 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

メ ソ ッ ド 現在の機能からマージ モジュールを削除し ます。

RemoveObject InstallScript メ ソ ッ ド 現在の ISWiFeature から InstallScript オブジ ェ ク ト を削除

し ます。

Required 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

機能の必須プロパテ ィ を取得または設定し ます。 このプ

ロパテ ィ はブール値です。

RequiredFeatures InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

現在の機能の 必要な機能 プロパテ ィ で指定されている

機能の名前を リ ス ト する コ ンマ区切り文字列を取得また

は設定し ます。

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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次に適用 :

• ISWiProject

AddCondition メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

AddCondition メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の機能に条件を追加し ます。

構文

AddCondition (sKey As String) As ISWiCondition

SetupTypeStatus InstallScript、

InstallScript 

MSI

読み書きプロ

パテ ィ

プロパテ ィ の [ 引数 ] で指定されたセ ッ ト ア ッ プの種類

の機能の選択状態を取得または設定し ます。 次の定数を

使用し てこのプロパテ ィ を設定し ます。

• estSelected (10) — 機能が選択されています。

• estDeselected (11) — 機能が選択されていません。

次の Visual Studio コー ド スニペ ッ ト では、 Help_Files 機

能が Compact セ ッ ト ア ッ プ タ イプに選択されていませ

ん。

Set pFeature = pProject.ISWiFeatures.Item("Help_Files")

Set pSetupType = pProject.ISWiSetupTypes.Item("Compact")

pFeature.SetupTypeStatus(pSetupType) = 11

StatusText InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の " ステータ ス テキス ト " プロパテ ィ を取得または

設定し ます。 このプロパテ ィ は、 機能の転送中に進行状

況イ ンジケーターの最上行からエン ド ユーザーに表示さ

れるテキス ト を指定し ます。

Visible InstallScript 読み書きプロ

パテ ィ

機能の [ 可視 ] プロパテ ィ を取得または設定し ます。 こ

のプロパテ ィ はイ ンス ト ール中に機能ダイアログ ボ ッ ク

スで機能を可視にするかど うかを指定し ます。 このプロ

パテ ィ はブール値です。

テーブル 11-60 • ISWiFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

AddMergeModule メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

AddMergeModule メ ソ ッ ド を呼び出し て、 マージ モジュールを現在の機能と関連付けます。 このメ ソ ッ ドは、 マー

ジ モジュールを [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー の機能に追加する方法と同様です。

構文

AddMergeModule (FileName As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

AddObject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

AddObject メ ソ ッ ドは、 指定のモニカ と一緒に InstallScript オブジ ェ ク ト を現在の機能に追加し ます。

構文

AddObject (Moniker As String) As ISWiObject

テーブル 11-61 • AddCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sKey 現在の機能に追加する条件の文字列バージ ョ ンを渡し ます。

テーブル 11-62 • AddMergeModule メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName この機能と関連付けするマージ モジュール (.msm) フ ァ イルの完全なフ ァ イ

ル名を渡し ます。
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パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 AddObject メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pObject As ISWiObject

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item(2)

Set pObject = pFeature.AddObject ("@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-8B09-00105A9846E9")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiFeature

AttachComponent メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

AttachComponent メ ソ ッ ド を呼び出し て、 コ ンポーネン ト を現在の機能と関連付けます。 機能と関連付けするに

は、 コ ンポーネン ト が作成されていなければな り ません (IDE で手動によ って作成、 または AddComponent を呼び

出し て作成 )。

構文

AttachComponent (Component As ISWiComponent)

テーブル 11-63 • AddObject メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Moniker 追加する InstallScript オブジ ェ ク ト のモニカ を渡し ます。 InstallScript オブジ ェ ク ト

のモニカ を取得するには、 IDE で新しい Professional プロジ ェ ク ト を作成し て 

InstallScript オブジ ェ ク ト を機能に追加し、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの 

ISFeatureExtended テーブルに移動し て Moniker 列を参照し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

DeleteCondition メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

DeleteCondition メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の機能から条件を削除し ます。

構文

DeleteCondition (pCondition As ISWiCondition)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

RemoveComponent メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-64 • AttachComponent メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

コ ンポーネン ト この機能と関連付けする コ ンポーネン ト を示す ISWiComponent オブジ ェ ク ト

を指定し ます。

テーブル 11-65 • DeleteCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pCondition ISWiCondition オブジ ェ ク ト は、 削除する条件を表し ます。
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指定し た機能から コ ンポーネン ト を削除するには、 RemoveComponent を呼び出し ます。 RemoveComponent は、 [

セ ッ ト ア ッ プのデザイ ン ] ビ ューでコ ンポーネン ト を削除するのと同様に、 機能と コ ンポーネン ト の関連付けを

解除し ますが、 プロジ ェ ク ト から完全にコ ンポーネン ト を削除する訳ではあり ません。 

構文

RemoveComponent (pComponent As ISWiComponent) As Boolean

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

RemoveMergeModule メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

RemoveMergeModule メ ソ ッ ド を呼び出し て、 マージ モジュールを現在の機能から削除し ます。 ( プロジ ェ ク ト か

らマージ モジュールを削除する場合は、 DeleteMergeModule  メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 )

構文

RemoveMergeModule (FileName As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFeature

テーブル 11-66 • RemoveComponent メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pComponent 削除する ISWiComponent オブジ ェ ク ト を入力し ます。

テーブル 11-67 • RemoveMergeModule メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName この機能から削除するマージ モジュール (.msm) フ ァ イルの完全なフ ァ イル

名を渡し ます。
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RemoveObject メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

RemoveObject メ ソ ッ ドは、 指定の InstallScript オブジ ェ ク ト  を現在の機能から削除し ます。

構文

RemoveObject (Object As ISWiObject) As Long

パラ メ ーター

例

ComVisual Basic 行では、 RemoveObject メ ソ ッ ド を示し ます :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pObject As ISWiObject

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("Help_Files")

Set pObject = pFeature.ISWiObjects.Item(1)

pFeature.RemoveObject pObject

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiFeature

ISWiFile オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-68 • RemoveObject メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

オブジ ェ ク ト 削除される InstallScript オブジ ェ ク ト
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プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiFile は、 コ ンポーネン ト に属する フ ァ イルか、 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合はプロジ ェ ク ト のコ ンポーネン

ト  サブ フ ォルダーを表し ます。 フ ァ イルは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの既存のフ ァ イル、 または 

AddFile を呼び出し て追加し たフ ァ イルのどち らでも構いません。

機能プロパテ ィ と属性の多 く は、 このオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンを通し てオー ト メ ー

シ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで使用できます。 い く つかのメ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンは、 特定のプロジ ェ

ク ト の種類でのみ使用できます。

コ ンポーネン ト の ISWiFiles コ レ クシ ョ ンを使用し て特定のフ ァ イルにアクセス し ます。 ISWiFiles の Item プロパ

テ ィ には、 イ ンデッ クス番号かフ ァ イルキーのいずれかを指定し ます。 フ ァ イル キーは、 InstallShield の [ ダイ レ

ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューにある File テーブルの File 列で見る こ とができます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト および 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 コ ンポーネン ト のフ ァ イル リ ス ト  [ キー ] 列にも一覧表示されています。

ただし、 フ ァ イル キーは、 値が分からない場合や、 コ ンポーネン ト と動的に リ ン ク されている フ ァ イルでは、 再

割り当て されている場合もあ り ます。 フ ァ イル キーの代わり に、 次の例のよ う なコー ド を記述し て、 特定のフ ァ

イル名の存在を確認する こ とができます。

Dim m_pFile As ISWiFile

For Each m_pFile In m_pComponent.ISWiFiles

If UCase(m_pFile.DisplayName) = "MYFILE.EXE" Then

Exit For

End If

Next

フ ァ イル名 MyFile.exe がコ ンポーネン ト のフ ァ イル中に見つかる と For ループが終了し ますが、 この時 m_pFile に

は MyFile.exe の ISWiFile オブジ ェ ク ト がコ ピーされています。
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メ ンバー

テーブル 11-69 • ISWiFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明

Attributes 基本の MSI、

InstallScript MSI

プロパテ ィ  (

使用不可 )

このプロパテ ィ は、 サポー ト されな く な り ま し た。

Hidden、 ReadOnly、 System および Vital プロパテ ィ を代

わり に使用し て く だ さい。

CompanionFile 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

後で使用するために予約されています。

DisplayName 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルの標準の名前です。 パッ ケージを イ ン ターネ ッ

ト で配布する場合、 一部の Web サーバーは大文字小文字

を区別するため、 このエン ト リの大文字小文字がフ ァ イ

ル名の大文字小文字と一致し ているか確認し て く だ さ

い。 名前に、 Windows のフ ォルダーやフ ァ イル名に有効

でない文字を含める こ とはできません。

フ ァ イルに長いフ ァ イル名と短いフ ァ イル名の 2 つがあ

る場合 ( 下記の ShortName を参照し て く だ さい )、 長い

フ ァ イル名だけが表示名に使われます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

DynamicFile 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み取り専用

プロパテ ィ

フ ァ イルのソースがコ ンポーネン ト に動的にリ ン ク され

ている場合はこのプロパテ ィ は True にし、 静的にリ ン

ク されている場合は False と し ます。

FontTitle 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

フ ォ ン ト タ イ ト ルフ ァ イルの属性を文字列と し て読み込

むか設定し ます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。 
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FullPath 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルのソースの場所の完全修飾パス ( フ ァ イル名を

含む ) を保存し ます。 あらゆるパス変数は、 実際のパス

へ解決されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

Hidden 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

True になるのは、 フ ァ イルが非表示の属性セ ッ ト を持っ

ている場合です。

OverrideSystemAttributes が False に設定されている場

合、 このプロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

Languages 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 フ ァ イルの言語 ID のすべての文字

列を カ ンマで区切った 10 進数で、 含む必要があり ます。

次の行は、 フ ァ イルを英語と ド イ ツ語に識別し ます。

m_pFile.Languages = "1031,1033"

OverrideSystemLanguage が True に設定されている と、

このプロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

Modified 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルの修正済みフ ァ イル属性を読み込みます。 後で

使用するために予約されています。

名前 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルキーの読み込みまたは設定を行います。 フ ァ イ

ルキーの詳細については、 上記の ISWiFile の説明を参照

し て く だ さい。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

テーブル 11-69 • ISWiFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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OverrideSystemAttributes 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

Hidden、 ReadOnly、 Vital、 System など、 すべてのフ ァ イ

ル属性で開発システムの設定をオーバーラ イ ド するに

は、 このプロパテ ィ を True に設定し ます。

このプロパテ ィ を False に設定する と、 Hidden プロパ

テ ィ 、 ReadOnly プロパテ ィ 、 System プロパテ ィ 、 およ

び Vital プロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

OverrideSystemLanguage 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

開発システムのフ ァ イル言語をオーバーラ イ ド するに

は、 このプロパテ ィ を True に設定し ます。

このプロパテ ィ を False に設定する と、 Languages プロ

パテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

OverrideSystemSize 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

開発システムのフ ァ イルのサイズをオーバーラ イ ド する

には、 このプロパテ ィ を True に設定し ます。

このプロパテ ィ を False に設定する と、 Size プロパテ ィ

は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

OverrideSystemVersion 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

開発システムのフ ァ イル バージ ョ ンのバージ ョ ンをオー

バーラ イ ド するには、 このプロパテ ィ を True に設定し

ます。

このプロパテ ィ を False に設定する と、 Version プロパ

テ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

ReadOnly 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

読み取り専用フ ァ イル属性を読み込むか設定し ます。

フ ァ イルを読み取り専用にマークするには、 このプロパ

テ ィ を True に設定し ます。 フ ァ イルを読み取り - 書き

込みにマークするには、 未定義にし てお く か False に設

定し ます。

OverrideSystemAttributes が False に設定されている場

合、 このプロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

テーブル 11-69 • ISWiFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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SelfRegister 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

自己登録 フ ァ イル属性 を取得または設定し ます。 この

フ ァ イルを自動登録と マークするには、 このプロパテ ィ

を True に設定し ます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

ShortName 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルの短い名前を取得または設定し ます。 配布メ

デ ィ アは長いフ ァ イル名を扱えないため、 Windows 

Installer のプロパテ ィ  SHORTFILENAMES が設定されて

いる と、 フ ァ イル名は対応する短い名前が必要にな り ま

す。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ 詳細設定 ] パネルの中で [ 長い

フ ァ イル名の使用 ] を選択解除し た場合、 短いフ ァ イル

名だけが使用されます。

デフ ォル ト でビルド プロセスによ ってフ ァ イルに短い名

前が付けられるため、 フ ァ イルの ShortName プロパテ ィ

は空の文字列を返し ます。 ただ し フ ァ イルの ShortName 

プロパテ ィ を明示的に設定し た場合、 ビルド プロセスで

は指定された短い名前が使用され、 ShortName の値を読

み取る と指定された短い名前が返されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。 

Size 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

フ ァ イルのサイズがバイ ト 単位で、 長整数型で表示され

ます。

このプロパテ ィ を設定する場合、 まず 

OverrideSystemSize を True に設定する必要があ り ます。

設定し ない場合、 InstallShield はフ ァ イルの実際のサイズ

を使用し ます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

System 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

システムのフ ァ イル属性の読み込みまたは設定を行いま

す。 フ ァ イルがシステムフ ァ イルの場合は、 このプロパ

テ ィ を True に設定し ます。

OverrideSystemAttributes が False に設定されている場

合、 このプロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

テーブル 11-69 • ISWiFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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ISWiFolder オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiFolder は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イス内のコ ンポーネン ト のシ ョ ー ト カ ッ ト  エクスプローラー内

にあるプログラムフ ォルダーを表し ます。 ISWiFolders コ レ クシ ョ ンの中の項目を指定し て、 フ ォルダーを呼び出

すこ とができます。

フ ォルダーの属性の多 く は、 このオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド と プロパテ ィ を通し てオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ

イスで使用できます。 使用中のプロジ ェ ク ト の種類に使用できる メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ 、 コ レ クシ ョ ンについて

の詳細は、 次のテーブルを参照し て く だ さい。

UseSystemSettings 基本の MSI、

InstallScript MSI

Property ( 旧形

式 )

このプロパテ ィ は、 サポー ト されな く な り ま し た。 代わ

り に、 OverrideSystemAttributes プロパテ ィ 、

OverrideSystemSize プロパテ ィ 、 OverrideSystemVersion 

プロパテ ィ 、 および OverrideSystemLanguage プロパテ ィ

を使用し て く だ さい。

バージ ョ ン 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

このプロパテ ィ を、 セ ッ ト ア ッ プに含める フ ァ イルの

バージ ョ ンに設定し ます。

コ ンパニオン フ ァ イル を指定するために、 このプロパ

テ ィ を別の ISWiFile オブジ ェ ク ト の Name プロパテ ィ に

設定する こ と もできます。 コ ンパニオン フ ァ イルに関す

る詳しい情報は、 「コ ンパニオン フ ァ イル」 をご覧 く だ

さい。

OverrideSystemVersion が False に設定されている場合、

このプロパテ ィ は無視されます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

Vital 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロ

パテ ィ

必須フ ァ イル属性の読み込みまたは設定を行います。 こ

のフ ァ イルを必須 (vital) と マークするには、 このプロパ

テ ィ を True に設定し ます。

フ ァ イルが動的にリ ン ク されている場合、 このプロパ

テ ィ を変更する こ とはできません。

テーブル 11-69 • ISWiFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiComponent

テーブル 11-70 • ISWiFolder オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddShortcut メ ソ ッ ド シ ョ ー ト カ ッ ト オブジ ェ ク ト を現在のフ ォルダーオブジ ェ ク ト

に追加し ます。

AddSubFolder メ ソ ッ ド 現在のプログラムフ ォルダーの下に、 新たにプログラムフ ォル

ダーを作成し ます。

DeleteShortcut メ ソ ッ ド 現在のフ ォルダーから指定されたシ ョ ー ト カ ッ ト を削除し ます。

DeleteSubFolder メ ソ ッ ド 現在のフ ォルダーから指定されたサブフ ォルダーを削除し ます。

説明 読み書きプロパ

テ ィ

フ ォルダーに対し て入力し た説明文を含みます。

DisplayName 読み書きプロパ

テ ィ

フ ォルダーに表示される名前を読み出す、 または設定し ます。

ISWiShortcuts コ レ クシ ョ ン 現在のプログラムフ ォルダーの下にあるすべてのシ ョ ー ト カ ッ

ト を含みます。

名前 読み書きプロパ

テ ィ

フ ォルダーのキー名を取得し ます。 これは、 InstallShield ユー

ザー イ ン ターフ ェ イスの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに表示され

る名前です。 DisplayName プロパテ ィ と同じ ではあり ません。

SharedFolder 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 フ ォルダーの [ 共有 ] プロパテ ィ を

取得または設定し ます。 このプロパテ ィ はフ ォルダーを常にシ

ステムから削除するか (False)、 セ ッ ト ア ッ プで作成し たサブ

フ ォルダーまたはフ ァ イルがない場合にのみ削除される (True) 

かを指定し ます。

SubFolders コ レ クシ ョ ン こ こには、 シ ョ ー ト カ ッ ト エクスプローラー上で現在のフ ォル

ダーの直下にある個々のプログラムフ ォルダーを示す 

ISWiFolders コ レ クシ ョ ンが格納されます。 このプロパテ ィ を使

用し たサブフ ォルダーの取り出し方については、 ISWiFolders コ

レ クシ ョ ン を参照し て く だ さい。

メ モ • このプロパテ ィ は、 InstallScript プロジ ェ ク ト には適用さ

れません。
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AddShortcut メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddShortcut を呼び出し て、 現在のプログラムフ ォルダー内にシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。 

構文

AddShortcut (Name As String) As ISWiShortcut

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFolder

AddSubFolder メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

AddSubFolder メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の ISWiFolder オブジ ェ ク ト の下位にプログラム フ ォルダーを作成し ま

す。

構文

AddSubFolder (Name As String) As ISWiFolder

テーブル 11-71 • AddShortcut メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーでシ ョ ー ト カ ッ ト に付ける名

前を入力し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiFolder

DeleteShortcut メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeleteShortcut を呼び出し て、 現在のフ ォルダーからシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

構文

DeleteShortcut (pShortcut As ISWiShortcut) As Long

パラ メ ーター

例

Set pShortcut = pFolder.ISWiShortcuts(“MyShortcut”)

If Not pShortcut Is Nothing Then

pFolder.DeleteShortcut pShortcut

Next

次に適用 :

• ISWiFolder

テーブル 11-72 • AddSubFolder メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーでプログラムフ ォルダーに付

ける名前を入力し ます。

テーブル 11-73 • DeleteShortcut メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pShortcut ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  を渡し て、 フ ォルダーから削除するシ ョ ー ト カ ッ

ト を指定し ます。
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DeleteSubFolder メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeleteSubFolder メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の ISWiFolder オブジ ェ ク ト から指定されたサブ フ ォルダーを削除し

ます。

構文

DeleteSubFolder (pSubFolder As ISWiFolder) As Long

パラ メ ーター

例

Set pSubFolder = pFolder.SubFolders("MySubFolder")

If Not pSubFolder Is Nothing Then

pFolder.DeleteSubFolder pSubFolder

Next

次に適用 :

• ISWiFolder

ISWiLanguage Object

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

テーブル 11-74 • DeleteSubFolder メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 ISWiFolder オブジ ェ ク ト  を渡し て、 フ ォルダーから削除するサブ フ ォルダーを

指定し ます。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiLanguage は、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれる文字列エン ト リ を含む言語を表し ます。

言語を含む、 または除外するには、 それぞれの関連 ISWiLanguage オブジ ェ ク ト に IsIncluded プロパテ ィ を使用し ま

す。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

AddStringEntry メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

AddStringEntry を呼び出し て、 新しい文字列エン ト リ を言語に追加し て、 ISWiStringEntry を返し ます。

テーブル 11-75 • ISWiLanguage オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddStringEntry メ ソ ッ ド 新しい文字列エン ト リ を言語に追加し ます。

DeleteStringEntry メ ソ ッ ド 文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト から削除し ます。

Id 読み取り専用プ

ロパテ ィ

現在の言語の言語 ID を格納し ます。

IsIncluded 読み書きプロパ

テ ィ

言語を含む、 除外する、 または現在の状態を確認し ます。

ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ン 現在の言語のすべての文字列エン ト リが含まれています。

Name 読み取り専用プ

ロパテ ィ

現在の言語の名前を取得し ます。
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構文

AddStringEntry (sLangId) As ISWiStringEntry

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiLanguage

DeleteStringEntry メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeleteStringEntry を呼び出し て、 言語から文字列エン ト リ を削除し ます。

構文

DeleteStringEntry (pLangId As ISWiStringEntry)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiLanguage

テーブル 11-76 • AddStringEntry メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sLangId 文字列エン ト リ を格納する言語の識別子を指定し ます。

テーブル 11-77 • DeleteStringEntry メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pLangId ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト を指定し て、 プロジ ェ ク ト から削除する文字列エン ト リ を指定

し ます。
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ISWiObject オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiObject は、 プロジ ェ ク ト に属する InstallScript オブジ ェ ク ト を表し ます。 セ ッ ト ア ッ プの種類は、 InstallShield 

ユーザー イ ン ターフ ェ イスの [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューにある既存の InstallScript オブジ ェ ク ト でも、 AddObject を

呼び出し て追加し たものでもかまいません。

プロジ ェ ク ト の ISWiObject コ レ クシ ョ ンを使用し て、 特定の InstallScript オブジ ェ ク ト にアクセス し ます。

ISWiObjects の Item プロパテ ィ には、 イ ンデッ クス番号かモニカのいずれかを指定し ます。 モニカは、 [ ダイ レ ク

ト  エデ ィ ター ] ビ ューの ISFeatureExtended テーブルの [ モニカ ] と し てのみ IDE で表示できます。

メ ンバー

な し。

例

次の Visual Basic コー ドは ISWiObject オブジ ェ ク ト の使用方法を示し ています :

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pObject As ISWiObject

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item(2)

Set pObject = pFeature.ISWiObjects.Item("@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-8B09-00105A9846E9")

pFeature.RemoveObject pObject

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiFeature

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール
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ISWiPathVariable は、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるパス変数を表し ます。 パス変数は、 InstallShield の [ パス変数

] ビ ューから作成された既存のパス変数でも、 AddPathVariable メ ソ ッ ド を呼び出し て追加し たパス変数でもかまい

ません。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。
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テーブル 11-78 • ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み書きプロ

パテ ィ

パス変数の名前を取得または設定し ます。

PathVarType 読み書きプロ

パテ ィ

この列挙された整数プロパテ ィ は、 パス変数の種類を指定し ます。 次の値が

可能です :

•  epvtPreDefined (1)— 定義済みパス変数は特定の標準 Windows デ ィ レ ク ト

リ に設定された変数です。 これらの変数は修正し た り名前を変更する こ

とはできませんが、 あらかじめ決められたデ ィ レ ク ト リ をポイ ン ト する

ためにイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

• epvtCustom (2)— カス タム パス変数は、 標準パス変数またはユーザー定

義変数 と呼ばれる こ と もあ り ます。 これらの変数タ イプは InstallShield 

で定義されます。 これらの変数は、 レジス ト リ、 システムパスなど、 外

部のソースには依存し ません。

• epvtEnvironment (4)— 環境パス変数は、 システムの環境変数の値に基づ

きます。 プロジ ェ ク ト の環境変数パス変数に、 マシン上に既存する環境

変数を設定できます。

• epvtRegistry (8)— レジス ト リ パス変数を使用する と、 指定し たレジス ト

リ キーのデフ ォル ト 値に基づいて独自の変数を定義する こ とができま

す。 パス変数をキーの値に設定する際、 レジス ト リ キーが既に存在し

ている必要があり ます。

TestValue 読み書きプロ

パテ ィ

パス変数のテス ト 値を取得または設定し ます。

値 読み書きプロ

パテ ィ

パス変数の値を取得または設定し ます。

標準パス変数の場合

標準変数の場合、 変数がポイ ン ト するデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

メ モ • また、 参照先と なる他のパス変数の名前を山括弧で囲むこ とによ り、

定義済みの値の中でそのパス変数を参照する こ とができます。 た と えば、

C:\ とい う値を持つ MyRoot とい うパス変数がある場合、 そのパス変数を 

Games とい う別の変数のパス変数定義で参照する こ とができます。 Games 変

数の実際のパスは C:\Programs\GameFiles のよ う にな り ますが、 Games を 

<MyRoot>\Programs\GameFiles と定義する こ とができます。 ただ し、 パス変

数を自己参照し よ う と し た場合は、 使用し た文字列そのものが代わり に使用

されます。 た と えば、 Games を <MyRoot>\Programs\<Games> と定義する と、

実際には 、 Games は C:\Programs\<Games> のよ う に定義されます。
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次に適用 :

• ISWiProject

ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には、 ISWiProductConfigs に Media とい う

要素 1 つだけが含まれています。

ISWiProductConfig の一部のメ ンバーのみが InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に

適用し ます。

ISWiProductConfig は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの [ リ リース ] ビ ューで製品構成を表し ます。

ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ ンの中の項目を指定し て、 設定を取得できます。

Value レジス ト リ パス変数の場合

完全なレジス ト リ キーを入力し ます。 最後の 「サブキー」 は、 フ ォルダーが

含まれる値名にし ます。 た と えば、 MyRegVar を次のよ う に定義し ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue

TestKey には次のサブキーと値がある と想定し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey]

@="C:\\MyPath1"

"TestValue"="C:\\MyPath2"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\TestKey\TestValue]

@="C:\\MyPath3"

HKEY_LOCAL_MACHINE\TestKey には TestValue とい うサブキーがあ り ます

が、 MyRegVar は値 TestValue を指し、 現在値は C:\MyPath2 にな り ます。 ( た

だ し、 TestValue とい う値が存在し ない場合、 InstallShield はサブキー 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue のデフ ォル ト 値 

(C:\MyPath3) を読み取り ます。

環境パス変数の場合

環境パス変数について、 [ 環境 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されている とお

りの変数名を入力し ます。

テーブル 11-78 • ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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メ ンバー

テーブル 11-79 • ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明

AddRelease 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 現在の製品構成に リ リースを追加し ます。

ArchitectureValidation 基本の MSI、

マージ モ

ジュール

読み書きプロパテ ィ このプロパテ ィ を次の値の 1 つに設定し て、 ビルド

時に行う アーキテ クチャ検証の種類を指定し ます :

• epvtLenient (0)— デフ ォル ト の検証の種類であ

る、 アーキテ クチャの厳密な検証を し ない場

合、 " テンプレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定

されたアーキテ クチャ と リ リースに含まれる 1 

つ以上の製品フ ァ イルまたはカス タム アク

シ ョ ン フ ァ イルのアーキテ クチャが一致し な

いと き、 ビルド エラーまたは警告が ト リ ガさ

れません。

• epvtStrict (1)— 厳密な検証を行う場合、 " テン

プレー ト の概要 " プロパテ ィ で指定されたアー

キテ クチャ と リ リースに含まれる 1 つ以上の製

品フ ァ イルまたはカス タム アクシ ョ ン フ ァ イ

ルのアーキテ クチャが一致し ないと き、 ビルド 

エラーおよび警告が ト リ ガされる可能性があ り

ます。

このプロパテ ィ の値は、 InstallShield にビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン DLL の 32 ビ ッ ト  

バージ ョ ンまたは 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンのどち ら を

含むかにも影響し ます。

詳細については、 「ビルド に適切なアーキテ クチャ

検証の種類を選択する」 を参照し て く ださい。

ConfigFlags 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ 機能のフ ィ ルターに使用する リ リースフ ラグを持つ

文字列を取得または設定し ます。 複数のフ ラグは、

コ ンマで区切り ます。
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DeleteRelease 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

メ ソ ッ ド 指定し た リ リースを現在の製品構成から削除し ま

す。

GeneratePackageCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ このプロパテ ィ を True に設定する と、 この製品構

成の下にビルド し た各リ リースの新しいパッ ケージ

コー ド を生成できます。

このプロパテ ィ を指定し ないか、 または偽に設定す

る と、 その製品構成の下の既存のパッ ケージコー ド

が使用されます。 ただし、 こ こに指定し ない場合

は、 概要情報ス ト リームのパッ ケージコー ドが使用

されます。 

ISWiReleases 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

コ レ クシ ョ ン この製品構成に属するすべてのリ リースを含みま

す。

MSIPackageFileName 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ 現在の製品構成の "MSI パッ ケージ フ ァ イル名 " 設

定の値を取得または設定し ます。

名前 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript 

MSI、

InstallScript 

オブジ ェ ク

ト 、 マージ 

モジュール

読み取り専用プロパ

テ ィ

現在の製品構成の名前を戻し ます。

テーブル 11-79 • ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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次に適用 :

• ISWiProject

AddRelease メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

PackageCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ この製品構成のリ リースにビルド されるパッ ケージ

コー ドの文字列 GUID を取得または設定し ます。

GeneratePackageCode プロパテ ィ を True に設定す

る と、 このプロパテ ィ で入力し たパッ ケージ コー

ド、 または概要情報ス ト リーム パッ ケージ コー ド

のいずれも使用されません。

ProductCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ この製品構成のリ リースにビルド される製品コー ド

の文字列 GUID を取得または設定し ます。

メ モ • GUID は、 {12345678-1234-1234-1234-

1234567890AB} のよ う に中括弧で囲む必要があ り ま

す。

ProductName 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ この製品構成のリ リースにビルド される製品名を取

得または設定し ます。

ProductVersion 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ 製品のバージ ョ ン番号を含む文字列を取得または設

定し ます。 これは、 この製品構成下でビルド するす

べてのリ リースの " 製品バージ ョ ン " プロパテ ィ を

上書き し ます。

SetupFileName 基本の MSI、

InstallScript 

MSI、 マージ 

モジュール

読み書きプロパテ ィ 現在の製品構成の " セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル名 " 設

定の値を取得または設定し ます。

UpgradeCode 基本の MSI、

InstallScript 

MSI

読み書きプロパテ ィ 作成されたセ ッ ト ア ッ プの " ア ッ プグレー ド コー

ド " プロパテ ィ を取得または設定し ます。

テーブル 11-79 • ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前
プロジ ェ ク
ト 種類 説明
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

AddRelease メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の製品構成に リ リースを追加し ます。 このメ ソ ッ ドは、 リ リース ウ ィ

ザー ド か、 IDE の [ リ リース ] ビ ューを使って リ リースを追加するのに似ています。

構文

AddRelease (ReleaseKey As String) As ISWiRelease

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProductConfigs

DeleteRelease メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

DeleteRelease メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在の製品構成から リ リースを削除し ます。 このメ ソ ッ ドは、 IDE の [ リ

リース ] ビ ューで リ リースを削除する方法に似ています。

構文

DeleteRelease (Release As ISWiRelease)

テーブル 11-80 • AddRelease メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ReleaseKey 現在の製品構成に作成する リ リースの名前を渡し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProductConfigs

ISWiProperty オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiProperty は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのプロパテ ィ マネージャーにある Windows Installer のプ

ロパテ ィ を表示し ます。 ISWiProperties コ レ クシ ョ ンの中の項目を指定し て、 フ ォルダーを取得し ます。

メ ンバー

例

次の例では、 ApplicationUsers プロパテ ィ が OnlyCurrentUser に設定されます。 CustomerInformation ダイアログの

デフ ォル ト によ り、 オプシ ョ ン [ 自分だけ ] が選択される とい う こ と です。

Dim pProject As ISWiProject

Set pProject = New ISWiProject

pProject.OpenProject "C:\MySetups\ISWiProperties.ism"

Dim pProperty As ISWiProperty

Set pProperty = pProject.ISWiProperties.Item("ApplicationUsers")

テーブル 11-81 • DeleteRelease メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ReleaseKey 現在の製品構成から削除する リ リースの名前を渡し ます。

テーブル 11-82 • ISWiProperty オブジ ェ ク ト

名前 種類 説明

Comments 読み書きプロパテ ィ Windows Installer プロパテ ィ と関連する コ メ ン ト を

取得または設定し ます。

名前 読み取り専用プロパテ ィ プロパテ ィ の名前を含みます。

値 読み書きプロパテ ィ プロパテ ィ の値を取得または設定し ます。 
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pProperty.Value = "OnlyCurrentUser"

pProperty.Comments = "CustomerInformation ダイアログで、 "" 自分だけ "" を " & _

 " デフ ォルト のラジオボタ ン と します。 "

pProject.SaveProject

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiRelease オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiRelease は、 InstallShield の [ リ リース ] ビ ューにある既存リ リースを表し ます。 ISWiReleases コ レ クシ ョ ンの

中の項目を指定し て、 リ リースを取得し ます。 リ リースは、 リ リース ウ ィ ザー ド、 [ リ リース ] ビ ュー、 またはコ

マン ド ラ イ ン ツール ISCmdBld.exe を使って作成し たものでな く てはな り ません。
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メ ンバー

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明

BatchFileName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの [ バッ チ フ ァ イルの実行 ] プ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は、 リ リースのビルドが完了

し てから実行するバッ チ フ ァ イルまたは

実行可能フ ァ イルのフ ァ イル名を指定し

ます。

BrowsersToSupport 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ は、 One-Click Install タ イ

プのイ ンス ト ールでサポー ト するブ ラウ

ザーを示し ます。 次の値を指定し ます :

• eocitbIE (0) — Internet Explorer

このプロパテ ィ は、 One-Click Web リ

リースのみに適用されます。

ビルド 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

メ ソ ッ ド 現在のリ リースをビルド し ます。 これは

完全ビルド です。

BuildErrorCount 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み取り専用プ

ロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト で Build メ ソ ッ

ド を実行し た後、 BuildErrorCount はビル

ド プロセスが実行されている最中に発生

し たエラーの数を含みます。

BuildLocation 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースがビルド される ト ッ プレベルの

デ ィ レ ク ト リ を識別する文字列を取得ま

たは設定し ます。

BuildTablesOnly 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

メ ソ ッ ド 現在のリ リースの Windows Installer テー

ブルのみビルド し ます。

BuildTablesRefreshFiles 基本の MSI、

InstallScript MSI

メ ソ ッ ド リ リースの新しいフ ァ イルと変更された

フ ァ イルを含んで .msi フ ァ イル を再ビ

ルド し、 Files テーブルを更新し ます。
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BuildUTF8Database 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

Windows Installer データベース、 および

すべてのイ ンス タ ンスまたは言語 ト ラ ン

スフ ォームを UTF-8  エン コー ド を使っ

てビルド する場合、 このブール型プロパ

テ ィ を True に設定し ます。 UTF-8 エン

コー ドは、 すべての言語の文字を同時に

サポー ト するため、 エン ド ユーザーに表

示するテキス ト およびフ ァ イル名と レジ

ス ト リ キーの両方で、 た と えば日本語と

ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン ド

語のよ う に自由に言語を組み合わせて使

用できます。 組み合わされた言語は、

ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に

関わらず正し く 表示されます。 ただし、

一部の状況下では、 ユーザー イ ン ター

フ ェ イスに問題が発生し ます。 たと え

ば、 エン ド ユーザーが /qb コマン ド ラ イ

ン オプシ ョ ンを指定するか、 または [ プ

ログラムの追加と削除 ] から製品をアン

イ ンス ト ールする と、 Windows Installer 

がに非常に小さいフ ォ ン ト を使って 

UTF-8  データベースに含まれるユーザー 

イ ン ターフ ェ イス テキス ト を表示し ま

す。

このプロパテ ィ を True に設定する と、

リ リースをビルド する際に ANSI データ

ベースが作成されます。 このオプシ ョ ン

を使う と、 異なる コー ド ページを持つ言

語からの文字を同時に使用する こ とがで

きません。

BuildWarningCount 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み取り専用プ

ロパテ ィ

ISWiRelease オブジ ェ ク ト で Build メ ソ ッ

ド を実行し た後、 BuildWarningCount はビ

ルド プロセスが実行されている最中に発

生し た警告の数を含みます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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CabCompressionType 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

Compressed プロパテ ィ が True に設定さ

れている場合、この CabCompressionType 

プロパテ ィ を使って、 リ リースの .cab 

フ ァ イルをビルド する と きに InstallShield 

が使用する圧縮の種類を指定し ます。 選

択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です

:

• ecctLZX (3) — InstallShield は LZX 圧

縮を使って、 製品のデータ フ ァ イル

を .cab フ ァ イルに圧縮し ます。 この

オプシ ョ ンを選択する と、 最もサイ

ズの小さい .cab フ ァ イルが作成され

ますが、 実行時に .cab フ ァ イルから

データが抽出される と き、 最も時間

がかかり ます。

• ecctMSZIP (1) — InstallShield は 

MSZIP 圧縮を使って、 製品のデータ 

フ ァ イルを .cab フ ァ イルに圧縮し ま

す。

• ecctNone (0) — InstallShield は .cab 

フ ァ イルを作成する と きに圧縮を行

いません。

重要 • 圧縮を行う と、 一般的に圧縮フ ァ

イルのサイズが減少し ます。 ただし、 ビ

ルド プロセスの完了までの時間が長 く な

る こ とがあ り ます。 圧縮される フ ァ イル

のサイズと その数によ って、 LZX 圧縮と

ビルド に数時間かかる場合もあ り ます。

し たがって、 LZX オプシ ョ ンを選択し た

場合、 ビルドが完了するまでの所要時間

をできるだけ短縮できるよ う、 ビルド マ

シンに最新のハー ド ウ ェ アを搭載する こ

とが推奨されます。

CachePath 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

キャ ッ シュ されたイ ンス ト ールフ ァ イル

がエン ド ユーザーのシステムに保存され

るかど うかを指定し ます。

C:\CachedFiles のよ う にハー ド コー ド化

された値を使用し ます。

このプロパテ ィ は、 現在のビルドの 

CacheWebDownload プロパテ ィ が True に

設定されている場合のみ使用されます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3115



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
CacheWebDownload 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

現在のビルドのイ ンス ト ールフ ァ イルを

ターゲッ ト  システムにキャ ッ シュするか

ど うか指定し ます。 True に設定する と、

イ ンス ト ールフ ァ イルがターゲッ ト  シス

テム上にキャ ッ シュ され、 アプ リ ケー

シ ョ ンのメ ンテナンスや修復のと きに使

用されます。

CachePath プロパテ ィ を使用し て、

キャ ッ シュ されたフ ァ イルが入るがエン

ド ユーザーのシステムに保存される場所

を指定し ます。

このプロパテ ィ は、 現在のビルドの 

WebType プロパテ ィ が ewtOneExe (2) (1 

つの実行プログラム ) に設定されている

場合のみ使用されます。

CertificatePassword 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

書き込み専用の

プロパテ ィ

フ ァ イルがパスワー ド で保護されている

場合、 .pfx フ ァ イルのパスワー ド を設定

し ます。 InstallShield はパスワー ド を暗号

化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに

保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を

使って .pfx でフ ァ イルの署名を行いま

す。 証明書がパスワー ド で保護されてい

るのにもかかわらず、 この設定に何も入

力し なかった場合、 .pfx フ ァ イルを使っ

た署名が失敗し ます。

メ モ • 署名に使用する証明書が証明書ス

ト アにある場合、 このプロパテ ィ は適用

し ません。 証明書がパスワー ド保護付き

でス ト アにイ ンポー ト されている場合、

ビルド時にそのパスワー ドがプロンプ ト

されます。

CertificateURL 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関

し ての情報を得るためのリ ン ク先と し

て、 デジ タル証明書の中で使用される 

URL を取得または設定し ます。 完全修飾 

URL を使用し ます ( 例、 http://

www.mydomain.com)。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3116 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
Compressed 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

すべてのパッ ケージフ ァ イルを .msi フ ァ

イル、 .MSM フ ァ イルまたは Setup.exe に

圧縮する場合は、 このプロパテ ィ を True 

に設定し ます。 False に値を設定する と、

アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルが圧縮されな

いまま リ リースの保存場所のサブ フ ォル

ダーに配置されるます。

リ リース ウ ィ ザー ドの [ カス タム圧縮設

定 ] パネルで利用できる柔軟性とは異な

り、 このプロパテ ィ はリ リースにある

フ ァ イルのすべてを圧縮するか、 どれも

圧縮し ないかのいずれかです。 

CompressScript InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ はリ リースの [

スク リ プ ト の圧縮 ] プロパテ ィ を取得ま

たは設定し ます。 このプロパテ ィ はコ ン

パイルされたスク リ プ ト  フ ァ イル (.inx 

フ ァ イル ) をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに配

置する (True) か圧縮せずに Disk1 イ メ ー

ジフ ォルダーに配置するか (False) を指定

し ます。

CopyToFolder InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの [ フ ォルダーにコ ピー ] プロ

パテ ィ を取得または設定し ます。 このプ

ロパテ ィ は、 リ リースをビルド し た後で

リ リースのデ ィ スク イ メ ージフ ォルダー

を コ ピーする フ ォルダーの場所を指定し

ます。 コ ピーされたフ ォルダーと同じ名

前の既存のフ ォルダーは上書き されます

が、 削除される フ ォルダーはあ り ませ

ん。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI、 InstallScript 

MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト の場合、 CopyToFolder の代わり に 

DistributeLoc プロパテ ィ を使って、 フ ォ

ルダーに リ リースを配布し ます。

CreateAutorunINF 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

リ リースの保存場所のルー ト で 

Autorun.inf フ ァ イルを作成し ます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3117



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
CreatePDF 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

イ ンス ト ールのパッ ケージ定義フ ァ イル

を作成する場合、 このプロパテ ィ を True 

に設定し、 そ う でない場合は False に設

定し ます。

CubFile 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

InstallShield がビルド された リ リースを検

証するための検証モジュール (.cub フ ァ

イル ) の名前を取得または設定し ます。

DefaultLang 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

指定のリ リースのデフ ォル ト 言語の言語

識別子を取得し ます。 このプロパテ ィ 値

は、 [ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エ

デ ィ タ ] ビ ューで構成されたデフ ォル ト  

プロジ ェ ク ト 言語をオーバーラ イ ド し ま

す。

詳細については、 「デフ ォル ト のプロ

ジ ェ ク ト 言語の設定」 を参照し て く ださ

い。

DelayMSIEngineReboot 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールが完了

するまで、 ターゲッ ト  システム上での 

Windows Installer エンジンのイ ンス ト ー

ルまたはア ッ プデー ト に関連し た再起動

を遅延するかど うかを指定し ます。

必要な場合、 再起動を遅延するには True 

を選択し ます。 False を選択する と、

Windows Installer エンジンがイ ンス ト ー

ルまたはア ッ プデー ト された直後 ( アプ

リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール前 ) に、 必

要に応じ てシステムが再起動し ます。

このオプシ ョ ンには、 Windows Installer 

バージ ョ ン 2.0 が必要です。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3118 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DigitalCertificateInfo 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの署名に使用するデジ タル証明

書を取得または設定し ます。 InstallShield 

では、 次のオプシ ョ ンから選択できま

す。

• 署名に使用する .pfx 証明書フ ァ イル

を指定するには、 このプロパテ ィ を

ビルド マシン上の .pfx フ ァ イルの完

全修飾パス と フ ァ イル名に等し く 設

定し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり

に、 [ パス変数 ] ビ ューまたは 

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンの一

部で定義されたパス変数を使用でき

ます。 ビルド時、 InstallShield によ っ

て、 パス変数が適切な値に置換され

ます。

• 署名に使用する証明書を格納する証

明書ス ト アを参照するには、 このプ

ロパテ ィ を証明書ス ト ア文字列に等

し く 設定し ます。

証明書ス ト ア文字列を値と し て渡すに

は、 次の規則を使用し ます :

*Store*StoreLocation:Cert Subject

Store に、 次の値の 1 つを渡し ます :

• MY

• CA

• Trust

• Root

StoreLocation に、 次の値の 1 つを渡し ま

す :

• ユーザー

• マシン

Cert Store に使用する証明書のサブジ ェ

ク ト を指定し ます。

詳細については、 「デジ タル署名と セ

キュ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3119



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DisplayDotNetOptionDialog 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

イ ンス ト ールで、 実行時に .NET オプ

シ ョ ンのメ ッ セージ ボ ッ クスを表示する

場合、 このプロパテ ィ を True に設定し

ます。 このメ ッ セージ ボ ッ クスで、 エン

ド ユーザーは、 .NET Framework を イ ンス

ト ールするかど うかを指定する こ とがで

きます。

イ ンス ト ールで、 エン ド ユーザーが .NET 

Framework を イ ンス ト ールするかど うか

を選択できないよ う にする場合、 このプ

ロパテ ィ を False に設定し ます。

メ モ • このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール

に .NET Framework を含めるかど うかを

決定する ものではあ り ません。 エン ド

ユーザーにイ ンス ト ールする選択肢を与

えるかど うかを指定するだけです。

DistributeAfterBuild 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

ビルド する度に、 DistributeLoc プロパ

テ ィ または DistributeToURLLoc プロパ

テ ィ で指定し た場所へビルド エンジンを

使って リ リースを配布する場合、 このプ

ロパテ ィ を True に設定し ます。

メ モ • DistributeLoc プロパテ ィ と 

DistributeToURLLoc プロパテ ィ の両方が

指定された場合、 リ リースは FTP ロケー

シ ョ ンにのみコ ピーされます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3120 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DistributeLoc 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースを特定のフ ォルダーへ自動的に

配布するよ う にするには、 このプロパ

テ ィ でその場所を指定し ます。

DistributeAfterBuild プロパテ ィ は、 True 

に設定されている必要があ り ます。

コ ピーされたフ ォルダーと同じ名前の既

存のフ ォルダーは上書き されますが、 削

除される フ ォルダーはあ り ません。

選択された リ リースのメ デ ィ ア形式が

ネ ッ ト ワーク イ メ ージの場合 ( デ ィ スク 

イ メ ージ フ ォルダーは 1 つのみ作成され

ます )、 フ ォルダー自体ではな く デ ィ ス

ク イ メ ージ フ ォルダーの内容がコ ピー

されます。 自己展開型実行可能フ ァ イル

を作成する こ と を選択し た場合、 デ ィ ス

ク イ メ ージ フ ォルダーではな く 実行可

能フ ァ イルがコ ピーされます。

メ モ • DistributeLoc プロパテ ィ と 

DistributeToURLLoc プロパテ ィ の両方が

指定された場合、 リ リースは FTP ロケー

シ ョ ンにのみコ ピーされます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3121



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DistributeToURLLoc 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースを特定の FTP サーバーに自動的

に配布できるよ う にするには、 このプロ

パテ ィ でその場所の FTP URL を指定し

ます。

DistributeAfterBuild プロパテ ィ は、 True 

に設定されている必要があ り ます。

メ モ • FTP デフ ォル ト  フ ォルダー以外の

パスに リ リースを配布する場合は、 ダブ

ル スラ ッ シュ (//) を使います。 たと え

ば、 リ リースを、 FTP の URL が ftp://

ftp.mydomain.com である Ｗ myproduct と

い う名前のルー ト レベル フ ォルダーへ配

布する場合、 FTP の場所に ftp://

ftp.mydomain.com//myproduct と入力し ま

す。

DistributeLoc プロパテ ィ と 

DistributeToURLLoc プロパテ ィ の両方が

指定された場合、 リ リースは FTP ロケー

シ ョ ンにのみコ ピーされます。

DistributeToURLPassword 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

書き込み専用の

プロパテ ィ

指定する FTP の場所へのア ッ プロー ド に

パスワー ドが必要な場合、 このプロパ

テ ィ でパスワー ド を指定し ます。

DistributeToURLUserName 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

指定する FTP の場所へのア ッ プロー ド に

ユーザー名が必要な場合、 このプロパ

テ ィ でユーザー名を指定し ます。

DotNetBaseLanguage 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

.NET Framework イ ンス ト ールのユーザー 

イ ン ターフ ェ イス言語を設定し ます。

DotNetVersion を 「1」 に設定し た場合、

このプロパテ ィ を設定する必要があ り ま

す。

DotNetBuildConfiguration 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

これを対応する .NET プロジ ェ ク ト フ ァ

イルのアク テ ィ ブな リ リース名に設定し

ます。 通常の値は、 [ リ リース ] と [ デ

バッ グ ] です。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3122 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DotNetDelayReboot 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールが完了

するまで、 ターゲッ ト  システム上での 

.NET Framework のイ ンス ト ールまたは更

新に関連付けられた再起動を遅延するか

ど うかを指定し ます。

イ ンス ト ールが完了するまで再起動のプ

ロンプ ト を遅延するには、 このプロパ

テ ィ を True に設定し ます。

メ モ • .NET Framework は、 ターゲッ ト  シ

ステムが再起動するまで機能し ない場合

があ り ます。 し たがって .NET Framework 

がイ ンス ト ール中に使用される場合、 こ

のプロパテ ィ を False に設定する こ と を

強 く 推奨し ます。

DotNetFrameworkLocation 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

これを次の値の 1 つに設定し て、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルを イ ンス

ト ールにパッ ケージする方法を指定し ま

す。

• eelSourceMedia (0) — .NET Framework 

ラ ン タ イムを ソース メ デ ィ アのルー

ト に残し ます。

• eelSetupExe (1) — 実行時に、

Setup.exe から .NET Framework を抽

出し ます。

• eelWeb (2) — .NET Framework ラ ン タ

イムをデフ ォル ト の URL または 

DotNetFrameworkURL プロパテ ィ で

指定し た URL ( 下に表示 ) からダウ

ンロー ド し ます。

• eelDotNetNone (3) — セ ッ ト ア ッ プに 

.NET Framework を含めません。

DotNetFrameworkURL 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

DotNetFrameworkLocation を eelWeb (2) に

設定し た場合、 プロパテ ィ によ ってイ ン

ターネ ッ ト 上の dotnetfx.exe のデフ ォル

ト 場所の上書きが可能にな り ます。

DotNetFxCmdLine 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

.NET 1.1 再配布可能フ ァ イル 

(dotnetfx.exe) 内のセ ッ ト ア ッ プに渡すコ

マン ド ラ イ ンを設定し ます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3123
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
DotNetLanguagePackCmdLine 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

.NET 1.1 言語パッ ク再配布可能フ ァ イル 

(langpack.exe) 内のセ ッ ト ア ッ プに渡すコ

マン ド ラ イ ンを設定し ます。

DotNetLanguagePacks 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

イ ンス ト ールする追加の .NET 1.1 言語

パッ ク を表す言語 ID を指定し ます。

DotNetUI 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

実行時に .NET Framework イ ンス ト ール

からユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) を表

示できます。

DotNetVersion 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

.NET 1.1 を出荷する場合はこのプロパ

テ ィ を 1 に設定し ます。

EnableDifference InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

この Boolean プロパテ ィ は、 リ リースの 

" 差分メ デ ィ ア " プロパテ ィ を取得また

は設定し ます。 このプロパテ ィ は、 現在

のリ リース ([ リ リース ] ビ ューで選択済

み ) が差分リ リース ( つま り、 指定し た

既存リ リース ( 複数可 ) に存在し ない

フ ァ イルだけを含める リ リース ) か、 ま

たは製品のいずれのバージ ョ ン も イ ンス

ト ールされていないシステム上にイ ンス

ト ールできる、 製品のすべてのフ ァ イル

を含む完全リ リースかを指定し ます。

EnableLangDlg All 読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

Setup.exe から言語ダイアログを表示で

きます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3124 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ExpirationDate 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Setup.exe の有効期限日 (ISWiDate) を取得

または設定し ます。 このプロパテ ィ を設

定する と、 指定された日付以降にエン ド 

ユーザーが Setup.exe を起動する こ とは

できません。

2012 年 12 月 30 日に有効期限を設定する

サンプル Visual Basic コー ドは以下の通

り です。

ISWiDate date

date.wYear = 2012

date.wMonth = 12

date.wDay = 30

pISWiRelease.ExpirationDate = date

このプロパテ ィ で有効期限日を設定し た

場合、 ExpirationMessage プロパテ ィ を

使って、 エン ド ユーザーが有効期限日ま

たはその日付以降に Setup.exe を起動し

よ う と し たと き、 実行時に表示される

メ ッ セージを取得または設定できます。

ExpirationMessage 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

ExpirationDate プロパテ ィ で有効期限日を

設定し た場合、 ExpirationMessage プロパ

テ ィ を使って、 エン ド ユーザーが有効期

限日またはその日付以降に Setup.exe を

起動し よ う と し たと き、 実行時に表示さ

れる メ ッ セージを取得または設定できま

す。

有効期限切れメ ッ セージを設定するサン

プル Visual Basic コー ドは以下の通り で

す。

pISWiRelease.ExpirationMessage = " このセッ ト

ア ッ プの有効期限は %s です。 セッ ト ア ッ プ

を終了します。 "

FilterLangs 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

以下の SupportedLangsData プロパテ ィ の

設定に従って、 言語固有のコ ンポーネン

ト を フ ィ ルターする こ とができます。
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FTPFolder InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの [FTP サイ ト  フ ォルダー ] プ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ はデ ィ スク イ メ ージ フ ォル

ダーを FTP サーバー上のどのフ ォルダー

にコ ピーするかを指定し ます。

FTPHostAddress プロパテ ィ が空白の場

合のみ、 このプロパテ ィ が適用されま

す。

FTPHostAddress InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの "FTP ホス ト  ア ド レス " プロ

パテ ィ を取得または設定し ます。 このプ

ロパテ ィ はビルド プロセスでデ ィ スク 

イ メ ージ フ ォルダーをア ッ プロー ド する 

FTP の URL を指定し ます。 リ リースを 

FTP サーバーにア ッ プロー ド し ない場合

は、 このプロパテ ィ を空白のままにし て

く だ さい。

FTPPassword InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの "FTP サイ ト  パスワー ド " プ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は FTPUserName プロパテ ィ

に入力するユーザー名のパスワー ド を指

定し ます。 FTPHostAddress プロパテ ィ

が空白の場合のみ、 このプロパテ ィ が適

用されます。

FTPUserName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの [FTP サイ ト  ユーザー名 ] プ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は FTP サーバーへのアクセス

を取得するユーザー名を指定し ます。

FTPHostAddress プロパテ ィ が空白の場

合のみ、 このプロパテ ィ が適用されま

す。
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GenerateFileHashValues 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

バージ ョ ン作成されていないビルドの各

フ ァ イルに対し て  MsiFileHash  テーブル

を作成するかど うかを示し ます。

これを True に設定する と、 ビルド で

バージ ョ ンが付けられていない各フ ァ イ

ルについて MsiFileHash テーブルが作成

されます。 False にする と、 MsiFileHash 

テーブルが作成されません。 このプロパ

テ ィ が False に設定する と、 InstallShield 

はプロジ ェ ク ト の MsiFileHash テーブル (

ダイ レ ク ト エデ ィ ターを使用し て作成 ) 

で見つかったエン ト リ をビルド し ます。

特定のフ ァ イルについて MsiFileHash

テーブルが既に作成されている場合、 ビ

ルドは、 ビルド時に情報を生成する代わ

り に、 その情報を使用し ます。

GenerateOneClickInstall 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定し てワン

ク リ ッ ク イ ンス ト ールを作成し ます。 こ

のプロパテ ィ を True に設定し た場合、

このリ リース用に 

OneClickHTMLBaseName と 

OneClickCabJarBaseName のフ ァ イル名

を指定する必要があ り ます。

リ リースの " メ デ ィ ア フ ォーマ ッ ト " プ

ロパテ ィ がリ リース ウ ィ ザー ドの  [ メ

デ ィ ア タ イプ ] パネルを使って Web に

設定されていない限り、 このプロパテ ィ

は無視されます。

IFTWCabSizeInKb 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Web メ デ ィ ア タ イプ用にビルド された

キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イルのサイズを

キロバイ ト で指定し ます。 コ ンポーネン

ト ご とに別々のキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルを

ビルド するには、 0 ( ゼロ ) を指定し ま

す。

このプロパテ ィ は、 現在のリ リースの 

WebType プロパテ ィ が ewtIFTW (1) (Web 

から イ ンス ト ール ) に設定されている場

合にのみ使用されます。
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InitDlgProductName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの初期化ダイアログ製品名のプ

ロパテ ィ を取得または設定し ます。 この

プロパテ ィ は、 セ ッ ト ア ッ プ初期化ダイ

アログ ボ ッ クスで表示する製品名を指定

し ます。 このプロパテ ィ を空白のままに

する と、 [ 一般情報 ] ビ ューで指定され

た製品名が使用されます。

JSharpCmdLine 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

vjredist.exe に渡すコマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを指定し ます。 有効なコマン ド 

ラ イ ン パラ メ ーターについては 

Microsoft サポー ト に問い合わせて く ださ

い。

JSharpOptionalIfSilent 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

[J# オプシ ョ ン ] ダイアログを表示でき

ない場合 ( イ ンス ト ールをサイ レン ト で

実行し ている場合など ) も J# 再配布可

能フ ァ イルがイ ンス ト ールされます。

JSharpOptionDlg 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定する と、

J# 再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールす

るかど うかエン ド ユーザーにたずねる 

[J# オプシ ョ ン ] ダイアログが表示され

ます。 .NET 1. １  がセ ッ ト ア ッ プに含ま

れている場合は、 .NET 1.1 も イ ンス ト ー

ルする こ と を通知し ます。
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JSharpRedistLocation 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

この値を次の値の 1 つに設定し て、 J# 再

配布可能フ ァ イルをどのよ う にセ ッ ト

ア ッ プにパッ ケージするかを示し ます。

• eelSourceMedia (0) — J# 再配布可能

フ ァ イルを ソース メ デ ィ アのルー ト

に残し ます。

• eelSetupExe (1) — 実行時に Setup.exe 

から J# 再配布可能フ ァ イルを抽出

し ます。

• eelWeb (2) — デフ ォル ト  URL か、 以

下で説明する DotNetFrameworkURL 

プロパテ ィ で指定された URL から 

J# 再配布可能フ ァ イルをでダウン

ロー ド し ます。

• eelDotNetNone (3) — セ ッ ト ア ッ プに 

J# 再配布可能フ ァ イルを含めませ

ん。
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KeepUnusedDirectories 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

このリ リースをビルド し たと き、 .msi 

フ ァ イルの Directory テーブルから未使

用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを

指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以

下のとお り です : 

• False — Directory テーブルの 

Directory 列に一覧されているデ ィ レ

ク ト リが .msi フ ァ イル内のすべての

既知の場所で参照されていない場

合、 InstallShield はそれをビルド時に

作成し た .msi フ ァ イルの Directory 

テーブルから削除し ます。 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト で、 これはマージ 

モジュールがマージ されてから削除

されますが、 .msi フ ァ イルに存在す

るデ ィ レ ク ト リのみが削除の対象と

な り ます。 し たがって、 マージ モ

ジュールの Directory テーブルに新

しい未使用のデ ィ レ ク ト リが含まれ

ている場合、 そのデ ィ レ ク ト リはイ

ンス ト ールに追加されます。

• True — InstallShield がビルド時に作

成する .msi フ ァ イルの Directory 

テーブルにあるデ ィ レ ク ト リは、 そ

のまま保持されます。 

デフ ォル ト 値は False です。

メ モ • 特定の条件下では、 定義済みデ ィ

レ ク ト リが解決されないためにイ ンス

ト ールが失敗する場合があ り ます。

Directory テーブルから未使用デ ィ レ ク ト

リ を削除する こ と で、 無駄なエラーを回

避する こ とができます。 し たがって、 未

使用のデ ィ レ ク ト リ を保持し ないこ とが

推奨されます。
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LauncherCopyright 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Setup.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスに表示される著作権情報

を指定し ます。 UseMyVersionInfo プロパ

テ ィ を True に設定し て  デフ ォル ト 著作

権情報をオーバーラ イ ド する必要があ り

ます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

LauncherFileDescription 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Setup.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスに表示される フ ァ イルの

説明を指定し ます。 UseMyVersionInfo プ

ロパテ ィ を True に設定し て  デフ ォル ト

のフ ァ イルの説明をオーバーラ イ ド する

必要があ り ます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

LauncherPassword 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

アプ リ ケーシ ョ ンを保護するパスワー ド

を指定し ます。 PasswordProtectLauncher 

プロパテ ィ を True に設定し てパスワー

ド保護をアク テ ィ ベー ト する必要があ り

ます。

このプロパテ ィ は、 次の条件を満たすリ

リースにのみ適用できます。

• 単一フ ァ イル Setup.exe

• 圧縮フ ァ イル

• ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ

イプ
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MediaType 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み取り専用プ

ロパテ ィ

リ リースの配布メ デ ィ アの種類を取得し

ます。 使用できる値は次のとお り です。

• 0—CD-ROM

• 1— ネ ッ ト ワーク イ メ ージ

• 2— カス タム

• 3—DVD

• 4—Web

• 5—144 MB フ ロ ッ ピー デ ィ スク

• 6—InstallScript オブジ ェ ク ト

MSI30EngineURL 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

エンジン場所の URL を取得または設定し

ます。 この場所は、 実行時にエンジンを

ダウンロー ド する場所と し て使われま

す。

MsiEngineLocation 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

MSI エンジンのイ ンス ト ーラーの場所を

指定し ます。 次のう ちの 1 つに設定し ま

す。

• eelSourceMedia (0) — ソース メ デ ィ

アから コ ピーし ます。 選択し た MSI 

エンジン イ ンス ト ーラーを ソース メ

デ ィ アのルー ト に残し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルを 

Setup.exe に圧縮し ている Web メ

デ ィ ア タ イプまたはネ ッ ト ワーク 

イ メ ージ メ デ ィ ア タ イプでは使用

できません。

• eelSetupExe (1) — エンジンを 

Setup.exe から抽出し ます。

• eelWeb (2) — エンジンを Web からダ

ウンロー ド し ます。 この設定を使用

する場合、 必ず MSI30EngineURL プ

ロパテ ィ を適切な Web の場所に設定

し て く ださい。

名前 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み取り専用プ

ロパテ ィ

現在のリ リースの名前。 
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ObjDiffOptions InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの [ オブジ ェ ク ト の差異 ] プロ

パテ ィ を取得または設定し ます。 このプ

ロパテ ィ は差分リ リースに InstallShield 

オブジ ェ ク ト を含める条件を指定し ま

す。 次の定数を使用し てこのプロパテ ィ

を設定し ます。

• eodoAll(0)— 差分リ リースは、 相当す

る完全ア ッ プデー ト  リ リースに含ま

れるすべてのオブジ ェ ク ト を含みま

す。

• eodoExcludeAll(1)— 差分リ リースに

は、 どのオブジ ェ ク ト も含まれませ

ん。

• eodoIncludeIfChanged (2)— 差分リ

リースは相当する完全ア ッ プデー ト  

リ リースに含まれるすべてのオブ

ジ ェ ク ト を含みます。 も し く は、 最

低 1 つの差分リ リースにある対応オ

ブジ ェ ク ト と異なるオブジ ェ ク ト を

含みます。

このプロパテ ィ は、 EnableDifference プロ

パテ ィ が True に設定されている場合に

のみ適用されます。

OneClickCabJarBaseName 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

ビルド プロセスによ って One-Click イ ン

ス ト ールに生成されるキャ ビネ ッ ト  フ ァ

イル (.cab) のベース フ ァ イル名を指定し

ます。 こ こで指定された名前に .cab 拡張

子が追加されます。 生成された 1 つまた

は複数のフ ァ イルは、 現在のリ リースの 

Disk1 フ ォルダーに作成されます。

このプロパテ ィ は、 現在のビルドの 

GenerateOneClickInstall プロパテ ィ が 

True に設定されている場合のみ使用され

ます。
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OneClickHTMLBaseName 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

ビルド プロセスで生成された HTML フ ァ

イルのベースフ ァ イル名を指定し ます。

指定し たベース名の末尾には .htm 拡張子

が付けられ、 生成されたフ ァ イルは現在

のリ リース保存場所の Disk1 フ ォルダー

に作成されます。

このプロパテ ィ は、 現在のビルドの 

GenerateOneClickInstall プロパテ ィ が 

True に設定されている場合のみ使用され

ます。

OptimizeSize 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルで使用

する圧縮のレベルを指定し ます。 このプ

ロパテ ィ を True に設定する と、 一般的

に圧縮フ ァ イルのサイズが減少し ます。

ただ し、 ビルド プロセスの完了までの時

間が長 く なる こ とがあ り ます。

このプロパテ ィ は、 リ リースのフ ァ イル

の一部または全部を圧縮する場合にのみ

使用できます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
OSFilter InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " プラ ッ ト フ ォーム " 設定を

取得または設定し ます。 この設定はこの

リ リースでサポー ト するオペレーテ ィ ン

グ システムを指定し ます。 コ ンポーネン

ト に指定されたプ ラ ッ ト フ ォームが、 こ

の設定で選択されたプ ラ ッ ト フ ォームの

どれにも一致し ない場合、 そのコ ンポー

ネン ト はリ リースに含まれません。

次の定数を使用し てこのプロパテ ィ を設

定し ます。

• eosOSIndepedent = 0

• eosWin95 = &H10 (16)

• eosWin98 = &H40 (64)

• eosWinMe = &H80 (128)

• eosWinNT4 = &H10000 (65536)

• eosWin2000 = &H100000 (1048576)

• eosWinXP = &H400000 (4194304)

• eosWinServer2003 = &H800000 

(8388608)

• eosWinVista = &H1000000 (16777216)—

これらの定数は Windows Vista およ

び Windows Server 2008 用です。

• eosWin7 = &H2000000 (33554432)— こ

れらの定数は Windows 7 および 

Windows Server 2008 R2 用です。

• eosWin8 = &H4000000 (67108864)— こ

れらの定数は Windows 8 および 

Windows Server 2012 用です。

• eosWin81 = &H8000000 (134217728)—

これらの定数は Windows 8.1 および 

Windows Server 2012 R2 用です。

• eosAll = &HFD100D0 (265355472)

複数のプ ラ ッ ト フ ォームを指定できます 

( 例、 eosWin7 Or eosWinServer2008 Or 

eosWinVista Or eosWinServer2003)。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3135



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
PasswordProtectLauncher 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定し てセ ッ

ト ア ッ プをパスワー ド保護し ます。 パス

ワー ド を LauncherPassword プロパテ ィ

で指定し ます。

このプロパテ ィ は、 次の条件を満たすリ

リースにのみ適用できます。

• 単一フ ァ イル Setup.exe

• 圧縮フ ァ イル

• ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ

イプ

PathVariableOverrides 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

指定のリ リースについて、 プロジ ェ ク ト

内のパス変数の値を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ を使ってパス変数の

値を設定する と、 [ パス変数 ] ビ ューで

設定されたすべての値がオーバーラ イ ド

されます。

この変数を使って [ パス変数 ] ビ ューで

構成されたユーザー定義のパス変数、 環

境変数、 およびレジス ト リ変数を取得ま

たはオーバーラ イ ド する こ とができます

が、 <WindowsFolder> などの定義済みパス

変数をオーバーラ イ ド する こ とはできま

せん。

以下は、 PathVar1 とい うパス変数の値を

オーバーラ イ ド するサンプル Visual Basic 

コー ド です :

pISWiRelease.PathVariableOverrides = 

"PathVar1=C:\Test1" + vbCrLf + 

"PathVar2=C:\test2"

パス変数に関する詳細については、 「パ

ス変数を使用する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
PostbuildEvent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

InstallShield がリ リースをビルド および署

名し た後に実行する コマン ド を取得また

は設定し ます。

コマン ド を指定する と き、 ハー ド コー ド

化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト

で定義された任意のパス変数と環境変数

を使用できます。 ビルド イベン ト のコマ

ン ド と し て定義された特定の変数を使用

する こ と もできます。 詳細については、

「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後

に実行する コマン ド を指定する」 を参照

し て く だ さい。

2 つのメ ッ セージを設定するサンプル 

Visual Basic コー ドは以下の通り です :

pISWiRelease.PostbuildEvent = "Event1" + vbCrLf 

+ "Event2"

ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト された

順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルド

は、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次

のコマン ドの処理を待ちます。

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
PrebuildEvent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

InstallShield がリ リースをビルド する前に

実行する コマン ド を取得または設定し ま

す。 このイベン ト は InstallShield がリ

リース フ ォルダ と ログ フ ァ イルを作成

し た後、 リ リースのビルド を開始する前

に実行し ます。

コマン ド を指定する と き、 ハー ド コー ド

化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト

で定義された任意のパス変数と環境変数

を使用できます。 ビルド イベン ト のコマ

ン ド と し て定義された特定の変数を使用

する こ と もできます。 詳細については、

「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後

に実行する コマン ド を指定する」 を参照

し て く だ さい。

2 つのメ ッ セージを設定するサンプル 

Visual Basic コー ドは以下の通り です :

pISWiRelease.PrebuildEvent = "Event1" + vbCrLf 

+ "Event2"

ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト された

順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルド

は、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次

のコマン ドの処理を待ちます。

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
PrecompressionEvent 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

製品のデータ フ ァ イルを .cab フ ァ イル

に格納する場合、 InstallShield が .msi 

パッ ケージ と .cab フ ァ イルをビルド し た

後に実行する コマン ド を取得または設定

し ます。 このイベン ト は .cab フ ァ イルが 

.msi パッ ケージにス ト リームされた後、

.msi パッ ケージにデジ タル署名が行われ

て Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされ

る前に発生し ます。

コマン ド を指定する と き、 ハー ド コー ド

化されたパスの代わり に、 プロジ ェ ク ト

で定義された任意のパス変数と環境変数

を使用できます。 ビルド イベン ト のコマ

ン ド と し て定義された特定の変数を使用

する こ と もできます。 詳細については、

「ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後

に実行する コマン ド を指定する」 を参照

し て く だ さい。

2 つのメ ッ セージを設定するサンプル 

Visual Basic コー ドは以下の通り です :

pISWiRelease.PrecompressionEvent = "Event1" + 

vbCrLf + "Event2"

ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト された

順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルド

は、 1 つのコ マン ドが完了するまで、 次

のコマン ドの処理を待ちます。

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

PreProcessorDefines InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " コ ンパイ ラ プ リ プロセ ッサ

定義 " 設定を取得または設定し ます。 こ

のプロパテ ィ はプ リ プロセ ッサ変数定義

を指定し ます。

PreviousPackage 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

将来のパッ チパッ ケージのサイズを最小

化するには、 以前のパッ ケージ (.msi 

フ ァ イル ) への完全なパスを指定し ます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ReleaseFlags 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

機能のフ ィ ルターに使用する リ リースフ

ラグを持つ文字列を取得または設定し ま

す。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ま

す。

RequiredExecutionLevel 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Windows Vista 以降のプラ ッ ト フ ォーム上

でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ起動ツー

ル、 InstallShield 前提条件および .msi 

フ ァ イル ) を実行するためのイ ンス ト ー

ルの Setup.exe フ ァ イルによ って必要と

される最低特権レベルを取得し設定し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のと

お り です。

• erelAsInvoker (0) — Setup.exe の実行

に、 管理者権限は必要あ り ません。

し たがって、 管理者権限を持たない

ユーザーも Setup.exe を実行する こ

とができます。 Setup.exe は、 資格

情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求

める UAC メ ッ セージを表示し ませ

ん。 これは、 基本の MSI プロジ ェ ク

ト のデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。

• erelAsHighestAvail (1) — Setup.exe の

実行には、 管理者権限が推奨されま

す。 管理者は、 Setup.exe の実行を

承認する必要があ り ます。 非管理者

は、 管理者権限を持たずに 

Setup.exe を実行し ます。 これは、

InstallScript プロジ ェ ク ト と 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト のデ

フ ォル ト  オプシ ョ ンです。

• erelAsAdmin (2) — Setup.exe の実行に

は、 管理者権限が必要です。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必

要があ り ます。 非管理者は、 管理者

と し ての認証が必要にな り ます。

詳細については、 「イ ンス ト ール中にお

けるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ

ト の数を最小化する」 を参照し て く ださ

い。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SetupCmdLine InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " コマン ド ラ イ ンのセ ッ ト

ア ッ プ " プロパテ ィ を取得または設定し

ます。 このプロパテ ィ はセ ッ ト ア ッ プ起

動時に Setup.exe に渡すコマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターを指定し ます。

SetupEXE 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定し て、 現

在のリ リースに Setup.exe イ ンス ト ール 

ラ ンチャ を作成し ます。

SetupEXE プロパテ ィ と TargetOS プロパ

テ ィ  は、 [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe 

タ ブ にある " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 

設定に対応し ています。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが必要になるシ

ナ リ オについては、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーの作成」 をご覧 く ださい。

ShallowFolderStructure 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を設定し て .msi フ ァ イル

や関連する フ ァ イルをサブ フ ォルダー無

しに リ リース場所に直接作成し ます。

ShowPasswordDlg InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 リ リースの 

[ パスワー ド ダイアログの表示 ] プロパ

テ ィ を取得または設定し ます。 このプロ

パテ ィ は OnCheckMediaPassword イベン

ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト のコー ド

でパスワー ド をチ ェ ッ クする コー ド を実

行するかど うかを指定し ます。 このプロ

パテ ィ は " メ デ ィ ア パスワー ド " プロパ

テ ィ でヌル値以外のパスワー ド を指定し

た場合のみ適用されます。

SignFiles 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

リ リース内に署名する フ ァ イルがある場

合、 まずこの Boolean プロパテ ィ を True 

に設定し てから、 SignFilesInclude プロパ

テ ィ と SignFilesExclude プロパテ ィ を使

用し て、 署名する フ ァ イルを指定し ま

す。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての

実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、

.cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) は、

Windows ロゴ プログラムに準拠するため

にデジ タル署名が必要です。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SignFilesExclude 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

ビルド時にデジ タル署名を行わないフ ァ

イルおよびフ ァ イル パターンを指定し ま

す。 次の事項に注意し て く ださい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 ア

ス タ リ スク (*) を使用し ます。 た と

えば、 .drv フ ァ イルはどれも署名し

ない場合 *.drv のよ う に指定し ます。

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロ

ジ ェ ク ト に動的に リ ン ク されたフ ァ

イル含め、 特定のパターンに一致す

る フ ァ イルに署名を行な うのを避け

る場合、 特に便利です。

• 各フ ァ イルおよび各フ ァ イル パター

ンはそれぞれの行に , 改行コー ド で

区切って入力し ます。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パ

ターンは、 すべての署名する フ ァ イ

ルと フ ァ イル パターンをオーバーラ

イ ド し ますので注意し て く ださい。

た と えば、 SignFilesInclude プロパ

テ ィ と SignFilesExclude プロパテ ィ

で *.exe を指定する と、 .exe フ ァ イ

ルはすべて署名されません。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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3142 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SignFilesInclude 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルお

よびフ ァ イル パターンを指定し ます。 次

の事項に注意し て く ださい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 ア

ス タ リ スク (*) を使用し ます。 た と

えば、 すべての .exe フ ァ イルに署名

する場合、 *.exe のよ う に指定し ま

す。 .exe

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロ

ジ ェ ク ト に動的に リ ン ク されたフ ァ

イル含め、 特定のパターンに一致す

るすべてのフ ァ イルに署名を行う場

合、 特に便利です。

• 各フ ァ イルおよび各フ ァ イル パター

ンはそれぞれの行に , 改行コー ド で

区切って入力し ます。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パ

ターンは、 すべての署名する フ ァ イ

ルと フ ァ イル パターンをオーバーラ

イ ド し ますので注意し て く ださい。

た と えば、 SignFilesInclude プロパ

テ ィ と SignFilesExclude プロパテ ィ

で *.exe を指定する と、 .exe フ ァ イ

ルはすべて署名されません。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SignFilesInPlace 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

InstallShield で署名をする と き、 元のフ ァ

イルにも署名をするか、 またはリ リース

に組み込まれる フ ァ イルのみ署名するか

を判別し ます。 

• False — InstallShield は、 各フ ァ イル

の一時コ ピーに署名し て、 その署名

された一時コ ピーを使って、 リ リー

スをビルド し ます。 この動作の場

合、 元のフ ァ イルの変更および署名

は行われませんので注意し て く ださ

い。

• True — InstallShield で元のフ ァ イル

に署名する場合、 このプロパテ ィ を 

True に設定し ます。

このプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、 False 

に設定されています。

基本の MSI プロジ ェ ク ト または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で、 True を

指定する と、 も と も と署名されていな

かったフ ァ イルを含むリ リースの圧縮

バージ ョ ン と非圧縮バージ ョ ンの両方を

更新する単一のパッ チを作成する場合に

便利です。

SignLauncher 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を True に設定し て 

Setup.exe フ ァ イルにデジ タル署名し ま

す。

SignMedia 状況によ って、

異な り ます。 (

詳し く は

「SignMedia」 を

参照し て く だ さ

い。 )

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を設定し て、 メ デ ィ アに

署名するかど うかを示し ます。 また、 署

名する場合、 署名する フ ァ イルも指定し

ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SignSignedFiles 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

プロジ ェ ク ト にデジ タル署名されている

フ ァ イルが既に存在する場合、

InstallShield で、 既存のデジ タル署名を 

DigitalCertificateInfo プロパテ ィ で指定し

たデジ タル署名で置き換えるかど うかを

指定し ます。

• True — 既にフ ァ イルに含められてい

る既存のデジ タル署名情報の代わり

に、 DigitalCertificateInfo プロパテ ィ

で指定するデジ タル署名情報を使用

し ます。

• False — 既に署名されている フ ァ イ

ルについて、 既存のデジ タル署名情

報をそのまま残し ます。 これがデ

フ ォル ト の値です。

これは SignFilesInclude プロパテ ィ と 

SignFilesExclude プロパテ ィ で指定された

要件を満たすフ ァ イルにのみ適用されま

すので注意し て く ださい。

SingleEXEFileName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " 単一実行可能フ ァ イル名 " 

設定を取得または設定し ます。 このプロ

パテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行する自己

展開型実行可能フ ァ イルのフ ァ イル名を

拡張子も含めて指定し ます。 プロパテ ィ

の値がヌルの場合は自己展開型実行可能

フ ァ イルは作成されません。

SingleEXEIconName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " 単一実行フ ァ イルアイ コ ン

フ ァ イル " 設定を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ は実行可能フ ァ イル

のアイ コ ンがビルド時に使う完全修飾名

を指定し ます。 プロパテ ィ の値がヌル値

の場合、 デフ ォル ト のアイ コ ンが使用さ

れます。

SkinName InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " スキンの指定 " 設定を取得

または設定し ます。 このプロパテ ィ は、

このリ リースに適用されるダイアログ 

ボ ッ クスのスキンを指定し ます。 このプ

ロパテ ィ は、 UseProjectSkin プロパテ ィ

が True に設定されている場合にのみ適

用されます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
SmallInitializationDialog 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ を設定し て、 ユーザーが

このリ リースを実行し た時に簡単な開始

ダイアログを表示し ます。

SupportedLangsData 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースに含むコ ンポーネン ト を判別す

る言語 ID のリ ス ト を取得または設定し

ます。 FilterLangs プロパテ ィ を True に設

定する と、 言語依存性がないコ ンポーネ

ン ト および特定の言語のコ ンポーネン ト

みがリ リースにビルド されます。

言語 ID の 10 進数の値を使用し、 複数言

語を カ ンマで区切り ます。

SupportedLangsUI 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

リ リース言語を判別する 10 進数の言語 

ID のカ ンマで区切られた文字列を取得ま

たは設定し ます。

SupportedVersions InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの " サポー ト されているバー

ジ ョ ン " プロパテ ィ を取得または設定し

ます。 このプロパテ ィ は、 セ ミ コ ロン区

切りのバージ ョ ン数 ( 例 1.2.3;1.2.4) を指

定し ます。 このリ リースは、 旧バージ ョ

ンの [ ア ッ プデー ト ] と し て適用されま

す。 フ ィ ールド を空白にする場合、 全

バージ ョ ン、 バージ ョ ンな しの製品がイ

ンス ト ールされているシステムでセ ッ ト

ア ッ プは実行できます。 このプロパテ ィ

は、 EnableDifference プロパテ ィ が False 

に設定されている場合にのみ適用されま

す。

SuppressLauncherWarning 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Windows Installer サービスを ターゲッ ト  

システムでイ ンス ト ールまたはア ッ プ

デー ト できなかった時に、 このプロパ

テ ィ が False に設定されている場合、 警

告が表示されます。 警告を抑止する場合

は True に設定し ます。

このプロパテ ィ は、 Setup.exe を作成し

てパッ ケージを起動する場合のみ適用で

きます。 
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
TargetOS 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースに含める Windows Installer のプ

ラ ッ ト フ ォーム バージ ョ ンを判別する値

を取得または設定し ます。 次の値のう ち 

1 つを指定し ます。

• osNone (0) — Windows Installer を含み

ません。

• osWin9x (1) — InstMsi.exe の Windows 

9x バージ ョ ンのみ含みます。

• osWinNT (2) — InstMsi.exe の Windows 

NT バージ ョ ンのみ含みます。

• os9xNT (3) — InstMsi.exe の Windows 

NT および Windows 9x バージ ョ ン両

方を含みます。

SetupEXE プロパテ ィ  と TargetOS プロパ

テ ィ は、 [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe 

タ ブ にある " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 

設定に対応し ています。

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 

以前の再配布可能フ ァ イルに適用し ま

す。 Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ

イルについては、 「Windows Installer 再配

布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加す

る」 をご覧 く ださい。 Windows Installer 

4.0 は、 再配布可能フ ァ イルと し ては提

供されていません。

URLForYourFiles 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

データキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルをダウン

ロー ド するデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

このプロパテ ィ では、 http://

www.yourcompany.com/download の URL 

形式が許可されています。

このプロパテ ィ は、 現在のリ リースの 

WebType プロパテ ィ が ewtDownloader (0) 

( ダウンロー ド ) または ewtIFTW (1) (Web 

から イ ンス ト ール ) に設定されている場

合にのみ使用されます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
UseMyVersionInfo 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Setup.exe のデフ ォル ト  InstallShield 著作

権情報をオーバーラ イ ド するには、 この

プロパテ ィ を True に設定し ます。

LauncherCopyright  プロパテ ィ で著作権

情報を指定できます。

このプロパテ ィ は、 次の条件を満たすリ

リースにのみ適用できます。 

• 単一フ ァ イル Setup.exe

• 圧縮フ ァ イル

• ネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ

イプ

UsePathVariableTestValues 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

読み書きプロパ

テ ィ

パス変数 にテス ト 値を使用し た場合は、

このプロパテ ィ を True に設定し て現時

点での実際の値に変数を設定し ます。

UseProjectSkin InstallScript、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 リ リースの 

" スキンの指定 " プロパテ ィ を [ プロ

ジ ェ ク ト 設定を使う ] に設定するかど う

かを取得または設定し ます。 このプロパ

テ ィ は、 [ ダイアログ ] ビ ューの [ スキン

] フ ォルダーで選択し たスキンを使用し

ます。

VMConfig 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書き文字列

プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

この設定には、 選択された リ リースを 

VM に配布する と きに使用される VM 構

成設定グループの名前を取得または設定

し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
3148 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
VMMachinePassword 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書き文字列

プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている 

VM 構成にパスワー ドが指定されている

場合、 そのパスワー ドが 

VMMachinePassword プロパテ ィ のデフ ォ

ル ト 値と し て取り扱われます。 選択され

た リ リースのパスワー ド をオーバーラ イ

ド するには VMMachinePassword プロパ

テ ィ を設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。

VMMachineUserName 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書き文字列

プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている 

VM 構成にユーザー名が指定されている

場合、 そのユーザー名が 

VMMachinePassword プロパテ ィ のデフ ォ

ル ト 値と し て取り扱われます。 選択され

た リ リースのユーザー名をオーバーラ イ

ド するには VMMachineUserName プロパ

テ ィ を設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
VMSnapShot 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書き文字列

プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

オプシ ョ ンで、 リ リースの配布に使用す

るスナ ッ プシ ョ ッ ト の名前を取得または

設定し ます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている 

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定され

ている場合、 そのスナ ッ プシ ョ ッ ト が 

VMSnapShot プロパテ ィ のデフ ォル ト 値

と し て取り扱われます。

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定され

ていない場合、 InstallShield は特定のス

ナ ッ プシ ョ ッ ト には戻り ません。

InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に

戻さずに VM の電源をオンにし て、 VM 

にイ ンス ト ールを コ ピーし ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
VMStageMachineCopyPath 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書き文字列

プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

コ ピー パスは、 リ リースの配布先と なる 

VM 上の場所を識別し ます。 パスの最後

のサブ フ ォルダーと し て、InstallShield が 

VM 上に作成するパスを使用できます。

その他のパスは既存し ていな く てはな り

ません。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている 

VM 構成にイ ンス ト ール先パスが指定さ

れている場合、 そのイ ンス ト ール先パス

が VMStageMachineCopyPath プロパテ ィ

のデフ ォル ト 値と し て取り扱われます。

選択された リ リースのイ ンス ト ール先パ

スをオーバーラ イ ド するには 

VMStageMachineCopyPath プロパテ ィ を

設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
VMStagePostBuild 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

読み書きブール

値プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、

InstallShield の Premier Edition で使用でき

ます。

ビルドが成功するたびに選択された リ

リースを、 InstallShield で自動的に配布す

るかど うかを指定し ます。 VM にリ リー

スを配布するには、 以下のタ スクが必要

です :

1. ( 指定されている場合 ) VM を指定さ

れたスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻す

2. VM の電源をオンにする。

3. テス ト 用にビルド された リ リースを 

VM にコ ピーする。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビル

ド時またはオンデマン ド で InstallShield 

が初期化する仮想マシンに リ リースを配

布する」 を参照し て く ださい。

WebCreateDefaultPage InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 リ リースの 

"Web デフ ォル ト のページの作成 " 設定

を取得または設定し ます。 このプロパ

テ ィ は、InstallShield がデフ ォル ト の Web 

ページ (.htm フ ァ イル ) を作成し て Disk1 

フ ォルダーに配置するかど うかを指定し

ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
WebPageUrl InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの Web Page URL 設定を取得ま

たは設定し ます。 このプロパテ ィ は、

InstallShield の [ ビルド ] メ ニューにある 

[Web から実行 ] コマン ド を ク リ ッ ク し た

と きに起動される Web ページの場所を指

定し ます。

このプロパテ ィ で何も入力されなかった

場合、 ビルド時に Setup.htm が作成され、

Disk1 フ ォルダーに配置されます。

このプロパテ ィ に URL を入力する場合、

ページ名を含めないで く ださい。 また、

末尾にスラ ッ シュ (/) を使用する こ と も

避けて く ださい。 たと えば、 Setup.htm 

フ ァ イルの完全 URL が http://

www.mypages.com/setup/Setup.htm の場

合、 ページ URL を http://

www.mypages.com/setup のよ う に入力し

ます。 

[ ビルド ] メ ニューで [Web から実行 ] コ

マン ド を ク リ ッ ク し たと き、 適切な URL 

( 上記例の http://www.mypages.com/

setup/Setup.htm) が起動されます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
WebType 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

Web イ ンス ト ールセ ッ ト ア ッ プパッ ケー

ジの設定を示し ます。 次のう ちの 1 つに

設定し ます。

• ewtDownloader (0) — ダウンローダ。

リ リースを Setup.exe と MSI パッ

ケージの組み合わせと し てビルド し

ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe 

をダウンロー ド し て起動する と、 す

べてのフ ァ イルを含んだ MSI データ

ベースが順にダウンロー ド され実行

されます。

• ewtIFTW (1) — Web から イ ンス ト ー

ル。 Setup.exe、 MSI データベースお

よび外部キャ ビネ ッ ト  (.cab) フ ァ イ

ルを組み合わせてこのリ リースをビ

ルド し ます。 エン ド ユーザーは 

Setup.exe をダウンロー ド し て実行

し、 それによ って Setup.exe が MSI 

データベースをダウンロー ド し て実

行し ます。 エン ド ユーザーのセ ッ ト

ア ッ プ タ イプ と機能の選択によ っ

て、 要求された CAB フ ァ イルだけ

がダウンロー ド されてイ ンス ト ール

されるため、 ダウンロー ド時間の縮

小につながり ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンス と

修復では、 イ ンス ト ール ソース と し

て URLForYourFiles プロパテ ィ で指

定し た URL が使用されます。

• ewtOneExe (2) — 1 つの実行プログラ

ム。 このリ リースを単一の自己展開

型 Setup.exe フ ァ イルと し てビルド

し ます。 イ ンス ト ール パッ ケージは

自己完結型のため、 この設定は、 多

く の Web または FTP サイ ト からダ

ウンロー ド されるパッ ケージに理想

的です。 イ ンス ト ールの全パッ ケー

ジがダウンロー ド され、 ewtIFTW (1) 

(Web から イ ンス ト ール ) の設定よ り

もダウンロー ド時間がこ と を確認し

て く ださい。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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例

以下の Visual Basic の行は、 プロジ ェ ク ト を開き、 リ リースのプロパテ ィ 内の複数のメ ッ セージボ ッ クスを表示し

ます ：

Dim pProject As ISWiProject

Set pProject = New ISWiProject

pProject.OpenProject "C:\MySetups\Commercial.ism", True

Dim pProdConfig As ISWiProductConfig

Set pProdConfig = pProject.ISWiProductConfigs.Item("Version 1")

' InstallScript プロジェ ク ト では、

' ISWiProductConfigs の要素は "Media" の 1 つだけです。

Dim pRelease As ISWiRelease

Set pRelease = pProdConfig.ISWiReleases.Item("NewRelease1")

Dim sProps As String

sProps = pRelease.Name & " はこれらのプロパテ ィ を含みます :" & vbNewLine

sProps = sProps & " ビルド場所 : " & pRelease.BuildLocation & vbNewLine

sProps = sProps & " 圧縮 : " & pRelease.BuildLocation & vbNewLine

sProps = sProps & " デフ ォル ト言語 : " & pRelease.DefaultLang & vbNewLine

sProps = sProps & "Setup.exe: " & pRelease.SetupEXE

MsgBox sProps

pProject.CloseProject

ビルドのステータ スイベン ト

ISWiRelease オブジ ェ ク ト では次のステータ スイベン ト が発生し ます。

• Public Event ProgressIncrement(ByVal lIncrement As Long, pbCancel As Boolean)

• Public Event ProgressMax(ByVal lMax As Long, pbCancel As Boolean)

• Public Event StatusMessage(ByVal sMessage As String, pbCancel As Boolean)

これらのイベン ト は、 ビルド プロセス中に発生し てステータ スのア ッ プデー ト を提供し ます。 ビルド を中止する

には pbCancel を設定し ます。 これらのイベン ト の使い方をデモンス ト レーシ ョ ンするサンプル コー ドは、 「ビル

ドのステータ ス イベン ト 」 を参照し て く ださい。

WrapMSIIntoCab 基本の MSI、

InstallScript MSI

読み書きプロパ

テ ィ

リ リースの MSI データベースをキャ ビ

ネ ッ ト  (.cab) フ ァ イル内に配置するかど

うかを指定し ます。

このプロパテ ィ は、 現在の Web リ リース

の WebType プロパテ ィ が WebType ( ダウ

ンロー ド ) に設定されている場合にのみ

適用されます。

テーブル 11-83 • ISWiRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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ビルド メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

Build メ ソ ッ ド を呼び出し て現在のリ リースをビルド し ます。 これは、 リ リースの完全な再ビルド です。

構文

Build ()

次に適用 :

• ISWiRelease

BuildTablesOnly メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

BuildTablesOnly メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のリ リースの Windows Installer テーブルのみをビルド し ます。

メ モ • このイ ンス ト ールをまだビルド し ていない場合、 新しい .msi フ ァ イルが作成されますが、 イ ンス ト ールに

はフ ァ イルが追加されません。 イ ンス ト ールを既にビルド し ている場合、 .msi フ ァ イルは、 すべてのテーブルがビ

ルド されたと き更新されますが、 フ ァ イルは転送されません。

構文

BuildTablesOnly ()

次に適用 :

• ISWiRelease

BuildTablesRefreshFiles メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• 基本の MSI

• InstallScript MSI

BuildTablesOnly メ ソ ッ ド を呼び出すと、 イ ンス ト ールの新しいフ ァ イルや変更されたフ ァ イルをはじめ、 MSI 

フ ァ イルが再ビルド され Files テーブルが更新されます。

メ モ • 変更されたフ ァ イルは、 サイズまたはタ イムス タ ンプが、 ビルド にすでに含まれる コ ピーと異なる場合にの

み更新されます。 削除されたフ ァ イルへの参照は、 セ ッ ト ア ッ プから削除されますが、 フ ァ イルは、 ビルドの保

存場所に残り ます。 この種類のビルドは、 ビルドが完全に実行された後でのみ実行されます。 また、 この種類の

ビルドは、 メ デ ィ アが非圧縮のネ ッ ト ワーク イ メ ージである場合だけ作動し ます。

構文

BuildTablesRefreshFiles ()

次に適用 :

• ISWiRelease

CubFile プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

CubFile は、 ISWiRelease.Build の前に指定する必要がある読み書き可能なプロパテ ィ です。 このビルド オプシ ョ ン

は、 ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンで リ リースをビルド するのと同じ です。

このプロパテ ィ に関連付けられている文字列パラ メ ーターが、 .cub フ ァ イル名です。

適用先

• ISWiRelease

SignMedia プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。
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ISWiRelease.SignMedia プロパテ ィ を設定し て、 メ デ ィ アに署名するかど う かを示すこ とができます。 また、 署名す

る場合、 署名する フ ァ イルも指定できます。

次のテーブルに、 ISWiRelease.SignMedia プロパテ ィ の割り当てまたは取得を行う こ とのできる 4 つの状態を示し ま

す。

ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiRemoveFile は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ を示し ま

す。 フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ を取得するには、 ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンでアイテムを指定

し ます。

テーブル 11-84 • ISWiRelease.SignMedia プロパテ ィ の値

戻り値 種類 説明

esBoth (3) 読み書きプロパ

テ ィ

基本の MSI プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : 

Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) と Setup.exe に署名し

ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル 

(Data1.hdr) と Setup.exe の両方に署名し ます。

esMsi (2) 読み書きプロパ

テ ィ

基本の MSI、 InstallScript MSI およびマージ モジュール プロジ ェ ク

ト の場合 : Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イルまたは .msm 

フ ァ イル ) にのみデジ タル署名し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : メ デ ィ ア ヘ ッ ダー フ ァ イル 

(Data1.hdr) に署名し ます。

esNone (4) 読み書きプロパ

テ ィ

基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の

場合 : ビルド時に メ デ ィ ア フ ァ イル (Setup.exe、 Windows Installer 

パッ ケージまたはヘ ッ ダー フ ァ イル ) は署名されません。

esSetupExe (1) 読み書きプロパ

テ ィ

基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の

場合 : Setup.exe にのみデジ タル署名し ます。
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メ ンバー

ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiSequenceRecord は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの [ カス タム アクシ ョ ン と シーケンス ] ビ ューの

アクシ ョ ンを表し ます。

テーブル 11-85 • ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

FileKey 読み書きプロパテ ィ このフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ用の 

FileKey プロパテ ィ を取得または設定し ます。

FileName 読み書きプロパテ ィ このフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ用の 

FileName プロパテ ィ を取得または設定し ます。

DirProperty 読み書きプロパテ ィ このフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ用の 

DirProperty プロパテ ィ を取得または設定し ます。

InstallMode 読み書きプロパテ ィ このフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除エン ト リ用の 

InstallMode プロパテ ィ を取得または設定し ます。 次

の種類のう ち 1 つを指定し ます。

• erfimOnInstall (1) — 関連コ ンポーネン ト がイ ン

ス ト ールされる と きのみフ ァ イルまたはフ ォル

ダーを削除し ます。

• erfimOnUninstall (2) — 関連コ ンポーネン ト が削

除される と きのみフ ァ イルまたはフ ォルダーを

削除し ます。

• erfimOnBoth (3) — 関連コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールまたは削除される と きにフ ァ イルまたは

フ ォルダーを削除し ます。
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例

次の VBScript コー ドは、 プロジ ェ ク ト の [ イ ンス ト ール ] - [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスに、

LaunchConditions アクシ ョ ンのシーケンス番号を表示し ます。

Set oISM = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

oISM.OpenProject "C:\MySetups\MyProject.ism", True ' open read-only

Set oSequenceRecord = oISM.InstallUISequence("LaunchConditions")

MsgBox "LaunchConditions はシーケンス番号位置にあり ます " & oSequenceRecord.Sequence

oISM.CloseProject

次に適用 :

• ISWiSequence

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiSetupFile は、 プロジ ェ ク ト に含まれるサポー ト  フ ァ イルを表し ます。 サポー ト  フ ァ イルは、 InstallShield の [

サポー ト  フ ァ イル ] ビ ュー ( または [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ュー ) の既存フ ァ イルでも、

AddAdvancedFile を呼び出し て追加し たフ ァ イルでもかまいません。

プロジ ェ ク ト の ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ンを使用し て特定のサポー ト  フ ァ イルにアクセス し ます。

ISWiSetupFiles の Item プロパテ ィ には、 イ ンデッ クス番号かフ ァ イルキーのいずれかを指定し ます。

テーブル 11-86 • ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み書きプロパテ ィ 指定されたアクシ ョ ンの文字列名を保持し ます。

コ メ ン ト 読み書きプロパテ ィ 指定されたアクシ ョ ンのコ メ ン ト を取得または設定

し ます。

条件 読み書きプロパテ ィ 指定されたアクシ ョ ンの条件を取得または設定し ま

す。

Sequence 読み書きプロパテ ィ 指定されたアクシ ョ ンのシーケンス番号を取得また

は設定し ます。
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例

フ ァ イル キーは、 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューの ISSetupFile テーブルの最初のエン ト リ と し てのみ IDE で表

示されます。 フ ァ イル キーの代わり に、 次の例のよ う なコー ド を記述し て、 特定のフ ァ イル名の存在を確認する

こ とができます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupFile As ISWiSetupFile

For Each pSetupFile In pProj.ISWiSetupFiles

If UCase(pSetupFile.FileName) = "MYSUPPORTFILE.EXT" Then

Exit For

End If

Next

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

フ ァ イル名 MySupportFile.ext がプロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル中に見つかる と For ループが終了し ますが、

この時 pSetupFile には MySupportFile.ext の ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト がコ ピーされています。

テーブル 11-87 • ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

FileName 読み取り専用プロパ

テ ィ

サポー ト  フ ァ イルのフ ァ イル名を取得し ます ( パスな し )。

言語 読み書きプロパテ ィ サポー ト フ ァ イルの言語識別子を識別する文字列を取得し ます。

例 :

m_pFile.Language = "1033"

パス 読み取り専用プロパ

テ ィ

サポー ト  フ ァ イルのソースの場所の完全修飾パス ( フ ァ イル名

を含む ) を取得し ます。 あらゆるパス変数は、 実際のパスへ解決

されます。

Splash 読み書きプロパテ ィ このサポー ト  フ ァ イルがスプラ ッ シュ画面 (True) かそ う でない

か (False) を指定し ます。

ターゲッ ト 読み書きプロパテ ィ SUPPORTDIR 内のサポー ト  フ ァ イルの ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト

リ を取得または設定し ます。 次の行は、 SUPPORTDIR の下にあ

る MyFolder1\MyFolder2 フ ォルダーにサポー ト フ ァ イルを保存し

ます。

m_pFile.Target = "MyFolder1\MyFolder2"
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ISWiSetupType オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSetupType は、 プロジ ェ ク ト に属するセ ッ ト ア ッ プの種類を表し ます。 セ ッ ト ア ッ プの種類は、 InstallShield 

ユーザー イ ン ターフ ェ イスの [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューにある既存のセ ッ ト ア ッ プの種類でも、 AddSetupType 

を呼び出し て追加し たものでもかまいません。

プロジ ェ ク ト の ISWiSetupTypes コ レ クシ ョ ンを使用し て特定のセ ッ ト ア ッ プの種類にアクセス し ます。

ISWiSetupFiles の Item プロパテ ィ には、 イ ンデッ クス番号かセ ッ ト ア ッ プの種類名のいずれかを指定し ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類名は、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューのツ リーコ ン ト ロールの IDE で表示できます。

メ ンバー

例

次の Visual Basic コー ドは、 特定のセ ッ ト ア ッ プの種類のプロパテ ィ の設定方法を示し たものです。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pSetupType As ISWiSetupType

Set pSetupType = pProj.ISWiSetupTypes("CSSaveSpace")

pSetupType.DisplayName = " ク ラ イアン ト  セッ ト ア ッ プ - 容量の節約 "

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

テーブル 11-88 • ISWiSetupType オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み取り専用プロパテ ィ セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を格納し ます。

説明 読み書きプロパテ ィ 編集ボ ッ クス名によ って示された情報を、 テキス ト

を入力するかコ ンボボ ッ クスのリ ス ト から既存のパ

ス変数 ( アプ リ ケーシ ョ ンの種類の場合は既存のア

プ リ ケーシ ョ ンの種類 ) を選択する こ とによ って指

定し ます。 ( この説明は、 スク リ プ ト で  

SdSetupTypeEx を呼び出し た場合のみ 、 イ ンス

ト ール プロセス中にエン ド ユーザーに表示されま

す。 )

DisplayName 読み書きプロパテ ィ この文字列プロパテ ィ では、 ユーザーに表示する

セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を指定できます。
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ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト は、 Windows シ ェルが設定するシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を示し ます。 シ ェルが

設定できるプロパテ ィ は、 Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されています。

メ ンバー

ISWiShortcut オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiShortcut オブジ ェ ク ト は [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーのシ ョ ー ト カ ッ ト を表し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト

には、 ISWiShortcuts コ レ クシ ョ ンの既存の項目、 または AddShortcut を呼び出し て作成し たものを使用できます。

このオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ を使用し て、 IDE とほぼ同じ方法でシ ョ ー ト カ ッ ト の属性を設定し ます。

テーブル 11-89 • ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト  メ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み書きプロパ

テ ィ

MsiShortcutProperty テーブルで指定されたシ ェル プロパ

テ ィ のプラ イマ リ キー名を取得、 または設定し ます。

PropertyName 読み書きプロパ

テ ィ

Shell プロパテ ィ を取得または設定し ます。 プロパテ ィ は、

Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されていま

す。

PropertyName は通常、 GUID と プロパテ ィ  ID で構成されま

す。 例 :

{9F4C2855-9F79-4B39-A8D0-E1D42DE1D5F3}, 9 

PropertyValue 読み書きプロパ

テ ィ

プロパテ ィ の文字列を取得または設定し ます。
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メ ンバー

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明

AddShellProperty 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

メ ソ ッ ド 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト  オブジ ェ ク ト に Shell プロ

パテ ィ を追加し ます。

引数 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

対象のフ ァ イルに渡される コマン ド ラ イ ン引数を

取得または設定し ます。 "%1"  を フ ァ イル名と し

て代用できます。 次のステー ト メ ン ト を使用する

と、 対象フ ァ イルをサイ レン ト モー ド で起動でき

ます。

m_pShortcut.Arguments = "-s"

DeleteShellProperty 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

メ ソ ッ ド 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト  オブジ ェ ク ト から、 指定さ

れた Shell プロパテ ィ を削除し ます。

Description 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

このシ ョ ー ト カ ッ ト に対し て入力し た説明文が含

まれます。 説明ツール ヒ ン ト と し て表示されま

す。 このプロパテ ィ が文字列エン ト リ を使用する

場合、 Description には、 ISWiProject の 

ActiveLanguage プロパテ ィ で指定される文字列エ

ン ト リの値が入り ます。

DisplayName 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

このシ ョ ー ト カ ッ ト に入力し た表示名を含みま

す。 この名前は、 ローカ ラ イズ可能な値で、 [

シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプロ - ラでシ ョ ー ト カ ッ

ト を識別する名前の代わり にこのシ ョ ー ト カ ッ ト

の名前がイ ンス ト ールされた場合、 これがシ ョ ー

ト カ ッ ト の名前と し て使用されます。 このプロパ

テ ィ が文字列エン ト リ を使用する場合、

DisplayName には、 ISWiProject の ActiveLanguage 

プロパテ ィ で指定される文字列の値が入り ます。 
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DoNotHighlightAsNew 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後に、

シ ョ ー ト カ ッ ト が [ ス ター ト ] メ ニューで新規ア

イテムと し て強調表示されるよ う に構成されてい

るかど うかを示すブール型プロパテ ィ を取得また

は設定し ます。 これは、 ターゲッ ト  システム上で

個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューの

カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 新し く イ

ンス ト ールされたプログラムを強調表示する ]  

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を

持ちます。

[ ス ター ト ] メ ニューでシ ョ ー ト カ ッ ト が新し く

イ ンス ト ールされたアイテムと し て強調表示され

ないよ う に防ぐには、 このブール型プロパテ ィ を 

True に設定し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の強調表示を

有効化するには、 このブール型プロパテ ィ を 

False に設定し ます。

この強調表示に関する詳細は、 「[ ス ター ト ] メ

ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス

ト ールされた製品と し て強調表示し ないよ う に防

ぐ」 を参照し て く だ さい。

EnableWin8StartPin 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト を Windows 8 ターゲッ ト  システム

上で、 デフ ォル ト でス タ ― ト 画面にピン留めす

るよ う に構成されているかど う かを示すブール型

プロパテ ィ を取得または設定し ます。

デフ ォル ト でシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするに

は、 このブール型プロパテ ィ を True に設定し ま

す。 ピン留めを禁止するには、 このブール型プロ

パテ ィ を False に設定し ます。

このピン留め機能についての詳細は、 「Windows 8 

ス ター ト 画面への初回のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留

めを抑制する」 を参照し て く だ さい。

HotKey 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト のアクセラ レータキーを長整数型

で格納し ます。

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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IconFile 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが含まれる フ ァ イルの

完全なパスを入力し ます。 アイ コ ン リ ソースが含

まれる実行可能フ ァ イル、 または .ico フ ァ イルを

指定する必要があ り ます。 Windows Installer ベー

スのプロジ ェ ク ト のみ :) このプロパテ ィ を空白の

ままにする と、 このコ ンポーネン ト のキーフ ァ イ

ルはシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ン と し て自動設定さ

れます。

Windows Installer では、 コ ンポーネン ト がア ドバ

タ イズされる と きに別のアイ コ ンが必要なため、

InstallShield は指定し た実行フ ァ イルから アイ コ ン

を取り出し ます。 実行形式フ ァ イルに複数のアイ

コ ン リ ソースがある場合は、 必ず IconIndex プロ

パテ ィ を設定し て く だ さい。

IconIndex 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

IconFile に複数のアイ コ ン リ ソースがある場合、

長整数型と し て指定されているアイ コ ンのイ ン

デッ クスが含まれます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イ

ルのアイ コ ン リ ソースの順番が参照されます。 た

と えば 0 はフ ァ イルの最初のアイ コ ン、 1 は 2 番

目、 2 は 3 番目とい う よ う にな り ます負の数字は

特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。

た と えばアイ コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソー

ス ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

InternetShortcut InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

このシ ョ ー ト カ ッ ト のイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト

カ ッ ト のプロパテ ィ を取得または設定し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の [ ターゲッ ト ] プロパテ ィ で指

定される URL をポイ ン ト するイ ン ターネ ッ ト  

シ ョ ー ト カ ッ ト かど うかを指定し ます。 このプロ

パテ ィ はブール値です。

ISWiShellProperties 基本の MSI、

DIM、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

コ レ ク シ ョ ン 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト  オブジ ェ ク ト のすべての

シ ェルのプロパテ ィ を含みます。

Name 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み取り専用プ

ロパテ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト 名を取得し ます。 これは [ シ ョ ー

ト カ ッ ト ] エクスプローラーに表示される名前と

同じ です。 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ 表示名 ] プロパ

テ ィ と混同し ないよ う にし て く だ さい。

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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PreventPinning 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールし た後、

シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーおよび [ ス ター ト ] 

メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ

ニュー コマン ド を表示するかど うかを示すブール

型プロパテ ィ を取得または設定し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーおよび [ ス ター ト ] 

メ ニューにピン留めするためのコ ンテキス ト  メ

ニュー コマン ド を隠すには、 このブール型プロパ

テ ィ を True に設定し ます。 コ ンテキス ト  メ

ニュー コマン ド を表示し てピン留めを許可するに

は、 このブール型プロパテ ィ を False に設定し ま

す。

このピン留め機能についての詳細は、 「エン ド 

ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ

ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めできるかど う

かを指定する」 を参照し て く だ さい。

ReplaceExistingIfFound InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

このシ ョ ー ト カ ッ ト の " 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を

置換 " 設定を取得または設定し ます。 こ こで、

シ ョ ー ト カ ッ ト がターゲッ ト  システムの同じ場所

にある同じ表示名を持つ既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を

置き換えるかど うかを指定し ます。 このプロパ

テ ィ はブール値です。

ShowCmd 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

以下のいずれかのオプシ ョ ンを指定し て、 フ ァ イ

ルを開 く モー ド を決定し ます。 

• scNormal (1) — プログラムは通常のウ ィ ン ド

ウ サイズで起動し ます。

• scMaximized (3) — プログラムは全画面表示で

起動し ます。

• scMinNoActive (7) — プログラムは最小ウ ィ ン

ド ウで起動し、 タ スクバーだけに表示されま

す。

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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ターゲッ ト 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト の対象フ ァ イルのパス と フ ァ イル

名を指定し ます。 パスをハー ド コー ド 化せずに、

Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を角

カ ッ コで囲んで使用できます ( 例、

[INSTALLDIR]MyApp.exe)。 または InstallScript プロ

ジ ェ ク ト では、 システム変数を山かっ こで囲んで

使用できます ( 例、 <TARGETDIR>\MyApp.exe)。

Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト のみ :) こ

のプロパテ ィ を空白のままにする と、 コ ンポーネ

ン ト のキーフ ァ イルはシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ

ト と し て自動設定されます。

Uninstall InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

アプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールし た と きに

シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するかど う か指定するアン

イ ンス ト ールのプロパテ ィ を取得または設定し ま

す。 このプロパテ ィ はブール値です。

UserType InstallScript 読み書きプロパ

テ ィ

このシ ョ ー ト カ ッ ト のタ イプのプロパテ ィ を取得

または設定し ます。 全ユーザーに対する共通領域

で、 アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするユー

ザーに対し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を個人シ ョ ー ト

カ ッ ト のリ ス ト に表示するかど う か、 または、

ALLUSERS システム関数に基づいて自動的に判断

されるよ う にするかを選択できます。 以下のいず

れかのオプシ ョ ンを指定し て、 フ ァ イルを開 く

モー ド を決定し ます。 

• estAutomatic (0) — ALLUSERS がゼロ以外の場

合は共通のシ ョ ー ト カ ッ ト のリ ス ト に、

FALSE の場合は個人のシ ョ ー ト カ ッ ト のリ ス

ト に表示されます。 

• estCommon (1) — シ ョ ー ト カ ッ ト は、 すべて

のユーザーに共通のシ ョ ー ト カ ッ ト のリ ス ト

に表示されます。 

• estPersonal (2) — シ ョ ー ト カ ッ ト は、 アプ リ

ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするユーザー用個

人用シ ョ ー ト カ ッ ト のリ ス ト に表示されま

す。

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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次に適用 :

• ISWiFolder

AddShellProperty  メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

AddShellProperty メ ソ ッ ドは、 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト  オブジ ェ ク ト に シ ェル プロパテ ィ を追加し ます。 シ ェルが

設定できるプロパテ ィ は、 Windows SDK に含まれている propkey.h で定義されています。

シ ョ ー ト カ ッ ト 用のシ ェルのプロパテ ィ の設定についての情報は、 「カス タム アクシ ョ ン シ ェルのプロパテ ィ を

設定する」 を参照し て く だ さい。

構文

Function AddShellProperty (sName As String) As ISWiShellProperty

パラ メ ーター

戻り値

AddShellProperty メ ソ ッ ドは、 ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト を戻し ます。

WorkingDirectory 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

読み書きプロパ

テ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト の [ 開始 ]  フ ォルダーと なる文字

列を指定し ます。 パスをハー ド コー ド 化せずに、

Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を角

カ ッ コで囲んで使用できます ( 例、

[INSTALLDIR]MyApp.exe)。 または InstallScript プロ

ジ ェ ク ト では、 システム変数を山かっ こで囲んで

使用できます ( 例、 <TARGETDIR>\MyApp.exe)。 

テーブル 11-91 • AddShellProperty メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName シ ョ ー ト カ ッ ト に追加するシ ェル プロパテ ィ の名前を指定する文字列を渡し

ます。

テーブル 11-90 • ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 プロジ ェ ク ト 種類 説明
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例

次のサンプル VBScript は、 シ ェル プロパテ ィ をシ ョ ー ト カ ッ ト に追加し ます :

Dim pShellProperty As ISWiShellProperty

Set pShellProperty = pShortcut.AddShellProperty("MyShellProperty")

次に適用 :

• ISWiShortcut 

DeleteShellProperty メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

DeleteShellProperty メ ソ ッ ドは、 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト  オブジ ェ ク ト から、 指定されたシ ェル プロパテ ィ を削除

し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト 用のシ ェルのプロパテ ィ の設定についての情報は、 「カス タム アクシ ョ ン シ ェルのプロパテ ィ を

設定する」 を参照し て く だ さい。

構文

DeleteShellProperty (pShellProp As ISWiShellProperty) As Long

パラ メ ーター

例

次のサンプル VBScript は、 シ ェル プロパテ ィ をシ ョ ー ト カ ッ ト から削除し ます :

Dim pShellProperty As ISWiShellProperty

For Each pShellProperty In pShortcut.ISWiShellProperties

pShortcut.DeleteShellProperty pShellProperty

Next

次に適用 :

• ISWiShortcut 

テーブル 11-92 • DeleteShellProperty メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pShellProp ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト を渡し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト から削除するシ ェル 

プロパテ ィ を指定し ます。
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ISWiSISProperty オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiSISProperty は、 概要情報ス ト リーム にあるプロパテ ィ を表示し ます。 ISWiSISProperties コ レ クシ ョ ンの中の

アイテムを指定し て、 フ ォルダーを取得できます。 次の概要情報ス ト リーム プロパテ ィ 名がサポー ト されていま

す。

• タ イ ト ル

• サブジ ェ ク ト

• 作成者

• キーワー ド

• PackageCode

• TemplateSummary

• Comments

• スキーマ

InstallShield では、 これらのプロパテ ィ の一部に文字列エン ト リ を使用し な く てはな り ません。 その場合、 これら

のプロパテ ィ には、 ISWiProject の ActiveLanguage プロパテ ィ によ って識別される文字列の値が含まれます。

メ ンバー

例

以下の VBScript の例は、 プロパテ ィ  Title を [Windows Installer セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ ] に設定し ます。

Option Explicit

Dim pProject

テーブル 11-93 • ISWiSISProperty オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み取り専用プロパテ ィ プロパテ ィ 名を含みます。 上に表示されている既存

の " 概要情報ス ト リーム " プロパテ ィ の 1 つである

こ とが必要です。

値 読み書きプロパテ ィ プロパテ ィ の値を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ が文字列エン ト リ を使用する場合、

Value には、 ISWiProject の ActiveLanguage プロパ

テ ィ で識別される文字列の値が入り ます。
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Set pProject = CreateObject ("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\SampleProject.ism"

Dim pTitle, sTitle

sTitle = "Windows Installer セッ ト ア ッ プ パッケージ "

Set pTitle = pProject.ISWiSISProperties.Item("Title")

pTitle.Value = sTitle

pProject.SaveProject

pProject.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLConnection は、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内の SQL Server 接続を意味し

ます。 ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ンを使用し て、 ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト を読み出すこ とができま

す。
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メ ンバー

テーブル 11-94 • ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddSQLRequirement メ ソ ッ ド AddSQLRequirement メ ソ ッ ド を呼んで特定のサーバー－バー

ジ ョ ンを指定し て、 SQL Server がアプ リ ケーシ ョ ンの最小要

件を満たすかど うかを判別し ます。

AddSQLScript メ ソ ッ ド AddSQLScript メ ソ ッ ド を呼んで、 SQL 接続に新しいスク リ プ

ト  フ ァ イルを追加し ます。

メ モ • AddSQLScript メ ソ ッ ドは、 SQLScript1、 SQLScript2、

または SQLScript3 などの名前を持つ ISSQLScriptFile テーブ

ル キーを生成し ます。 プロジ ェ ク ト に複数の SQ ｌ  スク リ プ

ト  フ ァ イルが含まれる場合、 この命名規則を使ってフ ァ イル

を区別するのが困難なこ と もあり ます。 し たがって、 キーを

指定できるよ う にするには、 AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド を使用

し ます。

AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド を呼び出し て、 新しいスク リ プ ト  

フ ァ イルを SQL 接続に追加し、 渡された文字列から有効な

名前を生成し ます。

Authentication 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列は SQL Server に接続する と き、 認証モー ド を取

得または設定し ます。

Comments 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含め

る内部コ メ ン ト を取得または設定し ます。

Database 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列はデータベース名を取得または設定し ます。 実行

時にイ ンス ト ールは、 この接続内に含まれる SQL スク リ プ

ト  フ ァ イルを イ ンス ト ールするためのデフ ォル ト のデータ

ベース と し てこれを使用し ます。 この値にプロパテ ィ を使用

する こ と もできます。 プロパテ ィ を使用する と、 実行時にこ

のデータベースの名前を動的に設定する こ とができます。

DeleteSQLScript メ ソ ッ ド DeleteSQLScript メ ソ ッ ド を呼び出し て、 InstallShield イ ン

ターフ ェ イスで、 SQL 接続から SQL スク リ プ ト  フ ァ イルを

削除し ます。

GetDatabaseServer メ ソ ッ ド GetDatabaseServer メ ソ ッ ド は ISWiSQLDatabaseServer オブ

ジ ェ ク ト を戻し ます。

InsertSQLScript メ ソ ッ ド InsertSQLScript メ ソ ッ ド を呼び出し て、 InstallShield イ ン

ターフ ェ イスで、 SQL 接続に既存のスク リ プ ト  フ ァ イルを挿

入し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject

AddSQLRequirement メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddSQLRequirement は SQL 要件を ターゲッ ト 製品に追加し、 ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト を戻し ます。

構文

Function AddSQLRequirement() As ISWiSQLRequirement

名前 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 ServicePackLevel 必要条件を取得

または設定し ます。 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト でこの接続を

一意に識別するのに使う内部名を入力し ます。

Order 読み書きプロパ

テ ィ

この整数のプロパテ ィ は、 接続の順番を取得または設定し ま

す。

Password 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列は SQL Server 認証を使用し てサーバーに接続す

るよ う に選択する とパスワー ド を取得または設定し ます。

RemoveSQLRequirement メ ソ ッ ド 指定された SQL 要件を ターゲッ ト 製品から削除し ます。

SelectDatabaseServer(Name 

As String) As Boolean

読み書きプロパ

テ ィ

この文字列は選択し たデータベースサーバー名を取得または

設定し ます。 実行時にイ ンス ト ールは接続を確立し、 一覧さ

れている通り にサーバーのシーケンスに基づいて、 設定され

たデータベース サーバーの指定された要件確認を行います。

サーバー 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列はサーバー名を取得または設定し ます。 実行時

に、 イ ンス ト ールはこのサーバー名を使用し て SQL Server 

に接続し ます。 このサーバーは、 この接続内に含まれる SQL 

スク リ プ ト を イ ンス ト ールするのに使用されます。 この値に

プロパテ ィ を使用する こ と もできます。 プロパテ ィ を使用す

る と、 実行時に、 このサーバーの名前を動的に設定する こ と

ができます。 [ プロパテ ィ ] の注釈は必ず使用し ます。

UserName 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列は SQL Server 認証を使用し てサーバーに接続す

るよ う に選択する とユーザー名を取得または設定し ます。

テーブル 11-94 • ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

AddSQLScript メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddSQLScript メ ソ ッ ド を呼んで、 SQL 接続に新しいスク リ プ ト  フ ァ イルを追加し ます。

メ モ • AddSQLScript メ ソ ッ ドは、 SQLScript1、 SQLScript2、 または SQLScript3 などの名前を持つ ISSQLScriptFile 

テーブル キーを生成し ます。 プロジ ェ ク ト に複数の SQ ｌ  スク リ プ ト  フ ァ イルが含まれる場合、 この命名規則を

使ってフ ァ イルを区別するのが困難なこ と もあ り ます。 し たがって、 キーを指定できるよ う にするには、

AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド を使用し ます。

構文

Function AddSQLScript() As ISWiSQLScript

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI
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AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド を呼んで、 SQL 接続に ISSQLScriptFile エン ト リ を追加し ます。 このメ ソ ッ ドは、 渡され

た文字列から有効な名前を生成し ます。 このメ ソ ッ ドは、 ISSQLScriptFile テーブルに追加されるエン ト リ名が一

意である こ と、 またその文字数が 47 文字未満である こ と を保証し ます。

構文

Function AddSQLScriptEx (ByVal sCandidateName As String) As ISWiSQLScript

パラ メ ーター

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

DeleteSQLScript  メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

DeleteSQLScript メ ソ ッ ド を呼び出し て、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 SQL 接続から SQL スク リ プ ト  フ ァ イ

ルを削除し ます。

構文

Function DeleteSQLScript(Script As ISWiSQLScript) As Long

テーブル 11-95 • AddSQLScriptEx メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sCandidateName SQL 接続に追加するスク リ プ ト の名前を指定し ます。

フ ァ イル名が無効な文字を含んでいた り、 キーに使用するには長すぎる場合が

あり ます。 しかし、 このパラ メ ーターでフ ァ イル名を渡す場合、

AddSQLScriptEx メ ソ ッ ドがフ ァ イル名に基づいた有効なキーを使ってエン ト

リ を作成するので、 SQL スク リ プ ト を [SQL スク リ プ ト ] ビ ューの接続に追加

し た場合と同じ結果と な り ます。

空白文字列 ("") を指定する と、 AddSQLScriptEx メ ソ ッ ドは SQLScript1、

SQLScript2、 または SQLScript3 などの名前で ISSQLScriptFile テーブル キーを

生成し ます。 これは、 AddSQLScript メ ソ ッ ド を使って ISSQLScriptFile エン ト

リ を追加し た場合と同じ です。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

GetDatabaseServer メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

GetDatabaseServer メ ソ ッ ド を呼び出し て ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト を戻し ます。

構文

Sub SetPredefinedRequirement(RHS As ISWiSQLServerVersion)

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

InsertSQLScript メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

InsertSQLScript メ ソ ッ ド を呼び出し て、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 SQL 接続に既存のスク リ プ ト  フ ァ イル

を挿入し ます。

テーブル 11-96 • DeleteSQLScript メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Script InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 SQL 接続から削除し たいスク リ

プ ト の名前を指定し ます。
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構文

Function InsertSQLScript(strScriptPath As String) As ISWiSQLScript

パラ メ ーター

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

• ISWiSQLDatabaseServer

RemoveSQLRequirement メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

RemoveSQLRequirement メ ソ ッ ドは、 指定された SQL 要件を ターゲッ ト 製品から削除し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-97 • InsertSQLScript メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strScriptPath InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 SQL 接続の下に挿入するスク リ

プ ト  フ ァ イルへのパスを指定し ます。
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ISWiSQLDatabaseServer は、 実行時にバージ ョ ン要件によ って ターゲッ ト と し て選択可能なデータベースサーバー

を意味し ます。 ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ンを使用し て、 ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト を読み出

すこ とができます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

テーブル 11-98 • ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

InsertSQLScript メ ソ ッ ド InsertSQLScript メ ソ ッ ド を呼び出し て、 InstallShield イ ン ター

フ ェ イスで、 SQL 接続に既存のスク リ プ ト  フ ァ イルを挿入し ま

す。

ISWiSQLRequirements コ レ クシ ョ ン この接続に関連付けられている ISWiSQLRequirements のコ レ ク

シ ョ ンを戻し ます。

ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ン この接続に関連付けられている ISWiSQLScripts のコ レ クシ ョ ン

を戻し ます。

名前 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 データベース サーバーの接続名を取

得または設定し ます。

Order 読み書きプロ

パテ ィ

この整数のプロパテ ィ は、 接続の順番を取得または設定し ます。

Password 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列は SQL Server 認証を使用し てサーバーに接続するよ

う に選択する とパスワー ド を取得または設定し ます。

SelectDatabaseServer(Name 

As String) As Boolean

読み書きプロ

パテ ィ

この文字列は選択し たデータベースサーバー名を取得または設

定し ます。 実行時にイ ンス ト ールは接続を確立し、 一覧されて

いる通り にサーバーのシーケンスに基づいて、 設定されたデー

タベース サーバーの指定された要件確認を行います。

サーバー 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列はサーバー名を取得または設定し ます。 実行時に、

イ ンス ト ールはこのサーバー名を使用し て SQL Server に接続し

ます。 このサーバーは、 この接続内に含まれる SQL スク リ プ ト

を イ ンス ト ールするのに使用されます。 この値にプロパテ ィ を

使用する こ と もできます。 プロパテ ィ を使用する と、 実行時に、

このサーバーの名前を動的に設定する こ とができます。 [ プロ

パテ ィ ] の注釈は必ず使用し ます。

UserName 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列は SQL Server 認証を使用し てサーバーに接続するよ

う に選択する とユーザー名を取得または設定し ます。
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ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLReplace を利用する と、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 スク リ プ ト  フ ァ イルに関連付けられている [ テ

キス ト 置換」 タ ブ内のプロパテ ィ を取得し設定する こ とができます。 ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ンを使用し て、

ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト を読み出すこ とができます。 

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLScript

テーブル 11-99 • ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

名前 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列プロパテ ィ は [SQL スク リ プ ト 置換 ] オブジ ェ ク ト の

名前を取得または設定し ます。

Search 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 探し ているテキス ト 文字列を取得また

は設定し ます。

Replace 読み書きプロ

パテ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 テキス ト の置換実行中、 既存の文字列

を置換し たいテキス ト 文字列を取得または設定し ます。

MatchWholeWord 読み書きプロ

パテ ィ

これは、 ブール型プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール中、 このプロパ

テ ィ は単語単位の一致のみを識別するのに使われます。

MatchCase 読み書きプロ

パテ ィ

これは、 ブール型プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール実行中、 このプ

ロパテ ィ はテキス ト 置換中に検索された単語の大文字小文字の識

別が確実に一致する こ と を示し ます。

ReplaceOnce 読み書きプロ

パテ ィ

これは、 ブール型プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール中、 このプロパ

テ ィ は、 異なる文字列で検索し て置換する文字列が、 複数回にわ

たって置換される こ とがないこ と を示し ます。

PreserveCase 読み書きプロ

パテ ィ

これは、 ブール型プロパテ ィ です。 イ ンス ト ール中、 このプロパ

テ ィ はテキス ト 置換の最中に大文字と小文字が保持される こ と を

示し ます。
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ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLRequirement は、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 新しい SQL 接続用の必要条件プロパテ ィ タ ブを意味

し ます。 ISWiSQLRequirements コ レ クシ ョ ンを使用し て、 ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト を読み出すこ とができ

ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

テーブル 11-100 • ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AnyGreaterServicePack 読み書きプロパテ ィ これは、 ブール型プロパテ ィ です。

ServicePackLevel 必要条件の制限を取得または

設定し ます。

AnyGreaterVersion 読み書きプロパテ ィ これは、 ブール型プロパテ ィ です。 MajorVersion 

必要条件の制限を取得または設定し ます。

Disable 読み書きプロパテ ィ このブール型プロパテ ィ は SQL 必要条件を無効

にし ます。

MajorVersion 読み書きプロパテ ィ この文字列プロパテ ィ は、 MajorVersion 必要条

件を取得または設定し ます。

名前 読み書きプロパテ ィ この文字列プロパテ ィ は、 接続用にサポー ト さ

れている SQL Server バージ ョ ンを判断するのに

必要な [SQL 必要条件 ] オブジ ェ ク ト の名前を取

得または設定し ます。

ServicePackLevel 読み書きプロパテ ィ この文字列プロパテ ィ は、 ServicePackLevel 必

要条件を取得または設定し ます。

SetPredefinedRequirement メ ソ ッ ド イ ンス ト ール作成者が決めた一組の定義済みの

値から、 必要条件を構成し ます。
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SetPredefinedRequirement メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetPredefinedRequirement メ ソ ッ ド を呼んでイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に SQL 接続を追加する と きの必要条件を

指定し ます。

構文

Sub SetPredefinedRequirement(RHS As ISWiSQLServerVersion)

定数

以下は、 ISWiSQLServerVersion オブジ ェ ク ト タ イプに関連付けられている定数のリ ス ト です。

• essv2K

• essv2Ksp1

• essv2Ksp2

• essv2Ksp3

• essv65

• essv65sp1

• essv65sp2

• essv65sp3

• essv65sp4

• essv65sp5

• essv65sp5a

• essv65sp5aUpdate

• essv7

• essv7sp1

• essv7sp2

• essv7sp3

• essv7sp4

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト を戻し ます。
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次に適用 :

• ISWiSQLRequirement

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiSQLScript は、 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内で [SQL スク リ プ ト ] エクスプローラーにある SQL 

スク リ プ ト  フ ァ イルを意味し ます。 ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ン を利用し て ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト を読み

出すこ とができます。
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メ ンバー

テーブル 11-101 • ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddSQLScriptError メ ソ ッ ド ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト を作成し戻し ます。

AddSQLScriptReplacement メ ソ ッ ド ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト を作成し戻し ます。

Comments 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含

める内部コ メ ン ト を取得または設定し ます。 スク リ プ ト に

関する注釈を入力する こ と もできます。 入力された注釈は

保存されイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内でのみ使用されます。

コ ンポーネン ト 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 SQL スク リ プ ト  オブジ ェ ク ト に

関連付けられている機能に関連付けられている コ ンポーネ

ン ト の名前を取得または設定し ます。

条件 読み書きプロパ

テ ィ

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イ

プで使用できます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

このプロパテ ィ は、 SQL スク リ プ ト を イ ンス ト ールまたは

アン イ ンス ト ール中に実行するかど うかを判断するために

実行時に評価される条件を指定し ます。 この条件が True と

評価された場合に、 スク リ プ ト が実行し ます。

このプロパテ ィ は、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ュー内の SQL スク

リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブにある [ スク リ プ ト 条件 ] 領域

で入力し た条件に対応し ます。

DeleteSQLReplace メ ソ ッ ド ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト を削除し ます。

DeleteSQLScriptError メ ソ ッ ド ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト を削除し ます。

ErrorHandling 読み書きプロパ

テ ィ

次の値から 1 つを取得または設定し ます。

• esehAbort (2) — エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する。

• esehGotoNextScript (0) — エラー時に、 次のスク リ プ ト

へ移動する。

• esehGotoNextStatement (1) — エラー時に、 次のステー

ト メ ン ト へ移動する。

FullPath 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 イ ンス ト ールで実行し たい SQL 

スク リ プ ト  オブジ ェ ク ト に関連付けられている .sql フ ァ イ

ルのパスを取得または設定し ます。
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InstallText 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中、 スク リ プ ト が

実行される と きのステータ ステキス ト を取得または設定し

ます。 このステータ ステキス ト は、 ステータ ス メ ッ セージ

の中に表示され、 エン ド ユーザーには、 スク リ プ ト が実行

中に表示されます。

ISWiSQLScriptErrors 読み取り専用プ

ロパテ ィ

この SQL スク リ プ ト に関連付けられている 

ISWiSQLScriptErrors のコ レ クシ ョ ンを戻し ます。

名前 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 イ ンス ト ールで実行し たい SQL 

スク リ プ ト  オブジ ェ ク ト の名前を取得または設定し ます。

Order 読み書きプロパ

テ ィ

この整数プロパテ ィ は、 スク リ プ ト  フ ァ イルの実行順序を

取得または設定し ます。

RunOnInstall 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中の SQL スク リ

プ ト の実行スケジュールを組むかど うかを指定し ます。

RunOnLogon 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 ログイ ン中のに選択された 

SQL スク リ プ ト を実行するかど うかを指定し ます。 このプ

ロパテ ィ は、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューにある SQL スク リ プ

ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブにある [ ログイ ン中にスク リ プ ト を

実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスに対応し ます。

RunOnRollback 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 ロールバッ ク中の SQL スク リ

プ ト の実行スケジュールを組むかど うかを指定し ます。 こ

のプロパテ ィ は、 [SQL スク リ プ ト ] ビ ューにある SQL スク

リ プ ト の [ ラ ン タ イム ] タ ブにある [ ロールバッ ク中にスク

リ プ ト を実行 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスに対応し ます。

RunOnUninstall 読み書きプロパ

テ ィ

このブール型プロパテ ィ は、 アン イ ンス ト ール中の SQL ス

ク リ プ ト の実行スケジュールを組むかど うかを指定し ます。

UninstallText 読み書きプロパ

テ ィ

この文字列プロパテ ィ は、 アン イ ンス ト ール中、 スク リ プ

ト が実行される と きのステータ ステキス ト を取得または設

定し ます。 このステータ ステキス ト は、 ステータ ス メ ッ

セージの中に表示され、 エン ド ユーザーには、 スク リ プ ト

が実行中に表示されます。

バージ ョ ン 読み書きプロパ

テ ィ

このプロパテ ィ は、 SQL スク リ プ ト  フ ァ イルのバージ ョ ン

番号を取得または設定し ます。 詳細については、 「SQL スク

リ プ ト  フ ァ イルのバージ ョ ン番号を指定する」 を参照し て

く ださい。

テーブル 11-101 • ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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AddSQLScriptError メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddSQLScriptError メ ソ ッ ド を呼び出し て、 カス タム エラー処理エン ト リ を SQL スク リ プ ト に追加し ます。

構文

Function AddSQLScriptError()

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLScript 

AddSQLScriptReplacement メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

AddSQLScriptReplacement メ ソ ッ ド を呼んで、 SQL スク リ プ ト  フ ァ イルの中の異なる文字列で置き換えたい文字

列を指定し置換し ます。

構文

Function AddSQLScriptReplacement() As ISWiSQLReplace

戻り値

このメ ソ ッ ドは ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト を戻し ます。

次に適用 :

• ISWiSQLScript 
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DeleteSQLReplace メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

DeleteSQLReplace メ ソ ッ ド を呼んで、 追加し たテキス ト 置換エン ト リ を削除し ます。

構文

Function DeleteSQLReplace(Replace As ISWiSQLReplace) As Long

次に適用 :

• ISWiSQLScript 

DeleteSQLScriptError メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

DeleteSQLScriptError メ ソ ッ ド を呼んで、 追加済みのカス タム エラー処理エン ト リ を削除し ます。

構文

Function DeleteSQLScriptError(ByVal pScriptError As ISWiSQLScriptError)

次に適用 :

• ISWiSQLScript 

ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI
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ISWiSQLScriptError は、 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューにある SQL スク リ プ ト  フ ァ イルの カス タム エ

ラー処理エン ト リ を示し ます。 ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ン を利用し て ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト を

読み出すこ とができます。

メ ンバー

ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト あ、 特定言語の文字列エン ト リ を表し ます。

テーブル 11-102 • ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

ErrorHandling 読み書きプロパ

テ ィ

次の値から 1 つを取得または設定し ます。

• esehAbort (2) — エラー時に、 イ ンス ト ールを中止する。

• esehGotoNextScript (0) — エラー時に、 次のスク リ プ ト

へ移動する。

• esehGotoNextStatement (1) — エラー時に、 次のステー

ト メ ン ト へ移動する。

ErrorNumber 読み書きプロパ

テ ィ

エラー処理を カス タ マイズする SQL エラー番号を示す数値

を取得または設定し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiLanguage

ISWiUpgradeTableEntry オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiUpgradeTableEntry は、 InstallShield の [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにあるア ッ プグレー ド アイテムを表し ます。

ISWiUpgradeTableEntries collection でアイテムを指定し て、 ア ッ プグレー ド アイテムを読み出すこ とができます。

テーブル 11-103 • ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Id 読み書きプロパ

テ ィ

文字列の言語非依存 ID を取得または設定し ます。 プロジ ェ ク ト

に含まれる各文字列 ID  は、 1 つまたは複数の値にリ ン ク されて

います。

Value 読み書きプロパ

テ ィ

実行時文字列を取得または設定し ます。

Comment 読み書きプロパ

テ ィ

文字列エン ト リ についての内部メ モを取得または設定し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

Delete メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

テーブル 11-104 • ISWiUpgradeTableEntry オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Delete メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト フ ァ イルから StaticUpgradeEntry を削除し

ます。

DisplayName 読み書きプロパテ ィ ア ッ プグレー ド エン ト リの名前を取得または設定し ま

す。 これは [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューのア ッ プグレー ド 

アイテムに表示される内部名です。

UpgradeCode 読み書きプロパテ ィ ア ッ プグレー ド テーブル エン ト リの Upgrade Code を

取得または設定し ます。 ア ッ プグレー ド コー ドは関連

のある一連の製品を象徴する GUID です。 Upgrade テー

ブルで既にイ ンス ト ール済みの製品に関連するバー

ジ ョ ンの検索に利用し ます。

VersionMin 読み書きプロパテ ィ FindRelatedProducts が検出する、 製品の最小バージ ョ

ンを指定し ます。

VersionMax 読み書きプロパテ ィ FindRelatedProducts が検出する、 製品の最大バージ ョ

ンを指定し ます。

言語 読み書きプロパテ ィ FindRelatedProducts が検出する言語セ ッ ト を指定し ま

す。 コ ンマで区切られた数値言語識別子 (LANGID) のリ

ス ト を入力し ます。

Attributes 読み書きプロパテ ィ Upgrade テーブルの属性を指定するビ ッ ト フ ラグを含み

ます。

削除 読み書きプロパテ ィ このプロパテ ィ に入力する フ ォーマ ッ ト 済み文字列は、

コ ンマ区切りの機能名リ ス ト と し て評価される必要が

あ り ます。

ActionProperty 読み書きプロパテ ィ FindRelatedProducts アクシ ョ ンがシステム上に関連製

品を検出する と、 このフ ィ ールド で指定されたプロパ

テ ィ にプロパテ ィ コー ド を追加し ます。
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• InstallScript MSI

Delete メ ソ ッ ド を呼び出すと、 プロジ ェ ク ト フ ァ イルから StaticUpgradeEntry が削除されます。

構文

Delete()

次に適用 :

• ISWiUpgradeTableEntry

オー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

各 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ンは、 1 セ ッ ト のオブジ ェ ク ト です。 た と えば、 ISWiFeature コ レ ク

シ ョ ンは、 現在のプロジ ェ ク ト の 1 セ ッ ト の ISWiFeature オブジ ェ ク ト です。 このセクシ ョ ンでは、 各 

InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ンが説明されています。

ISWiAdvancedFiles コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiSAdvancedFiles は、 プロジ ェ ク ト のあらゆるア ドバンス フ ァ イルを (ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト と し て ) 

含むコ レ クシ ョ ンです。 た と えば次の Visual Basic コー ドは、 特定のア ドバンスフ ァ イルのプロパテ ィ の設定方法

を示し たものです。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

pProj.ISWiAdvancedFiles(1).Disk = edtOther

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject
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次に適用 :

• ISWiProject

ISWiAutomaticUpgradeEntries コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiAutomaticUpgradeEntries は、 IDE で定義された通り に ISWiAutomaticUpgradeEntry 項目のコ レ クシ ョ ンを戻し ま

す。

テーブル 11-105 • ISWiAdvancedFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiAdvancedFiles  コ レ クシ ョ

ン内のア ドバンスフ ァ イルの合計数を返す場合に使

用し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ア ドバンス フ ァ イルのイ ンデッ クス番号または名

前を指定し て、 ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト を読

み出し ます。 たと えば次のステー ト メ ン ト はコ レ ク

シ ョ ンに最初のア ドバンスフ ァ イルへの参照と、

CSSaveSpace とい う ア ドバンスフ ァ イルを作成し

ます。

Set pSetupFile1 = pProj.ISWiAdvancedFiles.Item(1)

Set pSetupFile2 = 

pProj.ISWiAdvancedFiles.Item("CSSaveSpace")

Item は ISWiAdvancedFiles のデフ ォルト プロパテ ィ です。

つま り pProj.ISWiAdvancedFiles.Item("CSSaveSpace") は 

pProj.ISWiAdvancedFiles("CSSaveSpace") と同じです。
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例

Dim m_ISWiProj As ISWiProject

Dim m_AutomaticUpgradeEntries As ISWiAutomaticUpgradeEntries

Set m_ISWiProj = New ISWiProject

m_ISWiProj.OpenProject "C:\mysetups\build 34.ism"

For Each m_AutomaticUpgradeEntries In m_ISWiProject.ISWiAutomaticUpgradeEntries

m_AutomaticUpgradeEntries.Name = "Msi Item1 のア ッ プグレード "

Next

m_ISWiProj.SaveProject

m_ISWiProj.CloseProject

次の行は、 特定の自動ア ッ プグレー ド エン ト リへのアクセス方法を示し ます。

Set m_AutomaticUpgradeEntries = ISWiProject.ISWiAutomaticUpgradeEntries ("Upgrade Msi Item1")

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiComponents コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 11-106 • ISWiAutomaticUpgradeEntries コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

プロパテ ィ 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiAutomaticUpgradeEntries コ

レ クシ ョ ン内の要素の合計数を返す場合に使用し ま

す。 

Item 読み取り専用プロパテ ィ ISWiAutomaticUpgradeEntries のアイテムを読み出す

ために、 イ ンデッ クス番号またはア ッ プグレー ド 

コー ド を提供し ます。

Item は ISWiAutomaticUpgradeEntries のデフ ォル ト プ

ロパテ ィ です。 つま り、 

m_ISWiProject.ISWiAutomaticUpgradeEntries.Item("123

45678-1234-1234-1234-123456789012") は 

m_ISWiProject.ISWiAutomaticUpgradeEntries("1234567

8-1234-1234-1234-123456789012") と同じ です。
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• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

ISWiComponents コ レ クシ ョ ンには、 指定された機能に関連付けられているすべてのコ ンポーネン ト が含まれます。

ISWiComponents は、 機能に含まれるすべてのコ ンポーネン ト を列挙する イ ン ターフ ェ イスを備えています。

ISWiComponents が ISWiProject のメ ンバーである場合、 指定し た機能に属する コ ンポーネン ト だけでな く 、 プロ

ジ ェ ク ト 内のすべてのコ ンポーネン ト が含まれます。

メ ンバー

例

次の Visual Basic コー ドは、 プロジ ェ ク ト を開き、 NewFeature1 とい う機能の各コ ンポーネン ト をループ し て、 各

コ ンポーネン ト の RemoteInstallation プロパテ ィ を ソースから実行するよ う に設定し てから、 最後にプロジ ェ ク ト

を保存し て閉じ ます。

Dim m_ISWiProj As ISWiProject

Dim m_Feature As ISWiFeature

Dim m_Comp As ISWiComponent

Set m_ISWiProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

m_ISWiProj.OpenProject "C:\mysetups\build 34.ism"

Set m_Feature = m_ISWiProj.ISWiFeatures("NewFeature1")

If Not m_Feature Is Nothing Then

For Each m_Comp In m_Feature.ISWiComponents

m_Comp.RemoteInstallation = rfsSource

Next

EndIf

m_ISWiProj.SaveProject

テーブル 11-107 • ISWiComponents コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiComponents コ レ クシ ョ ン

内の要素の合計数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用プロパテ ィ コ ンポーネン ト のイ ンデッ クス番号または名前を指

定し て、 ISWiComponent オブジ ェ ク ト を読み出し ま

す。

コ ンポーネン ト の名前は大文字と小文字を区別し ま

す。 たと えば、 “Help_Files” と “Help_files” は異なる

コ ンポーネン ト と し て認識されます。

Item は ISWiComponents のデフ ォル ト プロパテ ィ で

す。 つま り、

m_ISWiFeature.ISWiComponents.Item("Help_Files") は 

m_ISWiFeature.ISWiComponents("Help_Files") と同じ

です。
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m_ISWiProj.CloseProject

 次の行は、 特定のコ ンポーネン ト へのアクセス方法を示し ます。

Set m_Comp = m_ISWiProj.ISWiFeatures("MyFeature").ISWiComponents("MyComponent")

次に適用 :

• ISWiFeature

• ISWiProject

ISWiComponentSubFolders コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiComponentSubFolders は、 現在のコ ンポーネン ト またはコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーにすべてのコ ンポーネ

ン ト  サブ フ ォルダーを (ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト と し て ) 含むコ レ クシ ョ ンです。 たと えば次の 

Visual Basic コー ドは、 特定のコ ンポーネン ト サブ フ ォルダーに メ ソ ッ ド を適用する方法を示し たものです。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item("MyFeature")

Set pComponent = pFeature.ISWiComponents.Item("MyComp")

pComponent.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder").AddFile("C:\My Files\MyFile.ext")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject
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次に適用 :

• ISWiComponent

• ISWiComponentSubFolder

ISWiConditions コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiConditions コ レ クシ ョ ンには、 指定された機能に関連付けられているすべての条件が含まれます。

ISWiConditions は、 機能に含まれるすべての条件を列挙するイ ン ターフ ェ イスを備えています。

テーブル 11-108 • ISWiComponentSubFolders コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパ

テ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiComponentSubFolders コ レ クシ ョ ン内

のコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーの合計数を返す場合に使用

し ます。 

Item 読み取り専用プロパ

テ ィ

コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーのイ ンデッ クス番号または名

前を指定し て、 ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト を読み

出し ます。 たと えば次のステー ト メ ン ト はコ レ ク シ ョ ンに最

初のコ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーへの参照と、

MyCompSubFolder とい う コ ンポーネン ト  サブ フ ォルダーを作

成し ます。

Set pComponentSubFolder1 = pProj.ISWiComponentSubFolders.Item(1)

Set pComponentSubFolder2 = 

pFeature.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder")

 Item は ISWiComponentSubFolders のデフ ォル ト プロパテ ィ で

す。 つま り、

pFeature.ISWiComponentSubFolders.Item("MyCompSubFolder") は 

pFeature.ISWiComponentSubFolders("MyCompSubFolder") と同じ

です。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiFeature

ISWiCustomActions コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiCustomActions コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト のすべてのカス タム アクシ ョ ンが含まれています。

以下の VBScript の例では、 プロジ ェ ク ト における各カス タム アクシ ョ ンの文字列を表示し ます。

Set pProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\MyProject.ism", True ' open read-only

sNames = " このプロジ ェ ク ト は次のカスタム アクシ ョ ンを含みます :" & vbNewLine

iCount = pProject.ISWiCustomActions.Count

For i = 1 to iCount

sNames = sNames & vbTab & pProject.ISWiCustomActions(i).Name & vbNewLine

Next

pProject.CloseProject

MsgBox sNames

テーブル 11-109 • ISWiConditions コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiConditions コ レ クシ ョ ン内

の要素の合計数を返す場合に使用し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 条件のイ ンデッ クス番号を指定し て、 ISWiCondition 

オブジ ェ ク ト を取得し ます。

Item は ISWiConditions のデフ ォル ト プロパテ ィ で

す。 つま り m_ISWiFeature.ISWiConditions.Item(2) は 

m_ISWiFeature.ISWiConditions(2) と同じ です。
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次に適用 :

• ISWiProject

ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ンは、 指定されたコ ンポーネン ト に関連付けられた、 すべてのダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン ク を含みます。

テーブル 11-110 • ISWiCustomActions コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロパ

テ ィ

ISWiCustomActions コ レ クシ ョ ン中の要素数を返し ます。

Item 読み取り専用プロパ

テ ィ

カス タム アクシ ョ ンのイ ンデッ クス番号または名前を指

定し て、 ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

カス タム アクシ ョ ン名は大文字と小文字を区別し ます。

し たがって、 “MyAction” と “myAction” は 2 つの異なるア

クシ ョ ン と認識されます。

Item  は  ISWiCustomActions のデフ ォル ト プロパテ ィ で

す。 つま り、 pProject.ISWiCustomActions.Item("Action1") 

は pProject.ISWiCustomActions("Action1") と同じ です。
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次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ンは、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ンは、 指定されたコ ンポーネン ト に関連付けられたすべての環境変数を含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiFeatures コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-111 • ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ン内のダイ

ナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの総数を返すのに使用し ます。 

Item 読み取り専用プロ

パテ ィ

動的にリ ン ク されたフ ォルダーのイ ンデッ クス番号または名前を

指定し て、 ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

テーブル 11-112 • ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ン内の要素の

合計数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用プロ

パテ ィ

環境変数のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiFeatures は、 プロジ ェ ク ト のあらゆる機能を (ISWiFeature オブジ ェ ク ト と し て ) 含むコ レ クシ ョ ンです。

ISWiFeatures が ISWiProject のメ ンバーの場合、 これにはプロジ ェ ク ト の ト ッ プレベルの機能がすべて含まれます。

サブ機能のコ レ クシ ョ ンを読み出すには、 ISWiFeature オブジ ェ ク ト の [ 機能 ] プロパテ ィ にアクセス し ます。 そ

の結果、 現在の ト ッ プレベル機能のすぐ下にあるサブ機能を含む ISWiFeatures コ レ ク シ ョ ンが表示されます。 こ

れを繰り返すこ と で、 さ らに下のレベルのサブ機能が表示されます。

メ ンバー

例

次の Visual Basic コー ド では、 プロジ ェ ク ト 内のすべての機能およびコ ンポーネン ト を使用し て文字列をビルド し

ます :

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pComponent As ISWiComponent

For Each pFeature In m_ISWiProject.ISWiFeatures

' 文字列に機能を追加する

strProject = strProject & " 機能 : " & pFeature.Name & vbNewLine

strProject = strProject & " コンポーネン ト : "

For Each pComponent In pFeature.ISWiComponents

' 文字列を機能のコンポーネン ト に追加する

strProject = strProject & pComponent.Name & " " 

Next

strProject = strProject & vbNewLine

テーブル 11-113 • ISWiFeatures コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWIFeatures コ レ クシ ョ ン内の

要素の合計数を返す場合に使用し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 機能のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiFeature オブジ ェ ク ト を読み出し ます。 たと え

ば、 次のステー ト メ ン ト では、 コ レ ク シ ョ ンの最初

の項目のコ ピーおよび Help_Files とい う名前の機能

のコ ピーが作成されます。

Set pFeat1 = m_ISWiProject.ISWiFeatures.Item(1)

Set pFeat2 = m_ISWiProject.ISWiFeatures.Item("Help_Files")

機能の名前は大文字と小文字を区別し ます。 たと え

ば、 “Help_Files” と “Help_files” は異なる機能と し て

認識されます。

Item は ISWiFeatures のデフ ォル ト プロパテ ィ です。

つま り、

m_ISWiProject.ISWiFeatures.Item("Help_Files") は 

m_ISWiProject.ISWiFeatures("Help_Files") と同じ です。
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Next

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiFiles コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiFiles コ レ クシ ョ ンには、 指定のコ ンポーネン ト に関連し たすべてのフ ァ イル、 または InstallScript プロジ ェ ク

ト の場合はコ ンポーネン ト のサブ フ ォルダーが含まれます。 ISWiFiles には複数の読み取り - 書き込みのプロパ

テ ィ が含まれてお り、 これら を使用し て、 IDE と同様の方法でコ ンポーネン ト のプロパテ ィ と フ ァ イルの属性を設

定できます。

次の Visual Basic コー ドは、 コ ンポーネン ト の特定のフ ァ イルにプロパテ ィ を設定する方法の例です。 この例で

は、 変数 m_oMyComp によ って既にコ ンポーネン ト が参照されている ものと し ます。
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m_oMYComp.ISWiFiles("F1028_MyFile.dll").Hidden = True

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiFolders コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiFolders には、 指定し たコ ンポーネン ト に属するプログラムフ ォルダーが格納されます。

各コ ンポーネン ト は、 最低でも下記に一覧し たデフ ォル ト フ ォルダーを ISWiFolders コ レ クシ ョ ン内に持ちます。

これらに加えて、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を右ク リ ッ ク し て [ フ ォルダーの表示 ] を選択する こ と で、 定義済みフ ォル

ダーを [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーに追加し ている場合もあり ます。

• [TaskBarFolder]

• [SendToFolder]

• [DesktopFolder]

テーブル 11-114 • ISWiFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiFiles コ レ クシ ョ ン内の要素の合計

数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用プロ

パテ ィ

フ ァ イルのイ ンデッ クス番号またはフ ァ イル キーを指定し

て、 ISWiFile オブジ ェ ク ト を取得し ます。 フ ァ イル名は使用

できません。 フ ァ イルキーを指定する必要があ り ます。 こ

の値は、[ ダイ レ ク ト  エデ ィ タ ] ビ ュー (File テーブルの File 

列 ) または、 Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、

コ ンポーネン ト のフ ァ イル リ ス ト の Key 列に表示されます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルの場合、 フ ァ イル キーが変更

の対象である点にご注意 く ださい。

Item は ISWiComponents のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま

り、 m_ISWiComponent.ISWiFiles.Item("F1036_MyFile.exe") は 

m_ISWiComponent.ISWiFiles("F1036_MyFile.exe") と同じ です。
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次に、 タ スクバーを表す ISWiFolder オブジ ェ ク ト にアクセスする コー ド を示し ます。

Dim m_pFolder As ISWiFolder

Set m_pFolder = m_pComponent.ISWiFolders("[TaskBarFolder]")

タ スクバーには独自のサブ フ ォルダーがあ り ます。 これらのサブ フ ォルダーは SubFolders プロパテ ィ に格納され

ますが、 このプロパテ ィ 自体が ISWiFolders コ レ クシ ョ ンです。 先の例に続けて次の行を記述する と、 [ ス ター ト ] 

メ ニューのオブジ ェ ク ト のコ ピーを作成できます。 これは、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーではタ スクバー

のサブ フ ォルダーにな り ます。

Set m_pFolder = m_pFolder.SubFolders("[StartMenuFolder]")

次の 1 行を追加し てこの例を さ らに発展させる と、 [ プログラム ] メ ニューの下のフ ォルダー [MyProgFolder] のコ

ピーを取得できます。

Set m_pFolder = m_pFolder.SubFolders("[ProgramMenuFolder]").SubFolders("MyProgFolder")

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiComponent

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ン

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

テーブル 11-115 • ISWiFolders コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiFolders コ レ クシ ョ ン内の

要素の合計数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用プロパテ ィ フ ォルダーのイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiFolder オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

Item は ISWiFolders のデフ ォル ト プロパテ ィ です。

つま り、

m_ISWiComponent.ISWiFolders.Item("[DesktopFolder]") 

は m_ISWiComponent.ISWiFolders("[DesktopFolder]") 

と同じ です。
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• マージ モジュール

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト におけるすべての言語が含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiObjects コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiObjects は、 プロジ ェ ク ト のあらゆる InstallScript オブジ ェ ク ト を (ISWiObject オブジ ェ ク ト と し て ) 含むコ レ

クシ ョ ンです。 次の Visual Basic コー ドはこのコ レ クシ ョ ンの使用方法を示し ています。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

Dim pFeature As ISWiFeature

Dim pObject As ISWiObject

Set pFeature = pProj.ISWiFeatures.Item(2)

Set pObject = pFeature.ISWiObjects.Item("@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-8B09-00105A9846E9")

pFeature.RemoveObject pObject

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

テーブル 11-116 • ISWiLanguages コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プ

ロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiLanguages コ レ クシ ョ ンの言語

の合計数を返し ます。

Item 読み取り専用プ

ロパテ ィ

言語のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、 ISWiLanguage 

オブジ ェ ク ト  を読み出し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiFeature

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

テーブル 11-117 • ISWiObjects コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWIObjects コ レ クシ ョ ン内の 

InstallScript オブジ ェ ク ト の合計数を返す場合に使

用し ます。 

Item 読み取り専用プロパテ ィ InstallScript オブジ ェ ク ト のイ ンデッ クス番号また

はモニカ を指定し て、 ISWiObject オブジ ェ ク ト を読

み出し ます。 (InstallScript オブジ ェ ク ト のモニカ を

取得するには、 IDE で新しい Professional プロジ ェ

ク ト を作成し、 InstallScript オブジ ェ ク ト を機能に

追加し て、 [ ダイ レ ク ト エデ ィ ター ] ビ ューの 

ISFeatureExtended テーブルに移動し、 Moniker 列を

参照し ます。 ) た と えば次のステー ト メ ン ト では最

初の InstallScript オブジ ェ ク ト への参照を コ レ ク

シ ョ ンに作成し ます。 InstallScript オブジ ェ ク ト は、

@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-8B09-00105A9846E9:

とい う モニカ を持っています。

Set pObject1 = pProj.ISWiObjects.Item(1)

Set pObject2 = 

pFeature.ISWiObjects.Item("@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-

8B09-00105A9846E9")

Item は ISWiObjects のデフ ォル ト プロパテ ィ です。

これは pFeature.ISWiObjects.Item("@ismk2:755142B0-

1EB4-11D3-8B09-00105A9846E9") が 

pFeature.ISWiObjects("@ismk2:755142B0-1EB4-11D3-

8B09-00105A9846E9") と同じ だ とい う こ と です。
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ISWiPathVariables は、 現在のプロジ ェ ク ト に関連付けられているすべてのパス変数を含みます。 AddPathVariable 

メ ソ ッ ド を使ってパス変数を追加し、 DeletePathVariable メ ソ ッ ド で削除する こ とができます。

以下の VBScript コー ド によ り、 プロジ ェ ク ト にある各パス変数のリ ス ト を取得し、 メ ッ セージボ ッ クスに表示し

ます。

Option Explicit

Dim pProject

Set pProject = CreateObject ("ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\ISWiPathVariables.ism", True

Dim sPathVars

Dim pPathVar

For Each pPathVar In pProject.ISWiPathVariables

sPathVars = sPathVars & pPathVar.Name & ": " & pPathVar.Value & vbNewLine

Next

WScript.Echo sPathVars

pProject.CloseProject

次の行に、 特定のパス変数へのアクセス方法を示し ます。

Set pPathVar = pProject.ISWiPathVariables.Item("MyPathVar")

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

テーブル 11-118 • ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プ

ロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンのパ

ス変数の合計数を返し ます。

Item 読み取り専用プ

ロパテ ィ

パス変数のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、 

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト には、 ISWiProductConfigs に Media とい う

要素 1 つだけが含まれています。

ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト におけるすべての製品構成が含まれています。 

メ ンバー

例

以下の VBScript の例では、 プロジ ェ ク ト における各製品構成の文字列を表示し ます。

Dim pProject

Set pProject = CreateObject ("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\Vegetarian.ism", True

Dim sNames

sNames = " この製品は、 次の製品構成を含みます : " & vbNewLine & vbTab

Dim pProductConfigs

For Each pProductConfigs In pProject.ISWiProductConfigs

sNames = sNames & pProductConfigs.Name & vbNewLine & vbTab

Next

pProject.CloseProject

WScript.Echo sNames

次の行に、 特定の製品構成へのアクセス方法を示し ます。

テーブル 11-119 • ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

数量 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ

ン内の要素の合計数を返す場合に使用し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト を読み出し ま

す。

製品構成の名前は大文字と小文字を区別し ます。 つ

ま り、 “Product One” と “Product one” は、 2 つの異

なる設定にな り ます。

Item は ISWiProductConfigs のデフ ォル ト プロパテ ィ

です。 つま り 

pProject.ISWiProductConfigs.Item("Version 1") は 

pProject.ISWiProductConfigs("Version 1") と同じ で

す。
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Set pProdConfig = pISWiProj.ISWiProductConfigs.Item("Version 1.1")

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiProperties コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiProperties コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト における Windows Installer のすべてのプロパテ ィ が含まれ

ています。 このイ ン ターフ ェ イスはプロパテ ィ マネージャーに似ています。 AddProperty メ ソ ッ ド を使ってプロパ

テ ィ を追加し、 DeleteProperty メ ソ ッ ド で削除する こ とができます。

以下の VBScript コー ド によ り、 プロジ ェ ク ト にある各プロパテ ィ のリ ス ト を取得し、 メ ッ セージボ ッ クスに表示

し ます。

Option Explicit

Dim pProject

Set pProject = CreateObject ("ISWiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\ISWiProperties.ism", True

Dim sProps

Dim pProp

For Each pProp In pProject.ISWiProperties

sProps = sProps & pProp.Name & ": " & pProp.Value & " // " & _

 pProp.Comments & vbNewLine

Next

WScript.Echo sProps

pProject.CloseProject
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiReleases コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiReleases コ レ クシ ョ ンには、 現在の製品構成に属するすべてのリ リースが含まれています。

次の行で、 特定の ISWiRelease オブジ ェ ク ト へのアクセス方法を示し ます。

Set pRelease = pProject.ISWiProductConfigs("Version 1").ISWiReleases("NewRelease1")

' InstallScript プロジェ ク ト では、

' ISWiProductConfigs の要素は "Media" の 1 つだけです。

テーブル 11-120 • ISWiProperties コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiProperties コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiSProperty オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

プロパテ ィ の名前は大文字と小文字を区別し ます。

し たがって、“UpgradeCode” と “Upgradecode”  は 2 

つの異なるプロパテ ィ と認識されます。

Item は ISWiProperties のデフ ォル ト プロパテ ィ で

す。 つま り、

pISWiProject.ISWiProperties.Item("UpgradeCode") は 

pISWiProject.ISWiProperties("UpgradeCode") と同じ

です。
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 メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProductConfigs

ISWiRemoveFiles コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト のコ レ

クシ ョ ンを示し ます。

テーブル 11-121 • ISWiReleases コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiReleases コ レ クシ ョ ン内の

要素の合計数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用プロパテ ィ イ ンデッ クス番号またはリ リースの名前を指定し

て、 ISWiRelease オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

リ リースの名前は大文字と小文字を区別し ます。 し

たがって、 “NewRelease1” と “Newrelease1”  は 2 つ

の異なる リ リース と認識されます。

Item は ISWiReleases のデフ ォル ト プロパテ ィ です。

つま り、

m_ISWiBldLbl.ISWiReleases.Item("NewRelease1") は 

m_ISWiBldLbl.ISWiReleases("NewRelease1") と同じ で

す。
3210 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

次に適用 :

• ISWiComponent 

ISWiSequence コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiSequence コ レ クシ ョ ンは、 現在のプロジ ェ ク ト のすべてのアクシ ョ ンがシーケンス番号別に並べられて含ま

れている仮想コ レ クシ ョ ンです。

テーブル 11-122 • ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロ

パテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiRemoveFiles コ レ ク シ ョ ン内の要素の合計数

を返す場合に使用し ます。

Item 読み取り専用プロ

パテ ィ

フ ァ イルまたはフ ォルダー削除エン ト リのイ ンデッ クス番号または

キーを指定し て、 その ISWiRemoveFile オブジ ェ ク ト を読み出し ま

す。 キーを指定し な く てはな り ません。 [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] 

ビ ューでこの値を確認できます (RemoveFile テーブルの FileKey 列。

Item は ISWiRemoveFiles のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り、

m_ISWiComponent.ISWiRemoveFiles.Item("RemoveFile1")  は 

m_ISWiComponent.ISWiRemoveFiles("RemoveFile1") と同じ です )。
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例

以下の VBScript の例では、 プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンスに、 各アクシ ョ

ン名と シーケンス番号を持つ文字列を表示し ます。

Dim pProject

Set pProject = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProject.OpenProject "C:\MySetups\YourProject.ism", True ' open read-only

Dim sNames

sNames = " インス ト ール UI シーケンスは、 次のアクシ ョ ンを含みます :" & vbNewLine & vbTab

For i = 1 to pProject.InstallUISequence.Count

sNames = sNames & pProject.InstallUISequence.Item(i).Name & " " & _

 pProject.InstallExecuteSequence.Item(i).Sequence & vbNewLine & vbTab

Next

pProject.CloseProject

MsgBox sNames

テーブル 11-123 • ISWiSequence コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiSequence コ レ クシ ョ

ン内の要素の合計数を返す場合に使用し ます。

InsertCustomAction メ ソ ッ ド このメ ソ ッ ド を使用し て、 カス タム アクシ ョ

ンを選択し たシーケンスに挿入し ます。 この

メ ソ ッ ドは ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト

を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ アクシ ョ ンのイ ンデッ クス番号または名前を

指定し て、 ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト

を読み出し ます。

アクシ ョ ンの名前は、 大文字と小文字を区別

し ます。 し たがって、 “ThisAction” と 

“thisAction” は異なるアクシ ョ ン と し て認識さ

れます。

Item  は ISWiSequence のデフ ォル ト プロパ

テ ィ です。 つま り、

pProject.InstallUISequence.Item("ThisAction") は 

pProject.InstallUISequence("ThisAction") と同じ

です。

RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド このメ ソ ッ ド を呼び出し て、 プロジ ェ ク ト の

シーケンスから項目を削除し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject

InsertCustomAction メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InsertCustomAction メ ソ ッ ド を呼び出し て、 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト のシーケンスに挿入し ます。

構文

InsertCustomAction (CustomAction As ISWiCustomAction, Comment As String, Condition as String, SequenceNumber as Long) as 

ISWiSequenceRecord

パラ メ ーター

戻り値

InsertCustomAction メ ソ ッ ドは ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト を返し ます。

次に適用 :

• ISWiSequence

RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド を呼び出し て、 現在のプロジ ェ ク ト のシーケンスからアイテムを削除し ます。

テーブル 11-124 • InsertCustomAction メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

CustomAction 作成する カス タム アクシ ョ ン。

コ メ ン ト カス タム アクシ ョ ンに関するオプシ ョ ンの文字列コ メ ン ト 。

条件 カス タム アクシ ョ ンに関するオプシ ョ ンの文字列条件。

SequenceNumber カス タム アクシ ョ ンの数値シーケンス番号。
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構文

 (sName As String) As Long

パラ メ ーター

戻り値

次に適用 :

• ISWiSequence

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

ISWiSetupFiles は、 プロジ ェ ク ト のあらゆるサポー ト  フ ァ イルを (ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト と し て ) 含むコ レ ク

シ ョ ンです。

テーブル 11-125 • RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト を渡し て、 プロジ ェ ク ト から削除するシーケン

ス レ コー ド を指定し ます。

テーブル 11-126 • RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ドの値

戻り値 説明

0 アイテムが、 シーケンスよ り正常に削除されま し た。

1 アイテムが、 シーケンスよ り正常に削除されま し た。
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例

次の Visual Basic コー ドは、 特定のサポー ト  フ ァ イルのプロパテ ィ の設定方法を示し たものです。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

pProj.ISWiSetupFiles(1).Splash = True

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiSetupTypes コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSetupTypes は、 プロジ ェ ク ト のあらゆるセ ッ ト ア ッ プの種類を (ISWiSetupType オブジ ェ ク ト と し て ) 含むコ

レ クシ ョ ンです。

テーブル 11-127 • ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWISetupFiles コ レ クシ ョ ン内のサポー ト  

フ ァ イルの合計数を戻す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

サポー ト  フ ァ イルのイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト を読み出し ます。 た と えば次のステー

ト メ ン ト はコ レ クシ ョ ンに最初のサポー ト  フ ァ イルへの参照と、

MySupportFile.bmp とい うサポー ト  フ ァ イルを作成し ます。

Set pSetupFile1 = pProj.ISWiSetupFiles.Item(1)

Set pSetupFile2 = pProj.ISWiSetupFiles.Item("MySupportFile.bmp")

Item は ISWiSetupFiles のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り 

pProj.ISWiSetupFiles.Item("MySupportFile.bmp") は 

pProj.ISWiSetupFiles("MySupportFile.bmp") と同じ です。
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例

次の Visual Basic コー ドは、 特定のセ ッ ト ア ッ プの種類のプロパテ ィ の設定方法を示し たものです。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("IswiAutoAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.ism"

pProj.ISWiSetupTypes("CSSaveSpace").DisplayName = " ク ラ イアン ト  セッ ト ア ッ プ - 容量の節約 "

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiShellProperties コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiShellProperties は、 指定された ISWiShortcut オブジ ェ ク ト のシ ェルのプロパテ ィ すべてのコ レ クシ ョ ンです。

テーブル 11-128 • ISWiSetupTypes コ レ ク シ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWISetupTypes コ レ クシ ョ ン内のセ ッ ト ア ッ

プの種類の合計数を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

セ ッ ト ア ッ プの種類のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSetupType オブジ ェ ク ト を読み出し ます。 たと えば次のス

テー ト メ ン ト はコ レ クシ ョ ンに最初のセ ッ ト ア ッ プ タ イプへの参

照と、 CSSaveSpace とい う セ ッ ト ア ッ プ タ イプを作成し ます。

Set pSetupFile1 = pProj.ISWiSetupTypes.Item(1)

Set pSetupFile2 = pProj.ISWiSetupTypes.Item("CSSaveSpace")

Item は ISWiSetupTypes のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り 

pProj.ISWiSetupTypes.Item("CSSaveSpace") は 

pProj.ISWiSetupTypes("CSSaveSpace") と同じ です。
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例

次のサンプル VBScript は、 ISWiShellProperties コ レ クシ ョ ンから プ ラ イマ リ キー MyShellProperty の 

ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト を取得し ます。

Dim pShellProperty As ISWiShellProperty

Set pShellProperty = pShortcut.ISWiShellProperties("MyShellProperty")

次に適用 :

• ISWiShortcut 

ISWiShortcuts コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

ISWiShortcuts には、 指定し た ISWiFolder オブジ ェ ク ト に属するすべてのシ ョ ー ト カ ッ ト が格納されています。

次の例では、 m_pFolder に格納されているプログラムフ ォルダーの中の MyShortcut とい う名前のシ ョ ー ト カ ッ ト

のコ ピーを作成し ます。

Dim m_pShortcut As ISWiShortcut

Set m_pShortcut = m_pFolder.ISWiShortcuts("MyShortcut")

テーブル 11-129 • ISWiShellProperties コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使って、 DeleteShellProperty コ レ クシ ョ ンに含

まれる要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト を取得する順番で、 シ ェル プロパ

テ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を提供し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3217



第 11 章 リ フ ァ レンス

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

次に適用 :

• ISWiFolder

ISWiSISProperties コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript MSI

• マージ モジュール

このコ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト におけるすべての " 概要情報ス ト リーム " 設定の値が含まれていま

す。 このコ レ クシ ョ ンにある要素にアクセスする と、 [ 一般情報 ] ビ ューのすべての " 概要情報ス ト リーム " 設定

を設定できます。

以下の Visual Basic コー ド では、 プロジ ェ ク ト にある各 " 概要情報ス ト リーム " 設定を読み取り、 各設定と その値

を表示し ます。

Dim pProject As ISWiProject

Set pProject = New ISWiProject

pProject.OpenProject "C:\MySetups\SampleApp.ism", True

Dim sSISProps As String

sSISProps = " このパッケージの概要情報ス ト リームには、 次の " & _

pProject.ISWiSISProperties.Count & " プロパテ ィ :"

Dim pSISProp As ISWiSISProperty

For Each pSISProp In pProject.ISWiSISProperties

sSISProps = sSISProps & vbNewLine & vbTab & _

pSISProp.Name & ": " & pSISProp.Value

Next

MsgBox sSISProps

テーブル 11-130 • ISWiShortcuts コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiShortcuts コ レ クシ ョ ン内の要素の合計数

を返す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiShortcut オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

Item は ISWiShortcuts のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り、

m_pFolder.ISWiShortcuts.Item("MyShortcut")  は 

m_pFolder.ISWiShortcuts("MyShortcut") と同じ です。
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pProject.CloseProject

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject

ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト のすべての SQL Server 接続が含まれています。

テーブル 11-131 • ISWiSISProperties コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSISProperties コ レ クシ ョ ン内の

要素の合計数を戻し ます。 概要情報ス ト リームには現在 7 項目あ

るため、 Count の値は常に 7 です。

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSISProperty オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

プロパテ ィ の名前は大文字と小文字を区別し ます。 し たがっ

て、 “TemplateSummary” と “Templatesummary” は 2 つの異なるプ

ロパテ ィ と認識されます。

Item は ISWiSISProperties のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り、

pISWiProject.ISWiSISProperties.Item("Subject") は 

pISWiProject.ISWiSISProperties("Subject") と同じ です。
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次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ンには、 実行時にバージ ョ ン要件によ って ターゲッ ト と し て選択可能なすべ

てのデータベースサーバーが含まれます。

テーブル 11-132 • ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ン内

の要素の合計数を戻し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

接続の名前は大文字と小文字を区別し ます。 し たがっ

て、 “SQLConnection” と “SQLconnection” は 2 つの異なる接続と

認識されます。

Item は ISWiSQLConnections のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま

り、 pISWiProject.ISWiSQLConnections.Item("SQLConnection") は 

pISWiProject.ISWiSQLConnections("SQLConnection") と同じ です。
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次に適用 :

• ISWiSQLConnections

ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト の中のすべての ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト が含まれ

ています。

テーブル 11-133 • ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ン内の要

素の合計数を戻す場合に使用し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

データベース サーバー名は大文字と小文字を区別し ます。 し た

がって、 “SQLDatabaseServer” と “SQLDatabaseserver” は 2 つの

異なる項目と認識されます。

Item は ISWiSQLDatabaseServers のデフ ォル ト プロパテ ィ です。

つま り、

pISWiSQLConnection.ISWiSQLDatabaseServers.Item("SQLDatabaseS

erver") は 

pISWiSQLConnection.ISWiSQLDatabaseServers("SQLDatabaseServer

") と同じ です。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLScript

ISWiSQLRequirements コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLRequirements は、 データベースサーバーと関連付けられたすべての ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト の

コ レ クシ ョ ンを戻し ます。

テーブル 11-134 • ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ン内の

要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

コ レ クシ ョ ンの名前は大文字と小文字を区別し ます。 し たがっ

て、 “SQLReplaces” と “SQLreplaces”  は 2 つの異なる コ レ クシ ョ

ン と認識されます。

Item は ISWiSQLReplaces のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り、

pISWiSQLScript.ISWiSQLReplaces.Item("SQLReplace") は 

pISWiSQLScript.ISWiSQLReplaces("SQLReplace") と同じ です。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLConnections

ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ンには、 ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト のカス タム SQL スク リ プ ト  エラー処理

のエン ト リすべてが含まれます。

テーブル 11-135 • ISWiSQLRequirements コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSQLRequirements コ レ クシ ョ ン

内の要素の合計数を戻し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

プロパテ ィ の名前は大文字と小文字を区別し ます。 し たがっ

て、 “SQLRequirements” と “SQLrequirements”  は 2 つの異なるプ

ロパテ ィ と認識されます。

Item は ISWiSQLRequirements のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま

り、

pISWiSQLConnection.ISWiSQLRequirements.Item("SQLRequirement") 

は ppISWiSQLConnection.ISWiSQLRequirements("SQLRequirement") 

と同じ です。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLScript 

ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ンには、 SQL 接続の中のすべての SQL スク リ プ ト が含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSQLConnections 

テーブル 11-136 • ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ン内

の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

テーブル 11-137 • ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ン内の要

素の合計数を戻し ます。 

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト を読み出し ます。

スク リ プ ト の名前は大文字と小文字を区別し ます。 し たがっ

て、 “SQLScript” と “SQLscript” は 2 つの異なる項目と認識され

ます。

Item は ISWiSQLScripts のデフ ォル ト プロパテ ィ です。 つま り、

pISWiSQLConnection.ISWiSQLScripts.Item("SQLScript") は 

pISWiSQLConnection.ISWiSQLScripts("SQLScript") と同じ です。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• DIM

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript オブジ ェ ク ト

• マージ モジュール

ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ンには、 現在の言語のすべての文字列エン ト リが含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiLanguage

ISWiUpgradeTableEntries コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ISWiUpgradeTableEntries コ レ クシ ョ ンは、 ダイ レ ク ト  エデ ィ ターの Upgrade テーブルだけでな く 、 [ ア ッ プグレー

ド ] ビ ューで定義されたス タ テ ィ ッ ク メ ジャー ア ッ プグレー ド アイテムのすべてを含みます。

テーブル 11-138 • ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用

プロパテ ィ

このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ンの文

字列エン ト リの合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用

プロパテ ィ

文字列エン ト リのイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト を読み出し ます。
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オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス
メ ンバー

例

Dim pProj As ISWiProject

Dim oUpgradeItem As ISWiUpgradeTableEntry

Set oProj = New ISWiProject

oProj.OpenProject "C:\MySetup.ism"

For Each oUpgradeItem In oProj.ISWiUpgradeTableEntries

oUpgradeItem.Language = "1033"

Next

oProj.SaveProject

oProj.CloseProject

特定のアイテムを ターゲッ ト とするには、 上のコー ドの For Each ループを次のコー ド に置き換えます :

For Each oUpgradeItem In oProj.ISWiUpgradeTableEntries

If oUpgradeItem.UpgradeCode = "{12345678-1234-1234-1234-123456789012}" Then

oUpgradeItem.Language = "1033"

End If

Next

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-139 • ISWiUpgradeTableEntries コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ は、 ISWiUpgradeTableEntries コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を返す場合に使用し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ISWiUpgradeTableEntries アイテムを読み出すため

に、 イ ンデッ クス番号またはア ッ プグレー ド コー ド

を提供し ます。

Item は IISWiUpgradeTableEntries のデフ ォル ト プロ

パテ ィ です。 つま り、 

m_ISWiProject.ISWiUpgradeTableEntries.Item("1234567

8-1234-1234-1234-123456789012") は 

m_ISWiProject.ISWiUpgradeTableEntries("12345678-

1234-1234-1234-123456789012") と同じ です。
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 » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ
ロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

各 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト は、 機能、 コ ンポーネン ト 、 フ ァ イルなどのイ ンス ト ール要素を表

し ます。 このセクシ ョ ンでは、 各 InstallShield オー ト メ ーシ ョ ン オブジ ェ ク ト が説明されています。

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで最高レベルのオブジ ェ ク ト は ISWiProject オブジ ェ ク ト  です。 このイ ン ター

フ ェ イスにアクセスするには、 まずこのオブジ ェ ク ト を作成する必要があり ます。 次いで、 そのオブジ ェ ク ト 、

メ ソ ッ ド、 プロパテ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト を変更できます。

ISWiProject オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバン
ス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiProject には、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  (.issuite) フ ァ イルを開いた り

閉じ た り、 保存するためのイ ン ターフ ェ イスが含まれます。 InstallShield をシステムにイ ンス ト ールする と、 次の 

VB や VBScript 構文を使って ISWiProject のコ ピーのイ ンス タ ンスを作成できます。

Set m_ISWiProject = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順で OpenProject メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

‘ .ism フ ァ イルへのパスのビルド

strFile = "C:\InstallShield 2016 Projects\Test.issuite"

m_ISWiProject.OpenProject strFile
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重要 • オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを 64 ビ ッ ト  マシンで使用する場合、 これを 32 ビ ッ ト 実行可能フ ァ イ

ルを使ってロー ド する必要があ り ます。 これを怠った場合、 ISWiProject またはその他のオブジ ェ ク ト のイ ンス タ

ンスを作成し たと きに、 エラーが発生する可能性があ り ます。 詳細については、 「64 ビ ッ ト  システム上でオー ト

メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使用する」 を参照し て く ださい。

メ ンバー

オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスで、 ISWIProject オブジ ェ ク ト の次のメ ンバーが使用できます。 一部のメ ソ ッ

ド、 プロパテ ィ 、 およびコ レ クシ ョ ンは、 特定のプロジ ェ ク ト の種類でのみ使用できます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

ActiveLanguage 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 言語を取得またはは設定し ます。

単一の言語を言語識別子と し て指定し ます。 例 :

project.ActiveLanguage = "1033";

AddExitCondition メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールがイ ンス ト ール終了の前に、 様々な条件に応じ て表

示する終了エラー メ ッ セージを追加し ます。

AddLanguage メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト に言語を追加し ます。

AddPathVariable メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト にパス変数を追加し ます。

AddProperty メ ソ ッ ド 指定された名前を持つア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロパテ ィ をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

AddSetupFile メ ソ ッ ド 指定された名前でプロジ ェ ク ト にサポー ト  フ ァ イルを追加

し ます。
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AddSuiteAction メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し ます。

AddSuiteFeature メ ソ ッ ド 機能をプロジ ェ ク ト に追加、 または既存する機能のサブ機

能と し て追加し ます。

AddSuitePackage メ ソ ッ ド 指定されたターゲッ ト  フ ァ イル、 およびフ ァ イルの追加オ

プシ ョ ン と共にパッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加し ます。

AddSuiteRelease メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト に リ リースを追加し ます。

AddSuiteTransaction メ ソ ッ ド Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加し

ます。

プロジ ェ ク ト に ト ラ ンザクシ ョ ンを追加し た後、 ト ラ ンザ

クシ ョ ンに .msi および .msp パッ ケージを追加する こ とがで

きます。

ArpComments 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品に関する コ メ ン ト を取得または設定し ます。 この情報

は、 [ プログラムと機能 ] で製品のエン ト リ に表示されま

す。

ArpDisableChange 読み書きブール値

プロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューの " 変更ボタ ンを無効にする " 設定の値

を取得または設定し ます。 この設定を使って、 [ プログラム

と機能 ] で、 製品のエン ト リの [ 変更 ] ボタ ンを無効にする

かど うかを指定し ます。 [ 変更 ] ボタ ンは、 エン ド ユーザー

が製品のイ ンス ト ール後、 イ ンス ト ール オプシ ョ ンを変更

できるボタ ンです。 エン ド ユーザーは必要に応じ て機能を

追加または削除できます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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ArpDisableRegistration 読み書きブール値

プロパテ ィ

[ プログラムと機能 ] で製品の登録を抑制または許可し ま

す。 登録が無効化された場合、 その他の Arp プロパテ ィ は

無視されます。 次の値が可能です :

• False— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  システムの [ プログ

ラムと機能 ] で表示されます。 これがデフ ォル ト の値

です。

• True— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  システムの [ プログ

ラムと機能 ] で表示されません。 エン ド ユーザーが [

プログラムと機能 ] を使って、 製品の削除やメ ンテナ

ンスを行った り、 サポー ト 情報を表示できな く な り ま

す。 このオプシ ョ ンを選択する と、 その他の Arp プロ

パテ ィ は無関係と な り ます。

ArpDisableRemove 読み書きブール値

プロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューの " 削除ボタ ンを無効にする " 設定の値

を取得または設定し ます。 この設定を使って、 [ プログラム

と機能 ] で、 製品のエン ト リの [ 削除 ] ボタ ンを無効にする

かど うかを指定し ます。 [ 削除 ] ボタ ンを使用する と、 エン

ド ユーザーは 1 つのボタ ンを ク リ ッ クするだけで製品を削

除する こ とができます。 この場合、 アン イ ンス ト ーラーは

コ ンパク ト なユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行し ます。

エン ド ユーザーが [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て製品を削

除する と、 プロジ ェ ク ト の [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

シーケンス内のアクシ ョ ンが実行されます。

ArpHelpContact 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

エン ド ユーザーのテ クニカルサポー ト 窓口と なる担当者ま

たは部門の名前を取得または設定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラ

ムと機能 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスで表示されます。

ArpHelpTelPhone 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品のテ クニカル サポー ト の電話番号を取得または設定し

ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラ

ムと機能 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスで表示されます。

ArpHelpUrl 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

エン ド ユーザーが製品のテ クニカル サポー ト 情報を参照で

きる URL を取得または設定し ます。 この URL は、 [ プログ

ラムと機能 ] で製品のエン ト リ に表示されます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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ArpIcon 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

[ プログラ と機能 ] で製品のエン ト リ に使用するアイ コ ン 

リ ソースを含む .ico、 .exe、 または .dll フ ァ イルへの、 開発

システム上でのパスを取得または設定し ます。

ターゲッ ト  システム上に存在する フ ァ イルに含まれるアイ

コ ンを使用する場合 ( た と えば、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるパッ ケー

ジの 1 つによ ってイ ンス ト ールされる フ ァ イルに含まれる

アイ コ ンを使用する場合 )、 デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ をア

イ コ ン フ ァ イルのパスの一部と し て指定できます。 このプ

ロパテ ィ を空白のままにする と、 [ リ リース ] ビ ューの 

Setup.exe タ ブにある "Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル " 設定

で指定されたアイ コ ンが使用されます。

ArpIconIndex 読み書き整数プロ

パテ ィ

指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン リ ソース

がある場合、 ArpIconIndex プロパテ ィ にイ ンデッ クスを指定

し ます。

• 負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルの

アイ コ ン リ ソースの順番が参照されます。 た と えば、

0 はフ ァ イル内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番目のアイ コ

ン、 2 は 3 番目のアイ コ ンを参照し ます。

• 負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し

ます。 たと えばアイ コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソー

ス ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

ArpProductUrl 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

会社または製品の汎用 URL を取得および設定し ます。 た と

えば、 http://www.mycompany.com。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 [ サポー ト 情報 ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示される発行元の名前は、 この URL への

ハイパーリ ン クです。 [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ ク

スは、 エン ド ユーザーが [ プログラムと機能 ] で製品のエ

ン ト リ用のサポー ト 情報ハイパーリ ン ク を ク リ ッ クする と

表示されます。

ArpPublisher 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品を作成し た会社の名前を取得および設定し ます。 この

情報は、 [ プログラムと機能 ] で製品のエン ト リ に表示され

ます。

ArpReadMe 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品の Readme フ ァ イルまたは [ カス タ マー サポー ト ] 

ページへの有効な URL を取得または設定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラ

ムと機能 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスで表示されます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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ArpUpdateUrl 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

エン ド ユーザーが製品のア ッ プデー ト 情報を参照、 または

最新バージ ョ ンをダウンロー ド できる URL を取得または設

定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラ

ムと機能 ] で製品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスで表示されます。

CloseProject メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト を閉じ ます。

CreateProject メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト の新しい InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.issuite) を作成し ます。

DeleteExitCondition メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から終了エラー メ ッ セージを削除し ます。

DeleteLanguage メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト から言語を削除し ます。

DeletePathVariable メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト からパス変数を削除し ます。

DeleteProperty メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト からア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロパテ ィ を削除し ます。

DeleteSetupFile メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト からサポー ト フ ァ イルを削除し ます。

DeleteSuiteAction メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト からアクシ ョ ンを削除し ます。

DeleteSuiteFeature メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から機能を削除し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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DeleteSuitePackage メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト からパッ ケージまたは Windows Installer ト ラ ン

ザクシ ョ ンを削除し ます。

DeleteSuiteRelease メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト から リ リースを削除し ます。

ForceUpgrade メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在の

バージ ョ ンにア ッ プグレー ド し ます。

GenerateGUID メ ソ ッ ド 文字列と し て返される新しい一意の GUID を生成し ます。

OpenProject メ ソ ッ ド オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを使って変更できるよ

う に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト を開きます。

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ン 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべての言語を含みます。

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ン 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべてのア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パス変数を含みます。

ISWiProperties コ レ クシ ョ ン 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべてのア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を含みます。

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべてのサポー ト フ ァ イル

を含みます。

ISWiSuiteActions コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスイー ト / ア ドバンス ト  

UI アクシ ョ ンを含みます。

ISWiSuiteEvent メ ソ ッ ド

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト 内の特定のイベン ト にアクセス し ます。

テーブル 11-1 • ISWiProject オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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ISWiSuiteEvents コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ

イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのイベン ト を含みます。

ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ン プロジ ェ ク ト のすべての機能を (ISWiSuiteFeature オブジ ェ

ク ト と し て ) 含みます。

ISWiSuiteFeatures が ISWiProject のメ ンバーの場合、 これに

はプロジ ェ ク ト のルー ト レベルの機能がすべて含まれます。

サブ機能のコ レ クシ ョ ンを読み出すには、 ISWiSuiteFeature 

オブジ ェ ク ト の " 機能 " プロパテ ィ にアクセス し ます。 そ

の結果は、 現在のルー ト レベル機能のすぐ下にあるサブ機

能を含む ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ンです。 これを繰り

返すこ と で、 さ らに下のレベルのサブ機能が表示されます。

ISWiSuiteExitConditions コ レ クシ ョ ン プロジ ェ ク ト のすべての終了条件が含まれます。

ISWiSuitePackages コ レ クシ ョ ン プロジ ェ ク ト のすべてのパッ ケージ (ISWiSuitePackage オブ

ジ ェ ク ト と し て )、 およびすべての Windows Installer ト ラ ン

ザクシ ョ ン (ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト と し て ) を含み

ます。

ISWiSuiteReleases コ レ クシ ョ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に含まれるすべてのリ リースを含みます。

ProductName 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品名を取得または設定し ます。 製品名がどのよ う に使用

されるかについては、 「製品名の指定」 を参照し て く ださ

い。

ProjectType 読みと り専用整数

プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト の種類を取得し ます。 有効な値は次のとお り

です :

• eptSuite (16)— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト
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AddExitCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddExitCondition メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト に終了条件を追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、 InstallShield の 

[ 一般情報 ] ビ ューで終了条件を定義する方法に似ています。 ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト を使って、 終了

条件のプロパテ ィ を設定できます。

構文

AddExitCondition (Message As String)

ProductVersion 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

製品のバージ ョ ン番号を取得または設定し ます。 バージ ョ

ンには、 数値のみを使用できます。 一般的なフ ォーマ ッ ト

は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ

ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、

ccccc はビルド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示

し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の

最大値は、 65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ

ンス ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製品

バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。 詳細については、 「製

品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く ださい。

SaveProject メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト を保存し ます。

SuiteGuid 読み書き文字列プ

ロパテ ィ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールを一意に識別する GUID を取得または設定し ます。

異なる GUID を生成するには、 GenerateGUID を呼び出し ま

す。

このコー ドはア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールを一意的に識別するため、 リ リースを既

に配布し ている場合はスイー ト  GUID の変更はお薦めでき

ません。
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パラ メ ーター

次に適用 :

ISWiProject 

AddLanguage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

AddLanguage メ ソ ッ ド は、 プロジ ェ ク ト に言語を追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、 InstallShield の [ 一般

情報 ] ビ ューで言語を追加する方法に似ています。 ISWiLanguage オブジ ェ ク ト を使って、 新しい言語のプロパ

テ ィ を設定できます。

構文

AddLanguage (LangId As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

ISWiProject 

AddPathVariable メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-2 • AddExitCondition メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Message 構成中の条件が実行時に True 評価された場合にア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで表示するエラー メ ッ セージを指定し ます。

別の方法と し て、値がイ ンス ト ールで使用するエラー メ ッ セージである文字列 ID 

を入力する こ と もできます。

テーブル 11-3 • AddLanguage メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

LangId 現在のプロジ ェ ク ト に追加する言語 ID を文字列で指定し ます。 例 :

oProject.AddLanguage "1035"
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddPathVariable メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト にパス変数を追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用は、 InstallShield の [ パ

ス変数 ] ビ ューでパス変数を追加するのに類似し ています。 新しいパス変数のプロパテ ィ は、 ISWiPathVariable オ

ブジ ェ ク ト を使って設定する こ とができます。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。

構文

AddPathVariable (sName As String) As ISWiPathVariable

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

AddProperty メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddProperty メ ソ ッ ドは、 指定された名前を持つア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロパテ ィ を

プロジ ェ ク ト に追加し ます。

テーブル 11-4 • AddPathVariable メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

sName 追加するパス変数の名前を指定し ます。
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構文

AddProperty (Name As String) As ISWiProperty

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.issuite"

Dim pProperty As ISWiProperty

Set pProperty = pProj.AddProperty ("MYPROP")

pProperty.Value = "MyPropValue"

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSetupFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSetupFile メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト に指定された名前でサポー ト  フ ァ イルを追加し ます。 このメ ソ ッ

ドの使用は、 InstallShield の [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューでパス変数を追加するのに類似し ています。 新しいパス

変数のプロパテ ィ は、 ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト を使って設定できます。

構文

AddSetupFile (FileName As String) As ISWiSetupFile

テーブル 11-5 • AddProperty メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

名前 追加するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の名前を

指定し ます。
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パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.issuite"

Dim pSetupFile As ISWiSetupFile

Set pSetupFile = pProj.AddSetupFile ("C:\My Files\MySupportFile.ext")

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSuiteAction メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteAction メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト にアクシ ョ ンを追加し ます。

構文

AddSuiteAction (ActionName As String, ActionType As ISWiSuiteActionType) as ISWiSuiteAction

テーブル 11-6 • AddSetupFile メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FileName 追加するサポー ト  フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSuiteFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteFeature メ ソ ッ ド を使う と、 指定し た名前で機能を作成できます。 AddSuiteFeature は、 ISWiProject のメ ン

バーです。 新しい機能が、 現在のプロジ ェ ク ト に最上位機能と し て追加されま し たが、 このメ ソ ッ ドが 

ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバーのと き、 新しい機能は現在の機能のサブ機能と し て追加されます。

機能には、 新機能を InstallShield に追加する と、 その新機能に与えられるデフ ォル ト と同じ プロパテ ィ が作成され

ます。

機能を追加し た後で、 その機能の他のプロパテ ィ を設定し、 パッ ケージ と関連付けできます。

テーブル 11-7 • AddSuiteAction メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ActionName 追加するアクシ ョ ンの名前を指定し ます。

ActionType アクシ ョ ンの種類を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• esatDll (1)—DLL フ ァ イルにある関数を呼び出し ます。

• esatPowerShell (2)—PowerShell スク リ プ ト を実行し て、 システムの構成タ スク

を行います。

• esatExe (4)— 実行可能フ ァ イルを起動し ます。 スイー ト / ア ド バンス ト  UI エ

ンジンは、 アクシ ョ ンが完了するまで待機し てから、 イ ンス ト ールの次の処

理に進みます。

• esatStartExe (8)— 実行可能フ ァ イルを起動し ます。 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI エンジンは、 次のイ ンス ト ール処理と同時にアクシ ョ ンを実行し ます。

• esatSetProperty (16)— スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を設定し ます。

• esatIScript (32)—InstallScript コー ド を実行し ます。

• esatClr (64)— マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を呼び出し ます。
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構文

AddSuiteFeature (SuiteFeatureKey As String) As ISWiSuiteFeature

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic の行は、 AddSuiteFeature を呼び出し て機能およびサブ機能を追加し ます :

Dim pProject As ISWiProject

Set pProject = New ISWiProject

pProject.OpenProject "C:\MySetups\SampleApp.issuite"

Dim pFeat1, pFeat2 As ISWiSuiteFeature

Dim sFeat1Name, sFeat2Name As String

sFeat1Name = "ParentFeature"

sFeat2Name = "SubFeature"

' 機能 ParentFeature を追加し、 次に SubFeature を ParentFeature の下に追加

Set pFeat1 = pProject.AddSuiteFeature(sFeat1Name)

Set pFeat2 = pFeat1.AddSuiteSubFeature(sFeat2Name)

pProject.SaveProject

pProject.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSuitePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

テーブル 11-8 • AddSuiteFeature メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

SuiteFeatureKey 機能キーは、 [ 機能 ] ビ ューに表示される機能の名前と同一です。 その名前は、 新

しい ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト のイ ンデッ クスにな り ます。 この文字列には、

アルフ ァベ ッ ト 、 ピ リ オ ド (.) およびアンダースコア (_) を使用できますが、 名前

の先頭は文字またはアンダースコアにする必要があ り ます。 プロジ ェ ク ト にある

機能名に、 FeatureKey と同じ名前は付けられません。

機能名では、 大文字と小文字が区別されます。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuitePackage メ ソ ッ ドは、 パッ ケージ (.msi パッ ケージ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 その他の

サポー ト されている種類のパッ ケージ ) を指定されたターゲッ ト  フ ァ イルおよび追加フ ァ イルのオプシ ョ ン と共

に追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、 InstallShield の [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージを追加する方法に

似ています。 ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト を使って、 新しいパッ ケージのプロパテ ィ を設定できます。

構文

AddSuitePackage (PackageType As ISWiSuitePackageType, TargetFileName As String, AdditionalFiles As ISWiAdditionalFiles) As 

ISWiSuitePackage
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-9 • AddSuitePackage メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

PackageType プロジ ェ ク ト に追加するパッ ケージの種類を指定し ます。

次のプロジ ェ ク ト の種類が、 ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト で使用できます :

• esptMsi (1)—Windows Installer パッ ケージ (.msi)

• esptMsp (2)—Windows Installer パッ チ (.msp)

• esptIsp (4)—InstallScript パッ ケージ

次のプロジ ェ ク ト の種類はスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト でのみ使用で

きます :

• esptTransaction (-1)—Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ン このパッ ケージの種

類は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• esptExe (3)— 実行可能パッ ケージ (.exe) このパッ ケージの種類は、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

• esptIsmMsi (5)— 基本の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism)

• esptIsmIsp (6)—InstallScript プロジ ェ ク ト  (.ism)

• esptAppx (7)— サイ ド ロデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)

• esptWebDeploy (8)—Web 配置パッ ケージ (.zip)

TargetFileName ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが呼び出すパッ

ケージ内のフ ァ イル (.msi フ ァ イルなど ) を指定し ます。

AdditionalFiles パッ ケージに追加する フ ァ イルの種類を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以

下のとおり です :

• eaftNothing (0)— 何も追加し ません。 このパッ ケージには追加フ ァ イルが不要

です。

• eaftAdjacentFiles (1)— 隣接する フ ァ イル、 つま り このパッ ケージの隣にある

フ ァ イルを追加し ます。

• eaftSubFolders (2)— サブ フ ォルダー内のフ ァ イル、 つま り このパッ ケージの

下にある フ ァ イルを追加し ます。

• eaftAdjacentFilesAndSubFolders (3)— 隣接する フ ァ イルおよびサブ フ ォルダー

内のフ ァ イル、 つま り このパッ ケージの隣および下にある フ ァ イルを追加し

ます。
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AddSuiteRelease メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteRelease メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト に指定された名前で リ リースを追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法

は、 InstallShield の [ リ リース ] ビ ューで リ リースを追加する方法に似ています。 ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト を

使って、 新しい リ リースのプロパテ ィ を設定できます。

構文

AddSuiteRelease (ReleaseName As String) as ISWiSuiteRelease

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSuiteTransaction メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteTransaction メ ソ ッ ドは、 Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンをスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に追加し て、 パッ ケージを返し ます。 プロジ ェ ク ト に ト ラ ンザクシ ョ ンを追加し た後、 ト ラ ンザクシ ョ ンに .msi 

および .msp パッ ケージを追加する こ とができます。

テーブル 11-10 • AddSuiteRelease メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ReleaseName 追加する リ リースの名前を指定し ます。
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構文

AddSuiteTransaction () As ISWiSuitePackage

パラ メ ーター

AddSuiteTransaction メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiProject 

CloseProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

OpenProject で開いた .issuite フ ァ イルを閉じ るには、 CloseProject を呼び出し ます。

構文

CloseProject ()

戻り値

CloseProject は常に 0 を返し ます。

次に適用 :

• ISWiProject 

CreateProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

CreateProject メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の新しい InstallShield 

プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) を作成し ます。

構文

CreateProject (strISWiProjectFile As String, ByVal ProjectType As ISWiProjectType)

パラ メ ーター

例

次のサンプル コー ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を作成し て、 その製品

バージ ョ ンを 2.00.0000 に設定し ます。

dim proj

set proj = CreateObject("ISWiAutoSuite22.ISWiProject")

proj.CreateProject "d:\scratch\packagetest.issuite", 16   '16: ISWiProjectType.eptSuite

proj.OpenProject "d:\scratch\packagetest.issuite", false

proj.ProductVersion = "2.00.0000"

proj.SaveProject

proj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

DeleteExitCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-11 • CreateProject メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiProjectFile 作成する .issuite フ ァ イルへの完全修飾パスを入力し ます。 完全なフ ァ イル名を含

みます。

ProjectType 作成するプロジ ェ ク ト の種類を指定し ます。 有効な値は次のとお り です :

• eptSuite (16)— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト を作成し ます。
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteExitCondition メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト から終了条件を削除し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで終了条件を削除する方法に似ています。

構文

DeleteExitCondition (ExitCondition As ISWiSuiteExitCondition)

パラ メ ーター

次に適用 :

ISWiProject 

DeleteLanguage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

DeleteLanguage メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト から言語を削除し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで言語を削除する方法に似ています。

構文

DeleteLanguage (Language As ISWiLanguage)

テーブル 11-12 • DeleteExitCondition メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ExitCondition メ ソ ッ ドがプロジ ェ ク ト から削除する ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト を指定

し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject 

DeletePathVariable メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeletePathVariable メ ソ ッ ド は、 プロジ ェ ク ト から指定された名前のパス変数を削除し ます。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。

構文

DeletePathVariable (pPathVar ISWiPathVariable) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-13 • DeleteLanguage メ ソ ッ ド のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

言語 メ ソ ッ ドがプロジ ェ ク ト から削除する ISWiLanguage オブジ ェ ク ト を指定し ます。

テーブル 11-14 • AddPathVariable メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pPathVar 削除するパス変数の ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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DeleteProperty メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteProperty メ ソ ッ ドは、 指定された名前を持つア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ

をプロジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト から削除し ます。

構文

DeleteProperty(ByVal pProperty As ISWiProperty) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim proj As ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject

Set proj = New ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject

proj.OpenProject "c:\mysetups\your project name-3.issuite"

Dim pProp As ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProperty

Set pProp = proj.ISWiProperties.Item("MyProperty")

proj.DeleteProperty pProp

次に適用 :

• ISWiProject 

DeleteSetupFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-15 • DeleteProperty メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

プロパテ ィ 削除する ISWiProperty オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSetupFile メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト から指定のサポー ト  フ ァ イルの選択を削除し ます。

構文

DeleteSetupFile (pSetupFile As ISWiSetupFile) As Long

パラ メ ーター

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.issuite"

Dim pSetupFile As ISWiSetupFile

Set pSetupFile = pProj.ISWiSetupFiles.Item("MySupportFile.abc")

pProj.DeleteSetupFile pSetupFile

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

DeleteSuiteAction メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-16 • DeleteSetupFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pSetupFile 削除する ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト を渡し ます。
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DeleteSuiteAction メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト からアクシ ョ ンを削除し ます。

構文

DeleteAction (SuiteAction As ISWiSuiteAction)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

DeleteSuiteFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSuiteFeature メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト から完全に機能を削除し ます。

構文

DeleteSuiteFeature (Feature As ISWiSuiteFeature) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-17 • AddSuiteAction メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

SuiteAction 削除する ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト を指定し ます。

テーブル 11-18 • DeleteSuiteFeature メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

機能 削除する ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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DeleteSuitePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSuitePackage メ ソ ッ ドは、 現在のプロジ ェ ク ト からパッ ケージまたは Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンを

削除し ます。

構文

DeleteSuitePackage (Package As ISWiSuitePackage) As Long

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

DeleteSuiteRelease メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSuiteRelease メ ソ ッ ドは、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト から リ リースを

削除し ます。

テーブル 11-19 • DeleteSuitePackage メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

パッ ケージ 削除する ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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構文

DeleteSuiteRelease (SuiteRelease As ISWiSuiteRelease)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

ForceUpgrade メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ForceUpgrade メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在のバージ ョ ンにア ッ プグレー

ド し ます。

構文

ForceUpgrade (ISWiProjectFile As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-20 • DeleteSuiteRelease メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

SuiteRelease 削除する ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト を渡し ます。

テーブル 11-21 • ForceUpgrade メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ISWiProjectFile ア ッ プグレー ド するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ

ク ト  フ ァ イル (.issuite) の完全修飾パスを入力し ます。 完全なフ ァ イル名を含みま

す。
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GenerateGUID メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

GenerateGUID  メ ソ ッ ドは、 文字列と し て返される新しい一意の GUID を生成し ます。

構文

GenerateGUID ()

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteEvent メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteEvent は、 プロジ ェ ク ト 内の特定のイベン ト にアクセス し ます。

構文

ISWiSuiteEvent (EventType as ISWiSuiteEventType) as ISWiSuiteEvent
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テーブル 11-22 • ISWiSuiteEvent メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

種類 イベン ト の種類を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• esetOnBegin (0)—OnBegin イベン ト はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルの最初のイベン ト です。 このイベン ト にスケジュールされているアクシ ョ

ンは、 そのアクシ ョ ンに定義されている条件ステー ト メ ン ト が False 評価さ

れない限り、 すべてのモー ド ( イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 修復など ) で

実行されます。

• esetOnResuming (1)—OnResuming イベン ト は、 ターゲッ ト  マシンが再起動さ

れた後、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが再開する と きに、 そのア

クシ ョ ンを起動し ます。

• esetOnStaging (2)—OnStaging イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールがステージングされる直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。 つま り、

( 適切な場合 ) スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがパッ ケージをダウ

ンロー ド し て、 ( 適切な場合 ) Setup.exe フ ァ イルからパッ ケージを抽出し、

BrowseStageFolder ウ ィ ザー ド ページでエン ド ユーザー が指定するデ ィ レ ク

ト リ、 またはコマン ド ラ イ ンを使って ISRootStagePath プロパテ ィ で設定さ

れたデ ィ レ ク ト リ にパッ ケージを コ ピーする前にアクシ ョ ンを起動し ます。

• esetOnStaged (3)—OnStaged イベン ト は、 ( 適切な場合 ) スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールがパッ ケージをダウンロー ド し、 Seup.exe フ ァ イルから

抽出し て、 ステージング デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし た後に、 そのアクシ ョ ンを

起動し ます。

• esetOnPackagesConfiguring (4)—PackagesConfiguring イベン ト は、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ール、 変更、 修正、 または削除され

る直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。

• esetOnPackagesConfigured (5)—OnPackagesConfigured イベン ト は、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがイ ンス ト ール、 変更、 修正、 または削除され

た時に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject 

OpenProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト を開いてオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスを

使って変更するには、 .issuite フ ァ イルへの完全修飾パスを使って OpenProject を呼び出し ます。 このメ ソ ッ ドは、

InstallShield にプロジ ェ ク ト をロー ド するのと同じ です。

メ モ • OpenProject メ ソ ッ ド は、 InstallShield プロジ ェ ク ト が開かれている と失敗し ます。

構文

OpenProject (strISWiProjectFile As String, Optional ByVal bReadOnly As Boolean) As Long

Type ( 続き ) • esetOnRebooting (6)—OnRebooting イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがマシンの再起動を ト リ ガする直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し

ます。

• esetOnEnd (7)—OnEnd イベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

が正常に終了する直前に、 そのアクシ ョ ンを起動し ます。 エン ド ユーザーが

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 またはイ ン

ス ト ールでエラーが発生し た場合、 OnEnd イベン ト は実行し ません。

• esetOnPackageConfiguring (8)— このイベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールがパッ ケージを イ ンス ト ール、 削除、 修正、 または変更する前

に起動するアクシ ョ ンを起動し ます。

• esetOnPackageConfigured (9)— このイベン ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールがパッ ケージを イ ンス ト ール、 削除、 修正、 または変更し た後

に起動するアクシ ョ ンを起動し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールにおける イベン ト の

種類」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-22 • ISWiSuiteEvent メ ソ ッ ドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値と エラー

例

次の Visual Basic 行では、 このメ ソ ッ ド を示し ます。

Dim pProj As ISWiProject

Set pProj = CreateObject("ISWiAutoSuiteAutomation Interface Version.ISWiProject")

pProj.OpenProject "C:\MySetups\Project1.issuite"

' プロジ ェ ク ト をこ こで変更します。

pProj.SaveProject

pProj.CloseProject

次に適用 :

• ISWiProject 

SaveProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-23 • OpenProject メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

strISWiProjectFile プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.issuite) への完全修飾パスを入力し ます。

bReadOnly 書き込み権限を使ってプロジ ェ ク ト を開 く かど うかを指定し ます。 True を指定す

る と、 プロジ ェ ク ト は読み取り専用フ ァ イルと し て開かれます。 このオプシ ョ ン

のパラ メ ーター値は、 デフ ォル ト で False に設定されています。

テーブル 11-24 • OpenProject メ ソ ッ ドの戻り値と エラー

戻り値 説明

0 プロジ ェ ク ト が正し く 開きま し た。

1 プロジ ェ ク ト は開きま し たが、 他のプロセスによ り ロ ッ ク されています。

2 プロジ ェ ク ト を開いて書き込みアクセス権を得よ う と し ま し たが、 プロジ ェ

ク ト は読み取り専用モー ド で開かれま し た。

エラーコー ド  1100 フ ァ イルを開けません : %1. フ ァ イルが有効な InstallShield プロジ ェ ク ト であ

る こ と を確認し て く だ さい。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  フ ァ イルに加えた任意の変更をオー ト メ ーシ ョ

ン イ ン ターフ ェ イスで保存するには、 SaveProject メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

構文

SaveProject ()

戻り値と エラー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiLanguage オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ
ンス ト  UI)

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiLanguage オブジ ェ ク ト は、 プロジ ェ ク ト に文字列エン ト リが含まれている言語を表し ます。 これを使って翻

訳された文字列へのアクセスが可能と な り ます。

テーブル 11-25 • SaveProject メ ソ ッ ドの値

戻り値 説明

ERROR_SUCCESS (0) プロジ ェ ク ト が保存されま し た。

エラーコー ド  1104 フ ァ イルを保存できません : %1 プロジ ェ ク ト が読取専用で開かれ

ているか、 も し く は別の処理で使用中です。
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言語を含む、 または除外するには、 それぞれの関連 ISWiLanguage オブジ ェ ク ト に IsIncluded プロパテ ィ を使用し ま

す。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

AddStringEntry メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddStringEntry メ ソ ッ ドは、 新しい文字列エン ト リ を言語に追加し ます。

構文

AddStringEntry (StringId) As ISWiStringEntry

テーブル 11-26 • ISWiLanguage オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddStringEntry メ ソ ッ ド 新しい文字列エン ト リ を言語に追加し ます。

DeleteStringEntry メ ソ ッ ド 文字列エン ト リ をプロジ ェ ク ト から削除し ます。

Id 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

言語の ID を取得し ます。

IsIncluded 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

言語を含む、 除外する、 または現在の状態を確認し ます。

Name 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

現在の言語の名前を取得し ます。
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次に適用 :

• ISWiLanguage 

DeleteStringEntry メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteStringEntry メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト から文字列エン ト リ を削除し ます。

構文

DeleteStringEntry (StringEntry As ISWiStringEntry)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiLanguage 

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド
バンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-27 • AddStringEntry メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

StringId 文字列エン ト リの言語識別子を指定し ます。

テーブル 11-28 • DeleteStringEntry メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

StringEntry プロジ ェ ク ト から削除し たい ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

SWiPathVariable は、 プロジ ェ ク ト に含まれるパス変数を表し ます。 パス変数によ って、 プロジ ェ ク ト のビルド パ

スをマシン間で移動し易 く な り ます。

パス変数を追加または削除するには、 ISWiProject.AddPathVariable または ISWiProjectDeletePathVariable を呼び出し

ます。

重要 • 定義済みパス変数を変更または削除する こ とはできません。 これを試みる と、 例外エラー 3142 が発生し ま

す。 詳細については、 「定義済みパス変数」 を参照し て く だ さい。
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メ ンバー

テーブル 11-29 • ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

パス変数の名前を取得または設定し ます。

PathVarType 読み書き整数

プロパテ ィ

この列挙された整数プロパテ ィ は、 パス変数の種類を取得また

は設定し ます。 次の値が可能です :

•  epvtPreDefined (1)—定義済みパス変数は特定の標準 Windows 

デ ィ レ ク ト リ に設定された変数です。 これらの変数は修正

し た り名前を変更する こ とはできませんが、 あらかじめ決

められたデ ィ レ ク ト リ をポイ ン ト するためにイ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト で使用する こ とができます。

• epvtCustom (2)— カス タム パス変数は、 標準パス変数または

ユーザー定義変数 と呼ばれる こ と もあり ます。 これらの変

数タ イプは InstallShield で定義されます。 これらの変数は、

レジス ト リ、 システムパスなど、 外部のソースには依存し

ません。

• epvtEnvironment (4)— 環境パス変数は、 システムの環境変数

の値に基づきます。 プロジ ェ ク ト の環境変数パス変数に、

マシン上に既存する環境変数を設定できます。

• epvtRegistry (8)— レジス ト リ パス変数を使用する と、 指定し

たレジス ト リ キーのデフ ォル ト 値に基づいて独自の変数を

定義する こ とができます。 パス変数をキーの値に設定する

際、 レジス ト リ キーが既に存在し ている必要があり ます。

TestValue 読み書き文字

列プロパテ ィ

パス変数のテス ト 値を取得または設定し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject 

Value 読み書き文字

列プロパテ ィ

パス変数の値を取得または設定し ます。

標準パス変数の場合

標準変数の場合、 変数がポイ ン ト するデ ィ レ ク ト リ を入力し ま

す。

メ モ • また、 参照先と なる他のパス変数の名前を山括弧で囲むこ

とによ り、 定義済みの値の中でそのパス変数を参照する こ とが

できます。 た と えば、 C:\ とい う値を持つ MyRoot とい うパス変

数がある場合、 そのパス変数を Games とい う別の変数のパス変

数定義で参照する こ とができます。 Games 変数の実際のパスは 

C:\Programs\GameFiles のよ う にな り ますが、 Games を 

<MyRoot>\Programs\GameFiles と定義する こ とができます。 ただ

し、 パス変数を自己参照し よ う と し た場合は、 使用し た文字列

そのものが代わり に使用されます。 た と えば、 Games を 

<MyRoot>\Programs\<Games> と定義する と、 実際には 、 Games 

は C:\Programs\<Games> のよ う に定義されます。

Value レジス ト リ パス変数の場合

完全なレジス ト リ キーを入力し ます。 最後の 「サブキー」 は、

フ ォルダーが含まれる値名にし ます。 た と えば、 MyRegVar を次

のよ う に定義し ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue

TestKey には次のサブキーと値がある と想定し ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey]

@="C:\\MyPath1"

"TestValue"="C:\\MyPath2"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\TestKey\TestValue]

@="C:\\MyPath3"

HKEY_LOCAL_MACHINE\TestKey には TestValue とい うサブキー

があり ますが、 MyRegVar は値 TestValue を指し、 現在値は 

C:\MyPath2 にな り ます。 ( ただ し、 TestValue とい う値が存在し

ない場合、 InstallShield はサブキー 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TestKey\TestValue のデフ ォ

ル ト 値 (C:\MyPath3) を読み取り ます。

環境パス変数の場合

環境パス変数について、 [ 環境 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示され

ている とおりの変数名を入力し ます。

テーブル 11-29 • ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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ISWiProperty オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ
ンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiProperty オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を表し ます。

ISWiProperties コ レ クシ ョ ンの中の項目を指定し て、 プロパテ ィ を取得し ます。
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次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ
ンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

テーブル 11-30 • ISWiProperty オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Comments 読み書き文字

列プロパテ ィ

文字列エン ト リ についての内部メ モを取得または設定し ます。

コ メ ン ト は実行時には表示されません。

FormatPropertyValue 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで [ フ ォーマ ッ ト 済み ] 列の

チ ェ ッ クボ ッ クスを取得または設定し ます。 値が実行時に解決

されるプロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文

字列を含む形式化された式であるかど うかを指定できるチ ェ ッ

ク ボ ッ クスです。 実行時の解決処理は、 イ ンス ト ール中に 

OnBegin イベン ト のアクシ ョ ンが実行される前、 早い段階で発生

し ます。

実行時にプロパテ ィ 値をそのまま残す場合、 このプロパテ ィ を 

False に等し く 設定し ます。 各括弧その他の文字は、 何の意味も

持ちません。

形式化された式を実行時に置換するには、 このプロパテ ィ を 

True と等し く 設定し ます。

形式化された式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決

する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の

名前を取得または設定し ます。

Value 読み書き文字

列プロパテ ィ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の

値を取得または設定し ます。
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSetupFile は、 プロジ ェ ク ト に含まれるサポー ト  フ ァ イルを表し ます。

サポー ト  フ ァ イルを追加または削除するには、 ISWiProject.AddSetupFile または ISWiProject.DeleteSetupFile を呼び

出し ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド
バンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

テーブル 11-31 • ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

FileName 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

サポー ト  フ ァ イルのフ ァ イル名を取得し ます ( パスな し )。

言語 読み書き文字

列プロパテ ィ

サポー ト フ ァ イルの言語識別子を識別する文字列を取得し ます。

例 :

m_pFile.Language = "1033"

パス 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

サポー ト  フ ァ イルのソースの場所の完全修飾パス ( フ ァ イル名

を含む ) を取得し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューまたは 

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンの一部で定義されたパス変数を使

用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切

な値に置換されます。

ターゲッ ト 読み書き文字

列プロパテ ィ

SETUPSUPPORTDIR 内のサポー ト  フ ァ イルの ターゲッ ト  デ ィ

レ ク ト リ を取得または設定し ます。 次の行は、

SETUPSUPPORTDIR の下にある MyFolder1\MyFolder2 フ ォル

ダーにサポー ト フ ァ イルを保管し ます。

m_pFile.Target = "MyFolder1\MyFolder2"
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のアクシ ョ ンを表し ます。

アクシ ョ ンを追加または削除するには、 ISWiProject.AddSuiteAction または ISWiProject.DeleteAction を呼び出し ま

す。 ISWiSuiteEvent.AddSuiteAction Ref または ISWiSuiteEvent.DeleteSuiteActionRef を呼び出し てアクシ ョ ンをスケ

ジュールし ます。

一部の ISWiSuiteAction プロパテ ィ は特定の種類のアクシ ョ ンにのみ使用できます。
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メ ンバー

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AbortCode 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールが中止する と きにアクシ ョ ンが戻す可能性のある

コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で取得または設定し ます。 アク

シ ョ ンが起動またはロー ド できない場合、 イ ンス ト ールは中止

し ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの WaitForExit プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

ActionName 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

アクシ ョ ン名を取得または設定し ます。

引数 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

適切な場合、 アクシ ョ ン と共に使用する コマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを取得または設定し ます。 複数のパラ メ ーターはス

ペースで区切り ます。

CancelCode 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールがキャ ンセルする と きにアクシ ョ ンが戻す可能性

のある コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの WaitForExit プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

Class 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は マネージコー ド アクシ ョ ンに適用し ま

す。

選択されたアクシ ョ ンが呼び出すマネージ メ ソ ッ ドのク ラス名

を取得または設定し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで

マネージ コー ド アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く ださい。
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DefaultResponse 読み書き整数

プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンが戻すコー ドが IgnoreCode、 AbortCode、

RebootCode、 または CancelCode プロパテ ィ に指定されていない

場合にイ ンス ト ールが応答する方法を説明する文字列を取得ま

たは設定し ます。 次の値が可能です :

• esadcIgnore (0)— イ ンス ト ールは次のイ ンス ト ール次の処理

を続行し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• esadcIgnore (0)— イ ンス ト ールが中止し ます。

• esadcReboot (2)— ターゲッ ト  システムを再起動し ます。

• esadcCancel (3)— イ ンス ト ールがキャ ンセルし ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの WaitForExit プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

FormatPropertyValue 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ メ モ • このプロパテ ィ は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適

用し ます。

[ イベン ト ] ビ ューの " プロパテ ィ 値の形式化 " 設定の値を取得

または設定し ます。 この設定を使って、 " プロパテ ィ 値 " 設定 (

またはオー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスの PropValue プロパ

テ ィ を使って ) 入力する値が、 実行時に解決させるプロパテ ィ

名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む形式化

された式であるかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとおり です :

• True— 実行時に形式化された式を置換し ます。

• False— 実行時にプロパテ ィ 値をそのまま残し ます。 入力す

る値は、 形式化された式を含みません。

これらの式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決す

る形式化された式を使用する」 を参照し て く だ さい。

FunctionName 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は DLL および  InstallScript アクシ ョ ンに適

用し ます。

DLL アクシ ョ ンの場合 : 呼び出す DLL 内の関数名を取得または

設定し ます。

InstallScript アクシ ョ ンの場合 : 呼び出す InstallScript 関数を取得

または設定し ます。

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3269



第 11 章 リ フ ァ レンス
IgnoreCode 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

イ ンス ト ールが次のイ ンス ト ール処理を続行する と きにアク

シ ョ ンが戻す可能性のある コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で取

得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの WaitForExit プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

メ ソ ッ ド 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は マネージコー ド アクシ ョ ンに適用し ま

す。

イ ンス ト ールで呼び出すパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を設定または取得

し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで

マネージ コー ド アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く ださい。

PropName 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適

用し ます。

プロパテ ィ 名を取得または設定し ます。

PropValue 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は、 プロパテ ィ を設定するアクシ ョ ンに適

用し ます。

プロパテ ィ の値を取得または設定し ます。

FormatPropertyValue プロパテ ィ に True を選択し た場合、 プロパ

テ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 

つ以上の形式化された式を使用する こ とができます。 実行時、

イ ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの式で使

用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された

式を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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RebootCode 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

ターゲッ ト  システムが再開始する と きに、 アクシ ョ ンが戻す可

能性のある コー ドのリ ス ト を コ ンマ区切り で取得または設定し

ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの WaitForExit プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

RequireAdminPrivileges 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ イベン ト ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " 設定の値を取得また

は設定し ます。 この設定は、 このアクシ ョ ンが Windows Vista 以

降または Windows Server 2008 以降のシステム上で管理者権限を

必要とするかど うかを示し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ール中に、 ユーザー アカウン ト 制御のプロンプ

ト 回数を最小限に抑える」 を参照し て く だ さい。

SourcePath 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は PowerShell アクシ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンに使用する PowerShell スク リ プ ト  (.ps1) へのソース 

パスを取得または設定し ます。

実行時にそのフ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し ない場合

で、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のいずれのパッ

ケージもそれを イ ンス ト ールし ないと き、 プロジ ェ ク ト に含ま

れる フ ァ イルをサポー ト  フ ァ イルと し て参照できます。 実行時、

このフ ァ イルは製品のイ ンス ト ール処理中の時だけターゲッ ト  

システムで使用できます。

場所をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義

されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ っ

て、 パス変数が適切な値に置換されます。

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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TargetFile 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe、 DLL およびマネージ コー ド アク

シ ョ ンに適用し ます。

アクシ ョ ンに使用する フ ァ イルへのラ ン タ イム パスを取得また

は設定し ます。

実行時にそのフ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し ない場合

で、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内のいずれのパッ

ケージもそれを イ ンス ト ールし ないと き、 プロジ ェ ク ト に含ま

れる フ ァ イルをサポー ト  フ ァ イルと し て参照できます。 実行時、

このフ ァ イルは製品のイ ンス ト ール処理中の時だけターゲッ ト  

システムで使用できます。

Type 読みと り専用

整数プロパ

テ ィ

アクシ ョ ンの種類を取得し ます。 次の値が可能です :

• esatDll (1)—DLL フ ァ イルにある関数を呼び出し ます。

• esatPowerShell (2)—PowerShell スク リ プ ト を実行し て、 シス

テムの構成タ スク を行います。

• esatExe (4)— 実行可能フ ァ イルを起動し ます。

• esatSetProperty (16)— スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ

テ ィ を設定し ます。

• esatIScript (32)—InstallScript コー ド を実行し ます。

• esatClr (64)— マネージ アセンブ リのパブ リ ッ ク メ ソ ッ ド を

呼び出し ます。

Verb 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

選択されたアクシ ョ ンのフ ァ イルと共に使用する動詞を取得ま

たは設定し ます。

このプロパテ ィ を空白にする と、 ターゲッ ト  システム上でこの

フ ァ イルのデフ ォル ト の動詞が使用されます。 デフ ォル ト の動

詞が指定されていない場合は、 open 動詞が使用されます。 いず

れの動詞も使用できない場合、 レジス ト リ で最初に リ ス ト され

ている動詞が使用されます。

runas 動詞の使用は推奨されません。 アクシ ョ ンに管理者権限が

必要な場合、 アクシ ョ ンの RequireAdminPrivileges プロパテ ィ に 

True を選択し ます。 詳細については、 「ア ドバンス ト  UI および

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中に、 ユーザー アカウ

ン ト 制御のプロンプ ト 回数を最小限に抑える」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア
ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WaitForExit 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

[ イベン ト ] ビ ューの " 終了を待機 " 設定の値を取得または設定

し ます。 この設定を使って、 アクシ ョ ンが完了するまでイ ンス

ト ールを待機し てから、 次のイ ンス ト ール処理を続行するど う

かを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• True— イ ンス ト ールは、 アクシ ョ ンが完了するまで待機し て

から再開し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定されていま

す。

• False— イ ンス ト ールは、 次のイ ンス ト ール処理と同時にア

クシ ョ ンを実行し ます。

この設定で True を選択する と き、 IgnoreCode、 AbortCode、

RebootCode、 および CancelCode プロパテ ィ を使って、 アクシ ョ

ンが戻す可能性のある様々なコー ド を指定できます。

Window 読み書き整数

プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe アクシ ョ ンに適用し ます。

.exe アクシ ョ ンが起動された と きの最初のウ ィ ン ド ウの状態を

取得または設定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• esawShow (0)— ウ ィ ン ド ウを現在のサイズと位置で表示し ま

す。

• esawHide (1)— ウ ィ ン ド ウを非表示にし ます。

• esawMin (2)— ウ ィ ン ド ウを最小化し て表示し ます。

• esawMax (3)— ウ ィ ン ド ウを最小化し て表示し ます。

• esawNormal (4)— ウ ィ ン ド ウを元のサイズと位置で表示し ま

す。

テーブル 11-32 • ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イベン ト 中にアクシ ョ ンのスケジュールへの参照

を表し ます。 単一イベン ト 内を含み、 アクシ ョ ンを複数回スケジュールする こ とができます。

アクシ ョ ンをスケジュールするには、 ISWiSuiteEvent.AddSuiteActionRef を呼び出し ます。 アクシ ョ ンのスケジュー

ルへの参照を削除するには、 ISWiSuiteEvent.DeleteSuiteActionRef を呼び出し ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

MoveTo メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 11-33 • ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

DisplayText 読み書き文字

列プロパテ ィ

メ モ • このプロパテ ィ は .exe、 DLL、 PowerShell、 InstallScript、

およびマネージ コー ド アクシ ョ ンに適用し ます。

選択されたアクシ ョ ンについて説明するテキス ト を取得または

設定し ます。 た と えば、 アクシ ョ ンがターゲッ ト  システムを構

成するスク リ プ ト を実行し ている場合、 次の文字列を入力でき

ます :

システムの構成中

InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページが表示される と きに、 イ ン

ス ト ールがアクシ ョ ンを起動する場合、 入力されたテキス ト が

ウ ィ ザー ド ページに表示されます。

MoveTo メ ソ ッ ド スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを指定された別のアク

シ ョ ンの直後に発生するよ う に再スケジュールし ます。

Name 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

スケジュールされているアクシ ョ ンの名前を取得し ます。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

MoveTo メ ソ ッ ドは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを指定された別のアクシ ョ ンの直後に発生するよ う

に再スケジュールし ます。

構文

MoveTo (PrecedingActionRef As ISWiSuiteActionRef)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteActionRef 

ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア
ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト は、 次の種類の条件を表し ます :

• Exit 条件 (ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト  の Condition プロパテ ィ に使用 )

• Feature 条件 (ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト  の Condition プロパテ ィ に使用 )

• Detection 条件 (ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト  の DetectionCondition プロパテ ィ に使用 )

• Eligibility 条件 (ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト  の EligibleCondition プロパテ ィ に使用 )

テーブル 11-34 • MoveTo メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

PrecedingActionRef 再スケジュールするアクシ ョ ンの前にあるアクシ ョ ンを指定し ます。 デフ ォル ト

値 Nothing は、 一番上を示し ます。
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ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト は、 All、 Any、 または None 条件グループの Conditions コ レ クシ ョ ンにも存在する

こ とが可能です。

条件グループに条件を追加または削除するには、 AddCondition、 AddGroup、 AddExtensionCondition、 または 

DeleteCondition を呼び出し ます。
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メ ンバー

テーブル 11-35 • ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddCondition メ ソ ッ ド 条件グループに条件を追加し ます。

AddExtensionCondition メ ソ ッ ド 条件グループに拡張条件を追加し ます。

AddGroup メ ソ ッ ド 条件グループの設定に All、 Any、 または None 演算子を追加し ま

す。

AddParameter メ ソ ッ ド 拡張条件のパラ メ ーターを追加し ます。

ChangeGroupType メ ソ ッ ド 条件グループの All、 Any、 または None 演算子を変更し ます。

DeleteCondition メ ソ ッ ド 条件オブジ ェ ク ト を削除し ます。

DeleteParameter メ ソ ッ ド 拡張条件のパラ メ ーターを削除し ます。

ISWiSuiteConditionParameter

s 

コ レ クシ ョ ン 条件ステー ト メ ン ト のすべての設定を含みます。

ISWiSuiteConditions コ レ クシ ョ ン 条件グループの下にあるすべての条件ステー ト メ ン ト を含みま

す。

Move メ ソ ッ ド 条件ツ リー内の条件または条件グループを移動し ます。

Name 文字列プロパ

テ ィ : 拡張条

件の読み書

き、 その他す

べての条件の

読み取り専用

拡張条件の場合 : DLL エン ト リ ポイ ン ト の名前の一部を取得ま

たは設定し ます。

他の条件の種類 : 条件の名前を取得し ます。

リ ソース 読み書き文字

列プロパテ ィ

条件のソースを取得または設定し ます。 拡張条件の場合、 この

プロパテ ィ の値は DLL フ ァ イルの名前に設定されます。 その他

のビル ト イ ン条件の場合、 このプロパテ ィ の値は読み取り専用

です。
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次に適用 :

• ISWiSuiteExitCondition 

• ISWiSuiteFeature 

• ISWiSuitePackage 

AddCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

Type 読みと り専用

整数プロパ

テ ィ

条件の種類、 条件グループ、 または条件チ ェ ッ ク を取得し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• esctAll (0)—All 条件グループは、 論理演算子 AND と同じ要領

で動作し ます。 All グループが True 評価されるためには、 All 

グループに含まれる条件のすべてが True 評価される必要が

あり ます。

• esctAny (1)—Any 条件グループは、 論理演算子 OR と同じ要

領で動作し ます。 Any グループに含まれる任意の条件が 

True 評価された場合、 条件グループ全体が True 評価されま

す。 Any グループに含まれる条件のいずれも True 評価され

なかった場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

• esctNone (2)—None 条件グループは、 論理演算子 NOR と同

じ要領で動作し ます。 None グループに含まれる条件のいず

れも True 評価されなかった場合、 条件グループ全体が True 

評価されます。 None 条件グループに含まれる任意の条件が 

True 評価された場合、 条件グループ全体が False 評価され

ます。 None 条件グループが 1 つの条件ステー ト メ ン ト で構

成される場合、 これは論理演算子 NOT と同じ要領で動作し

ます。

• esctBuiltin (11)— ビル ト イ ン条件チ ェ ッ クには、 1 つ以上の

サブ設定があり ます。 ビル ト イ ン条件の確認の例は、 [ プ

ラ ッ ト フ ォーム ]、 [ フ ァ イルの存在 ]、 [ 有効なパッ ケージ

]、 および [ 機能の操作 ] があ り ます。

• esctExtension (21)— ターゲッ ト  システム上で、 他の種類の

条件チ ェ ッ クによ って評価されない要因をチ ェ ッ クする自

作のカス タム条件を実装するために作成し た C/C++ DLL を

使う拡張条件。

グループ条件を識別するには、 次を使用し ます :

pCondition.Type < 10

テーブル 11-35 • ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddCondition メ ソ ッ ドは、 条件グループに条件を追加し ます。

条件グループに拡張条件を追加するには、 AddExtensionCondition メ ソ ッ ド を使用し ます。

構文

AddCondition (ConditionCheckName As String) As ISWiSuiteCondition
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パラ メ ーター

テーブル 11-36 • AddCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ConditionCheckName 条件チ ェ ッ クの種類の名前を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り

です :

• Platform— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 オペレーテ ィ ング システム

のバージ ョ ンやアーキテ クチャ、 その他のプ ラ ッ ト フ ォーム情報など、 1 つ

または複数の特性を確認し ます。

• FileExists— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの有無を確

認し ます。

• FileValue— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のフ ァ イルの特定の情

報 ( 日付、 バージ ョ ン番号、 またはコ ンテンツ ) を確認し ます。

• RegistryExists— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のレジス ト リ キー

の存在、 およびオプシ ョ ンで特定の値名の存在を確認し ます。

• RegistryValue— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定のレジス ト リ エン

ト リの特定の情報 (DWORD、 QWORD、 文字列、 複数文字列、 フ ァ イル バー

ジ ョ ン、 または製品バージ ョ ン ) を確認し ます。 値名を指定し なかった場合、

指定し たキーのデフ ォル ト 値が比較時に使用されます。

• PropertyValue— 特定のビル ト イ ン ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI プロパテ ィ 、 あるいは [ プロパテ ィ  マネージャー ] ビ ューで定義さ

れたプロパテ ィ の値をチ ェ ッ クできます。

• MsiInstalled— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の .msi パッ ケージに

よ ってイ ンス ト ールされた製品の存在を確認し ます。

• MsiRelated— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 ア ッ プデー ト する製品の

バージ ョ ンが存在するかど う か、 またはダウングレー ド し てはならない製品

のよ り新しいバージ ョ ンが存在するかど う かを確認し ます。 いずれの場合も、

その存在を確認する製品は .msi パッ ケージによ ってイ ンス ト ールされます。
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次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

AddExtensionCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

ConditionCheckName ( 続き

)

• ParcelRef— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

内の別のパッ ケージまたは機能がターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールの対

象になるかど うかを確認し ます。 た と えば、 ベース パッ ケージのイ ンス ト ー

ルが可能である場合のみパッ チ パッ ケージのイ ンス ト ールが可能である場

合、 [ 有効なパッ ケージ ]  条件を作成し て、 パッ チ パッ ケージのイ ンス ト ー

ルをベース パッ ケージのイ ンス ト ールが可能であるかど うかに関連付けま

す。

• IspInstalled— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の InstallScript パッ

ケージによ ってイ ンス ト ールされた製品の存在を確認し ます。

• Locale— ターゲッ ト  システムで、 1 つまたは複数のロケール関連の設定に一

致する ものを検索し ます。

• SuiteInstalled— ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルの特定のバージ ョ ンがターゲッ ト  システム上で既にイ ンス ト ールされてい

るかど うかを確認し ます。

• AppxInstalled— ターゲッ ト  システムをチ ェ ッ ク し て、 特定の UWP アプ リの存

在を確認し ます。

• ParcelAction— スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定のパケージ

のターゲッ ト 状態をチ ェ ッ ク し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ュー

または [ パッ ケージ ] ビ ューのイベン ト に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ

使用できます。

• FeatureAction— スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の特定の機能の

ターゲッ ト 状態をチ ェ ッ ク し ます。 この種類の条件は、 [ イベン ト ] ビ ューま

たは [ パッ ケージ ] ビ ューのイベン ト に関連付けられたアクシ ョ ンでのみ使

用できます。

プロジ ェ ク ト • ParcelAction および FeatureAction タ イプの条件は、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用できます。

テーブル 11-36 • AddCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddExtensionCondition メ ソ ッ ドは、 条件グループに拡張条件を追加し ます。

構文

AddExtensionCondition (ConditionCheckName As String, Resource as String) As ISWiSuiteCondition

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

AddGroup メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddGroup メ ソ ッ ドは、 条件グループの設定に All、 Any、 または None 演算子を追加し ます。

構文

AddGroup (GroupType As ISWiSuiteConditionType) As ISWiSuiteCondition

テーブル 11-37 • AddExtensionCondition メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ConditionCheckName 条件の名前を指定し ます。 これは、 DLL エン ト リ ポイ ン ト の名前の一部です。

リ ソース DLL フ ァ イルの名前を指定し ます。 別の種類のビル ト イ ン条件用です。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

AddParameter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddParameter メ ソ ッ ドは、 条件グループに拡張条件を追加し ます。

構文

AddParameter (Name As String) As ISWiSuiteConditionParameter

テーブル 11-38 • AddGroup メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

GroupType 条件グループの設定に追加する演算子を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以

下のとおり です :

• esctAll (0)—All 条件グループは、 論理演算子 AND と同じ要領で動作し ます。

All グループが True 評価されるためには、 All グループに含まれる条件のすべ

てが True 評価される必要があり ます。

• esctAny (1)—Any 条件グループは、 論理演算子 OR と同じ要領で動作し ます。

Any グループに含まれる任意の条件が True 評価された場合、 条件グループ全

体が True 評価されます。 Any グループに含まれる条件のいずれも True 評価

されなかった場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

• esctNone (2)—None 条件グループは、 論理演算子 NOR と同じ要領で動作し ま

す。 None グループに含まれる条件のいずれも True 評価されなかった場合、

条件グループ全体が True 評価されます。 None 条件グループに含まれる任意

の条件が True 評価された場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

None 条件グループが 1 つの条件ステー ト メ ン ト で構成される場合、 これは論

理演算子 NOT と同じ要領で動作し ます。
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次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

ChangeGroupType メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ChangeGroupType メ ソ ッ ドは、 条件グループの All、 Any、 または None 演算子を変更し ます。

構文

ChangeGroupType (GroupType As ISWiSuiteConditionType)

テーブル 11-39 • AddParameter メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Name 拡張条件に追加するパラ メ ーターの名前を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

DeleteCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteCondition メ ソ ッ ドは条件オブジ ェ ク ト  ( ビル ト イ ン条件、 拡張条件、 または条件グループ ) を削除し ます。

構文

DeleteCondition (pCondition As ISWiSuiteCondition)

テーブル 11-40 • ChangeGroupType メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

GroupType 条件グループに使用する演算子を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

おり です :

• esctAll (0)—All 条件グループは、 論理演算子 AND と同じ要領で動作し ます。

All グループが True 評価されるためには、 All グループに含まれる条件のすべ

てが True 評価される必要があり ます。

• esctAny (1)—Any 条件グループは、 論理演算子 OR と同じ要領で動作し ます。

Any グループに含まれる任意の条件が True 評価された場合、 条件グループ全

体が True 評価されます。 Any グループに含まれる条件のいずれも True 評価

されなかった場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

• esctNone (2)—None 条件グループは、 論理演算子 NOR と同じ要領で動作し ま

す。 None グループに含まれる条件のいずれも True 評価されなかった場合、

条件グループ全体が True 評価されます。 None 条件グループに含まれる任意

の条件が True 評価された場合、 条件グループ全体が False 評価されます。

None 条件グループが 1 つの条件ステー ト メ ン ト で構成される場合、 これは論

理演算子 NOT と同じ要領で動作し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3285



第 11 章 リ フ ァ レンス
パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

DeleteParameter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteParameter メ ソ ッ ドは、 条件ステー ト メ ン ト から拡張条件のパラ メ ーターを削除し ます。

構文

DeleteParameter (pParam As ISWiSuiteConditionParameter)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

Move メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-41 • DeleteCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pCondition 削除する条件の ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト を指定し ます。

テーブル 11-42 • DeleteParameter メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pParam 拡張条件の条件ステー ト メ ン ト から削除する ISWiSuiteConditionParameter オブ

ジ ェ ク ト を指定し ます。
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

Move メ ソ ッ ドは、 条件ツ リー内の条件または条件グループを移動し ます。

構文

Move (Direction As ISWiDirection)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

ISWiSuiteConditionParameter オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびス
イー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-43 • Move メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Direction 条件ツ リー内の条件または条件グループを移動する方向を指定し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• edUp (0)— 条件ツ リー内の項目を上に移動し ます。

• edDown (1)— 条件ツ リー内の項目を下に移動し ます。

• edLeft (2)— 条件ツーリー内の項目を左に移動し ます。

• edRight (3)— 条件ツーリー内の項目を右に移動し ます。
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ISWiSuiteConditionParameter オブジ ェ ク ト は、 条件チ ェ ッ クのパラ メ ーターを表し ます。 これは、 条件ステー ト メ

ン ト の条件サブ設定で構成された値に相当し ます。 ISWiSuiteConditionParameters コ レ クシ ョ ンの中の項目を指定

し て、 パラ メ ーター値を取得できます。

ISWiSuiteConditionParameters コ レ クシ ョ ンには、 ビル ト イ ン条件のすべての有効なパラ メ ーターが含まれていま

す。 拡張条件にパラ メ ーターを追加または削除するには、 ISWiSuiteCondition.AddParameter または  

ISWiSuiteCondition.DeleteParameter を呼び出し て く だ さい。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

ISWiSuiteDFLFilter オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア
ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteDFLFilter オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケー

ジが必要とする追加フ ァ イルを含むダイナ ミ ッ ク リ ン クのフ ィ ルターを表し ます。

テーブル 11-44 • ISWiSuiteConditionParameter オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

コ ンテンツ 読み書き文字

列プロパテ ィ

パラ メ ーターの値を取得または設定し ます。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

パラ メ ーターの名前を取得または設定し ます。

Name プロパテ ィ のカス タ マイズが必要なのは、 プロジ ェ ク ト で

拡張条件を構成する場合のみです。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteDynamicFileLink 

CanMove メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-45 • ISWiSuiteDFLFilter オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

CanMove メ ソ ッ ド フ ィ ルターがフ ィ ルター基準の中を上下に移動できるかど う か

を示し ます。 結果はブール値で返されます。

ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ン パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク と

関連付けられているすべてのフ ィ ルターを含みます。

MoveDown メ ソ ッ ド フ ィ ルターを次のフ ィ ルターの下に移動し ます。

MoveUp メ ソ ッ ド フ ィ ルターを前のフ ィ ルターの上に移動し ます。

パターン 読み書き文字

列プロパテ ィ

ダイナ ミ ッ ク リ ン クに含める、 または除外する フ ァ イルを含む

ダイナ ミ ッ ク フ ォルダーの名前を指定するか、 ダイナ ミ ッ ク リ

ン クに含めるダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの名前を指定し ます。

ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ま

す。 た と えば、 すべての .htm フ ァ イルを含める場合、 " 含める

フ ァ イル " 設定で *.htm と入力し ます。 すべてのフ ァ イルを含め

る場合、 *.* と入力できます。

パスでルー ト  フ ォルダー ( パッ ケージ フ ァ イルを含むフ ォル

ダー ) を参照する場合、 ド ッ ト と円記号を使用し ます :

.\ 

た と えば、 MyDirectory とい う名のサブ フ ォルダー内 

(MyDirectory は、 パッ ケージを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダー

です ) にある ReadMe.txt フ ァ イルを参照する場合、 次のよ う な

フ ィ ルターを使う こ とができます :

.\MyDirectory\ReadMe.txt 

InstallShield で、 リ リースに含める、 または、 リ リースから除外

する フ ァ イルおよびフ ォルダーがど う判別されるかなどを含む、

さ らに詳しい情報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ォルダー

のフ ィ ルターを定義する」 を参照し て く だ さい。
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

CanMove メ ソ ッ ドは、 フ ィ ルターがフ ィ ルター基準の中を上下に移動できるかど うかを示し ます。 結果はブール

値で返されます。

構文

CanMove (Direction As ISWiDirection)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteDFLFilter 

MoveDown Method メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

MoveDown メ ソ ッ ドは、 フ ィ ルターを次のフ ィ ルターの下に移動し ます。

テーブル 11-46 • CanMove メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

方向 次の ISWiDirection 値のひとつを指定し て、 フ ィ ルター基準のリ ス ト 内でこの方向

にフ ィ ルターを移動可能かど う かを確認し ます。

• edUp (0)— フ ィ ルター基準のリ ス ト 内でフ ィ ルターを上に移動可能かど うかを

検証し ます。

• edDown (1)— フ ィ ルター基準のリ ス ト 内でフ ィ ルターを下に移動可能かど う

かを検証し ます。
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構文

MoveDown ()

次に適用 :

• ISWiSuiteDFLFilter 

MoveUp Method メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

MoveUp メ ソ ッ ド は、 フ ィ ルターを前のフ ィ ルターの上に移動し ます。

構文

MoveUp ()

次に適用 :

• ISWiSuiteDFLFilter 

ISWiSuiteDynamicFileLink オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー
ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteDynamicFileLink オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を表し ます。
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ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加または削除するには、 AddDynamicFileLink または DeleteDynamicFileLink を呼び出し ま

す。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

AddFilter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddFilter メ ソ ッ ドは、 パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン クにフ ィ ルターを追加し ます。

構文

AddFilter (FilterType As ISWiSuiteDFLFilterType) As ISWiSuiteDFLFilter

テーブル 11-47 • ISWiSuiteDynamicFileLink オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddFilter メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

のパッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク

にフ ィ ルターを追加し ます。

DeleteFilter メ ソ ッ ド ダイナ ミ ッ ク リ ン クから フ ィ ルターを削除し ます。

ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ン パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク と

関連付けられているすべてのフ ィ ルターを含みます。

ソース 読み書き文字

列プロパテ ィ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

に含めるパッ ケージを含むソース フ ォルダーのパスを取得また

は設定し ます。 これはまた、 パッ ケージに動的に含まれている

フ ァ イルのソースでもあり ます。

場所をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義

されたパス変数を使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ っ

て、 パス変数が適切な値に置換されます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteDynamicFileLink 

DeleteFilter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteFilter メ ソ ッ ドは、 パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン クから フ ィ ルターを削除し ま

す。

構文

DeleteFilter (Filter As ISWiSuiteDFLFilter)

テーブル 11-48 • AddFilter メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FilterType ダイナ ミ ッ ク リ ン クに追加する フ ィ ルターの種類を指定し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• esdfIncFolder (301)— 指定されたフ ィ ルターと一致する フ ォルダーを含みます。

• esdfExcFolder (302)— 指定されたフ ィ ルターと一致する フ ォルダーを除外し ま

す。

• esdfIncFile (303)— 指定されたフ ィ ルターと一致する フ ァ イルを含みます。

• esdfExcFile (304)— 指定されたフ ィ ルターと一致する フ ァ イルを除外し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteDynamicFileLink 

ISWiSuiteEvent オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ
ンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteEvent  オブジ ェ ク ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 実行時イベン ト を表し ます。 指定のイベン ト にスケ

ジュールされているアクシ ョ ンが、 実行時に特定の条件下で実行されます。

テーブル 11-49 • DeleteFilter メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

フ ィ ルター 削除する ISWiSuiteDFLFilter オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

AddSuiteActionRef メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteActionRef メ ソ ッ ドは、 実行時イベン ト 中にスイー ト / ア ドバンス ト   UI アクシ ョ ンをスケジュールし ま

す。 必要であれば、 イベン ト 中にアクシ ョ ンを複数回実行するよ う にスケジュールできます。

構文

AddSuiteActionRef (Action As ISWiSuiteAction)

テーブル 11-50 • ISWiSuiteEvent オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddSuiteActionRef メ ソ ッ ド 実行時イベン ト 中にスイー ト / ア ドバンス ト   UI アクシ ョ ンをス

ケジュールし ます。

DeleteSuiteActionRef メ ソ ッ ド 実行時イベン ト からアクシ ョ ンを削除し ます。

ISWiSuiteActionRefs コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

パッ ケージ内で特定のイベン ト にスケジュールされているすべ

てのスイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを含みます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteEvent 

DeleteSuiteActionRef メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSuiteActionRef メ ソ ッ ドは、 実行時イベン ト 中からスイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを削除し ます。

構文

DeleteSuiteActionRef (ActionRef As ISWiSuiteActionRef)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteEvent 

テーブル 11-51 • AddSuiteActionRef メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

アクシ ョ ン このイベン ト でスケジュールするアクシ ョ ンを指定し ます。

テーブル 11-52 • DeleteSuiteActionRef メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

ActionRef イベン ト から削除する ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト と し てアクシ ョ ンを指定

し ます。
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ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト /
ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の終了条件を表し ます。

終了条件を追加または削除するには、 ISWiProject.AddExitCondition または ISWiProject.DeleteExitCondition を呼び出

し ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド
バンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-53 • ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Message 読み書き文字

列プロパテ ィ

このメ ッ セージに定義された条件が True と なった時、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時

に表示するエラー メ ッ セージを取得または設定し ます。

条件 読みと り専用

オブジ ェ ク ト

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト にアクセス

し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

が実行時に終了条件で評価するルー ト レベルの条件グループ 

(Any、 All、 または Not) を取得し ます。

終了条件には常に条件があるため、 条件を追加する必要はあ り

ません。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト でルー ト レベ

ルの機能またはサブ機能を表し ます。 ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ン内の項目を指定し て、 機能を取得できます。
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メ ンバー

テーブル 11-54 • ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddCondition メ ソ ッ ド 条件を持たない機能に条件を追加し ます。

AddSuiteSubFeature メ ソ ッ ド 既存の機能にサブ機能を追加し ます。

AllowSelectionChange 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

機能の "UI 選択の変更を許可する " 設定の値を取得または設定

し ます。 この設定は、 エン ド ユーザーが InstallationFeatures 

ページに表示されている機能を選択または選択解除できるよ う

にするかど うかを指定し ます。

AttachPackage メ ソ ッ ド プロジ ェ ク ト のパッ ケージを機能に関連付けます。

条件 読みと り専用

オブジ ェ ク ト

プロパテ ィ

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト にアクセス

し ます。

条件が機能に関連付けられている場合、 機能の条件を取得し ま

す。

Cost 読み書きプロ

パテ ィ

機能がターゲッ ト  システム上で必要とする空き容量をバイ ト 単

位で取得または設定し ます。

DeleteCondition メ ソ ッ ド 機能から条件を削除し ます。

DeleteSubSuiteFeature メ ソ ッ ド 機能からサブ機能を削除し ます。

説明 読み書き文字

列プロパテ ィ

この機能の説明を、 取得または設定し ます。

DisplayName 読み書き文字

列プロパテ ィ

機能の名前を取得または設定し ます。
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例

次の VBScript 行は、 機能についての情報を表示し ます。 機能にはサブ機能が含まれているため、 スク リ プ ト が再

帰的に実装されます。

Sub WriteFeature(indent, f)

out.WriteLine indent & f.DisplayName & " (" & f.Name & ")"

out.WriteLine indent & "  リ リース フ ラグ :" & f.ReleaseFlags

If f.Visible Then out.WriteLine indent & "  表示 "

If Not f.AllowSelectionChange Then out.WriteLine indent & "  無効 "

If f.FollowParentState Then out.WriteLine indent & "  親に従う "

FollowParentState 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

このプロパテ ィ はサブ機能で使用できますが、 ルー ト  レベルの

機能では使用できません。

サブ機能の " 親の状態に従う " 設定の値を取得または設定し ま

す。 この設定は、 親機能の状態によ って サブ機能の状態を決定

するかど うかを示し ます。 次の値が可能です :

• True— 選択されたサブ機能は、 親機能がイ ンス ト ールされて

いるかど うかに従ってイ ンス ト ールされます。

• False— 選択されたサブ機能の親機能がイ ンス ト ールされて

いる場合、 選択されたサブ機能はイ ンス ト ールまたはイ ン

ス ト ールされていない状態のどち ら も可能です。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。 選択されたサブ機能の

親機能がイ ンス ト ールされていない場合、 選択されたサブ

機能を イ ンス ト ールする こ とはできません。

この設定は、 InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページ上でサブ機能

を非表示の状態にする と きに使用できますが、 親機能は表示さ

れた状態です。

ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ン 機能に割り当てられているすべてのサブ機能を含みます。

ISWiSuitePackages コ レ クシ ョ ン 機能に関連付けられているすべてのパッ ケージを含みます。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

コ レ クシ ョ ン内の機能の名前を取得または設定し ます。

ReleaseFlags 読み書き文字

列プロパテ ィ

この機能に関連付けられた リ リース フ ラグを取得または設定し

ます。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ます。

ISWiRelease の ReleaseFlags プロパテ ィ で、 プロジ ェ ク ト の機能

を フ ィ ルターする際に使用する リ リース フ ラグを指定できます。

RemovePackage メ ソ ッ ド 機能からパッ ケージを削除し ます。

Visible 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

機能の " 可視 " 設定を取得または設定し ます。 この設定はイ ン

ス ト ール中に InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページで機能を可

視にするかど うかを指定し ます。

テーブル 11-54 • ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
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If Not f.Condition Is Nothing Then

out.WriteLine indent & "  条件 :"

WriteCondition indent & "  ", f.Condition

End If

out.WriteLine indent & "  Packages:"

For Each p in f.Packages

out.WriteLine indent & "    " & IDS(p.DisplayName)

次へ

out.WriteLine indent & "  Child Features:"

For Each sf in f.SubFeatures

WriteFeature indent & "  ", (sf)

次へ

End Sub

次に適用 :

• ISWiProject 

• ISWiSuiteFeature 

AddCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddCondition メ ソ ッ ドは条件を持たない機能に条件を追加し ます。

構文

AddCondition () As ISWiSuiteCondition

パラ メ ーター

AddCondition メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

AddSuiteSubFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddSuiteSubFeature メ ソ ッ ドはプロジ ェ ク ト 内の既存の機能にサブ機能を追加し ます。

構文

AddSuiteSubFeature (InternalName As String) As ISWiSuiteFeature

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

AttachPackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AttachPackage メ ソ ッ ドはパッ ケージをプロジ ェ ク ト 内の機能に関連付けます。

構文

AttachPackage (Package As ISWiSuitePackage)

テーブル 11-55 • AddSuiteSubFeature メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

InternalName 既存する機能に追加するサブ機能内部名 ([ 機能 ] ビ ューの [ 機能 ] ペイ ンで表示

される ) を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

DeleteCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteCondition メ ソ ッ ドは、 機能から条件を削除し ます。

構文

DeleteCondition ()

パラ メ ーター

DeleteCondition メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

DeleteSuiteSubFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

テーブル 11-56 • AttachPackage メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

パッ ケージ 機能と関連付ける ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteSuiteSubFeature メ ソ ッ ドはプロジ ェ ク ト 内の機能からサブ機能を削除し ます。

構文

DeleteSuiteSubFeature (SubFeature As ISWiSuiteFeature)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

RemovePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

RemovePackage メ ソ ッ ドはプロジ ェ ク ト 内の機能からパッ ケージを削除し ます。

構文

RemovePackage (Package As ISWiSuitePackage)

テーブル 11-57 • DeleteSuiteSubFeature メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

SubFeature 機能から削除し たい ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFeature 

ISWiSuiteFile オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバ
ンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFile オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含

まれる フ ァ イルを表し ます。 フ ァ イルまたはそのソース パスを変更できます。 フ ァ イルの別のプロパテ ィ は読み

取り専用です。

テーブル 11-58 • RemovePackage メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

パッ ケージ 機能から削除し たい ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド
バンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

テーブル 11-59 • ISWiSuiteFile オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

FullPath 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

フ ァ イルの完全パスを取得し ます。

LinkPath 読み書き文字

列プロパテ ィ

フ ァ イルへのソース パスを取得または設定し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューまたは 

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンの一部で定義されたパス変数を使

用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切

な値に置換されます。

Modified 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

フ ァ イルの最終更新日を取得し ます。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

パッ ケージ内の機能の名前を取得または設定し ます。

Size 読みと り専用

整数プロパ

テ ィ

フ ァ イルのサイズを取得し ます。

Version 読み取り専用

文字列プロパ

テ ィ

フ ァ イルのバージ ョ ン番号を取得し ます。
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ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに

含まれる フ ァ イルのフ ォルダーを表し ます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

AddDynamicFileLink  メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-60 • ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

AddDynamicFileLink メ ソ ッ ド ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

のパッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク

を追加し ます。

AddFile メ ソ ッ ド パッ ケージ内のフ ォルダーにフ ァ イルを追加し ます。

AddFolder メ ソ ッ ド パッ ケージ内のフ ォルダーにサブ フ ォルダーを追加し ます。

DeleteDynamicFileLink メ ソ ッ ド パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を

削除し ます。

DeleteFile メ ソ ッ ド パッ ケージ内のフ ォルダーから フ ァ イルを削除し ます。

DeleteFolder メ ソ ッ ド パッ ケージ内のフ ォルダーからサブ フ ォルダーを削除し ます。

ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ クシ ョ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

内のパッ ケージのフ ォルダーに含まれるすべてのダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン ク を含みます。

ISWiSuiteFiles コ レ クシ ョ ン ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト

内のパッ ケージのフ ォルダーに含まれるすべてのフ ァ イルを含

みます。

ISWiSuiteFiles コ レ クシ ョ ン フ ォルダー内のすべてのフ ァ イルを含みます。

ISWiSuiteFolders コ レ クシ ョ ン 現在のフ ォルダー内のすべてのサブ フ ォルダーを含みます。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

パッ ケージ内のフ ォルダーの名前を取得または設定し ます。
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddDynamicFileLink メ ソ ッ ドは、 パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加し ます。

構文

AddDynamicFileLink (SourceFolder As String)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

AddFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddFile メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含まれる

フ ォルダーにフ ァ イルを追加し ます。

構文

AddFile (Name As String) As ISWiSuiteFile

テーブル 11-61 •  Method  メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

SourceFolder パッ ケージに動的に含まれている ソース フ ォルダーへのパスを指定し ます。

場所をハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューで定義されたパス変数を

使用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切な値に置換され

ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

AddFolder メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddFolder メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含まれる

フ ォルダーにサブ フ ォルダーを追加し ます。

構文

AddFolder (Name As String) As ISWiSuiteFolder

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

DeleteDynamicFileLink メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-62 • AddFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Name パッ ケージ内のフ ォルダーに追加する フ ァ イルの名前を指定し ます。

テーブル 11-63 • AddFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Name パッ ケージ内のフ ォルダーに追加するサブ フ ォルダーの名前を指定し ます。
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteDynamicFileLink メ ソ ッ ドは、 パッ ケージが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク を削除し ます。

構文

DeleteDynamicFolderLink (DynamicFileLink As ISWiSuiteDynamicFileLink)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

DeleteFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteFile メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含まれる

フ ォルダーから フ ァ イルを削除し ます。

構文

DeleteFile (File as ISWiSuiteFile)

テーブル 11-64 • DeleteDynamicFolderLink メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

DynamicFileLink 削除する ISWiSuiteDynamicFileLink オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

DeleteFolder メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteFolder メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含まれ

る フ ォルダーからサブ フ ォルダーを削除し ます。

構文

DeleteFolder (Name As ISWiSuiteFolder)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

テーブル 11-65 • DeleteFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

File 削除する ISWiSuiteFile オブジ ェ ク ト を指定し ます。

テーブル 11-66 • DeleteFile メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

Name 削除する ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト を指定し ます。
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ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア
ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト は、 パッ ケージ上の操作を表し ます。

一部の ISWiSuiteOperation 項目は、 すべての種類のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージ 

フ ァ イルに適用できませんので注意し て く だ さい。
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メ ンバー

テーブル 11-67 • ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの種
類 説明

CmdLine 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 .msp、

.exe、

InstallScript、

Basic MSI 

project、

InstallScript プ

ロジ ェ ク ト

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イ

スで実行する と きにターゲッ ト  フ ァ イルを起動するの

に使用する コマン ド ラ イ ンを取得または設定し ます。

このプロパテ ィ には、 フ ァ イル名を含めないで く ださ

い。

このプロパテ ィ の値には、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ

ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの

式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行

時に解決する形式化された式を使用する」 を参照し て

く だ さい。

このプロパテ ィ で使用できる種類を含む詳細について

は、 「コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの

パッ ケージに渡す」 を参照し て く ださい。

Enable 読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

サポー ト は

様々

パッ ケージの操作が有効かど うかを示す値を取得また

は設定し ます。
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ExitBehavior 読み書き

整数プロ

パテ ィ

.exe パッ ケージが実行された後でも ターゲッ ト  システム上

で検出条件が満たされない場合、 以下のいずれかが 

True である可能性があ り ます。

• 実行可能フ ァ イル パッ ケージの実行が失敗し た。

• パッ ケージに指定された検出条件が不正確であ

る。

た と えば、 ターゲッ ト  システムに特定のフ ァ イル

が存在し ない場合に、 検出条件が実行可能フ ァ イ

ルを起動する必要がある こ と を示す可能性があ り

ます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールによ って実行可能アフ ィ

ル パッ ケージが実行された後でも フ ァ イルが不足

し ている場合、 条件に誤りがある可能性があ り ま

す。

ExitBehavio は、 プロパテ ィ 1 つ以上の検出条件が、

パッ ケージを起動する必要がある こ と を示し続けてい

る場合に発生する動作を示し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• epseDetectPrompt (0)— セ ッ ト ア ッ プを続行するか

ど うかを確認し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーに対し てア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールを続行するかど うかを指定するよ う

にプロンプ ト する メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ま

す。

• epseDetectAbort (1)— セ ッ ト ア ッ プを中止し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールは、 後に続 く 処理を行わずに終了

し ます。

• epseDetectIgnore (2)— セ ッ ト ア ッ プを続行し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールが、 基本的に実行可能フ ァ イルで

満た されなかった条件を無視し て ( 必要な場合に

) イ ンス ト ール内の次のパッ ケージに進みます。

テーブル 11-67 • ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの種
類 説明
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ForceApplicationShutdo

wn

読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

.appx イ ンス ト ール実行時に選択されたサイ ド ロー ド アプ リ

ケーシ ョ ン パッ ケージ ( またはこのパッ ケージに依存

する任意のパッ ケージ ) が使用中の場合、 登録処理を

行う ためにパッ ケージに関連付けられたプロセスを強

制的にシャ ッ ト ダウンする こ と を要求できます。 この

プロパテ ィ では、 この状況下でアプ リ ケーシ ョ ンを

シャ ッ ト ダウンするかど うかを指定し ます。

RebootCode 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.exe 選択されたパッ ケージが製品のイ ンス ト ール後にター

ゲッ ト マシンの再起動を要求する場合、 このプロパ

テ ィ は 1 つ以上のリ ターン コー ド を取得または設定し

ます。 複数のリ ターン コー ドが存在する場合、 各コー

ドはコ ンマで区切り ます。

再起動が必要なア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI パッ ケージの詳細は、 「ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージにおけ

る ターゲッ ト  システムの再起動」 を参照し て く だ さ

い。

RebootRequest 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI プ

ロジ ェ ク ト  

InstallScript プ

ロジ ェ ク ト

「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

パッ ケージにおける ターゲッ ト  システムの再起動」 で

も説明されているよ う に、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ド バンス ト  UI パッ ケージを イ ンス ト ール

するためにターゲッ ト  マシンを再起動する必要がある

場合があ り ます。

RebootRequest プロパテ ィ は、 パッ ケージが、 ター

ゲッ ト  システムの再起動を必要とする場合の動作を指

定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です

:

• epsrDetectExit (1)— マシンの再起動を許可し ます。

• epsrDetectReboot (2)— プロンプ ト し てから、 終了

またはマシンを再起動し ます。

• epsrDetectIgnore (4)— 再起動要求を無視し ます。

• epsrAlwaysRebootPrompt (8)— 常にプロンプ ト し て

から、 終了またはマシンを再起動し ます。

• epsrAlwaysRebootSilent (16)— 常にマシンを再起動

し ます。

• epsrDetectDelay (32)— プロンプ ト を遅延し てから、

終了またはマシンを再起動し ます。

テーブル 11-67 • ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの種
類 説明
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サイ レン ト 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 .msp、

.exe、

InstallScript、

Basic MSI 

project、

InstallScript プ

ロジ ェ ク ト

適切な場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールがサイ レン ト  ( ユーザー イ

ン ターフ ェ イスな し ) で実行する と き、 ターゲッ ト  

フ ァ イルを起動するのに使用する コマン ド ラ イ ンを取

得または設定し ます。 このプロパテ ィ には、 フ ァ イル

名を含めないで く ださい。

このプロパテ ィ の値には、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ

ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの

式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI お

よびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行

時に解決する形式化された式を使用する」 を参照し て

く だ さい。

このプロパテ ィ で使用できる種類を含む詳細について

は、 「コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの

パッ ケージに渡す」 を参照し て く ださい。

Target 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

サポー ト は

様々

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールが呼び出すパッ ケージに含まれる フ ァ イル

を取得または設定し ます。

このプロパテ ィ は、 次の状況下で使用できます :

• Type プロパテ ィ が esotInstall (1) で、 パッ ケージ 

フ ァ イルの種類が .msi、 .msp、 .exe、 および 

InstallScript パッ ケージの場合

• Type プロパテ ィ が esotRemove (2)、 esotRepair 

(3)、 または esotModify (4) で、 パッ ケージ フ ァ イ

ルの種類が .exe パッ ケージの場合

テーブル 11-67 • ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの種
類 説明
3316 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア
ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

Type 読み取り

専用文字

列プロパ

テ ィ

サポー ト は

様々

操作の種類を取得ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下

のとお り です :

• esotInstall (1)— パッ ケージは初回イ ンス ト ールと

し て起動されます。

この処理は、 .msi、 .msp、 .exe、 .appx、

InstallScript、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 および 

InstallScript プロジ ェ ク ト のパッ ケージ フ ァ イル

で使用できます。

• esotRemove (2)— パッ ケージがイ ンス ト ールし た

製品が削除されます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .exe、 .appx、 InstallScript、 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ

ク ト )。

• esotRepair (3)— パッ ケージがイ ンス ト ールし た製

品を修正し ます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .exe、 InstallScript、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ ク ト )。

• esotModify (4)— パッ ケージがメ ンテナンス モー ド

で起動され、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ー

ル、 削除、 または変更する こ とができます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .msp、 .exe、 InstallScript、 基本の 

MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ

ク ト )。

テーブル 11-67 • ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの種
類 説明
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エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる

パッ ケージまたは Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンを表し ます。

パッ ケージおよび ト ラ ンザクシ ョ ンを追加または削除するには、 ISWiProject.AddSuitePackage または 

ISWiProject.DeleteSuitePackage を呼び出し ます。

重要 • 一部の ISWiSuitePackage 項目は、 すべての種類のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ

ケージ フ ァ イルに適用できません。 PackageType プロパテ ィ を使って、 パッ ケージの種類を判別し ます。 も う ひ

とつの ISWiSuitePackage プロパテ ィ が空白値を戻し た場合、 そのプロパテ ィ は指定されたパッ ケージの種類には

使用できません。

InstallShield Professional Edition で使用できるア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 ほとんどの種類のパッ

ケージ フ ァ イルがサポー ト されていません。 .msi、 .msp、 および InstallScript パッ ケージのみがサポー ト されてい

ます。
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メ ンバー

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明

AddDetectCondition メ ソ ッ ド .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト のパッ ケージに検出条件を追加し ます。

AddEligibleCondition メ ソ ッ ド .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト のパッ ケージに対象条件を追加し ます。

AddSuitePackage メ ソ ッ ド .msi、 

.msp

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンに .msi または .msp 

パッ ケージを追加し ます。
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CachePath 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

キャ ッ シュ されたパッ ケージおよびその他のパッ ケー

ジ フ ァ イルを保存するエン ド ユーザーのシステム上の

場所を指定し ます。 ハー ド コー ド化された値、 たと え

ば C:\CachedFiles を入力できますが、 パスにはイ ンス

ト ール先プロパテ ィ ーを使用する こ とが推奨されます。

次は、 デフ ォル ト の値です :

[LocalAppDataFolder]Downloaded Installations 

[ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブでは、 ターゲッ ト  

システム上で実行されるパッ ケージで、 キャ ッ シュ パ

スが定義されている場合に、 ターゲッ ト  システム上に

パッ ケージをキャ ッ シュするかど うかを指定できます。

非圧縮のリ リースをビルド する場合は、 ターゲッ ト  シ

ステム上でパッ ケージをキャ ッ シュ し ないこ と をお勧

めし ます。

このプロパテ ィ の値には、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ

フ ァ レンス、 その他の特殊文字列を含む 1 つ以上の形

式化された式を使用する こ とができます。 実行時、 イ

ンス ト ールはこれらの式の値を拡張し ます。 これらの

式で使用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およ

びスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時に

解決する形式化された式を使用する」 を参照し て く だ

さい。

CerFile 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.appx

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

サイ ド ロー ド パッ ケージで使用する .cer フ ァ イルを取

得または設定し ます。

UWP アプ リ パッ ケージをサポー ト する Windows のバー

ジ ョ ンは、 パッ ケージのソースを信頼し ない限り、 サ

イ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージを イ ンス ト ー

ルし ません。 たと えば Visual Studio で生成されたカス

タム証明書を使用する場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールではターゲッ ト  システムの証明書ス ト

アにカス タム証明書を追加する こ と で、 Windows がパッ

ケージのソースを信頼するよ う に設定できます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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DeleteCondition メ ソ ッ ド .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

パッ ケージから検出または対象条件を削除し ます。

DetectCondition 読みと り

専用オブ

ジ ェ ク ト

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteCondtion オブジ ェ ク ト に

アクセス し ます。

パッ ケージがターゲッ ト  システム上に既にイ ンス ト ー

ル済みであるかど うかを評価するためにア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使

用する条件を取得または設定し ます。

DisplayName 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

実行時、 パッ ケージに表示する名前を取得または設定

し ます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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DynamicParcelProductC

onfig

読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

選択されたパッ ケージに関連付ける InstallShield プロ

ジ ェ ク ト のリ リースを含む製品構成へのパスを取得ま

たは選択し ます。

DynamicParcelRelease 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

選択されたパッ ケージ と関連付ける InstallShield プロ

ジ ェ ク ト のリ リースを取得または設定し ます。

DynamicParcelSourcePa

th

読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含める基本

の MSI または InstallScript プロジ ェ ク ト  (.ism) のソース 

パスを取得または設定し ます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
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Elevate 読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト 、

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

[ パッ ケージ ] ビ ューの " 昇格された権限が必要 " 設定

の値を取得または設定し ます。 この設定は、 パッ ケー

ジが Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降

のシステム上で昇格された権限を必要とするかど うか

を示し ます。

EligibleCondition 読みと り

専用オブ

ジ ェ ク ト

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteCondtion オブジ ェ ク ト に

アクセス し ます。

ターゲッ ト  システムで実行するパッ ケージに必要な要

件を満たし ているかど うかを判断するためにア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

が使用する条件を取得または指定し ます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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IsPrimary 読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト では、 このプロパテ ィ を編集する こ とができます。

ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 プ ラ イマ リ パッ

ケージの数が 1 つのみサポー ト されているため、 この

設定は読み取り専用になっています。

[ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージの " パッ ケージの種

類 " 設定を取得または設定し ます。 この設定は、 この

パッ ケージがターゲッ ト  システム上に存在するかど う

かによ って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

を初回イ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス モー ド

で実行するかど うかに影響するかど うかを示し ます。

このプロパテ ィ で選択できるオプシ ョ ンは、 次のとお

り です :

• True— 選択されたパッ ケージはプ ラ イマ リ パッ

ケージで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールのメ イ ンの部分です。 

実行時、 ターゲッ ト  システム上から イ ンス ト ール

のプラ イマ リ パッ ケージのすべてが不足し ている

場合、 イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ールと し て実

行し ます。 ターゲッ ト  システム上にスイー ト  イ ン

ス ト ールのいずれかのプラ イマ リ パッ ケージが存

在する場合、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド

で実行し ます。

• False— 選択されたパッ ケージは依存関係パッ ケー

ジで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールをどのモー ド で実行するかを

決定する要因と し て見なすこ とはできません。 

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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ISWiSuiteActionRefs コ レ ク

シ ョ ン

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

特定のパッ ケージ イベン ト にスケジュールされている

すべてのスイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを含み

ます。

ISWiSuiteEvents コ レ ク

シ ョ ン

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

プロジ ェ ク ト に含まれるパッ ケージに関連付けられて

いるすべてのイベン ト を含みます。

ISWiSuiteFolders コ レ ク

シ ョ ン

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト のパッ ケージに含まれるすべてのフ ォル

ダーが含まれます。

ISWiSuitePackages コ レ ク

シ ョ ン

transaction Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ン内のすべてのパッ

ケージ (ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト と し て ) が含ま

れます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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パッ ケージ 
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種類 説明
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LoggingCmdLine 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.exe、 

InstallScript、 

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 LoggingEnable プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

[ パッ ケージ ] ビ ューの " ログのコマン ド ラ イ ン " 設定

の値を取得または設定し ます。 この設定は、 ア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

で、 ログ機能を有効にするために .exe パッ ケージに渡

すコマン ド ラ イ ンを指定し ます。 サポー ト されている

適切なフ ラグを含めます。 構成中の  .exe パッ ケージで

ログ機能がサポー ト されている場合、 フ ァ イルが作成

されるデ ィ レ ク ト リのパスの代わり に、 ア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパテ ィ  

ISLogDir を参照するパスを角かっ こで囲んで含めます。

たと えば、 InstallShield でビルド された Setup.exe フ ァ イ

ルによ って実行される .msi パッ ケージについて、 すべ

てを詳細に記録するログ フ ァ イルを生成する場合、 次

のコマン ド ラ イ ンを入力し ます :

/v"/l*v \"[ISLogDir]FileName.log\""

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールによ って [ISLogDir] が、 ログ フ ァ イルを含む

フ ォルダーへのパスで置き換えられます。 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の /log コマン ド

ラ イ ン パラ メ ーターを使用する と、 エン ド ユーザーは、

パッ ケージのログ フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を指定す

る こ とができます。

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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3326 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
LoggingEnable 読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

InstallScript、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

[ パッ ケージ ] ビ ューの " ログの有効化 " 設定の値を取

得または設定し ます。 この設定は、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが、 /log 

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが使われて、 コマン ド ラ

イ ンから起動される場合、 パッ ケージでログ フ ァ イル

を生成するかど うかを示し ます。 パッ ケージにログ機

能がサポー ト されていない場合、 そのパッ ケージに対

し て、 ログ機能を有効にし ないこ と をお勧めし ます。

[ はい ] を選択し た場合、 その他のログ関連プロパテ ィ

を必要に応じ て構成し て く ださい。

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

LoggingMsiLogFile 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 LoggingEnable プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

[ パッ ケージ ] ビ ューの " ログのコマン ド ラ イ ン " 設定

の値を取得または設定し ます。 この設定は、 ログフ ァ

イルの名前を示し ます。 フ ァ イルのパスを使用し ない

で く ださい。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI の /log コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターによ っ

て、 エン ド ユーザーは、 パッ ケージのログ フ ァ イル用

のデ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

この設定を空白のままにし ておいた場合、 イ ンス ト ー

ルで作成されたログ フ ァ イルに、 PackageGUID.log とい

う名前が使用されます。 PackageGUID は、 [ パッ ケージ ] 

ビ ューの " パッ ケージ GUID" 設定でパッ ケージに割り

当てられた GUID です。

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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LoggingMsiLogOptions 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 LoggingEnable プロパテ ィ の値が 

True の場合に使用できます。

[ パッ ケージ ] ビ ューの " ログのオプシ ョ ン " 設定の値

を取得または設定し ます。 この設定は、 ログ フ ァ イル

を生成する と き、 パッ ケージで使用する Windows 

Installer ログ /L フ ラグを指定し ます。 たと えば、 すべ

てを詳細に記録するログ フ ァ イルを作成する場合は、

この設定で、 次のよ う に入力し ます :

*v

その他の使用可能なフ ラグについては、 /L の説明を参

照し て く ださい。

この設定を空白のままにし てお く と、 アス タ リ スク (*) 

と v フ ラグがログ フ ァ イルの生成時に使用されます。

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI イ ンス ト ールを コ マン ド ラ イ ンから起動

し たと きに作成できるパッ ケージ ログ フ ァ イルのサ

ポー ト 」 を参照し て く ださい。

MoveDown メ ソ ッ ド .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト 、 ト ラ ン

ザクシ ョ ン

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のパッ ケージまたは ト ラ ンザ

ク シ ョ ンが含まれている場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューに

はア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールが実行時にそれら を起動するのと同じ順

番で リ ス ト されています。 MoveDown メ ソ ッ ドは、 順番

リ ス ト の中でパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンを下

向きに移動し、 次の項目の下に配置し ます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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MoveUp メ ソ ッ ド .msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト 、 ト ラ ン

ザクシ ョ ン

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のパッ ケージまたは ト ラ ンザ

ク シ ョ ンが含まれている場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューに

はア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールが実行時にそれら を起動するのと同じ順

番で リ ス ト されています。 MoveUp メ ソ ッ ドは、 順番リ

ス ト の中でパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンを上向

きに移動し、 前の項目の上に配置し ます。

Name 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

パッ ケージの内部名を取得または設定し ます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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演算子 読みと り

専用オブ

ジ ェ ク ト

プロパ

テ ィ

サポー ト は

様々

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト に

アクセス し ます。

指定された種類の操作を取得し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• esotInstall (1)— パッ ケージは初回イ ンス ト ールと し

て起動されます。

この処理は、 .msi、 .msp、 .exe、 .appx、 InstallScript、

基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロ

ジ ェ ク ト のパッ ケージ フ ァ イルで使用できます。

• esotRemove (2)— パッ ケージがイ ンス ト ールし た製

品が削除されます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .exe、 .appx、 InstallScript、 基本の MSI 

プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ ク ト )。

• esotRepair (3)— パッ ケージがイ ンス ト ールし た製品

を修正し ます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .exe、 InstallScript、 基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ ク ト )。

• esotModify (4)— パッ ケージがメ ンテナンス モー ド

で起動され、 エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ー

ル、 削除、 または変更する こ とができます。

この操作はほとんどの種類のパッ ケージで使用で

きます (.msi、 .msp、 .exe、 InstallScript、 基本の MSI 

プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript プロジ ェ ク ト )。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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PackageLocation 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 ISWiPackageLoc オブジ ェ ク ト にア

クセス し ます。

構成されているパッ ケージの配置場所を取得または設

定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• eplSourceMedia (0)— ソース メ デ ィ アから コ ピーし

ます。 つま り、 パッ ケージ と そのフ ァ イルを、

ソース メ デ ィ アに格納し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールを CD、 DVD またはローカル ネ ッ ト

ワークなどの固定メ デ ィ アから非圧縮で実行する

場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

• eplSetupExe (1)— エンジンを Setup.exe から抽出し

ます。 つま り、 パッ ケージ と そのフ ァ イルを 

Setup.exe に圧縮し、 実行時に必要に応じ て抽出さ

れるよ う にし ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ール全体を Setup.exe に完全に含める場

合、 このオプシ ョ ンを使います。 Web オプシ ョ ン

を選択する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り ダウン

ロー ド時間も短 く な り ますが、 Setup.exe オプシ ョ

ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

• eplWeb (2)—Web からダウンロー ド し ます。 つま り、

パッ ケージ と そのフ ァ イルフ ァ イルを、 必要な場

合に、 パッ ケージに指定された URL からダウン

ロー ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ

ト からダウンロー ド され、 かつ、 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのサ

イズと ダウンロー ド時間を最小化し たい場合に推

奨されます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI パッ ケージは、 適切なバージ ョ ンが

既にターゲッ ト  システム上にある場合はダウン

ロー ド されません。

リ リースの構成中にすべてのパッ ケージでこのプロパ

テ ィ をオーバーラ イ ド する こ とができます。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
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PackageType 読み取り

専用文字

列プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージの種類を取得し ます :

• esptTransaction (-1)—Windows Installer ト ラ ンザク

シ ョ ン

• esptMsi (1)—Windows Installer パッ ケージ (.msi)

• esptMsp (2)—Windows Installer パッ チ (.msp)

• esptExe (3)— 実行可能パッ ケージ (.exe)

• esptIsp (4)—InstallScript パッ ケージ

• esptIsmMsi (5)— 基本の MSI プロジ ェ ク ト  (.ism)

• esptIsmIsp (6)—InstallScript プロジ ェ ク ト  (.ism)

• esptAppx (7)— サイ ド ロー ド アプ リ ケーシ ョ ン パッ

ケージ (.appx)

• esptWebDeploy (8)—Web 配置パッ ケージ (.zip)

PackageURL 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

選択されたパッ ケージおよびそのフ ォルダーと フ ァ イ

ルが含まれるルー ト  フ ォルダーの URL を取得または設

定し ます。 パッ ケージを起動する必要がある場合、 実

行時にパッ ケージおよび関連フ ァ イルが、 この場所か

ら ターゲッ ト  システムにダウンロー ド されます。

このプロパテ ィ は、 PackageLocation プロパテ ィ の値が 

eplWeb (2) のと きに適用し ます。
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名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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ParcelType 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト では、 このプロパテ ィ を編集する こ とができます。

ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト では、 プ ラ イマ リ パッ

ケージの数が 1 つのみサポー ト されているため、 この

プロパテ ィ は読み取り専用になっています。

このパッ ケージがターゲッ ト  システム上に存在するか

ど うかによ って、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールを初回イ ンス ト ール モー ド またはメ ンテナンス 

モー ド で実行するかど うかを示す、 パッ ケージの種類

を取得し ます。

この設定で選択できるオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

• espltPrimary (0)— 選択されたパッ ケージは、 ア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールのメ イ ンの部分です。

実行時、 ターゲッ ト  システム上から イ ンス ト ール

のプラ イマ リ パッ ケージのすべてが不足し ている

場合、 イ ンス ト ールは初回イ ンス ト ールと し て実

行し ます。 ターゲッ ト  システム上にスイー ト  イ ン

ス ト ールのいずれかのプラ イマ リ パッ ケージが存

在する場合、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド

で実行し ます。

• espltDependency (1)— 選択されたパッ ケージは、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールをどのモー ド で実行するかを決定する

要因ではあ り ません。

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト におけるプ ラ イマ リ パッ

ケージ と依存パッ ケージの違い」 を参照し て く だ さい。
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ProgressCapture 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト

[ パッ ケージ ] ビ ューの " レポー ト されるステータ ス 

メ ッ セージ " 設定の値を取得または設定し ます。 この

設定は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで表示

可能なステータ ス メ ッ セージの種類を示し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• epsptCaptureFull (3)— アクシ ョ ン テキス ト 。 ア ドバ

ンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールのステータ ス メ ッ セージは、 パッ ケージに

含まれる標準アクシ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ

ンからのアクシ ョ ン テキス ト を含みます。

• epsptCaptureFullVerbose (4)— アクシ ョ ン テキス ト

およびアクシ ョ ン データ。 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのステー

タ ス メ ッ セージは、 パッ ケージに含まれる標準ア

ク シ ョ ンおよびカス タム アクシ ョ ンからのアク

シ ョ ン テキス ト およびアクシ ョ ン データ を含みま

す。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールの実行時、 ISParcelStatus プロパテ ィ は、

ISParcelStatus プロパテ ィ のアクシ ョ ン テキス ト および

アク シ ョ ン データ ( 適切な場合 ) によ って更新されま

す。 アク シ ョ ン データは、 デフ ォル ト で、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの 

InstallationProgress ウ ィ ザー ド ページで表示されます。

たと えば、 .msi パッ ケージの InstallFiles アクシ ョ ンを実

行中に、 ISParcelStatus プロパテ ィ はアクシ ョ ン テキス

ト  " 新しいフ ァ イルを コ ピーし ています " で更新され

て、 エン ド ユーザーに対し てイ ンス ト ールの現在の進

行状況を通知し ます。 ステータ ス メ ッ セージにアク

シ ョ ン データ を含める場合は、 さ らにターゲッ ト  シス

テム上にイ ンス ト ール中の各フ ァ イルの名前、 デ ィ レ

ク ト リ、 およびサイズといったアクシ ョ ン データ で 

ISParcelStatus プロパテ ィ が更新されます。
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ReleaseFlags 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

パッ ケージに関連付けられた リ リース フ ラグを取得ま

たは設定し ます。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ま

す。

リ リース フ ラグを使って、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの異なるビルド

にこのパッ ケージを含めるか、 除外するかを選択でき

ます。

RootFolder 読みと り

専用オブ

ジ ェ ク ト

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

このプロパテ ィ は、 ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト にアク

セス し ます。

選択されたパッ ケージおよびそのフ ォルダーと フ ァ イ

ルが含まれるルー ト  フ ォルダーを取得し ます。

SharedParckage 読み書き

ブール値

プロパ

テ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、

InstallScript、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

[ パッ ケージ ] ビ ューの " 共有 " 設定の値を取得または

設定し ます。 この設定は、 パッ ケージが別の製品と共

有されていて、 あとに残された他の製品でこのパッ

ケージが使用されていない場合にのみ削除するかど う

かを示し ます。
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UpgradeType 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト

[ パッ ケージ ] ビ ューの " マイナー ア ッ プグレー ドの処

理 " 設定の値を取得または設定し ます。 この設定は、

ターゲッ ト  システム上にパッ ケージの以前のバージ ョ

ンが存在する場合に起こ る動作を示し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• epsutNone (0)— な し。 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールはパッ ケー

ジをマイナー ア ッ プグレー ド モー ド で実行せずに

起動し ます。 つま り、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 この

パッ ケージの REINSTALL または REINSTALLMODE 

プロパテ ィ を設定し ません。

• epsutAuto (1)— 自動。 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 

REINSTALL プロパテ ィ を ALL に、 および 

REINSTALLMODE プロパテ ィ を vomus に設定し て、

パッ ケージをア ッ プグレー ド モー ド で起動し ます。

エン ド ユーザーには、 製品がア ッ プグレー ド され

る事を通知し ません。

• epsutPrompt (2)— ユーザーに確認する。 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルは 2 番目のウ ィ ン ド ウを表示し て、 エン ド ユー

ザーが処理の続行を希望するかど うかを確認し ま

す。 エン ド ユーザーが続行を希望し た場合、 ア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールはア ッ プグレー ド モー ド でパッ ケージを

起動し ます。 エン ド ユーザーが続行し ないこ と を

選択し た場合、 パッ ケージは実行し ません。
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例

次の BVScript 行は、 プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージについての情報を表示する方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ま

す。 Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ンに複数のパッ ケージを含めて、 スク リ プ ト を再帰的に実装する こ とができ

ます。

Sub WritePackage(indent, p)

If p.PackageType = -1 Then ' Transaction

out.WriteLine indent & " ト ランザクシ ョ ン :"

For Each sp In p.ISWiSuitePackages

WritePackage indent & "  ", sp

次へ

Else

out.WriteLine indent & IDS(p.DisplayName) & " (" & p.Name & ")"

WindowsFeatures 読み書き

文字列プ

ロパテ ィ

.msi、 

.msp、 

.exe、 

.appx、 

InstallScript、 

Web 配置、 

基本の MSI 

プロジ ェ ク

ト  

InstallScript 

プロジ ェ ク

ト

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プ

ロジ ェ ク ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できま

す。

Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降が搭

載されている ターゲッ ト  システム上で有効にする必要

がある、 選択されたパッ ケージが必要とする 1 つ以上

の Windows の役割と機能のリ ス ト をセ ミ コ ロン区切り

で取得または設定し ます。

ロールと機能の名前は、 Deployment Image Servicing and 

Management (DISM.exe) および Package Manager 

(Pkgmgr.exe) などのツールが Windows の特定のバージ ョ

ンでロールまたは機能を識別するのに使用する文字列

です。 各 Windows のバージ ョ ンで使用可能な Windows 

の役割および機能の一覧は、 Microsoft TechNet を参照

し て く ださい。

実行時、 このパッ ケージがイ ンス ト ールの対象であ り、

無効化されている 1 つ以上の Windows  の役割または機

能を必要とする場合、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールは、 パッ ケージを起動する前にこれら を有効

化し ます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に Windows 役割と機能を有効化する」 を参照

し て く ださい。

テーブル 11-68 • ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類

パッ ケージ 
フ ァ イルの
種類 説明
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out.WriteLine indent & " 種類 : " & p.PackageType

out.WriteLine indent & " 説明 : " & p.Description

out.WriteLine indent & " 共有 : " & p.SharedPackage

out.WriteLine indent & " 場所 n: " & p.PackageLocation & " " & p.PackageUrl

out.WriteLine indent & " リ リース フ ラグ : " & p.ReleaseFlags

out.WriteLine indent & " フ ァ イル :"

WriteFolder indent & "  ", p.RootFolder

out.WriteLine indent & " 検出条件 :"

WriteCondition indent & "  ", p.DetectCondition

out.WriteLine indent & " 対象条件 :"

WriteCondition indent & "  ", p.EligibleCondition

End If

End Sub

次に適用 :

• ISWiProject 

AddDetectCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddDetectCondition メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージに

検出条件を追加し ます。

検出条件は、 パッ ケージがターゲッ ト  システム上に既にイ ンス ト ール済みであるかど うかを評価するためにア ド

バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する条件です。 実行時にこれが false から true 

( または true から false) に変更されない場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは

パッ ケージがペイ ロー ド を イ ンス ト ール ( または削除 ) に失敗し たものとみな し ます。 また、 その後に実行される

メ ンテナンス と削除操作 ( またはその後のメ ンテナンスおよびイ ンス ト ール操作 ) も、 期待通り に動作し ない可能

性もあ り ます。

構文

AddDetectCondition () As ISWiSuiteCondition

パラ メ ーター

AddDetectCondition メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 
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AddEligibleCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

AddEligibleConditionPackage メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ

ケージに対象条件を追加し ます。

対象条件は、 ターゲッ ト  システムで実行するパッ ケージに必要な要件を満たし ているかど うかを判断するために

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが使用する条件です。 た と えば、 パッ ケージが 

64 ビ ッ ト  システム上でのみ実行する場合、 条件に x64 プ ラ ッ ト フ ォーム要件を設定できます。 これによ って、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは 64 ビ ッ ト  システム上でのみパッ ケージを起動し

ます。 また、 エン ド ユーザーが現在のパッ ケージ バージ ョ ンを使って、 将来リ リース される新しいバージ ョ ンを

上書き イ ンス ト ールする こ と を防ぐために、 対象条件を設定する こ と もできます。

構文

AddEligibleCondition () As ISWiSuiteCondition

パラ メ ーター

AddEligibleConditionPackage メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

AddSuitePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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AddSuitePackage メ ソ ッ ドは、 パッ ケージ (.msi パッ ケージまたは .msp パッ チ ) をプロジ ェ ク ト 内の Windows 

Installer ト ラ ンザク シ ョ ンに追加し ます。 これはまた、 指定された ターゲッ ト  フ ァ イル、 および追加フ ァ イルの

ためのオプシ ョ ンを追加し ます。 このメ ソ ッ ドの使用方法は、 InstallShield の [ パッ ケージ ] ビ ューでパッ ケージ

を ト ラ ンザクシ ョ ンに追加する方法に似ています。 ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト を使って、 新しいパッ ケージの

プロパテ ィ を設定できます。

別の種類のパッ ケージをプロジ ェ ク ト に追加するには、 「AddSuitePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびス

イー ト / ア ドバンス ト  UI)」 を参照し ます。

構文

AddSuitePackage (PackageType As ISWiSuitePackageType, TargetFileName As String, AdditionalFiles As ISWiAdditionalFiles) As 

ISWiSuitePackage

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

DeleteCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 11-69 • AddSuitePackage メ ソ ッ ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

PackageType ト ラ ンザクシ ョ ンに追加するパッ ケージの種類を指定し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• esptMsi (1)—Windows Installer パッ ケージ (.msi)

• esptMsp (2)—Windows Installer パッ チ (.msp)

TargetFileName ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが呼び出すパッ

ケージ内のフ ァ イル (.msi フ ァ イルなど ) を指定し ます。

AdditionalFiles パッ ケージに追加する フ ァ イルの種類を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以

下のとおり です :

• eaftNothing (0)— 何も追加し ません。 このパッ ケージには追加フ ァ イルが不要

です。

• eaftAdjacentFiles (1)— 隣接する フ ァ イル、 つま り このパッ ケージの隣にある

フ ァ イルを追加し ます。

• eaftSubFolders (2)— サブ フ ォルダー内のフ ァ イル、 つま り このパッ ケージの

下にある フ ァ イルを追加し ます。

• eaftAdjacentFilesAndSubFolders (3)— 隣接する フ ァ イルおよびサブ フ ォルダー

内のフ ァ イル、 つま り このパッ ケージの隣および下にある フ ァ イルを追加し

ます。
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• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

DeleteCondition メ ソ ッ ドは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケージから検

出条件または対象条件を削除し ます。

構文

DeleteCondition (pCondition As ISWiSuiteCondition)

パラ メ ーター

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

MoveDown Method メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンが含まれている場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューにはア

ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時にそれら を起動するのと同じ順番で リ ス

ト されています。 MoveDown メ ソ ッ ドは、 順番リ ス ト の中でパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンを下向きに移動

し、 次の項目の下に配置し ます。

テーブル 11-70 • DeleteCondition メ ソ ッ ド パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pCondition 削除する条件の ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト を指定し ます。 指定する 

ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト は、 パッ ケージの EligibleCondition プロパテ ィ ま

たはその DetectionCondition プロパテ ィ から返される条件オブジ ェ ク ト でな く て

はな り ません。 
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構文

MoveDown ()

パラ メ ーター

MoveDown メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあり ません。

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

MoveUp Method メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンが含まれている場合、 [ パッ ケージ ] ビ ューにはア

ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行時にそれら を起動するのと同じ順番で リ ス

ト されています。 MoveUp メ ソ ッ ドは、 順番リ ス ト の中でパッ ケージまたは ト ラ ンザクシ ョ ンを上向きに移動し、

前の項目の上に配置し ます。

構文

MoveUp ()

パラ メ ーター

MoveUp メ ソ ッ ド にはパラ メ ーターがあ り ません。

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド
バンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI
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• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

一部のエデ ィ シ ョ ンおよびプロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が記載されています。

ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト は、 InstallShield の [ リ リース ] ビ ューのリ リースを表し ます。

リ リースを追加または削除するには、 ISWiProject.AddSuiteRelease または ISWiProject.DeleteSuiteRelease を呼び出

し ます。
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メ ンバー

テーブル 11-71 • ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー

名前 種類 説明

Build メ ソ ッ ド リ リースをビルド し ます。 ビルド プロセスに関する フ ィ ー ド

バッ ク を得るには、 リ リース上のイベン ト をサブスク ラ イブす

る必要があり ます。 詳細については、 「ビルドのステータ ス イベ

ン ト 」 を参照し て く だ さい。

BuildLocation 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リースがビルド される ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リ を取得ま

たは設定し ます。

CachePackagesLocally 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブにある " パッ ケージをロー

カルにキャ ッ シュする " 設定を取得または設定し ます。 この設

定を使って、 ターゲッ ト  システム上で実行されるア ドバンス ト  

UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージを、 [ パッ ケー

ジ ] ビ ューで各パッ ケージに対し て定義し た場所にキャ ッ シュす

るかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト 値は True です。

非圧縮リ リースをビルド する場合、 この設定の値に [ いいえ ] を

指定する こ とが推奨されます。

CertPassword 書き込み専用

文字列プロパ

テ ィ

フ ァ イルがパスワー ド で保護されている場合、 .pfx フ ァ イルのパ

スワー ド を設定し ます。 InstallShield はパスワー ド を暗号化し て、

プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

ビルド時に InstallShield はパスワー ド を使って .pfx でフ ァ イルの

署名を行います。 証明書がパスワー ド で保護されているのにも

かかわらず、 この設定に何も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イル

を使った署名が失敗し ます。

メ モ • 署名に使用する証明書が証明書ス ト アにある場合、 このプ

ロパテ ィ は適用し ません。 証明書がパスワー ド保護付きでス ト

アにイ ンポー ト されている場合、 ビルド時にそのパスワー ド が

プロンプ ト されます。

DefaultLanguage 読み書き文字

列プロパテ ィ

指定のリ リースのデフ ォル ト 言語の言語識別子を取得し ます。

このプロパテ ィ 値は、 [ 一般情報 ] ビ ューまたは [ 文字列エデ ィ

タ ] ビ ューで構成されたデフ ォル ト  プロジ ェ ク ト 言語をオー

バーラ イ ド し ます。

詳細については、 「デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト 言語の設定」 を参

照し て く だ さい。
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DigitalCertificateInfo 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リースの署名に使用するデジ タル証明書を取得または設定し

ます。

マシン上で .pfx 証明書を指定するには、 パス と フ ァ イル名を指

定し ます。

証明書を含む証明書ス ト アを参照するには、 次の形式の文字列

を使用し ます :

*Store*StoreLocation:Cert Subject

Store は、 証明書を含む証明書ス ト アの名前を表し ます。 選択可

能なオプシ ョ ンは次のとおり です :

• My

• Root

• Trust

• CA

StoreLocation は、 証明書を含む証明書ス ト アの場所を表し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• ユーザー

• マシン

Cert Subject は、 証明書のサブジ ェ ク ト を表し ます。

DigitalURL 読み書き文字

列プロパテ ィ

エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るため

のリ ン ク先と し て、 デジ タル証明書の中で使用される URL を取

得または設定し ます。 完全修飾 URL を使用し ます ( 例、 http://

www.mydomain.com)。

EnableLangSelectionDialog 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブにある " 言語ダイアログ " 

設定を取得または設定し ます。 この設定を使って、 イ ンス ト ー

ルが完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行された と きに、 イ

ンス ト ールで言語の選択ウ ィ ザー ド ページを表示するかど うか

を指定し ます。
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LauncherPrivileges 読み書き文字

列プロパテ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブにある " 必要実行レベル " 

設定を取得または設定し ます。 この 設定を使って、 Windows 

Vista 以降のプラ ッ ト フ ォーム上でプロジ ェ ク ト の Setup.exe 

フ ァ イルを実行するのに必要な最低実行レベルを指定し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとおり です。

• erelAsAdmin (2) — Setup.exe の実行には、 管理者権限が必要

です。 管理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要があり ま

す。 非管理者は、 管理者と し ての認証が必要にな り ます。

• erelAsHighestAvail (1) — Setup.exe の実行には、 管理者権限が

推奨されます。 管理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要

があり ます。 非管理者は、 管理者権限を持たずに Setup.exe 

を実行し ます。

• erelAsInvoker (0) — Setup.exe の実行に、 管理者権限は必要あ

り ません。 し たがって、 管理者権限を持たないユーザーも 

Setup.exe を実行する こ とができます。 Setup.exe は、 資格情

報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC メ ッ セージを表

示し ません。 これは、 ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト  オプシ ョ ンです。

InstallShield は、 アプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を Setup.exe 起

動ツールに埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択された実行

レベルを指定し ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオ

ペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レベルは適用されませ

ん。

Name 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リースの内部名を取得または設定し ます。

PackageLocation 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

プロジ ェ ク ト の [ パッ ケージ ] ビ ューで構成し たパッ ケージの実

行時の場所を取得または設定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは

以下のとおり です :

• eplSourceMedia (0)— ソース メ デ ィ アから コ ピーし ます。 

• eplSetupExe (1)—Setup.exe から抽出し ます。

• eplWeb (2)—Web からダウンロー ド し ます。

• eplIndividual (3)— 個別の選択に従います。

詳細については、 「リ リース レベルで、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI パッ ケージのラ ン タ イムの場所を指

定する」 を参照し て く だ さい。
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Password 読み書き文字

列プロパテ ィ

イ ンス ト ールのパスワー ド を取得または設定し ます。 パスワー

ドは大文字と小文字を区別し ます。

このプロパテ ィ は、 アクシ ョ ンの PasswordProtect プロパテ ィ の

値が True の場合に使用できます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護する」 を参照し て く だ

さい。

PasswordProtect 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブにある " 起動ツールをパス

ワー ド で保護 " 設定を取得または設定し ます。 この設定を使っ

て、 イ ンス ト ールをパスワー ド で保護するかど う かを示し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールをパスワー ド で保護する」 を参照し て く だ

さい。

PathVariableOverrides 読み書き文字

列プロパテ ィ

指定のリ リースについて、 プロジ ェ ク ト 内のパス変数の値を取

得または設定し ます。 このプロパテ ィ を使ってパス変数の値を

設定する と、 [ パス変数 ] ビ ューで設定されたすべての値がオー

バーラ イ ド されます。

この変数を使って [ パス変数 ] ビ ューで構成されたユーザー定義

のパス変数、 環境変数、 およびレジス ト リ変数を取得または

オーバーラ イ ド する こ とができますが、 <WindowsFolder> などの定

義済みパス変数をオーバーラ イ ド する こ とはできません。

以下は、 PathVar1 とい うパス変数の値をオーバーラ イ ド するサ

ンプル Visual Basic コー ド です :

pISWiSuiteRelease.PathVariableOverrides = "PathVar1=C:\Test1" + vbCrLf + 

"PathVar2=C:\test2"
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PostBuildEvent 読み書き文字

列プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、 InstallShield の Premier Edition 

で使用できます。

InstallShield がリ リースをビルド および署名し た後に実行する コ

マン ド を取得または設定し ます。

1 つ以上のコマン ド を指定するには、 この設定で 1 行につき 1 つ

のコマン ド を入力し ます。 ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト さ

れた順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコマン ド

が完了するまで、 次のコマン ドの処理を待ちます。

コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり

に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と環境変数を使

用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定

の変数を使用する こ と もできます。 詳細については、 「ビルド

前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する」

を参照し て く だ さい。

PreBuildEvent 読み書き文字

列プロパテ ィ

エデ ィ シ ョ ン • このプロパテ ィ は、 InstallShield の Premier Edition 

で使用できます。

InstallShield がリ リースをビルド する前に実行する コマン ド を取

得または設定し ます。 このイベン ト は InstallShield がリ リース 

フ ォルダ と ログ フ ァ イルを作成し た後、 リ リースのビルド を開

始する前に実行し ます。

1 つ以上のコマン ド を指定するには、 この設定で 1 行につき 1 つ

のコマン ド を入力し ます。 ビルド時に、 InstallShield はリ ス ト さ

れた順番で各コマン ド を実行し ます。 ビルドは、 1 つのコマン ド

が完了するまで、 次のコマン ドの処理を待ちます。

コマン ド を入力する と き、 ハー ド コー ド化されたパスの代わり

に、 プロジ ェ ク ト で定義された任意のパス変数と環境変数を使

用できます。 ビルド イベン ト のコマン ド と し て定義された特定

の変数を使用する こ と もできます。 詳細については、 「ビルド

前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する」

を参照し て く だ さい。
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PreProcessorDefines 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロ

ジ ェ ク ト に適用し ます。

プ リ プロセ ッサ変数の定義を取得または設定し ます。 こ こに指

定されたプ リ プロセ ッサ変数定義は現在のリ リースにのみ適用

されます。 他のリ リースのスク リ プ ト を コ ンパイルし ている と

きには使用されません。 等号およびコ ンマの前後に空白を置か

ないよ う にし て、 次の形式を使用し ます。

MYVARIABLE1=123,MYVARIABLE2

このよ う な変数は、 スク リ プ ト のフ ローを制御する #if と #ifdef 

ステー ト メ ン ト によ り、 スク リ プ ト 内でテス ト できます。

この設定にプ リ プロセ ッサ変数の名前を入力する と、 その変数

が定義されます。 た と えば、 この設定に MYVARIABLE と入力す

る と、 次の #ifdef ループ中のスク リ プ ト コマン ドが実行されま

す。

#ifdef MYVARIABLE

// コマン ド

#endif

この設定でプ リ プロセ ッサ変数定義を追加または変更し た後、

その追加または変更を有効にするためにイ ンス ト ールを コ ンパ

イルする必要があり ます。

ProductNameOverride 読み書き文字

列プロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューで指定された製品名を選択された リ リースの

新しい値で取得またはオーバーラ イ ド し ます。 製品名がどのよ

う に使用されるかについては、 「製品名の指定」 を参照し て く だ

さい。

ProductVersionOverride 読み書き文字

列プロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューで指定された製品バージ ョ ンを選択された リ

リースの新しい値で取得またはオーバーラ イ ド し ます。 バー

ジ ョ ンには、 数値のみを使用できます。 一般的なフ ォーマ ッ ト

は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー 

バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビル

ド番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。 aaa と bbb 

の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス

ト ールは異なる製品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ

ンのこの部分を無視し ます。 詳細については、 「製品バージ ョ ン

を指定する」 を参照し て く だ さい。

指定し た製品バージ ョ ンは、 Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ

ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする」 を参

照し て く だ さい。

テーブル 11-71 • ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3349



第 11 章 リ フ ァ レンス
ReleaseFlags 読み書き文字

列プロパテ ィ

機能のフ ィ ルターに使用する リ リースフ ラグを持つ文字列を取

得または設定し ます。 複数のフ ラグは、 コ ンマで区切り ます。

リ リース フ ラグを使用する と、 各リ リースで特定のアイテムを

追加または削除する こ とによ って、 イ ンス ト ールをス タ マイズ

する こ とができます。

リ リース フ ラグをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロジ ェ ク ト の機能およびパッ ケージに割り当てる と、 割

り当てたフ ラグに従って機能およびパッ ケージを含めた リ リー

スを作成する こ とができます。 デフ ォル ト では、 すべての機能

およびパッ ケージがリ リースに含まれます。 ReleaseFlags プロパ

テ ィ  ( または [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブにある " リ

リース フ ラグ " 設定 ) のフ ラグを指定する と、 フ ラグが付いて

いないアイテムおよび指定された リ リース フ ラグを持つアイテ

ムだけがイ ンス ト ールに含まれます。

メ モ • リ リースがリ リース フ ラグを持たない場合、 リ リース フ

ラグを持つ該当するすべてのアイテムが含められます。 フ ラグ

が付いていないアイテムのみを含める場合、 存在し ないフ ラグ

を指定し ます。 た と えば、 NoFlags の様に指定し ます。 こ う する

と、 フ ラグが付いていないアイテムだけがリ リースに組み込ま

れます。

SetupExeCompany 読み書き文字

列プロパテ ィ

Setup.exe のデフ ォル ト 会社名をオーバーラ イ ド する値を取得ま

たは設定し ます。 なお、 UseMyVersionInfo プロパテ ィ に、 必ず 

True 値を選択し て く だ さい。

会社名が、 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムの [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク

し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパ

テ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

SetupExeCopyright 読み書き文字

列プロパテ ィ

Setup.exe のカス タム著作権情報を取得または設定し ます。 なお、

UseMyVersionInfo プロパテ ィ に、 必ず True 値を選択し て く だ さ

い。

著作権情報が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク

し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパ

テ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。
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SetupExeDescription 読み書き文字

列プロパテ ィ

Setup.exe のカス タム フ ァ イルの説明を取得または設定し ます。

なお、 UseMyVersionInfo プロパテ ィ に、 必ず True 値を選択し て

く だ さい。

説明が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ

クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し

て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパ

テ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

SetupExeVersion 読み書き文字

列プロパテ ィ

Setup.exe のデフ ォル ト の製品バージ ョ ンおよびフ ァ イル バー

ジ ョ ンを独自のバージ ョ ン番号でオーバーラ イ ド する値を取得

または設定し ます。 なお、 UseMyVersionInfo プロパテ ィ に、 必ず 

True 値を選択し て く だ さい。

製品バージ ョ ンおよびフ ァ イル バージ ョ ンが、 セ ッ ト ア ッ プ起

動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。

この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが 

Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク

し た と きに表示されます。

フ ァ イル バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。

製品バージ ョ ンに 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定

する と、 残りのフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 たと えば、

製品バージ ョ ン と し て 1.1 を指定する と、 Setup.exe のバージ ョ

ン リ ソースで使用される フ ァ イル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ま

す。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパ

テ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

SetupFileName 読み書き文字

列プロパテ ィ

InstallShield がビルド時に生成するセ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ

イルに使用する フ ァ イル名 (.exe フ ァ イル拡張子は除 く ) を取得

または設定し ます。 この設定が空白の場合、 InstallShield はデ

フ ォル ト 値 Setup を使用し、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの名前は 

Setup.exe と な り ます。
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SetupIcon 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リースの "Setup.exe アイ コ ン フ ァ イル " 設定を取得または設

定し ます。 このプロパテ ィ は実行可能フ ァ イルのアイ コ ンがビ

ルド時に使う完全修飾名を指定し ます。 プロパテ ィ の値がヌル

値の場合、 デフ ォル ト のアイ コ ンが使用されます。

デフ ォル ト ではイ ンデッ クス 0 のアイ コ ンが使われます。 別の

アイ コ ンを指定するには、 コ ンマ (,) と、 アイ コ ンのイ ンデッ ク

スまたはリ ソース ID ( 前にマイナス (-) 記号がついている ) を

フ ァ イル名の後に指定し ます。 た と えば、

C:\Temp\MyLibrary.dll,2 は 2 とい う イ ンデッ クスを持つアイ コ ン

を、 C:\Temp\MyLibrary.dll,-100 は 100 と言う リ ソース ID を持つ

アイ コ ンを示し ます。

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 [ パス変数 ] ビ ューまたは 

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンの一部で定義されたパス変数を使

用できます。 ビルド時、 InstallShield によ って、 パス変数が適切

な値に置換されます。

SignatureDescription 読み書き文字

列プロパテ ィ

Setup.exe フ ァ イルの署名の説明を取得または設定し ます。 こ こ

で指定し た説明は、UAC ( ユーザー アカウン ト 制御 ) ボ ッ クスの 

「プログラム名 :」 ラベルの右側に表示されます。 UAC ダイアロ

グ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが署名されたフ ァ イルを起動し

た と き、 昇格された権限が必要な場合に開きます。

この設定を空白のままに残すと、 InstallShield は UAC ( ユーザー 

アカウン ト 制御 ) ボ ッ クスの 「プログラム名 :」 ラベルの右側に

表示される説明と し て、 フ ァ イル名を拡張子な し で使用し ます。

SignEnabled 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブにある "Setup.exe の署名 " 設

定を取得または設定し ます。 この設定は、 ア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに署名するかど うか

を示し ます。

SuiteGuidOverride 読み書き文字

列プロパテ ィ

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

を一意に識別する GUID を取得またはオーバーラ イ ド し ます。

UILanguages 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リースに含まれるユーザー イ ン ターフ ェ イス言語の 10 進数言

語 ID を コ ンマ区切りの文字列で取得または設定し ます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 

設定で言語が選択されていない場合、 その言語は UILanguages プ

ロパテ ィ の使用可能な言語ではあり ません。

テーブル 11-71 • ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )

名前 種類 説明
3352 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス
UpdateUrl 読み書き文字

列プロパテ ィ

リ リース された と きにダウンロー ド されるア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのア ッ

プデー ト を作成する可能性がある場合、 このプロパテ ィ を使っ

て更新されたア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーの絶対パス ( フ ァ イル名も含めます ) 

を指定し ます。 このサポー ト によ り、 エン ド ユーザーが製品の

以前のバージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に、 よ り新しいバー

ジ ョ ンを簡単に取得する こ とができます。

ア ッ プデー ト の要件を含む、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのア ッ プデー ト に関する詳しい情

報は、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ン

ス ト ールでダウンロー ド可能なア ッ プデー ト をサポー ト 」 をご

覧 く だ さい。

UseMyVersionInfo 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

[ リ リース ] ビ ューの [Setup.exe] タ ブにある " カス タム バー

ジ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定を取得または設定し ます。

この設定を使って、 Setup.exe のデフ ォル ト の著作権情報と フ ァ

イルの説明を独自の著作権情報と フ ァ イルの説明でオーバーラ

イ ド するかど うかを指定し ます。 True の値を指定する場合、

SetupExeCopyright および SetupExeDescription プロパテ ィ に独自

のカス タム値を入力し ます。

著作権情報と説明が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右

ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し たと きに表示されま

す。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのフ ァ イルのプロパ

テ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

UsePathVariableTestValues 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ

パス変数 にテス ト 値を使用し た場合は、 このプロパテ ィ を True 

に設定し て現時点での実際の値に変数を設定し ます。

テーブル 11-71 • ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト のメ ンバー ( 続き )
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VMConfig 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

この設定には、 選択された リ リースを VM に配布する と きに使用

される VM 構成設定グループの名前を取得または設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。

VMMachinePassword 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている VM 構成にパスワー ドが

指定されている場合、 そのパスワー ドが VMMachinePassword プ

ロパテ ィ のデフ ォル ト 値と し て取り扱われます。 選択された リ

リースのパスワー ド をオーバーラ イ ド するには

VMMachinePassword プロパテ ィ を設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。
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VMMachineUserName 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている VM 構成にユーザー名が

指定されている場合、 そのユーザー名が VMMachinePassword プ

ロパテ ィ のデフ ォル ト 値と し て取り扱われます。 選択された リ

リースのユーザー名をオーバーラ イ ド するには 

VMMachineUserName プロパテ ィ を設定し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。

VMSnapShot 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

オプシ ョ ンで、 リ リースの配布に使用するスナ ッ プシ ョ ッ ト の

名前を取得または設定し ます。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている VM 構成にスナ ッ プ

シ ョ ッ ト が指定されている場合、 そのスナ ッ プシ ョ ッ ト が 

VMSnapShot プロパテ ィ のデフ ォル ト 値と し て取り扱われます。

VM 構成にスナ ッ プシ ョ ッ ト が指定されていない場合、

InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト には戻り ません。

InstallShield は特定のスナ ッ プシ ョ ッ ト に戻さずに VM の電源を

オンにし て、 VM にイ ンス ト ールを コ ピーし ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。
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VMStageMachineCopyPath 読み書き文字

列プロパテ ィ

プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

コ ピー パスは、 リ リースの配布先と なる VM 上の場所を識別し

ます。 パスの最後のサブ フ ォルダーと し て、 InstallShield が VM 

上に作成するパスを使用できます。 その他のパスは既存し てい

な く てはな り ません。

VMConfig プロパテ ィ で選択されている VM 構成にイ ンス ト ール

先パスが指定されている場合、 そのイ ンス ト ール先パスが 

VMStageMachineCopyPath プロパテ ィ のデフ ォル ト 値と し て取り

扱われます。 選択された リ リースのイ ンス ト ール先パスをオー

バーラ イ ド するには VMStageMachineCopyPath プロパテ ィ を設定

し ます。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。

VMStagePostBuild 読み書きブー

ル値プロパ

テ ィ プロジ ェ ク ト • これは、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク

ト で使用できます。

エデ ィ シ ョ ン • スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプ

は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

ビルドが成功するたびに選択された リ リースを、 InstallShield で

自動的に配布するかど うかを指定し ます。 VM にリ リースを配布

するには、 以下のタ スクが必要です :

1. ( 指定されている場合 ) VM を指定されたスナ ッ プシ ョ ッ ト

に戻す

2. VM の電源をオンにする。

3. テス ト 用にビルド された リ リースを VM にコ ピーする。

VM 配布の詳しい情報については、 「ビルド時またはオンデマン

ド で InstallShield が初期化する仮想マシンに リ リースを配布す

る」 を参照し て く だ さい。
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次に適用 :

• ISWiProject 

Build メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI)

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI または スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド するには、 Build メ ソ ッ ド を

呼び出し ます。

構文

Build ()

ビルドのステータ スイベン ト

ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト は次のビルド ステータ スイベン ト を使用し ます :

• StatusMessage (string Message, ref bool Cancel)

• ProgressMax (int Max, ref bool Cancel)

• ProgressIncrement (int Increment, ref bool Cancel)

• TextCancel (ref bool Cancel)

• GetDotNetLibrary (out object ???)

• WarningMessage (string Message)

• ErrorMessage (string Message)

• IsCancelledByUserAnError (ref bool IsError)

• StatusMessageEx (string Message, object Tag, ref bool Cancel)

これらのイベン ト は、 ビルド プロセス中に発生し てステータ スのア ッ プデー ト を提供し ます。 ビルド を中止する

には pbCancel を設定し ます。

次に適用 :

• ISWiRelease 
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 » ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プ
ロジ ェ ク ト のオー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

各ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI オー ト メ ーシ ョ ン コ レ クシ ョ ンは、 1 セ ッ ト のオブジ ェ ク

ト です。 たと えば、 ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ンは、 現在のプロジ ェ ク ト の 1 セ ッ ト の ISWiSuiteFeature オブ

ジ ェ ク ト です。 このセクシ ョ ンでは、 各ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI オー ト メ ーシ ョ ン コ

レ クシ ョ ンが説明されています。

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ン

エデ ィ シ ョ ン • 複数言語イ ンス ト ールのサポー ト は、 InstallShield Premier Edition のみで提供されています。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ンには、 現在の言語のすべての言語が含まれています。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべてのア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ が含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-72 • ISWiLanguages コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiLanguages コ レ ク

シ ョ ンの文字列エン ト リの合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 言語のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiLanguage オブジ ェ ク ト  を読み出し ます。

テーブル 11-73 • ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiPathVariables コ レ

クシ ョ ンのパス変数の合計数を返し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ パス変数のイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、  ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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ISWiProperties コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

 ISWiPathVariable コ レ ク シ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト に含まれるすべてのア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ が含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ンには、 現在のプロジ ェ ク ト のすべてのサポー ト  フ ァ イルが含まれています。

テーブル 11-74 • ISWiProperties コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiPathVariable コ レ

クシ ョ ンの文字列エン ト リの合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ プロパテ ィ のイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiProperty オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteActionRefs コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteActionRefs コ レ クシ ョ ンは、 パッ ケージ内で特定のイベン ト にスケジュールされているすべてのスイー

ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

テーブル 11-75 • ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使用し て、 ISWiSetupFiles コ レ ク

シ ョ ンの文字列エン ト リの合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのイ ンデッ クス番号または

名前を指定し て、 ISWiSetupFiles オブジ ェ ク ト を取

得し ます。

テーブル 11-76 • ISWiSuiteActionRefs コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteActionRefs コ レ

クシ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ イベン ト のイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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ISWiSuiteActions コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 スイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteActions コ レ クシ ョ ンは、 プロジ ェ ク ト に含まれるすべてのスイー ト / ア ドバンス ト  UI アクシ ョ ンを含

みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteConditionParameters コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteConditionParameters コ レ クシ ョ ンは、 条件ステー ト メ ン ト のすべての設定を含みます。

テーブル 11-77 • ISWiSuiteActions コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteActions コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ アクシ ョ ンのイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

ISWiSuiteConditions コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteConditions コ レ クシ ョ ンは、 条件グループの下にあるすべての条件ステー ト メ ン ト を含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteCondition 

テーブル 11-78 • ISWiSuiteConditionParameters コ レ ク シ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、

ISWiSuiteConditionParameters コ レ クシ ョ ン内の要素

の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 条件パラ メ ーターのイ ンデッ クス番号または名前を

指定し て、 ISWiSuiteConditionParameters オブジ ェ ク

ト を取得し ます。

テーブル 11-79 • ISWiSuiteConditions コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteConditions コ レ

クシ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 条件ステー ト メ ン ト のイ ンデッ クス番号を指定し

て、 ISWiSuiteConditions オブジ ェ ク ト を取得し ま

す。
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ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ ケー

ジが必要とする追加フ ァ イルのダイナ ミ ッ ク リ ン ク と関連付けられたすべてのフ ィ ルターが含まれています。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuitePackage 

ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-80 • ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteDFLFilters コ レ

クシ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのイ ンデッ クス番号

または名前を指定し て、 ISWiSuiteDFLFilters オブ

ジ ェ ク ト を取得し ます。
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ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ クシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内の

パッ ケージのフ ォルダーに含まれるすべてのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

ISWiSuiteEvents コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteEvents は、 プロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト 内のパッ ケージに関連付けられている イベン ト のイベン ト

を含むコ レ クシ ョ ンです。

テーブル 11-81 • ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、

ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ クシ ョ ン内の要素の

合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのイ ンデッ クス番号

または名前を指定し て、 ISWiSuiteDynamicFileLinks 

オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

• ISWiSuitePackage 

ISWiSuiteExitConditions コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWISuiteExitConditions コ レ ク シ ョ ンには、 プロジ ェ ク ト のすべての終了条件が含まれます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-82 • ISWISuiteEvents コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWISuiteEvents コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ISWISuiteEvent  オブジ ェ ク ト を取得するイベン ト の

イ ンデッ クス番号を提供し ます。

テーブル 11-83 • ISWISuiteExitConditions コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWISuiteExitConditions 

コ レ クシ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 終了条件のイ ンデッ クス番号を指定し て、 

ISWISuiteExitCondition オブジ ェ ク ト を取得し ます。
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ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ンは、 プロジ ェ ク ト のあらゆる機能を (ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト と し て ) 含みま

す。

ISWiSuiteFeatures が ISWiProject のメ ンバーの場合、 これにはプロジ ェ ク ト のルー ト レベルの機能がすべて含まれ

ます。 サブ機能のコ レ クシ ョ ンを読み出すには、 ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト の " 機能 " プロパテ ィ にアクセス

し ます。 その結果は、 現在のルー ト レベル機能のすぐ下にあるサブ機能を含む ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ンで

す。 これを繰り返すこ と で、 さ らに下のレベルのサブ機能が表示されます。
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteFiles コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFiles コ レ クシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケージ

のフ ォルダーに含まれるすべてのフ ァ イルを含みます。

テーブル 11-84 • ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteFeatures コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ 機能のイ ンデッ クス番号または名前を指定し て、

ISWiSuiteFeatures オブジ ェ ク ト を読み出し ます。 た

と えば、 次のステー ト メ ン ト では、 コ レ ク シ ョ ンの

最初の項目のコ ピーおよび Help_Files とい う名前の

機能のコ ピーが作成されます。

Set pFeat1 = m_ISWiProject.ISWiSuiteFeatures.Item(1)

Set pFeat2 = 

m_ISWiProject.ISWiSuiteFeatures.Item("Help_Files")

機能の名前は大文字と小文字を区別し ます。 たと え

ば、 “Help_Files” と “Help_files” は異なる機能と し て

認識されます。

Item は ISWiSuiteFeatures のデフ ォル ト のプロパ

テ ィ で、 次の 2 行のコー ド に相当し ます :

m_ISWiProject.ISWiSuiteFeatures.Item("Help_Files")

m_ISWiProject.ISWiSuiteFeatures("Help_Files").
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メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

ISWiSuiteFolders コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuiteFolders コ レ クシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト 内のパッ ケー

ジのフ ォルダーに含まれるすべてのサブ フ ォルダーを含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiSuiteFolder 

テーブル 11-85 • ISWiSuiteFiles コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteFiles コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ フ ァ イルのイ ンデッ クス番号またはフ ァ イル名を指

定し て、 ISWiSuiteFiles オブジ ェ ク ト を読み出し ま

す。

テーブル 11-86 • ISWiSuiteFolders コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteFolders コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ サブフ ォルダーのイ ンデッ クス番号または名前を指

定し て、 ISWiSuiteFolder  オブジ ェ ク ト を読み出し ま

す。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3369



第 11 章 リ フ ァ レンス
ISWiSuitePackages コ レ ク シ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ISWiSuitePackages コ レ クシ ョ ンは、 プロジ ェ ク ト に含まれる Windows Installer ト ラ ンザクシ ョ ン内のすべての

パッ ケージ (ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト と し て ) が含まれます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

ISWiSuiteReleases コ レ クシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-87 • ISWiSuitePackages コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuitePackages コ レ

クシ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ ト ラ ンザクシ ョ ンのイ ンデッ クス番号または名前を

指定し て、 ISWiSuitePackages オブジ ェ ク ト を読み

出し ます。
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ISWiSuiteReleases コ レ クシ ョ ンは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれる

すべてのリ リースを含みます。

メ ンバー

次に適用 :

• ISWiProject 

テーブル 11-88 • ISWiSuiteReleases コ レ クシ ョ ンのメ ンバー

名前 種類 説明

Count 読み取り専用プロパテ ィ このプロパテ ィ を使って、 ISWiSuiteReleases コ レ ク

シ ョ ン内の要素の合計数を戻し ます。

Item 読み取り専用プロパテ ィ リ リースのイ ンデッ クス番号または名前を指定し

て、 ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト を読み出し ます。
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ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス
ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ
ク ト  リ フ ァ レンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の様々な設定では、 フ ァ イル、 レジス ト リ エン

ト リ、 その他のアイテムについての情報を ターゲッ ト  システムでク エ リするオブジ ェ ク ト 式を埋め込むこ とがで

きます。 オブジ ェ ク ト 式には、 この規則を使用し ます ：

[@Object(Parameters, ...).Property(Parameters, ...)]

各オブジ ェ ク ト 式には、 オブジ ェ ク ト 固有プロパテ ィ の集ま り である、 オブジ ェ ク ト への参照が含まれています。

オブジ ェ ク ト と プロパテ ィ にはパラ メ ーターを含める こ とができます。

ド キュ メ ン ト の本章では、 オブジ ェ ク ト 式で使用可能な各オブジ ェ ク ト について説明し ます。

テーブル 11-1 • オブジ ェ ク ト 式で使用可能なオブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト 説明

Feature オブジ ェ ク ト ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの機能についての情報を確認し ます。

File オブジ ェ ク ト ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に、 フ ァ イルについての情報を確認し ます。

Parcel オブジ ェ ク ト ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールのパッ ケージについての情報を確認し ます。

Platform オブジ ェ ク ト ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に、 オペレーテ ィ ング システムの詳細を確認し ます。

Registry オブジ ェ ク ト ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ール中に、 レジス ト リ を確認し ます。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
Feature オブジ ェ ク ト
ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの機能についての情報

を確認するオブジ ェ ク ト 式を作成するには、 Feature オブジ ェ ク ト を使用し ます。 Feature オブジ ェ ク ト は、

DisplayName、 ActionState、 および InstalledState といったプロパテ ィ をサポー ト し ます。

構文

[@Feature(FeatureName).ActionState]

[@Feature(FeatureName).AllowSelectionChange]

[@Feature(FeatureName).Cost]

[@Feature(FeatureName).Description]

[@Feature(FeatureName).DisplayName]

[@Feature(FeatureName).InstalledState]

[@Feature(FeatureName).Visible]

パラ メ ーター

Feature オブジ ェ ク ト には、 1 つのパラ メ ーターを使用できます。

プロパテ ィ

Feature オブジ ェ ク ト には、 次のプロパテ ィ を使用できます。

テーブル 11-2 • Feature オブジ ェ ク ト のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FeatureName 機能の名前を指定し ます。

テーブル 11-3 • Feature オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

ActionState 現在設定されている機能のアクシ ョ ンの状態を取得し ます。 利用可能な値は、 以

下のとお り です。

• 0— 機能に対し て発生する操作はあり ません。

• 1— 機能がイ ンス ト ールされます。

• 2— 機能が削除されます。
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ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
例

次の例では、 オブジ ェ ク ト 式における Feature オブジ ェ ク ト の使用方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

AllowSelectionChange エン ド ユーザーが InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページに表示されている機能を

選択または選択解除できるよ う にするかど うかを指定するブール値を取得し ま

す。 利用可能な値は、 以下のとお り です。

• true — エン ド ユーザーがウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って機能を選択ま

たは選択解除できます。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• false — エン ド ユーザーがウ ィ ザー ド イ ン ターフ ェ イスを使って機能を選択

または選択解除できません。 InstallationFeatures ウ ィ ザー ド ページでこの機

能が表示される と きは、 読み取り専用の状態です ( 機能の条件などのその他

の要因によ って選択 / 非選択と な り ます )。

コス ト この値を [ 機能 ] ビ ューで指定し て、 ターゲッ ト  システム上の機能に必要な空き

容量をバイ ト 単位で取得し ます。

説明 機能の翻訳済みの説明を取得し ます。

DisplayName 機能の翻訳済みの表示名を取得し ます。

InstalledState 機能に含まれるパッ ケージのパッ ケージ検出状態によ って判別された機能のイ ン

ス ト ール状態を取得し ます。 利用可能な値は、 以下のとお り です。

• 0— 機能は現在イ ンス ト ールされていません。

• 3— 機能はイ ンス ト ールされています。

Visible イ ンス ト ール中、 InstallationFeatures ページで機能を表示するかど うかを指定する

ブール値を取得し ます。

テーブル 11-4 • Feature オブジ ェ ク ト 式のサンプル

式 説明

[@Feature(FeatureABC).ActionState] ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI が 

FeatureABC 機能を イ ンス ト ールするかど うかを判別

し ます。

[@Feature(FeatureABC).Cost] 機能が必要とする空き容量をバイ ト 単位で判別し ま

す。

テーブル 11-3 • Feature オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
File オブジ ェ ク ト
ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのフ ァ イルについての

情報を確認するオブジ ェ ク ト 式を作成するには、 File オブジ ェ ク ト を使用し ます。 File オブジ ェ ク ト は、 Date や 

Version といったプロパテ ィ をサポー ト し ます。

構文

[@File(FilePath,64Bit).Content]

[@File(FilePath,64Bit).Date(Parameter)]

[@File(FilePath,64Bit).Version]

パラ メ ーター

File オブジ ェ ク ト には、 次のパラ メ ーターを使用できます。

プロパテ ィ

File オブジ ェ ク ト には、 次のプロパテ ィ を使用できます。

テーブル 11-5 • File オブジ ェ ク ト のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

FilePath フ ァ イルへのパスを指定し ます。 [ProgramFilesFolder] などのプロパテ ィ  デ ィ レ ク ト

リ識別子を使用できます。

64Bit このオプシ ョ ン ブール パラ メ ーターを使って、 フ ァ イルが 64 ビ ッ ト の場所 (64 

ビ ッ ト  システム上の System32 フ ォルダーなど ) にあるかど うかを指定し ます。 有

効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• true—64 ビ ッ ト の場所を確認し ます。

• false—32 ビ ッ ト の場所を確認し ます。

このプロパテ ィ を省略し た と き、またはターゲッ ト  システムが 32 ビ ッ ト 版 Windows 

を実行中の場合、 イ ンス ト ールは 32 ビ ッ ト の場所を確認し ます。

テーブル 11-6 • File オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

コ ンテンツ フ ァ イルがテキス ト の場合 ( た と えば  .txt、 .htm、 .xml、 .config、 .ini、 または .sql)、

フ ァ イルのコ ンテンツを取得し ます。
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ア ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
例

次の例では、 オブジ ェ ク ト 式における File オブジ ェ ク ト の使用方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

Parcel オブジ ェ ク ト
ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール パッ ケージについての

情報を確認するオブジ ェ ク ト 式を作成するには、 Parcel オブジ ェ ク ト を使用し ます。 Parcel オブジ ェ ク ト は、

Eligible、 ActionState、 および DetectedState といったプロパテ ィ をサポー ト し ます。

Date そのフ ァ イルの日時を取得し ます。 このプロパテ ィ には、 オプシ ョ ン パラ メ ーター

が使用できます :

• modified— フ ァ イルの最終変更時の日付けと時刻を取得し ます。 これがデフ ォル

ト のパラ メ ーターです。

• access— フ ァ イルの最終アクセス時の日付けと時刻を取得し ます。

• create— フ ァ イル作成時の日付けと時刻を取得し ます。

Date プロパテ ィ のプロパテ ィ を省略する と、 File オブジ ェ ク ト は最終変更時の日付

けを返し ます。

Version フ ァ イルのバージ ョ ンを取得し ます。 バージ ョ ン付きでないフ ァ イルの場合、 この

プロパテ ィ は空白を返し ます。

テーブル 11-7 • File オブジ ェ ク ト 式のサンプル

式 説明

[@File([ProgramFilesFolder]MyCompany\

MyProduct.exe,false).Date(modified)]

MyProduct.exe とい う名前のフ ァ イルの最終変更日時

を取得し ます。

32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上でのパス例 :

C:\Program Files\MyCompany\MyProduct.exe

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上でのパス例 :

C:\Program Files (x86)\MyCompany\MyProduct.exe

[@File([SystemFolder]notepad.exe).Version] 32 ビ ッ ト ターゲッ ト  システム上では System32 フ ォル

ダー、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上では 

SysWOW64 フ ォルダーにある notepad.exe のバージ ョ

ン番号を取得し ます。

[@File([SystemFolder]notepad.exe,true).Version] 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト システム上の 

System32 フ ォルダーにある notepad.exe のバージ ョ ン

番号を取得し ます。

テーブル 11-6 • File オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト で使用可能な式のオブジ ェ ク ト  リ フ ァ レンス
構文

[@Parcel(PackageGUID).ActionState]

[@Parcel(PackageGUID).DetectedState]

[@Parcel(PackageGUID).Eligible]

[@Parcel(PackageGUID).ExitCode]

[@Parcel(PackageGUID).Type]

パラ メ ーター

Parcel オブジ ェ ク ト には、 1 つのパラ メ ーターを使用できます。

プロパテ ィ

Parcel オブジ ェ ク ト には、 次のプロパテ ィ を使用できます。

テーブル 11-8 • Parcel オブジ ェ ク ト のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

PackageGUID パッ ケージの GUID を指定し ます。

テーブル 11-9 • Parcel オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

ActionState 現在設定されているパッ ケージのアクシ ョ ンの状態を取得し ます。 この値は、 プ

ロパテ ィ が照会される タ イ ミ ングによ って異な り ます。 利用可能な値は、 以下の

とお り です。

• 1— パッ ケージがイ ンス ト ール操作を実行し ます。

• 2— パッ ケージが変更操作を実行し ます。

• 3— パッ ケージが修正操作を実行し ます。

• 4— パッ ケージが削除操作を実行し ます。

• 5— パッ ケージに対し て発生する操作はあり ません。

DetectedState パッ ケージのイ ンス ト ール状態を取得し ます。 利用可能な値は、 以下のとお り で

す。

• 0— パッ ケージはイ ンス ト ールされていません。

• 1— パッ ケージは現在イ ンス ト ールされています。

Eligible ターゲッ ト  システムが、 パッ ケージを実行するのに必要な要件を満た し ているか

ど うかを示すブール値を取得し ます。

ExitCode スケジュールされた操作が完了し た時点で、 パッ ケージの終了コー ド を取得し ま

す。 パッ ケージの操作が実行される前に、 このプロパテ ィ の値は不確定な状態で

す。
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次の例では、 オブジ ェ ク ト 式における Parcel オブジ ェ ク ト の使用方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

Platform オブジ ェ ク ト
ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中にオペレーテ ィ ング 

システムの詳細を確認するオブジ ェ ク ト 式を作成するには、 Platform オブジ ェ ク ト を使用し ます。 Platform オブ

ジ ェ ク ト は、 Architecture、 FullVersion、 および MajorVersion といったプロパテ ィ をサポー ト し ます。

構文

[@Platform.Architecture]

[@Platform.BuildNumber]

[@Platform.CSDVersion]

[@Platform.FullVersion]

[@Platform.MajorVersion]

[@Platform.MinorVersion]

[@Platform.ProductType]

[@Platform.ServicePackVersion]

Name パッ ケージの表示名を取得し ます。

Type パッ ケージの種類を取得し ます。 利用可能な値は、 以下のとお り です。

• 0— 実行可能パッ ケージ (.exe)

• 1—Windows Installer パッ ケージ (.msi)

• 2— パッ チ パッ ケージ (.msp)

• 3—InstallScript パッ ケージ (.hdr)

• 5— サイ ド ローデ ィ ング UWP アプ リ パッ ケージ (.appx)

• 6—Web 配置パッ ケージ (.zip)

テーブル 11-10 • Parcel オブジ ェ ク ト 式のサンプル

式 説明

[@Parcel(0F283EC0-E9D1-4D18-801D-

0014F6CA96DF).DetectedState]

参照されるパッ ケージがイ ンス ト ール済みかど うかを

判別し ます。

[@Parcel(0F283EC0-E9D1-4D18-801D-

0014F6CA96DF).ExitCode]

スケジュールされた操作が完了し た時点で、 パッ ケー

ジの終了コー ド を取得し ます。

テーブル 11-9 • Parcel オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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[@Platform.Value]

パラ メ ーター

Platform オブジ ェ ク ト にはパラ メ ーターがあ り ません。

プロパテ ィ

Platform オブジ ェ ク ト には、 次のプロパテ ィ を使用できます。

テーブル 11-11 • Parcel オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

アーキテ クチャ ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンのアーキテ クチャ (x86、 x64、 IA64、 ARM、 または不明 ) を取得し ます。

BuildNumber ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンのビルド番号バージ ョ ンを取得し ます。

有効なビルド番号のリ ス ト は、 MSDN ラ イブラ リのド キュ メ ン ト に記載されてい

る OSVERSIONINFOEX 構造 の dwBuildNumber メ ンバーを参照し て く だ さい。

CSDVersion ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの Windows の CSD バージ ョ ンを取得し ます。 Service Pack 2 は CSD バージ ョ

ンの一例です。

FullVersion ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの Windows の完全バージ ョ ン番号を取得し ます。 値は MajorVersion X 100 + 

MinorVersion で計算されます。

たと えば、 Windows 8.1 のバージ ョ ン番号は 6.3 です。 Windows 8.1 が投資されたマ

シンの FullVersion 値は 603 です。

MajorVersion ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの Windows のメ ジャー バージ ョ ン番号を取得し ます。

MinorVersion ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの Windows のマイナー バージ ョ ン番号を取得し ます。

ProductType ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの製品の種類を取得し ます。 利用可能な値は、 以下のとお り です。

• 1— ワークステーシ ョ ン

• 2— ド メ イ ン コ ン ト ローラー

• 3— サーバー

ServicePackVersion ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールが実行中のマシ

ンの Windows のサービス パッ ク バージ ョ ンを取得し ます。

Value FullVersion プロパテ ィ と同じ値を取得し ます。
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例

次の例では、 オブジ ェ ク ト 式における Platform オブジ ェ ク ト の使用方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

Registry オブジ ェ ク ト
ターゲッ ト  システムで、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール中にターゲッ ト  システ

ム上のレジス ト リ を確認するオブジ ェ ク ト 式を作成するには、 Registry オブジ ェ ク ト を使用し ます。

構文

[@Registry(RegistryKeyPath,64Bit).KeyValue(DataValueName)]

[@Registry(RegistryKeyPath,64Bit).Value]

パラ メ ーター

Registry オブジ ェ ク ト には、 次のパラ メ ーターを使用できます。

テーブル 11-12 • Platform オブジ ェ ク ト 式のサンプル

式 説明

[@Platform.FullVersion] ターゲッ ト  システムのバージ ョ ン番号を取得し ます。

[@Platform.Architecture] ターゲッ ト  システムのアーキテ クチャ を取得し ます。

テーブル 11-13 • Registry オブジ ェ ク ト のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

RegistryKeyPath ターゲッ ト  システムで確認するレジス ト リ キーの完全パスを指定し ます。 ルー

ト には、 次の省略形を使用し ます。

• HKCR

• HKCU

• HKLM

64Bit このオプシ ョ ン ブール パラ メ ーターを使って、 レジス ト リの [64 ビ ッ ト ] ビ ュー

を確認するかど うかを示し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• true— レジス ト リの [64 ビ ッ ト ] ビ ューを確認し ます。

• false— レジス ト リの [32 ビ ッ ト ] ビ ューを確認し ます。

このプロパテ ィ を省略し たと き、 またはターゲッ ト  システムが 32 ビ ッ ト 版 

Windows を実行中の場合、 イ ンス ト ールはレジス ト リの [32 ビ ッ ト ] ビ ューを確

認し ます。
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プロパテ ィ

Registry オブジ ェ ク ト には、 次のプロパテ ィ を使用できます。

例

次の例では、 オブジ ェ ク ト 式における Registry オブジ ェ ク ト の使用方法をデモンス ト レーシ ョ ン し ます。

テーブル 11-14 • Registry オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

KeyValue KeyValue プロパテ ィ のパラ メ ーターと し て渡された値の値データ を取得し ます。

値 レジス ト リ キーのデフ ォル ト 値の値データ を取得し ます。

テーブル 11-15 • Registry オブジ ェ ク ト 式のサンプル

式 説明

[@Registry(HKLM\Software\Microsoft\

Windows NT\CurrentVersion, false).

KeyValue(RegisteredOwner)]

32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 次のレジス ト リ 

キーの RegisteredOwner 値のデータ を取得し ます :

HKLM\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 次のレジス ト リ 

キーの RegisteredOwner 値のデータ を取得し ます :

HKLM\Software\Wow6432Node\Microsoft\Windows 

NT\CurrentVersion

[@Registry(HKLM\Software\[COMPANY]\

[PRODUCT], true).Value]

32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、

次のレジス ト リ キーの デフ ォル ト 値のデータ を取得

し ます :

HKLM\Software\My Company Name\My Product Name

[@Registry(HKCR\Software\My Company Name\My 

Product Name, false).KeyValue(MyFile[\[]1[\]].exe)]

32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 次のレジス ト リ 

キーの MyFile[1].exe 値のデータ を取得し ます :

HKCU\Software\My Company Name\My Product Name

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上で、 次のレジス ト リ 

キーの MyFile[1].exe 値のデータ を取得し ます :

HKLM\Software\Wow6432Node\My Company Name\My 

Product Name

データ値名の各括弧がパラ メ ータの解析イ ンジケー

ターと し て処理されないよ う、 サンプル式では各括弧

がエスケープ されています。
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InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス
このセクシ ョ ンでは、 様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ

ン InstallShield カス タム アクシ ョ ンそれぞれについて説明し ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムを適用する場合、 イ ンス ト ールに含まれる カス タム アクシ ョ ンそれぞれ

について、 その正常時の動作を文書化し な く てはな り ません。 これは、 カス タム アクシ ョ ン タ イプ 19 ( エラー、

失敗、 およびイ ンス ト ールの終了を表示する )、 タ イプ 35 ( イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を設定する )、 または タ イ

プ 51 ( プロパテ ィ を設定する ) には適用されません。 ISICE10 は、 各カス タム アクシ ョ ンが文書化されている こ と

を検証し ます。

_serial_verifyCA_isx

SERIALNUMVALRETRYLIMIT プロパテ ィ の値を 1 減ら し ます。

_serial_verifyCA_isx_helper

SERIALNUMVALRETRYLIMIT プロパテ ィ の値を 1 減ら し ます。

CheckForProductUpdates

FlexNet Connect を使用し て、 製品のア ッ プデー ト を確認し ます。

カス タム アクシ ョ ンは Agent.exe とい う名前の実行可能フ ァ イルを起動し て、 次の内容を渡し ます。

/au[ProductCode] /EndOfInstall

CheckForProductUpdatesOnReboot

FlexNet Connect を使用し て、 起動時に製品のア ッ プデー ト を確認し ます。

カス タム アクシ ョ ンは Agent.exe とい う名前の実行可能フ ァ イルを起動し て、 次の内容を渡し ます。

/au[ProductCode] /EndOfInstall /Reboot

DLLWrapCleanup

抽出されたデータ を ク リーンア ッ プする標準 DLL ラ ッパー。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は dllwrap.dll で、 そのエン ト リ ポイ

ン ト は DLLWrapCleanup です。

DLLWrapStartup

呼び出し を説明するデータ を抽出する標準 DLL ラ ッパー。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は dllwrap.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

DLLWrapStartup です。

ISChainPackageCommit

複数パッ ケージの ト ラ ンザクシ ョ ンから抽出されたフ ァ イルを削除し ます。
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ISChainPackagePrepare

複数パッ ケージの ト ラ ンザクシ ョ ン用にフ ァ イルを準備し て抽出し ます。

ISChainPackageRollback

複数パッ ケージの ト ラ ンザクシ ョ ンから抽出されたフ ァ イルを削除し ます。

ISComponentServiceCosting

ISComPlusApplication テーブルから情報を抽出し、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの一時フ ァ イルに保存し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISComponentServiceCosting です。

ISComponentServiceFinalize

イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを コ ミ ッ ト し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISComponentServiceFinalize です。

ISComponentServiceInstall

イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceInstall です。

ISComponentServiceRollback

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールが失敗し た と き、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをロールバッ ク し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceRollback です。

ISComponentServiceUninstall

アン イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを削除し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceUninstall です。

ISIISCleanup

IIS イ ンス ト ールの一時フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リ を削除し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISCleanup です。

ISIISCosting

IIS イ ンス ト ールの一時フ ァ イルにアクシ ョ ン一覧を作成し ます。 他の IIS アクシ ョ ンの CustomActionData プロパ

テ ィ を設定し ます。
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これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISCosting です。

ISIISInstall

IIS イ ンス ト ールに Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを作成し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISInstall です。

ISIISRollback

IIS のロールバッ ク中に Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを削除し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISRollback です。

ISIISUninstall

IIS のアン イ ンス ト ール中に Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを削除し ま

す。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISUninstall です。

ISInstallPrerequisites

機能と関連付けられた前提条件のイ ンス ト ールを起動し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は PrqLaunch.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

InstallPrerequisites です。

ISJITCompileActionAtInstall

イ ンス ト ール時に、 .NET アセンブ リ をプ リ コ ンパイルし ます。

このカス タム アクシ ョ ンは、 ngen.exe とい う名前の Microsoft 実行可能フ ァ イルを起動し ます。

ISJITCompileActionAtUnInstall

アン イ ンス ト ール時にプ リ コ ンパイル済み .NET アセンブ リ を削除し ます。

このカス タム アクシ ョ ンは、 ngen.exe とい う名前の Microsoft 実行可能フ ァ イルを起動し ます。

ISLockPermissionsCost

ISLockPermissionsInstall アクシ ョ ンの CustomActionData プロパテ ィ を設定し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISLockPermissions.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト

は ISLockPermissionsCostAction です。

ISLockPermissionsInstall

製品がイ ンス ト ールされる と きのアクセス許可を設定し ます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3385



第 11 章 リ フ ァ レンス

InstallShield カス タム ア ク シ ョ ン リ フ ァ レンス
これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISLockPermissions.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト

は ISLockPermissionsInstallAction です。

ISNetApiInstall

.ini フ ァ イルからユーザーおよびグループを作成し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetApiInstall です。

ISNetApiRollback

ユーザーとグループの変更をロールバッ ク し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISNetApiRollback です。

ISNetCreateIniForOneUser

ユーザーとグループ用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 ISNetAPI.dll とい う名前の DLL カス タム アクシ ョ ンです。

ISNetDeleteIniFile

ユーザーとグループ用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 ISNetAPI.dll とい う名前の DLL カス タム アクシ ョ ンです。

ISNetGetGroups

グループを コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetGetGroups です。

ISNetGetServers

サーバーの一覧を コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetGetServers です。

ISNetGetUsers

ユーザーの一覧を コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetGetUsers です。

ISNetSetLogonName

LogonInformation ダイアログで入力された " ユーザー "、 " グループ "、 および " サーバー " プロパテ ィ を格納し ま

す。
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これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetSetLogonName です。

ISNetValidateLogonName

LogonInformation ダイアログで、 有効な組み合わせのユーザー名、 サーバー、 パスワー ドが入力されたこ と を検証

し て く ださい。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetValidateLogonName です。

ISNetValidateNewUserInformation

LogonInformation ダイアログで入力された " ユーザー "、 " グループ "、 および " サーバー " プロパテ ィ を格納し ま

す。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISNetValidateNewUserInformation です。

ISNetworkSharesCosting

ISNetworkShares テーブルから情報を抽出し、 ネ ッ ト ワーク共有の一時フ ァ イルに保存し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetworkShares.dll で、 そのエン

ト リ ポイ ン ト は ISNetworkSharesCosting です。

ISNetworkSharesFinalize

ネ ッ ト ワーク共有の構成用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetworkShares.dll で、 そのエン

ト リ ポイ ン ト は ISNetworkSharesFinalize です。

ISNetworkSharesInstall

1 つ以上のフ ォルダー用のネ ッ ト ワーク共有を構成し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetworkShares.dll で、 そのエン

ト リ ポイ ン ト は ISNetworkSharesInstall です。

ISNetworkSharesRollback

1 つ以上のフ ォルダー用のネ ッ ト ワーク共有をロールバッ ク し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetworkShares.dll で、 そのエン

ト リ ポイ ン ト は ISNetworkSharesRollback です。

ISNetworkSharesUninstall

1 つ以上のフ ォルダー用のネ ッ ト ワーク共有を削除し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISNetworkShares.dll で、 そのエン

ト リ ポイ ン ト は ISNetworkSharesUninstall です。
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ISPrint

ダイアログ上の ScrollableText コ ン ト ロールの内容を印刷し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は PrintScrollableText です。

ISQuickPatchFinalize

QuickPatch の共有参照カウン ト を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchFinalize です。

ISQuickPatchFixShortcut

QuickPatch のシ ョ ー ト カ ッ ト を再イ ンス ト ールし ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchFixShortcut です。

ISQuickPatchHelper

QuickPatch のク リーンな機能の状態を適用し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchHelper です。

ISQuickPatchInit

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchInit です。

ISQuickPatchInit9X

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchInit9X です。

ISQuickPatchInit9X2

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は ISQuickPatchInit9X2 です。

ISRunSetupTypeAddLocalEvent

SetupType ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンに関連付けられている AddLocal イベン ト を実行し ます。 イ ンス ト ールが 

SetupType ダイアログを表示し ない場合、 このアクシ ョ ンを呼び出す必要があ り ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は ISXExpHlp.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は RunSetupTypeAddLocalEvent です。
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ISSearchReplaceCosting

テキス ト  フ ァ イルに追加する必要がある変更の一覧を含む一時フ ァ イルを作成し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isschrpl.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSearchReplaceCosting です。

ISSearchReplaceFinalize

テキス ト  フ ァ イルの変更用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isschrpl.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSearchReplaceFinalize です。

ISSearchReplaceInstall

製品がイ ンス ト ールされる時に、 テキス ト  フ ァ イルの変更を行います。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isschrpl.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSearchReplaceInstall です。

ISSearchReplaceRollback

テキス ト  フ ァ イルの変更をロールバッ ク し て、 テキス ト フ ァ イルの変更用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ま

す。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isschrpl.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSearchReplaceRollback です。

ISSearchReplaceUninstall

製品がアン イ ンス ト ールされる時に、 テキス ト  フ ァ イルの変更を行います。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isschrpl.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSearchReplaceUninstall です。

ISSelfRegisterCosting

自己登録用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISSelfRegisterCosting です。

ISSelfRegisterFiles

自己登録フ ァ イルを登録し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISSelfRegisterFiles です。

ISSelfRegisterFinalize

自己登録用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポ

イ ン ト は ISSelfRegisterFinalize です。
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ISSetAllUsers

ア ッ プグレー ド または初回イ ンス ト ール要件の ALLUSERS を設定し ます

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SetAllUsers です。

ISSetTARGETDIR

TARGETDIR を [INSTALLDIR] に設定し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SetTARGETDIR です。

ISSetupFilesCleanup

サポー ト  フ ァ イルの一時デ ィ レ ク ト リ を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SFHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SFCleanupEx です。

ISSetupFilesExtract

一時デ ィ レ ク ト リ に、 サポー ト  フ ァ イルを抽出し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SFHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SFStartupEx です。

ISSQLQueryDatabases

指定されたデータベース サーバーで使用できるデータベース カ タ ログを検索する。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLQueryDatabases です。

ISSQLServerCosting

SQL スク リ プ ト 用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerCosting です。

ISSQLServerFilteredList

SQL スク リ プ ト に使用可能なサーバーを検索し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerFilteredList です。

ISSQLServerFinalize

一時フ ァ イルと SQL スク リ プ ト の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerFinalize です。
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ISSQLServerInitialize

MsiHiddenProperties に SQL ログイ ン パスワー ド のプロパテ ィ 名を追加する。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerInitialize です。

ISSQLServerInstall

イ ンス ト ール中に SQL スク リ プ ト を実行し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerInstall です。

ISSQLServerList

使用可能なサーバーを検索し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerList です。

ISSQLServerRemoveLoginInfo

アン イ ンス ト ール中に SQL データベース ログイ ン認証情報を Windows レジス ト リから削除し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerRemoveLoginInfo です。

ISSQLServerRollback

イ ンス ト ールが失敗し た と き、 またはアン イ ンス ト ール中に SQL スク リ プ ト を実行し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerRollback です。

ISSQLServerRollbackLoginInfo

イ ンス ト ールが失敗し た と き、 またはアン イ ンス ト ール中に Windows レジス ト リ に格納されている SQL データ

ベース ログイ ン認証情報をロールバッ ク し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerRollbackLoginInfo です。

ISSQLServerUninstall

アン イ ンス ト ール中に SQL スク リ プ ト を実行し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerUninstall です。

ISSQLServerValidate

サーバーの接続をテス ト し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerValidate です。
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ISSQLServerWriteLoginInfo

イ ンス ト ール中に SQL データベース ログイ ン認証情報を Windows レジス ト リ に書き込みます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISSQLServerWriteLoginInfo です。

ISUnSelfRegisterFiles

自己登録フ ァ イルの登録を解除し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISUnSelfRegisterFiles です。

ISVerifyScriptingRuntime

Setup.exe を使用し て InstallScript MSI イ ンス ト ールが起動されたかど うかを確認し、 起動されなかった場合、

STANDARD_USE_SETUPEXE プロパテ ィ にある メ ッ セージを表示し ます。 このカス タム アクシ ョ ンはすべての 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に含まれてお り、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンスの先頭にスケジュールされ

ています。

メ モ • ISVerifyScriptingRuntime カス タム アクシ ョ ンは、 InstallScript UI ス タ イルが従来型のス タ イル (InstallScript エ

ンジンを外部 UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イル ) である InstallScript MSI イ ンス ト ールで呼び出されます。 新

しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イル ) では呼び出されません。

詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、

埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し て く だ さい。

ISXmlAppSearch

XML のシステム検索を実行し ます。 つま り、 フ ァ イルを検索し てから、 XPath クエ リ を実行し、 その結果をプロ

パテ ィ に格納し ます。 ISXmlLocator テーブルに基づいて動作し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlAppSearch です。

ISXmlCosting

XML フ ァ イルの変更用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlCosting です。

ISXmlFinalize

XML フ ァ イルの変更用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlFinalize です。

ISXmlInstall

.xml フ ァ イルの変更を適用し ます。
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これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlInstall です。

ISXmlRollback

.xml フ ァ イルの変更をロールバッ ク し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 .DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlRollback です。

ISXmlUnInstall

.xml フ ァ イルの変更をアン イ ンス ト ールし ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は isxmlcfg.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISXmlUnInstall です。

LaunchProgramFileFromSetupCompleteSuccess

イ ンス ト ールの終わり で実行可能フ ァ イルを起動し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SerialNumCAHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は LaunchProgram です。

LaunchReadmeFileFromSetupCompleteSuccess

イ ンス ト ールの終わり で Readme フ ァ イルを起動し ます。

これは、 Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は SerialNumCAHelper.dll で、 そのエ

ン ト リ ポイ ン ト は LaunchReadMe です。

setAllUsersProfile2K

Windows 2000 以降の ALLUSERSPROFILE デ ィ レ ク ト リ識別子を初期化し ます。

SetAllUsersProfileNT

Windows NT 4 以降の ALLUSERSPROFILE デ ィ レ ク ト リ識別子を初期化し ます。

SetARPINSTALLLOCATION

ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ の値を、 アプ リ ケーシ ョ ンのプラ イマ リ フ ォルダーの完全修飾パスに設定し

ます。

setUserProfileNT

USERPROFILE デ ィ レ ク ト リ識別子を初期化し ます。

ShowMsiLog

エン ド ユーザーが SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError、 または SetupInterrupted ダイアログで "Windows 

Installer のログを表示 " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て [ 完了 ] を ク リ ッ ク し た と き、 メ モ帳で Windows Installer ロ

グ フ ァ イルを表示し ます。 これは、 Windows Installer 4.0 以降でのみ使用できます。
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WiseScriptFinalize

WiseScript カス タム アク シ ョ ンの一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は WiseScriptBridge.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

WiseScriptFinalize です。

WiseScriptInitialize

WiseScript カス タム アク シ ョ ンに必要なフ ァ イルを抽出し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は WiseScriptBridge.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

WiseScriptInitialize です。

WiseScriptRollback

WiseScript カス タム アク シ ョ ンの一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 DLL カス タム アクシ ョ ンです。 DLL フ ァ イルの名前は WiseScriptBridge.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

WiseScriptFinalize です。
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コ マン ド ラ イ ン ツール
グラ フ ィ ッ ク ユーザー イ ン ターフ ェ イスの他に、 InstallShield はビルド時 ( たと えば、 バッ チ処理の一部、 または

イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズするための実行時 ) に利用できるい く つかのコマン ド ラ イ ン プログラムも提

供し ます。
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オーサリ ング時のプログラム

ビルド タ イム プログラム

ラ ン タ イム プログラム

Compile.exe

テーブル 11-1 • オーサリ ング時のプログラムの説明

タ スク プログラム

IIS Web サイ ト をスキャ ン し てその設定を記録し、 InstallShield プロジ ェ ク ト に

イ ンポー ト できるよ う にし ます。

iisscan.exe

テーブル 11-2 • ビルド タ イム プログラムの説明

タ スク プログラム

InstallScript フ ァ イル (.rul) のコ ンパイル Compile.exe

リ リースのビルド。 適切な場合は、 InstallScript も コ ンパイルし ます。 ISCmdBld.exe

リ リースのビルド ( レガシー InstallScript プロジ ェ ク ト で利用可能 ) ISBuild.exe

ビルド 済みの InstallScript リ リースに署名を行う iSign.exe 

リ リースのビルド (InstallScript 自己抽出型実行可能フ ァ イル ) ReleasePackager.exe

基本の MSI または InstallScript MSI.exe フ ァ イルに埋め込まれている Setup.ini 

を変更する

SetupIni.exe 

テーブル 11-3 • ラ ン タ イム プログラムの説明

タ スク プログラム

Setup.exe イ ンス ト ールを実行し て、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す ( 基

本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

Setup.exe

Setup.exe イ ンス ト ールを実行し て、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す ( ア

ド バンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI プロジ ェ ク ト )

Setup.exe

イ ンス ト ールの実行 (InstallScript プロジ ェ ク ト ) Setup.exe (InstallScript プロ

ジ ェ ク ト )

.msi パッ ケージを実行する MsiExec.exe

パッ チ パッ ケージの実行し (Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト )、 コマン

ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す

Update.exe
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InstallShield は、 コマン ド ラ イ ン プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウまたは、 DOS バッ チ フ ァ イルから起動できる コマン ド ラ

イ ン コ ンパイ ラ を搭載し ています。 このプログラムは Compile.exe と呼ばれ、 次のフ ォルダーに保存されていま

す。

InstallShield Program Files フ ォルダー /System

メ モ • ISCmdBld.exe を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する と、 ビルド エンジンは自動的にスク

リ プ ト を コ ンパイルし ます。 し たがって、 InstallShield のプロジ ェ ク ト に指定されている コ ンパイ ラ オプシ ョ ン以

外のオプシ ョ ンを使用する必要がない場合、 Compile.exe を直接使用する必要はあ り ません。 詳細については、

「ISCmdBld.exe」 を参照し て く だ さい。

構文

Compile script_file [iswi_obl_file] [isrt_obl_file] [ifx_obl_file] switches

い く つかまたはすべてのコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを コマン ド フ ァ イルの形で Compile.exe に渡すこ とができ

ます。 コマン ド フ ァ イルを Compile.exe に指定するには、 次の構文を使います :

Compile @command_file

この例は、 command_file がテキス ト フ ァ イルの名前で、 拡張子を含んでいる場合です。 フ ァ イル名を使った絶対パ

スまたは相対パスを指定できます。

コマン ド ラ イ ンのすべて、 または一部を コマン ド フ ァ イルに指定できます。 複数のコマン ド フ ァ イルを [ コ ンパ

イル ] コマン ド で使う こ と もできます。 Compile.exe はコマン ド フ ァ イルの入力を、 コマン ド ラ イ ンのその場所で

指定されたかのよ う に受け入れます。

コマン ド フ ァ イルの中では、 各パラ メ ーターは同じ行で始ま り同じ行で終わならなければならず、 円記号 (\) を

使ってパラ メ ーターの 2 つの行を組み合わせる こ とはできません。 コマン ド フ ァ イルでは、 引数をスペースやタ

ブ ( コマン ド ラ イ ンのよ う に ) 、 および改行文字 (\n) で区切る こ とができます。
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パラ メ ーター

次のパラ メ ーターは、 コ ンパイ ラ と共に使用する こ とができます。

テーブル 11-4 • Compile.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

script_file セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト の名前を指定し ます。 次の事項に注意し て く ださ

い。

• フ ァ イル名には、 ド ラ イブのイ ンス ト ール先や、 絶対パスまたは相対パ

スを含むこ とができます。 フ ァ イル名が完全でない場合、 コ ンパイ ラは

スク リ プ ト を現在のド ラ イブの現在のデ ィ レ ク ト リの中から検索し ま

す。

• 指定し たセ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト が #include 指令を使ってセ ッ ト ア ッ プ

の別のフ ァ イルを含む場合、 また #include ステー ト メ ン ト が指定し た

フ ァ イル名がパスを含まない場合、 これらのフ ァ イルは現在のデ ィ レ ク

ト リ に常駐し ない限り、 場所を -i スイ ッ チを使って指定し なければな り

ません。 イ ン クルー ド し たフ ァ イルは自分で #include 指令を指定する こ

とができるので注意し て く ださい。 -i スイ ッ チがすべてのイ ン クルー ド

し たソースフ ァ イルの検索に使用できる検索パスを指定し ている こ と を

確認し て く ださい。

• 長いパス名と フ ァ イル名は二重引用符で囲まなければな り ません。 

• デフ ォル ト では、 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト の一部と し て作成さ

れたセ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト には setup.rul の名前がつけられます。 

isrt_obl_file ラ イブ ラ リ フ ァ イル Isrt.obl の名前を指定し ます。 パスが -libpath スイ ッ チで

明示されている限り、 ラ イブラ リ フ ァ イルのフル パスを含める必要はあり

ません。

Isrt.obl は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Lib

-c または -l スイ ッ チを使用し ない限り、 このパラ メ ーターは必須です。

ifx_obl_file

プロジ ェ ク ト • このパラ メ ーターは、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ラ イブ ラ リ フ ァ イル Ifx.obl の名前を指定し ます。 パスが -libpath スイ ッ チで

明示されている限り、 ラ イブラ リ フ ァ イルのフル パスを含める必要はあり

ません。

Ifx.obl は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Ifx\Lib

-c または -l スイ ッ チを使用し ない限り、 このパラ メ ーターは必須です。
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iswi_obl_file

プロジ ェ ク ト • このパラ メ ーターは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプに適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

ラ イブ ラ リ フ ァ イル Iswi.obl の名前を指定し ます。 パスが -libpath スイ ッ チで

明示されている限り、 ラ イブラ リ フ ァ イルのフル パスを含める必要はあり

ません。

Iswi.obl は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Iswi\Lib

-c または -l スイ ッ チを使用し ない限り、 このパラ メ ーターは必須です。

ifxobject_obl_file

プロジ ェ ク ト • このパラ メ ーターは、 InstallScript オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト

に適用し ます。

ラ イブ ラ リ フ ァ イル Ifxobject.obl の名前を指定し ます。 パスが -libpath スイ ッ

チで明示されている限り、 ラ イブラ リ フ ァ イルのフル パスを含める必要は

あ り ません。

Ifxobject.obl は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Ifx\Lib

-c または -l スイ ッ チを使用し ない限り、 このパラ メ ーターは必須です。

テーブル 11-4 • Compile.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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スイ ッ チ

次のスイ ッ チを コ ンパイ ラに渡すこ とができます。 スク リ プ ト  フ ァ イルおよびラ イブラ リ フ ァ イルへの完全パス

を指定し ない場合、 -i および -libpath スイ ッ チを使って、 これらのフ ァ イルを含むフ ォルダーの場所を指定し な く

てはな り ません ( 下の -i および -libpath の説明を参照 )。 その他すべてのスイ ッ チはオプシ ョ ンです。

テーブル 11-5 • Compile.exe 用のスイ ッ チ

スイ ッ チ 説明

/d または -d< 変数名 = プ リ プ

ロセ ッサ定義 >

使用する InstallScript に適切なプ リ プロセ ッサ定義を指定し ます。 参考例 :

Compile.exe -dVARIABLENAME=Value

変数名は有効な InstallScript 識別子で、 値は定数でなければな り ません。 ス

イ ッ チ と式の間、 または式同士の間にスペースを置 く こ とはできません。

InstallScript でプ リ プロセ ッサを参照する場合、 次のいずれかの形式を使用し

ます :

• #ifdef VARIABLENAME

• #if VARIABLENAME=Value

#ifdef ステー ト メ ン ト の場合、 値名のみを使用する こ とができます。 #if ス

テー ト メ ン ト の場合、 name=value ペアを使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

メ モ • このコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 InstallShield の次の領域でプ リ プ

ロセ ッサが定義されていない場合のみ使用する こ と をお勧めし ます。

• [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ ([ ビルド ] メ

ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し た と き表示されます )

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [

リ リース ] ビ ューの製品構成における " プ リ プロセ ッサ定義 " 設定

InstallShield のこれらのいずれかの領域でプ リ プロセ ッサを定義し てから、 -d 

コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 同じ プ リ プロセ ッサを定義し た場

合、 Compile.exe によ って、 プ リ プロセ ッサが InstallShield プロジ ェ ク ト また

は製品構成の設定を使って再定義できないこ と を通知する " 定義不可能シン

ボル " メ ッ セージが表示されます。

/e または -e エラー メ ッ セージの最大数を指定し ます。 デフ ォル ト 値は 50 です。 エラー

メ ッ セージの最大数が生成される と、 コ ンパイルは停止し ます。

/g または -g デバッ グ情報を生成するよ う指定し ます。 このフ ァ イルには、 イ ンス ト ール

の名前と拡張子 .dbg が付けられます。
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/gi または -gi デバッ グ情報がコ ンパイル済みスク リ プ ト  フ ァ イルに含まれるよ う指定し ま

す。 この場合、 デバッ グ情報フ ァ イルは必要あり ません。

ただ し、 コ ンパイルされたスク リ プ ト が大き く な り イ ンス ト ールに時間がか

かる上、 他人が容易にコー ド を リバースエンジニア リ ングできて し ま う ため、

通常、 エン ド ユーザーへの配布用の最終イ ンス ト ール作成では使用し ないほ

うが適切です。

/i または -i< 検索パス > #include ステー ト メ ン ト によ って メ イ ン イ ンス ト ールの InstallScript コー ド に

含まれたソースフ ァ イルを検索するデ ィ レ ク ト リ を識別する検索パス ( つま

り、 パスのリ ス ト 、 各々はセ ミ コ ロンで区切られます ) を指定し ます。 長い

パス名は二重引用符で囲まなければな り ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト で

は、 次のフ ォルダーの完全パスを指定し な く てはな り ません :

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Ifx\Include 

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include 

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 次のフ ォルダーの完全

パスを指定し な く てはな り ません :

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Iswi\Include 

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include 

上述のデ ィ レ ク ト リ には、 ビル ト イ ン InstallScript 関数用のスク リ プ ト  ヘ ッ

ダーが含まれます。 これらのフ ォルダーを指定し なかった場合、 コ ンパイ ラ 

エラーが発生し ます。

テーブル 11-5 • Compile.exe 用のスイ ッ チ ( 続き )

スイ ッ チ 説明
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/libpath または -libpath< パス > Ifx.obl、 Isrt.obl、 またはカス タム ラ イブ ラ リ フ ァ イルといった、 ラ イブラ リ

の検索対象デ ィ レ ク ト リ を特定する単一のパスを指定し ます。 複数デ ィ レ ク

ト リ を指定するには、 -libpath スイ ッ チを複数回にわたって使用し ます。 長い

パス名は二重引用符で囲まなければな り ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript と InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合、

次のフ ォルダーに完全パスを指定し な く てはな り ません ( ラ イブ ラ リ フ ァ イ

ル名を含む完全パスを使用し た場合を除 く ):

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Ifx\Lib 

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Lib 

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 次のフ ォルダーに完

全パスを指定し な く てはな り ません ( ラ イブラ リ フ ァ イル名を含む完全パス

を使用し た場合を除 く ):

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Iswi\Lib 

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Lib 

上述のデ ィ レ ク ト リ には、 ビル ト イ ン InstallScript 関数を定義する ラ イブ ラ リ

が含まれています。 これらのフ ォルダー、 またはラ イブ ラ リ名を含む完全パ

スを指定し なかった場合、 コ ンパイ ラ エラーが 発生し ます。

/o または -o< コ ンパイル済み

スク リ プ ト  フ ァ イル名 >

コ ンパイル済みスク リ プ ト に割り当てる フ ァ イル名を指定し ます。 次の事項

に注意し て く だ さい。

• フ ァ イル名には、 ド ラ イブのイ ンス ト ール先や、 絶対パスまたは相対パ

スを含むこ とができます。 パスが指定されない場合、 コ ンパイ ラはコ ン

パイルし たスク リ プ ト を現在のデ ィ レ ク ト リ に格納し ます。

• このパラ メ ーターを指定し ない場合、 コ ンパイルし たスク リ プ ト はスク

リ プ ト フ ァ イルの名前と拡張子 t .inx が付けられ、 現在のデ ィ レ ク ト リ に

格納されます。

• 長いパス名と フ ァ イル名は二重引用符で囲まなければな り ません。

/q または -q 著作権メ ッ セージ とバージ ョ ン情報の出力を抑止し ます。

/v または -v 警告のレベルを次のいずれかの値に設定し ます。

• 0 — 警告メ ッ セージは表示されません。

• 1 — InstallShield で処理できないシステム警告メ ッ セージを表示し ます。

• 2 — レベル 1 メ ッ セージに加えて、 文字列長が制限を越えた場合のメ ッ

セージを表示し ます。

• 3 — すべての警告メ ッ セージを表示し ます。 これがデフ ォル ト の設定に

な り ます。

テーブル 11-5 • Compile.exe 用のスイ ッ チ ( 続き )

スイ ッ チ 説明
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追加情報

• フ ァ イル名を指定する場合、 短いフ ァ イル名と長いフ ァ イル名のどち ら を使う こ と もできますが、 長いフ ァ

イル名は二重引用符で囲まなければな り ません。

• 相対パスを フ ァ イル名に指定する場合 ( たと えば ..\..\My Functions)、 指定し たパスはコ ンパイ ラ を呼び出す

と きの現在のド ラ イブの現在のデ ィ レ ク ト リの相対パスでなければな り ません。

例

InstallScript プロジ ェ ク ト のサンプル コ マン ド ラ イ ン

InstallScript プロジ ェ ク ト のための次のコマン ド ラ イ ンは、 C:\InstallShield 2016 Projects\My InstallScript 

Project\script files フ ォルダーにあるスク リ プ ト  フ ァ イル Setup.rul を コ ンパイルし ます。

"C:\Program Files\InstallShield\2016\System\Compile.exe"

"C:\InstallShield 2016 Projects\My InstallScript Project\script files\setup.rul"

ifx.obl

isrt.obl

-libpath"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Ifx\Lib"

-libpath"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Isrt\Lib"

-i"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Ifx\Include"

-i"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Isrt\Include"

-i"C:\InstallShield 2016 Projects\My InstallScript Project\script files"

InstallScript MSI または基本の MSI プロジ ェ ク ト 用のサンプル コ マン ド ラ イ ン

InstallScript MSI または基本の MSI プロジ ェ ク ト のための次のコ マン ド ラ イ ンは、 C:\InstallShield 2016 Projects\My 

New Project\script files フ ォルダーにあるスク リ プ ト  フ ァ イル Setup.rul を コ ンパイルし ます。

"C:\Program Files\InstallShield\2016\System\Compile.exe"

"C:\InstallShield 2016 Projects\My New Project\script files\setup.rul"

ISWI.obl

isrt.obl

-libpath"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Iswi\Lib"

-libpath"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Isrt\Lib"

-i"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Ifx\Include"

-i"C:\Program Files\InstallShield\2016\Script\Isrt\Include"

-i"C:\InstallShield 2016 Projects\My New Project\script files"

ISCmdBld.exe
Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト と InstallScript プロジ ェ ク ト では 、 ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ

ンから リ リースをビルド できます。 また、 プロジ ェ ク ト に InstallScript が含まれている場合、 リ リースがビルド さ

れる前に、 ISCmdBld.exe によ ってコ ンパイルされます。

/w または -w 警告メ ッ セージの最大数を指定し ます。 デフ ォル ト 値は 50 です。 警告メ ッ

セージの最大数が生成される と、 コ ンパイルは停止し ます。

テーブル 11-5 • Compile.exe 用のスイ ッ チ ( 続き )

スイ ッ チ 説明
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構文

次に、 ISCmdBld.exe を実行し てオセロベータ (Othello Beta) のリ リースをビルド する際のステー ト メ ン ト の例を示

し ます。

ISCmdBld.exe -p "C:\InstallShield 2016 Projects\My Othello Project\Othello.ism" -r "Othello Beta" -c COMP -a "Build 245"

上記の例の -p で始まる 最初のパラ メ ーターは、 ビルド する .ism フ ァ イルへのパスです。 次に、 -r Othello Beta はリ

リース名です。 パラ メ ーター -c COMP は、 パッ ケージを 1 つのフ ァ イルに圧縮するかど うかを指定し ます。 最後

に、 -a "Build 245" は、 特定の製品構成をポイ ン ト し ます。

コマン ド ラ イ ン ビルドがエラーを発生せずに完了し た場合、 InstallShield によ って環境変数 ERRORLEVEL が 0 に

設定されます。 コマン ド ラ イ ン ビルドの最中にエラーが発生し た場合、 ERRORLEVEL は 1 に設定されます。

ERRORLEVEL がその他の値に設定された場合、 一般的に、 無効なパラ メ ターが ISCmdBld.exe に渡されたこ と を示

し、 そのエラー原因が ISCmdBld.exe を実行中のコマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウに表示されます。

コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター

プロジ ェ ク ト • 一部の ISCmdBld.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは特定のプロジ ェ ク ト  タ イプにのみ適用し ま

す。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

-a < 製品構成 > 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このパラ メ ーターは、 リ リースの製品構成を指定し ます。 パラ メ ー

ターが存在し ない場合は、 作成されます。 このパラ メ ーターは必須

ではあ り ませんが、 リ リース名のパラ メ ーターがある場合はこれも

含んで く ださい。

-b ‹ ビルドの場所 › ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

出力先フ ォルダーと フ ァ イルの保存先フ ォルダーへの完全なパスで

す。 UNC パスを使用できます。 ビルド済みイ ンス ト ールのフ ァ イ

ルは、 指定し た場所の Disk Images\Disk1 サブ フ ォルダーに格納さ

れます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 指定を し なかった場合、 ビル

ドは、 ビルド パッ ケージ と フ ァ イルを [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスの [

フ ァ イルの場所 ] タ ブで指定されたデ ィ レ ク ト リ に配置し ます。

長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く ださい。
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-c < リ リース構成 > 基本の MSI、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターを利用し て、 リ リースを単一フ ァ イルに圧縮する

のか、 圧縮せずに複数フ ァ イルと し て残すのかを指定する こ とがで

きます。 このパラ メ ーターの有効な引数は COMP および UNCOMP 

です。 リ リースを 1 つのフ ァ イルに圧縮するよ う指定するには、 引

数 COMP を使用し ます。 リ リースを圧縮し ない場合は、 引数 

UNCOMP を使用し ます。

パラ メ ーターが既存する リ リースで省略された場合、 構成は 

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで指定されたものに基づきます。 新

しい リ リースでパラ メ ーターが省略された場合、 フ ァ イルは非圧縮

のまま と な り ます。

-d < 変数名 = プ リ プ

ロセ ッサ定義 >

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト

このパラ メ ーターを使って、 InstallScript に適切なプ リ プロセ ッサ

の定義を指定し ます。 複数のプ リ プロセ ッサの定義を指定する場

合、 次の例のよ う に各定義を カ ンマで区切り ます :

ISCmdBld.exe -d VARIABLENAME1=Value1,VARIABLENAME2=Value2

InstallScript でプ リ プロセ ッサを参照する場合、 次のいずれかの形

式を使用し ます :

• #ifdef VARIABLENAME

• #if VARIABLENAME=Value

#ifdef ステー ト メ ン ト の場合、 値名のみを使用する こ とができます。

#if ステー ト メ ン ト の場合、 name=value ペアを使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

メ モ • このコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターは、 InstallShield の次の領

域でプ リ プロセ ッサが定義されていない場合のみ使用する こ と をお

勧めし ます。

• [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブ ([

ビルド ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し た と き表示されます

)

• 基本の MSI プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

の場合 : [ リ リース ] ビ ューの製品構成における " プ リ プロ

セ ッサ定義 " 設定

InstallShield のこれらのいずれかの領域でプ リ プロセ ッサを定義し

てから、 -d コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って、 同じ プ リ プロ

セ ッサを定義し た場合、 ISCmdBld.exe によ って、 プ リ プロセ ッサが 

InstallShield プロジ ェ ク ト または製品構成の設定を使って再定義で

きないこ と を通知する " 定義不可能シンボル " メ ッ セージが表示さ

れます。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-e <Y/N> 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の場合、 このパラ メ ーターは、

Setup.exe フ ァ イルを イ ンス ト ールと同時に 作成するかど うかを指

定し ます。 Setup.exe をビルド する -e Y 、 またはイ ンス ト ールのみ

を作成する -e N を指定し ます。

マージ モジュール プロジ ェ ク ト の場合、 -e の意味はイ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト と異な り ます。 -e n と指定する と、 マージ モジュール

がビルド され、 マージ モジュール フ ォルダーにコ ピーされます。 -

e Y と指定する と、 マージ モジュールが作成されるだけで、 マージ 

モジュール フ ォルダーにはコ ピーされません。

-f < リ リース フ ラグ > ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript MSI、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

このパラ メ ーターを使用し て、 リ リースに含める リ リース フ ラグ

を指定し ます。 複数のフ ラグはカ ンマで区切り ます。

-g < 最小ターゲッ ト  

MSI バージ ョ ン >

基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールで必要

な Windows Installer の最小バージ ョ ンを指定し ます ( 例、 2.0.2600.0)。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 デフ ォル ト では、 InstallShield 

イ ン ターフ ェ イスがサポー ト する Windows Installer の最新バージ ョ

ンに設定されています。

-h 基本の MSI、

InstallScript MSI

ビルドの終わり でア ッ プグレー ドの検証をスキッ プする場合、 この

パラ メ ーターを使用し ます。

-i <.ini フ ァ イル パス

>

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

すべてのパラ メ ーターを コマン ド ラ イ ンで渡す代わり に、 すべての

パラ メ ーターを初期化 (.ini) フ ァ イルに含めておき、 その .ini フ ァ イ

ルを コマン ド ラ イ ンから呼び出すこ とができます。 詳細について

は、 「.ini フ ァ イルでコマン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す」

を参照し て く ださい。

絶対および相対パスを使用できます。

長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く ださい。

-j < 最小ターゲッ ト  

Microsoft .NET 

Framework バージ ョ ン

>

基本の MSI、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールが必要

な .NET Framework の最小バージ ョ ンを指定し ます ( 例、

1.0.3705.2)。 このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 デフ ォル ト では、

InstallShield イ ン ターフ ェ イスがサポー ト する .NET Framework の最

新バージ ョ ンに設定されています。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-l < パス変数 >=" 新し

いパス "

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

このパラ メ ーターを使用し て、 [ パス変数 ] ビ ューで指定されたパ

ス変数をオーバーラ イ ド し ます。 このパラ メ ーターを各パス変数の

オーバーラ イ ド に 1 度づつ、 複数回にわたって指定できます。 例 : 

ISCmdBld.exe -l VariableName="C:\Path" -l VariableName2="C:\Path2"

同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー内にある姉妹プロ

ジ ェ ク ト のフ ァ イルを参照するには、 VSSolutionFolder と呼ばれる

定義済みのパス変数を使用し ます。 詳細については、 「Visual Studio 

ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使用する」 を参照し

て く ださい。

-m <.cub フ ァ イル名 > 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

ビルド を実行し たあと、 イ ンス ト ールまたはマージ モジュール 

パッ ケージを検証する場合、 このパラ メ ーターを使用し ます。 .cub 

フ ァ イル名のパスを このパラ メ ーターと共に渡し ます。

絶対および相対パスを使用できます。 複数の .cub フ ァ イルを使用

するには、 各パスをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。 長いフ ァ イル名

は引用符で囲んで く ださい。

たと えば、 次のコマン ド ラ イ ンで -m パラ メ ーターは、 検証に 

InstallShield 検証スイー ト  - Windows 7 (ISWin7.cub) および完全 MSI 

検証スイー ト  (darice.cub) が必要である こ と を示し ます :

ISCmdBld.exe -m 

"..\Support\Validation\ISWin7.cub;..\Support\Validation\darice.cub"

-n 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

Setup.rul がビルド処理の一部と し てコ ンパイルし ない場合、 このパ

ラ メ ーターを指定し ます。

コマン ド ラ イ ンから ビルド し て、 ビルド の設定で .ini フ ァ イルを指

定する場合、 -n コマン ド ラ イ ン ビルド フ ラグを追加する代わり

に、 .ini フ ァ イルの [Project] セクシ ョ ンで次を指定する こ とができ

ます。

[Project]

CompileScript=No

コマン ド ラ イ ン ビルド フ ラグと同様に、 この CompileScript キー

ワー ドは、 Setup.rul  がビルド処理の一部と し てコ ンパイルされる

べきかど うかを指定するのに役立ちます。

メ モ • -n パラ メ ーターは -q3 パラ メ ーターと共に使用する こ とはで

きません。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-o < マージ モジュー

ル検索パス >

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照させるマージ モジュー

ル (.msm) フ ァ イルを含むフ ォルダーを コ ンマ区切り で指定し ます (

複数指定可 )。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォルダーを指定する

その他の方法も提供されています。 詳細については、 「マージ モ

ジュールを含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く ださい。

-p < プロジ ェ ク ト の

場所 >

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

プロジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルへのパスを渡し ます。 このパスは、 完

全修飾パス、 相対パス、 またはただのフ ァ イル名にできます。 プロ

ジ ェ ク ト のフ ァ イル名のみを渡し た場合、 フ ァ イルは現在の作業

デ ィ レ ク ト リ を基準にし て検索されます。 例 :

ISCmdBld.exe -p "C:\InstallShield 2016 Projects\MyProject1\MyProject1.ism"

UNC パスも使用できます。 長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く だ

さい。

これは唯一の必須パラ メ ーターです。

-patch_config < パッ チ

構成 >

基本の MSI、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターを使用し て、 標準パッ チをビルド する こ とができ

ます。 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューで、 ビルド するパッ チ構成の名

前を渡し ます。 たと えば、 次のコマン ド ラ イ ンは、 MyProject1.ism 

プロジ ェ ク ト にある Version 1.2 とい う名前のパッ チ構成をビルド

し ます :

ISCmdBld.exe –p "C:\InstallShield 2016 Projects\MyProject1\MyProject1.ism" -

patch_config “Version 1.2”

-prqpath <InstallShield 

前提条件の検索パス >

基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照される InstallShield 前提

条件フ ァ イル (.prq) フ ァ イルを含むフ ォルダーを コ ンマで区切って

指定し ます ( 複数指定可 )。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル フ ァ イルを含む

フ ォルダーを指定するその他の方法も提供されています。 詳細につ

いては、 「InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を

参照し て く ださい。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-q1 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル

リ リースの Windows Installer テーブルのみをビルド し ます。 この

セ ッ ト ア ッ プをまだビルド し ていない場合、 新しい .msi フ ァ イル

が作成されますが、 イ ンス ト ールにはフ ァ イルが追加されません。

イ ンス ト ールをすでにビルド し ている場合、 すべてのテーブルがビ

ルド されたと きに .msi フ ァ イルが更新されますが、 フ ァ イルは転

送されません。 理想的には、 このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの

ユーザー イ ン タ フ ェースをテス ト する と きに使用し ます。

メ モ • -q1 パラ メ ーターは、 -q2 または -q3 パラ メ ーターと共に使用

する こ とはできません。

-q2 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト の場合 : Windows Installer テーブルをビルド し てフ ァ イルを更

新し ます。 このオプシ ョ ンによ って、 イ ンス ト ール内の新しいフ ァ

イルや変更されたフ ァ イルを含む .msi フ ァ イルが再ビルド され、

Files テーブルが更新されます。 変更されたフ ァ イルは、 サイズま

たはタ イムス タ ンプが、 ビルド にすでに含まれる コ ピーと異なる場

合にのみ更新されます。 削除されたフ ァ イルへの参照は、 イ ンス

ト ールから削除されますが、 フ ァ イルは、 ビルドの場所に残り ま

す。 この種類のビルドは、 ビルドが完全に実行された後でのみ実行

されます。 また、 この種類のビルドは、 メ デ ィ アが非圧縮のネ ッ ト

ワーク イ メ ージである場合だけ作動し ます。

InstallScript および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト の場合 : 

リースの最後にビルド されてから変更になった部分のみを再ビルド

し ます。 このパラ メ ーターが使用されない場合、 フ ァ イル メ デ ィ

ア ラ イブ ラ リ全体が再ビルド されます。

メ モ • -q2 パラ メ ーターは、 -q1 または -q3 パラ メ ーターと共に使用

する こ とはできません。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-q3 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

Setup.rul のみを コ ンパイルし ます。

また、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 このパラ メ ーターは 

ISSetup.dll を .msi パッ ケージの Binary テーブルにス ト リームし ます 

( ビルド済みの .msi パッ ケージが存在する場合 )。

メ モ • -q3 パラ メ ーターは、 -q2、 -q3 、 -n パラ メ ーターと共に使用

する こ とはできません。

メ モ • このパラ メ ーターはプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し ませ

ん。 InstallShield Developer 8 以前で作成されたプロジ ェ ク ト の場合、

-q3 を使用する前に最新バージ ョ ンの InstallShield にア ッ プグレー

ド し て く ださい。 たと えば、 -u を使ってア ッ プグレー ド し ます。

-r < リ リース名 > ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

[ リ リース ] ビ ューで指定されている リ リース名です。 既存のリ

リース名を使用するか、 または新しい リ リース名を作成できます。

このパラ メ ーターは必須ではあ り ませんが、 製品構成のパラ メ ー

ター -a を含める場合、 これを含めます。

-s 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

このパラ メ ーターを使用する と、 サイ レン ト  モー ド で リ リースを

ビルド できます。 サイ レン ト  ビルド は、 ビルド の実行時にエラー

や警告メ ッ セージが表示されないよ う にする場合に便利です。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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-t <Microsoft .NET 

Framework パス >

基本の MSI、

InstallScript MSI

Regasm.exe と InstallUtilLib.dll は .NET Framework の各バージ ョ ンに

含まれるユーテ ィ リ テ ィ です。 このパラ メ ーターは、 .NET イ ンス

ト ーラー ク ラスおよび COM Interop を含むリ リースのビルド時に

使用する、 これらのフ ァ イルのイ ンス ト ール済みの 32 ビ ッ ト  バー

ジ ョ ンを含むデ ィ レ ク ト リのパスを指定し ます。 これは、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルへのパスではあ り ません。

メ モ • InstallShield を 64 ビ ッ ト  システムで使用する場合、

ISCmdBld.exe はこのパラ メ ーターに指定されたパスに基づいて対応

する .NET Framework の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの場所を判別し、 適

切な場合、 ISCmdBld.exe は Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の 64 

ビ ッ ト の場所を使用し ます。

-u 基本の MSI このパラ メ ーターを使って、 リ リースをビルド ではな く 、 ア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 このパラ メ ーターを使って、

InstallShield Windows Installer Edition バージ ョ ン 2.03 以前で作成し た

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド できます。

-v ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール、

スイー ト / ア ド

バンス ト  UI

このパラ メ ーターを使って、 詳細ビルド ログ フ ァ イルを作成でき

ます。 ログ フ ァ イルは、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア サポー ト がイ

ンス ト ールに関する問題を ト ラ ブルシュー ト する際に役立ちます。

-w 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

このパラ メ ーターはビルド プロセス中に発生する警告をエラーと し

て処理し ます。 警告が発生するたびに、 エラーカウン ト が 1 ずつ増

加し ます。

-x 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI、

InstallScript オブ

ジ ェ ク ト 、 マー

ジ モジュール

エラーが発生し たら ビルド を中止する場合は、 -x パラ メ－タ を使用

し ます。 警告の遭遇時にビルド を中止する場合は、 このパラ メ ー

ターを -w パラ メ－タ と組み合わせて使用し ます。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ISBuild.exe

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

-y < 製品バージ ョ ン > ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

このパラ メ ーターを使用し て、 コマン ド ラ イ ンから製品のバージ ョ

ンを指定する こ とができます。 これは、 製品バージ ョ ンのビルド 

バージ ョ ン (3 番目のフ ィ ールド ) を増加する と きに、 特に便利で

す。 たと えば、 製品バージ ョ ンを 1.0.5 に設定するには、 次のよ う

に入力し ます。

ISCmdBld.exe -y "1.0.5"

有効な製品バージ ョ ン番号については、 「製品バージ ョ ンを指定す

る」 を参照し て く ださい。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-z < プロパテ ィ 名 =

プロパテ ィ 値 >

ア ドバンス ト  

UI、 基本の MSI、

InstallScript MSI、

マージ モジュー

ル、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI

基本の MSI、 InstallScript MSI、 およびマージ モジュール プロジ ェ

ク ト では、 このパラ メ ーターを使用し て、 Windows Installer プロパ

テ ィ の値をオーバーラ イ ド する こ とができます。 ア ドバンス ト  UI 

およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト では、 このパラ

メ ーターを使って、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス

ト  UI プロパテ ィ の値をオーバーラ イ ド できます。

たと えば、 PropertyName とい う プロパテ ィ の値を PropertyValue に

設定するには、 次のコマン ド ラ イ ンを使用し ます :

IsCmdBld.exe -z PropertyName=PropertyValue

この値を 1 つ以上のスペースを含む文字列に設定する場合、 引用符

を使用し ます。 たと えば、 PropertyName とい う プロパテ ィ の値を 

My Property Value に設定するには、 次のコマン ド ラ イ ンを使用し ま

す :

IsCmdBld.exe -z "PropertyName=My Property Value"

Property テーブルに存在し ないプロパテ ィ を指定する と、 ビルド時

に、 このプロパテ ィ がイ ンス ト ール内で作成されます。

-y パラ メ ーターを使って製品バージ ョ ンをオーバーラ イ ド し、 同

時に -z パラ メ ーターを使って ProductVersion プロパテ ィ をオー

バーラ イ ド する と、 InstallShield  は -y パラ メ ーターで指定された値

を使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

テーブル 11-6 • ISCmdBld.exe コ マン ド ラ イ ンのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ISBuild.exe は、 レガシー InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できる コマン ド ラ イ ン ツールです。 次のパラ メ ーターが 

ISBuild.exe と関連付けられています。

IISscan.exe

エデ ィ シ ョ ン • IIS データ を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する機能は、 InstallShield Premier Edition のみで

使用できます。

IIS スキャナー (IISscan.exe) は、 IIS Web サイ ト をスキャ ン し て、 InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューで構成可能な設定

の値を記録するツールです。 IISscan.exe は、 すべての値を含む XML フ ァ イルを作成し ます。 この XML フ ァ イル

を使って、 [IIS 構成 ] ビ ューに値を イ ンポー ト できます。 次に、 必要に応じ て設定を変更できます。

IISscan.exe を使って Web サイ ト をスキャ ンする と き、 IISscan.exe フ ァ イルを IIS Web サイ ト が存在するマシン上

に配置し な く てはな り ません。

メ モ • IISscan.exe には、 管理者権限が必要です。 し たがって、 管理者特権で [ コマン ド ラ イ ン プロンプ ト ] ウ ィ ン

ド ウから これを起動する必要があ り ます。

IISscan.exe は、 以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

構文

iisscan.exe -website "Site Name" -outfile "C:\PathToFile\FileName.xml"

テーブル 11-7 • ISBuld.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

-p ‹ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イル ›

プロジ ェ ク ト フ ァ イルの完全修飾パス と フ ァ イル名を指定し ます。 デフ ォル ト で、 プロ

ジ ェ ク ト  フ ァ イルは次の場所に格納されます :

C:\InstallShield 2016 Projects\ プロジェ ク ト名 \ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル

このパラ メ ーターは引用符で括り ます。

-m ‹ メ デ ィ ア名 › ビルド される メ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指定し ます。 このパラ メ ーターは引用符で括り ま

す。

-b ‹ ビルド場所 › 出力先フ ォルダーと フ ァ イルの保存先フ ォルダーへの完全なパスを指定し ます。 このパ

ラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-s ISBuild.exe フ ァ イルをサイ レン ト  モー ド で実行し ます。 このパラ メ ーターはオプシ ョ

ンです。

-r メ デ ィ アでビルド を更新するよ う 指定し ます。 デフ ォル ト は完全な再ビルド です。 この

パラ メ ーターはオプシ ョ ンです。
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パラ メ ーター

ヒ ン ト • InstallShield では、 特定の IIS データ ( た と えば Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 アプ

リ ケーシ ョ ン プール、 またはそれらの設定 ) が [IIS 構成 ] ビ ューにイ ンポー ト されないよ う に防止するための

フ ィ ルターを構成できます。 詳細については、 「Web サイ ト およびその設定を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する と きに IIS データ を フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

iSign.exe

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

コマン ド ラ イ ン ツール iSign.exe を使って、 リ リースのビルド後にコマン ド ラ イ ンを使って InstallScript プロジ ェ

ク ト のリ リースにデジ タル署名を行います。

iSign.exe は、 次のデ ィ レ ク ト リ に保存されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

iSign.exe では、 次のオプシ ョ ンから選択できます :

• 使用中のマシンにある、 署名に使用する .pfx 証明書フ ァ イルを指定できます。

• 署名に使用する証明書を含む証明書ス ト アを参照できます。

構文

iSign.exe [options] PathToData1.hdrFile

たと えば、 .pfx フ ァ イルを使って署名する場合 :

iSign.exe -pfx "C:\Temp\MyFile.pfx" -p "Password" "C:\InstallShield 2016\MyProject\Media\Release 1\Disk Images\Disk1\data1.hdr"

証明書ス ト アにある証明書を使って書名する場合 :

iSign.exe -store "Root" -sl "Machine" ss "My Certificate" "C:\InstallShield 2016\MyProject\Media\Release 1\Disk 

Images\Disk1\data1.hdr"

テーブル 11-8 • IISscan.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

-website スキャ ンする IIS サーバー上の Web サイ ト の名前を指定し ます。

-outfile スキャナーが作成する XML フ ァ イルの完全パス と名前を指定し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 このパラ メ ーターを渡さ なかった場合、 IIS ス

キャナーは同じデ ィ レ ク ト リ にある iisscan.xml  と名付けられたフ ァ イルに IIS 設定を記

録し ます。
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コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター

以下は iSign.exe で使う こ とができるパラ メ ーターのリ ス ト です : .pfx フ ァ イル使用時にのみ有効なパラ メ ーター

と、 証明書ス ト アにある証明書使用時にのみ有効なパラ メ ーターがあり ます。

ReleasePackager.exe

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReleasePackager.exe を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから自己展開型実行可能フ ァ イルをビルド する こ とができます。

バッ チ フ ァ イルから ビルド を行う と きに便利です。

テーブル 11-9 • iSign.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 署名メ ソ ッ ド 説明

-pfx <.pfx フ ァ イルへのパ

ス >

.pfx フ ァ イル リ リースの署名に使用する証明書を含む .pfx フ ァ イルへの

完全修飾パスを指定し ます。

-p < パスワー ド > .pfx フ ァ イル 使用する .pfx にパスワー ドがある場合、 それを指定し ます。

証明書がパスワー ド で保護されているのにもかかわらず、

このパラ メ ーターに何も入力し なかった場合、 .pfx フ ァ イル

を使った署名が失敗し ます。

メ モ • 署名に使用する証明書が証明書ス ト アにある場合、 こ

のパラ メ ーターは適用し ません。 証明書がパスワー ド保護

付きでス ト アにイ ンポー ト されている場合、 iSign.exe の署

名時にそのパスワー ドがプロンプ ト されます。

-store < ス ト ア名 > 証明書ス ト ア内の

証明書

使用する証明書を含む証明書ス ト アの名前を指定し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• My

• Root

• Trust

• CA

-sl < ス ト アの場所 > 証明書ス ト ア内の

証明書

使用する証明書を含む証明書ス ト アの場所を指定し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• ユーザー

• マシン

-ss < サブジ ェ ク ト > 証明書ス ト ア内の

証明書

使用する証明書のサブジ ェ ク ト を指定し ます。 このパラ

メ ーターは、 証明書が証明書ス ト アにある場合に適用し ま

す。
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ReleasePackager.exe は、 以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

構文

ReleasePackager.exe "disk_images_folder" "package_file" ["icon_file" [icon_index]]

パラ メ ーター

例

ReleasePackager.exe "C:\InstallShield 2016 Projects\My Project\Media\My Release\Disk Images" "C:\InstallShield 2016 

Projects\My Project\Media\My Release\Package\MyPackage.exe" "C:\My Icon Files\MyIcons.dll" 2 -s

SetupIni.exe

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

テーブル 11-10 • ReleasePackager.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

disk_images_folder このオプシ ョ ンのパラ メ ーターは、 自己展開型実行可能フ ァ イルに組み込まれるデ ィ ス

ク イ メ ージを含むフ ォルダーを指定し ます。 通常の値は、

C:\InstallShield 2016 Projects\ProjectName\Media\Releasename\Disk Images

package_file このパラ メ ーターは、 自己展開型実行可能フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。 通常の

値は、

C:\InstallShield 2016 Projects\Projectname\Media\Releasename\Package\Packagename.exe

icon_file このオプシ ョ ンのパラ メ ーターは、 自己展開型実行可能フ ァ イル用に使用するアイ コ ン

を含むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

icon_index このオプシ ョ ンのパラ メ ーターは、 自己展開型実行可能フ ァ イル用に使用する icon_file 

からのアイ コ ンの数値イ ンデッ クスを指定し ます。 イ ンデッ クスを指定し ない場合、 イ

ンデッ クス 0 がそのアイ コ ンに使用されます。

-s このオプシ ョ ンのパラ メ ーターは、 ReleasePackager.exe をサイ レン ト  モー ド で実行す

るのに使用できます。 この新しいパラ メ ーターを ReleasePackager.exe に渡すには、 次

の構文を使用し ます :

ReleasePackager.exe "disk_images_folder" "package_file" ["icon_file" [icon_index]] -s

-s パラ メ ーターは他のパラ メ ーターの後に指定される必要があ り ますので注意し て く だ

さい。 アイ コ ン フ ァ イルまたはアイ コ ン イ ンデッ クスを指定し ない場合、 アイ コ ン 

フ ァ イルのデフ ォル ト にヌル文字列 ("")、 およびアイ コ ン イ ンデッ クスに 0 を指定し な

く てはな り ません。
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• InstallScript MSI

SetupIni.exe は、 Setup.exe または Update.exe フ ァ イルに埋め込まれている Setup.ini フ ァ イルを変更できる コマン

ド ラ イ ン ツールです。 Setup.ini は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のビルド プロセス中にイ ンス ト ールの一部の要素

を制御するために作成される初期化フ ァ イルです。

SetupIni.exe は、 以下の場所にイ ンス ト ールされています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

構文

SetupIni.exe PathToSetup.exe Section Key Value

パラ メ ーター

例

SetupIni.exe "C:\InstallShield 2016 Projects\My Project\Media\My Release\Package\MySetup.exe" Startup CmdLine 

MYPROPERTY="MyValue"

MsiExec.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター
MsiExec.exe は Windows Installer の実行可能プログラムで、 イ ンス ト ール パッ ケージの解析と ターゲッ ト  システム

への製品のイ ンス ト ールに使用されます。 リ リースのビルド完了後に、 Windows Installer パッ ケージ (.msi) を コマ

ン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールできます。

作成し た Windows Installer パッ ケージは、 ビルド し た リ リースを含むフ ォルダーからアクセスする こ とができま

す。 次は、 デフ ォル ト 保存先です。

C:\InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト \ プロジェ ク ト名 \ リ リース名 \DiskImages\Disk1\ 製品名 .msi

製品のリ リースをビルド し た後で、 コマン ド ラ イ ンから リ リースを イ ンス ト ールする こ とができます。

msiexec /i "C:\InstallShield 2016 プロジ ェ ク ト \ プロジェ ク ト名 \ リ リース名 \DiskImages\Disk1\ 製品名 .msi"

テーブル 11-11 • SetupIni.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

PathToSetup.exe 変更する Setup.ini フ ァ イルを含む Setup.exe フ ァ イルの名前とパスを指定し ます。

パスにスペースが含まれている場合は、 引用符で囲みます。

Section 変更するセクシ ョ ンの名前を指定し ます。

Key 値を読み取るプロパテ ィ の名前を指定し ます。

Value 指定し たキーに使用する値を指定し ます。

値にスペースが含まれている場合は、 引用符で囲みます。
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次の表は、 MsiExec.exe のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについて詳し く 説明し ます。

テーブル 11-12 • MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

/i < パッ ケージ > または < 製品コー

ド >

た と えば、 オセロ (Othello) とい う製品を イ ンス ト ールするには、 次の形

式を使用し ます。

msiexec /i "C:\InstallShield 2016 Projects\Othello\Trial 

Version\Release\DiskImages\Disk1\Othello Beta.msi"

製品コー ドは、 製品の [ プロジ ェ ク ト ] ビ ューの " 製品コー ド " プロパ

テ ィ で自動生成された GUID を参照し ます。

/f [p|o|e|d|c|a|u|m|s|v] < パッ ケージ > 

または < 製品コー ド >

/f オプシ ョ ンを使用し てイ ンス ト ールする と、 存在し ないフ ァ イルや破

損し たフ ァ イルは再イ ンス ト ールまたは修復されます。

た と えば、 すべてのフ ァ イルを強制的に再イ ンス ト ールするには、 次の

構を利用し ます。

msiexec /fa "C:\InstallShield 2016 Projects\Othello\Trial 

Version\Release\DiskImages\Disk1\Othello Beta.msi"

上記の構文を次のフ ラグと合わせて使用し ます。

• p フ ァ イルが存在し ない場合、 再イ ンス ト ールし ます。

• o ユーザーのシステムにフ ァ イルが存在し ない場合、 または古い

バージ ョ ンのフ ァ イルが存在する場合、 フ ァ イルを再イ ンス ト ール

し ます。

• e ユーザーのシステムにフ ァ イルが存在し ない場合、 あるいは同等

または古いバージ ョ ンのフ ァ イルが存在する場合、 フ ァ イルを再イ

ンス ト ールし ます。

• c フ ァ イルが存在し ない場合、 またはイ ンス ト ールされたフ ァ イル

の格納済みチ ェ ッ クサムが新規フ ァ イルの値と一致し ない場合、

フ ァ イルを再イ ンス ト ールし ます。

• a - すべてのフ ァ イルを強制的に再イ ンス ト ールし ます。

• u または m - 必要なユーザー レジス ト リ エン ト リ をすべて上書き し

ます。

• s - 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト をすべて上書き し ます。

• v - ソースからアプ リ ケーシ ョ ンを実行し、 ローカル イ ンス ト ール 

パッ ケージを再キャ ッ シュ し ます。

/a < パッ ケージ > /a オプシ ョ ンを使用する と、 管理者権限を持つユーザーはネ ッ ト ワーク

に製品を イ ンス ト ールできます。
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/x < パッ ケージ > または < 製品コー

ド >

/x オプシ ョ ンを使用し て製品をアン イ ンス ト ールし ます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル 

(InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イル

) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。

Msiexec.exe /x {ProductCode} ステー ト メ ン ト を使ってコ マン ド ラ イ ンから製

品のアン イ ンス ト ールを試みる と、 アンイ ンス ト ールが成功する こ とが

あり ます。 ただ し、 アンイ ンス ト ールの終わりのほう で、 Windows 

Installer によ ってエラー ダイアログが表示されます。 エラー ダイアログ

では、 Windows Installer サービスにアクセスできなかった とい う メ ッ

セージが表示されます。

このシナリ オでコ マン ド ラ イ ンからアンイ ンス ト ールを実行する場合、

次のいずれかのメ ソ ッ ド を実行する こ とが現在推奨されています :

msiexec.exe /i {ProductCode} REMOVE=ALL

msiexec.exe /x {ProductCode} /qn

InstallScript MSI で、 InstallScript UI に従来型のス タ イル (InstallScript エン

ジンを 外部 UI ハン ド ラーと し て使用するス タ イル ) が使用されている

場合、 これは必要あり ません。

詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジン

を外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラーと し て

使用する方法の違い」 を参照し て く だ さい。

/j [u|m] < パッ ケージ >

/j [u|m] < パッ ケージ > /t < ト ラ ンス

フ ォーム リ ス ト >

/j [u|m] パッ ケージ /g

/j < 言語 ID>

/j < パッ ケージ > オプシ ョ ンを使ってビルド する と、 アプ リ ケーシ ョ ン

のコ ンポーネン ト がエン ド ユーザーのコ ンピ ューターにア ドバタ イズさ

れます。 

• u 現在のユーザーだけにコ ンポーネン ト をア ドバタ イズし ます。 

• m コ ンピ ューターの全ユーザーにコ ンポーネン ト をア ドバタ イズし

ます。 

• g 言語 ID を指定し ます。 

• t ア ド バタ イズされた製品に ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。 

ト ラ ンスフ ォームを実行する と、 異なる言語のアプ リ ケーシ ョ ンの同期

を取る こ とができます。 た と えば、 英語版の製品をア ッ プグレー ド する

場合、 ト ラ ンスフ ォームを適用し てフ ラ ンス語版の製品を自動的にア ッ

プグレー ド できます。

テーブル 11-12 • MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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/L[i|w|e|a|r|u|c|m|o|p|v|x|+|!|*] < ログ 

フ ァ イル >

/L オプシ ョ ンを使う と、 ログ フ ァ イルのパスを指定できます。 オプ

シ ョ ンで、 次のフ ラグを使用し て、 ログ フ ァ イルに記録する情報を指定

する こ と もできます ( 複数可 ):

• i - ステータ ス メ ッ セージを記録し ます。

• w - 致命的な警告メ ッ セージ以外の警告メ ッ セージをログに記録し

ます。

• e - すべてのエラー メ ッ セージをログに記録し ます。

• a - アクシ ョ ン シーケンスの開始をログに記録し ます。

• r - アクシ ョ ン固有のレ コー ド をログに記録し ます。

• u - ユーザー リ ク エス ト を記録し ます。

• c - 初期ユーザー イ ン ターフ ェ イス パラ メ ーターをログに記録し ま

す。

• m - メ モ リ不足を示す メ ッ セージをログに記録し ます。

• o - デ ィ スク容量不足のメ ッ セージをログに記録し ます。

• p - イ ンス ト ールの終わり で、 すべてのプロパテ ィ と その値をログ

に記録し ます。

• v - 詳細出力をログに記録し ます。

• x - 追加デバッ グ情報をログに記録し ます。

• + - 既存のログ フ ァ イルに情報を追加し ます。

• ! - 各行をログにフ ラ ッ シュ し ます。

• * は、 すべての情報をログに記録できるよ う にするワイルド カー ド

記号です (v で提供される詳細出力と、 ｘ  で提供される追加デバッ

グ情報は除外されます )。

た と えば、 すべてを詳細に記録するログ フ ァ イルを作成する場合は、 こ

の設定で、 次を使用し ます :

/L*v "C:\MyLogFiles\package.log" 

/p  < パッ チパッ ケージ > パッ チを イ ンス ト ール済みの製品に適用する と き、 /p オプシ ョ ンを使用

し ます。 イ ンス ト ール済みの管理者イ メ ージにパッ チを適用するには、

このオプシ ョ ンを次のよ う に /a と組み合わせて使用し ます。

/p パッチ パッケージ /a パッケージ

テーブル 11-12 • MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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/q [n|b|r|f] /q オプシ ョ ンは、 以下のフ ラグと組み合わせてユーザー イ ン ターフ ェ

イス レベルを設定するために使用し ます。

• q または qn - ユーザー イ ン ターフ ェ イスは作成されません。

• qb - 基本的なユーザー イ ン ターフ ェ イスが作成されます。

以下のユーザー イ ン ターフ ェ イス設定を行う と、 イ ンス ト ールの最後に

モーダル ダイアログが表示されます。

• qr - 簡易ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

• qf  - 完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

• qn+ - ユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示されません。

• qb+ - 基本的なユーザー イ ン ターフ ェ イスが作成されます。

/? または /h どち らのコ マン ド でも、 Windows Installer の著作権情報が表示されます。

/y < フ ァ イル名 > このコ マン ドは、 < フ ァ イル名 > で指定された DLL または OCX フ ァ イ

ルの DllRegisterServer エン ト リ ポイ ン ト の関数を呼び出し ます。

/z < フ ァ イル名 > このコ マン ドは、 < フ ァ イル名 > で指定された DLL または OCX フ ァ イ

ルの DllUnregisterServer エン ト リ ポイ ン ト の関数を呼び出し ます。

/n { 製品コー ド } /n < 製品コード > オプシ ョ ンは、 製品の複数イ ンス タ ンスのイ ンス ト ール

をサポー ト する基本の MSI プロジ ェ ク ト の [ パッ チのデザイ ン ] ビ ュー

で作成されたパッ チについて使用できます。

パッ チを適用するイ ンス タ ンスの製品コー ド を指定する場合、 /n オプ

シ ョ ンを /p オプシ ョ ン と一緒に使用し ます。 例 :

msiexec /p mypatch.msp /n {00000001-0002-0000-0000-624474736554}

TRANSFORMS TRANSFORMS コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し て、 基本パッ ケー

ジに適用する ト ラ ンスフ ォームを指定し ます。 以下に 　 TRANSFORM コ

マン ド ラ イ ンの呼び出し方法の例を示し ます。

msiexec /i "C:\InstallShield 2016 Projects\Othello\Trial 

Version\Release\DiskImages\Disk1\Othello.msi" TRANSFORMS="New Transform 

1.mst"

複数のキーワー ドはセ ミ コ ロンで区切り ます。 ト ラ ンスフ ォームの名前

にセ ミ コ ロンを使用する と、 Windows Installer サービスで正し く 解釈さ

れない可能性があるため、 ト ラ ンスフ ォーム名にはセ ミ コ ロンを使用し

ないこ と をお勧めし ます。

テーブル 11-12 • MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを Setup.exe を通し て渡す方法については、 「Setup.exe および 

Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 を参照し て く だ さい。

Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ー
ター

Setup.exe には、 多 く のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用できます。 Update.exe ( 基本の MSI と InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト でのみ使用可能 ) は、 ほとんどすべての同じ コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを受け入れます。 エン ド

ユーザーは、 これらのパラ メ ーターを使用し て、 イ ンス ト ール実行時の言語や Setup.exe をサイ レン ト  モー ド で

起動するかど うかなどのデータ を指定する こ とができます。 基本の MSI および InstallScript MSI の場合、 エン ド

ユーザーは Setup.exe を使って、 そこに含まれている .msi フ ァ イルにパラ メ ーターを渡すこ と も可能です。

メ モ • パラ メ ーターを必要とする コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを指定する場合、 オプシ ョ ン とパラ メ ーターの間に

スペースを入れる こ とはできません。 た と えば、 Setup.exe /v"ALLUSERS=2" は有効ですが、 Setup.exe /

v "ALLUSERS=2" は無効です。 パラ メ ーターにスペースが含まれている場合にのみ、 オプシ ョ ンのパラ メ ーターを

引用符で括る必要があ り ます。 パラ メ ーター内のパスがスペースを含む場合は、 次の例のよ う に引用符内に引用

符を使用する必要があ り ます。

Setup.exe /v"INSTALLDIR=\"c:\My Files\""

プロジ ェ ク ト • 一部のコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンは、 特定の種類のプロジ ェ ク ト にのみ適用し ます。 プロジ ェ ク

ト 固有の情報は、 オプシ ョ ンご とに表示されています。

ビル ト イ ン コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター

このセクシ ョ ンでは、 Setup.exe の有効なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについて説明し ます。 パラ メ ーターは、 次

のカテゴ リ に分けられます :

• サイ レン ト  イ ンス ト ール

• 特殊イ ンス ト ール モー ド

Properties すべての パブ リ ッ ク (public) プロパテ ィ はコマン ド ラ イ ンから設定また

は変更できます。 パブ リ ッ ク プロパテ ィ は、 すべて大文字で表記されて

いる点がプ ラ イベー ト  プロパテ ィ と異な り ます。 た と えば、

COMPANYNAME はパブ リ ッ ク プロパテ ィ です。

コ マン ド ラ イ ンから プロパテ ィ を設定するには、 構文 

PROPERTY=VALUE を使用し ます。 た と えば、 COMPANYNAME の値を変

更する場合、 次のよ う に入力し ます。

msiexec /i "C:\InstallShield 2016 Projects\Othello\Trial 

Version\Release\DiskImages\Disk1\Othello.msi" COMPANYNAME=" ソ フ ト ウェ

ア会社名 "

テーブル 11-12 • MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• イ ンス ト ールにデータ を渡す

• ダウンロー ド とキャ ッ シュの場所 ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

• デバッ グ

• SMS データ

• その他
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サイ レン ト  イ ンス ト ール

テーブル 11-13 • サイ レン ト  イ ンス ト ールのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/p" パスワー ド " 基本の MSI、

InstallScript MSI

[ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブで、 リ リースのパスワー

ド関連設定を構成し た場合、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ール

をサイ レン ト で実行する時に /p オプシ ョ ンを使ってパスワー

ド を指定し な く てはな り ません。 典型的なコマン ドは、 次のと

お り です。

Setup.exe /s /p" パスワード "

/r InstallScript、

InstallScript MSI

このコ マン ド ラ イ ンを使って、 イ ンス ト ールをレ コー ド モー

ド で実行し ます。

InstallScript MSI または InstallScript イ ンス ト ールをサイ レン ト  

モー ド で実行するには、 /r オプシ ョ ンを使って最初に 

Setup.exe を実行し て応答フ ァ イルを作成する必要があ り ます。

このフ ァ イルには実行時にユーザーが入力し たデータ と選択し

たオプシ ョ ンについての情報が保存されます。

/r パラ メ ーターを使って InstallScript MSI または InstallScript イ

ンス ト ールを起動する と、 すべての実行時ダイアログが表示さ

れ、 そのデータはシステムの Windows フ ォルダー内に作成さ

れる Setup.iss とい う フ ァ イルに保存されます。 代替応答フ ァ

イル名と場所を指定するには、 以下に示す /f1 オプシ ョ ンを使

用し て く だ さい。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 応答フ ァ イルはサイ レン ト  イ

ンス ト ール用に作成または使用されません。
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コマン ド ラ イ ン ツール
/s 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

InstallScript MSI または InstallScript プロジ ェ ク ト では、

Setup.exe /s コマン ドは、 同じデ ィ レ ク ト リ にある Setup.iss と

い う応答フ ァ イルに含まれる応答に基づいて、 デフ ォル ト でイ

ンス ト ールをサイ レン ト  モー ド で実行し ます。 ( 応答フ ァ イル

は /r オプシ ョ ンで Setup.exe を実行する と作成されます。 ) 応

答フ ァ イルの代替フ ァ イル名と場所を指定するには、 /f1 オプ

シ ョ ンを使用し て く だ さい。

また、 Setup.exe /s のコマン ドは、 基本の MSI イ ンス ト ールで 

Setup.exe 初期化ダイアログの抑制も し ますが、 応答フ ァ イル

は読み込みません。 基本の MSI イ ンス ト ールをサイ レン ト で

実行するには、 次のコ マン ド ラ イ ンを使用し ます :

Setup.exe /s /v/qn

サイ レン ト の基本の MSI イ ンス ト ールでパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ の値を指定するには、 次のよ う なコマン ド を使用し ます :

Setup.exe /s /v"/qn INSTALLDIR=D:\ インス ト ール先 "

メ モ • このコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使って InstallShield 

前提条件を含むイ ンス ト ールを起動し た場合、 前提条件のイ ン

ス ト ールは自動的にサイ レン ト で実行されません。 必要に応じ

て、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターにある [ 実行するアプ リ

ケーシ ョ ン ] タ ブの " セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト  モー ド で実

行中にアプ リ ケーシ ョ ンのコ マン ド ラ イ ンを指定する " 設定

で、 InstallShield 前提条件用の有効なサイ レン ト  コマン ド ラ イ

ン パラ メ ーターを指定し て く だ さい。

詳細については、 「InstallShield 前提条件のコ マン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを指定する」 を参照し て く だ さい。

/f1 InstallScript、

InstallScript MSI

/f1 オプシ ョ ンを使う と、 次の例のよ う に、 応答フ ァ イルの場

所 ( または作成場所 ) と名前を指定する こ とができます :

Setup.exe /s /f1"C:\Temp\Setup.iss"

絶対パスを指定し ます。 相対パスを使用する と予測できない結

果が生じ ます。 /f1 オプシ ョ ンは、 応答フ ァ イルの作成時 (/r オ

プシ ョ ンを使用 ) と応答フ ァ イルの使用時 (/s オプシ ョ ンの使

用 ) の両方で使用できます。

テーブル 11-13 • サイ レン ト  イ ンス ト ールのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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コマン ド ラ イ ン ツール
/f2 InstallScript、

InstallScript MSI

(/s オプシ ョ ンを使用し て ) サイ レン ト  モー ド で InstallScript 

MSI または InstallScript プロジ ェ ク ト  イ ンス ト ール プログラム

を実行する と、 デフ ォル ト では、 応答フ ァ イルと同じデ ィ レ ク

ト リ に同じ名前 ( 但し、 拡張子は異な り ます ) で Setup.log とい

う ログ フ ァ イルが作成されます。 /f2 オプシ ョ ンを使う と、 次

の例のよ う に代替ログフ ァ イル場所と フ ァ イル名を指定する こ

とができます :

Setup.exe /s /f2"C:\Setup.log"

絶対パスを指定し ます。 相対パスを使用する と予測できない結

果が生じ ます。

テーブル 11-13 • サイ レン ト  イ ンス ト ールのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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コマン ド ラ イ ン ツール
特殊イ ンス ト ール モー ド

テーブル 11-14 • 特殊イ ンス ト ール モー ドのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

-a 基本の MSI、

InstallScript MSI

メ モ • /a パラ メ ーターは Update.exe と一緒に使用できません。

Update.exe は、 システムにキャ ッ シュ されている既存の MSI 

にアクセスおよび修正するパッ チを起動し、 管理イ ンス ト ール

は .msi フ ァ イルをキャ ッ シュ し ません。

/a  オプシ ョ ンを使う と、 Setup.exe で管理イ ンス ト ールが実行

されます。 管理イ ンス ト ールはデータ フ ァ イルをユーザーが指

定し たデ ィ レ ク ト リ にコ ピー ( および展開 ) し ますが、 シ ョ ー

ト カ ッ ト の作成や COM サーバーの登録またはアンイ ンス ト ー

ルのログ記録は行いません。

ヒ ン ト • イ ンス ト ールが InstallShield 前提条件を含んでいて、

それを Setup.exe から抽出し たい場合、 パスを /a パラ メ ー

ターのあとに追加する と、 その場所へ前提条件が抽出されま

す。 サンプル コマン ドは、 Setup.exe /a"C:\temp" です。

/j 基本の MSI、

InstallScript MSI

/j オプシ ョ ンを使う と、 Setup.exe でア ドバタ イズ イ ンス ト ー

ルが実行されます。 ア ドバタ イズイ ンス ト ールはシ ョ ー ト カ ッ

ト を作成し、 COM サーバーと フ ァ イルの種類の登録を行いま

すが、 ユーザーがこれらの 「エン ト リ ポイ ン ト 」 の 1 つを起

動するまで製品フ ァ イルを イ ンス ト ールし ません。

/x 基本の MSI、

InstallScript MSI

/x オプシ ョ ンを使う と、 Setup.exe は以前イ ンス ト ールされた

製品をアンイ ンス ト ールし ます。
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/uninst InstallScript MSI 

(InstallScript 

ユーザー イ ン

ターフ ェ イス 

(UI) のス タ イル

が、 外部 UI ハ

ン ド ラーと し て 

InstallScript エ

ンジンを使用す

る従来型のス タ

イルの場合 )

重要 • このパラ メ ーターは、 InstallScript UI ス タ イルが ( 埋め込

み UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジンを使用する ) 新し

いス タ イルである InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ま

せん。 詳細については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで 

InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、

埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用する方法の違い」 を参照し

て く だ さい。

/uninst オプシ ョ ンは、 以前のバージ ョ ンの InstallShield との互

換性を目的と し て提供されています。 このオプシ ョ ンを使用す

る と、 InstallScript エンジンはイベン ト  ハン ド ラー関数 

OnUninstall を実行し ます。 この関数のデフ ォル ト  コー ドは以

前にイ ンス ト ールされた製品をアン イ ンス ト ールし ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 /uninst パラ

メ ーターがイ ンス ト ールをログを処理し て、 スク リ プ ト を使っ

て作成およびログ記録された任意のリ ソースを削除する 

InstallScript エンジンのアン イ ンス ト ール動作を呼び出すこ と

はあり ません。 その代わり に、 /removeonly オプシ ョ ンがこの動

作を呼び出し ます。

/removeonly InstallScript、

InstallScript MSI

/removeonly オプシ ョ ンは REMOVEONLY システム変数をゼロ以

外の値に設定し ます。 OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関

数のデフ ォル ト  コー ドは、 REMOVEONLY の値に従って条件付

で SdWelcomeMaint ダイアログを表示し ます。

テーブル 11-14 • 特殊イ ンス ト ール モー ドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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コマン ド ラ イ ン ツール
/instance=<InstanceId> 基本の MSI /instance=<InstanceId> オプシ ョ ン ( 製品の複数イ ンス タ ンスのイ

ンス ト ールをサポー ト する基本の MSI プロジ ェ ク ト で提供さ

れています ) を使って、 イ ンス ト ール、 更新、 またはアンイ ン

ス ト ールするイ ンス タ ンスを指定する こ とができます。

<InstanceId> は、 イ ンス タ ンスを識別する InstanceId プロパ

テ ィ の値を示し ます。 このオプシ ョ ンを使用し て、 有効な 

InstanceId 値を含める と、 イ ンス ト ールでイ ンス タ ンスの選択

ダイアログが抑制されます。

た と えば、 次のサンプル コマン ド ラ イ ンは InstanceId プロパ

テ ィ の値が 2 である イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールし ます :

Setup.exe /instance=2

次のよ う にデフ ォル ト を使用する と、 ベースのイ ンス ト ール 

パッ ケージによ ってイ ンス ト ールされたイ ンス タ ンスが識別さ

れます :

Setup.exe /instance=default

アン イ ンス ト ールするイ ンス タ ンスを指定する場合、 /x オプ

シ ョ ンを /instance=<InstanceId>  オプシ ョ ン と共に含めます。

詳細については、 「イ ンス タ ンスの名前付け」 および 「製品の

イ ンス タ ンスを複数イ ンス ト ールする と きの実行時の動作」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 11-14 • 特殊イ ンス ト ール モー ドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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コマン ド ラ イ ン ツール
イ ンス ト ールにデータ を渡す

テーブル 11-15 • データ を イ ンス ト ールに渡すためのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/v 基本の MSI、

InstallScript MSI

/v  オプシ ョ ンを使って、 Msiexec.exe にコマン ド ラ イ ン オプ

シ ョ ンおよびパブ リ ッ ク プロパテ ィ の値を渡すこ とができま

す。

Msiexec.exe に複数の引数を渡す場合、 コマン ド ラ イ ンで /v  オ

プシ ョ ンを複数回 (1 引数につき 1 回 ) 使用する こ とができま

す。 例 :

Setup.exe /v"/l*v c:\test.log" /v"MYPROPERTY1=value1" /v"/qb"

また、 次の例のよ う に、 /v オプシ ョ ンを使って、 複数の引数

を渡すこ と もできます :

Setup.exe /v"/l*v c:\test.log MYPROPERTY1=value1 /qb"

メ モ • Setup.exe を起動する と きにコマン ド ラ イ ン プロンプ ト

で /v パラ メ ーターを使用する場合、 Setup.ini にある CmdLine 

キー名に指定されたパラ メ ーターはすべて無視されます。 詳細

については、 「Setup.ini」 を参照し て く ださい。

/

v"ISSCRIPTCMDLINE=\"<O

ption1> <Option2>\""

InstallScript カ

ス タム アク

シ ョ ンを含む基

本の MSI プロ

ジ ェ ク ト

このオプシ ョ ンは、 スク リ プ ト へ渡すコマン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを指定し ます。 ( 適切な場所で ) InstallScript MSI でサ

ポー ト されているプロパテ ィ をすべて指定する こ とができま

す。 ( も っ と も一般的なのは /d と /z です。 )

次の例は、 スク リ プ ト のデバッ グを行う時に、 CMDLINE 変数に 

TEST を含める こ と を示し ます。

Setup.exe /v"ISSCRIPTCMDLINE=\"-d -zTEST\""

上記のよ う に、 二重引用符がコマン ド ラ イ ンの区切り記号では

な く 、 プロパテ ィ の区切り記号である こ と を示すには、 \" を

使用し て く だ さい。

また、 Windows Installer のパブ リ ッ ク プロパテ ィ と同様に、 こ

のプロパテ ィ はすべて大文字で指定し な く てはな り ません。

/z InstallScript MSI /z  オプシ ョ ンは、 次の例のよ う に、 InstallScript システム変数

の CMDLINE に、 データ を渡すのに使用し ます :

Setup.exe /z" カスタム データ "

このコ マン ド ラ イ ンを使用する と き、CMDLINE 変数には " マイ 

カス タム データ " の文字列が含まれます。
3430 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 11 章 リ フ ァ レンス

コマン ド ラ イ ン ツール
ダウンロー ド とキャ ッ シュの場所 ( 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト )

テーブル 11-16 • ダウンロー ド およびキャ ッ シュする場所のパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/ua

/uw

基本の MSI、

InstallScript MSI

リ リース ウ ィ ザー ド で、 Windows Installer のイ ンス ト ーラー 

(InstMsiA.exe と InstMsiW.exe) をダウンロー ド する場所を指定

できます。 ユーザーは以下の例のよ う に、 /ua オプシ ョ ン 

(InstMsiA.exe の場合 ) または /uw オプシ ョ ン (InstMsiW.exe の場

合 ) を使って実行時の代替 URL を指定する こ とができます :

Setup.exe /uw"http://www.otherlocation.com/engines"

フ ァ イル名は必要あり ません。

メ モ • このパラ メ ーターと共に完全 URL を指定し な く てはな

り ません。

/um 基本の MSI、

InstallScript MSI

リ リース ウ ィ ザー ド を使う と、 Web ダウンローダーのビルド

で .msi データベースのダウンロー ド場所を指定する こ とがで

きます。 ユーザーは次の例の要領で /um を使って、 代替の 

URL を指定できます。

Setup.exe /um"http://www.otherlocation.com/packages/product.msi"

メ モ • このパラ メ ーターと共に完全 URL を指定し な く てはな

り ません。

/b 基本の MSI、

InstallScript MSI

リ リース ウ ィ ザー ド を使う と、 ダウンローダーのビルド で

ローカルシステム上に 圧縮パッ ケージの内容をキャ ッ シュ す

るかど うかを指定する こ とができます。 /b オプシ ョ ンを使う

と、 ユーザーは次の例の要領で、 イ ンス ト ール フ ァ イルを

キャ ッ シュするデ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

Setup.exe /b"C:\CacheDirectory"

メ モ • このパラ メ ーターと共に完全 URL を指定し な く てはな

り ません。
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コマン ド ラ イ ン ツール
デバッ グ

テーブル 11-17 • デバッ グのためのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/d InstallScript カ

ス タム アク

シ ョ ンがある基

本の MSI プロ

ジ ェ ク ト 、 

InstallScript、 

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト で、 Setup.exe /d のコマン ド を実行す

る と、 InstallScript デバッ ガーを持つイ ンス ト ール プログラム

が実行されます。

メ モ • InstallScript コー ド をデバッ グするには、 デバッ グ情報

フ ァ イルの Setup.dbg が使用可能である必要があり ます。 ま

た、 開発マシン以外のシステムでイ ンス ト ールをデバッ グする

場合、 特定のフ ァ イルを開発マシンからデバッ グ マシンにコ

ピーする必要があり ます。 詳細については、 「任意のコ ン

ピ ューターでのイ ンス ト ールのデバッ グ」 を参照し て く だ さ

い。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 InstallScript デバッ ガーで次の

コ マン ドが InstallScript カス タム アクシ ョ ンを実行し ます :

 Setup.exe /v"ISSCRIPTDEBUG=1 ISSCRIPTDEBUGPATH=\"path-to-

Setup.dbg\""

/debuglog 基本の MSI、

InstallScript MSI

/debuglog パラ メ ーターを使って、 Setup.exe のログ フ ァ イルを

生成できます。

長い名前を持つ InstallShield.log を Setup.exe フ ァ イルと同じ

デ ィ レ ク ト リ に生成するには、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

のみを渡し ます。 Setup.exe フ ァ イルが読み取り専用の場所に

ある と き、 この処理は実行できません。 例 :

setup.exe /debuglog

ログ フ ァ イルの名前と場所を指定するには、 パス と名前を次

の要領で渡し ます。

Setup.exe /debuglog"C:\PathToLog\setupexe.log"

イ ンス ト ールに含まれる機能前提条件にログ フ ァ イルを生成

するには、 /v パラ メ ーターを使って、 次の例のよ う に 

ISDEBUGLOG プロパテ ィ をログ フ ァ イルの完全パス と フ ァ イ

ル名を設定し ます :

Setup.exe /debuglog"C:\PathToSetupLogFile\setup.log" /

v"ISDEBUGLOG=prereq.log"

機能前提条件のログ フ ァ イルのパスには、 デ ィ レ ク ト リ プロ

パテ ィ および環境変数を使用できます。
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コマン ド ラ イ ン ツール
SMS データ

その他

テーブル 11-18 • SMS データのパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/m InstallScript、

InstallScript MSI

/m  オプシ ョ ンを使う と、 Setup.exe で SMS .mif (Management 

Information Format) フ ァ イルが生成されます。 典型的なコマン

ドは次のとお り です。

Setup.exe /m"SampleApp"

フ ァ イル拡張子 “.mif” を含める必要はあり ません。

/m1 InstallScript、

InstallScript MSI

/m1  パラ メ ーターを (/m と一緒に ) 使う と、 .mif フ ァ イルに書

き込むシ リ アル番号を指定できます。 典型的なコマン ドは、 次

のとお り です。

Setup.exe /m"SampleApp" /m1"1234-5678"

/m2 InstallScript、

InstallScript MSI

/m2 パラ メ ーターを (/m と一緒に ) 使う と、 .mif フ ァ イルに書

き込むロケール文字列を指定できます。 典型的なコマン ドは、

次のとお り です。

Setup.exe /m"SampleApp" /m2"ENU"

テーブル 11-19 • その他のパラ メ ーター

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

/delayedstart:< 秒数 > InstallScript Setup.exe が起動し た後にイ ンス ト ールの初期化を遅延させる

時間 ( 秒単位 ) を指定し ます。

メ モ • ( た と えば RunOnce キーを使って )  再起動の後、 手動で

追加イ ンス ト ールを起動する際は -delayedstart オプシ ョ ンの

利用をお勧めし ます。 遅延させる こ と で OS が完全に初期化で

きるよ う にし ます。 これによ ってシステムが完全に初期化され

る前にイ ンス ト ールが初期化された場合に発生する RPC ( リ

モー ト プロシージャ呼び出し ) エラーなどの問題を回避する こ

とができます。 推奨される遅延時間は 30 秒です。

このオプシ ョ ンはイ ンス ト ールが再起動の後に自動的に開始さ

れる場合には不要です ( た と えば、 再起動の前に 

SdFinishReboot を呼び出し た場合 )。
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/runfromtemp 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このパラ メ ーターを使う と、 セ ッ ト ア ッ プが一時デ ィ レ ク ト リ

から実行するための条件に適合し ない場合でも、 セ ッ ト ア ッ プ

作成者は常にセ ッ ト ア ッ プを一時保管デ ィ レ ク ト リ にク ローン

し て、 そこから実行する こ とができます。 セ ッ ト ア ッ プが自己

展開型の実行可能フ ァ イル (.exe) の場合、 このパラ メ ーターは

無視されます。

/clone_wait InstallScript このパラ メ ーターは、 ク ローン されたセ ッ ト ア ッ プの処理が完

了するまでオ リ ジナル セ ッ ト ア ッ プが待機し てから終了する

こ と を意味し ます。

/extract_all:< パス > InstallScript 自己展開型パッ ケージフ ァ イルを実行せずに、 < パス > で指定

された場所に抽出するよ う に指定し ます。

/h 基本の MSI、

InstallScript MSI

ビルド エンジンは、 複製が必要な場合 Setup.exe の複製をサ

ポー ト するイ ンス ト ールを自動的に作成し ます ( た と えば、 複

数デ ィ スクセ ッ ト ア ッ プ )。 これを手動で行う 必要がある場

合、 /h を Setup.exe に渡し ます。 セ ッ ト ア ッ プは自動的に一時

的保存場所にク ローン されてそこから実行されます。

テーブル 11-19 • その他のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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/hide_progress 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

初期設定中に表示される小さい標準の進行状況ダイアログが表

示されないよ う に抑制し ます。

小さ な進行状況ダイアログは通常、 初期設定中にスプ ラ ッ シュ

画面を表示するイ ンス ト ールで使用されます。 これは、 標準サ

イズの進行状況ダイアログでは大きすぎてスプ ラ ッ シュ画面を

表示するスペースがないためです。 /hide_progress オプシ ョ ンを

利用する と、 これらのイ ンス ト ールの小さ な進行状況ダイアロ

グを非表示にするため、 エン ド ユーザーには、 進行状況を含ま

ないスプ ラ ッ シュ画面のみが表示されます。

メ モ • InstallScript イ ンス ト ールのみ : /hide_progress を指定し て 

InstallScript イ ンス ト ールにスプラ ッ シュ画面を含める と、 ス

プ ラ ッ シュ画面が表示される時間は Setup.ini で 

SmallProgress=Y または SmallProgress=N のどち らが指定されて

いるかど うかによ って異な り ます。

• SmallProgress=Y と指定し た場合、 /hide_progress が指定され

ていない限り、 スプ ラ ッ シュ画面は進行状況ダイアログが

表示されている間、 表示されます。

• SmallProgress=N と指定し た場合、 SplashTime キーで指定さ

れた時間にし たがってスプ ラ ッ シュ画面が表示されます。

このため、 /hide_progress と SmallProgress=Y を同時に使用す

る こ とは避けるよ う にし て く だ さい。

InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 : スプ ラ ッ シュ画面を含め

る場合、 イ ンス ト ールは自動的に小さ な進行状況ダイアログに

切り替えられ、 スプ ラ ッ シュ画面は進行状況ダイアログが表示

されている間のみ表示されます。 これは /hide_progress が指定さ

れている場合にも適用されます。 し たがって、 InstallScript MSI 

イ ンス ト ールで /hide_progress と スプ ラ ッ シュ画面の同時使用を

避ける こ とが推奨されます。

/hide_splash InstallScript、

InstallScript MSI

スプ ラ ッ シュ画面が含まれている場合、 その表示を抑制し ま

す。

/hide_usd InstallScript 更新する製品のイ ンス タ ンスをエン ド ユーザが選択できるよ う

にするため、 ア ッ プデー ト が有効になっている イ ンス ト ールに

よ って表示されるダイアログを抑制し ます。 ア ッ プデー ト 対応

イ ンス ト ールが複数の以前のイ ンス タ ンスを検出し た場合に、

デフ ォル ト でこのダイアログが表示されます。 このコマン ド ラ

イ ン オプシ ョ ンが使用されている と きに、 ア ッ プデー ト 可能

なイ ンス ト ールが複数の以前のイ ンス タ ンスを検出する と、 イ

ンス ト ールは新しいイ ンス タ ンスを作成し ます。

テーブル 11-19 • その他のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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/ig{InstanceGUID} InstallScript システム変数 INSTANCE_GUID の値を指定し ます。 たと えば、

-ig{722C7440-B317-4B3B-AECA-0199EA4E7CDB}。 このオプ

シ ョ ンを利用し ない場合、 イ ンス ト ールは自動的に値を 

INSTANCE_GUID に割り当てます ( 複数イ ンス タ ンスイ ンス

ト ールの場合、 この値は新し く 生成された GUID、 標準イ ンス

ト ールの場合、 この値は PRODUCT_GUID の値と同じ ) このオ

プシ ョ ンは、 イ ンス ト ールラ ンチャ、 つま り イ ンス ト ールに使

用するイ ンス タ ンス GUID の判別など、 セ ッ ト ア ッ プ前のタ ス

ク を実行する前に実行されるカス タムアプ リ ケーシ ョ ンを作成

し ている場合に便利です。 このオプシ ョ ンを使って、 有効な 

GUID 以外の値を指定し ないで く ださい。

/

installfromweb"PathToDisk1

Files"

InstallScript このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア フ ァ イルへのパスが URL 以外の

と き も、 イ ンス ト ールを強制的に起動された ClickOnce Install 

イ ンス ト ールのよ う に動作させる とい う点を除いて、

media_path オプシ ョ ンに類似し ています。 イ ンス ト ールを Web 

ページから手動で起動する場合、 このオプシ ョ ンを使用し ま

す。 このオプシ ョ ンは、 ビル ト イ ン Setup.ocx フ ァ イルがイ ン

ス ト ールの起動に使用される と き、 自動的に追加されます。

/

media_path"PathToDisk1Files

"

InstallScript このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが指定された場所で Disk1 

フ ァ イルを検索する こ と を示し ます。 Setup.exe フ ァ イルのみ

が、 元の起動場所に存在する必要があり ます。 イ ンス ト ールは

他のすべての必須フ ァ イルを指定された場所から取得し ます (

これには、 メ デ ィ アの場所に存在する必要がある Setup.exe も

含まれます )。 URL を メ デ ィ ア フ ァ イルへのパス と し て指定す

る こ とができます。 この場合、 イ ンス ト ールは、 起動された 

ClickOnce Install イ ンス ト ールのよ う に動作し ます。 起動され

た ClickOnce Install イ ンス ト ールは常にセキュ リ テ ィ  ダイアロ

グを表示し ます。 ClickOnce Install イ ンス ト ールの動作につい

ては、 「InstallScript プロジ ェ ク ト の One-Click Install イ ンス

ト ール」 を参照し て く だ さい。

テーブル 11-19 • その他のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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ユーザー定義のビル ト イ ン コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーター

プロジ ェ ク ト • ユーザー定義のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについてのこの情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に

適用し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でのユーザー定義のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの場合は、 前述の -z コ マン ド ラ イ

ン パラ メ ーターを使用し ます。

上に リ ス ト されている コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターの他、 -bd、 -f、 および -zi が InstallScript プロジ ェ ク ト 用に予

約されている コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターです。 大文字、 小文字に関わらず、 ユーザーによる これらのコマン ド

ラ イ ン パラ メ ーターの再定義は、 エラーの原因にな り ます。

/L<LanguageID> 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが指定された言語で指定され

たよ う に実行される こ と を示し ます。言語 ID は 16 進数または 

10 進数の数値で指定できます。 16 進数を指定し た場合、 その

値の先頭に 0x を付加し ます。 たと えば、 次のコマン ドはイ ン

ス ト ールを ド イ ツ語で実行する こ と を示し ます :

Setup.exe -L0x0407

Setup.exe -L1031

イ ンス ト ールでサポー ト されていない言語 ID、 または無効な

言語 ID を指定し た場合、 このパラ メ ーターは無視されます。

このパラ メ ーターが指定されて、 かつパラ メ ーターが有効な場

合、 言語ダイアログは自動的に抑制されます ( 有効になってい

る場合 ) ので注意し て く だ さい。

/w 基本の MSI、

InstallScript MSI

基本の MSI プロジ ェ ク ト で /w オプシ ョ ンを利用する と、 イ ン

ス ト ールが完了するまで Setup.exe が終了し ないよ う 強制的に

待機させる こ とができます。

メ モ • バッ チ フ ァ イルで /w オプシ ョ ンを使用し ている場合、

すべての Setup.exe コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを start /WAIT で

優先させる こ と をお勧めし ます。 正しい形式の使用例は次の通

り です。

start /WAIT setup.exe /w

/SMS InstallScript MSI InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 Setup.exe はイ ンス ト ール

が終了するまで自動的に待機するため、 ( 以前のバージ ョ ンの 

InstallShield Professional で使用された ) このオプシ ョ ンは必要

あり ません。

テーブル 11-19 • その他のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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実行時にシステム変数 CMDLINE にコ ピーされる、 ユーザー独自のコマン ド ラ イ ン引数を定義する こ とができま

す。 予め定義されたコマン ド ラ イ ン パラ メ ーター同様、 カス タム引数を直接 Setup.exe に渡し、 Setup.ini に配置

するか、 (InstallShield IDE の使用中、 テス ト 目的で ) [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス (InstallShield の [ ビルド ] メ

ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ クする と表示されます ) に配置する こ と もできます。

メ モ • Setup.exe は、 256 MB 以上のメ モ リ を持つシステム上でも適切に初期化され、 セ ッ ト ア ッ プが完了するまで

常に メ モ リ内に存在し ます。 DOS の性質上、 コマン ド ラ イ ンから Setup.exe を起動する と、 Setup.exe はまだ メ モ

リ にあっても、 DOS プロンプ ト が素早 く 戻されます。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト の 
Setup.exe コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーター

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• ア ドバンス ト  UI

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

エデ ィ シ ョ ン • ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield の Professional Edition で使用できます。 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト  タ イプは、 InstallShield Premier Edition で使用できます。 これら 2 つのプロ

ジ ェ ク ト  タ イプの違いについては、 「ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト と スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の

違い」 を参照し て く だ さい。
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ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーには、 多 く

のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用できます。 未定義のパラ メ ーターまたは無効なプロパテ ィ の定義を渡すと、

コマン ド ラ イ ン エラーの原因と な り ます。

テーブル 11-20 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

/d

/d"PathTo.dbgFile"

InstallScript デバッ ガーと /d パラ メ ーターを使って、 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールにおける InstallScript アクシ ョ ンをデバッ グできます。

メ モ • InstallScript コー ド をデバッ グするには、 デバッ グ情報フ ァ イルの 

Setup.dbg が使用可能である必要があ り ます。 また、 開発マシン以外のシステム

でイ ンス ト ールをデバッ グする場合、 特定のフ ァ イルを開発マシンからデバッ

グ マシンにコ ピーする必要があり ます。 詳細については、 「任意のコ ンピ ュー

ターでのイ ンス ト ールのデバッ グ」 を参照し て く だ さい。

InstallScript デバッ ガーで次のコ マン ド を使って、 InstallScript カス タム アク

シ ョ ンを実行し ます :

Setup.exe /d

イ ンス ト ールが元のコ ンパイル場所であるパスにある場合、 デバッ グ シンボル 

フ ァ イル (.dbg) へのパスも指定する必要があり ます :

Setup.exe /d"Path-to-Setup.dbg"

スイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト における InstallScript アクシ ョ ンにつ

いての詳細は、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる 

InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ンでの作業について」 を参照し て く だ さ

い。

デバッ グに関する問題については、 「ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシューテ ィ ング」 を参照し て く ださい。

/debuglog

/debuglog"PathToLog"

/debuglog パラ メ ーターを使って、 Setup.exe のログ フ ァ イルを生成できます。

長い名前を持つ InstallShield.log を Setup.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に生

成するには、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターのみを渡し ます。 Setup.exe フ ァ イ

ルが読み取り専用の場所にある と き、 この処理は実行できません。 例 :

Setup.exe /debuglog

ログ フ ァ イルの名前と場所を指定するには、 パス と名前を次の要領で渡し ま

す。

Setup.exe /debuglog"C:\PathToLog\setupexe.log"

詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールの ト ラブルシューテ ィ ング」 を参照し て く だ さい。
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/language:LCID /language パラ メ ーターは、 イ ンス ト ールが指定された言語で指定されたよ う に

実行される こ と を示し ます。 10 進数で言語 ID を指定し ます。 た と えば、 イ ン

ス ト ールを ド イ ツ語で実行する こ と を示すには、 次の言語 ID を渡し ます :

Setup.exe /language:1031

イ ンス ト ールでサポー ト されていない言語 ID、 または無効な言語 ID を指定し

た場合、 このパラ メ ーターは無視されます。 このパラ メ ーターが指定されて、

かつパラ メ ーターが有効な場合、 言語ウ ィ ザー ド ページは自動的に抑制されま

す ( 有効になっている場合 ) ので注意し て く だ さい。

/log

/log"PathToPackageLog"

/log:"PathToPackageLog"

/log パラ メ ーターを使用する と、 ログが有効されたア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の各パッ ケージに対し て、 ログ フ ァ

イルが作成されます。

特定のフ ォルダー内でパッ ケージ ログ フ ァ イルを生成するには、 フ ォルダー

のパスを /log パラ メ ーターと一緒に、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI の Setup.exe フ ァ イルに渡し ます。 オプシ ョ ンで、 /log パラ メ ー

ターとパスを コ ロンで区切る こ と もできます。 た と えば、 次のどち らのコマン

ド ラ イ ンを使用し ても、 ログ フ ァ イルは PathToLogFiles フ ォルダーに作成され

ます :

Setup.exe /log"C:\PathToLogFiles"

Setup.exe /log:"C:\PathToLogFiles"

ログ フ ァ イルの場所へのパスは、 事前に存在し ている必要があり ます。

パッ ケージのログ フ ァ イルを %TEMP% デ ィ レ ク ト リ に生成する場合、 パスを空

白のままにし ておきます。 例 :

Setup.exe /log

ログは、 パッ ケージに対し て有効にする必要があ り ますが、 パッ ケージのログ

関連の設定 ( 設定は、 パッ ケージが .msi パッ ケージか、 .msp パッ ケージか、 ま

たはその他のパッ ケージかによ って異な り ます ) は [ パッ ケージ ] ビ ューで構

成し ます。 詳細については、 「ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールを コマン ド ラ イ ンから起動し た と きに作成できるパッ ケージ ロ

グ フ ァ イルのサポー ト 」 を参照し て く だ さい。

/password: パスワード [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブで、 リ リースのパスワー ド関連設定を構成

し た場合、 エン ド ユーザーはサイ レン ト  イ ンス ト ールの実行時に  /password 

パラ メ ーターを使ったパスワー ド を指定し な く てはな り ません。 典型的なコマ

ン ドは、 次のとお り です。

Setup.exe /silent /password: パスワード 

テーブル 11-20 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのパラ メ ーター ( 続

パラ メ ーター 説明
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PropertyName=Value

/PropertyName:Value

PropertyName=

プロパテ ィ をア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

に渡すと き、 その方法はい く つか存在し ます。 例 :

Setup.exe MyPropertyName=MyPropertyValue

Setup.exe /MyPropertyName:MyPropertyValue

プロパテ ィ の値を、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

Setup.xml フ ァ イルによ って設定されたプロパテ ィ の値も含めて、 ク リ アする場

合は、 以下の構文を使用し ます :

Setup.exe MyPropertyName=

以下のプロパテ ィ を コマン ド ラ イ ンで渡し た場合、 ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは特別な意味を持ちます :

• ISFeatureInstall -  このプロパテ ィ は、現在のイ ンス ト ール処理でイ ンス ト ー

ルされる コ ンマ区切りの機能名リ ス ト を提供し ます。 サイ レン ト の初回イ

ンス ト ールで使用し ます。

• ISFeatureRemove -  このプロパテ ィ は、 現在のイ ンス ト ール処理で削除され

る コ ンマ区切りの機能名リ ス ト を提供し ます。 メ ンテナンス イ ンス ト ール

で使用し ます。

詳細については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI のプロパ

テ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

/remove /remove パラ メ ーターは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがイ ンス ト ールし た、 現在ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされ

ているパッ ケージをアン イ ンス ト ールし ます。 このオプシ ョ ンは、 ア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の Setup.xml フ ァ イルのメ ンテナンス

条件が False の場合、 [ プログラムの追加と削除 ] 内のア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのエン ト リ も削除し ます。

/repair /repair パラ メ ーターは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールがイ ンス ト ールし た、 現在ターゲッ ト  システムに存在するパッ ケー

ジを修復し ます。

/silent /silent パラ メ ーターは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス無し でイ ンス ト ールを実行

し ます。

テーブル 11-20 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのパラ メ ーター ( 続

パラ メ ーター 説明
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ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 パッ ケージの 1 つを起動する と きに使用す

る コマン ド コマン ド ラ イ ンの指定方法については、 「コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ ケージに渡す」 をご覧 く だ さい。

Setup.exe (InstallScript プロジ ェ ク ト )
Setup.exe は、 メ イ ンのイ ンス ト ール実行可能フ ァ イルで、 イ ンス ト ール初期設定を行いイ ンス ト ール エンジンを

起動し て、 ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールを実行し ます。 

リ リースを作成およびビルド する と、 Setup.exe およびその他のセ ッ ト ア ッ プ エンジン再配布可能フ ァ イルは 

Disk1 フ ォルダーに配置されます。 これらのフ ァ イルを、 配布メ デ ィ アの Disk1 で出荷する必要があ り ます。

/stage_only /stage_only パラ メ ーターは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールのステージング部分を実行し ます。 ステージング中にア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 スイー ト のパッ ケー

ジを  BrowseStageFolder ウ ィ ザー ド ページでユーザーが指定し たデ ィ レ ク ト リ

にコ ピーし ます。

パッ ケージのいずれかが、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

の Setup.exe に圧縮されている場合、 /stage_only オプシ ョ ンは Setup.exe フ ァ イ

ルのパッ ケージをステージング デ ィ レ ク ト リ にコ ピーする前に、 それら を抽出

し ます。

また、 任意のパッ ケージのが Web 上にある場合、 /stage_only オプシ ョ ンは、

パッ ケージをダウンロー ド し て、 それら をステージング デ ィ レ ク ト リ に追加し

ます。

このオプシ ョ ンによ って、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ール内のパッ ケージは実行されませんので注意し て く だ さい。 さ ら

に、 いずれのパッ ケージも圧縮解除し ません。 そのため、 ア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのパッ チを作成する と きに、 たと え

ばア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる

パッ ケージに非圧縮 .msi パッ ケージを生成する必要がある場合は、 [ ステージ

のみ ] オプシ ョ ンを使用し て く だ さい。 その後、 .msi パッ ケージの管理イ ンス

ト ールを行います。

ヒ ン ト • ISRootStagePath プロパテ ィ は、 コ ピー済みのフ ァ イルを含むフ ォル

ダーへのパスを格納し ます。 このプロパテ ィ のデフ ォル ト 値を指定するには、

次の例のよ う に、 /stage_only パラ メ ーターを渡すと きにこのプロパテ ィ を コマ

ン ド ラ イ ンから設定し ます。

Setup.exe /stage_only ISRootStagePath="C:\MyStagingArea" 

テーブル 11-20 • ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ド バンス ト  UI セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのパラ メ ーター ( 続

パラ メ ーター 説明
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メ モ • Setup.exe の名前を任意の有効なフ ァ イル名に変える こ とができます ( 例、 Install.exe)。 DoInstall 関数を使用

し て他のイ ンス ト ールによ って起動される イ ンス ト ールの場合、 起動されたイ ンス ト ールの Setup.ini フ ァ イルの 

[Startup] セクシ ョ ンにある LauncherName キーには新しいフ ァ イル名が必要です。

コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを、 直接 Setup.exe に渡すこ と も、 Setup.ini に配置する こ と もできます。 テス ト が目的

の際、 InstallShield に使用時に [ ビルド ] メ ニューにある [ 設定 ] を ク リ ッ ク し た と きに表示される、 [ 設定 ] ダイ

アログ ボ ッ クスの [ 実行 / デバッ グ ] タ ブを使用し てコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを Setup.exe に渡すこ とができ

ます。

メ モ • 自己展開型実行可能フ ァ イルでは、 Setup.exe で使用できるすべてのコ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをすべて

使用できます。

サポー ト されているパラ メ ーターの一覧は、 「Setup.exe および Update.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター」 をご覧

く ださい。
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よ く 寄せられる質問 (FAQ)
このセクシ ョ ンには、 ト ピ ッ クご とに一般的な質問、 およびその回答へのリ ン クが掲載されています。 プロジ ェ

ク ト の種類によ って、 特定のタ スク を処理するために必要なテ クニ ッ クまたはその手順が異なる場合は、 各プロ

ジ ェ ク ト 別に回答が掲載されています。

プロジ ェ ク ト の種類

• 適切なプロジ ェ プ ト  タ イプは ? 

• プロジ ェ ク ト を別のプロジ ェ ク ト  タ イプに変換する方法は ? 

• 変換後、 スク リ プ ト のコ ンパイル中に “ エラー C8025 ‘INSTALLDIR’: 未定義識別子 ” が発生する原因に

ついて。 

• 「文字列  PRODUCT_NAME が文字列テーブルで見つかり ません」 エラーが発生する理由は ? 

フ ァ イルと フ ォルダー

• INSTALLDIR と TARGETDIR の違いは ? 

• 既存のフ ァ イルを上書きするかど うかを Windows Installer が判別する方法は ? 

• COM サーバーの登録方法は ? 

• Windows サービスを イ ンス ト ール、 開始、 停止、 削除、 アン イ ンス ト ール、 または構成する方法は ? 

• 空のフ ォルダーの作成方法は ? 

• ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのキーフ ァ イルを設定する方法は ? 

• 同じ コ ンポーネン ト に複数の実行可能フ ァ イルを入れる と、 ど う な り ますか ? 

機能およびコ ンポーネン ト

• 条件付きで機能を選択する方法は ? 

• 条件付きで機能を非表示にする方法は ? 
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• コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先設定時に、 大文字のデ ィ レ ク ト リ識別子を使用し なければならないのはな

ぜですか ? 

• コ ンポーネン ト の [ リ ン ク ] 列で値を変更する方法は ? 

再配布可能フ ァ イル

• Windows Installer をプロジ ェ ク ト に追加する方法は ? 

• .NET Framework をプロジ ェ ク ト に追加する方法は ? 

シ ョ ー ト カ ッ ト

• イ ン ターネ ッ ト シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する方法は ? 

• フ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する方法は ? 

レジス ト リ

• レジス ト リからデータ を読み込む方法は ? 

• レジス ト リ にプロパテ ィ の値を書き込む方法は ? 

InstallScript

• InstallScript 言語で使用できるビル ト イ ン関数の種類を調べる方法は ?

• コ ンパイルされたスク リ プ ト フ ァ イルで使用できるステー ト メ ン ト の最大数は ? InstallScript におけるその他

の制限は ?

INI フ ァ イル

• .ini フ ァ イルからデータ を読み込む方法は ? 

• .ini フ ァ イルからすべてのキー名を取得する方法は ? 

プロパテ ィ

• InstallScript からの Windows Installer プロパテ ィ の取得や設定方法は ? 

• 作成し た遅延カス タム アクシ ョ ンの Windows Installer プロパテ ィ が空白値を表示する理由は ? 

条件

• 管理者権限を検出する方法は ? 

• 初回イ ンス ト ールかど うかを見分ける方法は ? 

• イ ンス ト ールシーケンスの最中のみ関数を呼び出す方法は ? 

• ユーザーが特定の機能を選択し たかを確認する方法は ? 

• ユーザーがどのオペレーテ ィ ング システムを使用し ているかを確認する方法は ? 

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス

• 実行時に リ ス ト ボ ッ クスに入力する方法は ? 
3446 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



第 12 章 よ く 寄せられる質問 (FAQ)
• フ ァ イル参照ダイアログを表示する方法は ? 

• ネ ッ ト ワーク参照ダイアログを表示する方法は ? 

カス タム アクシ ョ ン

• エン ド ユーザーのシステム上のフ ァ イルの検索方法は ? 

• イ ンス ト ールの終了後にアプ リ ケーシ ョ ンを起動する方法は ? 

• フ ァ イルを .msi データベースに配置し て実行時にそれを抽出する方法は ? 

• カス タム アクシ ョ ンから イ ンス ト ールを終了する方法は ? 

• VBScript コー ド を実行する カス タム アクシ ョ ンを作成後に INSTALLDIR 変数を使用する方法は ? 

• スク リ プ ト から ODBC プロパテ ィ  (DBQ や SystemDB など ) を変更する方法は ? 

SQL スク リ プ ト

• デフ ォル ト の SQL ラ ン タ イム動作をオーバーラ イ ド する方法は ? 

• InstallScript プロジ ェ ク ト で、 ある条件下で SQL スク リ プ ト の実行を制御する方法は ? 

• InstallScript プロジ ェ ク ト でサーバーサイ ド イ ンス ト ールを強制する方法は ? 

• Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト で SQL サーバー サイ ド イ ンス ト ールを強制する方法は ? 

• SQL ラ ン タ イム エラーの処理方法は ? 

• SQL スク リ プ ト が完全 SQL Server に対し て実行されるよ う に設定する方法は ? 

リ リースのビルド

• コマン ド ラ イ ンから プ リ リースをビルド する方法は ? 

• プロジ ェ ク ト の設定を コマン ド ラ イ ンから変更する方法は ? 

配布

• ユーザーがサイ レン ト モー ド でイ ンス ト ールを起動する方法は ? 

アン イ ンス ト ール

• イ ンス ト ールし たアプ リ ケーシ ョ ンが作成し たフ ァ イルを削除する方法は ? 

• イ ンス ト ールし たアプ リ ケーシ ョ ンが作成し たレジス ト リデータ を削除する方法は ? 

その他の質問に対する答えの多 く は、 ナレ ッ ジベースに用意されています。
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用語集
テーブル -1 • InstallShield 用語集

用語 定義

.bin フ ァ イル Unix プ ラ ッ ト フ ォームで実行可能なバイナ リ フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは

通常 .bin 拡張子を持ちます。

.bmp フ ァ イル ビ ッ ト の配列と し て表示される イ メ ージのビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イル。 ビ ッ ト マ ッ プ グラ

フ ィ ッ クでは、 イ メ ージは集合体と し てパターンを形成するピ クセルと呼ばれる小さ

な四角の集ま り でスク リーン上に表示されます。 イ メ ージ内の各ピ クセルは、 1 つま

たは複数のビ ッ ト に対応し ます。

.cab フ ァ イル 「キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

.command フ ァ イル Mac OS X  プラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なコマン ド フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン

フ ァ イルは通常 .command 拡張子を持ちます。

.cub フ ァ イル フ ァ イル内部整合性評価プログラム (ICE) のカス タム アクシ ョ ンを格納し、 アクセス

を提供する検証モジュール。 「カス タム アクシ ョ ン」 および 「内部整合性評価プログ

ラム」 も参照し て く だ さい。

.exe フ ァ イル Windows プ ラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なバイナリ フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ

イルは通常 .exe 拡張子を持ちます。
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3449



用語集
.gif フ ァ イル Web 上でサポー ト されているグラ フ ィ ッ ク交換形式フ ァ イル。 このフ ァ イルの種類は、

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを表示するのに利用されるビ ッ ト マ ッ プ グラ フ ィ ッ ク フ ァ イ

ル形式です。 これらのフ ァ イルはデータが損なわれないロスレス圧縮メ ソ ッ ド を使い

ます。 このフ ァ イルタ イプは 256 色までサポー ト し ます。 そのほか透明色もサポー ト

し、 背景に透明を設定する こ と で下にあるレ イヤーの色が見えるよ う にする こ とが可

能です。 このフ ァ イル形式は、 線画のよ う な限られた色のみを使ったイ メ ージの場合 

.jpg 形式よ り も適し ています。

.idt フ ァ イル エクスポー ト された Windows Installer データベース テーブル。

.ism フ ァ イル InstallShield がプロジ ェ ク ト 情報を保存するために利用する作業フ ァ イル。 リ リースを

ビルド する際、 InstallShield は .ism フ ァ イルを使用し て配布用 .msi フ ァ イルを作成し

ます。

.jar フ ァ イル イ ンス ト ールに必要なク ラス、 イ メ ージ、 およびサウン ド フ ァ イルを含み、 単一フ ァ

イルに zip されている Java アーカ イブ フ ァ イルです。

.jpg フ ァ イル JPEG と し て知られる。 標準化し た委員会の元の名称を と った Joint Photographic 

Experts Group の略語。 このフ ァ イルの種類は 256 色までサポー ト し ます。 そのほか透

明色もサポー ト し、 背景に透明を設定する こ と で下にあるレ イヤーの色が見えるよ う

にする こ とが可能です。 フ ァ イルは非可逆圧縮を利用し ます。 この種類の圧縮はカ

ラーおよびグレースケールの濃淡イ メ ージを圧縮し、 余分な情報または不必要な情報

を省略するためにデータが失われます。 これらのイ メ ージは 1600 万色をサポー ト し、

写真や複雑なグラ フ ィ ッ クに適し ています。

.mif フ ァ イル ハー ド ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト について記述するために使われる管

理情報フ ォーマ ッ ト  フ ァ イル。

.msi フ ァ イル 完成し た状態の Windows Installer イ ンス ト ール パッ ケージ。 イ ンス ト ール リ ソース

フ ァ イルを含み、 アプ リ ケーシ ョ ンのデータ フ ァ イルすべてを圧縮し て格納する こ と

ができます。 .msi フ ァ イルはエン ド ユーザーに配布される フ ァ イルで、 Windows 

Installer サービス と イ ン タ ラ ク ト し てアプ リ ケーシ ョ ンをマシンにイ ンス ト ールし ま

す。

.msm フ ァ イル マージ モジュールのデータベースフ ァ イル。 このフ ァ イル タ イプはモジュールのイ

ンス ト ール プロパテ ィ およびイ ンス ト ール ロジ ッ クすべてを含みます。 「マージ モ

ジュール」 も参照し て く だ さい。

.msp フ ァ イル Windows Installer パッ チ フ ァ イル。 このフ ァ イルの種類は概要情報ス ト リーム、 ト ラ

ンスフ ォーム サブス ト レージ、 およびキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルで構成されます。 .msp 

フ ァ イルは、 ターゲッ ト とする イ ンス ト ールパッ ケージのデータベースにパッ チ情報

を追加するデータベース ト ラ ンスフ ォームが 1 つ以上含まれます。 イ ンス ト ーラーは

このパッ チ情報を利用し てキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに格納されているパッ チフ ァ イルを

適用し ます。
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.mst フ ァ イル ト ラ ンスフ ォーム パッ ケージ。 このフ ァ イルの種類は、 2 つの .msi データベース間の

差分を含む簡素化された Windows Installer データベースです。 ト ラ ンスフ ォームを使

う と、 管理者がイ ンス ト ールパッ ケージを配布する際、 変更し た設定をデータベース

に適用する こ とができます。 「 ト ラ ンスフ ォーム」 も参照し て く だ さい。

.NET 情報、 人間、 システム、 そ し てデバイスをつなげるために Microsoft が作成し たオペ

レーテ ィ ング システムプラ ッ ト フ ォーム。 .NET 環境を利用する と、 開発者は共通言

語ラ ン タ イムを通し て好みの言語を使ってアプ リ ケーシ ョ ンおよび Web サービスをビ

ルド、 作成、 そ し て配布する こ とができます。

.NET Compact 

Framework

モバイル デバイスなど、 リ ソースに制限のあるデバイス上で実行できるよ う デザイ ン

された .NET Framework の縮小版。 .NET Compact Framework は現在、 Pocket PC と 

Windows CE .NET デバイスでのみ使用できます。 他のデバイスのサポー ト は今後のリ

リースで実現し てい く 予定です。

.NET Framework アプ リ ケーシ ョ ンおよび Web サービスのよ う な .NET 技術を利用し たサービスをビル

ド、 配布、 および実行するために Microsoft が作成し たプログラムの基盤。 .NET 

Framework は 3 つの主要な部分で構成されます。 一般言語ラ ン タ イム、 統一されたク

ラス ラ イブラ リが階層に分かれたセ ッ ト 、 および ASP.NET と呼ばれる Active Server 

Pages のコ ンポーネン ト 化されたバージ ョ ン。

.ocx フ ァ イル OLE (Object Linking and Embedding ) カス タム コ ン ト ロール フ ァ イル。 このフ ァ イルタ

イプは、 ウ ィ ン ド ウサイズの変更などを可能にする機能を実行するためにアプ リ ケー

シ ョ ンによ って呼び出される、 ク ロスプ ラ ッ ト フ ォームの COM フ ァ イルです。

.p12 フ ァ イル PKCS (Public-Key Cryptography Standard) 番号 12 に準拠する証明書フ ァ イル。 これは

ユーザーのプ ラ イベー ト キー、 証明、 機密情報、 またはその他の情報を安全に保管し

た り移動し た りするためのポータ ブルフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

.pcp フ ァ イル Windows Installer パッ チ作成プロパテ ィ  フ ァ イル。

.prq フ ァ イル メ イ ンのアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる前にターゲッ ト マシン上に既にイ ン

ス ト ール済みでな く てはならない、 ベースアプ リ ケーシ ョ ンまたはコ ンポーネン ト に

ついての情報を含む前提条件フ ァ イル。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ前

提条件を含める と、 開発者は複数のイ ンス ト ーラー フ ァ イルを単一の実行可能フ ァ イ

ルに連鎖させる こ とができます。

.reg フ ァ イル 「レジス ト リ フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

.scm フ ァ イル ScreenCam ムービー フ ァ イル。

.wmf フ ァ イル Windows メ タ フ ァ イル形式のフ ァ イル。 この種類のグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルは Microsoft 

Windows ベースのアプ リ ケーシ ョ ン間でグラ フ ィ ッ ク情報を交換するのに使用されま

す。
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ActiveX オブジ ェ ク ト 指向プログラ ミ ング技術およびそのツールのセ ッ ト 。 ActiveX  を利用す

る と、 開発者は他のアプ リ ケーシ ョ ンやオペレーテ ィ ング システムが呼び出すよ う に

アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 ActiveX 技術はス タ テ ィ ッ クページで

はな く 、 アプ リ ケーシ ョ ンのよ う な外観を持ち作動する イ ン タ ラ ク テ ィ ブ Web ページ

の作成を可能にし ます。

AlwaysInstallElevated HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Polices\Microsoft\Windows\Installer および 

HKEY_CURRENT_USER\Software\Polices\Microsoft\Windows\Installer レジス ト リ キーの

下で Windows プラ ッ ト フ ォーム用に構成可能なユーザー ポ リ シー。

Microsoft\Windows\Installer and HKEY_CURRENT_USER\Software\Polices\

Microsoft\Windows\Installer. ハイ レベルなシステム権限でパッ ケージを イ ンス ト ールす

るには、 これら両方のレジス ト リキーの下にある AlwaysInstallElevated の値を 1 に設定し

ます。

American Standard 

Code for Information 

Interchange (ASCII)

各キャ ラ ク タに 0 から 127 が割り当てられている、 文字、 数字、 句読点および他の

キャ ラ ク タ を表すコー ド。 このコー ド によ って、 異なる種類のコ ンピ ュータ と コ ン

ピ ュータ アプ リ ケーシ ョ ン間でデータ を交換できます。

API 「アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く ださい。

ASCII 「American Standard Code for Information Interchange (ASCII)」 を参照し て く だ さい。

ATL 「アク テ ィ ブ テンプレー ト  ラ イブラ リ」 を参照し て く だ さい。

Binary テーブル ビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンなどのバイナリ データ を収納するテーブル。 カス タム アク

シ ョ ンのデータ も含みます。

CBT 「コ ンピ ューター ベース ト レーニング」 を参照し て く ださい。

CD 「コ ンパク ト  デ ィ スク」 を参照し て く だ さい。

CD ブ ラウザー CD がド ラ イブに挿入された時に起動されるグラ フ ィ ッ クユーザー イ ン ターフ ェ イス。

CD に含まれる 1 つまたは複数のアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに利用されます。

CD-ROM 「コ ンパク ト  デ ィ スク 読み取り専用メ モ リ」 を参照し て く ださい。

COM 「コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル」 を参照し て く ださい。

COM サーバー コ ンポーネン ト オブジ ェ ク ト モデル仕様に従って他のアプ リ ケーシ ョ ンにオブジ ェ ク

ト を公開する実行可能フ ァ イル。 COM サーバーによ り公開されるオブジ ェ ク ト の種類

には、 ActiveX コ ン ト ロール、 ActiveX ド キュ メ ン ト 、 Automation オブジ ェ ク ト 、 MTS 

コ ンポーネン ト があり ます。

COM フ ァ イル 製品間で共有できる再利用可能なコー ドが含まれるバイナ リ ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポー

ネン ト です。 COM フ ァ イルの代表的な例は、 Word 文書に埋めこ まれた Microsoft Excel 

スプレ ッ ド シー ト です。 この場合 Excel が COM サーバーと し て作動し、 Word はその

ク ラ イアン ト と し て作動し ます。
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COM+ フ ァ イル 拡張 COM フ ァ イル。 イ ンス ト ールに関し て、 COM+ は配布されたコ ンポーネン ト の

ビルド用にさ らなる拡張サポー ト を追加し ます。 た と えば、 appID キーおよび値をレ

ジス ト リ に作成し、 これによ って様々な COM コ ンポーネン ト を リ モー ト で実行また

は権限つきで実行するよ う構成する こ とが可能です。

DBMS 「データベース管理システム」 を参照し て く だ さい。

DCOM 「分散コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル」 を参照し て く ださい。

DCOM フ ァ イル ネ ッ ト ワーク全体で通信できる ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト 。 DCOM ( 以前はネ ッ ト

ワーク OLE と呼ばれる ) によ って、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト を複数

のネ ッ ト ワーク コ ンピ ューターに渡って配布できるよ う にな り ます。

DLL 「ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ」 を参照し て く ださい。

EXE メ デ ィ ア タ イプ 単一の自己展開型フ ァ イルに含まれるすべてのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール 

フ ァ イル。

GUI Graphical user interface ( グラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イス )。

GUID 「Globally Unique Identifier (GUID)」 を参照し て く ださい。

HTML 「hypertext markup language ( ハイパーテキス ト  マークア ッ プ言語 )」 を参照し て く ださ

い。

IAT 「イ ンポー ト  ア ド レス テーブル」 を参照し て く ださい。

ICE 「Internal Consistency Evaluator ( 内部整合性評価プログラム )」 を参照し て く だ さい。

IDE 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開発環境」 または 「統合開発環境」 を参照し て く ださい。

IDriver.exe InstallShield スク リ プ ト  ラ ン タ イム エンジン。 IDriver.exe は、 InstallShield で作成し た

イ ンス ト ールの一部を実行するためにコ ンピ ューター上で必要です。 IDriver.exe は、

デフ ォル ト で、 C:\Program Files\Common Files\InstallShield\Driver\7\Intel 32 と 

C:\Program Files\Common Files\InstallShield\Driver\8\Intel 32 の両方またはいずれかの

共通フ ァ イルの場所にあり ます。 一部のイ ンス ト ール エラー メ ッ セージは、

IDriver.exe を参照する場合があり ます。

IE 「イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラー」 を参照し て く だ さい。

ikernel.exe InstallShield エンジン。 「エンジン」 も参照し て く ださい。

INSTALLDIR イ ンス ト ールのルー ト  イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定するシステム変数。

INSTALLLEVEL デフ ォル ト で機能のイ ンス ト ールは [ON] に選択されている初期レベル。
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InstallShield スク リ プ

ト  ラ ン タ イム

「IDriver.exe」 を参照し て く ださい。

ISM 「.ism フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

ISScript.msi InstallScript エンジン イ ンス ト ーラー。 ISScript.msi はイ ンス ト ールを実行するのに必要

なフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 InstallScript エンジンは、 InstallShield スク リ プ ト  

ラ ン タ イムと し ても知られています。 InstallScript はイ ンス ト ールを作成するのに利用

されるプログラム言語です。

JAR Java アーカ イブ フ ァ イルの頭文字。 「.jar フ ァ イル」 も参照し て く だ さい。

Java アーカ イブ 「.jar フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

Java 仮想マシン (JVM) バイ ト コー ド にコ ンパイルされた Java プログラムを解釈する擬似コ ンピ ューター。

Java プログラムは通常 .class フ ァ イルに保存されています。

Java ネイテ ィ ブ イ ン

ターフ ェ イス (JNI)

共有ラ イブ ラ リのネイテ ィ ブ コー ド を呼び出すための Java コー ド を有効にする Java 

の仕様。 JNI ラ イブ ラ リのネイテ ィ ブ コー ドは、 JNI を通し て Java コー ド を呼び出す

こ と もできます。

JNI 「Java ネイテ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く だ さい。

JPEG 「.jpg フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

JVM 「Java 仮想マシン」 を参照し て く ださい。

KB 「ナレ ッ ジ ベース」 を参照し て く だ さい。

LogDB 「ログ データベース」 を参照し て く だ さい。

MD 「メ デ ィ ア デ ィ スク リ プ タ」 を参照し て く だ さい。

MFC 「Microsoft Foundation Classes」 を参照し て く だ さい。

Microsoft Developer 

Network (MSDN)

Microsoft の製品およびテ ク ノ ロジを使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを作成し ている開発者

を支援するためにデザイ ン されたオン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ン サービス。

Microsoft Foundation 

Classes (MFC)

開発者が Win32 アプ リ ケーシ ョ ンを書 く 際に使用する こ とができる大規模な C++ ク ラ

スラ イブ ラ リ。 MFC を使用するアプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、 MFC エンジンが

ターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされている必要があり ます。

Microsoft デ ィ スク オ

ペレーテ ィ ング シス

テム (MS-DOS)

Microsoft が開発し た一番最初のオペレーテ ィ ング システム。 MS-DOS は、 Windows 

95、 98 および ME の基礎と なるオペレーテ ィ ング システムです。 Windows NT、 2000 

および XP システムは存在する DOS アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。
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Microsoft ビルド エン

ジン (MSBuild)

SQL Server と完全互換性があるデスク ト ッ プおよび共有ソ リ ューシ ョ ンのビルドのた

めのデータ エンジン。 SQL Server 7.0 への簡単な移行パスを提供し ます。 MSDE で構

築されたソ リ ューシ ョ ンは、 コー ド を 1 行も変えずに SQL サーバ 7.0 に完全に移行す

る こ とができます。

MIDI 「musical instrument digital interface」 を参照し て く だ さい。

MIME 「multipurpose internet mail extensions」 を参照し て く だ さい。

MM 「マージ モジュール」 を参照し て く だ さい。

MS-DOS 「Microsoft デ ィ スク オペレーテ ィ ング システム」 を参照し て く だ さい。

MS-DOS プロンプ ト MS-DOS(Microsoft Disk Operating System) プロンプ ト は、 MS-DOS が新しいコマン ド を

受け付けられる状態にある こ と を示す [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウ内のビジュ

アル イ ンジケーターです。 デフ ォル ト の MS-DOS プロンプ ト は、 通常、 C:> プ ラス点

滅カーソルです。

MSDE 「Microsoft Data Engine」 を参照し て く だ さい。

MSDE オブジ ェ ク ト  テ

ンプレー ト

MSDE マージ モジュールのベース。 MSDE マージ モジュールを Windows Installer プロ

ジ ェ ク ト または InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield アプ リ ケーシ ョ

ンは、 このマージ モジュールのベースフ ァ イル ( または、 ス タ ブ ) と共に起動し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが、 べースフ ァ イルに設定を適用できるよ う に、 このマージ モ

ジュールを構成する必要があり ます。

MSDE 名前付き イ ンス

タ ンス

MSDE (Microsoft Data Engine) イ ンス ト ールの名前付き イ ンス タ ンス。 「名前付き イ ンス

タ ンス」 も参照し て く だ さい。

MSDN 「Microsoft Developer Network」 を参照し て く だ さい。

MSI 「.msi フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

MSM 「.msm フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

MSP 「.msp フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

MST 「.mst フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

multipurpose Internet 

mail extensions (MIME)

Web ク ラ イアン ト に送る フ ァ イルを識別する Web サーバーが使用する規格。 MIME 規

格は、 送る と きのフ ァ イルの種類およびそれをオ リ ジナルの形式に戻す方法を指定す

る方法です。
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musical instrument 

digital interface (MIDI)

音楽をデジ タルシンセサイザーで録音 / 再生するために設計されたプロ ト コル。 実際

のサウン ド ( 音声または音楽 ) をデジ タル録音する .wav フ ァ イルとは異な り、 MIDI 

フ ァ イルは単純に楽器、 旋律、 および、 それをどのよ う に再生するかを定義するだけ

です。 エン ド ユーザーのシステム上にあるシンセサイザ ( 一般に MIDI 可能なサウン ド

ボー ドのー部 ) は MIDI 指示を読み込んで、 音楽を再生し ます。 MIDI フ ァ イルには実際

の音楽ではな く 命令のみが含まれているので、 サイズは同じ長さのデジ タル オーデ ィ

オ フ ァ イルに比較し て何倍も小さ く なっています。 また、 MIDI フ ァ イルは再生におい

ても、 よ り少ないプロセ ッサパワーが必要です。

NT サービス サービス と し て実行するために Windows NT にイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ン。

つま り、 イ ンス ト ールされた後は自動的に実行され、 ユーザーには表示されず、 サー

ビスを開始するためにユーザーがログイ ンする必要もあ り ません。 NT はレジス ト リ で

定義、 および記述されているサービスを管理し ます。

One Really Cool 

Application (ORCA)

Windows Installer フ ァ イルを編集するための外部ツール。

One-Click Install One-Click Install イ ンス ト ールを使用する と、 エン ド ユーザーは最小限の労力でアプ リ

ケーシ ョ ンをダウンロー ド し、 すぐに使用する こ とができます。 ユーザーによる イ ン

プ ッ ト は最小限で、 イ ンス ト ールが自動的にダウンロー ド され、 圧縮解除され、 そ し

て実行されます。 エン ド ユーザーにダウンロー ド場所を問い合わせる こ と もな く 、 イ

ンス ト ールを手動で起動する必要もあり ません。

ORCA 「One Really Cool Application」 を参照し て く だ さい。

OS 「オペレーテ ィ ング システム」 を参照し て く だ さい。

PKCS 「public-key cryptography standards」 を参照し て く ださい。

public-key cryptography 

standards (PKCS)

RSA Security Inc. によ って開発され、 こ こで定義されている仕様は、 パブ リ ッ クキー

暗号化に関する既存の規格団体が扱っていない部分を標準化するために開発されま し

た。

QuickPatch アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルおよびイ ンス ト ールを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト す

るのに必要なデータベースの一部のみを含む、 特殊な種類のパッ チ パッ ケージ。

QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用し て、 InstallShield で QuickPatch を作成する こ とがで

きます。

Readme フ ァ イル 重要な情報を含むアプ リ ケーシ ョ ンの配布に含まれているテキス ト フ ァ イル。 この情

報は通常、 イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または機能に関する、 他のド キュ メ ン

ト に含まれていない可能性がある情報です。

red green blue (RGB) 混ぜて他の色を作成する こ とができる光の三原色。 色付きのイ メ ージは通常、 RGB 三

重項のシーケンス、 または、 別々の赤、 緑、 青のオーバーレ イ と し て格納されますが、

これらに限り ません。 これらの三色は、 カ ラー ブラウン管 (CRT) の三本の ガン と人

間の眼の色レセプ ターに相当し ます。
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Regedt32.exe、

Regedit.exe

Windows Registry Editor の ２  つのバージ ョ ン。 レジス ト リ エデ ィ ターを使用し て、 レ

ジス ト リ内のエン ト リの編集をする こ とができます。 Regedt32 には、 よ り多 く のレジ

ス ト リ編集機能が用意されています。 イ ンス ト ール中にエラーが発生し た場合、 イ ン

ス ト ールを完了するためにレジス ト リの編集が必要な場合があ り ます。 Windows XP コ

ンピ ューターでは、 Regedt32.exe と Regedit.exe が既に融合されているので、 新しいオ

ペレーテ ィ ング システム上では、 これらの ２  つのアプ リ ケーシ ョ ンは同じ機能を実

行し ます。

RGB 「red green blue」 を参照し て く ださい。

RPC ス タ ブ 「リ モー ト  プロシージャ コール ス タ ブ」 を参照し て く だ さい。

RTF 「リ ッ チ テキス ト  フ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く ださい。

SCM 「サービス コ ン ト ロール マネージャー」 を参照し て く ださい。

SDK 「Software Development Kit ( ソ フ ト ウエア開発キッ ト )」 を参照し て く ださい。

Section 508 ( 米国リハ

ビ リ テーシ ョ ン法 508 

条 )

リハビ リ テーシ ョ ン法を改訂し て、 連邦政府各機関に対し て障害を持つ人々もその電

子情報技術にアクセスできるよ う に要求し た米国の法律。 508 条は、 情報技術におけ

るバリ アの除去、 障害を持つ人々に新たな機会の提供、 およびこれらの目的を達成す

る こ と を支援する技術の開発を推進する こ と を目的に制定されま し た。 この法律は、

電子情報技術を使用、 開発、 購入、 メ ンテナンスをするすべての連邦政府各機関に適

用し ます。 508 条の下で連邦政府各機関は、 障害を持つ被雇用者および一般の人々に

対し て他の人々と同様の情報へのアクセシビ リ テ ィ を提供する こ とが義務付けられて

います。

Setup.inx コ ンパイルされたスク リ プ ト  フ ァ イル。 イ ンス ト ーラー エンジンが実行するオブ

ジ ェ ク ト  コー ド。

SP 「サービス パッ ク」 を参照し て く だ さい。

SQL 「Structured Query Language ( 構造化クエ リ言語 )」 を参照し て く だ さい。

SQL ステー ト メ ン ト キーワー ド で始ま り実行されるアクシ ョ ンを完全に記述する SQL の完全フ レーズ。

例、 SELECT * FROM Orders。

TARGETDIR Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 TARGETDIR プロパテ ィ はイ ンス ト ール

のルー ト  イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 InstallScript イ ンス ト ールでは、

TARGETDIR システム変数はデフ ォル ト でイ ンス ト ールのルー ト  イ ンス ト ール先デ ィ

レ ク ト リ を指定し ます。

UI 「ユーザー イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く だ さい。

uniform/universal 

resource locator (URL)

Web サイ ト / ページの場所を示し ます。
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unInstallShield エン ド ユーザーの PC から製品をアン イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド に含

まれている コ ンポーネン ト 。

Update Manager 

(Windows または Java)

エン ド ユーザーがア ッ プデー ト のスケジュールを設定する際、 またはエージ ェ ン ト に

よ って実行されるア ッ プデー ト のクエ リ をサイ レンスにするために使用する こ とがで

きるオプシ ョ ンの Win32 または Java ベースのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン。 

URL 「uniform/universal resource locator (URL)」 を参照し て く だ さい。

VP 「バリ ューパッ ク」 を参照し て く だ さい。

Web installation (Web イ

ンス ト ール )

エン ド ユーザーが Web サイ ト にアクセス し て、 そこから実行する イ ンス ト ール。

Web サイ ト World Wide Web 上の場所

WinDir Win16 on Win32 (WOW) 用の実行可能フ ァ イルへのパスを格納し ます。

Windows API Windows アプ リ ケーシ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イス (API) は、 Windows プ ラ ッ ト

フ ォーム用に書かれたアプ リ ケーシ ョ ンが利用するビルド ブロ ッ ク を提供し ます。 各 

API はコ ンピ ューター オペレーテ ィ ング システム、 またはアプ リ ケーシ ョ ン プログ

ラムが指定する特定のメ ソ ッ ド です。 アプ リ ケーシ ョ ンを作成するプログラマーは、

Windows API を利用し てオペレーテ ィ ング システム、 または別のアプ リ ケーシ ョ ンを

要求する こ とができます。 各 API を適切に実行するための要件は異な り ます。

Windows Installer (1) イ ンス ト ールおよび構成サービス。 Microsoft Windows Installer は、 データ ド リ ブン 

モデルのエンジンで、 すべてのイ ンス ト ールデータおよび命令が 1 つの完結し たパッ

ケージになっています。 データ ド リ ブン イ ンス ト ール モデルでは、 イ ンス ト ール 

テーブルのマス ターセ ッ ト は、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン リ ソース ( フ ァ イル、 レジ

ス ト リキー等 ) がそれがサポー ト する コ ンポーネン ト または機能に明確に関連し てい

る と こ ろに作成されます。 ユーザーがイ ンス ト ールするオブジ ェ ク ト 、 イ ンス ト ール

する場所を選択する と、 その手続き命令は Windows Installer によ って処理されます。

(2) .msi パッ ケージのサービス、 プロパテ ィ 、 およびテーブルを意味し ます。

Windows Installer サー

ビス

アプ リ ケーシ ョ ン イ ンス ト ールの構成、 およびアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール

を一元的に管理するオペレーテ ィ ング システム コ ンポーネン ト 。

Windows NT サービス 「Windows サービス」 を参照し て く だ さい。

Windows イ ンス ト ール 

CD

Windows オペレーテ ィ ング システムを含むコ ンパク ト デ ィ スク。 コ ンピ ューター製作

会社によ ってコ ンピ ューターにオペレーテ ィ ング システムがイ ンス ト ールされた場

合、 通常マニュアルと共にイ ンス ト ール CD が付属されています。 自分で Windows オ

ペレーテ ィ ング システムを イ ンス ト ールし た場合、 そのと きに使った CD がイ ンス

ト ール CD です。

テーブル -1 • InstallShield 用語集

用語 定義
3458 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



用語集
Windows サービス それ自身の Windows セ ッ シ ョ ンで長期にわたって作動する実行可能アプ リ ケーシ ョ

ン。 例、 イベン ト  ログに メ ッ セージを書き込むアプ リ ケーシ ョ ン。

Windows システム フ ォ

ルダ

Windows System フ ォルダーは、 コ ンピ ューターが適切に稼動し続けるために必要なコ

ア オペレーテ ィ ング システムを含みます。 イ ンス ト ール中に発生するエラーの原因

と し ては、 System フ ォルダーに含まれている フ ァ イルが破損し ているか、 または存在

し ていないこ とが考えられます。

WYSIWYG What You See Is What You Get ( 見たとお りのものが結果に反映される こ と ) の略 。

XCopyFile 1 つ、 または複数のフ ァ イルおよび / またはサブデ ィ レ ク ト リ を、 必要に応じ て ター

ゲッ ト  マシンにサブデ ィ レ ク ト リ を作成し て、 ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ にコ ピーす

る InstallScript 関数。

XML 「拡張マークア ッ プ言語」 を参照し て く だ さい。

XSL 「拡張ス タ イルシー ト 言語」 を参照し て く だ さい。

アクシ ョ ン イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの実行中に特定の時点で処理を行な

う コマン ド。 イ ンス ト ール パッ ケージの開発者はビル ト イ ン標準アクシ ョ ンを利用、

および独自のカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とができます。 アクシ ョ ンはエン ド

ユーザーに対し て処理状況を表示し た り、 処理をキャ ンセルできるよ う にする こ とが

可能です。

アクセシビ リ テ ィ 障害者を含めてすべての人々に対する有用性、 または利用の可能性。

アク テ ィ ブ デ ィ レ ク

ト リ

管理者がネ ッ ト ワーク上に存在するオブジ ェ ク ト を検索する こ とができる Microsoft 

Windows 2000 がサポー ト する構造。 アク テ ィ ブ デ ィ レ ク ト リは、 分散コ ンピ ューター

環境用 Windows 2000 Server で使用されるデ ィ レ ク ト リ です。

アク テ ィ ブ テンプ

レー ト  ラ イブ ラ リ 

(ATL)

た と えば MFC などのバイナ リ よ り も小さい COM コ ン ト ロールを書 く ための一連のク

ラス。

圧縮 1 つまたは複数のフ ァ イルを基に、 オ リ ジナルフ ァ イルの合計サイズよ り も小さいサ

イズの新しいフ ァ イルを作成し ます。 この新しいフ ァ イルからオ リ ジナルフ ァ イルを

複製する こ とが可能です。

圧縮解除 「伸張」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド アプ リ ケーシ ョ ンの古いバージ ョ ンから よ り最新のバージ ョ ン ( 通常、 アプ リ ケー

シ ョ ンの改善版 ) への移動。

ア ッ プグレー ド コー ド 既存ソ フ ト ウ ェ アの新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールするために必要なコー ド。

ア ッ プグレー ド 既存ソ フ ト ウ ェ アの新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールするための処理。

テーブル -1 • InstallShield 用語集

用語 定義
InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド ISP-2300-UG00 社外秘 3459



用語集
ア ド バタ イズ アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理中に機能がイ ンス ト ールされない 「ジャス ト  イ

ン タ イム」 イ ンス ト ール。 その代わり、 要求された時に直ちにイ ンス ト ールされま

す。 機能のア ドバタ イズを有効にする と、 ア ドバタ イズを阻止するその他の要素がな

い限り、 イ ンス ト ールが実行されているモー ド にかかわらず機能はア ド バタ イズされ

ます｡ /jm オプシ ョ ンを使ってコマン ド ラ イ ンから MsiExec.exe を起動する と、 機能は

エン ド ユーザーのマシンにア ドバタ イズされます。 /ju 関数を利用する と、 機能は現在

のエン ド ユーザーにア ドバタ イズされます。 Custom Setup ダイアログで、 エン ド ユー

ザーはすぐにイ ンス ト ールする機能とあと で使用する機能を制御できます。 ア ド バタ

イズには assigning ( 割り当て ) および publish ( パブ リ ッ シュ ) の 2 つの種類があ り ま

す。 「割り当て」、 および 「パブ リ ッ シュ」 も参照し て く ださい。

[ ア ド バタ イズ ] シー

ケンス

[ ア ドバタ イズ ] シーケンスには、 ユーザーが /j コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使って

イ ンス ト ールを起動し た と きに実行されるアクシ ョ ンのリ ス ト が含まれます。 検証規

則  ICE78  では、 [ ア ドバタ イズ ]-[ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが空でな

く てはな り ません。

ア ド バタ イズ シ ョ ー

ト カ ッ ト

エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を初めて起動するまでイ ンス ト ールされない、 製品

または機能へのシ ョ ー ト カ ッ ト 。 イ ンス ト ールの実行時、 [ エン ド ユーザーがシ ョ ー

ト カ ッ ト を持つ製品または機能に対し て 要求があった場合に、 この機能を イ ンス ト ー

ルし ます ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成されますが、 コ ンポー

ネン ト のフ ァ イルはユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動するまでイ ンス ト ールされませ

ん。 シ ョ ー ト カ ッ ト を初めて起動する と、 Windows Installer サービスはコ ンポーネン ト

のフ ァ イルと他のデータ を イ ンス ト ールし、 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト によ って ター

ゲッ ト  フ ァ イルが起動されます。 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト を使用する と常に、 通常の

シ ョ ー ト カ ッ ト と同じ よ う に動作し ます。

ア ド バタ イズ アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理中に直ちにイ ンス ト ールされない機能をエン ド

ユーザーに向けて表示する処理。 その代わり、 これらの機能は要求された時に直ちに

イ ンス ト ールされます。 「ア ドバタ イズ」 も参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン パ

ス

システムのパスにアプ リ ケーシ ョ ン と その .dll フ ァ イルの場所が指定されていない場

合に、 Windows がそれらの検索に使用するレジス ト リキー。 app パスエン ト リは、 コ

ンポーネン ト の詳細設定で設定する こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ン プ

ログラ ミ ング イ ン

ターフ ェ イス (API)

アプ リ ケーシ ョ ンがコ ンピ ューターのオペレーテ ィ ング システムと コ ミ ュニケーシ ョ

ンを と るために利用する、 またオペレーテ ィ ング システムがアプ リ ケーシ ョ ンに対し

てサービスを有効にするために利用する一連のルーチン。

アン イ ンス ト ール イ ンス ト ールを取り消す処理です。 アン イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーが製品フ ァ

イルを削除し、 イ ンス ト ール中にマシンに対し て加えられた変更を元に戻すイ ンス

ト ールのメ ンテナンス オプシ ョ ンです。

アン イ ンス ト ール ロ

グ フ ァ イル

イ ンス ト ール中に発生するすべてのアン イ ンス ト ール関連のイベン ト の記録です。 ロ

グフ ァ イルはイ ンス ト ールの始めに初期化されます。 このログフ ァ イルが破損し た場

合、 アン イ ンス ト ール中にエラーが発生する可能性があ り ます。
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移行 1 つのオペレーテ ィ ング環境から他の一般的によ り優れている と思われているオペ

レーテ ィ ング環境に移るプロセス。 た と えば、 Windows NT Server から Windows 2000 

Server へ変える こ と も、 このプロセスによ って新しい機能が生かされ、 古い設定は今

後変更が必要な く な り、 現在のアプ リ ケーシ ョ ンが継続し て新しい環境で動作するよ

う にい く つかの手順がと られるので、 移行と考える こ とができます。 また、 Windows 

NT から UNIX ベースのオペレーテ ィ ング システム ( または、 その逆 ) も移行と考えら

れます。 また、 １  つのデータベースを違う種類のデータベースに移行する こ と も可能

です。 このためには、 通常、 データ を古いデータベースからアウ ト プ ッ ト し て新しい

データベースにイ ンプ ッ ト できる共通のフ ォーマ ッ ト にデータ を変換する必要があ り

ます。 また、 データ を 1 つの記憶装置から別の記憶装置に移すといった単純なプロセ

スも移行といいます。

依存関係 別のソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト が必要とする ソ フ ト ウェ ア オブジ ェ ク ト 。

一時デ ィ レ ク ト リ オペレーテ ィ ング システムまたはアプ リ ケーシ ョ ンを使用中に、 そのフ ァ イルを一時

的に保管するハー ド ド ラ イブ上のフ ォルダー。 アプ リ ケーシ ョ ンが終了し た と き、 一

時フ ァ イルは削除されます。 一時デ ィ レ ク ト リから手作業でフ ァ イルを ク リーン、 ま

たは削除する必要がある場合もあり ます。

イ ンス ト ーラー コ ンピ ューター上でのイ ンス ト ールおよび構成サービス。

イ ンス ト ーラー デー

タベース

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに必要な情報すべてを含むデータベース。 アプ リ

ケーシ ョ ンのグループを イ ンス ト ールするのに必要な情報を含む関係データベースを

構成する、 多 く の相互に関係するテーブルで構成されます。

イ ンス ト ーラー プロ

パテ ィ

イ ンス ト ール中に利用される変数。

イ ンス ト ーラー関数 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ーラー サービスを取得するために呼び出すアプ リ ケー

シ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イス。

イ ンス ト ール プログラムと その構成フ ァ イル、 機能、 およびコ ンポーネン ト を ソース メ デ ィ アから

ターゲッ ト  システムへ転送する こ と。 「イ ンス ト ール プロセス」 も参照し て く ださ

い。

イ ンス ト ール オン デ

マン ド

フ ァ イルが存在し ない機能でも、 ユーザーやアプ リ ケーシ ョ ンに対し てその機能の提

供を可能にする Windows Installer の機能性。

[ イ ンス ト ール ] シー

ケンス

実行時に、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのイ ンス ト ール、 アクシ ョ ンの実行、 およぶダ

イアログの表示が行われる順番 ( シーケンス )。 [ イ ンス ト ール ] シーケンスは、 たと

えば イ ンス ト ールのラ ンチャ をダブルク リ ッ クするなど し てイ ンス ト ールを起動し た

と きにデフ ォル ト で実行されます。

イ ンス ト ール タ イプ エン ド ユーザーがイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールを選択する こ とができる、 予

め定義された機能のグループ。
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用語集
イ ンス ト ール パッ

ケージ

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールのために合わせて使われる 

1 つまたは複数のフ ァ イル。

イ ンス ト ール パッ

ケージ オーサリ ング 

ツール

ユーザーがイ ンス ト ールパッ ケージを作成するのに利用できるサー ド パーテ ィ  ツー

ル。

イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト

イ ンス ト ール作成中、 イ ンス ト ールを構成する ソースフ ァ イル、 ダイアログ、 アク

シ ョ ンおよび条件の集合体。

イ ンス ト ール プロセ

ス

パッ ケージまたはアプ リ ケーシ ョ ンのコ ンテンツを ターゲッ ト  コ ンピ ューターにイ ン

ス ト ールする全プロセス。 イ ンス ト ール処理は、 取得段階、 実行段階、 およびイ ンス

ト ールに失敗し た場合、 ロールバッ クの 3 つの段階で構成されています。

イ ンス ト ール レベル 機能のイ ンス ト ールレベルは、 イ ンス ト ールのデフ ォル ト でそれが選択されているか

ど うかを部分的に判断し ます。 その値は Windows Installer プロパテ ィ  の 

INSTALLLEVEL と比較され、 どの機能のイ ンス ト ールが選択されたかを判断し ます。

機能のイ ンス ト ール レベル プロパテ ィ が INSTALLLEVEL の値と同等またはそれ以下

の場合、 その機能がイ ンス ト ールされます。

イ ン ターネ ッ ト  エ ク

スプローラー (IE)

Microsoft によ って開発され、 Windows オペレーテ ィ ング システムと共に配布されるブ

ラウザー。

イ ン ターフ ェ イス 独立システムが相互にコ ミ ュニケーシ ョ ンを と るポイ ン ト 。 アプ リ ケーシ ョ ンのユー

ザー イ ン ターフ ェ イスは一般的にツールバー、 メ ニュー、 ボタ ン、 ウ ィ ン ド ウ、 およ

びその他のアイテムで構成されます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開発

環境 (IDE)

ソ フ ト ウ ェ ア プログラムのイ ン ターフ ェ イス。 「統合開発環境」 と も呼ばれます。

イ ンポー ト  ア ド レス 

テーブル (IAT)

.dll フ ァ イルまたは実行可能フ ァ イルを イ ンポー ト するのに使用されるテーブル。

ウ ィ ザー ド (1) ステ ッ プ バイ ステ ッ プ方式でユーザーが不慣れな タ スク を完了する こ とができる

対話型ガイ ド プログラム ユーテ ィ リ テ ィ ｡

(2) InstallShield Wizard はイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの実行時に表示される

ウ ィ ザー ド です。 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの手順をエン ド ユーザーにフ

レキシブルに案内する、 予め定義されたひと ま と ま りのダイアログのこ と を指し ます。

ウ ィ ザー ド  イ ン ター

フ ェ イス

実行時にエン ド ユーザーがウ ィ ザー ド と イ ン タ ラ ク ト するために使用されます。

ウ ィ ザー ド  ダイアロ

グ

イ ンス ト ール / アンイ ンス ト ールの最中にエン ド ユーザーに表示されるダイアログ。

情報ウ ィ ン ド ウによ って、 エン ド ユーザーは情報を読み込んだ り指定し た り し ながら

オペレーシ ョ ン と イ ン タ ラ ク ト できます。
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用語集
ウ ィ ン ド ウ 開かれたアプ リ ケーシ ョ ンがスク リーン上に表示される領域。

エンジン 基本の関数を実行し、 その他のプログラムの処理を全体的に調整するプログラム。 エ

ンジンは内部的に動作し ます。 InstallShield は、 イ ンス ト ールを駆動するために 

InstallScript エンジン (ISScript.msi) および Windows Installer エンジンを利用し ます。

InstallShield はまた、 ikernel と呼ばれる独自のエンジン も装備し ています。

エン ド ユーザー 製品を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするユーザー。

エン ド ユーザー マシ

ン

エン ドが製品を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするマシン ( コ ンピ ューター )。

オー ト ノ ミ ッ ク コ ン

ピ ューテ ィ ング

人体の自律神経系にちなんで名づけられ、 またそのパターンに従った自己管理コ ン

ピ ューテ ィ ング モデル。 オー ト ノ ミ ッ ク コ ンピ ューテ ィ ング システムは、 ユーザー

がイ ンプ ッ ト する こ と な く コ ンピ ューター アプ リ ケーシ ョ ンおよびシステムの機能を

コ ン ト ロールし ます。 これは人体の自律神経系が身体を調節および保護するのと同じ

原理です。

オブジ ェ ク ト (1) 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルがすべて含まれた

パッ ケージ。

オペレーテ ィ ング シ

ステム (OS)

メ モ リの中のス ト レージ スペースを割り当てた り、 入力または出力関数を制御し た り

する こ と で、 コ ンピ ューターのオペレーシ ョ ンを制御し、 プログラムの処理を管理す

る ソ フ ト ウ ェ ア。

親 / 子イ ンス ト ール 「ネス ト  イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

外部ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

イ ンス ト ールパッ ケージの作成者によ って開発されたユーザー イ ン ターフ ェ イス。 イ

ンス ト ーラーで利用可能な内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス機能は利用し ません。

概要情報ス ト リーム Windows Installer パッ ケージのために定義されアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時にイ

ンス ト ーラーによ って使用される タ イ ト ル、 作成者、 パッ ケージ コー ド、 テンプレー

ト 、 概要およびスキーマ等のプロパテ ィ 。

拡張可能ス タ イルシー

ト 言語 (XSL)

XML 情報をどのよ う に表示するかを記述するのに使われる言語。

拡張マークア ッ プ言語 

(XML)

(1) 実質的に Standard Generalized Markup Language (SGML) を簡素化し たプログラム言

語。 開発者はこれを使用し てカス タ マイズされた タグを作成し、 効率良 く コ ンテンツ

を編成および配布する こ とができます。

(2) MultiPlatform プロジ ェ ク ト の出力フ ォーマ ッ ト です。

(3) InstallShield で作成された Windows ベースの プロジ ェ ク ト は、 ソースコー ド管理ソ

フ ト ウ ェ アで保存できるよ う に XML に変換する こ と も可能です。
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用語集
カス タム アクシ ョ ン Windows Installer 組み込まれた標準アクシ ョ ンに対し て、 イ ンス ト ール作成者によ って

作成されたアクシ ョ ン。 アクシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール、 アン イ ン

ス ト ール、 またはメ ンテナンス中に実行される関数を カプセル化し ます。

簡易ユーザー イ ン

ターフ ェ イス (UI)

簡易 UI は、 イ ンス ト ール時に作成されたモー ド レス ダイアログ、 ビル ト イ ン モーダ

ル エラー メ ッ セージ、および デ ィ スク プロンプ ト  メ ッ セージを表示し ます。 この UI 

レベルは、 作成されたモーダル ダイアログの表示はし ません。 この UI レベルでは、

イ ンス ト ーラーの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス 機能が使われます。 「モーダル」、

「モー ド レス」 および 「内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス」 も参照し て く だ さい。

環境変数 ターゲッ ト  システム上の複数のプログラムでアクセスできる変数。

間接ビルド ペイ ロー ド フ ァ イルのみにリ フ ァ レンスを作成する フルビルド。 つま り イ ンス ト ール

時、 ペイ ロー ドはビルド時にあった場所と同じ場所にな く てはな り ません。 た と えば、

ペイ ロー ドがネ ッ ト ワーク サーバーにある場合、 イ ンス ト ールは同じネ ッ ト ワーク 

サーバー上でペイ ロー ド を探し ます。

完全ア ッ プデー ト 製品のア ッ プデー ト  バージ ョ ンで以前のバージ ョ ンを上書きする イ ンス ト ール。

完全ユーザー イ ン

ターフ ェ イス (UI)

イ ンス ト ーラーの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) 性能レベルのひとつ。 完全 UI 

レベルでビルド される イ ンス ト ール パッ ケージは、 内部 UI に含まれるモーダル ダイ

アログおよびモー ド レス ダイアログの両方を表示する こ とができます。

管理 物事を管理する処理またはその動作。

管理イ ンス ト ール 管理イ ンス ト ールはデータ フ ァ イルをユーザーが指定し たデ ィ レ ク ト リ にコ ピー ( お

よび展開 ) し ますが、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成や COM サーバーの登録、 またはアン イ ン

ス ト ールログは作成し ません。

[ 管理 ] シーケンス ユーザーが /a コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってイ ンス ト ールを起動し た場合に実

行されるアクシ ョ ンのリ ス ト 。 これは、 ネ ッ ト ワーク管理者がネ ッ ト ワーク上に共通

のイ ンス ト ールポイ ン ト を提供し、 複数のユーザーに対し て異なる イ ンス ト ール基準

を設定する場合に便利です。 各 [ 管理 ] シーケンスは、 [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] 

シーケンス と [ 実行 ] シーケンスから構成されます。

管理者権限 コ ンピ ューター ユーザーに与えられる最も高いレベルの権限。 ネ ッ ト ワーク環境で

は、 システムのセキュ リ テ ィ を確保し、 コ ンピ ュータのハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト

ウ ェ アに対するダ メ ージを防ぐために、 異なるレベルのアクセス許可が必要です。 管

理者権限を持つユーザーはソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール及びアン イ ンス ト ール、 並び

にコ ンピ ューターの構成を変更する こ とが可能です。 管理者権限は通常 Windows NT 

4.0、 2000、 または XP マシンに付属し ていますが、 Windows 95、 98、 または ME マシ

ンには付属し ません。

キー パス コ ンポーネン ト の有無を検出するために Windows Installer が使用する各コ ンポーネン

ト の一意のレジス ト リ値。 コ ンポーネン ト にはキーフ ァ イルまたはキーパスのいずれ

かを割り当てる こ とができますが、 両方を割り当てる こ とはできません。
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用語集
キーフ ァ イル コ ンポーネン ト の有無を検出するために Windows Installer が使用する各コ ンポーネン

ト 専用に 1 つだけ存在する フ ァ イル。 コ ンポーネン ト の詳細設定やシ ョ ー ト カ ッ ト を

作成するには、 キーフ ァ イルを指定する必要があり ます。

機能 製品の機能についての論理表現。 た と えば、 イ ンス ト ールにデータベース、 メ イ ン ア

プ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル、 およびヘルプ システム フ ァ イルを含む場合があ り ます。

データベース、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびヘルプシステムはすべて製品の機能です。

機能はエン ド ユーザーに表示されますが、 機能を構成する各フ ァ イルは機能のコ ン

ポーネン ト 内部にあり ます。 「コ ンポーネン ト 」 も参照し て く だ さい。

基本の UI イ ンス ト ーラーの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) 性能レベルのひとつ。 一般的

に、 基本の UI レベルを使ってビルド される イ ンス ト ールパッ ケージは処理状況メ ッ

セージおよびデ ィ スク プロンプ ト  メ ッ セージを表示するモー ド レスのビル ト イ ンダイ

アログを表示し ます。 作成されたダイアログは表示し ません。

キャ ッ シュ cash と同じ読み方で、 頻繁にアクセス されるデータの一時的な格納場所。 キャ ッ シュ

の目的は、 頻繁にアクセス される情報を簡単にアクセスできる場所へ保存する こ と で、

コ ンピ ューターの効率を高める こ と です。 キャ ッ シュには、 メ モ リ キャ ッ シュ とデ ィ

スク キャ ッ シュの 2 種類があり ます。 メ モ リキャ ッ シュはデータおよび メ イ ン メ モ リ

内でデータが保存されているア ド レスを保存し ます。 ほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンは

同じデータに繰り返し アクセスするため、 メ モ リキャ ッ シュは便利です。 デ ィ スク 

キャ ッ シュはメ イ ン メ モ リ を使用し ます。 ハー ド デ ィ スクが最近要求し た情報、 ま

たはハー ド デ ィ スクに最近書き込まれた情報を保存するのに使用されます。 一般に、

イ ンス ト ールは通常デ ィ スク キャ ッ シュ を使用し ます。 データがメ イ ン メ モ リから

読み出される、 または書き込まれる と き、 そのコ ピーがメ モ リキャ ッ シュに保存され

ます。 データが呼び出される と き、 コ ンピ ューターはまず メ モ リキャ ッ シュ をチ ェ ッ

ク し てからデ ィ スクキャ ッ シュ、 最後に メ イ ン メ モ リ をチ ェ ッ ク し ます。

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イ

ル

い く つかの圧縮フ ァ イルを含む単一フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール中、

圧縮フ ァ イルは圧縮が解除され、 コ ンピ ューターにコ ピーされます。 キャ ビネ ッ ト  

フ ァ イルはソ フ ト ウ ェ ア配布中に容量と時間を節約できる とい う 点で効率的です。

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルは通常フ ァ イル拡張子 .cab を持ちます。 フ ァ イルが破損または

不足し ている場合はイ ンス ト ールの完了を妨げる こ とにな り ます。 オペレーテ ィ ング 

システム フ ァ イル、 または InstallShield フ ァ イルの不足または破損フ ァ イルは、 キャ

ビネ ッ ト  フ ァ イルから抽出し て置換する必要があり ます。

キャ プシ ョ ン ウ ィ ン ド ウの表題にあたるテキス ト 。 ウ ィ ン ド ウキャ プシ ョ ンは、 スク リーン上でア

ク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの位置を変更する際にユーザーがク リ ッ ク アン ド ド ラ ッ グする

部分です。

ギャ ラ リー (4) 共有可能な使用できる リ ソースのコ レ クシ ョ ン。

行 特定の要素を記述する関連する列のセ ッ ト 。 レ コー ド と も呼ばれます。
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用語集
グローバル一意識別子 

(GUID)

製品を識別するために InstallShield が生成する長い数値の文字列。 InstallShield で文字

列 GUID を入力する と き、 常に {XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX} とい

う形式を使用し ます。

結果セ ッ ト SELECT ステー ト メ ン ト の実行によ って作成される行のセ ッ ト 。

検証 検証処理。 データが適切な形式である こ と を確認する こ と。

構造化クエ リ言語 

(SQL)

データベースを操作する と きに使用される言語。

コス ト 分析 フ ァ イル コス ト 分析は、 現在のイ ンス ト ールで必要なデ ィ スク容量の合計を判断する

ために InstallShield が利用する処理です。

コマン ド (1) コ ンピ ューターに与えられる指示。

(2) 特定のタ スク を実行するために オペレーテ ィ ング システムがコマン ド ラ イ ンから、

または [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウから実行する指示。 イ ンス ト ール中にエ

ラーが発生し た場合、 た と えばユーテ ィ リ テ ィ を実行するため、 コ ンピ ューターの

デ ィ レ ク ト リ を検索するため、 またはフ ァ イルを削除するためなどの目的でコマン ド

を実行する必要がある場合があり ます。

コマン ド  プロンプ ト  

ウ ィ ン ド ウ

[ コ マン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウは MS-DOS へのイ ン ターフ ェ イスです。 [ コマン ド

プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウへアクセスするには、 [ ス ター ト ] メ ニューで [ フ ァ イル名を

指定し て実行 ] を ク リ ッ ク し、 Windows 95、 98、 および ME では command.com を入力、

Windows NT、 2000、 または XP では cmd.exe を入力し ます。 イ ンス ト ール中にエラー

が発生し た場合、 た と えばコマン ド を入力し てユーテ ィ リ テ ィ を実行する、 またはコ

ンピ ューターのデ ィ レ ク ト リ を検索するなどの目的で [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン

ド ウを開 く 必要があり ます。

コマン ド ラ イ ン コマン ドが入力される [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウの領域。 コマン ド ラ イ ンは、

実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe、 .bin) にコマン ド を渡すのに利用されます。

コマン ド ラ イ ン オプ

シ ョ ン

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンは、 コマン ドの実行方法を変更する コマン ド への引数です。

「コマン ド」 も参照し て く だ さい。

コ ミ ッ ト 実行 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送、 COM サーバーの登録、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト 並びに

レジス ト リ エン ト リの作成を完了し た時に発生する InstallFinalize アクシ ョ ンの完了と

同時に Windows Installer アクシ ョ ンを実行し ます。

コ ンテキス ト  メ

ニュー

コ ンテキス ト メ ニュー ( 右ク リ ッ ク メ ニューまたはポ ッ プア ッ プ メ ニューと も呼ばれ

る ) は、 デスク ト ッ プ、 Windows エクスプローラー、 またはアプ リ ケーシ ョ ンにある

項目を右ク リ ッ クする と表示される メ ニューです。

コ ンパク ト  デ ィ スク 

(CD)

電子録音、 保存、 およびオーデ ィ オ、 ビデオの再生、 並びにその他のデジ タル形式の

情報に利用されるデ ィ スク。
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用語集
コ ンパク ト  デ ィ スク 

読み取り専用メ モ リ 

(CD-ROM)

読み取り専用のコ ンパク ト  デ ィ スク。

コ ンピ ューター ベー

ス ト レーニング (CBT)

コ ンピ ューターを用いて行なわれる指導。 人材を指導するために CBT ではよ く グラ

フ ィ ッ ク、 サウン ド、 および動画が用いられます。

コ ンポーネン ト イ ンス ト ール開発者の視点から見たアプ リ ケーシ ョ ンの要素。 コ ンポーネン ト はエン

ド ユーザーには表示されません。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール用の機能を選択する

と、 イ ンス ト ーラーによ ってその機能に関連し たコ ンポーネン ト が判断され、 それら

のコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。 アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト には

実行可能バイナリ フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 ヘルプ システムフ ァ

イル、 およびレジス ト リ エン ト リ などが含まれます。

コ ンポーネン ト  オブ

ジ ェ ク ト  モデル 

(COM)

コ ンポーネン ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ンの作成を可能にする Microsoft が開発し たソ

フ ト ウ ェ ア アーキテ クチャ。 コ ンポーネン ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ンは、 その他の

コ ンポーネン ト および他のアプ リ ケーシ ョ ンが機能を利用できるよ う にし、 プログラ

ムに機能を追加し ます。

サービス Windows Installer ベースまたは InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト では、 これはコ ン

ピ ューターがオンになっている と き常にバッ クグラウン ド で実行されるプログラムで

す。 サービスはソ フ ト ウ ェ ア イ ンス ト ール、 プロセス モニ ターリ ング、 フ ァ イル転

送、 タ スク スケジューリ ング、 ネ ッ ト ワーク管理、 その他多数のユーザー側の対話操

作を必要と し ないタ スク を実行し ます。 Win32 では、 サービスはサービス コ ン ト ロー

ル マネージャーによ って管理されます。

サービス コ ン ト ロー

ル マネージャー 

(SCM)

サービスに使用するシステムのデータベースを メ ンテナンス し、 これらのサービスを

制御する イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。

サービス パッ ク (SP) 既存の問題を修正し、 製品強化を図るためのソ フ ト ウ ェ ア製品のア ッ プデー ト 。 製品

の次回のバージ ョ ンには前回まで リ リース されたすべてのサービスパッ クが取り込ま

れています。

再イ ンス ト ール 製品が既にマシンにイ ンス ト ールされている状態でイ ンス ト ールを も う 一度実行する

と、 既存のフ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 およびレジス ト リ エン ト リが上書き され、 製

品が再イ ンス ト ールされます。

再配布可能フ ァ イル イ ンス ト ールまたはアプ リ ケーシ ョ ン と共に合法的に配布する こ とができるマージ モ

ジュール、 オブジ ェ ク ト 、 または他のフ ァ イル。

サイ レン ト  イ ンス

ト ール

ユーザー イ ン ターフ ェ イスまたはエン ド ユーザーの介入な し で実行される イ ンス ト ー

ル。

差分リ リース 既存リ リースの指定し たセ ッ ト に存在し ないフ ァ イル ( 複数可 ) のみを含むリ リース。

差分リ リースは、 既存のリ リースによ ってイ ンス ト ールた製品のバージ ョ ンをア ッ プ

デー ト するのに使用し ます。
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用語集
参照カウン ト 共有フ ァ イルがイ ンス ト ールされるたびに増える カウン ト の集計。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\ に保存されます。

Windows\CurrentVersion\SharedDLLs の下に保存されます。

シーケンス イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で連続し て実行される 1 セ ッ ト のアクシ ョ ン と ダイアログ

です。

シーケンス テーブル イ ンス ト ール プロセスの制御および実行順序を指定するアクシ ョ ンを リ ス ト するテー

ブル。

自己修復 「自動修復」 を参照し て く だ さい。

自己登録フ ァ イル Windows レジス ト リ にそれ自身についての情報をエン ト リーし て、 アン イ ンス ト ール

時にその情報を削除する こ とができる フ ァ イル。 他の種類のフ ァ イルも情報をレジス

ト リ にエン ト リする こ と な く 使用する こ とができます。 自己登録フ ァ イルを イ ンス

ト ールするには、 そのフ ァ イルを希望の場所にイ ンス ト ールし、 それから コ ンピ ュー

ターに登録し ます。

システム ポリ シー システムが準拠し ていなければならない規則。

システム権限 各ユーザーが利用できるシステム、 プログラム、 および関数。

実行可能 (.bin) フ ァ イ

ル

UNIX プラ ッ ト フ ォームで実行可能なプログラムを含むフ ァ イル。

実行可能 (.exe) フ ァ イ

ル

Windows プ ラ ッ ト フ ォームで実行可能なプログラムを含むフ ァ イル。

実行時 ターゲッ ト マシンでアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールするために、

イ ンス ト ールが、 イ ンス ト ーラーと イ ン タ ラ ク ト する時間。

実行スク リ プ ト Windows Installer イ ンス ト ール用の イ ンス ト ーラー アクシ ョ ン。 実行スク リ プ ト はイ

ンス ト ールの取得段階で生成され、 実行段階で実行されます。

実行段階 イ ンス ト ーラーのアクシ ョ ンが実行される段階。

自動修復 イ ンス ト ーラーがアプ リ ケーシ ョ ンを元の状態に戻す自動復元。 機能と関連付けられ

ている フ ァ イルが不足、 または破損し ている場合、 アプ リ ケーシ ョ ンの部分的、 また

は完全な再イ ンス ト ールが必要な場合があり ます。

修飾コ ンポーネン ト ポイ ン ターに類似する単一レベル イ ンダイ レ クシ ョ ンのメ ソ ッ ド。 修飾コ ンポーネン

ト は、 主と し て、 並列機能を持つコ ンポーネン ト を複数のカテゴ リーにグループ分け

するのに使用されます。
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修復モー ド 修復モー ド では、 紛失または破損されたフ ァ イル、 不正確なレジス ト リ エン ト リ およ

び自己登録フ ァ イル等のすべての種類の不具合がイ ンス ト ールによ ってチ ェ ッ ク され

ます。 不具合が見つかった場合、 イ ンス ト ールは修正を試みます。 「メ ンテナンス 

モー ド」 も参照し て く だ さい。

取得段階 イ ンス ト ール処理で、 イ ンス ト ーラーがデータベースを参照し て指示を得る段階。 取

得段階の後に実行段階が続きます。

シ ョ ー ト カ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ンをポイ ン ト する フ ァ イル。 シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ クするだけでア

プ リ ケーシ ョ ンを素早 く 開 く こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト は、 通常 [ ス ター ト ] 

メ ニューまたはデスク ト ッ プに配置されます。 「ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト 」 も参

照し て く だ さい。

昇格された権限 標準の権限よ り も高いレベルの権限で、 通常は一時的なもの。 権限とは、 システム上

で特定の動作を行う こ とができる権限のこ と です。

条件 プロパテ ィ の値を固定値と比較する、 またはプロパテ ィ が定義されているかど う かを

判断する論理のステー ト メ ン ト 。 条件はオブジ ェ ク ト 、 機能、 コ ンポーネン ト 、 アク

シ ョ ン、 またはその他の条件と関連付けられている項目がイ ンス ト ール、 または実行

される場合 true 評価し な く てはな り ません。

条件付き イ ンス ト ール 特定条件が満た された場合のみ、 その項目を イ ンス ト ールする。 た と えば、 オペレー

テ ィ ング システム条件がアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに関連付けられている場

合、 ターゲッ ト マシンが特定のオペレーテ ィ ング システムを実行し ている場合のみア

プ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

消費 / コ ンシューム イ ンス ト ールがマージ モジュールまたは InstallShield オブジ ェ ク ト などの再配布可能

フ ァ イル パッ ケージに対し て行な う処理。

進行状況バー 実行フ ァ イルの進行状況を視覚的に表示するバー。

伸張 スペース文字を削除し てフ ァ イルのサイズを最小化する圧縮解除プロセス。 この処理

はフ ァ イルを元の状態に戻し ます。

スキーマ データ ソース内における現在のテーブルおよびビ ューの構造の記述。 スキーマは各

テーブルが持っている列、 各列のデータ タ イプおよびテーブル間の関係について説明

し ます。

スパイウ ェ ア 個人または組織から知られる こ と な しにその情報を集める こ と を手助けするテ ク ノ ロ

ジ。 スパイウ ェ アは、 イ ン ターネ ッ ト 上で、 個人のコ ンピ ューター上に置かれ、 ユー

ザーについての情報をひそかに集め、 それを広告主または他の関連団体に伝えるプロ

グラムです。 スパイウ ェ アはソ フ ト ウ ェ ア ウ ィ ルスまたは新しいプログラムを イ ンス

ト ールし た と きの結果と し てコ ンピ ューターにロー ド する こ とが可能です。 正確には、

ユーザーの知る知らないに限らずイ ンス ト ールされるデータ収集プログラムについて、

ユーザーがどのデータが収集されていて、 それが誰と共有されているかを理解し てい

る場合はスパイウ ェ ア とは呼びません。
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スプ ラ ッ シュ画面 製品のイ ンス ト ールの起動中にエン ド ユーザーに表示される イ メ ージ。 表示する イ

メ ージ、 表示時間、 ローカ ラ イズされたイ メ ージの有無を指定する こ とができます。

スモール ア ッ プデー

ト

イ ンス ト ール済みパッ ケージ と最新バージ ョ ンのパッ ケージのバージ ョ ン番号が同じ

場合にパッ ケージをア ッ プグレー ド するパッ チ。

セーフ モー ド セーフモー ドは、 Windows 95、 98、 ME および 2000 で提供されている ト ラブルシュー

テ ィ ング モー ド です。 セーフ モー ド でコ ンピ ュータ を起動する と、 オペレーテ ィ ング 

システム、 マウス、 キーボー ド およびデ ィ スプレ イ ド ラ イバのみがロー ド されます。

コ ンピ ューターが何を し ても起動し ないと きでも、 セーフモー ド を使用する と起動で

きる場合があり ます。 また、 セーフ モー ド では、 オペレーテ ィ ング システムを ト ラ

ブルシュー ト し て適切に機能し ていない箇所を見つける こ とができます。

制限付きパブ リ ッ ク 

プロパテ ィ

イ ンス ト ール作成者が設定または変更可能範囲を制限する こ とができるグローバル変

数。 制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ の操作は、 通常、 システム管理者のみが行う こ と

ができます。 制限は、 安全な環境を維持するために使用されます。

製品 実際にイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ン。

製品コー ド 製品を一意に識別する文字列。

セキュ リ テ ィ  ツール ト ロ イの木馬、 スパイウ ェ ア、 ア ド ウ ェ アおよびハッ カー ツールなど破壊的なペス ト

を コ ンピ ューター上で検出し除去するプ ラ イバシー ツール。 ウイルス対策およびフ ァ

イヤー ウォール ソ フ ト ウ ェ アを補完し、 エン ド ユーザーの既存のセキュ リ テ ィ を回

避し個人情報を侵害する こ とができる非ウ ィ ルス系の悪質なソ フ ト ウ ェ アからのプロ

テクシ ョ ンを強化し ます。

絶対パス 指定された ド ラ イブのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を起点にし てフ ァ イル検索をするのに必要

な情報をすべて含む絶対パス。 た と えば、 C:\Program Files\InstallShield は、 C ド ラ イ

ブにイ ンス ト ールされた と きの InstallShield フ ォルダへの絶対パスです。

セ ッ ト ア ッ プ 「イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ プロ

ジ ェ ク ト

「イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 」 を参照し て く だ さい。

ソース リ ス ト イ ンス ト ーラーがイ ンス ト ール フ ァ イルを検索する場所を指定する リ ス ト 。 ソース 

リ ス ト のエン ト リは、 ネ ッ ト ワークの場所、 URL およびコ ンパク ト  デ ィ スクが可能で

す。

相対パス 現在のド ラ イブ上の現在のフ ォルダーを起点にし て、 フ ァ イル検索に必要な情報をす

べて含むパス ( 例、 InstallShield\Support)。 フ ォルダーは、 現在のデ ィ レ ク ト リ に存在

する場合のみ、 相対パスで検索する こ とができます。

即時実行 イ ンス ト ール段階に使われる用語。 一般的に InstallScript プロジ ェ ク ト でイ ンス ト ー

ラーがスク リ プ ト をビルド する と きに直ぐに実行される カス タム アクシ ョ ンを指し ま

す。
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ソ フ ト ウ ェ ア開発

キッ ト (SDK)

開発者が特定のオペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト し たアプ リ ケーシ ョ ンおよび

ラ イブ ラ リ を作成する こ とができるよ う にデザイ ン された ド キュ メ ン ト 、 サンプル､コ

マン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ、 デバッ グ ツール、 ユーテ ィ リ テ ィ 、 およびツール。 SDK 

は通常、 オペレーテ ィ ング システムの製造元によ り提供されます。

ダイアログ イ ンス ト ール / アンイ ンス ト ールの最中にエン ド ユーザーに表示される情報ウ ィ ン ド

ウ。 情報ウ ィ ン ド ウによ って、 エン ド ユーザーは情報を読み込んだ り指定し た り し な

がらオペレーシ ョ ン と イ ン タ ラ ク ト できます。 「ウ ィ ザー ド」 も参照し て く だ さい。

ダイアログ ボ ッ クス アプ リ ケーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス内で表示され、 ユーザーが情報を入力し た り コ マ

ン ド を指定し た りする こ とができるウ ィ ン ド ウ。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク 

ラ イブ ラ リ (DLL)

他のアプ リ ケーシ ョ ンから呼び出される関数を含むコー ド ベースの共有フ ァ イル。

タ スク マネージャー コ ンピ ューターのパフ ォーマンス、 およびコ ンピ ューター上で実行中のアプ リ ケー

シ ョ ン並びに処理についての情報を提供する Windows プラ ッ ト フ ォームで利用可能な

ツール。 場合によ っては、 イ ンス ト ールする前に、 競合を避けるために [ タ スクマ

ネージャー ] を使って実行中のアプ リ ケーシ ョ ンを終了する必要があ り ます。

チ ェ ッ クサム 破損がないかをテス ト するためにデータに適用される計算値。 チ ェ ッ クサムは、 フ ァ

イル内のデータのバイ ト を系統立てて順に結合する こ とによ り得られます。 転送やス

ト レージ圧縮の後、 チ ェ ッ クサムの計算が再び行われ、 結果が以前の結果と比較され

ます。 数値が一致し ない場合は、 保存または転送されたデータにエラーがある可能性

があり ます。

遅延実行 イ ンス ト ール スク リ プ ト の実行と同時にイ ンス ト ール アク シ ョ ンを実行する。

抽出 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルなどの圧縮フ ァ イルから フ ァ イルを除外、 または圧縮解除する

こ と。 圧縮されたフ ァ イルは、 1 つまたは複数の他のフ ァ イルを含む単一フ ァ イルで

す。 圧縮フ ァ イルはサイズが縮小されているので、 容量を節約できます。 圧縮済み

フ ァ イルを使用するためには、 まず圧縮フ ァ イルからそれを抽出する必要があ り ます。

フ ァ イルを抽出するには、 Extract.exe と呼ばれる コマン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ テ ィ を利

用する こ とができます。 イ ンス ト ール中に破損または不足し ているオペレーテ ィ ング 

システム フ ァ イルまたは InstallShield フ ァ イルは、 イ ンス ト ールを完了するために圧

縮フ ァ イルから抽出する必要がある場合もあり ます。

ツ リー 木のよ う な構造を持つ追加データ。

ツ リー ノ ー ド データ構造は、 「子」 ノ ー ド を含まない場合と、 1 つ上含む場合があり ます。 ノ ー ドは

ツ リーの 「ルー ト 」 です。 「子」 を含まないツ リー ノ ー ドは、 一般的に 「リーフ」 と呼

ばれます。

データベース データベース管理システム (DBMS) の個別の部分からなるデータの集ま り。

データベース ハン ド

ル

データベース関数が呼び出された と きにデータベースを指定する構成要素。
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データベース関数 データベースで作動する関数。

データベース管理シス

テム (DBMS)

編成、 保存、 および多 く のユーザー用のデータの読み出し を コ ン ト ロールするアプ リ

ケーシ ョ ンのセ ッ ト 。

データベースのコ ミ ッ

ト

Windows Installer データベースについて蓄積された変更。 変更はデータベースがコ ミ ッ

ト されるまで、 つま り MsiDatabaseCommit が呼び出されるまで反映されません。

テーブル データ行の集ま り。

デジ タル署名 アプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドがリ リース後に改ざんまたは変更されていないこ と をエ

ン ド ユーザーに対し て保証するため、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付ける こ と

ができます。 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付ける と、 エン ド ユーザーが製品を

ダウンロー ド する と きにデジ タル証明書が表示されます。

展開 (1) 圧縮フ ァ イルをオ リ ジナルのサイズに復元する こ と。 圧縮フ ァ イルとは、 た と えば

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルのよ う な 1 つまたは複数の他のフ ァ イルを含む単一のフ ァ イ

ル。 圧縮フ ァ イルはサイズが縮小されているので、 容量を節約できます。

(2) 圧縮フ ァ イルを復元するのに利用される DOS コマン ド。 イ ンス ト ール中に破損ま

たは不足し ているオペレーテ ィ ング システム フ ァ イルまたは InstallShield フ ァ イル

は、 イ ンス ト ールを完了するために圧縮フ ァ イルから展開する必要がある場合もあ り

ます。

テンプレー ト 規定する、 またはひな型と し て利用できる もの。

動画 動作を表現するために、 1 秒間に特定数のフ レームが交互に表示される複数のグラ

フ ィ ッ ク イ メ ージ。

同期実行 非同期実行の反対。 非同期実行の場合、 プロセス制御は全プロセスが完了するまで リ

リース されません。

統合開発環境 (IDE) ソ フ ト ウ ェ ア プログラムのイ ン ターフ ェ イス。 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開発環境」 と も呼

ばれます。

ド ラ ッ グ アイテムを選択し て別の場所へ移動させる動作。

ト ラ ンスフ ォーム ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) は、 2 つのイ ンス ト ール データベースの違いを表し

ます。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク管理者がある製品を会社の部署によ って異なる構成で

配布する場合があり ます。 この場合、 製品の各構成に対し ト ラ ンスフ ォームを作成し、

必要に応じ て適切な ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。

ト ラ ンスフ ォーム エ

ラー条件フ ラグ

ト ラ ンスフ ォームのエラー条件を設定する際に使用するプロパテ ィ のセ ッ ト 。

ト ラ ンスフ ォーム検証

フ ラグ

ト ラ ンスフ ォームが Windows Installer パッ ケージに適用可能である こ と を検証するの

に利用されるプロパテ ィ のセ ッ ト 。
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内部整合性評価プログ

ラム (ICE)

エラーの可能性 ( またはエラーそのもの ) を警告するために Windows Installer データ

ベース上で実行できるテス ト  (Orca、 Msival2、 または InstallShield の Premier Edition ま

たは Professional Edition を使用 )。

内部ソース フ ァ イル イ ンス ト ール アーカ イブ フ ァ イルに含まれる フ ァ イル。

内部ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに表示される、 グラ フ ィ ッ ク ユーザー イ ン ター

フ ェ イスの作成に利用できる イ ンス ト ーラーのビル ト イ ン機能。

名前付き イ ンス タ ンス イ ンス タ ンス とは、 規定のサーバー上にある SQL Server の完成された独立イ ンス ト ー

ルです。 ひとつのデフ ォル ト のイ ンス タ ンスおよび名前付き イ ンス タ ンスの任意の番

号 (16 まで ) を単一の サーバーにイ ンス ト ールする こ とができます。 イ ンス タ ンス間

で共有される管理ツールおよびク ラ イアン ト  コネク テ ィ ビテ ィ  コ ンポーネン ト 以外、

各イ ンス タ ンスは原則的にス タ ン ド アロンです。 各イ ンス タ ンスは独自のセキュ リ

テ ィ を持ち、 個別に開始、 および停止させる こ とができます。 さ らに同じサーバー上

にあるその他のイ ンス タ ンスに対し て個別にサービスパッ ク を当てる こ とができます。

ナレ ッ ジ ベース (KB) ソ フ ト ウ ェ アのヘルプ情報の範囲外にあるテ クニカル情報、 手順、 記事を集めたもの。

ナレ ッ ジベースでは、 ヒ ン ト 、 こつ、 およびテ クニ ッ クに加え、 FAQ( よ く 聞かれる質

問 )、 技術およびデザイ ン上の問題に関する記事を参照する こ とができます。 フ レ ク

セラ ・ ソ フ ト ウ ェ アの Web サイ ト  (http://www.installshield.com) では、 ナレ ッ ジベース

の内容が定期的に更新されています。

ネス ト  イ ンス ト ール 実行中のイ ンス ト ール ( 「親製品」 と呼ぶ ) から別のイ ンス ト ールパッ ケージ ( 「子製

品」 と呼ぶこ と もある ) を イ ンス ト ールまたは削除する カス タム アクシ ョ ンの一種。

ネ ッ ト ワーク ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ ア、 および情報を共有するため相互に接続された 2 台以上

のコ ンピ ューター。 イ ンス ト ール中、 ソ フ ト ウ ェ アを適切にイ ンス ト ールするため、

ネ ッ ト ワーク上にある イ ンス ト ールフ ァ イルを コ ンピ ューターのハー ド ド ラ イブへ移

動する必要がある場合があり ます。

ハー ド  ド ラ イブ コ ンピ ューターの主要な記憶デバイス。 ハー ド ド ラ イブには、 磁気的にデータが読み

書き されるデ ィ スクが含まれます。 ハー ド とい う用語はハー ド ド ラ イブで利用される

アル ミ ニウムやガラス製のデ ィ スク を、 プ ラスチ ッ クでできたフ ロ ッ ピーデ ィ スクか

ら区別するのに使われます。

ハイパーテキス ト  

マークア ッ プ言語  

(HTML)

ハイパーリ ン クやテキス ト 形式のマークア ッ プを含む Web ページを作成するための言

語。

配布メ デ ィ ア ユーザーに配布される CD-ROM またはその他のメ デ ィ ア フ ォーマ ッ ト 。
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パス コ ンピ ューター オペレーテ ィ ング システムで、 パスは特定のフ ァ イルへのフ ァ イル

システム内の経路。 パス名はそのパスを詳述し ます。 各オペレーテ ィ ング システム

は、 パス名の指定に独自のフ ォーマ ッ ト を持ちます。 DOS、 Windows、 および OS/2 オ

ペレーテ ィ ング システムでは、 driveletter:directorynamesubdirectorynamefilename.suffix フ ォー

マ ッ ト が使用されます。 UNIX ベース システムは、 /directory/subdirectory/filename フ ォー

マ ッ ト が使用されます。

パス変数 プロジ ェ ク ト を移動し た り、 フ ォルダー構造を変更するたびに各ソース フ ァ イルのパ

スを変更する必要がな く なるよ う、 中央ロケーシ ョ ンに 1 度だけ定義するだけで済む

ロケーシ ョ ンを示す変数。 代わり にパス変数を使用し て、 l 共通に使われるパスを 1 度

定義するだけで済みます。 共通パスは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の開発中に使用さ

れます。 これらのパスは、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる ターゲッ ト マシン

には適用されません。 代わり に、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含める必要があるの

ソースフ ァ イルにリ ン クするために使用されます。 プロジ ェ ク ト をビルド する際、 こ

れらのリ ン クが評価され、 ポイ ン ト 先のフ ァ イルがイ ンス ト ール パッ ケージに組み込

まれます。

パッ ケージ イ ンス ト ールデータベースフ ァ イル、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル ( イ ンス ト ール

データベースフ ァ イルとは別、 またはイ ンス ト ールデータベースフ ァ イルに圧縮され

たもの )、 および 実行可能フ ァ イル ( 上記すべてのフ ァ イルを圧縮し て含むこ とが可

能 ) を含む、 イ ンス ト ールの実行に必要なすべてのフ ァ イル。

パッ ケージ コー ド イ ンス ト ール パッ ケージの Globally Unique Identifier (GUID)。 「globally unique identifier 

(GUID)」 も参照し て く だ さい。

パッ チ アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルおよびイ ンス ト ールを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト す

る、 または以前のバージ ョ ンのバグを修正するのに必要なアプ リ ケーシ ョ ンの一部の

みを含む、 特殊な タ イプのイ ンス ト ール パッ ケージ。

パッ チ フ ァ イル パッ チに利用されるパッ チパッ ケージ。 パッ チパッ ケージ (.msp) フ ァ イルには、 イ ン

ス ト ールされた 1 つ以上の製品バージ ョ ンをア ッ プグレー ド するのに必要な ト ラ ンス

フ ォームおよび指示が含まれています。 Windows Installer はパッ チパッ ケージを利用し

てローカルイ ンス ト ールおよび管理イ ンス ト ールをパッ チ し ます。 パッ チパッ ケージ

は通常のイ ンス ト ールパッ ケージのよ う なデータベースを含みません。 その代わり、

ターゲッ ト とする イ ンス ト ールパッ ケージのデータベースにパッ チ情報を追加する

データベース ト ラ ンスフ ォームが 1 つ以上含まれます。 イ ンス ト ーラーはこの情報を

利用し て、 パッ チパッ ケージのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ス ト リームに格納されている

パッ チフ ァ イルを適用し ます。

パッ チの適用 アプ リ ケーシ ョ ン全体ではな く 、 変更された部分のみを置換する イ ンス ト ールのア ッ

プデー ト 方法。 これによ って、 エン ド ユーザーは製品全体ではな く 規模の小さい製品

のパッ チをダウンロー ド する こ とができます。

パネル エン ド ユーザーが構成できる １  つ以上の関連する設定を含むウ ィ ザー ド内にある

ウ ィ ン ド ウ。 「ウ ィ ザー ド」 も参照し て く だ さい。
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パブ リ ッ ク プロパ

テ ィ

エン ド ユーザーまたはシステム管理者によ ってその値が設定されるグローバル変数。

パブ リ ッ ク プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス との対話、

コマン ド ラ イ ンでのプロパテ ィ の設定、 ト ラ ンスフ ォームの適用、 あるいは標準また

はカス タム アクシ ョ ンの使用によ って設定または変更する こ とができます。 プ ラ イ

ベー ト  プロパテ ィ の値とは異な り、 パブ リ ッ ク プロパテ ィ の値は変更可能です。 パ

ブ リ ッ ク プロパテ ィ 名には、 小文字は使えません。

パブ リ ッ シュ ア ドバタ イズ ( 「ジャス ト イ ン タ イム」 イ ンス ト ール ) の一種。 イ ンス ト ール中にコ ン

ポーネン ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素は作成されませんが、 コ ンポーネン ト は 

[ コ ン ト ロール パネル ] の [ プログラムの追加と削除 ] アプレ ッ ト から イ ンス ト ールす

る こ とができます。 また、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ーラーから

パブ リ ッ シュ されたコ ンポーネン ト を要求し た際にも イ ンス ト ールできます。

バリ ューパッ ク (VP) イ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの機能をア ッ プグレー ド する イ ンス ト ール。

左ク リ ッ ク マウスの左ボタ ンを選択し てク リ ッ クする動作。

ビ ッ ト マ ッ プ ビ ッ ト の配列と し て表示される イ メ ージ。 ビ ッ ト マ ッ プ グラ フ ィ ッ クでは、 イ メ ージ

は集合体と し てパターンを形成するピ クセルと呼ばれる小さ な四角の集ま り でスク

リーン上に表示されます。 イ メ ージ内の各ピ クセルは、 1 つまたは複数のビ ッ ト に対

応し ます。

非同期実行 イ ンス ト ーラーがメ イ ンのイ ンス ト ールを実行中に独立し てスレ ッ ド を実行し続ける

カス タム アクシ ョ ンです。

非分割  CD/DVD メ

デ ィ ア タ イプ

ペイ ロー ドは CD/DVD アーカ イブにレ イアウ ト されますが、 複数メ デ ィ アへの分割は

されません。

標準アクシ ョ ン イ ンス ト ール開発ソ フ ト ウ ェ ア製品に組み込まれているアクシ ョ ン。 InstallShield 製品

は、 カス タム アクシ ョ ンの作成および使用もサポー ト し ています。 「アクシ ョ ン」、

「カス タム アクシ ョ ン」 も参照し て く だ さい。

ビルボー ド イ ンス ト ール中に表示する こ とが可能なマーケテ ィ ング メ ッ セージなどのイ メ ージ。

フ ァ イル フ ァ イルシステム内のデータ格納要素。

フ ァ イル拡張子 フ ァ イルに格納されているデータの種類を示す、 最終ド ッ ト に続 く フ ァ イル名の一部。

フ ォーマ ッ ト 済み データが保存または表示のために分割、 または配列された状態。

フ ォールス ポジテ ィ

ブ

テス ト で true 評価を出すが実際はそ う ではないもの。 多 く の場合、 false positive は

ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アに存在し ます。 た と えば、 ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アは 

InstallShield フ ァ イルの中にウ ィ ルスを発見し たと報告するが、 実際はそ う ではない場

合があり ます。 ソ フ ト ウ ェ アのウ ィ ルス定義をア ッ プデー ト する必要があ り ます。
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復元性 必要に応じ てコ ンポーネン ト を再イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンの機能。 コ ン

ポーネン ト が誤って削除された り壊れた り し た場合でも、 Windows Installer の技術によ

り アプ リ ケーシ ョ ンの自己修復が可能です。

プ ラ ッ ト フ ォーム イ ンス ト ール プログラムがターゲッ ト にするオペレーテ ィ ング システム。 ある イ ン

ス ト ール テ ク ノ ロジは、 特定のプラ ッ ト フ ォームへのイ ンス ト ールの作成に限られて

いる こ と もあり ます。

プレビ ュー モー ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのデザイ ン、 またはダイアログおよびビルボー ドの現在の

概観を表示するモー ド。 プレビ ューモー ドは Windows Installer で使われている用語で

す。

プロパテ ィ イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にイ ンス ト ーラーまたはアン イ ンス ト ーラー

によ って使用される イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内のオブジ ェ ク ト に配置された値。

分散コ ンポーネン ト  

オブジ ェ ク ト  モデル 

(DCOM)

拡張型コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル (COM)。 コ ンポーネン ト ベースのアプ リ

ケーシ ョ ンの作成を可能にする Microsoft が開発し たソ フ ト ウ ェ ア アーキテ クチャ。

分離アプ リ ケーシ ョ ン 元のアプ リ ケーシ ョ ンが開発およびテス ト された と きに使用されたすべてのバージ ョ

ンのコ ンポーネン ト  (.dll フ ァ イルなど ) が常にロー ド されるよ う に変更されるアプ リ

ケーシ ョ ン。

変換プロジ ェ ク ト (1) 別のタ イプに変換されたフ ァ イル。

(2) InstallShield の MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  (.msi 

フ ァ イル ) やマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を、 InstallShield で変更と ビルドが可

能な InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) に変換するためのツール

です。

編集フ ィ ールド オブ

ジ ェ ク ト

ユーザーによる フ ィ ールドへのテキス ト 入力を可能にする対話型オブジ ェ ク ト 。

変数 コ ンピ ューターに格納されている値。 値は、 印刷可能な文字、 数値、 およびテキス ト

を使って作成する こ とができます。 値が変化し ない定数とは違い、 変数はいつでも値

を変更する こ とが可能です。

ホ ッ ト フ ィ ッ クス、 ま

たは、 修正プログラム

アプ リ ケーシ ョ ンの次のリ リースまで配布を延期する こ とができない、 重要かつ規模

の小さいバグ修正。 ほとんどのホ ッ ト フ ィ ッ クスは小さいパッ チ形式で、 ソ フ ト ウ ェ

ア ベンダーの Web サイ ト からダウンロー ド する こ とができます。

ボ リ ューム 1 つのメ デ ィ ア上にある、 ブロ ッ ク単位の空きスペースの総容量。

マージ モジュール 

(MM)

ラ ン タ イム .dll フ ァ イルや仮想マシンなど特定の機能のイ ンス ト ールに必要なすべて

のロジ ッ クおよびフ ァ イルを含むパッ ケージ。 マージ モジュールは一度ビルド する

と、 他のセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト に追加できます。

テーブル -1 • InstallShield 用語集

用語 定義
3476 社外秘 ISP-2300-UG00 InstallShield 2016 ユーザー ガイ ド



用語集
マイナー ア ッ プグ

レー ド

イ ンス ト ールに加えられる変更の為に製品コー ド を変更する必要がない製品のア ッ プ

デー ト 。

マク ロ (1) ひと ま と ま りの命令群からなる命令。

マネージ ド  アプ リ

ケーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールにシステム権限が使われた場合、 アプ リ ケーシ ョ ン

は 「マネージ ド アプ リ ケーシ ョ ン」 と呼ばれます。

マルチ メ デ ィ ア サウン ド、 ビデオ、 グラ フ ィ ッ ク、 および動画など、 情報を伝える為にま とめて利用

される様々な メ デ ィ アの集合。

メ ジャー ア ッ プグ

レー ド

ProductCode プロパテ ィ で変更が必要な製品の完全ア ッ プデー ト 。 同じ マシンに 同じ

製品の 2 つのバージ ョ ンを イ ンス ト ールする場合、 新しい製品コー ドが必要にな り ま

す。

メ タ フ ァ イル 標準 Windows メ タ フ ァ イル形式で保存されたイ メ ージ メ タ フ ァ イルは 1 セ ッ ト のド

ローイ ング命令群です。 Windows メ タ フ ァ イルは .wmf とい う フ ァ イル拡張子を持って

います。

メ デ ィ ア デ ィ スク リ

プ タ (MD)

イ ンス ト ール可能な単位 (IU) の意味。 通常フ ァ イルと し て存在するデータの物理的な

ソースに対し て、 デプロ イ メ ン ト  デ ィ スク リ プ タ (DD) で要素のマ ッ ピングを行いま

す。

メ ンテナンス モー ド 既に製品がイ ンス ト ールされているシステム上で、 2 回目 ( およびそれ以降 ) にイ ンス

ト ール プログラムを実行をする と、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で行われま

す。 このメ ンテナンスモー ド でユーザーは、 最初のイ ンス ト ールで選択し た機能の変

更、 イ ンス ト ール済みの機能の修復、 およびプログラム全体の削除が行えます。

モーダル アプ リ ケーシ ョ ンが続行する前に、 ダイアログを表示し てユーザーからの返答を待ち

ます。 その間、 ユーザーは他のウ ィ ン ド ウまたはダイアログ ボ ッ クスを使用できませ

ん。 「モー ド レス」 も参照し て く だ さい。

モー ド レス ユーザーが他のウ ィ ン ド ウ、 ダイアログ ボ ッ クス と対話できるよ う にし ます。 「モー

ダル」 も参照し て く だ さい。

文字列テーブル すべてのサポー ト 言語に対する文字列 ID、 値、 コ メ ン ト を保存するデータベース。 こ

れらの文字列は、 実行時にエン ド ユーザーに表示されるダイアログおよび メ ッ セージ 

ボ ッ クスで使われます。

ユーザー イ ン ター

フ ェ イス (UI)

ソ フ ト ウ ェ アのユーザーへのアクセス。

ユーザー プロ フ ァ イ

ル

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 お気に入り、 アプ リ ケーシ ョ ン、 デ ィ スプレ イ、 並びにハー ド ウ ェ

アの設定など、 各エン ド ユーザーの設定についての記録。 ユーザープロ フ ァ イルは、

複数のユーザーがそれぞれの環境設定を保持し ながら 1 台のコ ンピ ューターを共有す

る こ と を可能にし ます。
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ラ イブ ラ リ 予備に保存されている類似オブジ ェ ク ト のコ レ クシ ョ ン。 た と えば、 ソースコー ド ま

たはオブジ ェ ク ト コー ド形式のプログラム、 データ フ ァ イル、 スク リ プ ト およびテン

プレー ト 。 プログラム ラ イブラ リは、 プログラマーがコー ド を書いている と きに " 呼

び出す " こ とができるプ リ コ ンパイル済み、 再利用可能プログラム ルーチンのコ レ ク

シ ョ ンです。

リ ッ チ テキス ト  

フ ォーマ ッ ト  (RTF)

フ ォ ン ト やマージン等のフ ォーマ ッ ト 情報を表示する特殊コマン ド を含む Microsoft の

フ ァ イル フ ォーマ ッ ト 。 RTF を使用する と、 異なるワー ド プロセ ッサーおよびオペ

レーテ ィ ング システム間でフ ァ イルを交換する こ とができます。

リ フ レ ッ シュ ビルド このタ イプのビルドはカス タムコー ドのみ再コ ンパイルし ます。 また、 全イ ンス ト ー

ルを再ビルド する こ と無しに変更があった単一フ ァ イルのみ再ビルド および追加 / 変

更ができるので、 単一フ ァ イルの置換も可能です。 このタ イプのビルド は、

InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ使用する こ とができます。

リ モー ト  プロシー

ジャ コール ス タ ブ 

(RPC)

他のコ ンピ ューター上のサービスを要求するのに使用されるプログラムの中の小さい

サイズのルーチン。 RPC は、 プロ ト コルまたは予め合意されたデータ送信のための

フ ォーマ ッ ト で、 これをプログラムで使用する こ とによ り、 他のコ ンピ ューターにあ

るプログラムからサービスを要求する こ とが可能にな り ます。 ス タ ブはプログラムか

らのリ クエス ト 受け入れて、 それを リ モー ト プロシージャへ転送し ます。 プロシー

ジャが完了する と、 ス タ ブは結果を受け取り、 リ クエス ト を し たプログラムへまた戻

し ます。

リ リース ノ ー ト アプ リ ケーシ ョ ンの配布と共に含まれる フ ァ イル。 このフ ァ イルには、 アプ リ ケー

シ ョ ンのイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに関する重要な情報が含まれています。

また、 他の製品ド キュ メ ン ト に含まれていない可能性がある情報も含まれる こ とがあ

り ます。

リ リース ビルド リ リースに適し た完全再ビルド。

レジス ト リ 個人設定およびコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アおよびハー ド ウ ェ

アを記録するために Windows オペレーテ ィ ング システムによ って使用される中央デー

タベース。 イ ンス ト ール時、 イ ンス ト ールに関し て選択された項目はレジス ト リ に書

き込まれます。

レジス ト リ フ ァ イル 定義済み形式のテキス ト フ ァ イルで、 レジス ト リ にマージできるキーと値が含まれて

います。

列 縦に並んだ一連の情報。

ローカ リゼーシ ョ ン 製品またはサービスを特定の言語および文化に翻訳適合するプロセス。
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ロー ド 順グループ サービスの中には、 起動前に他のサービスが既に実行されていなければならないもの

があり ます。 そのため、 サービスをグループ化し て指定し た順序でロー ド するよ う 設

定する必要があり ます。 サービスのロー ド順グループは、

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Control\ServiceGroupOrder に リ ス ト

されています。

Set\Control\ServiceGroupOrder に リ ス ト されています。 サービスの " 起動タ イプ " プ

ロパテ ィ によ り、 グループ内でいつロー ド されるかが決定されます。

ロールバッ ク イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ール プロセス中に行われた変更をすべて記録し てお り、 エ

ラーが発生し てイ ンス ト ールが中止された場合でも、 これらの変更は 「ロールバッ ク」 

され、 マシンは元の状態に復元されます。

ログ データベース 

(LogDB)

イ ンス ト ール / アンイ ンス ト ール中にログを記録するよ う に構成されたすべてのログ

を含むターゲッ ト マシン上にあるデータベース。

ログ フ ァ イル フ ァ イルには、 コ ンピ ューター ワークステーシ ョ ンまたは Web サーバー上でソ フ ト

ウ ェ ア プロセス中 ( イ ンス ト ール、 ビルド、 ダウンロー ド等 ) に発生し たアク テ ィ ビ

テ ィ の記録が含まれています。 た と えば、 Web サーバーは、 すべてのサーバーへのリ

クエス ト を リ ス ト し、 コ ピーされたフ ァ イル、 転送されたバイ ト 数、 リ クエス ト され

たページ、 イ メ ージおよびフ ァ イルを要約し て、 ログフ ァ イルのメ ンテナンスを行い

ます。 ビルド ログ フ ァ イルは、 ビルド に含められたすべての機能、 セ ッ ト ア ッ プ タ

イプ、 マージ モジュール、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク、 およびフ ァ イルを リ ス ト し ます。

ログの記録 イ ンス ト ール、 ビルド またはダウンロー ド等のソ フ ト ウ ェ ア プロセス のアクテ ィ ビ

テ ィ をログフ ァ イルに記録するプロセス。

割り当て ア ドバタ イズの種類。 管理者がアプ リ ケーシ ョ ンをマシンに割り当てる と、 次回マシ

ンを起動または再起動し た と きにイ ンス ト ール プログラムが自動的に実行し ます。 管

理者がアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに割り当てる と、 イ ンス ト ール プログラムはユー

ザーのマシン上にある [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を配置し ます。 ユー

ザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を選択する、 または割り当てられたアプ リ ケーシ ョ ンに関連付

けられた文書を起動し た と き、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされます。
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27511 2820

27514 2821

27515 2821

27516 2821

27517 2821

27519 2822

27520 2822

27521 2822

27524 2823

27525 2823

27526 2823

27527 2823

27528 2823

27529 2823

27531 2823

27532 2824

27533 2824

27534 2824

27535 2824

27536 2824

27537 2824

27538 2825

27539 2825

27540 2825

27541 2825

27542 2825

27543 2825

27544 2826

27545 2826

27546 2826

27548 2826

27549 2826

27550 2826

27551 2827

27552 2827

27553 2827

27554 2827

27555 2828

32 ビ ッ ト

InstallShield 前提条件の要件 2003

ビルド時の検証 1232

64 ビ ッ ト

InstallShield 前提条件の要件 2003

ビルド時の検証 1232

Oracle のイ ンス タ ンスへの接続サポー ト  1170

System32 フ ォルダー ソース フ ァ イル 536

オペレーテ ィ ング システム、 InstallScript イ ンス ト ール

で ターゲッ ト  249

オペレーテ ィ ング システム、 Windows Installer ベースの

ト ールで ターゲッ ト  246

オペレーテ ィ ング システム、 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI またはア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで ターゲッ ト  

251

オペレーテ ィ ング システム、 ターゲッ ト にする 245

コ ンポーネン ト  246, 249

自己登録 246, 249

レジス ト リ リ フ レ クシ ョ ン 598

-9000 - 不明な例外 2931

-9001 - 不明な COM 2931

-9002 - パッ ケージを開 く と きにエラーが発生し ま し た 2931

-9003 - パッ ケージを保存する と きにエラーが発生し ま し た 

2932

-9004 - ユーザーによ ってプロセスがキャ ンセルされま し た 

2932

-9005 - 一時フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た 

2933

-9006 - パッ ケージの圧縮中にエラーが発生し ま し た 2933

-9007 - 拡張子を持つフ ァ イルが見つかり ませんで し た 2934

-9008 - アイ コ ンの抽出中にエラーが発生し ま し た 2934
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-9009 - 不明のプロバイダー 2934

-9010 - ターゲッ ト  フ ァ イル名が正し く あり ません 2935

-9011 - MSI テーブルの読み込み中にエラーが発生し ま し た 

2935

-9012 - メ ソ ッ ド で予期し ないエラーが発生し ま し た 2935

-9013 - タ イプ ラ イブ ラ リが見つかり ませんで し た 2936

-9014 - ShellExecute が失敗し ま し た 2936

-9015 - ド ラ イバーの完全パスを判別できませんで し た 2937

-9016

テーブルのコ ンテンツが無視されま し た 2937

-9017 - .NET 1.x アセンブ リはサポー ト されていません 2938

-9018

カス タム アクシ ョ ンが無視されま し た 2938

-9019 - 条件付き コ ンポーネン ト  2939

-9020 - デ ィ レ ク ト リの親がヌル エラー 2940

-9021 - COM データ を抽出できませんで し た 2940

-9022 - Complus テーブル エラー 2941

-9024 - FileSFPCatalog 2941

-9026 - LaunchCondition テーブル警告 2941

-9027 - LockPermissions テーブル警告 2942

-9028 - MoveFile テーブル エラー 2943

-9029 - MsiDriverPackages テーブル エラー 2943

-9030 - ODBCTranslator テーブル警告 2944

-9031 - RemoveFile テーブル警告 2944

-9032 - RemoveIniFile テーブル警告 2945

-9033 - RemoveRegistry テーブル警告 2945

-9036 - ISCEInstall テーブル エラー 2946

-9037 - ISComPlusApplication テーブル エラー 2946

-9038 - ISPalmApp テーブル エラー 2947

-9039 - ISSQLScriptFile テーブル エラー 2947

-9040 - ISVRoot テーブル エラー 2948

-9041 - ISXmlFile テーブル エラー 2948

-9051

パッ ケージの圧縮中がキャ ンセルされま し た 2949

-9100 - パッ ケージ オブジ ェ ク ト のイ ンス タ ンスの作成が失

敗し ま し た 2949

-9101 - パッ ケージ オブジ ェ ク ト の作成操作が失敗し ま し た 

2949

-9102 - ヘ ッ ダー情報の書き込みに失敗し ま し た 2950

-9103 - Citrix の最終処理が失敗し ま し た 2950

-9104 - Citrix の保存に失敗し ま し た 2951

-9105 - Citrix ラ イ ターの初期化中にエラーが発生し ま し た 

2951

-9106 - Citrix パッ ケージの初期化中にエラーが発生し ま し

た 2951

-9107 - Citrix フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが発

生し ま し た 2952

-9108 - ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま

し た 2952

-9109 - Citrix フ ォルダー エン ト リの書き込み中にエラーが

発生し ま し た 2953

-9110 - Citrix レジス ト リ エン ト リの書き込み中にエラーが

発生し ま し た 2953

-9113 - Citrix INI フ ァ イル エン ト リの書き込み中にエラーが

発生し ま し た 2953

-9114 - Citrix シ ョ ー ト カ ッ ト の書き込み中にエラーが発生

し ま し た 2954

-9115 - Citrix プロ フ ァ イルを保存する と きにエラーが発生

し ま し た 2954

-9116 - 空の Citrix プロ フ ァ イルを作成する と きにエラーが

発生し ま し た 2955

-9117 - 中間フ ォルダーの作成中にエラーが発生し ま し た 

2955

-9118 - Citrix プロ フ ァ イルの初期化中にエラーが発生し ま

し た 2955

-9119 - Citrix プロ フ ァ イルにデフ ォル ト  ターゲッ ト を作成

する と きにエラーが発生し ま し た 2956

-9120 - プロ フ ァ イルから フ ァ イルを削除中にエラーが発生

し ま し た 2956

-9121 - フ ァ イルを Citrix プロ フ ァ イルにコ ピーできません

で し た 2957

-9122 - ターゲッ ト が Citrix プロ フ ァ イルに存在し ません 

2957

-9124 - このプロ フ ァ イルに作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト があ

り ません 2957

-9125 - Citrix フ ァ イルの種類の関連付けの書き込み中にエ

ラーが発生し ま し た 2958

-9126 - 証明書を使ってプロ フ ァ イルを署名できませんで し

た 2958

-9127 - スク リ プ ト の実行を作成できませんで し た 2959

-9128 - シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています 2959

-9129 - シ ョ ー ト カ ッ ト の名前が重複し ています 2959

-9130 - シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト が重複し ています 2960

-9131 - イ ンス ト ーラーの変数を解決できませんで し た 2960

-9132 - 16 色シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで

し た 2961

-9133 - シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンが見つかり ませんで し た 

2961

-9134 - 実行可能フ ァ イルから アイ コ ンを抽出できませんで

し た 2962

-9135 - シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト が 16 ビ ッ ト  2962

-9136 - 一部のフ ァ イルが圧縮されていない可能性があ り ま

す 2962

-9137 - 対象と なるデ ィ レ ク ト リが見つかり ませんで し た 

2963

-9138 - DuplicateFile テーブルの警告 2963

-9150 警告 2964

-9151 エラー 2965

-9200 - ThinApp のイ ンス ト ールが必要です 2965

-9201 - シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ァ イルの拡張子は ".exe" である必

要がある 2965

-9202

アプ リ ケーシ ョ ンが作成されませんで し た 2966

-9203 - ThinApp ツールがあ り ません 2966

-9204 - シ ョ ー ト カ ッ ト が重複し ています 2967

-9205 - 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、 コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターが異な り ます 2967

-9206 - 同じ名前のシ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在し ますが、
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ターゲッ ト が異な り ます 2967

-9207 - ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た 

(vregtool.exe) 2968

-9208 - ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た 

(vftool.exe) 2968

-9209 - ビルド プロセス中にエラーが発生し ま し た 

(tlink.exe) 2969

-9300 - AdviseFile 操作で、 未処理の例外が発生し ま し た 

2969

-9301 - AdviseRegistry 操作で、 未処理の例外が発生し ま し

た 2969

-9302 - コマン ド操作で、 未処理の例外が発生し ま し た 2970

-9303 - フ ァ イルの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま し

た 2970

-9304 - レジス ト リの変更操作で、 未処理の例外が発生し ま

し た 2970

-9305 - 作成操作で、 未処理の例外が発生し ま し た 2971

-9306 - 規則エンジンの実行時に、 未処理の例外が発生し ま

し た 2971

-9401 - App-V ラ イ ターの初期化中に、 エラー 2971

-9402 - App-V パッ ケージの初期化中に、 エラー 2972

-9403 - App-V フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラー 

2972

-9404 - App-V フ ォルダー エン ト リ を書き込み中にエラー 

2972

-9405 - App-V レジス ト リ エン ト リ を書き込み中にエラー 

2973

-9406 - App-V INI フ ァ イル エン ト リ を書き込み中にエラー 

2973

-9407 - App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を書き込み中にエラー 2973

-9408 - App-V フ ァ イル型のデータ を書き込み中にエラー 

2974

-9409 - App-V データの保存中にエラーが発生し ま し た 2974

-9410 - ソース フ ァ イル パスの判別中にエラーが発生し ま

し た 2974

-9411 - OSD フ ァ イルのテンプレー ト を抽出できませんで し

た 2975

-9412 - OSD フ ァ イルを保存できませんで し た 2975

-9413 - App-V OSD の本当の保存 2975

-9414 - ローカル App-V アプ リ ケーシ ョ ンはプ ラ イマ リ ア

プ リ ケーシ ョ ンの依存関係と し て指定できない 2976

-9415 - 依存関係のアプ リ ケーシ ョ ンが見つかり ませんで し

た 2976

-9416 - プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リが無効

です 2976

-9417 - 依存アプ リ ケーシ ョ ンの OSD フ ァ イルに、 無効な 

HREF の値が含まれています。 2977

-9418 - サイ ドバイサイ ド アセンブ リ をプラ イベー ト 化中に

エラー 2977

-9419 - ウォーターマーク を挿入中に、 エラーが発生し ま し

た 2978

-9424 - App-V 5.x パッ ケージのビルド エラー 2978

-9500 - シ ョ ー ト カ ッ ト が不足 2978

A
AddAdvancedFile メ ソ ッ ド 3004

AddComponent メ ソ ッ ド 3006

AddComponentSubFolder メ ソ ッ ド 3059

AddCondition メ ソ ッ ド 3085

AddCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3278, 3301

AddCustomAction メ ソ ッ ド 3007

AddDetectCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3338

AddDynamicFileLink メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3307

AddDynamicFileLinking メ ソ ッ ド 3060

AddEligibleCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3339

AddEnvironmentVar メ ソ ッ ド 3061

AddExitCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3235

AddExtensionCondition メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3281

AddFeature メ ソ ッ ド 3008

AddFile メ ソ ッ ド 3062

AddFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI) 3308

AddFilter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI) 3292

AddFolder メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI) 3309

AddGroup メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI) 3282

AddLanguage メ ソ ッ ド 3010

AddLanguage メ ソ ッ ド ( ア ド バンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3236

AddMergeModule メ ソ ッ ド 3086

AddObject メ ソ ッ ド 3086

AddParameter メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI) 3283

AddPathVariable メ ソ ッ ド 3010

AddPathVariable メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3236

AddProductConfig メ ソ ッ ド 3011

AddProperty メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3237

AddRelease メ ソ ッ ド 3109

AddRemoveFile method 3063

AddSetupFile メ ソ ッ ド 3013

AddSetupFile メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3238

AddSetupType メ ソ ッ ド 3013

AddShellProperty メ ソ ッ ド 3169

AddShortcut メ ソ ッ ド 3098

AddStringEntry メ ソ ッ ド 3101

AddStringEntry メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ド
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バンス ト  UI) 3259

AddSubFolder メ ソ ッ ド 3098

AddSuiteAction メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI) 3239

AddSuiteActionRef メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3295

AddSuiteFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3240

AddSuitePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3241, 3339

AddSuiteRelease メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3244

AddSuiteSubFeature メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3301

AddSuiteTransaction メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3244

ALLUSERS 1774

ANSI 424

AppID 2050

Appx サポー ト  1435

ARPREADME 518

AttachComponent メ ソ ッ ド 3087

AttachPackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI) 3302

AVI フ ァ イル

InstallScript プロジ ェ ク ト と InstallScript MSI プロジ ェ ク

ト

有効化 1133

B
BATCH_INSTALL

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの動作 1387

Bit flags 807

Build メ ソ ッ ド 3156

Build メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI) 3357

C
C7501 警告 2929

C7502 警告 2930

C7503 警告 2930

C7505 警告 2930

C8001 エラー 2888

C8002 エラー 2889

C8003 エラー 2889

C8004 エラー 2889

C8005 エラー 2890

C8006 エラー 2890

C8007 エラー 2891

C8008 エラー 2891

C8009 エラー 2891

C8010 エラー 2892

C8011 エラー 2892

C8012 エラー 2892

C8013 エラー 2892

C8014 エラー 2893

C8015 エラー 2893

C8016 エラー 2894

C8017 エラー 2894

C8018 エラー 2894

C8019 エラー 2895

C8020 エラー 2895

C8021 エラー 2895

C8022 エラー 2896

C8023 エラー 2896

C8024 エラー 2896

C8025 error 2897

C8026 エラー 2897

C8027 エラー 2898

C8028 エラー 2898

C8031 エラー 2898

C8032 エラー 2899

C8033 エラー 2899

C8034 エラー 2899

C8035 エラー 2900

C8036 エラー 2900

C8037 エラー 2900

C8038 エラー 2901

C8039 エラー 2901

C8040 エラー 2901

C8042 エラー 2902

C8043 エラー 2902

C8044 エラー 2902

C8045 エラー 2903

C8046 エラー 2903

C8047 エラー 2903

C8048 エラー 2903

C8049 エラー 2904

C8050 エラー 2904

C8051 エラー 2904

C8052 エラー 2905

C8053 エラー 2905

C8054 エラー 2905

C8055 エラー 2905

C8057 エラー 2906

C8058 エラー 2906

C8059 エラー 2906

C8062 エラー 2907

C8063 エラー 2907

C8064 エラー 2907

C8065 エラー 2907

C8066 エラー 2908

C8067 エラー 2908

C8068 エラー 2908

C8069 エラー 2909

C8070 エラー 2909
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C8071 エラー 2909

C8072 エラー 2910

C8073 エラー 2910

C8074 エラー 2910

C8075 エラー 2910

C8076 エラー 2911

C8077 エラー 2911

C8078 エラー 2911

C8079 エラー 2912

C8080 エラー 2912

C8081 エラー 2912

C8082 エラー 2913

C8083 エラー 2913

C8084 エラー 2913

C8085 エラー 2914

C8086 エラー 2914

C8087 エラー 2914

C8088 エラー 2915

C8089 エラー 2915

C8090 エラー 2915

C8091 エラー 2916

C8092 エラー 2916

C8093 エラー 2916

C8097 エラー 2917

C8098 エラー 2917

C8099 エラー 2917

C8100 エラー 2917

C8101 エラー 2918

C8112 エラー 2918

C8113 エラー 2919

C8114 エラー 2919

C8115 エラー 2919

C8126 エラー 2919

C8127 エラー 2920

C8128 エラー 2920

C8522 エラー 2920

C9001 エラー 2929

CanMove メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI) 3289

ChangeGroupType メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3284

CheckForProductUpdates カス タム アクシ ョ ン 3383

CheckForProductUpdatesOnReboot カス タム アクシ ョ ン 3383

CloseProject メ ソ ッ ド 3018

CloseProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ
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ISSearchReplaceCosting カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSearchReplaceFinalize カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSearchReplaceInstall カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSearchReplaceRollback カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSearchReplaceUninstall カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSelfReg 682

ISSelfReg テーブル 682

ISSelfRegisterCosting アクシ ョ ン 682

ISSelfRegisterCosting カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSelfRegisterFiles アク シ ョ ン 682

ISSelfRegisterFiles カス タム アクシ ョ ン 3389

ISSelfRegisterFinalize アクシ ョ ン 682

ISSelfRegisterFinalize カス タム アクシ ョ ン 3389
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ISSetAllUsers 905

ISSetAllUsers カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSetTARGETDIR カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSetup.dll 788

ISSetupFilesCleanup カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSetupFilesExtract カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSQLQueryDatabases カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSQLServerCosting カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSQLServerFilteredList カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSQLServerFinalize カス タム アクシ ョ ン 3390

ISSQLServerInitialize カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerInstall カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerList カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerRemoveLoginInfo カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerRollback カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerRollbackLoginInfo カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerUninstall カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerValidate カス タム アクシ ョ ン 3391

ISSQLServerWriteLoginInfo カス タム アクシ ョ ン 3392

ISSQLSRV.dll 1146

ISSupportPerUser 782

ISUnSelfRegisterFiles アクシ ョ ン 682

ISUnSelfRegisterFiles カス タム アクシ ョ ン 3392

ISUWP01 1363

ISUWP02 1363

ISUWP03 1364

ISUWP04 1364

ISUWP05 1364

ISUWP06 1365

ISUWP07 1365

ISUWP08 1365

ISUWP09 1366

ISUWP10 1366

ISUWP11 1367

ISUWP12 1367

ISUWP13 1368

ISUWP14 1368

ISUWP15 1369

ISUWP16 1369

ISUWP17 1369

ISUWP18 1370

ISUWP19 1370

ISUWP20 1370

ISVerifyScriptingRuntime カス タム アクシ ョ ン 3392

ISVICE 1345

ISVICE01 1347

ISVICE02 1348

ISVICE03 1349

ISVICE04 1350

ISVICE05 1350

ISVICE06 1351

ISVICE07 1352

ISVICE08 1352

ISVICE09 1353

ISVICE10 1354

ISVICE11 1355

ISVICE12 1355

ISVICE13 1356

ISVICE14 1357

ISVICE15 1357

ISVICE16 1358

ISVICE17 1359

ISVICE18 1360

ISVICE19 1360

ISWiAdvancedFile オブジ ェ ク ト  3037

ISWiAdvancedFiles コ レ クシ ョ ン 3191

IswiAuto 2988

IsWiComponent オブジ ェ ク ト  3041

ISWiComponents コ レ クシ ョ ン 3193

ISWiComponentSubFolder オブジ ェ ク ト  3071

ISWiComponentSubFolders コ レ ク シ ョ ン 3195

ISWiCustomAction オブジ ェ ク ト  3040

ISWiCustomActions コ レ ク シ ョ ン 3197

ISWiDynamicFileLinking オブジ ェ ク ト  3074

ISWiDynamicFileLinkings コ レ クシ ョ ン 3198

ISWiEnvironmentVar オブジ ェ ク ト  3076

ISWiEnvironmentVars コ レ クシ ョ ン 3199

ISWiFeature オブジ ェ ク ト  3078

ISWiFeatures コ レ クシ ョ ン 3199

ISWiFile オブジ ェ ク ト  3090

ISWiFiles コ レ クシ ョ ン 3201

ISWiFolder オブジ ェ ク ト  3096

ISWiFolders コ レ クシ ョ ン 3202

ISWiLanguage オブジ ェ ク ト  3100, 3203

ISWiLanguage オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3258

ISWiLanguages コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3358

ISWiObject オブジ ェ ク ト  3103

ISWiObjects コ レ クシ ョ ン 3204

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト  3103

ISWiPathVariable オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3260

ISWiPathVariables オブジ ェ ク ト  3205

ISWiPathVariables コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3359

ISWiProductConfig オブジ ェ ク ト  3106

ISWiProductConfigs コ レ クシ ョ ン 3206

ISWiProject object

AddProperty メ ソ ッ ド 3012

GenerateGUID メ ソ ッ ド 3031

ISWiProject オブジ ェ ク ト  2988

ISWiProject オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3227

ISWiProperties コ レ クシ ョ ン 3208

ISWiProperties コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3360

ISWiProperty オブジ ェ ク ト  3111
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ISWiProperty オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3264

ISWiRelease オブジ ェ ク ト  3112

CubFile プロパテ ィ  3157

ISWiReleases コ レ ク シ ョ ン 3209

ISWiRemoveFileObject オブジ ェ ク ト  3158

ISWiRemoveFiles コ レ クシ ョ ン 3210

ISWiRemoveFiles メ ソ ッ ド 3067

ISWiSequence コ レ クシ ョ ン 3211

ISWiSequenceRecord オブジ ェ ク ト  3159

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト  3160

ISWiSetupFile オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3265

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン 3214

ISWiSetupFiles コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3360

ISWiSetupType オブジ ェ ク ト  3162

ISWiSetupTypes コ レ クシ ョ ン 3215

ISWiShellProperties コ レ クシ ョ ン 3216

ISWiShellProperty オブジ ェ ク ト  3163

ISWiShortcut オブジ ェ ク ト  3163

ISWiShortcuts コ レ クシ ョ ン 3217

ISWiSISProperties コ レ クシ ョ ン 3218

ISWiSISProperty オブジ ェ ク ト  3171

ISWiStringEntries コ レ クシ ョ ン 3225

ISWiStringEntry オブジ ェ ク ト  3188

ISWiSuiteAction オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3266

ISWiSuiteActionRef オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3273

ISWiSuiteActionRefs コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3361

ISWiSuiteActions コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3362

ISWiSuiteCondition オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3275

ISWiSuiteConditionParameter オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI) 3287

ISWiSuiteConditionParameters コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  

UI、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI) 3362

ISWiSuiteConditions コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3363

ISWiSuiteDFLFilter オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3288

ISWiSuiteDFLFilters コ レ クシ ョ ン ( ア ド バンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3364

ISWiSuiteDynamicFileLink オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI) 3291

ISWiSuiteDynamicFileLinks コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、

スイー ト / ア ドバンス ト  UI) 3364

ISWiSuiteEvent オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3294

ISWiSuiteEvent メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ド

バンス ト  UI) 3254

ISWiSuiteEvents コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3365

ISWiSuiteExitCondition オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI) 3297

ISWiSuiteExitConditions コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 ス

イー ト / ア ドバンス ト  UI) 3366

ISWiSuiteFeature オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3297

ISWiSuiteFeatures コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3367

ISWiSuiteFile オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3305

ISWiSuiteFolder オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI) 3306

ISWiSuiteFolders コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3369

ISWiSuiteOperation オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3312

ISWiSuitePackage オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3317

ISWiSuitePackages コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3370

ISWiSuiteRelease オブジ ェ ク ト  ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト

/ ア ドバンス ト  UI) 3342

ISWiSuiteReleases コ レ クシ ョ ン ( ア ドバンス ト  UI、 スイー

ト / ア ドバンス ト  UI) 3370

ISXmlAppSearch カス タム アクシ ョ ン 3392

ISXmlCosting カス タム アクシ ョ ン 3392

ISXmlFinalize カス タム アクシ ョ ン 3392

ISXmlInstall カス タム アクシ ョ ン 3392

ISXmlRollback カス タム アク シ ョ ン 3393

ISXmlUnInstall カス タム アクシ ョ ン 3393

Itanium

および .NET Framework 664, 667

J
Java(TM) 2 Runtime Environment 前提条件 646

Jet 4.0 前提条件 646

JRE 前提条件 646

L
LaunchCondition テーブル 292

LaunchProgramFileFromSetupCompleteSuccess カス タム アク

シ ョ ン 3393

LaunchReadmeFileFromSetupCompleteSuccesscustom アク

シ ョ ン 3393

Line control 1024

LocalDB 1149
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M
MDAC 2.8 前提条件 646

Microsoft .NET Framework 665

バージ ョ ン 2.0、 64 ビ ッ ト  664, 667

バージ ョ ン 3.0 667

バージ ョ ン 3.0、 64 ビ ッ ト  664, 667

Microsoft Visual Studio、 InstallShield との統合 1816

Microsoft Windows Azure SQL サポー ト  1169

Microsoft XML Core Services 746

Move メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバンス ト  

UI) 3286

MoveDown メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバン

ス ト  UI) 3290, 3341, 3342

MoveTo メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI) 3274

MoveUp メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバンス

ト  UI) 3291

MSBuild 1254

MSDE 2000 前提条件 646

MSI Diff 1749, 1754

MSI Grep 1759

MSI Query 1757

MSI Sleuth 1758

MSI 再配布可能フ ァ イル 662

 2668

ビ ュー 2668

msidbComponentAttributesShared 599

MsiExec.exe 3417

MsiPatchOldAssemblyFile 1637

MsiPatchOldAssemblyName 1637

MsiRMFilesInUse ダイアログ 980

MSP オープン ウ ィ ザー ド 2141

MST ウ ィ ザー ド 2142

MSXML 746

O
 2408

ビ ュー 2408

OnBegin

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール 1471

One-Click Install イ ンス ト ール 1278

Ether オブジ ェ ク ト  1282

InstallShield 12 以前からア ッ プグレー ド する 375

InstallShield と InstallShield Professional の違い 1279

Player オブジ ェ ク ト  1280

起動されたイ ンス ト ールにデータ を渡す 1290

言語の設定 1290

サイ レン ト  1290

作成 1289

システム要件 1288

デバッ グ 1291

ユーザーを認証 1291

OnEnd

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール 1471

OnPackagesConfigured 1471

OnPackagesConfiguring 1471

OnRebooting

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール 1471

OnResuming

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール 1471

OnStaged 1471

OnStaging 1471

Open メ ソ ッ ド 1282

OpenProject メ ソ ッ ド 3033

OpenProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3256

Oracle 11g Instant Client 前提条件 1170

Oracle サポー ト  1170

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム 1170

P
Palm OS デバイスのイ ンス ト ール

要件 244

Pkgmgr.exe 1452

Play メ ソ ッ ド 1284

PowerShell スク リ プ ト  858

POWERSHELLVERSION 858

ProgID 603

PVK2PFX 1270

Q
QuickPatch

InstallShield で作成 1614

QuickPatch 作成の簡素化 1614

簡素化の制限事項 1614

ビル ト イ ン InstallShield カス タムアクシ ョ ン 1614

QuickPatch パッ ケージの簡素化 1614

QuickPatch プロジ ェ ク ト  274

カス タム アクシ ョ ン 2699

新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド 2074

手順 1613

フ ァ イル 2699

履歴 2699

レジス ト リ 2702

QuickPatch プロジ ェ ク ト の履歴 2699

R
REG フ ァ イル 727

複数行文字列サポー ト  1948

ReleasePackager.exe 3415

RemoveComponent メ ソ ッ ド 3088

RemoveComponentSubFolder メ ソ ッ ド 3068
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RemoveDynamicFileLinking メ ソ ッ ド 3069

RemoveEnvironmentVar メ ソ ッ ド 3069

RemoveFeature メ ソ ッ ド 3036

RemoveFile メ ソ ッ ド 920

RemoveMergeModule メ ソ ッ ド 3089

RemoveObject メ ソ ッ ド 3090

RemovePackage メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア

ドバンス ト  UI) 3304

RemoveRemoveFile メ ソ ッ ド 3071

RemoveSequenceRecord メ ソ ッ ド 3213

Rollback 899

RTL 言語サポー ト  424

S
SaveProject メ ソ ッ ド 3037

SaveProject メ ソ ッ ド ( ア ドバンス ト  UI、 スイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI) 3257

Sd ダイアログ ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド 934

setAllUsersProfile2K カス タム アクシ ョ ン 3393

SetAllUsersProfileNT カス タム アクシ ョ ン 3393

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アクシ ョ ン 3393

SetARPReadme ( カス タム アクシ ョ ン ) 518

SetProperty メ ソ ッ ド 1285

Settings.xml 327

Setup_UI.xml 1419

Setup.exe 1395

InstallScript プロジ ェ ク ト  3442

InstallShield 前提条件を含める 654

Windows Installer の再配布 662

アイ コ ンを指定する 1402

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( スイー ト / ア ドバンス ト  

UI およびア ドバンス ト  UI) 3438

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター ( 基本の MSI、

InstallScript、 InstallScript MSI) 3422

実行時のエラー (InstallScript) 2828

実行時のエラー ( 基本の MSI および InstallScript MSI) 

2831

実行時のエラー ( スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ド

バンス ト  UI) 2836

プロパテ ィ のカス タ マイズ 1397

戻り値 (InstallScript) 2828

戻り値 ( 基本の MSI および InstallScript MSI) 2831

戻り値 ( スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  

UI) 2836

ログ、 基本の MSI 3432

ログ、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ール 3439

ログ、 スイー ト のパッ ケージ 3440

Setup.exe の著作権情報 1397

Setup.ilg 1764

.txt フ ァ イルに変換する 1766

概要 1764

参照 1764

開 く  1765

Setup.ini 1291

Setup.log 1315

Setup.rul 788

Setup.xml 1419

SETUPEXEDIR 1792

SetupIni.exe 3416

SetupUI.dll 1419

setUserProfileNT カス タム アクシ ョ ン 3393

ShowMsiLog カス タム アクシ ョ ン 3393

SOURCELIST プロパテ ィ

値の順番を変更する 1418

値を削除 1418

値を追加 1417

値を編集 1417

SQL 2477

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムの Oracle サポー ト  1170

InstallScript テキス ト 置換を使って、 スク リ プ ト を変更 

1164

InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の要件 1146

LocalDB 1149

SQL サーバー側イ ンス ト ールの要求 1165

SQL スク リ プ ト で、 Oracle スキーマを作成 1180

SQL スク リ プ ト で、 SQL Server データベースを作成 

1178

SQL スク リ プ ト にデータベース サーバー タ イプの条件

を設定 1158

SQL スク リ プ ト の起動順序を指定 1154

SQL スク リ プ ト の追加 1150

SQL スク リ プ ト の編集 1152

Unicode と Oracle データベースにおける問題の解決 1177

Windows Azure SQL サポー ト  1169

Windows Installer プロパテ ィ を使ってスク リ プ ト を変更 

1162

Windows Installer プロパテ ィ を保存 1144

オー ト コ ンプ リー ト  316

オー ト メ ーシ ョ ン

AddSQLRequirement メ ソ ッ ド 3174

AddSQLScript メ ソ ッ ド 3175

AddSQLScriptError メ ソ ッ ド 3186

AddSQLScriptEx メ ソ ッ ド 3175

AddSQLScriptReplacement メ ソ ッ ド 3186

AddSQLServerConnection メ ソ ッ ド 3014

DeleteSQLConnection メ ソ ッ ド 3027

DeleteSQLReplace メ ソ ッ ド 3187

DeleteSQLScript メ ソ ッ ド 3176

DeleteSQLScriptError メ ソ ッ ド 3187

GetDatabaseServer メ ソ ッ ド 3177

InsertSQLScript メ ソ ッ ド 3177

ISWiSQLConnection オブジ ェ ク ト  3172

ISWiSQLConnections コ レ クシ ョ ン 3219

ISWiSQLDatabaseServer オブジ ェ ク ト  3178

ISWiSQLDatabaseServers コ レ クシ ョ ン 3220

ISWiSQLReplace オブジ ェ ク ト  3180
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ISWiSQLReplaces コ レ クシ ョ ン 3221

ISWiSQLRequirement オブジ ェ ク ト  3181

ISWiSQLRequirements コ レ クシ ョ ン 3222

ISWiSQLScript オブジ ェ ク ト  3183

ISWiSQLScriptError オブジ ェ ク ト  3187

ISWiSQLScriptErrors コ レ クシ ョ ン 3223

ISWiSQLScripts コ レ クシ ョ ン 3224

RemoveSQLRequirement メ ソ ッ ド 3178

SetPredefinedRequirement メ ソ ッ ド 3182

行番号の表示 / 非表示 322
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